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序論
序論
第二次大戦後の 日本現代詩運動の旗手の ひ とりとな っ た鮎川信夫(1 9 2 0- 8 6年)
を中心と して形成された詩人群､ ｢荒地+ 派詩人 (北村太郎､ 田村隆 一 ､ 鮎川信
夫､ 三 好豊 一 郎 ､ 黒田三郎､ 木原孝 一 ､ 中桐雅夫､ 加島祥造) は､ 詩誌 ｢荒地+
(全6集 :19 4 7年9月 - 1 94 8年6月) と年刊ア ン ソ ロ ジ
ー 『荒地詩集』 (全8 冊:
1 951年 - 1 95 8年) を主要な発表の 場 と して ､ 戦後の詩作活動と批評精勤を展開し
た｡ 日本の現代詩の領域における ｢荒地+ 派詩人によ っ て 行われ たそう した
一 連の
活動の中で特に意義深 い の は､ 詩人の戦争責任論を基軸に して行 っ たモ ダ ニ ズム 詩
批判で あろう｡ こ の議論は､ ｢荒地+ 派詩人よりも前の世代に属する詩人たちの戦
前 ･ 戦中 ･ 戦後 におけ る詩的行為の批判を通して ､ 日本の 文学領域における近現代
詩に潜在 して きた負の側面を浮き彫りにする視座だけで はなく､ 詩とはわれわれ 人
間に と っ て 何で あるの か､ とい う詩の行為と人間の関係に つ い て の 本質的な問題を
扱える視点を持 っ たもの で あ っ た ｡ こ う した視座に基づ い て戦後 ｢荒地+ 派詩人が
詩作行為と批評行為を行 っ て い く背景に は､ 戦前に おける モ ダ ニ ズム 詩に傾倒 した
詩作行為と戦中にお ける彼ら自身の戦争体験が根強く存在 して い ると言う こ とがで
き るで あ ろう｡
本論文で は､ ｢荒地+ 派詩人 に よる現代詩運動にお い て理論的支柱で あ ると同時
に リ ー ダ ー 的役割を果たす こ とに なる鮎川信夫を中心 に ､ 日本現代詩における ｢荒
也+ 派詩人による詩的汚勤の 意義を比較文学的に明らかに して い く こ とを目的と し
て い る ｡
第1章で は ｢ ｢荒地+ 派詩人 の出現を準備 した状況+ と題 して ､ 戦前の 日本の詩
の 状況 を分析する ととも に ､ 若き日の ｢荒地+ 派詩人たちがその詩的状況の中で ､
どの よう に自らの詩的行為を為 して い っ たの かとい う問題を検討 して い きたい o
第 2章 ｢ ｢荒地+ 派詩人の戦争責任論と モ ダ ニ ズム 詩批判+ におい ては ､ 戦後日
本現代詩の領域にお い て ､ ｢荒地+ 派詩人が独自の 立場で行 っ た批判滴動やそ の展
開の 実態を実証的に明らかに しながら､ ｢荒地+ 派詩人が戦後を生きる詩人たち に
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投げかけた問題に つ い て の検討を試み る｡
第 3,章 ｢ ｢荒地+ 派詩人の詩的言語観の構築+ で は､ ｢荒地+ 派運動の マ ニ フ ェ
ス トとも捉え る こ とがで きる ｢Ⅹ へ の 献辞+ (1 95 1年版 『荒地詩集』) を分析する
こ とに よ っ て ､ 彼らの詩的言語観 に つ い て明らかに し､ それが如何なる詩的実践か
ら導き出され て の かとい う 問題を､ ｢荒地+ 派詩人 の詩作品を具体的に検討する こ
とに よ っ て考察する｡ また､ ｢荒地+ 派詩人が詩的言語観を構築するに当たり､ そ
の根拠として求めて い っ たと考えられる西欧の第 - 次大戦後の詩人および文学者の
詩意識や思想を､ どの ように主体的に戦後の 日本の詩的風土 の申で 血肉化 して い っ
たの かとい う問題も検討する｡
最後に ､ 第4章に おい て 吐､ ｢鮎川信夫の詩的精神と詩的世界の形成+ と題 し
て ､ 鮎川信夫の < 詩を読む行為> と <詩を書く行為> の特徴を詩学的に検討 し､ 具
体的に鮎川 の詩作品を読む こ とを通 じて ､ 日本現代詩の領域におけ る彼の詩的行為
の意義を浮き彫りにする｡
また､ 鮎川信夫の詩作品を読む隙に 用 い た資料 ⅠI｢コ ン コ ー ダン ス ー 鮎川信夫全
請+ を別冊 と して提出する｡
第1章
｢荒地+ 派詩人の 出現を準備 した状況
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第1章第1節
西欧にお ける新興詩運動の精神
｢荒地+ 派詩人の出現に先立 つ 大正後期から昭和初期における日本の詩の領域
乱 発 一 次世界大戦(191 4- 18年) 前後 に西欧で興 っ た前衛的な芸術諸運動や文学
的傾向と直接間接の連鎖関係を結んだ日本に おける前衛詩運動､ 或い は モ ダニ ズ ム
詩運動によ っ て ､ その 重要な役割が担われたと言う こ とがで きるo
2 0世紀初頭の 西欧で は､ 1909年2月20日に フ ラ ンス の 日刊紙 Le Figor oに､ F･T･
マ リネ ッ テ ィ が ｢未来派創立宣言+ を発表 したこ とに始まるイタリ ア未来派など､
様々 な思想に基づ い た詩意識が興 っ た ｡ 例えば､ セ ザ ン ヌ ､ ピカ ソ ､ ブラ ッ クな ど
の 画家たちが準備 した実践 に基づい て ､ G. ア ポリネ ー ル が､ 1 9 1年､ ブリ ュ ッ セ
ル に おい て 講演 し､ さらに は1913年に 『立体派』 (Le sPeintr e sCubiste s) を刊
行する こ とに よ っ て広く知られる こ とに な っ た立体派o T.E･t= ユ ー ム が主宰 したサ
ロ ン を中心に基盤が構築され ､ 後 に エ ズ ラ ･ パ ウ ン ド が1913年3月号 Po etry 誌に
最初 の綱領を発表 して 誕生 し たイ マ ジ ズム o 第 一 次大 戦中､ ス イ ス の 中立都市
チ ュ ー リ ッ ヒ を舞台に展開されたダダイ ス ム ｡ さらには､ 表現派 ､ シ ュ ー ル レア リ
ス ム ､ 新即物主義､ 主知的傾向の文学な ど､ 新 しい 詩精神と詩意識が次々 に 興 っ
た ｡ そ して ､ 日本における ｢詩+ もまた ､ ほぼ同時代的にそれらの前衛詩運動や文
学的傾向の 理念 と方法を取り入れながら展開して い くこ とに な るo
本章本節に於い て は､ 続く本章第 2節､ 第3節で なされる西欧の前衛詩運動や文
学的傾向の指導理念が如何 に日本に移入され､ それ らが ｢荒地+ 派詩人の出現に先
立 つ 日本の文学的風土に お い て どの よう に機能 したのか とい う 問題を念頭に置きな
がら､ 2 0世紀前半の 西欧における詩の展開の諸側面を､ 第二 次大戦後の 日本現代詩
にお ける ｢荒地+ 派運動 の ア ン チテ ー ゼ と考える こ とがで きるイタリア 未来派を中
心 に ､ 第 一 次大戦中の ダ ダイス ム ､ 第 一 次大戦後の主知的傾向の文学まで の 視野を
第1章第1節 西欧における新興持運動の 精神
含め て ､ 考察 して み たい ｡
イ タ リ ア に お い て 19 0 9年に興 っ た未来派は､ 2 0世紀初頭の 西欧で 展開された
様々 な前衛詩運動の起点とも言う べ き性質を携えた運動で あ る｡ 特 に､ 未来派 が前
世紀に おける詩精神を､ ラ ディ カル に破壊 し､ 新 しい 詩意識を求めて い っ た背景に
は､ 例えば､ テ クノ ロ ジ ー やメ ディ ア の 急速な発展 ､ 科学者たちによ っ て もたらさ
れた科学的進歩とい っ た20世紀的な風土 に於い て ､ 人間を取り巻く環境の変化と共
に､ 人間の 生活 ､ 感性そ の も の も変化して い っ たこ とが挙げられ る｡ こ う した現代
的な状況にお い て ､ 詩の ｢こ とば+ に対する欲求も､ 以前 の ように ひとつ の 慣習的
な詩意識や伝統的な詩的言語観に満足を見出せ なくな っ て い っ た こ とは容易に想像
が つ くであ ろ う ｡ この ように ､ 未来派 は前世代の詩意識をラディ カル に故壊 し､ 伝
統を否定し､ 過去 の もの を拒絶 して いく こ とにな るの であ る が､ それで は 一 体彼ら
は何を詩の ｢こ とば+ に求めて い っ た の で あろうか｡ こう した問い は､ 大 正後期か
ら本格的に近代化 の始ま っ た日本の風土に於い て ､ 1921 (大正10)年1 2月 ､ 未来
派 の 詩精神に 基 づ い た 『日本未来派宣言運動 東京 - 平戸廉吉』 を起点と して形成
され る と考えられて い る､ 日本 の モ ダ ニ ズ ム詩を考え る上で も
)
重 要な 問い で あろ
う ｡ さらに､ そ れは､ 戦前にお い て はモ ダ ニ ズ ム詩運動に心酔 したも の の ､ 戦後､
そ の運 動に対 して批判的な態度をとるだけで なく､ イタ リア 未来派が ｢未来+ を求
め た態度とは全く逆に ｢過去+ を求めて い く態度を表明 した､ 戦後の ｢荒地+ 派詩
人 の詩的言語観を考える上でも重要な示唆を与えてくれるも の で あ る と思われる｡
それで は ､ まず､ 発動国で あるイタ リア における未来派 の詩精神その も の が どの
ようなもの で あ っ たか に つ い て ､ 詳細に検証する こ とから始めた い ｡
(1) イタ リ ア 未来派
19 08年後半から1909年初め に マ リネ ッ テ ィ によ っ て そ の 基盤 が築かれたと考え
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られて い るイ タリ ア未来派運動は1､ 1909年2月20日に､ その当時ミ ラノ に住んで
い た ｢イタ リ ア の ､ そ して フ ラ ンス の 若き詩人+ 2で あ ると同時に ､ ミラ ノ を拠点
に した詩誌 ｢ポ エ ジ ー ア+(Po e sia, 1905-0 9) の編集主幹と して ジャ ー ナリス トの
才能とリラ イ 夕 - として の 資質を発揮 しは じめて い た､ フ ィ リ ッ ポ = トン マ J )
- ｡ マ リネ ッ テ ィ 伊nippoTo m m a s oMa rin etti, 1876-194 4)の 著名人りの フ ラ ン ス
語の文面が､ フ ラ ン ス の 日刊紙 ｢フ ィ ガロ+(Le Figa r o) の第
一 面に掲載されたこ
とに端を発 して い る ｡
｢未来主義+ を意味する .Le Futurism e
- という見出しから始まり､ -F･T･
M a 血 etti- とい う署名で締め くくられて い るそ の 文章は､ 6列組みで構成される
｢フ ィ ガロ+ 紙第 一 面の トッ プ記事と して ､ 第1列 目から第3列 目の中頃にまで及
んで い る ｡ そ の記事自体の構成は､ ｢未来主義+ の立場 ･ 方針 ･ 規範などを列挙 し
た ｢未来派宣言+(.Ma nife ste d.u Futu ris m e
')を中心 に､ そ の前文と後文､ そ して
見出 し ｢未来主義+ の す(.t後に付 けられ た ｢フ ィ ガロ + 紙側の解説の部分､ とい う
大 きく分けて 4 つ の 部分から成 っ て い る ｡ ｢フ ィ ガ ロ+ 紙側の説明を除い た文面､
すなわち､ 1 1項目の綱領から構成される ｢未来派宣言+ とそ の前文と後文を含め
た文章が､ 一 般的に は､ ｢未来派創立宣言+ と呼ばれて い るも の で ある ｡ 3
こ の ｢未来派創立宣言+ は ､ 美術史家キ ャ ロ ライ ン ･ テ ィ ズ 夕ル(Ca r olin e
Tisd al 1) とア ン ジ ェ ロ ･ ボ ッ ツ オ ー ラ (Angelo Bo z z olla) の 言葉を借りれば､ イ 夕
1 千葉宣 - は､ そ の論文 ｢詩論の 発展と流派の展開
一 昭和期 - + (中島健蔵他編 『日本近代詩』 ､ 比較
文学講座 ⅠⅠ 東京､ 清水弘文堂 ､ 19 7 1年､ 3 4-9 2頁) におい て､ 次の ように述 べ てい る｡
｢未来派 (フトウリズ モ) の 文学的語源を追跡するならば ､ 1 90 8年1 0月1 1日まで遡行 しなければならぬ｡ そ の
日 ､ マ リネ ッ テ ィ は 同志と新 しく開始する文学運動の 呼称を考えて い た｡ 当時を回想して彼は 云う o <
Din amis m .とい う言葉と Futu ris m oとい う言葉の 前で ､ ⊥ 臥 私はためら っ たo しか し我々 の唇が声高く未
来派とい う言葉を発 した時､ 私の イタリ ー 人の 血が 一 層高嶋 っ た の である > と｡ + (3 9頁)
2 ｢フ ィ ガロ + 紙が記事の冒頭で マ リネ ッ テ ィ を ｢イタリ ア の ､ そ して フ ラ ン ス の若き詩人+ として紹介
して い る ｡
3 ｢未来派創立宣言+ と ｢未来派宣言+(M a nife ste du Futu ris m e) の 区別は､ 19 9碑 ､ セゾ ン美術館
で催された未来派展 の カ タ ロ グで ある ､ エ ン リ コ ･ ク リ ス ポル テ イ ､ 井関正昭 構成
･ 監修 『未来派19 0 9-
1 9 44』 (東京 ､ 東京新聞､ 1 9 92年) における区別に従 っ た (3 3 5貞) ｡
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リア 芸術 にお ける ｢あらゆる分野 の大月旦な新人の忠誠心をひ き起 こ+ し､ その後､
マ
.
リネ ッ ティ を中心に ｢未来派+ と呼ばれる様々 な芸術領域にまたが っ た芸術家グ
ル ー プ を1910年代の イタリア に形成する契機にな っ たもの で ある｡ 4
それで は､ こ こ で ､ ｢未来派創立宣言+ の中核をなす ｢未来派宣言+ の 1 1の綱
領を解読しなが ら､ 未来派が詩をどの ように考え､ 詩に何を求めた の かとい う未来
派独自の詩の 認識と未来派の運動自体につ い て考えて み たい ｡
マ リネ ッ テ ィ による ｢未来派宣言+ につ い て まず第 一 に確認 しておかなけれ ばな
らな い こ とは ､ それ が ｢文学+ の 領域､ 特に ｢詩+ の分野 におけるマ リネ ッ テ ィ の
新 しい 理念あ るい 披詩意識の マ ニ フ ェ ス トとして の性格をも つ 文書で あるとい う点
で ある｡ その こ とは ､ 第1条に おける動詞 -cha nte r' (｢謡う+) が象徴的に 示 し
て い る ｡
1. No u s v oulo n s血a n土鑑 1-a m o u rdu da nge r,1
.habitude de1-6n e噛 e et dela
t6m6rit6. (下線は筆者)5
1. われ われは､ 危険 へ の 愛､ エ ネル ギ ー の 習性､ 無謀なるもの の 習性を詩で
砥 い たい ｡
第 1条だけで なく第5条､ 第1 1条に お い て も繰り返 し用 い られ て い る動詞
'
ch ante r
- は､ 詩人 の ｢詩を書く+ とい う行為を､ そ の最終的行為で あ る ｢書い た詩
を韻律に合わ せ て歌う+ とい う動作､ つ ま り ｢謡う+ とい う動作に よ っ て ､ 転義的
4 キャ ロ ライ ン ･ テ ィ ズタル ､ ア ンジ ェ ロ ･ ポ ッ ツ オ ー ラ､ 松田嘉子訳 『未来派 -F UT U RISM -』 (東
京､ p A R C O出版､ 1 99 2年) ､ 1 1頁｡
5 E.T. M a rin etti,
'Le Futu ris m e', L EFIG ARO(19 0 9.2.2 0), p .1. 本論考に於い て､ マ リネ ッテ ィ
の ｢未来派創立宣言+ は､ エ ン リ コ ･ ク リス ポルテ イ ､ 井関正昭 『未来派1 9 0 9- 1 9 4 4』 (60頁) に写真掲載さ
れてい る同紙面と､ Gio v a n ni Lista , Ma miettl
'
(Pa ris: 丘ditio n s Seghe r s, 19 7 6) に転載されている
-M a nife ste du Futu ris m e
-
bp.17 6･7 9)をあわせて参照した Q 以下､ マ リネ ッ テ ィ の ｢未来派創立宣言+ から
の 引用は ､ こ の 二書に よる｡
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に言い 表 した語 で あ り､ 実質的 に は詩人 の ｢詩を書く+ とい う行為に関わ っ て い
る ｡ 串た､ 第3条の
-
m agnifie T
Y(｢賛美する+)や-e xal七e r'(｢賞揚する+) ､ あ
るい は第9条の -glori Ler- (｢ほめた たえる+) という動詞も､
7
ch ante r' と同様に
｢詩を書く こ と+ の 転義的な表現と考え て よ い で あろうo そ して ､ ｢詩で 謡い た
い+ ある い は ｢詩で書きたい+ と マ リネ ッ テ ィ が考えて い る詩的表現の対象すなわ
ち題材が､ そ れ らの動詞 の目的補語に よ っ て 明 らかに される こ とを踏まえると､
｢未来派宣言+ の 第1条､ 第3条､ 第5条 ､ 第9条､ 第11条､ つ まりそ の ほぼ半
分が､ ｢詩 の 中で何を書くの か+ と い う 問い を前提に した､ 詩 の ｢表現内容+ ある
い は ｢表現対象+ へ の 言及 という こ とに な る ｡
こ の よう に詩の表現内容 へ の 言及 を中心にした ｢未来派宣言+ の 中で ､ マ リネ ッ
テ ィ は､ 自らの ｢美+ の 観念 に基 づ い て ､ 彼自身が ｢美しい+ と考え ると こ ろの も
の を詩の申で書かれ る べ き内容と して定めようとす
-
る ｡ 個人 が感じる美で あれ ､ 一
般的に承認 され て い る美であれ ､ ｢美+ とい う基準を用 い て ､ 詩の要素を決定 しよ
うする マ リネ ッ テ ィ の 立場 は､ こ の ｢未来派宣言+ の中で要所要所に使用されて い
る -beue- (｢美 しい+) ､ -be a ut61 (｢美+) とい う用語から明らかで ある . 具体
的に言えば､ 第4条で 'be a ut6- が 2 回と -belle- が1回使われて い るほか に ､ 第7条
で は -beatlt6- が ､ 第9条で は -belle s- がそ れ ぞれ1回ずつ 使われて い る . マ リネ ッ
テ ィ の 詩意識に深く関わ っ て い るそ う した ｢美意識+ を最も端的に表 して い るの
は､ ｢未来派宣言+ にお ける第 4条 の部分で あ る ｡
4. Nous d6cla r o n squ ela sple nde u rdu m o nd占s
-
e st e nrichie d'un ebe a u七島
n o u v ell:1a be a ut6 dela vite s s e. Un e a uto m ob ile de c o u r s e a v e c s on co私e
o rn6 de Pr o stuya u x, tels de s s e rpentsa l
'h alein e e xplo siv e･ ･ ･u n e auto m obile
rugl S S ante, quia l
･air de c o urir s u rde la mitraille, e st plu sbelle qu ela
Victoir edeSa m othr a c e.
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4 . われわれ は､ 世界の光栄は 一 つ の 新 しい 美に よ っ て豊かに なる と明言しよ
う｡ それは速度の美で ある｡ 舛裂す る呼気を出す蛇の ような太い パイ プ管に装
飾された胴体を持つ ､ 疾走する自動車 - - 散弾の上 を走 っ て い るよう に見える
喰りを上げて い る自動車は､ ｢サモ トラ ケの勝利の女神+ よりも美しい ｡
第4条で言明されて い る ｢美+ は ､ ｢速度の美+(
T
ュa be aut6 de la vites s e
') で あ
る. マ リネ ッ テ ィ は､ そ の ｢速度の美+ を ｢ 一 つ の新 しい 美+ (
-
u n e be a ut6
n o u v en
r) と して 認め ､ その ｢美+ を体現 して い るもの と して ｢疾走する自動車+
('un eauto m obile de c o u ごS e
-)を挙げて い る. さ らに､ ｢疾走する自動車+ を､ それ
以前からずっ と信 じられ て きた美､ すなわち､ 一 つ の旧い 実の 象徴 の と して の ｢サ
モ トラケの 勝利 の 女神+ 像 と対比きせ る｡ そ してく ｢疾走する自動車+ は ｢サ モ ト
ラケの勝利 の女神+ ｢よりも美しい+ ぐpl11 Sbelle qu e-) と判断するこ とによ っ て ､
マ リネ ッ テ ィ は､ ｢疾走する自動車+ を詩の内容とすべ き こ とを主張す る｡ こ うし
た美の 基準に よ っ て ､ マ リネ ッ テ ィ は､ ｢速度の美+ を体現する機械類､ 例えば､
｢未来派宣言+ 第1 1条 における ｢蒸気機関串+ぐ1o c om otiv e s
-) や ｢飛行機+
('a6ropla n e sT)を賛美 し､ それを詩 の内容にすべ きこ とを主張するo
こ の よう に ｢美+ と い う基準が ｢静+ から ｢動+ へ と変化 し､ その こ とに よ っ
て ､ ｢詩+ の 内容も変わ る べ きだ とす る マ リネ ッ テ ィ の発想 の 背景には､ テク ノ ロ
ジ ー と科学の進歩に よ っ て人間 を取 り囲む環境の急激な変転に よ っ て ､ 人間の感性
そ の もの も変化 したとい う認識があ ると思われ る. . 特に ､ 当時イ タリア の 最も 工 業
化 が進んだ都市 の 一 つ で あ っ たミ ラ ノ を拠点と して文学活動を展開 して い た マ リ
ネ ッ テ ィ は､ 自己を含めそ こ に住む人間の内部七起きて い る感性の変化を鋭く感得
した の で あろう ｡ そ して ､ 環境が変わり､ 人間の 感性も変化 したの で あるから､ 詩
も変化すべ きで ある とい う見解が ､ マ リネ ッ テ ィ の詩に対する認識の基盤を形成 し
て い るよう に思 われる｡ こう した マ リネ ッ テ ィ の 立場は､ ｢未来派宣言+ 第1 1条
第1章第1節 西欧におけ る新興詩運動の精神
にお い て ､ 詩の 表現対象とされる ｢海軍工廠+(
'
1e s a r s e n a u x.)､ ｢鉄道の駅+ぐ1es
ga r e s
-)､ ｢工 場+(
'1e s u sin e s')､ ｢大型客船+(.1e spaqu ebo七s')な どのイ 現代的な大
都会+(71e s c apitales m ode m e s
') に存在する建物や機械に つ い て も同様に言える こ
とで あろう｡
こ こ で 問わな ければならない の 披､ ｢疾走す る自動車+ の美が､ ｢サモ トラケの
勝利 の女神+ の美よりも ｢美 しい+ と マ リネ ッ テ ィ が判断する根拠その も のであ る
と思 われ る ｡ ｢速度の 美+ を主張する マ リネ ッ テ ィ は､ ｢サ モ トラケの勝利 の女
神+ を ､ ｢速度+ を体現する ｢疾走す る自動車+ の対極に定め て い る｡ つ ま り､
｢サ モ トラケ の勝利 の女神+ が ｢速度+ を決 して有する こ との な い 彫像であるとい
う点に ､ マ リネ ッ テ ィ の 判断の 一 つ の根拠が存在す るの で ある｡ さ らに ､ そ こ に
は､ ｢新 しい 美+ を ｢旧い 美+ よりも､ ｢現代的なもの+ あ るい は ｢同時代的なも
の+ を､ ｢過去 の もの+ よりも重視するとい う マ リネ ッ テ ィ の強烈な意識､ 換言す
れば､ い わゆる ｢モ ダン なもの+ へ の絶対的な信望が存在 して い ると言う こ とがで
き るかも しれない ｡
マ リネ ッ テ ィ は､ こ う した ｢現代的なも の+ ､ 別な言い 方 をすれば､ ｢モ ダン な
も の+ を賞揚 する 一 方で ､ 旧態依然と して ｢現代的なも の+ の 美を認めず ｢過去の
もの+ の 美の 基準に依拠 しなが ら詩的行為を展開して い る詩的環境を打破 しようと
する o そ して ､ マ リネ ッ テ ィ は ､ ｢現代的なもの+ を主張する未来派と､ 一 方で 伝
統的なも の に自己の詩的行為の根拠を置く詩人たちと の文学的な対立にお い て ､ 未
来派 の 本質とも言える ｢攻撃性+ の観念を巧 捌こ使用する こ とに よ っ て ､ ｢過去+
に基づ く規範的な詩を凌駕 して い こ う とするの で ある ｡
未来派の ｢攻撃性+ の観念その も の は､ ｢現在+ から ｢未来+ へ 向かう時間の流
れをあたかも 一 つ の方向に突き進んで い く ｢矢+ の ようなイメ ー ジとして捉える こ
と によ っ て ､ 導き出されたも の で あ る と思 われ る｡ つ ま り ､ 未来派の ｢未来+ と
は ､ ｢過去+ → ｢現在+ - ケ ｢未来+ とい う ｢時間+ の ベ ク トル にお ける､ ｢現在+
か ら ｢未来+ へ の あくな き志向性で あ る と同時に ､ その 志向性そ の もの が ｢攻撃
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悼+ ･ と して ､ あ るい は ｢力+ と して ､ 変化 し得る概念なので ある｡ こ の ような観点
に立 っ た場合､ 未来派の 理念 に潜在 して い る ｢攻撃性+ は､ ｢時間+ に対するマ リ
ネ ッ
ー
テ ィ の考えと深く関わ っ て い ると言う こ とがで きるで あろう｡
こ の よう に ｢時間+ の観念と深く結び つ い た未来派 の ｢攻撃性+ 姓､ 当然､ ｢未
来派宣言+ にお ける未来派独自の詩の 認識の中に導入されるの で あるが､ 芸術運動
体と して の 未来派の 活動自体に も認められる特質で あ るかも しれ ない ｡ 未来派の運
動は､ ｢最初は作家､ 詩人たちの み が ､ そ して翌年に は造形芸術家たちが加わ ると
い う､ 連鎖的にい く つ か の 集 団を形成する運動 の 形+ 6をと っ て ､ 急速にイタリア
の 若い 諸芸術家たちを吸収 し運動母体を拡大 して い っ た ｡ 文学 を初めと して ､ 絵
画､ 彫刻､ 音楽､ 演劇､ 建築な どの領域にまで及ぶ こ とに なる未来派は､ そ こ で ､
当時 ｢規範的+ で あ ると考えられて い た芸術の慣習に ､ 未来派自身の ｢非規範的+
な新 しい 理念 を対崎させ ､ 伝統的な慣習や過去の約束事を未来派独自の方法で凌駕
し､ 次の 時代の ､ 換言すれ ば､ 来 る べ き ｢未来+ の 芸術領域に おい て ､ 旧体制から
そ の イ ニ シ ア テ ィ ヴを獲得 して い く こ とに な る ｡ 7 未来派 に よ る運動が､ ｢文化
革命+ あ るい は ｢芸術革命+ をイ タリア にもた らしたと言われ る の は､ 未来派 が芸
術 の諸領域に お けるイ ニ シ ア テ ィ ヴを急激な速度で従来の支配層から奪取 し､ そ の
領域内の シス テ ム を変革 した とい う意味に おい て で あるが8､ そ う した文学傾向の
変化 ､ あ るい は ､ 比較文学者で あり翻訳学者で あるア ン ドレ ･ ル フ ェ ベ ー ル (An dy
6 ェ ン リ コ ･ ク リ ス ポルテ イ ｢イタリ ア 未来派を知るために+ ､ 『未来派1 90 9- 19 4 4』 ､ 1 ト4 5(1 4)
頁｡
7 ロ シ ア ･ フ ォ ル マ リ ス トの ユ ー リ ー ･ ト ウイ ニ ヤ ー ノ フ は ､ その 論文 ｢文学的事象+ (ト マ シ ェ フ ス
キ ー ､ ト ウイ ニ ヤ ー ノ フ他 ､ 水野忠夫編 ､ 水野忠夫他訳 『ロシ ア ･ フ ォ ルアリズ ム 文学論集2』 (東京､ せ り
か書房 ､ 1 9 8 2年 ､ 7 1- 1 03頁) や｢文学の 進化+ (前掲書､ 1 0 4- 13 0頁) で ､ ｢文学の体系+ や ｢体系の 進化+
に つ い て議論して い るが ､ 文学史上における未来派の出現の 意味を理解するには ､ こう した体系的な視点が必
要である ように思える ｡ ｢ト イ ニ ヤ ー ノ フ は ､ 文学上の どの 時代にも､ あい 対立する文学的流派 一 規範的と非
規範均 一 が共存 して い る とい う､ シ ク ロ フ ス キ ー の 考えを肝に銘じて い た｡ 文学の 体系は ､ ラ ン グ の ような平
衡と調和の とれた構造ではなくて､ も ともと平衡を欠き､ それぞれ現状維持 と現状打破をめざす対立的傾向に
よ っ て ひき割かれて い る ｡ こ の ような体系は､ 過去を内蔵すると同時に ､ 未来を指向して い る ｡ 過去は文学事
実で あ っ たもの の うちに内蔵され､ 未来は､ こ の 自動化された過去を否定し､ い ままさ に文学事実となり つ つ
ある構成の うちにある｡ + (P. ス タイ ナ - ､ 山中桂 一 訳 『ロ シ ア ･ フ ォ ル マ リ ズム ー ひ と つ の メタ詩学 - 』
東京､ 勤草書房､ 1 9 8 6年､ 1 1 0頁)
8 井関正昭はその 著書 『イタリア の 近代美術』 (東京､ 小沢書店､ 19 8 9年) で ｢イタリア の若い世代に
対し､ 自国の息づま っ て沈滞 した因習に反抗 して立ち上がるように仕向けるの が未来派の 第 一 の 目的だ っ た の
である ｡ つ まり､ 芸術的な傑作を生み出すよりも､ 大きな文化革命をめざ したの である+ (2 7頁) と説明して
い る｡
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6 Lefe v e r e)の 用 語で言うならば､ 急激な ｢文学シ ス テ ム+(
ythelite r a ry syste m
')9の
変換に は､ イ タ リ ア未来派が､ 前述 したような未来派独自の ｢時間+ の 観念から引
き出した ｢攻撃性+ そ の も の を芸術運動体の中に取り入れ ､ 前時代の ｢文学シス テ
ム+ を破壊し､ 新 しい ｢文学シ ス テ ム+ を早急に構築して い っ た側面が存在する｡
つ ま り､ 一 つ の 芸術運動体で あ る未来派が､ 急激に前時代を含めた過去全体の文学
傾向を変革して い こうと試み る背景には ､ ｢攻撃性+ ､ その基盤として存在する未
来派が提示 し た ｢時間+ の 観念､ さらに はその ｢時間+ の 観念を受け入れ る社会的
な状況 ､ 例えば ､ テ クノ ロ ジ ー が急速に進歩 した2 0世紀初頭の状況などが存在 して
い るとい う こ とがで き るで あろう｡
こ の ように ｢時間+ の 観念と深く結び つ い て い ると思 われ る未来派 の ｢攻撃性+
は､ 未来派運動その もの にも看取で きるの で あるが､ それ で は次に こ の未来派 の本
質で あると思 われ る ｢攻撃性+ が ､ ｢未来派宣言+ の 申で どの ように捉えられ ､ 未
来派 の詩の認識 の中に導入されるの かとい う問題を､ ｢未来派宣言+ を中心に検討
して い こ う ｡ 未来派 の ｢攻撃性+ は､ まず ｢未来派宣言+ の第3条に見られ るよう
に､ 詩で 謡う べ き ｢人間+ その も の の中に導入されるこ とに な る｡
3. La litt6r atu r e ay antju squ7ici m agnifi6 1
-im m ob ilit6pe n siv e,1
-
exta s e etle
s o m m eil, n ous v oulo n s exalterle m ou v e m e nt agr e s sif,1
-in s o m nie fi6v r eus e
,
1epa sg ymn a stiqu e,1e sa utp6 ri neu x,1agile etle c o updepoing･
3. 文学は ､ 今ま で ､ 物思 い に耽 っ た不動 の状態､ う っ とりと した忘我の状
態､ 眠り の 状態を賛美 して き たが､ われわれは､ 攻撃的な動き､ 熱を帯びて眠
れない 状態 ､ 駆 け足 ､ 箇返 り､ 平手打ち､ 拳骨 を詩で称揚 したい ｡
9 Andr占 Lefe v ere , Tran slatio n, Re Ⅵ′ri士in g, & the Ma nipulatio n of LJ
'
te r a ry Fa m e(Lo ndo n :
Routledge, 19 2), p p.26･4 0.
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こ の 第3条で マ リネ ッ テ ィ は､ 従来の ｢文学+ が頻繁に扱 っ て きた ｢人間+ のイ
メ ー ジに対比す るかたちで ､ 未来派 が好んで賞賛する ｢人間+ のイメ ー ジを明らか
にして い る｡ マ リネ ツ テ ィ によれば ､ 既存の ｢文学+ は､ 人間の ｢物思 い に耽っ た
不動の状態+ (･1･im m obiユit6pe n siv e') ､ 人間の ｢う っ とり とした忘我の状態+ (
･1-e xta s e.) ､ 人 間の ｢眠りの状態+ (
-1e s o m m eil-) とい うイメ ー ジ を賛美し､ 詩に
張っ て きた こ と にな る . こう した人間の静的なイメ ー ジを賞賛 して きた.｢文学+ と
して マ リネ ッ テ ィ が想定 して い る の は ､ おそらく､ 19世紀末の ヨ ー ロ ッ パ 社会の 頚
廃的な風土で育 っ た世紀末文学で あろう と思われ る｡
マ リ ネ ッ テ ィ は こ の よう に前時代的な ｢文学+ を通 して ､ ｢過去+ に存在 し た
｢文学+ 全体､ 神話的な世界を描き出した文学を含めたすべ て の ｢文学+ を合理化
し､ さ らに は単純化する 一 方で ､ 未来派 が求め､ 詩の なかで賛美する人間のイメ ー
ジは､ ｢攻撃的な動き+ (-le m o u v e m e nt agr e s
`
if) を して い る人間､ ｢熱を帯び
て 眠れな い状態+ ぐ1-in s o m nie 鮎 v r e u s e
f) にある人問､ ｢駆 け足+ (
lle Fa s
gym n a stiqu e
') して い る人間､ ｢宙返 り+ (
'1e s a ut p6ri neu x
') を して い る人 間､
｢平手打ち+ (-1agifle.) を して い る人間､ ｢拳骨+ (
-1e c oupdepoing
■) を して い
る人間など､ ｢危険 へ の 愛､ エ ネル ギ ー の 習性､ 無謀な るも の の 習性+ (第1条)
を体現 して い る人間で あ る とい う見解を提示す る｡
かく して ､ ｢時間+ の 観念を巧 み に利用 して導き出 した ｢攻撃性+ を ｢人間+ の
中 に導き入れ る こ とによ っ て ､ マ リネ ッ テ ィ が承認 したもう 一 つ の 別 な新 しい 美
は ､ ｢闘争の 美+ で あ っ た ｡ こ の ｢闘争の美+ その もの に つ い て は､ 第7条におい
て マ リネ ッ テ ィ によ っ て 次の よう に言及され る｡
7. n n
-
y a plu sde be a ut6 qu eda n sla llユtte･ Fa sde chef
-dTα u v r e s a n stm
c a r a ct6r e agr e s sif･ La po6sie doit 8tr e un a s s a ut viole nt c o ntl
･
ele sfo r c e s
in c o n n u e s, pourles so m m e rde s e c o u cherde v a nt1
-ho m m e･
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7. もはや闘争の中に しか美は存在 しない ｡ 攻撃的な性質を持たない傑作は存在
しな い ｡ 詩は､ 未だ知られ て い ない 力 を人間の前に平伏せ させ るための ､ 未知
の 力に対する粗暴な攻撃で なけれ ばならない ｡
｢攻撃性+ を体現した人間主体に 一 種の ｢美+ を認める マ リネ ッ テ ィ が ､ 攻撃的な
人間の イメ ー ジ を詩的表現の対象と して要求する の は､ 彼の 美の論理からすれば当
然で あるが､ しか し､ マ リネ ッ テ ィ はそれ だけに止ま っ て はい ない ｡ つ ま り､ マ リ
ネ ッ テ ィ は ､ ｢詩+ その も の に ､ そ して ｢こ とば+ を紡ぎ出す詩人その もの に も
｢攻撃性+ を導き入れて い く こ とに なる｡ ｢攻撃性+ を体現 して い る詩人 の み が､
詩の ｢傑作+('chef-d'a u v T e-)を書く こ とがで き ると考える マ リネ ッ テ ィ は､ かく し
て ､ ｢攻撃的な+ 詩人が ｢攻撃的な+ 内容を ｢攻撃的な+ 形式によ っ て 表現 した作
品を ｢攻撃的な+ 作品とみ な し､ そ れを ｢傑作+ と捉える の で ある ｡
以上の こ とか ら､ マ リネ ッ テ ィ は､ ｢詩+ の 主要な 3 つ の 構成要素で ある､ ｢内
餐+ ､ ｢形式+ ､ ｢主体+ の そ れぞ れ に ｢攻撃性+ とい うもの を求めて い るこ と杜
明らかで あろう｡ そ して ､ ｢攻撃性+ を備えた詩的主体で ある詩人が､ ｢内容+ と
｢形式+ の ｢攻撃性+ を詩的実践で統合す る こ とによ っ て ､ 詩の ｢傑作+ が生まれ
る と考えて い たの で ある ｡ 詩の ｢形式+ に対する ｢攻撃性+ に関しては ､ 具体的に
はこ の ｢未来派宣言+ の 申で は言及されずに ､ ｢自由語+ ('pa r ole inhbe rta') と
い う マ リネ ッ テ ィ に よ っ て創出され る概念まで待たなければならない の で あ るが､
そ の 意図は十分 に こ の ｢未来派宣言+ に おい て も読み とる こ とがで きる ｡
かく して ､ ｢未来派宣言+ の 綱領の なかで最も重要で あると思 われる第2条の 宣
言 へ と通 じる こ とに なる ｡
2
.
Le s616m e nts e s s e ntiels de n otr epo6sie s e r o ntle c o u r age,1
-
a uda c e etla
r6v olte.
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2
.･ 我 々 の詩 の本質的要素は､ 勇気､ 大胆 ､ 反抗とな るで あろう占
マ リネ ッ テ ィ は ､ こ こ で ｢詩の 本質的な要素+ と して ､ ｢勇気+('c o u r age.)､ ｢大
胆+(.a uda c e')､ ｢反抗+(
'
r6v olte
')とい う ｢攻撃性+ を詩の主体であ る詩人 に要求
して い る ｡ こ の よう に詩の本質を詩人 の ｢攻撃性+ と規定 した点におい て ､ 未来派
の前衛芸術運動 (ア ヴァ ンギ ャ ル ド) の始祖たるゆえんがある ように思われ るので
あ る が､ しか し､ そ の こ とは逆 に考えれば ､ 未来派自身がそ の後 に後戻りで きない
よう に ､ 自己 を規定を して しま っ たと言え る の で はない で あろうか｡
｢ア ヴァ ン ギ ャ ル ド+ (a v a nt-ga rde)とい う用語は､ 本来､ ｢本隊の先頭に立 っ て
進軍する部隊 bartie a-u n e a r m6e qui m a r che e n a v a ntdu Pr o sd.e stro upe s)+(Le
Robe rt) とい う フ ラ ン ス の 軍隊用語から転化 した言葉で あ るo そ して ､ ｢軍隊+ と
い う観点から厳密に考えれば､ ｢ア ヴァ ン ギ ャル ド+ は後方の ｢本隊+ との 関わり
に おい て 規定され る性格をも つ もの で あ る ｡ そ れを具体的に考えて み るなら ば､
｢軍隊+ にお ける ｢前衛+ は､ も し､ ｢本隊+ が ｢退却+ ある い は ｢壊滅+ した場
合､ ｢前衛+ の 意義もまた同時に変化するか ､ あるい は消滅する ように ､ ｢本隊+
に大きく依拠 した存在なの で ある｡
し か し ､ マ リ ネ ッ テ ィ が考え た ｢攻撃性+ を備え た ｢前衛部隊+(-de s
s e ntin elle s a v a n c6e s-)とは､ そう した ｢本隊+ によ っ て左右され る こ との ない ､ あ
るい はそれに よ っ て は規定されない ､ ｢前衛+ と して の ｢前衛+ な の で ある ｡ それ
故に ､ 未来派 は ｢本隊+ とは無縁な とこ ろ で自らが ｢前衛+ た る こ とを示すため
に ､ 自己を ｢前衛+ と して規定しな ければな らなか
l
っ た の で ある ｡ そ して ､ そ のよ
う に して未来派 に よ っ て 規定された ｢前衛+ とは､ 常に ｢戦い+ ある い は ｢闘争+
の 中に身をお い て い るとい う条件で成り立 つ ア ヴァ ン ギャ ル ドな の で ある ｡ い つ 現
れ るとも しれ な い 敵軍に神経を尖らせ ながら､ ｢危験なもの+ を噂好する ､ あ るい
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は敢えて ｢敵+ とい うもの を積極的に探し出す攻撃的な人間のイメ ー ジは､ 常に何
か危険なもの を追い求めて い る ｢野獣+ のイメ ー ジと重ね られて
.
､
｢未来派創立宣
言+ の前文で は､ 次の ように語られる｡
Un im m e n s e orgu e止 go n且ait n o spoitrine s, a nous s e ntir debo ut to n s
s euls, c om me de spha l
l
e S O u C O m m ede sse ntinene s av an c6e s,fa c ea 1
-
ar m6e
des6toile s e n n e mie s, quic a mpe ntda m sle u r sbiv o u a c s c61e ste s.
【… ‥ .]
- Le 且air
,
c riai-je,1e且air s ufata u xfa u v e s!. _ .
Et n o u s cha s sio n s
,
teュs deje u n e sio n s,1a Mo rt a upelage n oirta chet6 de
c r oix pale s, quic o u rait de v a nt n o u sda n s
,le v a ste ciel m a u v e
, palpable et
viv a nt.
天上 の露営地で 野営す る塁 の 敵軍 に対崎した前衛部隊の ように ､ ある い は燈
台の ように ､ われわれだけが目覚めて い るの だとい う こ とを感 じなが ら､ 一 つ
の 大きな誇りがわれわれ の胸を膨らませ て い た ｡
[- - ･]
｢喚覚だ ､ 野獣たちには喚覚だけで十分だ!+ と私 は叫んだ｡
それか ら､ われわれは ､ あ たかも若き獅子 の ように ､ 触知 で き生きて動 い て
い る薄紫の 広大 な天空 に存在す るわれわれの 目の前を駆け抜けて い っ た､ 青白
い 十字架の染み を つ けた黒 い 毛並 み の ｢死+ を､ 駆り立て て行 っ た ｡
以上考察 して きた こ とから､ 未来派 の詩の 認識は､ 詩の 主体を含めた詩の あらゆ
る要素に ､ ｢攻撃性+ を導入する こ と によ っ て成り立 つ 詩で あ る こ とが明らかで あ
るが ､ そ こ に は､ ｢こ とば+ を紡ぎ出す詩人を ｢前衛と して の前衛+ ある い は ｢前
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衛の ため の前衛+ と して捉える考え方 ､ つ ま り ｢本隊+ とい う ｢ボディ+ を考慮に
入れない ｢前衛+ とい う彼ら独自の自己規定が存在して い る｡ こ う した ｢ボディ+
を考えない未来派の ｢詩+ の 思考の根底には､ 前述したような未来派が捉えた ｢時
間+ の 観念､ つ ま り､ ｢過去+ → ｢現在+ - > ｢未来+ と い う ｢時間+ の 構図の 中
で ､ ｢現在+ から ｢未来+ に向かうあくなき志向性と､ ｢現在+ を支えて_い る ｢ボ
ディ+ である と こ ろの ｢過去+ の観念に対する嫌悪､ ｢過去+ を ｢現在+ から引き
離したい とい う願望 ､ あ るい は､ ｢過去+ を消去したい とい う強い 欲求が強固なも
の と して存在 して い る｡ そう した ｢過去 の もの+ に対する絶対的とも言え る嫌悪
は､ ｢未来派宣 言+ 第10条にお い て最も激烈な内容とな っ て表れて い る｡
10. Nous v oulon s d6m olir le s m u sse s, 1e s biblioth昌qu e s, c o mbattr ele
m oralis m e,1ef6minis m e et to ute sle slachet6s･oppo rtu niste s et utilitair e s.
1 0. われわれは､ 美術館と図書館を破壊 し､ 道徳主義と男女同権主義と､ あら
ゆる 日和見主義的で功利主義的な臆病さと闘い たい ｡
｢現在+ にお け る ｢過去+ の象徴で もある ｢美術館+ と ｢図書館+ を ｢破壊 し+ た
い と い う願望 ､ あるい は､ ｢過去+ に 存在 した非 ｢攻撃的な+ 思想で ある ｢道徳主
義と男女同権主義と､ あ らゆる日和見主義的で功利主義的な臆病さ+ と聞い たい と
い う希求に披 ､ 未来派 ｢詩人+ が自己 の本質を ｢攻撃性+ に ある と規定 して しま っ
たこ とから起 こ る ､ 一 種 の 昂揚が存在する 一 方で ､ ｢未来+ その もの を逆に失 っ て
しま っ たの で はな い かと思われ る よう な思想的な混迷がある｡
こ の よう に考えて み る と､ 未来派 は､ ｢時間+ の観念におい て ､ ｢過去+ とい う
もの を完全 に消去す る こ とに よ っ て ､ ｢現在+ から ｢未来+ へ 向かう ｢時+ の ベ ク
トル を ､ ｢攻撃性+ と して ｢現在+ に導き入れようとする が､ こ う した未来派の
｢時間+ の 観念は､ ｢現在+ を生 きて い る詩人の 詩の 行為の ｢ボディ+ そ の ものを
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失 っ て い く結果を導い たと言う こ とがで きる ｡ つ ま り､ 未来派 披､ ｢過去+ を切 り
離す.こ とに よ っ て ､ なぜ何十世紀という
｢過去+ に 釦 ＼て 詩人たちが ｢こ とば+ 杏
紡ぎ出 して詩を書い て きたの かとい う ､ 詩の 実践の持 っ て い る人間的な行為の意味
を完全に喪失するこ とに なる｡ そ う した詩の行為の本来有して い る人間的な意義を
見出せ ない 故に ､ 彼 らは､ 自ら の 詩の行為を ｢宣言+ と して先 に提示す る こ とに
よ っ て 詩の行為を規定 し､ そ の 規定に基 づ い て詩的営為を行う こ と にな るの で あ
る｡ 未来派 に つ い て よく言及 され る こ とに､ 彼らが ｢宣言+ や ｢理論+ を先に提示
して詩の実践を行 っ た最初 の理論先行型の詩人たちで あるとい う肯定的な見解があ
るが ､ しか し､ そ れは､ ｢こ とば+ とそれを紡ぎ出す詩人 の本来有 して い る密接な
関係から考えた場合､ 最も否定的な意味におい て のみ成り立 つ 見解で あろう｡ とい
う の も ､ 未来派 は ｢宣言+ や ｢理論+ を先に提示する こ となくして は､ 詩の行為の
意義を見出せ な い か らで あ る｡ そ の点にお い て ､ 未来派以降の前衛詩運動に み られ
る ｢こ とば+ と詩 の 主体 と の 密接な関係 の崩壊は､ ｢過 去+ を完全 に放念 しなが
ら､ 様々な理論主導型 の詩 の行為を生み出して い くこ とにな るの で ある｡
こ の理論主導型 の詩の行為､ 換言 すれ ば､ 実践よりも理論が先行す る詩の 行為
は､ ｢芸術運動+ と い う観点から考えた場合､ エ ン リコ ･ クリス ポル テ イ (En血c o
c rispolti)が提示 した ｢組織された運動+ と して の 芸術運動に結び つ い て く草もの
で あ る ｡ エ ン リ コ ･ クリス ポル テ ィ は､ そ の 論文 ｢イタリ ア未来派を知 るために+
の中で ､ 2 0世紀に は様々 な ｢芸術運動+ が存在したこ とを認 め ､ それらの 芸術運動
は本質的に 二 つ に分ける こ とが可能で あると述べ て い る ｡ そ の 一 つ は ｢組織された
運動+ と して の 芸術運動で あり､ もう 一 つ は ｢形成された運動+ と して の 芸術運動
で ある ｡
ク リス ポル テ ィ の 言葉で説明す る ならば､ 前者の 運動とは､ ｢ 一 人の カリス マ 的
『リ ー ダ ー 』 を中心 として結合 したもの で ､ そ の活動 は､ 運動 を特徴づ ける文化政
策的な戦略とい う､ 明確 な文化的大儀名分に したが っ て展開する+ 運動であ る｡ 一
方で ､ 後者 の 運動とは ､ ｢制作 の場で事実上形成されて ゆく運動+ で ある ｡ そ し
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て ､ ク リス ポル テ ィ は､ イ タリ ア未来派 の 運動を､ マ リネ ッ テ ィ が ｢リ ー ダ ー + と
して 中心的な役割を果た した ｢組織された運動+ と して ､ ま た同様に ､ シ ュ ー ル レ
ア リス ムを､ ア ン ドレ ｡ ブル トン (An dr6 Breton , 18 96- 196) が ｢リ ー ダ ー + と
な る ｢組織された運動+ と して 認識 して い る｡ 1 0
｢芸術運動+ そ の もの は､ 何も20世紀特有の現象で はなく､ それ以前にも存在し
て い たが､ イタ リア 未来派運動の よう にその 運動の最初から､ 創作精勤の 理由付け
となるは っ きりと した根拠を ｢宣言+ とい う形で表明し出発 した芸術運動は､ それ
以前 の新興芸術運動にはなか っ たと考えて よい で あ ろう｡ 例えば ､ 未来派自身そ の
影響を認めて い る印象派に しろ ､ あ るい は未来派がそ の理念や活動の実態を結果的
には ヨ ー ロ ッ パ に広 め る こ と にな っ た立体派に しろ ､ それ らの 絵画芸術運動は､ ク
リス ポル テ ィ の 類型 で言えば ､ 制作 の 場で事実上形成され て い っ た運動に属する実
践先行型 の 運動 で あ っ た｡ また､ 1886年9月18日 の ｢フ ィ ガロ+ 紙にジャ ン ･ モ レ
ア ス (Je an Mo r6a s, 1856- 1910) の ｢象徴主義宣言+ (Ma nife ste du
s57m bolis m e) が発表される こ とで ､ 全世界にそ の存在が広が っ た象徴主義も､ そ
の ｢宣言+ 以前に すで に存在 して い た マ ラルメ (St阜pha n e M ala r m6, 184 2- 98
) ､ ヴ ェ ル レ - メ (Paul- M arie Ve rl ain e, 18 4 4-96) ､ ラ ン ボ ー (Arthu r
Rimbaud, 1 8 5 4-91) な どの 詩的実践や詩作品を根拠に活動が拡大 して い っ たの で
あり､ 運動の 最初から自己規定がなされたわけで はなか っ た ｡ こ れらの19世紀後半
に起 こ っ た芸術運動は､ サ ロ ン や ア トリ エ な どの実践ある い は制作の場で事実上形
成されて い っ た運動 なの で あ る ｡
一 方で未来派 の運 動は､ その 起点に おい て 特定の 明確な目標や理念が先に提示さ
れ ､ そ の ｢大儀名分+ に 賛同する看たちが結集し､ その後に ｢宣言+ や ｢理念+ に
従 っ た形で作品を制作す る とい っ た､ ｢理論+ が ｢実践+ よ りも先行する形態の運
1 0 ェ ン リ コ ･ ク リ ス ポルテ イ ｢イ夕 7) ア未来派を知るため に+ ､ 『未来派1 9 0 9- 1 9 4 4』 ､ 1 4- 16
1 9
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動であ っ た. こ こ に ､ その後の ヨ ー ロ ッ パ に おける前衛詩運動や､ それ と連鎖関係
を結んだ日本に おけるモ ダ ニ ズ ム詩運動に継続され る､ ｢理論+ や･｢方法+ を強調
した態度を読み とる こ とがで きるの で はない かと思われる｡ しか し､ こ こ で注意し
なければならない こ とは､ こう した理論主導型の芸術運動の展開におい て 顕著にみ
られ る詩の ｢理論+ そ の もの へ の 積極的な志向が､ 裏を返せ ば､ 詩の ｢実践+ その
もの の 意義を全く失 っ たと こ ろから生 じる反作用で ある という こ とで あり
J
､ それ自
体､ 詩人の危機的な状況を示して い るとい う こ とで ある ｡
こ の よう に考えて み ると､ 先に弓卜用 して言及 した ｢未来派宣言+ の第1 0条にお
い て ､ 未来派 が ｢美術館と図書館を破壊 し､ 道徳主義と男女同権主義と､ あらゆる
日和見主義的で功利主義的な臆病さと闘い たい+ と言明する背景には､ なぜ人 間が
｢美術品+ を つ くり出したの か､ あ るい はなぜ ｢書物+ をつ くり出 したの か､ とい
う根本的な人間 の芸術的 ｢実践+ の持 っ て い る意義､ または ､ なぜ ､ 人 間が ｢道徳
主義+ や ｢男女同権主義+ とい う思想を生 み だ したの か､ あ るい はなぜ人 間が ｢功
利主義的な臆病さ+ を身に つ けて しま っ たの か､ とい う人間 の 思索的 ｢実践+ に対
す る反省を､ ｢過去+ を切 り離す こ とによ っ て完全 に喪失 して しま っ た こ とが挙 げ
られ るので はな い かと思われ る｡
｢過去+ を拒絶し､ 人類 の歩んで きた歴史を白紙状態に する こ とに よ っ て ､ さ ら
には ､ 自己の 歩んで きた生 の歴史を空白に す る こ とによ っ て ､ ｢過去+ におい て存
在 した ｢こ とば+ と ｢人間+ と の 密接な関係､ 例 えば､ 実存的な危機 に直面した人
間の 救い に ｢こ とば+ が繋が ると い っ た可能性を秘めた関係などを忘れ去 り､ ｢現
荏+ から ｢未来+ へ の あくなき志向性から生 じる ｢攻撃性+ を､ 詩の ｢こ とば+ 杏
紡ぎ出す ｢詩人+ の 空白にな っ た内面に導き入れた未来派 の時間諭に基づ く詩の 認
識は､ 最終的に は､ ｢未来派宣言+ 第9条に おい て 言及される ｢世界を健康に する
唯 一 の方法+ と して の ｢戦争+ を ｢詩+ の ｢こ とば+ で賛美す るとい う考えに至 っ
て ､ ｢こ とば+ と ｢人間+ の 奥深 い関係を完全に破壊 し ､ ｢こ とば+ そ の も の を
｢人 間+ を殺傷する ため の ｢武器+ に変えたと言えるで あ ろう｡
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9. No u s v oulo n sglori Ler la gu e r r e, - - - s eule hy 酔e n edu monde, - 1e
■ ヽ
militaris m e
,
1e patriotis m e,1e ge s七e de str u cte u rde s a n a T Chiste s,1e sbelle s
ld6esquitu e nt etle m eprisdelafe m m e.
′
9
. われ われ は､ 世界を健康にする唯 一 の 方法で ある戦争､ 軍国主義､ 愛国主
義､ 無政府主義者たち の被壊的行為､ 人殺 しの 気高い ｢観念+ ､ そ して 女性蔑
視を詩で賛美したい ｡
こ の 第9条は､ ｢未来派宣言+ の 中で も最も攻撃的で あり､ 反道徳的に思われる
部分で ある｡ 当然､ こ こ に言明されて い る内容をそ の まま未来派 の現実を生き る思
想 と直結して考える こ とはで きな い ｡ しか し､ こ こ で注意 しなければならない こ と
は､ ｢過去+ とい うも の を完全に拒絶す る こ とに よ っ て得た未来派 の ｢攻撃性+
が､ 盲目的に ､ 無制限に ､ ｢未来派宣言+ の 中で 飛躍 して い るとい う点で ある ｡ 具
体的に言えば ､ それ は､ 第3条の ｢駆 け足+ で 示され る ｢攻撃的な動き+ から､ 第
9条に おける ｢世界を健康に する唯 一 の 方法で あ る戦争+ とい う ｢人殺 しの+ 行為
にまで ､ ｢攻撃性+ が加速度的に飛躍 して い るとい う こ とで あ る｡
こ の ように考える と､ こ こ に は､ ｢過去+ や ｢伝統+ とい うもの を無視す る こ と
に よ っ て ､ ｢現在+ から ｢未来+ へ と向かう時間軸の 中で ､ ｢モ ダン なも の+ だけ
を追 い 求め た 20世紀初頭に ヨ ー ロ ッ パ の 地 に生きた人間たちに潜在する ､ 人間が
所有 する能力 へ の過信と､ そ の 能力そ の もの の 乱用が存在す るよう に思われ る｡ か
く して ､ ｢過 去+ を消去す るこ とに よ っ て ､ r過去+ からの 束縛を解かれたと思 っ
た人間たちは ､ あたかも自己自身を制御する装置を失 っ た機械の ように ､ 自らの行
動 の規範を失い ､ 第 一 次大戦 へ とそ の能力を拡大 し乱用 して い っ たので はない で あ
ろうか｡
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(2) ダダイ ス ム
サ ラ エ ボ事件を発端に ､ 1914年7月 の オ ー ス トリア - ハ ン ガリ ー 帝国の セル ビア
に対す る宣戦布告から始ま っ た第 一 次大戦は､ ヨ ー ロ ッ パ の 周辺諸国だけで なく､
ア メ リカ､ 日本､ 中国な ども引 き込 み なが ら国際戦争に発展 し､ 1918年1 1月の ド
イ ツの降伏まで の約4年4 カ月 の間､ ヨ ー ロ ッ パ は ｢死+ が支配すると こ ろの殺我
と破壊の 土地 に化 した｡
こ の ような第 一 次大戦中におい て も様々な詩意識が存在したが､ そ の 中でも特に
注目すべ きは ､ トリ ス タ ン ･ ツ ア ラ (T rista n Tza r a, 1 8 96- 1 963) が推進者とな
り､ 立体派や未来派 の 画家や詩人たちも加わ っ て展開されたダダイ ス ム の 詩意識で
あろう｡
第 一 次大戦 の 戦火から逃れるためにル ー マ ニ ア の 首都ブカ レス トからス イス の 中
立都市チ ュ ー リ ッ ヒ にや っ て きたツ ア ラ は､ ダダの最初の宣言文で あ る ｢ア ン チ ピ
リン 氏の 宣言+ (-M a nife ste de Mo n sie u rAntip yrin e
') を含む処女詩集 『ア ン チ
ピリン 氏の 最初 の 天上の 冒険』(La Pre mi占r e a v enture c61e ste de M . Antip yrin e)
を､ 191 6年7月 に ､ 世に送り出す こ と に よ っ て ダダの 運動を始めた ｡ そ の 宣言文
｢ア ンチ ピリ ン 氏 の 宣言+ の 冒頭は ､ 次の ような文章で始ま っ て い る ｡
D A D Aestn otr einte n sit6:qu l e rlgele sba王o n n ette ssan sco n s equ e n c elat削e
･ / ･ J
s u m atrale du b6b6ane m a nd;Dada e stla vie s a n spa nto ufle smipa ral1占1es;
quie st c o ntr e etpo u rl
'
u nit6etd6cid6m e nt c o ntrele futu r; ll
ダダは我 々 の 力強さで ある ｡ 銃剣を立 て るダダは独逸の赤ん坊 の ス マ トラ頭で
11 Trista n Tz a r a,
-M a nife ste de M o n sie u rAntip yrin e
-
, α u v r es c o mp] 釦e B, to m eI(19 1 2-19 2 4)(
Pa ris:Fla m m a rio n, 19 5 3), p p.3 5 7.
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あ る o ダダ は靴も平行塑壕もない 生 だ. ダダは統 一 に反対で あ ると同時に賛成
で もあり､ 未来に はは っ きり反対する｡
上 の 引用箇所 にある ｢銃剣+ぐ1es baio n n ette')､ ｢独逸+(-`al1e m and.)､ ｢平行塑
壕+(7pa r alほ1e sf) な どの詩語の 並列 には､ 第 一 次大戦 へ 自己が参入させ られ る こ と
に対 す るダダ の反発 を読み とるこ とがで き るかも しれない が､ こ の部分で 重要な こ
とは､ 基本的に は未来派と同様に 一 切 の ｢過去+ を否定 し伝統的美学を拒絶する精
神を有 して い た ツ ア ラが､ ｢ダダ+ は ｢未来にはは っ きりと反対する+ とい う立場
を表明 して い る こ とで あろう｡
こ う した ｢未来+ その もの を否定す るダダの 見解は ､ 未来派がそ の 時問に関 する
独自の 認識に お い て 否定 した ｢過去+ をそ の まま否定 し続け､ さ らには ｢未来+ 杏
も否定す る こ とに よ っ て ､ ｢現在+ とい う ｢時+ 恵けを ｢時間+ と して認識する こ
とに他 ならな い o そ して ､ そ の ｢現在+ とい う時代その もの は､ 第 一 次大戦とい う
状態に あ っ た ｡ こ う した ツ ア ラ が掩 い た時間の観念は､ ｢過 去 の もの + も ､ ｢未
莱+ へ の 志向性を有 した ｢モ ダン なも の+ も求めない 態度､ つ まり､ 両方 を否定す
る こ とを志向する態度と ｢現在+ にお け る絶望的な状態とが結び つ く こ とに よ っ
て ､ 上記 の引用 に あ るような ｢反対 で あ ると同時に賛成で もある+ (
f
c o ntr e et
po u l
l-) の 言葉が示 して い るような虚無的 ｡ 狂操的な態度 - と転換されて い く｡ そ し
て ､ そう した態度に結び つ い たダ ダの現実を生きる態度は､ 過去 にお い て 存在 した
詩的行為の意義そ の もの をも否定 し､ 詩を 一 種 の こ とば遊びと して認識する詩観に
まで ､ 人間的 な意味が剥奪され る の で ある . そ の 詩q)認識は ｢ア ン チ ピリ ン氏 の 宣
言+ の中で は次の よう に語られて い る ｡
L-a rt6tait unje u n ois ette,1e s e nfa nts a s s e mblaie ntle s m ots quio nt u n e
s o n n e rie a ユa 血l
, puisilsple u raie nt et cri aie ntla str ophe, etlui m ettaie nt
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1e sbottin e sdes poup6es etla str ophedevintr ein epo u r m O u Tir unpe u etla
r ein ede vin七b aleine,leら e nfa nts c o u Taie n七ape rdT eh alein e. 12
芸術は､ か つ て は､ は しばみ の実を拾う遊びだ っ た｡ 子供たちは､ こ とばを集
めた｡ 最後に音の 鳴る こ とばを｡ それ から､ 子供たち は (こ とばととも に)す
すり泣い た｡ 子供たちは､ 詩節だと叫んだ｡ 詩節に人形の長靴を履かせ た｡ す
る と詩節は少 しの 間死 ぬ た めに女王 (レ - メ) に なり ､ 鯨 (バ レ ー ヌ) に な
り ､ 子供たちは息 (ア レ - メ) をきらせて走 っ たo
こ こ に は､ ｢こ とば+ ぐ1e s m otsりを自己 の ｢内面+ か ら紡ぎ出す詩作行為が､ あた
かも自己とは関係の な い ｢外部+ に落ちて い ′る ｢は しばみ の 実を拾う遊び+ ぐu n
je n n ois etteつように､ ｢最後に音の 鳴 る こ とば+ ､ つ まり､ 脚韻の 同 じ こ とばを集
めて ｢詩節+ を作る行為と して ､ 戯画的に描き出されて い る｡ こ の よう な詩の ｢こ
とば+ ぐ1e s m otsり に対す る見解に は､ 詩の ｢こ とば+ が､ ｢人間+ の ｢内面+ には
既 に存荏せず､ 人間の 思考す る意味や感情を伝達する機能をも失 っ たとす る詩意識
と､ ただ単に 人間とは疎遠な空間に ｢は しばみ の 実+ の ような ｢モ ノ+ と して詩の
｢こ とば+ が孤立 して存在して い るとい う詩の ｢こ とば+ に対す る意識があ る ｡ 詩
の ｢こ とば+ が本来有 して い る人間と ｢こ とば+ との 密接な関係 の断絶は､ ｢こ と
ば+ そ の もの の 孤立化を意味 して い る と同時に ､ 後に ツア ラが r
‾
弱き恋と苦き恋に
つ い て の ダダ宣言+ (rDada Ma nife ste s u rl'a m ou rf ai ble et1-a m o u r a m e rl, 1920
) で 語る､ ｢もはや こ とばを信 じて はい けない の だろうか? い つ からこ とばは､
そ の 源になる器官(であ る精神) が思考 し望むこ との 反対を意味す るよう にな っ た
の か ?/大きな秘密はこ うで あ る ｡ /思想 は口 の なかで かたちづ くられ る+(
TFaut-
1 2 前掲書､ p p. 3 5 8.
2 4
第1章第1節 西欧における新興詩運動の精神
iln eplus croir e a u x m ots ? Depuis qll a nd e xprim e nt
一皿sle c o n七rair ede c equ e
1-o rg an equile s6m e七, De n s e et v e nt? / Le gr ands e c r et e Stla:Lape n s6e s efait
da m sla bou 血e.り1 3 とい っ た､ 人間主体と ｢こ とば+ との 帝離に起因する ｢こ と
ば+ そのもの へ の 不信を準備 したと言う こ とがで きるかも しれ ない ｡
(3) 主知的傾向の 文学
前の部分 で ､ 第 一 次大戦中に多く の革命家や反戦家が亡命 したチ ュ ー リ ッ ヒ で
興 っ た ダダイ ス ム の 詩意識を検討 して き たが､ 第 一 次大戦中に興 っ た詩の意識とし
て ､ ダダイ ス ム の 詩意識とは､ 全 く別な意味で重要なもの は､ 実際に戦場に赴き､
そ こ で の人間の 行為 の 悲惨と生 の絶望を経験 した イ ギリス の 文学者 T.E. ヒ ュ - ム
(T ho m a sErne stH u lme, 1883-1 9 1 7)が提示 した､ ｢詩+ を含めた ｢芸術+
一 般に
対 す る認識で あろう｡
第 一 次大戦を実際に経験す る こ とによ っ て構築された ヒ ュ - ム の言語観および芸
術観は ､ 精神的荒廃の様相を呈す る第 一 次大戦後の ヨ - ロ ツ パ の 土壌に生き る こ と
に な る文学者T.S. エ リオ ッ ト(T ho m a sSte a rn sEliot, 1888-1965) に大 きな影響を
与え る だけで はなく ､ そ れ は､ 第二 次大戦後の 日本 の精神的荒廃に お い て 生 き る
｢荒地+ 派詩人たちが､ 彼ら自身の詩的言語観を構築する際に ヒ ュ - ム の著作を主
体的に読む こ とによ っ て ､ 彼 ら自身の詩的言語観の中心に据えて い っ たも の で もあ
るo こ う した ｢荒地+ 派詩人とも密接に 関わ っ て く る ヒ ュ - ム の 言語観に つ い て
は､ ｢ ｢荒地+ 派詩人 の詩意識を支えた西欧の文学者たち+ と題す る本論文第3章
第3節で詳細に検討を試み るの で ､ こ こ で は簡単に そ の核心となる思想に つ い て触
れて お きたい ｡
1 3 Trista n Tza r a,
rDada M a ni fe ste s u pl■a m o u rfaible et l'a m o u r a m e r', α u v r e sc o mp]占te s,
to m eI, p p.3 7 9.
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19 1 4年7月 に第 一 次大戦が ヨ ー ロ ッ パ で勃発すると､ ヒ ュ - ムは直ちに - 平卒と
して入隊､ 同年12月 に は､ ベ ル ギ ー の フ ラ ン ダ ー ス ､ さらには フ ラ ン ス の戦線に赴
くこ とになるが､ 1915年4月 に ､ 彼は肩に貫通重傷を受け､ 本国のイ ギリス に送還
さ れる こ とに な る｡ 以後､ 1916年3月 に英国海軍砲兵隊に 士官として入隊するま
で ､ ロ ン ドン に滞在する｡ 再入隊後､ ヒ ュ - ム は ベ ル ギ ー 戦線に出動し､ 191 7年9
月 に べ ル ギ - の 戦線で戦死する こ とに なる｡ その ロ ン ドン で の 滞在の間に､ ヒ ュ -
ム は､ 後にハ - バ ー ト ･ リ ー ド (He rbe rt Re ad, 1893- 19 68) によ っ てまとめら
れ､ T.E. ヒ ュ - ム の著作 Speclatio n s(192 4)に含められる 論文 'H u m a nis m and
the Reli由ou s Attittlde
- (｢ヒ ュ ー マ ニ ズム と宗教的態度+) の原稿を､
-A
Notebo ok by T.E.H:(｢T.E.I . の ノ ー トブッ ク+) とい う題で ､ 当時ヒ ュ - ム の 論
文の中心的な発表の場で あ っ た雑誌 n eNe v vAgeに発表 して い る .
こ の論文で 重要な こ とは､ ヒ ュ - ム が､ 自らの視線をヨ ー ロ ッ パ の ｢過去+ に向
け､ 第 一 次大戦からル ネサ ン ス ､ さらに はル ネサ ン ス から古代 へ と遡行 する こ とに
よ っ て ､ ル ネサ ン ス 以降の ｢哲学+ 的思索の本質に は､ ｢原罪説+(
-the d.ogm a of
ori由nal S in
ー)を理解で きない こ との 不能性14と､ ｢生 はす ベ て の価値の根源で あ る
と同時に尺度で あり､ そ して 人間は根本的に善なるもの で ある ､ とい う信念+(一也e
behefthat life is the s o u r c e and m e a su r e of allvalu e s, a nd that m a nis
funda m e ntany go od
T)15が存在す る こ とを指摘 して い る点､ さらに はル ネサン ス 以
降の ｢ヒ ュ ー マ ニ ズム+ の 在り方 に対 して否定的な見解を して して い る点で ある.
こ う した ヒ ュ - ム の ｢ヒ ュ ー マ ニ ズ ム+ 批 判は､ 第 - 次大戦を引き起こ して し
14 T.E . Hulm e, Spe c ulatio n s :Es says o n Hu m a nis m a nd the Philo s ophy of Art, 盟nd ed･ ･ ed･
He rbe rtRe ad(Lo ndon: Routledge & Kega n Paul), p･ 131
1 5 前掲書､ p .47 .
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ま っ た ヨ ー ロ ッ パ 文明に対する痛烈な批判で あると同時に ､ ｢過去+ に限を向け､
｢過去+ に存在 した普遍的な価値､ 例えば､ ｢原罪+ の観念などを復活させる こ と
に よ っ て ､ あ る い は､ 原始の時代におけ る人 間の生 と深く結び つ い た ｢芸術+ およ
び ｢こ とば+ の機能を復権させ る こ とに よ っ て ､ それ は､ 第 一 次大戦以降に ヨ ー
ロ ッ パ に生 きて い た人間たちの実存的危機や精神的救い の 問題､ さらに はそ の 後の
生の ヴィ ジ ョ ン の獲得 へ と通 じて い く可能性を持 っ たもの で あ っ た｡
しか し､ T.E. ヒ ュ - ム が提示 したと こ ろの ､ 人間そ の もの の ｢生の 悲劇的な意
咲+(
'
the tragic signi&c a n c e of life
') の 認識や ｢宗教的態度+ (-the r eligio u s
attittlde
') な ど16とい っ た､ 特にル ネサ ンス 以前の人間に存在 した普遍的な認識や
普遍的な価値 へ の希求の 態度は復活される こ とはなく､ そ の 代 わりに ､ 第 一 次大戦
中さらに は戦後の精神的混乱 の中で復活 して きたの は､ ｢ヨ ー ロ ッ パ+('Eu r ope')
が ｢過去+ にお い て 生み出 して きた無数の 思想で あ っ た｡
第 一 次大戦と いう浪乱 に おける更なる精神的な混乱 ､ 換言すれば､ 如何なる普遍
的な価値も秩序をも見出せ ない 戦中 ･ 戦後の ヨ ー ロ ッ パ そ の もの に対 して ､ ポ ー
ル ｡ ヴァ レ リイO'aul Va16ry, 18 71- 945) は､ ｢精神 の危機+ (-L A C RISE D E
L-E S‡'RIT-
,
19 1 9)の 中で ｢われわれの 精神的な ヨ ー ロ ッ パ の こ の 無秩序は何から作
られたの か+('de qu oi 6taitfait c ed6s o rdre de notre Eu rope mentale?
f)と問い ､
｢す べ て の 教養ある精神 にお ける ､ 全く異質な観念どお しの 共存と全く相反 した原
理 どお しの 共存からで あ る+ (y- Delalibr e c o e xiste n c eda n sto u sle s e sprits cultiv
6s de sid6esle splu sdis se mblable s, de spripcipe sde vie etde c o nais s an c el s
plu s op po s6s.
.) とい う近代 ヨ ー ロ ッ パ の 価値の多様性を答えと して挙げ､ ヨ ー ロ ッ
パ にお ける秩序無き精神の危機を告発 した｡ 17 一 方で ､ T. S. エ リオ ッ トは､ 第 一
16 前掲書､ p.34.
1 7 Paul Va16ry, C Fu v r e B C O mPla te s, to m eI (Pa ris :Fla m m a rio n,19 5 7), p p.9 9 1-9 2･
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次大戦後 の精神的不毛性と救い なき精神の 問題を､ 詩作品 『荒地』(771e Wa ste
La nd, ～ 192 2) で提示するとともに ､ ｢伝統と個人的才能+ (
-
Tr aditio n a nd the
lndivi dual Tale nt-
,
1919) などの評論にお い て ､ 伝統と宗教的価値の復権を唱えて
い く こ とに なる ｡ こう した伝統 の復権と秩序の 回復を知性を通じて行おうと した
ヴァ レリイ や エ リオ ッ トにみ られる ､ い わゆ る主知的な文学傾向は､ ヨ ー ロ ッ パ の
｢過去+ へ の 志向性を有 し､ 秩序 へ の あくなき願い を詩の ｢こ とば+ へ 結び つ けた
点に おい て ､ ｢過去+ を白紙状態に して ｢モ ダ ン なもの+ を求め続け､ ｢攻撃性+
を詩の ｢こ とば+ に導入 したイタ リア 未来派 の傾向とは全く異な っ た文学傾向で あ
ると言う こ とがで きる｡
以上 ､ ｢荒地+ 派詩人 に先立 つ 大 正後期から昭和初期 に お ける日本の詩 の領域
で ､ その重要な役割が担われ る第 一 次大戦前後に ヨ ー ロ ッ パ で興 っ た前衛的な芸術
諸運動と文学的傾向における詩の 理念に つ い て ､ イタ リア 未来派を中心に ､ ダダイ
ス ム ､ T. E. ヒ ュ - ム からヴ ァ レ リイ ､ エ リオ ッ トへ 続い て い く第 一 次大戦以後 の文
学動向を対象 に して検討 して きたo 次の 本章第2節で は､ そう した第
一 次大戦前後
の ヨ ー ロ ッ パ の 詩意識が ､ どの よう に 日本の 土壌に移され ､ との よう な展 開 して
い っ たの かと い う 問題を ､ 明治末期から大正後期に かけて 為されたイ タリア 未来派
の詩意識の移入を中心 に ､ 検討 して い きたい ｡ そ して ､ 第2節を踏まえた上で ､ 本
章第 3節で は､ ｢荒地+ 派詩人たちが第二次大戦前､ 戦後に わたり直接関わ る こ と
にな る詩誌 ｢詩と詩論+ を中心に した昭和初期の モ ダ ニ ズム 詩運動 に つ い て考察を
試み て い きたい ｡
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第1章第2節
明治末期に おける 日本の 詩意識と大 正期における前衛詩運動
日本の モ ダ ニ ズ ム詩は ､ 平戸廉吉が､ イタ リア 未来派 の 理念と方法を詩的主体の
｢個人+ の ｢信条+ と して取り入れ ､ それ に基 づ い て 書い た 『日本未来派宣言運動
東京 - 平戸廉吉』 (1 9 2 1年) を起点と して始まる｡ そ の後､ 日本モ ダ ニ ズ ム 詩の
領域は､ 西欧で確立された､ あ る い は同時的に展開されて い る様々 な詩の理念と方
法を詩人が自由に取 り入れ詩的実践を行う こ とによ っ て ､ 目ま そる しい 展開の様相
を呈する こ と に なる ｡ しか し､ こ う した詩人 ｢個人+ が信望する理念 に基 づ い て自
由な詩的行為を為すに至 るまで に は ､ 日本 の 詩の 領域は､ そう した ｢個人+ の ｢思
想+ の自由と それ に基 づ く表現の自由を､ そ れらを抑制して い る 日本の詩的風土を
変革する こ とに よ っ て ､ 確立 して おく必要があ っ た ｡
一
っ まり､ 前節で検討 して きた
イタ リ ア未来派 ､ ダダイ ス ム ､ 第 一 次大戦後の イ ギリス や フ ラ ン ス で顕著に な っ た
主知的な文学傾向､ さらに は､ 議論に は及 ばなか っ たが､ 立体派 ､ イ マ ジズム ､ 表
現派 ､ シ ュ ー ル レ ア リス ム ､ 新即物主義など､ ヨ ー ロ ッ パ の詩的風土で詩的主体の
｢個人+ の 思想 に基づ い た様々 な詩意識は､ たとえメ ディ ア の発達とテ クノ ロ ジ ー
の 進歩によ っ て 同時的にそ の情報が日本に移入されて も､ す そには日本に根付くこ
とはなく､ そ の 前段階と して ､ 詩人 が ｢個人+ の ｢信条+ に基づ いて 自由に詩的行
為が行え る日本 の詩的風土 の確立が必要で あ っ たの で ある ｡
こ の 点に関 して ､ 第 一 次大戦前後 の ヨ ー ロ ッ パ にお い て展開され､ 後 に日本に紹
介 ･ 移入され る詩意識の 中で ､ イタ リア 未来派 の 日本の詩的風土 へ の 移入 の 軌跡
は､ 日本モ ダ ニ ズム 詩の 基盤 が構築されて い く過程 を明らかに す るも の で あ ると思
われ る ｡ こ の ような視座から､ 本章本節で は ､ 第1章第3節に おい て 議論する こ と
に な る ｢荒地+ 派詩人の活動に戦前戦後と直接関わ っ て くる こ とにな る日本の モ ダ
ニ ズム 詩運動の考察の準備段階と して ､ 明治末期から大正後期の 日本モ ダ ニ ズム 詩
の起点に至るまで の 日本の詩領域の詩意識の 展開を､ イタ リ ア未来派 の受容とこの
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期間に 日本の詩が直面して い た問題を明らかに しながら､ 検討して い きたい ｡
(1)
1 909(明治4 2)年5月 ､ 文芸雑誌 ｢ス バ ル+ (明治4 2年1月 一 大正2年12月)第5
号 の ｢むく鳥通信+ にお い て ､ イ タ リア 未来派を日本に初めて の紹介 した の は森鴎
外で あ っ た . 掲載され た｡ 森鴎外は､ F.T. マ リネ ッ テ ィ を簡略に紹介 した後で ､
｢未来派創立宣言+ に おけ る ｢未来派宣言+ の 部分に相当す る訳文 ｢未来主義の 宣
言十 - 箇候+ を提示 し､ そ の 後に簡単な感想を付け加えて い る o 1 こ の号 の ｢む
く鳥通信+ は ､ 2 8項目の海外に お ける文化 ･ 社会 ･ 風俗の 動向に関する様々 な記
事から構成され て おり､ そ の 最後 の も の として ､ 上記 のイタ リア 未来派に 関 して の
通信が載っ て い る ｡ こ の 通信文を書くに当た っ て ､ 森鴎外がどの ような原資料を用
い たの か とい う点に つ い て は､ ま だ明 らか に な っ て い な い が ､ 文面に散見で きる
｢未来主義 伊uturis m o)+ ､ ｢攻撃的 (Ag gr e s siv o)+ ､ ｢道徳主義 (Mo ralis m o)
+ ､ ｢女性主義 伊e mininis m o)+ な ど､ 訳語 に付加された補足語がイタリ ア語で あ
る点から考え る と､ 殊に ｢未来主義の 宣言十 - 箇保+ に つ い て は､ イタリ ア語 で書
かれた文面を使用したと考えて よ い で あろう｡ ちなみ に ､ 小堀桂 一 郎は､ 『森鴎外
一 文業解題 (創作篇)』 にお ける第5章 ｢評論 ･ 随筆+ の ｢ 『む く鳥通信』 + の 項
目に お い て ､ 森鴎外が ｢むく鳥通信+ を書くに当た っ て使用 した可能性の ある原資
料と して ､ Be rlin e r Tageblatt (新聞) ､ Kb
･
lni占che Zeitung (新聞) ､ DA B
litte r a ris che Echo (文芸雑誌) などを挙げて い る .. 2
1 無名氏 ｢雑録 むく鳥通信+ ､ 『ス バ ル』 第5号 (1 9 09年5月) ､ 9 9- 1 04乱 紙上では ､ こ の通信
は ､ ｢無名氏+ で発表されてい るもの の ､ こ の ｢むく鳥通信+ を担当したの は ､ 実際には森鴎外であ っ た｡ ま
た ､ 未来派の紹介は ､ ｢むく鳥通信+ の 中の ､ 1 0 2-0 4頁にわた っ て掲載されて い る ｡
2 小堀桂 一 郎 『森鴎外 一 文業解題 (創作篇) - 』 (東京､ 岩波書店､ 1 9 8 2年) ､ 3 9 2頁o
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マ リネ ッ テ ィ の ｢未来派創立宣言+ が､ ｢フ ィ ガ ロ+ 紙に掲載されたの 披1909
年2月20 日､ その 直後それ 披､ マ リネ ッ テ ィ が主宰する詩誌 ｢ポ エ ジ ー ア+ の 1909
年2月号 ､ 3月号 にイタ リア 語版とな っ て 掲載された｡ そ して ､ イタ リア未来派の
｢未来派宣言+ は､ 最初に発表された190 9年2月20日から約70日後の ､ 5月1日に
は､ 森鴎外を通 じて 日本の読書家たちに知られる こ とに な っ た｡
｢未来派宣言+ の よう な芸術運動 の 理念や方法は､ それが幅広く伝達され る前に
は､ 通常､ 他者に よ っ て ､ 例えば､ その 当時権威的な存在で ある批評家や文学者に
よ っ て ､ そ の 重 要性が認められ る とい っ た経緯が必要となる場合がほとん どで あ
る｡ しか し､ イ タリア 未来派 の場合に は､ こ うした経緯よりも先 に､ そ の 情報だけ
が世界的な規模で拡散 し､ 極東の 日本に おい ても こ れだけの速さで伝えられた｡ こ
う した背景には ､ ｢未来派宣言+ を発信 す る側の マ リネ ッ テ ィ の 戦略､ すなわち､
｢メ ディ ア+ を通 じて世界的規模で情報を発信するとと へ の 先鋭な意識や､ 文学的
事象をイタリ ア 一 国内の 文壇 とい う狭 い枠組み から解き放ち､ 大衆 へ と､ 全世界 へ
と､ そ の視野 を拡げて い く ｢攻撃的な+ 意志などがあ っ たと思 われ る｡ さ らに 披､
そ れ を受信す る側の森鴎外 の才能､ 言 い 換えれ ば､ 海外 へ 対 する 強い 好奇心や ､
｢どん な記事をもそ の ある べ き脈絡に於て 正確に捉え る こ とがで きた､ 彼の深 い 学
殖と透徹 した読解力+ 3な どがあ っ た こ とも確か であ ろう｡ つ ま り､ 受信す る側と
発信する側の 両方 の 要因が上手 く作用 したとい う こ とで あ る｡
こ の ような森鴎外の ｢未来派宣言+ の記事の 翻訳紹介を起点と して ､ 以後､ 様々
な経路を通 じて ､ イタ リア 未来派だけで なく､ 第 一 次大戦前後 の ヨ ー ロ ッ パ に興 っ
た前衛詩運動の 指導理念 に基づ く詩意識が､ 日本に続々 と移入され ､ 1921年12月
の 平戸廉吉によ る パ ン フ レ ッ ト 『日本未来派宣言運動 東京 - 平戸廉吉』 に至るま
で に ､ 日本モ ダ ニ ズム 詩の基盤 が形成され て い く こ と･にな る｡ 1909年5月から192 1
年12月 まで と定める こ とがで きる日本 モ ダ ニ ズム詩が成立す るための 準備期間の中
3 前掲書､ 39 4貞｡
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で ､ 特に重要だと思われ るの は ､ その 最初期に当たるイタリア未来派 の移入 の期間
で あろう｡ そ の中でも前述 した森鴎外による ｢未来派宣言+ の翻訳紹介(1909年5
月) から､ イタ リア 未来派 に言及 したもの と して鴎外に継い で次に早い 文献とされ
て い る高村光太郎の評論 ｢未来派の絶叫+ が発表される191 2年3月まで の約3年の
空白期間は､ そ の後のイ タ リア 未来派 の移入だけで は なく､ 大 正期におい て続々と
移入されてく る ヨ ー ロ ッ パ 出自の 詩意識を日本の詩的土壌に根づ かせ るために必要
な作業が､ 特に そ の 後イ タリア 未来派 に興味を示すこ とに なる日本の詩人たちを中
心 に為された重要な期間と して捉え る こ とがで きる ｡
それ で は次に ､ 日本モ ダ ニ ズム 詩の 成立 に深く関わ っ て い ると思われ るそ う した
作業に つ い て ､ イタリア 未来派 の移入 の最初期の状況を明らか に しながら､ 検討 し
て い きたい ｡
(2)
日本におけ るイタ リア 未来派 の移入 に 関わ る研究は､ 文学 の 領域だけに限 らず美
術 の 領域にお い て も､ 現在まで様々 な視点から為され てきた｡ そ の 中でも ､ 詩の 領
域を中心と し､ 実証的な観点から為された研究として ､ 千葉宣 - の論考 ｢詩論の 発
展 と流派 の 展開 一 昭和期 - + 4や ｢ア ヴァ ン ギ ャル ド詩運動と大正詩の崩壊 一 束来
派 の詩的動態を中心 に - + 5な どが挙げられる｡ 千葉宣 - は､ そ の 論考 ｢詩論の 発
展 と流派の 展 開 一 昭和期 - + の 中で ､ 未来派の 導入 に積極的な関心を抱い た の が､
｢何 等か の意味で ､ 鴎外と指導と信徒 の 関係 にあ っ た+ 人物たちで あ っ た とい うこ
とを指摘して い る ｡ 6 そ して ､ 千葉の こ の 指摘を踏まえて ､ 特に､ 森鴎外がイタ
4 千葉宣 - ｢詩論の 発展と涜派の展開 一 昭和期 - + ､ 『日本近代詩』 ､ 3 3-9 2頁｡
5 千葉竜 一 ｢ア ヴァ ンギャ ルド詩運動と大正詩の崩壊 一 束来派の 詩的動態を中心に - + ､ 村野四郎他編
『講座 ･ 日本現代詩史』 第2巻､ 大正期 (東京､ 右文書院､ 19 7 3年) ､ 3 07-5 6頁｡
6 前掲書､ 3 1 6頁o
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リ ア未来派 の 翻訳紹介を行 っ た明治4 2年の時点で ､ この 情報に直接間接的に影響を
受けたと思われる詩人の中で考えねばならない の は､ やはり文芸雑誌 ｢ス バル+ の
執筆に携わ っ て い た者たちで あろう ｡ ちなみ に､ 森鴎外のイタ リア 未来派 の翻訳紹
介が掲載された ｢ス バ ル+ 第5号 の 目次を見て み る と､ そ こ には森林太郎 (森鴎
外) の名前の他に ､ ｢パ ン の 会+ の 中心メ ン バ ー で あ っ た木下杢太郎､ 吉井勇､ 北
原白秋､ 翌43年1月の ｢ス バル+ (第 2巻第 1号)に掲載され る評論 ｢ 一 年間の回
顧+ の 執筆者で あり､ 公表されな か っ たが ｢明治四十三年八月稿+ の 記載を持つ 評
論 ｢時代閉塞 の 現状+ の 著者で も あ っ た詩人石川 啄木､ 大正元年1 1月29日付けの
｢東京朝日新聞+ に ､ ｢未来派 の 詩+ と逢する､ 日本で最初の マ リネ ヅ テ ィ の 詩の
部分訳 (｢戦争+ と題す る詩の 一 連) を含む評論を発表 した与謝野寛､ 大正1 0年
1 1月の 文芸誌 ｢明星+ に マ リネ ッ テ ィ の ｢未来派舞踏の宣侍+ (-M anife sto della
danza futurista') の翻訳を発表する平野寓里などの名前が見られ る｡ こ の 他に ､
19 09年7月 に パ リから帰国 し､ そ の後 ､ 文芸雑誌 ｢ス バ ル+ に 深く関わる こ とに な
る高村光太郎を加えた若手 の詩人たちは､ 直接的ある い は間接的に ､ 意識的あ るい
は無意識的に ､ イタ リ ア 未来派や ､ 1 9 1 2年3月 に高村光太郎が評論 ｢未来派 の絶
叫+ の 中で 言及 する こ とに な る､ そ の 中心 思想と して の ｢精力 主義+ 7に接近 した
者たちで あ っ たと考えて よい で あろ う ｡
後にイタ リア 未来派 に直接関心を持つ 者を含んだ､ こ う した若き詩人たちが､ 当
時 どの よう な詩意識に基 づ い て 詩的言語を紡ぎ出 して い た の か とい う点は､ 興味深
い と こ ろで あ る ｡ そ の こ とを探る 手がかりは､ イタ リア 未来派 に関 して の 森鴎外の
通信文の最後､ つ まり､ 訳文 ｢未来主義の 宣言十⊥箇候+ の後 に付された､ 次の よ
うな簡単な鴎外自身の感想 に求め る こ とがで きるかも しれない ｡
7 高村光太郎 ｢未来派の絶叫+ ､ 『高村光太郎全集』 第8巻､ 増補版 (東京､ 筑摩書房､ 19 9 5年) ､ 3 -
6 (4) 頁｡
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こ い つ を赤イ ンク の 大字で 印刷した､ 幅 - 米長さ三米の広告が M ilan oの辻 々
おとな
に張り出された の で あ る . 玉出∠出a逮虫なんぞは去ム _しk⊥も の だね ｡ は ゝ ゝ
ゝ ｡ 8 (下線は筆者)
｢ス バ ル+ は ､ 明治4 2年1月に創刊され､ 大正2年1 2月 まで続 い た文芸雑誌で あ
る . それは､ 文芸誌 ｢明星+ (第 一 次 : 明治33年4月 一 明治4 1年1 1月)が100号 を
も っ て廃刊した後､ そ れ以前に ｢明星+ か ら離れて い っ た者たちと ｢明星+ に残 っ
て活 動 して い た者たちが､ 改 めて 結集する場とな っ た｡ そ の創刊号 の 扉の ペ ー ジに
は ､ ｢ス バ ル+ の 立場が次の よう な言葉で書かれて い る ｡
我々 は決 して 一 定の 主義若くは簡単な動機の 下に相集つ た訳で 披ない ､ が何
か そ の趣味､ そ の 思想 ､ ま たその 境遇に於て相通ずる所 が あ つ たの に達ひ な
い ｡ で あ るか ら吾々 は相互 に深く干渉 し､ 若くは統 一 を強ふ るが如 き こ とは し
な い ｡
思ふ に文学 ､ 芸術を 一 個の 真面目な人間生活 の 一 部と見倣 し､ 各蓋 し得る限
りの 力 を致 して こ の 需用 を充たさうとする点に於て 少くとも我 々古ま 一 致する だ
らう と思ふ｡
人間は各異 つ た思想 を有ち ､ またそれ は常に変化す るもの で あるか ら､ 我 々
はこ こ に､ 我 々 の 文学､ 芸術は真を､ 美を､ 若くは文学､ 芸術自身を対境とす
るやふ な宣言 を敢て せ ぬ . 併 し芸術的活動に説明 し難き 一 種 の 愛着を持つ て ゐ
るとい ふ こ とは各認 め る所 だ｡
夜半仰い て空を見ると､ 天心よ り少 し南に ､ しとや かに輝い て ゐ る星 の 一 群
があ る､ 昂宿とい はれ るも の で あ る ｡ 取 つ て我 々 の 草子 に命 じたの は何も特に
理由の あ つ た訳で はなかつ たが､ 名づ けて見ると先例や種 々 の 比喰などがつ い
8 森鴎外 ｢むく鳥通信+ ､ 1 0 4頁｡
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て 来て困る. 比喰な どはどうで も よい ､ 単に 一 個の符牒として置きたい .
第 一 号の初めに こ れ だけの こ とを書い て置く｡ 9
｢我 々 は決して 一 定の 主義若くは簡単な動機の 下に相集つ た訳で はない+ とい う記
述から､ こ の 文芸雑誌 ｢ス バ ル+ が何らかの文学の 理念と方法を持 っ た流派と して
出発 したの で はない こ とは明白で あ る｡ こう した ｢ 一 定の主義+ に対する否定的な
見解の裏には ､ 当時の 文学領域で支配的で あ っ た自然主義文学の 理念とは異な っ た
立場で ｢詩を書く+ 行為を行おうとす る ｢ス バ ル+ の詩的営為に対する意図が看取
で き るo さ らに ､ ｢思ふ に文学､ 芸術を 一 個の真面目な人間生活の 一 部と見撤 し､
各蓋 し得 る限 りの 力を致 して こ の 需用 を充たさうとす る点に於て 少くとも我々 は - I
致す るだらう+ ､ あ るい は ｢人間は各異 つ た思想を看ち､ ま たそ れは常に変化する
も の で あ る+ とい う言明からは､ ｢ス バ ル+ のメ ン バ ー が当初 ､ ｢人 間生活+ つ ま
り ｢生+ の 充実を文学や芸術などの ｢芸術的活動+ の 中に求めようとして い たこ と
と､ ｢個人+ の 自由な ｢思想+ に基づ い た詩的営為を目指 して い た こ とが窺え る｡
しか し､ こ の ような ｢ス バ ル+ のメ ン バ ー の希求 した こ とが可能になるに 旺､ 高村
光太郎の 言葉を借りて 言えば､ ｢其の 背後に欧羅巴がある+ 10思想で あろう と､ 主
体的に獲得された思想で あ ろうと ､ ｢個人+ の ｢思想+ そ の も の を自由に表出で き
る場 と､ そ の ｢思想+ に基 づ い た詩的行為を自由に提示で きる場が前提と して 必要
にな っ て く る ｡
こ う した整 っ た思想的 ･ 文学的風土がある こ とを前提に して考えた場合､ 創造本
意 の ｢生+ の 立場､ 換言すれ ば､ 新 しい もの を創り出す こ とに ｢生+ の充足 を覚え
る立場 に依拠する ｢書く こ と+ の 主体は､ ｢各異つ た思想+ や ｢常に変化す る+
個々 の 理念 に基づ い て詩的行為を行う こ とに よ っ て ､ 初め て ､ 詩の ｢こ とば+ と詩
的主体 の密接な関係を築き上げ､ 詩の ｢こ とば+ の 可能性を追求して い く こ とがで
9 『ス バ ル』 第1号 (19 6 7年1月) ｡
1 0 高村光太郎 ｢純 一 な芸術が欲し い + ､ 吉本隆明 ･ 北川太 一 編 『高村光太郎選集』 第1巻､ 増訂版
( 東京､ 春秋社､ 1 9 8 1年) ､ 254- 5 9(2 5 5) 戻.
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き る ｡ さ らには ､ ｢個人+ の ｢思想+ の自由な表出とその ｢思想+ に基づ い た自由
琴詩的営為に対する明確な意識は､ 詩人の そうした詩的行為を抑制するもの ､ 例え
ば､ ｢ス バ ル+ の メ ン バ ー と っ て は ､ ｢相互 に深く干渉し､ 若くは統 一 を強ふ るが
如き+ ｢ 一 定 の 主義+ の ようなもの を､ 詩人自身に自覚させ ､ それ に対する反抗を
通 じて ､ 自由な詩的行為を抑制 して い るも の からの解放を願うこ とに なる ｡ こ の点
に関 して ､ ｢ス バ ル+ 創刊号の扉の ペ ー ジに掲げられた理念に基づく自由な詩的行
為は､ ｢あらゆ る残件を脱 して自己の飛躍跳躍+ 1 1に基 づ い て 行われ たイ タ リア 未
来派 の詩的行為と類縁関係に ある ､ と い う こ とがで きるかも しれな い 0
しか し､ 森鴎外が､ 先に引用 したイ タリ ア 未来派 の翻訳紹介の 最後で､ ｢未来派
宣言+ を ｢赤イ ン ク の 大字で 印刷 し た ､ 幅 - 米長さ三 米 の 広告+ に よ っ て ､｢
M ilan o の 辻 々 に張 り出+ したイ タT)ア未来派 の行為と比較 して ､ ｢ス バ ル+ の 当
時の メ ン バ ー を ｢ス バ ル の連中なんぞ は大人 しい もの だね｡ は ゝ ゝ ゝ + と榔掩 して
い る こ とからもわか るよう に ､ ｢ス バ ル+ そ のも の の活動は､ あたかも自己の自由
な詩的行為を阻まれたような ｢大人 しい+ 表現活動で あ っ f=
,
. イ タT)ア 未来派の詩
的行為と根本的に は類似 した立場 の自由な詩的行為を求めて い たにもかかわ らず､
｢ス バ ル+ の 若手 の 詩人 たちがかくも ｢大人 しく+ あり続けたの は､ ｢個人+ の 自
由な ｢思想+ に 基づ く表現活動を抑制 して い るも の ､ 別 な言 い 方 をすれば ､ ｢ス バ
ル+ の メ ン バ ー が創刊当時に認識 して い た ｢相互 に深く干渉 し､ 若くは統 - を強ふ
るが如 き+ ｢ 一 定 の 主義+ 以外の 抑制要因 の存在を認識 して い なか っ たこ とに あ
る ｡ 後に ､ ｢ス バ ル+ の メ ン バ ー たちは､ 彼 ら自身が希求す る自由な詩的行為を抑
制 して い るも の が ､ 権威を有した文学的規範だけで昧なく､ 日本の 風土に存在 して
い た封建的遺制､ 国家､ 伝統､ 家族制度なども抑制要因であ る こ とに気づ くの で あ
るが､ そ こ に至 るまで の 過程におい て ､ 見えない ｢敵+ に よ っ て自由な詩的行為を
抑制され ､ 自己の内面に生 じた彰屈 した内的な力は､ ｢パ ン の 会+ などの耽美主義
的で デカ ダン 的な傾向 へ と解消せ ざ るを得 なか っ たの で はない で あろうか｡
1 1 高村光太郎 ｢未来派の絶叫+ ､ 『高村光太郎全集』 第8巻､ 4頁｡
3 6
第1章第2節 明治末期における日本の 詩意識と大正期における前衛詩運動
｢パ ン の会+ とは､ 明治40年5月 に創刊された美術文芸雑誌 ｢方寸+ (明治44年
7月廃刊) の同人 ､ 石 井柏亭､ 森田恒友､ 山本鼎らの青年洋画家と､ ｢方 寸+ に詩
を寄稿 して い た木下杢太郎､ 北原白秋などが中心となり､ 美術と文学の 交流を目的
と して ､ 発足 した文芸運動で あ っ た ｡ 4 1年1 2月 パ ン の会 は､ 第 1回の 談話会を隅
田川右岸両国橋 に近い 矢ノ倉河岸の 西欧料理第1 やまとで催 した｡ 第1回の パ ン の
会 は､ ｢方寸+ の 石井柏亭､ 山本鼎､ 森田恒友､ 詩人 披杢太郎､ 白秋の ほか吉井
勇､ 石川啄木だけで あ っ た ｡ 同年1 1月 に詩人たちが属 した新詩社 の ｢明星+ が100
号で廃刊 し､ 翌4 2年1月か ら ｢ス バ ル+ が創刊される と､ パ ン の会も実質的に ｢ス
バ ル+ を中心と した若い詩人たち の 文芸運動とな っ て い き､ 4 2年から翌43年に か
けて最も盛況をきわめた｡ パ リか ら帰国後､ の ちに ｢パ ン の 会+ に参加す
■
る こ とに
な る高村光太郎は､ ｢パ ン の会+ に つ い て 次の ような感想を残 して い る ｡
青春の爆発 とい ふも の は見さかひ の無い も の だ｡ 若さとい ふも の の 一 致だけ
で どんな達 つ た人達をも融合せ しめ る ｡ パ ン の会当時の 思出はなつ か しい ｡ い
つ で も微笑を以て 思ひ出す｡ 本質 の ま るで 別な人間達が集ま つ て ､ よくも語り
よくも飲 ん だも の だ｡ 自己の青春で何もかも自分の もの に して しま つ て ゐ たの
だ｡ 銘々 が自己 の 内から送 る強烈な光で 互 に照 らし合つ て ゐ たの だ｡ い つ 思ひ
出 して も滑稽なほど無邪気な､ 燃えさか る性善物語ばかりだ｡ あの 頃 ､ 万事遅
蒔な私は外国から帰 つ て来て ､ は じめて 本当の青春の 無鉄砲が内に 日ざめた｡
其が時代的 に或る契合点を持 つ て ゐ た｡ 前からあ つ たパ ン の 会 に引きずり込ま
れたの 披自然の事で あ つ た ｡ 細かい 事は大抵忘れた｡ 又忘れて もい い の だ｡ 通
り抜けて来た事は私 に とつ て 一 つ の 本能の 陶冶に なつ た ｡ 其が貴い ｡ 12
上 の 高村光太郎の ｢パ ン の会+ に つ い て の 回想にある ､ ｢青春の 爆発+ ､ ｢自己の
12 高村光太郎 ｢パ ン の会 の 頃+ ､ 吉本隆明 ･ 北川太 一 編 『高村光太郎選集』 第3巻､ 増訂版 (東京､
春秋社､ 1 9 8 1年) ､ 1 4 3- 4 4(14 3) 頁｡
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内か ら送る強烈な光+ ､ ｢青春の無鉄砲さ+ な どとい っ た表現から､ ｢個人+ の 思
想 に基づ い て行 う自由な詩的営為を抑圧された こ と から生 じる若い芸術家たちの
｢自己+ の 行き場 の ない 内的な力が､ こ の会 で如何 に発散されて い たの かが理解で
きるで あろ う｡ 自己 の 内的な力 の ｢爆発+ ､ 別 な言葉で 言え ば､ 抑圧 から生 じる
｢精力+ の ｢爆発+ は ､ 高村光太郎が指摘するよう に､ 確かに ｢見さ かひ の無い も
の+ だ っ たかも しれない ｡ しか し､ こ う した ｢爆発+ や内的な力の発散通 じて ､ 本
来そ の力 を向ける べ き ｢攻撃+ 対象の存在を､ つ まり､ 自由な詩的行為を抑圧し続
けて い る ｢敵+ を見出 し認識 した こ とは確かで あろう ｡ それは､ 木下杢太郎の 言葉
で 言え ば ｢因循 な封建時代の遺風+ 1 3な日本的な ｢過去+ で あ っ たかも しれない
し､ あ るい は､ 当時支配的で あ っ た表現主体に対する自然主義的な見解で あ っ たか
も しれない ｡ さらに は､ 政治的な､ 社会的な閉塞状況で あ っ たかも しれな い ｡ それ
は様々 な側面からくる抑圧で あ っ た ｡ こ う した状況から､ 森鴎外 の言葉で言えば､
｢大 人 しい+ ｢ス バ ルの 連中+ の 一 人で あ る石川啄木が､ まずは ､ 彼らの 自由な詩
的行為を抑制 して い た自然主義文学の 理念にそ の内的で ｢攻撃的+ な力を向けたの
は ､ 明治43年1月1日発行の ｢ス バ ル+ (第 2巻､ 第1号) に発表 した評論 ｢ 一 年
間の 回顧+ の中で あ っ た｡
こ の評論 ｢ 一 年間の 回顧+ の中で ､ 石川啄木は､ 前年明治4 2年の 文壇 の状況を論
じる とい う視座 の もとで ､ そ の 議論の中心を自然主義文学の理念 の検討 に置い て い
る ｡
自然主義は文学を解放 した ｡ 少く とも ､ しようと した｡ こ れは近数年問に於
ける日本文学上の 一 大事実で あ る｡ 此事実が､ 明治文学史の貞を以前と以後に
画然と して 区別す るも の で あ る事に就い て は､ 後世の 史家も必らず吾人と意見
を共にす べ きもの で あ る . - 私 は､ 一 時々 々の 現象を過信 し､ 誇張する 不聡明
な批評家に 与 しない と同時に ､ 自己 の 干与 しなかつ たあらゆ る運動と事件とを
13 木下杢太郎の ｢パ ン の会+ の回想に関して の 言及は ､ 堀江信男 『高村光太郎』 ､ 福田清人 ･ 堀江信
男編､ 人と作品1 0(東京､ 清水書院､ 19 66年) ､ 1 2 7真､ に引用されて い るものを参照した｡
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成る べ く実価以下 に の み評価せ んとする卑怯な人達にも同 じない ｡
一 度解放された文学の 主潮は､ 然 し乍ら色々 の理由から､ まだ行く ベ き処ま
で行かずに ､ 途中で停滞し､ 弛緩 しようとする傾向を作 つ た｡ 如何なる事件､
如何な る運動にあ つ て も ､ 時々斯う い ふ事に出会す事放免れない もの で ある｡
而 して それ は明治四十二年前半期に於ける我が文壇 の概勢であ つ た ｡ ｢色々の
理 由+ の うちに は､ 我 々は大体に於て ､ 自然主義者それ自身の主張に自己及び
自己 の文学を全然解放するだけの 力 の無 かつ た事( 換言すればそ れだけの 力を
得る程まで に深 い 反省を積んでゐ なかつ た事) と､ 外部に有力なる刺戟者の ゐ
なか つ た事とを数 へ る事が出来る｡ 今から考 へ て見て ､ 丁度 一 年以前､ 自然主
義は今や確実に文壇を占領 したと呼号 して 明治四十二年を迎 へ た - 批評家の 言
には ､ - は喜ぶ ベ き､ - は悲 しむ ベ き両様の 意味があつ たやうに思放れ る｡ 14
石川啄木は､ 明治4 2年 の 文壇 を反省的に見た上 の文章の中で ､ ｢自然主義+ が ｢文
学を解放した+ 点に つ い て は､ ｢近数年問 に於ける 日本文学上の 一 大事実+ であ る
と認 め なが らも､ そ の ｢解放された文学+ が､ ｢自己及び自己の 文学+ を ｢全然解
放す る+ に至 っ て い ない とい う否定的な見解を示 して い る ｡ 石川 啄木の こ の 見解を
整理 して み ると､ 次の よう にな るであろう｡
まず､ 自然主義は ｢個人+ に基 づ く表現を可能に した､ 別 な言い 方 をすれ ば､ 日
本文学に近代個人主義を樹立 した とい う点で ､ 画期的な出来事で あ っ た ｡ それ ら
は､ 表現の 対象を自己 の 問題に据える作品を創り出して い っ た ｡ そ う した自然主義
的な展開の 一 つ の 結果 と して ､ 田山花袋の 小説 『蒲団』 (明治4 0年9月) などが存
在す る｡ 田山花袋はそ の 小説で ､ 自己の 内面 と現実をありの まま に諦観し､ 自己の
経験に忠実で あ る こ とを 一 つ の 規準とす るよう な表現規準とい うも の を生 み 出し
た｡ こ う した ｢個人+ へ の 強い 関心 は､ それまで の 文学に は存在 しなか っ た点で あ
り､ こ の点に つ い て石川啄木も認 め て い る ｡ しか し､ 問題 は､ こ う した ｢個人+ 杏
14 石川啄木 ｢ 一 年間の回顧+ ､ 『石川啄木全集』 第4巻､ 評論 ･ 感想 (東京､ 筑摩書房､ 1 9 80年) ､
2 3 6-4 0頁 (2 3 6-3 7) 貞｡
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中心 とする文学が､ その 描出の 方法と対象に重点が置かれたため に､ そ の表現行為
そ の も の に対す る見解は､ ｢個人+ の ｢思想+ の自由とその ｢思想+ に基づ い た表
現の自由とい う発想にまで高め られ るこ とはなか っ たとい う点で ある ｡ それ故に ､
｢個人+ がその 自由を阻まれた形 での ｢内面の葛藤+ の み を静観的に観察し､ それ
を描き出す傾向を創り出 した｡ つ ま り､ 対象が自己で あろうとも､ 他者で あろうと
も ､ それを忠実に描き出すこ とに 一 つ の価値規準がもうけられたの であるo そこ に
は､ 当然､ 自己を解放す る ､ とい っ た発想も､ そ の解放された自己に基づ く表現と
い っ た考えも､ 存在 して い ない ｡ 自然主義が こう した自己 の解放に向かわずに､ 抑
圧 され た自己でも ､ それ を忠実に描き出す こ とに重きを置い た背景には､ 決定論的
な､ あるい 辻運命論的な自己に対する考え方が存在 して い る ｡ 自己が決定論的にす
で に決定され て い る とい っ た立場からは ､ ひ とつ の 自己の 在り方 が運命的に何も変
えられない もの として ､ 認識される｡ そ う した自己披 ､ 当然､ 如何に悲劇的な状況
で も ､ それを受け入れ る とい っ た態度と結び つ い て くる｡ 石川 啄木が､ こ の 評論を
書い た背景に は､ そう した自己を現実の ままの 姿で眺め ようとす る自然主義的な立
場を否定する見解が存在 して い るの で あ る ｡
こ う した ｢自己+ というも の を静観的な視点からで はなく､ 新 しい ｢思想+ で 充
たす こ とによ っ て 自己の拡充を願 い ､ そ れを表現に結び つ けて行 こう とす る若い詩
人たちは､ 決定論的あるい は運命論的な ｢生+ の 強制､ ｢個 人+ の ｢思想+ の 排
斥 ､ それ に基 づ い た表現行為の 抑圧 とい っ た現実の 文学的閉塞状況と､ 自己の 表現
の 理想 との 問に あ る落差から､ その 内発的な ｢力+ を彰屈させ て い たの で あ るが､
その ｢精力+ が ｢個人+ を取 り巻く外側､ つ まり閉塞的な状況そ の もの に向けられ
たも う 一 つ の 重要な論文と して ､ 石川 啄木が明治43年8月 に書い た評論 ｢時代閉塞
の 現状+ を挙げる こ とがで きる ｡
石川啄木の 評論 ｢時代閉塞 の現状+ は､ 明治4 3年8月2 2日 と23日の 両日 に ｢東京
朝日新聞+ に発表された若き哲学者魚住折慮の論文 ｢自己主張 の 思想 と して の自然
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主義+ 15を受けて 書かれたもの で あるo 石 川啄木の生前にそれが発表されるこ と吐
なく､ 公 にな っ た の は ､ 土岐善麿による 『啄木遺稿』 (東雲堂書店､ 大正2年5月)
に おい て で あ る｡ 石川啄木が ｢時代閉塞 の現状+ を書く契機とな っ た ｢自己主張の
思想と して の自然主義+ の中で ､ 魚住折慮が論 じて い るの は､ ｢自然主義と自己主
張との関係+ で ある｡
近代思想に 披 ､ そ れが どんな思想で あ っ て も､ 大 なり小なり､ ｢自己拡充の精
神+ が含まれて い る｡ 自己を拡張 しそ の 内容を充実させようとする能動的な心の働
きを有する近代的自我を主張する場合､ そ こ で 当然問題にな るの は､ そう した自我
の拡充を抑圧 しよう とす る存荏との対立で あ る｡ こ の 自己拡充を阻止 しよう とする
存在あ る い 法力 に 対 して ､ 自我 は､ ｢自己拡充の精神+ の ｢消極的形式+ ､ つ ま
り ､ 受動的な作用 と して現れ る ｢反抗的精神+ を含有 し て い る と魚住は指摘す
る｡ 1 6 魚住は､ こ う した ｢自己拡充の精神+
'
と ｢反抗的精神+ とい っ た二 つ の 要
素を合わせ持つ ｢自我+ の 考えに基づ きなが ら､ そ の 自己を主張 し表現する場合の
問題を､ 決定論的な自己に対する考え方 に基づ い て客観的に あり の ままに諦観し描
写する とい っ た従来の自然主義的な方法 に対置しながら論 じて い る ｡ ｢自己拡充の
精神+ に基づ い て 自己主張 の仕方が直接的に為され て い るとい っ た視点は､ 表現の
主観的な要素を重視 した立場に つ ながる ｡ ｢反抗的精神+ に基 づ い て自己主張が為
さ れ る場合､ そ れ は自我を抑圧する存在を措定 し､ それ へ の 反抗あ る い は挑戦と
い っ た形 にな る ｡ こ う した二 つ の 自己主張は ､ 当然､ 個人を中心 に据える自然主義
の表現の 問題に なる の で あ る ｡ しか し､ 魚住 は､ 当時の 日本の自然主義の中に､ こ
れ らの どち らにも属さない ｢不徹底な自然主義+ の 立場を読み と る｡ 1 7 そ して ､
そう した暖昧さが ､ ｢或時 には自暴的な意気地 の ない 泣言や愚痴を云 つ て 居るかと
15 魚住折虚 ｢自己主張の 思想として の 自然主義+ ､ 川副国基他注釈 『日本近代文学大系』 第5 7巻､
近代評論集 (東京､ 角川書店､ 1 9 7 2年) ､ 4 3 6-3 9頁｡ 本論考におい て ､ 魚住 の論文は ､ 同書に転載されたも
の を参照 したo
1 6 前掲書､ 4 3 6- 3 7頁｡
1 7 前掲書､ 4 3 8頁｡
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思 へ ば ､ 或時には其愚痴な意志薄弱な自己を威丈高に主張する+ 18とい っ た表現行
為や､ ｢現実的､ 自暴的､ 退廃的､ 憂密的､ 悲観的の みの傾向+ 19に通 じてくる｡
こう した表現状況に対して ､ 魚住は､ 自我の ｢反抗的精神+ に基づ い た表現を自覚
さ せ る こ と に よ っ て ､ 自然主義の従来とは異な っ た道箇を提示 した｡ それ は､ 当
時､ ｢個+ を抑圧 して い る存在その もの に つ い て何も意識せずに ､ 密屈 した状態で
表現活動を行 っ て い た青年の詩人たちの ｢叫び声+ を代弁するような意味を持 っ て
い たと思われ る ｡
｢自己拡充の念 に燃えて居 る青年に取 つ て 最大な る重荷は之等の オ ー ソ リティ で
あ る ｡ 殊に吾等日本人に取つ て はも 一 つ 家族と云ふオ ー ソ リティ が二 千年来の国家
の 歴史の権威と結合 して個人の 独立と発展 とを妨害 して ゐ る+ 2 0と､ 魚住埠､ 表現
主体を抑圧するも の と して の存在を明らかに する こ と によ っ て ､ それ らから解放さ
れ ､ 自我 の 自由な状態で表現する こ との 可能性､ つ ま り､ ｢個人+ の 自由な思想 に
基 づ く自由な表現行為の 可能性を示 して い る ｡ そして ､ そ の主体的な表現 へ の願望
は､ 次の ような言葉で論文の最後に語られて い る ｡
[･ - -] 自分は現実的､ 自暴的､ 廃頼的､ 憂密的､ 悲観的の み の傾向に対する
よりは､ 之れ等に反抗的主義的の熱意を混 じた傾向に より多くの 同情を有 つ て
居る . 前者と云 ヘ ビも近代 的憂密に対する 同感の情から､ 親分興味を有たぬ辛
はない が､ そん な先の見えぬ暗黒な思想は自分 の堪 へ 難い 処で ある ｡ 之れ に反
して自己主張 の精神の燃えて居る処に は､ よ しや其れが乱雑で あ つ ても ､ 混沌
で あ つ て も此処には創世記的の悌が忍ばれ て ､ 新 しき世界新 しき生命が何処か
に動 い て 居 る様に思 はれ る｡ 之れ自分が現時の諸芸術殊に小説に対 して生命の
色濃さ､ 作家の 強烈 な主観の 主張 の 現れた者に 同情の注目を注い で 居 る次第で
あ る｡
1 8 前掲書､ 4 3 7頁｡
19 前掲書､ 4 3 9貞｡
2 0 前掲書､ 4 3 7頁｡
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[ - -] 妊廓 な歌や絶望的な疲労を描い た小説を生み出 した社会は結構な社会
で な い に達ひ な い ｡ けれ ども此の歌此小説によつ て自己拡充の結果を発表し､
或は反発的にオ ー ソリティ に戦ひ を挑んで居る青年の 血気は自分の深く頼母し
とする処であ る｡ 2 1
魚住 の論文 ｢自己主張 の 思想と して の 自然主義+ は､ あくまで も自然主義との関わ
りにおい て ､ そ れを批判的に論 じたと い う点で ､ 自然主義の領域を出ない もの で あ
るが､ しか し､ そ こで 自然主義を批判的に論 じて い る視座は ､ 当時､ ｢個人+ の 自
由な思想に基 づ い た自由な表現行為を憧れながらも､ ｢反抗+ と い う方途 と､ それ
を抑制 して い る ｢敵+ とい う概念を知らない が故に ､ ｢オ ー ソ リティ+ によ っ て 押
さえ つ けられたまま､ 自暴的廃頚的に自己表現を行 っ て い た ｢ス バ ル+ な どの若き
詩人たちに ､ 詩的表現にお ける自由の獲得の 方途を与えたの で あ っ た ｡ 次の 石川 啄
木の ｢時代閉塞 の現状+ におけ る文章は､ ｢理想 を失ひ ､ 方向を失ひ ､ 出 口を失 つ
た状態に於て ､ 長 い 間容積して来た其自身の 力+ 2 2が､ そ の 進む べ き路を見出し､
そ の結果 ､ 大 きな流れとな っ て 噴出した自我 の ｢叫び+ ともとれるような文章で あ
る ｡
斯く の如 き時代閉塞の現状に於て ､ 我々 の 中最も急進的な人達が､ 如何な る
方面 に其 ｢自己+ を主張 して ゐ る かは既 に読者の知る如 く で あ る ｡ 実に彼等
は､ 抑 えて も抑えて も抑 えきれぬ自己其者の圧迫 に堪 へ かねて ､ 彼等 の 入れ ら
れて居 る箱 の最も板の薄い処､ 若くは空隙 (現代社会組織の 欠陥) に向つ て全
く盲目的に突進 して ゐ る ｡ 今日 の 小説や詩や歌の殆どす べ て が女郎買 ､ 淫売
買､ 乃至野合 ､ 姦通 の記録で ある の は決 して偶然で はない ｡ しかも我 々 の 父兄
に は こ れを攻撃す る権利はない の で あ る ｡ 何故なれば､ す べ て 此等は国法に よ
21 前掲書､ 4 3 9頁o
2 2 石川啄木 ｢時代閉塞 の現状 (強権､ 純粋自然主義の 最後及び明日の 考察)+ ､ 『石川 啄木全集』 第
4巻､ 評論 ･ 感想､ 2 6 2- 7 1(2 6 7- 6 8) 頁｡
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つ て公認 ､ 若くは半ば公認されて ゐ る処ではない か｡
さうして 又我々 の 一 部は､ ｢未来+ を奪はれたる現状に対 して ､ 不思議な る
方法に よ つ て其敬意と服従とを表 して ゐ る｡ 元禄時代に対する回顧がそれで あ
るo 見よ､ 彼等の 亡国的感情が､ 其祖先が 一 度遭遇した時代閉塞の状態に対す
る同感と思慕とによ つ て ､ 如何に遺憾なく英美 しさを発揮して ゐ るかを｡
斯くて今や我々青年は､ 此自滅の状態から脱出する為に ､ 遂に其 ｢敬+ の 存
在を意識 しなければならぬ時期 に到達して ゐるの で ある ｡ そ れは我 々 の 希望や
乃至其他 の理 由に よるの で はない ､ 実に必至で あ る｡ 我々 は 一 斉に起つ て 先づ
此時代閉塞 の現状に宣戦 しな ければならぬ｡ 自然主義を捨て ､ 盲目的反抗と元
禄 の 回顧とを罷 め て全精神を明日の 考察 一 我 々自身の時代に対する組織的考察
に傾注 しなけれ ばならぬの で あ る ｡ 2 3
上 の 石川啄木 の ｢ 『敵』 の 存在を意識 しなければならぬ時期 に到達 して ゐ る の で あ
る+ と い う認識は ､ 逆 に考えるな らば､ そ の 時まで ｢ 『敵』 の 存在+ を意識 しな
か っ た こ とを示 して い る ｡ ｢ 『敵』 の 存在+ を措定 しな い 自我 に は､ 自我 の ｢抑
圧+ で あ るとか､ 抑圧 からの .｢解放+ で あ るとか の概念は存在 しなく､ 抑えつ けら
れた自我 の内的な力は､ ｢箱 の 最も板の薄い処､ 若く は空隙に向つ て全 く盲目的に
突進+ する ｡ ｢ 『敵』 の存在+ を措定 しない 自我 に基 づ く詩的行為 の 場合 に は､
｢書く こ と+ の 主体は､ ｢個人+ の 思想 に基 づ い て ｢詩を書く+ 行為を行 おうと し
て みて も ､ 何か によ っ て抑圧され ､ 知 らず知らずの う ちに､ ｢個人+ の信条から外
れ ､ 別 なゆがめ られた信条に基づ い て ｢詩を書く+ こ とにな る ｡ こ こで 重要な こ と
は､ ｢個人+ の 思想から外れ､ 別 の ゆが め られた信条 に移行す る時に ､ そ れ が表現
主体に対 して か けられ る抑制から起 こ る とい う こ と を知る こ とで あり ､ それ を知
り､ そ の 外圧 に反抗す る こ とによ っ て ､ 詩人自身の ｢個人+ の 思想に基 づ い た自由
な詩的行為が獲得されるとい う こ とを知 る こ とで あ ろう｡
こ う して ､ ｢書くこ と+ の 自由 ､ つ まり､ ｢個人+ の 思想 に基づ く自由な表現行
23 前掲書､ 2 69頁｡
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為を獲得する方法を認識した若き詩人たちは､ 以後様々な自らの詩的行為を抑圧 し
て い た ｢郵+ に対 して宣戦を挑んで い っ たの で あ っ たo ｢社会+ を ｢敵+-と見なし
た詩人もい れば ､ ｢国家+ を ｢敵+ と見な した詩人もい る｡ また､ 高村光太郎の よ
うに ｢伝統+ や ｢過去+ を ｢敵+ と見な した詩人もい る ｡ それぞれの詩人の ｢敵+
は､ それぞれ異な っ て おり､ 詩的行為の自己の生きて い る環境と思想的な立場 に関
わ っ て い るの で ある｡
こ れまで考察 して きたよう に ､ 明治末期の詩意識は､ 文芸雑誌 ｢ス バ ル+ に関
わ っ た若手 の 詩人 たちが ､ 自らの ｢詩を書く+ 行為を抑制して い る存在を ｢敵+ と
して認識す る こ とによ っ て ､ ｢個人+ の 思想に基づく詩的行為の自由を獲得 して い
く方途を見出 した点に 一 つ の特徴があ っ た . 石川啄木は ｢強権+ を､ 高村光太郎は
｢伝統+ を ｢敵+ と して意識する こ とによ っ て ､ その ｢敵+ に つ い て熟考 し､ 反抗
的精神で それ に立 ち向かう こ とに よ っ て ､ 自己の ｢信条+ に基づ く詩的行為の基盤
を獲得 し､ それ に基づく詩的行為を自覚した｡ そ して ､ こ う した ｢個人+.が信望す
る ｢思想+ や ｢理念+ に基づく自由な詩的行為 へ の 自覚は､ 後に ､ 様々 な経路を通
じて 日本に伝えられ る第 一 次大戦前後に興 っ た前衛詩運動の詩の 理 念や思想 を､
｢個人+ の 詩の 理念 と して 取り入れ､ 詩的行為を行 っ て い く日本モ ダ ニ ズ ム 詩に は
欠かすこ との で きない 基盤で あ っ たと言う こ とがで きるかも しれな い 0
こ の ように ｢個人+ の ｢理念+ に基 づ い た詩的行為を自覚 した若き詩人たちは､
森鴎外の イタ リア 未来派の翻 訳紹介以降途絶えて い たヨ ー ロ ッ パ の 詩意識､ 特にイ
タリ ア未来派 の詩の 理念を徐々 に ｢個人+ の 思想や理念として 取 り入れ始め ､ 以後
本格的な西欧の詩意識の移入が始ま っ て い くこ とになるの であ る ｡
(3)
森鴎外の ｢未来派宣言+ の 翻訳紹介以降､ 未来派の 導入 に積極的な関心を抱い た
の が､ 高村光太郎､ 与謝野寛､ 木下杢太郎､ 平野万 里､ 有島生馬 ､ 沢木梢､ 木村荘
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八な ど､ ｢何等かの意味で ､ 鴎外と指導と信徒の関係に あ っ た+ 24人物たちと文芸
雑誌 ｢ス バ ル+ に関わ っ て い た若き詩人たちで あ る こ と臥 前述した通りであ る
が､ そ の中でも最も早 い段階でイ タリア未来派に関心を寄せ たの 臥 高村光太郎(
1883- 1956) で あ っ た｡
伊藤信吉臥 ｢高村光太郎の 回想+ の 申で ､ 高村光太郎とイタリ ア未来派に関連
する次のような回想を記 して い る ｡
こ れを私 は中野の ア トリ エ を訪問した折に きい たの だが､ 森鴎外の ｢未来派
宣言+ の翻訳が出て 間も ない こ ろ､ 高村さんはマ リネ ッ テ ィ にあてて ､ 未来派
芸術に つ い てくわ しく知 りたい とい う意味の 手紙を出 したとい う｡ する と ｢向
こ うで は未来主義の宣伝の機会とおも つ たら しく､ パ ン フ レ ッ トやその ほかの
未来主義の趣旨をかい た印刷物をたくさん送つ てよ こ した+ とい う ｡ 私 はこ う
い う話をき い た｡ また ｢未来派 の 『未来』 臥 ヴ ェ ル ハ ー ラ ン の 詩集 『触手あ
る都会』 におさ めた作品 『未来の 方 へ』 からとつ たの だ+ と､ そんな詰 もきい
た ｡ 2 5
上 の 伊藤信書の 回想と高村光太郎に関する史的事実から考えた場合､ 高村光太郎
は､ 190 9年7月に パ リから日本に帰国 した頃､ イタリ ア未来派の存在を知り､ ｢マ
リ ネ ッ テ ィ にあて て ､ 未来派芸術に つ い てく わ しく知りたい とい う意味の 手紙を
出+ すほ ど､ イタ リア 未来派に つ い て大きな興味を持 っ たとい う こ とになろう｡
イ タ リア未来派 に対する こう した強い 関心から､ さま ざざな未来派に関す る情報
を以後得て い っ たと推測で きる高村光太郎が､ イタリ ア 未来派 の精神や中心思想､
あ るい は未来派 の理念や方法に つ い て ､ 簡単な評論形式で発表する機会をも っ たの
は､ 1 9 12(明治45) 年3月 であ り､ 文芸雑誌 ｢ス バル+ の ｢むく鳥通信+ に森鴎外
24 千葉宣 - ｢ア ヴァ ン ギ ャ ル ド詩運動と大正詩の崩壊 一 束来派の 詩的動態を中心に - + ､ 3 1 6頁o
2 5 伊藤信吉 ｢高村光太郎の 回想+ ､ 『高村光太郎 - そ の詩と生涯 - 』 ､ 角川文庫 (東京､ 角川書
店､ 19 64年) ､ 5- 5 6(3 7) 頁｡
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の 未来派の紹介が掲載されて から､ 約3年後の こ とで あ っ た ｡
明治45年3月5日付けの ｢読売新聞+ に掲載され ､ 同年4月1日に雑誌 ｢現代の美
術+ に転載された､ 高村光太郎の ｢未来派の絶叫+ 辻､ 伊藤信吉が指摘す るように
森鴎外の ｢未来派宣言+ の翻訳紹介に次い で はやい時期の ､ イタ リア未来派に関す
る紹介と評論に数えられるもの で あ る｡ 2 6
高村光太郎がそ の 文面におい て ､ ｢私は今此の運動に就て私自身の意見を述べ よ
うとするの で はない ｡ 唯 一 部の粒典文芸界に梢烈しい騒擾を捲起して ゐ る此派の主
張 の要点を話 して みようと思ふまでで ある+ 27と､ その意図を述べ て い るとおり､
こ の評 論はイ タ リア 未来派 の解説を中心に構成されて い るが ､ その 背後に高村光太
郎自身の未来派に対する理解や態度､ さらには彼自身の関心を窺う こ とも可能で あ
ろう ｡
｢未来派+ とい ふ の 披 ､ 覇気に満ちた年の若い伊太利 の詩人 ､ 画家､ 音楽家の
一 群によつ て 成 つ て ゐ る芸術的団体で あ つ て ､ 彼等は此 の 主義の 下に ､ 数千年
来積み重ね られ て来た民族歴史の 塵迫を脱 し､ あまり光栄の あり過 ぎた自国の
過去芸術から振り離れようとす るの で ある｡ 彼等は過去 を葬れと絶叫して立 つ
た ｡ 彼等 は歴史を侮蔑 し過去 を嫌忌する ｡ 彼等 は現代を証歌 し未来を愛撫す
る. 古代の遺跡と伝統的芸術とに の み よつ て生命あるが如く常人に思法れてゐ
る伊太利から､ 突如 と して 此絶叫の声を聞くに至 つ て 多少の感慨が無い わけに
はゆか ぬ｡ 雑誌 ｢ポ エ ジア+ の主幹で あ つ たミ ラノ の 詩人 マ リネ ツチ氏が初め
て ｢未来派+ の 名の 下 に其主義を発表 したの は ､ 千九百九年二 月 の ｢フ ヒ ガ
ロ + 誌上で あつ た｡ 誇張 した論弁や気遣じみた怒号に満ちた此の - 論文は素よ
り巴里文芸家の冷笑を買ふに 過ぎなか つ た ｡ けれ ども氏は此の 冷笑を更 に熱罵
した｡ そ して第 二 第三 と其意見を発表した のみ な らず､ 或は自国に ､ 或は巴里
2 6 前掲書､ 3 6頁｡
2 7 高村光太郎 ｢未来派の絶叫+ ､ 『高村光太郎全集』 第8巻､ 3貞｡
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に ､ 或は倫敦に ､ 自ら出懸けて主義宣伝の演説をやり､ 又其以前から盛んに氏
を始め同人 の創作を発表して ゐ るうち､ 遂 に氏の 小説 ｢マ フ アル カ+ の 裁判沙
汰となり､ 戯曲 ｢ル ロ ア ポム バ ン ス+ の 評判が高くな つ たり して今日に至
つ た ｡ そ して 巴里の文芸界に兎 に角も波潤を起させて ゐ る ｡ 2 8
上 の 引用から ､ こ の 時点におい て ､ 高村光太郎がイタリ ア未来派につ い て かなり正
確で詳細な情報を得 て い た こ とは容易 に理解で きるで あろう ｡ イタ リア未来派が､
詩人 ､ 画家､ 音楽家などの総合的な芸術的集団で あるとい う点や､ 未来派 の 反過去
主義､ そ こ か ら必然的に起 こ る態度として の ｢現代+ と ｢未来+ の 賛美､ 未来派 の
中心的存在で あるマ リネ ッ テ ィ に よる著作などの個人的な情報､ 190 9年2月 の ｢未
来派創立宣言+ とそ の 反響､ さ らには､ 未来派 の ヨ ー ロ ッ パ 全体を視野に 入れた戦
略や波湖に満ちた動向など､ かなり詳しく記述されて い る ｡
こ の よう なイタ リア 未来派に つ い て の ､ 一 見､ 客観的な事実の 記述の中に､ 高村
光太郎自身の 主観的な意見を求めるとすれば､ ｢古代の遺跡と伝統的芸術とにの み
よ つ て生命あ るが如 く常人 に思はれてゐ る伊太利から､ 突如 と して 此絶叫の声を聞
くに至 つ て童_生 地 鑑塾盆ぬ｡ + (下線は筆者) の部分で あろう o
こ こ で は､ 明 らかに ､ 高村光太郎は､ イタリア 未来派 の ｢声+ を､ 具体的には､ 未
来派 の 諸宣言書に書き込まれた ､ イ タリア の若き芸術家の 理念を､ ｢数千年来積み
重ね られて来た民族歴史+ ､ ｢光栄の あり過ぎた自国の過去芸術+ ､ ある い は ｢古
代の遺跡と伝統的芸術+ に よ っ て ､ ｢塵迫+ され続けながら現在を生きなければな
らない若き芸術的主体 の ､ それらに対す る ｢絶叫+ として ､ または､ それ らからの
解放を願う ｢絶叫+ として認識して い る ｡ そ して ､ 高村光太郎は､ そう した未来派
の ｢声+ を自分自身の内面の ｢声+ と重ね合わせ るこ とによ っ て ､ 別な言い 方をす
れ ば､ ｢日本+ 独自の ｢過 去+ に縛られ ､ 苦悶して い る高村光太郎の 表現主体の
｢叫び+ と重 ね合わせ る こ とに よ っ て ､ 心 を動か して い るよう に思われ る ｡ つ ま
2 8 前掲書 ､ 3- 4頁｡
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り､ 高村光太郎が未来派の ｢絶叫の声+ に感 じた 一 種の 共感とも言える感情の根源
には ､ 前の と ころで考察したように､ 表現主体が ｢個人+ の理念に基づ い て ､ 自由
な表現活動が行えない こ とからくる苦悶､ 特に､ 高村光太郎の場合に 杜､ ｢彫如
秦+ の 立場から生 じる葛藤が存在して い るよう に思われ る｡
木彫 の道 に専念して い た父 ､ 高村光害の もとに育っ た高村光太郎は､ 少年の 頃か
ら彫刻刀 を握り､ 明治30年に は､ 東京美術学校予科に入学､ 翌31年には本科彫刻
科に進み ､ 彫刻家と して の才能を開花さ せて い っ た ｡ その 後､ 俳句 ､ 短歌､ 詩､ 翻
訳､ 戯曲な ど文学にも大きな関心を寄せ つ つ ､ 明治39年には ニ ュ ー ヨ ー クに渡り､
以後､ ロ ン ドン ､ パ リ､ イタリ ア な どの ヨ ー ロ ッ パ で の 近代生活を経験し､ 明治4 2
年6月 に 日本に帰国 した｡ しか し､ 高村光太郎が､ 帰国 した日本の 卿こ見 たも の
は ､ 旧い 体質の 日本独特の 生活世界で あ り､ 人 間を ｢塵迫+ する社会 の仕組み で
あ っ た ｡ 欧米 におい て ｢個人+ を中心 にする主体的な創作活動を自覚 した高村光太
郎に と っ て ､ 日本の 表現そのもの の在り方に つ い て疑問を持 っ た こ とは確かであろ
う ｡
こう した高村光太郎の 生 の 軌跡と､ 先 に言及 した石 川啄木の 評論 ｢ 一 年 間の 回
顧+ や ｢時代閉塞 の現状+ な どが書かれた当時の 日本の芸術的状況を踏まえた上
で ､ 先の 未来派 の ｢絶叫の声+ に寄せ た光太郎の共感を読み と るならば ､ ｢多少 の
感懐+ とい う高村光太郎の 言葉には ､ ｢個人+ そのも の に基づ い て自由に表現滴動
がで きない 日本の芸術的土壌､ 特に ､ ｢彫刻家+ として自由に ｢彫刻刀+ を使えな
い光太郎の苦悩があ ると考えて よい で あろう｡ そ して ､ 芸術主体と して の ｢個人+
を自覚 し自由な芸術行為を希求 して い た高村光太郎は ､ 未来派 の 理念と方法の本質
で あ る ｢攻撃性+ を兼ね備えた中心思想 ｢精力主義+ の 中に ､ 芸術表現の自由を抑
制 して い る日本の芸術的風土を ､ 変革させ る こ とがで きる理念を読み取 っ たの で は
な い かと思われる ｡
評論 ｢未来派 の絶叫+ の先に引用 した部分に続く文章で ､ 高村光太郎は､ イタ リ
ア 未来派 の精神や中心思想の言及 へ と議論を進め て い る ｡
4 9
第1章第2節 明治末期における日本の 詩意識と大正期における前衛詩運動
氏の多くの論文に就い て 一 々述 べ て ゐ る事は出来な い が､ 其中心思想は精力
主義で あ る｡ あ らゆる鴇紳を脱して自己の飛躍跳梁を欲するの で あ る 0 ｢未来
ル ポン
派は独創と個人性との賛稀或は高揚に外ならない+ と言つ て い ゐ る｡ 実に飛躍
は其の合言葉で あ る. 多彩 ､ 多音､ 流動披其の趣味の基本で あ る｡ 臆大 ､ 強
行､ 率直は其の 用意で ある ｡ 氏は或人の 問に答 へ て ｢議論､ 疎帆 ､ 銭拳!+ と
叫んで ゐ る ｡ 此等 に反 するも の は皆其の嫌忌す る所 とな る｡ 消極､ 追懐､ 暗
涙､ 卑怯 ､ 怠慢 ､ 単調 ､ 固着は氏の最も唾棄す る所で あ る｡ 氏の めざす所は
ロ ンム ミ ュ ル チ アリニ
｢増 人+ であ る ｡ 其の 為めには女人を侮蔑する｡ 月夜の 情調 を殺滅する｡ 所
ボ ン グ ウ
謂 ｢好趣味+ に反抗する｡ ｢美術的+ に背を向ける｡ そ して汽鐘単に狂喜 し､
飛行器を讃美する｡ 氏は美術館を水浸しに し､ 図書館を灰臆にせ よと罵り､ 姻
突を歓迎 し､ 自動車の 瓦斯の臭気に無限 の喜悦を覚え る｡ 動力 ､ 電気力 に傾倒
す る｡ そ して戦闘は世に唯 一 の 廓清剤で あ ると言つ て ゐ る . 現に彼等はトリポ
リ征服 の 為 めに壷す所が多か つ た相で ある し､ 又ゼ ル マ ン 民族に対す る敵対は
彼等にとつ て絶大の快事で ある相で ある｡ 過去 の否定は又他国人 へ の 反抗とな
り､ 彼等をして不思議な変国家たら しめ るの で ある ｡ 29
こ の 引用の 最初で ､ 高村光太郎臥 イタリア未来派 の ｢中心思想は精力主義で あ
る+ と明言 して い る｡ 詩人 マ リネ ッ テ ィ の 思想あ るい は精神 へ す(
> に切り込 んで い
くこ う した態度には､ 高村光太郎の未来派 に対 して持っ て い る 一 つ の ､ 或い は唯 一
とい っ て もよ い ､ 関心 があ らわれ て い るよう に思える｡ そ の 関心 とは､ イ タリア 未
来派 ､ 特に マ リネ ッ テ ィ が､ 一 体 どんな自己め純粋な立場に 立 っ て ､ 別な言い 方 を
すれば ､ 一 体 どんな ｢個+ の 思想 や ｢個人性+ に基づ い て 芸術活動を行っ て い るの
29 前掲書､ 4-5頁｡
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かとい っ た､ 芸術家あるい は詩人の ｢主体性+ へ の関心で ある｡ そ して高村光太郎
臥 こ の主体性の観点から､ 未来派の中心思想で ある ｢精力主義+ を読み取 っ たと
考えて よい であろう｡
高村光太郎の創造主体の ｢主体性+ へ の 関心臥 こ の評論 ｢未来派の絶叫+ とは
ぼ同 じ時期の ､ 明治45年3月の文芸雑誌 ｢新潮+ に掲載された ｢純 一 な芸術が欲し
い+ と題する談話筆記からも窺う こ とがで きる｡
高村光太郎は､ その 談話筆記 ｢純 一 な芸術が欲しい+
r
の中で ､ ｢文壇と言ふより
も寧ろ作品を見ると､ 此の 予め計られた作品が多い ｡ 即ち､ 作者が 一 人に な つ て居
ない o 其の 背後に欧羅 巴があるo 狭く言へ ば ､ 露西亜 があり､ 仏蘭西野あり､ 独通
があり､ 英国があるo 作者が何う して も ー 人になれない で ､ 其の 背後に い ろい ろな
もの が動い て居る｡ 作 品の 上から言 へ ば､ さうして出来たもの は決 して純正なる芸
術品とは言はれない+ と いう立場から､ ｢自分等にも病ひがあるから能く分るが､
一 日も早く の が建設 したい ｡ 影響を受けるの は仕方がない が ､ 無意識の
問に外国を顧慮 して居て は仕方ない+ (下線は筆者) 30こ とを強調 し､ 当時の文壇
に横行 して い る ｢嘘の 芸術+ を批判 し､ ｢本統の人間+ の ｢シ ン セ!)テ イ+ に基づ
い た ｢作品+ の創造 を主張 して い る｡ 3 1
こ の よう に ､ ｢個人+ の 自由な思想に基 づく自由な表現行為の自覚だけで はな
く､ そ の ｢詩人+ が自己の詩的活動の根拠に する思想や理念その もの も自己によ っ
て確立され なけれ ばならない とする ､ 先鋭な詩的行為の主体性に対する意識を持っ
て い た高村光太郎は､ ｢未来派宣言+ に顕著に表れて い るような詩で 謡う ベ き表象
の新奇性､ 例えば､ 自動車､ 機関車､ 飛行機､ 大 工場､ 兵器 工 場な どとい っ た近代
文明の所産を詩の中で取り上げる こ との斬新さや､ さらに怯 ､ それ を表現す るため
の 方法 と して の ｢自由詩+ (-1epa r ole in h be1.tぇー)32など､ 未来派 の ｢詩+ の 表現
30 高村光太郎 ｢純 一 な芸術が欲 しい + ､ 『高村光太郎選集』 第1巻､ 255頁｡
3 11 前掲書､ 2 5 4- 5 9頁｡
3 2 こ の 時点におい て マ リネ ッ テ ィ は ､ 本国のイタリ ア におい ても､ まだ ｢自由語+ と いう未来派の詩
的方法に関わる概念を規定してはい なか っ た｡
5 1
第1章第2節 明治末期における日本の 詩意識と大正期における前衛詩運動
内容と表現方法に対して眼を奪われる こ とはなか っ た｡ とい う の も､ そう した未来
派の ｢詩+ に対する認識は､ 未来派､ 特に マ リネ ッ テ ィ の ｢個人+ の 思想に拠 っ た
もの で あ り､ 高村光太郎自身の ｢個人性+ や ｢独創+ に基づ い たもの で はなか っ た
か らで あ る｡
しか し､ それ にもかかわらず､ 高村光太郎が ､ 詩人 マ リネ ッ テ ィ やイ タリ ア未来
派に関心をも っ たのは ､ 彼らを突き動かし彼らの行為を芸術的活動ならしめて い る
中心思想に惹かれたからで あろう｡ つ まり､ 高村光太郎は､ イタリ ア未来派 の中心
思想 ｢精力主義+ の なかに､ 光太郎の言葉で言 えば､ ｢其の人 から絞り出された+
何かを､ ｢其の人 に取つ て絶対的のも の+ で ある何かを､ ｢其の 人間の底を叩い た
芸術+ の根拠に なりうるもの を見出 し､ そ こ に自らが考えて い た理念と類似 したも､
の を感得 したと考えられる｡ 3 3
｢い ま - こ こ+ を生 きる芸術家は､ 過去の芸術家あるい は芸術作品に抑圧され る
こ とは確かで あ る ｡ 画家や彫刻家は､ 過去 の作品が収集された ｢美術館+ や､ ア カ
デミ ズム と権威と伝統に よ っ て規定され る ｢ 『美術的』 + 規範に抑圧され る ｡ 詩人
は ､ 過去 の 詩に よ っ て ､ 過去の書籍が収集された ｢図書館+ に よ っ て ､ 圧 迫され
る｡ こ の よう な過去芸術の 規制や抑圧 の 下 に ､ 詩人 ある い は画家は ､ ｢消極 ､ 追
懐､ 暗涙 ､ 卑怯､ 怠慢､ 単調 ､ 固着+ とい っ た非主体性を身につ け､ マ リネ ッ テ ィ
の 表現を借りれば ､ ｢遺体が不気味に混在 して い る+ ｢美術館､ 図書館､ ア カデ
ミ ー + に毎 日足 を運ぶ ｡ 3 4 また､ 高村光太郎の 言葉で 言えば､ そう した詩人たち
は ､ ｢放牧も洩枚もの仮面を憤ろに入れて ､ [･ ･ ･ ･ -] 其の仮面を 一 枚づ つ 取り出し
て は被 つ て見せ+ るような ｢計られた+ 作品 を創り出す｡ 35 高村光太郎は､ ｢未
来派宣言+ の 背後に存在す る ｢あ らゆ る罵紳+ に束縛されて い るイタリ ア 未来派の
芸術的行為を､ ｢個人+ に基 づ く芸術行為そ の もの が自覚されずに､ 詩人 ｢個人+
として の 理念も､ それ に基づ い た詩的行為も､ 抑制されて い た当時の 日本の 芸術的
33 高村光太郎 ｢純 - な芸術が欲 しい + ､ 『高村光太郎選集』 第1巻､ 2 5 8頁o
3 4 F. T . マ リネ ッ テ イ ｢未来派創立宣言+ ､ 前文｡
3 5 高村光太郎 ｢純 一 な芸術が欲しい + ､ 『高村光太郎選集』 第1巻､ 2 5 8頁o
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行為の現実に照 ら し合わせて ､ 日本における芸術家の ｢個人+ に基づく芸術的行為
の確立と ､ 日本の 土壌 に存在する旧い芸術行為の体質の変革を同時に行う こ とに
よ っ て ､ 新 しい 芸術的行為の基盤を獲得しようとしたと考え る こ とがで き る｡ そ し
て ､ 高村光太郎は､ 特に ､ 旧い 日本の 芸術的体質を変革するための ｢攻撃性+ の 根
拠を マ リネ ッ テ ィ の ｢精力主義+ に看取して い る思われる ｡
とこ ろ が､ 高村光太郎が関心を寄せ る ｢精力主義+ に潜ん だ ｢攻撃性+ は ､ 当
然､ 人間主体 の芸術的行為を含めたあらゆる行為と結び つ い た場合､ 暴力的な行為
とな っ て現れ得 る｡ そう した行為が､ 芸術の領域内で行われた場合､ それは､ 芸術
的体質の変革や､ 過去の規範の破壊､ ア カデミズム と権威に対する激 しい 批判など
とな っ て 体現されるが ､ 一 旦それが ､ 社会的な政治的な レ ベ ル と結び つ く と､ ア
ナ ー キス テ ィ ッ クな行動とな っ て現れるこ とになる｡ イタ リア 未来派 の場合､ この
後者の点に関する行動も含めて ､ ｢精力主義+ 的で あ っ たこ とは明らかで ある｡ 高
村光太郎が､ こ の ｢精力主義+ が社会や政治に結び つ い たイタリ ア未来派の側面 に
対 して どの ような見解を抱い て い たの かという こ とに つ い て は､ 先に引用 した文面
からは ､ は っ き りとは窺う こ とはで きない ｡ しか し､ 芸術の 領域におけるイ タリア
未来派の過激な行動を支えて い る ｢精力主義+ が､ ｢戦闘は世 に喰 - の廓清剤で あ
る+ と い う理念 や トル コ 戦争(191 1年9月 - 1 9 12年10月) など へ の 実際の ｢攻撃
的な+ 活動に結び つ い て い く可能性があ る こ とを､ ある い は愛国主義やそれ に相反
す る よう に思 われ る ア ナ ー キズム の 理念 な どに結び つ い て い く可能性があ る こ と
を､ 高村光太郎は認めて い たと思われる ｡
評論 ｢未来派の絶叫+ からの先の引用部分は､ 以上説明 して きたように ､ 未来派
の 中心的な思想に関 して説明 して い る箇所で あるが ､ こ こで 重要なの は､ 高村光太
郎がイタリア未来派の本質で ある ｢精力主義+ に関して は大 きく惹かれて い るもの
の ､ そ の 理念が有 して い る ｢攻撃性+ を人間主体の あらゆ る行為に適応させ た未来
派の 具体的な諸活動 に つ い て は批判的な見解を持っ て い た､ という こ とで あろう｡
次の 引用で は､ そ う した ｢精力主義+ の負の側面が現れて い る未来派の汚動に対
して ､ 高村光太郎は批判的にイタリ ア未来派を説明 してい る ｡
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彼等は斯くて ､ 追慕の詩人 ､ 過去 に対する熱情家､ 豊麗なセ ンチメ ンタリス
トで ある ダヌ ン チヨ に反抗す る｡ 月夜情調の情人 ､ 象徴派詩人とも手を切 るに
至るo ポオ ､ ボオ ドレ エ ル ､ マ ラルメ ､ ル レ エ ヌ等は今日彼等の憎悪する所
で あるo フ ォ ガツア ロ に至 つ て は問題にならぬと言つ て ゐる｡ ニ イ ツチ エ の如
きも其希膿趣味によ つ て 彼等に嫌はれて ゐるo そ して彼等披ゾラ､ ホイ ツ トマ
ン､ ア ダム ､ ミル ポオ､ カ ア ン ､ ル ハ ア レン を喜ぶ｡ ニ ス の 市民に寄せ た
彼等の宣言書は最も明らかに彼等の言はうとする所を言つ て ゐ る ｡ 考えて みる
と ニ ス 程彼等と反対な趣味に立 つ て ゐる所はない に達ひ ない ｡ ｢未来派+ 画
家連 の主張に つ い て は機会があつ た ら又述べ る ｡ 唯凡 ゆる伝統に反抗す る 一 手
段と して ､ 彼等は今後十年間決して裸体画を画かぬとい ふ不思議な盟節を結ん
で ゐる事だけで も､ 如何に其の気遣じみて ゐ るかが解るだろう｡ 共作画は素よ
コ ン 九′マンタリスム
り多彩で ､ 藤色主義で あ る｡ 此派の音楽も亦多音で ､ 従来に ない 語調と対音と
で成 つ て ゐ る ｡ 彼等は旋律とは語調の合成と見なければならぬと言 つ て ゐ る｡
リズム リイブル
自由詩と同様に其の節奏も亦自由節奏で ある ｡ 3 6
こ こ で ､ 高村光太郎は､ ｢精力主義+ を中心思想とする未来派詩人の行為に表れ
る ｢趣味+ と方法､ そ して 未来派画家の具体的な方法意識に つ い て 説明 して い る 0
特に ､ 未来派 画家の方法に対 し､ 高村光太郎は ｢唯凡ゆる伝統に反抗する 一 手段と
して ､ 彼等は今後十年間決して裸体画を画かぬ+ とい う約束事を例 に挙げ､ それを
｢気違い じみ て ゐ る+ と形容するほ どの否定的な感情を抱い て い る｡ しか し､ こ う
した高村 の批判的な見解は､ 今まで説明して きた ような未来派 の 中心思想で あ る
｢精力主義+ そゐもの に起因するも の で はなく ､ 芸術の 理論と して先に提示 し､ そ
の後 に実践を行うとい っ た未来派 の芸術行為の 発想から来て い るc こう した批判的
3 6 高村光太郎 ｢未来派の絶叫+ ､ 『高村光太郎全集』 第8巻 ､ 5貞｡
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な見解の 背景に 臥 あくまで も芸術の実践の中で自己の芸術の理 念を獲得 ･ 確立 し
て い こ うとする主体的な芸術的行為あるい 披詩的行為へ の光太郎の強固な信念が存
在 して い るよう に思 える｡ そ して ､ こ の信念は当然､ ｢主義+ と名の付く芸術運動
に対する大きな不信の感情を高村光太郎に抱かせ るもので ある｡ こ の 点に関して､
高村光太郎は､ 談話筆記 ｢純 一 な芸術が欲 しい+ の 申で ､ 次のように述べ て い.る.
其の 点から主義などは悪 い ｡ 平面描写なども非常に悪い 言葉だ｡ そんな風な
もの を掠 へ て ､ それに当て俵めて製作 して行くなどは､ 芸術家と して間違つ た
こ とだ｡ ネオ ロ マ ン チシ ズムな どで も､ それ自身が自然とさう言ふ風に なつ た
の な ら好い けれ ども､ 計られて なつ たの で は厭だ｡ 3 7
こ う した見解を持 っ て い た高村光太郎が､ 未来派画家の
′
｢今後十年間決 して裸体画
を画かぬ+ と い っ た ｢盟約+ の 中に ､ ｢計 られた+ もの を､ 芸術家の ｢嘘+ の部分
を見出 したの は当然で あろう｡ も っ と広 く考えれば､ ｢未来派宣言+ や ｢未来派画
家宣言+ な どか ら明らかになるような ､ 先に規定された ｢理論+ に基づ い た ｢実
践+ を特徴とする未来派の芸術活動とそ こ か ら生 まれ る作品に対 して ､ 一 種 の 限界
を感じ取 っ て い たの で はない かと思われ る ｡ しかし､ それ にも かかわらず､ 未来派
の 活動の根源に な っ て い る ｢精力主義+ に対 して は､ 高村光太郎は関心を惹かれ続
けるの で ある｡ そ の こ とは､ 評論 ｢未来派 の絶叫+ の 最後に付 け加えられた､ イタ
リア 未来派 に対す る次の ような言葉から読み とるこ とが可能で あろう0
以上 は彼等 の宣言の要点で あるが､ 此があの 羅馬やフィ レ ン ツ ェ を有 つ てゐ
る伊太利 か ら起 つ た絶叫として み ると､ 私は不思議な面白い 意味を､ 其浅薄の
難を免れない 過激な言語の聞からも聴取 しない で はゐられなかつ た ｡ 3 8
3 7 高村光太郎 ｢純 一 な芸術が欲しい + ､ 『高村光太郎選集』 第1巻 ､ 2 5 7頁 ｡
3 8 高村光太部 ｢未来派の絶叫+ ､ 『高村光太郎全集』 第8巻､ 5貞｡
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こ こ で 明ら かにな る こ とは ､ 未来派 の 主張の中には､ 前の 部分で指摘したような
｢気遣じみて ゐ る+ もの が存在しながらも､ 一 方で 臥 そこ に聞く べ き ｢絶叫+ が
あ
-
ると高村光太郎が考えて い る こ とであるo こ の間く べ き ｢絶叫+′と 臥 前述 した
当時の 日本の芸術的風土に深く関わる ｢絶叫+ で あり､ 換言すれば､ ｢個人+ に基
づい た自由な芸術的行為が確立されずにい る日本の芸術家たちの ｢絶叫+ と考えて
よい で あろう｡
以上 ､ 高村光太郎のイ タリ ア未来派に関する評論 ｢未来派の絶叫+ を具体的に分
析 して きたわ けで あ るが､ 高村光太郎の未来派に 関す る認識の特徴をこ こ で整理 し
て おくならば ､ 次の 2 つ の 点に要約で きるで あろう｡ まず注目す べ き第 一 点目は､
高村光太郎が ､ ｢未来派 の絶叫+ を､ 当時ま だ ｢個人+ の 思想や理念に基づ い た自 ､
由な表現精勤が不確立 の状態で あ っ た日本の芸術的 ･ 詩的風土に生 きて い た創作主
体の悲鳴､ 換言 するならば､ そ こ で創作活動を行わざ るを得なか っ た芸術家や詩人
たちの ｢絶叫+ と ､ 重 ね合わせ て 聞 い て い るとい う点で ある｡ 特に ､ 詩人 ｢個
人+ の 自由な ｢理念+ に基 づく自由な詩的行為とい う視座が含まれ る こ の 視点は､
後に ヨ ー ロ ッ パ の 前衛詩運動 の様々 な ｢理念+ を自己 の ｢理念+ と して取 り入れ自
由な詩的活動を行う日本モ ダ ニ ズム詩に必要な視点で あるこ とは確かであ る｡
第 二 点目は ､ そ う した自由な表現活動を前提に して ､ さらには ､ 詩人 ｢個人+ と
｢思想+ との 主体的な関係に対 す る先鋭な意識から､ ｢理念+ そ の もの を非主体的
に受け入れて 行う未来派詩人や芸術家たちの芸術的行為に対 して ､ 批判的な見解を
示 した点で あ る｡ 非 主体的に理念を受け入れ､ 詩的行為を行う こ とを批判する視点
は､ 自由に理念そ の もの を自己の中に取り入れ るとい う前提を含んでい る点におい
て ､ 日本モ ダ ニ ズム詩自身の 問題とな っ て くるこ とは確かで あ るが､ そ う した詩人
｢個人+ の ｢思想+ と詩的主体との主体的な関係は､ そ の後､ 議論が必要で あっ た
に もかかわらず､ 議論され る こ とはなく､ そ の 詩人 の 主体性の 問題が本格的に議論
され る の は､ 第 二 次大戦後の ｢荒地+ 派詩人に よるモ ダ ニ ズム詩批判まで待たなけ
ればならなか っ た ｡
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(4)
大正期に入 ると ､ 明治末期の ｢時代閉塞+ の状況の中で 明確に自覚された ｢個
人+ の ｢思想+ や ｢理念+ に基づく詩的行為臥 自由主義的な昂揚と個人主義的な
雰囲気の中で ､ 確固たるもの として確立 し､ 以後､ 日本の詩領域における詩意識は
多彩 で豊富な展開と分化を示すこ とになる｡ 支配的な文学の理念､ 暗く重くの しか
か る社会制度や政治体制など､ 今まで詩人 の ｢個人+ に基づく詩的行為を抑制して
い たもの が変革を促され ､ 大正期の詩人たち披､ 個人 の ｢信条+ に基づ い て 詩的行
為を行え るようにな っ て い っ た｡ そ して ､ そう した解放された雰囲気の中で ､ 第 一
吹大戦 (大正3年 - 7年) 前後の 西欧の前衛芸術運動の諸理念を自己の詩的理念と し
て詩人 ｢個人+ の 中に取り入れ ､ それに基づく詩的行為や創造行為に生 の 充足を覚
える若手の詩人や新進の 芸術家たちが登場するこ とになる｡ 後に､ 大正後期の 日本
の前衛芸術運動や日本モ ダ ニ ズ ム詩の寮明期に中心的役割を果たす者たちで あ る｡
こう した詩人 ｢個人+ の 自由な詩的行為が確立された新 しい 詩的 ･ 芸術的風土 の中
で ､ イタリ ア 未来派を含め様々 な西欧の前衛詩運動 の諸理念に関す る紹介や移入は
加速度的に速ま っ て い っ たと言う こ とがで き るかも しれない ｡ こ こ で は､ 日本モ ダ
ニ ズ ム詩 の 発生 に至 るまで の 西欧の詩意識の移入を､ 今まで と同様 にイタ リア未来
派を中心に検討 して い くこ とにす る｡
最初に ､ イ タリ ア未来派などの 西欧の新 しい 芸術動向を積極的に受け入れ ､ それ
を自らの ｢信条+ と して創造行為に結び つ けようと したのは､ 日本 の新進の洋画家
たち で あ っ た . 明治4 0年前後に は ､ 画家の ヨ - ロ ツ パ 留学が盛 んに なり始め る
が ､ 当然､ そ れに伴 っ て ､ 日本 の 画家たちの 西洋へ の 関心は深ま る こ とに なる ｡ そ
の当時の状況を ､ 特に未来派移入 の観点を中心 に茂田真理子は､ 次の よう に説明 し
て い る｡
｢新 しい も の+ を求め る新進画家たちが訪れた の は､ 印象派 の フ ラ ン ス であ っ
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た o すで に 一 つ の 流派 として価値を認められた印象派も､ 日本の洋画家たちに
と っ て は未だ新鮮なもの であり､ イタリ ア とは違 っ て フ ラ ン ス を訪れた彼らの
目臥 印象派 の もたら した ｢新しい もの+ に対 して開かれて い た｡ そこ で初め
て未来派受容の き っ かけが生まれたというこ とがで きるo 一 九 一 二 年の パ リに
お ける未来派展 で あるo 印象派理解の途上にあ っ た日本の芸術家たちが即座に
未来派を十全 に把撞で きたとは考え にくい が､ しかしその ｢新しさ+ は明白で
あり ､ 奇妙 な運動だとして も､ とにかく自国に伝える べ きも の と して認知され
たの で ある｡ こ の ときから未来派へ の 論及 が見られるようになる｡ 3 9
こ の茂田真理子 の言及から､ 大正期に入 っ て新 しく開けた日本の芸術的展望の なか
で ､ 如何に､ 印象派や未来派などの 西欧の芸術の理念や方法を芸術家たちが希求し
たの かは容易 に理解で きるで あろう｡
こ こ で重要な事柄は､ 日本における詩的 ･ 芸術的土壌の変化によ っ て ､ こ う した
｢新 しい もの+ へ の 希求が高まり､ 最終的に は､ 日本の 芸術家たちの創造行為に対
する 一 つ の 態度を形成 して い っ たとい う点で ある｡ そ の 態度披､ 何も､ 画家などの
芸術家に限らず､ 日本の 詩人 たちにも窺うこ とがで き る態度であ ると同時 に､ それ
は ､ 昭和期の前衛詩人やモ ダ ニ ズム詩人にも引き継がれて い く態度であ ると思われ
る ｡
そ の 態度とは ､ 西欧か ら伝えられたり､ あ る い は直接西欧から持ち込まれた詩や
芸術の ｢理念+ と ｢方法+ を非主体的に ｢個人+ の 中に取り入れ ､ 特に ｢方法+ 香
より重視 し､ そ れ を理論化する こ とによ っ て ､ それ らを自らの創作の根拠と し､ そ
れに基づ い て創造行為を行うとい っ た創作態度で あ っ た ｡ こ の こ とは､ 以後ますま
す活発になる西欧の前衛芸術運動に対する熱狂的とも言える理論的関心に よ っ て 示
され るもので あ る ｡
しか し､ 西欧出自の詩の 理念 と方法に基 づ くこ う した創造行為 には､ 先に言及 し
39 茂田真理子 『タルホ/未来派』 (東京､ 河出書房新社､ 1 9 9 7年) ､ 5 ト5 2貞｡
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た高村光太郎が提示した詩人 の ｢主体性+ の観点から見れば､ 当然､ その ｢新しい
もの+ と して の 理念や方法を芸術主体の個々 の ｢純粋な+ 信念と照らし合わせ ､ 批
判的に ｢新 しい もの+ を取り入れるとい っ た主体的な苦闘が必要に な っ てく るはず
で あるo つ ま り､ そうした創造行為臥 印象主義にせよ未来派にせよ､･ それが自己
の創造行為に対する ｢純粋な+ 信念とどの ように関わり､ どうい っ た意味を持つ の
かとい う反省的な思考を要求するもの であるo というのも､ こう した主体的な反省
なくして 臥 創作主体の内面臥 その活動の根拠を西欧から取り入れた理念や方法
だけにしか頼らなくな るの で あり､ 自己の ｢純粋な+ 信条披空自化し､ 詩的主体と
詩の ｢こ とば→ との密接な主体的な関係が希薄化して い くこ とにな るかうであ る｡
それ故に ､ 西欧の新しい詩意識を ｢個人+ の ｢理念+ と して取り入れ ､ それ に基づ
い て詩人が行 う詩的営為 臥 その詩精神に対する主体的で批判的な検討を要するの
であ る ｡
と こ ろが､ ｢新 しい も の+ をより速く取り入れ､ それ に基 づ い て創造的行為を行
うとい っ た ｢同時性+ の概念や ｢現荏的なも の+ を ｢過去の も の+ よりも重視する
とい っ た立場に後押 しされ た場合､ そうした主体的な､ 批判的な行為臥 時間 の か
かるも の と して省略され る こ と披明らかで ある o そ して ､ それ 臥 ｢新 しい もの+
が､ 日本の 文学や芸術に おける創造行為に如何に結び つ くの かとい っ た､ 実験的精
神を擁護 し､ その ため の 理論的構築を目指すこ とになる ｡ 当然の こ とながら､ そ の
理論は西欧のすで に出来上が っ た ｢前衛的+ 作品から教訓を得ようとする｡ これら
｢前衛+ 作品 の ひ とつ ひ と つ が ､ ｢未来主義とは何か+ あるい は ｢立体派とは何
か+ という 問い に対する具体的なひ とつ の 答えと して受けとめられ る ｡ こ の ように
して ､ 西欧の 実作品と方法を重視した態度が生まれ るわけで ある ｡ 新 しい 日本の 詩
的 ･ 芸術的風土 の中で､ こ う した西欧出自の芸術の理論と方法 に対する態度を形成
しながら､ 大正期には+ 本格的なイタリア未来派の移入が行われて い くの であ る ｡
イタ リア 未来派の 日本にお ける移入 の中でも ､ 絵画 の 領域における活動は､ 西欧
前衛芸術運動の 日本 へ の 熱狂的な移入を促 して い っ た ｡ 例えば ､ 日本にお ける最初
の本格的なイタリ ア未来派 の紹介を行っ た新興美術団体 フ ユ ウザ ン会の メ ン バ ー で
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あ っ た木村荘八 の著作､ 『芸術之革命』 (大正3年) と 『未来派及立体派 の芸術』
(大正4年) o 大正6年前後に東郷青児や神原泰などが東京美術学校中心め宮展 ･ ア
カデ ミ ズム 主流の絵画状況に挑戦して ､ 二 科展 に出品 した未来派的絵画の作品
群o 4 0 あ るい 臥 後に大正1 2年に ブル リ ュ - クとの共著 『未来派とは?答える』
を出版する こ とにな る木下秀 一 郎や､ 普門暁などを中心とした未来派美術協会が銀
座の 玉木楼上で主宰した ｢第 1回未来派展覧会+ (大正9年9月16･25日) ｡ さらに
は､ 大正9年10月 に ドイ ツ､ フ ラ ン ス を経て 日本に亡命して きた ブル リ ュ - ク ､ バ
リ モ フ ､ フ ェ ア ラな どの ロ シ ア 未来派の絵画作品500点あま りを展 示 した展覧会
｢ロ シ ア 未来派展+ な ど､ 大正期はまさ に日本の絵画の領域におけ る ｢未来派+ と
の 関わりが強く意識された時期で あ っ た｡ こ う した大正期の絵画 の領域で起こ っ た
｢流れ+ を支えて い たもの と して ､ 二 つ の大 きな日本側の要因が考えられ る ｡ そ の
一 つ 披 ､ 東郷育児やブル リ ュ - ク に象徴されるように､ 実際に西欧の ｢未来派+ に
接触を持 っ た とい う こ とで ある. そして ､ さらに大 きな要因の 一 つ は､ 多くの 実作
品の紹介が理論や宣言とともに日本 へ 紹介されたとい う点であろう ｡ こ う した 二 つ
の 要因 に支えられながら､ 理論先行型 の実践が大正期に は盛 んに行われ るよう に
な っ て い っ たと思われ る｡
大 正期の前衛詩運動に関わ っ て い く詩人たちも､ やはり同様の 理論的熱狂に よ っ
て ､ そ の理論を摂取 し､ それ に基づ き詩的行為を行 っ て い くとい う傾向がみ られ
る ｡ 前衛詩における神原泰の詩なども､ そ の よう な詩作行為によ るもの の 一 例で あ
る ｡
神原泰(1898-) は ､ 日本の 大正期の芸術領域においで､ 若き詩人と して か つ 新
鋭の画家と して ､ 第 一 次大戦前後に 西欧で展開されて い た前衛芸術運動､ 特に未来
4 0 こ の 作 品群には ､ 具体的には､ 東郷育児 : ｢パ ラ ソ ル させ る女+ (大正 5年第3回二科賞を受
質) ､ ｢狂放 しき自我の跳躍+ ､ ｢静けき街の 律動+ ､ ｢石井漢の おどり+ (以上3作品は大正 6年第4回二
科展に出品) ｢拒絶されたる観念+ ( 大正 7年二科展に発表) ､ 神原泰 : ｢腰はしき市街､ お ゝ 複雑よ､ い ら
だちよ+ ( 大正 6年第4回二科展に入選) ､ ｢エ場に於ける或る労働者0).心 理+ ､ ｢自我 の 分裂+ (以上2作
品は大正 7年二科展に発表) が含まれてい る ｡
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派や立体派の 理念や方法に､ い ち早く自己の表現の可能性を見出し､ 自らの理論的･
活動にお い て それ らの統 一 的整理を行い ､ 自己の立論を自らの創造行為の根拠とし
て い っ たo 中央大学商科卒業後､ ア テネ ｡ フ ラ ンセ で フ ラ ンス 語を学び､ さらに東
京外国語学校専科でイタ リア 語を学んだ神原駄 犬正4(1915) 4月の美術誌 ｢美
術新率艮+ に掲載された有島生馬によるU.ボ ッ チヨ ー ニ (Umbe rto Bo c cio ni) の翻
訳で ある ｢印象派から未来派 へ+ 4 1を通 して ､ イタリア 未来派の存在を知っ た｡ そ
して ､ A･ グレ ー ズ とJ. メ ッ チ ンガの 共著 Du Cubis m e(19 12) や G. アポリネ ー ル
(Guillall m eApouinaire) の Le sPeintr e sCubiste s(1913) から､ 西欧前衛芸術 の
思想と方法をめ(.. っ て鮮烈な衝撃を受け､ 以後､ 自らの 理論的な活動を通 じて ､ そ
れ らの 思想と方法を認識 しようと試みた｡ こ の 理論精勤を通 じて自らが構築した立
論に基 づ い て創作した詩作品や絵周作品を､ 神原は､ 大正6(1917)年頃から､ 積
極的に発表するようになる｡ ちなみ に ､ 大 正6年とい えば､ 神原 は19歳の青年で
あ っ た ｡
こ の ように神原自身が獲得 した理論に基づ い て創り出した最初の詩は､一大正6年8
月の文芸誌 ｢新潮+ に発表された詩作品 ｢疲労+ である｡ こ の 詩の 特徴は､ 神原自
らがそ の 詩作品 ｢疲労+ を ｢後期 立体詩+ と して提示 して い る点にあ る｡ ｢疲労+
とい う詩の タイ トル の 下 に ､ 括弧付きで 記された ｢後期立体詩+ とい う補足事項
に ､ 本港で あ る ｢疲労+ 以上の意味を読み とる ことができるかも しれない ｡ ｢後期
立体詩+ ､ ｢未来派的詩+ な ど､ ｢ - ･ 主義的詩+ とか ｢ ･ - 主義詩+ とい っ
た自己の 詩的行為の 理論的な基盤を明らかにするような補足事項を詩の主題に付加
して ､ 自己の 詩作品を提示す る仕方は､ 後に神原泰が構築した詩的行為の 理論的基
盤に直接的な影響を受ける こ とに なる平戸廉吉にも見られ るもの であ る ｡ そ して ､
こ の ような詩作品の提示 の仕方には､ 実は､ 詩作品を発表する詩人たちの詩作品そ
の もの と詩的行為に関わる本質的な性格が反映されて い る｡
4 1 ” . ボ ツ チ ヨ ー ニ の1 91 4年の 著作 p itEu r a s c ulu rafuEu ri5te, DL
'
n a misf?O Pla stL
'
c o (『未来派絵画､
彫刻論 ･ 造形的力動主義』) の 中の 一 節の翻訳｡
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神原泰が詩作品 ｢疲労+ を ｢後期立体詩+ として提示したこ と臥 単純に考えれ
ば､ その詩の主体が､ 自己の 理論化した ｢後期立体+ 派の 立論に基づ い て詩作品を
創造 した こ と を告白して い るとい う こ とである｡ しかし､ こう した告白は､ 逆に考
えれ ば､ 詩の 主体が紡ぎだ した こ とばが､ それだけで は詩として自立せず､ こ とば
以外の何か別な根拠がなくて は詩にならな い ､ とい うこ とを意味して いろ｡ つ ま
り､ それは ､ 詩人 の紡ぎだした こ とばや作品その もの の脆弱性を示すだけで なく､
詩の 主体 の詩的行為その もの の根拠の脆弱さをも同時に暗示して い るの で ある ｡ そ
して ､ こう した詩の脆弱性の背景には ､ 自己の純粋なこ とばを紡ぎ出すとい う 一 見
単純だが最も本質的な詩的行為に対す る認識､ あるい は詩の実践が本来有 して い る
人間的な意味の 認識が欠如 して い るの で ある｡ それで は具体的に ､ 神原泰が ｢後期
立体詩+ と補足事項を付けた詩作品 ｢疲労+ をみて みよう｡
む らさき
赤､ 黄､ 藍､ 緑
煙突､ 車､ ピ ス トン
凡て の 動くもの ､ 走るもの ､ 止ま る所の もの
感情の尖点よ､ 知識の尖点よ､ 而 し､ 欲望 の尖点よ
△
我疲れぬ
い たましき神経の逼迫 に
意志と官能との類ひなき争闘に
歩み ､ 疲れ
かつ 歩む
△ ･
あるも の は須爽なる生を賢 しげなる享楽に
あるも の は己れ自らの燃焼に
あるも の は大 い なる本能の ために
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一 歩み､ あ へ ぎ､ 疲れ､ 歩む ｡ 4 2
｢疲労+ とい う こ の 詩のタイ トル とは対照的に､ こ の 詩の 中で謡 われ､ 賞揚されて
い るの は ､ ｢疲れぬ+ ｢我+ で あ り､ ｢歩み+ 続ける自己の姿で ある｡ ある人問は
｢須輿なる生を賢しげなる享楽+ の ために ､ ある人間は ｢己れ自らの燃焼+ のため
に ､ さ らにある人間は ｢大い なる本能+ の ために､ 自らの生 を生 き､ その 中で苦悶
し､ 疲労するが､ それで もそ の 生を止 めずに生き続け､ 前進す る｡ そう した人間の
｢生+ に対す る 一 種の讃美がこ の詩の根底に 披あ るこ とはす(･ に読みとれるこ とで
ある｡ そ して ､ あらゆるもの の ｢尖点+ を求めて前進する ｢生+ の 力動的で能動的
な側面を､ 神原は､ ｢生+ の消極面で ある ｢疲労+ をテ ー マ にす る こ とに よ っ て 浮
き彫 りに しよう とする｡ こ う した ｢生+ の 力動性を神原は､ ｢む らさき/赤､ 黄､
藍､ 緑+ と い っ た原色の漉濁や､ 平仮名と漢字の混交によ っ て 表現する｡ さ らに
は､ そう した力動性を体現 して い る ｢人 間+ の ア ナロ ジ ー を､ 機能性や完全性を体
現して い る ｢機械+ で はなく力動性を体現 して い る ｢機械+ ､ すなわち､ もくもく
と煙を上げる ｢煙突+ や速い ス ピ ー ドで走る ｢自動車+ ､ そ の内部で活発 に動い て
い る機関で ある ｢ピス トン+ の 中に求め る｡
こ の詩を ｢後期立体詩+ と評して提示して い る限り､ 当然､ こ の詩には､ 神原の
｢後期立体+ に対する理論が根拠と して存在 して い る ｡ しか し､ こ の詩に ､ そう し
た理論的基盤以外の何か別な根拠を求めるとしたならば､ それ は､ 人間の ｢生+ が
有 して い る能動性や力動性 へ の詩人神原自身の 目覚めで あり､ そ の 日覚め によ っ て
引き起 こ され た能動的で創造的な精神の昂揚であろう｡ 日常生活における現実的な
状況に束縛され る こ とによ っ て ､ 人間たちは､ ｢あ へ ぎ+ なが ら徐々 に主体性を奪
い 去 られ ､ ｢疲れ+ 果てて い る ｡ しか し､ 人間は､ そう した状態から先に 一 歩､ 前
進で きる力 をも っ て い るの だ､ とい っ た人間の根本にある能動性 へ の自覚は ､ 当
時､ 創造という行為には目覚めて はい たもの の ､ まだ確固たる創造に対 する自己の
42 神原泰 ｢疲労+ ｡ 神原泰の詩作品に関しては､ 舌俣裕介 『<前衛詩> の時代
一 日本の1 92 0年代 - 』
(東京､ 創成社､ 19 9 2年) に掲載されて いるもの を参照した｡ 1 4頁 ｡
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信念を確立で きずにい たと思われる1 9歳の神原に､ 自己の 中に存在する能動的な
創造力に対する自覚を生 じさせ たと思われる｡ そ して ､ こ の能動的な創造力に申す
る自覚が､ 実は ､ 神原 をイタリア 未来派などの理念や方法を対象とした積極的な理
論的活動 へ 向か わせ たもの なの で ある｡ つ まり､ イタ リア未来派に接 した若き詩人
神原が､ 自己の感性によ っ て 最初に賦汚させ たの は､ 詩の 主体に内在する能動的な
創造力なので あ り､ 神原の詩作品 ｢疲労+ には､ 彼の 理論的活動を支えて い たこ の
ような実存的な基盤が､ 神原の 言う所の ｢後期立体+ とい う甥論的基盤 の他に存在
して い る ｡ そう した自己の実存的な基礎 に こ の 詩が成り立 っ て い る限 り､ こ の 詩
は ､ 確かに ､ ｢後期立体+ という理論的基盤を強調 して はい るが､ 神原自身の 思想
と詩的こ とばとが結び つ い て い る ｡ しか し､ こ の ｢疲労+ にお い て確認されて い る
こう した理論的基盤以外の ､ 実存的な詩の根拠は､ それ以後に続く詩作品で は消え
て い く の で あ る ｡
赤､ 黒､ 黄､ 藍､ 線
自動車､ カ フ ェ ー ､ パ ラ ソル
色､ 光､ リズ ム ､ 雑音 一 此等凡て エ ゴイス トの華美よ
流動 し合 一 し旋転す今 一 真昼
△
偉大なる騒音!
太 陽は空間を越えて ひ た走るリズム の 象徴
眼に映ゆるもの は皆融け
わめ きわななく
- 狂 はまほ しき悶よ
△
赤よ､ 黄よ､ され ば褐色よ
鋭角よ､ 鋭角よ､ され ば真昼よ - 4 3
4 3 神原泰 ｢真昼の 市街+ ､ 前掲書､ 1 6頁｡
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詩作品 ｢疲労+ が発表された翌月 ､ 大正6年9月に文芸誌 ｢ワ ル ト+ に掲載された
｢真昼の市街+ と題する こ の詩の中で ､ 神原臥 詩作品 ｢疲労+ で確認 した主体に
内在する力動的な創造力を遺憾なく発揮するために､ 自己を ｢エ ゴイス ト+ と名乗
り､ 自己の理論的清動で獲得した世界観や詩的方法に合わせ るように ､ 客体として
の ｢真昼の市街+ を構造化して い る｡ 詩作品 ｢疲労+ の 中で自己と世界との 同時的
開示 で あ っ た詩人神原の ｢こ とば+ は ､ 詩作品 ｢真昼の 市街+ で は明 らか に変質
し､ 神原自身の 理論的基盤を提示するための 口実にな っ て い る ｡ しか し､ こ の よう
に変質 した ｢こ とば+ で 詩作品を創作するこ とが詩の 主体に全く意義を与えない わ
けで はな い ｡ 作品を意欲的に創造したい とい う詩の主体の願望に､ こ う したこ とば
が結びつ い たとき､ それ は世界を自己の世界観によ っ て書き直すとい っ た 一 種 の全
能感的な満足とい うもの を詩人 に与えるで あろう ｡
絵画の 領域におい て創作行為の基盤として受け入れられた未来派などの新興芸術
の精神は､ 画家兼詩人で もあ る神原泰によ っ て ､ 大正後期には詩の領域 へ と拡げら
れて い っ たの で あ るが､ 未来派 の信条や詩法が純粋に詩の領域の 問題として考えら
れ る ように な っ た の は､ 神原泰の影響を受けた平戸廉吉以降で あ るよう に 思われ
る｡ 詩人 ､ 平戸廉吉は､ 192 1(大正10)年の暮れ､ 日比谷公園の街頭で ｢日本未
来派宣言運動 東京 - 平戸廉吉 M O U V E M E N T F UT U RIST E J AP O N AISPar
R -H Y R A TO+ と題 した パ ン フ レ ッ トをまい た . まさに未来派 の提唱する パ フ ォ
ー
マ ン ス 的な要素を多分に含んだ平戸廉吉の行為は､ 詩の 領域にお ける未来派 の最初
の本格的反映で あ っ たと い う点に おい て ､ 重要視されて い るも の で あり､ 日本にお
け る現代詩あるい 披モ ダ ニ ズ ム 詩の起点として認識されて い るも の でもある｡
｢日本未来派宣言運動 東京 - 平戸廉吉+ におい て 自らを ｢マ リネツティ に負ふ
所多き者+ と平戸廉吉自身が言明するとおり､ この パ ン フ レ ッ ト 臥 マ リネ ッ ティ
の 主張､ 特に1913年の ｢無線想像力と自由な状態の こ とば+ (
-
Distru zio n e della
sinta s sトIm m agin a zio n e s en za 以i
- PallOlein hbe rta
･) をなぞ っ たかたちで の詩
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の 実現を目指 したもの で あ っ た ｡ 4 4 この 宣言に対応させて ､ 平戸廉吉は､ 『日本
詩集192 2版』 45に ｢ 一 九ニ ー 年に於ける我新詩運動の 四種の展開+ を発表したo こ
の作品は ､ 以下の ような ｢主義+ を提示した 4つ の項目の下に､ それぞれ い くつ か
の そ の 主義の提唱する方法 に基づ い て 書かれた詩作品が並んで い る とい う構成に
な っ て い る ｡
(I)時間的未来派の詩
(Ⅱ) 空間的立体詩
(ⅡⅠ) 第四側面の詩
(F U T U RIS M E＋C U BIS M E=D A D AIS M E=E XP R E S SIO NIS M即
(ⅠⅤ) 後期表現派又はア ナロ ジズムの詩
(IM A GIS M E＋E X P R E S SIO N IS M E=A N A L O GIS M E
- 寓象と内象の完全なる同 一 主義 46
平戸廉吉が こ の 作品の詩作行為に よ っ て求めた こ とは､ 西欧の 様々な芸術運動､ 具
体的に は ､ 未来派 ､ 立体派 ､ ダダイ ズム ､ イ マ ジズ ム ､ 後期表現派､ などを把握
し､ その 理論の実験的な実践と して ､ 或い は､ それらを組み合わせ る こ とに よ っ て
自 ら打ち立て た ｢同 一 主義+ とい う理論に あわせ た実践と して ､ 詩を書く こ とで
あ っ たと思われる ｡ こ の よう な構成や､ 詩作行為には､ 神原泰の影響が明らかに見
て取 れるが ､ より重要な こ とは､ こ こ で平戸廉吉が､ 西欧の芸術 の ｢主義+ を並列
4 4 平戸廉吉の ｢日本未来派宣言運動 束京 = 平戸廉吉 M O U V E M E NT F U T U RI S T EJAP O N A IS
pa rRI H Y RAT O+ に つ い て は､ 日本近代文学館刊､ 名著復刻全集編集委員会編 ､ 名著後刻
『詩歌文学館』 :辛
戸廉吉 『平戸廉吉詩集』 ､ 平戸廉吉詩集刊行会版 ( 束京､ ほ るぶ､ 1 9 8 1年) の巻頭に掲載されてい る
パ ン フ
レ ッ ト締図を参照した ｡
45 『日本詩集』 (全8冊) 臥 日本詩人会の編集に よ っ て ､ 大正7 (1 9 1 8) 年から大正1 4(1 9 2 5)
年､ 年刊ア ン ソ ロ ジ ー と して ､ 新潮社から出版された詩集である｡
4 6 平戸廉吉 『平戸廉吉詩集』 ､ 1 0 4-1 8頁｡
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させ て い
､
るこ との意味で ある｡ 通常､ ｢主義+ とい う言葉を口にするとき ､ その主
体に おける主たる思想的立場を表明するもの であろう｡ しかしながら､ 様々な主義
を掲げ､,そ れ に沿 っ たい く つ かの実験的作品を並 べ た ｢
一 九ニ ー ヰ に於ける我新詩
運動の四種の展開+ における ｢主義+ 臥 全く､ 平戸廉吉自身の詩を書く主体の生
きる立場､ つ まり､ 思想と関連して い ない ものなので ある｡ 要するに､ それは､ 平
戸廉吉の主体 の中に様々 な ｢主義+ が同時存在するこ とが可能な理念であ っ たの で
ある｡ こ の こ とが意味して い るの は､ ｢主義+ とい うもの が､ 人 間の 生きる主体と
は全く関係の ない もの と して ､ 方法論的な立場にすぎない もの として捉えられて い
るとい う こ とで あ る ｡ こ の こ とを逆に考え るならば､ こ の 詩に現れて い る詩の ｢こ
とば+ は､ 詩の 主体で ある詩人の内面から発するもの で ある以前に ､ 方法論的な理
論に捕らわれたも の で あ るとい えるで あろう｡
(5)
さ て ､ これ まで ､ 日本の 明治末期､ 大正期におけるイタリア未来派 の 日本へ の 移
入状況を具体的に考察 しながら､ 日本の 詩意識の変遷を辿 っ て き串の で あるが ､ そ
の中で ､ 日本に おけ るモ ダ ニ ズ ム詩運動 と戦後の ｢荒地+ 派 によ るモ ダ ニ ズム詩批
判を考える に当たり重要に な っ て くると思 われ る点を こ こ に要約す ると､ 次の よう
にな るで あ ろう｡
19 09(明治4 2)年5月に発表された森鴎外の ｢未来派宣言+ の 記事の翻訳紹介を
起点と して ､ 以後､ 様々 な経路を通 じて ､ イタリア 未来派だけで なく､ 第 … 次大戦
前後 の ヨ ー ロ ッ パ に興 っ た前衛詩運動の指導理念に基づく詩意識が､ 日本に徐々 に
移入され､ 1 9 2 1(大正10) 年12月 の平戸廉吉による)
'
iン フ レ ツ ト 『日本未来派宣
言運動 東京 - 平戸廉吉』 に 至るまで に ､ 日本モ ダ ニ ズ ム詩 の 基盤が形成されて
い っ た ｡ 190 9年5月 から192 1年12月 まで と定め る こ とがで き る日本モ ダ ニ ズム詩
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が成立するた
'めの準備期間の中で ､ 特に重要だと思われるの 臥 その最初期に当た
るイタリア未来派の移入 の期間で あ っ た o 森鴎外による ｢未来派宣言+ の翻訳紹介
(1909年5月) から､ イ タリ ア 未来派に言及したもの として鴎外に継い で次に早 い
文献とされて い る高村光太郎の評論 ｢未来派の絶叫+ が発表される191
■
2年3月まで
の 約3年の空白期問は､ その後のイタ リア未来派の移入だけで 辻なく､ 大正期にお
い て 続々 と移入されて くる ヨ ー ロ ッ パ 出自の詩意識を日本の詩的土壌に根づ かせ る
ために必要な作業が､ 特 にその後イタリ ア未来派に興味を示すこ とに なる日本の詩
人たちを中心に為された重要な期間であ っ た｡
こ の期間に行われた こ と披､ 特に文芸雑誌 ｢ス バ ル+ に関わ っ た若手の 詩人 たち
が､ 自らの ｢詩を書く+ 行為を抑制して い る存在と ｢敵+ と見なし､ それ らに反抗
する こ とによ っ て ､ ｢個人+ の ｢思想+ や ｢理念+ に基づ く自由な詩的行為を自覚
しそ れを獲得 しようと した こ とで あ っ た ｡ こ う した ｢個人+
′
が信望する ｢思想+ や
｢理 念+ に基づ く自由な詩的行為 へ の 自覚は ､ 後に､ 様々 な経路を通 じて 日本に伝
えられる第 一 次大戦前後に興 っ た前衛詩運動の詩の理念や思想を､ ｢個人+ の詩の
理念と して 取 り入 れ､ 詩的行為を行 っ て い く日本モ ダ ニ ズム詩に は欠かすこ との で
きない 基盤 で あ っ た｡
こ の ように ｢個人+ の ｢理念+ に基づ い た詩的行為を自覚 した若き詩人たちは､
森鴎外のイ タリ ア未来派 の翻訳紹介以降途絶えて い たヨ ー ロ ッ パ の 詩意識､ 特にイ
タ リ ア未来派 の詩の理念を徐々 に ｢個人+ の 思想や理念として取 り入れ始め ､ 以後
徐々 に本格的な西欧の詩意識の移入が始ま っ て い く こ とになるの で ある ｡
そ の 中で も特に重要な位相と して捉えられるのは､ 高村光太郎の イタリア 未来
派に 対す る認識で ある｡ 高村光太郎の未来派 に関する認識の特徴は､ まず､ 光太郎
が､ ｢未来派 の絶叫+ を､ 当時ま だ ｢個人+ の 思想や理念に基づ い た自由な表現活
動が未確立の状態であ っ た日本の芸術的 ･ 詩的風土に生きてい た創作主体の 悲鳴､
換言す るな らば､ そこ で 創作活動を行わざる を得なか っ た芸術家や詩人たちの ｢絶
叫+ と､ 重ね合わせて聞い て い るとい う点に あ っ た ｡ 高村光太郎の未来派 に関する
認識 の もう 一 つ の特徴は､ 自由な表現活動を前提に して ､ さらに は､ 詩人 ｢個人+
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と ｢思想+ との主体的な関係に対する先鋭な意識から､ ｢理念+ その もの を非主体
的に受け入れ て行う未来派詩人や芸術家たちの芸術的行為に対して､ 批判的な見解
を示した点にあ っ た ｡ こ の後者の視点臥 詩人 ｢個人+ の自由な ｢理念+ に基づく
自由な詩的行為､ すなわち後の 日本モ ダ ニ ズム詩の基盤になるもの を前提に して い
る点で ､ 日本モ ダ ニ ズム 詩自身の 問題と して考えられなければならない もので ある
が､ そう した詩人 ｢個人+ の ｢思想+ と詩的主体との主体的な関係は､ その 後､ 議
論が必要で あ っ たにもかかわらず､ 議論される こ と披なく､ そ の 詩人の 主体性の 問
題が本格的に議論され るの は､ 第二 次大戦後の ｢荒地+ 派詩人によ るモ ダ ニ ズム詩
批判まで待たなければならい こ とは留意して おく必要がある｡
大正期に 入 ると ､ 明治末期の ｢時代閉塞+ の 状況 の 中で 明確に自覚された ｢個
人+ の ｢思想+ や ｢理 念+ に基づく詩的行為は､ 自由主義的な昂揚と個人主義的な
雰囲気の中で ､ 確固た るもの と して確立 し､ 以後､ 日本の詩領域における詩意識は
多彩で豊富な展開と分化 を示すこ とにな っ た ｡ 支配的な文学の理念 ､ 暗く重くの し
かか る社会制度や政治体制など､ 今まで詩人 の ｢個人+ に基づく詩的行為を抑制し
て い たもの が変革を促され ､ 大正期の詩人たちは､ 個人の ｢信条+ に基づ い て詩的
行為を行えるようにな っ て い っ た ｡ そ して ､ そう した解放された雰囲気の中で ､ 第
一 次大戦 (大正3年 - 7年)前後の 西欧の前衛芸術運動の諸理念を自己の詩的理念と
して詩人 ｢個人+ の中に取り入れ ､ そ れに基づ く詩的行為や創造行為に生 の 充足 を
覚え る若手 の詩人や新進の芸術家たちが登場す るこ とになる｡ 後に ､ 大正後期の 日
本の前衛芸術運動や日本モ ダ ニ ズ ム 詩の 寮 明期 に中心的役割を果たす者たちであ
る｡ こ う した詩人 ｢個人+ の自由な詩的行為が確立された新しい 詩的 ･ 芸術的風土
の中で ､ イ タ リア 未来派を含め様々 な西欧の前衛詩運動の諸理念 に関する紹介や移
入は加速度的に速ま っ て い っ たと言うこ とがで きるかも しれない ｡ しか し､ こ こで
重要な事柄は､ 日本に おける詩的 ･ 芸術的土壌の変化によ っ て ､ こう した ｢新しい
もの+ へ の 希求が高まり､ 最終的には､ 日本の芸術家たちの創造行為に対する
一 つ
の 態度を形成 して い っ たとい う点で ある｡
そ の態度とは､ 西欧から伝えられたり､ あるい は直接西欧から持ち込まれた詩や
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芸術の ｢理念+ と ｢方法+ を非主体的に ｢個人+ の中に取り入れ ､ 特に ｢方法+ 杏
より重視 し､ それ を理論化するこ とによ っ て ､ それらを自らの創作の根拠とし､ そ
れに基づ い て 創造行為を行うとい っ た創作態度であ っ た｡ この こ と 臥 以後ますま
す活発になる 西欧の前衛芸術運動に対する熱狂的とも言える理論的関心 によ っ て 示
され るもの で ある｡
こう した態度は､ ｢荒地+ 派詩人たちが戦前におい て積極的に参加する こ とにな
る ､ 昭和初頭の詩誌 ｢詩と詩論+ に始まる総合的なモ ダ ニ ズム詩運動以降にも顕著
に表れてくるもの で ある｡ 次の節で は戦前におい て ｢荒地+ 派詩人自身も傾倒する
こ とになるそう した 日本の モ ダニ ズム詩運動につ い て考察して みたい 0
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第1章第3節
目本に日割ナるモ ダ ニ ズ ム詩運動
一 詩誌 ｢詩と詩論+ 以 降の総合的モ ダ ニ ズム詩運動を中心に -
こ れまで ､ 2 0世紀初頭の 西欧における新興詩運動の 理念と方法が､ どのように日
本の文学的風土に移入されたの かとい う問題を念頭に入れながら､ 明治末期から大
正後期 の 日本モ ダ ニ ズ ム詩の起点に至るまでの 日本の詩領域の詩意識の展 開を､ イ
タリ ア未来派 の 日本 へ の 移入 の 過程とこ の期間に日本の詩が直面した問題を明らか
に しながら考察して きた｡ こ の 第3節におい て は､ ｢荒地+ 派詩人の戦前の詩的活
動に直接関わ っ て く る ､ 昭和初期 の 日本に おけるモ ダニ ズム詩運動に つ い て ､ その
大 きな流れを形づく っ た詩誌 ｢詩と詩論+ の 運動を中心 に して ､ そ の流れ の底流に
存在する詩の 認識と詩的行為に対する態度を考察してい きたい ｡ こ の節におけ る考
察は､ 本論文の第2章第2節で議論する こ とになる ､ 戦争責任論を基軸と して戦後
｢荒地+ 派詩人 によ っ て なされるモ ダ ニ ズム詩批判の 問題を検討する上で ､ 不可欠
な部分 である ｡ なぜ ｢荒地+ 派詩人が戦争責任論を通 じて 日本の モ ダニ ズム詩を痛
烈 に批判 しな ければならなか っ たのかとい う問題は､ こ の節における戦前の モ ダ ニ
ズ ム詩運動の考察と本章第4節に おける戦前の ｢荒地+ 派詩人の活動に つ い て の考
察を踏まえる こ とによ っ て ､ よ り確かに検討で きる と思われ る｡
(1)
20世紀初頭に興っ た ヨ ー ロ ッ パ の 様々 な詩の 理念や方法に基づ く日本モ ダ ニ ズム
詩運動は､ 大正10年12月 の ｢日本未来派宣言運動 東京 - 平戸廉吉+ を起点と し
て始まるとされて い る . 日本モ ダ ニ ズ ム詩の動 きに 釦 ＼て は､ ヨ ー ロ ッ パ の第 一 次
大戦前後に起 こ っ た未来派 ､ ダダ､ シ ュ ー ル レ ア リス ム な どの 前衛詩運動や､ 第 一
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次大戦後､ 特にイ ギリス や フ ラ ンス で顕著になっ た主知的な傾向を有する文学の 理
念と方法が､ 詩人 ｢個人+ の詩の信条と して自由に摂取され､ それに基づ く詩人の
詩的営為を通 じて ､ 日本の詩的土壌に取り込まれ､ 以後多種多様に分化し分裂を繰
り返 して い く こ とに なるo つ まり､ 西欧出自の様々な詩意識臥 主に商業主義の支
配下 にな い 同人雑誌とい う自由な詩的行為の ｢場+ での 文学的 ･ 言語的実験を通 し
て自由に育成され ､ 日本の 詩領域にそれらが給紙と出現するわ けで ある｡
｢荒地+ 派詩人とい う存在と彼らによ っ て戦後為されたモ ダ ニ ズム詩批判とい う
観点を踏まえて ､ 昭和初期に お ける日本の モ ダニ ズム 詩を分析す る場合に は､ 特
に ､ 季刊詩雑誌 ｢詩と詩論+ を源泉とした総合的モ ダ ニ ズム詩運動の流れに注目す
べ きで あろ う｡ とい う のも ､ ｢荒地+ 派詩人は､ そ の初期の詩的活動に おい て ､
｢詩と詩論+ の 流れに則するモ ダ ニ ズム詩運動と密接に関わ っ て い たからで ある ｡
季刊詩雑誌 ｢詩と詩論+ は､ 昭和3(1928)年9月に ､ そ
.
の ｢第1冊+ が厚生 閣
書店から発行されて 以来､ 当時の代表的な詩誌の ひ とつ となっ て い くと同時に ､ 昭
和期 における モ ダ ニ ズム詩運動の ひとつ の起点をなして い くこ とになる ｡ ｢詩と詩
論+ とい う雑誌名は､ 昭和6年1 2月に発行された ｢第1 4冊+ を最後に ｢文学+ と
改題され る が､ ｢詩と詩論+ の中核をなすモ ダ ニ ズム 詩運動の精神は､ ｢詩と詩
読+ が改題された雑誌 ｢文学+ (昭和7年3月 - 8年1 2月､ 全6冊) ､ ｢詩と詩論+
以降の大 きな モ ダ ニ ズム詩の流れとな っ た詩誌 ｢詩法+ (昭和9年8月 - 10年9月 ､
全 1 3冊) ､ そ して 太平洋戦争勃発直後まで続い た詩誌 ｢新領土+ (昭和12年5月
- 1 7年1月 ､ 全5 6冊) に継承され ､ 昭和期にお けるモ ダ ニ ズム詩運動の底流を流
れ るもの とな っ て い く の で ある ｡
青年期に お ける初期の詩的活動の場を求めた､ 若き日の ｢荒地+ 派詩人たちも､
こ の 戦前の モ ダ ニ ズム詩運動の 流れ と無縁で はなか っ た ｡ 昭和1 3(1938)年に鮎
川信夫が ､ 昭和15年､ 田村隆 一 が､ そ して 翌16年 ､ 中桐雅夫 ､ 三好豊 一 郎が ｢新
領土+ に参加するほか､ こ の ｢詩と詩論+ か らの流れ の支流とも捉える こ とがで き
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る轟誌 ｢L U N A+ を ､ 中桐雅夫が昭和12(1937)年12月に創刊 した｡ こ の r
L UNA+ と昭和13年6月 にそ れを改題して刊行された詩誌 ｢L E B A L+ 臥 鮎川信
夫､
■
森川義信､ 北村太郎､ 田村隆 一 などが次々に参加する こ とに より､ 戦前の ｢荒
地+ 派詩人たちを結集する場とな っ て い っ た｡ さらに は鮎川信夫､ 森川義信が早稲
田大学の仲間と昭和15(1940)年､ 第 一 次､ 詩誌 ｢荒地+ 1を創刊 するな ど､ 戦前
にお ける ｢荒地+ 派 の空間が モ ダ ニ ズム 詩運動の周辺に構成されて い く の で あ
る ｡ 2
こ の よう に､ 戦前にお ける ｢詩と詩論+ からの モ ダ ニ ズム 詩運動の流れ に関わ っ
たかたちで ､ ｢荒地+ 派詩人たちは出会い ､ 交流を深めて い くこ とになるの だが､
それ で は何が戦後にお い て ｢荒地+ 派詩人をモ ダ ニ ズム 詩批判とい う立場 をとる に
至らせ たの で あろうか という問い を念頭に置きながら､ こ こで は ｢詩と詩論+ の 運
動を中心に日本モ ダ ニ ズム 詩運動の特徴を検討して み たい ｡
ま ずは､ ｢詩と詩論+ の成立 に先立つ 日本に於ける詩的状況に つ い て簡単に触れ
てお こ う｡ 原 崎孝は､ 大正末期から昭和初頭の 日本における詩の動向を､ 大正期の
｢詩壇+ を暗示す る ｢詩話会+ とその機関誌で ある ｢日本詩人+ ､ 社会主義 ･ 共産
主義的な立場 に立 ち労働者 の階級闘争と関わるプ ロ レタリ ア 文学 ､ そ して ､ ヨ ー
ロ ッ パ の 同時代的な文学傾向に関心を寄せて い た新銭詩人たちに よる小雑誌､ とい
う三 つ の 要素によ っ て 象徴され るもの で あ ると捉えて い る ｡ 3 ｢詩と詩論+ の創
刊 に当たり､ その 同人 と して名を連ねる子とになる詩人たちはい づれも､ 原崎の 分
頬する三番目の要素に属する詩人たち､ つ まり､ 新 しい 文芸思潮を切り開こ うとす
1 第 一 次 ｢荒地+ とは ､ 戦前 の1 9 3 9年､ 臨戦状況下において ､ 早稲田大学在学中の鮎川信夫と森川義
信が中心 とな っ て発刊 した雑誌である｡ そ の 同人には､ 鮎川､ 森川 の他に 二宮桂景､ 桑原英夫､ 藤川清､ 冬村
克彦､ 竹内幹郎 ､ 山野淑雄 ､ 白石豊､ 小池助男､ 三輪孝仁な どがい た ｡ こ の 第
一 次 ｢荒地+ に対して ､ 本論考
で対象とな っ て い る1 9 4 7年9月に創刊された詩誌 ｢荒地+ は ､ 正確には第二次 ｢荒地+ となる ｡ 以下､ 特に指
定の ない 場合 ､ 後者の ｢荒地+ を指す｡
2 こ の ような戦前におけるモ ダニ ズム詩運動の 涜れは､ 資料Ⅰ - 1 ｢ ｢荒地+ 派詩人に関わる日本モダ
ニ ズ ム詩の 動き+ として付しておく｡
3 原崎孝 ｢ 『詩と詩論』 及び 『文学』 の成立と展開覚書+ ､ 吟遊編集部編 『詩と詩論
- 現代詩の 出発
-
』 (東京､ 冬至書房新社､ 1 9 8 0年) ､ 8 3-1 3 1(83) 貞｡
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る気運の中で大正14年前後に全盛 とな る小雑誌に依拠した若き才能たちで あ っ た｡
｢詩と詩論+ 創刊号に記載された同人臥 安西冬衛､ 飯島正 ､ 上 田敏雄､ 禰原泰､
北川冬彦､ 近藤東､ 瀧口武士､ 竹中郁､ 外山卯三郎､ 春山行夫､ 三 好連泊とい う､
当時20歳代後半の 1 1名で ある｡ そ の 中で ､ 例えば､ 安西冬衛､ 北川冬彦､ 瀧口
武士､ 三好 達治は､ 大正期の 日本の詩領域におい て 一 つ の 主流をな して い た民衆詩
の持つ こ とば の 冗漫性や平面性に対し､ イメ ー ジを強調する こ とによ っ て より密度
の高い 凝縮 した こ とばを ｢短詩+ とい う表現形式に求め ､ 短詩運動の実践の場 とし
て ､ 当時日本の植民地で あ っ た満州大連で 発行された詩誌 ｢軌 (大正1 3年1 1月
一 昭和2年9月 ､ 全 35 冊) に､ 同人 として参加 して い る｡ 小説､ 詩､ 評論､ 戯曲､
映画､ 絵画な ど様々 な分野 の自由な表現の場とな っ た ､ 三高出身者が中心となり創
刊された文芸同人雑誌 ｢青空+ (大正14年1月 一 昭和2年6月 ､ 通巻2 8号) には､
広く内外の映画事情に通 じて い た飯島正､ それに北川冬彦､ 三好連泊が参加 して い
る ｡ ま た､ 日本に おける最初の超現実主義運動の機関誌 ｢蓄菰 ･ 魔術 ･ 学説+ (昭
和2年2月 - 3年2月 : 全 4 冊) には上田敏雄が同人として加 わっ て い る｡ そ の 他 ､
前時代の詩人たちによ っ て主宰された雑誌､ 例えば､ 詩雑誌 ｢日本詩人+ (大正10
年10月 - 15年1 1月 ､ 通巻5 9 冊) に は春山行夫が､ 詩､ 音楽雑誌 ｢詩と音楽+
(大正1 1年9月 - 1 2年9月､ 通巻1 3冊､ 北原白秋 ､ 山田耕搾主幹) には竹中郁､
近藤東､ 春 山行夫 が新人と して作品を発表する傍ら､ 春山､ 近藤 は詩雑誌 ｢謝肉
祭+ (大正15年2 - 7月 ､ 全4冊) ､ 竹中は詩雑誌 ｢羅針+ (第1次 : 大正1 3年12
月 - 15年3月､ 全 1 3冊 ､ 第2次 : 昭和9年2月 - 11年2月
.
､ 全 1 1冊) とい っ た同
人雑誌にお い て編集発行人､ 或い は同人と して中心的役割を果た し､ そ こ に自らの
文学活動の拠点を置い て い た ｡ こ の ように創刊当時の ｢烏と詩論+ の 同人 たちは､
それ ぞれが信望を寄せ て い た ヨ ー ロ ッ パ の新 しい 詩意識とそれを日本の詩的風土に
根付かせ るた めの 小雑誌に基づ い て ､ 離散 して情動 して い たの で あ る 0
こ う した背景の中､ 季刊詩雑誌 ｢詩と詩論+ は ､ 混沌とした詩的風土の中から脱
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しようと した新鋭詩人たちの集まりの場とな っ て いく｡ つ まり､ 西欧の 同時代的な
詩の流派に関心を寄せ ､ 信望を寄せ る流派を同じくする仲間たちと小雑誌を拠点に
活動して き た新鋭詩人たちが､ ある意味で その壁を取り払い ､ ｢詩と詩論+ とい う
ひとつ の場に結集して い くの で ある ｡
創刊に至る こ の ような背景からも明らかになると思われる､ ｢詩と詩論+ の運 動
とそれ以前の モ ダ ニ ズ ム詩の動向との根本的な相違点披､ ｢詩と詩論+ に お い て
は､ モ ダ ニ ズ ム詩の 諸流派が 一 つ の場に総 一 的に共存して い るとい う点で あろう.
換言すれば､ 昭和3年9月の詩誌 ｢詩と詩論+ 創刊以前､ 特に大正末期から昭和初年
にかけて ､ 第 一 次大戦前後の ヨ ー ロ ッ パ の 新 しい 文学或い は芸術の理論や形式を受
容し､ それ を文学的実験を通 して ､ 日本の 詩的風土 の 上で 取り込もうと試み て い た
諸流派が､ 詩誌 ｢詩と詩論+ とい う 一 つ の場 に集ま っ たとい う点で ある｡
創刊時の同人たちがそれぞれに異な っ た詩意識を持つ 詩人たちの 集まりで ありる
こ とは前記 した通 りで あるが､ 同人利から寄稿制に移行 した ｢第5冊+ (1929年9
月)以降､ プ ロ レ タ リ ア 系以外の多種多様な詩論や詩作品を掲載する ことに よ っ
て ､ こ の 特徴はより明白なもの にな っ て い く｡ こ う した特徴は､ 1900年以降に西
欧諸国で 展開 した詩的傾向の紹介､ あるい はそれらの 傾向をもつ 詩論や詩作品の 翻
訳に限定 し､ ｢詩と詩論+ の誌上で それ らが どの ように為されて い っ たかを見るだ
けで も明らかにな る と思 われる｡
未来派
S
.3.9 神原泰 ｢未来派の 自由語を論ず+ マ リネ ツ テイ 未来派の ｢自由語+ に
(『詩と詩論』 第1冊) つ いて の考察｡
S
.3.1 2 神原泰 ｢未来派の 自由語を論ず+ マ リネ ツテイ 未来派の
｢自由語+ の
(『詩と詩論』 第2冊) 発展につ い て の考察c
S.4
.3 神原泰 ･r未来派の 自由語を論ず+ マ リネ ツ テイ 未来派の ｢自由語+ の
(『詩と詩論』 第3冊) 発展に つ いて の 考察 .
S.4.6 神原泰 ｢未来派の自由語を論ず+ マ リネッ テイ マ リネツ ティ の ｢未来
(『詩と詩論』 第4冊) 派宣言+ の翻訳o
キ ュ ビズム
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S.3.9 北川冬彦 ｢マ ッ クス
･ ジ ャ コ ブの散文詩
請+ (『詩と詩論』 第1冊)
ジャコ ブ 散文詩集 ｢髄子簡+ 序文
の翻訳o ジャ コ プの この
著書の序文は北川 の新散
文詩運動の理論的背景に
なるもの .
S.4.6 佐藤朔 ｢ギイ ヨ ム ･ ア ポリネル+
(『詩と詩論』 第4冊)
アポリネル 紹介?
北川冬彦 ｢マ ッ クス . ジ ャ コ ブ+
(『詩と詩論』 第4冊)
ジャ コ ブ 紹介.
表現主義
S.4.3 笹沢莫明 ｢ア ウグス ト ･ シ ュ トラ ンム詩 ア ウグス ト ･ シ ュ 翻訳o
抄+ (『詩と詩論』 第3冊) トランム
S.4.6 大野俊 一 ｢現代の 独逸文学+ フ ェ リ ッ クス ･ ベ ドイ ツ 表現主義
(『詩と詩論』 第4冊) ルトオ 紹介｡
阪本越郎 ｢ワ ルテル ･ ハ - ゼ ンク レ フ エ ワル テル ･ ハ - ゼ 紹介.
ル+ (『詩と詩論』 第4冊) ンクレフ エ ル
笹沢莫明 ｢フ ラン ツ ･ ウ エ ル フ エ ル+ フ ラン ツ.
･ ウ エ ル 紹介.
(『詩と詩論』 第4冊) フ エ ル
藤田嘩 ｢コ ッ トフ リイ ト . ベ ン+ コ ッ ト フ リイ ト ･ 紹介Q
(『詩と詩論』 第4冊) ベ ン
阪本越郎 ｢ライ ン ハ ル ト ･ ヨ ハ ネス ･ ゾ ライ ン ハ ル ト ･ ヨ 甲介｡
ル ゲ+ (『詩と詩論』 第4冊) ハ ネス ･ ゾルゲ
笹沢美明 ｢ア ウグス ト ･ シ ュ トラ ンム + ア ウグス ト ･ シ ュ 紹介o
(『詩と詩論』 第4冊) トラ ンム
笹沢美明 ｢ゲオル グ ･ トラア クル+ ゲオル グ ･ トラア 紹介o
(『詩と詩論』 第4冊) クル
象徴主義
S
.
4
.9 吉村鉄太郎 ｢ヴ ァ リ エ テに つ い て+ (『詩と
詩論』 第5冊､ ヴァ レリ ー 特集号)
ヴァ レリ ー 紹介.
渡辺 一 夫 ｢ポオル ･ ヴ ァ レリイ+
(『詩と詩論』 第5冊)
A. デイ ド 翻訳｡
S.5.3 秦 一 郎 ｢テ ス ト氏との 一 夕+ (『詩と詩
論』 第7冊､ ヴァ レリ ー 特集)
ヴァ
■
レリ ー 翻訳.
中島健蔵 ｢ - 詩人の 覚書+
(『詩と詩論』 第7冊)
ヴァ レリ ー 翻訳 ｡
S.6.1 秦 一 郎 ｢純粋詩論+
(『詩と詩論』 第1 0冊)
ヴァ レリ ー 補訳o
シ ュ ー ル レ ア リス ム
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S.3.9 ∫. N (西 ｢超自然学派+ ブルトン 立論o
脇順三郎) (『詩と詩論』 第1冊)
ボオドレ エ ル
S.4.6 北川冬彦 ｢超現実主義宣言書 +
(『詩と詩論』 第4冊)
プルトン 翻訳､ 紹介o
S.4.9 北川冬彦 ｢超現実主義宣言書 +
(『詩と詩論』 第5冊)
ブルトン 翻訳o
S.5.3 原研吉 ｢超現実主義第2宣言+
(『詩と詩論』 第7冊)
ブルトン 翻訳o
ノイ エ ･ ザ ハ リ ヒカイ ト
S.5.6 笹沢乗明 ｢ノイ エ ･ ザ ハ リ ヒカイ ト文学+ ノイ エ ･ ザ ハ リ ヒ
(『詩と詩論』 第8冊) カイトの紹介｡
大野俊 一 ｢若き独逸文学+ シャル ル . レ - 翻訳o
(『詩と詩論』 第8冊) ベル
S.6.12 笹沢莫明 ｢ヨ - ア ヒム ･ リ ンゲルナッ ツツ
詩抄+ (『詩と詩論』 第14冊)
リンゲルナ ッ ツ 訳詩o
主知的傾向の文学 (イギリス)
S.3.12 中村喜久夫 ｢完全なる批評家+
(『詩と詩論』 第2冊)
エ リオ ッ ト 翻訳｡
S.4,6 春山行夫 ｢T ･ S ･ エ リオ ッ ト+
(『詩と詩論』 第4冊)
エ リオ ッ ト 紹介o
S.4.9 伊藤整 ｢純粋詩+ (『詩と詩論』 第5 ハ ー バ ー ド ･ リ 翻訳Q
冊) イ ド
S.5.6 北村常夫 ｢伝統と個人的才能+
(『詩と詩論』 第8冊)
エ リオ ッ ト 翻訳｡
上 の 表は ､ ｢詩と詩論+ の誌上で為された ､ 様々 な西欧における詩意識の紹介と翻
訳の う ちの い く つ かを挙げたもの にすぎない が､ こ の ような表からも ｢詩と詩論+
が詩の 領域に お け る諸流派を結集するひ と つ の 場と して成立 して い た とい う実態
臥 容易に理解で きるで あろう ｡ 前時代的な詩的状況 に対抗 し､ 新 しい 詩意識を求
め る とい う 一 見共通 の 方向性を持ちながら､ イ ギリス ､ フ ラ ンス ､ ドイ ツ､ イタリ
ア とい っ た様々 な西欧諸国の詩の 理念と方法 に刺激を受けた日本モ ダニ ズム 詩諸派
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が 一 つ の 場 に集約され たわけで あ る ｡ 千 葉宣 - の 言葉を借 りれば ､ ｢共和国
狗+ 4で あると言える こ の ような様相は､ 個々の 詩人 たちが それぞれの理 創羊基づ
い た詩論や詩作を展開 して い く自由を有して い るとい う点に於い て ､ さ らには､ 権
威的 ｡ 統 一 的な信条が認められない とい う点に於 いて ､ ｢ア ナ ー キ ー + な様相で あ
ると言えるかも しれない ｡ ｢詩と詩論+ の誕生と共に始ま っ た集約的､ 或い は総合
的とも言える モ ダ ニ ズム 詩運動は､ 明治 ･ 大正期にお けるヨ ー ロ ッ パ の詩精神の導
入と展開より ､ 速度的にも ､ 量的にも凌駕するもので あ っ た｡ そ して ､ 詩誌 ｢詩と
詩論+ の ､ 肯定的に捉えれば､ 精力的で華やかな､ 否定的に言えば､ 津然とした展
開に ､ 当時自己の詩的世界を拡充しようと願 っ て い た ｢荒地+ 派詩人たちも戦前の
時点で は魅惑され ､ 後に ､ 特にシ ュ ー ル レ ア リス ム へ 傾倒 し､ モ ダニ ズム詩の洗礼
を受ける こ とに な るの で あ る ｡
(2)
以上 の よう な詩誌 ｢詩と詩論+ に つ い て の 考察を踏まえた上で提起され る問題
は､ こ の ような複数の詩的傾向の 共存が､ ｢詩と詩論+ とい う 一 つ の 場で ､ どのよ
う に して 可能に な っ たの か とい う点で あろう｡ という の も､ 第1冊 の後記に記され
て い る とお り､ ひ と つ の ｢結束的権威機関+ 5とい う よりも ､ む しろ 一 つ の理念や
方法にとらわれな い ､ それぞ れの 同人あ る い は寄稿者の自由な信条を集約する場と
して成立する詩誌 ｢詩と詩論+ には､ 必ず しも詩的価値や詩意識を共有で きる モ ダ
ニ ズム詩の流派だけが集ま るの で はなく ､ そ れらの 違い から年目する流派も同時存
在す る こ とに な るか らで ある｡ そ の 一 例 を挙げるならば､ ｢詩と詩論+ に は､ 本論
文第1章第1節で検討した 二 つ の詩の 理念､ つ まり､ マ リネ ッ テ ィ の ｢未来派創立
4 千葉竜 一 ｢詩論 の発展と流派の展開 一 昭和期 - + ､ 中島健蔵他編 『日本近代詩』 ､ 3 6頁o
5 ｢後記+ ､ ｢詩と詩論+ 第1冊 (1 9 2 8年) ､ 2 13- 1 4(2 13) 頁｡ 本論考におい て､ 詩誌 ｢詩と詩
請+ は ､ 柴崎芳夫刊行 ､ 春山行夫監修､ 中島善爾纂集 『詩と詩論 ･ 文学』 近代詩誌後刻叢刊､ 全2 0巻 (東京､
教育出版セ ンタ ー ､ 19 7 9年) を参照した｡
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宣言+ が象徴する ｢未来派+ の詩精神と､ それ と姓全 く相反 した詩精神を有するイ
ギリスのT･S･ エ リオ ッ ト(T.S.E liot, 1888-1965)や フ ラ ン ス の ヴァ レリイ (Paul
va16ry, 187 1-1945) に象徴される主知的な文学傾向の信条が同時存在して い るの
で あるo 第 一 次大戦前後にイタリ ア で 展開した未来派は､ 科学的進歩へ の 絶対的な
信頼と ｢現在+ から ｢未来+ へ の あくなき希求から ｢攻撃性+ を身に つ け､ ｢速度
と美+ と ｢闘争の美+ を賞揚 し､ 従来の芸術的 ･ 社会的規範､ 伝統 ､ 権威な どす べ
て ｢過去+ の も の を徹底的に破壊する こ とを主張した. その 一 方で ､ 主知的な文学
傾向に は､ 第 一 次大戦を引き起 こ して しま っ たヨ ー ロ ッ パ 文明その もの に対する痛
烈な自己批判的精神があり､ 戦後 の社会 の不安と浪乱と無秩序の中で ､ ｢過去+ に
おい て 存在 した絶対的価値や伝統や権威､ あるい は知性を重視するこ とに よ っ て秩
序の回復を目指そうと したの で あ る ｡ こ うした詩精神の内質の対立は､
､
い ろい ろな
組み合わせで考えられるが､ こ の 点に関して ､ ｢詩と詩論+ にお ける複数の詩的傾
向の 共存を可能たらしめたも の と して ､ 2 つ の大 きな要因があ るように思われる｡
その 第 一 の 要因は､ ｢詩と詩論+ の 運動に参加 した詩人たちの多くが意識的にせ
よ無意識的に せ よ共有するこ とに なる､ ｢詩を書く+ 行為における詩の理論や方法
を重視する態度にある と思 われ る ｡ 別 な言い 方をすれば､ それは ､ その 詩誌の題に
もな っ て い る ｢詩+ と ｢詩論+ に関 して ､ ｢詩+ そ の も のよりも ｢詩論+ の優位
を､ ｢実践+ そ のも の よ りも ｢理論+ の優位を承認する立場で ある｡ ヨ … ロ ツ パ か
ら伝えられたり ､ あ る い は直接 ヨ ー ロ ッ パ か ら持ち込まれた詩の ｢理 忠+ と ｢方
法+ を非主体的に､ か つ ､ 自由に ｢個人+ の 中に取り入れ ､ 特に ｢方法+ をより重
視 し自己の内部で 理論化する こ とによ っ て 自らの 創作の根拠とし､ そ して そ の基盤
に基 づ い て 詩的営為を行うとい っ た創作態度は､ 何も詩誌 ｢詩と詩論+ の 運動に
限 っ て 見られ る傾向で はなく ､ 本論文第1章第2節で すで に言及 したよう に､ 日本
モ ダ ニ ズム詩の 寮 明期から存在 した態度で あ っ た｡ しか し､ こ こ で 重要な こ とは､
そ の 態度を引き継い だ形 にな っ た詩誌 ｢詩と詩論+ におい て は ､ そ の ような創作態
度が理論的に正当化されたとい う こ とで ある ｡ そ して ､ そ の 理論的な正当化によ っ
て ､ 詩誌 ｢詩と詩論+ とい う詩的行為の ｢場+ 全体が理論中心の詩的創作態度を必
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然的に意識的に とる ようにな っ た こ と､ さ らに 臥 詩誌 ｢詩と詩論+ が当時の 日本
の詩領域に与える影響の大きさから日本の詩領域全体に､ 理論や方法中心 の詩の認
識が確固たるも の として打ち立て られて い っ たという こ とで ある｡
｢詩と詩論+ の運動の初期の段階で ､ こ の 立場を独自の詩論や評論を通して､ 全
面的に主張し体系的に理論化して い っ たの は､ ｢詩と詩論+ 創刊時からの同人で あ
り､ その 第5 冊以降､ 編集人と して ｢詩と詩論+ の場を形成 して い く中心的存在で
あ っ た春山行夫で ある｡
当時の 日本の詩的状況につ い て ､ 後年､ 春山行夫が回想して語 っ た次の ような こ
とばに は､ 春山自身の ｢詩を書く+ 行為に対する理論重視の見解がは っ きりと残っ
て表れて い る｡
『詩と詩論』 があ らわれ るま え､ ｢詩+ と ｢詩論+ と は別物とみ られて い
て ､ ｢理論で は詩は書けない+ とい う先入観は絶対的な真実だとおもわれて い
た｡ 事実､ 他人の詩に つ い て ､ ｢お前さんは､ お前さんの理論どおりの詩を書
い て み たま え+ とい うと､ 彼らはグウ の 音も出せ なかっ た ｡ とこ ろか､ ま っ た
く新しい 理論をかかげ､ その 理論どおりの詩を書く詩人たちがあrらわれたの だ
か ら､ 同時代の詩人たちはび っ くり仰天 した｡ これが 『詩と詩論』 が日本の詩
の認識に与 えた根本的な革命で ､ そ れ から日本の モ ダ ー ニ ズム の 歴史がはじ
ま っ たとみ て よい ｡ 6
上 の 引用 から明 らかにな る こ とは､ ｢ま っ たく新しい 理論をかかげ､ そ の 理論どお
りに詩を書く+ と い う詩人の行動様式を､ 春山行夫が ｢日本の詩の 認識に与えた根
本的な革命+ と して考えて い る こ と ､ そ して ､ そ の 行動様式を自覚する こ とから
｢日本の モ ダ ー ニ ズム の 歴史+ が始ま っ たと考えて い る点で あ る ｡ 春山行夫が こう
した ｢詩の 認識+ を後年に な っ て 上 の よう に提示する背景には ､ 客観的 ･ 科学的に
｢詩+ と ｢詩 の行為+ を対象と して捉え る こ とに よ っ て ､ 理論中心の ｢詩の行為+
6 春山行夫 ｢ポ エ ジ ー 論の出発+ ､ 吟遊編集部編 『詩と詩論 - 現代詩の 出発 - 』 ､ 5 -1 3(5- 6) 貞｡
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を説明し､′ それ を ｢現代+ に於ける ｢詩 の行為+ の 在る べ き創作態度として理論化
及び正当化して い っ たと い う､ 過去における精力的な理論情動 へ の信望が存在して
い る｡
客観的に､ あ るい は科学的に ｢詩を書く+ 行為を捉えるとは ､ それは<詩を書く
行為>と い う対象､ さらに 披<詩> という対象を事前に発見し､ 設定して おくこ と
に他ならず､ そ こ には､ ｢詩+ の 本質そ の もの を問題 にする ｢詩の行為とは何か+
とい う問い や ｢詩とは何か+ という問 い ､ あるい は詩の ｢こ とば+ とそれを紡ぎ出
す詩人との関係その もの を問題に した ｢われ われ にと っ て詩とは何か+ ､ ｢なぜ詩
を書くの か+ と い っ た問 い は､ 全く侵入 して くる余地は存在しない ｡L<詩 >はすで
に眼前に実体として存在するもの で なければならず､ <詩を書く行為>も実際に観
察で き るもの で な ければな らない ｡ 実際に は､ 昭和初期の段階におい て ､ <詩> と
い う名辞の付い たテ クス トは多数存在して い た｡ プロ レタリーア 詩､ 民衆詩､ 象徴詩
など､ 様々 な種類の <詩 >は､ 産出され たテ クス トの レ ベ ル で存在して い た｡ こ の
よう な実体と して の <詩 > の存在は､ それを生み出す こ とに なる< 詩を書く >とい
う詩人 の行為自体も実体化させ る もの で ある｡ この ような視座 に基づ い て ､ 春山行
夫が試み たこ とは､ そう した実体的に存在すると見え る<詩を書く行為> を､ そ の
行為自体を支えて い る詩人 とい う ｢主体+ を完全 に忘却して ､ 科学的に捉えるこ と
で あり､ その 行為の基本的構造を 一 切 の 主観的な解釈を排 して客観的に認識する こ
とで あ っ た ｡ か く して ､ 春山行夫は ､ <詩を書く行為 > を整合的に分節化 し構造化
する こ とによ っ て ､ ｢詩の 行為+ を説明 し､ 理論中心の ｢詩の行為+ を ｢現代+ に
おける ｢詩を書く行為+ の 正統として位置づ けて い く の で ある ｡
春山行夫は､ 実体と して存在する<詩を書く行為 >からL= つ の パ タ
ー ン を読み取
るこ とに なる｡ <詩を書く行為 > の第 一 の パ タ ー ン は､ 春山自身の 言葉で言えば､
｢本能的+ ｢無意識的+ に詩を書くとい う行為で あり､ いわゆ る実践が先行する詩
を書く行為で あ る ｡ < 詩を書く行為 > の第二 の パ タ ー ン と して 春山が見出 したの
は､ 象徴主義で あれ､ マ ル クス 主義で あれ ､ 何 らかの詩に つ い て の 理念や方法に基
づ い て 詩を書くと い う行為で あ る｡ 春山は､ こ う した二 つ の < 詩を書く行為> のパ
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夕 - ンを次の ような言葉で説明して い る.
しかし､ 我 々 が今日書い て ゐる詩､ 或ひ は文学的に詩と呼ばれて ゐ る とこ ろ
のも の は ､ 単なる感情の素朴な表現で ある童謡や､ 本能臥 無意識的な小鳥の
歌で はない ｡
で は､ こ れ らの童謡や小鳥の歌と､ 我 々 の今日書い て ゐ る詩との間の相違披
なんで あ るか とい ふ と､ 今日の詩人 とい ふ定義の中には､ 詩人 とい ふもの に
は ､ 天成の素質以外に､ い ま 一 つ 別個の 努力が必要とな つ て 来て ゐ るとい ふ こ
とで あ る｡ 即 ち ､ 童謡や 小鳥の歌の やうな､ 無意識的意識に､ 全 然性質の 異
る要素で あ る と こ ろの ､ 意識的な意識を附加する努力 が必要とな つ て来て
ゐ る｡ こ の意識的意識を必要とする努力が､ 具体的な用語に よ つ て 示 古れ る
と､ それ は､ 歴 史的努力で あり､ 主知的活動で あり､ 価値の 自覚で ある｡ 7
春山は､ こ の 二 つ の <詩を書く行為> の パ タ ー ン を､ ｢今日+ とい う言葉によ っ て
象徴 され るような ｢時間+ の概念を導入する こ とに よ っ て ､ 第 - の パタ ー ンから第
二 の パタ ー ン へ と進化して い くも ので ある とい う見解を提示 して い る ｡ さ らに春山
は､ <詩を書く行為 >の第二 の パ タ ー ン で あ る､ ｢意識的意識+ を要する努力､ つ
まり理論的努力に基づく詩的行為の中に､ 二 つ の異な っ た ｢次元+ を見出すこ とに
なる｡ その 一 つ は､ 春山の 用語で言うならば ､ ｢ポ エ - ム (い わゆ る詩)+ とい う
次元､ つ まり ｢詩を作り出すという次元+ で あり､ もう 一 つ は ｢ポ エ ジ ー (詩的志
向)+ とい う ｢詩に つ い て の 理論を作り出す次元+ で ある ｡
詩を書くには詩の 理論を知らねばならない ｡ それは当然の 原則で ､ そ れの第
一 歩は詩を書く こ とは､ ポ エ - ム (い わゆる詩) とポ エ ジ ー (詩的思考) とい
う二 つ の 次元 から成りた っ て い る こ とを認識するこ と にある ｡ 『詩と詩論』 が
日本で は じめて 明確に したの はポ エ ジ ー 論 へ の 主知で ､ こ の 時代の詩人ほど自
7 春山行夫 『詩の研究』 (東京､ 厚生閣書店 ､ 1 93 1年) ､ 1- 2貞｡
8 2
第1章第3節 日本におけるモ ダ ニ ズ ム詩運動
分の書く詩を主知しようとして ､ 各人が それぞれ の ポ エ ジ ー を追求した時代披
なか っ た ｡ 8
こ の よう な ｢ポ エ ジ ー (詩的思考) + に対す る認識から､ 春山行夫はさらに､
｢ポ エ ジ ー + を追求するかしない かによ っ て ､ つ ま り､ 詩人 が詩の行為の基礎に す
るそ の理論の性質によ っ て ､ 理論中心の <詩を書く行為> の第二 の パ タ ー ンを分化
させ る｡
あくまで も詩人が､ 例えば､ 象徴主義というような芸術理念と方法を､ 自己自身
の主観性に基 づ い て 解釈し､ そ れに立脚して詩的行為を行う場合､ 象徴主義とい う
理論 の 持 っ て い る理論的可能性は失われ て い くこ とになる｡ さらに ､ ｢象徴主義と ､
は - ･ で あ る+ と い うような断定的で主観的な認識と言説が､ 詩の 領域におい て権
威的な詩人に結び つ い た とき､ そ の詩の 認識は多くの詩人を追随させなが ら詩の領
域における支配的な傾向を生み出し､ 一 方で ､ ｢象徴主義+ とい う理論そ の もの は
固化 して い く こ とに なる｡ しかし､ そう した理論その もの が､ より潜在性と発展性
を含んだもの で あ る こ とを様々 な広範囲な読書経験から自覚 して い た春山は､ 理論
それ自体を主観から解放する こ とを目指し､ それ を詩の理論が進化 して い く必然的
な過程と考え るの で ある . 春山は斯く して ､ 理論とい う対象を立体的に ､ 或い 杖多
角的に捉える見解を打ち出すの で あ る｡ つ まり､ それ は､ 詩人の主観とい うもの を
廃 して科学的に理論を分析するとい う方向に結び つ くだけで はなく､ 新 しい理論の
発見 へ と通 じて い くも の である｡ そ して ､ こ の ように理論中心に詩の行為を対象的
に捉えた場合､ 詩は詩人 の 理論の実現形態とな っ て 行くわけで ある ｡
この こ とを別 な角度からもう少し明確に説明すろと次の よう になるで あ ろう｡ 春
山はそ の 著書 『詩の研究』 の中で ､ 詩人が詩を書くこ とを､ 次の ように農夫が花を
咲かせ る こ との ア レ ゴ リ ー で 考えて い る .
続い て私 は作 品を つ く る こ とが､ で き る ま で の 過程に つ い て 次の ような ア
8 春山行夫 ｢ポ エ ジ ー 論の 出発+ ､ 吟遊編集部編 『詩と詩論 - 現代詩の 出発 - 』 ､ 6貞.
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レゴ リイ を提出する｡ 我々 は芸術に於て はある 一 つ の 意志が直接作品とはなら
ない とい ふ こ と を､ 芸術の根底に考 へ て おく必要がある｡ 卑近な寓話で ある
が､ 農夫か花 を咲か せ よう とい ふ意志臥 それ自身で花を咲か せ る とい ふ こ
とはで きな い ｡ 花を咲かせよう とい ふ意志は直接的に花が咲くとい ふ こ とに何
等の関係がない ｡ 唯､ 花が咲くとい ふ結果を得るために､ 農夫は花を咲かせ る
手段を考 へ ねばな らない ｡ 農夫は手段を考 へ ない で い かに花を咲かせ ようと意
志して も ､ それ は何等花が咲く こ とに反響しない ｡ しかし､ こ こ に考ふ べ きこ
とは､ 若 しそ の 花が完全 に咲く可能性があると したら､ 農業的方法の 正確性
は ､ 的確に奏功の度を深めるで あらう｡ こ こ に花を咲かせ る とい ふ こ とと､ 花
が咲くとい ふ事実との間に は､ 独立 した別個の関係､ 或る方法が確立せられね
ばならぬ こ と を知る｡ 非常に優れた花は 一 個 の自然生植物と して見れば､ 偶然
で あり､ 奇蹟で あり､ 驚異で あるこ とも あり得 る｡ こ れを苛流に美とい ふ言葉
で 呼んで もよ い ｡ しか し､ 若 しそれ がなにびとかの 手に よ つ て職業的に人為的
に咲かされたも ので あ ると したら､ その花の 偶然､ 奇蹟､ 驚異は､ 的確に計算
され て しま つ て ゐ るの で ある ｡ 即ち農業の 方法論がその偶然､ 奇蹟､ 驚異の神
秘を破つ たの で あ る ｡
自然に咲い た花も人為的に咲 かせ た花も､ それを咲い たも の と して観る時､
そ の 花それ等自身は何等異 つ たもの で はない で あらう｡ しか しながら､ こ こ に
農夫又は園芸家がある と した ら､ 彼 等は 目的と して花を咲かせ るもの で ある以
上 ､ 花が咲くとい ふ こ とは､ 当然花を咲かせ る こ との 結果 と して考 へ られねば
ならな い ｡ 9
｢花+ が自発的に咲くように ､ ｢詩+ も詩人 から自発的に生 まれ る が､ こ の ような
段階を更 に次の段階に発展 させ る ために ､ ｢農夫+ は､ ｢花+ をより美しく咲かせ
よう と ｢農業的な方法+ を得て ､ そ の ｢方法+ に基 づ い て ｢花 を咲かせ よう+ とす
る ｡ 同じよう に詩も ､ 詩人がより美しい 詩を作り出すためには､ 詩に つ い ての様々
9 春山行夫 『詩の研究』 ､ 1 7 5-7 6頁c
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な知識と方法を得る こ とが要求される｡ こ こ におい て ､ ｢花を咲かせ る+ とい う こ
とは､ ｢花が咲く+ とい うこ とを前提にした知的作業が重視されるように､ ｢詩を
書く+ とい う こ とが､ ｢詩を書く+ と いう こ とを前提にした詩の知的作業 へ と変換
され て い く｡ 以後､ ｢詩を書く+ とい う場は ､ 理論を ｢主知的+ に分析し､ その可
能性を見出すこ とによ っ て ､ 詩の理論が試される実験の場となるだけで はなく､ 詩
そ のも の は理論の 口実にな っ て い く の で ある｡ こ の ような立場から善かれた詩の 典
型は ､ ｢詩と詩論+ 第4 冊に掲載された春山行夫の詩作品 ｢白い少女+ 10で あろ
う｡
由 自 白 白
い い い い
少 少 少 少
女 女 女 女
自 由 自 白
い い い い
少 少 少 少
女 女 女 女
自 浄 自 白
い い い い
裏芸窒蛋
白 自 白 白
い い ･ い い
少 少 少 少
女 女 女 女
自 白 自 白
い い い い
少 少 少 少
* * * *
由 良 自 白
tヽ い い い
少 少 少 少
女 女 史 女
自 白 自 白
い い い い
芸蛋窒宴
t
t
.
t4
く i
良
I.I
少
女
良
ぃ
珍
女
自 白 自 白 自 白 自 白 自 白 白
い ● い い い い い い い い い い
妾宴蛋宴妄要塞
●
豊.窒蛋豊
自 白 自 白 自 白 自 白 自 白 白
い い い い い い い い い い い
窒蛋宴要塞豊豊宴豊窒蛋
自 白 自 由 自 白 自 由 自 E( 自 白
い い い い い い い Ll い い い い
窒窒宴.窒要塞婁婁蛋蛋窒蛋
自 白 自 白
い lヽ い い
窒窒宴董
自 白 自 白
い い い い
蔓窒窒宴
自 白 自 白 自 由 自 白
い い い い い い い い
蛋豊夏姿窒窒婁婁
自 白 自 白 自 白 自 由
い い い い い い い い
婁要塞宴宴蛋要塞
自 白 色 白 自
室空室釜蓋
自 白 白 日 自
室空室墓室
自 由 由 自 白 自 白
い い い い い い い
窒蛋蔓宴裏芸要
自 白 自 白 自 白 点
い い い い Ll い い
窒宴窒墓室書芸
1 0 春山行夫 ｢植物の 断面 一 方法の 可能とそ の適用に つ い て - + ､ ｢詩と詩論+ 舞4冊 (1 9 2 9年6
月) ､ 10 0-0 5(1 0 2-0 3) 頁｡
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■
春山行夫の こ の 詩は､ 言語の ｢文字性+ を重視した､ 春山が定義するとこ ろの
｢フ ォ ル マ リズム+ の理論によ っ て 詩的行為を行 っ た結果で きた作品で ある｡ 春山
はこう した詩 の理論の持つ 可能性を ｢ポ エ ジイ+ とい う言葉で表すが､ こ の ｢ポエ
ジイ+ その もの が､ 今まで述べ て きたように詩､ 或い は詩の行為を対象化して そこ
に主観と いうもの を排除するという - 種の 理論的な可能性を追求するための符丁に
なるわけで ある｡
以上見て き たような春山行夫によ っ て 主張される詩の 認識が､ 詩誌 ｢詩と詩論+
の場に浸透して い っ た場合､ そ こ は､ 未来派 ､ シ ュ ー ル レア リス ム､ 表現派､ 象徴
主義､ とい っ た西欧出自の理論が有する理論的可能性を開拓する場となる のは明ら
かであ る｡ 主観性や思想性というも の を 一 切 排除し､ 理論を ｢主知的+ に組み合わ .
せ たり､ 分析 したりする こ とによ っ て ､ 新 しい 理論を生み だ し､ そ の新 しい理論を
実現 したもの と して ｢詩+ を提示する. こ うした詩の 理論の 可能性 へ の あくなき願
望とそれ を追求する態度は､ 詩誌 ｢詩と詩論+ とい う場に､ 詩の 方法論を重視する
態度と､ 様々 な詩的動向の 理念 と方法の共存その ものを正当化す るような重要な役
割を果す こ とにな っ たの で はない かと推測で きる｡
『詩と詩論』 で は ､ それ が どんな題材で あろうと､ あ る い は観念で あろ う
と､ ｢なん らかの 法則によ っ て分解され ､ つ い で なん らか の体系によ っ て 再構
成された+ 思考作用 → 発想 の 転換による作品で ある こ とに新 しい ポ エ ジ ー の 実
体を認め た. 西脇順 三郎､ 吉田 - 穂 ､ 上 田敏雄､ 瀧口修造､ 堀辰雄 ､ 竹中有臥
安西冬衛､ 北川冬彦､ 北園克衛､ 春山行夫､ 近藤東､ 渡辺修三 ､ 阪本越郎､ 左
川 ちか ､ 江間章子､ そ の他 こ の雑誌で活動 した詩人ならび にその 系統の多くの
詩人は､ それぞ れオリジナル の 思考 (ポ エ ジ ー 論) で対象を分解 し､ 再編成す
る詩人だ っ た点で はま っ たく同 一 で ､ 単 一 め観念やム ー ドや ポ ー ズの 詩人の 集
団運動 で はない ｡ l l
1 1 春山行夫 ｢ポ エ ジ ー 論の 出発+ ､ 吟遊編集部編 『詩と詩論 - 現代詩の 出発』 ､ 9頁.
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春山の 上の発言をも っ て ｢詩と詩論+ の運動が有して い た 一 つ の 特徴を即断するの
は危険であ り､ それぞれの個々 の詩人 の位相を充分に検討する こ とは当然必要な こ
とで あると思 われ るが､ しか し､ 少なくとも こうした ｢詩と詩論+ の 詩運動に対す
る見解を自信をも っ て後年に提示で きる ほ ど､ 春山が ｢詩と詩論+ さらにはそれ以
降の モ ダ ニ ズム詩運動で大 きな存在で あ っ たこ と､ また､ その 存在の大 きさ故に ､
春山の詩の 認識が モ ダ ニ ズム詩運動に浸透して い っ たの で はない かとい う こ とは想
像で きるこ とで あ る｡
そ して ､ こう した春山の 日本モ ダ ニ ズ ム詩運動に 与えた影響の大 きさ披､ 春山行
夫の独自の理論的情動だけからくるもの で は なく､ 津正宏が論考 ｢詩史の断層 - 近
代から現代 へ - + の 中で次の よう に説明する ､ 春山行夫の ｢編集者+ と して の 立
場 ､ 換言すれば ､ ｢リライ夕 - + と して の 立場から来るように思 われる｡
『詩と詩論』 全冊 をみ る と､ 巻頭の欄には必ず詩論ない しそれ に準じた論文
(エ ッ セイ) がおかれ ､ そ の後 の欄に詩作品がおかれて い る｡ さ らにその後に
は研究､ 随筆､ 国内の 同時代 の詩 の批評､ 海外の 文学動向の紹介､ 書評 ､ 特集
な どとい っ た ､ 大枠で い え ば､ 批評 と紹介 の欄が続い て い る ｡ も ちろん､ 各欄
は主に欧米の新 しい 詩やそ の 動向を紹介する ため の翻訳を含んで い る｡ こう し
た詩誌 の 組み 方 に み られ る春山行夫の編集の姿勢からうかがえる こ とは ､ 現代
の 詩におい て は詩論が主で あ り､ 作品はそ の 実践の成果で あるとする ､ 詩に対
する彼の考え方 で あ る｡ 1 2
詩誌 ｢詩と詩論+ 創刊時からの同人で あ っ た春山行 対耳､ そ の 第5 冊以降および雑
誌 ｢文学+ にお い て 編集人と して ､ そ して ､ 詩誌 ｢詩法+ ､ 詩誌 ｢新領土+ で は編
集同人と して ､ つ ま り､ 比較文学者で あ ると同時に翻訳学者で あ る ア ン ドレ ･ ル
フ ェ ベ ー ル (Andr6 Lefe v e r e) の 用語 で言うならば､ その 時代の詩学的傾向を創り
12 滞正宏 ｢詩史の 断層 一 近代から現代 へ - + ､ 滞 正宏 ･ 和田博文編 『都市モ ダ ニ ズ ム の奔流
- ｢詩と
詩論+ の レス プリ ･ ヌ ー ボ ー ー 』 (東京､ 翰林書房､ 19 9 6年) ､ 61 1 9(
-
1 0) 臥
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出すこ とがで き る ｢リ ライ夕 - (re w rite r)+ 13として ､ 昭和初期の モ ダ ニ ズ ム詩
運動の中核申な役割を果たした存在で あ っ たの である.
こ の ような観点を踏まえた上で ､ もう 一 度詩誌 ｢詩と詩論+ の場にお ける特徴､
すなわち､ 一 種の ア ナ ー キ ー な様相を呈する様々な詩の理念と方法め共存と､ ｢詩
と詩論+ に おける詩論の 重視を考えて み ると､ そうした特徴 の背景には､ 春山行夫
自身の詩の認識と､ それ を詩誌 ｢詩と詩論+ におい て前面に出しその場の傾向を つ
くり出す こ とがで きるリライ夕 - として の 働きがあ っ たように 思われるので あるo
(3)
｢詩と詩論+ における複数の詩的理念と方法の共存を可能たらしめたも の として
の 第2 の要因は､ 当時の 日本の文学領域に於ける 二 つ の勢力 ､ 即ち､ プ ロ レタリ ア
詩壇 と前世代の詩壇に対 して 団結して 反逆するとい う ｢詩と詩論+ の 同人たちの意
図の申に求める こ とがで きる｡ 当時の詩の領域に於い て ､ プ ロ レタリ ア詩は､ 確固
たる地位を持 つ もの で あり､ 前時代 の詩壇もまた､ 混乱 し､ 停滞 して い たと披い
え ､ 彼 らにあ る種 の権威を持 っ て の しか か るもの で あ っ た ｡ そ の よう な状況 の中
で ､ そ れ らに反逆 しようとする新鋭詩人たちが集結の場を求めるの も当然の こ とで
あ るかも しれない ｡
詩誌 ｢詩と詩論+ の同人たちは､ ま ず､ プ ロ レタ リア詩に対 し､ 詩の ｢政治闘争
1 3 ル フ ェ ベ ー ル の ｢リ ライタ - (r ew rite r) + ある い は ｢リライテ ィ ン グ (r e w riting) + の概念
は､ そ の 著書 Tr a n slatl
'
oD
,
Re w rit)
'
n g & the M anipu]at)
r
o n of Lite r a ry Fa m eの 中で ､ 次の ように説明され
てい る ｡
'T he s a m eba sic
.
pro c e s s of re writing is at w o rk in
.
fJr a n Slatio n, historiogr aphyJ
a nthologiz atio n, cri tic s m a nd editing .
' ｢同 じようなリライテ ィ ン グ の基本的な プロセ ス は ､ 翻訳､ 史料編
修､ ア ン ソ ロ ジ ー 編纂 ､ 批評､ 編集におい ても機能して いる o +(p.9)
'W hethe r they pr odtl C e
tra n slation ,
o r editions ,
m ake the m
their tim e.I
ライタ ー は､
学的傾向の ､
litera ry historie so rtheir m o r e c o mpa ct spin - ofs, r efe r e n c e w o rks, a nthologie s, c riticis m ,
re write r sadapt, m an lPulate the o riginals they w o rk with to s o m e e xte nt, u s u ally to
fitin withthe do min a nt, o r o n e of the do mina nt i de ologic ala ndpo etologic alc u r re nts of
｢翻訳､ 文学史あるい はより簡潔な入門書､ ア ン ソ ロ ジ ー ､ 批評､ 版の どれかを製作する とき､ リ
彼らが扱う原作をある程度脚色し､ 操作 し､ 常に原作をその 時代の 支配的なイデオ ロギ ー 的 ･ 詩
支配的なもの に､ ある い は､ そ の 一 つ に適合させ ようとする ｡ + (p.8)
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の器呉+ か らの ｢分離､ 独立+ を主張する｡ 1 4 こ の ような態度臥 確かに ､ 詩の
芸 ｢術+ 性あ るい は ｢方法+ を第 一 義と し､ 詩の ､ 或い は詩を書くとい う行動の革
新と詩の理論的追求を賞揚した ｢詩と詩論+ の詩人たちと､ 詩を政治と強く結びつ
けようと して い た プ ロ レタリア詩側の根本的な立場の速い から起 こるもので ある｡
マ ル クス ･ レ ー ニ ン 主義に基づ き､ 労働者階級の現状の革命を目的とし､ 政治と
い う現実と強固に結び つ くこ とによ っ て その基盤を形成するプ ロ レタ リア詩の詩観
は､ ｢詩と詩論+ の同人たちの持つ 詩観とは相容れない もので あ っ たで あろう｡ し
か し､ 詩誌 ｢詩と詩論+ の側の プ ロ レタ リア 詩に対する批判を見ると､ 彼らの批判
の対象が､ マ ル ク ス 主義その もの で はない ｡ 15 ｢詩と詩論+ ､ 特に春山行夫の プ
ロ レタ リア詩批判の根底にあ る意識には､ 詩を階級闘争の道具と して用 い る プ ロ レ
タリア詩 へ の 反抗と同時に､ ブ ロ レタ リア 詩人が自己の内面をその単 一 の理念 と方
法によ っ て の み満た し､ それ以外の理論を受け入れない とい う態度に対する批判も
存在 して い たように 思われるo プ ロ レタリ ア 詩人は､ 詩を書くとい う行為を 一 種の
現実を生き る彼らの ｢思想+ と結び つ け､ そ の結び つ きの中に詩の 可能性を見い だ
して い く の に対し ､ ｢詩と詩論+ に於ける見解は､ あくまで も理論そ の も の の中
に､ 換言すれ ば､ 理論を生 き る主体とは分離させ ､ そ の理論の 中で の み可能性を追
求 して い くと い う こ と に主眼 を置くの で あ る ｡ そ れ故に ､ ｢詩と詩論+ の 立場 に
と っ て は､ プ ロ レタ リ ア詩も ､ 民衆詩も､ 或い は彼らの 眼には閉塞的に見えた ｢象
徴主義詩+ も同 じレ ベ ル で批判の対象として捉えられるの で ある ｡
もう 一 つ の 詩誌 ｢詩と詩論+ の 同人がそ の 創刊時に於い て と っ た立場 は､ ｢旧詩
14 薄正宏 ｢詩史の 断層 一 近代から現代 へ - + ､ 滞正宏 ･ 和田博文編 『都市モ ダ ニ ズム の奔流 - ｢詩と
詩論+ の レ スプリ ･ ヌ ー ボ ー ー 』 ､ 9頁｡ 浮に よると､ ｢詩と詩論+ の上の ような主張は､ 第1冊に付けられ
た ｢ 『詩と詩論』 創刊に つ い て+ とい うパ ン フ レ ッ トに記されたものである ｡ 復刻版には､ こ の パ ン フ レ ッ ト
は付されて い なか っ た ため ､ 同書を参照 した｡
1 5 春山行夫は+ ｢詩と詩論+ 第1冊に掲載した論考 ｢日本近代象徴主義の 終憲 一 萩原朔太郎 ･ 佐藤 ～
英両氏の 象徴主義詩を検討す - + (6 6- 8 4頁) における ｢バ ー テ ル ス式分布表+ (7 8頁) の 中で ､ プ ロ レタリ
ア詩を ｢文学以下+ と位置づけたが ､ それに対し二 ､ 三 の 反論があり､ ｢詩と詩論+ 第2冊 (1 9 48年2月) の
批評 ｢ポ エ ジイ とは何であるか 一 高速度詩論 その - - + (22 3- 5 1頁) の ｢註+ において ､ プ ロ レタリ ア詩は
｢ - たびポ エ ジイ によ つ て批判する ときは､ 各々私があの論文に挙げたバ ー テ ル ス式分類表に充分はい る席が
設けてある ｡ 従 つ て ､ 文学 として の プ ロ レタリ ア 詩はそれが善かれてゐるポ エ ジイ によ つ て､ Ego に於てはダ
ダイス ムなりcu biに於ては､ 分離派なりに属す べ きもの である こ とは､ 云ふまでもな い と思ふ｡ こ の こ とは､
日本の プ ロ レタリア 詩人がその 拠りどころとしてゐる ロ シ ア の 詩壇に吟て も正しい と思ふ｡ + (2 2 6頁) と述べ
て い る ｡
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壇とそ の 無詩学的独裁+ を批判するとい うもの で あ っ た ｡ 1 6 こ の ような立場に
は､ 当時の 日本の詩の領域に於 い てイ ニ シ ア テ ィ ブを発揮 し､ 日本の詩をある方向
に導こ うとして い た､ ｢詩と詩論+ の同人よりも前の世代に属す る詩人たちに対す
る反逆精神と､ 当時の 混沌とした停滞状況にあ っ た詩の状況からの脱出を希求する
態度が窺える｡ ｢旧詩壇+ を ｢無詩学的+ で あり､ ｢独裁+ 的で ある と認識するこ
とに よ っ て ､ 詩誌 ｢詩と詩論+ は逆に ｢詩学+ を充実させ るこ とによ っ て ､ ｢詩学
狗+ で あろうとする の で あ り､ その詩に つ い て の様々な理論とそれに基づ い た実践
としての詩作品を､ 開放的に掲載するこ とによ っ て ､ そ の 第1 冊後記に於い て見ら
れる よう に ､ ｢権威機関+ で ある こ とを否定する ｡ つ まり､ 権威的､ 或い は独裁的
な場を拒絶し､ 理論的根拠に基づく結集的な場として成立して い くこ とになる ｡
この ような ｢旧詩壇+ を ｢無詩学的+ で あ ると批判し攻撃す る背景には､ 当時を
含めた ､ 前時代的な過去に於 い て存在した詩の行為と詩作品をラディ カル に 一 括
し､ 裁断する視点が含まれて い るが ､ その視点は過去 の詩の行為と詩作品を実体と
して ､ 且 つ 対象と して客観的に把超するとい う 一 つ の態度に結び つ い て い るだけで
はなく､ その客観的に認識されたも の が現代に於い て は必ず発展的な傾向に移ると
いう詩の行為の進化､ 或い は詩作品そ の もの の 進化 へ の 限りない 信望 によ っ て支え
られて い る の で あ る ｡ そ して ､ 詩誌 ｢詩 と詩論+ の 運動体が有 したこ の よう なラ
ディ カル な側面は､ 本論第1章第1節の未来派に言及 した部分で説明 したように1
｢現在+ から ｢未来+ へ の あくなき志向性そ の もの を ｢攻撃性+ と して ､ あるい は
｢力+ と して取 り入れ ､ 前時代の ｢文学 シス テ ム+ を破壊 し､ 新 しい ｢文学シス テ
ム+ を早急 に構築しようとした こ とと して説明がで きるように思 われる ｡
とこ ろが ､ こ の ｢進化+ に 対す る考え方 そ の も の ､ あ る い は ｢現荏+ から ｢未
莱+ へ の あくなき志向性 その もの を ｢攻撃性+ と して ､ ある い は ｢力+ として ､ 取
り入 れようとする傾向そ の も の は､ 日本に於い て ｢詩+ とい う表現形式が成立 した
当初から存在 して い たとい うこ とは留意 して おく必要があ るかも しれない ｡
進化論的思想は､ 既 に 日本の 明治期におい て ､ 生物学､ 社会学､ 経済学とい っ た
16 ｢後記+ ､ ｢詩と詩論+ 第1冊､ 2 1 3頁｡
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広い 領域に多大な影響を与えるもの と して受け入れられて い た｡ 特に ､ 全自然が進
化して い ると説くダ ー ウ ィ ン の立場に影響を受け､ 社会､ 倫理 の 世界にも進化論を
適応 した ハ ー バ ー ト ス ベ ン サ ー (He rbe rt Spenc e r1820 - 1903) の見解は､ 当
時の 日本の知識階級に絶大な影響力を持つ も のであ っ た｡ そ して ､ こ の ような思想
的傾向は､ 文学領域にも ー つ の 波紋を投げかける こ とに なる. 外山正 一 (1848-
1900) ､ 矢田部良吉(185卜 1899) ､ 井上哲次郎(1855- 1944) とい う､ ス ペ
ンサ ー な どの 進化論思想の洗礼を受けた社会学､ 理学､ 植物学､ 哲学な どを修めた
三 人によ っ て ､ 1882年7月 ､ 『新体詩抄』 が出版された｡
此書 二 載ス ル所ハ ､ 詩 ニ ア ラス ､ 歌 ニ ア ラス ､ 而シ テ之ヲ詩卜云 フ ハ ､ 泰西ノ 『ポ
エ トリ ー 』 ト云り語即チ歌卜詩トヲ総称 ス ル ノ名 二 当ツル ノ ミ
,
､ 古ヨ リイ ハ エ ル詩
ニ ア ラザ ル ナリ17
『新体詩抄』 の ｢凡例+ の中の上 の よう な部分に記されて い るように､ こ こ に 釦 1
て 日本の伝統的な和歌や俳句さらには漢詩な どの領域に ､ ヨ ー ロ ッ パ の ｢ポ エ ト
リ - + とい う概念に基礎を置く ｢詩+ とい う表現形式が､ ｢古+ の 詩的表現を 一 切
切 り離し､ ｢未来+ の 日本の詩的表現と して自覚されたの であ る ｡
進化論に影響をうけた上記三名の学者に よ る ｢新体詩+ とい う概念自体､ 進化論
的な思想を背景に して構成された こ とは､ 外山正 一 の ロ ン グフ ェ ロ ー の 翻訳の 後ろ
に付 けられ た文面における次の ような言葉から明らかで あろう｡
明治ノ 歌 ハ ､ 明治 ノ 歌ナル ベ シ ､ 古歌ナル ベ カ ラ ズ ､ 日本ノ詩ハ 日本ノ詩ナル ベ
シ､ 漢詩ナル ベ カ ラズ､ 是 レ新体ノ詩ヲ作ル所 以ナリ18
1 7 外山正 一 他編 ｢凡例+ ､ 『新髄詩抄』 (東京 ､ 丸屋善七､ 18 8 2年) ､ 凡例1頁o
1 8 前掲書､ 15頁｡
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｢古歌+ ､ ｢明治+ ､ ｢新体+ とい う それ ぞれの言葉を支えて い る ､ ｢過去+ ､
｢現在+ ､ ｢未来+ に対する時間の意識の裏側に臥 さらに 臥 ▲ ｢古歌+ が当然の
ごとく否定され ､ ｢新体ノ詩+ が当然の ご とく正当化されて い る背景に 臥 進化論
的思想とそ こ か らくる ｢攻撃性+ が潜んで い るように思われ る｡
日本における ｢詩+ の表現形式の起点とも言う べ き ｢新体詩+ の成立自体が､ そ
の 背景として進化の概念を含んだもの で あ っ たとい う事実は､ 詩誌 ｢詩と詩論+ が
有する こ とに なる詩の認識を暗示するもの がある｡ 理論を中心に詩の 可能性を探究
する主知的な活動を中核として第 一 段階に置き､ その 実践として の詩を書く行為を
その 第2段階と見なすとい う詩の理論と実践の関係を ｢詩の行為+ の 変革あるい は
｢進化+ とみ る視点､ 理論の より ｢新しい+ 探究の ために 一 つ の 理論に固執する立
場を否定 し､ より多くの 理論を統合し､ より ｢新 しい+ 理論を作り出 し､ その 実践
と して より ｢新 しい+ 詩 を作り出すとい う発想そ の も の 披､ 表現形式で あ る ｢詩+
の 成立か ら現代詩に至 るまで の詩の動きの底流を長い 間ながれ続けて きたも の と深
い 関係に ある と言えるで あ ろう｡
結論的に言えば､ ｢詩と詩論+ の 同人たち､ 特に春山行夫が根底に持 っ て い た詩
的行為に対す る態度とは､ 新 しい 理論を作り出すという主知的な行為と､ 詩を作 り
出すとい う行為を分離し､ 前者を強調す る こ とに よ っ て ､ 詩 の行為の変革と進化を
唱えて い く態度で あ っ た と言う こ とがで きるで あろう ｡ そ して ､ そ の新 しい 理論を
作り出すため に多くの 理論が必要で あ っ た の で あ る ｡ こ の ように考えて み る と､
｢詩と詩論+ の 場に於い て ､ 様々 なヨ ー ロ ッ パ の 詩精神が共存 したとい う意味も理
解で き る｡ つ まり､ ｢詩と詩論+ はあくまで もヨ ー ロ ッ パ 出自の同時代に於ける､
新 しい 詩の理念 を理論あるい は方法と して取 り入れようと した の で あり､ その 理論
を探究す る こ とに よ っ て よ り新 しい 理論を求めようと したの で あ る ｡ こ の ような
｢詩と詩論+ の 意識は､ 確かに多くの 理論を､
`
換言すれ ば､ 同時代に於い て世界的
に存在する理論 を共存さ せ る場を提供 し､ 詩の ｢方法+ の 領域を開拓 したと いう点
に於い て ､ 一 つ の 意義が認 められ るかも しれ ない ｡ しか しこ こ で 問題とな るの が､
そ の場に於い て ､ 理論の根底に存在す る､ 或い は ､ 理論に先立 っ て存在す べ き詩的
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実践というも の が ｢詩と詩論+ に於い て は軽視されたとい う点で ある｡ こ こ に理論
そのもの に対する偏 っ た考え方の負の側面を認めざるをえない の で はない であろう
か｡
つ まり､ こ の ような態度臥 理論というもの が生まれてくる脅景そ の もの を捉え
るこ とがで きな い o 未来派で あれ ､ シ ュ ー ル レ ア リス ムで あれ ､ そう した詩の理念
や方法が生まれてくる背景に 臥 必ずその 理論が生起する風土や歴史に生きた詩人
たちの思想や感情､ さらに は詩的実践が根付い て い る ｡ そう した詩人たちの 生に基
づ く､ 理論に先立 つ 経験や詩的経験は､ 理 論そ のもの だけに注目する意識で 披切り
捨て られて しまう の で ある｡ そ して ､ 理論の根底にあるはずの詩人の詩の ｢こ と
ば+ の 実践は ､ 理論を対象として しか捉え る こ との ない意識で は忘れ去 られて い く
だけで なく､ そ う した詩意識のも とで は､ 本来あ るべ き ｢こ とば+ とそ の主体で あ
る詩人との密接な関係も忘れて い くこ とになるの である ｡
こ の こ とを逆 に考えれば､ 風土や歴史､ あるい は生や経験という詩の根本的要素
と理論を切り離 して しまう こ とが､ ｢詩と詩論+ に於ける諸流派 の共存を可能に し
た 一 因で あ っ たとも言え るかも しれな い o こ の ような態度は､ ｢詩と詩論+ の 同人
たち が､ 如何 に詩を書く の かとい う方法論的な問い に執心 し､ 詩とは何か､ 或い は
詩人とは何か ､ とい う詩 の根本的な認識､ さ らには､ なぜ詩人が詩を書くの か､ わ
れわれにと っ て詩 とは何か､ とい う詩の ｢こ とば+ とそれ を紡ぎ出す主体との 関係
に関わ る問い を立て なか っ たとい う事実からも明らかであ る｡ なぜ ｢私+ は未来派
なの か､ なぜ ｢私+ はシ ュ ー ル レ ア リス ム なの か､ とい う詩的行為の 主体性に関わ
る問題は全く排除され ､ 非主体的なままに 西欧の詩意識が受け入れられ､ 理論から
詩 へ と移る詩の行為だけに焦点が当て られ たの で ある占 そ して ､ 結局は日本の モ ダ
ニ ズム 詩人 たちは､ あ らゆ る種類の詩 の理念や方法を自由に受け入れ る こ とがで き
る詩人 の内面を作り出すの で あり､ それ は愛国主義 ･ 軍国主義とい う理念 をも後に
は容易に受け入れ る基盤 を作 っ たと言 うこ とがで きるであ ろう ｡
とこ ろで ､ 鮎川信夫をは じめ とする ｢荒地+ 派詩人が戦前に於い て ､ 以上述べ て
きたような進化論的な思想が根本に流れ続けて い る モ ダニ ズム詩の 先端で育 っ たと
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いう こ と､ つ まり､ 詩誌 ｢詩と詩論+ をその起点と し､ これまで考察 して きたよう
な詩意識を継承して い く､ 雑誌 ｢文学+ ､ 詩誌 ｢詩法+ ､ 詩誌 ｢新領土+ とい うモ
ダニ ズ ム詩運動の流れに関わ っ て彼らの初期の詩的滴動を進めて い っ たというこ と
は､ 戦後に於ける彼らの詩的活動､ 特に モ ダニ ズム詩批判を考える上で重要な こと
で ある ｡
なぜ ｢荒地+ 派詩人はモ ダ ニ ズム 批判を行 っ たの で あろうかという問い は､ ｢荒
地+ 派詩人たちが､ 戦中､ 或い は戦後に於い て ､ 戦争という現実の中で生き るとい
う こ との困難さを通して自覚した詩の 認識に関わ っ て い る｡ それ は､ モ ダ ニ ズム詩
あるい 紋日本の詩その も の が如何に詩の ｢こ とば+ そのもの と詩人の思想性や生き
るとい うこ とを バ ラ バ ラ なもの に したて きたかとい う詩人の主体性に関わる先銘な
意識に拠るも の と考えて よい かも しれな い ｡ そ して ､ こう した戦争体験によ る詩観
の変化は､ ｢荒地+ 派詩人の 日本近現代詩史を見通すための根本的な視座そ の もの
をも変えて い っ たと思 われ る｡
僕は嘗て 日夏秋之介氏著 『明治大正詩史』 上下 二巻を読み終っ たとき､ 実に
奇妙な印象を受けた覚えがある｡ 『浪漫派』 だ とか 『後期嶺唐派』 とか 『象徴
主義』 と い ふ流派 の 移り変りがめま(.. る しく説明して あ るの だが ､ 最も重要な
何かが抜けて ゐ るの で ある ｡ 僕はわが国の 詩の 不具性を､ こ の書物ほどみ ごと
に表は して ゐ る例 を知 らない ｡ で は何が抜けて ゐ るの か｡ それは思想だ､ とい
ふ こ とはたやすい ｡ だが､ 『思想 だ』 と云 っ た瞬間に､ 沈黙する人は極めて少
い ｡ そ して 無益無用 の注釈をだらだらと述べ て 安心する だけだ｡ さう した悪習
の伝統が目に見えずに続き､ 戦争に よ っ て根本的な欠陥を暴露して しま っ たの
かもしれ ない ｡ 1 9
｢荒地+ 派詩人 による モ ダ ニ ズム詩批判 の発端に なっ た北村太郎の ｢空白はあ っ
1 9 北村太郎 ｢空白はあ っ たか+ ､ ｢孤独 へ の 誘い + ､ ｢純粋詩+ (1 9 47年3月) ｡ 吉本隆明編 『現代
詩論体系』 第1巻に再録 (東京､ 思潮社､ 1 9 80年) ､ 2 6-3 2(2 6-27) 質.
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たか+ に おけ る上の言表には､ 戦後の ｢荒地+ 派詩人の 日本近現代詩史を見通すた
めの根本的な視座が明確に存在して い ると言えるで あろう｡
上の記述で 言及されて い る日夏耽之介の 『明治大正詩史』 は ､ 明治､ 大正におけ
る近代詩の動向を探 っ た､ 現在で も日本の近代詩史を考える‾上で は欠かせ ない 基本
的な書物で あ る o 『明治大正詩史』 は ､ 最初､ 上巻が昭和4年1月に､■下巻が同年
11月 に新潮社から出版され､ 昭和1 1年8月に披普及版 (新潮社) が刊行された｡ さ
らに ､ 三巻からな る改訂増補版 (巻ノ上昭和23年1 2月､ 巻ノ 中昭和24年5月 ､ 巻ノ
下昭和24年1 1月) が東京創元社から刊行された｡ 北村太郎が読んだと思われるの
は､ 昭和4年刊行 の 『明治大正詩史』 か､ ある い は昭和1 1年の普及版 の どちらかで
あろう｡ 筆者の 手元にあ るの は改訂増補版の第四版 (昭和46年発行)であるが､ そ
の ｢巻ノ上+ に ある ､ ｢昭和三年十 一 月七日+ の 記載をも つ ｢明治大正詩史序+ に
は､ 次のよう な こ とが書かれて い る｡
明治大正新詩発達の回顧は､ 一 面稀世の大詩家の存せ ざり しが故の寂参感とと
もに､ 二 千 五百年間の 文学史上かつ て 存せ ざり し新感情新詩趣の鮮ら しき形式
に於ける誕生とそ の踏舞とを目の あ たりにする事によ り､ 預言的なる日本民族
の芸術 の処女地の 開拓が､ 全 く新らしき文学価を近き将来 に於て もたらし来る
で あろう漁噂を味ははしめ る ｡ 2 0
こ こ で 日夏秋之介は ｢日本民族 の芸術の処女地の開拓が､ 全く斬ら しき文学価を近
き将来に於 い て もたら し来るで あろう+ とい う展望の もとに､ ｢草創前期+ ､ ｢草
創後期+ ､ ｢浪漫前期+ ､ ｢浪漫後期+ ､ ｢頼唐初期+ ､ ｢象徴前期+ ､ ｢大正浪
沌詩壇+ ､ ｢大正摂政時代+ な ど､ 様々 に ｢色分 け+ され た時期 に隆盛衰微する
種々 の詩の 展 開 を､ 光栄ある ｢踏舞+ と して認識して い る o そ して 一 方で そう した
20 日夏秋之肋 『明治大正詩史』 第1巻､ 第4版 (束束､ 東京創元社､ 19 7 1年) ､ 1頁｡
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視点と対照的なの が ､ そ の ｢踏舞+ に対して ｢最も重要な何かが欠けて ゐ る+ と感
じ､ さ らに はそ の ｢不具性+ を見て い る ､ 北村太郎の先の発言に象徴されるよう
な､ 戦後の ｢荒地+ 派詩人の視点で あろう. こう した日本の ｢詩+ の伝統が 一 体何
を意味して い るの かという問題臥 当然､ ｢詩+ がい わゆる進化して い く過程にお
い て問われなければならない もの で あ っ たが､ それが問われたの は第二次大戦後の
｢荒地+ 派詩人 による モ ダ ニ ズ ム詩批判におい て であ っ た ｡ この 点に関して本論文
第2章第2節で議論する ｢荒地+ 派詩人による戦争責任論を基軸に したモ ダ ニ ズム
詩批判臥 日本の ｢詩+ が歩んで きた歴史全体に対する批判的な視野も含まれて い
る と言う こ とが で きるで あろう｡
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第1車第4節
｢荒地+ 派詩人 の 戦前 の晴動 - 鮎川信夫の廃合 -
本章本節で 臥 第1章の第2節および第3節で明らかにな っ たと思われる日本の
第二次大戦前 における詩的風土の中で ､ ｢荒地+ 派詩人がどの ように､ 彼らの戦後
における詩的創造の本質､ 即ち､ 自らの 実存的な基盤に基づ い て 詩的言語を紡ぎ出
すとい っ た創造行為に通 じる基盤を築き上げて い っ たの かという問題を､ 戦後 ｢荒
地+ 派詩人による運動の理論的支柱になるだけで はなく､ 指導的役割も果たすこ と
になる鮎川信夫を中心にして ､ 戦前に おける ｢荒地+ 派詩人たちの活動の 実態を明
らかに しなが ら考察して み た い o ｢荒地+ 派詩人の戦後の 主体的な詩的行為乱 戦
後の彼ら自身によ る モ ダ ニ ズム詩批判や戦争責任論の展 開を経て より確固たるも の
と して深め られ るもの で あるが､ こう した戦後の批判的活動の根拠とな っ た日本の
モ ダ ニ ズム 詩に対する懐疑や批判的な視点は､ 第二次大戦前に既に彼らの 詩的精神
の中に ､ 明確 にで はない に しろ､ そ の 萌芽は存在して い たと思われる. 自分自身の
こ とばで現代と い う時代 に生 き る自己の た め に詩を創造したい ､ とい う詩に対する
主体的なひ と つ の願望があ っ たからこ そ ､ ｢荒地+ 派詩人 臥 ｢自己+ の 為にで は
なく ｢国家+ の ために自己 の こ とば を変質さ せ歪曲させて ､ それ を紡ぎだすという
詩的行為に対して拒絶感を抱い たの で あり､ こう した戦中にお ける日本の詩人たち
の詩的行為の中に ､ 詩的主体の実存的基盤 の脆弱さを読み とり､ 戦後､ 彼らはモ ダ
ニ ズム詩に対 して完全 に決別 して い く態度を提示するの であ る ｡ しかし､ こ の 主体
的な詩的行為を明確に意識させ たの 臥 皮肉に も､ ｢戦争+ とい う彼らを取り巻く
閉塞的な状況 で あ っ た ｡ 自我 の拡充を目指 し､ 創造宿為 へ の ､ 詩を作る こ と へ の あ
くなき願い を持 っ た若き日の ｢荒地+ 派詩人たち比､ どの ように戦争とい う外的な
抑圧下 にお い て ､ 自己自身の詩的行為を省察する こ とによ っ て ､ 主体的な詩の こ と
ばを捉えて い っ た の で あ ろうか ｡ それ は､ ｢荒地+ 派詩人に と っ て は､ 戦前にお い
て彼らが獲得した モ ダニ ズム 詩的な ｢こ とば+ を完全 に失っ て いく過程で あ っ たと
言う こ とがで き る かも しれな い ｡
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(1)
鮎川信夫 (本名 : 上村隆 一 ) 駄 犬正9(1920)年8月23日､ 父､ 上村藤著､
母､ 幸子 ､ ともに福井県大野郡出身の 両親の長男として､ 東京 ･ 小石川 ･ 高田豊川
町に生まれた｡ 1
大正9年と い えば､ ドイ ツ､ フ ラ ン ス を経て 日本に亡命して きたロ シ ア未来派の
詩人 で もあ り画家で もあ っ た ブル リ ュ - ク Pavi d Burhuk, 1882- 19 62)を招い て ､
｢ロ シ ア 未来派展覧会+ が日本で 開催された年で あ る○ 千葉宣 - の 言葉を借りれ
ば､ ｢ロ シ ア 未来派展+ におけ る ｢五 0 0余点に及ぶタ ブ ロ ー の ､ 原色と黒の ダイ
ナミ ッ クに交錯 した異様な色調 の戦懐美臥 新時代の芸術を待望し､ 未来派を始め
とする ヨ - ロ ツ パ の ア ヴァ ン ギャ ルデ イ ス ム へ の 幻想と期待を､ 従来､ 断片的な文
献 ｡ 情報を通 して抱い て きた若 い世代 に ､ カ フ ェ イ ン的衝撃を与え+ たの で あ る
が2､ こ れ以後､ 未来派､ ダダイ ズ ム ､ シ ュ ル レ ア リス ム ､ 表現主義など 一 般に モ
ダニ ズム と称され て い る芸術運動の 理念と方法が ､ 近代化が進む ｢東慕+ を中心 に
移植され育て られて行く こ とに なる｡ 神原泰が､ 大正10 (192 1) 年1月 に開催さ
れ る ｢神原泰第1回個人展覧会+ の ために ､ ｢第1回神原泰宣言書+ を執筆したの
も､ 大正9年で あ るo ｢画家よ去れ画論家よ去れ! 芸術は絶対に自由なり｡ 詩も
なし､ 絵画も なし､ 音楽もな し､ 有るもの は唯 一 つ の創造の み . 芸術は絶対に自由
なり ｡ 其 の様式 の 自由も亦絶対なり､ 神経も理知も感覚も音も香も色彩も光も欲望
も運動も圧力も 一 更 らに総て の も の ゝ 最後と して真実の 生命そ の ものも､ 一 物と し
て ､ 芸術の 内容 たり樽ざ るは無く ､ 如何なる素材も､ 如何なる様式も､ 創造の 途 に
1 本論文における鮎川信夫の史実に関しては ､ 牟礼慶子 『鮎川信夫 一 路上の たましい - 』 (東京､ 思潮
社､ 1 9 9 2年) ､ 特にそ の巻末に付された ｢鮎川信夫年譜 (1 92 0- 1 9 8 6) + を参考にした｡
2 千葉宣 - ｢ア ヴァ ン ギャ ル ド詩運動と大正詩の崩壊 - 未来派の 詩的動態を中心 に - + ､ 3 2 7乱
9 8
巌 加
第1章第4節 ｢荒地+ 派詩人の戦前の活動
無用 なるもの な し+ とい う内容を第1条に掲げた ｢第1回神原泰宣言書+ は ､ ｢ロ
シア未来派展覧会+ の影響から書かれ たも の で あ っ たo 3 こ のように若い世代の
詩人たちがヨ ー ロ ッ パ の 前衛運動に自己を没入させて い っ たの に対して ､ 前世代の
既成詩人たちが中心となる､ 大正詩壇の 公 器的存在にな っ た詩雑誌 ｢日本詩人+
(大正10年10月 - 15年11月) が創刊されたの 臥 その翌年の 大正10年で あ っ た｡ さ
らに､ 日本の プ ロ レタリ ア 文学時代の始まりと 一 般的には考えられて い る雑誌 ｢種
蒔く人+ (第 一 次 : 大正10年2月 - 4月 ､ 再刊 : 大正1 0年1 0月 - 12和 月) が東京
で創刊されたの も ､ 鮎川信夫が生まれた翌年の大正10年であ っ た｡ こ の ように鮎川
信夫が生まれた大正9年臥 そ の 後､ ｢東京+ を中心に展開される詩の こ とばの騒
乱の時代の幕開けを予感させ る時で あ っ たの で あるo そ して ､ こう した様々な詩人
の意図や西欧出自の思想に基 づ い た詩 の こ とばが飛び交うこ と･にな る東京に ､ 関東
大震災が起こ っ たの 臥 大 正1 2(1923)年9月で あり､ その 時､ 鮎川 披3歳であっ
た ｡
東京の 大半を壊滅状況に陥らせ た関東大震災の起こ っ た大 正1 2(1 92 3J)年臥
｢荒地+ 派詩人 に と っ て 一 つ の大 きな意味を持 っ た年で ある と言う こ とがで きる｡
戦後の ｢荒地+ 派詩人 の主要なメ ン バ ー のひ とりになる田村隆 - が､ ｢荒地+ 派詩
人の若い時代の こ とに つ い て 実証的に回想を交えながら語 っ た貴重な著書 『若い荒
地』 は､ その ｢ 一 九二 三年+ と題する牽から始まっ て い る｡
一 九二 三 年(大正十 二 年) の 三 月 の あ る朝､ ぼくは東京の大塚
■
に生まれた｡
そ の 半年後､ 関東大震災に よ っ て ､ 東京の 旧市内の 大半は壊滅する｡ 一 九二 三
年の 詩的状況はどうか.? そ の 前年の 二 二年､ ム ッ ソリ ー ニ が フ ァ シス ト内閣
をつ く っ た年に ､ T ･ S ･ エ リオ ッ トの 詩集 『荒地』 が刊行され､ ライナ ー ･
マ リ ア ･ リル ケ をは じめて 日本 に紹介 した森鴎外が死去｡ 二 三 年､ ヨ ー ロ ッ パ
3 古俣裕介 『< 前衛詩> の時代 一 日本の 1 920年代 - 』 ､ 2 1頁､ に引用されて い る ｢第1回神原泰宣言
書+ を参照した ｡
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の放浪生活からかえ っ て きた金子光晴が 『こ がね轟』 を､ 高橋新吉が 『ダダイ
ス ト新吉の詩』 を刊行o 草野 心平､ 中華民国広州の嶺南大学に留学中｡ 岡本
潤､ 川 崎長太郎､ 壷井繁治､ 萩原恭次郎が詩誌 『赤と 熟 を創刊 ｡ 村野四郎
は､ 慶応大学の経済学部の学生で あ り､ 西脇順三郎はオ ッ クス フ ォ ー ド大学で
中世紀英文学を専攻して い たo 北園克衛臥 こ の年から詩 ･ 絵 酎 演劇の前衛
運動に加わるo 鮎川信夫は東京小石川で 三才､ 北村太郎披浅草で - 才､ 木原孝
一 は本所で - 才 ､ 三 好豊 一 郎は八王子で 三才､ 中桐雅夫披神戸で 四才､ 黒田三
郎は鹿児島で 五才 ､ ぽくは0才｡ 吉本隆明は母 の胎内にあ っ た｡ 4
鮎川信夫が誕生 した大正9年に予感された日本に 剖ナる新しい詩の ｢こ とば+ の 種
子が､ 三 年後 の関東大震災の起こ る大 正12年には､ 徐々に成長し つ つ あ っ た こ と
臥 上記の 田村隆 一 の 文章から明らかで あろうo そ して ､ まだ幼少で はあ っ た とし
て も､ 関東大震災がもたらした荒廃 の地で あ ると同時に､ 新 しい 詩の ｢こ とば+ の
地で もあ っ た ｢東京+ を中心 に､ あるい はそ こ か ら広がる ｢日本+ という土壌に､
後に ｢荒地+ 派 を形成す る主 要なメ ン バ - が､ すで に こ の とき､ ｢小さな生命+ を
は()くんで い たと い う こ とは重要な こ とで ある と思われ る｡
鮎川信夫の 父親 臥 早稲田大学英文科と日本大学政経科を苦学 して卒業後､ 大正
13年､ 1 4年頃から､ ｢向上の友+ ､ ｢村を護れ+ な どの 青少年向けの修養機関雑
誌の編集発行 の仕事を自宅で行 っ て い て ､ そ の こ ともあ っ て ､ 鮎川が文章を書き始
めたの はとて も早 い 時期で あ っ た ｡
私 がも の を書きは じめたの は ､ 小学校六年生 の頃からであ る｡ 詩は書い たこ
とがなく､ も っ ぱ ら子供を主人公に した短かい ス ト エ リ ー ー 風の 作文を書い て い
たo たま たまそ の 一 つ が父に発見され ､ 当時父が編集発行 して い や駅売りの 旬
刊誌 『ほが らか』 とい う薄 っ ぺ らい 四六倍判の雑誌に掲載された こ とがある｡
田村隆 一 『若い 荒地』 (東京､ 思潮社､ 19 68年) ､ 9頁｡
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藤原隆 一 と い う筆名で ､ 妹の章子 の挿絵が つ けられて い た｡ 5
良きにしろ悪 しきにしろ ､ ｢もの を書く+ とい う行為ための外的環境が整 っ て い
た鮎川信夫臥 その後も ､ しばしば改題を繰り返す父親め雑誌の編集を手伝い なが
ら､ 原稿を書かされて い たようであるo こ の ような少年時代における家業の雑誌編
集の 手伝い を通 して ､ 鮎川信夫臥 すで に､ ｢書く+ とい う行為の主体にか けられ
る外圧と､ そ の外圧 を生み出して い る時代的な閉塞を､ 少年期独特の好奇心旺盛な
眼で 目撃し､ 自らの膚で感 じて い た ｡
当時で も検閲はきびしい も の で ､ 注意されたり削除されたりする こ とがよく
あ っ た o まだ中学生だ っ た私 にと っ て ､ 時々警官が配達してくる ｢記事差止+
の 通知書をの ぞくの 臥 ス リリ ン グなたの しみ の 一 つ で ､ こ の世の 裏側で何が
起 っ て い るかを空想する手がかりを与えてくれた｡ 6
｢書くこ と+ に対 して こ の よう に早熟で あ っ た鮎川が､ ｢投書雑誌などで他人の詩
を読み ､ こ う い うも の な らおれ に も書けそう だ､ (･ らい の気持ちで+ ､ <詩を読む
こ と > と < 詩 を書く こ と > に興味を覚えた の は ､ ｢中学の - ､ 二 年 の 頃+ で あ
るo 7 鮎川信夫が詩の ｢こ とば+ に赴 い た背景に は ､ こ れ から始まる激動の 時代
の 暗い 楚音を象徴する2 I 2 6事件に ｢異常な関心+ を抱かざるを得なか っ た環
5 鮎川信夫 ｢最初期詩篇に つ い て の 感想+ ､ 『鮎川信夫』 ､ 新選 ･ 現代詩文庫 1 0 1(東京､ 思潮
社､ 1 9 7 7年) ､ 1 0 0-4 4(1 0 ト0 2) 氏
6 鮎川信夫 ｢小自伝+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第8巻､ 近作 (東京､ 思潮社､ 1 97 6年) ､ 2 9 5_ 2 97(2 9 6
)頁｡
7 鮎川信夫 ｢現代詩との 出合い + ､ 『鮎川信夫著作集』 第2巻 ､ 詩論 (東京､ 思潮社､ 19 73年) ､
33 7-5 1(3 3 7) 頁｡
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境8､ ｢青少年向きの修養雑誌+ を出 し､ ｢自由思想を嫌 っ て い た+ 父の ｢骨肉と
か郷土とかに根ざした+ 農本主義的な思想の 下で の家庭生活9､ さらには､一 教室の
中に ｢大和魂+ が介在してくる学校生清な ど､ 鮎川信夫を取り巻く当時の現実が
あっ たように思われ る｡ 何処に行 っ て も自己が徐々に抑圧されてくる状況の中で ､
鮎川信夫は､ そ こ なら安全だとい うふうに ､ 詩の ｢こ とば+ に赴 い て い っ たので は
ない で あろうか｡ 仲間の 少年達との ｢隠れ んぼ+ 遊びで ､ ｢はとん ど天才的な霊感
によ っ て ､ こ の 上 もない 隠れ場所+ 10を発見したように､ 鮎川信夫は､ ｢詩+ を自
己の隠れ場所と し､ そ こ に ｢感性的な解放+ 11と しての ｢人にかくれた少年の ひそ
かな遊び+ 12を求めようとしたの で はない で あろうか｡
その ｢人 に か くれ た少年の ひ そかな遊び+ の中で ､ 鮎川信夫が出会 っ たの は､ 生
田春月と萩原朔太郎で あ っ た｡
それ から､ - ､ 二 年は ､ 無我夢中だ っ たとい っ て よ い o で たらめ に読み､ で
たらめに書 い て い た｡ 手あたり次第､ 有名人に感心 し､ 少しずつ その真似をし
て よろこ ん で い た. 人にかくれ た少年の ひ そ かな遊びに すぎな中っ たが ､ むろ
ん､ 詩ばかり読んで い たわけで はな い ｡ 小説もずい ぶん読んだ｡ しかし､ 小説
は､ い く ら面白くて も､ ただそ れだ けで ､ 持続的な感銘を受けるとい うような
こ とはなく､ たい て い 読み捨て で終わ っ た｡
8 鮎川信夫 ｢小自伝+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第8巻､ 2 9 6頁｡ ｢小学校五 ､ 六年頃住んで いた大久保百
人町の家は､ 建坪が百五十坪もある大きな家であ っ たから､ ニ暗んお部屋全部を人に借して い た ｡ 二 ･ 二 六事
件の 山口 一 太郎が そ の 一 つ を事務所として使用 しており､ い わゆる青年将校が集ま っ て は高級な酒を飲み ､ 気
焔を上げたりして い た｡ そ んな関係から､ 二 ･ 二 六事件が起 っ たとき､ 私は中学二 年であ っ たが ､ こ の事件に
異常な関心を抱い た｡ +
9 鮎川信夫 ｢凌霜の 人+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第8巻､ 1 7 6- 7 9(1 7 7- 78) 頁o また ､ 鮎川の 権力や外
圧に対する嫌悪は､ 父 の影響が大きい と思われる｡ ｢外面的には温和な人格者だ っ たが､ d ictato r の 完全な見
本の ような人物で あ っ た ｡ /私の 考え方感 じ方は ､ 少年の 頃からほ とん ど こ の 父に抵抗する ようなかたちで
育 っ て い っ た｡ そ れゆえ､ 大学の 予科に入る頃にはフ ァ ツ シズ ム に対する嫌悪な どは ､ 放 とん ど生理的なも
の ､ とい っ て い い ほ どにな っ て い た ｡ そ の意味では ､ 父 の影響は絶大であ っ た｡ + 鮎川信夫 ｢ ｢戦中手記+ 後
記+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第7巻､ 戦中作品 (束京､ 思潮社 ､ 1 9 7 4年) ､ 2 9 3-3 0 6(3 0 4) 頁｡
10 鮎川信夫 ｢隠れ場所+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第8巻､ 60-6 2(6 0) 頁｡
1 1 鮎川信夫 ｢最初期詩篇に つ い て の 感想+ ､ 『鮎川信夫』 ､ 10 4頁｡
12 鮎川信夫 ｢現代詩との 出合い+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第2巻､ 3 37責｡
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そう した私 の少年時代の と りとめの ない 耽美的乱読癖にとどめをさ したのは
萩原朔太郎で あ っ た o 棲色した新潮文庫の薄い 一 冊が､ 当時の私の 心に惹き起
した驚惇は､ たとえようもない ほ どだ っ た｡ 私 はたちまち､ 朔太郎の詩句に特
有な病的感覚の魅力の とり こ とな っ て しま っ た. 三 日に 一 つ (tl らい の わりあい
で朔太郎ばりの詩を書き､ 朔太郎の ような詩人になりたい と念願した 0 13
こ の 引用 は､ エ ッ セ イ ｢現代詩との出合い+ の中で ､ 自己の詩的経歴 の最初期に つ
い て鮎川が回想して い る部分で ある｡ 萩原朔太郎から受けた詩的影響につ い て は､
他の エ ッ セイ の中で も鮎川自身によ っ て言及 されて い る｡ 1963年に善かれた評論
｢朔太郎考+ に は､ ｢萩原朔太郎の影響を受けたの は､ 十三 ､ 四の 頃だ っ たと思
う+ 14とある｡ 評論 ｢西脇順三郎+ の中で も ､ 西脇の 詩の ｢こ とば+ に衝撃を受け
る前に ､ ｢中学 二年で萩原朔太郎の詩集を手にし1 衝撃を受けた+ 15と語 っ て い
る｡ こ の こ とか ら､ 鮎川信夫が中学2年の頓に､ 萩原朔太郎の詩に対 して大きな関
心を持 っ て い た こ とは明らかであろう｡ また､ 評論 ｢西脇順三郎+ に は､ ｢中学1
年の頃､ 私 は生 田春月の詩が好きで ､ も っ ぱら春月ばかり読んで､ その 感傷性にお
ぼれて い た+ 16という記述から､ ｢耽美的乱読+ を しながらも ､ 鮎川 はあ る種の詩
へ の 噂好 をも っ て ､ 中学1年の頃から､ 詩を読んだり書い たり
､
して い たと推測する
こ とがで きるで あろう｡
｢詩に興味を覚えるき っ か けを作 っ たの が朔太郎だ っ たと言 っ ても ､ 私 の場合､
過言で はな い+ 17と強調する鮎川は､ 評論 ｢現代詩との出合い+ では ､ 朔太郎の詩
集 『月 に吠える』 の中にある詩作品 ｢地面 の底に病気の顔+ の 全詩行をひ きなが
13 前掲書､ 3 3 7頁｡
14 鮎川信夫 ｢朔太郎考+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第4巻､ 詩人論 (東京､ 思潮社 ､ 1 9 74年) ､ 72- 77(
7 2)頁｡
1 5 鮎川信夫 ｢西脇順三郎+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第4巻､ 詩人論､ 8 2-8 6(8 2)頁｡
1 6 前掲書､ 8 2頁o
1 7 鮎川信夫 ｢朔太郎考+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第4巻､ 72頁｡
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ら ､ ｢どう して こ の ような詩が､ 少年の 心 を捉えて はなさの か っ たの かわか らな
い+ 18と言 っ て い るが ､ エ ッ セイ ｢朔太郎考+ で は､ 朔太郎の鮎川自身に与えた衝
撃に つ い て ､ 鮎川 が村野四郎の言葉を借りて分析して い る箇所がある0
昨年､ 『無限』 12号で萩原朔太郎の特集をした｡ その中の座談会 ｢萩原朔太
郎の世界+ で村野四郎が ｢今も病理学的という話がで たけれ ども､ やはり子供
心に も､ 人体解剖図など見せ られる と､ 非常にシ ョ ッ クを受けるで しよう ｡ あ
あい うもの からく る､ あばかれた人間の秘密とい っ たもの に近い シ ョ ッ クをま
ず受けたな+ と語 っ て い るが､ 私 の 場合 の衝撃もそれ に近か っ たような気がす
る. 1 9
鮎川信夫は､ 萩原朔太郎の詩集 『月 に吠える』. の中で､ 特に当時､ 彼に新鮮であ っ
た詩と して ｢地面 の底の病気の顔+ ､ ｢竹+ (二篇) ､ ｢蛙 の 死+ ､ ｢春夜+ ､
｢猫+ ､ ｢く さ っ た蛤+ ､ ｢愛憐+ ､ ｢恋を恋する人+ の 9篇の諸詩を挙げて い
る ｡ その 中で も ､ 上 の 引用 にあ るような ｢衝撃+ は､ 次の ような詩句に見られ る､
生命あるも の が本来隠して い る部分､ そ れ故に グ ロテ ス クで エ ロ ティ ッ クな部分が
暴かれた こ と に対する 一 種 の 反応で あると考えられる｡
地下に は竹 の根が生え､
根が しだ い に はそらみ ､
根の 先より繊毛が生え､
かすかに けぶ る繊毛が生え､
かすかに ふ るえ｡ (｢竹+ より)20
こ の 蛤は非常に憶障れて ゐ るの で あ る｡
1 8 鮎川信夫 ｢現代詩との 出合い+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第2巻､ 3 3 8頁｡
1 9 鮎川信夫 ｢朔太郎考+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第4巻､ 7 2責｡
2 0 萩原朔太郎､ 三好達治選 『萩原朔太郎詩集』 改版(東京､ 岩波書店､ 1 98 1年) ､ 8 0-8 1(80) 頁｡
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み れば(> にや そにや した内蔵がくさりかかつ て 居るらしい ､
それゆゑ哀しげな醜かたになると､
青ざめた海岸に坐 つ て ゐて ､
ちら､ ち ら､ ちら､ ちらとくさ つ た息をするの で すよ｡
(｢くさ つ た蛤+ よ り)
‾
21
生命､ 人間､ あ るい は人生に対して､ ｢漠然たる畏怖の念とともに好奇心をあわせ
持ち+ 22､ そ の 内部や内面､ あるい は隠れた部分を知りたい とい う少年の欲求とは
対照的に､ 外圧 に悩まなければならない 少年の 一 時期に臥 確かに､ 朔太郎の詩は
独特の魅力があるかもしれない o そ して ､ それ 臥 人間の性に対する欲望へ 結びつ
い たときに 臥 少年の官能を目覚めさせ るこ とになるの かも しれない ｡
こ こ には つ りがね草がくびをふり､
あそ こ で は クん どうの 手が しな しなと動い て ゐる､
ああわた しは しつ かりとお前の乳房を抱きしめる､
お前はお前で 力い つ ぱい に私 の からだを押 へ つ ける ｡
さうして こ の人気の ない 野原 の 中で ､
わたしたち は蛇の やうなあそ び を しよう､
ああ私 は私 で きりき りとお前を可愛が つ て やり､
おま へ の美 しい 皮膚の上 に青い草の葉の汁をぬり つ けて やる ｡
(｢愛憐+ より)23
わたしはくちび る に べ にをぬ つ て ､
あた らしい 白樺 の幹に接吻した､
よ しんば私 が美男で あらう とも､
わた しの 胸に は ごむまクの やうな乳房がない ､
わた しの 皮膚からはき必の こま かい粉おしろ い の に ほひ が しない ､
21 前掲書､ 1 3 4-34 (13 5) 頁｡
2 2 鮎川信夫 ｢朔太郎考+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第4巻､ 7 4乱
2 3 萩原朔太郎 『萩原朔太郎詩集』 ､ 1 4 0- 4 1(4 1) 乱 斜体字の 部分は ､ 参照した原文におい ては傍点
が付されてい る ｡
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わたしは しなびき つ た薄命男だ､
ああ ､ なん とい ふい ぢら しい 男だ､
けふの か(tl は しい 初夏の 野原で ､
きらきらする木立の中で ､
手に は空色の手ぶくろをす つ ぽりとはめて み た､
腰に は こ るせ つ との やうなもの をはめて み たo
襟には襟お しろ い の やうなもの をぬりつ けた ､
かう して ひ つ そりと し凌をつ くりながら､
わた しは娘たちの するやう に､
こ こ ろもちくび をかしげて ､
あたら しい 白樺の幹に接吻した､
くちびる に ぼらい ろの ベ にをぬつ て ､
まつ しろ の 高い樹木に つ がり つ い た｡ (｢恋を恋す る人+)24
｢こ の 世+ の 裏側で何が起 こ っ て い るの か､ 生命の 隠れ た部分がどうな っ て い る の
か､ そ して ､ 人 間 の内側がどうな っ て い るの か､ とい っ た問い を常に持ちながら､
世界を拡大 して い こ うと する少年鮎川 臥 後にそ の 眼を自己と､ ｢感性的な解放+
の ための ｢詩+ そ の も の の 世界 に向ける こ と にな る ｡ 詩の 世界の内側が 一 体 どう
な っ て い る の か ､ とい っ た関心 をも っ て詩を読む鮎川の 眼は ､ 当然､ 一 つ の 詩的世
界に と どま っ て はい ない ｡ かく して ､ 萩原朔太郎の詩句から受けた影響は､ ｢比較
的短期間のうちに+ ､ 鮎川信夫の 心の 中から消え去 っ て しまうの で あ る ｡ 25 とい
うの も ､ 鮎川 は西脇順三郎の詩に接 して ､ ｢それまで に知 っ て い た詩の 世界とは､
全 く別種の詩 の世界にふれ るオ ドロ キを味わ っ + て しまう からである｡ 2 6
西脇腰三郎の詩の世界は､ 鮎川 に と っ て ､ ｢じめ じめ した朔太郎の 日本的な掃情
の 世界とはちが っ て ､ 明る く透 明な ､ 異 国的感覚に あふれ た拝情の世罪+ で あ っ
2 4 前掲書､ 1 4 2- 4 3頁｡ 斜体字の部分は､ 参照した原文におい て は傍点が付されている ｡
25 鮎川信夫 ｢朔太郎考+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第4巻､ 7 2乱
2 6 鮎川信夫 ｢西脇順三郎+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第4巻､ 8 2頁｡
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た ｡ 2 7
天気
く つ が へ
(覆され た宝石) の ような朝
何人か戸 口 にて誰かとさ ゝ やく
それは神 の誕生の 日 ｡ 2 8
西脇の 詩集 『Amba r v alia』 の ｢ギリシ ア 的掃情詩+ とい う総題を有 した冒頭の詩
作品 ｢天気+ を読み ､ ｢どんな朝ともちが っ たまぶ しい 朝､ 見なれぬ神をむかえた
オドロ キ+ と ｢啓示 を受けたような+ 感じを受け取 っ た少年鮎川が､ 西脇順 三郎の
詩句に触れた の は､ 中学3年の頃で あ っ た｡ 2 9 世界を拡充しようと試み て い た鮎
川信夫が､ 西脇 の詩の世界に ､ ｢日本+ とい う土壌に縛られた日本的感性からな る
詩とは違 っ た ､ ｢明る い ､ エ キゾテ ィ ッ クな感覚の詩の美 しさ+ を見出し､ それに
魅惑されたの は当然で あ っ たかも しれ ない ｡ 3 0 というの も
一
､ 鮎川が目指して い た
｢感性的な解放+ は ､ 自己の 周りにある 日本的なもの からの解放をも意味 して い た
からで あ る｡ あ らゆる日本的なもの か ら解放されたい という希求は､ 西脇の詩の世
界に存在す る ｢異国+ 的なもの へ の 憧れ へ と転 じて い く｡ そ れは空間的に ｢日本+
から脱 し ｢異国+ にありた い とい う願望に繋が る｡ 鮎川 が西脇の詩に惹かれたの
披､ それ だけで はなか っ た｡ 西脇の詩の世界にある詩的世界の純粋性､ ｢薄暗い と
こ ろから､ い きなり日光の 戸外に つ れ だされ たようなとま どい+ を感 じさせ る ｢明
るく透 明な､ 異国的感覚にあふれた拝情+ 性は31､ 暗く閉ざされ抑圧された現実か
27 鮎川信夫 ｢現代詩との 出合い + ､ 『鮎川信夫著作集』 第2巻､ 3 3 9頁｡
2 8 西脇順三郎 『西脇順三郎』 ､ 現代詩文庫1 0 1 6(東京､ 思潮社､ 1 9 7 9) ､ l o貞o
2 9 鮎川信夫 ｢西脇順三郎+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第4巻､ 8 2-8 3頁o
3 0 前掲書､ 8 2頁｡
3 1 鮎川信夫 ｢現代詩との 出合い + ､ 『鮎川信夫著作集』 第2巻 ､ 3 3 9頁｡
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ら鮎川の感性を上昇さ せ る こ とによ っ て解放させ るの に､ あまりに も魅惑的で あ っ
たの
･
であるo つ まり､ 鮎川 臥 西脇順三郎の詩を読む こ とによ っ て＼ 自らの感性を
空間的に横 の軸で解放する方途､ 即 ち､ ｢日本+ から ｢異国+ へ と解放する方途
と､ 空間的に縦の軸で それを解放する方法､ つ まり､ ｢現 丸 から ｢超現実+ へ と
解放する方法を見つ けだ したの で あり､ その ｢感性的な解放+ に結びつ い た詩的世
界というもの を求めるようになるの で ある｡ そして ､ こ こ にモ ダ ニ ス ト鮎川信夫の
出発点があると言うこ とがで きるかも しれない｡
い ろ い ろ説明する間もないくらい ､ とつ ぜ ん､ 私 は眼 を転 じて しま っ たの で
ある o 季刊 『詩と詩論』 の第何冊目であ っ たか､ それは忘れ たが､ とにかく古
本屋で 一 冊見つ けて 買 っ て き た｡ 詩も評論も ､ 難しくて よく分からなか っ た
が､ 私 は萩原朔太郎をやめ て ､ たちまち こちらに転向 して しま っ たの で ある ｡
以来､ 私 は本質的にはモ ダ ニ ス トであ る､ - と自分で は思 っ て い る ｡
なぜ ､ モ ダ ニ ス トにな っ たか - これも答えにくい . 気が つ い たときは､ 生田
春月から萩原朔太郎まで の 影響をはらい落して ､ モ ダ ニ ス トにな っ て い たので
ある｡ 3 2
鮎川 がは じめて 西脇順 三郎の詩を読んだ中学3年 の 頃､ 彼は､ 詩誌 ｢詩と詩論+
を通 じて ､ T .S . エ リオ ッ トの 名前を知 っ た頃で あ る｡ 西脇に つ い て 言え ば､ 鮎川
披､ 西脇 の 名前も T.S_ エ リオ ッ トの 名前と同様に ｢詩と詩論+ を通 して 知 っ たの で
はない かと推測で き る｡ そ して ､ こ こ で 重要な事柄は､ 鮎川 が西脇 の 詩との出会 い
をき っ かけに して ､ そ の 関心の 中心 を､ ｢日本+ から ｢異国+ で あ る ｢西欧+ へ ､
｢東京+ から ｢ロ ン ドン+ ある い は ｢パ リ+ へ ､ 横の 軸に沿 っ て 移行させ るだけで
披なく､ 縦の 軸に沿 っ て ､ ｢現実+ から ｢超現実+ の 世界 へ 移行させ て い る こ とで
ある ｡ かく して ､ 若きモ ダ ニ ス ト詩人鮎川信夫の詩的活動は､ 詩の 習作時代から､
3 2 前掲書､ 3 3 9頁｡
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投稿詩時代 へ と移るので あるo
(2)
鮎川信夫が自らが書い た詩を ､ 初めて文芸誌に投稿したの は､ 昭和12(1937)
年､ 鮎川信夫17歳の時で あ っ た ｡ 早稲田中学4年修了後､ 同年4月 に､ 鮎川信夫
は､ 早 稲田大学文学部予科で ある早稲田第 一 高等学院に進学 したばかりで あ っ た
が､ 自分が創作 した詩作品を文芸誌の投稿欄 に送 っ たり ､ 戦前に於い て若き ｢荒
地+ 派詩人たちが結集し彼らの詩作品の主要な発表の場にな っ た同人誌 ｢L U N A+
のメ ン バ ー に加わ るな ど､ 戦前の鮎川信夫の詩的活動は､ こ の 年の 9月頃から本格
的なも の に な っ て い く ｡ 鮎川信夫が初め て自らの詩を投稿 した の は､ 大正14年10
月 に若い女性向け雑誌 ｢令女界+ の 姉妹誌として 宝文館から発行され､ その 後､ 文
壇 に おける新しい潮流からの新人を執筆人として迎えたり､ 読者からの作品の懸賞
募集を し､ 無名の 人の 投稿作品を掲載する こ とによ っ て ､ 文学の領域に新風を送っ
た文芸誌 ｢若草+ の読者文芸欄に で あ っ た ｡ 鮎川が投稿 した ｢寒帯+ と遷された詩
作品は ､ そ の後 ､ 大正後期の詩壇 におい て公器的存在として の 役割を果たした ｢詩
話会+ の機関誌で あ る詩雑誌 ｢日本詩人+ を萩原朔太郎とともに編集し､ さらに は
詩雑誌 ｢詩之家+ (大正1 4年7月 一 昭和7年1月) を主宰し新人育成に大きく貢献し
た詩人佐藤惣之助によ っ て ､ ｢佳作+ に選 ばれ､ 文芸雑誌 ｢若草+ 9月号に掲載さ
れた｡
寒帯
鋲靴をはい て
駈 けて ゆく
票の 上を ｡
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月 を支える
白い標識棒は
倒れた｡
風は氷河に ､ 吹き荒さんだ｡
あおく､ つ め たく - -
青い 魚が跳ねると
沼の静けさが､ か へ つ て きた
- やがて 北極 の合唱が､
雲にの り､ 風にの つ て ｡ 3 3
こ の詩で表現されて い る世界は､ ｢寒帯+ とい うテ ー マ からわかるよう に､ 人間
の 気配 が全く しな い ､ 地球の極点で ある ｢北極+ に広 がる世界で ある｡ それを鮎川
は､ 自らが生 きて い る世界の上方 に位置すると考える こ とに よ っ て ､ そ の 世界を獲
得して い る｡ こ の 詩作品は､ 当時の鮎川 の詩的世界の風景を知る上で 重要な作品で
ある｡ それ は､ ｢雲の 上+ に あると い う点で ､ 非現実的で ある と同時に ､ 観念的な
世界で あ るが､ そ れに ｢寒帯+ とい う具体的な形象を与え るこ とに よっ て ､ そ の 詩
的世界は､ ｢青+ を基調に した､ 静寂 と冷たさ に よ っ て秩序づ けられ た､ 一 種の
｢氷+ の 純粋性を保ち得 て い る｡ こ の ように若き詩人鮎川が､ 北極点に広 がる ｢寒
帯+ や ｢雲の上+ の 世界など､ 自分が生 きて い る現実から遠く離れた世界に鮎川自
身の 詩的世界を結び つ け､ それ を詩の こ とばで形作 ?て い く背景に は､ 自己を現実
から解放し､ そ う した世界に自己を投影さ せ ようとす る鮎川 の願い が存在 して い
る ｡ 牟礼慶子 の言葉を借りれば､ こ の詩に は､ ｢年齢が加わ るに つ れて ､ だんだん
に厳しくな っ て く る世間 の捷や ､ 父君 の 叱責などから解き放たれて ､ 遠い 自由な世
33 鮎川信夫 『鮎川信夫全集』 第1巻､ 全詩集 (東京､ 思潮社､ 1 9 89年) ､ 5 3 4- 53 5頁o 本論文におい
て､ 鮎川信夫の 詩作品に つ い て は､ 全て同書のものを参照､ 引用した0
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界 へ 飛期 しようとする+ 少年鮎川自身の願望が存在して い るので ある｡ 3 4 こうし
た自己を取り巻く現実に は､ 当然､ 同年7月7日に起こ っ た鹿溝橋事件から中国侵略
の第二段階 へ 突入 して い たという日本の現実も含まれて い ると考えられる｡ 様々な
側面から鮎川 の存在にずしりとの しかか っ て くる現実から逃れたい とい う願望か
ら､ 現実とは異な っ た世界を求めて い っ た所 に､ それ以後､ ｢異国+ とい ぅた当時
の 日本とは違 っ た現実を有して い た世界､ 具体的には､ ｢ヨ ー ロ ッ パ+ に興味を覚
えて い くこ と になる内的欲求の源泉や､ あるい は､ 自己の 詩的世界を他の詩人の詩
的世界を知る こ とによ っ て拡大 して い こ う とする創造的な活力の源があるように思
われる｡
少年鮎川による現実からの脱出は､ 夕暮れある い は夜に行われる｡ 昼間の 太陽の
強い 陽射 しに照 らされた現実の世界が､ 夕闇によ っ て徐々 に その 痕跡を消しにかか
るとき､ 鮎川 は､ もう 一 つ の 世界を強烈に希求する.
′
夕暮れや ｢月+ の 青白い寂光
披､ 昼間 の学校生清や家庭生活などに よ っ て束縛 ･ 抑圧されて い た鮎川 の自己を解
放 し､ 解放された自己は､ そ の弱光にあたかも沿うよう に､ その ｢_白い標識棒+ を
伝 っ て 上昇 して い く ｡ そ して ､ その ｢白い 標識棒+ が ｢倒れ た+ こ とに よ っ て ､ 解
放された自己は､ もう 一 つ の 別 な世界の中に い る ｡ ｢月を支 へ る/白い標識棒は/
倒れた. + とい う詩の 一 節は､ 明らか に､ 現実の 世界と鮎川の詩的世界との 関係が
絶たれ こ とを意味する ｡ かく して ､ 鮎川は､ 自己の 詩の世界を､ 現実との 関わりを
一 切もたない ｢非現実+ な詩の空間を手に入れ るの で ある . そう した現実的な汚れ
や醜さを 一 切持たない ､ ク リス タル の ような世界の なかで ､ こ の 詩にはこ とばと し
て現れて い ない ｢私+ が ｢鋲靴をは い て+ ､ ｢雲の 上を+･ ｢駈 けて ゆく+ の で あ
る ｡
とこ ろで ､ こ の 詩作品 ｢寒帯+ は､ 鮎川信夫が ､ 初め て ｢鮎川信夫+ とい う筆名
を ｢創作+ し ､ そ れを使 っ て発表 した作 品で あ るとい う点でも重要 な意味をもっ た
作品である｡ 先に も述 べ たとおり､ 鮎川信夫は､ ｢出版業+ とい う家業に携わ っ て
34 牟礼慶子 『鮎川信夫 一 路上 の たましい - 』 ､ 3 5-3 6頁.
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い た た め に ､ ｢たく さ ん の 筆名 を用 い て 書く習慣を早くか ら身 に つ け て い
た+ o 3 5 小 学校6年生の頃に書い た ｢子供を主人公にした短い ス トリ … 風の 作
文+ が鮎川 の 父 に発見され ､ 当時､ それ が鮎川 の 父親が編集発行 して い た旬刊誌
｢ほが らか+ に掲載される隙に付けられた ､ ｢藤原隆 一 + とい う筆名を始めとし
て ､ 昭和10年か1 1年の 頃､ 小説 ｢小部落の子供たち+ と いう作品を鮎川 の父が編
集発行する予約制の雑誌 ｢村を護れ+ に掲載する際に用い た ｢武村隆太郎+ など､一
鮎川信夫は ､ そ の他 にも筆名を ｢四 つ か五 つ 使 っ て い ろ'い ろな原稿を+ 書い て い
たo 3 6 そ う した沢山の筆名を用 い て書くという習慣を身につ けて しま っ て い た自
分自身に対 して ､ 鮎川 は ｢うんざ りし+ ､ ｢鮎川信夫とい う筆名を創作するこ とに
よ っ て+ ､ 1 7歳の鮎川は自分なりに ｢自分 の転生+ を試み た の で あ っ た ｡ 37
｢父の 庇護 の 下 に+ 作品を発表する形式に面白味を感じる こ とが出来ず､ さ らに
臥 父親の雑誌その もの を ｢泥臭くて好きになれなか っ た+ 鮎川 臥 ｢作品を発表
する喜びと い うも の を感 じたこ とがなか っ た+ と語 っ てい る ｡ 3 8 とこ ろが､ 書く
行為に対して こ の ような冷めた態度で接して い た鮎川 臥 自分 の詩が初めて 文芸雑
誌 ｢若草+ に掲載された時､ 全く別 の 感情を経験す るの であ る ｡
そ れ [詩 ｢寒帯+] が佐藤惣之助 に拾われて ､ 佳作欄に組み込まれて い る の
を見たとき の オ ドロ キは､ 今も異様に新鮮で ある｡ 億倖をね が っ て ､ も しか し
たらとい う気持ちがな い わけで はなか っ たけれ ど､ 実際に初め て活字化された
自分 の詩を見たとき の 感激は､ 予想 をはるかに上まわ るも の で あり､ そ の 後､
再 び味わう こ との でき ない 種類の もの で あ っ たとい っ て い い ｡ 気弱 な少年で
あ っ た私 は､ 母に打ち明けただけで 人に は告げなか っ たが ､ 毎日そわそ わと落
35 鮎川信夫 ｢最初期詩篇に つ い て の感想+ ､ 『鮎川信夫』 ､ 1 0 5頁｡
3 6 前掲書､ 1 0 2頁｡
3 7 前掲書､ 1 0 5頁｡
38 前掲書､ 1 0 2頁｡
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着 かな く な り ､ 欣喜雀躍と い うより狼狽 と いうの に近 い 状態で あ っ たと思
う｡ 3 9
｢自分の作品を活字化するこ とに は割合に早くから馴れて い た+ 鮎川が､ これほど
まで にも大 きな感激を､ ｢寒帯+ が掲載されたの を見て ､ 味わ っ たの 臥 そ こ に
｢自分の誕生+ 40を見たからで あ っ た o それま での鮎川の ｢書くこ と+ の 行為臥
積極的に自分自身の信条 に基づ い て 自由に主体的に ｢書く+ とい う行為よりも ､ む
しろ書かされ て い たと言 っ たほうが適切で あ っ たo 自分の好きなれない雑誌に ､ 多
くの筆名を用 い て様々な文面を書くという行為臥 確かに､ 文章を書く修練には
な っ たかも しれ ない o しかし､ そ う した半強制的な書くこ との行為に対 して ､ また
駄 本当の自分で はない 自分が書い た作品に対 して ､ 鮎川信夫臥 何か欺晴的なも
の を感じて い たに違い ない o 様々 な筆名を用 い て書く行為を行 っ て きた鮎川が､ 本
当の 自分に基 づ い て書く行為を行うに 臥 新しく自己を創造する他はない ｡ さらに
臥 自己の こ とばを自己 の こ とばと して紡ぎ出す に臥 詩的言語 しかない . こ の よ
うな考えが､ 少年鮎川が､ 詩人 ｢鮎川信夫+ を誕生させ た理 由で あるよう に思われ
る の で ある｡
そう だと すれ ば､ 作 [｢寒帯+] の出来､ 不出来は大 して 問題 ではない ｡ 筆
名以上 の も の を創作 して い な い からで ある｡
鮎 臥 私 に と っ て 幼少期から馴染み深い 川魚であ っ た ｡ 郷里 の石徹白村から
福井の 方に 下 りれば､ 見事な天然鮎の遡上が見られる九頭竜川があり､ 岐阜の
方 に降れ ば､ 鵜飼で知られ る長良川があ っ た ｡ ｢信+ の 字は､ 五常の 五番目
で ､ 自分 に い ちばんぴ っ た りの 感じが した｡ あとは画数とかバ ラ ン ス を考えて
作 っ た名前で あ る ｡ 4 1
3 9 前掲書､ 1 0 0責｡
4 0 前掲書､ 1 0 1頁｡
4 1 前掲書､ 1 05頁o
顔 色 触 ,守 .▲靭 佃 仙ノ
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この よう に ｢鮎川信夫+ の筆名との関わりで､ 詩作品 ｢寒帯+ をもう 二 度みて み る
と､ そ こ に 臥 あたかも清涜の よう な純粋透明で冷たい詩的世界と､ そこ に住む
｢こ とば+ と して の ｢鮎+ とが､ 詩人 の ｢信+
.
で支えられて い る構造を読み とる こ
とがで きるかも しれ ない ｡
かくして詩人 ｢鮎川信夫+ の誕生 を文芸雑誌 ｢若草+ の読者投稿欄に詩作品 ｢寒
帯+ が掲載された事実の なかに確認した鮎川 臥 以後17歳の 10 カ月の 間､ 雑誌
｢若草+ に自ら の 詩作品 を投稿 し､ 達 者に よ っ て ｢黄昏 (星座に灯りが点り
- -)+ (昭和1 2年1 1月号) ､ ｢靴+ (昭和13年1月号) ､ ｢船+ (昭和13年3月
早) ､ ｢霜咲く日+ (昭和13年5月号) ､ ｢シャ ボン 玉+ (昭和13年6月号) が選
ばれ､ 雑誌に掲載された｡ 4 2
詩作品 ｢寒帯→ に顕著に現れて い る非現実的な世界とそれ へ の 飛矧ま､ それに続
い て雑誌 ｢若草+ に掲載された鮎川 の詩作品で も何度も扱われ るテ ー マ に な っ てい
る｡
靴
暮れ残る空に 自蝋色 の塔が聾え
- 日放驚石 の 向ふ に沈 み 町は静かな谷間の中
影が鞠の や うにはずみ それ に合はせ て靴が鳴る
やがて子供達は黄色い 冠をかぶ つ た
- お月様 の 心づくしで あ りま した
42 文芸雑誌 ｢若草+ に掲載された1 9 3 8年以降の 詩作品､ ｢靴+ ､ ｢船+ ､ ｢霜咲く日+ ､ ｢シ ャ ボ ン
玉+ の 4篇に関しては ､ 筆名が ｢伊原隆夫+ が用い られ て い るが ､ そ の こ とに つ い て鮎川は次の ように説明し
て い る ｡ ｢昭和1 2年 の秋には､ 私は中桐雅夫も呼びかけに応じて ､ 当時神戸で刊行されて い た同人誌 『L U N A
』 に加入 した｡ それと同時に投書を止めればよさそうなもの だが ､ まだ色気があ っ て､ 何 となく鮎川名を用い
る ことは他の 同人に悼りがあるような気が したの で ､ 伊原隆夫の 筆名を用い る こ とにしたo 伊原は私の遠縁の
姓の つ である ｡ + (鮎川信夫 ｢最初期の 詩篇に つ い ての 感想+ ､ 『鮎川信夫』 1 0 1乱 )
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靴から鳩の巽が生え 一
風船の やう に天 へ 上 っ て い つ た
それゆゑ天使達の靴音が
あんなに遠 い空から聞えて来るの です 43
舵
小鳥たちの森の巣にか へ り
お日さまが鐘桜 に沈み か ゝ る と
夕焼の空を花で飾 つ た船がとはる
子供 たちは船に揺られて
一 小さな白い 天使で
鳩の やう に 限を丸くする
船は逃げて ゆくお日さまを追ひ かけ
白い 帆 に とう必 いな夢をの せ
青い 風車をくるく る廻 してゆく
- それ は天 国行 きの船で す
- - 一 子供 だけ乗る こ とが出来ます
香い地上 の 寺院の 屋根から
おう い おふ い
とり残された子供たちは双手を挙げて
赤い 雲の 波に あ放と消えゆく
花 で飾つ た船に呼び かけてゐ る 44
4 3 鮎川信夫 『鮎川信夫全集』 第1巻､ 5 3 9貞｡
4 4 前掲書､ 5 4 3- 4 4頁o 斜体字の部分は､ 参照した原文におい て は傍点が付されて いる ｡
1 1 5
第1章第4節 ｢荒地+ 派詩人の戦前の晴勤
詩作品 ｢靴+ は､ 文芸誌 ｢若草+ の昭和13年1月号に掲載された作品で あり､ 牟
礼慶子の指摘に よると ､ こ の 詩 ｢靴+ 臥 ｢若草+ 誌上で ｢人 乳 より更 に上位の
｢推薦+ に な り､ 投稿欄で はなく本文に組み込まれ ､ ｢影絵によ っ て現はした暮れ
方から夜 へ の 心象の フ ア ンテ ジイ ー 然も ､ 必然性も失っ て はゐ ない ｡ + とい う堀口
大学の 選評が つ い て い た o 4 5 また ､ 詩作品 ｢船+ 乱 文芸誌 ｢若草+ の 昭和13年
3月号に掲載された作品で ある｡
夕暮れや 日没 臥 鮎川 の現実から逃れ て別 な世界 へ 行くとい う願望を引き起こ
す o 夕暮れ を背景にしながら､ 少年鮎川 臥 他の少年たちとともに ｢鳩の 巽+ 杏
もっ た ｢靴+ を履くこ とによ っ て ､ あるい は ｢子供だけが乗るこ とが出来+ る ｢天
国行きの船+ に乗る こ とによ っ て ､ 現世からの 脱出を試み る｡ そ して ､ その 脱出が
｢子供たち+ の 特権に するこ とによ っ て ､ 鮎川は大人8耳対する 一 つ の反抗を試みて
い る｡ 現実の 日常の 生活 の中で ､ 子供達の心を束縛 して い くの は大人 たちである｡
そう した大人 に対 して ､ ｢い つ も漠然たる恐怖感を抱い て い た+ 鮎川が､ こうした
主と して 子供を中心とした詩を書くの 臥 鮎川自身が子供だっ たからである｡ しか
し､ こ こ で 言う ｢子供+ とは､ 普通 の意味の 子供で はない ｡ それは､ 自らが子供で
ある とい う こ とを自覚して い る子供 で あり､ 子供が大人､ 特に両親や教師などから
様々な規範を押 しつ けられ ､ 教育され る とい っ た受動的な存在で ある とい う こ とを
自覚 して い る子供なの で あ る ｡ そ して ､ そ う した自覚に基づ い て ､ ｢子供+ を抑圧
する存在を見極め､ ｢子供+ の自由を追求する姿勢は､ 後の 大人 にな っ た詩人鮎川
が､ ｢詩人+ と して の 自己を抑圧 する存在を見出し､ 自己の 詩を書く こ との 自由を
追求す る姿勢 へ と発展 して い くもの なの で ある｡
(3)
45 牟礼慶子 『鮎川信夫 一 路上 の たましい - 』 ､ 4 2貞o
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第二 次大戦以前に おける鮎川信夫の詩的活動臥 一 般的に 臥 詩作品 ｢寒帯+ が
文芸碍 ｢若草+ に掲載された昭和12(193 7) 年9月から､ 鮎川が昭和17(194 2)
年10月 に日本陸軍に入営するまで の約5年間と限定する こ とがで きる｡ こ の期間
に ､ 鮎川信夫は ､ 計63篇の 詩作品を発表して い るo こうした鮎川 の戦前の 一 連の詩
作品の中で ､ 詩人鮎川の詩に対す る創作態度あるい 辻詩意識がある時期から大きく
変わ っ て い く変わりめが 二 つ ある ように思われる. そ の 一 つ めの 変化を象徴する詩
作品は､ ｢10･20.3 8+ とい う具体的な日付を含む詩､ すなわち､ 昭和13(1 938)
年10月20日､ すなわ ち､ 日中戦争の戦火が中国大陸にお い て ますます拡大 し日本
軍が広東を占領する そ の 前 日に ､ 鮎川 が書き上げた詩 ｢室内+ で あ り､ もう 一 つ
は､ 昭和1 6(1 941) 年3月に詩誌 ｢新領土+ に発表された詩 ｢囲境地+ セあるo そ
して ､ こ の 2 つ の 大 きな変化によ っ て ､ 鮎川信夫の戦前にお ける詩的活動は､ 3 つ
の 時期に分けるこ とが可能で ある｡ つ まり､ 第1期は ､ 詩 ｢寒帯+ から詩作品 ｢室
内+ まで の 時期､ 第2期は ､ 詩 ｢室内+ から詩 ｢囲境地+ まで の時期､ そ して第3
期辻詩 ｢囲境地+ から鮎川が日本陸軍に入営するまで の 時期で ある｡
昭和1 2年秋から昭和1 3年夏 まで の 第1期 に於ける詩人鮎川 の詩的活動 の特徴 の
一 つ は､ 昭和1 2年9月 の 詩作 品 ｢寒帯+ から同年1 1月 の 文芸誌 ｢若草+ に詩 ｢黄
昏+ が掲載されるまで の 約 2カ月 の 間に ｢少なく とも 二 十篇 の詩+ を創作 した､ と
い う鮎川自身の こ とばが示 すように46､ 旺盛な創作意欲に基づ い た詩人鮎川 の詩的
行為 に ある ｡ ｢詩を書く+ 行為 に対す る こ う した積極的な姿勢の背景に は ､ 詩人
｢鮎川信夫+ の誕生ととも に鮎川が感得 した､ 詩的言語によ る自己解放と詩的言語
によ る自己世界の 開示 とい っ た鮎川自身の 生を根拠づ ける､ ｢こ とば+ に よる生 の
中心的な経験が存在 して い るこ とは明らかで あるが+ それと同様に重要な外的背景
がもうひ と つ 存在 して い る ｡ それ は当時の現実そ の も の が､ そ の 束縛から容易に逃
れ られ る程度の 抑圧 力をも っ たも の で しかなかっ たとい う点で あ る｡ 確かに 昭和12
4 6 鮎川信夫 ｢最初期詩篇に つ い て の 感想+ ､ 『鮎川信夫』 105頁｡
11 7
第1章第4節 ｢荒地+ 派詩人の戦前の活動
年の 秋の時点におい て ､ 日本は日中戦争に突入 して い たが､ 当時まだ高校に進学し
たばかりの少年鮎川 に その現実が重苦しくの しかか っ てくる とい う こ とはなか っ た
ので ある｡ 斯く して ､ 詩を ｢書く こ と+ に目覚めた鮎川の詩的主体が､ 精神的な汚
力に基づ き､ 鮎川自身の内部の拡充を願い ､ 新 しい 詩の 世界や理念や方法を求めて
様々 な詩人の詩 の ｢こ とば+ に 自由に接 しよう と試み て い っ たの は当然の こ とで
あ っ た｡ そ して ､ こ の願望が､ 第二 次大戦後に ｢荒地+ 派を形成する こと になる､
若き詩人たちとの出会い へ と結び つ き､ さ らには､ 戦後､ 鮎川自身が痛烈に批判す
る こ とに なる ､ 鮎川よりも前世代の詩人たちの接触 へ と通 じてい くこ とになる｡
昭和1 2年秋 か ら昭和 13年夏 に かけて活字にな っ た詩作品は､ 以下に挙げるよう
に､ 2 5詩篇存在する｡
番号 年月 詩タイトル 掲載雑誌 その他
0 1 S.12 .0 9. ｢寒帯+ 文芸誌 ｢若草+ 投稿詩
0 2 S.12.l l. ｢黄昏 (星座に灯が点り･ ･ ･ ･･ ･)+ 文芸誌 ｢若草+ 投稿詩
0 3 S.1 2,l l. ｢ 黄 昏 (青 柄 の シ ャ ベ ル で
- ･ ･ ･) +
詩誌 ｢LU NA+
0 4 S.1 2.12 ｢夕碁+ 文芸誌 ｢若草+ 投稿詩
0 5 S.1 2.12 ｢凍眠+ 詩誌 ｢L U NA+
0 6 S.1 3.0 1 ｢靴+ 文芸誌 ｢若草+ 投稿詩
0 7 S.1 3.0 1 ｢扉の 中+ 詩誌 ｢LU NA+
0 8 S. ･1 3.0 2 ｢逃亡+ 文芸誌 ｢蝋人形+ 投稿詩
09 S.13.0 2 ｢蝋燭の中 一 夜に+ 詩誌 ｢L U NA+
10 S.13.0 2 ｢漂泊者の哀歌+ 文芸誌 ｢文芸汎論+ 新税作家特集号に
l l S.13.0 3
｢船+ 文芸誌 ｢若草+ 投稿詩
12 S.13 .0 3 ｢遊園地区+ 詩誌 ｢新領土+
13 S.1 3.0 3 ｢花 - 亜細亜の 一 部+ 詩誌 ｢L U NA+
1 4 S.1 3.0 4 ｢領 一 亜細亜 の 一 部+ 詩誌 ｢LU N A+ ｢L U NA + の こ の
号 に ｢新領土参加
に つ い て の 覚書+
を発表
15 S.13.0 5 ｢霜咲く日+ 文芸誌 ｢若草+ 投鶴詩
16 S.13.0 5 ｢河 一 亜細亜の 一 部+ 詩誌 ｢新領土+
17 S.13.0 6 ｢シ ャ ボ ン 玉+ 文芸誌 ｢若草+ ･投稿詩
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18 S.1 3.06
｢樹+ 詩誌 ｢L E B A L+
19 S.1 3.0 6 ｢少年の ス ピ ー ド+ 詩誌 ｢L E B A L+
20 S.1 3.0 7 ｢ギリシア の日傘+ 詩誌 ｢L E B A L+
2 1 S. 13.0 7 ｢春 の頒歌+ 文芸誌 ｢文芸汎論+
22 S.13.0 8 ｢夏の Sou v e nir (ネム の木 の下
で ･ ･ ･ -)+
詩誌 ｢L E B A L+
2 3 S.13.0 9 ｢楽器の世界+ 詩誌 ｢L E BAL+
2 4 S.1 3.0 9 ｢夏の So u v e nir (ボダイジ ュ の
下に机が･ ･ ･ ･ ･ .)+
詩誌 ｢新領土+
2 5 S.1 3.0 9
｢日] 園の 祭礼 (ユ リ の 花 の 下で
- -) +
詩誌 ｢新領土+
鮎川 の 戦前の詩的活動の第1期 の前半にお い て ､ 文芸誌 ｢若草+ を中心 に9篇の
投稿詩が発表され て い る｡ も ちろん ､ 鮎川 が この 9篇だけで はなく ､ それ以上の詩
作品を投稿 して い た こ とは容易に想像する こ とがで きるこ とで あろが､ そ う した自
己の詩作品を新人 の詩人を育成する意図を持 っ た雑誌に投稿 し続ける こ とに よ っ
て ､ 鮎川信夫は ､ 若き詩人と して の 立場を日本 の詩の領域の中で徐々 に確立 して
い っ たも の と思 われる｡ そ の こ とは､ 昭和13年2月 の 文芸誌 ｢文芸汎論+ (昭和6
年9月 - 19年2月) に鮎川 の詩が寄稿とい う形で発表された こ とに よ っ て 象徴的に
示されて い る ｡
｢文芸汎論+ は ､ 編集者を岩佐東 一 郎と城左門に し､ ジ ャ
ー ナリズム を強く意識
した雑誌で あ り､ こ の 雑誌には鮎川信夫の他 にも､ 後の ｢荒地+ 派詩人 に数えられ
る木原孝 一 ､ 中桐雅夫､ 三好豊 一 郎な ども寄稿 して い る｡
牟礼慶子の指摘に よ る と ､ 昭和13年2月 発行 の ｢文芸汎論+ は ｢新鏡作家特輯
早+ と して ､ 4篇の 小説と15篇の詩が載せ て あり､ そ の 中の 詩人の
一 人 として ､
鮎川信夫の ｢漂泊者の哀歌+-が発表された｡ 翌月の 同誌3月号 の詩壇時評欄に おい
て ､ 詩 ｢漂泊者の哀歌+ が取り上げられ ､ 評者の木下常太郎に よ っ て ｢キ
ー ツ風な
素直さとで も言ふか､ ドン ･ キホ ー テ の やうで はない 蒼白な騎士で も出て くれば､
さ なが ら中世紀 を夢み たキ ー ツ の ロ マ ン テ ィ ッ クな夢そ の も の.に な る+ と許 さ
れ
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た ｡ 4 7 こ の 詩は ､ 当時､ 若き詩人鮎川が こ とばによ っ て 開示 した上昇的な世界､
別 の 言葉で言えば ､ ･ 現実か らの避難場所的な世界を前提に して い る点で ､ 前記の鮎･
川の詩作品 ｢寒帯+ や ｢船+ な どと共通した基盤を持 っ た詩で ある｡ ただ､ そ れら
と異なる点は ､ 詩 ｢漂泊者の哀歌+ で は､ 夢の 世界であるとも言うこ とが可能なそ
の 上昇的な世界に到達で きない ｢漂泊者+ の ｢悲しみ+ が荘われ て い るという こ と
である｡
時間は､ ｢漂泊者+ を非現実な世界､ 詩的世界 へ と誘い 込む時であ る ｢黄昏+ に
なる｡
額に雪 が積もり
悲壮な音楽は絶え
樹々の細い梢からは鳥は去 つ た
明日の雲が地平線に
波とひ ろが る とき
そ の 純白な シ ー ツ の 中から
噂がき こえて くる (｢漂泊者の哀歌+ より)48
心 が現実の緊張 した生 か ら解放され ､ 楽園的な世界 へ と向かう ｢黄昏+ 時に､
｢漂泊者+ は､ 現実の ｢尖塔+ に上 る ｡ ｢だ が+ しか し､ い く ら ｢聾えたつ 尖塔+
に昇 っ たからと言 っ て ､ 上昇的な世界に到達するこ とがで きるわ けで はない ｡ そ こ
に行 くには､ ｢眼 を つ ぶ る+ こ とが必要なの で ある ｡ しか し､ ｢漂泊者+ は､ 現実
的に 空間的に 上昇 しよう と試み る｡ こう した現実的な観点からの夢の世界 へ の接近
は､ 当然失敗するわけで あ り､ そ こ に ｢漂泊者+ の 悲 しみ が露われるの であ る ｡ 他
の 看たち の ｢悲 しみ+ が現実から解き放たれ ､ 黄昏 を背景に L!て ､ 夢の 世界 へ と
｢歌声+ とともに ｢キラ キラ+ と上昇 して い くとき､ ｢漂泊者+ の ｢悲 しみ+ は現
47 牟礼慶子 『鮎川信夫 一 路上の たましい - 』 ､ 4 6頁｡
4 8 鮎川信夫 『鮎川信夫全集』 第1巻､ 5 4 ト 4 2(5 4 1) 頁｡
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実に留ま っ て い る こ と しかで きない ｡ そう した ｢漂泊者+ から､ 夢の 在処で ある
｢世界+ は､ ｢むな しい+ 存在に変貌 し､ 遠く隔た っ て いく. そ して ､ ただ
一 人残
され た地上の ｢漂泊者+ 臥 その 上昇的な世界を象徴する色で ある ｢淡青+ め
｢旗+ を､ 地上 の ｢さびれ た城門+ でむ な しく翻すだけなので あ る ｡
こ の詩は確かにそ の頃に書かれた ｢船+ な どの 作品に通 じるもの がある ｡ それは
現実界からの 脱出で ある とい う点にお い て で ある｡ ｢子供たち+ が容易に夢の世界
へ 行け るの に､ 取 り残される者に対する 悲哀を語る点に､ 現実界に とらわれる人
間､ 特に ｢大 人+ に対する意識とい うもの を感 じる こ とができ る｡ しか し､ こ の よ
巾
うに現実脱出の人間劇をテ ー マ とする鮎川 の こ の ような詩は､ 後 にす(
＋ に別 な側面
を見せて い く の で あ る ｡ 次の 鮎川 の 昭和 13(1938)年2月1 4日の 日記の文面は ､ そ
の こ とを裏付けて い る｡
2月1 4日
｢文芸汎論+ 三 月号が発売された ｡
詩壇時評 一 木下常太郎氏 - の 中の新人 に つ い てとい ふ項､ 僕の 二 月号 に掲載
された ｢漂泊者の哀歌+ の批評｡ キ ー ツ風な素直な表現で あ り､ 佳作で あるo
と評され た｡ 親切 な批評で あり有難い けれ ど､ も早や僕の詩がこ こ か ら更に変
化して しま っ た現在､ 少しくす(} っ たい も の であ っ たo 49
詩へ の 関心 を深め つ つ あ っ た鮎川 臥 現実脱出とい うひとつ の詩的なテ
ー マ には止
ま っ て い られな か っ たの で あろう｡ ｢も早や僕の詩が こ こ から更に変化 して しま っ
た+ とい う鮎川自身の こ とばによ っ て 暗示され る詩の新 しい 傾向は､ ｢黄昏+ より
も ｢夜+ に より強 く惹きうけられ て い く こ の 時期 の詩的傾向から窺う こ とがで き
る ｡ そ れ 臥 現実を完全 に捨象 したと こ ろに成り立 つ 上昇的な世界の端整な構築､
別な言葉で言えば､ 鮎川自身の楽園そ の も の の 構築と､ それ に相応 しい 詩的言語の
49 鮎川信夫 ｢日記I 19 3 8- 1 939 +､ 『鮎川信夫著作集』 第7巻､ 戦中作品､ 30 8
-5 8(3 1 0) 頁o
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獲得とい う ､ 詩の 純化の方向で あ っ た｡ そ して ､ 鮎川が詩を純化させて い く際に大
きく役立 っ たの は､ 同年代の詩人たちの詩の場である詩誌 ｢LUN A+ と当時の主要
なモ ダ ニ ズム系の詩誌で あ っ た ｢新領土+ へ の参加で あ っ た｡ 特に詩誌 ｢新領土+
へ の参加披､ こ の 後の部分 の最後で言及する つ もりである フ ラ ン ス の詩人ボ ー ル ･
ヴァ レリイ の詩の純化した世界 へ 鮎川をうなが したように思える ｡
(4)
戦後の ｢荒地+ 派詩人が戦前に於 い て結集する こ とになる詩誌 ｢L UNA+ (昭和
1 2年5月 - 1 3年4月 ､ 全13冊) に鮎川信夫が参加し ､ そ の 同人 に卑つ たのは昭和12
年 の9月 で ある ｡ そして ､ そ の 詩誌 ｢L UN A+ に鮎川の詩 ｢黄昏 (青柄の シ ャ ベ ル
- - ･) + が初めて掲載された の は､ 同年1 1月で ある ｡
詩雑誌 ｢L U N A+ は､ 昭和 1 2年春に ､ 当時神戸在住の ､ 神戸高商在学中の中桐雅
夫に よ っ て創刊された ､ 全国 の 若い 詩人 を同人と した投書詩誌で ある｡ そ の 詩誌 ｢
L U N A+ に参加す る こ とに な っ た経緯に つ い て ､ 鮎川は評論 ｢中桐雅夫+ の中で次
の ような回想 を残 して い る ｡
三十数年も前 の こ とだから､ 記憶はあまりた しかで はない が ､ ｢見本誌を送
れ+ と申込むと､ ガリ版の 四角い詩誌を､ 三 ､ 四冊送 っ て きて ､ 七輯から活版
にするから汝も加盟せ よとい っ た主 旨の 手紙が添えて あ っ た ｡ 衣更着信､ 芦塚
孝四 ､ 山川章 (森川義信) などが､ すで に同人 に入 っ て い た o
一 九三 九年 の 夏
の 終りの 頃の こ とで あ る ｡ 5 0
5 0 鮎川信夫 ←中桐雅夫+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第4巻､ 詩人論､ 9 1- 9 7(9 1) 頁o こ こ で は
｢ 一 九三
九年+ とあるが ､ こ れは ｢ 一 九三七年+ の 間違いであろうo
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｢L UN A+ ク ラ ブと当時称 して い た詩誌 ｢L U N A+ の 同人たち披､ ｢若い 投書家
の集まりで あり ､ 地域的な集団で は な く ､ 全国的な組織を目ざすも の+ で あ っ
た｡ 5 1｢同人誌とい えば ､ 地域別の集まりで あ っ たり､ 学校関係の集まりで あ っ た
り､ ある い は投書家の単なる寄せ あ つ めで あ っ たりするの が多か っ た中で ､ 彼[中
桐雅夫] が､ それ らを越える野心と気概を以て 『L U N A』 を発行､ 編集 して い た土
とはた しかで ある+ 52と鮎川 が説明する中桐雅夫は､ 若き詩人と して ､ 鮎川 の 前記
の 詩作品 ｢寒帯+ が発表され る以前に ､ すで に文芸誌 ｢若草+ などの投稿誌欄に登
場 して い ただ けで なく､ そう した投稿詩欄に ｢自分の雑誌の メ ン バ ー を見つ けてお
い た+ 53の で あ っ た ｡
鮎川信夫が ､ 詩誌 ｢L U N A+ (7輯) に初めて発表した詩作品 ｢黄昏+ は次の よ
うな詩で あ る｡
黄昏
青柄 の シ ャ ベ ル で
雲 の 涯をは じくり
珊瑚を撒き散らし
駈 けて ゆく風で あ る
ぶんぶんと麹虫は
青い 需を裂 く
と - -
高い 梢の 向う の 響は
地球の 悲鳴
51 前掲書､ 9 1-9 2頁｡
52 前掲書､ 9 2頁｡
5 3 衣更着信 ｢最抑こ会 っ た詩人 - ｢L U N A+ の 最後の会合
-
+ ､ 吉本隆明他 『さよなら鮎川信夫』
現代詩読本 特装版 (東京､ 思潮社､ 1 9 8 6年) ､ 2 6 9-7 1(26 9) 頁o
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その 木霊で もあろうか
白い 額 の猫は
星達の さざめ きの蔭から
月 の窓を窺っ て ゐ る
影が凍りつ い て ゆく
黒い花
淵に散る 54
こ の ｢黄昏+ が詩誌 ｢LIJN A+ に発表された同月 の雑誌 ｢若草+ に ､ 同じ詩の タ
イ トル を持つ 詩作品 ｢黄昏 (星座 に灯が点り - -)+ が掲載されて い るこ とからわ
かるように ､ 当時の詩人鮎川は､ ｢黄昏+ の 魅惑的な美に とらわれ､ それを詩の こ
とばと して表現して い る ｡ ｢前世代の詩人たちを 一 人も含ま+ 55ない同世代の詩人
たちだけの詩誌､ 別 な言い 方をすれば､ 自己を束縛す る狭い現実から何らかの形で
解き放たれた い と願 い ､ 世界を拡大して い こうとする少年 たちだけの詩誌､ そ こ に
発表する詩作品 に ､ 現実か らの束縛に逃 れたい とい っ た願望 な ど記 す必要などな
か っ たの で あうう｡ こ の 詩に 臥 直接､ ｢黄昏+ に よ っ て解放された若き詩人鮎川
の感性が捉えた少年 の世界の光景が､ 現実を描写す る際に用い られ るこ とばとは異
な っ た こ とばで ､ 描写され て い る ｡ そ して ､ 現実で はない 世界を非日常的な こ とば
で描写す るとい っ た鮎川 の詩意識は､ モ ダ ニ ズム 系の 詩誌 ｢新領土+ とシ ュ
ー ル レ
ア リス ム へ の接近 を促すこ とになるの で ある｡
鮎川 が詩誌 ｢I+UN A+ に参加 して から数カ月する と､ 東京在住の 同人で ある山川
章(森川義信) などとの 交流が始ま るが､ こ う した詩を中心に して集ま っ た同世代
の仲間との 交流の中で ､ 鮎川信夫 臥 詩に対する理解を深め て い っ ただけで なく､
5 4 鮎川信夫 『鮎川信夫全集』 第1巻､ 42 2-2 3頁｡
5 5 田村隆 一 『若い 荒地』 ､ 2 6頁｡
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さらにそ れを深めようと前世代の詩人たちが中心とな っ て い た､ 詩誌 ｢詩と詩論+
以降の 日本の モ ダ ニ ズム 詩の 主流を形成して い た詩誌 ｢新領土+ に参加するこ とに
なるo 鮎川 乱 丁度その頃､ ｢2月6日+ の 日記に ｢新領土の上田氏 より葉書を受取
る｡ 新領土の会費を払ふ｡ + と記 して い る｡ 5 6
詩誌 ｢新領土+ (全5 6冊) 臥 昭和1 2年5月､ 上田保を編集人､ 春山行 夫､ 村
野四郎､ 近藤東を編集同人と して創刊され ､ 太平洋戦争勃発直後の 昭和17年1月に
終刊 した詩雑誌 で あ るo ｢詩と詩論+ ､ ｢詩法+ の後継誌と して 刊行された ｢新領
土+ 臥 上 に挙げたような同人 の面々から推測できるように､ モ ダ ニ ズム 的な傾向
を強く持 っ たもの で あ り､ それ 披同時に､ 編集人で ある上田保が編集方針と して 明
らかに提示 して い るよう に ､ 同時代の海外の詩の 動向に つ い ても ､ 積極的に翻訳紹
介して い っ た詩誌で あ っ た｡ 特に､ ｢新領土+ とい う詩誌名からわかるよう に ､ イ
ギリス の詞華集 『新領土』 即e w Co u ntry, 1933) に拠 っ た マ イケル ･ ロ バ ー ツ
耶icha el Robe rts, 1902- 48)､ W･ H･ オ ー デ ン (Wystan Hugh An den, 19 0 7- 3)､
C･D･ ルイス (Ce cil Day Lewis, 19 04- 72) ､ S. ス ベ ン ダ ー (Sir Stephe n Ha r old
Spe nde r, 19 09-) な どの 第 一 次大戦後の イギリス の詩人や ､ フ ラ ン ス で主知的傾向
の 文学傾向を創り出 して い たポ ー ル ･ ヴァ レ リイな どの 詩や評論を､ 積極的に翻訳
紹介 して い っ た｡ そ して ､ 春 山行夫の ｢こ の雑誌は同人雑誌で も商業雑誌で も､ そ
の どちらで もな い ｡ 前者の 純粋性と､ 後者の 積極性とをも っ たもの で ある+ 5 7とい
う第 一 号後記 に み られる言葉の 通 り､ ｢新領土+ は同人誌にと どまらな い商業誌的
な側面を持ち､ ｢新領土+ へ の 幅広 い 会員を迎え入れ る卑ど､ 後 に ｢荒地+ 派に関
わる鮎川信夫 ､ 田村隆 一 ､ 中桐雅夫とい っ た若い 詩人たちが参加する場で も あ っ
た ｡
5 6 鮎川信夫 ｢日記I 1 9 3 8- 1 93 9+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第7巻､ 30 8頁｡
5 7 ｢新領土+ 第1巻､ 第1号 (19 3 7年5月) ､ 7 8乱 こ こで実際に参照したものは ､ ｢新領土+ 後刻
委員会編 ､ 春山行夫監修 『新領土』 復刻版 ( 東京､ 教育企画出版 ､ 199b 年)で ある ｡ 以下､ 本論文における
｢新領土+ の参照 は､ す べ て こ の 後刻版による.
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詩誌 ｢新領土+ に初めて掲載された鮎川信夫の詩 ｢遊園地区+ は､ 3部構成から
なる作品である｡ その第1部と第2部を見て みよう｡
1
岸辺 で は演奏会が開かれる
蝶々は光る河を渡る
タ ン ポポの花粉を つ けて
青い 帽子 の微風が通り
羊が雲を食 べ に くる
赤い屋根の学校披
風下 に建て られて ある
明 るい シ ャ ボ ン の中から転がり出た
鈴を振 るかすかな音よ
古い楽器は花樹の下で
独楽を廻 せ ば
新型飛行機がとんで くる
2
白い ちぶさの傾斜地をかけ上れ
木笛を吹けよ
ヴ ェ ニ ュ ス の胸は考より広い
吹かれて ゐ る赤い煙突は
リボ ン の花火 をあげて
桜並木の向ふ側で燃えて ゐ る
掌ほ どの サ フ ァ イ ア があ る
駿馬は駈ける.
白い巽が生え る
霞の中に とび こ むと砥が散る
羽 が散る
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おや 天使が泣い て ゐ る (｢遊園地区+ より)58
｢遊園地区+ とい う主題から分かるとおり､ こ の詩で鮎川信夫は､ 自己の内部の世
界あるい は自己 の詩的世界を､ 外界の ｢遊園地+ という少年にと っ て特別 の 意味を
持っ た空間に関係 づ けて ､ 超自然的想像世界 の風景を描き出 して い る ｡ そ の 描き出
し方は､ 第1部と第2部とで は全く異な っ て い る｡ 第1部における ｢タ ン ポポ+ ､
｢羊+ ､ ｢シ ャ ボ ン+ ､ ｢鈴+ ､ ｢古い 楽器+ ､ ｢独楽+ などとい っ た こ とばは､
それぞれ個々 に見て い っ た場合には､ 別々 の 情緒を誘起する こ とばで ある が､ それ
が 一 連の 詩句 の 中に置かれ る こ とによ っ て ､ 外部の危険から完全に保護された､ 明
るくて暖か い 温室の中で感 じるような 一 種の 安堵感を誘起 して い る｡ しか し､ 鮎川
は､ 第2部で は ､ 第1部の 手法とは明らかに違っ た技法で ､ その 心象風景を描き出
して い る ｡ ｢白い ちぶさ+ ､ ｢木箇+ ､ ｢ヴ ェ ニ ュ ス+ ､ ｢駿馬+ ､ ｢白い 巽+ ､
｢天使+ な どの神話的な こ とばは､ 第2連の ｢サフ ァ イ ア+ とい う宝石に媒介され
る こ とによ っ て ､ それは彫刻の ような ｢硬さ+ をも っ たこ とばに な る｡ さ らに は､
そう した彫刻に 囲まれ た世界そ の も の は､ 想像力を喚起す る詩的世界そ の も の に
なっ て い る ｡
こ の よう に第1部と第 2部で は同 じ心象風景を描き出 しなが らも ､ 違 っ た ｢パ
タ ー ン+ で そ れ を描き出 して い る点に ､ 当時の鮎川 の 詩的関心をうかがう こ とがで
きる ｡ 自己の感得する魅惑的な美の 光景を､ い かに 明るく､ い か に純粋に描き出す
の か､ そ して ､ それ を 一 つ の パ タ ー ンで はな く､ 新 しい パ タ ー ン を発見 しながら描
き出す の か｡ こ う した鮎川信夫の詩的関心は ､ 三好豊 一 郎が鮎川 の詩作品 ｢夏の
So u veI血+ と ｢ギリ シ ャ の 日傘+ を対象に して 評 した箇所で 明らか に した ､ ｢モ ダ
ニ ズム の い う エ ス プ リ ･ ヌ ウボウ+ の 魅惑や ､ 田村博 一 が鮎川信夫の詩作品 ｢楽器
の 世界+ を引用 しなが ら暗示的に示そう と した ｢ ｢ル ･ パ ル的+ モ ダニ ズム+ 5 9に
5 8 鮎川信夫 『鮎川信夫全集』 第1巻､ 42 9- 3 1(4 2 9- 3 0) 戻.
5 9 田村隆 一 『若い 荒地』 ､ 3 2- 3 4頁｡
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結びつ くい てくるもの で あろう｡
｢夏の So u v e nir+ と ｢ギリ シ ャ の 日傘+ などを読むと､ 屈託の ない 少年の詩作
の よ ろ こ びが､ の びの びと した感性の 展開の なかに感 じられる｡ モ ダ ニ ズム の
い う エ ス プ リ ｡ ヌ ウボウとは､ 元来 こうい う屈託の ない感性の 展開の 上 に成り
立 つ 性質の も の で ､ そ こ にわれわれ を魅惑するもの があ っ たのである0 60
三 好を含めた戦前の ｢荒地+ 派詩人が ｢魅惑+ された鮎川 の作品 ｢ギリシ ャ の 日
傘+ (1938年7月) とは､ 次の ような詩で あ っ た｡
ギリシ ャ の 日傘
1
柔 かい シルク の風 に
葡萄の葉をとは して しま っ た
若い ア ポ ロ は日傘に かくれ
そ の 美しい 扉 の文字は
秘密の世界に鍵をかける
放心 した花弁のやう に
雲の ア ル バ ム に はさまれた
白い蝶よ
海で は雷 が鳴 っ て ゐ る
山で は望遠鏡が廻転す る
キ ュ ウ ピ ッ トの 矢よ りも疾い
ぎんの 騒雨 の 中で
- たまりもなく仮死 におち
日傘は貝殻をまねて ゐ る
2
青い 舌を垂 ら した植物 の蔭から
6 0 三好豊 一 郎 ｢ 『橋上の 人』 解説+ ､ 鮎川信夫 『鮎川信夫著作集』 第1 0巻 ､ 研究 (東京､ 思潮社 ､
1 9 7 6年) ､ 1 4 -4 6(14 4) 頁｡
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い きなり水が噴き出した
パ ル チ ノ ン は丘に ある
ミル クの雲をかきまぜ ると
その中に沢山の兵士たちの顔がゐ た
知識の樹は ア ク ロ ポリス を覆ひ
ガラス の響をたて る楕円形の葉たち
大理石の肉体は磨かれよう
ス コ オル の通過 した海の窓から
おおきらめく太陽よと
象牙 の 足 がで る 61
と こ ろで ､ こ の 時期 の こ う した鮎川 の詩的世界を支えて い た詩人と して ､ ポ ー
ル ･ ヴ ァ レ リイ が挙げられ る の で はない か と思 われ る｡ 特に上 の ｢ギリシ ャ の 日
傘+ で にみ られ る鮎川 の ｢貝殻+ や ｢大理 石+ な どの 詩語 ある い は ､ ｢泉+ や
｢鏡+ のイメ ー ジ は､ ヴァ レリイ特有の 詩語とイメ ー ジで あり､ そ の他 に も詩語
｢貝殻+ が､ 詩作 品 ｢室内+ (1938年1 1月)や ｢田園の祭礼+ (1 9 3 8年12月) な
ど､ こ の 時期に集中して詩語 ｢貝殻+ が 3回も紙面 に刻まれて い る ことは ､ そ の こ
とを裏付けて くれ るも の と思われ る｡
樹の 影 を掠め たの は
昨年の 唄で あ らうかもう見えない
貝殻 の匂 の す る帽子は
鏡の なかで眠 っ て ゐ る (｢室内+ より)62
レ モ ン色の朝焼だ
太陽は水晶に分解され る
白い レ グホ ン たちよ
星 に とびち る音をふんで
61 鮎川信夫 『鮎川信夫全集』 第1巻､ 4 4 4-4 5頁｡
6 2 前掲書､ 45 0-5 1頁｡
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貝殻の道をかけなさ い
キウリ畑で サイ レ ン が鳴り
大理石の林の都会から
体操着の まま遁走した
君らの機械に ア ブラがさされた (｢田園の祭礼+ より)63
以上考察して きたよう に鮎川の戦前の詩的活動の第1期に相当する時期披､ 鮎川
自身の こ とばで言うならば､ ｢新 しい 仲間を得て ､ きわめて短期間で はあ っ たが､
最も屈託なく詩を書い た時期+ で あ っ た ｡ 64 そ して ､ 幸運 に も､ ｢まだ こ の 頃
は､ 自由主義末期の文化が残照として社会の 一 部に残存してい て ､ 十代の青年が勝
手気侭な空想をたの しむ くらい の 余地は残されて い た+ の であ っ た｡ 6 5 こ の よう
な ｢余地+ が こ の 時期 の鮎川 に詩の ｢こ とば+ を純化させ る だけの時間を与え､
ヴ ァ レリイ の ような純粋な詩的世界 へ と憧れさ せた の で はな い で あろうか ｡ しか
し､ そ の 後､ 徐々 に深刻な様相を呈 して きた戦争の脅威披､ 詩人鮎川の詩的主体に
次第に大きく の しかか っ て く る こ とになり､ 鮎川 の 詩的世界の純粋さも失われるこ
とにな るの で ある ｡
(5)
昭和13(1 938) 年10月20日､ 前年7月7日崖溝橋に起 こ っ た 一 発 の 銃声から始
ま っ た日中戦争の戦火が ､ 大陸におい て ますます拡大 し日本軍が広東を占領する前
日で あ る こ の 日に ､ 鮎川信夫は詩 ｢室内+ を書き上げた o こ の 時､ 既 に日本国内で
63 前掲書､ 4 5 2- 5 3頁｡
6 4 鮎川信夫 ｢詩的自伝と して - 立風選書 『鮎川信夫自演詩集』 + ､ 『鮎川信夫著作集』 第8巻､ 近
作､ 281-9 0(2 8 4) 頁o
6 5 前掲書､ 2 8 4頁.
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は､ 中国と の 戦局 が拡大するなかで ､ 咽 防目的達成+ の ため に 国内の経済活動や
国民生活を統制する国家総動員法が公布され (昭和13年4月1日) て い
'
た ｡ ｢国家
総動員トハ ､ 戦時(戦時二 準ズ ベ キ場合モ含ム) ニ 際シ､ 国防目的達成ノ タメ ､ 国
ノ全力 ヲ最モ有効 二 発揮セ シ ムル様､ 人的及 ビ物的資源ヲ運用ス ル ヲイウ+ という
国家総動員法 の第1条に象徴されるよう に ､ 戦争遂行の名の もと に国民生酒は耐乏
を強い る ｢ぜ い たくは敵だ+ の ｢代用品時代+ は始ま っ て い た｡ さらに は､ 街頭に
は､ 提灯行列 の波にわく武運を祈 る千人針を請う姿があふれかえ っ て い たの で あ
る｡
こ こで 鮎川信夫の戦前中期 の詩的出発を記して い る詩作品 ｢室内+ を見る前に､
それを書く少し前の 状況を日記 を中心に して振り返 っ て おきたい と思う ｡
前記 した昭和13(1938) 年2月6日か ら始ま る ｢日記 I 1938- 1939+ に は､
19 38年に書かれたも の だ けを限定 して言うと､ 徐々 に深刻に なる鮎川信夫を囲続
する現実を､ 鮎川 が正面 から書き留めた部分はほとんどない と言 っ て よい ｡ 日記に
善かれて い る こ とは､ 当時の 鮎川がかなりの ス ピ ー ドで読書 して い た書物につ い て
の 鮎川自身の覚書や感想 ､ 詩誌 ｢L U N A+ や ｢L E B A ⊥+ や詩誌 ｢新領土+ に掲載
された他 の詩人たち の詩作品の 批評､ さらに 法学校の試験の こ と､ ｢L U N A+ ク ラ
ブや ｢新領土+ の 会合､ 観賞 した映画 の批評などが中心に善かれて い る｡ 日記に記
されて い るこ の ような鮎川信夫の 生活 は､ 当時の 日本が直面 して い た現実とかけ離
れたも の で あ っ たかも しれない ｡ しか し､ 文学や詩を中心に形成されて い る日記 の
中にも､ そ の時点で中国大陸や日本で起 こ っ て い る現実の裏側に存在する真実とい
うもの を ､ 冷静に見極めようとする鮎川 の視線を感 じる部分がある ｡ 2月2 0日から
始まり､ 1 2月31日 の ｢明日から - ｡ 僕も 二 十歳になる｡ + で終わる193 8年の 日記
におい て ､ そう した視線が現れて い る の は次の ような部分で あ る ｡
2月1 3日
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帰り新宿 ニ ュ ー ス劇場 へ 行き､ ポ パイ の無銭飲食なる漫画を見るo 窮屈 な社
会 ニ ュ ー ス は嫌ひだ｡ そらぞらしさが目立 っ て 見えるからだ. 戦争 ニ ュ ー ス な
ど､ 果 して あ んなもの を面白が っ て 真実として受取るもの があるだろうか｡ 真
実を穿 っ た､ 薪ら しい角度をも っ たもの で なけれ ば､ そ の価値を批判す るに価
しな い ｡ 6 6
まず ｢2月13日+ の 日記 の 申に､ 鮎川 は新宿の ｢ニ
■
ユ ー ス 劇場+ へ 行 っ た こ とを記
して い る . 日中戦争の勃発で ニ ュ ー ス 映画の 人気が急上昇し､ 各地 に ニ ュ ー ス 映画
館が登場 した が､ そ の 中の 一 つ で ある ｢新宿ニ ュ ー ス 劇場+ で鮎川 は ｢ポパイ の 無
銭飲食なる漫画+ と戦争 ニ ュ ー ス を見たの で あろう｡ そ してそ の戦争 ニ ュ ー ス に対
して ､ ｢果た して あんなもの を面白が っ て 真実と して受け取 るもの がある の だろう
かo 真実を穿 っ た､ 斬ら しい 角度をも っ たもの でな古j･れば､ そ の価値を批判す るに
価 しな い . + と戦争 ニ ュ ー ス に対 して批評するこ とを放棄して い る｡ 当時､ 映画館
で見たもの に 関 して は､ そ の 批評､ 或い は感想を日記に書き記して い た鮎川にと っ
て は､ 戦争 ニ ュ ー ス そのものがそ う した批判する価値を持っ て い なか っ たの で あ ろ
う. こ の ような2月13日 の 日記の 一 節に見られる戦争ニ ュ ー ス に対す る考え方 の背
景には､ 国家が戦争ニ ュ ー ス と して 国民 に知らせて い る事実を､ 真実から遠い もの
と して鮎川自身が受け取 っ て い るとい う こ とがある｡ そ して こ う した戦争 ニ ュ ー ス
に対す る疑念が､ 実は中国大陸と日本で 進行し つ つ あ っ た ｢戦争+ の 真実を鋭く見
抜き ､ 次の ような詩 ｢頒 - ｢亜細亜+ の 一 部+ の 一 節 に結び つ い て い っ たの で はな
い かと思われ る｡
[- - ･] やがて新 しい 靴の
群は 雲に乗 っ て 押しよせ 黄色く汚れた地図の 上を
操潤す るだらう
66 鮎川信夫 ｢日記 I 1 9 3 8- 1 9 3 9+ ､ 『鮎川信夫著作集』 笥7巻､ 30 9頁｡ 弓卜用の斜体字の部分は ､
参照した原文では傍点が付されてい る｡
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"新ラ シイ靴ハ 押ショ セ 操欄 ス ル 乃 ソ レハ
金魚み たい に じ っ と して 水の つ ま っ たガラス鉢の中
レ コ オ ド音楽にクチあい て 線の藻を夕 べて ゐる
ぽくらにもま たきみ たちにも (｢領 一 ｢亜細亜+ の 一 部+ より) 67
鮎川信夫は､ 昭和13年3月か ら5月 にか抄て ｢ ｢亜細亜+ の 一 部+ と言う副題を付
した 一 連 の 詩作品､ ｢花 - ｢亜細亜+ の 一 部+ ､ ｢河 - ｢亜細亜+ の 一 部+ ､ ｢頒
- ｢亜細亜+ の 一 部+ を詩誌 ｢L U N A+ と詩誌 ｢新領土+ に発表して い る . こ の副
産に注目 した北村太郎披､ 主に鮎川信夫の戦中詩に つ い て論じた エ ッセ イ ｢けむれ
る 一 個の 霧+ の 中で､ ｢ア ジ ア 全体の 『悲劇』 の 一 部として 中国を見て い る鮎川少
年の視点の広さ+ に驚い て い る｡ 68 上 に引用した詩句は､ 確か に ､ ｢中国を題材
に したも の+ で はあるが､ それが ｢ぼくらにもまたきみたちにも+ ｢ ``新ラ シイ靴
ハ 押シ ョ セ 操欄ス ル ” + と読む こ とで ､ 戦争という暴力的な現実が鮎川を含め
た日本人 に やがて訪れるとい う予感を表現 して い る｡ さらにそれ は､ ｢金魚み たい
に じ っ と して 水の つ ま っ たガラス 鉢の 中/レコ オ ド音楽に クチあい て 緑の藻を
夕べて ゐ る+ 人間存在にも暴力 が及ぶ とい う こ とを認識して い る点で ､ 決して侵略
的な日本の動向だけを見て い るの で はなく､ そ の後の 日本を含めたア ジ ア 全体 の大
きな悲劇を予感させ るもの で ある｡
しか し､ 中国大陸で起こ っ て い る出来事に対 して ､ その裏側に ある真実を読み と
ろう とする鋭い視点がありながらも ､ 実際には ､ 鮎川信夫はまだ ｢新 し い靴+ に
よ っ て ｢操欄+ されて はい ない 日本の現実に身をおい てい たの で ある｡ こ う した日
本の 当時の現実は､ 鮎川自身が ｢窮屈+ に感 じるもの であ っ たが ､ それ はまだ､ 鮎
川の 存在を危機に陥らせ るもの で はなか っ た ｡ こう した危機感の 不在は次に挙げる
67 鮎川信夫 『鮎川信夫全集』 第1巻､ 4 3 6-3 7頁｡ 斜体字の部分は､ 参照した原文におい て は傍点が付
されて い る｡
6 8 北村太郎 ｢けむれる 一 個の 芳 一 主に戦中の 詩に つ い て - + ､ 鮎川信夫 『鮎川信夫著作集』 第7巻､
戦中作品､ 3 7 6-3 9 1(379) 頁｡
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日記の文面から読み とるこ とがで きるで あろう｡
2月24日
今 ､ 日記の 天候の項を書かうとして外を見たら､ ウ ー ウ - ウ - とサイ レ ン が
鳴 っ た ｡ 防空演習で あ る｡ 今で もまだなり続けて ゐ る ｡
相変らずの好天気だ｡ い つ まで続く こ とやら｡ 6 9
9月24日
昨日､ 午後4時単項家 へ 帰っ て来た｡ 野営中は､ 教練を して ゐ る時以外は､
す べ て愉快で あ っ た｡ 7 0
1 1月29日
防空演習が漸く終 っ て 二 日目で ある｡ お芝居染み た防火演習が町の其処此処
で演ぜ られ た ｡ 笑ふ べ き錯誤を見出 し､ 当局な るもの は収拾が つ かない程 ､ 今
度の 防空演習で ボ ロ を出して しま っ た ｡ 71
｢防空演習+ ､ ｢野営+ という当時の鮎川を取り巻く戦争とい う危機を想定 した現
実は､ 鮎川の 目に は喜劇的に映 っ て い る ｡ しか し､ こ う した喜劇的な現実の中に忍
び込んで く る次の ような ｢緊張+ を伴 っ た現実は､ 鮎川自身の精神を徐々 に束縛し
て い っ たと思われ る｡
8 月5日
69 鮎川信夫 ｢日記I 19 38 - 193 9+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第7巻､ 3 1 2頁｡
7 0 前掲書､ 3 41頁｡
71 前掲書､ 3 5 2-5 3頁｡
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灯火管制で ネオ ン､ 及 び少数の街頭が消された｡ ロ シヤの飛行機が飛んでく
るかも知れな い との こ と ｡ 気象通報で気圧の放送はしなくな っ たさうである｡
案外今年中に ロ シヤとの戦争が開始されるかもしれない ｡
街路にも何となく緊張が感ぜ られ る｡ 7 2
こう した ｢緊張+ や束縛に捕らわれた自己に基づい て ､ 鮎川信夫の紡ぎ出す言葉
が結晶化 して く るの は､ 昭和 13(193 8) 年10月2 0日に善かれ ､ 11月 に詩誌 ｢L E
B A L+ に発表された詩作品 ｢室内+ から昭和15(1940)年9月 ､ 詩誌 ｢新領土+ に
掲載された ｢形相+ に至 るまで の鮎川の戦前中期の作品を中心と してで あると思わ
れる｡
こ の 時期の鮎川 の詩作品における 一 つ の 特徴と して ､ ｢室内+ とい うイメ ー ジ が
頻出して い るの は､ 興味深い点で ある ｡ ｢室内+ とい う語 を詩のタイ トル に含む作
品として ､ 1 9 38年 の ｢室内+ とあわ せて ､ ｢夢み る室内+ (1938年2月) ､ ｢室
内+ (19 39年1 1月) の 3篇を挙げる こ とがで きるだけで なく ､ そ の 他 に も ｢椅
子+ を タイ トル に含む 一 連の 詩作 品7 3､ 及 び ｢形 相+ と い う 同題 の 4篇 の詩作
品74に も ｢室内+ の イ メ ー ジが 明 らか に描き出され て い る ｡ 鮎川 の 全詩作 に ｢室
内+ とい う詩語が8回用 い られ て い るうち の 6つ7 5までもが ､ こ の 時期に集中的に
現れ るこ とか らも ､ 戦前中期における鮎川 の詩的世界が ｢室内+ とい うひ とつ の 空
間のイ メ ー ジと強く結び つ い て い るもの で あ っ たと考える こ とがで きるであろう｡
7 2 前掲書､ 3 3 3頁｡
7 3 具体的には ｢椅子 (影をゆらせ て - - ･) + (1 9 3 9年8月) ､ ｢黄昏の椅子+ (1 9 3 9年1 2月) ､ ｢十
二月の 椅子+ (1 9 3 9年12月) ､ ｢椅子( ドア はなかば - - -)+ (1 9 4 1年4月) ､ ｢雨をま つ椅子+ (1 94 0年5
月) である ｡
7 4 特に ､ 4篇申の 3篇 ｢形相 ( 一 本の 茎披清浄な水を欲する ･ - - ) + (1 9 4 0年4月) ､ ｢形相 ( ドア
の外では ･ - -) + (1 940年8月) ､ ｢形相 (髪は散る ･ ･ ･ ･ ･ ･) + (1 9 4 0年9月) は ､ ｢室内+ のイメ ー ジが明らか
に見られる詩作品である｡
7 5 こ の 時期に､ ｢室内+ と いう詩語が詩中で用い られてい る詩作品は ､ 次の ようなもの である｡ ｢室
内 (窓は明るい - - ) + (1 9 3 8年1 1月) ､ ｢夢みる室内+ (1 939年2月) ､ ｢唄+ (1 9 3 9年3月) ､ ｢非望の
自転+ (19 3 9年4月) ､ ｢椅子 ( 影をゆらせて - ) + ､ ｢十二 月 の椅子+ ｡
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この ような ｢室内+ という形象へ の偏向臥 戦前初期の詩作品で展開された詩人
鮎川の超現実的な詩的世界に ｢壁+ をもう机 現実界から隔離する方向と結び つ い
て い るように思われ る｡ こ の こ と 臥 詩 ｢寒帯+ な どで描出された雲の上 の広い 世
界､ 現実から遠く離れた場所に措定された逃避の場所と しての世界臥 現実 へ の 関
心が引き金とな っ て ､ 地上近くに引き落とされたとい うこ とを意味して い ると捉え
るこ とも できよう｡
こう した ｢室内+ の成立 に前後する鮎川を囲続する外部世界と内部世界の 変化
は､ ｢室内+ とそれ以前の詩との 比較にお い て 見られる詩人鮎川の詩意識の変化を
大きく決定づ けるもの で ある と言えるであろう｡ 例えば､ こ の 詩の完成す る前日､
10月19日の鮎川 の 日記に は､ ｢最早夢をオ ー トマ テイ ツ クに記述する こ とで は到
底詩の 深 い 部分 に触れ る こ とがで きない+ とい う表現が見られる ｡ 7 6 こ の 見解
は､ 同年7月29日の 日記 に記 したシ ュ ー ル レ ア リス ムの 手法に対する鮎川 の 以前の
見解と大きく異な っ て い る ｡ 鮎川 の7月2 9日の 日記には､ ｢これ らニ ヒリズ ムを突
破 して 力強き建設期 へ と進む の がシ ュ ル レ ア リス ムで あり､ そ して そ の 手法を完全
に活用 し得 るも の は､ 文学に於い て は､ 外に ない こ とを思ふ+ とい う 丹波哲夫 の
エ ッ セイ ｢シ ェ ル ･ レ ア リス ムの 周囲に+ の 中の言葉を通 して ､ シ ュ ー ル レ ア リス
ムとい う鮎川 に と っ て 詩的世界を拡充するた めの 手法に対する信頼が表明されて い
る ｡ 7 7 更に こ の ような信頼は､ 8月1 6日の 日記 に見られ る ｢僕 の 最近 の 詩篇､
｢夏のSo u v e血 + (三篇)は好評だらう｡ 自分の詩篇の中で は最も技術的なもので
ある ｡ + とい う自己の技術的な詩に対する満足とな っ て表れて い る ｡ 7 8
鮎川信夫の こ う した詩的変化を､ 詩作品 ｢室内+ に結び つ ける詩人と して ､ 戦後
｢荒地+ 派詩人 の 一 人となる北村太郎がい る o ｢ 一 九三八年の秋 ご ろから鮎川信夫
7 6 鮎川信夫 ｢日記I 19 3 8- 1 9 3 9+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第7巻､ 34 6頁｡
77 前掲書､ 33 2頁｡
7 8 前掲書､ 33 6貞｡
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の詩は変わ っ た+ と述べ る北村太郎臥 次のように鮎川 の詩の変化を説明する｡
こ の あたりまで の詩 [｢夏のSo u vemir+ ｢楽器 の世界+ な ど] 臥 どちらか
とい えば明 るく､ 三好豊 一 郎の こ と ばを借りれば､ ｢屈託の ない 少年の詩作の
よろ こ び+ が歴然と して い る ｡ しか し､ 時代の 動きを冷徹な眼で見つ め､ 多彩
な交友関係の なかで 人の こ こ ろの複雑な軌跡をながめながら､ 鮎川信夫は自己
の内側に深く沈むようにな っ て い く. それ は為 そ らく 一 九三 八 年(昭和十三
年)秋で あるo 同年十 一 月に ｢明る い水で+ で始まるほうの ｢室内+ が発表さ
れて い て ､ そ れ以後､ かなり急速に沈密な作風に変わ っ て い く ｡ 目をみはらせ
る変わりようとい っ て もい い ｡ こ の こ ろ ､ 彼の 身の上 に､ なに か重大なこ とが
起こ っ たの で あろうか｡ 7 9
｢彼の 身の 上 に ､ なにか重大な こ とが起こ っ たの で あろうか+ とい う問い かけに対
して ､ 北村太郎は ｢室内+ 以後の鮎川と森川義信との ｢短い期間の 全人的交際+ 杏
挙げて い る ｡ 8 0 しかし､ 鮎川 の こ の 時期 の詩的変貌に つ い て ､ 鮎川自身の 西欧文
学作品 の読み とい う観点から考え る と､ 戦前初期の鮎川の詩作品に み られたような
ヴァ レリイ の 影響が残りながらも､ そ れ以上に､ こ の 頃鮎川が T. S. エ リオ ッ ト
『荒地』 (The Wa ste La nd) を読む こ とによ っ て ｢現代は荒地で あ る+ とい う現
代意識を感得した経験が大きな影響を与えて い るの で はない かと思われ る｡ この鮎
川及び他 の ｢荒地+ 派詩人たちと T. S. エ リオ ッ ト 『荒地』 との 関連に つ い て は､
具体的に第3章第3節で扱う の で ､ こ こ で は北村が指摘する鮎川と他の ｢荒地+ 派
詩人たちとの 関わ りとい う観点から､ こ の 時の 鮎川の 詩的変化を考えて い きたい ｡
7 9 北村太郎 ｢けむれる 一 個 の霧 一 主 に戦中の 詩に つ い て - + ､ 鮎川信夫 『鮎川信夫著作集』 第7巻､
3 8 0-8 1頁｡
8 0 前掲書､ 3 8 6頁｡
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(6)
鮎川信夫の友人との交流がどの ようなもの で あ っ たかに つ い て は､ 鮎川の個人的
な記録を基 に それ を再構成 して い く こ とによ っ て推測するこ とが可能で あろう｡ し
か し､ 別 の仲間 の視点から､ 若い ときの 当時の 交流がどの ようで あ っ たの か を知る
上で ､ 田村隆 一 の 『若い 荒地』 の 次の ような 一 節は ､ 重要な手が かりを与 えてくれ
る｡ こ の 一 節は､ 田村が 『ル ･ パ ル』 21集の合評会で ､ 作品の 相互批評が眼目に
なっ てい た ｢ル ナ ･ ク ラ ブの パ ー テ ィ+ に つ い て 描写 したもの で ある ｡
十数名に よ る合評会も､ ス ム ー ズ に進行 して い っ た o メタ フ ァ が どう の ､ イ
メジが どう の とい っ た具合に ､ おたがい に軽口をたたきながら､ 喋 っ て い た｡
わが松村文雄君 (北村太郎) は､ 女性の詩人とばかりささやきあ っ て い た ｡ 秀
才の松村君は､ 女性の 詩人 に は人気があり､ い つ も細い の どに織帯をま い て い
る北山鳩子さんなどという可憐な詩人とたえず 一 緒に笑っ て い た . す(･ そ の横
で ､ 明治学院の 制服を着た衣更着信が､ 松村君の 詩の真似を して ､ ｢フ ァ ー
フ ァ - フ ア ン+ な どと いう ア ク ビを したり した ｡ 津田英学塾で ､ 関西 の ブル
ジ ョ ア 娘の 谷恵子君は ､ 森川 と鮎川 の あ とを追い まわ して い た っ け . と､ テ ー
ブル の 一 隅か ら､ い ままで ､ ま るで 蛤の ごとく黙りこ んで い た色の浅黒 い青年
[三好豊 一 郎] がス ク ッ と立ち上 っ た｡ ｢ぼくは田村君の ような詩に は､ 我慢
がで きない + 横 目で女性詩人 の顔ばかり見て い たぽくは､ あわて て ､ そ の青年
の 方を見た｡ 見れ ば ､ 八 王 子 か ら来たとい う 田舎の ア ン ち や んで はな い か｡
｢田村君の よう な へ ナチ ョ コ モ ダ ニ ズ ム は毒にも薬にも な らな い と思う んで
す｡ 言葉の 遊戯その も の だ . こ れをも し詩と呼び得 るならば ､ 一 夜に して ､ 何
百何千行たりと い え ども書い て お目 にか けま す｡ まる で 口からで まかせ で はな
い か ｡ オ ー トマ チス ム がきい て あきれるよ ｡ ぼくはこ う い う詩を心から軽蔑す
るんだ｡ ま るで ｢人生+ とい うもの がな い ｡ 感情の 深い 洞察力も喚起力も ､ ま
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る っ きり見あたらない で はな い で す か｡ この 田村君は､ い っ たい どんな気持ち
で詩を書い て い るの で し よう. 言葉の 遊戯なら遊戯らしく､ も っ とス マ ー トに
や っ て もらい たい ｡ モ ダ ニ ズ ムの も っ とも悪 しき 一 面を､ 田村君の詩は露呈 し
て い ます｡ ぼくは人間の魂の感じられない ような詩を断呼と して排するも の で
あります. + 8 1
こ の ような田村隆 一 の回想から､ 当時の ｢L U N A+ の仲間同士の会合で ､ 歯にもの
着せずに ､ 他 の 者の詩を批評する こ とが行われて い たこ とは知る こ とがで きる｡ こ
う した真剣な批評が､ 自己の技法だけに留ま っ て しま い がちな詩的傾向や詩的世界
を拡充するの に如何に役立 っ たか は､ 当の 本人たちで なければわ からない こ とかも
しれない ｡ しか し､ こ う した詩に対す る情熱は､ 権威的な存在を措定せずに自己を
開示 して い く点におい て ､ 田村だけで な く鮎川 にも大 きく役8
'
=た っ たに ちがい ない
の で あ る ｡ 特 に当時､ 技法に走りがちで あ っ た田村を､ ｢八 王子 の 青年の 口か らと
び出した ｢人生+ だとか､ ｢魂+ とい う言葉は､ ま っ たく異様な響きをも っ て ぼく
の 珂 をお そ っ た｡ こ れまで に ､ ｢人生+ とか ｢魂+ とかい う ､ 浪花節語りか人生派
の詩人 の 口 か らで もなければきかれなおで きた言葉がモ ダ ニ ズム の 詩と関係がある
とは､ ぽくは夢に も思 っ て もみ なか っ た の で あ る+ 8 2と､ 三 好が言わ しめ開示させ
たよう に ､ 鮎川 の 詩的世界を開示さ せ た存在がい たの で ある ｡ 田村 は､ ｢鮎川 や中
桐辻､ ぼくよ りも三 才か四才上 だ っ たが､ そ の 当時の 年令の ひ らきは､ 現在想像す
るよりも は るか に 距 っ たも の で あ る ｡ い わば､ 中学生 と大学生の ちが い な の だか
ら､ まともに あ つ か っ て くれ とい う方 が無理 とい うも の だ｡ + 8 3と語 っ て い る が､
そう した鮎川 に も実は､ 田村を開示させ た存在がい たように ､ 大 きく影響を与えた
森川義信とい う存在がい たの で ある ｡
8 1 田村隆 一 『若い 荒地』 ､ 5 4-55頁o
8 2 前掲書､ 55頁o
8 3 前掲書､ 56頁｡
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鮎川信夫が森川義信と初めてあ っ たの は ､ 193 7年の晩秋で あ る｡ 突然受け取 っ
た葉書に よ っ てこ 同 じ詩の雑誌 ｢L U N A+ に所属 して い るこ とを知り､ 森川 の 下宿
を訪ねた こ とから､ 鮎川信夫と森川の 交際は始まる｡ その後､ 二 人 の若き詩人 臥
お互い の 家を行 き来しながら､ 自分が作 っ た詩作品を交換したり､ 批評したりする
こ とを行う こ と にな る ｡
当時､ 森川 は早稲田の第二学院の学生で あり､ 戸塚の グラウ ン ド坂上近くに あ っ
た下宿に住んで い た. 早稲 田の第 一 学院に通 っ て い た鮎川は､ 森川と ｢詩を書く仲
間の とりとめの ない 噂話+ な どを しながら､ 早稲田や新宿を中心に遊んだり して い
た｡ 8 4 そ う した こ とが､ 翌年1 938年の 日記には､ よく記されて い る ｡ そ して ､ 早
稲 田を中心 に した第 一 次 ｢荒地+ の 仲間 の 顔が鮎川 を中心にそろ っ て くる の で あ
る｡
とこ ろで鮎川 が森川から受けた影響とは 一 体 どの ようなも の で あ っ たの で あ ろう
か｡ それを考え る手がか りに なる の は､ 鮎川 が森川に つ い て述 べ た次の ような文章
に存在して い る と思 われ る｡
衝動を芸術に具体化するうえにお い て ､ 太古の 洞窟に動物の絵をは じめ て描
い た原始人と同 じような手を持 っ て い たとい う こ とが､ 彼 [森川義信] の不幸
で あり､ 栄光で あ っ た｡
193 9年1 0月 『荒地』 第四輯に載せ る ｢勾配+ - 篇を懐中に して ､ 彼は
ま っ す(.t私 の 家 へ や っ て きた. さすがに そ の 顔はい つ もよ り輝や い て みえた ｡
わずか十八行 の短詩だが､ さ っ と 一 読 しただけで ､ 私 は､ 目がく らむような
思い が した｡ 何度も繰り返 して読んだが､ 感動の 波は高まるばかりで あ っ た｡
すで に ｢衝 に て+ で 予告されて い た とはい え､ ｢勾配+ 改､ そ の 独創性と普遍
性に おい て ､ はる かに卓越 した作品で あ っ たからで ある｡
愛とは､ 心 の 傾斜に ほかならぬ と誰が言 っ たの か ｡ そ の斜面に立 っ て い る の
8 4 鮎川信夫 ｢森川義信ⅠI+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第4巻､ 詩人論､ 5 3-5 6(5 3) 臥
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は､ 自然を ､ 人 を､ 愛する こ とにお い て 過剰でありすぎた青年の姿で あ っ た ｡
現実の傾斜､ 時代の傾斜は､ 遥かな地平とはげしく交叉し､ 青春の 苦闘は空し
く悲運 の うち に終りを告げようとして い た｡ それで もなお､ 彼 は､ 自然を､ 人
を愛する こ と をやめ ない の で ある. こ れ 披 ｢し っ かり掴ん で い る そ の根は何
か ?+ とい う ｢荒地+ 的な問い に対する彼の見事な回答で あ っ た ｡
私 にと っ て ､ それは 同時代の詩人の作品に心 から動かされたとい う点で ､ ほ
と ん どは じめ て の 経験だ っ た ｡ ｢うま い な+ とか､ ｢な かなか やる じやな い
か+ とい っ た程度の感想を仲間の詩に対して抱くこ とはあ っ たが､ それ によ っ
て 自己の内部の 隠れ た部分を大きく揺すられ るというような こ とはな か っ た ｡
そ れ だけ に ｢勾配+ が ､ 私 に与 えた影響は､ 私自身が思 っ て い るよ りも大きな
もの があ っ たかも しれ ない ｡ 8 5
この 文章は､ 19 3 9年当時の こ とを言及 して い る点で ､ 直接に は ､ 鮎川 の 19 38年 の
詩的変化 に 関わり無い ように も思え る が､ しか し､ 上の よう な1 939年に おける鮎
川 の森川とそ の詩作品に対す る尊敬の念とも言う べ き感情は､ すで に1 9 3 7年に森
川に出会 っ た頃から､ 徐々 に育まれて い っ たも の であ り､ 出会 い 以降の森川との 交
友関係は､ 鮎川 の詩的活動に も影響を与えるも の であ っ たと言う こ とがで きるかも
しれな い ｡ 上の 引用部分 に おい て ､ 注目す べ き点披､ 鮎川 が森川とその詩作品か
ら､ 鮎川自身とは全く遣 っ た詩に 対 す る態度､ ある い は芸術 に対 する態度を読み
と っ て い る こ とで あ る ｡ 当時､ ｢感性的な解放+ とい う目的や技法を中心 に詩を書
いて い た鮎川 に対 し､ 森川は ｢太古の 洞窟に動物の絵をは じめて描い た原始人+ の
よう に､ そ の 芸術行為の最も根源に ある人間存在の ｢衝動+ か ら､ 詩を書い てい た
の で ある ｡ そ れ は ､ 何故人 間は詩を書く の かと い う問い を尚提に した詩的行為で
あ っ た｡ そ して ､ こ の ような森川の詩に 対する態度や､ 人間 がな ぜ詩を書くの か と
い う詩的行為に対 する問 い そ の も の が､ 鮎川 にと っ て は､ ｢自己の 内部の 隠れた部
85 前掲書､ 5 5-5 6頁｡
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分を大きく揺すられる+ ほ ど驚異的なもので あ っ たの で ある｡
鮎川の 1938年10月20日に善かれた詩作品 ｢室内+ に見られる大きな変化に放､
前述 したような詩誌 ｢I+ひN A+ の仲間たちとの詩を中心にした交流と､ 後に議論す
るT.S. エ リオ ッ ト 『荒地』 の読み が関わ っ て い ると思われるの で あ るが､ 特に ､ 森
川義信との親交厚 い信頼関係に満ちた紳は､ 鮎川 の当時の技術中心的で現実逃避的
な詩の世界に､ 人間 が生 きる とい う こ とに対して 正面から立ち向かう態度とその態
度に おい て 詩を書くこ との意義を教えたように思われるの で ある｡ かく して ､ こ の
ような背景の基に創られた鮎川 の詩作品 ｢室内+ が誕生するわけで あ る｡ そ れで
は､ こ の よう な背景 を踏まえながら､ 1 938年に書かれた詩作品 ｢室内+ そ の も の
の作品解釈を試み て み たい ｡
室内
窓は海 の 明る い水で
室内を青く洗 つ て ゐ る
花は眼 の あ る動物を見ない
傾い た机は風 を聴くこ とがない
錆びた ピ ン で 留め られ
海図の 脈の どこ かに消えて しま っ た
やさ しい 茎よ
透明な る緑よ
誰も小さな宝石置と
舶来煙草の こ と を知らない
石 の 床に新聞が配達され て ゐ たこ とも
樹の 影を掠め た の は
昨日の 唄で あ ろうかもう見えな い
貝殻の匂い の す る帽子は
鏡の なかで 眠 っ て ゐ る
眠 っ て ゐ ない の は時計で あり
十二 時を打 っ て も
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椅子 は空虚なまま に
死んだも0)
.
iま壁の中に
白い砂漠の 上 に住んで ゐ る 86
まず､ この ｢室内+ をそれ以前の鮎川 の詩と比 べ た場合､ 最初 に気付く ことがら
は､ 初期の開放的な世界がひ と つ の閉鎖された空間､ つ まり ｢室内+ とい うもの に
置き換わ っ て い る こ とで ある｡ しかしこ う した鮎川 の詩的世界の輪郭の変化にもか
かわらず､ そ の 主調 となる冷たく青い イメ ー ジは残されて い る .
最初の詩句 ｢海 の 明 る い 水 で/室内を青く洗 っ て ゐ る+ は ､ ユ イ ス マ ン ス (
Joris- Ea rl Huys m a n s, 1848- 1907) の 小説 『さかしま』 (A Rebour s, 19 84) にで
て くる､ デ ｡ デ ッ サ ン トのあ の 水槽を部屋中に置き巡らせ た部屋を想起さ せるもの
がある. こ う した部屋は､ 一 種の 人 工 楽園的な様相を呈するもの であ る｡
こ の ような内部空間は､ 論理的に成立す るために は壁､ 窓､ ドア とい っ た外部と
内部を峻別す る境界が必要で ある｡ 密室的内部空間における特質は､ そ の 閉塞性､
つ まり､ 境界の 硬直性に あるとい う こ とがで き るで あろう ｡ そ の 点で ､ 最も閉鎖的
な室内とは､ 四方 が壁に よ っ て 囲まれ た､ 外部の も の を全 く取 り入れ ようと しない
空間で あろう ｡ とい う の も､ 窓や ドア とい っ た境界は､ 外部との 交流を目的と した
もの で あり､ それ は本質的 に内部の 閉鎖性を薄めて い く方向に機能が働くからで あ
る. こ の よう な密室の イメ ー ジの 特質で あ る境界の硬直性､ 言 い 換えれば内部空間
を保護しようとす る本能は､ 詩作 品 ｢室内+ におい て ､ 外部世界を全く見通 せ ない
｢窓+ と､ 外部の 空気をも浸透さ せ ない ような ｢壁+ ､ そ して ､ 冷たい ｢石の 床+
という言葉によ っ て 表されて い る . 唯 一 ､ 外部世界との 交流を可能に し､ 室内に い
る存在の外部 へ の 視線を成立させ るはずの ｢窓+ は､ 羊水 の よう な明るい ｢海+ の
青い水 を映し出して い る1｡
とこ ろで ､ こ の 室内を満た して い る ｢青+ は､ 鮎川信夫が戦前の初期詩作品にお
8 6 鮎川信夫 『鮎川信夫全集』 第1巻､ 4 5 0-5 1頁o
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い て も ､ 最 も好ん で用 い た色調 で あ る ｡ そ れ は ､ ｢世紀末芸術 の基本的な色
調+ 87で あ り､ ･現実と帝離した幻想的な空間を創出するにはう っ て つ けの色合い で
ある｡ しかし､ 鮎川 の ｢青+ は ､ 基本的には詩作品 ｢寒帯+ にお い て定着して い る
氷の透明さと純粋さに結び つ い たもの で あり ､ それは､ 現実から遠い世界 へ の 純粋
なる希求を象徴して い る｡ そう した遠い はずの鮎川 の詩的世界が､ ｢室内+ とい う
より現実に近 い形象に引き戻されて い る点に おい て ､ こ の詩はそれ以前の鮎川 の現
実に対する認識とは異な っ たもの が反映され て い る｡ そして当然の こ とながら､ こ
の ような詩的世界の措定は外部世界 の 干渉を受けざるを得ない の であ る ｡
外部世界から鮎川 の ｢室内+ に侵入して く るもの は､ 生 で ある と同時に死で もあ
る｡ もはや室内に詩的空間を定め た鮎川 に は､ ｢天使+ や ｢雲+ などの 詩語 を書き
記すこ とはで きない ｡ そ こ に登場 する言葉は､ 室内に ある ｢花+ ､ ｢机+ ､ ｢鏡び
た ピ ン+ ､ ｢海図+ ､ ｢帽子+ ､ ｢新聞+ な ど､ 日常的な身近に あるも の であ る ｡
こ う した鮎川 の詩的世界 にあ る ｢モ ノ+ たち は､ 静的な状態で描写されて い る｡
｢モ ノ+ がも っ た内的な エ ネル ギ ー は､ す べ てそ の機能や形態を忘却､ ある い は破
壊する こ とに よ っ て 剥奪されて い る｡ そ の ｢室内+ にある ｢モ ノ+ は､ あたかも外
部を完全に遮断するこ とに よ っ て 引 き起こ された空気の 不可浸透性 によ っ て息がで
きな い ような状態にあ る｡ こ の こ とは､ こ の ｢室内+ にい る主体自身に もい える こ
となの で あ る ｡ 確か に こ の 詩の なかで は ､ ｢私+ とい う主体 は全 く姿を現さない
が､ それ は､ 現さない の で はなく現れな い と言っ た方がよ い かも しれない ｡
また､ こ の よう な ｢室内+ の 内部におけ る ｢モ ノ+ の消極性は ､ 外部から侵入し
てく る ｢死+ へ の浸透 に 因 るも の だと考える こ ともで きるで あろう･｡
｢花は眼の ある動物を見な い/傾い た机は風を聴く こ とがない+ とい う 二 行は ､
室内に あ る ｢花+ と ｢傾い た机+ の存在を脅か し死に至 ら しめる外部からの侵入
者､ 即 ち､ ｢眼の ある動物+ や ｢風+ を､ 境界として の ｢壁+ が防い で い る こ と､
つ まり､ 外部の 死 の 拒絶と読む こ とがで きるで あろう ｡ 一 方で ､ ｢錆びた ピ ンで 留
87 s a o ng
-in Yo o n｢白秋の 初期詩集におけるデカダン的特質+ ､ ｢比較文学+ 第3 0巻 (19 87
年) ､ 6 5-8 4(7 6) 頁｡
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められ/海図の脈 の どこ かに消えて しま っ た+ あるい は ｢誰も小さな宝石置と/舶
来煙草の こ とを知らない/石の床に新聞が配達されてゐ た こ とも+ という詩句は､
｢室内+ にあ る事物から生がはぎ取られて い る こ とを意味して い る｡ 死を忘れ ると
い う こ とは ､ 死す べ き運命を背負 っ た事物の その生の意味を忘れる こ とに他なら
ず､ そ こ で ｢室内+ にある事物から生きる こ との意味を奪い 去 る とい う意義が生じ
てくる｡ こ こ に 挙げた ｢海図+ ｢宝石蟹+ ｢舶来煙草+ ｢新聞+ とい っ た事物から
は､ こ とご とくそうした生 の意味が剥奪され て い るの 放その ためで あ る｡･ ｢海図+
からは ｢脈+ だ けが抜き取られ ､ それ を ｢壁+ に押 し込める こ と によ っ て ､ ｢海
図+ は死とは無縁な フ ォ ル ム だけにな る｡ ま た､ 外部世界で は､ それぞれ意味をも
つ ｢宝石蟹+ と ｢舶来煙草+ もその 意味の記憶を忘れ去 る こ とによ っ て ､ ｢室内+
ではただの事物､ そ こ に在るだけの事物に変貌を遂げて い る ｡ さ らに､ 外部世界を
縮小した ｢新聞+ に つ い て は､ それが ｢室内+ に届 けられて小 る こ とさえ忘れられ
てい る ｡ こ う した生 の意味を忘れ る こ とある い はそ の 意味を ｢壁+ に押 し込める こ
とによ っ て ､ 鮎川 は内部に存在 して い る事物が有 して い る ｢死+ を拒絶して い るよ
う に思われ る｡
｢見ない こ と+ ､ ｢聴かない こ と+ ､ ｢知らない こ と+ ､ ｢消える こ と+ とい っ
た外部世界で は ､ 否定的な行為が室内という内部世界で は､ 肯定的な行為に変化 し
て い る こ とは ､ 興味深い こ とで あ る｡ そう した内部世界におい て は､ ｢眠 る+ とい
う外部で はも っ とも受動的な行為が最も能動的な行為になる の で あ る｡ 鮎川は､ こ
の眠り の 行為で内部の死の完全な拒絶を試み るの で あ る ｡ そ して ､ 事物の 生の意味
の完全な喪失の 果て に ､ 鮎川は地上に縛られた自らの 肉体をも忘れ るこ とがで きる
はずで あ っ た ｡
とこ ろが ､ こ の 眠 っ た室内に唯 一 不 気味に 目覚めて い る ｢モ ノ+ がある ｡ そ れは
｢時計+ で あ る ｡ こ の ｢時計+ に 関 して ､ 詩作品 ｢室 内+ を書い た鮎川 の 立場から
問えば､ なぜ鮎川 披 ｢時計+ か らそ の 生汚的な意味をはぎ取らなか っ たか､ とい う
ことに なるで あ ろう｡ そ の こ とに つ い て も し解釈する ならば､ そ れは鮎川 の外部世
界に対す る執着､ あ る い は肉体に対 す る精神 の 執着とい う‾こ とが言える で あ ろう
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か｡
結論的に言えば､ 鮎川 が言葉に よ っ て 築き上げた言葉の要塞は､ こ の ｢時計+ を
も っ て崩壊 して い く こ とは確かで あると思え る｡ それ はあたかも ､ 大きな鎌をも っ
た ｢死+ を ｢室内+ に入れて しま っ たこ とか ら当然起こ る こ とで あ っ た去
｢死+ は､ 眠っ て い る内部を起 こ し､ そ の 後に生 を自覚させ ､ さ らに そ の後に死
へ と導い て い く ｡ 死 の 観念の覚醒 ､ ｢室内+ における死の存在は ､ もろくも鮎川の
詩的世界を崩壊させ て い くの で ある｡ 死の観念は､ 以後､ 外部世界の内部世界 へ の
侵入 と い う形 を と っ て ､ 進行 して い く ｡ あれ ほ ど､ 外部の侵入を拒絶 して い た
｢窓+ は ､ ｢室内+ 以後に善かれた詩作品 ｢椅子+ や ｢形相+ で は､ 外部世界を映
し出すもの に な っ て い くの で ある｡
鮎川信夫は､ 詩 ｢室内+ を発表した後に､ い く つ か の他 の 詩の なかで彼の詩の
｢部屋+ を描き出して い る｡ 鮎川 の その詩の ｢部屋+ の様相に変化が現れ てく るの
は､ ｢カタ ス ト ロ フ+ と い う彼の詩作品からで あ る｡ 詩 ｢カ タ ス ト ロ フ+ は ､
1939年5月 の 詩誌 ｢新領土+ に掲載された作品で ある｡
カタ ス トロ フ
磨かれて ゐ る 白い 骨 の柱 に
毛髪の やう に血 が垂れて
音もなく日(ttれ がきたとい ふ
公園をま が っ て ゆく縞の ズボ ン たちを
青い葉が溶か して しまふ と
実体の ない 窓窓に雨が降り
不幸に支 へ られ た白い 肉体は
トン ネル の中で流れださない
街灯 は光をナイ フ の やうに操 っ て
沈黙 した化石 に傷を つ ける
再 び実体 の な い 建築の 繋は
き こ えない 見えな い 世界で
巨大 な鳥に な っ て 夜の 空 に墜落し
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ま たは黒い オル ガン の やう に
軟弱な地考接げ夢封の中から
恐怖の白い歯を投げる
風の運んで くるその 言葉が見えない
怖るべ き悲 しむ べ き速度の中に
あなたの 耳は ちぎれそうな断崖で
澄ん だ褐色の眼を出披い りす る憎悪 の炎よ
あの やう に退屈 な都会の 一 日が
華麗なあなたの指輪とともに
暗い水底に沈んだ 88
戦前初期に善かれた鮎川 の詩作品とは対照的に ､ ｢日(,れ+ は現実世界から逃れて
別世界 へ 行 こ うとす る鮎川 の願望を刺激しない ｡ とい うの も こ の 時点で は ､ その願
望自体鮎川 の こ こ ろから消失 して しま っ て い るか らで ある.
,
さらに は､ ｢雲の 上+
に描い た鮎川 の詩の 王国は崩壊 し始めて い たからで ある｡ そ の王 国は､ 詩作品 ｢カ
タス トロ フ+ で は ｢巨大 な鳥+ に変貌 し､ ｢夜の空+ に墜落 して い く｡ 現実に より
近い詩 の ｢部屋+ にい る鮎川 に と っ て ､ か つ ての 黄金郷 は ｢き こ えない 見えない 世
罪+ で しかな い ｡ 詩作品 ｢室内+ の 中で徹底的に拒絶された外部として の 現実は､
鮎川 の 詩の ｢部屋+ の ｢実体の ない 窓窓+ を通 して映し出されて い る｡ そ して ､ そ
の 内部にい る詩作品で はまだ不在に な っ て い る ｢私+ は､ その 窓を通 して ､ 夕暮れ
の ｢退屈 な都会+ の光景を目撃する の で ある｡
鮎川 の 詩の ｢部屋+ と現実の世界の 間に は ､ もうほ とん ど距離披ない . そ の ｢部
屋+ に い るはずの ｢私+ が徐々 に姿を現 して くる よう に､ ｢部屋+ と ｢現実+ を隔
てて い る ｢壁+ ､ ｢窓+ か ら外部と して の 現実が忍び込んでくる ｡ 鮎川 の 詩的な
｢部屋+ の内部の変化は ､ 彼 の 詩作品 ｢椅子+ に おい て は っ きりと認 め る こ とがで
きる ｡
椅子
88 鮎川信夫 『鮎川信夫全集』 第1巻､ 4 64- 6 5頁 ｡
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影をゆらせ て
グラ ス が立 ちあが っ た
空虚な鏡の なかを
手袋をはめた右手の み が動き
＼
ねぢに よ っ て組み立て られて ゐ る空 間に
たくさんの 吸殻が落ちて きた
一 本の 毛髪もふくめて
す べ て の 家具が老い て ゆき
室内からは
荒廃 した街の窓だけが眺められ
そちらの 方 か ら寒さが吹きつ けて くる
不図ねぢが乳り
グラ ス の底に夜が光 っ た
ただ 一 滴の水は
司の 螺旋をたりおちた
わた しの鼓膜は へ んで ある
局囲 の 楚音をきかない
弾かれた言葉 の 行方を覚る
体温から去 っ て ゆくひびきたち響たち
椅子は書籍の 上 に乗 っ て ゐ る
わた しは黒 い パ イ プを握り
じぶんをく べ て い っ た
わづ かな煙はグラス の中 へ 降りて ゆく
死か ら遠ざかるために 89
風は ､ 無慈悲 に も鮎川 の詩 の ｢部屋+ に ｢冷たさ+ と ｢荒廃 し た街+ が発 す る
｢死+ を運 んで く る ｡ 鮎川 の 詩の ｢部屋+ はもう以前の ようなも ので はない ｡ ｢冷
たさ+ と ｢死+ は､ 密かに やすや すと壁や窓やドア の 隙間から忍び込んで くる｡ そ
の ため に ､ ｢ 一 本の 毛髪+ を含め た ｢す べ て の 家具+ がだんだん と老い て ゆき､ そ
して ､ ｢ね ぢ+ に よ っ て 組み 立て られ た ｢空間+ ､ すなわち､ 鮎川 の詩的世界が揺
89 前掲書､ 4 7 4- 7 5頁｡
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るがされる｡ 唯 一 ､ ｢わ づ かな煙はグラ ス の 中 へ 降りて ゆく/死から遠ざかるため
に+ ｡ 言うまで もなく､ そう い っ た詩 の ｢部屋+ にい る ｢わた し+ は死に捉えられ
て い る｡ この よう に彼の詩作品 ｢椅子+ に表れて い る ｢部屋+ の 描写は､ やがて す
そにや っ て くるで あろうそ の ｢部屋+ の倒壊､ そ して 現実そ の もの にきらされ る
｢わた し+ の 姿を暗示するもの であ る ｡
1940年8月の詩誌 ｢LE BAl,+ に発表された詩作品 ｢形相+ で 披､ 現実世界が荒
ノ
廃すればするほ ど､ 鮎川 の詩の ｢部屋+ の修復は望み の ない もの にな っ て い く ｡
形相
ドア の外で は
しづ かな炎の むれが
物の かたち を壊して ゆく
地下をながれ る水の音は
ほんの わずか に震 へ る根を支 へ て ゐ る
そ して ドア の 内に は
秘密の抽斗がある
じぶんを掠める ために
肉体よりも柔軟に
けもの や鳥 よりも すばや い 身仕度で
夜はおそ らく どこ からで も忍びよる
わづ かな ドア の 隙間から
誰かが
灰 い ろの 遠い 空 をながめ てゐ た
まだ光がどこ まで もゆきわたり
無限とい ふも の が少しづ つ 暗くなりかけて ゐ た
眠っ たふりを して ゐ ると
風だけがや っ て きて
黙 つ て髪を杭けづ っ て ゐ る
す べ て をみ つ め る生きもの の 眠が
ラ ン プよりも 巨大な思 い 出の 下で
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ま た何と小さなこ とで あらう 90
詩作品 ｢形相+ は､ 現実世界の崩壊の描写から始ま る｡ 詩の ｢部屋+ に い る ｢わた
し+ が窓から眺めて い るの は､ ｢死にと りつ かれた現実+ で ある｡ しか しそう した
危機に直面した現実にも ､ かすかな生命の 予感が感じられ る｡ こ の描写 は､ ｢春の
痛々 しい ほ どの イメ ー ジ+ を描き出して い るとこ ろの あ の T.S. エ リオ ッ トが､
『荒地』 の冒頭で展開 レた春の描写を想起させ るもの で ある. ｢Ap血1 is a c r u e st
m ou th, br e eding/ Li la c s o ut ofthe de ad land, mixing/ Me m o ry and desire,
sti ming/ Du皿 ro ots wi thspringr ain .+ こ こ には､ 鮎川信夫が上田保訳の ｢死者た
ちの埋葬+ から感得 した 『荒地』 の イメ ー ジと､ エ リオ ッ トの現代意識がは っ きり
と表現されて い ると言う こ とがで きるかも しれない ｡ こ こで注目す べ き こ とは ､ 鮎
川信夫の詩の ｢部屋+ の ｢ドア+ がかすかに開い て い るとい う こ とで ある ｡ それを
開けたの は､ そ の 中にい る ｢わた し+ で あろう｡ 死は ｢夜+ に姿を変え､ ｢おそら
くどこ か らで も忍びよる+ ｡ 死 は､ ｢風+ とともにや っ て きて ｢わた し+ の ｢黙つ
て髪を硫けづ っ て ゐ る+ ｡ 自らの 部屋 の 中にい る ｢じぶん+ は ､ 数年前に は存在し
た詩の 王国と ｢無限とい うも の+ が存在 して い た､ 今とな っ て 比 ｢灰い ろ+ に 目に
映る､ ｢遠い 空+ を眺めて い る｡ しか しなが ら､ 詩人 にと っ て ､ それ らは古きよき
日の ｢巨大 な思 ひ出+ にす ぎない の で あ る ｡
とこ ろ で ､ 鮎川信夫が こ の 詩 を発表 した194 0年8月とい えば､ 第 二 次世界大戦
は､ もう すで に ヨ ー ロ ッ パ で 起 こ っ て い た｡ 日本も ､ そ の 時既 に戦時体制に入 っ て
い た. レ ス トラ ンや劇場 の営業時間､ 車の 使用 ､ レジャ - を目的と した小旅行 ､ な
どに は､ 制限が加えられる ｢国民生活新体制要項+ が､ 同月に公布されて い る ｡ 品
質の い い 煙草の喫煙も禁止され ､ 雑誌や新聞などは縮小され ､ 統合され て い た ｡ さ
らに ､ ｢賛沢は敵だ+ とい う立て看板が東京の 至 る所 に現れたの もち よう どそ の 頃
である ｡ 戦争熱は､ 徐々 に日本の中で高まり つ つ あ っ た ｡ 重要 な こ とは､ 鮎川信夫
90 前掲書､ 4 9 7-98頁｡
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が､ 本論第3章第3節で考察する こ とに なる ｢荒地+ のイメ - ジを通 して ､ 現実を
冷静に見つ めて い たという こ とで ある｡ この ような視線を現実に向け続ける七 い う
態度は､ 鮎川 の詩そのもの を変革させうるの に十分な要因であ っ た ｡
田村隆 一 は ､ 『若 い 荒地』 の 中で ､ こ の 1940年8月 に発表された鮎川 の詩 ｢形
相+ を引用 しながら､ 次の ようなこ とを述 べ て い る｡
もう こ の 作品 に な ると､ 日本モ ダ ニ ズ ムの ま るで精神分裂症の よ うな症叔
や､ 相手の分からない敵を追い まわ して い るようなサタイ ア やイ ロ ー ニ イ の影
はす っ か り没して しま っ て い る｡ 鮎川の詩的世界の原 型が､ い まや その顔をあ
らわ して きた の で ある｡ 9 1
田村によ っ て こ こ で ｢鮎川 の 詩的世界の原型+ と呼ばれて い るも の は､ 確かに鮎川
の モ ダ ニ ズム 的な技法 へ の 別れ ､ そ して ､ 鮎川 を取り巻く現実の状況の 悪化 と結び
つ くもの で ある が､ こ う した ｢原型+ を生起せ しめ た要因と して更に考える なら
ば､ こ こ には ､ 自分自身の本当の詩の ｢こ とば+ によ っ て ､ 自らの 生を脅かす現実
世界に対 して 対抗 して い こ うとい っ た鮎川 の 新 しい詩の 課題を見 る こ とがで きる ｡
そう した ｢こ とば+ と自己との新 しい 関係に 目覚め始めた鮎川は､ 急速に現実の状
況が悪化 して い く昭和1 6(194 1)年2月 に発行された詩誌 ｢新領土+ に ､ ｢ア ン
ケ ー ト ･ 今日の モ ダ ニ ズム+ に対する回答として ､ 鮎川信夫の最初の モ ダ ニ ズム 批
判と考えられ る ような文章 ｢更になにも の か へ の深まりを+ を発表 した｡
い ままで モ ダ ニ ズム は ､ さまざまな部面に於い て ､ あまりに外面的であ り過
ぎたやうで あ る ｡ 主知的とい ふよりも､ む しろ理智的で あり､ 人間の 内面性を
無視 して外部的知覚の世界に ､ あ る 固さ と冷たさを求め て きた｡
個人的な世界を捨て て ､ 一 般社会 との 広範な接触によ つ て ､ 現代の 時代的特
91 田村隆 一 『若い 荒地』 ､ 5 7頁｡
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質を把握しようとした積極的な態度のうちにも ､ さう い ふ内面性が全く欠けて
ゐ たの 臥 主知的な態度とは言へ ず､ ただ新しい素材とか思考の方法とかと周
囲の環境や外部から入 つ て くる心理的抵抗のうちから､ ろくに消化もせずに掴
み出 して きた の で あ つ たが､ それ は自分たちの生晴の中に まで侵入してくる だ
けの根強い もの で はなか つ た ｡ 単純な言葉で 云 へ ばモ ダ ニ ズム にはあ る反省が
欠けて ゐ た｡
モ ダ ニ ズ ム は現実と現実の摩擦点に我々 れを連れ でゆき､ なに よりもよく現
代の 意義に つ い て自覚を促 し､ ｢我 々+ の エ ネル ギイ を指導 して い つ た こ とは
事実で あ る が ､ ｢我+ の 方 を す つ か り閑却して しま つ た こ とも事実で あ つ
た｡ 9 2
上の文章にお ける ｢単純な言葉で 云 へ ばモ ダ ニ ズム に はある反省が欠けて ゐ た｡ +
と鮎川が語 る背景には､ ｢現実+ に生 きる ｢我+ を中心と した ｢こ とば+ へ の希求
が存在す る と思われ るが ､ こ の鮎川 の ｢我+ そ の もの は､ 以後､ 戦争とい う現実に
よっ て ､ どこ か に消えて しまう運命に あ っ た｡ モ ダ ニ ズ ム の詩に もある種 の 限界を
感じるこ とに よ っ て ､ さ らに は ｢我+ をも見失う こ とによ っ て ､ ｢こ とば+ そ のも
の を奪われた鮎川は ､ ｢詩人+ と してで はなく ､ 一 個の 人間と して ､ 戦場に赴く こ
とにな る ｡
鮎川信夫が青山の 近衛歩兵第四連隊に入営 した の は､ 昭和1 7(19 4 2)年1 0月 ､
鮎川22歳の時で あ っ た ｡
9 2 鮎川信夫 ｢更にな にもの か へ の深まりを+ ､ ｢新領土+ 第7巻､-第4 5号 (1 9 4 1年2月) ｡ ｢新領
土+ 復刻委員会編の 『新領土』 復刻版では ､ 第 8巻 (1 4 9頁) に収められてい る｡
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戦後の ｢荒地+ 派詩人 の リ ー ダ ー 的役割を果たす こ とになる鮎川信夫は､ 第1章
第4節におい て考察して きたように ､ 戦前にお ける自らの詩的活動の初期の段階に
おい て ､ 日本の詩領域で展開されて い たモ ダ ニ ズム詩に傾倒し､ 現実に抑圧 されて
生きる自己の精神を上昇的な超現実の世界に結び つ け､ 詩の ｢こ とば+ を紡ぎ出 し
て い た｡ しか し､ 満州事変､ 日中戦争､ 太平洋戦争 へ と悪化する日本の危機的状況
の中で ､ 自己の 生 その もの を見つ め､ T.S. エ リオ ッ トやポ ー ル ｡ ヴァ レリイ ､ フ ラ
ン ツ ｡ カ フカ とい っ た第 一 次大戦後の ヨ ー ロ ッ パ の精神の危機を象徴する文学作品
を主体的に読む こ とによ っ て ､ 日本の モ ダ ニ ズ ム 詩に欠けて い るも の を自覚 し ､
徐々に モ ダ ニ ズ ム詩その も の に懐疑を覚え る こ とにな る ｡ こ うした懐疑は戦争を経
るこ とに よ っ て より強められ､ 敗戦後の 日本の時空に立 っ た ｢荒地+ 派詩人披､ 自
らの 詩的言語観を再構築 して い くと同時に ､ モ ダ ニ ズ ム 詩とい う戟前に自己が関
わ っ た詩の運 動 を自己批判 し､ モ ダ ニ ズム詩その も の の 理念を否定す る立場 を表明
する｡
本章の 目的は ､ 戦後､ ｢荒地+ 派詩人に よ っ て 行われたモ ダニ ズ ム詩批判の意義
を検討する こ とにあ る ｡ そ して ､ 本節に おい て 辻､ そ の ｢荒地+ 派詩人の モ ダ ニ ズ
ム詩批判にお い て議論の基軸とな っ た､ 文学者及び詩人 の戦争責任追及 の論議を検
討して い きたい ｡
文学者及び詩人の戦争責任追及の論議は､ 敗戦後まもなく連合国指令本部が主体
にな っ て 行なわれ た政治領域におけ る戦争責任と連動する形で展開され るの で あ る
が､ その 議論の根底 には､ 戦争体験､ 戦争そ のも の に対する受け取り方､ 戦後の 出
発に対する見解など､ 戦争とい う時代を生きなければならなか っ た日本の 文学者及
び詩人 の 生 その も の が存在 して い る ｡ こ こ で はまず､ ｢荒地+ 派詩人の戦争に関
わっ た生 その もの が どうい うもの だ っ たの か､ という こ とを考察す るこ とから考察
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(1)
を始めたい ｡
19 31(昭和6)年9月の柳条湖事件を発端と して始ま っ た満州事変を第 一 段階と
し､ その後､ 1937(昭和12)年7月 の 慮溝橋事件で第二段階の 日中戦争に発展 し､
194 1(昭和1 6)年12月 には最終段階で ある太平洋戦争 へ と突入する､ 一 連の い わ
ゆる十五年戦争は､ 19 45(昭和20)年8月15日の 太平洋戦争の終戦とともに ､ そ
の終結を迎えた｡ そ の 終結の時､ 大正時代の後半に こ の 世に生 を受けた ｢荒地+ 派
詩人たちは､ 2 0代半ばの青年で あ っ た ｡ つ まり､ ｢荒地+ 派詩人は､ そ れまで 生
きて きた 二十数年間という彼らの生 の 歴史と全生活の 大半を､ 換言するな らば､ 彼
らに と っ て の ｢少年時代+ と ｢青年時代+ と い う､ ｢人生+ にお け る ｢春+ と
｢夏+ という輝か しい ｢季節+ を､ 戦争という現実と何らかの関わりを持ちながら
過ごして きた ､ と言うこ とがで き る ｡ 無論､ 戦火が中国大陸で の み拡大 して い っ た
満州事変や日中戦争は､ 少年で あ っ た ｢荒地+ 派詩人 の生活や精神に直接的な影響
を与えたとは言えない かも しれない ｡ しか しながら､ 教室とい う教育の現場に徐々
に侵入 して きた軍 国主義､ ｢国防 目的達成+ の ために国内の 国民生酒を統制す る
｢国家総動員法+ の 公布 (1 938年) ､ 防塞訓練や野営に お け る訓練な ど､ 若き
｢荒地+ 派詩人を取り巻く現実は､ 彼 らに と っ ては空々 しく非現実に思われ る 一 面
を持ちながらも､ 一 方で ､ 実際に自らがそ の 戦争とい う現実に徐々 に巻き込まれて
い くと い う不安感と緊張感を､.若き
｢荒地+ 派詩人の内面 に引き起 こ さずにはおか
なか っ たの で あ る ｡ 自らを ｢1o st ge n e r atio n+ で あ るとい う自覚に立 つ 中桐雅夫
は､ 自らの 青少年期にお ける戦争に関わる 一 連の 事件を ｢ただ漠然と感じて い ただ
け+ で あ っ たと当時を回想するが､ 同時に そ の ｢漠然たる感じ+ が､ 青少年期に お
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い て は重要な意味を持 つ も の で あ っ た こ とをも認 めて い る｡
_
1 つ まり ､ ｢荒地+
派詩人たちは､ 自らの自己を認識する期間におい て ､ 戦争とい う特殊の状況のうち
に生きたので あ る｡
そう した戦争という現実との関わりの中で ､ ｢荒地+ 派自身の 人生 に対して ､ 別
な言葉で言えば ､ 彼らの 生 きると いう こ とに対して ､ 最も大 きな影響を与えたの
は､ 第二 次世界大戦に降し､ ひとりの兵卒ある い は軍の技師と して ､ 戦地に赴き戦
争を経験したとい う こ とで あ ろう｡ 1940年､ 陸軍技師と して 日中戦争の戦火にさ
らされ た中国に木原孝 - が赴い たの を始まりに､ 194 1年には森川義信､ 翌 年42年
には鮎川信夫が入営し､ 1943年 に は学徒出陣によ り田村隆 一 ､ 北村太郎が入営 し
て い る｡
さ らには､ 戦争とい う現実を通 して ｢荒地+ 派詩人が彼らの共通 の友を失 っ たと
い う こ とも､ 彼 らの生 に切実に訴える事実の ひ と つ で あろう｡ 特に ､ 鮎川信夫が親
愛なる友として ､ また､ 詩的影響を与え合う詩才 に恵まれた仲間として ､ 友好関係
を結んで い た森川義信が､ 194 2年､ ビル マ にて 戦病死 した事実は､ そ の後の鮎川
信夫の生 だけで はなく ｢荒地+ 派詩人全体の 生 に､ 決定的な影響を与えるこ と七な
るの で ある ｡
｢荒地+ 派詩人たちは､ それ ぞれ､ 戦争に直面する こ とによ っ て ､ 戦争にお ける
友人 の死 や膨大な数の 人間の死 に直面す るこ とによ っ て ､ 頭の 中を死 で い っ ぱい に
して戦後の 日本の ｢地+ に立 つ こ とにな っ た｡ 戦後直後の ｢荒地+ 派詩人 の状況を
理解す る には､ 木原孝 一 と原崎孝共編の ｢荒地年表+ の1 9 4 5年(昭和20年) の項
目にあ る ｢八月十五日現在の メ ン バ … の位置+ と称された記述を見れば､ 多く の 言
葉を要する こ とはない で あ ろう ｡
1 中桐雅夫 ｢lo stge n e r ation の告白+ ､ ｢荒地+ 第1巻､ 第2号 (1 9 4 7年1 0月) ､ 1- 1 3(5
) 乱 本論考におい て ､ 詩誌 ｢荒地+ は ､ 実際には ､ 瀬沼茂樹編 『荒地』 後刻版 (東京､ 日本近代文学
臥 1 9 8 1年) を参照した o
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八月十五日現在のメ ン バ ー の位置
田村隆 一 ､ 滋賀海軍航空隊噴進砲中隊小隊長
北村太郎､ 海軍大和田通信隊に所属
鮎川信夫､ 陸軍病院を退院､ 福井の郷里にて静養中
木原孝 一 ､ 陸軍病院を退院､ 横浜に て静養中
申桐雅夫､ 読売新聞記者
黒田三郎､ ジャ ワ島パ ルス ア ン ス 市で ､ ただ 一 人の 日本人として敗戦を迎う
三好豊 一 郎､ 肺疾患の ために自宅療養中 2
戦前にお い て 同じ詩誌に集ま っ た詩 の仲間たちは､ それ ぞれ違 っ た場所 で ､ そ れ
ぞれ通 っ た境遇 で敗戦を迎える こ とにな っ た｡ 上 の 記載の持 つ 意味を理解する に
吐､ こ の 記載とそれ以前の戦前における ｢荒地 ･ 動向+ の記載を比較すればよい か
もしれな い ｡ 1938年(昭和13年) に は､ ｢田村隆 一 ､ 北村太郎､ 府立 三商の同級
生と して相互 に詩を書い て い る こ とを知る/鮎川信夫､ 森川義信､ ｢IJIJN A+ に参
加 ｡ 東京ル ナ ･ ク ラ ブを つ くる+ とある ｡ 1 9 39年(昭和1 4年) に は ､ ｢北村太
郎､ 田村隆 一 ､ ｢L E 石A L+ に参加/黒田三郎､ 鹿児島より上京｡ 定住す る/木原
孝 一 ､ 関西 に旅行 ､ 中桐雅夫と会う+ と あるo さら には1 9 40年 (昭和15年) に
は､ ｢鮎川信夫､ 田村隆 一 ､ ｢新領土+ に参加/鮎川信夫､ 早大 の 仲間と ｢荒地+
を創刊 ｡ エ リオ ッ トの 『荒地』 を訳す+ とある ｡ 3 こう した戦前に つ い て の記載
は､ ｢荒地+ 派詩人同志の出会 い と､ 詩との 出会い を客観的で は あるが ､ 伝えるも
の で あ る｡ 戦前の 記載と上 に引用 した記載を比較して分かる ことは､ 戦争がい かに
｢荒地+ 派詩人たちを引き離 し､ 彼 ら自身が孤立 した状況で空き る こ とを余儀なく
させ たかとい う こ とで あ り､ さらに は､ 戦争がい かに ｢荒地+ 派詩人 に と っ て最も
2 木原孝 一 ･ 原崎孝編 ｢荒地年表+ ､ 小田久郎編 『荒地 一 戦後詩の 原点 - 』 ｢現代詩手帳+ - 月臨時増
刊号 (東京､ 思潮社 ､ 19 7 2年) ､ 2 0 4-1 3(2 0 6) 頁｡
3 前掲書､ 2 0 4-0 5頁.
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重要で あ っ た詩や友を剥奪し､ 自由を奪うこ とによ っ て彼ら自身の生 を疲弊させ た
の かとい う こ とであ る｡ 上記に引用 した記載から感じられる寂参感は､ ｢荒地+ 派
詩人が戦争に よ っ て 詩を失い ､ 仲間とも別れた結果 ､ もはや 一 人 の 人間と して で 杜
なく､ 生きる こ との主体性を喪失した 一 個の 人間として しか生 き得ない とい う事実
から来るように 思われ る｡
戦後､ ｢荒地+ 派詩人が陥っ た､ 自らの人 生に意義を見出すこ とがで きな い よう
な絶望的で虚無的な精神状況は､ 1945年の11月12日､ 三好豊 一 郎が鮎川信夫に宛
てた手紙の次の ような部分に ､ 明確に表れて い る｡
十 二 月 に入 っ た ら僕も田舎にゆかうと思 っ て ゐ る ｡ 心 から休息を欲して ゐ
る ｡ 都会 は雑然と して ゐ る｡ 今僕は自分を取りもどして ゐな い ｡ 自分 に沈潜す
る為に静譲が僕にはぜひ必要なの だ｡
昨日牛込附近を少 しばかり歩い た｡ 荒廃の さなかに残 っ た家も色あせて疲れ
て ゐ る｡ 生 色が ない ､ 挨の色と同様だ｡ 疲労の気色は廃櫨 よりも残 っ た家の 方
が強い ｡ 丁度生 き残 っ た我々 の やう に｡ 戦は終 っ た｡ 然 しそ れは戦闘が終 っ た
とい ふ意味 しか ない ｡ 経済的貧困の国は今後い かなる方法で か ､ そ れを打ち被
らうと願ふだろう ､ 国民 の 精力は決 して経済的弱点を克服出来るもの で はな
い ｡ 我々 は戦争に於て 恐ろ しく疲れた｡ そ して 放れた｡ こ の 事は軍閥云々の 問
題よ りも ー 層何 か我々 に示すもの がありはしない か. 軍閥の 政治､ 軍事上の 突
放は勿論の事だけれ ど､ 経済的貧困は平和､ 戦争を問はず 一 国を左右す るだら
う｡ 4
上の引用箇所より前の部分で は､ 戦後における ｢荒地+ 派詩人の 運動の ｢水先案内
人の役割+ を果たす こ とにな る田村隆 一 ､ さらには､ 疋 田寛吉､ 竹内幹郎､ 堀 越秀
夫な どの 詩仲間と三 好が会 っ て ､ 戦後におけ る ｢荒地+ の 創刊の こ とに つ い て 話 し
4 鮎川信夫 ｢ ｢戦中手記+ 後記+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第7巻､ 29 9頁｡
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合っ たこ とが記されて い る｡ こ の 三 好の手紙の中に は敗戦直後における ｢荒地+ 派
詩人の気持ちが率直に表現され て い ると述懐する鮎川信夫の指摘を踏まえると5､
三好豊 一 郎に限らず ｢荒地+ 派詩人たちは､ 一 方で ､ 彼らの戦後の詩的汚勤の新 し
い 場を何らか の かたちで再構築して い きたい ､ あるい 披､ 再建 して い かな ければな
らない とい う意志の下で その計画を相互 に論 じながらも ､ その 内面に於い て は､ 戦
争とい う強制された状況で主体的な生を奪われた彼らの精神が ､ 戦後3カ月を経た
時点で も癒されて はい ない とい う自覚を持 っ て ､ 戦後の 洩沌と した日本の現実に生
きて い たとい う こ とが理解で きるであろう｡ 敗戦から3カ月 ､ 実質的な ｢戦闘+ は
一 応の終結を見たも の の ､ 現実に対す る危機意識その もの から解放されるこ とはな
かっ た三 好 の 限 は､ 焦土 と化 した戦後の地の ｢廃櫨+ に よりも､ む しろ ｢残 っ た
家+ ､ つ まり ､ 生き残 っ たもの に その ｢疲労の 気色+ を強く感 じとる｡ 経済的貧窮
の時期 ､ 換言すれば ､ 食糧の確保まで もがおぼつ かない 時代に あ っ て ､ 彼らの 生 き
るとい う こ との最も根本的な基礎が危険にさ らされて い る こ とから不安を感 じるだ
けで なく ､ そ の ｢経済的弱点+ を克服で きない 日本に､ 三好は､ ｢軍閥+ や ｢画 一
主義的圧制+ の再来を読み取 っ て しまうの で あ っ た｡
軍閥 は 一 応絶滅 した形 をと っ て ゐ る ｡ 然し根が絶対に た たれ るも の で はな
い . 軍閥に非ずと して も､ 吾々は今後 の い かなる画 一 主義的圧制の芽を警戒せ
ねばならぬo そ れ ら披徐々 に勢力を得､ それ ら しい 気配が 一 般に現れ る頃には
どうに も動きの とれない 状態に吾々 を見出す こ とになる｡ 恐 る べ きだ｡ 経済､
経済､ せ ん じつ めれ ば物だ｡ こ の 渦中で吾々 は精神を守らねばならない ､ 十九
世紀を通過 して未だ余塵を保 っ てゐ る ､ かすかな火を｡ 6
戦争に よ っ て 抑圧 され ､ 戦後 に於い てもなお不安に苛まれ続け る彼らの精神は ､ 行
き着くとこ ろ を知らない まま により衰弱 して い く ｡ そ して ､ 三 好 と っ て ､ あ るい は
5 前掲書､ 30 0貞｡
6 前掲書､ 2 9 9-3 0 0頁｡
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｢荒地+ 派詩人たちに と っ て ､ 敗戦直後という渦中に於い て最も早急に必要で あ っ
たこ とは､ 疲弊した精神を守り､ それを癒し自己を取り戻して いく こ と､ 即 ち､ 戦
後の彼らの生を主体的に生き るための 自己の信条や価値を手探りで何とか見出して
いくこ とだ っ たの は言うまで もない であろう｡
戦後､ ｢荒地+ 派詩人が陥 っ た､ 自らの 人生 に意義を見出すこ とができない よう
な絶望的で虚無的な精神状況は､ ｢荒地+ 派詩人 に限られたもの で はなく､ 多くの
人間が共有 して い たもの に違い ない ｡ しか しながら､ 終戦とい う解放的な雰囲気と
実際的な日本の再建の な かで ､ こ の ような戦争体験からくる虚無感は､ 徐 々に前面
に打ち出されない も の ､ ある い は将来に向か っ て の復興とい う目的の 下に ､ 覆い 隠
され るもの ､ 北村太郎の言葉で い えば､ ｢故意 に薄めて感 じとる+ よう なも の に
な っ て い っ た｡ 7 人 々 は､ 敗戦後､ 外部か ら与え られた新 しい ヴィ ジ ョ ン や価値
観､ 具体的に言えば､ 民 主主義の 理念などを受け入れ ､ 来る べ き未来た向か っ て世
界を再構築 し始めた｡
敗戦後の状況下 に於い て ､ 当時20代半ばの ｢荒地+ 派詩人たちが戦争 によ っ.て
もたらされた精神的疲弊を癒 し､ 自己を回復 し､ 戦後の 生きるヴィ ジ ョ ン を獲得 し
て い こうと して い たの に 対 し､ 先に引用 した三好豊 一 郎の 言葉で表現する ならば､
｢雑然と して ゐ る+ ｢都会+ で は､ 敗戦後間もな い時期から､ 軍閥の解体を中心 に
日本の 政治や社会 の構造的変革と思想及び価値体系の転換が､ 日本主体で はなく､
そ の 外側で ある連合国司令本部 (G HQ) の指導の 下 に進め られて い た｡ そ して ､
後に ｢荒地+ 派詩人がモ ダ ニ ズム 詩の批判活動を行う際にそ の議論の軸に した戦争
責任論 の論議が､ 連合国指令本部による価値体系の変換の 過程で ､ 徐々 に 日本の社
会に､ 日本 の 文学領域に立ち現れ てくる こ とになる ｡
(2)
で は､ まず､ 1 9 46年以降展開されるこ とに なる 日本 の 文学領域に おける戦争責
7 北村太郎 ｢残酷の 時代+ ､ ｢荒地+ 第2巻､ 第1号 (1 9 4 8年1月) ､ 5 5- 63 (5 5) 臥
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任追及 の開始と性質に関わ っ てくると思われ る連合国司令本部が中心とな っ て行 っ
た変革事項を挙げる と次の ようになる｡
1945年 (昭和20年)
8月28日 連合軍先遣部隊､ 厚木飛行場に陸着｡ 連合国司令本部 (G HQ) を横浜に
設置(9月15日､ 東京日比谷に移る) ｡
8月30日 連合国最高司令官(S CA T) マ ッ カ ー サ ー 元師､ 厚木に到着o
9月9日 マ ッ カ ー サ ー ､ 日本管理方針を正式表明o ｢占領軍の第 一 目的披自由主義
の助長奨励+ 0
9月1 1日 GHQ､ 東条英機元首相3 9人 の 戦争犯罪人に逮捕命令｡
9月2 2日 ア メリカ政府､ ｢降伏後に おける米国の初期対日方針+ の 正文発表｡
9月29日 覚書 ｢新聞映画通信に対する 一 切の制限法を撤廃の件+ ｡ 言論弾圧 の法
規が無効となる｡
10月4日 G HQ､ 政治的 ･ 宗教的 ･ 民権の 自由に対する制限撤廃の覚書 (政治犯釈
放､ 思想警察廃止､ 統制法規廃止など) 0
10月1 3日 国防保安法､ 言論 ･ 出版 ･ 集会 ･ 結社等臨時取締法の廃止 ｡
10月15日 治安維持法､ 思想犯保護観察法など廃止 ｡
10月30日 GfIQ､ 教職員の 調査 ､ 資格決定に関する覚書を発令. 軍 国主義者､ 超
国家主義者の追放など｡
1 2月8日 共産党な ど主催の ｢戦争犯罪人追及人民大会+ 開催｡ 天皇 を含む千人以
上の戦犯名簿の 発表｡
1 2月1 7日 日本で最初の戦争犯罪人裁判｡ B､ C級を対象に横浜地裁で開廷｡
19 46年 (昭和2 1年)
1月4日 G HQ､ 軍国主義者の 公職追放指令､ 超国家主義の 27 団体の解散指令｡
5月3日 極東国際軍事裁判開廷｡ 東条英機ら､ A級戦犯容疑者28名を召喚､ 起訴
状の 一 部朗読 o
敗戦から13 日目に して連合国司令本部が日本に設置されて 以降､ 多方面に わたる
変革は､ 民主 主義をそ の 基盤に据えた連合国司令本部によるも の で あり､ そ れが日
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本の新内閣や組織による主体的な改革 へ と展開して いく こ とは､ 特にその初期の段
階に於い て はほとん どなか っ た . 日本の 民主化政策とい う基本的方針の 一 端として
行われた､ 軍国主義の排除を目的と した戦争犯罪人の追及 ､ 軍国主義者 ･ 超国家主
義者の公職追放などの 上 に挙げたような処置もまた､ ｢降伏後における米国の初期
対日方針+ に於い て 明確に示されて い る連合国司令本部による変革､ つ まり ､ 日本
の外部の ｢デモク ラ シ ー + とい う思想に基づ い た変革で あ っ た . こ のような外側か
らの 日本の戦後処理や変革の中で ､ 評論家奥野健男が説明するように､ 日本の 主要
な論調は奇妙な変化を起 こ す こ とに なる の で ある｡
大多数の 日本人が精神的虚脱 の中で その 日暮らしに懸命にな っ て い る間に+
占領軍の命令､ 指導の もとに ､ 百八十度の価値転換ともい う ベ き作業が急速に
進められて い ま した｡ 戦争犯罪人の逮捕､ 治安維持法廃止､ 共産尭員などの故
治犯釈放､ 日本社会党､ 共産党､ 労働組合の結成等々がや つ ぎばやに行 なわれ
ま した . 昭和 二 十年 の 八月十五日から年末まで の 四カ月半の変化(.t らい めま(tl
る し い もの はあ りませ ん｡ こ の期間 の新聞を今日読み返すと､ よくも こ んな短
期間に論調が変えられるもの だとあきれ るは どで す (昨日とま っ たく反対の こ
とを平気で書き､ し や ベ る こ とので きる新聞や放送の ハ レ ン チぶ りが こ の 時ほ
どきわま っ た こ とはありませ ん) ｡ 日本の 主要な論調は､ こ の 四カ月半の 間 に
皇国主義､ 軍国主義から民主主義､ 平和主義､ そ して 共産主義礼讃 へ と完全 に
変わ っ たの で す｡ 学校で は昨日まで 軍国主義や神州不滅､ 撃ちて しやまんを教
えて い た同 じ教師が､ 突然平和主義とデ モ クラ シ ー を教えは じめます0 8
こ の ような論調 の変化と連動するように 日本人 の意識も変わ っ て い っ た｡ 戦争犯罪
人の追及とい う連合国側 の態度に､ 日本の 国民が注目 し､ 関心を抱 い たの も､ そ の
意識の 変化を示すも の の 一 つ で あ る ｡ 19 4 5年1 1月10日の 発表によ ると､ 国民 から
8 奥野健男 『日本文学史 一 近代から現代 へ - 』 第1 7版､ 中公新書21 2 ( 束京､ 中央公 論社 ､ 1 9 8 1
年) ､ 18 1頁｡
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連合国司令部に宛て られ た投書の中で ､ 戦争犯罪人の処罰を要請するもの が最も多
かっ たという こ とで あ る｡ 9 ま た､ 当時の内務省の調査で も戦争犯罪人 の追及 に
対する国民の態度は､ 賛成及び黙認が大多数を占めて い た｡ 10
敗戦に よ っ て もた らされた肉体的 ･ 精神的疲幣や､ 戦後の物質的貧困などの状況
に窮して い た国民が､ 危機的状況をもたらした責任者を追及しその処罰を望むとい
う背景には何らかの感情がある こ とは確かで ある｡ さらに ､ その ような態度 の根底
には､ 一 種の 被害者的意識が存在したとい う こ とも否定できない であろう. しか し
ながら､ こ う した日本人 の意識の急変に は､ 徐々 に ｢民主主義+ というも の を､ 敗
戦国 とい う 立場に於 い て無批判的に受け入れた態度があるよう に思 われ る｡ 敗戦
後､ それ以前の価値体系が崩壊 した こ とによ っ て ､ 自らの 生を根拠づ けるも の を見
失 っ た日本人は､ ｢民主主義+ と いう 一 つ の価値に生きるヴィ ジ ョ ン を求めたの か
も しれな い ｡
変革当初には全面的に連合国指令本部が主導 した戦争責任追及と いう 間藤は､ 日
本人 の意識の 変容とともに ､ 日本の 内部から提起される問題､ つ まり日本人 が主導
する問題 - と広が っ て い っ た ｡ そ の ひ と つ の 現れは､ 1945年12月引∃に開催草れた
｢戦争犯罪人追及人民大会+ で あ っ た｡ 同年10月に合法政党と して再建された日本
共産党が主導 した こ の 大会 に於い て ､ 天皇 を含む千人以上の 日本人が戦争犯罪人と
して発表された ｡ こ の ような日本の内部からの戦争責任追及の 展開は ､ 当然､ 同年
9月 にお ける言論弾圧 の法規の無効､ 10月 における連合国司令本部によ る言論の自
由の保障､ あ る い は ､ 戦時下に おい て 弾圧 されて い た政治犯 ･ 思想犯 の 釈放など､
一 連の G HQ主導に よ る 日本 の 構造的変革と深く関わ っ て い るが ､ その 最初期 の特
徴は､ 戦時中日本にお い て 弾圧 されて い た者が､ 被害者の 立場 か ら､ 戦争責任追及
の声を挙げて い るとい う点で あろう｡ こ の ような日本共産党を中心と した日本の内
9 横田喜三郎 ｢戦争犯罪と国際法の 革命+ ､ 日高六郎編 『戦後思想の 出発』 戦後日本思想体系1 第2
版(東宗､ 筑摩書房､ 19 68年) ､ 1 7 1-8 3(17 1)頁｡
1 0 粟屋憲太郎編 『資料日本現代史』 第2巻 ｢敗戦直後の政治と社会①+ (東京､ 大月書店､ 19 8 0
年) ､ 3 34_ 6 4頁o
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部からの戦後日本を変革 しようとする 一 つ の 声が､ 文学の領域に浸透して いくまで
には､ さほ どの 時間を要する こ ともなく､ またその浸透は当然ともい う べ きも の
だっ た ｡ 共産党の打ち立て た ｢民主主義革命+ という態度に同調するかたちで ､ 共
産主義系の新日本文学会が結成されたの は､ 同年12月31日の こ とで あ っ た ｡ 新日
本文学会は､ 文学の 民主化とい う 目的をその運動基盤に置き､ 連合国司令本部が日
本民主化政策の 一 端として為 した戦争犯罪人 の追及､ 国家主義者の 公職追放とい っ
た処置を念頭に入れながら ､ 文学領域に お ける戦争責任追及を逸めて いく の で あ
る ｡ こ の 点に つ い て ､ その 先駆 けと して の1946年1月1日創刊の文学新聞 ｢文芸時
評+ 紙上に於ける ｢文学検閲+ の 連載もまた注目すべ き動向で あろう｡ そ れで は次
に､ 後に ｢荒地+ 派詩人もモ ダ ニ ズ ム詩批判を行う際に議論す る こ とにな る文学領
域に於け る戦争責任論を､ そ の初期における動向から検討 してみ た い 0
(3)
文学者の戦争責任､ あるい は詩人 の戦争責任とい う場合､ そ の ｢戦争責任+ とい
う言葉は､ 第 二 次大戦中に ｢戦争犯罪+ を犯 した当事者や軍事指導者たちが問われ
る法的な戦争責任とは区別す る必要があるで あろう ｡ 後者の 戦争責任とは､ 戦争犯
罪に直接関わ っ た者が負わなければならない法的な制裁で あり､ そ の 戦争犯罪披第
二 次大戦の場合には ､ A級戦犯 ､ B級戦犯 ､ C級戦犯と三 つ に分けられた｡ A級戦犯
と披 ｢平和に対す る罪+ を犯す犯罪であり､ ｢侵略戦争も しくは国際法 ･ 条約 ･ 協
約などに違反する戦争を､ 計画 ･ 準備 ･ 実行､ またはそれ らの畢同計画､ 謀議に参
加 した者+ が対象 とされ た｡ B級戦犯とは､ 従来の 戦争犯罪で あり ､ ｢国際条約で
定め られた戦闘法規を犯す行為+ を した者､ 具体的に は ｢降伏者の殺傷､ 無防備都
市の 攻撃+ な どを行 っ た者が対象とされた｡ 最後にC級戦犯は ､ ｢人道 に対する
罪+ を犯 した犯罪で あ り､ ｢ 一 般人 民に対 して行われた大量殺人 ､ 奴隷化 ､ 政 治
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上 ･ 人種上 ｡ 宗教上 の迫害など+ を行 っ た当事者や指導者が､ C級戦犯 の対象者に
なっ た ｡
こ のような戦時中にj引ナる人間の行為を ｢戦争犯罪+ とい う違法行為あるい は罪
状基準に照 らし合わせ て問い ただされる戦争責任とは違っ て ､ 文学者や詩人の ｢戦
争責任+ は､ 戦争中における彼らの行為を､ あ る明確な規定や規範に照合させ た結
果生 じるような性格のもの で はな い ｡ こう した基準の 不在や ｢戦争責任+ とい う概
念に対する不明確さが､ 文学者あるい は詩人 の戦争責任 の 問題に独特の性質を与え
てきたこ とは確かで ある . その 特殊性披､ こ の ｢問題は重要で ありながら､ 展 開す
べ き糸口がな かなか複雑で あり､ 難 しくもあり､ ゆき悩んで い る+ と､ 戦後1 1年
経過 した後に こ の 問題に関わ っ て い た文学者で ある吉本隆明が述 べ た こ の 言葉が象
徴的に示 して い る ｡ 11 しか し､ こう した特殊な性質を持ちながらも､ 文学者や詩
人の戦争責任を問うとい う場合､ そ こ には､ 文筆および言論によ ぅ て 日本国民を戦
争に駆り立て た者を対象と して そ の責任が問われる とい う考え方が､ こ の 論議が起
こ っ た1 9 4 5年末頃から現在まで根強く存在 して い る感があ る｡ 換言す るならば､
それは､ 194 1年1 2月8日 に勃発 した侵略戦争とい う側面を持 つ ｢武力によ る国家間
の闘争+ を文化人 の 立場 で批判する こ となく支援 し鼓舞し協力 した文学者あるい は
詩人 の 行為を､ 戦後連合国司令本部 (GfIQ) によ っ て 普及 された民主主義的な社
会的規範､ つ まり､ 軍国主義的 ･ 国家主義的な人間の行為を ｢悪+ とする考えを前
提と して ､ そ の道徳的 ･ 社会的な責任が問われなければならない とする考え方で あ
る｡
｢戦争犯罪+ と い う明確な規定に基づ い て 問われる責任が ｢法的な+ 戦争責任で
あるとすれば ､ 軍国主義的国家主義的な行為を人間の逸脱した行為とする考えに基
づい て問われ る戦争責任 は､ 戦後民主主義の 立場 における ｢道徳的な+ 戦争責任で
あると言う こ とがで きるで あろう ｡ しか し､ こ の 道徳的な戦争責任は､ 戦争によ っ
1 1 吉本隆明 ｢文学者の 戦争責任+ ､ 『吉本隆明全著作集』 第1 3巻 (東京､ 勤草書房､ 19 6 9年) ､
41 6- 2 4(41 6) 頁｡
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て生活を破壊された各国の 人 々 ､ 特にア ジ ア の 人々 に対 して負う責任と いうより
も､ む しろ ､ 戦争 に巻き込まれたという認識を戦後持つ ように な っ た日本の ｢大
衆+ に対 して負わされる責任で あるとい う意味合い が強い ｡ こ の 点に つ い て は､
しっ かりと認識して おく必要があると思われる｡ そ して ､ まさ に ､ こ の 民主主義的
な規範を前提と して ､ 戦争中の 文化人 の戦争に協力 した行為を裁くとい う観点か
ら､ 文学者および詩人の戦争責任の 問題が､ 日本の文学領域内の 問題として提起さ
れ展開されたこ とは周知の通 りで あろう｡
こ う した ｢法的な戦争責任+ と ｢道徳的な戦争責任+ の 問題は､ 次の段階にお い
て ､ それを誰が追及 し裁くの か､ とい う ､ 追及 し裁く側の 問題に関わ っ て くるもの
と思われる｡ ｢法的な戦争責任+ の 場合には､ A級､ B級､ C級戦犯す べ て が連合国
側から追及され ､ A級戦犯 に関して は東京国際軍事裁判で裁かれ､ B級､ C級戦犯 に
関して は､ 連合国各国の軍事裁判で裁かれた｡ つ まり､ ｢連合国+ とい う外部が日
本とい う内部の戦争責任を追及しそれを裁く構図の もとで､ 法的な戦争責任 の 問題
は取り扱われたo 一 方で ､ そ の展開 の最初期にお い て は､ 文学者および詩人の戦争
責任 の 問題は ､ そ う した法的な戦争責任追及と同様に ､ G ⅡQとい う外側から為さ
れた ｢軍国主義指導者の公職追放+ と､ それが言論界 - の拡大適用され る形で行 わ
れた文学者および詩人の戦争責任追及に大 きな影響を受けた こ とは注意すべ き事柄
である｡
文学者および詩人が対象となるG HQ に よる戦争責任 の追及は､ 1 946(昭和2 1)
年1月4日､ G HQが軍国主義指導者を公職より追放する指令を発 した際の ､ ｢望ま
しか らぬ人物の公職より罷免排除に 関す る覚書+ の中で表明されたもの が､ 約2年
の 年月に わたり徐々 にそ の対象とする範囲を広げて い く過程 に於い て為されて いく
こ とに な る｡ GHQの 軍国主義指導者の 公職追放令は､ 日本を非軍事国家に し民主
化を推進するとい う連合国の 基本的な対日方針の非軍事化 の部分を具体化 したもの
で あり､ そ の 点に関 して ､ 武装解除や戦争犯罪人 の処罰と並んで ､ 最も重要な政策
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の 一 つ とされ た. 1945(昭和20)年10月30日には､ すで に軍国主義 ･ 超国家主義
者の教職からの追放が指令きれて おり､ 翌年1月4日の指令は､ その 適用範囲を大幅
に拡大 したもの で ある｡ ｢望ま しからぬ人物の公職より罷免排除に関する覚書+ に
付された ｢附属表 罷免又は排除される べ き者の 一 覧+ の 最終項目に当たる G項
｢その 他の 軍国主義者 ｡ 極端な国家主義者+ には､ 自らの言論に対 して責任を負わ
ねばならな い もの ､ つ ま り戦時中 の言論に関わ る公職追放の対象者は､ ｢日本の 侵
略計画に積極的役割を演 じ或は文筆､ 言論そ の他によ っ て好戦的国家主義並に侵略
の積極的代表者たる こ とを示 したもの+ と規定されて い る ｡ こ の G項に関 し､ 同年
3月1 0日､ 日本政府は正式に 文筆家､ 芸術家､ 新聞関係者などへ の 適用を規定 し､
公職追放を公表したが､ こ の こ とは文学界を含む文化人に対す る国家主義者の 公職
追放の方針を明らかに したという だけで なく､ 文化の 諸領域に於い て徐々 に進 み つ
つ あ っ た自主的追放の気運 を活発化す るも の とな っ た｡ 同年1 1月2 1日に は､ 言論
界に対する公職追放 の範囲は拡張され､ 翌194 7年1月4日に は､ 勅令自体 の 全面改
正に よりそ の 適用範囲はより拡大されて い く こ とに なる ｡ そ して ､ 1 948年3月2 2
日､ 2 3日の 両 日にわた っ て ､ そ れ ぞれ270名､ 6 1名が仮指定された こ とで ､ G ⅡQ
主導によ る文学者および詩人 の戦争責任追及は､ 一 応の 終結を見 る こ とにな る ｡
こ の ような 一 連 の GHQに よ る文学者の戦争責任追及は､ GHQ側が ｢文筆､ 言論
そ の他 に よ っ て ､ 好戦的国家主義並び に侵略の積極的代表的たる こ とを示 した者+
とい う規定をも っ て行 っ たもの で あるが､ それはあくまで も軍国主義指導者と して
の 文学者を公職から追放するとい う政治的意図に基 づ い たもの で あ っ
■
た ｡ つ ま り､
それ は政治的領域における意図が文学領域内で 作用 した結果で あり
.
､ 純粋に文学の
本質に 関わ る 問題と して扱われたも の で はなか っ た ｡ しか しそ れで も､ こ の G HQ
によ る文学者の戦争責任追及 の規定とそ の 方法意識は ､ 当時進行 しつ つ あ っ た日本
の 文学領域とい う内部から行われる戦争責任追及 の 方途 に対 して ､ 大きく影響を及
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ぽしたも の と考えられる｡
日本の文学領域という内部から､ 戦争の推進や協力に関わっ た者の責任 を追及 し
弾劾すると いう場合､ ま ず第 一 に誰が日本の文学者および詩人 の戦争責任 を追及す
る側に立 つ の か､ という こ とが問題に な るが､ そ の点で最初に そ の 立場に 立ち､ 戦
時中の文学者あるい は詩人の行為に対 して戦争責任 の追及を行 っ たの 娃､ 戦後す(tl
に民主主義の 理念を､ 決して批判的と放言えない態度で ､ 自己の中に取 り入れ､ 自
らを民主主義的文学者と名乗 っ た文学者たちで あ っ た｡ 特に ､ 1945(昭和2 0)年
12月 に結成された文学運動組織 ｢新日本文学会+ (機関誌 ｢新日本文学+) に属す
る文学者や文学新聞 ｢文学時標+ (昭和2 1年1月 - 12月) に拠る､ 荒正人 ､ 小田切
秀雄 ､ 佐々 木基 - な どの 文学者たちは､ 戦後日本の 民主主義文学運動の先駆的な役
割を果たす 一 方 で ､ 日本の 文学領域に おける文学者あるい は詩人 の戦争責任を積極
的に追及した文学者たちで あ っ た｡
新日本文学会は､ 昭和2 0年1 2月 30日に東京神田の教育会館で 開かれた ｢創立大
会+ にお い て 結成された文学運動組織で あ るが､ そ の 組織の結成 の理由とそ の文学
運動の活動方針は､ ｢昭和 二 十年十 一 月十五 日+ とい う日付の記載された ｢新日本
文学会創立 の趣意+ と題する パ ン フ レ ッ トの 中で ､ 次の ような言葉に よ っ て 説明さ
れて い る ｡
十数年に 亘 つ て 日本帝国の侵略的戦争を指導 して来たわが国 の軍国主義者た
ちは､ そ の反 動的 ･ 反文化的支配を強化するため にす べ て の 進歩的文学者に暴
圧を加 へ ､ わが 日本文学の 民主主義的伝統を根底より破壊 し去 らう とした ｡ わ
が作家達は そ の 自主的活動の自由は奪はれ ､ わが国の 文学は最も重大な危機に
直面す るに 至 つ た ｡
然 る にこ れ らの 軍 ･ 官 ･ 財閥は､ 連合国軍の 攻撃の前に敗退 し､ こ ゝ に自由
な文学の ため の い はば外的社会的条件が与 へ られた｡ 今こ そ 日本の 文学者は､
わが人民大衆の 生活的現実 ･ 文化 的欲求の真実の表現者と して ､ 日本文学の中
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に存在 し続けて来た民主主義的伝統の 上 に立ち過去の 日本文学の遺産の価値高
きもの を継承 し先進民主主義諸国の文学より学びつ ゝ ､ 真に民主的､ 真に芸術
的な文学を創造 し､ 日本文学の高き正 しき発展 の ため結合 して その全 力を傾け
ねばならぬ｡
こ ゝ に 我々 は新日本文学会の創立を発起 し､ 日本の すべ て の 進歩的文学者が
こ の偉大 な事業に協力す る こ とを切望するも の であ る ｡ 1 2
文学の 領域にお い て ､ どの ように戦後の ｢日本文学+ を出発する の か､ とい う問
題披､ 当然大問題で あ っ た ｡ こ の点に関 して戦後の 日本文学を出発させ る に当た っ
て大きな役割を果た した の は､ 文芸雑誌 ･ 詩誌を中心に した出版活動と文学的 ･ 文
化的組織の活動で あ っ た｡ 1 9 45年1 0月6日の 勅令で出版事業 ｡ 同施行規則が廃止さ
れ､ 出版活動の自由が認められると､ 続々 と ｢世界+ (創刊 ･ 岩波書店) ､ ｢展
望+ (創刊 ･ 筑摩書房) ､ ｢人間+ (創刊 ･ 鎌倉文庫) ､ ｢新生+ (創刊 ･ 新生
社) などの新雑誌が創刊され､ ｢中央公論+ (復刊 ･ 中央公論社) ､ ｢改造+ (復
刊 ｡ 改造社) などの休刊中の雑誌も復刊された｡ また､ 1925(大正1 4)年4月 に制
定されて から約2 0年間にわた っ て 思想､ 言論の 自由を統制 して きた治安維持法が
19 4 5年1 0月1 2日に廃止され ると ､ 自由主義思想や民主主義思想な どに基 づ い た今
まで弾圧されて き た組織的な文化 ･ 文学活動も様々な領域で 可能にな っ た ｡ こ の よ
うな従来の社会制度が､ 戦後 ､ 急激に変革されて い く とい う外的状況と､ 敗戦に
よ っ て あらゆる既存の価値観が崩れ落ちた混沌と した内的状況の なかで ､ 文学者は
新しい 文学の 理念 に つ い て ､ 詩人は新 しい 詩の 方向性に つ い て ､ それ ぞれ雑誌を媒
介に して ､ あるい は文学的運動組織に拠 りなが ら積極的な提言をな して い っ た｡ そ
の なかで 有力な指針の 一 つ と して 当時考えられたの は､ 上 に引用 した文章から明ら
かに なるような､ 新日本文学会によ っ て示された ｢民 主主義的文学+ を創造 し普及
12 新日本文学会 ｢新日本文学会創立の趣意+ ､ ｢新日本文学+ ､ 創刊準備号 (19 4_
6年1月) ､ 1 2-1 3
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して い くとい う ヴィ ジ ョ ン で あ っ た｡ 13
新日本文学会が､ ｢民主主義的文学+ を創造し普及するこ とを､ 戦後の一日本文学
の出発の時点で最も重要な こ とで あると見なした背景には､ 前時代に存在した文学
が ｢民主主義的文学+ に ｢発展+ すべ きもの で あるとする進歩的な文学観､ 換言す
れば､ 進化論的文学観が存在するだけで なく14､ 第二 次大戦に対する文学的な認識
が存在して い る. つ まり ､ 戦前の 日本文学に ｢民主主義的伝統+ を認 め る こ と.に
よ っ て ､ さらに披1945年8月15日に終結する ｢日本帝国の侵略的戦争+ がそ の伝統
を根底から破壊 したと考えるこ とによ っ て ､ 日本文学の民主主義的な ｢発展+ が戦
争によ っ て妨げられたとい う認識で ある｡ こ の ような日本文学に対する史観を持 っ
た新日本文学会は､ 文学の ｢発展+ を妨げた者として ､ ｢日本帝国の侵略的戦争を
指導 して来たわが国の軍国主義者+ たる文学者､ 換言すれば､ 反 動的な文学者に対
して 闘う態度を明らかに するの で あ る ｡ そ して ､ こ の態度の延長線上に､ 第二 次大
戦を推進し協力 した文学者に対する戦争責任を追及するとい う新日本文学会 の 立場
を確立す るわけで あ る｡
かく して ､ 新日本文学会は､ 敗戦後の 日本社会の新たな状況 に より ､ ｢民主主義
革命+ の 実現をめ ざす文学､ すなわち､ ｢民主主義的文学+ を戦後の文学の 理念 と
して措定 し､ そ の 実現を図る組織と して出発する の で あるが､ こ の 運動は､ 政治､
経済などの 諸領域に わた る日本再編の ヴィ ジ ョ ン に呼応し､ 戦後放 じめて 文学の新
しい信条を掲げるも ので あ っ たが故に ､ 多くの文学者たちが参加 した0 15 そ の 中
心 とな っ たの は ､ 戦後に お い て は ｢民主 主義文学+ に対す る次の ような認識を抱
13 岩上順 一 記 ｢新日本文学会創立大会の報告+ (｢新日本文学+ 第 11巻､ 第1号､ 1946年3月､ 6 2-
65頁) には ､ ｢新日本文学会+ の 理念が ｢宣言+ と渡して掲げられて い る｡ ｢われ われは今日､ 日本における
民主主義的文学運動組織の ために集ま っ た ｡ われわれは ､ 日本における民主主義的文学の 創造とその 普及､ 人
民大衆の創造的 ･ 文学的 エ.ネルギ
- の 昂揚とそ の結集とを自己の任務として自覚し､ こ の 任務達成の ため の基
本組織とそ の活動方針を決定した o われわれは こ の方針の具体化､ こ の具藤イヒにおけるわれわれの献身を以て
日本の全人民に答 へ ､ 同時に全世界の人民､ 特に中国および朝鮮の 人民に答 へ ようとするものである｡ + (63
頁)
1 4 本文に引用 した ｢新日本文学会創立の趣意+ の ｢日本文学の畠皇正⊥且発展+ (下線は筆者) とい
う言葉には､ ｢民主主義的文学+ がさらに別 な ｢文学+ に発展するという考えが読みとれる｡
1 5 ｢新日本文学会創立大会の報告+ には ､ ｢なほ日本文学の民主主義的発展に従来貢献した作家とし
て ､ 志賀直哉､ 虞津和郎､ 野上弥生子､ 正宗白鳥､ 上司小剣､ 室生犀星､ 谷崎精二 ､ 宇野浩二 ､ 豊島輿志威を
賛助会員とするこ とに東諾を得て決定した+ (6 2頁) と いう内容が記ざれてい る ｡
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き､ 戦前にお い て は プ ロ レタリ ア文学運動を展開して い た文学者たちで あ っ た｡
大正時代に入 つ て ､ 民主主義実現の ための闘争が昂揚 して来た｡ しか し､ 反
動勢力の抑圧の ために､ そ の徹底的な闘争がた ゞプ ロ レタリ アたよ つ て の み代
表されるとい ふ形 で展開された｡ 当時の民主主義文学活動が プ ロ レタリ ア 文学
活動と称される所以 で ある｡ 今日外からの革命に応じて ､ 人民大衆から 一 切 の
人間的権利 へ の 欲求が全国に おこ つ て ゐ る｡ か ゝ る人民大衆の 民主主義的要求
を文学の 面に お い て と りあげ､ その 達成の ため に文学的創造を通じて 闘争す
る｡ こ れが､ 民主主義文学の課題で ある｡ 1 6
上の 引用文から明らかにな るよう に ､ ｢文学的創造+ と政治的 ｢闘争+ の強い 結
び つ きを根底的な主張に据え る新日本文学会は､ こ の 組織の発起人たる資格の ある
者を ｢帝国主義戦争に協力せず､ こ れ に抵抗 した文学者の み+ で あると し､ 秋田雨
雀､ 江 口換､ 蔵原惟人 ､ 窪川鶴次郎､ 壷井繁治､ 徳永直､ 中野重治､ 藤森成吉､ 宮
本百合子 の 旧プ ロ レタリ ア 系文学者で ある9 人が発起人 にな っ た｡
こ のような背景で 発足 した新日本文学会は､ そ の 創立大会で ､ 文学者及 び文学の
問題 と して ｢文学者の戦争責任+ を追及 して い かなければならな い とい う次の よう
な中野重治の提案を異議なく採決するこ とに よ っ て ､ 文学者の戦争責任追及 の 活動
を活発に 開始する こ とに な る ｡
今回の 侵略戦争に お い て 日本の文学者は偽略され強制され協力 したもの もあ
る｡ 又積極的に これ を支持し協力 したも の もある｡ こ れに対 して 民主主義文学
者は､ 自己批判の 問題と して とりあげなければならない ｡ い かな る文学者が､
い かな る場面に お い て ､ い かな る作品をも つ て ､ 侵略闘争を支持 しそれに協力
する役割を果 したか ｡ 又文学と文学者の 活動を組織的暴力的に破壊しようとし
た文学者や文学団体はどんなもの がある か｡ こ れを文学者及び文学の 問題とし
16 窪川鶴次郎 ｢三 ､ 綱領規約に つ い て+ ､ ｢新日本文学会創立大会の報告+ ､ 6 4頁｡
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て ､ どこ まで も自己批判的に追及 しなければならない ｡ 17
文学者ある い は詩人の戦争責任 の追及が ､ 新日本文学会のメ ン バ ー に よ っ て初め
て公然と個人 の名前を挙げて行われたの は､ 19 46年3月29日に開かれた新日本文学
会東京支部創立集会にお い て で あ っ たが､ 実際にはこ れよりも早く､ 1946年1月創
刊の文学新聞 ｢文学時標+ 誌上におい て ､ 日本の 文学者ある い は詩人の戦争責任 の
追及が民主主義的文学者によ っ て すで に行われて い た｡ 当時､ 新 日本文学会の中央
委員をも勤め る こ と にな っ た小田切秀雄の言葉によれば､ 文学新聞 ｢文学時標+ と
は､ ｢敗戦の年の秋 ､ 平野謙 ､ 本多秋五 ､ 埴 谷雄高､ 山室静､ 荒正人 ､ 佐々木基
-
､ わた し[小田切秀雄]とい う七名の 同人で雑誌 『近代文学』 創刊準備を進めて
い たときに ､ い わば それ の 小型の 別働隊と して ､ 同人中の左派だ っ た荒､ 佐々木 ､
わたしとい う三名が創刊 した+ 18文学新聞で ある｡ 新日本文学会と同様に ､ ｢文学
時標+ もまた戦後の文学に於ける民主主義的文学の実現をそ の 目的として い る ｡ こ
の こ とは､ 1 946年1月1日発行の ｢文学時標+ 創刊号の巻頭に掲げられ ､ 激情的な
文体で書かれ て い る ｢発刊の こ とば+ の 結びからも明らかであろう ｡
一 部少数の者の 手 より文学を奪い 還 し､ これを人民の 手に解放する こ と - これ
こ そ ､ 文学領域にお ける民主主義革命の最終の 目標で ある｡
『文学時標』 は これ をめ ざして ､ 力 を蓋 して たたかふで あ らう｡
石もまた叫べ !19
｢文学時標+ は､ ｢文学領域における民主主義革命+ をそ の理念と し､ 文学の ｢人
17 中野重治 ｢八､ 文学者の 戦争責任追及+ ､ ｢新日本文学会創立大会の報告+ ､ 6 5責｡
1 8 小田切秀雄 ｢四○年前の情熱 - 『文学時標』 の多少の 存在理由に関連して - + ､ ｢後刻版 『文学時
標』 回想 ･ 解説 ･ 総目次 ･ 索引+ ､ 1頁､ 小田切秀雄他解説 『文学時標』 復刻版 (東京､ 不二出版､ 1 9 8 6
年) ｡
1 9 ｢発刊の こ とば+ ､ ｢文学時標+ 創刊号(1 9 4 6年1月1日) ､ 『文学博標』 復刻版 ､ 1頁｡ なお､ こ
の ｢発刊の こ とば+ には､ 荒正人､ 小田切秀雄 ､ 佐々木基 - の 3名の 署名が入れられてい る ｡
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氏 - の解放+ をその 目的と して創刊されたの で あるが､ その 目的 へ の第 一 の段階と
して戦争責任追及 に力を注い で いく こ とになるo 前記 した ｢発刊の こ とば+ に 淑 1
て､ 文学領域における戦争責任追及の意義と戦争責任を追及きれねばならない文学
者につ い て の 3人の編集人たちの明確な立場は､ 次の ように表明されている.
だが ､ かれ らフ ァ シ ス トたちと陰に陽 に力をあはせ た作家､ 評論家がゐ たこ
とを忘れる こ と はで きない ｡ そ の最大 な るも の は､ 『聖戦』 文学の製造者とそ
の 支持者で あ る｡ かれ らは銀三十放とキリス トを換えた ユ ダの ごとく､ 卑小な
野心 ､ 些かの 生酒の資をえんとして ､ 文学の純潔を姫婦の やうに自らの 手で泥
土 に委ねたの で あ つ た ｡ 言うなかれ !指導者にあやま られて い ゐ たの だと､ 或
は､ 官憲の圧迫 の ため舞文曲筆を敢 へ て したの だと｡
[- - -]
あ ゝ ､ 文学の大空白時代よ!
『聖戦』 文学者共はこ れ を恥としない の か｡ かれ らは､ パ ン をもとめ る読者に
石 をあ た へ たの だ｡ そ して ､ 『聖戦』 が 『醜戦』 となつ た今日にな つ て も､ か
れ らに は､ 己れ の 師を売 っ たこ とを後悔 して ､ 絵死 せ る ユ ダの 心情すら湧かな
い の だ｡ かれ らは新 しい 自由の 文学に便乗を試み んとあがい て ゐ るの だ｡
石もまた叫ぶ !
われ らはかれ を監視 しよう ｡ 聖 なる萎苑を彼等から守らう｡ それ はわれ らに
あた へ られた文学的使命で ある｡
『文学時標』 は､ 純粋なる文学の名に おい て ､ かれら厚顔無恥な､ 文学の 冒
涜者たる戦争責任者を最後の 一 人に い たるまで ､ 追及 し､ . 弾刻 し､ 読者ととも
にそ の 文学上 の 生命を葬らんとするも の で ある ｡ こ の こ とは､ 文学領域に おい
て ､ 民主主義を確立するための第 一 歩で あ る o これなく して ､ 一 切 の 文学再建
は砂上 の楼閣で あ らう｡ 2 0
2 0 前掲書､ 1頁｡
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こ こ におい て ､ ｢文学時標+ は､ 戦時下 におい て 野心の ため､ 生泊の ため､ たとえ
それが国家に強制されたもの で あ っ たにせよ軍国主義に筆を染めた文学者を文学領
域における戦争責任者として捉え る態度を明確に示すと同時に ､ ｢純粋なる文学の
名におい て ､ かれ ら厚顔無恥な､ 文学の冒涜者たる戦争責任者を最後の ⊥ 人 にい た
るまで ､ 追及 し､ 弾劾 し､ 読者ととも に そ の 文学上 の 生命を葬らんとす る+ こ と
を､ ｢文学領域におい て 民主主義を確立するための第 一 歩+ で あると主張するの で
ある｡ こ の ような立場から ｢文学時標+ の執筆者たちは､ その創刊号から設けられ
た ｢文学検察+ と いう欄で ､ 日本文学における戦争責任者の名を挙げ､ 責任 を追及
する文章を掲載 した｡ 2 1 こ の ｢文学検察+ 欄で戦争責任が追及された文学者は以
下の通 りで あ る｡
連載番号 (掲載号 ･ 発行年月日) 被追及者 追及者
｢文学検察 (- ) + 高村光太郎 小田切秀雄
(創刊号､ 19 4 6年1月1日)
火野葦平 荒正人
｢文学検察 (二)+ 中河輿 - 大井虞介
(第2号､ 19 4 6年1月15日)
吉川英治 小原元
｢文学検察 (≡)+ 芳賀 檀 佐々木基 -
(第3号､ 19 4 6年2月15日) 亀井勝 一 郎 笹原冬雄
｢文学検察 (四)+ 山本有三 平野謙
(第5号､ 1 94 6年3月 15日‾) 保田輿重郎 杉浦明平
杉山平助 荒正人
｢文学検察 (五)+ 斎藤茂吉 小田切秀雄
(第6号､ 1 9 46年4月1日)
横光利 一 加藤周 一
石川達三 小原元
2 1 ｢文学時標+ 創刊号の ｢文学検察+ の欄には､ こ の欄を ｢文学時標+ に設ける意図を明らかに した
次の ような無記名の文章が載 っ て い る｡ ｢侵略権力の 婦女とな つ て全人民を戦争に駆り立ることに奉仕し､ 以
て文学の 世界を荒涼たる廃城たらしめた者は誰か ? 人民の 魂たる ぺ き文学者にして ､ か へ つ て 人民を抑圧者
に売渡す卑陪を敢て したのは誰か? 我等は糾弾する ､ 徹底的に糾弾する ｡ 我等はこ こ に文学検閲欄を設け
て､ 今後長期間に亙り ､ 文学における戦争責任者の 追求を行ふ｡ 追求は飽くとこ ろなく続行されるであろう｡
それは文学者だけではなく､ 文学者を使壊し脅迫 し､ 拘束した団体 ､ 機関､ 雑誌等に迄及ぶであらう ｡ 我等は
文学及文学愛好者大衆の支持後援の鰯んならん こ とを望む ｡ + ( 『文学時標』 復刻版､ 3頁｡ )
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｢文学検察 (6)+ 島木健作 大井虞介
(第7号､ 19 4 6年4月15日) 佐藤春夫 佐々木基 -
岡崎義恵 和井英 一
｢文学検察 (7)+ 林房雄 松本正成
(第8号､ 19 4 6年5月15日) 武者小路実篤 長光太
菊池寛 小原元
｢文学検察 (8)+ 森山啓 大井虞介
(第9号､ 19 4 6年6月1日) 浅野晃 座間三郎
｢文学検察 (9)+ 藤沢桓夫 小田切秀雄
(第10号､ 19 4 6年8月1日) 中野好夫 小原元
蓮田貴明 加藤正忠
青野季吉 荒正人
｢文学検察 (1 0)+ 久米正雄 那珂孝平
(第1 1号､ 19 4 6年9月10日) 岩田豊雄 毛利昇
斎藤瀦 渡過順三
丹羽文雄 中川隆永
監田良平 ミヤ マ ･ コ オ
｢文学検察 (l l) + 逗子八郎 須束郁
(第12号､ 1 9 46年1 0月10日) 谷川敬三 仁鎧志作
清閑寺健 関英雄
舟橋聖 - 美山昂
久松清 一 加藤正忠
｢文学検察 (終)+ 和辻哲郎 森宏 一
(第1 3号､ 19 4 6年1 1月1 0日) 岸田園志 長光太
上田虞 荒正人
岩倉政治 中川隆永
神保光太郎 毛利昇
富安風生 烏山線二郎
この よう に創刊号から終刊号 に相当する第1 3号 に至るまで の 間に ､ ｢文学検察+
の欄で戦争責任が追及された文学者は､ 4 0名に及んで い るが､ 文学新聞 ｢文学時
標+ に於ける ､ 日本の 文学領域の内部からの文学者戦争責任追及と1946年3月29日
の 新日本文学会 に よる戦争責任追及 に よ っ て ､ 日本の文学領域に於ける内部からの
戦争責任追及 の気運はより 一 層高ま っ て い っ たと思われ る｡
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新日本文学会 の機関誌 ｢新日本文学+ に発表された､ 1946年3月29日に公然と行
われた文学者の戦争責任追及に関して述 べ た､ 小田切秀雄によるその要旨 ｢文学に
おける戦争責任 の追求+ には､ 日本の文学領域におい て内部から為された最初期の
戦争責任追及が展開され て い る｡ 2 2 こ の要旨の中で重要な部分は､ ｢文学にお け
る戦争責任とは､ 他の 何かで あ る よりも先ず吾吾自身の問題だ+ と して ､ その 問題
が ｢自己批判+ とい う方法に よ っ て しか為され得ない こ とを明らかに して い る点で
ある｡ 23 ｢吾々 は戦争中の吾々がどうで あ っ たかをみづ から追求 し検討 し批判す
る+ とい う ｢自己批判+ は､ 文学者や詩人が戦時中に身につ けた ｢書く行為+ の 退
廃､ すなわち非主体的な言語的創造行為の 問蓮を対象化 し､ 主体性を戦後
■
に回復す
る こ とに よ っ て ｢書く行為+ の 回復を行うという純粋に文学的な課題を取り扱える
方法で ある｡ しか し､ ｢文学に おける戦争責任 の追求+ で は､ こ う した ｢自己批
判+ の 必要性が指摘され て い るにも かかわらず､ 追及 する側
'
0自己批判は ､ ｢ 一 部
の者の重大 且 つ 直接的な責任がごまかされて しまふ+ という理 由か ら､ 忘 れ去 ら
れ､ そ の大部分は戦争に協力的 で あ っ た他の 文学者や詩人の戦争責任を追及すると
い う他者の批判に な っ て い る ｡
だから､ 文学にお ける戦争責任とは､ 他の 何 かで あるよりも先づ吾吾自身の
問題だ｡ 吾々自身の自己批判とい ふ こ とか らこ の 問題は始ま る｡ 自由 の世界で
ごまか しは利 かぬ｡ 吾々は戦争中の吾々 がどうであ つ たの かをみ づ から追求し
検討 し批判する｡ そ の こ とによ つ て ､ こ の 十年問の 日本文学の おそ る べ き堕
落 ･ 頼廃に対 して吾々自身の責任を明かに して行 きたい と思ふ1.
だが ､ 吾々 はかの ｢ 一 億腹懐悔+ を行はうとす る看で古まない . それは バ カげ
た こ とだ｡ 周知のやう に､ そ こ で は誰に も責任があるとい ふ こ とに よつ て 一 部
2 2 小四切秀雄 ｢文学における戦争責任の 追及+ ､ ｢新日本文学+ 第1巻､ 第3号 (1 94 6年6月) ､ 6 4-
6 5頁｡
2 3 すでに こ の ｢自己批判+ とい う言葉は､ 先に引用した中野真治の 19 4 5年1 2月30日の ｢文学者の戦争
責任追及+ (｢新日本文学会創立大会の報告+ ､ ｢新日本文学+ 第1巻､ 第1号､ 6 5頁) と いう提案におい て
用い られて い る .
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の者の 重大且 つ 直接的な責任がごまかされて しまふ｡ 日本文学の堕落の その直
接の責任者 ｡ 堕落 へ の 指導者披ゐ な かつ たか. 人民の魂たる べ き文学者に'L,て
か へ つ て侵略権力のメ ガフ ォ ン と化して 人民を戦争に駆り立て ､ 欺暗と迎合と
によ つ て 支配者の恥 しげもない婦女とな つ た者､ 特にその戦闘 に立 つ た者はな
かつ たか｡ 2 4
こ こ にみ られ る新日本文学会側の戦争責任を追及する方法意識の中核に披 ､ 明らか
に戦争責任を追及する側の自己と追及される側の自己との間に 明確な区分を設けて
い る こ とがわ かる｡ そ して そ の 追及 する側 の自己を追及され る側の自己よりも優位
なもの と して みな すの 杜､ 新日本文学会がそ の 発足におい て強調 した ｢帝国主義戦
争に協力 せず､ こ れ に抵抗した文学者+ とい う自意識があるからで ある｡ そ こ から
｢協力+ に対す る ア ン チテ ー ゼ で あ る ｢抵抗+ とい う概念を引き出す こ と によ っ
て ､ 新日本文学会は日本の文学者ある い は詩人の戦争責任を追及 し裁く立場を主張
し得たもの と思われ る｡
小田切秀雄は ｢第 一 回発表+ と称して ､ ｢文学における戦争責任者+ 2 5名の名
前を挙げ､ ｢指名す るこ とで彼等の責任を追求する+ と断言 して い る25｡
こ こ で 取 り上げたの は主要 な責任者の み で あ っ て ､ 他 は次 の機会 に取上げ
る｡ こ れは第 一 回発表で あ る ｡ こ こ で は特に文学及び文学者の 反動的組織化に
直接 の責任を有する者､ また組織上さうで なくとも従来の そ の 人物の文壇的な
地位 の 重さ の故にその 人物が侵略讃美のメ ガフ ォ ン と化 して恥じなか っ たこ と
が広汎な文学者及び人民に深刻に して強力な影響を及ぼ した者､ こ の 二 種類の
文学者に 重点を置い て取上 げた｡
吾々 は､ こ の やうに指名す る こ とで彼等の責任を追求す る｡ そ して 文学者が
24 小円切秀雄 ｢文学における戦争責任の 追及+ ､ ｢新日本文学+ 第1巻､ 第3号､ 64貞｡
2 5 ｢文学における戦争責任の 追求+ の中で ､ 戦争責任を指名することで追求されたの は､ 菊池寛､ 久
米正雄､ 中村武羅夫､ 高村光太郎､ 野 口米次郎､ 西候八十､ 斎藤潮､ 斎藤茂吉､ 岩田豊雄 (獅子文六) ､ 火野
孝平､ 横光利 一 ､ 河上徹太郎､ 小林秀雄 ､ 亀井勝 一 郎､ 保田輿重郎､ 林房雄､ 浅野晃､ 中河輿 - ､ 尾崎土郎､
佐藤春夫､ 武者小路実篤､ 戸川貞雄 ､ 吉川英治､ 藤田徳太郎､ 山田孝雄､ 以上の 2 5名であ っ た ｡
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実に公職以外の何もの で もない とい う こ と､ 文学は私事を取扱ふとい ふまさに
その こ とに お い て 公の事に深く触れて行くもの であ っ て ､ い はば公職その･もの
で ある こ と､ 従 っ て こ れ らの責任者は文学の世界からの公職罷免該当者で ある
こ とを吾々 は主張する｡ 吾々は彼等が退くまで その責任 の追求をやめぬ であろ
う ｡ 26
こ の 文面から窺い しれ る こ とは､ G HQが政治的意図を持 っ て 為 した軍国主義指導
者(後には文学者を含める こ とにな る) の公職追放あるい は戦争責任追及 の構造
が､ そ の ま ま文学領域 の 問題と して書き換えられ て い る こ とで あ る ｡ G HQ側が
行っ た戦争責任追及とは､ それ自体戦争犯罪者の糾弾に 目的があ っ たと して も ､ い
かにス ム ー ズに戦後日本の政治シス テ ム の構造変換を促すかとい っ た目的があ っ た
はずで あ る｡ それゆ えに ､ 非軍事化を目的とした規定を設定 し､ それに該当する文
学者を含め た軍国主義指導者を ｢公職から追放する+ こ と､ つ ま り､ 政治領域から
追放するこ とそれ自体が重要な こ とであ っ た ｡ こ の 点につ い て ､ 新日本文学会 の戦
争責任追及も､ あ る意味におい て は､ 戦後に於ける日本の文学シス テ ム の 構造変換
を狙 っ たも の であ る と考えられる ｡ ｢文学+ そ の もの を ｢公職+ とす る こ とに よ っ
て ､ ｢文学 の 世界+ ､ すなわち文学領域から ｢追放す る+ とい う構図を作りあげた
新日本文学会は､ 自らが設定した規定に照 ら し合わせ て戦争責任が問われ る文学者
らをそ こ から追放 しようと試み た｡ 問題は､ そう した規定が ｢戦争協力+ とい う概
念から作られて い る とい う こ とで あり､ さらにはそれ を支えるも の と して ｢戦争抵
抗+ とい う概念があ っ た こ とで あ る ｡ つ まり､ 新日本文学会 の論理を押 し進めて考
えれば､ 戦争に協力 した者は戦後の新し い 文学領域から排除され る べ きで あり､ 戦
後の 文学領域を新 しく統制す るの は戦争に抵抗 した文学者のみ で ある とす る､ 戦後
文学の イ ニ シ ア テ ィ ヴの 問題に直結 して くる ｡
しか し､ こ う した性質をも つ 新日本文学会の戦争責任追及は､ 新日本文学会が戦
26 小田切秀雄 ｢文学における戦争責任の 追求+ ､ 『新日本文学』 第】. 巻､ 第3号､ 65頁｡
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争責任追及 の根拠とした戦時中の自らの行動が明るみ に出され ､ 戦争反対者あるい
は抵抗者を億称せ ん とする彼らの欺痛が､ 他の 文学者たちによ っ て 明らかにされる
に つ れ､ その追及力 その もの が失速して い くこ とになる ｡ 27
2 7 詩人の戦争責任を追及する側の欺怖が明らかにされた新日本文学会の メ ン バ ー と しては､ 壷井繁治
と岡本潤が挙げられる ｡ 壷井は ｢文峯春秋+ に載せた ｢高村光太郎+ 論で ､ 岡本は ｢コ ス モ ス + に掲載した
｢戦時と戦後の 詩と詩人に つ い て+ の 中で ､ それぞれ詩人の戦争責任に つ い て追及して い る ｡ しかし､ そ の
後､ 壷井繁治も岡本潤も､ ア ン ソ ロ ジ ー 『辻詩集』 に､ 次の ような戦争詩､ 愛国詩を掲載して い る こ とが明ら
かにされた｡
｢お前を古道具屋の 片隅で初めて見 つ けた時錆だらけだ っ た ｡ 俺は暇ある毎に､ お前を磨いた ｡ 磨くに つ れ
て､ 俺 の愛情はお前の肌に浸み透 っ て行 っ た｡ お前はどんな に親 しい友達よりも､ 俺 の親しい 友達とな っ た ｡
お前は至っ て頑固で ､ 無口 であろが ､ 真赤な炭火で尻を温められると唄を歌ひ 出す｡ ああ､ そ の 唄を聞きなが
ら､ 厳しい 冬の 夜を過 した こと簸歳だらう｡ だが時代は更に厳しさを加 へ て来た
■
｡ 俺 の茶の間にも戦争の騒音
が聞えて来た｡ お前もい つ までも俺の 茶の 間で唄を歌 っ て ゐられな い し､ 俺も い つ までもお茶の 唄を楽しんで
はゐられない ｡ さあ､ わ が愛する南部鉄瓶よ ｡ さ やうなら行け! あの 真赤に燃ゆる熔鉱炉の 中 へ ! そ して
新しく熔か され叩き直されて ､ われらの 軍艦のため ､ 不壊 の鋼鉄板となれ! お前の 肌に落下する無数の敵弾
を悉くはじき返せ!+ (壷井繁治 ｢鉄瓶に寄せる歌+)
｢世界地図を見 つ めてゐる と/黒潮はわが胸に高鳴り/大洋は眼前にひろがり/わが少年の 日の 夢が蘇 つ て く
る/われ海に生き海に死なん と/海軍兵学校を志願 し/近視の 宣告で空しくやぶれ去 つ た/わが少年の 日の 夢
が - /万里 波涛を蹴り/わが鋼の艦は行く ｡ /夜を日に つ ぎ/われら民族の 血と運命を賭けて/海の 開ひは
陸の陶ひに つ づくo /わが,i)年の 日の夢が/新しい 世紀を創る､ 刻々 の/壮烈な現実とな つ てか へ つ てき
た. - + (岡本潤 ｢世界地図を見 つ めてゐると+)
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第2章第2節
｢荒地+ 派詩人の モ ダ ニ ズ ム詩批判
(1)
前節で考察して きたように､ 日本の 文学領域の内部におもナる文学者の戦争責任 の
議論は､ 戦後 ､ ｢民主主義+ の 理念をい ち早く取り入れ ､ そ こ に 文学的行為の基盤
を見出す こ とに よ っ て 戦後の新しい文学の創造的出発を遂げようと試みた､ 文学運
動組織 ｢新日本文学会+ や文学新聞 ｢文学時標+ に拠 っ た文学者たちに代表され
る､ い わゆる ｢民主主義文学者+ に よ っ て着手された｡ しか し､ 文学 にお ける戦争
責任 の 問題が､ 民 主主義の理念を前提と した ｢戦争責任+ に対する見解や ､ G HQ
によ っ て 為され た戦争責任追及を念頭に入れたその追及 の 方法とは違っ た視点から
新しい 展開を見せ たの は､ 敗戦によ っ て 既存の あらゆ る価値が崩壊 し混沌とした思
想と言論の状況 の 中で ､ 自己の戦後の 生 の ヴィ ジ ョ ン や詩の 信条を非主体的に ｢民
主主義+ の 理念 に求めずに ､ 自らの手で それを確立 しよう として い た ｢荒地+ 派詩
人に よ っ て で ある ､ という こ とは注目に値するで あろう｡
｢荒地+ 派詩人 の ｢戦争責任+ に つ い て の 議論が新日本文学会などの議論と大き
く異な っ て い る点の 一 つ と して ､ そ れが展 開された時期を挙げる こ とができる｡ 新
日本文学会 による文学者および詩人 の戦争責任追及が､ G HQによる1 9 4 6年1月4日
の ｢軍国主義指導者の 公職追放指令+ を契機に ､ 1 9 4 6年3月の新日本文学会東京支
部創立大会で そ の提案が可決され る こ とに よ っ て活発化 して い っ たとする ならば､
｢荒地+ 派詩人 に よる戦争責任論が展開され始めたの は､ 1 9 4 7年3月頃で あり､ 新
日本文学会 に よ る戦争責任追及 の始まりとは 一 年以上の 差があ る｡ そ して ､ 1 94 5
年8月 の 敗戦から考えた場合､ ｢荒地+ 派詩人が戦争責任論に着手す るまで に は､
約1年7 カ月 の 月 日が流れて い る ｡ ｢荒地+ 派詩人 にと っ て の 敗戦から1 94 7年3月
まで の こ の 期間は､ 彼ら の ｢戦争責任+ に つ い て の 見解やそ の議論の展 開を検討す
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る上で大 きな鍵になる こ とは確かで ある｡
｢荒地+ 派詩人たちが詩人の戦争責任論に つ い て積極的に考えるよう にな う た辛
の始まりは､ ｢荒地+ 派詩人よりも前の世代に属する詩人たち､ 特に､ 第 1章第3
節で考察 した戦前におい て彼らに大きな影響を与えた モ ダ ニ ズム詩人た
■
ちが ､ 戦時
中に ｢国民詩+ あ る い は ｢愛国詩+ を書い た ､ 詩人と して の行為を不問に したま
ま､ 第二次大戦後､ 戦後新 しく価値づ けられた民主主義詩人と して 出発 した こ と､
または戦前の詩観の延長線上 に立 っ て モ ダ ニ ズム詩人と して復活 して きた こ とに対
する ｢荒地+ 派詩人自身の不信に発して い る｡
戦時中の詩人の状況 に つ い て は､ 詩人 の戦争責任を追及するという立場から批判
的に論じられたも の として模本富雄､ 今村冬三 などの 諸研究や､ 近代詩の中に潜在
して い た脆弱な主体性を愛国詩､ 国民詩､ 戦争詩を書くとい う戦中の 日本の詩人 の
行為に読み とり､ そ の期間の詩人 の行為の事実を資料として提出する こ とを意図 し
た阿部猛などの先行研究が存在するが､ そ う した諸氏 の研究の それぞれ の視座は別
に して ､ そ れらの 研究は当時の 日本の詩人たちが如何に国家が掲げた大東亜共栄圏
建設とい っ た目的や国策を肯定し､ それに協力すべ く総動員されて いたかとい う状
況を知る上 で大 い に有益 で ある｡
例えば､ 阿部猛 は 『近代詩の 敗北 一 詩人 の 戦争責任 - 』 の 中で ､ ｢国民詩集+
｢愛 国詩集+ ｢戦争詩集+ の 一 部 と して ､ 『詩歌翼賛』 ､ 『大 東亜戦争決戦詩
集』 ､ 『大東亜戦争愛国詩歌集』 ､ 『国民詩 (第 一 輯)』 ､ 『愛国詩集』 ､ 『大詔
奉戴』 ､ 『海軍献納愛国詩選』 ､ 『軍神につ づ け』 ､ 『国民詩(第二輯)』 ､ 『国
民詩速』 ､ 『御楯われら』 ､ 『い くさ の には』 ､ 『日本詩集』 ､ ･『辻詩集』 な ど1
4の ア ン ソ ロ ジ - を挙げて い るが1､ これ ら の ア ン ソ ロ ジ ー に参加 した詩人 の名前
を見ただけで も､ 如何に多くの詩人が戦時中に愛国詩あるい は国民詩を書い て い た
か驚かされ るの で ある｡ もちろん こ の ような愛国詩や国民詩を書い た詩人 の姿勢に
は､ それ ぞれ事情 の 異な る背景が隠されて い るかも しれない ｡ 戦争に対して肯定的
で あり､ そ れをそ の まま詩に書い た詩人も い れ ば､ 逆に戦争に対 して は否定的で あ
1 阿部猛 『近代詩の敗北 一 詩人の 戦争責任 - 』 (東京､ 大原新生社､ 19 8 0年) ､ 2 1-2 3頁｡
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りなが ら心 な らずも国家目的や国策に協力して愛国詩を書い た詩人も い る であろ
し､ 詩人はそれぞ れの異な っ た心理状況で愛国詩あるい 故国民詩を書い て い たはず
である｡ しか し､ 侵略戦争に協力するこ と自体を社会的規範からの逸脱で あ るとす
る民主主義的な論理から見た場合､ 愛国詩や国民詩を書い た行為も逸脱行為と して
問い ただされ る こ とにな る ｡
と こ ろで ､ 当時二 十代であ っ た ｢荒地+ 派詩人が問題に したの は､ 彼 らよりも上
の世代の詩人たちが戦時中に愛国詩や国民詩を書い たとい う行為に主眼を置い たも
の で はなか っ た ｡ 確かに ､ ｢荒地+ 派詩人に よる戦争責任論の初期の段階で は､ 詩
人の 戦争協力とい う行為自体を追及 し批判する意識が､ そこ に全 くなか っ たとは言
い切 れない かもしれ ない が､ しか し､ ｢荒地+ 派詩人がより重要な問題として捉え
てい く こ とに なるの は､ 別 の 点で あ っ たと思われる｡ ｢荒地+ 派詩人 の戦争責任論
に対する態度は､ こ の議論が展開 し始め られて から約7年経過 した後に鮎川信夫が
書い た評論 ｢われ われ の 心 にと っ て詩とは何で あるか+ ( 初出､ 荒地同人編 『詩
と詩論』 第二 集､ 1 9 5 4年7月) の中の次の よう な言葉によ っ て 象徴され る方向 へ と
進んで い くこ とに な る｡
戦時中発行された 『辻詩集』 とい う ア ン ソ ロ ジ ー 一 冊 を調 べ て み て ごらんな
さ い ｡ い ち い ち名前をあげる まで も なく､ 当時活躍 して い た ほとん どの 詩人
が､ そ の 立場 の い かん にかかわりなく､ これ に参加 して おります｡ 断わ っ てお
きま すが､ ぽくはい まそ の こ とをあげつ ら っ て ､ それらの 詩人 を戦争協力の ゆ
え に ､ 非難 しようと して い るの で はありませ ん ｡ こ の 問題 に対するぼくの結論
は､ そ んな こ ととは全く別 の とこ ろ に あります｡ 2
つ まり､ 新日本文学会が ､ 戦争に協力する こ と自体を逸脱行為と して考え ､ 終始そ
の観点から戦争責任追及を行 っ て い っ た 一 方で ､ ｢荒地+ 派詩人は､ それ とは異
2 鮎川信夫 ｢われわれの心 にと っ て 詩とは何であるか+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第2巻､ 詩論I､ 1 42 - 84
(1 5 7-5 8) 頁｡
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なっ た姿勢で戦争責任論を展開 して い く の で ある. それで は､ 一 体 ｢荒地+ 派詩人
披､ 何を問題に したの であろう か｡
それを簡潔に言うならば､ ｢荒地+ 派詩人が問題に したこ とは､ 前世代の詩人た
ちが愛国詩や国民詩を書い た戦時期､ すな わち､ 彼らの ｢過去+ を､ 戦後 どの よう
に弓憎 受け､ どの よう に清算 したか ､ あ るい は決着を つ けたか ､ と い う こ とで あ
り､ さらに は､ 戦後とい う ｢現在+ に立 っ た時点で ､ どうの よう に詩的行為の 理念
を獲得 して戦後の詩的出発を遂げたか ､ と い う こ とになるで あろう｡
｢荒地+ 派詩人が詩人の戦争責任 の 問題を展開し始めたの 披､ 敗戦後約1年7 カ
月後の こ とで あ っ た｡ こ の期問に ､ 日本は政治､ 経済､ 教育な どの様々 な領域にお
い て ､ 戦後の 新 し い体制が ､ 新 しい 未来像から照射を受けながら確立され て い っ
た ｡ 文学の 領域に於 い て も､ どの ように戦後の 文学を出発するかとい う問題は､ 敗
戦直後から文学者に と っ て の大 きな課題とな っ て い た ｡ ･言論 ･ 出版の 自由が認 めら
れ､ 様々 な文芸雑誌や詩誌が戦後文学の方向性を模索する中､ そ の有力 な指針の 一
つ とな っ たの は､ 前節で も述 べ た新日本文学会が提出した ｢民主主義文学+ とい う
方向で あ っ た ｡ 民主主義の 理念とその普及という方針は､ 戦後､ 日本の諸領域で の
再建活動 に おい て 受け入れ られ たも の で ある と同時に､ 徐々 に大衆が好意的に受け
入れて い っ たも の で も あ っ た｡ 新日本文学会は ､ そ の 理念を文学 の 領域に持ち込
み ､ そ の新しい 文学の信条を基盤に文学的出発を遂げようと したの であ る ｡ 民主主
義の理念をい ち早く取り入れ ､ い ち早く文学的出発を遂げた新日本文学会 には ､ 多
くの 文学者が参加 した｡ 新日本文学会と い う文学運動組織を離れ て みて も ､ そ れと
類似 した理念を取り入れ ､ 戦後 におけ る詩の 出発を試み た詩人たちも数多く存在し
た｡ もちろん こう した ｢民主主義文学+ とい うテ ー ゼ によらず､ 他の 信条､ 例えば
戦前と変わらぬ信条をも っ て 戦後を出発 した詩人も い た｡ しか し､ どの ような立場
を取る に して も ､ こ こ で 問題 にな るの は､ 戦後に おける詩人 の ｢詩の 行為+ の基盤
ともなるそ う した信条が主体的に獲得されたかどうか､ とい う こ とで あ り､ またそ
れが戦時期 の自己の痛烈な ｢自己批判+ を経て得 られたもの で あ るか どうか､ とい
う こ とで あ る ｡ ｢荒地+ 派詩人が戦争責任論を展開する背景には ､ 戦争体験とい う
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自己の生きて きた ｢過去+ を どの ように詩人が扱うかとい う問題意識と､ 戦後､ 自
らの詩的行為の理念をどの よう に獲得するかという問題意識が存在して い る｡ そし
て､ そう した ｢荒地+ 派詩人の 問題意識を支えて い るもの は､ 彼 らが戦争を体験す
るこ とに よ っ て得た､ 詩人は自己 の純粋な信条に基づ い て 主体的に詩の ｢こ とば+
を紡ぎださなければならない ､ とい う詩人の主体性に関わる先鋭な詩の認識で あ っ
た ｡
(2)
｢荒地+ 派詩人 の戦争責任論展開の発端とな っ たの は､ 北村太郎が詩雑誌 ｢純粋
請+ 1 947年3月号 に ｢空自はあ っ たか+ (第 一 章) を含む詩壇時評 ｢孤独 へ の誘
い+ を掲載 した こ とに あ っ た ｡ 北村が ｢空自はあ っ たか+ で 問題 に したこ とは､ 戦
前におい て ｢荒地+ 派詩人 に大 きな影響を及ぼした ､ 彼らよりも前の世代の モ ダ ニ
ズム詩人 たちが ､ 自らが国民詩や愛国詩を書い た戦争時代を ｢空白+ の時代と して
処理する こ とによ っ て ､ 国民詩や愛国詩を書 い た行為を含めたす ベ て の 戦時期 にお
ける過去の経験を 一 掃 し白紙状態に も どそ う としたこ と､ そ して ､ そ の こ とによ っ
て戦後も戦前と同 じヴィ ジ ョ ン や詩意識を回復して詩の出発を遂 げたとい うこ とで
あ っ た｡ つ ま り､ 彼ら ｢国民詩人 ･ 愛国詩人+ たちが､ 戦後平然と して ､ モ ダ ニ ズ
ム詩人 として復活 して きたこ とそ れ自体に問い を投げかけたの で あ っ た｡
そう した モ ダ ニ ズ ム詩や戦前に お ける詩意識の ｢復活+ は ､ EE)村隆 一 ､ 北村太
郎､ 鮎川信夫､ 黒田三郎､ 中桐雅夫､ 木原孝 一 な ど､ 即ち ､･ 戦後 ､ ｢荒地+ 派を形
成する こ とに な る詩人たち に と っ て ､ 彼らの 詩作品や批評作品 の戦後最初 の発表の
頓にな っ た詩雑誌 ｢純粋詩+ (1 9 4 6年3月 - 1 94 8年8月) の存在が ､ 象徴的に 示 し
てい る ｡ 詩雑誌 ｢純粋詩+ は ､ 詩誌 ｢日本詩壇+ (1 9 3 3年1 2月 - 1 9 4 4年4月) の
同人だ っ た福田律郎と小野連司に秋谷豊が加わ っ て ､ 敗戦の 翌年 に創刊された詩雑
誌で ある. 創刊時に おい て そ の 詩雑誌が目指 したも の は､･ ｢象徴詩の移植と克服+
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とい う戦前における日本近代詩が掲げて い たテ ー マ の ひとつ ､ ｢純粋詩+ という詩
概念の検証にあ っ た ｡
｢荒地+ 派詩人より前の世代の詩人が モ ダ ニ ス ト詩人と して戦後出発 した こ と杏
対象に した批判で あると同時に ､ 戦後 の詩的言語の主体に対する問題意識を含む､
北村太郎の ｢空自はあ っ たか+ は､ パ ス カル (Blais era s c al, 1623-62) の 『パ ン
セ』 (Pen s e
'
e s) 第1 3 9章か ら引い た ｢われわれ の 不幸の殆んどす べ て は､ われわ
れが自分の部屋 に留 ま っ て ゐ る こ とが出来ない の に因 る+ とい う言葉に続き､ 次の
ような ｢時間+ の 観念 と詩人の ｢個+ を対象と した文章で始まる ｡
ある人問 が生 まれて から最後 の 呼吸が絶えるまで に は､ まぎれもなくそ の人
間は､ い は ば主体的に存在 して ゐ る｡ 奇妙な時間の流れから外れ て極めて孤独
に､ 完全な意味に於て こ の 上もなく全的な孤独の うち に､ 彼は存在 して ゐ る ｡
どう にもな らない 自意識が､ あ らゆる哲学的､ 観念的解釈を拒絶して ､ おそら
くは人類の消滅するまで ､ 無限の 可能性を創りだす個の倉庫と して存在する｡
あらゆる不 明確性も､ す べ て の 思想体系も､ 換言すれ ば人間に属す る最高の美
徳から最下劣 の 悪徳に至るまで ､ 精神 の 全運動が そ こ か ら生 まれ ､ そ こ に死
ぬ｡ そ して さう ゆう精神 の唯 一 の特徴 は持続性とい うふ こ とだ ｡ 僕は持続性と
い ふも の を考 へ れば考 へ るほ ど､ 時間とい う観念が不必要に ､ そ して有害でさ
へ あるやうに 思われ る｡ 3
こ こ で北村が強調 して い る の は､ ｢個の倉庫+ と して存在する精神の ｢持続性+ で
ある ｡ そ して ｢持続性+ と ｢主体+ の 不可分離性で あ る ｡ こ の ような こ と を冒頭で
北村が述 べ る背景 に は､ 戦後､ ｢時間+ の 観念 を巧 み に利用 して ､ 戦時期という
｢過去+ を ｢空白+ に したり､ あるい は大戦以前の ｢過去+ を完全 に放念 して新 し
い時代の 到来そ の も の を容 易 に受け入れたり した､ 詩人 の ｢過去+ の 扱い 方に 対す
3 北村太郎 ｢孤独 へ の 誘い + ､ 吉本隆明編 『現代詩論体系』 第1巻､ 2 6-2 7頁｡
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る批判的な見解が存在する｡ そうした前世代の詩人たちの戦後 の出発を1 9 45年8月
15日から約1年7 カ月の間見て きた ｢荒地+ 派詩人は､ ｢自己 を欺い たり､ 他人 の
娘を舷ますときに限 っ て ､ 時間をまるで最強の味方 の やうに引 っ ばり出す+ 4こ と
によっ て 戦争時代を切り捨て よう とする こ の詩人 たちに対 して ､ ｢持続性+ とい う
観念をつ き つ けようと して い るの で ある｡
北村は､ さ らに ､ こ の 評論にお い て ､ 詩雑誌 ｢現代詩+ (1 9 4 6年2月 - 1 95 0年6
月) の1 9 4 7年1月号 に掲載された ｢現代詩の系譜と其の展望+ と題する座談会 (北
川冬彦､ 笹津美明 ､ 近藤東､ 安彦敦雄､ 浅井十三郎､ 杉浦伊作) の会話から､ 3つ
の 部分を抜き出 し､ そ の 言葉の中に､ 北村たち20代の詩人が不信感､ 憂哲感､ な
い しは絶望感を抱かざるを得ない 欺臓的な態度､ つ まり､ ｢時間とい ふ観念+ を用
いて ｢論弁を正当化す る+ 態度を具体的に示 そう とす る｡ 北村が弓l き合い に出 した
座談会の言葉は､ 次の ような箇所 で あ っ た ｡
(1)
北川 新 しく出て くる詩人の ために どう して も啓蒙が必要と思ふ4Jだ ｡ それ
は僕らの義務だと思ふ｡ 広 い 意味の戦争時代､ こ こ 十数年とい うも の ま つ たく
ブラ ン クだからね｡
近藤 悪時代が書かせ るんだね｡
北川 それ に して も ､ 今は､ 一 等啓蒙を必要とする時代なんだ ｡ 自己啓蒙の
意味もあるんだよ｡
(2)
杉浦 [- - ] 今まで に約十年間の ブラ ン クが出来て しま つ た ｡ つ まり戦争
中は日本の詩が芸術的高貴(香気) よりは愛国主義的精神に傾い て詩が本質を
失ひ かけて ゐ ました､ [- - ･] 0
4 前掲書､ 2 7貞｡
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(3)
安彦 私 ども 二十代の青年は全く無知で す｡ 詩につ い て何に もしらな い ｡‾詩
とは どんなもの か と人にきかれたなら答えに窮するもの が多い と思ひます｡
笹沢 さうだろうな あ 丁度十年以上も詩が空自になつ て しま つ たんだから.
これは我々 の 責任 だ 5
詩雑誌 ｢現代詩+ は ､ 昭和1 0年前後に日本 の詩の領域におい て確固と した立場を築
い た詩人たちに よ っ て ､ 戦後にお ける詩 の復興と正統性の樹立を目的に戦後い ち早
く刊行されたもので あ る ｡ この 座談会に出席 して い る詩人は､ 2 0代の安彦敦雄を
除けば､ 全 て 3 0代後半から4 0代に かけて の 詩人で あり､ 北川 ､ 笹津､ 近藤辻昭
和初期に創刊され ､ 戦前にお ける大きな モ ダ ニ ズム詩の流れを作り出した詩誌 ｢詩
と詩論+ に参加 して い る ｡ これ ら6人 の詩人 による座談会で は､ ｢現代詩の社会性
と批評に つ い て+ ､ ｢詩とそ の 社会的影響+ ､ ｢現代詩の難解性に つ い て+ ､ ｢現
実と詩の 問患+ ､ ｢新散文詩運動の再検討+ ､ ｢拝情詩の解剖+ ､ ｢自由詩の行分
けにつ い て+ ､ ｢新即物詩+ ､ ｢国語と雅語の 再検討+ ､ ｢国語 問題+q)10項目
に つ い て そ れぞ れの 意見が語られ て い る ｡ そ の 座談会から北村太郎が抜き出した3
つ の 引用 に は､ す べ て ｢空白+ ない しは ｢ブラ ン ク+ とい う用語が用 い られて い
る ｡ こ の よう な 用語を使用 す る背景に､ ｢戦争が宿命的な､ そ し て 象徴的な
[- -] 終りを つ げて 以来､ 十指に余 る人々 が戦争時代をブラ ン ク と呼び ､ 現代の
若い 世代をあだかも当然配給されるべ きチ ョ コ レイ トを配給されなか っ た幼児たち
のやうに憐れんだり ､ な い しは軽蔑したりする風潮+ を読み とり､ 前世代 の詩人た
ちが再 び ｢若い 世代+ の詩人たちを ｢啓蒙+ し､ 統制 して い こう とい う欺幡的な気
運や､ ｢彼らが実際に空自ない しブラ ン ク な時間の 存在というも の を信んじて ゐ
る+ とい う事実､ 言い 換えれば ､ ｢ 『悪時代』 とか詩の空白時代とかまたは思想 の
5 北川冬彦他 ｢現代詩の 系譜と其の 展望+ ､ ｢現代詩+ 第2巻､ 第1号 (1 9 4 7年1月) ､ 6- 34頁o
(1)1 5頁､ (2)18頁､ (3)2 4頁｡
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ブラ ン ク時代などと い ふふ ざけた言葉を信 じて ゐ る+ 事実を見抜くわけである｡ 6
北村太郎を含む ｢荒地+ 派詩人たち披､ こ の ように前世代の詩人たちの戦後の態
度や信念に対して反発を感じるわけで あるが､ その 背景には､ 当時三十代､ 四十代
の詩人に よ っ て全く簡単に ｢空白+ あるい は ｢ブラ ンク+ の時代と して片付けられ
て しま っ た戦争時代を､ 前世代の詩人たちとは別の受け取り方で 認識して い たとい
う事実が存在するの で ある｡
僕は二 十代の詩人諸君にお訊ねした い ｡ 君たちは昭和六年 ごろ披小学生だ っ
た｡ 十二 年ごろは中学生だ っ た ｡ そ して十六年ごろは大学生だ っ た｡ その 時に
大戦争が起 っ た ｡ 君たちは戦場に行 っ た ｡ そ して 二 十年の 夏 に還 っ て来 た｡ そ
の十数年の あひ だに ､ 君の 詩は､ 君 の存在は､ 君の精神はブ ラ ンクだ っ たか ｡
空白はあ っ たか｡ おそ らく若い詩人だ っ た諸君には空白などとい ふ馬鹿げた観
念は薬に したくもなか っ たに ちがひない ｡ そんな甘 っ たれ た空自などといふ も
のが ､ も しあ っ たと信 じる詩人がゐ るとすれば既 にそ の人 は詩人失格告o 空白
なんて も の は どこ にも ありは しない ｡ 僕たちが ､ 僕が､ 君が､ そ して個人個人
が息も絶えずに存在 して ゐ る限り絶対にない ｡ 7
この 文章の す(･後で ､ 北村は ｢ 『悪時代』 の あひ だ､ 孤独 へ の 誘ひ に身を任せず､
徒らに愛国詩､ 辻詩の ア ン ソ ロ ジイ に名前を連ねた先輩詩人が数多く存在 したとい
う事実を僕らは忘れまい+ と､ 前世代の詩人たちが愛国詩あ るい は国民詩を書い た
戦時中の 行為に つ い て 触れて い る ｡ しか し､ そ れは新日本文学会的な ｢抵抗+ を根
拠に詩人 の戦犯性を追求する視点から発せ られて い るもの で はなく､ 北村 たち 2 0
代の 世代が､ 彼らの 2 0数年とい う人生におい て最も 重要な時期を戦争によ っ て犠
牲に し､ 戦争とい う状況下で 思想的幻滅の中を生きざるを得なか っ たという ｢ロ ス
ト- ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン+ として の 世代意識と､ 先輩の 者たちの次の ような言葉を聞
6 北村太郎 ｢孤独 へ の誘 い+ ､ 『現代詩論体系』 第1巻､ 2 8-30頁｡
7 前掲書､ 2 9頁｡
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きながら戦場に行 っ たとい う経験から､ 表出されたもの の ように思 われる｡
[ - -] 青年が自分の分を完全に遷 し､ 全体の ために奉仕 した とい ふ こ とに忠
い て名誉を輿 へ るやうに しなければな らない ｡ 即ち青年その個人や学校の こ と
で はなく ､ 全体 の 中にある個人として ､ 青年の名誉が考 へ られ なければ ならな
い と思ふ｡
か う な つ て ､ は じ め て 青年は本当 に 生 き る こ と が出来る の だ と 思ふ 0
[ - -] 今日青年が奮起したの は､ 青年の 日々 の生活がそ の まま国家の存亡に
連な る こ とを自覚的にみ とめるようにな つ たからで ある｡ 青年学徒が自己の中
に新 しい 生活 を発見した､ 概念で はなく肉体を通 して それを認知 した とい ふ こ
と､ こ れは何とい つ て も今度の戦争の お かげであ る｡ 8
上の 引用 を含む ｢青年の名誉に つ い て+ は ､ 昭和1 7年5月 に雑誌 ｢若草+ に掲載さ
れ､ 同年1 1月に発行された 『詩に つ い て』 に収められたもの で ある｡ この 著者は､
第二次世界大戦の最中に生 き る青年たちを ｢圃の 明日を確保する ため に選ばれた世
代の もの た ち+ と捉え､ 青年学徒 の名誉を上 の ように述べ るの で あ る ｡ 戦時下 に於
い て ､ 青年に ､ ある い は青年で ある北村をは じめとする ｢荒地+ 派詩人たちに期待
されたこ とは､ 国 とい う ｢全体の 中に あ る個人+ として存在する こ とであ り､ ｢全
体の ため に奉仕+ する こ とを自らの生 きる糧と して受け入れる こ とで あ っ た ｡ ｢戦
争の おかげ+ で ､ 青年は自己の新 しい 価値を認識 し ｢本当に生 き る+ こ とがで きる
の で あり､ こ の ような生き方をす る青年が､ ｢奉仕+ の ために戦場 へ 向かう姿に､
上の 著者は揚々 と激励を述べ て い る ｡ こ の ような戦時下に於け る軍国主義的風潮か
らの青年 へ の 要求は､ ある者にと っ て は名誉心を駆り立て るも の で あ っ たかも しれ
ない し､ あ る者に と っ て は ､ 何らかの折り合い を付けて受け入れ る こ との で きるも
の で あ っ た かも しれ ない ｡ しか しなが ら､ 少なくとも北村に と っ て ､ 或い は ｢荒
8 阪本超如 ｢青年の名誉に つ い て+ ､ 『詩に つ い て 』 第2版 (東京､ 大帝築地書店､ 1 9 4 3年) ､ 1 2･ 1 7
(1 6)頁o
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地+ 派詩人に と っ て ､ こ の よう な要求は苦痛と封滅と犠牲とい う意識に於い て しか
捉える こ と の で きない もの で あ っ たと思われる｡ 中桐雅夫の言葉で言えば､ 青年ゆ
え に ｢積極的に それ を打破しようとするほど意識がたかくな つ て ゐ な かつ た+ た
め ､ そ して ｢ ｢非国民+ の格印を捺される こ と+ を恐れたため に､ ｢暗黙の拒否+
とい う当時の彼らに と っ て 精 一 杯の抵抗を招きながらも受け入れざるを得ない もの
だっ たの で ある｡ 9
しかし､ 先に引用 した北村の文章には､ 戦争の犠牲にな っ たと いうだけ の 自覚だ
けで は説明で きな い 感情が表出して い る ｡ そう した感情を支えて い る の は ､ 三十
代､ 四十代の詩人によ っ て あまりにも簡単に片付けられて しま い ながら､ ｢二十代
の詩人 に と っ て 重大 だと思 放れ る事+ ､ 別な言葉で言えば､ ｢彼 らが空白だ ､ ブラ
ンクだ､ とい う時代に僕らはまさに こ の 肉体を持っ て生きて きたの で あり ､ そ の あ
ひだには､ 三十代､ 四十代の人 の全 く想像で きぬ未知の個の倉庫が ､ 徐々 にそ して
確実に充たされて きた+ とい う実感で あ る｡ つ まり､ 少年期から青年期にかけて の
十数年間を戦争の なかで全存在を賭けて 過 ご して きたとい う自覚が こ う し た文体を
支えて い る の で ある｡
こ れまで生 きて きた人生 の半分以上を ｢ブラ ンク+ の 一 語に よ っ て 否定されて し
まえば､ 彼 ら自身の ｢今+ の存在を支えるも の もなくな っ て しまう ｡ そう した彼 ら
の 存在そ の もの を訴えかける切実な抗議がこ う した感情的な文体とな っ て 表れて い
るの で あろう ｡ 戦争時代に ｢極めて孤独 に､ 完全な意味に於て こ の上 もな く全的な
孤独 の うちに+ 単独者として存在 し､ ｢個の倉庫+ と して の 精神や ｢内な る世界+
を､ 戦時下の 重く閉ざされた現実に対 して主体的に苦悶 しながら､ 形成 し保持して
きた二 十代の詩人 に と っ て ､ ｢ブ ラ ン クとい ふ気が軽くなるやうな名称を与 へ る時
期+ 披なか っ たの で あ る ｡
｢荒地+ 派詩人は､ 戦前にお い て は十代 の詩人と して ､ ｢L U N A+ な どの 同世代
の詩誌を拠点に活動する 一 方で ､ 前世代 の詩人たちを中核とする詩誌 ｢新領土+ や
中桐雅夫 ｢1o stge n eratio n の 告白+ ､ ｢荒地+ 第1巻､ 第2号､ 8頁.
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｢VO U+ に同人 と して参加する こ とに よ っ て ､ 積極的に ヨ ー ロ ッ パ 諸国の詩の哩
念と方法が移入きれたコ ス モ ポリタ ニ ズム 的な詩的風土に接触した. 戦中に披､ そ
の前世代の詩人たちが戦前の信条を放棄し民族主義の理念を受け入れ ､ 総動員で国
策に協力する為に愛国詩や国民詩を書い たの を目撃した｡ さらに は戦後に はそうし
た前世代 の詩人たちが戦争期をブラ ンク として捨象し､ 戦前と戦後を短絡的に結び
つ けるこ とに よ っ て ､ 戦前の 詩の理念を回復しようと したり､ あ るい は1 94 5年8月
1 5日以前の 過去を全くなきが ごとく に新しい 民主主義という信条を受け入れ ｢未
来+ に向か っ て 出発 しは じめ るの も目の 当たりにした｡ この ような状況を直視 して
きた ｢荒地+ 派詩人が､ 前世代の詩人たちと彼ら自身との間 に､ 決定的な断層を読
み とっ たの は確かで ある｡
こ の 北村太郎に よ っ て 引かれ た ｢二 十代の詩人+ と ｢三 十､ 四十代 の詩人+ との
間の断層 の線は ､ 北村太郎の ｢空白はあ っ たか+ を受けて詩雑誌 ｢純粋詩+ 1 947
年5月号 に掲載された鮎川信夫の評論 ｢青春の暗転+ におい て より明確な太とぶと
と した線とな っ て表れ てくる｡
我 々の 世代が形成されるやうに な っ た過程ならびに要素を説明すると次の や
う になる｡
戦争時代､ 一 所謂既成作家､ 学者､ 詩人等に よっ て ブラ ン ク と緯名されて ゐ
る時期 に 我々 は青春の体験を賭けて きた｡ 既成詩人が戦争時代をブラ ン クと呼
ぶの はた しかに 正 しい ｡ とい う意味は歴史が小学校の 歴史の壁に貼 られて あ っ
た年表の やうに ､ 自分の体 の なかで は っ きりと違 っ た色分けが出来るも の なら
ばで ある｡ も し戦争時代がブラ ンク で あ るならば､ 我 々 は戦争前に中絶 した仕
事を､ 戦争が終わ っ た今日再び継続 して ゆくこ とが出来る筈で あ る｡ 三 十代､
四十代 の人 にはそ れが出来るの だ ろう ｡ ある既成詩人は､ 読書の な かっ た戦争
時代が終 っ た今日の無詩学状態を 一 歩後退とみて ､ 自分達が戦争前に全部出尽
く し て しま っ た と ､ 昔 の 自 分 た ち の 仕事 に 愚 か し く満悦 して 云う だ ろ う
[- - ･]
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しか し我々は背中にさう いう声を聞きながら､ ま るで違 っ た方向 へ 進まうと
して ゐ るの だ｡ 我々 に はブラ ンクとい う気が軽くなるやうな名称を与える時期
はなか っ たとい ふ こ と が､ や はり決定的な素因となるで あろう｡ 戦争中､ 我 々
の精神は塊多の試煉と知識の体験とによ っ て重くなり､ 戦争が終わ っ
■
た今日､
一 方の 秤が ブラ ン ク にな っ た時､ 我 々 と彼等を比較する秤は無残に も殴れて し
ま っ たの である｡ 我々 にと っ て 空白は過去の どこ にもありは しない ｡ 何散なら
ば､ 我 々 は青春を戦争とい ふ暗黒の う ちに強い られると共に､ それを青春と呼
ぶにふさわ しく生きる こ とを学びと っ て きたか らで ある｡ 1 0
こ こで鮎川信夫は､ 北村太郎が エ ッ セイ ｢空白はあ っ たか+ で意味づ けた内容を冷
静に論理的に説明 して い る ｡ そして ､ 北村に よ っ て 引 かれた世代間 の断絶の線を固
持する こ とに よ っ て ､ 二 十代の 詩人 の世代を ｢我々 の 世代+ と して ､ 三十代世代以
降の前世代と対立さ せ 明確化して い るo L さ らに は ､ ｢我 々 の世代+ にと っ て は､
｢空白+ と呼 ばれて い る時期が ｢青春+ で あ る こ とを強調するこ と によ っ て.､ 戦後
の ｢現在+ に立 っ て い る ｢荒地+ 派詩人はその 暗い時代なく して は存在できない と
いう二 十代世代 の立場 を明 らかに して い る ｡
こ の よう な北村太郎や鮎川信夫が提示した戦争時代とい う ｢過去+ へ 固執する態
度は､ 当時文学領域にお い て 展開 して い た詩人 の戦犯性を問うた戦争責任追及 の ､
その 追及 する立場の者の 態度と､ 内容的に は全 く異なるけれ ども ､ ｢過去+ に こ だ
わる という点に つ い て は同 じで あ るが故に ､ 多くの 反 ｢荒地+ 派 の 感情を他 の詩人
たち に生 んだこ とは確かで ある｡ しか しながら､ こ の 両者の 立場には根本的な違 い
が存在する｡ それは ､ 一 方 が他者と して の 文学者あ る い は詩人 の ｢過去+ を問題に
したの に対して ､ ｢荒地+ 派詩人が固執 したの はあくまで も彼ら自身 の ｢過去+
だっ たからで ある ｡ こ う した自らの経験に ブラ ンク という期間をもうける こ となく
それを直視する という態度は､ ｢自己批判+ を通して 回復 した自己に基づ き､ 戦中
10 鮎川信夫 ｢青春の 暗転+ ､ 『現代詩手帳』 1月臨時増刊号 ｢荒地 一 戦後詩の原点 - + (19 7 2年1月)
に再録､ 2 1 9-2 3(2 1 9) 頁｡
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に喪失した自己の 回復 に関わるだけで なく､ 本論第3章第1節で議論する､ 全存在
を言語に かける こ とに よ っ て成立するとする ｢荒地+ 派詩人の詩的言語観にも通じ
てくるもの で ある｡
それで は次に ､ どの ように自らの ｢過去+ を扱うこ とによ っ て ｢荒地+ 派詩人が
戦後の詩的出発をとげた の か､ とい うこ とを具体的に考察す る こ とによ っ て ､ 鮎川
信夫が言 っ た前世代の詩人とは ｢ま るで違 っ た方向+ とは如何なる方向な の かとい
う問題と､ それを方向付けた根拠で ある彼らに と っ て の ｢青春+ あるい は ｢過去+
とは如何な るもので あ っ たの か ､ とい う問題を考えて み たい ｡
(3)
前世代 の詩人 たちと自らの世代との間に大きな断絶があ る こ とを認識 した ｢荒
也+ 派詩人たちは ､ 彼 ら自身の 活動の拠点となる詩誌 ｢荒地+ を1 9 4 7年9月 に創刊
した . こ の 詩誌 ｢荒地+ は ､ 田村隆 一 の 要請 に応 じて 集ま っ た､ 戦前 の 詩誌 ｢
LUN A+ や ｢V O ロ+ に参加 した 二 十代の詩人たち ､ 鮎川信夫､ 中桐雅夫､ 堀越秀
夫､ 疋田寛吉､ 三 好豊 一 郎､ 北村太郎､ 木原孝 一 な どが中心とな っ て創出されたも
の であ る ｡ そ の創刊第 一 号 に掲載されて い る の は､ 西村孝次のT.S. エ リオ ッ トの
『荒地』 に 関する評論 ｢荒地 へ - T.S. エ リオ ッ トにお ける詩と批評 - + (1 - l l
頁)､ 森川義信の詩作品 ｢勾配+ (1 2- 1 3頁) ､ 三 好豊 一 郎 の 二 篇の 詩作品 ｢囚
人+ (1 4- 1 5頁) と ｢夜 の 沖か ら+ (1 6- 17頁) ､ 斉藤正直の評論 ｢心境小説に
おける詩的性格に つ い て+ (1 8- 2 2頁) ､ 最後に鮎川信夫の評論 ｢暗い構図 - 囚
人に関する ノ オ ト ト + (i3 - 3 2頁) で ある. 全体が3 2真の薄い 小冊子程度の創刊
号で ある が､ それ でも巻頭には ｢荒地+ 派詩人に思想的にも詩的に も大きな影響を
与え続けた T.S. エ リオ ッ ト 『荒地』 に つ い て の 西村孝次の 評論が掲げられ､ 森田
義信と三好豊 一 郎の詩作品を題材と した鮎川信夫の評論 ｢暗い構図+ を巻末に掲載
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するなど撤密に構成が考えられて い る｡
こ の創刊号で注目す べ きは､ 森 田の詩 ｢勾配+ と三好の 二 篇の詩 ｢囚人+ と ｢夜
の 沖から+ で あろう｡ こ れ らの 三篇の詩は､ 鮎川の評論 ｢暗い構図+ の中で 明らか
になるように ､ す べ て 戦時中に善かれた詩作品で ある｡ 森川の ｢囚人+ は1 9 3 9年
の詩誌 ｢荒地+ (第 一 次) に発表された作品で あり､ 三好の ｢囚人+ は ｢勾配+ に
6年遅れて ､ 戦争が終末に 近づ い て い た ｢1 94 5年､ 小さな パ ン フ レ ッ トの やうな
雑誌+ に掲載されたも の で あり､ そして ｢夜の沖から+ は ｢囚人+ の原型 と して戦
中に善かれた｡ こ の よう な戦時中に善かれた詩作品を詩誌 ｢荒地+ 創刊号 へ 掲載す
るとい う行為には､ 北村太郎が ｢空白はあ っ たか+ で 激 しい 文体で訴え､ 鮎川信夫
が冷徹かつ 論理的に主張 した､ ｢過去+ と して の 戦争時代を ｢空自+ として やり過
ごすこ とが出来な い とい う彼ら自身の意志が明確に表れて い る ｡ 北村太郎の 言葉を
借りれば､ ｢未知の倉庫+ に ｢充たされ た+ 戦争時代 の青春を､ そ の創刊号 に刻む
こ とから出発した ｢荒地+ 派詩人 の戦後の 出発は､ すで に民主主義文学とい う新 し
い未来像を獲得し､ それ に向か っ て 出発 して い た民主主義詩人や戦中を ｢空自+ に
する こ とに よ っ て 再び戦前の モ ダ ニ ズム詩の 延長線上で 西欧文学の詩意識を方法や
理論を中心 に接種 し始め て い たモ ダニ ズム 詩人 たちと比 べ ると､ それ はあまりにも
｢暗い 出発+ で あ っ た と言う こ とがで き る ｡
非望 の きはみ
非望 の い の ち
はげしく 一 つ の もの に向か つ て
誰が こ の 階段をおりて い つ たか
時空を こ えて 吃立 する地平をの ぞんで
そ こ に立 て ば
かきむ しるやう に悲風 はつ んざき
季節はすで に終りで あ っ た (｢勾配+ よ り)ll
1 1 森川義信 ｢勾配+ ､ ｢荒地+ 第1巻､ 第1号 (1 9 4 7年9月) ､ 1 2- 1 3貞｡
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孤独におびえて 狂奔する歯
とびあがつ て はす べ り落ちる絶望の声
そ の たび に私は ベ ッ ドか ら少しづ つ ずり落ちる
私の 眼 は壁にうがたれた双 ツ の穴
夢は机の 上で燐光の やうに凍 つ て い る (｢囚人+ より)12
1 9 39年に森川が ｢すで に終りで あ っ た+ と記した ｢季節+ が ､ 1947年9月の詩誌
｢荒地+ 創刊号に再び刻み込まれ て い ると いう こ とが意味するの は､ ｢荒地+ 派詩
人に と っ て は､ 戦後二 年た っ て もま だ ｢季節+ が終末で あり､ ｢非望の きはみ+ の
｢季節+ で あるという こ とで ある ｡ 一 方で は､ 戦後､ 新しい 時代の 到来を強弁し､
それ ととも に訪れた理念や信条を非主体的に受け入れ ､ 詩的営為を行 っ て い る詩人
が存在する の に対 して ､ 三好の ｢囚人+ の中 の ｢私+ の ｢眼+ は､ ｢壁にうがたれ
た双 ツ の 穴+ で あ り､ 如何なる ｢夢+ も ｢望 み+ も見る こ とはで きな い ｡ こ の 二 つ
の詩に表現されて い る詩的世界の暗さは､ ｢荒地+ 派詩人の現実に対する認識を象
徴して い る だけで 杜な い ｡ それは ､ 戦後､ 詩的出発を遂げようと して い るが､ 如何
なる ｢ヴィ ジ ョ ン+ も見い 出 し得ない とい う戦後の詩的営為の苦悶が生 み出す ｢暗
さ+ をも暗示して い るよう に思われ る｡
こ の ような ｢暗さ+ は ､ 根源的には､ ｢荒地+ 派詩人が戦争時代とい う ｢過去+
を自己から切 り放す こ とがで きな い こ とか ら来 るも の で ある ｡ ま た､ それ は ｢荒
地+ 派詩人が戦後選択 した詩的行為の ｢方向+ をも意味して い る｡ つ まり､ そ の
｢暗さ+ の 中で ､ 自ら自身の 手によ っ て主体的に詩の 理念 を切 り開 い て い く ことを
選択した の であ る ｡ こ の ような ｢荒地+ 派詩人の選択と労力は､ 『荒地詩集』 13(･
らい にな る と彼ら自身の詩的言語観と して表出し､ そ れが日本の戦後詩そ の もの の
重要な問題､ つ ま り詩の 思想性の 問題や､ こ とばとそ れを紡ぎ出す者の主体的な関
係の 問題として ｢荒地+ 派詩人の中で深められて い っ た こ とは注目す べ きで あろ
12 三好豊 一 郎 ｢囚人+ ､ ｢荒地+ 第1巻､ 第1号､ 1 4-1 5貞｡
13 詩誌 ｢荒地+ (第二次 ｢荒地+) は1947年12月の 第6号をも っ て終刊する ｡ 以後それ は､ 年刊 ア ン
ソ ロ ジ ー ｢荒地詩集+ (1 9 5 ト5 8) とい う形式にな っ て ､ 存続する こ とになる ｡
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う ｡
この ように考えて み ると､ 戦争とそれ に否応なく関わらざるを得なか っ た宿命 へ
の ｢荒地+ 派詩人の 思 い の強さを感じない わけにはい かない ｡ さ らには､ ｢荒地+
派詩人が､ T.S. エ リオ ッ トの 『荒地』 に表現されて い る第 一 次大戦後の 西欧の現代
意識や､ ｢過 去+ に対する先鋭な意識から構築された エ リオ ッ トの ｢伝統+ や ｢時
間+ の観念の理解を深める上で ､ 如何に そうした存在論的な条件が大きな役割を果
た したか､ とい う こ とを感 じざるを得ない の で ある｡
こ の節で は最後に ､ そう した戦争に対する思 い の強さが､ どの ように戦後の出発
におい て結実 したの か とい う こ とを､ 鮎川信夫の場合に即 して 少 し加えて お きた
い ｡
鮎川信夫の戦後の詩的出発を考える上で 欠 かすこ と の で きない 詩作品と して､ 初
出が ｢純粋詩+ 1 9 4 7年2月号 の ｢死んだ男+ と題する詩作畠があ る｡ その 詩の始ま
りと終わりは次の ように な っ て い る｡
たとえば霧や
あらゆる階段 の 翌音の なかから､
遺言執行人が､ ぼんやりと姿を現す｡
- こ れがす べ て の 始まりで ある｡ (第1連)
｢さよな ら､ 太 陽も海も信ずるに 足りな い+
M よ､ 地下に 眠るM よ､
きみ の胸の傷 口 は今で もまだ痛むか｡ (第5連より)14
この詩の題にも な っ て い る ｢死ん だ男+ は､ 文字どおりに考えれば ､ ｢過 去+ に お
い ては生 きて い たが ｢現在+ に は存在 しな い 男 で ある｡ こ の よう な ｢死 ん だ男+
が､ ｢現在+ に生 きて い る人 間に意味を持たせ る の は､ そ の 人問が過去に お いて そ
の ｢死 んだ男+ と関わりがあるからで あり､ も し全 く知らない 人間 が死ん だ場合に
14 鮎川 信夫 『鮎川信夫全集』 第1巻 ､ 1 6-1 7頁｡
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は､ 一 生物体として の死として しか我々 披認識しない o こ の 点に関して ､ こ の ｢死
んだ男+ 披､ 客観的な形象にな っ て い るが ､ その 背景には鮎川個人が関わ っ た人間
の固有名詞が存在する こ と を無視するわけには い かない ｡ その 点から考えると､ こ
の詩で ｢M+ とイ ニ シ ャ ライズ され て い るのは ､ 鮎川 と親交の深か った森川義信で
あると思われる｡
森川義信 に つ い て は ､ ｢荒地+ 創刊号 に掲載された詩 ｢勾配+ につ い て述 べ た所
で すで に言 及 したが､ 実は森川は､ 詩誌 ｢荒地+ が創刊される以前に ､ 正確 には
194 2年8月に ビル マ で 病死 して い る ｡ 鮎川信夫よりも 二歳年上で ある森川と鮎川は
互い に尊敬 し合い ､ 影響を与え合う最も親しい 詩人仲間で あ っ た ｡ そ して ｢僕の こ
とを思ひ出すこ とがあ っ た ら 『魔 の 山』 の最後の - 頁を読んで くれたま へ o 私 の 未
来は起きて ゐ ても倒れ て ゐて も暗い の だ+ 15と仏 印 へ 赴く前､ 鮎川 に ｢遺言+ 代わ
りに最後の 手紙と して遺 して い っ た森川 を想起して鮎川は､
`
こ の詩を書き初めて い
るわけで ある｡
こ こで 重要 なの は､ 鮎川 の詩を書くとい う行為が､ 過去に生きて現在死んで い る
友人を契機 して い るとい う こ とで あり､ そ こ に は過去 を起点と して しか詩を書く こ
とがで きな い 当時の鮎川 の存在論的条件が示されて い る ｡ こう した詩人 の詩的営為
に対する切実な緊迫は､ ｢遺言執行人+ とい う形象によ っ て象徴的に表現されて い
る｡ ｢遺言執行人+ とは ､ 過去 に生きた人 間 の ｢遺言+ にとらわれた人間で あり､
過去に忠実に なろうとする人間で あ る｡ そう した ｢遺言執行人+ には､ 常に後ろ ､
つ まり過去 を見なければならない とい う宿命があ ると同時に､ そ の過去 を現在に引
きずるこ とで しか現在を生きられない とい う現実がある｡ こ の ような形象 に は､ 詩
的営為に 関わる何の信条や理念を持たずに ､ そ して予言者として ､ そ の 未来そ の も
の を得 られ ない で ､ 戦後に於ける詩的行為の ｢始まり+ を刻み込まなければならな
かっ た詩人 の像が重な っ て くる ｡
この よう に鮎川信夫 の場合には､ ｢死 んだ男+ とい う形象を中心に構成され る
15 鮎川信夫 ｢戦中手記 一 荒地 の蘇生 ･ T へ の 手紙､ そ の他+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第7巻､ 2 2 6-8 2
(2 60)頁｡
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｢過去+ を出発点と して ､ 戦後の詩的出発を遂げた｡ 三好豊 一 郎の場合には､ 戦時
中の自我の体験を中心 に出発した｡ そ して ｢荒地+ 派詩人全体と して は､ 戦争に犠
牲に な っ た友人で あり詩人の森川義信の ｢勾配+ を､ 詩誌 ｢荒地+ 創刊号 に ｢我々
の暗い青春の最も記念的作品+ と して掲載する こ とによ っ て ､ 戦後の出発を試みよ
うと した の で ある｡ こう した戦争時代という ｢過去+ あるい は ｢青春+ を中心 に ､
戦後とい う ｢現在+ を出発した ｢荒地+ 派詩人が ､ 次に 問題に しな けれ ばな らな
かっ たの は､ どの ようにして ｢荒地+ 派詩人自身の詩的信条を獲得するれ とい う
こ とで あ る こ とは言うまで もな い であろう｡ そう した ｢荒地+ 派詩人自身の詩の理
念の獲得は､ 民主主義詩人や モ ダ ニ ズム詩人 が容易に､ かつ 非主体的に戦後にな っ
て詩的理念を受け入れたそ の態度その もの を批判的に乗り越えるとい う形で ､ つ ま
り､ ｢荒地+ 派詩人自身の 手で詩の信条を獲得するとい う形 で展開されて い っ た ｡
(4)
｢荒地+ 派詩人が戦後 の出発 に当た っ て ､ 如何に ｢過去+ とい うもの に こ だわり
つ づ け､ 堅 固に保持 し続けようと したか に つ い て は ､ 上述の ご とくで あ る ｡ ｢荒
地+ 派詩人が詩の新しい 理念 を自らの 手 に よ っ て 構築 し､ 自らの 戦後の ヴィ ジ ョ ン
を獲得す る には､ ｢過去+ を含み込んだ ｢現在+ ､ すなわち戦後の ｢現代+ に つ い
ての 認識を し っ か り確立 しおて おく必要 があ っ た ｡ こ の 点で ､ そ の ｢現代+ を ､
｢荒地+ 派詩人が自らの 生 の ヴィ ジ ョ ン を獲得するため に唯 一 の 拠り所と して い た
｢こ とば+ と小 う側面から最初 に分析し､ そ の 問題点を明らかに.したの 披鮎川信夫
であ っ た｡
鮎川は､ 詩誌 ｢荒地+ 創刊号 に掲載された評論 ｢暗い構図+ の 中で ､ 次の ような
黒臼三郎の戦後の 言葉に 関する状況認識を引用 しながら､ ｢現在の 日本の浪沌とし
た言論の底に は､ ま だ言葉 へ の 不信の感情が流れて い る+ とする戦後の言語状況認
識論を展開 して い る｡ ｢言葉に対す る信用が強ひ られ ､ 不信用がタ ブウ化されたあ
と､ プ ロ パ ガ ン ダの 虚偽が判明 したならば､ 言葉その も の迄 ､ はなはだ しい ､ 不信
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用を蒙るの が常で ある｡ にも拘らず､ プ ロ パ ガン ダの時代は､ 更に ､ 過去 の心理上
の 習慣を是が非で も利用 せ んと つ とめる｡ 不換紙幣の濫発が､ 更に不換紙幣の濫発
をあふるやうに+ とか､ ｢民主主義日本の ために氾濫して い る言葉は､ 通貨が､ 新
しい 生産 の再開を侯つ て 放じめて ､ 落着くと こ ろに落着くやうに､ 今で は ､ 行方の
知れない下落状態にある ｡ む しろ､ 食ふため に隣人同志で やりとりされる ､ 限られ
た二 ､ 三の言葉の外は ､ 全く味も素気もない 二 ､ 三 の 実利的な言葉の外は､ 単に､
思惑と投機の道具で ある+ という ｢通貨+ を比喰に用 い た ｢言葉+ に関する黒田三
郎の意見を引き合 い に出 しなが ら､ 鮎川信夫は､ ｢古い 時代の秩序が崩壊 し解体 し
て も､ まだ新 しい秩序が安定に到らない 間は､ 言葉は どうして も思惑と投機の道具
として使はれ るに過 ぎない+ と結論づ けて い る｡ 1 6
こう した戦後 の ｢こ とば+ に 関する状況が ｢荒地+ 派詩人 に と っ て大 きな問題と
して措定される の は､ それが ｢荒地+ 派詩人自身の戦後の詩的創造と生の ヴィ ジ ョ
ン の獲得 に直接関わ っ て くるからで あ る｡ たとえ ｢荒地+ 派詩人たちの ｢こ とば+
が ｢荒地+ 派とい うグル ー プ の 中で は ｢信用+ を保ち得たとして も､ それ がい っ た
ん社会的な コ ン テ クス トの 中に置かれ る こ とによ っ て そ の ｢信用+ が ｢下落+ す る
結果とな るな らば､ 第3章第3節で説明する こ とに な る ｢荒地+ 派詩人 の詩的行為
の 意図､ すなわち､ 詩の ｢こ とば+ を通 じて自己の戦後の 生に意義を与える､ 読者
と書き手 の ｢共同的な世界+ の構築その も の が危ぶまれ るからで ある｡ こ の 点で ､
｢荒地+ 派詩人は､ ｢言葉+ が ｢思惑と投機 の道具と して便法れ て に過 ぎな い+ と
いう戦後の言語状況 で ､ その 底流に流れる ｢言葉 へ の 不信の感情+ を如何 に自らの
手で払拭するの か､ とい う先鋭な問題意識を持 っ たと思 われ る｡ 当然こ の 問題は､
｢荒地+ 派詩人だけの 問題で はなく､ 日本 の 詩人あるい畔文学者全体の ｢こ とば+
の 問題 と して考えられなければならない根本的な問題で あ っ た こ とは確かで あ る｡
しか し､ こ う した ｢詩や文学 そ の もの の 存在理由+ に関わる問い は､ 既に 戦後の詩
的信条を獲得 して い た民 主主義詩人や モ ダ ニ ズム詩人 には問う必要の な い も の で
16 鮎川信夫 ｢暗い構図 一 囚人に関するノオト ト + ､ ｢荒地+ 第1巻､ 第1号(1 94 7年9月) ､ 2 3-3 2
(2 4-25)頁｡
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あ っ た｡
｢我々 披 どの ような希望を詩に対 して抱き得るか+ ､ ｢詩とは何か+ な どという
問い は､ 例 えば鮎川信夫にあ っ て 披､ 1 9 5 1年版 『荒地詩集』 に掲載された詩論
｢詩とは何か+ にまとめられ るが､ こう した思考が戦後の ｢荒地+ 派詩人 の活動の
原動力に な っ て い たこ とは確かで あろう｡
戦後の 日本に おける ｢こ とば+ の 信用 を如何に回復するの か ､ とい う問い に対 し
て ｢荒地+ 派詩人が打ち出した考えは､ 詩人自らが戦争によ っ て 空洞化 して しま っ
た ｢主体+ を回復しなければならない というもので あ っ た｡ 既述 したよう に ､ ｢荒
地+ 派詩人よりも前の 世代の詩人たちの 放 とん ど娃､ 戦争に総動員ざれ､ 国策や戦
争そ のも の を肯定する国民詩や愛国詩を戦時中に書い て い たが､ そ の前世代の詩人
たちが戦後に なると今度は民主主義詩人､ 平和詩人､ あるい はモ ダ ニ ズム 詩人と し
て活動を始めた｡ こ の よう な前世代の詩人たちの戦時中
`
と戦後の態度から､ 現実に
対する抵抗力や思想性の 欠如 だけで はなく､ ｢こ とば+ に対 す る欺暗と ｢こ とば+
そ の もの の 信用 を ｢下落+ させ て い る原 因を読み と っ たの で あ っ た ｡ーそ して ､ 戦
後､ 詩的言語 を創出 して い く点で ､ さ らに は､ 自らの 詩的言語観を確立 して い く上
で､ どう して も戦争によ っ て 空洞化された主体を自己批判す る こ と によ っ て 回復す
る こ となく して は､ 詩的言語は紡ぎ出せ ない で あろう ､ さらに は､ ｢こ とば+ 自身
の信用の回復もなされない で あろう ､ とい うの が ｢荒地+ 派詩人 の 認識であ っ た ｡
こ の よう な視座から､ ｢荒地+ 派詩人は､ 詩人自らによ る戦時中に おける自己を
存在論的に批判す る こ との 必要性を主張する の で ある｡
以上考察 して き たよう に ､ ｢荒地+ 派詩人は､ 第二 次大戦後､ ｢詩の行為+ の主
体性の 回復と詩的言語の社会的機能 の回復とい う同時に 二 つ の 課題 に直面 した｡
｢荒地+ 派詩人は ､ こ の 課題に対 して ､ 戦争によ っ て 空白化された主体を自己批判
し主体性を回復する こ と によ っ て ､ そ して ､ ｢こ とば+ に回復された詩人 の主体の
全存在をかける こ とによ っ て ､ つ まり､ ｢こ とば+ と ｢主体+ の 同時回復によ っ て
この 問題を解決 しよう と試み た｡ こ の ような戦争責任論を基軸とする詩的営為の主
体性論と詩的言語状況論の背景には､ 戦争時代とい う ｢過去+ と戦争体験そ のもの
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を手放さずに保持 し続けたとい う こ と､ そ して詩的信条や戦後の生の ヴィ ジ ョ ン
を､ 決して 外部からで はなく､ 自己の 中か ら導きだそうとする主体的な態度をを取
り続けたこ と､ こ の 二 つ の こ とが中核にあ っ たように思 われる｡ そして ｢荒地+ 派
詩人はこ こ で 深めて い っ た詩の 思想性を､ そ の後､ ｢内的自由の 問題+ や ｢悩める
魂の問題+ へ と広げる こ とによ っ て ､ 本論第 3章第1節で議論するこ とに なる､ 彼
らの詩の信条で ある とこ ろ の ､ 詩の ｢こ とば+ に よ っ て ｢形而上学的な価値+ が導
きだされ る世界を見い 出すこ とにな るの で ある｡
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前節に於い て ､ ｢荒地+ 派詩人 によ っ て 為された戦争責任論を視座に入 れたモ ダ
ニ ズム 詩批判を考察して きたわけで あるが､ そ こ で ｢荒地+ 派詩人がその議論を展
開する発端とな っ たの は ､ ｢荒地+ 派詩人が､ 戦後､ 目撃した前世代の詩人たちの
非主体的な詩の行為で あ り､ そ して ､ その批判の根拠にな っ たもの は､ ｢荒地+ 派
詩人が戦後 の混沌とした思想状況の中で ､ 時間をかけて戦争体験というも の を血肉
化し､ 詩的理念を獲得しようと して い た戦後 の詩的経験があ っ た ｡ かく して ､ 戦後
の 詩的行為の基盤を､ 戦前 の詩的唐条や戦後の 民主主義とい う理念 に拠る こ と な
く､ その後､ 自らの詩的行為の根拠を見出した ｢荒地+ 派詩人は､ そ の 詩的信条を
基に しながら ､ ｢詩を書く+ とい う行為を行 っ て いく こ とにな る ｡ そ の よう な ｢荒
也+ 派詩人たちの戦後 の詩的活動の中で ､ 戦争責任論やモ ダニ ズム 批判 と同様に ､
｢荒地+ 派詩人､ 特に鮎川信夫が詩人の 主体性という観点を踏まえた上で 関わ っ て
いくの が､ 1954年1 0月 に出版された 『死 の 灰詩集』 をめ(tt る日本の詩の領域に お
ける論争 であ っ た｡
本章本節で は､ 鮎川信夫が主に 関 わ っ た 『死 の 灰詩集』 論争の考察を通 じて ､
｢荒地+ 派詩人が､ 戦後 一 貫 して 問い続けて きた､ 日本にお ける詩の主体性の 問題
を明らかに したい ｡
『死 の 灰詩集』 刊行 の直接的な契機とな っ たの は､ 当時の 日本 を騒 がせ ､ 人々 の
大きな関心をひい た ⊥ っ の事件､ すなわち ｢第五福竜丸事件+ で あ っ た ｡ 1 9 5 4年3
月 ､ 南太平洋ビキ ニ 環礁で アメ リカ によ っ て行われた水爆実験に より､ 設定危険地
域をはるか に超えた広範囲に放射性下降物､ い わゆる ｢死の 灰+ が撒き散らされ ､
近隣の 島々 の住民だけで なく ､ 周辺海域を操業 して い た月本の漁獲船第五福竜丸の
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乗組員が ｢死 の 灰+ を浴び ､ 被爆者と して原子病との闘病生活を余儀なくされた｡
こ の ような社会的事件を背景に､ 現代詩人会は､ 原水爆 の問題は全人類の存在の危
機に つ なが るもの で あり､ 原爆 ｡ 水爆を経験 した国の詩人として それらに抗議する
こ とが彼らの社会的な責任 ･ 義務であ る と捉え､ 『死 の灰詩集』 の編纂を行 っ て い
く こ とになる｡ 1 『死 の灰詩集』 の ｢序+ に於ける､ ｢水爆実験の禁止杖もとよ
り､ 人類の不幸と滅亡をまねく 一 切の原水爆放棄と戦争絶滅を念願する殉教者とし
て ､ 叡智 を以て暴 力 に 立ち向かい ､ 人琴史上にせ めて存在意義を確立す る こ と こ
そ ､ 詩精神に 生きるもの の義務で ある+ 2とい う現代詩人会の言葉からも明らかに
なるように ､ 『死 の灰詩集』 は､ 原水爆使用禁止､ ひ い て は戦争反対を詩的情動に
よ っ て ､ 国内外に訴える べ く編集され るの で ある ｡ そ して ､ 現代詩人会の原水 爆問
題に詩人として の 社会的な立場から抗議 しようとい う呼びかけに､ 日本中から約8
0 0篇もの詩作品が寄せ られ ､ そ の うちの 1 2 1篇が最終的に 『死 の 灰詩集』 に掲
載された｡
こ の よう な人道的な立場に立 っ た 『死 の 灰詩集』 の 見解や目的自体が､ 論争の 対
象とな っ たの で はな い こ とは言うまで もな い で あろうo 『死 の 灰詩集』 をめ(.t る論
争の 対象とな っ たの は､ 詩人の 社会的責任､ あるい は詩と社会的主題の 関 わりとい
う問題､ また､ そ れぞれ の詩人 たちがひ とつ の社会的主題をどの ように主体的に自
らの詩作行為に反映させ て い っ たかとい う問題などで あ っ た｡ すで に､ 19 5 4年1 2
月､ つ ま り 『死 の 灰詩集』 が刊行 されて 2カ月を経た時点で ､ そ の 詩集に含まれる
詩作品の 中で ､ 作 品と して優れたも の が少な い とい う こ とが､ 例 えば ､ 詩誌 ｢詩
学+ の ｢書評+ にお い て 指摘されて い る ｡ 3 こ の ｢書評+ の著者は､ 『死 の灰詩
1 現代詩人会は ､ ･1 9 49年 ､ 北川冬彦 ､ 村野四郎､ 草野心平､ な どを中心に4 1名の 詩人に よ っ て結成
され､ 1 95 0年に発足 した戦後最初の 詩人団体である ｡ 国内外における詩的活動の 実践を目的とし､ 『死の灰詩
集』 (東京､ 宝文館､ 19 54年) もまたその活動の 一 端 として ､ 安藤 一 臥 伊藤信吉､ 村野静､ 大江満雄､ 岡本
潤､ 上林猷夫､ 北川冬彦､ 木下常太郎､ 草野心平､ 蔵原伸二郎､ 壷井繁治､ 深尾須磨子､ 藤原定､ 村野四郎､
の 14名を編集委員に出版された｡
2 現代詩人会編 『死の灰詩集』 ､ 2頁｡
3 鶴岡冬 - ｢書評 一 現代詩人会編 ｢死の灰詩集+ +､ ｢詩学+ 第9巻､ 第1 2号 (1 9 5 4年1 2月) ､
8 4- 85頁｡
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集』 刊行の 目的には声援を惜しまぬと述 べ る 一 方で ､ こ の詩集に収められた詩作品
の うち ､ 詩の 美を受け取る こ とがで きるのは ほんの 一 部の作品に限られ､ ･ 一 般読者
の観賞に も耐 えぬもの さえあると指摘して い る｡ そして ､ 所収作品の芸術的価値が
低い傾向に ある こ と の 一 つ の理由と して､ 特定の主題を与えられた詩人がそ れに が
ん じがらめに な っ て しま っ て おり､ 同時に､ 3月の事件以後､ 6月の 作品締め切り､
1 0月の 刊行と ､ 時間的にも主題を消化 しき る こ とが で きて い ない こ とを挙げて い
る ｡ つ まり､ かなりはや い 段階で ､ 日本国内に於い て も ､ 『死 の 灰詩集』 に対する
作品の芸術性とい う問題に関す る批判的な見方､ 及び ､ ひ とつ の 与えられ た主題が
詩人の内側から発するも の とな っ て い ない とい う指摘が存在 して い たとい う こ とが
できよう｡
こ の ような 『死 の 灰詩集』 に対 する批判が､ 詩人､ あ るい は詩 の本質とより強く
結びつ け られたかたちで ､ ひ と つ の 論争 へ と発展 して い っ たの は､ B ritsh Co u ncil
から刊行 の 月刊雑誌Britain To-day の1954年1 2月号に掲載された エ ッ セイ W a r,
Pe a c e a nd Po etry
'
にお い て ､ S. ス ベ ン ダ ー (Stephe nSpe nder)が 『死 の 灰詩集』
につ い て 言及 した こ とを契機と してで あ っ た . ス ベ ン ダ ー は､ 一 時､ 社会 主義的立
場を取り､ 政治的 ･ 社会的問題を､ 自らの詩作 の主題と して積極的に取り上げたも
の の ､ こ の エ ッ セ イ を書い た時点で はすで に ､ 社会主義の 矛盾を認 め､ 人道主義
的 ･ 倫理的立場をその著作にお い て打ち出 して い たイ ギリス の詩人で ある ｡ 日本の
詩の 領域に おい て は､ 第1章第4節で言及したように､ 戦前にお けるモ ダ ニ ズム 詩
系詩誌 ｢新領土+ な どで積極的に翻訳､ 紹介され､ 日本の現代詩人 によく知られる
存在で あ っ た . ス ベ ン ダ ー に 『死の 灰詩集』 を紹介したのは､ 現代詩人会 の 一 員で
あり､ 『死 の 灰詩集』 の 編集委員の 一 人 でも あ っ た安藤 一 郎で ある . 19 54年9月に
べ ル ギ 一 に於い て 開催された第2回国際詩学会議に参加 した安藤 一 郎は､ 当時の 日
本の 詩に つ い て の 講演の最後に ､ 『死の 灰詩集』 につ い て 言及 し､ そ の趣旨と数篇
の英訳 した詩作品を紹介した｡ 海外の詩人 ､ 或い は文化人たち へ 彼 らの主張を訴え
る こ とは､ 『死の 灰詩集』 刊行 の 一 つ の 目的で も あり､ こ の 時点で英訳された の
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臥 堀口大学､ 近藤東､ 阪本越郎に よる3篇の詩作品で ある｡ 4 その 帰路､ 安藤
臥 イギリス で ス ベ ン ダ ー をはじめ何人かの詩人に会 っ たとき にも 『死の 灰詩集』
の趣旨を伝えるとともに ､ 英訳され た詩を提示 して い る ｡ しか しながら ､ ス ベ ン
ダ ー の
■W a r
,
Pe ac e a nd Po etry
一 における 『死の灰詩集』 へ の言及 は､ 必ずしもその
編集に携わ っ た日本の詩人たちを満足させ るもの で はなか っ た o ス ベ ンダ ー の エ ッ
セイは ､ 195 5年4月号 の 詩誌 ｢詩学+ と詩誌 ｢現代詩+ ､ お よび詩誌 ｢魂代詩研
究+ にお い て 次々 に訳載され､ こ れを中心と して 『死の 灰詩集』 論争が巻き起こ る
こ とになる｡
ス ベ ン ダ ー は､ こ の エ ッ セイ の中で ､ ｢私 は水爆の 被害者に 関心をよせ て起ちあ
が っ た､ 八百人の 日本の詩人たちに強い感銘をうけた+ と述べ ､ 彼が眼に した英訳
された詩を ｢なかなか迫力 があ っ て 心 を打 つ もの があ っ た+ と評価 しなが らも､ 社
会的テ ー マ と詩の芸術性の 問題に触れながら､ 西欧の 詩人たちが ､ ｢彼等自身の内
部の精神を探 っ て ､ どう すれば真実で ､ しかも詩的に作品を書きう る かを自問 し､
物事に深 い 注意 を払い ､ 確信の つ くまで 杜決して発言 しない こ と
●
も喜びた い の であ
る+ と述 べ る の で あ る ｡ 5 ス ベ ン ダ ー は ､ 自らの視点を 『死の 灰詩集』 に偏 らせ
るこ となく､ より 一 般的な詩の 問題に 目を向けながら､ 社会的テ - マ を扱 っ た詩が
芸術 で はなく宣伝の - 形 式とな っ て しまう可能性を多分 に含んで い る こ とを危憤す
るととも に ､ ｢も し社会問題を作品中に復活させ るべ きであ ると したならば､ とも
かく私的で ､ 個人的の経験に根をおろ して い なければならない+ と主張す る ｡ 6
こ の ようなス ベ ン ダ ー の 『死の 灰詩集』 に つ い て の 言及と エ ッ セイ の 論 旨に対 し
て ､ 畿人か の 日本の詩人たちに よる反論が発表された｡ 詩誌 ｢現代詩+ の195 5年4
4 英訳されたの は ､ 堀 口大学の ｢死の水曜日+ ､ 近藤東の ｢か の文明国+ ､ 阪本越郎の ｢死の 灰の 雨+
の 3篇である. それぞれの 英訳は､ -Ash Wedn e sday' (福田陸太郎訳) ､ ･T hat Civiliz ed N atio n･ (市瀬竹土
釈) ､ -Rain ofD e ath･ ( 市瀬竹士訳)と題され､ 『死の 灰詩集』 の 巻末に掲載されてい る ｡
5 s. ス ペ ンダ ー ､ 木村真訳､ 安藤 一 顧補修 ｢戦争と平和と詩+ ､ ｢現代詩+ (19 5 5年4月) ､ 39_4 1
頁｡ 本論文に於 けるス ベ ンダ ー の エ ッ セ イ の 邦訳は ､ ｢現代詩+ に掲載されたもの をと っ たが､ 同時に ｢詩
学+ 第1 0巻､ 第4号 (19 5 5年4月) ､ 1 8-2 1真に掲載された堀越秀夫訳による ｢戦争 . 平和 ･ 詩+ も参照した｡
6 前掲書､ 4 1頁｡
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月号で 臥 ｢死の 灰詩集の 反響+ と題 し､ 安藤 一 郎の ｢ス ベ ン ダ ー につ い て+ とい
う紹介文の後､ ス ベ ン ダ ー の こ の エ ッ セイ を ｢戦争と平和と詩+ として訳載すると
同時に ､ 深尾須磨子 ､ 村野四郎､ 北川冬彦､ とい う 『死の 灰詩集』 の編集委員でも
あっ た三 名の詩人たちによる こ の エ ッ セイに つ い ての 感想と意見を掲載して い る｡
こう した意見の中で特に その著者たちが強調 して い る の は､ 社会問題を詩作品中に
復活させ ると したならば､ ともかく ｢私的で ､ 個人的の経験+ に根をおろして い な
けれ ばならない とい うス ベ ン ダ ー の主張 に対して ､ 『死の 灰詩集』 の詩は､ 個人的
経験に根ざして い る とい う こ と､ そ して ､ そう した個人的経験が日本人す べ て に共
通 した社会的経験で あ る こ とを主張 する こ とに よっ て ､ 社会的問題と詩との接近を
正当化させ て い る点で あ る｡
日本の 詩人達の 『死の 灰詩集』 は ､ 正直に い っ て 一 夜漬けで あ る. 沈着､ 冷
静､ 確信を練る余裕の なか っ たの も事実､ 要する に大火 の 渦中に在 っ て 自ら火
の 子 を払 い なが ら､ なお か つ 延焼を防ごう とす るもの の ､ 絶体絶命 の ｢助け
て !+ で あり ｢警戒!+ で ある｡ そ れを期せずして人類の声と して叫び､ 期せ
ず して 人類の す べ て に とどけたか っ たの であ る ｡ 宣伝的距離どこ ろ れ 放射能
は私共の 頭 上に降っ て い た の だ ｡ そ れが悪魔をも動かす蓋術と 一 つ に結喋れ る
困難を克服す るまで に は､ 私 共はなお洩多の 反省と､ 苦悩と忍耐とを重ねなけ
ればならない で あろう｡ しかも私共 は､ 広島､ 長崎､ 福竜丸の不幸と災害を､
自ら の生命と生活をおびやかすせ っ ぱ詰 っ た私的な､ 個人的な経験と して 以外
には考えられない の で ある｡ それ が原子科学者の断定する､ 逃れようも ない原
水爆 の谷間日本の住民 の どう しようも ない 考え方で ある ｡ (深尾須磨子 ｢ 『戦
争と平和と詩』 を読んで+ より)7
とこ ろ で ､ 私 が 『死 の 灰詩集』 編纂者の 一 人 とな っ たの は ､ これ をス ベ ン
ダ ー が見て い る ような社会的問題､ 政治問題 と して とりあげたの で はな い ｡ 結
7 深尾須磨子 ｢ 『戦争と平和と詩』 をよんで+ ､ ｢現代詩+ (1 9 5 5年4月) ､ 4 2-4 3(43)頁｡
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果 と して はそ う い う こ とに なるも知れな い が動機披､ 流行問題と して で はな
く､ 個人の 切実な死活問題から発 した行動である｡ [ - -] われわれは ､ 少な
くとも私は ､ 日本の漁夫たちの水爆実験被害に対して傍観的に日本人と して水
爆実験に抗議した の で はない ｡ われわれは､ 私 は直接に頭から毒の 雨をふりか
けられ､ 死 の 恐怖に かられ たこ とへ の怒りの 表白であ っ たの で あるo そ して ､
あの 水爆実験が私ばかりで はなく､ 私 の子 ､ 子孫､ われわれ 日本人 ､ ひ い て は
世界人類の生命を脅かすも の で あ るから､ 怒りは大きく､ 抗議は強烈で根ぶか
い の で ある ｡ [ - -]
従来､ ひ っ 込み 思案で社会的問題に無関心で あ っ た日本の現代詩人たちも､
こ の水爆実験に対 して は立 ち上らない で はい られなか っ たの で あ る ｡ ただ､ あ
の 『死の灰詩集』 に収め られた作品の す べ て が芸術性をかち得て い る かどうか
は問題であ るけれ ど､ それ を流行の平和問題と して 日本の現代詩人たちが取り
上げたの で はな い こ とだけは断言出来る の で ある｡ 身にふ りかか っ た災い を振
り払おうとする声と して発 せ られ ､ それ がわれわれ日本の 民摩の想い を代表す
るとい う方向をそ れ らの詩は持っ たこ とはあらそ われない ｡ ス ベ ン ダ ー が望ん
で い る個人的の経験 に根をお ろ した､ 個人と社会とが 一 致す る方向の詩的表現
であ っ たの で ある｡ (北川冬彦 ｢ス ベ ン ダ ー の 考えは傍観的で われわれ の 真実
に触れて い な い+ よ り)8
上記に引用 した二 つ の 文章に は､ ｢死 の灰+ 事件を詩人 の私的な､ 個人的な経験と
して認識 し､ さらに はそ れを ｢日本の住民+ あるい は ｢日本人+ 全体に身にふりか
か っ た社会的体験とみ なす こ とによ っ て ､ ｢日本の 民衆の想い を代表する+ 声と し
て ､ 詩人が詩的言語を紡ぎ出すこ との 必要性が説かれて い る ｡
また､ 『死の灰詩集』 編集委員のひ とりで ある伊藤信吉は､ 昭和30(1 955) 年5
8 北川冬彦 ｢ス ベ ン ダ ー の 考えは傍観的で われわれの 真実に触れてい な い + ､ ｢現代詩+ (1 9 5 5年4
月) ､ 4 4- 4 5頁｡ なお､ 引用は しなか っ た が ､ 村野四郎の ス ベ ンダ ー の エ ッ セ イ に対する意見は､ ｢詩人の政
治的意識の 問題+ と足され､ 同じく ｢現代詩+ (4 3-4 4頁) に掲載されてい る｡
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月8日､ 9日の 二 日にわたり ｢東京新聞+ 紙面に ｢詩における社会性と芸術性 - ス ベ
ン ダ + の 論旨 - + ､ ｢詩にお ける社会性と芸術性 - 主題の成熟の方法 - + を掲載
し､ 次の よう に ｢個人的体験+ と ｢社会的体験+ を合理化するこ とによ っ て ､ ス ベ
ン ダ ー の ｢戦争と平和と詩+ の論旨に対 して反論するの であるo
｢もし社会問題を作品中に復活させ るべ きで あ ると したならば ､ と'もかく私
的で ､ 個人的の体験に根をお ろ して い な ければならない ｡ + とい うス ベ ン ダ ー
の 言葉は､ 一 面で は正 しく 一 面で はまちがつ て い る o
個人的体験とはなんだ ろう｡ それはかならずしも個々 の詩人が､ 自分の身で
経験した事実とい う こ とで はない ｡ 現代人として たくさん の 人々 に共通すると
こ ろ の ､ そう い う普遍的な事象を､ そ れぞれ の 詩人が自分 の経験と して消化 し
それ を個性的な詩的主題と して成熟させ る こ とで 披ない の か ｡
こ の ときそ の 詩人が現代人と して の時代感覚を所有 して い るならば､ その 主
題は必然的に内面から外面 にむか つ て 呼吸をし ､ 必然的に社会的体験と個人的
体験をむすびあわせ ､ そ こ に現代詩にとつ て の 主題を成熟させ る｡ 9
以上具体的にみ て きたように､ ス ベ ン ダ ー の エ ッ セイ の 一 節は 『死 の灰詩集』 を編
纂した詩人たちに対 して 大 きな波紋とな っ て広がり､ 様々 な反論や批判が書かれた
りしたの で あるが､ こ う した日本の詩人の態度に対 して ､ 鮎川信夫披､ 上記の伊藤
信吉の エ ッ セイ を受けるかたちで ､ 反論の エ ッ セイ ｢ 『死 の灰詩集』 の 本質 一 古臭
い社会的意識 - + と ｢ 『死 の灰詩集』 の本質 一 想起させ る異常性 - + を､ 同年5月5
月15日と1 6日の 両 日 に わ た っ て ｢東京新聞+ 紙上 に発表 した｡ そ こ で ､ ス ベ ン
ダ ー の著作を通 し､ 彼 の 詩意識にも精通 して い たと思われる鮎川は､ ｢社会的主題
の復活がある とすれ ば､ とに かくそれは私的な個人の意見に根ざしたもの で なけれ
9 伊藤信書 ｢詩における社会性と芸術性 一 主題の成熟の 方式 - + ､ ｢東京新聞+ (19 5 5年5月9日) ､ 8
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ばならな い+ とい うス ペ ン ダ ー の 見解を､ ｢現代の詩人の態度に つ い て ､ ごく常識
的で穏健な､ 当たりさわりの な い+ 内容で あると弁護 した上で ､ 『死の灰詩集』 に
表れた詩人の社会的意識を分析 し､ その 分析の中で ､ その 意識披戦時中に おける愛
国詩､ 戦争賛美詩をあつ めた 『辻詩集』 『現代愛国詩選』 なとを貫通 して い る詩意
識と､ 根本的には ほとん どかわらな い と結論づ けて い る｡ 1 0 鮎川信夫の こ の発言
をめそ っ て ､ い わゆ る 『死の 灰詩集』 論争が実質的に始まるわけで あ るが､ こ こで
鮎川 が何を問港に したの かとい う こ とを明らかに して お こう｡
まず､ こ こ で 鮎川 が 『死の 灰詩集』 に対 して批判する背景に は､ そ の詩的行為に
は全くと言 っ て い い ほ ど詩人の 主体性が欠けて い るとい う認識があ っ た｡ 詩人 とい
うもの が､ 自己の経験に根ざ した こ とばを主体的に紡ぎ出さなければならない こ と
は､ 前節で考察 したよう に戦争責任論を基軸と した ｢荒地+ 派詩人 の モ ダ ニ ズム詩
批判の根幹で あると 同時に ､ ｢荒地+ 派詩人が戦争体験によ っ て得た先銭な詩の認
識で あ っ た ｡ 鮎川は ､ こ の 『死 の灰詩集』 に詩を寄せ た詩人たちの詩意識や詩的行
為の中に､ 戦時中にお い て見受けられた日本の詩人 の詩的行為と同 じ構造､ つ ま
り､ 自己 の 内部や経験を空白に して ､ 何らかの信念を非主体印こ受け入れ ､ こ とば
を紡 ぎ出すと い う行為を看取 したの で あ っ た. 確かに ､ 一 方 は戦争賛美､ 一 方は平
和主義とい う違い はあ るが ､ それ 娃､ 個人的な体験を自らの 生き るため の 思想 にな
るまで深く突き詰め る こ となく､ 一 つ の 信念に盲目的に従 っ て こ とばを紡ぎ出すと
い っ た点に於 い て は 同質で あ るとい う の が鮎川 の考え方で あ っ た｡ こ の よう な考え
を持つ 鮎川 が 『死 の 灰詩集』 に対 して 反 駁する要素は､ 先に 引用 した伊藤信吉の
エ ッ セイ の 中に も存在して い た｡
伊藤は､ 前記の エ ッ セ イ の 中で ､ ｢個人的体験とは なんだろう+ とい う問い を立
て､ それは ｢かな らずしも個々 の詩人が､ 自分 の 身で経験した事実とい う こ と+ で
はなく､ ｢現代人と して たくさん の 人々 に共通すると こ ろの ､ そう い う普遍的な事
象を､ それ ぞれの詩人が自分の経験と して消化 しそれを個性的な詩的主題と して成
1 0 鮎川信夫 ｢ 『死 の灰詩集』 の 本質 - 古臭い 社会的意識 - + ､ ｢東京新聞+ (1 9 5 5年5月15日) ､ 8
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熱させ るこ と+ で あ る と説明して い る｡ しか し､ 詩人の個人的体験とは､ あくまで
も詩人個人の経験で な ければならず､ 本来､ 詩人はそれを深化させヾ その 奥深 い 基
盤に基づ い て こ とば を紡ぎ出すはずで ある｡ そう した詩人の こ とばの源泉ともな る
べ き個人的体験を､ 現代人の共通する体験､ い わゆる ｢社会的体験+ に置き換える
ことに よ っ て ､ 個人的体験そ の もの に熟考を加えずに ､ 状況 に同 一 化 しようとする
詩人の態度に ､ 詩人 の ｢死の灰+ 事件その も の に対する思想的苦闘の欠如と個人的
体験をい とも簡単に ｢空自+ にさせて しまう傾向凌､ 鮎川の言葉を借りて 言うな ら
ば､ ｢こ れ らの 詩人 たち にと っ て ､ 肝心な こ とは自我と社会との関係を断ち切らな
い こ とで あり ､ そ の分 裂 を回避するために披､ い つ で も書んで自我 の 方 を犠牲 にす
る+ 11傾向を､ 鮎川 は読み と っ たと思われる｡
とこ ろで ､ 八百人 の 現代詩人を動員 して成 っ たとい う 『死の 灰詩集』 が､ こ
の ような結果 にな っ て しま っ たこ とには､ 見逃す こ との で きない 類 つ か の 重要
な問題が含まれて い る と思う｡ 一 例と して ､ こ こ では こ う した詩人の社会的正
義感とか ､ 宗教的､ 道徳的判断とか ､ そ の 他何らかの価値体系 によ っ て 動かさ
れて い ると信 じて い るかも しれない が､ 実際に これ らの詩人 をある種 の社会詩
的方向に駆 り立 て る動機は別 に あるか も しれな い の で ある ｡ 社会的正義感と
か､ 宗教的道徳的判断とかが､ しば しば偽装に すぎない 場合があ るか らで あ
る｡ 意地わるく推測すれば戦争讃美詰も書い たが平和宣伝詩も書くとい っ た詩
人の 意識の なか に は､ そ んなに確実な価値体系がやどっ て い るとは思われない
し､ 要す るに風向き次第とい うの が本音で はない恵ろうか .
戦前､ ｢バ ス に乗りおくれ る+ とい っ たような 言葉がはや っ たこ とがあるけ
れ ども､ 何処 へ つ つ 走 るかも知らずに バ ス に乗りこ もう とす る真理は ､ 現代 の
詩人 に もあ るようで あ る｡ そ の根本 に は､ おそ らく社会から分離 して しまう こ
とに対 する個人的恐怖心があ るの だろうと思う｡ そ こ に は､ 個人 の 無意味さ の
11 鮎川信夫 ｢ 『死 の 灰詩集』 をいか にうけ とるか - 詩人の社会的態度と現代文明 - + ､ 『鮎川信夫著
作集』 第5巻､ 文学論 芸術論 (束束､ 思潮社､ 1 97 4年) ､ 1 04- 1 4(1 1 1) 頁o こ の エ ッ セイ は､ 1 9 5 5年7月
に雑誌 ｢短歌+ に掲載された ｡
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感情があ っ て ､ どれ だけ意識的に払い の けよう としても､ 意識 の奥底で 披何ら
か の外的権威に従わな い かぎり､ その無力感から逃れる こ とがで きない ような
不安に悩まされて い るの で あろう｡ 12
こ こ で鮎川 は 『死の 灰詩集』 を書い た詩人の意識を戦前の 日本人 の意識と比較して
論及 して い るが ､ こ う した鮎川 の 立論の根拠にな っ て い るの は､ ｢政治的､ 社会的
現象を背景にして ､ ある思想的な指導原理に基 づ き､ 民衆の感情をひとつ の 方向に
導くと いうようなも の を､ 僕はい つ い か な る場所に あ っ て も好まない ｡ 僕に と っ
て ､ こ う い う 一 時代の傾向は､ 思想の 問題というよりも､ むしろ感情の 問題として
取扱 っ た方 がよ い ｡ 僕の 感情は､ そ う し た大勢に逆らう こ と に よ っ て 生 きて い
る+ 1 3と鮎川が説明す る彼自身の 生き方に関わ っ て い る とい う こ とは重要な こ とで
ある と思われる｡ こ う した完全に個人主義的な考えに立 っ た鮎川 に と っ て は､ 自ら
の生き る こ とを中心に ､ それ を社会的関心 へ と押し広 げて い くとい っ た詩 と社会と
の関係､ つ ま り､ ス ベ ン ダ ー が ｢も し社会問題を作品中に復活さ せ る べ きで あ ると
したな らば､ ともかく私的で ､ 個人的の経験に根をおろ して い な けれ ばな らない+
と発言する意味と､ そ の 個人的な経験に根付い たこ とばが詩作品と して紡ぎ出され
るまで の 時間の 必要性､ 換言すれば､ ス ベ ン ダ ー が ｢彼 ら自身の内部の精神を探 っ
て ､ どうすれば真実で ､ しかも詩的に作 品を書きうる かを自問 し､ 物事に 深い 注意
を払い ､ 確信の つ くまで は発言 しない+ とい っ た 一 見消極的とも見える詩人の態度
の意味が､ 明白なほ ど分か っ て い たと思 われ る｡
以上､ 『死 の灰詩集』 論争に つ い て考察 してきたわけで ある が､ 鮎川が こ の 論争
に対す る基盤は､ 明らかに戦争責任論を基軸と して行 っ たモ ダ ニ ズ ム詩批判の根拠
と同質の もの で あ る ｡ つ ま り､ 詩人の 主体性と詩人の個人的な体験とい う詩を書く
行為の最も根源的なもの に対す る認識で ある ｡ それは鮎川の言葉で 言えば ､ ｢詩の
12 前掲書､ 1 10-1 1貞｡
13 鮎川信夫 ｢詩人 へ の報告+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第5巻､ 文学論 芸術論､ 8 5- 9 8(8 9-9 0) 頁｡
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ボディ+ 1 4に つ い て の認識とい う こ とが出来るかもしれない が､ 詩の行為あるい は
詩の実践の本来持 っ て い る全体性 につ い て の こ う した考えに基づ い て ､ 日本の詩の
領域に欠けて い る要素を批判し､ さらには､ 自らが､ その認識に 立 っ て詩を書く行
為を行 っ たという点に､ 鮎川信夫を含めた戦後の ｢荒地+ 派詩人が戦後詩に果たし
た大きな役割があるよう に思われる｡
1 4 鮎川信夫 ｢われわれの 心にと っ て 詩とは何であるか+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第2巻､ 1 64頁｡
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第3章
｢荒地+ 派詩人の詩的言語観の構築
第3章第1節 ｢Ⅹ へ の 献藤+ の解読
第3章第1節
｢Ⅹ へ の献辞+ の解読
戦争体験によ っ て ｢荒地+ に生きる自己の ための 詩の 必要性を自覚した ｢荒鞄+
派詩人たちは ､ 第二 次大戦後の漉沌とした言論状況 の中で ､ 詩人が如何にして主体
的な ｢詩の行為+ を回復するか､ とい う詩人の主体性に関わる問題意識と､ ｢こ と
ば+ そのもの の信用 を如何に して回復す るかとい う問題意識を持ち､ ｢荒地+ 派詩
人が戦前に信望して い たモ ダ ニ ズム詩批判を行 っ た ｡ ｢荒地+ 派詩人が戦後抱い た
問題意識は､ 詩誌 ｢荒地+ で の彼ら自身の全存在をかけた詩の こ とばを紡ぎだすと
いう行為を通 して ､ また ､ モ ダ ニ ズム詩批判という議論の場を通 して徐々 に深めら
れい っ たと考えられる｡ そう した問題意識が､ 彼 ら自身の詩的言語観として､ 明白
な形 とな っ て理念化された の は､ ｢荒地+ 派運動の マ ニ フ ェ ス トと 一 般にはみ なさ
れて い る ｢Ⅹへ の 献辞+ にお い て で あ っ た｡ ｢Ⅹへ の献辞+ は ､ ｢荒地+ 派詩人 の
何人かの主張が鮎川信夫によ っ て ま とめられ ､ 無署名で 『荒地詩集』 の 第1集で あ
る1951年版の 冒頭に掲載されたもので ある｡ 本節 に於い て は､ こ の ｢Ⅹへ の 献辞+
が ｢荒地+ 派詩人たちに共通 した主張で あ ると捉え､ こ の 主張を詳細に読み解く過
程に於い て ､ 彼らの ｢現代は荒地で ある+ とい う現代意識や詩に対する態度などを
明らかに しながら､ 戦後 の ｢荒地+ 派詩人の詩的活動を支える基盤とな っ たと思わ
れる詩的言語観 の本質に迫 っ て みたい ｡
(1) 19 51年版 『荒地詩集』
戦後の ｢荒地+ 派詩人 の活動は､ 1947年9月から19 48年6月まで続い た第二次詩
誌 ｢荒地+ (第1号 - 第6 号) を足がかりに ､ 年刊 ア ン ソ ロ ジ ー として 1951年か
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ら58年にかけて発行された 『荒地詩集』 (全8 冊) にお い て本格的なもの とな っ て
い っ た o 19 51年7月 ､ 早川書房から発行された 『荒地詩集』 第 一 集の メ ン バ ー は､
北村太郎､ 三好豊 一 郎､ 鮎川信夫 ､ 木原孝 一 ､ 黒田三 郎､ 田村隆 一 ､ 中桐雅夫､ 加
島祥造と い っ た現代詩史におい て い わゆる ｢荒地+ 派詩人と考えられて い るメ ン
バ ー の他に､ 戦前の詩誌 ｢L U N A+ や ｢L E B A L+ に 同人と して参加 し､ 強烈な詩
的影響を ｢荒地+ 派詩人に与えながら残念な こ とに も1 9 42年8月 にビル マ にて戦病
死した森川義信､ さ らには疋 田寅吉､ 堀越秀夫､ 栗山傭､ 高橋宗近 の詩人を加え､
13人で あ っ た ｡ 1
戦前の詩誌 ｢工JE B AL+ や戦後の詩誌 ｢荒地+ から ｢荒地+ 派詩人 の ひ とりと し
て活動 し､ 『荒地詩集』 にも その第 一 集から参加しても
.
1る木原孝 一 は ､ ｢ ｢荒地+
の 仲間がは つ きりと共通 した主張 を通 じて ま とま つ た の は､ 一 九五○ 年だつ たと云
つ て よ い だ ろう ｡ + 2と述 べ て い る ｡ 戦前から詩的交友関係を結んで い た ｢荒地+
派詩人たちが､ 戦後､ 詩誌 ｢荒地+ の詩的活動を通 して ､ 彼ら自身の詩的行為 の共
通した基盤を以前よりも強く感得し合い ､ そ れを放 っ きりと した共通 の詩的意識と
して認識 したの は､ 『荒地詩集』 の 発行に際して で あ っ た｡ そ う した彼らの詩に対
する ｢共通 した主張+ は､ 1951年版 『荒地詩集』 (第 一 集) の 冒頭に ､ ｢Ⅹ へ の献
辞+ と題して ､ 掲載され る こ とにな る ｡ こ の ように 『荒地詩集』 は､ そ の 内部､
つ まり ｢荒地+ 派詩人たち自身に と っ て ､ ひとつ の グル ー プと して の 認識が､ より
本格的なも の と して ､ よりは っ きりと したもの と して ､ 表明され る場で あ っ たの で
ある ｡
｢荒地+ 派詩人に おい て 鮮明に意識された彼ら自身の詩的根拠が反映されて い る
1 8冊 の 『荒地詩集』 と荒地同人編の 『詩と詩論』 の 2冊が刊行された間に ､ 次の ような詩人が参加 し
たQ
衣更着信 ､ 伊藤尚志､ 佐藤木実､ 鈴木喜藤､ 高野喜久雄､ 中江俊夫､ 野田理 - ､ 堀田幸衛､ 牟礼慶子､ 吉
本隆明､ 谷川俊太郎､ 石原吉郎､ 城佑､ 内海泰､ 尾花仙朔､ 閑保義｡
2 木原孝 一 ｢ ｢荒地+ グル ー プ の槍決算 その主張+ ､ 『現代詩手帖』 一 月臨時増刊号 ｢荒地 戦後
詩の原点+ (1 9 7 2年1月) ､ 2 7 8-2 8 0(2 7 8) 頁｡
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『荒地詩集』 は､ 同時に､ 当時の 日本の詩壇における影響という面にお い て も ､ よ
り本格的ヾ 決定的な影響を与えるもの として位置づ けられて い っ た｡ 当時の 日本の
詩の領域にお い て 『荒地詩集』 が如何に大きな影響を与え､ そ こ で如何に重要な位
置を占めたの か とい う こ とに つ い て は､ その1951年版の表紙カバ ー に印刷され
た､ それまで の ｢荒地+ 派詩人の動向に注目 して きた諸氏の言葉から､ あ るい は数
篇の当時の書評な どから推測で きるもの で あろう｡ 例えば､ 詩人村野四郎は ｢恐ら
く二十世紀後半の真に新しい現代詩は､ こ の 戦傑の書から始まるだろう+ と述べ ､
『荒地詩集』 を新 しい 現代詩の始まりで あると捉えて い る｡ 3 また､ 文学者 ･ 批
評家で あ る吉田精 一 は､ 次の ような書評を書い て い る o
戦後 の詩の代表的な運動は何か､ また代表的な詩集は何かと云えば､ そ の第
一 の もの と して ､ 少なくとも 一 つ と して ､ こ の 『荒地詩集』 を推さな い 人は､
詩を語 る人 の中に い ない だろうと思う｡ (中略) こ こ に集る人たちは､ 現代の
詩人中､ も っ とも切実な現実感を詩によ っ て歌おうとする｡ そ れは現代 の最も
切実な問題を正視し､ それか ら逃げずに ､ 深く突 っ 込 んで考えようとする態度
を意味する ｡ 『荒地』 の 人 々 はこ の 点に おい て 思想的ならんと し ､ 殊 に観念
的､ 或い は形而上的で あ ろうとする . しかも足 披決して大地 と現実から離れて
い ない の で あ る ｡ 4
上の 引用文にお ける ､ 吉田精 一 によ る 『荒地詩集』 に対して なされ た当時の書評
は､ ｢荒地+ 派詩人 の詩的活動の本質を十二分に伝えて い る と思われ るが､ こ の よ
うな ｢荒地+ 派詩人 に対す る幾 つ かの 書評に共通 して見られ る こ とは ､ 『荒地詩
集』 が戦後の詩の運動に おける重要なア ン ソ ロ ジ ー の 代表的なも の で ある とい う認
3 本論考におい て ､ 『荒地詩集』 は ､ 荒地同人会編 『荒地詩集』 復刻版 (東京､ 国土社､ 1 9 7 6-7 8年)
を参照した｡ こ こ で言及 した1 95 1年版 『荒地詩集』 の カ バ - に印刷された文章に つ い ては ､ こ の 国土社による
19 5 4年版 『荒地詩集』 復刻版に付されたパ ン フ レ ッ トに掲載されてい る ｡
4 吉田精 一 に よ る上の 文章は ､ 1 9 5 4年版 『荒地詩集』 復刻版のパ ン フ レ ッ トを参照した｡ 同パ ン フ
レ ットによると､ これは 『新潟日報』 に掲載された書評である ｡
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識と､ そ の 中に集結す る ｢荒地+ 派詩人たちの新しい詩の 方向､ あ るい は彼らによ
る戦後 の詩の新しい 出発が､ 当時の 日本の現代詩の領域に示唆と影響をあたえるも
の で あるとい う認識で ある｡
こ う した 『荒地詩集』 の詩壇における大きな反響は､ そ の 発行部数と売れ行きか
らも推測で き るかも しれな い ｡ そ の1951年版 『荒地詩集』 の出版数は ､ 三 千部と
い う当時の詩集にして は驚異的なも の で あ っ たが ､ それも7月の 出版後､ 年内に吐
ほぼ売り切れた｡ こ の こ とは､ 『荒地詩集』 が､ 当時の 日本の詩 の領域にお い て大
きな影響力をも つ もの となる と同時に､ ｢荒地+ 派詩人たち の詩意識や業績を幅広
く世に問う詩集とな っ た こ とを明 らかに示 して い ると思われる｡
(2) ｢Ⅹ へ の 献辞+
戦後 の ｢荒地+ 派詩人 の詩に対する ｢共通 した主張+ は､ 前記 したよう に､
1 9 5 1年版 『荒地詩集』 の巻頭に掲載された ｢Ⅹへ の献辞+ とい う文面で 明らかにさ
れるが､ そ の 文章 の冒頭は､ 次の よう に ｢親愛なる Ⅹ･ - 0 + と いう読者 へ の 呼び
かけで始ま る｡
親愛な るⅩ - - 0
あ まり人目に つ かぬ僕達の仕事を､ 好意をも つ て見守つ て くれ る君は ､ 今迄
どの ような詩に よ つ て も ､ こ こ ろか ら満足 した り､ 感動したり した こと がなか
つ たで あろう . .そ して 君はほん の偶然から､ 僕達の詩を読んで み る ことになつ
た の かも知れない ｡ しか したまたま僕達の詩が､ 君の 眼にふ れ る機会を持ち､
君の精神の ながい 遍歴 の 過程に於て ､ たとえ 一 時とはい え時を借りたと い うこ
とは ､ 単に偶然で はない ように 思われ る｡ 僕達と同 じように ､ 現代を荒地と考
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えて い る君は､ 君自身の悩み を持つ て い るだろう｡ そ して ､ そ の 悩み に迎合す
るどんな言葉の甘美な表現よりも ､ 自己の 現実の悩み の方が遥 かに未来を学ん
で い る こ とに気づ い て い る筈で ある｡ 5
まずこ の 冒頭の部分で明らかに なるこ とは､ ｢Ⅹへ の 献辞+ の書き手で あ ると同
時に語り手で もある 一 人称の ｢僕+ を含めた複数､ すなわち ｢僕達+ とい う言葉に
よっ て 指示される ｢荒地+ 派詩人が､ 彼 らと同類の精神をも っ た､ まだ彼 らが見知
らない者､ すなわ ち ｢Ⅹ+ に対 して ､ 語りかけようと してい る意図で あ る｡ ｢あま
り人 目に つ かぬ僕達の仕事を､ 好意をも つ て 見守つ てくれ る君+ ､ ｢僕達と同 じよ
うに ､ 現代 を荒地と考えて い る君+ という言葉で想定される ｢Ⅹ+ は､ ｢荒地+ 派
詩人 の戦後の詩的活動を親愛感をも っ て 見つ めて い て くれたとい う点で ､ さ らに
は､ そ の親愛感は､ ｢Ⅹ+ が ｢荒地+ 派詩人と同様に ｢現代は荒地で あ る+ と考え
て い る こ とか ら生 じる点で ､ ｢荒地+ 派詩人にと っ て はまさに ｢親愛 な るⅩ+ なの
である｡ そう した同類の精神に向か っ て 語りかける ｢Ⅹへ の献辞+ の 上 の 引用部分
に､ 次の ような ｢荒地+ 派詩人の ヴォイ ス の 主調を聴くこ七がで き る｡
戦後を生き る ｢僕達+ が､ 現代を生 き る こ とに対 して深い ｢悩み+ をも っ て い､る
よう に ､ ｢Ⅹ+ も ｢君+ 自身の 生 き る こ との ｢悩み+ を持っ て い るはずだ｡ そ の
｢悩み+ や不安は容易に解消されるもの で はなか っ たで あろう｡ ｢君+ の精神は､
そう した実存的な不安を ｢君+ 自身の存在から何とか取り除くため に､ 救 い を求め
て様々 な領域の世界を ｢遍歴+ して きたはずだ｡ しか し､ 小 く ら救い を求 め ても
｢君+ は ｢君+ 自身の深い ｢悩み+ から解放され る こ とはなか っ た｡ ｢君+ は､ 自
らの ｢悩み+ を慰 め てくれる こ とばを求め て ､ ｢詩+ の 世界に入 っ て も行 っ たで あ
ろう｡ しか し､ ｢君+ の ｢悩み+ を迎えて それ に合うように紡ぎ出された ｢言葉の
甘美な表現+ でも ､ ｢君+ 自身の ｢現実の悩み+ は解消するこ とはで きなか っ たの
｢Ⅹ へ の 献辞+ ､ 19 5 1年版 『荒地詩集』 ､ 2 - 9 (2) 頁｡
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であろう. そう した経験から ｢君+ 披現代を､ 人間の生にと っ て ､ 不安と悩み が解
消されるこ との な い ｢荒地+ の時代で あると感じて い るの で ある｡
こ の ように ｢荒地+ 派詩人と本質を同 じくする ｢悩み+ に囚われて い る ｢Ⅹ+ 杏
｢荒地+ 派詩人は想定 し､ ｢Ⅹ+ に 対 して次の ような積極的に働きかけるこ とばを
記すの である｡
親愛な るⅩ - - ｡ それ だからこ そ僕達は､ 特に君に向つ て話 しか けた い と希
望 し､ 僕等が共通に抱い て ゐ る荒地の観念につ い て深く知つ て貴い たい と､ 熱
烈に願うので あ る｡ 6
｢荒地+ 派詩人も ｢Ⅹ+ も ､ 現代とい う時代に存在し､ そ こ で生 き るとい う こ とに
対して容易 に解消されない 不安感や危機感を抱い て生 きて い るとい う点で は ､ 同種
の人 間存在で ある ｡ そ して ､ そ の実存的な悩み を精神的努力によ ?て解消 しようと
して い るが､ 容易に それ が解消されな い で い る こ とが ｢現代辻荒地で ある+ とい っ
た観念を抱かせ る結果 に な っ て い る点に おい て ､ ｢荒地+ 派詩人も ｢Ⅹ+ も､ 同種
の精神的存在な の で あ る ｡ こ う した同 じ性質の悩み を抱き､ 同じ性質の精神的努力
を行 っ て い る ｢から こ そ+ ､ ｢荒地+ 派詩人は､ ｢特に+ ｢Ⅹ+ に ｢向つ て 話 しか
けたい+ と希望する の で あり､ ｢荒地+ 派詩人が ｢共通に抱い て ゐ る荒地の観念に
つ い て深く知 つ て買い たい+ と､ 熱望 する ので ある｡ こ うした ｢荒地+ 派詩人 の願
望には､ 同 じ現代 の 不安の 問題に直面 して い た ｢荒地+ 派無人たちが､ ひ とつ の場
に集まり､ 共 同 して現代の ｢荒地+ に立ち向かおうとする努力を読者で あ る ｢Ⅹ+
に開示 して い こう とするメ ッ セ ー ジと ､ ｢Ⅹの献辞+ の後半の部分で 明 らかに な る
ように､ 同 じ精神を抱い た者たちの精神的共同体を形成 して い こ うとするメ ッ セ ー
ジが含まれて い る と考えられ る｡ かく して ､ 現代にお ける人間の 生 の不安や悩み に
6 前掲書､ 3頁｡
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対 して ､ その根本的要因が ｢現代+ そ の もの にあ ると考え､ それ を ｢荒地+ の イ
メ ー ジと結び つ ける こ とに よ っ て ､ ｢荒地+ に立ち向かおうと試みて い た ｢荒地+
派詩人は､ ｢荒地+ その もの の観念を､ 読者であ ると同時に彼らと同 じ悩める精神
を有して い た ｢Ⅹ+ に説明する こ とから､ ひ とつ の共同体を形成 しよう とす るので
ある ｡
(3) ｢荒地+ の 観念
｢荒地+ 派詩人が､ ｢現代は荒地で ある+ と認識するに至 っ た過程に於い て ､ 彼
らの 青少年期の経験､ つ ま り､ 当時の 日本を取りまく戦争とい う現実とい かに関
わ っ たかとい う経験は､ 重要な位置を占めて い ると思われる｡ こ の こ とは､ 黒田三
郎が ､ ｢荒地+ 派詩人 を ｢戦争 の 中 に育ち戦争に其の 血 と青春を費や し た世
代+ 7に属す る者たちで あると捉えて い る こ とか らも明らかで あ ろう｡ 自己 の 生が
常に死 の危機に さらされ る戦争におい て ､ こう した自己認識を有 して い た ｢荒地+
派詩人たちが､ 戦後の 日本 の ｢地+ で感 じたもの は､ 生 きる こ と に対す る不安感で
あり､ 危機感であ っ た｡ 戦争時代とい う過去 にまざまざと死に直面 した ｢荒地+ 派
詩人は､ 来 る べ き未来にも戦争の 幻影 を見て しまい ､ 現在におけ る自らの生 に対す
る不安感や危機感から解放され る こ とはなか っ た｡
こ の ような戦後 の実存的危機あ る い は不安の中で ､ ｢荒地+ 派詩人たちは ､ 戦
前､ T.S. エ リオ ッ トの 『荒地』 を読む こ とによ っ て 観念と して彼らの 中に あ っ た
｢現代 は荒地であ る+ と い う第 一 次大戦後の ヨ ー ロ ッ パ におけ る現代意識を､ 自己
の戦争経験を通 して 血肉化 し､ そ こ に救い の 糸口を求めて再考 し始め るの で ある ｡
｢荒地+ 派詩人が､ エ リオ ッ トの 『荒地』 とい う詩の題をそ の ままそ の 詩誌や詩集
7 黒田三郎 ｢Tb¢ W a ste La nd+ ､ ｢荒地+ 第1巻､ 第3号 (19 4 7年1 1月) ､ 4 8頁｡ こ の 黒田三郎
による ｢T be W aste Land+ は､ こ の 詩誌の編集後記と して捉えるこ との できるもの であり､ 詩誌 ｢荒地+ の
他の 数冊にも､ 黒田による同題の編集後記が掲載されてい る ｡
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の題として 用 い た こ とに関して ､ 黒田三郎は次の ように述べ て い る ｡
此の 際改めて ｢荒地+ に つ い て 一 言すれ ば ｢荒地+ 辻T.S. エ リオ ッ トの The
Wa ste L and か らとつ た. エ リオ ッ トの詩集の名前をその まま我 々の雑誌の名
前に したとい ふ こ とは ､ しかし必 しも詩人 エ リオ ッ トの伝統を継承す るとい ふ
意味に限られな い ｡
｢荒地+ は､ 我々 が我々自身を認識する年齢に達した時､ 既に 我々 は現代の
荒地にゐ た､ とい う程 の意味で ある ｡ 8
つ まり､ ｢荒地+ 派詩人 の抱く ｢荒地+ の概念は､ エ リオ ッ トの概念をその背後
に持ちながらも､ 彼らに と っ て の ､ ある い は､ 第二次世界大戦後の日本に於い て の
独自の コ ノ テ ー シ ョ ン を含意するもので あり､ 同時に こ の現代意識から生まれ る彼
らの詩的意識もまた､ 戦後日本という彼らの生 きる風土 に立 っ た ｢荒地+ 派詩人 の
独自性を示す思想で あらたとい う こ とがで きるの で はない だろう
'
か.
｢Ⅹ へ の献辞+ にお い て は､ ｢荒地の 観念+ は次の ように観明されて い る ｡
現代は荒地で ある ｡ そ して 僕達は､ それが単に現在的なも の の徴候に よ つ て
の み ､ 充分に測定され得るもの とは思 つ て はい な い ｡ 現代社会 の 不安の諸相
と､ 現代人 の知的危機 の意識は､ その 発端を､ 過去 とい う記憶と資料の援けを
かりなければならない世界に有して い る｡ 科学の進歩に追随 し､ 或披経済学に
対する課題的要求が強まれば強まる ほ ど､ 僕等の 生活 は惨め なも の となり､ 現
代の 空はますます暗海と して く るの で ある ｡ 人間が機械に隷属 し､ 個人が集団
の中に解消せ し められ る時代 ､ そ して人類の破滅の 淵 に追い 落す戦争恐怖の 時
代､ - かか る時代に空を仰(>者披､ 人類 の 文化に対 して ､ 自分 がある精神的不
8 黒田三郎 ｢でbe W a ste La nd+ ､ ｢荒地+ 第1巻､ 第3号､ 4 8頁｡
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安の血 を受継 い で い るこ とを感 じとるに違い ない ｡ 9
｢Ⅹへ の 献辞+ を掲載した 『荒地詩集』 が世に出たの は､ 終戦か ら約6年の 月日を
経た1951年で あ っ た ｡ こ の期間に ｢荒地+ 派詩人たちは ､ 個々 の詩的活動や詩誌
｢荒地+ (第 二次) の活動を通 して ､ ｢荒地+ の観念を､ 上 の ように､ 彼らの 共通
の主張と して 分かち合うように な っ て い たの である . そ の第 一 文 に 釦 ＼て は､ ｢現
代は荒地で あ る+ とい う ｢荒地+ 派詩人たちの 共通 の 主張 の根本にあ るとも言える
前提が明示されて い る｡
｢荒地+ あ るい は ｢荒れ地+ とは､ 日本語の定義によれ ば､ ｢耕作 して い ない ､
または耕作 に適しな い 土地+ ､ ｢天 災に あ い ､ 耕作不能に な っ た田畑+ (『広辞
苑』) とい う こ とで あるo つ まり､ 植物という生寧育てるため に人間が手を入れて
い ない 土地､ あ るい は､ 生そ の もの が育たない 土地で あると言い換え るこ とができ
る｡ それ と同時に ､ ｢荒地+ 派詩人たちが ｢現代+ を ｢荒地+ に喰え るとき､ そ こ
には､ T.S. エ リオ ッ トの 771e Wa steLa nd からの 概念の借用があるの だが､ 語義的
には､ 英語 の -w a stela nd- は､ 日本語 の 意味と同 じような意味を持ち合わせ た語で
あ る｡ 英語の fw a steland一 に は､ -La nd in its n atu ral, u n cultiv atedstate- あるい
は -La nd(e sp. that whi血 is surro u nded byde v eloped la nd)n ot us ed o r u nfitfo r
c ultiv atio n o rbuilding a nd al1ow edto r un wiは
-(O E D)の意味があ るo エ リオ ッ ト
の ｢荒地+ の 概念につ い て は本章第 3節に おい て ､ 考察L,て い く こ とに して ､ こ こ
で は日本語と英語の 語義から考えられる ｢荒地+ のイメ ー ジに つ い て 確認 して おく
こ とに留め たい . ｢荒地+ とい う語 の も つ イメ ー ジは､ 生命を生 み出さない 不 毛の
土地で あ り､ 人間が手を入れて い ない 土地とい う こ とになるで あろう｡ そ して ､ 人
間が手を入れて い ない とい う こ とから､ それ は､ 秩序の 存在しない 土地で ある と言
うこ とがで きるかも しれない ｡
｢Ⅹ へ の献辞+ ､ 3頁｡
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｢荒地+ 派詩人にと っ て ､ ｢現代社会の不安+ と ｢現代人 の知的危機+ は､ 現代
に 釦 ､て人間の生 を育ませ ない 点にお い て ､ ｢現代+ を ｢荒地+ 化たら しめて い る
大きな要因で ある｡ そ れ故に､ ｢荒地+ 派詩人にと っ て ､ こう した不安や危機の本
質を理解する こ とがまずは性急な問題にな る｡ ｢現代社会の不衰の諸相と､ 現代人
の知的危機 の意識+ の起 こ りを現代にで 披なく過去 に見て い る ｢荒地+ 派詩人 に
とっ て ､ それ らは ｢単に現代的なもの の徴候によ つ て のみ+ 推し量れるも ので はな
い ｡ それ ら披 ｢記憶と資料+ によ っ て 示唆され る過去 との関わりにおい て考察され
なければならな い の で ある｡
一 方で ､ 現代を荒地たらしめて い る ｢現代社会の不安+ や ｢現代人の知的危機+
の 問題を､ そ の本質を理解せずに ､ 早急 に現代的なもの の 立場から解決を試み よう
とする傾向が存在す る｡ ｢科学+ や ｢経済学+ に対 する課題的要求の強化は､ そ の
こ とを証明するもの で あるが､ しか し､ 現代の不安や危機の 問題に対するそ う した
解決が､ 本質的な解決にな っ て い る か どう かは問われな けれぱな らな い こ とで あ
る ｡ ｢荒地+ 派詩人 に と っ て は､ こ の ような解決は本質的な解決で はなか っ た｡ そ
れ故に､ 彼ら の 眼に は､ そ う した解決が､ ｢僕等の 生晴+ を ｢惨めなも の+ に し､
｢現代の 空+ を ｢ますます暗潅+ たるもの に させて い ると映っ たの で あ る ｡ こ の よ
うな ｢荒地+ 派詩人 の視線の背後に は､ 現代 の進歩的思想あ るいは文明に対する批
判的態度があ るだけで なく､ 如何なる現代 の危機も現代的なもの で は解消で きない
とい う､ 一 見､ 悲観的ともみ れ る立場 が存在 して い るの である .
引用の 最後 の 一 文に お い て は､ ｢荒地+ で あ る現代は､ ｢人間が機械に隷属 し､
個人が集団の 中に解消せ しめ られる時代､ そ して人類の破壊の淵に追い落とす戦争
恐怖の時代+ と言い 換え られて い る ｡ 現代の 機械文明の 悪弊を批判 し､ 個人と集団
との 不安定な関係や､ 人類の生 を根本的に揺 るがす戦争の 恐怖を指摘 して い る こ の
部分には ､ ｢荒地+ 派詩人たちは ､ 彼らが実際に生きて い る日本の戦後と い う短い
期間に限定す る こ とな く､ より幅の 広 い もの ､ ある い は､ より大 きなス パ ンで ､ 現
代を見 つ めよう と して い る態度だけで はなく ､ 大岡信が評論 ｢ ｢俗+ とい う こ と 一
戦後詩概観 - + の 中で ｢荒地+ 派詩人 の理論的指導者で あ っ た鮎川信夫の 文章を対
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象に して批判的に指摘 した､ ｢パ セ テ ィ ッ クで 予言的な悲調+ や ｢パ セ テ ィ ッ クな
断言+ 的な言い 方が存在して い る こ とは確かで ある｡ 1 0 しか し､ こ う した ｢パ セ
ティ ッ ク な断言+ が､ ｢荒地+ 派詩人自身の経験そ の もの に､ 特に彼らの戦争体験
その もの に結びつ い て い る という こ とを忘れ て 臥 こ れらの言葉の 重み を見失うこ
とになる かも知れな い ｡ つ まり ､ 彼らの 実際に体験 した戦争にお い て ､ 人間の 生
が､ 戦場にお ける銃､ 戦車､ 戦闘機､ さらには核兵器などの諸機械によ っ て 披かな
く､ 簡単に奪われたとい う事実と､ 個として の 人間が国家とい う全体に如何に簡単
に取 り込 まれ ､ 力によ っ て圧 しひ しがれ たか とい う事実を考え る こ とは欠 かすこ と
のできない こ となの で あろう｡ そ して ､ ｢精神的不安の血 を受け継い で い る こ と+
とい う運命論的な断言に して も ､ それは戦争体験に基づ い た､ つ まり戦争とい う逃
れられない 現実を運命づ けられた彼ら自身の自己認識の形で あ ると捉える こ とが可
能で はない だろうか ｡
以上考察 して きたよう に ､ ｢荒地+ 派詩人は､ 彼ら自身の戦争経験に基 づ い て ､
｢現代は荒地で あ る+ という現代意識を血肉化 して い っ た｡ しか し､ ｢現代 は荒地
である+ とい う ｢現代+ に対する悲観的か つ 絶望的な観念自体､- ｢荒地+ 派詩人 の
生の 意義の発見に直接関わ っ てく るもの で はない ｡ つ まり ｢現代は荒地で ある+ と
いう観念披､ ｢荒地+ 派詩人自身の 生 に対す る不安と危機をさらに深化させ るも の
であるに すぎな い の で あ る ｡ それ が､ 彼 らの生 の意義と彼らの未来の獲得 に結び つ
くためには､ 絶望を自覚する こ とに よ っ て 絶望から脱するように ､ ｢荒地+ を自覚
するこ とに よ っ て ｢荒地+ か ら脱す ると い っ た 一 つ の形 而上学的な飛躍が必要で
あ っ たと思われ る｡
(4) ｢荒地+ と救 い の 開港
10 大岡信 ｢ ｢俗+ とい う こと 一 戦後詩概観 - + ､ 『荒地 一 戦後詩の原点 - 』 ｢現代詩手帳+ 一 月琉時
増刊号､ 1 7 6- 8 5(1 7 6) 頁｡
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さて これまで ､ 戦争体験を通して ､ どの ように ｢荒地+ 派詩人たちが ｢現代は荒
地であ る+ とい う現代意識を血肉化し､ 共通 な主張として それ を共有するに至 っ た
のか､ そ して 彼らが どの よう に ｢荒地の観念+ を捉えて い るか､ とい う こ とに つ い
て考察して きたo 次に考察しなければならない点は､ そう した現代における絶望的
な状況を意識する こ とが､ ｢荒地+ 派詩人にと っ て ､ どの ような意味を持 つ の かと
い う点で ある｡
この 点に つ い て ｢Ⅹの献辞+ で は次のよう に書かれて い る ｡
そ して 彼が､ さらに こ の 二十世紀の 半 ばに立 つ 人 間の運命に つ い て 深く考え
るならば ､ そ こ に人類の遺産と罪の伝承を認め る こ とによつ て ､ 荒地に生 きて
い るとい う暗い経験世界の終末的な幻滅感から 一 傑の 光線を摘み と る こ とだろ
う. 亡び の 可能性披､ 一 種の 救い に他な らぬ｡ なぜならばそれ は遂 に こ の 生に
何らか の意義を与え るか らで ある｡ 破滅からの脱出､ 亡び へ の抗議は､ 僕達に
とつ て 自己の運命に対 する反逆的意 志で あ り､ 生存証明で もあー る ｡ 僕達や君に
未来があ ると したら､ 現在の生 に絶望 して い ない こ とによ つ て で あ る ｡ 罪の実
在を認識する こ とは､ 絶望を精神の起点に於て 回心せ しめ る動機とな るo - 傑
の 光線は､ 暗黒にむ かう時､ い よい よそ の 光 を増す ｡ 僕等が共通 して抱 い て い
る絶望の本質は､ 光を求め る虚空の 手で はない か｡ l l
｢荒地+ 派詩人にと っ て ､ ｢現代は荒地で あ る+ と自覚するこ とは､ 彼らの 生き
るとい う こ と の 意義が失れ ､ 彼らの未来が奪われるとい っ た､ 絶望に とらわれ る こ
とでは ない ｡ ｢現代 は荒地で あ る+ と自覚す る こ とは､ む しろ ､ ｢破滅から の脱
也+ へ の第 一 歩なの で ある . ｢現代+ に おける実存的不安や危機の 発端を過去に見
る ｢荒地+ 派詩人に と っ て ､ ｢現代+ が過去 から弓悼 継い で きた ｢人類 の遺産+ ､
つ まり､ 文明や科学などが現代にもたら した ｢功+ の 部分だけで はなく､ 人頼の過
ll ｢Ⅹ へ の 献辞+ ､ 3 -4責｡
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ち ､ 換言すれ ば ､ 人 間の 力 の過信と乱用 の結果 ､ その 悪弊と して と らえ られ る
｢罪+ の 部分を認識する こ と 臥 ｢荒地に生きて い るとい う暗い経験世界の終末的
な幻滅感+ から し 候の 光線+ を見るこ とに つ ながる ので ある｡ ｢荒地+ 派詩人に
とっ て ､ ｢罪の 実在を認識する こ と+ が ｢絶望を精神の起点に於て回心せ しめる動
機+ となるの で あ る｡
それで 披 一 体､ そ の ｢光+ は どこ から差 し込んで くる の で あろうか｡ 科学や現代
技術の進歩などの現代的なもの に何ら ｢荒地+ 的現在を復興す る要因を認 め な い
｢荒地+ 派詩人に と っ て ､ それ らの もの は ｢光+ の根源とはなり得ない ｡ 絶望的状
況に満たされた ｢荒地+ にあ る現実的なもの に何らその状況を回復させ る要素はな
い の で あ る ｡ 以 上 の ような ｢荒地+ そ の も の を回復するも の が､ 科学的なも の に
も､ 人間 の現実的なもの にも存在しない場合､ そこ に初めて その ｢光源+ と して 立
ち上がるの が､ 形而上学的､ 倫理的価値 の 世界で あるこ とは容易に理解で きるで あ
ろう｡ つ まり､ ｢荒地+ 派詩人が ｢ 一 傑 の 光線+ と言及 する とき ､ それ は形而上学
的､ 倫理 的 な世界から発 してく る ｢光+ なの で あ る ｡ しかし､ そ う した形而 上学
的､ 倫理的な世界が破綻して い る 日本の ｢現代+ にあ っ て は､ そ こ から照射される
｢光+ をつ かむ こ と自体､ 困難なわ ざな の で ある｡
現代 披 ｢荒地+ の 時代で あ る こ とを自覚し､ 自らの 存在がそ の 生を容赦なく亡び
へ と向かわせ る ｢荒地+ に生 きて い る こ とを自覚する者披､ 自らが ｢荒地+ か ら脱
出しよう とす る こ と､ そ して自らがそ の ｢荒地+ で亡 びる という運命に対 して抗議
する こ とに よ っ て ､ 生 きようとす る｡ これ が､ ｢荒地+ に生きて い る こ とを自覚す
る ｢荒地+ 派詩人にと っ て ､ 彼 ら自身が生きて い るとい う事実の証 しに なる ｡ しか
し､ ｢荒地+ 派詩人が言う ｢破滅からの 脱出+ ､ 換言すれば ､ ｢荒地+ からの 脱出
と臥 一 体 どういう こ となの で あ ろうか . とい うの卑､ 自らが ｢荒地+ の時代に生
きる とい う こ とに つ い て ､ ｢荒地+ 的現実に対 して抗議する炎が どんなに強く ｢荒
地+ 派詩人 の内部で燃え上がろうとも ､ ｢荒地+ 派詩人に と っ て は ､ ｢荒地+ に生
きるとい う こ と以外の現実の 生 き方 が考えられない からで あ る｡ こ の ような前提に
立 っ た場合､ ｢荒地+ 派詩人 の言う ｢絶望からの脱出+ ある い は ｢荒地+ か らの 脱
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出とは､ 彼らが生 きて い る現実的な状況､ すなわち､ ｢荒地+ 的現実に拘束されな
がら､ そ の状況の制約その も の から自由とな っ て い く こ とで ある と､ 説明する こ と
がで きるであ ろうo そ して ､ こ の よう に考えた時､ ｢荒地+ 派詩人の ｢現代は荒地
である+ とい う現代意識と､ 彼らの そう した現実その もの からの 自由とが､ 如何に
関わ っ て い るの かとい う問題 を考えねばならなくな るで あろう｡ その こ とに つ い て
は ｢Ⅹへ の 献辞+ で は ､ 次の ように書かれて い る｡
平安を知らぬ こ と､ 問い を発す る こ と､ 注意力 の器官であ る耳を鋭敏に働か
せ るこ と ､ そ して 自らの生 の 認識を深めるために､ 忍耐強く知的探究を続けて
ゆく こ と ､ - こ れ らの 切実な精神 の努力 によ つ て ､ 僕等は現代の荒地に立向つ
てゆ かなければな らない ｡ 精神は本質的に未来を指向す る遍歴 の子で ある｡ そ
れは在るもの か ら､ 荏る べ きも の を構想し､ 未知の も の へ の 冒険に駆り立て る
非妥協的な警告者で あ る ｡ ヒ ュ ー マ ニ ズム の 無秩序と洩乱と､ 唯物杓な近代の
世界観の厚顔無恥により､ 宗教的倫理的な絶対価値が忘れ去られ､ 伝統 の 喪失
と権威 の崩壊に よ つ て ､ 現代 は言葉 へ の 不信の時代とな つ て い る ｡ かか る時代
にあ つ て ､ 遍歴 の子 で あり非妥協的な警告者で あ る精神は､ 何処 へ 僕等を連れ
て ゆ こう とする の だろうか ｡ 1 2
こ こで ､ ｢荒地+ とい う現実に拘束されながらそ の 状況 から自由に な っ て い く こ と
とかかわりがあるの は ､ ｢精神+ で あ るとい う ｢荒地+ 派詩人の考えを読み とる こ
とがで きる ｡ ｢平安を知らぬこ と､ 問 い を発する こ と､ 注意力の 器官であ る司を鋭
敏に働かせる こ と+ ､ そ して ｢忍耐強く知的探究を続けて い く こ と+ な ど､ こ う し
た ｢切実な精神の努力+ に よ っ て ､ ｢荒地+ 派詩人は､ 自らの 存在が ｢荒地+ とい
う現実に拘束されながらも､ 彼ら自身の精神的存在が現実界とは別な未知の世界に
行く こ とがで き る と考えて い る ｡ とい う の も ､ 人間の 精神は､ 肉体 とは異な り､
12 前掲書､ 4頁｡
2 2 7
第3章第1節 ｢Ⅹ へ の 献辞+ の解読
｢在るもの+ から ｢在る べ きもの+ を構想する想像力を持つ と同時に､ 肉体の よう
に現実に拘束される こ ともなく ､ 現実以外の より広い世界を遍歴する
r
= とがで きる
からであるo こ う したより広 い世界を知り得 る精神的存在は､ 人間存在その もの を
｢未知の も の へ の 冒険に駆り立て る+ だけで なく､ 現実に拘束された現実存在に対
して ､ い ま しめ を告げる警告者的存在にもな る の で あ る｡ こ の 点にお い て ､ ｢荒
地+ 派詩人は ､ 精神が遍歴 する世界を詩の こ とばと して紡ぎ出し､ ｢荒地+18=生 き
る人間に提示 しようとするの で ある｡ そ の紡 ぎ出された こ とばは ､ 高められた精神
の場合には､ そ こ から 一 つ の 生 きる ための希望が照射され るような世界を開示する
こ とばとな っ て ､ ｢荒地+ に生 きる人間の前に提示されるで あろ う し､ また､ ｢荒
地の 暗漁た る風 土+ に拘束され不安の習性に捉えられて い る精神 の場合には､ ｢荒
地+ に生 き る自己の存在を鏡の よう に映しだ し開示させ る こ とばとな っ て ､ 立 ち現
れる こ とに な る o つ ま り､ そ う した こ とば披､ 絶望的な状況 に存在する自己ある い
披自己を取り巻く不安の諸相や危機その も の を限 にみ え るも の に する こ と によ っ
て ､ 自己を確認する場で あ る だけで はなく､ 現実の危機そ の もの を確認す る場にも
なるわけで あ る ｡ そ して ｢荒地+ にある自己と危機そ のも の を認識する こ とが､ 絶
望からの救い の 可能性 へ と通 じ､ 遍歴 する精神を通 して の 詩の こ とばは倫理的世界
を開示 して い く の で ある ｡
(5) ｢荒地+ 派詩人 の詩的言語観
｢荒地+ 派詩人は､ 彼 らの主張 す るとこ ろ の ｢荒地+ の 時代に 生きて い る ｡ そ の
ような時代 にあ っ て ､ 自 らの生 へ の絶望にとらわれ続けるこ となく生きるため に､
彼らは彼らの こ とばを用 い るの で あるo それ は 一 種 の 言葉に対す る信仰 の ようなも
の である｡ ｢荒地+ 派詩人は､ 自らの 存在す る ｢荒地+ を､ そ して ｢荒地+ に存在
する自己を､ こ とばに よ っ て対象化 し自覚す る こ とによ っ て ､ ｢荒地+ からの精神
的脱出を試み る の で ある ｡ ｢精神+ と披､ ｢在るもの+ か ら ｢在 る ベ きも の+ を構
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想し､ 肉体に拘束される こ となくより広い世界を遍歴 し､ 現実存在に対して警告者
となり得る o かく して ｢荒地+ 派詩人たち披 ､ 精神 の 遍歴する世界をも こ とばに
よ っ て 開示 しようとする｡ こ の こ とを荒地詩人の詩的言語観を中心に考えるなら
ば､ 彼らは､ 現実的なも の で あろうと､ 自己 の もの で あろうと､ 形而上学的なもの
であろうと､ 世界と いうもの を､ 自己の純粋な こ とばによ っ て ､ 換言すれば､ ｢自
己の 全存在の投影+ を こ とばに集中する こ とによ っ て 開示 しようとする行為を詩の
機能に求め たと言え るで あろう｡
しか し僕達が詩を書くとい う こ と､ - もはや こ こ には､ 文化 の 問題､ 社会の 問
題などは ､ 第二 義的な意味しかも つ て い ない . 一 人 の ベ ンを持つ た人 間が､ 言
葉の か ぎりな い 変化 と反覆 ､ 出発 と復帰 の うちに､ 回転 し生起する精神の波動
を見詰め つ つ ､ 自己の 存在を確認し､ 自己の 生
`
を高め るために如何に神を得よ
うと努めたの か､ とい う奥深い隠れた事実を曝くこ とだけが､ 注目に値するす
べ てな の で あ る ｡ 1 3
上の引用 の 部分 にあ る ｢ 一 人 の ベ ン を持 つ た人間が､ 言葉の かぎりな い 変化と反
覆､ 出発 と復帰のうちに ､ 回転 し生起 する精神の波動を見詰めつ つ ､ 自己の 存在を
確認 し､ 自己 の 生 を高め るために如何に神を得ようと努めたの か+ とい う言葉は､
｢荒地+ 派詩人 の ｢言葉+ と ｢精神+ に結び つ い た ｢詩を書く+ とい う行為をよく
説明 して い る部分で あ る ｡ ｢現実との摩擦から烈 しい 試煉の まえに立 たざる を得な
い+ 精神の 同 じ動き の繰り返 しや新しく生 じる動きとを見詰め つ つ ､ そ れを こ とば
に固定させて い く ｡ 自由 に動きまわる精神を書き記す言葉は､ 限りない 変化 と反覆
を繰り返しながら､ ｢ 一 人の ベ ン を持つ た人間+ の前 に現れ､ そ の言葉の 上に ､ 詩
人は ｢死 の 論理 に よ つ て屡々切断され る生 の 不安定な表象の うちに筋径う+ ｢自己
の存在+ を見出し確認する｡ そ の時､ ｢ 一 人 の ベ ン を持つ た人間+ の ｢高き自由を
13 前掲書､ 4 _ 5頁o
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欲する+ 精神 臥 ｢不均衡と破壊と敵意+ から離れ､ ｢調和と創造と憐偶の世界+
に到達 しようとするが､ そう した ｢詩を書く+ こ との背後にある ｢奥深い隠れた事
実+ すなわち､ ｢荒地+ に生きる人間の精神の軌跡を曝く こ とが､ ｢荒地+ 派詩人
が ｢詩を書く こ と+ に寄せて い る唯 一 の 関心なの であ る o
自己の 全存在の投影をこ とばに 固定 し､ その こ とばの 上に自己を見出し､ より高
い世界の開示 へ と向かう､ ｢荒地+ 派詩人の ｢詩を書く+ という行為は､ た だ単に
文化の 問題や ､ 社会 の 問題に還元 で きるような行為で はない ｡ それ は ｢荒地+ 派詩
人に と っ て ､ 彼ら自身の生 き るとい う こ とを根底から強く支え る行為なの で ある｡
｢荒地+ 派詩人は ｢どう して僕等の生活の す べ て が絶えまの ない 詩作過程で はない
の 加O + と言う ｡ こ の ように詩を書くとい う行為と生き るとい う行為を不可分 に結
び つ い たもの と考える ｢荒地+ 派詩人 に と っ て ､ ｢言葉に対す る深い信頼と愛+
は､ ｢暗黙の 捷+ で あ っ たので ある｡
しかし､ 現代は ｢言葉 へ の 不信 の時代+ に な っ て い た ｡ ｢荒地+ 派詩人の 言葉で
言えば､ ｢ヒ ュ ー マ ニ ズ ム の 無秩序と振乱と､ 唯物的な近代の 世界観10 厚顔無恥に
より､ 宗教的倫理 的な絶対価値が忘れ去 られ ､ 伝統の喪失と権威の 崩壊に よ つ
て+ ､ 現代披 ､ こ とばそ の も の を確かなもの と信 じて受け取 る こ とがで きない 時代
にな っ て い たの で あ る ｡ そ の よう な言葉の 不信の状況を ｢荒地+ 派詩人は ｢Ⅹの 献
秤+ におい て 次の ように摘発す る｡
僕等の 苦 しみ に満ちた現実で は､ 言葉と肉体は全く別々 に歩い て い る｡ 自由と
パ ン を同時に獲得しようとする時､ 行為は汚され ､ 精神は傷つ く ､ これ が人間
の現実で あ る. 多数の 労働的人間から､ 一 介の 美的生活者に至るまで ､ 頂く石
は同じで ある｡･言葉は肉体と食い違い ､ 肉体は言葉を置き去りにする｡ 1 4
そして ､ ｢言葉と肉体の出会う場所で ある詩の世界+ に於い て も ､ ｢言葉+ は卑し
14 前掲書､ 8頁｡
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められて きたと言う こ とがで きる｡
詩を宗教や道徳 の代用価値に下落せ しめたり､ 音楽的麻酔と混同したり､ 或い
は単なる知的遊戯に放 しめたりする こ とに よ つ て ､ 果たして何の得るとこ ろが
あ つ たで あろう か｡ 政治 へ の 追従や便乗や､ 或は社会 へ の 自噴的反逆に よ つ
て ､ 過去 の おび ただ しい 詩篇が今で は全く無意味なも の とな り､ われ われ によ
つ て そ れ らは卑 し い 所業と して 省み られ る だけも もの と な つ て い るの で あ
る｡ 1 5
｢荒地+ に生 きる人間の暗い経験世界からの精神的脱出と救い を､ 自己 の 全存在を
言葉に投影 し紡ぎだすという行為によ っ て ､ そ して その 紡ぎだされた言葉からなる
詩によ っ て ､ 求めて い く ｢荒地+ 派詩人にと っ て ､ 言葉そ のもの に対する不信を問
題意識と して持たなければならなか っ た こ とは当然で あるが､ さ らに彼らは､ そ の
言葉に よ っ て 構成される詩そ の も の に対する認識の違い を問題に しなけれ ばな らな
かっ た ｡ 近代 に入 っ て からの 人間性の過大 な信頼と強調 によ っ て 詩人 の個性は拡大
し､ それ は様 々 な詩の認識を生み 出して きた｡ 詩を ｢宗教や道徳 の代用価値+ とし
て認める考え方 ､ 詩を言葉の音楽性の み と結び つ けた考え方､ さ らには詩の 方法的
な側面の み に光を当て ､ 知的遊戯の道具に す るとい っ た考え方な どは､ 詩人が 一 つ
.の純粋な詩の考え方 に満足で きな い とい う考え方に起因して い る ｡ そう した詩意識
の追求披､ 確かに詩の 可能性を追求する という点で は多くの成果を上げて きたわけ
であるが､ しか し詩をあまりにも対象的に捉えすぎた故に ､ 最も近 くに存在する詩
人そ の もの と言葉そ の もの との純粋な関係とい う もの を見失 っ て しま っ た の で あ
る｡ 道具と化した詩は､ 容易 に政治の ための言葉 へ と転用される こ とにな っ たり､
或い は社会 へ の社会的規範を打ち破る ための道具となる にまで 至 っ た ｡ こ う した
様々 な詩的価値が混沌と乱立する現代に於い て ､ 過去の おび ただしい 数の 詩篇は､
15 前掲書､ 5 -6頁｡
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全く無意味なもの と化して い く｡ 過去の時代に於い て ､ 詩の 本質と して麗々 しく語
られた多くの こ とも､ 詩 の進化 の 思想に於い て 披 - つ の過去の遺物として しか扱わ
れる こ とはな い o さらには､ こ う した状況が重なり合 っ て ､ 近代の 詩､ 或い は現代
の詩法人々 か ら見捨て られる地位にまで落ちたので ある｡
｢荒地+ 派詩人たちが詩に対して要求する こ とは､ た っ た 一 つ の こ とで ある. そ
れは､ 言葉を紡ぎだす詩人 そ の もの が言葉に対する ｢深い 信頼と愛+ を回復する こ
とで ある｡ 自ら発 した言葉に無責任な態度をとるような詩人像､ 或い は､ 言葉そ の
もの を自らの 倣慢な欲求によ っ て 道具 と放 めるような詩人像は ｢荒地+ 派詩人が最
も嫌うもの で ある｡ 詩人 の全存在を言葉にかけるこ と ､ そ して そ の言葉を紡ぎだす
こと､ それが ｢荒地+ 派詩人が抱く最も重要な詩人像なの で ある ｡ ｢荒地+ 派詩人
の ｢詩を書く+ と い う行為は､ 自らの 全存在をかける故 に ､ 詩人 の 現実に深 く醜
わっ て くるも の で あり､ 現実に関わ っ て い るからこ そ ､ あるい 臥 生き る こ とに深
く関わ っ て い るが故に､ 詩人 の 紡ぎ出すこ とばは､ そ の 荘厳な重 み を表すこ とがで
きる ｡ そ して ､ そう した行為に よ っ て 得られた詩その ものは､ 自己の 生き る こ との
大きな証 しと して ､ 後の詩人 の 生 をい つ まで も問い続ける こ とにな るの で あ る ｡
(6) ｢荒地+ の 場 と ｢ 一 つ の 無名にして共同なる社会+ に つ い て
現代 を ｢荒地+ とい う絶望的な状況と自覚する人間には､ それ に反逆し抗議する
こ とに よ っ て ､ 自らの 生 を孤 独 に忍耐強く生き る生き方 しか存在 しない ｡ そ して ､
孤独で あるとい う点にお い て ､ ｢荒地+ 派詩人たちは､ 彼 らが･｢荒地+ に 生きる と
いう運命を共有して い る の で ある ｡ 自己 の 全存在の投影を集中 し固定させ る こ とば
からな る ｢荒地+ 派詩人 の詩は ､ 別 な言い 方 をすれば､ 彼 らが全存在をかけて紡ぎ
出すこ とばに よ っ て形成され る詩は､ まずは ､ ｢荒地+ の 上を暗く亡霊の ようにさ
まよう ｢荒地+ 派詩人の精神 の 動 きを鏡の よう に写 し出す｡ そ して ､ 詩人 はそ の こ
とばの 上に自己の存在を確認 し､ ｢遍歴 の 子で あり非妥協的な警告者で ある+ 精神
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に導かれたより高い世界を求めて努力する｡ ｢荒地+ 派詩人 臥 そ こ に詩を書い て
い くこ との 二 つ の岐路を認めて い る｡ まず 一 つ の 道 臥 ｢荒地+ 派詩人が ｢低い世
罪+ すなわち ｢荒地+ と い う現実世界の 上をさまよう精神の動きの み を言葉に して
い くとい う道で ある. ｢荒地+ 派詩人にと っ て この道 臥 容易な道であ るo もう 一
つ の道は､ 精神を ｢高い 倫理 の世界+ まで高めて そこ で言葉をむすぶとい う こ とで
あり､ 前者よりも より困難な道で ある｡ ｢荒地+ 派詩人はこ れら 二 つ の 詩を書く こ
との 道を､ ｢背中合わ せ に な つ て い る 一 つ の行為の表裏+ の ようなもの と して考え
てい るが､ 別 な見方をすると､ 一 人の ベ ン を持 っ た人間が､ 精神が低い世界をさま
よっ て い る段階で ベ ン を置くの か､ あ るい は､ 精神を高め､ 倫理 の 世界に到達させ
た段階で ベ ン を置く の か､ とい う こ とに関わ っ て い るよう に思われ る｡ 当然 ｢荒
地+ 派詩人の詩を書くこ との 行為の 理想 は､ 後者の道 であるが､ こ う した ｢荒地+
派詩人 の理想的な詩作過程から創作された詩を読者が読むとき､ ｢荒地+ 派詩人の
詩の言葉を通 して ､ 或い は ､ 詩人 の経験を通 して､ 読者は ｢荒地+ をさ まよう自己
の存在を自覚するだけで はなく ､ そ の こ とばによ っ て 開示された ｢より高い倫理 の
世界+ へ 読者の 精神は導かれるの で あ る ｡ 斯く して読者の精神と ｢荒地+ 派詩人の
精神は､ そ の 高い 倫理 の 世界で出会う こ とに な るの であ る ｡ ｢荒地+ 派詩人は ､
｢荒地+ 派詩人たちだけで なく､ ｢現代は荒地で ある+ と自覚 して い る ｢親愛なる
Ⅹ+ と総称される読者を含めて ､ より精神的に高め られた世界を詩を通 じて 形成し
よう としたの で あ る ｡ そ して ､ ｢荒地+ 派詩人 の詩に対するそう した願望披､ ｢Ⅹ
へ の献辞+ で は､ 次の ように語 られ るので ある｡
親愛なるⅩ - - ｡ 詩に つ い て 考える こ とは､ とりも直さず僕達の精神と君の
精神とを結び つ け る架橋 工作で あ る｡ た つ た 一 人の 君に語りか ける ため に､ 僕
達が力 を併せ て荒地を形成 して い る意味を理解 して くれたな らば ､ 僕達各個人
が如何に分裂 し､ 模索の 方向を異 に し､ 未明の混沌と した内乱状態にあ ろうと
も､ なお 一 つ の 無名に して共 同な る社会 に於て ､ 離れ難く結び合つ て い るこ と
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も ､ より 一 層理解 してくれるだろう｡ 1 6
上の 引用の 中の ｢荒地+ 派詩人 の 言葉､ ｢詩に つ い て考える こ と臥 とりも直さず
僕達の精神と君の精神とを結び つ ける架橋 工作である+ は､ 彼らの詩壷書くとい う
こ との 意図を的確に説明するも の で ある｡ 全存在をかけて詩人が創 る詩その もの
は､ 必ず しも何らか の希望を ｢君+ で ある ｢Ⅹ+ に与 えるも の で 披ない . それ披 ､
暗い 現実に耐えながら､ 生 きて い る人間の 口から漏れ るうめ きの ようなも ので ある
かも しれない し､ ｢未明の 混沌と した+ ｢荒地+ 派詩人たちの精神的混乱を反映し
てい るもので あるかも しれな い ｡ ｢荒地+ とい う現実に於い て ､ 個々 に孤立 して 忍
耐強く生きて い る詩人 たちの 言葉が､ それぞれ異な っ た様相を呈 してくるの は当然
である｡ しか し､ こ の ような異な っ た様相の詩を読む こ と､ つ ま り自分の詩だけで
はなく､ 他の 人間が全存在をかけて紡ぎ出したこ とばを読むこ とによ っ て ､ 詩人を
含めた詩を読む者披､ 自らの経験とそ の詩を書い た者 の経験を重層化さ せ つ つ ､
｢ 一 つ の 無名に して 共同な る社会+ に於い て結び つ く こ とに なる . ｢荒地+ 派詩人
たちが､ 詩誌 ｢荒地+ や 『荒地詩集』 とい う詩の場に彼らの詩を集め､ ｢力を併 せ
て荒地を形成 して い る意味+ はそ こ に ある｡ つ まり､ 暗い経験世界に於い て孤 立 し
忍耐強く生きて い る ｢荒地+ 派詩人たちは､ 詩を書くと い う行為とその 詩を通 し
て ､ 彼らの共同の世界で結び つ こ うとするの で ある｡ その 共同的な世界とは､ 彼ら
の 精神を吸収 する ｢ 一 つ の 中心+ すなわち希望 の 光源が存在する世界なの で あるo
｢荒地+ 派詩人たちは､ こ う した形而上学的な世界を詩で 開示す る こ とによ っ て ､
｢現代は荒地 で ある+ と考えて い る ｢親愛なるⅩ+ の 精神との架橋を試み る の で あ
り､ 調和 と創造と憐怒 の 世界で の精神的共同体を形成 しようとする ので ある｡
それで は､ ｢荒地+ 派詩人が志向する ｢ 一 つ の 無名に して共同なる社会+ 自体､
どの ようなも の なの で あろうか｡ 精神的共同体で あ る ｢ 一 つ の 無名に して共同なる
社会+ とい う概念の背景には､ 彼 らの ､ 特に鮎川信夫の 西洋思想の読み が存在する
16 前掲書､ 6_ 7貞｡
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ように思われる｡ 鮎川信夫は､ ｢Ⅹ へ の 献辞+ が発表される4年前の1947年､ 詩誌
｢荒地+ 第1藩第1号に掲載された ｢暗い構図 一 囚人 に関するノ オト + の中で ､
古代エ ジプ トや ビザ ン チ ン 的な芸術に対して ､ ｢ ｢無名に して共同なも の+ +と い
う表現を引 い て い る ｡ 17 こ こ で鮎川 は､ 人間性と直接的な関係を持たない科学な
どの 認識手段が発展した こ とにより､ 近代の 芸術が､ 文明以前に見られる
■
ような幾
何学的､ 抽象的な形 へ の 希求に移行して い るこ とを論 じて い る ｡ こ の考えは､ 本論
文第3章第3節で具体的に検討されると こ ろの ､ T.E. ヒ ュ - ム の 読み から生 じたと
思われるが､ そ れで は､ ｢荒地+ 派詩人が ､ ｢Ⅹへ の献辞+ にお い て こ の よう な概
念を含む ｢ 一 つ の 共 同に して無名なる社会+ という表現を彼らの精神的共同体を示
すもの と して 用 い た背景には､ どのような発想 が存在 して い たの で あろうか｡ 黒 田
三郎は､ 詩誌 『荒地』 第1巻第3号の編集後記にお い て ､ こ の 点に関して次の よう
な手がかりになる言葉を述べ て い る ｡
伝統の詩人 エ リオ ッ トが､ 第 一 次大戦後､ 詩集 ｢荒地+ を出すに当た っ て ､ イ
ギリス の伝統の 上 に立 つ て ゐ たの にひ きかえ､ 我 々は何物をも持 つ てゐ な い の
で あ る ｡ 東洋の 異教徒と して ､ 我々 は何もかも同時に始めな ければならない 運
命の下 に ある｡ 1 8
T.S. エ リオ ッ トが ､ 第 一 次大戦後の イ ギリス に ｢荒地+ を認識 したよう に ､ ｢荒
地+ 派詩人たちは ､ ｢荒地+ で あ る と彼らの 認識する終戦後の 日本の時空に立 っ
た｡ しか しなが ら､ エ リオ ッ トが､ ヨ ー ロ ッ パ の 伝統､ キリス ト教とい う宗教の 上
に立ち､ 秩序の 回復をそ の救い と して求め る の に対 し､ ｢荒地+ 派詩人に と っ て の
日本の戦後には ､ あ るい は戦後に 限らず彼 らの 認識する とこ ろの 日本の 風土には ､
17 鮎川信夫 ｢暗い構図 一 囚人に関するノオトⅠ - + ､ 31頁｡
1 8 黒田三郎 ｢The W a ste La nd+ ､ ｢荒地+ 第1巻､ 第3号､ 4 8頁｡
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彼らを存在の危機から救う基盤となる得る､ 伝統 ｡ 宗教が存在しなか っ たの で あ
る. つ まり､
. ｢荒地+ 派詩人たち臥 エ リオ ッ トとは異なり､ 何もない とこ ろから
精神的な救い を求めて い かなければならなか っ たの で ある｡ こ の ように何の基盤を
も持たない状況から､ 救い の 世界を求めて い くとき､ ｢荒地+ 派詩人がそ の原型 と
して 思い 描い た手段が､ 文明以前､ つ まり原始の時代に 如 1て宗教を持たな い人 間
が神的な世界を希求 した方法で あ っ たの で はない かと思われる｡ 伝統､ ある い は宗
教などの基盤を持たな い原始の時代に於い て ､ 人間は ､ 生きて い るもの の 存在を含
めたす べ て の 現実界の対象に畏怖の念 を抱き､ 常に自らの 生存が危機にさ らされて
い るとい う恐れ を抱きながら生きて い た｡ 人間の文明が徐々 に発達する の に伴 い ､
人間の危機は ､ 一 種 の 文化あるい は芸術とい う形で表明される こ とによ っ て ､ 解消
される方向 へ 向かうこ とに な る ｡ 原始の 時代に生きた人間は､ 彼らの 畏怖からの救
い を求め るため に､ 抽象的､ 鶏何学的なより確固た る形 を創造する こ とによ っ て ､
何らか の秩序を見い だそうと したの で あ る ｡
こ の ような観点から､ 戦後 の ｢荒地+ 派詩人 の 立場を考え ると､ そ こ に 披何らか
の 共通点を認める こ とがで きるよう に思われ る ｡ ｢荒地+ 派詩人が生き る戦後の 日
本 には､ 彼ら自らの存在 の危機を解消す る基盤 とな り得 るも の は何もなか っ た ｡
｢荒地+ 派詩人に と っ て ､ 倫理 的な世界も宗教的な価値の 基盤もそ こ には認 め られ
なか っ たの で ある｡ 彼 ら自身の存在 へ の危機感は､ 文明以前の人 間の 畏怖 の念と重
ね合わせ て考え る こ とがで き る｡ つ ま り､ ｢荒地+ 派詩人は､ 原始の 時代 の人 々 が
そうで あ っ たように ､ 何らかの 確固としたもの や秩序を求めて い くので あ る ｡ 原始
の 時代に於い て は､ その 希求は､ 抽象的､ 頬何学的芸術とな っ て 昇華されて い っ た
一 方で ､ ｢荒地+ 派詩人たちは､ 彼らの全存在をかけた信頼
1
o)お ける こ とばに よ っ
て ､ 確固と したもの を創造 し救い を見い だそ うと したの で奉る . こ とばが昇華され
た時点で ､ 芸術そ の も の ､ 詩の こ とばそ の もの は､ ｢荒地+ 派詩人 に と っ て の - つ
の救い を提示するこ とにな る｡
こ の よう に考える と ｢荒地+ 派詩人 の ｢ 一 つ の 無名に して共同なる世界+ とは､
宗教的価値の 基盤 をも たない 日本の 風土 におけ る救い の 世舞､ つ まり､ 宗教的な価
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値の権威と い うもの が生まれ る以前の秩序の存在する価値の世界で あると言えるで
あろう｡ そ して ､ ｢荒地+ 派詩人は､ ｢荒地+ である現実の世界に ､ し っ かりと足
をつ け､ 現実を鋭く自覚する態度を決 して 忘れない 一 方で ､ こ とばの 信頼を回復
し､ 彼らの全存在をかける詩の こ とばによ っ て ､ 高い 世界におけ る価値と秩序を求
めようと､ あ るい は､ 形成 して い こうと熱望 したの である｡
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第3章第2節
｢荒地+ 派詩人の 詩的世界の形成と ｢荒地+ の 場の 意味
前節では ､ 戦後､ ｢荒地+ 派詩人が共有した主張が集約されて い る ､ 1951年版
『荒地詩集』 に所収された ｢Ⅹへ の 献辞+ を解読する ことによ っ て ､ ｢荒地+ 派詩
人の詩に つ い て の 認識を詩的言語観や ｢荒地+ の理念などを中心 に考察 して きた｡
こう した彼らの詩に つ い て の 理論は､ 純理論的な清動から生み出されたもの で はな
く､ その 理論以前に存在する ｢詩を書く+ とい う個々の詩人の具体的な実践から密
接に導かれたもの で ある｡ こ の 点に関して ､ ｢荒地+ 派詩人の理論の - つ の 特徴が
あるわけで あ るが､ 本章本節で は ､ ｢荒地+ 派詩人が､ 戦後､ 提出 した詩の認識の
根拠にあ る詩的実践に つ い て ､ 彼 らによ っ て 戦中に善かれた詩作品と戦後 に善かれ
た詩作品を具体的に考察し､ さ らにはそれ らの 関係を明らか に しながら､ ｢荒地+
派詩人が目指 した詩的世界とは如何な るもの で あ っ たの か､ とい う 問題を検討 して
い きたい ｡
(1)
｢戦争の中 に育ち戦争に其の 血 と青春を賛 した世代+ 1で あ る ｢荒地+ 派詩人
が､ 194 5年8月1 5日の 敗戦を迎えた の は ､ 前節で説明 したよう古手､ 2 0代半ばで
あ っ たが､ ｢Ⅹ へ の 献辞+ (1 9 5 1) に ｢荒地+ 派詩人の共通 の 認識と して提示され
た ｢現代は荒地で あ る+
.
とい う現代意識､ あ るい 臥 ｢戦撃感覚+ 臥 鮎川信夫が
説明するよう に ､ ｢単に第 二 次大戦後 に根ざすだけの もの+ 2で はな い ｡ それ は
1 黒田三郎 ｢T he W a ste La nd+ ､ ｢荒地+ 第1巻､ 第3号､ 4 8頁｡
2 鮎川信夫 ｢現代詩とは何か+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第2巻､ 詩論 ､ 5 31 2 7(65) 頁｡
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｢第 一 次大戦後絶えず分裂と破壊を繰返 して きた世界史の ､ 封滅的な尖端で あ る現
代意識+ に根づ い て お り､ そ の 意識の 上に ｢荒地+ 派詩人の精神は成長 しできたの
で あるo こ の こ と 臥 ｢荒地+ 派詩人が ｢戦前に於て すでに戦後的で あ っ た+ とい
うこ とを意味して い る｡ 3 換言すれ ば､ T.S. エ リオ ッ トの 『荒地』 (1922) など
の ｢第 一 次大戦後の ヨ ー ロ ッ パ 文学の影響+ を戦前におい て受けて い た ｢荒地+ 派
詩人たちは ､ 彼 ら自身を認 識する年齢に達 した時､ ｢我 々 は現代 の荒地 に ゐ
た+ 4とい う認識をも っ たと い う こ とで ある ｡
｢現代は荒地で ある+ とい う現代意識を戦前に持 っ た ｢荒地+ 派詩人たちが､ 戦
中に おい て どの ような詩を書い て い たの かという こ とを考察す る こ と辻､ 彼 ら自身
の戦争中の精神の 状況 を探る上 で 重要で あ るだけで なく､ 戦後の ｢Ⅹへ の 献辞+ で
集約される詩の 認識の より深い 理解 へ と通 じてくるも の である と思われる｡
｢戦前に 如 ＼て戦後的で あ っ た+ ､ すなわち､ 戦前におい て すで に ｢荒地+ に生
きて い るとい う こ とを自覚 して い た ｢荒地+ 派詩人の精神状況が､ 如何に 当時の 日
本の 精神状況とか け離れたも の で あ っ た かと い う こ とに つ い て は､
‾
鮎川信夫が
19 41年1 0月1 7日に 日記 に記 した次の ような文面が象徴的に示 している.
10月1 7日
今日こ そ衝から帰 っ て N .Tの 滅亡 を予言 する こ とが出来 る｡ こ の悲 しむ べ き
事実の 予兆を 一 体誰が考えて ゐるだ ろうかo 私 の 数年前からの危慎が漸く明瞭
り した形とな っ て 次第に こ れか ら現れて くるで あろう｡ 5
上の内容を鮎川信夫が日記 に記 した時､ すで に 日本は､ ･｢戦争に対する どんなち っ
3 前掲書､ 6 5貞｡
4 黒田三郎 ｢T he W a ste La nd+ ､ ｢荒地+ 第1巻､ 第3号､ 4 8頁｡
5 鮎川信夫 ｢日記ⅠI 1 9 4 1+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第7巻､ 3 5 9-7 2(3 70) 戻.
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ぽけな懐疑でも ､ 当局 どこ ろか､ 隣人 にも洩せ ない ような時+ 6に な っ て い たと考
えるこ とがで きるo こ う した状況で ､ 鮎川 臥 ｢N.T+ というイ ニ シ ヤ アノしを用い
て ｢日本帝国+ の 滅亡 を上 の ように予言して い るわけで あるが､ 重要な こ と臥 鮎
川がこ の よう に予言する背景に臥 当時すで に鮎川が ｢現代は荒地で ある+ という
｢内的基礎+ を保持 して い たと い う事実であ ろう｡ 当然､ こ の 日記 における鮎川の
日本帝国の滅亡 の 予言比､ 194 1年10月1 7日の 前後に起こ っ た日本で の 動き､ つ ま
り､ こ の 日の 前日で あ る10月16日に起 こ っ た日米戦回避をはか っ た第 3次近衛文
麿内閣の総辞職という事実と､ こ の 日の 翌 日であ る1 0月18日に起 こ っ た日米開戦
を主張する東条英機内閣 の成立とい う ｢外部の動き+ にも深く関わ っ て い る と思わ
れる が､ こ う した ｢外部の動き の 必然性+ 以上に ､ ｢現代 は荒地で ある+ とい う
｢内的基礎+ の 上 に ､ 鮎川信夫は ､ こ の 予 言を打ち据えてい るように思え る｡ 7
そ して ､ こ う した1 0月 1 7日の 時点で 鮎川信夫が予言 した 日本帝国 の滅亡 の 予 兆
は､ そ れか ら2 カ月 も経たな い う ちに ､ 大 きな事実とな っ て 現れ て きたの で あ っ
た｡ 日本海軍 の機動部隊が ハ ワイ の米太平洋艦隊に加えた真珠湾攻撃に よ っ て太平
洋戦争が開戦した1 9 4 1年1 2月8日､ 鮎川信夫が日記 に記した内容は ､ ｢日､ 英米の
戦闘開始せ らる ｡ + と い う 一 文からな る事実の み であ っ た｡
こ の よう に ｢現代 は荒地で あ る+ とい う現代意識を､ 決 して ｢強い+ とい う形容
できる程 し っ かりと した意識で はなか っ たにせ よ､ ｢内的基礎+ と して戦前に個人
個人の レ ベ ル で ｢荒地+ 派詩人たちが獲得 して い たとい う事実臥 彼らの精神が､
太平洋戦争勃発当時の 日本に起 こ っ た精神的な熱狂と昂揚とは遠く隔た っ たもの で
あ っ たとい う こ とを説明 して くれ るかも しれな い ｡ 日本人 の多くが ､ ｢天佑 ヲ保有
シ常世 一 系ノ 皇詐ヲ践メ ル 大日本帝国天皇ハ 昭二 忠誠勇武ナル汝有衆二 示ス/朕益
二 米国及英国 二 対シテ戦ヲ宣ス+ と始まる宣戦の大詔を感激をも っ て 聴き､ 真珠湾
6 鮎川信夫 ｢われわれの 心にと っ て詩とは何で あるか+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第2巻､ 16 0頁｡
7 前掲書､ 1 6 0頁｡
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の 奇襲とプ リ ン ス ｡ オ ブ ｡ ウ ェ ー ル ズの撃沈を手を拍 っ て 喜んで い た時に ､ ｢荒
地+ 派詩人は ､ 恐ろ しく醒 めた精神状態で ､ 戦争とい う決定的な時期に直面した当
時の状況を見つ めて い たの で ある｡ ｢荒地+ 派詩人 の こうした醒め き っ た精神が､
土気昂揚の歌や軍歌を謡 い 上 げる精神とも ､ 国家目的や国策を肯定しそれに協力す
るような戦争詩や愛国詩を書く精神とも､ それを読んで感動する精神とも､ 如何に
かけ離れたも の で あ っ たの かは､ 想像する に難くない ｡ そ して ､ こ の 頃すで に若き
詩人として詩を書い て い た ｢荒地+ 派詩人たちは､ 太平洋戦争の勃発に よ っ て ､ よ
りは っ きりと した形 に な っ て 次第に現れて きた ｢滅亡+ からくる死の 予感や実存的
不安､ 容赦なく ｢荒地+ 派詩人たちをも戦争に巻き込 こ もうとす る戦争 へ の時代的
な熱狂が引き起こ す､ 彼ら自身の自我 の解体とその苦悶を､ 詩的言語と して紡ぎ出
さざるを得なか っ たように 思われる｡ こ の頃､ 鮎川信夫が書い て い たの8j:､ 次の よ
うな詩であ っ た｡
神々
働ふもの 考え るもの
また烈 しく運動す るも の
神々 よ あなたの 姿勢は万別なれど､
帰する と ころ 一 に して 祈りは慧き慣習の 光明なり.
鳥撤すれ ば山河
仰げば星農 の静かな明け暮れ
食もなく衣服もなく､
高い処 に住む神々 よ｡
御身は知 っ て ゐ る､ 世 の輝か しい 変貌を､
新 しい 種子が新 しい 土地に播かれ つ つ あ る こ とを｡
御身は教える､ 肉の 商な るもの たち に､
｢美 しき実を結ぶ悪 しき樹はな し ｡ +
戦い は何処よりか
熱い 太 陽を背負ふ 神々 よ
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あなたの渇望が ､
大 い なる真昼の泉に い そ(I) からだ｡
耐 へ ぬば - - ､
あなたの齢にと っ て ただの 一 瞬を ｡ 8
詩 ｢神々+ は ､ 太平洋戦争勃発から約半年後の 194 2年5月 に ､ 詩誌 ｢詩集+ (5
月号)に掲載された詩作品で あ る ｡ そ して ､ こ の 5 カ月後の 同年1 0月 に鮎川は入営
しス マ トラ に派遣される こ とになる ｡ こ の 詩の なかで特に目を引 くの 披､ ｢耐 へ ね
ば - - + と い う言葉をつ ぶやく､ 自らの 生きるという こ とを肯定して い る意識で あ
る ｡ そこ に は､ ｢現代は荒地で ある+ という終末論的現代意識と戦争とい う事実を
通 して自覚 した絶望 に､ 何とか立 ち向かい ､ そ の 絶望の なかでさ えも､ あ るい は､
自己の死 とい うもの を前提に して も､ 生き るというこ とを敢棄 しない強い 意志が感
じられる ｡ さらに､ そ こ に は､ 鮎川信夫の ｢逼迫 したもろもろ の情況 へ 挑んで みせ
た最後の抵抗+ も読み とる こ とがで きる ｡ 9 ｢マ ス ･ コ ミはもちろん ､ 文学､ 芸術
の 世界まで ､ 目に見えない 速度で ナシ ョ ナリズムが奥深く浸透 して い く+ 情況で ､
｢国家にも ､ 社会に も､ 家庭にも ､ ま た日本の詩にも ､ 希望 を託す べ きもの+ を見
い だせ なか っ た鮎川 が､ 絶望的状況に挑み ､ 絶望の なかで生 き る べ き方法を求め て
一 本の ベ ン をと る ｡ ｢軍隊に入 っ て しま っ たら どうな るかわか らない とい う気持
で+ ｢時間がたつ の が不安で たま らなか っ た+ 鮎川の精神は､ 絶望 のなかで どの よ
うに生 きる べ きかという方途や絶望の なかの生 に意義を与え る価値を求めて ､ 暗い
現実の束縛から解放され ｢神々+ が住む ｢高い 処+ に 上昇する｡ 10 しか し､ 鮎川
の 精神が ｢神々+ の 世界に上昇す る の は､ 絶対的な価値をそうした世界に求め るか
らで はなく ､ ま
■
た､ そ こ に精神を避難させ る ためで もない ｡ ｢聖書と ニ イチ ェ をか
らみ合わせ た+ こ の 詩の 中で展 開され る ｢神々+ の世界で鮎川 の精神が必要と した
8 鮎川信夫 『鮎川信夫全集』 第1巻､ 5 2 5_ 2 6頁｡
9 鮎川信夫 ｢詩的自伝と して+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第8巻､ 2 8 4頁｡
10 前掲書､ 2 8 4- 8 5頁o
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の は､ そ こ に 存在す る絶対的な宗教的価値で もなく避難所でもなく､ 絶望の なかの
生を客観的に見る こ とがで き ､ そ こ で何らかの生 の方途や意義を見出すキとがで き
る ｢高さ+ その も の なの で ある ｡ そして ､ 鮎川の精神がその ｢高さ+ にお い て見出
したもの は､ ｢戦い+ は ｢神々+ の ｢齢にと っ て はただの 一 瞬+ で ある とい う形而
上学的な事実で あ っ た ｡ 戦争は人間に苦痛を与える｡ 多くの 人間に とっ て は､ そ れ
が長く続くこ とは耐えられない こ とで ある｡ しかし､ その ｢戦い+ は､ ｢神々+ の
｢齢に と っ て はただの 一 瞬+ の こ となの だと逆に考えて み るとき､ 鮎川 が ｢耐へ ね
ば - - + とい う表現に かけた実存の重み は､ ｢死を予感した世代+ に確かな反応 を
示したと思 われ る｡ とい うのも ､ 戦争が ｢ - 瞬+ の こ とで あるとい う こう した形而
上学的事実は､ 戦争状態におけ る実存､ 言い 換えれば､ 絶望 の なかに生 きる 人間
に ､ ｢耐える+ とい う生 き方 を提示 し､ ｢荒地+ に生 きる精神に救い を与 えて い る
からであ る ｡ こ う した - 篇の 詩あ るい は詩的世界を通 して ､ ｢荒地+ に生 きるこ と
を自覚す る詩人と読者が結び つ く構造は､ 次に検討する森川義信の詩にお い て も存
在して い る｡
(2)
鮎川信夫と同様に ､ 絶望の なかの 生 を自覚 し､ それ を止揚 する こ とによ っ て ､ 倫
理的な価値 の世界を開示 した詩人に森川義信が い るが ､ 彼は､ 1 939年の 時点で ､
次の よう な詩をすで に書い て い た ｡
勾配
非望 の きはみ
非望の い の ち
はげ しく 一 つ の もの に 向つ て
誰がこ の 階段をおりて い つ たか
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時空を こ えて 吃立する地平をの ぞんで
そ こ に 立て ば
かきむ しるやうに 悲風 はつ ん ざき
季節放すで に終りで あつ た
たかだかと欲望 の精神に
はたして時旺
噴水や花を象眼 し
光彩 の地平をもちあげたか
清純なもの ばかりを打ちくだい て
なに ゆゑに こ こ まで来た の か
だがみ よ
きび しく勾配 に根をささ へ
ふと した流れの 凹みか ら雑草の かげか ら
い く つ もの道 ははじま つ て ゐ るの だ 11
森川義信の詩 ｢勾配+ は､ 1 939年の 詩誌 ｢荒地+ (第 一 次) に掲載されたも の で
あるが､ そ れは戦後の ｢荒地+ 派詩人 の活 動 の出発とな っ た第二 次 ｢荒地+ の第 一
号にも ､ 荒地詩人 の 活 動を世 に問う こ とに なる1951年版 『荒地詩集』 に も掲載さ
れて い る こ とか らわかるよう に､ ｢荒地+ 派詩人にと っ て は ｢記念的作品+ であ っ
た ｡ 鮎川信夫が言うよう に､ ｢荒地+ 派詩人は､ ｢戦争の 血と硝煙の 匂 い の な か
で+ 死ん だ森川 の こ の 作品ととも に ｢成長 して きた+ の で ある ｡ 1 2
こ の 森川 の 詩が ｢荒地+ 派詩人 に と っ て ｢記念的作品+ で あ る の 辻､ こ の 作 品
が､ ｢荒地+ 派詩人あ るい は ｢荒地+ に生 きる同世代の者たち に と っ て ､ 彼らの
｢青春+ が如何な るもの であ る の かを提示して い る点にあるム 黒田三郎は ､ 自ら自
身を認識す る年齢に達した時 ｢我 々は現代の荒地にゐ た+ とい う認識を持 っ た､ と
い う こ とを述 べ て い るが､ それは つ ま り､ 彼 らが自己とい うもの を自覚した時に ､
すで に ｢非望 の きわみ+ の なかで 生き る ｢非 望の い の ち+ しか選択で きな い状況 に
11 黒田三郎 ｢勾配+ ､ ｢荒地+ 第1巻､ 第1号､ 12-13頁｡
1 2 鮎川信夫 ｢暗い 構図 - 囚人に関する ノオ トⅠ - + ､ ｢荒地+ 第1巻､ 第1号､ 2 6頁｡
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あっ たとい う こ とを意味 して い る ｡ こ こ に ､ 戦争という絶望的な状況の中で最初の
自己認識を経験 しなけれ ばならな かっ た ｢荒地+ 派詩人たちの世代の苦悩がある｡
しかし､ 詩 ｢勾配+ の 詩人 ､ 森川義信臥 そうした現実に対して否定 した り逃避 し
たりせずに ､ 絶望の なかの 生 を自覚し､ それ を生 きる こ とによ っ て そ の強制された
現実に対して 反抗しようとする. そうした反抗が､ 森川 の詩で は､ ｢生に 関す るkJ
悲+ 1 3を生 み出す結果 に な っ て い る ｡ そ の 幻 想とは ､ ｢生+ が ｢荒地+ と い う
｢死+ の 他に立 っ て い る の は､ ｢生+ が ｢死+ へ と通 じる ｢勾配+ ､ すなわち ｢階
段+ を降りて きたからなの だ､ とい う封想 で あり､ それ は森川自身の内面の論理で
もある . そ して ､ 詩人森川が こ の封想に基づ きながら発 した問い ｢誰がこ の 階段を
おりて い つ たの か+ に対 して ､ それ は ｢我 々+ の 現在の ｢い の ち+ で あると考えて
み る とき､ 森川 がこ の 詩の 最後の表現 ｢だがみよ/きび しく勾配 に根をささ へ /ふ
とした流れの 凹から雑草の かげか ら/いく つ もの 道ははじま つ て ゐ る の だ+ に かけ
た実存の 重み ､ つ ま り､ 絶望の な かに生 きる者の かすかな希望は､ ｢荒地+ 派詩人
たちの世代に ｢光+ を投げかけて い ると言 えるで あろう ｡
(3)
今まで考察して きた2篇の詩､ 鮎川 の ｢神々+ と森川の ｢勾配+ は､ 前者は太平
洋戦争前期に ､ 後者は日中戦争末期に善かれたもので あ る｡ こ の 2篇は､ ｢荒地+
派詩人 の詩的方法をも っ とも分 かりや すく説明する もの で あ る と思われ る が､ 次
に､ 太平 洋戦争中期から末期に書かれた戦中作品と して ､ 三 好豊 一 郎の 詩 ｢囚人+
を考察して おきたい ｡ 三 好 の こ の 詩作品は､ すで に第2章第2節 におい て ､ そ の 一
部を扱っ たもの で あ るが ､ もう 一 度こ こ で ､ ｢荒地+ 派詩人 の詩的世界の構築とい
う観点から､ そ の 全体を見 て み る こ とにす る ｡
1 3 前掲書､ 2 7頁.
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囚人
真夜中 眼ざめ ると誰もゐ な い -
犬は驚い て吠えはじめる 不意に
すべ て の 睡眠の高さに躍びあがらうと
すべ て の司は ベ ッ ドの なかに ある
ベ ッ トは票の中にある
孤独に おびえて狂奔す る歯
とびあがつ て はす べ り落ちる絶望の声
その たび に私 は ベ ッ ドから少しづ つ ずり落ちる
私の 眼 は壁にうがたれた双 ツ の 穴
夢は机の 上で燐光の やうに凍つ て ゐ る
天には赤く燃え る星
地には悲 しげに吠え る犬
(どこ か らか かすかに遠 つ て くる木霊)
私はそ の秘密を知つ て ゐ る
私 の 心臓 の牢屋 にも閉 ぢ込 め られた 一 匹の 犬が吠えて ゐ る
不眠の蒼ざめた vie の 犬 が 14
こ の 三好豊 一 郎の 詩作品 ｢囚人+ が､ 鮎川信夫の詩 ｢神々+ や森川義信の詩 ｢勾
配+ との 比較した場合､ きわだ っ て い るの は､ 絶望 の なかに生 きる こ とを自覚 した
人間の生命 の危機を､ まさに現実そ の もの が怖くて 目覚めて起きて い る こ とさえで
きない とい う レ ベ ル で ､ 現 実その もの の 恐怖の側から､ 自らの 詩 の こ とばに定着し
て い る とい う点で あ ろ う｡ 牢 獄 に 囚 われ ､ 死刑が確定 した ｢囚 人+ の よう に ､
｢私+ は､ 戦時下とい う絶望的な状況 に閉塞され､ 絶望の なかに 生き る こ とを自覚
して い る ｡ こ の よう な実存が､ 現実を忘 れ ､ 精神の平安を見出す こ とがで き るの
披､ 眠りの 時だけなの で ある ｡ とい うの も ､ 絶望の なかに生き る人 間の覚醒状態で
披､ その 現実空間その も の が､ そ の 人間に恐怖を常に与え続ける からであ る . 言い
1 4 三好豊 一 郎 ｢囚人+ ､ ｢荒地+ 第1巻 ､ 第1号､ 1 4-1 5頁｡
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換えるな らば､ 覚醒 して い る時には､ 常に死 の観念から逃れられない からで ある｡
しかし額がら､ 詩作品 ｢囚人+ の ｢私の 心臓の牢屋+ で 臥 眠るこ とに よ っ て絶望
的な現実から逃れる こ との で きない ｢不眠の蒼ざめたvieの 犬+ が､ 常に孤独と絶
望に吠え続けて い る｡ こう した実存的不安の状況下 にある精神の ために ､ 人間披 ､
従来､ 秩序や永続的で恒久的なもの を創造する こ とによ っ て ､ 精神の 避難場所を作
り出 して きたわけで あ るが､ 現代の ｢荒地+ には､ そうした秩序も恒久的な価値も
存在 しない ので ある｡ 人 間は絶望 の なかで も生きる こ とがで きる ｡ しか し､ それで
は､ 魂の 救い の ない状態で人 間が生 きる生 とは 一 体どんな生なの かと､ 逆 に問い 返
してみ るとき､ そ こ で 三好は､ ｢真夜中+ に 目覚め ､ そ こ に ｢誰もゐ ない+ と不安
になり､ 眠 りの 申に再び戻ろうと して 吠える ｢犬+ の ｢生+ と､ ただ単に 恐怖と苦
痛のみ が与え られ ､ 魂の 救済されない自己の ｢生+ とは同 じで はない のb,とい う内
的な論理を発見する の で あ る｡ そして ､ この 内的論理をさらに押 し進めて ､ 魂とい
うもの を中心 に考えたとき､ 三好 の 限には､ 自己の 魂が､ 救済され る こ ともなく､
絶望から解放され る こ とな く､ ｢心臓の 牢獄+ に閉 じこ められ､ 絶望 と孤独 にさい
なまれて い る ｢vie の 犬+ と して見えたので はない で あろうか｡
以上､ 若き ｢荒地+ 派詩人 に よ っ て 戦争期に書かれた3篇の詩作品､ 鮎川信夫の
｢神々+ ､ 森川義信 の ｢勾配+ ､ 三 好豊 一 郎の ｢囚人+ を対象に ､ 彼 らの 詩的世界
を考察 して きた｡ こ れ らの 考察を通してまずも っ て明 らかに なる の は､ そ の 詩的世
界の ｢暗さ+ で ある ｡ こ の 詩的世界の ｢暗さ+ ､ ある い は､ ｢詩の暗さ+ は､ 戦後
の ｢荒地+ 派詩人 の詩にも顕著に見られる要素で あるが､ こう した ｢暗さ+ が 一 体
何を意味して い るの かと い う問窺は､ 十分 に検討されなければならないも の で あろ
う｡ とい うの も､ そ の 問題は ､ ｢荒地+ 派詩人の ｢詩を書く+ とい う行為 に対する
考え方を始め ､ ｢生 き る+ と い う こ とに対する態度や こ とばに対 す る見解を､ 別 な
言い 方で言えば､ 1 9 5 1年版 『荒地詩集』 に掲載された ｢荒地+ 派詩人 の共通 の 主
張 ｢Ⅹへ の 献辞+ の核 にあ るも の を考える契機 にな るからで ある｡
鮎川信夫は､ エ ッ セ イ ｢現代詩とは何か+ の 中で ､. ｢荒地+ 派詩人の詩作品に つ
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い て多く の人 から指摘されて きた ｢暗さ+ に つ い て ､ 次の よう なこ とばを書き記 し
てい る･｡
僕達が書い て きた詩の暗さに つ い て 臥 十年も前から､ い ろい ろな人に指摘
され つ づ けて きたo だが､ 僕たち披誰から何と言われようと､ 自分達の詩を決
定 して い る要素､ それ がたとえ ば暗さというような言葉で安直に言われ るもの
で あ っ て も､ 黙 っ て 受け入れて きた｡
- 篇 の 詩が明 るい とか暗い とか言われ る の 臥 多くの場合､ 単に表面的な
ム ー ドに つ い て 言っ て い る の で あ っ て ､ 別に大 した問題で はない よう に思われ
る ｡ 詩の価値 の評価に当 っ て は､ そんなこ とはとるに足 らな い こ とだ｡
しか し､ ながい 期間､ 僕たちの 詩が暗い と 一 般に言われて きた こ とは､ それ
だけで は済まされない もの が あるような気がする｡ 15
上の 文章 の中で鮎川信夫は､ ｢荒地+ 派詩人たちが､ 彼らの 詩に対 して指摘され続
けてきた ｢暗さ+ を ｢黙 っ て受け入れ て きた+ こ とを明らかに して い るが ､ そう し
た甘受の背景に は､ ｢暗さ+ とい う こ とばによ っ て意味されるも の を､ 表面的に で
はなく､ そ の深層まで辿 っ た場合､ そ こ に ｢自分達の詩を決定 して い る要素+ に達
する とい う確信があ る からで あ る ｡ ｢荒地+ 派詩人 に と っ て ､ 主体的な こ とばに
よっ て現実の ｢暗さ+ を開示 して い く こ と こ そが､ そ の ｢暗さ+ から ｢ 一 条の 光+
を求め る唯 一 の 方途 で あ る と同時に ､ 彼ら自身の ｢存在証明+ で もあ っ たの で あ
る ｡
(4)
今まで考察 して きた三 人 の ｢荒地+ 派詩人 ､ 鮎川信夫 ､ 森川義信､ 三好 豊 一 郎に
15 鮎川信夫 ｢現代詩とは何か+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第2巻､ 6 4乱
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よっ て戦中に善かれた詩作品の中に 臥 その詩作品の読みの行為を通じて ､ 戦後､
他の ｢荒地+ 派詩人たちによ っ て為される､ 彼ら自身の自己や世界観の開示を促す
中心的なイメ ー ジ や詩句が存在 して い る｡ 仲間の詩人によ っ て紡ぎ出された こ とば
の中に存荏するそ う した中心的なもの､ 別 の 言い 方をすれば､ 詩的主体が自らの経
験に基づ い て紡ぎだ した仲間の詩人の詩の核を､ 他の ｢荒地+ 派詩人が個々 の詩的
行為を行う時に､ それ を共通の もの と して 引継ぎ､ 別 の詩を創作 して い っ た という
点に､ 戦後の ｢荒地+ 派 の 詩的行為の ひとつ の 特徴があると言え る ｡ そ して ､ こ の
こ とは､ ｢荒地+ 派詩人が ｢Ⅹへ の献辞+ で 明示す ると ころの ､ ｢荒地+ 派詩人全
て が､ 詩的行為を通 じ共 同 して ｢荒地+ 的現在に立ち向かう態度をよく示 して い
る ｡ こ う した仲間の詩を通 じて ､ そ して 自分の 詩の こ とばを紡 ぎ出す こ と に よ っ
て､ ｢荒地+ 派詩人は､ 彼らが存在する ｢荒地+ におい て生きて い くこ と の 問題を
読者へ ､ ｢荒地+ 派詩人 の 言葉で言うならば､ ｢親愛なるⅩ+ へ と詩の秤を拡大し
て い くの で あ る ｡ 例 えば ､ 次に 示す詩句から始まる北村太郎の詩 ｢微光+ (詩誌
｢荒地+ 第5号) に は､ 三好豊 一 郎が詩 ｢囚人+ の 中で 開示 したこ 彼 ら自身の戦
前､ 戦中､ 戦後と生 きて きた ｢生+ が犬 の ｢生+ で はない か､ とい う 問い を含んだ
意識を受け継ぎ､ すで に彼 らが生まれたときに は ｢季節はすで に終りで あ つ た+ と
いう詩句に存在す る森川義信の現代を ｢荒地+ とみ る意識を再び確認す る こ とに
よっ て ､ そ れで は 一 体そ の ｢犬+ の ｢生+ の ｢ 一 生+ がどんなも の なの か ､ という
こ とをさらに詩の なかで追及 して い く詩人北村太郎の姿勢が見られ る ｡
冬の 落日を斜めにあびなが ら､
犬はねむ つ て ゐ る ､
石段に ながく前肢をの ば し､
そ の 上 に老 い た顎 をの せ て ｡
残酷時代､
おもたい 銀の 首輪と ､
おも たい鎖 とが暗い 一 生 の 始め に ､
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きらきらと催い たの です｡ (｢微光+ より)16
この 詩作品におい て ､ 犬 の L 生+ 放 し 年+ というサイクル に喰えられ る. 第 一
連におい て 描かれ た ｢老い た+ 犬 臥 自らの生の ｢イ マ ア ジ ュ の連続+ を､ 第二 連
における生 を受けた し 月+ から ､ 死 の 訪れ を暗示する ｢十二 月+ まで とい う し
年+ の サイ ク ル の 中で 回想するの で ある . ｢二 月+ 以降披次の ように続い て い く .
二 月がお とづれ ､
三 月がや つ て くる｡
(ス トオ ヴに投げこ まれ､
赤あかと音をたて て燃えあが る石炭｡
しづか に ､
主人は歴史の書物をめくり､
屋根 をこ すつ て ゆく木枯ら しに火照 つ た顔をあげる - )
四月 ､
そ して 五月｡
つ ね に 眼 を地上 にむけて ､
尿の匂 ひ を追跡 しながら街の隅々 まで は しり廻 るの だつ た｡
六月 ､
そ して 七月｡
わたく しは卑屈な萎常を い く つ も覚えま した､
一 片の 焼肉がほ しい ばかりに ｡
さわや かな秋 の 水道｡
コ ッ プ にくん だ水 がわたく しの 牙 に霧 をかけて獣性をやわらげ る ｡
十 一 月 ､
そ して 十二 月 ｡ (｢微光+ より)17
こう して ｢犬+ の ｢記憶+ を通 して語られる 一 年 が､ 彼ら自身の 生 きる 一 年と同 じ
だと しても ､ また ､ そ の 一 年が何度も繰り返される ｢犬+ の ｢ 一 生+ が､ 人間の -
1 6 北村太郎 ｢微光+ ､ ｢荒地+ 第2巻､ 第1号､ 2 -4 (2_ 3) 頁｡
1 7 前掲書､ 3_ 4頁｡
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生と同質の も の で あろうと､ ｢残酷時代+ に生 きる ｢犬+ 臥 果 た して し 生 の終
り+ を･自覚 して い るの で あろう かo こ の ような問い をこ の詩の 最後に北村は含ませ
る こ とに よ っ て ､ ｢残酷時代+ に生き る人間の ｢微光+ を､ し 生の終り+ すなわ
ち ｢死+ を自覚す る こ とか ら､ 見出そうと して い る o それ 臥 別の 言い 方 をすれ
ば､ 三好が ｢囚人+ の 中で定着させ た< ｢犬+ の ｢生+ - 人間の ｢生+ > とい う論
理を､ 死の 自覚によ っ て ､ 乗り越えて行こ うする立場で あり､ ｢おとろえた鼻は/
ぽんやりと 一 生 の終り を喚ぎつ けて ゐ るの だろうか+ 18と問い ､ そ して ､ ｢我 々+
は ｢ 一 生 の 終り+ を喚ぎつ け る こ とがで きるの だ､ とい う答えを準備する こ とに
よ っ て ､ ｢微+ かな人 間の 生 きる ｢光+ を導き出して い こ うとす る立場で あ ると言
う こ とがで きるかも しれない ｡
さらに ､ 三 好豊 一 郎が自己と世界を開示 した詩作品 ｢囚人+ にお ける ｢囚人+ と
いうイメ ー ジは ､ 次の 中桐雅夫 の詩 ｢夜の歌+ で は∵ ｢誰にで も笑顔をむけ+ る と
い う非主体的な生そ の もの の在り方を ｢罪+ と し､ そ の ｢罪+ を ｢死刑+ に値す る
もの だと見なすこ とに よ っ て ､ ｢死刑囚+ とい うこ とばに受け継がれて い く｡
夜の 歌
わた しはい つ も微笑んで ゐま す｡
まるで 怒 る こ とを忘れて しま つ たやう に ､
それが わた しの 宿命でで もあるかの やう に､
わた しは誰に でも笑顔をむけ､
さう して ､ 実は､
わた しは､ 毎夜､ 自分 の神を亮つ て ゐ る の で す｡
はちきれさう なわ た しの 肉体､
ゆたかなわたしの く ろ髪､
わた しはい つ も暖かく､
い つ も満ち足 り､
い つ もい い 匂ひ を して ゐ ます｡
1 8 前掲書､ 4頁｡
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けれ ど､ 暗い ガア ドの 下に倖 つ て ､
煙草を口 に唾 へ ると､
わたしの罪は､
太陽の ごとく真実に な つ てくるの で す｡
わた しは ､ 毎夜､ 死刑を宣告されて ゐ るのです｡
死刑囚 の 美貌が何になるで せう､
また､ 死刑 囚がい くら罪を重ねて も､
それは ､ 無限に - を加 へ るやうなもの で はありませんか｡
わた しは唇をすぼめて ､
男 の顔に煙を吹きかけて やります｡
ゴ トゴ トと不愉快な音をたて て ､
貨物列車がわた しの頭の中を横切ります｡
それ 披､ わた しだけの こ とで せ うか.
ああ ､ わたしは む しやうに怒 りたい ｡
死刑囚 にも怒る権利があるとい ふ こ とを､
せめて ､ わた し自身に知らせて お きたい ｡ 1 9
こ の よう に中桐雅夫は三 好豊 一 郎の 詩 ｢囚人+ から ｢囚人+ とい うイメ ー ジ を､
北村太郎は ､ ｢犬+ の ｢生+ を ､ こ こ で は具体的に言及 しなか っ たが､ 木原孝 一
披､ 詩作品 ｢喪はれた階段+ 2 0の 中で ､ 森川義信の 詩作 品 ｢勾配+ から ｢階段+ の
イメ ー ジ を､ そ れぞ れ引き継ぎながら､ ｢荒地+ 派詩人は､ 戦後日本の ｢荒地+ 狗
現実に生 き るための 意義の発見とい う､ ｢Ⅹ へ の献辞+ におい て彼らが希求す ると
こ ろに措定 した ｢ 一 つ の中心+ に 向か っ て ､ 詩作活動を続けて い く こ とにな る｡
こ の ような ｢ 一 つ の 中心+ に向か っ て の ア プ ロ ー チ は､ 一 つ の 視点から為され る
の で はなく､ 様々 な角度から為されて い くo そ の 主要なもの の 一 つ が､ 戦争によ っ
て失われ た自己の 主体性をどの よう に 回復するの か､ とい う視点で ある｡ こ れは､
当然､ ｢荒地+ 派詩人 の詩を書くと い う行為に直接むすび つ い て く る問題 であ る
1 9 中桐雅夫 ｢夜の 歌+ ､ ｢荒地+ 第2巻､ 第1号､ 42- 4 4頁o 引用の 斜体字の 部分は､ 参照 した原文
では傍点が付されて い る｡
20 木原孝 - ｢喪はれた階段+ ､ ｢荒地+ 第2巻 ､ 第1号､ 4 815 0頁｡
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が､ 彼らは戦後に おい て も主体性を回復で きない でい る自己の存在自体を､ こ とば
に反映させ詩の 中に定着さ せ る こ とに よ っ て ､ 自己確認し､ そ こから次の 一 歩を
｢ 一 つ の 中心+ に 向か っ て踏み出そうとする.
戦後に生き る人間存在 の主体性に関わる視点臥 先に言及した申桐雅夫の詩 ｢夜
の歌+ の ｢わ た しは い つ も微笑んで ゐますo /ま るで怒るこ とを忘れて しま つ たや
うに ､ + ､ ｢ああ ､ わたしは む しやうに怒りたい ｡ /死刑囚にも怒 る権利があ ると
いふ こ とを､ /せ めて ､ わた し自身に知らせて おきたい ｡ + とい う詩句にも認める
こ とがで きる o こ の 視点を､ 戦中あるい 披戦後の生そ の ものをリ アル に写 し出す手
法で描き出すこ とによ っ て 追及する こ とによ っ て ､ 戦後の 日本における人 間の 主体
性を問う こ とに成功して い るの は ､ 黒田三郎で ある｡
たと へ 女殺 しの 罪を犯 そうとも
僕は僕で あり僕は遂に僕で あるの で あろう か
ふ たつ と無 い 気に入 りの美 しい 衣装をまとつ た喜びと悲 しみの なかで
イ エ ス と言ひ ノオ と言ふ こ とが忘れ られて既に久しい
(｢歳月+ より)21
体験
たれかが何とか言 つ て くれねばならなか つ た
さう すれば僕は
そんな馬鹿な こ とがあ るも の か
とい やで も言ふ こ とが出来 る
其の時ひ とは黙して語らなか つ た
ニ ヤ ニ ヤ笑ひ ながら尻込す る術を失つ た
ひ とび との顔が
硝子に映つ て ゐ るの を僕は見た
白い 雲 が硝子 に映つ て ゐ る の を僕は見た
すべ て は僕の 予想通 りに展 開する
21 黒田三郎 ｢歳月+ ､ ｢荒地+ 第1巻､ 第2号､ 2 0_2 1貞｡
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僕は どうして無茶苦茶に僕を冒涜する こ とを
選ば.ねばならな かつ たか
そ して 既 にす べ て は終 つ たこ とを示 して ゐた
ひとびとは顔を見合せ
下司に笑 つ て ゐ るの もゐる 1
黒田三郎の詩作品 ｢歳月+ と ｢体験+ 臥 詩誌 ｢荒地+ 第1巻第2号に ､ ｢時代の
囚人+ と い う総題 の も とに掲載された小品で ある o 2 詩作品 ｢歳月+ で 乱 戦時
下の強制された ｢時代+ に身につ けて しま っ た自己の行為の頼廃､ すなわち ､ ｢イ
エ ス と言ひノ オ と言ふ こ と+ がで きない 非主体的な自己を､ 戦争が終了 した戦後に
]凱＼ても克月艮で きな い で い る自己意識を､ ｢僕は僕で ある+ が ｢僕は遂に僕で はな
い+ とい う苦い自己確認 の もとに ､ 詩の こ とばとして紡ぎ出 して い る ｡ こ こ に 臥
当然､ ｢僕は僕で なければならない+ とい う詩人の主体性に関わ る強烈な倫理的な
声が存在するわけで ある ｡ しか し､ それ にもかかわらず､ 非主体的な ｢ひ とびと+
の状況にお い て は ｢僕は僕で あ り+ えて い な い こ とに対する苛立ちと憤りが､ 詩作
品 ｢体験+ で は､ 自虐的に ､ ｢僕 は どう して 無茶苦茶に僕を冒涜する こ とを/選ば
ねばならなか つ たか+ という言葉にな っ て歌われて い るの であ るょ
こ こ で 注目す べ き こ とは､ や 放り､ ｢こ とば+ 自体が自己を客観的に 写 し出す
｢鏡+ の ような働きを持 っ て い るとい う こ とであり､ そう した自己認識を経て自己
批判の方途 を詩の中に見出し､ ｢荒地+ の 場を通 じて戦後の主体性を獲得 して いく
とい う点に ､ たとえ ｢荒地+ 派詩人の それ ぞれの 個々 の 位相の違い はある にせ よ､
戦後の ｢荒地+ 派の ひ と つ の 意義が認められるので はない で あろうか｡
1 黒田三郎 ｢体験+ ､ ｢荒地+ 第1巻 ､ 第2号､ 2 3_24頁o
2 ｢時代の 囚人+ 臥 上に引用 した､ ｢歳月+ と ｢体験+ の 他に ｢自由+ と題する作品が加わ っ た､ 三
つ の 小品からな るもの である｡
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第3車第3節
｢荒地+ 派詩人の 詩意識を支えた西欧の 文学者たち
- T･S･ エ リ オ ッ ト､ フ ラ ン ツ ｡ カ フ カ ､ T J臥 ヒュ - ム ー
第二 次大戦前の 日本の文学的風土におい て 臥 ヨ ー ロ ッ パ の 第 一 次大戦前後の詩
の理念と方法が同時的に存在した状況で あ っ たこ と臥 第1章第3節で検証 して き
たこ とで あるo 具体的に言えば､ 科学的進歩 へ の絶対的な信頼と ｢現衣+ から ｢未
来+ へ の あくなき希求から ｢攻撃性+ を身に つ け､ ｢速度の美+ と 咽 争の美+ を
賞揚し､ 従来の芸術的 ･ 社会的規範､ 伝統､ 権威な ど ｢過去+ のす ベ て の もの を徹
底的に破壊す る こ とを主張 した､ イタ リア未来派に象徴され るア バ ン ギャ ル ド的な
詩精神が 一 方にあ っ た ｡ 別 の 一 方 には､ 第 一 次大戦を引き起 こ した ヨ ー ロ ッ パ 文明
そのもの に対 す る痛烈な自己批判精神をもとに ､ 戦後社会の 不安と混乱と無秩序の
中で ､ ｢過去+ にお い て 存在 した絶対的価値や伝統や権威､ あるい 故知性を重視す
るこ とに よ っ て ､ 秩序の回復を目指 し､ 大戦後の ヨ ー ロ ッ パ の 在り方を模索 した､
イ ギリス の T.S. エ リオ ッ トや フ ラ ン ス の ヴァ レリ ー に象徴される主知的な文学傾
向が同時に存在 して い た｡ こ う した日本における第二次大戦前の雑然と した知的風
土の中で ､ 既 に戦前に於 い て ､ ヨ ー ロ ッ パ の第 一 次大戦前後の詩意識や詩的価値観
に接触 して い た ｢荒地+ 派詩人たちは､ 戦後､ 彼 らの詩的言語観を再構築するに当
た っ て ､ 様々 な角度からそれ らの文学作品を主体的に読む こ とを通 じて ､ それ らの
理念をそ の 詩的基盤に して い っ たと言う こ とができる｡ そ う した西欧の 文学者たち
の中で最も重要で あると思われ るの は､ 第 一 次世代を T.E. ヒ ュ - ム (Tho ma s
Em est Hulm e
,
1 8 3- 191 7) と し､ 第二 世代を T.S. エ リオ ッ ト(Tho mas Ste a m s
E liot
, 1888-1 965)､ ハ ー バ ー 卜 ･ リ ー ド (Sir He rbe rt E dw ard Re ad, 1893- 1 968
) ､ マ イ ケル ･ ロ バ ー ツ (M icha el Robe l･tS, 19 02-48) と し､ 第三世代を W .H.
オ ー デ ン (Wysta n Hugh Aude n, 190 7- 73) ､ C.D . ルイ ス (Ce cil Day Lewis,
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1904- 72) ､ S･ ス ベ ン ダ ー (SirStephe n=a r oldSpe nde r, 1909･) とする､ ロ ン ド
ン ｢荒地+ 派詩人と呼び得る詩人あるい は批評家たちから得た詩意識や詩的価値観
である｡
この節で 乱 戦後の ｢荒地+ 派詩人の詩的汚動､ あるい 臥 彼らの詩的言語観を
支えたと思われる こう した第 一 次世界大戦前後の ヨ ー ロ ッ パ の 文学者たちの中か
ら､ T･S･ エ リオ ッ ト､ フ ラ ン ツ ･ カ フ カ､ T.E. ヒ ュ - ム に焦点をあて ながら､ 如何
なる第 一 次大戦後 の ヨ ー ロ ッ パ に根付い た理念や思想を彼らが主体的に引き継ぎ､
自らの 詩的根拠にして い っ たの かとい うこ とを考察 して い きたい ｡
(1) T.S. エ リオ ッ ト
｢荒地+ 派詩人 臥 第二次大戦後､ 194 7年9月 から1948年6月 の間に刊行され た
詩雑誌 ｢荒地+ (第 二次､ 全 8 冊) や､ 1951年から1 9 5 8年まで続 い た年刊 ア ン ソ
ロ ジ ー 『荒地詩集』 (全8冊) など､ い わゆる ｢荒地+ 派の場を通じて ､ 戦後の詩
的行為の基盤 ､ 換言すれ ば､ 詩に 関する共 同の理念を構築 し､ それ を基礎に した詩
的活動を積極的に 日本の詩領域に提示 して い っ た｡ そ の理念 は､ 195 1年版 『荒地
詩集』 の巻頭に掲載された文章 ｢Ⅹへ の 献辞+ に集約され るもの で ある が､ そ の理
念の根底には ､ 次の よう な文面からは っ きりと理解で きるよう な､ ｢荒地+ 派詩人
たちが戦後共通 して抱くこ とにな る ｢現代+ に対する明確な意識が存在 して い る ｡
現代は荒地で あ る｡ [ - - ] 現代社会 の 不安の諸相と､ 現代人 の知的危機 の
意識は､ そ の 発端を ､ 過去 とい う記憶と資料の授けをかりなければならない世
界に有 して い る ｡ 科学の進歩に追随 し､ 或は経済学に対す る課題的欲求が強ま
れば強まる ほ ど､ 僕等 の生活は惨めなもの とな り､ 現代の空はますます暗潅と
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して くるの で あ るo 人間が機械に隷属し､ 個人が集団の申に解消せ しめ られる
時代､ そ して人類を破滅の淵に追い落す戦争恐怖の時代､ - かかる時代に空を
仰(t>者は､ 人類の文化に対して ､ 自分 がある精神的不安の血 を受継い で い るこ
とを感じとるに相違な い ｡ 1
｢荒地+ 派の マ ニ フ ェ ス トとも考えられて い る､ ｢Ⅹへ の 献辞+ における上記の文
章に 臥 ｢荒地+ 派詩人が第 一 次大戦後の ヨ ー ロ ッ パ 文学､ 特にT.S. エ リオ ッ トの
詩作品 乃 e Waste La nd (192 2) などを読むこ とによ っ て感得 した､ ｢現代は荒
地で ある+ とい う ｢現代意識+ が彼ら自身の確固た る ｢こ とば+ として刻まれて い
るだけで はなく ､ ｢荒地+ 派詩人の実際の 眠から見た ｢現代+ の ｢荒地+ 杓様相も
分析的に記述されて い る｡ ｢現代+ の ｢荒地+ 的様相に つ い て の 認識や､ あるい は
｢現代+ を ｢荒地+ たら しめ て い る要因に つ い て の考察臥 ｢荒地+ 派詩人によ っ
て ､ 戦後､ 深められ ､ 後 に 自らの 詩的行為の根拠に結び つ けられて い くも ので あ
るo こ の よう な戦後におけ る ｢荒地+ 派詩人 の ｢現代意識+ の 深化に は､ その前段
階と して すで に臨戦状況下 にお い て ､ ｢現代は荒地で ある+ とい う現代意識を自己
の 生と関わらせ なが ら真剣に考えようと して い たとい う こ と､ 換言すれば ､ T.S. エ
リオ ッ トの詩作品や批評作品 の根底に あるとも言え る 一 つ の 認識を ｢荒地+ 派詩人
が主体的に受け入れ ､ 内面化 しようと試み て い た事実と､ 戦後､ そ の認識を血肉化
させ る原動力とな っ た戦争体験の 二 つ の大 きな要因が存在すると思われ る｡ こ こで
臥 まず戦争とい う暗い 楚音が徐々に大きく響き始めた頃の ｢荒地+ 派詩人たちの
T･S･ エ リオ ッ トとの接触を明らかに しなが ら､ 彼らが エ リオ ッ トの作品の 中に潜在
する現代意識や思想を､ 如 何に彼らの ｢詩を書く+. とい う行為に収束されて い く 一
つ の 思想に変換 しよう として い たの かとい う実態を明らかに して みたい ｡
鮎川信夫は ､ 戦前 にお け るT.S. エ リオ ッ トの 作品 との 最初の 出会 い に つ い て ､
｢Ⅹ へ の 献辞+ ､ 19 51年版 『荒地詩集』 ､ 3頁｡
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｢エ リオ ッ トを想う+ と題する短い エ ッ セイ の 申で ､ ｢T.S. エ リオ ッ ト乱 暴初ど
の ようなかたちで ､ 私 の 心の申に入 っ て きたの で あろう? と考えてみ て も､ それが
どうも判然と しない o 文学者と して偉大な存在だとい うような強烈な印象をも っ
て､ 私 の心の中に とび込んで きたので 辻ない こ と臥 た しかであ る｡ + と証言 して
い るo 2 こ の 証言は ､ その 後､ どのように して鮎川や他の ｢荒地+ 派詩人たちの
心 の中で T･S･ エ リオ ッ トの 存在が ｢偉大な存在+ と して像を為して い くのか､ とい
う彼ら自身の内面に関わる問い を含んで い る ｡
｢自分が10代で T･S･ エ リオ ッ トを読んだとい うこ とをまれな幸福だ っ た+ と エ リ
オ ッ トを偲ん で述懐する鮎川信夫が エ リオ ッ トの初期の作品につ い て知 っ たの は､
｢当時､ 外国の新文学の紹介に熱心だ っ た ｢詩と詩論+ (春山行夫編集) の紹介を
通じて+ で あ っ た ｡ 3 鮎川 の こ とばによれば､ 彼が中学2年(1 4歳) の終わり
頃､ 即 ち19 34年末か ら19 35年初めにかけて ､ 大 久保駅付近 に ある古本屋で詩誌
｢詩と詩論+ をま とめて何冊か買い ､ そ れを通 じて エ リオ ッ トの存在を知 っ たとい
う ことである ｡ ちな み に ､ 鮎川 がこ こ で触れて い る詩誌 ｢詩と詩論+ (1928年9月
- 1 931年1 2月) には ､ 詩人および批評家と して のT.S. エ リオ ッ トの 紹介､ 並び に
エ リオ ッ トの 作品の翻訳紹介､ それ を通 じて の 英米文学者によ る立論などの文章が
いくつ か掲載されて い るが､ 鮎川 の発言から推 して ､ 以下の 文章の中の数点には目
を通 した こ とと思われ る｡
第2冊 (1928年1 2月5日発行)
①T.S.Eliot､ 中村喜久夫訳 ｢完全なる批評家+ (翻訳) ､ 70⊥82貞 ｡
第4冊 (1929年6月20日発行)
②春山行夫 ｢T.S. エ リオ ッ 卜+ (詩人紹介) ､ 263頁.
2 鮎川信夫 ｢T.S . エ リオ ットを想う+ ､ ｢英語青年+ 第1 1 1巻､ 第5号 (19 6 5年1月) ､ 5 1頁｡
3 前掲書 ､ 5 1頁｡
2 5 8
第3章第3節 ｢克地+ 派詩人の詩意識を支えた西欧の文学者たち
第6冊 (1 929年1 2月10日発行)
③上田保 ｢T･S ･ エ リオ ッ トに つ い て+ (エ リオ ッ トに関する エ ッ セイ) ､ 2 7-
'
声2
頁｡
第8 冊(1930年6月16日発行)
④T･S･ エ リオ ッ ト､ 北村常夫訳 ｢伝統と個人的才能+ (翻訳) ､ 78- 89頁.
第9 冊(1930年9月15日発行)
⑤T･S･ エ リオ ッ ト､ 秦 一 郎訳 ｢ポオル 4 ヴ ァ レリイの 方法に 関する短か い叙説+
(仏訳から の 重訳) ､ 50 - 56頁 .
第12冊 (1931年6月16日発行)
⑥R･ オル デイ ン グ トン ､ 亀山勝訳 ｢T.S. エ リオ ッ トの 詩+ (翻訳) ､ 13 8- 14 8
貞｡
第1 3冊 (1931年9月1 7日発行)
⑦原 一 郎 ｢T.S. エ リオ ッ ト批判+ (立論) ､ 2 1 7- 2 26頁｡
⑧ラ モ ン ･ フ ェ ル ナン デス ､ 太 田咲太郎訳 ｢T.S. エ リオ ッ トの クラ シシ ス ム+ (翻
訳) ､ 2 2 7- 23 3頁.
第1 4冊 (1 9 3 1年12月1 7日発行)
⑨荒川竜彦 ｢T.S. エ リ オ ッ トの 主知的批評論 - そ の 基準と意義へ の 一 瞥 - + (立
請) ､ 50- 60頁｡
⑬テ イ ･ エ ス ･ エ リオ ッ ト､ 北村常夫訳 ｢形而上学的詩人達+ (翻訳) ､ 89- 101
頁｡
鮎川信夫に限らず他 の ｢荒地+ 派詩人たちも ､ 戦前､ ｢詩と詩論+ に於け る上記
の ような エ リオ ッ トの作品の翻訳 や エ リオ ッ トに関する立論を通 して エ リオ ッ トと
出会い ､ 徐 々 に 関心 を深 めて い っ た と考えて よい で あろう｡ そ して ､ 戦後 に おい
て､ ｢荒地+ 派詩人たちは自らの詩的行為の基盤を形成するため に ､ エ リオ ッ トの
詩精神を積極的に反映させ て い くわけで あ る ｡ 鮎川を始め とす る ｢荒也+ 派詩人に
よる エ リオ ッ トの認識や受容に つ い て 言及す る前に ､ まずこ こ で ､ 戦前の 日本の 文
学領域に於い て どのよう に T.S. エ リオ ッ トが受容されたの かとい う点を検証する
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こ とは､ 後の議論に役に立 つ と思われ る｡
｢詩と詩論+ ･とい うひ とつ の 詩雑誌に於い て ､ 上の ような エ リオ ッ トの 作品め翻
訳や立論などの主要論文以外にも､ ほぼ毎冊の よう に T.S. エ リオ ッ トの 名前が紙
面に現れ て い る とい う事実からも､ 1920年代から30年代にかけて ､ 急速 に エ リ
オ ッ トが日本の詩の領域におい て注目され る存在とな っ て い っ たこ と 臥 想像に発
くない で あろうo 日本に エ リオ ッ トが どの ような経路で伝えられ ､ どう受容され､
い かな る影響を与えたかという観点から､ 1920年代に限定しなが ら実証的に考察
した論文と して ､ 武田勝彦著 『比較文学の試み』 所収の論考 ｢ 一 九二 ○ 年代 の T.S.
エ リオ ッ トの 受容+ を挙げる こ とがで きる｡ 4 こ の論文によれば､ T.S. エ リオ ッ ト
の名前が日本で 活字化されて広く英米文学研究者の 目に触れる こ とに な っ た最初の
文献は､ 192 2(大正1 1) 年3月15日発行 の ｢英語青年+ (第46巻､ 第1 2号) に掲
載された杉田未来の詩壇時評 ｢米国現代詩壇とその 論評+ で ある ｡ これ に続くも の
として ､ 1924年4月発行の ｢英語青年+ (第5 1巻､ 第1号) に掲載された福田麟太
郎による ｢現英文壇 の批評家+ ､ また､ エ リオ ッ トの 詩作品 ｢荒地+ の 紹介が初め
て為された文献と して ､ 翌年の1925(大正1 4)年3月 の ｢Ⅶ1e Mus e(ザ ･ ミ ュ ー
ズ)+ (第1巻 ･ 第6号) にお ける エ リオ ッ トの 人 と作品に つ い て の 紹介 (無塵名)
を挙げて い る ｡ 実際には ､ 杉 田未来､ 福原麟太郎による エ リオ ッ ト へ の 言及 は､ エ
リオ ッ トの 存在を中心 に した紹介で はない とい う点におい て ､ 実質的に 日本 に於け
る最初の エ リオ ッ ト及び詩作品 ｢荒地+ の紹介 は､ ｢¶1e Mus e+ におけ る文献に
よるも の で あ ると考えて よ い で あ ろう ｡ 5 こ の ｢Ⅵ1 eM u.s e+ で は､ ｢LITERA RY
4 武田勝彦 ｢ 一 九 二 ○年代の T.S . エ リオ ッ トの 受容+ ､ 『比較文学の試み』 (東京､ 創林社､ 1 9 83
年) ､ 1 9 7- 23 3貞｡
5 杉田未来の 時評は Con r ad Aike n を紹介する文脈で ､ 福田麟太郎の もの は批評家 A. C lutto n-
Br o ck を紹介する文脈におい て ､ T.S . Eliot に つ い て 言及して い る ｡
杉田未来 ｢ Con r ad A ike n (18 8 9- ) は米国の若い詩人の 一 人である｡ 19 1 4年に第 一 詩集
･･Ea rth
Triumpha nt” を公に して以来､ 最近に ■'Pu n ch, t he lm m o rtal Lia r'- まで 合せて七巻の 詩集を出して ゐる o
彼の作品は初期に於て John Ma s efield の ､ 後ちに T.S. Eliot の感化の 跡が見えると評されたが ､ ‖Pu n ch･･
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GL E AM N G S+ と題す る欄にお い て ､ エ リオ ッ トは次のように言及されて い る｡
◎ TIS･ E 止ot は Ha Ⅳa =d 出身の Americ anpo et で今は英国に住まつ て ゐるo 彼
の 名聾を高めた長房 の詩 孤 e Wa ste La nd(192 2)は初め 乃 e Dial誌上に 発表
され､ 記者も当時それを読んだこ とを思出す｡ こ の詩の表題も題材も M iss
Je s sie L･ W e sto n の FT O mRitu altoRo m a n c eから取 つ たもの だo 彼はまた新
進の c血tic として英文壇に独特の地位を占めて ゐ る ｡
◎ 論集に 乃 eSa cTed Wo od(1920)がある｡ 先年J. M iddleto n Mu 汀y を向ふ
に廻はして cla s sicis m 対 ro m a nticis m の論戦を張 り､ 好敵手 を自分 の雑誌に
招 じて論理を悉させ るだけの 襟度を示 した o 彼が主宰する 犯 e Crite rio n は英
国 の 純文学雑誌 の中で最も高踏的なも の の 一 つ で あらう｡ 今度発行所が変り
771eNew Crite rio nと改めた. 6
日本の 文学の領域に ､ ｢ Americ a npo et+ と して ､ また ｢新進の cri tic+ と して上
の ように紹介された エ リオ ッ トは ､ 前述 した詩誌 ｢詩と詩論+ をは じめ とす る詩雑
誌あ るい 辻英文学研究の雑誌に おい て 取り上 げられ､ 急速に 日本の 文学の領域に浸
透し始め るこ とになる ｡
さて ､ こ こ で注目す べ き点は､ 日本の戦前の エ リオ ッ トの 受容に おい て重点が置
かれたの が､ エ リオ ッ トの ｢詩人+ と して の 側面で はなく､ む しろ ｢批評家+ とし
に於て詩人は濁白の境地と手法を確立したとい ふ｡ + (｢英語青年+ 第4 6巻､ 第1 2号､ 3 7 6頁｡ )
福田麟太郎 ｢然しその 境涯に入 つ てもまだ J. M . Robe rts o n や T.S. Eliot を向に廻 して ､ 盛んに Ha mlet 論
の取りやりをし､ 一 昨19 2年には ､ Shake spe a r e
'
s Ha m]et の 一 書をまで公にして ､ 飽くまでも己 の判断と鑑
賞の 態度とを主張 しようとする c o ntr o v e r sy の熱心 に至 つ ては､ ･ - - + (｢英語青年+ 第5 1巻､ 第1号､ 3
頁｡ )
6 無署名 ｢LIT E RAR YG L EANIN G S+ ､ ｢T he M U S E+ 第1巻､ 第6号 (19 25年3月) ､ 2 4 2頁｡
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ての側面で あ っ たと い う点で あ るよう に思われ る｡ 7 こ の エ リオ ッ ト受容の傾向
臥 当時の詩の領域で の モ ダ ニ ズ ム詩運動にお ける詩論の 重視という立場との酪連
性から説明 で き るかも しれ な い ｡ しか しながら､ より重要であ ると思 われ る要因
は､ 戦前から エ リオ ッ トに接し､ 戦後 エ リオ ッ ト研究者として活躍する こ とに なる
英文学者深瀬基寛の次の ような言葉から推測で きるので はない だろうか｡
難解を以て有名な Ⅵ1eWa steL and と稀する - 篇の詩によつ て 一 躍大詩人の 列
に加 へ られ ､ 現在で は専ら批評家と して 目覚ま しい 活躍を続け､ 各方面の有識
者の尊敬を 一 身に集め て ゐ るかの 観があるo The W a ste L and は欧州戦後の懐
疑思想の代表的な表現と言はれたり､ J ules Lafo r印 e の詩風 と比較されたり､
兎 に角喧 しい 作品で あ るが､ 残念乍らこ の詩に つ い て筆を執る資格も勇気も自
分は持ち合せ な い ｡ しか し､ 批評家として の Ehot の 一 面はさ ほど理解に困難
で はな い ｡ 8
上の 引用 は､ 1930年 の ｢英語青年+ に掲載された深瀬基寛の エ リオ ッ トに関 する
論考の 一 節で あるが ､ 上 の 言葉から､ 当時の 日本の文学の領域におい て ､ エ リオ ッ
トの 詩､ 特に 『荒地』 は､ そ の 難解さが強調されて い たとい う こ とが推測 でき るで
あろう｡ つ ま り､ 『荒地』 を読むため に は 『荒地』 の背後に ある西欧の 文学､ ある
い は西欧の歴 史 に関する深い知識が必要で あ るとい う認識が欧米の 文学領域で存在
して い る こ とを ､ 強く意識 して い たの で はない かと思われ る｡ 欧米で確立された
『荒地』 に対す る評価を念頭におく こ の ような態度は､ 逆に考え ると ､ 当時 エ リ
オ ッ トの 『荒地』 が､ 日本の研究者などによ っ て どの ように読まれて い たの かとい
7 戦前の 日本におけるT.S . エ リ オ ッ トの受容の 一 側面を示すことを目的に作成 したの が､ 巻末に付し
た資料Ⅰ - 2である ｡ こ の 資料から､ 例えば､ 戦前において出版された エ リオ ッ トの 翻訳書及び定期刊行物に掲
載されたエ リオ ッ トの著作の翻訳の約3分の 2以上が エ リオ ッ トによる批評作品であるこ とが明らか である o
また､ エ リオ ッ トに関する立論に しても､ そ の批評作品に言及 したもの がほとん どで あると言えるであろう｡
8 深瀬基寛 ｢英国現代文学 - T.S . E liot - + ､ ｢英語青年+ 第6 4巻､ 第2号 (19 3 0年1 0月) ､ 1 3-1 4(
13)頁｡
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う ことも暗示 して い ると言えよう｡
こ の 点に関して ､ 前述した武田勝彦の論考で とりわけ興味深い部分臥 エ リオ ッ
トが日本に おい て 多く の知識人に愛読される ように な っ た経緯を ､ 井上思外雄 に
よっ て翻訳紹介された ､ 詩人と しても批評家と して も著名なエ ドワ - ト シャ ンク
ス四dw ardSh anks :1892･ 19 35) の ｢現代英詩概観+ を引用 しながら､ 説明して い
る部分であ る｡ まずは その 引用部分を見て み よう｡
批評家は近代詩は近代意識と自己の住んでゐ る世界とをも つ と完全に ､ もつ
と豊かにあ らはさなければならない とい ふ事を主張するが､ それ等批評家は 一
層確かな地点に立 つ て ゐ る もの で ある ｡ そ して かう い ふ批評家の うちで最も有
能な人は T.S. E liot氏 で あ るが､ 彼れはさうい ふ主掛 こ応 じよう とする詩人 の う
ち最も恐る ベ き人 であ る｡ 彼れの最も a mbitio tl Sな作 披､ -T he W a ste Land I
で あ るが､ 非常な知的な快楽を此の詩は輿 へ るの で あ る . そ れ披 一 つ は彼れ の
思想を辿る事から生ずる快楽で あり､ 一 つ は彼 れの詩に於け る無数の 引用詩句
を探す事から生ずる快楽で ある｡ 彼れ の詩の cro s s w o rd pu zzle は実に Latin
po ets の 該博な知識なしに は分らない の で ある ｡ 更に注意す べ き事は此の詩が
kJ滅の 典型的な気持ちを表は して ゐ る事で あ る｡ 近代意識は此の世界を荒野 で
ある と見た. か く してg]滅は詩情の源となつ た o 然し､ そ の 源は渇れて ゐ るの
で ､ そ こ から生れて来 るも のも萎び てゐ て ､ 熱を欠い て ゐ る ｡ また､ 注意す べ
き は ､ 封 減 が感情 の 源と な つ て ゐ る の で あ る か ら ､ 生 れ て 来 る も の も
s e ntim e ntality 丈のも の となる事もあ るとい ふ事であ る｡
-
9
T.S. エ リ オ ッ トを批 評家と して も詩人と して も高く評価 し､ エ リ オ ッ トの 詩作品
9 エ ドワ ー ド ･ シ ャ ン ク ス ､ 井上思外雄訳 ｢現代英詩概観+ ､ ｢英文学研究+ 第6巻､ 第1号､ 1 33_
4 2(1 3 9- 4 0) 頁｡ 本文中の弓偶 は ｢英文学研究+ から取り､ 武田が中略して い る部分も付加した ｡ 武田が引用
して い る部分は ､ 原文では､ The Qu a rte r]y Re vie w 誌 (19 2 6年1月) の1 5 0頁の部分に当たる o
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The Wa ste La nd を ｢知的な快楽(anintene ctualple a s u re)+ と rE]滅の典型的な
気持ち(atypical m o odofdisillu sio n m e nt)+ という二 つ の 観点からシャ ンクス が論
じて い る こ の 部分 に関 して ､ 武田は エ リオ ッ トが日本で多くの知識人に愛読され る
ようにな っ た背景に ､ ｢彼 の 思想を辿る事+ と ｢無数の 引用詩句を探す事+ が､ 英
文学看で ある西脇順三郎や深瀬基寛によ っ て確かめられて い っ た こ とがあ ると指摘
してい るo こ の こ とは､ 戦前における エ リオ ッ トの 『荒地』 の読みが､ シ ャ ンクス
が ｢更に注意す べ き+ と強調する ｢世界を荒野であ ると見た+ と こ ろの ､ エ リオ ッ
トの ｢近代意識(the m odern c o n s cio u s n e s s)+ の側から､ つ まり ｢封滅の典型的な
気持+ の観点から､ 『荒地』 が読まれる とい うよりもむ しろ ､ 知的な認識､ シ ャ ン
クス の言葉で言えば､ ｢知的な快楽+ の側から始ま っ たとい うこ とを示唆 して い る
と言う こ とがで きるかも しれ ない ｡
一 方 ､ 山川 学而は､ 『 エ リオ ッ ト入門』 に収められ た論考 ｢評価と影響< 日本の
場合>+ の 中で ､ 日本で は戦前に於い て エ リオ ッ トはほとんど読まれて い おらず､
エ リオ ッ トがかなり広 く読まれ研究され るようにな っ たの は戦後の こ とで あ ると指
摘して い る ｡ 1 0 こ れまで 見て きたよう に､ 1 9 20年代から､ 戦前の 日本に於 い て も
｢詩と詩論+ を始めとす るい く つ かの 文芸雑誌の中で エ リオ ッ トの 紹介 がなされ､
1938年に は上 田保によ る 『荒地』 の 第 一 部に当たる-T he Buri alof the De ad-
(｢死者の 埋葬+) の 翻訳が当時の詩 の流れをつ くり出して い た詩誌 ｢新領土+ (
8月号) に発表されて い る とい う事実から考えると11､ 既 に戦前に於い て ､ エ リ
オ ッ トは日本の文学や詩の 領域に浸透 し始めて い たと言えるで あ ろう｡ しか しなが
ら､ ｢知的な+ 側面か らの みで はなく､ シ ャ ン クス が注目すべ き点と して 挙げるよ
うな エ リオ ッ トの ｢近代意識+ を実際に感得 しながら､ そ の 作品が日本に於い て読
まれ るよう に な っ たの は､ 戦後 にな っ て からで あ るとい っ て よい の かも知れない ｡
1 0 山川学而 ｢評価と影響 <日本の場合>+ ､ 荒正人 ･ 小野協 一 編 『エ リ オ ッ ト入門』 ( 東京 ､ 南雲
堂､ 1 9 6 1年) ､ 2 8 0-8 8(2 8 0-81) 頁o
1 1 T.S . エ リオ ッ ト､ 上田保訳 ｢荒地+ ､ ｢新領土+ 第3巻 ､ 第16号 (1938年8月) ､ 2 72-73頁｡
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ちなみ に山川学而 乱 戦後 エ リオ ッ トが日本に於い て より広く読まれ､ 熱心に研究
されるに至 っ た
一 要因 として､ 日本 の戦後に於ける洩乱期の ｢絶望的+ な雰歯気が
エ リオ ッ トの詩の も つ ｢荒地+ 的な雰囲気になじんだこ とによるもの だとい う こ と
を挙げて い る｡ 1 2
以上の よう な戦前に お ける エ リオ ッ トの 日本に 剖ナる受容の実態を踏まえた上
で ､ 日本の文学領域に於ける エ リオ ッ トの 受容の流れの特徴を要約すれば ､ そ れ
乱 戦前に於 い て は エ リオ ッ トの 作品 臥 そ の ｢知的な+ 側面が強調されながら受
け入れ られたが ､ 戦後 ､ 自らが戦争や戦後の漉乱を経験する こ とによ っ て ､ エ リ
オッ トの ｢現代意識+ も同時に強調されながら読まれるようにな っ て い う たと言う
ことがで きる の で はない かと思われ る ｡
それで は､ 戦前に於い て ､ すで に エ リオ ッ トと出会 っ た ｢荒地+ 派詩人もまた､
同様な エ リオ ッ トの読み を行 っ て い っ たの で あ ろうか｡ 結論 からい えば､ ｢荒地+
派詩人たちの エ リオ ッ トの認識は､ 前述の ような大きな 一 つ の流れ とは異な っ た側
面を有して い るように 思われる｡ そ して ､ そ う した異な っ た仕方 で エ リオ ッ トの作
品を読んだ点にお い て ､ 言葉の 芸術性や形式を第 一 義と し､ 知的な側面を強調 した
日本の モ ダ ニ ズム 詩人た ちの 詩を読む行為とは根本的に異なっ た ｢荒地+ 派詩人､
特に鮎川信夫 の詩を読むとい う行為が浮き彫りにな っ て くるの で あり､ それ と同時
に､ ｢荒地+ 派詩人 の詩を読むとい う行為の特殊性が問題にな っ て くるように思わ
れる｡ 彼 ら の 読み の 問題 に つ い て は､ 第4章で具体的に鮎川信夫を例 に挙げて論じ
るが､ こ の ような前提を念頭に於きながら､ こ こ で は次に ､ ｢荒地+ 派詩人たち
が､ 戦前に於 い て どの ように エ リオ ッ トを受け入れて い っ たかとい うこ とを考察 し
て い きたい ｡
日本 の 文学領域に於ける こ の ような T.S. エ リオ ッ トの 移入の 状況 の 中で ､ 鮎川信
夫は エ リオ ッ トの 存在を知 る わけで あ るが､ 当時まだ少年で あ っ た鮎川 が季刊詩誌
12 山川学而 ｢評価 と影響<日本の場合>+ ､ 2 8 0- 81頁｡
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｢詩と詩論+ に掲載され て い る評論 に対して ､ ｢難 しく て よく分 か らな か っ
た+ 1 3と思う･ の は当然で あ っ たo 14 こ の こ と臥 鮎川が エ リオ ッ トに興味を覚え
た原因臥 エ リオ ッ トの 批評作品の翻訳や他の文学者による エ リオ ッ トに関す る立
論などを読む こ とにあ っ たの で はなく､ 他の要因があ っ た こ とを示唆するもの で あ
るo こ の 点に関 して ､ 鮎川 の戦前の最初期におけ る エ リオ ッ トの理解 臥 確か に
｢詩と詩論+ を通 じて エ リオ ッ トの存在を知 るが､ それは鮎川の 心の申に興味を覚
えさせ るほ ど大 きな印象を鮎川にもたらさなか っ たと言うヱ とがで きる｡
それで は どの ように して エ リオ ッ トの存在は､ 鮎川 の心 の中で 重く存在感の ある
｢偉大な存在+ に変貌して い っ たの で あろう か｡ そ して ､ エ リオ ッ トの存在が どの
よう に､ 鮎川 の存在自身に大きな影響を与えるよう にな っ たの で あろうか｡ こ の 点
を考える上で ､ 次の ような鮎川 の 言葉は大きな手がかりになるで あろう｡
エ リオ ッ トは ､ お よそ詩人が与えうる最大の 影響ともい う べ きも の を､ 私 に
与え た詩人で あ る｡ 特にそ の詩が好きで熱中したとか､ 彼 の 思想 に深く共鳴 し
たとか､ とい う の で はな い ｡ また､ 詩で も散文で も エ リオ ッ トを疎む こ とは私
に と っ て大 きな楽しみ だ っ たが､ だか らとい っ て他の 人以上に ､ エ リオ ッ トを
理解 して い た､ と い う つ もりもな い ｡ ただ ､ 近代 文明全体 にた い す る強烈な
ヴィ ジ ョ ン を､ そ の ネガテ ィ ヴなイメ ジを通 して受けと っ たの で あ っ た ｡
それは ､ 知的な認識とは言えない ｡ しか し､ 感性的なも の で ある だけに ､ 深
く心 の 土壌 に しみ 込んで しま っ たよう に思われ る｡ 詩が 一 種の (感性的な) 認
識の 具と して ､ 近代文明全体に対抗 して ゆけるとい う ､ 漠然たる信念を抱くに
至 っ たの は､ エ リオ ッ トの 詩を読んだ こ とか らであ る ｡ 1 5
1 3 鮎川信夫 ｢現代詩との 出合い + ､ 『鮎川信夫著作集』 第2巻､ 3 3 9頁｡
1 4 しかしそれでも､ 少年から青年にな っ たばか りの鮎川や他の ｢荒地+ 派詩人たちが ､ 日本の モ ダ ニ
ズム 運動の推移や第 一 次世界大戦後の ヨ ー ロ ッ パ の 文学と芸術の動向に つ い て の 知識を得るために ､ ｢詩と詩
請+ の存在は ､ 当時､ 絶大なもの であ っ た と思われる. 鮎川 だけで なく､ 田村隆 一 も ｢本郷や早稲 田の 古本屋
を歩きまわり ､ 『詩と詩論』 『文学』 を買い あさ っ た+ (田村隆 - ｢ぼくの 中の 『詩と詩論』 + ､ 吟遊編集部
編 『詩と詩論 一 現代詩の 出発 - 』 束京､ 冬至書房新社､ 1 9 8 0年､ 2 3-2 4頁) という証言を残 してい る o
15 鮎川信夫 ｢現代詩との 出合い+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第2巻､ 3 4 5頁｡
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鮎川信夫がT･S･ エ リオ ッ トに傾倒し始めるの 臥 1938年の 夏頃の こ とで あり､ 鮎
川がエ リオ ッ トの 存在を知 っ て から約3年の 月日が流れて い た｡ そ の 間に ､ 鮎川は
日本の モ ダ ニ ズム運動の推移や第 一 次大戦後の ヨ ー ロ ッ パ の文学や芸術の 動向に つ
いて の知識を得る 一 方で ､ 同世代詩人たちが中心となる詩誌 ｢L U N A+ やそ の 改題
である詩誌 ｢L E BA LJ のメ ン バ ー となり､ 若きモ ダニ ス ト詩人 と して詩的活動を
行うよう にな る ｡ さ らに は､ 鮎川 よりも上の 世代の モ ダニ ス ト詩人たちの 場で あ っ
た詩誌 ｢新領土+ の同人と して加わ っ て い くようにもなる ｡ そ の 頃 どちらかと言え
ば､ ｢ダダイ ス ム とか ブル トン やア ラ ゴ ン ､ エ リ ュ ア ー ル な どの シ ュ ー ル レ ア リス
ム の運動+ の ほうに興味を抱い て い た鮎川が､ ｢J. ジ ョ イ ス ､ エ リオ ッ ト､ ハ ッ ク
ス レ - ､ ウィ ン ダム ･ ル イス な どのイ ギリス の 新文学+ めほうに 関心を移 して い く
の は､ T･S･ エ リオ ッ トの 『荒地』 との 出会い の後の こ とで ある ｡ 1 6 そ して ､ まさ
に エ リオ ッ トの 『荒地』 を読むとい うこ の 経験から､ 鮎川信夫は､ ｢近代 文明全体
にたい する強烈なヴィ ジ ョ ン を､ そ の ネ ガテ ィ ヴなイメ ジを通 して受け+ り､ ｢詩
が 一 種 の (感性的な)認識の 具 と して ､ 近代文明全体に対抗して ゆけるとい う ､ 漠
然た る信念を抱く+ に至 たり､ 鮎川の 眼に ｢文明の 頑廃に真向うから挑む真剣な詩
人の姿が ､ ようやく偉大な存在と して映るよう にな っ てきた+ 17と思 われ る｡
鮎川信夫が､ T .S. エ リオ ッ トの 『荒地』 を初め て読んだの は､ 詩誌 ｢新領 土+
1938年8月号 に掲載された上田保訳 の 『荒地』 第1部にあたる ｢死者の埋葬+ の 部
分で あり､ そ の 時の 感想を鮎川は次の よう に書き記 して い る ｡
はじめて 上田氏 の 訳 で 『荒地』 をよんだとき､ 私 は､ そ こ に何かわれわれ の 詩
とはちがう もの がある の に気づ い たこ とを､ 今でもは っ きり記憶 して い る ｡ 当
1 6 鮎川信夫 ｢エ リオ ッ トを想う+ ､ ｢英語青年+ 第1 1 1巻､ 第5号､ 5 1頁｡
1 7 前掲書､ 5 1頁｡
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時の 四季派 の詩､ モ ダ ニ ス トの 詩､ その 他の詩などとはまるでちが っ た､ 暗く
て ､ 皮肉で ､ 思索的なあるもの が直観的に感得されたの で ある｡ そ こヒ 臥 詩
に たい する私 の渇の 一 端をい やす､ 何も の かがあ っ たので あ る. 誤訳があ りは
しない かとか､ 日本語と して どうだろうかとか ､ そうい っ た疑問は何 一 つ 起こ
りは しなか っ た o い わ ば､ 誤訳があ ろうが､ 日本語として どう だろう が､ 私に
と っ て ､ それ は詩として充分意味があ っ たとい うわけで ある｡ 今なら､ もちろ
ん事情はちが っ て い たで あろうが､ その 時､ 中野重治とか三好連泊の詩がまる
で つ ま らなくみ えたと して も､ たぶん私 の 責任 ではあ るまい ｡ 詩は ､ 出会 い に
よ っ て語るより仕方 の ない もの だ ｡ 18
こう した衝撃的な 『荒地』 との 出会 い がもとで ､ それまで ｢強烈な印象+ を与え
てい なか っ た エ リオ ッ トの存在が､ 鮎川の 心 の なかに徐々に侵入 して い く こ とに な
る｡ 鮎川は､ 上 田保訳に よる エ リオ ッ トの 『荒地』 の ｢死者の埋葬+ を読む こ とに
よ っ て ､ 近代文明に対する否定的なヴィ ジ ョ ン ､ ひ い て は ｢現代披荒地で ある+ と
いう現代意識を､ 感性的に ､ 直観的に感得した｡ こ の 鮎川の エ リオ ッ トの 読み は､
感性的であ る が故に詩人 の精神に衝撃的な経験と して刻まれ､ 鮎川 の詩的世界に も
変化をもたらす ー つ の 契機とな っ たと考えられる｡ 第 1章第4節に おい て 述べ たよ
う に､ 1938年8月 の 鮎川 の エ リオ ッ トの 『荒地』 との 出会 い は､ 詩作品 ｢室 内+ が
善かれ る 3カ月前の こ とで あ っ た ｡ ｢室内+ を中心と した この 時期にお ける鮎川の
詩的世界の非現実から現実 へ の 下降の背景に は､ 前述 した臨戦時下にお ける日本の
状況と､ 森川義信と の 交流 があ っ たとともに ､ T.S. エ リオ ッ トの 『荒地』 との 詩的
出会い があ っ たと考えられ るの で はない であろうか｡
鮎川信夫の 他 にも ､. 戦後､ 鮎川信夫ととも に ｢荒地+ 派詩人に な る田村 隆 一 は､
同 じ上田保によ る 『荒地』 を最初に読んだ時の感想を 『エ リオ ッ ト詩集』 ( 衛生書
戻) における ｢解説+ の中で ､ 次の ように述懐 して い る ｡
18 鮎川信夫 ｢翻訳詩の 問題+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第5巻､ 文学論 芸術論､ 1 5 6-7 0(1 68) 頁｡
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ぼくがは じめてT･S･ エ リオ ッ トの 詩に､ ｢生硬+ な日本語でせ っ したの 乱
戦前の モ ダ ニ ズム の詩 の機関誌 『新領土』 (昭和十三年八月号)であ っ た ｡ い
まから､ ざ っ と三 十年まえの こ とで ､ ぼく娃まだ中学生にすぎなか っ たが､ 上
田保氏 に よる本邦初訳の 『荒地』 の第 一 楽章にあたる 『死者の 埋葬』 臥 じつ
に超経験的な (グ ロテ ス ク とい っ て もい い ような) ､ 詩的感動をぼく にあたえ
て くれたもので あ る｡ 1 9
この ように 上田保に よ っ て翻訳された 『荒地』 が､ 戦後日本社会に戦後詩の成立
を告げる ｢荒地+ 派に大 きな影響を及ぼして い たこ と披注目に値するo 2 0 とい う
の も､ 当時まだ十代で英語もままならなか っ た彼らが､ 戦後日本 に起 こ る熱心な
｢荒地+ 熱に先ん じて ､ しかも翻訳された 『荒地』 を通 じて ､ それ にも っ とも敏感
に反応 で きたとい う こ とは､ 鮎川 が､ 戦後､ ｢翻訳詩の 問題+ で論 じて い る ｢詩の
理解+ あるい は ｢詩を読む こ と+ とい う ｢荒地+ 派詩人の詩の行為の 基本的特徴に
大きく関わ っ て くるば かりで はなく､ そ こ に は当時の ｢荒地+ 派詩人 の書い て い た
モ ダニ ズ ム 的な詩的行為そ の もの に対する懐疑の萌芽が存在するからで あ る｡
とこ ろ で ､ こ こ で 考えて お かな ければな らない こ とは､ 鮎川 が エ リオ ッ トの
『荒地』 を読む こ とに よ っ て 感じた ｢暗くて ､ 皮肉で ､ 思索的なあ るもの+ ､ ある
い は､ 田村が言うとこ ろの ｢超経験的な(グロ テ ス ク とい っ て も い い よう な) ､ 詩
的感動+ とは､ 一 体 どの よう なも ので あ るかとい う点で あろう ｡ つ まり､ エ リオ ッ
トによ っ て 『荒地』 に描き出きれた ｢荒地+ とは どの ようなもの で あ り､ そ の イ
メ ー ジ を鮎川 たちが どの よう に認識 して い っ たの かとい う問題で あ る｡ こ れらの 点
を､ 鮎川 と田村の エ リオ ッ トの詩との 出会 い とな っ たと同時に ､ 彼 らの精神に強烈
1 9 田村隆 一 ｢解説+ ､ 田村隆 一 編 『エ リオ ッ ト詩集』 ､ 世界 の 詩4 3( 東京､ 禰生書房､ 1 9 67) ､
16 0-7 1(1 6 0) 貞｡
2 0 戦前におい て ｢荒地+ 派詩人に大きな詩的影響を与えたと思われる詩誌 ｢新領土+ に掲載された上
田保訳の ｢死者の 埋葬+ を､ 資料 Ⅰ - 3と して 添付しておく ｡
2 6 9
第3章第3節 ｢荒地+ 派詩人の 詩意識を支えた西欧の文学者たち
な詩的経験として残る こ とになる､ エ リオ ッ トの 『荒地』 の第1部 ｢死者の 埋葬+
に焦点を当て て考察して い きたい ｡
｢死者の 埋葬+ 臥 エ リオ ッ トが現代とい う自らの生きる世界に対して抱い た意
識を形象化 した ｢荒地+ の様相の描写と､ その ｢荒地+ とい う現実にお い て起 こ る
5つ の エ ビソ - ドか ら構成されて い る ｡ 次に引用するの はその 冒頭の部分 (1 - 7
行目) で あるが､ こ こ で 臥 黙示的なヴォイ ス によ っ て ､ 現代の ｢大地+ 位a nd)杏
｢荒地+ たら しめて い る要因の 一 つ であ る不 毛の 観念が､ ｢大地+ と直接むすびつ
い て い る生命､ すなわ ち､ 植物の 生との 関わりで象徴的に描き出されて い る ｡
Aprilis the c r u ellst m o nth,br eeding
Li la c s o utofthe de ad la nd
,
mixing
Me m o l･y a nd de sir e, sti ming
Dullr o ots withspringrain .
W inte r skeptu s wa n , c o v e mg
Ea rthin fo rgetfu ls n o w,fe eding
A littlehfe wi th driedtube r s. 2 1
む ご
四月 はい ちばん酷い 月､ 不毛の 地 から
リラ を花 咲かせ ､ 追憶と
欲情を つ きまぜて ､ 春雨で
無感覚な根をふ るい 立 たせ る ｡
冬はぼくらを温かく して くれ た､ 忘却の 雪で
地上を覆 い ､ 乾い た球根で
いの ち
あわれな生命を養い な がら｡ 2 2
2 1 Tho m a sS te a r n sEliot,
fThe W a ste La nd,
,
The Co mplete Po e m s and Plays of T.S. Eh
･
ot
(Londo n =Faber and Fabe r, 1 9 6 9), p p.6 1-8 0(6 1).
22 T.S. エ リオ ッ ト､ 鮎川信夫訳 ｢荒地+ ､ 『鮎川信夫全集』 第1巻､ 5 68-9 3(5 6 8) 頁｡ 以後､ 本
節に於ける T.S . エ リオ ッ トの 『荒地』 の 邦訳は､ 鮎川信夫をはじめとする ｢荒地+ 派詩人たちの 『荒地』 の読
みを考察すると いう本論考の 意図から､ 鮎川の翻訳によるもの を提示するこ とにする｡
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本来 ｢四月+ 臥 ｢大地+ Gand) から草木などの生命あるもの を生 み出きせ る月で
あり､ ｢四月+ な しに臥 ｢母な る大地+ か ら ｢子供+ は生まれ ない ｡ こ の点で ､
｢四月+ 臥 新 し い 生命の誕生を象徴する月なの で あるが､ しか しなが ら､ ｢荒
也+ にお い て 臥 ｢四月+ は ｢い ちばん酷い 月+ に なる o とい うの も､ そ れは ｢不
毛の 地+ ､ すなわち ｢死 んだ大地+(the de ad land) から新 しい 生命､ そ れも'rリ
ラ+ ¢ila c s) に象徴され るような ｢頼廃+ と ｢疲弊+ にとらわれた生命を誕生さ
せ ､ それ を育むからで あ るo こ こ には､ ｢死んだ母+ から新 しい 生命を生 じさせ る
とい う ｢四月+ の残酷さ の イメ ー ジが､ ｢冬+ から ｢春+ へ とい う復活の観念 の も
とで描き出されて い る｡
上に引用 した冒頭部に続き､ ｢死者の 埋葬+ において5つ の エ ピソ ー ドが展 開さ
れるわけで あ るが､ 第 一 の エ ピソ ー ド披 ､ ｢マ リ ー + とい う ドイ ツ 人の 婦人が､ 子
どもの 頃の 山の 生活を回想 しながら､ こ の エ ピソ ー ドの中に士別ナる主人公 に語りか
ける設定 に な っ て い る ｡ 子 ども の 頃､ つ まり､ 過去 に於い て ､ 冬の 恐れを克服する
こ とが可能で あ っ たの に対 し､ 現代の ｢荒地+ に生き る ｢マ リ ー + に と っ て ､ 冬の
恐れはも はや克服 しう るも の で ははく､ 冬には南に逃 れて い くの で あ る｡ こ の エ ピ
ソ ー ドの 背景 には､ ｢荒地+ 的現実から逃れて いく逃避的な生が存在 して い る ｡
続く 19行目からの部分で は､ エ リオ ッ トの ｢荒地+ のイメ ー ジが旧約聖書に準
えられながら具体的に描写され て い る ｡ こ の 部分の最初 (1 9- 2 0行目) で ､
'
Whata r ethe r o ots thatdutch
,
whatbr anche sgro w/Outofthis sto ny rub bish?
I
(｢しがみ つ い て い る の は どん な根か､ こ ん な荒蕪の地に/どんな枝がの び るの
か?+) という 二 つ の 問 い が ｢人の子+ に対 して投げかけられ る｡ しか しなが ら､
生まれ たときに すで に世界が ｢荒地+ であ り､ 生気の ない 不毛の 世界しか知 る こ と
がない ｢人の 子+ は､ 生命に つ い て の 客観的な問い と､ さらに は自らの存在に つ い
ての 省察を要する問い の ､ 両方 の 問い の 答え を ｢告げる こ と+ も ､ ｢推測 す る こ
と+ も で き ない ｡ こ こ には ､ ｢荒地+ の 時代 に自らの 生 を受けた存在が､ 自 らが
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｢荒地+ に生 きて い る という自覚を持たない こ とによ っ て ､ 虚無的な生を生きざる
を得ない ｢荒地+ 的な生 の様相が示されて い る . そ して ､ 現代の ｢荒地+ に 釦 1て
そう した精神的死を強い られて い る存在に対して ､ 黙示的なヴォイス 臥 ･fea rin a
ban 姐 1 of du st
- (30行臥 し 握りの塵の もつ 恐怖+) ､ つ まり､ ｢死+ を提示
する こ とに よ っ て ､ 生 とい うもの の自覚と ｢荒地+ に生きる者の 救済を促そう とす
るの で ある｡
｢荒地+ と そ こ に存在す る も の の 荒涼たる生 の描写 臥 突然 の ワ ー グナ ー (
Richa rd Wagn e r, 181318 3) の楽劇7h
'
stan u nd Is old (『トリス タ ン とイ ゾル
デ』)第 一 幕の水夫の歌の 引用 に よ っ て遮られ ､ 第3 の エ ピソ ー ド へ と展 開 して い
くo トリス タ ン とイ ゾル デの 悲恋同様､ 生 の 育たぬ不毛の 地で ある ｢荒地+ におい
て ､ ｢生 きて い る の か/死んで い るの か､ なん にもわからなか っ た+ ｢ぼく+ と
｢ヒ ヤ シ ン ス 娘+ の 恋愛も決 して成就す る こ とはなく､ 不毛に終わらざる を得 な
い . ｢ソ ソス トリス 夫人+ がタ ロ ッ トカ ー ドで占い をする次の エ ビ ソ - ドに於い て
も ､ ｢荒地+ に 生 きる存在で あ る ｢あ なた+ に対 して占われ る ｢カ ー ド+ を通 じ
て ､ ｢荒地+ に生きる存在の不安の諸相が象徴的に描き出される こ とにな る ｡ そ し
て ､ エ リオ ッ ト自らがその 注で 明らか に して い るように ､ ボ ー ドレ ー ル (C ha rle s
Ba udelair e, 1 8 2 1-67) の 『悪 の 花』 (Les F]e urs du Mal) ､ ダン テ (Dante
皿 ghieri, 1 2 65- 132 1) 『神曲』 (La m v 1
'
n aCo m m edia) の ｢地獄編+ (-h fern o-
) ､ ウ ェ ブス タ ー (Jolm Webste r, ?1580- 1 625) の 『白魔』 (771 e 恥 ite De vil)
を典拠に した ｢死者の 埋葬+ の結び に当た る60行目からの最後の エ ピソ ー ドの 部
分は､ 次の ように始め られ る ｡
Un r e alcity,
Unde rthebr o wnfogofa w血terda wn,
A c r o wd no w edo v e rLo ndo nBri dge, so m any,
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Ihadn ottho ughtde ath hadu ndo n e s om a ny.
Sighs, sho rt a nd in血equ e nt, w e r e e xhaled
,
An de a ch m a n& ed his eyesbefo r ehisbe et.
Flo w edupthehin and dow nE 血g Willia mStre et,
To whe r eS aint Ma ry Wo olnoth kepttheho u r s
Wi tha de ads o u ndo nthe finalstl10ke of min e. 2 3
封の 都市､
冬の 夜明 けの 鳶い ろの霧 の下 ､
ブリッ ジ
たくさん の 群衆が ロ ン ドン橋の うえを流れてい た､
死 がこ れほ ど多くの人 を滅ぼして い たとは思 っ てもい なかっ た｡
ときたま短い溜息をもら し､
めい め い足 さきを見詰め て い た｡
丘の 流れ を上り､ キン グ ･ ウイ リ ア ム街を下ると､
聖 マ リ ア ･ ウル ノス 寺院の鐘が九時の最後の 一 打ちを
無気力 に ひ びき終えたとこ ろ だ っ た ｡ 2 4
こ こ に於い て エ リオ ッ トは､ ｢幻 の 都市+ で あ る ロ ン ドン を描写 し､ 現代 の ｢荒
地+ たるイメ ー ジ を明瞭に打ち出すの で あ る . そ して ､ ｢死者の 埋葬+ の 最後の 一
行 ､ -Yo u! Hypo critele cteu r! - Mo n s e mblable, - m o n丘e re!- (｢きみ !偽善家の読
者! - わが同類､ - わが兄弟よ .T+) に於い て ､ 読者もまた精神的な死を迎えなが
らも生きながらえて い る ｢荒地+ に住む 一 員で ある こ とを呼びかけ るの で ある｡
以上の よう に エ リオ ッ トの ｢死者の 埋葬+ に描き出され る ｢荒地+ イメ - ジ は､
重層的構造 に な っ て い る の で ある が､ こ こ で 重要なこ とは､ エ リ オ ッ トが こ の 『荒
地』 の第 一 部 ｢死者の 埋葬+ を通 じて ､ 現代 における世界は荒地的な世界で あ ると
い う彼の 世界観を読者に開示 して い る こ とで あ ろう｡. そ して ､ そ の エ リオ ッ トの世
界観あ る い は現代意識を､ 自己の 世界観の 開示と して読む こ とがで きるか どうか､
23 T ho m a sS te a r n sEliot
,
'T he W a ste La rld･, p 16 21
24 T.S. エ リ オ ッ ト､ 鮎川信夫訳 ｢荒地+ ､ 『鮎川信夫全集』 第1巻､ 5 7 1_7 2乱
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いう彼の世界観を読者に開示して い るこ とで あろうo そ して ､ そ の エ リオ ッ トの 世
界観あるい は現代意識を､ 自己の世界観の開示として読む こ とがで きるか どうか､
この こ とに ､ ｢死者の 埋葬+ を読む こ との ひとつ の意義が潜んで い るよう に思 える
のである｡
それで は､ エ リオ ッ トの 『荒地』 に描かれる ｢荒地+ のイメ ー ジを通 じて鮎川信
夫臥 何を感得 したの で あろう か｡ それ臥 エ リオ ッ トによ っ て 思索され､ 詩的言
語によ っ て 開示され た世界観､ 別 な言葉で言えば､ 周.代意識であ ると思われ る｡ そ
して ､ それ を田村隆 一 の よう に ｢グロ テ スクな経験+ と言うの は､ その世界観が彼
ら ｢荒地+ 派詩人 に と っ て 思 い もよ らなか っ た世界観だっ たからで あり､ また同樵
に､ 今まで 隠されて い たもの が暴き出された感がそこ にあ っ たからで あろう ｡
鮎川は ､ ｢地獄 の発見+ と題す る論考に於い て ､ エ リオッ トの現代の ｢荒地+ の
イメ ー ジをダ ン テ の ｢地獄編+ に おける ｢地獄+ のイメ ー ジと比較 しながら論 じて
いるが､ エ リオ ッ トの ｢死者の 埋葬+ における ､ 'Un r ealcity' には じまる エ リオ ッ
トの 目に映 っ た ｢荒地+ で ある ロ ン ドン のイメ ー ジを､ 次の よう に解釈 して い る ｡
希望を持たない たくさんの 人 々 が､ 鳶い ろの霧 の したを歩い て い る ｡ テ ム ズ河
に かけられ たロ ン ドン橋を これ らの 人々 が渡 っ てゆく時､ 群衆はひ とつ の流れ
と なる｡ ｢たま たま短かい溜息をもら し､ めい めい 足さきを見詰め る+ とい う
共通 した ポ ー ズ をとる こ とに よ っ て ､ 彼等は 一 人 一 人の個人 で はな い ､ い わば
群衆とい う大きな集合体に とけこ む｡ ｢ロ ン ドン ･ ブリ ッ ジ+ は､ こ の 分散的
な群衆と い うイメ ジを絞 っ て ､ ひ と つ の 流れに して い る わけで ある ｡ 群衆は希
望を持たな い こ と によ っ て 死 に潰れて い る ｡ しかも彼等は､ 生きながらに して
死 せ る存在であ る こ とを意識 しようとはしない .0
[- - - ]
キ ン グ ･ ウイ リア ム 街を降 っ て い く群衆に向か っ て 鳴る聖 マ リア ･ ウル ノ ス
寺院の 九時の鐘を､ ｢最後の 死 の 時をひ びかせ た+ と書い た エ リオ ッ トは ､ こ
こ で極め て簡潔的確な表現に よ っ て群衆と寺院と､ ｢死+ と ｢時+ とを 一 つ の
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場所に巧 み に結び つ け､ 深い 情緒を含んだ高度の象徴的効果を挙げて い る｡ 25
まさに絶望を象徴するようなポ ー ズを 一 様に とっ た人々の流れ臥 それ ぞれの個々
を消滅させ た集合体で しかなく､ その集合体臥 絶望の ゆえに-｢死+ に とりつ かれ
てい るo そして ､ エ リオ ッ トによ るロ ン ドン の描写の中に描き出され る ｢荒地+ の
イメ ー ジを上の よう に読み とる鮎川臥 そ こ は ｢絶望による群衆の大量虐殺+ がな
されて い る ｢現代の地獄+ で あ ると解釈するの で ある｡ 鮎川 にと っ て ､ こ こで 重要
にな っ て くるの が､ 自ら を ｢生 きながらにして死せる存在+ として意識す るこ とで
あり､ ｢現代+ を ｢荒地+ で あると自覚する こ とで あっ た｡
『荒地』 に現れるこ の ロ ン ドン のイメ ジ はわれわれ に､ ダン テ の 表現を借り
れば､ 正に現代 に於け る ｢悲 しみ の都+ とい う･EP象を与え る. 絶望 によ る群衆
の大量虐殺が､ 現代 の 地獄で なくて何で あろうか ｡
天国を知らず､ 地獄 に の み生 きる人間臥 みずからの住う処を地獄と して意
識しない ｡ ダン テ の い う ｢悲 しみ の都+ と 臥 悲 しみ を意識 しない 都で あり､
｢永遠の 悩み+ と 臥 永遠に意識されない悩み であり､ ｢亡 び の 民+ とは滅亡
を意識 しない 民で あ る ｡ 2 6
エ リオ ッ トの ｢荒地+ の イメ ー ジをダン テ の ｢地獄+ と重ねながら検討 して い る鮎
川の言及に は､ ｢Ⅹ へ の 献辞+ にお い て の ｢荒地+ 派詩人たちの 態度同様､ ｢現代
は荒地であ る+ と い う現代 に対 する自覚を強調する鮎川 の態度が窺われ る｡ 鮎川 に
と っ て ､ 絶望を意識す る こ と､ 換言すれば､ ｢現 職ま荒地で ある+ と自覚する こ と
が､ 絶望からの解放､ ｢荒地+ からの脱出を可鰍羊する第 一 歩となる の で あ る o 同
時に ､ 鮎川 は､ ｢現代は荒地で あ る+ とい う現代意識が､ そ こ に生き る絶望に捕ら
25 鮎川信夫 ｢地獄の発見+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第5巻､ 文学論 芸術論､ 2 8_3 6(30) 貞｡
2 6 前掲書､ 3 0-31貞｡
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われた集合体の 一 員で あり続け る限り臥 自覚で きない とい う こ とに気づ い て い
た o エ リオ ッ トが､ 過去に お い て ､ ｢死がこ れほ ど多くの人 を滅ぼして い たと披
思っ ても い なか っ た+ (『荒地』 63行目) の 臥 エ リオ ッ ト自身が､ ｢亡びの流
れの 一 員で あ っ て ､ 滅亡を意識しなか っ たから+ であり､ 群衆を捉えて い る ｢死+
をエ リオ ッ トが今で も気づ かずにい たと したら､ 『荒地』 とい う作品は生まれな
かっ たと鮎川は指摘する o つ まり､ 絶望に とらわれた集合体として ではなく､ 個人
として現実を直視する こ とが ､ ｢現代は荒地で ある+ と自覚する こ とに つ ながり､
ひい て 臥 そ の ｢荒地+ か らの脱出へ とつ なが っ て い くの で ある ｡ 鮎川をは じめと
する ｢荒地+ 派詩人たちもまた､ ｢Ⅹへ の 献辞+ におい て 明らかにされて い るとお
り､ 自己を回復する こ と､ 換言 すれ ば､ 主体を回復する こ とによ っ て ､ 自らの 存在
する現代に ｢荒地+ を自覚 したとい う こ とがで きるで あろう｡ そ して こ の こと 臥
｢荒地+ 派詩人たち の戦後 の詩意識にみ られ る主体性あ るい は実存の独立性とし､う
問題とも関わ るも の な の で あ る ｡
(2) フ ラ ン ツ ･ カ フ カ
さ て ､ 戦前に お い て ､ 『荒地 』 を ､ 鮎川 の 言葉で 言えば ､ ｢ジ カ に 受けと
る+ 2 7こ とに よ っ て ､ エ リオ ッ トの現代意識を感得 した ｢荒地+ 派詩人は､ 自らの
戦争体験を通 して ､ 戦後 の 日本の地で ｢荒地+ をより強く意識し､ 自らが ｢荒地+
に生きる者で あ る こ とを自覚 したの で ある が､ こう した認識臥 当然､ ｢現代+ 杏
地獄として捉えた文学者 へ の接近 を可能にさせ たと思われる｡ 戦後､ ｢荒地+ 派詩
人が接近す るそう した文学者 の 一 人と して ､ ｢現代+ に おける人 間存在の危機と精
神の救い の ない 状況 を実存的な立場から痛烈に描い た小説家､ フ ラ ン ツ ･ カ フカ (
2 7 鮎川信夫 ｢翻訳詩の 問題+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第5巻､ 1 6 6- 6 7員 ｡ 鮎川は ､ こ の 評論の 中
で､ 翻訳詩の 問題を論じながら､ 本論文第4章第1節で扱う問題である､ <読む >行為の 自分自身の 見解を提
示し､ 詩を ｢ジカ+ に受け取る こ と の 必要性を論じて い る ｡ こ の鮎川の 詩を< ジカ > に受けとると い っ た ､
< 読む こと > に対する見解披 ､ ｢荒地+ 派詩人全体の 読み の行為を説明するもの であると思われる｡
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Fr a n z Kafka, 1883-1924) の存在があるo エ リオ ッ ト､ カ フカ､ そ してT.E.
ヒi - ム は､ ｢荒地+ 派詩人 ､ 特に鮎川信夫の眼に 臥 思想的源泉を同 じくする文
学者と して映 っ て い たこ とは､ 鮎川の エ ッ セイ ｢カ フカの 世界+ の 中の次の ような
一 節から明らかで あ ると思 われ る .
T･E･ ヒ ュ - ムが ､ ヒ ュ ー マ ニ ズム を批判した 『ス ペ キュ レ ー シ ョ ン』 の 中で
< 原罪> を説 き､ 中世的思想を暗示 して い たの も､ T.S. エ リオ ッ トが､ 近代文
明を プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ムの 堕落の結果と見て い たこ との理 由も ､ 今で は 一 層
は っ きりと首肯されるo カ フ カの 文化否定臥 彼の 敗残人生 の素晴ら しく鮮明
なE] 影によ っ て よ り明瞭で決定的セある . 28
第 一 次大戦前後 の ヨ ー ロ ッ パ に ､ 人間存在と精神と文化の危機を読み と っ た上記の
文学者たち の 思想を､ ｢よ り明瞭で決定的+ なもの と して鮎川 の精神に響かせ たの
が､ 作 家自らの 生 の 体験をそ の 作品に ｢封影+ と して描き出す こ とに よ っ て ｢現
代+ の ｢荒地+ を開示したカ フ カであ っ た｡
1 9 4 7(昭和2 2)年1 2月発行の詩誌 ｢荒地+ 第1巻第4号 には､ フ ラ ン ツ ･ カ フ
カの 『審判』 に つ い て の 特集がくまれて お り､ そ こ に は鮎川信夫 の ｢ 『綻』 と罪+
と三好豊 一 郎の ｢フ ラ ン ツ ･ カ フ カに於ける人 間の運命+ の 二 つ の論文が掲載され
てい る ｡ また鮎川披､ 詩誌 ｢純粋詩+ 194 7(昭和2 2) 年9月号 に ｢カフ カ の 世界+
と題する論文を掲載する な ど､ こ の 時期に善かれた鮎川 の評論に は､ カフ カに 言及
したもの が い く つ か認 められ る ｡ こ の ような鮎川の 評論から推測 して ､ 鮎川 の場合
に臥 194 7年まで に は､ 『皇帝の 使者』 ､ 『万里 の長城造営に際 して』 ､ 『兄 弟
殺し』 ､ 『変身』 ､ 『審判』 な どの カ フ カ の作品を読んで い たと考え るこ とがで き
28 鮎川信夫 ｢カ フ カの 世界+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第6巻､ 文明論 海外詩人論 (東京､ 思潮社 ､
19 7 5年) ､ 3 2 0- 3 4(3 3 3) 戻.
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るo 2 9 そ の 中で も､ 少なくとも 『審判』 につ い て 臥 論文 ｢カ フカ の 世界+ の中
の鮎川自身の言葉から､ 戦前に読んで い る こ とがわかる｡ また､ 荒地出版社刊行 の
『カ フ カの世界』 に収め られた論考におい て ､ 三好豊 一 郎と北村太郎臥 彼らの カ
フカとの初期の 関わりにつ い て ､ 次の ように回想して いる ｡
小説 『審判』 が本野亨 - さ んによ っ て初めて邦訳されたとき､ 私 披異様な興
奮を覚えながら 一 挙に読み終えた. 突然､ 漏斗状の渦巻が起こ っ て ､ 加速度的
に渦 の 中心 にひ き こまれて ゆく思い が した｡ きわめて狭い読書経験にす ぎぬ か
らかも しれぬが ､ 娯楽的読み物で ない 純粋な文学作品で ありながら､ これ ほど
ス リル とサス ペ ン ス と思考作用 へ の 刺激と文学的興奮を私 に与えた小説は､ そ
れまで 読んだ こ とが なか っ た . 第二 次大戦の始ま る - ､ 二 年前の 話で あ る .
(三好豊 一 郎)30
『変身』 を初めて読んだの は､ 一 九四七年(昭和二十二 年) ､ フ ラ ン ス 語訳に
よ っ て で あ っ た . そ れは雑誌 n rf に出て い たの で ､ 『変身』 の ほか､ 『田舎医
者』 の 諸短篇 (ス ケ ッ チと呼ぶほう が適当かも知れない) も ､ そ の とき､ 初め
て ､ 同 じ雑誌で読んだ. それら数冊 の n rf は大学の研究室に あ っ た ｡ 何年何月
号だか､ 憶えて い な い ｡ そ の こ ろ ､ 神田の 古本屋 で ､ 偶然 『田舎医者』 の ドイ
ツ語原本を見つ けた ｡ 随分大 きな活字で 組んで あ っ て ､ 詩集み たい な感 じだ っ
た ｡ わたく しは､ ドイ ツ語 がほとん どで きない ｡ 辞引をひ きながらで も､ 半分
(.t らい しかわか らない ｡ で ､ この 珍本は ､ 黒田三郎に進呈 して しま っ た . こ と
し､ 黒田に会 っ たら､ まだ持 っ て い るよ､ とい っ て い た｡
｢変身に つ い て+ とい う ､ 三 十枚ばかりの 文章を書い たの は､ 一 九四七年八
29 鮎川信夫の 評論で言及される作家､ 作品を手がかりと して､ 鮎川信夫の西欧の作家の読みの傾向を
示す目的で作成 した表を､ 資料 卜 4 として巻末に付した ｡
30 三好豊 一 郎 ｢ 『涜刑地 にて 』 + ､ 辻壇編 『カ フ カの世界』 (東京､ 荒地出版社､ 1 9 7 1年) ､ 205-
2 1(20 6) 頁｡
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月 十日 で あ っ た o ｢純粋詩+ と い う同人雑誌に の せ て も ら っ た ｡ (北村太
那)31
この ような記述からも､ フ ラ ン ヅ ･ カ フ カ 臥 ｢荒地+ 派詩人で あ る鮎川信夫､ 三
好豊 一 郎､ 北村太郎の 三 人 ､ ある い 臥 北村からカフ カの本をもらっ た黒田をも含
めると4人 ､ が共通 に接近して い っ たヨ ー ロ ッ パ の作家の 一 人と して 数え る こ とが
できると考えられるが､ こ こ で まず初め に注目すべ き点臥 彼らがカ フ カに興味を
抱きだした時期で ある と思われ る｡
日本にお けるカ フ カ の 受容 を辿 っ た研究として ､ 有村隆広の ｢日本にお けるカ フ
カ受容+ を挙げる こ とが で き る o 有村に よ る と､ 日本における初めて の カ フ カ請
臥 ドイ ツ文学者 の 岡村弘に よ っ て ､ 1 93 2 (昭和 7)年に発表されたもの で あ
り､ 戦前にお け るカ フ カ論は､ こ の 岡村 によ るも′の だけである と指摘 して い る｡ 戦
後の カフ カ論と して ､ 有村 臥 1 946年の花田清輝によ るも の と､ 1 94 8年の
山下肇及 び本野亨 一 に よる もの を最初期 の も の と して挙げるてい る o また ､ 有村
臥 カ フ カとの 関係が指摘され る 日本の 小説家として ､ 戦前に於ける中島敦､ 戦後
直後で は､ 花 田清輝､ 島尾敏臥 安部公房な どを挙げると同時に ､ カ フ カが 一 般の
読者に読まれ る よう にな っ たの 臥 新潮社から 『カ フ カ全集』 が出版されたq)を契
機とした､ 19 53年頃で あ ると指摘す るo 有村の 研究とそ の論文が収 め られて い
る 『カ フ カ と現代日本文学』 の巻末に付されたカ フカ受容の年表を参考に して ､
『カ フ カ全集』 出版まで の 日本にお けるカ フ カ 受容の中心的なもの をこ こ にまとめ
ると次の ように な る｡
1932年 岡村弘 ｢フ ラ ン ツ ･ カ フ カ+ ( 甲独逸文学研究』 第1号､ 東京帝国
大学)
1933年 羽自幸雄訳 『隣り村』 他 5編
31 北村太郎 ｢ 『変身』 + ､ 前掲書､ 1 9 3-2 0 4(1 9 4) 責｡
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1940年 本野亨 一 訳 『審判』
194 2年 中島敦 『山月記』 <カ フカ の 『変身』 との関わり >
1946年 花田清輝訳 『橋』 ､ 『バ ケ ツ乗り』 (『真善美』 掲載)
194 7年 山下肇 ｢実在の ロ マ ネス ク+ (『思想』 1月号掲載)
本野亨 - ｢不安と脱出 - フ ラ ン ツ ･ カ フカ論+ (『世界文学』
2月号掲載)
島尾敏雄 『夢の中で の 日常』 < カ フカの 夢の技法>
1950年 花田清輝訳 『カフ カ小品集』 (｢世紀の会+ 刊行)
1951年 安部公房 『壁 - S. カル マ 氏の犯罪』 < 『審判』 の 作品構造との
酷似 >
1953年 ア ル ベ ー ル ･ カミ ュ ､ 矢内原伊作訳 ｢フ ラ ン ツ ･ カ フカ の 小品に於
け る希望と不条理+ (『シ ジ フ オス の神話』)
山下肇 『カ フカ の 世界』 (早川書房)
新潮社版 『カ フ カ全集』 ( 『城』 ､ 『審判 ･ ア メリカ』 ､
『変身 ･ 流刑地 にて ･ 支邦の 長城 ･ 観察』)
こ の よう な日本にお けるカ フ カ受容の動向の中で ､ ｢荒地+ 派詩人の カ フ カ へ の
傾倒を考えて み る と､ 詩人あ るい は作家だけで はなく ､ 研究者の カ フカ受容の中で
も､ かな り早 い も の で あ る と言えるの で は ない で あろう か｡ 三好 豊 一 郎の 場合に
は､ すで に ｢第 二 次大戦の始まる - ､ 二 年前+ ､ つ まりは ､ 1 9 4 0年前後に は､ そ
して ､ 鮎川に つ い て も戦前に おい て 『審判』 を読んで い る ｡ また､ こ の 二 人 に北村
を加えた三 人が ､ 敗戦直後 の 1 94 7年に は ､ 詩誌 ｢荒地+ 及 び詩誌 ｢純粋詩+ にカ
フカ に つ い て の 論考を発表 して い る ｡ 特に ､ 鮎川の 二 つ の カ フ カ論は､ 鮎川が戦前
から接触 して い た第 一 次世界大戦後の ヨ ー ロ ッ パ の 精神的危機や罪状意識あ るい は
文明批判とい う観点を踏まえて い る点で ､ 本格的な研究論文として の カ フ カ受容を
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示すもの で あろうo 一 方 で ､ 三好豊 一 郎 臥 詩人と して主体的に カ フカ を受容し､
自らの作品の中で それ を結実さ せて い っ たとい う こ とがで きるかも知れな い ｡ 戦前
におい て 『審判』 に接 したときの状況を､ ｢突然､ 漏斗状の渦巻が起 こ っ て ､ 加速
度的に渦の中心 に ひ きこ まれ て ゆく思 い が した+ と回想する三好は､ カ フ カの描き
出す世界が三好にもたらした ｢文学的陶酔+ に つ い て ､ 次の ように述べ て い る ｡
詩の み ならず小説にあ っ て も､ 良質の 文学は独得の 陶酔をもたらすも の ら し
い o そ れ は麻酔的に意識をねむらせ る陶酔で は なく､ 意識を 目ざめ させ る陶
酔､ 覚醒的快楽が与え る 一 種 の 知的陶酔ともいう べ きもの であ る ｡ 3 2
カ フカの描き出す第 一 次大戦前後の ヨ ー ロ ッ パ の精神的危機に､ 自らの 意識を目覚
めさせ る 咽 酔+ を経験した三好臥 その経験を自らの詩的行為の根拠へ とも つ な
げて い っ たの で はな い で あ ろうかo 前節で考察した戦争中期から後期にかけて書か
れたとされ る三好の詩作品 ｢囚人+ を考えて み ると､ 絶望 を自覚 しながらもそ の絶
望をもたらす現実から逃れ る こ との で き ない ｢囚人+ というイメ ー ジ 臥 逮捕され
るヨ オゼ フ ･ K の イメ ー ジ と､ ｢睡眠+ あ る い は ｢めざめ る+ と い うイメ ー ジ 臥
睡眠から目覚め た ヨ オゼ フ ｡ Kが突然逮捕された ｢あ る朝+ の イ メ ー ジ と ､ そ し
て､ 自らの内面に存在する怯えた ｢犬+ は ｢犬 のよう に+ 死 んで い っ たヨ オゼ フ と
対比して捉え得る の で あ る ｡
以上の よう に ､ 日本に おけるカ フ カ の 受容と比較 してみ て も､ かな り早 い段階で
カフカに本格的に接 して い っ た ｢荒地+ 派 詩人 の 態度に 臥 エ リオ ッ トを ｢ジカ+
に読んだ態度と同様なもの がある と思 われ る の だが､ 同時に ､ カ フ カ とい う小説家
が､ ｢荒地+ 派詩人たち の興味を弓憎 つ ける大きな存在で あ っ たと いう こ とがで き
るであろう ｡ 3 3
32 三好豊 一 郎 ｢ 『流刑地にて』 + ､ 前掲書､ 20 6頁｡
3 3 鮎川信夫 ｢翻訳詩の 問乳 ､ 『鮎川信夫著作集』 第5巻､ 16 6- 6 7乱
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それで は次に ､ ｢荒地+ 派詩人がカ フ カの い かなる点に興味を示したのか とい う
ことを､ 主に カフ カ の 小説 『審判』 と鮎川 の論文を手がかりに しながら考えて い き
たい o ｢荒地+ 派詩人の カ フ カ に対する態度臥 鮎川信夫の論文 ｢カ フ カの世界+
の冒頭の次の よう な部分から推測する こ とがで きる｡
ひ とつ の 暗黒の時代､ 或い 披社会の中で ､ 極 めて 孤立 した人間の 一 人 として
カフ カを見る こ とが出来るo 事実､ 彼はあらゆる意味で きわだ っ て孤立 して い
たo 彼の 文学の なまなま しさ 臥 彼 の孤立 の なまなま しさで あ っ た ｡ しか しな
がら､ カ フ カの 孤立 臥 自己の世界に対して の み意味を持 つ とい っ た偏狭なも
の で はない o 孤 立する こ とに よ っ て ､ 却 っ て普遍的に な っ て い るの 臥 彼が宗
教的作家で あ っ たからで あるo 先天的に して種族的で ある人間の不幸も､ 彼 に
あ っ て は高い罪の意識に まで強められて い るo 彼の作品が､ 直接には神を扱 っ
て い な い か らと言 っ て ､ 彼 の 作品を問題に して いく上 に神を除外す る こ とは出
来ない o 彼 がそ の 文学的生涯 の終り に於て ､ 自己の 作 品 を焼却す るよ うにと
い っ た こ と 臥 彼 の諸多の作品が神 に触れ て い ない こ 七 に対す る不満からで
あ っ た とい うふう にも解され て い るが､ その こ とは逆に彼の作 品と神との 関連
を我 々 に強い る機縁とな る も の で あ る o そ れ だけ神を問題 に した作家の 作 品
が､ 神の 問題 に全然触れて こ な い筈はな い o ｢自然のまま なる具体的で 力強い
人生 の 高潮､ 退潮をそ の まま感じなが らも ､ 同時に人生を虚無 ･ 夢と してお ぼ
ろ げに眺め る+ とい う ラウ レ ンチ ベ ルク の傾斜面に腰を下 ろ したカ フカ の感慨
に臥 彼 の作品を最も端的に説明す るも の があ る ｡ しか し､ 彼 がそ の 生涯に於
て ､ 我々 の 前に提示 した問題 が其処 にと どまらて い たか どう か､ そ れは我々自
身の 問琴で あ るo 私 は数少ない と言われる嘩の作品に つ い て も ､ そ の殆ん どは
読んで い ない し､ 僅か に戦争前に読んだ長編 『審判』 と五 つ か六 つ の 短編､ そ
れに他 の 二 ､ 三 の作 品 の梗概を知 る に過 ぎない ｡ それ だけの 知識で は､ 彼 の 世
界を解明する の に勿論充分 で ある筈はな い の で ある が､ しか し私 は不足で ある
とも思わな い ｡ 何故な らば､ 私 は貧 弱な私d)読書範囲 の中で すら屡 々現れ る と
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ころ の ､ ひと つ の観念の <反復 > しか問題に しようと思わな い からで ある｡ 私
はラウ レ ン チ ベ ル ク の傾斜面に腰を下ろ して い るカ フ カを､ ･『審判』 の中の ヨ
オゼ フ ｡ E の ように追い つ める こ とに よ っ て ､ 自分自身を追い つ めて み たい と
い う誘惑に駆 られる｡ 3 4
鮎川信夫は上の 引用文の中で ､ ｢ひ とつ の 暗黒の時代､ 或い は社会 の申で ､ 極めて
孤立 した人 間の 一 人+ と して ､ カ フ カを認識 して い る｡ こ の よう な作品そ の もの か
ら披い る の で はなく､ 作家の実存的な生 の側面から作品世界に ア プ ロ ー チ するとい
う仕方 臥 ｢荒地+ 派特有の も の で あ ると思 われ る . つ まり ､ ｢荒地+ 派詩人に
とっ てまず問題 にな るの は､ 作家や詩人が現実世界に於い て い か なる経験を したの
か､ そして そ の経験からそ の作家独自の い か なる世界を開示 して い っ た の か とい う
ことに関心があ るわ けで あ り､ 文学作品そ の も
′
の の 世界を孤立 して考え ると言うこ
とはしなか っ た の で ある ｡ 先の 章の ｢Ⅹ へ の 献辞+ の考察に於 い て 明らかにな っ た
ように､ 彼 らに と っ て言葉とは､ そ の 言葉を紡ぎだすも の の主体に大 きく関わ っ て
いるもの で あ り､ 言葉が現実の作家の 生 とい かなる関わり
一
も持た ない よう な作品世
界に辻なんら興味を示さない の で ある ｡
かく して ､ 鮎川信夫と三好豊 - 郎が､ カ フ カの作品 『審判』 に興味を持 つ の 臥
その作品がカ フ カの現実 の経験に基づ い て 彼が開示 しようと した世界で ある という
こ とが前提に な っ て い ると思われ る ｡ そ して そ の 開示された世界を読む こ とに よ っ
て ､ ｢荒地+ 派詩人がそ こ に普遍的な世界を感 じる こ とから､ 彼らとカ フ カとの 実
存的なつ ながりがで て く る こ とに なる ｡
前に引用 した部分で ､ 鮎川信夫はカ フ カの 孤立 に つ い て述べ て い るが､ その作家
カフ カの 孤立に つ い て まず考察 して み たい . フ ラ ン ツ ･ カ フ カ 臥 ｢荒地+ 派詩人
の 言葉で言えば､ ｢荒地+ の 時代 に自らの 生 を生 きなけれ ばならな か っ た作家で
あo 第 一 次大戦とい う極限状況に於け る人間 の絶望を経験 し､ さ らに ､ 第 二 次世界
34 鮎川信夫 ｢カ フ カ の 世界+ ､ 『鮎川信夫著作集』億 6巻､ 文明論 海外詩人論 ( 東京､ 思潮社､
1 97 5年) ､ 3 20-3 4(3 2 0-21) 頁｡
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大戦の封影が現実を圧迫 しだした時代を生きた作家で ある. この ような不安な時代
に自己を集団と い うもの に解消させずに ､ 孤立の 立場を保持 したカ フ カの 生の態度
は､ 正に生きるとい う こ とに対する不安そ の もの で あ っ たはずで ある｡ 初期の作品
から､ 人間を抑圧す る理不尽な力に対して抵抗し､ 自由とい うもの を求めて きたカ
フカであ るが ､ その 自由をカ フ カは現実から逃避した形の自らの やすらぎの場所と
して の作品世界 へ 言葉を向ける こ とはなか っ た｡ カ フ カ にと っ て は､ そう した非現
実な世界 へ 自由の 問題を結びつ ける こ とよりも､ より大きな問題 として現実世界に
於ける自由の 問題､ 別 な言葉で 言 えば､ 自己とい うも の を外側から抑圧 してくる力
と自己の内側で求める自由との 問題解決を彼は自らの作品の中で試み て い たように
思われる｡ こ の 点に於い て ､ カ フ カ にと っ て 一 番 重要な こ とで あ るの は､ カ フ カが
生きる現実その もの で あ っ た思われる｡ しか し､ この よう な現実に捕らわれれば捕
らわれ る ほ ど､ 当時の 現実はカ フ カ の生 になん らの やす らぎを与 え るも の で はな
かっ た｡ 鮎川信夫は､ カ フ カ の そう した現実 へ の眼差 しに つ い て 次のよう に述 べ て
い る｡
カ フ カ が個体と して の 事物､ 人間を眺め る時の 眼は､ 異様 に鋭敏で あり､ 撒密
で あり､ 如何な る実存主義的リア リズ ム の筆法よりも現実的で ある占 人生 を虚
無 ･ 夢と して おぼ ろげに眺め るとい う彼の 眼 が､ どんなリ ア リス トの眼よ りも
的確に､ 自然の ままな る具体的で 力強い 人生 の 高潮､ 退潮をそ の まま に把握し
て い る の に､ 我々 は驚かされる ｡ 3 5
現実を現実の まま見つ める服 が､ そ の まま その 現実の 上 に虚無と夢と して の 世界を
見て しまう
.
､ こ の ような点に ､ カ フカの 作 品世界の独自性が現れ て い る と鮎川は描
摘して い る ｡ 決 して 視線を形而上学的なも の に向けずに ､ 現実の み を見っ め る眼
臥 現実の 中に い かな る秩序をも構築す る こ とはで きない o カ フカ が 『審判』 の中
で示したもの は､ そ う した現実の中で 生きる人間の 絶望的な実存で あり､ 永遠で あ
35 前掲書､ 32 5頁｡
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るもの から見放され ､ 屈辱だけが生 き残 っ て い く人生 なの であ る ｡ カフ カ 臥 現実
の申に様々 に人間の 生 き る不安を探し出すo あるい 乱 逆に言えば､ カ フ カの 存在
はそう した不安に よ っ て 常に脅かされて い るo も しカ フ カの そうした不安が社会機
構などの現実的な変畢によ っ て解消され得 るもの で あるなちば､ あるい 臥 カ フ カ
が現実に感じた脅威が宗教的世界の価値によ っ て取り去 られるも の で ある の なら
ば､ カフ カは自己の作品世界を不合理で虚無的な世界として提示する こ とはなか っ
たで あろうo カ フ カ の 眼 に映る不合理と矛盾に満ちた現実臥 もとをただせ ば神と
絶縁した世界の うちに人 間が生 きなければ ならない とい う ｢荒地+ の 時代 に生 きる
人間の 宿命から来るも の であ るo 人間が絶対的価値の存在しな い世界に生 き ると
き､ 人間は現実の諸問題を人間自身の相対的な価値によ っ て解決しようとする｡ し
かし､ そ う した相対的な個々の価値が人間によ っ て真実であ ると叫ばれ､ そ の 真実
の もとにヒス テ リ ッ ク な行動が伴うときに 臥 人 間の現実世界とい うもの が不合理
と矛盾に満ちて く る の は当然なこ とで あるo さらに ､ 時間の 制約の もとに生 き る死
の確定された人間に と っ て ､ 絶対的価値の 不在は人間世界の悲惨をより大きなも の
にしてい くo そ こ に はなん ら救 い の問題を解決で き る要卑は存在 して い な い ので あ
る｡
カ フカ の 『審判』 にお けるテ ー マ 臥 現実に於ける絶対的な価値が不在す る こ と
によっ て 生 じる人間世界の苦痛 の様相で あ るo 相対的な価値が無秩序に存在す る世
界にあ っ て 臥 人 は他人を裁く こ とはで きない はずで ある｡ い かなる審判 の根拠を
も人間は見出すこ とがで きない の であるo しか しその よう に審判に不確定な要素が
あろうとも､ 人 間が告発され る こ とは常に行われて い るの である｡
『審判』 の 最初の部分 臥 主人公で あ る銀行員ヨ ウゼ フ ･ K が､ あ る朝､ 身に覚
えの ない ことで告発され ､ 彼が突然逮捕され る場面からは じまる ｡ ヨ ウゼ フ ･ K に
とっ て ､ 逮捕そ の も の が不可解きわまりない こ とで ある｡ こ の 最初の告発 の 場面で
まず考えなければならない の 臥 こ の ような不当逮捕が当然の こ ととして成り立ち
得る根拠そ の もので あろう ｡ つ ま り､ ヨ ウゼ フ ･ K が逮捕されるとい う こ と 臥 あ
2 85
第3章第3節 ｢荒地+ 派詩人の 詩意識を支えた西欧の 文学者たち
る綻に反 したこ とに より罪を負 っ たからで ある｡ しかし､ その ような捷が､ 現実世
堺に ひと つ で はなく数多く存在 したな らば どうで あろうかo カ フ カにと っ て の現実
とはそうした捷がい くらで もある世界なの で あるo それ故に､ ヨ ウゼ フ ｡ 馴 ま､ 自
らの知らな い捷を犯した こ とに より逮捕されるわけで ある｡ 見知らぬ捷によ っ て捕
らわれたヨ ウゼ フ ｡ E 臥 なんと か して自己の 無罪を､ 自分自身がなんら逮捕され
る根拠の な い こ とを証 明 しようとする. しかし､ ヨ ウゼ フ ｡ Eの そう した努力にも
関わらず､ 彼は起訴され､ 裁判所 の審問を受ける こ とになる. 審議が場末 の ア パ ー
トの 一 室で 行われた り､ とヨ ウゼ フ ･ 引 こと っ て は全 く腺に落ちな い こ とばかりが
続くo 弁護士を頼むが､ そ の 弁護士も い っ こ う に自分に つ い て の疑 い をはら し放し
ない o こ う した ヨ ウゼ フ ･ Ⅹに と っ て は全 く理解不可能な審判の 過程 臥 どうして
おこ るの で あろうかo それ 臥 前記 したように､ 現実世界に於い て様々な相対的接
がある こ とか らお こ るの で あ る . ヨ ウ ゼ フ ･ K の知らない 捷の 周り に は､ ヨ ウゼ
フ ･ Ⅹの 知 らない 審判の制度があり､ ヨ ウゼ フ ･ Kの知らない罪が存在す る. あ る
捷に於い て 臥 全 く罪に ならぬこ とが別 の捷で は重罪となり､ 裁判所 で裁かれ る｡
この ような状況 の中で ､ ヨ ウゼ フ ｡ Ⅹは捕 らわれたの で あ るが ､ 彼 故人間の名に於
い て､ 反抗を示 そうとす るo しか し結局 の と こ ろ 臥 最後には ､ ヨ ウゼ フ ･ Ⅹは死
刑判決を下され ､ ナイ フ で刺されて死 んで いくの で ある ｡
｢荒地+ 派詩人が､ カ フ カの 『審判』 に見たもの 臥 現実に捕らわれた ､ 現実か
ら逃れられぬ頚描I]8=捕らわれ た作家が､ 最後に試み よう と したカ フカ の生 き る こ と
の苦痛で あ る o ｢どう して もそ こ から脱出する こ とがで きぬよう な強迫観念 に脅か
されて い たカ フ カに と っ て ､ 現実 とい うもの はそ こ か ら脱出するような外部的なも
の で はなく､ カ フ カ自身の内部の癒され る こ との ない 大 きな傷 口+ にな っ て い たの
である o 3 6カ フ カ が ｢荒地+ 派詩人 に訴えた の 臥 カ フ カ と い う存在と彼 の 小説
36 前掲書､ 3 2 9頁｡
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『審判』 が､ 絶対的価値の存在しない世界､ 換言すれば ｢荒地+ に生きる人間の悲
惨を自らの運命と して背負 っ た姿を開示 して い るという点であ ると同時に､ カフ カ
の言葉が開示 した世界､ あ るい は言葉自体が彼 の 生と強く結び つ い たもので あると
いう点なの で ある｡
(3)
第二次大戦後､ 現実には様々 な改革へ の 叫び声が上げられ ､ 人々 は戦中の ような
過酷な現実から逃れ得るも の と楽観的に考え て い た o 戦後の 開放的雰囲気の中､
人々 は自由を回復 したも の と信 じ､ 再び現実を新 しい 世界と して認識 して い くよう
になるので あ る が､ 現実そ の も の の 中にカ フ カと同様に絶対的な価値の 不在を読み
とる ｢荒地+ 派詩人 にと っ て ､ 現実とい うもの は人間によ っ て容易に改革され得る
もの ではなく､ 容易にそ こ から逃避で き るも の で もなか っ たo 彼 らの司に 臥 新し
く建てられ る建物の音が､ 新 しく建て られ る牢獄 の音に聞 こ えて い たので ある ｡ カ
フカ によ っ て 示され た現実臥 ｢荒地+ 派詩人 に彼 らの 直面 して い る現実 の そ の暗
さにさらに暗黒を注ぎ込むもの で あ っ たが､ そ の 暗黒 にある絶望 を意識に す る こ と
によ っ て ､ つ まり､ ｢現代は荒地で ある+ と認識する こ とによ っ て ､ 次に ｢荒地+
派詩人たちが直面す るこ とになる の 臥 い かに そ の ｢荒地+ に向かい合 っ て い くか
とい う､ 救い の 問題と光 の 問題で あ っ た o 個人 を全体的なもの の 中に解消する こ と
によ っ て ､ 実存の 不安を取り除くとい う傾向 臥 日本の社会 には特徴的な こ とで あ
るとい え るかも しれ ない が､ そう した中で ｢荒地+ 派詩人 臥 実存の孤立性を強調
する こ とに よ っ て ､ つ ま り主体を回復する こ と によ っ て ､ そ の 実存が絶望状況にあ
る ことを認識 し､ 孤立 した自己の観点から､ 救い の 問題を考えて い くの で ある ｡
しか しなが ら､ エ リオ ッ トやカ フ カは ､ ｢荒地+ 派詩人に救い の 問題を解決する
方途を開示する存在で はなか っ た ｡ こ の こ と に対する ｢荒地+ 派詩人たちの自覚を
最も明らかに 示 して い る の は､ 詩誌 ｢荒地+ の 後記 に善かれた次の ような黒田三郎
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の言葉で あろう｡
此 の際改め て ｢荒地+ に つ い て 一 言すれば ｢荒地+ は T.S. 肌 ｡t の T he
Wa ste I+a nd からと つ た ｡ エ リオ ッ トの詩集の名前をその まま我々 の雑誌の名
前に したと い ふ こ と 臥 しか し必ずしも詩人 エ リオ ッ トの伝統を継承するとい
ふ意味に限られない ｡
｢荒地+ 臥 我々が我 々自身を認識する年齢に達した時､ 既 に我 々は荒地に
ゐ た､ とい ふ程の 意味で あるo ｢荒地+ の 主体を為す者臥 年長の者で 二 十
八､ 九歳､ 若 い 方は 二 十二 ､ 三 歳で あるo 即 ち､ 戦争の中に育ち戦争に其の 血
と青春を費 した世代で あ る｡ そ して ､ 伝統の 詩人 エ リオ ッ トが ､ 第 一 吹大戦
後､ 詩集 ｢荒地+ を出すに当 つ て ､ イ ギリス の伝統の上 に立 つ て ゐ たの にひ き
かえ ､ 我々 は何物をも持つ て ゐ ない の で あ る o 東洋の 異教徒として ､ 我々は何
もかも同時に始めなければならな い運命の 下 にある｡ 3 7
こ こ に書かれ た黒田三郎の 言葉は､ ｢荒地+ 派詩人 の 日本に於け る立場を明確に示
してい るo つ まり ､ ｢現代は荒地で あ る+ とい う認識の基に ､ 荒地に相対する世界
に､ エ リオ ッ トが伝統やカトリ シズム を措定 したの に対 して ､ ｢荒地+ 派詩人 臥
｢荒地+ に対抗す る も の と して何物をも持 っ て い な か っ たの で あ る ｡ こ こ に エ リ
オッ トやカ フカ な どとい っ た西欧の文学者たち の世界観を､ 自ら の 日本の 風土にお
ける立場と思想を直視しながら､ 主体的に受容 して い っ た ｢荒地+ 派詩人 の態度を
窺う こ とがで き る の で はない で あろうかo そ して ､
.
エ リオ ッ トから現代意識を受け
入れ､ ｢個人+ と して現代に生 きる こ と の 重要さを読み と っ た ｢荒地+ 派詩人 臥
次の段階におい て ､ 自らの 意識する ｢荒地+ か らの 救い を求め て何らかの根拠を見
出して い こ う とす る の で あ る ｡ こ の 時点に お い て ､ 彼 らが向か っ て い っ たの が､
T･E･ ヒ ュ - ムで あるよう に思われ る｡
3 7 黒田三郎 ｢T he W a ste Land+ ､ ｢荒地+ 第1巻､ 第3号､ 4帽 ｡
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(4) T.E. ヒ ュ - ム
戦後､ ｢荒地+ 派詩人 の中で ､ 最初に T.E. ヒ ュ - ム の 著作に興味を示したの
は､ ｢荒地+ の理念化 に際 して多くの詩論を戦後発表する こ とになる鮎川信夫と､
戦前から詩の 人生的な意味や魂の 問題を考えて きた三好豊 一 郎で ある. こ の 二人
は､ 第二 次大戦後 の数年問､ 互 い に詩的関心を共有して い たらしく､ T.E. ヒ ュ - ム
やフラ ン ツ ｡ カ フ カ な どに関する諸論文を同 じ雑誌の 同じ号 に掲載す ると い う こ と
を行っ て い る o T･E･ ヒ ュ - ム に関 して の鮎川 の論文､ ｢ 『煙灰』 の な かから+ 臥
詩誌 ｢純粋詩+ の 昭和2 2(1 947) 年1 1月号に 発表された . 同号 に は､ 三好豊 一 郎
の T･E･ ヒ ュ - ム に つ い て の 論考も掲載されて い る . 三 好豊 一 郎が ｢戦前すで に長
谷川鉱平訳で ”Spe culatio n s” が 『ヒ ュ ー マ ニ ズ ムと芸術哲学』 と題して翻訳出版さ
れて､ 私 もそ れ を読んで い たか らで ある｡ + 3 8と述べ て い る よう に ､ 鮎川 も翻訳作
品を通して ､ TIE･ ヒ ュ - ム の 思想に触れたと思われる. ちなみに ､ 三 好が戦前に
於い て読んだと思われる の 乱 戦暗中､ 埴谷雄高と平野謙らとともに雑誌 ｢構想+
を発行 し､ 哲学者谷川徹三に そ の才能を認 め られ､ ヒ ュ ー マ ニ ス テ イ クな思考の哲
学論､ 文芸評論を執筆す る こ と になる長谷川鉱平が､ 昭和1 1年1 0月 に芝書店から
刊行した翻訳書 『芸術と ヒ ュ ー マ ニ ズ ム』 で あ ると思われ るo そ の 『芸術とヒ ュ ー
マ ニ ズム』 臥 終戦後､ 昭和28年に 『ヒ ュ ー マ 羊 ズム と芸術哲学』 と して 宝文館か
ら再版され､ 昭和4 2年に 臥 全面的に 改訳 した翻訳版が 『ヒ ュ マ ニ ズム と芸術の哲
3 8 三好豊 一 郎 ｢編集ノ ー ト+ ､ 鮎川信夫 『鮎川信夫春作集』 第5巻､ 文学論 芸術論､ 3 9 9- 4 0 5(
39 9) 頁｡
289
第3章第3節 ｢荒地+ 派詩人の詩意識を支えた西欧の文学者たち
学』 として法政大学出版局から出版されて い る｡ 39
' rT･E･ ヒ ュ - ム の 精神+ と いう副題の付い た鮎川信夫の ｢ 『嘘灰』 の なかから+
の最初の部分で ､ 鮎川 は こ の論文を書い た意図を次の ように明らかに して い る｡
あ る憂密な こ こ ろ に よ っ て ､ 人間の存在の もろさと､ 不安定な基盤をむき出
しに して み せ た 『感灰』 を彼に書かせ た動機は何で あ っ たろうか｡ 実の とこ
ろ ､ こ の 動機をさ(.. る 以外に は ､ 今更彼の古い断片をひ っ か き廻 す興味杜な
い o 第 一 次大戦で若くして戦没 した ヒ ュ - ム へ の 共感を語る こ とが､ 第 二 次大
戦に生 きの こ っ たぼくにと っ て何らかの意味を持ち得るとすれば､ こ の 動機を
説明する こ とに つ きるの で ある ｡ 4 0
上の弓偶 文から､ 鮎川 がこ の 論文を書い た意図に は､ T.E. ヒ ュ - ムの 思想の み な
らずヒ ュ - ム へ 共感す る態度があ る こ とがわかる｡ そ う した 『煙灰』 を ヒ ュ - ム に
書かせ た動機を探 る こ と に よ っ て ､ 鮎川 は､ ヒ ュ - ム へ の 共感を語ろう として い
るo 鮎川信夫が T.E. ヒ ュ - ム の作品に惹 きつ けられ た動機を探 るために 比､ やは
りまず､ T.E. ヒ ュ - ム の生 きた時代とヒ ュ - ム が直面 した問題 に つ い て 明らかに
しておく必要があるで あ ろう｡
T･E
･ ヒ ュ - ム は､ 1883年9月 ､ イ ン グ ラ ン ドの 中部､ ノ ー ス ･ ス タ ッ フ オ ー ド
シヤ ー に生 まれ た ｡ 幼少 の 時代から学業は優秀で ､ 1902年にはケ ン ブリ ッ ジ大学
の セ ン ト ･ ジ ョ ー ン ズ ･ カ レ ッ ジ に入学して い る｡ 大学に入 る とヒ ュ - ム は哲学を
学びたか っ たが､ 家族 の もの の反対を受け､ 徐々 に大学生清を放棄しだす こ とにな
る ｡ 190 4年に は､ 悪 友と共に不名誉な事件を起こ し､ 大学生括 2年に して放校処
39 本論文で参照したT.E . ヒ ュ - ム の邦訳は ､ 昭和4 2年出版の もの である｡
T･E ･ ヒ ュ - ム､ 長谷川鏡平訳 『ヒ ュ マ ニ ズ ム と芸術の哲学』 (東京､ 法政大学出版局､ 1 96 7年) .
4 0 鮎川信夫 ｢ 『煙灰』 の なかか ら - T .E. ヒ ュ - ム の精神 - + ､ 『鮎川信夫著作集』 第5巻､ 文学論
芸術論､ 1 0-2 7(1 0_l l) 臥
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分にされるo しか しその後も哲学の勉強は続ける｡ こ の こ ろの ヒ ュ - ムの特質とし
て注目 したい の 臥 彼の debu nke r 的特質で ある｡ 41 -debu nk･- と 臥 ｢で たら
め､ たわ ごと+ (bu nk) を剥(tlとい う意味から､ ｢名士 ｡ 制度 ｡ 慣習な どの 正体
を暴露する+ ､ ｢仮面を剥(o+ ､ ｢学説な どの 虚偽を暴く+ な どの 意味を持 つ 言葉
である o つ ま り､ こ の こ ろ からヒ ュ - ムに は人間の裏側や思想の背景にあ るも の を
直視するとい っ た特質があ っ た ｡ こ の特質は ､ 彼の 人間生暗にお い て負の面で働く
こ との はう が多か っ たが ､ 自 らの 哲学的思想を構築するためには､ 重要な役割を
担っ たと思 われる｡
T･E･ ヒ ュ - ム の 著作 Speclatio n s臥 1924年にハ - バ ー ト ･ リ ー ド (Herbert
Re ad) が ヒ ュ - ム の移 しい 数の 遺稿をもとに編集 し､ ･Es s ays o nHu m a nis m a nd
the Philos ophy of 血t
- (｢ヒ ュ ー マ ニ ズム と芸術哲学に関する エ ッ セイ+) とい う
副題を付けて出版 したも の で ある o ヒ ュ - ム の生存中に公刊された彼の業績を整理
して置くならば ､ 1913年におけ る ベ ル グソ ン (He mi Bergs o n, 18 59-1941) の
Intr odu ctio na la Me
'
taphysigu e (『形而上学序論』) の 翻訳､ 1916年の ソ レル (
Geo rge sSo r el, 184 7- 192 2) の Re'fle xio n s s u rla m'ole n c e(『暴力論』) の 翻訳の
みで ある o しか し､ こ の 二 冊 の翻訳書の 他 に ､ 1915年､ エ ズラ ･ パ ウ ン ド(Ez r a
Po u nd, 1 8 85- 1972) の Ripo ste s(『弁駁』) の付録として 弛 e Co mplete
Po etic al na rks ofT･E･ Hulm e(『 T.E. ヒ ュ - ム の全 詩作』) の表題の もとに ､
ヒ ュ - ム の 5篇の 詩作品が掲載されて い る ｡ また ､ 新聞雑誌類に も数多くの 種類の
論文を寄稿 して い た○ そ う した寄稿論文や移 しい 数の ノ ー トを整理 し ､ ハ ー バ ー
卜 ･ リ ー ド臥 6編の 論文 を再構成 した｡ そ の 6編 の 論文 と 臥 ･Hu m a nis m and
the Religio us Attitude
- (｢ヒ ュ ー マ ニ ズム と宗教的態度+) ､ ･M .de rn Aごt a nd
4 1 T･ E･ ヒ ュ - ム の経歴 に つ い ては､ T ･E. ヒ ュ - ム､ 野 口啓祐編注 『Hu m a nis m a ndthe Religiou s
Attitude - ヒ ュ ー マ ニ ズ ム - 』 (東京､ 北星 堂書店､ 1 9 6 3年) の 巻末に付された年表を参照した o
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Its Philo s ophy
- (｢現代芸術とその哲学+) ､ ･Ro m a nticis m and Cla s sicis m･
(｢ロ マ ン 主義と古典主義+) ､ -Be rgs o n's T he o ry of A甜 (｢ベ ル グソン の 芸術
請+)､
-
The P hilo s ophy of lnte n siv e M anifolds- (｢内包的に多様なるもの の哲
学+)､ 'Cinders:A Ne w Weltans cha u u ng
- (｢感灰 一 新しき世界 - +) で ある o
Spe clatio n s に 臥 その 主要な6論文の他に､ 付論と して ソ レル の 『暴力論』 に言
及 した 'Refle ctio n s o nViole n c e- (｢暴力論+) ､ -Pla nfo r a Wo rk ｡ n M.de r n
T he o rie s of Al.t' (｢近代芸術理論に関す る 一 書の プラ ン+) ､ -The Co mplete
Po etic al Wo rks of T･E･H ulme- (｢T.E. ヒ ュ - ム の 全詩作+) の 三 つ の もの が付さ.
れて い る o こ の ような著作の中で ､ 鮎川信夫が最も関心を寄せ たの は､ ｢ヒ ュ ー マ
ニ ズム と宗教的態度+ と ｢感灰+ の 二 つ の 主要論文で あると考えられる｡
鮎川の 評論 ｢ 『感灰』 なかか ら+ の タイ トル にも含まれる ｢感灰+ は､ ｢新 しき
世界観の ス ケ ッ チ+ とい う副題が付された､ ヒ ュ - ム の世界圃が断片的に書き記さ
れたもの で ､ 鮎川 はそ の 世界観に対する共感をその評論の中で しば しば言及 する前
者の論文 ｢ヒ ュ ー マ ニ ズ ム と宗教的態度+ の 方からア プ ロ ー チ し､ ヒ ュ - ム の 共感
をこ の評論の中で語 ろうと して い る の で ､ こ こ で は､ ヒ ュ - ム の 論文 ｢ヒ ュ ー マ ニ
ズム と宗教的態度+ に焦点を紋り言及 して い きたい ｡
｢ヒ ュ ー マ ニ ズ ム と宗教的態度+ 臥 第 一 次大戦中に ヒ ュ - ム に よ っ て 善かれた
論文であ るo 1914年7月に第 一 次大戦がヨ ー ロ ッ パ で勃発す る と､ ヒ ュ - ム 披直ち
に - 平卒と して 入隊､ 同年12月 に 臥 ベ ル ギ ー の フ ラ ン ダ ー ス ､ さ らに披 フ ラ ン ス
の戦線に赴 くこ とに なる が､ 1 9 1 5年4月 に ､ 彼は肩 に貫通重傷を受け､ 本国の イギ
リス に送還きれ る こ とに な る ｡ 以後､ 1916年3月 に英国海軍砲兵隊に士官として入
隊するまで ､ ロ ン ドン に滞在するo 再入隊後､ ヒ ュ - ム はベ ル ギ ー 戦線に 出動し､
19 17年9月 に べ ル ギ - の 戦線で戦死する こ と に な る ｡ そ の ロ ン ドン で の 滞在の 間
に､ ヒ ュ - ム 臥 論文 ｢ヒ ュ ー マ ニ ズム と芸術的態度+ にまとめ られる原稿を -A
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No七ebo ok by T･E･H/(｢T･E･H･ の ノ ー トブ ッ ク+) とい う題で ､ ヒ ュ - ム の 論文の
中心的な発表の場とな っ た雑誌 7%e Ne Ⅳ Age に発表して い る . ヒ ュ - ム の 論文と
して は比較的長い こ の論文臥 自らが第 一 次大戦という戦火を経験した後に善かれ
た論文と して ､ 第二 次大戦を経た鮎川の精神に何らか の共鳴するもの があ っ たの で
はない か と推測で き る ｡
論文 ｢ヒ ュ マ ニ ズム と宗教的態度+ 臥 次の ような7 つ の部分から構成されて い
る｡
① -A Method- (｢ 一 つ の方法+)
②'A C ritqu e ofSatisfa ctio n- (｢満足 の 批判+)
③ .Fals eCategorie s- (｢疑似カ テ ゴ リ ー +)
④'Histo ry' (｢歴史+)
⑤ -Neo- Realis m- (｢新実在論+)
⑥ -A Pr ogr am m e- (｢ 一 つ の草案+)
⑦-TbeReligio u sAttitude■ (｢宗教的態度+)
その 最初の部分で あ る し っ の 方法+ は､ ヒ ュ - ム 自身の 哲学的な思索の 方法と彼
の 思想の根本原理を説明して い る箇所であ り､ ヒ ュ - ム の 思想を考える上で最も重
要な部分 で ある と思われ る ｡
こ こ で まずヒ ュ - ム は､ 19世紀 の 主要 な思索的業績 の ひ とつ と して ｢連続の原
哩+ (-theprin ciple ofc o ntin uity･) を念入 りに作り上げ､ それ を 一 般的に ､ 広範囲
にわた っ て応 用 した こ とを挙げ､ それ を打破する こ とが当時の最も差 し迫 っ た要請
であると考えて い る ｡ 4 2 こ の ｢連続の 原理+
-
を､ ヒ ュ - ム は､ ｢実在+ (.r e ality
･
) に関わる自らの モ デル を提示する こ とによ っ て ､ 1 9世紀の 思潮の底流に存在した
42 T･E ･ Hulm e,
･Hu m a nism a ndthe Religio u sA ttitude
･
,
Spe c ulatio n s:Es says o nH u m a n l
･
s m
a ndthe Phl
'
1o s ophy of ATt, 2nded･ , ed ･ He rbe rt Re ad(L6ndo n : Ro utledge & Kega n Pa ul, 19 3 6), p p.1･
71(p.3).
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｢連続の原理+ を説明 しようとするo こ の ヒ ュ - ム の モ デル に対 して 臥 鮎川も関
心を示 して い た らしく､ 彼は ヒ ュ - ム の 言葉を援用 しながら､ 論文 ｢ 『臆灰』 の な
かから+ におい て ､ 次の ように解説して い る ｡
ヒ ュ - ム は実在の領域を分類して ､ ( - ) 数学的 ｡ 物理的科学が対象とす る無
機的世界､ (二)生物学 ｡ 心理学及び歴史によ っ て とりあ つ かわれ る有機的生
命の世界､ (≡)倫理的 ｡ 宗教的価値の世界､ にわけて考えた｡ そ して ､ こ の
うち (- ) と (≡) は絶対的性格を持つ もの で あり､ それに反 して (二) の生
命の領域は ､ 元来相対的なも ので あ っ て ､ これ をとりあ つ かう科学も生物学と
か心理学､ 歴史学な どの ように ､ 相対的な性格をも つ もの で ある と した｡ 4 3
ヒ ュ - ム の 3 つ の 実在の領域は44､ 上記の 引用文で鮎川によ っ て解説されて い る通
りなので あ るが､ さ らに こ れを分かりやすくするためにヒ ュ - ム 臥 塊何学的な性
格をそ の 3 つ の 領域に与 えて い る . つ まり､ ヒ ュ - ム は､ それ らの 3 つ の 領域を､
同 一 平面上 に 2 つ の 同心 円 を描く こ とに よ っ て 区画され る3 つ の 区域に当て はめ
る o そ の 一 番外側の領域を ｢数学的 ･ 物理学的科学が対象とする無機的世界+(他e
ino rg anic w o rld, ofm athe maticala ndphysicals cie n c e
･) と し､ 中間の 領域を ｢生
物学 ･ 心理学及び歴史に よ っ て取 り扱われ る有機的世界+ (･the o rga nic w o rld,
dealt wi th by biology, psychologya nd histo ry
･) ､ ならび に ､ 一 番中心の 区域を
｢宗教的 ･ 倫理的価値の世界+ (･the w o rldofethicala ndr ehgio u s value s･) とし
て い る o 4 5 実在を三 つ に分 け るとい う ヒ ュ - ム の 考え方に 関 して ､ 秩序を3 つ に
分けたパ ス カ ル.a)考え方の導入が
一 般的に指摘されるとこ ろで あ るが ､ そ の 3 つ の
4 3 鮎川信夫 ｢ 『煙灰』 の なかから - T･E ･ ヒ ュ - ム の 精神 - + ､ 『鮎川信夫著作集』 第5巻､ 14頁｡
4 4 ｢3 つ の 実在の 領域+ に つ い て は ､ ･Hu m a nis m a nd the Religiou sA ttituder, Spe c ulation 叩 5
におい て説明されて い る ｡
45 前掲書､ p ふ 6.
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秩序の内容その もの はパ スカル とは異な っ たもの で ある｡ 4 6
ヒ ユ - ム は こ の 3 つ の 世界を､ 絶対的に交流不可能な世界として認識して い るo
つ まり､ モ デ ル の 同心 円 の 円そ の も の が大 きな ｢亀裂+ (-cⅠ1 a S mり を為 して お
り､ そ こ を連続さ せ る よう な架け橋はな い もの と考え て い る ｡ 4 7 こ の よう な
ヒ ュ - ム の 世界観 に照ら し合わせ るならば､ 19世紀における哲学の動向は､ それ ら
の絶対的な区分にあ たか も橋が架けられると思い抱い た点に特徴がある｡ ヒ ュ - ム
が1 9世紀におい て特徴的で あると見た ｢連続の原理+ とは､ そ の よう に三 つ の 領域
を交流可能だとする こ と によ っ て ､ 各々 の 諸領域にある性格を混同する こ とにあ っ
た｡ それを具体的に言えば､ 人 間の 領域､ つ まり第2 の領域に物理学や数学の厳密
さなど第3 の 領域の特質を取り込む こ と に よ っ て生 じる唯物論的､ 機械論的人間
観､ あ るい は､ 神 の世界 (第3 の領域) を人間の もと(第2の領域) に引き下ろ し
たロ マ ン主義的な人間観など､ 19世紀における特に人間に対す る考え方は､ 人 間の
領域(第2 の 領域) を中心に したその内側 (発3 の領域) と外側 の世界(第1の領
域) の 混同にあ るとい っ て よい ｡
しか し､ ヒ ュ - ム は こ の ような混同に対 して 大きな拒絶を示す. とい う の も ､ 人
間は神で も なけれ ば､ 機械で もな い か らで あ る ｡ そ う した人 間 に対す る厳密な眼
臥 人間 の世界そ の も の を冷静に見る視線から来るも の であ ると思われ る｡
一 方､ ヒ ュ - ム は､ 19世紀中庸にお ける ｢連続の原理+ に基づ い た思想に対 して
は反駁するが､ 19世紀末 に興っ た ベ ル グソ ン や ニ ー チ ェ (F riedrich Nietz s che,
1844- 1900)やデイ ル タイ (W ilhelm D ilthey,1883-1 9 1 1)などの に顕著に見られ
る思想的動向に対 して は少 しそ れ とは異 な っ た見解をも っ て い る ｡ 人間とい う もの
を微視的に ､ 解剖学的に解体 して ､ 外側か ら捉えようとする唯物論的方法 (第1の
46 パ ス カ ル は ､ 『パ ン セ』 の第4 6 0章と第7 9 3章で ｢三 つ の秩序+ の こ とに つ い て言及 して い る｡ 前田
陽 - 責任編集 『パ ス カル』 ､ 中公 バ ッ クス 世界の 名著2 9 ( 東京､ 中央公論社､ 1 9 7 8年) ､ 2 4 8- 4 9頁 (第
460章) ､ 3 9 5- 9 6頁 (第7 9 3章) 0
47 T･E ･ Hulm e,
-Hu m a nis m and the Religio u sA ttitude
･
, Spe c u)atl
･
0 叫 p .6.
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領域における方法) に対する反駁として ､ 人 間の内部を直観的に感得 し､ 生の 本質
を捉えよう･と した ｢生の哲学+ の運動に つ い て ､ ヒ ュ - ム は物理学の領域･と人間の
領域の間にある ｢絶対的な裂け 凱 (7 an abs olute divis o n･) ､ すなわちそ こ にあ
る ｢非連続+ ('dis c o nti mityr) を認めたと考えて い る . 48 そ れ 臥 ヒ ュ - ム に
とっ ては､ 19世紀中庸に陥 っ た混沌と した思索状況から大きく外 へ 出る 一 歩で ある
と見えたの だが､ しか しその ｢生 の 哲学+ も まだ人間の領域と神の領域の 間 の絶対
的な裂け目を認識 して い な い と ヒ ュ - ム は 考え る. 4 9 こ こ で 興味深 い の 臥
ヒ ュ - ムがそ の ｢生 の哲学+ がな ぜ ｢第二 の 絶対的な裂け目+ すなわち､ 第3の 領
域と第2 の領域にある亀裂を認めなか っ た の かとい う こ とを論じて い る部分 であ
る｡
Sofar s ogo od･ Butthe s a m e m o ve m e nt thatre c ognis e sthe e xiste n c eof
thefir st abs olute cha s m仲etw e e n七he physicala ndthe vital), pr o c e edsto
ip o r ethe s e c o nd, that betw e e nbiologya nd the ethical, r eli如 u s val.l e S.
fla v mg m ade thisim m e n se step a w ay fro m m aterialis m, itbelie v e sits elf
adequ ately equip ped fo r a state m e nt of all the ide alvalu e s. It do e s n ot
distinguish differ e ntle v els ofthe n o n- m ateri al･ Al lthatis n o n - ateri al,
m ustit thinks be v =
'
tal･ T he m om e ntu m ofits e s c ape fro m m e cha nis m
c amie sit o n to the atte mpt to re state the whole ofl･ehgio n inte r m sof
vitalis m･ T his s ri diculo u s･ Biologyis n otthe ology, n o r c a nGod bedefin edin
te r ms of”1ife” o r--pr ogr e s s･
” M odemis m e ntir ely mis u ndersta ndsthe n atu re
ofreligion. But thela st tw e nty ye a r sha v epr odu ced m a s e s of w 血 ng on
thisba sis
,
a nd in a sfa r a stho ught to- dayis n ot m ateri al istc,it te ndstobe
e x clu siv ely ofthiskind.
Itis e asyto u nde r sta ndwhythe abs oltltedivis o nbetw e e nthe ino rg anic
48 前掲書､ p.7.
4 9 前掲書､ p.7.
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a ndthe o柑 a nicis s o m u ch m o re e a sily r e c ogmisedth an the s e cond divisio n.
Fo rthe 軸s七fa皿s e a silyinto hne with hu m anis m
,
wh nethe s e c o nd-br e aks
the whole Renais s a n c etr adition .5 0
これ まで はそれで よか っ た o しか し､ 第1の絶対的な裂け目を認めた汝ずの
この 同じ運動 [1 9世紀末に興っ た運動] が､ その 先に議論を進め るに当た?
て ､ 第2 の 絶対的な裂け 臥 つ ま り､ 生物学と倫理的 ･ 宗教的価値との問にあ
る裂 け目を無視 して しま っ たので ある｡ こ の運 動は､ 唯物論から離れる大きな
一 歩を踏み出 し たが ､ し かしなが ら､ それ故 に ､ 自らが､ あ らゆる ｢観念的
な+ 価値に つ い て 記述するだ けの 準備が十分あ るも の と思い 込んで しま っ たの
で ある o それ は ､ 非物質的なもの に ､ 異な っ た レベ ル の ある こ とを区別 しよう
とは しない o そ れ は､ 非物質的なも の はす べ て ｢生命的なもの+ で なければな
らない と考える｡ 機械論から逃れ出た弾み が､ それを､ 生気論の 用語で宗教全
体と言い換えようとする試み へ と導くの で あ る ｡ しか し､ こ れ はば か げて い
るo 生物学は神学で はな い し､ 神は ｢生命+ ま たは ｢進歩+ とい う用語で定義
できるもの で は ない の で あ る ｡ こ の 点に お い て モ ダ ニ ズム は宗教の本質を誤解
して い るの で あ る ｡ しか し､ 最近 の 2 0年間に は､ こ の 基盤 に基づ い て 多くの
著作 が書かれて きた｡ そ して ､ 今日の 思想は､ 唯物論的で ない 限りは ､ も っ ぱ
らこ の 種 の も の とな る傾向があるの で あ る ｡
なぜ無機的なもの と有機的なも の との 絶対的な区別が､ 第 2 の区別 に比 べ て
ずっ と容易 に認 め られ るかを理解す る こ とは簡単で あ る｡ とい うの は ､ 第1の
区別 はヒ ュ - マ ニ ズム とは容易に 一 致する の に対 して ､ 層 2 の 区別は､ ル ネサ
ンス の全伝統を破壊する こ とになるからで ある｡
19世紀に興 っ た思想的動向は､ 無機質的なもの と生命的なもの との 問に ､ は っ きり
50 前掲書､ p p.7-8 .
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とした区分を設けたに もかかわらず､ 宗教的なもの を宗教的なもの として の み認め
ず､ 生命的なも の として言い換えようとする｡ こ の ような混同がお こ る背景に ､
ヒ ユ ー ム はル ネサ ンス 以降の 人 間中心的なヒ ュ ー マ ニ ズ ムの立場を看取するの で あ
る｡
周知の よう に ､ ル ネサ ン ス は中世の教会からの解放だけでij:なく､ 人間その もの
の能力に対する解放で あ っ た ｡ ル ネサ ン ス 以前 臥 神の世界と生命の世界は完全に
分離して い たo そ こ には人 間が越えられない 裂 け目があ り､ 人間は神の領域 へ は決
して い くこ とが不可能で あ っ た｡ しかし､ ル ネサ ンス 故人間の 能力 を全面に だすこ
とによ っ て ､ そ の 絶対的な裂け目を連続して い るもの と して考え始めた｡ こ の ｢第
2の 裂 け目+ を連続したも の で あ る と考えた点に､ ル ネサ ンス の 一 つ の成果がある
ので あるが､ しか し､ そ れは逆 に人間の 能力に 対す る過信とそ の 能力の 乱用 に結び
つ い て い くこ とに なる｡ こ の よう に考えると､ ヒ ュ - ムの 言う第 2の 裂 け 臥 つ ま
り､ 生命の 世界と神の世界との問にあ る断絶を認める こ とは､ ル ネサンス 以前 へ の
考え方に逆戻りす る こ とに なり､ そう した逆戻 りに対 して ､ 19世紀末の 思想的運動
は反発を示 したの で あ っ た｡
それ に対 し ヒ ュ - ム は､ ハ ー バ - ト リ ー ドが言うように ､ ル ネサ ンス 前の 哲学
の復興を唱えたの で あ っ た｡ 5 1 つ まり ､ ヒ ュ - ムは物質世界と人間世界の 分離を
認めた19世紀末の ｢生の哲学+ の延長線上に立 っ て ､ 生命の 領域と神の 領域との分
離をさらに認 める こ とによ っ て ､ 三 つ の 領域を絶対的に分離 したもの として認識 し
ようと した の で あ る ｡ 何故ヒ ュ - ムが19世紀に おい て連続 して い た絶対の世界を､
生命の 世界とは バ ラ バ ラ なも の と して 認識 し ようと したの ,かとい う こ とに つ い て
臥 当時の ヨ ー ロ ッ パ の 状況を考えて みれ ば理解で きるかも しれ ない ｡
人間を肯定的に見 る
l
= とから始ま っ た人 間中心的な考え方は､ 文明を発達させ ､
科学の 進歩を促 し､ 新 しい 世界を つ くり出 して きた｡ 戦争の 恐怖 ､ 機械の 発達､ 階
51 前掲書､ He rbe rt Re ad, flntr odu ctio n-, p . xiv .
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級の不平等､ 集団の 圧力 な ど､ 現代社会を圧迫して い る要因臥 もとはとい えば ､
人間の能力の乱用を許すこ と､ さらには神の完全性を人格の中に も っ てくる という
こ とから生 じて きて い る o 問題 臥 そう した現代の諸々 の悪 を人間自身が解決で き
ない でい るとい う状況が続 い て い るとい う こ とで あり ､ そして そ れが観争と い う巨
大な装置によ っ て ､ さらにその諸悪を悪化させ る こ と しかで きない という こ とで あ
るo こ の ような背景にお い て ､ ヒ ュ - ム は人間そ のも の に つ い て の 見解を訂正しよ
うとするo 近代の 不安と危機 の意識から生じたヒ ュ - ムの 思想臥 第 一 次大戦を通
して の経験から得たも の で あろう. そ して ､ そう した危機の中からヒ ュ - ム は人 間
その もの の 脆弱さを自覚す る こ と によ っ て ､ 別 な言い 方をすれば､ 畏怖の 念 をも つ
ことによ っ て 今まで 人間 の世界の中で消失して い っ た絶対的な倫理的価値を現出し
ようとしたの で ある ｡
鮎川信夫は､ ヒ ュ - ム の 思 想 の 最も根本的な思想と して ､ ル ネサ ン ス 以降の
ヒ ュ ー マ ニ ズ ム に対す る不信 の態度を挙げ､ そ の態度 の背後に ヒ ュ - ム の 文明批判
的な見解を読み と っ て い る ｡
ヒ ュ - ム の 思想 の 最も根本的な特質披､ ル ネサ ンス 以降の ヒ ュ ー マ ニ ズム に
対する不信の態度に あ るo 彼 は 『ヒ ュ ー マ ニ ズ ム と宗教的態度』 めなかで ､ 西
欧ヒ ュ ー マ ニ ズ ム の 伝統が崩壊 しつ つ あ るこ とを告げて い る が､ 彼 に よれ ばル
ネサ ン ス 以降の世界観 臥 うわ べ はい か に多様 に見えて も､ 底を割 っ て みれ ば
同じヒ ュ ー マ ニ ズ ム の 原 理 に帰着す る も の で あ る ｡ こう したヒ ュ - ム の 仮定
臥 い かにも大雑把な印象を与えるかも知れない が､ ヒ ュ ー マ ニ ズム に対する
外からの批判として ､ ひ と つ の 真実を含んで い る こ とは見逃せ ない ｡ い わば､
内からの 批判に よ っ て は どう して も解決し得な い ヒ ュ ー マ ニ ズムの 矛盾を外か
ら衝く こ とに よ っ て ､ 近代 文明批判に ひ と つ の 視野を開 こ う とする も の で あ
る ｡ 5 2
5 2 鮎川信夫 ｢ 『煙灰』 の なかから - T･E･ ヒ ュ - ムの 精神 - + ､ 『鮎川信夫著作集』 第5巻､ 3 5頁｡
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第 一 次大戦と第二次大戦という20世紀における最大の大戦をそれぞれ経験した 二人
が､ 人間に対して肯定的な見方をする こ とが で きな い の は当然で あ るかも しれ な
い o 人間自らが造り上げた近代文明の 矛盾を解決する能力を持たずに､ ある種の戦
い によ っ て強引にその解決を引き延ばすやり方には何の 人間の希望も見られない ｡
さらには ､ 科学を発達させ た結果 ､ つ い に は原子爆弾を作るに至 っ た人間の能力に
対して ､ 人間能力 の 乱用を読み とるの は容易に理解で きる｡ こう した人間の状況を
目の当たりに しなが ら､ 鮎川は ヒ ュ - ム が唱えたル ネサ ン ス 以降の ヒ ュ ー マ ニ ズム
の根底にある人間中心的な態度に対する不信に共感したもの と思われる｡ こ こ で 重
要な こと 臥 鮎川 の こ の 共感は､ ヒ ュ - ム が モ デル によ っ て 示 した生命の世界が物
質的世界とも神 の 世界とも完全 に分離された混沌と した世界で あ る､ という考え へ
の共感で もあ るとい う こ とで あ る o そ して ､ それが第二次大戦後､ すで に獲得 して
いた ｢現代は荒地で ある+ とい う ｢荒地+ 派詩人 の現代意識と交差 した場合､ ｢荒
地+ 派詩人にと っ て ､ 人間が生 きて い る現代と 駄 科学にも頼 る こ との 出来な い ､
人間の能力に も期待をもて ない 暗冶と した世界になる こ とは明らかである｡ 当然､
こう した状況 で考えられ る の は ､ 例 えば ､ ヒ ュ - ム を読む こ とに よ っ て ､ ｢荒地+
を認識し絶対的な宗教的価値をカトリシ ズム や伝統の 回復に求めて い っ たT.S. エ リ
オッ トの 方向が見い だせ るが､ ｢荒地+ 派詩人が自ら認めて い る通 り､ 宗教的基盤
も伝統も何もない戦後の 日本に と っ て い かな る方途で ､ 彼らは自らを救う絶対的な
価値を見出 したらよい の で あ ろうか ｡ こ の 点を考え る上で ､ 次の ヒ ュ - ム の文章で
説明されて い る ｢宗教的態度+ に つ い て の 考えは大きな示唆を与えて くれ る と思わ
れる｡
The effe ct ofthis n e c e s s a ry p epa r atio nistofbrdethe mind ba ck o nthe
c e ntr e
,
by the clo sing ofallthe r o ads o nthe plan e･ No
‥
m e a ning
‖
c a nbe
dve ntothe e xisting w o rl d, s u ch a sph ilosophe r s a r e a c c usto m edto giv ein
their la st chapte r s･ To e a ch c o n clu sio n o ne a sks
,
.yin what w ay is that
satisfying?
” T he mind isfo r c ed ba ck alonge v e rylin ein theplan e,ba ck o n
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the c e ntr e･ W hatisthe r e sult? To c o ntin uethe r athe r c omic m etapho r, w e
m ay s ay the r e s ultis that whi 血 follo w sthe s n ake e atingits own
･tai1, a n
infl
'
nite straighthn epe rpe ndic ula rtotheplan e.
h othe r w o rds, yo uget the r eh由ous attitude;whe r ethingsare s epa r ated
whi 血ought to be s epa r ated, a nd Pe rfe ctio nis n otnle由tim atelyintr odu c ed
o nthepla n e ofhu m a nthings.
Itisthe clo singof al 1the r o ads, this r eal is atio n of thetr agl
'
c si印iLc a n c e
ofli払 whi血 m ake sitlegitim ateto c allallothe r attitude ssh allo w. Such a
realis atio n ha sfo rm ed the ba sis of allthe gr e at r ehgio n s, and is m o st
c o n v e nie ntly re m e mbe r ed bythe symbol of the whe el. T his symbol of the
futihty of e xiste n c eis abs olutely lo st to the m ode rn w o rld, n o r c anitbe
r e c o v e r ed wi tho utgr eatdifac ulty.5 3
こ の 必要不可欠な ｢準備+ の 効用 は､ 平面 の ｢上 に+ あ るす べ て の進路を閉
ざす こ とによ っ て ､ 精神を無理 にも中心に押し戻すこ とにある｡ 現存す る世界
に は､ 哲学者たちがそ の 最終章にお い て い つ も与えて い るような ｢意咲+ は､
い かなるも の で も与える こ とはで きない の で ある｡ それぞれ の 結論に､ ｢どの
点にお い て ､ そ れ は満足を与えて い る の か+ と問う｡ 精神は､ 平面に ある すべ
て の 路線に沿っ て 中心 に押 し戻される｡ そ の 結果 ､ どうなる か｡ む しろ滑稽な
メ タ フ ァ ー で 説 明 を続けるならば ､ そ の 結果 は ､ 自ら の 尾 を噛む蛇の メタ
フ ァ ー に続くと こ ろの も の ､ すなわち ､ そ の 平面 に ｢垂直な+ ｢無限の+ 直線
とい う こ とにな る と言えよう｡
換言すれ ば､ 宗教的態度に達す る の で あ る ｡ そ こ で 比､ 別 々 にあ る べ き事柄
は､ 別々 に存在するの で あり ､ ｢完全性+ は､ 人間的事柄の 平面 には間違 っ て
も導き入れられ る こ とはない ｡
す べ て の 路線を閉ざす こ と､ 生 の ｢悲劇的な+ 意味を理解す る こ と こ そが､
53 T･E･ Hulme,
･Hu m a nis m a nd the Religio u sA ttitude
p
,
Spec)atio n s, p ･3 4･
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他の あらゆる態度を浅薄なもの と呼 ぶ こ とを正当化さ せるの で あ る ｡ こ の よう
な認識が奉らゆる偉大な宗教の基盤を形成して きたもの で あり､ それ は､ ｢車
袷+ とい う象徴によ っ て ､ 最も便宜的に記憶されて い るもの で ある｡ 存在の 空
虚さを示すこ の シ ン ボル 臥 現代世界で は完全に失われて い る. そ れを回復す
る こ とは ､ 容易な こ とで はで きない ｡
ここ で ヒ ュ - ム が説明 して い る こ と臥 何らか の権威的な宗教で なくても､ 絶対的
な価値を求める こ とが出来る方途で あると思われるo それは宗教が生まれ る前の人
間の態度であ ると言う こ とがで きるo そ して ､ そ の 態度に 臥 ｢生の 悲劇的意味+
を体得する こ とによ っ て はじめて達す る こ とがで きる とヒ ュ - ムは説明 して い る ｡
この こ とを ｢荒地+ 派詩人に当て はめて考え る と､ 彼らが ｢荒地+ に生 きて い る こ
との 悲劇的意義を自覚する こ とに よ っ て ､ 彼 らに 臥 ひ とつ の 道が開かれ る と考え
られるo そ して ､ そ の 開かれ た道の果て に ､ 詩によ っ て ､ あるい は芸術によ っ て結
びつ けられ る絶対的な価値の存在する詩的世界とい うもの を想定 したの で埠ない で
あろう かo こ の ように考え ると ､ ｢Ⅹへ の 献辞+ で 言及されて い る ｢額名に して共
同なる世界+ とは､ まさに ｢ 一 つ の中心+ か ら ｢飛躍 によ っ て+ ｢必然的に到達す
る世界+ で あ る と考える こ とがで きるで あ ろう ｡ 5 4
54 ｢Ⅹ へ の 献辞+ ､ 1 9 5 1年版 『荒地詩集』 ､ 2 -9頁｡
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- ｢< 書くこ と と して の読み > の行為+ に つ い て -
第3章第3節で は､ ｢荒地+ 派詩人が西欧文学作品を読む こ とに よ っ て享受した
最初の思想 を､ 如何 に彼らの ｢詩を書く+ 行為と結び つ い た 一 つ の 思想に変換 して
い っ たの か とい う問題､ 別 の 言い 方をすれば ､ ｢荒地+ 派詩人が どの よう に して 日
本の詩的風土の中で外部と して の ヨ ー ロ ッ パ を主体的に取り入れ ､ そ の 文学的及び
詩的価値､ さ らには詩意識や現代意識を内面化 し､ 自らの書く行為の基盤を形成 し
てい っ たの かとい う問題を､ 特に ｢荒地+ 派詩人たちが戦前および戦後に熱心に読
んだ西欧の 文学者､ T･S･ エ リオ ッ ト､ T.E. ヒ ュ - ム ､ フ ラ ンツ ･ カ フカな どの著作
を中心に検討 して きたが､ ｢ 『荒地』 派詩人による詩的行為の 全体性の回復+ と題
する第4章で 臥 そ う した ｢荒地+ 派詩人の 西欧文学作品を読むという行希の根底
にある詩の行為の 全体性に つ い て の 問患を ､ 具体的に鮎川信夫の詩の 認識､ 特に
｢詩を読む こ と+ に つ い て の 認識を中心に しながら考察する｡
戦後におけ る ｢荒地+ 派詩人 の詩的活動 の根底に は､ 彼 らが第 二次大戦という戦
争体験を通 じて自らの もの に して い っ た､ 詩人 は自己の純粋な信条に基づ い て主体
的に詩の ｢こ とば+ を紡ぎ出さなければならない ､ とい う詩人の 主体性に関わる先
鋭な詩の 認識が確固たるも の として存在 して い た｡ 第2章第2節で議論したモ ダ ニ
ズム詩批判に して も ､ 第2章第3節で扱 っ た 『死の 灰詩集』 論争に おい て も､ そ こ
で ｢荒地+ 派詩人が批判 したの は ､ 詩人が自己の本当の信条や思想を軽視 し､ ある
いは空白化させて ､ 自己の外側に存荏す る外部の理念を非主体的に自己の内部に取
り入れ ､ そ れ に基 づ い て詩的行為を行うと い う こ とで あ っ た ｡ ｢荒地+ 派詩人が獲
得した､ 自らの 生 の純粋な信条を中心に詩 の ｢こ とば+ を紡ぎ出 して い こ うとする
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<詩を書く>行為に対する認識は､ 第3章第3節で考察した ｢荒地+ 派詩人の <詩
を読む>行為にも関わ っ てくるもの であ っ た ｡ ｢荒地+ 派詩人 に よ っ てなされた､
T.S. エ リオ ッ ト､ T.E. ヒ ュ - ム ､ フ ラ ン ツ ｡ カ フ カな どの ｢こ と ば+ を自己の純粋
な信条で 主体的に受け取り､ そ の ｢こ とば+ に かけられた解釈を重視せずに ｢こと
ば+ その も の に接するとい う <読み の行為 >は､ その ｢こ とば+ を通 して ､ それ を
創出した作者の 思想 へ と近 づ きなが ら､ そ の ｢こ とば+ とそれ を受け取 る読者との
主体的な関係を基盤とする行為で あ る と言う こ とがで きる｡ そ して ､ 第 一 次大戦後
の ヨ ー ロ ッ パ の 文学作品をこ の ように主体的に読む こ とによ っ て ｢荒地+ 派詩人が
受け取 っ たもの を､ 彼らは自己 の中で内面化 し､ 血肉化 し､ 第3章第1節で検討し
たような彼等自身の詩的言語観を構築 した ｡ さらには ､ 自己の 詩の 理念で あ るその
言語観に基づ い て 戦後の詩作行為を行い ､ 自 らの 詩の ｢こ とば+ を紡ぎ出す こ とに
な っ た ｡ こ の よう に現在を生きて い る ｢自己+ を中心に形成され る､ < 読みの行
為>か ら<書く行為 > へ と つ なが っ て い く ｢こ とば+ に かかわ る行為の 連 関披､
｢荒地+ 派詩人 の詩的活動の特徴を示すも の であると言う こ とがで きる去
｢荒地+ 派詩人 の詩的活動が具体的に示 して い る詩の行為の有する全体性は､ 客
観的に詩を認識す る立場とも ､ 解釈学的に詩を認識する立場とも異な るも の で あ
り､ そ れ は､ 1970年代以降に ､ 詩学 の 学 問領域に お い て 提 出され て きた問題意
識､ 特 に フ ラ ン ス の 詩学 の 第 一 人 者 で あ る ア ン リ ･ メ シ ョ ニ ッ ク(He n ri
Me s cbo n血c: 1932- )の 提示 した視座によ っ て 明確に捉え る こ とがで きると思われ
る｡
鮎川信夫の 西欧文学作品を読むとい う ｢読み の 行為+ 臥 フ ラ ンス にお ける詩学
ア ン リ ･ メ シ ョ ニ ッ ク の こ とばを用 い て 説明するならば､ ｢ひ と? の テクス トを既
存の諸範時に還 元す るような読み の 行為+ (-1ale ctu r equir a m昌n e unte xtea de s
c at6gorie s pr6e xista nte s
') ､ すなわち ｢文学と して の読み (読む こ と - 文学)+
(-lale ctu re-]itt6r atu r e･) で はなく ､ それ は ｢対象とするテ クス トの なかで ､ かつ
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それによ っ て ､ 不連続に存在する最初の思想を書くこ との働きから得られる統 一 性
をもっ たひとつ の 思想に変換する こ とをめざす読み の行為+ (llale ctu r equi visea
tr a n sfo r m e rdam s etpa rle gte xte sla pens6e d
'
e ntr6edis c o ntin u e e n u n epe n s6e
del' unit6pris e a ufo n ctio n n e m e ntde1
-
6c Titu r e-) で ある ､ ｢書くこ ととして の読
み (読む こ と - 書く こ と)+ (-1a le ctur e一占c ritu r el) というメ シ ョ ニ ッ クの概念に
相当する ｢読み+ の 行為で ある と考える こ とがで き る｡ 1 こ の ような観点から考
える と､ 鮎川 の 読み の行為披､ 詩を書くとい う鮎川の 具体的な行為に連続して い く
読みの行為で あり､ それ故に ､ 鮎川 の 読み の行為は彼 の詩を書くという行為から切
り離 して考えるこ とはで きない 性格を持 っ て い る とい う こ とにな る ｡ こ う した鮎川
の読み の行為は､ 詩あ るい は詩の行為の 全体性の観点を含んで い る側面に於い て ､
｢荒地+ 派詩人 に対する評価として広く論じられて い る
■
と こ ろ の 詩の ｢意味の 回
復+ とい う論点に通 じるもの で あ ると言えよう｡
戦前からの モ ダ ニ ズ ム 詩運動の 隆盛に重要な役割を担 っ た春山行夫は､ その著作
『詩の研究』 の 中で ､ ｢意味の ない 詩を書くこ とによ つ て ポ エ ジイの純粋は実験ざ
れる ｡ 詩に意味を見る こ と､ そ れは詩に文学をみ る こ とにす ぎな い ｡ + 2､ 或い は
｢ポ エ ジイ 披方法 の 発明で あ り､ 文学はそ の応 用で ある+ 3と述 べ る が､ こ の 言葉
の中に象徴され て い る モ ダ ニ ス ム詩人 が考える詩の在り方に対 して ､ ｢荒地+ 派詩
人たちは､ 詩の 全体性を捉え るこ との で きる視座を獲得す るこ とに よ っ て ､ ｢意味
の 回復+ を試み たと思 われ る｡ 詩の こ とばの 意味の回復は､ 詩の こ とばが自らの 生
や経験と深く結びつ い たもの で あ るとい う認識に基づ い て ､ ｢荒地+ 派詩人に よ っ
て為され るの で あるが､ こ う した自己の 生 や経験を中心 に轟を認識 しようとす る態
度は､ 詩を読むとい う行為や詩を書くとい う行為など､ 詩の 行為の持 っ て い る全体
1 He n ri Me s cho n nic
,
Po u r]a po占tique(Pa ris‥ Gallim a rd, 1 9 7 0), p p.1 7 617 7.
2 春山行夫 『詩の研究』 ､ 現代 の 芸術と批評叢書2 0 (東京､ 厚生閣書店､ 19 3 1) ､ 1 9 9頁｡
3 前掲書､ 1 60頁｡
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性を ､ 詩を書く主体で あ る詩人を中心 に して回復する こ とが可能な視座を含んで い
る｡
こ こで は ､ 鮎川 の読み の行為が詩を書くとい う行為に結び つ く ｢書く こ ととして
の読み+ で あり､ こ の よう な特徴をも つ 読 みの行為が詩の全体性の 回復に つ なが っ
てい くもの で あ ると いう こ とを､ ア ン リ ･ メ シ ョ ニ ッ クの 主要な詩学の概念を用い
ながら鮎川自身の詩論を通 して論証して い きたい ｡
まずは､ こ の節 の理論的基盤 となる ア ン リ ｡ メ シ ョ ニ ッ ク に つ い て簡単に触れ
てお こう｡ ユ ダヤ系フ ラ ン ス 人で ある ア ン リ ･ メ シ ョ ニ ック は､ フ ラ ンス におい て
19 60年代から活躍 し始めた文学研究家で あると同時に､ 1972年刊行の Dedicace s
pr o v e rbe s- po e m e s(『献辞 ｡ こ とわざ』) と逢する詩集以来､ 数冊 の 詩集を出版
して い る詩人 で もある｡ 文学研究家として の メ シ ョ ニ ックの研究領域は､ 聖書学､
記号学､ 詩学な ど､ 広範な範囲に及んで お り､ 精力的な執筆活動を続けて いる｡ 日
本に於い て は､ メ シ ョ ニ ッ クの 名前は､ 1960年代からその領域 の研究者などに は
知られ て い た よう で あ る が､ 彼 の 著書がより広く読まれ るようにな っ たの 披､
1970年に フ ラ ン ス で 出版されたメ シ ョ ニ ッ ク の 著作 Po u rla Po etique が 『詩学批
判 - 詩の 認識の ため に』 4と題 して ､ 日本で 1 9 8 2年に翻訳出版されたこ とによ ると
言っ てよい で あろう ｡ こ の Po u rla Po etiqu eは､ メ シ ョ ニ ッ ク の 詩学者として の 地
位を確立す る と同時に ､ 彼 の その 後の ､ 詩あ るい は人 間の 言語行為の 認識 に関する
一 連の論考に と っ て も重要な位置を占め る著作で あ ると言える . メ シ ョ ニ ッ クが詩
の理論的著作を書い た背景に は､ 従来の詩に対する考え方 ､.特 に当時盛んで あ っ た
構造主義的な詩学 へ の メ シ ョ ニ ッ ク自身の 反駁 と憤りが存在 して い る ｡ メ シ ョ ニ ッ
ク臥 Po u rla Poetique におい て ､ 構造主義的な詩学を代表する著書で ある ジャ
ン ･ コ - エ ン (J. Cohen) の Stru ctur e du ]a ngage po6tiqu e(『詩的言語の構
Ll ア ン リ ･ メ シ ョ ニ ッ ク ､ 竹中信夫訳 『詩学批判 一 詩の 認識の ため に - 』 (東京､ 未来社 ､ 1 9 82
年) ｡ なお､ 本論文におい て ､ 特 にメシ ョ ニ ッ ク の経歴 に つ い ては ､ 同書を参照した｡
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造』)を しば しば引 きな がら､ 構造主義的な詩学とそ のような詩学の もた らす危機
的状況を論 じ､ それ ら既存の詩の認識に逆らい ､ 或い はそれを乗り越えるかたちで
自らの独自の 理論を提示して い くの で ある｡ こ こ で簡単にメ シ ョ ニ ッ クが自らの独
自の 理論を提示した時代における西欧の詩の認識動向に つ い て 触れて おく必要があ
るであろう｡
文学研究と いう分野は ､ 192 0年以降ようやくひとつ の学問と して自立 し始めた
ことは周知の 通 りで ある ｡ 人間の様々な側面を対象とした諸学問､ 例え ば､ 人間の
心理を対象と した心理学､ 人間の社会を対象と した社会学､ 人 間の生物として の機
能を追求 した生物学､ な どの 人間を対象とした諸学問は ､ 2 0世紀初頭の物理 ･ 化学
の分野 の 進展 に影響され ､ 出現 した学問領域で ある｡ 文学におけ る研究も同様に出
現したとい っ て も過言で 披ない ｡
19世紀末から20世紀初頭にかけて ､ 心理学や社会学にお い て そ の 学問の対象と
い うものが限定され ､ 科学的に分析され て い っ たの に対 し､ 文学研究の
.
領域に]凱､
ては､ 相変わらず印象批評や実証主義批評､ 社会学批評など､ 文学作品を文学以外
の 要素に還 元 す る単なる素材と して扱う方法論が支配的で あ っ た ｡ 1 9 20年代 に
な っ て ､ ようやくそ う した文学の混沌と した研究状態に対して ､ ロ シ ア の 若い 研究
家たち､ すなわち ､ シク ロ フ ス キ ー ( Ⅵ adimir S klo v skij, 1893･1984) ､ ヤ コ ブ
ソ ン (Ro m a nJakobs o n, 1896-1982) を始めとする ロ シア フ ォ ル マ リス トたちが
異議を唱え､ 文学の 学問と して の 自律性を主張 した｡ 彼らは､ まず文学研究の 明確
なる対象をテ クス トに限定し､ テ クス トを創造する主体､ テ クス トを解釈する主体
など､ あ らゆ る コ ン テ ク ス トを切 り離 した上で ､ 芸術テ クス トは研究され るべ きで
あると したo ｢異化+■(-o str a n e nie') や ｢詩的言語+ (-1
'
angage po6tiqu e
･) な ど
の概念を生み出 しな がら､ ｢文学 の内的な法則+ ､ ｢自立 した文学の科学+ を樹立
する こ とを目的､ 課題と し､ 主に 詩や散文の形式面の 分析に力を注ぎ､ 数々 の優れ
た業績を上げ ､ そ の 後､ 19 5 0年代 に始ま る構造主義運動 に も大 きな影響を与え
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た｡
文学者が文学と いうテ クス トを対象にし､ それを客観的に微視的に分析して いく
という研究方法は､ 確か に科学的で あると言う こ とがで きる｡ しかし､ その 科学性
は､ 作家の現実と経験からテ クス トを完全に切り離す こ とによ っ て ､ 確立 され る｡
こう した傾向は､ 確かに19世紀に起こ っ た実証科学的なテ クス ト分析の反駁から起
こ つ たの で あ り､ さ らに そ の 客観性とい うもの は19世紀末の 印象批評がもたら し
た､ テクス ト解釈 の主観性 に反駁する点で ､ 前時代的な文学傾向を乗り越えようと
したもの で あ っ た ｡ 文学が学問と して自立す るために は､ 確かに そ の対象を限定し
なければな らな い ｡ そ の 限定 に よ っ て ､ 多くの こ と が解明された こ とも確かで あ
る｡ しか しそ れは､ 作家が創りだした結果物の みを対象とす るとい う点で ､ 作家の
創作行為に焦点を絞ろうとする詩学 の領域を考慮に入れて い ない ｡ 文学研究が定義
する ｢詩+ とは､ テ クス トから客観的に抽象されう る諸側面で あり､ そ の諸側面が
作家の書く行為に影響を与えて い た時点で は､ 文学と詩学の接点はあり得た ｡ しか
し文学がさらに抽象化を行い ､ ｢詩+ とい う もの を厳密に定義し始め､ テ クス トか
ら得られ た客観性が書く行為を行う主体に強制的な束縛を与え る こ とにな っ て くる
と､ 詩学は文学から離れ て行 かざる を得なか っ た ｡ こ の ような傾向は1960年代に
起こ っ た構造主義詩学に現れた傾向で あ る｡ そ こ で は､ 詩は理論家の ｢詩+ に適合
しない も の は詩で はない とされる ｡ そこ で詩人は理論的束縛を受ける こ とにな る ｡
メ シ ョ ニ ッ ク吐 ､ こ の 状況 に対 して ､ 書く側 の自由というも の を大きく主張 した
ので あり､ 文学の 行き過 ぎた客観的傾向を批判す る こ とに よ っ て ､ 詩を書くこ とに
含まれる人間そ の も の の 行為を捉ええる理論的基盤を提出しようとした の で あ っ
た ｡ こ の よう な考えは､ メ シ ョ ニ ッ ク の 理論の提示の仕方に特徴的に現れて い る ｡
メ シ ョ ニ ッ ク は理論を自らの実践とは決 して 切 り離さない
r
｡ メ シ ョ ニ ッ クに と っ て
理論とは書く こ との 行為 の 理論化 で あり､ そ の 理論が他 の書く者を束縛す るとい う
ことはない ｡ そ して ､ メ シ ョ ニ ッ クは こ の 立場 から実践の も つ 全体性をとらえる理
論的枠組 み を想定 しよう と した｡
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その中心的な理論の ひ とつ は ｢シ ス テ ム+ (lle sys七色m e') である. 5 シス テ ム
とい う用語は社会学が当時用 い だした概念で あ り､ 文学の 領域で も ､ 既 に ロ シア
フ ォル マ リス トの トウ イ ニ ヤ ー ノ フ (Juriji Tynjan o v) が用 い て い車用語でもあ
る｡ この 言葉が狙うもの は全体性で あ り､ 個々別々 にな っ て い る諸要素を結び つ け
るこ とで あ るo メ シ ョ ニ ック はこ の シス テ ム という概念を書くとい う行為に結びつ
ける｡ シス テ ム に結び つ けられ た書くこ とは ､ ｢生 きる とい う こ と+ そ して ｢読む
とい う こ と+ に結び つ けられ る こ とになる｡ 書くとい う行為は､ ただ､ 単なる創造
行為ではなく ､ そう した人間の諸行為と不可分離なもの と して たち現れ る こ とにな
る｡ こ う して 捉えられ た､ 生 と結び つ けられた書く こ とは､ 書く こ との書法の - 実
践で はな い . そ れ は詩人 の 生や思想と深く結び つ い たもの なの で あり､ 容易に 丁 般
化できるもの で はない ｡
かく して ､ 読む こ とは文学という権威 へ の 還元であ るか､ 生 に結び つ い た書く こ
とと して の読 みで あ る かの ､ どちらかになるの で ある ｡ 得 て して ､ 作家の読み が文
学の読み と混同された場合､ 作家は本当にその作品を理解 して い たの かとい う疑念
が､ 文学者の側から提示され る こ とがあ る｡ 例えば､ 原書を理解 で きない もの に ど
う して外国作品を理解で きるの かとい っ たこ とがい われるこ とが あるが､ その よう
な見解は､ 書く こ と と して の 読み と文学として の読み を混同 して い る こ とか ら起こ
るもの であ る ｡ 詩人が他 の詩人 の作品を読む の は､ そ こ にひ と つ の 正 しい 読み を求
めるからで 披なく､ そ こ に展開され る自己とは違 っ た世界､ あ る い 披世界観とい う
もの を求めて ､ より大 きく自己を開示し､ そ の自己に基づ い て創作 して い く とい う
｢こ とば+ を通 じて意味を生 み出 して い く行為に結び つ く0)で ある . 以上 の ような
メ シ ョ ニ ッ ク の 主要概念から導かれ る観点から､ 鮎川信夫とい う詩人の読み の行為
を分析する場合､ 鮎川 の 読み と彼の詩が い か に関わ っ て い るかと いうこ とを分析す
るの が可能に な る ｡ そ して そ う した鮎川 の読み の分析は､ 彼がい かに他 の 詩人の作
品を読む こ とに よ っ て ､ 新 しい 自己 に 目覚め､ そ れを思想化 し､ 自己の こ とばに結
メシ ョ ニ ッ ク の概念 -le syst占m e- は ､ po u r[a po6tiqu e の pp.3 2二4 2で説明されてい る .
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びつけて い っ たの か とい う過程を分析す るに他ならない の で ある ｡
特に ､ 鮎川 の場合に は､ そうした読み の行為を認識して い た感がある｡ それ 披､
鮎川の次の ような 一 節からうかがうこ とがで きる.
ただ､ その頃から 一 貫して 変わらない と思われ るの は､ 私 の詩の読み 方であ
る｡ と言 っ て も､ 別 に人と変 っ た読み 方を して い るとい うわ けで はない ｡ 多 ぐ
の人 が､ 私 と同 じような読み 方を して い るに違い ない の だが､ それは､ 詩を戯
まをい という読み 方で ある .
その 人 の 人格にふれ るに は､ 何もそ の 人 の話を聞かなくて もよい ､ とい う場
合がある ｡ 目を見､ 声を問い ただけで そ の 人がよくわか るとい う場合があ る｡
その よう に詩の 言葉に接するの で あ る ｡ そ の詩がい い かわる い か､ 好きかきら
い かは､ 読む まで もなく決 っ て しまうもの で あ る. たb
'
1て い の 人は､ 読んで か
らきめよう とするが ､ そ れは しば しば見当ちがい であ る ｡
詩の場合､ 解釈 は悪 だとい う考え方が､ 本能的に､ 私に はある ｡ しか し､ こ
うは言 っ て も､ - 篇の詩の 中にかくされた奥深い意味が､ 長い期間 の うち に少
しずつ わか っ て くる楽しみ を否むも の で はない o 知る こ とと､ 愛す る こ とは 一
つ で ある｡ 解釈が､ 知 る こ とを促進す るかぎり､ それ に反対は しな い が ､ 何で
も解釈 しない と承知 しない と い う風潮は ､ 詩に とっ て 不幸な こ とで あ る ｡ 解釈
はかえ っ て ､ 現代詩はわからない ､ な どとえらそ うに宣言する現代 の 野蛮人を
増加さ せ る結果にしかならない ｡ 6
鮎川が自らの ｢詩の 読み 方+ と して ､ 上 の 引用 の 中で提示して い る ｢詩を粛まをい
とい う読み 方+ とい う考え方は､ 一 見するとラ ディ カル で神秘主義的な認識のよう
に思われ るが､ こ こ で注意 しなければな らな い の は､ こ う した鮎川 の考えの背景に
6 鮎川信夫 ｢現代詩との 出合い + ､ 『鮎川信夫著作集』 第2巻､ 3 4 3- 4 4頁｡ 引用部の 斜体部分は､ 原
文では傍点が付されて い る ｡
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は､ 詩を読む こ と を通 じて あるい は ｢こ とば+ を通 じて ､ 自己 と世界を開示 し創出
して い く詩の 主体に対する考え方と､ 詩 を読む こ と放その主体 に与える影響効果を
内包 して い るような 一 つ の 人間的行為､ 別 な言い 方をすれば､ 主体の生 きる こ とと
密接に関わ っ た行為で あるとする考え方が存在 して い るという こ とで あろう｡ そ し
て､ 詩に つ い て 詩の行為の持 っ て い る全体性を重視するとい う立場から､ 鮎川 杜､
その 全体性を バ ラ バ ラに して 詩を読む行為､ 別な言葉で言えば､ 詩を読む主体に何
等の影響も与えな い読み の 行為に対 して ､ 批判的な見解を示すわけで あ る ｡ こう し
た詩の行為を切り離して考えようとする傾向に対 して ､ 鮎川 は別の箇所で次の よう
な言葉を述 べ て い る ｡
われわれ は詩を､ - 詩その もの を､ 単独に切 り離して論 じる こ と が出来るだ
ろうか｡ それ は勿論不可能で あ る｡ しかる に詩そ の もゐを､ それ だけ切 り離す
こ とが出来るか の ように ､ 詩を他から孤立 した 一 概念､ 或い は絶対化 した - 形
式と して取り扱おうとする傾向が､ い ま だに根強く存在して い る｡ そ して 詩論
の中で 語 られ る詩の法則は､ たい て い 詩の実作 の あとからうまれヾ 経済学者や
歴史家の つ く っ た社会 別の ように ､ 決して われわれ の 前に で はなく､ 常にわれ
われ の 後ろか ら現れ るも の で あ る . こ う して定められた詩の法則披､ しば しば
一 般に詩が不変の概念で あ るかの ような錯覚を与えて しまう ｡
そ して詩 の 固定化 した概念が ､ ま るで 一 つ の 権威の ごとく語られる時 ､ それ
は確かに ､ か つ て 歴史的意味を持 っ たとい う意味で は権威に違い ない が､ ｢未
来は特 にあ る点 に於て過 去 と異な る ､ つ ま り人々 はそれ を待 つ こ とも出来る
し､ そ れを変え るこ とも出来る+ と思 っ て い る現代に生きる詩人 の想像と希求
の精神に､ 必 ずしも 一 致 しな い こ とが多い の で ある｡ われ われに と っ て 論理の
美は大 して 問題で はない ｡ われ われ がそ の 理論を承認 しようと否定 しよう と自
分 の好きなよう に振舞う自由はい つ も どこ かに残されて い る ｡ 7
7 鮎川信夫 ｢現代詩とは何か+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第2巻､ 5 3-5 4頁｡
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上の 引用 の中で鮎川は､ 詩だけを単独に他から切り離すこ とによ っ て詩の 認識の対
象を限定 し､ 詩を科学的に取り扱おうとする 一 般的傾向に つ い て 言及 して い るo こ
う した傾向に基づ く詩 の 認識の方法は､ 詩人 の 主体性を忘却ない し披破棄し､ 詩人
の 創出した詩の実作の み を客体化するこ とによ っ て ､ そ こ から 一 般的な概念や詩の
法則を導き出そうとする｡ そ して ､ その よう に導き出された詩の法則が ｢まるで -
つ の権威の ごとく語られる+ とき､ その 概念 には 一 般性 ｡ 普遍性が付与され ､ 以
後､ 詩を書く こ と放そ の詩の法則に適応するように行 われる こ とが要求される. 鮎
川 は､ そう した概念に付与される普遍性に対して ､ それ は ｢錯覚+ で あると述 べ る
が､ こ の よう な科学的な詩の認識が陥りがちな誘惑を鮎川が指摘するの は､ そ う し
た認識が詩を書く行為に先行 して しまう場合､ 本来理論に先行す べ きはずの詩を書
くという行為､ 或い は実践が有して い る全体性やそ の主体に対す る意義が失われて
しまうこ とに対する危慎が､ 鮎川 の見解の中にあ るからだと思われ る｡ こ の ような
科学的な詩の 認識の仕方 に対 して ､ 鮎川信夫は､ 詩を書く行為の 主体に残された
｢自由+ の 立場 から反論を試み て い る ｡
詩を､ 例えば ､ その 主体や社会などから切 り離 して ､ 詩の全体性や詩の 行為の 全
体性をバ ラ バ ラ に して ､ それ だけで 認識 しようとする方法は､ 上述 して き た科学的
な詩 の認識に限らず､ 他 の 詩の 認識の傾向にもみ る こ とがで きる . そ の - つ と し
て ､ 詩人 の20世紀的な自我 の要求､ 即ち､ 詩人の それ ぞれ異な っ た意図と密接に関
わ っ て い る､ 詩の 芸術性 の み を対象に するよう な詩の 認識が挙げられ る｡
西欧の20世紀の詩は ､ ニ ー チ ェ ､ デ イ ル タイ ､ ベ ル グソ ン な どの 生の 哲学と歩み
始めたとい うひ とつ の 側面 をも っ て い る ｡ 生 の 哲学そのも の は､ 1 9世紀中葉の唯物
論的な客観性を批判し､ 人間とい うもの を生命力 の観点から捉えようと した点で ､
詩人 の 中にある創造力を刺激 し､ 創造する こ との 行為そ の も の を弁護 し､ 促進す る
立場 に あ っ た ｡ 前時代によ っ て ､ あるい は権威によ っ て 固定化された詩の概念は､
創作する こ と自体に躍動感を覚える若者たちの 手 によ っ て破壊され ､ ア バ ン ギヤ ル
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ドの 芸術運動が､ 若者 たちに よ っ て 始動された｡ イ タリ ア 未来派 ､ ドイ ツの表現
派､ フ ラ ン ス の ダダや シ ュ ー ル レ アリス ムな どの詩意識の背景にあるもの 吐､ 前時
代的な詩意識を破壊す る こ とによ っ て 自らの新しい詩意識を打ち立 て る点に､ 詩人
たちの書くこ との 一 つ の意義があ っ た ｡ 時代 は既に､ 一 つ の 固定 した因果律に よ っ
て詩人の 心を捕らえる こ とはで きなくな っ て い た ｡ つ まり､ 絶対的な権威が滅び､
様々 な情報がとび かう現代に おい て ､ 詩人たちはひ とつ の詩に留ま っ て い る こ と放
で き ない ｡ そ して ､ より新しい もの を求めて ､ 詩人 たちは書くこ とを行う こ とにな
る｡
こ う した新しい もの の追求と新しい詩を旺盛 に創り出すこ との願望が ､ 実践よ り
も理論を重視 した態度を生 み だしたこ とは言うまで もな い で あろ う ｡ 新しい詩を創
り出すために､ まずは宣言が､ あるい は理論が考え出され､ それ に基づ い て詩作品
を創 っ て い く ｡ 以後､ 詩作品は理論の 口実とな っ て い く｡ ヨ -
`
ロ ツ パ の20年代から
30年代にかけて の詩の動向が積極的に移入されたと考える こ とがで きる日本の詩の
動向に も､ そう した新 しい 詩の 立場が生まれ て きた｡ 日本におけ る モ ダ ニ ズム詩披
そ の 顕著な表れで あ る｡ そ して そ の モ ダ ニ ズ ム詩の主要な機関誌とな った ｢詩と詩
請+ におい て は､ 実験的な詩作品と実験の も とにな る理論がそ の ほ とん どの 紙面を
覆 っ たので あ る｡ ｢詩+ と ｢実験+ と い う言葉が結び つ い て い る こ とが明らか に示
して い るよう に､ そ こ で は詩の 理論が中心 に なる｡ 実験は､ 実験 の ために理論に つ
い て は考える が､ 詩の こ とばそ の も の に つ い て は考えない ｡ そ して 実験は同 じ理論
の繰り返しで あ る詩の行為に何 の価値も認めない . そ の 実験の 日本におけ るり -
ダ ー 的存在で あ っ た春山行夫は ､ 美しい 花 を咲かせ るために新し い 理論が必要なよ
うに ､ 美しい 詩を創 るため には新 しい 理論が必要だと言う ｡ しか しこ こ で言う美し
い 詩とは 一 体何なの で あろうか｡ こ う した懐疑が､ 鮎川や他の ｢荒地+ 派詩人たち
を空虚な美的価値の世界から引き離 し､ こ と ばそ の もの が根付い て い る詩人 の生 に
注目させ る こ とに な っ たと思われ る ｡
人 間の生命力 へ の讃美とい う背景を持 っ た芸術至上主義的な詩意識は､ 結局 の と
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こ ろ､ 詩の理論的な側面の強調で終結する｡ こ の ように､ 詩を客観的な世界に基づ
かせ ようとい う試みも ､ そ して ､ 詩を人間を中心とした生命の世界に基づかせ よう
と した試みも ､ 両方 に言える こ とは ､ それ らが共に ｢こ とば+ を紡ぎ出す行為とそ
の紡ぎ出された ｢こ とば+ を読む行為に対するひとつ の 大きな認識､ メ シ ョ ニ ッ ク
の 言葉で言えば､ それ らが ｢術で 披なく､ 連続する実践を連続す る思想 へ と広げて
いく言語行為+ (-R o n u n a rt, m ais tmlangage quite nde u nepratiqu edu c o ntinu
v e r s u n ep n s6e du c o n血 u
- )8で あるとい う認識を欠 い て い るとい う こ とで あろ
う｡
現代 におけ る ｢荒地+ にお い て ､ 自ら の生 の意義をどのよう に見つ けだして い く
の か とい う課題を鮎川はも っ た ｡ 鮎川はそれ を､ 詩を書くとい う行為に結び つ け､
新たな る自己の生 を根拠づ ける意味を見出して い っ たの である｡ そ して ､ 鮎川信夫
は､ こ う した自己の生 の意義を渇望しつ つ ､ 日本の現代詩の混乱 して い る状況 の中
で ､ 詩的主体と生き る こ とが結び つ い た書く こ と､ そ の 書く こ とと結び つ い た読む
こ と､ つ まり詩人 の生 を中心に した 一 連 の連 関､ シス テ ム を､ 戦後の 実存的な昂揚
の中で確固た るもの と して獲得 して い っ たと思われ る｡
｢詩と詩論+ 以後の 日本の 近代詩の展 開を黙殺 したの も､ 現代詩の無意味な
混乱､ - む しろ混乱そ の もの が放置され て い る詩壇 の無自覚性に愛想をつ か し
たからで あろう｡ そ の ような現代詩の世界とい う特定の場所 で は､ ほとん どす
べ て の 作品が､ 奇妙な歪曲像を描き､ 多種多様な形態と精神の残骸が､ 塵竣集
積所の よう に ご ろ ごろ して い る ｡ そ して い わゆ る流派別 によ る主義主張が､ い
く つ も悪臭を放 っ て そ の 存在を不当に強調 して い るの で あ る ｡
これ らはい ずれ も詩そ の も の を､ そ れだ け切 り離 して考え る ところ から生ず
る悪 い 習慣の結果 で あ り､ われわれを詩に駆り立て る詩で はない 現実の 生酒の
実感を忘れて い るからで あ る ｡ 現代意識をま るで持ち合わせ ない 詩人 が､ 現代
8 He n ri M e s cho n nic, Po u r]a po占t1
'
qu e, P .7 .
3 1 5
第4章第1節 鮎川信夫の <読み > の行為
詩を書い て い るとい う こ と自体が甚だしい ノ ンセ ン ス だと言わねばならない ｡ 9
鮎川が上 の 引用で述べ る ｢詩そ の もの を､ それ だけ切り離 して考えると こ ろか ら生
ずる悪 い 習慣+ は､ 詩 を書くこ とを詩を書く こ とと して しか認識しな い ､ さらに
は､ 詩を読む こ とを詩を読むこ とと して しか認識しない とい う立場から生じるもの
で あろうo こう した バ ラ バ ラの 詩の行為を､ 鮎川は ｢現実の生活+ ､ つ ま り､ 自ら
の 生 きる とい う こ とを中心 に置く こ とに よ っ て 結びつ けようとす る｡ そ して ､ 現実
に結び つ い た詩は ､ 詩人 の 生き る思想に結び つ くわけで あり､ その思 想に よ っ て
は､ 詩人披今まで捕らわれて い た物質の世界や生命の世界から解き放たれた世界､
形而上学的な世界や絶対的な世界などに近 づくこ とがで きる の で ある0
かく して ､ 鮎川 の い くつ かの 言述から､ 戦後鮎川が どの よう に詩につ い て考えて
い たの かと い う こ とが 明らかで あろう｡ そ れは ､ メ シ ョ ニ ッ ク が1 970年代に回復
しようと した ｢詩の全体性+ で あり､ そ の 全体性によ っ て詩の 忘れ られて きた主体
性を回復す る こ とであ っ た｡
次に 問題 に なる の は ､ 鮎川が詩の 書く こ と と読む こ と の 中心 で あ る と見な した
｢現実 の 生活+ が どの よう で あ っ た かと い う こ とで あ ろう ｡ 1 9 0年代に生 きる
我々 に と っ て ､ 我々 の 現実の 生活があ るよう に､ 第二 次大戦後の鮎川が生きた時代
に は個別な現実が存在する｡ つ ま り､ 書く こ とは､ 以後そ の ような個別 の現実に基
づ い て 特殊な様相とい うもの を呈 して くる こ とに なる ｡ そ して ､ 我々 は鮎川の生 き
た現実から､ 彼の 詩の 行為の個別相を見る こ とがで き る と思われ る｡ 第 一 次大戦と
第二 次大戦に挟まれた時期 に生 を受けた鮎川 に と っ て ､ 戦争の脅威は第二次大戦後
も残 っ て い た ｡ い かに 日本の現実が復興されようとも ､ そ の 立て 直されて い く現実
に打ち込まれる金槌 の音が､ 破壊の 音と して響い て きた としでも おか しく はない ｡
何も生あ るも の が育たな い 不毛の 地で あ ると現代を認識 した鮎川 に と っ て ､ 生 きる
と言う こ とは滅び ると 言う こ とで あ り､ 楽観的な未来像を描く こ とはで きなか っ
9 鮎川信夫 ｢現代詩とは何か+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第2巻､ 5 6_5 7貞｡
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たo しかし､ そう した絶望というもの は､ 別 な世界を押し開く契機となる こ とも確
かで あろうo 鮎川信夫 臥 ｢現代は荒地で あ る+ とい う｡ そ して その ｢荒地+ に生
き るか らこ そ ､ 死に捕らわれた地に生 きる からこ そ､ 人間は人間の自らの 限界を自
覚 し､ 畏怖の 念を感じ､ 形而上学的な世界 へ 飛び立とうとする こ とになる｡
鮎川信夫は ､ 自らをとりまく現実を ｢荒地+ として愛するこ とによ っ て ､ 詩人を
救う永続的価値を見出そうと した｡ ｢荒地+ へ の 愛とは文明に対する愛で はなく､
復興に対 する愛でも ない ｡ それ は､ 戦争に よ っ て 全て が破壊されるもの の 危機と､
荒廃 と不信に陥っ て い る世界に対す る愛で あ る｡ 当然､ こう した鮎川の ｢荒地+ へ
の 愛は暗すぎ るとして ､ 第二 次大戦後の 日本におい て批判の対象とな っ た こ とも納
得はで きる. しか し 一 方で ､ 鮎川 は､ 永続的価値をそ の ｢荒地+ へ の 愛か ら導き出
したとい う こ と披､ 日本の現代詩に おける輝か しい 功績であると思 われる ｡ キリス
ト教が アポ かノス プを措定し､ 宗教的価値を求めるように､ 鮎川 は､ 絶望と詩を結
び つ けた の で あ る ｡ かく して ､ 鮎川 の 詩の行為を こ の ような意図の もとに理解 し､
鮎川 の 詩の全体性を検討 して ゆく視座が生まれるの で はない だろうか0
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第4章第1節で 臥 鮎川信夫の詩を書くとい うこ とが､ 鮎川の読みと結び つ い て
い る行為で ある こ と､ そ して ､ 鮎川 の詩的行為が､ 彼 自身の現実における生を中心
に結び つ い た全体的な構造で あるこ とを明 らかに して きた｡ こ の ような鮎川 に おけ
る詩 の行為の特徴は､ 別 の見方 をすれ ば､ そ の根拠で あるところ の 全存在を賭けて
言葉を紡ぎ出さなければならない という彼 の詩的言語観が変わらない 限り､ 鮎川 を
取り囲む日本の現実の変化と鮎川自身の新 しい経験の積み重ね によ っ て ､ 鮎川 が紡
ぎ出す詩的世界が彼 の生 とともに変貌して行くという こ とを意味するもので ある｡
第 二 次大戦後､ 鮎川が直面した日本の現実とい う もの は､ 確か に､ 鮎川 だけで な
く ｢荒地+ 派詩人全体 に と っ て も､ ｢荒地+ 的様相に満ちた現実で あ っ た ｡ さらに
は､ まだ色濃く彼らの内部に存在する戦争中の体験と戦後直後に生きるとい う こ と
を詩を書くこ とに結び つ けて い こ うと した ｢荒地+ 派詩人に とっ て ､ そ の 詩的世界
というも の 披 ､ 暗く重い も の に ならざ るを得なか っ た o しか し､ 一 方で 日本 の 現実
は､ 社会構造の い わゆる民主主義的変換に よ っ て 大きく変わり､ 現実そ の も の が ､
｢荒地+ 的で なくな っ て い く様相も確かに存在 した｡ そ してそ う した以前と琴なる
現実に生き る詩的主体で あ る詩人 の経験の質も徐々 に変化 して い くと考え ると ､ 彼
らの 生 の 中心 に結びつ けられ た詩の ｢こ とば+ によ っ て描き出され る詩的世界そ の
もの も､ 変わ っ て いくはずで ある｡
また､ 詩人 の詩的世界は､ 詩人 たち を取りまく外的なものの変化た関係 して い る
だけで はなく､ 詩人自身が､ 詩的活動を続け る過程で ､ 新 しい 詩的経験を積み 重ね
て い く こ とによ っ て も､ 変化 して い くもの で あ ると思われ る｡
以 上の ような観点を踏まえながら､ こ の 章で は､ 特に鮎川信夫の詩作品を検討す
る こ とにより､ そ の 詩的世界がどの ような変貌を遂げて い るの か具体的に み て い き
たい ｡ そ の際､ 日本の 現実そ の も の の 変化､ さ らに は､ 鮎川信夫の内部に おける経
験 の質の変化や詩的経験の積 み 重ね と い う も の を考慮 に入れなが ら考えて い きた
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(1)
い ｡
鮎川信夫は､ 197 1年12月に出版された立風速書 『鮎川信夫自演詩集』 の巻末に
付けた エ ッ セイ ｢詩的自伝として+ の 中で ､ そ の 詩集が出版され るまで の詩的経験
を5 つ の 時期､ す なわち ､ 1937 - 1945年を第 1期､ 194 6- 195 1年を第 2期､
1 952 - 1 958年を第3期､ 1959 1 1 965年を第4期､ 1 966- 1 9 70年を第5期と分類
しながら､ そ れ ぞれ の 時期に お ける詩作品 の傾向を自ら分析 して い る 0 1 第1期
の 鮎川信夫の詩作品に つ い て 臥 第1章第4節及び第3章第
,
2節 におい て既 に考察
した の で ､ こ こ で は､ 第2期､ 第3期からの もの を中心に扱い なが ら､ 経験や生の
変化に伴 っ た鮎川の詩的世界とそ の 変遷を考えて い きたい ｡
鮎川信夫は､ ｢詩的自伝と して+ の 中で ､ 反省的に第2期の自己の詩的経験に つ
い て ､ 次の よう に分析 して い る ｡
こ の 時期 の作品は数はすくない が ､ その 後の 私の 詩作を決定 したとい う意味
で 大事で あり､ 内容もわりあい に充実して い るとおもう｡
戦前､ 戦中の作品とくら べ て ､ い ち じる しく遣っ て きた点披､ 経験的なもの
の 占め るウ エ イ トが重くな っ て きた こ とで あろう ｡ 観念 として 浮遊 して い た思
想 が､ 経験によ っ て験されて ､ 少 しずつ 現実に 沈殿 し､ 心理的に複雑な陰繋を
もちはじめたとい え るかも しれ ない ｡
しか し､ これ らの 作品の 場合､ 経験的なもの がス トL,
r
- ｢に表現されて い る
とい え る部分はごくわずかで ､ - 篇 - 篇は ､ あくまで も仮構されたヴィ ジ ョ ン
1 鮎川信夫 ｢詩的自伝と して - 立風遺書 『鮎川信夫自損詩集』 - + ､ -『鮎川信夫著作集』 第8巻､
2 8 1-9 0頁｡
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と して形成され て い る o ｢死 んだ男+ も ｢繋船ホ テル の 朝の 歌+ 竜)そうで あ
る o も し ､ ･ こ れ らの 詩で ､ 私 が経験的な真実をス トレ ー トに伝えようと-した
ら､ その経験は死ぬほかなか っ たで あろう｡ 2
上記 の 引用 の中で ､ 鮎川信夫乱 戦前､ 戦中と異 なる こ の 時期の自己の詩の特徴と
して ､ ｢経験的なも の の 占めるウ エ イ トが重 くな っ て きたこ と+ を挙げて い る ｡ 詩
作品や詩的行為にお い て 経験を重視する鮎川 の こ の ような態度臥 詩を書き始めた
頃､ すなわち戦前の段階で の モ ダ ニ ズム 的方法に重きを 釦 ＼て い た態度が鮎川 の内
面で徐々 に変容 し､ こ の 時期 に至 っ て モ ダ ニ ズム詩とは全く異な っ た態度を確立し
た こ とを示 して い る と思われ る｡ 鮎川が分類す る第2期臥 19 46年の 敗戦直後か
ら1 951年の 『荒地詩集』 第 1集が出版されるまで ､ つ まり､ 詩串 ｢荒地+ (第2
吹) の活動を通 して ｢荒地詩集+ 出版の構想が練られた時期 に相当する｡ 19 51年
版 『荒地詩集』 に掲載された ｢Ⅹ へ の 献辞+ もまた こ の 時期に草案されたもの であ
る と考えると､ 鮎川の そ の後の詩的活動にお い て ｢詩作 を決定+ したも. の が､ ｢Ⅹ
へ の 献辞+ に も表れ て い る自己 の 生や経験を重視 した詩的言語観で あ っ た と言う こ
とがで き るで あろう ｡
自らの経験を源泉とす る鮎川 の詩の ｢こ と ば+ を理解する には､ 当然､ そ の経験
が､ 一 体 どの ようなもの で あ っ たかを考えて み る必要 があるが､ こ こ で はそ の 間鬼
を検討すると同時に ､ 鮎川 が自らの経験をどの ように表現 したの かとい う問題も考
察 して おきたい ｡
鮎川 は､ 先の 引用文 の 中で ､ ｢こ れらの 作品の 場合､ 経験的なも の がス トレ ー ト
に表現されて い るとい え る部分は ごくわずかで ､ - 篇 一 篇は
.
､ あくまで も仮構され
たヴィ ジ ョ ン として 形成されて い る+ と述 べ て い る ｡ つ まり鮎川は､ 自己 の 経験を
内的な告白と して直接に表現す るの で はなく ､ 現実における経験を仮構 した詩の こ
2 前掲書､ 2 8ト9 0頁｡
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とば の 中で表現 したと思われる｡ こ の こ とは､ 鮎川が自らの経験を自己の経験とし
て の み で は なく ､ それ をその 詩作品を読む こ と によ っ て 共有で きる経験､ すなわ
ち､ T･S･ エ リオ ッ トの 用語で言えば ､ ｢客観的相関物+ (objective co r relativ e) に
まで普遍化 して い る とい う こ とを意味して い ると思われる｡ 3 鮎川 の世代､ 或い
は ､ 鮎川 の 思想 に共感する人間､ つ まり ｢親愛なるⅩ+ という読者に向けて ､ 自己
の経験を読者が共通 して持ち得るように普遍化して いく鮎川 の態度には､ ｢Ⅹ へ の
献辞+ で述べ られた､ 詩作品とい う ｢詩+ の場 を通 して詩を書く者と詩を読む者と
が結び つ い て いく ｢ 一 つ の無名にして共同なる社会+ を形成 して い こうという意図
が強く感 じられる｡ こう した経験の普遍化披､ 第2章第 2節の モ ダ ニ ズム詩批判の
考察で扱 っ た､ 詩作品 ｢死 んだ男+ における ｢M+ とい うイ ニ シ ャ ライ ズが象徴的
に物語るも の で あ る が､ こ う した個人 の経験を客観的なもの に して い く作業は､
1 9 4 7年7月 の ｢純粋詩+ 1 7号 に掲載された詩作品 ｢アメ リカ+ の 冒頭の 一 節から
も窺う こ とがで きる ｡
そ れは 一 九四二 年 の 秋で あ っ た
｢御機嫌よう!
僕らはもう会う こ とも ない だろう
生きて い るに して も 倒れて い るに して も
僕らの行手は暗い の だ+
そ して銃を担 っ たお たがい の 姿を噛りながら
ひ とりずつ 夜の衝から消えて い っ た
胸に造花の 老人 たちが
死地 に赴く僕たちに
惜 しみ な い賛辞の言葉をおく っ た
予感 はあ ら しをおびて い た
3 T.S. E liot
,
■rla mlet'
,
Sele cted Pr o s e of T. S. Eliot
,
ed. By Fr a nk Ke r m ode (Lo ndo n: Fabe r
a nd Fabe r
.
19 7 5), p pA 5-4 9(p.4 8).
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あ ら しは冷気をふくんで い た
冷気披死 の滴り - -
死の 滴りは生命の 小さな灯をひと つ ずつ 消して ゆく
M よ 君は暗い約束に従い
重たい 軍靴と薬品の匂い を残し
こ の世から姿を消 して しま っ たの だ
死 ぬ こ とからとりの こ され た僕たち の うえに
君の なや ましい顔の痕跡をとどめて
なぜ灰 と炎が君を滅ぼす 一 切 で あ っ たの か? 4
鮎川 の 全詩作品の中で ､ ｢M+ と い う言葉が出て く るの 臥 こ の ｢アメ リカ+ の
他､ 詩作品 ｢日の暮+ ､ ｢死ん だ男+ の 3篇で ある｡ それ らがす べ て鮎川信夫の 区
分する第2期 に善かれた作品で ある こ とを考慮に入れるならば､ 鮎川 臥 この第2
期に ｢M+ とい う詩語の源泉に な っ て い る､ 鮎川 にと っ て 固有な意味をも つ ｢死 ん
だ男+ との経験を普遍化 しようと して い る と言う こ とがで きるで あ ろう｡
こ の 作品の底流に吐 ､ 鮎川 に と っ て の 固有な ｢M+ ､ 即ち､ ｢森川義信+ との 戦
前にお ける経験が存在 して い る ｡ その こ と披 ､ 戦地 に赴く際に ､ 森川が鮎川に宛て
て書い た最後 の 手紙の文面 ｢僕の こ とを思い 出すこ とがあ っ たら 『魔の 山』 の 最後
の - 頁 を読んでくれたま へ . 私 の 未来は起･きて ゐて も倒れて ゐて も暗い の だ+ にお
い て言及され て い る ､ ト ー マ ス ･ マ ン (TIO m a SMann , 18 75-1 955) の 『魔の
山』 (De rZaube rbe rg) の最後の - 頁 にあ る言葉を鮎川が引用 して ､ 詩の こ とばと
4 鮎川信夫 『鮎川信夫全集』 第1巻､ 2 7-3 6(2 7-2 8)貞.
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して定着させ て い るこ とからも理解で きるで あろう｡ 5 こう した鮎川が個人的に所
有した森川と の戦前における経験は､ 上 に引用 した詩句の ｢そ して銃を担 っ たおた
がい の 姿を噛りながら/ひとりずつ 夜の衝から消えて い っ た/胸に造花の 老人 たち
が/死地に赴く僕たちに/惜しみない賛辞の 言葉をおく っ た+ とい う､ 鮎川と同 じ
世代が共通して所有 した経験 へ と､ 協和音を奏で ながら連続 して い くの で ある｡
その和音は ､ 過去 における経験と現在における経験との間にも存在する ｡ つ ま
り､ 上記 に 引用 した戦前 ｡ 戦中とい う過去 の 経験に基づ い た詩句が ､ 次の ような戦
後の鮎川たちの世代の現在の経験とも響きあう こ とになる ｡
死 んだ男の ため に
一 九四七年の - 情景を描き出そう
僕は毎晩の ように酒場の テ ー ブル を挟んで
賢い 三 人の友に会うの で ある
手をあげると 人形 の ように歩き出し
手を下ろすと 人形 の ように動かなくなる
彼等が剥製の 人間で ある か どうか
それ を垂直に判断する に は
M よ 僕たちに君の高さが必要なの だろうか?
上の 詩句 に は､ 精神を空白に させ たまま戦場 から帰 っ て きた青年たちが ､ ｢剥製の
人 間+ とい うイ メ ー ジ で 描かれ て い る . 戦争中､ 主体性を完全 に喪失させ た青年
は､ ある者は死 に ､ あ る者は偶然にも生き残 っ て 再び戦後の日本の地に 立 っ た｡ 戦
5 私の 手元にあるト ー マ ス . マ ン の 『魔の 山』 (ト ー マ ス ･ マ ン ､ 高橋義孝訳 『ト ー マ ス ･ マ ン 』 新
潮世界文庫3 4､ 東宗､ 新潮社､ 1 9 7 1年､ 5 - 776頁) の最後の 段落は ､ 次の ような言葉が記されてい る ｡ ｢さ よ
うなら 一 君が現実に生き七い るにせ よ､ ある い は単なる物語の 主人公と
一
して止まるにせ よ､ こ れでお別れだ ｡
君の 今後は決して 明るくはな い ｡ 君 が巻きこまれた邪悪な舞踏は､ まだ何年もその罪深い 踊りを踊り続けるだ
ろう ｡ 君がそ こから無事で帰るこ とはあまり期待すまい ｡ 正直なと こ ろ､ そ の疑問は疑問として あまり気にし
な い こ とに して い る の だ ｡ 君が味わ っ た肉体と精神の冒険は ､ 君の 単純さを高め､ 君が肉体におい て はおそら
く こ れ放 ど生き永らえる ぺ きではなか っ た ろうに､ 君はな お精神の 世界におい て 生き延びさせてくれた の だo
君は ｢鬼 ご っ こ+ によ っ て ､ 死 と肉体の放縦との 中から､ 予感に充ちて愛の 夢が生れ て くる暁闇を経験 した｡
こ の 世界を覆う死の 饗宴の 中から､ そう いうもの の 中からも ､ い つ か は愛が生れ出て くるであろうか ?+ (7 7 6
頁) 0
6 鮎川信夫 『鮎川信夫全集』 第1巻､ 29-3 0頁｡
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前にお い て ､ 共通の体験を持 っ た ｢死んだ男+ の ために､ 鮎川 は生 き残 っ た者たち
の状態を伝え るの で あるが ､ その 一 方で ､ 鮎川は戦後の自己を確認で きない 不安を
｢M よ 僕たちに君の高さが必要なの で あろうか+ とい う詩句で ｢M+ に 問い か け
るの で ある｡
と こ ろで ､ こ の詩作品 ｢アメ リカ+ の中に は､ ｢手 をあげると 人形の ように歩
き出し/手を下ろすと 人形の ように動かなくなる+ とい う中身が空 っ ぽな人 間た
ちがその 中に どの よう な内容を詰め込 み戦後を出発す るの か､ とい う問い が本質的
に存在す る｡ こ の 点に関 して ､ 鮎川 は ､ 彼 の 目 に映る戦後を代表する3つ の 青年
像､ つ まり ｢大学生+ ､ ｢み ずからの 魂をすて去 っ た詩人+ ､ そ して ｢独身者+ と
いう象徴を用 い て こ の 問い を考えようと して い る ｡
｢み ずからの魂をすて 去 っ た詩人+ は､ にわか じ こ み の 戦後たち現れた思想を携
えて ､ ｢出て ゆこ う とざされた部屋の中から/幕がおりた舞台裏から - - + と叫
びな がら､ そ して ｢大学生+ は､ 次の ような言葉を発 し､ それ ぞれ の新 しい 目的地
を目指 して共に出発 しようとす る｡
｢君たちはまさか忘れたわけで はあ るまい
第 二流 の 民族 集団 人物は
単により高尚な国民 結社 人間の材料 に すぎない と
ベ テ ル ス ブル グの 青年が僕たちに告げたこ とを - -
おお い まこ そイ ギリス に住もう
ウイ ン ス トンがい なくな っ たから
い まこ そ そ こ に疑い の 余地 があるか ら
銀行が国民 の もの に な るだろう から
おお い まこ そ君の 虚栄をひ きずり下せ !
ひきずり下せ !
君は君自身の 汚れた手 で
首を吊 っ て い る母親の 足 をひ っ ぱれ !
おお い ま こ そ偉大 な人間と大きな河は
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平然と してま が っ た道をゆく時だ!+
こ の 二 人とは対照的に､ ｢独身者+ は ､ 孤独と絶望に よっ て死にとりつ かれ､ ｢不
潔な女の ベ ッ トの方 - 進んで い く+ の で あ る ｡ ｢僕+ は出発で きない で ､ ｢ひとり
残される+ ｡ 戦争によ っ て ､ ｢剥製+ とな っ た人間に求められる の は､ その 中身で
ある｡ しか しその中身を満たす こ との で き ない 人間にと っ て ､ 別な言い 方をすれ
ば､ 戦後す(tlに立 ち上 が っ た価値観や思想を自らの もの として内面化 し得ない者に
と っ て は ､ ｢独身者+ の ように絶望にとり つ かれ自らの存在を否定して しまうか ､
その 中身をどうにか して自ら つ く り出すか､ 二 つ の 道しかない ｡ こ こ に､ 戦後 の絶
望を自覚する こ とによ っ て ､ そ の絶望から の 脱出を求めながらも､ 中身を満た しき
れずに ､ 出発 しようにも出発で きない ､ ｢僕+ によ っ て象徴される詩人鮎川 の戦後
の苦悩があると思われ る｡ こ の 詩は､ こ の ような意味において ､ 戦後の 生 きる こ と
に対して 方向性を見失 っ た者の 心 を ｢僕+ とい う普遍化された象徴に よ っ て代弁し
て い ると言えよう ｡
しか し､ 鮎川は､ こ の詩の 中で ､ 新 しき目標を ｢ア メリカ+ とい う こ とばに よ っ
て象徴させ る こ とに よ っ て ､ ｢僕+ に と っ て の精神的な救い を提示す る｡ これは実
際の アメ リカとい うわけで はなく､ ひ とつ の 新天地 を象徴するもの と して の ｢アメ
リカ+ であ る o つ ま り､ ｢コ ロ ン ブス+ が求めたような､ ｢ジ ェ フ ァ ー ソ ン+ が独
立 を勝ち取 っ たような新 しい 土地 と して の ｢ア メ リカ+ なの で あ る ｡ 鮎川は こ こ
で ､ 道を見失 っ た自己を､ ｢アメ リカ+ へ と向かわせ るが､ まだそ の ｢われわれ の
ア メ リカ+ は ｢発見+ されて い な い と い う ｡ こ こ に おい て も､ 戦後をい かに出発す
べ きかとい う 問い に ､ 今だ答えを見い だせ な い 人 間の 苦悩がひ と つ の イメ ー ジ と し
て定着させ られ て い る が､ ｢アメ リカ+ と い う希望が提示されて い る点におい て ､
戦後の 道を見失っ た者たちの 心には､ 大きな反応 を呼び起 こ したの ではな い で あろ
うか｡
7 前掲書､ 3 0-3 1貞｡
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憐れむ べ き君たちの影にすぎぬ僕は
きちんとチョ ッ キをつ け上衣を着て
テ ー ブル に焦れ て新しい黄金時代を夢み て い る
い つ の 日か 僕らの交す眼ざしや
なにげない挨拶のうちから生まれる未知の国民の こ とを - -
胸にかがやく太陽 の紋章を示しながら
宮殿や政府の階段をとび こ え
お どりた つ 群集をお しの け
僕らの家の戸 口 を大きな拳で敵く朝の こ とを｡ - -
ああ い つ の 日か らか
熱烈に夢み て い る 8
そ して ､ そう した ヴィ ジ ョ ン へ の熱烈なる希求は､ 詩作品 ｢アメ リカ+ の 結び の 節
にあ たる上の詩句で は､ 光の イメ ー ジ を基調 に した ｢黄金+ ‥ ｢太陽+ ､ ｢かがや
く+ な どの 詩語で純粋 に語られ るので ある｡
詩作品 ｢アメ リカ+ にお ける主要なテ ー マ で あ る戦後にお ける生 きる こ との 出発
は ､ 詩作品 ｢繋船ホテ ル の朝の歌+ で は､ 新 しき新天地 へ 旅立つ そ の直接 の場所 で
あ る ｢港+ ､ ｢波止場+ や その 旅 の 手段で ある ｢船+ な どのイメ ー ジ によ っ て ､ よ
り鮮明に意識され る こ とに な る ｡ 詩作 品 ｢繋船ホテ ル の 朝の 歌+ は､.
｢悲 しみ の
街+ に象徴された絶望から遠ざかろうとす る男と女の 姿が､ その 出発 を直接想起さ
せ る ｢船+ や ｢港+■｢波止場+ とい っ たモ チ ー フ ととも に描き出されて い る ｡
こ の作 品の 中にあ らわれ る ｢船+ とい う モ チ ー フ は､ 第1章第4節で説明 した鮎
川 の戦前に おける初期の作品にも見られ るも の で あるが､ それは戦前にお い て は､
次の 詩句 から明らかなよう に ､ 現実か ら超現実的な世界 へ 飛期す るため の ､ あ るい
は逃避するための道具仕掛けと して 用 い られて い た｡
船は逃げて い くお日さ まを追ひ か け
白い 帆に とうめ いな夢をの せ
青い 風車をく るく る廻 して ゆく
8 前掲書､ 3 5-3 6頁.
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- それ昧天国行きの船です
一 子供だけ乗る こ とが出来ます (｢船+ より)9
それが ､ 戦場か ら鮎川が離れ日本 へ 帰還するという私的な経験を源泉とする ｢船+
は ､ ｢戦場+ とい う ｢荒地+ から ｢日本+ とい う別な ｢荒地+ へ 橋渡 しする役割を
担う ｢船+ と して ､ さ らには､ ｢病院船+ とい う ｢死+ に とらわれ た ｢船+ とし
て ､ 次の ような詩の こ とばで鮎川によ っ て 描き出され る こ とに なる ｡
病院船はとて も重か っ たり､ 軽か っ たりして ､
人間の遠い未知の故郷 へ
彼 方 へ と走 っ て い た ｡
｢こ の 病院船の磁針がきみ らを導い てくれ る+ と船畢は言う､
だが何処 へ ? ヨ オ ロ ツ パ で もア ジ アで もない
幻影 の なかの 島喚 - - -
厚 い ガラス の 窓か らは
ま るく小さな海と空が見え るばかりだ っ た｡ (｢病院船室+ よ り)10
こ の ように鮎川信夫の詩作品にお い て ､ ｢船+ とい うモ チ ー フ は ､ ∵ つ の 世界から
別の 世界に鮎川 の精神を橋渡しするこ とと関 わ っ て い るの で あ るが ､ 詩作品 ｢繋船
ホテ ル の朝の歌+ で は､ そう した別 の 世界に向けて旅立 つ ための ｢船+ のイメ - ジ
を基調 に した､ ｢おれ+ と ｢おまえ+ の 一 つ の ドラ マ が展開され る ｡
ひ どく降りは じめ た雨 の なかを
おまえはただ遠く へ 行 こ うと して い た
死の ガ ー ドをもとめ て
悲 しみ の 衝から遠ざかろうと して い た
おまえの 濡れ た肩を抱き しめたとき
9 鮎川信夫 『鮎川信夫全集』 第1巻､ 5 4 3頁｡ 引用句の斜体部分は､ 参照した文献では傍点が付されて
1 0 前掲書､ 1 8-2 1(1 8) 頁o
い る ｡
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なま(.･ さい 夜風の街が
おれには港の よう に思え たの だ
船室の灯の ひとつ ひ とつ を
可憐な魂の ノ ス タル ジア に とも して
巨大な黒い影が波止場にうずくま っ て い る
おれはずぶ濡れの悔恨をすて て
とお い航海に出よう
背負い袋の よう におまえ をひ っ か つ い で
航海に出ようとおも っ た
電線の かすかな喰りが
海を飛んで ゆく耳鳴りの よう におもえた 1 1
｢おまえ+ は､ ｢悲 しみ の街+ か ら遠ざか る こ とを､ 絶望から逃れるこ とをひ たす
ら願 っ て い る ｡ そんな女性の肩を拍きしめながら､ ｢おれ+ は､ 夜の 暗闇に覆われ
た ｢悲しみ の 街+ の ｢なま(tt き い 夜風+ や ｢電線の かすかな稔り+ に､ 絶望に支配
された衝からの出発に直接結び つ く ｢港+ や ｢海+ の 光景を思 い浮か べ る ｡ ｢ずぶ
ぬれ の 悔恨+ を捨て去 り､ ｢波止 場+ に ｢巨大 な黒い影+ を落と し停泊 して い る
｢船+ に乗 っ て ｢おまえ+ と共に かすかな希望を求めた旅立ちを しようとい う思い
に駆 られ るの で ある｡ こ こ に描かれ る こ う した ｢遠い 航海+ へ の 思 い の 背景に は､
おそ らく､ 戦後の 出発 に悩む鮎川自身の個人的な経験が存在 して い る ｡ 自 らを取 り
巻く現実に対 し絶望を見る鮎川 の ､ そ こ か ら何とか逃れたい とい う希求や ､ 日本的
な土壌の もの を捨て何らかの 別 の 信念を受け入れるこ と へ の誘惑に駆 られ る苦悶が
窺われ るの であ る ｡
こ の 詩の中で象徴的に語られる こ の ような ｢出発+ は､ そ こ で は､ 結局 はなされ
ない こ とに なる｡
おれたちの 夜明 けには
疾走する鋼鉄の船が
青い海の なかに 二 人 の 運命をうか べ て い るはずであ っ た
11 前掲書､ 42-4 5(4 2-4 3) 頁｡
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とこ ろがおれたちは
何処 へ も行きはしなか っ た
安ホテ ル の 窓か ら
おれは明 けがたの街に むか っ て 唾をは い た
疲れた重たい瞭が
灰色の壁の ように 垂れて きて
おれとおまえの はかない 希望 と夢を
ガラス の 花瓶に閉じこ めて しま っ たの だ 12
こ こ には､ 結局 は ｢何処 へ も行 きはしなか っ た+ とい う言葉が示すように ､ 主人公
の ｢おれ+ も相手 の女性 の ｢お まえ+ も どち らとも航海に出るこ となく､ ｢はかな
い 希望と夢+ を ｢ガラ ス の花瓶+ の 中に閉 じこ め る ｡ 積極的に航海に出れない背景
に は､ 二 人とも何処に行くの かその 目的地を見出して い ない とい う こ とが存在する
の で ある が､ そ れ以 上に ､ 絶望 に とらわれた現実と披､ 疲らに重 くの しかかるもの
で あり､ それ を押 しの け る こ とも､ 逃れ る こ とも､ 改善 して い く こ とも ､ 人間が容
易に達成で きる こ とで はない の で ある ｡ そ の ｢場+ ､ すなわち､ ｢荒地+ に存在 し
続けなければならない こ とに対する不安､ あ る い はそれ に対して ､ そ こ から逃れて
別な目的を持 っ た場所 に行きたい とい う願望 の葛藤が こ こ で は痛 い ほどに感 じられ
る ｡ そ して ､ こ う した目的を見い だせ ない ､ あるい は戦後の 生き る こ との ヴィ ジ ョ
ンを見い だせ ない 苦痛は､ 次の ような言葉に な っ て ､ あ らわれて くる の で ある｡
おれたちはおれ たちの 神を
おれたちの ベ ッ ドの なかで締め殺 して しま っ たの だろうか
おまえはおれの 責任 に つ い て
おれはおまえの 責任 に つ い て 考えて い る
おれは慢性胃腸病患者の だら しな い ネクタイ を しめ ,
おまえは禿鷹風 に化粧 した小さな顔を
猫背の うえ に乗せ て
朝の食卓につ く
12 前掲書､ 4 3頁｡
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ひびわれ た卵の なかの
なかば熱しかけた未来にむか っ て
おまえは愚劣な謎をふくんだ微笑を浮べ て みせ る
おれは憎悪の フ ォ ー クを突き刺し
ブル ジョ ア 的な姦通事件 の
あぶ らぎ っ た 一 皿 を平げたような顔をする13
｢おれたちはおれ たちの神を/おれたちの ベ ッ ドの なかで締め殺 して しま っ たの だ
ろうか+ と い う疑問には ､ 戦後､ 日本の 風土 に如何な る思想的基礎も見い だせず､
何の ヴィ ジ ョ ン も持 つ こ とが出来ない こ とに対す る苦悩があらわれて い る｡ 確か
に､ アメ リカか ら移入された ｢民主主義+ と い う ヴィ ジ ョ ン ､ 詩作品 ｢ア メ リカ+
の 中で ｢大学生+ が語る共産主義の ヴィ ジ ョ ン な ど､ 戦後の 日本には､ 様々 なも の
が移入されて き た. 新興宗教も盛んにな っ た . しか し､ 羊う した全て を自らの 生き
る こ との拠り所にで きな い ｢おれ+ は､ ｢おれたちの 神+ を殺 して しま っ たの かと
い う問い を発 して い るわ けで あ る｡ こ う した ｢おれ+ の ｢おれ+ に対する自己認識
が強く打ち出される こ の 詩作品は､ 詩の ｢こ とば+ を通 じて自己認識を行なおうと
した鮎川 の詩的態度を窺え る の で あり､ こ の 特徴は､ 後に検討す る詩作品 ｢橋上の
人+ で ､ 一 つ の頂点に達す ると言 っ て よ い で あ ろうo こ の ような鮎川 の作品は ､
｢荒地+ 派詩人の詩的行為にも共通する こ とば の効果 を､ すなわち ､ 生 きて い る自
己を映し出す ｢鏡+ の機能を最大限に生か した作品で あると言えよう｡
窓の 風景は
額縁の な かに俵め こ まれて い る
ああ おれ は雨 と街路と夜がほ しい
夜にならなければ
こ の 倦怠の街 の 全景 を
うまく抱擁する こ とがで きない の だ
西と東の 二 つ の 大戦の あ い だに生れて
恋にも革命にも失敗 し
13 前掲書､ 4 4頁｡
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急転直下堕落 して い っ たあの
イ デオワ ジス トの撃め面を窓からつ きだ してみ る
街吐死んで い る
さわやか な朝の風 が
額輪ずれしたおれの咽喉に つ めたい 剃刀 をあて る
おれ には掘割の そ ばに立 っ て い る人影 が
胸をえそられ
永遠に吠える こ との ない 狼に見えてくる 14
朝によ っ て 暗闇を奪われ ､ 衝 を とらえて い る絶望と死が露呈する｡ ｢さ わや かな
風+ も ｢おれ+ にと っ て は､ 残酷なも の で しかない の で ある｡ そ の ような状況に あ
りながら､ ｢おれ+ は､ なおも自らを見つ め続けるの で ある｡ ｢西と東の 二 つ の大
戦の あい だに生 れて/恋にも革命 にも失敗し/急転直下堕落 して い っ たあの/イデ
オ ロ ジ ス トの撃め面+ ､ ある い は ｢頚輪ずれ したおれ+ とい う､ ｢荒地+ 派詩人が
共有 して い た ｢犬+ とい うイメ ー ジ を通 して の 自己の 認識は､ 痛ま しささ え感 じさ
せ るも の で あるが､ こう した自己を認識するための こ とばとい う鏡を持 っ て い たか
らこ そ ､ 自己 につ い て 冷静に､ 自己の 真実を見い だせ る の で あろう ｡･ そ して ､ そ こ
には､ 何の ヴィ ジ ョ ン も今だ探 し得なく とも ､ ｢額輪+ で 繋がれ た現実で ある ｢倦
怠の街+ に生 き る こ とを､ ある い は生きなが らえる こ とを選択 した詩人の姿が写 し
出され て い るよう に思われ る｡
現実にと どま る詩人鮎川 の 日に映る ｢倦怠 の 街+ は ､ 次の作品 ｢白痴+ にお い て
最もよく表現されて い る ｡ これ は鮎川 の見た戦後の ｢東京+ の 状態と言う こ とがで
きるかも しれない ｡ すこ し長くな るが全文を引用 して み よう｡
白痴
ひ とび とが足をとめて い る空地に は
瓦傑の うえ に材木が組立て られ
14 前掲書､ 4 4-4 5頁｡
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鎚の 音が こ だま し
新 しい建物がたちかけて い ます
やがて キ ャ バ レ - 何とか
洋品店何々 に なるの で し よう
私故ぼんやりと空を眺めます
ビル の 四階には午後三時から灯がともり
踊 っ て い る男女 の影が ア ス フ ァ ル トに落ちて きます
私 は裏街を好み ます
そこ には ジ ャ ズがほそぼそ とながれ
むか し酒場で知りあ っ た女が
あまり感心 しない 生活を して い ます
無意味な時代がしずかに腐敗して い ます
あ る冬の晴れた日に
私はゆ っ くり煙草をふか しながら
そ こ を通 っ て ゆきま した
私の 立派 な人生 に は
い つ もそ んな汚 い路地 があ っ て
破れ た天井の青空が
い つ も いく らか明 る い ようで す
日が暮れかかると
劇場は真黒な人を吐き出 します
ふ る える電線の 街 の
灰 い ろ の 建物の した を孤独 な靴音が
もみ あうおびただ しい 影をぬ っ て ゆきま す
その 孤独 の こ だま の なかに は淋 しさ の 本質がち ょ っ ぴ りあります
十字路に は警官が立 っ て い て
こ れがほんとうの東京の街路で すが
こ の 街の どこ もか しこ も
光りの痕跡が小さくな っ て ゆくようで す
つ かれて い る の は私 ばか りで はありま せ ん
指輪や装身具の飾 っ て あ る シ ョ ー ウイ ン ドをの ぞ い て
う つ く しく欠伸を して い る女がい ます
そ の横顔をぬすみ見て い る紳士がい ま す
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春の こう代議士候補が
サ ラリ ー マ ンや労働者を相手に
よく政府の悪 口 を言 っ て い た広場に は
サ ー カス の 看板が こ がら しに吹かれて い ます
街路樹の枯枝に
小鳥がとま っ て い るこ とも見の がせ ませ ん
サ ー カス の むすめの 写真をながめながら
私はかる い 舌うちをしま した
も ちろん誰にも聞えるきづ かい はありませ ん
どうやら私披今年も結婚しそ こ ね たようで す
これ から私 は何を したらよい の で し ようか?
ひ とびとの う しろに行列を して 夕刊を買い
今日の出来事を
昨日の ように読み すて ま しよ うか ?
そ して ニ ュ ー ス が私 を読み すて た ら
喫茶店で コ ー ヒ ー をの み
それ からあとの 計画比
一 杯の コ ー ヒ ー をま えに して 考えようと思う の で す
一 人 の 若い ウ ェ イ トレス が
たまたま可愛い い 瞳を して い たか らとい っ て
少 しばかり恥をかくよう な こ とが なければよい の で す 15
｢ひ とび とが足をとめて い る空地に は/瓦磯のうえに材木が組立て られ/鎚 の音が
こ だま し/新 しい 建物がたちかけて い ます+ とい う戦後 の荒廃の地に ｢新 し い 建
物+ が建築されて い く描写から始まる こ の 作品は､ 戦後の鮎川自身の現実を見る眠
がよく表現されて い る ｡ そ の ｢鎚 の 音+ を どの ように鮎川が聞い たの は定かで はな
い が､ おそ らく鮎川に は ､ そ の 昔がすで に何かを破壊して い る音と して聞こ えたは
ずで ある ｡ 何かの ｢新 しさ+ が現れて もそ こ を ｢無意味+ と しか解釈しよう としな
い ｢私+ に は､ そ こ に建て られ て い る ｢新 しさ+ の 意味が理解で きない からであ
15 前掲書､ 5 ト5 4頁｡
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る ｡ そ して そ うした戦後の建て られ て い く ｢新しい建物+ の意味もわからず､ 自ら
の 生きる ヴィ ジ ョ ンも獲得で きない ｢私+ に残された生とは､ ｢これか ら私は何を
した らよい の で し よう か+ とい う問い を常に自己に向か っ て問い 続け､ ｢ゆ っ くり
煙草をふかしながら+ ｢東京+ の ｢裏町+ を ｢通 っ て ゆく+ 生活であ り､ ｢ひ とび
との う しろに行列をして 夕刊を買い/今日の出来事を/昨日の ように読み すて+ る
生活なの で ある｡ しか し､ こ こ で注意 しな けれ ばならない こ とは､ この 詩作品にお
い て戦後どうする こ とも出来な い状態に 囚われ て い るの は何も ｢私+ だけで はな
く､ ｢私+ の取 り巻く日本の現実の中に ､ そう した倦怠や時代の無意味性 に囚われ
た人 間を鮎川は､ ｢指輪や装身具の飾 っ て あ るシ ョ ー ウイ ン ドを の ぞ い て+ い る
｢う つ く しく欠伸をして い る女+ で あるとか､ ｢そ の 横顔をぬすみ見て い る紳士+
とい う言葉で表現 して い る とい う こ とで あ る ｡ こ の ｢欠伸を して い る女+ と その
｢紳士+ は､ 現代人 の 心 の なかに遍在 して い るある心の 状況を､ 効果的に戯画化 し
て い る と言う こ とがで きるかもしれ ない ｡ こ う した戦後の精神的空白に陥 っ た人 間
の 生 の 在り方 の 小さ さは､ こ の 詩の 最後 に語 られ る6詩行に皮肉的に描き出され
る. そ の 生とは､ ｢ 一 杯 の コ ー ヒ ー をまえにして+ 考えられ る人生 であ り､ ｢ 一 人
の 若い ウ ェ イ トレ ス が/たまたま可愛い い 瞳を して い たらかとい っ て/少 しばかり
恥をかくようなこ とが なければよい+ 人生 なので ある｡ 1 6
以上 ､ 鮎川 が エ ッ セイ ｢詩的自伝に つ い て+ で分けた自己の詩的活動の第2期に
つ い て ､ ｢アメ リカ+ ､ ｢繋船ホテ ル の 朝の歌+ ､ ｢白痴+ の 3篇を検討 して きた
わけで あるが ､ こ の ような こ の 時期を代表す ると考えられる鮎川 の詩作品は､ 詩作
品 ｢橋上 の 人+ にお い て ひ とつ の 頂点に達す ると思われる｡
鮎川 の 詩作品の中には ､ ｢橋上 の 人+ と題する詩作品が 二 つ 存在する ｡ そ の ひ と
つ めは､ 戦争に 出兵す る際に鮎川が遺書代わりに三好豊 一 郎に託 して い っ た作品で
あ り､ もう 一 つ は､ 出兵中からそ れ を書き直 し､ さらに戦後それ を改稿 して発表し
たも の で あ る ｡ 前者は ､ 第1期 の鮎川 の詩的行為の け じめ として 書かれたもの で あ
1 6 鮎川 の詩作品 ｢白痴+ には､ T.S . エ リオ ッ トが現代人の 人生の小 ささを開示した 『J ･ ア ル フ レ ツ
ド ･ プル フ ロ ッ クの 恋歌』 の詩 の ｢こ とば+ が響い て い る と思われる｡
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るとい う点で ､ その 時期の全体的な視野を引き継い で い るもの で ある｡ そ して ､ 戦
後に発表されたもの は ､ 鮎川が戦争という経験を経て 手を加えた作品で あ'り､ 鮎川
自身の それまで 生きて き た ｢過去+ ､ 戦後の ｢荒地+ の 地に生きて い る ｢現在+ ､
そ して それか らの鮎川 の生の ヴィ ジ ョ ン であ る ｢未来+ とい う彼自身の全体的な生
の ス パ ン か ら善かれたもの で ある とい う点で ､ 鮎川の詩作品の中で も重要な位置を
占めるもの と して挙げる こ とが出来る作品で ある｡ こ こ で は､ 第2期に善かれた後
者の ｢橋上 の 人+ を､ そ こ に 描き出される詩人 の内的ドラ マ を中心に考えて み た
い ｡
｢橋上の 人+ は､ 2 2 9行 か らなる長篇の詩で あり､ 8つ の 部分 から構成されて
い る . そ の第 Ⅰ部は､ 次の よう に ｢封の都市+ ､ すなわち ｢荒地+ であ ると ころの
現実とそ こ に立 つ ｢橋上の 人+ の 描写から始ま る ｡
Ⅰ
彼方 の岸をの ぞ み なが ら
澄み き っ た空の橋上 の 人 よ､
汗 と油の溝渠の う えに ､
よごれた封の都市が肇えて い る ｡
重たい 不安と倦怠と
石で かためた屋根の 街 の
はるか､ 地下 を潜りぬける運河 の 流れ､
見よ ､ 澱 んだ ｢時+ をかき わけ､
権で 虚空を打ちながら､
下 へ ､ 下 へ と漕ぎさ っ て ゆく軸の 方位を ｡
橋上の 人よ､ あなたは
秘密にみ ちた部屋や
親 しい 者の まなざ しや
書籍や窓や ベ ン をすて て ､
い く つ も の 通路をぬけ､
い くつ も の 町をすぎ､
い つ か遠く橋の うえに や っ て きた｡
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い ま ､ あ なたは幅気をこ らえ､
水晶 花 貝殻が､ 世界の 空に
件裂す
'
a真昼の花火を夢み て い る o 1 7
｢橋上の 人+ を取り囲む混沌とした荒廃 した現実の世界が､ 不気味な調子 で ｢汗 と
油の溝渠+ ､ ｢よ ごれ たf]の 都市が奪えて い る+ ､ ｢重たい 不安と倦怠+ ､ ｢石で
かため た屋根 の街+ ､ ｢はるか､ 地下を潜りぬける運河の流れ+ な どの こ とばで描
き出され る ｡ その 現実を橋上で直視す る ｢橋上の人+ は､ ｢現在+ の地に足 をとど
める存在で あ りながら､ ｢運河+ を下流 へ と漕がれて進む ｢船+ に乗り､ ｢過去+
から ｢現在+ ､ ｢未来+ へ という ｢時+ の 流れ を進む存在で もある｡
｢船+ が ｢時+ の 流れ を ｢下 へ 下 へ + と下降して い く情景には ､ ｢時+ の 経過と
とも に変化 した鮎川自身の自我の軌跡と詩的世界の変遷をみる こ とも可能ではない
だろ うか｡ つ まり､ 上方 の世界から地上 の世界 へ 詩人鮎川の自我が下降してく る動
きと､ 初期の 段階に おい て モ ダ ニ ズム 詩に感化された結果 ､ 人 工 的な超現実界へ 定
着さ せ た鮎川 の詩的世界が現実の世界 へ と下降して く る動きが重層的に表現されて
い るの で あ る ｡ 特に､ ｢橋上 の 人 ､ あなたは/秘密に みちた部屋や/親しい者の ま
なざ しや/書籍や窓や ベ ン をすて て
-
+ とい う部分 に は､ 鮎川 の 戦前におけ る詩的態
度の放棄を見る こ とが可能で あ る｡ そ う した態度を捨て るとい う こ とは ､ 戦前に描
い て い たモ ダ ニ ズム 詩的な超現実的な詩的世界の放棄､ 換言すれ ば､ 人 工 的世界を
出て ､ 現実に日を向ける鮎川の態度を意味す る｡ そ して ､ そ れは､ ｢現在+ ､ ｢橋
上 の 人+ が ､ 過去 に おけ る鮎川 の詩の中心的な詩語に な っ た ｢水晶+ ､ ｢花+ ､
｢貝殻+ が存在 して い る超現実的な詩的世界を ｢空に+ ｢夢みて い る+ とい う構図
からも明らかで あ る｡ 過 去の 詩的世界と過去の詩的行為を省み るとい う立場に ある
｢橋上の 人+ は ､ 戦後､ 地 上に降りて きた ｢詩人+ の 反嘆であ ると考えて よい で あ
ろう｡ こ の よう に ､ 過 去と現在との 関わりが ､ 上方と下降とい うイ メ ー ジ に結び つ
けられ る こ と によ っ て ､ こ こ で は､ ｢現在+ ､ ｢橋上 の 人+ が存在する場 ､ すなわ
17 前掲書､ 5 9-7 2(5 9-6 0) 貞｡
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ち､ ｢荒地+ の 場が明 らか になるの で あ る ｡ そ して ､ ｢過去+ の 逃避的な世界から
｢現在+ の ｢荒地+ 的現実に戻 っ て きた ｢橋上の 人+ が聞く こ とばとは､ ｢お お､
こ れか ら どう しよう - - + という三 つ の声だ っ た ｡ こ の現実に生きる人間の三 つ の
声は､ 詩作品 ｢橋上の 人+ の第 Ⅱ部で次の ように語られる｡
Ⅱ
おお時よ､ なぜ 流れるの か
なぜ止 まらな い の か
う らぶれ た安カ フ ェ - で ､
酔い どれ水夫が歌 っ て い た ｡
おお､ こ れから どう しよう - -
酒と女におさらば して ､
さあゆ こう､ 船着場 へ 一
束来と希望があ るだけさ｡
ああ時よ､ なぜ流れ るの か
なぜ止ま らない の か
さ んざめ く裏街 の どん底で ､
狂 える女が歌 っ て い た ｡
ああ､ こ れか らどう しよう - -
空の 財布の身を投げに ､
さあゆきま し よう ､ 船着場 へ - - ･
未来も愛もありや しな い ｡
おお時よ ､ なぜ流れ るの か
な ぜ止ま らない の か
空気の 悪 い ア パ ー トの 一 室で ､
青白い サ ラリ … マ ン が歌 っ て い た .
おお､ こ れか らどう しよう - - ･
子供をつ れて 一 日 だけの 安息に ､
行 っ て み ようか ､ 船着場 ヘ ー
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未来 と信仰はちがうもの ｡ 1 8
｢過去+ か ら ｢現在+ に､ 上方 の世界から ｢荒地+ の 世界に辿り着い た ｢橋上 の
人+ は ､ ｢酔い どれ水夫+ と ｢狂 える女+ と ｢青白い サラ リ ー マ ン+ が ｢お お時
よ ､ なぜ流れ るの か/なぜ止ま らない の か+ とい う歌声を､ 現実の最も孤独な場所
で ある ｢うらぶれ た安カ フ ェ ー + ､ ｢さんざめく裏街 の どん底+ ､ ｢空気の悪 い ア
パ ー トの 一 室+ から聞く の で ある｡ その 声は､ 一 様に ｢おお ､ こ れから どう しよう
- - + と い う現実に生きる不安を持ち､ それ ぞ れの現実から離れ て ､ 別々 な ｢未
莱+ を求めて ､ 別 な世界 へ の 出発点で ある ｢船着場へ + ｢さあ､ ゆこ う+ と叫ぶ ｡
しか し､ それ らの 三 人の声の主は､ そう した彼等の ｢未来+ に対 して ､ どこ かすで
に釘滅 したとこ ろ があり ､ そ れぞ れは､ そ の 出発す る こ とに対 して全存在をかけな
い こ とに よ っ て ､ そ の ｢荒地+ 的現実に再び引き込まれていく｡
こう した現実に戻 っ て きた ｢橋上 の人+ に関して ､ 第 Ⅲ 部で は､ そ れが詩人の
精神的存在で ある こ とがは っ きりと明かされ る｡
橋上の 人よ
あなたは冒険をもとめる旅人だ っ た｡
一 九四○年の 秋 から 一 九五○年の秋まで ､
あなた の 堤昔と､ あ なたの足跡は､
い た ると こ ろに行きつ き､ い た るとこ ろ を過 ぎて い っ た ｡
橋上 の 人よ
どう して あなたは帰 っ て きたの か
出発 の時よりも貧 しくな っ て ､
風 に 吹かれ､ 浪にう たれ る漂泊 の 旅 から､
どう して あなたは戻 っ て きたの か｡
橋上 の 人よ
ま るで 通りがかりの 人 の ように
あな たは灰色 の 街の なかに帰っ て きた｡
1 8 前掲書､ 6 0- 6 1頁 ｡
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新 しい 追憶の 血が ､
あなたの眼となり ､ あなたの表情となる ｢現在+ に｡
橋上の 人 よ
さりげなく煙草をくわえて
あなたは破壊された風景の なかに帰 っ て きた ｡
新しい 希望の 血が ､
あなたの 足 を停め ､ あなたに待つ こ とを命ずる ｢現在+ に ｡
橋上の人よ 19
｢ 一 九四○ 年の秋から 一 九五 ○年の秋まで+ ､ 自己を空白にせ ね ばならなか っ た詩
人 の自我が ､ 戦後戻 っ て き たこ とを こ の 部分から読み と る こ とがで きよう｡ 戦争
時､ 全て が強制される現実にお い て ､ 自己を い うもの を失っ て生 きて い たとい う こ
と披 ､ 別な観点からみ れば､ ｢橋上 の 人+ ､ すなわち､ 詩人の 自我 のみ を自己から
解放して ､ ｢漂泊の旅+ をさせて い たとい う こ とにな るム そ の自我 を戦後とりもど
すこ とを､ 鮎川は自我が自己に かえ っ て きた とい うイメ ー ジで表現 して い るわけで
ある ｡ 自我 を取 り戻す こ とによ っ て詩の こ とばを取り戻 した詩人は､ そ こ に微かな
｢新 しい 希望+ を抱きながら､ ｢荒地+ 的 ｢現在+ に とどまろう とす るの であ る ｡
以上 の よう に ､ 詩作 品 ｢橋上 の 人+ の 前半の部分は ､ 戦後､ ｢こ とば+ によ っ て
現実と自己を反映させ ､ そ れを詩的世界に描き出すこ とによ っ て ､ ｢荒地+ という
現実だけで はなく､ ｢荒地+ に 生きる自己をも認識 し､ 自我 を取 り戻して ､ 詩的行
為の 主体性を回復 して い く ｢詩人+ の ドラ マ が描かれ て い ると読む こ とがで きる｡
そ して ､ 自我 を取 り戻 した ｢詩人+ 鮎川 が ､ 次の 第 部から向か っ て い く の は ､
｢荒地+ 的 ｢現在+ の 生 に ｢詩の こ とば+ そ の もの が救い と生きるため の 意義を与
えて い く倫理的な世界で あ ると言え るかも しれ ない ｡
第ⅠⅤ部で は､ ｢荒埠+ に生きる こ とを自覚する ｢橋上 の人+ だけが見聞きで き､
知るこ との で き る ｢荒地+ の不気味な光景が展開され る 一 方で ､ そ こ に生 き る ｢橋
上の 人+ 自身に生 きるヴィ ジ ョ ンや救い を与え るよう な ｢こ とば+ が発 せ られ る｡
1 9 前掲書､ 6 2-6 3頁 ｡
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誰も知ら.ない ｡
束来の道は過去 に つ づき
過去は渡 しなく未来の なかに あるこ とを -
あなたは知 っ た｡ 20
｢現在+ にと どま る ｢橋上 の 人+ の み が知る こ との で き る上の よ うな ｢こ とば+
は､ T･S･ エ リオ ッ トの 『四 つ の 四重奏』 (Fo urQu a rtets) からの 引喰で あると考
えられるが21､ こ こ には､ 鮎川 の ｢現在+ とい う ｢時+ の 捉え方が ､ 明瞭に表現さ
れて い ると思われ る｡ 鮎川 がそ の詩の こ とば を通 して開示しようと した ｢現在+ と
披､ 全 て の ｢時+ か ら切 り離され ､ そ れ だけで成立 して い るも の で はなく ､ ｢過
去+ ととも に ､ ｢未来+ の 中に存在するも の なの で ある｡ そ して ､ そ れ故に ｢未
莱+ もまた ｢過去+ へ と続い て い くの で あ る ｡ こうした ｢こ とば+ を記 した鮎川 の
意図を考える上で ､ こ の 詩作品と連続 して書かれたときれるエ ッ セイ ｢現代詩とは
何か+ の中の ､ 次の ような エ リオ ッ トの 詩句 を引用 した文章は参考にな るで あろ
う｡
しか しす べ て の 時が現在で はない 限りに於て ､ われ われは< 時を購う > こと
が出来る｡ ｢未来は過去 の中に含まれる+ とい う言葉の中に は､ われ われが歴
史と共に滅び る こ との ない 永続的価値をすで に見出して い る こ とを暗示 して い
る . 人間の救い は､ サ ル トル の 実存的 ヒ ュ ー マ ニ ズム の 如く ､ 必ずしも常に前
方に の み投げ出されて ゆく こ とにはな い の で ある｡ 2 2
鮎川 は､ そ の 詩作 品 ｢橋上 の 人+ で エ リオ ッ トの こ とばをひ びかせ ながら､ ｢過去
20 前掲書､ 6 5頁｡
2 1 T.S . Eliot,
-Fo u rQu a rtets', T he Co mplete Po e D I S a nd Pla5,a, P p,1 7 0-9 8. ■Fo ur Qu a rtets■の
ト5行目の引喰である . (p.17 1)
2 2 鮎川信夫 ｢現代詩とは何か+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第2巻､ 9 4頁｡
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は渡 しなく未来 の なか+ にあ り ､ ｢未来+古ま ｢過去+ に続くと捉える こ とによ っ
て ､ ｢現在+ . の ｢荒地+ に生 き る人間に ､ ｢過去+ にお い て存在した ｢永続的価
値+ と ｢人間の救い+ は､ すで に ｢未来+ に存在して い るとい う こ とを開示す るの
で ある｡ つ まり､ ｢過去+ にお い て ､ 滅びる こ との ない 価値を見る ことがで きるの
な らば ､ ｢過去+ へ と続く ｢未来+ にもすで に価値と救い は存在 して い る こ とを鮎
川自身の詩の こ とばを通 じて示 して い るの で ある｡
同様な鮎川 の意図から､ 第Ⅴ部で は､ ｢現在+ という絶望にとらわれた ｢封 の 土
地+ にも ､ ｢過去+ に おい て は ｢清い 泉+ に 象徴される生命や愛の源泉の存在する
｢地+ であ っ たこ とを告げる声を ｢橋上 の 人+ は聞くの である｡
ひと つ の心 の 空洞から
ひ とつ の 波の たわむれ から
滑らかなやさ しい 噴きがき こ えてくる
｢かつ て 泉があ っ た
眠 りか らうまれ たばか りの 水は
活力と滋味を湛え
野に池をつ くり 地上 に溢れ
渚をふちどり 虚無を滴 し
乾けるもの 固く凝れ るもの を溶か した+
｢か つ て泉があ っ た
弱 み こ め くちづ けよ
浄らかな水に映る理想 の伴侶に
父母 や妹 またあなたの 至上の友たちに+ 23
そ して ､ 第Ⅵ 部で は､ ｢橋上の 人+ ､ つ まり詩人の ｢自我+
■ 自体が ｢詩人+ の 生に
希望の光を投げかけ る存在で あ る こ とに気付くの で あ る･｡ そ こ で 重要な こ とは ､
｢詩人+ が自我を回復す る こ と に よ っ て ､ 詩の こ とば を回復 した とい う こ とで あ
り ､ そ の ｢こ とば+ 自体が ､ 生 きるとい う こ とに希望と光を与え る存在に なり得 る
23 鮎川 信夫 『鮎川信夫全集』 第1巻､ 6 6-6 7頁o
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という こ とで あろう｡
孤独な橋上 の人 よ､
どうして い ままで 忘れて い たの か､
あなた自身が見すて られ た天上 の 塁で ある こ とを - -
此処と彼処､ それ もちい さな距離に すぎぬ こ とを - - 2 4
戦後､ 自己の存在する現実を直視し､ それ を詩的世界に描き出す こ とによ っ て ､ 自
我を取り戻し､ 詩的行為の主体性を回復 して い っ た鮎川は､ ｢過去+ と ｢現在+ は
｢未来+ にお い て ひ と つ となり､ ｢未来+ は ｢過去+ に続くとい う形而上学的な認
識を得 る こ とに よ っ て ､ 混沌と した絶望に と らわれた ｢現在+ に 生きる自らの存在
自体に希望を見出そうと した の で ある ｡
以上見て き たように ､ 鮎川 の第2期は､ 戦後の出発に当た っ て ､ その 目的､ ある
い は こ れ か ら生 きて い く こ と に対す る ヴィ ジ ョ ン のあくなき追求の 時期で あ ると
言 っ て よ い だろ う｡ 自己を失い ､ 倦怠の 生活を余儀なくされて い るときに ､ 鮎川
は､ 最後に考察 した ｢橋上の 人+ を自己の内部に回復する こ とに よ っ て ､ つ まり ､
自己 の 自我 とい う の もに忠実に な る こ とに よ っ て ､ 生き るこ とを決心するの で あ
る ｡ 鮎川 に と っ て の 自我の回復とは ､ 例えば ､ ｢民主主義+ な どが提示する生 の
ヴィ ジョ ン や価値を受け入れる こ とによ っ て 獲得されるも の で は決 して なく､ 詩人
の 全存在をかけた詩の言葉を通 して ､ 自己と対話し､ 自己 を認識する こと によ っ て
生まれ得るも の で あ る点にお い て ､ 自己との あくなき対決を要求され るも の なの で
ある ｡ そ して ､ そ の自我 とい うも の を ｢橋上 の人+ とい うイメ - ジを用い る こ とに
ょ っ て ､ 戦後､ 自己を失っ て い た人 に対 して ､ 自我の存在の 大 きさ と､ それ がこ れ
からの 生き る こ との 水先案内人 に なるこ とを ､ そ して ｢人間の 救い+ の 問患にまで
通 じて い く こ とを ､ 詩作 品 ｢橋上の 人+ は読者に開示 して い ると思 われ る ｡ 以上､
第2期にお い て の 鮎川信夫の詩作品を読んで きたの で あるが､ それ らは､ 簡単に要
24 前掲書､ 68貞｡
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約するな ら ば､ 詩作品 ｢橋上 の人+ によ っ て帰着する詩人鮎川 の自己の 主体性と
｢詩の こ とば+ の回復にあると言う こ とがで きるで あろう｡
それ で は次に ､ こ の ように自己を回復し､ 倫理的世界 へ と向か い始めた詩人鮎川
が､ 第 3期 にお い て 披 どの ような詩を書い て い っ たの かという こ とを検討して み た
い ｡
(2)
鮎川信夫は､ エ ッ セイ ｢詩的自伝として+ の なかで ､ 自らの詩的活動の第3期 と
して ､ 1952年か ら1958年の 時期を挙げて い る｡ こ れは､ ｢荒地+ 派詩人の活動か
ら考えると､ 『荒地詩集』 の第2冊目で あ る1952年版 炉荒地詩集』 から､ そ の終
刊 (第8 冊目) の19 58年版 『荒地詩集』 が出版され るまで の時期とい う こ とで ､
｢荒地+ 派詩人が年刊ア ン ソ ロ ジ ー を中心に そ の活動を展開した時期であ ると同時
に ､ ｢荒地の 運動+ が ｢比較的順調だ っ た時期+ 25に 相当する｡
一 方､ こ の 時期の
日本の社会的状況は､ 鮎川自身の言葉で言えば､ ｢朝鮮戦争を境と して ､ 日本は経
済的復興 の きざ しをみせ は じめ ､ さまざまな不安の季 み ながらも､ 社会はようやく
相対的安定の時期+ 26に入 っ た時で あ っ た ｡ こ の ような鮎川信夫を取り巻く現実の
変化と同 じよう に ､ こ の 期問に おける鮎川が創作する詩的世界も変化して いくの で
あるが ､ 鮎川信夫の詩的世界の変化 臥 ｢不安+ から ｢安定+ へ と向かう外的な状
況 の変化に拠 るとい うよ りもむ しろ ､ 第2期 にお ける詩的行為あ るい は詩的経験に
ょ っ て ､ 鮎川 の 内面が変わり､ そ の結果､ 彼の 詩意識が大きく変わ っ たこ とに拠る
もの で あ ると思 われ る｡
第3期 にお ける鮎川の詩的世界臥 終戦直後の第2期におい て み られたような絶
25 鮎川信夫 ｢詩的自伝 として+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第2巻､ 2 8 7頁o
2 6 前掲書､ 2 8 7頁｡
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望､ 不安､ 倦怠な どの ｢暗さ+ を前面に押し出 して い く世界とは異な っ た世界に
な っ て い る ｡. 次の ような鮎川自身の発言は､ そ の こ とを裏付けて くれ るで あろう｡
こ の 時期の私 は ､ 比較的多数の詩を書い た｡ 詩を書き始めた頃の気分が､ い
くらかよみ がえ っ て き たようで ､ も っ と細い 詩を書きたい とか､ も っ と軽い 詩
を書きた い と か ､ 今 まで の 詩の 重苦 しさ か ら逃れ たい と い う気分が出て き
た｡ 2 7
第3期に おけ る詩的心境 の変化を上 の 引用文の ように鮎川は語 っ て い るが ､ こう し
た詩的態度の変化は､ 前述 した通 り､ 敗戦直後の実存的な不安が日本社会 の復興と
とも に稀薄化 したこ とに直接かかわ っ て い る とい うよりも､ む しろ ､ 第2期におい
て鮎川が ､ 敗戦直後から､ 自らの生き るこ と の不安と自己の戦争体験の問題に正面
から取り組み ､ それ を戦後の 生の ため の思想 へ と変換 し､ 詩的行為の基盤に したと
い う詩的経験に奥深くかかわ っ て い るよう に思われ る｡
戦争に よ っ て 自己 を見失い ､ 絶望と不安に とらわれ るこ とによ っ て 生き る方向を
見い 出せずに い た敗戦直後の鮎川にと っ て ､ 最も早急 に必要とされたこ と 臥 自分
自身を取り戻すこ とであ っ た｡ 自らが､ 戦後､ 生 きて い くための こう した要請に対
して ､ 詩人鮎川は､ 自己の全存在をかけて詩の言葉を紡ぎ出す こ とに よ っ て ､ ｢荒
地+ に生 き る自己を認識し､ 主体性を回復す る の で ある｡ こう した第2期 に おける
鮎川の詩的経験を経た次の段階として ､ 鮎川 の 第3期があるo
こ の 第3期の鮎川 の詩作品に 臥 第 2期で 回復 した ｢自我+ を中心 に､ 自己や戦
争体験な どの詩的対象をより客観的に見つ め る鮎川 の視線から導き出された､ 倫理
的な詩的世界が展開され て い る ｡ 1957年1 0月発行 の詩誌 ｢詩学+ に掲載された
｢ぁ る記念写真から+ と題する詩に 臥 第2期を経る こ とによ っ て獲得 した鮎川の
｢内面の声+ が､ ｢詩人+ とい う客観的なイメ ー ジを通 して ､ 自らの 生 に対して警
27 前掲書､ 28 7頁 ｡
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告を発する倫理的な声とな っ て 表れて い る｡
ありきたりの記念写真のス タイ ル で 三列にならび
み んな同じポ ー ズで い っ せ い に限を
こ ち らに向けて い ても なにも見て い るわけで はな い
こ れがみんな詩人だとい っ た ら たい て い驚く
誰 一 人笑 っ て い ない が ユ ー モ ア に欠 けて い るためで はない
｢笑うなかれ+ 悲 しい 内部の声である 28
詩作品 ｢あ る記念写真から+ は､ ｢三列 にな らび/み んな同じポ ー ズで い っ せ い
に眼 を+ 同じ方に向けて映 っ て い る ｢五十七人+ の ｢詩人+ たちの ｢記念写真+ の
描写から始まる o そ の ｢記念写真+ に映 っ た ｢詩人+ たちは ｢誰 一 人 笑 っ てい な
い+ ｡ とい うのも ､ ｢詩人+ たちの ｢内部+ には ｢笑うなかれ+
■
とい う ｢悲 しい 内
部の声+ が響い て い るか らで ある｡ こ こ で 鮎川は､ ｢詩人+ の内面に響く ｢内部の
声+ の 存在を提示す る の で あ るが､ そ うした声は､ こ の詩の 最後 の 二 つ の連で も次
の よう に語 られる｡
な に ご とも断定す るに は むずか しい 世界とな っ た
詩人披もちろん屈 して はならな い そ の 外貌がどうで あれ
かれ 放 じぶんを憐んで はならな い そ の 罪がい かに深くとも
かれは自分を罰 して はならない 屠殺者や皮肉屋 の 包囲の なかで
かれ は屠所にひ かれ る小羊で あ っ て はならない たとえそ の 皮を剥がれて も
血 を流して はならない そ の肉を引裂 かれて も
詩人 の本質は変らない それ は目 にみ えない 奥にあ っ て
す べ て の 生 きもの の うちで 最も強くて しなやかな骨だ
それ は苦痛と恐怖がからみ合う なが い ながい 鎖で
おそ らくそ の 果は ｢未来+ とふかく交 っ て い る の だろう
対岸は霧がふかくて見えない が 残る 一 つ の 疑 問には
ただちに答えられ る だろう かれ の 経験の彼方から第四の声で
28 鮎川信夫 『鮎川信夫全集』 第1巻､ 1 9 31 1 9 6(1 93) 頁｡
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- - 重要なこ とはまだひ と つ も起 っ て は い ない ･ - ･ ･と 2 9
｢詩人+ は ｢もちろん屈して はならない+ 0 ｢詩人+ 披 ｢その外貌がどうであれ+
｢じぶんを憐んで はならない+ 0 ｢詩人+ は ｢その罪がい かに深くとも+ ｢自分を
罰 して はならな い+ 0 ｢詩人+ は ｢屠殺者や皮肉屋の包囲の なかで+ ｢屠所にひ か
れる小羊であ っ て はな らない+ 0 ｢詩人+ は ｢たとえその皮を剥がれて も+ ､ ｢そ
の肉を引裂かれ ても+ ｢血を流して 披ならない+ ｡ こ う した ｢詩人+ の 内部で戒律
の ように響く倫理的な声披､ ｢詩人+ を鮎川自身と重ね合わせ た場合には ､ 鮎川の
内部で響く自我の声と して聴く こ とが可能で あろう し､ また､ それ は鮎川が希求す
る詩人像から照射され る先鋭な自己批判の意識として考えるこ とがで きる｡ こ こ で
重要なこ とは､ そう した詩人像を具体的に 形作り､ ｢詩人の 本質+ を明らかにしよ
うとす る ｢内部の声+ が､ こ の 詩の最後で語られる ｢詩人+ の ｢経験の彼方から+
や っ て きて ｢ - - 重要な こ とはまだひ とつ も起 っ て はい ない - - + と語る ｢第四の
声+ と密接な関係を持 っ て い ると い う こ とで あろう｡ ｢詩人+ の ｢内部の声+ とも
異なり､ ｢詩人+ の 生に警告を与え る ｢第四 の 声+ とは 一 体誰の声な の で あろう
か｡ それは ､ 結論的に言えば､ 戦争によ っ て 死んで い っ た者たち の 声と考えるこ と
がで きる ｡
鮎川信夫の戦後の詩的出発を記 して い る詩作品 ｢死 んだ男+ は､ 第2章第3節で
説明したように ､ 詩人鮎川が ｢死 んだ男+ の ｢遺言執行人+ とな る こ とを表明 した
作品で あ っ た ｡ つ ま り､ そ れは ､ ｢死んだ男+ の ｢遺言+ を引き受け ｢死 んだ男+
の 声を聴き続けるこ とを､ 戦後 の 自らの 詩的行為の ひ とつ の 課題と して保持 して い
く意志 を明 らかに した作品で あ っ た｡ こ う した詩的課題は､ 鮎川 の 詩的清動の第2
期 ･ 第3期を通 して為され るの で ある が､ 詩作品 ｢あ る記念写真から+ で 臥 死者
たち の声が､ ｢第四 の 声+ と して ､ 鮎川自身の自己や感想に警告を与える存荏にま
で 内面化 され､ ｢第四の 声+ と自我 の声とが協和 しながら
一 つ の倫 理的な詩的世界
が展開されて い る ｡ この よう な第3期にお け る鮎川 の戦争経験の深化 の過程 に つ い
2 9 前掲書､ 1 9 5-9 6貞｡
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て ､ 鮎川自身は次の よう に語 っ て い る ｡
それ からこ の 時期に､ 戦争を題材とした詩をいく つ か書い た｡ こ れ は ｢病院
船室+ という詩を書い たときから､ い つ か果そうと心 にきめて い た約束で あ っ
た｡ ｢神の 兵士+ が書けたこ とで ､ ある程度こ の連作に自信をもつ こ とがで き
た｡ この 詩は､ 書こ う として い たこ とと書い た結果が大きく違 っ て しま っ た_と
い う意味で ､ 私 にと っ て は啓示を受けたような作品で あり ､ こ の ような詩披
｢死んだ男+ の ほか に はな か っ たの で ､ 書上 げたときは しば らく呆然と して し
ま っ たとい う記憶がある｡
｢兵士の歌+ は､ 戦争体験からひ き出 した私 の個人的倫理 の うたで あり､ こ
れ に対して ｢喪心のう た+ は､ 声なき死者からの返歌で あ る｡ 3 0
上の 引用文の なかの ｢い つ か果そうと心に きめて い た約束で あ っ た+ とい う こ とば
に､ 鮎川自身の戦争体験に対する真剣な眼差しと､ 戦争で 死んで い っ た看たちの気
持ちを思い やる優しい意識を読み とる こ とがで きる｡ こう した意識は､ 戦争で死 ん
で い っ た仲間たちの 死の 意味をと こ とん突き詰める こ とによ っ て ､ ｢偶然 に+ 生 き
残 っ た者たちが引き受け､ そ こ か ら ｢生+ の意義を見出さなければならない とす
る ､ 鮎川の生 の ヴィ ジョ ン に対する基本的な姿勢 へ と繋が っ て くるように 思える｡
一 九四四年五月 の ある夜 - -
ぼくはひ とりの 兵士 の 死に 立会 っ た
かれ は木の 吊床に身を横たえて
高熱に苦 しみ ながら
なかなか死のうとしなか っ た
青白い 記憶の炎に つ つ まれて
母 や妹や恋人の ために とめ どなく涙を流 しつ づ けた
かれとぼくの間に は
30 鮎川信夫 ｢詩的自伝とし て+ ､ 『鮎川信夫著作集』 第2巻､ 2 8 8貞｡
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もう超える こ との で きない 境があ り
ゆれ る昼夜燈の暗い光りの かげに
死がや っ て きて じ っ と縛 っ て い る の が見えた
戦争を呪い なが ら
かれ は死んで い っ た
東支邦海の夜を走る病院船の 一 室で
あらゆる神の報酬を拒み
かれは永遠に死んで い っ た 31
19 53年7月 に発表された詩作品 ｢神の兵士+ は ､ ｢ 一 九四四年五月 の あ る夜+ に
｢東支邦海+ を航行する ｢病院船+ で ､ ｢ぼく+ が立ち会 っ た ｢ひ とりの 兵 士の
死+ をテ ー マ に した作品で あ る ｡ ｢高熱に苦 しみ なが ら+ ｢なかなか死の う+ とは
せずに ､ ｢青白い記憶の炎に つ つ まれて/母や妹や恋人の ため にと め どなく涙を流
しつ づ け+ る ｢兵士+ の 隣に ､ ｢死+ がや っ て きて ｢じっ と掃 っ て い る+ イメ ー ジ
は､ 死 んだ後も ｢死+ か ら逃 れられ ない その 後の ｢兵士+ の宿命を不気味に暗示 し
て い る ｡ しか し､ たとえ ､ こ う した ｢兵士+ で あれ､ ｢聖なる言葉+ を信 じ ｢神の
報酬+ を受けさえすれば ､ ｢い くたび か死 に/い くたびか生 きかえ っ て きた+ ｢多
くの 兵 士+ の ように ｢神の 兵士+ に な る こ とに よ っ て ､ ｢復活+ す る こ とがで き
る ｡ こ の詩の タイ トル で もある ｢神の 兵 士+ とはそ う した意味で ､ キリス ト教的な
｢復活+ を信 じて再び生 き返 る こ との 可能な ｢兵士+ の こ とで ある｡ とこ ろ が､ こ
こ で ｢ぼく+ が出会 っ た ｢兵士+ は､ そ う した 一 切 の ｢神の報酬+ を拒んだ｡ そ れ
を拒む こ とによ っ て ､ ｢死+ ととも に歩み出さねばならず､ 永遠に死 に続けなけれ
ばならない にもかかわらず､ こ の ｢兵士+ は ｢神の 報酬+ を拒んだ｡ こ こ には宗教
的な救い な しに ｢戦争を呪う+ こ と しかで きずに死なざ .るを得なか っ た不幸な ｢兵
士+ の 姿があるが ､ こ こ で ､ なぜ ､ こ の ｢兵士+ が ｢神の報酬+ を拒んだの かとい
う こ とを考える こ とによ っ て ､ 鮎川は､ あくまでも ｢戦争+ とい う人間の 行為に殉
3 1 鮎川信夫 『鮎川信夫全集』 第1巻 ､ 1 1 9- 2 1(12 0) 頁｡
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じて ｢神+ から見放された存在と して死んで い っ た姿に､ 永遠に生き返 っ て はなら
ない ･と い う ､ ｢銃 口+ を他人に向けた ｢人間+ の 悲劇性を受け取り､ それ を生き
残 っ て しま っ た自己の ､ 戦後生きるための 思想にまで高めて い っ たように思われる
の であ る｡
さらに詩作品 ｢兵士 の歌+ で は､ ｢死+ に永遠にとらわれて続けて い る ｢兵士た
ち+ の幻影 を次のように鮎川は表現 して い る｡
穫りい れがすむ と
世界はなんと境野 に似てくる こ とか
あち らか ら昇り む こ う に沈む
無力な太陽の こ とばで ぼくにはわかるの だ
こ ん なふう におわるの はなにも世界だけで はない
死 はい そがぬけれ ども
い まはきみ たちの肉と骨がどこ まで もすきとお っ て ゆく季節だ
空中の帝国からや っ て きて
重たい 刑罰 の 砲車をお しながら
血 の河をわた っ て い っ た兵士たちよ 32
｢穫りい れ+ がすんだ ｢世界+ に ､ ｢死+ が ｢生+ を刈 りとっ て い っ た ｢境野+ 香
幻視する鮎川 臥 そ こ で ｢死+ と ともに い る ｢空中の帝国からや っ て きて/重たい
刑罰 の砲車をお しなが ら/血 の 河 をわた っ て い っ た兵士 たち+ の 姿を 目撃す る ｡
｢兵士たち+ は､ 戦い の 終わりを知らずに死んだこ とによ っ て 自らの ｢任務+ が終
わ っ た こ とを知 らずに い る｡ そ して ､ 知らない がゆえに ｢死霊+ とな っ て ｢境野+
の 上 をさまよ っ て い る ｡ こ う した ｢兵士たち+ に向か っ て鮎川は､ 次の ような言葉
を投げかけるの であ る ｡
かわ い たとび色 の風 の なかで
から っ ぼの 水筒に 口をあて て
32 前掲書､ 1 8 0-8 3(1 80) 頁｡
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消えた い の ちの水をの んで い る兵士たちよ
きみた ちは もう頑強な村を焼きはら っ た り
奥地や海岸で 抵抗する住民をうちこ ろす必要はない
死の穫りい れ がお わり きみ たちの任務はおわ っ たから
きみ たちは きみ たちの大い なる真昼をかきけせ!
死霊とな っ て さまよう兵士たちよ 33
こ う した死んだ ｢兵士たち+ に対するメ ッ セ ー ジ 臥
.
こ の詩の 終結部で 臥 死んで
しま っ た ｢兵士たち+ とともに ｢境野+ を進み続けるとい う､ 次の ような詩句に み
られる鮎川 の強い意志とな っ て表れて い るの で あ る ｡
こ の 境野の はて るまで
- - どこ まで もぽくは行 こう
ぽく の行手で す べ て の国境がとざされ
弾倉をからに した心の なかまで
きび しい 寒さが しみ とおり
吐く息の ひ とつ ひ とつ が凍りつ い て も
お お しか し どこ まで もぼくは行こう 34
こ う した ｢兵士たち+ と共に い る という姿勢は､ 鮎川 の 戦後の詩的世界の 重層性を
説明するもの で あろう ｡ それ は､ 戦後の 復興と共 に戦争の 記憶が消失 して い っ た日
本人の 内面的動向とは相反する こ とで あ る ｡ こ こ に､ 鮎川の経験を基に それを思想
化 し､ 詩的根拠にする詩的行為の特異性があるの で あ るが､ 鮎川はそ う した思想的
苦悶を通 して ､ 戦後の 自己批判の観点と 『死 の灰詩集』 論争にみ られるよう な視点
を獲得 して い っ たと思われ る の で ある｡
以上考察して きたよう に ､ 鮎川 の 第3期は､ 第2期に おける詩作品 ｢橋上の人+
に表れて い る詩人の 自我 の 回復と詩の こ とばの 主体性の 回復を通 して ､ 戦後の 日本
とい う ｢現在+ の地 に生きる詩人鮎川が､ 戦争とい う ｢過去+ の体験を血肉化 し､
3 3 前掲書､ 1 8 1-8 2頁｡
3 4 前掲書､ 1 8 3頁｡
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第4章第2節 鮎川唐夫の 戦後の 詩の こ とば
詩の こ とば に定着させ る こ とによ っ て ､ その後の鮎川が生きて い く ｢未来+ の ヴィ
ジ ョ ン ､ す なわち倫理的価値の世界を確固たるも の と して獲得 した時期で あると言
えるで あろう｡ その世界とは､ まさ に ｢詩人+ として の自我と戦争で死んで い っ た
死者たちが共存する場で あると同時に､ それ らの ｢声+ が ｢荒地+ に生きる鮎川自
身に秩序と生の意義を与え る詩的世界な の で ある｡
3 5 1
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｢荒地+ 派詩人の詩作品ある い は批評作品が有 して い る ｢こ とば+ の 重 み は､ 戦
後を生 きる彼らの切実なひとつ の 願望と､ 彼らの ｢こ とば+ に対する絶対的な信頼
からきて い る ｡ 第二 次大戦後の精神的にも物質的にも荒廃した日本の地で ､ 鮎川信
夫を中心と して形成された同世代の詩人たち､ すなわち､ ｢荒地+ 派詩人たちは､
第 一 次大戦後の疲弊した ヨ ー ロ ッ パ の 地にお い て善かれたT.S. エ リオ ッ トの詩作品
乃 e Wa ste La nd から名前をと っ た詩誌 ｢荒地+ (第二次) に､ 彼ろ自身の 全存在
をかけた ｢こ とば+ を刻む こ とから戦後 の詩作活動と批評活動を始めた｡ 日本現代
詩の領域にお ける ｢荒地+ 派詩人 に よ っ て 行われたそう した 一 連の詩的活動の中で
特に意義深い の は､ 詩人 の戦争責任論を基軸に して行 っ たモ ダ ニ ズム詩批判で あろ
う｡ こ の議論は､ ｢荒地+ 派詩人よりも前の世代に属する詩人たちの詩的行為の批
判という
'
r荒地+ 派詩人にと っ て ア クチ ュ ア ル な側面を持つ だけで なく､ 批判する
側の ｢荒地+ 派詩人自身も､ 戦前における モ ダ ニ ズム詩に傾倒 した詩的行為ある い
右ま戦争中における自己 の行為に対す る反省､ 即ち､ 戦前 ･ 戦中の 自己批判を要求さ
れる点で ､ 同時代の 同 じ空気を吸 っ て生 きて きた人間の批判す る こ との 難しさをわ
れわれに示 して い る ｡
しか し､ 戦後の渡沌と した思想的 ･ 詩的状況 の 中で ､ こう した困難を敢えて 引き
受けた ｢荒地+ 派詩人 に は､ 日本の 文学領域におい て ｢詩+ とい う表現形式が初め
て自覚された 『新体詩抄』 の 上梓 (1882年7月) から､ 第二 次大戦が終結する1945
年8月15日まで の 近現代詩史上 に存在す る如何なる詩人とも違 っ た ｢詩に対す る思
い+ があ っ たこ と偲確かで あ る｡ そ れは､ 変化と発展 を前提にす る進化論的な考え
に結び つ い た詩 へ の 希求で もなく ､ 民衆の ための 詩､ 革命の ため の 詩､ 主義の ため
の 詩､ 戦争の ため の 詩､ 平和の ため の 詩､ 理論 の ための 詩､ 詩の ため の詩などと
い っ た ､ 自己とは違う何か他の もの を目的と した詩に対する思 い で はない ｡ ｢荒
地+ 派詩人の詩に対する思 い とは､ 彼らの ｢生きて い る+ とい う事実と生きて い る
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彼らを取りま い て い る現実に不可分に結び つ い た詩 へ の熱望で あり､ 別な言葉で言
えば､ ｢生きて い る+ からこ そ必要になる自己自身の ための詩 へ の希求で あ っ た｡
戦後､ 日本現代詩 の領域にお い て ｢荒地+ 派詩人が この ような実存的な立場で詩
作活動や批評活動を展開する背景には､ ｢荒地+ 派詩人の戦争体験が確固たるもの
として存在 して い る｡ 自己を認識す る年齢に達 したとき､ すで に戦争の暗い 澄音が
大きく響い て い た現実､ 即ち ｢荒地+ 的現実に生きて い るこ とを自覚した ｢荒地+
派詩人たちは､ 戦前におい てひ とつ の 小さな詩誌 ｢L V N A+ やその改題で ある詩誌
｢L E B A L+ を媒介にそれ ぞれが知り合う こ とになる｡ とこ ろが､ そう した彼らの
詩的青春も戦争によ っ て い とも簡単に破壊され ､ ｢単独者+ として戦場に続々と駆
り出されて い っ た ｡ 詩的仲間で あ っ た森川義信の戦死 の報の享受､ 今後自分はどう
なる の で あろうかという不安を抱きながらの 入営､ 軍 隊とい う集団 へ の自己の解消
によ っ て 引 き起 こ される内部の空白化､ そ して自己を空白に して も銃を遮りその冷
たい引き金に指をかけた時そ の銃 口を他者に本当に向けられるか どうかとい う自己
の奥底で感 じる苦悶など､ 戦争という強制された現実で の ｢荒地+ 派詩人 の ｢生+
は､ まさ に ｢死+ に とりつ かれたもの だ っ た ｡ そ して ､ 戦争に よ っ て精神を疲弊さ
せ た ｢荒地+ 派詩人は､ 中身の空 っ ぽな自己 の頭を ｢死+ で い っ ぱい に して ､ 空っ
ぽな耳の奥に戦場や ｢病院船+ で死 んで い っ た看たちの 肉声を刻印 して ､ 偶然に も
生 き残 っ て 日本の ｢荒地+ に帰 っ て来る こ とになる｡
戦争か ら偶然にも生き残 っ て 日本の地に再び立 つ ｢荒地+ 派詩人が､ 戦後直後最
も必要と し たも の は ､ 自己の精神を癒すための ｢静認+ と戦争に よ っ て 失 っ て し
ま っ た自己を回復する ための ｢時間+ で あ っ た ｡ こ う した静誰と自己を回復するた
めの 時間は､ 何も ｢荒地+ 派詩人だけに必要で あ っ たの で はなく ､ 当時の 日本人 す
べ て に必要なも の で あ っ た ｡ しか し､ 連合 国司令本部 (GHQ) 主導によ っ て行わ
れた日本再編の作業を通 じて ､ 多くの 日本人は ､ 敗戦によ っ て過去 に信 じて い た信
念や価値観が崩壊 し◆自己が空自に な ると ､ 次に そ の 中身を埋 め るため に ､ G HQの
提示する民主主義とい う理念を非主体的に獲得 しそれ を自己の信条として信望 し始
353
結論
めるこ とになるo こ の ような戦後の大勢の精神状況の なかで ｢荒地+ 派詩人は､ 戦
後を生きるための自己の信条や ヴィ ジ ョ ンを主体的に獲得する こ とを行 っ て い こ う
とする｡
戦後における思想的基盤の構築に降し､ ｢荒地+ 派詩人がそうした態度を打ち出
すの 披､ 戦前 ･ 戦中と彼 らがそれ まで生きて きた全人生 におい て ､ 生き るための信
条や価値観が自己の外側から､ 北村太郎の言葉を借りれば､ ｢チ ョ コ レイ ト+-があ
たかも ｢幼児+ に与えられ るように ｢配給+ されて きた こ とに対 して強い 不信と懐
疑を覚えて い たか らで ある｡ 強制され た思想や信念を信 じて ､ 日本の青年たちは
｢国の ために+ 闘い ､ 多くの者がその信念を信じたまま死んで い っ たこ と､ さらに
は､ 入 営の際にある い は死 に臨んだ際に死を運命づ け られた者の 自己の本当の こ と
ばで ある肉声を聞い た こ とは､ ｢荒地+ 派詩人が戦後を生きて い く上で決 して忘れ
られな い 記憶として自己の内奥に刻印された の で ある｡ 例えば､ 鮎川信夫に関して
言えば ､ 鮎川 に と っ て ｢入営する前に最も尊敬する詩人 に して 荒地 の 友+ で
あ っ た森川義信が仏印 へ 赴く前に鮎川 に最後の 手紙として書き送 っ た こと ば､ ｢僕
の こ とを思ひ出すこ とがあ っ たら 『魔の 山』 の 最後の 一 票を読んで くれたま へ ｡ 私
の 未来は起きて ゐ て も倒れて ゐ て も暗い の だ+ とい う言葉や､ 森川 が ビル マ で戦死
した報を受け取 っ た後で彼 の出生地の 役場から届い た ｢ 一 貫 して 変らぬ好誼を感謝
します｡ こ の 気持は死後とな っ て も変らない だらうと思ひ ます+ とい う遺言､ さ ら
に披､ 鮎川 が傷痕兵として乗船 して い た ｢病院船+ の 中で ひ とりの これか ら死んで
い く兵士が ｢戦争を呪い なが ら+ ｢母 や妹や恋人の ために とめ どなく涙を流しつ づ
汁+ ながら語 っ た自己の 本当の肉声披､ 戦後を生きる鮎川 の 司に響き続けて い っ T=.
の で ある｡
こ う した戦争俸験 乱 戦前に おい て第 一 次大戦後 の ヨ ー ロ ッ パ の 文学､ 特にT･S･
エ リオ ッ トの 『荒地』 を主体的に <読むという行為> を通 じて直観的に感得 した世
界観､ すなわち､ ｢現代+ は ｢死+ にとりつ かれた ｢荒地+ の 時代で ある とい う現
代意識を､ 彼らの内部におい て確固たるもの に しただけでなく､ ｢荒地+ 派詩人の
戦後の 思想的立場を明確に形作 っ て い っ たと思われ畠.
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こ の ように ｢荒地+ 派詩人は､ 戦後､ 自己 の 生きるための信条や価値観を独力で
見出そうとするので あ る が､ こ こ で彼らにと っ て大 きな問題であ っ たの は､ その 思
想を構築するための基盤が日本で は脆弱で あ っ たとい う点で ある ｡ こ の 点に関し
て ､ ｢荒地+ 派詩人は､ ｢こ とば+ というもの を唯 一 の拠り所として ､ 自らの 生 が
根づ い て い る ｢荒地+ におい て ､ 自己の 生きるための戦後の ヴィ ジ ョ ン を求め出す
の で ある｡ ｢荒地+ 派詩人の こ の 考えは ､ 第二 次大戦後の 日本の混沌とした言論状
況で ､ 彼らが如何に して主体的な ｢詩の行為+ を回復するか､ という彼ら自身の戦
後の詩的課題と結び つ い て くる｡ それは､ 思想と行為の帝離によ っ て 生き る こ とを
余儀なくされ た詩人たちが戦時中に陥っ た内部の ｢空洞化+ を､ 戦後､ 自己 の純粋
な信条を見出して それに基づ い て 詩の実践を行う こ とによ っ て 回復しなければなら
ない ､ とい う詩的営為に対する ｢荒地+ 派詩人 の先鋭な意識からくる､ 詩人の主体
性 に関わ る問題で あ っ た ｡ 詩人 の主体性に関わる こ の 間蓮を 一 方の 軸に措えなが
ら､ もう 一 方の 軸で ｢荒地+ 派詩人は､ ｢こ とば+ そ の もの の信用 を如何に して 回
復するか ､ とい う問題も同様に検討す る こ とに なる｡ それは､ 鮎川信夫や黒田三郎
の 言葉を借りれば､ ｢こ とば+ が ｢思惑と投機の道具+ に使われて い るに すぎな い
戦後の言論状況 の なかで ､ そ の底流に流れる ｢言葉 へ の 不信の感情+ を､ どの よう
に本来最も自己の こ とばに ｢信+ を置く べ き詩人が払拭するの か､ とい う 問題と重
な っ て もの で あ っ た ｡ こ の 二 つ の 問題をひとつ の視座から検討する契機を与えたの
が､ 戦後､ 日本の 文学領域で展開され て い た文学者および詩人 の戦争責任論で あ
る｡
こ の議論の中で ｢荒地+ 派詩人が問患に したこ とは､ 戦前に おい て ｢荒地+ 派詩
人に 大きな影響を及ぼ した､ 彼らよりも前の世代の モ ダニ ズム 詩人たちが､ 自らの
国民詩や愛国詩を書い た戦争時代を ｢空白+ の 時代と して処理する こ とによ っ て ､
戦後も戦前と同 じ ヴィ ジ ョ ンを掩い て戦後の詩の 出発を遂げたという こ とで あ っ
た｡ ｢荒地+ 派詩人は､ 戦前におい て は十代の若き詩人として ､ 詩誌 ｢L ロN A+ な
どの同世代の詩誌を拠点に活動する 一 方で ､ 前世代の詩人たちを中核とす る当時の
モ ダ ニ ズ ム詩運動の 主流 をな して い た詩誌 ｢新領土+ や ｢VO U+ に 同人と して参
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加するこ と によ っ て ､ 2 0世紀初めの約30年間に展開された ヨ ー ロ ッ パ の前衛詩や
モ ダニ ズ ム詩､ 具体的に言えば､ イタ リア の 未来派､ フ ラ ンス の ダダやシ ュ ー ル レ
ア リ ス ム ､ イ ギリス の主知的傾向の文学などの コ ス モ ポリタ ニ ズ ム 的風土に積極的
に接触した｡ 戦中に は､ その前世代の詩人たちが戦前の詩的主義や信条を放棄し民
族主義的な転向を行い ､ 総動員で国策に協力するために愛国詩や国民詩を書い た行
為を目撃 したo さらには､ 戦後に放そうした前世代の詩人たちが戦争期をブラ ンク
と して捨象 し､ 戦前と戦後を短絡的に結び つ けようと したり､ あ るい は1945年8月
15日以前の過去を全く存在しない かの ごとくに戦後新 しく価値付けられた民主主義
文学とい う信念に基づ い て詩 を書き始めるの を目の当たりに した. こ うした戦前 ･
戦中 ･ 戦後 の 体験を通して ､ ｢荒地+ 派詩人は､ 日本の モ ダ ニ ズム 詩自体の脆弱な
主体性を読み とり､ そ して そ の 根底に ある日本の モ ダ ニ ズム詩 の ｢方法+ と ｢理
読+ に対す る偏重や ､ 詩を ｢こ とば+ の主体から切り離 して対象的に扱う傾向を看
取し､ 後に そ の克服 を目指すこ とによ っ て ､ 詩的行為の最も基層にあるべ き純粋な
詩的行為を主張 し､ モ ダ ニ ズム詩におい て み られた思想や主体性の 欠如 を戦後の現
代詩の 領域にお い て告発 して い くこ とに なる ｡
｢荒地+ 派詩人は､ こ う した日本の詩領域全般に関わ る詩の本質的な問題を戦後
活発 に議論 し検討する 一 方で ､ 彼ら自身の詩的言語観を構築 して い っ た. ｢荒地+
派詩人 の詩的言語観は1 9 51年版 『荒地詩集』 の 冒頭に掲載された ｢Ⅹへ の 献辞+ に
集約されると考え る こ とがで き る｡ そ こ で ｢荒地+ 派詩人がまず明らか に したの
は､ ｢詩+ の ｢こ とば+ が日本の戦後とい う ｢荒地+ に生きる詩人その もの を映し
出す ｢鏡+ と して の機能であ っ た. 詩人 が全存在を ｢ 一 本の ベ ン+ に かけて ｢こ と
ば+ を紡ぎ出す｡ そう した行為に よ っ て記された ｢こ とば+ は､ ｢荒地+ に生 きて
い る自己を確認す る場 に な る｡ そ して ､ 詩人 は自己確認 の後に ､ さ らに べ ン で ｢こ
とば+ を書き記 し続けるうちに ､ 自己の 精神が､ ｢荒地+ に生きて い る者たち に生
の意義を与え る ｢秩序+ の 世界､ すなわち ｢ 一 つ の 中心+ を希求 して い るこ とを知
る こ とになる ､ と ｢荒地+ 派詩人は主張する｡ こ の ような考えは ､ 精神をより ｢高
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い+ 世界に結び つ け､ ｢こ とば+ でも っ てその ｢調和と創造と憐怒の世界+ を詩人
が開示するという ｢荒地+ 派詩人 の詩的行為の意図に深く関わ っ て ぐる｡ しかし､
こ こ で 注意しなければならない こ とは､ ｢荒地+ 派詩人が求めた秩序の世界とは､
｢宗教+ の ようにすで に確立された伝統的な絶対的世界で も､ 疲らに確約きれた世
界で も ない という こ とで あ り､ それ披詩人が ｢こ とば+ を紡ぎ出すこ とによ っ て初
めて現出する､ ｢ 一 本の ペ ン+ にかけられ た形而上学的な価値の世界で あるという
こ とで あろう. それ故に ､ ｢荒地+ 派詩人は ､ ｢詩+ という場を通じて ､ 個人 一 人
で は なく共同する こ とに よ っ て ､ ｢荒地+ に生きる彼らの生 に ｢光+ を照射する世
界を開拓 して い こ う とするの で あ る｡ そして ､ その 共同作業を ｢荒地+ に生 きて い
る読者 ｢Ⅹ+ へ と ､ さ らに は､ すで に戦争に よ っ て死 んで い っ た者た ちの ｢こ と
ば+ へ と拡げるこ とによ っ て ､ ｢荒地+ 派詩人は､ ｢ 一 つ の 無名に して共同なる社
会+ を形成 しようとしたので あ っ た｡
こ う した ｢荒地+ 派詩人による詩的言語観の構築に は､ 第 一 次大戦後の ヨ - ロ ツ
パ 文学の彼ら自身の <読み の 行為 > ､ 特に ､ 鮎川信夫に よ る主体的な <読み の 行
為 > が大きく影響 して い る . 鮎川信夫の主体的な読み の 行為の特徴披､ T.S. エ リ
オ ッ トの作品から フ ラ ン ツ ･ カ フ カの 作品 へ ､ さ らに はそ の後に T.E. ヒ ュ - ム の作
品 へ と移行 して い っ た点にある｡ 別 な言い 方 をすれば､ それは､ ｢現代は荒地で あ
る+ と い う現代意識の感得から､ ｢荒地+ で の絶望 の経験 へ ､ さ らに は ｢荒地+ か
らの脱 出の 方途 の発見 へ とい う鮎川自身の 内的な発展 の過程で あ っ たと言う こ とが
で きるかも しれない ｡ そ して ､ こ の鮎川 の 読みの特徴を､ 特に ､ T.S. エ リオ ッ トと
T.E. ヒ ュ - ムを生 んだイ ギリス の 文学的土壌との 比較に おい て 考えて み ると､ 鮎川
の 読み は､ T.E. ヒ ュ - ム の作品か らT.S. エ リオ ッ トへ の作品 へ つ な が っ て い っ たイ
ギ リス の20世紀前半の文学的動向とは全く逆の過程を辿 っ たと言う こ とがで きるで
あ ろう o こ う した こ と の 要因 の 一 つ は ､ ｢伝統の 詩人 エ リオ ッ トが ､ 第 一 次大戦
後､ 詩集 ｢荒地+ を出 すに当つ て ､ イ ギリス の 伝統 の 上 に 立 つ て ゐ た の に ひ きか
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え､ 我々 は何物をも持つ て ゐ な い の である+ とい う黒田三郎の言葉から明らかにな
るよう に ､ 戦後直後 の 日本の伝統と思想の 欠如 に大きく拠るも の であると思われ
る｡
以上の こ とを踏まえた上で ､ 本論文の結論を述べ るならば､ ｢荒地+ 派詩人は､
日本の 第二 次大戦後の精神的荒廃および既存の価値や伝統の崩壊とい っ た思想的状
況の中で ､ 自らの ｢生 きるとい う こ と+ の中心に詩の ｢こ とば+ を位置付ける こ と
によ っ て ､ それ まで 日本の詩の領域で失われて い た詩的行為の主体性と全体性を回
復し､ そ して ､ そ う した詩的行為に基づ い て紡ぎだ した ｢こ とば+ によ っ て ､ 自ら
の 生 き るための基盤となる価値や信条を導き出せ る ｢こ とば+ と人間と密接な関係
を日本 の詩の領域に提示 して み せ たの で あ る ｡ つ まり､ 換言すれ ば､ ｢荒地+ 派詩
人は､ ｢詩+ の ｢こ とば+ を自己とは異なる何か他の もの を目的とする詩意識から
解放 し､ 人 間が生 きて い く上 で 必要なも の と して考えたの で あり ､ そ の 点におい
て ､ 彼 らは ｢こ とば+ が本来有 して い る人 間的な行為の 可能性を日本の詩 の領域で
開拓し､ そ の認識を提示 して い っ たとい う こ とに なるで あろう ｡
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資料 亙
｢荒地+ 派詩人に関わる モ ダ ニ ズム詩の 系譜
日本における第二 次世界大戦以前(1941年以前) の
T.S. エ リオ ッ トの 受容
T.S. エ リオ ッ ト､ 上 田保訳
` ｢荒地+
(『新領土』 復刻版 第3巻､ 第16号､ 2 72- 7 3頁)
鮎川 に よる西欧の文学作品の読み
①年代順
②作家別
③読みの傾向
資料Ⅰ - 1 ｢荒地+ 派詩人に関わる モダニズム詩の系譜
s.6 ｢白紙+ 創刊 北園克衛
1
s.7.5 ｢M A D A M E B L A N C R E+ と改題
編集人:北囲克衛, 岩本修蔵
主な執筆者 西脇椴三郎 , 近藤求 , 山中放生, 円野正 , 西崎晋 , 左)1]ちか ､ 桑原圭介､
塩原 て るよ､ 川村欽吾､ 加藤真 一 郎､ 上E別疹､ EEl中克己, 伊束昌子 ､
小林善雄 ､ 酒井正平 , な ど｡
s.9.8 ｢M A D A M E B L A N C11 E+ 終刊
渇
s.1 0
.
7 ｢V OU+ 創刊 - 純理的 - - - - → S.1 5.10 ｢VOU+ 休刊, ｢新技術+ と改題
｢M A D A M E B L ÅN C n E+ から残 っ た メ ン バ ー 1 0人 :北園克衛､ 岩本修蔵､ 円野正 ､
西条成子,
s.1 1参加
上野三郎, ノし卜島稔, 中村･T一馬 ､ 村山太 - ､ 仙朝雄､ 三木偵
豊艶三姐
＼
敵
軍
下線部ほ織後における ｢荒地+ 派帝人
S.14 第 一 次 ｢荒地+
隻払L喧去､ 魁1通過 ､ 二宮住民､ 桑原英夫､
藤川清､ 冬村克彦 , 竹内幹郎､ 山野淑排,
白石豊､ /ト池助男, 三輪孝仁､ な ど｡
s.1 2.5 ｢LUNA+創刊
1
編集発行: 中桐雅夫
主要同人 :鮎川
S.3.9 ｢詩と詩論+ 創刊
編集､ 鎗行人:第IIIけ- 第4mL 岡本正 一 (編典雅発行人)
節ち冊 - 節1 4冊, 非LLl行夫 (編焦) ､ 岡本正 一 (発行)
創刊時の 同人:春LJ行夫, 安西冬衛､ 上lII敏雄､
外Ll.14rl三郎 ､ 三好退治､ 北川冬彦､ 飯島正 ､
(最後の 3名は, 井7肘s.5.3 かぎりで左傾､
節5冊s.4.9 以降 :i)f,辰雄､ 横光利 ･ ､
富士原研一- ､ 菱山修三 ､ 上U=l保､
九LL(煎､ 逸見執!托-.･
-
, 長江道太郎､
村野匹l郎ニ ー･ll野寅 - , 沢木隆了- ､
音凹一- ･槻､
滝口修造,
左川ちか ､
竹中久七 ､
近藤束､ 沌口武士, 竹中郁､
神原寮
脱退｡)
北園先衛､
LLI巾放生､
岩本修描､
江別草子 ,
∫ ･ N ( 西脇順三郎) ､
阪本越郎,
'
*
'
i:敵恕, 位沢英明,
岡崎晴･一 郎, 尾形私之助､
-frrf息 稲垣足租､ な ど｡
欧米新文学の理論､ 作品の紹介の ため に登場したl'ilT-･の 外国文学解たち
s.6.1 2 ｢詩と詩論+
も
(英) 阿部知二 ､ 伊藤濃, 安藤 一 郎, r[7野好よ､
(仏) 佐藤朔, 渡辺 一 夫 ､ [f7鳥健械, 綻野隆三 ､
(独) 大野俊一 - , 笹沢英明､ な どo
終川
s.7.3 ｢文学+ と改選 (季刊)
↓
編集:春山行夫
主な執筆者:竹中郁, 安西冬衛, 近藤米､ 北囲克衛､
伊藤盤 , 永校定, 四)1 正身､ 中野好夫, 神西晴,
阿比留信, 堀辰雄 ､ 稲垣足穂, な ど｡
純旺l 正信､ 木下常太郎､ など｡
佐藤正杉 , 辻野久慈 ､ 神西晴, な ど
沌L二l修造､ 西脇肺三郎､ 阿部知二
笹沢英明､ 岩崎良三 ､ 寮 一 郎,
S.8.6 ｢文学+ 終刊
も
s.9.8 ｢番法+ - ｢vOU+ の 純理的に射し,
■も っ と広 い ス ケ - )i, をも っ た o
編集同人 :春山行夫､ 近藤東､ 安西冬帝､ 竹中郁､ 村野四郎､ 阪本越郎
エ ッ セ イ :西脇順三郎 ､ 伊藤紫 ､ 北 岡克術, 阿緋知二 ､ 木■F
'
骨太郎, r11野窮-･･ - ,
中河与 - ､ 江 口換､ 田村寮次郎､ 井上太一-･ , な ど.
主として イギリ ス3 0年代新人と紡噂の紹介:北村常夫 , 安藤一
- 臥 岩崎良三､
加納秀夫, 成EB成寿､ 上 Ⅷ保, 永田助太郎､ な どo
請 :弥鼠 鏡正太臥 加藤 - ､ 永Lu肋太郎 ､ 川村欽普､ 榔
■;J術､ 曾根崎保大敗
菊島常二 ､ 宮田栂夫､ 城′川(:
･
. , 楠田 一 郎､ 山村西之肋､ 渡辺修三 , 野 四宇太郎､
滝口武士 , 岡崎清 一 郎, 丸山豊, な ど｡
｢M A D A M E B L A N C tI E+ 系･. 酒井iE平 ､ 小林尊雄 ､ 西崎晋, 左川ちか ､ 江同車子 ､
上 田修､ 伊束昌子
s ユ0.9 ｢詩法+ 終刊
衣更着信､
牧野虚太郎,
s.1 3.4 ｢L U N A+ 終刊
↓
s.1 3.6 rL E B A LJ t&&
S.1 4 に参加:北村太郎､ 旺】村隆 一
s.1 5 ｢L E B A L+ は ｢ 詩集+と改題
1
筋二次 ｢荒地+ ヘ
島尾瓢平 (敏雄)
､ な ど｡
s.1 2.5 ｢新領土+ 創T･lト ･ r詩法+
編集同人 ∴ヒEEl保､
s.1 5発表同人名簿
S･9
･
12 r2 0世紀+ - ｢緒法+ に参加した若 い 世代は ､
｢ 蕗法+ の みに飽きたらず ､
自由な場を求めた ｡
酒井正平､ 佐藤裁芙, 加藤真 一 郎､ 川村欽
伊藤昌子 , 円野正 , 陵正太郎､ 永Ⅶ助太郎
小林音臥 桑原圭介､ 楠田 一 郎､ 甘卵脊晋､
今E[1久, 奈切哲夫, 上 馴臥 などo
s.l l.1 ｢20枇杷+ 終刊
⊥
｢20世紀+ の若 い一断モカ,
'
中心.
春山行夫､ 村野四郎､ 近藤束
fl. 芦塚孝凶､ 旭日]t噂眺､ 伊藤正蔚､ 今l:1]久, 上 田保､
上uL=参, 江[L7”_*子 , 小川漂五郎 (脊1儲--
･) , 人)引･.1iうt､ I;耶【l=)i:皮, 架‖為但二 ､
桑原圭介, ′ト林菩雄､ 近藤束､ 栖非正平､ 佐 々木牽9ま(佐々木万雷) ､ 志村辰夫､
曾根崎保太郎､ rl]村降 - ､ 東郷克郎., 永和助太郎､ 奈切哲夫､ 服部仰六 ､ 春山行夫,
広[【l並去､ 村野凹郎
他執筆者:楠田 一 郎, 束潤, 西崎晋､ 陳正太郎, 左川ちか ､ 縄L+修道 ､ ilE脇脹三I
1
.
1[S､
な ど｡
S .1 6初更削こ参加:史艶型去､ 三虹且ニ艶
s.1 6.4 ｢新領土+ 終刊
3 6 0
資料 Ⅰ - 2 日本における第二次大戦以前 (194 1年以前)の T.S. エ リオ ッ ト受容
※ こ の資料作成に当た っ て は､ 以下の文献を参照した｡
小野寺健 ｢エ リオ ッ ト文献書誌+ ､ 平井正穂他訳 『エ リオ ッ ト選集』 別巻
(東京､ 蒲生書房､ 1968年) ､ 巻末1 - 152頁.
小野寺健 ｢T.S. エ リオ ッ トの文献+ ､ 荒正人 4 小野協 一 編 『エ リオ ッ ト入 門』
(東京､ 南雲堂､ 1961年) ､ 巻末2 4- 4 0頁.
加 島祥造 ｢エ リオ ッ ト文献抄+ ､ 深瀬基寛編 『エ リオ ッ ト研究』 現代英米作家
研究叢書(東京､ 英宝社 ､ 1955年) ､ 37 1- 42 1責｡
武 田勝彦 ｢ 一 九二 ○年代におけ る T.S. エ リオ ッ ト文献+ ､ 『比較文学の試み』
(東京､ 創林社､ 1 983年) ､ 213 - 17頁｡
服部純 一 ｢日本に おけるT.S. エ リオ ッ ト文献+
平井正穂他 ｢書誌+ ､ 平井正穂編 『エ リオ ッ ト』 2 0世紀英米文学案内18､ 第8
版 (束京､ 研究社､ 1985年) ､ 巻末7 - 34頁｡
A エ リオ ッ トの 著作の邦訳､ 注解
A - 1 単行本
(1)北村常夫訳 『完全な批評家』 研究社､ 1931年 ｡
-T hePe rfectC ri tic' の翻
訳｡
(2)北村常夫訳 『エ リオ ッ ト文学論』 金星堂 ､ 193 2年o
ITr aditio n andtheIndivi dual T alent
.
-T heFa n c血on of C ritcis m
-
.A B rief Tr e atis e o ntheC ritcis m of Po etryT
-T he Metaphysu cal Po ets
T
ID ante'
-Ha mlet-
-Imperle ctCritic s
-
'Ar n olda ndPate r
-
-IntllOdu ction
-toSele cted Po em s of Ez r aPound
3 61
= R he七o ric” a nd Po etic DTa m a
l
r
.T heHu m a nis m of 加皿gBabbitt
-
TJohn Dryde n
-
-Ba udelaire-
-Be nJo n s o n'
'
Po etry and Pr opag anda
- 以上 の翻訳.
(3) 矢野禾積注解 『Es s aysbyT.S. Eliot』 Ⅹe nkyu sha Mode r nEnghsh
Cla s sic s､ 研究社､ 1935年｡
-A Brief Tr e atis e o ntheCriticism of Po etry
7
-T heF an c也o n of Criticis m
-
'Experim e ntin Criticis m
'
rPo etry a nd C ritcis m
'
'Reflectio ns on Ve rbLibre'
-T heBo rde r払n e of Pro se-
'Pr o s e and Ve r s e'
-A Dialogu e o nI)r a m aticPo etry
'
'Fo u rE hz abetha nDr a m atists-
'S hake spe a r e a nd theStoicis m of Se n e c a
7
'John Fo rd'
TT heMetaphys u cal Po ets
7
-John Dryde n
-
-John s o n.s ”Lo ndo n‥ a nd”T he Va nity ofHu m an Wishe s
-‥
'Ar n olda nd Pate r'
-Ez r aPo u nd- 以上の注解｡
(4) 矢本貞幹訳 『文芸批評論』 岩波文庫､ 1 939年｡
'T hePe rfe ctCritic
'
TTr aditio n a nd thelndivi dual T ale nt
'
1T heF an c也on ofCriticis m
-
-Expe血m ent血 C 血ticis m
'
-¶1 eMetaphys u cal Po ets
-
-Baudelair e
- 以上 の翻訳o
(5)北村常夫注解 『The W a steLandand Othe rPo e m s』 研究社､ 194 0年o
A - 2 定期刊行物
(1) 中村喜久夫訳 ｢完全なる批評家+ ､ ｢詩と詩論+ 第2冊､ 1 9 2 8年1 2月o
IT hePerfe ctC ritc
- の翻訳 ｡
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(2)深瀬基寛訳 ｢Expe rim e ntin CTiticis m+ ､ ｢T he Mu s e+ 第10巻､ 第3号 ､
･1930年6月｡
(3)北村常夫訳 ｢伝統と個人的才能+ ､ ｢詩と詩論+ 第8冊 ､ 1930年6月｡
'TT aditio n a ndthelndivi 血 al T alent'の翻訳o
(4)戸松春三訳 ｢前奏+ ､ ｢社会及国家+ ､ 1930年o ･Pr elude s,の翻訳｡
(5)秦 一 郎訳 ｢ポオル ｡ ヴァ レリイ の 方法に関する短かい叙説+ ､ ｢詩と詩
論+ 第9冊 ､ 1930年9月. ヂオル ヂ ェ ツ ト ｡ カミ ー ユ の 仏訳より .A Brief
ln七r odtlCtio nto the MethodofPaul Ⅴal 6ry
- の翻訳o
(6) 一 戸務訳 ｢批評に於ける エ キス ベ リメ ン ト+ ､ ｢詩と詩論+ 別冊 ､ 1930年
1 2月 . -Expe rim e ntin Criticis m
'
の翻訳.
(7)橋詰光晴訳 ｢ブ レイク論+ ､ ｢ブレイク とホイ ツ トマ ン+ ､ 1931年1 1月 ｡
-B lake- の翻訳｡
(8)北村常夫訳 ｢形而上学的詩人達+ ､ ｢詩と詩論+ 第14冊 ､ 1 931年1 2月 ｡
-T he Metaphys u cal Po ets
'の 翻訳.
(9)荒川龍彦訳 ｢ユ リシイ ズ批評+ ､ ｢文学+ 第2冊 ､ 1932年6月｡ -t 乃ys s e s,
Orde r a nd Myth
- の 翻訳.
(10)竹友藻風訳註 ｢ASongfbrSim e on+ ､ ｢英語の研究と教授+ ､ 19 32年1 0
月 ｡
(l l)北村常夫訳 ｢ダンテ+ (序言､ 1 ･ 地獄篇) ､ ｢文学+ 第4冊 ､ 1932年1 2
月 ｡ ｢ダン テ+ (2 ･ 浄火篇と天堂篇) ､ ｢文学+ 第6冊 ､ 1933年6月｡
-Da nte-の 翻訳｡
(12)佐藤清訳注 ｢テイ ･ エ ス ･ エ リオ ッ トの 詩評釈+ ､ ｢英語青年+ 第69巻､
第1 - 2､ 5 - 8号 ､ 1933年4 - 7月 ｡
(13) 中野好夫訳 ｢ボ ー ドレ ー ル+ ､ ｢文学+ 第6冊1933年6月.
-Ba udelaire-の
翻訳 ｡
(14)北村常夫 ｢シ ェ ー クス ピ ア論上+ ､ ｢新修シ ェ ー クス ピア 全集発行所特別
付録抄翁復興+ 第5号 ､ 1934年2月｡ ｢シ ェ ⊥ クス ピ ア論下+ 同上､ 第7号 ､
1934年4月 ｡
(15)近藤悦訳 ｢う つ ろの 人 々+ ､ ｢英文学風景+ ､ 1934年6月｡
'T beHono w
Me n- の翻訳 ｡
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(16) 小西邦太郎訳 ｢ジ ョ ンス ン の 『ロ ン ドン』 及び 『人間欲望の虚栄』 に対す
･ る序文+ ､ ｢制作→ Ⅱ､ 1934年6月. ･Jolms o n-s 7･Lo ndo n‥ a nd･ ･T heV anity
ofEu m anW ishe s-” の翻訳｡
(17) 山路太郎訳 ｢教会とは何を意味するか+ ､ ｢英文学風景+ ､ 1935年3月｡
' Wh atdo e stheChu r chsta nd 壬bT?' の 翻訳｡
(18) 辻茂雄訳 ｢ブレイク+ ､ ｢Obe T O n+ ､ 1935年3月 .
(19) 海老池俊治訳 ｢比斯的里+ ､ ｢Obe r o n+ 第13号､ 1936年3月o
(20)竹友藻風訳 ｢Eye sthatla stls aw inte a r s(T.S. Elio七)+ ､ ｢ポ ェ チカ+ 第
20巻､ 第4号 ､ 1936年10月｡
(21)上田保訳 ｢政治と知識階級+ ､ ｢新領土+ 第1巻､ 第4号 ､ 1937年8月｡
Crite rio nより ｡
(2 2) 阿比留信訳 ｢ア ナバ ア ス につ い て+ ､ ｢三 田文学+ ､ 193 8年1月｡
-Anaもa s a- の 翻訳｡
(23)岡橋祐訳 ｢ポオル ･ ヴァ レリイ の 方法+ ､ ｢新領土+ 第2巻 ､ 第1 1号 ､
1938年3月｡
(24)児玉実用訳 ｢宗教と文学+ ､ ｢新領土+ 第3巻､ 第1 4号 ､ 1 938年6月｡
-Rehgio n and Lite r atu r e
- の翻訳 ｡
(25)上田保訳 ｢荒地､ Ⅰ死者の 埋葬+ ､ ｢新領土+ 第3巻､ 第16号 ､ 1 9 3 8年8
月｡ 弛 e Wa steLa nd,C hapte rI:T heBuri alofthe De ad の翻訳.
(2 6)大滞衛 ･ 安藤 一 郎訳 ｢パ ス カル の 『感想録』 + ､ ｢新領土+ 第4巻､ 第19
号､ 1 9 38年1 1月 ｡ -Ⅵ1e' -Pens e e s'- of Pa s c al- の翻訳.
(27)土方辰三訳注 ｢荒地+ ､ ｢Obe r o n+ 第2巻第3 - 4号 ､ 第3巻第1号 ､ 1938 -
3 9年｡
(28) 上田保訳 ｢風の夜の 狂詩+ ､ ｢新領土+ 第4巻､ 第2 2号 ､ 1 9 39年2月 ｡
-R haps ody o n aW indy Night
- の翻 訳 .
(29) 中野好夫訳注 ｢T.S. Eliot:La stWo rds+ ､ ｢英語青年+ 第81巻､ 第2 - 6
号 ､ 1939年4 - 6月 ｡ ｢ク ライテ リオ ン+ 廃刊 の 辞(-La stWordsr)
(30)訳者未詳 ｢ヨ ー ロ ッ パ 精神の危機+ ､ ｢セル バ ン+ 第10 0号 ､ 1 939年5
月 ｡ ｢ク ライ チ リオ ン+ 廃刊 の 辞よ りの 抄訳｡
(31)上田保 ｢荒地､ Ⅱ将棋遊び+ ､ ｢新領土+ 範5巻､ 第2 6号 ､ 1939年6月｡
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乃 e Wa ste La nd
,
C hapte TII:A Ga m e ofC hes sの翻訳.
(32)福原麟太郎訳註 ｢Relido n a nd Lite r atur e+ ､ ｢英語青年+ 第82巻 ､ 第5
- 1 1号､ 1940年｡
(35)訳者未詳 ｢チ ャ ー チル とウ ェ ル ズ+ ､ ｢セル バ ン+ 第1 13号､ 1940年6
月｡
(34) 本田易平訳 ｢キリス ト教社会の観念+ ､ ｢ ユ ニ コ ン+ ､ 19 40年7月｡ .T he
lde a ofa C h ristia nSo ciety
' の 翻訳.
B 参考文献
B - 1 全巻が エ リオ ッ トに関する単行本
(1)荒川龍彦 『T.S. エ リオ ッ ト』 不二 出版社､ 1 933年｡
(2)深瀬基寛 『T.S. エ リオ ッ ト』 英米文学評伝叢書､ 研究社､ 1937年｡
(3)佐藤清 『T.S. エ リオ ッ ト詩研究』 研究社､ 1937年｡
B - 2 一 部が エ リオ ッ トの 関する単行本
(1)西脇順三郎 『超現実主義詩論』 厚 生閣､ 1929年 ｡
(2)福岡益雄編 ｢付現代詩人人名辞典+ ､ 『詩語辞典』 金星堂1930年｡
(3)町野静雄 『今日 のイ ギリス 文学』 金星 堂､ 1932年｡
(4)井上思外雄 ｢ エ リオ ッ トの ｢荒地+ + ､ 『英語英文学講座』 研究社､ 1 933
年｡
(5)佐藤清 ｢T.S. エ リオ ッ ト+ ､ 『世界文学議座2』 岩波書店､ 1 933年｡
(6) 西脇順三郎 『ヨ ー ロ ッ パ 文学』 第 一 書房､ 1933年 .
(7) 西脇順三郎 『輪の ある世界』 第 一 書房､ 193年 o
(8)春山行夫 『ジ ョ イス 中心 の文学運動』 第 一 書房､ 1933年.
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(9)春山行夫 ｢T･S･ エ リオ ッ ト+ ､ 『二 十世紀英文学の新運動』 第 一 書房､
･ 19 33年｡
(10) 深瀬基寛 ｢現代文学の諸傾向+ ､ 『世界文学講座2』 岩波書店､ 1933年｡
(l l) 西脇順三郎 『現代英吉利文学』 第 一 書房､ 1934年.
(12)春山行夫 『文学評論』 厚生閣､ 193 4年｡
(13) 土居光知 『英文学の感覚』 岩波書店､ 1935年｡
(14)成田成寿 『英吉利現代批評文学』 研究社､ 1936年｡
(15) 吉江 松 『世界文芸大辞典』 第2､ 7巻､ 中央公論社､ 1936年｡
(16)深瀬基寛 『現代英文学の課題』 教養文庫､ 弘文堂 ､ 1939年｡
(1 7)荒川龍彦 『現代英国の文学思想』 理想社､ 194 0年｡
(18)春山行夫 『新しき詩論』 第 一 書房､ 1940年｡
(19)成田成寿 『文芸思潮史』 英友叢書臥 興文社､ 1 94 1年｡
B - 3 定期刊行物
｢Albion+
(1)無署名 ｢T.S. E 止otの劇詩及び劇詩人論+ ､ 第1巻､ 第1号 ､ 1 9 3年7月 .
(2)森六郎 ｢Cou ch-Spe nde r- E hot+ ､ 第4巻､ 第5号 ､ 1 93r7年3月｡
(3)大浦幸男 ｢T.S. Eliotの詩論 一 芸術活動の性質に つ い て+ ､ 第5巻､ 第4
号 ､ 1938年1月｡
(4)探瀬基寛 ｢エ リオ ッ トの詩語の特質と訳語の 問題+ ､ 第6巻､ 第1号､ 1938
年7月 ｡
(5)府川功 ｢T.S. E liotの伝統主義の素描+ ､ 第7巻 ､ 第3号 ､ 1 9 40年5月｡
｢英語研究+
(6)西崎 一 郎 ｢EnghshPo em s に就て+ ､ 第20巻､ 第3号 ､ 192 7年6月 ｡
(7)E dm und Blunden ｢Lite r a ryEngland+ ､ 第2 1巻､ 第1 1号 ､ 19 29年2月 ｡
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(8)槍浪子 ｢批評家の寿命+ ､ 第2畠巻､ 第4号､ 1 929年7月｡
(9)E dm und Blu nde n ｢Lite r a ryEngla nd+ ､ 第22巻､ 第 絹 ､ 1929年11月 ｡
(10)Edm u nd Blunde n ｢Lite r a ryEngland+ ､ 第2 2巻､ 第9号､ 1929年12月｡
(ll)原 一 郎 ｢T･S･ E ho七の 文芸思想+ ､ 第23巻､ 別 号､ 1930年4月.
(1 2)原 一 郎 ｢T･SI E ho七の 古典主義+ ､ 第2 4巻､ 第4号､ 1931年6月o
(13)朱門桐 ｢T･S･ E hot の比喰+ ､ 第24巻､ 第5号､ 1931年8Bo
(14)朱門桐 ｢T･S･ Eliot:On Do nn e+ ､ 第25巻､ 第5号､ 1 932年8月｡
(15)北村常夫 ｢T･S･ E hotのBuil dinguptheC h rista nWo rld+ ､ 第25巻､ 第6
号 ､ 1932年9月｡
(16)朱門桐 ｢T･S･ Ehot と普通の読者+ ､ 第25巻､ 第11号､ 1 933年2月 ｡
(17)矢野禾横 ｢T･S･ Eliot書誌+ ､ 第26巻､ 第3 - 10号､ 1933年.
(18)佐藤清 ｢T･S･ E hotの批評論+ ､ 第26巻､ 第8号､ 1933年11月 o
(19)北村常夫 ｢ 『荒地』 と其後の新詩人+ ､ 第26巻､ 第12号 ､ 1934年3月 ｡
(20) The odo r eSpe n c e r｢ThePo etry ofT･S･ E h
,
ot+･(The Atlantic Mo nthly,
Jan . , 1931) ､ 第27巻､ 第3号､ 1934年6月｡
｢英語青年+
(2 1)杉田未来 ｢米国現代詩埴とそ の論評+ ､ 第4 6巻､ 第1 2号 ､ 192 2年3月 ｡
(2 2)福原麟太郎 ｢現英文壇 の批評家+ ､ 第5 1巻 ､ 第1号 ､ 1 9 2 4年4月｡
(2 3) E.N. ｢英国新刊+ ､ 第54巻､ 第1 0号 ､ 1926年2月｡
(2 4)無署名 ｢第2回英文学並行講座+ ､ 第57巻､ 第12号 ､ 192 7年9月 ｡
(25)斎藤勇 ｢現代英国詩壇 一 瞥(1)+ ､ 第58巻､ 第1号 ､ 1 92 7年1 0月 .
(26)斎藤勇 ｢現代英国詩壇 一 瞥 (6)+ ､ 第5 8巻､ 第6号 ､ 1927年1 2月 .
(27)大塚学人 ｢文壇消息+ ､ 第60巻､ 第5号 ､ 1 9 28年1 2月 ｡
(28) 矢野峰人 ｢Pa rtial Po rtr aits+ ､ 第60巻､ 第12号､ 1 929年3月｡
(2 9)無署名 ｢書誌+ ､ 第6 1巻､ 第9号､ 19 29年8月 ｡
(30)深瀬基寛 ｢T.S. エ リオ ッ ト+ ､ 第64巻､ 第2号 ､ 1 930年10月 ｡
(31) Y.T. ｢T.S｡ エ リオ ッ トの新研究書+ ､ 第65巻､ 第8号 ､ 1931年7月 ｡
(32)荒川龍彦 ｢T.S. Eliotとそ の 批評的立場+ ､
L
第69巻､ 第5号 ､ 1933年7月 ｡
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(33)荒川龍彦 ｢詩と詩論+ ､ 第70巻､ 第1 2号､ 193 4年3月｡
(34)S･N ･ ｢T･S･ E liotの Babbitt論+ ､ 第70巻､ 第1 2号 ､ 1934年3月o
(35) 工藤好美 ｢T･S･ E hot論+ ､ 第7 1巻5 - 6号､ 1934年6月 .
(3
●
6) 荒川龍彦 ｢伝統と異端 (下)+ ､ 第7 2巻､ 別 号､ 1935年1月.
(37) 斎藤勇 rT･S･ E hot の近業+ ､ 第74巻､ 第1号､ 1935年10月 .
(38) オ ベ ロ ン同人 ｢現代英詩座談会+ ､ 第74巻､ 第12号､ 1936年3月｡
(39) 矢野峰人 ｢T.S. Eliot略伝+ ､ 第75巻第4号､ 1936年5月｡
(40) R･A･ Sc ottJa me s､ 福原麟太郎訳注 ｢エ リオ ッ ト氏と ｢基準+ 誌+-､ 第81
巻 ､ 第1号､ 1939年4月｡
(41)成田成寿 ｢T･S･ Eliot
,
Ⅵ rgimia Wo olfの新著+ ､ 第82巻､ 第9号 ､ 194 0年2
月｡
(4 2)成田成寿 ｢T.S. E hot の新詩+ ､ 第84巻 ､ 第8号､ 1 9 41年1月 ｡
(43) 荒川龍彦 ｢T.S. E hotと現代+ ､ 第85巻､ 第3号､ 1 94 1年5月.
(4 4) 西脇順三郎 ｢T.S. Eliot氏 をめ(tt りて+ ､ 第85巻､ 第4､ 5､ 7､ 8､ 1 0- 1 2
号 ､ 194 1年､ 5 - 9月 ｡
｢英文学研究+
(45)■ E dw a rd Shanks､ 井上思外雄訳 ｢現代英詩概観 E dw a rd Sh anks:-T he
''New
'-Po etry, 1 9 1 11 925
'
(771eQu a rte rlyRe v1
'
e w
,
J am
,
1 9 2 6)+ ､ 第6巻､
第1号 ､ 19 26年4月｡
(4 6)A ru nde皿del Re. ｢批評紹介 - Ⅵ1eLibra ryTable+ ､ 第8巻 ､ 第3号 ､ 1928
年4月｡
(4 7) 無署名 ｢書目+ ､ 第9巻 ､ 第2号 ､ 1929年4月｡
(48) A.P. Ro s site r｢ThePo etry of T.S. E hot+ ､ 第9巻､ 第3号 ､ 1 92 9年7月 .
(49)深瀬基寛 ｢A PfI O R O S M+ ､ 第9巻､ 第3号 ､ 192 9年7月｡
(50) 馬場睦夫 ｢反動思想的思想家と して の T.S. Eliot+ ､ 第1 1巻､ 第2号 ､
1931年4月｡
(51)寺本喜 一 ｢テ イ ･ エ ス ･ エ リオ ッ ト研究+ ､ 第11巻､ 第4号 ､ 1931年10
月 ｡
(5 2) 荒川龍彦 ｢T.S. Eliot のAr n oldと Pate rの解釈+ ､ 第13巻､ 第2号､ 19 33
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年5月｡
(･5 3) 志賀勝 ｢理智と信念 - T･S･ E liotの 方向+ ､ 第1 4巻､ 第1号､ 1934年.
(54) T･ K ｢T･S･ E hot‥ 弛 e Us e of Po etTy a ndthe Us e of CrT
･
ticis mJ ､ 第14
巻､ 第3号､ 193 4年｡
(55)T･K･ ｢T･S･ Eliot:Afte rStr &nge Gods+ ､ 第1 4巻､ 第3号 ､ 1934年.
(56)原 一 郎 ｢詩と信と - Richards 対 Eliot+ ､ 第15巻､ 第2号 ､ 1935年5月.
(57)大竹勝 ｢T･S･ Eliot:TheLyrical Pr ophetof C ha o s+ ､ 第1 6巻､ 第4号 ､
1936年1 1月 ｡
(58) T･K ｢Eliot研究書<批評紹介>+ ､ 第18巻､ 第1号､ 1938年｡
(59) T･S･ ｢T･S･ E hot:TheFami1y Re u nio n+ ､ 第19巻､ 第2号､ 1 939年5月 .
(60) 矢本貞幹 ｢文芸批評家として のT.S. E hot+ ､ 第19巻､ 第3号 ､ 1939年8
月 ｡
(6 1)矢本貞幹 ｢文化批評家として のT.S. E hot+ ､ 第20巻 ､ 第1号 ､ 1940年1
月｡
(62)野上豊 一 郎 ｢T.S. Eliot の ”T heFa mi1yReu nio n-.+ ､ 第20巻､ 第2号､
1940年4月｡
(63)児玉実用 ｢Matthe wAr n oldとT.S. E 止ot+ ､ 第20巻､ 第3号 ､ 19 4 0年7
月｡
｢英文学風景+
(64)荒川龍彦 ｢ロ レ ン ス と エ リオ ッ 卜+ ､ 1934年5月｡
(65) 山路太郎 ｢感性 の 人 T.S. E hot+ ､ 1 934年8月 ｡
(66) 山本盛枝 ｢T.S. エ リオ ッ トの岩+ ､ 1934年10月 ｡
(6 7)諸星拳三郎 ｢批評家と して の T.S. E hot+ ､11936年3月 ｡
｢Obe r o n+
(68)島村明 ｢T.S. Eliot､ そ の ｢知性+ に就い て+ ､ 1933年6月 ｡
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(69) 中橋太郎 ｢T･S･ E hotのBeふJolmso n論+ ､ 第5号 ､ 1934年5月｡
(70) 無署名 ｢T･S･ エ リオ ッ トと ｢荒地+ +､ 第2巻､ 第4号､ 1939年4月 ､ 第3
巻､ 第1号､ 1939年6月｡
(7 1)加納秀夫 ｢エ リオ ッ ト ｢荒地+ 他3篇+ ､ 1941年9月｡
｢海竜+
(72)北村常夫 ｢T.S. Eliotの研究書目+ ､ 1933年6月｡
(73)竜口直太郎 ｢T･S･ E hot の見た Hardy+ ､ 第9号､ 1936年10月o
｢季刊文学+
(7 4)北村常夫 ｢エ リオ ッ トの ダ ンテ 論+ ､ 第4号､ 1932年1 2月 ｡
(75)西脇順三郎 ｢エ リオ ッ ト論+ ､ 第4号､ 1932年12月 ｡
(76) 中野好夫 ｢エ リオ ッ トと加特力+ ､ 第4号 ､ 1 932年12月 ｡
(7 7)岩崎良三 ｢ヒ ュ マ ニ ズ ム+ ､ 第4号 ､ 1 932年12月 ｡
(78)佐藤朔 ｢カ トリ ッ ク文学論+ ､ 第4号 ､ 1932年1 2月 ｡
｢研究社月報+
(79) 白鴎散史 ｢T.S. Eliot の 『荒廃地』 の荒廃+ ､ 1953年3月｡
(80) 白汀漁郎 ｢エ リオ ッ トとパ ピ ッ ト+ ､ 1 937年2月 ｡
｢作品+
(81)無署名 ｢T.S. Eliot の批評原則+ ､ 第4 2号 ､ 1933年1 0月 ｡
(82) 春山行夫 ｢エ リオ ッ トの 狐狩り+ ､ 第49号 ､ 19 34年5月｡
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(83) 無署名 ｢Lite r a ry Gle a nings+ ､ 第1巻､ 籍6号､ 1925年3月｡
(84) 無署名 ｢Ne wPubhc atio n s+ ､ 第4巻､ 第5号 ､ 1927年8月｡
(85) 無署名 ｢New Pubhcatio n s+ ､ 第5巻 ､ 第6号､ 1928年3月｡
(86)深瀬基寛 ｢A Pr ofes so rPr ote sts+ ､ 第6巻､ 第1号､ 1928年4月.
(87)深瀬基寛 ｢Matthe wAr n oldと現代の批評的精神+ (Ⅰ) ､ 第7巻､ 第1
号 ､ (Ⅱ) ､ 第7巻､ 第2号､ (Ⅲ) ､ 第7巻 ､ 第3号､ (ⅠⅤ) ､ 第7巻､ 第4
号､ 1928年10月 - 1929年1月｡
｢詩神+
(88) 滝口修造 ｢英国詩壇の傾向に就い て+ ､ 第5巻､ 第9号､ 1929年9月｡
(89)伊藤整 ｢モ ダ ニ ズ ムと T 且 エ リオ ッ ト+ 1931年3月 ｡
｢詩と詩論+
(90) 春山行夫 ｢T.S. エ リオ ッ ト+ ､ 第4冊 ､ 1929年6月｡
(91) 上田保 ｢T.S. エ リオ ッ トの つ い て+ ､ 第6冊 ､ 1929年1 2月 ｡
(9 2) 西脇順三郎 ｢二 十世紀英国文学評論 (総論)+ 別冊 : 現代英文学評論､
1930年1 2月 ｡
(93)オ ロ デ イ ン グトン ､ 亀山勝訳 ｢T.S. エ リオ ッ トの詩+ ､ 第12冊 ､ 1931年6
月｡
(9 4) ラ モ ン ･ フ ェ ル ナン デス ､ 太田咲太郎訳 ｢T.S. エ リオ ッ トの ク ラ シシ ス
ム+ ､ 第1 3冊 ､ 1931年｡
(95)原 一 郎 ｢T.白. エ リオ ッ ト批評+ ､ 第13冊 ､ 193 1年9月 ｡
(96)荒川龍彦 ｢T.S. エ リオ ッ トの 主知的批評論+ 第14冊 ､ 1 9 3 1年1 2月 ｡
｢新領土+
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(97)春山行夫 ｢詩論(3)+ ､ 第2巻､ 発9号､ 1938年1月 ｡
(98) 岡橋祐 ｢T･S･ エ リオ ッ ト+ ､ 第2巻､ 第9号､ 1938年1月｡
(99)
■
春山行夫 ｢詩論 (5)+ ､ 第2巻､ 凱 1号 ､ 1938年3月｡
(100)春山行夫 ｢詩論(6)+ ､ 第2巻､ 第12号 ､ 1938年4月 ｡
(101) ウィ ン ダム ｡ ルイス ､ 加納秀夫訳 ｢エ リオ ッ ト論+ ､ 第3巻､ 第1 昭 ､
1938年8月｡
(102)S･ ス ベ ン ダ ー ､ 守木清訳 ｢エ リオ ッ ト論+ ､ 第3巻､ 第18号､ 1938年8
月｡
｢世界文学評論+
(103)安藤 一 郎 ｢エ リオ ッ トの ボ ー ドレ ー ル論+ ､ 第1巻､ 第3号 ､ 1930年1 1
月 ｡
(104)堀大司 ｢エ リオ ッ トの 批評に於け る エ クス ペ リメ ン ト+ ､ 第1巻､ 第3号 ､
1930年1 1月 ｡
｢文学+
(105)荒川龍彦 ｢エ リオ ッ トの 『パ ス カ ルの パ ン セ』 に寄す+ ､ 第1冊､ 1932年3
月｡
(1 06)西脇順三郎 ｢T.S. エ リオ ッ ト+ ､ 第4冊 ､ 1932年12月 ｡
(1 0 7) 中野好夫 ｢T.S. エ リオ ッ トと英国加特力主義+ ､ 第4冊 ､ 1 932年1 2月 ｡
(108) ゴ オ ドン . ジョ ー ジ､ 町野静雄訳 ｢T.S. エ リオ ッ ト+ ､ 第4冊 ､ 193 2年12
月 ｡
(109)葛畑達夫 ｢T.S. エ リオ ッ ト+ ､ 第4冊 ､ 1932年1 2月 ｡
｢三 田文学+
(110) 西脇傾三郎 ｢プ ロ フ ァ ヌ ス + ､ 復活号第1巻､ ＼第1号､ 1926年4月 ｡
3 7 2
(‖1) 西脇順三郎 ｢超自然主義+ ､ 第3巻､ 第2号､ 1 928年2月｡
(1 12･) 西脇順三郎 ｢英吉利 二十世紀文学の発達+ ､ 第3巻､ 第9号 ､ 1928年9月｡
(1 13)上田保 ｢エ ッ フ ェ ル 塔上の毎気楼 一 物質を化粧する寄軌 ､ 第4巻､ 第8
■
号､ 1929年8月｡
その 他
(1 14) 無署名 ｢海外文壇新声+ ､ ｢文学創作講座+ ､ 19 29年｡
(1 15) 北村常夫 ｢現代イギリス 詩壇 の展望+ ､ ｢詩と現実+ 第2号､ 1 930年9月｡
(1 16) リチャ ヅ､ 瀬沼茂樹訳 ｢T･S･ Ehotの詩+ ､ ｢今日の詩+ ､ 1931年6月o
(1 1 7)荒川龍彦 ｢T･S･ エ リオ ッ トの 主知的批評論+ ､ ｢文芸思潮+ ､ 1931年9
月｡
(1 18) ル ネ ｡ ウラ ル ､ 秋田滋訳 ｢新英文学の展望+ ､ ｢新聞学研究+ ､ 1932年5
月 ｡
(1 19) 志賀勝 ｢エ リオ ッ トの純粋文学論+ ､ ｢読売新聞+ ､ 19 32年9月3､ 6 -
7日｡
(12 0)堀大司 ｢Ha mlet と T.S. E hotJ ､ ｢新英米文学+ 第2巻､ 第4 - 5号､ 1933
年8 - 9月｡
(1 2 1)春山行夫 ｢エ リオ ッ トの 一 家言+ ､ ｢行動+ ､ 1934年3月 .
(1 2 2)石川欣 - ｢ エ リオ ッ トの ｢ロ ック+ +､ ｢東京日日新聞+ ､ .1 93 4年7月1 0
日 ｡
(1 23) 三浦金石 ｢T.S. エ リオ ッ トの ｢荒廃の地+ +､ ｢試品+ ､ 1934年1 1月 ｡
(12 4)織田正信 ｢エ リオ ッ トとロ レ ン ス+ ､ ｢文芸+ ､ 1935年1 1月 ｡
(1 25) 小川釣 ｢T.S. E liotの戯曲 - M u rde rin the Cathedr al+ ､ ｢英語の 研究と
教授+ 第4 0巻､ 第10号､ 1936年1月 ｡
(1 26)加藤朝鳥 ｢現代詩人 T.S. エ リオ ッ ト+ ､ ｢反響+ ､ 1936年1 0月 ｡
(1 2 7)大内修 二郎 ｢T.S. エ リオ ッ トの 古典的批評+ ､ ｢英文学評論+ 第1巻､ 第7
号 ､ 1937年1 1月 ｡
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資料Ⅰ - 3 T.S. エ リオ ッ ト､ 上田保訳 ｢荒地+
(『新衛士』 復刻版 第3巻､ 第16号, 272- 73貢)
紬弓 貿
ト ･ ∽ ･ 叫 も セ > ⊥
･I Lt
.
d 無Q事態
亘EEと噂 噸 由t =T<E:Pl言hn
I
'
ie 署長tPt【＼ ヤ Ih a QJl淋tJ
一
詔望A)髭辞JJ8)惑1ロJ
I
竃民L<蛋昏加算苫P貢惑＋.TOo
繊望# ヤ対 審,a - +1J 〉 点i{
著書加 増帝Q駒㌣討O
I
与竹 ニ剖年vTJ泣ニi2賛蛋P誤畠ゼ
'
i心 凸
出 生
'
aS 富加 JJ･4 七O ド
T(ヰミ ヽ '(ミ東ト亨e ペLiD{ nJ嵩tJ
#ヤ,i..苗長+ i
'
+C
-
'
il長
'
,
郎
'
i 山 ト ･b ゝi Qだ宣長tD韓
〉 遣ぃ}JLliiJJ･れ
一
i!宗e･a望ニrt
'
jiニ中
一
弟彊b
n 謀 ±gよ■
単3f
肘41 帥欝IC点 tfト
ー
正 坐当J 恕さ 剖
'
p h
i ]
,Sぷ
長trト
ー
栄4 ･' ' b?与･a
一
金製il嘆T( O tJ
望 空知戟14 Pi5名O ゼ
a
潜望諜岩
'
卓虫 4 NT<J O
> > T(JL n r(諜<3j 舶 tttL宅富P
領主bn 畦買<Tde)ニ},Q ii
t
:
I + -SJ
l 宝e巧 5･Rミ尽 心 鷺ぐi r=･ - a >
'
くニ4
t>
tT
駐ニjiAJ +ト′京trt去tJ '･?巾
o醤瀬芸;托O 七
一
IJよ
I
i!戚i <q 七eiqミ札
一
琶
I
iJJ iJ卜 E: ･( 舟
トe i(iX p＋○
(尊b^ 菖t!喝苛 .＋JILiぐLJbr ' p 十
‥
り trtieL1
1tIニ
○
)
り りLl;持g 岩<
'
(1卜 + ヽ 小
一
辞讃 b
P '
満
'
i ,in
や 十
○
小 Jリ11偶t hn 豊'bJ驚ぐ}rtil hl 言芸
一
中+tJ
#ヤt!謹賀i! 富加J･1tC
正 宗芸○ 恕＋JJ
'
蔦 - ト 1iRミ1ト ゝLn.題烏+
ii!
一
斗ー+ トL責告1'k'畠rt
'
l 皆雷
.
tj 長J >轄批+i∠○
′
,Ci
IJ a ･h ト<Pt5戒
･
○ ザ卑J,C
'
thth小
叫 ゝ朝丘bt '朝生brT
'
i ヽ a <L<t>
^ ○
そ也 ニ ･U也iitf轄3(tin
i(旬垂SL壱i fbl叫 +i王bl
'
糾 と責加望ilbl争＋iJilo
東と 1+望IS ぐiJbl Pih O T･ 5 ヤ
ー
ト 5 ヽ +
P 去J>買flettJlrL
'
JJ溶岩榊畠叫 +i+o
中JIJISCJ;i .uih 叫 +ヰ王○
王 bn 与 p 忠
一
畠P4 ･E召i!墳L3如＋TCo
,: i
'J薄 恕ぺ 〉 記蒜+サ1＋
'
ヰ･JIJ感増 甚
(恕h.･サ ＋b
+ 芸rt<ロニtJrbl婚 1Jb^ 蛋士七ii長
一
JJe 信書長 ur'童
'
5 -= }rQ 伸せ士 Nqi 長○ <
匡bt
'
'巾⊥√
宗il土;1nz ヰ▲JJJ 4
'
蓋貫すhn ▲JJJ 4中れt :Ti
ニe 宗士il
t
ii
皆兵去iJ 没要b
t 11置+ 長真PtJfbn l
'
jム9¥
▲JAJ il常豊芯4%.c t＋'十o
AJ りil
'
立 正 e置く芯rQ申＋○ り bt'皿ニitミ
も 望
尊
t
i 駐h'7(O tJ比 - 4 e;郎h;)}rQtO G)P＋
t
i
p
藩i tf頭巾 り AJ
l
i!境'J t?点}pQポ＋○ 東ii
十1
軍票il tLtぐiJa
pl
芯頭 ･si やゃieO 半官加 消去
L< rLJニ○
隻LtJfl 〉 fttJ し7i.1
.
v TO心 雷i
l
･ ト r;･7t1 <ヤ b
rt
峯
'
i:頭 ･<サ ＋o
P土IJよや Po 叫 札 t. ⊥ ヽiy.<L1 月密 5 P
J 七･ _n･
一
'
K 如 琵t! 逮
'
i 驚 r･レ駐 〉 JJ名望( 〉
t
i]1
'
u
′ ○
)
き;塁t! 濫額記〉 ニ LJl'Jぷ
'
j<i!L< Dや 斗 々 る
.
_
Flo
-StigG *u vニ苧i=
c
li･＼t>n R/富士1b
L l
串』 b
'
''
詫言
.
f- か
一
泳 〉 bn 峯笥芯 B ゝ + ヽ 軍gJIT{tJ増よL)o
l
E
t
i:り J L<ii戴由 > g <ヤ加 賀聖+ 一rt)LJ
374
長･ _rt
凸
常澄空前ヤ JJS･ ･!J>
'
発話i!岩碗没ru'iJ 智恵tfl
'
jし 仙 台L･J蛋!
>
'
留心 血 ぐi+:T.<T 望蔦b
'l 群れ 如ijtJ L<ニo JI
I
ii
億ユ訴bl
'
f･i1 岩
'
i:婚ro
.
i/iTS -r l
O
(りbn 嶺ニ訴bl 岩il鴬虫(
I
)
4･･+i∠tr( B=b^ ALI Jlやp《望il曳〉 寄合顧
e飴JJ4
'
取出率土▲卜 JJ胡ft'斗h1も穴bt'･熊Q投JJ 4
'
中Gt4
.
}J I_r＼JJI G 竣O i!1寺to昏 加 諦il 喋付
一√､
亡
1 讃･ n bTl岩谷 4n朝至心 畝i;岩n ･ 卜 O
Tt･ぷ牛長ti蛋とB(-
童景bn .A(
n
rt'iトヤ ミl卜 ゝ+ bl加 JJ舟1
ユ即 ユ
､
oAJ irblKl斗o
｢冶L<ii 望l 粁毒望1J宕･tJ 連ilD ト ゝ㌔ T(
如 〉 恕竹ニ部 J i王
o
｢'レJ l+連 盟3J中 ･L ㌔ <頚JJ宙杓 rJ主部 +
ii
o
J -
A)t!中ザ P 頭缶4 ? 長# 毒口iJO
坦ニ
′
堂島 心 bn 義頚
t
& 魁中･Dよ
′
母ニ令ニ嘆 諜也舟 或縫合i)○
繋よ加 賛ニtJ増加料J>
' 舟 ゝ も ･ .小 ヽ n ト
･1監如〉
'
ijOiJ
～
中 りP
副ト n 4･ ･ 中 ミ ヽ ぺ浄豊
t
&
i
,
萱 b
t'噂憩Q
.
'h
DSt普加 古口LJO
爵空中AJP景<加 東ぐ
I
i., ' ｢-く･ト ト ⊥ > ㌔+
AJ音< ㌣叫
.
5JJ含il
o
r宗JJHJ ･, ユ ヽ p 5JJO幸i 環で ･くロi! 中i
点o
｢瑠幹詩誌堪 u堤叫il 婚t>TL
'
E 逆望
｢粍Lnl富ニii 長
c
争軒i!だ芯:Ll〉 L)･r Ai- O
｢ヰノ去 JJ J諜宅 bE '蟻 P諾繋芯崇仙 名LJ長
<
'
ri(Lt)Ai与〔土t<I,勺- 小 i + 盛(
一
娼ニO
士 < 冨b
n 蛍T:(.# 去tEtO
r p#ニA)
～
-,” Pt! 蛋 P 専心 .%1J ト′jiti
I
.
- 長 t.n J:
□
｢篤宗 一 ･ 笠罵言買潔 il - ･ ギ芸宣醤⊥ 卜 ･
ギ
I
i!讃転ぺ - ･J
l 巳 嘩 比
”
h
rI
†■l
ナヽ
●
1
資料Ⅰ - 4 鮎川 に よる西欧 の 文学作品 の読み
1B 1i & .
19 88
193書
J9 38
1933
J 933
193S
J938
193S
1938
19:】3
J938
193 8
1938
1938
1938
1938
193 8
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1938
1938
1938
193S
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193 8
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J 93年
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193 8
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1 W O
1940
1940
1 M 1
19-ll
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1!H1
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191 1
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1 M l
lpll
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1 91J
191 I
1?l l
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191I
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191I
1糾1
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1?ll
191I
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1911
191 2
1 9イ2
191 2
1 9イ2
I
∫
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3
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1
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9
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9
9
9
9
12
也乱乞:L L 血
r作故蛤I
一天才輪j
r アルマ ンスJ
r カンテ ー ドJ
r放き門J
r阿片J
r ド)t'ヂ ェ ル他のB(和食JI
r ソヴイ エ ト旅行さ己J
｢文革 と実生持+
｢持ほ滅亡するかJ
｢現代救育と古典J
一晩代フ ラン スの思想的対立j
r肉体の藩札J
r内件の 悪風j
r芋粥と絹神分析J
†バ リの 壬哲Jl
-相神分析J
rわが甘蓉妃J
r葦耶と梢神分析J
r杜熊とほ蘭J
r寺のEl党わJ
r革と哲学J
r*)レフ エJ
-白紙J
r放縦J
l著さ日の芋粥まの 削鼓J
rエ リオットh
A
J
r心吐草紙輪J
r阿片朋党者の青白J
r山師トマJ
l iI 粗とアルル カン】
l方法仔脱J
r自#.始J
rすと^ 生]
r スワンの方J
rユ リシ - スj
r素は らしさ新世界J
†形而上芋J
｢蝿実な人仰の抗抜+
rダラン ベ ー ルの革J
｢痛恨につ いて+
rJ# 金つくりJ
一夫1)れた時を求わてJ
一席漕崖+
一乗 成年J
rユ リ シ ー ズJ
rドン ･ キ ホ ー テJ
r が ぎに首ひてJ
r戦争と平和J
r父と子J
r トリ ビュ う ･ ポノ メJ
r体位点j
rバ リ ュ ウドJ
r プロメ テJ
一束成年J
r瓜の山j
r)()L･ムの僧院J
r赤と弟J
r=夏の換梓j
- ヴェ ニ スに死 すJ
r ラミエ ルJ
rドン ･ キホ ー テJ
r ドミニ ッ タ+
lポヴ 丁 リ ー 夫人j
r恋愛I削
r 一 弾凝着の先帝J
r密生輪j
r カラマ - ソ フの兄弟J
r赤と魚l
雌 払
子 ー ヌ
ロ ンプt)オソオ
スタ ング ー ル
サー^'テ - ル
ジイ ド , アンド レ
コ クト ー
ラデ イ ゲ. レイモ ン
ジイド . アン ドレ
モ ンテ ルラ ン . 7 ンリ
シュ ナイ ダ ー . イシ ド ー ル
エ リ オ ッ ト T.S.
プル トン
.
アンド レ
うデ イ ゲ. レイ モン
ラデ イゲ . レイモ ン
フClイ ト
ボ ー ドレ ー ル
フロイ ト
コ クト丁
フロイ ト
ラ スキン
ペ アキ ント
ベ ルグソン
コ ク ト ー
コ クト ー
アラ ゴン . ルイ
ジヲ イス . ジェ ー ム ズ
ルイ ス
.
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エ マ ス ン
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フィ ド , ア ンドレ
プル ー スト
ソラ
ドス トエ フ ス キ ー
I:]訂イス . ジェ ー ム ズ
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①年代順
r7 ンリ ･ プ1)エ ラ - ルの生穏J
rパ ルムの付院J
rエ ゴティ ス ム の配)
r ナルシ ス析革]
r海辺の基 地+
r常子の 一 部J
r魅惑J
r現代文学の危織と軒年J
rユ リシ ー ズJ
r桝金つくりI
r及の山J
r アナ レクタJ
｢珊神の危機J
r管掌的断片J
r兄弟校しJ
r♯判J
一万里の長城造営に際してJ
rス ぺ キ ュ レ - シ オンJ
r皇帝の使者J
r カ ラ了 - ソフ の兄弟J
r患の葦J
r蕪辞を追い てJ
r彼方J
r ヒ1 - マ ニ スム と某救的態 度J
r地沃J
｢地秋草+
rバリ の吏皆J
r近代の柑神J
r兼地J
｢ダン テ輪j
rボ ー ドレ 1t, 帆
r慧味へ の逸脱J
rパ ンセJ
r< パ ンセ> の 一 旬をわぐっ てJ
r拭快に立つ 文明J
r豚飼い の帯J
r汝の歓するところ をなせJ
r永遠の菅字J
r倫埋草J
rパ ンセJ
r克鳩J
r克也J
r現代持につ い てJ
r持の効用と批評の効用J
r四つ の四王奏】
r克也J
r持へ の希望J
r荒地J
r沌辺の基鳩J ..
r兄弟殺しJ
r不 安の年J
rシュ ー ルレ7 リス ム とは何かJ
｢持寅+ (rB的里♯] )
｢T.ど.ヒ ュ - ムJ
r先地j
r神曲J
r輔神の危親J
r ヴア リ エ チJ
r順の効用と批評の効用J
r見地J
r四つ の四玉東J
rブレイ ク輪+
r意味の意味J
｢J. アルフ レ ッド ･ プル フ ロ ックの恋
r持の効用と批肝の効用)
r持を朕む響き^たちのたわ にJ
｢パ - ビ ･ ヤ ー ル+
r被せ的要素+
r秋息 へ のオ ー ド+
｢挿杓+
スタン ダ ー ル
スタンダ ー ル
スタン ダ ー )I/
ヴ丁 レリイ . ポ ー ル
ヴ 丁 レ1) イ. 'ii - )t'
マ ラルメ
サ 丁 レリイ
. 輔 一 ル
)<ン ダ
.
ジュ .) アン
ジ 牙 イス
. ジ ェ ー ム ズ
ジイ ド. アン F レ
マ ン . ト - マ ス
ヴ T L'リ イ
.
棉 一 ル
ヴ丁 レリイ . ポ ー ル
キルケゴ ー ル
カフれ フ ラン ツ
カブれ フラン ツ
カフれ フラン フ
ヒ ェ ー ム
.
T. E.
カフれ フラン フ
ドス トエ フス キ ー
ポ - ドレ ー ル
エ リオッ ト T .S.
エ イ スマ ン ス
ヒュ ー ム . T. E.
ヒ ュ ー ム
.
T. E.
ダンテ
ボ.
- ドレ 一 )I/
t2 バ - ツ . マ イケル
エ リオッ ト ､ T. S.
エ リオッ ト . T . S.
エ リオッT1
.
T.S.
ウォ ー コ ップ
パ スカル
ヴ丁 レリ イ
.
ボ ー ル
トイ ンピ ー
9* - = ･Jl
ハ ックス レイ . a)レダス
ハ ッ タスレイ . a)レダス
ミ ル
.
∫.S.
パ ス カル
エ リオッ ト T .S.
エ リ オッ ト
.
T. S.
マ ックリ ー シ ュ _ ア ー チポル
エ リオ ッ ト ､ T. S.
エ リオ ･J ト
､
T . a.
エ リ オッ ト T. S.
)L･イス ､ C. D.
エ リオッ ト ､ T. S.
ヴ丁 レリイ . ポ ー ル
カ フれ フラン ツ
オ - ヂン . W .”.
プ ルトン . ア ン ドレ
ロ バ ー ツ . マ イ ケ)L,
エ リオッ ト ､ T. S.
ダン テ
ヴ 丁 レリイ . ポ ー ル
ヴ 丁 レリイ . 柿 - ル
エ リ オッ ト T .S.
エ リオ ･J ト T .S.
エ リオ ッ ト､ T . S.
エ リ オッ ト . T .5.
オ グアン , リチ ャ ー ズ
エ リ オッ ト ､ T .S.
エ リオッ ト . T . 5.
ルイ ス . C. D .
エ フ トシ ュ ン コ
ス ベ ン ダ - . ス テイ - サン
シ 1 リ ー
ス コ ヴ 1 ル . I:.∫.
1955
1955
I956
195古
1956
1957
19 57
1 95 7
1957
195 7
1 957
1 957
1 95 7
1957
1 95 7
1957
1957
L957
1957
195&
1951
1953
195&
1 95 3
1958
1 958
1 953
1 95&
195 8
1 95&
1 95 9
1959
1 95 9
1961
1961
1961
1961
1961
1961
1965
I963
1965
I965
1 965
1963
19 65
1965
19 65
19 65
1 965
!9 68
1 96‡
1%8
196&
1968
196 &
1 963
1963
196 3
1963
I9 6&
1968
196$
1963
19 63
196S
1 96 3
1968
I9 6S
1968
5
6
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
a
8
S
a
1 2
12
1 2
12
12
12
2
2
2
2
･l
l
1
5
5
5
5
5
9
9
9
9
9
9
9
9
1
1
JI
J1
4
1
･1
1
1
1
1
6
6
6
6
6
7
7
7
7
r戦争と平和の 綿J
l章節の食味J
rイエ イツ 伝J
r根城的草葉J
r創造的賓煮J
( 寺院の 投 J^
rプルフ ロ ックとそ の他の蛾鼓J
r シジ フオ スの神 括J
｢J. アル ブ レッ ド ･ プ)i,フ Clツ タの恋
rうつ ろな人々J
r里 椛水域E=
r*Q)S Jl
r見場J
r先他J
r患の車J
r天 国居J (r神曲J)
r地軸月+ (r神曲J )
r四 つ の凹 玉藻J
r他淋胃+ (r神曲J )
r兼他J
｢牧争と平和のl寺+
r ルバ イ ヤ ッ トJ
r再娃の広島+
r先叱J
lバ ン のみ に生くる にあ らずJ
rジバ コJ
r四つ のPg正典J
T b QlaJLr Or W一br■
r恐怖的rJ:金指J
r柑+ (エ ン カウ ンタ ー 5 6)
r青白)
r方法拝脱J
rソクラテ スの姐tn
lわ が附争J
l我が附争J
r常者ゲ ー テJl
r ギリシア菖概によせるオ ー t{J
r索犯よ りロ マ ン ス へ J
-金枝君J
rユ リシ ー ズJ
｢♯にl軌ナる+
r先他JJ
rソフ ト ･ マ シ ー ンJ
r 回杖不純献策中寺者の告白j
rFさ上にてJ
rわ が肺葉中寺妃. 鼓7TlのEl日J
rノ ー ヴ 7･ ･ 付根J
r ゴ- Jl
r抹の ラン チj
l 死者の指は括 るI
rバ ー チ サ ン . レヴ ュ ー J (雑技)
｢マ チウ書J (一里♯J)
｢常母の内冊+
rニ ー ベ ルン ケ ンの欺j
｢柑のこだ ま+
｢バ ー ビ ･ ヤ - ル+
rオデ ュ ッセイJ
｢実節学校+
r白金の 織J
r西敢の没落]
rt= - ラン の耽J
r アッシ ヤ ー 寄の納蝿J
r大林 ,I
r患の畢J
rバ リの 薫世J
一群 兼の人J
h1リ ー タJ
r攻半 幅J
r ティ フ 丁 ニ ー で朝食をJ
lオセ ロJ
ス ベ ンダ ー . スチ
ー
イ ー サン
リ ー ド
.
ハ
ー バ ー ト
エ )L･マ ン
. リ チャ ー ド
スベ ン ダ ー .
スベ ン ダ ー ､
エ リオッ ト
.
エ リオッ ト
ステ イ - サン
ステイ - サン
T .S.
T
.
S
.
カミ ュ . 7 ルぺ - ル
エ リオッ ト . T.S.
エ リオッ ト . T 且
エ リオッT･
.
T.S.
ボ ー ドレ ー ル
エ リオッ ト . T .S.
エ リオ ッ ト T.S.
ポ - ドレ 一 )L･
ダン テ
ダンテ
エ リオ ット . T. S.
ダンテ
エ リオ ッ ト
.
T. S.
スベ ン ダ ー . ステイ - サ ン
フ ィ ツジ ェ ラルド
ス ベ ン ダ ー ､ ス テイ ー サ ン
ユ リオッ ト . T .S.
ドゥジンツ ェ フ
パ ス テル ナ - ク
エ リオ ッ ト
.
T. S.
ステ イ - ワン ズ. ウォ レス
ランダ - . ウ ォルタ ー ･ サ ベ
ウ ェ イ ン
.
ジ ぎ ン
アウダス ティ ヌス
ヂカル ト
クセノ フォ ン
ヒト ラ -
ヒトラ ー
エ リオ フト. T.5.
キ ー ツ
､
ジ ョ ン
ウェ ストン . J.L,.
フ レ ー ザ ー . ジ ュ - ム ズ
ジ ョイ ス
.
J.
エ リ オ ッ ト T .S.
エ リオ ッ ト. T. S.
バ tjウズ . ウイリ アム
バ tlウ ズ
.
ウイリ アム
ケル ー ア ック
バ ロ ウ ズ
.
)(ロ ウズ
.
ホルム ス
バ ロ ウズ .
バ ロ ウ ズ .
ウイリ アム
ウイリ アム
ウイリ アム
ウイリア ム
リルケ
ホプキ ン ズ , ジ ざ ラ ー F ･ マ
エ フ トシュ ン コ
ホメ ロ ス
プレヴ ェ - )t' . ジ ャ ッ ク
アルマ ン
シ ュ ベ ン ダラ ー
ポ ー
ポ -
ポ - ドレ ー ル
ボ ー ド レ ー ル
ポ ー
ナ ポコ フ
tlレン ツ . コ ン ラウ ド
カポ ー チ イ . I. )レ ー マ ン
シ ェ イクス ビ ア
196 8
I96&
196 8
1968
1963
1963
196&
196&
196&
1963
1968
1969
1969
1969
1969
1969
1 969
1969
1 ㈱
1989
1 97 0
1970
197 0
1 970
197 0
1 9フO
1 970
197O
19フロ
1970
1970
19 70
1970
1 970
1970
1 970
1970
1 970
1972
I g72
1972
1 972
1 972
I 972
1 973
1 973
1 973
1973
1 97コ
1 973
1 973
1m
l g73
197コ
I 973
1973
I 973
I 973
1 973
1 973
1 973
1 973
1 973
1 973
1973
1973
1 973
1973
1 973
197コ
37 6
丁
7
7
7
9
9
9
9
9
9
9
1
1
1
5
5
8
L2
1 2
12
ら
6
6
7
7
7
9
9
9
9
9
9
9
?
L 2
1ユ
12
12
2
3
3
l l
ll
l l
2
2
2
2
2
ヱ
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
r冷血J
r載さ妊始まるj
r^ロの原理に関する研究J
r^ ロ輸J
r沖とF[J
一乗成年J
r愚生J
r地下茎の手妃J
r虐げ られた人々J
r自席J
r カラマ - ソフ の兄弟J
｢キ ャン トウズJ
一兎他J
｢ ヒュ ー ･ セル ウイン ･ モ ー )(リ ー J
r帝喪主割合J
r ヴェ トナムに対する作東の 悲度+
rカラマ ー ソフの兄弟J
rエ ンジン が吃る時J
一乗晴らしき新世界J
r1 9 8 4年J
r秋風へ のオ ー ド+
r有子時代に身ける^ 仰の土類性J
｢ギリ シャ舌瓶のオ - ド+
r諌のラン チJ
r ジャ ン キ ー J
r灘 波者J[
｢見よ . 異邦人! +
r亡命者の ブル ー スJ
r荷札で暮らした錬らの先祖J
[スベ イ■ン1 9 3 7年+
r1 93 9年9月1日+
I
.
r^Dtho rTiTTN>'
Cb)La d S7D rk r触 甘 J927- L 957
rロ シ ア把持+
r寺の押流j
r武溌よきらはJ
r老人とi点=
r敗れ ぎる肴J
rル･ ジャポンJ
r心の知蔦J
rわが生涯の8々J
r 庇 の山J
r)iル ムの僧院J
r菅 草の井田J
r恐怖の 省J
rシ ヤ - t=ツ ケ ･ ホ ー ム ズの事件詫J
r四つ の有名J
r緋色の研死J
rホワイ ト ･ カン パ ニ ー J
rホ ー ム ズの最攻の挨拶J
r シヤ ー CZ ツタ ･ ホ ー ム ズの功鎌J
r白衣の女J
r月長石J
rモルグ術の殻 )^
r晃河 削
rバ - ナビ ー ･ ラ ッ ジJ
rシ ヤ - ロ ック ･ ホ ー ム ズの 柵漣J
r盗 まれた手枕I
rルコ ッ ク探佃)
r追 い つ わ られてJ
r ドイ ル伝J
rニ 輪串の縫J
rマ リ ー ･ ロ ー ジ ュ の堪J
r まだ らのひ もj
rシ ャ ー ロ ッ ク ･ ホ ー ム ズの 回想J
rバ ス カビルまの犬J
rシ ヤ ー t2ツタ ･ ホ - ム ズの 首映J
･r赤毛クラ ブJ
rせ の換れた男J
rポへ ミ7 王家の水師J
カポ - チイ
､
トル - マ ン
テル ツ
.
アブラム
マ ルサス
マ ルサス
ドス トエ フスキ ー
ドス トエ フスキ ー
ドストエ フ ス キ -
ドス トエ フス キ ー
ドス ト エ フ ス キ ー
ドス ト エ フスキ ー
ドストエ フスキ ー
バウンド. ェ ズラ
エ リオッ ト T.S.
バ ウン ドこ ユ ズラ
レ - ニ ン
グレイ プ ズ､ ロ バ ー ト
ド ストエ フスキ ー
モ ス . スタ - リ ン グ
J ”J クス レ ー ､ *)L･ダ ス
オ ウエ ルこ ジ ョ - ･ ジ
シ ェ リ ー
ハ イ デガ ー
キ ー ツ
バ ロウズ .
)( q ウズ .
バ tzウズ .
オ ー アン .
オ ー ヂン .
オ ー テン .
オ ー テン .
ウイリ アム
ウイリアム
ウイリ アム
W Jl.
Ⅴ .H.
Ⅴ.H.
Ⅴ .H.
* - ?> . W _tl.
オ ー テン ､ W .H.
オ ー ヂン . Ⅴ .R.
ミ ラ ー
､
ア ー サ ー
ヘ ミン グウェ イ
ヘ ミ ングウェ イ
ヘ ミン グウ ェ イ
ヘ ミ ン グウェ イ
チ ラシュ ス . ジ ャ ン ･ フラン
ミ ラ - . ヘ ン リ ー
ミ ラ ー _ ヘ ン リ ー
マ ン
､
ト ー マ ス
ス タン ダ ー ル
マ ル クス
ドイ ル
ドイル
ドイル
ドイ ル
ドイル
ドイ ル
コ ナン ドイル . エ イ F ･ リ ア
コ リ ンズ
､
ウィ ルキ ー
コ リン ズ . ウイ ルキ ー
ポ ー . エ ドガ - ･ アラン
デ ィ ケン ズ
.
チ ャ ー ルズ
デ ィケン ズ . チ ャ ー ルズ
ドイ ル
ポ ー . エ ドガ ー ･ ア ラン
ガポリオ ､ エ ミ ー ル
クイ ー ン . エ ラリ ー
カ ー . テイ ク ス ン
ヒ ュ - ム . フ T - ガス
ポ - . エ ドガ - 1 ア ラン
ドイル
ドイ ル
F イル
F イ ル
ドイル
ドイ ル
ドイ ル
②作家別
胤
Ig51
1964
1g 6S
1983
1 96S
1959
1 938
1910
1968
1 9･12
1912
1912
191 7
1917
1917
1951
I953
195ユ
1 95&
19u
1 917
191 7
1938
1955
196$
lg3S
19 3J
1917
1917
191 7
191?
191書
1951
1951
1951
1951
1953
I953
1 953
1 955
195
1 957
1957
1957
1957
.1957
1957
1957
1957
195J
195 8
195S
J961
1965
1965
1969
1918
195コ
1955
I95 6
1951
1970
I970
1 970
1 970
1970
1970
197 0
1 ㈱
⊥且上
7
i
I
1
1
2
9
3
1
2
2
2
7
7
ll
7
i
1
12
5
ll
ll
2
Jl
l
ll
7
l l
ll
ll
ll
12
7
7
7
7
1
1
1
イ
･1
9
9
9
9
9
9
9
9
‡
12
イ
5
5
1
5
8
4
9
7
9
9
9
9
9
9
9
12
比良と 山
r一等方+ (r旧約丑卓J)
rバ ー チ サン ･ レヴュ ー J (推l王)
rマ チウ♯+ (一望ヰJ)
rロ ー ラ ン の故J
rニ ー ベ ル ン ケン の取J
一昔自J
r放掘J
r形而上学)
r白金の輔j
一触滋J
lナルシ ス暮折井J
ri与辺の基地J
1 アナレ クタJ
r輔神の低級+
l< バン 七 > の 一 旬をめぐっ てJ
rさ耳辺の 射出J
r ヴ丁 リ エ テJ
r柑神の 危機J
｢ta+ (エ ンカウン タ ー 5 6)
一束紀上りt1マ ン ス へ J
r藤川い の帯J
r
.i.疎 - のih 脱J
rカンテ ー ドJ
｢ バ- ど . ヤ ー ルJ
｢バ - ビ ･ ヤ ー ルJ
一日蘇掃J
r卿t 枚育と菖^J
rJ･F - ドレ ー ル始J
｢ダ ン テ拍+
一兎鴫I
r弗神を姐い てJ
r苑地J
†兼旭J
r放つ の臼玉集)
r]aの効用と仏師の如月J
ど#Tt.地J
r柑の効用と批評の効用J
r四つ の班Jt 共J
r洗場J
r絹の効用と7t肝の如月J
r ブ レイク蛤+
r虫灰水和日J
rうつ ろな人々J
rJ･7!レフレ ッ F ･ プ)レフ ロ ッ クの 恋
rプル フ d ツケ とそ の他の概 瑛J
r詫他J
r草地j
†四 つ のPg東泉J
r寺院の殺^J
†先他J
一光嶋J
r 切つ の 四王奏I
r群青ケ - チJ
r凍に掃けるJ
l兼他J
r兼地J.
r見 場J
r荒地】
rJ. 7 )tJフ レ ッ t
'
･ プ)tJフ t)ツ タの 恐
l イエ イフ 伝J
r不安の卑J
lコ〟 仙 仙 触 巾廿 L 927･J; け7
r狩猟で♯ ち した快らの先柑J
r亡命者の ブル ー ス+
｢見ょ , 異邦人! +
■ 人 山 rTllエー .
｢19 3 9年 9月1日+
rス ペ イ ン 1 9 3 7年+
r 1 9 8 4 * Jl
雌 払
アウダス テ ィ ヌス
アラ ゴン
.
ルイ
アリ ス トテ レス
アルマ ン
ヴ丁 レリイ . ポ ー ル
ヴ丁 レリイ
.
ポ ー )L･
ヴ丁 レリイ . ボ ー ル
ヴ ァ レリイ . 那 - ル
ヴ▼ レリイ . ポ - ル
ヴ7･ レリイ
､ ポ ー )L･
ヴ丁 レリイ
.
ポ ー ル
ヴ 7 レリイ
. 那 - ル
ヴ▼ レリイ . ボ ー )I'
ウ ェ イ ン ､ ジ オ ン
ウェ ス トン
.
∫.L.
ウ オ ー コ ッ プ
ウオ - コ ッ プ
ヴ * ルテ ー ル
エ フトシ ュ ン コ
エ フ トシ エ ンコ
エ マ ス ン
L
t)* ･}[ . T.S.
エ リオ ッ ト T.S.
エ リ オ ット . T. S.
エ リ オッ ト T.S.
エ リオ ット . T.S.
エ リ オッ ト
､
T.S.
エ リオ ッ ト T.S.
エ リオ ット . T. 5.
エ リオ ッ ト T.S.
エ リオッ ト､ T. S.
エ リオット . T. a.
エ リオ ット
､
T.S .
エ リオッ ト . T. S.
エ リオ ッ ト T.S.
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鮎川信夫の主な著作
鮎′'
(
'i55je5年5
r
B
F
le告賢苧監の本質
‾ 古臭 い社会的意 針 + ｢束 甜 間+
鮎Jr
(
'監年5
r
B
F
l:S賢戸数の本質
一 想起させ る異常性 - + ｢乗京新聞+
鮎昌一戸1*5 1去T･s･ エ リオ ッ トを想う+ ｢英語青年+ 第11 1巻､ 第5号 (19 65年1
鮎川信夫 『鮎川信夫詩集』 現代詩文庫9 東京､ 思潮社､ 19 6 8年｡
鮎川信夫 『鮎川信夫著作集』 全1 0巻 東京､ 思潮社､ 1 9 7 3- 7 6年o
鮎川信夫 『宿恋行』 東京､ 思潮社､ 1 978年 ｡
鮎川信夫 ･ 吉本隆明 『思想 と幻想』 東京､ 思潮社､ 1 9 81年｡
鮎川信夫 ･ 吉本隆明 『詩の読解』 東京､ 思潮社､ 1 9 81年｡
鮎川信夫 『失われた街』 東京､ 思潮社､ 1 9 8 2年｡
鮎川信夫 『鮎川信夫』 現代の詩人2 東京､ 中央公論社､ 1 9 8 4年 ｡
鮎川信夫 ･ 吉本隆明 『全否定の原理 と倫理』 東京､ 思潮社､ 1 9 85年｡
鮎川信夫 『難路行』 東京､ 思潮社､ 198 7年｡
鮎川信夫 『鮎川信夫全集』 第1巻､ 全詩集 東京､ 思潮社､ 1 9 89年｡
鮎川信夫 『鮎川信夫』 新選 ･ 現代詩文庫1 01 東京､ 思潮社､ 1 997年｡
『鮎川信夫著作集』 (第1 0巻､ 研究) に は､ 約5 0の鮎川信夫に関する立論及び
詩作品 の解説が収められて い る｡ こ れ らの も の に関 して は､ ひ とつ ひ とつ を下に
挙げる こ とを省略した｡
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阿部猛 『近代詩の敗北 一 詩人の戦争責任 - 』 東京､ 大原新生社､ 1 98 0年｡
有村隆広 ｢日本におけるカ フ カの 受容+ 有村隆広 ｡ 八木浩編 『カ フ カと現代
日本文学』 所収 東京､ 同学社､ 1 9 8 5年､ 1 - 26貞 ｡
荒地同人会編 『荒地詩集』 新装復刻版 全8冊 東京､ 国土社､ 1 976 - 78年｡
粟屋憲太郎 『資料日本現代史』 第 2巻 ｢戦後直後の政治と社会①+ 東京､ 大
月書店､ 1 9 8 0年｡
池谷敏忠 ｢日本における 弛 e Wa steLa nd の受容 一 菊村到氏の ｢事件の成立+ 杏
中心に - + ｢金城学院大学論集+ 第6号 (1 9 7 5年) ､ 6 3- 77頁.
池谷敏忠 ｢T.S. エ リオ ッ トと ｢荒地+ 派 一 鮎川信夫の詩を中心に - + ｢金城学
院大学論集+ 第124号 (1 9 87年) ､ 2 5- 42頁｡
石川 啄木 『石川啄木全集』 第4巻､ 評論 ･ 感想 東京､ 筑摩書房､ 1 98 0年｡
井関正昭 『イタ リア の 近代美術』 東京､ 小沢書店､ 1 989年｡
伊藤信吉 ｢詩における社会性と芸術性 - ス ベ ン ダ ー の論旨 - + ｢東京新聞+
(1 95 5年5月8日) ､ 8面｡
伊藤信吉 ｢詩にお ける社会性と芸術性 一 主題の成熟の 方法 - + ｢東京新聞+
(1 955年5月9日) ､ 8面｡
伊藤信吉 『高村光太郎 - そ の 詩と生涯 - 』 角川文庫 東京､ 角川書店､ 1 9 64
年｡
今村冬三 『幻影解 ｢大東亜戦争+ 』 東京､ 葦書房､ 1 98 9年｡
岩上順 一 記 ｢新日本文学会創立大会 の報告+ ｢新日本文学+ 第1巻 ､ 第1 号(
1 94 6年3月) ､ 6 2- 6 5頁 .
巌谷国士編 『ダダ ･ シ ュ ル レ ア リス ム』 . ｢ユ リイカ+ 臨時増刊 第13巻､ 第6
号 (1 9 8 0年5月) 0
ヴァ レリ ー ､ ポ ー ル 佐藤正彰他訳 『ヴァ レ リ - 全集』 第11巻､ 文明批評 東京､
筑摩書房､ 1 9 6 7年｡
ヴァ レリ ー ､ ポ ー ル 平井啓之他訳 『ヴァ レリ ー 若い バ ル ク 魅惑/コ ク ト
ー
平調曲』 世界名詩集1 7 東京､ 平凡社､ 19 67年｡
ヴァ レ リ ー ､ ポ ー ル 佐藤正彰 ･ 寺田透訳 『私 の見る とこ ろ』 筑摩叢書60 東
京､ 筑摩書房､ 1 9 6 6年 ｡
魚住折慮 ｢自己主張 の 思想と して の自然主義+ 川副国基注釈 『日本近代文学大
系』 第5 7巻 近代評論集Ⅰに再録 東京､ 角川書店､ 1 9 7 2年o
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海野弘 ･ 小倉正史 『現代美術 - ア ー ル ｡ ヌ ー ヴオ - からポス トモ ダン まで - 』
東京､ 新曜社､ 1 9 8 8年｡
エ リオ ッ ト､ T.S. 鮎川信夫訳 『詩の効用と批評の効果』 第3版 東京､ 荒地
出版社､ 1 9 5 8年｡
エ リオ ッ ト､ T.S. 上 田保他訳､ 田村隆 一 編 『ェ リオ ツ 卜詩集』 世界の詩4 3
東京､ 蒲生書房､ 1 9 6 7年｡
エ リオ ッ ト､ T.S. 他 西脇順三郎他訳 『エ リオ ッ ト 荒地/オ ー デ ン 見よ､ 旅
人よ!/ス ベ ン ダ ー 詩集』 世界名詩集4 東京､ 平凡社､ 1 9 6 8年.
大岡信 『蕩児の家系 一 日本現代詩の歩み』 東京､ 思潮社､ 1 9 7 5年｡
大岡信 『現代詩人論』 東京､ 角川出版､ 1 9 7 8年｡
大 久保典夫他編 臼井吉見監修 『戦争文学論争』 上巻 第5版 東京､ 番 町書
房､ 1 97 7年｡
奥野健男 『日本文学史 - 近代か ら現代 へ - 』 第1 7版 中公新書2 1 2 東京､ 中央
公論社､ 1 9 81年｡
小田久郎編 『荒地 一 戦後史の原点 - 』 ｢現代詩手帳+ 一 月縞時増刊号 東京､ 思
潮社､ 1 9 7 2年｡
小EEl切進 『日本近代文学の展 開 - 近代 か ら現代 へ - 』 読売選書3 2 東京､ 読売
新聞社､ 1 9 74年｡
小田切秀雄他解説 『文学時標』 復刻版 東京､ 不二出版､ 1 98 6年｡
小田切秀雄 ｢文学における戦争責任 の追及+ ｢新日本文学+ 第1巻､ 第3号
(1 9 4 6年6月) ､ 6 4- 65貞o
鹿島茂 『新聞王ジグル ダ ン』 東京､ 筑摩書房､ 199 7年 ｡
カ フ カ ､ フ ラ ン ツ 原 田義人 ･ 辻壇訳 『カ フ カ』 筑摩世界文学大系6 5､ 『審
判』 ､ 『城』 他掲載 東京､ 筑摩書房､ 1972年｡
木田元他編 『コ ン サイ ス2 0世紀思想事典』 東京､ 三省堂 ､ 1 98 9年｡
北川透 『詩と思想 の自立』 東京､ 思潮社､ 1 970年 ｡
北川透 『像の不安 - 仮構詩論序説 - 』 東京､ 青土社 ､ 1 9 72年｡
北川透 『荒地論 - 戦後詩の 生成と変容 - 』 東京､ 思潮社､ 1 9 83年 ｡
北川冬彦他 ｢現代詩の 系譜と其の展望+ ｢現代詩+ 第2巻､ 第 1号 (1 9 4 7年1
月) ､ 6 - 3 4頁｡
北川冬彦 ｢ス ベ ン ダ ー の 考えは傍観的で われ われの 真実に触れ て い ない+ ｢現
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代詩+ (1 95 5年4月) ､ 4 4- 4 5頁 o
北村太郎 ｢孤独 へ の 誘い+ ｢純粋詩+ (1 9 47年3月)所収 吉本隆明編 『現代
詩論体系』 第1巻に 再錬 東京､ 思潮社､ 1 9 80年､ 2 6- 32頁｡
木原孝 一 『日本の詩の流れ』 第2版 東京､ ほるぷ出版､ 1 9 8 3年｡
吟遊編集部編
クリス ポ ル テ イ ､
京､ 東京新聞､
現代詩人会編
『詩と詩論 一 現代詩の出発 - 』 東京､ 冬至書房新社､ 1 9 80年｡
エ ン リコ ･ 井関正昭 構成 . 監修 『未来派1 9 0 9- 1 94 4』 東
1 9 2 2年｡
『死 の灰詩集』 東京､ 宝文館､ 1 95 4年｡
講談社編 『廃嘘からの出発 一 昭和2 0年- 21年』 『昭和 二 万日の 全記録』 第7巻
東京､ 講談社､ 1 9 8 8年｡
小堀桂 一 郎 『森鴎外 一 文業解題 (創作篇) - 』 東京､ 岩波書店､ 1 98 2年.
古俣裕介 『<前衛詩 >の 時代 一 日本の1 9 2 0年代 - 』 東京､ 創成社､ 1 9 9 2年o
Sa o n㌢1 n Yo o n ｢白秋 の 初期詩集におけるデカダ ン的要素+ ｢比較文学+ 第3 0
巻 (1 987年) ､ 65- 84頁｡
阪本越郎
模本富雄
模本富雄
1 9 9 5年｡
『詩に つ い て』 第2版 東京､ 大津築地書店､ 1 9 4 3年｡
『空白と責任 一 戦時下の詩人たち - 』 東京､ 未来社､ 1 98 3年o
『日本文学報国会 - 大東亜戦争下の文学者たち - 』 東京､ 青木書店､
樺正 宏 ･ 和 田博文編 『都市 モ ダ ニ ズ ム の 奔流 - ｢詩と詩論+ の レ ス プリ ヌ ー
ボ - 』 東京､ 翰林書房､ 1 9 96年.
茂田真理子 『タル ホ/未来派』 東京､ 河出書房新社､ 1 997年 ｡
柴崎芳夫刊行､ 春山行夫監修､ 中島善爾幕集 『詩と詩論 ｡ 文学』 全20巻 近代詩
誌復刻叢刊 東京､ 教育出版セ ン タ ー ､ 1 97 9年 ｡
渋沢孝輔 『極の誘 い』 東京､ 晶文社､ 1 97 3年 ｡
嶋岡農 『ポ エ ジ ー の 挑戦 一 昭和詩論史ノ ー ト ー 』 東京､ 白地社､ 1 9 9 6年.
シ ャ ン クス ､ エ ドワ ー ド 井上思外雄訳 ｢現代英詩概観+ ｢英文学研究+ 第6
巻､ 第1号 (1 9 2 6年4月) ､ 1 3 3- 1 4 2頁｡
新日本文学会 ｢新日本文学会創立 の趣意+ ｢新日本文学+ 創刊準備号 (1 946
年1月) ､ 1 2- 1 3頁 ｡
｢新領土+ 復刻委員会編 『新領土』 復刻版 全8巻 春山行夫監修 東京､ 教育
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企画出版､ 1 9 90年｡
杉田未来 ｢米国現代詩壇とその論評+
ス タイ ナ - ､ ビ ー タ ー 山中桂 一 訳
学』 束京､ 勤草書房､ 1 9 8 6年｡
｢英語青年+ 第4 6巻､ 第1 2号､ 37 6頁｡
『ロ シ ア ｡ フ ォ ル マ リズム ー ひとつ のメタ詩
ス ベ ン ダ ー ､ ス テ ィ ー ブン 木村真訳､ 安藤 一 郎補修 ｢戦争と平和と詩+ ｢現
代詩+ (1 9 55年4月) ､ 3 9- 4 1頁｡
ス ペ ン ダ ー ､ ス テ ィ ー ブ ン 堀越秀夫訳 ｢戦争 ｡ 平和 一 詩+ ｢詩学+ 第1 0巻､
第4号 (19 55年4月) ､ 1 8- 2 1頁｡
瀬沼茂樹 『近代日本文学の なりたち 一 自我 の 問題 - 』 ア テネ新書 東京､ 弘文
堂書房､ 1 971年 ｡
瀬沼茂樹編 『荒地』 復刻版 東京､ 日本近代文学館､ 1 98 1年｡
芹沢俊介 『鮎川信夫』 深淵叢書 東京､ 国土社､ 1 97 5年｡
芹沢俊介 『戦後詩人論』 東京､ たざわ書房､ 1 9 8 0年o
高村光太郎 吉本隆明 ･ 北川太 一 編 『高村光太郎選集』 第1巻､ 第3巻 増訂版
東京､ 春秋社､ 1 9 81年｡
高村光太郎 『高村光太郎全集』 第8巻 増補版 東京､ 筑摩書房､ 1 9 9 5年｡
田口 哲也 ｢鮎川信夫に と っ て の T.S. エ リオ ッ ト ー 鮎川信夫と エ リオ ッ ト - +
｢大阪工業大学紀要+ 人文社会篇 第3 3巻､ 第1号 (1 9 8 8年) ､ 119 - 1 29頁｡
武田勝彦 『比較文学の試み』 東京､ 創林社､ 1 9 8 3年｡
田中清太郎 ｢T.S. エ リオ ッ トと 『荒地詩集』 + ｢学習院大学文学部研究年報+
第2 5号 (1 9 2 8) ､ 7 9- 1 01頁｡
谷口茂 『フ ラ ン ツ ｡ カ フ カ論 - ユ ー デ ン トウ - ム との関係を中心 に - 』 東京､
明星大学出版部､ 1 9 83年｡
田村隆 一 『円村隆 一 詩集』 現代詩文庫1 東京､ 思潮社､ 19 6 8年｡
田村隆 一 『若い 荒地』 東京､ 思潮社､ 1 96 8年｡
淡野安太郎 『ベ ル グソ ン』 新装版 東京､ 動学書房､ 1 9 96年｡
干葉宣 - ｢詩論の 発展 と流派 の 展開 一 昭和期 - + 中島健蔵他編 『日本近代詩』
比較文学講座II､ 所収 東京､ 清水弘文堂､ 197 1年､ 34 - 92頁｡
千葉宣 - ｢ア ヴァ ン ギャ ル ド詩運動と大正詩の崩壊 一 束来派の詩的動態を中心に
-
+ 村野四郎他編 『講座 . 日本現代詩』 第2巻､ 大正期 ､ 所 収 東京 ､ 右文
書院､ 1 9 7 3年､ 3 0 7- 5 6頁｡
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千墓誌1%
r
驚 号V,莞年1t2JSi*P:#iB6)甥窓場合+ ｢国文学 解釈と鑑
ツ ア ラ ､ トリス タ ン 小海永二 ｡ 鈴村和成訳 『七 つ の ダダ宣言とその周辺』 セ
リ ｡ ク レ ア シ オ ンⅠ 東京､ 土曜美術社､ 1 9 8 8年｡
塚
1
J5
if. 芸欝器量ア諾諾 卜 ダダと未来派の 二 ○世紀』 講談社現代新書
辻壇編 『カ フ カの世界』 東京､ 荒地出版社､ 1 9 71年｡
fF
.
n
8撃喜頁｡
｢文学者の 発 する声+ ｢R O ”Z A+ 第1巻､ 第5号 (1995年8月) ､
鶴胃孟{.年1
r
2
%
B
-
芋て習ila8欝
｢死の灰詩集+ + ｢詩学+ 第9巻､ 第1 2号
テ ィ ズ夕ル ､ キ ャ ロ ライ ン ア ン ジ ェ ロ ･ ボ ッ ツ オ ー ラ 松田嘉子訳 『未来派 -
F T U RIS M- 』 東京､ P AR C O出版､ 1 9 92年.
デ ･ ブル リ ュ ッ ク ･ 木下秀 千葉宣 - 解説 『未来派とは ?答える』 長谷川泉監
修､ 近代文峯評論叢書1 5 東京､ 日本図書セ ンタ ー ､ 1 9 90年｡
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(千葉大学学位申請論文)
日本現代詩運動における ｢荒地+ 派の比較文学的研究
資料 瓦‡ コ ン コ … ダ ン ス - 鮎川信夫全詩 -
※ 資料作成に当た っ て は､ 『鮎川信夫全集』 第1巻 ､ 全詩集
(思潮社､ 1 98 9年) に収め られて い る詩作品を対象と したo
但 し､ 拾遺詩篇､ 及び ､ 翻訳詩は除い た｡
※ 本 コ ン コ - ダ ン ス は､ 詩作品番号 ､ 詩行番号､ 詩句 の 順 に
配列 されて い る｡
m - i
目次 : 詩作品番号表 … . … . … … … ‥ ‥ … . … … … … i - vi
コ ン コ ー ダ ンス あ ー こ 旺 … . . . … … 1 - 3 6 5
詩作品番号
盛星
001
002
003
004
0 05
006
007
008
009
010
011
012
013
014
015
016
017
018
0 19
020
02 1
0 2 2
023
02 4
025
026
02 7
0 2 8
0 2 9
03 0
031
03 2
ロ
黄昏
棟眠
扉の 中
蝋燭の 中 一 夜に
遊園地区
花 - ｢亜細亜+ の 一 部
河 - ｢亜細亜+ の 一 部
演 - ｢亜細亜+ の 一 部
樹
少年の ス ピイ ド
春の頒歌
ギリシ ャの 日傘
夏の So u v enir
楽器の 世界
室内
田園の祭礼
の どかな樹 のある抄漠
夢見る室内
夢の 使用時間
名刺
唄
白い 像
カタ ス トロ フ
睡眠
非望の 自転
魅入 られた街
椅子
椎音の形態
室内
黄昏の 椅子
十二 月の椅子
椅子
(窓は明るい 海の水で)
(影をゆ らせて)
(時空の 瓶の底に)
(ドアはなかば開い た まま)
遊星
0 3
034
035
03 6
037
038
03 9
040
04 1
04 2
0 43
044
045
046
04 7
04 8
049
050
051
052
053
054
055
056
057
05 8
059
060
061
062
063
064
0 65
06 6
ロ
形相
雨をま つ椅子
雨の 歌
形相
形相
陰欝
泉の 変貌 (明日は恋なき者に恋あれ
形相
囲続地
神 (こ ころ)
柿 (こ ころ)
神々
雨に作 られ し家
橋上の 人
耐えがたい 二 重
トル ソ に つ いて
日の暮
死んだ男
病院船室
姉さん ごめん よ
落葉
ア メリカ
繋船ホテル の朝の歌
風景
1 9 48年
白痴
秋の オ ー ド
行人
橋上の 人
あなたの死を超 えて
淋 しき二 重
裏町にて
夜 と沈黙につ い て
あけて ください ､ どうか
(一 本の 茎は清浄な水を欲する)
(おそらくは実らぬであらう樹木)
(ドアの 外では)
明日は恋ある者にも恋あれ 詩人)
(髪は散る)
(庭は荒れ て 影もなく)
(石で葺かれ た屋根をで て)
(高い欄干 に肘をつ き)
(彼方の 岸をの ぞみながら)
ll
塵呈.
0 6 7
068
069
0 70
071
07 2
073
074
0 7 5
076
07 7
0 7 8
079
080
08 1
08 2
083
084
085
08 6
087
0 8 8
08 9
09 0
091
092
093
094
095
0 96
097
0 98
09 9
10
Eコ
｢なぜ ?+ につ い て
臨 または真の 手紙
天国の 話
夜の終り
今日の なか の昨日と明日
競馬場 にて
海上の 茎
サイゴ ン にて
遭かなるブイ
なぜほくの手が
神の 兵士
出港
消え ゆく水平線
水平線につ い て
港外
波と雲と少女の オ ー ド
夕陽
木棺の 町にて
ある男の風景
夏過ぎて
可愛い い ペ ニ イ
小さい マ リの歌
冬物語
紫堰
この街 に生れて
この 涙は苦い
深い ふかい 眠り
シ ンデンの 海
父の死
｢バルセ ロ ナ+
LeCirqu e
明るい キャ フ ェ - の椅子
逃げるボ ー ル を追 っ て
も しも 明日があるなら
iii
盈邑
10 1
102
103
10 4
105
106
10 7
108
109
110
111
112
1 13
1 14
1 15
1 16
1 17
1 18
1 19
1 20
12 1
1 2
1 23
1 24
1 25
1 26
1 27
128
12 9
130
131
132
133
134
ロ
兵士の 歌
喪心の うた
イ シ ュ メ ェ ル ｢白鯨+ より
秋思
最も暗い 月､ 三月
ある記念写真か ら
さざなみは海を渡 っ て も
夏を送る即興詩
落葉樹の 思考
もう風を畢む こともない
路上の たま しい
戦友
世界は誰の もの か
ある冬の は じめ に
別離の うた
吐く息の
苦 しさにたえかねて
呪婚歌
川岸にて
春の 感触
夏 へ の挨拶
冷た い雨
新年に
異聞
生き残 っ た者の ための エ ビタ フ
ア ポロ 1 1号に贈る詞
途上 (｢路上の た ましい+ 改題)
新聞横丁
顔の ない 夢
首の桶
帰心
閉ざすうた
愛なき者の 走法
催涙広場
1V
盈邑
135
136
137
138
139
1 40
14 1
1 42
1 43
144
1 45
1 46
1 47
1 48
1 49
150
151
152
153
1 54
155
1 56
1 57
158
159
160
161
162
163
164
165
166
167
168
⊂コ
詩法
MyUnited Red Ar my
生証人
どくろの 目に
宿恋行
地平線が消えた
同行者
Solzhe nitsyn
醜の ヴィ ジ ョ ン
女尊の 崇り
暗い 夜 へ の 信号
寝て い た男
死 につ い て
消息
波間の 郷愁
私信
WhoI Am
こんな夜には
撃刀の 歌
帰館
理想の 良人
餐
秋の 祈り
詩がきみ を
夢ちが い
必敗者
い まが苦 しい なら
倦術
跳躍 へ の レ ッ ス ン
ミ ュ ー ズに
父
ひ よ つ とすると
廃屋にて
水のうた
塵呈
169
1 70
1 71
1 72
1 73
174
1 75
1 76
1 7 7
1 78
1 79
180
181
182
183
184
185
186
187
188
189
19 0
191
192
193
ロ
形相 (綿帯にふれたあとの)
ある朝の散歩で
幸福論
冬の フ ァ ン トム
独白 (一 九七九年十二 月某夜)
黒田三郎
病床の友 へ
風
影
切願
室内楽
青い 手紙 - ｢形相異聞+
嵐が来る - Nカ ン トリ ー ･ クラブの休憩室で
老年につ い て
駅前通 りを抜けて
家族の フ ロ ンテ ィ ア
ジ ョ ン ･ レ ノ ン の死に
時間論
殉教
私信 一 桑原英夫に
00 0年
山を想う
夕日の つ ぶやき
海の 変化
風景諭
Vl
ああ
0 1 1 0 1 7
0 1 7 0 之3
0 1 7 0 3 9
0 3 6 0 1 8
03 9 10 2
0 3 9 13 5
0 5 3 0 5 5
054 167
0 55 0 52
0 6 1 0 2 9
0 6 1 0 3 3
0 6 4 0 12
0 7 0 0 1 4
0 7 0 0 3 7
0 7 7 0 3 2
0 7 8 0 17
0 8 3 0 20
0 9 4 0 2 2
1 0 0 0 27
1 6 7 0 6 5
1 8 6 0 0 2
あい
1 5 6
ああ ぼくたちは幸福である
ああまるで天国で ござい ますと
ああ助けてくれお助け下さい
ああ愛する花 とともにゐ たい な
ああ呪放れてもよい
ああ玄コか
ああ世界が暗くな っ て ゆきます
ああ い つ の 日からか
ああ おれは雨と街路 と夜がほ しい
ああ時よ ､ な ぜ流れる のか
ああ､ これからどう しよう ･ - -
- - ああ､ あの こ とねo
ああ､ それだけの こ とな の だ｡
ああ､ ぼくの 頭の なか には
( ああ人間性よ･ - -
ああ 夜昼の さかい な く
ああ 虚心の 鏡に映る
ああ 太陽は全身にものうく
ああ それが何の ｢は じめ+ かわ からぬうちに
ああ 丘の うえの 廃屋よ
ああ
( ｢愛+)
o 37 わが日本語の ｢愛+ は
あい ( 餐)
0 2 1
0 2 4
0 2 9
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
2
6
6
6
9
9
9
1
1
1
1
0 2 2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
1
1
1
1
2
3
3
9
3
8
0
4
3
5
2
4
8
6
3
9
4
4
7
9
7
と披く離れて文字を愛 して
る 血液を噴き上げて い る白い管は輝やける噴水の愛撫をう
やはり変.らぬわたしたちの 愛よ
わたしを愛撫するの はむかしの夢であらう
あれらの 花花はなる ぺ く愛する
ああ愛する花とともにゐたい な
それらは花花ほ ど愛らしくない
愛も
も っ と小 さな愛を
愛の 生誕の 日を
い としい 藻 あの愛着の汐 よ
愛婦ある仕科 (しそさ) で柔かい 羽 に堅 い 噂をこすり つ ける
あなたを愛する者はない
あなたを愛する者はない
00
0
0
0
4
4
5
5
5
0
0
0
0
0
5
7
8
2
2
2
2
5
5
6
6
0
0
0
0
0
0
6
3
8
1
1
2
6
6
6
6
7
0
0
0
0
0
4
5
8
8
0
7
7
7
8
8
0
0
0
0
0
8
8
0
0
1
4
5
5
7
8
8
8
0
1
1
1
1
1
8
0
7
7
8
8
1
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
4
2
2
5
7
2
2
3
3
3
3
1
1
1
1
3
8
9
3
3
3
6
7
4
4
4
1
5
8
0
0
.
0
0
0
0
0
1
1
0
1
1
1
1
0
0
1
0
0
5
6
8
0
3
7
1
5
3
5
3
5
6
6
2
2
0
0
0
0
0
2
3
3
0
1
0
0
0
0
0
8
8
6
7
5
8
4
3
2
0
2
0
0
0
0
0
0
1
1
0
5
9
4
4
5
7
0
0
0
0
0
0
7
1
1
1
3
0
0
0
0
0
7
4
1
0
7
3
0
0
4
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
0
1
9
3
4
5
0
8
5
0
0
3
1
8
8
0
6
自己愛が底深く凍り つ い て しま っ て い る こ とを - -
内部からのひかりをひそかに愛撫して い る
愛と死の 隠れんぼはや っ ばり楽 しい もの だろうか
あなたが男を誘惑するはずだ っ た可愛い い 頬 の黒子の こ とを
情慾に飢えたわた しの魂をやさ しく愛撫する
あなたの 可愛い い 頬 の 黒子の こ とを
可愛い い 格子の ス カ ー トをはい て います
たまたま可愛い い 瞳を して い たからとい っ て
未来も愛もありや しない ｡
あなたは愛を持たなか っ た､
愛 して い ても愛 しきれるもの で はな い し
- 一 愛 のない 窓には未来がない ｡
燃える屋根の下に ､ 愛は
(- - 愛 して い ます
愛 して い ます - - )
鋭 い 愛の杭 にかけて
あな たがい くら黒髪を愛撫 しても､
愛もな ければ､ 憐みもない ｡
自然を愛するあまり
うん と愛をあたえてやるわ+
は っ きり した愛情もあれば
女たちの血 のなかから愛の 喜びをしぼりだそう
｢ペ ニ イや ペ ニ イ 可愛い い ペ ニ イ+
けれ ど きみ の 愛犬 ペ ニ イ は
｢ペ ニ イや ペ ニ イ 可愛い い ペ ニ イ +
ぼくの持 っ て い な い 愛情を思い 出させ る
ど こまでも つ づく愛の 歌で
むか しの愛も あたらしい 日附の 憎しみも
愛と憎 しみに撃たれた裸身の 放そさに
祖国の 栄光と同胞の愛を信 じて地平線になだれてい っ た
安全 へ の 愛,怠惰 へ の 退却
愛を求め
失 っ たもの へ の 愛 の 放かに
愛や敵意が目標にうまく とどい たため しがあるか い ?
隣人を愛して
わが心 の愛する者をたずね しが
愛する者を欲 しない ためか?
なん じの 心 の 愛する者を知れりと
残酷さ こそ 愛な の に
意地汚なく愛撫を重ね
愛以外の何かだ っ たわ｡ 抱きあ っ て ､ 苦痛で よじれる縄梯子にすが
っ て ､ 宙ぶらりんで
愛がなくともにん げん は生きられる
愛は身をほそらせ ､ 日々 の仕事は疲れを つ の らせ る ｡
1 5 1 0 3 8
1 5 6 0 0 2
1 5 6 0 0 5
1 5 6 0 0 8
1 5 6 0 1 1
1 5 6 0 2 1
1 5 6 0 25
1 5 6 0 2 9
1 5 6 03 7
1 6 7 0 6 7
1 7 6 0 1 5
18 3 0 2 2
1 8 4 0 2 3
18 4 0 2 5
1 8 5 0 1 6
18 5 0 2 3
1 8 6 0 6 3
あい 藍
007 0 0 6
0 18 0 0 3
あい か (哀歌)
0 65 0 3 1
あい き ょうある
0 4 1 08 7
あい けん
0 8 7 0 0 5
あい さ つ
1 6 6
あい さ つ
0 5 4
12 8
17 8
18 0
18 8
あい して
0 2.1
愛を求めてさまよい
愛と いう言葉は
愛 して い るなんて
愛 して い ますと
愛 して い るな どと 口走 っ て い たら
愛は形式的だ
愛とい う言葉は身に つ かぬ ので ある
愛とい う言葉は
わが日本語の ｢愛+ は
愛しきもの よ さらば
愛する とは
よちよち歩きする可愛い い 女 の 子に
愛しあうことができる
結び目に愛がない からで
愛する着から引裂かれて - ･ -
だ が､ 愛する時間を奪われた
餐
古風な鐘は藍をに じませて鳴る 曇る 動かな い 土絵具の カ ン ヴ
霧は伽藍を沈めて しま っ た
暴風の夜を飛んで い っ た｡ 哀歌をうたい なが ら
(愛嫡ある)
愛婿ある仕科 (しそさ) で柔かい 羽に堅い噂をこすり つ ける
(愛犬)
けれど きみの 愛犬 ペ ニ イ は
o 1 8 あい さ つ した のがなぜ悪い ?
(挨拶)
1 6 1 な にげな い 挨壬夢のうちから生れる未知の 国民の こ とを - -
o o 8 別れの 挨拶 は簡単だ っ た
o o 9 あれが最後の 挨拶にな っ たと
o 5 0 ｢ど こ か で 会 っ て ､ きりげな く挨拶を交したような ､ 奇妙な余韻をひ いて いくと こ ろ+ それは私に してもそうで し
o 3 1 何の 挨拶も しなか っ たの で 披な い だ ろうかo
( 愛して)
o 2 2 と放く離れて文字を愛して
0 6 2 0 3 2
0 6 8 0 3 6
0 6 8 0 3 7J
1 2 9 0 0 4
156 00 5
156 0 0 8
15 6 0 1 1
あい ず 合図
0 28 0 33
1 4 2 10 4
16 9 0 19
あい ずする
1 4 2 1 0 4
あい する
0 3 6
0 3 6
0 4 1
0 4 1
0 7 1
13 3
13 3
愛 して い ても愛しきれるもの ではな い し
(･ - - 愛 して い ます
愛 して い ます - - I)
隣人を愛して
愛して い るなんて
愛して い ますと
愛して い る などと口走 っ て い たら
ねぢれた鎖の やうな数柄の 列車の合図が響き
おそ らくぼくたちは 放 っ きり 否! と合図するだけで よい だろう
満天の 星からの合図に
合図する
おそらくぼくたちは は っ きり 否! と合図するだけでよい だろう
(愛する)
o 14 髭トれらの花花はなる べ く愛する
o 18 ああ愛する花 とともにゐたい な
10 9 あなたを愛する者はな い
1 4 7 あなたを愛する者披な い
o 3 0 自然を愛するあまり
o o 5 わが心 の 愛する者をたずね しが
o 1 0 愛する者を欲 しな い ためか?
13 3 0 18 な ん じの 心 の愛する者を知れりと
1 7 6 0 15 愛すると汝
1 8 5 0 1 6 愛する者から引裂かれて - -
1 8 5 0 2 3
あい そ (哀訴)
0 2 8 009
あい だ
0 5 3 0 23
0 5 5 0 3 4
0 5 5 0 5 6
0 6 2 0 4 9
0 8 8 0 15
10 1 027
1 1 2 0
1 57 0
1 6 5 0
1 6 7 0
1 2
0 7
2
3
3
5
だが ､ 愛する時間を奪われた
哀訴の 蒸気を吸殻 とともに皿 の 上に捨て る三重 の硝子の 向ふの銭格子の 中の
永い あい だ眠 っ て い たお姉さん !
放て っ た肉体の あい だ の
西と東の 二 つ の大戦のあい だに生れて
枯革の あい だの四月の 若芽の ように萌えて い ます
わけ へ だて のな い ぼくたちの あい だに
ながい あい だこ の 境野を夢みてきた それは
鍵穴や本の あいだにしこたま隠しこんでる狐め
呈と星と の あい だ には
父とは半生の つ きあい だ っ たが
まばたきとまばたきの あい だにも
18 6
あいだ
0 0 7
0 10
0 1 1
0
0
0
0
0
0
0
1
2
3
3
3
3
3
0
0
0
9
7
3
6
7
9
9
3
3
4
9
9
1
o 6 9 空間と空間の あい だに時間が挟まる
間
008
0
0
0
0
0
2
0
1
0
0
0
0
0
1
1
1
0
1
1
0
9
0
5
9
1
2
6
0
1
2
9
1
0
0
5
6
046 0 0 7
0 4 8
0 4 9
0
0
0
0
0
4
5
5
5
5
0
0
0
0
0
9
1
1
4
4
5
5
5
6
7
0
0
0
0
0
1
1
4
4
5
5
7
7
8
9
9
9
0
1
1
1
1
1
1
1
1
7
4
0
0
5
6
2
1
2
2
2
2
3
1
4
4
6
2
2
6
8
0 3 2
0 0 5
0
0
0
0
0
0
1
1
0
3
5
6
7
0
0
0
0
0
2
2
0
4
1
1
4
3
0
2
3
3
0
0
0
0
0
0
0
0
1
8
5
9
3
2
2
9
8
0
1
3
3
0
0
0
0
0
0
0
7
2
7
9
1
4
2
1
2
1
8
4
0
8
多孔質の雲の 聞からトン ボの 限の やうに碧く ア ス ピ リ ンを積ん
手をあげた少年の 五指の 聞から
どうかすると沢山人間が動い て ゐる
花と大理石の 間で
ねぢによ っ て組み立て られてゐる空間に
盲目はドア の隙間から入 っ てくる
みずみずしい樹木と花花の 間で
わづかな ドア の 隙間か ら
永遠 よりみ じか い 時間の うちに
木と木の 間の寒い廊下に貯んで
死の谷間が深い やうに
む しろあなたの 占めてゐ る空間に
そ して時間が徒らに過ぎてい っ た
澱んだ鈍い 時間をかきわけ
地平線がの せて い る人間の 重たい故郷
重たい 悲 しみ に塗りこ められた人間の影がある｡
私たちの 間には ひろ い 荒涼たる眺めが ､
人間の遠 い未知の故郷 へ
人間はチ ュ ー ブの ようなもの であ っ たらよい
彼等が剥製の 人間で あるか どうか
単に より高尚な国民 結社 人間の 材料にすぎない と
おお いまこ そ偉大な人間と大きな河は
暗い存在が抽象その もの に凍ろうとする時間の はずれから
空虚なメラ ン コ リイ の 谷間にふり つ づ い て い る
沈黙が占めて い る空間に反響 した｡
かれとぼくの 間に古ま
(ああ人間性よ - -
ど こまでも つ づく青い 灯の 谷間にも
人間が自然に手を つ ける方法は - -
人間の仕事は
どう して人間がすこ しも苦 しまずに死ねようか?
永遠 プラス五分間を ｢早く早く+ とせき立てて い る
口実似の うまいおまえの仲間は
最高に人間的だ っ た同志スタ ー リ ン
人間くさい
仲間も涙も校歌も国家も売り足りない が
(短評 : 空間はどの 部分も遅れてい る?)
そんなに遠くまで人間の 言葉をとどけに い く
人間の 精神の問題かも しれな いから｡
人間が住んでねえんだ 青から
13 3 0 0 3
1 4 2 0 33
1 4 2 10 8
1 4 2 1 16J
1 4 2 1 2 0
1 4 5 0 0 5
1 4 5 0 3 3
1 4 5 0 3 5
1 4 8 0 1 2
1 4 8 0 2 8
15 0 0 1 7
15 0 0 2 7
15 0 0 2 8
15 0 0 3 0
15 1 0 0 2
15 1 0 0 5
151 04 4
153 0 1 3
154 0 0 8
15 8 0 2 0
16 0 0 01
16 0 02 2
16 0 0 2 3
16 0 0 5 8
16 5 0 1 3
16 6 0 0 4
16 7 0 5 4
17 2 0 0 8
17 3 0 1 4
17 4 0 1 1
18 4 0 1 2
18 5 0 2 2
18 5 0 2 3
18 6 0 2 9
1 8 6 03 1
18 6 03 2
1 8 6 03 3
1 8 6 05 3
1 8 6 0 6 6
1 8 6 0 6 9
1 8 6 0 7 2
1 8 6 0 7 5
1 8 6 0 7 6
人間蛾は街の燈火に誘われる
支配に自信なく 人間の 良心を
一 個 の弱い 人間の信念をも挫くこ とができな い とわかれば
信念を持 つ 人間の精神が世界最強の カには通 じな い とか
これ以上披 一 歩も進ませな い そ と宣言する不屈な人間の精神の みが -
芋虫色の 車を時間外駐車で路上に放置 し 道徳の坂を下り左折 してまた坂を登る とす(h 右
僑れるものもない空間にそれは侍れてい た+
壁の な い 空間にそれは侍れてい た
新宿の 同 じ酒場の常連で ､ 同じ雑誌の 仲間だ っ たが ､
とり返 しの つ かぬ時間が過ぎてい たの である o
しかし､ 友人たちは仲間の だれかれをあてこ す っ て い る のだと思い こみ ､
何かが間違 っ て い ると感ぜ ざるをえなか っ た｡
二十人ほ どい た仲間の うちで ､ 現在 ､
これは､ 私だけが ｢虚構の 個性+ を つ らぬき､ 偽善の 間道をく(o りぬけて ､
こ れは間違い な い
軍歴は傷碗期間を入れて約二 年半ほ ど
ずい ぶん手間暇の かかる異にな っ て い る
こ の 瞬間 へ と高ま っ た時の 頂きから
苔むす岩間に白い 滝を忘れてきた
自然にたい して有罪でな い 人間は い な い
忘れられてい く人間の過程が
(公衆の 面前で は 場違い な人間とい うの と同じだ)
それで 時間 つ なぎに詩を聞かせ てくれとせが まれ 聴衆の もとめに応 じて
遺体は屍体置場に二 日間放置されたままであ っ た
ぼくたちの 間には どんな逆転もありえな い の だか ら
失われたもの と現在あるもの の 中間で
人間の あぶらが
どれだけ時間がかか る の か
そ こ では人間の血がまだ新鮮なの だ
こ の 三十年闇､ ぼくはきみに 一 度も電話などしたことがな い ､ ち ょ っ ぴり心が痛み ､ それはなぜか と考え出すと､ 疑
日本人妻の 間にできた子供で ある
い ずれ世間は納得する
だが､ 愛する時間を奪われた
みんな若か っ たと了解 した瞬間､ 未来に到着して い た こ とがわか っ た
過去と現在の空間がびたりと重なり､ そ の 輪郭がずれてぼやけてい く
( 時間の 正体を見たんだ)
一 種 の 時間差攻撃ですね?
どんな空間の なか にあ っ ても､
空間が空間であるうちは物の集合にすぎない から
空間と空間の あい だに時間が挟まる
時間は偉大な造物主だからね
時間の きまざまな変形態にすぎぬ)
万物は時間の塊りで
18 6 0 8 0
18 6 0 8 3
18 6 0 8 7
18 7 0 3 0.?
18 8 0 3 4
19 2 0 1 4
19 2 0 1 7
あい だから
0 0 7 0 0 8
0 1 0 0 2 0
0 3 3 0 0 9
0 3 7 0 1 2
誰かが寄席 してくれたナポレオ ン の - 壌もい ずれ劣らぬ時間の 傑作だ っ た
思索も夢も時間の 戯れで
時間を忘れてぼんやりするの だ っ た
なおかすかに雲間にあ っ た
そ の 間､ 昔 の 仲間が､ 三人死んで い る｡
薄暮 と昧爽 とをとりちがえてい た迂闇さ に､ 狼狽するも間なく ､ 巨大な生きもの の胎内にの み こまれるように ､
よく よく見れば ､ そ こ から - 米間隔くらい で ､ 白い 明りが点々と つ づ い て い る の だ ｡ 迷う者の ために設けられた救急
聞から
多孔質の雲の 聞からト ン ボ の 眼の やうに碧く ア ス ピ リ ンを積ん
手を糾ヂた少年の 五指の 聞から
盲目はドア の 隙間から入 っ てくる
わづ かなドア の 隙間から
あい だで 間で
0 1 9 0 1 0
0 3 6 0 1 1
0 5 4 05 4
1 6 6 00 4
1 8 6 0 6 6
あ いち や くの
0 4 1 03 4
花と大理石の 間で
みずみずしい樹木と花花の 間で
彼等が剥製の人間であるかどうか
失われたもの と現在あるもの の 中間で
空 間が空間であるうちは物の集合にすぎない から
(愛着の)
い と しい藻 あの 愛着の汐よ
あい つ ら
0 3 9 1 2 1 だがわたしはあい つ らを許さ ない
あい て
0 0 8 017
0 1 4 0 10
0 6 6 0 25
あい て 相手
0 5 8 0 3 7
1 1 2 0 3 9
18 1 0 1 1
18 6 0 4 7
レ コ オ ド音楽にクチあいて 緑の 藻を夕 べ てゐる
みんな ポカ ン と 口をあい てゐ ると
二階 の窓があい て
サ ラリ ー マ ンや労働者を相手に
さび しい酒場の 女たちを相手に
十八 の 小娘を相手に
理解されない と思うの は倣慢 ､ 相手に対する侮辱です!
ア イディ ア
10 6 0 18 アイデ ィ アもなければ 構成も弱い
あい て ゐる
o 1 4 0 10 みんなポカ ン と 口 をあい てゐ ると
あい ぶ
0 2 4
0 3 2
0 4 8
0 5 2
0 7 0
13 7
(愛撫)
0 0 3 る 血液を噴き上げて い る白い管は輝やける噴水の 愛撫をち
0 1 2ノ わたしを愛撫するの はむか しの夢であらう
o 1 6 内部からの ひかりをひそかに愛撫 して い る
0 1 3 情慾に飢えたわた しの魂をやさ しく愛撫する
0 1 8 あなたがい くら黒髪を愛撫 しても､
o o 8 意地汚なく愛撫を重ね
あいぶ して (愛才無して)
0 48 0 16
0 7 0 0 1 8
あいぶ して い る
0 4 8 0 1 6
内部からの ひかりをひそか に愛撫 して い る
あなたが い くら黒髪を愛撫 して も､
(愛撫して い る)
内部からの ひかりをひそかに愛撫 して い る
あいぶする (愛撫する)
0 3 2 0 1 2
0 5 2 0 1 3
あい まい
1 6 4 0 1 2
1 6 4 0 13
1 6 4 0 1 4
あい ま し ょう
0 5 4 1 13
1 之8 0 5 7
あい らしく
03 6 0 2 6
ア イル
1 4 6 0 4 9
18 4 0 1 1
ア イ ル ラ ン ド
18 4 0 1 1
あう 会う
05 0 0 2 3
05 4 0 0 3
05 4 0 5 1
わたしを愛撫するの はむかしの 夢であらう
情慾に飢えたわた しの 魂をやさ しく愛撫する
あいまいで ずる い
あいま いな の右ま
ぼくらの 関係が あい まい だからだ
会い ま し よう
｢また明日会い まし よう も しも明日が あるのなら+
桜の 咲く頃 また会い まし ょう
(愛ら しく)
それらは花花旺 ど愛ら しくない
き っ と こ こ か ら出してあげますよ (アイル ゲッ チ ュ - ･ ア ウ ト ･ オ ブ ･ ジ ス) +
ア イル ラ ン ドとス ペ イ ン の混血 の 男と
アイ ル ラ ン ドと ス ペ イ ン の混血 の 男と
立会う者もなか っ た
僕らはもう会うこ ともな い だろう
賢い 三人の 友に会うの である
077 0 0 3
10 0 0 7 9
1 1 2 0 1 3
18 0 0 2 1
神 の復活に出会うよりもたやすい
ぼくたちが出会う場所汝
過去で しか会うこ と の ない おれたちだ 何の 秘密もあるもの か
これから会うこ とはな い が
ア ウト
1 4 6 0 4 9 き っ と こ こから出して あげますよ (アイル ゲッ チ ュ - ･ ア ウ ト ･ オ ブ ･ ジ ス ･) +
あえぎ 職ぎ
1 9 1 007 虫獣の 晴ぎ
あお 青
0 0 1 0 0 1
0 01
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
4
5
6
7
0
0
1
2
3
4
5
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
0
0
0
7
7
8
1
1
3
4
5
5
8
9
3
9
4
4
4
4
1
1
2
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
1
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
6
0
1
4
3
3
5
8
2
5
3
2
0
2
2
1
0
1
0
0
1
2
0
1
0
0
0
0
4
2
4
7
0
2
4
5
2
4
8
4
0
1
2
2
3
1
0
2
9
7
9
7
7
3
2
青柄の シャ ベ ル で
青 い 窺を裂く
海の 景色はこんな に暗い 青でせうか
ガラス の 中の 青い 花
青い 帽子の微風が通り
爆発したセ ロイ ドの匂が 室内を明るく した 青い
阿片の軽艇 (ボー ト) は霧の中 ヘ 音い 泡を残して去る べ く 一 人 の 少女を誘拐
日の 匂を発散させる少年は青い 麦の 芽である
青い 麦の芽の匂が向日葵の あたりにの こる
青い 花とまちが へ たりする
青い舌を垂らした植物の蔭から
青い けむりの 蛇が枝を登り
樹の海に青い ぎん の雨が降 っ たよ
室内を青く洗 っ て ゐる
青い アタ マ が音をあげた
青い アタ マ は蒼くなり
青い芽が伸び る
青い 樹の 下は
青い ブ ヌ ウ マ チ ッ ク の ように
青い 葉が溶かして しまふと
脳髄は青く透明である ざわめきの 聞こえる孔には栓を つ め
青い 雨のやうに燕 のやうに
脳髄披毒の やうに青くなる
青い森林の地区に
窓は開かれて北方に青く
青い 皿 の あたりに葉脈を
ひややかな青い噴水も
青い 霧が立ち革め
青春よ もう再び戻 っ て きては い けな い
脱ぎすて た分身が青く光る
さ っ と青 い畳 のう へ に来た
04 5 0 1 9
04 6 0 2 5
04 6 0 5 4
0 5 0 0 1 1
0 5 2 0 1 9
0 5 4 0 6 之
0 5 4 15 1
0 5 5 0 1 9
0 5 6 0 2 2
0 5 7 0 0 6
0 5 7 0 0 7
0 5 8 0 2 0
0 6 1 0 4 0
0 6 1 14 4
0 6 1 1 6 4
0 68 0 1 0
0 6 9 0 0 4
0 7 0 0 5 6
0 7 0 0 6 0
0 7 2 0 1 7
0 7 4 0 1 5
0 7 6 0 1 9
0 7 7 0 2 1
0 7 9 0 0 5
0 8 3 0 1 9
0 8 3 0 2 1
0 84 0 1 0
084 03 2
0 8 6 00 3
09 3 0 2 3
0 9 8 0 1 6
09 8 0 2 7
10 0 0 6 8
10 8 0 1 0
14 7 0 0 5
14 9 0 0 2
15 3 0 0 1
1 67 0 1 1
18 1 0 3 0
18 8 0 5 3
18 9 0 3 0
あおい 青い
畳 よりも青い顎の 若い 主は しば し呆け る
こ の摘も海中に漂ひ去 っ て 躍りた つ青 い形象となり
群青に支 へ られ 眼を彼岸 へ 投げながら
Mよ､ 昨日の ひややかな青空が
あなたの未来の指輪が青い 光をあつ め
ぺ テル スブルグの 青年が僕たちに告げたこ とを - -
ちぎれた青空の ように飛んだ 一 枚の ハ ン カチ ー フ
青 い海 の なかに 二人の 運命をうか ぺ てい るはずであ っ た
風景披い っ そう青ざめてくる の みである
青空の 下で
パ ス カル の 読み方を教えた青年が戦死し
破れた天井の青空が
青白い サ ラ リ ー マ ン が歌 っ て い た ｡
あなたの青銅の額 には ､ 濡れた藻の髪が垂れ､
そ して滞れた藻と青銅の額の 上に ､
青淡色の海
青白い 少女が
なん とい う青白い 顔をして い る の か
誰だ! 青白い 霧d)顔で
青､ 赤､ 黄 ､ 白の 運命の使者たち
かぎりなく澄んだ青空であ っ た
きみ の 青白い 身体はみるみるうちに
青白い 記憶の 炎に つ つ まれて
青空の 無の なかに溺れようと して い る
より高い 青空の 深み へ 落ちて ゆく
い ちばん深い 青空よ
そ こには青い灯の バ ア がありますから
どこまでも つ づく青い灯の谷間にも
青く遠い空
孤独な青年の 体臭に
うす青い けむりがゆ っ くり立ちの ぼる
青空 にく っ き･り聾えて輝い て い た五 つ の 尖塔
青空もろとも
青くな っ て い る海
生きる こ とに困難を覚えて い た青年時代だ っ たら
青い 蒙古斑が忘れられない
青い塩水からうまれた生きもの の
明る い 青空が海の ようにひろが っ て い る
さ っ と顔色を青くする
あの 頃披若く､ 青 い顔で咳をして い たが ､
色は青い が新鮮で ない 野菜
10
00 1
00 4
005
006
0 0 7
0 1 0
0 1 0
0 1 1
0 1 2
0 13
0 1 4
0 1 7
0 1 7
0 1 8
0 0 6
0 0 1
0 0 4
0 0 3
0 13
0 0 5
00 8
0 1 2
015
0 03
024
0 2 4
'0 2 7
010
0 2 1 0 0 2
0 2 1 0 1 4
0 23 0 0 5
0 25 0 1 4
0 2 8 0 4 2
0 3 3 0 17
0 3!) 1 29
0 4 1 0 2 7
0 4 5 0 0 2
0 45 0 1 9
0 4 6 0 25
0 5 2 0 19
0 5 5 0 1 9
0 8 4 0 1 0
0 8 4 0 3 2
0 9 8 0 1 6
14 9 0 0 2
1 5 3 0 0 1
1 8 8 0 5 3
1 8 9 03 0
あおい 蒼い
0 1 1 0 1 1
あおい で い る
0 4 6 0 1 5
青 い 謁を裂く
ガラス の 中の 青い 花
青い 帽子の微風が通り
爆発したセ ロイ ドの匂が 室内を明るく した 青い
阿片の軽艇 (ボ ー ト) は霧の中 へ 青い 泡を残して去る べ く 一 人 の 少女を誘拐
日の匂を発散させ る少年は青い 麦の芽で ある
青い麦の芽の匂が向日葵の あたりにの こ る
青い花 とまちが へ たりする
青い 舌を垂ら した植物の蔭から
青い けむりの 蛇が枝を登り
樹の 海に青い ぎん の雨が降 っ たよ
青い アク マ が音を 馴ブた
青い アタマ は蒼くなり
青い芽が伸びる
青い樹の 下は
青い ブ ヌ ウ マ チ ッ ク の ように
青い 葉が溶か して しまふと
青い 雨のやうに燕の やうに
青い 森林の地区に
青い 皿 の あたりに葉脈を
ひややかな青い 噴水も
青い霧が立ち早め
さ っ と青い 畳 のう へ に来た
畳よりも青い 顎の 若い主はしばし呆ける
こ の 橋も海中に漂ひ去 っ て 躍りた つ 青 い形象となり
あなたの未来の指輪が青い 光をあ つ め
青い海のな かに 二人の 運命をうか べ て い るはずであ っ た
そ こには青い灯の バ ア がありますから
どこまでも つ づ く青い 灯の 谷間にも
うす青い けむりが ゆ っ くり立ちの ぼる
青い 蒙古斑が忘れられない
青い塩水からうまれた生きもの の
あの頃は若く､ 青い 顔で咳を して い たが､
色は青い が新鮮でな い 野菜
蒼い 干枯びた心臓を支 - て
仰 いで ゐる
あなたはとほ い橋 の 上で 白昼の花火を仰い で ゐる
あおぎ
o 7 3 0 1 8 不幸な兵士は空をあおぎ
ll
18 2
あおそ
1 7 1
あ翁く
0 1 5
0 2 4
02 5
0 2 9
0 4 2
08 6
10 8
1 8 1
0 1 6
0 18′
青く
00 2
0 0 2
0 2 8
0 0 9
0 1 3
0 0 3
0 1 0
0 3 0
あおく 蒼く
0 1 7 0 2 7
あおげ 仰げ
0 4 4 0 0 6
あおざめた
0 6 0 0 1 9
08 9 0 0 6
あおざめた
0 2 5 0 5 7
0 4 1 0 7 5
0 4 6 0 4 5
06 1 14 3
06 5 0 2 6
暮れゆく空をあおぎ
太陽をかくす 一 片 の 雲をあお(o
室内を青く洗 っ てゐる
脳髄は青く透明である ざわめきの 聞こ える孔には栓を つ め
脳髄は毒の やうに青くな る
窓は開かれて北方に青く
脱ぎすてた分身が青く光る
青く遠い空
青くな っ て い る海
さ っ と顔色を青くする
青い ア ク マ は蒼くなり
仰げば星辰の静かな明け暮れ
悲しみ にあおざめた額の うえに
あおざ めた河明りを見おろ して い る人たちとい っ し ょ に
蒼ざ めた
蒼ざめた肉体は
追憶の蒼ざめた紙片は
内部を刻む時計の 音に 蒼ざめた河の こ の 沈黙は つ きまとひ
蒼ざめた橋上の人よ､
荒涼とした心 に､ 蒼ざめた花嫁をあたえ
あおざめて 青ざめて
05 6 0 2 2
あお じろ い
0 6 1 0 4 0
0 6 9 00 4
0 7 0 0 5 6
0 7 0 0 6 0
07 6 0 1 9
07 7 0 2 1
風景はい っ そう青ざめて くるの みである
青白い
青白い サラリ ー マ ンが歌 っ て い たo
青白 い 少女が
なん とい う青白い 顔を して い る の か
誰だ! 青白い 霧の顔で
きみ の 青白い 身体はみるみ るうちに
青白い 記憶の 炎に つ つ まれて
12
あおぞら 青空
05 0 0 1 1
05 4 1 5 1
7
05 7 0 0 6
′
05 8 020
0 7 4 0 15
0 7 9 0 0 5
08 3 0 1 9
0 8 3 0 2 1
0 9 8 0 2 7
10 0 0 6 8
1 6 7 0 1 1
あおむ けに
0 6 7 0 0 6
あおられた
16 7 0 0 4
あか 赤
00 5 0 0 6
00 5 0 1 6
0 0 6 0 13
0 0 7
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
5
5
5
6
0
0
0
0
1
1
1
1
1
0
7
7
3
4
9
2
6
7
7
7
8
8
9
0
5
2
2
2
1
9
3
7
之
2
2
4
1
4
5
4
0
0
0
0
0
1
0
0
0
1
0
0
2
1
2
1
0
2
9
3
1
0
4
4
4
4
0
0
0
0
0
0
0
0
5
1
3
4
1
0
2
0
1
0
0
0
3
7
6
8
3
2
0
9
0
4
2
0
0
2
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M よ､ 昨日の ひややかな青空が
ちぎれた青空の ように飛んだ 一 枚の ハ ン カチ ー フ
青空の 下で
破れた天井の 青空が
かぎりなく澄んだ青空で あ っ た
青空 の無 の なか に溺れようとして い る
より高い青空の 深み へ 落ちて ゆく
いちばん深い青空よ
青空にく っ きり奪えて輝い て い た五 つ の 尖塔
青空もろとも
明るい 青空が海の ようにひ ろが っ て い る
あおむけによ こ たわ っ て い た
あおられたドア の 開閉音にあわせて
赤い 屋根の学校は
吹かれてゐ る赤い煙突は
それから赤い排日ポスタ ー を
空 いちめん 赤い花が咲く
そ の新 しい 設計こそ白い帽子と赤い ジ ャ ケ ッ トの
赤い蝋燭が点されて
仏陀たちの 鼻は赤くな る
わた しは赤い セ ー タ ー を着て
絵画は燃えるような赤でな ければならぬ
ちい さな赤い唇とは
落ちた夕日の赤い 血が
何もなか っ た｡ 締杉をはな れた赤い月は
青 ､ 赤 ､ 黄 ､ 白の 運命の使者たち
赤帽が白帽をひ きはなした
白帽が赤帽をひ きはな した
何千年の 闇を つ らぬ い て真赤な雲の 火柱がたち
赤々 とス ト - ヴが燃えて い る部屋の
そ の ようにかれの 赤い 血も
故国の空は赤か っ た
赤い 魚も釣 っ てみ たい
赤い 霧がにじり寄 っ てくる
恐怖で 赤く熟れた月が麻に 出て い る
赤い 林道に入 っ て いく
15 3 0 1 2
18 9 0 2 6
あかあかと /
0 5 7 0 2 3
あかあか と
08 9 0 0 2
あか い 紅 い
0 1 9 0 0 3
あかい
0 0 5
0 0 5
0 0 6
0 0 7
0 1 0
0 1 7
0 5 3
0 5 9
0 62
06 5
0 9 3
1 2 1
1 2 4
14 4
赤 い
0 0 6
0 1 6
0 1 3
0 1 2
0 0 9
0 0 3
0 1 0
0 1 4
0 0 4
0 45
02 0
0 1 0
03 4
00 2
あかか っ た
10 7 00 9
あかく 赤く
0 1 7 0 2 1
12 5 0 2 0
14
真赤にそま っ た海が見え
空の海が真赤に煮えたぎ っ て い る のを
夕日があかあかと上衣の肩をそめ
赤々と
赤々 とス ト - ヴが燃えてい る部屋の
掌は紅い 菩彼の花を
赤い 屋根の学枚汝
吹かれてゐ る赤い煙突は
それから赤い排日ポ スタ ー を
空い ちめん赤い花が咲く
そ の新 しい 設計 こそ白い 帽子と赤い ジ ャケ ッ トの
赤い 蝋燭が点されて
わたしは赤いセ ー タ ー を着て
ちい さな赤い唇 とは
落ちた夕日の赤い 血が
何もなか っ た｡ 綿杉をはなれた赤い 月は
そ の ようにかれの 赤い 血 も
赤い 魚も釣 っ てみたい
赤い霧がに じり寄 っ て くる
赤い林道に入 っ て い く
赤か っ た
故国の 空は赤か っ た
仏陀たちの 鼻は赤くな る
恐怖で赤く熟れた月が麻に出てい る
あかし
1 68 0 1 3 生きる こ との 永続性の あか しか
あかそう 明かそう
o9 6 0 1 2 こ の 夢の 果で 一 夜を明かそう
あか つ き
o 1 0 0 2 2 あか つ き がひらけは じめ る
あかぼう 赤帽
0 7 2 0 3 6
o 7 2 0 4 8)
あかり
06 3
06 3
0 6 4
0 6 6
1 7 7
00 6
0 2 1
0 2 2
0 3 9
0 1 1
あかり 明り
0 2 5 0 21
0 4 5 0 1 8
05 6
1
0 2 1
08 9 0 0 6
1 8 0 0 4 4
19 2 0 1 6
1 9 2 0 1 7
19 2 0 2 3
赤帽が白帽をひきはな した
白帽が赤帽をひ きはなした
- - あかりを消 して+ あなたは言 っ た
-
- あかりを つ けて+ あな たは言 っ た
- - さ あ､ あかりを消せ!
眠れない 部屋の あかりがひ と つ
月あかりに見上げる
室内には薄明りの ラ ンタンが
とおい 稲妻の 明りをたよりに髭をそ っ た
ときに河明りが彼の額を照らしだ し
あおざめた河明りを見おろ して い る人たちとい っ し よ に
月明りの下で
震えて い る足許に眼をおとすと､ 白い 四角の標識に ､ 明りが広か にとも っ て い て ､
よ く よく見れぱ､ そ こ から - 米間隔くらい で ､ 白 い 明りが点々 と つ づ い て い る の だ. 迷う者の ために設けられた救急
七十米 と行かぬうちに､ 白 い 明りの標識は消え､ そ こ から先政美 っ 暗であるo
あか るい
0 6 6 0 2 3
0 7 4 0 2 2
あかる い 明る い
0 0 5 0 0 8
0 15 0 0 1
0 2 0 0 0 1
0 2 5 0 3 5
0 5 3 0 0 5
0 5 8 0 2 1
o 5 9 0 0j
O 68 02.5
08 2 00 4
0 8 4 017
0 9 5 0 1 7
1 0 6 0 2 9
125 0 1 5
14 6 0 0 3
1 67 0 1 1
あかるい 月がたずねてい っ た｡
あか る い微風の なかに
明る い シ ャ ボ ン の 中から転がり出た
窓は明るい 海の水で
明る い ガラス 管 の 中で
縞にな っ た明る い光線を歩む
明るい ひとび との 笑顔 も
い つ もい くらか明るい ようです
明るい 海岸の ボ ー ト ヘ 連れさ っ て い っ た
明る い 笑い の 渦をの こ し
こ の 明る い窓枠の なかから
アナ ウンサ ー の 明る い 声はこたえる
明るい無人の電車が
むやみに明る い星空があり 意味なく敏感な宇宙があり
歩哨披い つ も広場の 明るい 日ざし のなかを
明るい 観光ビル の なか に入 っ て い きま した
明るい 青空が海の よう にひ ろが っ て い る
15
あか るく 明るく
006 0 0 3
0 28 0 6 4
o 65 0 0 8J
O9 0 0 1 9
0 9 8 0 2 0
13 1 0 0 2
1 8 3 0 0 6
あか るさ 明るさ
1 2.7 0 0 3
1 7 4 0 2 3
あか るんだ
17 0 00 6
あき
0 4 8
0 5 0
0 5 4
0 5 9
0 60
0 6 1
09 1
1 0 9
1 1 0
1 1 6
13 2
1 3 2
14 3
15 0
157
0 2 0
0 18
00 1
01 9
0 1 2
0 5 7
0 0 7
0 12
0 0 9
00 7
00 8
00 9
0 1 9
00 1
0 0 6
秋
爆発 したセ ロ イ ドの匂が 室内を明るく した 青い
空壌の堆積する地所を揺 るがしながら明るく笑う
明るく笑 っ て いた｡ そ の冷たい ､ 声の な い笑 い 披
け っ して明るくならな い
そ の 白い 手の ように明るく清潔にみえる
空をい くらか明るく した
こ との ほか色鮮やかで明るく
世界の 明るさに耐えたo
｢死後の世界+ の 明るさを先取りして
明るんだ
明るんだ窓に光を失 っ た電燈を消 し
春 夏 秋はまたたくまに過ぎて ゆく
い つ も季節は秋だ っ た､ 昨日も今日も､
それは 一 九四 二 年 の秋であ っ た
秋風がた つ 頃になると
世界の 秋は深くな っ て ゆくように思われる
一 九四○年の 秋か ら 一 九五 ○年の秋まで ､
秋の つ めたい 空気をひきさく
そう して ､ 秋風に身ぶるい して
秋は ますます深くなるばかりだ
よりそ っ て 晩秋の路上に
そ の秋はきた
年々の秋をとざす ー つ の秋
こ の秋 の暮に披
二十才にな っ た年の秋 に
秋は深くなりました
あきかぜ 秋風
0 5 9 0 1 9
10 9 0 1 2
あきち 空地
0 5 8 0 0 1
あきらか 明らか
1 13 0 1 8
1 4 2 0 8 4
秋風がた つ 頃にな る と
そうして ､ 秋風に身ぶるい して
ひ とび とが足をとめて い る空地には
して よ い こ とわる い こ と 規律披明らかだ っ た
彼の与える教訓は自ら明らかで あろう+
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142 0 8 5 自ら明らかなこ とにも 悲 しいかな 認めようとしない 者があり
あきらめ
1 2 2 0 1
ノ
o
1 8 0 05 4
1 8 6 0 4 6
1 8 9 00 6
あきらめ 諦め
06 2 0 5 8
07 0 0 5 7
07 0 0 5 8
10 6 0 3 2
あきらめき っ た
1 2 2 010
あきらめた
1 8 6 0 4 6
あきらめる
0 6 2 0 5 8
あきれ 呆れ
17 4 0 0 4
あく
00 2 0 0 3
0 6 2 0 1 1
0 6 2 0 2.6
1 5 2 0 1 8
1 7 6 0 23
1 8 8 0 2 9
あきらめき っ た人生の
魔風に挑戦するの はあきらめ よう
ぽくを理解 しような んて ､ あきらめたほうが い い よ
あきらめが肝腎さ
生きる こ とを静める には
おまえはなにもかも静めたようにみせかけて ､
な にひ と つ 締めてやしな い だろう
正直な静めを抱い て 立去る べ きではな い だろう
あきらめき っ た人生の
ぼくを理解 しようなんて ､ あきらめたほうがい い よ
締める
生きる こ とを静める に汝
｢病気がこんなに こ たえる とは､ 患 っ てもい ませ んで した｡ 春からノイ ロ ー ゼ状態で我なが ら呆れかえ っ て い ま
黒い 穴が あく
そ して 闇は あくま で 深い から
そ して 闇はあくまで深い から
あくまで 一 人の殺 し屋の
誘惑の 手はあくまで白く
精神は ､ あくまで健康､
あく じ (悪事)
1 29 0 0 9
あくし ゆ
1 1 2 0 0 5
あく し ゆう
0 61 0 8 0
なさざる悪事はひ と つ もな い
(握手)
おれを見るな さあ握手
(悪臭)
悪臭 と汚辱の なかから
17
あくま
0 3 9
0 7 5
0 7 5
12 5
15 2
15 2.
17 2
1 73
1 7 9
( 悪魔)
o9 6 悪魔よ教 へ てくれ
oo 4 いかなる悪魔も
o lJ2 悪魔の 手におちるかも しれな い
o o 8 悪魔の オ ー ケス トラの 練習がうるさい
o o 2 悪魔が出てくる
o 3 6 なん と無邪気な悪魔の や つ め!
o 2 6 こっ そり悪魔に奉仕する こ とだ
o 1 6 神と悪魔は 一 身同体
o 18 悪魔の 夜が くる前に
あくむ (悪夢)
o 59 0 0 7 わたしにはなが い 悪夢の日が つ づ い た
ア ク ロポ リス
o 1 2 0 2 0 知識の 樹汝 ア ク ロ ポリ ス を覆ひ
あけがた
0 5 5
あげくに
16 3
あけくれ
0 4 4
1 4 4
1 90
明けがた
o2 3 おれは明けがたの街にむか っ て 唾をは い た
oo 3 迷路をさまよ っ たあげくに
明け暮れ
o o 6 仰げば星辰の静かな明け暮れ
o 1 7 わけよ しの性術に明け暮れて
o o 9 そ の餅 の とどく範囲の 明け暮れ
あけくれて 明け暮れて
14 4 0 1 7 わけよしの 性術に明け暮れて
あげた
0 10
0 1 4
0 1 7
14 8
18 3
あけて
0 66
066
0 6 6
0 6 6
2 0
0 9
2 4
2 6
2 0
･0 4
1 4
12 4
13 4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
手をあげた少年の 五指の 聞から
セ ロが憤慨 して足をあげた
青い アタ マ が音を馴ブた
そ して､ ふ と顔をあげたとき､
明日の 強気節をどう譲い あげたらい いか?
(あけてください ､ どうか)
(あけて くださ い ､ どうか)
(あけてくださ い ､ どうか)
(あけてくださ い ､ どうか)
1 8
0 6 6
あげて
0 05
0 2 5
0 4 5
0 7 0
07 2
0 7 5
0 81
0 & 8
0 8 9
14 6
15 2.
0 3 7
d1 7
0 1 7
0 0 6
0 2 9
03 8
00 2
0 2 1
05 9
0 2 4
0 3 2
03 0
あげる
04 6 0 2 6
05 4 0 5 2
0 6 2 0 2 9
0 8 0 0 20
1 4 2 0 7 3
1 4 9 00 1
ア ゴ
1 4 5 0 0 1
あご 顎
0 45 0 1 9
あ こがれ 憧れ
1 1 1 0 0 4
1 4 7 0 0 2
1 8 8 0 8 4
19
あけて くださ い ､ どうか!
リボン の 花火をあげて
焔をあげて生ひ繁り
青もなく空を走る稲妻を見あげてゐる
形のない 魂の叫びまで しめあげて しまう ｡
あとは砂煙りをあげて 一 団 とな っ て疾走して い る
小さな波をうちあげて
血 と泥と鉄の しぶきをはねあげて
おまえを高く抱きあげて
やさ しい 人は ふと顔をあげて
けたたましく悲鳴をあげて叫びま した
美しい 炎をあげて燃えあがり
自然の 声をあげる日がくるだらうか
手をあげると 人形の ように歩き出し
わた しの 手から鉛筆をとりあげ るように
きみはきみの 失われた両手を高くあげる - - )
十 二年 の刑期をつ とめあげるため に監獄に戻 っ てい っ たの である
しぶきをあげる人魚姫の
｢至上の ト - モ ロ コ シ の毛が ア ゴにもある長髪の 若者が
畳 よりも青い顎の 若い主は しば し呆ける
憧れにも恐怖にも 母にも恋人にも
若くて 如こ憧れてい た母が 一 緒 に死の うと言えば
日本の重文とされて い る民家 へ の憤れが ､
あ こ がれて 憧れて
1 4 7 00 2 若くて死に憧れてい た母が 一 緒 に死 のうと言えば
あさ 朝
0 0 8 00 1
0 1 6 0 01
025 0 5 6
0 2 6 0 3 6
0 3 8 0 1 5
朝 の B attle -field
レ モ ン色の 朝焼だ
爽やかな朝に墓場の鍵が配られたとき
明朝の 新聞紙がぬれてゐた
木木の 下の み朝がきます
0 5 4
0 5 5
0 5 5
0 78
1
0
6
4
6
3
0 6 1
0¢1
0 7 8 0 0 4
1 12 0 1 9
12 8 0 9 3
13 3 0 2 7
1 48 0 4 3
1 6 0 0 5 6
1 6 6 0 1 9
1 7 0 0 1 2
1 7 0 0 15
1 77 03 2
19 0 0 1 3
19 3 0 2 1
あさ い 浅 い
0 3 0 0 3 3
0 73 0 1 0
あさ そも 朝雲
1 9 3 021
あざけり 噺けり
0 5 4 0 0 6
あさせ 浅瀬
0 6 1 1 1 9
あさ っ て
1 1 2 0 24
1 2 8 0 7 5
あさ つ ゆ 朝露
13 3 0 2 7
あさま しい
07 0 0 0 9
1 1 2 0 3 6
1 4 3 0 1 8
あさま しく
僕らの家の戸口 を大きな拳で 敵く朝の こ とを - - I
朝 の食卓に つ く
さわやかな朝の風が
しずかな朝であ っ た
美しい朝であ っ た
おまえは今朝も蛇口 の まえで
朝の 夕暮れ
野末の 朝露
朝の 光りがまぶ しい ､
そ の 日は夜どお し起きており 朝の 四時にゴミを捨て に廊下 へ 出て
とい う?先生の 発言を今朝の 新聞で読んでから
さ びし い男 の朝 の独白)
朝日に反射 し
バ ス は朝まで来な い
時には朝早 く釣竿を持ち
い まし朝雲を東に よせて
実 っ たあと の浅 い 眠りは疲れである
浅い 湾口 には
い ま し朝雲を東によせ て
そ して銃を担 っ たおたがい の姿を噺けりなが ら
淫売婦に披浅瀬ほ どにも見えなか っ たりするの だ
ちい さな賃金を得なけりや な らな い あすもあさ っ て も
あさ っ てがくるまで
野末の 朝露
あさましい 祈りの こ とばを口に し､
あさまし い利害関係の なかで たたかい ながら
み じめ で あさま しい 生きた心 よ - ･ - -
2 0
165 0 0 7
あさましさ
14 3 ?1 2
あさや け 朝焼
0 1 6 0 0 1
ア ザ ラシ
17 1 0 0 8
1 7 1 0 1 1
あさる
0 68 0 2 6
10 4 0 03
あし (葦)
02 5 0 2 0
0 28 0 1 3
0 3 8 0 2 2
0 9 4 0 0 6
あし 足
0 1 2
0 1 4
0 2 5
0 3 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
6
3
6
6
6
9
0
0
3
4
7
8
1
0 6 1
0 6 1
061
0 6 1
0 2 5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
2
1
0
2
3
1
之
2
5
7
0
0
0
0
0
0
1
1
0
5
5
9
1
5
8
5
9
2
3
6
7
4
0
9
1
1
8
7
7
5
4
7
0
わたく しにはあさま しく映 っ て い て
岩床 に つ くばうあさま しさを思う･ - - -
レ モ ン色の 朝焼だ
一 に ア ザ ラシ ､ 二 にムイ シ キ ン公爵
草原に追いやられて殺 されるアザ ラシ の
恋をあさる若者の 血汐のなか にも
たくましい狩人たちも 恋をあさる猟場から
わづ かにさわ(･ 葦 の触手を見る
苦からの 葦の 巣があり個人が住んでゐるが
葦がそ よ(o
ぽきぽき葦は折れて水垢の うく岸辺
象牙の 足がで る
セ ロ が憤慨 して足をあげた
そ の 手そ の足は毛の やうに
濠膿と した足にゆすられなが ら
具足は視界の外ではな い
はるか足下を潜りぬける黒い 水の 流れ
あなたの生をめ(o る足跡の 消えゆ くを確め
忘却の 階段に足をか け
黒い 足の ように縮ま っ て い る 君の 黒い足 の ように -
きみはただ重たい 靴の なかに足をつ つ こ ん で静か に横たわ っ たの だ ｡
｢さ よなら､ 太陽も海も信ずる に足りない +
淋しい わた しの 足跡は落葉に埋 っ て見えませ ん
首を吊 っ て い る母親の足をひ っ ぱれ!
力が判断と緊張をし っ かりと両足にむすび つ ける
ひ とび とが足をとめて い る空地には
砂浜に つ づく足跡の ように
あな たの楚音と ､ あなたの 足跡は､
あなたの足 を停め､ あなたに待 つ こ とを命ずる ｢現在+ に｡
溺死人の行列が手足を藻で しばられて､
同 じ霧 の階段に足をかけ
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0 6 1
0 6 3
0 7 2
0 7 2
0 8 6
0 88
08 9
0 9 3
1 0 3
1 0 6
1 1 2
1 2 4
14 2
14 8
15 0
15 1
15 1
15 4
15 4
158
164
16 7
17 1
17 2
18 0
18 3
18 6
19 2
19 2
あじ
0 2 8
03 2
0 3 9
0 4 1
0 4 7
0 5 3
0 5 8
0 6 1
0 6 5
0 8 5
0 9 0
0 9 2
199
0 1 8
0 1 4
0 7 2
/
0 1 0
0 2 6
0 3 8
0 1 7
0 0 7
0 1 7
0 2 9
0 0 4
0 8 8
0 4 0
0 12
0 0 8
0 2 2
0 0 4
0 19
0 3 4
00 9
00 7
0 1 6
0 0 6
0 25
0 23
0 4 8
0 0 6
0 1 6
咲
0 49
0 0 7
0 8 3
1 1 4
0 0 8
0 3 4
0 1 4
12 8
0 4 1
0 0 8
0 2 5
0 0 5
わたしにはまだ罪が足 りな い の ですか､
ぼくは片足に ス リ ッ パ をひ っ かけて
あの ス マ ー トで強執な足に注目しよう
千万の 人々を容れるに足りるもの だ
崩れゆく砂の足跡
椅子の うえで寒き にふるえて い るぼくの手足を
吹き つ の る北風に足 を早めます
かれの 手足が はなれ罪もまたはなれてゆく
さまよう素足をもち
人生を説明するの に どうした っ て何かが足りない ようだ
眼や司や手足をな くした不幸な犠牲者に何を してや っ たか
仲間も涙も校歌も国家も売り足 りな いが
い じけた打算がある わざわざ危険な対立に足をふみこ んで
戦死者の手足 がそるりと輪になり､
自己舘晦の 癖を或程度まで満足させてくれる｡
貯金は定期普通預金合わせて七百方に足 りな い
罰を受けつ づ ける こ とに満足を覚える マ ゾヒス トなんだおまえは
卑怯な足跡
い ま しも刑罰の足台が置かれ
北候や足利の 美しい 光景をすく っ てみせたときだろう
足で地面をばたばた踏んで
足もとの スト - ヴ に火を つ けると
人は幸福であり満足だとは い かな い もの か ､
風 の足である
ら - - ｡ 貴方に判らなかろう と､ もう少し付け足 すと ､ 昨年は形相の 意味も知らなか っ たと いう こ と｡ 私は ｢メ
すこ し足の 不自由な老人が ほ放えみかける
理解されるに足 る自分がある とは思 っ て い な い よ
それ にしても､ と影をもたぬ寂参が､ くびをかしげる ｡ 人に会わぬ ｡ 風はそ よとも吹かず､ 自分 の足音さえきこえな
震えてい る足許に限をおとすと､ 白い 四角の標識に､ 明りが沃 かに とも っ て い て ､
しかしこれらは何も意味しな い 意味はな い
気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
美しい 火災の意味を突口るだらう
ただ - 脚の 椅子が あるだけ 気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
頭上で屋根を劃そ不気味な爪の 音 - ･ -
そ れ に何の 意味が あ っ たで し よう
無意味な 時代がしずかに腐敗 して い ます
活力と滋味を堪え
そ の 不気味な ､ 悩ましい 笑い は
消えやすい ア リ バイ探 しの 興味である
気味わるい沈黙を深め るために - -
ぬ すんだ本の 味は
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09 3 0 1 0
10 6 0 2 9
10 7 0 14
1之8 / 0 4 4
14 1 0 0 7
14 2 0 11
14 2 0 5 1
15 0 041
15 0 0 7 0
152 0 0 7
15 6 0 2 8
158 00 2
15 8 03 6
1 6 6 0 1 6
180 0 2 5
1 8 4 0 1 6
1 8 6 0 2 3
1 8 6 0 8 1
アジ ア
0 5 1 _0 0 5
1 0 3 0 2 4
1 6 6 0 2 3
あしあと 足跡
0 4 6 029
0 53 0 5 4
0 6 1 0 5 1
0 6 1 0 5 8
0 8 6 0 10
15 4 0 0 4
ア ジ ア病
1 66 0 2 3
あしお と 楚音
00 4 0 1 0
027 0 1 7
03 5 0 1 9
0 38 0 1 2
05 0 0 0 2
0 6 1 0 4 6
0 6 1 0 5 8
かかる読書法は良い趣味以外の なにもの でもない
むやみ に明る い星空があり 意味なく敏感な宇宙があり
失うこ と の意味が わかるの は
神なければ すべ ては趣味の 問題だ!
へ え ､ それでキ ス の味は?
そ の 意味と深さを失い
しか し それが何を意味するの かね
今に しておもえば､ 真実を衝い た薄気味わるい言葉である o
い さ さか不感症気味で あるが､
無意味ない たずらにも
無償を意味する
きみの い う断念の 意味を
断念の 意味は果されたの だ
自由の 意味をもて あま して い る
ら - - ｡ 貴方に判らな かろうと､ もう少し付け足すと､ 昨年は形相の意味も知らなか っ たとい う こと ｡ 私は ｢メ
そ の 意味が大好きだと言い
往きも覆りも気味が悪か っ たよ
それらを賞味 しな がら
だが何処 へ ? ヨオ ロ ツ パ でもア ジア で もな い
陸封されたア ジ ア の 辺境でもな い
巧妙に管理 されて ア ジ ア病 に冒されて い く
あなたの生をめそ る足跡の 消えゆくを確め
淋 しい わたしの足跡は落葉に埋 っ て見えません
砂浜に つ づく足跡の ように
あな たの楚音 と､ あな たの足跡は ､
崩れゆく砂の 足跡
卑怯な足跡
巧妙に管理されて ア ジ ア病に冒されて いく
太陽の 楚音が3aづ いて くる
局囲の 楚音をきかない
澄音披
虚ろな澄音が
あらゆ る階段の 楚音の なかから､
街角をまがる楚音の ように
あなたの楚音と､ あなたの 足跡は､
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10 0 0 49 あらゆる階段の 楚音のな かから
14 6 0 4 4 誰かの楚音が します
■あしかが 足利
15 8 0 3 4 北候や足利の 美 しい 光景をすく っ て みせたときだ ろう
あしき (悪 しき)
o 4 4 0 1 2 ｢美 しき突を結ぶ悪しき樹はなし｡ +
13 4 0 0 3 悪 しき社会におい て
あしだい 足台
15 4 019 いましも刑罰の 足台が置かれ
あしもと 足も と
16 7 0 0 7 足もと の スト - ヴに火を つ けると
あしもと 足下
o4 6 0 0 5 放るか足下を潜りぬける黒い 水の涜れ
あしをかけ 足をかけ
o 46 0 3 2 忘却 の階段に足をかけ
o 6 1 15 0 同じ霧の階段に足をかけ
あす
1 12 0 2 4 ち い さな賃金を得なけりやな らな い あすもあさ っ ても
あす
03 5
03 9
0 4 1
0 4 1
0 52
0
0
0
0
0
0
5
5
6
6
7
7
0
0
0
0
1
4
6
4
4
1
1
7
7
8
8
0
1
1
0
7
0
明日
0之3
10 3
0 3 3
0
0
1
0
0
0
5
3
1
1
0
0
0
0
0
0
0
3
0
3
9
4
2
0
1
3
4
1
0
9
5
6
9
4
5
2
0
3
5
おそらく明日訪れてくるだらう
明日放すでに暮れてゐ るだらう
優 しい 眼鏡や柔かい手袋の 明日の 方まで湿 してゐる
また明日 お会い しませう も しも明日があるの なら
明日の 夕陽を背に して どう したらよい のだろう
｢また明日会い まし よう も しも明日があるの なら+
明日もなければ今日もない
一 一 明日は明日､ と街灯が答えた｡
- 一 明日は明日､ と通行人が咳い た､
今日 のなかの 明日
昨日も明日もない
明日から昨日 へ
今日の なか の 昨日と明日
おお 明日をあたえよ
明日は おそらく北風が吹く
また明日 お会い しま しよう もしも明日があるなら
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1 0 0 0 2 9
10 0 0 37
10 0 0 5 2
10 0 0 5 6
10 0 0 7 4
123 0 0 4
12 8 0 5 5
14 2 10 6
1 60 0 4 6
1 67 0 7 4
17 9 0 2 9
1 83 0 2 0
あずけて い る
0 5 4 08 4
あずけにいく
178 0 0 7
もしも 明日があ っ たら
だが 明日はなか っ た!
また明日 お会い しま し よう
もしも 明日があるなら - -
ぼく の 明日は
明日も欲 しがるだ け
明日の見出しができた
一 つ の 否! は 明日には無数の 否! になるだろう
今夜の かれの 幸運は明日にはきみ のも の だろう
昨日よりよき明日は来ない の だから
明日には深い 霧の 底に沈み
明日の 強気節をどう騒い あげたらい い か?
す べ て記憶に鍵をあずけてい る人々 よ
預けに いく
ど こ にもな い場所 に預 けにいく
アス パ ラガ ス
00 9 0 1 2
ア ス ピ リ ン
00 7 0 0 8
ア ス フ ァ ル ト
0 2 1 0 2 3
0 4 1 0 9 1
0 5 8 0 0 9
1 2 7 0 1 6
あせ 汗
0 0 9 0 0 7
0 61 0 0 3
12 9 0 1 8
14 0 0 2 1
14 3 0 0 6
1 6 2 0 2 3
あせた 報せ た
0 61 14 7
あせて
アス パ ラガ ス はヒルネをするが
多孔質の 雲の 聞か らトン ボ の 眼のやうに碧く ア ス ピ リ ンを積ん
ア ス フ ァ ル トで新 しく誕生し
息杜たえ 冷たい ア ス フ ァ ル トの 上に落ち
踊 っ て い る男女の影が ア ス フ ァ ル トに落ちてきます
アス フ ァ ル トの縁に
あなたは汗をなが す
汗と油の溝渠のうえに ､
汗をかかない 肌と
コ カ コ ー ラ の 汗をうか べ
冷たい 汗をかく - ･ ･ - ･
か れの 死が均合うの は - 桶 の汗か
あなたの篠せた追憶の頬に ､ かすかに血 の い ろが浮ぶ｡
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10 6
あせる
07 1
あたえ
0 5 4
05 7
0 6 5
08 0
0 84
o 1 5 バ ラ色 の頬はあせ ても 不幸な五十七人がそろ っ て
0 1 1
13 7
0 1 8
0 26
0 15
0 Z 5
･ どう して 一 日 の休 糾 ことりかえそうとあせる の か
護衛 つ きキ ン グと慰めをあたえるクイ ン の価値とが
稽は ぼくに全身をあたえ
荒涼 とした心に ､ 蒼ざ めた花嫁をあたえ
おお 明日をあたえよ
うん と愛をあたえてやるわ+
あたえた 与 へ た
o 4 1 0 6 3 お入りなさ い 私が許可を与 へ たから
あたえて
0 84 0 2 5
あたえる 与える
0 5 4 1 0 7
1 4 1 01 1
1 4 2 0 8 4
あたたかい
0 1 8 0 1 1
0 4 8 0 3 0
0 6 4 0 02
0 6 4 0 3 1
0 67 0 09
08 1 00 3
0 8 8 0 2 7
11 3 0 20
12 0 0 0 3
12 3 0 0 6
あたたかい 噴い
08 9 00 8
17 5 011
あたたかく
18 8 0 7 5
あたたかさ
うん と愛をあたえてやるわ+
ちらりと最後の な が しめを与える
与えるものが と っ くになくな っ て ､
彼 の 与える教訓は自ら明らかで あろう+
あたたかい 風紋
白くあたたか い海
町はあたたかい 吐息の 下にあ っ たo
町はあたたかい 吐息の下にあ っ た､
あたたかい街をも つ だろう
あたたかい霧の なかに あ っ た
あたたかい南国の 陽ざ しの ように融か してくれるから
あたたかい 下着を送れば どうなるか
あたたかい 風に
こ こ ろはあたたかい
｢あなたの 暖い 心 のなかに い ますよ+
冬に しては噴い 雨の 音が
暖か く
一 雨 ごとに噴か くなる という､ 三月 の 雨が
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1 4 3 0 0 2 暗黒の あたたかさ に包まれて
あたためたい
1 8 1 0 3.8 ノ ぼくの 血を少 しあたためたい
アタ マ
0 17
0 17
017
017
あたま
0 1 0
0 1 4
0 1 4
0 25
02 8
036
0 4 7
05 4
0 5 4
0 5 5
06 1
0 6 2
0 7 0
0 7 1
0 7 4
0 8 5
0 8 8
0 9 3
0 9 5
10 1
11 2
1 4 2
15 2
152
1 5 9
1 6 6
1 7 3
1 8 3
1 8 4
1 8 7
1 8 8
0 0 5
0 2 4
0 2 7
0 4 2
顔
0 0 4
00 3
0 2 9
0 27
00 3
0 25
0 0 8
1 1 1
13 8
0 2 8
0 9 0
0 之3
0 3 7
0 2 1
0 0 1
0 1 8
0 0 5
0 1 6
0 1 8
0 5 1
0 4 2
0 2 6
0 2 2
02 3
0 0 2
0 1 5
0 2 9
0 0 3
0 2 6
0 2 5
0 2 2
丸い ア タ マ の 仏陀たちが
青い アタ マ が音をあげた
青い アタ マ披蒼くなり
アタ マ の す べ っ こ い仏陀が叫び
白い帽子は頭の ア リカ を教 へ る とともに日の匂を発散させ る
頭の大きな楽器が目覚めたらしい
頭髪を伸ば してゐる の を知 らんかね
あなたの頭髪の 中に禽が卵を生 む
緑の影は い つ もガ ラス 管に よりそ っ て ゐた純粋な頭の 鈍い速度に つ い て
頭髪に巣をかける喧燥な小鳥たち
頭上で 屋根を剥そ不気味な爪 の 音 - ･ ･ ･
古 い夜 の匂 い がする頭に帽子をの せ ると
頭の なかで ごちやまぜ に練れる
折れた埠頭の さきは
おまえの から っ ぼ の頭には
思い 乱れたわたしの 頭髪にさ し込まれ
ああ､ ぼくの 頭の なかには
ぼくの頭髪をひ っ ばる こ とが ある
埠頭に人かげはな く
奇怪な造語で喋る連中の頭を踏み つ けよう
ぼくの頭の木のうえに駈けの ぼ っ たりする
もうろう としたス トイ ヅクな頭から
ゴ ー ゴ ー ゴ ー とぼくの 頭上を通過 して い っ た
頭上で枯れ枝がうごき つ めたい 空気にふれるたびに
胡麻的な頭 と頭をく っ つ けて寝て い るな つ か しい き ょうだ い たち
わたしやわたしの 家族 の頭から 髪の毛 - す じ落ちやしな い とは
折れまが っ た用済み の黒い頭と
まだ締麗な 白い頭 とが仲よくならんでい て
ひ とり頭を垂れて い る と - -
ますます下手になる詩に頭をひね っ たり しながら
頭蓋骨を射ちぬかれて死ぬ 一 人 の 男
歳末商戦たけなわ の店頭を
い ま地球は恐怖で頭をかかえて い る の に｡
ふかぶか と頭をさげた
頭の 禿げかか っ たひ とりの 老人 が､
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1 8 8 0 8 2
あたらしい
0 6 5 0 15
0 7 8 0 0 6
0 80 0 17
10 1 0 1 1
10 2 0 0 4
1 15 0 0 3
あたらしい
010 0 0 9
010 0 1 6
0 4 4 0 1 0
0 5 4 1 5 9
0 58 0 0 4
0 6 1 0 6 8
0 6 1 0 7 3
0 7 4 0 2 1
1 2 3 0 0 1
1 4 2 0 6 1
14 2 0 9 3
1 6 0 0 1 6
18 2 0 2 6
あたらしい
00 8 0 15
あたらしい
0 0 4 0 0 7
0 0 8 0 12
0 2 8 0 2 5
044 010
あたらしく
0 2 1 0 2 3
0 4 1 11 2
1 8 4 0 0 8
あたり
0 0 7 0 0 2
0 1 0 0 0 8
03 0 0 0 5
いまさらの ように ､ 頭をかかえて い ます｡
そ こ に､ あたらしい 岩山が出現するまで
あたらしい友と肩をくみ
あたらしい 血汐であらい こ の 苦しみ の 胸が
むか し の愛も あたらしい 日附の憎 しみも
あたら しい屍体の 雨をふらすから
あたら しい 世界をたずね
新 しい
そ の 新 しい設計こ そ白い帽子 と赤い ジ ャ ケ ッ トの
新しい 射手よ 一 本 の樹 の みを監視するの は賢明ではない
斬らしい 種子が新 しい 土地に播かれ つ つ ある こ とを｡
テ ー ブ ル に焦れて新 しい 黄金時代を夢みて い る
新しい 建物がたちかけてい ます
新しい 追憶の血が ､
新 しい 希望の血が､
声なくして新 しい死者 と語りあ っ た
新 しい 年がくると い っ ても
ソ ビ エ トにおける新 しい 精神病 反対! を叫んで
家を夢みて い るだけで披 古い 家も新しい 家も守れは しな い
闇を つ らぬく稲妻と烈 しい 豪雨の 中から新 しい 発見の ように廷 っ てきた
老い の うちにも新 しい 命の 水が
新ラシイ
新ラシイ靴 ハ 押シ ョセ 牒珊スル ソ レ ハ
新ら しい
僕は斬らしい 賛沢な船の設計 に つ い て
すて て 砂漠 へ 逃げて しま っ た やがて斬らしい靴の
斬らしい 印刷術とパ ルプに より
新らしい種子が新しい 土地 に播かれ つ つ ある こ とを｡
新 しく
ア ス フ ァ ル トで新 しく誕生 し
それは又新 しく湿気を呼んだ
新しく家を建てる と養子を迎え
あたり 見知らぬ老婆が咳をするの はわれらにかかわりの な い こ
青い 麦 の芽 の匂が 向日葵の あたりにの こ る
そ こらあたりの壁 には花もない
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o3 3 0 1 7
03 6 0 0 4
036 0 0 9
03 9 0 7 6
04 0 0 2 1
04 2 0 0 2
05 4 1 3 0
06 1 19 0
12 0 0 1 2
14 4 0 0 6
17 9 0 0 6
18 0 0 2 4
18 1 0 2 6
18 5 0 0 5
19 2 0 0 4
19 2 0 1 3
あたりに
010 0 0 8
03 3 0 1 7
05 4 1 3 0
あたる
0 4 1 0 8 3
18 9 0 3 3
あちこち
0 7 3 0 0 7
10 1 0 4 3
青い 皿 の あたりに葉脈を
透明な珂の あたりを吹く
悲 しみは額の あたりの 繋ではな い
焼けて しま っ た昔 の あたりを散歩する
あたりが乳りは じめ
夜披ひそかに . 窓 の あたりの 気配にまぎれ
だがあたりには誰もい ない
貴方がい ら っ しや るあたりは､
あたりがもりあが っ てくる
醜国の 快感はこ こ らあたり
あたりは薄暗くなりかけて い たが
貴方に ｢女の子の 心理+ が判んなくた っ てあたりまえなん で す｡ 貴方は心理学や っ て ん の じやな い の で し ょうか
みるみ るうちにあたりが暗くな っ て
一 日舜､ あたりが裏白にな っ た
夜明け前の微光があたりをくまなく覆 っ て い て ､ ど こ へ 行 こうとして い るの か ､
途方もない 迷路に入 っ て しま っ たと気づくと､ あたりが急に暗くな っ てきて ､
青い 麦 の芽 の匂が向日葵の あたりにの こ る
青い 皿 のあたりに葉脈を
だがあたりには誰もい な い
そ こ にあたる影や 光 樹々か ら流れる線の匂ひ
カチ ャ リと皿にあたる小さな音が
あちこちに重油がながれ
きみ たちの い ない 暗い 空 の あちこちから
あちこちに
o 7 3 0 0 7 あちこちに
.重油がながれ
あちら
0 3 9 0 0 6
10 1 0 0 3
あつ い 厚 い
0 5 1 0 0 7
0 9 7 0 13
143 0 0 1
あつ い 暑 い
あちらこちらの 窪地か ら
あちらから昇り むこ うに沈む
厚い ガラ ス の 悪か らは
空気を蹴り厚い 無の 壁をこえて ､
厚 い 雪に埋れた根の ように
29
o1 3 0 2 1 暑い でせうから
あ つ い
0 18
0 25
卿 ＼
0 1 5
0 3 6
o 4 4 0 14
o4 6 0 2 7
o5 1 0 1 5
o7 0 0 2 7
o9 4 0 1 4
熱 い 麦の 管披
重たくな っ た環に熱い 風が
熱い 太陽を背負ふ 神々よ
熱い 額の 橋上の 人よ
海が熱い 体温の なかで燃えたぎ っ て い る､
おまえの 熱い 血 の管汝
背をやく熱い塩の シ ー トに転がされ
あ っ か して (悪化して)
1 4 2 0 1 6 帝政時代 よりソビ エ ト体制下で四倍も悪化 して い る
あつ ぎ 厚着
14 5 0 2 9
17 2 0 18
あ つ く 厚く
0 6 1 0 9 7
12 5 0 2 1
17 4 0 1 9
夢の 厚着で肥りすぎた詩人には真偽はどちらでもよく 魂はもうと っ くに死んで い た
魂に厚着をさせて
厚くまくれた歯の な い唇をひ らき
密室の ドアは どれほ ど厚くても充分とは い えない
ぼくは黒を持ち確実を三隅を占拠したが､ 中央 の 白が厚く ､ ず るずると欺けて しまい
あ つくて 厚くて
1 25 0 2 1 密室の ドアはどれほ ど厚くても充分 とはい えない
あつ くな る 暑くなる
o 1 3 0 0 2 パ イ プ の腹が暑くな る
あ っ さり
13 7
あ っ た
0 0 2
00 5
0 10
0 2 5
0 2 5
0 2 8
0 3 9
039
05 0
05 0
o o4 あ っ さ .り未来を売りわた した
0 0 7
0 3 2
0 0 2
00 7
0 2 5
0 0 4
04 9
0 7 9
0 0 8
0 1 0
(夢であ っ たらうか)
人々は仮死の 状態であ っ た
それは口笛の ため の ス ピ イ ドであ っ た
それらが船舶の歴 史の 中にあ っ た時代には
か つ て居陸するセル バ ンであ っ た
浴槽の 中で思考したの は誰で あ っ たか
あな たの 果て しない 繋の なかであ っ たの か
か つ て地上に祭が あ っ たと いふ
手紙の 封筒を裏返すようなこ とが あ っ たo
- 一 死 にそ こな っ て みれば､ たしかにそ の とおりであ っ たo
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o 5 1 0 3 0
o 53 03 4
0 54 0 0 1
o 54
,■
0 2 0
o54 0 4 6
05 5 0 1 9
05 5 0 3 1
0 56 0 1 0
05 7 0 0 2
05 7 0 1 1
057 0 1 2
05 7 0 2 6
05 7 0 2 8
05 8 0 1 2
0 61 1 2 6
0 61 1 3 2
0 61 1 4 1
0 61 14 2
0 63 0 3 0
0 64 0 0 2
0 64 0 0 7
0 64 0 0 8
0 64 0 3 1
0 65 0 0 2
0 65 0 0 6
0 65 0 1 1
0 65 0 1 8
0 65 0 2 0
0 65 0 5 6
0 6 6 0 3 0
0 68 0 2 7
0 69 0 0 7
0 69 0 0 8
0 69 0 1 0
0 69 017
0 69 0 3 9
0 7 4 0 1 5
0 7 4 0 2 1
0 7 8 0 0 1
0 7 8 0 0 4
0 8 1 0 0 3
0 8 2 0 0 8
0 8 3 0 2 3
人間はチ ュ ー ブの ようなもので あ っ たらよい
それに何の 意味が あ っ たで し ょう
それは 一 九四 二 年 の秋であ っ た
なぜ灰 と炎が君を滅ぼす 一 切で あ っ たの か?
ぼんやり立 っ て い たこ とがあ っ たか
青い海の なかに 二人 の運命をうかぺ て い るはずであ っ た
厭な匂い の 其 の ように澱ん で い るばかりであ っ た
抱きあ っ た若い 輿女にな っ て
18 8 6と書い てあ っ た そ の 年から
18 5 0と書い てあ っ た そ の年から
ぼくは エ トラ ンゼ であ っ たし
ぼくは笑 っ たことがあ っ た
泣い たこ ともあ っ たかも しれない
むか し酒場で知りあ っ た女が
｢か つ て泉があ っ た
｢か つ て泉があ っ た
か つ て清 い泉があ っ た こ とを - -
そ の ようにまた休浴もあ っ た ことを - -
ぼくたちが生れるず っ とまえからそ こ にあ っ た微笑を!
町はあたたかい 吐息の下にあ っ たo
カ ー テ ン の蔭で影 と影 とが抱きあ っ た､
暗い 過去と冷たい 記憶がふれあ っ た｡
町はあたたかい 吐息の下にあ っ た､
町があ っ た｡ 孤独な
ゆれる燈火と死魚 の影があるばかりであ っ た｡
あ っ た｡ 寒さにふるえな がら
空虚であ っ た｡ 白 い巽を つ けた女が
中にあ っ たo ｢何を考えてい る のか
沈黙があ っ た
ワイ シ ャ ツ の 袖をまく っ た腕で あ っ た｡
やるせ ない 女と海の思出があ っ た
天国とい うと ころがあ っ たんだ っ て
そ こ にはまぶ しい とこ ろがあ っ たんだ っ て
きらりと光るひ と つぶ の 星があ っ た
とてもきれい なお花畠があ っ たんだ っ て
ふたりの 少女は翼の影をよせあ っ た
かぎりなく澄んだ青空であ っ た
声な く して新 しい死者と語りあ っ た
しずかな朝で あ っ た
美し い朝であ っ た
あたたかい 霧のな かにあ っ た
あらしの名残りがあ っ た
とおくて近い こん な夕陽が沈み つ つ あ っ たの か
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o9 2 0 1 5
o9 5 0 2 0
10 0 0 2 9
10 0 5 1
10 0 5 9
11 3 03 3
12 6 0 0 2
12 7 0 1 7
12 8 07 9
13 1 0 0 5
14 1 0 1 3
1 4 5 0 0 9
1 4 8 0 1 0
1 4 8 0 3 5
1 5 0 0 0 3
1 5 0 0 06
1 5 0 018
1 5 0 0 3 5
1 5 0 0 5 0
1 5 8 0 1 4
15 8 0 4 0
1 60 0 5 8
16 2 0 1 5
1 6 4 0 0 5
1 6 5 0 2 9
1 6 6 0 0 9
16 7 0 4 2
1 6 7 0 4 5
1 6 8 0 0 3
1 6 8 0 0 6
1 6 8 0 0 9
1 6 8 0 1 2
1 7 3 0 2 2
1 7 3 0 2 6
1 7 4 0 0 6
1 7 4 009
1 7 4 0 1 2
1 7 4 0 2 9
1 7 6 0 2 0
1 8 6 0 4 3
1 8 6 0 4 4
1 8 7 0 3 0
1 8 8 0 0 2
あい すまぬ こ とであ っ た
死にはデリケ ー トな思いやりがあ っ た
も しも 明日があ っ たら
これがす べ て の 始まりで あ っ た!
それは ぼくの 希望の ｢おわり+ にふさわ しい多彩な夏であ っ た
喜んで処刑される者もたくさんあ っ た
侵略的な人頬 の手の と どくと こ ろにあ っ たら
タンポポの ように咲い たこ ともあ っ たか ｡
影と向い あ っ た
手と膝を つ い て歩くこ ともあ っ た
黙 っ て向きあ っ たきみ とぼくとで､
そ こ にもあ っ たト - モ ロ コ シ の毛 の そよそ丘 陵をエ ンジ ェ ルがうまれるの に充分な広さ
また会おうと約束 して別れたきりであ っ た｡
どの ように して戦後の社会をたたかいぬ いて きたかを語りあ っ たが､
｢彼は臆病なドン ･ フ ア ンであ っ た｡
六人の 意見が 一 致 してゐ る時汝､ 六人とも彼に編されてゐる時で あ っ た｡
自分 の こ とで はない かと清疑 したりする者もあ っ た｡
敗戦後の 苦しい 生活の たたかい に敗れて倒れた者もあ っ た｡
きみが ｢歯応えというか､ 取柄があ っ た+ と い う伊藤茂二 の場合を挙げるこ とができよう｡
つ い に深く考えず じまい であ っ た
死はやすらかな眠りであ っ たろう
遺体は屍体置場に 二日間放置されたままであ っ た
悦惚の 所業で あ っ たかもしれない
あるか あ っ たか知らない けれ ど
カ ン フ ル の注射を三 ､ 四度射 っ ただけであ っ た
かれに は軍隊の経験があ っ た
手の 奇蹟を信 じたこ とがあ っ た
光りの むきを変える と思 っ たこ ともあ っ た
水平 へ の憶憤があ っ た
やるせ ない女人 へ の 郷愁があ っ た
虹の 国を描く こ ともあ っ たとおもう
変幻するおまえの 姿に出あ っ たから
か つ てきみ の横顔 には自伝らしきもの があ っ た
今で は街中でも締腰な娘に出あ っ たりすると
早く頑迷固陪にかえりたい ｡ あと三カ月で六十才+ と書い てあ っ た｡
きみ は意外に元気な様子で近況を語 っ てくれ､ 心境まる十五分か 二 十分であ っ た｡
問 の霧は深くなるばかりであ っ た｡
き っ とあ っ たにちがい ない ､ と｡
あらゆる母がそうであ っ たように
新幹線が開通 して以来､ 機会は い くらでもあ っ たよ
(どの 車輪にでも乗 っ て い る可能性があ っ た)
なおかすかに雲間にあ っ た
こ んな文面があ っ たの を憶えて い るだ ろうか ｡
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1 88 0 2 0
18 8 0 4 8
1 93 0 0 8
193
)
0 1 2
あ っ ち
128
18 9
0 84
0 09
あ つ つ ぼい
0 5 1 0 3 5
あつ ま っ て
1 0 2 00 2
フ ア ン ･ ゴ ッ ホ展があ っ た時の 画帳が､ 手もとにあ っ て ､
正義 の社会学であ っ たり､ 深遠な歴史学であ っ たりもするの だから､
深く息をする こ ともあ っ たが
半世紀は車窓の 景色で あ っ た
あ っ ちの 星
あ っ ち へ 行 っ てくれ!+
熱 っ ぽい
出 口 を求める熱 っ ぽい 瞳で
集 っ て
みん な日暮の桟橋 に集 っ てくれ
あつ まり 集まり
10 6 00 7 いくら厳粛な集まりでも これはひ どく殺風景だ
あつ まり 集り
15 0 0 19 ようするに小心な若輩の似た者同士の集りで ､
あ つ めて 集めて
o3 1 0 2 2 机 の下から灰や骨などを集めて
あ つ り ょく (圧力)
1 67 0 64 脅かすような慰め るような圧力を加えてくる
あてて 当て て
o 14 0 0 5 手を当てて耳のネジを検査 して ゐる の を
あてもない
o 6 2 0 4 4 あ七もない わたしの道は
あてもなく
0 6 1 1 8 7
0 6 6 0 0 3
10 0 0 1 8
あてもなく街をさまよいながら､
黒犬があて もなくさまよ っ て い っ た｡
あてもなく こ の 街で生きねばな らぬ - -
あて る
o5 5 0 6 2 環輪ずれしたおれの咽喉に つ め たい剃刀をあてる
1 39 0 0 6 どう してもそ の主 の姿を尋ねあてる こ とができない
あどけない
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o 88 00 6
o 88 0 4 2
あとずさり
1 10 0 1 1
あとで
0 1 4
0 5 1
1 60
あな 穴
00 2
03 4
051
051
05 1
05 2
061
1 12
1 60
1 64
0 2 2
0 2 2
0 3 2
00 3
00 5
0 3 2
0 3 6
0 3 9
0 0 4
1 2 1
0 1 2
0 6 8
0 24
ア ナウ ンサ ー
0 8 4 0 1 7
185 0 0 3
あなた
0 0 9 0 0 7
0 2 3
02 3
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1
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0
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0
6
8
2
2
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2
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1
あどけない おまえの声は い つ もぼくに
あどけない マ リの 夢よ
あとずさりする水平線にむか っ て
口 の 悪い 家畜 どもが逃げて い っ たあとで
あとで こ っ そ り眼を覚ますこ とだ ､
ち ょ っ と したい ざ こ ざの あとで
黒い 穴があく
鍵穴の 中で
あの鍵穴はまばたきしない 眼･ - -
こ っ ちを見凝めて い る鍵穴を必死に覗きかえす
小さな鍵穴｡
い まで は墓穴にかくれ
ちぎれたボタン の 穴にだ っ て
鍵穴や本の あい だに し こ たま隠 しこんでる狐め
｢蛇 の 穴+ と称 して大学にもそりこ み 教鞭をと っ た こともあるが
･ - - 共通 の 穴である深い 井戸にむか っ て
ア ナウ ンサ ー の 明る い 声はこ たえる
ア ナウンサ ー の 声は平静で
あなたは汗をなが す
あなたの珂はちぎれそうな断崖で
華麗なあなたの指輪とともに
あなたの頭髪の 申に鴬が卵を生む
あな たは何処 に立 っ て ゐる の か
あな たは
あなたの 微笑はほ とん ど残酷にちかい
あなたの 果て しな い繋 の なかであ っ た の か
あなたの 澄んだ声がする
あなたも
あなたはあなたの 扉の なかに隠れる
あなたの砂漠は油の匂がする
あなたの 暗い 内側で
む しろあなたの 占めて ゐる空間に
あな たの からだから送る水で
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美 しい あなた の 皮膚や
あなたは遠く行かうと した
あなたは悪く夢を見た
社交術があな たを潤れさせ たり育てたりしない うちに
だがあな たの 素直さは
あなたはたしかに夜をも っ てゐ る
な るほどあなたの 剥製の体内から聞える
そ して あなた披広い 眺め の 外 へ はみ 出て ゐる
あなたの街灯の 惨む光が
あなたは冷たい 石･段を降り
うなだれて あな たを待 っ てゐ る バ ス に乗 っ た
あなたは誰かに向 っ てさう言 っ た
あなたは走 っ てゆくだらう
別の あな たが
別の あなたの 藻の こ とを考 へ ながら
あな た汝バ ス に揺 られ やがて衝から去 っ て しまふだらう
あな たは何故黙 っ てゐ る お坐りなさい
あなたの 利益は あな たの どの 釦に隠 して ありますか
あなた披何故黙 っ てゐ る
あなたの体が氷の やうだからだ
あなたは壁を眺め で怖れの 表情を隠さう としてゐますね
あなたは孤独の 申からも追ひたてられさうになる
あなたをどこ か へ 連れて ゆかう とする
あな たの ではない 鏡の なか へ 消えて ゆく
坐席があなたを動けな く した
あなたは じぶん の 鳥を育てた
い つ もあなたの臓肺を つ つ くとき
そ してあなたはその 小さな骸を
あなたは独り目覚めて ゐた
あな たの部屋に披シガ ア の煙がたなびい て
あな たの 計算表 あなたの慈善帳
あなたの 巨大な辛か ら降 っ てきた
あなたを愛する者はない
あなたに は人の背中しか見えぬ
あなたが倒れる場所 とい - ば
あな たの影だ けが残さ れる
それが あなたの樹木だ っ た
もはやあなたを導くもの はな い
あな たの 意志はそれほ ど強く それほ ど果敢ない
あなたは衝の 維間のなかをとほり
あなたの 指はまだ感覚を失 っ て はゐな い
あなたは信ずる
あなたを愛する者はない
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あなたには人の 背中しか見えぬ
知識が あなたを盲ひ に した
街の維音はあなたの珂を不注意に した
だがあなたは僅かに口を利くこ とが出来る筈だ
あなたの 影とともに敬 っ て ゐる
あなたはそ の深淵に身をなげる
あな たの淋 しさは
ひ ろ い頬ゑみをうか ぺ て あなたはたつ
神々よ あなたの 姿勢は万別なれ ど､
あなたの 渇望が ､
あなたの 齢に と っ てただ の - 桝を｡
あなたはまこ とに感 じて ゐる の か
あな たはみづからの心象を鳥撤するため
あな たはとほ い橋 の上で 白昼の 花火を仰い でゐ る
あなたはけむれる 一 個 の 霧となり
あなたの 生をめ(･ る足跡の 消えゆくを確め
あなたは日の暮れ 何を考 へ る
日没の空にあなたはわな なき つ つ 身を横た へ
また午後の廊下の 如くあなたの 鉢を影にするだらう
あなた自身が小さな 一 つ の 部屋である こ とを
あなたはやはり寒い の か
あなたはむろん黙 っ て い るけれ ど
あなたの 育たなか っ た乳房や
あなたが男を誘惑する披ずだ っ た可愛い い 頬の 黒子の こ とを
影にな っ たあなたの子供らしい 微笑が
あな たは本当に暗い地下にひ とりで住んで い る ので すか
あな たの 乳房や
あなたの 可愛い い頬 の 黒子の こ とを
あなたの未来の指輪が青い 光をあつ め
あなたの未来の時計の 振子がう ごくの をまえに して
あなたはどう して人生にさよならを告げたの か
あなたにはよくおわかりで しよう
あな たの お顔も だんだん忘れて ゆきそうです
橋上 の人よ､ あな たは
い ま､ あな たは噴気を こらえ､
あな たはう しろをふりかえらなか っ た､
あなたの 心にうかんだ道の す べ てだ っ た｡
あなたはうしろをふりかえらな か っ た､
あなたの 宙にうかんだ道の す べ てだ っ たo
あなたは冒険をもとめる旅人だ っ た｡
あなたの楚音と､ あな たの足跡は､
どうしてあな たは帰 っ てきたの か
どう して あなたは戻 っ てきたの か ｡
o6 1 0 6 7
o6 1 0 6 9
o6 1 0 7 2
o6 1 0･･
■
7 4
0 6 1 0 7 9
o6 1 0 9 5
0 6 1 10 8
06 1 10 9
0 61 13 5
0 61 13 9
0 61 14 4
061 14 7
06 1 15 4
0 6 1 15 6
0 6 1 15 7
0 6 1 15 8
0 6 1 2 0 9
0 6 1 2 10
0 6 1 2 13
0 6 1 2 1 4
0 6 1 22 5
0 6 2 0 1 4
0 6 2 0 18
0 6 2 0 2 2
0 6 2 03 0
062 03 5
0 6 2 041
0 6 2 05 1
0 62 05 5
0 6 2. 0 63
0 6 3 0 0 4
0 6 3 0 0 6
0 6 3 0 0 7
0 6 3 0 0 9
0 6 3 0 13
0 6 3 0 1 5
0 6 3 0 1 7
0 6 3 0 2 1
0 6 3 0 2 6
0 6 3 0 2 7
0 6 4 0 0 5
0 6 4 0 1 4
0 6 6 0 1 9
あなたは灰色の街の なかに帰 っ てきたo
あなたの 眼となり ､ あな たの 表情となる ｢現在+ に ｡
あなたは破壊された風景のなかに帰 っ てきた｡
あなたの 足を停め､ あなたに待 つ こ とを命ずる ｢現在+ に｡
あなたは見た｡
あなたは聞い た｡
あなたは知 っ た.
あなたがあなた自身で あるため には
父母や妹 またあなたの至上の 友たちに+
あなたは疑うだろうか?
あなたの青銅の額に放､ 濡れた藻の 髪が垂れ､
あなたの報せた追憶の 頬に､ かすかに血 の い ろが浮ぶo
あなた自身が見すて られた天上の星である こ とを - -
あなたは愛を持たなか っ た､
あなたは真理 を持たな か っ た､
あな たは持たざる 一 切 の もの を求めて､
あな たの 内にも､
あなたの外 にも夜がきた｡
あなたの 内にも､
あなたの外 にも灯がともる ｡
あなたの 内にも ､ あなたの外にも灯が ともり､
わたしとあなたを距て る こ の 世の どんな約束も
あな たはかすか に しめ っ た灰の匂い を覆い かける
あなたの ほそ い指が
あな たは悪戯な瞳と微笑で逃げてゆけば よい
あな たとわたし披
あなた放そ っ と見て い ますね
あなたはじ っ と耳を澄まして い ますね
あなたは黙 っ てうなずい て い る の ですね
あなたはつ ぶらな瞳を閉じて い ますね
あなたの 身体の ように重たく
- - あか
■
りを消して + あなたは言 っ た
ぼくはあなたの 口 を押えようとする
かかえきれぬあなたの 身体が
あなたは固く睡毛をと じて死ん だふりをして い る
あなたはひそかに噴い て い る
あなたの いな い夢 の なかで
- - あかりを つ けて + あなたは言 っ た
ぼくがあなたを信 じない ように
あなたはぼくを信 じようとしない
- - あなた､ 帰 っ て きたの ?
- - そ う､ あなたは誰なの ?
あなた､ そ こ にい る の ?
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o70 0 01
o70 0 04
o70 0 0 8
o70
･
■
0 1 5
o7 0 0 1 8
07 0 0 2 1
o7 0 0 5 1
08 9 0 0 4
o8 9 0 08
08 9 020
08 9 0 3 9
09 5 022
09 7 00 3
09 7 00 7
09 7 0 1 1
12 2 00 3
12 2 0 1 2
13 7 0 1 6
14 2 0 2 0
14 2 0 2 1
14 2 0 2 2
14 2 03 0
14 2 0 3 1
14 2. 0 3 7
1 42 0 4 3
1 42 123
1 4 6 0 0 7
1 4 6 0 17
1 4 6 03 8
1 4 6 0 5 9
16 0 0 27
1 6 1 00 4
1 6 1 00 5
1 6 1 0 1 0
1 6 1 0 1 4
16 1 0 2 1
16 4 0 0 3
16 4 01 1
16 4 0 2 8
16 5 0 1 2
16 5 014
17 1 0 1 0
18 6 0 4 5
恐ろ しい ひ と､
恐ろ しい ひ と､
恐ろ しい ひと､
やさ しい ひ と､
あなた娃
あなた披
あなたは
あなたは
あなたがい くら黒髪を愛撫 しても､
あなたの指は何も つ かまえる こ とができな い o
あなたの五本の指は どん な兇器 よりも残忍で ､
｢あな た どこ に い る の ?+ と問うたら
｢あなたの 噴い 心 の なかに い ますよ+
｢あなたどこに い る の ?+
｢夜)なた どこ に い る の ?+
ス ム ー ス なス ム ー ス なあなたの 死顔を｡
あなたは生命も飛期も見ない だろう o
あなたは暗い 鉄格子の 中に､ 永遠に繋がれるだろう｡
も しあなたが､ それを見たい と思 っ たら､
あなたが去 っ て
あなたの 涙をわたしが泣く
｢あなたは誰?+ と
考えてみる人はほ とん どい ない - - + とあなたは語 っ た
あなたは何処にい ても
あなた自身であるこ とをやめな い から
あなたを黙らせ る こ とはで きない
あなたは知 っ て い る
あなたの メ ッ セ ー ジ は
自己 の 経験をま っ す(o 語るあなたの 言葉は
あなたは見たままを語り 予言者と して
あなたには(o れて しま っ たの です
横顔があなたにそ っ くりで したので
｢あなたはどこ?+ とたずねても
あなたが傍でおやすみにな っ て い ら っ しや る
｢それはあなたの 詩ですか?+
あな左は
あなたを殺すもの でも
あなたも赦されはしない だろう
あなたを赦すこ とはあな たにはできない
あなたを殺 しにくるもの があれば
わた しの 涙をあなたが泣く
人の 心を盗むあなたの 言葉は
｢あな たの涙をわたしが泣く+ と
あなたはやがて分 っ て しまう何かであり
あなたは早く死ねばよい
あな たな んて大きらい !+
へ ん な人で すね ､ あなたは?
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1 8 6
186
あなた
06 1
06 1
06 1
061
0 61
0 61
180
1 8 0
18 0
049
05 2
貴方
16 9
173
18 2
186
19 0
2 0 0
0 2 4
0 2 5
0 2 6
あなたの
02.3
02 3
02.5
03 9
03 9
0 39
0 3 9
0 3 9
0 3 9
0 3 9
039
04 0
04 1
0 4 1
0 4 1
0 4 1
04 1
04 1
0 4 1
04 1
0 4 1
0 4 1
0 4 1
0 4 1
0 4 1
04 1
04 1
04 1
0 1 9
0 2 2
0 2 7
0 4 0
0 4 9
0 7 3
08 6
108
1 2 2
1 2 5
1 4 1
0 2 6
0 1 2
0 24
03 1
0 6 0
0 6 5
0 6 8
0 7 8
0 8 6
10 0
1 0 4
1 0 8
1 1 7
12 1
13 0
13 8
15 0
そうい えばそれがあな たの 口癖で したね､ 気障な!
どうもがい た っ て ､ あなた はあなたですよ!
貴方がい なくな っ て か ら､
貴方に叛い たわたしは､
貴方がわたしに下さ っ たものは これだけですか｡
貴方の深い 慈悲と知恵 とを理解できませ ん ｡
貴方が い ら っ し や るあたりは､
わたしの 悲惨は貴方の 栄光なの ですか｡
貴方に ｢女の 子 の 心理+ が判んな くた っ て あたりまえなんで すo 貴方は心理学や っ てん の じやな い の で し ようか
ら - - ｡ 貴方に判らなか ろうと､ もう少 し付け足すと ､ 昨年は形相の意味も知らなか っ たと いう こ と｡ 私は ｢メ
ッ セ ー ジ とよみました+ と書い た筈､ それは私だからそうよめて しまう ､ と いう の がどうでもい い こ とで ､ 貴方
あなたの耳はちぎれそうな断崖で
華麗なあなたの 指輪と ともに
あなたの 頭髪の 中に騰が卵を生む
あなたの 微笑は放 とん ど残酷にちかい
あなたの 果て しない 欝の なかであ っ たの か
あなたの澄んだ声がする
あな たはあなたの 扉の なかに隠れる
あなたの砂漠は油の匂がする
あなたの 暗い 内側で
む しろあな たの 占めてゐ る空間に
あなたのからだから送る水で
美しい あなたの 皮膚や
だが あなたの 素直さは
な るほ どあな たの 剥製の体内から聞える
あなたの街灯の 港む光が
別の あなたの 藻の こ とを考 へ な がら
あなたの 利益は あなたの どの 釦に隠してありますか
あなたの体が氷の やうだからだ
あな たの で披な い 鏡 のなか へ 消えて ゆく
い つ もあなたの臓腺を つ つ く とき
あな たの 部屋 にはシガ ア の煙がたなび い て
あなたの 計算表 あなたの 慈善帳
あなたの 巨大な手から降 っ て きた
あなたの影だけが残される
それがあなたの樹木だ っ た
あな たの 意志はそれほ ど強く それほど果敢な い
あなたの指はまだ感覚を失 っ て はゐな い
街 の雑音はあなたの革を不注意に した
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あなたの影と ともに敬 っ てゐる
あな たの淋 しさは
神々よ あなたの 姿勢は万別なれ ど､
あなたの 渇望が､
あなたの 齢にと っ てただの 一 瞬を.
あなたの 生をめ(o る足跡の 消えゆくを確め
また午後の廊下の如くあな たの鉢を影にするだらう
あなたの育たなか っ た乳房や
影にな っ たあなたの子供らしい 微笑が
あなたの 乳房や
あなたの 可愛い い 頬 の 黒子の こ とを
あなたの 未来の指輪が青い 光をあ つ め
あなたの 未来の時計の 振子がう ごくの をまえ にして
あなたのお顔も だんだん忘れてゆきそうです
あなたの心 にうかんだ道の す べ てだ っ た｡
あなたの宙 にうかんだ道の す べ てだ っ た o
あなたの 楚音と､ あなたの 足跡は､
あなたの 眼となり ､ あなたの表情となる ｢現在+ に ｡
あなたの 足を停め､ あなたに待 つ こ とを命ずる ｢現在+ に｡
父母や妹 またあなたの至上の友たちに+
あなたの青銅の額には､ 滞れた藻の 髪が垂れ､
あな たの報せた追憶の頬に ､ かすかに血 の いろが浮ぶ o
あなたの 内にも､
あなたの 外にも夜がきた｡
あなたの 内にも､
あなたの 外にも灯がともる o
あなたの 内にも､ あな た の外にも灯が ともり､
あなたの ほそ い 指が
あな たの 身体の ように重たく
ぼくはあなたの 口 を押え よう とする
かかえきれぬ あなたの 身体が
あなたの い ない 夢の なかで
あなたの指は何も つ かまえる こ とがで きない ｡
あなたの 五木の指はどんな兇器 よりも残忍で ､
｢あなたの 噴い 心 のなかに い ますよ+
ス ム ー ス な ス ム ー スなあなたの 死顔を｡
あなたの 涙をわたしが泣く
あなたの メ ッ セ ー ジは
自己 の経験をま っ すそ語るあなたの 言葉は
｢それはあなたの 詩で すか ?+
人 の心 を盗むあな たの 言葉は
｢あなたの 涙をわたしが泣く+ と
そうい えばそれがあなたの 口癖で したね ､ 気障な!
あなた自身
o46 0 4 9
1
o6 1 109
o6 1 154
14 2 0 2 2
あなた自身が小さな 一 つ の部屋である こ とを
あなたが あなた自身であるため には
あな た自身が見すて られた天上の星である こ とを - -
あなた自身である こ とをやめない から
あなどり
180 0 0 3 女子とあなどり
あね 姉
o52 0 0 3
o 52 0 0 6
0 5 2
0 5 2
0 5 2
01 4
0 2 1
0 2.6
05 3 013
05 3 0 2 2
05 3 0 2 3
05 3 0 2 4
05 3 0 4 2
05 3 0 4 7
0 53 0 5 9
0 5 3 0 6 2
0 6 2 0 0 9
0 6 2 0 13
0 6 2 0 2 7
06 2 03 4
う つ くしか っ た姉さん !
ほそ い 咽喉に流 し こんで い る姉さん!
純潔だ っ た姉さんl
姉さ ん!
姉さん!
姉さん の かたみ の 水晶の 腕輪がわたしの 冷たい 手錠で
い つ の まにかわたしはお姉さん のお墓の 前に立 っ て い ます
永い あい だ眠 っ て い たお姉さん !
い つ もの ようにわたしはお姉さんさ ようならを告げるこ とが出来ませ ん
お姉さん 何処にい る の
死んで しま っ たお姉さん !
美 しく繊細で やさ しか っ たお姉さん!
お墓の なかでお目覚め にな っ て い るお姉さん !
いまでも空中をさまよ っ て い る姉さんl
いちばん美しい 使 い である姉さん!
姉さん!
姉さん !
あば いて
o8 5 0 2 2 かれらの恥辱の 隠れ家をあばい て しまおう
あばかれた
0 5 4 0 8 3
あばよ
0 1 3 0 2 6
1 12 0 5 0
アパ ー ト
0 6 1 0 3 9
1 4 2 0 3 5
1 7 4 0 1 8
見よ あばかれた社交術の 快楽と有頂天とを
あばよ
あば よ
空気の悪い ア パ ー トの 一 室で ､
孤立 した家族の 住むア パ ー ト の
一 室で
(きみカミ美しい 奥さん と結婚 して ､ み んなに羨まれながら､ 西荻窪の ア パ
ー トに住んで い たときの こ とだ)
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あびせて
16 5 0 1 0 刺すような視線をあびせて
あびて 浴びて
o9 1 0 1 5 きみ の欲望辻夕陽を浴びて ビ ルディ ン グ の林 に落ちて ゆく
あひれ 溢れ
0 18 0 1 4
01 9 0 0 1
02 1 0 2 9
0 61 12 9
アブラ
01 6
あぶら
05 5
167
あぶら
003
0 39
0 61
0 73
073
音楽が室内に溢れてくる
靴の溢れる廊下では
溢れてくる影の どこ かで
野に池をつ くり 地上に溢れ
oo 9 君らの機械に ア ブラがさされた
0 4 9
05 4
油
0 1 1
1 0 8
0 0 3
0 0 4
0 0 7
あぶらぎ っ た 一 皿を平げたような顔をする
人間の あぶらが
油絵の 真に隠れてゆく黄ろい月
あなたの 砂漠は油の匂がする
汗と油の 溝渠のうえに､
一 隻の 油槽船が
あちこちに重油がながれ
あぶらえ 油絵
o o3 0 1 1 油絵の真に隠れて ゆく責ろい 月
あぶらぎ っ た
o5 5 0 49 あぶらぎっ た 一 皿 を平げたような顔をする
ア フ リカ
o9 4 02 4 遠く泣く ハ イネズ の原に打ちよせ る の はア フ リカを白くする波だ
あふれ
03 1
10 0
17 1
18 2
183
0 1 7
0 6 1
0 1 2
0 2 7
0 05
そ っ とあふれて ゐるもの だけがやさ しか っ たと
ペ イヴメントには水玉模様の 少女があふれ
無邪気な目には悲 しみがあふれて い たから
濠濠とあふれてい る
くだもの屋にあふれて い る蜜柑が
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あふれて
o3 1 0 1 7
17 1 0 1 2
18 2･.0 2 7
18 3 0 0 5
あふれて 溢れて
o 18 0 14
o2 1 02 9
あふれてくる
0 18 0 1 4
o 2 1 0 2 9
そ っ とあふれてゐるもの だけがやさ しか っ たと
癖邪気な目には悲しみ があふれて い たから
濠洩とあふれてい る
くだもの 屋にあふれて い る蜜柑が
音楽が室内に溢れてくる
溢れて くる影の ど こかで
溢れて くる
音楽が室内に溢れて くる
溢れて くる影の ど こか で
あふれて ゐる
03 1 01 7
あふれる 溢れる
01 9 001
ア へ ロ ン
04 0 01 8
ア へ ン
0 05 0 3 3
ア ポ ロ
01 2 0 0 3
あまい 甘い
08 8 0 6 0
18 7 02 7
あまおと 雨音
1 22 0 0 8
1 4 6 0 6 1
あまがさ 雨傘
03 1 0 15
08 7 0 2 1
そ っ とあふれて ゐるもの だけがやさ しか っ たと
靴の 溢れる廊下では
ア ヘ ロ ン の 岸にさまよう亡霊の ごとく
ア へ ン の煙が立の ぼる
若い アポ ロ は日傘にかくれ
どん な恋人たちよりも甘い キス をしよう
甘い香りの ように地に融けてい く
ひ と しきり烈しくな っ た雨音をきく
屋根を叩く雨音がひ と しきり強くな っ て
雨傘やブ ラシなど日用品が置い て ある
雨傘がい たみ長靴が駄目になる
あまか っ た 甘か っ た
o9 2 0 0 6 盗んだ梨より甘か っ たと - - ･
4 3
o92 0 1 2 あの 罪は甘か っ たが
あまがっ ば 雨合羽
18 1 03 2 雨合羽の 人よ
あまくみて は 甘くみては
18 0 0 1 7
あま っ て
1 13 03 5
180 0 45
アマ ルリク
1 42 1 0 1
あまれ 編まれ
o2 8 0 1 5
あみもの 編物
o8 9 0 25
あめ 雨
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だからとい っ てお年寄りの 心理 を甘くみて は い けませ ん よ
自己 の 愚かさに思い あま っ て
思慮にあま っ て立ち つ くすこ ともあるだろう
ブ コ フ ス キ ー や ア マ ルリクが直面 した状況にくら ベ たら
工場 の透明な模様の 申に編まれ
編物をして い た手から毛綿の 玉を落しました
ぎん の騨雨の 申で
樹の 海に青い ぎん の 雨が降 っ たよ
雨の 中を盗み去られたこ とには
実体の な い 窓窓に雨が降り
青い雨の やうに燕の やうに
雨傘やブ ラシな ど日用品が置い て ある
雨は
突如 豪雨が襲 っ て くる
散 っ て きた雨は
さうだ雨の 降る日に
白い雨が とほ っ て ゆく
雨の顔が
主 (ある じ) は ふ と雨の顔になり
雨の 日のたちゐふるまひ
ふりそそ(p 雨の みだれも手に とるやうだ
降り つ づ く落葉の 雨の なかから
空虚な額縁の なかで 白い 雨が乾い て い る
光はひ と つ の 原子に 強烈な夏の験雨にかわ っ て ゆく
ひ どく降りは じめた雨のな かを
だが昨日の 雨は
ああ おれは雨と街路と夜がほ しい
057
084
084
o81
0
0
0
0
2
0
7
8
3 6
2 1
o9 7 0 0 4
09 7
10 1
0 05
0 4 5
1 02 0 04
109 0 13
122 0 04
1 2 0 0 8
1 25 0 0 5
1 44 00 4
14 6 0 6 1
160 0 1 6
17 1 0 1 7
17 5 0 1 0
17 5 0 1 1
17 5 0 1 3
18 1 0 3 2
18 8 07 5
雨の キ ー ル ン港で は
雨がふ っ て る窓の そ とに
い つ までも雨がふ っ て る路地をゆけば
雨傘がい たみ長靴が駄目になる
しか し雨を描い た動か ない 斜線は､
サ ン ･ ぺ エ ル街七十 一 番地に､ 永遠に雨を降らせるだろう｡
四月 の雨をま つ 土にふかく射ち こまれてい る
あたらしい 屍体の雨をふらすから
落莫の 雨を降らせ て い る｡
最初 の冷たい 雨がきた
ひ と しきり烈 しくな っ た雨音をきく
六月の雨はしきりにふり 音楽はとめどもなく
なまめかしい 微雨に濡れてい る
屋根を叩く雨音が ひ としきり強くな っ て
闇を つ らぬ く稲妻と烈 しい 豪雨の 中か ら新しい発見の ように整 っ て きた
わずかに雨露を しの そ庇の下から
雨が降 っ て い る
冬に して は噴い雨の 音が
同じ雨の音を聞きながら
雨合羽の 人よ
一 雨 ご とに噴かくなる とい う､ 三月 の雨が
あめい ろ (飴色)
o28 0 2 2 そ の とけやすい肢髄を眠らせる飴色の午後の
アメリカ
05 4 12 6
05 4 13 3
05 4 13 9
054 1 4 2
05 4 1 4 4
1 03 0 1 5
1 4 2 0 7 7
1 5 0 0 7 7
16 0 0 6 4
16 0 0 7 1
18 4 0 0 2
18 4 00 4
18 8 0 6 6
アメリカ社会
1 60 0 7 1
｢ア メリカ - - +
｢ア メ リカ - - I+ と壁がこたえて い る
｢アメリ カ - - +
反 コ ロ ン ブス はアメリ カを発見せず
われわれの アメリカはまだ発見されてい ない と
金づかい の荒 い ア メ リカ人 とはわけがちがう
ア メ リカ の 一 部 の戦争捕虜たちは
まさか ､ ｢荒地+ が今頃にな っ て ア メリカから送られてくる とは｡
ア メ リカ の オ ー デ ン と い われたが
ア メリカ社会における成功の蔭にある失敗の さまざまな痕跡が
ドイ ツ 系の アメ リカ人で
フ ラ ン ス 系 ア メリカ人と横須賀で結婚し
子供の 自殺は､ ア メ リカで も ､
アメ リカ社会における成功 の蔭にある失敗の さまざまな痕跡が
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アメリカ人
103 0 15
184 0 02
1i4 0 04
金づ かい の 荒い ア メリカ人とはわけがちがう
ドイ ツ 系の ア メリ カ人で
フラ ン ス 系 ア メリカ人と横須賀で結婚 し
あやうい 危い
o8 5 0 27 他人の 危い綱渡りを見ながら
あやうく 危く
1 66 0 05 危く均衡を保 っ て きたが
あやかしとも
19 2 0 2 1 あやか しとも気づかず ､ 広かな白い光の 点線に導かれ､
あやしき
13 0 1 9 珂うちするあやしき男か ら
あやつ つ て 操 っ て
o 23 0 0 9 街灯は光をナイ フ の やうに操 っ て
あや つ る
o8 8 04 9 大きい フ ライ パ ンをあや つ る小さ い マ リは
あやまち
1 13 0 17
113 030
1 2 1 0 0 3
あやま っ て
03 4 0 15
あゆみ 歩み
0 05 0 3 6
0 4 6 0 3 1
05 0 0 之1
12 7 0 0 2
あゆみさ る
00 5 0 3 6
あゆむ
0 3 4 0 0 8
19 3 00 4
す こ しの あやまちも容赦なく
不運にもあやまちをおかした者は
あやまちはあやまちと して
あやま っ てラ ンプを落 し
ジ ャ ケ ツを着て歩み去る
背中を行き来する千の歩みも
黒い 鉛の道を歩み つ づ けてきたの だ っ たo
ふと歩みを止め
歩み 去る
ジャ ケツを着て歩み去る
眠りの 蔭をあゆむ
一 歩 一 歩あゆむ放かはな い
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あゆむ 歩む
o2 5 03 5
o8 6 0q9
o8 8 0 69
1 60 07 4
あらい
o 80 0 1 7
あらい 荒い
o 4 1 00 5
10 3 0 15
16 8 004
縞にな っ た明る い光線を歩む
生命は歩む影
おまえと歩むこ の 道は
と ころで 日本の 社会の 日蔭を歩む
あたらしい 血汐であらい こ の 苦しみ の 胸が
意志は荒い 山肌の斜面か らむけてくる の か
金づか い の荒 い ア メリカ人とはわけがちがう
荒い 山肌にかこまれて
あらい さる 洗い 去る
o 86 0 0 8 海岸から男たちの影を洗い 去るであろう
あらし
0 54 0 1 1
0 5 4 0 1 2
0 8 2 0 0 8
あらし 嵐
04 1 0 7 0
04 1 145
0 6 8 0 21
0 7 2 0 44
11 2 0 45
11 3 0 0 4
11 3 0 06
1 13 0 0 9
148 0 3 9
18 1 0 2 8
あらそ っ て
13 4 0 1 2
あらっ て い る
0 15 0 0 2
予感はあらしをおびて い た
あらしは冷気をふくんで い た
あらしの 名残りがあ っ た
嵐の音が聞え ドアが乳る
またぢきに 嵐と雪で家々を覆ふ冬が来て
それから水着の女達が
嵐の なかの ､ 狂気 のなかの
嵐は数えるこ とを しな い が
(嵐の ごとき拍手)
拍手と嵐の ごとき拍手 しか
拍手から嵐の ごとき拍手 へ と
十時をすぎる と蒲団が敷かれた｡
嵐が来そうだ っ た
争 っ て
つ い さ っ きまで 二 つ の カが争 っ て い た
洗 っ てゐる
室内を青く洗 っ てゐる
アラ ビ ア
o 9 6 0 1 6 ア ラビ ア の砂色と いう こ とにな る の かな
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o9 6 0 17
アラ
.
ブ
1 27 00 4
1 28 0 4 1
あらゆる
o 2 8 0 1 4
03 5 00 9
o5 0 0 0 2
o5 4 13 6
06 1 1 1 1
o7 1 0 4 5
o7 7 0 3 0
07 8 0 0 2
07 8 0 0 3
1 0 0 0 4 9
17 6 0 2 0
ごらん 対岸にア ラビ ア の 火が見えるよ
ア ラブ の町 の
十年戦えればア ラブが勝 つ がね え?
あらゆるタイプと いう葡萄の 木の影は
あらゆる憎しみはふり落される
あらゆる階段の 楚音の なかか ら､
あらゆる エ イス の 価値と
｢あらゆる行為から
あらゆる時は
あらゆ る神の報酬を拒み
あらゆる鎖がひとりで にきれ
あらゆる船が港から出て ゆきそうな
あらゆる階段の 楚音の なかから
あらゆる母がそうであ っ たように
あらわす
07 1 0 29
あらわす 現わす
04 7 0 1 8
あらわれ 現れ
0 0 7 0 0 9
03 9 0 5 0
07 3 02 5
19 3 0 1 8
あらわれた
00 7 0 0 9
あらわれて
0 3 9 05 0
あらわれない
19 3 0 1 8
あらわれる
0 5 4 0 9 5
0 5 4 11 2
く っ きりと影をあらわ す山である
膿ろに姿を現わすこ の 髭だ らけの死者は誰だ ろう
た飛行機の プロ ペ ラが現れた
暗い 空の 下に現れて 披
見張りの ボ ー トが現れ
同じ風景は二度と現れない
現れた
た飛行機の プ ロ ペ ラが現れた
現れて
暗い 空の 下に現れて は
現れない
同じ風景は二度と現れない
夕焼の なかからあらわれる鳥の 噂り
決然たる拒絶者の愁い 顔があらわれる
48
o7 9 02 6
o 8 2 0 1 0
あり 在り
10 7 0 13
14 1 0 1 4
1 5 0 0 3 7
1 5 0 0 4 8
17 1 0 15
190 0 10
ありあまる
10 1 0 4 9
1 8 2 0 2 5
記憶の はてにあらわれる
消えてはあらわれる幻影の
在り し日を嘆くで な い
在りえたかも しれない す べ て の も の よ｡
｢本質的に我々が誇り得るもの は生理以外に在り得ない ､
生理以外に在り得ない とは､ ず い ぶん淋 しい話である ｡
われら此処に在りとかんがえるだ けで
在りの ままに生き
ありあまる孤独を
ありあまる年があり
ありえた 在りえた
14 1 0 1 4 在りえたかも しれない す べ て の もの よ○
ありえな い 在り得ない
1 5 0 0 3 7 ｢本質的に我々が誇り得るもの は生理以外に在り得ない ､
1 5 0 0 4 8 生理以外に在り得ない とは､ ずい ぶん淋 しい 話である o
ア リカ
o1 0 0 0 4 白い 帽子は頭の アリカを教 へ る とともに日の 匂を発散させる
ありがたい 有難い
1 5 1 0 3 7 有難い こ とに どんな女にもむだがなか っ たから
ありきたりの
10 6 0 0 1 ありきたりの記念写真の スタイルで 三列にならび
あり し 在りし
1 07 0 1 3 在りし日を嘆くでない
あり っ たけの
13 7 0 1 2 あり っ たけの力をこ めて
ありな し
1 1 9 0 0 2 ありなしの 残照の
ありの ままに 在りの ままに
19 0 0 1 0 在りのままに生き
4 9
アリ バイ
o8 5 008 消えやすい アリ バイ探 しの興味である
ありもしな い 有りも しな い
1 45 0 1 4 有りも しない幸福の歌がい つ もの ように響い て い た
ある
00 1
004
005
0 05
0 0 5
0 0 5
0 0 6
0 0
0
0
0
0
7
7
8
00 8
0 1 0
o o 4 駈けて ゆく風で ある
o o 2 机 の上 は すでに白い 雪で ある
o o 7 風下に建てられてある
o 1 9 掌旺 どの サ フ ァ イ ヤがある
o 2 5 虹 の ある ウィ ッ トな会話は
o 3 1 扉がある 扉が
o 1 5 ヨ ー ロ ッ パ は 黄昏 である
oo 3 とであるか
o o 5 岸に住んでゐる嶋輸で ある
o o 4 もある 向日葵の ごとく旗は燃え 荒地に咲きそ めた
o o 8 畢粟の花がサカ リで ある 真珠の月もかくれてゐやう
o o 5 日の 匂を発散ざせ る少年は青い 麦の 芽で ある
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不愉快な天候の有機的関連の 結果で ある
立派なきみらの 服装で あるが
ああ ぼくたちは幸福である
パ ルテ ノ ンは丘にある
花の ある音楽に つ れて
花は限の ある動物を見ない
い い と こもあるねとうなり
やさ しい茎と卵は永遠である
脳髄は青く透明である ざわめきの 聞こえる孔 には栓を つ め
樹には吊された肉体がある
梯子を登 る ので ある (未完)
たくさん の硝子がはめてある
快い日影もある
わたしの 手の 申にある
わたしの 鼓膜は へ んで ある
液鰻の やうに垂れてきたの は疲れた舌である
す べ て の 叫喚が悶える胃腸で ある
信仰や箸や石鹸や喜ろこ びや散策があるやうに
す べ てが平和である ようにとか云ふ必要もない
技師の 懐中にある正確な地形図は
小鳥や革の声とは無関係である
そ こにある雑音披まがりくね っ て
す べ てが歴史の容器の 中にあるとは限らない
そ こ にある闇のひ ろがり
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03 0 0 2 2
03 0 0 3 3
o3 1 0 1 5
03 2 0 0 6
03 3 0 2 1
03 6 0 1 7
037 0 0 7
03 9 1 3 4
04 1 0 0 2
04 1 003
04 1 039
04 1 05 3
041 0 8 7
04 1 1 1 4
04 4 0 10
0 4 5 00 5
04 5 0 1 4
04 6 0 19
0 4 6 03 6
0 4 6 0 49
0 4 8 037
0 4 8 03 8
0 4 8 03 9
0 4 8 04 0
04 9 00 5
0 5 0 00 4
05 1 0 1 1
0 5 3 05 1
05 3 05 2
05 4 05 1
0 5 4 05 4
o 5 4 05畠
0 5 4 0 5 9
054 06 5
0 5 4 10 1
0 5 4 11 3
05 6 00 3
0 5 6 0 0 8
05 6 0 14
0 5 6 0 2 0
05 6 0之2
05 7 0 0 5
05 7 0 1 0
そ こ に憩ひがあり噴水がある
実 っ たあとの 浅い 眠りは疲れである
雨傘やブラシな ど日用品が置いて ある
ただ - 脚 の椅子があるだけ
おま へ をとりまく五 つ の ド アである
噴水と石像の ある静かな白昼よ
秘密の 抽斗がある
夜にはも っ と尊い 何かがある
海よ そ して人気の な い墓場がある
地の 果よ そ して濁らな い泉がある
考 へ あるもの のやうに また無意識の ごとく
また明日 お会い しませ う も しも明日があるの なら
愛婿ある仕科 (しそさ) で柔かい 羽に堅い 噂をこすり つ ける
ただ - 脚の 椅子があるだ け 気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
斬らしい 種子が新 しい 土地に播かれ つ つ ある こ とを｡
主 (ある じ) は ふと雨の顔になり
主 (ある じ) は ひ そかに想ふ
こ の 滑らかな洞よりも さらに低い 営みがあるだらうか
果して肉体だけは癒る用意があるかのやうに
あなた白身が小 さな 一 つ の 部屋である こ とを
｢地平線 はどこ にある
彼女の 位置はどこ にある
難破船は ど こにある
彼女の 憂愁披どこ にある+
重たい 悲しみ に塗りこ められた人間の影がある｡
一 - こ れがす べ て の 始まりである｡
運命がある顔に達したとでも言うかの ように ､
始めがあ っ て終りがあるの で枚なく
なんでも終末があ っ て発端があるの で し よう
賢い 三人の 友に会うの で ある
彼等が剥製の 人間であるか どうか
大学生は低い 声と思い やりの ある眼ざしで話しはじめる
｢君たちはまさか忘れたわけではあるまい
い ま こそそ こ に疑い の 余地が あるから
あるい はまた亡霊たちを飲み放 して
｢また明日会い まし よう もしも明日が あるのな ら+
そ して彼の 背中の ように淋 しい 風景がそ こ にある
昨日の ように空は濁 っ た河の うえにある
かすかに聞えぬわけでもない の である
それだけの 運命である
風景はい っ そう青ざめてくるの みで ある
とおい シ ンガポ ー ル の街を歩い たこ ともある
ぼくらに 一 枚の 絵皿を見せ たこ とが ある
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ある日 ボ ー トを水にうか べ
彼岸はい つ も死の 国の ように静かである
ぼくはぼくである 一 切 のも の を否定するの だ
ある冬の 晴れた日に
指輪や装身具の 飾 っ て あるシ ョ ー ウ イ ン ドをの ぞ い て
なぜか 一 服の煙草もひ どくうまい のである
荒れた道が つ づ い て い る の みである
未来 と希望があるだけさ｡
過去は渡しなく未来の なかにある こ とを - -
あなたがあなた自身であるためには
い つ も個人的なわけがある の だ
い つ も個人的なわけがあるの だ+
あなた自身が見すてられた天上の星である こ とを - -
い ちばん美しい使 い で ある姉さん!
｢も し身体にも魂にも属さな い 捷があるなら
人生に別離なんかあるもの かと､
ゆれる燈火と死魚の影があるばかりであ っ たo
終りがある の だろうか? 影深い 谷が
終りがあるの だろうか? 永遠の 眠りが
あると こ ろに
かれもまた ある と こ ろに
あると こ ろに
動か な い顔がある
動かない ベ ッ ドがある
い っ たい どこ にある の だろう｡
そ るそるまわる食卓があるだけな の だ､
汚れた皿拭き布があるだけなの だ ､
わからない ひと つ の運命である
きみ汝ふと立ちどまる こ とがある
ぼくの 頭髪をひ っ ぱる こ とがある
く っ きりと影をあらわす山である
三十六 とおり結論があるだけな の に
合理的な法則があるとは信 じられない
三色旗を つ けた巨船の うえにあるもの は
生あるもの の皮膚の 下を
さらに多くの涙があるの に
不思議な報酬があるか ぎりは - - )
一 九四 四年五月の ある夜 - -
天の 一 角 にせ ばめられた都会の 空で ある
消えやすい アリ バイ探 しの興味である
は っ きりした冷酷さもある
こ こには海があるの
こ こ には犬が つ な い で ある の
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わたしが生れるず っ と前からそ こ にある
神学は迷路で ある
かれにと っ て はと っ く に抜 け道が わか っ て い る迷路である .
とある松林をぬけて海 へ でる
解読できぬ暗号の よう に近くて遠くあるもの
とある バ ー の ドア を押 して入 っ たと思い たまえ
あの 隈想の 闇の コ アには生きて い る砂漠があるんだ
一 つ の 生命が､ ある い は - 羽 の 鳥の 飛邦が､
不幸である とい う意識を持たなか っ たら､
人影にまじ っ て 新聞紙のうえをあるい てゆく
また明日 お会い しま しよう もしも明日があるなら
消えてゆ く のである
それから五年た っ てで ある
も しも 明日があるな ら - -
かれには い い と こ ろがある
イ シ ュ メ ェ ル にはい い と こ ろがある
だが､ み どりはまだ固い幹の なかにある｡
｢笑うなかれ+ 悲しい 内部の 声である
そ こ に集中し隆起 して ある フ ィジカルな高貴さの 象徴 となり
だがい けない の は口 である ぶちこわしである
存在はす べ てある終りに向 っ て動く
過去で しか会うこ との な いおれたちだ 何の 秘密もあるもの か
ある い は綿帯をした
残る 一 人であるぼくは
幸福である 証拠はない
愛や敵意が目標にうまく とどい たためしがあるか い ?
戦略である+
唇は笑 っ て い るようでもある
歌の はじめには開かれた理由がある
ある日 女は狂 っ た目をして言 っ た
なくてあるがごとく
(四つ の 窓のうち三 つ が閉 じられたままである)
あなた自身であるこ とをやめな い から
世界のすみずみにまで とどけられるの である
悪い 夢か らさめた人の ように首をふるの である
ぼくたちに救い はあるだ ろうか?
そ して 国外での健康回復 と安楽な生活の 可能性があるにもかかわらず
十二年の刑期を つ とめあげるために監獄に戻 っ て い っ たの である
もちろん 信念 より自分の生命が大切だ と考えたからである
生命より貴重だと感 じて い たの である
い じけた打算がある わざわざ危険な対立に足をふみ こんで
世界中にそ の 網 の目をひろげて い る ので ある
自信はそらつ く 巨大であればあるほど
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歴史を作る者をたえず脅かし つ づ けてきた基本的なイ メ ー ジである
全世界に警告を発 したの である
｢至上の ト - モ ロ コ シ の 毛がア ゴ にもある長髪の 若者が
｢写真店の 窓に披曝された肖像の記念写真が 夢こ そすべ てであると知 っ た暗 もう肉体
｢ある と ころに壁が侍れて い た
おたがい に無縁の暮らしをしてきたので ある ｡
とり返 しの つ かぬ時間が過ぎて い たの である ｡
正午は安全な時刻である､
自分 の 書い たもの がまるで つ まらなか っ たこ とである o
今 にしておもえば､ 真実を衝い た薄気味わるい 言葉である o
生理以外に在り得ない とは､ ずい ぶん淋しい 話である ｡
編集者で ある私が警視庁から呼び 出しを受けた｡
彼は特徴の あるうるんだ眼をしばたたきながら聞いて い たが､
彼 の才能は枯渇を強い られたの で ある ｡
どう しようもない怠惰か､ 安易な現状肯定である ｡
い さ さか不感症気味であるが､
まるで大きなおけらである
おもちや にする こ ともできるの で ある
記憶にあるもの だけで百六十人
前にあるもの は
昨日の 風景である
前にあるからで
前にあるもの を
である家族だけだから
ある日
ちやん と計算 して い る の である
愛とい う言葉は身に つ かぬ ので ある
び っ くりするほど若くあでやかで ある
そんな今年の冬も終りにヨ丘い ある日の 真夜中
つ い ｢詩人+ である と真実を告げる
放かに自己証明の通がなか っ たの である
｢蛇 の穴+ と称して大学にも(o り こ み 教鞭をと っ た こ ともあるが
ア メリカ社会における成功の 蔭にある失敗の さまざまな痕跡が
ニ ュ ー ヨ ー ク市の 屍体置場まで つ づく の である
それが こ の 世 の習慣で ある
それが捷である
ほ とん ど無尽蔵で ある
かれ自身の 最後の王 国であるから
きわめて不確実な こ とだけである
そんな こ と っ て あるかしら?
あるか あ っ たか知らない けれど
- - 共通 の穴である深い 井戸にむ か っ て
面をそむけさせ たの である
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18 9 0
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0
8
2
4
1
5
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19 0 0
19 2 0
9
4
1
3 9
0 2
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これ以上､ 理不尽な感情があるだ ろうか
これ以上､ 合理的な感情があるだろうか
わたく しの顔が映る の である
失われたもの と現在あるもの の 中間で
しん どい作業である
もう 一 人の彼である
かすかにおの のく ので ある
風の足で ある
霜枯れた顔ばかりである
｢人である こ とをやめ
もう終ろう として い る世界がある
い までも下手な碁打ちであるぼく披考える
待ち伏せするけはい がある
かえる と こ ろがある
恐れ入りま したとでもい うほか はな さそうである
どこかで勝手に出あうもの である
たずねるもの が見 つ からない ときもあるだろう
思慮にあま っ て 立ち つ くす こ ともあるだ ろう
それがせめてもの礼儀で ある
たね｡ しかしそれはそうそうあるもの じ やな い o 違うもの の方が圧倒的に多い
-
o で 臥 さ よならK .I･
とびきり冷たい夏の 訪れである
すごい 金髪美人で ある彼女は
日本人妻の 間にできた子供である
以前に広島に行 っ た こ とがあるとか?
そんな錯覚もあるんですか ね?
理解されるに足る自分があると披思 っ て い な い よ
自分が自分であるこ と の 不安
空間が空 間で あるうちは物の集合にすぎない から
死を含む共同体であるみ んな の 声に胃を傾けてい ると
そ の歯は抜きましたが､ 他 の歯に簡が無数にあるとか､
べ つ に ､ 心配する こ とはあるまい と思 っ て ､
私 の 痛疾､ である の かも しれな い ｡
人生の 下り坂にかか っ たときからである ｡
不定愁訴の繰り言の ように ､ あ る こ とな い こ とに､ 蔵書を傾け､
人はただ歳をとるだけだが､ 時代披､ 変 っ たようである o
｢セ ッ ク ス に関する講座は､ 尋常科からあるので すが､
こ の こ とを取りあ つ か っ た切抜きがあるはずな ので ､
それがわかるの は十年た っ てからで ある
たしか に見覚えの ある フ ォ ー ク が
自然の風景の始めであり終りで ある
現代でも可能であるの かどうか
七十米と行かぬうちに ､ 白い 明りの標識は消え､ そ こ か ら先は真 っ 暗である ｡
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あるいて
10 0 00 2
ある いてきた
o5 3 0 1 7
あるい てゆく
o4 1 05 1
あるき 歩き
0 54 0 5 2
0 6 1 2 1 2
o 7 1 0 1 8
o 9 9 0 05
10 0 0 3 3
14 6 0 5 2
16 3 0 0 1
16 6 0 2 2
18 3 0 2 2
あるきだ し
05 4 05 2
あるきまわる
0 6 1 2 1 2
あるく 歩く
10 6 0 3 6
10 8 0 2 2
12 6 0 1 2
12 8 0 6 0
13 1 0 0 5
15 1 0 1 6
ア ル コ ー ル
0 93
1 60
あるじ
01 4
02 1
02 8
04 5
0 2 4
0 7 0
主
0 2 6
0 10
02 3
0 05
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人影にまじ っ て 新聞紙のうえをあるい てゆく
歩い てきた
わたしの歩いて きた道は
歩いてゆ く
新聞紙の上を歩い てゆく 固い 心をもち
手をあげる と 人形の ように歩き出し
生ける死者たちが空中を歩きまわる夜がきた｡
街を歩きながら
一 人の 妹は乳母車に つ かま っ て歩き
かろやかな鼻唄の リズムで歩きも したろう
迷路を歩きは じめま した
見えがくれに歩きながら
ご っ た返す店内を物色 して歩きながら
よち よち歩きする可愛い い女 の 子に
歩き出し
手をあげる と 人形の ように歩き出し
歩きまわる
生ける死者たちが空中を歩きまわる夜がきた｡
不吉な羽ばたきをして 地面を歩く黒い 鳥の 男たちもい る
歩く臨
月のうえをふわふわ歩く宇宙の子供を見よう として
ト ットと歩く
手と膝を つ い て歩く こ ともあ っ た
背中をこ ごめて人中を歩く姿とい っ たら
ニ コ チ ン とアル コ ー ル の まじ っ たい い匂 い がする
アル コ ー ル と麻薬に蝕まれた生活で
(ある じ)
おお主よと叫んだかは考えてみたらい い
賢明な若い 主君は
鳩とともにおお救世主の銅像の髭 にも つ い て
主 (あるじ) は ふと雨の 顔になり
0 45 0 1 4
04 5 0 1 9
08 5 0 2 1
09 1
■
0 1 4
10 1 053
1 2 8 0 49
1 3 9 0 0 6
1 42 0 9 7
1 52 0 0 8
15 9 0 0 4
1 67 0 2 2
18 6 0 7 2
あるてい ど
15 0 0 12
アル バ ム
012 0 0 7
ある日
0 5 7 0 15
1 37 0 15
1 55 03 8
1 60 0 0 9
あれくるう
173 01 2
主 ( ある じ) は ひそ かに想ふ
畳よりも青い 顎の 若い主は しば し呆ける
理想主義者や清貧家を蹴 とば し
きみ の季節は飼主のな い猟犬の ように飢えてい る
歌う者の い ない 咽喉と 主権者の い ない 胸との
｢民主主義はイデオ ロ ギ ー ではなく
どう してもそ の主 の 姿を尋ねあて る こ とができない
非合理に機能する官僚的権威主義を全面的こ放び こらせながら
造物主の息がかか っ て い て
細くすきとおる声をかけてきた主は
肉の 悲しみを知り つく した主は
時間は偉大な造物主だ からね
( 或程度)
自己葡晦の 癖を或程度まで満足させ て くれる ｡
雲 の ア ル バ ム にはさまれた
ある日 ボ ー トを水にうか べ
ある日 女は狂 っ た目をして言 っ た
ある日
そんな今年の 冬も終りに泣い ある日の 真夜中
荒れ狂う
荒れ狂う国家の 群集の 影が
あれた 荒れた
0 45 00 7
0 60 00 8
0 69 0 2 4
1 67 0 2 5
荒れた庭に 花樹披むなしく崩れかかり
荒れた道が つ づ いて い る の み である
都会の 荒れた皮膚をひ きさい て い っ た
荒れた裏庭に出て
あれち (｢荒地+)
15 0 0 7 7 まさか ､ ｢荒地+ が今頃にな っ て ア メリカか ら送られてくるとは o
18 8 0 7 8 もうすそ､ ｢荒地+ の 最も残酷な月 .
あれち 荒地
0 0 7 0 10
0 0 8 0 0 4
150 0 7 7
1 88 0 7 8
脚簡は空に向 っ て泥を吐く 草の無い荒地ではとかく悪い感冒が
もある 向日葵の ご とく旗は燃え 荒地 に咲きそ めた
まさか､ ｢荒地+ が今頃にな っ て ア メリ カから送られて くるとは ｡
もうす(p ､ ｢荒地+ の最も残酷な月o
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あれて
0 4?
o 4ま
1 0 8
あわ
007
0 39
0 78
0 80
1 43
1 52
抱
荒れて
00 1
0 1 5
0 1 8
0 1 3
0 1 0
0 0 7
0 1 2
0 2 4
0 0 9
ア ワ ･ ハ ウス
184 0 1 7
あわい
1 67 0 3 4
あわい 淡い
0 68 0 1 7
あわく 淡く
06 1 1 6 1
あわせて
0 63 0 2 8
0 88 0 7 8
1 67 0 0 4
1 77 0 2 8
庭は荒れて 影もなく
庭は荒れて もの影もな し
再び荒れて くる海を見 つ めて い る
阿片の軽艇 (ボ ー ト) は霧の 中 へ 青い 泡を残 して去る ぺ く 一 人 の少女を誘拐
緑の泡の方 へヨ圧づ いて ゆく
緑泡立 つ 榔子林が
消えて しまう抱が 唯 一 の 言葉だから
吹く泡や
こまかい 泡の かたまりが
わた したちの 家(ア ワ ･ ハ ウス) と いう ぺ きと こ ろを
ざわめく樹樹の あわ い
淡い 希望もまた 始めは
霧は濃く､ 影は淡く､
ふと血 の気 のうせ た顔を見あわせ て
よく舌のまわらぬおまえの 節廻 しにあわせ て
あおられたドア の 開閉音にあわせ て
どう歩幅をあわせ ても
あわせて 合わせて
1 5 1 0 0 8 貯金は定期普通預金合わせて七百万 に足りない
あわただ しく
1 08 0 1 4 人はあわただしく自分の影から離れる
あわだつ 泡立 つ
o 78 0 0 7 緑泡立 つ 郁子林が
あわれ っ ぼく (哀れ っ ぽく)
13 4 0 1 4 通行人が哀れ っ ぽく声をか けて きた
5 8
?.苦
れな
｡1 ｡ 舞台裏で物思い に沈む 納 れな役者
あわれな (哀れな)
o3 9 0 1 6 哀れなこ とにちがい ない と思ふ
.
b
6要れみ｡2T
み
(ぼくは憐 抑 こ こ ろをも っ て い るか?)
o7 0 0 4 1 愛もな ければ､ 憐みもな い ｡
あわれむ べ き 憐む ぺ き
o 54 15 7 憐む ぺ き君たちの 影にすぎぬ僕は
あわれんで 憐んで
10 6 0 3 9 かれは じぶんを憐んで はならな い そ の 罪がい かに深くとも
o
b
o2
>
004 (落 削 剛 しきる あ ゝ淋 しい 曲を聞い た)
あんうん (暗雲)
10 3 0 23 暗雲垂れ こめる ヨ
ー ロ ッ パ でもなければ
あんがい
15 0 05 8 あんがい 平然として ニ ヤ ニ ヤ笑 っ て い た｡
1 8 6 0 0 7 あん が い泣 い で し よ ?
あんごう (暗号)
o9 4 0 1 1 解読で きぬ暗号の ように近 くて遠くあるもの
o9 7 009 毛深い じ ゆうたん の暗号の なかで ､
あん こ く (暗黒)
0 3 9 1 06
0 4 3 0 17
06 3 0 03
14 3 00 2
暗黒の なかで
ほ どよ い 暗黒と
かかえきれぬ暗黒が
暗黒の あたたか さに包まれて
あん じ (暗示)
o 7 3 0 1 9 寄りゆく運命の 暗示をもとめて
あんし ゆ つ ( 案出する)
o2 8 07 1 宜伝ピ ラ の形式を案出するの であらうか
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あんしん
03 6 0 0 8
(安心)
なんぢら安心 しろ
14 6 0 6 2
あんぜん
1 0 1 0 2 4
1 12 0 3
や っ と安心 しましたわo
(安全)
安全装置をはずした引金 は ぼくひ とりのもの であり
安全 へ の 愛 怠惰 - の退却
148 05 4
18 3 0 15
あんぜんそうち
10 1 0 2 4
正午汝安全な時刻である､
安全に養われてい るそ の 家族たちだ
(安全装置)
安全装置をはずした引金は ぼくひ とりのもの であり
あんぜんな (安全な)
148 0 5 4 正午は安全な時刻である､
あんぜんに (安全に)
183 0 15 安全 に養われて い るそ の 家族たちだ
あんそく (安息)
o 61 0 4 2 子供を つ れて 一 日 だけの 安息に､
アン ソ ロ ジ ー
160 0 6 6 かれの名は雑誌やア ン ソ ロ ジ ー で さえめ っ たに見かけなくなる
ア ンテナ
1 28 00 2 神経の ア ン テ ナを さか立てて
1之8 0 87 アン テナ にひ っ か か っ て い る
あんてん (晴天)
13 3 0 2 6 晴天の星 にみちびかれて
あんみん (安眠)
125 0 2 3
173 04 4
あんみんできる
12 5 0 2 3
17 3 0 4 4
地獄の ヴィ ジ ョ ン のうえで安眠で きる老人は
これでや っ と安眠できる
(安眠できる)
地獄の ヴィ ジ ョ ン の うえで安眠できる老人は
これでや っ と安眠できる
あんやく (暗躍)
12 4 007 地名の な い 地図をたよりに ス パイが暗躍
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あんらくな (安楽な)
14 2 0 7 0 そ して 国外での健康回復 と安楽な生活の可能性があるにもかかわらず
ア ー ク灯
o5 6 0 09 ア
ー ク灯 の かげで 多くの骸骨が
も
0
0
0
0
ち
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1 胃
14 01 1
28 0 3 2
5 4 0 2 9
5 5 0 4 0
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13
14
17
3 1
31
3 8
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39
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53
54
58
6 6
72
7 2
8 0
8 4
8 4
8 7
8 7
8 8
8 8
9 3
9 8
0 2
02
02
03
03
0 0
0 2
0 1
0 2
0 2
0 1
0 4
0 6
0 1
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0 1
0 8
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0 0
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1
3
6
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0
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7
5
0 2
0 6
0 1
0 0
0 0
0 0
0 1
0 2
0 6
0 2
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
9
3
0
3
3
9
4
7
0
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うすい陽の 光が胃の臓 へ さ しこ んで くる
すべ て の叫喚が悶える胃腸である
Mよ 都会の 胃袋をさまよい ながら君が噴い て いた こ とを･ ･ - ･
おれ披慢性胃腸病患者の だら しないネクタイを しめ
ゐなく っ た っ て い い ですよと
おお主よ と叫んだか披考えてみたらい い
い い とこ もあるねとうなり
破壊の 力を防がう とするぞ噴ふがい い
小さな火を焚くがい い
あれで い い の ですね
遠い街 へ走り去るが い い
鎖で縛られてゐる の はい い こ とだ
あなたが男を誘惑するはずだ っ た可愛い い頬 の黒子の こ とを
あなたの 可愛い い 頬の 黒子の こ とを
可愛い い 格子の ス カ ー トをはい て い ます
｢もうい い 一 言も語るな
たまたま可愛い い 瞳を して い たから とい っ て
かわい い 顔をかくすと
血統を信ずるのもい い し､ 人気に支配されるのも結構だ
われわれの 生存競争もす べ て フ ェ ア . プ レ ー だ っ たらい い の にと
きみはもう何も言わぬ が い い
い い 音で鳴る弦と弓が
じ っ と立 っ て い さえすれば い い の ですよ
｢ペ ニ イや ペ ニ イ 可 愛い い ペ ニ イ +
｢ペ ニ イや ペ ニ イ 可 愛い い ペ ニ イ +
話して い い こ と い けな い こ と
始めからやり直せば い い の だよ
ニ コ チ ン とア ル コ ー ル のま じ っ たい い 匂い がする
｢こ こ は ほんとに気持の い い場所ね
おれが古い い くさ の 歌をうた っ たら
おれが古い い くさ の歌をうた っ たら
おれが古い い くさ の歌をうた っ たら
かれにはい い と ころが ある
イシ ュ メ ェ ル に披い い とこ ろがある
1 12 03 2
1 28 0 1 5
1 30 0 16
1 42 0 78
154 0 12
155 0 2 8
1 5 6 0 3 1
16 0 0 0 8
16 0 0 2 8
16 9 0 1 2
17 9 0 0 9
18 0 0 2 6
18 0 0 5 7
18 1 0 14
183 00 7
18 3 0 12
18 3 0 13
18 3 02
18 3 022
18 6 04 6
18 7 0 0 1
18 0 8 1
い い つ のり
15 4 0 1 2
い い んかい
0 85 0 1 7
いう 言う
0 5 1 00 4
0 5 1 0 1 1
0 7 1 03 2
0 9 4 0 17
123 0 0 2
15 0 0 6 6
15 6 0 0 3
186 0 3 9
18 9 0 0 2
い え 家
0 14 0 2.2
02 7 0 0 8
す べ て の秩序が限の 高さ にあればい い とい っ た
い い 匂い の 黄昏に
おれはい い が
反祖国的ない かなる文書に署名してもい い と思 っ て い た
それをしも邪恋とい い つ の り
い い え ､ ぼくはもう - - - と 口 ごも っ て
どうしたらい い かわか らなくな る
どの 寿が い いかと話しも した
｢い いえ､ そうだとい い の で すが+
戻 っ て こ なくてもい い と咳く
感 じの い い 人の
ヅ セ ー ジ と よみました+ と書い た筈､ それは私だからそうよめて しまう､ とい うの がどうでもい い こ とで､ 貴方
どうで もい い けどネ
い い ゲ ー ム に はならなか っ たが
魚屋の 呼声はえらく景気がい い けど
人ごみをどうすりぬけたらい い か
どの店で何を買 っ たらい い の かを
明日の 強気節をどう誼い あげたらい い か ?
よちよち歩きする可愛い い 女の 子 に
ぼくを理解 しようなんて ､ あきらめた扱うが い い よ
天気はい いが
これから､ どん なヴィ ジ ョ ンを与えたらい い のか､
それを しも邪恋とい い つ の り
(委員会)
総会 とか委員会とか の
｢こ の病院船の磁針がきみらを導い てくれる+ と船長放言う ､
運命がある顔に達したとでも言うかの ように､
ひ とび とは言う
かれがきみ に死ねと言うなら
あらたま っ て言うこ とはな い
喪わる べ く して喪われたと言うの は､
言うの も聞くのも嫌い だ っ た
(われながらよく言うよ)
おめで たい敗者に言う
口 の悪 い 家畜どもが逃げて い っ たあとで
すべ て の 家具が老い て ゆき
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o29 0 1 6
o3 1 010
o4 1 1 4 5
04 2 0 2 0
04 8 0 0 2
o5 4 1 6 6
05 7 0 0 9
06 2 0 6 0
06 2 0 6 1
06 6 0 0 2
06 6 0 1 2
06 6 0 2 2
06 6 0 3 2
0 6 6 0 3 6
07 1 0 0 8
0 7 1 0 1 5
0 7 2 0 2 4
08 4 0 1 8
0 8 5 0 2 1
0 8 5 0 2 2
0 8 8 0 1 3
0 8 8 0 3 7
0 95 0 1 1
0 9 7 0 0 6
10 3 0 1 7
11 0 0 2
113 0 3 4
12 4 0 0 4
12 5 0 0 4
13 3 0 2 4
14 2 0 2 6
14 2 0 3 5
14 2 0 5 6
14 2 0 9 3
15 5 0 3 6
16 0 0 6 1
16 5 0 2 0
16 7 0 05
16 7 0 4 7
16 7 0 5 3
16 7 0 5 8
16 7 0 7 7
17 3 0 1 2
パ イ プと共に忘れてゐ た家族の ため
煤けた家具の 断面だけを見せ
またぢきに 嵐と雪で家々を覆ふ冬が来て
また古い 家風を弔ふ
家や樹木のやわらかな影をおとして
僕らの家の戸口を大きな拳で蔽く朝の こ とを - - ･
戦争ぎらい の ドイ ツ の作家が
わた しは こ の香ば しい微風の なかに家を建て
ひ とりの 妻と住み家畜な どを飼 っ てみたくな っ たの です
家々 の戸口から戸口 へ
家々 の戸 口 から戸口 ヘ
家々 の戸口から戸口 へ
家々 の戸口から戸口 ヘ
ど の家々も沈黙の屋根にお し つ ぶされて い た､
ど っ と家族づ れで 出かけて ゆく人たちをみかける
家族からは(･ れた男の 子は
独断批評家の 口ぶりもわる く披ない し､ 皮肉な 記者の ポ ー ズも捨てが たい
｢い まで 披どちらのお家庭にも
理想主義者や清貧家を蹴とばし
かれらの恥辱の隠れ家をあばい て しまおう
木々 家々 大地
これはお家 これはお庭 これは樹
ど の 家も寝 しずま っ て い て
も し無慈悲な画家が牢獄を描くと したら､
まが いも の の 甲常に身をか ためた冒険家で もなければ
家のな い場所 へ 行 っ て みたい
行きづま っ た 一 人の作家が
仲間も涙も校歌も国家も売り足りない が
縦横家の仮面のうらとおもてに
永遠に帰る べ き家をもたない
わたしやわたしの 家族の 頭から 髪の毛 - す じ落ちや しな い とは
孤立 した家族の住むア パ - トの 一 室で
異端者や地下の作家や哲学者を根絶や しにする
家を夢みて い るだけでは 古い家も新 しい 家も守れは しな い
である家族だけだから
かれが家を出たとき 母親は ｢棺桶 に入 っ て帰 っ て こ い !+ と言 っ たが
家族的な反 映だ っ たの だろう､ と
家鳴り震動の 交響が つ づ く
一 つ の 部屋の ため の 家屋が傾くまで
家が倒れるこ とはな い
家の崩壊はない もの と念 じてきたの に
きみたちの 家を破壊にみちびくだろう
荒れ狂う国家の 群集の影が
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17 6 0 18
17 7 0 13
18 3 0 1 1
18 3
′
0 15
183 0 28
18 4 08
18 4 0 1 3
1 84 0 1 7
18 4 0 1 8
1 85 0 0 7
1 8 08 4
1 93 01 4
いえい え 家々
o4 1 1 4 5
06 6 00 2
06 6 0 1 2
06 6 0 22
06 6 0 3 2
06 6 0 3 6
08 8 0 13
い えじ 家路
18 3 0 1 1
い えなり 家鳴り
1 67 0 0 5
家霊の 暗闇の なかから
きみの 家族が住むきみの 家が あり
家路をい そ そ人も買物に出てきた人も
安全に養われてい るそ の 家族たちだ
地震も事故もなくて家 へ 戻る
新しく家を建てると養子を迎え
九カ 国語を話 したと い う冒険家の祖父を
わたしたちの 家 (ア ワ ･ ハ ウ ス) とい う ぺ きと ころを
わたしの 家 (マ イ ･ ハ ウス) とい っ たりして い る
慰めを与えた哲人風の音楽家の
日本の 重文とされて い る民家 へ の 憧れが､
家族あわせ の円居が
またぢきに 嵐と雪で 家々を覆ふ冬が来て
家々 の戸口か ら戸 口 へ
家々 の戸 口か ら戸 口 へ
家々 の戸 口から戸口 へ
家々 の戸 口から戸口 ヘ
ビの 家々も沈黙の 屋根 にお しつ ぶされて い た､
木々 家々 大地
家路をい そそ人も買物に出てきた人も
家鳴り震動の 交響が つ づ く
いが い (意外)
15 0 0 2 3 ち ょ っ とばかり意外だ っ たの は､
17 4 00 9 きみは意外に元気な様子で近況を語 っ て くれ､ 心境まる十五分か 二 十分であ っ たo
い が い に (以外に)
15 0 0 3 7 ｢本質的に我々が誇り得るも の は生理以外に在り得ない ､
15 0 0 4 8 生理以外に在り得ない とは､ ずい ぶん淋 しい 看で ある ｡
1 6 0 0 5 2 使うもの 以外にきみ の 物はない の だぞ
いがい に (意外に)
17 4 0 0 9 きみ故意外に元気な様子で近況を語 っ て くれ､ 心境まる十五分か 二 十分であ っ たo
い かう 行かう
o4 1 00 1 あな たは遠く行かうと した
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い かしてきた 生かしてきた
18 7 0 1 6 生か してきたもの の ゆえに
いかなる
o7 5 0 0 4 い かなる悪魔も
o8 0 0 之2 い かなる場所にも
o8 0 0 2 4 きみにと っ て いかなる ｢時+ ち
14 2 0 29 また い かなる非難中傷 の壁､ 妨害 の 電波がそるりをとり巻い ても
142 078 反祖国的ない かなる文書に署名 してもい い と患 っ て い た
16 7 03 2 いかなる罪悪も存在しな い か の ようだが
い がみ合 っ て
14 6 03 0 髪をふり乱して い がみ合 っ て い たの です
いかり 怒り
039 1 0 1
1 60 0 2
19 1 0 14
わた しは放 じめて怒り とい ふもの をみた
そんな自分に怒りを感 じて
山は怒りに
いかん
o 17 0 26 いかんよ と沙漠から声が したら
いき
0 12 0 1 6
0 6 6 0 1 6
094 0 1 6
094 0 2 1
11 2 0 4 2
12 1 0 0 9
13 3 02 2
14 6 0 0 3
14 6 0 1 8
14 8 0 2 4
160 0 7 2
1 65 0 0 4
173 0 5 0
1 80 0 0 4
1 81 0 0 3
1 8 6 0 8 6
1 87 0 22
い きなり水が噴き出した
年老い た母親はい きを ころ して 坐り
かれと言い きみと呼び ぼくに返る心 の遠近法に したが っ て
ぼくの 河口はひと いきに岸辺やテ ン トや小舟を吐きだそう
胡麻的な頭と頭をく っ つ けて寝て い るな つ か しい き ょうだい たち
おもい きり 太陽をか らか っ てみ たい
せ めて い っ さ んに駈けてい きたい
明るい 観光ビル の なかに入 っ て い きま した
大急ぎで走 っ てい き
すこ しず つ 前かが 捌 こな っ て い き､
かれ の 肉体に刻まれて い き
腹式呼吸の い きの 音
い びきをかい て死んで い きな がら
い きなりぴ し やりと頬を打たれた
漉い オゾン の い きがたちこ め
思い は千々 に乱れて消えて い き
くり返しの多い きみ の歌が
いき 行き
o4 6 03 1 背中を行き来する千の 歩みも
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o5 4 0 4 1
o5 5 0 2 1
o 61 0 5 9
1 13 0 3 4
1 15 0 1 1
1 3 0 09
159 0 0 3
いき 息
o28 0 6 2
o4 1 0 4 5
o41 0 9 1
o4 1 10 1
o45 00 9
o46 0 1 1
061 0 4 2
o64 0 02
0 64 0 3 1
o 66 0 1 7
0 6 6 0 2 0
o 72 0 5 8
0 93 0 2 6
0 95 0 1 6
09 6 0 03
101 0 6 1
10 5 0 1 0
11 3 0 1 4
11 6 0 0 1
12 0 0 09
12 8 0 6 4
14 3 0 1 4
148 0 4 2
151 00 3
1 52 0 0 8
1 60 05 7
16 7 0 5 7
17 8 0 0 5
17 9 0 2 5
18 3 0 2 7
19 3 0 0 8
19 3 0 1 6
いきかえる
君がい ると ころ へ 行き つ くため に
何処 へも行きはしなか っ た
い たる と ころに行き つ き､ い たると ころを過ぎてい っ た｡
行きづま っ た 一 人の 作家が
ひたすら求め たずねて行き
行きあう顔色の底の底までわか っ て
｢それ じや行きますから+ と
花花 しく棲息する物質の 群れが
とげとげしい 息子 よ 御身の
息披たえ 冷たい アス フ ァ ル トの 上に落ち
眠れる世界に息を吹きこむ
い つ か 一 つ の 息ながく絶えぬ とい ふ
い まはしい 壁や むな しい紙きれにまたたく嘆息をすて
子供を つ れて 一 日 だけの安息に ､
町 はあたたかい 吐息の 下に あ っ た｡
町はあたたかい 吐息の 下に あ っ た､
息子は煙草をふか しなが ら
かれは溜息の ほそ い けむりをもらした｡
何百万の 人々が､ もう 一 度溜息を つく の だ
やすらかな寝息とかすかな ぬくもりをの こ して
崖下の道で息がきれた
ジン と溜息でくも っ た灯りで
吐く息の ひ と つ ひ と つ が凍り つ い ても
女たちの涙か､ 夕 べ の 吐息か｡
な んでも知 っ てる 靴屋の息子で
吐く息のひ と つ ひ とつ が
やさ しい春 の 息づ か い に
｢遠くからの よい 消息は
噛息の譜言におさ らば して
ぼくたちは枕を並 べ て すやすや寝息を立てて い たo
貧乏人の息子で
造物主の 息がかか っ て い て
心臓発作で倒れ 救急車が到着する前に息をひきと っ たと いう
人くさい 息が充満 して い るうちは
たしかな消息とい う
静かに横たわ っ て息をとめよ
誰でもほ っ と深い 息を吐く
深く息をするこ ともあ っ たが
い つ もかわらぬ休息が ありますように
生きかえ る
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o7 7 0 1 1
o7 7 0 3 4
いきかつ て い る
18 3 00 4
い くたびか生きかえ る兵士たちが
再び生きかえるこ とはな い だ ろう)
往きか っ て い る
人影がはげしく往きか っ て い る
いききする 行き来する
o 4 6 0 3 1
いきさき 行先
145 02 2
いきた
09 5
13 2
1 36
1 43
生きた
0 19
0 0 1
0 1 4
0 1 8
いきづかい
1 20 0 0 9
いきづま っ た
11 3 03 4
いきてい る
05 4 00 4
0 57 0 0 8
0 96 018
147 0 1 8
16 1 0 16
16 1 01 7
19 1 0 0 8
いきて い る
04 1 1 4 2
15 0 0 1 4
いきなり
0 1之 0 1 6
180 0 0 4
いきのびて
05 2 0 0 1
背中を行き来する千の 歩みも
行先をきめないで 出発 し到着 したときに旅は終 っ て い た
- - 苦 しみぬ い て生きた父よ
不在を予約して生きた
生きたくない と樹 は嘆く
み じめであさまし い生きた心 よ - - - I
息づかい
やさ しい春 の 息づ かい に
行きづま っ た
行きづま っ た 一 人 の作家が
生きてい る
生きてい るに して も 倒れてい る しても
それでもぼくらが 生きてい るとは信 じられなか っ た
あの供想の 闇の コ ア には生きてい る砂漠があるんだ
生きてい る こ とが心苦しくな らなか っ た こ とで
生きてい る というだけで
ましてながく生きてい ると いう の なら
生きでい る自然の しる しに
生きてゐ る
傷 つ ける断片 それは悼ま しくも長く生きてゐる
一 匹の魚さ へ住んでゐない 沼に釣糸を垂 らして ゐる影だ けが生きてゐる
･ - ･ ･
+
い きなり水が噴き出した
い きなりぴ しやりと頬を打たれた
生きの びて
生きの びて きたわたしの 心 に
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105 0 12
106 0 1 6
114 0 0 6
143 0 1 6
15 0 0 3 1
い きの びて きた
o5 2 001
1 05 0 1 2
1 06 01 6
1 14 0 0 6
15 0 03 1
戦争は失敗 し､ ぼくらの 国は生きの びて きた､
無事に生きの びてきた こ の下手な構図は
じ っ と机 の 下にかがんで生きの びてきた
醜くな っ て生きのびて
うまうまと生きの びて きたとい うこ とか｡
生き のびてきた
生きの びてきたわたしの 心 に
戦争は失敗 し､ ぼくらの国は生きの びてきた､
無事に生きの びてきた こ の 下手な構図は
じ っ と机 の下にかがんで生きの びて きた
うまうまと生きの びてきたとい うこ とか ｡
いきもの 生きもの
o3 7 0 20 す べ てをみ つ める生きもの の 眠が
o4 7 0 0 4 孤独な生きもの の ため
o 62 0 4 7 生きもの の 緑 の意志は
1 0 6 0 4 4 す べ て の生きもの のうちで 最も強くて しなやかな骨だ
l
l;
3
2
0
.冒ま 書芸警霊宝…芸至雷雲芸芝豊?l冨迂閥さに､ 狼狽するも間なく､ 巨大な生きもの の 胎内にの み こまれる ように､
い きよ 生きよ
o 41 1 3 7 こ の街で生きようと してはならぬ
o 61 10 4 だけどみ んな< 生きよ > と言い はしなか っ たね+
o 94 02 0 きみがぼくに生きよと告げるなら
いきょう (異郷)
10 7 0 0 8 遠い 異郷の果でみ る
イギリス
054 0 6 3
いきる こ と
06 2 05 8
14 7 0 0 4
14 7 0 0 5
14 7 0 12
1 68 0 13
17 1 02 0
おお い まこそイ ギリ ス に住もう
生きる こ と
生きるこ とを辞め るには
生きるこ とより死を受入れるほうがず っ とたやすか っ たろう
生きるこ とに困難を覚えて い た青年時代だ っ たら
生きるこ とに怖れも困難も感 じない 髪の 毛 の薄 い 異にな っ て い た
生きる こ との 永続性の あか しか
生きる こ とを学ばなければ｡
いきをひきと っ た 息をひ きと っ た
16 0 0 5 7 心臓発作で倒れ 救急車が 到着する前に息をひきと っ たとい う
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いく
04 6
11 5
14 0
18 0
行く
04 2.
0 04
00 5
05 8
いくさ
1 02 0 01
1 02 00 5
102 09
いくじゆうにも
15 5 0 3 7
ほ っ そりした川 の やうに漁らぬ月日を行くこ とが出来る
遠く行くひ と
行くとこ ろもなければ帰ると こ ろもない
上に行く しかない っ て こ とか
おれが古い い くさ の歌をうた っ たら
おれが古い いくさ の歌をうた っ たら
おれが古い いくさ の歌をうた っ たら
畿重にも
親重にも保険をかけてい るが
いくじゆうもの 畿重もの
1 37 0 13 塊重もの ドア を叩い てきた
いくせ い き 幾世紀
o7 7 0 13 幾世紀もの列を つ く っ て つ づく のだ
o9 0 0 0 1 巨木は簸世紀を生きて
いくせんり 頬千里
13 9 0 0 7 さまよ い疲れて歩い た道の幾千里
いくたび
03 9 1 3 6
07 0 0 5
07 7 0 0 6
07 7 0 10
0 77 0 1 1
1 4 9 0 0 6
い くつ かの
02 1 0 2 0
03 8 0 0 4
い く つ もの
0 4 0 0 1 9
0 4 3 0 0 7
04 6 0 4 6
06 1 0 15
0 61 0 1 6
13 3 0 2 1
い くたびか流された血は
いくたびか死に
いくたびか生きかえ っ てきた
い くたびか死に
い くたびか生きかえる兵士たちが
い くたび禁制を犯 したろう?
い く つ か の樹も枯れ
い くつ かの 街と村の 屋根をすぎる
秘密はい く つも の廊下をとほ っ て くる
い く つも の乾 い た言葉にそ っ て
い く つ もの 扉の やうに行手をさ へ ぎり
い く つ もの 通路をぬ け､
い く つ も の町をすぎ､
いく つ も の街衛と大路を過ぎる
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い くどうおん (異口同音)
112 03 8 たぶん時代がわるい んだ ろうと異口同音に歌う
いくねんげつ 親年月
13 7 0 1 4 空虚な こだまの なかの 娩年月
いけ
0 61
12 0
1 20
1 70
池
12 9
0 0 1
0 05
0 1 3
野に池をつ くり 地上に溢れ
不悉他の 公園の
池水の やわらかなひかり
池の 端に近寄 っ てみ る と
いけな いも の
14 5 0 0 7 売 っ て はい けない ものを売る深夜の
いけのはた 他の端
17 0 0 13 他の端に近寄 っ てみ る と
い けん (意見)
15 0 00 6 六人の 意見が 一 致 してゐ る時は､ 六人とも彼に廃されてゐる時であ っ たc
い こうする 移行する
o 2 6 03 1 植物の 手の蔭 へ と移行する
い こく 異国
o6 5 0 4 6 異国の 女の ように､ 町をみすて て
い さぎよか っ た
13 3 0 25 い さぎよか っ た者の眼の ような
い さぎよく
1 32 0 1 0 い さ ぎよく未来をすて
いざこざ
16 0 03 2 ち ょ っ と したい ざ こ ざの あとで
い さら
14 4
い し
0 4 1
0 4 1
o1 0 い さら波打 つ まぼろしの 暗女の 里は遠い
(意志)
o o 5 意志は荒い 山肌の 斜面からむけて くる の か
13 0 あなたの 意志はそ れ旺 ど強く それほ ど果敢ない
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o6 2 04 7
o8 0 0 2 3
い し 医師
o5 1 0 1 0
い し 石
o1 1 0 0 7
o1 1 00 8
o 12 02 2
0 15 00!)
0 15 0 1 1
o16 00 7
017 007
o19 00 5
019 0 10
023 01 0
02.6 0 1 9
o2 6 0 3 5
02 8 0 3 9
o3 1 0 0 5
034 0 0 3
034 0 1 8
03 6 0 1 7
03 8 0 1 3
03 9 0 0 2
03 9 0 4 4
03 9 14 4
04 1 02 2
04 1 04 9
04 3 00 1
04 6 0 0 4
0 61
0 62
0 64
0 88
0 89
0 95
1 0 0
1 08
1 2.8
1 3 2
133
0 0 6
056
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2 4
4
0
0
0
3
7
1
1
4
5
5
1
3
0
1
3
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生きもの の緑 の 意志は
きみの かくれた意志をふりおろすこ とができない
｢黄色さ+ 医師の 事もなげな宣告o
そ こから大理石の 都会が見え
電車が宝石の角を過ぎる とス トッ プ し
大理石の 肉体は磨かれ よう
誰も小さな宝石歴と
石の床に新聞が配達されてゐ たこ とも
大理石の林の都会 (まち) から
宝石を舌氏めたり して
白い 大理石はやはり冷たい
花 と大理石の 間で
沈黙した化石 に傷を つ ける
わたしの体を石の やうに刃くらせた
悲しむでもよい 暗い饗石の 上には
信仰や箸や石鹸や喜ろこ びや散策があるやうに
目覚めてゐ る石や眠 っ てゐ る樹木は
一 個の 石を濡らす
そ こ へ も - 個 の石が転がり
噴水と石像の ある静かな白昼 よ
大理石のう へ をと っ てゆく
大理石の高さも
しだ い に眼をとじた楕 円の石に変 っ て しまふ
化石の街の
石が鳴く まるで蝿蝉のやうに
あなたは冷たい 石段を降り
石で葺かれた屋根をでて
石で作られた渡しない 屋根の 町の
石でかためた屋根の 街の
こ こ では静止する石で すら
石の 屋根の 上には重たい雲が垂れこ めて い た｡
沈黙に聴きい る石もな ければ
橋の うえで 石の手すりにもたれ
一 時 に石 の竃で燃やさなければならない
ぼくは冷えた石段をおり
な つ か しい シジ フ オ ス の石が
石の床に
河原の石となれ
剥がされた敷石の した
1 57 0 1
1 69 008
173 0 30
18 9 0 35
い しき
02 8
02 8
04 1
09 7
173
18 6
18 6
(意識)
0 0 6
0 1 7
0 3 9
00 8
04 8
0 54
06 5
い じきたなく
13 7 00 8
い じけた
1 42 0 8 8
い しだん 石段
04 1 0 4 9
100 0 0 1
い しや 医者
184 0 0 6
18 8 0 0 9
い じゆ つ 医術
02 5 02.3
イシ ュ メ ェ ル
1 03 0 0 9
1 03 0 2 8
石棺のうえに
化石にな るほかはない
林立する碁石の女
銀の フ ォ ー ク が石 の床 に落ちる
意識の外部 と呼ぶ空噂の 堆積 した世界よりも
組織が崩れ動乱の 意識が流れかけて
考 へ あるもの の やうに また無意識の ご とく
不幸である という意識を持たなか っ たら､
意識の 大陸はずんずん後退 し
ぼくは無意識の うちに隠れ場所をさがしてい る
自意識過剰ですよ!
(意地汚なく)
意地汚なく愛撫を重ね
い じけた打算がある わ ざわざ危険な対立 に足をふみ こんで
あなたは冷たい石段を降り
ぼくは冷えた石段をおり
タイ生れの 中国人の 医者と再婚 した
五十何年ぶりに歯医者の 厄介になる とい う始末｡
それは医術の 進歩の伝説のやうに
イシ ュ メ ェ ル には い い と こ ろがある
イシ ュ メ ェ ル よ
い じよう (以上)
05 1 0 2 9
14 2 0 1 8
14 2 12 0
14 8 04 6
16 5 0 15
16 5 02 2
17 6 0 24
これ以上血を流すからには
それで監獄披 四倍以上も暗く
これ以上は 一 歩も進ませ な い そ と宣言する不屈な人間の精神の みが -
もう これ以上､ 減る こ と の な い 戦友の ､
これ以上 ､ 理不尽な感情があるだろうか
これ以上 ､ 合理的な感情があるだろうか
これ以 上まぶしい 裸にはなれない の だ
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三;.
Lよう
.8雷裳 衣裳と装身具の 内側に 化粧の ゆきとどい た顔の 下に
19 1 00 9 だんだら雲の衣裳を
いじわるな (意地悪な)
oo4 0 5 意地悪な眉の ながい神が
o16 0 15 意地悪な園丁の 欽を怖れなさい
いす
01 5
02.7
02 9
03 0
031
032
032
034
039
04 0
04 1
04 1
04 7
05 0
0 50
06
08
08
08
12
1 6
18
1 8
1 8
1
8
9
7
6
9
いずこ
13 2
いずみ
03 9
03 9
03 9
0 41
(椅子)
0 1 8
0 2 0
0 0 3
0 1 9
01 8
00 6
016
0 02
0 19
0 0 2
0 9 7
11 4
0 06
00 6
02 4
17 1
0 0 3
0 2 6
0 0 3
0 0 7
0 2 4
05 6
0 23
0 3 6
0 1 3
泉
03 0
09 2
1 47
0 0 3
椅子は空虚なままに
椅子は書籍の 上に乗 っ てゐ る
焦れかかる椅子もない
チ エ プル と椅子の 配置をつ くり
疲れた椅子が噴く
ただ - 脚 の椅子が あるだけ
だが椅子の キ ー キ ー い ふ音に
乾い た椅子の 上の
ゆれてい る椅子の 影は
椅子はみづから倒れはじめる
椅子に焦れて
ただ - 脚の 椅子があるだけ 気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
つ かれた椅子の乳る音 - -
ぼくらは暗い酒場の椅子のうえで ､
憤激も､ 悲哀も､ 不平 の柔弱な椅子もなか っ た｡
空 い た椅子がい つ まで も帰らぬ人を待 っ て い ます｡
ぼく の椅子の 下に巣を つ く っ たり
椅子の うえで寒さ にふるえて い るぼく の手足を
た っ たひ とりの椅子にい て
ひ とり椅子にの こ されて
背中をまるめて椅子に焦れて い る
それな の に ､ み んなが整列 して 中央に 一 つ だけ空 い て い る椅子
椅子に腰かけて ､ 前 こ ごみ に､
かれは椅子に坐 っ たまま
塔の 愁い 草の雲い ずこ
泉の ま へ に膝まづく
泉よ返せ
香ば しい ネクタル の泉 とな っ て
地の 果よ そ して濁らな い泉がある
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o4 0 16
o61 1 26
o61 13 2
o61 141
o6 1 20 6
168 005
いずれは
1 2 6 00 6
い そい そ と
1 62 0 1 2
い そ(I
o4 01 6
o62 05 2
o8 9 03 7
18 3 0 1 1
い そそ 急(o
144 0 1 4
181 0 3 3
いたい
o 88 03 0
o 88 0 6 1
いたい 遺体
16 0 0 5 8
16 0 0 60
大い なる真昼の泉に い そ そからだo
｢か つ て泉があ っ た
｢か つ て泉があ っ た
か つ て清い 泉があ っ た こ とを
- -
泉もなければ､ 流れゆく雲もなか っ た､
たちの ぼる泉の 盛気には
い ずれは太陽系の 星の ど こ へ でも
絶句 して い そ い そ と傘をすぼめ
大い な る真昼の 泉に い そ そからだ o
海 へ い そそ小Jllの せせ らぎや
停車場 へ い そ(
L 通行人の彫 にまぎれ
家路をい そ そ人も異物に出てきた人も
一 散 に谷 へ 急(p の だ
急そこ とはない
い つ までもおまえに向きあ っ て い たい の だよ
まあお髭がい たい わと
遺体は屍体置場に二 日間放置されたままであ っ た
最後 は叔母のクララが遺体をもらい さげて い っ た
いだい な (偉大な)
o5 4 0 7 1 おお い まこそ偉大な人間と大きな河は
18 6 07 2 時間は偉大な造物主だからね
いたし 致し
0 68 0 03
150 00 6
いたずら
0 65 0 3 8
152 00 7
(二度 とお会い致 しません)
六人の意見が 一 致 してゐ る時 臥 六人とも彼 に編されてゐ る時であ
っ た｡
い たずらな月が生んだ魔女は
無意味ない たずらにも
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いたずら
o13 01 9
o6 2 03 0
いたずらな
o 65 038
いたずらな
o 13 0 1 9
o62 03 0
(悪戯)
悪戯なネムは
あなたは悪戯な瞳 と微笑で逃げて ゆけば よい
い たずらな月が生んだ魔女は
(悪戯な)
悪戯なネムは
あなたは悪戯な瞳と微笑で逃げてゆけばよい
い たずらに 徒らに
o4 1 0 9 6
いただき 頂
o39 0 52
o5 4 0 8 3
o 7 1 03 4
o7 1 03 5
o 83 0 18
o 93 0 27
15 3 0 13
1 8 1 0 1 0
1 88 0 5 7
いただき 頂き
07 1 0 3 4
07 1 0 3 5
08 3 0 18
09 3 02 7
15 3 0 13
1 81 0 10
い たま しい
0 7 8 0 09
1 5 0 0 0 8
いたみ
0 8 7 0 2 1
い たみ 痛み
0 6 5 0 3 9
08 0 0 1 6
そ して 時間が徒らに過ぎてい っ た
高い 木の頂まで撃ぢて みたい とひそか に恩ふ
見よ あばかれた社交術の快楽と有頂天とを
山の 頂きがはっ きりと見える
山の 湧きから谷をの ぞ くひ とびとは
さらに高い 頂きから
かれの魂は エ デ ン の樹 の頂きからはて しなく落ちは じめる
こ の 瞬間 へ と高ま っ た時の頂きから
こんな高い 山の 頂きまで登 っ て
昭和の御代に死ぬな んて､ 愚の 骨頂｡
山の 頂きがは っ きりと見える
山の 頂きか ら谷をのぞくひ とび とは
さらに高い頂きから
かれの魂は エ デ ン の樹 の頂きからはて しなく落ちはじめる
こ の 瞬間 へ と高ま っ た時の 頂きから
こんな高い 山の頂きまで登 っ て
い たま しい 鴎の 眼で見おく っ て い た
極めて小さな事柄 にもい たましい ほ どの注意 と努力を払 っ てゐた｡
雨傘がい たみ長靴が駄目になる
笑 っ て い た｡ ｢痛み の戸口から入 っ て
今日は希望 こ の痛み の傷 口を
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127
ユ74
188
)
いたむ
13 1
02 0
01 1
00 8
00 6
いためた 痛めた
125 007
いたる 至る
o39 097
14 0 0 18
16 7 050
いたると ころに
o6 1 05 9
133 0 14
185 0 1 1
いたわ っ て
083 0 1 4
こ めかみ の痛み放 つ づ く
こ の 三十年間､ ぼくはき 捌 こ 一 度も電話などしたことがない ､ ち ょ っ ぴり心が痛み ､ それはなぜかと考え出すと､ 疑
歯も､ 先日､ 奥歯が 一 本､ 根が痛みは じめたので ､
い までは腰がい たむ
ニ ュ ー ス と駄弁で耳を痛めた
滅び に至る門と
やがて 披喪心の 天 に至る
至ると ころに積み ながら
い たると ころに行き つ き､ い たる と ころを過ぎて い っ た｡
ゾ ン ビ ー たちは い たる と こ ろにい たが
い たると ころに沈黙の 空白ができた
わたしの 心をい たわ っ てくれるけれど
いたん しや 異端者
142 0 5 6 異端者や地下の作家や哲学者を根絶やしにする
いち (位置)
03 9 1 2 8
04 8 0 3 8
14 8 0 2 3
いち -
00 6 0 0 9
00 7 0 1 3
01 0 0 0 3
01 0 0 1 6
01 1 0 1 6
01 2 0 13
01 7 0 3 2
01 7 0 3 5
02 0 0 0 6
02 3 02 1
025 03 8
たと へ わたし の位置が崩れ
彼女の 位置はどこ にある
生き残 っ たぼくらは､ 生活 の 位置がきま っ たときか ら､
すると白い 巽を つ けた - 羽 の
阿片の軽艇 (ボ ー ト) は霧の 中 へ 青い 泡を残 して去る ぺ く 一 人 の少女を譲拐
有効なス ピイドに つ い て考 へ る こ とを欲する少年は 一 個 の 白い 帽子をかぶ っ てゐる
新 しい射手よ 一 本の 樹 の みを監視するの は賢明で はな い
純な 一 輪 の白書夜に つ い て
- たまりもなく仮死におち
怖か っ たと仏陀の 一 人が語 っ たとき
一 言も解れなか っ たかも知れない
一 す じの 血が
あのやう に退屈な都会の 一 日が
笑声をたて る 一 本 の蝋 マ ッ チ
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026
02 7
02.7
028
028
028
02 8
028
029
03 0
03 1
03 2
03 3
03
034
034
035
035
035
03 6
03 9
03 9
03 9
03 9
04 0
04 1
04 1
04 1
0 41
0 44
0 44
0 45
0 46
0 46
0 46
0 53
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0
0
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1
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1
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6
5
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5
1
0
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9
0
1
0
1
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0
0
0
0
0
0
0
0
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6
0
5
4
4
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9
8
9
0
2
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5
0
2
3
4
0
0
9
0
1
0
7
9
残されたただ 一 個 の帽子は
一 本 の毛髪もふくめて
ただ 一 滴の 水は
一 本の 花の 茎もない空の下に
一 台 の列車が到着するであらう
そこ に 一 個 の文明が
そこ に 一 個 の社会が 工場が
そこに 一 個 の希望が絶望が信仰が
一 つ の 海を風景の 申に所有 した
どこからともな い 一 滴 の水 - 滴の 音に
闇の 一 滴がひそかに舌か らヒり落ちた
ただ - 脚 の椅子があるだけ
一 本の 茎は清浄な水を欲する
一 個の 器物と共にす べ て が放擬された
一 個 の石を滞らす
そ こ ヘ も - 個 の石が転がり
それは - 羽 の 鳥よりもはやく帰 っ てくる
一 滴 の余剰を待たうとおも っ た
一 粒 の実りは
一 枚 の布をうかベ て憩ふとき
わたしは 一 体何処 に立 っ てゐ る のか
一 定 の 時刻と
一 定 の雰囲気のな かで しか
一 瞬の うちに
たゆみながら 一 つ の扉が支 へ て ゐる
夢を見なさい 不機嫌な 一 瞬 には
ドア から出て 一 つ の 街角をまが っ ただけで
一 枚の 紙片の なん と い ふ重さ
ただ - 脚 の椅子があるだけ 気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
帰すると ころ 一 に して 祈りは慧き習慣 (ならわし)
あなたの齢に と っ てただの 一 瞬を｡
い つ か 一 つ の 息ながく絶えぬ とい ふ
あなた披けむれる 一 個 の霧となり
あなた自身が小さな 一 つ の 部屋である こ とを
此処 と彼処 それも ー つ の幻影に過ぎぬ こ とを
時とは 一 体 なんで し よ う
みんな仲 よく小鳥の ように 一 つ の 枝 で おやすみなさ い
わたしは 一 日 よりもはかない 一 年を
一 年 よりもむなしい 一 生を過ご してきました
それは 一 九 四 ニ年 の秋であ っ た
なぜ灰と炎が君を滅ぼす 一 切 であ っ たの か?
Mよ い まは 一 心 に風 に堪え 抵抗をみ つ めて
一 九四七年の - 情景を描き出そう
の 光明なり｡
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｢もうい い 一 言も語るな
影は 一 つ の 世界 に 肉体に変 っ てゆく
ちぎれた青空の ように飛んだ 一 枚 の ハ ン カチ ー フ
あぶらぎ っ た 一 皿を平げたような顔をする
未来の 一 歩 々々 の ように こ つ こ つ と遠ざか っ てゆく
ぼくらに 一 枚 の絵皿を見せ たこ とが ある
ぼくはぼくである 一 切 のも の を否定するの だ
ながか っ た 一 世紀が終ろうと して い るの に
一 杯 の コ ー ヒ ー をまえに して考えようと思うので す
一 人 の若い ウ ェ イ ト レスが
わたしの机のうえの 一 枚 の 写真も
なぜか 一 服 の煙草もひ どくうまい の である
ときに 一 人の 男が
しかし黙 っ てすれちがう - 瞬にも
空気の 悪い ア パ - トの 一 室で ､
子供を つ れて 一 日だけの 安息に､
一 九四○年の秋から 一 九五○年の秋まで ､
おまえは - プ ラス 一 に
生が - ぱい 詰ま っ て い る
死が - ぱい 詰ま っ て い る+
一 つ の も のを選ぼうとするとき
あなたは持たざる 一 切 のも の を求めて ､
持てる 一 切 の もの を失 っ た.
十 一 月 の寒空に､ わたしはオ ー バ ー もなく､
一 切 の 望みをすて てど こまでも 一 緒 にゆ こう
男は待 っ て い た､ 一 体待 つ こ とに
一 千の 側臥がいち どに鳴 っ たo そ の響きは
乾いた咳を 一 つ した｡ 彼 の イ メ ー ジ の なかには
待 っ て い たo 一 体､ 待 つ こ とに
する と不意に､ 一 枚の 戸が青もな くひらき
一 匹の 魚をも つ だろう
ー 羽の 鴎が飛んで い た
一 直線をえがく はて しな い水平線 にそ っ て
十 一 月 の凍 っ た夜空に
十 一 月 の 凍 っ た夜空に
十 一 月 の 凍 っ た夜空に
十 一 月の 凍 っ た夜空に
一 日を 一 年 の ように暮 して い るぼくたちには ､
どう して 一 日の休 捌ことりかえそうとあせ る のか
真昼を暗くする 一 瞬
そ の - 瞭を
一 枚 の 馬券を巽うため に
あとは砂煙りをあげて 一 団 とな っ て疾走 して い る
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之
こ の 一 瞬の混沌が
何百万の 人々が､ もう
一 度溜息を つ くの だ
一 隻の 油槽船が
一 九四四年五月の ある夜 - ･ ･ ･
束支那海の夜を走る病院船の
一 室で
ゆうに 一 連合艦隊が沈んで い る
消えて しまう泡が唯 一 の 言葉だ から
天の 一 角にせ ばめられた都会の 空である
ぼく と 一 緒 に住もうというの だ
ぼく と 一 緒 に暮そうと いう
高い 梢で 一 緒 に歌 っ て い る人たちが
一 瞬 ス ト - ヴの 炎が暗くなり
蛇が隠れた エ デン の樹を 一 心 に見 つ める
一 時に石 の 竃で燃やさな ければならない
こ の 夢の 果で 一 夜を明か そう
一 つ の 生命が､ ある い 杖 - 羽の 鳥の 飛期が ､
サ ン ･ ペ ニ ル街七十 一 番他に､ 永遠に雨を降らせるだろうo
｢寝るまえにもう 一 杯 い かが?
黄金の毛 のむく犬 と 一 緒に
一 人の妹は乳母車に つ かま っ て 歩き
もう 一 人の 妹披眠りな がら小径を歩いて い る
今では - - 一 人 の妹は三人の 子供の
もう 一 人 の妹杖 一 人の 子供 の母にな っ た
一 言も語ろう としな い
誰 一 人笑 っ て い な い が ユ
ー モ ア に欠けて い るためではない
第 一 列の 中央に いやな上限づか い の かれがい て
懲りずに実験 して みる ぺ きだ っ たろう
- 歩戸外に出る と女たちの笑いで
対岸は霧がふかくて見えな い が 残る
一 つ の 疑問には
一 人の 勇士を死なせて から - -
生命 の - 循環を終えたの だから
命令 一 下たちまち整列 し 黒い銃剣の 林を つ らね
敵にむかい黙々と出撃 し
一 夜あければ骨とな る
それがおまえ の獲得 した 一 切な のか
運命は 一 騎 の光でおまえたちを数 える
一 直線に吹い て い た
行きづま っ た 一 人の作家が
- 8舜
一 粒の 種子も残らない
一 千年 の別離もさび しく汝ない
寝床は 一 つ
もう 一 つ の 首都を夢みて
一 方が売れば
指名手配の 一 人は
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他 の 一 人は 古典的な社会復帰者と して
残る 一 人であるぼくは
むずかゆい 両脚をとじて 一 人 の ベ ッ ドで静かに眠れ
一 つ 星の 大将
一 番恵車が出てい っ た
一 つ はおれだが
もう 一 つ は誰だろう?
砂利が 一 粒ず つ 光りはじめた
年々の秋をとざす ー つ の秋
一 つ の 場所を占めよう として
い つ かは(o れて 一 人にな っ た
- - そ んな こ とは 一 度もなか っ た
天までも ー 緒 に?
そ こも､ 一 つ の お部屋だ っ たわ｡
わたしやわた しの家族の頭から 髪の 毛 - す じ落ちやしな い とは
孤立 した家族の住むアパ ー トの 一 室で
そ の著書をフラ ン スで刊行した 一 九四 二年生れの ブ コ フ ス キ ー は
ア メ リカ の 一 部 の戦争捕虜たちは
一 つ の 否! は 明日には無数の 否 1. に な るだ ろう
- 個 の 弱い 人間の信念をも挫くこ とができない とわかれば
そ して 一 人 の無華を殺すこ とが
非道な暴力に抵抗 して 自らの犠牲 と死の 覚悟で第 一 線 に立ち
これ以上は 一 歩も進ませないそ と宣言する不屈な人間の 精神の みが
一
一 散 に谷 へ 急その だ
レ スビ ア ン の 女たちの 癌撃は不信者の地獄の笑い の - 型態で ブリ ッ ジ して反 っ た肉体の
何かを患い 止るように と 一 人の 男が 一 匹の 犬に とめられてい た
若くて死に憧れてい た母が 一 緒 に死 のう と言えば
一 瞬の 激情で死に突入 して い たかも しれない
去年の 一 月 の終りに､
かれとは敗戦直後の闇市の近くの 旅館で 一 度会 い ､
一 人分 の人生を､ 生きる の は容易な業で 汝な い o
太陽 の冷たい 一 瞥の 下で､
一 の 宮海岸の 近くの於涛閣に集ま っ たの は､
岩や空や､ 波や砂や､ 花 の 香りのする
一 日､
一 体 の ままでただよい ながら
六人の 意見が 一 致 して ゐる時は､ 六人とも彼に編されてゐる時であ っ た｡
一 寸 した小さな失敗の 傷口からでも､
一 匹の魚さ へ 住んでゐない 沼に釣糸を垂らしてゐる影だ けが生きてゐる
･ ･ ･ ･ ･ ･+
文学から離れたこ とに話をかぎれば､ それだけがす べ てではな い
一 例 として､
時代 の風圧を避けるの にせ い - ばい で ､
一 九三九年の 春､
今日､ 我 々は 一 つ の 都市､
一 つ の 国さえたちまち喪われるような世界に住んで い るの で ､
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こちらも七月 一 日だと い うの に ス ト - ヴを つ けたりしました.
一 向 に死ぬ気配を見せな い の はどう したわけか
一 緒 に寝た女の数は
一 体 一 体 に入魂の秘術を つ く して きたの だ
放じめから 一 人 にしておけばよか っ たの かも しれな い
一 人でタ バ コ をす っ て い ると
あくまで 一 人 の殺 し屋の
それで 一 日
それも - 日
一 日を上手に処理 する
- ぺ んも言 っ た こ とはな い
一 枚舌では
残された唯 一 の 道だ っ た
デル モ ア ･ シ ュ ワ ル ツ が 一 九三 八年に書い た短篇を読んだ
もう 一 度 一 人 になるため に
私が知りうるの は シ ュ ワ ル ツ が 一 九六六年に五十三歳で死んだこ とだ
妻も子もなか っ たかれは タイムズ ･ ス ク エ ア に近 い 安ホテル の
一 室に住み
口諦さむ - 篇の 詩がなくて 1.
一 日の 業を終えて
そ こで - 樽 の ワ イ ン となら
かれの死が均合うの は - 桶 の 汗か
盃 一 杯 の 涙だから
一 期は夢だから
･ - - ぼくの 一 生は詩の 困難で やや暗い
父はわたくしの詩の 一 行も理解しなか っ た
一 本の 煙草を思うままに吸えたら
いまのきみ政 一 日に六十本の煙草を吸い
一 人の女も知らずに
もう 一 人の 彼である
一 語の ための 一 行が人の心 を変え
一 行の ため の ささやかな詩が
それから 一 つ の部屋を守り
一 つ の部屋の ため の 家屋が傾くまで
こらえきれない - 雫が光 っ て い る
咽喉に つ かえた 一 語は
なま欠伸 一 つ
男と女は 一 緒 にい ると
一 に アザラシ ､ 二 に ムイシキ ン公爵
太陽をかくす 一 片の 雲をあおそ
まばたき 一 つ で風景が変 っ て
一 日が早く過ぎる
神と悪魔は 一 身同体
頭蓋骨を射ちぬかれて 死ぬ 一 人 の 男
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いちが つ
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一 月
1 9 4
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0 0 9
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一 年ち ょ っ と前､
こ の 三十年間､ ぼくはきみに 一 度も電話など したこ とがな い ､ ち ょ っ ぴり心が痛み ､ それはなぜかと考え出すと ､ 疑
ぼくはきみ とた っ た - ぺ ん打 っ た碁の こ とをときどき思い 出して い た｡
あの 一 局 の碁が語るもの は何だ っ た の か
一 生かけて 見 つ けない うちに
きみ とぼくは同じ 一 枚の 画面の 申に い る
そ の 日暮しの 一 日を
ナイ フ の 刃 には 一 滴の 露が宿る ､ とo
一 度も出会 っ たこ とがな い
一 般の 小舟がたゆた っ て い る
｢無が 一 切 とな る前に+
若い 証券マ ンが 一 人 で物思い に耽 っ て い る
平穏無事の 今日 一 日の ｡
一 瞬､ あたりが裏白にな っ た
一 対 の 男女の 世界では ､ 甘美な
封想と化する こ とを証した 一 人の 男が
一 種 の 時間差攻撃ですね?
それな の に､ み んなが整列して 中央に 一 つ だけ空い て い る椅子
一 粒 の蓮 の 実を永く隠 しておくこ とだよ
誰かが寄賭 してくれたナ ポレオ ン の - 壕もい ずれ劣らぬ時間の傑作だ っ た
くずれた埜塁 の 一 角から
歯も､ 先日､ 奥歯が 一 本 ､ 根 が痛み は じめたので ､
毎週 一 度通 い つ づけて い ます o
一 九五 八年に､ 日本で ､
毎年 一 人ず つ の勘定だから､
一 雨 ご とに暖かくなる とい う､ 三月 の雨が
塵 一 つ な い 白い 卓布
もう 一 度 ris e a nd fall
海は 一 つ の 叫び に変れ
う つ む い て ､ 歩い て い ると こ ろは､ 一 木 - 革もな い ､ 黒い 砂地で ､
ど こまで行 っ ても､ 一 本 の故 にも出遭わず､ 平坦な黒い 砂地が つ づ い て い るばかりで ､
よくよく見れば､ そ こから - 米間隔くらい で ､ 白い 明りが点々 と つ づ い て い るの だ｡ 迷う者の ために設けられた救急
これが罰か ､ 太陽と海を呪 っ たこ と の ? た っ た 一 度の 空想の 罪にしては ､ 酷すぎる報い ではな い か!
一 歩 一 歩あゆむほかはな い
私 一 人の 人生で も
十 一 月 の寒空に ､ わた しはオ ー バ ー もなく､
十 一 月 の凍 っ た夜空に
十 一 月 のi乗っ た夜空 に
十 一 月 の 凍 っ た夜空に
十 一 月 のモ乗っ た夜空に
去年の 一 月の 終りに､
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いちそち 入口
z考…Z喜… 忘妄票芸芸歪諾昌(=墓誌
o
L誓冒言と
いちけいたい - 型態
14 5 00 8 レ スビ ア ン の女たちの疫学は不信者の地獄の 笑い の
- 型態で ブリ ッ ジ して反 っ た肉体の
いちご 一 語
1 67 0 43
一 語 の ため の 一 行 が人の 心を変え
169 00 6 咽喉に つ かえた
一 語は
いちじ ゆんかん - 循環
10 9 0 0 9 生命の 一 宿環を終えたの だから
いちだい の 一 台 の
o 28 0 52
一 台の 列車が到着するであらう
いちだんとな っ て 一 団 とな っ て
o 72 0 38 あとは砂煙りをあげて 一 団 とな っ て疾走して い る
いちど
057 00 4
065 03 6
102 0 1 6
102 0 2 2
125 0 1 1
皮
8
8
9
いちど - +
072 0 5
13 8 0 1
14 8 0 0
16 0 03
17 4 01
18 0 0 3
18 8 0 1
19 1 0 1
1 92 0 2
9
1
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いちども 一 度も
138 0 1 8
1 74 0 1 1
180 0 3 2
いちどは犯罪許可証を懐 中に して
一 千 の 側臥がいち どに鳴 っ たo そ の 響きは
もうい ちど ハ ー プ の筋をかき鳴らすから
い ちど手をはなしたら
もうい ちど血 のな かをとお っ て こ い
何百万の人々が､ もう 一 度溜息を つ く の だ
･ - ･ ･そ んな こ と披 一 度もなか っ た
かれとは敗戦直後の 闇市の 近くの旅館で 一 度会 い ､
もう 一 度 一 人 にな るために
こ の 三十年間､ ぼくは きみに 一 度も寓話な どしたこ とがな い ､ ち ょ っ ぴり心が痛み ､ それはなぜかと考え出すと､ 疑
一 度も出会 っ た こ とがな い
毎週 一 度通い つ づ けて い ます｡
もう 一 度 rise a nd fall
これが罰か ､ 太陽 と海を呪 っ たこ との ? た っ た 一 度の 空想の 罪にしては､ 酷すぎる報い ではな い かl
- ･ - そ んな こ とは 一 度もなか っ た
こ の 三十年間､ ぼくはきみ に 一 度も寓話など したことがない ､ ち ょ っ ぴり心が痛み､ それはなぜかと考え出すと､ 疑
一 度も出会 っ た こ とがな い
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いちねん 一 年
o5 3 04 9
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174 0 02
･ あの やうに退屈な都会の 一 日 が
わたしは 一 日 よりもはかない 一 年を
子供を つ れて 一 日だけの安息に ､
どうして 一 日 の休み にとりかえそう とあせる の か
岩や空や､ 波や砂や､ 花 の 香りの する 一 日､
こ ちらも七月 一 日だと い う の に ス ト - ヴを つ けたり しま したo
それで 一 日
それも ー 日
一 日を上手に処理 する
一 日の業を終えて
いまの き糾ま 一 日に六十本の煙草を吸い
一 日が早く過 ぎる
そ の日暮しの 一 日を
平穏無事の 今日 一 日 の o
わた しは 一 日 よりもはかな い 一 年を
一 年 よりもむな しい 一 生を過ご してきま した
一 日を 一 年 の ように暮 して い るぼくたちには､
一 年ち ょ っ と前､
いちの みやかい がん 一 の 宮海岸
148 0 3 0
いちば 市場
0 28 0 3 6
0 39 0 0 3
1 24 0 0 1
いちばん
いちぱんでん しや
062 0 13
0 83 0 2 1
129 0 1 1
一 の 宮海岸の 近くの松涛閣に集ま っ たの は､
暗闇の 市場 へ と運ばれてゆく武器たち
さんざめく市場の広さもない
感情の市場で
一 番電車
い ちばん美 しい使い である姉さん!
い ちぱん深い青空 よ
自然にい ちばんヨ丘い
いちぶの 一 部の
142 0 7 7 アメリカ の 一 部の 戦争捕虜たちは
いち べ つ 一 瞥
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いちまい )一 枚
o36 0 2 2
o41 10 5
o54 15 1
o57 01 0
o59 00 9
o 66 03 8
o72 02 0
1 56 01 4
175 01 5
いちまい じた
156 01 4
いちまい の
03 6 02 2
o 41 10 5
o5 4 15 1
05 7 0 10
05 9 00 9
0 6 03 8
072 0 20
175 0 15
太陽の 冷たい 一 瞥の 下で ､
一 枚の 布をうか ベ て憩ふ とき
一 枚の 紙片のなんと いふ重さ
ちぎれた青空の ように飛んだ 一 枚 の ハ ン カチ ー フ
ぼくらに 一 枚 の絵皿を見せ たこ とがある
わたしの机のうえの 一 枚 の 写真も
すると不意に ､ 一 枚 の 戸が音もなくひらき
一 枚 の 馬券を貿うために
一 枚看では
きみ とぼくは同じ 一 枚 の画面の 中に い る
一 枚舌
一 枚舌では
一 枚の
一 枚の 布をうか ベ て意ふ とき
一 枚の 紙片のな ん といふ重さ
ちぎれた青空の ように飛んだ 一 枚 の ハ ン カチ ー フ
ぼくらに 一 枚 の絵皿を見せ たこ とが ある
わたしの机のうえの 一 枚 の 写真も
すると不意に､ 一 枚 の 戸が音もなくひらき
一 枚 の馬券を買うために
きみ とぼくは同じ 一 枚 の画面の 申に い る
いちめん
0 07 0 1 2
いちや 一 夜
0 96 0 12
1 12 0 1 5
いち ょう 胃腸
O 28 03 2
0 55 04 0
いちりん 一 輪
0 11 0 1 6
いちれい 一 例
1 50 0 4 9
空い ちめん赤い 花が咲く
こ の 夢の 果で 一 夜を明かそう
敵にむかい 黙々と出撃 し 一 夜あけれぱ骨とな る
すべ て の叫喚が悶える胃腸で ある
おれは慢性胃腸病患者の だ らしな い ネクタイをしめ
純な 一 輪 の 自著萩に つ い て
文学から離れたこ とに爵をかぎれば､ それだけがす べ てではない 一 例 として ､
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いちわ - 羽
oo6 00 9
o35 00 6
o6b /oo f
o97 00 1
いちわの - 羽の
o o6 00 9
o 35 00 6
o68 00 5
o97 00 1
い つか
o1 9 00 7
o 31 00 6
o3 9 05 3
o3 9 1 16
03 9 13 8
045 00 9
04 6 02 3
0 61 0 17
07 5 0 13
07 9 00 1
08 7 00 1
08 7 0 03
11 5 0 1 2
12 4 0 31
12 5 0 0 6
138 0 1 2
15 8 0 2 4
162 0 1 4
1 67 0 7 0
18 8 0 0 1
19 0 0 1 7
い っ きゃく
03 2 0 0 6
0 41 11 4
い っ きょくの
17 4 0 2 2
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すると白い 巽を つ けた - 羽 の
それは - 羽 の 鳥よりもはやく帰 っ てくる
- 羽の鴎が飛んで い た
一 つ の 生命が､ ある い は ⊥ 羽 の 鳥の 飛期が､
すると白い 巽を つ けた - 羽 の
それは - 羽の 鳥よりもはやく帰 っ てくる
- 羽の 鴎が飛んで い た
一 つ の 生命が､ あるい は - 羽 の 鳥の 飛期が､
脚はい つ か死んでゐ る
い つ かの やうに凍り つ い た道路の上で
わたし披い つ か鳥になるかもしれない
わたしはい つ か虹を見るかも しれない
い つ かはき っ と
い つ か 一 つ の 息ながく絶えぬ とい ふ
こ の 泥に塗れた水脈もい つ かは
い つ か遠く橋の うえにや っ てきた｡
い つ か何姐かで
船はい つ か
い つ から きみ は飼い はじめたのか
い つ からきみは呼びは じめたの か
またい つ か めそりあおう
日没に追い つ かれて い た
い つ か堤防はきれるの だ
い つ かはそれて 一 人 にな っ た
い つ かみずからも
い つ かは訪れる忘我の果て の
い つ か終りがくるように
い つ か､ きみから受取 っ た手紙 に､
い つ かきみが帰る と こ ろは
- 脚
ただ - 脚 の 椅子があるだけ
ただ - 脚 の 椅子があるだけ 気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
一 局 の
あの 一 局 の碁が語るもの は何だ っ たの か
い っ こうに 一 向に
15 1 02 0
い っ この
一 個の
o1 0 /00 3
o2 6 032
o28 05 5
o2 8 05 6
02 8
03
034
05 7
01 2
00 3
o34 01 8
o4 6 02 8
142 10 8
い っ さい 一 切
o54 02 0
057 03 0
061 15 8
o61 15 9
062 02 8
112 03 5
181 03 7
い っ し つ 一 室
061 039
077 0 2 9
142 035
160 0 5 5
い っ し ゆ の
18 6 03 3
一 向に死ぬ気配を見せ ない の は どう したわけか
有効なス ピイ ドに つ い て考 へ る こ とを欲する少年は 一 個 の白い 帽子をかぶ っ てゐ る
残されたただ 一 個 の 帽子は
そ こ に 一 個 の文明が
そ こに 一 個 の 社会が工場が
そこ に 一 個 の 希望が絶望が信仰が
一 個 の器物 と共にす べ てが放撫された
一 個 の石を滞らす
そ こ へ も 一 個 の 石が転がり
あなたはけむれる 一 個の 霧となり
一 個の 弱い 人間の 信念をも挫 くこ とができな い とわかれば
なぜ灰と炎が君を滅ぼす 一 切 であ っ たの か ?
ぼくはぼくで ある 一 切 の も の を否定するの だ
あな たは持たざる 一 切 の も の を求めて ､
持て る 一 切 のも の を失 っ た｡
一 切 の望みをすてて どこまで も 一 緒 にゆ こう
それがおまえの獲得 した 一 切 な の か
｢無が 一 切 となる前に+
空気の悪い ア パ ー トの 一 室で ､
東支那海の夜を走る病院船の 一 室で
孤立した家族の 住むア パ ー トの 一 室で
妻も子もなか っ たかれは タイ ムズ ･ ス ク エ ア に近い 安ホテ ル の 一 室 に住み
一 種 の
一 種 の時間差攻撃ですね?
い っ しゆ ん 一 日舜
0 39 13 1
0 41 00 6
044 0 18
0 60 0 16
0 71 0 4 1
0 71 0 4 2
0 72 03 9
0 89 0 2 2
112 0 4 6
114 0 0 2
- 拝舜のうちに
夢を見なさ い 不機嫌な 一 瞬 には
あなたの齢に と っ てただの 一 瞬を｡
しか し黙 っ てすれちがう - 日舜にも
真昼を暗くする 一 日舜
そ の 一 晩を
この 一 瞬 の混沌が
一 目舜 ス ト - ヴの炎が暗くなり
運命は 一 瞬の 光でおまえたちを数え る
一 瞬
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147
185
い っ し よ
062
08
08
08 8
09 9
14 1
14 7
15 1
17 1
00 6
0 0 5
一 緒
02 8
04 1
05 0
08 2
00 3
0 0 3
0 02
03 2
003
い っ し よう
o 53 050
164 0 16
175 0 8
に
0 2 8
04 1
05 0
0 82
い っ しよ
062 :
08 8 ･
08 8 .
08 0
09 9 0
14 1 0
1 47 0
1 51 0
171 0
0 3
0 3
0 2
3 2
0 3
一 瞬の 激情で死に突入 して い たかも しれない
一 瞬､ あたりが裏白にな っ た
一 切 の望みをすてて ど こまで も
一 緒 にゆ こう
ぼく と 一 緒 に住もうとい うの だ
ぼくと 一 緒 に暮そうと いう
高い 梢で 一 緒 に歌 っ て い る人たちが
黄金の 毛の むく犬と 一 緒 に
天までも ー 緒 に?
若くて死に憧れてい た母が 一 緒 に死 のうと言えば
一 緒 に寝た女の数は
男と女は 一 緒 にい ると
一 生
一 年 よりもむなしい 一 生を過 ごしてきま した
- - ぼく の 一 生 は詩 の 困難でやや暗い
一 生かけて見 つ けない うちに
一 緒 に
一 切の 望みをすてて ど こまでも 一 緒 にゆ こう
ぼくと 一 緒 に住もうとい うの だ
ぼくと 一 緒 に暮そうと いう
高い梢で 一 緒 に歌 っ て い る人たちが
黄金の 毛の むく犬と 一 緒 に
天までも ー 緒 に?
若くて死に憧れてい た母が 一 緒 に死 の うと言えば
一 緒 に寝た女の数は
男と女は 一 緒 に い ると
い っ しんどうたい
17 3 016
一 身同体
神と悪魔は 一 身同体
い っ しんに 一 心 に
o54 0 3 7 Mよ い まは 一 心 に風に堪え 抵抗をみ つ めて
o 93 015 蛇が隠れた エ デン の樹を 一 心 に見 つ める
い っ せ いき 一 世紀
o57 0 3 6 ながか っ た 一 世紀が終ろう として い る の に
い っ せ い に
10 2 0 0 6 みんな い っ せ い に銃剣 の襖を立ててくれ
10 6 0 0 2 みんな同じポ ー ズで い っ せ い に限を
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14 6 02 4 みんな の 眼がい っ せ い に
い っ せきの 丁 重の
o 73 00 4
ノ
ー 隻の 油槽船が
い っ せんねん 一 千年の
115 01 0
一 千年 の別離もさび しくはな い
い っ せ んの
一 千 の
o 65 03 6
一 千の 側臥がいち どに鳴 っ たo そ の 響きは
い っ た
oo6 01 6
013
014
014
027
035
039
041
054
055
059
05 9
06 1
06 5
06 5
06(;
0 6
0 6
0 6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
6
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
9
9
0
2
3
3
4
7
7
1
2
2
5
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
1
1
2
2
1
0
9
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
5
2
2
8
5
6
7
8
3
1
5
3
4
0
1
2
3
之
0
0
0
0
0
0
0
1
9
1
7
3
3
3
3
4
3
6
1
2
之
2
3
0
0
0
0
3
0
1
1
6
5
5
9
6
8
1
1
5
2
8
飛行機がそんなビラを散らして い っ たが
跨い で い っ た種の 中から
けれど燃えな いうちに水がは い っ たよ
口 の惑 い 家畜 どもが逃げて い っ たあとで
じぶんをく べ て い っ た
はげ しくすれ違 っ て い っ た
落ちて い っ た塁を何と呼ぶの だらう
そ して時間が徒らに過ぎて い っ た
ひ とりず つ 夜 の衝から消えてい っ た
急転直下堕落して い っ たあの
明るい 海岸のポ ー ト へ 連れさ っ て い っ た
あの 美 しい 少年披何処 へ い っ たか
い たると こ ろに行き つ き､ い たる と こ ろを過ぎてい っ た｡
暴風 の夜を飛んで い っ た｡ 哀歌をうたい ながら
遠く旅立 っ て い っ た｡
黒犬があてもなくさまよ っ て い っ た ｡
つ めたい風が吹い て い っ た｡
あかる い 月がたずねてい っ た｡
わたしは どこまでも歩い て い っ た.
都会の 売れた皮膚をひ きさい て い っ た
い っ たい どこ にある の だろう ｡
十万 のひ とが残 して い っ た大きな寂参が
音もなく歩い て い っ た
三千噸の病める資材をひ っ ば っ て い っ た
み どりの波をわけてゆ っ くり遠ざか っ て い っ た
かれは死んで い っ た
かれは永遠に死んで い っ た
やがて陸にむか っ て ゆるやかに動い て い っ た
波披永遠の 沖 へ 去 っ て い っ た
しずか に無限の空の なか へ 消えて い っ た
ゴ ー ゴ ー ゴ ー とぼくの 頭上を通過 して い っ た
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o99 0 08
100 0 20
101 0 10
104 0 02ノ
1 04 0 04
10 6 0 04
11 2 0 17
11 2 0 23
11 2 0 32
11 3 0 52
11 6 0 10
11 7 0 03
12 6 0 1 6
128 0 9 1
12 9 0 07
134 0 10
141 0 02
142 0 73
14 8 0 25
150 0 4 6
151 0 1 6
155 0 3 4
157 0 0 2
160 0 6 0
162 0 1 3
165 0 2 7
167 0 0 8
184 0 1 8
18 6 0 5 9
188 0 6 3
い っ たい 一 体
039 03 7
053 02 0
065 0 12
065 05 0
149 0 13
151 03 6
い っ たい い っ たい
151 03 6
どうして過去の方に こ ろが っ て い っ たの か?
ぼくらの共同社会からきりはなされてい っ た
血の河をわた っ て い っ た兵士たちよ
夏蛙飛び去 っ て い っ た
枯葉の ように散 っ て い っ た
これがみ んな詩人だとい っ たら たい て い 驚く
祖国の 栄光 と同胞の愛を信じて地平線になだれてい っ た
いやい や働きにい っ た ちい さきもの の ために
すべ て の秩序が眼の 高さ にあればい い とい っ た
い っ たい 誰の もの か
引き裂かれてい っ た日から
きみが消えてい っ た空が
い っ たい ダ ンテ の 至聖天とか
一 番電車が出てい っ た
雲の 上まで つ き出て い っ た虚栄
木の葉の ように散 っ て い っ た若者たち
高く ､ 高く､ 高く昇 っ て い っ たわ｡
十 二年の 刑期を つ とめあげるために監獄に戻 っ て い っ たの である
ぼくらの 骨改鋳びて い っ たの だ ろう.
｢誇り得るもの+ を失 っ たとさ と っ たとき､ 彼放こ の 世から転向して い っ たの だ ｡
背中をこ ごめて人中を歩く姿 とい っ たら
見倦きないもの とい っ たら
そ っ と自分をおい て い っ た
最後は叔母の クラ ラが遺体をもらい さ げて い っ た
虹の 橋を渡 っ て い っ たが
父は黙 っ て こ の 世から去 っ て い っ た
す(o 熱くなる とい っ た気温で
わたしの 家 (マ イ ･ ハ ウ ス) とい っ たり して い る
い っ たい何を怖れてい るん です?
死滅の予備知識も与えられて然る べ きだ､ と い っ た方針の もとに｡
わたしは 一 体何処に立 っ てゐ る の か
時とは 一 体なんで し よう
男は待 っ て い た､ 一 体待 つ こ とに
待 っ て い た｡ 一 体 ､ 待 つ こ とに
一 体 の ままで ただよい ながら
一 体 一 体 に入魂の秘術を つ く して きたの だ
- # - #
一 体 一 体 に入魂の 秘術を つ く してきたの だ
い っ ちして 一 致 して
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15 0 00 6
六人の 意見が 一 致 してゐ る時 臥 六人とも彼に編されて ゐる時であ っ たo
い っ ち よくせん
一 直線
o 68 b1 8
一 直線をえがく はて しな い 水平線にそ っ て
113 01 0
一 直線に吹いて い た
い っ ち よくせんに
一 直線に
113 0 10
一 直線に吹い て い た
い っ つ い の
一 対の
185 0 13
一 対 の 男女の世界で 臥 甘美な
い つ つ の 五 つ の
o3 0 2 1 おま へ をとりまく五 つ の ドア である
o3 5 02 1 風の 五 つ の 渦の 中 へ きえて ゆ く
o9 8 02 7 青空にく っ きり聾えて輝い て い た五 つ の 尖塔
い っ て い の 一 定の
o 39 05 4
o39 0 55
い っ てき 一 滴
027 01 4
o3 0 00 6
03 1 0 14
03 5 0 15
17 9 0 3
い っ てきの
02 7 0 1 4
03 0 0 0 6
0 35 0 15
179 03 0
い つ でも
02 6 0 0 7
03 8 0 1 7
い っ ぱい
0 53 0 0 7
0 91 0 1 6
0 99 0 07
1 04 0 0 6
一 定 の時刻と
一 定 の雰囲気の なかで しか
ただ 一 滴の 水は
ど こからともな い 一 滴 の水 一 滴の 音に
闇の 一 滴がひそ かに古からとり落ちた
一 滴 の余剰を待たう とおも っ た
ナイ フ の 刃 には 一 滴 の 露が宿る､ と｡
一 滴の
ただ 一 滴の 水は
ど こからともない 一 滴 の 水 一 滴 の昔に
一 滴 の余剰を待たうとおも っ た
ナイ フ の 刃 には 一 滴 の露が宿 る､ と ｡
水晶体は い つ でも煙を噴いて ゐた
でも音楽だけはい つ でもや っ てゐて征 しい
わたしの からだの なかに黄昏がい っ ぱい つ ま っ て
きみ のイ メジはい つも眼に砂をい っ ぱい 溜めて い る
そ こで 力い っ ぱい 投げたボ ー ル が
傷 つ い た鳥や獣の 叫び で い っ ぱい だ っ た
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1 48 05 1
1 60 0 18
い っぱい - ぱい
o61 08 9
o61. 09 1
150 06 0
い っ ぱい 一 杯
o5 8 05 3
o98 00 9
162 025
若い 男女で い っ ぱい の フ ラ ワ ー
観客 の い っ ばい つ ま っ た劇場で
セ ンタ ー に立ち よ っ て､
司会役の若い男から
生が - ぱい 詰ま っ て いる
死が - ぱい詰ま っ て い る+
時代の風圧を避けるの にせ い - ぱ い で ､
一 杯の コ ー ヒ ー をまえに して考えようと思うので す
｢寝るまえにもう 一 杯 い かが ?
盃 一 杯 の 涙だか ら
い っ ぱい の 一 杯 の
o58 05 3
1 62 025
い っ ぴきの
067 0 1 1
145 0 13
150 0 14
い っ ぶくの
0 60 00 6
一 杯 の コ ー ヒ ー をまえに して 考えようと思うので す
盃 一 杯 の 涙だから
一 匹の
一 匹の 魚をも つ だ ろう
何かを思い 止るようにと 一 人の 男が 一 匹の 犬にとめられてい た
一 匹の 魚さ へ住んでゐな い沼 に釣糸を垂 らしてゐ る影だけが生きてゐる ･ ･ ･ ･ ･ ･+
一 服 の
なぜか 一 服 の煙草もひ どくうまい の である
い っ ぺ ん - ぺ ん
15 6 00 6
い っ ぺ ん に
186 0 2 8
い っ ぺ んの
17 1 0 18
い っ ぺ んの
160 07 9
い っ ぼ 一 歩
o56 0 0 6
10 6 0 2 8
14 2 12 0
193 0 0 4
- ぺ んも言 っ た こ とはない
い っ ぺ ん に老けこ んだ気分で し よう?
一 片 の
太陽をかくす 一 片の 雲をあお(o
- 篇 の
口蒸さむ - 篇 の詩がなくて!
未来の 一 歩々 々の ように こ つ こ つ と遠ざか っ てゆく
懲りずに実験 してみ る ぺ きだ っ たろう - 歩戸外に出ると女たちの 笑い で
これ以上は 一 歩も進ませ な い そ と宣言する不屈な人間の 精神の みが -
一 歩 一 歩あゆむほかはな い
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いっ ぱい っ ぼ
一 歩 一 歩
193 0 0 4
一 歩 一 歩あゆむ披かはない
い
/
っ ぼい っ ぼ 一 歩々々
o5 6 0 0 6
い っ ぽう - 方
12 4 0 08
いっ ぽん 一 本
o10 0 16
o25 03 8
o27 00 7
o28 00 1
o33 00 1
166 0 10
188 00 8
1 92 0 10
い っ ぽんの
010 01 6
02 5 03 8
02 7 00 7
02 8 00 1
03 3 00 1
16 6 01
19 2 01 0
い つ までも
007 00 4
041 06 7
04 6 04 0
050 0 12
055 0 3 3
061 17 1
065 0 16
066 0 10
069 0 4 1
0 70 0 1 6
07 5 0 10
07 8 0 2 之
08 0 00 5
08 0 0 1 8
未来の 一 歩 々々の ように こ つ こ つ と遠ざか っ てゆく
一 方が売れば
新しい射手よ 一 本の 樹 の みを監視 するの は賢明ではな い
笑声をたて る 一 本 の蝋 マ ッ チ
ー 本の 毛髪もふくめて
一 本の花 の 茎もな い 空 の下に
一 本の茎は清浄な水を欲する
一 本の煙草を思うままに吸えたら
歯も ､ 先日 ､ 奥歯が 一 本､ 根が痛み はじめたので ､
ど こまで行 っ ても ､ 一 本 の松にも出遭わず､ 平坦な黒い砂地がつ づ いて い るばかりで ､
一 本の
新しい射手よ 一 本 の樹 の みを監視するの は賢明ではない
笑声をたて る 一 本 の蝋 マ ッ チ
ー 本の 毛髪もふくめて
一 本の花 の 茎もな い 空 の下に
一 本の 茎は清浄な水を欲する
一 本の煙草を患うままに吸えたら
どこまで行 っ ても､ 一 本の桧 にも出遭わず､ 平坦な黒い 砂地が つ づ い て い るばかりで ､
煤けた町は古い習慣で 壷の 沈黙を それはい つ までも黄色い 河の
い つ までも じ っ と火を見凝めてゐる のは
行方の知れぬ風の こ とばに い つ までも微笑を浮 べ てゐよう と披
剃刀の 刃 に い つ までも残 っ て い るね ｡
い つ までもおれたちの ひき裂かれた心 と
空い た椅子がい つ までも帰らぬ人を待 っ て い ます｡
い つ までも待 っ て い る より しかたがなか っ た｡
小 さな友はい つ までも首をふり つ づけた｡
い つ ま でも
い つ まで も､ 流れゆく川を
い つ までもブイが浮ん で い るけれど
い つ までもめ (h り つ づ けて い るだけな の に - -
い つ までも こ の ような 水平線をも っ て い るか
い つ までも折れた帆柱を抱い て い るかぎりは
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o84 0 3 6
o8 0 3 0
100 0 5 5
/
15 0 3 2
171 01 9
188 085
い つわりの
1 01 01 9
イデオロギ ー
128 0 49
142 053
イデオロ ジスト
o55 05 9
い でん 遺伝
103 00 8
い ど 井戸
16 4 024
い と
01 8
02 5
10 6
15 0
糸
0 0 8
0 5 4
03 3
0 14
い つまでも雨がふ っ て る路地をゆけば
い つ までもおまえに向きあ っ て い た い の だよ
はたせ なか っ た約束を い つ までも悔む人の ように
い つ までも前にあ っ て
い つ までも不幸の ままで
い つ までも､ きみ の心 に残 っ て い ますように o
い つ わりの 歴史をさか の ぼ っ て
｢民主主義はイデオロ ギ ー で はなく
義に昏 (くら) い 者 イデオ ロ ギ ー に よろめ く者が立去り
イデオロ ジ ス トの撃め面を悪から つ きだ してみ る
ひたすら魂の 遺伝を信 じた
- ･ - 共通 の穴である深い 井戸にむか っ て
体から糸を垂らして
不思議な糸革は
鳥の 巣型の髪の カ ッ トに 魔の つ よい 眼鏡を糸で つ る して
一 匹の 魚さ へ 住ん でゐない 沼に釣糸を垂らしてゐる影だけが生きてゐる
- -
+
い とう (伊藤)
1 50 0 5 0
150 0 5 6
い と(l るま 糸車
025 0 5 4
い としい
03 9 0 68
04 1 03 4
きみが ｢歯応えとい うか､ 取柄が あ っ た+ と いう伊藤茂二 の場合を挙げるこ とができようo
学枚 へ行 っ て そ の 旨を伊藤 に伝える と､
不思議な糸車汝
い としい樹木も逃げは しない
い としい 藻 あの愛着の汐 よ
い としき
1 63 0 1 8 いと しきひ とよ
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み
この 滑らかな洞よりも さ らに低い 営みがあるだらうか
吉;4
tも
o2 2 い とも 出 品な天使たちが
いな 否
o5 7 0 30
o7 3 0 2 1
12 7 0 1 9
14 2 065
14 2 104
14 2 10 6
1 89 02
い なくな っ た
o54 0 6 4
o72 0 6 7
108 0 0 4
128 08 0
140 01 之
145 0之5
18 9 0 18
19 1 0 05
い な旺 稲穂
10 7 00 6
い ぬ 犬
0 03 0 1-
0 54 0 2
o6 1 1〔)
066 0 0
08了 0 0
08 7 0 0
08 8 0 3
09 1 0 1
09 9 00
1 45 0 1
1 75 0 0
1 75 0 0
4
6
2
3
2
5
8
4
3
3
1
6
いねむりする
ぼくはぼくである 一 切 のも の を否定するのだ
否定の彼方 -
見たもの を否定して生きてきた
魂を売るこ とを拒否 したとい う
おそらくぼくたちは は っ きり 否!
一 つ の 否! は 明日には無数の
自己を否定するたびに上昇を つ づ けて
と合図するだけで よい だろう
否! になるだろう
ウイ ンストンがい なくな っ たから
誰もい な くな っ たスタ ン ドに立 っ て
いなくな っ た人影が
おれがい なくな っ たら
きみがい なくな っ た っ て
ス ペ イ ン内乱で知 っ たオ ー デ ンも い なくな っ た
知合い もま っ たくいな くな っ たから
にん げん はいなくな っ た
風に熟れた稲穂 か - ･ ･
逃げてゆくの は白い犬だ
黒い犬が橋の上にうずくま っ て い たの を+
犬は犬の なかで眠 っ て い るね
黒犬があてもなくさまよ っ て い っ たo
い じわるで卑 しい 犬 の 子を
けれど きみの 愛犬 ペ ニ イ は
こ こ には犬がつ な い である の
きみ の季節は飼主の ない 猟犬の ように飢えてい る
黄金の 毛の むく犬と 一 緒 に
何かを患い 止るように と 一 人の 男が 一 匹の犬にとめられてい た
きみは犬にむか っ て
犬の 質問をくりかえ した
居陸する
95
02 5 o 25 かつ て居陸するセル バ ン で あ っ た
いのち
o53 0 40
o5 3 0 43
10 1 0 3 6
114 0 12
138 0 16
140 0 07
16 0 1 1
168 0 15
178 0 0 6
い のち 命
o41 0 8 4
051 0 1 1
o54 0 1 4
o 55 0 1 9
o 55 0 5 7
056 0 2 0
0 61 0 7 4
0 64 0 16
0 71 0 13
0 72 0 1 7
07 3 01 9
07 8 02 0
0 84 01 4
086 00 9
0 88 06 5
0 97 00 1
0 97 00 3
0 99 0 13
10 3 0 1 1
1 03 0 25
1 03 03 0
1 09 0 05
1 09 0 0 9
112 0 1 4
11 2 0 4 6
13 6 0 2 0
14 2 0 6 4
14 2 0 7 9
14 2 0 8 1
わたしの い の ちは
い のちを惜しんで暮すこ とに悲しみなんかありや しない
消えたい の ちの 水をの んで い る兵士たちよ
い のちだけはおたすけを+
い のちを刻む
い のちを機械に売りとば して
い のちもい らない 初年兵の 頃には
こ の世を経めそる い の ち の物質よ
無縁の い の ちを
宿命的な輪の なかで
運命がある顔に達したとでも言うかの ように､
死の 滴りは生命の小さな灯をひ と つ ず つ 消 して ゆく
青い 海の なかに 二人 の運命をうか べ て い るはずであ っ た
恋にも革命にも失敗 し
それだけの運命で ある
あなたの足を停め､ あなたに待 つ こ とを命ずる ｢現在+ に ｡
人の運命をどう して占うの だろう｡
わからない ひ と つ の運命で ある
青､ 赤､ 黄､ 白 の運命の 使者たち
繋りゆく運命の 暗示をも とめて
救命具を つ けた船の へ さきは
戦争か進歩か壊滅か革命か
生命は歩む影
ふたりの 運命を
一 つ の 生命が ､ ある い は - 羽 の 鳥の 飛和が､
あなたは生命も飛邦も見ない だろう｡
小さな四 つ の運命は 四 つ の ボ ー ル の ように
帆柱や舵や海図や羅針や救命ブイや鈷や - -
それは波と風と運命の 手にまかされた
にんげん の運命をすい こむもの
生命の奔流は丘をくだり
生命の - 循環を終えたの だから
命令 一 下たちまち整列 し 黒い 銃剣の林をつ らね
運命は 一 瞬の 光でおまえたちを数える
革命をス パイ して い る
ずたずたに責め苛まれながら 若い生命をすり減らして い るが
もちろん 信念より自分の 生命が大切だと考えたからで ある
生命より貴重だと感 じて い たの で ある
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145 0 19
154 0 11
1 62 02
1 67 03 6
1 67 07 1
18 2 02 6
18 6 06 0
190 01 6
193 0 0 9
い のり 祈り
o 4 0 0 4
o 70 0 0 9
o 77 038
0 82 0 17
10 1 0 12
14 6 0 23
い びき
173 05 0
い び つ
113 05 1
いふ
0 09
01 4
02 3
02 8
03 2
03 2
03 7
038
0 39
0 3
0
0
0
0
0
0
0
3
3
3
4
4
4
4
9
9
9
9
1
1
1
5
00 3
0 12
00 3
0 18
00 7
0 16
0 16
01 4
07 9
09 5
10 1
10 9
11 4
0 2 5
10 5
11 4
0 0 9
静かに走れと命名された群集の 河は昨日の ように流れてい た
命の水がほ とばしる
喜んで命と交換 しただろうとい うの だ
戦争と革命の犠牲者たちの
やがておそ っ てくる運命は
老い のうちにも新しい 命の水が
人の運命
残りすくない 唄想の命を楽 しむ
偽の革命
帰すると こ ろ 一 に して 祈りは慧き習慣 (ならわし) の 光明なり｡
あさましい 祈りの こ とばを口に し､
そ のうえに低い 祈りの声 と
神をもたぬひ と つ の祈りが
みんな忘れる祈りのむなしさで
お祈りを捧げてい ると ころで した
い びきをかい て死んで い きながら
い び つ にな っ た世界の顔 そ い つ は
鉄砲百合が咲い たとい ふ ニ ュ ウ ス で
つ まりそ の 隙にと いふわけさ
青もなく日それが きた とい ふ
つ ねに流通する貨幣の 繋から起る とい ふ
気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
だが椅子の キ ー キ ー い ふ音に
無限といふもの が少しづ つ 暗くなりかけてゐた
い ふまでもなく
か つ て地上に祭があ っ たと いふ
す べ てはもはや過ぎ去 っ て しま っ たといふ
わたしははじめて怒りとい ふもの をみた
誰が道に迷ふとい ふの か
そ して誰が沈黙したといふの か
海からや っ て来たとい ふ 空を飛ぶ藻に乗 っ てきた人よ
一 枚の紙片の なん とい ふ重さ
ただ - 脚 の 椅子があるだけ 気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
い つ か 一 つ の 息ながく絶えぬ とい ふ
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パ スカルを畏怖させた宇宙の 無限｡ 沈黙とか は
いふ 云ふ
o13 0 0 6
o28 0 40
ネム の木は負け惜 しみ を云ふ
す べ てが平和であるように とか云ふ必要もない
いふ 言ふ
o3 9 05 7 みんなわたしの言ふこ とを信 じない か
いぶかる
1 62 00 9 生きる の をいぶかる眼に
いふく 衣服
o4 4 00 7 食なく衣服もなく ､
いぶくろ 胃袋
o54 02 9 Mよ 都会の 胃袋をさまよい ながら君が噴い て い た こ とを - -
いま
o o9 0 15
0 17 0 23
017 0 25
0 30 03 0
0 33 00 3
0 4(～ 0 1 1
0 4(; 0 48
0 52 0 04
0 52 0 24
05 3 0 1 1
05 3 0 15
05 3 0 1 9
05 3 0 2 2
05 3 0 2 9
05 3 0 6 0
054 037
05 4 0 6 3
05 4 0 6 5
05 4 0 6 7
05 4 0 7 1
05 4 11 3
05 4 12 1
05 8 0 0 4
い ま責任を問はれてゐる の です
ああまるで天国でござい ますと
まるで極楽でござい ますと云はねば
い ま数々 の なかから択りわける
い まおびただしい影の なかでもがく
い まは しい 壁や むな しい 紙きれにまたたく嘆息をすて
どうして い ままで忘れてゐ たの か
い までは墓穴にかくれ
わたし披い までも眼鏡の つ かれをぬ そい
可愛い い 格子の スカ - トをは い て い ます
わた しは大切に胸のうえにさげて い ます
わたしはわたしの 影を背負い ます
い つ のまにかわた しはお姉 さん のお墓の 前に立 っ て い ます
ひそひそ と話 しあ っ て い た声もとだえて しまい ました
夢を見ながら眠る習慣が こんな に悲 しいも の とは思い ませんで した
Mよ いまは 一 心 に風に堪え 抵抗をみ つ めて
おお いまこそイ ギリス に住もう
いまこ そそ こ に疑い の 余地があるから
おお い まこそ君の虚栄をひ きずり下せ !
おお い まこそ偉大な人間と大きな河は
｢また明日会い ま しよう もしも明日があるの なら+
い まは自我をみ つ め微かなわらい を憶い だす
新しい 建物がたちかけてい ます
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あまり感心 しな い 生括をして い ます
無意味な時代がしずかに腐敗して い ます
う つく しく欠伸を して い る女がい ます
その横顔をぬすみ見てい る紳士がい ます
サ ー カス の看板がこ がらしに吹かれてい ます
い ま､ あなたは噛気をこらえ､
どうして い ままで忘れてい たの か､
空い た椅子がい つ まで も帰らぬ人を待 っ て い ます ｡
火の ない 暖炉に向い あ っ て います｡
固い パ ン を噛 っ て い ますo
い つ も天使の悪い 呼吸で曇 っ て い ます｡
暗くな っ てゆく運河を見 つ めて い ます｡
い までも空中をさまよ っ て い る姉きん !
あなたはそ っ と見て い ますね
枯草の あい だの四月の 若芽の ように萌えてい ます
あなたは じ っ と耳を澄ま して い ますね
あな たは つ ぶらな瞳を閉 じて い ますね
(･ - - 愛 して い ます
愛 して い ます - - )
いま評判の サラブ レ ツ 下四歳馬を見ようとして
いまうな る弾丸を
｢い まで はどちらの お家庭にも
｢あなたの 噴い心 の なかに い ますよ+
凍 っ てゆく水に影をうか べ て い ま した
｢ぼくは凍 っ て ゆく水の なかにい ますよ+
｢い ま死の影が
黒い 河をの ぞきこ んで い る人がい ます
い まさら
ぼくはい までも そ の 声をきく
い まはきみたちの 肉と骨がどこまでもすきとお っ てゆく季節だ
い まはな つ か しい硝煙とそ の匂 い の なかに
外部の 世界をうかがい い まも じ っ と
いま ､ 別れを告げよう として い る｡
いま右まただ
い まは声をかぎりに
三人の 男は い ま披トンズラ
桜の 咲く頃 また会い まし よう
い まで汝腰が いたむ
ゆる してください まし
マ ス コ ッ トの猫が欠伸をして い ま した
ひ っ そりと つ づ い て い ます
い ましも刑罰の足台が置かれ
い ま見て い る風景は
｢時+ をこ らえ
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030
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014
01 3
03 8
00 3
00 4
02 6
01 1
02 6
03 4
00 5
00 7
0 12
0 18
05 4
08 2
0 85
0 23
0 2 1
いま 今
0 03 0 0 4
029 0 1 4
03 1 0 1 9
04 8 0 1 1
05 0 0 1 8
05 0 0 2 9
05 4 0 3 4
054 0 9 8
05 6 0 0 7
05 6 0 19
057 0 4 0
058 0 4 5
058 0 4 8
059 0 1 0
0 61 0 9 9
0 61 1 8 8
0 64 0 0 3
愛して い ますと
い までも私を動顛させ
糾まや暁紅をかい まみるまでもなか っ た
∫
われわれの コ ー ネ リ ア スは い まど こ に い る の だろう?
あい まい で ずる い
あい まい な の は
ぼくらの 関係があい まい だからだ
い まの きみは 一 日 に六十本の煙草を吸い
た っ たい まも
｢みんな､ しぶとい な あ､ そう思 っ て い ます+ とあ っ て ､
｢病気がこんな に こたえる とは､ 思 っ てもい ませ んで した｡ 春からノイ ロ ー ゼ状態で我ながら呆れかえ っ て い ま
い まで も下手な碁打ちで あるぼくは考える
か つ て の 勇者はい まなお勇者だ
い ま地球は恐怖で頭をかかえてい る の に｡
ひ よ つ とすると廿六年前の 升四歳の ぼくが､ い まの ぼくを見てい たかも - -
白内障の 限を､ なる べ く休め るようにして い ますから､
思うように い っ て いませ ん ｡
毎週 一 度通 い つ づ けて い ますo
手術をせねばなるまい と､ 気 にかけてい ます ｡
い まは エ レク トロ ニ ク ス と老害の 時代な の だ ｡
い まさ らの ように ､ 頭をかかえて います｡
い つ までも ､ きみ の 心 に残 っ てい ますように ｡
いま の かれ汝雲を見下すような
いま し朝雲を東に よせて
今晩十 二時に出帆 します
今はただ表情もなく振返るわたしに
けれど今にな っ ても芽をふかな い
昨日も今日も 疲れた裸の ままでい る と
い つ も季節は秋だ っ た､ 昨日も今日も､
きみ の 胸 の傷 口 披今でもまだ痛む か o
今でも僕は橋の 上にた つ と
今なおどこ かに隠れてい るとは信 じられぬ
今日も都会の 窓に灯が ともり
明日もなければ今日もない
今日も
どうやら私は今年も結婚 しそ こねたようです
今日の 出来事を
今ではな つ か しい面影の ようにうすれて しま っ た
｢今日も太陽が輝いて い るね
わた し汝今にも倒れそうにな っ て､
- - 今日は今日､ と通行人が咳い た､
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いまごろ 今頃
- 一 今日は今日､ と街灯が答えた｡
今世紀最大の詩人が
(今年の 夏もこれ っ きり)
今日のなかP明日
今日のな か の 昨日
今日の なかの昨日と明日
これは今週の ビ ッ グ ･ ニ ュ ー ズ だ
今日は希望 こ の 痛み の 傷 口 を
｢今夜あたし あの ギャ ングに
今では - 一 一 人の 妹は三人の子供の
ぼくは今年の 夏を知 っ た
おまえは今朝も蛇口の まえで
今日は北風が吹い て い るが
で っ か くな っ ちま っ たんだ 今では
｢今日の 西側の勇気の基準 によれば
ぼくたちのそれは悠長ともい える それだけ今なら
昨日の淵か ら出た今日の瀬は早 く
膝の 上の猫を大事に してあげな さ い と今日の 声は忠告して い た
今年の冬には､
今に しておもえば､ 真実を衝い た薄気味わるい 言葉である ｡
こ んな創作を今度載せたら発禁にするそ ､ と検閲係から脅かされたo
今日､ 我々は 一 つ の 都市､
まさか ､ ｢荒地+ が今頃にな っ て ア メリカか ら送られてくるとは｡
今生 の別れかと心 はさわい だが
いや に透明に見えてきた 今年の冬
そんな今年の 冬も終りに泣い ある日の真夜中
今夜の かれの 幸運は明日に はきみ の も の だろう
今ならばわか っ て い る
とい う?先生の発言を今朝の新聞で読んでから
古今の 番を読み
今夜は別々に浮遊 し
今年の 小さな波じやネ
今では街中でも締展な娘に出あ っ たりすると
今年の 波は どうあれ
今日の 出来高と終値を前に して
平穏無事の 今日 一 日 の ｡
それが､ 今日 の真実だ とすれば
それで今度の 西下の 印象は?
どう してきみにわかる ? なぜ今までぼくが新幹線 に乗らなか っ たか?
今では ､ す っ かり忘れて しま っ た｡
(- ･ ･･ 今日も打振 る日章旗 - - ･)
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まさか､ ｢荒地+ が今頃にな っ て ア メリ カから送られて くるとは｡
ひそかそと話 しあ っ て い た声もとだ えて しまいま した
｢また明日会い ま しよ う もしも明日があるの なら+
凍 っ てゆく水に影をうかぺ て い ました
桜の 咲く頃 また会い まし よう
ゆる して くださ い まし
マ ス コ ッ トの猫が 欠伸をして い ま した
い ましも刑罰の足台が置かれ
い まし朝雲を東に よせて
いまはしい壁や むな しい紙きれにまたたく嘆息をすて
しかし これらは何も意味 しない意味はない
美しい 火災の意味を知るだらう
それに何の意味があ っ たで し よう
無意味な時代がしずかに腐敗 して い ます
むやみに明る い星空があり 意味なく敏感な宇宙があり
失う こ との 意味がわか る の は
そ の 意味と深さを失い
しか し それが何を意味するの かね
撫意味ない たずらにも
煉償を意味する
きみの いう断念の 意味を
断念の 意味は果されたのだ
自由の 意味をもてあま して い る
ら - - ｡ 貴方に判らな かろうと､ もう少し付け足すと ､ 昨年は形相の意味も知らなか っ た とい う こ と｡ 私は
｢メ
そ の意味が大好きだ と言い
いみしない (意味しない)
o2.8 049 しかし これらは何も意味
しな い意味はない
いみなく (意味なく)
10 6 0 2 9 むやみ に明るい 星空が あり 意味な く敏感な宇宙があり
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簡潔なイメジ によ っ て
きみ の イメジは
きみの イメ ジはい つ も眼に砂をい っ ぱい 溜めて い る
そ して ぼくと逆の イメ ジを抱いて い る
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1 25 0 17 どんなイ メ ジを選んだ とこ ろで
イメ - ･ ジ
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さ っ きから彼のイ メ ー ジの
乾い た咳を 一 つ し た. 彼の イ メ ー ジ の なかには
おれのイ メ ー ジ に
歴史を作る者をたえず脅か し つ づけてきた基本的なイメ ー ジで ある
父母や妹 またあなたの至上の 友たちに+
母や妹や恋人の ために とめ どなく涙を流 し つ づけた
妹の と ころ へ 電話をか けようと して
一 人 の妹は乳母車に つ かま っ て歩き
もう 一 人 の妹は眠りながら小径を歩いて い る
今で は - - 一 人の 妹は三人の 子供の
もう 一 人 の妹は 一 人 の 子供の 母にな っ た
妹たちを犯し
芋虫色
芋虫色の 串を時間外駐車で路上に放置 し 道徳の坂を下り左折 してまた坂を登るとす(
o 右
い やい や働きにい っ た ちい さきもの の ために
いやしい 卑 しい
o52 02 7
o59 0 12.
08 7 00 2
いやす
1 25 0 1 0
いやだ 嫌だ
00 6 0 0 6
いやな
10 6 0 10
1 82 0 0 6
いやな 厭な
055 03 1
いらい (以来)
飢え渇き卑 しい顔をして
卑しい 心に問うて はな らぬ
い じわるで卑しい 犬 の 子を
悔恨をい やす運動がほ し い
モグラ の生活は嫌だね
第 一 列の 中央に い やな上限づ か い のかれが い て
い やな老人になるな
厭な匂い の薬 の ように澱んで い るばかりであ っ た
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18 6 04 3 新幹線が開通して以来､ 機会は
い くらでもあ っ たよ
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夢はもうい らなくな っ た
波の牙が入江の肌をか む ように
入日の 色がほん の りと
入日の さまを覗き見してきたの だ
る 血液を噴き上げて い る白い 管は輝やける噴水の 愛撫をう
障花植物とならんで写実には い る
零囲気の ほ とりに庁んで い る白い もの
それは確かにわたしを支 - て い る
気体の なかの透明な溝 へ は い る
ばんやり して い ると噂 と天使の槍で
ゆれてい る椅子の影は
眠りを眠 っ て い る人たちを
孤りぽ っ ちで火を見 つ めて い るだらうと
深夜 唇が煙草を挟んで い る
耳をすまして い る中枢に
自己愛が底深く凍り つ い て しま っ て い る こ とを
- -
うすく喰をとじて い る憂欝
昨日も今日も 疲れた裸の ままで い ると
彼女だけが触れて い る
内部か らの ひかりをひ そかに愛撫 して い る
まだとおくから押えて い る性!
壁にかか っ て い る着物中らぬけだし
地平線がの せて い る人間の重たい 故郷
黒い 足の ように縮ま っ て い る 君 の黒 い足 の ように
一
剃刀 の 刃 に い つ までも残 っ て い るね｡
病んで い る の は日本じやな い か ｡
海が熱い 体温の なかで燃えたぎ っ て い る ､
｢誰かが覗い て い る+
こ っ ちを見凝めて い る鍵穴を必死に覗きかえす
ほそ い 咽喉に乾 しこ んで い る姉さ ん!
あなたはむろん黙 っ て い るけれど
あなたは本当に暗い 地下にひ とりで住んで い るの ですか
まだ悲 しい ひ と つ の顔が浮んだり消えたりして い るの に
黄ろい髪飾だけがふわふわと蝶の ように宙にさまよ っ て い る の です
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お姉さん 何処にい る の
お墓のなかでお目覚め にな っ て い るお姉さん!
生きてヤ､るにしても 倒れてい る しても
憶えているかしら?
僕披は っ きり憶えてい る
｢塵の きま っ て い る者はふりむかぬ+
｢僕は こ こ に い る 君が い な い と ころから
君がい ると こ ろ へ 行き つ くため に
こ こ に い る僕はこ こ に い な い + と･ ･ - ･
首を吊 っ て い る母親の 足をひ っ ぱれl
未来はとおの 昔に済んで しま っ て い る
す べ て記憶に鍵をあずけて い る人々 よ
僕は知 っ て い る
今なお どこ かに隠れて い る とは信 じられぬ
空虚な鱗縁の なかで白い 雨が乾い て い る
｢ァ メリ か - -+ と壁がこ たえてい る
テ ー ブル に焦れて新し い黄金時代を夢みて い る
熱烈に夢みて い る
巨大な廉い影が波止場にうずくま っ て い る
青い海 の なかに 二 人の 運命をうか べ て い るはずであ っ た
花瓶の 腐 っ た水の なかで溶けてい る
厭な匂い の 薬の ように澱んで い るばかりであ っ た
空虚なメ ラ ン コ リイ の谷間にふり つ づ い て い る
おれはおまえの責任に つ い て考えて い る
額縁のな かに放め こまれて い る
街は死んで い る
おれには掘割のそ ばに立 っ て い る人影が
夕碁のなかで煙草をす っ て い る男が い る
廃城の なか を踊り狂 っ て い る の が見えない わけではな い
聾 の老人が世界に向 っ て何か叫んで い る の が
じぶん の 不孝を悲 しんで い るわ けではな い
まして夢を見てい るわけでもない
楠にもたれて ぼんやり煙草をす っ て い る
ぼく の悩みは始ま っ て い る
それでもぼくらが生きてい るとは信 じられなか っ た
ながか っ た 一 世紀が終ろうと して い る の に
大挙 して街中でな つ か しい歌をうた っ て い る
ひ とび とが足をとめて い る空地には
踊 っ て い る男女の影がアス フ ァ ル トに落ちてきます
っ かれて い る の は私ばかりではありませ ん
う つ く しく欠伸をして い る女が います
そ の横顔をぬすみ見て い る紳士がい ます
小鳥が とま っ て い る こ とも見の がせません
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海岸に捨てられたボ ー トを眺めて い ると
そんな街はずれに立 っ て い る と
詫れた通が つ づ い て い る の みである
高貴患冷たい 戦悌を感 じて い る にちがい ない
よごれた幻の都市が襲えて い るb
杵裂する真昼の花火を夢みて い る ｡
無数 の 小さな抱沫が噴きだ して い る の を･ - -
生が - ぱい詰ま っ て い る
死が - ばい 詰ま っ て い る+
｢今日も太陽が輝い て い るね
電車が走 っ て い るね
煙突が煙を吐い て い るね
犬は犬の なかで眠 っ て い るね
どれだけたくさん の罪が心 の なかに閉ざされて い るかを｡
星 の きま っ て い る者はふりむ こう としな い ｡
墨のきま っ て い る者の ､ 空にまたたく光の ために ｡
わたしは病んで い る､
わたしの魂は病んで い る
わたしの胸のなかで腐 っ て い る
い までも空中をさま よ っ て い る姉さん!
わたしはこ の世ならぬ冷たい 喜び に懐えて い る
清い 空気の なかで乳の 瓶をふ っ て い るの を
こ の 小さな丘の 斜面に寝そ べ っ て い る と
太陽の 光りをあびて い る
あなたは黙 っ てうなずいて い る の ですね
すこ しず つ 海の 旺う へ 動 い て い る の ですよ
そ して永遠に死んだふりをして い る ので すね
あなたは固く捷毛をと じて死ん だふりをして い る
あなたはひ そかに噴いて い る
( ぼくは憐みの こ ころをも っ てい るか?)
ぼくは淋 っ て坐 っ て い るだけだ
ぼくが殉難者の 澄んだ陣を して い る としたら - -
-
一 億 えて い るか い ?
沈黙が占めて い る空間に反響した｡
い つ までも待 っ て い るよりしかたがなか っ た ｡
中 にあ っ た｡ ｢何を考えてい る のか
彼は待 っ て い るよりしかたがな か っ た｡
あな た､ そ こ に い る の ?
乾 い た砂に埋ま っ て い るの を
かれの 帰りをま っ て い る女 の
遠くの 国をまわ っ て い る
とおい 星､ ちかい 屋 の ひ と つ ひ と つ にみ い っ て い る､
ぼくたちを閉 じこ めて い る格子は
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なま の筋肉で 出来てい る､
一 日を 一 年の ように暮 して い るぼくたちには ､
なんとい う冷たい 手を して い るの
どんな蛇よりも猛烈な毒をも っ て い るわ
なん とい う青白い 顔を して い る の か
血の 涙をうか べ て い る のは.
われわれを待ちうけて い るもの は
あとは砂煙りをあげて
一 団 とな っ て疾走 して い る
暮れるにおそ い五月の 空の 下にひろが っ て い る
い つ までもブイが浮んで い るけれど
どちらかが死にかけてい るような
こうして耐えてい るぼくの ほうが
死がや っ て きて じ っ と縛 っ て い る の が見えた
やさ しい 女 の ひと の辛がおかれて い る
い つ までもめ(o り つ づ けて い るだけなの に - 〟
黒い 海の うえを走 っ て い る
青空の 無の なかに滞れようと して い る
ゆうに 一 連合艦隊が沈んで い る
永久に待ちこ がれて い る水兵たちから
い つ までもこ の ような水平線をも っ て い るか
とおい悲 しみをた(p りよせて い る
い つ までも折れた帆柱を抱い て い るかぎりは
ま っ す(Q 海 の彼方を指 して い るから - I
強い 硝煙の におい が立ちこ めて い る の で
生身で受けとめて い る の は兵士ではない
黒い神を防衛 して い る の は
ぼくらをし っ かり抱きしめて い る の は
ほそ い 声で虫がない て い る
壁にはり つ い た影と語 っ て い る時代
- -
い つ も刃を上にむけて い る親切な 男だ
きみが求めて い るもの は善悪でない 何もの か
ぼくが知 っ て い る の古ま おまえが生れる前の こ とだ
なんでもおまえの 方がよく知 っ て い る
見えな い 国境をつ く っ て い るか
みんな知 っ て い る とおりだ
みんな知 っ て い る とおりなんだ
椅子のうえで寒さ にふるえて い るぼく の手足を
沈黙に聴きい る石もなければ
みんな じ っ と耳をすまして い る のだから
高い 梢で 一 緒 に歌 っ て い る人たちが
赤々と ス ト - ヴが燃えて い る部屋の
｢あなた ど こ にい る の ?+ と問うたら
あおざめた河明りを見おろ して い る人たちとい っ し よ に
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人々があ つま っ て い る橋や
｢あなたどこ に い る の ?+
黒い河をのぞきこ んで い る人が い ます
｢潜なた ど こ にい る の ?+
これはもうは っ きり して い る
劇場やホテル の ロ ビイに立 っ て い る寂 しい 人影からうまれ
新聞社の屋上たかく舞 っ て い る伝書鳩の
きみ の季節は飼主の ない猟犬の ように飢えてい る
きみ のイ メジは い つ も限に砂をい っ ぱい 溜めて い る
充分な準備がい る
かれにと っ て は と っ くに抜 け道が わか っ て い る迷路である
な い蹴爪で砂をけ っ て 羽措い て い るテ ン ト
飛んで い る鳶や網をひ く漁夫の唄で
会 っ たこ と の な い 人たちの こ とを思い うか べ て い るも の
さらに多くのもの がか か っ て い る
ミ ロ 君の夜 の 太陽を見てい ると 吐きたくなるね
あの 頃想の 闇の コ ア に放生きてい る砂漠があるんだ
まだ眼ばたきして い るや つ が い る
太陽が緑の絵具をとかして い る芝草の うえを
もう 一 人の妹は眠りながら小径を歩い て い る
それぞれの庭で規則正 しくはずんで い る
うなだれて ぼくらを待 っ て い る バ ス に乗 っ た
都会の 時計の ために残 されて い る の か しら?
たえまなく出血 して い る内部の世界で
精力的な夏は未来の街の 方向にひろが っ て い るようにみえた
きみはとおくからぼくを見まも っ て い る
そ して ぼくと逆の イ メジを抱い て い る
昨日の道 とな っ て い る
ぼくの 空はその ままきみの地上とな っ て い る
消えたい の ちの水をの んで い る兵士たち よ
四月の 雨をま つ 土 にふかく射ちこまれてい る
ぼくはぼくの 心を つ なぎとめて い る銭をひきず っ て
おれの こ とを憶えてい るなら
夜空はたえまなく星 を降らせて い る
こちらに向けてい ても な にも見てい るわけで はな い
誰 一 人笑 っ て い ない が ユ ー モ ア に欠けて い るためではない
永遠 プラ ス 五分間を ｢早 く早 く+ とせき立てて い る
かれの 眼は ス プ ー ン の銀 の よう に輝い て い る
詩人として の かれの おそ ろしい 飛期力をあらわ して い る
｢おれは詩を書い て い るんだ+ カ ア カ ア カ ア カ ア カ ア カ ア と
不吉な羽 ばたきを して 地面を歩く黒い 鳥の 男たちもい る
おそらくその果は ｢未来+ とふかく交 っ て い る の だろう
揺れてい る
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青くな っ て い る海
錨を沈めて い る船
再び荒れてくる海を見 つ めて い る
い女､ 別れを告げよう として い る｡
根が考え､ 幹が感じて い る ｡
落葉 の雨を降らせ て い る ｡
ヨ ットは沈黙 して い る
夕焼空にふと途切れて い る
なあ戦友 なぜ黙 っ て い る
水が酒に 欲望がも っ とたくさん の 浪費にならない と こぼ して い る
胡麻的な頑と頭をく っ つ けて寝て い るな つ か しいき ょうだ い たち
眠りながら腹をこ やす王国を夢みて い るうれしい は らか らたち
やにくさ い パ イ プ の煙を吐きかけてい る
まだ燃えてい る筆墨の
ゆれ つ づ けて い る ｡
どこ までもひろが っ て い る
ベ ンチにもたれて い る と
があそんで い る海原で
さわい で い る血をしずめるために - 一
台所では大根を刻む音が して い る
今日放北風が吹い て い るが
(ジャ ー ナ リ ス トがテ ー ブル を叩い て怒 っ て い る)
郊外電串の 快よい 動揺に耐えてい る
(短評 : 空間はどの 部分も遅れてい る?)
聖者をうらぎ っ た罰が あらわれてい る
行 っ たり来たり して い るが
恐怖で赤く熟れた月が麻に出てい る
ア ン テナ にひ っ か か っ て い る
河原にほ の白く浮んで い る
唇は笑 っ て い るようで もある
ひとりい る こ とにたえられない
みんな泣きはらした眼をして い る
変化はすでに起 っ て い るが
広場に立 っ て眼をこ す っ て い ると
春の熱病をやんで い る
革命をス パ イ して い る
わたしを呼んで い るにちが い ない の だが
Eg十七階の 痛む背骨が ゆれて い る
そ して ､ きみ は こ こ に い る ､ ぽくはこ こ にい る､
す べ てが終 っ て い る者には ､ ほ かに呼び名はな い ｡
おおびらに話されなくな っ て い る - -
同 じ こ とがギリシ アや ス ペ イ ン やトル コ でも起 っ て い る - -
帝政時代よりソ ビ エ ト体制下で四倍も悪化 して い る
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たえず監視され 尾行されて い る
あなたは知 っ て い る
ひそかに怖れてい る こ とを!
由 ､繰り返 しの なかに い る
ぼくはこ こに い る きみ は こ こ に い る
ぽくたちはこれから何をしようと して い る の かね
ずたずたに責め苛まれながら 若い生命をすり減らして い るが
はるかに高い代償を払 っ ても よい ことにな っ て い る
彼がおか れて い る状況は 西側の 同時代人の それより
黙 っ て背中を向ける者もい る それにはそれの
家を夢みて い るだけでは 古い 家も新しい 家も守れはしない
世界中にその網の目をひろげて い る の である
なまめか しい微雨に滞れてい る
はい ると つ ぶやきながら黒い色の 真実やめ っ たに売れない エ ン ジ ェ ル の 絵を売 っ て い た+
お祈りを捧げてい る と ころで した
黙 っ て つ づ い て い るだけなの です
途方に暮れて立 っ て い る と
おどおどして い るわた しの 手をと っ て
生きて い る ことが心苦 しくな らな か っ たこ とで
多分ぼくはまちが っ て い る の だろう
感傷的にかかわ っ て い る暇はな い の だ ｡
夢の 領土をとり巻い て い る闇の なか で､
三人称で戯画的に番い て い るが ､
しか し､ 友人たちi封中間の だれかれをあて こ す っ て い る の だと患い こみ ､
きみから送られてきたそ の 頃の 六冊の 雑誌を見てい ると､
何かが間遠 っ て い ると感ぜ ざるをえなか っ たo
文学の 世界にとどま っ て い る者は､ 私しかい ない ｡
しか し､ そ の こ とに ､ ｢私+ は､ 全面的に欺かれてい るわけにはい かな い ｡
一 つ の 国さえたちまち喪われる ような世界に住んで い るの で ､
そちらでは気分的にバ ツ と しない 天候が つ づ い て い るそうで すが ､
現在各種年鑑に よれ ば詩人とい うこ とにな っ て い る
自分でもそう思い 人にもそう思われてい る の に
おまえをおとうさんと呼んで い る娘を棟に し
ずい ぶん手間暇の かか る男にな っ て い る
一 人でタ バ コ をす っ て い ると
醜い現実の 姿をさらして い る
透明にそびえる こ とを望んで い る
待 っ て い る のと迷うの と
うなだれて い る と
いま見て い る風景は
知 っ て い る顔や
簸重にも保険をかけて い るが
ちやん と計算 して い る ので ある
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愛して い るなんて
愛して い るな どと口走 っ て い たら
霊芝苦芸書芸霊讐こ言
v
t
'
.?. . . .
賢者たちは言 っ て い る
われわれの コ ー ネリアスは いま どこ に い る の だろう?
生きてい る とい うだけで
ましてながく生きて い る とい うの なら
残されて い る のだから
ぼくらは崖に立 っ て い る
必死に輝きをまして い る
そ こ にい る の か いな い の か ?
自分をこの世に存在させ て い る こ とで
今な らばわか っ て い る
自由の意味をもてあま して い る
きみは死 にかけてい る の かも しれな い
きみは死にかけて い る の かもしれな い
ぼくはもう死んで い る の かも しれない
明る い 青空が海の ようにひろが っ て い る
忍 べ ない 放どではな い と思 っ て い るうちに
節々をなら して身ぶるい して い る
背中をまるめて椅子に覚れてい る
強風の なかでクラブを振 っ て い る の は
人が住んで い るかぎり
人くさい 息が充満 して い るうちは
こ らえきれない - 雫が光 っ て い る
わずかに涙の 粒がしぶい て い る
物を書く空気にな じめなくな っ て い る精神の
男と女は 一 緒 に い る と
起 つ こ とも寝る こ ともできな いで い る
捨てゼリ フ はき･ま っ て い る
もう終ろうと して い る世界がある
キ ヨ ロ キ ヨ ロ と振返 っ て眺めて い る始末だ
あとに残 っ て い る のは小者ばかりだから
なぜ陸 っ てばかりい る の かと
雨が降 っ て い る
病味のきみ の耳にも聞えてい るに違い ない
きみ とぼくは同じ 一 枚 の画面の 中に い る
着て い るもの を脱ぎ
開かれて い る窓辺の
わけもなく蕨をか くして い る
寒さに耐えてい るもの よ
きみ の影は披をひ い て い る
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たしかに知 っ て い る と告げる
縦にも横にもとれなくな っ て い る
一 般 の小舟がたゆた っ て い る
ノ星座の歌に耳を傾けてい ると
濠涼とあふれてい る
人影がはげしく往きか っ て い る
くだもの屋にあふれてい る蜜柑が
不況が心 に の しかか っ て い るからだ
きちん と心得て い る働き人と
安全 に養われてい るそ の 家族たちだ
若い 証券マ ンが 一 人で物思い に耽 っ て い る
現在カ リ フ ォ ル ニ アに住ん で い る
たい へ ん誇りにして い る彼女披
わた しの 家(マ イ ･ ハ ウス) とい っ たり して い る
｢な るように しか ならない + と言 っ て い るが
い ま地球は恐怖で頭をかかえてい るの に｡
最も深く嘆い てい る者にと っ ても ｡
｢見て い た+ か ｢見て い る+ かで ずいぶんちがうけど - -
(どの 車輪にでも乗 っ て い る可能性があ っ た)
ぽくは無意識の うちに 隠れ場所をさが して い る
それな の に､ みん なが豊列 して 中央に 一 つ だけ空い て い る椅子
い っ たい 何を怖れてい るんです?
そ の精髄を秘めて い る
死を含む共同体で あるみん な の声に耳を傾けてい る と
こんな文面があ っ たの を憶えてい るだろうか ｡
両 の こぶ しで ､ 限をお さえ て い る光景､
私 の最淀の心境を よく伝えてい ると いえま し よう+
そ の 間､ 昔 の 仲間が､ 三人死んで い る ｡
いずれ､ 順番がくるだ ろうと思い ながら暮 して い るが､
高校によ っ て は ､ 死に つ い て の教育もなされて い るようです｡
ずいぶん起 っ てい るら しいです+ と書い て い たが､
四年遅れの こ の返信が､ 四年前の それと ､ どう適 っ て い るかを､
ひ としきり烈しくなり､ 深夜 の屋根を叩い て い る ｡
日本 の 重文とされて い る民家 へ の憧れが ､
高い 場所 に住んで い る
空の海が真赤に煮えたぎ っ て い る の を
心 の なかで鳴 っ て い る の だ
生きて い る自然の しる しに
眠 っ て い るひ とを目覚めさせるため ｡
どんな現象も起りようがなく､ わたく しの影は､ 孤独とは い えな くな っ て い るか ら､
う つ むい て､ 歩い て い ると ころは､ 一 木 - 革もな い ､ 晃い砂地で､
夜明け前の微光があたりをくまなく覆 っ て い て､ どこ へ 行 こうと してい るの か ､
わたく し､ とは誰だ っ た の だろう? 歩行の方向をきめて い る海の
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どこまで行 っ ても､ 一 本 の松にも出遭わず､ 平坦な騒い砂地が つ づ い てい るぱか りで ､
震えて い る足許に眼をおとす と､ 白い 四角 の樺孤に ､ 明りがJ7: かに ともっ てい て､
よくよく見れぱ､ そ こから - 米間隔くらい で ､
)ときわの 首都は世界 の影を映 して い る
疲れた衣矧ま脱ぎすて られ
人々の 衣紫に附著 し
魔境のように書籍を衣類を調度類を
白い 明りが点々と つ づ い て い るの だ ｡ 迷う者のため に設けられた救急
金い ろ の 羽毛を日に光らせた
銀い ろの 鍵を投げると
樹樹のい ろが肖像を作 っ た
灰い ろの 遠い空をなが めてゐた
午後日時の黄い ろい太陽
灰いろの 建物の したを孤独な靴音が
あなたの樋せ た追憶の 頬に ､ かすかに血の いろが浮ぶ o
海の灰い ろも
空の 灰い ろも
灰い ろの 海と
灰い ろの空があ っ て
緑い ろ の歯ミガキ にすこ し血 の まじ っ た唾を吐い た
灰色の 鳥をま っ てゐ る
海の 景色披こんなに暗い 青でせうか
煤けた町は古い 習慣で壷の沈黙を それはい つ までも発色い 河の
ク ビれてむらさき色になる と 煙の つ ま っ た パイ プを
群披 雲に乗 っ て押 しよせ 黄色く汚れた地図の 上を
普撒色の頬に琴脈が透けてくる
褐色の皮膚の下に樹液は滴れて ゐる
銀色の パ イプで考を覗い た
レ モ ン色の 朝焼だ
バラ色の 手 に名刺が
バ ラ色の それは
澄んだ褐色の 眼を出はい りする憎悪の炎よ
金色の 器の 中に
董色の手袋は
そ の とけやすい肢鰻を眠らせ る飴色の 午後の
色彩の なかの 緑を
だからみ どり色の 白さと言 っ てもよい
やはり草の色披
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かれらの 葡萄色の頬を打て
色あせ た壁の 中には
｢こ の男 の顔色は - - - +
｢発色さ+ 医師の事もなげな宣告o
｢そ い つ は黄色だ まるで あの撮 らわしい 魂の ように+
みんな灰色の壁にぬりこ められて しま っ て
そ こ にはどんなリズムが 色彩が
灰色の 壁の ように垂れて きて
あな たは灰色の衝の な かに帰 っ てきた｡
青淡色の 海
よく晴れた五色の 空を映 して い た
三色旗を つ けた巨船のうえにあるもの は
六月は水色の 瞳
そ の 黒い 唇 そ の 褐色の髪
きみは賢者の 砂色の 眼で
ぽくらを昏倒させる原色はなんだろう?
文明色なら もう古くな っ た三 十年代読行の セダ ン の
ア ラ ビ ア の砂色とい う こ とになる の かな
かわい たとび色の風の なかで
金色の巽もなければ 風の 東(たてがみ) もない の に
バ ラ色の頬はあせ ても 不幸な五 十七人がそろ っ て
黄昏の寒い灰色の
暮れの こ る灰色の通が
なま牡蛎色に滞れた遠景の なかを
黄ろい タンポポを黄色 にしたもの が
行きあう顔色の底の底まで わか っ て
入日の色がほん のり と
うらみの 色は深い
は い ると つ ぶやきながら臭い 色の真実や め っ た に売れな い エ ン ジ ェ ル の絵を売 っ て い た+
芋虫色の 串を時間外駐車で路上 に放置し 道徳の坂を下り左折 して また坂を登 るとす (･ 右
と エ ン ジ ェ ル と同じ肌色の 奥まで開拓 して見せ て い た
｢忘れはしない とい う虹色の ラヴ ソ ン グが聞えて い た
金色の 聖像におおぜい の人が
冷たい 水色の けむりが立ちの ぼる
悲しみ の 音色にさそわれ
恋人と会 っ て は 窓外のすがれた景色に視線をそらして
ご っ た返す店内を物色 して歩きながら
さ っ と顔色を青くする
こ との ほか色鮮やかで 明るく
色は青い が新鮮で な い野菜
あられもなく血の 色にそめて
半世紀は車窓の 景色で あ っ た
11 4
いろあざやか･色鮮やか
183 00 6 こ とのほか色鮮やかで明るく
いろあせた 色あせた
o4 9 0 04 色あせ た壁の中には
いわ 岩
o 2.5 0 0 8
o4 1 03 8
o 62 0 5 3
o 65 0 15
o 86 05
14 3 0 1 2
14 8 0 5 5
15 4 0 0 8
いわま 岩間
1 54 00 8
いわやま 岩山
o 65 0 15
い わゆる
1 42 0 9 5
いわれの ない
07 9 0 2 3
い んう つ な
02 4 0 0 4
海は無く岩壁は白か っ た
あの汚れた貝殻 岩に砕ける憎悪の 波よ
岩壁 へ かえる鴎の なき声が
そ こに､ あたらしい 岩山が出現するまで
おの れ の 姿を砕けた岩のうえにみ つ けだす
岩床に つ くばうあさま しさを思う - - ･ -
岩や空や ､ 波や砂や､ 花 の 香りのする 一 日､
苔むす岩間に白い 滝を忘れてきた
苔むす岩間に白い滝を忘れてきた
そこ に､ あたらしい 岩山が 出現する まで
すで に現実に存在 して い て い わゆる階級構造とは全く無縁な
いわれのな い 恐怖にあ っ て
隆替な
けて ゐる 寝床に散らば っ た怠惰な骨の中か ら 降参な眼球
いんきな 陰気な
16 0 0 25 哲学的な詩をひ どく陰気な声で吟節する
インク
o 85 0 2 5 イ ン クや涙や食塩で錆びたり しな い
い んけんな 陰険な
1 89 00 1 陰険な勝者は
いんこう 咽喉
o4 1 08 0 純潔な空気が咽喉を塞ぎ 見えな い 量に苛まれて
o5 2 0 0 6 圧そ い咽喉に流 しこ んで い る姉さん!
11 5
o5 5 0 62
o7 4 02 4
10 1 05 3
16 9 0 0 6)
い んさ つ 印刷
o2 8 0 25
160 03 3
額輪ずれしたおれの 咽喉に つ めた い剃刀をあて る
ぼくらの 細い 咽喉にあて たまま
歌う者のい ない 咽喉と 主権者の い な い 胸との
咽喉に つ か えた 一 語は
斬らしい印刷術とバ ルブ により
印刷の不備でく じに外れた老楽師に 大当りの賞金を全部や っ て しまう
いんき つ じ ゆ つ 印刷術
o2 8 0 25 新らしい 印刷術 とパ ルプにより
いんし よう 印象
186 0 2 0 それで今度の 西下の印象は?
いんたい した 引退 した
14 7 0 1 4 オ
ー バ ー ウ ェ イトで引退 したボクサ ー みたい に
いんばいふ 淫売婦
0 61 11 9
ヴァ イオ リン
01 4 00 8
08 4 0 0 1
084 00 6
084 03 4
ヴァ イオ リ ン弾き
0 84 0 0 1
0 84 0 0 6
0 84 0 3 4
ヴィ ジ ョ ン
1 2.5 023
1 88 081
ウイ ス キ ー
0 5 7 0 0 1
09 3 0 0 4
0 9 3 00 8
ウィ ッ ト
00 5 0 25
淫売婦には浅瀬ほ どにも見えな か っ たりするのだ
ヴァ イオ リ ン がセ ロ の 声で歌 っ たら
かれはヴ ァ イオリ ン弾きです
あの 木棺の ヴ ァ イオ リ ン弾きは
それでも かれはヴア イオ l)ン弾き
かれはヴァ イオ リン弾きです
あの 木枯の ヴァ イ オリ ン弾きは
それで も かれは ヴァ イオ リ ン弾き
地獄のヴィジ ョ ン のうえで安眠できる老人披
これから､ どんな ヴィ ジ ョ ン を与えたらい い の か､
ウ イ ス キ ー の レ ッ テ ル には
本と煙草とウ イス キ ー の 瓶をかか えて
寝床で ウ イ ス キ ー を飲み煙草をふかす
虹の あるウィ ッ トな会話は
11 6
ヴイ ヨ ン
o9 2 0 14 大ヴイ ヨ ン には
ノ
ウイ ンストン
o54 0 64 ウイ ンストンが い なくな っ たから
うえ
o50 00 6
o51 0 19
o53 0 15
o54 0 18
o54 02.3
o5 4 14 9
o5 5 042
o5(～ 008
05 8 00 2
o5 9 0 0 9
o(;0 0 19
0 61 0 03
06 1 01 7
06 5 00 7
06 7 00 1
06 7 0 0 5
07 3 0 1 4
07 4 0 1 3
07 7 0 3 8
07 9 0 0 2
08 0 0 1 0
08 2 0 0 9
08 3 0 0 1
08 6 0 0 1
08 6 0 0 5
0 8 8 0 0 5
0 8 8 02 6
0 8 9 00 5
0 9 3 0 2.5
0 9 8 0 1 7
0 9 9 0 0 4
10 0 0 0 2.
12 5 0 23
12 6 0 1 2
1 4 7 00 8
ぼくらは暗い 酒場の椅子の うえで ､
寝台の うえ に倒れ ､ 死 んだ真似をして
わた しは大切に胸の うえにさ げて います
死ぬ こ とからとりの こされた僕たちのうえに
停船が じ っ と水 の うえで考えご とをして い た っ け
テ ー ブル の うえに
猫背の うえに乗せ て
昨日の ように空は濁 っ た河のうえにある
瓦礁の うえに材木が組立てられ
わたしの机の うえの 一 枚 の写真も
悲しみにあおざめた額のうえに
汗と油の 溝渠の うえ に､
い つ か遠 く橋 のうえにや っ てきた｡
高い 綿杉の うえで ､ 月は
陸橋の うえから
さ っ き波のうえをす べ つ て い た魚が
静か に凧い だ基地の うえを
三色旗をつ けた巨船の うえにあるもの は
そ のうえに低い祈りの 声と
黒い海のうえを走 っ て い る
夕陽の 血が波のうえに したたりおちて
破風のうえに雲があらわれてまた消えた
夏草のうえ の屋根が
つ めたい観のうえを吹く
おの れの 姿を砕けた岩のうえにみ つ けだす
ぼくの 頭の 木の うえ に駈け の ぼ っ たりする
椅子の うえで寒さ にふるえて い るぼくの 手足を
橋の うえで 石の 手すりにもたれ
乱れた シ ー ツ のうえに
飲み台の うえ の ウ ェ イ ト レ ス の 手は
太陽が緑の絵具を とかして い る芝草のうえを
人影にま じ っ て 新聞紙の うえをあるい てゆ く
地獄の ヴィ ジ ョ ン の うえで安眠できる老人は
月のうえをふわふわ歩く宇宙の 子供を見ようとして
死と生が秤の うえでゆれながら均合 っ て い た
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箱型の それを机のうえに立てて ごらん
石棺の うえに
ああ 丘の うえの廃屋 よ
原鶴紙のうえには
こ の うえな く新鮮で魅力的だ
粗束な食卓の うえに
時には､ 道徳や､ 宗教 の立派な代理になるうえに ､
机 の上は すで に白い 雪で ある
時計が霜の花の上で鳴くと
白いちぶさの傾斜地をかけ上れ
あ見給 へ 昏の河 の 上を歯を剥い た白馬が乱れるで はない か
ジライ花を観賞する ときも 空にはボンボン 花火が上
群は 雲に乗 っ て押 しよせ 黄色く汚れた地図の 上を
コ ンクリイトの屋根の 上
肩の 上で ペ ロ ペ ロ する
上衣と帽子を失敬する
白い 砂漠の上に住んでゐ る
樹の 上では祭典が始められ
沙漠の 唄が樹の上でも流行 し
乾い た砂の 上に
デス クの上に植ゑて みたが
ふせた耳の上でふと風が鳴る くずおれた月光の 雫に溺れ
る 血液を噴き上げてい る白い 管は輝やける噴水の 愛撫をう
星の光をめぎして噴き上り
悲 しむで もよ い暗 い濫石の 上には
椅子は書籍の上に乗 っ てゐ る
哀訴の蒸気を吸殻 とともに皿 の 上に拾てる三重の 硝子 の 向ふの繊格子の 中の
熱度計の 上昇に つ れて
い つ かのやうに凍り つ い た道路の上で
上品な耳の うしろで
殺気だけが風の
■
細く起ち上り
小さな宇宙の平面の上に残された
乾い た椅子の 上の
おま へ たちの 舌の 上 - や っ て くる
乾燥 した粘土 の上に風だけの虚 しさが
地上を掠める光と
多く の影 の上で斬 へ てゐ る
かつ て地上に祭があ っ たといふ
濡れた新聞紙の 上に絡まる
あの 陸橋の 上を
何とはな しに陸橋の上まで打寄せて くる
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0
0
1
1
0
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9
2
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6
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7
4
5
5
0
1
0
0
0
0
1
1
3
1
6
8
6
2
3
3
2
3
1
5
0
0
0
0
0
0
0
9
4
9
6
4
0
8
1
2
0
1
4
5
5
0
0
0
0
1
1
1
1
1
2
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2
1
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0
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1
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0
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6
9
2
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4
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新聞紙の 上を歩い て ゆく 固い 心をもち
息はたえ 冷たい アス フ ァ ル トの 上に落ち
畳の上に 水平に倣 っ て横たはり
＼
痩みたる空に影をも つ 橋上の 人よ
花火をみてゐ る橋上の 人よ
とほく橋の 上 へ や っ てきた
あなたはとほい橋 の 上で 白昼の花火を仰い でゐる
渇い たこ こ ろ の橋上の 人よ
夢みる橋上の 人よ
熱い額の 橋上の 人よ
うるんだ瞳の橋上の 人よ
しか し橋上の 人よ
橋上の 人よ 美の 終局には
橋上の 人よ
頭上で屋根を剥(･ 不気味な爪の 音･ ･･ -
下降 そ して不吉な上昇力 - プ
こ れ以上血を流すからには
そ して じり じりと胸の 上に倒れかか っ てくる ｡
狂おしく地上にか え っ て ゆく
黒い 犬が橋の上にうずくま っ て い たの を+
今でも僕は楕の上にた つ と
詩人は欠伸をかみ ころして立上る
きちん とチ ョ ッ キを つ け上衣を着て
とおい ピル の屋上で
夕日があかあかと上衣の肩をそめ
澄みき っ た空の橋上の 人よ､
橋上 の 人よ､ あなたは
橋上の 人よ
橋上の 人よ
橋上の 人よ
楕上の 人よ
橋上の人 よ
橋上の 人よ
楠上の 人よ
野に池を つ くり 地上に溢れ
父母や狭 またあなたの 至上の友たちに+
蒼ざめた橋上の 人よ､
孤独な橋上の人よ､
あなた自身が 見すてられた天上の星で ある こ とを
- -
橋上 の人 よ､
そ して濡れた藻と青銅 の額の上に ､
橋 の 上に仔みながら､
橋上の 人よ､
0 61
0(;1
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O61
0 64
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095
10 0
10 1
10 3
10 6
108
1 16
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12 9
14 0
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1 42
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1 45
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15 5
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0
0
0
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楕上の 人よ､
楕上の 人よ､
滞河の 上にも灯が つ い た､
′
ぉびただしい 灯の 窓が､ 高架線の上を走 っ てゆく ｡
橋上 の人よ ｡
石 の屋根の 上には重たい雲が垂れこ めて い た｡
メ コ ン河 の上流 へ と
炎上して い た
くずれた崖の 上にも
い ともお上品な天使たちが
かれにかわ っ て上手にすすり泣くの ですよ
い つ も刃を上にむ けて い る親切な男だ
橋の上には
新聞社の屋上たか く舞 っ て い る伝書鳩の
ゴ ー ゴ ー ゴ ー とぼくの 頭上を通過 して い っ た
ぽくの 空はその ままきみの地上とな っ て い る
頭上で枯れ枝がう ごき つ めたい 空気にふれるたびに
どう して地上の捷はやぶれたか
第 一 列 の 中央 に い やな上限づ かい の かれがい て
席上の 人も白髪となる
よりそ っ て 晩秋の 路上に
地上の 何億という眼は
｢円の切上げより自由化が先+
地上の物音はきこ えな い
雲の 上まで つ き出て い っ た虚栄
ひ とけの な い 屋上プ ー ル と
地上には
それで監獄は 四倍以上も暗く
これ以上は 一 歩も進ませな い そ と宣言する不屈な人間の 精神の みが
-
｢至上 の ト - モ ロ コ シ の 毛が ア ゴにもある長髪の著者が
芋虫色の 串を時間外駁串で路上に放置し 道徳の 坂を下り左折して また坂を登る とすそ右
膝の 上の 猫を大事に してあげなさい と今日の 声は忠告 して い た
もうこれ以上､ 減る こ との な い 戦友の ､
世上が たりに打明ければ
かるく水に つ けて 上から吹く
一 日を上手に処理する
何度､ 声にならない 叫びを上げたろう
これ以上､ 理不尽な感情があるだろうか
これ以上､ 合理的な感情があるだろうか
難破する船上の 人の ように
蓮の葉の 上に大きな露の玉 が乗 っ て い て
蓮 の葉 の 上をかりの宿 と して
お互 い の 相違点を数え上げるの はたやすい が
1 20
176 0 24
177 0 11
180 0 58.
18 2 01 5
1 86 02 7
1 89 02 2
ウ エ イトレス
o 58 05 4
o98 0 1 7
うえき 植木
182 00 7
うえた 飢えた
o52 0 13
17 2. 0 2 5
うえて 飢えて
o 91 0 1 4
1 69 0 13
うえで
0 04
上で
0 0 9
o13 0 10
o17 00 4
01 7 0 3 6
02 4 00 1
03 1 00 6
03 8 0 0 7
o4 6 0 1 5
0 47 0 0 8
0 56 0 1 2.
10 1 05 1
18 6 0 27
うえて 植ゑて
01 9 0 0 4
うえに 上に
0 15 0 2 0
01 8 0 0 5
01 9 0 0 4
これ以上まぶ しい 裸にはなれな い の だ
月あかりに見上げる
上に行く しかない っ て こ とか
ごろりと草の 上に横になれば よか っ た
廿六年前に広島で掘 っ た写真を､ 懇親会の 席上で相良君から見せられてね
自己を否定するたび に上昇を つ づけて
一 人の若 い ウ ェ イト レ ス が
飲み台の うえ の ウ ェ イ ト レ ス の 手は
世話をする植木までひねくれる
情慾に飢えたわた しの 魂をやさ しく愛撫する
血 に飢えた孤独を増殖させて
きみ の季節は飼主のない猟犬の ように飢えて い る
飢えて痩せた魂は
時計が霜の花の上で鳴くと
肩の 上で ペ ロ ペ ロ する
樹の 上では祭典が始められ
沙漠の 唄が樹の 上でも流行 し
ふせた耳の上でふ と風が鳴る くずおれた月光の 雫に溺れ
い つ か のやうに凍りつ い た道路の 上で
多くの影の 上で願 へ てゐ る
あなたはとほ い橋 の 上で 白昼の花火を仰いで ゐる
頭上で屋根を剥(･ 不気味な爪の音 - ･ ･ ･
とおい ビル の屋上で
頭上で枯れ枝がう ごき つ めたい空気にふれるたびに
廿六年前に広島で撮 っ た写真を､ 懇親会 の席上で 相良君から見せられてね
デ ス ク の上に植ゑてみたが
白い 砂漠の 上に住んで ゐる
乾い た砂の 上に
デス ク の上に植ゑてみたが
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o2 6 0 35
oユ7 02 0
o2 8 0 0'9 }
o3 0 15
03 6
03 9
04 0
041
045
051
053
05ヰ
05 4
06 1
06 1
0 03
0 79
0 13
09 1
01 0
03 4
03 9
0 2 6
0 3 4
1 2 9
16 4
o6 1 19 5
o 61 221
0 64 0 2 4
o8 2 00 7
o 85 02.8
0 89 03 0
1 1 6 0 0 7
1 40 0 0 3
1 45 0 0 5
17 0 0 1 4
1 8 0 05 8
18 2. 0 15
ヴ ェ ニ ス
10 3 0 14
ヴ ェ ニ ュ ス
0 05 0 15
うかが い
10 6 01 1
うかが っ て い る
0 0 1 0 1 3
うかつ
15 8 0 0 3
悲しむでもよい 暗い 敷石の上には
椅子は審籍の 上に乗 っ てゐ る
哀訴の蒸気を吸殻とともに皿 の 上に拾て る三重の硝子の 向ふの鉄格子の 中の
小さな宇宙の平面の上に残された.
乾煉 した粘土の上に風だけの 虚しさが
か つ て地上に祭があ っ たと いふ
濡れた新聞紙の 上に蹄まる
息はたえ 冷たい ア ス フ ァ ル トの 上に落ち
畳の 上に 水平に倣 っ て横たはり
そ して じり じりと胸の 上に倒れかか っ て くる ｡
狂おしく地上にかえ っ てゆく
黒い犬が棉の上にうずくま っ て い たのを+
今で も僕は橋の 上にた つ と
野に池を つ くり 地上に溢れ
そ して濡れた藻と青銅の療の 上に ､
橋 の 上に符みながら､
運河 の上にも灯が つ い た､
石 の屋根の 上に披重たい 雲が垂れこめて い たc
くずれ た崖の上にも
い つ も刃を上にむ けて い る親切な 男だ
橋の上には
よりそ っ て 晩秋の路上に
地上には
芋虫色の車を時間外駐車で路上に放置し 道徳の 坂を下り左折 してまた坂を登 るとす(
. 右
蓮の 其 の 上に大きな露の玉が乗 っ て い て
上に行くしかな い っ て こ とか
ごろり と革の 上に横になればよか っ た
ヴ ェ ニ ス とか バリ ー - 出かける
ヴ ェ ニ ュ ス の 胸は考より広い ヴ ェ ニ ュ ス の胸は考より広い
外部の 世界をうかがい いまも じ っ と ｢時+ を こらえ
窺 っ てゐ る
月の 窓を窺 っ てゐ る
うか つ にも
122
うか つ 迂聞
o3 6 0 2 9
192 0 1 4
迂闇にも醜悪な街の溝の 中 へ
薄暮と昧爽とをとりちがえて い た迂間さに､ 狼狽するも間なく ､ 巨大な生きもの の胎内に の み こまれるように､
ノ
うかつ さ 迂閥さ
192 0 1 4 薄暮と昧爽とをとりちがえて い た迂間さに､ 狼狽するも間なく､ 巨大な生きもの の胎内に の み こまれるように､
うかびあが っ て 浮びあが っ て
100 0 45 すこ しず つ 浮びあが っ てきた街のなか へ
うかぶ
o5 2 002 忘れが たい 悲 しみ の面影がうかぶとき
うかベ
03 6 0 22
o4 2 0 17
055 0 19
o5 7 0 15
063 0 29
070 0 12.
070 0 61
080 003
085 01 6
089 010
094 0 13
140 0 21
うかぺ て
03 6 02 2
042 0 17
055 01 9
0 70 0 1 2
0 70 0 6 1
0 80 0 0 3
0 89 0 1 0
0 94 0 1 3
うかべ て 浮 べ て
04(; 0 4 0
05 5 0 4 6
167 0 1 0
うかんだ
一 枚の 布をうか ぺ て憩ふとき
ひろい 頬ゑみをうか べ てあなたはた つ
青 い海 のなかに 二人の 運命をうか べ て い るはずであ っ た
ある日 ボ ー トを水にうか ぺ
ぼくたちは汚れを知らぬ微笑をうか べ る
悲しみ の水面にうか ぺ て ､
血 の涙をうかぺ て い る の は ｡
海 は太陽や雲をうか べ て い た
銀メ ッ キ の光りをうか べ た不敵な男だ
凍 っ て ゆく水に影をうか ぺ て い ま した
会 っ たこ と の ない 人たちの こ とを思い うか ぺ て い るもの
コ カ コ ー ラ の 汗をうか ベ
一 枚 の布をうかべ て憩ふとき
ひろい 頬ゑみをうか べ てあな た放たつ
青 い海 の なかに三人の運命をうか ぺ てい るはずであ っ た
悲 しみ の水面にうか ぺ て ､
血 の涙をうか べ て い る の は ｡
海は太陽や雲をうか べ て い た
凍 っ てゆく水に影をうか べ て い ま した
会 っ た こ と の な い 人たちの こ とを患いうか べ て い る もの
行方の知れぬ風の こ とば に い つ までも微笑を浮べ てゐ ようとは
おまえは愚劣な謎をふくんだ微笑を浮べ てみせる
薄絹を裂い た巻雲を浮 べ て
123
o61 0 49
o61 05 4
o81 0 06
うかんで
o59 0 2 1
あなたの 心 にうかんだ道の す べ て だ っ た｡
あなたの 宙にうかんだ:造の す ぺ て だ っ た ｡
宙にうかんだ夢魔の 城
ノ
海岸 へ の 道が不思議と宙にうか んで くる
うかんで 浮かんで
o21 0 1 1
うかんで 浮んで
o7 5 01 0
o7 9 00 9
130 003
うかんでい る
o7 5 0 1 0
13 0 0 03
花が浮かんで噴水をか む っ た
い つ までもブイが浮んで い るけれど
なお何も浮んで こ な い と ころ
河原に放 の白く浮んで い る
浮んで い る
い つ までもブイが浮ん で い るけれど
河原に放 の白く浮んで い る
うきよ 浮世
160 0 4 3 み じめな浮世の悲 しみを!
うく
o 94 0 0 6 ぽきぽき葦は折れて水垢のうく岸辺
o 94 0 2 2 ああ 太陽は全身にもの うく
うけいれ 受け入れ
1 42 07 2. 卑劣さを代償とした自由を受け入れようとは しな い で
うけと っ た
o68 00 2 気がかりな便りをうけと っ た
うけとめて 受けとめて
o81 0 20 生身で受けとめて い る の は兵士ではない
うけとる 受けとる
077 0 08
うごいて いな い
03 0 0 1 4
うごいて い る
011 00 9
永遠に受けとる こ との な い
動い てゐな い
動い てゐな い動物たちが
動い て ゐる
どうかする と沢山人間が動いて ゐる
124
028 0 38
うごかない
oo 7 0 06
o4 0 01 4
o6 9 02 9
o69 032
o97 00 4
o98 0 1 8
190 0 1 5
うごかなく
o5 4 0 53
当りま へ に動い てゐる摂理 の
動かな い
)古風な鐘は藍をに じませて鳴る 曇る 動かな い土絵具の カ ン ヴ
す べ て の車輪は動かな い
動かない顔がある
動かな い ベ ッ ドがある
しかし雨考描い た動かな い 斜線は､
さ っ きからすこ しも動かな い
動かな い 山懐に つ つ まれて
動かなく
手を下す と 人形の ように動か なくなる
うごかぬ 動かぬ
04 7 014
10 0 063
18 6 05 8
うごき 動き
027 0 0 4
0 31 0 1 3
05 4 108
1 65 0 0 3
18 9 0 3 1
うごきだした
03 1 0 1 3
うごく
02 6 0 0 5
05 2 0 2 0
うごく 動く
025 0 2 2
070 0 2 5
108 0 1 5
うごけなく
0 41 0 79
うさぎ 兎
0 88 0 0 2
1 25
古風な銀の縁をつ けて い つ も こ の水が動かぬこ とを･ - -
高い ビ ルデ ィ ン グは動かぬ影を つ くり
(動かぬ証拠の記念撮影)
手袋をはめ た右手のみ が動き
静止 してゐ たもの が動き出した とき
そ してやがて獣の ようにな る歯汲み の悪 い唇 の動きが
ゆ っ くり食物を岨曝する口 の 動き
敏の手がのろのろ動き
動き出 した
静止してゐたものが動き出したとき
動物たちの角がう ごく
あなたの未来の時融の振子がうごくの をまえに して
動くこ ともな い顔を彫り
こ の動く格子のなかか ら
存在はす ぺ てある終り に向 っ て動く
動けなく
坐席が あなたを動けな くした
おまえは仔兎の ように
13 6 0 1 9
うしな っ た
o80 0 0 6
うしな っ た
o50 0 1 4
o5 9 0 1 7
o 61 15 9
11 6
11 7
1 50
1 70
00 6
00 9
046
006
うしな っ て
o41 0 9 2
o41 1 3 8
170 02 1
革の 薬も鬼の 耳も
ノ戦い によ っ て 両手をうしな っ たきみは
失 っ た
きみを見失 っ たの か忘れて しま っ たよ ｡
美しい 少年を失 っ た母が
持てる 一 切 の もの を失 っ た.
未来を失 っ たぼくの苦 しみが
失 っ たも の へ の 愛 のほか に
｢誇り得るもの + を失 っ たとさと っ たとき､ 彼は こ の 世から転向して い っ たの だ ｡
明るんだ窓に光を失 っ た電燈を消し
失 っ て
小さな影の なかで血 の 気を失 っ て しまふだらう
あなたの指はまだ感覚を失 っ て はゐ ない
(見えな い と ころで自然は豊かさを失 っ て い な い
うしな っ て しまう 失 っ て しまふ
04 1 09 2.
うしなわれた
080 0 2 0
1 02. 0 2.3
1 66 0 04
170 02.7
うじむし 姐虫
074 0 19
うしろ
016 0 1 4
02 5 0 0 5
03 0 0 1 7
03 3 00 4
058 04 7
061 047
061 05 2
062. 0 40
062 0 5 0
062 0 6 2
08 9 0 4 0
小さな影の なかで血 の気を失 っ て しまふだらう
失われた
きみはきみ の 失われた両手を高くあげる - - )
高く の ぼ っ て つ い に失われた空の ように
失われたもの と現在あるもの の 中間で
失われた均衡を悼んで
いか に して黒い 蝦虫が 這い ず っ て ゆくかを
フラス コ の うしろで ビ カ ピ カする
松が老い てゆく鏑の う しろに
水平線はま へ に地平線はう しろに
上品な耳のう しろで
ひとび と のう しろに行列を して夕刊を買い
あな たはう しろをふりかえ らな か っ た､
あなたはう しろをふりかえらな か っ た､
黒い森 のう しろから
黒い 森の うしろに い て
黒い 森の うしろにい て
うしろ姿の 街角か ら
12 6
o9 8 0 01
11 7 00 6
13 3 01 1
14 6 0 43 /
15 0 2･
1 5 0 14
1 5 0 24
159 0 1 2
うしろに
o25 0 05
o30 0 1 7
o58 04 7
o62 05 0
o6 2 0 62
117 00 6
155 014
うず
03 5
0 60
0 61
068
09 4
02.1
0 2 0
1 5 1
0 2 5
0 19
渦
うすあかり
025 0 2 1
うすい
014 01 1
うすい 薄い
112 0 2.1
1 47 0 12
カウ ンタ ー の うしろで
太陽は高い 建物の うしろにかくれ
おびえた窓枠のかげシャ ッ タ ー の う しろ
うしろからコ ツ コ ツ と近づ い て くる
うしろ へ
両手で つ かんでうしろにや っ て しまえば
精力的にうしろ - 押 しや っ て いく
まだまだ幼い 母の うしろ姿は襖の 蔭に
松が老いて ゆく錨のう しろに
水平線はま へ に地平線はう しろに
ひ とび とのう しろに行列をして夕刊を買い
黒い 森の うしろに い て
黒い 森の うしろに い て
太陽は高い 建物の うしろにかくれ
両手で つ かん でう しろにや っ て しまえば
風の五 つ の渦 の 申 へ きえて ゆく
たとえば小さな捲毛 の 渦をみ つ ける ような!
同じ迷宮の 白い渦の なか に消えてゆく｡
明る い笑 い の 渦をの こ し
こ の 苦渋にみちた河口 の渦に閉じる こ とにな ろう
薄明り
室内には薄明りの ラ ン タ ン が
うすい 陽の光が胃の肺 へ さ しこ んでくる
薄い ネクタイでうやうや しく喉頚をしめ
生きる こ とに怖れも困難も感 じな い髪 の 毛の薄 い男にな っ て い た
うすきみわるい 薄気味わるい
15 0 0 4 1 今にしておもえば ､ 真実を衝い た薄気味わるい 言葉である o
うすく
o4 8 0 10 うすく喰をとじて い る憂欝
うすくな っ た 薄くな っ た
o1 7 0 1 7 と悪い 唇が耳の傍で薄くな っ た ので
1 27
うずくま っ てい た
o54 0 2 6 騒い 犬が橋の 上にうずくま っ て い たの を+
)
ノ
うずくま っ てい る
o55 01 0 巨大な廉い 影が波止場にうずくま っ て い る
うす(･ らい 薄暗い
o4 6 014 もとの 薄暗い樹の枝に追ひ か へ し
o61 083 おまえは薄暗い 多孔質の宇宙だ
うす(･ らく 薄暗く
17 9 0 0 6 あたりは薄暗くなりか けて い たが
うすむらさき
181 0 02 うすむらさきの
うすれた
10 8 0 13 うすれた陽の したで
うすれて
o5 9 0 1 0 今ではな つ か しい 面影の ようにうすれて しま っ た
うすれゆく
o4 8 0 2 2 うすれゆ く年々の 冬 の きび しい 日の 下で ･ ･ - I
うすわらい 薄笑い
o5 4 07 4 詩人は不敵な薄笑い をもらし
うす暗い
o14 0 28 楽器のうす暗い腹の 中に沈黙が
うす暗き
o43 0 1 2 日はゆき うす暗きとばりの 中に
うす青い
o9 8 0 1 6 うす青い けむりがゆ っ くり立ちの ぼる
うず潮
1 03 02 9 惨劇の おわりにはうず潮がひ と つ
うす呆けて
o 41 0 7 7 うす呆けてゐれば 習慣 とな っ た苦痛も
1 28
o5
,T緑 .o, うす緑の 大地 ､ 美 しい カ ー ヴを描く競走路をみ たまえ
l
ノ
1
5
8言 .3, 臥 と の ようなうそになるが
180 05 1 たね. しか しそれはそうそうあるもの じや な い o 違うもの の 方が圧倒的に多い
-
｡
, で は ､ さ よならK･Ⅰ･
うそ 嘘
13 5 0 02
1 64 01 8
172 0 0 7
うそつ き 嘘 つ き
164 0 1 8
うた
015
017
094
10
120
14 9
うた
0 13
03 6
0 10
03 3
0 18
0 03
唄
敬
01 4 00 8
0 39
0 41
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
5
6
6
6
6
6
6
8
8
0
0
0
0
0
8
8
8
8
8
1
7
1
1
1
4
5
8
2
4
8
8
8
8
8
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
4
8
4
2
3
4
1
3
1
0
0
0
0
0
0
0
1
0
8
1
5
3
4
2
0
0
1
2
6
4
4
7
7
7
8
5
4
7
9
2
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純粋で新鮮な嘘となれ
嘘 つ き! 詩人の 資格な し!
妊ん とが嘘になる の に
嘘つ きl 詩人の 資格な し!
昨年の 唄であらうかもう見えない
沙漠の 唄が樹の 上でも流行 し
飛んで い る鳶や網をひ く漁夫の 唄で
かろやか な鼻唄の リズムで歩きも したろう
子守唄の よう
舟唄の たよりなさ
ヴァ イオ リ ン がセ ロ の 声で歌 っ たら
炎と心 の伝説を歌ひ
夜 どほ し歌 っ てゐるな 寒い 舷牽のなかで
あの 鳥は噴れた声で歌 っ て ゐる
大挙 して街中でな つ か しい歌をうた っ て い る
酔い どれ水夫が歌 っ て い た｡
狂える女が歌 っ て い た ｡
青白い サ ラリ ー マ ン が歌 っ て い た ｡
やくざな プラ ス ･ バ ン ドが歌 っ て い た ｡
暴風の 夜を飛んで い っ た｡ 哀歌をうたい ながら
高い岸壁から 歌 っ たあの
それか ら沈黙が歌い は じめ る - -
かれの かわりに歌 っ て くれる ので すよ
歌わぬ梢
どこまでも つ づく愛の歌で
さあ歌 っ て ゆ こう
大きな声で うたうぼくたちの 歌に
高い梢で 一 緒 に歌 っ て い る人たちが
o88 0 84
1 01 0 53
1 02. 0 0 1
1 02 00 5
1 02 0 0 9
104 0 1 1
105 0 1 4
1 07 0 0 7
11 2 0 3 8
1 19 01 4
1 24 0 0 4
1 24 02 3
1 3 00 1
135 00 1
1 45 014
1 82 01 7
1 87 02 2
さあ歌 っ てゆ こう
歌う者の い な い咽喉と 主櫨者の いな い 胸と の
おれが古い い くさ の歌をうた っ たら
おれが古い い くき の歌をうた っ たら.
おれが古い い くさ の 歌をうた っ たら
わたしの 血汐は もう歌おうと しな い
悲歌の 季節は記憶 にあたら しく､
歌 の うたえる心を売り
たぶん時代がわるい ん だろう と異 口同音に歌う
わたしの 歌のおわ るまで
仲間も涙も校歌も国家も売り足りな いが
歌舞伎町でス ロ ッ ト ･ マ シ ー ン に しがみ つ き
歌の はじめには開かれた理 由がある
生満とか歌にちぢこま っ て しまわぬ
有りも しな い幸福の歌がい つ も の ように響い て い た
星座の歌に耳を傾けてい ると
くり返 しの 多い きみ の 歌が
うたい
065 03 1
1 02 0 1 1
うたう 歌う
1 01 0 5 3
1 12 0 3 8
うたがい 疑い
054 0 6 5
11 3 0 2 2
11 3 0 2 4
うたがう 疑う
06 1 13 9
うた っ た 歌 っ た
01 4 00 8
06 8 0 12
うた っ て い る
041 0 4 1
04 1 0 8 5
うたひ 歌ひ
暴風の 夜を飛んで い っ た｡ 哀歌をうたい ながら
うたい ながら披壊する若い勇士たちが
歌う者の い な い 咽喉と 主権者の い な い胸 との
たぶん時代がわ るい んだろう と異口同音に歌う
い ま こ そそ こに疑い の 余地があるから
疑い はあ っ ても
答えよりも大きな疑い はなか っ たから
あなたは疑うだろうか?
ヴァ イオ リ ンが セ ロ の 声で歌 っ たら
高い 岸壁から 歌 っ たあの
歌 っ て ゐる
夜 ど改 し歌 っ てゐるな 寒い 肱牽の なかで
あの鳥は噂れた声で歌 っ て ゐる
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o39 1 4 8
うたれてゆく
o3 9 0 9 1
炎と心 の伝説を歌ひ
打たれてゆく
廃城の杭は打たれてゆく
うたれる
o61 063 風に吹かれ､ 浪にうたれる漂泊の 放から､
うち
o1 4 0 0 7
o1 4 0 15
o2 9 0 07
o39 0 6 1
03 9 1 3 1
04 1 0 1
o4 1 0 9 9
05 4 16 1
o5 7 0 3 5
05 8 0 4 3
06 5 0 2 1
0 65 0 2 2
06 8 0 0 7
06 8 0 1 9
07 1 0 4 0
07 5 0 0 2
07 6 019
07 8 0 12
10 0 0 2 7
10 1 0 3 8
10 6 0 4 4
13 3 0 1 9
14 2 0 1 7
15 0 0 2 8
1 60 0 03
16 7 0 1 5
1 67 0 5 7
17 5 0 0 8
17 7 01 8
18 0 01 4
1 81 02 6
18 2 02 6
18 6 05 4
1 86 0 6 6
ジ ロ リジロリ眺めてゐ るうちに
けれど燃えないうちに水がはい っ たよ
型も持たぬ生活の うちに
永遠よりみ じか い 時間の うちに
一 晩のうちに
社交術があなたを滴れさせ たり育てたりしな い うちに
むか しの 世紀がまだ寝床に就かぬうちは
なにげない 挨拶の うちから生れる未知の 国民の こ とを･ ･ ･ - ･
暗い 夜明けの うちに倒れなければならぬ
私はかる い 舌うちをしま した
告げなさ い ｡ レ エ テ河の 水を飲まぬうちに
罪の 記憶の うせぬうちに+ やがて
夏の うちに 海岸 へ ゆくこ とに しよう
空中に軽い 死の 飛沫をうちあげ
風よ吹け われらの罪の消えぬうちに!
小さな波をうちあげて
きみの 青白い 身体はみ るみ るうちに
ながい 月日もまたたくうちに過ぎさる
ああ それが何の ｢は じめ+ かわからぬうち に
奥地や海洋で 抵抗する住民をうちころす必要はな い
す べ て の生きもの のうちで 最も強くて しなやかな骨だ
司うちするあや しき男から
(四 つ の 窓のうち三 つ が閉 じられたままである)
二十人放ど い た仲間のうちで ､ 現在､
気が つ か な いうちに 私もまた
忍 ぺ な い ほ どではな い と思 っ て い るうちに
人くさい息が充満 して い るうちは
一 生 かけて見つ けな い うちに
梢の ほそ い技をうち喝 して
生意気も芸のうちで
みるみるうちにあたりが暗くな っ て
老い のうちにも新しい 命の水が
ぼくは無意識の うちに隠れ場所をさが して い る
空間が空間であるうちは物の集合にすぎない から
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18 0 1 7
188 0 6 5
1 92 0 2 3
うち 打ち
o46 0 0 8
o61 O O 9
o65 0 3 5
o93 019
o94 0 24
14 9 0 1 1
1 74 0 2 6
うち 内
0 06
01 4
0 15
0 18
018
021
0 25
0 25
027
028
0 30
031
0 37
0 39
0 41
0 46
048
0 51
054
061
061
06 1
07 3
081
08 7
10 0
10 6
10 6
13 6
0 0 3
0 3 1
0 0 2
0 1 4
0 1 6
0 2.5
0 18
0 2 1
00 9
00 5
0 10
0 1 6
0 0 6
1 2 2
0 2 4
0 45
0 1 6
0 1 7
0 8 0
2 0 9
21 3
22 5
0 2 6
0 16
00 7
0 4 2
00 6
0 2 2
0 1 2.
眼は､ そ のうちに､ 片眼ず つ ､
そ の うちに コ ピ ー を送りま しょう｡
七十米 と行かぬうちに ､ 白い 明りの標識は消え､ そ こ から先は真 っ 暗である｡
擢で庫を打ちながら 必死に進む胎の 方位を
擢で虚空を打ちながら､
感覚の 闇を照らした｡ 樹 々が小枝を打ちならし
たえまなく打ちよせ る多彩な波にすぎない こ とがわかり
遠く近く ハ イネズ の原に打ちよせる の はア フ リカを白くする波だ
披からも打ちよせて くる
い までも下手な碁打ちで あるぼくは考え る
爆発 したセ ロ イ ドの匂が 室内を明るくした 青い
室内を飛びは じめる
室内を青く洗 っ てゐる
音楽が室内に溢れてくる
内部から燃え始める
室内の ガラ ス を濡らす
燃えあがる世界の 窓の 内部から
室内には薄明りの ラン タ ンが
室内からは
白い事務所の 内側の 時計の 速度は
内の み の 肉に
室内の 凹みから
そ して ドア の内に は
あなたの暗い内側で
な る放どあな たの剥製の体 内から聞える
内部を刻む時計の音に 蒼ざめた河の こ の 沈黙は つ きまとひ
内部か らの ひかりをひ そかに愛撫 して い る
内と外と 高嶋る彼の 響を聴け!
衣裳 と装身具の 内側に 化粧の ゆきとどい た顔の下に
あなたの 内にも､
あなたの 内にも､
あなたの 内にも､ あなたの外にも灯が ともり､
毛腔を出したフ ラ ン ス 人 の水先案内は
ぼくらはすで に こ の 歴史 の 内では死んだ著
そらとぼけた白内障の目をむ き
たえまな く出血 して い る内部の 世界で
｢笑うな かれ+ 悲しい 内部の 声である
さらに い っ そう素帰しい の は鼻だ ろう 内な るオ ル ガ ン の 全神経が
洞窟の胎内のテ ロ ル の 夢
13之
1 45 0 25
145 0 28
1 49 0 1 2･
150 03 9
166 0 2 2
180 0 10
183 0 1 7
18 6 02.4
18 8 00 5
192 014
うちあげ
o 68 0 19
o 75 0 0 2
ス ペ イ ン内乱で知 っ たオ ー デ ンも い なくな っ た
オ ー デ ン は ス ペ イ ン内乱に参加 しなか っ たとい う ニ ュ ー ス を聞い た
内なる人は融けてい く
クラス賓貝に して落第生の竹内幹郎だ っ た｡
ご っ た返す店内を物色 して歩きながら
｢御手紙の 内容､ 何の こ とやら判りません+ なら ｢女の 子の 心理 + が どうだ っ て こ とも関係ない じや ない ですか ?
表の 灯を消した株屋の 店内では
昔の 発車 ベ ル の音が体内の ど こかに残 っ て い たんですよ!
白内障の眼を､ な る べ く休める ようにして い ますから､
薄暮と昧爽とをとりちがえて い た迂閤さに ､ 狼狽する も間なく ､ 巨大な生きもの の胎内に のみ こまれる ように､
空中に軽い死 の飛沫をうちあげ
小さな波をうちあげて
うちあげて
o 75 0 0 2 小さな波をうちあげて
うちあけれ 打明けれ
1 51 0 3 1
うちがわ 内側
o2 8 00 5
03 9 1 2 2
05 4 0 8 0
世上がたりに打明ければ
白い事務所の 内側の 時計の 速度は
あなたの 暗い 内側で
衣裳と装身具の 内側に 化粧の ゆきとど いた顔の下に
うちころす
10 1 0 3 8 奥地や海洋で 抵抗する住民をうちこ ろす必要はない
うちならし 打ちな らし
0 65 0 3 5
うちなる 内なる
1b6 0 2 2
149 0 12
うちゅう 宇宙
03 3 0 1 5
0 61 0 8 3
1 06 0 2 9
1 26 0 12
1 26 0 17
1 82 0 1 8
感覚の 闇を照らした｡ 樹々が小枝を打ちなら し
さらにい っ そう素晴しい の は鼻だろう 内な るオル ガ ン の 全神経が
内な る人は融けてい く
小さな宇宙の 平面の 上に残された
おまえは薄暗い 多孔質の宇宙だ
むやみに明るい星空があり 意味な く敏感な宇宙があり
月の うえをふわふわ歩く宇宙の子供を見ようと して
パ ス カルを畏怖させた宇宙の無限の沈黙とか は
沈黙は宇宙にこだま し
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うちようてん
o5 4 083
うちよせて くる
o41 0 4 0
うちよせる
o93 0 1 9
o94 0 24
うつ かり
o17 0 45
有頂天
見よ あばかれた社交術の 快楽と有頂天とを
ノ
打寄せてくる
何とはな しに陸橋の 上まで打寄せてくる
打ちよせ る
たえまなく打ちよせる多彩な波にすぎない こ とがわかり
遠く泣く ハ イ ネズ の原に打ちよせ るの はア フリ カを白くする波だ
うつくしい
o 12. 00 4
o29 0 1 3
o3 6 0 0 7
o3 9 08 3
o40 02･6
05 9 0 0 1
o59 0 1 1
o59 0 1 7
05 9 0 2 3
05 9 0 2 8
062 0 13
o68 0 0 6
072 0 07
077 0 33
078 0 04
10 6 0 2 1
15 2. 0 3 0
15 8 0 2 5
15 8 0 3 4
17 4 0 18
17 9 0 2 1
う っ かり舌もだせなか っ た
美 しい
そ の 実し い扉 の 文字汝
美 しい喚声に とり巻かれて ゐた
白く美しい 歯をもたぬから
美しい 火災の意味を知るだ らう
美しい あな たの皮膚や
見知らぬ美しい 少年が
あの美 しい 少年は何処 - い っ たか
美 しい 少年を失 っ た母が
おもい みだれた母と美 しい 少年の ボ ー トが
波にさらわれた母と美 しい 少年を許せ !
いちばん美 しい使 い で ある姉さんl
梅の光り故 実しい
うす線の 大地 ､ 美しい カ ー ヴを描 く競走路をみたまえ
こ の 美しい 兵士披
美しい 朝であ っ た
かれの指の爪貝は 容人たちが しやぶりたが るほ ど美 しい
美 しい炎をあげて燃えあがり
美しい 風景になりたい と いう
北棟や足利の美 しい 光景をすく っ てみせたときだろう
(きみが美 しい奥きん と結婚して ､ み んなに羨まれな がら､ 西荻窪の ア パ
ー トに住ん で い たときの ことだ)
美 しい グラスを手に して
うつ く しか っ た
0 52 0 0 3 う つ く しか っ た姉さ ん!
う つく しか っ た 美 しか っ た
o 1 7 0 1 2 ダリヤ よりも美しか っ たの で
13 4
うつくしく
o5 8 034
うつくしく
o35 0 14
o 53 0 5 9
o90 0 13
う つ くしく欠伸を して い る女がい ます
美 しく
だれもかれも美しくな っ て
美しく繊細で や さ しか っ たお姉さ ん!
巨木の五 百年は美 しくな い
うつ くしさ 美 しさ
o 60 0 1 7 なんと いう美しさを見出すこ とだろう
17 7 0 2 6 そ の美 しさに
うづくまり
o3 5 0 1 3 静けさにうづくまり
うつ して 映して
o73 0 0 9
1 93 0 24
よく晴れた五色の 空を映 して い た
ときわの 首都は世界の 影を映 して い る
うつ し身
17 6 0 3 0 う つ し身 へ の 恥じらい に
うつす
o8 5 0 0 3 きみ の 孤独をう つ す鏡は
うつ す 映す
165 03 3 世界を映す鏡に
うっ た 打 っ た
1 74 01 7 ぼく披きみ とた っ た - ぺ ん打 っ た碁 の こ とをときどき思い 出して い た｡
うつ つ て 映 っ て
039 036
165 0 07
165 03 4
う つ つ てい る
039 0 3 6
想かれたか たちで映 っ て ゐる
わたく しにはあさましく映 っ て い て
何も映 っ て い ない ときには
映 っ て ゐる
懸かれたかたちで映 っ てゐ る
う っ て 打 っ て
o15 01 7 十 二時を打 っ ても
うっ て 売 っ て
135
14 5 0 0 4
14 5 0 0 7
うつ とり
o3 9 0 1 5
o 41 03 6
158 0 19
はい ると つ ぶやきながら黒い色の真実やめ っ たに売れない エ ン ジ ェ ル の絵を売 っ て い た+
売 っ て は い けな い もの を売る深夜の
考え
/
T= だけでう っ とりする の は
おびただしい 暇潰しの なかでう っ とりした
ぽくは 政う っ とりと
うっ とりした
o 41 0 3 6 おびただしい暇潰 しの なかでう っ とりした
うっ とりと
158 0 19 ぼくははう っ とり と
うつ む い て
192 03 う つ むい て ､ 歩い て い ると ころは､
一 木 - 革もない ､ 黒 い砂地で ､
うつむく
14 0 00 9 う つ むく影
うつる 映る
0 61 13 4
08 3 0 2 0
165 0 3 5
180 0 0 7
うつ ろな
047 0 1 6
うつ ろな 虚ろな
03 8 0 1 2.
うつわ 器
0 05 0 1 0
0 06 0 0 1
01 4 00 3
0 14 0 0 6
01 4 0 1 4
014 0
014 0
025 0
02 8 0
02 8 0
25
2 8
2
0
3
4
8
1
浄らかな水に映る理想の伴侶に
ああ 虚心の 鏡に映る
わたくしの顔が映るの である
障子に映る薄陽をむけて
大きく見ひらい たう つ ろな 眼の
虚ろな楚音が
古い 楽器は花樹の 下で
弾痕からシズクが落ちて るが カ レラ汝銃器を埋めて
頭の大きな楽器が目覚めたらしい
物(･ さ な楽器たちはね ころんで
二 つ の 楽器が揃 っ て火を呼び始めて ね
貧血が くるとひと つ づ つ 楽矧ま床に倒れた
楽器のうす暗い腹の 中に沈黙が
金色の器の 中に
受話器から突然噴き滞れたりする
す べ て の 阿鼻が轟く武器で あり
136
22
2
3
0
0
02.
03
03
03
04
05
07
08
09
13
13
8
8
8
0
9
0
4
0
7
0
6
6
0 3 6
0 6 7
0 7 2
0 2 0
0 1 2
0 20
0 0 4
13 2
05 1
00 6
0 14
0 0 7
0 2 4
うて 打て
o39 12 4
うで
01 1
0
0
0
0
0
1
4
5
6
6
6
6
8
3
3
5
6
5
0 10
00 3
0 13
0 05
0 3 0
0 3 0
0 2 8
腕
うでわ 腕輪
053 0 13
うとまれて
1 60 0 6 9
うなずいた
1 47 0 0 3
うなずい て
062 05 5
暗闇の市場 へ と運ばれて ゆく武器たち
白い事務所の 受話器が
すべ てが歴史の 容器の 申にあるとは限らない
銀製の器にた べ物を
一 個の 器物 と共にすべ てが放耕された
楽器よりもも っ と柔らか にくねる
器物の 底もひびわれて
無言で蓄音器O
l
レ コ ー ドが廻転する
あなたの 五木の指はどんな兇器よりも残忍で ､
じ っ と食器の底をみ つ めたまま
こ の支那の 陶器の まわりの
凶器をにぎり しめ
計算器のまばたきをする
かれらの 葡萄色の 頬を打て
おんな の腕はやはらかく
腕の つ け根からは じまる
姉さん の かたみ の 水晶の腕輪がわた しの 冷たい 手錠で
ぼくの腕に倒れかかる
やわらかな髪を腕にまき､ 彼は
ワイ シ ャ ツ の 袖をまく っ た腕 で あ っ た｡
わたくしは病み衰えた父の 腕に
姉さん の かたみ の 水晶の腕輪がわた しの冷たい手錠で
ェ ゴセ ン トリ ツ クで報復的だ っ たためか同僚にはうとまれてい たらしい
ぼくは黙 っ てうなずい たで あろう
あなたは黙 っ てうなずい て い る ので すね
うなずく
159 0 0 8 目顔でさりげな くうなずく
うなだれた
o4 3 0 1 5 弱い 光でうなだれた神をむか - る
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o47 0 1 1
167 O 5 9
うなだれて
o41 05 2
100 004
15 4 0 16
うなづき 頒き
o5 4 0 8 6
うなり
o 17 0 13
ウ ニ
1 21
うねっ て
102
うねり
0 41
046
0 48
153
0 0 6
0 18
0 2 6
033
0 26
00 6
うねりくね っ て
15 3 O O 6
うねりこ
04 6 0 3 3
うばう 奪ふ
03 9 0 4 1
138
うなだれた水仙の 賢しげな影を串布に落す
うなだれた凶人の目尻には
うなだれて あなたを待 っ てゐ る バ ス に乗 っ た
うなだれて ぼくらを待 っ て い る バ ス に乗 っ た
うなだれて い ると
独身者はふかく自ら頒きながら
い い と こもあるねとうなり
睦の ウ ニ はもうごめんだと逃げだそう
悔恨の波はどこまでもうね っ て ゆけ
橋の下には レ - ルがうねり
濁れる水の地下のうねりこ 耳を傾け つ つ
やさし いうねりをも っ て
うねりくね っ て い く
うねりくね っ て い く
濁れる水の 地下の うねりこ耳を傾け つ つ
奪ふものを
うば(･ るま 乳母車
o9 9 0 0 5
一 人の 妹は乳母車に つ かま っ て歩き
うばわれ 奪われ
15 6 0 32 すべ てを奪われても文句を言えな い
18 5 0 2 3 だが､ 愛する時間を奪われた
うばわれた 奪われた
185 0 23 だが､ 愛する時間を奪われた
うぱわれて 奪はれて
o3 9 04 2 奪はれて
うへ
034
03 5
03 5
03 8
0ヰ3
04 2
04 5
04 6
0 62
0 17
0 0 8
0 27
0 13
010
0 1 2
0 O 2
03 9
0 5 7
うま 馬
oo 5 0 2.0
oO 7 0 1 6
o 72 0 0 3
o7 2 0 0 5
0 72. 0 1 2
o72 0 1 5
0 72 0 16
0 72. 0 20
0 72 0 3 3
072 03 4
072 0 4 3
072 0 4 6
072. 05 0
072 05 3
072 0 6 1
072 0 6 4
108 0 2 6
158 0 0 9
15 8 012
うまい
0 60 0 0 6
1i 2 03 7
15 8 0 1 1
うまうまと
139
水平の 皿 の う へ
白い床 のう へ に
堺目 した瞭のう へ
大理石の う へ をと っ てゆく
白く凍 っ た地図のう へ を
ねむれる革のう へ に
さ っ と青 い 畳のう へ に来た
易い水のう へ を吹く
すこ しずつ 海の ほう へ 動い て い る のですよ
艶寓は駈ける
あ見給 へ 昏の 河の 上を歯を剥い た白馬が乱れるではな い か
い ま評判のサラブ レ ッ ド四歳馬を見ようとして
せまい 競馬場の入口に殺到して くる
競馬場のか たちに作りかえてみたまえ
飛ぷ馬
跳ねる庸
一 枚 の 寓券を買うために
跳ねる席が
飛ぶ馬を追い こ した
負け馬に賭けてきたぼくの ような男には)
飛ぶ馬が跳ねる馬を追い こ した
ゆ っ くりとゴ ー ル へ 飛び こむ席をキ ャ ッ チ した
- 一 飛ぶ馬が跳ねる蒔を追い こ した
- 一 読 席が終ると
がらん とした競馬場には
馬上の 人も白髪とな る
寓と蹄鉄の 関係だ
蹄鉄が席を終るとは
なぜか 一 服 の煙草もひ どくうまい のである
口裏似の うまい おまえの 仲間は
レトリ ッ クがうまい なと思 っ ただ けで
1 50 0 3 1 うまうまと生きの びてきたという こ とか｡
うまずたゆまず
16 8 0 14
ノうまずたゆまず
うまっ て 埋 っ て
o53 0 5 4 淋しい わたしの足跡は落葉に埋 っ て見えません
うまっ て 埋ま っ て
o6 8 0 2 2
うまる 埋まる
oO 3 0 15
うまれ
05 7 03 3
0 61 12.7
09 1 0 1 0
09 1 0 1 2
10(; 0 1 3
133 0 ユ5
145 0 0 9
15 3 0 0 1
190 0 0 4
19 0
`
0 0 5
うまれた 産れた
16 7 06 8
うまれた 生れた
03 9 07 0
乾 い た砂に埋ま っ て い る の を
雪に埋まる扉
罪に よ っ てうまれ
眠りからうまれたばかりの 水披
劇場やホテル の ロ ビイ に立 っ て い る寂しい 人彩からうまれ
血にぬれた白い 巽からうまれてくる
パ ン とい う閃光で 映像がうまれまた消える
うまれる披ずのものがうまれず
そ こにもあ っ たト - モ ロ コ シ の 毛の そ よ(o 丘陵をエ ン ジ ェ ルがうまれるの に充分な広さ
青い 塩水からうまれた生きものの
父がうまれた村は山中にあり
母がうまれた町は山にか こまれて い て
泣きな がらこ の 世に産れた人の子 にと っ て
こ こ はわたしの生れた土地だ
うまれてきた 生れてきた
01 0 0 1 4
08 8 0 73
うまれの 生れの
142 0 6 2
184 006
うみ 海
00 3 00 5
00 3 0 1 0
パ イ プを撮 っ て雲 の中か ら生れてきた少年は
太陽の 涙から生れて きたぼくたちの
そ の著書をフ ラ ン ス で刊行 した 一 九四 二 年生れの ブ コ フ ス キ ー は
タイ生れの 中国人の 医者と再婚 した
海に向 っ て帽子をふ っ て
海 の 景色は こんなに暗い青でせうか
1 40
o12 0 0 9
o12 0 2 3
o14 0 24
015
015
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
2
2
2
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3
4
4
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
5
5
9
2
9
1
1
6
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
0
0
0
0
0
0
0
6
8
8
8
0
1
1
1
4
5
5
5
5
5
5
5
5
6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
5
9
9
9
9
2
6
6
6
6
6
6
6
6
0
2
2
2
8
8
8
8
8
6
6
7
8
8
1
141
o O 1 ノ
0 0 6
0 17
00 3
00 8
01 0
0 1 5
0 6 3
0 02
0 25
02 4
02 5
02 9
03 0
03 3
0 27
0
0
0
1
0
0
0
0 8
1 5
3 7
55
12.
14
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
1
2
2
4
5
0
0
0
0
0
5
0
6
9
3
6
1
2
2
2
7
5
･0
0
1
1
0
0
0
0
9
6
7
0
1
3
2
3
0
7
4
6
海では雷が鳴 っ てゐる
ス コ オル の 通過した海の 溶か ら
樹の 海に青い ぎん の 雨が降 っ たよ
窓は明るい 海の 水で
海図の脈の ど こか に消えて しま っ た
海より深い空を燃や し
黒い トンネル に海の響をきくところ
海は黒く岩壁は白か っ た
一 つ の 海を風景の 中に所有 した
とほく海がひろが っ て ゐるかもしれない
地の果の午後の輯には
海よ そ して 人気の な い 墓場が ある
海からや っ て来たと い ふ 空を飛ぶ藻に乗 っ てきた人よ
雷とともに海 へ 出て 空は つ らな る水平線をはしり
こ の 摘も海中に潔ひ去 っ て 躍りた つ 青い 形象となり
山や川 またな によりも海ができる
白くあたたかい 海
揺れて海 へ 傾く 深くふかく
｢さ よなら､ 太陽も海も信ずるに足りない +
まるく小さな海と空が見えるばかりだ っ た｡
海が熱い 体温の なかで燃えたぎ っ て い る､
｢脱走したい ､ - 一 海 よ 母よ+
海 の彼方!
とおい 航海に出よう
航海に出ようとおも っ た
海を飛んでゆく即鳥りの ようにおもえた
青い 海の なかに 二人の 運命をうか ぺ て い るはずであ っ た
明るい 海岸の ポ ー ト ヘ 連れさ っ て い っ た
海岸に捨てられたポ ー トを眺めて い ると
海岸 へ の通が不思議 と宙にうかん で くる
夕映えの 海にただよう
輝く海をまえに して
海 へ い そ(･ 小川の せせらぎや
すこ しず つ 輯 のほう へ 動 いて い る の ですよ
母な る海 と太陽の光りが強すぎます
海の光りは 美 しい
夏のうちに 海岸 - ゆ く こ とにしよう
育淡色の 海
草丸を しめ つ ける海と
十九歳の男は 海にむか っ て
やるせ ない 女と海の 恩出があ っ た
見知らぬ海辺の女に .
きみは海を見ようとして
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0
0
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0
0
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0
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0
0
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0 3 8
0 0 1
0 0 5
oo 4
ノ
00 9
0
0
0
0
0
0
1
2
1
0
0
1
0
0
0
0
0
2
9
1
2
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0
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0
2
0
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鳴から山 へ
そ の 海は
さびれた海水浴場の岸壁にぶ つ か っ て
東洋の名もな い植民地の 海にうかび
ながか っ た航海の短かさに つ い て
これからも大陸に 海に
束支那海の夜を走る病院船 の 一 室で
こうして海 へ 出て みる と
黒い 海の うえを走 っ て い る
も っ とも深い海
海底には
海にただ よう
海は太陽や賓をうか べ て い た
ま っ す(v 海の彼方を指 して い るから - I
海の灰 い ろも
灰い ろの海と
海の下の潮流は
八月は海辺に の こ る白い 茎
海や空にむか っ て 口をひ らく
つ めたい 海の 風
海岸から男たちの影を洗い 去るであろう
す べ て の夢を海にすて よう!
こ こ には海があるの
とある松林をぬけて海 へ でる
こ こからオ リ ー ヴの海が見える
海は こんなに心に重 い
奥地や海洋で 抵抗する住民をうち ころす必要はな い
悲し いか な 海の なかに海を つ くり
太陽はさ っ さ と素裸で海 - かえる
帆柱や絶や海図や 羅針や救命ブイや鈷や
･ ･ ･ -
海の まぼろしに懸かれたかれは
満の物語の ただなか
わたしの 丘や森や海岸は すで に
さざなみ披海を渡 っ て も
海水浴場の
青くな っ て い る海
再び荒れて くる海を見 つ めて い る
海はもうイヤ !
ジ ョ ホ ー ル の 血の 海峡 プキテ マ の焦げた丘
があそんで い る梅原で
血の海はたぶたぶ と近い
- の 宮海岸の近 く の松涛閣に集ま っ たの は､
日曜日の 海はおだやか にぽくたちをむかえた｡
1 53 01 2
1 67 0 1 1
1 67 03 0
1 68 0 0耳
1 73 04 9
1 76 00 4
1 76 01 6
17 6 0 2 9
1 81 0 01
1 8 6 O 7 9
18 9 0 2 6
19 1 0 0 3
19 1 0 1 5
192 0 0 5
19 2 00 8
19 2. 01 1
1 92 0 15
1 92 0 19
1 92 0 2 4
うみ 産み
133 0 2 3
輿赤にそま っ た海が見え
明る い 青空が海の ようにひ ろが っ て い る
海鳴りさえ聞えてくる
霧の海にさすらっ て い く
深海の 底の眠りに就くこ とができる
海にむか っ て
蒋を渡るこ とだと言い たげに
叔参の海がぼうぼうとひろが っ て い て
みはるかす相模の海に
宴席の大きな皿 に盛られた海の 幸､ 鯛や他の 刺身も
空の海が真赤に煮えたぎ っ て い る のを
海鳴り
海は 一 つ の 叫び に変れ
遠くかすかな潮騒の ひびきにさそわれ､ 海にむか っ てひき寄せ られてい くが ､
わ たく し､ と は誰だ っ た の だろう? 渉行の 方向をきめて い る海の
も しかすると､ 並づく にしたが っ て ､ 遠ざか っ て いく海な のかもしれな い ｡ こ ん な と ころ比 ､ 日本中の ど こにもあり
みるみる漆異に つ つ まれて いく ､ こ こ は ､ も ともと海底だ っ たと ころではないか ｡ 冷気に身ぶるい し､
助か っ た I. まだ死にたく披な い o 取扱真珠に ､ 骨は珊瑚にな っ た とか いう ､ 五 尋 の海底の父になるなんて ごめんだ
これが罰か ､ 太陽と海を呪 っ た こ との ? た っ た 一 度の 空想の 罪に しては､ 酪すぎる報い ではな い か!
われを産み し者の室をすてて
うみなり 海鳴り
167 03 0 海鳴りさえ聞えて くる
19 1 00 3 海鳴り
うみのさち 海の 事
1 86 0 7 9 宴席の大きな皿 に盛られた海の 事､ 鯛や飽の 刺身も
うみ ぺ 海辺
068 0 3 4
082 0 0 3
見知らぬ輯辺の女に
八月は海辺 にの こ る白い 基
うむ 生む
o25 02 7 あな た の頭髪の 中に鴬が卵を生む
うめ 梅
11 6 O 1 2
13 6 0 1 6
ほそ い 梅の 小枝は
狂い 咲きの 紅梅は
うめき 岬き
o3 9 14 0 七 つ の壁が坤きはじめ
143
o61 0 9 4 背すじを走る農い 運河の坤きを
- -
うめく 坤く
o3 8 0 2,6 深みはそ のために坤くまで
うめた 埋れた
14 3 0 0 1 厚い雪に埋れた根の ように
うめて 埋めて
oo6 01 弾痕からシズクが落ちて るが カ レラは銃器を埋めて
うやうやしく
1 12 0 2 1
167 0 5 1
薄い ネクタイでうやうや しく喉頚を しめ
おまえはうやうやしく何を葬 っ て きたの か
うやまい
16 0 0 4 4 神をうやまい 友達には親切に
うら
05 2 01 1
0 61 02.3
12 5 00 3
1 25 0 0 4
14 4 005
1 53 0 0 9
ヽ■
つ
00
ら 塞
3 01 1
050 0 0 8
05 4 0 7 6
05 8 0 1 0
06 1 03 1
06 4 017
096 00 9
14 0 0 1 0
15 5 0 3 9
1 67 0 2 5
うらがえす
05 0 00 8
うらぎ っ た
12.5 0 03
わたしはかぎりなくうらめ しく思う
うらぶれた安カ フ ェ ー で ､
聖者をうらぎ っ た罰があらわれて い る
縦横家の 仮面の うらとおもてに
うらみの 色は深い
うらわかき女の胴を斬れよ
油絵の裏に隠れて ゆく黄ろい 月
手紙の 封筒を裏返すようなこ とがあ っ た｡
幕がおりた舞台裏か ら･ - -
私 は裏街を好みます
さん ざめく裏街の どん底で ､
じめ じめ した屋根裏で披､
太陽 の 町は夜の 町 バ ル セ ロ ナ の裏町 の
舞台裏で物思い に沈むあわれな役者
とつ ぜん妻が裏切り
荒れた裏庭に 出て
裏返す
手紙の封筒を裏返すようなこ とがあ っ た ｡
聖者をうらぎ っ た罰があらわれてい る
14 4
うらぎり 裏切り
1 55 03 9 と つ ぜ ん妻が裏切り
ノ
ウラジ ー ミル
142 0 1 4 ウラジ
ー ミ ル監獄は
ウラジ ー ミル監獄
1 42 0 1 4 ウラジ ー ミ ル監獄は
うらない 占い
o 54 13 4 ひ とり占い の賭博者の ように
うらなう 占う
o 64 0 1 6 人の 運命をどうして占うの だろう｡
うらにわ 裏庭
1 67 02 5 荒れた裏庭に出て
うらぶれた
o 61 0 2 3 うらぶれた安カフ ェ ー で ､
うらまち 裏街
0 58 0 1 0
0 61 0 3 1
私は裏街を好みます
さん ざめく裏街の どん底で ､
うらまち 裏町
o9 6 0 0 9 太陽の 町は夜の 町 バル セ ロ ナ の 裏町の
うらみ
1 44 0 0 5 うらみ の 色は深い
うらめしく
o5 2 0 1 1 わたしはかぎりなくうらめ しく思う
うらやまれ 羨まれ
17 4 0 1 8 (きみが美 しい奥さん と結婚 して ､ みん な に羨まれなが ら､ 西荻窪の ア パ ー トに住んでい た ときの ことだ)
うらやむ 羨む
18 2 02 0 若さを羨むこ とはな い
うり 売り
10 7 007 歌の うたえる心を売り
145
124 0 2
124 0 0 4
13 7 0 0 4
14 0ノ
0 0 7
さかんに売りまく っ た
仲間も涙も牧歌も国家も売り足りない が
あ っ さり未来を売りわた した
い のちを機械に売りとば して
うりとばして 売りとば して
140 00 7
うりわたした
1 37 0 0 4
うる 売る
1 4 2 0 6 5
1 45 0 0 7
うるさい
12 5 00 8
うるんだ
o46 0 3 7
150 0 57
18 1 00 6
うれい 愁い
04 3 0 1 1
05 4 1 12.
13 2. 0 1 3
1 81 0 0 6
うれい 憂ひ
03 0 00 8
い のちを機械に売りとば して
売りわたした
あ っ さり未来を売りわたした
魂を売るこ とを拒否 したとい う
売 っ て はい けな い も の を売る深夜の
悪魔の オ ー ケス トラ の 練習がうるさ い
うるんだ瞳の橋上の人よ
彼は特徴の あるうるんだ眼を しばたたきなが ら聞いて い たが ､
批 の 国のうるんだ愁い は
愁い の 都の 門はとざされ
決然たる拒絶者の 愁い 顔があらわれる
塔の 愁い 革の雲いずこ
批の国のうるんだ愁い は
歓びにもまた憂ひにもなぜか
うれえたり 憂えたり
18 8 0 4 7
うれた 熟れた
10 7 0 0 6
12 5 0 2 0
うれひ 愁ひ
0 39 1 2 0
うろこ 鱗
公害を憂えたり､ 伝統 の 喪われてい くの を嘆くの と同様､
風に熟れた稲穂も - -
恐怖で赤く熟れた月が腐に出て い る
静か に愁ひをな そさめてくれる
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14 4 0 0 7 鱗の 落ちた蛇神は無性闇に頓転し
うろ つ く
)10 1 02 9
うわき 浮気
18 0 0 3 6
うわごと
o8 1 0 0 9
うわベ
08 5 0 1 1
うわめづかい
1 0 6 0 1 0
うんが 運河
0 61 0 0 7
0 61 0 9 4
0 61 1 45
0 61 19 6
0 61 2 2 1
08 5 00 1
うんだ 生んだ
06 5 03 8
08 1 0 14
うんどう 運動
04 4 00 2.
12 5 0 10
うんどうする
04 4 00 2
うんめ い 運命
0 51 0 1 1
0 55 0 19
0 5 6 0 20
0 64 0 1 6
0 71 013
07 2 01 7
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未来や過去がうろ つ く には
浮気をする計画だ っ たとい えば
兵士たちはうわごと の ように
きみは心よりもデリケ ー トなうわ ぺ をもち
上限づ かい
第 一 列 の 中央に い やな上限づ か い の かれがい て
はるか､ 地下を潜りぬ ける運河の流れ､
背すじを走る黒い 運河の叩きを - 一
霧 は はげしく運河の 下から氾濫して くる｡
暗くな っ てゆく運河を見 つ めて い ますo
運河 の 上にも灯が つ い た､
きみ の 運河は
い たずらな月が生んだ魔女は
ぼくらを生んだ七 つ の 近代都市が
また烈 しく運動するもの
悔恨をい やす運動がほ しい
運動する
また烈 しく運動するも の
運命がある顔に達したとでも言うか の ように､
青い海 の なかに 二 人の 運命をうか ぺ て い るはずであ っ た
それだけの運命で ある
人の 運命をどうして 占うの だろう｡
わからない ひ と つ の運命である
青､ 赤､ 黄､ 白の 運命の使者たち
o7 3 0 19
o8 8 0 65
o9 9 0 13
)10 3 0 25
103 0 3 0
11 2 0 4 6
16 7 0 7 1
18 6 0 60
え 絵
oo 3 0 11
oo 7 00 6
o 19 0 11
o5 4 1 2 4
o5 7 0 10
o5 7 0 32
o99 O O 4
145 0 0 4
188 0 83
えいえん 永遠
022 0 0 6
03 6 0 1 5
039 0 6 1
053 0 5 7
05 5 0 65
06 2 0 64
0(;5 03 2
06 5 05 1
07 7 0 08
07 7 0 14
0 77 0 3 1
0 82 0 0 5
0 97 0 0 5
0 97 0 0 7
097 0 1 4
1 0 6 0 12
133 02 4
15 9 0 13
179 0 1 5
欝りゆく運命の暗示をも とめて
ふたりの運命を
小さな四 つ の迎命は 四 つ の ポ ー ル の ように
それは波と風と運命の 手にまかされた
にんげん の運命をすい こむもの
運命は 一 瞬の 光で おまえたちを数える
やがておそ っ て く る運命は
人の運命
油絵の 真に隠れて ゆく黄ろい月
古風な鐘は藍をに じませて鳴る 曇る 動かな い土絵具の カ ン ヴ
ガラ ス 絵 のやうな夢を
絵画は燃えるような赤でなければな らぬ
ぼくらに 一 枚 の絵皿を見せたこ とが ある
レ ッ テル でもなければ 絵皿 の風景でもない
太陽が緑の絵具をとか して い る芝草のうえを
はい る と つぶやきながら黒い色の真実やめ っ たに売れない エ ン ジ ェ ル の 絵を売 っ て い た+
きみが好きだとい う､ 武者小路の ､ 茄子や南瓜の 素朴な絵､
やさ しい 茎と卵披永遠で ある
永遠を忘れてゐ る勝の下で
永遠 よりみ じかい 時間のうちに
永遠の 星 花 鳥 樹 魚な どの
永遠に吠える こ と の な い 狼に見えてくる
そ して永遠に死んだふりを して い る のですね
ひと群れの鶴にまじ っ て ､ 永遠 の刑罰を
終りがあるの だろうか ? 永遠の眠りが
永遠に受けとる こ との な い
(永遠に受けるこ との な い報酬は
かれは永遠に死んで い っ た
波は永遠の 沖 へ 去 っ て い っ た
サ ン ･ ペ ニ ル街七十 一 番地に､ 永遠に雨を降らせ るだろう.
あなたは暗い鉄格子の 中に､ 永遠に繋がれるだろう｡
空 しい喝采の なかで､ 永遠に空中を泳ぎ つ づ けるだろう｡
永遠プラ ス五分間を ｢早く早く+ とせき立てて い る
永遠に帰る ぺ き家をもたない
永遠に消え▲たが - -
永遠 の空に浮 べ る
えい えんに 永遠 に
o5 5 0 6 5 永遠に吠えるこ と の な い 狼に見えて くる
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o62 06 4
o77 00 8
o 77 01 4
o 77 03 1
o97 005
o97 00 7
o97 0 14
133 0 24
159 0 13
そ して永遠に死んだふりを して い る の で すね
永遠に受けと るこ との な い
(永遠に受けるこ との な い 報酬は
かれは永遠に死んで い っ た
サ ン ･ ぺ エ ル街七十 ⊥ 番地に､ 永遠に雨を降らせ るだろう｡
あなた は暗い 鉄格子の 中に ､ 永遠に繋がれるだろう ｡
空し い喝采の なかで ､ 永遠 に空中を泳ぎ つ づ けるだろう ｡
永遠に帰る ぺ き家をもたない
永遠に消えたが - -
えいき ゆうせんそう 永久戦争
118 0 5
えい こう 栄光
o6 1 2 0 0
o6 1 20 7
11 2 0 17
11 3 00 3
1 13 0 47
15 7 0 08
えい ごき ょうし
1 4 6 0 4 7
永久戦争
わたしの 悲惨は貴方の栄光なの ですか ｡
悲惨もなければ､ 栄光もなか っ た ｡
祖国の 栄光と同胞の愛を信 じて地平線になだれてい っ た
ス タ ー リ ン に栄光あれl
スタ ー リ ン に栄光あれ!
もう栄光の差なんてありません
英語教師
大学で 英語教師をして い た と告げるの で す
エイス
o5 4 136 あらゆ る エ イ ス の 価値 と
えい ぞう 映像
106 0 13 パ ン とい う閃光で 映像がうまれまた消える
えいそくする 永続する
14 2 1 05
えいそくせ い
1 68 0 1 3
巨大なもの の カが 個人の信念 より永続する という証拠はない
永続性
生きるこ と の永続性の あか しか
えがいた 描い た
0 9 7 0 0 4
1 5 0 05 2
しか し雨を描い た動かな い 斜線は､
続 い て第 二輯に逃亡した婿婦の 心理を描い た ｢滅落+ を発表した と ころで､
えが い て
o8 0 3 5 それから指で大きな輪をえがいて
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えがお 笑顔
o53 0 05
o 86 00 6
ノ146 046
えがかれ 描かれ
o 28 0 2 8
o5 4 10 9
142 0 9 4
明るい ひ とび と の笑顔も
さび しい 笑顔をの こ して女は去 っ た
笑顔で立 っ て い て
地図に描かれた曲線の 巧み な配置を
大学生の 放そ い 瞳の奥 に描かれて しまう
オ ー エ ル の未来小説に描か れた 党 は
えがかれた 描かれた
o 28 028
1 42 094
えがかれて
0 54 10 9
えがきだそう
0 54 04 9
えがく
0 68
0 94
0 96
0 96
1 63
1 67
えがく
0 72.
0 97
1(;8
01 8
0 02
0 02
0 04
0 0 1
03 7
描く
0 07
0 0 6
0 0 9
地図に描かれた曲線の巧みな配置を
オ ー エ ル の 未来小説に描かれた 党 は
描かれて
大学生の 放そ い 瞳 の奥に描かれて しまう
描き出そう
一 九四七年の - 情景を描き出そう
一 直線をえがく はて しな い 水平線にそ っ て
見えがくれの執念に つ け狙われながら
太陽をえがく 酒場時代の
ぼくはバ ルセ ロ ナ の夜をえがく
見えがくれに歩きながら
死屍累々の谷が見えがくれするので
うす緑の 大地 ､ 美しい カ ー ヴを描く競走路をみたまえ
も し無慈悲な画家が牢獄を描くと したら､
虹の 国を描くこ ともあ っ たとおもう
えき 駅
0 54 1 1 8
1 83 0 0 1
1 83 0 2 6
えきたい .液体
0 22 0 0 7
えきた い 液髄
0 28 0 1 1
そ して詩人と大学生は駅で しばらく別れを惜 しむだ ろう
郊外の 小 さな駅をおりると
駅前通りから暗い 小道に曲 っ たと こ ろで
裸の胴は液体に近く
液膿のやうに垂れてきたの は疲れた舌で ある
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えきまえどおり
183 02 6
駅前通り
駅前通りから暗い 小道に曲 っ たと ころで
エ クステ ンシ ョ ン
15 5 03 5 自己 の エ クス テ ンシ ョ ン
え(o られ
05 06 4
ェ ゴセ ントリ ツ ク
16 0 06 9
えざら 絵皿
05 7 0 10
05 7 03 2
えだ
013
01 3
01 7
03 9
043
043
042
0 42
04 6
0 53
0 53
0 58
0 65
0 89
1 01
1 09
1 1 6
0 0 3
0 0 4
0 43
02 4
0 0 3
0 2 1
0 1 1
0 18
0 14
0 3 0
0 3 1
0 40
03 5
0 28
05 1
0 0 2
0 12.
枝
エ ッ セ イ
1 50
胸をえ(o られ
エ ゴセ ン トリ ッ タで報復的だ っ たためか 同僚にはうとまれてい たらしい
ぼくらに 一 枚 の絵皿を見せ たこ とがある
レ ッ テル でもなければ 絵皿 の風景でもない
青い けむりの 蛇が枝を登り
枝に小鳥はゐな い
駈け出すと枝から逆さ に墜落 し
小枝や
知慧は しろがね の枝にかけらるるや
知慧は しろがねの 枝にかけらるるや
蛇は力を尺 して しろがねの枝をの ぼる
しろがねの枝にかけられたちひ さな骸を
もとの 薄暗い樹の枝に追ひか へ し
みんな仲 よく小鳥の ように 一 つ の 枝でおやすみな さい
わたしは枝からはなれてゆきます
街路樹の 枯枝に
感覚の 闇を照らした｡ 樹々が小枝を打ちならし
北風がプ ラタナ ス の ほそ い 枝を鳴らして
頭上で 枯れ枝がうごき つ めた い空気にふれるたび に
芽を出し､ 枝葉をひろげ
ほそ い 梅の 小枝汝
oo 2 私は 囲境地 という エ ッ セイ の 中で､ こ ん な こ とを書い た｡
エ デン
o 93 0 15 蛇が隠れたエ デ ン の樹を 一 心 に見つ める
o 93 0 27 かれの魂は エ デ ン の樹 の頂きからはて しなく落ちはじめる
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エ トラ ンゼ
o5 7 012
えa)(･ 絵具
/
o o7 00 6
o99 0 0 4
エ プ ロ ン
o6 6 0 0 8
エ プロ河
o96 00 8
えまい
139 0 0 1
えもの 獲物
o49 0 0 3
えらばれて
o46 03 5
えらぼう 選ぼう
061 11 2
エ リオ ッ ト
16 0 03 0
ぼくは エ トラ ンゼで あ っ たし
古風な鐘は藍をに じませて鳴る 曇る 動かない土絵具のカ ンヴ
太陽が線の 絵具をとか して い る芝草のうえを
汚れたエ プ ロ ン で
エ ブ ロ 河を流れてや っ てきたにすぎん
白い 月の えまい淋 しく
い つ も逆に傾斜 した獲物の な い 地平線 しか見えな い ｡
怒の 鎮まりやすい 剰那がえらばれて
一 つ の も のを選ぼうとする とき
(T.S . エ リ オ ッ ト)
｢現代最高の 詩人T.S. エ リオ ッ トの作で す+
えりまき 襟巻
17 7 0 2 0
える
142
15 0
15 0
15 0
得る
0 7 5
03 7
0 4 6
0 4 7
エ レ クトロ ニ ク ス
1 88 0 5 4
エ ロス
01 4 0 18
きみは襟巻をし
拷問から解放され 自由を得るためには
｢本質的に我々が誇り得るもの 放生理以外に在り得ない ､
｢誇り得るもの + を失 っ たとさ と っ たとき､ 彼は こ の 世から転向して い っ たの だ ｡
我 々が生きのびたこ とで誇り得るもの が､
いまは エ レ クトロ ニ ク ス と老害の 時代なの だ ｡
エ ロ ス よ エ ロ ス よ と騒い で ゐ ると
15 2
えん 円
01 2
0 21
039
128
193
0 2 1
0 2 8
04 4
02 4
0 14
えんか い 宴会
o5 4 0 8 1
えんきん狂う
o9 4 016
えんけい 円形
0 12. 0 2 1
021 0 2 8
ガラ ス の 響をたて る楕円形の葉たち
円形の 恵の な い 世界から
しだ い に眼をとじた稽円の 石に変 っ て しまふ
｢円の切上げより自由化が先+
家族あわせ の 円居が
人々の 笑い と踊りと宴会とのな かに
遠ヨ圧法
かれと言いきみと呼びぼく に返 る心 の遠近法にしたが っ て
ガラ ス の 響をたてる楕円形の葉たち
円形の 窓の な い世界から
えんけい 遠景
12 0 0 5
エ ン ジ ェ ル
14 5 003
14 5 0 0 4
14 5 0 0 9
145 0 1 0
えんじ ようして
08 1 0 1 5
エ ンジン
0 16 010
えんずる 演ずる
えんせき 宴席
18 6 0 7 9
えんぜ つ 演説
12 8 02 5
なま牡蛎色に滞れた遠景のな かを
何もない地面の片隅に針金細エや手製の 指輪を並 べ ど こ にもい な い エ ン ジ ェ ル が こ こ に
は い る と つぶやきながら黒い 色の真実やめ っ たに売れない エ ン ジ ェ ル の絵を売 っ てい た+
そ こ にもあ っ たト - モ ロ コ シの 毛 の そ よそ丘陵を エ ン ジ ェ ル がうまれるの に充分な広さ
とエ ン ジ ェ ル と同 じ肌色の奥まで 開拓 して見せ て い た
炎上 して
炎上 して い た
雲の 島からエ ン ジ ンが響き
宴席の大きな皿 に盛られた海の幸､ 鯛や飽の刺身も
演鋭ぶ っ たは次期首相の福田赴夫さん
えんそうかい 演奏会
oo 5 0 0 1 岸辺で は演奏会が開か れる
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えんてんか 炎天下
127 0 2 1
えんと? 煙突
/
oo5 01 6
o6 1 10 1
o7 3 0 1 1
えんぴ つ 鉛筆
o62 0 2 9
150 0 5 4
えんぽう
167
お 尾
0 87
1 42
187
190
遠方
0 28
0 1 5
0 2 3
0 11
0 0 6
おあい お会い
04 1 05 3
0 68 0 0 3
1 00 0 0 5
100 0 5 2
186 0 18
おあい しませ
04 1 0 5 3
おい 追い
0 62 0 3 1
0 72
072
0
0
0
1
1
1
1
7
8
8
之
5
7
9
2
3
3
4
8
1
0
0
0
0
0
0
0
3
4
5
1
1
3
0
0
0
4
6
3
5
7
1
2
1
1
8
1
4
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炎天下 - -
吹かれてゐる赤い煙突は
煙突が煙を吐い て い るね
墓標の ように番号を つ けた煙突がならび
わた しの 辛から鉛筆を とりあげるように
鉛筆で 何カ所も印をつ けられた頁を つ き つ けられて ､
どんな遠方も
たまに 尻尾をふるの はよけい な こ と
たえず監視され 尾行されてい る
賢い蛇の尾の ような
峰から昇り尾被に沈む日月
また明日 お会い しませう もしも明日があるの なら
(二度とお会い致 しませ ん)
また明日 お会い しま しよう も しも明日があるなら
また明日 お会い しま し よう
そ の ときお会い にな っ た人たちとは ?
お会い しませ
また明日 お会い しませう もしも明日があるの なら
わたし披昔の 少年にな っ て ど こまでも追い かけてゆくだろう
飛ぶ馬を追い こ した
飛ぶ薦が跳ねる馬を追い こ した
- 一 飛ぶ馬が跳ね る席を追い こ した
空を追い つ めて こ こまでくると
高い と こ ろ へ 追 い つ められて
日没に追い つ かれて い た
追いも とめなければな らな い
草原 に追い やられて殺 されるアザ ラシ の
清涜をさか の ぼ っ て幽谷に魚影を追い
おい
0 10
0 25
0 27
0 6
1 82
182
188
老い
0 1 7
)
0 05
0 08
0 1 6
0 21
0 2.6
05 0
おいかえし
0 46 0 1 4
おいかけて
0 62 0 3 1
おい こ した
07 2 034
07 2 0 46
0 7之 05 3
おい しい
0 98 0 0 8
おい しげり
0 26 0 2 0
おい しげる
0 25 0 17
おいたてられ
0 41 0 7 4
おい つ かれ て
1 24 03 1
おい つ めて
0 83 0 15
老 い ぼれた天体は歯がぬけてゐる
松が老いて ゆく錯のう しろに
す べ ての家具が老い てゆき
年老い た母親はい きをこ ろ して坐り
考い たる者には智慧があり
老い の うちにも新 しい命の 水が
老い の 楽しみ に数えて よい だろう ｡
追ひか へ し
もとの 薄暗い樹の枝 に追ひか へ し
追い かけて
わたしは昔の 少年にな っ て ど こまでも追いかけて ゆくだろう
追い こ した
飛ぶ馬を追い こ した
飛ぶ馬が跳ねる席を追い こ した
- - 飛ぶ馬が跳ねる馬を追い こ した
｢ビ ー ル が冷たくて､ とてもおい しい よ
生 ひ茂り
羊歯類が生ひ茂り
生ひ繁り
焔をあげて生ひ繁り
追ひたてられ
あなたは孤独の 中からも追ひ たてられさうになる
追い つ かれて
日没に追い つ かれて い た
追い つ めて
空を追い つ めて こ こまで くると
おい て 老い て
0 25 0 05
0 27 0 0 8
桧が老い て ゆく錯のう しろに
す べ て の家具が老いて ゆき
1 55
おいてある 置い てある
o31 0 1 5
おいで串い でと
13 9 0 0 2
おいてゆく
o25 0 5
雨傘やブラシな ど日用品が置い てある
すすきの穂が遠くからおい でおい で と手招く
老い てゆく
枚が老い て ゆく錯のう しろに
おい のり お祈り
14(; 0 2 3
ヨ凱 ＼ぼれた
o1 0 0 1 7
おいやられて
171 0 1 1
おいら
152 0 1 9
おう 王
112 0 44
162 0 17
187 0 0 3
187 0 2 9
お祈りを捧げてい る と こ ろで した
老い ぼれた
老い ぼれた天体は歯がぬ けて ゐる
追い やられて
草原に追いやられて殺されるアザ ラシ の
お い らの メ ッ セ ー ジ
眠りながら腹をこやす王国を夢みて い るうれ しい はらからたち
かれ白身の 最後の 王国であるから
壁面の 王は
王城はゆら(o か とみえ
おうこく 王国
11 2 0 44
162 0 1 7
おうごん 黄金
05 0 0 15
05 4 15 9
0 99 00 3
153 0 1 4
おうごん じだ い
050 0 1 5
054 1 5 9
眠りながら腹をこ やす王国を夢みて い るうれしい はらからたち
かれ自身の最後の王国であるから
短かか っ た黄金時代 - -
テ ー ブ ル に覚れて新しい 黄金時代を夢みて い る
黄金 の 毛 のむく犬と 一 緒 に
黄金の太刀は
黄金時代
短かか っ た黄金時代 - -
テ ー ブル に覚れて新し い黄金時代を夢み てい る
おうじよう 王城
18 7 0 2 9 王城はゆら(p かとみえ
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おうらい 往来
1 66 0 17
17 2
/
00 5
おえた 終えた
1 09 0 0 9
158 04 4
おお
0 1之
0 14
0 2 4
0 26
o28 0 2 3
054 0 6 3
o54 06 7
054 07 1
06 1 0 2 1
06 1 0 25
06 1 03 7
06 1 0 4 1
08 0 0 1 5
10 0 0 3 8
101 0 16
101 0 46
101 0 6之
101 0 6 4
108 0 1 1
142 0 0 3
14 6 0 2 2
16 4 0 0 1
1 67 0 6 1
17 9 0 1 1
｢礼は往来を尊ぶ+
かさ こ そと往来するの 披
生命の - 循環を終えたの だから
こんなにも早く終えたこ とを悲 しむ
おおきらめく太陽よと
おお主よと叫んだ かは考えてみたらい い
鳩とともにおお救世主の銅像の 髭にも つ い て
おお いまこ そイ ギリ ス に住もう
おお いまこ そ君の虚栄をひきずり下せ!
おお い まこそ偉大な人間と大きな 河は
おお時よ ､ なぜ流れる のか
おお､ これか らどうしよう - -
おお時よ､ なぜ流れる のか
おお､ これか らどう しよう - -
おお 明日をあたえよ
おお 訪れたとみ るまに
おお だか ら - - ･
おお しか レ - -
おお しか し ど こまでもぼくは行こう
おお だから 誰もぼくを許そうとするな
おおきな追憶が港から出て ゆくの に
おおびらに話されなくな っ て い る - -
金色の聖像におおぜい の人が
おおきな眼を空洞にして
錆びた針金の蔦におおわれて
蔦におおわれた高窓は
翁おあたり 大当り
1 60 0 17 コ ー ネリ ア ス は宝くじで大当りし
1 60 03 3 印刷の 不備で
'
く じに外れた老楽師に 大当りの賞金を全部や っ て しまう
おおい かける 覆い かける
o6ま o 18 あなたはかすかに しめ っ た灰の匂い を覆いかける
おおい そぎで 大急ぎで
14 6 0 1 8 大急ぎで走 っ て い き
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おおいなる
o42 0 0 7
o44 0 1 6
o61
/
14 0
o61 184
o61 19 3
o61 19 8
o73 0 2 0
100 0 8 2
10 1 0 4 0
おおかみ 狼
o5 0 65
10 1 03 0
10 6 03 1
19 2 0 1 4
おおきすぎる
062 0 1 6
大い なる
大い なる弧をめ(Q り遠かに高い 所から
大い なる真昼の泉に い そ そからだ｡
眼下の大 い なる混沌の むか しに
大い なる父 よ､
大い なる父 よ､
父 よ､ 大い なる父よ､
大い なる積乱雲の さけ目をみ つ めた
大い なる真昼はたちまち欝り
きみたちは きみ たちの大い なる真昼をかきけせ!
永遠に吠える こと のな い狼 に見えてくる
すこ しばかり遠い と こ ろ 狼の影もない と ころ
詩人な ら孤狼な 口髭とか 大切な象徴の 鼻に つ い て
薄暮 と昧爽 とをとりちがえてい た迂闇さに､ 狼狽するも間なく ､ 巨大な生きもの の胎内に のみ こまれる ように､
大きすぎる
大きすぎる白い屍衣を脱ぎ
おおきな
10 8 0 1 1
1 64 0 0 1
おおきな 大きな
0 14 0 0 3
041 12 0
053 00 1
054 07 1
054 16 6
064 0 0 1
064 0 3 2
065 0 1 4
072 0 65
08 8 0 3 5
08 8 0 7 9
10 3 0 3 1
11 3 02 4
14 1 0 0 4
15 1 0 17
17 0 0 14
18 3 02 1
186 07 9
おおきな追憶が薄から出て ゆくの に
おおきな眼を空洞にして
頭の大きな楽器が目覚めたらしい
費藩な幹に大きな葉を つ け て ゐた樹木
わたしの大きな瞳には
おお い まこ そ偉大な人間と大きな河は
僕らの 家の 戸口 を大きな拳で敵く朝の こ とを･ - ･ ･
大きな夕暮の環に灯をとも して ､
大きな夕暮の 環に灯をともして ｡
死せ る魂に､ 大きな裂け目をつ くり
十万の ひ とが残 して い っ た大きな寂参が
それから指で大きな槍をえがいて
大きな声で うたうぼくたちの歌に
きみが見た大きな虚無はふかくぼくらをひき つ ける
答えよりも大きな疑い はなか っ たか ら
小さな虹をまた(o 大きな虹を見たわ o
まる で大きなおけらである
蓮の葉の 上に大きな露の 玉が乗 っ て い て
大きな買物袋をきげた母親の あとから
宴席の 大きな皿に盛られた海の 幸､ 鯛や絶の刺身も
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おおくの 多く の
o3 8 00 7
o5･6 0 09
o7 4 0 1 6
o7 4 0 1 7
o 76 0 08
o76 0 1 2
o 7 0 0 4
o95 02
o 95 00 3
0 95 0 0 4
13 5 0 0 3
14 2 0 0 4
185 0 0 6
おおぜ い の
1 46 0 2 2
おおぞら 大空
078 01 8
おお っ て 覆 っ て
1 92 00 4
おおてまち
128 0 0 1
おおひ 覆ひ
012 0 20
おおふ 覆ふ
028 0 4 1
041 14 5
おおわれて
16 7 0 6 1
おか 丘
01 2 0 1 7
02 8 0 21
04 6 0 2 0
0 6之 0 4 3
多くの影の上で顛 へ て ゐる
ア ー ク灯 のかげで多くの骸骨が
多くの友が死に
さらに多くの友が死んで ゆく とき
さらに多くの涙があるの に
言わねばならぬさらに多くの こ とがあ っ ても
多くの兵士は
多くの時 と多く の場所 と
さらに多く のも の がか か っ て い る
多く の それらを
多くの 国人と語 っ て同時に
西側の新聞や著名人の 多くの 声明には
あまりにも多くの 人に
金色の 聖像 におおぜい の人が
ぼくらはむな しく大空に
夜明け前の微光があたりをくまなく覆 っ て い て ､ ど こ へ 行 こうとして い るの か ､
大手町
大手町の 矩形の 空に
知識の樹は ア クロ ポリ ス を覆ひ
おびただしい 自然を覆ふ霧はやがて見えな くな ると ころ
またぢきに 嵐と雪で家々を覆ふ冬が来て
錆びた針金の蔦におおわれて
パル テ ノ ン は丘にある
親何学が白い 肉のやうな丘に
たとえ純粋な線が 墳茎の 丘 より呼びか けようと
こ の 小さな丘 の斜面に寝そ べ っ て い ると
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o83 0 1 1
o83 0 16
104 0 05
109 , 0 0 5
/
112 0 0 8
1之9 0 0 5
145 0 0 9
167 0 65
17 01 2
さあ丘 をの ぼると しよう
これはもう丘 とはい えない
わたしの丘や森や海岸は すで に
生命の奔流は丘 をくだ り
ジ ョ ホ ー ル の 血 の 海峡 ブキ テ マ の焦げた丘
殺された男の 丘もみえない
そ こにもあ っ たト - モ ロ コ シの 毛 の そ よそ丘陵を エ ン ジ ェ ル がうまれるの に充分な広さ
ああ 丘の うえ の 廃屋 よ
て の ひらをまどの 丘 に
おかされて 冒されて
16 6 02 3
おかし 侵し
039 089
040 0 2 4
おかし 犯し
13 6 0 0 6
14 9 00 6
おかしくない
1 67 0 1 7
おか した
11 3 0 3 0
おか した 犯 した
149 0 0 6
おかしな
160 0 13
おかしはじめる
040 02 4
おかれてい る
077 03 9
142 0 8 2
おがわ 小川
062 0 5 2
巧妙に管理 されて アジ ア病に冒されて い く
古び たドア を侵 し
東方からおま へ の からだを侵しは じめる
妹たちを犯 し
い くたび禁制を犯 したろう ?
い つ 崩れ落ちてもおか しくない
不運にもあやまちをおか した者は
い くたび禁制を犯したろう?
コ ー ネ リ ア ス と いう無名の 男の 涙が出るほ どおか しな物語
侵 しはじめる
東方からおま へ の からだを侵 し放 じめる
やき しい 女の ひ との手がおかれて い る
彼がおかれて い る状況は 西側の 同時代人の それより
海 へ い そ そ小川 のせせ らぎや
1 60
おき 沖
o68 03 0
o7 3 00 2
o8 2 ′ 00 5
/
18 1 00 4
とおくの沖を眺めても
とおい 沖まで
波は永遠の 沖 へ 去 っ て い っ た
沖は見えず
おきかえ 置き換え
o5 0 0 1 6
おきて 捷
0 62 01 9
10 3 0 0 1
1 61 0 15
おく
026
05 4
1 00
1 01
1 06
1 45
1 46
1 74
1 88
0 0 6
1 0 9
0 2 4
0 3 8
0 43
0 1 0
0 5 4
0 1 8
0 0 8
輿
活字の 置き換えや神様 ご っ こ - -
｢も し身体にも魂にも属さな い 接があるなら
どう して地上の捷はやぶれたか
それが捷で ある
そ の とき銃眼の奥から呪む
大学生の 圧そ い 瞳の奥 に描 かれて しまう
沈黙の奥ふかく追放された
奥地や海洋で 抵抗する住民をうち ころす必要はな い
詩人の 本質は変らない それは目にみえな い 奥にあ っ て
と エ ン ジ ェ ル と同じ肌色の奥まで開拓 して見せ て い た
だんだん奥 へ 奥 へ と入 っ て い くようで
(きみが美しい 奥さん と結婚 して､ み んなに羨まれながら､ 西荻窪の ア パ ー トに住んで い たときの こ とだ)
歯も､ 先日､ 奥歯が 一 本､ 根が痛みはじめたので ､
おくさん 奥さん
1 74 01 8
おくじ よう 屋上
05 6 0 12
091 0 1 1
129 0 1 6
おくじ ょうぶ - る
12 9 0 1 6
おくち 奥地
10 1 0 3 8
おくば 奥歯
18 0 0 8
(きみが美 しい奥さん と結婚して ､ み んなに羨まれながら､ 西荻窪の ア パ ー トに住んで い たときの こ とだ)
とおい ビル の屋上 で
新聞社の 屋上たかく舞 っ て い る伝書鳩の
ひ とけ の ない 屋上プ ー ル と
屋上プ ー ル
ひ とけの な い 屋上プ ー ル と
奥地や海洋で 抵抗する住民をうち ころす必要はな い
歯も､ 先日､ 奥歯が 一 本､ 根が痛み放 じめた ので ､
おくび ょうな 臆病な
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142 0 8 7 臆病な政治的理由があり 小 さな幸福を旺ん の 少し長引かせ るため の
15 0 0 03
｢彼汝臆病な ドン . フ ア ン であ っ たo
おくネかく 奥ふかく
10 0 24 沈黙の奥ふかく追放された
おくられた
o53 0 1 4 昔の 恋人からおくられた銀の ロ ケ ッ トを
おくられた 送られた
14 8 03 1 同じ輸送船でス マ トラ 島に送られた転属組の十三人だ っ た｡
15 0 07 3 きみから送られた昔の雑誌を手に して ､ な つ か しい 面影に出会 い ､
おくれ
10 6 03 4 時代におくれ 人におくれたすぺ て のも の をとり戻すために
おくれて 遅れて
12.4 0 2 8
14 7 0 0 9
おけ
13 0
13 6
1 60
1 62
棉
0 1 5
0 25
0 6 1
02 3
(短評 :空間披ど の部分も遅れてい る?)
と ころが遅れてや っ てきた壮年時代に入 ると
せめて桶 にでも入れておい てくれよ
わい せ つ な歴史の 棺桶の
かれが家を出たとき 母親は ｢棺桶に入 っ て 帰 っ て こ い !+ と言 っ たが
かれの 死が均合うの は - 桶 の汗か
おけら
151 0 17 まるで大 きなおけらである
おげんきで お元気で
150 0 8 1 ではお元気で o
おこ っ た 怒 っ た
o1 3 0 1 2 パイ プが怒 っ たの かね
おこ っ て い る
01 7 0 0 8
おこらなか っ た
04 1 10 2
怒 っ て ゐ る
怒 っ てゐ る沙漠に
起らなか っ た
か つ て 何処 にも起らなか っ た こ と
おこる 起る
o 28 0 1 8 つね に涜通する貨幣の 繋か ら起ると いふ
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おきえ 押え
o4 8 0 18
06 3/
007
おさえて
o66 00 6
18 8 024
おさえて いる
1 88 0 2 4
おさえて いる
048 018
おさない 幼い
1 59 012
1 75 0 0 7
おさらば
061 02 6
143 0 14
おし
047 0 17
053 0 39
05 4 1 65
06 1 1 3 8
06 6 0 3 6
07 0 0 4 5
10 1 0 0 9
1 12 0 4 7
1 60 0 5 6
まだ とおくから押えてい る性!
ぼくはあなたの 口を押えよう とする
女の 子がひ とり涙をおさえて立 っ て い た､
両 の こぶ しで ､ 眼をおさえて い る光景､
両 の こぶ しで ､ 眼をおさえて い る光景､
押えて い る
まだとおくから押えてい る性!
まだまだ幼い 母の うしろ姿は襖の 蔭に
幼い疑問 へ の 答えを
酒と女におさらば して ､
噛息 の諺言におさらば して
おしあい へ しあい
0 72 0 6 2
おしえた 教えた
057 00 7
おしえて 教 へ て
039 0 9 6
おとろえた視力の 闇をとおして
狂お しく地上にか え っ て ゆ く
おどりた つ群集をおしの け
水仙や蛇や もろもろの 生ける質を潤おした』
どの 家々も沈黙の 屋根 におし つ ぶされて い た､
おまえの 胸をおしひらく｡
重たい 刑罰の 砲車をお しながら
待ちどお しい ぞ 世界の終りが
そ の日は夜どお し起きており 朝の 四時にゴミを捨てに廊下 へ 出て
押 しあい へ しあい
群集は押 しあい へ しあい停車場めがけて
パ ス カル の読み方を教えた青年が戦死 し
悪魔 よ教 へ て くれ
163
おしえる 教 へ る
o10 0 0 4 白い 帽子は頭の ア リカを教 へ るとともに日の 匂を発散させる
o4 01 1 御身は教 へ る ､ 肉の 宙 (すゑ) なるもの たちに ､
†
/
おしつ ぶ され
o66 0 3 6 どの 家々も沈黙の 屋根 におし つ ぶされて いた､
おしつ ぶされた
1 73 0 34
おして 押して
0 41 0 6 2
0 96 0 1 0
おしのけ
o54 1 65
おしひらく
07 0 04 5
おしまい お終い
062 04 5
おしまれる
147 0 1 7
おしみない
054 0 1 0
押潰された
押潰されたヒ ュ ー マ ニ ズ ム の 声な ど役に立たぬ
ドアを押して
とある バ ー の ドア を押 して入 っ たと思い たまえ
おどりた つ 群集をお しの け
おまえの 胸をお しひらく ｡
こ こ でもうお終い だと いう気がします
惜しまれる
惜 しまれる死に方を しなか っ た こ とで
惜 しみな い
惜 しみな い質讃の 言葉をおく っ た
おしむ 惜しむ
o54 1 1 8 そ して詩人 と大学生は駅で しばらく別れを惜 しむだろう
おしや っ て
155 0 2 4
おしや ぺ り
188 0 4 1
おしょう こう
155 0 1 8
押 しや っ て
精力的にうしろ へ 押 しや っ て い く
お喋 ベ り
とめ どもなく､ そ い つ とお喋 ベ りを始める の は､
お焼香
お焼香抜手早くすます
おじょうひん お上品
084 0 2 2 いともお上品な天使たちが
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おじよく 汚辱
o6 1 0 80 悪臭と汚辱の なかから
/
おしよせ 押しよせ
oo8 0 1 3 群は 雲に乗 っ て押 しよせ 黄色く汚れた地図の 上を
o71 0 4 7 刻々と現在にむか っ て押 しよせる
おしんで 惜しんで
o53 0 4 3 い のちを惜 しんで暮すこ とに悲しみなんかありゃ しな い
おせじ お世辞
o13 0 0 8 撫で てあげませうか とお世辞を云 ひ
おそい 遅い
o73 0 2 3 遅い 希望の船脚であろうか
溶そいかかり 襲い かかり
o8 6 00 7 やがて波が襲い かかり
おそすぎる 遅すぎる
105 00 5 魚釣りには早すぎ､ 狩猟には遅すぎる三月 ｡
125 01 9 祝福はくるが遅すぎるだろう
おそ っ て 襲 っ て
034 0 19
173 04 7
おそ っ て くる
034 0 1 9
173 04 7
おそらく
035 0 2 3
03 6 0 0 1
03 6 0 0 2
03 6 0 1 9
03 6 0 2 0
03 7 0 1 1
08 6 0 0 4
08 7 0 之3
10 6 0 4 6
14 2 10 4
突如 豪雨が襲 っ て くる
すそ大波の ような睡魔が襲 っ てくるだろう
襲 っ てくる
突如 豪雨が襲 っ てくる
すそ大波の ような 睡魔が襲 っ てくるだ ろう
おそらく明日訪れて くるだ らう
おそらくは実らぬであらう樹木
おそらくは咲かぬであらう花花
おそらくは咲かぬであらう花花と
おそらくは実らぬ であらう樹木
夜はおそ らく どこ からでも忍び よる
おそ らく鴎たちは
明日は おそ らく北風が吹く
おそ らくそ の果は ｢未来+ とふかく交 っ て い る の だろう
おそ らくぼくたちは は っ きり 否! と合図するだけで よい だろう
1 65
おそる べ き
o26 03 0
J
/
おそる ぺ き
o2 3 01 8
おそれ 怖れ
o16 015
o4 1 07 1
o4 7 0 13
14 2 03 4
14 7 00 1
14 7 0 12
150 0 10
186 05 9
おそる べ き噴火口は
怖る べ き
怖る ぺき悲 しむ べ き速度の 中に
意地悪な園丁の欽を怖れな さい
あなたは壁を眺め で怖れの 表情を隠さうとしてゐますね
私は怖れる
ひそかに怖れてい る こ とを!
生きてい くこ とに怖れを感 じて い た幼年時代だ っ たら
生きる こ とに怖れも困難も感 じない髪の 毛の 薄い 異にな っ て い た
自分の 血が全部涜れ出 して しまふの ではな い かと怖れた ｡
い っ たい 何を怖れてい るんです?
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おそれる 怖れる
04 7 0 1 3
おそろしい
100 0 6 9
10 3 0 2 7
1 06 0 2 4
14 2 1 1 2
15 3 0 0 5
おそろしき
0 48 0 3 6
私は怖れる
おそ ろ しい速さで
おそ ろ しい 幻想と レビ アタ ン の住む世界だ
詩人と して の かれの おそ ろしい 飛期力をあらわ して い る
どんなにおそろ しい報 い を受けるかは
おそろ しい刃 先にむか い
恐ろ しき
虚空 になげあげられた恐 ろ しき叫喚 - -
おそ ろしく 怖ろしく
o59 0 0 6 波の 音がひ どく怖 ろしく
オゾン
1 81 0 0 3 濃 いオ ゾン の い きがたちこ め
おたがい に
1 48 0 1 4 おたがい に無縁の暮ら しをしてきたの である｡
おたがい に お互 に
o41 00 9 お互に胃を澄ませ
おたがい の
o54 00 6 そ して銃を担 っ たおたがい の 姿を咽けりながら
おたがい の お互 の
1 41 0 16 ぼくたちはお互の影でさえない o
おたすけ
1 14 0 12 い のちだけはおたすけを+
おだぶ つ
1 28 0 4 0 じきベ トコ ンもおだぶ つ
おだやかに
14 8 04 9 日曜日の海はおだやか にぼくたちをむかえた｡
おち
01 2 0 13
o之7 0 15
03 9 14 2
04 0 02 0
07 0 02 0
07 5 0 1 2
0 80 0 1
101 0 5 4
おち 落ち
00 6 00 1
02 6 01 3
027 00 6
03 1
03 9
0
0
0
0
0
0
0
0
3
4
4
5
6
6
7
8
0
0
1
1
1
9
1
1
8
2
2
0
3
9
9
0
2
3
1
3
8
8
4
0 14
02 6
1 05
0 9 1
1 2
0 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
1
1
之
9
4
6
0
9
5
2
3
8
0
7
4
5
6
- たまりもなく仮死におち
革の 螺旋をとりおちた
わたしの 天は奈落 へ崩れおちよう
風披おちて
わたしの感覚はぬ けおちて ､
悪魔 の手におちるかも しれな い
夕陽の 血が波の うえに したたりおちて
血をはく空洞におちてくる
弾痕からシズクが落ちて るが カ レラは銃器を埋 めて
葉脈から雫が落ちてくる
たくさん の 吸殻が落ちてきた
闇の 一 滴がひそかに青からとり落ちた
露が落ちてきて
落ちてい っ た星を何と呼ぶ の だらう
息はたえ 冷たい ア ス フ ァ ル トの 上に落ち
葉はぬけ落ち 黒い 幹が囲綾地の 隅に忘れられた
踊 っ て い る男女の影がア ス フ ァ ル トに落ちてきます
落ちた夕日の赤い 血が
落ちてゆくわたしの 身体を支え て くれる の は
わからな い ､ どうして此処 へ 落ちたのか
より高い 青空の深み へ 落ちてゆく
きみの欲望は夕陽を浴びて ビルディ ン グの林に落ちて ゆく
かれの 魂はエ デ ン の樹 の演きからはて しなく落ちは じめる
落ちて くる頃｡
こ っ ち の 星が落ちてい く
過去は心か らぬ け落ち
167
142 02 6
14 4 00 7
1 67 0 17
172 00 2
189 03 5
わたしや わたしの 家族の頭から 髪の 毛 - す じ落ちやしな い とは
鱗の落ちた蛇神は無性闇に裾転し
い つ 崩れ落ちてもおかしくない
木の葉 の ように舞い落ち
銀の フ ォ ー クが石 の床 に落ちる
おちいらず 陥らず
160 0 7 7
おちた
031
062
070
14
落ちた
0 1 4
0 0 4
03 0
007
おちて
o4 0 02 0
07 0 02 0
080 01 0
10 1 05 4
おちて 墜ちて
08 2 0 15
おちて
00 6
落ちて
0 0 1
02 6 0 13
02 7 0 0(～
O39 0 26
039 10 5
058 0 0 9
062 0 0 6
083 0 1 9
09 1 01 5
10 8 03 4
12 8 0 85
16 7 0 17
おちて い っ た
03 9 1 05
おちてきて
0 39 0 之6
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自殺もせず 狂気にも陥らずに
闇の 一 滴がひそかに青からとり落ちた
落ちた夕日の赤い血が
わからない ､ どう して 此処 へ 落ちたのか
鱗の落ちた蛇神は無性闇に輯転 し
風はおちて
わたしの感覚はぬけおちて ､
夕陽の 血が波のうえに したたりおちて
血をはく空洞におちてくる
すると小鳥がたそがれの窓に墜ちてくる
弾痕からシズクが落ちてるが カ レ ラは銃器を埋めて
葉脈から雫が落ちてくる
たくさん の 吸殻が落ちてきた
露が落ちてきて
落ちてい っ た星を何 と呼ぶの だらう
踊 っ て い る男女の影がア ス フ ァ ルトに落ちてきます
落ちてゆくわた･しの 身体を支えてくれるの は
より高い青空の深み へ 落ちてゆく
きみの欲望は夕陽を浴びて ビルディ ン グ の林に落ちて ゆく
落ちてくる頃｡
こ っ ち の 星が落ちてい く
い つ 崩れ落ちてもおか しくない
落ちてい っ た
落ちてい っ た星を何と呼ぶの だらう
落ちてきて
露が落ちてきて
おちてゆく 落ちてゆく
o62 00 6 落ちてゆくわたしの身体を支えてくれるの は
o8 3 0 19 より高い青空の深み へ 落ちてゆく
o9 1 0 15 きみ の欲望汝夕陽を浴びて ビルディ ン グ の林に落ちて ゆく
蕃ちてる 落ちてる
o o6 00 1 弾痕からシズクが落ちて るが カ レラは銃器を埋めて
おちば
002
01 1
03 8
049
050
053
053
053
053
053
053
084
084
109
(らくよう) 落葉
o o4 (落葉は降りしきる あ ゝ 淋 しい 曲を聞い た)
o o 6 落葉が散 っ て 冬が残 っ て ゐる
o o 1 落葉は
o o8 落葉に吹きまくられて ゆく地平線に
o 19 ｢淋しさ の 中に落葉がふる+
o o3 暗い 空 の枯れた林から落葉がすきまなく降 っ てきます
o 32 わたしは落葉の精な の です
o 53 しか し落葉の なか でふりかえ っ ても
o 5 4 淋しい わた しの足跡は落葉に埋 っ て見えません
o 5 6 降り つ づ く落葉の雨の なかから
o 6 1 わたしの 髪に わたしの肩 に 落葉はしずかに つ もります
o o 7 散 っ て ゆく落葉の女を尋ねて
o 3 3 落葉がふり つ も っ てゆきます
o1 3 落葉の雨を降らせて い る｡
おちはじめる 落ちは じめる
o93 02 7 かれの魂は エ デ ン の樹 の 頂きか らはて しなく落ちは じめる
おちびと 落人
144 01 3 浄食の歯 そきなまなましき落人は
おちやわん お茶碗
o8 8 04 8 これはお茶碗 これ汝お皿
おちゆく 墜ちゆく
o 65 03 4 墜ちゆく星 の ､ 最後の またたきが
おっ た 追 っ た
o之1 0 15 逃げて ゆく太陽を追 っ た
おっ てゆく 追 っ てゆく
o2 5 01 日暦をめ(o り欲望を追 っ て ゆ くもの よ
o99 0 0 2. 逃げるボ ー ルを追 っ てゆく
1 69
おっ とり
174 021 お っ とり して いて ､ ど こ が強い の かわからない ような碁風だ っ た｡
オデコ
o1 7 02 2 月がオデ コ に光り始めたら
おと 音
oo 2 001
003
00 4
005
008
014
016
017
018
019
023
02 6
027
028
028
030
031
03 2
03 2
03 4
03 5
03 7
03 8
03 8
03 8
03 9
03 9
040
041
041
041
041
041
043
045
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
2
0
2
1
0
0
0
1
1
6
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
1
1
0
1
0
9
7
3
4
4
4
6
3
4
7
9
8
6
4
7
6
4
1
0
1
1
2
9
1
0
1
2
7
1
5
1
00
9
4
2
7
3
0
9
5
6
3
0
4
0
3
6
氷が音たて てはぜ る
カレ ンダ ー に音楽が涜れ
太陽の 楚音が妃づい てくる
鈴を振るかすかな音よ
レ コ オ ド音楽にクチあい て 緑の藻を夕 べ てゐる
花の ある音楽に つ れて
星にとびちる音 (ね) をふんで
青い ア クマ が音を糾ブた
音楽が室内に溢れてく る
音もなく音な く
青もなく日(o れがきたとい ふ
風の音に向 っ て
局囲の選者をきか な い
文明的なもろもろの雑音の性格により
そ こ にある推音吐まがりくね っ て
どこ からともな い 一 滴 の水 一 滴の 音に
音はドア の 申でさ へ 聞えない
気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
だが椅子の キ ー キ ー い ふ音に
音を発 してそれらは
楚音は
地下をながれる水の音吐
虚ろな楚音が
でも音楽だけ披い つ で もや っ てゐて ほ しい と
こ の 管はなんだが眠い やうな音をひびかせる
床を踏み に じる音によ っ て
また笛の 音を喚び
水の音も
昔を刻み 立止まり 年を待 っ てゐ るやうに
水の音が
嵐の音が聞え ドアが乳る
ただ - 脚 の椅子が あるだけ 気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
街の雑音はあなたの耳を不注意に した
青もなく 部屋の扉が ひらく
音もなく空を走る稲妻を見あげてゐ る
170
046
04 7
04 7
04 7
04 8
04 8
04 9
05 0
05 4
05 4
05 6
05 8
058
05!)
061
061
066
073
081
084
084
091
100
107
112
12.1
122
12 5
12 9
13 9
14 6
14 6
146
15 4
15 9
1 59
165
167
175
175
179
185
18 6
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
4
0
0
0
1
3
0
0
2
3
0
0
2
0
4
5
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
5
6
7
8
2
4
9
2
5
2
4
3
5
6
6
8
8
5
2
3
1
0
4
0
3
1
0
0
0
0
2
4
6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
1
1
9
6
9
3
8
5
8
5
3
4
8
4
1
7
1
1
4
4
1
3
2
0
2
7
2
内部を刻む時計の 音に 蒼ざめた河の こ の沈黙はつ きまとひ
つ かれた椅子の 乳る音 - -
重たい 時計の 振子の 音 ･ - -
頭上で屋根を剥(o 不気味な爪の音 - -
川は音をたてて背中をながれる
かすかにトル ソか ら涛の音がひびく
(すそれた笛の 音とすそれた涙を -)
あらゆる階段の 楚音の なかから､
音楽はたえまな く狂気を弾奏 しなければならぬ
無言で蓄音器の レ コ ー ドが廻転する
重たい 誰か の靴音が
鎚の 音が こだまし
灰い ろ の 建物の したを孤独な靴音が
波の 音がひ どく怖ろ しく
街角をまがる楚音の ように
あなたの 楚音と､ あなたの足跡は､
すると不意に ､ 一 枚の 戸が青もな くひ らき
音もなく歩い て い っ た
たえまなく爆音がして
い い 音で鳴る弦と弓が
土人の 音楽があります+
軽い プ ロ ペ ラの 麹音をひ びかせ て
あらゆる階段の楚:音 の なかから
尖塔の 鐘の音も若か っ た
たぶん 時代がわるい ん だろうと異口同音に歌う
台所で は大根を刻む音が して い る
ひ としきり烈 しくな っ た雨音をきく
六月の雨はしきりにふり 音楽は とめ どもなく
地上の物音はきこ えな い
ど こからか砧を打 つ 音がかすか に聞えてくる
自分を閉じこ める音でもありま した
誰かの 楚音がします
屋根を叩く雨音がひ と しきり強くな っ て
悲しみ の 音色にさそわれ
時を刻む音ば かり高くな っ て い く屋漏で
かすかに衣ずれの音と寮香の かおりを残して
腹式呼吸の い きの 音
あおられたドア の 開閉音にあわせて
冬に しては噴い雨の 音が
同じ雨の音を聞きながら
街の雑音からはるかに遠く
慰めを与えた哲人風の 音楽家の
青もなく発車し到着しますからね!
1 71
186 02 4
189 02 5
189 0 33
192 0 0 6
192 0 09
昔の 発車 ベ ル の音が体内の ど こ かに残 っ て い たんですよl
無音無重力の ガラ ス の部屋で
カチ ャ リ と皿にあたる小さな音が
それにしても､ と影をもたぬ寂夢が ､ くびをか しげる ｡ 人に会わぬ ｡ 風はそ よとも吹かず､ 自分の 足音さえきこ えな
あの 音は､ 幻聴かも? とぎれとぎれに聴えてくるが ､
おとうさん
151 0 29
おどおどして
14 6 0 5 1
おどかし 脅かし
142 11 3
おどかす 脅かす
03 6 02 3
1 67 0 64
おとこ 男
040 0 17
041
051
052
054
056
05 6
058
060
06
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
8
8
8
0
0
5
5
5
5
5
8
8
1
2
4
5
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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2
0
1
4
0
1
0
0
1
1
0
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2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
9
0
8
2
0
9
9
3
8
3
2
5
4
4
1
3
1
4
1
1
1
3
8
3
3
5
3
5
2
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おまえをおとうさ んと呼ん で い る娘を裸にし
おどおど して い るわた しの手をと っ て
歴史を作る者をたえず脅か しつ づけて きた基本的なイ メ ー ジで ある
脅かす影は誰だらう
脅かすような慰めるような圧力を加えてくる
壁の 下で マ ッ チをする男のために
錆びた鉄柵に焦れる小男の悲哀よ
｢こ の 男 の顔色は - - - I+
あなたが男を誘惑する はずだ っ た可愛い い頬 の黒子の こ とを
死ん だ男の ために
夕暮のなかで煙草をす っ て い る男が い る
抱きあ っ た若い 男女にな っ て
踊 っ て い る男女の影がア ス フ ァ ル トに落ちて きます
ときに 一 人の 男が
孤独な道を歩い てくる男だ けが
黒い 喪服をつ けた男の
部屋住い の 異にと っ て
男は待 っ て い た､ 一 体待 つ こ とに
わけもなく涙をながす男の
どの 恵も､ 胃をすまして い た｡ 男は
星も月もない 夜､ 毛布にくるま っ た男は
十九歳の 男は 海にむか っ て
十九歳に別れを告げた異は
家族からは(o れた男の 子は
負け馬に賭けてきたぼくの ような男には)
ながく髪を刈 っ たか る い 男が
みかけより真実を飾らぬ男だ
銀メ ッ キの光りをうか ぺ た不敵な男だ
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おとし 落し
010 0 1 3
017 0 4 3
023 0 1 3
034 0 1 5
054 07 7
055 05 8
08 9 02 5
い つ も刃を上にむ けて い る親切な男だ
海岸から男たちの 影を洗い 去るであろう
あの ブ ロ ン ドの 若い 男は､ 動物になる夢を持たなか っ たろう｡
サ ア カ ス で ブラン コ をする男は､
不吉な羽 ばたきをして 地面を歩く黒い 鳥の 果たちもい る
三人の 男は い まはトンズラ
ときに男をさび しくさせ る
殺された男の丘もみえな い
男の首が二 つ
木を伐り倒す男ら しく
男は しきりに木に還りたが っ た
珂うちするあやしき男から
男の 世界は終 っ た
何かを思い止るように と 一 人 の 男が 一 匹の犬にとめられて いた
固い パ ン の 男がゼリ ー の 女に食 べ ながらス トレ ー ト に話 し合おうと云 っ て い た+
生きる こ とに怖れも困難も感 じな い髪 の 毛の薄 い男にな っ て い た
若い 男女でい っ ぱい の フ ラ ワ ー ･ セ ン タ ー に立ちよ っ て ､
まず男だ
なんと魅力の な い 五十六歳の 男だ ろう
ずい ぶん手間暇の かかる異にな っ て い る
コ ー ネリ ア ス と い う無名の 男の 涙が出るほ どおか しな物語
観客の い っ ばい つ ま っ た劇場で 司会役の若い 男から
さび しい 男の 朝の 独白)
わずかに男は苦笑し
男と女は 一 緒 にい ると
はそれ ペ ンギ ン の 男は思う
頭蓋骨を射ちぬかれて 死ぬ 一 人 の 男
約束の ように守る男な ら
｢女の子の心理+ なん て私だ っ て判んな い ですよ｡ 私だ っ て ｢男の 子の 心理 + は判んない ですからね｡ お年寄り
アイル ラ ン ドとス ペ イ ン の混血 の 男と
一 対 の男女の世界では ､ 甘美な
幻想と化するこ
-
とを証 した 一 人の 男が
ヒ バ リが墜落 してくる
駈け出すと枝から逆さ に墜落し
巨大な鳥にな っ て夜 の 空に墜落し
あやま っ てラ ンプを落 し
僕はなんにも見落 しはしなか っ た
急転直下堕落して い っ たあの
編物をして い た手から毛綿の玉を落 しました
おとしより お年寄り
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180 0 11
180 017
おとせ 落せ ′
o20 0 1 1
おどっ て い る
o58 0 0 9
｢女の 子の 心理+ なんて私だ っ て判んない ですよ . 私だ っ て ｢男の子 の心理+ は判ん ない ですからねo お年寄り
だからとい っ てお年寄りの心理 を甘くみてはい けませ んよ
皿 に落せば貝の ひびき
踊 っ て い る
踊 っ て い る男女の 影がアス フ ァ ル トに落ちてきます
おどっ て い る 踊 っ て ゐる
oo 3 0 1 3
おとづれ 訪れ
o3 5 02 3
10 0 03 8
162 01 4
18 0 05 2
窓を開けると雪が踊 っ てゐ る
おそらく明日訪れてくるだらう
おお 訪れたとみ るまに
い つ かは訪れる忘我の 果て の
とびきり冷たい夏の訪れで ある
おとづれた 訪れた
1 0 0 38
おとづれてくる
035 0 23
おとな 大人
059 026
088 0 1 8
おとなしい
142. 0 5 8
おとなしく
10 8 01 7
14 2 0 60
おともなく
019 0 0 6
023 0 0 3
043 0 13
045 0 0 6
066 0 3 8
073 0 1 5
186 0 2 2
おお 訪れたとみるまに
訪れてくる
おそ らく明日訪れてくるだらう
大人にな っ た幻影の 子よ
それから大人たちの仕事
ぼくたちはやがて 比較的おとな しい分裂病者と して
おとな しくサ ン ドイ ッ チを食 べ ながら
精神病棟で比較的おとな しく死ぬだけだろう
音もな く
音もな く音な く
音もなく日それがきたとい ふ
音もな く 部屋の 扉がひ らく
音もな く空を走る稲妻を見あげて ゐる
すると不意に､ 一 枚 の戸が音もなくひらき
青もなく歩い て い っ た
音もなく発車 し到着 しますからね!
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おどらせる
126 0 15 奇蹟の 冒険に胸をおどらせ るだ ろう
おとらぬ 劣らぬ
18 6 080 誰かが寄賭 してくれたナポレオ ン の - 嘩もい ずれ劣らぬ時間の 傑作だ っ た
おどり 踊り
o54 0 8 1 人々 の笑い と踊りと宴会との なかに
o5 6 0 1 1 廃嘘の なかを踊り狂 っ て い る の が見えな い わけではない
おどりくる っ て い る 踊り狂 っ て い る
o5 6 0 1 1 廃嘘の なか を踊り狂 っ て い る.の が見えな い わけ で はない
おどりたつ
o54 16 5 おどりた つ群集をおしの け
【問題点あり】 おどりたつ 躍りたつ
おとろえ 衰え
1 65 02 8
18 8 00 4
おとろえた
04 7 0 17
おとろえた
1 65 02 8
おどろかさな
067 015
わたくしは病み衰えた父の 腕に
どうも､ 視力が衰え､
おとろえた視力の 闇をとお して
衰えた
わたくしは病み衰えた父の腕に
驚ろかさな
ぼくをすこ しも驚ろか さな い
おどろく 驚く
1 06 0 0 4
おなじ 同じ
035 0 1 7
041 0 0 4
041 0 9 4
04 6 03 4
061 15 0
061 15 1
これがみん な詩人だと い っ たら たい て い驚く
同じ廊下で
や っ ぱり同じ陽が照り
あの 人たち と同じやう に股い でゆ けるだらうか
同じ木の 手摺に つ かまり 同じ迷宮の 方向 へ 降りてゆく
同じ霧の 階段 に足をかけ
同じ迷宮の 白い 渦の なかに消えてゆく ｡
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10 6 0 0 2
14 2 0 0 7
142 0 09
143 do5
145 0 1 0
14 6 0 3 9
14 8 0 1 1
148 0 1 2
148 0 3 1
160 0 2 2
175 0 13
175 0 1 5
177 027
188 0 5 8
193 0 1 8
193 0 2 0
おに 鬼
013 0 1 3
おね 尾板
190 0 0 6
おの 斧
090 0 0 4
おの のき
136 0 2 1
おの の く
061 2 1 5
061 2 2 6
167 0 4 0
おのれ
085 01 5
086 0 0 5
101 0 1 4
161 0 1 2
16 1 0 1 3
161 0 1 8
16 1 02 3
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みんな 同じポ ー ズ で い っ せ い に限を
同じこ とがギリ シ アやス ペ イ ンやトル コ でも起 っ てい る･ - -
こ う した 同じ こ とだ と いう作為的な留保がなされるかぎり
何度も同じ夢を見て
と エ ン ジ ェ ル と同じ肌色の奥まで開拓して見せて い た
同じようなドア が行手に
どちらの 友も､ 同じ大学で 顔をあわせ ､
新宿 の 同じ酒場の常連で､ 同じ雑誌の 仲間だ っ たが､
同じ輸送船でス マ トラ島に送られた転属組の十三人だ っ た｡
(公衆の 面前では 場違い な人間とい うの と同じだ)
同じ雨の音を聞きなが ら
きみとぼくは同じ 一 枚 の画面の 中にい る
そ の恐 ろ しさにと い っ ても同じだが
と こ ろで ､ きみは 同じ手紙の後半で ､
同じ風景は二度と現れない
同じ時は決 して戻 っ て こ な か っ た
鬼になる子が
嘩から昇り尾根に沈む日月
斧と鋸が
恐怖におの の きながら
生と死の予感におの の く魂の よう に､
死と生の予感たおの の く魂の ように､
かすかにおの の くの である
おの れに つ い ては何も語らぬ
おの れの 姿を砕けた岩の うえ にみ つ けだす
なにもの よりも おの れ自身に擬する銃口を
たが おの れの裁き手は
おの れではな い から
おの れを赦せぬ理由は
わずかに赦すおの れを許すこ とで
おば 叔母
1 60 0 6 0 最後は叔母の クララが遺体をもらい さげて い っ た
おはか お墓 ′
o53 02 2 い つ のまにかわたしはお姉さん の お墓の前に立 っ て い ます
o53 0 62 お墓の なかでお目覚めにな っ て い るお姉さん!
おはなばたけ お花畠
o69 0 1 7 とてもきれい なお花畠があ っ たん だ っ て
おはよう
156 0 1 8 ｢おは よう+ の かわりに
おび 帯
oo3 0 0 7
017 0 3 8
026 0 2 8
108 0 3 2
118 0 1 3
144 01 6
148 0 5 2
154 0 2 0
169 0 0 1
17 6 0 0 2
おびえた
133 0 1 1
おびただ しい
025 04 0
02 6 01 7
02 8 03 5
02 8 04 1
033 00 3
03 8 0 11
04 1 03 6
05 8 0 2 6
06 1 2 22
061 2 23
07 3 0 1 2
おびて いた
05 4 0 1 1
香い 寒帯から運ばれたミルクに溺れる頃
もう線帯もまにあはない 頃にな っ て
黒い 眼帯を外して
みはるかす何とか連山は紫の帯
あるい は線帯をした
霧の捲か雲の帯
グ ロテ ス クに繁茂する熱帯種物を観賞した ｡
錦 の帯がするすると垂れてくる
線帯にふれたあとの
綿帯を旺どくように
おびえた窓枠のかげシャ ッ タ ー の う しろ
おびただ しい鴬たちが 眼を つ 一おる
おびただしい植物のま へ で立止まると
おびただしい 製品とともに
おびただしい 自然を覆ふ霧はやがて 見えなくなる と ころ
い まおびただしい 影の なか でもがく
おび ただしい ドアがあ っ て
おびただ しい 暇潰 しの なかでう っ とりした
もみあうおびただ しい 影をぬ っ て ゆきます
おびただ しい 灯の 窓が ､ 高架線の 上を走 っ てゆく｡
おびただ しい 灯の 窓が､ 高く夜空をの ぼ っ てゆく｡
そ の下におびただ しい 輸送船が沈んで い た
予感はあらしをおびて い た
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オブ
14 6 04 9
おぼえて 覚えて
o5之 0 1 8
14 7 0 0 5
おぼつかない
17 4 0 1 6
おぼれ 溺れ
oo 3 007
o2 4 00 1
o7 9 00 5
蕃ぼれる 溺れる
0 03 00 7
おまえ
05 5 002
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き っ と こ こ から出して 削ブますよ (ア イル ゲ ッ チ ュ - ･ ア ウト ･ オ ブ ･ ジス) +
どう してわたしが覚えてい なければならない の か
生きるこ とに困難を覚えて い た青年時代だ っ たら
再起はおぼつ かない と いう報らせを受けてから､
香い寒帯から運ばれたミル クに溺れる頃
ふせた耳の上でふと風が鳴る くずおれた月光の 雫に溺れ
青空の無の なかに溺れよう として い る
香い 寒帯から運ばれたミル クに溺れる頃
おまえはただ遠く へ行 こうとして い た
おまえの 濡れた肩を抱き しめたとき
背負い 袋の ようにおまえをひ っ か つ い で
おれとおまえのはかない希望と夢を
おまえはおれの 責任に つ い て
おれはおまえ の責任に つ い て考えて い る
おまえは禿鷹風に化粧 した小さな顔を
おまえは愚劣な討をふくんだ微笑を浮 べ てみせる
｢おまえはか ら っ ぼの個だ
おまえは薄暗い多孔質の宇宙だ
おまえは - プ ラ ス 一 に
おまえの多孔質の体に
◆
は
おまえの から っ ぼの頭 には
- - おれ披おまえをい れる立棺だよ｡
わたしはおまえの 血を飲み 圧 した+
おまえの 熱い 血 の 管は
おまえの 胸をおしひらく｡
おまえはな にもかも諦 めたようにみせかけて ､
おまえは仔兎の ように
あどけな い おまえ の声披 い つもぼくに
ぼくが知 っ て い る の は おまえが生れる前の こ とだ
おまえが生れてか らの こ とは
なんで もおまえの 方が よく知 っ て い る
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8 0 2 4
8 03 0
8 03 1
8 03 9
8 04 3
8 05 9
8 0 62
88 0 69
88 07 8
12 0 1 9
12 02 7
12 0 3 1
12 0 3 5
12 0 3 7
12 0 4 6
51 0 2 1
5 1 0 22
5 1 0 29
5 1 04 2
5 7 00 5
59 01 0
67 05 1
6 8 0 12
おまへ
03 3 0 2 1
03 5 0 0 3
0 40 0 2 4
041 0 8 8
041 0 8 9
おま へ たち
035 00 3
おめでたい
18 9 00 2
おもい 患い
0 37 0 2 1
053 0 60
0 54 0 5 8
062 0 2 3
078 0 1 0
おまえの微笑放
い つ までもおまえに向きあ っ て い たい の だ よ
おまえは小さな手で
そうノしておまえは自分 のまわりに
おまえの世界には
おまえを高く抱きあげ て
おまえが言い
おまえと歩む こ の道は
よく舌の まわらぬおまえの 節廻 しにあわせて
おまえは今朝も蛇口 の まえで
おれたちがどんなに大きく敗れ おまえたちがどんなに小さく勝利 したか
ま っ すそこちらを見ながらおまえは何も見てい な い
それがおまえの獲得した 一 切な の か
口真似の うまい おまえの 仲間は
運命は 一 瞬の 光でおまえたちを数える
と こ とんまで生きる気なんだ ろうおまえは
罰を受け つ づ ける こ とに満足 を覚えるマ ゾ ヒ ス トな んだおまえは
おまえをおとうさんと呼んで い る娘を裸にし
おまえ披誰にも似てい な い
おまえは そ のまま詩だ
｢おまえも達者で ね+
おまえはうやうや しく何を葬 っ てきたの か
変射するおまえの姿に出あ っ たから
おま へ をとりまく五 つ の ドアである
おま へ たちの舌の 上 へ や っ てくる
東方からおま へ の からだを侵しは じめる
おま へ は決 して遠く へ は飛 べ ぬだらう
おま へ の 羽は
おま へ たち の 舌の上 へ や っ てくる
おめでたい 敗者に言う
ラン プよりも巨大な思い 出の 下で
夢を見ながら眠る習慣が こ んな に悲 しい も の とは患い ません で した
大学生は低い声と思い やりの ある眼ざしで話 しは じめる
思い乱れたわた しの頭髪にさ し込まれ
(その友の名妓もう思い 出せな い)
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10 8 00
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おもい
084
094
103
187
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
7
3
0
0
0
5
5
0
1
1
0
1
4
1
1
4
0
1
0
1
0
0
9
3
1
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1
2
2
7
0
0 14
0 18
0 8 6
0 3 6
0 2 5
重い
02 9
02 3
02 0
00 2
おもい 想ひ
04 1 059
おもい あま っ て
1 13 0 35
おもいがけない
099 0 1 0
ぼくの 持 っ て い な い 愛情を思い 出させる
会 っ た こ との な い 人たちの こ とを思いうか ぺ て い るも の
死にはデ リケ ー トな思い やりがあ っ た
とあるバ ー の ドアを押 して入 っ たと患い たまえ
ぼくの記憶は思い がけない 不幸の シ ー ク ェ ン ス で欝 っ て くる
物思い にふける
自己の愚かさに患い あま っ て
思い 出は虹だから
舞台裏で物思い に沈むあわれな役者
われわれに対する思い やりは
寒風に吹かれるみ じめさを思い
何かを患い 止る ように と 一 人 の 異が 一 匹の 犬にとめられて い た
｢もうこ こには い ない の かしら?+ と思い
しか し､ 友人たちは仲間の だれかれをあて こす っ て い る の だ と思い こみ ､
自分でもそう思い 人にもそう思われてい る の に
自分を思い 出すの に
思い思い にさまよう
しきりに思い返される
陽気であれ! 思い わずらうなかれ
ぼくはきみ とた っ た - ぺ ん打 っ た碁の こ とをときどき思い 出して い た｡
会心 の 笑みをもらすきみを前に して ､ ひ どく 口惜 しい思 いをした｡
別々 の 思い にふける子供の ように
若い 証券 マ ン が 一 人で物思い に耽 っ て い る
思い は千々に乱れて消えて い き
いずれ､ 順番がくるだ ろうと思い なが ら暮して い るが ､
必死の 患い で ､ 前方 の真 っ 暗闇を凝視するが､ もう何も見えぬ ｡
重い任務をにな っ たレ ディたちです
海は こんなに心に重 い
旧約の秤にかけてもず っ しり重 い
ぜ い たくな心は重 い
やはり濡れて陸橋に庁んで ゐ る こ とを想ひ
思い あま っ て
自己の 愚かさに思い あま っ て
思い がけな い
ぼくの記憶は思い がけない不幸の シ ー ク ェ ン ス で繋 っ て くる
おもいだす 憶い だす
1 80
o54 1 2 1 いまは自我をみ つ め微かなわらい を憶い だす
おもいだす 思い 出す
151 0 43
おもいで 思い 出
o37 0 2 1
o78 0 1 0
o8 0 0 7
136 0 0 1
151 0 4 3
174 0 1 7
おもいで 想出
02 5 0 45
おもいみだれた
05 9 0 2.3
おもい みだれた
0 62 0 23
おもいやり
05 4 0 5 8
09 5 0 2 0
14 2 0 1 0
自分を思い 出すの に
ラ ン プよりも巨大な思い 出の 下で
(そ の友 の 名はもう思い 出せ な い)
ぼくの持 っ て い な い 愛情を思い 出きせる
思い 出は虹だから
自分を思い 出すの に
ぼくはきみ とた っ た - ぺ ん打 っ た碁の こ とを ときどき思い 出して い た｡
悪い 想出よ
おもい みだれた母 と美 しい 少年の ボ ー トが
思い 乱れた
思い 乱れたわたしの頭髪にさ し込まれ
思いやり
大学生は低い 声と思い やりの ある限ざしで話 しはじめる
死にはデリケ ー トな思い やりがあ っ た
われわれに対する思い やりは
おもいわずらう
160 0 42
おもう 患う
05 2 0 1 1
05 8 0 5 3
07 5 0 1 4
1 10 0 0 7
14 3 0 1 2
1 66 0 1 0
17 1 0 1 4
18 6 0 4 7
18 8 0 0 7
18 8 0 1 4
思い わずらう
陽気であれ! 思いわ ずらうなかれ
わたしはかぎりな くうらめ しく患う
一 杯 の コ ー ヒ ー をまえに して考えよう と思うの です
死のうと思うまえに
思うこ とは呪い になる
岩床に つ くばうあさま しさを思う - - -
一 本 の煙草を思うままに吸えたら
は(o れペ ン ギン の 男は患う
理解されな い と思うの は倣慢 ､ 相手に対する侮辱で す!
思うようにい っ て いませ ん ｡
蓄膿症ではな い と患うの ですが ､ と にかく鼻が詰り､
おもうまま 思うままに
181
1 6 01 0
一 本の 煙草を思うままに吸えたら
おもえた
o 55 01 6
おもえた 思えた
o5 00 7
おもえて 患えて
o59 0 18
おもかげ
183 0 2 4
おもかげ 面影
052 00 2
o5 9 0 1 0
15 0 0 7 3
おもさ 重さ
04 1 10 5
おもたい
0 66 0 15
おもたい 重たい
047 00 7
048 03 2
049 0 0 5
050 0 2 6
054 0 1 6
055 0 2 4
05 6 0 0 4
061 0 0 5
06 4 02 4
10 1 00 9
おもたくな っ た
02 5 03 6
海を飛んで ゆく耳鳴りの ようにおもえた
おれには港の ように患えたの だ
なんだ か迷 っ て い そうにも思えてくる
遠い昔の おもかげを懐 しんだり
忘れがたい 悲しみ の 面影がうかぶとき
今ではな つ か しい 面影の ようにうすれて しま っ た
きみから送られた昔の 雑誌を手に して ､ な つ か しい面影に出会い ､
一 枚の 斌片のなん とい ふ重さ
おもたい よろ い戸をおろ して
重たい 時計の振子の 音 - -
地 平線がの せ て い る人間の 重たい 故郷
重たい 悲しみ に塗りこめられた人間の影がある｡
きみはただ重たい靴の なか に足を つ つ こ ん で静か に横たわ っ たの だ ｡
重たい 軍靴と薬品の匂し.
1を残 し
疲れた重たい 険が
重たい 誰か の靴音が
重 たい 不安と倦怠と
石の屋根の上には重たい雲が垂れこ めて い た｡
重たい刑罰の砲車をおしながら
重たくな っ た
重たくな っ た平に熱い風が
おもちや
15 1 0 3 0 おもちや にする こ ともできる の である
1 82
おも った
o35 01 5
o5 01 4
126 01 9
130 00 2
おもて
125 00 4
おもふ 恩ふ
o39 0 1 6
o3 9 05 2
おもむく 赴く
o54 0 0 9
おもんじられる
10 6 0 0 9
おや
005
01 4
0 53
0 93
146
152
189
0 2 4
0 2 1
0 30
00 1
059
03 3
0 12
一 滴 の余剰を待たうとおも っ た
航海に出ようとおも っ た
よく見ておこう 科学の 問題 とおも っ たもの が
夜の底がひびわれたとおも っ たら
縦横家の仮面のうらとおもて に
哀れな こ とにちがい な い と思ふ
高い 木の 頂まで撃ぢてみたい とひそ かに思ふ
死地に赴く僕たちに
重ん じられる
悪い空気の なか 鳥類の コ ン ベ ン シ ョ ン が重ん じられる
おや 天使が泣い てゐ る
おやおや狂気がくるわい と
みんな仲よく小鳥の ように 一 つ の 枝でおやすみなさ い
- - おやすみ
あなたが傍でおやすみ にな っ て い ら っ しや る
じやあ おやすみ
おやすい ご用だ
おやおや
o14 0 2 1 おやおや狂気がくるわ い と
おやすみ
053 0 3 0
093 0 0 1
14 6 0 5 9
152 0 3 3
みんな仲よく小鳥の ように 一 つ の 枝でおやすみなさ い
- - おやすみ
あなたが傍でおやすみにな っ て い ら っ しや る
じ やあ おやすみ
おやすみなさい
o5 3 03 0 みんな仲よく小鳥の ように 一 つ の 枝でおやすみな さい
おやすみに
14 6 05 9 あなたが傍でおやすみ にな っ て い ら っ し や る
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翁よぎ 泳ぎ
o82 0 0 2
o 97 0 1 4
およぎまわる
o 82 0 02
七月は空を泳ぎまわる魚
空しい 喝采の なかで ､ 永遠に空中を泳ぎ つ づけるだろう｡
t
泳ぎまわる
七月は空を泳ぎまわる魚
およばぬ
174 0 28 ぼくの考慮のおよばぬと ころが
おりた
o54 0 7 6 幕がおりた舞台裏から - -
潜りてゆく 降りてゆく
o27 0 2 3 わづかな煙はグラス の 中 へ 降りてゆく
o46 03 4 同じ木の手摺に つ かまり 同じ迷宮の 方向 へ 降りてゆく
おりまげて 折りまげて
152 0 14 ち ょ っ と折りまげて こすり つ け
オリ ー ヴ
005 0 2 6
094 00 9
オルガ ン
009 0 0 2
014 0 1 7
02.3 0 1 4
10 6 0 2 2
オルケス トラ
01 4 0 1 9
おれ
02 4
036
03 6
03 6
0 36
0 55
0 55
055
055
00 1
00 5
006
0 12
0 24
00 7
0 1 1
0 1 7
0 2 0
オ リ ー ヴの ガラ ス の テラ ス で
こ こ からオ リ ー ヴ の海が見える
黒いオルガ ンが裂けて
パイ プオル ガンも大変不満ら しい
または黒い オル ガ ン の やうに
さらに い っ そう索暗しい の は鼻だろう 内なるオルガ ン の 全神経が
自然にオルケス トラが編制されたね
ふせた耳の 上でふと風が鳴る くずおれた月光の雫に溺れ
それらの悼ましい 怒でおれの 日記を汚すな
だがおれは声高く笑ふために
おれの 睡眠を呼び覚ます
おれの 影はだんだん樹木の 影に似て きた
おれには港の ように思えたの だ
おれはずぶ滞れの 悔恨をすてて
おれたちの夜明けには
とこ ろがおれたちは
184
o55 02 3
o5 02 6
o55 03 3
o55 03 6
o55 03 7
o55 038
o5 03 9
o55 0 40
o55 0 47
o55 05 2
o55 0 62
o55 0 63
o64 0 0 6
o64 0 20
102 0 0 1
102 0 05
102 0 0 9
102 0 1 3
102 0 1 7
102 0 2 1
10 6 0 3 5
11之 0 0 5
112 0 1 3
11 2 02 7
11 2 0 4 9
11 8 0 0 6
12 8 0 6 1
12 8 0 6 8
12 8 07 3
12 8 08 0
12 8 09 2
13 0 00 5
13 0 0 1 6
おれた
05 5
0 80
おれたち
0 55
0 55
0 55
0 55
折れた
02 8
0 18
0 1 7
0 2 0
0 3 3
0 3 6
おれは明けがたの 街にむか っ て唾をは い た
おれとおまえの はかない 希望と夢を
い つ までもおれたちの ひき裂かれた心 と
おれ
ノ
たちはおれたちの神を
おれたちの ベ ッ ドの なかで締め殺 して しま っ たの だろうか
おまえはおれの責任に つ い て
おれはおまえの責任に つ い て考えて い る
おれ披慢性胃腸病患者の だらしない ネクタイをしめ
おれは憎悪の フ ォ ー クを突き刺し
ああ おれは雨と街路 と夜が ほ しい
頚輪ずれしたおれの 咽喉に つ めたい剃刀 をあてる
おれには掘割の そばに立 っ て い る人影が
- - おれ披運ばれてきたんだよ｡
- - おれはおまえをい れる立棺だ よ｡
おれが古い い くさ の 歌をうた っ たら
おれが古い い くさ の 歌をうた っ たら
おれが古い い くさ の 歌をうた っ たら
おれの こ とを憶えて い るなら
おれに訣れを告げ たら
おれの こ とは忘れてくれ
｢おれは詩を書い て い るん だ+ カ ア カ ア カ ア カ ア カ ア カ ア と
おれを見るな さあ握手
過去で しか会うこ との な い おれたちだ 何の秘密もあるもの か
おれたちがどんな に大きく敗れ おまえたちが どんなに小 さく勝利したか
おれたちが本当に別れるの は これがは じめて だが ユ ダ の接吻は い らな い
おれはもう うん ざり
おれはもう会わな い
おれの心 は
おれのイ メ ー ジ に
おれがい なくな っ たら
ネクタイ しおれる
一 つ はおれだが
おれはい い が
折れた埠頭の さきは
い つ までも折れた帆柱を抱い て い るかぎりは
おれたちの夜明けには
とこ ろがおれたちは
い つ までもおれたちの ひき裂かれた心 と
おれたち汝おれたちの神を
185
o55 03 7
112 013
112 0 2 7
11之 0 4 9
おれたちの ベ ッ ドの なかで締め殺 して しま っ たの だろうか
過去で しか会うこ との な い おれたちだ 何の 秘密もあるもの か
おれたちが どんなに大きく敗れ おまえたちがどんなに小さく勝利したか
おれたちが本当に別れるの はこれがはじめて だが ユ ダ の接吻披い らな い
おれて 折れて
o 94 0 0 6 ぽきぽき葦は折れて水垢のうく岸辺
おれまが っ た 折れまが っ た
152 0 2 2 折れまが っ た用済みの黒い 頭と
おれる 折れる
o66 02 7 折れるように飛びおりる姿勢をと っ た､
オレ ン ジ
o95 0 12 まがりか どにオ レ ン ジ の外燈がひ と つ
j3ろか 愚か
o26 0 15
o61 185
113 0 35
193 0 10
おろかさ 愚かさ
113 0 3 5
おろかしい
026 0 1 5
わたしは愚かしい 知識の 墓場を
わたしはどこまでも愚かですから､
自己の 愚かさ に思い あま っ て
愚かな戦争
自己の 愚か さに患い あま っ て
愚かしい
わた しは愚かしい 知識の墓場を
おろかな 愚かな
1 93 0 10
おろかにも
1 00 04 3
おろして
066 0 15
089 0 0 6
おわかれ お別れ
100 022
103 0 1 3
115 0 0 5
愚かな戦争
おろかにもぼくはなが い こ とそう信 じてきたの だ
おもたい よろい 戸をおろ して
あおざめた河明りを見おろ してい る人たちとい っ し ょ に
お別れの短かい 放浪が はじま っ た
(友だち とお別れの パ ー テ ィをして
お別れの言葉はい らない
186
おわり
100 0 13
100 05 9
101 03 9
103 029
翁わり
100
なじめなくな っ た季節のおわりに
それは ぼくの希望の ｢おわり+ にふさわしい 多彩な夏であ っ た
/
死の穫りい れがおわり きみたちの 任務はおわ っ たから
惨劇の おわりにはうず潮がひ と つ
( ｢おわり+)
o5 9 それは ぼくの希望の ｢おわり+ にふさわしい 多彩な夏であ っ た
おわり 終り
o53 0 5 1
o61 2 02
o62 0 0 1
o62 0 3 6
o65 0 13
o65 0 5 1
079 0 1 7
10 8 0 1 5
112 0 4 7
12 5 0 1 4
14 8 0 0 2
15 4 00 3
1 60 0 0 9
1 67 0 7 0
17 3 0 4 0
19 0 0 0 2
おわりに 終りに
0 61 2 0 2
10 8 0 15
148 00 2
1 60 00 9
盤わる
1 01 00 5
11 9 0 14
始めがあ っ て終りがあるの で はなく
美の終りには､
ひ と つ の 年が終り
始めも終りもない 夢の なか を駈けめ(o る
終りがあるの だろうか? 影深い 谷が
終りがあるの だろうか ? 永遠の眠りが
歴史の終りを
存在はす ぺ てある終りに向 っ て動く
待ちどお しい ぞ 世界の終りが
こ の業苦にい つ 終りがくるの か
去年の 一 月の 終りに､
ふたつ とな い 旅の 終りの
そんな今年の冬も終りに3圧い ある日の 真夜中
い つ か終りがくるように
はてさて 七十年代も終りで すか
自然の風景の始めであり終りである
実の終りには､
存在はす ぺ てある終りに向 っ て動く
去年の 一 月 の 終りに､
そ んな今年の 冬も終りに近い ある日の 真夜中
こんなふうにおわるの はな にも世界だけではな い
わたしの歌 の おわるまで
おわれた 追われた
1 04 00 8 太陽に追われた記憶が戻 っ てくるだろうか
おんがく 音楽
0 03 0 0 1 カ レ ンダ ー に音楽が流れ
187
oo8 0 17
o14 0 23
o1 8 0 14
o3 8 0 17
o54 1 之5
o84 019
125 0 05
185 0 07
レ コ オド音楽にクチあい て 緑の藻を夕 べ て ゐる
花の ある音楽に つ れて
音楽が室内に溢れてくる
でも)音楽だけは い つ でもや っ てゐて ほしい と
音楽はたえまなく狂気を弾奏しなければならぬ
土人の 音楽があります+
六月の 雨はしきりにふり 音楽はとめどもな く
慰めを与えた哲人風の 音楽家の
おんがくか 音楽家
18 5 0 0 7
おんしつ 温室
14 8 05 0
おんな
0 11 0 1 0
おんな 女
0 03 00 9
0 06
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
4
4
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
8
8
8
4
6
8
8
8
1
1
5
5
5
6
6
6
8
8
6
6
6
8
8
9
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
3
4
1
1
0
1
3
2
3
1
3
0
0
0
0
0
0
3
4
8
0
7
0
9
2
4
6
2
8
8
4
0
1
2
0
2
2
3
0
6
6
8
6
1
1
7
4
4
慰めを与えた哲人風の 音楽家の
サ ン ･ シ ャ イ ン とい う温室の喫茶店で休憩し､
おんなの腕はやは らかく
盛んに蝋を焚く女の プ ロ フ ィ ル
少女が碧い 眼をした人形を抱 へ て出てきたが
阿片の軽艇 (ボ ー ト) は霧 の中 ヘ 音 い泡を残 して去る べ く 一 人 の少女を誘拐
彼女だけが触れてい る
彼女の位置は どこ にある
彼女の 憂愁は ど こ にある+
不潔な女の ベ ッ ドの方 へ 進んでゆくだろう
抱きあ っ た若い 男女にな っ て
踊 っ て い る男女の 影が ア ス フ ァ ル トに落ちてきます
むかし酒場で知りあ っ た女が
う つ く しく欠伸をして い る女が い ます
酒と女におさらば して ､
狂える女が歌 っ て いたo
空虚であ っ たo 白 い巽をつ けた女が
い たずらな月が生んだ魔女は
異国の女の ように､ 町をみすてて
女の子がひ とり涙をおさえて 立 っ て い た､
たち の ぼる煙りの なか の女をぼんやり眺めて い た､
わかい女 のやせた顔が のぞ き
忘れかけた女から
それから水着の女達が
やるせな い 女と海の恩出があ っ た
見知らぬ海辺の女に
青白い 少女が
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069
069
069
069
069
070
077
082
084
084
085
086
100
105
106
112
120
121
137
138
144
145
14
14
14
14
14
15
15
15
15
15
15
15
16
16
5
6
6
8
8
1
1
1
3
6
6
6
8
171
171
17 1
17 3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
2
3
1
3
1
0
3
2
0
6
1
2
3
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
5
1
9
8
9
0
9
8
7
1
4
6
1
0
8
9
1
2
5
8
0
0
1
2
3
3
5
3
3
3
0
0
0
3
2
0
0
0
0
0
0
8
6
9
3
4
1
2
7
9
9
4
7
8
9
6
3
5
0 1
0 2
17 3 03
17 6 0
17 6 0
0
1
3
5
0
1
4
もうひ とりの 少女に話 して い た
こ の 少女の ように
少女の記憶は
かれの 帰りをま っ て い る女 の
ふたりの 少女は巽の影をよせあ っ た
水死 した処女の乳房をさ(L り つ づ け るo
やさしい 女 のひ と の手がおかれてい る
唖の 少女にな っ て !
散 っ て ゆく落葉の 女を尋ねて
女たちの狂 っ た笑いがたかくなり
女たちの 血 の なかから愛の喜びをしぼりだそう
さび しい 笑顔をの こ して女は去 っ た
ペ イヴメ ン トには水玉模様の 少女があふれ
女たちの 涙か､ 夕 べ の 吐息かo
懲りずに実験してみる ぺ きだ っ たろう - 歩戸外に出る と女たちの笑いで
さび しい 酒場の 女たちを相手に
処女の 乳房の ように
幻影の女とたわむれる
ある日 女は狂 っ た目をして言 っ た
大好きな女の
い さら波打 つ まぼろし の暗女の 里は遠い
レス ビ ア ン の女たちの痘撃は不信者の 地獄の 笑い の - 型態で ブリ ッ ジ して反 っ た肉体の
固い パ ン の男がゼ リ ー の 女に食 べ ながらス トレ ー トに話し合おうと云 っ て い た+
そ こで は醜い顔の 二人 の女が
｢あの女だ ! (ザ ツ ツ ･ シ ー ) 早く掴まえて! ( ゲッ ト ･ ハ - ) +
ぼくたちは女気な しの部屋で姫焼を囲み ､
若い 男女で い っ ぱい の フ ラ ワ ー ･ セ ン タ ー に立ちよ っ て ､
一 緒 に寝た女の数は
有難い こ とに どん な女にもむだがなか っ たから
幻の 女からは どん どん遠ざか っ て しま っ た
うらわかき女の胴を斬れよ
女たちに
女たちから
完全に処女性を保 っ て い る
一 人の 女も知らずに
やるせな い 女人 へ の郷愁があ っ た
男と女は 一 緒 にい ると
女娃狂う寸前の 眼 つ きをして
それが女の心 に焼き つ い たの だろうと
女な どには目もくれなか っ た
林立する碁石の女
少女は
少女の頼 と肩になぶりかかる
18 9
176 017
176 031
180 00 3
180 01 0
180 01 1
180 02 4
183 02 2
184 00 1
184 01 4
185 0 13
おんなたち
o84 03 1
085 02 4
105 0 10
106 02 8
112 03 9
145 0 08
156 00 4
15 6 007
オ ー エ ル
142 0 9 4
オ ー ケス トラ
125 0 0 8
オ ー デン
142 04 8
145 02 5
14 5 02 8
1 60 0 64
オ ー デ ン
悲しい かな少女は
少女汝ふさふさ した垂れ髪で
女子とあな どり
｢御手紙の 内容､ 何の こ とや ら判りませ
.
ん+ なら ｢女 の子の 心理+ が どうだ っ て こ とも関廃ない じや な いですか ?
｢女 の子 の心理+ なんて私だ っ て判んない ですよo 私だ っ て ｢男の 子の 心理 + は判ん ない ですからね｡ お年寄り
貴方に ｢女の 子の 心理+ が判んなくた っ てあたりまえなんです｡ 貴方は心理学や っ て ん の じやな い の で し ようか
よちよち歩きする可愛い い 女の 子に
すごい 金髪美人である彼女は
たい へ ん誇りにしてい る彼女は
一 対 の男女の世界では ､ 甘美な
女たち
女たちの狂 っ た笑いが たかくなり
女たちの 血 の なか から愛の喜びをしぼりだそう
女たちの涙か､ 夕 べ の 吐息か｡
懲りずに実験 して みる ぺ きだ っ たろう - 歩戸外に出る と女たちの笑い で
さび しい 酒場の女たちを相手に
レ ス ビ ア ン の 女たちの 痩撃は不信者の地獄の笑い の - 型態で ブリ ッ ジして反 っ た肉体の
女たちに
女たちから
オ ー エ ル の未来小説に描かれた 党 は
悪魔の オ ー ケス トラの 練習がうるさ い
い ずれに しても ぼくたちの多く改 まだw .H . オ ー デ ン の
ス ペ イ ン内乱で知 っ たオ ー デ ンも い なくな っ た
オ ー デ ン は ス ペ イ ン 内乱に参加しなか っ た とい う ニ ュ ー ス を聞い た
アメリカ のオ ー デ ン と いわれたが
(w .E . オ ー デ ン)
14 2 04 8 いずれに しても ぼくたちの 多くは まだ w .H . オ ー デ ン の
14 5 02 5 スペ イ ン内乱で知 っ たオ ー デ ンもい なくな っ た
14 5 0 28 オ ー デ ンはス ペ イ ン内乱に参加しな か っ たとい う ニ ュ ー ス を聞い た
160 0 6 4 アメリカ の オ ー デ ン と い われたが
オ - バ ー
061 1 9 4 十 一 月の 寒空に､ わたしはオ ー バ ー も なく､
089 O 3 6 オ ー バ ー の 襟をたてて
105 006 オ ー バ ー を着てゆ こうか ､ 脱 い でゆ こうか､
190
147 0 1 4 オ
ー バ ー ウ ェ イ トで引退 したボクサ ー みたい に
オ ー バ ー ウ ェ イト
14 7 0 1 4 オ
ー バ ー ウ ェ イ トで引退 したボクサ ー みたい に
か (虻)
o91 0 08 虻よりはやい ガ ソ リ ン の微風 に乗 っ てゆく
カアカア カアカ ア カア カ ア
10 6 0 35 ｢おれは詩を書い て い るんだ+ カ ア カ ア カ ア カ ア カ ア カ ア と
かい 貝
012 0 14
o15 0 14
o16 005
020 011
025 00 4
041 03 8
061 0 19
106 02 1
176 02 1
かい 飼い
087 00 1
かい 買い
058 04 7
かい 擢
046 00 8
057 0 18
061 00 9
かい が 絵画
054 12 4
かいがら 貝殻
01 2 014
015 014
016 00 5
025 00 4
041 03 8
061 0 19
日傘は貝殻をまねてゐ る
貝殻の匂の する帽子は
貝殻の道をかけなさ い
皿に落せ ば貝の ひびき
水にながれる貝殻がねぢれて
あの汚れた貝殻 岩に砕ける憎悪の波よ
水晶 花 貝殻が ､ 世界の 空に
かれの指の爪貝汝 恋人たちが しや ぶりたがるほ ど美 しい
真珠貝の孤独は
い つ から きみは飼い はじめたのか
ひ とび との うしろに行列をして夕刊を買い
橿で虚を打ちながら 必死に進む舶の方位を
権はぼくに全身をあたえ
権で虚空を打ちながら､
絵画は燃える ような赤でな ければならぬ
日傘は貝殻をまねてゐ る
貝殻の匂 のする帽子は
貝殻の道をかけなさ い
水にながれる貝殻がねぢれて
あの 汚れた貝殻 岩に砕け る憎悪の 波よ
水晶 花 貝殻が､ 世界 の空 に
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かいがん 海岸
o59 00 3
o5 9 0 16
o59 02 1
o 68 007
o86 0 08
10 4 0 05
14 8 030
明る い海岸のボ ー ト ヘ 連れさ っ て い っ た
海岸に捨て られたボ ー トを眺めて い ると
海岸 へ の道が不思議と宙にうかんでくる
夏のうちに 海岸 へ ゆく こ とに しよう
海岸から果たちの影を洗い 去るであろう
わたしの丘 や森や海岸は すでに
一 の 宮海岸の克くの松涛閣に集ま っ たの は､
かいきする 回帰する
1 91 0 1 2 回帰する万物よ
かいきな 怪奇な
o33 00 5 怪奇な噴き
かいきゆうこうぞう 階級構造
142 09 5
かいきょう 海峡
112 00 8
がい こ く 外国
146 0 05
146 0 45
156 0 2 4
173 0 1 1
がい こくいき
14 6 0 0 5
すでに現実に存在 して い て い わゆる階級構造とは全く無縁な
ジ ョ ホ ー ル の 血 の 海峡 プ キテ マ の焦げた丘
外国行の 切符を買 っ た の で すが
振りむくと小柄な中年の外国人が
いかに私が外国かぶれでも
外国の人質を殺すか殺さぬ か で
外国行
外国行の切符を買 っ たの ですが
がい こくかぶれ
156 02 4
がい こくじん
14 6 0 45
がい こ つ 骸骨
05 6 0 0 9
外国かぶれ
い かに私が外国かぶれでも
外国人
振りむくと小柄な中年の外国人が
ア ー ク灯 のか げで多くの骸骨が
かい こてきな 懐古的な
oo 8 0 0 6 げられ 叢には懐古的な蛇はゐない
192
かい こん 悔恨
o5 0 1 1
o62 0 4 8
102 018
125 01 0
おれはずぶ濡れの 悔恨をすてて
悔恨の 影をとどめず
悔恨の波はどこまでもうね っ てゆけ
′
悔恨をい やす運動がほ しい
かいしんの 会心 の
174 020 会心 の笑みをもらすきみを前に して ､ ひ どく口惜 しい思 い をした｡
かいず 海図
o15 0 0 6 海図の脈の ど こか に消えて しま っ た
10 3 0 1 1 帆柱や舵や海図や羅針や救命ブイや錆や - -
かいすい よくじ よう 海水浴場
o73 0 05 さびれた海水浴場の 岸壁にぶ つ か っ て
10 8 0 0 1 海水浴場の
がいそう 外装
15 2 0 2 5 タ バ コ の外装からセ ロ ハ ン をはずして
かいたいする 解体する
173 03 1 それで近代の伝貌は消え 象徴は解体する
かいたくして 開拓 して
145 0 1 と エ ン ジ ェ ル と同じ肌色の 奥まで開拓 して見せて い た
かいたり 書い たり
167 0 1 2
かいだん 階段
025 0 3 2
03 8 0 0 9
03 9 0 3 之
04 6 0 3 2
05 0 00 2
05 4 16 4
061 15 0
084 02 3
100 04ら
かいち ゅう 懐中
028 0 4 6
03 6 0 10
話したり書い たりすれば素晴らしい ライ フも
高く登 っ て ゆく階段をとりまくの は
斜めに のぼる階段と
水の底にはい つ も鏡のやうな階段があ っ て
忘却の階段に足をかけ
あらゆる階段の楚音の なかから､
宮殿や政府の 階段をとび こえ
同じ霧の 階段に足をかけ
天国の 階段からおりてきて
あらゆる階段の 楚音の なか から
技師の 懐中にある正確 な地形図披
い つ も懐中時計は
193
857 0 0 4 い ちどは犯罪許可証を懐中に して
かいちゆう 海中
o46 0 25 こ の碍も海中に漂ひ去 っ て 躍りた つ 青い形象となり
かいちゆうどけい 懐中時計
o36 01 0 いつ も懐中時計は
かい つうして 開通して
186 043 新幹線が開通 して以来､ 機会はい くらでもあ っ たよ
かいて
173 05 0
かい てい 海底
o79 0 10
192 0 15
192 0 19
かいてんする
012 0 1 0
054 1 3 2
い びきをか い て死んで い きながら
海底には
みるみる漆黒に つ つ まれて い く ､ こ こ は ､ も とも と海底だ っ たと こ ろで 披ない か. 冷気に身ぶるい し､
助か っ た! まだ死にたくはな い ｡ 眼は真珠に ､ 骨は珊瑚にな っ たとか いう､ 五尋の 海底の 父になるな んて ごめんだ
廻転する
山では望遠鏡が廻転する
無言で蓄音器の レ コ ー ドが廻転する
かいとう 回答
142 0 6 7
がい とう 外書
00 5 0 3 0
がい とう 外燈
095 01 2
がいとう 街燈
054 11 6
かい どくできぬ
094 0 1 1
かいぬし 飼主
091 0 14
がいぶ 外部
02 8 0 0 6
ブ コ フ ス キ ー が出 した回答は
外套がや っ て くる
まがりか どにオ レ ンジ の外煙がひ と つ
彼汝唾をはく街燈の そ ばを通りぬけ
解読で きぬ
解読できぬ暗号の ように近くて遠くあるもの
きみ の 季節は飼主のな い猟犬の ように飢えてい る
意識の外部と呼ぶ空爆の堆積した世界よりも
194
106 0 11 外部の世界をうか がい い まも じ っ と ｢時+ を こ らえ
かい へ いおん 開閉音
167 00 4 あ･おら,れたドア の 開閉音にあわせて
かいほう 解放され
142 07 5 拷問から解放され 自由を得るために披
がいぼう 外貌
1 06 03 8 詩人はもちろん屈 して はならない そ の 外貌が どうで あれ
かい旺うする 解放する
100 0 4 1
かいまみる
158 0 3 9
かいめつ 壊滅
o84 0 14
かいもの 買物
166 02 1
183 0 1 1
183 0 2 1
かいものぶくろ
183 0 2 1
かいよう 海洋
101 03 8
かいらく 快楽
054 08 3
125 00 9
145 0 17
1(;3 0 09
がいろ 街路
05 5 0 5 2
05 8 0 2 9
05 8 0 4 0
17 7 0 2 4
敗戦がぼくの 魂を解放する+
もはや暁紅をかい まみるまでもなか っ た
戦争か進歩か壊滅か革命か
い つ もの ように車で 二軒分の 買物をした
家路をい そ(o 人も買物 に出て きた人も
大きな買物袋をさげた母親の あとから
買物袋
大きな買物袋をさ げた母親の あとから
奥地や海洋で 抵抗す る住民をうちこ ろす必要はな い
見よ あばかれた社交術の 快楽と有頂天とを
快楽もま っ す(Q の ぽらなくな っ た
そんなカ ッ プルは ど こ にでもい で快楽の ス プ ー ン で苦痛の 目方を計りかねてい た
快楽と苦痛の結果がこれだ
ああ おれは雨と街路 と夜がほ しい
これが改ん とうの東京の街路ですが
街路樹の枯枝に
きみ自身の街路を行かなければならな い
195
がいろじゆ 街路樹
o5 8 040 街路樹の枯枝に
かいわ 会話
oo 5 0 2 5
o2 8 0 2 4
かう 買う
o72 020
124 0 9
虹の あるウィ ッ トな会話は
如何なるゼ ス チ ュ ア が会話が取交はされたか
一 枚の 馬券を買うため に
他方がそれを買う (ゴム の手袋をはめて)
かう扱うした 解放した
o74 02 3 若い魂を解放したカミ ソ リ の 刃を
カウンタ ー
o98 00 1 カウ ンタ ー の うしろで
かえし 返し
054 0 85
142 04 9
14 6 0 08
14 8 0 28
1 69 0 03
18 7 0 2 2
19 3 0 1 7
鍵は僕が失敬 した そ してもう決 して返 しは しな い +
古い 繰り返 しの なかに い る
す(o 引返 しましたが
とり返しの つ かぬ時間が過ぎてい たので ある ｡
みなれぬ笑い を返 し
くり返しの多い きみ の歌が
単調なくり返しの ようで
かえず 変えず
1 84 0 0 5 す(o 離婚 したが夫の姓は変えずに帰国して
かえせ 遼せ
039 09 2
かえ っ て くる
035 00 6
かえ っ て砂く
053 0 39
093 0 2 9
かえら
061 0 4 7
06 1 05 2
07 7 00 1
泉よ返せ
帰 っ て くる
それは - 羽の 鳥よりもはやく帰 っ て くる
狂おしく地上にかえ っ てゆく
それは血や光りがかえ っ て ゆく水平線の ない 世界だ
あなたはうしろをふりかえらなか っ た､
あなたはうしろをふりかえ らなか っ た､
死んだ兵士を生きかえらせ る こ とは
1 96
102 0 20
18 0 040
かえらな 帰らな
o59 0 0 &
o69 0 13
かえり 帰り
o6 0 40
o69 02 8
111 00 3
かえる
o54 03 9
o62 05 3
o72 0 68
077 0 1 1
07 03 4
102 0 19
14 8 022
17 7 0 25
かえる 帰る
13 3 0 2 4
140 0 0 5
1 90 00 1
1 90 01 7
かえる 変える
028 04 7
167 04 5
かお 顔
012
025
045
04 5
04 6
04 9
05 0
05 1
051
052
0 19
0 22
0 0 1
0 0 5
0 1 8
00 1
00 7
00 9
0 11
02 7
197
若き日はもうかえらない
何度でも立ちかえらなければならない
母は つ い に帰らなか っ た
帰らなければならない
わたしの 帰りを待 っ て い た｡
かれの 帰りをま っ て い る女 の
どこ へ も帰りたくない
だが僕は最初の路地で心弱くもふりかえる
岩壁 へ かえる鴎の なき声が
自分ひ とりにかえる の は
いくたびか生きかえる兵士たちが
再び生きかえる こ とはな い だろう)
太陽はさ っ さ と素裸で海 へ かえる
土 にかえる目立たない 姿勢を して い たが ､
か えると こ ろがある
永遠に帰る べ き家をもたな い
行くとこ ろもなければ帰る と こ ろもない
帰ると こ ろはそ こ しかな い
い つ かきみが帰る とこ ろは
地の 脈を水の 流れを変える 旺 ど精密だが
光りの むきを変える と患 っ た こ ともあ っ た
そ の中に沢山の兵士たちの顔がゐた
動くこ ともな い 顔を彫り
雨の顔が
主 ( ある じ) は ふと雨の 顔になり
父や母 また友の顔もゆらめい てゐる
天井の蜘妹が私の顔に の りう つ つ たようだ､
ゆ がんだ顔をもて あましたり
｢こ の 男の顔色披 - - - +
運命がある顔 に達 したとでも言うかの ように､
飢え渇き卑 しい顔をして
05 3
053
05 3
05 4
054
05 4
05 5
05 5
056
058
063
066
066
069
070
070
070
070
082
083
08 6
08 9
09 5
11 3
12 8
13 3
14 6
14 6
14 6
1 48
148
155
155
159
165
165
16 6
172
173
173
17 3
17(;
17 7
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
6
1
8
1
4
4
1
3
2
0
2
2
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
5
5
9
0
2
1
9
5
5
8
9
6
9
1
4
5
6
1
0
0
2
2
5
3
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
9
6
0
1
3
6
4
2
1
6
9
7
2
4
1
2
2
2
0
3
3
2
1
1
0
0
0
0
9
6
1
6
0
1
8
5
7
6
2
9
2
2
3
2
2
8
2
3
まだ悲 しい ひ と つ の 顔が浮ん だり消えたりして い る の に
明る いひ とびとの 笑顔も
あなたのお顔も だん だん忘れてゆきそうです
君の なやましい顔の痕跡をとどめて
/
衣裳と装身具の 内側に 化粧の ゆきとどいた顔の 下に
決然たる拒絶者の 愁い 顔があらわれる
おまえは禿鷹風に化粧 した小さな顔を
あぶらぎ っ た 一 皿を平げたような顔をする
孤独な彼の横顔放
その 横顔をぬすみ見て い る紳士がい ます
ふと血 の 気の うせた顔を見あわせ て
かわい い 顔をかくすと
わかい 女のやせた顔が のぞ き
動かない 顔が ある
わたしはの けぞらせ た顔を
天井からの ぞくの は霧の顔 ｡
な ん という青白い顔をして い るの か
誰だ! 青白い霧の顔で
イ光惚 とした顔の ように
さ っ きまで子供たちが戸口から顔を出して い たの に
さび しい 笑顔をの こ して女披去 っ た
やさ しい 人は ふと顔をあげて
ス ム ー ス な ス ム ー ス な あな たの死顔をo
い び つ にな っ た世界の顔 そ い つ は
E]の顔を
行きあう顔色の底の底までわか っ て
横顔があなたにそ っ くりで した の で
そ こで は醜い顔の 二人 の女が
笑顔で立 っ て い て
どちらの友も ､ 同じ大学で顔をあわせ ､
そ して ､ ふ と顔をあげたとき､
知 っ て い る顔や
知らない顔をかきわけ
目顔でさりげなくうなずく
わたくしの 顔が映るの である
すこ し歪んだわたくし の顔が｡
砲撃に耳をすますような顔 つ きで
霜枯れた顔ばかりである
どちらに顔を向けようか
か つ てきみ の横顔には 自伝らしきもの があ っ た
顔を務める こ とな ど全くな くな っ た
わけもなく顔をかく して い る
とりちがえようの ない顔を運ぶため に
198
181 03 0
18 04 3
188 05 3
18 9 00 8
かおいろ 顔色
o51 0 09
13 3 009
181 0 30
かおく 家屋
1 67 0 47
かおつき 顔 つき
166 0 2 6
かおり
159 01 1
かおり 香り
148 05 5
179 00 8
187 02 7
がか 画家
097 0 0 6
かかえきれぬ
0 63 0 0 3
0 63 0 0!)
かかえて
0 93 00 4
184 02 6
188 08 2
さ っ と顔色を青くする
此頃では､ 人の顔さえ見れば､ 誰彼となく病気の話で､
あの頃は若く､ 青い顔で咳を して い たが､
きみ甲顔を見たくない
｢こ の男 の顔色は - - - +
行きあう顔色の底の底までわか っ て
さ っ と顔色を青くする
一 つ の 部屋 の ため の 家屋が傾くまで
砲撃に耳をすますような顔 つ きで
かすかに衣ずれの音と療育の かおりを残 して
若や空や ､ 波や砂や､ 花の 香りのする 一 日､
き つ い香りがたち こめており
甘い香りの ように地に融けて いく
も し無慈悲な画家が牢獄を描くと したら､
かかえきれぬ暗黒が
かかえきれぬあな たの 身体が
本と煙草と ウイ ス キ ー の 瓶をかかえ て
い ま地球は恐怖で 頭をかかえてい るの に｡
い まさらの ように ､ 頭をかかえて います｡
かかえて 抱 へ て
006 0 10
かがく
054
072
12 6
科学
0 3 0
0 2 2
0 0 8
少女が碧い 限を した人形を抱 へ て出てきたが
｢そ こ に汝どんな科学が 哲学が
迷信も愉快だ し､ 科学的検討もまん ざらで はな い
と楽天的な科学者が言 っ た
12 6 0 19 よく見ておこう 科学の 問題 とおも っ たもの が
かがくしや 科学者
126 0 08 と楽天的な科学者が言 っ た
かがくてき 科学的
o72 0 2 2 迷信も愉快だ し､ 科学的検討もまん ざらではな い
かか っ た
o5 0 0 1 5
1 88 0 2 2
1 8 0 4 2
かかっ てい る
048 0 2 3
095 00 3
1之8 08 7
183 00 9
短かか っ た黄金時代 - 一
頭の 禿げかか っ たひ とりの老人が､
人生 の 下り坂にかか っ たときからで ある ｡
壁にかか っ て い る着物からぬけだ し
さらに多く のもの がかか っ て い る
ア ン テナ にひ っ かか っ て い る
不況が心 に の しか か っ て い るからだ
かかない
129 0 18 汗をかかない肌 と
かがみ
012
015
017
027
028
039
041
041
04 5
04 7
05 2
08 3
08 5
0 86
1 06
1 13
165
193
かがめて
鏡
0 10
0 15
0 14
0 03
0 65
0 32
0 33
0 7 8
0 2 0
0 1 2
0 2 4
02 0
00 3
00 1
03 3
02 8
03 3
00 7
山では望遠鏡が廻転する
鏡のなかで眠 っ てゐる
望遠鏡を(p る (o る廻した
空虚な鏡の なかを
笑うもの たち虫の やうな検微鏡下の 虫たち
水の 底には い つ も鏡の やうな階段が あ っ て
優 しい 眼鏡や柔かい 手袋の 明日の方まで湿 して ゐる
あなたの で はない鏡の なか へ 消えてゆく
古い鏡には
鏡がひややかに自虐を呪む
わたしはい までも眼鏡の つ かれをぬ(･ い
ああ 虚心の鏡に映る
きみ の孤独をうつ す鏡は
つ めたい鏡 の うえを吹く
鳥の 巣型の髪の カ ッ トに 度の つ よ い 眼鏡を糸で つ る して
きれい にふかれた鏡の ように
世界を映す鏡 に
眼鏡の疲れをぬ ゃい
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13 01 2
189 03 7
かがやいてい た
o98 02 7
かがやいてい る
o61 09
106 020
かがやかし
o54 12 9
かがやかしい
o44 0 0 9
かがやき 輝き
163 017
かがやく 輝く
02 6 0 10
040 02 7
062 04 2
093 03 1
17 6 0 22
かがやける
024 0 03
かかる
003
02 9
03 0
03 9
05 8
0 61
0 63
093
1 19
15 1
1 72
17 6
1 89
0 0 6
0 03
0 1 2
11 1
0 2 2
2 2 8
00 5
01 0
00 4
04 4
00 8
01 4
02 8
201
背をかがめて小走る群集の なか
ゆ っ くりと身をかがめて手をの ばす
輝いてい た
青空にく っ きり聾えて輝い て い た五 つ の央塔
輝い て い る
｢今日も太陽が輝い て い るね
かれの 眼は ス プ ー ン の銀 の ように輝い て い る
僕は限をかがやか し涛の ように喋 べ りかける
輝かしい
御身は知 っ てゐる､ 世 の輝かしい 変貌を､
必死に輝きをま して い る
輝くチイズが供 へ られたと いう
輝くチ ー ズを載せた草が と放る
輝く海をまえに して
輝く太陽を見た者はい な い
落日に輝くばかりで
輝やける
る 血液を噴き上げてい る白い管は輝やける噴水の愛撫をう
寮 へ てゐ る爪に霧がかかる
焦れかかる椅子もない
'
ドア の 把手 に手がかか る
月は適かな る湖にかかる
日が暮れかか る と
そ の ひと つ ひと つ が消えかかる ､
ぼく の腕に倒れかかる
かかる読書法は良い趣味以外の なにもの でもな い
ひたい にかかる空は
ずい ぶん手間暇の かかる異にな っ て い る
どれだけ時間がかかるの か
少女の頬 と肩になぶりかか る
これからひ とりで食事にかかると ころだ
かかわっ てい る
148 0 1 9
かかわり 関り
o39 0 6 6
かかわりのない
oo7 0 0 2
かがんで
114 0 06
かぎ
012
025
026
034
051
051
051
054
054
112
00 5
0 5 6
0 2 9
00 5
03 2.
03 6
03 9
08 4
08 5
0 12
鍾
かきあげ
068 02 9
かぎあな 鍵穴
034 0 05
051 03 之
051 03 6
051 03 9
112 0 12
かきたてる
102 0 1 5
かきつ けた
100 0 1 4
かきまぜる
01 2 0 1 8
感傷的にかかわ っ てい る暇はな い の だo
わたしは何の 関りもなく立 っ てゐ る
あたり 見知らぬ老婆が 咳をするの はわれらにかかわりの な い こ
じ っ と机 の 下にかがんで生きの びて きた
秘密の 世界に鍵をかける
爽やかな朝に墓場の鍵が配られたとき
銀い ろの 鍵を投げ ると
鍵穴の 中で
あの鍵穴はまばたきしない 眼 - -
こ っ ちを見凝めて い る鍵穴を必死に覗きかえす
小さな鍵穴｡
す べ て記憶に鍵をあずけてい る人々 よ
鍵は僕が失敬 した そ して もう決して返 しは しない +
鍵穴や本の あい だ にし こ たま隠しこ んで る狐め
濡れた髪をかきあげな がら
鍵穴の 中で
あの鍵穴はまばたきしな い 限･ - -
こ っ ちを見凝めて い る鍵穴を必死に覗きかえす
小さな鍵穴 ｡
鍵穴や本の あい だに し こたま隠しこんでる狐め
憎しみをかきたてる火掻棒で
書き つ けた
ぼくは書き つ けた
ミル クの 雲をかきまぜ ると
202
かきまわして
1 88 0 7之 ごみ の 山をかきまわして い て見 つ けたもの だが､
かぎり
o52 0 11
o 74 0 15
o 77 0 09
o 80 0 18
11 7 0 13
1 42 0 09
14 2 04 4
158 02 7
1 62 018
1 67 052
171 00 4
173 02 1
かぎりなく
052 0 11
074 0 15
142 04 4
171 00 4
かきわけ
04 6 00 7
0 61 00 8
155 02 1
かき鳴らす
102 0 1 6
かく
007 0 10
008 00 8
011 0 10
012 0 03
025 0 29
025 03 4
035 0 2 8
048 03 3
052 0 0 4
054 0 8 6
わたしはかぎりなくうらめ しく思う
かぎりなく澄んだ青空であ っ た
不思議な報酬があるかぎりは - - )
い つ までも折れた帆柱 を抱い て い るかぎりは
い まは声をかぎりに
こうした 同じこ とだ と いう作為的な留保がなされるかぎり
い つ もかぎりな く透明で 疑問の 余地な く真実だから
許されるかぎりどこまでも
かれが何を見たかは予断の かぎりではな い
人が住んで い るかぎり
かぎりなくふ しあわせ になる ｡
祉を知るかぎりにおい て
わた しはかぎりなくうらめ しく患う
かぎりなく澄んだ青空で あ っ た
い つ もか ぎりな く透明で 疑問の 余地なく真実だから
かぎりなくふ しあわせ になる ｡
澱んだ鈍い時間をかきわけ
見よ､ 澱んだ ｢時+ をかきわけ､
知らな い 顔をかきわけ
もういちど ハ ー プ の筋をかき鳴らすから
脚簡は空に向 っ て据を吐く
畢粟の花がサカリで ある
草の無い荒地ではとかく惑い感冒が
真珠の 月もか くれて ゐやう
おんなの腕はやはらかく
若い ア ポロ は日傘にかくれ
軟らかくまがりくね っ たの 汝時計
影にかくれて白い カ ラ を つ けて
誰かくらい 巨大なラン プを掲げた
揺れて海 へ 傾く 深くふかく
いまでは甚大にかくれ
独身者はふかく自ら領きなが ら
203
o5 8 05 6
o 6 0 09
o8 0 0 23
o84 0 31
o9 1 0 11
10 0 24
101 0 45
103 031
10 6 0 4 6
10 6 0 47
11 2 0 4 1
11 7 0 0 6
12 8 0 20
136 0 0 8
14 3 0 0(～
17 1 0 1 8
17 6 0 3 2
18 8 0 1 4
188 0 7 5
か(v 家具
02 7 0 0 8
o3 1 bl O
かく 核
02 5 0 43
033 0 1 4
188 0 5 2
かくう 架空
142 0 0 6
かくご 覚悟
142 11 9
かくさうとして
041 07 1
かくされて
150 0 43
かくじつ な
124 0 14
204
少しばかり恥をかくような こ とがな ければよ い の で す
かわ い い顔をか くすと
きみ のか くれた意志をふりおろすこ とが できな い
女たちの狂 っ た笑い がたかくなり
/
新聞社の屋上たかく舞 っ て い る伝書鳩の
沈黙の奥ふかく追放された
四月の雨をま つ 土 にふかく射ちこまれてい る
きみが見た大きな虚無はふかくぼくらをひき つ ける
おそらくその果は ｢未来+ とふかく交 っ て い る の だろう
対岸は霧がふかくて見えないが 残る 一 つ の 疑問には
大木の幹にかくれて
太陽は高い 建物の うしろにかくれ
で つ か くな っ ちま っ たんだ 今では
目かくしされた森の
冷た い 汗をかく･ - ･･ -
太陽をかくす 一 片 の雲をあお(o
わけもなく顔をかくして い る
蓄膿症で はな い と思うの ですが ､ と にかく鼻が詰り､
一 雨 ご とに暖かくなる とい う､ 三月 の雨が
すべ て の家具が老い てゆき
煤けた家具の 断面だけを見せ
林檎の核を捨てた
空虚な核が
結核 と療から､ 心臓病 と癌 へ ｡
左翼 に対する架空の 均衡を つ くり出すために
非道な暴力に抵抗 して 自らの犠牲と死の覚悟で第 一 線 に立ち
隠さうとして
あなたは壁を眺め で怖れの 表情を隠さうとしてゐますね
隠されて
こ の 中に隠されて い た こ とはまちがいな いだ ろう｡
確実な
不確実な ニ ュ ー ス の かわりに
12 4 0 15
1 62 0 20
かくじ つ に
162 0 19
167 0 1 6
確実な善意を
きわめて不確実な こ とだけで ある
確実に
確実た言える の は
住居は確実に古びて しま っ た
かくして 隠して
o41 0 65
o5 4 135
186 0 73
かくして 穏 して
o65 0 2 9
かくし よ 各所
14 2 0 6 3
かくす 隠す
106 0 2 6
144 0 1 5
かくだい される
025 0 4 8
かくちょうし
126 0 0 7
かくとくした
112 0 3 5
がくふ 楽譜
014 00 2
014 02 0
014 03 0
がくぶち 額縁
054 13
055 05 1
かくめい 革命
055 05 7
084 0 14
あなたの利益は あなたの ど の釦に隠してありますか
眉をひそめて手のなかの カ ー ドを隠 して しまう
- 粒の蓮 の 実を永く隠しておくこ とだよ
その秘密を夜の なか に穏 して い た｡
各所の 精神病棟監獄 菅通の 監獄 ･ 収容所で
そ の貧しさを隠すために せめて 口髭をたくわえておく ぺ きだ っ た
みだれた山波を隠すの は
拡大される
死の影が拡大される
拡張し
地球の生活を拡張 しうるにちが い +
獲得 した
それがおまえの獲得 した 一 切な の か
侵入 してきて楽譜を散らか した
楽譜が走 っ てきて整列する
楽譜は ヒラ ヒ ラ羽を生やして
空虚な額縁の なかで白い雨が乾い て い る
額縁の なかに俵め こまれて い る
恋にも革命にも失敗 し
戦争か進歩か壊滅か革命か
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136 0 20
167 03 6
193 0 0 9
がくもん 学問
151 0 1 3
かくれ
oo8 0 0 8
o12 00 3
o25 0 3 4
o52 0 0 4
o80 0 2 3
112 0 4 1
117 0 0 6
がくれ
094 0 02
163 0 0 1
167 0 37
かくれ 隠れ
003 0 1 1
039 0 8 6
052 0 0 8
05 4 0 9 8
085 0 2 2
093 0 1 5
132 0 0 2
142 0 5 7
186 0 5 4
186 0 6 4
かくれが 隠れ家
085 0 2 之
206
革命をスパ イ して い る
戦争と革命の犠牲者たちの
偽の 革命
学問もなけれは専門の知識もない
単葉の花がサ カリである 真珠の 月もかくれてゐやう
若い アポ ロ は日傘にかくれ
影にか くれて白い カラをつ けて
いまで 披墓穴にかくれ
きみのかくれた意志をふりおろすこ とができな い
大木の 幹にかくれて
太陽は高い 建物の うしろにかくれ
見えがくれの執念に つ け狙われながら
見えがくれに歩きながら
死屍累々の谷が見えがくれするの で
曲絵の真に隠れて砂く黄ろ い 月
あなたはあなたの扉の なかに隠れる
愛と死の 隠れんぼはや っ ばり楽しい ものだろうか
今なおどこ かに隠れてい る とは信じられぬ
かれらの恥辱の隠れ家をあばい て しまおう
蛇が隠れた エ デン の樹を 一 心 に見 つ める
隠れんぼの 人生
監獄 ･ 収容所 シス テ ム に隠れ場所はない
ぼくは無意識のうちに隠れ場所をさがして い る
隠れる場所がなくなる
●
かれらの恥辱の 隠れ家をあばい て しまおう
かくれた
080 0 2 3 きみ の か くれた意志をふりおろすこ とが で きな い
かくれた 隠れた
093 0 1 5 蛇が隠れた エ デ ン の樹を 一 心 に見つ める
かくれて
oo8 0 08
o25 0 34
11 2 0 4 1
かくれて いる
o5 4 0 98
かくれてゆく
o o3 0 1 1
畢粟の花がサカリである 真珠の 月もかくれてゐやう
影にかくれて白い カラを つ けて
大木の幹にかくれて
隠れてい る
今なお どこ かに隠れて い る とは信じられぬ
隠れてゆく
油絵の 裏に隠れてゆく黄ろい 月
かくれる 隠れる
o3 9 0 8 6
18 6 0 64
あなたはあなたの 扉の なかに隠れる
隠れる場所がなくなる
かくれんぼ 隠れんぼ
o52 00 8 愛と死の 隠れんぼ杖や っ ぱり楽しい もの だろうか
132 00 2 隠れんぼの 人生
かげ
017 0 11
02 6 00 2
039 07 1
039 1 13
05 6 00 9
074 00 1
077 02 5
100 0 15
101 0 17
133 0 11
183 02 4
かげ 蔭
001 0 12
012 0 15
017 0 28
026 031
034 00 8
041 13 4
047 00 3
064 00 7
108 00 7
122 0 11
138 00 6
西 の 空が良い かげんに焦げて
とが っ た建築の かげで
手がかげる
波が黒い樹かげに光る
ア ー ク灯の かげで多く の骸骨が
埠頭に人かげはな く
ゆれる昼夜燈の 暗い 光りの か げに
どんな物かげの 暗い 眠が
ぼくはすこ しず つ やぶれて ゆく天幕の かげで
おびえた窓枠の か げシ ャ ッ タ ー の う しろ
遠い 昔の おもかげを懐 しんだり
星達の さざめきの 僅から
青い 舌を垂ら した植物の蔭から
葉 っ ぱ の 蔭に消えて しま っ た
植物の手の蔭 へ と移行する
眠りの 蔭をあゆむ
どんな物蔭の 暗い 眠が
左右に拡げる暴い 蔭! 二重 の ドア !
カ ー テ ン の蔭で影と影 とが抱きあ っ た､
木蔭の テ ー ブル
カ ー テ ン の蔭で わたしは泣く
草葉の蔭を恋 しが っ て
207
159 0 1 2
160 0 7 1
160 0 74
かげ 影
oo1 0 1 4
o15 01 2
o18 0 02･
o21 0 2 9
o25 0 3 4
o25 0 4 8
o26 0 2 1
027 0 0 1
028 00 3
028 0 1 4
028 0 4 3
028 0 5 9
030 0 0 2
030 0 1 1
030 0 1 3
030 0 1 6
030 0 3 5
031 0 1 2
032 0 08
03 00 3
035 01 1
035 02 4
036 02 3
036 02 4
038 00 7
039 0 19
039 065
041 05 0
041 08 3
041 09 2
041 1 17
043 00 9
042 00 1
042 0 15
04 6 0 02
046 0 47
04 6 05 0
047 0 1 1
まだまだ幼い母のう しろ姿は襖の 蔭に
アメ リカ社会における成功の蔭にある失敗の さまざまな痕跡が
と こ ろで 日本の社会の 日蔭を歩む
影が凍り.
つ い てゆく
樹の影を掠 めたの は
質量の 影も見えない
溢れてくる影の ど こかで
影にかくれて白い カラをつ けて
死の影が拡大される
快い日影もある
影をゆらせて
緑の影はい つ もガラス 管に よりそ っ て ゐ た純粋な頭の 鈍い 速度に つ い て
あらゆ るタイ プとい う葡萄の木の影は
測量する技師の手の影に従 っ て
葡萄の木の影の ごときタイ プが無数繁茂する
影だけ の影を
影だけの影を
あれは植物たちの 繋りの影か
影ならば誰でもよい
影だけの影を
水の 申に影だけにたたまれて
樹木の影は怯え
い まおびただ しい 影の なかでもが く
影は消えてゆき
影に覚れて揺れてゐる
脅かす影は誰だらう
おれの影汝だんだん樹木の 影に似て きた
多くの 影の 上で顛 へ てゐ る
ゆれてい る椅子の 影は
亡霊たちの 影の外に
人影にまじ っ て 小刻み に人々に倣ひながら
そ こ にあたる影や光 樹々から流れる線の匂ひ
小さな影の なかで血の 気を失 っ て しまふだらう
あな たの 影だけが残される
あな たの 影とともに敬 っ てゐる
庭杖荒れて 影もなく
庭は荒れて もの 影もな し
澄みたる空に影をも つ 橋上の 人よ
また午後の廊下の 如くあなたの鉢を影にするだらう
此処と彼処 それも ー つ の幻影に過ぎぬ ことを
うなだれた水仙の 賢しげな影を卓布に落す
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o4 8 00 2
o4 8 00 6
o4 9 00 5
o4 9 0 11
o5 0 00 9
o5 0 0 20
o5 1 00 6
o51 02 5
o5 2 00 2
o5 2 0 12
o53 0 19
o53 03 6
o53 03 7
054 12 2
o54 157
o55 010
055 0 63
05 7 0 20
05 7 03 9
05 8 00 9
05 8 0 26
05 9 0 10
05 9 0 26
0 61 05 3
0 61 148
0 61 1 6 1
0 61 2 1 1
0 62 0 48
0 64 0 07
0 65 0 0 6
0 65 0 13
0 66 0 29
0 69 0 03
0 69 0 3 9
07 1 0 2 9
082 0 1 0
08 3 007
08 4 0 1 6
08 4 0 35
0 85 0 3 2
0 86 0 0 8
0 86 0 0 9
0 88 0 2 2
家や樹木のやわらかな影をおとして
影の茂みから闇の におい が漂 っ てきた
重たい悲 しみに塗りこめられた人間の 影がある｡
高い /i: ころに立 っ て影 の 眼を開い て みたまえ
｢実際は､ 影も､ 形もない ?+
そ の声は人影 へ ､ そ して街 へ ､
幻影 の なか の 島喚 - ･ - -
影 終生 よりそ っ て離れぬ影
忘れがたい 悲しみ の面影がうかぶとき
影にな っ たあなたの子供らしい 微笑が
わたしはわたしの 影を背負い ます
わたしの たずねる人影は何処にもありません
わたしはわたし自身の影からも離れてゆきます
影は 一 つ の 世界に 肉体に変 っ てゆく
憐むべ き君たちの影にすぎぬ僕は
巨大な黒い 影が波止場にうずくま っ て い る
おれには掘割の そばに立 っ て い る人影が
鳥放い ない し ま して人影はない
はかな い真コ影よ
踊 っ て い る男女の 影が ア ス フ ァ ル トに落ちてきます
もみあうおびただ しい影をぬ っ て ゆきます
今ではな つ かしい 面影の ようにうすれて しま っ た
大人にな っ た釘影の 子よ
浪にくずれるむな しい玄コ影が
日没の 街をゆく人影が､
霧は濃く､ 影は淡く､
生 と死の 影が重なり､
悔恨の 影をとどめず
カ - テ ン の蔭 で影と影 とが抱きあ っ た､
ゆれる燈火と死魚の影が あるばかりで あ っ た ｡
終りがある の だろうか? 影深い谷が
さ っ と影 の カ ー テ ンをひ い たの は
人影まばらなプラ ッ トフ ォ ー ム で
ふたりの 少女は翼の影をよせあ っ た
く っ きりと影をあらわす山である
消えてはあらわれる立コ影の
なにもかも光と影の たわむれにすぎない
壁にはり つ い た影 と語 っ て い る時代 - I
唖でせむ しの影を つれて
光と影で区分できない 何ものか であろう
海岸から男たちの 影を洗い 去るであろう
生命は歩む影
どの ようにぼくたちの 大地に暗い影を落すの かも
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08
08
08
09
09
10
10
10
10
10
10
ll
ll
ll
ll
12
12
12.
14
14
14
14
15
15
17
17
17
17
17
18
18
18
19
19
19
19
が
02
0 6
08
0 9
1 6
9
9
9
1
8
0
0
0
1
8
8
4
6
7
9
1
8
9
0
1
6
8
0
0
0
2
3
3
6
7
0
2
2
3
け
3
0
2
5
3
01 0
02 6
037
01 0
02 8
00 2
06 3
0 64
03 0
00 4
01 4
00 1
00 8
00 7
00 6
01 2
07 9
01 7
00 9
01 6
00 9
02 7
0 14
07 3
0 11
0 1 6
0 12
0 22
0 29
0 04
0 58
0 2 6
0 14
0 02
0 0 6
0 2 4
0 1 9
0 0 1
0 0 7
0 1 6
0 0 5
崖
凍 っ てゆく水に影をうか ぺ て いま した
｢いま死の 影が
停車場 へ い そ (t･通行人 の影にまぎれ
劇場
,
T9ホテル の ロ ビイ に立 っ て い る寂しい 人影からうまれ
その影とい うもの だ
人影にまじ っ て 新聞紙 のうえをあるい てゆく
高い ビルディ ングは動かぬ影をつ くり
つ ながれた行列の影は鎖の ように 工場をとりまい て い た
すこ しばかり遠い と ころ 狼の影もない と ころ
い なくな っ た人影が
人はあわただ しく自分の影から離れる
きょうだ い たちの影が
つ か のま の影をお とし
まが っ た黒い影を つ けたまま
ひとひらの影をと どめ
釘影の女 とたわむ れる
影と向い あ っ た
まぶしい食卓の ワ イ ン グ ラス の影と
う つむく影
ぼくたち故お互の影でさえな い o
切符売場に人影はなく
背中に淋しい影を宿 し､
一 匹の 魚さ へ住んでゐない 沼に釣糸を垂 らしてゐる影だけが生きて ゐる - - +
きみから送られた昔の 雑誌を手に して､ な つ か しい面影に出会い ､
よりそう影もない
影ばかり つ かまえてきた
荒れ狂う国家の 群集の 影が
みずからの影をひきず っ て
きみ の 影は披をひい て い る
人影がはげしく往きか っ て い る
(動かぬ証拠の記念撮影)
きみの 影がみるみ るち■ぢんで
清流をさかの ぼ っ て幽谷に魚影を追い
どんな現象も起りようがなく､ わたく しの 影は ､ 孤独とは い えなくな っ て い るから､
それに しても ､ と影をもたぬ寂参が､ くびをかしげる ｡ 人に会わぬ ｡ 風はそ よとも吹かず､ 自分 の足音さえきこえな
ときわの首都は世界の 影を映して い る
あなたの耳はちぎれそうな断崖で
崖がくずれ
くずれた崖の 上にも
崖下の道で息がきれた
ぼくらは崖に立 っ て い る
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163 0 13
かけ 賭
o5之 02 8
o54 134
o72 04 3
186 08 0
かけこみ
146
千促の崖 っ ぷちに立 つ
生きねばならぬ こ の 賭はわたしの 負けだ
ひとり占い の 賭博者の ように
負け馬に賭けてきたぼくの ような男には)
誰かが寄賭してくれたナポ レオ ン の - 壕もい ずれ劣らぬ 時間の 傑作だ っ た
駈け こみ
o 1 9 その ドア に駈け こ みましたが
がけした 崖下
o9 5 016 崖下の道で息がきれた
かけだす 駈け出す
o1 7 04 3 駈け出すと枝から逆さに墜落し
がけっ ぶち 崖 っ ぶち
163 0 13 千傍の崖 っ }畠ちに立 つ
かけて
028
037
058
062
063
070
070
07 1
07 6
08 8
10 0
10 3
10 9
11 4
12 7
13 4
13 7
154
155
159
160
16 6
01 7
01 6
00 4
0 3 1
0 1 8
0 05
0 5 7
0 08
0 03
0 7 1
0 2 1
020
0 0 1
0 09
0 06
0 14
0 06
0 10
03 7
00 4
0 63
02 5
組織が崩れ動乱の意識 が流れかけて
無限とい ふもの が少しづ つ 暗くな りかけてゐた
新 しい建物がたちかけてい ます
わたしは昔 の少年 にな っ て ど こまでも追いかけて ゆくだろう
ぽくは片足にス リ ッ パ をひ っ かけて
鋭い 愛の杭 にかけて
おまえはなにもかも静めたようにみせか けて ､
ど っ と家族づれで出か けて ゆく人たちをみかける
どちらかが死にか けて い る ような
ぼくたちに語りか けて くる よ
やくざな渡り鳥の ように レイ ン コ ー トを肩にかけて
旧約の秤にかけてもず っ しり重い
春から夏にかけて
やにくさい パ イプ の煙を吐きかけてい る
地球の重 みを首にかけて､
通行人が哀れ っ ぽく声をかけてきた
けちな動物の プライ ドにかけて
すべ て の年月をかけて
幾重にも保険をかけてい るが
細くすきとおる声をかけて きた主は
三十年代末か ら四十年代にかけて活躍し
きみは死にかけてい る の かも しれな い
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166 02 8
175 00 8
179 00 6
1 80 03 4
1 88 0 18
1 8 02 3
かけて 駈けて
oo1 00 4
133 0 22
かけてきた
134 0 1 4
15 9 0 04
きみは死にかけて い る の かも しれな い
一 生かけて見 つ けない うちに
あたりは薄暗くなりか けて い たが
測り知れない 現実的形態を網にか けて
手術をせねばなるまい と､ 気にかけています｡
椅子に腰かけて､ 前 こ ごみに ､
駈けてゆく風である
せめて い っ さ んに駈けてい きたい
通行人が哀れ っ ぽく声をか けて きた
細くすきとおる声をかけて きた主は
かけてゆく 駈けてゆく
00 1 00 4
かけなさい
o16 00 5
かけの ぼ っ たり
088 0 05
かげぶかい
065 0 1 3
かけめ(o る
06 2 036
かけよう
04 6 0 20
09 5 0 09
かけらるる
043 0 0 3
043 0 2 1
かけられ
04 2 0 18
07 6 0 0 2
07 6 0 13
1 87 0 1 8
駈けてゆく風である
貝殻の道をかけなさ い
駈けの ぼ っ たり
ぼくの 頭の 木の うえに駈けの ぼ っ たりする
影深い
終りがあるのだろうか ? 影深い谷が
駈けめ(o る
始めも終りもない 夢の なかを駈けめ (o る
たとえ純粋な緑が 墳墓の 丘 より呼びか けようと
妹の と こ ろ へ 電話をかけようと して
知慧は しろがねの 枝にかけらるるや
知慧は しろがね の枝にかけらるるや
しろがねの枝にかけられたちひさな骸を
ふときみの 肩にかけられたの か
きみ の 肩にかけられたぼくの 手の
籾殻をとばす節にかけられて
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かけられた
o42 0 18
o76 002 ,
o76 0 13
しろがねの枝にかけられたちひさな骸を
ふときみの肩にかけられたの か
きみの肩にか けられたぼくの 手の
かけられて
1 87 0 18 籾殻をとばす節にかけられて
かける
o12 00 5
o36 025
o54 096
o54 1 29
062 0 18
071 0 08
103 0 14
183 0 23
秘密の 世界に鍵をかける
頭髪に巣をかける喧燥な小鳥たち
まるで僕たちに呼びかけるかの ような樹木の そ よぎ
僕は眼をかがやか し涛の ように喋 ぺ りかける
あなたはかすかに しめ っ た灰の 匂い を覆い かける
ど っ と家族づれで出かけて ゆく人たちをみかける
ヴ ェ ニ ス とかパ リ - へ 出かける
すこ し足の 不自由な老人がほほえみかける
かげる
o3 9 0 7 1 手がかげる
かける 駈ける
oo 5 0 2 0 鹿馬は駈ける
かげろう 病婦
o5 9 02 5 膚齢の ようにも見えてくる
かけ上れ
oo 5 0 13 白いちぶさ の傾斜地をかけ上れ
かこ 過去
05 4 07 8
05 4 09 9
0 61 10 6
061 10 7
064 0 08
085 0 05
099 0 0 8
101 0 2 9
112 0 1 3
11 6 0 05
134 0 0 6
過去はまさに始まらん とし
過去にも未来にもさよならして
未来の道は過去に つ づ き
過去は渡 しなく未来の なか にある こ とを - -
暗い過去と冷たい記憶がふれあ っ た｡
きみに と っ て過去はから っ ぼ の 空偉だ し
どうして過去の方 に こ ろが っ て い っ たのか?
未来や過去がうろ つ くには
過去で しか会うこ との な い おれたちだ 何の秘密もあるもの か
過去をすてたきみの 喜び と
過去は心からぬけ落ち
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4之
48
86
8 6
1 18
0 17
03 1
0■8 5 ノ
かこう 下降
o51 0 16
かこう 河口
o94 00 5
o94 0 19
094 02 1
かこまれ
029
1 48
1 68
1 90
かこまれ
028
008
044
00 4
00 5
00 2
過去数世代の経過に照 しても
気晴らしはあ っ ても､ 過去 へ の 橋渡 しで はな い ｡
過去と現在の空間がぴ たり と重なり､ そ の 輪郭がずれてぼやけていく
過去にも未来にも流れず
下降 そ して不吉な上昇力 - ブ
さかまく汐をど っ と の み こむ河口
こ の 苦渋にみちた河口 の渦に閉じる こ とにな ろう
ぼくの河口はひと い きに岸辺やテ ン トや小舟を吐きだそう
憩ひとい ひ憾惰と呼ばれる雰囲気にか こまれ
桧林にかこまれた枯芝の庭で ､
荒い 山肌にか こまれて
母がうまれた町は山にか こまれて い て
( 囲まれ)
地域は張りめそらされた頼で囲まれ
かこまれた
14 8 04 4
かこまれて
1 68 00 4
1 90 00 5
かこみ (囲み)
1 48 03 4
かさ
01 2
01 2
026
031
087
1 62
0 0 3
0 1 4
0 1 6
0 1 5
0 2 1
0 1 2
傘
かさい 火災
039 0 8 3
松林にかこまれた枯芝の庭で ､
荒い 山肌にかこまれて
母がうまれた町は山にか こまれて い て
ぼくたちは女気な しの 部屋で姫煙を囲み､
若い アポ ロは日傘 にかくれ
日傘は貝殻をまねてゐる
偏頗傘とともにさ迷ひ
雨傘やブラ シ な ど日用品が置い て ある
雨傘がい たみ長靴が駄目になる
絶句して い そ い そ と傘をすぼめ
美しい 火災の 意味を知 るだ らう
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かさこそと
172 00 5 かさ こ そと往来するの は
かざっ てある/ 飾 っ てある
o5 8 03 3 指輪や装身具の飾 っ て あるシ ョ ー ウ イ ン ドをの ぞ い て
かさな っ た 重な っ た
18 8 02 8
かさなり 重なり
061 2 1 1
186 0 3 1
かさね 重ね
137 008
144 008
かさねて 重ねて
14 00 8
かざらぬ 飾らぬ
085 012
かざられてい る
02 4 00 5
かざる 飾る
02 5 0 3 1
かし 仮死
00 5 0 3 2
01 2 0 13
かじ 舵
10 3 0 1 1
14 9 004
歳相応の ､ 厄介な病気が､ 二 つ か 三 つ 重な っ たと ころで ､
生と死の 影が重なり､
過去と現在の 空間がぴたりと重なり､ そ の輪郭がずれて ぼやけて い く
意地汚なく愛撫を重ね
齢を空しく重ねてきた
齢を空しく重ねて きた
みかけより真実を飾らぬ男だ
飾られて ゐる
は 記憶に固執する時計には花々が飾られて ゐる の だな と見
ヒヤ シ ン ス の 首を飾る
人々 は仮死の 状態であ っ た
- たまりもなく･仮死におち
帆柱や舵や海図や羅針や救命ブイや鈷や - -
舵取りは い ない の に
かしかり 貸し借り
16 0 0 45 隣人とは愉快に貸 し借りせ よ
かしげる
192 00 6 それに しても ､ と影をもたぬ寂参が､ くびをか しげる ｡ 人に会わぬ ｡ 風はそよとも吹かず､ 自分の 足音さえきこえな
215
かしこ
o2 8 04 9
o42 0 10
o58 03 0)
かし こい 賢い
o54 0 5 1
187 0 1 1
しか し これらは何も意味しな い 意味はな い
か し こ よりとりでて
こ の 街の ど こもかしこ も
賢い 三人の 友に会うの である
賢い 蛇の尾の ような
かしこげな 賢しげな
o47 0 1 1
かして
018
142
143
162.
化 して
0 0 6
0 1 6
0 08
0 0 8
かじとり 舵取り
149 0 0 4
かずかずの
030 03 0
うなだれた水仙の 賢しげな影を卓布に落す
花を貯化 して
帝政時代よりソ ビ エ ト体制下で四倍も悪化して い る
黒い 旗印と化 して
貧しさ の樹齢そ の もの と化 して から
舵取り披い な い の に
数々 の
い ま数々 の なかから択りわける
かすかな
005 0 09
055 0 15
093 0 2 6
120 0 17
192 0 05
かすかな 微かな
054 1 2 1
かすかに
041 03 2
048 0 3 4
056 0 1 4
061 1 4 7
062 018
139 0 0 4
159 0 1 1
167 0 4 0
鈴を振るかすかな音よ
電線の かすかな喰りが
やすらかな寝息とかすかなぬくもりをの こ して
かすかな地ひびきが
遠くかすかな潮騒の ひびきにさそわれ､ 海にむか っ て ひき寄せられてい くが ､
い まは自我をみ つ め微かなわらい を憶い だす
かすかに震えて ゐ る 神経的な
かすかに トル ソから涛の音がひ びく
かすかに聞えぬわけでもない の である
あなたの槌せた追憶の頬に ､ かすか に血 の い ろが浮ぶ｡
あなた披かすかに しめ っ た灰の匂い を覆い かける
どこからか砧を打 つ 音がかすか に聞えてくる
かすかに衣ずれの 音と磨香のかおりを残 して
かすかにおの のく の である
21 6
186 08 4 かすかにふるえる指先の 煙草の けむりの ように
187 03 0 なおかすかに雲間にあ っ た
かずしれぬ 数知れぬ
13 3 02 8 薮知れぬ花が袖にこぼれると ころまで o
かすみ
120 0 23
181 0 0 5
花の かすみ に つ つ まれて
ぼうぼうとかすみ
かすめた 掠めた
o15 01 2 樹 の影を掠めたの は
かすめられ 掠められ
o32 01 7 わたしの半身はすでに掠められてゐ る
o41 11 5 白昼は掠められ
かすめられて 掠められて
o32 0 17 わたしの 半身はすでに掠められてゐ る
かすめる 掠める
037 0 0 8
038 0 0 6
しぶんを掠め るために
地上を掠める光と
かする 化する
185 0 1 4 幻想と化するこ とを証 した 一 人の 男が
かすれた
o38 018 誰かかすれた声で噴く
かぜ 風
001
003
0 05
0 05
007
011
012
015
015
018
021
023
00 4
00 8
0 04
0 07
0 0 6
0 05
0 0 1
0 0 4
0 1 0
0 11
00 4
017
駈けてゆく風である
扉の外を マ ア チが風と共に過ぎる
青い 帽子の微風が通り
風下に建てられてある
古風な鐘は藍をに じませて鳴る 曇る 動かな い 土絵具の カ ン ヴ
春の 風が吹くと
柔かい シル クの 風に
傾い た机は風を聴くこ とがない
舶来煙草の こ とを知らな い
あたたかい 風は
螺旋の風は
風の運んでくるそ の 言葉が見えない
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02 4
02.5
02 6
02 6
028
02 9
02 9
03 1
03 2
03 3
03 4
03 5
036
03 7
03 8
03 9
03 9
039
040
041
00 1
036
00 4
02 0
04 5
0 10
0 12
00 1
00 2
0 11
0 1 6
02 1
00 3
0 18
0 03
0 17
1 2 6
1 4 6
0 20
1 36
043 0 0
042 02
045 0 1
046
0
0
0
0
0
0
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0
0
0
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0
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0
0
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4
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5
5
5
5
5
5
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5
5
0
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6
6
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6
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1
1
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1
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3
1
0
0
0
0
3
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1
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1
3
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9
4
6
7
6
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3
2
0
ふせ た耳の上でふと風が鳴る くずおれた月光の雫に溺れ
重たくな っ た顕に熱い 風が
風の音に向 っ て
′ 羊歯類が生ひ茂り
そこ を通る風の 鳥の 虫類の 笑ひ
一 つ の 海を風景の 中に所有した
だが風から逃げもせ ず爪立ちをして
風に の っ て
風はもう吹い て こな か っ た
殺気だけが風の如く起ち上り
風披 どこ からともなく忍び こむ
風の 五 つ の渦 の 中 へ きえてゆく
乾燥 した粘土 の上に風だけの 虚しさが
風だけがや っ てきて
風な どよりも静かに
微風はわたしの肩に触れる
風が吹き
さかんなる風はたち
風はおちて
目的の な い風が立つ
そ の しめ っ た風は吹きぬける
また古い 家風を弔ふ
夜半の けむり無常の 風に耐 へ てきた
行方の 知れぬ風の こ とば に い つ までも微笑を浮 べ てゐ ようとは
風は吹い てもこなか っ た
古風な銀の 縁を つ けて い つ も こ の 水が動かぬ こ とを - -
北風は涙を光らせる o
風にふかれて開い たり閉じたりする窓があ っ ても
そ して風はなん にも答えて くれなか っ た
行方の 知れぬ風の寒さに身ぶるい する の だ
Mよ い まは 一 心 に風に堪え 抵抗をみ つ めて
なまそさい 夜風の 街が
おまえは禿鷹風に化粧した小 さな顔を
窓の風景は
さわやかな朝の 風が
そ して彼の背中の ように淋 しい 風景がそ こ にある
風景披い っ そう青ざ めて くる の みである
レ ッ テルでもなければ 絵皿の 風景でもない
秋風がたつ 頃にな ると
風にとぎれるはかな い玄コ想が
風に吹かれ､ 浪にうたれる漂泊の廉から､
あなたは破壊された風景のな かに帰 っ て きた｡
わたしは こ の香ば しい微風の なかに家を建て
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暴風の 夜を飛んで い っ た｡ 哀歌をうたい ながら
つ めたい風が吹い て い っ たo
つ めたい風 の薄刀 の ナイ フは
骨の 手風琴を鳴らすの は｡
風よ吹け われらの 罪の消えぬうちに!
あゃるい 微風の なかに
みたまえ 風の まにまに
破風の うえに雲があらわれてまた消えた
また冷たい 風が吹い て きて
つ めたい 海の 風
明日は おそらく北風が吹く
北風がプラタナス の ほそ い枝を鳴らして
(そこ には みなれた風景と
吹きつ の る北風に足を早めます
虻 よりはやい ガソ リ ン の微風に乗 っ てゆく
目的の ない 風が立 つ
かわい たとび色の 風のな かで
風土 とか習慣によ っ て去勢 されな い
それ杖波と風 と運命の手にまかされた
金色の巽もなければ 風の 駕 (たて がみ) もない の に
い くら厳粛な集まりでも これはひ どく殺風景だ
風に熟れた稲穂も - -
風 に吹かれて
そうして ､ 秋風に身ぶるい して
もう風を拳むこともない
風はい つ も
風の方向に
寒風に吹きさらされる
あたたかい 風に
風景はふくらむ
今日は北風が吹い てい るが
ひんやり夜風が吹きぬける
匂い の ない 風と
風の ように変身する
なま(o さい 風が吹い てくると
寒風に吹かれるみ じめさを思い
風にみはそれ恋を忘れ
時代の風圧を避けるの にせ い - ばい で､
冷たい鋼 の風 となり
い ま見てい る風景は
昨日の 風景である
そ よとも吹かぬ風の なかで
美しい 風景になりたい とい う
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かせき 化石
023 01 0
039 14 4
169 0 0 8
かぞえあげる
174 0 13
風の つ よい 日だ っ た
風が新鮮な活力を吹きこ むので
強風の なかでクラブを振 っ て い る の は
風声のま
風はひと しきり烈 しく吹き つ け
黙 っ て風に手を振 っ て
来年の風にまた挑戦 します｡
風の 足である
まばたき 一 つ で風景が変 っ て
お っ とりして い て ､ ど こが強い の かわか らな い ような碁風だ っ た｡
夕暮の 風は
風はなおも
魔風に挑戦するの はあきらめよう
風がめ っ ぼう強く
慰めを与えた哲人風の音楽家の
そ こまでは静止 した風景だ っ た
風はやさ しく運ん できた
風も強くな っ てきたようだ｡
自然の風景の 始め で あり終りである
東洋哲人風の生酒が
それに しても､ と影をもたぬ寂参が ､ くびをかしげる ｡ 人に会わぬ ｡ 風はそ よとも吹かず､ 自分の 足音さえきこ えな
同じ風景は二度と現れない
沈黙した化石に傷を つ ける
化石の 街の
化石にな るほか披な い
数え上げる
お互 い の相違点を数え上げるの はたやすい が
かぞえきれない
169 02 1
かぞえて 数えて
18 8 05 0
かぞえる 数える
112 0 4 5
112 0 4 6
153 00 3
かそく 家族
数えきれない
数えきれない 失策
老い の 楽しみに数えて よい だ ろう｡
嵐は数える こ とをしな い が
運命は 一 瞬の 光でおまえたちを数える
原初の日より数え るように
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o29 0 1 6
o71 0 0 8
o71 0 15
142 0 26
142 03 5
15 036
1 65 02 0
17 0 13
18 3 0 15
193 0 14
パ イ プと共に忘れてゐた家族の ため
ど っ と家族づれで出かけて ゆく人たちをみか ける
家族からは(l れた男の 子は
わたしやわたしの 家族の頭か ら 髪の 毛 - す じ落ちやしな い とは
孤立した家族の 住むア パ ー トの 一 室で
である家族だけだから
家族的な反映だ っ たの だろう ､ と
きみ の家族が住むきみ の 家があり
安全に養われてい るそ の 家族たちだ
家族あわせ の 円居が
かぞくてき 家族的
165 0 20 家族的な反 映だ っ たの だろう､ と
ガソリン
o91 00 8 虻よりはやい ガ ソ リ ン の 微風に乗 っ てゆく
かた 肩
o10 00 7 やがて純白の雲の 中にチ ョ コ レ エ トの肩が見えなくなる
013 01 0
039 01 7
041 03 0
053 0 61
05 5 005
05 7 0 23
0 69 0 02
076 0 02
076 0 13
078 0 0 6
100 0 2 1
106 0 0 8
142 04 7
147 01 6
163 00 2
17 6 0 14
かたあし 片足
063 0 18
かたい
100 0 0 3
かたい 堅い
肩 の上で ペ ロ ペ ロ する
微風はわたしの肩に触れる
濡れた肩には
わたしの髪に わたしの 肩に 落葉は しずか に つ もります
おまえの滞れた肩を抱きしめたとき
夕日があかあかと上衣の肩をそめ
かれは肩をすくめて立 っ て い た
ふときみ の 肩にかけられたのか
きみ の 肩にかけられたぼくの 手の
あたらしい 友と肩をくみ
やくざな渡り鳥の よう に レイ ン コ ー トを肩にかけて
親しくもない の に止り木で肩をよせ あい
それから 肩をおとして伏目にな るか 面をそむけて窓の外を見るか
嬉しくな っ て ｢やあ､ や あ+ と肩を叩い たりする始末だ
ときには肩をよせ あい
少女の頬と肩になぶりかかる
ぼくは片足にス リ ッ パ をひ っ かけて
かたい 心をもち 小刻みにひ とび とにならい ながら
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o30 0 24
o31 0 20
o41 0 87
かたい 固い
o41 0 5 1
o61 17 9
101 0 4 4
105 0 0 3
145 0 1 6
かたこと 片言
o52 02 2
かたさ 固さ
o4 8 0 09
かたすみ 片隅
o61 17 8
083 0 10
142 0 45
145 0 0 3
188 0 7 1
かたち
020 0 0 9
037 00 3
03 9 03 6
072 0 12
13 8 0 17
かたちのな い
070 0 29
光りは堅い金属のやうに寒々と して
す べ て の物質たちは堅い 殻に つ つ まれて
愛婦ある仕科 (しそさ) で柔かい 羽 に堅い噂をこすり つ ける
新聞紙の 上を歩い てゆく 固い 心をもち
固い パ ンを噛 っ て い ます｡
沈黙よりも固い 無名の 木の 実がはじけとび
だが､ み どりはまだ固い 幹の なかにある ｡
固い パ ン の 男がゼ リ ー の 女に食 べ な がらス ト レ ー トに話 し合おうと云 っ て い た+
片言まじりの 甘美な言葉で
固さの ない
妻も子もなく､ こ の広 い 都会の片隅で､
思出の 片隅で じ っ と して い ればよ い の に
ぼくたちは世界の 片隅でふさぎこ み
何もない地面の 片隅に針金細工 や手製の 指輪を並 べ ど こ にもい な い エ ン ジ ェ ル がこ こ に
きみ の 手紙は､ たまたま､ 仕事机の 片隅の ､
骨のかたちを残して去り
物のかたちを壊 してゆ く
億かれたかたちで映 っ てゐ る
競馬場のか たちに作りか えて みたまえ
滅びようの ないか たちがな つ か しい
形の ない
形の ない魂 の叫びまで しめあげて しまう｡
かたづけ 片づ け
170 0 05
かたっ た 語 っ た
017 0 3 2
142 02 0
かた っ て 語 っ て
084 0 16
吸殻の 山を片づけ
怖か っ たと仏陀の 一 人が語 っ たとき
考えてみる人は放 とん どい な い - ･ ･･+ と あな たは語 っ た
壁にはり つ い た影と語 っ て い る時代 - -
2 22
135 00 3
142 0 36
174 00 9
かたひざ 片膝
176 0 8
かたまり
14 8 04 5
15 2 0 09
17 2 0 28
多くの 国人と語 っ て 同時に
どれほ ど声を低めて語 っ ても
きみは意外に元気な様子で近況を語 っ てくれ､ 心境まる十五分か二十分であ っ た｡
そ っ と片膝をおとす
ぼくたちはひ とかたまりにな っ て写真を撮 っ たo
こまかい亨包のかたまりが
もうす(o ひ とかたまりの 無機物になるの だから+
かたまり 填り
186 0 7 6 万物は時間の塊りで
かたみ
o53 0 13 姉さん の かたみ の水晶の腕輪がわたしの 冷たい 手錠で
かたむい た 傾い た
o15 0 0 4 傾い た机は風を聴くこ とがな い
かたむき
o79 0 0 3 太陽はかたむき
かたむき 傾き
11 0 00 4 傾きながら
かたむく 傾く
048 03 1
048 03 3
167 0 47
かたむけ 傾け
046 0 33
182 0 17
186 0 8 2
188 0 4 4
それにむか っ て傾く地平線
揺れて海 へ 傾く 深くふかく
一 つ の部屋の ため の 家屋が傾くまで
濁れる水の地下の うねりこ耳を傾け つ つ
星座の 歌に耳を傾けて い る と
死を含む共同体であるみんな の声に耳を傾けてい る と
不定愁訴の 繰り言の ように､ あ る こ とな い こ とに､ 轟音を傾け ､
かたむける
158 01 5 酒杯をかたむける
かため 固め
041 1 11 物質で身を固め 破れたシャ ツで冷気を防い だ
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かため 片眼
188 01 7
かためた
o61 00 6
103 0 17
かたり 語り
o54 1 4 1
o74 0 2 1
o88 0 7 1
142 12 3
148 0 3 5
かたる
028
054
142
17 4
語る
06 9
08 7
04 3
02 2
かたわらで 傍で
017 0 17
041 0 0 8
145 0 1 5
146 0 5 9
かち 価値
054 13 6
054 13 7
かちく 家畜
01 4 0 22
062. 06 1
カチ ャリと
189 0 3 3
がちょう 画帳
188 02 0
眼は､ そ のうちに､ 片限ず つ ､
石でかためた屋根の街の
まがいもの の 甲常に身をかためた冒険家でもなければ
す べ て の 人々 の 面前で苦りたか っ た
声なくして新しい 死者と語りあ っ た
ぼくたちに語りかけてくるよ
あなたは見たままを語り 予言者と して
どの ように して戦後の 社会をたたかい ぬ い てきたかを語りあ っ たが､
何を語るか は考 へ て みれば よい
｢もうい い 一 言も語るな
自己 の経験をま っ すそ語るあなたの言葉は
あの 一 局 の碁が語るもの は何だ っ たの か
と悪い唇が耳の傍で薄くな っ たの で
新聞を読む 虚しい 日層の傍で
古い 広告ビラ の汚れた壁の傍で
あな たが傍でおやすみ にな っ て い ら っ し や る
あらゆる エ イ ス の 価値と
護衛 つ きキ ン グと慰めをあたえるクイ ン の 価値とが
口の 悪い 家畜どもが逃げて い っ たあとで
ひ とりの妻 と住み家畜などを飼 っ て みたくな っ たの です
カチャリ と皿 にあたる小さな音が
フ ア ン ･ ゴ ッ ホ展があ っ た時の 画帳が､ 手もとにあ っ て ､
かつ い で
055 0 13 背負い袋の ようにおまえをひ っ か つ い で
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128 048
がっ き 楽器
oo5 0.1 0
o14 00 3
o14 0 0(～
o14 0 14
o14 02 5
o14 0 28
o39 0 20
ブリタ ニ カをか つ い で 登場
古い 楽器は花樹の 下で
頭の 大きな楽器が目覚めたらしい
物(o さな楽器たちはね ころんで
二 つ の 楽器が揃 っ て火を呼び始めてね
貧血がくる とひ と つ づ つ 楽器は床に倒れた
楽器の うす暗い腹の 中に沈黙が
楽器よりもも っ と柔らかにくね る
かつ ぎだされて 担ぎ出されて
o74 00 7
がっ こう 学校
oo5 0 0 6
15 0 0 5 6
かっ こう 恰好
04 1 04 6
かっ きい 喝采
097 01 4
1 60 03 4
かっ さいする
160 03 4
かつ じ 活字
050 0 1 6
128 0 0 4
ゆらゆらと ハ ッ チ から担ぎ出されてゆ く
赤い屋根の学校は
学枚 へ 行 っ て そ の 旨を伊藤 に伝えると､
毅然たる恰好は 悲 しげな眼ざ しは
空しい 喝采の なか で ､ 永遠に空中を泳ぎつ づけ るだ ろう｡
こ の ハ プ ニ ン グに聴衆は喝采する
喝采する
こ の ハ プ ニ ングに聴衆は喝采する
活字の 置き換えや神様 ご っ こ - 一
括字の われ目から ひ よろりとの びた
か っ しよく 褐色
00 9 01 0
02 3 02 0
08 4 02 7
褐色の皮膚の 下に樹液は滑れてゐ る
澄んだ褐色の 眼を出はい りする憎悪の炎 よ
そ の 黒い唇 そ の褐色の 髪
かっ た 刈 っ た
0 84 0 15 ながく髪を刈 っ たかる い 男が
かつて
025 0 2 5 か つ て居陸するセル バ ン であ っ た
039 0 7 9 かつ て地上に祭があ っ たと いふ
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o41 102
o61 12 6
o61 13 2
o61 14 1
173 02 2
18之 01 1
か つ て 何処にも起らなか っ た こ と
｢か つ て泉があ っ た
｢か つ て泉があ っ た
かつ て清い 泉があ っ た こ とを･ ･ ･ ･丁
･
か つ てきみ の横顔に披自伝らしきもの があ っ た
かつ て の 勇者は いまな お勇者だ
かっ て 飼 っ て
o62 0 61 ひ とりの妻 と住み 家畜などを飼 っ てみたくな っ たの です
かっ て 勝手
180 0 30 ど こかで勝手に出あうもの で ある
カ ツ テ ニ シヤガレ
12 4 0 1 9 換言すれば カ ッ テ ニ シヤ ガ レ
カット
10 6 0 3 3 鳥の巣型の髪の カ ッ トに 度の つ よい 眼鏡を糸で つ る して
カッ プル
14 5 01 7 そんなカ ッ プルは どこ にでもい て快楽の ス プ ー ン で苦痛の 目方を計りかねて い た
かつ ぼう 渇望
o44 0 15 あなたの 渇望が ､
かつ やくし 清躍し
160 063 三十年代末か ら四十年代にかけて活躍 し
かつり ょく 活力
061 12 8
16 7 0 1 9
かてい 家庭
08 4 01 8
かてい 過程
1 60 00 1
かなしくろうじん
188 0 之1
活力と滋味を湛え
凪が新鮮な活力を吹きこむの で
｢い まで はどちらのお家庭 にも
忘れられていく人間の過程が
(｢悲しむ老人+)
その 中に ｢悲しむ老人+ と いう作品があります ｡
かなしげな 悲しげな
04 1 0 4 6 毅然たる恰好は 悲しげな眼ざしは
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かなしませる
o41 014
悲しませ る
かつ はまた あの 人たちを悲 しませる黄昏を創 っ た
かなしむ 悲 しむ
o23 018
o26 03 5
158 04 4
188 02 1
かなしむべ き
o23 0 18
かなた 彼方
05 1
05 4
061
003
15 5
001
061 2 1 9
073 0 2 1
080 0 2 5
106 0 4 8
176 0 2 7
カナリヤ
009 00 5
かなわなか っ た
12 4 0 17
かに 蟹
14 3 0 10
かね 鐘
007 0 0 6
1 07 0 03
かねづかい
103 0 1 5
かのう 可能
054 03 2
112 034
142 07
怖る ベ き悲 しむぺ き速度の 中に
悲しむでもよ い暗 い駕石の 上には
こんなにも早く終えたこ とを悲 しむ
その 中に ｢悲しむ老人+ と いう作品がありますo
悲 しむ べ き
怖る べ き悲しむ ぺ き速度の 申に
彼方 へ と走 っ て い た｡
海の 彼方!
彼方の 岸をのぞみながら
彼方の 岸に灯が つ い た､
否定 の彼方 へ
ま っ す(o 海 の彼方を指 して い るから - -
ただちに答えられるだろう かれの経験の彼方か ら第四の声で
みはるかす彼方には
崎型 の カナリヤを大･釘 に育て て ゐる
礼儀作法にかなわなか っ たら
蟹にな っ ては
古風な鐘は藍をに じませて鳴る 曇る 動かない土絵具の カ ン ヴ
尖塔の 鐘の 音も若か っ た
金づかい
金づ か い の荒 い ア メリカ人とはわけがちがう
そ こ に汝 どんな可能が 不可能が+
妥協の 無限の 可能性をたよりに
そ して 国外で の 健康回復と安楽な 生活の可能性があるにもかかわらず
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186 04 4
190 01 2
かのうせい
112 03 4
142 07 0
18 6 04 4
(どの 車輪にでも乗 っ て い る可能性があ っ た)
現代で も可能であるの か どうか
可醍性
妥協の無限の可能性をたよりに
そ して 国外での健康回復 と安楽な生清の可能性があるにもかかわらず
(どの車輪にでも乗 っ て い る可能性があ っ た)
かのじ よ 彼女
o4 8 0 14
o4 8 0 38
o4 8 0 40
18 4 0 0 1
18 4 0 14
かの人
o43 0 05
かびん 花瓶
025 0 3 0
055 0 2 7
055 0 2 9
かふう 家風
042 02 0
カフ ェ ー
061 02 3
かぶきちょう
12 4 02 3
かぶさっ て
061 1 65
かぶっ てゐる
010 0 0 3
かぶや 株屋
183 01 7
彼女だけが触れてい る
彼女の位置はどこ にある
彼女の憂愁披どこ にある+
すごい金髪美人で ある彼女は
たい へ ん誇りにして い る彼女は
伝 へ よ か の 人に
花瓶に挿さ っ たみ どりの茎は
ガラス の 花瓶に閉 じこ めて しま っ たの だ
花瓶の腐 っ た水の なかで溶けてい る
また古い 家風を弔ふ
うらぶれた安カフ ェ ー で ､
歌舞伎町
歌舞伎町でス ロ ッ ト ･ マ シ ー ン に しがみ つ き
夜の環が冷たくかぶさ っ てくる､
有効なス ピイ ドに つ い て考 へ る こ とを欲する少年は 一 個 の白い 帽子をかぶ っ てゐ る
表の 灯を消した株屋の店内では
かぶり
087 00 8 聞きわけのな い耳でかぶりをふ っ て
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o87 0 18
177 0 21
聞きわけの な い耳でかぶりをふ っ て
きちんと帽子をかぶり
かふん 花粉
oo5 0 0 3 タ ンポポ の 花粉を つ けて
かべ 壁
015 0 1 9
o之5 0 0 8
o30 0 0 5
o32 01 3
o38 02 5
o39 14 0
o40 0 1 7
041 0 7 1
046 0 1 1
048 02 3
049 00 4
053 00 6
054 08 9
054 13 3
055 02 5
062 05 3
065 00 5
06 8 01 2
070 04 4
073 00 5
084 0 16
09 3 0 14
09 7 0 13
09 8 0 10
11 4 0 03
14 2 0 29
14 5 0 12
14 5 0 15
14 5 0 18
1 45 0 3 2
1 45 0 3J5
1 46 0 13
1 67 0 6 之
1 87 0 0 3
かへ い 貨幣
死んだもの は壁の 中に
海は黒く岩壁は白か っ た
そ こらあたりの 壁には花もない
壁が崩れたら
壁が照らされて しまひ
七 つ の壁が坤きは じめ
壁の 下で マ ッ チをする男の ために
あな たは壁を眺め で怖れの 表情を隠さうとしてゐますね
いま放 しい 壁や むな しい紙きれにまたたく嘆息をすて
壁にかか っ て い る着物からぬけだし
色あせた壁の中に は
みんな灰色の壁にぬりこ められて しま っ て
沈黙の壁
｢ア メリカ - - + と壁が こ たえて い る
灰色の壁の ように垂れてきて
岩壁 へ かえる鴎の なき声が
壁の そとにせ ま っ た｡ 食卓には
高い 岸壁 から 歌 っ たあの
はて しない壁を手さそりして ､
さ びれた海水浴場の岸壁にぶ つ か っ て
壁にはり つ い た影 と語 っ て い る時代 - -
こ れから壁のむこ うに出かけな ければならない
空気を蹴り厚い無の壁をこえて ､
壁づたい にきこえてく る
真夏の コ ン クリ + トの 壁にはり つ い た
また い かな る非難中傷の壁､ 妨害 の 電波がそるりをとり巻い ても
孤独な高い壁の前で
古い 広告ビ ラの汚れた壁 の傍で
孤独の壁をすこ しず つ 溶解 しながら
｢あると こ ろに壁が僚れて い た
壁の な い空間にそれは侍れて い た
壁にドアをならべ た廊下が
ぼろぼろにな っ た壁面にまた心理面に
壁面の 王は
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o28 0 18 つ ねに流通する貨幣の 繋か ら起る とい ふ
かべ ん 花弁
o12 00 6 雄心 した花弁のやうに
かほう 火砲
112 01 0 破壊に つ そ披壊の こだま 断末魔の軍港にと どろく火砲の うた
かぼちや 南瓜
18 8 0 83 きみが好きだと いう､ 武者小路の ､ 茄子や南瓜の 素朴な絵､
かまえ 構え
18 8 0 37 眼よりも､ 心 で計る構えになるの 披､
かまはな い 構はな い
028 0 29
かみ (こ ころ)
oo4 0 05
041 0 3 2
041 04 8
043 0 0 8
o43 01 5
043 02 0
042 00 4
042 0 14
044 00 3
044 00 8
04 4 0 14
05 0 0 1 6
05 1 0 20
05 3 0 2 1
055
062
069
077
07
079
08 1
082
093
10 6
12 1
0 3 6
0 0 2
03 4
00 3
03 0
02 5
02 2
01 7
0 12
0 22
0 04
彩るもの は何であ っ ても何でも構はな い
神
意地悪な眉 のながい神が
かすかに震えてゐ る 神経的な
個人を非難 しな い わけにはゆかな い 神々 の 名におい て
神は
弱い光でうなだれた神をむか へ る
神よ
やさ しき姿に彫まれた神とな る
神よ 御身の 言葉のまにまに
神々よ あなたの 姿勢は万別なれど､
高い 処に住む神々 よ｡
熱い 太陽を背負ふ 神々 よ
活字の 置き換えや神様 ご っ こ - -
神様をだます時が来た｡
それはわたしの こ ころ の 神秘です
おれたちはおれたちの神を
ひと つ の 年が始まる神秘な夜にくるま っ て
神様とお っ しや るひ とが住んで い たんだ っ て
神 の復活に出会うよりもたやすい
あらゆる神の報酬を拒み
見える神
黒い神を防衛 して い る の は
神をもたぬひと つ の祈りが
神学は迷路である
さらに い っ そう素晴しい の は鼻だろう 内なるオル ガ ン の 全神経が
天気は神さまに 世界は新 聞に
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12.
1 2
12
14
14
14
14
14
14
14
15
1 6
1 6
16
17
17
6
8
8
2
2
2
2
2
2
0
0
0
7
0
0
1 73
1 80
1 88
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
2
0
4
6
6
6
6
1
2
0
4
4
0
0
0
0
0
0
0
5
1
1
0
2
4
0
1
3
9
6
0
7
4
4
0
4
7
2
1
2
2
6
6
3
9
1 88 03 9
かみ 髪
014 0 2 9
023
025
027
03 6
03 7
03 9
04 0
05 3
0 53
0 61
062
0
0
0
0
0
0
1
1
1
65
6
7
7
8
8
0
0
0
8
0
1
4
4
6
8
8
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
2
2
7
0
2
1
3
0
0
6
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
3
7
5
9
1
1
8
1
4
3
0
2
1
2
1
2
3
2
3
9
8
1
5
7
3
6
0
人間の 精神の 問題かも しれない から｡
神経の ア ン テナを さか立てて
神なければ す べ て は趣味の 問題だl
滞神病棟で比較的おとなしく死ぬだけだろう
ソビ エ トにおける新 しい 精神病 反対! を叫んで
各所の精神病棟監獄 普通の監獄 ･ 収容所で
精神病棟監獄から同時に釈放せ よ とい うもの だ っ た
信念を持 つ 人間の精神が世界最強の 力には通 じな い とか
これ以上は 一 歩も進ませな い そ と宣言する不屈な人間の精神の みが 一
鱗 の落ちた蛇神は無性闇に輯転 し
神を持たず､ 神の 代替物も持たぬ とすれば､
神をうやまい 友達には親切に
神の 賜物を元気よく受けよ
つ まる と こ ろ神経の 問題だが
神慮の手で他界から運ばれ
物を書く空気にな じめなくな っ て い る精神の
神と悪魔は 一 身同体
きみはき っ と怯えて失神するだろう
精神は､ あくまで健康 ､
どの みち､ 精神にか､ 肉体にか､
頭髪を伸ば してゐ る の を知らんかね
毛髪の やうに血が垂れて
あなたの頭髪の 申に禽が卵を生む
一 本 の 毛髪もふくめて
頭髪に巣をかける喧燥な小鳥たち
黙 っ て髪を続 けづ っ て ゐる
ゆる い 流れが髪を放そす
髪放散る
売ろい 髪飾だけがふわふわと蝶の ように宙にさまよ っ て い るの です
わたしの 髪に わたしの肩 に 落葉は しずかに つ もります
あなたの 青銅の額には､ 濡れた藻の髪が垂れ､
思い 乱れたわたしの頭髪にさ し込まれ
やわらかな髪を腕にまき､ 彼は
濡れた髪をかきあげながら
あなたがい くら黒髪を愛j無しても ､
ぼく の頭髪をひ っ ぱる こ とがある
ながく髪を刈 っ たかる い 男が
そ の 黒い 唇 そ の褐色の髪
鳥の 巣型の髪の カ ットに 度の つ よい 眼鏡を糸で つ る して
馬上の人も白髪となる
理髪店か らの長い ながい戻り道
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1 16 0 11
1 42 02 6
1 45 00 1
146 03 0
147 0 12
17 6 0 3 1
18 4 0 0 1
きみ の 髪をゆわえた
わたしやわたしの家族の 頭から 髪の 毛 - す じ落ちやしない とは
｢至上の ト - モ ロ コ シ の 毛が ア ゴにもある長髪の若者が
髪をふり乱 して い がみ合 っ て い たのです
生きる こ とに怖れも困難も感 じな い 髪の 毛 の 薄い 男にな っ て い た
少女はふさふさした垂れ髪で
すごい 金髪美人で ある彼女は
かみかぎり 髪飾
o5 3 00 8
かみがみ 神々
o41 0 4 8
o44 0 0 3
o44 0 0 8
o4 0 1 4
黄ろい髪飾だけがふわふわ と蝶の ように宙にさまよ っ て い るの です
個人を非難しな い わけにはゆかない 神々の 名におい て
神々 よ あなたの 姿勢は万別なれど､
高い 処に住む神々 よ｡
熱い 太陽を背負ふ 神々 よ
かみきれ 紙きれ
046 0 1 1
かみころし
054 1 1 0
18 7 0 0 5
かみころして
054 1 1 0
かみきま 神さま
12 1 0 0 4
かみさま 神様
05 0 0 1 6
051 0 2 0
069 0 3 4
カミソリ
07 4 00 5
07 4 0 2 3
1 08 0 2 8
かみそり 剃刀
050 0 12
055 0 62
い まは しい 壁や むな しい紙きれにまたたく嘆息をすて
詩人は欠伸をかみ ころ して立上 る
ひそかに欠伸をかみ ころし
詩人披欠伸をかみ こ ろ して立上る
天気は神きまに 世界は新聞に
活字の 置き換えや神様 ご っ こ - I
神様をだます時が来た ｡
神様とお っ しや るひ とが住んで い たんだ っ て
カミソリ自殺をとげた若い 軍属の
若い魂を解放したカミ ソ リ の 刃を
首すじをす べ るカ ミソリにも
剃刀 の 刃に い つ までも残 っ て い るね｡
顕輪ずれしたおれの 咽喉に つ めたい 剃刀をあてる
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かみなり 雷
o12 00 9
o46 02 4
o70 0 5 5
148 03 4
160 01 0
かみのけ 髪の毛
142 02 6
147 0 12
海では雪が鳴 っ てゐ る
厚とともに海 - 出て 空は つ らなる水平線をは しり
骨の 手風琴を鳴らすの は o
ぼくたちは女気な しの部屋で姫焼を囲み ､
春の さきぶれの雷が遠くで鳴 っ て い たが
わたしやわたしの 家族の 頭から 髪の 毛 - す じ落ちやしない とは
生きる ことに怖れも困難も感 じない 髪の 毛 の 薄い 男にな っ て い た
かみました
oo 6 0 17 フ ン と丁寧 に浅をかみま した
かみまっ ち 紙マ ッ チ
152 0 1 3 紙 マ ッ チ の軸を台紙からちぎらずに
152 0 2 1 紙マ ッ チ の台紙には
かむ
02 1 01 1
12 1 01 1
花が浮かんで噴水をかむ っ た
波の牙が入江の 肌をかむように
かむ っ た
o21 0 1 1 花が浮かんで噴水をかむ っ た
カメ ラ
o72 0 4 9 高速度カメ ラが
かめん 仮面
125 0 0 4 縦横家の仮面の うらとおもてに
がめん 画面
12 6 0 1 1
17 5 0 15
かもしれない
032 0 15
039 0 2 8
039 0 5 3
039 1 1 6
057 0 2 8
075 0 1 2
もうす(o テ レ ビの 画面に吸い よせ られるだろう
きみ とぼくは同じ 一 枚 の 画面の 中に い る
とほく海がひろが っ て ゐるかも しれない
それは涙に似てゐたの かも しれない
わたしはい つ か鳥になるかもしれない
わたしは い つ か虹を見るかも しれな い
泣い たこ ともあ っ たかもしれない
悪魔の 手におちるかも しれない
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1 06 0 3 0
12 6 0 2 0
14 1 0 1 4
142 08 3
142 103
147 00 6
151 03 5
151 04 0
160 00 4
162 0 15
16 6 0 25
16 6 0 28
16 6 03 2
188 0 3 8
192 0 1 1
かもめ 鴎
0 62 0 5 3
o 68 0 0 5
0 68 0 3 1
07 8 0 0 9
0 86 00 4
1 08 02 1
1 08 0之2
かやく 火薬
02 0 0 2
かよい 通い
188 0 1 2
かよ っ て ゆき
05 8 0 1 7
尖が っ た紫の 口髭なら ず っ と微妙な震えをもつ かもしれな い
人間の精神の 問題かも しれない から｡
在りえたかも しれない す べ て の も の よo
ず っ と痛烈かも しれない が
少しの犠牲で将来の破滅を防げるかもしれな い)
一 瞬 の激情で死に突入して い たかもしれない
もの の数で はな い かも しれない が
はじめから 一 人に しておけば よか っ たの かも しれな い
死にたくな っ て い たの かも しれな い
悦惚の所業であ っ たかもしれない
きみは死にかけてい る のかも しれな い
きみは死にかけてい る の かも しれない
ぼくはもう死んで い る の かも しれない
私の癌疾､ で ある の かもしれない ｡
もしかすると､ 定づくに したが っ て ､ 遠 ざか っ て い く海な の かもしれない ｡ こ ん なと こ ろは､ 日本中の ど こ にもあり
岩壁 へ かえる鴎の なき声が
- 羽 の 鴎が飛んで い た
どこ にも鴎はみ えなか っ た
い たましい 鴎 の限で見おく っ て い た
おそらく鴎たちは
とまる鴎
歩く鴎
火薬の 匂ひ があらう
毎週 一 度通 い つ づけて いますc
通 っ て ゆき
そ こを通 っ てゆきました
カラ
o25 03 4 影にかくれて白い カラを つ けて
からか っ て
12 1 0 0 9 おもい きり 太陽をからか っ てみたい
ガラス
oo4 0 0 1 ガラ ス の 中の 青い 花
oo5 0 2 6 オリ ー ヴの ガラス の テ ラ ス で
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oo 6 00 4
o o8 01 6
o12 0 2 1
o14 00 1
o19 0 11
o20 00 1
o21 0 25
o28 0 0 3
o28 0 6 6
o4 1 14 0
o51 00 7
o55 02 7
o89 0 2 9
167 0 09
189 0 25
がらす 硝子
o26 0 1
o28 0 9
ガラス管
02 0 0 0 1
02 8 00 3
02.8 0 6 6
からだ
035
039
04 0
04 1
04 4
053
070
149
164
18 1
1 83
からだ
010
012
01 6
01 8
0 25
14 1
0 24
0 68
0 1 6
00 7
0 0 6
0 0 8
0 1 4
00 9
0 0 9
体
017
0 22
0 08
0 0 8
ガラス の 破片
金魚みたい に じ っ と して 水の つ ま っ たガラ ス鉢 の 中
ガラス の 響をたてる楕円形 の葉たち
]ガラス窓から白い 手たちが
ガラス絵のやうな夢を
明るい ガラス管の 中で
室内の ガラス を滞らす
緑の影はい つ もガラ ス管に よりそ っ て ゐた純粋な頭の 鈍い速度に つ い て
ガラス管の吃立する地域の
窓ガラ ス に反射する日の 光で
厚い ガラ ス の 窓からは
ガラス の 花瓶に閉じ こ めて しま っ た のだ
窓ガラスを叩いて ゆきます
窓ガラス のむ こうには
無音無重力の ガラス の部屋で
たくさん の硝子がはめて ある
哀訴の蒸気を吸殻とともに皿 の 上に捨て る三重の硝子の 向ふの 繊格子の 中の
明る い ガラス管の 中で
線の影はい つ もガラス管に よりそ っ て ゐた純粋な頑の 鈍い 速度に つ い て
ガラ ス管 の 吃立する地域の
疲れたからだを休めるために
あな たのからだから送 る水で
東方からおま へ の からだを侵 しはじめる
あなたの体が氷のやうだからだ
大い なる真昼の泉に い そ(o からだ｡
わた しのからだめなか に黄昏がい っ ぱ い つ ま っ て
わた しのからだを水藻の ように
憎い からだをだきしめて
ぼくらの 関係があい まい だからだ
からだを斜めにし
不況が心 に の しか か っ て い るか らだ
老い ぼれた天体は歯がぬけてゐ る
大理石の 肉体は磨かれ よう
体操着の まま遁走 した
体から糸を垂 らして
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023
023
023
02 5
0 25
026
026
026
027
029
030
030
034
037
039
039
041
041
04 1
046
048
04 8
051
053
054
054
055
061
0 62
0(i2
0 62
0 63
0 63
0 65
065
00 7
0 0 6
0 0 7
0 1 1
0 4 7
0 57
0 0 7
01 4
01 9
0 19
00 6
00 4
027
0 14
0 0 9
0 05
0 3 7
0 2 4
0 3 5
0 6 8
03 6
00 1
02 4
0 15
0 2 0
1 2 2.
15 2
0 34
0 8 8
0 0 6
0 1 9
0 之1
00 4
00 9
0 12
03 7
065 0 5 0
074 0 0 6
076 0 1 9
093
100
0
0
2
3
0 2 3
0 2 3
0 0 4
0 18
裸 の胴は液体に泣く
実体の な い 窓窓に雨が降り
不幸に支 へ られた白い 肉体は
再び実体の ない 建築の 嬰は
樹には吊された肉体が ある
蒼ざめた肉体は
水晶体はい つ でも煙を噴い てゐた
壊れた船体のやうに
わたしの 体を石のやうに氷らせ た
体温から去 っ てゆくひびきたち響たち
それら肉体の輪廓にそ っ て膨まず
無造作な天体に披樹木が茂る
気体の やうに
気体の なか の 透明な溝 へ は い る
肉体 よりも柔軟に
ただ壌の ように つ めたい気体がゆれる
わた しは 一 体何処に立 っ てゐ る のか
な るほどあなたの剥製の 体内から聞える
寒さが体を凍らせるまで
あなたの体が氷の やうだからだ
果 して肉体だけは癒る用意があるかのやうに
肉体の襲
軟体の極限をゆく無数の 曲線の 戯れ
海が熱い 体温のなかで燃えたぎ っ て い る､
時とは 一 体なんで し よう
影は 一 つ の 世界に 肉体に変 っ て ゆく
塩の 匂い の する僕の体臭
ほて っ た肉体の あい だ の
おまえの多孔質の体に汝
落ちてゆ くわたしの身体を支えて くれるの は
｢も し身体 にも魂にも属さな い 捉があるなら
魂も身体も不用セす+
あなたの 身体の ように重たく
かかえきれぬあなたの 身体が
男は待 っ て い た､ 一 体待 つ こ とに
彼の 五体を震わせた｡
待 っ て い た｡ 一 体 ､ 待 つ こ とに
白布に つ つ まれた屍体が
きみの 青白い 身体はみ るみるうちに
孤独な青年の 体臭に
やがて 肉体の要求にさからう魂は
あたらしい 屍体の 雨をふらすから
粗暴な肉体の礼賛看で もな い の だ)
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00
02
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1
8
4
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から っ ぼ
005 0 28
061 0 82
061 0 9 0
085 0 0 5
101 0 3 5
151 0 1 2
からっ ぼの
0 05 02 8
0 61 08 2
0 61 090
0 85 0 05
1 01 035
からにした
寝床の ぬくもりでほて っ た身体を 詰ま っ た路面電車に棲みこ んで
それらが身体の なかを
悲しい体にぞ っ こ んま い っ て
かれは実体の な い 都市の雲の 中に住む
帝政時代よりソ ビ エ ト体制下で四倍も悪化 して い る
ソ ビ エ ト体制とは
レス ビア ン の女たちの療撃は不信者の地獄の 笑い の - 型態で ブリ ッ ジ して反 っ た肉体の
｢写真店の窓には曝された肖像の記念写真が 夢こそす べ てであると知 っ た時 もう肉体
一 体の ままで ただよい ながら
身長宙七十四糎体重七十粁はまあまあだが
一 体 一 体 に入魂の秘術を つ く してきた の だ
遺体は屍体置場 に二日間放置されたままであ っ た
ニ ュ ー ヨ ー ク ･ タイ ムズ の記者が屍体置場の リス トからかれの 名をみ つ け出し
最後は叔母の クララが遺体をもらい さげてい っ た
かれの 肉体に刻まれてい き
ニ ュ ー ヨ ー ク市の 屍体置場まで つ づ くの である
どちらを向くかは身体にきめ させ た
少年期の 貧 しい体験から
神と悪魔政 一 身同体
それで3丘代の伝鋭は消え 象徴は解体する
街全体がもひ と つ ば っ と しない の は
昔の発車 ベ ル の 音が体内の ど こか に残 っ てい たん ですよ!
(時間の 正体を見たんだ)
死を含む共同体であるみんなの 声に耳を傾けてい ると
どの みち､ 精神にか､ 肉体にか､
身体 の 故障よりも､ よ 旺 ど､ こ の 放うが つ らい ｡
か ら っ ぼの金 の龍 よ
｢おまえ披から っ ぼの 個だ
おまえの から っ ぼ の 頭には
きみにと っ て過去はか ら っ ば の 空種だ し
から っ ぼの 水筒に 口をあてて
中身はから っ ぼ
から っ ぼの 金 の龍よ
｢おまえはから っ ぼ の個だ
おまえの から っ ぼの 頭には
きみに と っ て過去はから っ ぼの 空種だし
から っ ぼの 水筒に 口をあてて
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101 0 5 9 弾倉をからに した心 の なかまで
からぶり 空振り
173 00 4
'
/ 超ス ロ ー ボ ー ル を空振りしたあとの ような
からみ合う
ユ0 6 0 45 それ披苦痛 と恐怖がからみ合う なが い なが い鎖で
かられて 駆られて
1 60 0 3 5 感傷に駆られて とはい え コ
ー ネリ ア ス には
がらん 伽藍
o18 0 3 霧は伽藍を沈めて しま っ た
がらんとした
o61 17 0
o72 0 64
かり 借り
13 0 20
16 0 045
がらんとした心 の部屋で ､
がらん とした競馬場には
もの さび しき火を借り
隣人とは愉快に貸 し借りせ よ
かりいれ 穫りい れ
1 01 00 1
101 03 9
かりこんだり
106 0 27
積りい れがすむと
死の積りい れがおわり きみたちの任務 はおわ っ たから
刈りこんだり
高名な美学派の 詩人みたい に 口髭をの ば したり刈りこんだりして
かりたてる 駆り立て る
o 85 0 0 7 きみ の 血を現場 へ 駆り立て るもの は
かりの宿
1 70 0 1 8 蓮の 葉 の上をかりの宿 として
カリフ ォ ル ニ ア
184 0 0 9 現在カリ フ ォ ル ニ ア に住んで い る
かるい
05 8 0 4 3
0 66 02 3
0 74 0 2 2
0 84 0 1 5
私はかるい 舌うちをしました
あかるい 月がたずねてい っ たo
あか る い微風の なかに
ながく髪を刈 っ たかる い 男が
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かるい 軽い
o 68 0 19
o9 1 0 06
かるくしよう
1 13 0 32
空中に軽い死の 飛沫をうちあげ
.: 軽 い プ ロ ペ ラ の勉音をひびかせて
軽くしよう
罪の 負担を軽くしよう と
かるくする 軽くする
1 61 02 4 負担を軽くする余地が
かれ
oo5 00 1
oo5 0 1 6
o12 0 22
023 0 0 1
o27 0 1 8
o28 0 2 0
028 0 2 8
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05 4
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058
0
0
0
0
0
0
58
6
6
6
6
6
1
6
9
9
9
12
13
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1
4
9
2
0
1
0
1
0
2
3
8
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
1
0
8
7
6
4
5
3
9
3
3
3
6
2
0
1
2
3
2
9
3
0
2
2
8
岸辺では演奏会が開かれる
吹かれてゐる赤い 煙突は
大理石の 肉体披磨かれよう
磨かれてゐ る白い骨の柱に
弾かれた言葉の行方を覚る
かれら塵挨都市の番兵 と呼ぶもの か ら
地図に描かれた曲線の 巧みな配置を
窓は開かれて北方に青く
美 しい 喚声に とり巻かれて ゐた
だれもかれも美しくな っ て
漕かれたかたちで映 っ てゐ る
かれらの 葡萄色の 頬を打て
苦しみは拓かれて
木質は腐り 陽に煩かれ 蝋のやうに流れた
石で葺かれた屋根をでて
斬らしい 種子が新 しい 土地に播かれ つ つ ある こ とをo
眼 のまぽろしに妖 しく薄かれた
思案に つ かれて
つ かれた椅子の乳る音･ ･ - ･
わたし披い までも眼鏡の つ かれをぬ(o い
風にふかれて開い たり閉じたりする窓が あ っ ても
見よ あばかれた社交術の 快楽と有頂天とを
大学生の 放そ い瞳 の奥に措かれて しまう
い つ までもおれたちの ひき裂かれた心 と
つ かれて い る の は私ばかりで はありませ ん
サ ー カ ス の 看板がこが らしに吹かれて い ます
風に吹かれ､ 浪にうたれる漂泊の旅から､
かれは溜息の 放そ い けむりをもらしたo
かれは肩をすくめて立 っ て い た
かれもまた あると こ ろに
かれの 帰りをま っ て い る女 の
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結局の と こ ろわれわれの期待も､ かれらの 手綱さばきで
かれら民衆の 悩みだ っ たが
かれは木の 吊床に身を横たえて
かれとぼくの間には
かれは死んで い っ た
かれは永遠に死んで い っ た
かれの崇高な死が
やさ しい女 の ひ との 手がおかれて い る
呪われたかれらの 天を
かれはヴァ イオリ ン弾きです
かれの かわりに歌 っ てくれる の ですよ
それでも かれはヴァ イオ リ ン弾き
かれにかわ っ て上手にすすり泣くのですよ
かれらの 恥辱の隠れ家をあばい て しまおう
かれは ベ ッ ドにもそりこむ
かれにと っ て 眠りもひ と つ の儀式だから
かれにと っ てはと っ く に抜け道がわか っ て い る迷路である
かれの手足がはなれ罪もまたはなれてゆく
そ の ようにかれの 赤い 血も
かれの 眠りは純潔の匂い がする
かれの魂は エ デ ン の樹 の 頂きか らはて しなく落ちは じめる
かれと言い きみ と呼びぼくに返る心 の遠う丘法に したが っ て
かれがきみ に死ねと言うなら
かれにはい い と ころがある
海の まぼろ しに想かれたかれは
かれの目的地は
｢笑うなかれ+ 悲し い 内部の 声である
第 一 列 の 中央に い やな上限づかい のかれが い て
かれの額は 西洋皿の 平面の ように広く
かれの 眼は ス プ ー ン の銀 の ように輝い て い る
かれの 指の爪貝は 恋人たちが しや ぶりたがる政 ど美 しい
詩人として の かれの おそろ しい飛期力をあらわ して い る
かれは じぶんを憐んではならない そ の罪が いか に深くとも
かれは自分を罰 してはならない 屠殺者や皮肉屋の 包囲のなかで
かれは屠所にひかれる小羊であ っ てはならない たとえそ の 皮を剥がれても
血を流 してはならない そ の 肉を引裂かれても
ただちに答えられるだろう かれの 経験の 彼方から第四の 声で
風に吹かれて
きれい にふかれた鏡の ように
引き裂かれてい っ た日から
日没に追い つ かれて い た
歌の は じめに杖開かれた理 由がある
晴天の星にみちびかれて
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140 02 0
142 00 2
142 08 2
142 09 4
142 10 8
143 00 9
148 00 5
148 00 9
148 03 9
150 0 17
150 03 6
154 0 19
159 01 7
160 0 1 9
160 0 4 2
16 0 0 4 6
1 60 0 5 5
16 0 0 5 9
1 60 0 6 1
1 60 0 6 6
1 60 0 7 2
1 62 0 1 6
1 62 0 17
1 62 0 18
1 62 023
1 66 00 2
1 66 00 9
166 02 7
1 73 0 2 9
176 0 0 5
179 0 1 7
185 0 1 6
189 0 1 3
189 0 2 3
189 0 3 6
192 0 2 1
かれ (｢か れ+
16 6 00 2
かれ 枯れ
02 1 0 2 0
04 1 1 1 8
かれは実体のない 都市の 雲の 中に住む
記録されず 善かれず
彼がおかれてい る状況は 西側の 同時代人の それより
オ ー エ ル の未来小説に描かれた 党 は
一 個 の弱 い 人間の 信念をも挫く こ とができない とわかれば
寒風に吹かれるみ じめさを思い
二人 の娘を育ててきたと書かれてい た｡
かれとは敗戦直後の 闇市のう丘くの旅館で 一 度会い ､
十時をすぎる と蒲団が敷かれたo
しかし､ 友人たちは仲間のだれかれをあて こす っ て い る の だ と思い こみ､
しか し､ そ の こ とに､ ｢私+ は､ 全 面的に欺かれてい るわけには い かな い ｡
い ましも刑罰の 足台が置かれ
かれの 生涯には つ い ぞなか っ たの に!
｢お仕事は?+ と訊かれ ほん と の こ とを口 に したが らない
陽気であれ! 思い わずらうなかれ
今夜の かれの幸運は明日に披きみのもの だろう
妻も子もな か っ たかれは タイ ムズ ･ ス ク ェ ア に泣い 安ホテ ル の 一 室 に住み
ニ ュ ー ヨ ー ク ･ タ イ ムズ の 記者が屍体置場の リ ス トからかれの名をみ つ け出し
かれが家を出たとき 母親は ｢棺桶 に入 っ て帰 っ て こ い !+ と言 っ たが
かれの名は雑言志やア ン ソ ロ ジ ー で さえめ っ たに見かけなくな る
かれの 肉体に刻まれて い き
かれが歩い たの 披
かれ自身の 最後の 王 国で あるから
かれが何を見たか は予断の かぎりではな い
かれの 死が均合うの は - 桶 の 汗か
｢かれ+ と言 っ たり
かれに は軍隊の経験があ っ た
かれが冷たく噴く
頭蓋骨を射ちぬかれて死ぬ 一 人 の 異
聞かれてい る窓辺 の
それが かれの 望みだ っ た
愛する着から引裂かれて ･ - -
かれはくるりと背をむけて
い まの かれ披雲を見下すような
かれは椅子に坐 っ たまま
あやかしとも気づかず､ 広かな白い 光の 点線 に導かれ､
)
｢かれ+ と言 っ たり
い く つ か の樹も枯れ
い つ の まにか樹木は枯れてゐた
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o5 4 1 1 6
o5 4 15 5
05 6 0 0 3
o5 6 00 5
o5 6 01 5
05 6 0 2 1
05 7 02 1
0 61 00 1
0 61 15 5
0 61 21 9
0 65 01 9
0 65 03 0
0 65 03 7
0 65 04 4
0 65 05 4
073 0 2 1
080 025
106 0 4 8
142 0 8 2
142 0 8 4
150 0 0 3
150 0 0 5
150 0 0 6
150 0 0 7
150 0 13
150 04 2
150 04 6
15 0 05 1
15 0 05 7
15 0 05 9
暗い 空の 枯れた林か ら落葉がすきまなく降 っ てきます
木や野茨が枯れて
頭上で枯れ枝がう ごき つ めたい 空気にふれるたび に
霜枯れた顔ばかりで ある
此処と彼処 それも ー つ の 幻影に過ぎぬ こ とを
群青に支 へ られ 眼を彼岸 へ 投げながら
彼女だけが触れてい る
彼女の位置はどこ にある
彼女の 憂愁は ど こ にある+
彼方 へ と走 っ て い た｡
彼等が剥製の人間であるか どうか
彼は唾をはく街燈の そばを通りぬけ
海の彼方!
そ して彼の背中の ように淋 しい風景がそ こ にある
彼の 病んだ肋骨の なかを
孤独な彼の横顔は
ときに河明りが彼の 額を照らしだ し
彼岸はい つ も死の 国の ように静かで ある
彼方の 岸をの ぞみながら
此処 と彼処､ それもちい さな距離にすぎぬこ とを - -
彼方 の 岸に灯が つ い た､
さ っ きから彼のイ メ ー ジ の
やわらかな髪を腕にまき､ 彼は
彼の 五体を震わせ た｡
乾 い た咳を 一 つ した. 彼 の イメ ー ジ の な かには
彼は待 っ て い る よりしかたがなか っ た｡
否定 の彼方 へ
ま っ す(o 海 の彼方を指 して い るから - -
ただちに答えられるだろう かれの 経験の 彼方か ら第四の 声で
彼がおかれてい る状況改 西側の 同時代人の それより
彼の与える教訓は自ら明らかであろう+
｢彼は臆病なドン ･ フ ア ン であ っ たo
六人の 友達の彼に対する考え方は夫々まるで違 っ てゐ た｡
六人の 意見が 一 致 して ゐる時は ､ 六人とも彼に編されてゐる時であ っ た｡
彼は自分の虚構の個性を破綻なく演ずるために､
彼 の 表面は常に波立 っ てゐ るが ､ 彼 の底は何時も静か で､
す くなくとも彼の 自殺の 真因が､
｢誇り得るもの + を失 っ たとさと っ たとき､ 彼はこ の世から転向して い っ たの だ o
彼は我 々 の雑誌の創刊号に､ 玉 の井 の嬉婦と客との 交渉を扱 っ た ｢据沼+ を書き､
彼は特徴の あるうるんだ眼をしばたたきながら聞い て い たが ､
しかし､ それから彼は､ もう小説を書かなか っ た｡
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15 0 06 1
150 06 4
167 02 7
17 6 02 7
18 4 00 1
18 4 0 14
18 8 0 43
我々 は彼を励ますことを忘れてい たようだ｡
彼の 才能は枯渇を強い られたの である｡
もう 一 人 の彼である
みはるかす彼方には
1
すごい金髪美人である彼女放
たい へ ん誇りにして い る彼女披
此頃で汝､ 人の 顔さえ見れば､ 誰彼となく病気の 話で ､
かれいな 撃腰な
o2 3 0 2 2 華麗なあなたの指輪と ともに
かれえだ 枯れ枝
101 05 1 頭上で枯れ枝がうごき つ めたい 空気にふれるたびに
がれき 瓦礁
o58 00 2 瓦礁の うえに材木が組立てられ
かれさせ 滴れさせ
038 00 2
o41 0 1
かれさせて
03 8 0 0 2
グラス の 底を潤れさせ て
社交術が あな たを潤れさせ たり育てたりしない うちに
滴れさせて
グラス の底を滴れさせて
かれた 枯れた
05 3 00 3
1 72 0 12
かれて 枯れて
041 1 1 8
059 0 2 0
かれてい る
009 0 1 0
かれてゆき
03 9 04 3
カレラ
00 6 0 0 1
かれら
02 8 0 2.
暗い 空の 枯れた林から落葉がすきまなく降 っ てきます
霜枯れた顔 ばかりである
い つ のまにか樹木は枯れてゐ た
木や野茨が枯れて
滴れてゐ る
褐色の 皮膚の 下に樹液は濁れてゐ る
滑れてゆき
わたしの 骨は滴れて ゆき
弾痕からシズ クが落ちて るが カ レ ラは銃器を埋めて
かれら塵挨都市の 番兵と呼ぶもの から
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o39 12 4
o72 01 8
o74 01 0
o79 01 4
o85 02 2
かれらの 葡萄色の頬を打て
結局の と ころわれわれの期待も､ かれらの手綱さばきで
かれら民衆の悩みだ っ たが
呪われたかれらの 天を
かれらの恥辱の 隠れ家をあばい て しまおう
かれら 彼等
o54 05 4 彼等が剥製の 人間であるか どうか
カレンダ ー
oo3 0 0 1 カ レ ン ダ ー に音楽が流れ
かれんな 可憐な
o5 0 09 可憐な魂の ノ スタルジアにとも して
かれ自身
162 017 かれ自身の最後の王 国であるから
ガレ ー ジ
15 0 07 5 それに しても､ きみがガ レ ー ジ で漬物を つ ける棄をさがして い たら､
かろやかな
o78 0 1 6 白くかろやかな異になりゆくこ とか
100 03 3 かろやかな鼻唄の リズムで歩きも したろう
かわ 河
005 0 0 2
007
007
011
044
04 6
054
05 4
05 6
05 6
05 7
0(;1
0 61
0 61
061
061
065
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0 4
1
0
0
4
2
7
0
2
4
0
9
2
0
6
1
5
5
1
1
8
1
1
7
4
4
9
2
2
5
6
1
1
蝶々は光る河を渡る
煤けた町は古い 習慣で壷の 沈黙を それはい つまでも黄色い 河の
あ見給 へ 昏の 河の 上を歯を剥い た白馬が乱れるではな い か
河の水は泥の やうに澱ん で
鳥【敬すれば 山河
内部を刻む時計の 音に
'
蒼 ざめた河の こ の 沈黙は つ きまとひ
｢僕たちは都市を つ らぬく濁 っ た河にそ っ て
おお い まこ そ偉大な人間と大きな河は
昨日の ように空は濁 っ た河のうえにある
ときに河明りが彼の額を照らしだ し
河は山をの りこえ
はるか ､ 地下を潜りぬ ける運河の 流れ､
背す じを走る黒い 運河の 坤きを - -
霧娃はげしく運河の 下か ら氾濫 してくる .
暗くな っ てゆく運河を見 つ めて い ます｡
運河の 上にも灯が つ い た､
告げなさい ｡ レ エ テ河 の水を飲まぬうちに
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00
0
0
0
6
7
7
8
8
0
0
0
0
5
3
3
5
9
8
9
9
9
9
4
4
4
096
101
0
0
0
0
5
0
2
0
2
3
8
1
00
03
6
2
0 0
0 1
02
5
9
1
00 8
0 10
13 0 0 03
13 之 0 1 1
145 0 19
かわ 川
o46 04 2
o48 012･
o48 029
o62 0 5 2
o7 0 0 16
o 8 03 4
117 0 0 之
119 01
11 9 01 1
11 9 0 13
136 0 2 8
168 0 0 1
かわ 皮
009 0 1 0
025 0 5 8
02 6 00 9
02 8 033
0 40 0 2 6
042 0 0 8
048 00 7
05 4 09 0
0 67 0 0 8
069 0 2 4
07之 024
07 4 0 1 8
1 06 0 4
死せ る魂をゆり起 し､ 夢に見たレ エ テ の河が
メ コ ン河 の水で濁 っ て い た
メ コ ン河 の上流 へ と
きみ の運河は
あおざぬた河明りを見おろ して い る人たちとい っ し ょ に
黒い河をの ぞきこ んで い る人がい ます
さかまく汐を ど っ と の み こむ河口
こ の 苦渋にみちた河口の渦に閉じる こ とになろう
ぼくの河 口はひ とい きに岸辺やテ ントや小舟を吐きだそう
ェ ブ ロ 河を流れてや っ てきたにすぎん
血 の 河をわた っ て い っ た兵士たち よ
河原にほ の 白く浮んで い る
河原の石 となれ
静かに走れと命名された群集の 河披昨日の ように凍れてい た
放 っ そりした川の やうに漁らぬ月日を行くこ とが出来る
Jt は音をたてて背中をながれる
山や川 またなに よりも海がで きる
海 へ い そ そ1川ttのせ せらぎや
い つ までも､ 流れゆく川 を
これはお山 これは川
どぶ川の むこうに草がゆれており
黒い川波に
よる べ き川岸の
静かに走れ すみだ川
地底の川はどちら - ?
川 の流れにただよい
褐色の皮膚の下に樹液は滑れて ゐる
欲望に乾い た皮膚を脱いで
かわらぬ皮膚と
ねぢれた鎖の やうな数柄の列車の合図が響き
美しい あな たの 皮膚や
予感のやうに皮膚に とどく
皮膚だけが燃え
黄ろい 皮膚
皮膚の したに
都会の荒れた皮膚をひきさい て い っ た
独断批評家の 口ぶりもわるくはな い し､ 皮肉な記者のポ
ー ズも捨てがたい
生あるもの の皮膚の下を
かれは自分を罰 して はならな い 屠殺者や皮肉屋の包囲の なかで
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10 6 0 4 1 かれは屠所にひかれる小羊で あ っ てはならない たとえそ の 皮を剥がれても
12 4 0 2 6 吊皮に つ かまる両手をポケ ッ トに入れたまま
かわあかり 河明り
■
o5 6 0 2 1 ときに河明りが彼の額を照ら しだし
o8 9 0 0 6 あおざめた河明りを見おろ して い る人たちとい っ し よ に
かわい い 可愛い い
o52 0 1 0 あなたが男を誘惑するはずだ っ た可愛い い頬 の黒子の こ とを
o52 0 1 7 あなたの 可愛い い頬 の 黒子の こ とを
o53 0 1 1 可愛い い 格子の ス カ ー トをはい て い ます
o58 0 55 たまたま可愛い い 瞳をして い たからとい っ て
o87 0 04 ｢ペ ニ イ や ペ ニ イ 可愛い い ペ ニ イ+
o87 01 7 ｢ペ ニ イや ペ ニ イ 可愛い い ペ ニ イ+
183 02 2
かわいそう
130 0 1 7
かわいそうな
18 6 0 55
よちよち歩きする可愛い い 女 の 子に
可哀そう
もう 一 つ が可哀そうだ
可哀想な
可哀想な人!
かわいた
101 0 3 4
かわいた 渇い た
04 6 0 1 6
128 0 6 5
かわいた 乾い た
018 0 0 5
025 0 5 8
034 0 0 2
035 0 2 6
039 14 5
043 0 0 7
065 0 4 4
068 0 2 2
かわいて 渇い て
128 0 6 9
かわい たとび色の風の なかで
渇い たこ ころ の橋上の人よ
渇い た人の飲む
乾い た砂の 上に
欲望に乾い た皮膚を脱いで
乾い た椅子の上の
乾い たチ エ ブル と
乾い た洞窟 のなかに
い く つ も の乾 い た言葉にそ っ て
乾 い た咳を 一 つ した｡ 彼 の イメ ー ジの なかには
乾い た砂に埋ま っ て い る の を
ますます渇いて きた
かわいて い る 乾い て い る
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o54 1 31
かわき 渇き
o5 2 0 27
o 65 0 4 9
かわく 渇く
1 68 0 1 0
かわく 乾く
1 42 11 4
かわっ て 変 っ て
o39 044
o54 122
172 009
かわなみ 川波
119 0 0 1
空虚な額縁の なか で白い雨が乾い て い る
飢え渇き卑 しい顔を して
烈しJ､渇きに悶えながら
渇くまもなか っ た
記憶の なか の 血は け っ して乾く こ とはな い
しだい に眼をと じた楕円の石に変 っ て しまふ
影は 一 つ の世界に 肉体に変 っ て ゆく
まばたき 一 つ で風景が変 っ て
黒い 川渡に
カ ワ ヘ ビ
09 4 0 0 1
かわら 河原
13 0 00 3
132 0 1 1
かわらぬ
026 0 0 9
193 01 6
かわらぬ 変らぬ
0之9 0 1 5
かわり 変り
12 8 07 4
14 0 0 13
かわりに
084 0 0 4
090 0 1
124 0 1 4
15 6 0 1 8
身をくねらして走るカ ワ へ どの
河原にほ の白く浮んで い る
河原の 石となれ
かわらぬ皮膚と
い つ もかわらぬ休息がありますように
やはり変らぬ わたしたちの 愛よ
変りはな い よ
こ の世 のす べ てに変りはな い
かれの かわりに歌 っ てくれる の ですよ
そ こに年輪をよむか わりに
不確実な ニ ュ ー ス の かわりに
｢おはよう+ の かわりに
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がん 癌
18 0 5之 結核 と痛から､ 心臓病と癌 へ ｡
【問題用語】 カン ヴァ 女
がんか 眼下
o 61 1 4 0
かんがえ 考え
o1 4 02 6
o3 9 0 1 5
o5 4 0 2 3
05 5 03 9
o5 7 0 1 6
o5 8 0 53
065 0 2 0
1 09 01 1
1 42 02 0
1 42 07 9
1 42 1 17
1 47 0 13
1 50 00 5
158 0 14
174 0 1 1
174 02 5
174 02 6
181 0 18
189 0 05
かんがえかた
150 0 05
かんがえごと
054 0 2 3
かんがえた
03 9 0 1 5
142 0 7 9
181 0 1 8
眼下の 大い なる混沌の むか しに
おお主よと叫んだかは考えてみたらい い
考えただけでう っ とりする の は
停船がじ っ と水の うえで考えごとを して いた っ け
おれ汝おまえの 責任に つ い て考えて い る
自殺 した ペ ー ペ ル コ ル ン の こ とを考えて い た
一 杯 の コ ー ヒ - をまえ に して考えようと思うの です
中にあ っ た｡ ｢何を考えて い る のか
根が考え､ 幹が感じて い る ｡
考えてみる人は放 とん ど い な い ･ ･ ･ - + とあなたは語 っ た
もちろん 信念より自分の 生命が大切だ と考えたか らである
そんな考えは受入れるこ とはできない
此頃ではてん で死の こ とな ど考えや しない
六人の 友達の彼に対する考え方は夫々まるで還 っ てゐた.
つ い に深く考えず じまい であ っ た
こ の 三十年間､ ぼくはきみ に 一 度も電話などしたことがな い ､ ち ょ っ ぴり心 が痛み ､ それはなぜか と考え出すと､ 疑
きみは何を考えてい たの だろう?
い までも下手な碁打ちであるぼくは考える
考えたの はなぜだろうか
また考えが変る
考え方
六人の友達の 彼に対する考え方は夫々まるで違 っ てゐ た｡
考えご と
停船がじ っ と水 のうえで考えごとを して い た っ け
考えた
考えただけでう っ とりする の は
もちろん 信念より自分の 生命が大切だと考えたからである
考えたの はなぜ だろうか
かんがえて 考えて
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o14 02 6
o55 0 3 9
o57 0 1 6
o6 5 0 2 0
14 2 0 2 0
174 0 2 5
かんがえは じめた
oo4 00 8
かんがえる
171 0 15
かんがえる
o10 03
o44 0 0 1
o4(～ 0 3 0
おお主よと叫んだかは考えて みたらい い
おれはおまえの 責任に つ い て考えて い る
自殺 した ペ ー ペ ル コ ル ン の こ とを考えてい た
申にあ っ た｡ ｢何を考えてい る のか
考えてみる人はほ とん ど いな い - - + とあなたは語 っ た
きみは何を考えて い たの だろう?
考 へ は じめた
素敵なプラ ン を考 - は じめた
われら此処に在りとかんがえ るだ け で
考 へ る
有効な ス ピ イ ドに つ い て考 へ る こ とを欲する少年は 一 個 の白い 帽子をかぶ っ てゐる
働ふもの 考 へ るも の
あなたは日の暮れ 何を考 へ る
かんかく 感覚
04 1 13 8
0 65 03 5
0 70 02 0
かんかく 間隔
192 0 17
あなたの 指はまだ感覚を失 っ て はゐない
感覚の 闇を照らした｡ 樹々が小枝を打ちならし
わたしの感覚はぬけおちて ､
よ くよく見れば ､ そ こ か ら - 米間隔くらい で ､ 白 い 明りが点々と つ づ い て い る の だo 迷う者の ために設けられた救急
かんが へ て 考 へ て
o2 8 0 69 何を語るかは考 へ てみれば よい
かんき 歓喜
1 65 0 3 6 子の い ない 冷たい 歓喜に
かんきやく 観客
1 60 01 8 観客の い っ ば い つ ま っ た劇場で 司会役の 若い 男から
がんきゆう 眼球
o24 00 4 けてゐる 寝床 に散らば っ た怠惰な骨の 中から 陰欝な眼球
がんきょう 眼鏡
041 03 3
052 0 2 4
10 6 0 3 3
19 3 0 0 7
優 しい 眼鏡や柔かい 手袋の 明日の 方まで湿してゐる
わたし古まい までも眼鏡の つ かれをぬ そい
鳥の 巣型の髪の カ ッ トに 度の つ よ い 眼鏡を糸で つ る して
眼鏡の 疲れをぬ(o い
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がんきような 頑強な
1 01 037 きみたちは もう頑強な村を焼きはら っ たり
かんけい 関係
o28 0 48
o72 0 4 0
112 0 3 6
158 0 0 9
164 01 4
180 01 0
小鳥や草の 声とは無関係である
みんな数字に関係があり
あさましい 利害関係の なかで たたかい ながら
馬と蹄鉄の 関係だ
ぼくらの関係があいまい だからだ
｢御手紙の 内容､ 何 の こ とやら判りませ ん+ なら ｢女の 子の 心理+ が どうだ っ て こ とも関係ない じや な い ですか ?
かんけつ な 簡潔な
o72 01 0 簡滞なイ メジ によ っ て
かんげんすれば 換言すれば
124 0 19 換言すれば カ ッ テ ニ シヤ ガレ
かん こ 歓呼
o7 2 0 47 怒涛の なかの歓呼､ 歓呼の なか の 怒涛
かんこう 刊行 した
14 2 0 6 2
かんこう 幹候
148 0 3 2
かんこうびる
146 00 3
かん こう へ ん
148 0 08
かんごく 監獄
142 0 1 4
14 2 018
14 2 0 4 2
14 之 0 5 7
14 2 0 6 3
142 06 9
142 07 3
そ の 著書をフ ラ ン ス で刊行 した 一 九四二年生れの ブ コ フ ス キ ー は
同年兵で幹候の 試験に合格した組は､
観光ビル
明る い観光ビル のなか に入 っ て い きました
肝硬変
肝硬変であ っ けなく急死 したという報らせを受けた｡
ウラジ ー ミ ル監獄は
それで監獄は 四倍以上も暗く
監獄 ･ 収容所 シス テム にほかならぬ と
監獄 ･ 収容所 システ ムに隠れ場所はない
各所の精神病棟監獄 普通の 監獄 ･ 収容所で
精神病棟監獄から同時に釈放せ よ と いうものだ っ た
十二年の刑期を つ とめあげるため に監獄に戻 っ て い っ たの である
かんごく ･ しゆうよう じ よ 監獄 ･ 収容所
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1 42
142
142
かんごく
142
142
o4 2 監獄 ･ 収容所シ ス テ ム にほ かならぬ と
o 5 7 監獄 ･ 収容所シ ス テ ム に隠れ場所はな い
o 6 3 各所の精神病棟監獄 普通 の監獄 ･ 収容所で
･ し ゆうよう
'
じ よ 監獄 ･ 収容所シ ス テ ム
o4 2 監獄 ･ 収容所 シス テム にほかならぬ と
o5 7 監獄 ･ 収容所 シス テム に隠れ場所はない
かんじ 感じ
04 6
0 60
10 0
10 9
142
147
147
00 6
0 14
0 60
0 1 1
0 8 1
00 1
0 12
151 028
158 03 1
160 02 0
179 00 9
18 6 02 1
18 6 02 5
あなたはまこ とに感 じてゐる の か
高貴な冷たい 戦懐を感 じて い るにちが い ない
はじめて心で見 限で感 じた夏だ っ た
根が考え､ 幹が感 じて い る ｡
生命 より貴重だと感 じて い た ので ある
生きてい くこ とに怖れを感 じて い た幼年時代だ っ たら
生きるこ とに怖れも困難も感 じな い髪 の 毛の 薄い 男にな っ て い た
電話の数字にもふるさ とを感 じ
詩を終 っ たと感 じたの は
そん な自分に怒りを感 じて
感 じの い い 人の
タイ ム ･ マ シ ー ン で旅行 した感 じだ っ た - ･ -
未来にヒりこむ感 じが ､ あんな だとはね
かんしされ 監視され
14 2 0 23 たえず監視され 尾行されてい る
かんしする 監視する
o1 0 0 1 6 新しい 射手よ 一 本の 樹 の みを監視するの は賢明で はな い
かんじた
oo8 0 0 3 点ける と焦 げたパ ン の匂がし 空腹をか ん じた兵士
かんじた 感 じた
100 060
158 03 1
かんじて 感 じて
04 6 0 0(;
0 60 0 1 4
109 0 1 1
142. 0 8 1
147 0 0 1
160 0 2 0
は じめて心で見 限で感 じた夏だ っ た
詩を終 っ たと感 じたの は
あなたはまこ とに感 じてゐる のか
高貴な冷たい 戦懐を感じて い るにちがい ない
根が考え､ 幹が感 じて い る｡
生命より貴重だと感じて い た の である
生きていく こ とに怖れを感 じて い た幼年時代だ っ たら
そんな自分に怒りを感 じて
251
かんじてい る
o46 00 6
かんじの い い
1 79 0 09
感 じてゐる
あなたはまこ とに感 じてゐ る の か
感 じdい い
感 じの い い 人 の
かんしや 感謝
1 35 0 0 7
かんしゆう 観衆
o72 02 7
かんじ よう 勘定
188 03 5
かんし よう 感傷
14 8 0 1 9
1 60 0 3 5
かんじよう 感情
124 00 1
155 02 9
160 03 8
165 01 5
165 02 2
かんしようした
14 8 0 52
かんしようする
008 0 0 5
かんし ようてきに
148 01 9
かんじんさ
189 00 6
252
きらめく感謝を
- ー ど よ めくスタ ン ド､ 専弗く観衆､ 拍手､ 喚声
毎年 一 人ず つ の 勘定だから､
感傷的にかか わ っ て い る暇はない の だ｡
感傷 に駆られて とはい え コ ー ネリ ア ス には
感情の市場で
感情を節約し
たい せ つ なの は感情の純粋な喜び !
これ以上､ 理不尽な感情が あるだろうか
これ以上､ 合理的な感情があるだろうか
観賞した
グロ テ ス クに繁茂する熱帯植物を観賞した｡
観賞する
ジライ花を観賞すると営も 空にはボ ンボン花火が上
感傷的に
感傷的にかかわ っ て い る暇はな い の だ o
肝腎さ
あきらめが肝腎さ
かんしんしな い 感心 しな い
o5 8 0 13 あまり感心 しない 生活を して い ます
かんせい 喚声
o29 013
o7之 027
美 しい喚声に とり巻かれて ゐた
- - ど よ めく スタ ン ド､ 寺弗く観衆 ､ 拍手､ 喚声
かんせ つ 関節
101 0 23 どめ方向にでもまげられる関節をもち
かんぜんに 完全に
156 038 完全 に処女性を保 っ て い る
かんそうした 乾煉した
o3 6 0 0 3
かんそうしてゆく
o41 12 5
乾燥した粘土 の上に風だけの 虚 しさが
車乞嫁して ゆく
乾燥 して ゆく空気の なかで
かんたい 寒帯
oo3 00 7 香 い寒帯から運ばれたミル クに溺れる頃
がんたい 眼帯
o26 0 28 黒い 眼帯を外 して
かんちがい 間違い
15 1 0 0 2
かん つう 姦通
055 048
かんつうじけん
055 04 8
かんどう 間道
150 0 30
かんば 寒波
19 3 0 2 2
かんばん 看板
05 8 0 3 9
かんびな 甘美な
052 02 2
133 01 7
185 013
これは間違い ない
ブル ジ ョ ア 的な姦通事件の
姦通事件
ブルジ ョ ア的な姦通事件の
これは ､ 私だけが ｢虚構の 個性+ を つ らぬき､ 偽善の 間道をく(o りぬけて ､
大陸からの寒波はき つ い が
サ ー カ ス の看板が こがら しに吹かれてい ます
片言まじりの甘美な言葉で
死の 匂い 甘美な横丁で
一 対 の 男女の世界で は､ 甘美な
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カン フル
1 65 029 カ ン フ ル の 注射を三 ､ 四度射 っ ただけであ っ た
ノ
がんぺき 岩壁
o25 00 8 海は黒く岩壁は白か っ た
o62 05 3 岩壁 へ か える鴎の なき声が
かんりされて 管理 されて
16 6 02 3 巧妙に管理されて ア ジア病に冒されて い く
かんりょうてきけんい し ゆ ぎ 官僚的権威主義
14 2 0 97 非合理 に機能する官僚的権威主義を全面的こはび こらせながら
かんれん 関連
o10 0 1 0 不愉快な天候の 有機的関連の結果である
カ ー ヴ
o72 00 7
085 0 02
カ ー テ ン
064 0 0 7
06 6 0 2 9
12 2 0 1 1
17 6 0 1 2
176 02 6
カ ー ド
054 13 5
カ ー ブ
05 1 0 1 6
き 黄
003 0 11
00 6 0 15
007 0 0 4
00 8 0 13
01 0 0 1 2
うす緑の 大地 ､ 美しい カ ー ヴを描く競走路をみたまえ
舗道の カ ー ヴ にそ っ て ながれる
カ ー テ ン の蔭で影と影 とが抱きあ っ た､
さ っ と影の カ ー テ ン をひ い た の は
カ ー テ ン の蔭でわたしは泣く
レ ー ス 織りの カ ー テ ン の 布地を
カ ー テ ン をはためか し
眉をひそめて手の なか の カ ー ドを隠して しまう
下降 そ して不吉な上昇力 - ブ
油絵の 真に隠れて ゆく黄ろい 月
ヨ ー ロ ッ パ は 黄昏 で ある
煤けた町は古い習慣で壷の沈黙を それはい つ までも黄色い 河の
群は 雲に乗 っ て押 しよせ 黄色く汚れた地図の 上を
黄ろい 煙は発射される
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黄昏の 中に香料を撒き
黄ろい ダイ ヤ モ ン ドの やうに光り
か つ はまた あの 人たちを悲 しませる黄昏を創 っ た
短かか っ た黄金時代 - -
1
｢黄色さ+ 医師の 事もなげな宣告｡
午後四時の 貴い ろい 太陽
｢そ い つ は黄色だ まるで あの 親らわしい 魂の ように+
わたしの からだの なかに黄昏がい っ ぱい つ ま っ て
黄ろ い 髪飾だけがふわふわと蝶の ように宙にさまよ っ て い るの です
責ろい 皮膚
テ ー ブ ル に覚れて新 しい黄金時代を夢みて い る
黄ろい 指先の シガ レ ッ トの 煙よ
青､ 赤､ 黄､ 白の運命の使者たち
ミロはロ ー ソ ク の 黄ろ い 炎で
黄金の毛のむく犬と 一 緒 に
黄昏の寒い灰色の
黄ろいタ ンポポを黄色に したもの が
い い匂 い の 黄昏に
硫黄島に送られ､ 全員戦死 して い た こ とをは じめて知らされた｡
黄金の太刀は
紅に黄に燃えさか っ て
ゆえ に 陽気な太陽よ
おやおや狂気がくるわ い と
哀訴の蒸気を吸殻 とともに皿 の 上に捨て る三重 の 硝子の 向ふの銭格子の 中の
憩ひ と い ひ慣惰と呼ばれる雰囲気にかこまれ
零囲気の 放 とりに庁んで い る白い もの
気体のやうに
気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
殺気だけが風の 如く起ち上り
気体の なかの透明な轟 へ はい る
ただ壌の ように つ めたい 気体がゆれる
狂気ならば
一 定の 雰囲気の なかで しか
海よ そ して 人気の な い 墓場がある
純潔な空気が咽喉を塞ぎ 見えな い 量 に苛まれて
小さな影の なかで血 の 気を失 っ て しまふだらう
物質で 身を固め 破れたシャ ツ で冷気を防い だ
それは又新 しく湿気を呼んだ
ただ - 脚 の椅子があるだけ 気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
乾燥 してゆく空気のなかで
夜汝ひそかに 惑のあたりの気配にまぎれ
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にぶい 気配が灰暗い 光触にただ よふ
頭上で屋根を剥そ不気味な爪の音 ･ ･ ･ ･ ･ ･
頬骨が つ めたい 空気の なかで尖 っ てくる
あら しは冷気をふくんで い た
)
冷気は死の 滴り - -
音楽はたえまなく狂気を弾奏 しなければな らぬ
いま､ あなたは嶋気を こらえ､
空気の悪い ア パ ー トの 一 室 で ､
氷 と霜 と蒸気と熱湯の地獄の 苛貴に
清い空気の なかで乳の 瓶をふ っ て い る の を
こ こ でもうお終い だと いう気が します
ふと血 の 気の うせ た顔を見あわせ て
そ の 不気味な ､ 悩ましい笑 い は
気がかりな便りをうけと っ た
窓掛をひ っ ぱる の は空気の 手､
誰です? 冷たい 空気の 手で､
天気予報が気がかりだ っ た日曜日
血統を信ずるのもい い し､ 人気に支配されるの も結構だ
嵐の なか の ､ 狂気 の なかの
気むずか しい 人たちに聞かせ てあげよう
気味わるい沈黙を深めるために ･ - -
秋 の つ めたい 空気をひきさく
空気を蹴り厚い無の壁をこえて ､
｢こ こ は ほん とに気持の い い場所ね
頭上で枯れ枝 がうごき つ めたい 空気にふれるたびに
悪い空気の なか 鳥類の コ ン ベ ン シ ョ ンが重ん じられる
｢すこ し休暇をとれば きみの 病気もなおるだろう+ と
人生に遅刻 したのも気に しな い で
天気 は神 さまに 世界は新聞に
天候 に気をつ けなさ い
気ままな行動で夢みて
あとに残る の が 無気力な教養人ばかりだと したら
｢今日の 西側の 勇気の 基準によれば
気象は覚存に して無漏
気晴らしはあ っ ても､ 過去 へ の橋渡しで はな い ｡
ぼくたちは女気なしの 部屋で姫煙を囲み ､
改 ん の気まそれから立てた計画に対 して忠実になる こ とは､
記憶 の 中で見逃して い たさまざまな事柄に気づ かな い わけには い かない ｡
今に しておもえば ､ 真実を衝い た薄気味わるい 言葉である｡
い さ さか不感症気味で あるが ､
そちらでは気分的にバ ツ としない 天候が つ づ い て い るそうですが ､
で はお元気で ｡
一 向に死ぬ気配を見せな い の 披どうしたわ けか
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17之 00 4
174 004
174 0 09
180 0 1 4
180 0 18
18 0 0 3 6
18 2 0 0 1
18 之 0 1 2
18 3 0 0 7
183 02 0
186 02 3
186 02 8
18 6 04 9
187 0 0 1
18 8 0 16
18 8 0 1 8
18 8 0 2 8
1 88 0 4 3
1 92 0 1 3
192 01 5
192 02 1
ぎ 義
085 0 2 1
と こ とんまで生きる気なんだ ろうおまえは
なん と無邪気な悪魔の や つ め!
すそに気分はす っ きりする
｢うむ 元気でな+
気が つ かない うちに 私もまた
哲学的な詩をひ どく陰気な声で吟諦する
聴衆の気まずい沈黙
詩人の気前と品位にと っ ては 小さな犠牲で
陽気であれ! 思い わずらうなかれ
神の 賜物を元気よく受けよ
自殺もせず 狂気にも陥らずに
健康を気づかう父の
文明の 食慾に吐気を催 した
すそ熱くな ると い っ た気温で
こん なに澄みき っ た空気の なかには
せ めて最後の 呼気だけはきれい に
たちの ぼる泉の 霊気には
物を書く空気になじめな くな っ て い る精神の
無邪気な目には悲しみがあふれてい たから
人気の ない 街道を
｢病気が こんなに こ たえる とは ､ 思 っ てもい ません で した ｡ 春からノイ ロ ー ゼ状態で我ながら呆れかえ っ て いま
きみは意外に元気な様子で近況を語 っ て くれ､ 心境まる十五分か 二十分であ っ た｡
生意気も芸のうちで
どんな に気強い若者でも
浮気をする計画だ っ たとい えば
なにもかも気に くわぬ
病気も退屈も知らず
魚屋の 呼声はえらく景気がい い けど
明日の 強気節をどう謡い あげたらい い か?
往きも復りも気味が悪か っ たよ
い っ ぺ ん に老けこんだ気分で し よう?
そうい えばそれがあな たの 口癖で したね､ 気障な !
天気はい いが
呼吸がで きなくなる とい う､ 面倒な病気ですo
手術をせねばなるまい と､ 気にか けて い ます｡
歳相応の ､ 厄介な病気が､ 二 つ か三 つ 重な っ たと こ ろ で ､
此頃で は､ 人の顔さえ見れば､ 誰彼 となく病気の 話で ､
途方もな い 迷路 に入 っ て しま っ たと気づくと､ あたりが急に暗くな っ てきて､
み るみる漆黒に つ つ まれて い く､ こ こ は､ も とも と海底だ っ たとこ ろではな い か ｡ 冷気に身ぶるい し､
あやかしとも気づかず､ 広かな白い 光の 点線に導かれ､
理想主義者や清貧家を蹴とば し
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正義 戦争 性欲 政治
｢民主主義はイデオロ ギ ー ではなく
正義と無智の
義に昏 (くら) い 者 イデオ ロ ギ ー によろめく者が立去り
)
非合理 に機能する官僚的権威主義を全面的こはび こらせながら
正義の社会学であ っ たり､ 深遠な歴史学で あ っ たりもするのだ から､
古い 楽器は花樹の 下で
樹をたたいて
褐色の皮膚の 下に樹液 は潤れてゐる
新し い射手よ 一 本の 樹 の みを監視するの は賢明ではない
知識の樹はアクロポリスを覆ひ
樹の海に青い ぎん の 雨が降 っ たよ
樹の影を掠めたの は
ひろ い 沙漠にはの どかな樹が
樹の 上で は祭典が始められ
臆愉が樹 から昇天するの を待 つ かね
樹はゆらゆら揺れてゐた
沙漠の 唄が樹の 上でも流行 し
樹はだんだん低くな っ てきた
我々 の樹を救 へ 諸君よと
青い樹の 下は
いく つ かの樹も枯れ
透明な樹液の 中で
樹に は吊された肉体がある
樹液の 触手は
樹樹の い ろが肖像を作 っ た
無造作な天体には樹木が茂る
目覚めてゐる石や眠 っ て ゐる樹木は
樹木の影は怯え
おそらく故実らぬセあらう樹木
みずみず しい樹木 と花花の 間で
これらの樹木はあまり好まぬ
おそ らくは実らぬであらう樹木
これらの樹木の下の水 ぺ りに
おれの影はだんだん樹木の影に似てきた
樹木たちは
い としい樹木も逃げはしな い
波が黒い樹かげに光る
樹木も濡れてゐ る柱廊も
どんな樹木を育てて ゆくの だ らう
そ こ にあたる影や光 樹々か ら流れる緑の匂ひ
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い つ のまにか樹木は枯れて ゐた
誰のもの でもな い と思 っ てゐた樹木
貧弱な幹に大きな葉を つ けてゐた樹木
それがあな たの樹木だ っ た
廠の 幹には自由な樹液がの ぼりは じめた
樹 によりかかり
｢美 しき実を結ぶ悪しき樹 はなし｡ +
荒れた庭に 花樹はむなしく崩れかかり
噂泣する樹木や
もとの 薄暗い 樹の枝に追ひか へ し
家や樹木のやわらかな影をお として
永遠の 星 花 鳥 樹 魚な どの
まるで僕たちに呼びかけるかの ような樹木の そ よぎ
街路樹の枯枝に
感覚の 闇を照らした｡ 樹々が小枝を打ちならし
これはお家 これ披お庭 これは樹
蛇が隠れたエ デ ン の樹を 一 心 に見 つ め る
かれの魂は エ デ ン の 樹の 頂きからはて しなく落ちは じめる
花を咲かせた樹木が
こ ころ の樹もす っ かり裸にな っ た
木から樹 へ 魚 へ 胡蝶 へ
生きたくない と樹披嘆く
資 しさ の樹齢そ の もの と化 してから
ざわ めく樹樹の あわい
常緑樹に したたる日光の塞が
樹樹の ざわめき
そ の木霊で もあらうか
木笛を吹けよ
桜並木の 向ふ側で燃えて ゐる
葡萄棚 には葡萄の未がない
ネム の 木の 下で
ネム の木は負け惜 しみを云ふ
ネムの木は寒い よ諸君
木製の パ イプ
木製の ベ ン チ
木製の ポ ニ イ の
あらゆ るタイプと いう葡萄の 木の影は
数本の太い樫の木がゆれる樫の葉の ざわめき
葡萄の木の影 の ごときタイ プが無数繁茂する
無造作な天体には樹木が茂る
目覚めてゐ る石や眠 っ て ゐる樹木は
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樹木の影は怯え
樫の木はゆれ
おそらくは実らぬ であらう樹木
申ずみず しい 樹木 と花花の 間で
/
tれらの樹木はあまり好まぬ
おそ らくは実らぬであらう樹木
これらの樹木の 下の水 べ りに
おれの影はだんだん樹木の 影に似て きた
樹木たちは
木木の 下の み朝がきます
とねりこ の木に究れ
高い 木の頂まで撃ぢてみ たい とひそか に思ふ
悼めく木片が波に漂 っ て ゐよう
い と しい樹木も逃げはしない
木と木の 間の 寒い廊下に伴んで
樹木も濡れて ゐる柱廊も
どんな樹木を育ててゆくの だらう
い つ のまにか樹木は枯れてゐ た
誰のもの でもない と思 っ て ゐた樹木
貧弱な幹に大きな葉を つ けて ゐた樹木
それがあなたの樹木だ っ た
木質は腐り 陽に煩かれ 蝋のやうに流れた
噂泣する樹木や
同じ木の手摺に つ かまり 同 じ迷宮の 方向 へ 降りてゆく
家や樹木のやわらかな影をお として
木の葉にな っ たわたしには
まるで僕たちに呼びかけるか の ような樹木の そ よぎ
瓦磯の うえに材木が組立てられ
木や野茨が枯れて
木の 葉の ようにも
粗末な木の
鉄でもなければ ､ 禾でもなく
かれ汝木の 吊床に身を横たえて
木の 吊床に横 たわる者
あの 木棺の ヴァ イオ リ ン弾きは
木棺の ふく町に
ぼくの頭の木のうえに駈けの ぼ っ たりする
木々 家々 大地
とおくまで草木や花の やさ しい 言葉で
巨木は幾世紀を生きて
巨木の五百年故実しくない
聞えてくるの は木棺の 声ばかりだとい うの に
沈黙よりも固い 無名の木の 実がはじけとび
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106
108
109
112
128
128
128
128
129
131
131
13 2
0
0
0
0
0
08
07
0 3
4 1
0 5
0 0 6
0 5 9
08 2.
00 1
00 1
0 08
0 0 4
13 4 0 1 0
13 6 0 0 3
1 43 02 0
144 0 11
164 0 06
17 2 0 0 2
182 0 0 7
1 92 0 0 3
きいた 聞い た
002 0 04
o6 1 0 95
14 5 0之8
きいてい る
039 0 13
きいろ 黄色
00 7 0 0 4
008 01 3
051 0 10
051 0 2 6
127 0 2 3
親しくもない の に止り木で肩をよせあい
木蔭のテ ー ブ ル
花を咲かせた樹木が
大木の幹にかくれて
車せ っ ぽち の裸 の木
ユ リ の 木
ユ リの 木 の 並木にそ っ て
ユ リ の木 の
木々はとどかず
木を伐り倒す男らしく
男放しきりに木に還りたが っ た
木か ら樹 へ 魚 へ 胡蝶 -
木の 葉 の ように散 っ て い っ た若者たち
枯木に縛る
どこ の 荒野の 枯木にとまる の か
木の芽峠を越え
樫の木が笑う 金木犀が笑う
木の 葉の ように舞い落ち
世話をする植木までひねくれる
う つ む い て ､ 歩い て い ると こ ろは ､ 一 木 一 草もな い ､ 黒い 砂地で ､
( 落葉は降り しきる あ ゝ 淋しい 曲を聞い た)
あなたは聞い た｡
オ ー デ ン はス ペ イ ン内乱に参加 しなか っ たとい う ニ ュ ー ス を聞 い た
聞い てゐる
じぶん の 耳で聞い てゐ る
煤けた町は古い習慣で壷の 沈黙を それはい つ までも黄色い 河の
群は 雲に乗 っ て押 しよせ 黄色く汚れた地図の上を
｢黄色さ+ 医師の 事もなげな宣告｡
｢そ い つ は黄色だ まるであの 親らわしい魂の ように+
売ろい タンポポを黄色に したもの が
きいろい 黄い ろい
051
きいろい
00 3
01 0
026
o14 午後四時の 貴い ろ い 太陽
黄ろい
o 1 1 油絵の裏に隠れてゆく黄ろい 月
o 1 2 黄ろ い煙は発射される
o2 5 黄ろ い ダイヤ モ ン ドの やうに光り
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o53 00 8
o54 090
o57 038
o96 001
127 02 3
黄ろい髪飾だけがふわふわと蝶の ように宙にさま よ っ て い る の です
黄ろい 皮膚
黄ろい指先の シガ レ ッ トの 煙よ
ミロ はロ ー ソ ク の黄ろい炎で
衰ろい タンポポを黄色に したもの が
きいろい 黄色い
oo 7 00 4 煤けた町は古い習慣で壷の 沈黙を それはい つ までも黄色い 河の
きいろく 黄色く
oo8 01 3 群は 雲に乗 っ て押 しよせ 黄色く汚れた地図の 上を
キウリ
o1 6 0 0 6 キウリ畑でサイ レ ンが鳴り
きえうせ 消えうせ
o51 0 2 3 虹彩から光りが消えうせ
o54 02 7 そうだ 君がこ の 衝から消えうせても
o54 1 15 独身者はすばやく扉の そ と へ 消えうせ る
o78 00 8 立ちの ぼる水けむりの なか に消えうせ る の を
103 0 03
きえうせる
05 4 115
078 0 0 8
きえた
005
03 1
05
08
10
10
12
3
2
1
8
14
15
6
9
18 5
緑の牧場は消えうせ たか
消えうせ る
独身者はすばやく扉の そ と へ 消えうせ る
立ちのぼる水けむりのなかに消えうせ る の を
消えた
0 37
0 03
0 0 2
0 0 9
0 6 7
03 6
0 63
0 1 6
0 13
0 15
きえて 購えて
015 0 0 6
017 02.8
034 0 11
035 0 1 1
遊園地区に火が消えた
自動車な どで消えたあとは静かで
まだ悲 しい ひと つ の顔が浮んだり消えたりして い る の に
破風のうえに雲があらわれてまた消えた
野原がひ と つ 消えた
消えたい の ちの 水をの んで い る兵士たちよ
千代田ビル の角で消えたが
ふと遠くの ドア に消えた人の
永遠に消えたが･ - -
不意に世界から消えた
海図の脈の ど こかに消えて しま っ た
葉 っ ぱ の蔭に消えて しま っ た
午後四時放 しぜ んに消えてゆく
影は消えて ゆき
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o3 6 0 1 6
o3 9 1 2 7
o 41 0 78
o54 0 0 7
o61 15 1
o69 02 2
o76 0 15
o80 0 12
o82 0 10
o82 0 12
100 0 10
10 5 01
11 7 0 03
18 6 0 8 6
きえてい っ た
o5 4 0 0 7
0 82 0 1 2
117 0 0 3
黒の 中 へ 消えて ゆく街 よ
小さな炎が消えて しまふこ とは望ましい
あなたので はない 鏡の なか へ 消えてゆく
ひとりず つ 夜 の衝から消えて い っ た
同じ迷宮の 白い 渦の なかに消えてゆく ｡
広告燈の灯は消えて
虚 しい文字の ように消えて ゆく
消えて しまう泡が唯 一 の 言葉だから
消えてはあらわれる幻影の
しずかに無限の空 の なか へ 消えて い っ た
消えてゆくの である
氷はとけ､ 雪は消えて ､
きみが消えて い っ た空が
患い は千々に乱れて消えて い き
消えてい っ た
ひとりず つ 夜の 衝から消えてい っ た
しずかに無限の 空の なか へ 消えて い っ た
きみが消えてい っ た空が
きえてしま っ た 消えて しま っ た
015 0 06
017 0 28
きえてゆき
035 0 1 1
きえてゆく
03 5 0 2 1
きえてゆく
034 01 1
036 0 1 6
041 07 8
061 1 5 1
07 6 0 15
海図の 脈の ど こ かに消えて しま っ た
葉 っ ぱの 蔭に消えて しま っ た
消えてゆき
影は消えて ゆき
風の 五 つ の 渦 の 中 へ きえてゆく
消えてゆく
午後四時は しぜんた消えてゆく
黒の 中 へ 消えてゆく街 よ
あなたので はな い鏡 の なか へ 消えてゆく
同じ迷宮の 白い 渦の なかに消えてゆ く｡
虚 しい文字の ように消えて ゆく
10 0 0 1 0 消えて ゆく の である
きえゆく 消えゆく
o46 0 2 9 あなたの 生をめ(h る足跡の消えゆくを確め
きおく 記憶
263
o21 0 2 1
o2 4 0 05
o3 0 028
o41 0 43
o54 0 8 4
o 62. 0 5 4
o 64 0 0 8
o65 0 2 2
o69 0 1 9
o 75 0 0 9
o 77 0 2 1
o 79 0 之6
o 94 0 1 5
o99 01 0
10 00 9
100 04 4
100 075
104 00 8
105 014
117 0 12
127 009
128 08 6
139 0 08
142 1 1 4
150 0 2 2
151 0 33
160 0 15
18 8 0 6 8
18 8 0 6 9
きおん 気温
1 67 0 0 8
きかい 機会
186 042
186 04 3
きかい 機械
016 00 9
016 0 13
140 0 07
145 02 0
若年の 記憶は古くなり
披 記憶に固執する時計には花々が飾られてゐる の だなと見
す べ て の記憶の 申からたちの ぼる
′ 記憶 の 中をとほ っ てくる
す べ て記憶に鍵をあずけてい る人々よ
傷 つ い たわたしたちの 記憶をぬ そ っ てゆ くの を
暗い 過去と冷たい 記憶がふれあ っ た｡
罪 の記憶のうせぬうちに+ やがて
少女の記憶は
記憶の なかの 港には
青白い記憶の 炎に つ つ まれて
記憶の はてにあらわれる
ぼくの 記憶はまだ生れてい な い
ぼく の 記憶は思い が けな い不幸の シ ー ク ェ ン ス で繁 っ て くる
記憶の くらやみ にとける フ イ ル ム の ように
切れたフ イ ル ムの 記憶の そ こ から
きみの 小さな記憶の 孔の なか に吸い こまれ
太陽に追われた記憶が戻 っ て くるだろうか
悲歌の 季節は記憶にあたらしく､
記憶の 坂道をくだ っ て い く
大事故の 記憶がよみがえ っ て きた.
ひからびた記憶の 屑龍の なか へ
五十年の記憶は闇また闇｡
記憶の なかの 血はけ っ して乾く こ とはない
記憶の 申で見逃 して い たさまざまな事柄に気づかない わけには い かな い ｡
記憶にあるもの だけで百六十人
二十年も昔に記憶の 底に沈ん だ詩人が
そ の コ ピ ー を読んだ記憶は､ 全くない ｡
記憶 の装置が ､ 氷り つ い て しま っ たようで ､
すそ熱くなる とい っ た気温で
機会がなか っ ただけです よ!
新幹線が開通 して以来､ 機会は い くらでもあ っ たよ
君らの 機械に アブラがさされた
より精巧な機械に見 とれる ときも
い の ちを機械に売り とば して
どうかする とにんげんは機械 よりも機械だから
264
きかいな 奇怪な
o8 5 0 18 奇怪な造語で喋る連中の頭を踏み つ けよう
きかがく 塊何字
o 28 0 2 1 親何学が白い 肉の やうな丘 に
きがかり 気がかり
o68 00 2 気がかりな便りをうけと っ た
o72 00 2 天気予報が気がかりだ っ た日曜日
きがかりな 気が かりな
o68 00 2
ぎがてきに
150 0 15
きかない
027 0 17
きかんじゆう
00 8 0 0 2
きぎ 樹樹
02 9 0 1 7
1 67 0 3 4
191 00 6
きぎ 樹々
041 0 83
065 0 35
きぎ 木木
038 0 15
気がかりな便りをうけと っ た
戯画的に
三人称で 戯画的に書い て い るが ､
局囲の楚音をきかな い
機 関銃
機関銃はマ ッ チを擦 っ て 乾草みたい な白い 雲に火を
樹樹の い ろが肖像を作 っ た
ざわめ く樹樹の あわい
樹樹の ざわ めき
そ こ にあたる影や光 樹々から流れる緑の匂ひ
感覚の 闇を照らした｡ 樹々が小枝を打ちならし
木木の 下の み朝がきます
ききいる 聴きい る
o8 8 0 4 4 沈黙に聴きい る石もなければ
きき放れた
15 8 02 1
ききわけの ない
087 00 8
087 0 18
とい うきみ の議論にききほれたもの だ
聞きわけの な い
聞きわけのない 胃でかぶりをふ っ て
聞きわけの ない 耳でかぶりをふ っ て
265
きく 聴く
o15 0 04 傾い た机披風を聴くこ とがない
きく 利く
o4 1 15 1 だがあなたは僅かに口を利く こ とが出来る筈だ
きけ 聴け
o5 1 0 17
きげき 喜劇
100 0 3 6
きけんな 危険な
142 0 8 8
きげんのわる い
1 82 0 02
きこえて 聴えて
192 0 0 9
きこえて 聞えて
09 8 00 4
13 9 00 4
1 45 0 1 1
1 67 0 3 0
175 0 1 2
きこえな い
02 3 01 2
12 9 00 3
1 91 00 1
きこえる
022 0 0 4
11 2 00 9
内と外と 高鳴る波の響を聴け!
ちょ っ と した喜劇を仕組みも したろう
い じけた打算がある わざわざ危険な対立に足をふみ こんで
機嫌の わる い
機嫌のわる い 日は
あの音は､ 幻聴かも? とぎれとぎれに聴えてくるが､
聞えてくる の は木棺の 声ばかりだというの に
ど こからか砧を打 つ 音がかすかに聞えてくる
｢忘れはしない と いう虹色の ラヴ ソ ン グが聞えて い た
海鳴りさえ聞えてくる
病床の きみ の 耳にも聞えて い るに違い な い
き こえな い 見えな い世界で
地上 の 物音はきとえな い
司をすませ ばきこ えない
響がきこえる
きこえるだろ
きこえる 聞こ える
o24 00 2 脳髄は青く透明で ある ざわめきの 聞こ える孔には栓を つ め
きこくして 帰国 して
18 4 0 0 5 す(o 離婚 したが夫の姓は変えずに帰国して
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きざみ 刻み
o41 0 1 6
o41 050
10 0 3
142 1 2 6
音を刻み 立止まり 年を待 っ てゐ るやうに
人影にま じ っ て 小刻み に人々 に倣ひ ながら
かたい 心 をもち 小刻み にひ とび とにならい ながら
魂に刻み目を つ けたこ の 年を!
きざみめ 刻み目
142 1 2 6 魂に刻み目を つ けたこ の年を!
きざむ 刻む
o4 6 0 4 5
12 1 0 1 5
138 0 1 6
159 0 0 1
きし 岸
005 0 0 1
0 07 0 0 5
0 40 0 1 8
046 0 5 4
057 0 2 1
059 0 0 3
059 0 1 6
059 021
061 0 0 1
061 21 9
067 0 0 3
068 00 7
06 8 0 1 2
07 0 0 02
07 3 0 05
08 6 0 08
08 6 0 1 1
09 4 0 0 6
09 4 0 2 1
0 96 0 1 7
1 04 00 5
106 0 4 7
119 0 11
124 0 3 3
148 0 3 0
153 0 1 1
内部を刻む時計の 音に 蒼ざめた河の こ の沈黙は つ きまとひ
台所では大根を刻む音が して い る
い の ちを刻む
時を刻む音ば かり高くな っ て い く屋漏で
岸辺では演奏会が開かれる
岸に住んでゐ る娼蛤である
ア ヘ ロ ン の 岸にさまよう亡霊 の ごとく
群青に支 へ られ 眼を彼岸 へ 投げながら
彼岸はい つ も死の 国の ように静かである
明るい 海岸の ボ ー ト へ 連れさ っ て い っ た
海岸に捨て られたボ ー トを眺めて い る と
海岸 へ の通が不思議 と宙にうかんでくる
彼方の 岸をの ぞみながら
彼方の 岸に灯が つ い た､
プ ラ ッ トフ ォ ー ム の 岸辺をな がめた
夏のうちに 海岸 へ ゆく こ とに しよう
高い 岸壁から 歌 っ たあの
夜の岸辺 の ように
さびれた海水浴場の 岸壁にぶ つ か っ て
海岸から果たちの 影を洗い去るであろう
岸辺 に つ かま っ て死んだ魚の
ぽきぽき葦は折れて水垢の うく岸辺
ぼく の 河口はひ と い きに岸辺やテ ン トや 小舟を吐きだそう
ごらん 対岸にア ラ ビ ア の 火が見えるよ
わたしの 丘や森や海岸放 すでに
対岸披霧がふかくて見えない が 残る 一 つ の 疑問には
よる ぺ き川岸の
つ めたくな っ たコ ー ヒ ー ･ カ ッ プ の 岸辺に
一 の 宮海岸の近くの松涛閣に集ま っ たの は ､
ひたすら切岸をの ぼり つ めると
2 67
ぎし 技師
o28 0 4 3
o2 8 0 4 6
ぎしき 儀式
o93 00 7
173 0 3
測量 する技師の手の･影に従 っ て
技師の懐中にある正確な地形図は
かれにと っ て眠りもひ と つ の儀式だから
厳粛な破壊の 儀式が始ま っ たら
ぎじどう 議事堂
193 0 2 3 議事堂の まる い 空はきれい に澄み
きしべ 岸辺
oo 5 0 0 1
o67 003
o70 0 02
086 0 11
o94 006
o94 0 2 1
124 0 3 3
きしや 記者
07 2 02 4
1 60 05 9
184 0 03
きじゆん 基準
142 0 7 4
きし よう 気象
14 4 018
きしり 乳り
027 0 1 2
040 0 2 1
きしる 乳る
04 1 07 0
04 7 00 6
岸辺では演奏会が開かれる
プラ ッ トフ ォ ー ム の 岸辺をながめた
夜の 岸辺 の ように
岸辺に つ かま っ て死んだ魚の
ぽきぽき葦は折れて水垢のうく岸辺
ぼくの河口はひ と いきに岸辺やテ ン トや小舟を吐きだそう
つ めたくな っ た コ ー ヒ ー ･ カ ッ プ の 岸辺 に
独断批評家の 口ぶりもわるくはな い し､ 皮肉な記者のポ ー ズも捨てがたい
ニ ュ ー ヨ ー ク ･ タイムズの 記者が屍体置場の リ ス トからかれの名をみ つ け出し
u p の記者をして い た当時
｢今日の 西側 の勇気の基準に よれば
気象は覚存に して無漏
不図ねぢが乱り
あたりが乳りはじめ
嵐の 音が聞え ドア が乳る
つ かれた椅子の乳る音 - -
キス
o88 0 5 8 さあキ ス しよう
o8 8 0 6 0 どん な恋人たちよりも甘い キ ス をしよう
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14 1 00 7
きず 傷
o23 0 10
o35 0 1 2
o40 0 1 2
o41 14 2
o50 02 9
o62 05 4
o80 0 1 6
104 0 0 6
14 2 01 2
14 2 02･9
148 019
150 0 9
150 03 2
151 0 5
1 60 0 3 5
きずそち 傷口
o35 0 1 2
o40 0 1 2
05 0 0 29
08 0 0 1 6
15 0 00 9
へ え ､ それで キ ス の 疎放?
沈黙 した化石 に傷を つ ける
あとには傷 口だけが光 っ てゐる
衝は傷口を読めて ゐる獣のやうに
傷 つ ける断片 それは悼ま しくも長く生きてゐる
きみ の 胸 の傷口は今でもまだ痛むか｡
傷 つ い たわたしたちの 記憶をぬ そ っ てゆくの を
今日は希望 こ の 痛み の傷 口を
傷 つ い た鳥や獣の叫び で い っ ぱい だ っ た
われわれを傷 つ けさえする のだ - -
また い かな る非難中傷の 壁､ 妨害の 電波が(･ るりをとり巻い ても
感傷的にかか わ っ て い る暇はない の だ｡
一 寸 した小さな失敗の 傷口か らでも ､
虚構なるがゆえに傷 つ く こ とがすくなか っ たからか｡
軍歴は傷病期間を入れて約二 年半枚 ど
感傷 に駆られて とはい え コ ー ネリ ア ス には
あとには傷口だけが光 っ て ゐる
街は傷口を硫 めてゐ る獣のやう に
きみの胸の 傷口は今でもまだ痛むか ｡
今日は希望 こ の痛み の傷 口を
一 寸 した小さな失敗の傷 口か らでも､
きずつ いた 傷 つ い た
062 0 5 4
10 4 0 0 6
きずつく 傷 つ く
150 0 3 2
きずつけ 傷 つ け
04 1 14 2
14 2 0 12
傷 つ い たわたしたちの記憶をぬそ っ て ゆ くの を
傷 つ い た鳥や獣の叫びで い っ ぱいだ っ た
虚構な るがゆえた傷 つ く こ とがすくなか っ たからか o
傷 つ ける断片 それは悼ま しくも長く生きてゐる
われわれを傷 つ けさえするのだ - -
きずつ ける 傷 つ ける
o4 1 14 2 傷 つ ける断片 それは悼ま しくも長く生きて ゐる
きずな
1 03 00 2 血縁の きずな放たちきれたか
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きする 帰する
o44 004
191 0 12
帰すると ころ 一 に して 祈りは慧き習慣 (ならわし) の光明なり o
回帰する万物よ
ぎする 擬する
10 1 0 1 4 なにもの よりも おの れ自身に擬する銃口 を
ぎせい 犠牲
11 2 02 9
142 1 03
142 1 19
160 0 37
167 0 3 6
171 0 0 1
眼や耳や手足をなく した不幸な犠牲者に何をしてや っ たか
少しの 犠牲で将来の破滅を防げるかもしれない)
非道な暴力に抵抗 して 自らの 犠牲と死の覚悟で第 一 線 に立ち
詩人の気前と品位 にと っ て は 小さな犠牲で
戦争と革命の 犠牲者たちの
他者の犠牲を必要と しな い しあわせは
ぎせい しや 犠牲者
1 12 02 9
1 67 03 6
きせき 奇蹟
126 0 15
167 0 4 2
きせ つ 季節
04 1 0 69
0 50 0 18
091 0 0 1
091 0 1 4
100 013
10 1 0 0 7
105 0 1 4
10 9 00 7
1 14 00 5
117 0 1 1
きせられた
167 0 2 3
ぎぜん 偽善
15 0 03 0
眼や珂や手足をなく した不幸な犠牲者に何をしてや っ たか
戦争と革命の 犠牲者たちの
奇蹟の 冒険に胸をお どらせ るだろう
手の 奇蹟を信 じたこ とがあ っ た
季節はと っ くに過ぎ去 っ て しま っ た
い つ も季節は秋だ っ た､ 昨日も今日も､
きみ の季節は
きみ の 季節は飼主のな い猟犬の ように飢えて い る
な じめな くな っ た季節のおわりに
い まはきみたちの 肉と骨がどこまでもすきとお っ てゆ く季節だ
悲歌の 季節は記憶にあたらしく､
死の 季節がや っ 七くるから
喪亡の 季節
季節はま っ し(･ らに
着せ られた
袋を着せられたソ ロ フ キの 囚人みたい に
これは､ 私だけが ｢虚構の 個性+ をつ らぬき､ 偽善の 間道をくそりぬけて ､
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きそく 規則
099 0 1 4 それぞれの 庭で規則正 しくはずんで い る
きた
006
010
017
023
027
027
028
03
03 6
038
04 1
04 1
04 5
0 46
048
050
052
053
060
061
061
061
061
06 1
0 61
0 61
0 64
0 64
072
076
077
088
090
095
09 6
09 6
09 6
10 0
10
10 1
1 01
01 0
0 14
037
003
0 06
0 19
0 11
0 0 7
0 24
027
025
10 8
0 12
0 12
00 6
02 1
0 0 1
0 17
0 10
0 1 7
0 6 1
0 6 4
0 6 7
0 7 2
21 0
21 2
0 05
0 0 6
0 43
0 18
006
0 7 3
0 2 1
0 1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
4
4
1
2
9
6
8
3
3
5
5
7
少女が碧い 限をした人形を抱 へ て出てきたが
パ イ プを握 っ て雲 の 中から生れてきた少年は
樹はだんだん低くな っ てきた
青もなく日それがきたとい ふ
たくさん の 吸殻が落ちてきた
体温から去 っ てゆくひびきたち響たち
液健のやうに垂れて きたの は疲れた舌である
寒い廊下をわた っ てきた
おれの影はだんだん樹木の 影に似て きた
散 っ てきた雨は
海からや っ て来たと いふ 空を飛ぶ藻に乗 っ てきた人よ
あなたの 巨大な辛から降 っ てきた
夜半の けむり無常の 風に耐 へ て きた
と放く橋 の上 へ や っ てきた
影の 茂みか ら闇の におい が漂 っ て きた
黒い 鉛の道を歩み つ づけてきたの だ っ た｡
生きの びてきたわたしの 心 に
わたしの 歩い てきた道は
遠くからこ ちら へ 近づ い てきたりする
い つ か遠く橋の うえにや っ てきた｡
どう してあなたは帰 っ て きたの か
どう してあな たは戻 っ てきたの か｡
あなたは灰色の衝の なかに帰 っ てきた｡
あなたは被壊された風景の なか に帰 っ て きた｡
あなたの外にも夜がきた｡
生ける死者たちが空中を歩きまわる夜がきた｡
- - あなた､ 帰 っ てきたの?
- - おれは運ばれてきたんだよ ｡
負け馬に賭けてきたぼくの ような男に は)
む しろ泣きたい くらい だ
いくたびか生きかえ っ て きた
太陽の 涙から生れて きたぼくたちの
紫檀の 光沢は深ま っ てきた
- - 苦 しみぬ いて生きた父よ
ギリシ ア ロ ー マ の 政治を見てきたが
エ ブ ロ 河を流れてや っ て きたにすぎん
ミ ロ君 の夜 の太陽を見てい ると 吐きたくな るね
おろかに 引まくはながい こ とそう信 じてきたの だ
すこ しずつ 浮びあが っ て きた街の なか へ
たいせ つ に してきたひ とりの 兵士だ
ながい あい だこ の 醸野を夢みてきた それは
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102
103
105
10 6
10 6
10 9
11 0
11 4
11 7
122
127
127
12 8
128
132
1 32
13
134
13 6
137
13 7
13 8
1 40
142
143
144
147
147
14 8
14 8
148
150
150
15 1
154
15 9
160
1 60
162
16 6
1(i7
1 67
17 2
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
4
2
1
6
8
5
6
1
0
0
1
5
6
0
0
0
0
0
0
0
0
4
9
9
5
9
1
8
2
1
1
1
0
0
0
1
0
0
0
0
1
0
1
1
1
2
4
4
0
3
7
6
3
8
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1
3
8
9
5
5
4
5
2
3
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
5
0
0
5
1
1
1
6
8
4
2
6
3
5
1
8
6
憎 しみをかきたて る火掻棒で
ど こからどう してや っ てきたのか
戦争は失敗 し､ ぼくらの 国は生きの びてきた､
ありきたりの 記念写真の ス タイルで 三列にならび
無事に生きの びてきた こ の 下手な構図は
自分自身と世界とに別れを告げるときがきた､
走り つ づけてきた航跡を
じ っ と机 の下にかがんで生きの びてきた
こ こまで きた - I
最初 の冷たい 雨がきた
大事故の 記憶がよみがえ っ てきた｡
見たもの を否定 して生きてきた
明日の 見出しができた
ますます渇い てきた
不在を予約 して生きた
その 秋はきた
せ めて い っ さ んに駈けてい きたい
通行人が哀れ っ ぽく声をかけてきた
生きたくない と樹は嘆く
入日の さまを覗き見 して きたの だ
畿重もの 下ア を叩い てきた
早く早くとせ きたてる
欄外の 人生を生きてきたの だ
歴史を作る者をたえず脅か し つ づけてきた基本的なイ メ ー ジで ある
み じめであさましい 生きた心 よ - - -
齢 を空しく重ねて きた
とこ ろが遅れてや っ てきた壮年時代に入ると
ときたま死の匂い を発散させ る若者に出会 っ たりすると
二人の 娘を育ててきたと善かれてい た｡
おたがい に無縁の暮らしをしてきたの である ｡
ど の ように して戦後の社会をたたかい ぬ い てきたかを語りあ っ たが､
きみ から送られセきたそ の 頃の 六冊の椎誌を見て い る と､
うまうまと生きの びて きたという こ とか ｡
一 体 一 体 に入魂の 秘術を つく してきたの だ
苔むす岩間に白い滝を忘れてきた
細くすき とおる声をかけて きた主は
い やに透明に見えてきた 今年の 冬
闇をつ らぬく樺妻と烈 しい豪雨の 中から新 しい 発見の ように整 っ てきた
生活の 重みに耐えてきたが
危く均衡を保 っ て きたが
おまえはうやうや しく何を葬 っ てきたの か
家の 崩壊はないもの と念 じてきたの に
影ばかり つ かまえてきた
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1 76 0 19
183 0 11
184 0 12
185 0 1 1
18 7 0 1 0
187 01 6
188 04 0
188 0 77
きた 北
o2 6 0 0 8
o2 9 0 0 9
o3 5 02 0
o49 0 06
o87 0 23
o89 0 28
o89 0 38
101 0 3 3
101 0 63
123 0 5
158 0 34
173 0 2 0
きた
04 1
04 5
051
125
来た
02 5
00 2
0 2 0
0 1 6
きたい 期待
07 2 0 18
きたい 気体
030 02.7
034 01 4
03 9 00 5
きたかぜ 北風
049 0 0 6
08 7 02 3
08 9 02 8
0 89 03 8
1 23 00 5
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這い 出してきたばかりなの だ
家路をい そ そ人も買物に出て きた人も
日本人妻の 間にできた子供で ある
い たる と ころ に沈黙の空白ができた
風はやさ しく運んできた
生かしてきたもの の ゆえに
何かの 縁で ､ とり つ い てきた病魔と､ 嘱懇になり､
風も強くな っ てきたようだ｡
食卓は北方に白い 布を垂 らし
窓は開かれて北方に青く
北方の ドア を閉ぢて
北風は涙を光らせる ｡
明日は おそらく北風が吹く
北風がプラタナ ス の ほそ い 枝を鳴ら して
吹き つ の る北風に足を早めます
- - どう して敗北を信ずる こ とができようか
勝利を信じない ぽくは どう して敗北を信ずるこ とができようか
今日は北風が吹い て い るが
北候や足利の 美しい 光景をすく っ てみせたときだろう
右か左か 南か北か
海からや っ て来たといふ 空を飛ぶ藻に乗 っ てきた人よ
さ っ と青 い畳 の う へ に来た
神様をだます時が来た｡
行 っ たり来たりして い るが
結局の と ころわれわれの 期待も､ かれらの手綱さばきで
気体の やうに
気体の なかの透明な溝 へ は い る
ただ壌の ように つ めたい 気体がゆれる
北風は涙を光らせ る ｡
明日は おそらく北風が 吹く
北風がプラタナ ス の 放そ い 枝を鳴らして
吹き つ の る北風に足を早めます
今日は北風が吹い て い るが
きたない 汚い
o58 0 19 い つ もそんな汚い 路地があ っ て
きたない 汚ない
173 0 4 6 汚な い三枚の 毛布にくるまれば
きちよう 貴重
14 2 08 1 生命 より貴重だ と感 じて い た ので ある
きちんと
o54 1 58
o98 0 1 9
177 0 2 1
18 3 0 1 4
きちんとして
o98 0 19
きつ い
o7 0 0 28
17 1 0 13
17 9 00 8
193 02 2
きちんとチ ョ ッ キを つ け上衣を着て
す べ てがきちんと して
きちん と帽子をかぶり
きちん と心得て い る働き人 と
す べ てがきちん として
ぼくの 放そ い頚にまき つ い て ､
それが女の 心 に焼き つ い たの だろうと
き つ い 香りがたちこ めており
大陸からの寒波はき つ い が
きづかい
o58 0 4 4 もちろん誰にも聞えるきづか い はありません
きづかう 気づ かう
1 65 00 5 健康を気づ かう父の
きづかない 気づかな い
150 0 2 2
きっさてん
05 8 0 5 1
1 48 0 5 0
記憶の 中で見逃して い たさまざまな事柄に気づかな い わけに披 い かな い o
喫茶店
喫茶店で コ ー ヒ ー をの み
サ ン ･ シ ャ イ ンとい う温室の喫茶店で休憩し､
キッ ド
o85 02 0 キ ッ ドの 短靴の ようなもの で
きつね 狐
112 0 1 2 鍵穴や本の あい だ にし こ たま隠しこんで る狐め
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きっ ぷ 切符
1 46 00 5 外国行の 切符を買 っ たの ですが
1 46 00 9. 切符売場に人影はなく
きっ ぶうりば 切符売場
14 6 0 09 切符売場に人影はなく
きて
o1 3 0 09
o14 0 02
o14 0 20
o25 0 4 1
o37 018
o38 02 4
039
041
041
041
05 3
0 54
055
057
06 1
06 3
07 7
083
084
088
09 0
09 6
1 01
102
112
113
12 7
1 40
147
14 7
14 7
14 7
148
150
0
0
1
1
0
2
3
3
4
1
0
0
0
1
0
6
7
9
2
8
0
2
0
4
0
0
0
0
0
4
5
8
9
2
2
1
2
7
0
0
0
0
0
6
3
3
2
0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
1
8
8
4
6
1
1
1
0
0
1
0
0
0
5
9
6
1
7
0
1
3
1
8
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ながい 舌が垂れ下 っ てきて
侵入 して きて楽譜を散 らか した
楽譜が走 っ てきて整列する
竪琴の 下にきて
風だけがや っ てきて
夜がきて
露が落ちてきて
青春 よ もう再び戻 っ て きては い けな い
水 の 中にはもう春がきて ゐる
傷 つ ける断片 それ敵陣ま しくも長く生きてゐる
夕陽の 異に燃え つ きて
生きて い るに しても 倒れてい るしても
灰色の壁の ように垂れて きて
それでもぼくらが生きて い る とは信じられなか っ た
ぼんやり近づい て きて ､ 黙 っ てすれ違い ､
夕日が燃え つ きて しま っ た
死がや っ て きて じ っ と縛 っ て い る の が見えた
また冷たい風が吹い て きて
天国の 階段からおりて きて
どんなに暗い日がや っ て きて も
巨木 は幾世紀を生きて
あの 頃想の 闇の コ ア には生きて い る砂漠があるん だ
空中の帝国からや っ て きて
毛深い 夢の 械後に戻 っ てきて くれ
生きてるに しちや 冷たい手だね
大元帥の ス タ ー リ ン が生きて たから
見たもの を否定 して生きて きた
欄外の人生を生きてきたの だ
生きてい くこ とに怖れを感 じて い た幼年時代だ っ たら
世をも人をも厭い つ つ 生きて い て
生きてい くこ とがだんだん心地よくな っ てきて
生きて い る こ とが心苦 しくな らな か っ た ことで
結局､ め い め い の 職歴 と子供を何人作 っ たか とい う こ とに つ きて い た｡
一 匹の 魚さ へ 住んでゐない沼 に釣糸を垂らしてゐ る影だけが生きてゐ る
- - +
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1 60 0 5 6
1 60 06 5
1 60 07 6
1 61 016
161 017
186 0 17
191 0 08
192 0 13
きて 着て
oo5 0 3 6
o53 0 1 0
o54 1 5 8
105 0 0 6
17 6 0 0 3
そ の 日は夜どお し起きており 朝の 四時にゴミを捨て に廊下 へ 出て
フ ンボル トの 天才 放四十歳で燃えつ きて しまい
制度の春を病む こ ともなく 不確定性の 時代を生きて
生きてい るとい うだけで
ましてながく生きてい る とい う の なら
(荏原韓夫が生 きて い てね)
生きてい る自然の しる しに
途方もない 迷路に入 っ て しま っ たと気づくと､ あたりが急に暗くな っ てきて ､
ジ ャ ケツ を着て歩み去る
わたしは赤い セ - タ - を着て
きちん とチ ョ ッ キをつ け上衣を着て
オ ー バ ー を着てゆこ うか､ 脱い でゆ こうか ､
着て い るもの を脱ぎ
きてい る 着て い る
1 76 00 3 着て い るもの を脱ぎ
きてゐる
041 1 39
041 1 4 2
150 0 1 4
きてん 起点
10 0 0 31
きにくわぬ
18 2 00 1
水 の 中にはもう春がきてゐ る
傷 つ ける断片 それ汝悼ましくも長く生きて ゐる
一 匹の 魚さ へ 住んで ゐな い沼 に釣糸を垂 らしてゐ る影だ けが生きてゐ る - - +
ぼくは ハ ピ ー エ ンドを起点に して
気にくわぬ
なにもかも気にくわぬ
きぬた 砧
139 0 0 4
きねんさ つ え い
186 0 5 8
きねんしや しん
10 6 00 1
145 02 3
きのう 昨日
048 0 1 1
050 0 0 5
どこ からか砧を打 つ 音がかすかに聞えてくる
記念撮影
(動かぬ証拠の記念撮影)
記念写真
ありきたりの 記念写真の スタイル で 三列にならび
｢写真店の 窓には曝された肖像の 記念写真が 夢こそす べ てであると知 っ た時 もう肉体
昨日も今日も 疲れた裸の ままでい ると
遠い 昨日 - -
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050
05
056
058
071
07 1
071
071
087
09 8
1 00
1 2.3
144
145
0 1
03
0 0
0 4
01
02
2
8
9
6
6
0 39
0 4 4
0 2 2
0 2 6
07 6
00 3
0 09
0 19
15 0 0 4
167 0 74
187 015
M よ､ 昨日 の ひややかな青空が
だが昨日の 雨は
昨日の ように空は濁 っ た河の うえにある
昨日の ように読み すて まし ようか?
昨日も明日もない
今日の なかの 昨日
明日から昨日 へ
今日の な かの 昨日と明日
昨日も そん なふうだ っ た
それは昨日の 正午
昨日の道 とな っ て い る
昨日欲 しが っ たもの を
昨日の 淵から出た今日の 瀬は早く
静かに走れと命名された群集の 河は昨日の ように流れて い た
昨日の風景で ある
昨日よりよき明日汝来ない の だから
けれども昨日まできみを
きのうする 機能する
142 0 9 7 非合理に機能する官僚的権威主義を全面的こ放び こらせながら
きのうせた 気のうせ た
o63 02 8 ふと血の気の うせた顔を見あわせて
きばらし 気晴ら し
148 0 1 7 気晴らしはあ っ ても､ 過去 へ の橋渡 しではな い ｡
きびしい
048 02 2
1 01 0 6 0
きびしさ
11 2 01 6
15 0 02 6
うすれゆく年々の 冬の きび しい 日の 下で - -
きび しい 寒さが しみ とおり
あの きび しさは ど こ へ 行 っ たか
年月の きび しさに苦笑するほ かはなか っ たが､
きびす
177 0 0 1 きびすを返す時刻を
きふく 起伏
o 28 0 27 土 の起伏 と水の 流れと
きふして 寄賭して
18 6 08 0 誰かが寄賭してくれたナ ポレオ ン の - 墳もい ずれ劣らぬ時間の傑作だ っ た
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きぶつ 器物
o3 3 0 12
o 40 004ノ
きぶん 気分
150 0 78
155 0 15
18 6 0 2 8
一 個 の 器物と共にすべ てが放才鄭された
器物の 底もひびわれて
そちらで は気分的にバ ツ としな い 天候がつ づ い て い るそうですが､
す(o に気分はす っ きりする
い っ ぺ ん に老けこんだ気分で し よう?
きぷんてき 気分的
15 0 0 7 8 そちらで は気分的にバ ツ と しな い 天候が つ づ い て い るそうですが､
きぼう 希望
o2 8 05 7
o5 5 0 26
o 61 0 28
061 0 7 3
064 0 2 7
068 0 1 7
073 0 2 3
080 01 6
085 03 0
10 0 05 9
10 1 02 8
124 0 13
そ こ に 一 個 の 希望が絶望が信仰が
おれとおまえの はかな い希望 と夢を
未来と希望があるだけさ ｡
新 しい 希望 の血が､
- 一 基 の な い 夜には希望がない ､
淡い 希望もまた 始めは
遅い 希望の 船脚で あろうか
今日は希望 こ の痛み の 傷口を
絶望も希望も必要でな い
それは ぼくの希望の ｢おわり+ にふさわしい多彩な夏であ っ た
絶望も希望も住む場所をもたぬと ころ
わずかに自己 へ の 希望で しかな い 日 - -
きほんてきな 基本的な
142 11 3 歴史を作 る者をたえず脅か しつ づ けて きた基本的なイメ ー ジである
きまえ 気前
16 0 03 7 詩人の気前 と品位に と っ て は 小さな犠牲で
きま(p れ 気まそれ
15 0 0 1 1 ほん の 気まそれから立て た計画に対 して忠実になる こ とは ､
きま っ て い る
054 0 3 6
061 16 3
06 1 16 6
173 00 6
｢星の きま っ て い る者はふりむかぬ+
星の きま っ て い る者はふりむこうと しな い o
星の きま っ て い る者 の ､ 空にまたたく光の ために｡
捨てゼ リ フ はきま っ て い る
きままな 気ままな
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13 4 00 9
ぎまん 欺晴
o57 0 3 4
きみ
oo8 0 18
o1 1 0 13
o 50 0 14
o50 02 6
o50 0 29
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気ままな行動で夢みて
′ 憎悪と欺晴 と屈辱 によ っ て生活 し
ぼくらにもまたきみたちにも
立派なきみ らの服装であるが
きみを見失 っ たの か忘れて しま っ たよ｡
きみはただ重たい靴の なか に足を つ つ こ ん で静かに横たわ っ たの だ ｡
きみ の胸 の傷 口は今でもまだ痛むか ｡
｢こ の病院船の 磁針がきみらを導い てくれる+ と船長は言う､
きみは
きみ抜海を見ようと して
きみはふと立ちどまるこ とがある
ふときみ の肩にかけられたの か
どうしてきみ の 涙をとめ る こ とができよう
ぼくのもの でもきみ のもの でもな い
きみ の肩にかけられたぼくの 手の
きみ の 青白い 身体はみるみ るうちに
きみはきみ の心 のなかに
戦い によ っ て 両手をうしな っ たきみは
きみはもう何も言わぬが い い
きみはきみ の失われた両手を高くあげる ･ - - )
もう きみはこ の 渡しな い 眺め の
きみ の かくれた意志をふりおろすこ とが できない
きみに と っ て い かな る ｢時+ ち
きみ の 運河は
きみの 孤独をう つ す鏡は
きみ にと っ て過去はから っ ぼ の 空樺だ し
きみ の血 を現場 へ 駆り立てるもの は
きみは心よりもデリケ ー トなうわ ぺ をもち
きみ政美直な刃の ナイ フ
きみはよく切れるナイ フ
きみが求めて い るもの は善悪で な い何もの か
い つ から きみは飼い はじめたの か
い つ か らきみは呼びは じめたのか
けれど きみの 愛犬 ペ ニ イは
きみ の悩みは こうだ っ け
きみに と っ ても ペ ニ イ に と っ ても
きみ の 季節は
きみ の欲望は
きみの イ メジは
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きみ の季節は飼主の ない 猟犬の ように飢えてい る
きみ の欲望は夕陽を浴び て ビルディ ン グ の林に落ちてゆく
きみのイ メジはい つ も眼に砂をい っ ぱい 溜めてい る
かれと言い きみ と呼びぼくに返る心 の遠ヨ丘法に したが っ て
かれがきみに死ねと言うなら
きみの 人生はきわめて ミ ス テ リ ア ス に
きみがぼくに生きよと告げるなら
きみは賢者の砂色の 眼で
きみもぼくも疲れた さび しい旅だ っ た
きみ はとおくからぼくを見まも っ て い る
きみ の 小 さな記憶の孔の なか に吸い こ まれ
ぼくの空はその ままきみ の地上とな っ て い る
い まはきみたちの 肉と骨がどこまでもすきとお っ てゆく季節だ
きみ たちは もう頑強な村を焼きはら っ たり
死の積りい れがおわり きみ たちの 任務 はおわ っ たから
きみたち披 きみたちの大い なる真昼をかきけせ !
きみたちの い な い 暗 い空 の あちこちから
きみが見た大きな虚無披ふかくぼくらをひき つ ける
｢す こ し休暇をとれば きみの 病気もなおるだろう+ と
きみ とぼくに しかわからない
過去をすて たきみの 喜び と
きみ の 髪をゆわえた
きみが消えて い っ た空が
わからん か きみ
きみ どうする?
きみが い たす べ て の 場所から
きみがい なくな っ た っ て
そ して ､ きみ はこ こ に い る ､ ぼく吐こ こ に い る､
黙 っ て向きあ っ たきみ とぼくとで ､
ぼくはこ こ に い る きみはこ こ に い る
きみから送られて草たその 頃の六冊の雑誌を見てい る と､
きみが ｢歯応えというか､ 取柄があ っ た+ と いう伊藤茂二 の場合を挙げる こ とができよう｡
きみから送られた昔の 椎誌を手に して ､ な つ かしい 面影に出会い ､
それに しても ､ きみがガレ ー ジで漬物をつ ける嚢をさがして い たら､
きみ の城にそ っ くりだか ら
きみの いう断念の 意味を
たやすい こ とだときみが 言 っ たとき
それがきみの作法だ っ た
というきみ の 議論にきき放れたもの だ
きみに と っ て詩は
そ してきみが
きみ にと っ て
ぼくはきみ に倣 っ て
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｢きみが詩を+ ではなく
詩がきみを
今夜のかれの 幸運は明日にはきみ の もの だろう
それだけがきみの富だから
使うもの 以外にきみの物はない のだぞ
きみがす っ かり眼をとじるまで
きみ の 花柄 の パ ン テ ィ を脱がせ るためだ っ たら
｢きみ+ と呼んだりする習慣があ っ て
い ま の きみは 一 日 に六十本の煙草を吸い
きみはス ー パ ー マ ー ケ ッ トに出かけ
きみは死にかけてい る の かも しれな い
きみは死にかけてい る の かも しれな い
きみたちの 家を破壊にみちび くだろう
か つ てきみ の横顔には自伝ら しきもの があ っ た
きみからの最後の 便りを受けと っ た の は
きみ と話 したくな っ て電話をする と､
き糾ま意外に元気な様子で近況を語 っ てくれ､ 心境まる十五分か 二十分であ っ たo
最後にきみ放さりげな く ｢声を聞かせて くれてありが とう+ と言 っ て ､ 電話を切 っ た｡
こ の 三十年問､ ぼくはきみに 一 度も電話な どしたこ とがな い ､ ち ょ っ ぴり心が痛み ､ それはなぜか と考え出すと､ 疑
きみが再入院 して
ぽくはきみ とた っ た - ぺ ん打 っ た碁 の こ とをときどき思い 出して い た｡
(きみが美 しい奥さん と結婚 して ､ み んな に羨まれながら､ 西荻窪の ア パ ー ト に住んで い たときの こ とだ)
会心 の笑みをもらすきみを前に して ､ ひ どく口惜 しい 思 い をした｡
きみは何を考えて い た のだろう?
きみ の地合い の 計算には
きみ放犬にむか っ て
病床の きみ の耳にも聞えてい るに違い な い
きみ とぼくは同じ 一 枚 の 画面の 中に い る
きみでも
きみでなくても
きみ はさび しい 広場に い た
きみ の 家族が住由きみ の家があり
きみは襟巻をし
きみ自身の 街路を行かなければな らない
きみ の 影は披をひい て い る
きみでもきみで なくても よか っ た のだ
きみ はき っ と怯えて失神するだろう
どう して きみ にわかる ? なぜ今までぼくが新幹線に乗らなか っ た か?
きみにはわか るまいが
けれ ども昨日まできみ を
きみ白身は死ぬだろう
くり返 しの多い きみ の歌が
きみ の 影が みるみるちぢんで
2 81
188 0 0
188 0 2
188 0 5
18 8
1 88
1 88
189
190
きみ
1 6
きみ
032
04 1
04 7
065
090
150
15 0
18 6
07
08
08
0 0
0 1
1
6
8
1
3
5
8
7
い つ か､ きみから受取 っ た手紙 に､
そう い うきみ に対 して ､ どんな返信を送 っ たか ､
ところで ､ きみ は同じ手紙の 後半で ､
5,み の 手紙 臥 たまたま､ 仕事机の 片隅の ､
きみが好きだとい う､ 武者小路の ､ 茄子や南瓜の 素朴な絵､
い つ までも ､ きみ の 心 に残 っ て い ますように｡
きみ の顔を見たくない
い つ かきみが帰ると こ ろは
(｢きみ+)
0 03
気味
00 7
114
0 08
0 41
0 25
0 4 1
07 0
023
きみ 君
013
016
017
021
04 9
054
054
05 4
0 2 5
00 9
0 4 1
0 1 0
0 1 3
0 1 5
0 19
0 2 0
05 4 0 2 7
05 4 0 2 9
054 04 0
054
054
0
0
0
0
5
5
5
5
0
0
0
4
4
4
4
5
5
5
4
4
4
0
0
0
0
4
4
5
5
0
0
0
1
1
6
1
5
6
9
7
6
8
0
5
9
8
4
7
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｢きみ+ と呼んだりする習慣があ っ て
気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
ただ - 脚 の椅子があるだけ 気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
頭上で屋根を剥(o 不気味な爪の音 ･ - ･･
そ の 不気味な､ 悩ま しい笑 い は
気味わるい 沈黙を深めるため に ･ - -
今に しておもえば､ 真実を衝い た薄気味わるい 言葉である o
い さ さか不感症気味であるが ､
往きも復りも気味が悪か っ たよ
ネム の 木は寒い よ諸君
君らの機械に アブ ラがさ された
我々の樹を救 へ 諸君よと
賢明な若い 主君は
黒い 足の ように縮ま っ て い る 君 の黒 い足 の ように
-
M よ 君は暗い約束に従い
君のなやましい 顔の 痕跡を とどめて
なぜ灰と炎が君を滅嘩す 一 切で あ っ たの か?
そうだ 君が こ の 衝か ら消えうせ ても
Mよ 都会の胃袋をさま よい ながら君が噴い て い た こ とを
- ･ -
｢僕披 こ こ に い る 君がい な い と こ ろから
君がい ると ころ へ 行きつ くために
も しか したら君の 姿が霧の 中からぬけだ して こない かと
Mよ 僕たちに君の高さが必要なの だろうか?
｢君たちはまさか忘れたわけではあるまい
おお いまこ そ君の虚栄をひきずり下せ !
君は君自身の汚れた手で
君たちは僕に背中をむける
君がとくに眠るとき
憐む べ き君たちの影にすぎぬ僕は
o96 0 13
124 0 1 6
12 8 05 1
1 86 02 7
きみじしん
o5 4 0 69
ミ ロ君 の 夜の 太陽を見てい ると 吐 きたくなるね
それが 諸君の 旧式な
わかりま したか諸君
廿六年前に広島で撮 っ た写真を､ 懇親会の 席上で相良君から見せられてね
ノ
君自身
君は君自身の汚れた手で
きみたち
oo8 0 1 8
10 1 0 0 7
10 1 03 7
101 0 39
101 0 4 0
101 0 4 3
167 0 7 7
きみたち 君たち
o54 0 5 9
o54 08 8
o5 4 15 7
ぼくらにもまたきみ たちにも
い まはきみたちの 肉と骨がどこ までもすきとお っ てゆ く季節だ
きみ たちは もう頑強な村を焼きはら っ たり
死の 穫りい れがおわり きみ たちの任務はおわ っ たから
きみたちは きみたちの 大い なる真昼をかきけせ !
きみたちの い な い 暗い 空の あちこちから
きみたちの 家を破壊にみちび くだろう
｢看たちはまさか忘れたわけではあるまい
看たちは僕に背中をむける
憐む べ き君たちの影にすぎぬ僕は
きみような 奇妙な
164 0 2 0
18 0 05 0
きみら
011 01 3
051 00 4
きみら 君ら
01 6 0 0 9
きみらの
01 1 0 1 3
きみわるい
09 0 0 25
15 0 0 41
きみわるく
032 0 0 7
04 1 1 1 4
奇妙な ぞ めき笑い の 中に立ち つ くす
｢ど こかで会 っ て ､ さりげなく挨拶を交 したような ､ 奇妙な余韻をひい て い くと ころ+ それは私に してもそうで
し
立派なきみ らの服装で あるが
｢こ の病院船の磁針がきみらを導い て くれる+ と船長は言う､
君らの機械にアブラがさされた
立派な きみらの 服装であるが
気味わるい
気味わるい沈黙を深め るために ･ -
-
今 に しておもえば ､ 真実を衝い た薄気味わるい言葉で ある o
気味悪く
気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
ただ - 脚 の 椅子があるだけ 気味悪くキ
ー キ ー い ふ音に
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きむずかしい 気むずかしい
o88 05 6 気むずかしい 人たちに聞かせて あげよう
きめ
o90 01 1
145 0 2 之
163 0 07
19 2 0 08
きめさせた
163 007
きめて いる
1 92 0 0 8
きもちの い い
o98 0 07
きもの 着物
048 0 23
ぎもん 疑問
10 6 0 4 7
14 2 0 4 4
17 5 0 0 7
180 0 3 9
18 1 0 2 0
艶やかな きめにふれてみ る
行先をきめない で出発 し到着 したときに旅は終 っ て い た
どちらを向くかは身体にきめさせた
わたく し､ と は誰だ っ た の だ ろう? 歩行の 方向をきめて い る海の
どちらを向くかは身体にきめさせた
わたくし､ とは誰だ っ たの だ ろう? 歩行の 方向をきめて い る海の
気持の い い
｢こ こ は ほん とに気持の い い場所ね
壁にかか っ て い る着物からぬ けだ し
対岸披霧がふかくて見えない が 残る
一 つ の 疑問には
い つ もかぎりなく透明で 疑問の余地なく真実だから
幼い 疑問 へ の答えを
原初の疑問には
疑問符の ように
ぎもんふ 疑問符
181 02 0 疑問符の ように
きやく 客
15 0 05 1
1 60 0 1 8
ぎやくてん 逆転
16 5 0 1 3
ぎやくに 逆に
049 00 3
ぎやくの 逆の
彼は我々の 雑誌の 創刊号に､ 玉 の 井の 婿婦と客との 交渉を扱 っ た
｢泥宿+ を書き､
観客の い っ ばい つ ま っ た劇場で 司会役の若い男から
ぼくたちの 間にはどんな逆転もありえない の だか ら
い つ も逆に傾斜 した獲物の ない地平線 しか見えな い o
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100 07 3 そ して ぼくと逆のイ メジを抱い て い る
キャ ッチした
o72 050 ゆ っ くりとゴ ー ル へ 飛び こむ 馬をキャ ッ チ した
/
キャ バ レ -
o5 8 00 5 やがてキ ャ バ レ ー 何 とか
ギャ ング
o 84 0 24
｢今夜あたし あの ギャ ン グに
きゆうか 休暇
113 037
｢す こ し休暇をとれば きみ の病気もなおるだろう+ と
きゆうかこ くご 九カ国語
184 01 3 九カ国語を許 したという冒険家の祖父を
きゆうきゆう 救急
l
l;呈
o
.言
7
, 呈警警で諾設､警雪雲雷聖霊忘孟警琶雷雲㌣書芸晶雷忘忘三とつ づ い てい るの だo 迷う者の ために設けられた救急
きゆうきゆう しや 救急車
160 05 7 心臓発作で倒れ 救急車が到着する前に息をひきと っ たとい う
きゆうけい し 休憩 し
148 0 5 0 サ ン ･ シ ャ イ ン と いう温室の 喫茶店で休憩し､
きゆう こうか する 急降下する
145 00 6 側に地下 へ 急降下するそ の劇場があ っ て
きゅうしきな 旧式な
12 4 0 1 6 それが 諸君の 旧式な
きゆうしした 急死した
148 00 8
きゅうじ つ 休日
1 25 01 3
きゅうしんりょく
1 69 0 1 0
きゅうせ い しゆ
肝硬変であ っ けなく急死 したとい う報らせを受けたo
さりながら果 しな い休日が つ づく
求心力
求心 力披見えなくなり
救世主
285
o2 8 0 23 鳩とともにおお救世主の 銅像の葦引こも つ い て
きゆうそく 休息
1 93 0 1 6 いつ もかわらぬ休息がありますように
きゆうでん 宮殿
o54 16 4 宮殿や政府の階段をとび こえ
きゆうてんち ょ っ か 急転直下
o55 0 5 8 急転直下堕落 して い っ たあの
ぎゅうに ゆう 牛乳
o52 0 05 ひ とりで牛乳を匙ですく っ て
キ ュ ウピ ット
o12 0 1 1 キ ュ ウ ピ ッ トの 矢よりも疾い
きゆうめい (L 救命具
07 8 0 2 0
きゅうめ いぶ い
103 0 1 1
きゆうやく 旧約
103 02 0
きゅうゆう 旧友
14 8 0 0 7
きゅうり ょう
145 0 0 9
救命具を つ けた船の へ さきは
救命ブイ
帆柱や舵や海図や羅針や救命ブイや鋸や - -
旧約 の秤にかけてもず っ しり重い
地方都市で鉄工所を経営 して い た旧友が､
丘 陵
そ こ にもあ っ たト - モ ロ コ シ の 毛 の そ よそ丘陵を エ ン ジ ェ ル がうまれるの に充分な広さ
きよい 清い
061 14 1
0(i2 0 3 9
きょういく 教育
188 0 6 0
18 8 0 6 1
きょうき 兇器
070 0 5 1
か つ て清 い泉があ っ た こ とを･ - -
清 い空気の なかで乳の 瓶をふ っ て い る の を
高校に よ っ て は､ 死 に つ い て の 教育もな されてい るようです｡
出産に関する教育がほ ど こされるならば､
あなたの 五本の指はどんな兇器よりも残忍で ､
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きようき 凶器
13 6 00 7 凶器をにぎり しめ
きようき 狂喜
162 0 10 ノ や っ と狂喜の 雫が宿るようになる
きようき 狂気
o14 0 2 1
o3 9 04 5
o5 4 12 5
o7 2 04 4
1 60 0 77
おやおや狂気がくるわい と
狂気ならば
音楽はたえまなく狂気を弾奏 しなければならぬ
嵐の なかの ､ 狂気の なかの
自殺もせ ず 狂気にも陥らずに
きようくん 教訓
142 0 8 4 彼の 与える教訓は自ら明らかであろう+
きようざめ 興醒め
15 0 04
ぎょうしする
192 0 2 5
ずい ぶん興醒めなくだらない こ とをいう奴だと思 っ たが､
凝視する
必死の 思い で ､ 前方 の真 っ 暗闇を凝視するが､ もう何も見えぬ ｡
きょうじ ゆ 教授
06 1 118
きょうし ゆう
168 0 0 6
きょうじ よう
046 0 0 2
04 6 00 9
04 6 0 1 6
04 6 0 2 2
04 6 0 2.7
04 6 03 7
046 04 3
046 05 1
046 05 6
061 0 0 2
0 61 0 1 1
0 61 0 4 5
0 61 05 0
061 05 5
教授に と っ て の 深測が
郷愁
やるせ な い 女人 へ の郷愁があ っ た
橋上
澄み たる空に影をも つ 橋上の 人よ
花火をみてゐ る橋上の 人よ
渇い たこ ころ の橋上の 人 よ
夢みる橋上の人よ
熱い 額の 橋上の 人よ
うるんだ瞳の橋上 の人よ
しか し橋上の 人よ
橋上の人 よ 美の 終局には
橋上の 人よ
澄みき っ た空の橋上 の 人よ､
橋上の 人よ､ あなたは
橋上の 人よ
橋上の人よ
橋上の 人よ
2 87
o 61 0 60
o 61 0 65
o61 0 7 0
o61 0 7 5
o61 14 3
o6 1 15 之
o 61 1 60
o 61 2 0 1
o61 20 8
o61 2 18
o 61 22 9
橋上の 人よ
橋上の 人よ
橋上の 人よ
橋上の 人よ
蒼ざめた橋上の 人よ､
孤独な橋上の 人よ､
橋上 の 人よ､
橋上 の 人よ､
橋上の 人よ､
橋上 の人よ ､
橋上 の人 よ｡
き ようじ よう のひ と 橋上の 人
o46 0 0 2
o4 6 0 0 9
o46 0 16
o4 6 0 2 2
o4 6 0 2 7
o46 0 3 7
o46 04 3
o4 6 05 1
o4 6 0 5 6
061 0 0 2
061 0 1 1
06 1 04 5
o6 1 0 50
0 61 0 5 5
0 61 0 6 0
061 06 5
061 07 0
061 0 75
0 61 1 4 3
0 61 15 2
061 16 0
06 1 20 1
06 1 208
0 61 2 1 8
0 61 2 2 9
澄みたる空に影をも つ 橋上の 人よ
花火をみてゐる橋上の 人よ
渇い たこ ころ の橋上の人 よ
夢みる橋上の人よ
熱い 額の 橋上の人 よ
うるんだ瞳の橋上の 人よ
しか し橋上の 人よ
橋上の人 よ 実の 終局には
橋上の 人よ
澄みき っ た空の橋上の人 よ､
橋上 の人よ､ あなたは
橋上の人よ
橋上の 人よ
橋上の 人よ
橋上の 人よ
橋上の 人よ
橋上の人よ
橋上の 人よ
蒼ざめた橋上の 人よ､
孤独な橋上の人よ､
橋上の人よ ､
橋上 の 人よ､
橋上の 人よ､
橋上の 人よ､
橋上 の人よ ｡
きょうしん し よう 狭心症
143 0 1 3 狭心症の 呪文と
きょうじんな 強執な
288
o72 0 14 あの ス マ ー トで強靭な足に注目しよう
きようせ いき ょうく 共生共苦
140 01 7
き ようそうする
o1 0 0 06
きようそうろ
o7 2 0 07
きようだい
112 0 4 2
114 00 1
地 べ たを這い ずる共生共苦の道も
競走する
ピカ ピカ光る自転車は他の ピ カ ピカ光る自転車と競走する
競走路
うす緑の 大地､ 美し い カ ー ヴを描く競走路をみたまえ
胡麻的な頭 と頭をく っ つ けて寝て い るな つ か しい き ょうだい たち
きょうだい たちの 影が
きょう つうてん 共通点
17 4 0 1 4 ｢子供 っ ぽさ+ が抜けない と いう共通点こそ ､ 最大の 障碍だ っ たの だろう｡
きようつ うの 共通の
16 4 0 2 2 沈黙披共通の 敵だか ら
1 64 0 24 ･
･ ･ - 共通 の 穴である深い 井戸にむか っ て
きょうどうしや かい 共同社会
100 02 0
きょうどうたい
1 86 08 2
きょうはくじよう
14 2 0 2 8
きょうふ 恐怖
023 01 6
07 9 0 2 3
10 6 0 4 5
11 1 0 0 4
12.5 02.0
13 6 0 2 1
17 2 0 1 5
18 0 0 2 0
18 4 0 2 6
ぼくらの 共同社会か らきりはなされてい っ た
共同体
死を含む共同体であるみんな の 声に耳を傾けてい ると
脅迫状
しかし どんな脅迫状によ っ ても
恐怖の白い歯を投げる
い われの な い 恐怖にあ っ て
それは苦痛 と恐怖がからみ合う ながい ながい鎖で
憧れにも恐怖にも 母にも恋人にも
恐怖で赤く熟れた月が廟に出てい る
恐怖におの の きながら
祖先から相続 した恐怖で
夢の なかで恐怖に出あわない の が本当の 年寄りなんです
い ま地球は恐怖で頭をか かえて い るの にo
きょうふう 強風
289
1 67 026 強風の なかでクラブを振 っ て い る の は
きよう べ ん 教鞭
1 60 0 6 8
｢蛇 の 穴+ と称 して大学にもそりこ申 教鞭をと っ た こ ともあるが
きようみ 興味
o8 5 0 08 消えやすい ア リ バイ探 しの興味である
きようようじん 教養人
142 0 5 4 あとに残る の が 無気力な教養人ばかりだと したら
ぎょうれ つ 行列
o5 8 0 47 ひとび との うしろに行列をして夕刊を買い
o 61 0 7 7 溺死人の 行列が手足を藻で しばられて ､
1 00 0 6 4 つ ながれた行列の影は鎖の ように 工場をとりまい て い た
きょうれ つ な 強烈な
o5 4 1 5 6
きょえい 虚栄
054 0 6 7
054 08 2
12 9 0 07
16 0 0 2 4
ぎょえい 魚影
190 0 14
きょか 許可
04 1 0 6 3
057 00 4
きょく 曲
0 02 00 4
02 8 0 2 8
041 02 8
04 8 0 2 4
14 6 0 1 2
1 83 0 2 6
光はひ と つ の 原子に 強烈な夏の験雨にかわ っ てゆく
おお いまこ そ君の虚栄をひ きずり下せ !
見よ 憎悪 と虚栄のぬ けがらを - -
雲 の 上まで つ き出て い っ た虚栄
歴史 とい うものが どんなにわれわれの野心や虚栄とくい ちがうか とい う
清流をさかの ぼ っ て幽谷に魚影を追い
お入りなさ い 私が許可を与 へ たから
い ちどは犯罪許可証を懐中に して
(落葉故障り しきる あ ゝ淋 しい 曲を聞い た)
地図に措かれた曲線の巧みな配置を
プラ ッ トフ ォ ー ム が岬 のやうに曲が っ てくる
軟体の極限をゆく無数の 曲線の 戯れ
どの角を曲 っ てみても
駅前通りから暗い 小道に曲 っ たと こ ろで
きょくげん 極限
04 8 0 2 4
14 8 0 1 8
軟体の極限をゆく無数の 曲線の 戯れ
極限状況のナ ンセ ン スに ､
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きよくげんじ ようきょう 極限状況
148 0 1 8 極限状況の ナ ンセ ン ス に ､
きよくせん 曲線
o2 8 02 8 地図に描かれた曲線の 巧みな配置を
o48 02 4 軟体の極限をゆく無数の 曲線の 戯れ
きょくどに 極度に
14 2 096
きょ こう 虚構
15 0 00 7
15 0 03 0
15 0 03 2
きよしん 虚心
08 3 0 20
きよせ いされ
1 03 0 1 9
きょぜ つ しや
054 11 2
きょせん 巨船
074 0 1 3
きょだい な
023 0 13
035 0 28
037 0 2 1
041 1 0 8
055 0 1 0
12 3 0 1 0
14 2 10 5
14 2 1 0 7
19 2 0 1 4
極度 に不平等な特殊社会組織の
彼は自分の虚構の 個性を破綻なく演ずるために､
これは､ 私だけが ｢虚構の 個性+ を つ らぬき､ 偽善の 間道をく そりぬけて ､
虚構なるがゆえに傷 つ く こ とがすくなか っ たからか ｡
ああ 虚心 の鏡に映る
去勢され
風土 とか習慣に よ っ て去勢されない
拒絶者
決然たる拒絶者の愁い 顔があらわれる
三色旗を つ けた巨船のうえにあるもの は
巨大な
巨大な鳥にな っ て夜 の空に墜 落し
誰かくらい 巨大な ラ ン プを掲げた
ラン プ よりも巨大な思い 出の 下で
あなたの巨大な手から降 っ てきた
巨大な黒い 影が波止場にうずくま っ て い る
巨大な村
巨大なもの の 力が 個人の信念より永続する とい う証拠はな い
い かに巨大な力であ っ ても
薄暮と昧爽 とをとりちがえてい た迂閣さ に､ 狼狽するも間な く､ 巨大な生きもの の胎内に の み こまれるように､
きょねん 去年
14 8 002 去年の 一 月の 終りに､
きょ ひした 拒否 した
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142 0 6 5
ぎょふ 漁夫
o94 0 1 0
きよぼく 巨大
o90 0 1
o90 0 13
きよむ 虚無
o 61 1 30
10 3 0 3 1
12 6 0 13
きより 距離
0 61 15 5
1 67 0 2 9
1 86 0 1 3
キヨ ロ キ ヨ ロ と
173 02 7
きらめき
06 1 1 03
12 2 0 10
きらめく
01 2 0 2 4
13 5 0 0 7
魂を売る こ とを拒否 したとい う
飛んで い る鳶や網をひく漁夫の 唄で
巨木 は鶏世紀を生きて
巨木の五 百年は美しくない
渚をふちどり 虚無を滴 し
きみが見た大きな虚無はふかくぼくらをひき つ ける
それが荒涼と した虚無の 世界だと しても
此処と彼処､ それもちい さな距離にすぎぬ こ とを - -
至王圧の 距離にあ っ て
(距離の旅はしたこ とがない から
キ ヨ ロ キ ヨ ロ と振返 っ て眺めて い る始末だ
やがて星がきらめきは じめ るね
あきらめき っ た人生の
おおきらめく太陽よと
きらめく感謝を
きらりと
o 69 0 1 0 きらり と光るひ と つぶ の星があ っ た
きり
054 02 8
068 0 2 8
069 0 3 6
07 1 0 2 9
07 1 0 3 4
08 5 0 0 9
08 5 0 1 0
09 0 0 0 8
09 8 0 1 2
僕はは っ きり憶えて い る
(今年の 夏もこれ っ きり)
それ っ きり言葉汝絶えた
く っ きりと影をあらわす山である
山の 頂きがは っ きりと見える
は っ きり した愛情もあれば
は っ きり した冷酷さもある
これ古まもうは っ きりして い る
それ っ きりとだえて しま っ た
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o9 8 0 27
10 0 0 20
121 0 09
12 2 0 08
12 5 0 05
13 1 0 0 8
1 42 1 0 4
146 0 6 1
148 0 1 0
155 0 1 5
159 0 1 5
167 0 6 3
180 0 5 2
188 07 6
きり 霧
003 00 6
007
01 8
02 8
03 8
04 1
04 6
05 0
05 4
0 61
0 61
0 61
0 70
070
081
08
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
8
0
0
2
4
6
6
7
7
7
9
1
1
0
6
4
4
0
8
4
7
9
3
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
0
0
0
3
0
4
0
2
2
0
4
4
5
6
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
1
8
7
8
1
5
5
0
1
9
6
0
1
2
4
4
3
1
4
0
1
0
0
0
3
1
8
8
7
4
6
0
2
2
8
2
0
9
6
青空にく っ きり聾えて輝い て い た五 つ の 尖塔
ぼくらの 共同社会からきりはなされて い っ た
おもい きり 太陽をからか っ てみたい
ひ と しきり烈 しくな っ た雨音をきく
六月の雨はしきりにふり 音楽はとめ どもなく
男はしきりに木に還りたが っ た
おそ らくぼくたちは は っ きり 否! と合図するだけ で よい だろう
屋根を叩く雨音がひ としきり強くな っ て
また会おうと約束して別れたきりであ っ た｡
す(h に気分はす っ きりする
しきりに思い 返される
風はひ と しきり烈 しく吹き つ け
とびきり冷たい 夏の 訪れで ある
ひ としきり烈しくなり､ 深夜の屋根を叩い て い る ｡
震 へ て ゐる爪に霧が かかる
阿片の軽艇 (ボ ー ト) は霧の 申 ヘ 音 い 泡を残 して去る ぺく 一 人の /i)女を誘拐
霧は伽藍を沈めて しま っ た
おびただしい 自然を覆ふ霧はやがて見えなくなると ころ
午前の 霧にぬれながら
青い 霧が立ち革め
あなたはけむれる 一 個 の 霧となり
たとえば霧や
もしか したら君の 姿が霧の中からぬけだ して こな い かと
霧は はげしく運河の 下か ら氾濫 してくる ｡
同じ霧の 階段に足をかけ
霧は濃く ､ 影は淡く､
天井からの そくの は霧の顔｡
誰だl 青白い 霧の顔で
あたたかい 霧のなかにあ っ た
霧の むこうで は
遠い 未来の 祖国の霧
たとえば霧や
対岸は霧がふかくて見えない が 残る 一 つ の 疑問には
赤い 霧がに じり寄 っ てくる
霧の棒か雲の帯
コ ー ネ リ ア ス は濃霧の 街を歩い て帰路に つ く
霧 の海にさすら っ て い く
問の霧は深くな るばかりであ っ た｡
いずれにせ よ深い 霧だ っ た
明日には深い 霧の底に沈み
煙か霧か
2 93
きりあげ 切上げ
128 02 4
｢円の切上げより自由化が先+
ギリシ ア
o9 6 0 0 6
/ ギリシ ア ロ ー マ の政治を見てきたが
ギリシア
142 0 0 7 同じ こ とがギリシ アや ス ペ イ ンやトル コ でも起 っ てい る･ ･ ･ -
キリス ト
01 7 0 4 0
きりつ 規律
11 3 01 8
きりつ めて
1 51 0 0 9
なむ天にましますキリス ト様よ
して よ い こ とわるい こ と 規律は明らかだ っ た
切り つ めて
月々 の 出費は切り つ めて約六 十万
きりはなされて
100 0 2 0
きれい な
06 9 0 1 7
きれいな 締麗な
15 2 0 23
173 0 2 6
きれい に
1 13 0 2 8
167 0 7 8
193 0 2 3
きれた
09 5 0 1 6
10 3 00 2
きれた 切れた
08 0 0 0!)
100 0 4 4
きれて 切れて
ぼくらの共同社会からきりはなされて い っ た
とてもきれい なお花畠が あ っ たんだ っ て
まだ椅麗な白い 頭とが仲よくならんで い て
今では街中でも練磨な娘に出あ っ たりすると
きれい にふかれた鏡の ように
せめて最後の 呼気だけはきれい に
議事堂のまる い空はきれい に澄み
崖下の道で 息がきれた
血縁の きずなはたちきれたか
手ごたえもなく 切れた帆綱から
切れたフ イル ム の記憶の そ こ から
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1 11 00 6
141 00 9
夕焼空にふ と途切れて い る
煩い て い たら､ 縄が切れて奈落にお っ こ っ ちちや つ たの よ - -
きれる
o62 0 3 2
o62 0 3 3
ノ
125 0 0 6
きろ 帰路
1 60 0 4 0
ぎろん 議論
15 8 0 2 1
きわめて
072 0 3 2
09 4 0 1 8
16 2 02 0
きわめて 極めて
15 0 00 8
ぎん
012 0 1 2
014 0 2 4
09 6 0 0 8
18 9 00 3
ぎん 銀
0 10 0 1 1
0 2 6 0 2 9
0 30 0 2 0
047 0 1 4
05 3 0 1 4
05 4 06 6
08 5 0 16
106 0 20
14 0 0 2 3
18 3 0 1 6
1 89 0 3 5
愛して い ても愛しきれるもので はない し
死んでも死にきれるわけではない のだから
い つ か堤防はきれるの だ
コ ー ネリ ア ス は濃霧の 街を歩い て帰路に つ く
というきみ の議論にきき放れたもの だ
きわめて純粋で ､ 事由象吋だ
きみ の人生はきわめてミ ス テ リ ア ス に
きわめて不確実なこ とだけで ある
極めて小さな事柄にもい たましい ほ どの注意と努力を払 っ てゐ た｡
ぎん の騒雨の 中で
樹の 海に青い ぎん の 雨が降 っ たよ
エ ブ ロ河を流れてや っ てきたにすぎん
ゼ ロ ･ サム ･ ゲ ー ム にすぎん
銀色の パ イ プで 考を覗い た
銀い ろの 鍵を投げると
銀製の 器にた べ物を
古風な銀の縁を つ けて い つ も こ の 水が動かぬ こ とを - -
昔 の恋人からおくられた銀の ロ ケ ッ トを
銀行が国民の もの にな るだろうから
銀メ ッ キの 光りをうか ぺ た不敵な男だ
かれの 眼は ス プ ー ン の銀 の ように輝い て い る
水銀の ナミダをたらして
銀行披シャ ッタ ー を下 して い て
銀の フ ォ ー ク が石 の床に落ちる
きんい ろ 金い ろ
02 1 0 0 5 金い ろ の 羽毛を日に光らせた
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きんいろ 銀い ろ
o26 0 29 銀 いろ の 鍵を投げる と
ぎんいろ 銀色
o10 01 1
'
きんぎ ょ 金魚
o O8 01 6
きんきよう 近況
174 0 0 9
キング
05 4 13 7
きん こう 均衡
142 0 0 6
166 00 5
17 0 0 2 7
ぎん こう 銀行
054 0 6 6
183 0 1 6
きんし 近視
14 2 09 1
15 1 0 1 4
きんしがんて き
1 42 0 9 1
ぎんし よう
16 0 02 5
銀色の パイプで考を覗い た
金魚みたい に じ っ と して 水の つ ま っ たガラ ス鉢 の 中
き桝ま意外 に元気な様子で∋丘況を語 っ てくれ､ 心境まる十五分か二十分であ っ た｡
護衛 つ きキングと慰めをあたえるクイン の価値とが
左翼 に対する架空の均衡を つ くり出すために
危く均衡を保 っ てきたが
失われた均衡を悼んで
銀行が国民の もの になるだろうから
銀行はシャ ッ タ ー を下して い て
しかし 利己的で 近視眼的で 無防備な文明の なかに い て
かなりひ どい 近視で乱視の
近視眼的
しか し 利己的で 近視眼的で 無防備な文明の なかにい て
吟踊する
哲学的な詩をひ どく陰気な声で吟諦する
きん しんそうかん しや 近親相姦者
15 1 0 2 5 近親相姦着か
きんせ い 禁制
1 4 9 0 0 6 いくたび禁制を犯したろう?
1 5 6 0 3 6 心 の禁制は解けぬまま
ぎんせ い 銀製
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o30 02 0 銀製の器にた べ 物を
きんぞく 金属
o3 0 0 2 4 光りは堅い金属の やうに寒々 として
きんだい じん 近代人
1 51 0 2 7 近代人の なれの 果て
きんだい とし 近代都市
08 1 0 1 4
きんちよう 緊張
o5 7 0 1 9
きんにく 筋肉
0 70 02 4
085 0 23
きんばつ 金髪
18 4 0 0 1
きんめ っ き
08 5 0 1 6
きんもくせい
164 0 06
キ ー キ ー
03 2 00 7
03 2 0 1 6
0 41 1 1 4
キ ー ル ン
057 0 2 7
キ ー ル ン港
05 7 0 2 7
くいちがう
16 0 0 2 4
ぼくらを生ん だ七 つ の近代都市が
力が判断と緊張を し っ か りと両足 にむすび つ ける
なまの筋 肉で 出来てい る ､
毎晩たくま しい筋肉をも っ て
すご い金髪美人である彼女は
銀メ ッ キ
銀メ ッ キ の 光りをうか べ た不敵な男だ
金木犀
樫の 木が笑う 金木犀が笑う
気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
だが椅子の キ ー キ ー い ふ音に
ただ - 脚 の椅子が あるだけ 気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
雨の キ ー ル ン港で は
雨の キ ー ル ン港で は
歴史と いうもの が どんなに われわれの野心や虚栄とく い ちがうか とい う
くいちらした 噴いちらした
o70 039 喰 い ちら した獣肉の 小骨や
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くいとめられ
14 2 1 15
｢残忍な歴史の 流れはくい とめられない とか
クイン
o5 4 13-7
くい遠い
18 0
くうかん
02 7
03 9
0 65
1 24
1 45
145
186
18 6
18 6
18 6
くうき
04 1
04 1
04 7
06 1
06 2
07 0
07 0
09 1
0 97
1 01
106
167
170
0 2 9
空間
0 0 5
12 5
0 0 9
02 8
03 3
03 5
03 1
05 3
0 6 6
0 6 9
空気
0 8 0
12.5
0 0 9
0 3 9
03 9
04 7
0 5 4
0 0 7
0 1 3
0 5 1
0 09
0 31
02 6
くうきょな
01 5
02 7
03 3
05 4
05 5
0 1 8
0 0 3
0 1 4
1 3 1
0 3 5
護衛 つ きキ ングと慰めをあたえるクイ ン の価値とが
ど こかでくい違い
ねぢによ っ て組み立てられてゐる空間に
む しろあなたの 占めてゐ る空間に
沈黙が占めて い る空間に反響 した｡
(短評 :空間はどの部分も遅れてい る ?)
僑れるもの もな い 空間にそれは俺れて い た+
壁の ない空間にそれは侍れてい た
過去 と現在 の空間がぴたりと重なり､ そ の輪郭がずれてぼやけてい く
どんな空間の なかにあ っ ても､
空間が空間で あるうち放物の集合にすぎない から
空間と空間の あい だに時間が挟まる
純潔な空気が咽喉を塞ぎ 見えない 量 に苛まれて
乾燥 してゆく空気のなかで
頬骨が つ めたい 空気の な かで尖 っ て くる
空気の 悪い ア パ ー トの 一 室で ､
清 い 空気の なかで乳の 瓶をふ っ て い るの を
窓掛をひ っ ぱる の は空気の 手､
誰です? 冷たい空気の手で ､
秋の つ めた い空気をひきさく
空気を蹴り厚い 無の 壁をこ えて ､
頭上 で枯れ枝がうごき つ めたい 空気にふれるたびに
惑い空気の なか 鳥類 の コ ン ベ ン シ ョ ン が重ん じられる
こん なに澄みき っ た空気の なかには
物を書く空気にな じめなくな っ て い る精神の
空虚な
椅子は空虚なままに
空虚な鏡の なかを
空虚な核が
空虚な額縁の なかで白い 雨が乾い て い る
空虚な メラ ン コ リイ の 谷間にふり つ づ い て い る
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137 0 1 4
くうそう 空想
192 024
くうちゆう 空中
o6 1 2 1 2
o62 0 09
o6 8 0 1 9
o9 7 0 1 4
10 1 08
くうどう 空洞
0 61 12 3
10 1 0 5 4
1 64 001
くうはく 空白
185 01 1
185 0 2 4
くが つ 九月
105 01 1
10 5 01 5
くき 茎
01 5
02 2
02 5
0 28
0 33
00 7
00 6
0 3 0
0 0 1
0 0 1
く(h りぬけて
15 0 03 0
【問題項目】
00 5 0 1 8
くさ
0 07
0 08
0 13
015
早
0 1 0
0 0 2
0 1 1
0 10
空虚な こだ まの なか の 親年月
これが罰か､ 太陽と海を呪 っ た こ と の ? た っ た 一 度 の空想の 罪に しては､ 酷すぎる報い ではな い か!
生ける死者たちが空中を歩きまわる夜がきたo
い までも空中をさまよ っ て い る姉さんl
空中に軽い 死の 飛沫をうちあげ
空しい 喝采の なかで ､ 永遠に空中を泳ぎ つ づ けるだ ろう｡
空中 の帝国からや っ てきて
ひ と つ の 心 の 空洞から
血をはく空洞におちてくる
おおきな眼を空洞にして
い たると こ ろに沈黙の 空白が できた
その 空白が どれだけの 負担にな るかは
九月ポ ー ラ ン ド､ 十月 ス エ ズ ､ ハ ン ガ リ ー ､
九月十月 には ､ まだまだ遠い 三月｡
やさ しい 茎よ
やさ しい 茎と卵は永遠である
花瓶に挿さ っ たみ どりの 茎は
一 本 の花の 茎もない 空の 下に
一 本 の茎は清浄な水を欲する
こ れは､ 私だ けが ｢虚構の個性+ を つ らぬき､ 偽善の 間道をく (o りぬけて､
く こうがわ 向ふ側
桜並木の向ふ側で燃えてゐる
脚簡は空に向 っ て据を吐く 革の無い荒地で はとかく悪い感冒が
機関銃はマ ッ チを擦 っ て 乾草みたい な白い 雲に火を
草むらで笛の やうに鳴 っ たの は
舶来煙草の こ とを知らない
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o2 7 02 0
o 28 04 8
o39 0 14
o39 0 7 7
o41 04 2
o4 1 073
o42 0 12
o47 001
o54 1 1 2
056 0 0 2
056 0 1 8
05 8 0 1 6
0 60 0 0 2
0 60 0 0 6
0 61 0 1 4
061 07 1
062 04 9
066 0 1 7
083 0 0 1
08 8 0 70
08 9 0 3 1
09 3 0 0 4
09 3 00 8
09 9 00 4
11 7 00 2
12 4 03 0
13 2 0 13
1 35 0 0 3
1 36 0 1 9
138 0 0 6
14 6 0 4 5
16 6 0 1 0
16 6 01 3
16 7 0 4 9
17 1 0 1 1
18 2 015
1 84 0 0 6
1 84 0 1 9
1 8 6 0 8 4
19 2 0 0 3
くさい
11 4 00 9
椅子は書籍 の上に乗 っ て ゐる
小鳥や革の声 とは無関係で ある
書籍をなげう っ て
やはり革の色は
虹の やうに 或い は地の草の やうに
パイ プに煙草を つ め る
ねむれる革の う へ に
深夜 唇が煙草を挟んで い る
決然たる拒絶者の 愁い顔があらわれる
夕暮の なかで煙草をす っ て い る男がい る
橋にもたれて ぼんやり煙草をす っ て い る
私はゆ っ くり煙草をふか しなが ら
斜面に枯革がそよ い で い たりする
なぜか 一 服 の煙草もひ どくうまい の である
書籍や窓や ペ ンをすてて ､
きりげなく煙草をくわえて
枯草の あい だの 四月の若芽の ように萌えています
息子は煙草をふか しながら
夏草の うえの屋根が
とおくまで草木や花のやさしい 言葉で
まだ煙草をすい ながら
本と煙草とウイ ス キ ー の 瓶をかかえて
寝床でウイ スキ ー を飲み煙草をふかす
太陽が線の絵具をとか して い る芝草のうえを
どぶ川 のむ こうに革がゆれて おり
六十本の煙草を灰にしたと こ ろで
塔の愁い 草の雲いずこ
多く の国人と語 っ て同時に
草の 菓も兎の革も
草葉の蔭を恋しが っ て
振りむく と小柄な中年の外国人が
一 本 の煙草を患うままに吸えたら
いまの きみは 一 日 に六十本の煙草を吸い
塵竣の ように書籍を衣類を調度紫を
草原に追い や られて殺されるアザラシ の
ごろりと草の上に横になれぱよか っ た
タイ生れの 中国人の 医者と再婚 した
若い 中国人の 夫は 口癖 の ように
かすか にふるえる指先の 煙草の けむりの ように
う つ む い て ､ 歩い て い ると こ ろは､ 一 木 - 革もない ､ 黒い 砂地で､
やにくさ い パ イ プ の煙を吐きかけてい る
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121 0 0 1
162 00 7
1 67 057
くさ っ た 腐 っ た
o55 ,02 9
189 03 2
くさ っ て 腐 っ て
o62 0 05
17 3 0 0 8
くさ っ て い る
o62 0 0 5
人間くさい
於脂くさい におい を発散 し
人くさい息が充満 して い るうちは
花瓶の 腐 っ た水の なかで溶けてい る
腐 っ た肉片を歯の ない 口 に運ぶ
わたしの胸の な かで腐 っ て い る
こ の世 の 中 ど こまで腐 っ て い くか+
腐 っ て い る
わたしの胸 の なかで腐 っ て い る
くさば 草葉
138 0 0 6
くさむら 草むら
01 3 01 1
くさり 鎖
010 0 2 1
028
0
0
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1
1
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7
8
0
0
9
8
8
7
0
1
10 6
0 3 3
0 6 9
02 1
00 2
0 1 3
0 6 4
048
0 4 5
くさり 腐り
041 1 2 4
くじ
16 0 0 17
16 0 03 3
17 3 05 2
草葉の 蔭を恋 しが っ て
草むらで 笛の やうに鳴 っ たの は
地平線の 銭をのりこ えて
ねぢれた鎖の やうな数柄の 列車の合図が響き
鎖で縛られてゐる の はい い こ とだ
歴史の鎖に つ ながれた老齢l
あらゆる鎖がひ とりで にきれ
鎖をじや らじ や らさせ たり
っ ながれた行列の影は鎖の ように 工場をとりまい て い た
ぼくはぼくの心を つ なぎとめて い る鎖をひきず っ て
それは苦痛 と恐怖がからみ合う ながい ながい鎖で
木質は腐り 陽に煙かれ 蝋の やうに流れた
くじゆうにみちた
09 4 0 1 9
コ ー ネ リ ア ス は宝くじで大当り し
印刷の 不備でくじに外れた老楽師に 大当りの 賞金を全部や っ て しまう
｢ねたらくじようど
苦渋にみちた
こ の苦渋にみちた河口 の渦に閉じる こ とになろう
301
くずおれた
o 24 0 1 ふせ た珂の上でふ と風が鳴る くずおれた月光の雫に溺れ
く
02
すり
2
054
05
14 8
16
18
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0
8
ずれ
0 60
061
080
082
187
く
02
03
03
03
ずれ
8
2
9
9
薬
00 2
01 6
03 1
037
0 70
0 15
00 1
0 5 3
00 7
00 7
0 0 8
崩れ
0 1 7
0 1 3
12 8
14 2
04 5 00 7
0 8 6 0 10
1 67 0 1 7
くずれおち
039 14 2
くずれおちて
16 7 01 7
くずれゆく
08 6 0 1 0
くずれる
0 61 05 3
08 0 00 7
くせ 癖
15 0 0 1 2
1 60 0 0 6
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火薬の 匂ひ があらう
重たい 軍靴 と薬品の匂い を残 し
厭な匂い の薬 の ように澱んで い るばかりであ っ た
みな年相応 に老けて ､ 持薬を服用する者もあり､
アル コ ー ル と麻薬に蝕まれた生活で
鼻孔に ､ 時々､ 薬をささない と､
崖がくずれ
浪にくずれるむな しい 幻影が
くずれる砂の 甲板をふみ しめ
くずれた崖の 上にも
くずれた重畳 の 一 角から
組織が崩れ動乱の 意識が流れかけて
壁が崩れたら
たと へ わたし の位置が崩れ
わたしの 天は奈落 へ 崩れおち よう
荒れた庭 に 花樹はむ な しく崩れかかり
崩れゆく砂の足跡
い つ 崩れ落ちてもおかしくない
崩れおち
わたしの天は奈落 へ 崩れおちよう
崩れ落ちて
い つ 崩れ落ちてもおか しくない
崩れゆく
崩れゆく砂の足跡
浪にくずれるむなしい 幻影が
くずれる砂の 甲板をふみ しめ
自己輯晦の癖を或程度まで満足させてくれる ｡
死亡広告をみる癖が つ い たし
18 4 0 19
18 6 0 49
若い 中国人の 夫は口癖の ように
そうい えばそれがあなたの 口癖で したね､ 気障な!
(o そく 具足
o3 0 18 具足は視界の外ではな い
ください 下さ い
o17 0 39 ああ助けてくれお助け下さい
o61 1 9 7 教えて下さ い ､
くださっ た 下さ っ た
o 61 18 2. 貴方がわたしに下さ っ たもの はこれだけですか ｡
くだ っ て
117 0 1 2
くだ っ てきて
01 3 00 9
記憶の 坂道をくだ っ て い く
下 っ て きて
ながい舌が垂れ下 っ て きて
くだもの屋
1 幻 0 0 5 くだもの 屋にあふれてい る蜜柑が
くだらない
15 0 04 0 ず いぶん興醒めな くだらない こ とをいう奴だ と思 っ たが､
くだり
109 0 0 5 生命の 奔流は丘 をくだり
くだんの
15 2 0 15 くだん のタ バ コ に点火すれば
(9 ち 愚痴
1 88 0 4 5 愚痴とも､ 自慢とも つ かず､
くち 口
01 0 00 2
01 4 0 1 0
01 4 0 2 2
026 0 30
0 28 0 3 0
0 35
04 0
04 1
0 1 2
0 1 之
1 5 1
それは 口笛 のため の ス ピ イ ドであ っ た
みんなポ カ ン と口をあい てゐ ると
口 の悪 い 家畜 どもが逃げて い っ たあとで
おそ る べ き噴火口 は
トン ネル の 入 口は ト ンネル の 出口 ヘ と
あとには傷口だ けが光 っ てゐる
街は傷口を哉めてゐ る獣のやうに
だがあな たは僅かに口を利くこ とが出来る筈だ
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きみ の 胸 の傷口は今でもまだ痛むか｡
なまそさい葡萄酒を口からロ客き､
出口を求める熱 っ ぽい 瞳で
出口 の な い部屋から
僕らの 家の 戸口を大きな拳で献く朝めこ とを - -
よく政府の 悪口を言 っ て い た広場には
ぼくはあな たの 口 を押えよう とする
天使は､ 夜 の 戸口から呼びか けた｡
笑 っ て い た｡ ｢痛み の 戸口から入 っ て
家々 の 戸口から戸口 へ
家々 の 戸口か ら戸口 へ
家々 の 戸口から戸口 へ
家々 の 戸口から戸口 へ
どの 戸口にも固く錠がおりて いて
あさま しい祈りの こ とばを口に し､
ぼく披見えない 出口をさがすように ､
せま い競馬場の入 口 に殺到してくる
独断批評家の 口ぶりもわるくはな い し､ 皮肉な記者の ポ ー ズも捨てがたい
ひろ い 出口 から流れだす
浅い 湾口 には
苦い 塩を口 にふくみ
今日は希望 こ の 痛み の傷口を
海や空にむか っ て 口をひ らく
さ っ きまで子供たちが戸口か ら顔を出して い たの に
さかまく汐をど っ との み こむ河口
こ の 苦渋にみちた河 口 の 渦に閉 じる ことになろう
ぼくの河口 はひ とい きに岸辺やテントや小舟を吐きだそう
な にもの よりも おの れ自身に擬する銃 口を
から っ ぼの 水簡 に 口をあて て
だがい けな い の は口で ある ぶちこ わしである
そ の 貧しさを隠すために せめて 口髭をたくわえておく べ きだ っ た
高名な美学派の 詩人みたい に 口髭をの ば したり刈りこんだりして
尖が っ た紫の 口髭なら ず っ と微妙な震えをも つ かも しれな い
詩人なら孤狼な口髭 とか 大切な象徴の 鼻に つ い て
おまえは今朝も蛇口 の まえで
口真似の うまいおまえの仲間放
たぶん時代がわるい んだろう と異口 同音に歌う
口 に熟を持ち
出口がさ っ ぱりわかりませ ん
口笛を吹きながらする シ ャ ド ー . ボ ク シ ン グが死の レ ッ ス ン o
さわさわ と 口づけをする
一 寸 した小 さな失敗の 傷口からでも､
シ ガレ ッ ト の吸口を
304
15 5
156
0
0
15 6 0
160 0
16 0 0
2
1
3
8
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5
1 9
4 1
16 0 0 7?
16 4 0i`o
1 65
17 4
184
18 6
0
0
0
0 3
20
1 9
0 4 9
189 0 1 9
18 9 0 3 2
クチあいて
008 0 1 7
くちそせ 口癖
18 4 0 19
18 6 0 4 9
くちごもっ て
1 55 0 之8
い い え､ ぼくはもう - - - ･と 口 ごも っ て
愛して い るなどと口走 っ て い たら
私は 口を つ そむ 放かはない
｢お仕事披?+ と訊かれ ほ んと の こ とを口に したがらない
十四世紀の ス コ ッ トラ ン ドの 詩を口言南さみながら
口踊さむ - 篇 の 詩がなくて !
黒い ミ ュ ー ズ は口 をとがらせ る
ゆ っ くり食物を岨曝する口 の 動き
会心の 笑みをもらすきみを前に して､ ひ どく 口惜 しい 思い をした ｡
若い 中国人の 夫は口癖の ように
そうい えばそれがあなたの 口癖で したね ､ 気障な!
誰とも口をきかずに十年を生きれば よい
腐 っ た肉片を歯の な い 口 に運ぶ
レ コオ ド音楽にクチあいて 緑の 藻を夕 べ てゐる
若い 中国人の夫は口癖の ように
そうい えばそれがあなたの 口 癖で したね､ 気障な l
口ごも っ て
い い え､ ぼくはもう - - - と 口 ごも っ て
くちづ け
06 1 13 3
くちづけ 口づけ
1 4 9 00 9
くちにし 口に し
07 0 0 0 9
1 60 0 1 9
くちばし 噂
03 6 0 2 8
04 1 0 8 7
くちばし っ て
15 6 0 1 1
くちひげ 口髭
鍋み こめ くちづ けよ
さわさ わと口づけをする
あさま しい祈りの こ とばを口 に し､
｢お仕事は?+ と訊かれ 旺ん と の こ とを 口 にしたがらな い
ばんやりして い ると噂 と天使の槍で
愛婦ある仕科 (しそさ) で柔かい 羽 に堅い 噂をこすりつ ける
口走 っ て
愛 して い るな どと 口走 っ て い たら
3 05
10(～ 0 2 6
10 6 0 2 7
1 0 6 0 3 0
1 0 6 0 3 1
くちびる 唇
o 17 61 7
047 0 0 1
054 1 0 8
059 0 1 4
0 61 0 9 7
08 4 0 2 7
12 4 03 2
13 0 00 8
くちぶえ 口箇
01 0 00 2
14 7 0 20
そ の 貧 しさを隠すために せ めて 口髭をたくわえておく べ きだ っ た
高名な美学派の 詩人みたい に 口髭をの ば したり刈りこん だり して
尖が っ た紫の 口髭なら ず っ と微妙な震えをも つ かも しれない
詩人なら孤狼な 口髭とか 大切な象徴の鼻に つ い て
と惑 い 唇が珂の傍で薄くな っ たの で
深夜 唇が煙草を挟んで い る
そ してやがて獣の ようになる歯並みの 悪い 唇の 動きが
ちい さな赤い唇とは
厚くまくれた歯のない唇をひ らき
その 黒い 唇 そ の褐色の 髪
物い わぬ唇
唇は笑 っ て い るようでもある
それは口笛の ため のス ピイ ドであ っ た
口箇を吹きながらするシ ャ ド ー ･ ボ ク シ ン グが死の レ ッ ス ン ｡
くちぶり 口}去り
072 02 4 独断批評家の 口ぶりもわるくはない し､ 皮肉な記者の ポ ー ズも捨てがたい
くちまね 口真似の
1 12 03 7 口真似の うまいおまえの仲間は
くつ 靴
00 8 0 1 2
00 8 0 15
0 13 00 7
0 19 00 1
02 6 01 1
02 8 0 1 2
02 8 06 3
05 0 02 6
05 4 01 6
05 6 00 4
058 02 5
08 5 0之0
087 02 1
11 3 0 1 4
くつ う 苦痛
04 1 07 7
すてて 砂漠 へ 逃げて しま っ た やがて斬らしい 靴の
新ラ シイ靴 ハ 押シ ョ セ
ぼくは靴下をなげだすと
靴の溢れる廊下で は
牒珊ス ル ソ レ ハ
透明な靴下が
古靴の 氾濫する世界に
古靴の 世界を支配 し
きみはただ重たい 靴の なかに足を つ つ こ ん で静かに横たわ っ たのだ ｡
重たい 軍靴と薬品の匂い を残 し
重たい 誰かの靴音が
灰い ろ の 建物の したを孤独な靴音が
キ ッ ドの短靴の ようなもので
雨傘がい たみ長靴が駄目になる
なんでも知 っ てる 靴屋の息子で
うす呆けて ゐれば 習慣とな っ た苦痛も
306
106 045
141 00 8
145 0 1 7
163 0 0 9
それは苦痛 と恐怖がからみ合う ながい ながい 鎖で
愛以外の何かだ っ たわ o 抱きあ っ て ､ 苦痛で よ じれる縄梯子にすが っ て ､ 宙ぶらりんで
そんなカ ッ プル はどこ にでもい で快楽の ス プ ー ン で苦痛の 目方を計りかねてい た
快楽 と苦痛の結果がこれだ
くつ おと ノ 靴音
o5 6 0 0 4
o58 0 2 5
く っ きり
07 1 02 9
09 8 0 2 7
くっ きりと
07 1 0 2 9
くつ した 靴下
0 13 0 0 7
0 26 0 1 1
く っ して 屈 して
10 6 03 8
重たい 誰か の靴音が
灰い ろ の 建物の したを孤独な靴音が
く っ きりと影をあらわす山である
青空にく っ きり聾えて輝い て い た五 つ の 尖塔
く っ きりと影をあらわす山で ある
ぼくは靴下をなげだすと
透明な靴下が
詩人はもちろん屈 してはならない そ の外貌がどうで あれ
く つ じ よく 屈辱
05 7 03 4 憎悪と欺暇と屈辱によ っ て生宿し
(l つ すり
o 93 0 0 5 (v っ すりやすむ には
く っ つ き
0 41 12 7
く っ て い る
01 3 0 1 7
書物にく っ つ き
食 っ て ゐる
ジ ャムを食 っ てゐる と
グッ ドバイ
14 1 0 1 5 グ ッドバ イ!
くつ や 靴屋
1 13 0 1 4 なんでも知 っ てる 靴屋の息子で
くに 国
o 17 0 2 3 ああまるで天国で ござ い ますと
3 07
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単に より高尚な国民 結社 人間の 材料にすぎない と
銀行が国民の もの になるだろうか ら
なにげない 挨拶のうちから生れる未知の 国民の こ とを - -
彼岸は い つ も死の 国の ように静かである
死者の 国の
異国の 女の ように ､ 町をみすてて
天国とい うと ころがあ っ たんだ っ て
遠くの 国をまわ っ て い る
- - どん な国際 ニ ュ ー ズ よりも
どん な国際 ニ ュ ー ズ よりも
平和の 国にい たるためには
ぼくら祖国の苦 しみだ っ たろうか
戦い にやぶれた国の
ど こかとおい 国では
遠い未来の祖国の 秀
夫国の 階段か らおりてきて
見えな い 国境をつ く っ て い るか
あたたかい南国の 陽ざしの ように融か して くれるから
さびれた国道 に つ づ く町工場の
空中の 帝国からや っ てきて
ど こかの 国境を守るためではない
ぼくの行手です べ て の 国境が とざされ
恋をすて故郷をすて他人の 国 へ ゆくのだから
戦争は失敗 し､ ぼくらの 国は生きの びてきた､
故国の 空披赤か っ た
祖国の 栄光七同胞の 愛を信じて地平線になだれてい っ た
眠りながら腹をこやす王 国を夢みて い るうれしい はらからたち
スタ ー リ ン の 国は
貧しい 者の天国にも - ･ -
仲間も涙も校歌も国家も売り足りない が
国際級の 背景的速度に陶酔 し
多くの 国人と語 っ て 同時に
｢もう長い こ と こ の 国の ほん とうの歴史は
(それゆえ こ の 国独得の 統治方式の利点とさえい えるもの で
殺人的な電流装置で閉された国境をやすやす越え
国外追放を条件とした釈放の 申し渡 しに対して
そ して 国外で の健康回復 と安楽な生活の可能性があるにもかかわらず
反祖国的な い かなる文書に署名してもい い と思 っ て い た
醜国の快感はこ こらあたり
不信の 者の 天国に対して
外国行の 切符を景 っ たの ですが
振りむくと小柄な 中年の外国人が
南国で農業に専念 し､ 妻と離別してから､
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150
1 56
156
162
168
173
173
18 1
184
184
18 4
18 4
18 4
18 4
06 9
02 2
02 4
0 Ⅰ7
00 9
0 1 1
0 12
00 6
0 0 5
0 0 6
0 1 3
0 1 9
0 2 1
0 2 4
くぬぎ
10 7 00 2
一 つ の 国さえたちまち喪われる ような世界に住んで い る の で ､
国情 のちがい
い かに私が外国かぶれでも
かれ自身の 最後の 王国であるから
虹の 国を描くこ ともあ っ たとおもう
外国の人質を殺すか殺さぬかで
荒れ狂う国家の 群集の彩が
批の 国の うるんだ愁い は
すそ離婚 したが夫の姓は変えずに帰国 して
タイ 生れの 中国人の 医者と再婚 した
九カ国語を話 したとい う冒険家の祖父を
若い 中国人の 夫披 口癖の ように
人と人は人権や国境を越えて
国と国とな っ たらそうはい かな い -
くぬ ぎ林の 夕陽も
くねらして
o 94 0 0 1 身をくねらして走るカ ワ へ ど の
くねる
o 39 0 20 楽器 よりもも っ と柔らかにくねる
くぼられた 配られた
o25 0 5 6 爽やかな朝に茎場の鍵が配られたとき
くび
13 0
19 2
くび 首
011
02 5
05 4
0 66
10 1
1 08
1 1之
1 23
127
128
128
0 0 9
0 0 6
0 14
03 1
07 0
0 10
0 3 1
0 2 8
0 1 1
0 1 1
0 0 6
0 0 7
0 2.5
(鶏 どものくびを
それに しても ､ と影をもたぬ寂夢が､ くびをか しげる ｡ 人に会わぬ ｡ 風はそ よとも吹かず､ 自分の 足音さえきこ えな
先づ首に巻い た蛇を外せ
ヒ ヤシ ン ス の 首を飾る
首を吊 っ て い る母親の足をひ っ ぱれ!
小さな友は い つ まで も首をふり つ づけた｡
どの 首都からも へ だた っ た どんな地図にもない と ころだ
首すじをす べ るカミ ソ リにも
小首をか しげ そ しらぬふりをするな
もう 一 つ の首都を夢みて
地球の重みを首にかけて ､
プ ー マ 首相 の
演説ぶ っ た放次期首相の福田赴夫さん
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1 30 0 04
1 42 0 4 6
1 4 0 3
1 75 00 2
1 80 008
193 Q2 4
男の首が二 つ
悪い 夢からさめた人の ように首をふるの である
目の 悪い 地蔵が首見参 にとうよせ
なぜ首輪をつ けたりするの かと
さらに首をひねりながら
ときわの首都は世界の影を映して い る
くびすじ 首す じ
10 8 0 之8 首すじをす べ るカミ ソ リにも
クビれて
oo 8 0 1 1 クビれてむらさき色になる と 煙の つ ま っ たパイ プを
くびわ 首輪
175 0 02 なぜ首輪を つ けたりする のかと
くぶん 区分
o8 5 03 2 光と影で区分できない 何もの かであろう
くべ てい っ た
o2 7 02 2 じぶんをく べ て い っ た
くぼち 窪地
o39 0 0 6 あちらこちらの窪地から
くぼみ
17 6 0 0 9 膝 のくぼみに こたえるかの ように
くぼみ 凹み
o3 1 0 1 6 室内の 凹みから
くぼんだ
17 2 0 2 1 くぼんだ眼窟に目やに の ようにたまる
くまなく
192 0 0 4 夜明け前の微光があたりをくまなく覆 っ てい て､ ど こ へ 行 こうとして い るの か､
くみ
02 7
02 8
05 8
088
級
o o 5 ねぢによ っ て組み立てられて ゐる空 間に
o 1 7 組織が崩れ動乱の 意識が涜れかけて
o o 2 瓦礁の うえに材木が組立てられ
o3 3 たえずぼくの心 のな かに組みたてる
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1 00 0 36
1 42 0 9 6
1 48 03 1
148 d3 2
167 0 18
ち ょ っ と した喜劇を仕組みも したろう
極度 に不平等な特殊社会組織の
同じ輸送船でス マ トラ島に送られた転属級の 十三人だ っ た｡
同年兵で幹候の 試験に合格 した組は､
老化 した脆弱な骨組に
くみたてられ 組み立てられ
o2 7 0 0 5 ねぢによ っ て組み立てられてゐ る空間に
くみたてられ 組立て られ
o 58 0 0 2 瓦礁 の うえ に材木が組立てられ
くみたてる 組み たて る
o8 8 03 3 たえ ずぼくの 心 の なか に組みたて る
くも 雲
0 01 0 0 2
005
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
7
8
8
0
0
2
2
1
1
2
2
之
3
6
0
0
0
0
0
1
1
1
6
7
1
5
6
1
1
6
7
8
8
8
0
1
1
1
1
4
3
0
1
2
3
4
之
2
3
4
1
9
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
5
8
2
3
7
1
0
1
1
3
4
7
8
0
0
2
3
0
0
2
0
0
3
6
3
3
0
0
2
2
0
0
0
0
0
7
6
4
0
0
1
0
2
0
0
0
0
0
3
3
9
3
8
0
0
1
2
7
7
3
0
雲 の 渡を放 じくり
羊が雲を食 べ にくる
多孔質の雲の 聞からトンボ の 限 の やうに碧く ア ス ピ リ ン を積ん
機関銃は マ ッ チを擦 っ て 乾草みたいな白い 雲に火を
群は 雲 に乗 っ て押 しよせ 黄色く汚れた地図の上を
やがて純白の雲の 中にチ ョ コ レ エ ト の肩が見えな くな る
パ イ プを撮 っ て雲の 申から生れて きた少年は
雲の アル バ ムにはさまれた
ミルクの 雲をかきまぜ ると
雲の 島から エ ン ジ ン が響き
黒い雲が泣寄 っ てくる こ とは
白い 雲の 中で眼を つ ぶり
ゼ ン マ イ の やうに跳ねてゐ る雲
雲に つ つ まれた地球の
雲の多い 日没の 空に出遭ふ
泉もなければ ､ 流れゆく雲もなか っ た､
石 の屋根の 上には重たい雲が垂れ こめて い た｡
大い な る積乱雲の さけ目をみ つ めた
海は太陽や雲をうか べ て い た
何千年の 闇を つ らぬ い て真赤な雲の火柱がたち
被風の うえに雲があらわれてまた消えた
暗雲垂れこめ る ヨ ー ロ ッ パ でもなければ
流れゆく雲を眺めて
羊の ような雲
雲の上まで つ き出て い っ た虚栄
塔の愁い 草の 雪い ずこ
かれは実体の な い都市の雲の 中に住む
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14 4 0 1 6
14 5 0 2 6
14 9 0 1 0
15 4 0 0 2
163 0 14
167 0 10
16 8 0 0 8
17 1 0 1 8
17 2 0 2 3
18 1 0 2 1
18 7 0 3 0
1 89 02 3
1 91 0 0 9
1 93 0 2 1
くも 蜘煉
04 9 00 1
17 0 00 7
霧 の捲か雲の 帯
要は低 く垂れ グラナダの 暗い夜に稲妻が走 っ て い た+
月 の 光は雲からも
雲の はずれの 寝床
雲切れの空に の ぞく
薄絹を裂い た巻雲を浮 べ て
はるかな雲に誘われ
太陽をかくす 一 片の 雲をあおそ
雲の さ さやきに革をすます
黒雲が立ち
なおかすかに雲間にあ っ た
いま の かれは雲を見下すような
だんだら雲の衣裳を
い まし朝雲を束によせ て
天井の蜘妹が私の 顔に のりう つ つ たようだ､
蜘蜂 の 巣を払うような手ぶりをする と
くもぎれ 雲切れ
1 63 0 1 4
くも っ た
09 6 00 3
くも っ た 曇 っ た
0 41 13 3
くも っ て い て
13 1 00 7
雲切れの空に の ぞく
ジ ン と溜息でくも っ た灯りで
曇 っ た空の下を違 っ た扉に向 っ て走 っ て ゆ くの を見た
空はい つ もくも っ て い て
くものす 蜘妹の 巣
17 0 0 0 7 蜘妹の巣を払うような手ぶりをすると
くもま 雲間
187 0 3 0 なおかすかに雲間にあ っ た
くもらせ る 曇らせ る
10 5 00 9 ぼくらの ゆくてを曇らせ るもの は､
くもる 曇る
o o7 0 0 6 古風な鐘は藍をに じませ て 鳴る 曇る 動かない土絵具の カ ン ヴ
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くらい
o35 02 8
o7 6 0 18
10 0 0 2 6
192 0 1 7
くらい (暗い)
oO3 0 10
o14 0 28
o23 0 2 3
o2 6 0 3 5
o3 9 0 5 0
o3 9 12 2
o 41 13 4
045 0 0 4
o46 0 1 4
05 0 0 0 6
o5 2 0 1 5
05 3 00 3
054 0 05
054 0 1 5
054 14 8
05 7 0 3 5
06 1 0 8 3
0 64 00 8
07 7 0 2 5
0 88 0 2 2
088 0 7 2
095 0 1 0
09 7 00 7
10 0 0 15
101 0 4 3
12 7 0 1 8
145 0 2 6
145 02 7
16 4 0 1 6
18 3 0 2 6
誰かくらい 巨大なラン プを掲げた
む しろ泣きたい くらい だ
くらい 幽閉がはじま っ た
よくよく見れば､ そ こから - 米間隔くらいで ､ 白 い 明りが点々と つ づ い て い る の だ ｡ 迷う者の ために設けられた救急
海の 景色はこ んなに暗い青でせうか
楽器の うす暗い腹の 中に沈黙が
暗い 水底 に沈んだ
悲しむでもよ い 暗い駕石の 上には
暗い 空の 下に現れて は
あなたの 暗い 内側で
どんな物蔭の 暗い眠が
にぷい 気配が沃暗い 光触にただ よふ
もとの 薄暗い樹の枝に追ひか へ し
ぼくらは暗い 酒場の椅子のうえで ､
あな たは本当に暗い 地下にひ とりで住んで い るの ですか
暗い 空の 枯れた林から落葉がすきまなく降 っ てきます
僕らの 行手は暗い のだ+
M よ 君は暗い約束に従い
暗い 存在が抽象その もの に凍ろうとする時間の はずれから
暗い夜明けの うちに倒れなければならぬ
おまえは薄暗い多孔質の宇宙だ
暗い過去と冷たい 記憶がふれあ っ たo
ゆれる昼夜燈の暗い光りの かげに
どの ようにぼくたちの 大地に暗い影を落すの かも
どんなに暗い 日がや っ てきて も
ぼくは暗い 路地を走り出た
あなたは暗い 鉄格子の 申に ､ 永遠に繋がれるだろう｡
どんな物かげの暗い限が
きみたちの いな い 暗い 空の あちこちから
死よりも暗い ｢病院+ で
雲は低く垂れ グラナダの 暗い夜に稲妻が走 っ て い た+
街 の まぶたは重 く垂れ 東京の 暗い 夜に信号煙が明滅して い た
- - ぼくの 一 生は詩の 困難で やや暗い
駅前通りから暗い 小道に曲 っ たと こ ろで
くらがり (暗がり)
1 4 6 0 5 6 暗がりで苛みたい にずんずん伸びて い くの で
くらく (暗く)
o32 0 3 庭は暗く
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0
0
0
0
3
5
6
6
6
7
0
1
1
1
1
7
3
1
5
9
1
8
0
2
4
4
9
5
2
2
2
179
18 1
0
0
1
0
0
0
0
1
5
9
1
1
4
0
0
0
0
0
6
5
6
7
4
1
2
0
0
1
2
0
0
2
4
9
8
7
6
2 6
19 2 0 13
くらし 暮し
0 45 0 11
070 0 3 3
16 7 0 6 9
17 9 0 1 4
18 8 0 3 6
無限とい ふもの が少しづ つ 暗くなりかけてゐ た
ああ世界が暗くな っ て ゆきます
暗くな っ てゆく運河を見つ めて います｡
どの 窓も ､ 暗く淋 しく
暗くて さむい
真昼を暗くする 一 瞬
一 瞬 ス ト - ヴの 炎が暗くな り
暗くあれ ､ 三月 ､
暗 くな っ た部屋の
それで監獄は 四倍以 上も暗く
なん とい う暗く悲痛な ユ ー モ アだろう)
あたりは薄暗くなりかけてい たが
み るみるうちにあたりが暗くな っ て
途方もない 迷路に入 っ て しま っ たと気づくと､ あたりが急に暗くな っ てきて､
たしかな暮 しを算 へ てみ る
一 日を 一 年 の ように暮 して い るぼくたちには､
共に暮 した年月にも
そ の日暮 しの 一 日を
い ずれ ､ 順番がくるだろうと思い ながら暮して い るが ､
くらし 暮らし
1 48 01 4
くらした 暮 した
16 7 06 9
くらして い る
07 0 0 3 3
188 0 3 6
グラス
02 7 00 2
02 7
02 7
0
0
0
0
0
3
3
3
3
4
0
0
5
5
0
8
8
9
2
4
4
0
0
0
0
0
0
1
2
0
0
2
5
0
0
1
3
3
7
2
8
1
0
5
0
5
7
6
おたがい に無縁の暮らしをしてきたの である ｡
共に暮 した年月にも
暮 して い る
一 日を 一 年 の ように暮 して い るぼくたちには､
い ずれ､ 順番がくるだろうと思い ながら暮 して い るが､
グ ラ ス が立ちあが っ た
グラ ス の 底に夜が光 っ た
わづかな煙はグラ ス の 中 へ 降りて ゆく
グラ ス の まはりを
グラ ス の底を滴れさせて
荒廃 したグラス の底をと放るやうに
グラ ス の底が晴れたら
グラス には
リキ ュ ー ル グ ラ ス を試めながら
独身者汝大学生の リキ ュ ー ル グラ ス に
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12 8 0 1 1
12.9 0 17
17 9 0 2 1
17 9 0 2 4
サ ングラ ス をかけた殿下に
まぶ しい 食卓の ワイ ングラス の影 と
美 しい グラスを手に して
グラスを胸にのせ たまま
クラス委員
15 0 03 9 クラ ス委員に して落第生の竹内幹郎だ っ た｡
クラ ッ カ ー
181 03 6 ナチ ュ ラ ル ･ チ ー ズ と クラ ッ カ ー がほ しい
グラナダ
145 0 2 6 雲は低く垂れ グラナダの暗い夜に稲妻が走 っ て い た+
クラブ
1 67 02 6 強風の なかでクラブを振 っ て い る の は
くらベ
0 90 0 1 2
1 42 1 0 1
150 0 2 0
151 0 3 4
くらべ たら
09 0 0 1 2
14 2 1 0 1
15 1 0 3 4
こ の 紫檀 の肌にくら ぺ たら
ブ コ フ ス キ ー や ア マ ルリ クが直面 した状況にくらべ たら
どん栗の 背くら ぺ をして い たにすぎなか っ たが､
千人斬り とか五千人枕とかにくら ぺ たら
こ の 紫檀 の肌にくら ぺ たら
ブ コ フ ス キ ー や ア マ ル リクが直面 した状況にくら ぺ たら
千人斬りとか五千人枕 とかにくら べ たら
くらみ
o 33 0 1 0 眼はくらみ
くらやみ
10 0
くらやみ
02 8
17 6
1 92
o o9 記憶の くらやみ に とける フ イ ルム の ように
(暗闇)
o 3 6 暗闇の市場 へ と運ばれてゆく武器たち
o 1 8 家霊の 暗闇の なかから
o 2 5 必死 の 思い で ､ 前方の 真 っ 暗闇を凝視するが､ もう何も見えぬ o
クララ
160 0 6 0 最後古ま叔母のクララが遺体をもらい さ げて い っ た
くりかえし
31 5
110 01 2 くりかえしくりかえし問うてみ る
- -
175 0 03 猫 の質問をくりかえ した
175 0 0 6 犬 の質問をくりかえした
くりかえし 繰り返 し
14 2 0 4 9 古い 繰り返 しの なかにい る
くりごと 繰り言
188 0 4 4 不定愁訴の 繰り言の ように ､ あ る こ とな い こ とに､ 轟嘗を傾け､
くり返さ
16 4 02 7
くり返し
18 7 0 22.
1 93 0 1 7
くる
002 0 1 3
00 4 0 1 0
oo 5 00 5
00 5
00 5
0 0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
0
0
0
0
9
0
0
4
4
4
7
8
2
2
2
2
2
0
0
0
0
0
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3
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5
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5
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0 1 2
0 3 0
0 0
0
0
0
0
0
0
0
0
8
1
1
1
2
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3
1
0
0
0
0
3
8
1
1
5
0
4
2
1
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1
0
0
0
0
0
9
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7
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0
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0
0
0
0
0
9
9
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何度でもくり返さなければならない
くり返しの多い きみ の歌が
単調なくり返 しの ようで
啄み にくる
太陽の 選者が近づ い てく る
羊が雲を食 べ にくる
新型飛行機 がとんでくる
外套がや っ てくる
蓄蔵色の頬に葉脈が透けてく る
ヒ バ リが墜落 してくる
やがて最後の たそがれ がくる
うすい 陽の光が胃の肺 - さ しこ んでくる
おやおや狂気がくるわい と
貧血がくる とひ と つ づ つ 楽器は床に倒れた
黒い雲が正寄 っ て くる こ とは
音楽が室内に溢れてくる.
溢れてくる影の どこかで
風の 運んでくるそ の 言葉が見えない
鉛のやうに落下 してくる
葉脈から雫が落ちてくる
そちらの 方から寒さが吹き つ けてくる
ただそ こに時代の 速度乃至歩調が見えてくるだらう
盲目はドア の隙間から入 っ て くる
突如 豪雨が襲 っ てくる
おま へ たちの舌の 上 へ や っ て くる
それは - 羽 の 鳥よりもはやく帰 っ て くる
おそらく明日訪れてくるだらう
しぜん に頬がぬれてくる
00
0
0
0
0
0
0
3
4
4
4
4
4
4
0
0
0
0
0
0
0
9
0
0
1
1
1
1
4
4
4
5
5
5
5
5
0
0
0
0
0
0
0
2
6
7
1
1
3
5
6
5
5
5
5
6
6
6
0
0
0
0
0
0
0
0
9
9
9
9
0
1
1
6
6
6
6
7
8
8
0
0
0
0
0
0
1
2
3
5
2
1
2
8
8
9
9
9
9
9
0
1
1
1
1
1
1
9
3
8
0
1
1
8
8
9
0
0
0
0
0
0
0
1
1
4
8
8
317
0
0
0
0
0
0
0
8
0
1
0
2
4
4
0
0
0
0
0
0
0
8
8
9
5
8
0
3
0
2
0
2
3
5
0
0
0
0
0
0
1
1
1
9
6
9
4
4
8
6
2
0
1
2
5
2
4
8
1
2
1
2
4
6
0
0
0
0
0
5
3
5
5
5
0
1
4
0
1
0
0
0
0
0
0
0
2
0
8
5
7
1
1
7
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
5
5
1
7
4
2
4
1
1
4
0
5
0
1
03
0
0
6
2
4
8
8
4
す べ てが凍える夜がくる
とん でくる抽斗な どを
秘密はい く つ も の廊下をとほ っ てくる
意志披荒い 山肌の斜面からむけてくるの か
プラ ッ トフ ォ ー ム が岬の やうに曲が っ てくる
何とはな しに陸橋の 上まで打寄せてくる
記憶の 中をとほ っ てくる
すさま じい 寒さが吹き つ けてくる
自然の 声をあげる日がく るだらうか
頬骨が つ めたい 空気の なかで尖 っ てくる
ぼんやりとデス ･ マ ス クが肉眼に見えて くる ｡
そ して じり じり と胸の 上に倒れかか っ てくる ｡
不思議な 夢がしだい に近よ つ てくるようです
永遠に吠えるこ と の ない狼に見えてくる
風景はい っ そう青ざめてくる の みである
母が戻 っ てくる の を待ちなが ら
なんだか迷 っ て い そうにも思えてくる
海岸 へ の通が不思議と宙にうかんでくる
購輪の ようにも見えて くる
孤独な道を歩いてくる男だけが
滑らかなやさ しい 噴きがきこ えてくる
霧ははげ しく運河の下から氾渡して くる ｡
夜の 環が冷たくかぶさ っ てくる､
ひ と つ の年が始まる神秘な夜にくるま っ て
重たくぼくの 胸に の しかか っ てくる
畳も月もない 夜､ 毛布に くるま っ た男は
せ まい競馬場の入口に殺到 してくる
夜あけの くる船窓の下の
すると小 鳥がたそがれの窓に墜ちてくる
空を追い'っ めて こ こまでくると
ぼくたちに語りかけてくるよ
方三尺玉寸の 天地を つ くるために
ロ ー ス ト ･ ビ ー フ よりも香ば しいそ の匂 い とともにや っ てくる
血にぬれた白い巽からうまれてくる
聞えてくる の は木棺の 声ばかりだと い うの に
壁づ たい にきこえてくる
ぼくの 記憶は思い がけな い 不幸の シ ー ク ェ ン ス で屠 っ てくる
ぼくが戻 っ てくる の は
世界汝なんと境野に似てくる こ とか
血をはく空洞におちてくる
太陽に追われた記憶が戻 っ て くるだ ろうか
再び荒れて くる海を見 つ め て い る
落ちてくる頃｡
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くる 来る
03 5 0 1 6
04 1 15 1
0 46 0 4 2
くるい ざき
13 6 0 1 6
死 の季節がや っ て くるから
- 一 沈黙が粛清にや っ てくる
あたりがもりあが っ て くる
修羅の くるまもみ えな い
新しい 年がくる とい っ ても
赤い 霧がに じり寄 っ てくる
こ の業苦に い つ 終りがくる の か
祝福はくるが遅すぎるだろう
くるめく十字の
ぼくは ニ ュ ー ギ ニ ー からタヒチ 島 へ 行 っ てくる
あき っ てがくるまで
白紙の 本をめくる
くる しい 黙祷を
ふくらはぎか らの どに昇 っ てくる
くる日もくる日も
なま(tt さ い風が吹い てくると
どこ からか砧を打 つ 音が かすかに聞えてくる
う しろから コ ツ コ ツ と淀づ い て くる
披からも打ちよせてくる
まさか､ ｢荒地+ が今頃にな っ て ア メリ カから送られて くるとは｡
悪魔が出てくる
錦の帯がするすると垂れてくる
あなたを殺しにくるものがあれば
海鳴りさえ聞えて くる
脅かすような慰めるような圧力を加えてくる
い つ か終りがくるように
やがておそ っ て く る運命は
汚ない 三枚の 毛布にくるまれば
す(D 大波の ような睡魔が襲 っ てくるだろう
悪魔の 夜がくる前に
決定的な悔い の 時がくるまで は
いずれ､ 順番がくるだろうと思い ながら暮 して い るが､
かれはくるりと背をむけて
精霊の 澄んだ答えが返 っ てくる
あの 音は､ 幻聴かも? とぎれとぎれに聴えてくるが､
来るもの と去 っ てゆくものが
だがあなたは僅かに口を利くこ とが出来る筈だ
放 っ そりした川の やうに漁らぬ月日を行くこ とが出来る
狂い 咲き
狂い 咲きの紅梅は
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くるえ 狂え
o 61 03 2
1 63 0 1 1
狂える女が歌 っ て い た｡
狂え狂えとい っ ても
くるえる 狂える
o6 1 0 3 2 狂える女が歌 っ て い たo
くるおしく 狂お しく
o5 3 03 9 狂お しく地上にかえ っ て ゆく
そるそる
0 17 0 14
070 0 3 8
(p るそるまわる
070 0 3 8
くるしい
13 5 0 05
くるしい 苦 しい
15 0 0 3 5
くるしみ 苦 しみ
03 9 13 9
0 74 0 1 1
0 74 0 1 2
075 0 0 6
07 7 0 1 9
08 0 0 1 7
09 5 0 1 9
1 1 6 00 6
1 67 05 6
くるしみぬい て
09 5 0 1 9
くるしめる
054 09 7
くるしんで
15 8 03 7
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望遠鏡を(o る(o る廻 した
(o る (9 るまわる食卓があるだけなの だ ､
そるそるまわる食卓があるだ けな の だ､
く る しい 黙祷を
敗戦後の 苦 しい 生活の たたかい に敗れて倒れた者もあ っ た｡
苦しみ は拓かれて
ぼくら兵士の 苦しみは
ぼくら祖国の 苦しみだ っ たろうか
ぼくの苦 しみも
高熱に苦しみながら
あたらしい 血汐であらい こ の 苦しみ の胸が
- - 苦 しみぬいて生きた父よ
未来を失 っ たぼく の苦 しみが
苦しみ の ベ ッ ドに血をに じませ る
苦 しみぬ い て
- - 苦 しみぬ い て生きた父よ
苦 しめる
人を苦しめる過ぎ去 っ た日々が
苦しんで
苦しんでまで詩を書 こうとは思わな い
くる っ た 狂 っ た
o8 4 0 3 1 女たちの狂 っ た笑い がたかくなり
13 7 0 1 5 ある日 女は狂 っ た目をして言 っ た
くるま
o 62 00 2
o 65 0 4 8
120 0 16
128 0 7 5
173 0 4 6
18 0 0 48
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ひ とつ の 年が始まる神秘な夜 にくるま っ て
星も月もな い夜 ､ 毛布にくるま っ た男は
修羅の くるまもみえな い
あさ っ てがくるまで
汚な い三枚の 毛布にくるまれば
決定的な悔い の 時が くるまで は
自転車に乗 っ てゐ る少年は自転車の ス ピ イ ドをも つ
ピ カ ピ カ光る自転車は他の ピ カ ピ カ光る自転車と競走する
ピカ ピ カ光る自転車に借りかか っ てゐる
寓革が宝石の角を過ぎるとス ト ッ プ し
不思議な糸車は
ねぢれた鎖の やうな教師の 列車の 合図が響き
一 台 の 列車が到着するであらう
自動車な どで消えたあとは静かで
す べ て の 車輪は動かな い
輝くチ ー ズを載せた車がと放 る
自動車や電車が
遠くにきこ えた電車の ひび きや
電車が走 っ て い るね
終電車の レ ー ル の ひび きは
日曜日の 停車場に
日曜日の 停車場で
群集は押 しあい へ しあい 停車場めがけて
高架線を走る電車や
停車場 へ い そそ通行人の影にまぎれ
明るい 無人の電車が
一 人 の妹は乳母車に つ かま っ て歩き
重 たい刑罰の砲車をお しながら
車輪や道もうた っ て い た
寝床の ぬくもりでほて っ た身体を 詰ま っ た路面電車 に積み こんで
郊外電車の快よ い動揺に耐えて い る
鋼鉄六倍 自動車十五倍
一 番電車が出てい っ た
芋虫色の 車を時間外駐車で路上に放置 し 道徳の坂を下り左折 してまた坂を登る とすそ右
これで はい つ も火の 車だ
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くるま っ た
o65 0 4 8
くるめく
12 7 0 2 2
くるりと
18 9 0 13
(o るりと
14 8 0 4 0
くれ 暮れ
013 0 2 3
03 9 10 3
o44 00 6
04 6 03 0
058 0 2 2
072 0 6 6
07 9 0 2 1
08
,
9 0 1 6
1 11 00 5
128 0 93
144 0 1 7
14 6 04 2
1 82 0 1 6
1 90 0 0 9
心臓発作で倒れ 救急車が到着する前に息をひきと っ たとい う
い つ も の ように車で 二軒分の 買物を した
青もなく発車 し到着 しますからね!
昔の 発車 ベ ル の 音が体内の ど こ かに残 っ て い たんです よ!
(どの 車輪にでも乗 っ て い る可能性かあ っ た)
半世紀は車窓の 景色であ っ た
遠ざかる列車のひびきに
星も月もない 夜､ 毛布にくるま っ た男は
くるめ く十字の
かれはくるりと背をむけて
戦死者の手足が(9 るりと輪になり､
まごまご して ゐる と日が暮れる
明日はすで に暮れてゐ るだらう
仰げば星辰の静かな明け暮れ
あなたは日の 暮れ 何を考 へ る
日が暮れかかると
暮れる におそ い五月の 空の 下にひろが っ てい る
日の 暮れ
暮れてゆくビル の 窓や
暮れの こ る灰色の 道が
朝の 夕暮れ
わけよ しの性術に明け暮れて
途方に暮れて立 っ て い ると
暮れゆく空をあおぎ
その筋の とどく範囲の 明け暮れ
(9 れつ な 愚劣な
05 5 0 4 6
くれて 暮れて
03 9 10 3
0 89 0 1 6
1 44 0 1 7
おまえは愚劣な謎をふくん だ微笑を浮 べ てみせ る
明日はすで に暮れてゐ るだ らう
暮れて ゆくビル の 窓や
わけよ しの 性術に明け暮れて
321
14 6 0 4 2 途方に暮れて 立 っ て い ると
くれてい る 暮れてゐ る
o39 103 明日はすでに暮れてゐ るだらう
くれる
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072 0 6 6
くろ 黒
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静かに愁ひをなそさめて くれる
｢こ の 病院船の磁針がきみ らを導い て くれる+ と船長は言う､
落ちて ゆくわたしの 身体を支えてくれるの 披
わたしの心をい たわ っ てくれるけれど
かれの かわりに歌 っ て くれる の で すよ
あたたかい 南国の 陽ざしの ように融か してくれるから
心から喜んでくれるから
自己髄晦の 癖を或程度まで満足させてくれる ｡
世話をする植木まで ひね くれる
まごまご してゐる と日が暮れる
暮れるにおそ い 五月の 空の下にひろが っ て い る
黒い花
黒い 穴があく
黒い オル ガンが裂けて
黒い 雪が近寄 っ て くる こ とは
黒い トン ネル の 中で
または黒い オルガ ン の やうに
黒い トン ネル に海の響をきくと こ ろ
海は黒く岩壁は白か っ た
黒い 眼帯を外 して
わたしは黒い パ イプを握り
黒の 申 へ 消えて
●
ゆく街 よ
暗黒のな かで
波が黒い樹かげに光る
葉はぬけ落ち 黒い幹 が囲績地の 隅に忘れられた
ほ どよい 暗黒と
はるか足下を潜りぬける黒い 水の 涜れ
黒い 水のう へ を吹く
左右に拡げる黒い 蔭! 二重の ドア !
黒い 足 の ように締ま っ て い る 君の 黒い 足の ように
-
黒 い鉛 の道を歩み つ づ けてきたの だ っ た｡
あな たが鼻を誘惑するはずだ っ た可愛い い頬 の 黒子の こ とを
あなたの 可愛い い 頬 の 黒子の こ とを
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基地の しめ っ た黒い 土をみ つ めながら
廉い 犬が橋の 上にうずくま っ て い たの を+
巨大な黒い影が波止場 にうずくま っ て い る
悲惨なぼくの黒い 帽子と
劇場は真異な人を吐き出します
黒い 喪服を つ けた男の
背す じを走る黒い 運河の 坤きを - I
黒い森 のう しろから
黒い 森の うしろに い て
黒い 森の うしろに い て
かかえきれぬ暗黒が
そ の 手の 果さがぼくをぞ っ とさせ る
黒犬があてもなくさまよ っ て い っ た｡
あなたが いくら黒髪を愛撫 して も､
美果な人ごみ のなかで泣きさけんで い た
美果な火煙を吐き つ づけて い た
い かに して 黒い 姐虫が這い ず っ て ゆくかを
黒い 海のうえを走 っ て い る
黒 い神を防衛 して い る の は
そ の 黒い 唇 そ の褐色の髪
黒い 河をの ぞきこ んで い る人が い ます
ぼくらの 大地披黒くふくらむ､
不吉な詞ばたきをして 地面を歩く黒い 鳥の 男たちもい る
命令 一 下たちまち整列 し 黒い銃剣の林を つ らね
まが っ た黒い影を つ けたまま
黒い川波に
暗黒の あたたかさ に包まれて
黒い 旗印と化 して
はい ると つ ぶやきながら黒い 色の真実やめ っ たに売れない エ ンジ ェ ル の絵を売 っ て い た+
折れまが っ た用済みの 黒い 頭と
十数秒で黒い 灰にな る
黒 っ ぼい小紋の和娘がよ く似合い
黒い ミ ュ ー ズが咳く
黒い ミ ュ ー ズは 口をとが らせ る
黒い ミ ュ ー ズ は在り狂 っ て叫ぶ
黒い ミ ュ ー ズ よ
ぼくは黒を持ち確実を三隅を占拠 したが､ 中央 の 白が厚く､ ずるずる と敗けて しまい
たべ の こ しの 黒パ ン少々 と
黒雲が立ち
う つ む い て ､ 歩い て い ると こ ろは､ 一 木 一 軍 もな い ､ 黒い 砂地で ､
ど こまで行 っ ても､ 一 本の 桧にも出遭わず､ 平坦な黒い砂地が つ づ い て い るばかりで ､
み るみる漆黒に つ つ まれて い く ､ こ こ披､ も ともと海底だ っ たと こ ろで はない か ｡ 冷気に身ぶるい し､
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くろい 黒い
oo1 0 1 5
002
009
017
02
023
025
026
027
03 9
041
04 6
04 6
04 7
04 9
05 0
0 53
0 54
055
057
060
06 1
06 2
06 2
06 2
07 4
07 9
08 1
08 4
08 9
10 6
1 12
1 17
1 19
1 43
145
152
152
164
164
164
16 4
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
1
0
2
2
1
2
0
3
0
1
2
4
2
1
3
1
9
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
2
0
5
4
3
8
1
3
2
5
9
3
3
1
6
6
0
7
8
4
4
5
6
1
0
2
2
3
3
1
0
0
0
0
2
3
0
1
1
0
0
2
9
2
2
7
2
6
4
7
1
8
4
2
1
2
0
7
2 5
黒い 花
黒い 穴が あく
黒い オル ガンが裂けて
黒い 雪がヨ圧寄 っ てくる こ とは
黒い トン ネル の 申で
または黒い オルガン の やうに
黒い トン ネル に海の響をきくとこ ろ
黒い 眼帯を外して
わたし汝黒い パイ プを撞り
波が黒い樹か げに光る
葉はぬけ落ち 黒い幹が囲綾地 の隅に忘れられた
はるか足下を潜りぬけ る黒い水の 流れ
黒い水の う へ を吹く
左右に拡げる黒い 蔭! 二重 の ドア !
黒い 足の ように縮ま っ て い る 君 の 黒い 足の ように 一
黒 い鉛 の 道を歩み つ づ けて きたの だ っ た｡
基地 の しめ っ た黒い土をみ つ めながら
黒い 犬が橋 の上にうずくま っ て い たの を+
巨大な黒い 影が波止場にうずくま っ て い る
悲惨なぼくの黒い 帽子 と
廉い 喪J眼をつ けた男の
背すじを走る黒い 運河の 叩きを - -
黒い 森 のう しろから
黒い 森の うしろに い て
黒い 森の うしろに い て
い かに して黒い姐虫が這い ず っ てゆくかを
黒い 海の うえを走 っ て い る
黒い 神を防衛 して い る の は
そ の黒 い唇 そ の褐色の髪
黒い 河をの ぞきこんで い る人がい ます
不吉な羽ばたきをして 地面を歩く黒い 鳥の 男たちもい る
命令 一 下たちまち整列 し 黒い 銃剣の林をつ らね
まが っ た黒い影を つ けたまま
鼎い川波に
黒い旗印と化 して
はい る と つ ぶやきながら黒い 色の真実や め っ た に売れない エ ン ジ ェ ル の絵を売 っ て い た+
折れまが っ た用済みの 黒い 頭と
十数砂で黒い 灰になる
黒い ミ ュ ー ズ が噴く
黒い ミ ュ ー ズは口 をとがらせ る
黒い ミ ュ ー ズ披在り狂 っ て叫ぶ
黒い ミ ュ ー ズ よ
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19 2 00 3
19 2 0 10
くろく 黒く
o25 0 0 8
105 00 2
う つ むい て ､ 歩 い て い ると ころは､ 一 木 - 革もな い ､ 黒 い砂地で ､
ど こまで行 っ ても ､ 一 本の 松にも出遭わず､ 平坦な黒い 砂地が つ づ い て い るばかりで ､
海は黒く岩壁は白か っ た
ぼくらの 大地は黒くふくらむ､
くろ つ ぼい 黒 っ ぼい
159 0 0 5 黒 っ ぼ い 小紋の 和服が よく似合い
グロテ ス ク
14 8 05 2 グロ テ ス クに繁茂する熱帯植物を観賞したo
くろばん 黒パ ン
17 9 0 0 2 た ベ の こ しの 黒 パ ン少々と
クロ ー ル プ ロ マ ジ ン
14 2 05 9 恐ろしい ク ロ ー ル プ ロ マ ジ ンや ハ ロ ペ リ ド ー ルを免除され
くわえて
06 1 0 7 1
10 6 02 6
さりげなく煙草をくわえて
そ の貧 しきを隠すために せめて 口髭をたくわえておく ぺ きだ っ た
くわえて 加えて
16 7 0 6 4 脅かすような慰める ような圧力を加えて くる
(v んかん 軍艦
0 03 0 12
そん こう 軍港
11 2 0 1 0
そんしゆう 群集
04 1 0 2 0
054 16 5
07 2 0 62
0 85 0 14
1 23 0 1 2
13 0 1 2
13 4 0 0 8
14 5 0 1 9
155 0 0 5
173 0 12
軍艦はシ ー ツの 敵に沈没する
破壊 に つ (･ 破壊 の こだま 断末魔の 軍港にとどろく火砲のうた
い つ も群集は流れてゆく
おどりた つ 群集をお しの け
群集は押 しあい へ しあい停車場めがけて
広場の群集を二 つ に切断 しても
群集は前進する
背をかがめて 小走る群集の なか
こ の群集 の行方は誰も知らない
静かに走れと命名された群集の 河は昨日の ように涜れてい た
群集も
荒れ狂う国家の群集の 影が
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そんじ よう 群青
o4 6 0 5 4
そんぞく 軍属
o7 4 00 5
(p んたい 軍隊
o8 4 0 2 8
10 1 0 2 0
1 66 0 0 9
くんで 汲んで
0 0 6 0 1 1
(o んれき 軍歴
15 1 0 05
け 毛
01 8 0 0 4
02 1 0 0 5
02 2 0 0 1
02 3 0 0 2
0 25 01 1
0 25 0 4 9
0 2 7 00 7
05 3 0 4 5
05 9
06
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
6
6
7
8
9
9
0
0
3
5
3
9
7
9
2
2
4
4
4
4
7
7
0
2
5
5
7
3
3
0 13
0 2 0
0 1 3
0 4 8
0 2 6
0 2 5
00 9
00 3
0 1 4
0 2.之
0 2 6
001
0 0 9
0 1
0
0
3
4
2
8
6
群青に支 へ られ 眼を彼岸 へ 投げながら
カミ ソ リ自殺をとげた若い 軍属の
それはもうシ リアやトリ エ ステ の 軍隊よりも
すこ しず つ退却してゆく軍隊をもたない
かれには軍隊の経験があ っ た
泥まみれの 鉄兜に永を汲んで
軍歴は傷病期間を入れて約 二年半枚 ど
珂が刷毛の やうに通過する
金い ろ の 羽毛を日に光らせ た
毛には
毛髪の やう に血が垂れて
そ の 手そ の足は毛の やうに
不毛の 地図には
一 本の 毛髪もふくめて
ながい 睡毛の したに
淋しい 睦毛と
た とえば小さな持毛の 渦をみ つ けるような !
あなたは固く睦毛をと じて死んだふりを して い る
畳も月もない 夜､ 毛布にくるま っ た男は
毛腰を出したフ ラ ンス人の水先案内は
編物をして い た手から毛締の玉 を落 しま した
毛深い じ ゆうたん の 暗号の なかで､
黄金 の毛 のむく犬と 一 緒 に
毛深い 夢の械後に戻 っ てきて くれ
ス モ ッ グの綿毛と
わたしやわたしの 家族の頭から 髪の 毛 - す じ落ちや しな い と披
｢至上の ト - モ ロ コ シ の毛が アゴにもある長髪の 若者が
そ こ にもあ っ たト - モ ロ コ シ の 毛 の そ よそ丘陵を エ ン ジ ェ ル がうまれるの に充分な広さ
生きる こ とに怖れも困難も感 じな い 髪の 毛の 薄い 異にな っ て い た
毛沢東も死んだ
汚ない 三枚の毛布にくるまれば
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1 81 0 23 紅 の刷毛は
けい 刑
o6 5 03 2
10 1 0 0 9
1 13 0 3 1
113 0 3 3
14 2 07 3
154 0 19
ひ と群れの鶴にまじ っ て ､ 永遠 の 刑罰を
重たい 刑罰の砲車をお しな がら
ひざまずい て自己批判 し たりぬ ときは刑に服した
書んで処刑される者もたくさんあ っ た
十二年の刑期を つ とめあげるため に監獄に戻 っ て い っ たの である
い ましも刑罰の足台が置かれ
けいえい して 経営 して
14 8 0 0 7
けい か 経過
142 1 18
けい がい 形骸
o2 9 0 0 5
けいかく 計画
o5 8 05 2
15 0 01 1.
18 0 0 3 6
けいかん 警官
05 8 0 2 8
けい き 刑期
14 2 0 73
けいき 景気
18 3 0 0 7
けい けん 経験
0 89 0 19
10 6 0 4 8
14 2 0 4 3
16 6 0 0 9
けいさん 計算
0 41 1 0 4
13 6 0 2 4
155 042
地方都市で鉄 工所を経営 して い た旧友が ､
過去数世代の経過に照 して も
す べ て 形骸の 匂の 中に住み
それからあとの計画は
ほん の 気まそれから立てた計画に対 して忠実になる こ とは､
浮気をする計画だ っ たとい えば
十字路には警官が立 っ て い て
十 二年の 刑期をつ とめあげるために監獄に戻 っ て い っ たの である
魚屋の 呼声はえらく景気がい い けど
雪の なかで しか経験 したこ と の な い す べ て の もの が - -)
ただちに答えちれるだろう かれの経験の彼方か ら第四の声で
自己 の 経験をま っ す(o 語 るあなたの 言葉は
かれには軍隊の経験があ っ た
あなたの 計算表 あなたの慈善帳
計算器の まばたきをする
ちやん と計算 して い る ので ある
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174 0 2 7 きみ の地合い の 計算には
けい さんき 計算器
13 6 0 2 4 計算器のまばたきをする
けいさん して 計算して
15 0 4 2
けい さんひ よう
o4 1 1 0 4
けい しき 形式
o2 8 07 1
15 6 02 1
けい しきてき
156 0 2 1
けい しちよう
15 0 0 53
けい しや した
049 0 0 2
04 9 00 3
ち や ん と計算 して い る の である
計算表
あなたの計算表 あなたの慈善帳
宜伝 ビラ の 形式を案出する ので あらうか
変は形式的だ
形式的
愛は形式的だ
警視庁
編集者で ある私が警視庁から呼び出しを受けたo
傾斜した
傾斜 した部屋からは
い つ も逆に傾斜 した獲物の ない 地平線 しか見えない
けい しやち 傾斜地
oo 5 0 1 3 白い ちぶさ の 傾斜地をか け上れ
けい し よう 形象
046 0 2.5
けいたい 形態
0 28 0 2 6
18 0 0 3 4
18 6 07 5
けいば
0 72
競馬
0 0 5
072 0 1 2
07 2 0 6 1
07 2 0 6 4
けいばじ よう
こ の橋も海中に漂ひ去 っ て 躍りたつ 青い形象となり
物質の秩序 と形態にそ っ て
測り知れな い 現実的形態を網にかけて
時間の さまざまな変形態にすぎぬ)
せまい競馬場の 入口に殺到 してくる
競馬場の かたちに作りかえて みたまえ
-
一 競馬が終ると
がらん とした競馬場には
競馬場
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o 72 0 0 5
o 72 0 1 2
o72 0 6 4
けいば つ 刑罰
o65 0 3 2
10 1 00 9
154 01 9
けいやく 契約
15(; 03 4
17 9 0 23
けい れい 敬礼
1 87 0 2 4
けい れん 痩撃
028 0 5 1
051 0 2 8
145 0 0 8
173 0 4 之
けいれんする
05 1 02 8
せまい 競馬場の 入口に殺到 してくる
競馬場の かたちに作りかえて みたまえ
がらん と した競馬場には
ひ と群れの鶴 にま じ っ て､ 永遠 の刑罰を
重たい刑罰の 砲車をお しながら
い ま しも刑罰の 足台が置かれ
理不尽な契約を前に して
そ して最後の契約にサイ ンするように
何に対する敬礼か
鉄道信号機の 痩撃とともに
執翰 に手が把手 (ハ ン ドル) を求めて痩撃する､
レ ス ビ ア ン の 女たちの 疲撃は不信者の 地獄の 笑い の - 型態で ブリ ッ ジ して反 っ た肉体の
世界はやがて筋萎繍性の癌撃を起し
痩聾する
執劫
･
に手が把手 (ハ ン ドル) を求めて療撃する､
げきじよう 劇場
04 0 0 15
05 8 02 3
09 1 0 10
14 5 0 0 6
160 0 18
げきじ よう 激情
147 0 0 6
けしき 景色
00 3 0 1 0
16 0 0 0 7
19 3 0 1 2
けし よう 化粧
0 54 0 80
0 55 0 4 1
す べ て の 劇場は閉ざされてゐ る
劇場汝其黒な人を吐き出します
劇場やホテル の ロ ビイに立 っ て い る寂しい 人影からうまれ
側に地下 へ 急降下するそ の 劇場があ っ て
観客の い っ ばい つ まっ た劇場で 司会役の 若い 男から
一 日舜の 激情で死に突入 して い たかもしれな い
海 の景色はこ んな に暗い 青で せうか
恋人と会 っ ては 窓外の すがれた景色に視線をそらして
半世紀は車窓の 景色であ っ た
衣裳 と装身具の 内側に 化粧の ゆきとどい た顔の 下に
おまえは禿鷹風に化粧 した小さな顔を
329
けしようした
o5 5 0 4 1
化粧 した
おまえは禿鷹風に化粧 した小さな顔を
けしん 化身
1 12 0 18
げすい 下水
1之8 0 19
けそう 消そう
o68 0 1 5
けたたま しく
1 46 0 3 2
ゲ ッ
1 4 6 0 3 3
14 6 049
けつえき 血液
02 4 0 03
02 5 0 0 1
02.5 0 1 3
あの純粋の 化身はどこ へ 失せたか
資本の 下水の養分を吸 っ て
姿を消そう として い た
けたたましく悲鳴をあげて 叫びました
｢あの 女だ l ( ザヅ ツ ･ シ ー ) 早く掴まえて! ( ゲッ ト ･ ハ - ) +
き っ と こ こから出してあげます よ (アイル ゲ ヅ チ ュ - ･ ア ウト ･ オ ブ ･ ジス)
る 血液を噴き上げてい る白い管は輝やける噴水の 愛撫をう
血液は
眼もなく革もなくただ流れる血液は
け つえん 血縁
103 0 0 2
けっ か 結果
01 0 0 10
1 63 0 09
け っ かく 結核
1 88 0 5 2
けっ き ょく 結局
072 0 1 8
14 8 0 3 6
けっ こう 結構
07 2 02 3
げっ こう 月光
血縁の きずなはたちきれたか
不愉快な天候の有機的関連の結果である
快楽と苦痛の結果が これだ
結核 と療から､ 心臓病と癌 へ ｡
結局 の と ころわれわれの期待も ､ かれらの 手綱さばきで
結局､ め い め い の職歴 と子供を何人作 っ たか とい うこ とに つ きて い た0
血統を信ずるのもい い し､ 人気に支配されるのも結構だ
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+
o2 4 0 0 1
05 7 0 24
0 63 0 1 2
けっ こん 結婚
o5 8 0 4 5
17 4 0 1 8
18 4 0 0 4
けっ こん し
05 8 0 4 5
17 4 0 1 8
18 4 004
けっ こん して
17 4 0 1 8
ふせた司の上でふと風が咽る くずおれた月光の 雫に溺れ
世界を冷やす月光がぼくの 額を照らすの を - ･ -
窓からさ しこ む月光の したで
どうやら私は今年も結婚 しそ こねたようです
(きみカS美 しい奥さん と結婚 して ､ み んなに羨まれながら､ 西荻窪の ア パ ー ト に住んで い たときの こ とだ)
フ ラ ン ス 系ア メ リカ人と横須賀で結婚 し
結婚 し
どうやら私は今年も結婚 しそ こねたようです
(きみが美しい 奥さん と結婚 して ､ み んなに羨まれながら､ 西荻窪の ア パ ー トに住んで い たときの ことだ)
フ ラ ン ス 系ア メ リカ人と横須賀で結婚 し
結婚 して
(きみが美しい 奥さん と結婚 して ､ み んなに羨まれながら､ 西荻窪の ア パ ー トに住んで い たときの ことだ)
けっ さく 傑作
18 6 08
けっ して
09 0 019
14 2 1 1 4
14 2 1 2 5
け っ しや 結社
05 4 0 6 1
けつ ぜんたる
05 4 11 2
ゲ ット ･ ハ -
14 6 0 3 3
け っ とう 血統
07 2 0 2 3
けづめ 蹴爪
09 4 0 0 7
けつ ろん 結論
07 2 0 2 6
誰かが寄席 して くれたナポレオ ン の - 壌もい ずれ劣らぬ時間の 傑作だ っ た
け っ して明るくならない
記憶の なかの 血はけ っ して乾くこ とはな い
ぼくたちはけ っ して忘れない だろう
単により高尚な国民 結社 人間の材料にすぎない と
決然たる
決然たる拒絶者の 愁い 顔があらわれる
｢あの 女だ! (ザッ ツ ･ シ ー ) 早く掴まえて ! (ゲ ッ ト ･ ハ - ) +
血統を信ずるの もい い し､ 人気に支配きれるの も結構だ
ない蹴爪で砂をけ っ て羽掃い て い るテ ン ト
三 十六とおり結論があるだけなの に
331
けとばし 蹴とばし
o8 5 0 2 1 理想主義者や清貧家を蹴 とばし
けはい
03 8 0 1 7
17 7 0 1 6
けはい 気配
04 2 00 2
04 5 00 4
15 1 02
けぶかい 毛深い
0 97 00 9
1 02 0 1 4
けむ っ た 煙 っ た
007 0 15
けむり
013
04 5
06 6
07 8
09 8
15 2
18 6
けむり
00 5
00 5
00 7
00 8
01 0
0 10
01 5
02 1
02 5
02 6
02 7
03 0
03 9
04 1
00 3
0 1 2
0 2 0
0 0 8
0 1 6
0 1 6
0 8 4
檀
0 1 6
0 3 3
0 1 5
0 1 1
0 1 2
0 1 9
0 1 0
0 0 1
0 1 9
0 0 7
0 2 3
02 1
07 5
07 3
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でも音楽だけはい つ でもや っ てゐて ほし い
待ち伏せするけはい がある
夜はひそかに 窓の あたりの 気配にまぎれ
にぷい 気配が沃暗い光触 にただよふ
一 向に死ぬ気配を見せ ない の はどう したわけか
毛深い じ ゆうたん の 暗号の な かで ､
毛深い 夢の 械後に戻 っ てきてくれ
まだ阿片で ぼうぼうと煙 っ た眼よ
青い けむりの 蛇が枝を登り
夜半の け由り無常の 風に耐 へ てきた
かれは溜息の ほそ い けむりをもらした｡
立ちの ぼる水けむりの なかに消えうせ る のを
うす青い けむりがゆ っ くり立ちの ぼる
冷たい 水色の けむりが立ちの ぼる
かすかにふるえる指先の煙草の けむりの ように
吹かれてゐる赤い 煙突は
ア へ ン の煙が立の 琴る
まだ阿片でぼうぼうと煙 っ た眼よ
クビれてむらさき色になる と 煙の つ ま っ たパイ プを
黄ろい煙は発射される
パイ プは線の 煙を噴き飛期する
舶来煙草の こ とを知らない
ハ ッ カを唾 へ て澄ん だ煙をふか して ゐた
地平線もなく煙もみえな い 球を眺め
水晶体はい つ でも煙を噴い てゐた
わづ かな煙はグ ラス の 中 へ 降りて ゆく
菅には煙を
パ イプ の 煙に の っ て
パイ プに煙草をつ める
0 4 1 1 0 0
0 4 7 0 0 1
05 6 0 0 2
05 6 0 1 8
05 7 0 3 8
05 8 0 1 6
06 0 0 06
06 1 0 7 1
06 1 1 0 1
06 6 0 17
06 6 0 1 8
07 2 0 3 8
07 3 0 0 6
07 3 0 1 1
08 1 0 0 8
08 9 0 3 1
09 3 004
09 3 00 8
10 2 00 3
1 14 00 9
12 4 03 0
12 8 0 1 4
16 6 0 10
16 6 0 13
1 8 6 08 4
1 87 0 1 2
1 93 00 6
けむれる
04 6
あなたの 部屋にはシガア の煙 がたなびい て
深夜 唇が煙草を挟んで い る
夕暮のなかで煙草をす っ て い る男がい る
橋にもたれてぼんやり煙草をす っ て い る
黄ろい 指先の シガレ ッ トの煙 よ
私はゆ っ くり煙草をふか しながら
なぜか 一 服 の煙草もひ どくうまい の である
さりげなく煙草をくわえて
煙突が煙を吐い て い るね
息子は煙草をふか しな がら
たちの ぼる煙りの なかの女をぼんやり眺めて い た､
あとは砂煙りをあげて 一 団 とな っ て疾走 して い る
美果な火煙を吐き つ づ けて い た
墓標の ように番号をつ けた煙突がならび
強い硝煙の におい が立ちこめて い る の で
まだ煙草をすい ながら
本と煙草とウ イ ス キ ー の 瓶をかかえて
寝床で ウ イ ス キ ー を飲み煙草をふかす
い まはな つ か しい 硝煙 とそ の 匂い の なか に
やにくさ い パイ プ の煙を吐きかけてい る
六十本の 煙草を灰に したと ころで
シガ ー の 煙りたなびく
一 本の 煙草を患うままに吸えたら
い まのきみは 一 日に六十本の煙草を吸い
かすか にふるえる指先の 煙草の けむりの ように
ひ とす じの硝煙の におい を
煙か霧か
o 2 8 あなたはけむれる 一 個 の霧となり
けもの
o3 7 0 1 0 けものや鳥よりもすばやい 身仕度で
けもの
039
04 0
054
07 0
09 0
104
191
戟
0 5 6
0 1 2
10 8
0 3 9
01 7
0 0 6
0 0 7
懐 へ る こ との ない 獣たちよ
街は傷口 を菰めてゐる獣の やうに
そ してやがて獣の ようになる歯並み の悪い唇の動きが
喰い ちらした獣肉の小骨や
鳥獣や花を つ くりだすまで
傷 つ い た鳥や獣の 叫びで い っ ぱい だ っ た
虫獣の 晴ぎ
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ゲラゲラ
01 3 0 2 0
01 7 0 1 0
ゲラゲラ笑ひ
歯でゲラゲラ箕ふ と
けり 蹴り
o97 0 13 空気を蹴り厚い無の壁をこえて ､
けわしい
10 0 03 2 どん なけわしい 現実の悪路も
げん 弦
0 84 0 0 3
08 4 0 3 7
1 62 0 0 2
げんえい 幻影
04(; 0 5 0
05 1 00 6
0 57 03 9
0 5 9 0 2 6
0 6 1 05 3
0 82 0 1 0
1 21 0 1 2
けんえ つ 検閲
11 3 0 1 6
15 0 0 5 5
けんえ つ がかり
150 0 5 5
けんがく 見学
18 8 0 6 2
げんきな 元気な
1 74 009
【問題項目】
18 6 0 75
げん ご 言語
12 8 0 4 6
14 2 03 9
い い 音で鳴る弦と弓が
こ の世 のも の でない 弦と弓は
弦の 強さで
此処と彼処 それも ー つ の 幻影に過ぎぬ こ とを
幻影の なかの 島峡 ･ - ･ - I
は かない玄コ影よ
大人にな っ た幻影の子 よ
浪にくずれるむなしい幻影が
消えて吐 あらわれる幻影の
幻影の 女とたわむれる
検閲きび しく
こ んな創作を今度載せ たら発禁にするぞ ､ と検閲係から脅かされた｡
検閲係
こんな創作を今度載せたら発禁にするぞ ､ と検閲係から脅かされた｡
そ の反対に ､ 葬儀屋や基地などを見学しながら､
きみは意外に元気な様子で近況を語 っ てくれ､ 心境まる十五分か二十分であ っ た ｡
けん け い たい 変形態
時間のさまざまな変形態にすぎぬ)
バ ウワ ウ言語 デイ ン ドン 言語 プウプウ言語
言語の 障碍 人種の差別を超えて
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けんこう 健康
14 2 0 7 0
15 2 0 3 4
1 65 0 0 5
1 88 0 29
そ して 国外での 健康回復 と安楽な生活の可能性があるにもかかわらず
健康の ため
健康を気づかう父の
精神は ､ あくまで健康､
けん こうかい ふく 健康回復
14 之 0 7 0 そ して 国外での健康回復と安楽な生活の 可能性があるにもかかわらず
げんこう し 原稿紙
17 0 0 0 1
げんざい 現在
0 6 1 0 6 9
0 6 1 0 7 4
0 7 1 0 4 7
150 0 2 8
15 1 0 0 6
1 6 0 0 4
1 84 00 9
1 8 6 0 3 1
原稿紙の うえには
あなたの 眼となり､ あなたの 表情となる ｢現在+ に ｡
あなたの足を停め ､ あな たに待 つ こ とを命ずる ｢現在+ に｡
刻々と現在 にむか っ て押 しよせる
二十人ほ どい た仲間の うちで ､ 現在､
現在各種年鑑によれば詩人とい うこ とにな っ て い る
失われたもの と現在あるもの の中間で
現在カ リ フ ォ ル ニ ア に住んで い る
過去と現在の 空間がぴたりと重なり､ そ の輪郭がずれてぼやけていく
げんざい かく しゆねん かん 現在各種年鑑
15 1 0 0 6
けんさして い る
0 14 0 0 5
げん し 原始
11 8 0 1 1
げん し 原子
05 4 15 6
げんじ つ 現実
1 00 0 3 2
14 2 0 9 5
15 2 0 2 4
18 0 0 3 4
現在各種年鑑によれば詩人 とい うこ とにな っ て い る
検査 してゐ る
手を当てて司の ネジを検査 してゐる の を
原始の眠りの なかで
光はひ と つ の原子に 強烈な夏の騒雨にかわ っ てゆく
どんな けわしい現実の 悪路も
すで に現実に存在して いて い わゆ る階級構造とは全く無縁な
醜い現実の 姿をさらして い る
測り知れない 現実的形態を網にかけて
げんじ つ てきけい たい 現実的形態
1 80 0 3 4 測り知れな い現実的形態を網 にか けて
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げんじ つ に 現実に
14 2 0 9 5 すで に現実に存在 して い て い わゆ る階級構造とは全く無縁な
けん じや 賢者
o 9 6 0 0 5 きみは 賢者の砂色の 眼で
12 6 0 0 4 と悲観的な賢者が言 っ た
16 0 0 4 8 賢者たちは言 っ て い る
げん しゆくな 厳粛な
10 6 0 0 7
17 3 0 3 3
げんし よ 原初の
153 0 0 3
18 0 0 3 9
いくら厳粛な集まりでも これはひ どく殺風景だ
厳粛な破壊の儀式が始ま っ たら
原初の 日より数えるように
原初の 疑問には
げんし よう 現象
19 2 00 2 どんな現象も起り ようがなく ､ わたく しの影は､ 孤独とは いえなくな っ てい るか ら､
げんじ よう こうて い 現状肯定
15 0 0 6 7
げん しよく
09 6 0 1 4
けんそうな
0 3 6 0 2 5
けんそうの
0 6 1 0 9 3
どう しようもない 怠惰か､ 安易な現状肯定である ｡
原色
ぼくらを昏倒させ る原色はなんだ ろう?
喧燥な
頭髪に巣をか ける喧煉な小鳥たち
喧嘩の
こ の 喧曝の大都会の
けんたい 倦怠
0 5 5 0 5 4
0 6 1 00 5
げんだ い 現代
16 0 0 3 0
18 0 0 1 6
19 0 0 1 2
こ の 倦怠の街の 全景を
重たい 不安と倦怠 と
｢現代最高の 詩人T.S. エ リ オ ッ トの 作です+
それが現代なんで しようね
現代でも可能であるの か どうか
げんだい さ い こう の 現代最高の
16 0 0 3 0 ｢現代最高の 詩人T.S . エ リ オ ッ ト の作で す+
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けんちく 建築
o2 3 0 1 1
o2.5 0 5 0
o 之6 0 0 2
再び実体のない 建築の 緊披
白亜の建築が聾え立ち
とが っ た建築の かげで
げんちよう 釘聴
19 2 0 0 9
けんとう 検討
o 72 0 2 2
けんとう 見当
15 0 0 2 5
1 7 3 0 0 7
あの音 臥 幻聴かも? とぎれとぎれに聴えて くるが ､
迷信も愉快だ し､ 科学的検討もまんざらではな い
す こ しはましかと思 っ て い たそ の ｢すこ し+ が見当らなくて ､
｢見当も つ かんな
げんば 現場
o 85 0 0 7 きみ の血を現場 へ 駆り立て るもの は
けんびき ょう 検微鏡
o 28 0 6 5 笑うもの たち虫のやうな検微鏡下の虫たち
けんめ い で はな い 賢明で はな い
o10 0 16 新 しい射手よ
一 本 の樹 の みを監視するの は賢明ではない
けんめ い な 賢明な
o21 0 1 0 賢明な若い 主君は
げんめ つ 幻滅
18 5 0 1 2 時代 へ の f]滅も
ケ ー キ
10 8 0 0 8 食 べ ちらしたケ
ー キ の 皿や
ゲ ー ム
18 1 0 1 4
1 89 0 0 3
こ 個
0 10
0 2 6
0 2 8
028
0 0 3
03 2
0 1 3
0 5 5
い い ゲ ー ム にはならな か っ たが
ゼ ロ ･ サ ム ･ ゲ - ム にすぎん
有効なス ピイ 陀 つ い て考 へ る こ とを欲する少年は
一 個 の 白い帽子をかぶ っ て ゐる
残されたただ 一 個 の帽子は
背からの葦の巣があり個人が住ん でゐるが
そ こ に 一 個 の 文明が
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00
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
2 8
2 8
2 8
3 3
3 4
3 4
4 1
46
6 1
61
61
42
42
0 5
0 5
0 5
0 1
0 0
0 1
0 4
0 2
0 8
l l
1 2.
1 0
1 0
6
7
8
2
3
8
8
8
2
4
2
5
8
42 1 2 2
50 0 0 7
5 0 0 3 0
5 0 0 3 8
5 0 0 7 1
こ 弧
0 4 2 0 0 7
ご 碁
17 4
17 4
17 4
1 74
こ 子
00 3
0 0 5
010
010
01 0
013
0 13
0 15
0 15
0 17
0 18
0 2 1
0 25
0 2 6
0 1 7
0 2 1
0 2 2
0 2 6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
3
1
0
0
0
1
5
4
3
4
9
3
8
4
$
3
3
2
5
0
9
1
そ こ に 一 個 の 社会が工場が
そ こ に 一 個 の 希望が絶望が信仰が
そ こに多数の 生活が個人によ っ て支持される
一 個 の器物 と共にす べ てが旗揚は れた
一 個 の 石を濡らす
そ こ へ も - 個 の石が転がり
個人を非難 しない わけにはゆかない 神々 の 名におい て
あなた披けむれる 一 個 の 霧となり
｢おまえ披から っ ぼ の 個だ
い つ も個人的なわけがあるの だ
い つ も個人的なわけがあるの だ+
巨大なもの の 力が 個人の 信念より永続する とい う証拠はな い
一 個 の 弱い 人間の 信念をも挫くこ とができな い とわかれば
個人の 平和 と 世界の 平和 と 人紫そ のもの の 真 の守護者たりうるの だ+ と
彼は自分 の虚構の 個性を破綻なく演ずるために ､
こ れ披､ 私だけが ｢虚構の 個性+ を つ らぬき､ 偽善の 間道をく そりぬけて ､
叉木質的に個性的なるもの も+ と言 っ たの 披､
個 人に と っ て､ 自由は ､
大い なる弧をめ(o り退かに高い所から
ぼくはきみ とた っ た - ぺ ん打 っ た碁の こ とをときどき思い 出して い た｡
お っ とりして い て ､ ど こが強い の かわからない ような碁風だ っ た｡
あの 一 局 の碁が語るもの は何だ っ た の か
いまでも下手な碁打ちであるぼくは考える
海に向 っ て帽子をふ っ て
青い 帽子の微風が通り
有効なス ピイドに つ い て考 へ る こ とを欲する少年は 一 個 の 白い帽子をかぶ っ てゐ る
白い 帽子は頭の ア リカ を教 へ る とともに日の 匂を発散させる
そ の新 しい 設計こそ白い帽子と赤い ジャ ケ ツ トの
鬼になる子が
上衣 と帽子を失敬する
貝殻の匂 のする帽子は
椅子は空虚なままに
帽子 と巴旦杏が
帽子掛の 下で遮断され
麦藁帽子旺ど の プ ウルをまはり
梯子を登るの である ( 未完)
たくさ ん の硝子が はめてある
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0 2 6 0 2 3
0 2 6 032
0 2 7 0 2 0
0 2.8 009
0 2 9 0 0 3
0 3 0 0 19
0 3 1 0 1 8
0 3 2 0 0 6
0 3 2 01 6
0 3 4 0 0 2
0 3 9 0 1 9
04 0 00 2
04 1 0 45
0 4 1 09 7
04 1 1 1 4
04 4 01 0
04 7 00 6
047 07
05 0 00 6
05 0 0 2 4
05 2 0 1 0
05 2 012
05 2 0 1 7
05 2 02.
05 3 0 1 1
05 4 1 1 1
05 4 1 2 8
05 4 1 5 6
05 7 03 7
05 9 0 2 6
06 1 0 4 2
06 1 1 7 1
06 1 1 7 8
06 6 0 0 6
06 6 0 1 7
070 0 2 2
07 0 0 2 5
07 1 0 1 5
07 8 0 07
08 3 0 0 3
08 7 0 0 2
08 8 0 0 3
08 0 2 6
芽生えのない種子 が
残されたただ 一 個 の 帽子は
椅子は書籍の上に乗 っ てゐ る
哀訴の蒸気を吸殻 とともに皿 の 上に捨て る三 重の硝子の 向ふの 繊格子の 中の
焦れかかる椅子もない
テ エ プル と椅子の 配置をつ くり
疲れた椅子が噴く
ただ - 脚 の椅子があるだけ
だが椅子の キ ー キ ー い ふ音に
乾い た椅子の 上の
ゆれて い る椅子の 影は
椅子はみづ から倒れは じめる
とげとげしい 息子 よ 御身の
椅子に焦れて
ただ - 脚 の 椅子があるだけ 気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
新ら しい種子が新 しい 土地 に播かれ つ つ ある こ とを｡
つ かれた椅子の 乳る音 - ･ -
重たい 時計の振子の 音 - -
ぼくらは暗い 酒場の椅子の うえで ､
憤激も､ 悲哀も､ 不平 の柔弱な椅子もなか っ た ｡
あなたが男を誘惑する はずだ っ た可愛い い 頬 の黒子の こ とを
影にな っ たあなたの 子供らしい微笑が
あな たの 可愛い い 頬の 黒子の こ とを
あなたの未来の 時計の 振子がうごくの をまえに して
可愛い い格子の ス カ ー トをはい て います
古い夜の匂い がする頭に帽子をのせ る と
僕放せ きこみ調子づく
光はひ と つ の 原子に 強烈な夏の騨雨にかわ っ てゆく
悲惨な ぼくの 黒い 帽子と
大人にな っ た幻影 の子よ
子供を つ れて 一 日だけ の安息に ､
空 い た椅子がい つ まセも帰らぬ人を待 っ て い ます.
妻も子もなく､ こ の広 い都会の片隅で､
女 の 子 がひ とり涙をおさえて 立 っ て い た､
息子は煙草をふか しな がら
ぼくたちを閉 じこ めて い る格子は
こ の動く格子の なかから
家族からは(p れた男の 子放
線泡立 つ 榔子林が
さ っ きまで子供たちが戸口から顔を出してい たの に
い じわるで卑 しい 犬 の 子を
ぼくの 椅子の 下に巣を つ く っ たり
椅子の うえで寒き にふるえて い るぼくの手足を
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9
6
4
6
0
1
1
0
0
0
0
0
0
2
0
0
1
1
18 3 0
184 0
1 8 4 0
18 4
8 6
18 8
18 8
1 88
1 89
コ ア
09 6
8
9
4
4
1
3
7
0
1
2 4
2 2
0 8
1 0
た っ たひ とりの 椅子に いて
あなたは暗い 鉄格子の 中に ､ 永遠に繋がれるだろう｡
今で は - - 一 人 の妹披三人の子供の
もう 一 人の 妹は 一 人 の 子供 の母にな っ た
立つ 波の 拍子とともに
なんでも知 っ て る 靴屋の 息子で
一 粒 の 種子も残らない
子守唄の よう
ひ とり椅子にの こされて
月のうえをふわふわ歩く宇宙の 子供を見ようとして
村の思想の 種子がこ ぼれて ､
そ い つ らがまた 盲の 子をうむ
忘られた種子の ように
愛以外の何かだ っ たわ｡ 抱きあ っ て ､ 苦痛で よじれる縄梯子にすが っ て ､ 宙ぶらりんで
結局 ､ め い め い の 職歴 と子供を何人作 っ たか という こ とに つ きて い た 0
貧乏人の 息子で
子が坂逆 して 出て いく の を
妻も子もなか っ たかれは タイ ムズ ･ ス ク ェ ア に近い 安ホテル の 一 室に住み
子なるわたく しの存在が心 (しん) から厭わしか っ たこ との
子の い ない 冷たい歓喜に
背中をまるめて椅子に覚れてい る
泣きながらこ の世 に産れた人の 子にと っ て
きみ は意外に元気な様子で近況を語 っ てくれ､
｢子供 っ ぽさ+ が抜けない とい う共通点こそ ､
別々 の 患い にふける子供の ように
きちん と帽子をかぶり
女子とあな どり
障子に映る薄陽をむけ て
｢御手紙の 内容､ 何 の こ とやら判りません+
心境まる十五分か二十分であ っ た｡
最大の 障碍だ っ たの だろう｡
なら ｢女の 子の 心理+ が どうだ っ て こ とも関係ない じ やな い ですか?
｢女の子の 心理+ なんて私だ っ て判んない ですよo 私だ っ て ｢男 の子の 心理+ は判んな い ですからね ｡ お年寄り
貴方に ｢女の子の 心理+ が判んなくた っ てあたりまえなんです｡
よちよち歩きする可愛い い女 の子に
新しく家を建てる と養子を迎え
四歳にな っ たばかりの 養子の 名はヒロ シ
o 1 2 日本人妻の 間にできた子供で ある
o 5 6 それなの に､ み んなが整列して 中央に 一 つ だけ空いて い る椅子
o 2 3 椅子に腰かけて ､ 前 こ ごみ に､
o 6 6 子供の 自殺は､ ア メリカでも､
o 83 きみが好きだ という ､ 武者小路の ､ 茄子や南瓜の素朴な絵､
o 3 6 かれは椅子に坐 っ たまま
o 1 8 あの 喋想の 闇の コ ア には生きてい る砂漠があるんだ
貴方は心理 学や っ てん の じやな い の で しようか
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こ い 濃い
1 81 0 0 3 濃い オ ゾン の い きがたちこ め
こ い 恋
0 53
0 55
0 6
07
8
08 4
0 14
0 5 7
0 2 6
02 2
0 之1
08 8 0 6
10 2 01 2
1 04 0 0 3
1 0 6 0 2 1
1 08 0 1 6
1 1 1 0 0 4
1 3 8 00 6
1 4 4 012
153 0 1 0
15 4 0 1 2
16 0 00 7
こ い び と 恋人
0 53 0 1 4
0 7 0 2 2
0 88 0 6 0
1 06 0 2 1
10 8 0 1 6
11 1 0 0 4
16 0 0 0 7
コ イ ル
02 1 0 2 4
こうい 行為
0 6 1 1 1 1
1 43 0 0 4
ごうう 豪雨
0 3 4 0 19
16 0 0 1 6
こううん 幸運
音の 恋人か らおくられた銀の ロ ケ ッ トを
恋にも革命にも失敗し
恋をあさる若者の 血汐の なかにも
母や妹や恋人の ために とめ どなく涙を涜し つ づけた
夜と昼とが恋をする･ - - +
どん な恋人たちよりも甘い キスを しよう
恋をすて故郷をすて他人の 国 へ ゆ くの だから
たくましい 狩人たちも 恋をあさる猟場から
かれの 指の爪貝は 恋人たちが しや ぶりたがるほ ど美 しい
恋人たちが ベ ンチに坐 っ て
憧れにも恐怖にも 母 にも恋人にも
草葉の 蔭を恋 しが っ て
風にみ はそれ恋を忘れ
悲恋にと どめを刺 し
それを しも邪恋とい い つ の り
恋人と会 っ て は 窓外の すがれた景色に視線をそらして
昔の 恋人からおくられた銀の ロ ケ ッ トを
母や妹や恋人の ために とめ どなく涙を流 しつ づ けた
どんな恋人たちよりも甘い キ ス をしよう
かれの指の爪貞は 恋人たちがしやぶりたがるほど美 しい
恋人たちが ベ ン チ に坐 っ て
憧れにも恐怖にも 母にも恋人にも
恋人 と会 っ ては 窓外のすがれた景色に視線をそらして
若年の コ イルを閉 じて しま っ たが
｢あらゆる行為から
二重行為の詩人は
突如 豪雨が襲 っ てくる
闇を つ らぬ く稲妻と烈 しい 豪雨の 中か ら新 しい発見の ように整 っ てきた
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15 0 0 7 6
1 60 0 4 6
こうえん 公園
o 2 1 0 0 3
02 3 0 0 4
12 0 0 0 1
こうえん 講演
1 8 6 0 0 5
こうか 校歌
12 4 0 04
こうかい 後悔
07 6 02 0
こうがい 公害
18 8 0 4 7
こうかい 航海
05 5 0 12
05 0 1 4
07 6 00 9
こうがい 郊外
0 5 7 0 2 5
12 4 0 2 7
18 3 00 1
昔 の雑言志が見 つ か っ たと いう の は､ 私にと っ て幸運で した｡
今夜 の かれ の幸運は明日にはきみ のも の だろう
E氏の 公園の プウルに近く
公園をまが っ てゆく縞の ズボン たちを
不忍池の公園の
徳山まで講演に行 っ たんです っ てね?
仲間も涙も校歌も国家も売り足りないが
どんな後悔よりも細くな っ て しま っ たか ら
公害を憂えたり､ 伝統 の襲われてい くの を嘆くの と同様 ､
とおい 航海に出よう
航海に出ようとおも っ た
ながか っ た航海の短か さに つ い て
こうがい でん しや
1 2 4 0 2.7
マ ニ ラ郊外の ドライ ブウ ェ イを疾走 しながら
郊外電車の快 よい 動揺 に耐えて い る
郊外 の小 さな駅をおりると
郊外電車
郊外電車の 快よい 動揺に耐えて い る
ごうかく した 合格 した
14 8 03 2 同年兵で幹候の試験に合格 した組は､
こうかせん 高架線
o 6 1 2 22 おびただ しい 灯の 窓が､ 高架線の 上を走 っ てゆく ｡
o 8 9 0 15 高架線を走る電車や
こうかん 交換
1 62 0 22 喜んで命 と交換 しただ ろうと いう の だ
1 65 0 2 4 どんな言葉の 交換もなか っ た
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こうがん 車丸
o 68 0 1 1 畢丸をしめ つ ける海と
こうかん した 交換 した
1 6 2 0 2 2
こうきさ 高貴さ
1 0 6 0 2 3
こうきな 高貴な
0 60 01 4
こうきょう 交響
1 67 00 5
こうけい 光景
15 8 0 3 4
18 8 0 2 4
こうげき 攻撃
18 6 0 3 3
こうご 交互
16 7 0 0 3
こうこう 高校
18 8 06 0
こうこ く 広告
0 0 6 0 1 4
0 69 0 2 2
1 45 01 5
1 60 0 0 6
こう こくとう
0 69 0 2 2
こう こ つ 悦惚
08 2 0 1 1
16 2 0 15
こうざ 講座
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喜んで命と交換 しただろうというの だ
そ こ に集 中し隆起 して ある フ ィジカルな高貴さ の象徴となり
高貴な冷たい 戦懐を感 じて い るにちがい な い
家鳴り震動の 交響が つ づく
北候や足利の 美 しい光景をすく っ て みせ たときだろう
両のこぶ しで ､ 限をおさえて い る光景､
一 種 の 時間差攻撃ですね?
東の 窓と南の 窓が交互 に鳴り
高校によ っ ては､ 死 に つ い て の 教育もなされて い るようです｡
阿片 の広告の 下にづ夕 べ タ鮎 っ た
広告燈の灯は消えて
古い 広告 ビラ の汚れた壁の傍で
死亡広告をみる癖が つ い た し
広告燈
広告燈の灯は消えて
イ光惚と した顔の ように
i光惚の 所業であ っ たかもしれな い
18 8 0 5 9
こうし 格子
0 28 0 0 9
05 3 0 1 1
0 70 0 2 2
0 70 0 2 5
0 9 7 0 0 7
こうしが っ て
13 8 00 6
こうし ゆう
16 0 0 2 2
こう しよう
15 0 0 5 1
こう じ よう
02 8 0 1 5
02 8 0 5 6
0 91 0 0 2
1 00 0 6 4
1 77 0 0 7
こうし ような
0 5 4 0 6 1
｢セ ックス に関する講座は､ 尋常科からあるの ですが､
哀訴の蒸気を吸殻と ともに皿 の 上に拾て る三重 の硝子の 向ふの蛾格子の 中の
可愛い い 格子の ス カ ー トをはい て い ます
ぼくたちを閉 じこ めて い る格子は
こ の 動く格子の なかから
あなたは暗い鉄格子の 中に､ 永遠に繋がれるだろう｡
恋 しが っ て
草葉の蔭を恋 しが っ て
公衆
(公衆の 面前で は 場違い な人間というの と同じだ)
交渉
彼汝我 々 の 雑誌の創刊号に､ 玉 の 井 の婦婦と客と の 交渉を扱 っ た ｢泥沼+ を書き､
工場
工場 の 透明な模様の 中に編まれ
そこ に 一 個 の社会が工場が
さぴれた国道に つ づく町工場の
つ ながれた行列の影披鎖の ように 工場をとりまい て い た
工場を出たときは
高尚な
単により高尚な国民 結社 人間の 材料にすぎな い と
こうしん 交信 した
1 7 8 0 0 8 なにげなく交信 した
こうず 構図
10 6 0 1 6 無事に生きのびてきた こ の 下手な構図は
こうせ い 構成
10 6 0 1 8 アイデ ィ アもなければ 構成も弱い
こうせ き 航跡
08 0 0 1 1
1 10 00 5
立ち去 っ て ゆく航跡には
走り つ づ けて きた航跡を
こうせん 光線
o 25 0 3 5 縞にな っ た明る い 光線を歩む
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18 6 0 6 1 ぼくを媒介に して光線が変る こ と
こうそうい じ ゆう し や 高層居住者
12.9 0 1 0
こうそくど
07 2 0 4 9
こうだ い な
0 63 0 2 2
■ 高層居住者
高速度
高速度カメラが
広大な
広大な淋しさ のひろがりに
こうたく 光沢
03 0 0 8
0 90 0 2 1
こうて つ 鋼鉄
0 5 5 018
1 2 8 0 2 3
光沢 とともに
紫檀の 光沢は深ま っ てきた
疾走する鋼鉄の船が
鋼鉄六億 自動車十五倍
こうね つ 高熱
o 7 7 0 1 9 高熱に苦 しみながら
こうはい 荒廃
o2 7 0 1 0 荒廃 した街の 窓だ けが眺められ
o3 8 0 2 8 荒廃 したグラス の底を と放 るやうに
こうはい した 荒廃 した
o2 7 0 1 0 荒廃 した街の 窓だけが眺め られ
o3 8 0 2 8 荒廃 したグラス の底をと放 るやうに
こうばしい
03 9 1 4 7
0 6 2 0 6 0
0 9 1 00 4
香ばしい
香ば しい ネクタルの 泉とな っ て
わた しは こ の香ば しい 微風の なかに家を建て
ロ ー ス ト ･ ビ ー フ よりも香ば しい そ の 匂い とともにや っ てくる
こうはん 後半
18 8 0 5 8
こうふく 幸福
0 1 1 01 7
0 6 9 0 3 8
125 0 24
14 2 0 8 7
と こ ろで､ きみは同じ手紙の後半で ､
ああ ぼくたちは幸福で ある
見えない 幸福におび えて
幸福である 証拠はな い
臆病な政治的理由があり 小さな幸福をほん の 少し長引かせるため の
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1 42 0 9 2
1 4 5 0 1 4
1 7 1 0 1 6
こうふん 興奮
o7 2 0 2 8
07 2 0 2 9
0 7 2 03 0
ぼくたち汝 どこまで そ の 小さな幸福を守れるだろうか?
有りもしな い幸福の歌が い つ も の ように響い て い た
人は幸福であり満足だとはい かな い もの か ､
ゴ ー ル まで 二分三十秒の 興奮
二千四百メ ー トル の興奮
こ の 裸 の興奮は
こうほ 候補
05 8 0 3 6
ごうまん 倣慢
18 6 0 47
こうみ よう 光明
0 4 4 00 4
こうみ ような
10 6 0 2 7
こうみ ように
1 6 6 0 2 3
春 の ころ代議士候補が
理解されない と思うの は倣慢 ､ 相手に対する侮辱です!
帰すると こ ろ 一 に して 祈りは意き習慣 (ならわし) の 光明なりo
高名な
高名な美学派の 詩人みたい に 口髭をの ばしたり刈りこんだり して
巧妙に
巧妙に管理 されて ア ジ ア病に冒されて い く
こうもく 網目
1 2.8 0 8 3
こうもり 煽婚
0 0 7 0 0 1
0 2 6 0 1 6
こうもりがさ
0 2 6 0 1 6
ごうもん 拷問
1 4 2 0 7 5
こうや 荒野
1 43 0 2 0
梢 の天 の 網目から
ジャ ン ク の 帆が偏頗の ごとく羽博い て ラ ンプ の 虹がひ ろが る
煽蛸傘と ともにさ迷ひ
偏頗傘
煽婚傘と ともにき迷ひ
拷問から解放され 自由を得るため には
ど こ の荒野の 枯木にとまる の か
ごうりて きな 合理 的な
o 7 2 0 4 1 合理的な法則がある とは信 じられない
1 65 0 2 2 これ以上 ､ 合理的な感情が あるだろうか
3 46
こうりょ 考慮
17 4 0 2.8
こうり ょう 香料
02 6 0 1 2
こうりょうたる
0 4 9 0 1 2
こうり ょうとした
05 4 0 3 8
06 5 0 2 6
12 6 0 1 3
こ え 声
0 0 6 0 0 7
01 4 0 0 8
01 4 0 2 7
01 7
02 5
0 25
0
0
0
0
0
0
2
2
2
3
3
3
0
0
0
0
0
0
0
8
8
9
1
6
8
3
3
4
4
4
5
5
0
0
0
0
0
0
9
9
0
1
6
0
3
5
6
6
6
6
7
0
4
1
2
5
5
2
7 4
0 2 6
03 8
05 1
03
0
0
0
0
0
0
4
4
1
0
0
1
7
0
0
0
0
0
0
8
3
2
6
8
3
9
0
8
2
2
2
0
0
0
0
0
0
9
6
5
6
0
9
5
9
5
0
2
0
8
8
3
8
3
2
2
7
1
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ぼくの 考慮の およばぬ と ころが
黄昏の 中に香料を撒き
荒涼たる
私たちの 間には ひ ろ い荒涼たる眺めが､
荒涼と した
歩い てゆ こう 荒涼と した世界の果 へ ･ - -
荒涼とした心 に ､ 蒼ざめた花嫁をあたえ
それが荒涼 とした虚無の世界だ としても
地面からそんな声が した
ヴァ イオ リンがセ ロ の 声で歌 っ たら
眠れよ眠れと声がしてゐ る
い かん よ と沙漠から声が したら
笑声をたてる 一 本の 蝋 マ ッ チ
祈 のな い 叫び声と
地下に住んでゐ る声を踏み しめ
小鳥や革の 声とは無関係で ある
美 しい 喚声に とり巻かれてゐ た
誰か しら噴き声が
だがおれは声高く笑ふために
誰かかすれた声で噴く
あなたの澄んだ声がする
むか しの 声もとどかない
じぶん の 声も聞えない
あの 鳥は噴れた声で歌 っ てゐ る
自然の声をあげる日がくるだらうか
そ の 声は人影 へ ､ そ して街 - ､
ひ そ ひそ と話しあ っ て い た声もとだ えて しまい ま した
大学生は低い 声と思い やりの ある眼ざしで許 しはじめる
溺死人が声もなく天にむか っ て叫ぶの を - -
岩壁 へ か える鴎の なき声が
明るく笑 っ て い た｡ そ の冷たい ､ 声 の ない笑 い は
ひ と つ の声をかけ､ つ づ い て別の 声で
- - ど よ めく スタ ンド､ 沸く観衆､ 拍手 ､ 喚声
声なく して新しい 死者 と語りあ っ た
0 7 7
08 2
08 3
0 84
0 88
0 88
0 8 9
0 9 8
10 0
10 6
10 6
1 17
03 8
0 13
00 8
0 1 7
0 0 6
079
0 4 1
0 0 4
05 4
00 6
0 4 8
0 1 3
13 0 0 0 1
1 3 4 0 1 4
1 4 2 00 4
14 2 0 3 6
14 3 0 2 3
14 5 02.1
15 5 0 2 6
15 9 0 04
1 6 0 0 2 5
1 6 5 0 1 1
1 6 7 0 3 3
1 6 9 0 1 4
17 3 0 0 1
17 3 0 3 4
17 4 0 1 0
18 3 007
1 85 0 0 3
185 0 0 9
18 6 0 8 2
192 0 2 6
ごえい 護衛
054 13 7
こえだ 小枝
0 3 9 0 2 4
0 6 5 0 3 5
‾11 6 0 1 2
そ のうえに低 い祈りの声 と
声の な い 叫びは
ほそ い 声で虫がない て い る
ア ナ ウンサ ー の 明る い 声はこ たえる ･
あどけないおまえの声は い つ もぼくに
大きな声でうたうぼくたちの歌に
遠い そ の声 の 方 へ
聞えてくる の は木枯の声ばかりだとい うの に
ぽくはい までも そ の 声をきく
｢笑うなかれ+ 悲しい 内部の 声である
ただちに答えられるだろう かれの 経験の彼方か ら第四の 声で
い まは声をかぎりに
騰が二声ない て
通行人が哀れ っ ぽく声をかけてきた
西側 の新聞や著名人の 多くの 声明には
どれほ ど声を低めて語 っ ても
おぞましきそ の 時声や
膝の 上の 猫を大事に してあげなさ い と今日の 声は忠告 して い た
な つ か しそ うな声で
細くすき とお る声をかけてきた主は
哲学的な詩をひ どく陰気な声で吟諦する
何度､ 声にならない 叫びを上げたろう
風声の ま
天使の 声を つ まらせ て い た
声を出 したか っ たとか
押潰されたヒ ュ ー マ ニ ズム の 声な ど役に立たぬ
最後にきみはさりげなく ｢声を聞かせて くれてありがとう+ と言 っ て ､ 電話を切 っ たo
魚屋 の 呼声はえらく景気が い い けど
アナ ウ ン サ ー の 声は平静で
声にならな い 坤とな っ て
死を含む共同体であるみんなの声に司を傾けてい る と
叫ぶ､ が､ 声にならな い ｡ ぴ っ たり浪に包囲されて ､
護衛 つ きキングと慰めをあたえるクイン の価値 とが
小枝や
感覚の 闇を照らした｡ 樹々が小枝を打ちならし
ほそ い梅 の 小枝披
こえて
o 1 0 0 2 1 地平線の鎖をの りこえて
348
0 35 0 05
0 6 1 1 2 5
0 9 7 0 1 3
09 8 0 1 0
小さ な像をこ えて
滑らかなやさ しい 噴きがきこえてくる
空気を蹴り厚い無の壁をこえて ､
壁づ たい に きこ えてくる
こえて 超えて
0 1 6 0 1 2
1 4 2,
1 0 3 9
こえる 超える
07 7 0 2 4
こお っ た 凍 っ た
0 4 3 0 1 0
0 6 9 0 0 1
0 6 9 0 0 9
0 6 9 0 之1
0 69 0 3 7
09 8 0 2 2
陸を超えて 飛期する
言語の 障碍 人種の差別を超えて
もう超える こ との できな い 境があり
白く凍 っ た地図の う へ を
十 一 月 の 凍 っ た夜空に
十 一 月の 凍 っ た夜空に
十 一 月の)乗 っ た夜空に
十 一 月の 凍 っ た夜空に
凍 っ た壌の なかの
こおと こ 小男
0 4 1 0 2 1
こおらせ 氷らせ
02 6 0 1 9
錆びた鉄柵に焦れる小男の悲哀よ
わたしの体を石の やうに氷らせ た
こおらせ る )乗らせ る
o 4 1 0 3 5 寒さが体を凍らせ るまで
こおり
00 2
00 2
0 2 6
0 4 1
0 6 1
10 5
18 &
氷
00 1
0 1 1
0 1 9
0 6 8
0 9 6
0 0 1
0 6 9
こおり つ い た
0 0 2 0 1 2
0 3 1 0 0 6
こおり つ い て
氷が音たて てはぜ る
落日の朱が氷柱をながれ -
わたしの体を石の やうに氷らせた
あな たの 体が氷のやうだからだ
氷 と霜 と蒸気 と熱湯の地獄 の苛責に
氷は とけ､ 雪は消えて､
記憶 の装置が ､ 氷り つ い て しま っ たようで､
凍り つ い た
凍り つ い た眼を
い つ かの やうに凍り つ い た道路の 上で
凍り つ い て
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00 1 0 1 4
o 47 0 1 5
10 1 0 6 1
こおり つ い て
18 8 0 69
影が凍り つ い て ゆく
自己愛が底深く凍り つ い て しま っ て い る こ とを
･ - -
吐く息 のひ と つ ひ と つ が凍り つ い ても
氷り つ い て
記憶 の装置が､ 氷り つ い て しま っ たようで､
こおり つ い て ゆく
0 0 1 0 1 4
こおろう 凍ろう
0 5 4 14 8
こおろぎ 蟻蜂
0 4 1 0 2 2
こ かげ 木蔭
10 8 0 0 7
コ カ コ ー ラ
140 0 2 1
こか つ 枯渇
150 0 6 4
ごがつ 五月
07 2. 0 6 6
0 7 7 0 1 6
こがらし
05 8 0 3 9
凍り つ い て ゆく
影が凍り つ い て ゆく
暗い 存在が抽象その もの に凍ろうとする時間の はずれから
石が鳴く まるで蛾蜂の やうに
木蔭の テ ー ブル
コ カ コ ー ラ の 汗をうか ベ
彼の 才能は枯渇を弓凱＼られたの である｡
暮れるにおそ い 五月の 空の 下にひ ろが っ て い る
一 九田四年五月の ある夜 ･ ･
- ･
サ ー カ ス の 看板がこが らしに吹かれて い ます
こがらな 小柄な
14 6 0 4 5
こ がれて
0 7 9 0 1 8
13 8 0 0 9
ごきげん よう
05 4 0 0 2
振りむく と小柄な 中年の外国人が
永久に待ちこ がれて い る水兵たちか ら
なまめかしい 幽霊に こがれて
御機嫌 よう
｢御機嫌よう!
こ ぎさ っ て 漕ぎさ っ て
350
o6 1 0 1 0
こきざみ 小刻み
o4 1 05 0
10 0 0 3
こきざみに
0叫 05 0
1 0 0 0 0 3
下 へ ､ 下 へ と漕ぎさ っ て ゆく舶の 方位をo
人影 にま じ っ て
かたい 心をもち
小刻みに
人影にまじ っ て
かたい 心をもち
こきゅ う 呼吸
o 6 1 1 9 1
0 8 9 0 2 1
16
-
5 00 4
1 8 8 0 1 6
小刻 捌こ人々に倣サな がら
小刻み にひ とび とにな らい ながら
小刻みに人々に倣ひながら
小刻み にひ とび とにならい ながら
い つ も天使の惑い呼吸で曇 っ て い ます｡
する と少年の 冷たい 呼吸で
腹式呼吸の い きの 音
呼吸ができな くな ると い う､ 面倒な病気です ｡
こき ょう 故郷
o 4 8 0 3 2 地平線がの せて い る人間の 重たい 故郷
冒
5
o三
o
o冒
2
2 志望写警誌盃慧写讐慧
^
^の 国 へ ゆく のだ から
1 40 0 0 6 戦争もなければ故郷もない
15 1 0 2 4 故郷喪失者か
こきようそう し つ しや 故郷喪失者
1 5 1 0之4 故郷喪失者か
こきん 古今
1 6 7 02 1 古今の 書を読み
こく 濃く
0 6 1 16 1
こくがい 国外
1 4 2 0 6 6
14 2 0 7 0
こくがい つ い 旺う
142 0 6 6
霧は濃く､ 影は淡く､
国外追放を条件と した釈放の 申し渡しに対して
そ して 国外で の 健康回復 と安楽な生活の 可能性があるにも
かかわらず
国外追放
国外追放を条件 とした釈放の 申 し渡 しに対して
こく こく と 刻々 と
o 7 1 0 4 7 刻々 と現在にむか っ て押 しよせ る
こくさ い 国際
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0 7 2 0 0 1
o 7 2 05 4
12.4 0 2 4
こくさ い き ゅう
12 4 02 4
こ
ノ
く どう 国道
obl 0 0 2
こくび 小首
11 2 0 1 1
ヽ
こくみ ん 国民
0 54 0 6 1
05 4 0 6 6
0 5 4 1 6 1
ごくらく 極楽
0 1 7 0 25
こげた 焦 げた
00 8 0 0 3
1 1 2 0 0 8
- - ど ん な国際 ニ ュ ー ズ よりも
どん な国際 ニ ュ ー ズ よりも
国際級の 背景的速度に陶酔 し
国際級
国際級の背景的速度に陶酔 し
さびれた国道に つ づ く町工場の
小首をかしげ そ しらぬふりをするな
単に より高尚な国民 結社 人間の材料にすぎない と
銀行が国民のもの になるだろうか ら
なに げな い挨拶の うちから生れる未知の 国民の こ とを
- -
まる で極楽で ござ いますと云はねば
点ける と焦 げたパ ン の匂が し 空腹をかん じた兵士
ジ ョ ホ ー ル の 血 の海峡 ブ キテ マ の焦げた丘
こ げて 焦げて
0 17 0 1 1
こ けむ す 苔むす
154 0 0 8
ヽ r ヽr
J J
03 9
04 6
05 3
05 3
0 5 4
05 4
0 6 2
0 6 2
0 6 3
0 6 4
07 9
0 7 0
0 1 6
0 2.1
0 2 8
0 40
0 4 2
0 45
0 5 6
0 20
0 2 6
0 0 6
西 の空が良い かげんに焦げて
苔むす岩間に白い滝を忘れて きた
こ こはわたしの生れた土地だ
渇い たこ ころの橋上の 人よ
それ汝わたしの こ ころ の神秘です
わたしの こ ころ のお部屋の なかで
｢僕はこ こ にい る 君がい な い と こ ろから
こ こ に い る僕はこ こに い な い + と - -
こ こ でもうお終い だ と いう気がします
こ こでは静止する石で すら
(ぼくは憐みの こ こ ろをも っ て い るか?)
こ ころ とこ こ ろは遠く の 空 - 飛びさ っ た｡
こ こ は世界で
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14 6
146
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19 2 0 1 5
ーノ ー り ′-
+_ . し
00 6
0 2 8
0 3 4
03 9
04 6
05 1
0 5 8
午後
0 0 5
0 2 2
0 1
0 6
0 4
1
3
7
0 1 4
0 0 8
こ こ 此処
0 4 6 05 0
0 6 1 1 5 5
0 7 0 0 3 0
17 1 0 15
空を追い つ めて こ こまで くる と
こ こ に は海があるの
こ こ には犬が つ な い である の
こ こ からオ リ ー ヴの海が見える
｢こ こ は ほん とに気持の い い 場所ね
こ こ ろよい 追憶にも ど っ てゆく歩行者の ように
ぽくらの こ ころに
こ こまで きた - -
こ こ ろ の樹もす っ かり裸にな っ た
こ こ か らは
こ こ ろはあたたかい
そ して ､ きみ披 こ こ に い る､ ぼくは こ こ にい る､
ぼくはこ こに い る きみはこ こ に い る
醜国の快感はこ こ らあたり
何もない 地面の片隅に針金細工や手製の 指輪を並 べ ど こ にもい な い エ ン ジ ェ ル が こ こ に
｢もう こ こ にはい ない の かしら?+ と思い
き っ と こ こから出してあげますよ (アイル ゲ ッ チ ュ - ･ ア ウト ･ オ ブ ･ ジス)+
みるみ る漆黒に つ つ まれて い く ､ こ こ は､ も ともと海底だ っ たと こ ろで はな いか ｡ 冷気に身ぶるい し､
蜂蜜 の やうな午後が溶ける
そ の とけやすい肢髄を眠らせ る飴色の午後の
午後四時はしぜんに消えて ゆく
地の 果の 午後 の海に披
また午後の 廊下の 如くあな たの鉢を影にするだらう
午後四時の 貴い ろい 太陽
ピ ル の 四階には午後三時から灯がともり
此処と彼処 それも ー つ の幻影に過ぎぬ こ とを
此処 と彼処､ それもちい さな距離にすぎぬこ とを -
-
わからな い ､ どう して此処 - 落ちたの か
われら此処に在り とかんがえ るだけで
こ ごえる 凍える
0 3 9 0 88
こ こ く 故国
10 7 0 0 9
すべ てが凍える夜がくる
故国の 空は赤か っ た
ごごさん じ 午後三時
o 58 0 0 8 ビル の 田階には午後三時から灯が ともり
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こ こちよく 心地 よく
14 7 0 1 0 生きて い く こ とがだんだ ん心地よくな っ てきて
こ ごめて
13 1 0 0 4
15 1 0 1 6
背をこ ごめて街中で生 き
背中をこ ごめて人中を歩く姿とい っ たら
こ こ よい 快 よ い
1 2
,
4 0 2 7 郊外電車の快 よい 動揺に耐えてい る
ごごよ じ 午後四時
o 3 4 0 1 1 午後四時はしぜんに消えて ゆく
o 51 0 1 4 午後四時の貴いろい太陽
こ ころ
04 6 0 1 6
05 3
0 5 3
0 6 3
0 64
10 0
1 1 5
11 7
12 3
こ こ ろ
0 1 1
0 1 2
03 6
03 9
0 4 1
0 4 6
0 4
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0
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0
0
7
2
4
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0
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9
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0 28
0 2 0
0 2 6
0 3 0
0 0 8
0 0 8
00 6
心
0 1 1
00 6
0 0 8
1 4 8
0 5
0
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0
0
1
0
0
3
3
3
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0
1
1
1
1
1
0
2
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3
1
4
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2
9
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渇い たこ ころ の橋上の 人よ
それはわたしの こ こ ろ の神秘です
わたしの こ こ ろ のお部屋の なかで
(ぼくは憐みの こ ころをも っ て い るか?)
こ ころ と こ ころは遠く の空 - 飛びき っ た｡
こ こ ろ よい 追憶にも ど っ て ゆく歩行者の ように
ぼくらの こ ころに
こ ころ の樹もす っ かり裸 にな っ た
こ こ ろはあたたかい
蒼い 千枯びた心臓を支 へ て
放心 した花弁の やうに
な んぢら安心 しろ
炎 と心 の伝説を歌ひ
新聞紙の 上を歩いてゆく 固い 心 をもち
あな たはみづ からの 心象を鳥撤するため
とざされた部屋に心臓 の羽掃きが
生きの びてきたわたしの心 に
Mよ い まは 一 心 に風に堪え 抵抗をみ つ めて
だが僕は最初の路地で 心弱くもふりかえる
い つ まで もおれたちの ひき裂か れた心 と
あまり感心 しな い 生活 をして い ます
卑 しい心 に問うて はな らぬ
あなたの 心 にうかんだ道の す べ てだ っ たo
どれだ けたくさん の罪が心 のなか に閉ざされて い るかを｡
心を悩ますこ とはな い の だ
ひ と つ の 心 の 空洞から
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がらん とした心 の 部屋で ､
荒涼 とした心 に､ 蒼 ざめた花嫁をあたえ
じ っ と心 の闇をの ぞきこむ
きみはきみの 心 の なかに
わたしの 心をい たわ っ てくれるけれど
ああ 虚心の 鏡に映る
きみは心よりもデリケ ー トなうわ べ をもち
たえずぼくの 心 の なかに組みたて る
心 から喜んで くれるか ら
｢あなたの 吸い心 の なかに い ますよ+
さりげな い 心 の 素描がありますが - - )
蛇が隠れた エ デ ン の樹を 一 心 に見 つ める
かれと言い きみと呼び ぼく に返る心 の遠近法に したが っ て
海はこんな に心に重い
かたい 心 をもち 小刻みにひ とび とにならい ながら
は じめて心で見 限で感 じた夏だ っ た
ぼくはぼくの心を つ なぎとめて い る鎖をひきず っ て
弾倉 をからにした心の なかまで
歌の うたえる心を売り
心配事披他人にまかせて
おれの 心は
わが心 の愛する者をたずね しが
出あおう としな い 心 の ためか?
なん じの 心 の 愛する者を知れりと
過去は心からぬけ落ち
やがて は喪心 の天に至る
支配に自信な く 人間の良心を
狭心症の 呪文と
み じめで あさま しい生きた心 よ - - = .
死 にたき心 の
｢ご心配なく (下ン ト ･ り がノ ー )
や っ と安心 しましたわ ｡
生きて い く こ とがだんだん心地よくな っ てきて
生きて い る こ とが 心苦 しくな らなか っ たこ とで
ようするに小心な若輩の似た者同士の集りで､
続 い て第 二輯に逃亡した婦婦の 心理 を描いた
｢滅落+ を発表したとこ ろで ､
心 の どこ かで
心性の ちがい はどうしようもな い
心 の 禁制汝解けぬまま
今生の別れか と心 はさわい だが
それがなぜ私の心 をしめ つ けたの か?
歴史 とい うもの が どんなにわれわれの野心や虚栄とくい ちがう
かとい う
心を開け 冒険に
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1 6 0 0 5 7
1 6 4 0 1 1
165 0 1 9
1 67 0 4 3
16 7 0 6 2
1 6 9 0 1 0
17 1 0 1 3
I7 2 0 1 1
1 7 4 0 0 9
1 7 4 0 1 1
17 4 0 2 0
18 0 0 1 0
18 0 0 1 1
1 80 0 1 2
1 8 0 0 1 7
1 8 0 0 2 4
18 3 0 0 9
18 3 0 1 4
1 8 7 0 0 2
1 8 8 0 2 5
18 8 0 3 0
1 88 0 3 7
1 8 8 0 5 2
1 8 8 08 5
19 1 0 0 4
心臓発作で倒れ 救急車が到着する前に息をひきと っ たと いう
人の 心を盗むあなたの 言葉は
子なるわたく しの 存在が心 (しん) から厭わしか っ たこ との
一 語 の ため の 一 行が人 の 心を変え
ぼろぼろにな っ た壁面にまた心理面に
求心力は見えなくなり
それが女の 心に焼き つ い たの だろうと
心 に出没するの は
き糾ま意外 に元気な様子で近況を語 っ て くれ､ 心暖まる十五分か 二十分であ っ たo
こ の 三十年間､ ぼくはき 捌こ 一 度も電話などしたこ とがな い ､ ち ょ っ ぴり心が痛み ､ それはなぜかと考え出すと ､ 疑
会心 の笑みをもらすきみを前に して ､ ひ どく口惜 しい 思い をした｡
｢御手紙の 内容､ 何の こ とやら判りません+ なら ｢女の 子の 心理+ が どうだ っ て こ とも関係ない じやな い ですか?
｢女の 子の心理+ なん て私だ っ て判んない ですよ o 私だ っ て ｢男の 子の 心理 + は判んな い ですからねo お年寄り
の 心理はなおさら､ だ ｡
だか らと い っ てお年寄りの心理 を甘くみては い けません よ
貴方に ｢女の 子の 心理 + が判んなくた っ てあた ほ えなんですo 貴方は心理学や っ てん の じやな い の で し ようか
不況が心 に の しかか っ て い るからだ
きちん と心得て い る働き人 と
ぜ い たくな心 は重 い
私 の最近の 心境をよく伝えてい る とい えまし よう+
べ つ に､ 心配する こ とはあるまい と思 っ て ､
眼よりも､ 心 で計る構えになるの は､
結核 と痛から､ 心臓病 と癌 へ ｡
い つ までも､ きみ の 心に残 っ て い ますように｡
心 の なかで鳴 っ て い る のだ
こ ころあたたまる
1 7 4 0 09
心 境まる
きみ故意外に元気な様子で近況を語 っ て くれ､ 心暖まる十五分か 二十分であ っ た ｡
こ こ ろえて 心得て
18 3 0 1 4
こ ころ(o る しく
14 7 0 1 8
こ こ ろよ い
1 0 0 0 3 0
きちん と心得て い る働き人 と
心苦しく
生きて い る ことが心苦 しくな らなか っ たこ とで
こ こ ろ よい 追憶にも ど っ て ゆく歩行者の ように
こ こ ろよ い 快 い
o 2 6 0 21 快 い 日影もある
こ こ ろ よわく 心弱く
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o5 4 0 3 9 だが僕は最初の路地で心弱くもふりかえる
こ じあけられた
o54 1 5 4 ネクタイ ピ ン で こ じあけられた窓の 向うがわ
こ しかけて 腰かけて
1 8 8 0 2 3 椅子に腰かけて ､ 前 こ ごみに ､
こ し つ する 固執する
'
02 4 0 0 5
ご じゆ うさん さ い
160 0 5 4
ごじ ゆう しちに ん
10 6 0 1 5
は 記憶に固執する時計には花々が飾られて ゐる の だな と見
五十三歳
私が知りうるの は シ ュ ワ ル ツ が 一 九六 六年に五 十三歳で死んだ こ とだ
五十七人
バ ラ色の頬はあせても 不幸な五十七人がそろ っ て
ごじ ゆうな んねん 五 十何年
1 88 0 0 9 五十何年ぶりに歯医者の 厄介になる とい う始末 ｡
ご じ ゆうねん 五十年
13 9 0 0 8 五十年の 記憶は闇また闇｡
ご じゆうろくさ い 五十六歳
15 1 0 1 5 なん と魅力の ない 五十六歳の男だろう
こ し よう 故障
1 8 8 0 7 0 身体の 故障よりも ､ よ ほど ､ こ の 狂うが つ らい o
ご し よく 五色
o 7 3 00 9 よく晴れた五色の 空を映して い た
こ じん
0 28
0 28
0 4 1
0 6 1
0 6 1
14 2
1 4 2
1 5 0
個人
0 1 3
0 5 8
0 4 8
1 1 4
1 2 2
1 0 5
12 2
0 7 1
苦からの葦の 巣があり個人が住ん でゐるが
そ こ に多数の 生活が個人に よ っ て支持される
個人を非鞍 しな い わけにはゆかない 神々 の 名におい て
い つ も個人的なわけがあるのだ
い つ も個人的なわけがあるの だ+
巨大なもの の 力が 個人の 信念 より永続する とい う証拠はない
個人の 平和 と 世界の平和と 人類その もの の 真 の守護者たりうるのだ+ と
個人に と っ て ､ 自由は､
こ じんてきな 個人的な
357
0 6 1
0 6 1
こずえ
0 0 1
08 8
08 8
1 2 8
1 3 5
1 7 7
1 14
1 2 2
樹
00 8
0 4 5
0 8 2
0 8 3
0 0 8
0 1 8
こす っ て
13 4 0 1 3
15 0 0 1 7
こ すり つ け
0 4 1 0 87
15 2 0 1 4
こすり つ ける
0 4 1 0 8 7
ごすん 五寸
0 90 0 0 7
こ せ い 個性
1 5 0 0 0 7
1 5 0 0 3 0
15 0 0 3 8
い つ も個人的なわけがある のだ
い つ も個人的な わけがあるの だ+
高い 梢 の 向うの 響は
歌わぬ梢
高い梢で 一 緒 に歌 っ て い る人たちが
梢の 天の 網目から
最も遠い 天の梢 へ
梢の ほそ い技をうち喝 して
広場に立 っ て眼をこ す っ て い ると
しかし､ 友人たちはイ中間の だれかれをあてこ す っ て い る の だ と患い こみ ､
愛婿ある仕科 (しそさ) で 柔かい 羽に堅い 噂をこすり つ ける
ち ょ っ と折りまげてこ すり つ け
愛嫡ある仕科 (しそさ) で柔かい 羽 に堅い噂をこすり つ ける
方三尺玉寸の 天地を つ くるために
彼は自分の虚構の個性を破綻な く演ずるために ､
これは､ 私だけが ｢虚構の個性+ を つ らぬき､ 偽善の 間道をくそりぬけて ､
叉木質的に個性的なるものも+ と言 っ たの は､
こ せ い てき 個性的
1 5 0 0 3 8 又本質的に個性的なるものも+ と言 っ たの は､
ごぜ ん 午前
o 3 8 0 0 8 午前の霧にぬれながら
ごたい 五体
o 6 5 0 3 7 彼 の 五体を震わせ た.
こ たえた 答えた
o 64 0 0 4
- 一 明日は明日､ と街灯が答えた｡
o 64 0 3 0
- 一 今日は今日､ と街灯が答えたc
l 13 0 3 8 やさ しく答えたス タ ー リ ン
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こたえて 答えて
05 4 033
1 1 2 0 之5
こ たえて い る
0 5 4 13 3
こだま
05 8
05 8
0 7 1
1 1 2
1 3 7
1 8 2
0 0 3
0 2 7
0 4 6
0 1 0
0 1 4
0 1 8
こだまし
05 8 0 0 3
1 8 2 0 1 8
ごち やまぜ
0 5 4 13 8
こちら
03 9
06 0
1 06
1 1 2
1 4 6
15 0
0 0 6
0 1 0
0 0 3
0 3 1
0 2 5
0 7 9
こ っ か 国家
1 24 0 0 4
1 7 3 0 1 2
こ っ き ょう
0 8 8 0 1 6
10 1 0 2 5
10 1 0 5 8
1 4 2 0 3 8
1 8 4 0 2 1
ヽ ■ダー †
L _ つ +
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そ して風はな んにも答えてくれなか っ た
答えられるもの なら答えてくれ
｢ア メリカ - - + と壁がこ たえてい る
鎚の 音がこだまし
そ の孤独の こだまの なか には淋 しさ の本質がち ょ っ ぴりあります
波の ように こだまの ように
破壊 に つ そ破壊の こだま 断末魔の 軍港にとどろく火砲の うた
空虚な こ だまの なかの 親年月
沈黙は宇宙にこだま し
鎚の 音がこ だまし
沈黙は宇宙に こだまし
頭の な かで ごちや まぜ に練れる
あちら こちらの 窪地か ら
遠くからこちら へ 辻づ い てきたりする
こちらに向けてい ても なにも見て い るわけで枚ない
ま っ すそこちらを見な がらおまえ は何も見てい ない
こちらを向い て光りはじめたので
こちらも七月 一 日だというの にスト - ヴを つ けたりしました｡
仲間も涙も牧歌も国家も売り足りない が
荒れ狂う国家の群集の影が
見えな い 国境をつ く っ て い るか
ど こか の 国境を守るためではな い
ぼくの行事です べ て の 国境がとざされ
殺人的な 電流装置で閉された国境をやすやす越え
人 と人は人権や国境を越えて
国境
o 5 0 0 1 6 清字の 置き換えや神様ご っ こ - -
コ ツ コ ツ と
1 4 6 0 43 うしろからコ ツ コ ツ と近づ い て くる
こ っ そり
05 1 0 2 之
1 7 2 0 之6
あとで こ っ そ り眼を覚ますこ とだ､
こ っ そり悪魔に奉仕するこ とだ
ご っ た返す
16 6 0 2 2 ご っ た返す店内を物色 して歩きながら
こ っ ち
o 5 1 0 3 6 こっ ちを見凝めて い る鍵穴を必死に覗きかえす
1 28 0 8 5 こっ ち の星が落ちてい く
14 1 0 0 9 塵いて い たら､ 縄が切れて奈落にお っ こ っ ちち や つ たの よ
- -
こ っ ち ょう 骨頂
1 8 8 0 5 7 昭和の 御代に死ぬなんて ､ 愚 の骨頂 ｡
コ ッ プ
15 2 0 1 0 コ ッ プ に落下 しす(o に消え
こてんて きな 古典的な
12 4 0 2 5 他の 一 人 は 古典的な社会復帰者として
こ とがら 事柄
15 0 0 0 8 極めて小さな事柄にもい たま しい 旺 どの注意と努力を払 っ てゐたo
1 5 0 0 2 2 記憶の 中で見逃 して い たさまざまな事柄 に気づかな い わ けには い かな い o
ご とき
0 2 8
1 13
1 1 3
1 1 3
ごとく
0 0 7
0 08
0 4 0
0 4 1
14 0
1 40
9
4
6
9
1
r4
8
■9
.4
.5
0 5
00
0 0
00
0 0
0 0
0 1
0 3
0 1
0 1
葡萄の木の 影の ごときタイ プが無数繁茂する
(嵐の ごとき拍手)
拍手 と嵐の ごとき拍手 しか
拍手か ら嵐の ごとき拍手 - ど
ジ ャ ン ク の 帆が煽痛の ご とく羽博い て ラ ンプ の 虹がひ ろがる
もある 向日葵の ごとく旗 は燃え 荒地に咲きそ めた
ア へ ロ ン の岸にさまよう亡霊の ごとく
考 へ あるもの のやうに また無意識の ごとく
あ っ て なきが ごとく
なくてあるが ごとく
3 60
こどく
0 2.5
0 4 1
04 7
05 4
0 5 6
0 5 8
0 5 8
0 60
0 6 1
0 6 4
0 65
085
09 3
10 1
1 1 9
14 5
14 5
1 69
1 7 2
17 6
19 2
孤独
0 0 6
0 7 4
0 0 4
0 9 3
0 15
0 25
0 2 7
0 1 3
1 5 2
0 15
0 0 2
0 0 3
0 2 3
0 4 9
0 0 9
0 1 2
0 1 8
0 2 0
0 2 5
0 2 1
0 0 2
ごとく
0 2 6
0 3 3
0 4 5
0 4 6
こ どくな
0 2 5
0 4 7
05 6
0 58
0 60
0 6 1
0 64
0 65
09 3
145
如
0 2
0 1
0 1
0 4
く
4
1
5
7
孤独な 魚が住み
あなたは孤漁の 中からも追ひ たてられさうになる
孤独な生きもの の ため
そうだ これで僕の 孤独も充分 とい うものだ
孤独な彼の横顔は
灰い ろの 建物の したを孤独な靴音が
そ の孤独の こだまのなか には淋しさ の 本質がちょ っ ぴりあります
孤独な道を歩いて くる男だけが
孤独な橋上の 人よ､
こ ん な孤独な都会 にい て ､
町があ っ た ｡ 孤独な
きみ の孤独をうつ す鋲 は
孤独な青年の 体臭に
ありあまる孤独を
孤独の 骨は
孤独な高い壁 の前で
孤独の壁をすこ しず つ 溶解 しながら
孤独の帆をたらしたまま
血 に飢えた孤独を増殖させて
真珠貝の孤独は
どんな現象も起り ようがな く､ わたく しの影は､ 孤独 とはい えなくな っ て い るから､
悼ま しい毒 の 如く滞れ
殺気だ けが風の如 く起ち上り
たと へ ば自らも垂直なる真空の 如くありたい
また午後の 廊下の如くあなたの 鉢を影にするだらう
孤独な
0 0 6
0 0 4
015
0 2 5
0 1 3
15 2
0 1 5
0 0 2
0 2 3
0 1 2
こ と し 今年
孤独な魚が住み
孤独な生きもの の ため
孤独な彼の横顔は
灰い ろの 建物の したを孤独な靴音が
孤独な道を歩いてくる男だけが
孤独な橋上の人よ､
こ んな孤独な都会にい て ､
町があ っ たo 孤独な
孤独な青年の 体臭 に
孤独な高い壁の前で
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00
1
1
5
6
0
1
1
1
8
8
0
4
6
6
1
8
0
0
6
8
9
0
0
0
0
4
2
5
0
0
0
0
5
8
8
6
0
0
0
0
2
9
2
5
3
3
こ との ほか
1 4 8 0 3 8
1 8 1 0 0 7
18 2 0 0 3
1 8 3 0 0 6
こ とば
o 4 6 0 4 0
0 7 0 0 0 9
1 0 1 0 0 4
こ とば
0 2 3
0 2 7
0 4 3
0 4 2
0 50
0 5 2
0 54
05 4
0 6 9
07 7
0 8 0
0 8 1
08 8
0 9 0
10 7
1 1 5
1 2 5
12 6
13 5
1 4 2
150
1 56
言葉
0 1 7
0 1 8
0 0 7
0 1 4
0 2 2
0 2 2
01 0
16 2
0 3 6
0 0 7
0 1 2
olo
0 7 0
0 2 3
0 1 7
0 0 5
0 1 2
0 1 4
0 0 4
0 4 3
0 4 1
00 2
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どうやら私披今年も結婚 しそ こねたようです
(今年の 夏もこれ っ きり)
ぼくは今年の夏を知 っ た
今年の冬には､
い やに透明に見えてきた 今年の冬
そんな今年の 冬も終りに近い ある日の 真夜中
今年の 小さな波じ やネ
今年の 波は どうあれ
夜はこ と の ほか短かい ｡
こ と の 放かしんみり
こ との ほか躯の 工合が よくない
こ との ほか色鮮やかで 明るく
行方の知れぬ風の こ とばに い つ までも微笑を浮
べ てゐ ようとは
あさましい 祈りの こ とばを口に し､
無力な太陽の こ とばで ぼくにはわかるの だ
風の 運ん でくるそ の 言葉が見えな い
弾かれた言葉の 行方を覚る
い く つ も の乾 い た言葉にそ っ て
神よ 御身の 言葉の まにまに
埋葬の 日は､ 言葉もな く
片言まじりの甘美な言葉で
惜しみな い貿讃の 言葉をおく っ た
そ して 至高の言葉を携 えた使者が
それ っ きり言葉は絶えた
(聖なる言葉や
消えて しまう泡が唯
一 の 言葉だか ら
呪い の言葉を吐きつ づけた
とおくまで草木や花の やさ しい言葉で
言葉を探すのは しばらくやめ よう
ぼくが言葉を失えば
お別れの 言葉披い らな い
弾丸よ 言葉よ 錠剤よ
そんなに遠くまで人間の言葉をとどけに い く
言葉なき存在となれ
自己の 経験をま っ す<
･ 語 るあなたの 言葉は
今に しておもえば､ 真実を衝い た薄気味わるい 言葉
である｡
愛と い う言葉は
15 6 0 2 0
15 6 0 2 5
15 6 0 2 9
164 bl l
1 65 0 2 4
165 0 3 0
170 0 0 2
18 0 0 27
18 0 0 2 8
18 0 0 3 8
1 8 9 0 1 5
こ ども
0 5 2
0 6 1
0 8 3
0 9 9
0 9 9
1 2 6
1 4 8
1 74
1 7 5
1 8 4
18 8
子供
0 1 2
0 4 2
0 0 3
0 1 1
01 2
01 2
0 3 6
0 1 4
0 1 4
0 1 2
0 6 6
こ ども っ ぼさ
17 4 0 1 4
こ ともな げ
05 1
こ とり
0 0 5
013
0 2 8
0 3 6
0 5 3
0 5 8
0 8 2
10 7
0 1 0
小鳥
0 2.9
0 0 4
0 48
0 25
0 3 0
0 4 1
0 15
0 0 4
ごねん 五年
10 0 0 4 7
言葉の純度披低く
愛とい う言葉は身に つ かぬ の で ある
愛とい う言葉は
人の心 を盗むあな たの 言葉披 ,
どんな言葉の 交換もなか っ た
言葉の 理解の とどかぬ と こ ろで
死んだ言葉がちらば っ て い て
の 言葉を私は どんな方法でも消せれば よか っ ただ けの こ と - ｡
どの みち言葉は
言葉はめ(o りあうもの かたずねあうもの かとい う
言葉はす ぺ て最初から
影にな っ たあなたの子供らしい 微笑が
子供を つ れて 一 日だけの 安息に､
さ っ きまで 子供たちが戸口から顔を出して い たの に
今で は - 一 一 人の 妹は三人の子供の
もう 一 人 の妹は 一 人の 子供の母 にな っ た
月の うえをふわふわ歩く宇宙の子供を見 ようと して
結局､ め い め い の 職歴と子供を何人作 っ たかとい う こ とに つ きて い た｡
｢子供 っ ぽさ+ が抜けな い とい う共通点こそ ､
別々 の患 い にふける子供の ように
日本人妻の 間にで きた子供で ある
子供の自殺は ､ ア メ リカで も､
子供 っ ぽさ
｢子供 っ ぽさ+ が抜けない とい う共通点こそ ､
事もなげ
｢黄色さ+ 医師の 事もなげな宣告｡
最大の障碍だ っ たの だ ろう｡
最大 の障碍だ っ たの だろう｡
あ 逃げた小 鳥が月にゐた
枝に小鳥はゐ ない
小鳥や革の声と披無関係である
頭髪に巣をかける喧燥な小鳥たち
みんな仲よく小鳥の ように 一 つ の 枝でおやすみなさい
小鳥が とま っ てい る こ とも見の がせません
すると小鳥がたそがれ の窓に墜ちてくる
小鳥や空だけでなく
それから五年た っ てである
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1 4 8 0 0 3 三十五年ぶりにたよりをよこ した｡
こ の ごろ 此頃
1 4 7 0 1 3
18 8 0 4 3
こ の は
05 3
05 9
1 3 4
1 7 2
木 の葉
0 6 3
0 2 4
0 1 0
0 0 2
此頃で はてんで死の こ とな ど考えやしな い
此頃で 披､ 人の 顔さえ見れば ､ 誰彼とな く病気の話で ､
木 の 葉にな っ たわたしには
木の 葉の ようにも
木の 葉の ように散 っ て い っ た若者たち
木の 葉の ように舞い 落ち
こ の まぬ 好まぬ
o 3 6 0 1 3 これらの樹木はあまり好まぬ
こ の み 木の実
10 1 0 4 4 沈黙よりも固い無名の木の 実がは じけとび
こ の世
0 5 4 0 1 7
0 5 9 0 1 5
0 6 2 0 1 4
0 6 2 0 2 4
08 4 0 3 7
1 4 0 0 1 3
1 5 0 0 4 6
1 6 1 0 1 1
1 6 5 0 1 6
16 5 0 27
16 7 0 6 8
16 8 0 1 5
17 3 0 0 8
1 7 3 0 3 9
1 78 0 10
18 7 0 2 1
こばしる 小走る
13 3 0 1 2
こ はび こ らせ
1 4 2 0 9 7
こ の 世から姿を消して しま っ たの だ
こ の世 の そ とでも離れが たい こ とを信じよう
わたしとあなたを距て る こ の世 の どんな約束も
わたしはこ の 世ならぬ冷たい 喜びに懐えてい る
こ の世 の もの でな い 弦と弓は
こ の 世の す べ て に変りはない
｢誇り得るもの+ を失 っ たとさ と っ たとき､ 彼はこ の世から転向して い っ たの だ｡
それがこ の世 の習慣である
自分をこ の世に存在させて い る こ とで
父は黙 っ て こ の世から去 っ て い っ た
泣きな がらこ の 世に産れた人の子に と っ て
こ の世を経 めそる い の ち の物質よ
こ の世 の 中 ど こまで腐 っ て い くか+
なの に こ の世はさ っ ばりよくならない
こ の世 の外で咳くように
こ の 世から立去る
背をかがめて小走る群集の なか
非合理に機能する官僚的権威主義を全面的こ はび こらせながら
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こ ばみ 拒み
o 7 7 03 0 あらゆる神の 報酬を拒み
こひ つ じ 小芋
0 6 2 0 3 8
1 0 6 0 4 1
ごひ や くねん
0 9 0 0 1 3
コ ピ ー
1 8 8 0 6 5
1 8 8 0 6 8
こぶ 痛
16 2 0 0 6
ただひとり群れをはなれた小芋が
かれは屠所にひかれる小羊であ っ てはな らない たとえそ の皮を剥がれても
五百年
巨木の 五百年は美 しくない
そ の うちに コ ピ ー を送りま しよう ｡
そ の コ ピ ー を読んだ記憶は ､ 全くな い ｡
背中の痛が
ごふう 碁風
1 7 4 02 1
こふうな 古風な
0 0 7 006
047 0 1 4
こぶね 小舟
0 7 4 0 2 5
0 9 4 0 0 8
0 94 0 2 1
18 1 0 2 2
ごふんかん
1 0 6 0 1 2
こ ぼれて
0 3 9 0 0 7
12 7 0 1 5
お っ とり して い て ､ ど こが強い のか わからない ような碁風だ っ たo
古風な鐘は藍をにじませ て鳴る 曇る 動かな い土絵具の カ ン ヴ
古風な銀 の縁を つ けて い つ も こ の 水が動かぬ こ とを･ - -
担 架を のせ た小舟は
杭 に つ かまり宙にもがく小舟
ぼくの河 口はひ とい きに岸辺やテ ントや小舟を吐きだそう
一 腹 の 小舟がたゆた っ て い る
五分 間
永遠 プラス 五分間を ｢早く早く+ とせき立てて い る
噴きこ ぼれては
村の思想の種子がこぼれて ､
こぼれる
1 3 0 2 8 数知れぬ花が袖にこ ぼれる と こ ろまで ｡
ご ほん の 五木の
o 7 0 0 5 1 あな たの五木の指は どんな兇器よりも残忍で ､
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詩作品番号
盈邑
001
002
00 3
004
005
006
00 7
008
009
010
011
01 2
013
014
015
016
0 17
018
019
0 20
02 1
0 2 2
023
0 2 4
025
026
02 7
028
0 29
0 3 0
081
032
ロ
黄昏
モ東眠
扉の 中
蝋燭 の 中 一 夜に
遊園地区
花 - ｢亜細亜+ の
一 部
河 - ｢亜細亜+ の 一 部
領 一 ｢亜細亜+ の 一 部
樹
少年の ス ピイ ド
春の 頭歌
ギリシャ の 日傘
夏の So Ⅵv enir
楽器の 世界
室内
田園の祭礼
の どか な樹の ある沙漠
夢見る室内
夢の使用時間
名刺
唄
白い像
カタス トロ フ
睡眠
非望の 自転
魅入られた街
椅子
椎音の形態
室内
黄昏の 椅子
十二 月の椅子
椅子
(窓は明るい海の水で)
(影をゆ らせて)
(時空の瓶の底に)
(ドア はなかば開い た まま)
盈邑
033
0 3 4
085
03 6
037
038
03 9
04 0
04 1
04 2
04 3
04 4
045
046
04 7
048
0 49
050
051
052
053
054
055
05 6
057
058
05 9
060
061
062
063
064
065
066
ロ
形相
雨をま つ 椅子
雨の 歌
形相
形相
除雪芽
泉の 変貌 ( 明日は恋なき者に恋あれ
形相
囲境地
神 (こ こ ろ)
神 (こ こ ろ)
神々
雨に作られ し家
橋上の 人
耐えがたい 二 重
トルソ につ いて
日の 暮
死んだ 男
病院船室
姉さん ごめ んよ
落葉
アメ リカ
繋船ホテル の朝の 歌
風景
194 8年
白痴
秋の オ ー ド
行人
橋上の 人
あなた の死を超えて
淋 しき二 重
裏町にて
夜と沈黙につ い て
あけて くだ さい ､ どうか
(一 本の 茎は清浄な水を欲する)
(おそらくは実らぬで あらう樹木)
(ドア の 外では)
明日は恋ある者にも恋あれ 詩人)
(髪は散る)
(庭は荒れて 影もなく)
(石で 葺かれ た屋根をでて)
(高い欄干に肘をつ き)
(彼方の 岸をの ぞみながら)
ii
塵呈.
067
068
069
070
071
072
073
07 4
075
076
077
078
079
080
081
082
0 83
0 84
085
086
0 87
088
089
090
091
092
093
094
095
096
0 97
098
09
1 0 0
ロ
｢なぜ ?+ に つ い て
鴎 または夏の 手紙
天国の 話
夜の終り
今日の なか の 昨日 と明日
競馬場にて
海上 の基
サイ ゴ ンにて
遥かなるブイ
なぜ ほくの 辛が
神の 兵士
出港
消えゆく水平線
水平線に つ い て
港外
波と雲と少女の オ ー ド
夕陽
木棺の 町にて
ある男の風景
夏過ぎて
可愛い い ペ ニ イ
小さい マ リの歌
冬物語
紫檀
この衝に生れて
この 涙は苦い
深い ふかい 眠り
シ ンデン の海
父の 死
｢バ ル セ ロ ナ+
Le Cirqu e
明るい キ ャ フ ェ - の椅子
逃げるボ ー ルを追 っ て
もしも 明日があるな ら
111
盛畳.
10 1
10 2
103
104
105
106
107
108
10 9
110
11 1
112
113
114
115
116
11 7
1 18
119
120
12 1
12 2
123
124
1 25
126
12 7
1 28
1 2 9
130
131
1 32
133
1 34
ロ
兵士 の 歌
喪心の うた
イ シ ュ メ ェ ル ｢白鯨+ より
秋恩
最も暗い 月､ 三月
ある記念写真か ら
さざなみは海を渡 っ て も
夏を送 る即興詩
落葉樹の 思考
もう風を畢む こ ともない
路上の たま しい
戦友
世界は誰のもの か
ある冬の は じめに
別離の うた
吐く息の
苦 しさにたえかねて
呪婚歌
川岸にて
春の感触
夏 へ の挨拶
冷たい雨
新年に
異聞
生き残 っ た者の ための エ ビ タ フ
アポ ロ 1 1号に贈る詞
途上 (｢路上の た ま しい+ 改題)
新聞横丁
顔の ない 夢
首の桶
帰心
閉ざすうた
愛なき者の 走法
催涙広場
1V
盛量 .
135
136
1 37
138
139
1 40
14 1
1 42
143
14 4
145
146
1 47
148
149
150
151
15 2
153
154
155
156
157
158
159
160
161
162
163
164
165
166
167
168
ロ
詩法
MyUnited RedAr my
生証人
どくろの目に
宿恋行
地平線が消えた
同行者
So12:he nitsyn
醜の ヴィ ジ ョ ン
女尊の 崇り
暗い 夜 へ の信号
寝て い た男
死につ い て
消息
波間の 郷愁
私信
WhoI Am
こ んな夜に は
撃刀の 歌
帰館
理想の 良人
餐
秋の 祈り
詩が きみを
夢ちがい
必敗者
い まが苦しい なら
倦術
跳躍 へ の レ ッ ス ン
ミ ュ ー ズに
父
ひ よ つ とすると
廃屋にて
水の うた
盈星.
169
1 70
171
172
1 73
1 7 4
175
1 76
1 77
1 78
179
180
181
182
183
1 84
185
186
187
188
189
190
191
1 92
193
ロ
形相 (瑞帯にふれたあとの)
ある朝の散歩で
幸福論
冬の フ ァ ン トム
独白 (一 九七九年十二 月某夜)
黒田三郎
病床の 友 へ
風
影
切願
室内楽
青い 手紙 - ｢形相異聞+
嵐が来る - N カン トリ ー ･ クラ ブの 休憩室で
老年に つ い て
駅前通りを抜けて
家族の フ ロ ンティ ア
ジ ョ ン ･ レ ノ ンの 死に
時間論
殉教
私信 - 桑原英夫に
ooo年
山を想う
夕日の つ ぶやき
海の 変化
風景論
V l
こま 独楽
o o 5 0 1 1 独楽を廻せば
こまく 鼓膜
o 2 7 0 1 6 わた しの 鼓膜は へ ん である
ゴミ
1 6 0 05 6 そ の 日は夜 どおし起きており 朝の 四時にゴ ミを捨てに廊下 へ 出て
こみち 小径
o 9 9 006 もう 一 人 の妹は眠りながら小径を歩いて い る
こ みち 小道
18 3 0 2 6 駅前通りから暗い 小道に曲 っ たと こ ろで
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
1 6 4 0 0 8 - - コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の失敗だ
ゴム
1 2 4 0 0 9 他方がそれを買う (ゴム の 手袋をは めて)
こむすめ 小娘
18 1 0 1 1 十八 の 小娘を相手に
こめかみ
1 2 7 0 2 0 こ めかみ の 痛みは つ づ く
ごめんだ
1 2 1 0 0 6 陸 の ウ ニ はもうごめんだ と逃げだそう
192 0 1 9 助か っ た! 丘崖死に たくはな い . 限は真珠に､ 骨は珊瑚にな っ た とか いう ､ 五尋の 海底の父 になるなんて ごめんだ
コ メ ン ト
1 8 5 0 0 4 何 の コ メ ン トもな か っ たが
ごめんなさ い
12 4 0 1 8 ごめんなさ い
15 5 0 2 2 ごめん なさ い とかそれ じや とか咳きながら
こもりうた 子守唄
1 2 0 0 1 8 子守唄の よう
こやす
366
1 1 2 0 4 4 眠りながら腹をこやす王国を夢みて い るうれ しい はらからたち
こらえ
0 6 1 0 1 8
10 6 0 1 1
1 6 7 0 6 0
い ま､ あな たは曜気をこ らえ､
外部 の世界をうかがい い まも じ っ と ｢時+ をこ らえ
こ らえきれない - 雫が光 っ て い る
こらえきれない
1 6 7 0 6 0 こらえきれない - 雫 が光 っ て い る
こりずに 懲りずに
10 6 0 2 8
こり つ 孤立
1 0 0 0 2 5
1 4 2 0 3 5
こり つ した
14 2 0 3 5
ゴル フ
18 1 0 17
こ ろ 頃
0 0 3 0 0 7
0 1 7
0 5 9
10 8
03 8
01 9
0 3 4
1 13 0 05
1 1 3 0 4 0
1 2 8 0 5 7
1 4 7 013
15 0 0 2 1
15 0 0 7 7
1 6 6 0 1 1
1 8 8 0 4 3
1 8 8 0 5 3
ころがされ
0 9 4 0 1 4
こ ろが す
0 6 8 02 3
懲りずに実験 してみる べ きだ っ たろう - 歩戸外に出る と女たちの笑い で
離反に つ づ い て孤立がは じま っ た
孤立した家族の 住むアパ ー トの 一 室で
孤立 した
孤立した家族の住む ア パ ー ト の 一 室で
ふ と ｢もうゴル フはやめよう+ と
香 い 寒帯から運ばれたミル クに溺れる頃
もう線帯もまにあ汝ない 頃にな っ て
秋風がた つ 頃になると
落ちてくる頃｡
あの 頃はよか っ た
あの 頃は よか っ た
桜の 咲く頃 また会い まし よう
此頃で はて んで死の こ とな ど考えや しな い
きみか ら送られて きたそ の 頃の 六冊の雑誌を見て い ると､
まさ か､ ｢荒地+ が今頃にな っ て ア メリカから送られてくるとは｡
い のちもい らな い 初年兵の頃に汝
此頃では､ 人の顔さえ見れば､ 誰彼となく病気の話で ､
あの 頃は若く､ 青 い顔で咳をして い たが､
転がされ
背をやく熱い塩の シ ー トに転がされ
太陽の 下で 空壌 をこ ろがすように
367
こ ろがり 転がり
005 00 8
03 4 0 1 8
こ ろがりでた
00 5 0 0 8
明るい シ ャ ボ ン の 中から転がり出た
そ こ へ も - 個 の石が転がり
転がり出た
明るい シ ャ ボン の 中か ら転がり出た
ころして
05 4 1 1 0
0 6 6 0 1 6
こ ろして 殺 して
0 5 5 0 37
0 7 0 0 5 3
1 3 8 0 0 4
ころ しや 殺 し屋
ころす 殺す
15 2 0 1 8
ごろ っ ぱ い 五 ､
1 6 6 0 1 4
ごろりと
1 8 2 0 15
コ ロ ン ブ ス
0 5 4 1 4 2
こわい め 怖い 目
18 0 0 1 9
こわか っ た
1 4 6 0 5 7
こわか っ た
0 1 7 03 2
こ わしてゆく
0 3 7 0 0 3
3 68
詩人は欠伸をかみ こ ろ して立上る
年老い た母親はい きを こ ろして坐り
おれたちの ベ ッ ドの なかで締め殺 して しま っ たの だろうか
わたしを殺して どう しようとい うの ｡
何度殺しても
あくまで 一 人の殺 し屋の
六杯
五 ､ 六杯 の コ ー ヒ - を飲み
ごろりと革の上に横になれば よか っ た
反 コ ロ ンブ ス は ア メ リカを発見せず
夢の なかではずい ぶん怖い 目にあうもの だが
なんだかとて も こわか っ た ･ - -
怖 か っ た
怖か っ たと仏陀の 一 人が語 っ たとき
壊 してゆく
物の かたちを壊 して ゆく
こわれた
0 2.6
こわれた
17 3
壊れた
o 1 4 壊れた船体の やうに
鞍れた
o 4 5 スプリ ング の殴れたベ ッ ドに身を投げて
こん 紺
o9 9 0 0 1 紺の 半ズ ボ ンから放そ い 膿をの ばし
コ ン クリイ ト
0 0 9 0 0 1
コ ン クリ - ト
11 4 0 03
12 9 006
こ んけ つ 混血
1 8 4 0 11
こ ん こ ん と
18 2 0 2 7
こ ん し ゆう
0 7 2 0 5 5
コ ン クリイ トの 屋根の上
真夏の コ ンクリ ー トの壁に放り つ いた
コ ンクリ ー トの林から
アイ ルラ ン ドとス ペ イ ン の混血 の男 と
濠濠と
濠濠 とあふれてい る
今週
これは今週の ビ ッ グ ･ ニ ュ ー ズ だ
こ ん じよう 今生
1 5 9 0 0 7 今生の別れかと心 はさわい だが
こ ん じ よう 根性
12 4 0 1 0 相場師の板性は
こん しん か い 懇親会
1 8 6 027
こ んせ い き
0 6 8 00 9
廿六年前に広島で撮 っ た写真を､ 懇親会の席上で相良君から見せられてね
今世紀
今世紀最大の詩人が
こんせ き 痕跡
05 4 0 1 9
058 0 3 1
1 60 07 1
君 の なやましい 顔の痕跡をとどめて
光りの痕跡が小さくな っ てゆくようです
ア メ リカ社会における成功の 蔭にある失敗の きまざまな痕跡が
3 69
こ んち ゆう 昆虫
00 4 0 0 3
o o 5 0 3 5
こ ん ど 今度
15 0 0 5 5
186 0 2 0
こ んとん 混沌
06 1 1 4 0
07 2. 0 3 9
こ んなん 困難
1 47 0 0 5
1 47 0 1 2
164 0 1 6
こ んにち 今日
0 4 8 0 1
0 5 0 0 1 8
0 5 6 0 07
0 5 6 0 19
05 7 0 4 0
0 5 8 04 8
0 6 1 0 9 9
0 6 4 00 3
06 4 0 3 0
07 1 0 0 5
0 7 1 0 2 6
0 7 1 0 4 4
0 8 0 016
12 3 0 05
1 4 之 0 7 4
1 4 4 0 0 9
1 4 5 0 2 1
1 5 0 0 68
18 3 0 19
18 3 0 2 9
1 8 5 0 1 8
1 8 8 05 5
こ んばん 今晩
00 3 0 0 4
炎汝昆虫の やうに麹をな らす
昆虫は死んだ
こんな創作を今度載せ たら発禁にするぞ ､ と検閲係から脅かされた｡
それで今度の 西下の 印象は?
眼下の 大いな る混沌の むか しに
こ の
一 瞬 の混沌が
生きる こ とに困難を覚えてい た青年時代だ っ たら
生きる こ とに怖れも困難も感 じない 髪の 毛の 薄い 男にな っ てい た
- - ぼ く の 一 生 は詩 の 困難でやや暗い
昨日も今日も 疲れた裸の ままでい ると
い つ も季節は秋だ っ た､ 昨日も今日も､
今日も都会の窓に灯がともり
明日もな ければ今日もな い
今日も
今日の 出来事を
｢今日も太陽が輝い て い るね
- - 今 日は今日､ と通行人が噴い た､
- - 今日は今日､ と街灯が答えた｡
今日 の なか の 明日
今日の なか の 昨日
今日の なか の 昨日と明日
今日汝希望 こ の痛み の傷口を
今日は北風が吹い て い るが
｢今日の 西側 の勇気の基準によれば
昨日の 淵から出た今日の瀬は早く
膝の 上の猫を大事に してあげなさい と今日の 声は忠告して い た
今日､ 我々は 一 つ の 都市､
今日 の 出来高と終値を前に して
平穏無事の 今日 一 日の o
それが ､ 今日 の真実だ とすれば
(- - 今日も打振る日章旗
- - )
今晩十二 時に出帆します
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コ ン ベ ン シ ョ ン
10 6 0 0 9
こ んらん した
185 0 之0
ご無沙汰
1 8 8 0 0 3
ゴ ー ゴ ー ゴ ー
0 95 0 1 8
コ ー ス
0 7 2. 0 45
コ ー ネリ ア ス
1 60 0 13
1 6 0 017
1 6 0 0 3 1
16 0 0 3 5
16 0 0 4 0
16 0 0 5 3
1 60 0 7 5
1 6 0 0 7 8
コ - ー ヒ -
0 5 8
05 8
1 2 2
1 2 4
1 6 6
17 3
179
0 5 1
0 53
0 0 1
03 3
0 1 4
0 0 5
0 0 7
371
悪い空気の なか 鳥類 の コ ン ベ ン シ ョ ンが重ん じられる
混乱 した
どうせ ､ 不均合い で混乱 した世界だから
｢また､ ご無沙汰しま した｡
ゴ ー ゴ ー ゴ ー と ぼく の頭上を通過して い っ た
直線コ ー ス
コ ー ネ リ ア ス とい う無名の男の 涙が出る圧 どおか しな物語
コ ー ネリ ア ス は宝く じで大当りし
ず っ こけたコ - ネ リ ア ス は
感傷に駆られて と披い え コ ー ネリ ア ス には
コ ー ネ リ ア ス は濃霧の 街を歩い て帰路に つ く
それから物語の コ ー ネ リ ア ス がどうな っ たかはわからな い
われわれの コ ー ネリ ア スは い まど こに い る の だろう?
われわれの コ ー ネ リ ア スはど こまで歩い て い けるだろう?
喫茶店でコ ー ヒ ー をの み
一 杯 の コ ー ヒ ー をまえに して考え ようと患うのです
コ ー ヒ ー ･ カ ッ プ には
っ めたくな っ た コ ー ヒ ー ･ カ ッ プの 岸辺に
五 ､ 六杯 の コ ー ヒ ー を飲み
ち よ つ と さび しい コ ー ヒ ー ブ レ ー ク
コ ー ヒ ー と シガ ー の
コ ー ヒ ー ･ カ ッ プ
1 2 2 0 0 1
12 4 0 3 3
コ ー ヒ ー ･ カ ッ プ には
っ めたくな っ たコ ー ヒ ー ･ カ ッ プ の岸辺に
こ - ひ - か っ ぶ 別辞カ ッ プ
1 1 4 0 1 0 冷たくな っ た別辞カ ッ プ の さざ波に
- -
コ ー ヒ ー ブ レ ー ク
1 73 0 0 5 ち ょ っ と さび しい コ ー ヒ ー ブ レ ー ク
ゴ ー ル
0 7 2 0 2 8
o7 2 0 5 0
さ 差
14 2 03 9
15 7 0 0 8
1 8 6 0 33
さあ
06 1 0 27
o 6 1 0 3 5
0 6 4 0 2 2
0 8 3 0 1 1
o 8 8 0 5 8
0 8 8 0 6 7
0 8 8 0 7 7
0 8 8 08 4
11 2 0 0 5
サ ア カス
0 97 0 1 2
さ い あく 最悪
0 6 1 1 13
ざい あく 罪悪
1 67 0 3 2
さい き 再起
17 4 0 1 6
さい ぎ 清疑
150 0 1 8
さ い きん ごう
1 6 0 0 1 1
さ い げ つ 歳月
ゴ ー ルまで 二分三十秒の興奮
ゆ っ くりとゴ ー ル へ 飛び こむ馬をキャ ッ チ した
言語の 障碍 人種の差別を超えて
もう栄光の差なんてありませ ん
一 種 の 時間差攻撃ですね?
さあゆ こう ､ 船着場 へ - -
さ あゆきまし よう､ 船着場 へ - -
- - さ あ､ あかりを消せ !
さあ丘をの ぼると しよう
さあキス しよう
さ あゆこう
さあ歌 っ て ゆ こう
さあ歌 っ てゆこう
おれを見るな さあ握手
サア カ ス で ブラ ン コ をする男は ､
最悪の も のを選んで しまうこ とには
い かなる罪悪も存在 しな い か の ようだが
再起はおぼ つ かな い と いう報らせを受けてから､
自分 の こ とではな い か と清疑 したりする者もあ っ た｡
最ヨ丘号
たまたま手に したバ ー チ ザ ン ･ レ ヴ ュ ウ誌 の最近号で
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1 0 5 0 1 3
1 5 3 0 0 之
さ い ご
01 0
05 4
0 65
1 2 8
1 4 8
15 0
15 8
160
1 62
1 6 7
17 4
17 4
17 8
1
1
1
7
8
9
9
9
2
最後
0 18
10 7
0 3 4
0 8 9
0 4 7
0 4 5
0 2 9
0 6 0
0 1 7
0 7 8
0 0 1
0 10
0 0 9
0 2 3
0 1 7
0 2 2
さい こうに
11 3
さい ご の
0 1 0
0 5 4
06 5
1 28
1 48
1 5 0
1 5 8
16 2.
16 7
17 4
17 8
1 7 9
18 9
19 2
0 3 9
こ の歳月をよしとしよう ､ 三月 ｡
す べ て の歳月を
やがて最後の たそがれ がくる
ちらりと最後の なが しめを与える
墜ちゆく星の ､ 最後 のまたたきが
どう した最後の ひ と光り
数を調 べ る最後の点呼だ っ た｡
最後 の 拠り ど ころは生理 しかなく ､
断念の 最後の対象だ っ た
最後は叔母の クラ ラが遺体をもらい さげて い っ た
かれ自身の 最後の 王国であるから
せ めて最後 の呼気だけはきれい に
きみからの最後の便りを受けと っ たの は
最後 にきみ はさりげなく ｢声を聞かせ て くれてありが とう+ と言 っ て､ 電話を切 っ たo
あれが最後の 挨拶にな っ たと
そ して最後の 契約にサイ ンするように
最後の友を失い
最後の 運をたよりに走り出して い たの は､ 是非もなか っ たが ､
最高に
最高に人間的だ っ た同志スタ ー リ ン
最後の
0 18
10 7
0 3 4
08 9
0 4 7
0 4 5
0 29
0 1 7
0 7 8
0 0 1
0 09
0 2 3
0 17
02 2
サイゴ ン
0 7 4
やがて最後の たそが れ が くる
ちらりと最後のな がしめを与える
墜ちゆく星の ､ 最後 の またたきが
どう した最後の ひ と光り
数を調 べ る最後の 点呼だ っ た｡
最後 の拠りど こ ろは生理 しかな く､
断念 の 最後の対象だ っ た
かれ自身の最後の王 国で あるから
せ めて最後の 呼気だけはきれい に
きみからの 最後の 便りを受けと っ たの は
あれが最後の 挨拶にな っ たと
そ して最後の契約にサイ ン するように
最後の 友を失い
最後の運をたよりに走り出して い たの 臥 是非もなか っ たが ､
o o8 これがぼくらのサイ ゴ ン だ っ た
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さい こ ん した 再婚 した
18 4 0 0 6 タイ生れの 中国人の 医者と再婚 した
きい し よ の ･最初の
05 4 0 3 9
12 2 0 0 4
さい た 咲い た
00 9 0 0 3
12 7 0 1 7
さい た 裂い た
167 0 1 0
さい だい の
0 6 8 0 0 9
17 4 0 1 4
18 5 0 1 9
さい て い る
00 3 002
だが僕は最初の路地で 心弱くもふりかえる
最初の冷たい 雨がきた
鉄砲百合が咲い た とい ふ ニ ュ ウ ス で
タ ンポポの ように咲い たこ ともあ っ たか ｡
薄絹を裂い た巻雲を浮 べ て
最大の
今世紀最大の 詩人が
｢子供 っ ぽさ+ が抜けない という共通点こそ ､ 最大の 障碍だ っ たの だろう｡
最大 の ニ ュ ー ス にちが い な い
咲い てゐ る
華の咲い てゐる テ ー ブ ル
さい てん 祭典
0 1 7 0 0 4
さい なん 災難
1 42 0 8 9
さい に ゅう い ん
1 7 4 0 15
さ い のう 才能
15 0 0 6 4
さい ふ 財布
0 6 1 0 3 4
樹 の 上で 改案典が始められ
災厄を招 くこ とはな い 他人の 災難に
再入 院
きみが再入院 して
彼の 才能披枯渇を強い られたの であるo
空の財布の 身を投げに ､
さ い まつ し ようせ ん 歳末商戦
18 3 0 03 歳末商戦たけなわの店頭を
ざいもく 材木
o 5 8 0 0 2 瓦磯 のうえに材木が組立て られ
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ざい りょう 材料
0 5 4 0 6 1
サイ レ ン
0 1 6 0 0 6
サイ ン する
17 9 0 2 3
さか 坂
1 1 7 0 1 2
1 4 5 0 0 5
18 8 0 4 2
さかい
07 8 0 1 7
さか い 境 い
18 2 0 13
さかさ 逆さ
0 17 0 4 3
さかさまに
1 3 7 0 0 9
さが し 探 し
0 8 5 0 08
さがしたい
1 2 1 0 13
さがして
15 0 0 7 5
18 6 0 5 4
さがす
0 7 0 0 4 2
0 9 0 0 2 2
16 0 0 0 5
きがす 探す
0 9 0 0 2 3
単に より高尚な国民 結社 人間の材料にすぎない と
キウリ畑でサイ レ ンが鳴り
そ して最後の契約にサイ ンするように
記憶の坂道をくだ っ て いく
芋虫色の 車を時間外駐車で路上に放置 し 道徳の 坂を下り左折 してまた坂を登 るとすそ右
人生の 下り坂にかか っ たときからで ある ｡
ああ 夜昼 の さか い な く
死の境い を恐れず突進 し
駈け出すと枝から逆さ に墜落 し
天地をさかさまに して
消えやすい アリ バ イ探 し の興味で ある
プライ ベ ー トな場所をさがしたい
それに しても､ きみがガレ ー ジで漬物を つ ける嚢をさがして い たら､
ぼく披無意識の うちに隠れ場所をさがして い る
ぼくは見えない 出口をさがすように､
鳥や花をさがすよう に
忘れて はい けない こ とを さがすような限で
言葉を探すの は しば らくやめ よう
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さかせ た 咲かせ た
109 0 0 3 花を咲かせ た樹木が
さかな 魚
o o 2 008
00 8
02 5
05 3
0 6 5
0 6 7
0 67
08 2
0 8 6
1 0 5
1 2 1
13 2
0 16
00 6
05 7
0 06
00 5
0 1
0 0 2
0 1 1
0 0 5
0 1 0
0 04
14 9 00 1
15 0 0 1 4
1 83 0 0 7
1 9 0 0 1 4
魚 の やうに眠る日
金魚みたい に じ っ と して 水の つ ま っ たガラ ス鉢 の 中
孤独な魚が住み
永遠の 星 花 鳥 樹 魚な ど の
ゆれる燈火と死魚の影 があるばかりであ っ た｡
さ っ き波 の うえをすべ っ て い た魚が
一 匹の 魚をも つ だろう
七月汝空を泳ぎまわる魚
岸辺に つ かま っ て死んだ魚の
魚釣りには早すぎ､ 狩猟には遅すぎる三月 ｡
赤 い 魚も釣 っ てみ たい
木から樹 へ 魚 - 胡蝶 へ
しぷきをあげる人魚姫の
一 匹 の魚さ へ 住んでゐな い沼に釣糸を垂らしてゐる影だけが生きて ゐる･ ･ ･ - +
魚屋 の 呼声はえ らく景気がい い け ど
清流をさか の ぼ っ て幽谷に魚影を追い
さかな つ り 魚釣り
10 5 0 0 5 魚釣りには早すぎ､ 狩猟には遅すぎる三月o
さかなや 魚屋
18 3 00 7 魚屋 の呼声はえらく景気が い い けど
さかぬ 咲か ぬ
o 3 6 0 0 2 おそらくは咲か ぬで あらう花花
o 3 6 0 1 9 おそらく披咲かぬで あらう花花と
さかの ぼ っ て
10 1 0 1 9 い つ わり の歴史をさかの ぼ っ て
1 9 0 0 1 4 清流をさか の ぼ っ て幽谷に魚影を追い
さかば
05 0
0 5 4
0 5 8
0 9 6
11 2
1 2 8
酒場
0 06
05 0
0 1 2
0 0 2
0 3 9
0 5 8
ぼくらは暗い 酒場の椅子の うえで ､
僕は毎晩の ように酒場の テ ー ブ ルを挟んで
むか し酒場で知りあ っ た女が
太陽をえがく 酒場時代の
さ ぴ しい 酒場の 女たちを相手に
酒場を出た
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14 8 0 1 2
17 7 0 3 1
さかばじだい
0 96 0 0 2
新宿の 同 じ酒場の常連で ､ 同じ雑誌の仲間だ っ たが ､
酒場はもう しま っ ており
酒場時代
太陽をえがく 酒場時代の
さかまく
o9 4 00 5 さかまく汐をど っ と の み こ む河口
さがみ 相模
18 1 0 0 1 みはるかす相模の海に
さか みち 坂道
1 1 7 0 1 2 記憶の坂道をくだ っ て い く
さからう
10 0 0 2.3 やがて 肉体の要求にさからう魂は
さがらくん 相良君
18 6 0 2 7 廿六年前に広島で撮 っ た写真を､ 懇親会の席上で相良君から見せられてね
さがら へ い はちろう 相良平八郎
18 6 01 9 杉本春生､ 相良平八郎に会 っ たよ
_生麦_旦
0 0 8 0 0 8 額粟の花が_生麦且で ある 真珠の月 もか くれて ゐやう
さかり
18 3 0 1 0 さかりどきの推踏は無秩序にみえ るが
さかんな る
o 3 9 14 6 さかんなる風はたち
さかんに
1 24 0 0 2 さか んに売りまく っ た
さか んに 盛ん に
o o 3 0 0 9 盛ん に蝋を焚く女の プ ロ フ ィ ル
さか立てて
1 28 0 0 2 神経の ア ンテナを さか立てて
さき
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00 8 01 1
05 5 0 2 8
0 7 8 0 2 0
1 1 2 0 23
1 6 0 0 1 0
1 6 2 0 1 1
18 1 0 0 2
さき 先
0 11 0 1 4
057 0 3 8
0 7 3 0 2 6
1 之8 0 2 4
1 4 5 0 之2
1 5 3 0 0 5
16 6 0 1 9
17 2 0 1 5
17 4 0 2 3
18 6 0 8 4
18 8 0 0 8
18 9 0 3 8
19 2 0 2 3
さきそめた
0 0 8 0 0 4
2iれてむらさき色になる と 煙の つま っ たパイ プを
折れた埠頭の さきは
救命具を つ けた船の へ さきは
い やい や働きにい っ た ちい さきもの の ために
春の さきぶれの 吾が遠くで 鳴 っ て い たが
おさきに と
うすむらさきの
先づ首 に巻い た蛇を外せ
黄ろい 指先の シガ レ ッ トの 煙よ
毛膿を出したフラ ン ス 人の 水先案内は
｢円の切上げより自由化が先+
行先をきめな い で出発 し到着 したときに旅は終 っ て い た
おそろ しい 刃先にむか い
と いうヱ.先生の 発言を今朝の新聞で読んでから
祖先から相続 した恐怖で
｢死後の 世界+ の 明るさを先取り して
かすか にふるえる指先の煙草の けむりの ように
歯も､ 先日､ 奥歯が 一 本､ 根が痛み は じめたの で ､
指先が フ ォ ー ク に なかなか届こうと しな い
七十米と行かぬうちに ､ 白い 明りの標識は消え､ そ こ か ら先は真 っ 暗である｡
咲きそ めた
もある 向日葵の ごとく旗は燃え 荒地に咲きそ めた
さきどり 先取り
174 0 23 ｢死後の世界+ の 明るさを先取りして
ききぶれ
1 6 0 0 1 0 春 の さきぶれの 雷が遠くで 鳴 っ て い たが
さぎょう 作業
16 6 0 0 8 しん どい作業である
きく 咲く
oo 7 0 1 2 空い ちめん赤い花が咲く
1 2 8 0 5 7 桜 の 咲く頃 また会い ま し よう
さく 柵
o 4 1 0 2 1 錆びた鉄柵に焦れる小 男の悲哀 よ
o 7 2 00 8 や っ と柵に とり つ い た人波の
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さく 裂く
0 0 1 0 0 6
0 7 0 0 0 7
さくい て きな
14 2 0 0 9
青 い請を裂く
みもだえさせ ､ ずたずたにひ き裂く o
作為的な
こうした 同じこ とだ とい う作為的な留保がな されるかぎり
さくねん 昨年
0 15 0 1 3
1 8 0 0 2 5
さくひん 作品
0 9 0 0 1 6
18 8 0 2 1
さくら 桜
0 0 5 0 1 8
12 8 0 5 7
さ そり
0 6 5 0 3 3
0 7 0 0 1 0
0 7 0 0 44
さ(} り つ づ ける
0 7 0 0 10
さくれ つ する
0 6 1 0 2 0
さけ 鮭
0 5 7 0 4 2
さけ 酒
0 5 0 0
0 5 1 0
05 4 0
0 5 4 1
0 5 8 0
0 6 1 0
0 9 6 0
1 1 2 0
1 1 2 0
0 6
18
5 0
0 5
12
2 6
0 2
3 9
･4 0
昨年の 唄で あらうかもう見えな い
ら - - ･ ｡ 貴 方に判らなかろう と､ もう少し付け足 すと､ 昨年は形相の 意味も知らなか っ たとい う こ と｡ 私は ｢メ
どんな非人の 作品な の か?
そ の 中に ｢悲 しむ老人+ とい う作品があります｡
桜並木の向ふ側で燃えてゐる
桜の 咲く頃 また会い まし よう
巽のなか にさ(･ り つ づ けたo
水死 した処女の 乳房をさそり つ づける ｡
古まて しな い 壁を手さ(Q り して ､
水死 した処女の乳 房をさ そり つ づ け る.
昨裂する
姉裂する真昼の花火を夢み て い る o
文明の なま(- さい 鮭は
ぼくらは暗い漕場の椅子の うえで ､
なま(L さ い 葡萄酒を口 から噴き､
僕は毎晩の ように酒場のテ ー ブルを挟んで
死はい っ そう弓飢 ､酒にすぎぬだろう+
むか し酒場で知りあ っ た女が
酒と女におさらば して ､
太陽をえがく 酒場時代の
さび しい 酒場の女たちを相手に
水が酒に 欲望がも っ とた くさん の 浪費にならな い と こぼして い る
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12 8 0 5 8
1 48 0 1 2
15 8 0 1 5
1 7 7 03 1
1 8 1 0 3 5
さげて
o5 3 0 15
1 60 0 6 0
さけて 裂けて
0 0 9 0 0 2
さけび
0 17
0 2 5
0 7 0
0 8 2
叫び
0 4 2
0 5 1
0 2 9
0 1 3
104 0 0 6
146 0 3 2
165 0 1 1
191 0 1 5
さけび ごえ
0 2 5 0 5 1
酒場を出た
新宿の 同じ酒場の 常連で ､ 同じ雑誌の仲間だ っ たが､
酒杯をかたむける
漕場はもう しま っ ており
冷えた白ブ ド - 酒 と
わたしは大切に胸のうえに さげて います
最後は叔母の クラ ラが遺体をもらい さげて い っ た
黒 い オルガンが裂けて
アク マ のす ぺ つ こ い仏陀が叫び
祈の ない 叫び声と
形のな い魂 の 叫びまで しめ あげて しまう ｡
声 の な い 叫びは
傷 つ い た鳥や獣の 叫びで い っ ぱ い だ っ た
けたたま しく悲鳴をあげて 叫び ま した
何度､ 声にならな い 叫びを上げたろう
海は 一 つ の 叫びに変れ
叫び声
祈の ない 叫び声と
さけめ 裂け目
0 65 0 1 4
さける 避ける
15 0 0 60
さけんだ 叫んだ
0 1 4 0 2 6
さけ目
0 7 3 0 2 0
死せ る魂に､ 大きな裂 け目をつ くり
時代の 風圧を避けるの にせ い - ば い で ､
おお主よ と叫んだか披考えてみたらい い
大い なる壊乱雲の さけ目をみ つ めた
ささえて 支 へ て
0 1 1 0 1 1
0 3 2 0 1 0
0 3 7 0 0 5
0 4 0 0 0 9
蒼い 干枯びた心臓を支 - て
それは確かにわたしを支 へ て い る
ほん の わずか に震 - る根を支 - て ゐる
たゆみながら 一 つ の扉が支 へ てゐ る
3 80
ささえて い る
o 37 0 0 5
o4 0 0 0 9
支 へ て ゐ る
ほん の わずか に震 へ る;限を支 へ て ゐる
たゆみながら 一 つ の扉が支 へ てゐ る
ささえら 支 へ ら
0 2 3 0 0 7
o 4 6 0 5 4
きさげて 捧げて
14 6 0 之3
さきげよう
12 8 0 12
さざなみ
1 0 7 0 1 0
ささ へ て い る
03 2 0 1 0
さざめき
0 0 1 0 1 2
ささや かな
1 67 0 44
ささやき
0 8 4 0 1 3
17 2 023
さされた
0 1 6
不幸に支 へ られた白い 肉体は
群青に支 へ られ 限を彼岸 へ投げながら
お祈りを捧げてい る と ころで した
捧げよう
紅バ ラを捧げよう
さざな みは海を渡 っ ても
支 へ て い る
それは確かにわたしを支 - て い る
星連の さざめきの蔭から
一 行 の ため の ささやかな詩が
マ リリ ン ･ モ ン ロ ウの せ つ な い性 の ささやき
- 一
雲 の さ さやきに耳をすます
oo 9 君らの機械にア ブ ラがさされた
さざ波
1 1 4 0 1 0 冷たくな っ た功口排カ ッ プ の さざ波に
- -
さ じ 匙
o5 2 0 05 ひ とりで牛乳を匙ですく っ て
さ しこむ
o 6 3 0 1 2 窓からさ し こむ月光の したで
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さ しこ んで くる
o 1 4 0 1 1 うすい 陽の光が胃の蹄 へ さ しこ んで くる
さしみ 刺身
18 6 0 7 9 宴席の大きな皿に盛られた海の率､ 鯛や飽の刺身も
さ し込まれ
o 62 0 2 3 思い乱れたわたしの頭髪にさ し込まれ
さす 刺す
165 0 1 0 刺すような視線をあびせ て
さすら っ て
1 68 0 0 2 霧の 海にさすら っ て い く
ざせき 坐席
o 4 1 0 7 9 坐席があなたを動けな く した
ざせき 座席
03 5 0 1 0
させ つ 左折
14 5 00 5
座席か ら
芋虫色の 車を時間外駐車で路上に放置 し 道徳の坂を下り左折してまた坂を登るとす(
o 右
さそわれ
1 5 4 00 7
1 9 2 0 0 5
さそわれ 誘われ
1 33 0 0 3
1 68 0 0 8
悲 しみ の音色にさそわれ
遠くかすかな潮騒の ひび きにさそわれ､ 海にむ か っ て ひき寄せられて い くが ､
人間蛾は街の燈火に誘われる
はるかな雲に誘われ
さそ われる 誘われる
13 3 0 0 3 人間蛾は衝の燈火に誘われる
サタ ン
o 2 6 0 2 7 サタ ン の 廻を棄て
ざつ おん
0 2 8
0 28
0 4 1
17 9
雑音
o 1 9 文明的なもろもろの雑音の 性格により
o 6 8 そ こ にある雑音はまがりくね っ て
15 0 衝 の雑音はあなたの 司を不注意に した
o 1 2 街 の 雑音からはるかに遠く
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さ っ か 作家
0 5 7 00 9
1 1 3 03 4
1 4 2 05 6
さ っ か く 錯覚
1 8 6 0 3 5
さ っ き 殺気
0 3 3 0 1 1
ざ っ し 雑言志
14 8 0 1 2
15 0 0 2.1
15 0 0 51
15 0 0 7 3
15 0 0 7 6
1 6 0 0 6 6
さ つ じんて きな
1 4 2 0 3 8
ザ ツ ツ ･ シ ー
14 6 0 3 3
さ っ て ゆく
0 2 7 0 1 9
03 5 0 1 6
08 0 0 1 1
戦争ぎらい の ドイ ツ の作家が
行きづま っ た 一 人の作家が
異端者や地下の作家や哲学者を根絶や しにする
そ んな錯覚もあるんで すかね?
殺気だけが風の如く起ち上り
新宿の 同じ酒場の 常連で ､ 同じ雑誌の仲間だ っ たが､
きみから送られてきたそ の 頃の 六冊の維誌を見て い る と､
彼は我々 の雑誌の創刊号に ､ 玉 の井 の婿婦と客との 交渉を扱 っ た ｢据招+ を書き､
きみから送られた昔の 雑誌を手に して ､ な つ か しい面影に出会い ､
昔の 雑誌が見 つ か っ たとい う の は､ 私 にと っ て幸運で した｡
かれ の名は雑誌やア ン ソ ロ ジ ー で さえめ っ たに見かけなくなる
殺人的な
殺人的な電流装置で閉された国境をやすやす越え
｢あの 女だ l (ザ ッ ツ ･ シ ー ) 早く掴まえて! ( ゲッ ト ･ ハ - ) +
去 っ て ゆく
体温から去 っ てゆくひびきたち響たち
来るもの と去 っ て ゆくもの が
立ち去 っ てゆく航跡に は
さ っ と
0 4 5 0 0 2
0 6 6 0 2 9
1 8 1 0 3 0
ざ っ とう 稚踏
18 3 010
さ っ とう して
07 2 0 0
.
5
さ っ ばり
さ っ と青 い 畳の う へ に来た
さ っ と影 の カ ･ - テ ンをひ い たの は
さ っ と顔色を青くする
さかりどきの雑踏は無秩序にみえるが
殺到 して
せまい 競馬場の 入 口に殺到 して くる
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1 4 6 0 3 7
17 3 0 3 9
さ っ ぶうけい
10 6 0 0 7
さと 里
13 9 0 0 7
14 4 0 1 0
17 2 027
出口がさ っ ぱりわかりません
なの に こ の 世はさ っ ばり よくならない
殺風景
いくら厳粛な集まりでも これはひ どく殺風景だ
さまよ い疲れて歩い た道の幾千里
い さら波打 つ まぼろ しの 暗女の 里は遠い
箱庭の ような故里 が
さと っ た
15 0 0 4 6
さとり 憤り
1 82 0 2 2
きばき
0 7 2 0 1 8
さばきて 裁き手
1 6 1 0 1 2
さばく 抄漠
0 1 7 0 0 1
0 1 7 0 0 8
0 1 7 0 2 6
0 1 7 0 2 9
0 1 7 0 3 6
0 1 7 0 4 4
0 2 5 0 15
さばく 砂漠
00 8 012
0 15 0 2 0
03 9 10 8
09 6 0 18
1 4 8 0 4 8
さび しい
086 0 0 6
0 9 6 0 1 1
1 1 2 0 3 9
｢誇り得るもの+ を失 っ たとさ と っ たとき､ 彼は こ の 世から転向して い っ たの だ｡
日月 の 長さは憤りだから
結局 の と こ ろわれわれの 期待も､ かれらの手綱さば きで
たが おの れの裁き手は
ひろい 沙漠にはの どかな樹が
怒 っ てゐ る沙漠に
い かん よと沙漠か ら声がしたら
沙漠の 果から灰が見えなくなり
沙漠の 唄が樹の上でも涜行 し
は じめて沙漠が映笑 したの で
沙漠の 舌をぬらし
すてて 砂漠 へ逃げて しま っ た やがて斬らしい靴の
白い 砂漠の 上に住んでゐ る
あなたの砂漠は油の匂がする
あの 頃想の 闇の コ ア には生きてい る砂漠があるんだ
それから､ 少年の 日の ように月の砂漠 へ 出発 した｡
きび しい 笑顔をの こ して女は去 っ た
きみもぼくも疲れた さび しい 旅だ っ た
さび しい 酒場の女たちを相手に
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17 0 0 1 2
17 3 0 0 5
17 7 0 1 0
さび しい 寂 しい
0 6 1 17 6
0 9 1 0 1 0
さび しく
11 5 0 1 0
1之7 0 2.4
さ びた 錆びた
0 15 00 5
0 4 1 02 1
0 8 5 0 2 5
1 6 7 0 6 1
さび し い 男の朝 の独白)
ち ょ っ と さび しい コ ー ヒ ー ブ レ ー ク
きみ はさび し い広場に い た
寂 しい 父よ､
劇場やホテル の ロ ビイに立 っ て い る寂しい 人影からうまれ
一 千年 の 別離もさ び しくはない
ときに男をさびしくさせる
錆び たピ ン で留め られ
錆び た鉄柵に覚れる小男の 悲哀よ
イ ン クや涙や食塩で錆びたりしない
錆びた針金 の蔦におおわれて
さびたり 錆び たり
o 8 5 0 2 5 イ ン クや涙や食塩で錆びたり しな い
さびて 錆び て
0 9 9 0 0 9
14 8 0 2 5
さびれた
07 3 0 0 5
0 9 1 0 0 2
- - 開 く こ ともな く錆び て しま っ た鉄の 門
ぼくらの 骨は錆びて い っ たの だろう｡
さ びれた海水浴場の岸壁にぶ つ か っ て
さびれた国道 に つ づ く町工場の
サ フ ァ イヤ
o o 5 0 19 掌放 どの サ フ ァ イヤ がある
さ へ ぎり
o 4 6 0 4 6 い く つ も の扉 のやうに行手をさ へ ぎり
さ べ つ 差別
14 2 0 3 9 言語の 障碍 人種の差別を超えて
さ放う 作法
124 0 1 7 礼儀作法にかなわなか っ たら
1 5 8 0 1 8 それがきみの作法だ っ た
さま
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0 1 2 0 0 7
04 0 0 1 8
04 2 0 0 9
05 3 0 0 8
05 4 0 2 9
06 1 1 8 7
0 62 0 0 9
0 64 0 23
0 6 6 0 03
0 7 0 009
1 0 1 04 2
1 0 3 0 0 7
11 2 036
12 1 0 0 4
12 4 03 6
13 7 0 0 9
13 7 0 1 0
13 9 0 0 7
1 43 012
1 4 3 018
1 4 9 01 5
1 50 0 2 2
1 5 1 0 3 8
15 4 0 0 5
160 0 7 1
163 0 03
1 65 0 0 7
1 70 0 0 8
1 8 6 0 7 5
さま 様
0 1 7 0 4 0
0 2 8 01 5
05 0 0 16
05 1 0 2
0 6 9 0 3 4
1 00 0 6 1
17 4 00 9
18 8 0 4 7
さまざまな
15 0 0 2 2
1 60 0 7 1
雲の ア ル バ ムには さまれた
ア へ ロ ン の 岸にさまよう亡霊 の ご とく
すさま じい 寒さが吹き つ けて くる
黄ろい髪飾だけがふわふわと蝶の ように宙にさまよ っ て い る の です
Mよ 都会の 胃袋をさま よい ながら君が噴い て い たこ とを - -
あてもなく街をさまよい ながら､
い までも空中をさまよ っ て い る姉さん!
ふた つ の 亡霊がさまよう､
黒犬があてもなくさま よ っ て い っ た｡
あさま しい 祈りの こ とばを口に し､
死霊とな っ てさまよう兵士たちよ
きまよう素足をもち
あさましい 利害関係の なかでたたかい ながら
天気披神さまに 世界は新聞に
無人の 巷をさまよう
天地をさかさまに して
入日の さまを覗き見してきたのだ
さまよい 疲れて歩い た道の 頬千里
岩床に つ くばうあさま しさを患う - - - ･
み じめ であさましい 生きた心 よ ･ - - -
そ の さまで よい
記憶の 中で見逃して い たさまざまな事柄に気づ かな い わけにはい かな い ｡
愛を求めて さまよい
思い 思い にさまよう
アメ リカ社会における成功の蔭にある失敗の さまざまな痕跡が
迷路をさまよ っ たあげくに
わたく しにはあさま しく映 っ て い て
ホテ ル の 部屋から戸外 へ とさまよい 出た
時間の さまざまな変形態にすぎぬ)
なむ天にま しますキリス ト様よ
工場 の透明な模様の 中に編まれ
括字の 置き換えや神様 ご っ こ - 一
神様をだます時が来たo
神様 とお っ し や るひとが住んで い たんだ っ て
ペ イヴメ ントには水玉模様の 少女があふれ
きみは意外に元気な様子で近況を語 っ てくれ､ 心境まる十五分か二 十分であ っ た｡
公害を憂えたり､ 伝統の 喪われてい くのを嘆くの と同様､
記憶の 中で見逃 して い たさまざまな事柄に気づかな い わけには いかな い ｡
ア メ リカ社会における成功の蔭にある失敗の さまざまな痕跡が
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18 6
さます
0 3 6
0 7 5 時間の さまざまな 変形態にすぎぬ)
覚ます
0 1 2 おれの 睡眠を呼び覚ます
0 5 1 0 2 2 あとで こ っ そり限を覚ますこ とだ ､
さまよい
0 5 4 0 2 9
0 6 1 18 7
13 9 0 0 7
15 1 0 3 8
17 0 0 0 8
さまよう
04 0 0 1 8
06 4 0 2 3
10 1 0 4 2
1 0 3 0 0 7
1 2 4 0 3 6
1 5 4 0 05
さまよ っ た
1 6 3 0 0 3
さまよ っ て
05 3 0 0 8
0 6 2 00 9
0 6 6 00 3
さみ しい 淋 しい
00 2 0 0 4
03 9 0 7 8
052 0 2 5
05 3 0 5 4
05 6 0 0 3
05 9 013
0 62 0 0 7
06 4 0 2 1
07 5 0 0 1
0 7 5 0 1 6
0 9 5 0 1 5
1 4 8 0 2 7
1 5 0 0 4 8
M よ 都会の 胃袋をさまよい ながら君が噴いて いた こ とを - -
あてもなく街をさまよい なが ら､
さまよい 疲れて歩い た道の 幾千里
愛を求めて さまよ い
ホテル の 部屋から戸外 へ とさまよ い 出た
ア ヘ ロ ン の 岸にさまよう亡霊の ごとく
ふた つ の 亡霊がさまよう､
死霊 とな っ て さまよう兵士たちよ
さまよう素足をもち
無人の 巷をさまよう
思い思い に さまよう
迷路をさまよ っ たあげくに
黄ろ い髪飾だけがふわふわと蝶の ように宙に さまよ っ て い る の です
い までも空中をさまよ っ て い る姉さん!
黒犬が あてもなくさまよ っ て い っ た｡
(落葉 は降りしきる あ ゝ 淋 しい 曲を聞いた)
淋 しい もの に遠ひない
誰もい ない 淋 しい部屋を夢想する
淋 しい わた しの足跡は落葉に埋 っ て見えません
そ して彼の背中の ように淋 しい 風景がそ こにある
淋 しい 睦毛と
淋 しい 飛行の夢だけだ
- - とて も淋 しい わ ､
淋 しい ブイ は
淋 しい ブイ よ
誰だ っ て僕 の ように淋 しい 夜道を走るだ ろう
背中に淋しい 影を宿し､
生理以外に在り得ない とは､ ずい ぶん淋しい 話である ｡
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さみ しが っ て い た
0 3 8 0 3 0
さみ しさ 淋 しさ
04 2 0 0 3
05 0 0 1 9
05 8 0 2 7
0 63 0 2 2
07 2 0 7 0
0 9 8 0 13
1 0 1 052
さむい
0 6 9 014
さむ い
0 1 3
03 3
0 39
0 4 1
04 6
05 3
10 5
10 9
1 67
さむさ
0 2 7
0 4 1
0 4 2
0 5 4
0 6 1
0 6 5
0 8 8
10 1
17 7
寒 い
0 2 5
0 0 7
1 0 0
0 4 1
0 5 5
0 2 5
0 0 7
0 0 6
00 6
寒き
0 1 1
0 3 5
0 0 9
0 3 5
1 7 2
011
0 2 6
0 6 0
0 19
さむざむ
03 0
サ ム ライ
1 8 1
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淋 しが っ て ゐた
屋根の みを叩い てはひ とり淋 しが っ てゐた
あなたの 淋しさは
｢淋 しさ の 申に落葉がふる+
そ の孤独の こだまの なか には淋しさ の 本質がちょ っ ぴりあります
広大な淋 しさ の ひろがりに
こ の 淋しさ の波紋
誰の もの で もな い 淋しさが
稽散弾の ようにふりそそ(k 淋 しさに耐え て ゆ こう
暗くて さむい
ネム の木は寒い よ諸君
寒い廊下をわた っ てきた
木と木の 間の寒い廊下に倖んで
夜 どほ し歌 っ てゐ るな 寒い 舷牽の なかで
あなたはやはり寒い の か
こんなに寒い基地なの に
着るには暖かすぎ､ 脱そにはまだ寒い 三月 ､
黄昏 の寒 い灰色の
春 とい うにはまだ寒い が
そちらの 方から寒さが吹き つ けて くる
寒さが体を凍らせ るまで
すさま じい 寒さが吹き つ け て くる
行方の知れぬ風の 寒さに身ぶるい する の だ
寒さに震えながら､
あ っ た｡ 寒さにふ るえながら
椅子の うえで寒さ にふるえて い るぼくの 手足を
きび しい 寒さがしみとおり
寒さに耐え て い るもの よ
寒々
o 2 4 光りは堅 い金属の やうに寒々 として
o 1 2 サ ムライ の 真似を した
さめた
0 6 9 0 2 7
14 2 0 4 6
さめた 覚めた
0 14 00 3
0 20 00 5
04 1 0 1 7
さめて
0 3 9 1 2 0
14 6 0 5 8
さゆうに 左右に
0 4 7 003
さよく 左翼
1 4 2 0 0 6
さよなら
02 5
02.5
05 0
0 5 2
0 5 3
0 5 4
180
0 4 4
0 4 6
0 2 7
0 2 3
0 3 8
0 9 9
0 5 1
さら 皿
0 20
0 28
0 33
0 3 4
0 5 5
0 5 7
0 5 7
0 7
0
0
1
1
1
8
9
0
0
8
0
8
8
6
8
6
0 1 1
0 0 9
0 1 7
0 1 7
049
0 1 0
0 3 2
0 4 0
0 4 8
0 1 5
0 1 9
0 0 8
0 7 9
そ こ に放 さめたス ー プをまえに して
悪い夢からさめた人の ように首をふるの である
頭の 大きな楽器が目覚めたらしい
眼が覚めた
不図 目覚めたとき披
静かに愁ひをな(h さ め てくれる
限がさめ て み ると
左右に拡げる黒い蔭! 二重 の ドア !
左翼 に対する架空の均衡を つ くり出すため に
さ よならさ よなら長い午睡の
さ よなら
｢さ よなら､ 太陽も海も信ずるに足りない +
あなたは どうして人生にさ よな らを告げたの か
大好きな 空にさ よな らを告げて
過去にも未来にもさよならして
たねo しか しそれはそ うそうあるもの じやな い ｡ 違うもの の 方が圧倒的に多い - o で は ､ さ よ ならK･Ⅰ･
皿 に落せ ば貝の ひびき
哀訴の蒸気を吸殻 とともに皿 の 上に捨てる三重 の硝子の 向ふの 銭格子の 中の
青い 皿 の あたりに葉脈を
水平の 皿 の う へ
あぶらぎ っ た 一 皿を平げたような顔をする
ぼくらに 一 枚 の絵皿を見せ たこ とがある
レ ッ テルでもなければ 絵皿の 風景でもな い
汚れた皿拭き布があるだけなの だ､
こ れはお茶碗 こ れ汝お皿
ぼくの 灰皿から
かれの額は 西洋皿の 平面の ように広く
食 べ ちらしたケ ー キ の 皿や
宴席の大きな皿に盛られた海の幸､ 鯛や飽の刺身も
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1 89 0 3 3 カチ ャ リと皿にあたる小さな音が
さらさらと
13 0 0 1 2 さらさらと水がながれ
きらした
101 0 4 1 白くさらした骨をふきよせ る夕 べ に
さらして
15 2 0 2.4 醜い 現実の姿をさらして い る
サラダ
o 8 4 0 26 なま臭い サ ラダとサ ー ジ ン の 匂い を発散する
さらば
0 6 1
1 1 2.
1 3 2.
14 3
1 67
0 2 6
0 48
0 14
0 1 4
0 6 7
酒と女におさらば して ､
さ らば だ 戦友
八方破れの 吉凶よさらば
噛息の 諺言におさらば して
愛しきもの よ さらば
サラブ レ ッ ド
o 7 之 0 0 3 い ま評判の サ ラブ レ ッ ド四歳馬を見よう として
サラリ ー マ ン
o 58 03 7 サ ラリ ー マ ン や労働者を相手に
o 61 0 4 0 青白いサ ラリ ー マ ン が歌 っ て い た｡
さられた 去られた
o 17 0 3 4 雨の 中を盗み去られたこ とには
さらわれた
o 5 9 0 2 8 波にさらわれた母 と美 しい 少年を許せ !
さり 去り
02 0 0 0 9
1 0 8 0 2 4
1 1 9 00 5
14 2 0 5 3
16 9 0 17
骨の かたちを残 して去り
老 ヘ ー ゲ ルは来り去り
去りゆく時の
義に昏 (くら) い者 イデオ ロ ギ
ー に よ ろめく者が立去り
去りゆく艦 の闇で は
さりげない
o 7 6 0 0 5 さりげな い ぼくの 微笑も
390
o 8 9 0 3 4 さりげな い 心 の 素描が ありますが - - )
さりげな く
0 6 1 0 7 1
15 9 0 0 8
17 4 01 0
18 0 05 0
さりげな く煙草をくわえて
目顔でさりげなくうなずく
最後にきみ はさりげなく ｢声を聞かせてくれてありが とう+ と言 っ て､ 電話を切 っ た.
｢ど こ かで会 っ て ､ さりげなく挨拶を交したような ､ 奇妙な余韻をひい て い くと ころ+ それ汝私にしてもそうで し
さりゆく 去りゆく
11 9 0 0 5 去りゆく時の
16 9 0 1 7 去りゆく臆の 闇では
さる 去る
00 5 0 3 6
0 07 013
0 39 0 46
0 7 3 022
0 7 5 0 0 5
0 7 9 0 1 9
0 8 6 008
10 6 0 32
12 8 0 3 1
18 7 0 2 1
さわい
12 1 0 1 4
15 9 0 0 7
さわいで い る
12 1 0 1 4
さわい で い る
0 1 4 0 1 8
ジ ャ ケ ツ を着て歩み去る
阿片の軽艇 (ボ ー ト) は霧の 中 へ 青い 泡を残 して去る べく 一 人 の少女を誘拐
遠い街 へ 走り去るが い い
ぼくらを運び去るもの は
あの ブイ をとり去るこ とはできな い
ぽくらは黙黙と逃れ去るだ ろう
海岸から男たちの影を洗い 去るであろう
正直な静めを抱い て 立去る べ きで はな い だろう
旗を立てて去る者
こ の 世から立去る
きわい で い る血を しずめるために - -
今 生の 別れかと心 はさわい だが
さわい で い る血をしずめ るために 一 -
騒い で ゐる
エ ロ ス よ エ ロ ス よと騒 いで ゐると
さわそ
o2 5 0 20 わづかにさわそ葦の触手を見る
さわさわと
1 49 009 さわさわと 口づけをする
ざわめき
o2 4 0 0 2 脳髄は青く透明である ざわめきの聞こえる孔には栓をつ め
o 2 8 0 4 4 教本の 太い樫の木がゆれる樫の菓の ざわめき
3 91
o3 2 0 0 4 光 のざ わめきも遠ざかり
19 1 0 0 6 樹樹の ざわめき
ざわめく
1 67 0 3 4
きわやかな
0 5 06 1
さわやかな
0 2 5 0 5 6
さん
0 2 6 0 0 1
02 7 0 0 6
03 9 0 0 3
05 2 0 0 3
05 2 0 0 6
05 2 0 1 4
0 5 2 0 2 1
0 5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2 02 6
5
5
5
5
5
5
5
5
6
0
0
0
0
0
3 0 1 3
3 022
3 0 2 3
3 0 2 4
3 0 4 2
3 0 4 7
3 05 9
6
6
6
6
6
3
1
1
2
2
2
2
08 5
10 0
0 6 2
03 1
1 1 0
0 0 9
0 1 3
0 2 7
0 3 4
0 29
0 6 2
1 12 0 4 0
1 13 03 3
1 2 8 0 0 9
1 2 8
1 3 3
1 5 1
0
0
0
2
2
2
5
2
9
ざわめく樹樹の あわい
さわやかな朝の風が
爽やかな
爽やか な朝に墓場の 鍵が配られた とき
たくさん の 硝子が改めて ある
たくさん の 吸殻が落ちて きた
さんざめく市場の広さもな い
う つ くしか っ た姉さん!
ほそ い 咽喉に涜 し こんで い る姉さんl
純潔だ っ た姉さん!
姉さん !
姉さん!
姉さん の かたみの 水晶の腕輪がわた しの冷たい 手錠で
い つ の まにかわたしはお姉さん の お墓の前に立 っ て い ます
永い あい だ眠 っ て い たお姉さん!
い つ もの ようにわたしはお姉さんさ ようならを告げる ことが出来ません
お姉さん 何処にい る の
死んで しま っ たお姉さん !
美しく繊細で やさ しか っ たお姉さん!
お墓の なかで お目覚め にな っ てい るお姉さん !
さん ざめく裏街の どん底で ､
どれだけたくさん の罪が心 の なかに閉ざされて い るかを.
いまでも空中をさまよ っ て い る姉さ ん!
いちばん美し い使 い である姉さん!
姉きん!
姉さん !
文明批評はもうたくさん
たくさん の 人がプ ー ル に つ か っ て い た
水が酒に 欲望がも っ とたくさん の 浪費にならない とこ ぼ してい る
喜んで処刑される者もたくさんあ っ た
｢み なさんが助けて くれな か っ たら
演鋭ぶ っ たは次期首相の福田赴夫さん
せ めて い っ さ んに駈けてい きたい
おまえをおとうさんと呼んで い る娘を裸にし
392
17 1 0 0 9
- - ･ - - 五 番目が ハ ニ ヤ さん
174 018 (きみが美 しい奥さん と結婚 して ､ み んなに羨まれなが ら､ 西荻窪の ア パ ー トに住ん で い たときの ことだ)
サン ･ シ ャ イ ン
14 8 05 0 サ ン ･ シ ャ イ ン とい う温室の喫茶店で休憩 し､
サン ･ ペ ニ ル街
o9 7 0 0 5 サ ン ･ ぺ エ ル街七十 一 番地に ､ 永遠に雨を降らせ るだろう ｡
さんが 山河
o 4 4 0 0 5 鳥撤すれば山河
さんかげ つ 三 カ月
174 0 0 6
さんか し 参加 し
1 45 02 8
さんが つ 三月
10 5 00 4
10 5 0 0 5
10 5 0 0 7
10 5 0 08
10 5 0 1 3
10 5 0 15
18 8 07 5
サ ングラス
128 0 1 1
さんげき 惨劇
103 0 2 9
さん ご 珊瑚
00 1 0 0 3
19 2 0 1 9
ざん こく 残酷
03 9 0 4 0
1 3 6 0 1 5
1 4 2 0 1 9
1 8 8 0 7 8
早く頑迷固暗にかえりたい ｡ あと三カ月で六十才+ と書い てあ っ た｡
オ ー デ ン は ス ペ イ ン内乱に参加 しなか っ たと いう ニ ュ ー ス を聞い た
暗くあれ､ 三月､
魚釣りには草すぎ､ 狩猟には遅すぎる三月｡
着るには暖かすぎ､ 脱 そにはまだ寒い三月､
街角を静か に走れ､ 三月｡
こ の歳月をよ しと しよう､ 三月｡
九月十月には ､ まだまだ遠い 三月 ｡
一 雨 ご とに暖かくなる とい う､ 三月 の雨が
サ ン グ ラス をか けた殿下に
惨劇のおわりにはうず潮がひ と つ
珊瑚を撒き散らし
助か っ た! 丘遼死にたくはな い o 限は真珠に､ 骨は珊瑚にな っ たとか いう､ 五尋の 海底の 父になるな んて ごめんだ
あなたの微笑はほ とん ど残酷にちかい
残離さ こそ 愛な の に
も っ と残酷だ とい うこ とを
もうす(, ､ ｢荒地+ の最も残酷な月｡
393
ざん こくさ
1 3 6 0 15
残酷 さ
残酷さ こそ 愛な の に
さんさく 散策
o 2 8 03 9 信仰や箸や石鹸や喜ろこびや散策があるやうに
さんざめく
o3 9 0 0 3 さん ざめ く市場の広さもな い
o 6 1 0 3 1 さん ざめ く裏街の どん底で ､
さん しど 三 ､ 四度
1 65 02 9 カ ン フ ル の注射を三 ､ 四度射 っ ただけであ っ た
さんじやく 三尺
o9 0 0 0 7 方三尺玉寸の 天地を つ くるために
さんじ ゆうごねん 三 十五年
1 48 0 0 3 三十五年ぶりにたよりをよこ した｡
さん じ ゆうねんかん 三十年間
17 4 0 1 1 こ の 三十年間､ ぼくはきみに 一 度も電話な どしたこ とがない ､ ち ょ っ ぴり心が痛み ､ それはなぜ かと考え出すと､ 疑
さん じゆうねんだい 三十年代
o9 6 0 1 5 文明色なら もう古くな っ た三十年代流行の セダン の
1 60 0 6 3 三十年代末から四十年代 にか けて活躍 し
さん じ ゆうねんだい ま つ 三十年代末
1 6 0 0 63 三十年代末から四十年代にかけて 活躍し
さん じゆうねんまえ 三十年前
12 7 01 0 三十年前か
さん じゆう の 三 重 の
o 28 0 0 9 哀訴の 蒸気を吸殻 とともに皿 の上 に拾て る三重 の硝子 の 向ふの銀格子の 中の
さん じ ゆうろくとおり 三十六 とおり
0 72 0 2 6
さん し よくき
07 4 0 1 3
さんだんかい
10 0 03 4
三十六とおり結論があるだけなの に
三色旗
三色旗を つ けた巨船の うえにあるもの は
三段階
三段階の すじ書きどおりに
394
さんちゅ う 山中
1 9 0 0 0 4 父がうまれた村は山中に あり
サン ドイ ッ チ
10 8 0 1 7 おとな しくサ ン ドイ ッ チ を食 べ ながら
さんにん 三人
o 54 0 5 1
0 9 9 0 1 1
124 00 3
14 8 0 3 1
150 0 1 5
1 88 0 3 4
ざんにん 残忍
o 7 0 0 5 1
14 2 1 1 5
さんにん し よう
15 0 0 15
賢い 三人の友に会うの で ある
今で は - 一 一 人の 妹は三 人の 子供の
三人の 男は い まは トン ズラ
同じ輸送船でス マ トラ島に送 られた転属組の 十三人だ っ た｡
三人称で戯画的に書い て い るが ､
そ の 間､ 昔 の仲間が､ 三人死ん で い る ｡
あなたの 五本の 指はどん な兇器 よりも残忍で ､
｢残忍な歴史の凍れはくい とめられない とか
三人称
三人称で戯画的に書い て い るが､
ざんにんな 残忍 な
14 2 1 1 5
さんにん の
0 5 4 05 1
0 9 9 0 1 1
1 2 4 0 0 3
｢残悉な歴史の流れはくい とめられない とか
三人の
賢い 三人の友に会うの である
今で は - 一 一 人の 妹は三人の 子供の
三人の 男は い まは トン ズラ
さんば し 桟橋
10 2 0 0 2
1 02 0 1 0
みんな日暮の桟橋に集 っ てくれ
みんな夜明けの 桟橋か ら散 っ てくれ
きんび や くねん の 三百年の
o 7 2 0 4 2 ( すくなくとも三百年の伝統に従 っ て
さんぽ
0 1 1
0 3 9
0 5 4
0 6 3
18 3
散歩
0 0 2
0 7 6
0 2 2
0 1 9
0 25
ぞろぞ ろと卵が散歩してゐ る
焼けて しま っ た昔の あたりを散歩する
ながい こ と散歩したね
しばらく部屋のなかを散歩する
の んびり散歩 したりする人吐いな い
395
さんぽしたり
18 3 0 2 5
さんぽして い る
01 1 0 0 2
散歩 したり
の んびり散歩 したりする人はい な い
散歩して ゐる
ぞ ろぞ ろと卵が散歩してゐ る
さんぽする 散歩する
03 9 0 7 6
0 6 3 0 1 9
さんまい の
173 0 4 6
焼けて しま っ た昔の あたりを散歩する
しばらく部屋の なかを散歩する
三枚の
汚ない 三枚の 毛布にくるまれば
さんれ つ 三列
106 0 0 1 ありきたりの記念写真の スタイルで 三列にならび
さ迷ひ
o 2 6 0 1 6 煽痛傘とともにさ迷ひ
サ ー カス
0 5 8 0 3 9
0 5 8 0 4 2
サ ー ジ ン
0 8 4
し 死
00 5
00 5
01 2.
0 15
0 1 9
0 2 1
0 2 5
0 2 7
0 3 9
03 9
0 4 6
0 4 7
0 4 9
0 5 0
0 5 1
サ ー カ ス の 看板がこが らしに吹かれてい ます
サ ー カ ス の むすめ の写真をなが めな がら
o2 6 なま臭い サ ラダとサ ー ジ ン の匂 い を発散する
03 2
0 3 5
0 1 3
0 1
0
0
0
0
0
1
0
1
4
2
6
1
0
0
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0
0
9
7
9
8
4
0
0
0
1
1
1
1
8
8
0
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人々は仮死の 状態で あ っ た
昆虫は死んだ
- たまりもな く仮死におち
死んだもの は壁の 中に
脚はい つ か死んでゐ る
夢見 つ つ 死んで しま っ た
死 の影が拡大される
死から遠ざかるために
死者をして死者を葬ら しめよ
死の 谷間が深いやうに
擢で虚を打ちながら 必死に進む触の方位を
臆 ろに姿を現わすこ の 髭だ らけの死者は誰だろう
戦争で死んだ Mよ
- 一 死 に そ こ な っ て みれば ､ た しかにそ の とおりで あっ たo
寝台 のうえに倒れ､ 死んだ真似をして
396
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こ っ ちを見凝めて い る鍵穴を必死 に覗きかえす
愛と死の隠れんぼはや っ ばり楽 しいもの だろうか
死にそ こな い の わたしは
死んで しま っ たお姉さん !
死地に赴く僕たちに
冷気は死の 滴り - -
死 の滴りは生命の 小 さな灯をひ と つ ず つ 消してゆく
死ぬ こ とからとりの こ された僕たちの うえに
死んだ男の ために
死はい っ そう強い 酒にすぎぬだ ろう+
死の ガ ー ドをもとめ て
街披死んで い る
パ ス カル の 読み方を教えた青年が戦死し
彼岸はい つ も死の 国の ように静かで ある
溺死人の 行列が手足を藻で しば られて､
マ イ ナス ニ古ま死でな ければならぬ
死が - ばい詰ま っ て い る+
沸死人が 声もなく天にむか っ て叫ぶの を - -
生 と死 の影が重なり､
生ける死者たちが空中を歩きまわる夜がきた ｡
生 と死の 予感におの の く魂の ように ､
死者の 侵入を防その だ ｡
死 と生の 予感におの の く魂の ように､
二 十年もむか しに死んで
死者の 国の
死んでも死にきれるわけで はな い の だから
そ して 永遠に死んだふ りをして い る の で すね
あなたは固く睡毛をと じて死ん だふりを して い る
坐 (なま) パ ンで さえ死の 匂い がする ｡
ゆれる燈火と死魚の影があるばかりであ っ た ｡
死せ る魂に､ 大きな裂け目をつ くり
死せ る魂をゆ.り起 し､ 夢に見たレ エ テ の 河が
空中に軽い死の 飛沫をうちあげ
水死 した処女の乳房をさ(p り つ づける.
ぼくが死んだ らどう しようとい う の か ｡
冷たい 死 の手が
われわれは自然に よ っ て死 の深さを直観する
多くの 友が死に
さらに多く の友が死ん で ゆく とき
芦なく して新 しい 死者 と語りあ っ た
死のう と思うまえに
どちらかが死にかけて い る ような
死んだ兵士を生きかえらせ る こ とは
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いくたびか死に
いくたびか死に
ぼくはひ とりの 兵士の死に立会 っ た
なかなか死の うとしなか っ た
死がや っ てきて じっ と縛 っ て い る の が見えた
かれは死んで い っ た
かれは永遠に死んで い っ た
かれの 崇高な死が
死ぬため に
ぼくらはすでに こ の 歴史の 内では死んだ着
岸辺に つ かま っ て死んだ魚の
けれど死んだ眼をひらい た少年には
｢い ま死の影が
こ の 街に生れて こ の街に死ぬ
かれが きみに死ね と言うなら
た っ たひ と つ の死にも
どう して 人間がすこ しも苦 しまずに死ねようか ?
こんなふうに父が死ねば
死にはデリケ ー トな思い やりがあ っ た
ス ム ー ス なス ム ー ス なあなたの 死顔を｡
ぼくらの死から誕生にい たる
｢何百万の 死者の 霊とともに
死はい そがぬけれども
死の穫りい れがおわり きみたちの 任務はおわ っ たから
死霊とな っ てさまよう兵士たちよ
魂は死んで 二度と生れて こない から
一 人の 勇士を死なせ てから - -
死 の 季節がや っ てくるから
生れかわるために披､ 死なねばな らない と､
死にたくな っ た｡
死よりも暗い ｢病院+ で
われわれは死ぬ ほかはない +
自由の 死に
死の匂い甘美な横丁で
死にたくない と雪が降り
精神病棟で比較的おとな しく死ぬだけだろう
非道な暴力に抵抗 して 自らの犠牲と死の覚悟で第 一 線 に立ち
詩を書くより死んだ狂うがま しだ
死にたき心の
夢の厚着で肥りすぎた詩人には真偽はどちらでもよく 魂はもうと っ くに死んで い た
若くて死 に憧れて い た母が 一 緒 に死 のうと言えば
生 きる こ とより死を受入れるほうがず っ とたやすか っ たろう
- 瞬の 激情で死に突入 して い たかも しれな い
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死と生が秤の うえでゆれながら均合 っ て い た
死は単な る事実になり
此頃ではてんで死の こ となど考えや しない
ときたま死の匂い を発散させ る若者に出会 っ たりすると
惜しまれる死に方をしなか っ たこ とで
口笛を吹きながらするシ ャ ド ー ･ ボ ク シ ン グが死の レ ッ ス ン ｡
戦争で死んだとおも っ て い た友が､
肝硬変であ っ けなく急死 したとい う報らせを受けた｡
硫黄島に送られ､ 全員戦死 して い た こ とをは じめて知らされた｡
戦死者の 手足が(o るり と輪になり､
半数近くは戦争で死に ､
一 向に死ぬ気配を見せ な い の はどうしたわけか
人の 死も
死はやすらかな眠りであ っ たろう
死にたくな っ て い た の かも しれな い
死亡広告をみる癖が つ い たし
私が知りうるの は シ ュ ワ ル ツが 一 九六六年に五十三歳で死んだこ とだ
かれの 死が均合うの は - 桶 の 汗か
必死に輝きをま して い る
あなたは早く死ねばよい
きみは死にかけてい る の かも しれな い
きみは死にかけてい る のかも しれ な い
ぼくはもう死んで い る のかも しれない
死屍累々の 谷が見えがくれする ので
死んだ 言葉がちらば っ て い て
頭蓋骨を射ちぬかれて死ぬ 一 人 の 男
だがみ よ ヒ ッ トラ ー は死んだんだ
ム ッ ソ リ ー ニ も死んだ
ス タ ー リ ンも死んだ
毛沢東も死んだ
まもなく頓死するだ ろう
い び きをかい七死んで い きながら
死を知らない なんて素敵ではな いか
そ の後 ､ ｢死後の世界+ を読み
｢死後の 世界+ の 明るさを先取り して
ぼくたちは別々に死んで しまうの だろう
欲するように死ぬ
死よりも賛沢な眠りに就く
退屈が死ぬ より怖い からとい っ て
死 の境 い を恐れず突進 し
ジ ョ ン ･ レ ノ ンが射たれて死んだ､ と
と つ ぜ ん の 死は
死を含む共同体で あるみんなの声に耳を傾けて い る と
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われわれは死なぬ
きみ白身は死ぬだろう
まもなく死ぬ
そ の 間､ 昔の 仲間が､ 三人死ん で い る ｡
昭和 の御代に死ぬなん て ､ 愚の 骨演｡
高校 によ っ て は､ 死 に つ い て の教育もなされて い るようです｡
死滅 の予備知識も与えられて然る べ きだ ､ とい っ た方針の もとに｡
誕生と､ 性交と ､ 死に ､
死人 の 眼でながめなが ら
助か っ た! 丘崖死にたくはな い ｡ 眼は真珠に ､ 骨は珊瑚にな っ たとか いう､ 五尋 の海底の父になるなんて ごめんだ
必死の 思い で ､ 前方 の 真 っ 暗闇を凝視するが ､ _iLi何も見えぬ o
詩人は不敵な薄笑い をもらし
詩人は欠伸をかみ こ ろ して立上る
そ して詩人と大学生披駅で しばらく別れを惜 しむだ ろう
今世紀最大の詩人が
これがみ んな詩人だとい っ たら たい て い 驚く
詩人 として の かれの おそろ しい 飛期力をあらわ して い る
高名な美学派の詩人みたい に 口髭をの ば したり刈り こんだり して
詩人な ら孤狼な口髭とか 大切な象徴の 鼻に つ い て
｢おれは詩を書い て い るんだ+ カ アカ ア カ アカ ア カ ア カ ア と
詩人はもちろん屈 して はな らな い そ の 外貌がどうであれ
詩人の本質は変らない それは目にみえな い 奥にあ っ て
詩になるかもしれぬ
やさ しい 謎をひめた詩に
二重行為の詩人は
詩を書くより死んだ扱うがま しだ
夢の 厚着で肥りすぎた詩人には真偽汝どちらでもよく 魂はもうと っ くに死んで い た
現在各種年鑑に よれば詩人とい うこ とにな っ て い る
おまえは そのまま詩だ
きみ にと っ て詩は
詩を終 っ たと感 じたの は
ぞ っ とする ような詩を書き終えるこ とで
苦 しんでまで詩を書こうとは患わない
｢きみが詩を+ ではなく
詩がきみを
二十年も昔に記憶の底 に沈んだ詩人が
っ い ｢詩人+ であると真実を告げる
それで 時間 つ なぎに詩を聞かせて くれとせがまれ 聴衆のもとめに応 じて
哲学的な詩をひ どく陰気な声で 吟諦する
｢それはあなたの 詩ですか?+
｢現代最高の詩人T.S. エ リ オ ッ トの作です+
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1 60 0 3 7
160 0 4 1
160 0 7 9
1 64 0 1 6
16 4 0 1 8
16 4 03 2
16 5 0 2 6
16 6 0 1 5
16 7 04 4
17 0 02 3
18 6 0 3 8
じあい 地合い
17 4 0 2 7
しあわせ
1 7 1 0 0 1
1 7 1 0 04
じい しきかじ よう
18 6 0 6 5
しい たげられし
0 9 2 0 1 6
しい られた
1 5 0 0 6 4
詩人の 気前 と品位 にと っ て は 小さな犠牲で
十四世紀の ス コ ッ トラ ン ドの 詩を口諦さみながら
口請さむ - 篇の詩がなくて !
･ ･ ･ - ぼく の 一 生披詩の 困難でやや暗い
嘘 つ き! 詩人の 資格なし!
- - 詩なんかい つ だ っ てすてられるさ
父汝わたく しの詩の 一 行も理解 しなか っ た
ますます下手になる詩に頭をひね っ たりしながら
一 行 の ため の ささやかな詩が
ぽくの 痩せ た掌に詩の 玉を乗せて くれたら
ええ ぼくは詩人で すから
きみの地合い の 計算には
他者の 犠牲を必要 としな い しあわせは
かぎりなくふ しあわせ になる ｡
自意識過剰
自意識過剰ですよ!
虐げられし
｢虐げられ し
強い られた
彼の才能は枯渇を強い られたの であるo
ジ ェ フ ァ ー ソ ン
0 5 4 14 3
しお 塩
0 4 4 0 1 5
0 5 4 1 5 2
0 7 9 01 6
0 8 5 0 2 5
0 9 4 0 1 4
14 2 07 5
15 3 001
しおさ い 潮騒
00 2 0 0 9
1 9 2 0 0 5
非ジ ェ フ ァ ー ソ ン は独立宣言に署名 しな い
あな たの渇望が ､
塩の 匂 い の する僕の 体臭
苦い 塩を口 にふくみ
イ ン クや涙や食塩で錆びたり しな い
背をやく熱い 塩の シ ー トに転がされ
拷問から解放され 自由を得るため には
青い塩水からうまれた生きもの の
ぼうぼう と潮騒は香く
遠くか すかな潮騒の ひ びきにさそわれ､ 海にむか っ てひき寄せ られてい くが､
401
しおみず 塩水
15 3 0 0 1 青い塩水からうまれた生きもの の
しおれる
128 0 9 2 ネクタイ しおれる
じが 自我
o 5 4 1 2 1 い まは自我をみ つ め微かな わらい を憶い だす
シガア
o41 10 0 あなたの部屋にはシ ガア の煙がたなび い て
しかい 視界
0 3 3 0 18
19 3 0 05
しかい やく
16 0 01 8
具足は視界の外で はない
視界をさ えぎるの は
司会役
観客の い っ ばい つ ま っ た劇場で 司会役の若い 男から
しかく 資格
1 6 4 0 1 8 嘘 つ き! 詩人の 資格なし!
しかくぞう 視覚像
10 1 0 4 7 森や田畑やう つ く しい 町の視覚像はい らな い
じがぞう 自画像
1 50 0 1 6 私自身は､ かなり正直な自画像の つ もりだ っ た｡
しかた 仕方
00 7 0 1 4
しが つ 四月
0 62 0 4 9
10 1 0 4 5
しがみ つ き
12 4 0 2 3
する 《されるの はまあ仕方がない でせう》
枯革の あい だの 四月の 若芽の ように萌えてい ます
四月の雨をま つ 土 にふかく射ちこまれて い る
歌舞伎町で ス ロ ッ ト マ シ ー ン に しがみ つ き
しかめ つ ら 撃め面
o 5 5 05 9 イデオ ロ ジ ス トの 撃め面を窓からつ きだ して みる
しかれた 敷かれた
402
14 8
シガレ ツ
05 7
15 2
03 9
ト
0 3 8
0 0 5
じかん 時間
039 0 6 1
04 1 0 9 6
0 4 6 00 7
05 4 14 8
14 5 0 05
14 8 0 2 8
1 60 0 2 3
17 2 00 8
1 85 0 2 3
1 8 6 0 3 2
1 8 6 03 3
1 8 6 06 9
1 8 6 0 7 2
18 6 0 7 5
18 6 0 7 6
186 0 8 0
18 6 0 8 3
18 6 08 7
十時をすぎると蒲団が敷かれた｡
黄ろ い 指先の シガ レ ッ トの煙 よ
シガレ ッ トの 吸口を
永遠よりみ じかい 時間の うちに
そ して時間が徒らに過ぎてい っ た
澱んだ鈍い 時間をかきわけ
暗い 存在が抽象その もの に凍ろう とする時間の はずれから
芋虫色の車を時間外駐車で路上に放置し 道徳の 坂を下り左折してまた坂を登る とす(p 右
とり返 しの つ かぬ時間が過ぎて い たの である o
それで時間 つ なぎに詩を聞か せてくれとせがまれ 聴衆の もとめに応 じて
どれだけ時間がかかるの か
だが､ 愛する時間を奪われた
(時間の 正体を見たんだ)
一 種 の 時間差攻撃ですね?
空間と空間の あい だに時間が挟まる
時間は偉大な造物主だからね
時間の さまざまな変形態にすぎぬ)
万物は時間の塊りで
誰かが寄賭してくれたナポレオ ン の - 壌もい ずれ劣らぬ時間の傑作だ っ た
思索も夢も時間の 戯れで
時間を忘れて ぼんやりするの だ っ た
じかんがい ちゆう し や 時間外駐車
14 5 0 0 5
じかんさ 時間差
18 6 0 33
じかん つ なぎ
1 6 0 0 2 3
シガ ー
12 8 0 1 4
17 9 0 0 7
しきさ い 色彩
03 0 0 2 9
0 5 4 0 3 1
芋虫色の 革を時間外駐車で路上に放置し 道徳の 坂を下り左折してまた坂を登る とすそ右
一 種 の 時間差攻撃で すね?
時間 つ なぎ
それで 時間 つ な ぎに詩を聞かせて くれとせがまれ 聴衆の もとめに応じて
シガ ー の 煙りたな びく
コ ー ヒ ー と シガ ー の
色彩の なか の緑を
そ こ にはどんなリズムが 色彩が
403
しきして 指揮 して
18 4 0 0 7
じきしゆ し よう
12 8 0 2 5
じぎや く 自虐
04 7 0 1 2
しきりに
125 0 0 5
13 1 0 0 8
1 59 0 1 5
しきん 至ヨ丘
1 67 0 2 9
じく 軸
1 52 0 13
じくう 時空
0 29 00 1
しくみ 仕組み
1 00 03 6
しげみ 茂み
0 3 9 0 0 8
0 4 8 0 0 6
しげる 茂る
0 3 0 0 0 4
しけん 試験
14 8 0 3 2
じけん 事件
05 5 0 4 8
じ こ 事故
12 7 0 0 9
18 3 0 2 8
そ して十四人の大 工を自ら指揮 して
次期首相
演鋭ぶ っ たは次期首相の 福田赴夫さん
鏡が ひややか に自虐を呪む
六月の雨はしきりにふり 音楽は とめ どもな く
男は しきりに木に通りたが っ た
しきりに思い 返される
至5圧の距離にあ っ て
紙 マ ッ チ の 軸を台紙からちぎらずに
時空の 瓶の 底に
ち ょ っ と した喜劇を仕組みも したろう
根の 茂み に水が逼ひよ る
影の 茂みから闇の におい が漂 っ て きた
無造作な天体には樹木が茂る
同年兵で幹候の試験に合格 した組は､
ブル ジ ョ ア 的な姦通事件の
大事故の 記憶がよみがえ っ てきたo
地震も事故もなくて家 へ 戻る
404
じこ 自己
o4 7 0 1 5
11 3 0 3 1
11 3 0 3 5
12 4 0 1 3
142 0 4 3
150 0 1 2
15 5 0 3 5
1 60 0 3 6
1 89 0 2 2
じ こあい 自己愛
0 47 0 15
し こう 思考
0 28 0 0 4
0 4 7 0 1 0
し こう 至高
0 5 4 1 6 2
しこうした
0 2 8 0 0 4
じこく 時刻
03 9 0 5 4
09 8 0 14
14 8 0 5 4
17 7 0 0 1
じごく 地獄
0 6 1 09 6
1 25 0 之3
1 45 0 0 8
1 7 3 0 13
188 0 7 9
自己愛が底深く凍り つ い て しま っ て い る こ とを - -
ひ ざまずいて 自己批判 し たりぬときは刑に服 した
自己の 愚か さに思い あま っ て
わずかに自己 へ の 希望で しかな い 日 - - ･
自己 の経験をま っ す(v 語るあなたの 言葉は
自己額晦の癖を或程度まで満足させてくれる ｡
自己 の エ ク ス テ ン シ ョ ン
はかに自己証明の道が なか っ た ので ある
自己を否定するたび に上昇を つ づけて
自己愛が底深く凍り つ い て しま っ て い る こ とを - -
浴槽 の 中で思考 したの は誰であ っ たか
不図した患者が
そ して至高の 言葉を携えた使者が
思考した
浴槽の 中で思考したの は誰で あ っ たか
一 定 の 時刻と
自分ひ とりの もの とな る時刻 - 一
正 午は安全な時刻である ､
きびすを返す時刻を
じごくめそり
18 8 0 7 9
じこ し ようめ い
16 0 0 36
氷と霜と蒸気 と熱湯の 地獄の苛責に
地獄の ヴィ ジ ョ ン のうえ で安眠できる老人は
レス ビア ン の女たちの 痘撃は不信者の 地獄の 笑い の - 型態で ブリ ッ ジ して反 っ た肉体の
地獄の 炎の なかで増大 して いく
私には ､ な ん と､ 四十三回目の 地獄め(L りです.
地獄めそり
私には､ なん と､ 四十三回目の 地獄めそりで すo
自己証明
放か に自己証明の 遭がなか っ た ので ある
405
しこたま
11 2 0 1 2 鍵穴や本の あい だに し こたま隠しこんで る狐め
しごと 仕事
o 88 0 1 8
o9 0 0 1 8
14 8 0 1 6
1 55 0 10
1 60 0 19
1 65 0 0 9
18 07 1
それから大人たちの仕事
人間の仕事は
愛は身を放そらせ ､ 日々 の 仕事は疲れをつ の らせ る o
仕事
｢お仕事は?+ と訊かれ ほん と の こ とを口にしたがらない
黙々 と机に向 っ て仕事をする父 の 背中に
きみ の 手紙は､ たまたま､ 仕事机の 片隅の ､
しごと つ くえ 仕事机
18 8 0 7 1
しご のせか い
1 74 0 07
1 7 4 0 2 3
きみ の手紙は ､ たまたま､ 仕事机の 片隅の ､
｢死後の世界+
そ の後 ､ ｢死後の世界+ を読み
｢死後の 世界+ の 明るさを先取り して
しごの せかい 死後の 世界
17 4 00 7
17 4 0 23
じ こ ひはん
1 13 03 1
しぎ い 資材
0 7 3 0 2 9
しさく
18 6
じさ つ
0 5 7
0 7 4
11 3
15 0
16 0
1 69
18 8
思索
0 8 3
自殺
0 1 6
0 0 5
0 3 6
0 4 2
0 7 7
0 04
06 6
じさ つ した
0 5 7 0 16
そ の後､ ｢死後 の 世界+ を読み
｢死後の世界+ の 明る さを先取りして
自己批判
ひざまずい て自己批判 し たりぬ ときは刑に服 した
三千噸の病める資材をひ っ ぱ っ て い っ た
思索も夢も時間の 戯れで
自殺した ペ ー ペ ル コ ル ン の こ とを考えて い た
カ ミソ リ自殺をとげた若い軍属の
｢自殺 します+ と手紙を書い たら
すくなく とも彼の 自殺の真因が ､
自殺もせず 狂気にも陥らずに
自殺の 二乗を生きるから
子供の 自殺は､ ア メ リカでも､
自殺 した
自殺 した ペ ー ペ ル コ ル ン の ことを考えて い た
406
しじされる 支持される
o2 8 0 5 8 そ こ に多数の生活が個人によ っ て支持される
じじ つ 事実
14 7 0 1 1 死披単な る事実になり
シジ フ オ ス
1 0 8 0 33 な つ か しい シジ フ オ ス の石が
しじま
1 08 oo 6 白い し じまの ハ ン モ ッ ク
しし や 使者
o54 1 6 2
o72 0 17
しし や
039
04 7
0 61
0 6 1
06 2
07 4
1 0 0
14 8
死者
0 6 0
0 1 8
21 2
2 1 7
0 1 2
0 2 1
0 4 0
0 4 0
しじ よう 至上
o 6 1 1 3 5
14 5 0 0 1
しじん ｢詩人+
160 0 2 1
しじん 詩人
0 5 4 0 7 4
o 5 4 1 10
o5 4 1 18
0 68 00 9
1 0 6 00 4
10 6 0 2 4
10 6 0 2 7
1 0 6 0 3 1
そ して至高の 言葉を携えた使者が
育､ 赤､ 黄､ 白の 運命の使者たち
死者を して死者を葬ら しめよ
騰ろに姿を現わすこ の髭だ らけの死者は誰だろう
生ける死者たちが空中を歩きまわる夜がきたo
死者の 侵入を防その だ.
死者 の 国の
声な くして新 しい 死者 と語りあ っ た
｢何百万の 死者の霊 とともに
戦死者の 手足が(o るり と輪になり､
父母や妹 またあなたの至上の友たちに+
｢至上の ト - モ ロ コ シ の 毛がア ゴ にもある長髪の 若者が
っ い ｢詩人+ であると真実を告げる
詩人は不敵な薄笑い をもら し
詩人は欠伸をかみ ころ して立上る
そ して詩人と大学生は駅で しばらく別れを惜 しむだろう
今世紀最大の詩人が
これがみんな詩人だとい っ たら たい て い驚 く
詩人 として の かれの おそろし い飛糊力をあらわして い る
高名な美学派の詩人みたい に 口髭をの ばしたり刈
りこんだり
詩人な ら孤狼な 口髭 とか 大切な 象徴の 鼻に つ い て
して
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10 6 0 38
10 6 04 3
143 0 4
14 5 029
15 1 006
1 60 01 5
1 6 0 0 2 1
16 0 0 3 0
16 0 0 3 7
16 4 0 1 8
18 6 03 8
じしん 自信
14 2 0 33
14 2 109
じしん 自身
o 4 6 0 4 9
0 5 3 03 7
0 5 4 0 69
0 6 1 1 09
o6 1 1 54
10 1 0 14
10 9 0 0 8
1 4 2 0 2 2
15 0 0 1 6
16 2 0 1 7
17 7 0 2 4
18 7 0 1 3
1 87 0 1 7
じしん 地震
15 0 0 8 0
18 3 0 2 8
ジス
05 5 0 5 9
14 6 0 4 9
しずか 静か
03 1 0 0 3
0 3 6 0 1 7
0 3 8 0 0 3
詩人はもちろん屈 して はならない そ の外貌が どうであれ
詩人の 本質政変らない それは目にみ えな い 奥にあ っ て
二重行為の 詩人故
夢の厚着で月巴りすぎた詩人に披真偽披どちらでもよく 魂はもうと っ くに死んで い た
現在各種年鑑によれば詩人とい う こ とにな っ て い る
二 十年も昔に記憶の底に沈ん だ詩人が
つ い ｢詩人+ であると真実を告げる
｢現代最高の 詩人T.S . エ リ オ ットの作です+
詩人の気前と品位にと っ て は 小さな犠牲で
嘘 つ き! 詩人の資格なし!
ええ ぼくは詩人ですか ら
支配に自信な く
自信はそら つ く
人間の 良心を
巨大であればあるほ ど
あな た自身が小さな 一 つ の 部屋で ある こ とを
わたしはわたし自身の影からも離れて ゆきます
君は君自身の 汚れた手で
あなたがあなた自身で あるため には
あなた白身が見すてられた天上の 星である こ とを -
･ ‥
な にも の よりも おの れ自身に擬する銃口を
自分自身と世界 とに別れを告げるときがきた､
あなた自身で ある こ とをやめな い か ら
私自身は､ かなり正直な自画像の つ もりだ っ た｡
かれ自身の 最後の 王国で あるから
きみ自身の街路を行かなければ ならない
信念よりは自身が大事だから
きみ白身は死ぬだろう
地震か何かの 前兆かも しれませ んo
地蔑も事故もなくて家 - 戻る
イデオ ロ ジ ス トの 撃め面を窓からつ きだ して みる
き っ と こ こから出 して あげますよ (アイ ル ゲ ッ チ ュ
- ･ ア ウ ト オ ブ ･ ジス) →
自動車な どで消えたあとは静かで
噴水と石像の ある静かな白昼 よ
風な どよりも静かに
408
o3 9 1 2 0
o4 4 0 0 6
o5 0 0 2 6
o 5 1 0 2 1
o 5 7 0 2 1
o 6 6 0 2 1
o 7 3 0 1 4
10 5 0 0 8
1 19 0 1 3
12 2 0 0 6
12 5 0 2 2
1 45 0 1 9
1 5 0 0 13
1 7 9 0 25
静かに愁ひをな そさめてくれる
仰げば星辰の 静かな 明け暮れ
きみはただ重たい 靴の なかに足を つ つ こ ん で静かに横たわ っ たのだ ｡
しずかに 静かに して いて
彼岸はい つ も死の 国の ように静かで ある
- 一 夜 があまり静か だから
静かに凧い だ基地のうえを
街角を静かに走れ､ 三月｡
静かに走れ すみだ川
船が静かにとおざか っ て い く
むずか ゆい 両脚をとじて 一 人 の ベ ッ ドで静か に眠れ
_産金左産出と命名された群集の 河披昨日の ように流れて い た
彼の 表面は常に波立 っ てゐ るが ､ 彼 の底は何時も静かで ､
静かに横たわ っ て息を とめ よ
しずかな
04 6 0 1 7
07 8 0 0 1
しずかな 静かな
0 3 6 017
0 4 4 00 6
しずかに 静かに
03 8 0 0 3
03 9 12 0
05 0 0 26
0 5 1 0 2.1
0 7 3 ()1 4
10 5 0 0 8
1 19 0 1 3
12 2 0 0 6
1 25 0 2 2
145 0 1 9
17 9 0 2 5
眠れる波の しずか な照応のな かに
しずかな朝であ っ た
噴水 と石像の ある静かな白昼 よ
仰げば星辰の静かな 明け暮れ
風な どよりも静かに
静かに愁ひをな そさ めて くれる
き桝まただ重たい 靴の なかに足を つ つ こ ん で静かに横たわ っ たの だo
しずかに 静かに して い て
静かに凧いだ基地の うえを
街角を静かに走れ､ 三月 ｡
静かに走れ すみだ川
船が静かに とおざか っ て い く
むずかゆい 両脚をと じて 一 人の ベ ッ ドで静かに眠れ
塵盆左産出と命名された群集の河は昨日の ように流れて い た
静かに横たわ っ て息をとめ よ
シズク
oo 6 0 0 1 弾痕からシズクが落ちてるが カ レ ラは銃器を埋めて
しずけさ 静けさ
o 35 0 1 3 静けさにうづ くまり
o 65 0 0 4 耐えがたい 静けさ が
409
しずまり 鎮まり
o46 03 5 怒 の鎮まりやすい利那がえらばれて
しずみ
03 9
08 3
138
179
沈み
14 3
0 23
0 0 1
0 2 9
塵や灰の 底 へ 沈み
とおくて近い こんな夕陽が沈み つ つ あ っ たの か
血まみれの 夕日が沈み
明日には深い霧の 底に沈み
しずめた 沈めた
oo6 0 1 2
しずめて 沈めて
o 18 00 3
o7 9 08
10 8 01 2
しずめる
1之1 0 1 4
花を沈め た 花を
霧は伽藍を沈めて しま っ た
富士山を三ツ沈めても
錨を沈めて い る船
さわい で い る血を しずめるために
- -
しずんだ 沈んだ
o2 3 0 2 3
1 60 0 1 5
しずんで 沈んで
o4 8 0 0 5
073 0 1 2.
0 7 9 0 1 2
19 1 0 1 1
しせ い 姿勢
04 4 0 0 3
o 66 0 2 7
1 48 0 22
しせる 死せ る
0 65 0 14
o 65 0 5 2
しせん 視線
1 60 0 0 7
1 65 0 1 0
暗い 水底に沈んだ
二十年も昔に記憶の 底に沈ん だ詩人が
太陽が沈んで しまうと
そ の 下におびただ しい輸送船が沈んで い た
ゆうに 一 連合艦隊が沈んで い る
こ の まま沈んで よ い も のか
神々よ あなたの 姿勢は万別なれど､
折れるように飛びおりる姿勢をと っ た､
土にかえる目立たない 姿勢をして い たが､
死せ る魂に､ 大きな裂け目をつ くり
死せ る魂をゆり起 し､ 夢に見たレ エ テ の河が
恋人と会 っ て は 窓外 のすがれた景色に視線をそら して
刺すような視線をあびせ て
410
しぜ
)140
0
0
0
28
46
7 1
07 1
07 1
08 8
0 90
1 2 9
1 5 8
1 7 0
18 1
18 6
19 0
19 1
ん 自然
0 19
04 1
0 2 6
03 0
03 1
0 3 7
04 0
00 9
01 1
0 2 0
0 2 1
0 3 1
0 7 1
002
00 8
自然にオ ルケス トラが編制されたね
おびただ しい 自然を覆ふ霧はやがて見えな くなると こ ろ
自然の声をあげる日がくるだらうか
自然を愛するあまり
自然の なかの昆は本当の毘な の だと
われわれは自然に よ っ て死 の 深さを直観する
ひ と つ ず つ 自然を呼び よせ て
人間が自然に手を つ ける方法石ま - -
自然に い ちばん近 い
自然にたい して有罪でな い 人間は い な い
(見えな い と こ ろで 自然は豊かさを失 っ て い ない
自然の 仕料をと っ くり見たいが
だ っ てそれが自然で し よ ?
自然の風景の始めであり終りである
生きてい る自然の しる しに
しぜんに
0 3 4 011
0 3 9 0 27
しぜん に 自然に
0 1 4 0 1 9
07 1 0 3 7
0 90 0 0 9
1 29 0 1 1
1 58 0 2 0
しそう 思想
10 7 0 1 1
12 7 0 15
じぞう 地蔵
1 4 4 0 0 3
した
0 0 4 006
00 6 0 0 3
00 6 0 0 7
00 6 0 1 0
0 0 6 0 1 7
0 1 2 0 0 6
0 1 之 0 1 5
午後四時はしぜん に消えて ゆく
しぜ ん に頬がぬれてくる
自然にオ ルケス トラが編制されたね
われわれは自然に よ っ て死 の 深さを直観する
人間が自然に手を つ ける方法は ･ - -
自然に い ちばん近い
自然にたい して有罪でない 人間はい ない
ぼく の思想はぼく に戻る
村の思想の種子がこ ぼれて ､
目の悪 い 地蔵が首見参に とうよせ
ス テ ッ キを忘れて 逃亡 した
爆発 したセロイ ドの 匂が 室内を明るくした 青い
地面からそんな声が した
少女が碧い 眼を した人形を抱 へ て出てきたが
フ ン と丁寧に湊をかみました
放心 した花弁のやうに
青い 舌を垂 らした植物の蔭から
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04 9
04 9
0 16
0 23
00 2
0 08
0 1 4
0 2 6
04 4
00 7
0 10
0 10
00 4
0 0 6
05 4
0 1 0
0 1 5
0 2 5
0 13
0 2 7
00 3
0 2 8
0 4 8
1 1 4
0 0 1
0 3 6
0 7 9
14 9
15 0
0 4 1
0 4 2
0 1 0
0 0 2
003
05 0 0 07
05 1 0 1 1
05 1 0 3 7
0 5 2
0 53
0
0
0
0
0
0
5
5
5
5
5
5
3
3
3
4
4
4
030
0 2 9
0 45
0 5 0
0 6 0
0
0
0
2 2
3
4
8
5
い きなり水が噴き出した
ス コ オル の通過 した海の 窓から
侵入 して きて楽譜を散らか した
体操着の まま遁走した
望遠鏡をそるそる廻した
い かんよ と抄漠から声がしたら
はじめ て抄漠が峡笑 したの で
名刺を通過 したが
沈黙 した化石に傷を つ ける
荒廃 した街の 窓だけが眺められ
浴槽の 申で思考 したの は誰で あ っ たか
意識 の外部と呼ぶ空壕の堆積 した世界よりも
わた したちが所有するす べ て の 宝よ
一 つ の 海を風景の 申に所有した
やはり変らぬわた したちの 愛よ
濠腫と した足にゆすられながら
静止 してゐたもの が動き出 したとき
塀目 した険の う へ
乾燥 した粘土 の上に風だけの 虚 しさが
荒廃 したグラス の底をと放るやうに
まどろんだり したのは
そ して誰が沈黙 したといふの か
あなた汝遠く行かうと した
おびただ しい 暇潰しのな かでう っ とりした
坐席があなたを動けなく した
知識があなたを盲ひ に した
街の雑音はあなたの革を不注意に した
模糊 とした深淵の 経 とりから離れ
ほ っ そり した川のやうに漁らぬ月日を行くこ とが 出来る
不図した思考が
傾斜 した部屋からは
い つ も逆に傾斜 した獲物の な い 地平線 しか見えな い ｡
ゆがん だ顔をもてあま したり
運命がある顔に達 したとでも言うかの ように ､
｢脱走 したい ､ - - 海 よ 母よ+
明日の 夕陽を背に して どうしたらよい のだ ろう
ひそ ひそ と活 しあ っ て い た声も とだえて しまい ました
ながい 陵毛 の したに
一 年 よりもむ なしい 一 生 を過 ごしてきました
夢を見ながら眠る習慣が こん なに悲しいも の とは思いませんで した
ながい こ と散歩したね
歩い て ゆこう 荒涼と した世界の 果 へ - -
も しか したら君の 姿が霧の 申からぬ けだ して こない か と
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7 0
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0 5 4
0 1 2
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0 2 5
0 1 7
0 0 9
0 2 6
0 3 5
0 4 0
0 44
0 2 0
0 0 8
0 1 0
0 3 9
0 2.7
0 3 4
0 3 6
0 4 6
0 48
0 72 0 5 0
0 7 2 0 5 3
0 7 2 0 6 4
0 7 3
074
0
0
0
0
0
7
7
8
8
8
0 8
7
7
0
2
3
5
0
0
0
0
0
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2
0
3
1
0
0
0
1
0
6
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0
1
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0 9
鍵は僕が失敬 した そ して もう決して返 しは しない +
おまえは禿鷹風に化粧 した小 さな顔を
窺輪ずれ したおれの咽喉に つ めたい剃刀をあてる
自殺 した ペ ー ペ ル コ ル ンの こ とを考えてい た
そ こ を通 っ て ゆきました
灰い ろの 建物の したを孤独な靴音が
私はかるい 舌うちをしま した
これから私は何を したらよい の で し ようか?
洗濯したての シ ャ ツ をよ ごすほ どにも
乾けるもの 固く凝れるもの を溶かした+
水仙や蛇や もろもろの 生ける質を潤おした』
がらんと した心 の 部屋で ､
わたしたちの 交りには
傷 つ い たわたしたちの 記憶をぬ(1 つ て ゆく の を
窓からさ し こむ月光の したで
ぼくが暁の星だと したら
ぼくが殉難者の 澄んだ 陣をして い ると したら - -
じ め じめ した屋根裏で は､
沈黙が占めて い る空間に反響 した｡
荒涼とした心 に､ 蒼ざめた花嫁をあたえ
感覚の 闇を照らした｡ 樹 々が小枝を打ちなら し
わた しはおまえの 血を飲みほ した+
乾いた咳を 一 つ した ｡ 彼 のイメ ー ジの なかには
かれは潤息の 放そ い けむりをもらしたo
皮膚 の したに
水死 した処女の 乳房をさそり つ づ ける o
喰い ちらした獣肉の 小骨や
それは遠ざかるに したが っ て
飛ぶ席を追い こ した
赤帽が白帽をひきはな した
飛ぶ馬が跳ねる馬を追い こ した
白帽が赤帽をひ きはな した
ゆ っ くりとゴ ー ル へ 飛び こむ馬をキャ ッ チ した
- 一 飛ぶ馬が跳ねる馬を追い こ した
がらん と した競薦場に は
毛腰を出したフラ ンス 人の水先案内は
若い魂を解放したカミソリ の 刃を
金の 縁とりをした本の なかで
金の 縁とりをした本の なかに閉じ こ められて
夕陽の 血が波の うえに したたりおちて
快惚 とした顔の ように
なんだ っ て始めからや り直したりするの か
は っ きり した愛情もあれば
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は っ きり した冷酷さもある
凍 っ てゆく水に影をうか ぺ て い ました
空を背景に したす べ て のも の が見える の です
雪のなかで しか経験 したこ との な い すべ て の もの が･ - -)
編物をして い た手から毛綿の玉 を落 しました
静止 した ｢時+ は
もうろうとしたス トイ ッ クな頭から
かれ と言いきみと呼びぼくに返る心 の 遠近法にしたが っ て
びたりと静止 したらどうなるか?
もし無慈悲な画家が牢獄を描く としたら､
かろやかな鼻唄の リズムで歩きもしたろう
ちょ っ と した喜劇を仕組みも したろう
安全装置をはずした引金は ぼくひ とりのもの であり
白くさらした骨をふきよせ る夕 べ に
弓単倉をからに した心 の なかまで
いち ど手をはな したら
人生を鋭明するの に どう した っ て何かが足りない ようだ
高名な美学派の 詩人み たい に 口髭をの ばしたり刈りこんだり して
食 べ ちらしたケ ー キ の 皿や
うすれた陽の したで
黄白な花婿の胸をした戦友よ
おれたちがどんな に大きく敗れ おまえたちがどんな に小さ く勝利 したか
眼や耳や手足をなく した不幸な犠牲者に何をしてや っ たか
それがおまえの獲得 した 一 切な の か
人民の 世界を反映した
不運にもあやまちをおかした者は
ひざまずい て自己批判 し たりぬ ときは刑に服した
そうよ あたしたち
あるい は綿帯をした
人生に遅刻 したの も気に しな い で
プライ ベ ー トな場所をさがしたい
六十本の 煙草を灰に したと こ ろで
それが荒涼と した虚無の世界だ としても
黄ろい タンポポを黄色に したもの が
大事な ｢モ ア ･ ザ ン+ がぬけました
わかりま したか諸君
どう した最後の ひ と光り
空をい くらか明る く した
剥がされた敷石の した
みんな泣きはら した限をして い る
あ っ さり未来を売りわた した
こう した 同じこ とだ と いう作為的な留保がな されるかぎり
孤立した家族の住むア パ ー トの 一 室で
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あとに残る のが 無気力な教養人ばかりだと したら
その 著書をフ ランスで刊行 した 一 九四 二 年生れの ブ コ フ ス キ ー 披
魂を売る こ とを拒否したとい う
国外追放を条件 と した釈放の 申し渡 しに対して
ブ コ フ ス キ ー が出した回答は
卑劣さを代償と した自由を受け入れようとはしない で
知らんふり したとこ ろで投獄されは しな い
ぼくたち披これから何を したらよい の か?
ブ コ フ スキ ー や ア マ ル リクが直面 した状況にくらぺ たら
全世界に警告を発 したの で ある
行先をきめな い で 出発 し到着したときに旅は終 っ て い た
明るい 観光ビル のなかに入 っ て い きました
す(o 引返 しま したが
マス コ ッ トの猫が欠伸をして い ました
横顔があなたにそ っ くりで したので
そ の ドアに駈けこみま したが
どうしたこ とで し よう !
お祈りを捧げて い る と こ ろで した
び っ くりして ドアをパタン と閉めましたが
自分を閉じこめ る音で もありま した
けたたましく悲鳴をあげて叫びま した
わたしは無我夢中で 逃げ出しま したが
迷路を歩きはじめました
外はひ どい どしや 降りで した
や っ と安心 しましたわ ｡
オ ー バ ー ウ ェ イ トで 引退 したボ クサ ー み たい に
三十五年ぶりにたよりをよこ した｡
肝硬変であ っ けなく急死 したとい う報らせを受けた｡
同年兵で幹候の試験に合格 した組は､
それか ら､ 少年の 日 の ように月の 砂漠 へ 出発したc
グロ テ ス クに繁茂する熱帯植物を観賞 したo
. い くたび禁制を犯 したろう?
一 寸 した小きな失敗の 傷口からでも､
自分 の こ とではな い か と清疑 したりする者もあ っ た｡
続い て第 二輯 に逃亡した娼婦の心理 を描い た
｢滅落+ を発表したとこ ろで ､
昔 の雑誌が見 つ か っ たとい うのは､ 私にと っ て幸運で したo
こちらも七月 一 日 だ とい う の に ス ト - ヴを つ けたりしました｡
一 向に死ぬ気配を見せな い の はどう したわけか
むし ようにや つ と話したくな っ た
どう したらい い かわからなくなる
秋は深 くなりました
どの 毒がい い かと若 しも した
たまたま手に したバ ー チ ザ ン ･ レ ヴ ュ ウ誌の 最近号で
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｢お仕事は?+ と訊かれ ほ んと の こ とを口に したがらない
ち ょ っ と したい ざ こざ の あとで
喜んで命と交換 しただろうというの だ
あい さ つ したの がなぜ悪い ?
い つ も の よう に串で 二軒分の 買物をした
文明の食慾に吐気を催 した
話 したり書い たりすれば素晴らしい ライ フも
老化 した脆弱な骨組に
肉の 悲しみ を知り つ く した主は
共に暮 した年月にも
孤独の 帆をたらしたまま
ひたむきなもの は消滅 した
祖先から相続 した恐怖で
常緑樹に したたる日光の蜜が
声を出したか っ たとか
身ぶりの 練習を したか っ たとかで
超ス ロ ー ボ ー ル を空振り したあとの ような
｢病気が こんなに こ たえる とは､ 思 っ ても い ませ んで した｡ 春からノ イ ロ ー ゼ状態で我ながら呆れかえ っ て い ま
きみ と話･ したくな っ て電話をする と､
こ の 三十年間､ ぼくはき捌こ 一 度も電話な ど したこ とがない ､ ち ょ っ ぴり心が痛み ､ それはなぜ かと考え出す と､ 疑
ぼくは黒を持ち確実を三隅を占拠 したが､ 中央の 白が厚く､ ず るずると欺けて しまい
会心 の 笑みをもらすきみ を前に して ､ ひ どく口惜 しい 思 いを した｡
猫 の 質問をくりかえした
犬の 質問をくりかえした
少女はふさふさ した垂れ髪で
欲する処に したが い
なにげなく交信した
何が飛び 出した っ て驚きは しな い が
恐れ入りましたとでもいうほかはなさそうで ある
ッ セ ー ジ とよみました+ と書い た筈､ それは私だからそうよめて しまう､ とい うの がどうでもい い こ とで､ 貴方
｢ど こ かで会 っ て ､ さりげなく挨拶を交したような､ 奇妙な余韻をひいて い く とこ ろ+ それは私にしてもそうで し
サムライ の 真似を した
表の灯を消した株屋の店 内で は
の んびり散歩 したりする人はい な い
す(･ 離婚したが夫の姓は変えずに帰国して
タイ 生れの 中国人の医者 と再婚 した
九カ国語を話 したとい う冒険家の 祖父を
わた したちの 家 (ア ワ ･ ハ ウス) と いう べ きと こ ろを
幻想と化する こ とを証 した 一 人の 男が
どうせ ､ 不均合い で混乱した世界だから
どうで した?
(距離の 旅は したこ とがない か ら
タイ ム ･ マ シ ー ン で旅行 した感 じだ っ た - -
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1 8 6 0 2 9
1 8 6 04 9
18 7 00 6
1 88 00 3
18 8 0 1 0
18 8 03 2
19 2 0 1 1
193 00 3
した 下
0 0 5 0 0 7
0 05 0 10
0 0 6 0 14
0 0 9 0 1
0 13 0 0 1
0 13 0 0 7
0 13 0 09
0 14 0 1 3
0 17 0 3 9
0 18 0 1 3
0 19 0 0 1
02 1 0 0 2
02 5 0 3 7
02 5 0 4 1
02 6 0 1 1
02 8 0 0 1
02 8 0 3 4
02 8 0 6 0
02 8 0 6 5
03 1 02 2
0 3 3 00 7
03 5 0 1 7
0 3 6 0 1 5
0 3 6 0 2 1
0 3 7 0 0 4
0 3 7 0 2 1
0 3 8 0 1 0
0 3 8 0 1 5
0 3 8 0 2 1
0 3 9 0 5 0
0 3 9 1 0 0
0 4 0 0 1 7
0 4 0 0 1 9
みんな若か っ たと了解 した暁闇､ 未来に到着して い た こ とがわか っ た
そうい えばそれがあなたの 口癖で したね､ 気障な!
そ こまで は静止した風景だ っ た
｢また､ ご無沙汰 しま した｡
そ の歯は抜きましたが､ 他 の歯に育が無数にあるとか､
(旺ん とうに ､ 失礼 しました)
もしかすると､ 近づくに したが っ て ､ 遠ざか っ て いく海なの かも しれな い ｡ こ んなと ころは ､ 日本中の ど こ にもあり
到達したとこ ろから
風下に建てられて ある
古い 楽器は花樹の 下で
阿片の 広告の 下に ベ タ ベ タ貼 っ た
褐色の 皮膚の 下に樹液は潤れてゐ る
ネム の 木の 下で
ぼくは靴下をなげだす と
ながい 舌が垂れ下 っ て きて
団扇みたい なシ ュ ロ の葉 の 下で
ああ助けてくれお助け下さい
帽子掛の 下で遮断され
靴の溢れる廊下で は
青い樹の 下は
鉛の やうに落下 して くる
竪琴の 下にきて
透明な靴下が
一 本の 花の 茎もな い空 の下に
地下に住んで ゐる声を踏み しめ
都会 の屋根の下よ商店街の 商人たち
笑うもの たち虫の やうな検微鏡下の虫たち
机の 下から灰や骨などを集 めて
寒い廊下をわたっ て きた
同じ廊下で
永遠を忘れて ゐる勝の 下で
これらの樹木の下の水 ぺ りに
地下をながれる水の音は
ラン プ よりも巨大な思い 出の 下で
街を見降ろす廊下には
木木の 下の み朝がきます
その 下の澄ん だ水の 放とり
暗い 空の下に現れては
木と木の 間の寒い廊下に倖んで
壁の 下で マ ッ チをする男の ため に
秘密はい く つ も の廊下をと放 っ てくる
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橋の 下には レ ー ルがうねり
廊下 へ 出て
曇 っ た空の下を違 っ た扉に向 っ て走 っ て ゆく の を見た
部屋か ら廊下 へ
はるか足下を潜りぬける黒い 水の 流れ
濁れる水の 地下のうねりこ革を傾け つ つ
また午後の 廊下の 如くあなたの鉢を影にするだらう
うすれゆく年々の 冬のきび しい 日の 下で ･ - -
M よ､ 地下に眠る M よ､
下降 そ して不吉な上昇力 - ブ
あなたは本当に暗い 地下にひ とりで住ん で い る の ですか
手を下すと 人形の ように動かなくなる
おお い まこそ君の虚栄をひきずり下せ !
ひきずり下せ !
衣裳と装身具の 内側 に 化粧の ゆきとど い た顔の下に
急転直下堕落 して い っ たあの
青空の下で
真昼 の 月の 下を
はるか､ 地下を滞りぬ ける運河の 流れ､
下 へ ､ 下 へ と漕ぎさ っ て ゆ く舶の 方位を ｡
眼下の 大い なる混沌の むかしに
霧は放げしく運河の 下から氾渡して くる .
貴方がわたしに下さ っ たもの は これだけですか｡
教えて下さい ､
町披あたたかい吐息の 下にあ っ た｡
町は あたたか い 吐息の下にあ っ た､
燃 える屋根の下に ､ 愛 は
太陽の下で 空壌をこ ろがすように
暮れるにおそ い 五月の 空の下にひ ろが っ て い る
そ の下 におびただ しい輸送船が沈んで い た
生あるもの の皮膚の 下を
夜あけの くる船窓の 下の
海の下の潮涜は
ぼくの椅子の下に巣を つ く っ たり
橋の下には 夏の 少年が
崖下の 道で息がきれた
ぼくはまぶしい ｢無+ の 下で自分の 手をみ つ める
無事に生きの びて きた こ の下手な構図は
命令 一 下たちまち整列 し 黒い 銃剣の 林を つ らね
あたたかい 下着を送れば どうな るか
じ っ と机 の 下にかがんで 生きのびて きた
｢月が刻下の 目標だが
炎天下 - -
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しだ 羊歯
02 6 0 2 0
じだい 時代
025 0 07
02 8 0 5 0
05 0 0 1 5
05 4 1 5 9
サ ン グラスをかけた殿下に
資本の下水の養分を吸 っ て
帝政時代よりソ ビ エ ト体制下で四倍も感化して い る
異端者や地下の作 家や哲学者を根絶やしにする
芋虫色の車を時間外駐車で路上に放置し
側に地下 へ 急降下するそ の劇場があ っ て
壁にドアをなら べ た廊下が
道徳の 坂を下り左折してまた坂を登るとすそ右
またまた迷路の廊下にまよい こみ
太陽の冷たい 一 瞥の 下で ､
コ ッ プ に落下 しすそに消え
怨み泣きする梁の 下
そ の 日は夜どおし起きており 朝の 四時にゴミを捨てに廊下 へ 出て
ますます下手にな る詩に頭をひね っ たりしなが ら
わずかに雨露をしの そ庇の下から
いまでも下手な碁打ちで あるぼくは考える
月明りの 下で
銀行はシ ャ ッ タ ー を下 して い て
それで今度の 西下の 印象は?
人生の 下り坂にかか っ たときからである ｡
いま の かれは雲を見下すような
竜舌蘭を食 べ てゐ る紳士披
青い 舌を垂らした植物の 蔭から
ながい 舌が垂れ下 っ て きて
う っ かり舌もだせ なか っ た
抄漠の 舌をぬ らし
液鰻の やうに垂れてきたの は疲れた舌である
闇の 一 滴がひそか に舌からたり落ちた
おま へ たちの舌の上 へ や っ て くる
私はかるい 舌うちをしました
よく舌の■まわらぬおまえの節廻 しにあわせて
二枚舌に
一 枚舌で は
羊歯類が生ひ茂り
それらが船舶の 歴史の 中にあ っ た時代には
ただそ こ に時代の 速度乃至歩調が見えてくるだらう
短かか っ た黄金時代 - -
テ ー ブ ル に焦れて新し い黄金 時代を夢みて い る
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しだ い に
03 9 0 4 4
053 0 5 8
したうち 舌うち
05 8 0 4 3
したが い 従 い
05 4 0 15
したぎ 下着
11 3 0 2 0
したしい 親 しい
061 0 13
したたり 滴り
05 4 0 13
0 5 4 0 14
したたりおちて
0 8 0 0 10
無意味な時代が しずか に腐敗 して い ます
壁にはり つ い た影 と語 っ て い る時代 - 一
太 陽をえがく 酒場時代の
たちまち去 っ た警告の 時代よ
すばやく過ぎ去 っ た予言の 時代よ
時代におくれ 人 におくれたす べ て のも の をとり戻すために
たぶん時代がわるい んだろうと異口 同音に歌う
われらの 時代 に目覚めはない ?
帝政時代 よりソ ビ エ ト体制下で 四倍も悪化 して い る
彼がおかれて い る状況披 西側の 同時代人の それより
生きてい く こ とに怖れを感 じて い た幼年時代だ っ たら
生きる こ とに困難を覚えて い た青年時代だ っ たら
と ころが遅れてや っ て きた壮年時代に入ると
時代の風圧を避けるの にせ い - ば い で ､
制度 の春を病むこ ともなく 不確定性の 時代を生きて
三 つ の 時代を同時に生き
時代 へ の 幻滅も
人はただ歳をとるだけだが､ 時代は､ 変 っ たようである ｡
い まは エ レクトロ ニ クス と老害の 時代なの だ｡
しだ い に限をと じた楕円 の 石に変 っ て しまふ
不思議な夢が しだい に3丘よ つ て くるようで す
私はかるい 舌うちをしました
Mよ 君は暗い 約束に従い
あたたか い下着を送れば どうな るか
親しい 者 のまなざしや
冷気は死の 滴り - ･ -
死の 滴りは生命の 小さな灯をひ と つ ずつ 消 してゆく
夕陽の血が波のうえに したたりおちて
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したたる
17 2 0 2 0 常緑樹に したたる日光の蜜が
したで 下で
o o5 0 10
0 13
0 14
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
3
3
3
4
4
5
6
9
8
9
5
6
7
0
8
7
8
8
1 42
1 4 8
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
1
1
2
1
0
0
0
0
0
0
2
0
1
3
3
1
7
5
1
7
2
6
2
2
1
2
3
5
6
0
18 0 0 4 4
したに 下に
00 5 0 0 7
00 6
00 9
0
0
0
0
0
0
0
0
2
2
2
3
3
3
0
0
0
0
0
0
0
5
8
8
8
9
9
4
5
5
5
6
6
6
7
0
0
1
1
0
2
4
4
4
5
2
7
8
8
1
3
8
9
4
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
1
4
0
3
1
5
0
4
0
1
1
4
0
0
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
2
1
8
0
3
2
6
1
0
0
0
6
8
5
0
2
1
8
6
2
0
0
0
3
9
6
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古い 楽器披花樹の 下で
ネム の 木 の下で
団扇み たい なシ ュ ロ の菓 の 下で
帽子掛の 下で遮断され
靴の溢れる廊下では
同じ廊下で ･
永遠を忘れてゐ る勝の 下で
ラ ンプ よりも巨大な思い 出の 下で
壁の 下で マ ッチをする男の ために
うすれゆく年々の 冬の きび しい 日の 下で - -
青空の 下で
太陽の下で 空壕をこ ろがすように
ぼくはまぶしい ｢無+ の 下で自分の 手をみ つ める
帝政時代 よりソ ビ エ ト体制下で四倍も悪化 して い る
太陽の 冷たい 一 瞥 の 下で ､
月明りの 下で
風下に建てられてある
阿片の広告の下に ベ タ ベ タ貼 っ た
褐色の 皮膚の 下に樹液は潤れて ゐる
竪琴の 下にきて
一 本 の 花の 茎もない空の 下に
地下に住んでゐ る声を踏み しめ
街を見降ろす廊下には
暗い 空の下に現れては
木と木の 間の寒い 廊下に件んで
橋の下には
■
レ ー ル がうねり
Mよ､ 地下に眠る Mよ ､
あな た辻本当に暗い地下にひ とりで住んで い る の ですか
衣裳 と装身具の 内側に 化粧の ゆきとどい た顔の下に
町はあたたかい 吐息の 下にあ っ た｡
町はあたたかい 吐息の 下にあ っ た､
燃える屋根の下に､ 愛は
暮れるにおそ い 五月の 空の下にひ ろが っ て い る
そ の下におびただしい 輸送船が沈んで い た
ぼくの 椅子の下に巣を つ く っ たり
橋の下には 夏の 少年が
じ っ と机 の下にかがんで生きの びてきた
1 28 01 1
146 0 3 6
サ ン グラ ス をかけた殿下に
またまた迷路の廊下にまよい こ み
したは 下披
o2 1 00 2 青い樹の下は
しち 死地
o5 4 0 09 死地に赴く僕たちに
しちがつ 七月
o8 2 0 02 七月汝空を泳ぎまわる魚
15 0 0 79 こちらも七月
一 日だ と い う の に ス ト - ヴを つ けたりしま したo
しちがつ つ い たち 七月 一 日
150 O7 9 こちらも七月 一 日 だ とい う の に ス ト - ヴをつ けたりしました｡
し つ 質
007
0 18
0 2 8
0 28
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
2 8
3 1
4 1
41
58
61
61
61
77
0 6
5 0
5 0
6 8
7 3
7 5
17 5
0 08
0 0
02
0 6
0 7
0 2
l l
1 2
0 2
0 8
0 8
13
0 1
2
6
2
0
0
1
4
7
3
8
8
5
0 43
0 3 7
03 8
0 1 5
0 1 1
0 0 3
0 06
しづかな
03 7
しづかに
0 25
多孔質の雲の 聞からトンボ の 眼の やうに碧く ア ス ピ リ ン を積ん
質量の 影も見えない
物質の秩序と形態にそ っ て
花花 しく棲息する物質の群れが
花花 しい 物質たちの流れ乱舞の外から
す べ て の 物質たち披堅い 殻に つ つ まれて
物質で身を固め 破れたシャ ツ で冷気を防い だ
木質汝腐り 陽に焼か れ 蝋のやうに流れた
その 孤独の こだまの なかには淋しさ の 本質がち ょ っ ぴりあります
おまえは薄暗い 多孔質の 宇宙だ
おまえの多孔質の 体に は
水仙や蛇や もろもろの 生ける質を潤お した』
無限の 質だ!)
詩人の 本質は変らない それは目にみえない奥 にあ っ て
｢本質的に我々が誇り得るもの は生理以外に在り得ない ､
叉木質的に個性的なるもの も+ と言 っ たの は ､
こ の 世を経め そるい の ち の物質よ
外国の人質を殺すか殺さぬかで
猫の質問をくりかえした
犬の質問をくりか え した
o o 2 しづかな炎のむれが
o 1 2 しづ かに磨い てゐ ると ころ
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し っ け 湿気
o41 11 2 それは又新 しく湿気を呼んだ
し っ けい した 失敬した
o5 4 0 8 5 鍵は僕が失敬 した そ してもう決して返 しは しない+
し つ けい する 失敬する
o 13 0 1 8 上衣と帽子を失敬する
じ っ けん して 実験 して
1 06 0 2 8 懲りずに実験してみ る べ きだ っ たろう - 歩戸外に出ると女たちの笑い で
し っ こ く 漆黒
19 2 0 1 5 みるみる漆黒に つ つ まれて い く､ こ こ は ､ も ともと海底だ っ たと ころで はな い か ｡ 冷気に身ぶるい し､
しっ さ く 失策
16 9 0 2 1
し っ し ようする
1 60 02 9
し っ しんする
1 80 0 23
数えきれない失策
失笑する
聴衆が失笑する
失神する
きみはき っ と怯えて失神するだろう
しっ そうし 疾走 し
o 5 7 0 2 5 マ ニ ラ郊外の ドライ ブウ ェ イを疾走 しながら
o 7 2 0 3 8 あとは砂煙りをあげて 一 団 とな っ て疾走 して い る
しっ そう して 疾走 して
07 2 0 3 8
しっ そうする
05 5 0 1 8
じ っ たい 実体
02.3 0 0 6
0 23 0 1 1
1 4 0 020
しっ て 知 っ て
0 4 4 0 0 9
0 5 3 0 0 9
あとは砂煙りをあげて 一 団 とな っ て疾走して い る
疾走する
疾走する鋼鉄の船が
実体の な い 窓窓に雨が降り
再び実体の な い 建築の繋は
かれは実体の な い 都市の 雲の 申に住む
御身は知 っ てゐ る､ 世の輝か しい 変貌を､
わたしはわたしの 行方を知 っ て い な い
423
o54 091
o57 02
o8 009
o8 0 1 1
o8 0 17
o8 8 023
11 3 0 14
113 04 1
14 2 03 1
15 5 02 0
17 9 02 7
し っ てい る
04 4 00 9
じ っ と
00 8 0 1 6
04 1 0 6 7
05 4 02 3
06 2 05 1
06 9 02 6
07 7 0 之6
083 0 1 0
08 4 00 9
087 00 6
08 8 0 8 0
1 0 6 0 1 1
11 4 00 6
僕は知 っ て い る
ぼく披知 っ て い た
ぼくが知 っ て い る の は おまえが生れる前の こ とだ
なんでもおまえの 方がよく知 っ て い る
みんな知 っ て い る とおりだ
みんな知 っ て い る とおりなんだ
なんでも知 っ てる 靴屋の息子で
なんでも知 っ てる ス タ ー リ ンがい て
あなたは知 っ て い る
知 っ て い る顔や
た しか に知 っ て い る と告げる
知 っ てゐ る
御身は知 っ てゐる ､ 世 の輝か しい 変貌を､
金魚みたい に じ っ と して 水の つ ま っ たガラ ス 鉢の 中
い つ までもじ っ と火を見凝 めてゐ る の は
静船が じ っ と水の うえで考えごとをして い た っ け
あな たは じ っ と耳を澄ま して い ますね
じ っ と心 の 闇をの ぞ きこむ
死がや っ てきて じ っ と縛 っ て い る の が見えた
恩出の 片隅で じ っ と して い ればよ い の に
じ っ と立 っ て い さえすればい い の ですよ
じ っ と食器の 底をみ つ めたまま
みん なじ っ と珂をすま して い る の だから
外部の 世界をうか がい い まも じ っ と ｢時+ を こらえ
じ っ と机 の 下にかがん で生きの びてきた
し っ と 嫉妬
04 1 1 2 9
じ っ と して
00 8 0 1 6
08 3 0 1 0
し つ ない 室内
00 6 0 0 3
01 4 0 3 1
01 5 0 0 2
01 8 0 1 4
02 1 0 2 5
02 5 0 2 1
やがて嫉妬の 火で燃え尺さうとする
金魚みたい に じ っ と して 水の つ ま っ たガラス 鉢 の申
恩出の 片隅で じ っ と して い ればよ い の に
爆発 したセ ロイ ドの匂が 室内を明るく した 青い
室内を飛びは じめ る
室内を青く洗 っ て ゐる
音楽が室内に溢れてくる
室内の ガラス を滞らす
室内には薄明りの ラ ンタ ンが
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o27 0 0 9
o3 1 0 1 6
しつ ぱい 失敗
o5 5 0 5 7
10 5 0 1 2
15 0 0 0 9
160 0 7 1
1 64 00 8
18 0 0 4 1
し つ ぱい し
o5 5 0 5 7
1 05 0 12
180 0 4 1
室内か らは
室内の 凹みから
恋にも革命にも失敗 し
戦争は失敗 し､ ぼくらの 国は生きの びてきた､
一 寸 した小さな失敗の傷口からでも､
ア メ リカ社会における成功の 蔭にある失敗の さまざまな痕跡が
･ ･ ･ ･ ･ ･ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の失敗だ
め(･ りあう こ とに失敗 し
失敗 し
恋にも革命にも失敗 し
戦争は失敗 し､ ぼくらの 国は生きの びてきた､
めそりあう こ とに失敗 し
し つ ぱ 尻尾
o8 7 0 1 5
し つもん 質問
17 5 0 0 3
17 5 0 0 6
たまに 尻尾をふるの は よけい な こ と
猫の質問をくりか え した
犬の 質問をくりかえした
しつ ように 執撒 に
o 5 1 0 2 8 執翰に手が把手 (ハ ン ド ル) を求めて療撃する､
しつ り ょう 質量
o 18 0 0 2 質量 の影も見えな い
じでん 自伝
17 3 0 2 2
じてん しや
0 10 0 0 1
0 10 0 0 6
o 1 0 0 15
じどうしや
03 1 00 3
0 4 1 13 2
12 8 0 2 3
しな 支那
か つ て き申の横蕨には自伝らしきもの があ っ た
自転車
自転車に乗 っ てゐ る少年は自転車の ス ピイ ドをも つ
ピ カ ピ カ光る自転車は他の ピカ ピ カ光る自転車と競走する
ピ カ ピ カ光る自転単に侍りかか っ て ゐる
自動車
自動車な どで消えたあとは静かで
自動車や魔車が
鋼鉄六倍 自動車十五倍
425
o7 7 02 9 東支那海の夜を走る病院船の 一 室で
o9 0 0 14 こ の 支那の陶器のまわりの
しなせて 死なせ て
10 7 0 12
一 人 の勇士を死なせてから･ ･ - ･
しなやか
o3 2 0 1 1
o8 5 0 1 9
10 6 0 4 4
1 62 0 0 1
18 2 0 0 9
しなやかな
032 0 1 1
10 6 0 4 4
18 2 0 0 9
しなやかに
162 0 0 1
じならしする
1 6 6 0 07
しにきれる
0 62 03 3
しにそ こない
052 0 2 9
しなやかな鞭の やうに
軽くて しなやかで堅牢な
す べ て の 生きもの の うちで 最も強くて しなやかな 骨だ
背す じはしなやかに
しなやかな背骨がなく とも
しなやかな鞭のやうに
す べ て の 生きもの のうちで 最も強くて しなやかな骨だ
しなやかな背骨がなくとも
背すじはしなやか に
地ならしする
矛盾の 道を地ならしするの は
死にきれる
死んで も死 にきれるわけではない のだから
死にそ こ ない
死にそ こな い のわたしは
シネマ ス コ ー プ
10 3 0 16
しの(a
17 1 0 1 7
しの くに 死の 国
05 7 0 2 1
しの び こむ
03 4 0 1 6
シネマ ス コ ー プ に登場する ユ リシイズ の ように
わずか に雨露をしの (L 庇 の下から
彼岸はい つ も死の 国の ように静かである
忍び こむ
風はどこからともなく忍び こむ
しのび よる 忍び よる
426
o3 7 0 1 1
しの べ ない
1 67 0 1 5
夜はおそらく ど こからでも忍び よる
忍 ぺ ない
忍 ベ な い 政 どではない と思 っ て い るうちに
しのんで 偲んで
148 0 5 3
しはい 支配
02 8 0 6 3
07 2 0 2.3
14 2 0 3 3
しはい される
07之 0 23
ス マ トラ島を偲んでぼくたちは談笑 し､ 賑かに昼食をと っ た｡
古靴 の世界を支配し
血統を信ずるの もい い し､ 人気に支配されるのも結構だ
支配に自信なく 人間の 良心を
支配される
血統を信ずるの もい い し､ 人気に支配されるのも結構だ
しはい し 支配し
02 8 0 63
しばくさ 芝草
09 9 0 0 4
しばし
045 0 19
しばたたき
15 0 0 5 7
しばらく
03 9 0 7 4
054 1 1 8
06 3 0 19
0 9 0 0 23
112 0 0 1
17 0 0 28
18 8 05 6
しはらっ た
112 0 28
しばられて
0 6 1 0 7 7
古靴の世界を支配し
太陽が線の絵具をとか して い る芝草の うえを
畳よりも青い 顎の 若い主放 しば し呆ける
彼は特徴の あるうるん だ眼を しばたたきながら聞い て い たが､
しばらくは
そ して詩人と大学生は駅で しばらく別れを惜 しむだろう
しばらく部屋のなかを散歩する
言葉を探すの はしばらくやめ よう
やあ しばらく
しばらく其場に立ち つ くして い た
しばらく ､ 沈思 し､ 低く咳く､
支払 っ た
敵からどんな施 しを受け どんな賠償を支払 っ たか
溺死人の 行列が手足を藻で しばられて ､
427
しばられてい る
o3 9 0 6 9
縛られてゐる
鎖で縛られてゐる の はい い こ とだ
しばる 縛る
13 6 0 0 3 枯木に縛る
じひ 慈悲
o6 1 1 8 6
o 9 7 0 0 6
10 4 0 0 9
貴方の深い 慈悲と知慧とを理解できませ ん ｡
も し無慈悲な画家が牢獄を描くと したら､
無慈悲な月の光が 照し出す
じびき 字引
18 0 13 鼻は鼻で ､ これまた､ 字引をみる と､ 療症 とかで ､
じひびき 地ひびき
120 0 1 7 かすかな地ひびきが
しぶい て
1 69 01 8 わずかに涙の粒が しぶいて い る
しぶき
0 81
1 49
0 2 1
00 1
血 と泥と鉄の しぶきをはねあげて
しぶきをあげる人魚姫の
しぶとさ
1 4 9 00 5 欲望の しぶとさで
しぶん
o 3 7 0 0 8 しぶんを掠めるために
じぶん
07 2
08 8
098
0 98
1 0 6
1 08
10 9
14 2
14 2
14 6
15 0
15 0
自分
0 6 8
0 3 9
0 1 4
0 25
0 40
0 1 4
0 0 8
0 6 8
0 7 9
0 2 8
0 0 7
0 10
自分ひ とりにかえるの は
そうしておまえは自分の まわりに
自分ひ とりのもの となる時刻 - -
ぼくはまぶ しい ｢無+ の下で自分の 手をみ つ める
かれは自分を罰 してはならな い 屠殺者や皮肉屋の包囲の なか で
人はあわただ しく自分の影か ら離れる
自分自身と世界 とに別れを告げる ときがきた､
自分の 著作中に登場 し そ の ため に投獄されたす ぺ て の 人々を
もちろん 信念より自分の生命が大切だ と考えたか らである
自分を閉 じこ める音でもありま した
彼は自分の虚構の個性を破綻な く演ずるために ､
自分 の血 が全部涜れ出 して しまふの ではな い か と怖れた｡
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1 50 018
1 50 0 24
1 5 1 0 19
1 5 1 0 43
1 5 7 0 0 2
16 0 0 2 0
16 5 0 1 6
16 6 0 0 1
17 3 0 2 4
18 6 0 4 8
18 6 0 5 0
19 2 00 6
じぶん じしん
109 008
じぶんに
0 39 08 5
自分の こ とで披な い かと清疑したりする者もあ っ た｡
自分 の 書い たもの がまるで つ まらなか っ た こ とである｡
自分でもそう思い 人にもそう思われてい るの に
自分を思い 出すの に
そ っ と自分をおい て い っ た
そんな自分に怒りを感 じて
自分をこ の世に存在させて い る こ とで
自分の こ とを
自分は進歩しうると信 じて
理解されるに足る自分がある とは思 っ て い な い よ
自分が自分である こ と の不安
それに しても､ と影をもたぬ寂夢が､ くびをかしげる . 人に会わぬ o 風はそ よとも吹かず､ 自分の 足音さえきこ えな
自分自身
自分自身と世界とに別れを告げる ときがきた､
そ して じぶんに倒れかかり
じぺ た 地 べ た
14 0 0 1 7 地 べ たを這い ずる共生共苦の道も
シ ベ リア
1 13 0 19 シ ベ リア の囚人 に
し へ ん 紙片
0 41 0 7 5
0 4 1 1 0 5
しぼうこうこく
1 6 0 00 6
追憶の蒼ざめた紙片は
一 枚 の紙片のなん と いふ重さ
死亡広告
死亡広告をみる癖が つ い たし
しぼりだそう
o8 5 0 2 4 女たちの血 の なかから愛の喜びをしぼりだそう
しほん 資本
12 8 0 1 9 資本の下水の養分を吸 っ て
しま 縞
o 2 3 0 0 4 公園をまが っ てゆく縞のズボ ン たちを
o 2 5 0 35 縞にな っ た明るい 光線を歩む
しま 島
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o1 6 0 10
o5 1 0 0 6
o78 0 1 9
o79 0 2 7
09 4 0 1 2
12 8 0 5 6
12 9 0 1 2
1 4 8 0 3 1
1 48 0 3 3
1 48 05 3
18 6 0 15
18 6 0 2 7
しまつ 始末
14 7 0 1 6
17 3 02 7
18 8 00 9
じまん 自慢
18 8 0 4 5
しみ
0 13
0 35
0 3 6
03 9
0 49
05 2
05 3
054
05 5
06
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
9
0
0
4
4
5
5
7
0
0
8
9
5
0 0 6
0 0 9
0 0 9
1 3 9
0 0 5
0 0 2
0 4 3
0 1 0
0 0 4
0 19
0 1 2
0 1 1
012
00 6
00 7
0 19
0 0 8
0 17
0 4 7
0 18
0 1 9
雲の 島から エ ン ジ ン が響き
幻影のな か の 島唄 - ･ - -
ひ と つ の 島をさが しも とめて い た のだ
み どりの 島
行 っ た こ と のな い 島や港や都市に
ぼくは ニ ュ ー ギ ニ ー からタヒチ島 へ 行 っ てくる
人工 の 島で
同じ輸送船でス マ トラ島に送られた転属組の 十三人だ っ た｡
硫黄島に送られ､ 全員戦死 して い た こ とをはじめて知らされた｡
ス マ トラ島を偲んで ぼくたちは談笑 し､ 賑か に昼食をと っ た｡
以前に広島に行 っ た こ とがある とか?
廿六年前に広島で撮 っ た写真を､ 懇親会の 席上で相良君から見せられてね
嬉しくな っ て ｢やあ､ やあ+ と肩を叩い たりする始末だ
キ ヨ ロ キ ョ ロ と振返 っ て眺めて い る始末だ
五十何年ぶりに歯医者の厄介にな るとい う始末 ｡
愚痴とも ､ 自慢 とも つ かず､
ネム の木は負け惜 しみを云ふ
あらゆる憎しみはふり落される
悲しみ汝額の あたりの 賓で はない
苦 しみは拓かれて
重たい悲 しみに塗りこ められた人間の 影がある｡
忘れがたい 悲しみ の 面影がうかぶ とき
い のちを惜 しんで暮すこ とに悲 しみなんかありゃ しな い
惜 しみない 賞賛の 言葉をおく っ た
悲 しみ の衝から遠ざかろうと して い た
悲 しみにあおざめた額 のうえに
悲 しみ の水面にうか べ て ､
ぼくら兵士の苦 しみは
ぼくら祖国の苦 しみだ っ たろうか
ぼくの 苦 しみも
ぼくの 悲 しみも
高熱に苦 しみなが ら
とおい 悲 しみをたそりよせて い る
あたら しい 血汐であらい こ の苦 しみ の 胸が
消えさ る喜び 永く とどまる悲 しみ とい うもの がな い
(そ の 喜びと悲 しみを
･ - - 苦 しみ ぬい て生きた父よ
4 30
10 1 0 1 1
10 1 0 55
1 01 0 60
1 0之 0 15
1 0 4 0 10
116 0 06
138 0 15
154 0 7
16 0 0 4 3
1 67 0 2.2
1 67 05 6
1 7 1 0 1 2
1 79 0 0 5
18 8 0 5 0
む かしの愛も あたらしい日附の 憎しみも
にんげん の 悲しみ によごれた夕陽をすて にゆこう
きび しい 寒さ がしみとおり
憎しみをかきたて る火掻棒で
愛と憎 しみ に撃たれた裸身の ほそ さに
未来を失 っ たぼくの苦 しみが
憎 しみ燃や して
悲 しみ の音色にさそわれ
み じめな浮世の 悲しみを!
肉の 悲しみを知り つ く した主は
苦しみ の ベ ッ ドに血をに じませる
無邪気な目には悲しみ があふれてい たから
太陽の 誘惑の しみ が つ い て い て
老い の楽 しみに数えて よい だろう ｡
しみとおり
10 1 0 6 0
じむし よ 事務所
o28 00 5
0 28 0 6 7
しめ
02 6 0 22
02 8 0 3 4
03 9 0 6 0
03 9 08 4
04 3 00 4
053 0 4 6
054 0 9 7
0 5 4 1 0 7
05 5 0 0 5
05 5 0 4 0
0 62 0 18
0 68 0 1 1
0 70 0 29
0 8 0 0 0 7
0 8 1 0 2 7
1
1
1
1
1
1 2.
2 0
3
4
6
6
9
0
0 2 1
0 0 6
0 0 7
0 08
0 1 4
きび しい 寒さがしみ とおり
白い事務所の内側 の時計の速度は
白い 事務所の 受話器が
しめ っ た土地には
地下に住んでゐ る声を踏み しめ
死者をして死者を葬ら しめよ
秘密の 抽斗をしめ
そ の しめ っ た風は吹きぬける
基地の しめ っ た黒い 土 をみ つ めながら
人を苦 しめる過ぎ去 っ た日々が
ちらり と最後の ながしめを与える
おまえ
■
の 濡れた肩を抱き しめたとき
おれは慢性胃腸病患者のだ らしな い ネクタイ をしめ
あなたはかすかに しめ っ た灰の 匂い を覆い かける
皐丸を しめ つ ける海 と
形のな い魂 の叫びまで しめあげて しまう｡
くずれる砂の甲板をふみ しめ
ぼくらをし っ かり抱きしめて い る の は
薄い ネクタイ でうやうや しく喉顕をしめ
しめ っ た土の におい
凶器をに ぎりしめ
憎い からだをだきしめて
それがなぜ私の 心を しめ つ けたの か?
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17 0 15
しめ 占め
o3 9 1 2 5
o 65 0 0 9
13 4 0 1 1
しめあげて
o7 0 0 2 9
しめい てはい
1 24 0 2.2
しめ ころして
055 03 7
しめ し 示し
05 4 1 6 3
じめじめ した
06 4 0 1 7
しめ つ 死滅
18 8 0 63
しめ つ けた
1 60 0 1 4
しめ つ ける
0 68 0 1 1
しめ っ た
0 2 6 0 2 2
0 4 3 0 0 4
0 5 3 0 4 6
06 2 0 1 8
12 0 0 0 6
しめて い る
0 65 009
しめて い る
039 1 25
手をにぎり しめて
む しろあなたの 占めてゐ る空間に
沈黙が占めて い る空間に反響した｡
一 つ の 場所を占め ようと して
形の な い魂 の叫びまで しめあげて しまう｡
指名手配
指名手配の 一 人は
締 め殺 して
おれたちの ベ ッ ドの なかで締め殺 して しま っ たの だろうか
胸にかがやく太陽の紋章を示 しながら
じめ じめ した屋根裏で は､
死滅の 予備知識も与えられて然る べ きだ､ と い っ た方針の もとに｡
それがなぜ私の 心を しめ つ け た の か?
章丸をしめ つ ける海と
しめ っ た土地 には
そ の しめ っ た風は吹きぬ ける
基地の しめ っ た黒い 土をみ つ めながら
あなたはかすか に しめ っ た灰の 匂い を覆い かける
しめ っ た土 の におい
占めて い る
沈黙が占めて い る空間に反響した｡
占めてゐ る
む しろあなたの 占めてゐる空間に
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じめん 地面
oo 6 0 0 7
10 6 0 3 6
1 45 00 3
1 64 00 9
しも 霜
oo 4 00 9
06 1 0 9 6
17 2 01 2
しもがれた
17 2 0 1 2
地面からそんな声がした
不吉な羽ばたきをして 地面を歩く黒い 鳥の 男たちもい る
何もない地面の片隅に針金細工 や手製の指輪を並 べ
足で地面をばたばた踏んで
時計が霜の花の上で鳴くと
氷と霜と蒸気と熱湯の地獄 の苛責に
霜枯れた顔ばかりである
霜枯れた
霜枯れた顔ばかりである
しやか い 社会
o2 8 05 6
10 0 02 0
12 4 0 25
1 34 00 3
1 42 09 6
1 4 8 03 5
1 6 0 0 7 1
16 0 0 7 4
18 0 4 8
しや か い がく
18 8 0 4 8
ど こ にもい ない エ ンジ ェ ルが こ こ に
そ こ に 一 個の 社会がエ場が
ぼくらの 共同社会からきりはなされて い っ た
他の 一 人は 古典的な社会復帰者と して
悪しき社会におい て
極度に不平等な特殊社会組織の
ど の ように して戦後の社会をたたかい ぬ い てきたかを語りあ っ たが､
ア メ リカ社会における成功の蔭にある失敗の さまざまな痕跡が
と ころで 日本の 社会の 日蔭を歩む
正義の社会学であ っ たり､ 深遠な歴史学であ っ たりもするのだ から､
社会学
正義の社会学であ っ たり､ 深遠な 歴史学であ っ たりもするの だから､
しやかいふ っ きしや 社会復帰者
12 4 02 5 他の 一 人 は 古典的な社会復帰者と して
じや そち 蛇口
1 1 2 0 1 9 おまえ 披今朝も蛇口の まえで
じ やくねん 若年
02 1 0 0 6
021 0 2 1
02 1 02 4
若年の日日に
若年の記憶は古くなり
若年の コ イ ルを閉じて しま っ たが
じやく披 い 若輩
1 50 0 19 ようする に小心な若輩の似た者同士の 集りで ､
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しやくほう 釈放
14 2 0 6 6 国外追放を条件とした釈放の 申し渡しに対して
14 2 0 6 9 精神病棟監獄から同時に釈放せ よ とい うもの だ っ た
しやくほうせ よ 釈放せ よ
14 2 0 6 9 精神病棟監獄から同時に釈放せ よ と いうもの だ っ た
ジャケツ
oo 5 0 3 6 ジ ャケ ツを着て歩み去る
ジャケ ッ ト
o10 0 0 9 そ の新 しい設計こ そ白い 帽子と赤い ジ ャケ ッ トの
じや こう 蔚香
1 59 0 11 かすかに衣ずれの 音と寮香の かおりを残して
しや こうじ ゆ つ 社交術
o 41 0 1 0 社交術があなたを潤れさせ たり育て たり しないうちに
o54 0 8 3 見よ あばかれた社交術の 快楽と有頂天とを
しや しん 写真
03 0 0 1 5
058 04 2
05 9 00 9
10 6 0 0 1
14 5 0 2 3
14 8 0 4 5
18 6 0 2 7
障花植物 とならんで写真にはい る
サ ー カス のむすめ の写真をながめな がら
わたしの机のうえの 一 枚 の 写真も
ありきたりの記念写真の スタイルで 三列にな らび
｢写真店の窓には曝された肖像の記念写真が 夢こそす べ てである と知 っ た時 もう肉体
ぼくたちはひとかたまりにな っ て写真を撮 っ た｡
甘六年前に広島で撮 っ た写真を､ 懇親会の席上で相良着から見せられてね
しや しんてん 写真店
14 5 023 ｢写真店の 窓には曝された肖像の 記念写真が 夢こそ すべ てで あると知 っ た暗 もう肉体
ジャズ
o58 0 1 1 そ こ にはジャ ズが 放そ ぼそ とながれ
しやせん 斜線
o 97 00 4 しかし雨を描い た動か な い 斜線は ､
しや そう 車窓
193 0 1 2 半世紀は車窓の 景色で あ っ た
しやだんされ 遮断され
o1 8 0 1 3 帽子掛の下で遮断され
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シ ャ ツ
0 4 1
0 6 1
06 6
121
1 1 1
1 1 6
0 3 0
0 0 2
シャ ッタ ー
13 3 0 1 1
18 3 0 1 6
物質で身を固め 破れたシャ ツ で冷気を防い だ
洗濯したて の シ ャ ツ をよごすほ どにも
ワイ シ ャ ツ の袖をまく っ た腕で あ っ た｡
古シ ャ ツ はぬぎすて よう
おびえた窓枠の かげシャ ッタ ー の うしろ
銀行披シ ャ ッ タ ー を下 して い て
シャ ド ー ･ ボクシ ン グ
1 47 0 2 0 口笛を吹きながらするシ ャ ド ー ･ ボ ク シ ン グが死の レ ッ ス ン o
し やぶり
10 6 0 2 1 かれの指の爪貝は 恋人たちが しや ぶりたがるほ ど美しい
しや べ ら 喋 ぺ ら
16 4 023
18 0 0 47
しや ぺ らぬ
18 0 0 4 7
ぼくは喋 ぺ らなければならない
ひ と こ とも喋 べ らぬ こ とだ
喋 べ らぬ
ひ と こ とも喋 べ らぬ こ とだ
しや べりかける
0 5 4 12 9
喋 ぺ りかける
僕は眼をかがやか し涛の ように喋 ぺ りかける
シ ャ ベ ル
oo 1 0 0 1 青柄 の シ ャ ベ ルで
しや ぺ る 喋る
o8 5 01 8 奇怪な造語で喋る連中の 頭を踏み つ けよう
シャ ボン
o o5 0 0 8 明る い シ ャボ ン の 中から転がり出た
ジャ ム
o 1 3 0 1 7 ジ ャ ムを食 っ てゐ る と
しやめん 斜面
o4 1 0 0 5 意志は荒い 山肌の斜面からむ けてくる の か
o 60 0 0 2 斜面に枯草がそ よい で い たりする
o 62 0 4 3 こ の 小さな丘 の斜面に寝そ べ っ て い ると
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じや らじ やら
o8 7 0 1 3 鎖を じや らじや らさせたり
じやり 砂利
13 0 0 13
しやり よう 車輪
o40 0 1 4
18 6 0 4 4
しやりん 車輪
10 7 0 0 5
ジャ ン ク
oo 7 00 1
シ ャ ンデリ ア
18 9 0 34
ジャ ー ナ リ スト
1 24 0 2 0
しゆ 主
o1 4 0 26
0 2 1 0 1 0
0 2.8 0 2 3
o4 5 00 5
04 5 0 1 4
04 5 0 1 9
0 8 5 0 2 1
091 0 1 4
10 1 05 3
128 0 4 9
139 0 0 6
14 2 0 9 7
15 2 00 8
15 9 0 0 4
1 67 0 之2
18 6 0 7 2
じゆう 自由
0 41 1 4 1
砂利が 一 粒ず つ 光りは じめた
すべ て の 車輪は動かない
(どの 車輪にでも東 っ て い る可能性があ っ た)
車輪や道もうた っ て い た
ジ ャ ン ク の 帆が煽煽の ごとく羽博い て ラ ン プの 虹がひ ろがる
シ ャ ンデリア の天井に大きくひ びき
(ジャ - ナ リ ス トがテ ー ブ ルを叩い て怒 っ て い る)
おお主よ と叫んだかは考えてみたらい い
賢明な若い 主君は
鳩 とともにおお救世主の銅像の 髭にも つ い て
主 ( ある じ) は ふ と雨の顔になり
主 ( ある じ) は ひそかに想ふ
畳よりも青い顎の 若い主 は しば し呆ける
理想主義者や清貧家を蹴 とば し
きみ の 季節は飼主 の な い 猟犬の ように飢えて い る
歌う者の い ない咽喉と 主権者の いない 胸と の
｢民主主義はイデオ ロ ギ ー ではなく
どうしてもそ の 主 の姿を尋ねあて る こ とができない
非合理に機能する官僚的権威主義を全面的こはび こらせながら
造物主の息がかか っ て い て
細くすきとおる声をかけてきた主は
肉の 悲しみを知り つ く した主は
時間は偉大な造物主だからね
橡の幹には自由な樹液がの ぼりは じめた
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01
1
1
1
1
1
1
1
7 2
2 8
2 8
4 2
42
50
6 6
6 6
8 3
じゆう
00 6
008
026
0 54
10 1
102
112
1
6
4
2
5
1
2
6
3
1
･2
F6
16
4
16
.4
0 之
0 1
02･
07二
0 7:
0 7
01:
0 1
0 2
疏
0 0
0 0
0 0
00
0 1
0 0
0 1
みんな どう して こ んな に自由にふるまうの か
自由の 死に
｢円の切上げより自由化が先+
卑劣さを代償 とした自由を受け入れようとはしない で
拷問から解放され 自由を得るためには
個人に と っ て ､ 自由は､
自由とは何かは太陽の よう に明白だ っ たの に
自由の 意味をもて あまして い る
すこ し足の 不自由な老人がほほえみか ける
弾痕からシズ クが落ちて るが カ レ ラは銃器を埋めて
機関銃は マ ッ チを擦 っ て 乾草みたい な白い 雲に火を
その とき銃眼の 奥から呪む
そ して銃を担 っ たおたがい の 姿を噸けりながら
なにもの よりも おの れ自身に擬する銃口 を
みんな い っ せ い に銃剣の 襖を立ててくれ
命令 一 下たちまち整列 し 黒い銃剣の林を つ らね
しゆうあくな 醜悪な
03 6 02 9
し ゆうい 周囲
0 30 03 2
じゆうい ちが つ
06 1 19 4
06 9 0 0 1
06 9 0 0 9
0 69 02 1
0 69 0 3 7
し ゆうう 験雨
0 1 2 0 12
05 4 15 6
迂闇にも醜悪な衝の 清の 中 へ
花 の実たちが実る周囲に実る別の花の 実たち
十 一 月
十 一 月 の 寒空に ､ わたしはオ ー バ ー もな く､
十 一 月の 凍 っ た夜空に
十 一 月の 凍 っ た夜空に
十 一 月 の凍 っ た夜空に
十 一 月 の凍 っ た夜空に
ぎんの騨雨の 中で
光披ひ と つ の 原子に 強烈な夏の騨雨にかわ っ てゆく
じゆうか 自由化
1 28 0 2 4 ｢円の切上げより自由化が先+
しゆうかく 収穫
17 0 0 0 3 眠れぬ夜の 収穫 は
じゆうが つ 十月
43 7
105 0 1 1
105 0 1 5
しゆうかん 習慣
oo 7 0 0 4
o4 1 0 7 7
o4 4 0 0 4
o53 0 60
o93 09
103 0 1 9
15 2 0 2 0
15 6 0 1 7
16 1 0 1 1
1 66 0 0 3
九月ポ ー ラ ン ド､ 十月 ス エ ズ ､ ハ ン ガ リ ー ､
九月十月には､ まだまだ遠い 三月 ｡
煤けた町は古い習慣で壷の沈黙を それはい つ までも黄色い河の
うす呆けてゐれば 習慣 とな っ た苦痛も
帰する と ころ 一 に して 祈りは慧き習慣 (な らわし) の光明なりo
夢を見なが ら眠る習慣が こんな に悲しい も の とは患い ませんで した
髄酎は何によらず悪い 習慣だが
風土 とか習慣に よ っ て去勢されな い
習慣の ロ ボ ッ トになるな
習慣みたい な西洋人は
それがこ の 世の習慣で ある
｢きみ+ と呼んだりする習慣があ っ て
じゆうがん 銃眼
o 2 6 00 6
じ ゆうき 銃器
006 0 0 1
じゆうきゆうさ い
06 8 0 13
0 68 0 33
じゆうきょ 住居
1 67 0 1 6
しゆうきょう
18 0 4 6
し ゆうきよく
04 6 05 1
そ の とき銃眼の奥から呪む
弾痕からシズクが落ちて るが カ レ ラは銃器を埋めて
十九歳
十九歳の 男は 海にむか っ て
十九歳に別れを告げた男は
住居は確実に古びて しま っ た
宗教
時に汝 ､ 道徳や ､ 宗教 の立派な代理にな るうえ に､
終局 ¢
橋上 の人よ 実の終局には
じ ゆうけん 銃剣
1 0 2 0 0 6
11 2 0 1 4
しゆうごう 集合
18 6 0 6 6
じ ゆう こう 銃口
1 0 1 0 1 4
みんな い っ せ い に銃剣の襖を立てて くれ
命令 一 下たちまち整列 し 黒い 銃剣の林をつ らね
空間が空間であるうちは物の集合にすぎない から
なにもの よりも おの れ白身に擬する銃口を
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じゆうごばい
12 8 0 23
じゆうごふん
17 4 09
じゆうさんにん
14 8 0 3 1
じゆうじ 十字
05 3 0 1 6
058 0 2 8
078 0 之1
12 7 02 2
じゆうじ 十時
14 8 0 3 9
じゆうじか
05 3 0 1 6
十五倍
鋼鉄六倍 自動車十五倍
十五分
きみは意外に元気な様子で近況を語 っ てくれ､ 心境まる十五分か 二 十分で あ っ た｡
十三 人
同じ輸送船でス マ トラ 島に送られた転属組の 十三人だ っ た｡
これがわたしの 小さな十字架です
十字路には警官が立 っ て い て
小さな南十字星の まわりを
くるめく十字の
十時をすぎると蒲団が敷かれた｡
十字架
これがわたしの 小さな十字架です
しゆうじん 囚人
1 13 0 19
1 67 0 2 3
1 67 0 3 9
1 67 05 9
じゆうすうび よう
15 2 03 1
しゆうせ い 修正
1 13 05 0
シ ベ リ ア の 囚人に
袋を着せ られたソ ロ フ キ の 囚人み たい に
ソ ロ フキの 囚人の手は ･
うなだれた囚人の 目尻には
十数秒
十数秒で黒い 灰になる
修正に修正をほ どこす整形手術で
しゆうせ い 終生
o5 1 0 25 影 終生よりそ っ て離れぬ影
じゆうたん
o9 7 0 0 9 毛深い じゆうたん の 暗号のなかで ､
しゆうだん 集団
o5 4 0 6 0 第 二流 の民族 集団 人物は
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じゆうたん 械観
102 0 1 4 毛深 い夢 の繊塩に戻 っ てきてくれ
しゆうちゆう し 集中し
10 6 0 23 そ こ に集中し隆起 して ある フィ ジカルな高貴さの 象徴 となり
しゆうでん し や 終電車
o 69 0 40 終電車の レ ー ル の ひびきは
じゆうな 自由な
o 4 1 1 41 檎の 幹には自由な樹液がの ぼりは じめた
18 3 0 23 す こ し足の不自由な老人がほ放えみかける
じゆうなんに 柔軟に
o3 7 09 肉体 よりも柔軟に
じゆうに 自由に
o7 2 0 2 1 みんな どう して こんな に自由にふるまうの か
じゆうにく 獣肉
o70 03 9 喰い ちらした獣肉の 小骨や
じゆうにじ
00 3 0 0 4
0 1 5 0 1 7
o6 9 0 2 5
十 二時
今晩十二時に出帆します
十二時を打 っ ても
十二 時十分 針の 眠が
じ ゆうに じじ ゆ つ ぶん 十二時十分
o 6 9 0 25 十 二時十分 針の眼が
じゆうにねん の 十 二 年の
14 2 0 7 3 十 二年 の刑期を つ とめ あげるために監獄に戻 っ て い っ たの である
しゆうねん 執念
o 94 0 0 2 見えがくれの執念に つ け狙われなが ら
じゆうねん 十年
0 62 ･00 8
09 2. 0 0 8
0 9 6 0 1 5
1 1 2 0 0 3
1 2 7 0 1 0
12 8 04 1
二十年もむかしに死んで
もう二十年た つ
文明色な ら もう古くな っ た三十年代流行の セダン の
二十年か
三十年前か
十年戦えればア ラブが勝 つ がね え?
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1 39 0 8
1 60 0 1 5
160 063
173 0 4 0
17 4 0 1 1
18 9 0 19
18 9 0 2 0
18 9 0 2 1
五十年の 記憶は闇また闇｡
二 十年も昔に記憶の底 に沈んだ詩人が
三十年代末から四十年代にかけて活躍 し
はてさて 七十年代も終りですか
こ の 三十年間､ ぼく披きみ に 一 度も電話などしたこ とがない ､ ち ょ っ ぴり心が痛み ､ それはなぜかと考え出すと ､ 疑
誰とも口をきかずに十年を生きればよい
十年の 早さ
それがわかるの は十年た っ てからである
じゆう放ち 十八
1 81 0 1 1
じ ゆうぶん 充分
o41 0 13
o5 4 0 93
o9 3 0 06
12 5 02 1
14 5 00 9
じゆうぶん 重文
1& 8 0 8 4
じ ゆうぶんな
0 93 0 0 6
14 5 0 0 9
じゆうぶんに
04 1 0 1 3
十八 の 小娘を相手に
充分に人目を惹き
そうだ これで僕の 孤独も充分 とい うもの だ
充分な準備がい る
密室のドアはどれほ ど厚くても充分とはい えない
そ こ にもあ っ たト - モ ロ コ シ の 毛 の そよそ丘陵をエ ン ジ ェ ル がうまれるの に充分な広さ
日本の 重文とされて い る民家 へ の 憧れが ､
充分な
充分な準備がい る
そ こ にもあ っ たト - モ ロ コ シ の 毛 の そよそ丘 陵をエ ン ジ ェ ル がうまれるの に充分な広さ
充分に
充分に人目を惹き
しゆうま つ 終末
0 5 3 052
じゆうまん 十万
072 0 0 4
07 2 0 6 5
15 1 0 0 9
じ ゆうまん して
1 67 05 7
じゆうまん の
0 7 2 0 6 5
なんでも終末があ っ て発端が ある の で し よう
十万にの ぼる人々が
十万の ひ とが残して い っ た大きな寂参が
月々の 出費は切り つ めて約六 十万
充満 して
人くさい息が充満 して い るうちは
十万の
十万の ひとが残して い っ た大きな寂夢が
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じゆうゆ 重油
o7 3 0 0 7 あちこちに重油が ながれ
しゆうようじ よしすてむ 収容所システ ム
14 2 0 4 2 監獄 ･ 収容所 シ ス テ ム にほかならぬ と
14 2 05 7 監獄 ･ 収容所 シス テム に隠れ場所はな い
じゆうよにん 十四人
18 4 0 0 7
じゆうよんせ い き
1 60 0 4 1
じ ゆうりんする
0 08 0 14
じ ゆ えき 樹液
009 0 1
025 03 9
02 6 0 18
04 1 1 4 1
そ して 十四人の大工 を自ら指揮 して
十四世紀
十四世紀の ス コ ッ トラ ン ドの詩を口諦さみながら
操潤する
槻 するだらう
褐色の皮膚の 下に樹液は潤れてゐ る
透明な樹液の 中で
樹液の触手は
橡の幹には自由な樹液がの ぼり放 じめた
じゆえきの 樹液の
02 5 0 3 9
02 6 0 1 8
じゆ く しかけた
05 5 0 45
しゆ くせ い 粛清
1 13 05 3
し ゆくふく 祝福
0 54 1 0 2
125 0 1 9
しゆくふく しよう
05 4 10 2
しゆ くめ い てき
04 1 0 8 4
透明な樹液の中で
樹液の触手は
熱 しかけた
なかば熱しかけた未来 にむか っ て
- - 沈黙が粛清にや っ てくる
こ の呪わしい 夜を祝福 しよう
祝福はくるが遅すぎるだろう
祝福 しよう
こ の 呪わしい 夜を祝福 しよう
宿命的
宿命的な輪のなか で
しゆけん しや 主権者
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1 01 0 5 3 歌う者の い ない 咽喉と 主権者の い ない 胸との
し ゆごしや 守護者
142 12 個人の 平和 と 世界の平和と 人類その もの の 其の 守護者たりうるの だ+ と
しゆ し 種子
o26 02 3
o4 0 10
114 00 4
127 0 15
14 0 01 9
しゆ じゆ つ 手術
1 13 0 5 0
1 88 0 1 8
し ゆ つ げきし
1 12 0 1 5
芽生えの ない 種子が
新ら しい 種子が新 しい 土地に播かれ つ つ ある こ とを｡
一 粒 の種子も残らない
村の思想の種子が こ ぼれて ､
忘られた種子の ように
修正 に修正をほ ど こす整形手術で
手術をせねばなるまい と､ 気 にかけて い ます｡
出撃し
敵にむかい 黙々と出撃 し 一 夜あければ骨となる
し ゆ つ け つ して い る 出血 して い る
10 0 04 2
しゆ つ げんする
06 5 0 15
しゆ つ さん 出産
18 8 0 6 1
しゆ つ ばつ 出発
0 61 0 6 2
115 0 0 2
145 0 2 2
1 48 0 4 8
し ゆ つ び 出費
15 1 00 9
しゆ つ ぼつ する
172 0 1 1
しゆ と 首都
10 1 0 3 1
12 3 0 1 1
たえまなく出血 して い る内部の 世界で
出現する
そ こ に､ あたらしい岩 山が出現するまで
出産に関する教育が旺 ど こ されるならば ､
出発 の 時よりも資 しくな っ て ､
出発するひと
行先をきめな い で 出発 し到着 した ときに旅は終 っ て い た
それから､ 少年の 日 の ように月の 砂漠 へ 出発 した｡
月々 の 出費は切り つ めて約六十万
出没する
心 に出没するの は
どの 首都からも へ だた っ た どんな地図にもない とこ ろだ
もう 一 つ の 首都を夢みて
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193 0 2 4 ときわの 首都は世界の影を映して い る
じゆなん しや 殉難者
o 63 0 2 5
し ゆはい 酒杯
158 0 15
しゆ み 趣味
o93 0 10
12 8 04 4
じ ゆもく 樹木
o30 00 4
o3 1 00 5
o3 2 0 0 8
03 6 0 0 1
03 6 0 1 1
o36 0 1 3
036 0 2 0
03 6 0 2 1
0 3 6 0 2 4
o38 0 0 5
03 9 0 6 8
03 9 1 3 0
03 9 149
04 1 11 8
04 1 1 19
0 4 1 1 20
0 4 1 1 2 1
046 0 0 3
04 8 0 0 2
05 4 0 9 6
10 9 0 0 3
じ ゆもん 呪文
1 43 0 1 3
しゆら 修羅
12 0 0 1 6
ぼくが殉難者の澄んだ幹を して い る としたら･ - -
酒杯をかたむける
かかる読書法は良い趣味以外の なにもの でもない
神なければ すべ ては趣味の 問題だl
無造作な天体には樹木が茂る
目覚めて ゐ る石や眠 っ てゐ る樹木は
樹木の 影は怯え
おそ らく披実らぬであらう樹木
みずみずしい樹木 と花花の 間で
これらの樹木はあまり好まぬ
おそらくは実らぬであらう樹木
これらの樹木の 下の 水 ぺ りに
おれの 影はだんだん樹木の 影に似てきた
樹木たちは
い としい 樹木も逃げはしな い
樹木も濡れてゐる柱廊も
どんな樹木を育て てゆ く のだ らう
い つ の まにか樹木 は枯れてゐた
誰の もの でもな い と思 っ てゐた樹木
貧弱な幹に大きな葉を つ けてゐた樹木
それがあなたの樹木だ っ た
噂泣する樹木や
家や樹木a)'やわらかな影をおと して
まるで僕たちに呼びかけるか の ような樹木の そ よぎ
花を咲かせた樹木が
狭心症の呪文と
修羅のくるまもみえない
し ゆり ょう 狩猟
1 05 00 5 魚釣りに は早すぎ､ 狩猟には遅すぎる三月｡
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1u
6写
れい
｡若齢 資 しさの樹齢その もの と化 してから
シュ ロ
o14 ･0 1 3
じゆわき 受話器
o 28 00 8
o2 8 0 6 7
シ ュ ワ ル ツ
1 60 0 12
160 05 4
じゆん
01 0
01 1
02 8
0 4 1
0 4 6
05
0
0
0
0
0
0
1
6
6
6
7
9
9
1
2
1
6
7
2
3
4
2
1 13
1 13
12 8
12 9
13 5
15 6
純
0 0 7
0 1 6
0 0 3
08 0
0 2 0
0 1 4
1 1 5
0 3
0
0
0
0
0
0
14
3 2
2 2
0 1
18
0 13
0 4 2
0 4 6
01 7
0 0 2
0 20
1 60 0 1 2
16 0 0 3 8
16 0 0 5 4
16 2 0 21
17 6 007
しゆ ん 笥
14 6 05 6
団扇みたい なシ ュ ロ の 其の 下で
受話器から突然噴き滞れたりする
白い 事務所の 受話器が
デル モ ア ･ シ ュ ワ ル ツ が 一 九三八年に書い た短篇を読んだ
私が知りうるの は シ ュ ワ ルツが 一 九六六年に五十三歳で死ん だ こ とだ
やがて純白の雲の 中にチ ョ コ レ エ トの肩が見えなくなる
純な 一 輪 の 白書蕨に つ い て
緑 の影はい つ もガラス管に よりそ っ て ゐ た純粋な頭の鈍い速度に つ い て
純滞な空気が咽喉を塞ぎ 見えない 量 に苛まれて
たとえ純粋な緑が 墳墓の 丘 より呼びかけようと
純潔だ っ た姉さん!
だから純潔を汚すこ とだ っ て
ワ イ シ ャ ツ の 袖をまく っ た腕であ っ た｡
純粋な ｢なぜ+ は
きわめて純粋で ､ 抽象的だ
かれの眠りは純潔の匂い がする
身をくねらして走る カ ワ ヘ ビ の
あの純粋の 化身はどこ へ 失せ たか
単純でなくちやならない
なんでも単純だ っ たから
バ ウ ワ ウ言語 デイ ン ド ン言語 プウプウ言語
まぶ しい食卓の ワ イ ングラス の影 と
純粋で新鮮な嘘となれ
言葉の 純度は低く
デルモ ア ･ シ ュ ワ ル ツが 一 九三八年に書い た短篇を読んだ
たい せ つ な の は感情の 純粋な喜び!
私が知りうるの は シ ュ ワ ル ツ が
一 九六六年に五十三歳で死んだ こ とだ
そ こで - 樽 の ワ イ ン とな ら
純白の シ ー ツに
暗がりで苛みたい にずんずん伸びて いく の で
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じゆんけつ 純潔
o4 1. 0 8 0
o52 0 1 4
o6 1 11 5
o9 3 02 2
純潔な空気が咽喉を塞ぎ 見えない 量に苛まれて
純常だ っ た姉さん !
だから純潔を汚すこ とだ っ て
かれの 眠りは純潔の 匂い が する
じゆんけつ な 純潔な
o4 1 0 8 0 純潔な空気が 咽喉を塞ぎ 見えな い 量に苛まれて
じゆん ど 純度
1 56 0 2 0 言葉の純度は低く
じゆんな 純な
o1 1 0 1 6 純な 一 輪の 自著夜に つ い て
じゆんぱく 純白
o10 0 0 7 やがて純白の雲の 中にチ ョ コ レ エ トの肩が見えなくなる
176 0 0 7 純白の シ ー ツ に
じゆ んぱく の 純白の
o 10 0 0 7 やがて純白の雲の 中にチ ョ コ レ エ トの 肩が見えなくな る
17 6 00 7 純白の シ ー ツ に
じゆ んばん 順番
18 8 0 3 6 いずれ､ 順番がくるだろうと思い ながら暮 して い るが ､
じゆ んび 準備
o 93 00 6 充分な準備がい る
1 87 0 19 準備はす ベ て とと の い ながら
しよ 書
02 7
03 9
04 1
05 7
05 7
0 6 1
0 68
0 9 1
09 3
10 0
10 0
0 2 0
0 14
127
0 02
0 1 1
0 14
03 5
011
0 1 0
0 1 4
03 4
椅子は書籍の 上に乗 っ てゐ る
書籍をなげう っ て
書物にく っ つ き
18 8 6と書い てあ っ た そ の 年から
1 8 5 0と書い てあ っ た そ の 年から
書籍や窓や ペ ン をすてて ､
手紙を書い た
新聞社の屋上たかく舞 っ て い る伝書鳩の
かかる読書法は良い 趣味以外の なにもの でもな い
ぼくは書き つ けた
三段階の す じ書きどおりに
44 6
10 6 03 5
113 03 6
14 2 00 2
14 2 0 62
14 2 0 7 8
14 3 0 1 5
148 0 0 5
150 0 0 2
15 0 0 1 5
15 0 02 4
15 0 05 1
15 0 0 59
15 0 0 74
15 8 03 5
15 8 0 3 7
1 60 0 12
165 0 之5
16 7 0 12
16 7 02 1
16 7 04 9
16 7 0 7 5
17 0 0 0 9
17 0 0 1 0
1 70 0 2 6
174 00 6
18 0 02.6
18 0 03 3
18 8 0 6 7
｢おれは詩を書い て い るんだ+ カ ア カ ア カ ア カ ア カアカ ア と
｢自殺 します+ と手紙を書い たら
記録されず 善かれず
その著書をフランスで刊行した 一 九四 二年生れの ブ コ フ ス キ ー は
反祖国的ない かなる文書に署名してもい い と患 っ て い た
詩を書くより死んだ圧うがましだ
二人の娘を育てて きたと善かれて い た｡
私は 国境地 という エ ッ セイ の 中で ､ こ ん な こ とを書い た｡
三人称で戯画的に書い て い るが ､
自分 の 書い たもの がまるで つ まらなか っ た こ とである ｡
彼は我々 の 雑誌の 創刊号に､ 玉 の 井の姫婦と客との 交渉を扱 っ た ｢泥沼+ を書き､
しか し､ それから彼は ､ もう小鋭を書かなか っ た｡
つ い ､ 書かでもの こ とまで書い て しま っ た｡
ぞ っ とするような詩を書き終えるこ とで
苦 しんでまで詩を書こ うとは患わない
デル モ ア ･ シ ュ ワ ル ツ が 一 九三八年に書い た短篇を読んだ
わたく しは父の書い たものを理解せず
話したり書い たりすれば素晴らしい ライ フも
古今の 書を読み
塵壌の ように書籍を衣類を調度類を
万巻の 書は不治の痛い となり
(な んでも書けるなんて とんでもない
｢何も書けぬ+ がほん とうの と こ ろだ
物を書く空気にな じめなくな っ て い る精神の
早く頑迷因幡にかえりたい ｡ あと三カ月で六十才+ と書い てあ っ たo
ヅ セ ー ジ と よみま した+ と書い た筈､ それは私だからそう よめて しまう ､ と いう の がどうでもい い こ とで ､ 貴方
忘れ難い 人の ために書い た
ずい ぶん起 っ て い るらしい です+ と善い て い たが､
しよう 枝葉
1 09 00 2
しようえん 硝煙
08 1 0 0 8
10 2 0 0 3
18 7 0 1 2
芽を出し､ 枝葉をひろげ
強い 硝煙の におい が立ちこ めて い る の で
いまはな つ か しい硝煙 とそ の 匂い のなか に
ひ とすじの硝煙の におい を
し ようおう 照応
0 4 6 0 17
しようがい 生涯
07 1 0 4 3
15 9 0 1 7
眠れる波の しずかな照応のな かに
われらはながい 生涯をも っ て測 っ たりする
かれの生涯には つ い ぞなか っ たの に!
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じようき 蒸気
o28 0 0 9
o 61 09
■
6
じようきよう
1 42 0 8 2
1 42 1 0 1
1 48 0 1 8
哀訴の蒸気を吸殻 とともに皿 の上に捨て る三重の硝子の 向ふの 蛾格子の 中の
氷と霜と蒸気 と熱湯の 地獄の苛貴に
状況
彼がおかれてい る状況披 西側の 同時代人の それより
ブ コ フ ス キ ー や ア マ ル リクが直面 した状況にくらべ たら
極限状況のナ ンセ ン ス に ､
しようきん 賞金
160 0 3 印刷の不備でくじに外れた老楽師に 大当りの黄金を全部や っ て しまう
じようけい 情景
o5 4 0 4 9
一 九四七年の 一 情景を描き出そう
しようげん 証言
142 0 1 3 マ ルチ エ ン コ の証言によれば
じようけん 条件
14 2 0 6 6 国外追放を条件とした釈放の 申し渡しに対して
し ようけんまん 証券 マ ン
1 83 0 1 8
し よう こ 証拠
125 0 2 4
14 2 10 5
18 6 05 8
し ようご 正午
098 0 2 6
14 8 0 5 4
若い 証券マ ン が 一 人で物思い に耽 っ て い る
幸福である 証拠はな い
巨大なもの の力が 個人の 信念より永続する とい う証拠はない
(動かぬ証拠の記念掘影)
それは昨日の 正午
正午は安全な時刻である､
じようざい 錠剤
125 0 1 2 弾丸よ 言葉よ 錠剤 よ
し ようさん 賞讃
05 4 0 1 0 惜 しみな い 貴賓の 言葉をおく っ た
し ようじ 障子
1 80 00 7 障子に映る薄陽をむけて
4 48
しようじきな 正直な
10 6 03 2 正直な諦めを抱い て 立去る べ きではない だろう
150 0 16 私自身は､ かなり正直な自画像の つ もりだ っ た.
しようして 称 して
160 068
し ようし や 勝者
18 9 0 0 1
し ようじ よ 少女
o o6 0 10
00 7 0 13
0 69 0 0 4
o 69 0 05
069 0 1 1
0 69 0 1 9
0 69 03 9
0 82 0 18
1 00 0 6 1
1 7 6 001
1 7 6 0 1 4
1 7 6 0 1 7
1 7 6 0 3 1
じ ようし よう
02 8 0 1 6
051 0 1 6
18 9 02 2
し ようし ようと
17 9 00 2
しようしんな
150 0 1 9
｢蛇 の穴+ と称して大学にもそり こみ 教鞭をと っ た こ ともあるが
陰険な勝者は
少女が碧い 眼をした人形を抱 へ て 出てきたが
阿片の 軽艇 (ボ ー ト) は霧の 中 へ 青 い泡を残 して去る ぺく 一 人の 少女を誘拐
青白い 少女が
もうひ とりの少女に話 して い た
こ の 少女の ように
少女の 記憶は
ふたりの 少女は巽の影をよせ あ っ た
唖の /i)女にな っ て !
ペ イ ヴメントには水玉模様の 少女があふれ
少女は
少女の 頬と肩になぶりかかる
悲 しいかな少女は
少女はふさふさ した垂れ髪で
上昇
熱度計の 上昇に つ れて
下降 そ して不吉な上昇力 - ブ
自己を否定するたびに上昇を つづ けて
少々 と
た べ の こ しの黒 パ ン少々 と
小心な
ようするに小心な若輩の似た者同士の 集りで ､
じようずに 上手に
o8 4 0 3 8 かれにかわ っ て上手にすすり泣くのですよ
15 5 0 3 0 一 日を上手に処理する
し ようせ つ 小説
o9 8 0 1 1 読みさ しの 小説の つ づ きは
14 2 0 9 4 オ ー エ ル の 未来小鋭に措かれた 党 は
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1 50 0 59 しかし､ それから彼 臥 もう小説を書かなか
っ たo
し ようぞう 肖像
o29 0 1 7
14 5 0 2 3
し ようそく 消息
1 28 0 6 4
17 8 0 0 5
樹樹の い ろが肖像を作 っ た
｢写真店の窓には曝された肖像の記念写真が 夢こそす べ てである と知 っ た時 もう肉体
｢遠くからの よい 消息は
たしかな消息とい う
じようたい 状態
oo 5 03 2
17 4 00 4
人々は仮死の 状態であ っ た
｢病気がこんなに こたえる と臥 思 っ ても いませ んで した｡ 春からノイ ロ
ー ゼ状態で我ながら呆れかえ っ て い ま
し ようたい 正体
1 86 0 3 2 (時間の正体を見たんだ)
し ようたい じ よう 招待状
148 02 9 元戦友から招待状が と どい たo
じ ようだん
13 4 0 0 5
し ようちょう
10 6 0 23
10 6 0 3 1
17 3 0 3 1
冗談
冗談はやめてくれ よな
象徴
そ こ に集中 し隆起 して ある フィ ジカルな高貴さの 象徴 となり
詩人な ら孤狼な口髭とか 大切な象徴の鼻に つ い て
それで泣代の伝説は消え 象徴は解体する
し ようてんが い 商店街
0 28 06 0
しようてん して
17 0 0 19
し ようてんする
0 17 0 1 6
153 0 1 5
都会の 屋根の下よ商店街の 商人たち
昇天 して
やがては星に昇天して いく光の粒は
昇天する
蛸娩が樹から昇天するの を待 つ かね
ゆ っ くり昇天する
し ようにん 商人
02 8 0 6 0
し ようねん 少年
0 0 9 0 0 4
都会の 屋根の 下よ商店街の 商人たち
ポケ ッ トを膨らませ る少年は
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o10 0 0 1
o10 00 3
o1 0 005
o 10 0 1 4
o 10 0 20
o 5!) 00 1
o59 0 11
o59 0 17
o5 9 02 3
o5 9 02 8
o62 03 1
o89 0 0 9
o89 0 1 3
o8 9 0 2 1
13 0 0 0 7
14 8 04 8
16 7 04 1
し ようねんき
1 67 0 4 1
じ ようひんな
033 00 4
08 4 02 2
自転車に乗 っ てゐ る少年は自転車の ス ピ イ ドをも つ
有効な ス ピ イ ドに つ い て考 へ る こ とを欲する少年は
一 個 の 白い帽子をかぶ っ て ゐる
日の匂を発散させ る少年は青い麦の 芽である
パイ プを撮 っ て雲 の 中から生れてきた少年は
手をあげた少年の 五指 の聞から
見知らぬ美しい 少年が
あの 美しい 少年は何処 へ い っ たか
美しい 少年を失 っ た母が
おもい みだれた母と美 しい 少年の ボ - トが
波にさらわれた母 と美しい 少年を許せ!
わたしは昔の 少年にな っ て ど こまでも追い かけてゆくだ ろう
橋の 下には 夏の 少年が
けれど死んだ眼をひらい た少年には
すると少年の冷たい呼吸で
美少年に見おぼえはな い
それから､ 少年の 日の ように月の 砂漠 へ 出発 した｡
少年期の 貧しい体験から
少年期
少年期の 貧 しい 体験から
上品な
上品な耳の うしろで
い ともお上品な天使たちが
しようふ 娼婦
150 0 5 1
1 50 0 5 2
150 0 63
彼は我々の雑誌の創刊号に ､ 玉 の井 の姫婦と客と の 交渉を扱 っ た ｢泥沼+ を書き､
続 い て第 二輯 に逃亡した婿婦の 心理を描い た ｢滅落+ を発表 したとこ ろで ､
鵜婦 の 悲惨さを､ かなりの 密度で正確に捉えたというだけで､
しようみ し 賞味し
18 6 0 8 1 それらを賞味 しながら
しようめ つ 消滅
1 2 6 00 3
167 08 0
17 2 00 3
しようめ つ して
126 0 0 3
じ ようよく 情慾
0 52 0 1 3
と っ くに消滅して い たろう+
よりよき消滅を迎えようではな い か
ひたむきなもの 汝消滅 した
消滅 して
と っ く に消滅して い たろう+
情慾に飢えたわたしの魂をやさ しく愛撫する
4 51
1L
.2
iうら;こ3
将来
少しの犠牲で将来｡ 彼滅を防げるかも しれない)
しようり 勝利
101 02 6 勝利を信 じないぼくは
- -
王冒乏
o
o;言 霊票差賃芸窒:慧是笑きぎ孟よ
て芸雷雲誓言急き三雲芝烹宣言芸刺したか
しようりした 勝利 した
112 0 2 7 おれたちがどんな に大きく敗れ おまえたちがどんなに小さく勝利したか
じようりゆう 上流
o73 0 2 8 メ コ ン河 の 上流 へ と
じ ようりょく じゆ 常緑樹
1 72 0 20 常緑樹に したたる日光の蛮が
じようれん 常連
14 8 0 1 2 新宿の 同じ酒場の 常連で ､ 同じ椎誌の 仲間だ っ たが､
しようわ じゆうろくねん 昭和十六年
10 0 0 1 1 それは昭和十六年の冬の こ とだ
し よぎ ょう 所業
162 0 1 5 悦惚の所業であ っ たかも しれない
しよくえん 食塩
o8 5 0 之5 イ ンクや涙や食塩で錆びたり しな い
し よくじ 食事
189 0 2 8 これからひ とりで食事にか かる と こ ろだ
しよくし ゆ 触手
02 5 0 2
02 6 0 1 8
し よくたく 食卓
0 2 6 00 8
05 5 04 3
06 5 0 0 5
07 0 0 3 8
12 9 0 17
わづかにさわ(o 葦 の触手を見る
樹液の触手は
食卓は北方に白い 布を垂 らし
朝の食卓に つ く
壁 のそ とにせ ま っ た｡ 食卓に石ま
そる(tl る まわる食卓があるだけな の だ ､
まぶしい 食卓の ワ イ ン グラス の影 と
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179 00 1 粗末な食卓の うえに
しよくぷつ 植物
o1 2 0 1 5
o 26 0 1 7
o 26 0 3 1
o 30 0 13
o 30 0 15
120 00 4
148 05 2･
青い 舌を垂ら した植物の 蔭か ら
おびただしい 植物のま - で立止まると
植物の 手の蔭 へ と移行する
あれは植物たちの 繁りの影か
陰花植物とならんで写真にはい る
植物の み どり
グロ テ ス クに繁茂する熱帯植物を観賞 した｡
しよ くみんち 植民地
o28 03 7
o7 4 00 4
しよ くも つ 食物
1 65 0 0 3
し よくれき 職歴
1 48 0 3 6
15 1 0 0 4
し よくん 諸君
013 0 2 5
01 7 0 4 1
12 4 0 16
12 8 05 1
し よけい される
1 13 0 3 3
し よ じ よ 処女
070 0 10
12 0 0 1 1
15 6 03 8
しよ じ よせ い
15 6 0 3 8
し よせき 書籍
0 27 0 2
0 3 9 014
061 0 1 4
それは植民地の ためで 披ない
束洋の 名もない植民地の 海にうかび
ゆ っ くり食物を岨曝する口 の動き
結局 ､ め い め い の職歴 と子供を何人作 っ たかと いう こ とに つ きて い た｡
大学を中退 し職歴 は放 とん どなく
ネム の木は寒い よ諸君
我々の樹を救 へ 諸君よ と
それが 諸君の 旧式な
わかりましたか諸君
処刑される
喜んで 処刑される者もたくさんあ っ た
水死 した処女の乳房をさそり つ づける.
処女 の乳房の よう に
完全 に処女性を保 っ て い る
処女性
完全に処女性を保 っ て い る
椅子は書籍の 上に乗 っ てゐ る
書籍をなげう っ て
書籍や窓や ペ ンをすて て､
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167 0 4 9 塵墳の ように書籍を衣類を調度類を
しよねん - い 耕年兵
166 0 1 1 い のちもい らない 初年兵の 頃には
しよほうせん 処方毒
o50 0 1 7
｢それがぼくたちの 古い処方篭だ っ た+ と咳い て - -
ジョ ホ ー ル
112 0 0 8 ジ ョ ホ
- ル の 血 の海峡 ブキテ マ の焦げた丘
しよめい して 署名して
14 2 07 8
しよ めい しな い
o54 14 3
反祖国的ない かなる文書に署名してもい い と思 っ て い た
署名 しない
非ジ ェ フ ァ ー ソン は独立宣言に署名 しな い
し よもつ 書物
o41 1 27 書物にく っ つ き
し よゆう 所有
o2 8 0 5 4 わたしたちが所有するす べ て の 宝よ
o2 9 0 1 0
一 つ の 海を風景の 中に所有 した
しよゆうする 所有する
o2 8 0 5 4 わたしたちが所有するす べ て の 宝よ
し よりする 処理する
15 5 0 3 0 一 日を上 手に処理 する
ジ ョ ン ･ レ ノ ン
185 00 1 ジ ョ ン ･ レ ノ ン が射たれて死んだ､ と
ショ ー ウイ ン ド
o5 8 03 3 指輪や装身具の飾 っ てある シ ョ ー ウ イ ン ドをの そ い て
しら 知ら
007 0 0 2
0 14 0 2 9
0 15 01 0
0 59 00 1
0 6 1 10 5
06 3 0 2 9
あたり 見知らぬ老婆が咳をするの はわれらにかかわりの ない こ
頭髪を伸ば してゐ る の を知らんかね
舶来煙草の こ とを知らない
見知らぬ美 しい 少年が
誰も知らない ｡
ぼくたちは汚れを知らぬ微笑をうか べ る
45 4
00
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
68 034
70 04 6
70 04 8
13
34
42
4 8
5 5
64
66
73
80
82
02
0 0
0 9
0 3
02
00
02
05
0 2
1
8
0
3
1
5
9
1
5
0 1 2
見知らぬ海辺の 女に
誰も知らな い寝室の
誰も知らな い寝室の
知らされてい た
こ の 群集の行方は証も知らない
知らんふりしたところで投獄されは しない
硫黄島に送られ､ 全員戦死 して い た こ とをは じめて知らされた｡
知らない 顔をかきわけ
あるか あ っ たか知らない けれど
一 人 の女も知らずに
死を知らない なんて素敵で はない か
ら･ - - o 貴方に判らなかろうと､ もう少 し付け足すと ､ 昨年は形相の意味も知らなか っ たという こ と. 私は
｢メ
病気も退屈も知らず
㌘芭.. 5 之乏 胡 を観賞する ときも 空にはボ ン ボン花火が上
しらされ 知らされ
1 13 02 1 知らされて い た
14 8 0 3 3 硫黄島に送られ､ 全員戦死 して い た こ とをは じめて知らされた｡
しらない 知らない
o 15 0 1 0 舶来煙草の こ とを知らない
o6 1 10 5
07 0 0 4 6
07 0 0 48
13 4 0 08
15 5 0 21
1 64 0 0 5
17 3 0 5 1
誰も知らない ｡
誰も知らない 寝室の
誰も知らない 寝室の
こ の 群集の 行方は誰も知らない
知らない 顔をかきわけ
あるか あ っ たか知らない けれど
死を知らない なんて素敵で はない か
しらべ る 調 べ る
14 8 0 47 数を調 べ る最後の点呼だ っ た｡
しらむ 白む
o3 9 1 1 2 空が白む
シリア
o 84 0 28 それはもうシリ アやトリ エ ス テ の軍隊よりも
しりあい 知合い
18 9 0 1 8 知合い もま っ たく い なくな っ たから
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しりあ っ た 知りあ っ た
o58 0 1 2 むかし酒場で知りあ っ た女が
じりじりと
o51 03 4 そ して じり じりと胸の 上に倒れかか っ てくる｡
しり つ くした 知り つ くした
167 0 2 之 肉の 悲しみを知り つ くした主は
しり よ 思慮
18 0 04 5 思慮にあま っ て立ち つ くす こ ともあるだ ろう
しりよう 死霊
10 1 04 2 死霊とな っ てさまよう兵士たちよ
しりょく 視力
o4 7 0 17
18 8 0 0 4
おとろえた視力の 闇をとお して
どうも､ 視力が衰え､
しる 汁
o3 9 1 1 7 葡萄の 汁は
しる 知る
039 0 83
173 02 1
美しい 火災の 意味を知るだらう
祉を知 るか ぎりにおい て
シルク
o1 2 0 0 1 柔か い シルクの風に
しるし
19 1 0 0 8 生きて い る自然の しる しに
しれ 知れ
0 17 035
0 3 6 03 0
03 9 0 2 2
04 1 0 4 4
046 0 4 0
05 4
13 3
13
6
8
5
0
0 3 5
0 1
0 2
0
0
3
3
8
8
2
4
一 言も解れな か っ たかも知れない
つ き落されるかも知れん
も披や どんな力も持 っ てゐな い こ とを知れ
怪 しい手紙には週が生えてゐたの かも知れぬ
行方の知れぬ風の こ とばに い つ までも微笑を浮 べ てゐ ようとは
行方の 知れぬ風の寒さに身ぶるい する の だ
なん じ の心 の愛する者を知れりと
数知れぬ花が袖に こぼれると ころまで ｡
測り知れない深さで
測り知れない現実的形態を網にかけて
4 56
しれな い
017
16 5
18 0
しれぬ
04 1
0 46
0 54
133
知れない
o 3 5
一 言も解れなか っ たかも知れない
o 3 2 測り知れない 深さで
o 3 4 測り知れない 現実的形態を網にかけて
知れぬ
04 4
0 40
03 5
0 2 8
しろ 城
o8 1 00 6
152 0 28
18 7 0 2 9
しろ 白
00 1 0 1 1
003 0 1 4
0 04 0 0 2
0 04 0 0 4
0 05 0 1 3
0 05
0 06
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
7
8
9
0
0
0
0
1
2
1
1
1
1
1
1
1
3
4
5
6
7
7
9
2
2
0
1
0 2 1
0 0
0 1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
9
6
2
3
3
4
7
9
6
8
1
0
2
0
0
1
0
1
0
5
1
0
3
9
8
5
0
2 6
怪 しい手紙には麹が生えて ゐたの かも知れぬ
行方の知れぬ風の こ とばに い つ までも微笑を浮 べ てゐ ようとは
行方の知れぬ風の寒さ に身ぶるい する の だ
数知れぬ花が袖にこぼれる と ころまで o
宙にうかんだ夢魔の城
きみ の城にそ っ くりだから
王城はゆら(･ か とみえ
白い 頚の 猫は
逃げてゆくの は白い 犬だ
机の 上は すで に白い 雪である
白い 蝋燭の 申に住ま っ てゐた
白い ちぶさの傾斜地をかけ上れ
白い 翼が生える
すると白い巽をつ けた - 羽 の
あ見給 へ 昏の河 の上を歯を剥い た白馬が乱れるではな い か
機関銃はマ ッ チを擦 っ て 乾草みたい な白い 雲に火を
白い 歯で噛むでも
有効なス ピイ ドに つ い て考 へ る こ とを欲する少年は
一 個の 白い 帽子をかぶ っ てゐる
白い 帽子披頭の ア リカを教 へ る とともに日の 匂を発散させ る
やがて純白の雲の 中にチ ョ コ レ エ トの 肩が見えなくな る
そ の新 しい設計こ そ白い 帽子と赤い ジ ャ ケ ッ トの
純な 一 輪 の 自著希に つ い て
白い 蝶よ
白い 蝶は逃げたが
ガラス 窓から白い 手たちが
白い 砂漠の上に住んで ゐる
白い レグホ ン たちよ
白い 唾 を吐きかけ
眠が白くな っ て天を呪めたが
白い大理石はやはり冷たい
白い灰 となり
白い雲の 中で眼を つ ぶり
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磨かれて ゐる白い 骨の柱に
不幸に支 へ られた白い 肉体は
恐怖の白い歯を投げる
る 血液を噴き上げてい る白い.管は輝やける噴水の 愛撫をう
海は黒く岩壁は白か っ た
白昼ともなれば
影にかくれて白い カラを つ けて
白亜の建築が聾え立ち
食卓は北方に白い 布を垂らし
白い事務所の 内側の時計の速度は
白い歯型から
簸何学が白い 肉の やうな丘 に
白い 事務所の 受話器が
花花も昔 のままに白く
零囲気の 放 とりに悼ん で い る白い もの
だからみ どり色の 白さ と言 っ てもよい
だが白いもの は
白い 床のう へ に
白く美しい歯をもたぬ から
噴水 と石像の ある静かな白昼よ
白く襲えた つ
白い墳茎の 方 へ
空が白む
白い 雨が とほ っ て ゆく
白昼は掠められ
白く凍 っ た地図の う へ を
あなたはと放 い橋 の 上で 白昼の花火を仰い でゐる
白くあたたかい 海
僕は突如白熱する
空虚な額縁の なかで白い 雨が乾いて い る
青白い サ ラリ ー マ ンが歌 っ て い た o
同じ迷宮の 白い渦の なかに消えてゆ く｡
大きすぎる白い屍衣を脱ぎ
空虚で あ っ た｡ 白い 巽をつ けた女が
手まねきする白い 波を見た
青白い 少女が
なん とい う青白い顔をして い る の か
誰だ ! 青白い霧の顔で
青､ 赤､ 黄､ 白の運命の 使者たち
赤帽が白帽をひきはな した
白帽が赤帽をひきはな した
どう して ､ こ ん な明白な こ とがわからなか っ たの か
ぼくらは白衣の 亡霊とな っ て
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白い
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白布に つ つ まれた屍体が
きみの 青白い 身体はみ るみるうちに
青白い 記憶の 炎に つ つ まれて
白くかろやかな翼になりゆ くことか
八月は海辺にの こ る白い 基
白い骨
そらとぼけた白内障の 目をむ き
血にぬれた白い 翼からうまれてくる
遠く逝 く ハ イネズ の原に打ち よせ るの は ア フ リカを白くする波だ
その 白い 手 の ように明るく清潔にみえる
白くさら した骨をふきよせ る夕 べ に
白い しじまの ハ ン モ ッ ク
席上の 人も白髪となる
美白な花婿の 胸をした戦友よ
白い テ ー プがうず高く
白紙の本をめくる
河原にほ の 白く浮んで い る
数知れぬ花が袖に こぼれる とこ ろまで ｡
白い月 の えまい 淋しく
まだ練磨な白い 頭とが仲よくならんで い て
苔むす岩間に白い 滝を忘れてきた
自由とは何かは太陽の ように明白だ っ たの に
さび しい男 の朝 の独白)
ぼくは黒を持ち確実を三隅を占拠 したが､ 中央の 白が厚く､ ずるずると敗けて しまい
純白の シ - ツ に
誘惑の 手はあくまで白く
冷えた白プド - 酒 と
一 瞬､ あたりが裏白にな っ た
い たると ころに沈黙の 空白がで きた
その空白がどれだけの 負担 になるかは
白内障の 限を､ な る べ く休めるように して い ますから､
塵 一 つ な い 白い 卓布
震えてい る足許に限をおとすと､ 白い 四角の標識に ､ 明りが灰かに とも っ て い て､
よ く よく見れば､ そ こから - 米間隔くらい で､ 白い 明りが点々 とつ づ い て い る の だo 迷う者の ために設けられた救急
あやかしとも気づ かず､ 広かな白い光の点線に導かれ､
七十米 と行かぬうちに ､ 白い 明りの標識披消え､ そ こ から先は真 っ 暗である｡
白い 顕 の猫は
逃げて ゆく の は白い犬だ
机の 上は すでに白い 雪で ある
白い蝋燭の 中に住ま っ てゐ た
白い ちぶさの傾斜地をかけ上れ
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白い巽が生える
すると白い 巽をつ けた - 羽の
機関銃披マ ッ チを擦 っ て 乾草みたいな白い雲に火を
白い 歯で噛むでも
有効なス ピイドに つ い て考 へ る こ とを欲する少年は 一 個 の白い 帽子をかぶ っ てゐる
白い 帽子は頭のア リカを教 へ る とともに日の匂を発散させる
そ の新 しい設計こ そ白い 帽子と赤い ジ ャ ケ ッ トの
白い蝶よ
白い蝶は逃げたが
ガラ ス 窓から白い 手たちが
白い 砂漠の上に住んで ゐる
白い レグホ ンたちよ
白い 唾を吐きかけ
白い 大理石はやはり冷たい
白い 灰となり
白い 雲の 中で眼をつ ぶり
磨かれて ゐる白い 骨の 柱に
不幸に支 へ られた白い 肉体は
恐怖の 白い 歯を投げる
る 血液を噴き上げて い る白い管は輝やける噴水の 愛撫をう
影にかくれて白い カラを つ けて
食卓は北方に白い布を垂らし
白い事務所の 内側の時計の速度は
白い歯型から
触何学が白い 肉の やうな丘 に
白い事務所の 受話器が
零囲気の ほ とりに件ん で い る白い もの
だが白い もの は
白い 床の う へ に
白い 墳墓の方 へ
白い 雨がと練 っ てゆく
空虚な額縁の なかで白い雨が乾い て い る
青白い サ ラリ ー マ ン が歌 っ て い た｡
同 じ迷宮の白い渦のなかに消えてゆ く｡
大きすぎる白い 屍衣を脱ぎ
空虚で あ っ た｡ 白 い巽を つ けた女が
手まねきする白い 波を見た
青白い 少女が
なん とい う青白い 顔を して い る の か
誰だ! 青白い霧の顔で
きみ の 青白い 身体はみ るみるうちに
青白い 記憶の炎に つ つ まれて
八月は海辺にの こ る白い茎
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白い骨
血にぬれた白い 翼からうまれてくる
そ の 白い 手の ように明るく清潔にみえる
白い しじまの ハ ン モ ッ ク
白い テ ー プがうず高く
白い月の えまい淋 しく
まだ績魔な 白い頭 とが仲よくな らんで い て
苔むす岩間に白い 滝を忘れてきた
塵 一 つ ない 白い 卓布
震えてい る足許に眼をおとす と､ 白い 四角の標識に ､ 明りがL7:かに とも っ て い て ､
よくよく見れば､ そ こ から - 米間隔くらい で､ 白い 明りが点々 と つ づ い て い る の だo 迷う者の ために設けられた救急
あやかしとも気づ かず ､ rL^ かな白い光の点線に導かれ､
七十米と行かぬうちに ､ 白 い 明りの標識は消え､ そ こから先は真 っ 暗である ｡
しろいもの 白い もの
o3 0 0 2 6 零囲気の ほ とりに作ん で い る白い もの
o33 02 だが白い もの は
しろか っ た 白か っ た
o25 0 0 8 海は黒く岩壁は白か っ た
しろがね
04 3 0 0 3
04 3 0 2 1
04 之 0 1 1
04 2 0 1 8
しろく 白く
01 7 0 1 8
02 9
03 6
039
04 3
04 8
07 8
0 1 1
0 0 7
0 0 1
0 1 0
0 3 0
0 1 6
0 94 0 2 4
1 0 1 0 4 1
13 0 0 0 3
17 6 0 2 3
知慧はしろがねの枝にかけらるるや
知慧放しろがねの 枝にかけ らるるや
蛇は力を尺 して しろがねの枝をの ぼる
しろがねの枝 にかけられたちひさな骸を
眼が白くな っ て天を呪めたが
花花も昔の ままに白く
白く美しい歯をもたぬ から
白く奪えた つ
白く凍 っ た地図の う へ を
白くあたたかい海
白くかろやかな異になりゆくこ とか
遠く近く ハ イネズ の 原に打ちよせ る の は ア フ リカを白くする波だ
白くさらした骨をふきよせ る夕 べ に
河原に放 の白く浮ん で い る
誘惑の 手はあくまで 白く
しろくする 白くする
o9 4 0 之4 遠く近くハ イネズの 原に打ちよせ る の は ア フ リカを白くする波だ
461
しろさ 白さ
o30 0 3 1 だからみ どり色の 白さ と言 っ ても よい
しろじろと
o 65 05 3 しろ じろと夜明けの光をながすまで
しろばら 白書夜
o1 1 0 1 6 純な
一 輪 の 白書萩 に つ い て
しろぶどうし ゆ 白ブ ド
- 酒
1 81 0 3 5 冷えた白ブ ド - 酒 と
ジロリジ ロ リ
o14 0 7 ジ ロ リジ ロ リ眺めてゐ るうちに
しわ 赦
o o3 0 12
189 03 1
ジン
o1 6 0 1 0
084 0 2 6
09 6 0 0 3
142 0 5 9
18 3 0 0 2
軍艦はシ ー ツ の赦に沈没する
赦の 手がの ろの ろ動き
雲の 島から エ ン ジ ン が 響き
なま臭い サ ラダとサ ー ジ ン の匂 い を発散する
ジンと溜息でくも っ た灯りで
恐 ろ しいク ロ ー ル プロ マ ジ ンや ハ ロ ペ リ ド ー ルを免除され
ジングル ･ ベ ルが鳴 っ て い て
しんえんな 深遠な
18 8 0 4 8 正義の社会学であ っ たり､ 深遠な歴史学であ っ たりもするの だから､
しんかい 深海
17 3 0 4 9 深海の底の 眠りに就く こ とがで きる
しんがく 神学
o 93 0 1 2 神学は迷路である
しんがた 新型
oo5 0 12 新型飛行機がとんで くる
シンガポ ー ル
o5 7 0 0 5 とお い シ ンガポ ー ル の 街を歩い たこ ともある
しんから 心 (しん) から
1 65 0 1 9 子なるわたくしの 存在が心 (しん) から厭わしか っ たこ との
462
しんかんせん
1 86 00 1
1 86 0 4 1
186 0 4 3
新幹線
新幹線に東 っ たの 披初めてです っ て ?
どうしてきみにわかる ? なぜ今までぽくが新幹線に乗らなか っ たか ?
新幹線が開通して以来､ 機会はい くらでもあ っ たよ
しんぎ 真偽
14 5 02 9
しんきょう 心境
1 88 0 2 5
しんくう 真空
o 45 0 15
ジ ングル ･ ベ ル
183 0 0 2
しんけい 神経
o4 1 0 3 之
1 06 02 2
128 00 2
167 0 1 4
夢 の厚着で肥りすぎた詩人に は真偽はどちらでもよく 魂はもうと っ くに死んで い た
私の 最近の 心境をよく伝えて い る とい えまし よう+
たと へ ば自らも垂直なる真空の 如くありたい
ジ ングル ･ ベ ルが鳴 っ て い て
かすかに震えてゐ る 神経的な
さらに い っ そう素醸しい の は鼻だろう 内なるオル ガン の全神経が
神経の ア ンテナを き か立てて
つ まると こ ろ神経の 問題だが
しんけい てきな 神経的な
o4 1 0 3 2 かすかに震えてゐ る 神経的な
じんけん 人権
1 84 0 2 1 人と人は人権や国境を越えて
しん こう 信仰
02 8 0 3 9
02 8 05 7
0 61 0 4 4
17 2 0 1 3
信仰や箸や石鹸や喜ろ こびや散策があるやうに
そ こに 一 個 の希望が絶望が信仰が
未来と信仰はちがうもの ｡
信仰 な し
しん こう 進行する
10 6 0 14 す べ て相対的な時の なか を い か にゆ っ くり他の 時が進行するか
じん こう 人工
o4 6 0 1 3 人 工 に疲れた鳥を
1 29 0 1 2 人工 の 島で
463
しんごうき 信号機
o 28 05 1
しんごうとう
1 45 0 27
鉄道信号機の 疲撃とともに
虐号燈
街のまぶたは重く垂れ 東京の暗い夜に信号燈が明滅して い た
しんし 紳士
oo3 0 0 3
o58 0 3 5
しんじた 信 じた
o31 02 6
10 3 0 0 8
1 67 0 4 2
竜舌蘭を食 べ てゐ る紳士は
その横顔をぬすみ見てい る紳士が います
もう何も信 じたり しない がよ い
ひたすら魂の 遺伝を信 じた
手の 奇蹟を信じたこ とがあ っ た
しんじたり 信じたり
o31 0 2 6
しんし つ 寝室
o 62 0 1 7
0 70 0 4 6
070 0 48
しんじつ 真実
085 0 1 2
142 0 4 4
145 0 0 4
15 0 0 4 1
1 60 0 2 1
18 5 0 18
しんじない
0 39 0 57
063 0 2 6
10 1 0 2 6
10 1 0 63
もう何も信 じたり しな い が よい
そ っ とわたしの寝室にヨ丘より
誰も知らない凄室の
誰も知らない 寝室の
みかけより真実を飾らぬ男だ
い つ もかぎりなく透明で 疑問の余地なく真実だから
はい ると つ ぶやきながら黒い色の真実やめ っ たに売れない エ ン ジ ェ ル の 絵を売 っ て い た+
今に しておもえば ､ 真実を衝い た薄気味わるい 言葉である ｡
つ い ｢詩人+ であると真実を告げる
それが､ 今日の 真実だ とすれば
信じない
みんなわたしの言ふこ とを信 じな いか
ぼくがあなたを信 じな い ように
勝利を信 じな い ぼく披･ - ･ ･
勝利を信 じない ぼくは どうして敗北を信ずる こ とができようか
しんじ ゆ 真珠
00 8 0 08
03 3 0 0 6
1 76 0 2 1
1 92 0 1 9
畢粟の 花が_生え旦である 真珠の月もかくれてゐやう
そ して真珠の やうにとりな がら
真珠貝の孤独は
助か っ た! _藍崖死に たくはない . 眼は真珠に ､ 骨は珊瑚にな っ たとかいう ､ 五尋の 海底の父になるなんて ごめんだ
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しんじゆがい 真珠貝
17 6 021 真珠貝の孤独は
1
L
4t
じゆ
o
'
1 2
新宿
新宿の 同じ酒場の 常連で ､ 同じ雑誌の仲間だ っ たが､
しんしよう 心象
o4 6 0 10 あなたはみづ からの JL像 を鳥取するため
じんじ ようか 尋常科
18 8 0 5 9
しんずる 儒ずる
o4 1 14 3
o 50 0 27
o 72 0 23
10 1 03 3
10 1 06 3
しんせ い 心性
15 6 0 23
じんせ い 人生
o5 2 0 2 3
o5 8 0 18
06 4 0 09
09 4 0 18
10 6 0 17
120 0 2 0
122 0 10
12 5 0 1 8
13 2 0 0 2
14 0 0 1 6
14 8 0 1 5
186 0 74
18 8 0 4 2
19 3 0 1 9
｢セ ッ ク ス に関する講座は､ 尋常科からあるのですが ､
あなたは信ずる
｢さ よなら､ 太陽も海も信ずる に足りな い+
血統を信ずるの もい い し､ 人気に支配されるのも結構だ
- - どう して敗北を信ずる ことがで きようか
勝利を信 じない ぼくは どう して敗北を信ずる ことができようか
心性の ちがい はどう しようもない
あなたは どうして人生にさ よならを告げたの か
私の 立派な人生に は
人生に別離な んか あるもの かと､
きみ の人生はきわめてミ ス テ リア ス に
人生を説明するの に どう した っ て何かが足りない ようだ
人生に遅刻したの も気に しな い で
あきらめき っ た人生の
われらの 人生なんて ロ クなもの ではない
隠れん ぼの 人生
欄外の 人生を生きてきたのだ
一 人分 の 人生を､ 生きる の は容易な業で披ない o
(ぼくらの人生だ っ て
人生の下り坂にかか っ たときからである｡
私 一 人 の 人生でも
しんせ つ な 親切な
o 85 02 8 いつ も刃を上にむ けて い る親切な輿だ
しんせ つ に 親切に
16 0 0 4 4 神をうやまい 友達には親切に
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しんせん 新鮮
1 35 0 0 2
1 67 01 9
1 69 0 0 2
170 0 2 0
173 0 1 4
173 0 1 5
189 0 3 0
しんせんな
135 00 2
167 0 19
169 00 2
173 0 1 4
純粋で新鮮な嘘となれ
風が新鮮な活力を吹きこむの で
新鮮な沈黙の 夜をむかえて
こ のうえな く新鮮で魅力的だ
そ こでは人間の血がまだ新鮮なの だ
征服欲も 怠惰も まだ新鮮だ
色は青い が新鮮で な い 野菜
新鮮な
純粋で新鮮な嘘となれ
風が新鮮な活力を吹きこむ ので
新鮮な沈黙の 夜をむかえて
そ こ では人間の血がまだ新鮮なの だ
しんぞう 心臓
011 0 1 1
047 0 02
160 0 5 7
188 0 5 2
しんぞうび よう
18 8 0 5 2
しんぞう放 っ さ
16 0 05 7
しんだ 死んだ
00 5 03 5
0 15 0 1 9
04 9 0 1 0
05 1 0 1 9
05 4 0 4 8
0 62 0 6 4
0 63 0 1 3
0 70 0 5 9
077 00 1
08 1 0 1 6
08
08
1
1
4
4
6 0 1 1
9 0 13
3 01 5
8 0 0 1
蒼い 干枯びた心臓を支 へ て
とざされた部屋に心臓の羽掃きが
心臓発作で倒れ 救急車が到着する前に息をひきと っ たという
結核と療から､ 心臓病 と癌 へ ｡
心臓病
結核と痛から､ 心臓病 と癌 へ ｡
心臓発作
心臓発作で倒れ 救急車が到着する前に息をひきと っ たとい う
昆虫は死んだ
死んだもの は壁の 申に
戦争で死んだ Mよ
寝台のうえに倒れ ､ 死んだ真似を して
死んだ男の ために
そ して永遠に死んだふりをして い るの ですね
あなたは固く捷毛をと じて死んだふりを して い る
ぼくが死んだ らどう しよう とい うの か｡
死んだ兵士を生きかえらせ る こ とは
ぼくらはすで に こ の 歴史 の 内では死んだ者
岸辺 に つ かま っ て死ん だ魚の
けれ ど死んだ 眼をひらい た少年には
詩を書くより死ん だほうがま しだ
戦争で死んだ とおも っ て い た友が ､
4 66
160 0 5 4
170 0 0 2
173 03 5
173 03 6
173 03 7
173 03 8
185 0 0 1
しんだい 寝台
o43 01 6
o48 00 8
o51 0 1;I
しんたい 身体
o62 0 0 6
06 2 0 1 9
o6 2 0 21
o6 3 04
o 63 0 0 9
o7 6 0 19
11 2 02 2
12 0 0 0 7
1 63 0 07
188 0 7 0
私が知りうるの は シ ュ ワ ル ツ が
一 九六六年に五十三歳で死んだ こ とだ
死んだ言葉がちらば っ て い て
だがみ よ ヒ ットラ ー は死んだんだ
ム ッ ソリ ー ニ も死んだ
スタ ー リ ンも死ん だ
毛沢東も死んだ
ジ ョ ン ･ レ ノ ンが射たれて死んだ､ と
寝台には
なめらかな蝋は寝台をながれる
寝台のうえに倒れ ､ 死んだ真似を して
落ちてゆくわたしの 身体を支えて くれる の は
｢もし身体にも魂にも属さな い 捷があるなら
魂も身体も不用です+
あなたの 身体の ように重たく
かかえきれぬあなたの 身体が
きみの青白い 身体はみ るみるうちに
寝床の ぬくもりで 放て っ た身体を 詰ま っ た路面電車に積みこ んで
それらが身体のなかを
どちらを向くかは身体にきめさせ た
身体の故障よりも ､ よ 杜 ど､ こ の 扱うが つ らい .
しんち よう 身長
15 1 0 1 1
しんで 死んで
01 9 0 0 7
02 1 0 1 9
05 3 0 4 7
0 55 06 0
0 62 00 8
0 62 O3 3
074 0 1 7
07 7 0 2 8
07 7 0 3 1
10 2 0 0 8
14 5 0 2 9
16 6 032
173 05
175 0 0 9
身長百七十四糎体重七十粁はまあまあだが
脚は い つ か死んで ゐる
夢見 つ つ 死んで しま っ た
死んで しま っ たお姉さん i
街は死んで い る
二十年もむかしに死んで
死んでも死にきれるわけではない の だから
さらに多くの友が死んでゆ くとき
かれは死んで い っ た
かれは永遠に死んで い っ た
魂は死んで 二度と生れてこ な い から
夢の厚着で月巴りすぎた詩人には真偽はどちらでもよく 魂はもうと っ くに死んで い た
ぼくはもう死んで い る の かも しれない
い びきをか い て死んで い きながら
ぼくたちは別々に死んで しまうの だ ろう
4 67
1∂8 0 3 4
しんでい る
o55 0 6 0
166 0 3 2
188 0 3 4
そ の 間､ 音 の仲間が､ 三人死んで い る ｡
死んで い る
街は死んで い る
ぼくはもう死んで い る の かも しれない
そ の 間､ 昔の 仲間が､ 三 人死んで い る｡
しんどい
16 0 0 8
しんどう 震動
167 0 0 5
しんに ゆう 侵入
0 14 0 0 2
0 61 21 7
しんに ゆう して
01 4 0 0 2
しんねん 信念
142 0 7 9
142 0 8 0
142 10 5
142 10 8
142 1 1 6
187 0 13
しんばい ごと
121 00 5
しんばい する
188 03 0
しんび 神秘
0 53 0 2 1
0 62 0 0 2
じんぶつ 人物
0 54 0 6 0
しんぶん 新聞
0 15 0 1 1
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しん どい作業である
家鳴り震動の 交響がつ づく
侵入 してきて楽譜を散らか した
死者の 侵入 を防そのだ ｡
侵入 して
侵入 して きて楽譜を散らか した
もちろん 信念より自分の 生命が大切だと考えたからで ある
ところが ブ コ フ ス キ ー は信念の ほうが
巨大なもの の カが 個人の信念 より永続するとい う証拠はない
一 個 の 弱い 人間の 信念をも挫くこ とができな い とわかれば
信念を持 つ 人間の 精神が世界最強の カには通 じな い とか
信念よりは自身が大事だから
心配事
心配事放他人にまかせ て
心配する
ぺ つ に､ 心配する こ とはあるまい と患 っ て ､
それはわたしの こ こ ろ の神秘です
ひと つ の年が始まる神秘な夜にくるま っ て
第 二流 の 民族 集団 人物杖
石の床 に新聞が配達さ れてゐたこ とも
o26 0 3 6
o40 0 1 3
o41 00 8
o41 05 1
o 91 0 1 1
1 00 00 2
1 2.1 004
1 42. 004
166 01 9
シン プ ン ･ ア レ -
128 0 3 3
しんぶん し
o2(～ 0 3 6
o4 0 0 13
o4 1 05 1
明朝の新聞紙がぬれてゐ た
滞れた新聞紙の 上に蹄まる
新聞を読む 虚しい 日暦の傍で
新聞紙の 上を歩い て ゆく 固い 心 をもち
新聞社の 屋上たかく舞 っ て い る伝書鳩の
人影にまじ っ て 新聞紙の うえをあるい てゆく
天気は神さまに 世界は新聞に
西側の新聞や著名人の 多く の声明には
というヱ先生の 発言を今朝の新聞で読んでから
(｢シ ン ブ ン ･ ア レ - +)
｢シ ン ブン ･ ア レ - +
新聞紙
明朝の新聞紙がぬれてゐた
滞れた新聞紙の 上に路まる
新聞紙の 上を歩い てゆく 固い 心をもち
10 0 0 2 人影にまじ っ て 新聞紙のうえをあるい てゆ く
しんぶん しや 新聞社
o 91 0 1 1 新聞社の屋上たかく舞 っ て い る伝書鳩の
しんば 進歩
0 25 0 23
0 84 0 14
173 0 23
173 0 2 4
しんぽし 進歩し
17 3 0 2 3
17 3 0 2 4
しんみり
18 1 007
じんみん 人民
113 0 0 1
113 0 2 9
11 3 0 4 5
しんや 深夜
04 7 0 0 1
0 63 0 1 1
それは医術の 進歩の伝鋭のやうに
戦争か進歩か壊滅か革命か
世界は進歩 しな い が
自分は進歩 しうる と信 じて
世界は進歩 しな い が
自分は進歩しうると信 じて
こ との ほか しんみり
人民万才i
人民の 世界を反映した
人民万才i
深夜 唇が煙草を挟ん で い る
世界の 深夜 - -
4 69
145 0 0 7
188 0 76
しんやの 深夜の
14 5 007
1 88 076
しんり
150
167
180
18 0
18 0
18 0
18 0
心理
0 5 2
0 6 2
0 1 0
0 11
0 12
0 1 7
0 2 4
しんり 真理
o 61 15 7
売 っ て はい けないもの を売る深夜の
ひと しきり烈 しくなり､ 深夜の屋根を叩い て い る｡
売 っ てはい けな い もの を売る深夜の
ひ としきり烈 しくなり､ 深夜 の屋根を叩い て い る｡
続い て第 二輯に逃亡 した嬉婦の 心理を描い た ｢滅落+ を発表したところで､
ぼろぼろにな っ た壁面にまた心理面に
｢御手紙の 内容､ 何 の こ とやら判りませ ん+ なら ｢女の 子の心理+ がどうだ っ て ことも関係ない じ やな いですか ?
｢女 の子 の 心理+ なんて私だ っ て 判んな い ですよ o 私だ っ て ｢男の 子の 心理+ は判んな い ですからね｡ お年寄り
の 心理 はなおさら､ だ ｡
だからとい っ てお年寄りの 心理を甘くみてはい けませ ん よ
貴方に ｢女の 子の 心理 + が判んなくた っ てあたりまえなんです. 貴方軌亡､理学や っ てん の じや ない の で し ようか
あな たは真理を持たな か っ た､
しんりめん 心理面
167 0 6 2 ぼろぼろにな っ た壁面にまた心理面に
しんりやくてきな 侵略的な
12 6 0 02 侵略的な人数の 手の と どく と ころにあ っ たら
しんりん 森林
o28 0 4 2 青 い森林の地区に
じんるい 人数
o5 4 1 40 も っ と荘重に も っ と全人類の ために
12 6 0 0 2 侵略的な人類の手の とどくと ころにあ っ たら
14 2 1 2 2 個人の 平和 と 世界の 平和と 人類その もの の 真の 守護者たりう るの だ+ と
シ ー ク ェ ン ス
o99 0 10 ぼく の 記憶は思い がけない 不幸の シ ー ク ェ ン ス で繁 っ て くる
シ ー ツ
0 03
0 93
1 29
17 6
シ ー ト
0 1 2
0 2 5
0 14
00 7
軍艦披シ ー ツ の赦に沈没する
乱れたシ ー ツ の うえ に
シ ー ツ の ような空と
純白の シ ー ツ に
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o94 014
す 巣
o28 0 13
o36 02 5
o8 8 0 03
10 6 03 3
17 0 0 07
すあし 素足
103 0 0 7
すいがら 吸殻
o27 00 6
o2 8 0 0 9
o4 0 0 0 7
o41 1 0 7
17 0 05
すいぎん 水銀
14 0 0 2 3
すいくち 吸口
15 2 0 0 5
すい こまれ
10 0 07 5
背をやく熱い塩の シ ー トに転がされ
苦からの葦の 巣があり個人が住ん でゐるが
頭髪に巣をかける喧燥な小鳥たち
ぼくの 椅子の 下に巣を つ く っ たり
鳥の 巣型の髪の カ ッ トに 魔の つ よい 眼鏡を糸で つ る して
蜘煉の 巣を払うような手ぶりをすると
さまよう素足をもち
たくさん の 吸殻が落ちてきた
哀訴の蒸気を吸殻 とともに皿 の 上に捨て る三重 の硝子の 向ふの 銭格子の 申の
吸殻や
やがて おびだしい【吸殻が
吸殻の 山を片づけ
水銀の ナ ミダをたらして
シガレ ッ トの 吸口を
吸い こまれ
きみの 小さな記憶の孔 のな かに吸い こまれ
すい こむ
10 3 03
すい し 水死
07 0 0 1 0
すい し よう 水晶
0 16 0 0 2
02 6 0 0 7
05 3 0 1 3
0 61 0 1 9
すい し ようたい
02 6 00 7
にん げん の運命をすい こむもの
水死 した処女の乳房をさ(o り つ づける ｡
太陽は水晶に分解される
水晶体はい つ でも煙を噴い てゐた
姉さん の かたみ の水晶の腕輪がわたしの冷たい手錠で
水晶 花 貝殻が ､ 世界の 空 に
水晶体
水晶体はい つ で も煙を噴い てゐた
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すいすぎ 吸いすぎ
152 03 5 吸いすぎには注意 しま し
よう
Tl呈
､せい
o｡芳墨 まだ燃えてい る肇星の
すいせん 水仙
o47 0 1 1
o61 13 8
すいち よくなる
o4 5 0 1 5
すいち よくに
o54 05 5
うなだれた水仙の 賢しげな影を卓布に落す
水仙や蛇や もろもろの生ける質を潤おした』
垂直なる
たと へ ば自らも垂直な る真空の 如くありたい
垂直に
それを垂直に判断する には
すいちよくを 垂直を
o45 0 13 煩んだ柱の垂直を叩い て
スイ ッ チ
179 0 19 ドリ ー ム ラ ン ドの ス イ ッチを切り
すい てい 水底
o2 3 02 3 暗い水底に沈んだ
すい とう 水筒
10 1 0 3 5 から っ ぼの水筒に口をあてて
すい ふ 水夫
0 61 0 24
ずいぶん
15 0 04 0
15 0 0 4 8
15 1 0 1 8
15 1 0 4 4
170 0 24
18 0 0 1 9
18 6 0 3 6
1 88 0 6 7
酔い どれ水夫が歌 っ て い た｡
ずい ぶん興醒 めなくだらない こ とをい う奴だと思 っ たが､
生理以外に在り得ない とは ､ ずい ぶん淋しい 話である o
ず いぶんながく生きすぎた罰だ
ずい ぶん手間暇の かか る異にな っ て い る
ずい ぶん助か るだろうに)
夢の なか ではずいぶん怖い 目にあうもの だが
｢見て い た+ か ｢見て い る+ かでずい ぶんちがうけど
- ･ -
ずいぶん起 っ て い るら しいで す+ と書い て い たが､
すい へ い 水兵
o7 9 0 1 1 何万 とい う水兵と
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o7 9 0 18
すい へ い 水平
o30 0 1 7
o 34 0 1 7
o45 0 1 0
o4 6 024
o 68 0 18
o7 9 0 0 4
o7 9 0 30
o80 0 02
o80 00 5
o8 0 0 19
o9 3 0 29
10 1 0 5 0
1 10 0 1
1(;8 0 0 3
永久に待ちこ がれてい る水兵たちから
水平線はま - に地平線はう しろに
水平の 皿 のう へ
畳の 上に 水平に倣 っ て横たはり
雷とともに海 へ 出て 空 は つ らなる水平線をは しり
一 直線をえがく はて しない 水平線にそ っ て
とおくの 水平線は
ぼくらは水平線をこえねばならない
ま っ すそ水平線をの ば しな がら
い つ までもこ の ような水平線をも っ て い るか
( 見えな い 水平線にむか っ て
それは血や光りがか え っ て ゆく水平線の ない 世界だ
こ の地平から水平線にむけてひ っ ぱ っ て ゆ こう
あとずさりする水平線 にむか っ て
水平 へ の 健慣があ っ た
すいま 睡魔
17 3 0 4 7
すい み やく 水脈
o 4(; 0 2 3
すいみん 睡眠
03 6 0 1 2
すそ大波の ような睡魔が襲 っ て くるだろう
こ の 据に塗れた水脈もい つ かは
おれの 睡眠を呼び覚ます
すうこうな 崇高な
0 77 0 3 6
すうじ 数字
072 03 1
072 0 4 0
151 0 2 8
ずうずうしい
01 3 0 2 2
かれの崇高な死が
数字の ように増減 し
みんな数字に関係があり
電話の数字にもふるさ とを感 じ
図々 しい
な どと図々 しい
すうせだい 数世代
142 1 18 過去数世代の経過に照 しても
すうほんの 教本の
o2 8 0 4 4 教本の太い樫の 木がゆれる樫の葉の ざわめき
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すうりよう 教師
o2 8 03 3 ねぢれた鎖の やうな数柄の列車の合 図が響き
すえ 吸え
166 0 1 0
一 本の 煙草を思うままに吸えたら
すえ 脊 (すゑ)
o4 0 1 御身は教 へ る､ 肉の 商 (すゑ) なるもの たちに､
ス エ ズ
105 0 1 1 九月ポ ー ラ ン ド､ 十月 ス エ ズ ､ ハ ン ガ T) - ､
ずがい こ つ 頭蓋骨
173 0 29 頭蓋骨を射ちぬかれて死ぬ 一 人 の男
すがた 姿
04 2 0 0 4
04 4 0 0 3
047 0 1 8
050 00 3
0 54 006
0 54 0 17
0 54 0 4 5
06 6 0 2 7
068 0 1 5
086 0 0 5
08 9 0 4 0
10 0 0 5 0
13 9 0 0 6
14 8 0 2 2
15 1 0 1 6
15 2 0 2 4
159 0 1 2
1 68 0 1 2
やさ しき姿に彫まれた神となる
神々よ あなたの 姿勢は万別なれ ど､
臆ろに姿を現わすこ の 髭だらけの 死者は誰だろう
遺言執行人が､ ぼんやりと姿を現す｡
そ して銃を担 っ たおたがい の 姿を噺けりながら
こ の 世か ら姿を消 して しま っ たのだ
もしか したら君の姿が霧の 中からぬ けだ して こな い かと
折れるように飛びおりる姿勢をと っ た､
姿を消そうと して い た
おのれの姿を砕けた岩のうえにみ つ けだす
う しろ姿の 街角から
ぼんやりと姿を現すひ とりの 遺言執行人と して - -
どうしてもそ の主 の姿を尋ねあてる こ とができない
土にかえる目立たない姿勢をしてい たが､
背中をこ ごめて人中を歩く姿とい っ たら
醜い現実の 姿をさらして い る
まだまだ幼い 母の うしろ姿は襖の 蔭に
変幻するおまえの 姿に出あ っ たから
スカ ー ト
o53 0 1 1 可愛い い 格子の ス カ ー トをは い て います
すぎ
03 8 0 0 4
05 4 0 6 1
05 4 1 0 5
いく つ かの街 と村の屋根をすぎる
単に より高尚な国民 結社 人間の 材料にすぎない と
死は い っ そう強い 酒にすぎぬだろう+
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o54 157
061
06 1
0 62
0 62
0 83
083
01 6
15
01 6
059
0 0 7
0 1 2
o85 0 0 6
o93 0 19
o93 02 1
o9 6 0 0 8
1 05 0 0 5
1 05 0 0 7
1 25 01 9
128 02 7
145 02.9
148 0 3 9
150 0 20
15 1 01 8
15 2 035
167 00 1
18 6 0 6 6
18 6 07 5
18 9 0 0 3
1 92 0 2 4
すき 鋤
118 0 0 4
すぎさ っ た
05 4 09 7
1 00 03 9
憐む ベ き君たちの 影にすぎぬ僕は
い く つ も の町をすぎ､
此処と彼処 ､ それもちい さな距離にすぎぬ こ とを - -
大きすぎる白い 屍衣を脱ぎ
母なる海と太陽の 光りが強すぎます
なにもかも光と影の たわむれにすぎない
こ の 憂さえすぎれぱ
未来は蒸されぬ腸詰にすぎない
たえまなく打ちよせる多彩な波にすぎない こ とがわかり
やがて遠ざか っ てゆく波にすぎない ことがわかる
ェ ブ ロ 河を流れてや っ てきたにすぎん
魚釣りには早すぎ､ 狩猟には遅すぎる三月 ｡
着るには暖かすぎ､ 脱そにはまだ寒い 三月､
祝福はくるが遅すぎるだろう
｢ソ - ･ コ ー ル ド+ が多すぎます
夢の 厚着で月巴りすぎた詩人に披真偽は どちらでも よく 魂はもうと っ くに死んで い た
十時をすぎる と蒲団が敷かれた｡
どん粟 の 背くら ベ をして い たにすぎなか っ たが､
ずい ぶんながく生きすぎた罰だ
吸い すぎには注意 しま しよう
背教をすぎたばかりの
空間が空間であるうちは物の集合にすぎない から
時間の さまざまな変形態にすぎぬ)
ゼロ ･ サム ･ ゲ - ム にすぎん
これが罰か ､ 太陽 と海を呪 っ た こ と の ? た っ た
一 度 の 空想 の罪に して 臥 解すぎる報い で はな い か!
鋤 と畝 との
過ぎ去 っ た
人を苦 しめる過ぎ去 っ た日々が
すばやく過ぎ去 っ た予言の 時代よ
すぎさ っ て 過ぎ去 っ て
o39 0 9 5 す べ て はもはや過ぎ去 っ て しま っ たとい ふ
o4 1 0 6 9 季節はと っ くに過ぎ去 っ て しま っ た
すぎさる 過ぎさる
o 60 0 15 す べ て は過ぎさる
o78 0 1 2 なが い 月日もまたたくうちに過ぎさ る
すぎてい っ た 過ぎて い っ た
o4 1 0 9 6 そ して時間が徒らに過 ぎて い っ た
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o 61 05 9
すぎてゆく
o4 8 02 0
すきとお っ て
101 0 0 7
すきとおる
159 0 0 4
い たる と こ ろに行き つ き､ い たると ころを過ぎて い っ た｡
過ぎてゆ く
春 夏 秋はまたたくまに過ぎて ゆく
い まはきみたちの 肉と骨がどこまでもすきとお っ てゆく季節だ
細くすきとおる声をかけて きた主は
すぎぬ 過ぎぬ
o46 050
すきま 隙間
o3 3 0 0 9
o 37 0 1 2
すきまなく
o 53 0 03
すぎる
03 8 0 0 4
062 0 1 6
10 5 0 0 5
12 5 0 19
1 48 03 9
1 92 0 24
すぎる
0 03
01
133
17 3
過ぎる
0 0 8
0 0 8
0 2 1
0 0 3
すくい 救い
14 2 0 5 5
すく っ て
0 52 0 0 5
15 8 03 4
すくめて
此処と彼処 それも ー つ の幻影に過ぎぬ こ とを
盲目はドア の 隙間から入 っ てくる
わづかなドア の 隙間から
暗い 空の 枯れた林から落葉がすきまなく降 っ てきます
いく つ かの 街と村の屋根をすぎる
大きすぎる白い 屍衣を脱ぎ
魚釣りに は早すぎ､ 狩猟には遅すぎる三月 ｡
祝福はくるが遅すぎるだろう
十時をすぎる と蒲団が敷かれた｡
これが罰か､ 太陽と海を呪 っ たこ と の ? た っ た
一 度 の 空想の罪に して は､ 酷すぎる報い ではな い か!
扉の 外をマ アチが風と共に過ぎる
電車が宝石の角を過ぎる とス ト ッ プ し
い く つ も の街衛と大路を過ぎる
一 日 が早く過ぎる
ぼくたちに救い はあるだろうか?
ひ とりで牛乳を匙ですく っ て
北憶や足利の美 しい光景をすく っ てみせ たときだ ろう
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o69 0 02 かれは肩をすくめて立 っ て い た
スクリ ー ン
o72 0 57 スクリ
ー ン を眺めて
す(･ れた
o49 0 0 9 (すそれた笛の 音とす(
L れた涙を･ ･ ･)
すけた 透けた
1 49 0 0 7 すずしの ように透けた
すけてくる 透けてくる
o o9 0 0 8 蓄蔵色の 頬に葉脈が透けてくる
ス コ オル
01 2 0 2 3
すこしずつ
0 62 0 5 7
1 00 0 4 5
10 1 0 1 7
10 1 0 2 0
14 5 0 1 8
14 8 0 2 4
すこしづ つ
03 7 0 1 6
ス コ オ ル の通過 した海の 窓から
すこ しずつ 海 の ほう へ 動い て い る のですよ
すこ しず つ 浮びあが っ てきた街の なか へ
ぼくはすこ しず つ やぶれて ゆく天幕の か げで
すこ しず つ 退却してゆく軍隊をもたない
孤独の壁をすこ しず つ 溶解 しながら
すこ しず つ 前かがみ にな っ て い き､
少 しづ つ
無限とい ふもの が少しづ つ 暗くなりか けてゐた
すごしてきました
05 3 05
ス コ ッ トラ ン ド
1 60 0 4 1
すさまじい
04 2 0 0 9
ずじ ょう 頭上
04 7 0 0 8
09 5 0 1 8
10 1 0 5 1
すじ書き
過 ごしてきました
一 年 よりもむな しい 一 生を過ご して きま した
十四世紀の ス コ ッ トラ ン ドの詩を口 踊さみながら
すさま じい寒さが吹き つ けて くる
頭上で屋根を剥(o 不気味な爪の音 - ･ -
ゴ ー ゴ ー ゴ ー とぼく の頭上を通過して い っ た
頭上で枯れ枝がうごき つ めたい 空気にふれるたび に
477
10 0 3 4 三段階の すじ書きどおりに
すず 鈴
oo5 00 9
すすき
139 0 0 之
すすけた 煤けた
oo 7 00 4
o3 1 0 10
すずし
1 49 0 0 7
すすむ 進む
o4 6 00 8
すすり泣く
o84 0 3 8
すすんでゆく
054 1 17
ずたずたに
070 0 0 7
142 0 6 4
スタン ド
0 72 0 0 6
072 0 2 7
072 0 6 7
.スタ
ー リン
11 3 00 3
113 0 15
113 0 2 7
113 0 3 8
113 0 3 9
113 0 4 1
11 3 0 4 7
17 3 0 3 7
鈴を振るかすかな音よ
すすきの 穂が遠くからおい でおい で と手招く
煤けた町は古い 習慣で壷の 沈黙を それはい つ までも黄色い河の
煤けた家具の 断面だけを見せ
すず しの ように透けた
擢で虚を打ちながら 必死に進む舶 の方位を
かれにかわ っ て上手にすすり泣くの ですよ
進んでゆく
不潔な女の ベ ッ ド の方 - 進ん で ゆ くだろう
みもだえさせ ､ ずたずたにひき裂く o
ずたずたに責め苛まれながら 若い 生命をすり減らして い るが
高い スタ ン ドに立 っ て
-
- ど よ めくスタ ン ド､
.
沸く観衆､ 拍手 ､ 喚声
誰もい な くな っ たス タ ン ドに立 っ て
ス タ ー リ ン に栄光あれ!
大元帥の スタ ー リ ンが生きてたから
スタ ー リ ン の 国辻
やさ しく答えたス タ ー リ ン
最高に人間的だ っ た同志ス タ ー リ ン
なんでも知 っ てるスタ ー リ ンがい て
スタ ー リ ン に栄光あれ!
スタ ー リ ン も死んだ
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すつ かり
o64 013
o83 00 2
117 00 8
1 64 0 2 6
18 8 0 2 7
すっ きりする
155 0 15
ずっ こけた
160 0 3 1
ずっ しり
103 020
すっ て 吸 っ て
12 8 0 1 9
すっ て 擦 っ て
0 08 0 0 2
すっ てい る
056 00 2
05 6 0 1 8
134 0 1 3
15 0 0 17
15 2 0 0 3
- - す っ かり忘れたんだな?
す っ かり見えなくな っ た
こ ころ の樹もす っ かり裸にな っ た
きみがす っ かり限をと じるまで
今では､ す っ かり忘れて しま っ た｡
す(o に気分はす っ きりする
ず っ こ けたコ ー ネリア ス は
旧約の秤にかけてもず っ しり重い
資本の 下水の養分を吸 っ て
機関銃披マ ッ チを擦 っ て 乾草みたい な白い 雲に火を
夕暮のなかで煙草をす っ て い る男がい る
橋 にもたれてぼんやり煙草をす っ て い る
広場に立 っ て眼をこす っ て い ると
しか し､ 友人たちは仲間の だれかれをあてこ す っ て い る の だ と思い こみ ､
一 人でタ バ コ をす っ て い ると
すっ ぱい 酸 っ ぱ い
o 94 0 0 4 酸 っ ぱい 水を吐きだそうとし
すて
00 8 0 1 2
02 9 0 0 4
04 2 0 13
04 6 0 1 1
0 54 07 3
0 55 0 1 1
0 58 0 4 9
0 58 0 5 0
0 6 1 0 1 4
06 1 15 4
すてて 砂漠 へ 逃げて しま っ た やがて斬らしい 靴の
疲れた衣類は脱ぎすて られ
脱ぎすて た分身が青く光る
いまは しい壁や むな しい紙きれにまたたく嘆息をすて
みずか ら魂をすて去 っ た
おれはずぶ濡れの 悔恨をすて て
昨日の ように読み すて まし ようか?
そ して ニ ュ ー ス が私を読みすて たら
書籍や 窓や ペ ンをすてて ､
あな た自身が見すてられた天上の星である こ とを
- -
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o6 2 0 2 8
o65 0 46
o8 6 013
10 1 05 5
10 2 012
11 6 005
12 1 00 2
1 32 0 10
1 33 0 23
1 64 0 32
すて 捨て
o59 0 1 6
o62 0 1 5
o72 0 2 4
160 05 6
173 00 6
一 切 の望みをすてて ど こまでも 一 緒 にゆ こう
異国の 女の ように､ 町をみすてて
す べ て の 夢を海にすて よう!
にんげん の悲 しみによごれた夕陽をすて にゆこう
恋をすて故郷をすて他人の 国 へ ゆく の だから
過去をすてたきみの 喜び と
古シ ャ ツ はぬぎすてよう
い さぎよく未来をすて
われを産み し者の 室をすてて
･ - -詩 なんかい つ だ っ てすて られるさ
海岸に捨て られたボ ー トを眺めて い る と
みんな捨て て しまうの ですか
独断批評家の 口ぶりもわるくはな い し､ 皮肉な記者の ポ ー ズも捨て がたい
そ の 日杖夜 どおし起きており 朝の 四時にゴミを捨て に廊下 へ 出て
捨てゼリ フ はきま っ て い る
すてがたい 捨てがたい
o72 0 2 4 独断批評家の 口ぶりもわるくはな い し､ 皮肉な記者のポ ー ズも捨てがたい
すてき 素敵
00 4 0 0 8
1 73 0 5 1
素敵なプラ ンを考 へ はじめた
死を知らない なん て 素敵で はな い か
すてきな 素敵な
o o4 0 0 8 素敵な プラ ンを考 へ はじめた
すてた 拾てた
o25 0 4 3 林檎の核を捨てた
ステ ッ キ
oo4 00 6 ステ ッ キを忘れて 逃亡 した
すてて
00 8
05 5
0 61
0 62
0 65
133
0 1 2
0 1 1
0 1 4
0 2 8
0 4 6
0 2 3
すてて 棄て
すて て 砂漠 へ逃げて しま っ た やがて新らしい靴の
おれはずぶ濡れの 悔恨をすてて
書籍や窓や ペ ンをすて て､
一 切 の 望み をすて てど こまでも 一 緒 にゆ こう
異国の 女の ように､ 町をみすてて
われを産み し者の室をすてて
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o26 0 27
すてて 捨てて
o 62 0 15
すてに
101 0 5 5
すでに
oo4 00 2
03 2
03 9
0 1 7
10 3
o 81 0 16
104 005
134 0 0 7
142 0 9 5
すてられた
o 59 0 1 6
サタ ン の 週を棄て
みんな捨てて しまうの ですか
にんげん の 悲しみ によごれた夕陽をすて にゆ こう
机の 上は すでに白い 雪で ある
わたしの 半身はすでに掠められてゐる
明日はすで に暮れてゐ るだらう
ぼくら放すでに こ の歴史の 内で は死んだ者
わたしの 丘や森や海岸は すで に
変化はすで に起 っ て い るが
すで に現実に存在 して い て い わゆる階級構造 とは全く無縁な
捨て られた
海岸に捨て られたボ ー トを眺めて い ると
すてる 拾て る
o2 8 0 09
ストイ ヅ クな
o93 0 16
スト ッ プ
o1 1 0 0 8
ストレ ー ト
14 5 0 16
スト - ヴ
0 89 00 2
0 89 0 2 2
15 0 07 9
16 7 0 0 7
す
00
01
な
8
砂
0 1 2
5 0 20
01 8 0 05
03 9 1 08
哀訴の蒸気を吸殻とともに皿 の 上に拾て る三重の 硝子の向ふの 鏡格子
の 中の
もうろうとしたス トイ ツ タな頭から
電車が宝石の角を過ぎるとス トッ プ し
固い パ ン の 男がゼ リ - の女に食 べ ながらス ト レ
ー トに話し合おうと云 っ て い た+
赤々とスト - ヴが燃えてい る部屋の
一 瞬 ス ト - ヴの 炎が暗くなり
こちらも七月 一 日だという の にス ト
ー ヴを つ けたりしましたo
足もと の スト - ヴに火を つ ける と
すてて 砂漠 へ 逃げて しま っ た やがて新ら しい 靴の
白い砂漠の 上に住んでゐ る
乾い た砂の 上に
あなたの砂漠は油の匂がする
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061
0(;8
07 2.
07 2
080
0 5 1
0 22
00 9
03 8
00 7
o86 0 1 0
o91 0 1 6
o94 0 7
o96 0 0 5
o 96 01 6
o96 0 18
1 30 0 13
1 43 0 2 1
1 48 0 4 8
148 0 5 5
192 0 0 3
192. 0 10
砂浜に つ づ く足跡の ように
乾い た砂に埋ま っ て い る の を
すばらしく透明な砂竣の空をみたまえ
あとは砂煙りをあげて 一 団 とな っ て疾走レてい る
くずれる砂の 甲板をふみ しめ
崩れゆく砂の 足跡
きみの イメ ジはい つ も眼に砂をい っ ぱい 溜めて い る
な い 蹴爪で砂をけ っ て羽揮い て い るテ ン ト
きみは賢者の砂色の眼で
ア ラ ビ ア の砂色と い う こ とになる の かな
あの塀想の 闇の コ ア には生きてい る砂漠があるんだ
砂利が 一 粒ず つ 光りは じめた
ど こ の 浜辺の 砂を掘るの か
それから､ 少年の 日の ように月の 砂漠 - 出発したo
岩や空や ､ 波や砂や ､ 花の 香りのする
一 日､
う つ む い て ､ 歩い て い ると ころは ､
一 木 一 草もな い ､
すなお 素直
o4 1 012
すなおさ 素直さ
o 41 0 1之
黒い 砂地で ､
ど こまで行 っ ても､ 一 本 の松にも出遭わず､ 平坦な黒い砂地がつ づ いて い るばかりで ､
だがあな たの 素直さは
だがあなたの素直さは
すなけむり 砂煙り
o7 2 0 3 8 あとは砂煙りをあげて
一 団 とな っ て疾走して い る
すなち 砂地
1 92 00 3
192 010
う つ むい て ､ 歩い て い る と ころ 臥
一 木 一 草もな い ､ 黒 い砂地で､
ど こまで行 っ ても ､ 一 本の 桧にも出遭わず､ 平坦な黒い 砂地が つ づ い て い るばかりで ､
すなはま 砂浜
o6 1 0 5 1 砂浜に つ づ く足跡の ように
すなぽこり 砂竣
0 72 0 0 9 すばらしく透明な砂竣の 空をみたまえ
すぬんだ 盗んだ
o92 00 6 盗んだ梨より甘か っ たと - ･ ･ ･
ス パ イ
12 4 0 0 7 地名の な い 地図をたよりにス パ イが暗躍
13 6 0 2 0 革命をス パイ して い る
482
142 0 3 2
スパ イし
13 6 020
142 0 32
スパイ して い る
136 0 2 0
すばしこく
o8 0 04
すばやい
o37 0 1 0
すばらしい
106 0 2
すばらしい
1 67 0 12
スピ イド
o10 0 0 1
o1 0 0 0 2
o1 0 00 3
スプリ ング
173 0 4 5
ずぶ濡れ
05 5
ス パ イ し 盗聴する者が
革命をス パ イ して い る
スパ イ し 盗聴する者が
革命をスパ イ して い る
栗鼠の ようにすばしこ く
けものや鳥よりもすばやい 身仕度で
索惜しい
さらにい っ そう素惜しい の は鼻だろう 内な るオル ガン の全神経が
素晴ら しい
話 したり書い たりすれば素晴らしい ライ フも
自転車に乗 っ てゐ る少年は自転車の ス ピ イ ドをも つ
それは口笛の ため の ス ピ イ ドであ っ た
有効なス ピイドに つ い て考 へ る こ とを欲する少年は
一 個 の白い 帽子をかぶ っ てゐる
スプリ ン グの 繁れた ベ ッ ドに身を投げて
o 1 1 おれはずぶ濡れの悔恨をすてて
スプ ー ン
10 6 0 2 0
14 5 0 1 7
すべ
0 17
0 27
02 8
02 8
02 8
0 28
0 42
008
0 3 1
0 3 2
0 4 0
05 4
かれの 眼は スプ ー ン の銀 の ように輝い て い る
そんなカ ッ プルは どこ にでもい で快楽の ス プ
ー ン で苦痛の 目方を計りかねて い た
アタ マ の す ぺ つ こ い 仏陀が叫び
す べ て の 家具が老いて ゆき
す べ て の 阿鼻が轟く武器であり
すべ て の 叫喚が悶える胃腸である
す べ てが平和である ようにとか云 ふ必要もない
わた したちが所有するす べ て の 宝よ
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すべ てが歴史の容器の 中にあるとは限らない
すべ て形骸の匂の 中に住み
すべ て は灰の降るなかで
すべ て の記憶の 中からたちの ぼる
す べ て の 物質たち披堅い殻に つ つ まれて
一 個 の器物 と共にす べ てが放擬された
す べ てをみ つ める生きもの の 眠が
す べ てが凍える夜がくる
す べ て 披もはや過ぎ去 っ て しま っ たと い ふ
す べ て の車輪は動か な い
すべ て の劇場は閉ざされて ゐる
- - これ がす べ て の始まりである｡
す べ て 記憶 に鍵をあずけて い る人々 よ
す べ て の 人々 の面前で語りたか っ た
す べ て披過ぎさる
あなたの心 にうかんだ道の す ぺ てだ っ た｡
あなたの宙にうかんだ道の す ぺ てだ っ た｡
さ っ き波 のうえをす べ つ て い た魚が
(- - す べ て予想 どおり･ - -)
す べ ては予想どおり展開する - -)
われわれの 生存競争もす べ て フ ェ ア ･ プ レ ー だ っ たらい い の にと
す べ て の 夢を海にすて よう!
空を背景に したす べ て の も のが見える の です
雪の なかで しか経験したこ との な い す べ て の もの が - - )
すべ てがきちん として
これが す べ て の始まりであ っ た!
ぼく の行手です べ て の 国境が とざされ
す べ て相対的な時のなかを い かにゆ っ くり他の 時が進行するか
時代におくれ 人におくれたす べ て の もの をとり戻すために
す べ て の 生きもの のうちで 最も強くて しなやかな骨だ
存在はす ぺて ある終りキこ向 っ て動く
首す じをす べ るカミ ソ リにも
す べて の秩序が限の高 さにあればい い と い っ た
泣くす べ もなく
神なければ す べ ては趣味の 問題だ!
きみがい たす べ て の場所か ら
こ の 世の す べ て に変りはな い
す ぺ てが終 っ て い る者には､ ほかに呼び名はない ｡
在りえたかも しれない す べ て の もの よ｡
自分 の著作中に登場 し そ の ために投獄されたす べ て の人々を
｢写真店の 窓には曝きれた肖像の 記念写真が 夢こそす べ てである と知 っ た暗 もう肉体
文学から離れたこ とに話をかぎれば ､ それだけがす べ てではない
一 例 として ､
す べ てが こんなふうだ っ たらわ るくはな い ぞ
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153 00 2
154 0 10
156 03 2
156 0 33
169 0 0 5
173 0 1 7
182 0 23
187 0 1 9
189 0 1 5
す べ て の歳月を
す べ て の 年月をかけて
す べ てを奪われても文句を言えない
す べ てを与えられても文句を言えない
隠されたす べ てを見せ ても
｢生物はす ぺ て
す べ てを年の せ い にするな
準備はすぺ て とと の い ながら
言葉はす ぺ て最初から
ス ペ イ ン
142 00 7
14 5 0 25
14 5 0 28
18 4 0 1 1
スペ イ ン内乱
145 0 2 5
145 0 28
すべ つ こ い
017 04 2
すべ つ て 滑 っ て
03 4 0 1 3
すべ つ て い た
0 67 00 5
すべ て
0 27 0 0 8
028 0 3 1
028 0 3 2
02 8 0 4 0
02 8 0 5 4
02 8 07 2
02 9 0 05
03 0 0 1 8
03 0 0 2 8
031 0 2 0
033 01 2
03 7 02 0
03 9 08 8
同じ こ とがギリシ アや ス ペ イ ンやトル コ でも起 っ て い る - -
ス ペ イ ン内乱で知 っ たオ ー デ ンも いなくな っ た
オ ー デ ン はス ペ イ ン内乱に参加 しなか っ たとい う ニ ュ ー ス を聞い た
アイル ラ ン ドとス ペ イ ン の 混血 の 男と
ス ペ イ ン内乱で知 っ たオ ー デ ンもい な くな っ た
オ ー デ ン は ス ペ イ ン 内乱に参加 しな か っ たと いう ニ ュ ー ス を聞い た
アタ マ の す べ つ こ い仏陀が叫び
虚空を滑 っ て
さ っ き波のうえをす べ つ て い た魚が
す べ て の 家具が老いて.ゆき
す べ て の阿鼻が轟く武器であり
す べ て の叫喚が悶える胃腸である
すべ てが平和であるように とか云ふ必要もない
わたしたちが所有する すべ て の 宝よ
す べ てが歴史の容器の 中にある とは限らない
す べ て形骸の匂の 中に住み
す べ て は灰の降るなかで
すべ て の記憶の 中からたちの ぼる
すべ て の物質たちは堅 い 殻に つ つ まれて
一 個 の器物 と共にす べ てが放耕された
す ぺ てをみ つ める生きもの の 眼が
す べ てが凍える夜がくる
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すべ てはもはや過ぎ去 っ て しま っ たとい ふ
すべ て の 車輪は動かない
すべ て の劇場は閉ざされてゐ る
⊥ - これがす べ て の始まりである ｡
す べ て記憶に鍵をあずけてい る人々よ
す べ て の 人々 の 面前で語りたか っ た
す べ ては過ぎさる
あなたの 心 にうかんだ道のす べ てだ っ た｡
あなたの宙にうかんだ道のす ぺ てだ っ た｡
(- - す べ て予想 どおり - - )
すべ ては予想 どおり展開する - - ･)
われわれの 生存競争もす べ て フ ェ ア ･ プ レ ー だ っ たらい い の にと
す べ て の夢を海にすて よう!
空を背景にしたす べ て のも の が見えるのです
雪の なかで しか経験 したこ との な いす べ て のも のが - - )
すべ てが きちんと して
これがす べ て の始まりであ っ たl
ぼくの行事です べ て の 国境が とざされ
す べ て相対的な時の なかを いかにゆ っ くり他の暗が進行するか
時代におくれ 人におくれたす べ て のも の をとり戻すために
す べ て の 生きもの の うちで 最も強くて しなやかな骨だ
存在はす べ て ある終りに向 っ て動く
す べ て の秩序が眼の高さにあればい い とい っ た
神な ければ すべ ては趣味の 問題だ !
きみがい たす べて の場所から
こ の 世の す べ てに変りはない
す ぺ てが終 っ て い る者には､ ほかに呼び名はな い ｡
在りえたかも しれない す べ て の もの よ｡
自分 の著作中に登場 し そ の ため に投獄されたす ぺ て の 人々を
｢写真店の 窓には曝された肖像の記念写真が 夢 こそすべ てで あると知 っ た時 もう肉体
文学から離れたこ とに話をか ぎれば､ それだけがす べ てではない
一 例 として ､
す べ てが こんなふうだ
■
っ たらわるくはな い ぞ
す べ て の 歳月を
す べ て の 年月をか けて
す べ てを奪われて も文句を言えない
す べ て を与えられても文句を言えな い
隠されたす べ てを見せても
｢生物はす ぺ て
す べ てを年のせ い にするな
準備はす べ て ととの い なが ら
言葉はす べ て 最初から
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o27 0 08
o28 0 31
o28 032
o2 8 05 4
o3 0 0 28
o31 0 2 0
o40 0 1 4
o4 0 01 5
o5 0 00 4
o5 4 14 1
o8 6 0 13
o89 0 1 4
o89 0 19
100 05 1
101 05 8
10 6 0 3 4
10 6 0 4 4
1 12 0 3 2
1 40 0 11
14 1 0 14
142 06 8
153 0 2
15 4 0 1
すぼめ
162 0 1 2
ズボン
02 3 00 4
09 9 0 0 1
すまい 住い
0 65 00 3
すまして
0 47 0 0 5
06 5 0 43
08 8 0 8 0
す べ て の 家具が老い てゆき
すべ て の 阿鼻が轟く武器で あり
すべ て の叫喚が悶える胃腸で ある
わたしたちが所有するす べ て の宝よ
す ぺ て の記憶の 中からたちの ぼる
すべ て の物質たちは堅 い殻に つ つ まれて
すべ て の 車輪は動かな い
すべ て の劇場は閉ざきれてゐ る
-
- こ れがす べ て の 始まりで ある ｡
す べ て の 人々 の 面前で語りたか っ た
すべ て の 夢を海にすて よう!
空を背景に したす べ て の も のが見えるの です
雪の なかで しか経験したこ との な い す べ て の もの が
- - )
これがす べ て の始まりで あ っ た!
ぼくの 行手です べ て の 国境がとざされ
時代におくれ 人におくれたす べ て の もの をとり戻すために
す べ て の 生きもの のうちで 最も強くて しなやかな骨だ
す べ て の 秩序が限の 高さにあればい い と い っ た
きみが い たす べ て の 場所から
在りえたかも しれない す べ て のも の よ ｡
自分 の著作中に登場 し そ の ために投獄されたす ぺ て の人々を
す べ て の 歳月を
す べ て の年月をかけて
絶句 して い そ い そ と傘をすぼめ
公園をまが っ てゆく縞 のズボ ン たちを
紺の 半ズボ ンからほそ い膿をの ばし
部屋住い の 男にと っ て
耳をすまして い る中枢に
どの 恵も､ 耳をすま して い た｡ 男は
みんな じ っ と耳をすまして い る のだか ら
すまして 澄ま して
o 62 05 1 あなたは じ っ と司を澄ま して い ますね
すまして い る
487
o4 7 00 5
o8 8 080
すます
11 0 00 9
12 8 069
15 018
16 6 01 5
16 6 02 6
172 02 3
すませ 澄ませ
o41 009
すま っ て いた
004 0 0 4
ス マトラ島
1 48 0 3 1
148 0 5 3
耳をすまして い る中枢に
みんな じ っ と珂をすま して い る の だから
秋はますます深くなる ばか りだ
ますます渇い てきた
お焼香抜手早くすます
ますます下手になる詩に頭をひね っ たり しなが ら
砲撃に耳をすますような顔 つ きで
雲の ささやきに耳をすます
お互 に珂を澄ませ
住ま っ てゐた
白い蝋燭の 中に住ま っ てゐた
同じ輸送船でス マ トラ島に送られた転属組の十三人だ っ た｡
ス マ トラ島を偲んでぼくたちは散笑 し､ 賑かに昼食をと っ た｡
ス マ ー ト
o 72 01 4 あの ス マ ー トで強執な足に注目 しよう
すみ 隅
041 12 2
061 17 8
083 0 1 0
1 42 0 4 5
1 45 00 3
1 74 01 9
1 88 07 1
すみ 住み
02 5 00 6
0之9 00 5
0 62 0 6 1
1 60 05 5
すみ 澄み
04(; 0 0 2
0 61 0 0 2
1 67 0 3 1
葉はぬけ落ち 黒い幹が囲境地の 隅に忘れられた
妻も子もなく､ こ の広 い都会の 片隅で ､
思出の 片隅で じ っ と して い ればよい の に
ぼくたちは世界の 片隅でふさぎこみ
何もない 地面の片隅に針金細工や手製の指輪を並 べ どこ にもい な い エ ン ジ ェ ルが こ こ に
ぼくは具を持ち確実を三隅を占拠 したが､ 中央 の白が厚く､ ずるずると敗けて しまい
きみ の手紙は ､ たまたま､ 仕事机の片隅の ､
孤独な魚が住み
すべ て形骸の 匂の 中に住み
ひ とりの妻 と住み家畜な どを飼 っ て みたくな っ たの です
妻も子もなか っ たかれは タイ ムズ ･ ス ク エ ア に近 い 安ホテル の 一 室 に住み
澄みたる空に影をも つ 橋上の 人よ
澄みき っ た空の橋上 の 人よ､
こ ん な に澄みき っ た空気の なかには
488
193 02.3
すみきっ た
o 61 00 2･
1 67 03 1
議事堂の まる い空はきれい に澄み
渡みきっ た
澄みき っ た空の橋上の 人よ､
こ んなに澄みき っ た空気の なかには
T.雷ず
みt=.. 世界の すみずみにまで とどけられるの である
すみだ川
119 0 1 3 静かに走れ すみだ川
すみれいろ 董色
o2 5 04 2 董色の 手袋は
すみわたる 澄みたる
o4 6 0 0 2 澄みたる空に影をも つ 橋上の人よ
スム ー ス
o95 02 2 スム
ー ス な ス ム ー ス な あな たの死顔をo
スモ ッ グ
120 02 2
14 0 0 2 2
すやすや
01 8 0 0 9
148 0 4 2
すらす 暮す
0 53 0 4 3
ス モ ッ グ の綿毛と
ス モ ッ グ の 咳をし
すやすや眠 っ てゐ る球 に
ぼくたちは枕を並 べ て すやすや寝息を立てて い た｡
い のちを惜 しんで暮すこ とに悲 しみな んかありや しない
スリ ッ パ
o63 0 1 8 ぼくは片足にスリ ッ パ をひ っ かけて
すりぬけた
18 3 0 1 2
すり減らして
1 42 0 6 4
人ごみをどうすりぬけたらい い か
ずたずたに責め苛まれながら 若い 生命をすり減らして い るが
ずるい
16 4 0 12 あい まい で ずる い
489
164 015
するすると
15 4 020
ずるずると
174 0 1 9
すると
oo6 00 9
oo 8 00 5
o1 1 0 09
o1 4 0 1 6
o34 0 1 2
o4 0 4
o48 028
o61 08 6
o6 1 1 12
o6 6 0 38
o8 2 0 15
o 89 0 2 1
1 42 10 5
145 0 2 0
147 0 15
154 02
16 6 0 3 1
17 0 0 0 7
17 3 0 2 6
17 4 0 0 8
1 76 0 15
1 86 03 4
192 0 1 1
するどい 鋭い
04 9 00 7
07 0 00 5
すれちがう
0 60 0 1 6
ずれて
18 6 03 1
ずる い 世渡りをする つ もりはな い が
錦の帯がするすると垂 れてくる
ぼくは黒を持ち確実を三隅を占拠 したが､ 中央の白が厚く､ ずるずると欺けて しまい
すると白い巽を つ けた - 羽の
_ 望乏土花を観寅する ときも 空にはボン ボ ン花火が上
どうかすると沢山人間が動い てゐる
すると ピ ッ コ ロが不服を唱 へ た
すると光たちは
帰すると ころ 一 に して 祈りは慧き習慣 (ならわし) の 光明なりo
すると地球の表面に都市ができる
- プ ラ ス - が生とする と
一 つ の もの を選ぼうとする とき
すると不意に､ 一 枚 の戸が音もなくひらき
する と小鳥がたそがれの 窓に墜ちてくる
する と少年の 冷たい 呼吸で
巨大なもの の 力が 個人の信念 より永検する とい う証拠はな い
どうかする とにんげん は機械よりも機械だから
ときたま死の匂い を発散させ る若者に出会 っ たりする と
錦の帯がするする と垂れて くる
ひ よ つ とすると
蜘妹の 巣を払うような手ぶりをすると
今で は街中でも締麗な娘に出あ っ たりすると
きみ と話したくな っ て電話をする と､
愛するとは
ひ よ つ とする と廿六年前の升四歳の ぼくが､ いま の ぼくを見て い たかも
- -
も しかする と､ 近 づくに したが っ て ､ 遠 ざか っ て い く海な の かもしれな い o こ んなと こ ろ臥 日本中
の どこ にもあり
鋭い 箇の ようなものが胸の底でめ ざめる ､
鋭 い愛 の杭にかけて
しかし黙 っ てすれちがう ー 瞬にも
過去 と現在の 空間がぴたりと重なり､ そ の輪郭がずれて ぽやけてい く
4 90
.T
6㌢違
い
149 ぼんやり近づ 叩 きて ､ 黙 っ てすれ違い ､
T3㌢違
っ?18 はげしくすれ違 っ て い っ た
スロ ッ ト ･ マ シ
- ン
歌舞伎町でス ロ ッ ト マ シ ー ン に しがみ つ き124 0 2 3
ス ロ ー ボ ー ル
17 3 004
すわ っ て 坐 っ て
o63 02 3
10 8 0 16
17 2 02 2
すわり 坐り
o4 1 06 4
o6 6 0 16
ずんずん
14 6 0 56
173 0 48
すんぜん 寸前
17 1 0 0 5
すんだ 澄んだ
02 1 00 1
0 23 02 0
0 38 02 1
03 9 0 7 3
06 3 02 5
07 4 0 15
15 2 0 1 7
1 90 0 0 8
すんで 済んで
05 4 0 7 9
超ス ロ ー ボ ー ル を空振りしたあとの ような
ぼく披黙 っ て坐 っ て い るだ けだ
恋人たちが ベ ンチに坐 っ て
廃屋の 窓辺に坐 っ て
あなたは何故黙 っ てゐ る お坐りなさ い
年老い た母親はい きをこ ろ して坐り
暗がりで苛みたい にずんずん伸びて い くの で
意識の 大陸はずんずん後退 し
女は狂う寸前の 眼 つ きを して
ハ ッ カを唾 へ て澄んだ煙をふか してゐた
澄んだ褐色の 限を出はいりする憎悪の炎 よ
そ の 下 の澄んだ水の ほ とり
あなたの澄んだ声がする
ぼくが殉難者の 澄んだ陣を して い る としたら
- -
かぎりなく澄んだ青空であ っ た
澄んだほ放えみを忘れちや い けな い
精霊の澄んだ答えが返 っ て くる
未来は とおの昔に済んで しま っ て い る
すんで い る 住んで ゐる
o o7 00 5 岸に住んで ゐる埴輪である
491
o1 5 020 白い 砂漠の 上に住んでゐる
o28 01 3 昔からの葦の 巣があり個人が住んで ゐるが
o28 03 4 地下に住んでゐる声を踏み しめ
ス ー パ ー マ
ー ケ ッ ト
1 66 0 2 0 きみ古まス ー パ - マ ー ケ ッ トに出かけ
ス - プ
o69 02 7 そ こ には さ めたス
ー プをまえ に して
せ 瀬
o 61 11 9 淫売婦には浅瀬ほ どにも見えな か っ たりするの だ
14 4 00 9 昨日の 淵から出た今日の瀬は早く
せ 背
03 4 00 9
o4 1 1 10
o4 1 14 8
04 4 014
04 6 03 1
04 8 0 12
o5 2 0 30
05 3 0 1 9
05 4 0 8 8
05 4 0 92
05 5 0 1 3
05 5 0 4 2
05 6 0 03
0 61 09 4
07 1 0 2 8
08 3 0 0 5
0 88 0 2 1
0 89 0 1 4
0 94 0 1 4
1 00 066
1 24 02 4
13 1 00 4
133 012
140 02 4
1 42 08 6
14 6 05
14 8 02 7
1 50 0 20
罪の 匂ひ の する ドア の背後では
あなたには人の 背中しか見えぬ
あなたには人の 背中 しか見えぬ
熱い 太陽を背負ふ 神々よ
背中を行き来する千の歩みも
川 は音をたて て背中をながれ る
明日の 夕陽を背にして どう したらよい の だろう
わたしはわたしの影を背負い ます
君たちは僕に背中をむける
そ の平たい背中には背骨がない という ことを - -
背負い袋 の ようにおまえをひ っ か つ い で
猫背のうえに乗せ て
そ して彼の 背中の ように淋 しい風景がそ こ にある
背すじを走る黒い 運河の坤きを - -
ぼく の 背後の 空に
わたしの 背後で
太陽に背をむ けたそれらのもの が
空を背景に したす べ て のも の が見える の で す
背をやく熱い塩の シ ー トに転がされ
ばくの背後で
国際級の背景的速度に陶酔 し
背をこ ごめて街中で生き
背をかがめて小走る群集のな か
四十七階の痛む 背骨がゆれてい る
黙 っ て背中を向ける者もい る そ れにはそれ の
そ の 人の 背丈も
背中に淋しい 影を宿 し､
どん栗 の背くらべ をして い たにすぎなか っ たが､
4 92
151 0 1 6
ユ53 00 4
162 00 1
162 OO6
165 00 9
167 02 4
180 0 4 6
182 00 9
189 0 13
せい
102 0 0 6
10 6 0 0 2
146 0 24
150 06 0
16 2 02 4
18 2 02 3
せい 姓
18 4 0 05
せい 性
028 0 1 9
041
04 8
055
077
084
112
124
12
14
14
8
2
11 6
0 1 8
0 40
0 3 之
01 3
03 4
0 10
0 45
07 0
0
14 0
15 0 0
15 0
15 0
15 1
15 6
15 6
1 60
1 67
168
0 7
1 7
0 7
0
0
0
0
0
0
0
0
3
3
4
2
3
7
5
1
0
8
1
3
8
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3
背中をこ ごめて人中を歩く姿とい っ たら
波の背は立ち
背すじは しなやか に
背中の痛が
黙々 と机に向 っ て仕事をする父 の背中に
背中をまるめて椅子に覚れてい る
そ の 人の 背中に向 っ て
しなやかな背骨がなくとも
かれはくるりと背をむけて
みんない っ せ い に銃剣の襖 を立てて くれ
みんな 同じポ ー ズ で い っ せ い に眼を
みんな の限が い っ せ い に
時代の風圧を避け る の にせ い - ば い で ､
せ い ぜ い
す べ てを年のせ い にするな
すそ離婚 したが夫の姓は変えずに帰国して
文明的なもろもろの雑音の性格に より
馴らされた惰性で
まだとおくから押えて い る性!
おれは慢性胃腸病患者の だらしな い ネクタイをしめ
(ああ人間性よ - -
マ リ リ ン ･ モ ン ロ ウの せ つ な い性 の ささやき - 一
妥協 の無限の 可能性をたよりに
相場師の根性は
正義 戦争 性欲 政治
そ して 国外で の健康回復と安楽な生活の 可能性があるにもかかわらず
鱗の 落ちた蛇神は無性闇に撮転し
わけよ しの 性術に明け暮れて
彼は自分の虚構の 個性を故綻な く演ずるために､
こ れは､ 私だけが ｢虚構の個性+ をつ らぬき､ 偽善 の 間道をくそりぬけて ､
叉木質的に個性的なるものも+ と言 っ たのは､
悲しい 父性よ
心性の ちが い はどうしようもな い
完全 に処女性を保 っ て い る
制度の春を病むこ ともなく 不確定性の 時代を生きて
柱に梁に天井に床に耐性を与え
生きるこ との 永続性の あか しか
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せい 生
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00 6
010
014
02 1
025
025
o 4 2 世界はやがて筋萎縮性の 疲撃を起 し
o 4 4 (どの 串柿にでも乗 っ て い る可能性があ っ た)
o 8 0 誕生と､ 性交と､ 死に ､
o2 1 白い 巽が生える
006
0 14
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0 17
0 27
o2 6 0 20
o26 0 23
o28 05 8
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0 0 7
0 2 0
0 7 0
0 9 4
0 4 4
13 7
14 2
02 9
00 4
02 5
0 0 1
0 23
028
0 5 0
0 0 4
0 1 4
0 5 8
10 6
10 9
1 18
1
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5 6
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1
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モ グラの生活は嫌だね と
パイ プを握 っ て雲 の 中から生れてきた少年は
楽譜汝ヒラ ヒ ラ羽 を生やして
アス フ ァ ル トで新 しく誕生し
焔をあげて生ひ繁り
あなたの頭髪の 中に禽が卵を生む
羊歯類が生ひ茂り
芽生えの ない種子が
そこ に多数の 生活が個人に よ っ て支持される
型も持たぬ生活のうちに
すべ てをみ つ める生きもの の 眠が
こ こはわたしの生れた土地だ
愛の 生誕の 日を
怪しい 手紙に は廻が生えて ゐたの かも知れぬ
こ の街で生きようと して はな らぬ
傷 つ ける断片 それ披悼ましくも長く生きて ゐる
あなたの 生をめ(o る足跡の消え砂くを確め
孤独な生 きもの の ため
影 終生よりそ っ て離れぬ影
生きの びてきたわたしの 心 に
あなたはどうして人生にさ よならを告げたの か
生きねばならぬこ の賭はわたしの 負けだ
一 年 よりもむなしい 一 生を過ごしてきま した
生きてい るに しても 倒れてい る しても
死の滴りは生命の 小さな灯をひ と つ ず つ 消してゆ く
大学生は低い 声と思い やりゐある眼ざ しで話しはじめる
独身者は大学生の リキ ュ ー ル グ ラ ス に
大学生の ほそ い 瞳の 奥に措かれて しまう
そ して詩人と大学生は駅で しばらく別れを惜 しむだろう
なにげな い 挨拶のうちから生れる未知の 国民の こ とを - -
西 と東の 二 つ の大戦の あい だに生れて
それでもぼくらが生きてい る とは信じられなか っ た
憎悪と欺晴 と屈辱によ っ て生活 し
あまり感心 しない 生活を して います
私の立派な人生には
- プ ラ ス - が生とする と
生が - ばい 詰ま っ て い る
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だけどみん な<生きよ > と言い はしなか っ たね+
水仙や蛇や もろもろの 生ける質を潤お した』
生と死の影が重なり､
生ける死者たちが空中を歩きまわる夜がきた ｡
生と死の 予感におの の く魂の ように ､
死と生の 予感におの の く魂の ように ､
生きもの の緑 の意志は
生きるこ とを諦め るには
ぼくたちが生れるず っ とまえからそ こ にあ っ た微笑を!
人生に別離なんかあるもの かと､
坐 (なま) パ ンで さえ死の匂い がする｡
- 一 生きまし ようよ､ ねえ､
い たずらな月が生んだ魔女披
われらはながい 生涯をも っ て 測 っ たりする
われわれの生存競争もす べ て フ ェ ア プ レ ー だ っ たらい い の に と
生あるもの の皮膚の下を
死んだ兵士を生きかえらせ る こ とは
いくたびか生きかえ っ てきた
い くたびか生きかえる兵士たちが
再び生きかえ ることはない だろう)
生きるためより
ぼくらを生ん だ七 つ の近代都市が
生身で受けとめて い る のは兵士ではな い
生命は歩む影
ぼくが知 っ て い る の 披 おまえが 生れる前の こ とだ
おまえが生れてからの こ とは
きままなぼくの生活
太陽の涙から生れてきたぼくたちの
巨木は幾世紀を生きて
わたしが生れるず っ と前からそこ にある
こ の街に生れてこ の街 に死ぬ
ぼくの 記憶はまだ生れていない
きみ の 人生披きわめて ミステ リ アスに
きみがぼくに生きよと告げるなら
- - 苦 しみぬ いて生きた父よ
あの頃想の 闇の コ アには生きてい る砂漠があるんだ
一 つ の 生命が､ ある い は - 羽 の 鳥の 飛期が､
あなたは生命も飛和も見ない だろう｡
あてもなくこ の街で生きねばならぬ ･ - -
ぼ くら の死から誕生にい たる
魂汝死ん で 二度 と生れて こな い から
戦争は失敗 し､ ぼくらの 国は生きの びてきた､
無事に生きの びてきた こ の 下手な構図は
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人生を説明するの に どう した っ て何かが足りない ようだ
す べ て の生きもの のうちで 最も強くて しなやかな骨だ
これから生れて
生命の奔流は丘をくだり
生命の - 循環を終 えたのだから
生れかわるために は､ 死なねばならない と､
生きねばならぬ生活放
生きて るに しちや 冷たい手だね
大元帥の スタ ー リ ンが生きてたから
じ っ と机 の下 にかがんで生きの びてきた
約束される誕生
人生に遅刻したの も気に しない で
あきらめき っ た人生の
われらの 人生なんて ロ クなもので はな い
地球の生活を拡張 しう るにちが い +
生れる前か
見たもの を否定して生きて きた
背をこ ごめて街中で生き
不在を予約 して生きた
隠れん ぼの 人生
生活とか歌にちぢこま っ て しまわぬ
生きたくな い と樹は嘆く
すそに生きかえり
欄外の 人生を生きてきたのだ
地 べ たを這いずる共生共苦の道も
そ の著書をフ ラ ン ス で刊行 した 一 九四 二年生れの ブ コ フ ス キ ー は
ずたずたに責め苛まれなが ら 若い 生命をすり減らして い るが
そ して 国外での 健康 回復 と安楽な生活の 可能性があるにもかかわらず
もちろん 信念 より自分の生命が 大切だ と考えたか らで ある
生命 より貴重だ と感 じて い たの である
醜くな っ て生きの びて
み じめで あさま しい 生きた心 よ - - -
愛 が なくともにんげんは生きられる
しかし 水がなくて は生きられない
生きて い く こ とに怖れを感 じて い た幼年時代だ っ たら
生きる こ とより死を受入れるほうがず っ とたやすか っ たろう
生きるこ とに困難を覚えてい た青年時代だ っ たら
世をも人をも厭い つ つ 生きて い て
死と生が秤の うえで ゆれながら均合 っ て い た
生きてい くこ とがだんだん心地よくな っ てきて
生きる こ とに怖れも困難も感 じな い髪 の 毛の薄 い 男にな っ て い た
生きて い る こ とが心苦 しくならなか っ たこ とで
戦後の 生活では ､
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一 人分 の人生を､ 生きる の 披容易な業で はない o
生き残 っ たぼくら臥 生活の 位置がきま っ たときから､
一 匹の 魚さ へ住んでゐな い 沼に釣糸を垂 らして ゐる影だけが生きてゐる
･ ･ ･ ･ -+
うまうまと生きの びてきたという こ とかo
敗戦後の 苦 しい 生活の たたかい に敗れて倒れた者もあ っ たo
｢本質的に我々が誇り得るもの は生理以外に在り得ない ､
ク ラス委員に して落第生の竹内幹郎だ っ たo
最後 の拠りど ころは生理 しかなく､
我々が生きのびたこ とで誇り得るもの が､
生理以外に在り得ない とは ､ ずい ぶん淋 しい 話である｡
ずい ぶんながく生きすぎた罰だ
とこ とんまで生きる気なん だろうおまえは
青い 塩水からうまれた生きもの の
生きる のを断念するの 披
今生の別れかと心 はさ わい だが
かれの 生涯にはつ い ぞ なか っ たの に!
アル コ ー ル と麻薬に蝕まれた生活で
制度の春を病むこ ともなく 不確定性の 時代を生きて
生きてい る というだけで
ましてなが く生きて い る とい うの なら
生活の重 如こ耐えてきたが
生きるの をいぶかる眼 に
･ - - ぼくの 一 生は詩の 困難でやや暗い
父とは半生の つ きあい だ っ たが
三 つ の 時代を同時に生き
というヱ先生の発言を今朝の新聞で読んで から
実際に生きるの は厄介で
生きるこ と の永続性の あか しか
自殺の 二乗を生きるから
生きるこ とを学ばなければ ｡
｢生物はす べ て
一 生かけて見 つ けな いうちに
生意気も芸のうちで
タイ生れの 中国人の 医者と再婚 した
(荏原韓尖が生きてい てね)
杉本春生､ 相良平八郎に会 っ たよ
(ぼくらの 人生だ っ て
生かしてきたもの の ゆえに
人生の 下り坂にかか っ たときからである o
誕生と､ 性交と､ 死に ､
誰 とも口をきかずに十年を生きればよい
在りの ままに生き
東洋哲人風の生活が
497
19 1
192
193
せい 糖
016
028
053
100
126
14之
142
142
14 2
14 2
14 2
15 5
17 0
18 6
18 8
18 8
19 0
o o8 生きてい る自然の しる しに
o14 薄暮と昧爽とをとりちがえてい た迂閥さに､ 狼狽するも間なく､ 巨大な生きもの の胎内に のみ こまれるように ､
o 19 私 一 人の 人生でも
0 13
0 47
0 32
0 70
0 20
0 60
0 6 1
0 63
0 69
1 1 6
1 20
0 24
0 2(～
0 77
0 29
0 39
0 08
せいかく 性格
02 8 0 19
せいかくな
02 8 0 4 6
せいかくに
15 0 0 6 3
せいか つ
OO 6
02 8
02 9
05 7
05 8
08 8
11 0
12 6
135
142
より精巧な機械に見とれる ときも
地の脈を水の流れを変える ほど精密だが
わたしは落葉の精な の です
精力的な夏は未来の街の方向にひ ろが っ て い るようにみえた
人間の精神の 問題かも しれない から｡
精神病棟で比較的おとな しく死ぬだけだ ろう
ソ ビ エ トにおける新 しい 精神病 反対! を叫んで
各所の精神病棟監獄 普通の監獄 ･ 収容所で
精神病棟監獄から同時に釈放せ よ とい うもの だ っ た
信念を持 つ 人間の 精神が世界最強の カには通 じな い とか
これ以上は 一 歩も進ませ ない そ と宣言する不屈な人間の精神の みが -
精力的にう しろ へ 押しや っ て いく
物を書く空気にな じめなくな っ て い る精神の
そ の精髄を秘めて い る
精神は､ あくまで健康 ､
どの みち､ 精神にか ､ 肉体 にか ､
精霊 の澄んだ答えが返 っ て くる
文明的なもろもろの稚音の 性格により
正確な
技師の 懐中にある正確な地形図は
正確に
嬉婦の 悲惨さを､ かな りの 密度で正確に捉えたと いうだ けで ､
生活
0 0 6
0 5 8
0 0 7
0 3 4
0 1 3
01 9
0 1 3
0 0 7
0 0 1
0 7 0
王之乏の生活披嫌だね と
そ こ に多数の 生酒が個人によ っ て支持される
型も持たぬ生活の うちに
憎悪と欺暗と屈辱に よ っ て生清し
あまり感心 しない 生活 をして い ます
きままなぼくの 生活
生きねばならぬ生活は
地球の 生活を拡張 しうるにちがい +
生活 とか歌にちぢこ ま っ て しまわぬ
そ して 国外での健康回復 と安楽な生活の 可能性があるにもかかわらず
4 98
148 0 13
148 023
150 03 5
160 07 0
162 00 3
190 01
戦後の 生酒では､
生き残 っ たぼくらは ､ 生活の 位置がきま っ たときから､
敗戦後の 苦しい 生活の たたかい に敗れて倒れた者もあ っ た.
アル± - ル と麻薬に蝕まれた生活で
生活の重み に耐えてきたが
東洋哲人風の 生活が
せいかつ し 生活 し
o57 03 4 憎悪と欺暇と屈辱によ っ て生活 し
せいき 世紀
o41 09 9
o 57 03 6
o 68 00 9
o 7 01 3
0 90 00 1
160 041
1 93 01 2
せ いぎ 正義
12 8 04 5
13 6 0 10
18 8 04 8
むかしの世紀がまだ寝床に就かぬうちは
ながか っ た 一 世紀が終ろうとして い るの に
今世紀最大の詩人が
頬世和もの列を つ く っ て つ づく の だ
巨木は簸世紀を生きて
十四世紀の ス コ ッ トラ ン ドの 詩を口諌さみながら
半世紀は車窓の 景色であ っ た
正義 戦争 性欲 政治
正義と無智の
正義の 社会学であ っ たり､ 深遠な歴史学であ っ たりもするの だから､
せ い くらべ 背くらぺ
15 0 0 20 どん栗の 背くら ぺ をして い たにすぎなか っ たが､
せ いけい し ゆ じゆ つ 整形手術
1 13 05 0 修正に修正をほ ど こす整形手術で
せ いけ つ 清潔
o9 8 0 20 そ の 白い 手の ように明るく清常 にみ える
せいこう 性交
18 8 0 8 0 誕生と､ 性交と､ 死に､
せ い こう 成功
1 60 0 7 1 アメリカ社会における成功の蔭にある失敗の さまざまな痕跡が
せ い こうな 精巧な
o 16 0 1 3 より精巧な機械 に見とれる ときも
せいざ 星座
49
182 0 17 星座の 歌に茸を傾けてい ると
せい じ 政治
o9 6 0 0 6
128 0 4 5
14 2 0 8 7
せい しした
o 90 015
o 97 00 2
1 87 006
ギリシ ア ロ ー マ の政治を見てきたが
正義 戦争 性欲 政治
臆病な政治的理由があり 小さな幸福を旺ん の'i)し長引かせ るため の
静止した
静止 した ｢時+ は
ぴたりと静止 したらどうなるか?
そ こまでは静止 した風景だ っ た
せいしして い た 静止してゐた
o31 0 13 静止 してゐたものが動き出したとき
せい しする 静止する
o62 0 5 6 こ こ では静止する石ですら
せい じてき 政治的
14 2 08 7 臆病な政治的理由があり 小さな幸福を旺ん の 少し長引かせるため の
せいじや 聖 者
1 25 0 0 3 聖者をうらぎ っ た罰があらわれて い る
せい じゆ つ 性術
144 0 1 7 わけよ しの性術に明け暮れて
せい しゆん 青春
o4 1 03 7 青春 よ もう再び戻 っ て きては い けな い
せい じ ような 清浄な
0 3 0 0 1
せい しん 精神
1 26 0 2 0
142 0 6 0
142 0 61
14 2 06 3
14 2 0 6 9
142 11 6
142 12 0
17 0 0 2 6
1 88 0 2 9
一 本 の茎は清浄な水を欲する
人間の 精神の 問題かも しれな い からo
精神病棟で比較的おとな しく死ぬだけだ ろう
ソビ エ トにおける新 しい 精神病 反対! を叫んで
各所の精神病棟監獄 普通 の監獄 ･ 収容所で
精神病棟監獄から同時に釈放せ よ とい うもの だ っ た
信念を持 つ 人間の 精神が世界最強の 力には通 じない とか
これ以上は 一 歩も進ませ な い そ と宣言する不屈な人間の 精神の みが
一
物を書く空気にな じめなくな っ て い る精神の
精神は､ あくまで健康 ､
500
18 8 03 9
せい しんび よう
14 2 0 60
142 0 6 1
14 2 0 63
14 2 06 9
どの みち､ 精神にか､ 肉体にか､
精神病
精神病棟で比較的おとな しく死ぬだけだろう
ソ ビ エ トにおける新 しい精神病 反対! を叫んで
各所の精神病棟監獄 普通の 監獄 ･ 収容所で
精神病棟監獄から同時に釈放せ よ とい うもの だ っ た
せいしんび ようとう 精神病棟
14 2 0 60 精神病棟で比較的おとな しく死ぬだ けだろう
収容所で
とい うもの だ っ た
142 0 63 各所の精神病棟監獄 普通 の監獄
142 0 69 精神病棟監獄から同時に釈放せ よ
せい しんび ようとうかん ごく 精神病棟監獄
142 0 6 3 各所の精神病棟監獄 普通の 監獄
142 0 6 9 精神病棟監獄から同時に釈放せ よ
せいずい 精髄
1B 6 07 7 そ の 精髄を秘めて い る
せいぜ い
1 62 0 24 せ い ぜ い
せい ぞう 聖像
14 6 0 2 2 金色の 聖像におおぜい の 人が
せいそくする 棲息する
o2 8 0 62 花花 しく棲息する物質の 群れが
収容所で
とい うものだ っ た
せいそんきようそう 生存競争
o7 2 0 6 0 われわれの 生存競争もすべ て フ ェ ア ･ プ レ ー だ っ たらい い の にと
ぜ いたくな
187 0 0 2 ぜ い たくな心は重い
ぜいたくな 賛沢な
oo4 0 0 7 僕は新らしい賛沢な給の設計に つ い て
17 9 0 2 0 死よりも賛沢な眠りに就く
せいたん 生誕
o3 9 09 4 愛の 生誕の 日を
せい ど 制度
501
160 07 6
せい どう 青銅
o6 1 1 44
o 61 1 6 4
せいなる 聖なる
o53 012
o77 00 7
せいねん 青年
o54 0 6 2
o5 7 0 07
o 93 02 3
1 47 00 5
せいねんじだい
147 0 0 5
せい ひん 製品
o28 0 3 5
制度の春を病むこ ともなく 不確定性の 時代を生きて
あなたの 青銅の額には､ 濡れた藻の髪が垂れ ､
そ して滞れた藻と青銅の額の 上に ､
これがわたしの聖なる苦行衣です
(聖な る言葉や
ぺ テル ス ブル グの青年が僕たちに告げたこ とを
- -
パ ス カ ル の読み方を教え た青年が戦死し
孤独な青年の体臭に
生きるこ とに困難を覚えてい た青年時代だ っ たら
青年時代
生きるこ とに困難を覚えて い た青年時代だ っ たら
おびただ しい製品とともに
せいひんか 清貧家
o 85 0 2 1
せいふ 政府
o54 1 64
058 03 8
せい ふくよく
17 3 0 1 5
せいぶつ 生物
173 0 1 7
理想主義者や清貧家を蹴 とば し
宮殿や政府の 階段をとび こ え
よく政府の悪口を言 っ て い た広場には
征服欲
征服欲も 怠惰も まだ新鮮だ
｢生物はす べ て
せい 扱う 西方
o3 9 0 8 2 西方の窓を照らしだす
せいみ つ 精密
028 0 4 7 地の 脈を水の流れを変える旺 ど精密だが
せい めい 生命
o5 4 0 14 死 の滴りは生命の 小さな灯をひ と つ ず つ 消してゆく
502
o86 00 9
o97 00 1
o97 0q3
109 0 05
109 0 0 9
142 0 6 4
142 0 7 9
1 42 0 8 1
生命は歩む影
一 つ の 生命が､ あるい は - 羽 の 鳥の 飛糊が､
あなたは生命も飛翻も見ない だろう｡
生命 の奔流は丘をくだり
生命の - 循環を終えたの だから
ずたずたに責め苛まれながら 若い 生命をすり減らして い るが
もちろん 信念より自分の生命が大切だ と考えたからで ある
生命より貴重だ と感じ て い たの で ある
せい めい 声明
1 42 0 0 4 西側の新聞や著名人の多く の 声明には
せい ようざら 西洋皿
1 06 0 1 9 かれの額は 西洋皿の 平面の ように広く
せい ようじん 西洋人
15 6 0 17 習慣みたい な西洋人は
せいよく 性欲
12 8 0 4 5 正義 戦争 性欲 政治
せいり 生理
150 0 37
150 0 45
150 0 4 8
せいり ゆう 清流
190 0 1 4
せいり ょくてきな
100 0 7 0
せいり ょくて きに
155 0 2 4
｢本質的に我々が誇り得るもの は生理以外に在り得な い ､
最後 の拠りど こ ろは生理 しかなく､
生理以外に在り得ない とは､ ずい ぶん淋しい 話である ｡
清琉をさかの ぼ っ て 幽谷に魚影を追い
精力的な
精力的な夏は未
.
来 の街 の 方向にひろが っ て い るようにみえた
精力的に
精力的にう しろ へ 押 しや っ て い く
せいれい 精霊
190 0 0 8 精霊の 澄んだ答えが返 っ てくる
せいれつ し‾整列 し
112 0 1 4 命令 一 下たちまち整列 し 黒い 銃剣 の林を つ らね
18 6 0 5 6 それな の に､ み んな が整列 して中央に 一 つ だけ空い て い る椅子
せいれつ して 整列して
503
186 05 6
それな の に､ み んなが整列 して 中央 に 一 つ だ け空いて い る椅子
せいれつする 整列する
o14 0 20
せい - ばい
1 50 0 60
せおい 背負い
o53 0 19
o55 0 13
せおう 背負ふ
o44 0 1 4
せかい 世界
o 12 0 05
o2 1 0 28
o 23 0 12
o 25 0 18
o2 8 0 0 6
02 8 0 1 2
02 8 0 6 3
03 1 0 0 8
03 9 0 0 9
0 41 10
05 3 05 5
0 54 03 8
05 4 12 2
0 56 01 3
05 7 02 4
0 60 0 12
061 0 19
0 63 0 1 1
079 00 6
088 0 43
093 02 9
1 00 042
100 0 8 1
101 0 0 2
101 0 0 5
103 0 2 7
10 6 0 1 1
楽譜が走 っ てきて整列する
時代の風圧を避けるの にせ い - ばい で ､
わたしはわたしの影を背負い ます
背負い袋の ようにおまえをひ っ か つ い で
熱い 太陽を背負ふ 神々よ
秘密の 世界に鍵をかける
円形の 窓の な い世界か ら
きこ えな い見えな い 世界で
燃えあがる世界の 窓の 内部から
意識の外部 と呼ぶ空埠の 堆模 した世界よりも
古靴の 氾渡する世界に
古靴の 世界を支配し
もう花な どどんな世界にも垂れは しな い
わたしは象 どられた世界からとりで て
眠れる世界に息を吹きこむ
ああ世界が暗くな っ て ゆきます
歩い てゆ こう 荒涼と した世界の果 へ - -
影は 一 つ の 世界に 肉体に変 っ てゆく
聾の 老人が世界に向 っ て何か叫んで い る のが
世界を冷やす月光が ぼくの額を照らすのを - -
世界 の秋は深く
一
な っ て ゆくように思われる
水晶 花 貝殻が､ 世界の 空に
世界の深夜 - -
こ こ は世界で
おまえの 世界 には
それは血や光りがかえ っ て ゆく水平線の ない 世界だ
たえまな く出血 して い る内部の世界で
ぼくたちが さらに遠くの世界に眼をやる とき
世界はな んと境野に似てくる こ とか
こんなふうにおわるの はな にも世界だけではない
おそ ろ しい幻想と レ ビ アタ ン の住む世界だ
外部の世界をうかがい い まも じ っ と ｢時+ を こ らえ
504
106
109
112
113
113
113
115
121
123
126
127
14 0
142
142
14之
142
14 2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
4
7
8
7
1
2
5
0
0
0
1
0
0
4
4
9
2
9
1
3
4
9
3
3
8
0
5
8
l l
1 2
14 2 1 2
15 0 0 2
15 0 0
1 65 0
173 0
6
2
4
9
6 9
3 3
1 0
173 0 2 3
1 73 0 3 2
17 3 04 2
174
174
007
02 3
179 0 22
185 0 10
185 0 13
185 0 1 5
185 0 2 0
193 0 2 4
な にご とも断定するには むずか しい世界とな っ た
自分自身と世界とに別れを告げるときがきた､
待ちどおしい ぞ 世界の終りが
世界は こう
人民の世界を反映 した
いび つ にな っ た世界の顔 そ い つ は
あたらしい 世界をたずね
天気は神さまに 世界は新聞に
世界の メトロ ポリ ス
それが荒涼とした虚無の世界だ としても
世界の 明るさに耐えた｡
男の 世界は終 っ た
世界の すみずみ にまで と どけられる ので ある
ぽくたちは世界の片隅で ふさぎこみ
世界中にそ の網 の目をひろげてい る ので ある
信念を持 つ 人間の精神が世界最強の 力には通じな い とか
個人の平和 と 世界の 平和 と 人類その もの の 真 の守護者たりうるの だ+ と
全世界に警告を発 したの で ある
文学の 世界に とどま っ て い る者は､ 私 しかい な い ｡
一 つ の 国さえたちまち喪われる ような世界に住んで い るの で ､
世界を映す鏡に
もう終 ろうとして い る世界がある
世界放逐歩しな い が
どの みち世界で
世界はやがて筋萎縮性の癌撃を起 し
そ の後､ ｢死後 の世界+ を読み
｢死後の世界+ の 明るさを先取り して
ゆ っ くりと世界を見まわせ
世界中の人たちに噸み こまれ
一 対 の 男女の 世界では､ 甘美な
不意に世界か ら消えた
どうせ ､ 不均食い で混乱 した世界だから
ときわの首都は世界の影を映して い る
せかい さい きょう 世界最強
14 2 1 16 信念を持 つ 人間の精神が世界最強の力には通じな い とか
せがまれ
160 o 23 それで時間 つ なぎに詩を聞かせて くれとせがまれ 聴衆のもとめに応じて
せがむ
o 88 0 0 8 膝にの っ て許をせ がむ マ リよ
505
せき 咳
oo 7 00 2
o 65 0 44
140 0 22
18 8 053
せき
035
04 1
186
186
18 6
0 10
079
0 27
0 5 7
0 7 9
席
あたり 見知らぬ老婆が咳をするの はわれらにかかわりの な い こ
乾いた咳を 一 つ した｡ 彼 の イ メ ー ジ の なかには
ス モ ッ グの咳をし
あの頃披若く､ 青 い顔で咳をして い たが､
座席から
坐席があなたを動けな くした
廿六年前に広島で撮 っ た写真を､ 懇親会の席上 で相良君から見せ られてね
それがぼくの 席なのだ
宴席の 大きな皿に盛られた海の幸 ､ 鯛や他の刺身も
せきこみ
o5 4 12 8
せきじよう 席上
18 6 02 7
せきぞう 石像
o3 6 0 17
せきにん 責任
oo 9 0 15
05 5 03 8
05 5 03 9
僕はせきこ み調子づく
甘六年前に広島で撮 っ た写真を､ 懇親会の席上で相良君から見せられてね
噴水と石像の ある静か な白昼よ
いま責任を問はれてゐ るの です
おまえはおれの責任に つ い て
おれはおまえの 責任に つ い て考えて い る
せきらんうん 積乱雲
o7 3 0 2 0 大い な る積乱雲の さけ目をみ つ めた
せきりょう 寂夢
o 72 0 6 5 十万の ひ とが残して い っ た大きな寂夢が
1 76 0 29 寂夢の海がぼうぼうとひろが っ て い て
1 92 0 0 6 それに しても､ と影をもたぬ寂夢が､ くびをか しげる . 人に会わぬ . 風はそ よとも吹かず､ 自分の足音さえきこ えな
せきりょうの 寂参の
1 76 0 29 寂参の 海が ぼうぼうとひろが っ て い て
せきをする 咳をする
oo7 0 0 2 あたり 見知らぬ老婆が咳をするの はわれらにかかわりの な い こ
せき立てて
10 6 0 1 2 永遠 プラス 五分間を ｢早 く早 く+ とせき立て て い る
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せけん 世間
185 0 2 2
せすじ 背すじ
o61 0 94
162 0O l
ゼスチ ュ ア
o28 0 24
せせらぎ
o 62 0 52
せたけ 背丈
14 6 0 5 5
セダン
o 96 0 1 5
ぜっ く 絶句
162 0 12
セ ッ クス
188 0 5 9
せ っ けい 設計
004 0 0 7
010 00 9
せっをナん 石鹸
028 0 39
せつ だんして
0 85 0 1 4
せつ な 剰那
04 6 03 5
い ずれ世間披納得する
背す じを走る黒い運河の 坤きを - -
背す じ放 しなやかに
如何なるゼ ス チ ュ アが会話が取交はされたか
海 へ い そ そ小川 の せせ らぎや
そ の人 の背丈も
文明色な ら もう古くな っ た三十年代流行の セダ ン の
絶句 して い そ い そ と傘をすぼめ
｢セ ッ ク ス に関する講座は ､ 尋常科からあるの ですが､
僕は斬らしい賛沢な船の設計に つ い て
そ の新 しい設計こそ白い 帽子と赤い ジ ャ ケ ッ トの
信仰や箸や石鹸や書ろ こびや散策があるやうに
切断して
広場の群集を二 つ に切断しても
怒の鎮まりやすい 剰那がえらばれて
せ つ な い
o84 0 13 マリ リン ･ モ ン ロウ の せ つ な い 性の ささやき
- -
せ っ ぶん 接吻
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112 0 4 9
おれたちが本当に別れるの は これがはじめて だが ユ ダ の接吻はい らな い
ぜつ ぼう 絶望
o28 05 7
o8 5 03 0
10 0 0 19
10 1 02 8
124 0 12
そ こ に 一 個の 希望が絶望が信仰が
絶望も希望も必要でな い
それから ぼくの絶望は
絶望も希望も住む場所をもたぬ と こ ろ
他者 へ の絶望が
せつ めい する 説明する
人生を説明するの に どうした っ て何かが足りな い ようだ
節約 し
感情を節約 し
106 01 7
せつやくし
155 02 9
せつり 摂理
o 28 0 3 8
せなか
041
041
04 6
04 8
05 4
05 4
05 6
142
148
151
162
165
167
18 0
背中
11 0
14 8
03 1
0 12
08 8
0 9 2
0 0 3
0 8 6
02 7
0 1 6
0 06
00 9
0 2 4
04 6
ゼノ ン
05 4 1 47
120 0 15
せばめられた
085 0 0 4
ぜひ 是非
19 2 0 2 2
当りま へ に動 い てゐ る摂理 の
あなたには人の背中しか見えぬ
あなたには人の背中しか見えぬ
背中を行き来する千の 歩みも
川は音をたてて背中をながれる
君たちは僕に背中をむける
そ の 平たい 背中には背骨がない とい う こ とを - - ･
そ して彼 の 背中の ように淋 しい 風景がそ こ にある
黙 っ て 背中を向ける者もい る それにはそれの
背中に淋 しい影を宿 し､
背中をこ ごめ て 人中を歩く姿とい っ たら
背中の痛が
黙々 と机に向 っ て仕事をする父の 背中に
背中をま恵めて椅子に焦れて い る
そ の 人の 背中に向 っ て
酷薄なゼ ノ ン !
ゼ ノ ン の 矢も
天の 一 角 にせばめられた都会の空で ある
最後の運 をたよりに走り出して い た のは､ 是非もなか っ たが､
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セブンスタ ー
152 0 0 1 セブ ン スタ
ー の 箱をはじくと
せぼね 背骨
o54 0 9 2
140 0 2 4
182 0 0 9
そ の 平たい 背中には背骨がない と いう こ とを･ - -
四十七階の 痛む背骨がゆれて い る
しなやかな背骨がなく とも
せまった
o65 00 5 壁 の そ とにせま っ たo 食卓には
せむし
o84 03 5 唖でせむ しの 影を つ れて
ゼラ ニ ウム
o39 1 32 ゼ ラ ニ ウ ム のやうに燃えはて ようと
ゼリ フ
17 3 06 捨てゼリ フはきま っ て い る
ゼリ ー
14 5 01 6 固い パ ン の男がゼ リ ー の 女に食 べ ながらス トレ ー トに話し合おうと云 っ て い た+
セルバ ン
o25 02 5 か つ て居睦するセル バ ン であ っ た
セルロイ ド
oo2 0 0 6 ふるえるセル ロイ ドの 掌
セロ
00 6 0 0 3
01 4 0 0 8
01 4 0 0 9
0 96 0 0 4
0 96 00 9
1 52 0 25
ゼロ ･ サム ･
1 89 0 0 3
爆発したセ ロイ ドの匂が 室内を明るく した 青い
ヴァ イオ リ ン がセ ロ の声で歌 っ たら
セ ロが憤慨 して足をあげた
ぼくは バ ルセ ロ ナ の夜をえがく
太陽の 町は夜の 町 バルセ ロナ の裏町の
タバ コ の外装からセ ロ ハ ンをはず して
ゲ - ム
ゼ ロ ･ サ ム ･ ゲ ー ム にすぎん
セロイド
oo 6 0 0 3 爆発 したセ ロ イド の匂が 室内を明るくした 青い
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f5冒
ハ ン
o25 タ バ ｡ の外装か らセ ロ ハ ンをはずして
せわ 世爵
182 007 世話をする植木までひねくれる
せん 一 九五○年
o61 05 7
一 九四○年の秋から 一 九 五○年の 秋まで ､
せん 一 九五八年
188 01 9
一 九五八年に､ 日本で ､
せん 一 九三九年
15 0 0 62
一 九三九年の春 ､
f6告
‾
訳書八年デルモ ア . シ ュ ワ ル ツ が 一 九 三八年に書いた短篇を読んだ
せん 一 九四○年
o61 05 7
一 九四○年の秋から 一 九五○年の 秋まで ､
せん 一 九四 ニ 年
o 54 0 0 1 それ紘 一 九四 ニ 年 の秋で あ っ た
せん 一 九四四年
o7 0 1 6
一 九四 四年五月の ある夜 ･ ･ ･ -
せん 一 九四七年
o5 4 0 4 9
せん 一 九四二 年
142 0 62
せん 一 九六六年
1 60 0 5 4
せん 栓
024 002
ぜん 善
041 10 4
085 03 1
一 九四七年の - 情景を描き出そう
その著奮をフ ラン ス で刊行 した 一 九四二年生れの ブ コ フ スキ
ー は
私が知りうるの は シ ュ ワ ル ツ が 一 九六 六年に五十三歳で死んだ こ とだ
脳髄は青く透明である ざわめきの 聞こ える孔には栓を つ め
あな たの計算表 あなたの 慈善帳
きみが求めて い るもの は善悪でな い何もの か
510
124
134
150
ぜん 全
05 4
o5 5
057
079
094
101
10 6
112
142
142
14 2
142
148
148
150
150
o1 5 確実な善意を
oo4 い かに善で ありうるかだ っ て ?
o3 0 これは､ 私 だけが ｢虚構の 個性+ を つ らぬき､ 偽善の 間道をくそりぬけて ､
140 も っ と荘重 に も っ と全人類の ため に
o5 4 こ の 倦怠の街の全景を
o18 擢はぼくに全身をあたえ
0 1 5
0 2 2
0 2
02
03
0
0
1
1
0
4
9
9
0
2
3
05
0 1
0 3
156 0 3
5
7
0
4
3
4
0
6
8
160 033
173 0 2 8
18 3 0 0 8
1 83 0 15
1 88 0 68
ぜんあく 善悪
085 0 3 1
ぜんい 善意
12 4 0 15
ぜんい ん 全員
148 0 3 3
せんきよ した
174 01 9
ぜんけい 全景
O5 5 O 5 4
全速力で飛びさるであろう
ああ 太陽披全身にもの うく
安全装置をはずした引金披 ぼくひ とりのもの で あり
さらに い っ そう素暗しい の は鼻だろう 内なるオル ガ ン の全神経が
安全 へ の愛 怠惰 へ の退却
すで に現実に存在 して い て い わゆる階級構造とは全 く無縁な
非合理 に機能する官僚的権威主義を全面的こ はび こらせながら
(なさねばならぬ こ ととな しうる こととは全く別だが
全世界に警告を発 したので ある
硫黄島に送られ､ 全員戦死 して い た こ とをは じめて知らされたo
正午は安全な時刻である ､
自分 の血 が全部涜れ出して しまふの で はな い かと怖れた｡
しか し､ そ の こ とに､ ｢私+ は､ 全面的に欺かれてい るわけには い かな い o
完全に処女性を保 っ て い る
印刷の 不備で く じに外れた老楽師に 大当りの 賞金を全部や っ て しまう
顔を縮め る こ とな ど全くな くな っ た
街全体がもひ と つ ぱ っ と しない のは
安全に養われてい るそ の 家族たちだ
その コ ピ ー を読ん だ記憶は ､ 全くな い o
きみが求めて い るもの は善悪でな い 何ものか
確実な善意を
硫黄島に送られ､ 全員戦死 して い た こ とをはじめ て 知らされたo
占拠した
ぼくは黒を持ち確実を三隅を占拠 したが､ 中央 の 白が厚く ､ ずるずると放けて しまい
こ の倦怠の衛の全景を
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せんげんする
142 12 0
せんご 戦後
148 0 13
148 03 5
150 03 5
宣言する
これ以上は 一 歩も進ませない そ と宣言する不屈な人間の 精神の みが
-
戦後の 生活では､
どの ように して戦後の 社会をたたかい ぬ い てきたかを語りあ っ たが､
敗戦後の 苦 しい 生活の たたか い に敗れて倒れた者もあ っ たo
せん こう 閃光
106 0 13 パ ン とい う閃光で 映像がうまれまた消える
せん こく 宣告
o51 0 1 0
｢黄色さ+ 医師の事もなげな宣告｡
せんさい 繊細で
o53 05 9 美しく繊細で やさ しか っ たお姉さん!
せんしし 戦死し
o57 0 07 パ ス カル の読み方を教えた青年が戦死 し
148 0 33 硫黄島に送られ､ 全員戦死 して い た こ とをは じめて知らされたo
せんしして 戦死して
14 8 0 3 3 硫黄島に送られ､ 全員戦死 して い た こ とをは じめて知らされたo
せんししや 戦死者
14 8 04 0 戦死者の手足が(
> るり と輪 になり､
せんしつ 船室
o55 0 0 8 船室の灯 のひ と つ ひと つ を
せんじ よう 船上
169 0 09 難被する船上の 人の ように
ぜんしん 全身
057 0 18
09 4 0 2 2
ぜんしんする
12 3 0 1 2
せんせい 先生
166 0 19
権はぼくに全身をあたえ
ああ 太陽は全身にものうく
前進する
群集は前進する
とい うヱ先生の発言を今朝の新聞で読んでから
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ぜんせかい 全世界
142 12 4
せんそう 戦争
o49 01 0
o57 00 9
o7 02 7
o84 01 4
o92 01 1
10 5 0 12
11 8 00 5
128 0 45
140
1 42
148
150
167
193
全世界に警告を発 したの で ある
戦争で死んだMよ
戦争ぎらい の ドイ ツ の作家が
戦争を呪い ながら
戦争か進歩か壊滅か革命か
戦争を呪う ぺ きか?
戦争は失敗 し､ ぼくらの 国は生きの びてきた､
永久戦争
正義 戦争 性欲 政治
oo6 戦争もな ければ故郷もない
o7 7 アメリカ の
一 部 の戦争捕虜たちは
o o 1 戦争で死んだ とおも っ て い た友が､
o 3 4 半数近くは戦争で死に ､
o3 6 戦争と革命の 犠牲者たちの
o 1 0 愚かな戦争
せんそうの 船窓の
o81 0 1 7 夜あけのくる船窓の下の
せんそうほりよ 戦争捕虜
142 0 7 7 アメリカ の 一 部の 戦争捕虜たちは
ぜんそくり よくで 全速力で
o7 9 01 5 全速力で飛び さるであろう
せんたい 船体
02 6 0 14 壊れた船体の やうに
せんたくしたて
061 1 1 6
せんちよう 船長
051 0 0 4
洗濯 したて
洗濯したて の シ ャ ツを よごすほ どにも
｢こ の病院船の磁針がきみ らを導い てくれる+ と船長は言う､
ぜんち ょう 前兆
15 0 08 0 地震か何か の前兆かも しれません .
せんでん 宜伝
o2 8 0 7 1 宜伝ビラ の形式を案出するので あらうか
513
せんとう 尖塔
o98 0 27 青空にく っ きり奪えて輝い て い た五 つ の 尖塔
107 0 03 尖塔の鐘の 音も若か っ た
せんどうしや 煽動者
1 24 03 7
せんにんぎり
1 51 03 4
名づけられぬ欲望の煽動者に幸あれ!
千人斬り
千人斬りとか五千人枕 とか にくらぺ たら
せんぬき 切抜き
188 0 64 こ の こ とを取りあ つ か っ た切抜きがあるはずなの で ､
せんねんし 専念 し
148 00 4 南国で農業に専念 し､ 妻 と離別して から､
せんの 千の
046 03 1
o65 03 6
背中を行き来する千の 歩みも
- 千 の 嚇P^ が いち どに喝 っ た o そ の響きは
せんばく 船舶
o2 5 0 07 それらが船舶の 歴史の 中にあ っ た時代には
ぜんぶ 全部
15 0 0 1 0
1 60 0 3 3
自分の 血が全部流れ出して しまふの ではな い かと怖れた｡
印刷の 不備でくじに外れた老楽師に 大当りの 賞金を全部や っ て しまう
ぜんぽう 前方
19 2 0 25 必死の 思い で ､ 前方の 真 っ 暗闇を凝視するが ､
.虚i何も見えぬ .
ゼンマイ
o25 0 3 3 ゼ ン マ イ のやうに跳ねてゐる雲
ぜんめんてき 全面的
142 0 9 7
150 03 6
ぜんめんてきに
150 03 6
非合理 に機能する官僚的権威主義を全面的こ はび こらせながら
しか し､ そ の こ とに､ ｢私+ は､ 全面的に欺かれてい るわけには い かない o
全面的に
しか し､ そ の こ とに ､ ｢私+ は ､ 全面的に欺かれてい るわけにはい かな い ｡
せんもん 専門
1 51 0 13 学問もなけれは専門の知識もない
514
せんゆう 戦友
112
112
112
148
14 8
o 2 6 黄白な花婿の胸を した戦友よ
oヨo. な あ戦友
なぜ黙 っ て い る
o4 8 さらばだ 戦友
o2 9 元戦友から招待状が とどい たo
o4 6 もうこれ以上､ 減る こ との な い 戦友の ､
せんりつ 戦懐
o60 0 14 高貴な冷たい 戦懐を感 じて い る にちが い ない
せんりつ 旋律
o39 021 けれどなめらかな旋律は
せんりやく 戦略
128 0 5 0 戦略である+
セ ー タ ー
o53 0 10 わたし古ま赤い セ ー タ ー を着て
そい つ
o51 0 2 6
113 0 5 1
13 6 02 7
18 8 0 4 1
ぞう 象
o1 2 02 5
026
031
039
046
046
048
054
072
10 6
10 6
14 4
15 8
1 64
17 3
1 86
192
0
0
0
0
0
0
1
2
2
0
1
2
2
0
0
0
0
0
0
0
0
6
4
9
0
5
5
4
3
2
3
1
2
1
3
0
8
2
3
1
8
9
9
1
2
0
0
2
｢そ い つ は黄色だ まるであの親らわ しい魂 の ように+
い び つ にな っ た世界の 顔 そ い つ 汝
そ い つ らがまた 盲の子をうむ
とめ どもな く ､ そ い つ とお喋 べ りを始めるの は､
象牙 の足がで る
わたしは額を象壊せ よと願 っ た
象どられたもの から
わたしは象どられた世界か らとりでて
あなたはみづ からの心 象を鳥撤するため
こ の 橋も海中に漂ひ去 っ て 躍りた つ 青 い形象となり
乳と象牙と林檎 とが
暗い存在が抽象その もの に凍ろう とする時間の はずれから
きわめて純粋で ､ 抽象的だ
そ こに集中し隆起 して ある フィ ジカル な高貴さの 象徴となり
詩人なら孤狼な 口髭とか 大切な 象徴の鼻に つ い て
気象は覚存に して無漏
断念の 最後の対象だ っ た
ぼくら汝闇の物象の
それで近代の伝説は消え 象徴は解体する
それで今度の 西下の 印象は ?
どんな現象も起りようがな く ､ わたくしの影は ､ 孤独と披い えなくな っ て い るか ら､
515
ぞう 像
o28 0 23
o29 0 17
o35 0 05
o36 017
101 04 7
10 6 0 13
145 02 3
146 0 2 之
150 0 1 6
154 0 0 9
そういてん
174 0 13
ぞうお 憎悪
o2 3 0 2 0
o41 0 3 8
o54 08 2
o55 04 7
o57 0 34
鳩とともにおお救世主の銅像の 髭にもつ い て
樹樹の い ろが肖像を作 っ た
小さな像をこえて
噴水と石像の ある静か な白昼よ
森や田畑やう つく しい 町の視覚像は い らな い
パ ン とい う閃光で 映像がうまれまた消える
｢写真店の 窓には曝された肖像の記念写真が 夢こそす べ てである と知 っ た時 もう肉体
金色の聖像におおぜい の人が
私自身は ､ か なり正直な自画像の つ もりだ っ たo
想像 しえな い創造の日からの
相違点
お互い の 相違点を数え 上げるの はたやすい が
澄んだ褐色の 眼を出はい りする憎悪の炎よ
あの 汚れた貝殻 岩に砕ける憎悪の 波よ
見よ 憎悪と虚栄の ぬ けが らを - -
･
おれは憎悪の フ ォ ー ク を突き刺 し
憎悪と欺暗 と屈辱によ っ て生活し
ぞうか 造花
o5 4 08
そうか い 爽快
o83 0 2 2
そうかい 能会
o85 01 7
胸に造花の老人たちが
これ披爽快だ わたしにも
総会 とか委員会とかの
そうかんごう 創刊号
15 0 05 1 彼は我々の雑誌の創刊号に ､ 玉 の 井の 嬉婦と客との 交渉を扱 っ た
｢据 乳 を書き､
そうぎや 葬儀屋
188 0 62 そ の 反対に､ 葬儀屋や基地な どを見学しながら､
ぞうげ 象牙
o1 2 0 2 5 象牙の足がでる
o4 8 02 5 乳と象牙と林檎 とが
そうげん 草原
516
171 01 草原に追いやられて穀されるアザ
ラシ の
ぞうげんし 僧 滅し
o72 03 1 数字の ように増減 し
.
f
85
5ご
.q警奇怪な造語で喋る連中の頭を踏 抑 ナよう
75.5さ
く
o5雪り作 こんな創作を今度載せたら発禁にするぞ ､ と検閲係か ら脅かされた o
そうじ 掃除
128 05 3 相場も騒動も測量も相続も掃除も葬式も
そうしき 葬式
128 05 3 相場も騒動も測量も相続も掃除も葬式も
ぞうしよくさせ 増殖させ
172 0 25 血に飢えた孤独を増殖させ て
そうしん(o 装身具
o54 0 8 0 衣裳 と装身具の 内側に 化粧の ゆきとどい た顔の下に
o58 0 3 3 指輪や装身具の飾 っ て あるシ ョ
ー ウ イ ン ドをの ぞ い て
そうぞう 創造
15 4 00 9
そうぞうしえな い
15 4 00 9
そうぞく 相続
12 8 0 5 3
17 2 0 15
そうぞく した
17 2 0 1 5
ぞうだい して
1 73 0 1 3
想像しえない創造の 日からの
想像 しえな い
想像 しえな い創造の 日からの
相場も騒動も測量も相続も掃除も葬式も
祖先か ら相続 した恐怖で
相続 した
祖先から相続した恐怖で
増大して
地獄の炎のな かで増大 して い く
そうたい てきな 相対的な
10 6 0 1 4 す べ て相対的な時の なかを いか にゆ っ くり他の 時が進行するか
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そうち 装置
101 0 24
142 03 8
18 0 69
そうちように
o54 140
安全装置をはずした引金披 ぼくひ とりのもの であり
殺人的な竜流装置で閉された国境をやすやす越え
記憶の装置が､ 氷り つ い て しま っ たようで ､
荘重に
も っ と荘重に も っ と全人類の ために
そうどう 騒動
128 0 53 相場も騒動も測量も相続も掃除も葬式も
そうねんじだい 壮年時代
147 00 9 と こ ろが遅れてや っ て きた壮年時代 に入 ると
そうば 相場
124 0 10
128 05 3
相場師の 根性は
相場も騒動も測量も相続も掃除も葬式も
そうばし 相場師
12 4 0 10 相場師の根性は
ぞうぶつ し ゆ 造物主
15 2 0 08 造物主の息がかか っ て い て
186 0 72 時間は偉大な造物主だからね
そうもく 草木
o88 0 7 0 とおくまで草木や花の やさ し い言葉で
そうれつ 葬列
136 005 葬列が見えない
そくさない 属さない
o62 0 19 ｢も し身体にも魂 にも属さな い捷があるなら
そくど 速度
0之3 0 1 8
02.8 0 0 3
02 8 0 0 5
02.8 0 5 0
07 2 049
12 4 02 4
怖る べ き悲 しむ ぺ き速度の 中に
緑の 影は い つ もガラ ス管に よりそ っ て ゐ た純粋な頭の 鈍い 速度に つ い て
白い 事務所の 内側の時計の速度は
ただそ こ に時代の速度乃至歩調が見えてくるだらう
高速度カメラが
国際級の 背景的速度に陶酔 し
そくりょう 測量
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o之8 04 3
128 05 3
そくりようする
o28 0 43
そこ
o11 0 07
o28 0 45
o28 050
028
028
028
02 8
02 8
030
03 0
03 0
03 4
03 9
04 1
050
05 2
05 4
05 4
05 4
054
056
058
058
058
063
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
65
6
6
6
6
6
6
8
8
9
9
6
9
9
9
9
9
4
9
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
55
5
5
5
6
0
0
2
1
3
8
1
2
3
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
6
7
8
8
3
5
2
8
5
3
0
9
0
1
3
6
0
1
1
4
3
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
2
5
3
1
7
5
0
5
9
8
6
2
3
3
1
3
1
2
7
0
3
0
3
0
4
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測量する技師の手の影に従 っ て
相場も騒動も測量も相続も掃除も葬式も
測量する
測量する技師の 手の影 に従 っ て
そ こから大理石の 都会が見え
そこを通る風の鳥の虫類の 笑ひ
ただそこ に時代の速度乃 至歩調が見えて くるだらう
そこ に 一 個 の文明が
そこ に 一 個 の 社会が工場が
そ こに 一 個 の 希望が絶望が信仰が
そ こに多数の 生活が個人に よ っ て支持される
そ こにある椎音はまがりくね っ て
そ こ にある闇の ひろがり
そ こ らあたりの壁に披花もない
そ こ に憩ひ があり噴水がある
そ こ へ も - 個 の石が転がり
みんなそ こに
そ こにあたる影や 光 樹々から流れる緑の匂ひ
- 一 死 に そ こ な っ て みれば ､ たしかにそ の とおりで あ っ たo
死にそ こな い の わたし汝
｢そ こ には どんな科学が 哲学が
そ こ にはどんなリ ズム が 色彩が
そこ にはどんな可能が 不可能が+
いま こ そそ こ に疑い の 余地があるから
そ して彼の 背中の ように淋 しい風景がそ こにある
そ こ にはジャ ズが放そ ぼそ とながれ
そ こを通 っ て ゆきました
どうやら私は今年も筒婚 しそ こねたようです
ぼくたちが生れるず っ とまえからそ こにあ っ た微笑を!
そ こ に､ あたら しい岩山が 出現するまで
あな た､ そ こ に い る の ?
そ こ にはまぶしい と こ ろがあ っ たんだ っ て
そ こ に古ま
そ こには さ めたス ー プをまえに して
そ こ には
そ こ には
そ こ には青い灯の バ ア がありますから
(そ こ には みなれた風景と
そ こ に年輪をよむかわりに
わたしが生れるず っ と前か らそ こにある
o99 00 7
10 0 0 4 4
10 6 02 3
141 00 6
145 00 9
14 6 021
14 6 02 9
1 62 02 1
163 01 9
164 02 1
173 01 4
187 00 6
190 00 1
190 0 18
192 0 17
192 02 3
そこ 底
o23 0 23
o之7 0 13
o2 9 0 01
o3 8 0 02
o3 8 028
03 9 032
o3 9 0 5 1
03 9 14 3
040 0 0 4
047 0 1 5
04 9 0 0 7
06 1 0 31
07 1 03 3
07 9 0 1
08 7 0 0 6
13 0 0 0 2
13 3 0 09
1 36 0 2 8
15 0 0 1 3
1 60 0 1 5
17 3 0 4 9
179 0 2 9
192 0 1 5
1 92 01 9
そ こ で 力い っ ぱい投げたボ ー ル が
切れたフ イル ムの 記憶の そ こから
そ こに集中し隆起 して ある フィ ジカルな高貴さの象徴となり
そ こも､ 一 つ の お部屋だ っ たわ｡
そ こ にもあ っ たト - モ ロ コ シ の毛 の そよそ丘陵を エ ン ジ ェ ル がうまれるの に充分な広さ
そ こは秘密の礼拝堂にな っ て い て
そ こ で は醜 い 顔の 二人 の女が
そ こで - 樽 の ワ イ ン となら
あそ こまで は跳 ぺ る
そ こ にい る の か いな い の か?
そ こで は人間の 血がまだ新鮮なの だ
そ こまで は静止した風景だ っ た
帰ると こ ろはそ こ しかない
そ こ に しかない
よく よく見れば､ そ こ か ら - 米間隔くらい で､ 白い 明りが点々 とつ づ い てい る の だ｡ 迷う者の ために設けられた救急
七十米 と行かぬうちに ､ 白い 明りの標識は消え､ そ こ か ら先は真 っ 暗である o
暗い 水底に沈んだ
グラス の 底に夜が光 っ た
時空の 瓶の底に
グラス の底を滴れさせ て
荒廃 したグラス の底をとほ るやうに
水の底にはい つ も鏡のやうな階段があ っ て
グラ ス の 底が晴れたら
塵や灰の 底 へ 沈み
器物の 底もひびわれて
自己愛が底深く凍り つ い て しま っ て い る こ とを･ - ･ ･
鋭い 笛 の ようなものが胸の底でめざめる ､
さん ざめく裏街の どん底で ､
たとえば深い谷底からは
海底には
じ っ と食器の 底をみ つ めたまま
夜の底がひびわれたとおも っ たら
行きあう顔色の 底の底までわか っ て
地底の川はどちら へ ?
彼の 表面は常に波立 っ てゐるが､ 彼 の底辻何時も静か で､
二十年も昔に記憶の底に沈んだ詩人が
深海の底の 眠りに就 くこ とがで きる
明日に披深い霧の底に沈み
みるみる漆黒に つ つ まれて い く､ こ こ は ､ も とも と海底だ っ たと こ ろで 披な い か o 冷気に身ぶるい し､
助 か っ た! 虐崖死にたくはない . 限は真珠に ､ 骨は珊瑚にな っ たとかいう､ 五尋 の海底の父 にな るなんて ごめんだ
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そこから
o11 00 7
100 04 4
192 01 7
192 02 3
そこく 祖国
o74 01 2
o81 028
112 017
142. 0 78
そ こから大理石の 都会が見え
切れたフ イ ルム の 記憶の そ こから
よくよく見れば､ そ こから - 米間隔くらい で ､ 白い 明りが点々 とつ づ い て い る の だ｡ 迷う者の ために設けられた救急
七十米と行かぬうちに､ 白 い 明りの標識は消え､ そ こから先は真 っ 暗である ｡
ぼくら祖国の苦 しみだ っ たろうか
遠い未来の祖国の霧
祖国の栄光 と同胞の 愛を信 じて地平線になだれて い っ た
反祖国的ない かなる文書に署名 してもい い と思 っ て い た
そこふかく 底深く
o47 0 15 自己愛が底深く凍り つ い て しま っ て い る こ とを
･ ･ ･ -
そしき 組織
o28 01 7
142 09 6
そしやくする
165 00 3
組織が崩れ動乱の 意識が流れかけて
極度に不平等な特殊社会組織の
岨曝する
ゆ っ くり食物を岨曝する 口 の 動き
そしらぬ
112 0 1 1
そせん 祖先
17 2 0 1 5
そそぎて 注ぎて
061 13 7
そだたなか っ た
05 2 00 9
そだてた 育てた
04 1 0 1 0
041 0 8 1
小首をかしげ そ しらぬふりをするな
祖先から相続 した恐怖で
夜 昼 わが涙の み注ぎて魂の糧となり
育たなか っ た
あなたの 育たなか っ た乳房や
社交術があなたを滴れさせ たり育て たり しな いうちに
あなたはじぶんの 鳥を育てた
そだてたり 育てたり
o4 1 0 1 0 社交術があなたを濁れさせたり育てたり しない うちに
そだてて 育て て
o o9 00 5 崎型の カナリヤを大切に育てて ゐる
521
冒三;三言… 三文霊芝書芸要言盲買主芸芸£言いた｡
そだてている 育てて ゐる
oo9 005 崎型のカナ リヤ を大切に育ててゐ る
そちら
o27 01 1
150 0 78
そつ くり
1 46 017
15 2 0 28
そちらの方から寒さが吹きつ けてくる
そちらで は気分的にバ ツ と しない 天候が つ づ い て い るそうですが､
横顔があなたにそ っ くりで したの で
きみ の城 にそ っ くりだ から
そっけなく
o 68 02 4 そ っ けな く 眺めまわして い た
ぞっ こん
13 7 00 3 悲しい体にぞ っ こ んまい っ て
そっ た
o4 5 018 とおい砺妻の 明りをたよりに髭をそ っ た
そった 反 っ た
14 5 00 8 レ スビ ア ン の女たちの痩撃は不信者の地獄の笑い の - 型態 で ブリ ッ ジして反 っ た肉体の
そっ て
0之8 00 3
02 8 02 6
02 9 00 6
04 3 00 7
05 1 02 5
05 4 0 2 1
068 0 18
o8 5 0 02
11 6 0 0 7
12 8 0 5 9
1 67 0 7 1
そっ と
03 1 0 1 7
0 62 0 1 7
0 62 0 4 1
緑 の影は い つ もガラス管 によりそ っ て ゐた純粋な頭の鈍い速度に つ い て
物質の秩序 と形態にそ っ て
それら肉体の輪廓にそ っ て膨まず
いく つも の乾 い た言葉にそ っ て
影 終生よりそ っ て離れぬ影
｢僕たちは都市を つ らぬく濁 っ た河にそ っ て
一 直線をえがく 放て しな い水平線にそ っ て
舗道の カ ー ヴにそ っ てな がれる
よりそ っ て 晩秋の路上に
ユ リの 木 の並木にそ っ て
やがておそ っ てくる運命は
そ っ とあふれてゐるもの だけがやさ しか っ たと
そ っ とわたし の寝室に近 より
あなたはそ っ と見て い ますね
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157 00 2
17 6 00 8
ぞつ と
o 63 008
158 0 35
そで 袖
o66 03 0
133 02 8
そと
o40 01 0
o53 02 9
o54 1 15
o58 0 1 1
o59 0 15
o65 0 0 5
o6 6 0 0 5
o81 02 4
o84 00 8
1 62 01 2
17 2 00 5
そと 外
003
005
01
022
026
028
028
033
037
039
04 1
05 1
05 7
061
061
061
093
095
0 08
0 3 0
0 1 4
0 0
0
0
0
0
0
0
2
0
7
1
0
6
0
0
0
2
8
8
6
0
8
1
5
2
1
2
1
2
2
0
0
9
7
5
0
1
2
1
1
4
5
0
2
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そ っ と自分をおい て い っ た
そ つ と片膝をおとす
その 手の 果さがぼくをぞ っ とさせ る
ぞ っ とするような詩を書き終えるこ とで
ワイ シ ャ ツ の 袖をまく っ た腕であ っ た ｡
数知れぬ花が袖にこ ぼれる と ころまで ｡
窓の そ とを
ひそひそ と許 しあ っ て いた声も とだえて しまい ました
独身者はすばやく扉の そ と - 消えうせる
そ こにはジ ャズが放そ ぼそ とながれ
こ の 世の そ とでも離れがたい こ とを信 じよう
壁の そ とにせ ま っ た｡ 食卓に は
開かぬ ドア の そとに
むごたらしい 歴史の そ とに
雨がふ っ て る窓の そ とに
絶句 して い そ い そ と傘をすぼめ
かさ こそ と往来するの は
扉の外を マ ア チが風と共に過ぎる
外套がや っ てくる
先づ首に巻い た蛇を外せ
不幸の外に流れ出さな い
黒 い 眼帯を外して
意識の 外部と呼ぶ空壌の堆積 した世界よりも
花花しい 物質たちの流れ乱舞の外から
具足は視界の外で はな い
ドア の外では
亡霊たちの 影の外に
そ してあなたは広い眺め の外 へ は み出てゐ る
内と外 と 高鳴る波の 響を聴け!
マ ニ ラ郊外の ドライブ ウ ェ イを疾走 しながら
あな たの外にも夜がきた｡
あなたの外 にも灯がともるo
あなたの 内にも､ あな たの外にも灯がともり､
か か る読書法は良い趣味以 外の なに も の で もな い
まがりか どにオ レ ン ジ の外煙がひ と つ
106 0 11
106 0 28
106 0 38
1 24 0 27
140 0 16
14 1 0 08
14 2 0 47
14 2 0 6
14 2 070
145 005
146 0 5
146 0 45
14 6 0 60
150 02 3
150 03 7
150 048
152 02 5
15 6 02 4
160 0 07
160 0 33
160 05 2
170 0 08
173 0 11
174 0 09
178 0 10
183 0 01
192 001
その旨
150 0 56
そびえたち
025 0 50
そびえたつ
039 0 01
外部の 世界をうかがい い まも じ っ と ｢時+ を こ らえ
懲りずに実験 してみる べ きだ っ たろう ー 歩戸外に出ると女たちの笑い で
詩人はもちろん屈 して はな らな い そ の 外貌が どうで あれ
郊外電車の 快よい 動揺に耐えて い る
欄外の 人生を生きてきたのだ
愛以外の 何かだ っ たわ ｡ 抱きあ っ て､ 苦痛で よじれる縄梯子にすが っ て ､ 宙ぶらりんで
それから 肩をおとして伏目になるか 面をそむけて窓の外を見るか
国外追放を条件とした釈放の 申し渡しに対して
そして 国外での健康回復 と安楽な生活の可能性があるにもかかわらず
芋虫色の車を時間外駐車で路上に放置 し 道徳の坂を下り左折 してまた坂を登 るとす(p 右
外国行の切符を買 っ たの ですが
振りむくと小柄な 中年の外国人が
外はひ どい どしや 降りで した
ち ょ っ と ばかり意外だ っ たの は ､
｢本質的に我々が誇り得るもの は生 理以外に在り得ない ､
生理以外に在り得ない と放 ､ ずい ぶん淋 しい話である.
タ バ コ の外装からセロ ハ ンをはず して
い かに私が外 国かぶれでも
恋人と会 っ ては 窓外の すがれた景色 に視線をそらして
印刷の 不備でく じに外れた老楽師に 大当りの 賞金を全部や っ て しまう
使うもの 以外にきみの 物故ない の だぞ
ホテル の 部屋から戸外 へ とさまよい 出た
外国の 人質を殺すか殺さぬかで
きみは意外に元気な様子で近況を語 っ てくれ､ 心境まる十五分か 二十分で あ っ たo
こ の 世 の外で 咳くように
郊外の小 さな駅をおりる と
もはや､ わたく し､ と特定する必要はな い ｡ わ たく しには､ わたくし以外の
学校 へ 行 っ て そ の 旨を伊藤に伝える と､
聾え立ち
白亜の建築が聾え立ち
肇えたつ
白く聾えた つ
そびえて 奪えて
0(;1 0 0 4
098 0 2 7
ソビエト体制
1 42 0 1 6
よごれた幻の都市が聾えて い る ｡
青空にく っ きり襲えて輝い て い た五 つ の 尖塔
帝政時代よりソ ビ エ ト体制下で四倍も悪化 して い る
524
142 04 1
ソ ビ エ ト体制 とは
;
}
.2
eエーTl警下 帝政時代 よりソ ビ エ ト体制下で 四倍も悪化 して い る
そびえる
15 2 02 7 透明にそびえる こ とを望んで い る
o
%
&y
'
よう
o 3警描 さりげない 心 の素描が ありますが･ ･ ･ - )
そふ 祖父
18 4 01 3 九カ国青を話 したという冒険家の 祖父を
そぼうな 粗暴な
103 01 8 粗暴な肉体の 礼讃着でもない の だ)
そぼくな 素朴な
1 88 08 3 きみが好きだと いう､ 武者小路の ､ 茄子や南瓜の 素朴な絵 ､
そまった
153 0 1 2 真赤にそま っ た海が見え
そまつな 粗末な
o69 0 3 1
179 0 0 1
そむけ
142 0 4 7
165 0 0 8
そむけて
142 0 4 7
粗末な木の
粗末な食卓のうえに
それから 肩をおとして伏目になるか 面をそむ けて 窓の外を見るか
面をそむけさせ たの である
それか ら 肩をお として伏目にな るか 面をそむ けて窓の外を見るか
ぞめき
164 0 20 奇妙な ぞ めき笑い の 中に立ち つ くす
そよいで
060 o o 之 斜面に枯革がそよ い で い たりする
そよぎ
o54 0 9 6 まるで僕たちに呼びか けるかの ような樹木の そ よぎ
525
そよ(･
o3 8 02 之
145 009
そよとも
157 00 4
192 00 6
葦がそ よ(o
そ こ にもあ っ たト - モ ロ コ シ の 毛の そ よ(Q 丘陵を エ ン ジ ェ ル がうまれるの に充分な広さ
そ よとも吹かぬ風のなか で
それにしても､ と影をもたぬ寂夢が､ くびをか しげる o 人に会わぬ ｡ 風はそ よとも吹かず､ 自分の足音さえき
こえな
?6.6
して
.o, 恋人と会 っ ては 窓外の すがれた景色に視線をそ らして
そらして 反らして
143 01 1 年経た甲羅を陽に反らして
そらとぼけた
o 87 007 そらとぼけた白内障の 目をむき
そらない
125 00 1
そらに 空似
180 03 5
そらみみ 空耳
13 9 0 03
それ
oo2 01
006 0 13
007 0 0 4
010 0 0 2
020 0 0 8
025 0 0 7
025 0 2 3
02 8
0 29
0 32
034
035
03 6
03 6
03 9
041
03 7
0 0 6
0 1
0
0
0
0
0
1
0
0
0
2
0
4
6
5
6
2
0
8
3
髭をそらな い 日はない
他人の空似で
吹きさらしの 露の 寝ざめの空耳か
(それは忘れられた日の ロ マ ン)
それから赤い排日ポス タ ー を
煤けた町は古い習慣で壷の沈黙を それ は い つまでも黄色い河の
それは口笛のため の ス ピ イ ドであ っ た
バ ラ色の それは
それらが船舶の 歴史の 中にあ っ た時代には
それは医術の 進歩の伝貌のやうに
それは植民地の ためで汝な い
それら肉体の輪廓にそ っ て膨まず
そ れは確かにわたしを支 へ て い る
音を発 してそれらは
それは - 羽 の 鳥よりもはやく帰 っ て くる
それらの悼ま しい 怒でおれの 日記を汚すな
それらは花花放 ど愛らしくない
それは涙に似てゐたの かも しれない
それの みが古くはならぬ
5 26
041
041
041
041
04 6
04 8
050
053
053
053
05 4
054
056
05 7
05 8
06 0
061
06 8
069
06 9
07 0
071
08 2
08 4
08 4
08 7
08 7
08 8
08 8
08 8
08 8
08 9
09 3
q9 5
09 5
09 7
098
09 8
09 9
10 0
10 0
10 0
10 0
11 2.
121
130
14 2
05 0
03 1
01 7
02 1
034
04 1
00 1
05 5
02 0
00 8
05 2
0 11
15 5
02 1
03 5
03 6
0 14
0 27
0 1 6
0 2.8
0 3 4
01 6
020
01 4
018
02 1
03 5
01 1
02 9
00 4
00 6
0 1 1
0 12
0 2 6
0 1 4
0 1 1
0 1 9
0 2 7
0 4 7
それは又新 しく湿気を呼んだ
それがあなたの樹木だ っ た
あなたの意志はそれ旺 ど強く それほ ど果敢ない
傷づける断片 それは悼ま しくも長く生きてゐる
此処と彼処 それも ー つ の 幻影に過ぎぬこ とを
それにむか っ て傾く地平線
｢それがぼくたちの古い処方篭だ っ た+ と咳い て - -
そ れはわた しの こ こ ろ の神秘です
それに何の 意味があ っ たで し ょう
それから何処 へ ゆく の で し よう
それは 一 九 四 二 年の秋であ っ た
それを垂直に判断するには
それだけの運命である
それで もぼくらが生きてい る とは信 じられなか っ た
それからあとの計画は
それだけの こ とで
此処 と彼処 ､ それもちい さな距離にすぎぬ こ とを･ - -
そ れから水着の女達が
さてそれからどうな っ たか
それ っ きり言葉は絶えた
ああ､ それだけの こ となの だo
それは遠ざかるに したが っ て
それから沈黙が歌い はじめる - -
それはもうシリアやトリ エ ステ の軍隊よりも
それでも かれはヴァ イオ リ ン弾き
ペ ニ イ の 日課はそれだけだが - -
ペ ニ イ の 日課はそれだけだが - -
そ れがどんなふうに
それか ら大人たちの仕事
太陽に背をむけたそれらのもの が
それから指で大きな輪をえがい て
(- - それは過ぎた日の土とですから
それは血や 光りがかえ っ てゆ く水平線の な い 世界だ
多くの それらを
それらの 炎のなかで
もしあなたが､ それを見たい と思 っ たら､
それ っ きりとだえて しま っ た
それ披昨日の 正午
それぞれの庭で規則正 しくはずんで い る
それは昭和十六年の 冬の こ とだ
それから ぼくの絶望は
ああ それが何の ｢は じめ+ かわか らぬうちに
それから五年た っ てである
527
10 059
101 027
103 025
106 0 43
106 045
107 0 18
112 0 35
120 007
124 0 09
124 016
126 013
131 00 3
141 005
141 0 0 7
142 018
142 0 24
1 42 047
142 05 1
142 08 2
142 08 6
142 10 2
145 03 3
145 03 5
146 02 7
148 04 8
15 0 03 3
150 0 49
1 50 0 5 9
1 50 0 7 5
1 52 0 2 6
1 54 0 1 2
1 55 0 1 2
1 55 0 1 9
1 55 0 2 2
155
■
025
156 0 10
158 0 18
159 0 0 3
160 0 1 4
1 60 0 23
160 0 27
1 60 0 5 1
160 05 3
それは ぼくの 希望の ｢おわり+ にふさわしい多彩な夏であ っ た
なが い あい だ こ の 境野を夢みて きた それは
それは波と風と運命の 手にまかされた
詩人の 本質は変らない それは目にみえない奥にあ っ て
それ汝苦痛 と恐怖がからみ合う ながい ながい鎖で
誰かがき っ とそれを見つ ける
それがおまえの 獲得 した 一 切な の か
それらが身体の なかを
他方が それを買う (ゴム の 手袋をはめて)
それが 諸君の旧式な
それが荒涼と した虚無の世界だ として も
それか らは人に会わな い
ほう､ それか ら?
へ え､ それでキス の 味は?
それで監獄は 四倍以上も暗く
(それゆえ こ の 国独得の 統治方式の利点とさえい えるもの で
それから 肩をおとし七伏目になるか 面をそむけて窓の外を見るか
しか し それが何を意味するの かね
彼がおかれて い る状況は 西側の 同時代人の それより
黙 っ て背中を向ける者もい る それにはそれの
ぼくたちの それは悠長ともい える それだけ今なら
侍れるものもな い空間にそれは侍れてい た+
壁のな い空間にそれ比倫れてい た
それはまた別の お部屋に
そ れから､ 少年の 日の ように月の 砂漠 へ 出発した｡
それとも単に め(o りあわせ かo
文学から離れたこ とに話をかぎれば､ そ れだ けがす べ てで はな い 一 例 として ､
しかし､ それから彼は ､ もう小鋭を書かなか っ た｡
それに しても､ きみがガレ ー ジ で漬物を つ ける嚢をさがして い たら､
箱型 のそれを机の うえに立てて ごらん
それをしも邪恋とい い? の り
それらがめん どうで厄介なの は
それで 一 日
ごめんなさ い とかそれ じや とか咳きながら
それも ー 日
それで よか っ た
それがきみ の作法だ っ た
｢それ じや行きますか ら+ と
それがなぜ私の心 をしめ つ けたの か?
それで時間 つ なぎに詩を聞かせて くれとせがまれ 聴衆の もとめに応じて
｢それはあなたの 詩ですか?+
それだけがきみの富だ から
それから物語の コ ー ネ リ ア ス がどうな っ たかはわからない
52 8
161 01
161 01
167 04
171 01
173 03
17 4 0 1
17 9 0 1
18 0 0 1
1BO 0
180 0
180 0
180 0
181 0
1 85 0
186 0
1 86 0
186 0
18 6 0
18 6 0
2
4
5
5
1
1
2
4
5
5
7
1 86 07
18 6 08
18 8 0 1
18 8 07
18 9 0 1
18 9 02
192 00
5
6
3
1
1
7
6
6
9
0
1
6
8
0
9
6
7
0
1
1
1
3
1
6
それから
00 6 0 13
053 04 1
058 05 2
068 021
069 03 5
082 0 1 6
088 0 18
088 03 5
100 0 19
100 0 4 7
131 0 0 3
1 41 00 5
142 0 4 7
1 48 0 48
1 50 0 5 9
それがこ の世 の習慣で ある
それが綻で ある
それから 一 つ の 部屋を守り
それが女の心 に焼き つ い たの だろうと
それで近代の伝鋭は消え 象徴は解体する
こ の 三十年間､ ぼくはきみに 一 度も電話な どしたことがな い ､ ち ょ っ ぴり心が痛み､ それはなぜか と考え出すと､ 疑
それがかれの望みだ っ た
それが現代なんで し ようね
ッ セ ー ジ と よみました+ と書い た筈､ それは私だからそうよめて しまう､ と いう の が どうでもい い こ とで､ 貴方
それがせめてもの礼儀である
｢ど こかで会 っ て､ さりげなく挨拶を交 したような､ 奇妙な余韻をひい て いく とこ ろ+ それは私に してもそうで し
たねo しかしそれはそうそうあるもの じ やない ｡ 違うもの の 方が圧倒的に多い - o で は､ さ よならK.I.
それな の に
それが ､ 今日の 真実だ とすれば
それで今度の 西下の 印象は?
そうい えばそれがあなたの 口癖で したね､ 気障な !
それなの に､ み んなが整列 して中央に 一 つ だ け空いて い る椅子
それがぼくの 席な のだ
それが怖い
だ っ て それが自然で し よ?
それらを賞味 しなが ら
それを埋めるために､ い つ 終る の かも分らず､
四年遅れの こ の返信が､ 四年前の それと､ どう違 っ て い るかを､
それが仲の よか っ た友人の
それがわかるの 汝十年た っ てからで ある
それに しても､ と影をもたぬ寂参が､ くびをか しげる ｡ 人に会わぬ ｡ 風はそよとも吹かず､ 自分の 足音さえきこ えな
それから赤い排日ポスタ ー を
それから何処 へ ゆくの で し よう
それからあとの計画は
それから水着の女達が
さてそれからどうな っ たか
それか■ら沈黙が歌い は じめる - -
それから大人たちの仕事
それから指で大きな輪をえがい て
それか ら ぼくの絶望古ょ
それから五 年た っ てである
それからは人に会わない
旺う ､ それから?
それから 肩をおとして 伏目にな るか 面をそむけて窓の 外を見るか
それから､ 少年の 日の ように月の 砂漠 へ 出発した｡
しかし､ それから彼は､ もう小説を書かなか っ た｡
529
160 05 3
167 04 6
それつ きり
o69 03 6
o98 0 12
それら
025
029
034
036
036
088
095
095
120
15
18 6
00 7
00 6
00 4
0 05
0 2 6
0 2 1
0 04
00 6
00 7
0 12
0 8 1
それから物語の コ ー ネ リ ア ス が どうな っ たか はわからない
それから 一 つ の部屋を守り
それ っ きり言葉は絶えた
それ っ きりとだえて しま っ た
それらが船舶の 歴史の 申にあ っ た時代には
それら肉体の 輪廓にそ っ て膨まず
音を発 してそれらは
それらの悼ま しい怒で おれの 日記を汚すな
それらは花花ほ ど愛らしくない
太陽に背をむけたそれらの もの が
多くの それらを
それらの炎のな かで
それらが身体の なかを
それらがめん どうで厄介な の は
それらを賞味 しなが ら
ぞろぞろと
o1 1 00 2
そろ つ て 揃 っ て
o14 0 14
ソロ フキ
1 67 0 2 3
167 03 9
167 066
ソング
145 0 1 1
そんざい 存在
0 54 1 4 6
054 1 4 8
061 08 5
108 01 5
113 02 6
135 0 0 4
14 2 0 95
1 64 0 3 0
ぞろぞ ろと卵が散歩 してゐる
二 つ の 楽器が揃 っ て火を呼び 始めてね
袋を着せられたソ ロ フ キの 囚人みたい に
ソ ロ フキ の 囚人の 手は
ソロ フ キ の 囚われ人よ
｢忘れはしな い とい う虹色の ラヴ ソ ン グが 聞えて い た
ゆ っ くりと存在を閉ざす
暗い 存在が抽象そ のもの に凍ろう とする時間の はずれから
マ イナス ニ を加えた存在だ
存在はす べ てある終りに向 っ て動く
フ ァ ウ ス トも存在 しなか っ た
言葉なき存在となれ
すで に現実に存在して いて い わゆ る階級構造 とは全 く無縁な
ぼくらはみだ らな存在だ
530
165 0 01
165 0 1
6
165 0 19
167 0 3 2
173 0 1 8
父な る存在そ のものが
自分をこ の 世に存在させて い る こ とで
子なるわたく しの存在が心 (しん) から厭わしか っ た こ との
い かなる罪悪も存在 しな い か の ようだが
披填きれるために の み存在する+
そんざい して 存在して
142 0 95 すでに現実に存在 して い て い わゆる階級構造
とは全く無縁な
そんざい しな 存在しな
･
1…言S… t
7
,芸芸詰豊富霊宝苦芸詫の ようだが
そんざいする 存在する
173 0 18 破壊されるために の み存在する+
i
)
,Y
ビ ‾
.14 ゾン ビ ー たちはい たる と ころに い たが
ソ - ･ コ ー ル ド (｢ソ
- . コ ー ル ド+)
128 0 2 7
｢ソ
- ･ コ ー ル ド+ が多すぎます
タイ
o2 8 01 4
o28 05 9
o54 15 4
o55 0 40
10 6
112
128
12 8
1 60
160
184
18 6
だい
009
011
012.
014
01 4
016
0 0 1
02 1
07 7
0 92
0 55
0 5 9
00 6
02 1
あらゆるタイ プとい う葡萄の木の影は
葡萄の木の影の ごときタイプが無数繁茂する
ネクタイ ピ ン で こ じあけられた窓の 向うがわ
おれは慢性胃腸病患者の だら しな いネクタイをしめ
ありきたりの 記念写真の ス タイル で 三列にな らび
薄い ネクタイ でうやうや しく喉顕をしめ
テ レタイ プ の ように
ネクタイ しおれる ､
妻も子もなか っ たかれは タイ ムズ ･ スク エ ア に近 い 安ホテル の
一 室 に住み
ニ ユ _ ヨ ー ク ･ タイ ム ズの記者が屍体置場の リストからかれの 名をみ つ け出し
タイ生れの 中国人の 医者と再婚した
タイ ム ･ マ シ ー ン で旅行した感 じだ っ た - -
(おお)大
0 0 5
0 0 7
02 2
00 3
0 1 7
0 0 7
崎型の カナ リヤ を大切に育ててゐ る
そ こから大理石の都会が見え
大理石の 肉体 は磨かれよう
頭の 大きな楽器が目覚めたら しい
パイ プオル ガ ンも大変不満らしい
大理石の林の都会 ( まち)か ら
531
019
019
0之3
025
035
037
038
03 9
04 1
041
042
044
047
053
053
053
054
054
054
054
054
054
055
055
057
05 9
059
061
061
061
061
061
062.
063
06 4
0 64
0 65
065
06
0
0
0
0
6
7
7
7
5
8
2
2
3
532
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
1
1
4
2
2
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
5
0
3
8
8
1
3
2
8
2
0
1
1
0
1
3
5
7
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
0
7
6
6
1
5
8
8
1
6
9
8
6
1
5
4
2
2
9
4
8
9
0
0
0
0
0
0
6
0
6
3
5
6
3
0
4
3
9
1
2
0
3
0
1
0
0
0
0
0
5
8
6
2
1
2
1
4
5
0
0
6
之
9
7
5
0
白い大理石はやはり冷たい
花と大理石の 間で
巨大な鳥にな っ て夜 の空に墜落し
死の影が拡大される
誰かくらい 巨大なラ ンプを掲げた
ランプ よりも巨大な思い 出の下で
大理石の う へ をと っ て ゆく
大理石の高さも
あなたの 巨大な手から降 っ てきた
貧弱な幹に大きな葉をつ けてゐた樹木
大い なる弧をめ(o り達かに高い 所から
大い なる真昼の泉にい そ(o からだ ｡
大きく見ひ らいたう つ ろな眼の
わたしの大きな瞳には
わたしは大切に胸のうえにさげて います
大好きな 空にさ よならを告げて
大学生は低い 声と思い やりの ある眼ざ しで話 しはじめる
おお い まこそ偉大な人間と大きな河汝
独身者は大学生の リキ ュ ー ル グ ラ ス に
大学生の ほそ い瞳 の奥に描かれて しまう
そ して詩人と大学生は駅で しばらく別れを惜 しむだ ろう
僕らの 家の 戸口を大きな拳で献く朝の こ とを - ･ -
巨大な黒い 影が波止場 にうずくま っ てい る
西と東の 二 つ の 大戦の あい だに生れて
大挙 して街中でな つ か しい歌をうた っ て い る
病鈴の ようにも見えて くる
大人にな っ た幻影の子 よ
こ の喧噴の大都会の
眼下の大い な る混沌の むか しに
大い な る父よ､
大い な る父よ､
父 よ､ 大 い なる父よ､
大きすぎる白い屍衣を脱ぎ
広大な淋 しさ の ひろがりに
大きな夕暮の環に灯をともして ､
大きな夕暮の 環に灯をとも して ｡
どの 窓にも､ 沈黙とおな じ大きさの
死せ る魂に､ 大きな裂け目を つ くり
どの窓にも､ 町とおな じ大きさの
今世紀最大の 詩人が
うす緑の 大地､ 美しい カ ー ヴを描く競走路をみたまえ
十万 のひ とが残 して い っ た大きな寂参が
大い な る積乱雲の さけ目をみ つ めた
07
078
088
088
08
088
088
088
092.
10
101
103
105
106
1 08
11 2
112
11 3
11 3
11 8
1 21
123
1 27
12 8
12 8
128
12 8
13
13 8
14 1
14 2
14 2
14 2
14 2
1 45
1 46
1 46
1 48
15 1
1 51
1 60
1 60
1 60
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
2
3
4
7
1
8
2
8
3
8
2
5
9
9
4
2
4
3
0
3
2
2
4
1
2
0
1
1
0
0
2
4
8
2
0
0
7
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
2
1
0
7
1
5
4
2
5
0
9
1
6
7
8
1
8
4
9
5
7
9
2
1
4
1
0
1
1
3
6
1
8
7
1
4
7
7
3
8
これからも大陸に 海に
ぼくらはむな しく大空に
木々 家々 大地
それから大人たちの仕事
どの ようにぼくたちの大地に暗い影を落すの かも
それから指で大きな輪をえが い て
大きい フ ライ パ ンをあや つ る小さ い マ リは
大きな声でうたうぼくたちの歌に
大ヴ イ ヨ ン に披
大いな る真昼はたちまち馨り
きみたちは きみたちの 大い なる真昼をかきけせ!
きみが見た大きな虚無はふかくぼくらをひき つ ける
ぼくらの 大地は黒くふくらむ､
詩人なら孤狼な口髭とか 大切な象徴の鼻に つ い て
勉強するの は大変だなあ
おれたちがどんな に大きく敗れ おまえたちが どんな に小さく勝利したか
大木の 幹にかくれて
大元帥の ス タ ー リ ン が生きてたから
答えよりも大きな疑い はなか っ た から
母な る大地
台所で は大根を刻む音がして い る
巨大な村
大事故の記憶がよみがえ っ て きた｡
大手町の 矩形の 空に
大事な ｢モ ア ･ ザ ン+ がぬ けま した
元副大統領 ハ ン フ リ ー 氏は
一 つ 星 の 大将
い く つ も の街衝と大路を過ぎる
大好きな女の
小さな虹をまた(o 大きな虹を見たわ.
もちろん 信念より自分の生命が大切だと考えたからである
巨大なもの の カが 個人の信念 より永続するとい う証拠はない
いかに巨大な力で あ っ て も
自信は(v ら つ く 巨大であればあるほど
膝の 上の猫を大事 にしてあげなさい と今日の声は忠告 して い た
大急ぎで走 っ て い き
大学で英語教師をして い たと告げるの です
どちらの 友も､ 同じ大学で顔をあわせ ､
大学を中退 し職歴は放 とん どなく
まるで大きなおけらで ある
コ ー ネ リア ス は宝く じで大当りし
印刷の不備でくじに外れた老楽師に 大当りの賞金を全部や っ て しまう
｢蛇の 穴+ と称して大学にも(o り こ み 教鞭をと っ た こ ともあるが
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170 0 14
171 0 10
1了3 0 1 3
173 0 47
173 04 8
174 01 4
183 02 1
184 00 7
184 0 16
185 0 19
186 07 2
186 0 7 9
187 0 13
189 0 3 4
1g2 0 1 4
193 02 2
蓮の 葉の 上に大きな露の玉 が乗 っ て い て
あなたなんて大きらい !+
地獄の炎のなかで増大 して い く
す(> 大波 の ような睡魔が襲 っ てくるだ ろう
意識の大陸はずんずん後退 し
｢子供 っ ぽさ+ が抜けない とい う共通点 こそ ､ 最大の 障碍だ っ たの だろう｡
大きな買物袋をさげた母親の あとから
そ して十四人の大エを自ら指揮 して
その 意味が大好きだと言い
最大の ニ ュ ー ス にちが いな い
時間は偉大な造物主だか らね
宴席の大きな皿に盛られた海の 率､ 鯛や飽の 刺身も
信念よりは自身が大事だから
シャ ンデリ ア の 天井に大きくひびき
薄暮と昧爽とをとりちがえて い た迂閤さ に､ 狼狽するも間なく ､ 巨大な生きもの の胎内に のみ こまれるように ､
大陸からの寒波はきつ い が
たい 鯛
1 86 07 9 宴席の 大きな皿に盛られた海の 幸､ 鯛や他の 刺身ち
だい いちれ つ 第 一 列
106 0 10 第 一 列の 中央に い やな上限づ か い の かれが い て
だい い っ せん 第 一 線
142. 1 1 9
たいおん 体温
027 0 19
051 015
だいがく 大学
05 4 0 58
05 4 10 6
05 4 10 9
05 4 118
146 04 7
148 01 1
151 00 4
160 0 68
非道な暴力に抵抗 して 自らの 犠牲と死の 覚悟で第 一 線 に立ち
体温から去 っ てゆくひびきたち響たち
海が熱い体温の なかで燃えたぎ っ て い る､
大学生は低い声と患い やりの ある眼ざ しで話 しは じめる
独身者は大学生の リキ ュ ー ル グ ラ ス に
大学生の ほそ い 瞳の奥 に描 かれて しまう
そ して詩人と大学生は駅で しばらく別れを惜しむだろう
大学で英語教師をして い たと告げるのです
どちらの 友も､ 同じ大学で顔をあわせ ､
大学を中退 し職歴 はほ とん どなく
｢蛇 の穴+ と称 して大学にもそりこみ 教鞭をと っ た こ ともあるが
だいがくせ い 大学生
o5 4 0 5 8 大学生は低い 声と思い やりの ある眼ざしで話しは じめる
o 54 10 6 独身者は大学生の リキ ュ ー ル グラ ス に
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o54 1 09
o54 1 18
たいがん 対岸
o96 0 17
106 0 47
大学生の ほそ い 瞳の奥 に措かれて しまう
そ して詩人と大学生は駅で しばらく別れを惜 しむだ ろう
ごらん 対岸にア ラビ ア の火が見える よ
対岸は霧がふかくて見えない が 残 る 一 つ の 疑問には
だいぎし 代議士
o58 0 36 春 の ころ代議士候補が
たいきやく 退却
1 01 0 20 すこ しず つ 退却 してゆ く軍隊をもたない
11 2 0 33 安全 へ の愛 怠惰 へ の 退却
たいきやくして 退却 して
1 01 0 20 す こ しず つ退却してゆく軍隊をもたない
たいきよして 大挙して
o5 7 0 43
たいくつ 退屈
023 0 2 1
031 0 0 9
1 82 0 0 4
1 82 0 1 2
大挙して 街中でな つ か しい歌をうた っ て い る
あのやうに退屈 な都会の 一 日が
退屈な街は
退屈が死ぬより怖いからとい っ て
病気も退屈も知らず
たいくつ な 退屈な
o23 02 1 あの やうに退屈な都会の 一 日が
o3 1 00 9 退屈な街は
だいくを 大工を
1 84 00 7 そ して十四人の大工 を自ら指挿 して
たいけん 体験
1 67 04 1 少年期の貧 しい体験か ら
だいげんすい 大元帥
1 13 0 15 大元帥の ス タ ー リ ンが生きてたから
たい こ 太古
o25 0 1 6 太古からの根をひらき花々は
だい こん 大根
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1之1 o1 5
台所では大根を刻む音がして い る
だいし 台紋
152 0 13
15 2 0 21
だい じ
127
128
145
187
大事
00 9
02 6
021
0 13
紙マ ッチの 軸を台紙か らちぎらずに
紙マ ッ チ の 台紙には
大事故の 記憶が よみがえ っ てきた｡
大事な ｢モ ア ･ ザ ン+ がぬけました
膝の上の猫を大事に してあげな さい と今日の 声は忠告 して い た
信念よりは自身が大事だから
だいじこ 大事故
127 00 9
たい して 対して
14 2 0 66
145 002
150 0 1 1
188 02 6
大事故の 記憶が よみが え っ てきた｡
国外追放を条件 とした釈放の 申し渡しに対して
不信の者の 天国に対して
改ん の 気ま(o れから立てた計画に対 して忠実になるこ とは､
そうい うきみに対 して ､ どんな返信を送 っ たか､
だい じな 大事な
12 8 02 6
たい しゆう 体臭
o54 1 52
093 0 23
大事な ｢モ ア ･ ザ ン+ がぬ けま した
塩の匂い のする僕の体臭
孤独な青年の体臭に
たいじゆう 体重
15 1 01 1
たい しよう 対象
15 8 0 2 9
だいし よう 代償
142 07 2
142 07 6
身長宙七十四糎体重七十粁 はまあまあだが
断念の最後の 対象だ っ た
卑劣さを代償 とした自由を受け入れようと放しない で
はるかに高い代償を払 っ ても よい こ とにな っ て い る
たい しよう 大将
12 8 0 8 8
だいすき 大好き
053 038
一 つ 星 の大将
大好きな 空にさ よならを告げて
536
138 008 大好きな女の
184 0 16 その 意味が大好きだ と言い
だいすきな 大好きな
o53 038 大好きな 空にさ よならを告げて
138 008 大好きな女の
たいせきした 堆積 した
o28 00 6 意識の外部 と呼ぶ空壌の堆積 した世界よりも
たいせきする 堆積する
o28 06 4 空壌の堆積する地所を揺るが しながら明るく笑う
たいせ つ だ 大切だ
142 07 9 もちろん 信念より自分の生命が大切だと考えたからで ある
たいせ つ な
1 60 03 8 たいせ つ な の は感情の 純粋な喜び !
たいせ つ な 大切 な
106 03 1 詩人なら孤狼な口 髭とか 大切な象徴の 鼻に つ い て
たいせ つ に
101 0 15 たい せ つ にしてきたひ とりの兵士だ
たいせ つ に 大切に
oo9 005 崎型のカナ リヤ を大切に育ててゐる
o53 0 15 わた しは大切に胸のうえにさげて い ます
たいせん 大戦
o55 0 5 6 西と東の 二 つ の大戦の あい だに生れて
たいそうぎ 体操着
o16 00 8 体操着の まま遁走した
たいだ 怠惰
0之4 00 4
112 03 3
150 0 67
173 0 15
けてゐ る 寝床に散らば っ た怠惰な骨の 中から 降参な眼球
安全 へ の愛 怠惰 へ の退却
どうしようもない怠惰か､ 安易な現状肯定である｡
征服欲も 怠惰も まだ新鮮だ
だいたいぶ つ 代替物
15 0 04 4 神を持たず､ 神の 代替物も持たぬとすれば､
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of=
2
b
4
1だな
｡.雷惰なけてゐる 寝床に散らば っ た怠惰な骨の 中から 陰 雛 眼球
だいち 大地
o72 00 7
o8 01 3
o88 02 2
105 0 0之
118 0 02
たいてい
106 0 4
うす線の 大地 ､ 美しい カ ー ヴを措く競走路をみたまえ
木々 家々 大地
どの ようにぼくたちの大地に暗い 影を落すの かも
ぼくらの大地は黒くふくらむ､
母なる大地
これがみんな詩人だとい っ たら たいて い驚く
だいている 抱い て い る
o8 0 01 8
10 0 07 3
だいとかい
o61 0 93
い つ までも折れた帆柱を抱い て い るかぎりは
そ して ぼく と逆の イメジを抱い て い る
大都会
こ の 喧嘩の 大都会の
だいどころ 台所
1之1 0 15
たいな い 体内
041 02 4
18 6 02 4
だい にし ゆう
15 0 05 2
だい にりゆう
0 54 0 60
台所で は大根を刻む音が して い る
なる放 どあなたの剥製の体内から聞え る
昔の発車 ベ ル の音が体内の ど こかに残 っ て い たんですよ!
第二輯
続い て第二輯 に逃亡 した姫婦の 心理を描い た ｢滅落+ を発表したと ころで､
第 二涜 の
第 二流 の民族 集団 人物は
タイプ
028 0 1 4
028 0 5 9
128 07 7
たい へ ん 大変
014 0 17
10 8 02 0
あらゆるタイプ とい う葡萄の 木の影は
葡萄の木の 影の ごときタイ プが無数繁茂する
テ レタイ プの ように
パイ プオ ル ガ ンも大変不満らしい
勉強するの は大変だなあ
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たいぼく 大木
112 041 大木の幹にかくれて
タイム ･ マ シ
ー ン
186 02 1 タイ ム
･ マ シ ー ン で旅行 した感 じだ っ た･ ･ ･ -
タイムズ ･ ス ク エ ア
160 055 妻も子もなか っ たかれは タイ ム ズ ･ ス ク ェ ア に近 い安ホ テル の
一 室 に住み
ダイヤモ ンド
o2 6 025 黄ろ い ダイヤ モ ン ドのやうに光り
170 01 6 ダイ ヤ モ ン ドの ように輝やい て い た
たいよう 太陽
oo4 0 1
oo8 0 0
o12 02
o13 0 2
01 6
021
039
044
048
050
051
054
061
06
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
6
6
7
8
8
8
9
9
9
9
9
9
0
0
0
2
2
8
9
0
8
8
3
4
6
6
6
9
0
1
2
0
9
4
4
002
015
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
9
1
0
2
1
6
9
4
5
2
0
0
2
7
3
0
0
0
0
0
0
3
4
5
7
4
3
9
6
9
3
3
3
1
3
1
2
0
0
1
0
8
0
1
2
之
9
3
4
3
4
9
太陽の 楚音が近づい て くる
ゆえに 陽気な太陽よ
おおきらめく太陽よと
僕は太陽の やうに逃げな ければならん
太陽放水晶に分解きれる
逃げて ゆく太陽を追 っ た
太陽と
熱い太陽を背負ふ 神々 よ
太陽が沈んで しまうと
｢さよなら､ 太陽も海も信ずるに足りない+
午後四時の黄い ろ い太陽
胸にかがやく太陽の 紋章を示しながら
｢今日も太陽が輝い て い るね
太陽の 光りをあびて い る
母なる海と太陽の 光りが強すぎます
太陽の下で 空壌をこ ろがすように
太陽はかたむ き
海は太陽や雲をうか べ て い た
太陽に背をむけたそれらのもの が
太陽の涙から生れてきたぼくたちの
輝く太陽を見た者はい な い
ああ 太陽は全身にものうく
太陽をえがく 酒場時代の
太陽の 町は夜の 町 バ ルセ ロナ の裏町の
ミ ロ 君の 夜の 太陽を見てい ると 吐きたくなるね
太陽が緑の 絵具をとか して い る芝草のうえを
太陽は また沈黙する
無力な太陽の こ とばで ぼくにはわかる の だ
太陽はさ っ さと素裸で海 へ か える
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104 008
117 006
120 021
121 009
12 6 00 1
1 26 00 6
1 之9 015
14 8 02 0
1 66 012
17 1 01 8
179 005
19 2 024
太陽に追われた記憶が戻 っ てくるだろうか
太陽は高い 建物のう しろにか くれ
太陽は昼寝だ
おもい きり 太陽をか らか っ てみたい
｢太陽や月や星は
い ずれは太陽系の星の ど こ へ でも
ものうい太陽と
太陽の 冷たい 一 瞥の 下で ､
自由とは何かは太陽の ように明白だ っ たの に
太陽をかくす 一 片の 雲をあお(･
太陽の 誘惑の しみが つ い て い て
これが罰か ､ 太陽と海を呪 っ た こ との ? た っ た 一 度の 空想の 罪に しては ､ 離すぎる報い ではな い かl
たいようけい 太陽系
12 6 00 6 い ずれ披太陽系の 星の ど こ へ でも
だいよんの 第四の
106 04 8 ただちに答えられるだろう かれの 経験の彼方から第四の 声で
たいらげた 平げた
05 5 04 9
だいり 代理
18 04 6
たいりく 大陸
07 7 01 之
17 3 04 8
19 3 02 之
だいりせき
011 00 7
01 2 02 2
01 6 00 7
01 9 00 5
01 9 0 10
03 8 013
03 9 0 0 2
あ.怠らぎ っ た 一 皿を平げたような顔をする
時には､ 道徳や､ 宗教 の 立派な代理 になるうえに､
これからも大陸に 海に
意識の 大陸はずんずん後退し
大陸からの寒波はきつ い が
大理石
そ こか ら大理石の都会が見え
大理石の 肉体は磨かれよう
大理石の林の都会 (まち)か ら
白い大理石はやはり冷たい
花と大理石の 間で
大理石の う へ をと っ てゆく
大理石の高さも
たいり つ 対立
14 2 0 8 8
たえ
い じけた打算がある わざわざ危険な対立に足をふみ こんで
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041
05 4
054
054
057
065
0
1
1
1
0
0
o77 0
080
080
08
08
08
08
09
10
10
10
13
14
14
17
1
4
4
3
4
7
2
2
4
176
188
9
2
3
3
1
5
3
7
18
2 6
18
00 9
015
01 2
01 7
02 5
03 3
01 9
04 2
01 2
0 0 7
0 0 2
0 23
113
0 04
0 09
0 49
たえがたい
065 004
息はたえ 冷たい ア ス フ ァ ル トの 上に落ち
音楽放たえまなく狂気を弾奏 しなければならぬ
｢アメリカ ･ - - + と壁が こたえて い る
護衛 つ きキ ン グと慰めをあたえるクイ ン の価値とが
擢はぼくに全身をあたえ
荒涼とした心 に､ 蒼ざめた花嫁をあたえ
かれは木の 吊床に身を横たえて
手ごたえもなく 切れた帆綱から
おお 明日をあたえよ
たえまな く爆音が して
アナ ウ ンサ ー の 明るい 声はこ たえる
うん と愛をあたえてやるわ+
たえずぼくの心 の なかに組みたてる
たえまなく打ちよせ る多彩な波にすぎない こ とがわかり
たえまなく出血 して い る内部の世界で
夜空はたえまなく皇を降らせて い る
歌の うたえる心を売り
ひ とりい る こ とにたえられない
たえず監視 され 尾行されて い る
歴史を作 る者をたえず脅かし つ づけてきた基本的なイメ ー ジである
｢病気がこん なに こ たえる とは､ 思 っ てもい ませんで した｡
膝の くぼみ に こたえるかの ように
これはもう､ こ たえられない ､
耐えがたい
耐えが たい 静.けさが
たえず
08 8 03 3
14 2 02 3
142 1 13
たえた 絶えた
031 01 1
069 03 6
たえた 耐えた
127 00 3
167 04 8
たえて 耐えて
076 01 7
1 01 05 2
春からノイ ロ ー ゼ状態で我ながら呆れかえ っ て い ま
たえずぼくの 心 の なかに組みたてる
たえず監視され 尾行されて い る
歴史を作る者をたえず脅かし つ づけてきた基本的なイ メ ー ジである
ふとなにげなく途絶えたところから
それ っ きり言葉は絶えた
世界の 明るさに耐えたo
な が い 幽閉の 年月に耐えた
こう して耐えてい るぼく の ほうが
棺散弾の ようにふりそそ(v 淋 しさに耐えて ゆ こう
541
124 02 7 郊外電車の快 よい 動揺に耐えて い る
1 62 00 3 生活の重みに耐えてきたが
17 01 9 寒さに耐えて い るもの よ
たえてきた 耐 へ てきた
o45 01 2 夜半の けむり無常の 風に耐 - て きた
たえぬ 絶えぬ
o45 00 9 い つ か
一 つ の 息なが く絶えぬ とい ふ
たえね 耐 へ ね
o44 01 7 耐 へ ねば - - ､
たえまなく
054
081
093
100
104
12 5
01 2
01 9
04 2
01 2
だえん 楕円
012 02 1
03 9 04 4
だえんけい
0 12 02 1
たおれ
0 14
03 9
04 0
04 1
05 1
05 1
05 4
05 7
0 61
0 63
15 0
1 60
16 7
倒れ
02 5
08 5
00 2
1 13
019
03 4
00 4
03 5
18 8
00 5
03 5
057
05 3
音楽はたえまな く狂気を弾奏 しなければならぬ
たえまなく爆音がして
たえまなく打ちよせ る多彩な 波にすぎない こ とがわかり
たえまなく出血 して い る内部の 世界で
夜空はたえまなく星を降らせて い る
ガラ ス の 響をたてる楕円形の葉たち
しだい に限をとじた楕円の 石に変 っ て しまふ
楕円形
ガラ ス の 響をたて る楕円形の葉たち
貧血がくる とひ と つ づ つ 楽器は床に倒れた
そ して じぶん に倒れかかり
椅子はみづから倒れは じ
.
め る
あなたが倒れる場所とい へ ば
寝台の うえに倒れ､ 死んだ真似をして
そ して じり じりと胸の 上に倒れかか っ てくる ｡
生きて い るに しても 倒れてい るしても
暗い 夜明けのうちに倒れなければならぬ
わたしは今にも倒れそうにな っ て ､
ぼく の腕に倒れかかる
敗戦後の苦 しい生活の たたかい に敗れて倒れた者もあ っ た｡
心臓発作で倒れ 救急車が到着する前に息をひきと っ たとい う
家が倒れる こ とはな い
たおれかか っ てくる 倒れかか っ て くる
542
o51 0 34 そして じりじりと胸の 上に倒れか か っ てくる o
たおれかかり 倒れかかり
o39 085 そして じぶん に倒れかかり
たおれかかる 倒れかかる
o63 005 ぼくの腕に倒れかかる
たおれそう 倒れそう
o61 18 8 わたしは今にも倒れそうにな っ て ､
たおれた 倒れた
o14 02 5 貧血がくるとひ と つ づ つ 楽器は床に倒れた
150 035 敗戦後の苦 しい生活の たたかい に敗れて倒れた者もあ っ た｡
たおれてい る 倒れて い る
o54 00 4 生きて い るに しても 倒れてい るしても
たおれる 倒れる
o41 113 あなたが倒れる場所とい へ ば
167 05 3 家が倒れるこ とはな い
たかい 高い
001 0 08
039
042
044
04 6
049
0 65
0 68
072
0 83
0 83
0 83
0 88
1 00
11 7
1 42
1 45
1 81
1 89
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
1
0
1
0
1
1
1
8
0
0
0
0
0
2
7
8
1
1
7
2
6
7
8
9
2
6
0
7
1
1
2
3
6
6
2
0
4
高い 梢 の向うの響は
高い 木の頂まで撃ぢてみたい とひそ かに思ふ
大い な る弧をめ(o り遷か に高い所から
高い処に住む神々 よ｡
高 い欄干に肘を つ き
高い と こ ろに立 っ て影 の眼を開い てみたまえ
高い綿杉の うえで ､ 月 は
高い 岸壁から 歌 っ たあの
高い スタン 下に立 っ て
商い と こ ろ へ 追い つ められて
さ らに高い頂きから
より高い青空の深み へ 落ちてゆく
高い梢で 一 緒 に歌 っ て い る人たちが
高い ビルディ ングは動かぬ影を つ くり
太陽は高い 建物のう しろにかくれ
はるかに高い代償を払 っ て もよい こ とにな っ て い る
孤独な高い 壁の 前で
こんな高い 山の湧きまで登 っ て
高い 場所に住んで い る
543
たかい 他界
1 70 0 17
たかく
o 糾 03 1
o91 011
たかく 高く
o25 0 32
o3 6 0 0 6
o 61 2 23
o 65 0 42
o 80 0 20
o88 05 9
102 0 23
128 0 7 1
141 0 02
159 0 0 1
たかさ 高さ
039 0 02
o54 0 5 6
112 0 32
たかなる 高鳴る
051 0 1 7
神慮の 手で他界から運ばれ
女たちの狂 っ た笑い がたかくなり
新聞社の 屋上たかく舞 っ て い る伝書鳩の
高く登 っ てゆく階段をとりまくの は
だがおれは声高く笑ふために
おびただ しい灯 の 窓が､ 高く夜空をの ぼ っ てゆく｡
高く低く､ 沈黙 の胸をたたい た｡
き桝まきみ の失われた両手を高くあげる - ･ ･ ･)
おまえを高く抱きあげて
高くの ぼ っ て つ い に失われた空の ように
白い テ ー プ がうず高く
高く､ 高く､ 高く昇 っ て い っ たわo
時を刻む音ばかり高くな っ て い く屋漏で
大理石の 高さも
Mよ 僕たちに君の高さが必要なの だ ろうか ?
す べ て の秩序が眼の高さにあればい い と い っ た
内と外 と 高鳴る波の響を聴け!
たかまり
100 012 不安は胸にたかまり
たから 宝
011 00 8
015 00 9
017 00 7
028 05 4
160 01 7
1 60 04 9
たからくじ
1 60 0 17
電車が宝石の 角を過ぎるとス ト ッ プ し
誰も小さな宝石蟹と
宝石を壱氏めたりして
わた したちが所有するす べ て の 宝よ
コ ー ネ リ ア ス は宝く じで大当りし
喜びなく して何の宝ぞ と
宝く じ
コ - ネリ ア スは宝くじで大当りし
たき 滝
154 0 08 苔むす岩間に白い 滝を忘れてきた
544
だきあげて 抱きあげて
o88 05 9
だきあっ た
o56 01 0
o64 00 7
おまえを高く抱きあげて
抱きあ っ た
抱きあ っ た若い 男女にな っ て
カ ー テ ン の蔭 で影と影とが抱きあ っ た､
だきあっ て 抱きあ っ て
141 00 8 愛以外の何かだ っ たわ｡ 抱きあ っ て ､ 苦痛で よじれる縄梯子にすが っ て ､ 宙ぶらりんで
だきしめた 抱き しめた
o5 00 5 おまえ の濡れた肩を抱きしめたとき
だきしめて
149 00 8 憎 い からだをだきしめて
だきとめて 抱きとめて
o70 0 17
だきょう 妥協
112 03 4
たく 焚く
003 0 09
031 0 23
た(･ い 類
026 0 2 0
028 0 4 5
029 0 0 4
041 12 6
054 14 0
106 00 9
12 6 002
142 12 2
1 67 04 9
たくさん
026 00 1
027 00 6
0(;1 1 10
0B5 0 29
抱きとめておくこ とはできな い ｡
妥協 の無限の可能性をたよりに
盛ん に蝋を焚く女の プ ロ フ ィル
小 さな火を焚 くが い い
羊歯類が生ひ茂り
そ こを通 る風の鳥の虫類の笑ひ
疲れた衣類披脱ぎすてられ
人々の 衣類に附著し
も っ と荘重に も っ と全人類の ために
悪い 空気の なか 鳥柴の コ ン ベ ン シ ョ ン が重ん じられる
侵略的な人類の 手の と どくと こ ろにあ っ たら
個人の平和 と 世界の平和 と 人類その もの の 真の 守護者たりうるの だ+ と
塵挨の ように書籍を衣類を調度類を
たくさん の硝子が放めてある
たくきん の 吸殻が落ちてきた
どれだけたくさん の罪が心 の なかに閉ざされてい るかをo
文明批評はもうたくさん
545
100 06 2
112 04 0
ユ13 03 3
たくさん 沢山
o1 00 9
o12 01 9
たくさんの
o26 00 1
o27 00 6
o61 1 10
10 0 0 6 2
11 2 0 40
たくきん の 人がプ ー ル に つ か っ て い た
水が酒に 欲望がも っ とたくさん の 浪費にならな い と こぼして い る
喜んで処刑される者もたくきん あ っ た
どうかすると沢山人間が動い てゐ る
そ の 中に沢山の兵士たちの顔がゐた
たくざん の硝子がはめてある
たくさん の 吸殻が落ちてきた
どれだけたくさん の 罪が心 の なか に閉ざされて い るかを｡
たくさん の 人が プ ー ル に つ か っ て い た
水が酒に 欲望がも っ とたくさん の 浪費にならない と こぼして い る
たくさんの 沢山の
012 0 1 9
たくましい
08 5 0 2 3
10 4 0 0 3
たくみな 巧みな
02 8 02 8
た(･ りよせて
0 80 00 8
たくわえて
106 0 2 6
だけ
027 0 1 0
030 0 0 2
030 0 1 1
03 0 0 3 5
031 01 0
031 01 2
03 1 0 17
03 2 00 6
03 3 0 1 1
03 5 0 1 2
03 6 0 0 3
そ の 中に沢山の 兵士たちの顔がゐた
毎晩たくま しい筋肉をも っ て
たくましい狩人たちも 恋をあさる猟場から
地図に措かれた曲線の 巧みな配置を
とおい 悲 しみをた(･ りよせて い る
そ の貧 しさを隠すために せ めて 口髭をたくわえておく べ きだ っ た
荒廃 した街の 窓だけが眺められ
影だけの 影を
影だけの 影を
影だけの 影を
煤けた家具の断面だけを見せ
水の 中に影だけにたたまれて
そ っ とあふれて ゐるものだ けがやさ しか っ たと
ただ - 脚 の椅子があるだけ
殺気だけが風の如く起ち上り
あとには傷口だけが光 っ てゐ る
乾燥 した粘土の 上に風だけの 虚しざが
037
038
039
041
041
04 1
04 6
048
048
053
056
060
060
061
0 61
0 61
061
061
062
063
070
070
0
0
0
■
o
1
1
0
0
0
1
1
1
9
1
1
3
0
1
0
0
0
0
0
0
1
1
1
8
7
5
0
4
7
6
7
4
0
2
1
1
2
0
0
0
8
0
1
3
8
4
0
1
8
0
2
4
0
2
7
2 3
14
03 8
o70 0 40
07 2 0 26
078 0 2 2
o87 01 6
087
101
107
114
12 3
142
142
142
142
14之
142
14 6
15 0
150
15
15
15
0
0
1
02 0
0
0
0
0
0
0
0 5
0
1
1
0
1
0
1
6
9
0
1
0
0
0
4
2
4
5
0
3
2
0
2
4
1
3
0
0
0
4
1
0
4
0
4
6
3
9
3
3
風だけがや っ てきて
でも音楽だけはい つ でもや っ てゐてほ しい と
考えただけでう っ とりする の は
ドアから出て 一 つ の 街角をまが っ ただけで
ただ - 脚の椅子があるだけ 気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
あなたの影だけが残される
果 して肉体だけは癒る用意があるかの やうに
皮膚だけが燃え
彼女だけが触れてい る
黄ろい 髪飾だけがふわふわと蝶の ように宙にさまよ っ て い る の です
それだけの運命である
それだけの こ とで
孤独な道を歩い てくる男だけが
未来 と希望があるだけさ o
子供を つれて 一 日だけの 安息 に､
だけどみんな < 生きよ > と言い は しなか っ たね+
どれだけたくさん の 罪が心 の なかに閉ざされてい るかを｡
貴方がわたしに下さ っ たもの はこれだけですかo
淋 しい飛行の夢だけだ
ぼくは黙 っ て坐 っ て い るだけだ
ああ､ それだけの こ となの だ ｡
そ る(o るまわる食卓があるだ けな の だ ､
汚れた皿拭き布があるだけなの だ､
三十六とおり結論があるだけなの に
い つまでもめそり つ づ けて い るだけな の に - -
ペ ニ イ の 日課はそれだけだが ･ - -
ペ ニ イ の 日課はそれだけだが - -
こ ん なふうにおわるの はな にも世界だけで 汝な い
小鳥や空だ けでな く
い のちだけはおたすけを+
明日も欲 しがるだけ
光とい う点に つ い てだけでも
精神病棟で比較的おとな しく死ぬだけだろう
家を夢みて い るだけでは 古い家も新 しい家も守れはしない
ぼくたちの それは悠長 ともい える それだけ今なら
おそらくぼくたち披 は っ きり 否 T. と合図するだけでよい だろう
ただ こ の魂 の 剛直さだけが
黙 っ て つ づ い て い るだけな の です
一 匹の 魚さ へ 住んでゐな い 沼に釣糸を垂 らしてゐる影だけが生きてゐる
- ･･ ･+
こ れ 臥 私だけが ｢虚構の個性+ を つ らぬき､ 偽善の 間道をく(
o りぬ けて ､
文学から離れたこ とに話をか ぎれば､ それだ けがす べ てではな い
一 例 として､
嬉婦 の悲惨さを､ かなりの 密度で正確に捉えた というだけで ､
記憶にあるもの だ けで 百六十人
547
15
158
1 60
1 61
162
165
167
171
1 72
1 80
185
18 6
18 6
18 8
03 6
01 1
051
o
'
16
0 2 0
0 2 9
07 8
0 15
0 08
02 7
02 4
04 2
05 6
05 1
たけうちみきろう
150 03 9
たけなわ
183 00 3
たけりくる っ て
164 0 17
たさ いな 多彩な
093 01 9
100 05 9
ださん 打算
14 2 08 8
たしかな
045 0 1 1
17 8 0 0 5
たしかに
04 1 0 1 1
04 1 0 1 8
050 0 1 0
17 9 0 2 7
189 0 3 9
たしかに 確かに
である家族だけだから
レ 下l) ヅ ク がうまい な と思 っ ただけで
それだけがきみの富だ から
生きてい ると いうだけで
きわめて不確実な こ とだけで ある
カ ン フ ル の注射を三 ､ 四度射 っ ただけであ っ た
せめて最後の呼気だけ披きれい に
われら此処に在りとか んがえるだけで
どれだけ時間がかかるの か
の 言葉を私は どんな方法でも消せればよか っ ただけの こと - 0
そ の空白が どれだけ の負担になるかは
機会がなか っ ただけで すよ!
それな の に ､ み んなが整列して中央に 一 つ だ け空いて い る椅子
人はただ歳をとるだけだが､ 時代は､ 変 っ たようである｡
竹内幹郎
クラス委員に して落第生の 竹内幹郎だ っ た｡
歳末商戦たけなわの店頭を
猛り狂 っ て
黒い ミ ュ ー ズ は猛り狂 っ て叫ぶ
たえまなく打ちよせる多彩な波にすぎない こ とがわかり
それは ぼくの 希望の ｢おわり+ にふさわしい 多彩な夏であ っ た
い じけた打算がある わざわざ危険な対立に足をふみ こんで
たしかな暮しを算 へ てみ る
たしかなう肖息とい う
あの 人たちはたしかにさう してゐる
あなたはた しか に夜をも っ て ゐる
- - 死 にそ こな っ て みれば､ たしかにそ の とおりであ っ た.
た しかに知 っ て い ると告げる
たしかに見覚えの ある フ ォ ー クが
548
o32 0 10
たしかめ 確め
o46 02 9
たしや 他者
124 0 12
171 0 0 1
たすうの 多数の
o28 05 8
たすけ 助け
o17 03 9
128 00 9
たすけて
o66 02 8
たすけて 助けて
o17 0 3 9
12 8 0 0 9
たずねあう
180 0 3 8
たずねあてる
1 39 00 6
それは確かにわたしを支 へ て い る
あなたの生をめそる足跡の 消えゆくを確め
他者 へ の絶望が
他者の犠牲を必要としな い しあわせ は
そ こ に多数の 生活が個人によ っ て支持される
ああ助けてくれお助け下さい
｢みなさんが助けてくれなか っ たら
だれも､ たすけて くれない の ?
ああ助けてくれお助け下さい
｢みなさんが助けてくれなか っ たら
言葉はめ (o りあうもの かたずねあうもの かと いう
尋ねあてる
どうしてもそ の主の 姿を尋ねあて る ことがで きな い
たずねて
066 0 2 3
115 0 1 1
14 6 0 38
たずねて 尋ねて
084 0 0 7
13 3 0 0 7
たずねる
05 3 03 6
180 0 4 2
だせ い 惰性
あかる い月がたず串てい っ た｡
ひたすら求め たずねて行き
｢あなたは ど こ?+ とたずねても
散 っ て ゆく落葉の 女を尋ねて
され ど尋ねて得ざるは
わたしの たずねる人影披何処にもありません
たずねるもの が見 つ からな い ときもあるだろう
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o41 1 1 6
だせなか っ た
o17 0 45
たそがれ
o10 0 1 8
o21 0 1 6
o82 0 15
たそがれ 黄昏
oo6 0 1 5
o26 0 12
o41 0 14
o53 0 0 7
109 0 0 6
1 28 0 15
ただ
02 5
025
026
026
02.7
028
028
028
029
032
033
038
039
039
040
041
041
041
043
04
045
049
050
055
0 1 3
0 4 0
0 1 7
0 3 2
0 1 4
0 3 5
0 4 1
0 5 0
0 1 4
00 6
00 3
01 1
00 5
0 15
0 1 6
03 6
09 0
1 14
0 18
0 18
0 04
0 1 4
0 2 6
0 0 2
馴らされた惰性で
う っ かり舌もだせなか っ た
やがて最後の たそがれ がくる
たそがれの道に迷 へ ばパ イプで
する と小鳥がたそがれの 窓に墜ちて くる
ヨ ー ロ ッ パ は 黄昏 である
黄昏の 申に香料を撒き
か つ はまた あの 人たちを悲しませ る黄昏を創 っ た
わたしの からだの なか に黄昏がい っ ぱ い つ ま っ て
黄昏の 寒い 灰色の
い い 匂い の 黄昏に
阻もなく耳もなくただ凍れる血液は
おびただ しい 発たちが眼を つ ぶる
おびただ しい 植物のま へ で立止まる と
残されたただ 一 個 の帽子は
ただ 一 滴 の水は
おびただ しい製品とともに
おびただ しい 自然を覆ふ霧はやがて見えなくなる と こ ろ
ただそ こに時代の速度乃 至歩調が見えて くるだらう
今はただ表情もな く振返るわたしに
ただ - 脚 の 椅子があるだけ
い まおびただ しい 影の なかでもがく
おびただ しい ドアがあ っ て
ただ壕の ように つ めた い気体がゆれる
考えただけでう っ とりする の は
夜ふけてただひ とり
おびただ しい暇潰 しの な かでう っ とりした
ドアから出て 一 つ の 街角をまが っ ただけで
ただ - 脚 の椅子があるだけ 気味悪くキ ー キ ー い ふ音に
ほ どよ い敏明がただよふ
あなたの齢に と っ てただの 一 瞬をo
にぶ い 気配が広暗い 光触にただ よふ
そ して落陽はただひ と つ ｡
きみ放ただ重たい靴の なかに足を つ つ こ ん で静かに横たわ っ たのだ｡
おまえはただ遠く へ 行 こうとして い た
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o58 02 6
o5 9 02 2
o61 2.2 2
o61 2 2 3
o62 03 8
o 73 012
o79 02 2
o88 029
o90 00 2
1 03 02 6
106 04 8
1 08 01 4
114 00 7
142 12 1
149 01 3
158 01 1
1 62 02 2
1 65 02 9
1 68 00 1
180 02 7
1 8(; 04 之
188 05 1
たたいたり
14 7 0 1 6
もみあうおびただしい 影をぬ っ て ゆきます
夕映えの海にただよう
おびただしい 灯の 窓が､ 高架線の 上を走 っ てゆく ｡
おびただしい灯の 窓が､ 高く夜空をのぼ っ てゆくo
ただひ とり群れをはなれた小芋が
その下におびただしい輸送船が沈んで い た
海にただよう
ぼくはただ黙 っ て
どんな天をい ただき
海の 物音の ただなか
ただちに答えられるだろう かれの 経験の 彼方から第四の 声で
人はあわただ しく自分の影か ら離れる
いまはただ
ただこ の魂 の剛直さだけが
一 体 のままでただ よい なが ら
レトリ ッ クがうまい な と患 っ ただけで
喜んで命と交換しただ ろうと い うの だ
カ ン フ ル の注射を三 ､ 田鹿射 っ ただ けであ っ た
川 の流れにただ よ い
の 言葉を私はどんな方法でも消せればよか っ ただけの こと - 0
機会がなか っ ただけですよ!
人はただ歳をとるだけだが､ 時代は､ 変 っ たようである ｡
叩い たり
嬉しくな っ て ｢やあ､ やあ+ と肩を叩い たりする始末だ
たたい て
009 0 0 6
たたいて 叩い て
038 0 3 0
045 013
089 0 2 9
1 24 02 0
137 01 3
188 07 6
たたえ 湛え
061 1 28
樹をたたい て
屋根の みを叩い てはひ とり淋しが っ てゐた
憾んだ柱の 垂直を叩い て
窓ガラ ス を叩い てゆきます
(ジャ ー ナリス トがテ ー ブルを叩いて怒 っ て い る)
洩重もの ドア を叩い て きた
ひ としきり烈 しくなり､ 深夜 の屋根を叩いて い る｡
活力と滋味を湛え
たたかい
o18 0 1 1 あたたかい 風は
o48 0 3 0 白くあたたかい 海
551
o 64 0 02
o64 0 3 1
o 67 0 09
o$1 0 03
o$8 0 27
112 03 6
113 0 2 0
120 0 03
123 0 0 6
148 0 3 5
150 03 5
たたかい 戦い
o44 013
o74 01 4
o80 00 6
1B2 01 4
たたかいぬ いて
148 03 5
たたか っ て い る
0 25 05 3
たたき
01 1 0 04
065 03 4
1 50 0 5 7
たたく 叩く
1 46 0 6 1
たたく 叩け
021 0 2 7
ただしく 正 しく
099 014
たたずんで
030 0 2 6
039 1 0 0
041 0 5 9
町はあたたかい 吐息の 下にあ っ た｡
町はあたたかい 吐息の 下にあ っ た､
あたたかい 街をも つ だろう
あたたかい 霧の なかにあ っ た
あたたかい 南国の陽ざしの ように融か してくれるから
あさま しい利害関係の なかでたたかい ながら
あたたかい下着を送れば どうな るか
あたたかい風に
こ こ ろはあたたかい
どの ように して戦後の社会をたたかい ぬ い てきたかを語りあ っ たが ､
敗戦後の苦 しい 生活の たたかい に敗れて倒れた者もあ っ た｡
戦い は何処よりか
戦い にやぶれた国の
戦い によ っ て 両手をう しな っ たきみは
戦い に疲れたら
どの ように して戦後の社会をたたかい ぬ い てきたかを語りあ っ たが ､
闘 っ て ゐる
不断に闘 っ てゐる ときに
空が滞れる雫が肋骨をたたき
墜ちゆく星の ､ 最後の またたきが
彼は特徴の あるうるんだ眼をしばたたきながら聞い て い たが ､
屋根を叩く雨音がひとしきり強くな っ て
ドア を叩けば
それぞれの庭で規則正 しくはずんで い る
庁んで
零囲気の ほとりに庁んで い る白い もの
木と木の 間の寒い廊下に倖んで
やはり滞れて陸橋に貯んでゐる こ とを想ひ
552
たたずんでい る 庁んでい る
o30 02 6 零囲気の ほとりに庁ん で い る白い もの
たたずんで いる 倖んでゐる
o41 059 やはり濡れて陸橋に件んでゐ る こ とを想ひ
ただちに
106 0 48 ただちに答えられるだろう かれの 経験の彼方から第四の 声で
ただなか
103 0 2 6 海の物語の ただなか
ただひさ っ て 漂ひ去 っ て
o46 0 2 5 こ の橋も海中に漂ひ去 っ て 躍りたつ 青 い形象となり
ただひとつ
o49 01 4 そ して 落陽はただひ と つ ｡
たたまれて
o31 0 12 水の 中に影だけにたたまれて
たたみ
11 0 0 02 帆をたたみ
たたみ 畳
0 45 0 0 2
045 0 1 0
045 0 1 9
ただよい
149 0 13
168 00 1
ただよう
059 0 22
079 0 2 2
さ っ と青い 畳 のう へ に来た
畳の上に 水平に倣 っ て横たはり
畳よりも青い顎の 若い主は しば し呆ける
一 体の ままで ただ阜い ながら
川の 流れにただよい
夕映えの海にただよう
海にただよう
ただよ っ て 漂 っ て
03 9 0 6 4
04 8 0 0 6
ただよっ てきた
048 00 6
短め く木片が波に漂 っ てゐ よう
影の 茂みから闇の におい が漂 っ て きた
漂 っ てきた
影の茂みから闇の におい が漂 っ てきた
553
oT=
.ぎよふ｡18 ほ どよい 察 剛 壮 だよふ
o45 004 にぷ い気配がD:暗い 光触にただよふ
たち
008
01 1
01 2
01 2
014
014
01 6
01 7
01 7
01
02
02
02
0 18
0 1
0
0
0
0
0
0
0
1
2
0
0
0
0
0
7
9
1
1
6
3
2
5
7 02 1
0 0 09
3
5
0 0
0 4
026 0
02
02
7
8
0 1
0 3
o28 0 5
028
0之8
028
02 9
03 0
03 0
0
0
0
0
0
0
03 0 0
6
6
7
1
1
4
0
5
9
6
4
0
5
0
5
3
1
2
03 0 0 3
031
034
035
036
037
03 8
03 9
03 9
03 9
03 9
03 9
041
0
0
0
0
0
0
0
2
1
0
2
0
0
3
0
0
1
1
0
4
8
2
0
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3
5
3
5
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5
6
2
4
1
6
5
3
6
1
ぼくらにもまたきみたちにも
ああ ぼくたちは幸福である
その 中に沢山の 兵士たちの 顔が ゐた
ガラス の 響をたてる楕円形 の葉たち
ガラ ス窓から白い 手たちが
物(o さな楽器たちはねこ ろんで
白い レ グホンたちよ
離島のやうにたちあがる と
丸い アタ マ の仏陀たちが
仏陀たちの 鼻は赤くなる
骨の かたちを残 して去り
公園をまが っ てゆく縞の ズボ ンたちを
おびただしい 発たちが眼を つ ぶる
動物たちの 角がうごく
体温か ら去 っ て ゆくひびきたち響たち
暗闇の 市場 へ と運ばれて ゆく武器たち
わたしたちが所有するす べ て の 宝よ
都会の屋根の 下よ商店街の 商人たち
笑うもの たち虫のやうな検微鏡下の 虫たち
花花しい物質たちの 流れ乱舞の外から
やはり変らぬわた したちの愛よ
あれは植物たちの 欝りの 影か
動いてゐな い動物たちが
すべ て の記憶の 中か らたちの ぼる
花の実たちが実る周圃に実る別の 花の実たち
す べ て の物質たちは堅 い 殻に つ つ まれて
する と光たちは
おま へ たちの 舌の 上 へや っ て くる
頭髪に巣をかける喧燥な小鳥たち
物の かたちを壊してゆ く
樹木たちは
恐かれたかたちで映 っ て ゐる
懐 へ る こ との な い獣たちよ
亡霊たちの影の外に
眠りを眠 っ て い る人たちを
さかんなる風はたち
あの 人たちは たしか にさう してゐる
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o41 0
o4 1 0
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049
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0
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2
4
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9
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01 6
01 2
01 7
0 08
009
0 18
0 21
0 5 6
0 5 9
06 2
08 8
09 6
10
10 1
15 7
0 17
0 2 0
0 3 3
0 3 6
03 7
00 4
13 5
2 12
0 20
0 5 4
02 9
03 0
01 8
02 2.
03 3
03 5
0 08
0 1 2
0 1 7
02
01
0
0
0
1
0
0
0
8
4
9
かつ はまた あの 人たちを悲 しませる黄昏を創 っ た
あの人たちと同じやうに股い でゆけるだらうか
しろがねの枝にか けられたちひ さな骸を
御身は教 へ る ､ 肉の肴 (すゑ) な るもの たちに､
雨の 日の たちゐふるまひ
私たちの 間には ひろ い 荒涼た る眺めが ､
｢それがぼくたちの 古い 処方篭だ っ た+ と噴い て - -
胸 に造花の 老人たちが
死地に赴く僕たちに
死ぬ ことからとりの こされた僕たちのうえに
｢僕たちは都市を つ らぬく濁 っ た河にそ っ て
M よ 僕たちに君の 高さが必要な の だろうか?
｢君たちはまさか忘れたわけで はあるまい
ぺ テル ス ブル グの 青年が僕たちに告げたこ とを - -
君たちは僕に背中をむ ける
まるで僕たちに呼びかけるかの ような樹木の そ よぎ
亡霊たちに別れを告げよう
あるい はまた亡霊たちを飲 糾まして
憐む べ き看たちの 影にすぎぬ僕は
おれたちの 夜明けには
と ころがおれたちは
い つ までもおれたちの ひき裂かれた心 と
おれたちはおれたちの神を
おれたちの ベ ッ ドの なかで締め殺 して しま っ たの だろうか
新しい 建物がたちかけてい ます
父母や妹 またあなたの 至上の友たちに+
生ける死者たちが空中を歩きまわる夜がきた｡
わたしたちの交りには
傷 つ い たわたしたちの記憶をぬ(o っ て ゆ く の を
ぼくたちは汚れを知らぬ微笑をうか ぺ る
ぼくたちが生れるず っ とまえからそ こ にあ っ た微笑をl
たちの ぼる煙りの な
■かの 女をぼんやり眺めて い た､
ぼくたちを閉じこめて い る格子は
一 日を 一 年 の ように暮 して い るぼくたちには､
ぼくたちの地平線は
ど っ と家族づ れで出かけてゆ く人たちをみか ける
競馬場の かたちに作りかえてみたまえ
青､ 赤､ 黄､ 白の運命の 使者たち
病め る兵士たちは
い くたびか生きかえる兵士たちが
永久に待ちこがれて い る水兵たちから
兵士たちは眠 っ て い た
兵士たちはうわごとの ように
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何千年の 闇をつ らぬ い て真赤な雲の 火柱がたち
さ っ きまで子供たちが戸口 から顔を出して い たの に
い ともお上品な天使たちが
重い 任務をにな っ たレディ たちです
女たちの 狂 っ た笑い がたかくなり
女たちの血 の なかから愛の喜びをしぼりだそう
おそらく鴎たちは
海岸から男たちの影を洗い 去るで あろう
わけ へ だて の ない ぼくたちの あい だに
それから大人たちの仕事
どの ようにぼくたちの 大地に暗い影を落すの かも
ぼくたちの物語を
気むずか しい 人たちに聞かせてあげよう
どんな恋人たち よりも甘い キス をしよう
ぼくたちに語りかけてくるよ
太陽の 涙から生れてきたぼくたちの
大きな声でうたうぼくたちの 歌に
高い 梢で 一 緒 に歌 っ て い る人たちが
あおざめた河明りを見おろ して い る人たちとい っ し よ に
会 っ た こ と のな い 人たちの こ とを思い うか ぺ て い るも の
たちまち去 っ た警告の時代よ
ぼくたちが出会う場所は
ぼくたちが さらに遠くの 世界に限をやるとき
大い なる真昼はたちまち繋り
いまはきみたちの肉と骨がどこまでもすきとお っ てゆ く季節だ
血の河をわた っ て い っ た兵士たちよ
消えたい のち の水をのん で い る兵士たちよ
きみたちは もう頑強な村を焼きはら っ たり
死の積りいれがおわり きみたちの 任務はおわ っ たから
きみたちは きみたちの 大い な る真昼をかきけせ!
死霊とな っ て さまi.う兵
士たちよ
きみたちの い な い 暗い 空 の あち こちから
うたい ながら破壊する若い 勇士たちが
血縁のきずな はたちきれたか
たくましい狩人たちも 恋をあさ る猟場か ら
女たちの 涙か､ 夕 べ の 吐息か ｡
かれの指 の 爪貝は 恋人たちが しやぶりたがるほ ど美 しい
懲りずに実験してみる ぺ きだ っ たろう - 歩戸外に出る と女たちの笑い で
不吉な羽 ばたきを して 地面を歩く黒い 鳥の 男たちもい る
恋人たちがベ ンチに坐 っ て
過去で しか会うこ との ない おれたちだ 何の 秘密もあるもの か
命令 一 下たちまち整列し 黒い 銃剣の林をつ らね
おれたちがどんなに大きく敗れ おまえたちがどんなに小さく勝利したか
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さび しい酒場の女たちを相手に
胡麻的な頭と頭をく っ つ けて寝て い るな つ かしい き ょうだい たち
眠りながら腹をこやす王国を夢みて い るうれしい はらからたち
運命は 一 瞬の 光でおまえたちを数える
おれたちが本当に別れるの はこれが は じめてだが ユ ダ の接吻披い らな い
き ようだい たちの 影が
そうよ あたしたち
ゾンビ - たちはい たると ころに い たが
木の葉の ように散 っ て い っ た若者たち
妹たちを犯し
滅び ようの ない かたちがな つ か しい
ぽくたちはお互の影でさえな い ｡
束側における弾圧や迫害に最も敏感な人たちでさえ
ぼくたちは世界の片隅でふさぎこみ
い ずれに しても ぼくたちの多くは まだ w .E . オ ー デ ン の
ぼくたちはこれから何をしよう として い る の かね
ぼくたちに救い はあるだろうか?
ぼくたちはやがて 比較的おとなしい分裂病者と して
アメリカ の 一 部 の戦争捕虜たちは
ぽくたちはどこまでそ の 小さな幸福を守れるだろうか?
ぼくたちはこれから何を したらよい の か?
ぽくたちの それは悠長ともい える それだけ今なら
おそらくぼくたち披 は っ きり 否 f. と合図するだけで よい だろう
ぼくたち披け っ して忘れない だ ろう
レ ス ビ ア ン の 女たちの痩撃は不信者の地獄の笑い の - 型態で ブリ ッ ジして反 っ た肉体の
契れた兵士たちは､
ぼくたち妓女気な しの 部屋で 姫健を囲み､
ぼくたちは枕を並 べ てすやすや寝息を立てて い た｡
ぼくたちはひ とかたまりにな っ て写真を撮 っ た ｡
日曜日の海はおだやか にぼくたちをむ かえた｡
ス マ トラ島を偲んでぼくたちは談笑 し､ 賑か に昼食をと っ た｡
しかし､ 友人たちは仲間の だれかれをあて こす っ て い る の だと思い こみ ､
一 つ の 国さえたちまち喪われるような世界に住ん でい る の で､
たちまち消える
女たちに
女たちから
賢者たちは言 っ て い る
(私たちが忘れて しまうのも無理はな い)
夜空の星たちが笑う
ぼくたちの 間には どんな逆転 もありえない の だから
ぼくたちは理解しあ っ て い た
戦争と革命の犠牲者たちの
ぼくたちの ライ フを蝕み
557
167 0 77
1 68 005
1 72 01 0
1 75 00 9
1 7 00 6
1 79 00 8
1 81 00 3
183 01 5
1 糾 017
1 85 010
186 01 8
たち 太刀
1 53 0 14
たちあう 立会う
o50 0 23
たちあがっ た
027 0 0 2
たちあがる
017 0 0 2
きみたちの 家を破壊にみちびくだろう
たちの ぼる泉の 霊気に は
夏はたちまち冬になり
ぼくたちは別々に死ん で しまうのだろう
父たちが
き つ い香りがたちこ めており
濃い オゾン の い きがたちこ め
安全に養われてい るそ の 家族たちだ
わたしたちの 家 (ア ワ ･ ハ ウ ス) とい う ぺ きと こ ろを
世界中の 人たちに憾み こまれ
その ときお会い にな っ た人たちとは?
黄金の太刀は
立会う者もなか っ た
立ちあが っ た
グラ スが立ちあが っ た
駐鳥のやうにたちあがる と
たちあがる 立上る
o54 110 詩人は欠伸をかみ ころ して立上る
たちかえら 立ちかえら
18 0 04 0 何度でも立ちかえらなければならない
たちかけてい ます
o5 8 0 0 4 新 しい 建物がたちかけてい ます
たちこめ
179 00 8
1 81 00 3
き つ い 香りがたちこめており
濃い オゾン の い きがたちこめ
たちこめて
1 79 00 8 きつ い香りがたちこ めており
たちこめて 立ちこ めて
o81 0 0 8 強い硝煙の におい が立ちこ めて い る の で
558
たちさ っ て
o帥 01
たちさ っ て
o41 14 4
立ち去 っ て
立ち去 っ て ゆく航跡に は
立去 っ て
春はぢきに立去 っ て しまふだらうと
.
f=
,若さら｡1芋
去ら
平和のない と こ ろから立去らなければならない
たちさり 立去り
142 0 5 3 義に昏 (くら) い 者 イデオ ロ ギ
ー に よろめく者が立去り
たちざる 立去る
106 03 2 正直な諦めを抱い て 立去る べ きで汝な い だろう
1 87 02 1 こ の世か ら立去る
たちどまっ て 立止ま っ て
115 0 07 立止ま っ てはならない
たちどまり 立止まり
o41 01 6
たちどまる
026 01 7
たちのぼっ て
07 8 00 8
09 8 0 1 6
15 2 0 1 6
たちの ぼる
030 02 8
06 6 01 8
168 00 5
たちのぼる
005 03 3
たちふさがる
05 1 0 3 3
音を刻み 立止まり 年を待 っ てゐ るやうに
立止まる
おびただしい植物のま へ で立止まると
立ちの ぼる
立ちのぼる水けむりの な かに消えうせる の を
うす青い けむりがゆ っ くり立ちの ぼる
冷たい 水色の けむりが立ちの ぼる
す べ て の 記憶の 中からたちの ぼる
たちの ぼる煙りの なか の女をぼんやり眺めて い た､
たちの ぼる泉の 霊気には
立の ぼる
2 ヒゝ之の煙が 立 の ぼる
立ちふさがる
扉の ひ ろさで立ちふさが る沈黙 - -
たちまち
100 02 8 たちまち去 っ た警告の 時代よ
559
10 082
112 014
150 0 69
155 008
172 010
大い なる真昼 はたちまち繁り
命令 一 下たちまち整列 し 黒い 銃剣の林を つ らね
一 つ の 国きえたちまち喪われるような世界に住んで い る の で ､
たちまち消える
夏放たちまち冬になり
だちよう 駄鳥
o1了 0 02 離島のやうにたちあがる と
たちゐふるまひ
o45 0 16 雨の 日の たちゐふるまひ
たつ
o3 9 0 0 1
o42 0 1 7
o4 6 02 5
o54 03 4
o5 4 16 5
o5!) 01 9
o64 02 3
069 02
092 00 8
15 4 0 03
たっ した 達 した
051 0 1 1
193 003
たっ しや 達者
159 01 0
白く奪えた つ
ひろい 頬ゑみをうか ぺ てあな たはたつ
こ の橋も海中に漂ひ去 っ て 躍りた つ 青い 形象となり
今でも僕は橋の上にたつ と
おどりたつ 群集をお しの け
秋風がたつ 頃になる と
ふた つ の 亡霊がさまよう ､
とぎれたとみせて また つ づ く
もう二十年た つ
ふた つ とな い 旅の終りの
運命がある顔に達 したとでも言うかの ように ､
到達したと こ ろから
｢おまえも達者でね+
だっ そうし 脱走 し
o51 03 7 ｢脱走したい ､ - 一 海 よ 母よ+
たっ て
01 3 00 5
03 3 0 07
03 9 1 15
05 7 0 43
10 0 0 4 7
1 01 0 1 0
1 06 0 1 7
1 07 00 5
ゐなく っ た っ て い い ですよと
寒い廊下をわた っ てきた
勾配にた っ て
大挙して街中でな つ か しい 歌をうた っ て い る
それから五年た っ てである
血 の 河をわた っ て い っ た兵士たちよ
人生を説明するの に どう した っ て何かが足りない ようだ
車輪や道もうた っ て い た
560
113
140
180
180
181
186
189
たっ て
039
03 9
03 9
04 9
053
05 4
01 1
01 2.
002
024
02 2
05 2
02 1
立 っ て
0 1 8
0 37
0 6 6
01 1
02 2
04 6
o55 0 63
o58 02 8
o60 0 05
o65 0 47
o6 6 0 06
o69 00 2
o72 006
o72 06 7
o7 8 00 5
08 4 00 9
09 1 01 0
13 4 0 13
14 6 0 4之
14 6 0 4 6
1 50 0 13
163 0 0 5
たっ て い る
039 0 18
039 03 7
03 9 0 6 6
15 0 0 13
たづな 手綱
07 2 01 8
たて 建て
005 007
なんて つ た っ て
きみがい なくな っ た っ て
何が飛び出した っ て驚きは しない が
貴方に ｢女の 子の 心理+ が判んな くた っ てあたりまえなんで す｡ 貴方は心理学や っ て ん の じやな い の で し ようか
一 般 の 小舟がたゆた っ て い る
どうもがい た っ て ､ あなた披あなたですよ!
それがわかるの は十年た っ て からである
あなたは何処に立 っ てゐる の か
わたしは 一 体何処に立 っ てゐ る のか
わたしは何の 関りもなく立 っ て ゐる
高い と ころに立 っ て影の 眼を開い てみ たまえ
い つ のまにかわたしはお姉さん の お墓の 前に立 っ て い ます
ぼんやり立 っ て い たこ とがあ っ たか
おれには掘割の そばに立 っ て い る人影が
十字路には警官が立 っ て い て
そんな街はずれに立 っ て い ると
遠く族立 っ て い っ た｡
女 の子がひ とり涙をおさえて立 っ て い た､
かれは肩をすくめて立 っ て い た
高い スタ ン ドに立 っ て
誰もいな くな っ たスタ ン ドに立 っ て
甲板に立 っ て
じ っ と立 っ て い さえすればい い の ですよ
劇場やホテル の ロ ビイ に立 っ て い る寂 しい 人影からうまれ
広場に立 っ て限をこす っ て い ると
途方に暮れて立 っ て い ると
笑顔で立 っ て い て
彼 の 表面は常に波立 っ てゐるが ､ 彼 の底は何時も静か で､
ぼくらは崖に立 っ て い る
立 っ て ゐる
あなた披何処に立 っ てゐ る の か
わたしは 一 体何処に立 っ てゐ るの か
わたしは何の 関りもなく立 っ てゐ る
彼の表面披常に波立 っ てゐ るが､ 彼 の底は何時も静か で､
結局の と こ ろわれわれの期待も､ かれらの手綱さ ばきで
風下に建てられてある
5 61
o62 0 60
184 0 08
たて 縦
125 004
18 0 0 5 6
わたしはこ の 香ば しい 微風のな かに家を建て
新 しく家を建て ると養子を迎え
縦横家の仮面のうらとおもて に
縦にも様にもとれなくなっ て い る
たてがみ 蛋 (たてがみ)
金色の翼もなければ 風の 鷺 (たてがみ) もない の に1 04 00 1
たてごと 竪琴
o25 041
たてて
oo2 0 0 1
o48 0 1 2
o89 0 3 6
たててはぜる
oo 2 00 1
たてもの 建物
05 8 00 4
o58 0 2 5
117 00 6
たてられて
005 00 7
たてる
01 2 0 2 1
0之5 0 3 8
088 0 3 3
1 02 01 5
138 00 7
竪琴の下にきて
氷が音たててはぜ る
川は音をたて て背中をながれる
オ ー バ ー の 襟をたてて
氷が音たてて はぜる
新 しい 建物が たちかけて い ます
灰い ろ の建物の したを孤独な靴音が
太陽は高い建物のう しろにかくれ
建てられて
風下に建てられて ある
ガラス の 響をたてる楕円形の 葉たち
笑声をたてる 一 本 の蝋 マ ッチ
たえずぼくの 心 の なかに組み たて る
憎しみをかきたてる火掻棒で
早く早くとせきたて る
たてる 建てる
184 00 8
たとえば
05 0 00 1
0 60 02 0
071 03 3
新 しく家を建てる と養子を迎え
たとえば霧や
たとえば小さな捲毛 の 渦をみ つ けるような!
たとえば深い谷底からは
562
10 o 48 たとえば霧や
たと へ
o39 12 8
o45 01 5
たと へ わたしの位置が崩れ
たと へ ば自らも垂直なる真空の如くありたい
o
f=
45
tへ ば
o 15 たと へ ば自らも垂直なる真空の 如くありたい
.
f=
.?
びいf.. ぁなたの部屋にはシガア の 煙がたなび い て
たなびく
1 28 01 4 シガ
ー の 煙りたなびく
たに 谷
039
05
06 5
071
07 1
0 84
1 44
167
190
1 10
03 5
01 3
03 3
03 5
03 2.
0 1 4
0 37
0 1 4
死の 谷間が深い やうに
空虚なメラ ン コ リイ の 谷間にふり つ づ い て い る
終りが あるのだ ろうか? 影深い 谷が
たとえば深い谷底から故
山の 演きから谷をの ぞくひ とび とは
ど こまでも つ づく青い 灯の 谷間にも
一 散 に谷 へ 急その だ
死屍異々の谷が見えがくれするの で
清流をさか の ぼ っ て 幽谷に魚影を追い
たにぞ こ 谷底
o71 03 3 たとえば深い 谷底からは
たにま 谷間
o3 9 1 1 0 死 の谷間が深い やうに
o5 5 0 3 5 空虚なメラ ン コ リイ の谷間にふり つ づ い て い る
o 84 03 2 ど こまでも つ づく青い 灯の谷間にも
たにん
085
102
12 1
13 6
1 42
180
他人
0 27
0 1 2
0 0 5
0 2 2
08 9
03 5
たの 他の
他人の危い綱渡りを見ながら
恋をすて故郷をすて他人の 国 へ ゆく のだ から
心配事は他人にまかせて
他人の眠りの な かで
災厄を招くこ とはな い 他人の 災難に
他人の空似で
563
o10 00 6
106 0 14
124 025
142 07 1
188 01 0
ピ カピカ光る自転車は他の ピ カ ピカ光る自転車と競走する
すべ て相対的な時のなかを い かにゆ っ くり他の 暗が進行するか
他の 一 人は 古典的な社会復帰者と して
他の 人々を悲惨なままに放置 して逃避する ような
その歯は抜きましたが､ 他 の 歯に窟が無数にあるとか､
o
T=
5冒
しい
. .警し
い
愛と死｡隠れんぼ 帥 っ ばり楽 しい もの だろうか
たのしか っ た 楽しか っ た
1 81 01 5 とても楽しか っ たよ
たのしみ 楽しみ
188 05 0
たのみ
189 0 1 1
たばこ
015
041
047
05 6
056
058
060
0 61
0 66
089
093
093
124
16 6
16 6
18 6
煙草
010
07 3
0 0 1
0 0 2
01 8
01 6
00 6
07 1
0 17
0 3 1
00 4
0 0 8
03 0
01 0
0 13
08 4
老い の楽 しみに数えて よい だろう｡
臨終の たの みだ っ た
舶来煙草の こ とを知らない
パイプに煙草を つ め る
深夜 唇が煙草を挟んで い る
夕暮のなかで煙草をす っ て い る男が い る
橋にもたれて ぼんやり煙草をす っ て い る
私はゆ っ くり煙草をふか しながら
なぜか 一 服 の煙草もひ どくうまい の である
さりげなく煙草をくわえて
息子は煙草をふか しながら
まだ煙草をすい ながら
本と煙草とウ イ スキ ー の 瓶をかかえて
寝床でウイ ス キ ー を飲み煙草をふかす
六十本の煙草を灰に したと こ ろで
一 本の 煙草を思うままに吸え たら
い まのき 桝ま 一 日に六十本の煙草を吸い
かすか にふるえる指先の煙草の けむ りの ように
たはじるし 旗印
143 00 8
たiまた 田畑
10 1 0 47
たび
黒い 旗印と化 して
森や田畑やう つ く しい 町 の 視覚像はい らな い
564
00
0
0
0
1
1
1
1
39
77
77
77
77
01
49
64
89
6
5
6
0
1
1
6
.9
.2
13
0 0
0 0
0 1･
0 1
05
00
02
0
たび 旅
o 61 056
o 61 06 3
o65 04 7
o96 01 1
145 02 2
148 0 09
154 0 03
18 6 0 1 3
186 02 1
タヒチ島
12 8 056
たびびと 旅人
061 05 6
たぶたぶと
13 6 03 0
たぶん 多分
1 47 0 1 9
い くたびか流された血 は
い くたびか死に
いくたびか生きかえ っ てきた
いくたびか死に
い くたびか生きか える兵士たちが
頭上で枯れ枝がうごき つ めたい 空気にふれるたびに
い くたび禁制を犯 したろう?
触れあうたびに遠くなる
自己を否定するたびに上昇を つ づ けて
あなたは冒険をもとめる旅人だ っ た｡
風に吹かれ､ 浪にうたれる漂泊の旅か ら､
遠く旅立 っ て い っ た｡
きみもぼくも疲れた さび しい 族だ っ た
行先をきめな いで 出発 し到着 したときに旅は終 っ て い た
かれとは敗戦直後の 闇市の近 くの 旅飽で 一 度会 い ､
ふたつ とな い旅 の終りの
(距離の旅放したこ とがな い から
タイ ム ･ マ シ ー ンで旅行 した感 じだ っ た･ - ･ ･
ぼ くは ニ ュ ー ギ ニ ー からタヒ チ島 へ 行 っ てくる
あな たは冒険をも とめる旅人だ っ た｡
血 の 海はたぶたぶと近い
多分ぼくはまちが っ て い るの だ ろう
たベたり 食 べ たり
o17 00 6 梨の 実を食 べ たり
たぺちらした 食 べ ちらした
10 8 0 0 8 食 べ ちらしたケ ー キ の 皿や
たぺ て い る 食 べ てゐ る
oo3 0 03 竜舌蘭を食 べ てゐる紳士は
旦づてゐる
565
oo8 0 17
たベ にくる
oo5 00 5
たベ の こ し
179 00 2
レ コ オ ド音楽に之乏あい て 線の 藻を_皇二3てゐる
食べ にくる
羊が雲を食 べ にくる
たぺ の こ しの 黒パ ン少々 と
たベ もの たベ物
o30 0 20
だベ ん 駄弁
12 5 00 7
たほう 他方
124 0 9
たまご 卵
o1 1 00 2
o22 00 6
o25 0 27
o55 0 4 4
073 0 1 2
148 03 1
銀製の 器にた べ 物を
ニ ュ ー ス と駄弁で耳を痛めた
他方がそれを買う (ゴムの 手袋をはめて)
ぞろぞ ろと卵が散歩 して ゐる
やさ しい茎 と卵は永遠である
あなたの頭髪の 中に鴬が卵を生む
ひびわれた卵 のなかの
そ の下におびただしい 輸送船が沈んで い た
同じ輸送船で ス マ トラ島に送られた転属組の 十三人だ っ た｡
だまされて 編されて
15 0 00 6 六人の 意見が 一 致 してゐ る時は､ 六人とも彼に編されてゐる時であ っ た｡
たましい
07 8 00 9
1 19 0 1 2
15 0 0 08
182
たましい
051
052
054
055
061
061
0 61
0 62.
019
魂
02 6
0 13
07 3
0 0 9
1 3 7
2 15
2 2 6
00 3
い たまし い鴎 の眼で見おく っ て い た
たま しいひ と つ - 丁
極 め て 小さな事柄にもい たましい 放 どの注意と努力を払 っ てゐたo
たましい 汝無限をゆびさ して い た
｢そ い つ は黄色だ まるであの蔵らわしい魂の ように+
情慾に飢えたわたしの魂をやさ しく愛撫する
みずから魂をすて去 っ た
可憐な魂の ノ スタルジ アに とも して
夜 昼 わが涙の み注ぎて魂の糧となり
生と死の 予感におの の く魂の ように､
死 と生の 予感におの の く魂の ように､
わた しの魂は病んで い る
566
o62 019
o62 O21
o65 0 14
o65 05 2
o70 02 9
o74 02 3
o93 02 7
10 0 0 23
10 0 0 4 1
101 0 32
10 2 00 8
103 0 8
103 01 0
14 之 06 5
14 2 12 1
142 126
14 5 0之9
15 1 03 6
1 69 01 3
17 2 0 18
｢もし身体にも魂にも属さな い 捷があるな ら
魂も身体も不用です+
死せる魂に､ 大きな裂け目を つ くり
死せる魂をゆり起 し､ 夢に見たレ エ テ の河が
形のな い魂 の 叫びまで しめ 馴ブて しまうo
若い魂を解放 したカミ ソ リ の 刃を
かれの 魂は エ デ ン の樹 の 頂きからはて しなく落ちは じめる
やがて 肉体の要求にさからう魂は
敗戦がぼくの魂を解放する+
ひろい 境野にむかう魂が
魂は死んで 二度と生れて こな い から
ひたすら魂の遺伝を信 じた
魂にもセツ道具が必要だ
魂を売る こ とを拒否したとい う
ただ こ の魂 の 剛直さだけが
魂に刻み目を つ けたこ の年を!
夢の厚着で肥りすぎた詩人に故実偽は どちらでも よく 魂 はもうと っ くに死んで い た
一 体 一 体 に入魂の 秘術を つ く して きたの だ
飢えて痩せた魂は
魂に厚着をさせ て
だます
o5 1 02 0
たまたま
o58 05 5
160 0 1 1
188 0 7 1
だまっ た 黙 っ た
041 05 5
100 007
たま っ て
123 00 2
18 8 00 6
だまっ て 黙 っ て
03 7 0 19
04 1 0 6 4
04 1 066
05 2 0 0 7
0 60 0 1 6
神様をだます時が来た｡
たまたま可愛い い 瞳を して い たからとい っ て
たまたま手に したバ ー チ ザ ン ･ レ ヴ ュ ウ誌の 最近号で
きみ の手紙は､ たまたま､ 仕事机の 片隅の ､
み んなは黙 っ た 眼を閉ぢ眼を開き 膝をみ つ めて
みんな披黙 っ た 眼をとじ限をひらき 膝をみ つ めて ･ - -
あらたま っ て言うこ とはな い
読みもの がたま っ てい くばかりで ､
黙 っ て髪を硫けづ っ てゐる
あなたは何故黙 っ てゐる お坐りな さい
あなたは何故黙 っ てゐる
あなたはむ ろん黙 っ て い るけれど
しか し黙 っ てすれちがう ー 瞭 にも
567
o61 14 9
o62 05 5
o63 02 3
o8 02 9
10 05 3
112 030
141 01 3
142 086
146 04 0
147 00 3
165 02 7
167 07 9
ぼんやり近づい てきて､ 黙 っ てすれ違い ､
あなたは黙 っ てうなずい て い る の ですね
ぼくは黙 っ て坐 っ て い るだ けだ
ぼくはただ黙 っ て
そう言 っ て 黙 っ て別れた友よ
なあ戦友 なぜ黙 っ て い る
黙 っ て向きあ っ たきみ とぼく とで ､
黙 っ て背中を向ける者もい る それにはそれの
黙 っ て つ づ い て い るだけな の です
ぼくは黙 っ てうなずい たであろう
父は黙 っ て こ の 世から去 っ て い っ た
黙 っ て風に手を振 っ て
だまっ て い る 黙 っ て い る
o52 0 0 7 あなたはむろん黙 っ て い るけれど
112 030 なあ戦友 なぜ黙 っ て い る
だまっ てい る 黙 っ て ゐる
o41 06 4 あなたは何故黙 っ てゐ る お坐りなさ い
o4 1 06 6 あなたは何故黙 っ て ゐる
たまの い 玉 の井
15 0 05 1 彼は我々 の 雑誌の創刊号に､ 玉 の 井 の姫婦と客との 交渉を扱 っ た ｢海沼+ を書き､
だまりこく っ て 黙りこ く っ て
o84 00 之 唖の ように黙りこく っ て い て も
ダメ
174 0 24 ダメを詰めるような毎日を送りながら
だめ 駄目
o87 0 2 1 雨傘がい たみ長靴が駄目にな る
ためいき 溜息
06 6 02 0
07 2 05 8
09 6 00 3
ためし
12 8 04 3
かれは溜息の 放そ い けむりをもらした｡
何首万の人々が､ もう 一 度溜息を つ くの だ
ジ ン と溜息で くも っ た灯りで
愛や敵意が目標にうまくとどい たため しがあるか い ?
ためして 書式して
163 0 2 1 試してみ ようではな い か
5 68
たもっ て 保 っ て
156 03 8
166 00 5
たやすい
o77 003
15 8 006
17 4 0 13
たゆたっ て
181 02
たゆみ
o40 00 9
たより
o45 0 18
112 0 3 4
124 00 7
14 8 00 3
14 9 00 3
1 92 02 2
たより 便り
068 00 2
174 0 0 1
たよりなさ
14 9 00 3
たよりに
045 0 18
112 034
124 0 07
192 0 2 2
だらく 堕落
055 05 8
だらく 墜落
010 0 13
017 0 4 3
569
完全に処女性を保 っ て い る
危く均衡を保 っ てきたが
神の 復活に出会うよりもたやすい
たやすい こ とだときみが言 っ たとき
お互い の 相違点を数え上げるの はたやすい が
一 腹 の 小舟がたゆた っ て い る
たゆみながら 一 つ の扉が支 へ て ゐる
とおい稲妻の 明りをたよりに髭をそ っ た
妥協の無限の可能性をたよりに
地名の な い地図をたよりにス パ イが暗躍
三十五年ぶりにたよりをよこ した｡
舟唄の たよりなさ
最後の 運をたよりに走り出 して い たの は ､ 是非もなか っ たが､
気がかりな便りをうけと っ た
きみからの最後の便りを受けと っ た の は
舟唄の たよりなさ
とおい稲妻の 明りをたよりに髭をそ っ た
妥協の 無限の可能性をたよりに
地名の な い地図をたよりにス パ イが 暗躍
最後の 運をたよりに走り出 して い たの は ､ 是非もなかっ たが､
急転直下堕落して い っ たあ の
ヒバ リが墜落 してくる
駈け出すと枝から逆さ に墜落 し
o23 01 3 巨大な鳥にな
っ て夜の 空に墜落 し
だらくし 墜落し
o10 0 13
o17 04 3
o23 0 13
だらくしてくる
o1 0 013
たらし 垂らし
o12 01 5
o18 00 8
o26 008
150 014
ヒ バ リが墜落 してくる
駈け出すと枝から逆さに墜落 し
巨大な鳥にな っ て夜の空に墜落し
墜落 してくる
ヒ バ リが墜落 してくる
青い 舌を垂 らした植物の 蔭から
体から糸を垂 らして
食卓は北方に白い布を垂 らし
一 匹の 魚さ へ 住んで ゐな い沼に釣糸を垂らしてゐ る影だけが生きてゐる ･ - ･ ･+
たらした 垂らした
o12 01 5 青い 舌を垂ら した植物の蔭から
たらして
140 02 3 水銀のナ ミダをたらして
たらして 垂らして
o18 0 0 8 体から糸を垂 らして
150 0 1 4
一 匹の 魚さ へ 住んでゐな い沼に釣糸を垂らしてゐる影だけが生きてゐる ･ - ･ ･+
だらしない
o55 04 0 おれは慢性胃腸病患者の だら しない ネクタイ をしめ
たらす 垂らす
o30 00 9 夜が垂 らす耳はない
たりない 足りない
o50 0 27 ｢さ よなら､ 太陽も海も信ずるに足りない +
o61 1 99 わたしに改まだ罪が足りな い のですか､
10 6 0 1 7 人生を貌明するの に どう した っ て何かが足りない ようだ
124 0 0 4 仲間も涙も校歌も国家も売り足りない が
151 0 0 8 貯金は定期普通預金合わせて七百万に足りない
ダリヤ
o17 01 2 ダリヤ よりも美 しか っ たの で
たりる 足りる
570
072 o72 千万の 人々を容れる に足りるもの だ
たれ 垂れ
o13 00
23
28
31
32
41
55
0
02.
03
03
04
05
061
064
103
145
145
15 4
15 9
176
00
01
0
0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
だれ 誰
015
028
030
031
035
036
037
038
039
039
041
041
04 7
05 1
05 2
054
054
054
056
058
061
061
061
9
2
0
0
2
2
4
2
2
2
2
8
9
8
5
4
4
3
6
7
2
0
0
2
0 3 1
00 9
00 4
01 6
00 2
02 8
02 3
0 13
0 18
10 9
1 1 4
0 5 4
11 9
01 8
03
02
l l
12
13
0 0
0 4
0 7
1
5
4
0
0
4
4
6
0 9 2
105
5 71
ながい舌が垂れ下 っ てきて
毛髪のやうに血が垂れて
液倦のやうに垂れてきたの は疲れた舌で ある
もう花などどんな世界にも垂れはしない
眠れる半身に垂れさがり
柱に垂れて
灰色の 壁の ように垂れてきて
あなたの 青銅の額には ､ 濡れた藻の髪が垂れ､
石 の屋根の 上には重たい 雪が垂れこ めて い た｡
暗薯垂れこめ る ヨ ー ロ ッ パ でもなければ
要は低く垂れ グ ラナダの暗い夜に稲妻が走 っ て い た+
街 のまぶたは重く垂れ 東京の 暗い 夜に信号燈が 明滅 して い た
錦の帯がするすると垂れてくる
ひ とり頭を垂れて い ると ･ - -
少女はふさふさ した垂れ髪で
誰も小さな宝石歴 と
浴槽の 中で思考したの は誰で あ っ たか
影ならば誰でもよい
誰か しら鳴き声が
誰かくらい 巨大なラ ン プを掲げた
脅かす影は誰だらう
誰かが
誰かかすれた声で噴く
誰が道に迷ふ といふの か
そ して誰が沈黙したとい ふのか
あなたは誰かに向っ てきう言 っ た
誰の もの でもない と思 っ てゐ た樹木
臆ろに姿を現わすこ の 髭だらけの死者は誰だろう
｢誰かが覗い て い る+
誰もい な い 淋 しい 部屋を夢想する
誰かが誰かにむか っ てそう言 っ た
聴かせ てくれ 目撃者石ま誰なの だ f.
だがあたりには誰もい な い
重たい 誰か の靴音が
もちろん誰にも聞えるきづか い はありません
謹も見てい ない ｡
誰も聞い て い な い ｡
誰も知らない ｡
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7 0 1 1
137 01 6
14 6 04 4
15 1
1 55
1 61
161
17
17
18
18
0
9
3
5
18 6
188
18 9
19 2
だれか
031
035
037
038
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
2
0
0
2
1
2
0
0
2
7
3
8
2
6
7
2
8
4
1
5
0
3
9
00 8
誰か
00 2
028
0 13
0 1 8
誰も見て はい な い から
誰も見てはい ない から
-
- そう､ あなたは誰な の ?
誰も知らな い寝室の
誰も知らな い寝室の
誰です? 冷たい空気の 手で ､
誰だ! 青白い霧の顔で
誰もい なくな っ たスタ ン ドに立 っ て
もう誰の 眼にもとまりませ ん)
誰もまだ夢のなかで
誰だ っ て僕 の ように淋 しい夜道を走るだろう
誰のものでもな い 淋 しさが
ぼく披誰かにむか っ てそう言 っ た
- - 誰もぼくを許そう とするな
おお だから 誰もぼくを許そうとするな
誰 一 人笑 っ て い な い が ユ ー モ ア に欠けて い るためではない
誰かがきっ とそれを見つ ける
い っ たい 誰の もの か
誰かが名づけた
もう 一 つ は誰だろう?
誰も語ろうと しな い し聞 こう ともしな い
こ の群集の行方は誰も知らない
もう誰も知りたがらない 二人 の秘密
｢あなたは誰?+ と
誰かの 楚音が します
おまえは誰にも似てい ない
誰かに呼び とめられたら
誰でも赦さなければならない
誰にでも許された特権で
こんなふうに誰かが
見守る者は誰もい な い
誰でも放 っ と深 い息を吐く
誰にもわからない
誰かが寄賭 してくれたナポレオ ン の - 壌もい ずれ劣らぬ時間の 傑作だ っ た
此頃では､ 人の顔さえ見れば､ 誰彼とな く病気の話で ､
誰 とも 口をきかずに十年を生きればよい
わたく し､ とは誰だ っ たの だろう? 歩行の 方向をきめて い る海の
誰か しら鳴き声が
誰かくらい 巨大なラ ン プを掲げた
誰かが
誰かかすれた声で噴く
572
041
051
054
056
100
107
128
146
15
170
186
054
031
114
004
006
01 8
03 2
04 4
0之7
02 2
08 0
あなたは誰かに向 っ てさう言 っ た
｢誰かが覗い て い る+
琴カ､が誰かにむか っ て そう言 っ た
重たい 誰か の 靴音が
ぼくは誰か にむか っ てそう言 っ た
誰かがき っ とそれを見 つ ける
誰かが名づ けた
誰かの 楚音が します
誰かに呼び とめられたら
こんなふうに誰かが
誰かが寄賭 してくれたナポレオ ン の - 壌も い ずれ劣らぬ 時間の 傑作だ っ た
たれこめる 垂れこめ る
103 0 23 暗賓垂れこめ る ヨ ー ロ ッ パ でもなければ
たれざがり 垂れさがり
o32 0 09 眠れる半身に垂れさがり
たれて
023
028
041
055
154
159
垂れて
00 2
01 1
12 8
02 5
02 0
00 2
毛髪の やうに血が垂れて
液膿のやうに垂れてきたの は疲れた舌である
柱に垂れて
灰色の壁の ように垂れてきて
錦の帯がするすると垂れてくる
ひ とり頭を垂れて い ると - -
たれてきた 垂れてきた
o28 0 1 1 液膿の やうに垂れてきたの は疲れた舌である
だろう
047
051
05之
052
054
054
054
054
054
05 4
05 5
060
061
01 8
02 7
00 8
03 0
00 3
05 6
0 6 6
1 05
11 7
11 8
03 7
0 17
13 9
臆ろに姿を現わすこ a)髭だらけの死者は誰だろう
闇に扉汝ない だろうか
変と死の隠れん ぼはや っ ばり楽しい もの だろうか
明日の 夕陽を背に して どう したらよい の だろう
僕らはもう会うこ ともないだろう
Mよ 僕たちに君の 高さが必要な のだろうか?
銀行が国民の もの になるだろうから
死はい っ そう強い酒にすぎぬだろう+
不潔な女の ベ ッ ドの 方 へ 進ん でゆくだ ろう
そ して詩人と大学生は駅で しばらく別れを惜 しむだろう
おれたちの ベ ッ ドのなかで締め殺して しま っ たの だろうか
なんと いう美 しさを見出すこ とだろう
あなたは疑うだろうか?
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0 98
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わたしは昔の 少年にな っ て ど こまでも追い かけてゆくだろう
人の 運命をどうして占うの だろう ｡
終りがあるの だろうか? 影深い 谷が
終りがあるの だろうか? 永遠の 眠りが､
あたたかい 街をも つ だろう
一 匹の魚をも つ だろう
い っ たい ど こ にある のだ ろう ｡
なにひと つ 静めてやしな い だろう
なんと見事なダ ー クホ ー ス ぶりだろう
何と惨めな こ とだろう
永くとどまる こと披ない だろう
再び生きかえる こ とはな い だろう)
ぼくらは黙黙と逃れ去るだろう
誰だ っ て僕の ように淋しい 夜道を走るだろう
ぼくは少しず つ 忘れてゆくだろう
ぼくらを昏倒させ る原色はなんだろう?
あなたは生命も飛糊も見ない だろう ｡
サン ･ ぺ エ ル街七十 一 番地に､ 永遠に雨を降らせるだろう｡
あなたは暗い鉄格子の 中に ､ 永遠に繋がれるだろう ｡
空しい喝采の なかで､ 永遠に空中を泳ぎつ づ けるだろう｡
そ の 光り とい うもの だろう
太陽に追われた記憶が戻 っ てくるだ ろうか
さらにい っ そう素晴しい の は鼻だろう 内なるオルガ ン の 全神経が
正直な静めを抱い て 立去る べ きではな い だろう
おそらくそ の 果は ｢未来+ とふかく交 っ て い る の だ ろう
ただちに答えられるだろう かれの経験の彼方から第四の 声で
たぶん時代がわるい んだろうと異口同音に歌う
｢すこ し休暇をとれば きみ の病気もなおるだろう+ と
祝福はくるが遅すぎるだろう
もうす(o テ レ ビ の 画面に吸い よせ られるだろう
奇蹟の 冒険に胸をおどらせるだろう
どうな っ て しま っ たの だろう?
もう 一 つ は誰だろう?
なん とい う暗く悲痛な ユ ー モ ア だ ろう)
ぼくたちに救い はあるだろうか?
精神病棟で 比較的おとな しく死ぬだけだ ろう
ぼくたちはどこまでそ の小さな幸福を守れるだろうか?
おそらくぼくたちは は っ きり 否! と合図するだけでよ い だろう
ー つ の 否! は 明日には無数の 否! になるだろう
ぼくたちはけ っ して忘れない だろう
多分ぼく石ままちが っ て い る の だろう
ぼくらの骨は錆びて い っ たの だろう｡
こ の 中に隠されて い た こ とはまちがい な い だ ろう｡
150 0
15 1 0
15 1 0
158 0
1 60 0
160 0
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1
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2
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0
170 02 4
171 0 13
173 043
173 0 47
17 4 01 4
17 4 02 5
17 5 00 9
180 02 3
180 04 2
ユ80 04 5
181 0 18
181 0 19
187 0 17
188 0 0 2
188 03 1
18 8 03 6
18 8 05 0
1 92 00 8
たわむれ
048 03 5
061 1 24
083 0 07
121 0 1 2
たわむれる
121 0 12
だんあ つ 弾圧
喪われたら二度と取り戻せ な い こ とを忘れて 削 ＼な い だろうか o
なんと魅力の ない五十六歳の 男だろう
とこ とんまで生きる気なんだろうおまえは
北候や足利の 美しい 光景をすく っ てみせた ときだろう
今夜の かれの 幸運は明日にはきみ のも の だろう
われわれの コ ー ネリ ア ス は いま どこ に い る の だろう?
われわれの コ ー ネ リ ア ス はど こまで歩い て い けるだ ろう?
あなたも赦されは しない だろう
喜んで命と交換 しただろうとい うの だ
わたくしには厭わしか っ たの だ ろう
これ以上､ 理不尽な感情があるだろうか
家族的な反映だ っ たの だろう､ と
これ以上､ 合理的な感情が あるだろうか
きみたちの 家を破壊にみちびくだろう
ずいぶん助か るだろうに)
それが女の心 に焼き つ い たの だろうと
まもなく頓死するだろう
す(v 大波 の ような睡魔が襲 っ てくるだろう
｢子供 っ ぽさ+ が抜けない とい う共通点こそ ､ 最大の 障碍だ っ たの だろう｡
きみは何を考えてい たの だろう?
ぼくたちは別々 に死んで しまうの だろう
きみはき っ と怯えて失神するだろう
たずねるものが見 つ からな い ときもあるだろう
思慮にあま っ て立ち つ くすこ ともあるだ ろう
考えたの 披なぜだろうか
なぜだろう?
きみ自身は死ぬだろう
こんな文面があ っ たの を憶えてい るだろうか｡
何の 挨拶もしなか っ た ので はな い だろうか ｡
い ずれ､ 順番がくるだろうと思い ながら暮 して い るが ､
老い の楽しみ に数えてよい だ ろう｡
わたくし､ とは誰だ っ たの だ ろう? 歩行の 方向をきめて い る海の
涛の たわむれから
ひ と つ の 波の たわむれから
な にもかも光と影のたわむれにすぎない
幻影の 女とたわむれる
幻影の女とたわむれる
575
142 005 東側における弾圧や迫害に最も敏感な人たちで さえ
o
T=
,ケ
か 慧 担架をの せた小 舶
だんがい 断崖
o23 01 9
だんがん 弾丸
o81 01 9
125 01 2
たん(･ つ 短靴
o85 02 0
だんこん 弾痕
oo 6 01
たんじゆん 単純
113 0 13
113 0 4之
だんじよ 男女
05 6 0 10
05 8 0 0 9
14 8 0 5 1
18 5 0 13
たんじよう
0ヱ1 02 3
100 03 5
118 01 2
188 08
たんじようし
02.1 02 3
だんしようし
148 05 3
576
あなたの耳はちぎれそうな断崖で
い まうなる弾丸を
弾丸よ 言葉よ 錠剤よ
キ ッ ドの短靴の ようなもの で
弾痕からシズ クが落ちて るが カ レラは銃器を埋めて
単純でな くちやならな い
なんでも単純だ っ たから
抱きあ っ た若い男女にな っ て
踊 っ て い る男女の影がア ス フ ァ ルトに落ちてきます
若い 男女でい っ ぱい の フ ラ ワ ー ･ セ ン タ ー に立ちよ っ て､
一 対の 男女の 世界では､ 甘美な
誕生
ア ス フ ァ ル トで新 しく誕生し
ぼくらの死から誕生にい たる
約束される誕生
誕生と､ 性交と､ 死 に､
誕生し
ア ス フ ァ ル トで新 しく誕生 し
教笑し
ス マ トラ島を偲んでぼくたちは談笑 し､ 賑か に昼食を と っ た｡
だんだら
191 0 0 9 だんだら雲の 衣裳を
だんだん
o17 03 7
o3 6 0 24
o53 0 65
o83 00 6
14 6 05 4
14 7 01 0
たんちような
193 01 7
樹汝だんだん低くな っ てきた
おれの 影放だんだん樹木の影に似て きた
あなたの お顔も だんだん忘れてゆきそうです
町はだんだん小さくな っ てゆく
だんだん奥 へ 奥 へ と入 っ て い くようで
生きてい くこ とがだんだん心地よくな っ て きて
単調な
単調なくり返 しの ようで
ダンテ
1之6 0 16 いっ たい ダ ンテ の 至聖天 とか
だんていする 断定する
10 6 0 3 7 なにごとも断定するには むずか しい 世界とな っ た
たんなる 単なる
1 47 01 1 死は単なる事実になり
たんに 単に
o54 0 61
150 0 33
単により高尚な国民 結社 人間の 材料 にすぎない と
それとも単にめそりあわせ か.
だんねん 断念
158 0 0 2
158 0 0 5
15 8 00 8
15 8 029
158 036
たんぴ よう 短評
124 0 2 8
たんぺ ん 短篇
160 0 1 2
だんぺ ん 断片
04 1 1 42
きみ の いう断念の意味を
生きるの を断念するの は
断念とは
断念の 最後の 対象だ っ た
断念の意味は果されたの だ
(短評:空間はどの部分も遅れてい る?)
デルモ ア ･ シ ュ ワ ル ツが 一 九三 八年に書い た短篇を読んだ
傷 つ ける断片 それは悼ま しくも長く生きてゐ る
タンポポ
oo5 0 0 3 タ ンポポの花粉を つ けて
127 0 1 7 タ ンポポの ように咲い たこ ともあ っ たか ｡
577
127 023 黄ろいタ ンポポを黄色に したものが
だんまつま 断末魔
11 2 01 0
181 02 4
だんめん 断面
o3 1 0 10
だんろ 噴炉
o61 174
ダ ー クホ ー ス
o72 03 5
ダ ー ビ ー ･ レ ー ス
o72 05 9
ち 血
o14 02 5
020 00 6
023 00 2
024 00 3
025 00 1
025 0 13
039 13 6
041 09 2
051 02 9
061 0 68
061 07 3
061 1 47
062 00 4
063 02 8
065 0 40
067 0 10
068 0 26
070 00 3
070 02 7
070 0 6 1
072 0 23
07(; 0 16
080 0 10
080 017
578
被壊に つ そ破壊の こだま 断末魔の軍港に とどろく火砲の うた
断末魔の腸がねぢれるように
煤けた家具の 断面だけを見せ
火のな い 暖炉に向い あ っ て います o
なんと見事なダ ー クホ ー ス ぶりだろう
ダ ー ビ ー ･ レ ー ス の ように
貧血が くる とひ と つ づ つ 楽器は床に倒れた
- す じの 血が
毛髪の やうに血が垂れて
る 血液を噴き上げてい る白い管は輝やける噴水の愛撫をう
血液は
眼もなく革もなくただ流れる血液は
いくたびか流された血は
小さな影の なかで 血 の 気を失 っ て しまふだらう
これ以上血を涜すからには
新 しい 追憶の血が､
新 しい 希望の血が､
あなたの被せた追憶の頬に､ かすかに血 の い ろが浮ぶ ｡
落ちた夕日の赤い 血が
ふと血 の気 のうせ た顔を見あわせて
わたし披おまえの 血を飲み圧 した+
血 のな かに
恋をあさる若者の 血汐の なかにも
わたしの 血汐の流れを抱きよせ る､
おまえの熱い 血 の管は
血 の涙をうか べ て い る の は｡
血統を信ずるのもい い し､ 人気に支配されるの も結構だ
血の骨よ血 の 肉よ血 の花 よ
夕陽の 血が波のうえに したたりおちて
あたらしい 血汐であらい こ の 苦しみ の胸が
081
o85
085
091
093
093
09 8
10 0
101
10 1
10 3
104
1 06
112
112
118
121
125
136
138
142.
150
1 67
172
173
181
184
1 91
ち 地
001
004
005
005
00 6
007
00 8
008
0 08
01 0
01 6
018
023
02 1
00 7
02 4
0 12
0 20
029
0 23
0 42
0 10
0 5 4
00 2
01 1
04 2
00 8
02 0
0 10
0 14
0 11
03 0
0 0 1
1 14
0 10
0 5 6
0 2 5
0 1 4
03 8
01 1
01 0
009
0 05
0 13
0 3 7
0 0 7
0 1 0
0 0 4
010
01 3
02.1
0 15
0 12
0 15
血 と据と鉄の しぶきをはね馴ブて
きみの血を現場 へ 駆り立て るもの は
女たちの血 のなかから愛の 喜びをしぼりだそう
血 にぬれた白い巽からうまれてくる
そ の ようにかれの赤い 血も
それは血や光りがかえ っ てゆく水平線の ない 世界だ
ブラ ンデイ の 血を燃えたたせ る火
たえまなく出血 して い る内部の 世界で
血 の河をわた っ て い っ た兵士たちよ
血をはく空洞におちてくる
血縁の きずなはたちきれたか
わたしの血汐は もう歌おう としない
血を流 して はな らな い そ の 肉を引裂かれて も
ジ ョ ホ ー ル の 血 の海峡 ブキ テ マ の 焦げた丘
緑い ろ の歯ミガキにすこ し血 の まじ っ た唾を吐い た
血まみれの
さわい で い る血をしずめるために - -
もうい ちど血 の なかをとお っ て こ い
血 の海放たぶたぶと近い
血まみれの夕日が沈み
記憶の なかの血 披け っ して乾く こ とはな い
自分の血 が全部流れ出して しまふの ではな い か と怖れた｡
苦しみ の ベ ッ ドに血をに じませる
血に飢えた孤独を増殖させて
そ こでは人間の 血がまだ新鮮な のだ
ぼくの 血を少しあたためたい
アイル ラン 下とス ペ イ ンの混血 の 男と
あられもなく血の 色にそめて
地球の悲鳴
意地悪な眉のながい神が
白い ちぶさの傾斜地をかけ上れ
遊園地区に火が消えた
地面からそんな声がした
脚簡は空に向 っ て据を吐く 革の無い荒地で はとか く悪い 感冒が
もある 向日葵の ごとく旗石ま燃え 荒地 に咲きそめた
地平線
群は 雲に乗 っ て押 しよせ 黄色く汚れた地図の 上を
地平線の鎖をのりこえて
意地悪な園丁の欽を怖れなさ い
路地を抜ける春のやうに
軟弱な地を撞げ夢釘の 中から
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地平線もなく煙もみえない 球を眺め
不毛の地図には
しめ っ た土地 には
雲に つ つ まれた地球の
地域は張りめ そらされた林で 囲まれ
地図に描かれた曲線の 巧みな配置を
地下に住んで ゐる声を踏み しめ
それは植民地のためで はない
青い 森林の地区に
技師の 懐中にある正確な地形図は
地の 脈を水の 流れを変え るほ ど精密だが
空壌の 堆積する地所を揺るが しながら明るく笑う
ガラス管の 吃立する地域の
水平線はま へ に地平線はう しろに
地下をながれる水の 音は
地上を掠める光と
あちらこちらの窪地から
地の 果の午後の海には
こ こ はわたしの生れた土地だ
測りしれない地平線のむかふから
かつ て地上に祭があ っ たと いふ
地の果よ そ して濁らない 泉がある
虹のやうに 或い は地の革の やうに
葉はぬけ落ち 黒い幹が囲境地の 隅に忘れられた
白く凍 っ た地図のう へ を
斬らしい種子が新 しい 土地に播かれ つ つ ある こ とを｡
濁れる水の地下のうねりこ耳を傾けつ つ
ゆたかな地平線
すると地球の 表面に都市がで きる
それにむか っ て傾く地平線
地平線がの せて い る人間の 重たい 故郷
｢地平線はど こ にある
い つ も逆に傾斜 した獲物の な い 地平線 しか見えない ｡
落葉に吹きまくられてゆく地平線に
Mよ､ 地下に眠る M よ､
あなたは本当に暗い地下にひ とりで住んで い る の ですか
こんなに寒い基地なの に
狂おしく地上にかえ っ て ゆく
基地の しめ っ た黒い 土をみ つ めな がら
死地に赴く僕たちに
だが僕披最初の路地で心弱くもふりかえる
いまこそそ こ に疑い の 余地があるから
だが遠の い てゆく地平線の
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ひ とびとが足をとめて い る空地には
い つもそ んな汚い 路地があ っ て
はるか､ 地下 を滞りぬ ける運河の 流れ､
氷と霜と蒸気と熱湯の 地獄の 苛責に
野に池を つ くり 地上に溢れ
ぼくたちの地平線は
うす緑の 大地 ､ 美 しい カ ー ヴを描く競走路をみたまえ
静かに凧い だ基地のうえを
東洋の 名もない植民地の 海にうかび
い つ までも雨がふ っ てる路地をゆけば
木々 家々 大地
どの ようにぼくたちの 大地に暗い影を落すの かも
どんな地に根をは っ た のか
地を挽い た
方三尺五寸の 天地を つ くるために
ぼくは暗い 路地を走り出た
サ ン ･ ペ ニ ル街七十 一 番地に､ 永遠に雨を降らせ るだ ろうo
ぼくの空はそ のままきみの地上とな っ て い る
どの 首都からも へ だた っ た どんな地図にもない と ころだ
奥地や海洋で 抵抗する住民をうちころす必要はない
こ の地平から水平線にむけてひ っ ぱ っ て ゆ こう
とおくの地球 に放 して くれ
どうして地上の捷はやぶれたか
かれの 目的地は
ぼくらの 大地放黒くふくらむ ､
不吉な羽 ばたきを して 地面を歩く黒い 鳥の 男たちもい る
祖国の栄光と同胞の愛を信 じて地平線になだれて い っ た
母なる大地
かすかな地ひびきが
地名の な い地図をたよりにス パ イが暗躍
地獄の ヴィ ジ ョ ン のうえで安眠できる老人は
地球の 生活を拡張しうるにちが い+
地上の何億 とい う限故
地球の 重みを首にかけて ､
地上 の 物音はきこえない
地底の川はどちら へ ?
意地汚なく愛撫を重ね
天地をさかさまに して
地上には
地 べ たを這い ずる共生共苦の道も
い つ もかぎりなく透明で 疑問の余地なく真実だ から
異端者や地下の作家や哲学者を根絶やしにする
目の悪い地蔵が首見参に とうよせ
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145 00 3
145 00 6
145 00 8
147 01 0
148 00 7
150 00 2
150 07 7
150 080
154 017
161 02 4
164 00 9
166 00 7
169 00 7
173 01 3
174 02 7
176 0 12
183 028
184 02 6
187 02 7
188 0 62
188 07 8
188 0 79
192 0 03
192 0 10
何もな い地面の片隅に針金細工や手製の指輪を並 べ ど こ にもい な い エ ン ジ ェ ル が こ こ に
側に地下 へ 急降下するそ の 劇場があ っ て
レスビア ン の 女たちの痩撃は不信者の地獄の 笑い の - 型態で ブリ ッ ジ して反 っ た肉体の
生きてい くこ とがだんだん心地よくな っ てきて
地方都市で鉄 工所を経営 して い た旧友が､
私は r 囲境地 とい う エ ッ セ イ の 中で ､ こ ん な こ とを書い た.
まさか､ ｢荒地+ が今頃にな っ て ア メリカから送られてくるとは ｡
地震か何かの前兆かも しれません ｡
天地をゆるがせて
負担を軽くする余地が
足で地面をばたばた踏んで
矛盾の道を地なら しするの は
果されぬ約束の地層にあ っ て
地獄の 炎の なかで増大して い く
きみ の 地合い の計算に吐
レ ー ス 織りの カ ー テ ン の布地を
地震も事故もなくて家 へ 戻る
いま地球は恐怖で頭をかかえて い る の に ｡
甘い 香りの ように地に融けて いく
そ の反対に､ 葬儀屋や基地な どを見学しながら､
もうす(v ､ ｢荒地+ の 最も残酷な月 ｡
私に披､ な ん と､ 四十三回目の地獄め (o りです｡
うつ む い て､ 歩 い て い る と ころは､ 一 木 一 草もない ､ 黒い 砂地で ､
ど こま で行 っ ても､ 一 本 の松にも出道わず､ 平坦な黒い 砂地が つ づ い て い るばかりで ､
5 82
ちいき 地域
02 8 0 02
02 8 0 6 6
ちいさな
05 9 01 4
061 15 5
11 2 02 4
ちいさな 小さな
01 5 00 9
031 02 3
033 0 15
035 0 05
037 0 22
039 0 38
039 0 3 9
039 1 27
地域は張りめ(o らされた林で 囲まれ
ガラス管 の 吃立する地域の
ちい さな赤い唇 とは
此処と彼処､ それもちい さな距離にすぎぬ こ とを - -
ちい さな賃金を得なけりやな らな い あすもあさ っ ても
誰も小さな宝石歴と
小さな火を焚くがい い
小さな宇宙の平面の上に残された
小さな像をこえて
また何 と小さな こ とであらう
小さな場所に
も っ と小さな愛を
小さな炎が消えて しまふこ とは望ましい
o41 0 92
o41 093
o46 04 9
o51 008
o51 03 9
o53 016
o54 014
o54 04 4
o54 12 3
o55 04 1
o60 02 0
o61 08 1
o62 04 3
o66 01 0
o75 00 2
o78 02 1
o88 03 1
o99 01 3
100 07 5
141 00 4
142 08 7
142 09 2
150 00 8
150 00 9
160 03 7
169 023
183 00 1
189 03 3
ティズ
02 6
小さな影の なかで血 の気を失 っ て しまふだ らう
そ してあなたはそ の 小さな骸を
あなた自身が小さな 一 つ の 部屋である こ とを
まるく小さな海と空が見えるばかりだ っ た｡
小 さな鍵穴o
これがわたしの 小さな十字架です
死の滴りは生命の 小さな灯をひと つ ず つ 消してゆく
ひ とつ づ つ 小 さな灯が点されてゆくとき
小さな灯りを消して はならない
おまえは禿鷹風に化粧 した小さな顔を
たとえば小さな捲毛 の渦をみ つ けるような!
無数の 小さな抱沫が噴きだして い る のを - -
こ の 小 さな丘 の斜面に寝そ べ っ て い ると
小さな友はい つ までも首をふり つ づけたo
小さな波をうちあげて
小さな南十字星の まわりを
おまえは小さな手で
小きな四 つ の 運命は 四 つ の ボ ー ル の ように
きみ の 小さな記憶の孔の なかに吸い こまれ
小さな虹をまた(o 大きな虹を見たわ｡
臆病な政治的理由があり 小さな幸福をほん の 少し長引かせるため の
ぼくたちはどこまでそ の小さ な幸福を守れるだろうか?
極めて小さな事柄にもい たましい ほ ど の注意と努力を払 っ てゐた｡
一 寸 した小さな失敗の 傷口からでも､
詩人の気前と品位にと っ て は 小さな犠牲で
今年の 小さな波じや ネ
郊外の 小さな駅をおりる と
カチ ャ リと皿にあたる小さな音が
o 10 輝くティズが供 へ られたとい う
ちか 地下
028 03 4
037 00 4
04 6 03 3
05 0 02 8
052 01 5
061 00 7
14 2 05 6
145 00 6
ちかい
地下に住んでゐ る声を踏み しめ
地下をながれる水の音は
濁れる水の地下のうねりこ耳を傾け つ つ
M よ､ 地下に眠る Mよ､
あなたは本当に暗い地下にひ とりで住んで い るの ですか
はるか､ 地下を潜りぬける運河の流れ､
異端者や地下の作家や哲学者を根絶やしにする
側に地下 へ急降下するそ の 劇場があ っ て
583
o3 9 040
o7 0 013
ちがい
039
060
12 6
139
150
15 6
15 6
167
174
180
185
192
0 16
0 14
0 07
0 05
0 43
0 22
0 23
0 72
0 29
0 09
01 9
0 18
ちがいない
o39 0 16
060 0 14
139 0 05
150 0 43
167 0 72
174 0 29
185 0 19
192 018
ちがいない
039 0 78
ちかく ヨ丘く
021 0 03
022 0 07
031 0 25
094 0 1 1
094 0 24
095 0 13
148 0 09
148 0 30
150 0 34
あなたの微笑はほとん ど残酷にちかい
とおい星 ､ ちか い星 の ひと つ ひ と つ にみ い っ て い る､
哀れなこ とにちがいない と思ふ
高貴な冷たい戦懐を感 じて い る にちが い な い
地球の 生活を拡張 しうるにちがい +
わたしを呼んで い るにちが い な い の だが
この 中に隠されて い たこ とはまちがい ない だろう｡
国情の ちが い
心性の ちが い はどう しようもない
とてもとても悲しいもの にちがい な い
き っ とあ っ たにちがい な い ､ と｡
と っ くりと読みおえたにちがい なか っ た
最大の ニ ュ ー ス にちがい ない
の誘導標識にちがい な い ｡
哀れなこ とにちがい な い と思ふ
高貴な冷たい 戦懐を感じて い るにちが い な い
わたしを呼んで い るにちがい な い の だ が
こ の中に隠されて い た こ とはまちがい ないだろうo
とてもとても悲しい もの にちが い な い
き っ とあ っ たにちがい な い ､ と｡
最大の ニ ュ ー ス にちが い ない
の誘導標識にちがいない ｡
違ひない
淋しいも の に連ひ ない
E氏の公園の プウルに近く
裸の胴は液体に3圧く
ドア の泣く へ主こり出て
解読できぬ暗号の ように近くて遠くあるもの
遠く3丘くハ イネズの原に打ちよせる の は ア フ リカを白くする波だ
近くの闇を照 して い た
かれとは敗戦直後の闇市の3丘くの旅館で 一 度会い ､
一 の 宮海岸のヨ丘くの松涛閣に集ま っ たの は､
半数近くは戦争で死に､
584
ちかくて 近くて
094 0 1 1 解読できぬ暗号の ようにヨ丘くて遠くあるもの
ちかづいてくる
oo4 010
14 6 04 3
ちかづいてゆく
o39 0 10
ちかづく
o68 0 14
ちが った 違 っ た
o41 13 3
ちがっ て 違 っ て
o35 018
150 00 5
150 02 7
188 07 3
近づ いてくる
太陽の楚音が近づい て くる
うしろか らコ ツ コ ツ と近づ いて くる
近づ い てゆく
緑の 泡の 方 へ 近づ いて ゆく
ちかづく未来の なかに
曇 っ た空の下を違 っ た扉に向 っ て走 っ て ゆく のを見た
はげしくすれ違 っ て い っ た
六人の友達の彼に対する考え方は夫々まるで違 っ てゐた｡
何かが間違 っ て い る と感ぜざるをえなか っ た｡
四年遅れの こ の返信が ､ 四年前の それと､ どう違 っ てい るかを､
ちかよっ てくる 近よ つ てくる
o5 3 05 8 不思議な夢が しだい に近よ つ てくるようです
ちかよ っ てくる 近寄 っ てくる
017 03 0
ちから 力
031 02 1
039 0 22
04之 0 11
047 0 17
057 0 19
0 61 12 8
07 9 01 5
09 9 00 7
100
101
106
134
137
142
142
14之
07
00
0
0
0
0
1
1
2
1
1
5
0
0
0
4
4
2
2
4
5
7
黒い 雲が近寄 っ てくる こ とは
破壊の カを防がうとするぞ噛ふがい い
もはやどんな力も持 っ てゐない こ とを知れ
蛇は力を尺 して しろがねの枝をの ぼる
おとろえた視力の 闇をとお して
カが判断と緊張をし っ かりと両足にむすび つ ける
活力と滋味を湛え
全速力で飛びさ るであろう
そ こで 力い っ ぱい 投げたボ - ルが
精力的な夏は未来の衝の 方向にひろが っ て い るようにみえた
無力な太陽の こ とばで ぼくにはわかるのだ
詩人と して のかれの おそろ しい 飛期力をあらわ して い る
つ い さ っ きまで 二 つ の 力が争 っ て い た
あり っ たけのカをこめて
あとに残る の が 無気力な教養人ばかりだとしたら
巨大なもの の 力が 個人の 信念 より永続する とい う証拠はな い
いかに巨大な力であ っ ても
5 85
142 116
1 42 1 19
1 50 00 8
1 51 0 15
1 5 0 24
165 00 6
167 01 9
167 064
169 010
170 020
188 00 4
189 02 5
信念を持 つ 人間の 精神が世界最強の 力には通 じない とか
非道な暴力に抵抗 して 自らの 犠牲と死の覚悟で第
一 線 に立ち
極めて小さな事柄にもい たましい ほ ど の注意と努力を払 っ てゐた｡
な ん と魅力のな い五十六歳の 男だろう
精力的にう しろ - 押 しや っ て い く
そんな墳細な努力さえ
風が新鮮な活力を吹きこむので
脅かすような慰め るような圧力を加えて くる
求心力は見えなくなり
こ のうえなく新鮮で魅力的だ
どうも､ 視力が衰え､
無音無重力の ガラス の部屋で
ちからい っ ぱい 力い っ ぱい
o99 00 7 そ こ で 力い っ ぱい投げたボ
ー ルが
ぢきに
o41 144
o41 145
ちきゆう 地球
oo1 00 9
026 03 3
048 02 8
102 02 4
12 6 00 7
127 0 0 6
18 4 0 2 6
ちぎら
152 01 3
ちぎれた
054 15 1
061 1 21
ちく 地区
00 5 0 37
02 8 04 2
ちくおんき
054 13 2
春はぢきに立去 っ て しまふだらうと
またぢきに 嵐と雪で家々を覆ふ冬が来て
地球の悲鳴
雲に つ つ まれた地球の
すると地球の 表面 に都市ができる
とおくの 地球 に放してくれ
地球の生活を拡張しうるにちがい +
地球の重みを首にかけて､
い ま地球は恐怖で頭をかかえてい る の に ｡
紙マ ッ チの軸を台紙からちぎらずに
ちぎれた青空の ように飛ん だ 一 枚 の ハ ン カチ ー フ
ちぎれたボタン の 穴にだ っ て
‾ 遊園地区に火が消えた
青い 森林の地区に
蓄音器
無言で蓄音器の レ コ ー ドが廻転する
5 86
ちくのうしよう
188 014
蓄膿症
蓄膿症で はな い と思うの で すが ､ とにかく鼻が詰り､
o
B
2ど
いず
.語形図技師の懐中にある正確な地形図放
ちこくした 遅刻した
120 0 20 人生に遅刻したの も気に しな い で
ちしき 知識
o12 020
o26 015
o41 14 9
151 0 13
188 0 63
ちじよう 地上
o3 8 06
o39 07 9
o53 03 9
o61 12 9
100 07 7
103 00 1
126 0 10
129 0 03
140 0 03
ちじよく 恥辱
0 85 02 2
ちず
008
025
028
043
10 1
124
地図
0 13
04 9
0 28
0 10
0 3 1
0 07
ちすい 飽水
12 0 00 5
ちそう 地層
169 0 07
知識の樹汝ア ク ロポ リ ス を覆ひ
わたしは愚か しい 知識の墓場を
知識があなたを盲ひに した
学問もなけれは専門の知識もない
死滅の 予備知識も与えられて然る べ きだ ､ とい っ た方針の もとに ｡
地上を掠める光と
か つ て地上に祭があ っ たと いふ
狂おしく地上にかえ っ て ゆく
野に弛をつ くり 地上に溢れ
ぼくの 空はそ の ままきみの 地上とな っ て い る
どうして地上の綻はやぶれたか
地上の 何億とい う眼は
地上の 物音はきこえな い
地上には
かれらの恥辱の隠れ家をあばい て しまおう
群は 雲に乗 っ て押 しよせ 黄色く汚れた地図の 上を
不毛の 地図には
地図に描かれた曲線の巧みな配置を
白く凍 っ た地図のう へ を
どの 首都からも へ だた っ た どんな地図にもない とこ ろだ
地名の ない地図をたよりにス パイ が暗躍
飽水の やわらかなひかり
果されぬ約束の地層にあ っ て
587
ちち 乳
048
052
05 之
05 2.
062.
070
09
12.0
ちち
02 5
005
0 09
0 16
0 39
0 10
005
01 1
父
o4 6 018
061
0 61
0 61
061
061
061
061
061
061
061
095
095
112
11 8
151
1 65
165
165
165
165
165
165
165
165
165
177
17 9
18 4
1 9
19
0
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
6
6
7
7
8
8
9
9
9
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
7
8
5
6
3
4
2
3
8
1
1
2
0
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
9
0
1
1
1
5
9
1
1
2
2
2
0
0
7
8
3
5
6
2
2
0
0
1
0
1
7
8
6
2
3
4
9
乳と象牙と林檎 とが
ひ とりで牛乳を匙ですく っ て
あなたの育たなか っ た乳房や
あなたの乳房や
清い 空気の なかで乳の瓶をふ っ て い る の を
水死した処女の 乳房をさそり つ づ ける ｡
一 人 の妹は乳母車に つ かま っ て歩き
処女の 乳房の ように
父や母 また友の顔もゆらめい てゐる
父母や妹 またあなたの至上の友たちに+
父よ､
悲 しい 父よ､
父よ､
寂しい父よ､
父よ､
大い なる父 よ､
父 よ､
大い なる父よ ､
父よ､ 大い なる父 よ､
こん なふうに父が死ねば
- - 苦 しみぬ い て生きた父よ
緑い ろの 歯ミガキにすこ し血 のま じ っ た唾を吐いた
父なる ｢時+ と
悲しい父性よ
父なる存在そのものが
健康を気づ かう父の
黙々 と机 に向 っ て仕事をする父 の背中に
父を憎む
これは､ 父にと っ て
父とは半生の つ きあい だ っ たが
わたく しは父の書いたものを理解せず
父はわたく しの詩の 一 行も理解 しなか っ た
父披黙 っ て こ の世から去 っ て い っ た
わたくし杖病み衰えた父の 腕に
父たちが
たぺ の こ しの 黒 パ ン少々と
九カ国語を話 したとい う冒険家の祖父を
父がうまれた村は山中にあり
助か っ た! 丘遼死にたくはない ○ 限は真珠に､ 骨は珊瑚にな っ たとかい う､ 五尋の 海底の 父になるなんて ごめんだ
588
ちぢこま っ て
13 5 001
ちぢまっ てい る
o4 9 0 13
ちぢんで
187 02 6
ちつ じ よ 秩序
o28 02 6
112 03 2
183 01 0
ちっ て 散 っ て
o11 0 06
o38 0 27
o84 07
102 010
10 4 00 4
13 4 0 10
生活とか歌にちぢこま っ て しまわぬ
縮ま っ て い る
黒い 足の ように縮ま っ て い る 君 の黒 い足 の ように
-
きみの 影がみ るみるちぢんで
物質の秩序と形態にそ っ て
すべ て の秩序が眼の高さにあればい い とい っ た
さかりどきの雑踏は無秩序にみえるが
落葉が散 っ て 冬が残 っ て ゐる
散 っ てきた爾汝
散 っ てゆく落葉の 女を尋ねて
みんな夜明けの桟橋か ら散 っ てくれ
枯葉の ように散 っ て い っ た
木の葉 の ように散 っ て い っ た若者たち
ちっ てきた 散 っ てきた
o3 8 02 7 散 っ て きた雨は
ちっ てくれ 散 っ て くれ
102 0 10 みんな夜明けの桟橋か ら散 っ てくれ
ちっ てゆく 散 っ てゆく
o84 0 07 散 っ て ゆく落葉の女を尋ねて
ちてい 地底
13 6 028 地底の川はどちら へ ?
ちぶさ
oo5 01 3 白いちぶさ の傾斜地をかけ上れ
ちぶさ 乳房
052 0 0 9
052 0 1 6
070 01 0
120 01 1
あなたの 育たなか っ た乳房や
あなたの 乳房や
水死した処女の 乳房をさそり つ づける .
処女の 乳房の ように
5 89
ちへ い
008
01 0
025
030
039
048
048
048
048
049
049
054
070
101
112
地平
010
021
0 19
0 17
0 72
004
031
032
03 7
00 3
00 8
09 4
03 5
05 0
0 17
ちへ いせん
oo8 0 10
01 0 0 21
o2 5 0 1 9
o30 01 7
039 07 2
048 004
048 03 1
048 03 2
048 03 7
049 0 03
049 0 08
054 0 94
070 0 35
11 2 0 17
地平線
地平線の鎖をのりこえて
地平線もなく煙もみえな い 球を眺め
水平線はま へ に地平線はう しろに
測りしれない地平線の むかふから
ゆたかな地平線
それにむか っ て傾く地平線
地平線がの せて い る人間の重たい故郷
｢地平線はどこ にある
い つ も逆に傾斜 した獲物の な い 地平線 しか見えな い ｡
落葉に吹きまくられて ゆく地平線に
だが遠の い てゆく地平線の
ぼくたちの地平線は
こ の地平から水平線にむけてひ っ ぱ っ て ゆ こう
祖国の 栄光と同胞の愛を信 じて地平線になだれてい っ た
地平線
地平線
地平線の鎖をのりこえて
地平線もなく煙もみえな い 球を眺め
水平線はま へ に地平線披う しろに
測りしれない地平線の むかふから
ゆたかな地平線
それにむか っ て傾く地平線
地平線がの せて い る人間の 重たい 故郷
｢地平線はど こにある
い つ も逆に傾斜 した獲物の な い 地平線しか見えない ｡
落葉に吹きまくられて ゆく地平線に
だが遠の いて ゆく.地平線の
ぼくたちの地平線は
祖国の栄光と同胞の愛を信 じて地平線 になだれて い っ た
ちほうとし 地方都市
148 00 7 地方都市で鉄 工所を経営して い た旧友が ､
ちまた
120 0 14 繁華の ちまたの
ちまた 巷
124 0 36 無人の巷をさまよう
590
ちめい 地名
12 4 00 7
ちゆう 宙
025 050
o33 01 5
o53 00 8
o59 02 1
o61 05 4
o61 08 3
o73 0 13
o81 00 6
o94 00 8
10 6 029
12 6 0 12
126 0 17
141 0 08
182 01 8
ちゆうい 注意
o41 15 0
15 0 00 8
1 52 0 35
地名の な い地図をたよりに ス パ イが暗躍
白亜の建築が奪え立ち
小さな宇宙の 平面の 上に残された
黄ろい髪飾だけがふわふわ と蝶の ように宙にさまよ っ て い る の です
海岸 へ の道が不思議 と宙にうかんでくる
あなたの宙にうかんだ道の す ぺ てだ っ た ｡
おまえは薄暗い 多孔質の 宇宙だ
ぼくらは白衣の 亡霊とな っ て
宙にうかんだ夢魔の城
杭に つ かまり宙にもがく小舟
むやみに明る い星空が あり 意味なく敏感な宇宙があり
月の うえをふわふわ歩 く宇宙の子供を見よう として
パスカルを畏怖させた宇宙の 無限の沈黙 とかは
愛以外の何かだ っ たわo 抱きあ っ て ､ 苦痛で よじれる縄梯子にすが っ て､ 宙ぶらりんで
沈熟ま宇宙に こだまし
街の雑音はあなたの 耳を不注意に した
極めて小さな事柄にもい たましい 旺 どの 注意と努力を払 っ てゐ たo
吸い すぎには注意 しま しよう
ちゆうおう 中央
106 01
174 0 19
186 0 56
ちゅうかん 中間
166 00 4
第 一 列の 中央に い やな上限づ かい の かれがい て
ぼくは黒を持ち確実を三隅を占拠したが ､ 中央の 白が厚く､ ずるずると欺け て しまい
それな の に､ み んなが整列 して中央に 一 つ だけ空い て い る椅子
失われたもの と現在あるもの の中間で
ちゆうこくして 忠告して
145 0 2 1 膝の 上の猫を大事に して あげなさい と今日の 声は忠告して い た
ちゅうごくじん 中国人
1 糾 00 6 タイ生れの中国人の医者と再婚 した
184 0 19 若い 中国人の 夫は 口癖 の ように
ちゅうじつ に 忠実に
15 0 01 1 放ん の 気ま(Q れから立てた計画に対 して忠実にな る こ とは､
ちゅうしや 注射
591
165 029
ちゆうし よう
o54 14 8
o72 03 2
カ ン フ ル の注射を三､ 四度射 っ ただけで あ っ た
抽象
暗い存在が抽象そ のもの に凍ろうとする時間の はずれから
きわめて純粋で ､ 抽象的だ
ちゆうしようてき 抽象的
o72 03 2 きわめて純粋で ､ 抽象的だ
ちゆうし よく 昼食
148 05 3 ス マ トラ島を偲んでぽくたちは談笑 し､ 賑かに昼食をと っ たo
ちゆうすい 中枢
o47 00 5 珂をすまして い る中枢 に
ちゆうたい 中退
151 004 大学を中退 し職歴 は放とん どなく
ちゆうねん 申年
146 04 5 振りむくと小柄な中年の外国人が
ちゆうぶらりん 宙ぶらりん
14 1 0 08 愛以外の何かだ っ たわ ｡ 抱きあ っ て ､ 苦痛で よじれる縄梯子にすが っ て､ 宙ぶらりんで
ち砂うもくし 注目し
o72 014 あの ス マ ー トで強執な足に注目 しよう
チ ュ -
051 03 0
14 6 04 9
人間はチ ュ ー ブ の ようなもの で あ っ たらよい
き っ と こ こから出してあげます よ (ア イル ゲ ッ チ ュ - ･ ア ウ ト オ ブ ･ ジス) +
チュ ー ブ
o51 03 0,^ 間はチ ュ
ー ブ の ようなもの であ っ たらよい
ちょう 腸
02 8 0 32
05 5 0 4 0
085 00 6
181 02 4
ちょう 蝶
005 0 0 2
012. 0 08
す べ て の 叫喚が悶える胃腸である
おれは慢性胃腸病患者の だら しな いネクタイ をしめ
未来は蒸されぬ腸詰にすぎない
断末魔の腸がねぢれるように
蝶々は光る河を渡る
白い 蝶よ
5 92
o13 015
o20 0 03
o53 008
13 2 00 4
ちよう 超
o16 0 12
o77 0 24
142 03 9
173 004
白い 蝶は逃げたが
蝶のやうに跳ね返 っ た
黄ろい髪飾だけがふわふわと蝶の ように宙にさまよ っ て い る の です
木から樹 - 魚 へ 胡蝶 へ
陸を超えて飛期する
もう超え る こ との できな い 境があり
言語の 障碍 人種の 差別を超えて
超スロ ー ボ ー ル を空振りしたあとの ような
ちようかん 鳥轍
o4 0 5
o4 6 01 0
ちょうかんする
o46 010
ちようしづく
o54 12 8
ちようしゆう
160 0 23
160 02 6
160 02 9
160 03 4
ちょうじゆう
09 0 0 17
鳥撤すれば山河
あなたはみづからの心象を鳥撤するため
鳥撤する
あなたはみづ からの心 象を鳥撤するため
調子づく
僕はせきこみ調子づく
聴衆
それで時間つ な ぎに詩を聞かせ てくれとせがまれ 聴衆の もとめに応 じて
聴衆の気まずい沈黙
聴衆が失笑する
こ の ハ プ ニ ングに聴衆は喝采する
鳥獣
鳥獣や花をつ くりだすまで
ちょうせんします 挑戦します
169 02 4 来年の 風にまた挑戦しますo
ちょうせんする 挑戦する
180 05 4
ちょうた つ
155 01 1･
ちょうちょう
005 0 0之
魔風に挑戦するの はあきらめ よう
調達
金銭の 調達
蝶々
蝶々吐光る河を渡る
ちょうづめ 腸詰
5 93
o85 006 未来は蒸されぬ腸詰にすぎない
ちようどるい 調度紫
167 04 9 塵竣の ように書籍を衣類を調度兜を
?.5
1うは
.
'
o 1
長髪
｢至上の ト 即 ｡ シ の毛がアゴにもある長髪の 若者が
ちようりゆう 潮流
o81 02 9 海の下 の潮流は
1
B
o6
iうる吉こ,
鳥類
悪い 空気の なか 鳥類 ｡ ｡ ン ベ ン , ヨ ン が重ん じられる
ちよきん 貯金
151 0 0 8 貯金は定期普通預金合わせ て七百万に足りない
ちよくせん 直線
o68 01 8
一 直線をえがく はて しない水平線 にそ っ て
o72 04 5 直線 コ ー ス
113 0 10
一 直線に吹い て い た
ちよくめんした 直面した
1 42. 1 0 1
チョ コ レ エト
010 00 7
ちょさくちゆう
142 0 68
ちょし よ 著書
142 06 2
ブコ フ ス キ ー やア マ ル リクが直面 した状況にくら べ たら
やがて 純白の 雲の中にチ ョ コ レ エ トの肩が見えなくなる
著作中
自分の 著作中に登場 し そ のために投獄されたす ぺ て の人 々を
そ の著書をフ ラ ン スで刊行 した 一 九四 二年生れの ブ コ フ ス キ
ー は
ちよだびる 千代田ビル
128 0 63
ちょっ かんする
07 1 03 7
千代田ビル の 角で消えたが
直観する
われわれは自然に よ っ て死 の深さを直観する
チョ ッキ
o54 15 8 きちん とチ ョ ッ キを つ け上衣を着て
594
ちよ つ と
10 03 6
150 0之3
152 01 4
160 0 32
173 0 05
174 0 02
ちよ つ とした
100 03 6
160 03 2
ちよつ ぴり
o58 027
1 74 0 1
ち ょ っ と した喜劇を仕組みも したろう
ちょ っ とばかり意外だ っ たの は､
ち よ つ と折りまげてこ すり つ け
ち よ つ と したい ざ こざの あとで
ち ょ っ とさび しい コ ー ヒ - ブ レ ー ク
ー 年ち よ つ と前､
ち よ つ と した喜劇を仕組みも したろう
ちよ つ と したい ざ こざの あとで
その孤独の こだまの なかに は淋 しさ の本質がち ょ っ ぴりあります
こ の三十年間､ ぼくはきみ に 一 度も電話など したこ とが な い ､ ち ょ っ ぴり心が痛み ､ それはなぜかと考え出すと､ 疑
ちよめい じん 著名人
142 004 西側の新聞や著名人の 多くの 声明には
ちらかした 散らかした
o14 02 侵入してきて楽譜を散らか した
ちらかして い っ た 散らして い っ た
oo 6 0 16 飛行機がそんなビラを散らして い っ たが
ちらばっ た 散らば っ た
o24 0 04 けてゐる 寝床に散らば っ た怠惰な骨の 中か ら 障欝な眼球
ちらば っ て
170 00 之 死んだ言葉がちらば っ て い て
ちり 塵
0之8 02 0
039 1 43
1 67 0 4 9
1 89 02 9
かれら塵挨都市の番兵 と呼ぶもの から
塵や灰の 底 へ 沈み
塵竣の ように書籍を衣類を調度類を
塵 一 つ ない 白い 卓布
ちりぢり
110 00 8 人はみなちりぢりになる
ちる 散る
oo1 0 1 6 淵に散る
oo5 0 2 2 霞の 中にとび こむと砥が散 る
5 95
oo5 023 羽が散る
o40 00 1 髪放散る
?1告ぎ
ん
o,f
金
ちい さな賃金を得なけりや ならない あすもあさ っ ても
1
B
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しし
.5警思ししばらく､ 沈思し､ 低く噴く､
ちんぼつ する 沈没する
oo3 0 12 軍艦はシ ー ツ の敵 に沈没する
ちんもく 沈黙
oo7 0 4
o14 02 8
o23 01 0
o39 11 4
o46 04 5
o51 0 33
o54 0 89
o54 145
065 0 01
o 65 0 09
0 65 0 27
0 65 0 4 2
o 65 05 6
066 03 6
082 01 6
088 04 4
090 02 5
10 02 4
100 0 83
101 0 44
110 0 03
113 0 46
113 0 4 8
113 05 3
12 6 01 7
160 02 6
164 02 之
1(;9 0 02
182 0 18
185 0 1 1
煤けた町は古い習慣で壷 の 沈黙を それはい つ までも黄色い河の
楽器のうす暗い腹の 中に沈黙が
沈黙した化石に傷をつ ける
そ して誰が沈黙したとい ふの か
内部を刻む時計の 音に 蒼ざめた河の こ の沈熟まつ きまとひ
扉の ひろさで立ちふさがる沈黙 - -
沈黙 の壁
疲れと沈黙の漫布が
どの 窓にも､ 沈黙とおな じ大きさの
沈黙が占めて い る空間に反響した｡
時は移 っ た｡ 沈黙 の
高く低く､ 沈黙 の胸をたたい た｡
沈黙があ っ た
どの 家々も沈黙の 屋根 におし つ ぶされて い た､
それから沈黙が歌い はじめる - -
沈黙に聴きい る石もな ければ
気味わるい沈黙を深めるために - -
沈黙 の奥ふかく追放された
太陽は また沈黙する
沈黙よりも固い無名の木の 実がはじけとび
ヨ ッ トは沈黙して い る
(まばらな拍手 沈黙)
(深い 沈黙)
- - 沈黙が粛清にや っ てくる
パ ス カルを畏怖させた宇宙の無限の沈黙とかは
聴衆の気まずい沈黙
沈黙は共通の敵だから
新鮮な沈黙の 夜をむかえて
沈黙は宇宙に こだまし
いたる と こ ろに沈黙の 空白ができた
596
ちんもくした
o23 01 0･
o39 114
チ ー ズ
o40 02 7
181 03 6
沈黙した
沈黙した化石に傷をつ ける
そして誰が沈黙したとい ふのか
輝くチ ー ズを載せ た革がとほる
ナチ ュ ラル ･ チ ー ズ と クラ ッ カ ー がほ しい
っ いおく (｢追憶+)
o61 2 05
っ いおく 追憶
o41 075
o61 068
o61 147
o61 20 5
100 03 0
108 01 1
｢時+ も ｢追憶+ もなか っ た､
追憶 の蒼ざめた紙片は
新しい 追憶の血が､
あなたの裡せ た追憶の頬に､ かすかに血 の い ろが浮ぶ｡
｢時+ も ｢追憶+ もなか っ た､
こ こ ろ よい 追憶にもど っ て ゆ く歩行者の ように
おおきな追憶が港から出て ゆくの に
つ いた 衝いた
150 04 1 今に しておもえば､ 真実を衝い た薄気味わるい 言葉である o
つ いたし
160 006 死亡広告をみる癖がつ い たし
つ い てい て
179 00 5 太陽の 誘惑の しみ が つ い て い て
つ い 旺うされた 追放された
100 0 24 沈黙の奥ふかく追放された
つうかした 通過 した
o1 2 023 ス コオル の 通過 した海の悪から
o20 00 7 名刺を通過 したが
つうかして 通過して
o95 0 18 ゴ ー ゴ - ゴ ー とぼく の 頭上を通過 して い っ た
つうかする 通過する
o18 004 耳が刷毛の やうに通過する
つう こうにん 通行人
597
o64 00 3
o64 02 9
o89 03 7
134 014
っうれつ 痛烈
142 08 3
っうろ 通路
o61 0 15
つかい 使い
o62 013
182 0 5
つかっ ていた
100 062
つかぬ
o71 00 9
o71 0 10
1 48 02 8
15(; 0 25
1 63 0 04
つかぬ 就かぬ
041 09 9
つかのま
116 00 8
つかまえて
172 0 16
つ かまえて
14 6 0 33
つかまえる
07 0 02 1
- 一 今日は今日､ と通行人が咳い た､
- 一 明日は明日､ と通行人が噴い た､
停車場 へ い そ(> 通行人の影 にまぎれ
通行人が哀れ っ ぽく声をかけてきた
ず っ と痛烈かもしれない が
い く つ もの 通路をぬけ､
いちばん美 しい使 いで ある姉さん !
横目使い に横道い の
たくさん の 人がプ ー ル に つ か っ て い た
われわれはとりかえ しの つ か ぬ年月を
とりかえ しの つ かぬ過失を
とり返 しの つ かぬ時間が過ぎてい たの である｡
愛という言葉は身に つ かぬ の で ある
夜明けとも日暮 ともつ かぬ薄明の 中で
むかしの 世紀がまだ寝床に就かぬうちは
つ か のま の影をおと し
影ばかりつ かまえてきた
掴まえて
｢あの 女だ! (ザ ヅ ツ ･ シ ー ) 早く掴まえて! ( ゲッ ト ハ - ) +
あなたの指は何も つ かまえる こ とができな い ｡
つ かまっ た 捕かま っ た
o13 0 16 ネム の 手に捕かま っ た
5 98
つ かまっ て
o86 0 1
o99 0 05
つかまり
o46 034
o94 008
つかれ
0之8
029
030
031
035
041
046
048
054
055
09 6
124
139
148
182
193
疲れ
011
0 04
0 33
01 8
02 5
10 6
01 3
01
1 45
0 24
0 1 1
035
00 7
01 6
0 14
0 07
岸辺に つ かま っ て死んだ魚の
一 人の妹は乳母車に つ かま っ て歩き
同.じ木の 手摺に つ かまり 同 じ迷宮の方向 へ 降りて ゆく
杭に つ かまり宙にもがく小舟
液鰻の やうに垂れてきたの は疲れた舌である
疲れた衣窺は脱ぎすてられ
実 っ たあとの 浅い 眠りは疲れで ある
疲れた椅子が噴く
疲れたからだを休めるために
目覚めてゐる こ とに疲れ
人工に疲れた鳥を
昨日も今日も 疲れた裸の ままでい る と
疲れと沈黙の 湊布が
疲れた重たい 険が
きみもぼくも疲れた さび しい 旅だ っ た
(疲れやすい んだ と しよりは)
さまよい疲れて歩い た道の 簸千里
愛は身を放そらせ ､ 日々 の仕事は疲れを つ の らせ るo
戦い に疲れたら
眼鏡の 疲れをぬ ゃ い
つ かれた
04 7 0 0 6
つ かれた 疲れた
028 01 1
029 0 04
031 0 18
035 0 25
04 6 0 13
04 8 01 1
055 02 4
096 01 1
182 01 4
つ かれた椅子の 乳る音･ - -
液億 のやうに垂れてきたの は疲れた舌で ある
疲れた衣類汝脱ぎすて られ
疲れた椅子が噴く
疲れたからだを休めるために
人工 に疲れた鳥を
昨日も今日も 疲れた裸の ままでい ると
疲れた重たい 険が
きみもぼくも疲れた さび しい 旅だ っ た
戦い に疲れたら
つかれた 想かれた
o3 9 0 3 6 恐かれたかたちで映 っ てゐ る
o45 00 8 限のまぼろ しに妖しく億かれた
599
103 012 海の まぼろ しに溶かれたかれは
つかれて
o45 017
o58 032
124 03 1
思案に つ かれて
つ かれて い る の は私ばかりではありませ ん
日没に追い つ かれて い た
つかれている
o58 03 2 つ かれて い る のは私ばかりで はありませ ん
つかんで
15
つき
01 0
03 6
0 41
04 6
046
05 3
054
055
061
063
112
124
129
148
150
160
164
165
1 66
17 1
17
o14 両手で つ かんでう しろにや っ て しまえば
0 22
0 30
1 27
0 0 1
045
0 18
137
05 9
05 9
00 2
00 4
02 3
00 7
03 6
054
0 65
0 18
0 23
0 2.6
0 05
00 9
つき 月
001 01 3
003 0 11
005 02 9
008 0 08
017 0 22
024 0 0 1
あか つ き がひらけはじめる
つ き落されるかも知れん
書物にく っ つ き
高い欄干に肘を つ き
内部を刻む時計の 音に 蒼ざめた河の こ の 沈黙はつ きまとひ
夕陽の果に燃えつ きて
護衛 つ きキン グと慰めをあたえる クイ ン の 価値とが
イデオ ロ ジ ス トの撃め面を窓か らつ きだ してみる
い たる と ころに行きつ き､ い たると こ ろを過ぎてい っ た｡
夕日が燃え つ きて しま っ た
そんな遠くを見る ような眼 つ きで
歌舞伎町でス ロ ッ ト ･ マ シ ー ン に しがみ つ き.
雲の上まで つ き出て い っ た虚栄
結局､ め い め い の職歴 と子供を何人作 っ たかとい う こ とに つ きて い た｡
鉛筆で何カ所も印をつ けられた真を つ き つ けられて ､
フ ン ボル トの天才 は四十歳で燃え つ きて しまい
嘘 つ き! 詩人q)資格なし 7.
父 とは半生の つ きあい だ っ たが
砲撃に耳をすますような顔 つ きで
女は狂う寸前の 限 つ きをして
どこをどうほ っ つ き歩い たか
月の怒を窺 っ てゐ る
油絵の裏に隠れてゆく黄ろい 月
あ 逃げた小鳥が月にゐた
畢粟の花が _皇女且である 真珠の月もかくれてゐやう
月がオデ コ に光り始めたら
ふせた耳の 上でふと風が鳴る くずおれた月光の 雫に溺れ
600
03 9
046
053
057
060
061
062
063
0(;5
065
065
065
06
068
069
069
069
0 69
07 0
07 1
07 2
077
077
078
080
082
082
08 2
10 1
104
104
105
105
105
105
10 5
1 05
1 05
124
125
125
126
12 6
1
0
0
0
0
1
0
1
4
3
2
0
9
0
0
0
0
0
0
1
2
3
4
7
4
4
1
0
3
4
4
2
0
0
0
0
0
0
9
2
7
8
5
8
3
2
0
0
2
3
0
0
0
0
0
0
0
0
6
1
9
1
7
3
0
6
1
2
1
1
0
0
0
0
0
0
0
9
6
6
9
2
7
1
0
0
4
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
2
3
5
9
1
4
0
0
0
1
1
1
1
0
0
0
0
5
7
8
1
3
5
6
0
2
0
0
5
0
1
5
月は透かなる湖にかかる
ほ っ そりした川の やうに漁らぬ月日を行くこ とが出来る
柱時計が六時を告げる
世界を冷やす月光がぼくの額を照らすのを
- -
真昼の月 の 下を
十, - 月の 寒空に､ わたしはオ ー バ ー もなく､
枯草 のあい だの 四月の 若芽の ように萌えてい ます
窓からさし こむ月光の したで
高い締杉のうえで ､ 月は
いたずらな月が生んだ魔女は
何もなか っ た｡ 綿杉をはなれた赤い月は
畳も月もない 夜､ 毛布にくるま っ た男は
あかるい 月がたずねてい っ た｡
恋をあさる若者の血汐の なかにも
十 一 月 の 凍 っ た夜空に
十 一 月 の 凍 っ た夜空に
十 一 月の 凍 っ た夜空に
十 一 月の 凍 っ た夜空に
わたしの 血汐の 流れを抱きよせ る ､
われわれはとりかえしの つ か ぬ年月を
暮れるにおそ い 五月の空の下にひろが っ て い る
一 九四四年五月の ある夜･ ･ - I
束支那海の夜を走る病院船 の 一 室で
ながい 月日もまたたくうちに過ぎさる
あたらしい 血汐で あらい こ の 苦しみ の 胸が
六月は水色の瞳
七月は空を泳ぎまわる魚
八月は海辺に の こ る白い 基
四月の 雨をま つ 土 にふかく射ち こまれてい る
無慈悲な月の 光が 照し出す
わたしの血汐は.
もう歌おう としな い
暗くあれ､ 三月､
魚釣りには早すぎ､ 狩猟に は遅すぎる三月 o
着る には暖かすぎ､ 脱 そにはまだ寒い 三月 ､
街角を静かに走れ､ 三月o
九月ポ ー ラ ン ド､ 十月ス エ ズ､ ハ ンガリ ー ､
こ の歳月をよ しと しよう､ 三月 ｡
九月十月に汝､ まだまだ遠い 三月｡
それが 諸君の 旧式な
六月の雨は しきりにふり 音楽は とめ どもなく
恐怖で赤く熟れた月が麻に出てい る
｢太陽や月や星は
｢月が刻下の 目標だが
601
12
13
13
13
14
14
14
15
15
6 012
之 00 7
7 0 14
9 00 1
8 00 2
8 04 8
9 010
o 02 6
o 07 9
151 00 9
153 00 之
154 010
167 04 8
167 0 69
174 00 6
177 01 1
18 0 04 4
182 0 22
18 8 0 75
18 8 0 78
1 89 004
190 00 6
月 のうえをふわふわ歩く宇宙の 子供を見ようと して
年月はめそりめ そ っ て
空虚な こだまの なかの 塊年月
白い月のえまい 淋しく
去年の 一 月 の終りに､
それから､ 少年の 日の ように月の砂漠 へ 出発 した｡
月の 光は寒からも
年月の きび しさに苦笑するほかはなか っ たが､
こちらも七月 一 日だとい う の にスト - ヴを つ けたりしました.
月々の 出費は切り つ めて約六十万
すべ て の歳月を
す べ て の年月をかけて
ながい幽閉の年月に耐えた
共に暮 した年月にも
早く頑迷固晒にか えりたい ｡ あと三カ月で六十才+ と書い てあ っ た｡
月あかりに見上げる
月明りの 下で
日月の 長ざは悟りだから
一 雨 ごとに暖かくなる とい う､ 三月 の雨が
もうすそ､ ｢荒地+ の 最も残酷な月 0
月がかわれば
噂から昇り尾根に沈む日月
つきあかり 月あかり
177 01 1 月あかりに見上げる
つきあかり 月明り
180 044 月明りの下で
つきさし 突き刺し
o55 0 47 おれは憎悪の フ ォ ー クを突き刺 し
つきだして
o5 5 0 5 9 イデオ ロ ジス トの撃め面を悪か ら つ きだ してみる
つきづき 月々
151 00 9 月々 の 出費は切り つ めて約六十万
つきつ けられて
150 0 54 鉛筆で何カ所も印を つ けられた頁をつ き つ けられて ､
つ きまとひ
o4 6 0 45 内部を刻む時計の音に 蒼ざめた河の こ の 沈黙は つ きまとひ
602
っ き落される
o36 03O
つ く
o3 0 0 19
o41 0 86
052
054
055
058
061
065
072
07
084
088
088
090
09 0
10 0
101
101
102
142
142
143
150
151
154
160
164
167
0 03
041
043
03
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
1
5
1
0
0
1
0
1
6
0
0
0
1
0
0
0
0
0
4
9
4
8
3
5
3
6
7
7
3
2
4
0
0
0
1
3
3
0
9
7
7
6
9
2
2
6
1
4
0 2
0 2
17 0 0 2
18 0 0 4
0
0
8
5
つ く 就く
173 04 9
179 02
つくえ 机
004 0 02
015 0 04
603
つ き落されるかも知れん
チ エ プル と椅子の配置を つ くり
い つ もあなたの臓肺を つ つ く とき
う つ く しか っ た姉さん !
君がい ると ころ へ 行きつ くため に
朝の食卓に つく
うつ くしく欠伸をして い る女がい ます
野に池を つ くり 地上に溢れ
死せ る魂に､ 大きな裂け目をつ くり
何百万の人々が､ もう 一 度溜息を つく の だ
頬世紀もの列をつ く っ て つ づくの だ
つ くり笑い にほんとうの涙をうか べ
ぼくの椅子の下に巣をつ く っ たり
見えな い 国境を つ く っ て い るか
方三尺玉寸の 天地を つ くる ために
鳥獣や花を つ くりだすまで
高い ビルディ ングは動かぬ影を つ くり
未来や過去がうろ つ くには
森や田畑やう つ く しい 町の視覚像はい らな い
悲しいかな 海の なかに海を つ くり
左翼 に対する架空の均衡を つ くり出すために
自信はそらつ く 巨大であればあるほ ど
岩床に つ くばうあさましさを思う ･ - - -
虚構なるがゆえに傷 つ く こ とが すくなか っ たからか｡
一 体 一 体 に入魂の 秘術を つ く して きたの だ
肺ぬ けにな っ てた どり つ く
コ ー ネリ ア ス は濃霧の街を歩い て帰路に つ く
奇妙な ぞ めき笑い の 中に立ちつ くす
肉の 悲しみを知り つ く した主は
しばらく其場に立ち つ くして い た
思慮にあま っ て立ち つ くすこ ともあるだろう
深海の底の 眠りに就くこ とができる
死よりも賛沢な眠りに就く
机の 上は すでに白い 雪である
傾い た机は風を聴くこ とがな い
o31 02 2
o59 00 9
11 4 009
152 02 6
165 0 09
18 0 71
机 の下から灰や骨などを集 めて
わたしの 机の うえ の 一 枚の 写真も
じ っ と机の 下にかがんで生きの びてきた
箱型の それを机のうえに立て てごらん
黙々 と机に向 っ て仕事をする父 の背中に
きみ の 手紙は､ たまたま､ 仕事机の 片隅の ､
つ くして
151 03 6
17 0 02 8
っ くっ た 作 っ た
o之9 017
148 03 6
っくった 創 っ た
o41 01 4
つくっ て
o7 7 0 13
o8 0 16
? (･ &
156 03 5
一 体 一 体 に入魂の 秘術を つ く して きたの だ
しばらく其場に立ち つ く して い た
樹樹の い ろが肖像を作 っ た
結局､ めい めい の職歴 と子供を何人作 っ たか とい う こ とに つ きて い た｡
か つ はまた あの 人たちを悲しませ る黄昏を創 っ た
幾世紀もの列を つ く っ て つ づ くの だ
見えない 国境をつ く っ て い るか
私は口を つ (- むほかはない
つくられた 作られた
o4 6 004 石で作られた渡 しない 屋根の 町の
つくり
030 01 9
061 12 9
065 0 14
084
09 0
10 0
102
0 05
0 17
06 3
00 7
142 00 6
つくりだす
090 0 17
つくり笑い
084 00 5
チ エ プル と椅子の配置を つ くり
野に池を つ くり 地上に溢れ
死せ る魂に､ 大きな裂け目を つ くり
つ くり笑い に臨ん とうの涙をうか べ
鳥獣や花をつ くりだすまで
高い ビルディ ングは動かぬ影をつ くり
悲しい かな 海のなかに海を つ くり
左異 に対する架空の均衡を つ くり出すために
鳥獣や花を つ くりだすまで
つ くり笑い にほんとうの 涙をうか ベ
604
?.2
'る 1
1
f
l宇 摩史を作る者をたえず脅か し- づ けてきた基本的なイ メ ー ジである
っげ 告げ
o52 0
5 3
53
53
54
54
0
05
05
05
05
065
068
075
094
102
10 9
109
12 9
14 6
1 60
179
187
つけた
0
0
2 3
24
33
0
0
1
0
0
0
0
3
6
0
2
3
0
2
0
0
0
0
0
0
0
1
0
8
2
0
1
3
3
0
7
4
08
20
47
2
2
1
7
0 20
006 00 9
060 018
065 0 18
073 0 11
074 0 13
07 8 0 20
09 3 0 02
10 0 0 1 4
117 00 7
12 3 00 7
124 00 5
142 12 6
150 0 79
160 0 1 4
17 5 0 02.
188 07 2
つげた 告げた
あなたはどうして人生にさ よな らを告げたの か
い つ もの ようにわたしはお姉さんさ ようならを告げるこ とが出来ませ ん
柱時計が六時を告げる
大好きな 空にさ よな らを告げて
ぺ テル ス ブル グ の青年が僕たちに告げたこ とを - -
亡霊たちに別れを告げよう
告げなさ い ｡ レエ テ河 の水を飲まぬうちに
十九歳に別れを告げた異は
不幸な兵士に別れを告げる
きみがぼくに生きよと告げるなら
おれに訣れを告げたら
い ま､ 別れを告げよう として い る｡
自分自身と世界 とに別れを告げるときがきた､
時を告げない 時計 と
大学で英語教師をして い たと告げるので す
つ い ｢詩人+ であると真実を告げる
たしかに知 っ て い ると告げる
別れを告げる達もなく
すると白い 巽をつ けた - 羽 の
黒い 喪服を つ けた男の
空虚であ っ た ｡ 白 い翼を つ けた女が
墓標の ように番号をつ けた煙突がならび
三色旗をつ けた巨船のうえにあるもの は
救命具をつ けた細の へ さきは
電燈を つ けたまま
ぼくは書き つ けた
まが っ た黒い影を つ けたまま
未来に値段を つ けたくな い
や っ ぱり司直が目を つ けた
魂に刻み 目をつ けたこ の年を!
こちらも七月 一 日だという の にス ト - ヴをつ けたり しま したo
それがなぜ私の 心をしめ つ けたの か?
なぜ首輪を つ けたりするの かと
ごみの 山をかきまわ して い て見 つ けたも の だが ､
605
o52 023
o5 4 06 2
o68 03 3
102 01 7
あなたは どう して人生 にさよならを告げたのか
ぺ テルスブルグの 青年が僕たちに告げたこ とを - -
十九歳に別れを告げた男は
おれに訣れを告げたら
っけたす 付け足す
18 0 02 5 ら
･ - ･ ･
o 貴方に判らなかろう と､ もう少 し付け足すと､ 昨年は形相の意味も知らなか っ たとい う こ と｡ 私は ｢メ
つけて
oo5 003
o25 03 4
o27 01 1
o41 12 0
o42 00 9
o47 0 14
o 63 02 1
11之 04 2
152 06
タンポポの花粉を つ けて
影にかくれて 白い カラをつ けて
そちらの方から寒さが吹き つ けてくる
貧弱な幹に大きな葉を つ けてゐた樹木
すさまじい寒さが吹き つ けて くる
古風な銀の縁を つ けて い つ も こ の 水が動かぬ こ とを - -
- - あかりを つ けて+ あなたは言 っ た
胡麻的な頭と頭をく っ つ けて寝て い るな つ かしい き ょうだい たち
かるく水に つ けて上か ら吹く
つけね つ け根
o4 8 0 03 腕の つ け根からは じまる
つけもの 漬物
15 0 075 それに しても､ きみがガ レ ー ジで 漬物をつ ける塞をさが して い たら､
つ げよう 告げよう
o5 4 10 0 亡霊たちに別れを告げよう
1 09 00 4 いま､ 別れを告げようと して い る｡
)汁
23
41
41
57
60
68
90
03
07
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2
7
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01 0
08 7
14 2
0 19
0 20
0 1 1
0 09
0 3 1
0 1 8
0 75
02 9
00 7
る
沈黙 した化石に傷を つ ける
愛婿ある仕科 (し(p さ) で柔か い 羽 に堅 い噂をこすり つ ける
傷 つ ける断片 それは悼ま しくも長く生きてゐる
力が判断と緊張をし っ かり と両足にむすび つ ける
たとえば小 さな捲毛 の渦をみ つ けるような !
皐丸を しめ つ ける海と
人間が自然に手を つ ける方法は - -
きみが見た大きな虚無はふかくぼくらをひ きつ ける
誰かがき っ とそれを見 つ ける
それに しても､ きみがガレ ー ジで漬物を つ ける蛮をさが して い たら､
て っ ぺ ん に火を つ ける と
足もとの ス ト - ヴ に火を つ けると
606
っ ける 点ける
oo8 00 3
っけ狙われ
o94 00 2
つた 蔦
167 0 61
179 011
つたえ 伝へ
o43 005
ったえた 伝えた
185 0 2
つたえる 伝える
15 0 0 56
つち 土
oo7 0 0 6
026 0 22■
028 027
036 003
039 07 0
044 0 10
053 04 6
084 0 19
10 1 04 5
103
120
14 8
14 8
0 19
0 06
0 2.
0 4 1
つ つ
021 01 9
026 03 3
031 02 0
041 0 86
044 0 10
04 6 0 33
04 6 0 38
07 4 0 0 6
607
点ける と焦げたパ ンの匂が し 空腹をかん じた兵士
見えがくれの 執念に つ け狙われながら
錆びた針金の蔦におおわれて
蔦におおわれた高窓は
伝 へ よ かの 人に
ラジオ ･ ニ ュ ー ス が伝えたとき
学校 へ 行 っ て そ の 旨を伊藤に伝えると ､
古風な鐘は藍をに じませて鳴る 曇る 動かな い土絵具の カ ン ヴ
しめ っ た土地には
土の起伏と水の涜れと
乾燥 した粘土の上に風だけの虚 しさが
こ こはわたしの生れた土地だ
斬らしい 種子が新 しい 土地 に播かれつ つ ある ことを｡
基地の しめ っ た黒い 土をみ つ めな がら
土人の 音楽があります+
四月の雨をま つ 土 にふかく射ちこまれてい る
風土 とか習慣によ っ て去勢されな い
しめ っ た土 の におい
土にかえる目立たない姿勢をして い たが､
夢の 領土をとり巻い て い る閤のなかで ､
夢見 つ つ 死んで しま っ た
雲に つ つ まれた地球の
すべ て の物質たちは堅い殻に つ つ まれて
い つ もあな たの臓肺を つ つ く とき
新らしい種子が新 しい 土地 に播かれ つ つ ある こ とを｡
濁れる水の地下の うねりこ耳を傾けつ つ
日没の空 にあなたはわななき つ つ 身を横た へ
白布に つ つ まれた屍体が
o77 0 21
o83 023
120 023
147 00 7
180 05 5
190 01 5
192 0 15
つ づいた
05 9
青白い 記憶の炎に つ つ まれて
とおくて近い こ んな夕陽が沈み つ つ あ っ たの か
花のかす捌こ つ つ まれて
世をも人をも厭い つ つ 生きて い て
ぼくらの日日は過ぎ つ つ あり
動かない 山懐に つ つ まれて
みるみる漆黒に つ つまれて い く､ こ こ は､ も とも と海底だ っ たところではな いか o 冷気に身ぶるい し､
o o7 わたしにはなが い 悪夢の 日が つ づ い た
つ づき
o61 10 6
o98 01 1
つ つ く
04 1
つ づく
053
未来の道は過去に つ づき
読みさ しの 小説の つ づ きは
o8 6 い つ もあなたの臓肺を つ つ くとき
05 6
o61 05 1
o69 02 0
o77 01 3
084 032
088 0 74
091 00 2
12 5 01 3
1 27 02 0
160 07 3
167 00 5
つ づけた
0 65 03 3
0 66 01 0
07 02 2
0 81 0 10
つ づけてきた
050 0 2 1
110 00 5
14 2 113
つ つ こんで
降り つ づく落葉の 雨の なかから
砂浜に つ づく足跡の ように
とぎれたとみせて またつ づく
幾世紀もの列を つ く っ て つ づ くの だ
ど こまでも つ づく青い灯の 谷間にも
どこまでも つ づく愛の歌で
さびれた国道 に つ づく町工場の
さりながら果しな い 休日が つ づく
こめかみ の 痛みは つ づく
ニ ュ ー ヨ ー ク市の 屍体置場まで つ づく の である
家鳴り震動の 交響がつ づく
巽のなかにさ (･ り つ づけた｡
小さな友はい つ までも首をふり つ づ けた｡
母や妹や恋人のため にとめどなく涙を流し つ づけた
呪い の言葉を吐きつ づ けた
黒い鉛の道を歩み つ づけてきたの だ っ たo
走り つ づけてきた航跡を
歴史を作る者をたえず脅かし つ づけてきた基本的なイメ
ー ジである
608
o50 02 6 きみはただ重たい靴の なかに足を つ つ こ ん で静かに横たわ っ たの だo
っ っ て 釣 っ て
121 01 0 赤い魚も釣 っ てみたい
っ っ て いる 吊 っ てい る
o54 070
つ つ まれた
o2 6 0 33
o74 0 0 6
つ つ まれて
14 3 0 0 2
つ な
094
12 8
1 42
180
網
01 0
08 3
09 8
03 4
つ ながれた
048 0之1
100 0 64
首を吊 っ て い る母親の 足をひ っ ぱれ!
雲に つ つ まれた地球の
白布に つ つ まれた屍体が
包まれて
暗黒の あたたかさに包まれて
飛んで い る鳶や網をひく漁夫の 唄で
梢の天の 網目から
世界中にそ の 網の 目をひろげて い る の である
測り知れない 現実的形態を網にか けて
歴史の鎖に つ ながれた老齢l
つ ながれた行列の影は鎖の ように 工場をとりまい て い た
つなわたり 綱渡り
o85 0 2 7 他人の危い綱渡りを見ながら
つねに
o2 8 018 つ ねに流通する貨幣の 繋か ら起ると い ふ
つねに 常に
15 0 01 3 彼 の表面は常に波立 っ て ゐるが ､ 彼 の 底は何時も静かで ､
つ のらせる
1 48 01 6 愛は身をほそ らせ ､ 日々 の仕事は疲れを つ の らせ るo
つ ば 唾
017 00 9
054 1 1 6
055 0 23
112 0 2 0
白い 唾を吐きかけ
彼は唾を披く街燈の そばを通りぬ け
おれは明けがたの街にむ か っ て 唾をは い た
緑い ろ の歯ミガキにすこ し血 の まじ っ た唾を吐い た
609
っばざ 巽
oo5 02 1
oo 6 00 9
o65 018
o65 03
o69 03 9
o78 01 6
o91 01 2
104 00 1
142 00 6
163 02 0
っばめ 燕
o25 01 4
o57 02 5
142 095
145 02 1
つぶ
o21 02 6
025 0 40
043 0 02
0 62 0 63
0 66 036
0 69 0 10
145 0 04
158 0 33
つ
03
ぶ
5
粒
0 22
11 4 00 4
130 013
169 01 8
170 01 9
186 07 3
白い 巽が生える
すると白い 巽をつ けた - 羽 の
空虚であ っ たo 白い 巽を つ けた女が
巽のなかにさそり つづ けたo
ふたりの 少女は巽の影をよせ あ っ た
白くかろやかな巽になりゆくこ とか
血にぬれた白い 巽からうまれてくる
金色の巽もなければ 風の 嵩 (たてがみ) もない の に
左翼 に対する架空の均衡を つ くり出すために
ぼくらの巽で
青い 雨の やうに燕のやうに
マ ニ ラ郊外の ドライブ ウ ェ イを疾走 しながら
すで に現実に存在 して い て い わゆる階級構造とは全く無縁な
膝の 上の 猫を大事 にして あげなきい と今 日の 声は忠告して い た
白い 雲の 中で眼を つ ぶり
おびただしい 発たちが限を つ ぶる
水のほ とりでひくく つ ぶやく
あなた放つ ぶらな瞳を閉 じて い ますね
どの家々も沈黙の屋根にお しつ ぶされて い た､
きらりと光るひ と つぶ の呈があ っ た
披い ると つ ぶや きながら黒い 色の真実や め っ たに売れない エ ン ジ ェ ル の 絵を売 っ て い た+
光りの つ ぶをひろうように
一 粒の 実りは
一 粒の 種子も残らない
砂利が 一 粒ず つ 光りは じめた
わずかに涙の粒が しぶいて い る
やが ては星に昇天 して いく光の 粒は
一 粒 の蓮 の実を永く隠 しておくこ とだ よ
つぶやいた 噴い た
o64 00 3 - - 今日は今日､ と通行人が噴い た､
o64 02 9 - - 明日は明日､ と通行人が噴い た､
つぶやいて 噴い て
o50 0 17 ｢それがぼくたちの 古い 処方篭だ っ た+ と咳い て - -
o54 0 29 M よ 都会の 胃袋をさまよい な がら君が噴いて い た こ とを･ ･ - ･
6 10
063 o1 5 あなたはひそかに噴い て い る
っぶやき
145 00 4 はい ると つ ぶやきながら黒い 色の真実やめ っ たに売れない エ ン ジ ェ ル の絵を売 っ てい た+
っぶやき 咳き
o25 0 55
o31 0 02
155 02
つぶやく
o43 00 2
っぶやく 咳く
o17 01 5
1 64 00 2
1 66 02 7
1 69 0 12
17 8 0 10
188 056
咳きの やうに廻 っ てゐる
誰かしら咳き声が
ごめんなさ い とかそれじや とか噴きなが ら
水の ほとりでひくく つ ぶやく
あの花が欲 しい なと咳くと
黒い ミ ュ ー ズが咳く
かれが冷たく咳く
戻 っ て こなくてもい い と咳く
こ の世の 外で噴くように
しばらく､ 沈思 し､ 低く噴く ､
つ ぶらな
o62 063 あなたはつ ぶらな瞳を閉じて い ますね
つぶり
o21 02 6 白い 雲の 申で眼を つ ぶり
つぶる
o25 04 0 おびただしい 発たちが限をつ ぶる
つ ぼ 壷
oo7 0 04 煤けた町は古い習慣で壷の沈黙を
■
それはい つ までも黄色い 河の
つま 妻
045 0 0 6
045 01 8
061 17 8
062 061
145 026
148 00 4
155 03 9
160 0 16
160 0 55
青もなく空を走る稲妻を見あげてゐる
とおい 稲妻の 明りをたよりに髭をそ っ た
妻も子もなく､ こ の広 い都会の 片隅で ､
ひ とり の妻 と住み 家畜などを飼 っ てみたくな っ たの です
雲は低く垂れ グラナ ダの 暗い 夜に将妻が走 っ て い た+
南国で農業に専念 し､ 妻と離別してから､
と つ ぜ ん妻が裏切り
闇を つ らぬ く稲妻と烈 しい 豪雨の 中から新 しい発見の ように延 っ て きた
妻も子もなか っ たかれは タイムズ ･ ス ク エ ア に 掛 ＼安ホテル の
一 室に住み
6ll
184 01 2 日本人妻の 間に で きた子供
で ある
っまずいて 購い て
141 009 塵いて い たら､ 絶が切れて奈落にお っ こ っ ちち ゃ っ たの よ
- -
っまだち 爪立ち
o29 012 だが風から逃げもせず爪立ちをして
つまっ た
oo8 01 ク ビれてむらさき色になる と 煙の つ ま っ たパイ プを
oo8 0 16 金魚みたい に じ っ と して 水の つ ま っ たガラ ス鉢 の 中
160 0 18 観客の い っ ばい つ ま っ た劇場で 司会役の 若い 男から
っまっ た 詰ま っ た
112 0 22 寝床の ぬくもりで ほて っ た身体を 詰ま っ た路面電車に積みこ んで
つまっ て
o53 007 わたしの からだの なかに黄昏がい っ ぱい つ ま っ て
o89 017 人々があ つま っ て い る橋や
つまっ て 詰ま っ て
o61 0 89 生が - ばい 詰ま っ て い る
o61 0 91 死が - ばい詰ま っ て い る+
つまらなか っ た
150 024 自分の書い たもの がまるで つ まらなか っ たこ とである｡
つ まると ころ
167 0 14 つまると こ ろ神経の問題だが
つまんなそう
o14 00 4 つ まんなそうにポッ ン と鳴 っ て から
つ み 罪
034
05 7
057
0(;
0
0
0
0
0
6
6
7
9
9
1
1
5
1
2
3
0 09
00
0 3
1
1
0
0
0
0
1
9
2
4
0
9
2
4
1
1
0
2
7
罪の匂ひ のする下ア の 背後で は
いち どは犯罪許可証を懐中に して
罪に よ っ てうまれ
どれだけたくさん の 罪が心 のな かに閉ざされて い るかを｡
わたしにはまだ罪が足りな い の ですか､
罪の 記憶の うせぬうちに+ やがて
風よ吹け われらの罪の消えぬうちにl
あの罪は甘か っ たが
かれの手足が披なれ罪もまたはなれてゆく
612
10 6 039
113 03 2
13 6 01 8
158 0 17
158 020
167 032
192 024
っ み 積み
112 0 22
167 05 0
かれはじぶんを憐んではならない そ の 罪がい かに深く とも
罪の 負担を軽くしようと
やさ しさなんて罪なの に
罪び との やさ しさがあ っ て
自然にたい して有罪でな い 人間はい ない
い かなる罪悪も存在しな い かの ようだが
これが罰か､ 太陽と海を呪 っ た こ と の ? た っ た
一 度 の 空想の 罪に して 臥 酷すぎる報い ではない か l･
寝床の ぬくもりで ほて っ た身体を 詰ま っ た路面電車に棲みこんで
至ると こ ろに積み なが ら
っ みこんで 積み こんで
112 0 22 寝床のぬくもりで ほて つ た身体を 詰ま
っ た路面電車に積みこ んで
っ みびと 罪びと
158 017 罪び との やさ しさがあ っ て
つ め
o24 0 2
o37 02 0
039
041
041
041
047
052
05 3
05 4
054
055
061
06 6
0 69
073
08
0
0
0
0
8
8
8
0
0
0
3
3
6
6
8
9
9
9
7
1
3
8
00 5
0 55
0 73
14 6
0
0
0
0
1
0
1
4
3
9
9
6
7
2
0
1
0
0
0
6
9
1
1
2
6
3
2
2
0
0
0
0
0
1
1
3
0
5
7
0
0
0
0
0
0
0
1
1
2
6
7
5
25
脳髄は青く透明で ある ざわめきの聞こ える孔には栓を つ め
すべ てをみ つ める生きもの の 眼が
ただ壌の ように つ めたい 気体がゆれる
みんなは黙 っ た 眼を閉ぢ眼を開き 膝をみ つ めて
パイ プに煙草を つ め る
孤りぽ っ ちで火を見 つ めて い るだらうと
頬骨がつ めたい空気のなか で尖 っ て くる
あなたの未来の指輪が青い光をあ つ め
基地の しめ っ た黒い 土をみ つ めながら
Mよ い まは 一 心 に風に堪え 抵抗をみ つ めて
い まは自我をみ つ め微かなわらい を憶い だす
額輪ずれしたおれの 咽喉に つ めたい 剃刀 をあてる
暗くな っ てゆく運河を見 つ めています｡
っ めたい 風が吹い て い っ た｡
っ めたい風 の薄刀 のナイ フ は
大い なる壊乱雲の さけ目をみ つ めた
空を追い つ めて こ こまでくると
高い と ころ へ 追い つ められて
つ めたい鏡 のうえを吹く
つ めたい海の風
じ っ と食器の底をみ つ めたまま
秋の つ めた い空気をひ きさく
蛇が隠れた エ デ ン の樹を
一 心 に見 つ める
ぼく披まぶしい ｢無+ の下で自分の 手をみ つ める
613
100
1dl
108
124
151
15之
153
つ め
003
029
04 7
09 4
10 6
143
つ めた
爪
0 07
0 51
0 18
0 33
009
036
01 1
006
0 12
0 08
0 07
0 2 1
0 17
い
039
047
055
0(;6
0(i9
08 6
086
091
101
つ めたい
019
041
041
053
0 60
062
064
065
070
070
071
083
08 9
10 8
11 2
005
00 9
062
0 13
0 2.3
0 0 1
0 0
I?
_
0 07
05 1
みんなは黙 っ た 眼をと じ限をひ らき 膝をみ つ めて - -
頭上で枯れ枝がう ごき つ めたい空気にふれるたび に
再び荒れてくる海を見 つ めて い る
つ めたくな っ たコ ー ヒ ー ･ カ ッ プ の岸辺 に
月々の 出費は切り つ めて約六十万
なんと無邪気な悪魔の や つ め!
ひたすら切岸をの ぼり つ める と
震 へ てゐる爪に霧がかかる
だが風から逃げもせず爪立ちをして
頭上で屋根を剥そ不気味な爪の音 - ･ ･ ･
ない 蹴爪で砂をけ っ て羽掃い て い るテ ント
かれの指の爪貝は 恋人たちが し やぶりたがる旺 ど美 しい
い つ まで爪を研そのか
ただ壌の ように つ めたい気体がゆれる
頬骨が つ めたい 空気の なかで尖 っ てくる
額輪ずれしたおれの 咽喉につ めたい 剃刀をあてる
つ めたい 風が吹い て い っ た｡
つ めたい風 の薄刀 の ナイ フ は
つ めたい鏡 のうえを吹く
つ めたい海の風
秋の つ めたい 空気をひ きさく
頭上で枯れ枝がうごき つ めたい 空気にふれるたびに
冷たい
00 5
04 9
0 9 1
0 13
0 14
0 2 4
00 8
00 8
05 0
05 4
0 2.0
0 13
02 1
02 9
00 6
白い 大理石はやはり冷たい
あなたは冷たい石段を降り
息はたえ 冷たい ア ス フ ァ ル トの 上に落ち
姉さん の かたみ の 水晶の 腕輪がわた しの 冷たい 手錠で
高貴な冷たい 戦懐を感じて い るにちが い な い
わたしは こ の世ならぬ冷たい 喜びに懐えて い る
暗い 過去と冷たい 記憶がふれあ っ たo
明るく笑 っ て い た｡ そ の冷たい ､ 声 の な い笑 い は
なんと いう冷たい手を して い る の
誰です?･ 冷たい 空気の 手で ､
冷たい死 の 手が
また冷たい 風が吹いてきて
すると少年の冷たい呼吸で
冷たい 涙が宿るの だ
生きて るに しちや 冷たい手だね
61 4
122 004
i28 017
12 8 06 6
143 00 6
148 020
152 016
15 3 0 08
165 0 36
180 0 52
っ めたく 冷たく
o61 165
o98 00 8
114 01 0
16 6 02 7
つ めの 爪の
o4 7 0 08
つ める
o37 02 0
041 07 3
o93 01 5
o98 02 5
153 0 11
つ める 詰める
17 4 0 24
つもり
053 0 61
150 01 6
164 0 15
つもります
053 0 6 1
つ ゆ 露
039 02 6
133 0 27
13 9 0 03
17 0 01 4
17 1 01 7
615
最初の冷たい 雨がきた
冷たい ねえ こ の 街は
冷たい 水の ようなもの + か
冷たい汗をかく - - -
太陽の冷たい 一 瞥 の下で､
冷たい水色の けむりが立ちの ぽる
冷たい鋼の風 とな り
子の い ない 冷たい歓喜に
とびきり冷たい 夏の 訪れで ある
夜の環が冷たくかぶさ っ てくる ､
｢ビ ー ル が冷たくて､ とてもおい しい よ
冷たくな っ た軸排 カ ッ プ の さざ故に - -
かれが冷たく噴く
頭上で 屋根を剥そ不気味な爪の 音･ ･ ･ ･ ･ ･
す べ てをみ つ める生きもの の 眠が
パイ プに煙草を つ める
蛇が隠れたエ デ ン の樹を 一 心 に見 つ める
ぼくはまぶ しい ｢無+ の下で自分の 手をみ つ める
ひたすら切岸をの ぼり つ め ると
ダメを詰め るような毎日を送りながら
わたしの 髪に わたしの肩 に 落葉は しずかに つ もります
私自身は､ かなり正直な自画像の つ もりだ っ た｡
ずる い 世渡りをする つ もりはない が
わたしの髪に わたしの肩に 落葉はしずかに つ もります
露が落ちてきて
野末の 朝露
吹きさ らしの露の 寝ざめ の空耳か
蓮の葉の上に大きな露の 玉が乗 っ て い て
わずかに雨露をしの (Q 庇 の下から
179 03 0
つ よい
106 03 3
1 67 0 02
っ よく 強く
o4 1 13 0
10 6 04 4
14 6 0 61
181 013
188 07 7
つ よくて 強くて
10 6 04 4
つ よさ 強さ
16ヱ 0 02
つ よすぎ 強すぎ
06之 05 9
つらなる
04 6 0 24
つらぬいて
08 1 0 13
つらぬき
150 0 30
つらぬく
054 0 2 1
160 0 1 6
ナイ フ の 刃 には 一 滴の 露が宿る ､ とo
鳥の 巣型の髪の カ ッ トに 度の つ よ い 眼鏡を糸で つ る して
風の つ よ い 日だ っ た
あなたの 意志はそれほ ど強く それほ ど果敢ない
すべ て の 生きもの のうちで 最も強くて しなやかな骨だ
屋根を叩く雨音がひ としきり強くな っ て
風がめ っ ぽう強く
風も強くな っ てきたようだ｡
すべ て の 生きもの の うちで 最も強くて しなやかな骨だ
弦の強さで
母なる海と太陽の 光りが強すぎます
雷とともに海 へ 出て 空は つ らな る水平線をは しり
何千年の 闇を つ らぬ い て真赤な雲の 火柱がたち
これは､ 私だけが ｢虚構の個性+ を つ らぬき､ 偽善の 間道をく(･ りぬけて､
｢僕たちは都市を つ らぬく濁 っ た河にそ っ て
闇を つ らぬ く稲妻と烈 しい豪雨の 中から新しい 発見の ように整 っ てきた
つられた 吊られた
127 0 05 吊られた ユ ダヤ人の ように
つりあう 均合う
162 0 23 かれの 死が均合うのは - 桶 の汗か
つりあ っ て 均合 っ て
14 7 0 0 8 死と生が秤の うえでゆれながら均合 っ て い た
61 6
っ りい と 釣糸
150 0 14
一 匹の 魚さ へ住んでゐない 沼に釣糸を垂 らしてゐる影だけが生きて ゐる - - +
っ りかわ 吊皮
124 0 2 6 吊皮に つ かまる両手をポケ ッ トに入れたまま
っりざお 釣竿
190 013 時には朝早く釣竿を持ち
つる 鶴
o65 03 2 ひと群れの鶴 にまじ っ て ､ 永遠 の刑罰を
っるされた 吊された
o2 5 0 47 樹には吊された肉体が ある
つ るして
106 0 33 鳥の 巣型の髪の カ ッ トに 魔の つ よ い 眼鏡を糸で つ る して
つれさ っ て 連れさ っ て
o59 003 明る い海岸の ボ ー ト へ 連れさ っ て い っ た
つれて
014 02 3
02 8 01 6
061 0 42
084 035
花の ある音楽に つ れて
熟度計の 上昇に つ れて
子供を つ れて 一 日だけの安息に ､
唖でせむし の影を つ れて
つ ん 積ん
oo7 0 08 多孔質の雲の 聞からトンボ の 限 のやうに碧く ア ス ピ リ ンを積ん
ツ ー (｢ツ ー + )
128 02 8 ｢リ ー チ+ に ｢ツ ー + はつ かな い はずだよ
て 手
01 0
01 0
013
014
014
01$
02 0
02 5
0 16
0 20
0 1 6
0 0 1
0 05
00 7
00 2
01 1
新しい射手よ 一 本 の樹 の みを監視するの は賢明ではない
手をあげた少年の 五指の 聞から
ネムの手に描かま っ た
ガラ ス 窓から白い 手たちが
手を当てて耳の ネジを検査 して ゐる の を
手袋を脱ぎ
バ ラ色の 手に名刺が
その 手そ の 足は毛の やうに
61 7
025
025
02 6
02 6
026
027
828
03 0
03 9
041
041
041
045
046
046
048
050
051
051
053
054
054
054
054
054
054
058
059
061
062
063
068
068
068
070
07
07
0
0
0
0
0
0
7
7
7
7
7
7
0
0
0
0
1
2
2
5
618
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
2
4
1
3
3
0
4
1
7
3
4
0
2
3
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
2
8
1
4
4
3
2
1
3
4
8
1
4
4
1
0
2
3
1
0
5
5
6
3
5
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
6
7
8
8
8
3
5
2
3
9
5
0
7
2
7
2
0
0
2
3
4
4
5
5
5
0
0
0
0
7
9
8
4
0
5
4
7
0
4
5
2
1
2
1
0
8
7
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わづ かにさわ(o 葦 の触手を見る
董色の手袋は
樹液の触手は
植物の手の蔭 へ と移行する
わたしの手の 中にある
手袋をはめた右手の みが動き
測量する技師の手の影に従 っ て
ドア の把手に手がかかる
手がかげる
優しい 眼鏡や柔かい 手袋の 明日の方まで湿 してゐる
怪しい 手紙には盟が生えて ゐたの かも知れぬ
あなたの 巨大な手から降 っ て きた
ふりそそ(o 雨 の み だれも手に とるやうだ
同じ木の 手摺に つ かまり 同じ迷宮の 方向 へ 降りてゆく
いく つ もの 扉の やうに行手をさ へ ぎり
盲目の 手が
手紙の封筒を裏返すような こ とがあ っ た｡
執翰に手が把手 (ハ ン ドル) を求めて痩聾する ､
把手の ない扉 ｡
姉さん の かたみ の 水晶の腕輪がわたしの 冷たい 手錠で
僕らの行事は暗い の だ+
手をあげる と 人形の ように歩き出し
手を下すと 人形の ように動かなくな る
君は君自身の 汚れた手で
眉をひそめて手の なか の カ ー ドを隠して しまう
僕の手で操られて
サラリ ー マ ンや労働者を相手に
わたしの母の手をひい て
溺死人の行列が手足を藻で しば られて ､
わたしの 手から鉛筆をとりあげるように
そ の 手の黒さがぼくをぞ っ とさせ る
安 っ ぽ い郵便切手には
手まねきする白い 波を見た
手紙を書い た
はて しな い 壁を手さそり して､
窓掛をひ っ ぱ る の は空気の 手､
なん とい う冷たい 手をして い る の
誰で す? 冷たい空気の手で ､
骨 の手風琴を鳴らすの は ｡
冷たい 死 の手が
結局の と ころわれわれの期待も､ かれらの手綱さばきで
- - どよ めくスタ ン ド､ 沸 く観衆､ 拍手､ 喚声
悪魔の手 におちるかもしれな い
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0
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0
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0
0
0
0
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112
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11 2
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12 4
12.6
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0
0
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0
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なぜ ぼくの 手か
きみの 肩にかけられたぼくの 手の
やきしい 女の ひ との 手がおかれてい る
戦い によ っ て 両手をう しな っ たき 糾ま
手ごたえもなく 切れた帆綱から
求めても手がとどかな か っ たもの のために
きみはきみ の失われた両手を高くあげる - - )
かれにかわ っ て上手にすすり泣くのですよ
椅子の うえで寒さ にふるえて い るぼくの 手足を
おまえは小さな手で
橋のうえで 石の 手すりにもたれ
編物を して い た手から毛綿の 玉を落 しま した
人間が自然に手を つ ける方法は - -
かれの手足がはなれ罪もまたはなれてゆく
飲み台のうえの ウ ェ イ ト レ ス の 手は
その 白い 手の ように明るく清潔にみえる
ぼくはまぶしい ｢無+ の 下で 自分の 手をみ つ める
ぼくの行事です べ て の 国境がとざされ
いちど手をはな したら
それは波と風と運命の 手にまかされた
無事に生きのびてきた こ の下手な構図は
おれを見るな さあ撞手
生きてるに しちや 冷たい手だね
眼や耳や手足をなくした不幸な犠牲者に何をしてや っ たか
さび しい 酒場の 女たちを相手に
(拍手)
(嵐の ごとき拍手)
拍手と嵐の ごとき拍手 しか
拍手か ら嵐の ごとき拍手 - と
｢自殺 します+ と手紙を書い たら
(まばらな拍手 沈黙)
修正に修正を旺 ど こす整形手術で
ひたい に手をあてて
他方がそれを買う (ゴム の 手袋をはめて)
指名手配の 一 人は
吊皮に つ かまる両手をポケ ッ トに入れたまま
侵略的な人類の手の とどくと ころにあ っ たら
大手町の 柴巨形の 空に
手と膝をつ い て歩くこ ともあ っ た
手に手をと っ て逃げたの に
すすきの穂が遠くからおい でおい で と手招く
何もない 地面の片隅に針金細エや手製の指輪を並 べ ど こ にも いな い エ ン ジ ェ ル が こ こ に
同じような ド アが行手に
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146
148
150
151
05 1
040
073
044
155 01 4
15 01 8
15 5 03 0
158 0 32
160 0 11
161 0 12
166 015
167 039
167 04 2
167 07 9
170 00 7
170 0 17
17 4 0 26
17 6 0 23
177 0 15
179 02.1
180 00 1
180 01 0
180 0 30
18 1 0 1 1
1B 6 0 47
1 88 00 1
188 01 8
188 02 0
188 05 8
188 07 1
18!) 03 1
18 9 0 3 7
であう 出会う
077 0 03
10 0 0 7 9
てあし
061
088
093
112
14 8
手足
07 7
02 6
0 17
0 29
0 4 0
おどおどして い るわたしの 手をと っ て
戦死者の 手足がそるりと輪にな り､
きみから送られた昔の雑誌を手 にして ､ な つ かし い面影に出会い ､
ずいぶん手間暇の かかる男にな っ て い る
両手で つ かん でう しろにや っ て しまえば
お焼香は手早くすます
一 日を上手に処理する
やわらかい 手の ひ らで
たまたま手に したバ ー チ ザ ン ･ レ ヴ ュ ウ誌 の最正号で
たが おの れの 裁き手は
ますます下手にな る詩に頭をひね っ たりしながら
ソロ フキ の 囚人の 手は
手の 奇蹟を信 じたこ とがあ っ た
黙 っ て風に手を振 っ て
蜘妹の 巣を払うような手ぶりをする と
神慮の手で他界から運ばれ
い までも下手な碁打ちであるぼくは考える
誘惑の 手はあくまで白く
手をにぎりしめて
美しい グラ ス を手にして
手紙の なかから
｢御手紙の 内容､ 何 の こ とやら判りません+ なら ｢女の 子の心理+ が どうだ っ て こ とも関係ない じやな い ですか?
ど こかで勝手に出あうもの である
十八 の 小娘を相手に
理解されな い と思うの は倣慢､ 相手に対する侮辱で す!
い つ か ､ きみ から受取 っ た手紙 に､
手術をせねばなるまい と､ 気にかけて い ます｡
フ ア ン ･ ゴ ッ ホ展があ っ た時の画帳が､ 手もとにあ っ て､
と ころで ､ きみは同じ手紙の 後半で ､
きみ の 手紙は ､ たまたま､ 仕事机の 片隅の ､
鍍 の辛がの ろのろ動き
ゆ っ くりと身をかがめて手をの ばす
神の復活に出会うよりもたやすい
ぼくたちが出会う場所は
溺死人の行列が手足を藻で しばられて ､
椅子の うえで寒さにふるえて い るぼくの 手足を
かれの 手足がはなれ罪もまたはなれて ゆく
眼や耳や手足をな く した不幸な犠牲者に何をしてや っ たか
戦死者の手足が(o るりと輪になり､
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ふ
雲の多い 日没の空に出遭ふ
であわず 出遭わず
192 010 どこまで行 っ ても ､
一 本の 松にも出遭わず､ 平坦な黒い砂地が つ づ い て い るばかりで ､
て いえん 庭園
o39 0 04 こ の森 の庭園には
ていきふつうよきん 定期普通預金
151 008 貯金汝定期普通預金合わせて七百万に足りない
てい こう 抵抗
言
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b:蓋誓芸二線に立ち
てい こうして 抵抗して
142 1 19 非道な暴力に抵抗 して 自らの犠牲 と死の 覚悟で 第
一 線 に立ち
てい こうする 抵抗する
101 03 8 奥地や海洋で 抵抗する住民をうちこ ろす必要はない
てい こく 帝国
101 008 空中の帝国からや っ てきて
ていしやば
071 00 7
071 01 4
072 0 62
停車場
日曜日の 停車場に
日曜日の停車場で
群集は押 しあい へ しあい停車場めがけて
o8 9 037 停車場 へ い そ そ通行人の影にまぎれ
ていせい じだ い 帝政時代
142 01 6 帝政時代よりソビ エ ト体制下で四倍も悪化して い る
ていて つ 蹄鉄
158 0 0 9 席と蹄鉄の関係だ
15 8 01 2 蹄鉄が馬を終るとは
ていねいに 丁寧に
oo6 0 17 フ ンと丁寧に湊をかみま した
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チエブル
o3 5 02 6 乾い たテ エ ブルと
てがかかる 手がかかる
o30 0 12 ドアの 把手に手がかか る
でかけ 出かけ
o71 00 8
o93 01 4
103 01 4
16 6 02 0
てがみ 手紙
o4 1 0 44
o50 0 08
o68 03 5
113 03 6
180 00 1
180 0 1
188 0 0 1
18 8 0 5 8
18 07 1
てき 敵
004 00 8
054 07 4
085 0 1 6
112 0 1 5
112 0 2 8
12 8 04 3
15 6 01 5
164 0 22
173 05 1
てきい 敵意
128 04 3
ど っ と家族づれで 出かけて ゆく人たちをみかける
これから壁のむこうに 出かけなければならな い
ヴ ェ ニ ス とか バ リ ー へ 出かける
き糾まス ー パ ー マ ー ケ ッ トに出かけ
怪しい 手紙に は麹が生えて ゐたの かも知れぬ
手紙の 封筒を裏返すようなこ とがあ っ たo
手紙を書い た
｢自殺 します+ と手紙を書い たら
手紙の なかから
｢御手紙の 内容､ 何 の こ とやら判りませ ん+ なら ｢女の子の心理+ がどうだ っ て こ とも関係ない じや な い ですか?
い つ か､ きみか ら受取 っ た手紙 に､
と こ ろで ､ きみ は同じ手紙の後半で､
きみ の手紙は､ たまたま､ 仕事机の片隅の ､
素敵なプラ ンを考 - は じ吟た
詩人は不敵な薄笑い をもらし
銀メ ッ キ の光りをうか べ た不敵な男だ
敵にむかい黙々 と出撃し 一 夜あければ骨となる
敵からどんな施 しを受け どんな賠償を支払 っ たか
変や敵意が目標にうまくと どい たため しがあるか い ?
とても敵わな い
沈黙は共通の敵だから
死を知らないな んて素敵ではない か
愛や敵意が目標 にうまくと どい たため しがあるかい ?
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今｡の 出来事を
できしにん 溺死人
z
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できだか 出来高
183 0 19 今日の 出来高 と終値を前に して
できる 出来る
o41 151
o46 04 2
でそち
028
051
054
出口
03 0
0 35
153
o70 04 2
o72 06 3
146 03 7
だがあなたは僅かに口 を利くこ とが出来る筈だ
放 っ そりした川の やうに漁らぬ月日を行くこ とが出来る
トンネル の 入口はトン ネル の 出 口 へ と
出口を求める熱 っ ぽい 瞳で
出口の な い部屋から
ぼくは見えない 出口をさがすように ､
ひ ろい 出 口から流れだす
出口がさ っ ぱりわかりませ ん
てごたえ 手ごたえ
o80 00 9 手ごたえもな く 切れた帆綱か ら
てじよう 手錠
053 0 13 姉さん の かたみ の 水晶の腕輪が わたしの 冷たい 手錠で
デス ･ マ スク
o51 02 4 ぼんやりとデス ･ マ ス クが肉眼に見えてくる o
デスク
o19 0 04 デス ク の 上に植ゑてみたが
七すり 手すり
o8 9 005 橋の うえで 石の 手すりにもたれ
f.;い 慧 何もない地面の片隅に針金細工や手製｡指輪を並 べ どこ にも いな い エ ン ジ ェ ル が こ こ に
てつ 鉄
oo6 0 11 泥まみれの 鉄兜に水を汲んで
oo9 0 03 鉄砲百合が咲い たと いふ ニ ュ ウス で
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o28 05 1
o41 02 1
o5 0 18
o70 0 23
o81 021
o97 00 7
o99 00 9
128 02 3
148 00 7
158 0 09
158 01 2
で つ かく
12 8 0 20
てつがく 哲学
o54 030
142 05 6
160 02 5
鉄道信号機の痩撃とともに
錆びた鉄柵に焦れる小男の悲哀 よ
疾走する鋼鉄の 船が
鉄でもなければ､ 木でもなく
血と泥と鉄の しぶきをはねあげて
あなたは暗い鉄格子の 中に､ 永遠に繋がれるだ ろう｡
- - 開く こ ともなく錆びて しま っ た鉄の 門
鋼鉄六倍 自動車十五倍
地方都市で鉄工所を経営 して い た旧友が､
席と蹄鉄の 関係だ
蹄鉄が席を終る と披
で つ かくな っ ちま っ たんだ 今で披
｢そ こ にはどんな科学が 哲学が
異端者や地下の作 家や哲学者を根絶やしにする
哲学的な詩をひ どく陰気な声で 吟言再する
てつ がくしや 哲学者
14之 0 5 6 異端者や地下の作家や哲学者を根絶や しにする
てつがくてきな 哲学的な
160 0 25 哲学的な詩をひ どく陰気な声で 吟請する
てつかぶと 鉄兜
oo6 01 1 泥まみれの鉄兜に水を汲んで
てつ ごうし 鉄格子
o97 0 07 あなたは暗い 鉄格子の 申も,=､ 永遠に繋がれるだろうo
てつ ごうし 繊格子
o28 00 9 哀訴の蒸気を吸殻とともに皿 の 上に捨てる三重の硝子の 向ふの鏡格子の 申の
て っ こうじ よ 鉄 工所
14 8 00 7 地方都市で鉄工所を経営 して い た旧友が ､
てっ さく 鉄柵
oヰ1 02 1 錆びた鉄柵 に究れる小男の悲哀よ
てつ じんふう 哲人風
18 5 00 7 慰めを与えた哲人風の 音楽家の
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190 011 束洋哲人風の 生活が
f2f
どう
.5T道 鉄道信号機の 疲撃とともに
f5言
ぺん
.2 , て っ ぺ ん に火をつ ける と
て つぼう 鉄砲
oo9 00 3 鉄砲百合が咲い たと い ふ ニ ュ ウ ス で
てつ ぼうゆり 鉄砲百合
oo9 003 鉄砲百合が咲い たとい ふ ニ ュ ウ ス で
でて 出て
oo6 0 10
009
020
031
041
0 09
0 12
025
02 9
o4 1 08 2
o4 1 0 90
o46 0 24
o54 0 75
o78 00 3
078 01 1
10 8 0 11
125 0 20
128 0 30
128 09 1
129 00 7
152 00 2
15 5 0 40
160 0 5 6
167 025
183 011
少女が碧い 眼を した人形を抱 - て 出てきたが
だが禽は出て こな い
ドアを抜け出て
ドア の近く - たり出て
そしてあなたは広い 眺め の外 - は み出てゐ る
廊下 ヘ 出て
ドアから出て 一 つ の 街角をまが っ ただけで
雷とともに海 へ 出て 空は つ らな る水平線をはしり
｢出てゆこう とざされた部屋の 中から
あらゆる船が港から出てゆきそうな
こうして海 へ 出てみる と
おおきな追憶が港から出て ゆくの に
恐怖で赤く熟れた月が廟に出て い る
腹を立て て出て い く者
一 番電車が出てい っ た
雲の 上まで つ き出て い っ た虚栄
悪魔が出てくる
子が坂逆 して 出て いく の を
そ の日は夜どお し起きており 朝の 四時にゴミを捨て に廊下 へ 出て
荒れた裏庭に出て
家路をい そそ人も買物に出てきた人も
でてきた 出てきた
006 010
183 01 1
でてこない
00 9 00 9
少女が碧い 眼をした人形を抱 へ て 出てきたが
家路をいそ そ人も買物に出てきた人も
出て こな い
だが鷺は出て こな い
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てのとどく
126 002
てのひら
12 8 06 2
177 01 2
手の とどく
侵略的な人類の手の とどくと こ ろにあ っ たら
や つ はて の ひらをひらひらさせ て
て の ひら放 どの 丘 に
てのひら 手の ひら
158 0 32
ての ひら 掌
oo2 00 6
oo5 0 19
o1 9 0 03
170 0 23
ではいりする
o23 02 0
やわらかい手の ひらで
ふるえ るセル ロイ ドの 掌
掌ほどの サ フ ァイヤがある
掌は紅い 蓄蕨の花を
ぼくの痩せ た掌に詩の 玉を乗せてくれたら
出はい りする
澄んだ褐色の 限を出はい りする憎悪の 炎よ
てばやく 手早く
155 0 18
てぶくろ 手袋
018 07
025 0 42
027 0 04
041 0 33
124 00 9
お焼香は手早くすます
手袋を脱ぎ
董色の手袋は
手袋をはめた右手の み が動き
優しい眼鏡や柔か い手袋の 明日の 方まで湿 してゐ る
他方がそれを買う (ゴム の 手袋をはめて)
てまねきする 手まねきする
068 0 20
てまねく 手招く
139 00 2
てまひま 手間暇
151 044
てもと 手もと
18 8 02 0
手まねきする白い波を見た
すすきの穂が遠くからおい でおい で と手招 く
ずい ぶん手間暇のかか る男にな っ て い る
フ ア ン ･ ゴ ッ ホ展があ っ た時の 画帳が ､ 手もとにあ っ て ､
てらきれて 照らされて
626
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てらした 照らした
o65 03 5 感覚の闇を照らしたo 樹々が小枝を打ちならし
てらしだし 照らしだ し
o56 02 1 ときに河明りが彼の額を照らしだ し
てらしだす 照し出す
104 00 9 無慈悲な月の 光が 照し出す
てらしだす 照らしだす
o39 08 2 西方の窓を照らしだす
てらして 照して
o95 0 13
142 1 18
逝くの 闇を照 して い た
過去数世代の 経過に照 しても
デラシネ
151 02 3 どう しようもない デラシネの
テラス
oo5 02 6 オ リ
ー ヴの ガラス のテ ラ ス で
てり 照り
o41 0 04 や っ ぱり同じ陽が照り
デリケ ー ト
085 01 1
095 0之0
でる
012 0 25
040 02 2
094 00 3
112 0 12
き糾ま心 よりもデリケ ー トなうわ ぺ をもち
死にはデリケ ー トな患い やりがあ っ た
象牙の 足がで る
壌は壌の中から滑りで る
とある松林をぬけて海 へ でる
鍵穴や本の あい だに し こたま隠 しこ んでる狐め
デルモア ･ シ ュ ワ ル ツ
160 01 2 デル モ ア ･ シ ュ ワ ル ツ が 一 九三八年に書い た短篇を読んだ
テレタイプ
1 28 0 77 テ レタイプ の ように
627
テレビ
126 0 1 1 もうす(
o テ レ ビの 画面に吸い よせられるだろう
テロル
136
て
00
01
01
01
01
01
ん 天
5
0
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7
7
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7
0
6
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072
079
084
084
085
090
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690
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116
121
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12
12
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6
6
7
8
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o1 2 洞窟の胎内のテ ロ ル の 夢
0
0
0
0
0
2
1
1
1
1
0
0
0
0
1
0
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0
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1
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おや 天使が泣い てゐ る
不愉快な天候 の有機的関連の 結果で ある
老い ぼれた天体は歯がぬけてゐ る
蛤娘が樹から昇天するの を待 つ かね
限が白くな っ て天を呪めたが
ああまるで天国で ござ い ますと
なむ天にましますキリ ス ト様よ
無造作な天体 には樹木が茂る
ばんやりして い ると噂と天使の 槍で
わたしの天は奈落 へ 崩れおちよう
天井の蜘妹が私の 顔に の りう つ つ たようだ､
見よ あばかれた社交術の快楽 と有頂天 とを
破れた天井の青空が
溺死人が声もな く天にむか っ て 叫ぶの を･ - -
あなた自身が見すてられた天上の星である こ とを - -
い つ も天使の 悪い 呼吸で曇 っ て い ますo
天使は､ 夜の 戸口から呼びかけた｡
天国とい うと ころがあ っ たんだ っ て
天井からの ぞくの は霧の顔 ｡
天気予報が気がかりだ っ た日曜日
現われたかれらの 天を
い ともお上品な天使たちが
天国の 階段からおりてきて
天の 一 角 にせ ばめられた都会の 空である
どんな末をい ただき
天を伐り倒 し
方三尺玉寸の 天地をつ くるため に
ぼくはすこ しず つ やぶれて ゆく天幕の かげで
非時の 曇天に
天気は神さまに 世界改新間に
合しい 者の 天国にも - - ･
と楽天的な科学者が言 っ た
い っ たい ダ ンテ の至聖天 とか
炎天下･ - -
天候に気をつ けな さい
128 08 3
13 026
135 00 8
137 009
140 01 8
141 00 3
145 00 2
150 07 8
153 0 15
154 0 17
160 065
1 67 05 5
1 69 014
169 0 19
170 019
187 001
189 034
てん 展
o7 2 05 2
188 0 20
でんか 殿下
128 01 1
梢の 天の 網目から
晴天の 星にみちびかれて
最も遠い 天の梢 へ
天地をさかさまに して
やがては喪心の 天に至る
天までも ー 緒 に?
不信の 者の 天国に対 して
そちらで は気分的にバ ツ としな い天候が つ づ い て い るそうですが ､
ゆ っ くり昇天する
天地をゆるがせて
フ ン ボル トの 天才 は田十歳で燃え つ きて しまい
柱に梁に天井に床に耐性を与え
天使の声を つ まらせて い た
満天の星からの合図に
やがては星に昇天して い く光の粒は
天気はい い が
シャ ンデリ ア の天井に大きくひびき
す べ ては予想 どおり展開する - - )
フ ア ン ･ ゴ ッ ホ展があ っ た時の 画帳が ､ 手もとにあ っ て ､
サン グラ ス をかけた殿下に
てんかいする 展開する
o7 2 0 52 す べ ては予想 どおり展開する - ･ ･ ･)
てんかすれ 点火すれ
152 01 5
てんき 天気
07 2 00 2
121 00 4
187 00 1
てんきよ旺う
07 2 0 0 2
てんこ 点呼
14 8 0 47
くだん のタ バ コ に点火すれば
天気予報が気がかりだ っ た日曜日
天気披神さまに 世界は新聞に
天気はい い が
天気予報
天気予報が気がかりだ っ た日曜日
数を調 べ る最後の点呼だ っ た｡
てんこう 天候
629
o10 0 10
128 052
150 07 8
てんこうして
150 04 6
てんごく 天国
o17 023
o69 00 7
o84 023
123 0 08
14 5 0 02
不愉快な天候 の有機的関連の結果で ある
天候に気を つ けなさ い
そちらで は気分的にバ ツ と しな い天候が つ づ い て い るそうですが ､
転向して
｢誇り得るもの + を失 っ たとさ と っ たとき､ 彼は こ の 世から転向して い っ たの だ ｡
ああまるで天国で ござい ますと
天国とい うと ころがあ っ たんだ っ て
天国の 階段からおりて きて
貧 しい 者の 天国にも - -
不信の 者 の 天国に対 して
てんさい 天才
160 06 5
てんし
005
03 6
061
0(;5
084
169
でんしや
01 1
041
053
061
069
089
095
11 2
124
128
天使
0 2.4
0 28
19 1
02 4
02 2.
0 14
竜車
00 8
13 2.
02 7
10 0
0 40
0 1 5
01 7
02 2
02 7
0 9 1
てんじ よう
04 9 001
058 02 0
070 0 49
167 0 5 5
189 03 4
フ ンボル トの 天才 は四十歳で燃え つ きて しまい
おや 天使が泣い てゐ る
ばんやりして い ると嘩と天使の槍で
い つ も天使の悪い 呼吸で曇 っ て い ます ｡
天使は､ 夜 の 戸口から呼びかけた｡
い ともお上品な天使たちが
天使の 声を つ まらせて い た
電車が宝石の角を過ぎる とス トッ プし
自動車や電車が
遠く にきこえた奄車のひ びきや
電革が走 っ て い るね
終電車の レ ー ル の ひびきは
高架線を走る電華や
明るい 無人の 電車が
寝床の ぬくもりで ほて っ た身体を 詰ま っ た路面寵車に棲み こんで
郊外電車の快よ い動揺に耐えて い る
一 番電車が出てい っ た
天井
天井の 蜘妹が私の顔に のりう つ つ たようだ ､
破れた天井の青空が
天井からの ぞくの は霧の顔 ｡
柱に梁に天井に床に耐性を与え
シ ャ ンデリア の天井に大きくひ びき
630
てんじよう 天上
o61 15 4 あなた自身が見すてられた天上の星である こ とを
- -
でんしよばと 伝書鳩
o91 0 11
でんせつ 伝説
o25 0 23
o39 1 4 8
173 03 1
てんせん 点線
192 021
でんせん 竜線
o55 015
o58 02 4
o60 00 4
新聞社の 屋上たか く舞 っ て い る伝書鳩の
それは医術の進歩の伝説の やうに
炎と心 の伝説を歌ひ
それで近代の伝説 は消え 象徴は解体する
あやか しとも気づ かず､ 沃かな白い 光の 点線に導かれ､
電線 の かすかな喰りが
ふるえる電線の街の
電線がひうひう鳴 っ て い たりする
てんそく(･ み 転属組
148 0 31
てんたい 天体
010 017
030 00 4
てんち 天地
090 0 07
137 0 09
15 4 0 17
てんで
147 013
てんてんと
192 0 17
テント
094 00 7
094 02 1
同じ輸送船でス マ トラ島に送られた転属組の十三人だ っ た｡
老い ぼれた天体は歯がぬ けて ゐる
無造作な天体には樹木が茂る
方三尺五寸の 天地をつ くるため に
天地をさかさまに して
天地をゆるがせて
此頃で はて んで死の こ とな ど考えやしな い
点々と
よくよく見れば､ そ こ から - 米間隔くらい で ､ 白い 明りが点々 とつ づ い てい るの だ｡ 迷う者の ために設けられた救急
ない蹴爪で砂をけ っ て羽掃い て い るテ ン ト
ぼくの河口はひ とい きに岸辺やテ ン トや 小舟を吐 きだ そう
てんとう 店頭
631
183 00 3 歳末商戦たけなわの 店頭を
でんとう 伝統
o7 2 04 2
18 8 04 7
でんとう 電燈
o93 00 2
170 00 6
てんない 店内
166 0 22
1$3 0 17
(すくなくとも三百年の伝統に従 っ て
公害を憂えたり､ 伝統 の喪われて い く の を嘆く の と同様 ､
電燈をつ けたまま
明るんだ窓に光を失 っ た電燈を消し
ご っ た返す店内を物色 して歩きながら
表の 灯を消 した株屋の店内で は
でんば 電波
142 0 29 また い かな る非難中傷の壁､ 妨害 の電波が(
h る りをとり巻い ても
てんまく 天幕
10 1 0 17 ぼくはすこ しずつ やぶれてゆく天幕の かげで
でんりゆうそうち 電流装置
1 42 03 8 殺人的な電流装置で閉された国境をやすやす越え
でんわ 電話
095 0 0 9
098 00 2
151 02 8
174 0 08
174 0 1
174 0 1 1
テ ー プ
12 8 0 7 1
テ ー ブル
0 03 00 2
054 05 0
054 1 49
054 1 5 9
10 8 0 0 7
12.4 0 2.0
ど 度
妹の と ころ へ 電話をか けようと して
電話の ベルが鳴りはじめた
電話の 数字にもふるさ とを感 じ
きみ と話 したくな っ て電話をすると､
最後にきみはさりげなく ｢声を聞かせ てくれてありが とう+ と言 っ て､ 寓話を切 っ た｡
こ の 三十年間､ ぼくはきみ に 一 度も電話な どしたこ とがな い ､ ち ょ っ ぴり心が痛み ､ それはなぜかと考え出すと､ 疑
白い テ ー プがうず高く
華の咲い てゐるテ ー ブ ル
僕は毎晩の ように酒場の テ ー ブル を挟んで
テ ー ブル の うえに
テ ー ブ ル に覚れて新 しい 黄金時代を夢みて い る
木蔭の テ ー ブル
(ジ ャ ー ナ リ ス トがテ ー ブルを叩い て怒 っ て い る)
632
023
028
028
028
028
037
068
072
072
075
102
10 6
12 4
13 8
13 8
142
143
148
15 0
150
150
150
15 6
160
160
164
165
1(;5
167
174
180
180
18 6
18 8
19 1
192
193
018
00 3
0 05
0 16
0 5 0
0 1 0
00 3
0 49
0 5 8
0 1 5
0 0 8
0 3 3
0 2 4
0 0 4
0 1 8
0 9 6
0 0 5
0 0 9
0 1 2
0 5 5
0 6 3
0 7 2
0 2 0
0 3 9
0 7 6
02 7
01 1
02 9
0 4 9
01 1
03 2
04 0
02 0
01 2
01 3
02 4
01 8
ど 怒
013 01 2
017 00 8
02 9 00 2
03 6 00 5
怖る べ き悲 しむ ぺ き速度の 中に
緑の 影はい つ もガラ ス 管に よりそ っ て ゐた純粋な頭の 鈍い 速度に つ い て
白い 事務所の 内側の 時計の速度は
熟度計の 上昇に つ れて
ただそ こ に時代の速度乃至歩調が見えて くるだらう
けものや鳥よりもすばやい 身仕度で
(二度とお会い致 しません)
高速度カメラが
何百万 の人々が ､ もう 一 度溜息をつ く の だ
もう二度とめそりあう こ ともない
魂は死んで 二度 と生れて こ ない から
鳥の 巣型の髪の カ ットに 魔の つ よい 眼鏡を糸で つ る して
国際級の背景的速度に陶酔 し
何度殺 しても
- ･ - そ ん な こ とは 一 度もなか っ た
極度に不平等な特殊社会組織の
何度も同じ夢を見て
かれとは敗戦直後の 闇市の 近くの旅館で 一 度会い ､
自 己額晦の癖を或程度まで満足させてくれる ｡
こ んな創作を今度載せ たら発禁にするぞ ､ と検閲係から脅か された｡
婦婦の 悲惨さを､ かなりの 密度で正確に捉えたと いうだけで､
喪われたら二度 と取り戻せない こ とを忘れては い ない だろうか ｡
言葉 の 純度は低く
もう 一 度 一 人 になるために
制度の春を病むこ ともなく 不確定性の 時代を生きて
何度でもくり返さなければならない
何度､ 声にならない 叫びを上げたろう
カン フ ル の 注射を三 ､ 四度射 っ ただけであ っ た
塵竣の ように書籍を衣類を調度類を
こ の 三十年間､ ぼくはきみ に 一 度も寓話な どしたこ とがな い ､ ち ょ っ ぴり心 が痛み､ それはなぜかと考え出すと､ 疑
一 度も出会 っ たこ とがない
何度でも立ちかえらな ければならな い
それで今度の西下の印象は?
毎週 一 度通 い つ づ けて い ます｡
もう 一 度 ris e a nd fall
これが罰か､ 太陽と海を呪 っ た こ と の ? た っ た 一 度 の空想の 罪に しては､ 酷すぎる報い ではない か!
同じ風景は二度 と現れない
パイ プが怒 っ たの かね
怒 っ てゐ る沙漠に
もう歯ぎしりする怒もなく
それらの悼ま しい 怒で おれの 日記を汚すな
633
o39 10 1
o46 0 35
o72 0 47
124 0 20
160 0 20
191 0 14
ど 涛
048
04 8
054
07 2
14 5
14 5
14 8
ドア
02 0
021
030
03 1
03 1
032
03 3
03 3
03 4
0 35
035
037
037
037
03 8
03 9
04 1
04 1
0 41
0 47
06 6
09 6
12 5
13 7
14 6
1 46
034
0 35
1 29
0 47
0 25
02 8
03 0
01
0
0
0
0
0
0
0
2
1
0
2
0
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
2
7
2
4
5
1
9
1
0
0
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0
0
1
1
8
0
0
0
0
0
0
0
0
9
2
0
1
6
2
1
9
6
7
9
0
0
1
0
0
2
0
0
3
5
0
2
1
1
1
1
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3
6
わたしはは じめて怒りとい ふもの をみた
怒の 鎮まりやすい利那がえらばれて
怒涛の なかの歓呼､ 歓呼の なかの 怒涛
(ジャ ー ナ リス トがテ ー ブ ルを叩いて怒 っ て い る)
そんな自分に怒りを感 じて
山は怒りに
かすかにトル ソから涛の音がひびく
涛の たわむれから
僕は眼をかがやかし涛の ように喋 ベ りかける
怒涛の なかの歓呼､ 歓呼の なか の 怒涛
ス ペ イ ン内乱で知 っ たオ ー デ ンもい なくな っ た
オ ー デ ン はス ペ イ ン内乱に参加 しなか っ たとい う ニ ュ ー ス を聞い た
一 の 宮海岸の 近くの 桧涛閣に集ま っ たの は､
ドアを抜け出て
ドアを叩けば
ドア の把手に手がかか る
音は ドア の 中で さ へ 聞えない
ドア の 近く へ ヒり出て
ドアはなかば開い たまま
盲目はドア の 隙間から入 っ てくる
おま へ をとりまく五 つ の ドアである
罪の匂ひ の するド ア の 背後で披
南方の ドアを開き
北方の ドアを閉ぢて
ドア の外で は
そ して ドア の 内には
わづかなドアの 隙間から
おび ただしい ドア
◆
があ っ て
古びた ドア を侵し
ドア を押 して
嵐の 音が聞え ドアが乳る
ドア から出て 一 つ の 街角をまが っ ただけで
左右に拡げる黒い 蔭! 二重 の ドア !
開かぬ ドア のそ とに
とある バ ー の ドア を押 して入 っ たと患い たまえ
密室の ドア はどれ放 ど厚くても充分 と披い えな い
幾重もの ドア を叩い てきた
壁に ドアをなら べ た廊下が
ふ と遠くの ドア に消えた人の
634
14 6 01 9
14 6 02 6
146 03 9
167 00 4
といき 吐息
o64 00 2
o 64 03 1
105 0 10
Fイツ
o57 0 09
184 0 0 2
ドイ ツ系
184
といふ
00 9
01 4
02 3
02
0
0
0
0
0
0
0
0
3
3
3
3
3
3
4
4
8
7
9
9
9
9
9
1
1
045
そ の 下ア に駈けこ みましたが
び っ くり してドア をパタ ン と閉めま したが
同じような ドア が行手に
あおられたドア の 開閉音にあわせて
町はあたたかい 吐息の下にあ っ たo
町はあたたかい 吐息の下にあ っ た､
女たちの 涙か ､ 夕 べ の 吐息か ｡
戦争ぎらい の ドイ ツ の作家が
ドイツ 系の アメリカ人で
o o 2 ドイ ツ系 の ア メリカ人で
00 3
012
00 3
0 18
01 6
07 9
09 5
10 1
10 9
1 14
0 25
1 0 5
00 9
とう 党
142 0 9 4
とう
00 3
005
00 7
00 7
00 7
00 8
00 9
0 0 1
00 3
00 1
00 6
0 0 8
00 5
0 0 1
塔
鉄砲百合が咲い たとい ふ ニ ュ ウス で
つ まりそ の 隙にとい ふわけさ
音もなく日それがきたといふ
つ ねに流通する貨幣の 若から起ると いふ
無限とい ふものが少しづ つ 暗くなりかけてゐ た
か つ て地上に祭があっ たとい ふ
す べ て はもはや過ぎ去 っ て しま っ たとい ふ
わた しははじめて怒りとい ふもの をみた
誰が道に迷ふとい ふの か
そ して誰が沈黙したとい ふのか
海からや っ て来たとい ふ 空を飛ぶ藻に乗 っ てきた人よ
一 枚 の紙片の なん とい ふ重さ
い つ か 一 つ の 息な がく絶えぬ とい ふ
オ ー エ ル の未来小説に措かれた 党 は
カ レンダ ー に音楽が流れ
タンポポの花粉を つ けて
ジ ャ ンク の 帆が偏頗の ごとく羽博い て ラ ン プの 虹がひ ろがる
古風な鐘は藍をに じませて鳴る 曇る 動かない土絵具の カ ン ヴ
多孔質の 雲の聞か らトンボの限の やうに碧く ア ス ピ リ ンを積ん
_望主ょ花を観賞するときも 空にはボ ン ボ ン花火が 上
コ ン クリイ トの屋根の上
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01 6
021
021
02之
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02 5
02 5
02 5
02 6
02 8
034
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037
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薯の 島からエ ン ジ ンが響き
木製の ベ ン チ
ぼくはベ ン チ に覚れて
黒い ト ン ネ ル の 中で
トン ネル の 中で涜れださな い
黒い ト ンネル に海の響をきくところ
室内には薄明りの ランタン が
ヒヤ シンス の首を飾る
ゼ ン マ イ のやうに跳ねてゐ る雲
黄ろい ダイヤ モ ン ドの やうに光り
トンネル の 入口 はトンネル の 出口 ヘ と
あやま っ て ラ ンプを落し
誰かくらい 巨大なランプを掲げた
ラン プ よりも巨大な思い 出の 下で
ラ ン プ の やうに
執撤 に手が把手 (ハ ン ドル) を求めて痩撃する ､
ウイ ンス トンが いなくな っ たから
護衛 つ きキ ン グと慰めをあたえるクイ ン の価値とが
反 コ ロ ン ブスはアメ リカを発見せず
ちぎれた青空の ように飛んだ 一 枚の ハ ン カチ ー フ
空虚な メラ ン コ リイ の 谷間にふり つ づ い て い る
とおい シ ンガポ ー ル の街を歩い たこ ともある
ぼくは エ トラ ンゼであ っ たし
指輪や装身具の飾 っ てあるシ ョ ー ウ イ ン ドをの ぞ い て
やくざな ブラ ス ･ バ ン ドが歌 っ て い た｡
高い ス タ ン ドに立 っ て
- - ど よ めく スタンド､ 沸く観衆､ 拍手､ 喚声
誰もい なくな っ たス タ ン ドに立 っ て
毛腰を出したフ ラ ン ス 人 の水先案内は
夢にみたフ ラ ン ス の 衝が
フ ラ ン ス の 悩み古事
マ リリ ン ･ モ ン ロ ウ の せ つ な い 性の ささやき - -
ア ナ ウ ンサ ー の 明る い 声は こ たえる
｢今夜あたし あの ギャ ング に
イ ンクや涙や食塩で錆びたり しない
きみ の欲望披夕陽を浴びて ビルディ ング の林 に落ちて ゆく
な い蹴爪で砂をけ っ て羽掃い て い るテ ン ト
ぼく の 河 口はひ と いきに岸辺やテ ン トや小舟を吐きだそう
まがりか どにオ レ ン ジ の外燈がひ と つ
あの ブ ロ ンドの若い 男は､ 動物にな る夢を持たなか っ たろう .
サ ア カスで ブラ ン コ をする男は ､
カ ウ ンタ ー の う しろで
ブラ ンデ イ の血を燃えたたせ る火
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青空にく っ きり奪えて輝い て い た五 つ の尖塔
ぼくの記憶は思い がけない 不幸の シ ー ク ェ ンス で繁 っ てくる
やくざな渡り鳥の ようにレイ ン コ ー トを肩にかけて
ぼくはハ ピ ー エ ンドを起点に して
ペ イヴメ ントには水玉模様の 少女があふれ
高い ビルディ ン グは動かぬ影を つ くり
九月ポ ー ラ ンド､ 十月 ス エ ズ ､ ハ ン ガリ ー ､
惑い 空気の なか 鳥類の コ ン ベ ン シ ョ ン が重ん じられる
永遠 プラ ス五 分聞を ｢早く早く+ とせき立てて い る
尖塔の 鐘の青も若か っ た
ロ ッ カ ー の 戸がバタ ン バ タ ン
白 い しじまの ハ ンモ ッ ク
恋人たちが ベ ンチに坐 っ て
おとなしくサン ドイ ッ チ を食 べ ながら
真夏の コ ン ク リ ー ト の壁にはり つ い た
ベ ン チにもたれてい ると
一
三人の 男は い まはトン ズラ
い っ たい ダ ンテ の至聖天 とか
タンポポの ように咲い たこ ともあ っ たか｡
黄ろい タ ンポ ポを黄色に したもの が
神経の ア ン テ ナを さか立 て て
サ ン グラスをかけた殿下に
優雅なフ ラ ン ス語 と
｢シ ン ブ ン ･ ア レ - +
バ ウワ ウ言語 デイ ン ドン言語 プウプ ウ言語
元副大統領ハ ン フ リ - 氏 は
ア ン テナにひ っ かか っ て い る
コ ン クリ ー トの林から
まぶしい 食卓の ワイ ングラ ス の影と
塔の愁い 草の雲い ずこ
ゾン ビ ー たちはい たる と ころ にい たが
マルチ エ ン コ の証言に よれば
そ の著書をフラ ン ス で刊行した 一 九四 二年生れの ブ コ フ ス キ ー は
何もない地面の片隅に針金細工 や手製の 指輪を並 べ どこ にもい な い エ ン ジ ェ ル が こ こ に
はい る と つ ぶやきながら黒い 色の 真実やめ っ たに売れない エ ンジ ェ ル の 絵を売 っ て い た+
そ こにもあ っ たト - モ ロ コ シ の 毛の そ よそ丘陵を エ ンジ ェ ル がうまれるの に充分な広さ
と エ ン ジ ェ ル と同じ肌色の奥まで開拓 して見せて い た
｢忘れはしない と いう虹色の ラヴ ソ ングが聞えてい た
｢ご心配なく (ドン ト ･ ウ ォ リ ー )
口笛を吹きながらする シ ャ ド ー ･ ボクシ ングが死の レ ッ ス ン ｡
極限状況の ナ ンセ ンス に ､
若 い 男女で い っ ぱい の フ ラ ワ ー ･ セ ンタ ー に立ちよ っ て ､
セ ブ ン スタ ー の 箱をは じくと
637
155 03 5
160 034
160 04 1
1 60 0 65
1 60 0 6 6
160 0 6 9
164 0 3 1
165 02 9
170 0 16
171 0 14
173 0 45
17 9 0 0 4
17 9 01 9
1 83 00 之
1 84 00 4
184 0 1 1
185 03
185 0 0 4
18 9 0 3 4
どう 胴
o2 2 00 7
1 53 00 9
とう 問う
05 9 0 1 2
08 9 00 4
11 0 0 12
どうい 同意
142 0 2 5
とうか 燈火
065 00 6
13 00 3
とうき 陶器
090 0 1 4
とうきょう
05 7 0 2 9
05 8 0 2 9
14 5 0 2.7
自己 の エ ク ス テ ン シ ョ ン
こ の ハ プ ニ ン グに聴衆は喝采する
十四世紀の ス コ ッ ト ラ ン ドの 詩を口詣さみながら
フ ン ボル トの天才 は四十歳で燃え つ きて しまい
かれの 名は雑誌やア ンソ ロ ジ ー で さえめ っ たに見かけなくなる
エ
.
ゴセ ントリ ックで報復的だ っ たためか同僚にはうとまれてい たらしい
きみ の 花柄の パ ンテ ィ を脱がせ るためだ っ たら
カン フル の注射を三 ､ 四度射 っ ただけであ っ た
ダイヤ モ ン ドの ように輝やい て い た
は(･ れ ペ ンギ ン の 男は患う
ス プリ ン グ の繁れた ベ ッ ドに身を投げて
竹龍からとり出すリン ゴ には
ドリ ー ム ラ ン ドの ス イ ッ チを切り
ジン グル ･ ベ ル が鳴 っ て い て
フ ラ ン ス 系 ア メリカ人 と横須賀で結婚 し
アイル ラ ン ドとス ペ イ ン の混血 の 男と
アナ ウ ンサ ー の 声は平静で
何の コ メ ン トもなか っ たが
シ ャ ンデリア の 天井に大きくひびき
裸の胴は液体に近く
うらわか き女の胴を斬れよ
卑 しい 心に問うてはな らぬ
｢あなた ど こ にい る の ?+ と問うたら
くりかえしくりかえし問うて みる - -
秘密警察の認知 もしくは同意なく して
ゆれる燈火と死魚の影があるばかりであ っ た.
人間蛾 は街の燈火に誘われる
こ の 支那の 陶器の まわりの
東京の 街角では
これが改んとうの東栄の街路ですが
街の まぶたは重く垂れ 東京の 暗い 夜に信号燈が明滅して い た
東京
63 8
どうそ 道具
103 01 0 魂にもセツ 道具が必要だ
どうく つ 洞窟
o3 9 1 45
13 6 0 1 2
乾い た洞薦のなかに
洞窟の 胎内のテ ロ ル の夢
どうけい 憧慣
1 68 00 3 水平 - の悼惜があ っ た
とうごくされ 投獄され
142 0 6 8 自分の 著作中に登場 し そ のために投獄されたす ぺ て の 人々を
142 0 9 0 知らんふり したところで投獄されは しない
とうごくされた 投獄された
142 068 自分の著作中に登場 し そ の ために投獄されたす べ て の 人々を
どうこくする 働果する
1 48 05 6 働果する場所は ど こにもなか っ た｡
どうし 同志
113 0 3 9 最高に人間的だ っ た同志ス タ ー リ ン
どうじだい じん 同時代人
14 2 08 2 彼がおかれて い る状況は 西側 の同時代人の それ より
どうして
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どうして よ い か解らない 旺 ど
どう して い ままで忘れてゐたの か
どう してわたしが覚えて い な ければならな い の か
あなたはどうして人生にさ よならを告げたの か
どう してあなたは帰 っ てきたの か
どうしてあな たは戻 っ てきたの か ｡
どう して いままで忘れてい たの か､
人の 運命をどう して占うの だろう ｡
ぼくは どう しても逃れる こ とができない ｡
わからない ､ どうして此処 へ 落ちたの か
どう して 一 日の休みに とりか えそう とあせ る のか
みんなどうして こんなに自由にふるまうの か
どうして ､ こ ん な明白な こ とがわからなか っ たの か
どうしてきみ の涙をとめる こ とができよう
どう して人間がすこ しも苦 しまずに死ね ようか?
639
o99 008
10 1 0 3
10 1 063
103 0dl
lO3 0 4
127 0 8
13 9 00 6
186 0 4 1
どう して過去の方に こ ろが っ て い っ たの か?
- - どうして敗北を信ずる こ とができようか
勝利を信じない ぼくは どうして敗北を信ずるこ とができようか
どうして地上の捷はやぶれたか
どこからどう してや っ てきたのか
どうしてかわからない ｡
どうしてもそ の 主の 姿を尋ねあてる こ とができない
どう して きみにわかる? なぜ今まで ぼくが新幹線に乗らなか っ たか?
どうじどうこく
12 4 0 之1
どうじに 同時に
13 5 0 0 3
14 2 06 9
146 03 1
1 6 00 6
とうじ よう 登場
10 3 01 6
12 8 04 8
14 2 0 68
とうじ ようする
103 0 1 6
同時同刻
同時同刻
多くの 国人と語 っ て 同時に
精神病棟監獄から同時に釈放せ よ とい うもの だ っ た
同時にわた しを認めると
三 つ の 時代を同時に生き
シネマ ス コ ー プ に登場する ユ リシイズ の ように
ブリタ ニ カをか つ い で登場
自分の著作中に登場 し そ の ために投獄されたす ベ て の人々を
登場する
シネ マ ス コ - プ に登場する ユ リシイズ の ように
とうすい し 陶酔 し
124 0 2 4 国際級の 背景的速度に陶酔 し
どうぞう 銅像
o28 0 2.3 鳩とともにおお救世主の銅像の髭にも つ い て
とうちほうしき
142 02 4
とうちやく 到着
02 8 052
14 5 0 2 2
1 60 0 5 7
18 6 0 2 2
18 6 0 2 9
とうちゃく した
統治方式
(それゆえ こ の 国独得の統治方式の利点とさえい え るもの で
一 台 の 列車が到着するで あらう
行先をきめな い で出発 し到着 したときに旅は終 っ て い た
心臓発作で倒れ 救急車が到着する前に息をひきと っ たと いう
音もなく発車 し到着 しますからね l
みんな若か っ たと了解 した瞬間､ 未来に到着 して い た こ とがわか っ た
到着 した
640
145 02 2
とうちやくする
o28 05 2
160 05 7
とうちようする
14 2 0 32
とうとい 尊い
o39 1 3 4
136 00 2
どうとく 道徳
145 0 05
18 8 0 4 6
とうとぶ‾ 尊ぶ
1 66 0 1 7
どうねん へ い
148 0 3 2
とうは つ 頭髪
014 02 9
02 5 02 7
03 6 02.5
062 0 23
071 0 2 1
行先をきめない で出発 し到着 したときに旅は終 っ て い た
到着する
- 由の 列車が到着するであらう
心臓発作で倒れ 救急車が到着する前に息をひきと っ たと いう
盗聴する
ス パ イ し 盗聴する者が
夜にはも っ と尊 い何かがある
まず 尊い 母を
芋虫色の 車を時間外駐車で路上に放置 し 道徳の 坂を下り左折してまた坂を登るとすそ右
時には ､ 道徳や､ 宗教 の 立派な代理 にな るうえに､
｢礼は往来を尊ぶ+
同年兵
同年兵で幹候の試験に合格 した組 は､
頭髪を伸ばしてゐ る の を知らんかね
あなたの 頭髪の中に禽が卵を生む
頭髪に巣をかける喧燥な小鳥たち
思い乱れたわたしの頭髪にさ し込まれ
ぼくの頭髪をひ っ ぱる こ とがある
とうひする 逃避する
14 2 07 1
どうぶ つ 動物
0 15 0 0 3
026 0 0 5
030 01 4
097 01 0
13 7 00 6
とうほう 東方
040 0 2 4
他 の 人々を悲惨なままに放置して逃避するような
花は眼の ある動物を見な い
動物たちの角がうごく
動い てゐな い 動物たちが
あの ブ ロ ン ドの若 い男は､ 動物 になる夢を持たなか っ たろう ｡
けちな動物の プライ ドにかけて
東方からおま へ の からだ を侵 しは じめ る
641
どう扱う 同胞
112 017
とうぼうした
oo4 0 0 6
150 0 5 2
とうめい 透明
o1 5 00 8
o16 0 11
o2 4 00 2
o2 5 0 3 9
o2(; 0 1 1
o 28 0 1 5
o3 4 01 4
o36 00 4
o72 00 9
142 04 4
152 02 7
160 00 2
とうめいな
015 008
01 6 011
025 0 3 9
02 6 01 1
02 8 01 5
03 4 0 14
03 6 00 4
072 0 09
とうめい に
152 0 2 7
160 0 0 2
祖国の栄光と同胞の愛を信 じて地平線になだれてい っ た
逃亡 した
ス テ ッ キを忘れて 逃亡 した
続い て第二輯に逃亡した婿婦の 心理を措い た ｢滅落+ を発表したところで ､
透明なる緑 よ
透明なプロ ペ ラがメガネの 申に
脳髄は青く透明で ある ざわめきの 聞こえる孔には栓を つ め
透明な樹液の 申で
透明な靴下が
工場 の透明な模様の 中に編まれ
気体のな かの 透明な溝 へ は い る
透明な耳の あたりを吹く
すばら しく透明な砂竣の 空をみたまえ
い つ もかぎりなく透明で 疑問の余地なく真実だから
透明にそび える こ とを望んで い る
い やに透明に見えてきた 今年の冬
透明な
透明なる線よ
透明なプロ ペ ラがメガネの 中に
透明な樹液の 申で
透明な靴下が
工場の 透明な模様の 中に編まれ
気体の なかの透明な溝 へ は い る
透明な耳の あたりを吹く
すばら しく透明な砂挨の 空をみたまえ
透明に
透明にそびえる こ とを望んで い る
いやに透明に見えてきた 今年の 冬
とうよう 東洋
074 00 4
1 90 011
どうよう 動揺
124 0 2 7
東洋の名もな い桂民地の海 にうかび
東洋哲人風の生活が
郊外電車の快 よい 動揺に耐えて い る
とうようて つ じんふう 東洋哲人風
642
19 0 0 11
どうらん 動乱
o28 0 17
どうりょう 同僚
1 60 0 6 9
どうろ 道路
o 31 0 0 6
とおい
0 45
05 5
0 56
0 57
059
070
073
077
080
01 8
01 2
0 12
00 5
0 2 7
0 1 3
0 0 2
0 3 5
0 0 8
とおい 遠い
037 01 4
039
05 0
05 1
063
08 1
08 6
0 89
1 01
1 05
1 07
1 35
144
154
16 9
183
とおく
04 8
068
04 6
00 5
00 2
00 1
0 2 8
0 0 3
0 4 1
0 3 0
0 1 5
00 8
00 8
0 10
0 14
0 15
0 2 4
東洋哲人風の生活が
組織が崩れ動乱の 意識が流れかけて
エ ゴセ ン トリ ッ タで報復的だ っ たためか同僚 にはうとまれてい たらしい
い つ か のやうに凍り つ い た道路の上で
とおい稲妻の 明りをたよりに髭をそ っ た
とおい航海に出よう
とおい ピル の 屋上で
とおい シ ンガポ ー ル の街を歩い たこ ともある
とおい 夏の 日に
とおい 星､ ちかい 星の ひ と つ ひ とつ にみ い っ て い る ､
とお い沖まで
ど こかとおい 国で放
とおい悲 しみをた(p りよせ て い る
灰 い ろの 遠い 空をながめてゐた
遠い街 へ 走り去るがい い
遠 い 昨日 - -
人間の 遠い 未知の故郷 へ
ど こか遠い と こ ろで
遠い未来の祖国の 霧
青く遠い 空
遠い そ の 声の 方 へ
す こ しばかり遠い と ころ 狼の影もない と ころ
九月十月に汝 ､ まだまだ遠い 三月｡
速 い 異郷の 果でみ る
最も遠い 天の梢 へ
い さ ら波打 つ まぼろしの 暗女の 里は遠い
どちらが遠い - い の か
空が遠い か5丘い かで
遠い昔の おもかげを懐 しん だり
o 1 8 まだとおくから押えて い る性!
o 3 0 とおく の沖を眺めても
643
o69 0 1&
o79 0 04
o83 0 23
o88 07 0
100 07 2
102 02 4
とおく
04 1
041
053
055
060
061
064
0(i5
069
09 4
094
100
112.
115
12 6
12 8
13 9
14 6
1 60
164
171
179
187
192
遠く
0 0 1
0 8 8
0 2 7
00 2
01 0
0 17
0 2 6
0 47
0 4 2.
0 1 1
02 4
08 1
00 4
0 04
0 14
0 6 4
0 0 2
0 1 6
0 10
0 2 9
0 0 6
0 1 2
00 7
00 5
とおくの 町をゆくように
とおくの 水平線は
とおくて近い こんな夕陽が沈み つ つ あ っ た の か
とおくまで草木や花のやさ しい 言葉で
きみ放とおくからぼくを見まも っ て い る
とおく の地球 に放 して くれ
あなたは遠く行かうと した
おま へ は決 して遠く へ は飛 べ ぬだらう
遠くにき こえた電車の ひび きや
おまえはただ遠く へ 行 こうと して い た
遠くからこちら へ 近づ い てきたりする
い つ か遠く橋のうえにや っ てきた｡
こ ころと こ ころは遠くの空 へ 飛び さ っ た o
遠く旅立 っ て い っ た｡
遠く の 国をまわ っ て い る
解読できぬ暗号の ように近くて遠くあるもの
遠く近く ハ イネズ の 原に打ちよせ る の はア フ リカを白くする波だ
ぼくたちが さらに遠くの世界に眼をやるとき
そんな遠くを見るような眼 つ きで
遠く行くひ と
そんな に遠くまで人間の 言葉をとどけに い く
｢遠くからの よい 消息は
すすきの穂が遠くからおい でおい で と手招く
ふ と遠くの ドア に消え た人の
春の さきぶれの雷が遠くで 鳴 っ て い たが
触れあうたび に遠くな る
遠くを見ながら叫ぶ
街の雑音からはるかに遠く
春はまだ遠く
遠くかすかな潮騒のひ びきにきそわれ､ 海にむか っ てひき寄せられていくが ､
とおく へ 遠く へ
04 1 0 8 8
055 0 0 2
とおざかり
03 2 00 4
おま へ は決 して遠く - は飛 べ ぬだらう
おまえはただ遠く へ行 こうと して い た
遠ざかり
光の ざわめきも遠ざかり
とおざかる 遠ざかる
o27 0 2 4 死から遠ざかるために
o71 0 2 7 それ披遠ざか るに したが っ て
644
193 0 13
とおざかろう
o55 0 0 4
とおっ て
101 007
125 0 11
とおの い て ゆく
o54 0 9 4
とおり 通り
oo 5 0 0 4
o5 4 1 1 6
o 61 0 6 6
1 83 0 2 6
遠ざか る列車の ひびきに
遠ざかろう
悲しみ の衝 から遠ざかろう として い た
いまはきみたちの 肉と骨が どこまでもすきとお っ てゆく季節だ
もうい ちど血 のな かをとお っ て こ い
遠 の い て ゆく
だが遠の いて ゆく地平線の
青い帽子の微風が通り
彼は唾をはく街燈の そばを通りぬ け
まるで通りがかりの人の ように
駅前通りから暗い 小道に曲 っ た と ころで
とおりぬけ 通りぬけ
o54 11 6 彼は唾をはく街燈のそ ばを通りぬけ
とおりぬけて
12 0 008 とおりぬ けて い く
とおる
o 61 0 7 8 ぼんやり眼を水面にむけて とおる の を - -
15 9 0 0 4 細くすきとおる声をかけてきた主は
とかい 都会
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0
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そ こから大理石の都会が見え
大理石の林の 都会 (まち) から
あのやうに退屈な都会の 一 日が
都会の屋根の 下よ商店街の 商人たち
都会の 時計の ため に残されて ゐる の かしら
Mよ 都会の胃袋をさまよい ながら君が噴い て い た こ とを
･ - -
今日も都会の 窓に灯がともり
こ の喧嘆の 大都会の
妻も子もな く､ こ の広 い都会の 片隅で ､
こ んな孤独な都会にいて ､
都会の 荒れた皮膚をひきさい て い っ た
天 の 一 角 にせ ばめられた都会の空で ある
都会の時計の ために残きれて い る の か しら?
645
とかく
oo7 0 10 岬簡は空に向 っ て泥を吐く 革の無い末地ではとかく悪い感冒が
とかした 溶かした
o61 13 1 乾けるもの 固く凝れるもの を溶か した+
とかして 融かして
o88 02 7 あたたかい 南国の 陽ざ しの よう に融か してくれるから
とかして 溶か して
o23 0 05 青い 葉が溶か して しまふと
とかして いる
o99 0 04 太陽が線の絵具をとか して い る芝草の うえを
とがっ た
o2 6 00 2 とが っ た建築のか げで
とがっ た 尖が っ た
106 03 0
とが っ てくる
047 009
とがらせる
164 0 1 0
とき
00 8 00 5
01 6 0 13
01 7 0 3 2
02 5 0 5 3
0 25 05 6
026 0 0 6
028 0 5 9
031 01 3
03 6 0 22
041
041
05 2
05 4
054
05 4
0 17
0 8 6
0 0 2
0 2 5
04 4
10 3
尖が っ た紫の 口髭なら ず っ と微妙な震えをも つ かもしれな い
尖 っ てくる
頬骨が つ めたい 空気の なかで尖 っ てくる
黒い ミ ュ ー ズ は口をとがらせる
_望乏∠花を観賞する ときも 空にはボ ンボン花火が上
より精巧な機械に見とれる ときも
怖か っ たと仏陀の 一 人が語 っ たとき
不断に闘 っ てゐる ときに
爽やかな朝 に茎場の鍵が配られたとき
その とき銃眼の奥から脱む
葡萄の 木の影の ごときタイ プが無数繁茂する
静止 して ゐたもの が動き出 したとき
一 枚 の布をうか べ て憩ふとき
不図 目覚めたときは
い つ もあなたの臓肺を つ つ くとき
忘れがたい 悲しみ の 面影がうかぶとき
演(･ ん で ときには涙(o みも しな い で
ひ と つ づ つ 小 さな灯が点されて ゆくとき
だから僕がとくに限ざめる とき
646
054
055
05 6
060
061
067
074
07 6
100
107
109
113
113
113
113
127
12 7
145
147
148
14 8
15 0
15 8
15 8
15 8
1 60
1 63
1 65
17 4
17 4
17 7
1 80
1 85
1 86
1 88
1 93
とき
061
061
080
090
10 6
10 4
00 5
02 1
00 9
11 2
00 7
01 7
00 2
08 1
001
00 8
00 4
0 06
0 09
03 1
0 0 1
0 2 4
0 2 2
0 15
0 2 3
0 2 6
0 4 6
0 0 1
0 06
0 3 4
0 61
00 2
03 4
0 17
0 1 8
007
0 4 2
0 0 2
0 1 8
0 4 2
0 之4
(｢時+)
00 8
20 5
0 24
0 15
011
君がとくに眠る とき
おまえの 滞れた肩を抱きしめたとき
ときに河明りが彼の額を照 らしだし
ときに 一 人 の 男が
一 つ の も のを選ぼうとする とき
飛びさ るときには
さらに多くの友が死んでゆくとき
ふときみの肩にかけられたの か
ぼくたちが さらに遠くの 世界に眼をや るとき
ぼくが若か っ たとき
自分自身と世界 とに別れを告げる ときがきた､
(嵐の ごとき拍手)
拍手と嵐の ごとき拍手 しか
拍手から嵐の ごとき拍手 へ と
ひざまずい て自己批判 し たりぬ ときは刑に服 した
その とき
ときに男をさび しくさせる
行先をきめな い で出発 し到着 したときに旅は終 っ て い た
ときたま死の匂い を発散させ る若者に出会 っ たりすると
生き残 っ たぼくら汝､ 生活の位置がきま っ たときか ら､
そ して､ ふと顔をあげたとき､
｢誇り得るもの + を失 っ たとさ と っ たとき､ 彼はこ の 世から転向して い っ たの だ ｡
あの とき
たやすい こ とだときみが言 っ たとき
北候や足利の美 しい光景をすく っ て みせ たときだろう
かれが家を出たとき 母親 姓 ｢棺桶に入 っ て帰 っ て こ い l+ と言 っ たが
ときには肩をよせあい
何も映 っ て い な い ときには
ぼくはきみ とた っ た - ぺ ん打 っ た碁の こ とをときどき思い 出して い た.
(きみが美しい 奥きん と結婚 して ､ み んな に羨まれながら､
工場を出たときは
たずねるもの が見 つ からな い ときもあるだろう
ラジオ ･ ニ ュ ー ス が伝えたとき
その ときお会い にな っ た人たちとは?
人生の 下り坂にかか っ たときからである ｡
ときわの首都は世界の影を映して い る
見よ､ 澱 んだ ｢時+ をかきわけ､
｢時+ も ｢追憶+ もなか っ た､
きみ に と っ て い かなる ｢時+ ち
静止 した ｢時+ は
外部の 世界をうかがい い まも じ っ と ｢時+ を こらえ
西荻窪の ア パ ー トに住んで い たときの こ とだ)
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今晩十 二時に出帆 します
時計が霜の花の 上で鳴くと
眠 っ てゐない の は時計であり
十二 時を打 っ ても
は 記憶に固執する時計には花々が飾られて ゐるの だなと見
それらが船舶の 歴史の 申にあ っ た時代には
軟らかくまがりくね っ たの は時計
白い事務所の内側の時計の速度は
ただそ こ に時代の速度乃至歩調が見えてく るだらう
時空の瓶の底に
午後四時は しぜん に消えて ゆく
い つ も懐中時計は
一 定 の 時刻と
永遠 よりみ じかい 時間のうちに
時計が
そ して時間が徒らに過ぎてい っ た
都会の時計の ために残されてゐ る の か しら
澱んだ鈍い 時間をかきわけ
内部を刻む時計の 音に 蒼ざめた河の こ の 沈熟まつ きまとひ
重たい 時計の 振子の音 ･ - -
だがぼくは ､ 何時何処で
短かか っ た黄金時代 - I
年後四時の 貴い ろ い太陽
神様をだます時が来たo
あな たの 未来の 時計の 振子がう ごくの をまえに して
時とは 一 体 なんで し よう
柱時計が六時を告げる
平然 としてまが っ た琴をゆく時だ !+
暗い 存在が抽象そのもの に凍ろう とする時間の はずれから
テ ー ブル に焦れて新 しい黄金時代を夢み て い る
ビル の 四階に は午後三時から灯が ともり
無意味な時代がしずかに腐敗 して い ます
見よ､ 澱んだ ｢時+ をか きわけ､
おお時よ､ な ぜ流れる の か
･ああ時よ､ な ぜ流れる の か
おお時よ､ なぜ流れるの か
出発の時 よりも資しくな っ て ､
｢時+ も ｢追憶+ もなか っ た､
時は移 っ た｡ 沈黙の
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十 二時十分 針の 眠が
あらゆる時は
きみにと っ て い かなる ｢時+ も
壁にはり つ い た影と語 っ て い る時代 - 一
静 止した ｢時+ 汝
多くの 時と多くの 場所 と
一 時に石 の竃で燃やさなければならな い
太陽をえがく 酒場時代の
自分ひ とりの もの となる時刻 - 一
都会 の 時計の ために残されて い る の か しら?
たちまち去 っ た警告の 時代よ
すばやく過 ぎ去 っ た予言の 時代よ
時はながれ い つ の 日かまた
外部の世界をうかがい い まも じ っ と ｢時+ をこ らえ
す べ て相対的な時の なかを い かにゆ っ くり他の 暗が進行するか
時代におくれ 人におくれたす ぺ て の も のをとり戻すために
たぶん時代がわるいん だろう と異口同音に歌う
非時の 曇天に
父なる ｢時+ と
去りゆく時の
同時同刻
われらの 時代に目覚め はな い ?
時を告げない 時計と
多くの 国人と語 っ て同時に
帝政時代よりソビ エ ト体制下で四倍も悪化 して い る
精神病棟監獄から同時に釈放せ よ とい うものだ っ た
彼がおかれてい る状況は 西側の 同時代人のそれより
芋虫色の 車を時間外駐車で路上に放置 し 道徳の坂を下り左折 してまた坂を登 るとすそ右
｢写真店の 窓には曝された肖像 の記念写真が 夢こ そす べ てである と知 っ た時 もう肉体
同時にわた しを認めると
生きて い く こ とに怖れを感 じて い た幼年時代だ っ たら
生きるこ とに困難を覚えて いた青年時代だ っ たら
と こ ろが遅れてや っ てきた壮年時代 に入 ると
とり返 しの つ かぬ時間が過ぎて い たの である ｡
十時をすぎると蒲団が敷かれた｡
正午は安全な時刻である､
六人の 意見が 一 致 して ゐる時は､ 六人とも彼に萌されて ゐる時で あ っ た｡
彼の 表面は常に波立 っ てゐ るが ､ 彼 の底は何時も静かで ､
時代 の風圧を避けるの にせ い - ばい で ､
こ の 瞬間 へ と高ま っ た時の 頂きから
時を刻む音ばかり高くな っ て い く屋漏で
それで時間 つ なぎに詩を聞かせて くれとせがまれ 聴衆の もとめに応 じて
そ の 日は夜 どおし起きており 朝の 四時にゴミを捨てに廊下 へ 出て
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1 60
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178
180
184
185
185
186
186
18 6
18 6
18 6
186
18 6
07 6
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0 08
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0 12
0 23
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06 9
07 2
07 5
07 6
0 80
186 08 3
1 86 08 7
188 0 15
188 0 2 0
18 8 0 4 6
18 8 05 1
18 8 05 4
19 0 01 3
193 0 20
制度の 春を病む こ ともなく 不確定性の 時代を生きて
三 つ の 時代を同時に生き
どれだけ時間がかかるの か
きびすを返す時刻を
欲する時に
決定的な悔い の 暗がく るまで は
u pの 記者を して い た当時
時代 へ の幻滅も
だが､ 愛する時間を奪われた
(時間の 正体を見たんだ)
一 種 の時間差攻撃ですね?
空間と空間の あい だに時間が挟まる
時間は偉大な造物主だからね
時間の さまざまな変形態にすぎぬ)
万物は時間の塊りで
誰かが寄賭 してくれたナポレオ ン の - 壌もい ずれ劣らぬ時間の傑作だ っ た
思索も夢も時間の 戯れで
時間を忘れてぼんやりするの だ っ た
鼻孔に ､ 時々 ､ 薬をさ さない と､
フ ア ン ･ ゴ ッ ホ展があ っ た時の画帳が､ 手もとにあ っ て ､
時 には､ 道徳や ､ 宗教 の 立派な代理になるうえに､
人はただ歳をとるだけだが ､ 時代は､ 変 っ たようで ある ｡
いまは エ レ ク トロ ニ クス と老害の 時代なの だ ｡
時には朝早く釣竿を持ち
同じ時は決 して戻 っ て こなか っ た
1
t
7 4
5どき
o1 7 ぼくはきみ とた っ た - ん打 っ た碁の こ とをときどき思い 出して い た｡
ときに
025 0 5 3
054 0 2 5
05 6 02 1
06 0 00 9
0 67 0 07
12 7 0 2 4
145 0 2 2
163 00 2.
1 65 03 4
ときには
054 025
067 00 7
不断に闘 っ てゐる ときに
涙ゃんで ときに は涙(o みも しな い で
ときに河明りが彼の額を照らしだ し
ときに 一 人 の 男が
飛びさる ときには
ときに男をさび しくさせ る
行先をきめな い で 出発 し到着 したときに旅は終 っ て い た
ときには肩をよせ あい
何も映 っ て い な い ときには
演(･ ん で ときに披涙(o みも しな い で
飛び さる ときには
650
163 00 2
165 034
ときには肩をよせ あい
何も映 っ て い な い ときには
とぎれた
o 69 020 とぎれたとみせ て また つ づく
とぎれて 途切れて
11 1 006 夕焼空にふ と途切れて い る
とぎれとぎれに
1 92 0 09 あの 音は､ 幻聴かも? とぎれとぎれに聴えてくるが､
とぎれる
o61 0 4 8 風にとぎれるはかない 幻想が
ときわの
193 0 24 ときわの首都は世界の 影を映して い る
と(v 研(･
143 0 1 7 い つ まで爪を研その か
どく 毒
02 2 0 0 9
02.5 02 8
026 024
070 052
1 60 0 08
そ して 毒を含むだ花々 汝
脳髄披毒の やうに青くなる
悼ましい 毒の如く滞れ
どんな蛇よりも猛烈な毒をも っ て い るわ
どの 寿がい い かと話しもした
とくしゆ しやか い そ しき 特殊社会組織
142 0 9 6
どくし よほう
09 3 0 10
どくしんしや
0 54 0 8 6
0 54 10 6
054 11 5
極度に不平等な特殊社会組織の
読書法
かか る読書法は良い趣味以外の なにもの でもな い
独身者
独身者はふかく自ら頒きな がら
独身者は大学生の リキ ュ ー ル グラス に
独身者はすばやく扉の そ と へ 消えうせる
どくだん 独断
072 02 4 独断批評家の 口ぶりもわるくはない し､ 皮肉な記者の ポ
ー ズも捨てがたい
とくちょうの ある 特徴の ある
651
150 05 7 彼は特徴の あるうるんだ眼を しばたたきなが ら聞い て い たが､
とくていする 特定する
192 0 0 1
どくとく 独得
1 42 0 2 4
どくはく 独白
170 0 1 2
とくやま 徳山
18 6 00 5
どくり つ せんげん
o5 4 1 4 3
と(o ろ
12 8 07 2
どくろ
1 38 00 3
1 38 0 10
138 0 1 3
138 0 2 0
149 0 1 4
とけ
028 02 2
10 0 00 9
10 5 00 1
12 9 0 1 6
とけい 時計
004
015
024
00 9
0 1 6
00 5
02 5 0 2 9
02 8 0 0 5
03 6
04 1
04 1
0 46
0 1 0
0 1
1
0
3
4
5
5
5
もはや､ わたくし､ と特定する必要はな い o わたく しには ､ わたく し以外の
(それゆえ こ の 国独得の 統治方式の利点とさえ い え るもの で
さび しい 男 の朝 の独白)
徳山まで講演に行 っ たんで す っ てね?
独立宣言
非ジ ェ フ ァ ー ソ ン は独立宣言に署名 しない
とそろを巻く
どくろの 目に涙がたまる
どくろの目に涙がたまる
どくろ の 目に涙がたまる
どくろ目に涙がたまる
どくろ とな るまで
そ の とけやすい肢髄を眠らせ る飴色の 午後の
記憶の くらやみに とける フ イ ル ム の ように
氷はとけ､ 雪は消えて ､
ひ とけの な い 屋上プ ー ル と
時計が霜の花の 上で鳴くと
眠 っ て ゐない の は時計であり
は 記憶に固執する時計に は花々が飾られてゐる の だなと見
軟らかくまがりくね っ たの は時計
白い事務所の 内側 の時計の速度は
い つ も懐中時計は
時計が
都会の時計の ために残されてゐ る のか しら
内部を刻む時計の 音に 蒼ざめた河の こ の沈黙はつ きまとひ
65 2
o47 0 0 7
o52 O2 0
o53 03 3
100 01 6
129 02 0
とけて 融けて
149 0 12
187 02 7
とけていく
149 0 1 2
18 7 0 2.7
とけてい る
05 5 02 9
とげとげしい
04 1 045
重たい 時計の振子の音 - -
あなたの 未来の時計の振子がうごくの をまえに して
柱時計が六時を告げる
都会の時計の ため に残 されて い る の か しら?
時を告げない 時計 と
内な る人は融けて いく
甘い香りの ように地に融けてい く
融けてい く
内なる人は融けてい く
甘い香りの ように地に融けてい く
溶けてい る
花瓶の腐 っ た水の なかで溶けて い る
とげとげしい 息子よ 御身の
とけぬ 解けぬ
15 6 03 6 心 の 禁制は解けぬまま
とけやすい
o28 0 2 2 そ の とけやすい肢髄を眠らせ る飴色の 午後の
とける 溶ける
oo 6 0 0 5 蜂蜜のやうな午後が溶ける
どこ
015
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03 0
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03 7
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00 6
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0
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3
3
3
4
9
3
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9
0
8
0
海図の脈 の ど こかに消えて しま っ た
溢れてくる影の ど こかで
ど こからともない 一 滴 の水 一 滴 の 音に
風はどこ からともなく忍び こむ
夜はおそ らく どこからでも悉 びよる
まだ光がどこまでもゆきわたり
あなたをどこか へ 連れてゆかうとする
｢地平線はどこ にある
彼女の位置はどこ にある
難破船はどこ にある
彼女の 憂愁はどこ にある+
今なおどこかに隠れてい るとは信 じられぬ
こ の 街 の どこもか しこも
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ひろい 眺め の と ころど ころで
わたしはどこまでも愚かですから､
一 切 の 望みをすてて ど こ までも 一 緒 にゆ こう
わたしは昔 の少年にな っ て ど こまでも追いかけて ゆくだろう
ど こか遠い と ころで
みんな どこ へ 行 っ て しま っ た の ?
わたしはどこまでも歩い て い っ た｡
ど こ にも鴎はみえなか っ た
い っ たい ど こ にある の だろう ｡
ど こからともなく
どこかとおい 国では
ど こまでも つ づく青い 灯の 谷間にも
どこまでも つ づ く愛の歌で
｢あなた どこ に い る の ?+ と問うたら
｢あなたどこ に い る の ?+
｢あな た ど こに い る の ?+
いまはきみたちの 肉と骨がどこまでもすきとお っ てゆく季節だ
どこかの 国境を守るためではない
- - ど こまでもぼくは行 こう
おお しかし ど こまでもぼくは行 こう
悔恨の波はどこまでもうね っ てゆけ
どこからどう してや っ て きたの か
ど こまでも 迷 っ て迷 っ て
ど こ へ も帰りたくない
あの きび しさはど こ へ 行 っ たか
あの純粋の 化身はどこ へ 失せ たか
修正に修正をほど こす整形手術で
ど こまでもひろが っ て い る
ど こでも似たようなもの
い ずれは太陽系の 星の ど こ へ でも
ど こからか砧を打 つ 音がかすかに聞えてくる
ど こまで行 っ たの ?
ぼくたちは どこまでそ の 小さな幸福を守れるだろうか?
どこ の荒野の枯木 にとまる の か
どこ の浜辺の 砂を掘るのか
何もない 地面の片隅に針金細工や手製の指輪を並 べ ど こ にもい な い
エ ン ジ ェ ル が こ こ に
そんな カ ッ プルはどこ にでもい で快楽の ス プ ー ン で苦痛の目方を計りかねてい た
ど こ だ っ て かまわない
どこを どう走 っ たもの か
｢あなたはどこ?+ とたずねても
働果する場所はど こ にもな か っ た｡
最後の 拠り ど ころ放生理 しかなく､
心 の どこ かで
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158 0 2 7
160 0 7 5
160 07 8
162 00 5
168 01 1
173 00 8
174 021
177 00 9
178 00 7
180 02 9
180 03 0
180 0 5 0
184 0 2 2
18 6 0 2 4
18 0 6 1
192 0 0 4
192 0 1 0
19 2 0 1 1
どこ
03 9
03 9
04 1
04 4
046
050
05
0
0
0
5
5
5
1
3
3
3
055
057
059
oわ
075
何処
0 18
0 3 7
1 0 2
01 3
0 4 4
013
00 5
03 6
04 1
0 4 2
0 2 1
0 13
0 1 1
0 1 3
0 1 3
09 3 0 2 8
10 0 0 8 0
110 0 1 4
14 0 002
142 02 1
と こ 床
014 0 2 5
許されるか ぎり どこ までも
われわれの コ ー ネリア ス 披 い まど こに い る の だろう?
われわれの コ ー ネ リ ア ス はど こまで歩い て い けるだろう?
どこまで豊かでありうるか
どこ をどうめ そ っ て みて も
こ の世 の 中 ど こまで腐 っ て い くか+
お っ とり して いて ､ ど こが強い の かわからない ような碁風だ っ た｡
ど こをどうほ っ つ き歩 い たか
ど こ にもない場所に預けにいく
ど こかでくい遠い
ど こかで勝手に出あうもの で ある
｢ど こかで会 っ て ､ さりげなく挨拶を交したような ､ 奇妙な余韻をひい て いくと こ ろ+ それは私にしてもそうで し
ど こまでも理解しあい
昔の発車ノミル の音が体内の ど こかに残 っ て い たんですよ!
出産に関する教育が旺ど こ されるならば､
夜明け前の 微光があたりをくまなく覆 っ て い て､ ど こ へ 行 こうとして い るの か ､
ど こまで行 っ ても､ 一 本 の松 にも出遭わず､ 平坦な黒い砂地がつ づ い て い るばかりで ､
もしかすると ､ 近づくに したが っ て ､ 遠 ざか っ て い く海なの かもしれない ｡ こ んなとこ ろは､ 日本中の どこ にもあり
あなたは何処に立 っ てゐ る のか
わたしは 一 体何処に立 っ てゐ るの か
かつ て 何処にも起らなか っ た こ と
戦い は何処よりか
たとえ何処の果 へ ゆかう とも
だがぼくは ､ 何時何処で
だが何処 へ ? ヨ オ ロ ツ パ でも ア ジアでもない
わた しの たずねる人影は何処にもありません
それから何処 へ ゆくの で し よう
お姉さん 何処にい る の
何処 へ も行きはしなか っ 串
何処 へ 行 こうと
あの美 しい 少年は何処 へ い っ たか
何処でも
い つ か何処かで
- - 何処 へ ?
何処にもない の だ
何処にありや､ と｡
何処にも
あなたは何処にい ても
貧血がくるとひ と つ づ つ 楽器は床に倒れた
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015
024
035
039
04 1
07 7
08 1
09 3
11 2
11 8
12 8
133
143
154
1 67
1 75
18 9
01 1
0 0 4
0 0 8
0 9 0
0 9 9
0 1 8
0 1 8
0 0 8
0 2 2
0 0 8
0 7 0
0 0 4
0 1 2
00 2
05 5
0 12
03 5
どこかに
01 5 00 6
05 4 09 8
18 6 0 2 4
どこから
030 0 0 6
034 0 1 6
037 0 1 1
073 0 2 4
103 0 0 4
139 0 0 4
と ことんまで
151 0 2 1
どこ に
039
039
0 41
05 3
05 3
1 00
110
140
何処に
0 1 8
0 3 7
1 0 2
0 3 6
0 4 2
0 8 0
0 1 4
0 0 2
石の床に新聞が配達されてゐたこ とも
けてゐる 寝床に散らば っ た怠惰な骨の 申から 陰欝な眼球
白い床の う へ に
床を踏み にじる音によ っ て
むかしの 世紀がまだ寝床に就かぬうちは
かれは木の 吊床に身を横たえて
木の 吊床に横 たわる者
寝床で ウ イ ス キ ー を飲み煙草をふかす
寝床の ぬくもりでほて っ た身体を 詰ま っ た路面電車に積みこんで
寝床は 一 つ
石の 床に
｢夜われ床にありて
岩床に つ くばうあさましさを思う - ･ - ･ ･
雲の はずれの寝床
柱に梁に天井に床に耐性を与え
病床の きみ の耳にも聞えてい るに違い ない
銀の フ ォ ー ク が石 の床 に落ちる
海図の脈の ど こかに消えて しま っ た
今なお どこ かに隠れて い るとは信 じられぬ
昔の発車 ベ ル の音が体内の どこかに残 っ てい たん です よ!
どこからともない 一 滴 の水 一 滴の 音に
風はどこからともなく忍び こむ
夜はおそらくど こ からでも忍び よる
ど こからともなく
どこからどう してや っ て きたの か
ど こからか砧を打 つ 音が かすかに聞えて くる
と こ とんまで生きる気なんだろうおまえは
あな たは何処に立 っ てゐ る のか
わた しは 一 体何処に立 っ てゐ る の か
か つ て 何処にも起らなか っ た こと
わたしの たずねる人影は何処にもありません
お姉さん 何処にい る の
何処にもない の だ
何処にありや､ と｡
何処にも
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どこもかし こも
05 8 0 3 0
と ころ
025 00 3
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0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
3
4
4
5
5
5
6
6
6
6
8
1
4
9
4
4
5
0
1
3
6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
4
1
0
1
4
0
0
0
2
1
1
4
1
0
4
2
0
5
0
3
1
0
3
9
1
1
あな たは何処にい ても
何もない 地面の片隅に針金細 工や手製の 指輪を並 べ ど こ にもい な い エ ン ジ ェ ルが こ こ に
ど こ の 荒野の枯木に とまる の か
ど こ の浜辺 の砂を掘る のか
まだ光がどこまでもゆきわたり
わたしはどこまでも愚かですから､
一 切 の 望みをすてて ど こまでも 一 緒 にゆ こう
わたしは音の 少年にな っ て ど こまでも追い かけてゆくだろう
わた しはどこ までも歩い て い っ た｡
ど こまでも つ づく青い 灯の谷間にも
どこ までも つ づく愛の 歌で
いまはきみたちの 肉と骨がどこまでもすきとお っ てゆく季節だ
･･ - ･ど こまでもぼくは行 こう
おお しか し どこまでもぼくは行 こう
悔恨の波は どこ までもうね っ てゆけ
ど こまでも‾迷 っ て迷 っ て
ど こまで もひろが っ て い る
許されるかぎりどこまでも
どこ までも三哩解しあい
この衝 の どこもかしこ も
黒い トン ネル に海の響を･きくと こ ろ
しづ かに磨い て ゐると こ ろ
おびただ しい 自然を覆ふ霧はやがて見えな くな ると こ ろ
ふとな にげな く途絶えたところから
帰すると ころ 一 に して 祈りは慧き習慣 (ならわし) の 光明なりo
高い とこ ろに立 っ て影 の眼を開い てみたまえ
｢僕はこ こ に小 る 君がい ない と ころから
君がい る と ころ へ 行き つ くために
と ころがおれたちは
ひろい 眺め の と こ ろど ころで
い たると こ ろに行き つ き､ い たると ころを過ぎてい っ た｡
ど こ か遠 い と ころで
- - 帰 っ て ゆく と ころもなく
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あると こ ろに
天国というところがあ っ たんだ っ て
そ こ にはまぶしい と こ ろがあ っ たんだ っ て
かれもまた あると こ ろに
ある と ころに
結局の と こ ろわれわれの期待も､ かれらの 手綱さばきで
どうふるま っ たと ころで
平和の ない と ころから立去らなければならない
なお何も浮ん で こない と こ ろ
高い と ころ へ 追 い つ められて
- - と こ ろ で
妹 の と こ ろ へ 電話をかけようと して
絶望も希望も住む場所をもたぬ と ころ
すこ しぱかり遠い と こ ろ 狼の 影もない と ころ
どの 首都からも へ だた っ た どんな地図にもない と こ ろだ
かれにはい い とこ ろがある
イ シ ュ メ ェ ル にはい い と ころがある
の がれると こ ろなき身の
六十本の 煙草を灰に したと ころで
どんなイ メジを選んだとこ ろで
侵略的な人類の 手の とどく と こ ろにあ っ たら
ゾン ビ ー たちはい たると ころに い たが
数知れぬ花が袖にこ ぼれる と こ ろまで ｡
行く と こ ろもなければ帰る と ころもな い
とこ ろが ブ コ フ ス キ ー は信念の ほうが
知らんふり したところで投獄され放 しな い
｢あると こ ろに壁が僚れて い た
ロ ビ ー まで戻 っ たと こ ろで
お祈りを捧げてい ると こ ろで した
と こ ろが遅れてや っ て きた壮年時代 に入 ると
続い て第 二輯 に逃亡した婦婦の 心理を描い た ｢滅落+ を発表 したところで ､
と こ ろで 日本の 社会の 日蔭を歩む
道に迷 っ たと ころで
言葉の 理解の と どかぬ と ころで
つ まる と ころ神経の 問題だが
至ると こ ろに棲みながら
｢何も書けぬ+ がほん とうの と こ ろだ
(見えない と こ ろで自然汝豊かさを失 っ て い な い
ぼくの考慮の およばぬ と ころが
かえる とこ ろがある
｢どこ かで会 っ て ､ さりげなく挨拶を交したような､ 奇妙な余韻をひい て い くとこ ろ+ それは私にしてもそうで し
駅前通りから暗い 小道に曲 っ たと ころで
わたしたちの 家 (ア ワ ･ ハ ウス) と いう ぺ きと こ ろを
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1 85 0 11
1 8 02･8
18 8 05 8
189 02 8
190 00 1
190 01 7
192 00 3
192 01 1
192 01 5
193 0 0 3
ところ
028
02 8
02 8
02 8
02.9
032
03 9
041
042
080
095
098
100
101
106
1 11
12 1
12 1
13 4
14 0
14 2
14 2
14i
14 2
14 8
14 8
15 0
16 2
17 8
18 6
18 6
所
0 0 5
0 5 4
0 6 4
0 6 7
0 1 0
0 0 5
0 3 8
11 3
0 0 7
0 2 2
0 0 2
0 0 7
0 7 9
0 2 8
0 4 1
0 0 2
0 1 3
0 1 5
0 1 1
0 1 1
0 4 2
0 5 7
06 3
0 6 9
0 0 7
0 5 6
0 5 4
0 1 5
0 0 7
0 5 4
0 6 4
い たると ころに沈黙の 空白ができた
歳相応の ､ 厄介な病気が ､ 二 つ か 三 つ 重な っ たと ころで ､
と こ ろで､ き桝ま同じ手紙の後半で ､
これからひ とりで食事にかかる と こ ろだ
帰るところはそ こ しかない
い つ かきみが帰ると ころは
う つ む い て ､ 歩い て い る と ころは､ 一 木 - 革もな い ､ 黒い 砂地で ､
も しかすると､ 泣づくに したが っ て ､ 遠ざか っ て い く海なの かもしれない o こ んなと こ ろは､ 日本中の どこ にもあり
みるみる漆黒に つ つ まれて い く､ こ こ 臥 もとも と海底だ っ たと こ ろではな い か ｡ 冷気に身ぶるい し､
到達 したと こ ろから
白い事務所の 内側 の時計の速度は
わたしたちが所有するす べ て の 宝よ
空壌の堆積する地所を揺るが しながら明るく笑う
白い事務所の 受許器が
一 つ の 海を風景の 中に所有 した
わたしが憩ふ場所とい へ ば
小さな場所 に
あなたが倒れる場所とい へ ば
大 い なる弧をめ(hり遠かに高い 所から
い かな る場所にも
多くの 時と多くの 場所 と
｢こ こは ほん とに気持の い い 場所ね
ぼくたちが出会う場所披
絶望も希望も住む場所をもたぬ と こ ろ
かれ汝屠所にひかれる小芋で あ っ てはならない たとえそ の 皮を剥がれても
家の ない場所 へ 行 っ て みたい
プライ ベ - トな場所をさがしたい
台所で は大根を刻む音がして い る
一 つ の 場所を占めよう として
きみが い たすべ て の場所か
■
ら
監獄 ･ 収容所シ ス テムに ほかな らぬ と
監獄 ･ 収容所シ ス テムに隠れ場所披な い
各所の精神病棟監獄 普通の 監獄 ･ 収容所で
精神病棟監獄から同時に釈放せ よ とい うもの だ っ た
地方都市で鉄 工所を経営 して い た旧友が､
働失する場所はどこ にもなか っ たo
鉛筆で何カ所も印を つ けられた頁を つ き つ けられて ､
耽惚 の所業であ っ たかも しれな い
ど こ にもない 場所に預けにいく
ぼくは無意識の うちに隠れ場所をさが して い る
隠れる場所がなくなる
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189 0 24 高い場所に住んで い る
と ころどころ
o60 00 3 ひろい 眺め の と ころ ど こ ろで
とざされ
o43 01 1
o47 00 2
o5 4 0 7 5
o8 8 02 5
101 0 5 8
とざされた
047 002
05 4 07 5
088 02.5
とざされて い る
04 0 0 1 5
とし 歳
068
068
072
10 5
15 1
15 3
16 0
160
183
184
186
188
188
0 1 3
0 3 3
0 0 3
0 1 3
0 1 5
0 0 2
05 4
0 65
0 03
0 10
03 4
02 8
05 1
とし 都市
02 8 0 2 0
04 8 0 2 8
05 4 0 2 1
061 0 0 4
06 1 22 0
08 1 0 1 4
09 4 0 1 2
愁い の都 の 門はとざされ
とざされた部屋に心臓 の羽掃きが
｢出て ゆこう とざされた部屋の 中から
雪にとざされたぼくの 窓や
ぼくの 行手です べ て の 国境が とざされ
とざされた部屋に心臓の 羽掃 きが
｢出て ゆ こう とざされた部屋の 中から
雪にとざされたぼくの 窓や
閉ざされてゐ る
す べ て の 劇場は閉ざされてゐ る
十九歳の 男は 海にむか っ て
十九歳 に別れを告げた男は
い ま評判の サラブ レ ッ ド四歳馬を見ようと して
こ の歳月をよ しと しよう ､ 三月｡
な ん と魅力のな い 五十六歳の 男だ ろう
す べ て の歳月を
私が知りうるの は シ ュ ワ ル ツ が 一 九六六年に五 十三 歳で死んだ こ とだ
フ ン ボル トの天才 は臼十歳で燃え つ きて しまい
歳末商戦たけなわの店頭を
四歳にな っ たばかりの養子の 名はヒロ シ
ひ よ つ とすると廿六年前の 升四歳の ぼくが､ いま の ぼくを見てい たかち - -
歳相応の ､ 厄介な病気が ､ 二 つ か 三 つ 重な っ たと こ ろで､
人はただ歳をとるだけだが､ 時代は､ 変 っ たようである ｡
かれら塵挨都市の 番兵と呼ぶもの から
すると地球の 表面に都市がで きる
｢僕たちは都市を つ らぬく濁 っ た河にそ っ て
よごれた釘の都市が聾えてい る ｡
幻 の都市に灯が つ い た､
ぼくらを生んだ七 つ の正代都市が
行 っ た こ との ない 島や港や都市に
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140
148
150
とし 年
009
010
010
010
010
010
015
02.1
021
021
04 1
04 8
05 3
053
05 4
054
054
057
057
057
057
058
059
059
059
059
059
061
062
062
062
062
066
068
070
071
072
077
o20 かれは実体のない都市の 雲の 中に住む
oo 7 地方都市で鉄工所を経営して い た旧友が､
o 68 今日､･我々は 一 つ の 都市､
00 4
00 1
00 3
00 5
0 14
02 0
0 13
00 6
02 1
02 4
0 16
02 2
04 9
05 0
00 1
04 9
0 62
00 2
00 7
0 11
03 1
04 5
001
0 11
0 17
0 23
0 28
05 7
00 1
00 2
00 8
03 1
016
028
03
00 9
0 42
0 1 6
ポケ ッ トを膨らませる少年は
自転車に乗 っ てゐる少年汝自転車の ス ピイ ドをも つ
有効な ス ピイ ドに つ い て考 へ る こ とを欲する,i>年は 一 個の 白い 帽子をかぶ っ てゐる
日の 匂を発散させ る少年は青い 麦の芽である
パ イ プを握 っ て雲の 中から生れてきた少年は
手をあげた少年の 五指 の 聞から
昨年の 唄で あらうかもう見えない
若年の日日に
若年の記憶は古くなり
若年の コ イ ルを閉じて しま っ たが
音を刻み 立止まり 年を待 っ てゐ るやうに
うすれゆく年々の 冬のきび しい 日の 下で - -
わた しは 一 日 よりもはかない 一 年を
一 年 よりもむな しい 一 生を過 ごして きま した
それは 一 九四 二 年 の秋であ っ た
一 九四七年の - 情景を描き出そう
ぺ テル ス ブルグ の 青年が僕たちに告げたこ とを - -
1 8 8 6と書 い て あ っ た そ の 年から
パ ス カル の読み方を教えた青年が戦死 し
1 8 5 0と書い てあ っ た そ の 年から
1 9 4 8年 これは
どうやら私は今年も結婚 しそ こねたようです
見知らぬ美 しい少年が
あの美 しい 少年は何処 へ い っ たか
美 しい 少年を失 っ た母が
おもい みだれた母と美 しい 少年の ボ ー トが
波にさらわれた母 と美 しい 少年を許せ !
一 九四○年の秋から 一 九五○年の 秋まで ､
ひ と つ の年が終り
ひ とつ の年が始まる神秘な夜に くるま っ て
二十年もむか しに死んで
わたしは昔の少年にな っ て ど こまでも追い かけてゆくだろう
年老い た母親はい きをころ して坐り
(今年の夏も これ っ きり)
一 日を 一 年 の ように暮 して い るぼくたちには､
われわれは とりかえしの つ かぬ年月を
(すくなく とも三百年の伝統に従 っ て
一 九四 四年五月の ある夜 - -
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142
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(そ の 年 の こ とはもう忘れた)
何千年の闇をつ らぬ い て異赤な雲の 火柱がたち
橋の 下には 夏の 少年が
けれど死んだ限をひらい た少年には
すると少年の 冷たい呼吸で
そ こ に年輪をよむかわりに
巨木の 五百年は美 しくない
もう二十年た つ
孤独な青年の体臭に
文明色なら もう古くな っ た三十年代流行の セダン の
それは昭和十六年の冬の こ とだ
それから五年た っ てである
ぼくは今年の夏を知 っ た
二十年か
一 千年 の別離もさび しくはない
新 しい 年がくる とい っ ても
三十年前か
十年戦えればア ラ ブが勝 つ がね え?
美少年に見おぼえはな い
年月はめそりめ(o っ て
年々 の秋をとざす ー つ の秋
空虚な こ だまの なかの 簸年月
五十年の 記憶は闇また闇｡
そ の著書をフ ランスで刊行 した 一 九四 二年生れの ブ コ フ ス キ ー は
十 二年 の刑期を つ とめあげるため に監獄に戻 っ て い っ たの である
魂に刻み目を つ けたこ の 年を!
年経た甲羅を陽に反らして
振りむくと小柄な申年の外国人が
生きてい くこ とに怖れを感 じて い た幼年時代だ っ たら
生きるこ とに困難を覚えて い た青年時代だ っ たら
と ころが遅れてや っ てきた壮年時代に入ると
去年の 一 月 の 終りに､
三十五年ぶりにたよりをよ こ した｡
今年 の冬には､
同年兵で幹候の言式験に合格 した組は､
みな年相応に老けて､ 持薬を服用する者もあり､
それから､ 少年 の日 の ように月の 砂漠 へ 出発したo
二十才 にな っ た年の秋に
年月の きび しさに苦笑する放かはなか っ たが ､
一 九三九年の春､
軍歴は傷癖期間を入れて約 二年半ほど
現在各種年鑑に よれば詩人 とい うこ とにな っ て い る
す べ て の 年月をかけて
662
1 60
1 6O
160
1(;0
0
0
0
0
160 0
160 0
166
167
16
16
16
1 6
7
7
9
9
17 3
1 74
174
1
1
1
1
1
1
1
1
80
80
80
8 0
80
8 2
82
86
186
188
1$8
18 8
18 8
1 88
1 89
189
189
0
0
1
0
0
0
0
0
2
9
2
15
5 4
6 3
1
4
4
6
2
0
0
0
0
0
2
4
0
1
1
0
0
0
0
1
1
8
9
3
4
0
2
1
1
1
2
2
5
0
0
0
0
0
7
0
5
3
2 3
2 5
2 7
3 4
0 9
0 1 9
0 33
0 35
07 3
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いやに透明に見えてきた 今年の 冬
そんな今年の冬も終りに狂い ある日の 真夜中
デルモ ア ･ シ ュ ワ ル ツ が 一 九三八年に書い た短篇を読んだ
二十年も昔に記憶の底 に沈んだ詩人が
私が知りうるのは シ ュ ワ ル ツが 一 九六六年に五十三歳で死んだことだ
三十年代末から四十年代にかけて清輝 し
い のちもい らない初年兵の 頃には
少年期の 貧 しい体験から
ながい 幽閉の 年月に耐えた
共に暮 した年月にも
今年の 小さな波 じやネ
来年の風にまた挑戦 します｡
はてさて 七十年代も終りですか
一 年ち ょ っ と前､
こ の 三十年問､ ぼくはきみに 一 度も奄許な どしたことがない ､
｢女 の子 の 心理+ なんて私だ っ て判ん な い ですよ｡ 私だ っ て
ち ょ っ ぴり心 が痛み ､ それはなぜか と考え出すと ､ 疑
｢男の 子の 心理 + は判んな い ですからね｡ お年寄り
だからとい っ てお年寄りの 心理を甘くみてはい けません よ
夢の なかで恐怖に出あわない の が本当の年寄りなん です
ら･ - - ｡ 貴方に判らなかろう と､ もう少 し付け足すと､ 昨年披形相の意味も知らなか っ たとい う こ とo 私は ｢メ
今年の 波披どうあれ
すべ てを年の せ い にするな
ありあまる年があり
廿六年前に広島で撮 っ た写真を､ 懇親会の席上で相良君から見せ られて ね
ひ よ つ とする と廿六年前の升田歳の ぼくが ､ い まの ぼくを見てい たかも -
･ ･ ･
五 十何年ぶりに歯医者の厄介になる とい う始末｡
一 九五 八年に ､ 日本で ､
早 いも の で ､ あれから四年､
毎年 一 人ず つ の勘定だから､
四年遅れの こ の返信が､ 四年前の それと､ どう違 っ て い るかを､
誰とも口をきかずに十年を生きれば よい
十年の 早さ
それがわかるの は十年た っ てからで ある
とじこめて 閉 じこ めて
05 5 0 2 7
07 0 02 2
としそうおう
18 8 0 2 8
ガ ラス の花瓶に閉じ こめて しま っ たの だ
ぼくたちを閉じこめて い る格子は
歳相応
歳相応の ､ 厄介な病気が ､ 二 つ か三 つ 重な っ たと ころで､
としそうおうに 年相応に
14 8 03 7 みな年相応に老けて､ 持薬を服用する者もあり､
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とじた
o39 04 4 しだ い に眼をとじた楕円の石に変 っ て しまふ
とじて 閉じて
o21 02 4
o62 0 63
どしやぶり
146 0 60
としより
1之4 03 5
若年の コ イ ルを閉じて しま っ たが
あなたはつ ぶらな瞳を閉 じて い ますね
どし や降り
外はひ どい どし や降りで した
(疲れやすい んだ と しよりは)
とじる
1 64 02 6 きみがす っ かり眼をとじるまで
どじん 土人
o 84 0 19 土人の 音楽があります+
とだえた 途絶えた
o3 1 01 1 ふとなにげなく途絶えたとこ ろから
とだえて
053 02 9
09 8 0 12
とち 土地
02 6 02 2
03 9 070
044 0 10
とぢて 閉ぢて
035 02 0
どちら
07 6
084
12 6
13 6
13 6
145
148
154
0 03
0 1 8
0 0 9
0 2 8
0 2 9
0 2 9
01 1
0 1 4
ひそひそ と話 しあ っ て い た声も とだえて しまい ま した
それ っ きりとだえて しま っ た
しめ っ た土地 には
こ こ はわたしの 生れた土地だ
新ら しい種子が新 しい土地に播かれ つ つ ある こ とを｡
北方 の ドア を閉ぢて
どちらかが死にか けて い るような
｢い まで はどちらのお家庭 にも
どちらに しても
地底 の川は どちら へ ?
どちらに しても
夢の厚着で肥りすぎた詩人には真偽は どちらでもよく 魂はもうと っ くに死んで い た
どちらの友も ､ 同じ大学で薪をあわせ ､
どちらが遠い - い の か
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163 00 7
173 019
どちらにしても
12 6 009
13 6 0 29
どちらの
o 84 0 1 8
1 48 0 1 1
とっ くに
o41 0 6 9
o93 01 3
126 00 3
141 011
145 02 9
156 012.
156 02 7
とっ くり
180 0 0 9
181 0 3 1
と つ じ よ 突如
03 4 01 9
05 4 12 7
とっ しんし
182 0 13
どちらを向くかは身体 にきめさせた
どちらに顔を向けようか
どちらに しても
どちらにしても
｢い までは どちらのお家庭にも
どちらの 友も､ 同じ大学で顔をあわせ ､
季節はと っ くに過ぎ去 っ て しま っ た
かれに と っ て は と っ くに抜 け道がわか っ て い る迷路で ある
と っ くに消滅 して い たろう+
与えるものが と っ くになくな っ て ､
夢の厚着で肥りすぎた詩人には真偽は どちらでもよく 魂はもうと っ くに死んで い た
と っ く に破滅 して い た
と っ くに破滅 して い たろう
と っ くり と読みおえたにちがい なか っ た
自然の仕料をと っ くり見たい が
突如 豪雨が襲 っ て くる
僕は突如白熱する
突進 し
死の境い を恐れず突進 し
とつ ぜん
155 0 39
185 0 08
とつ ぜん 突然
02 8 0 0 8
とっ た
066 027
068 002
1 48 05 3
150 046
と つ ぜん妻が裏切り
と つ ぜん の死は
受話器から突然噴き滞れたりする
折れる ように飛びおりる姿勢をと っ た､
気がかりな便りをうけと っ た
ス マ トラ島を偲んでぼくたちは淡笑し､ 賑か に昼食をと っ た｡
｢誇り得るもの + を失 っ たとさと っ たとき､ 彼は こ の 世から転向して い っ たの だ ｡
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160 05 7
160 0 68
1 74 0 0 1
とつた 撮 っ た
148 0 4 5
186 027
どっ と
o71 0 8
o94 005
トットと
128 0 60
とつ にゆうして
147 0 06
とどいた
054 0 8 0
12 8 0 4 3
148 02 9
どとう 怒涛
072 0 47
とどかない
03 9 0 9 9
とどかなか っ た
08 0 0 1 4
とどく
042 00 8
12 6 00 2
19 0 00 9
心臓発作で倒れ 救急車が到着する前に息をひきと っ たと い う
｢蛇の 穴+ と称 して大学にもそりこみ 教鞭をと っ た こともあるが
きみからの最後の 便りを受けと っ た の は
ぼくたちはひ とかたまりにな っ て写真を撮 っ た｡
廿六年前に広島で撮 っ た写真を､ 懇親会の席上で相良君から見せ られてね
ど っ と家族づ れで出かけて ゆく人たちをみか ける
さかまく汐をど っ と の み こ む河 口
ト ッ トと歩く
突入 して
一 瞬の 激情で死に突入 して い たかも しれな い
衣裳と装身具の 内側に 化粧の ゆきとどい た顔の下に
愛や敵意が目標にうまくと どい たため しがあるかい ?
元戦友から招待状がとど い た｡
怒涛の なかの歓呼､ 歓呼の なかの 怒涛
むかしの声も とどかな い
求めても手がとどかなか っ たもの の ため に
予感のやうに皮膚に とどく
侵略的な人類の 手の とどくと こ ろにあ っ たら
そ の節 の とどく範囲の 明け暮れ
とどこう 届こう
1 89 0 3 8 指先がフ ォ ー ク になかなか届 こう としない
ととの い
18 7 01 9 準備はすべ て とと の い ながら
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とどまる
o75 0 8
o8 04 7
とどめ
o54 0 19
o62 04 8
119 0 06
153 0 10
とどめず
o62 0 48
とどめて
o54 0 1 9
とどめられ
o15 0 0 5
とともに
010 0 0 4
023 0 2 2
026 0 1 6
028 0 0 9
028 0 2 3
028 0 3 5
028 05 1
033 00 8
033 02 0
03 6 01 8
043 00 9
04 6 0 2 4
09 1 0 0 4
10 0･ 0 4 0
10 8 0 2 3
とどろく
11 2
となえた
01 4
とにかく
永く とどまる こ とはな い だろう
消えさ る尊び 永く とどまる悲 しみ とい うものがない
君の なやま しい 顔の 痕跡をとどめて
悔恨の 影をと どめず
ひ とひ らの彫をとどめ
悲恋にとどめを刺 し
悔恨の 影をとどめず
君の なやま しい 顔の痕跡をとどめて
宙められ
錆びたピ ンで留められ
白い 帽子は頭の ア リカを教 へ るとともに日の 匂を発散させる
華麗なあな たの指輪 とともに
偏頗傘と ともにさ迷ひ
哀訴の蒸気を吸殻とともに皿 の 上に捨て る三重 の硝子の 向ふの 織格子の 中の
鳩とともにおお救世主の銅像の 髭にも つ い て
おび ただしい 製品とともに
鉄道信号機の 疲撃とともに
光沢 とともに
あれは日没 とともに
ああ愛する花とともにゐたい な
あなたの影 とともに敵 っ てゐる
雷 とともに海 へ 出て 空は つ らなる水平線をはしり
ロ ー ス ト ･ ビ ー フ よりも香ばしい そ の匂 い とともにや っ てくる
｢何百万 の 死者の 霊と ともに
立 つ 波の 拍子 とともに
o 1 0 破壊に つ そ破壊の こだま 断末魔の 軍港にと どろく火砲のうた
唱 へ た
o 1 6 する とピ ッ コ ロが不服を唱 へ た
667
188 01 4 蓄膿症で はない と思うの で すが ､ とにかく鼻が詰り､
とねりこ
o39 01 1 とねりこの木に焦れ
トバ
o57 0 1 7 トバ湖は凪い で い た
とばくしや 賭博者
o54 13 4 ひ とり占い の賭博者の ように
とばこ トバ湖
o57 0 1 7 トバ湖は凪い で い た
とはして
o1 2 0 0 2 葡萄の葉をとはして しま っ た
とばり
o43 0 1 2 日はゆき うす暗きとばりの 中に
とびいろ とび色
101 0 34 か わい たとび色の 風の なかで
とびおりる 飛びおりる
o 66 02 7 折れる ように飛びおりる姿勢をと っ た､
とびきり
1 80 05 之 とびきり冷たい 夏の 訪れで ある
とび こえ
o5 4 16 4 宮殿や政府の 階段をとび こ え
とび こむ
oo 5 02 2 霞の 中にとび こむ と砥が散る
とびこむ 飛び こむ
o72 0 5 0 ゆ っ くり とゴ ー ル へ 飛び こむ馬をキ ャ ッ チした
とびざる 飛び さる
o6 7 00 7 飛びさ るときには
o7 9 0 15 全速力で飛び さるであろう
とびちる
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o16 0 0 4
とびはじめる
o14 03 1
とびら 扉
oo3 0 0 8
00 3
00 5
01 2
03 9
039
040
041
043
04 6
051
051
05 1
05 4
154
0
0
0
0
0
0
1
0
1
3
0
6
8
0
3
1
0
0
0
0
1
5
1
4
2
6
9
3
3
4
2
3
3
1
6
7
3
8
5
0 1 5
とぶ 飛ぶ
041 0 2 5
072 0 15
07 2 0 3 4
072 0 46
07 2 0 5 3
星にとびちる音 (ね) をふんで
飛びはじめる
室内を飛びは じめる
扉の外をマ アチが風と共に過ぎる
雪に埋まる扉
扉がある 扉が
その 美しい 扉 の文字は
柱も扉も腐蝕 してゆく
あなた披あな たの扉の なかに隠れる
たゆみながら 一 つ の扉が支 へ てゐる
曇 っ た空の下を違 っ た扉に向 っ て走 っ て ゆく の を見た
青もな く 部屋の扉がひらく
いく つ もの 扉の やうに行手をさ へ ぎり
闇に扉はない だろうか
扉の ひろさで立ちふざがる沈黙 - -
把手の ない 扉｡
独身者はすばやく扉の そ と へ 消えうせる
さすが にもの い わぬ扉のまえで
海からや っ て来たとい ふ 空を飛ぶ藻に乗 っ てきた人よ
飛ぶ席
飛ぶ馬を追い こ した
飛ぶ馬が跳ねる馬を追い こ した
- - 飛ぶ馬が跳ねる馬を追い こ した
どぶがわ どぶ川
117 0 0 2.
と べ 飛 ベ
04 1 0 8 8
と べ る 跳 べ る
16 3 01 9
と圧うに 途方に
14 6 0 4 2
どぶ川のむ こうに革がゆれており
おま へ は決 して遠 く へ は飛 ぺ ぬだらう
あそ こまでは跳 べ る
途方に暮れて立 っ て い る と
とほく
o2 1 0 2 2 とほく離れて 文字を愛して
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o32 01 5
o46 01 2
とほつ てくる
o4 0 0 1 9
o4 1 0 4 3
とほく海がひろが っ て ゐ るかもしれない
とほく橋の上 へ や っ て きた
秘密はい く つ も の廊下をと放 っ てくる
記憶の 申をとほ っ てくる
と放 っ て ゆく
o40 011 白い 雨がとほ っ て ゆく
とほりぬけて
o41 05 7 街角をまがり窓をとほりぬ けて
とほる
038 028
040 02 7
荒廃 したグラ ス の底をとほ るやうに
輝くチ ー ズを載せ た革がとほ る
とまどい
1 13 04 4 とまどい する こ ともなか っ たから
とまら 止まら
061 02 2
061 03 0
061 038
なぜ止まらない の か
なぜ止まらない の か
なぜ止まらない の か
とまり
o89 0 1 2 もう誰の 眼にもとまりません)
とまりぎ 止り木
10 6 0 0 8 親 しくもない の に止り木で肩をよせ あい
とまる
10 8 0 2 1
14 3 0 2 0
とまる鴎
どこ の荒野の 枯木にとまる の か
とめあげる
142 0 7 3 十 二年 の刑期を つ とめあげるため に監獄に戻 っ て い っ たの である
とめてい る
05 8 0 01 ひ とび とが足をとめて い る空地には
08 1 02 0 生身で受けとめて い る の は兵士で はな い
10 1 0 4 8 ぼくはぼくの 心を つ なぎとめて い る鎖をひきず っ て
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とめどなく
o7 0 2 2 母や妹や恋人の ために とめ どなく涙を流 し つ づけた
とめどもなく
125 0 05
18 8 0 4 1
六月の 雨は しきりにふり 音楽はとめ どもなく
とめ どもなく､ そ い つ とお喋 べ りを始め るの は､
とめられて
145 0 13 何かを思い 止るように と 一 人 の 男が 一 匹の 犬にとめられて い た
とめる
o61 05 6 あなたは冒険をもとめる旅人だ っ た｡
o7 6 00 6 どうしてきみ の涙をとめる こ とができよう
ども
01 4 02 2
1 01 00 6
11 9 00 7
12 5 00 5
13 0 00 9
13 3 00 6
18 7 01 5
18 8 041
とも 友
04 6 01 8
054 05 1
061 13 5
o6 6 bl O
O74 01 6
074 01 7
07 8 00 6
07 8 01 0
100. 05 3
100 05 7
100 06 5
100 07 1
100 07 8
103 01 3
112 02 6
112 03 0
112 04 8
148 00 1
口 の 悪い 家畜 どもが逃げて い っ たあとで
死は い そがぬ けれ ども
行けども行けず
六月の 雨は しきりにふり 音楽はとめどもなく
(鶏どもの くびを
尋ねたれども得ず+
けれども昨日まで きみを
とめ どもな く､ そ い つ とお喋 ぺ りを始め るの は ､
父や母 また友の 顔もゆらめい て ゐる
賢い 三人の 友に会うの である
父母や妹 またあなたの 至上の友たちに+
小さな友はい つ までも首をふり つ づ けた｡
多くの 友が死に
さらに多くの友が死ん でゆくとき
あたらしい 友と肩をくみ
(その 友の名はもう思い 出せ な い)
そう言 っ て 黙 っ て別れた友よ
友よ
友 よ
友 よ
友 よ ･
(友だちとお別れの パ ー テ ィ をして
美白な花婿の胸を した戦友よ
なあ戦友 なぜ黙 っ て い る
さらばだ 戦友
戦争で死んだ とおも っ て い た友が ､
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148 0 0 7
148 01 1
148 02 9
148 0 4 6
15 0 0 0 5
15 0 017
160 04
189 0 10
189 0 17
ともきれて
o1 7 003
o5 4 04 4
地方都市で鉄 工所を経営 して い た旧友が､
どちらの 友も､ 同じ大学で顔をあわせ ､
元戦友から招待状がとどい た｡
もう これ以上 ､ 減る こ と の ない 戦友の ､
六人 の友達の 彼に対する考え方は夫々まるで違 っ てゐた｡
しか し､ 友人たちは仲間のだれかれをあて こ す っ て い る の だと患い こ み､
神をうやまい 友達には親切に
それが仲の よか っ た友人の
最後の 友を失い
点きれて
赤い蝋燭が点されて
ひ と つ づ つ 小さな灯が点されて ゆく とき
ともされてゆく
o54 0 4 4
ともし灯
o5 3 00 4
ともだち 友達
150 0 0 5
160 04 4
ともに
0 10 0 0 4
0 23 0 2 2
02 6 0 1 6
028 00 9
02 8 0 2 3
02 8 0 3 5
02 8 0 5 1
033 0 0 8
033 0 2
03 6 018
043 0 0 9
0 46 0 2 4
091 0 0 4
1 00 0 40
108 0 2 3
14 5 0 3 0
ともに 共に
点されて ゆく
ひ と つ づ つ 小さな灯が点されて ゆくとき
街の ともし灯も
六人の友達の彼 に対する考え方は夫々まるで違 っ てゐた｡
神をうやまい 友達には親切 に
白い 帽子は頭の アリカを教 へ ると ともに日の匂を発散させる
華麗な あなたの指輪 とともに
煽痛傘 とともにさ迷ひ
哀訴の 蒸気を吸殻とともに皿 の上に拾てる三重の硝子の 向ふの 蛾格子の 中の
鳩とともにおお救世主の 銅像の髭にも つ い て
おび ただ しい製品とともに
鉄道信号機の痘撃とともに
光沢とともに
あれは日没とともに
ああ愛する花 とともにゐたい な
あなたの影 とともに敵 っ てゐ る
常とともに海 へ 出て 空は つ らな る水平線をはしり
ロ ー ス ト ビ ー フ よりも香ばしい そ の匂 い とともにや っ てくる
｢何首万の 死者の 霊とともに
立 つ 波の 拍子とともに
愛がなく ともにんげん は生きられる
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oo 3 00 8
o29 01 6
o33 012
167 06 9
扉 の外を マ アチが風と共に過ぎる
パ イプ と共に忘れて ゐた家族の ため
一 個 の 器物と共にすべ てが放耕された
共に暮 した年月にも
ドライ ブウ エ イ
o5 7 025
とらえた 捉えた
150 0 6 3
とらえた 捕 へ た
o20 004
とり 鳥
oo2 0
oo5 0
o13 0
01 7
02 3
02 8
028
035
03 6
037
03 9
0 41
041
044
046
04 6
053
1 4
29
0 4
00 2
0 13
0 4 5
0 4 8
00 6
0 之5
0 1 0
0 5 3
0 8 1
0 85
0 0 5
0 1 0
0 13
0 3 0
053 0 5 7
054 0 9 5
057 0 2
05 8
08 2
0
0
0
1
1
1
9
9
9
0
0
0
0
0
7
0
4
6
0 4 1
0 15
0 1 7
0 2 2
0 0 1
02 1
0 0 6
0 0 9
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マ ニ ラ郊外の ドライブウ ェ イを疾走 しながら
婿婦の悲惨さを､ か なりの 密度で正確に捉えたとい うだけ で ､
ポケ ッ トに捕 へ たの ち
灰色の 鳥をま っ て ゐる
あ 逃げた小鳥が月にゐ た
枝に小鳥はゐない
駿鳥のやうにたちあが る と
巨大な鳥にな っ て夜 の空に墜落し
そ こを通る風の 鳥の 虫類の 笑ひ
小鳥や革の 声とは無関係で ある
それは - 羽 の 鳥よりもはやく帰 っ てくる
頭髪に巣をかける喧燥な 小鳥たち
けもの や鳥よりもすばやい 身仕度で
わたしはい つ か鳥にな るかも しれな い
あなたは じぶん の 鳥を育て た
あの 鳥は噴れた声で歌 っ てゐ る
鳥撤すれば山河
あなたはみづ からの心 象を鳥撤するため
人工 に疲れた鳥を
みんな仲 よく小鳥の ように 一 つ の 枝でおやすみな さ い
永遠の星 花 鳥 樹 魚などの
夕焼の なかか らあらわれる鳥の 解り
鳥はい な い し ま して 人影はな い
小鳥が とま っ て い る こ とも見の がせ ませ ん
すると小鳥がたそがれの窓 に墜ちて くる
鳥獣や花を つ くりだすまで
鳥や花をさがすように
一 つ の 生命が､ ある い は - 羽 の 鳥の 飛和が､
やくざな渡り鳥の ようにレイ ン コ ー トを肩にかけて
傷 つ い た鳥や獣の叫び で い っ ぱい だ っ た
悪 い空気の なか 鳥頼の コ ン ベ ン シ ョ ンが重ん じられる
106 03 3
106 0 3 6
107 0 0 4
129 0 0 2
鳥 の巣型の 髪の カ ッ トに 度の つ よ い 眼鏡を糸で つ る して
不吉な羽ばたきをして 地面を歩く黒い 鳥の 男たちもい る
小鳥や空だけで なく
鳥はこず
とりあげる
o62 0 29 わたしの 手から鉛筆をとりあげる ように
.
T
8i'
エ ス?28 それはもう, リアや = = ステ の軍隊よりも
とりかえしの つ かぬ
o7 1 0 0 9 われわれはとりかえしの つ かぬ年月を
o7 1 01 0 とりかえ しの つ かぬ過失を
とりかえしの つ かぬ とり返 しの つ かぬ
148 0 2 8 とり返 しの つ かぬ時間が過ぎて い たの である o
とりかえそう
o71 0 1 1 どうして 一 日 の休 捌ことりかえそう とあせ るの か
とりかはされて 取交はされ
o2 8 02 4 如何なるゼ ス チ ュ アが会話が取交はされたか
とりさる とり去る
o75 0 0 5 あ の ブイ をとり去る こ とはできない
とりだす とり出す
17 9 0 0 4 竹龍からとり出すリン ゴに披
とりちがえて
15 8 00 4
19 2. 0 1 4
ぼくはとりちがえて い た
薄暮と昧爽とをとりちがえて い た迂闇さに ､ 狼狽するも間なく､ 巨大な生きもの の 胎内にの み
こまれる ように､
とりちがえようの ない
177 0之3 とりちがえ ようの な い 薮を運ぶために
とりつ い てきた
18 8 0 4 0 何か の縁で ､ とり つ い てきた病魔と､ 嘱懇になり､
とりの こ された
o5 4 0 1 8 死ぬ こ とからとりの こ された僕たちのうえに
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とりまいて
100 0 6 4
とりまいて
142 0 29
14 8 0 4 1
とりまかれて
o29 0 13
とりまく
o25 0 3 2
o3 3 02 1
つ ながれた行列の 影は鎖の ように 工場をとりまいて い た
とり巻い て
また い かなる非難中傷の壁､ 妨害の 電波がそるりをとり巻い ても
夢の 領土をとり巻い て い る闇の なかで ､
とり巻かれて
美 しい 喚声に とり巻かれてゐ た
高く登 っ てゆ く階段をとりまくの は
おま へ をとりまく五 つ の ドアで ある
とりまく とり巻く
o48 0 27 トル ソ をとり巻く
とりもどす とり戻す
106 034 時代におくれ 人におくれたす べ て のも の をとり戻すため に
とりもどせない 取り戻せ ない
1 50 0 7 2
どり ょく 努力
15 0 008
1 65 0 0 6
下リ ー ム ラ ン ド
179 0 19
とる
045 0 2 1
0 7 0 0 8
188 0 5 1
トルコ
14 2. 0 0 7
トル ソ
048 02 7
04 8 0 3 4
どろ 据
喪われたら二度と取り戻せ な い こ とを忘れて はい な いだろうか｡
極めて小 さな事柄 にもい たましい ほ どの 注意と努力を払 っ てゐた o
そ ん な瑞相な努力さえ
ドリ ー ム ラ ン ドの スイ ッ チを切り
ふりそそ そ雨の みだれも手にとるやうだ
永遠に受けとる こ との ない
人は ただ歳をとるだけだが ､ 時代は､ 変 っ たようで ある ｡
同じ こ とがギリシ アや ス ペ イ ンやトル コ でも起 っ て い る
. . . .. .
トル ソ をとり巻く
かすかに トル ソ から涛の 音がひびく
675
oo6 0 1 1
oo7 01 0
o11 00 1
o46 02 3
OBI 0 2 1
150 0 5 1
どろぬま
150 05 1
泥まみれの鉄兜に水を汲んで
脚簡は空に向 っ て泥を吐く 革の 無い荒地で放とかく悪い 感冒が
河の.水は泥のやうに澱んで
こ の 泥に塗れた水脈もい つ かは
血と泥と鉄の しぶきをはねあげて
彼披我々の雑誌の創刊号に ､ 玉 の井 の塙婦と客と の交渉を扱 っ た ｢据沼+ を書き､
( ｢泥招+)
彼は我々の雑誌の創刊号に ､ 玉 の 井の 婿婦と客と の交渉を扱 っ た ｢据沼+ を書き､
どろまみれ 据まみれ
oo 6 0 11
とわれてい る
oo9 0 1 5
泥まみれの 鉄兜に水を汲んで
問はれてゐ る
いま責任を問はれて ゐる の です
ドン ･ フ ア ン
15 0 0 03
｢彼は臆病な ドン ･ フ ア ン で あ っ たo
どん(o り どん粟
150 02 0 どん栗の 背くらべ をして い たにすぎなか っ たが､
トンズラ
12 4 00 3 三人の 男は い まはトン ズラ
とんそうした 遁走した
o1 6 0 0 8 体操着の まま遁走した
どんぞ こ どん底
o 61 03 1 さんざめく裏街の どん底で ､
とんだ 飛んだ
05 4 15 1
07 2 0 19
とんで 飛んで
05 5 0 1 6
06 5 0 3 1
0 68 00 5
0 94 0 1 0
とんでくる
005 0 1 2
ちぎれた青空の ように飛んだ 一 枚 の ハ ン カチ
ー フ
飛んだり､ 跳ねたりするの だから
海を飛んでゆく 即鳥りの ようにおもえた
暴風の 夜を飛んで い っ た｡ 哀歌をうたい ながら
- 羽 の鴎が飛んで い た
飛んで い る鳶や網をひ く漁夫の 唄で
新型飛行機がとんでくる
676
o4 0 0 0 8 とんで くる抽斗な どを
とんでゆく 飛んで ゆく
o5 5 016 海を飛ん でゆく司鳴りの ようにおもえた
ドン†- ウ* 7)
-
146 0 4 8
｢ご心配なく (ドン ト ･ ウ ォ リ ー )
トンネル
o2之 0 05 黒い ト ンネル の 中で
o23 0 0 8 ト ンネル の 中で流れださない
o25 00 3 黒い トン ネル に海の 響をきくとこ ろ
o2 8 03 0 トンネル の 入口はトンネル の 出口 ヘ と
トンボ
oo 7 0 0 8
どんよくな
136 02 3
I - モ ロ コ シ
145 00 1
14 5 0 0 9
な 名
020 0 0 2
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多孔質の 雲の 聞からトンボの 眼のやうに碧く ア ス ピ リ ンを積ん
どん よくな眼が
｢至上の ト - モ ロ コ シ の 毛がア ゴにもある長髪の若者が
そ こ にもあ っ たト - モ ロ コ シ の毛 のそ よそ丘陵を エ ン ジ ェ ルがうまれるの に充分な広さ
バ ラ色の手に名刺が
名刺を通過したが
個人を非難しない わけにはゆかな い 神々 の名において
非ジ ェ フ ァ ー ソ ン は独立宣言に署名 しない
東洋の 名もな い植民地の 海にうかび
(その 友の名はもう思い 出せ ない)
あらしの名残りがあ っ た
沈黙よりも固い 無名の木の 実がはじけとび
高名な美学派の詩人みたい に 口髭をの ばしたり刈りこんだりして
地名の な い 地図をたよりにス パイが暗躍
指名手配の 一 人は
名づ けられぬ欲望の煽動者に幸あれ!
誰かが名づ けた
す べ てが終 っ て い る者に汝､ ほかに呼び名はない o
西側 の新聞や著名人の 多くの声明には
反祖国的ない かなる文書に署名してもい い と思 っ て い た
かに と命名された群集 の河は日乍日の ように流れてい た
コ ー ネ リ ア ス とい う無名の 男の 涙が出るほ どおかしな物語
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ニ ュ ー ヨ ー ク ･ タ イ ムズ の記者が屍体置場の リス トからかれの名をみ つ け出し
かれの名は雑誌やアン ソ ロ ジ ー で さえめ っ たに見かけなくなる
四歳にな っ たばかりの養子の 名はヒロ シ
｢ヒ ロ シ+ とい う日本名の
あたり 見知らぬ老婆が咳をするの はわれらにかかわりのな い こ
古風な鐘は藍をに じませて鳴る 曇る 動かない 土絵具の カ ン ヴ
する 《されるの はまあ仕方がない でせう》
あ見給 へ 昏の 河の 上を歯を剥い た自席が乱れるで はない か
げられ 叢には懐古的な蛇はゐ な い
だが禽は出て こな い
にがくはない の で
新 しい 射手よ 一 本の 樹 の みを監視するの は賢明ではない
葡萄棚には葡萄の 木がない
枝に小鳥はゐな い
けれ ど燃えない うちに水がはい っ たよ
花は限の ある動物を見ない
傾い た机 は風を聴く こ とがな い
舶来煙草の こ とを知らない
昨年の 唄で あらうかもう見えない
眠 っ て ゐな い の は時計であり
どう して よい か解らない ほ ど
一 言も解れなか っ たかも知れない
もう謝帯もまにあはない 頃にな っ て
質量 の 影も見えない
夢み る こ とを許されない
円形の 窓の な い 世界から
不幸の外に流れ出さな い
眼に見えない
実体の ない慈恵に雨が降り
トンネル の 申で流れださな い
再び実体の ない 建築の 欝は
きこ えない 見えない 世界で
風の運んでくるそ の 言葉が見えない
地平線もなく煙もみえない 球を眺め
動く こ ともない顔を彫り
祈の な い 叫び声と
歯のない 映笑 とが
芽生えの な い 種子が
局囲の 楚音をきかない
一 本 の 花の 萎もな い空 の 下に
二十分も早い こ とに不思議はない
678
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彩るもの は何であ っ ても何でも構はない
それは植民地の ためではない
す べ てが平和である ようにとか云ふ必要もない
しか しこ れらは何も意味 しな い 意味はない
す べ てが歴史の容器の 中にある とは限らない
焦れかかる椅子もない
そ こ らあたりの壁 には花もない
どこからともない 一 滴の 水 一 滴 の 音に
夜が垂 らす耳はない
動い て ゐな い 動物 たちが
音はドアの 中でさ へ 聞えない
もう花な どどんな世界 にも垂れはしな い
けれど今にな っ ても芽をふかな い
もう何も信 じたりしな い が よい
と放く海がひ ろが っ て ゐるかも しれない
具足は視界の 外で はな い
悲しみは療のあたりの 緊ではない
それらは花花旺 ど愛らしくない
花花の 弄り と肌をもたな い
さんざめく市場の 広さもな い
哀れなこ とにちがい な い と患ふ
もはや どんな力も持 っ てゐな い こ とを知れ
それは涙に似てゐたの かも しれない
あなたの果て しない 繋の なかで あ っ たの か
わた しは い つ か鳥にな るかも しれな い
懐 へ る こ との な い 獣たち よ
みんなわたしの 言ふこ とを信 じな い か
離れる こ とは許されない
い としい 樹木も逃げはしない
測りしれない地平線の むかふから
淋 しいもの に違ひない
むかしの 声もとどかな い
わたしは い つ か虹を見るかも しれな い
だがわた しはあい つ らを許さない
だがわたしは悔まない
もはや こ の 身にもどらない
じぶん の 声も聞えない
す べ て の 車輪は動かな い
海よ そ して 人気の な い墓場がある
他の 果よ そ して濁らな い泉がある
社交術があなたを澗れさせ たり育て たり しな いうちに
青春よ もう再び戻 っ て きては い けない
個人を非難 しな い わけにはゆかな い 神々の 名におい て
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あな たの ではない 鏡の なか へ 消えて ゆく
純潔な空気が 咽喉を塞ぎ 見えない 量 に苛まれて
あなたを愛する者はない
誰のもの でもない と思 っ てゐた樹木
引まやあなたを導くもの はな い
あな たの 意志放そ れほ ど強く それ放 ど果敢ない
目的の ない 風が立 つ
あなたの 指はまだ感覚を失 っ て はゐない
あなたを愛する者はない
石で作られた渡 しない屋根の 町の
固さ の ない
まるで滅び る こ との ない も の の ように
い つ も逆に傾斜した獲物の な い 地平線 しか見えない ｡
｢実際は､ 影も､ 形もない ?+
｢さ よな ら､ 太陽も悔も信ずるに足りない +
だが何処 へ ? ヨ オ ロ ツ パ でも ア ジ アでもな い
病んで い る のは日本 じや な い か｡
闇に扉はな い だろうか
あの鍵穴はまばたきしな い 眼･ - -
把手 の な い 扉 o
どう して わたしが覚えてい なければならない の か
謹もい ない 淋 しい 部屋を夢想する
死にそ こ ない の わたしは
わた しはわたしの 行方を矢口っ て い ない
い のちを惜 しんで暮すこ とに悲 しみなんかありや しない
わたしは 一 日 よりも披かな い 一 年を
なんにもわからない わからない
僕らはもう会うこ ともない だろう
惜 しみな い 賞讃の 言葉をおく っ た
涙ゃんで ときには涙(o みも しないで
｢僕はこ こ に い る 君がい ない と こ ろから
こ こ に い る僕はこ こに い ない + と - - I
も しか したら君の 姿が霧の 中からぬけだして こない かと
単により高尚な国民 結社 人間の 材料にすぎない と
鍵は僕が失敬 した そ してもう決して返 しはしない +
そ の 平たい 背中には背骨がない とい う こ とを･ - -
小さな灯りを消 してはならない
だがあたりには誰もい ない
非ジ ェ フ ァ ー ソ ン は独立宣言に署名 しない
われわれの ア メリカはまだ発見されて い な い と
出口 の な い部屋から
な にげない挨拶の うちから生れ る未知の 国民 の こ とを - -
おれとおまえの はかない 希望 と夢を
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なんだか眠りたりない ものが
おれは慢性胃腸病患者の だらしな い ネクタイをしめ
う革く抱擁するこ とができな い のだ
永遠に吠える こ と のな い狼 に見えてくる
廃城のなかを踊り狂 っ て い る の が見えな い わけではない
かすかに聞えぬわけでもない ので ある
じぶん の 不幸を悲 しん で い るわけではな い
ま して夢を見て い るわけでもない
明日もなければ今日もない
鳥はい ない し まして人影はな い
泣い たこ ともあ っ たかもしれな い
レ ッ テル でもなければ 絵皿の 風景でもない
はかない玄コ影 よ
あまり感心 しない 生活をして い ます
高貴な冷たい 戦懐を感 じて い るにちがい ない
なぜ止まらない のか
なぜ止まらない のか
未来も愛もありや しな い ｡
なぜ 止まらない の か
風に とぎれるはかない 釘想が
誰も見て い な い ｡
誰も聞いて い な い ｡
厚くまくれた歯の ない 唇をひ らき
誰も知らない ｡
心を悩ますこ とはな い の だ
星の きま っ て い る者はふりむこうと しない ｡
火 の ない 暖炉に向い あっ て い ます｡
わたしに はまだ罪が足りない の ですか､
誰も見て はい ない から
｢卓) し身体にも魂にも属さない捷があるな ら
誰も見て はい な い から
愛して い ても愛しきれるもの で はな い し
死んでも死にきれるわけで はない の だから
始めも終りもない 夢の なかを駈 けめそる
あてもな い わたしの 道は
ぼくの い ない 眠りの なかで
あなたの い な い 夢の なかで
ぼくがあな たを信 じな い ように
あなたはぼくを信 じよう としない
- 一 基 のな い夜には希望がない ､
- 一 変 のな い 窓に汝未来がない o
明るく笑 っ て い た｡ そ の冷たい ､ 声 のな い笑い 披
星も月もない 夜､ 毛布にくるま っ た男は
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だれも ､ たすけてくれない の ?
眠れない 部屋の あかりがひ と つ
ぼくをすこ しも驚ろかさない
一 直線をえがく はて しない水平線にそ っ て
やるせない 女と海の思出が あ っ た
帰らなければならない
動かな い顔がある
動かない ベ ッ ドが ある
見えない幸福におびえて
抱きとめておくこ とはできない ｡
あなたの指 は何も つかまえる こ とがで きない ｡
ぼくはどう しても逃れる こ とがで きない ｡
形 の ない 魂 の叫びまで しめあげて しまう｡
わからない ､ どうして此処 へ 落ちたの か
ぼくにはわからない ､
こ の 窓 の ない部屋で
昇る陽もなければ ､ 沈む陽もありは しな い ､
愛もなければ ､ 憐みもない ｡
ぼく披見えない 出口をさがすように､
はて しない 壁を手さ(o りして ､
誰も知らな い寝室の
誰も知らない寝室の
なにひ と つ 締めてやしな い だろう
わからない ひ と つ の運命で ある
昨日も明日もない
何も見ない
迷信も愉快だ し､ 科学的検討もまんざらではない
独断批評家の 口ぶりもわるくはない し､ 皮肉な記者の ポ ー ズも捨て がたい
合理的な法則がある とは信 じられな い
こ の はて しない 空虚は
平和の な い と ころから立去らな ければならない
東洋の名もない 植民地の 海にうかび
あの ブイ をとり去るこ と放できな い
永く とどまる こ とはない だろう
悪魔の 手におちるかも しれない
もう二度 とめ (o りあうこ ともな い
さりげない ぼくの微笑も
ぼくの ものでもきみの ものでもない
永遠に受けとる こ との な い
(永遠に受ける こ との な い 報酬は
もう超える こ との できな い境があり
再び生きかえるこ とはない だろう)
(そ の友の 名はもう思い 出せない)
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なお何も浮んで こ ない と ころ
い われの ない 恐怖 にあ っ て
ぼくらは水平線をこえねばならない
渡しない 眺めに
(見えない 水平線にむか っ て
もう きみはこ の渡 しない 眺めの
きみ の かくれた意志をふりおろすこ とができな い
生身で受けとめて い る の は兵士ではない
ぼくらではない
声の ない 叫びは
なにもかも光 と影の たわむ れにすぎな い
放そ い 声で虫がない て い る
これはもう丘とはい えな い
マ リリン ･ モ ン ロウ の せ つ ない 性 の ささやき - I
こ の 世 の もの でな い 弦と弓は
未来は蒸 されぬ腸詰にすぎない
イ ン クや涙や食塩で錆びたり しない
絶望も希望も必要でな い
きみが求めて い るもの は善悪でない 何もの か
光と影で 区分できない 何もの かであろう
聞きわけの ない 耳でかぶりをふ っ て
い かに して食えない 骨を食わせるか?
い かに して食えな い 骨を食う ぺ きか ?
聞きわけの ない司でかぶりをふ っ て
い かにして食えない骨を食う ぺ きか!
あどけない おまえの 声は い つ もぼくに
ぼくの 持 っ て い な い 愛情を思い 出させ る
はて しな い空 麦畑 街々
わけ へ だて の ない ぼくたちの あい だに
見えない 国境を つ く っ て い るか
話 して い い こ と い けない こ と
ばくの もの でな い夢を
こ こ には犬が つ な い である の
あどけない マリ の夢 よ
物言わぬ空 というもの がな い
消えさる喜び 永くとどまる悲 しみ とい うものがな い
雪 のなかで しか経験したこ との ない す べ て のも の が - - )
さりげない 心 の素描がありますが - - )
巨木の 五首年は美 しくない
けっ して明るくならない
きみ の 季節は飼主の ない 猟犬の ように飢えてい る
もうない
かかる読書法は良い趣味以外の なにもの でもない
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これから壁のむこ うに出かけなければならない
たえまなく打ちよせる多彩な波にすぎない こ とがわかり
やがて遠ざか っ てゆく波にすぎない こ とがわかる
それは 血や光りがかえ っ て ゆく水平線の な い 世界だ
輝く太陽を見た者はい な い
ない 蹴爪で砂をけ っ て羽掃い て い るテ ント
行 っ た こ と の ない 島や港や都市に
会 っ たこ と の ない 人たちの こ とを患い うか ぺ て い るもの
ぼくの記憶はまだ生れてい ない
一 時 に石 の 竃で燃やさなければならない
あなた披生命も飛期も見ない だろう｡
しか し雨を描い た動かない 斜線は ､
誰 の もの でもない 淋しさが
さ っ きからすこ しも動かない
ぼくの 記憶は思い がけない 不幸の シ ー ク ェ ン ス で祭 っ てくる
目的の ない 風が立 つ
何処 にもない の だ
こんなふうにおわるの はなにも世界だけで はない
すこ しず つ 退却してゆ く軍隊をもたない
ど こか の 国境を守るためで はない
勝利を信 じない ぼくは - -
す こ しばかり遠い と ころ 狼の彩もない と こ ろ
ど の首都からも へ だた っ た どんな地図にもない ところだ
奥地や海洋で 抵抗する住民をうちこ ろす必要はない
きみたちの い な い 暗 い空 の あちこちから
森や田畑やう つ く しい 町の視覚像はい らな い
歌う者の い ない 咽喉と 主権者の い な い 胸と の
勝利を信 じな い ぽくは どう して敗北を信ずるこ とがで きようか
みんな い っ せ い に銃剣の 襖を立ててくれ
魂は死んで 二度と生れて こない から
若き日はもうか えらない.
一 言も語ろう としない
粗暴な肉体の礼讃着でもない の だ)
風土 とか習慣に よ っ て去勢されない
陸封されたアジ ア の 辺境でもない
金色の巽もなければ 風の嵩 (たてがみ) もない の に
わた しの 血汐は もう歌おう としな い
こちらに向けてい ても なにも見て い るわけではない
誰 一 人笑 っ て い な い が ユ ー モ ア に欠けて い るためではない
親 しくもな い の に止り木で肩をよせ あい
人生を説明するの に どう した っ て何かが足りない ようだ
だがい けな い のは口である ぶちこわしである
尖が っ た紫の 口髭な ら ず っ と微妙な震えをも つ かも しれな い
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正直な諦めを抱い て 立去る ぺ きではな い だろう
詩人はもちろん屈 してはならない そ の外貌がどうであれ
かれ放 じぶんを憐んではならない そ の 罪がい かに深くとも
かれは自分を罰 して披ならない 屠殺者や皮肉屋の 包囲の なか で
かれ 故屠所にひかれる小羊であ っ て はならない たとえそ の 皮を剥がれても
血を流 して はならない そ の 肉を引裂かれても
詩人の 本質は変らない それは目にみえない 奥にあ っ て
対岸披霧がふかくて見えない が 残る 一 つ の 疑問には
- - ･ 重要なこ とはまだひ と つ も起 っ ては い ない - - と
在り し日を嘆くでな い
生れかわるためには､ 死なねばならない と､
もう風を畢むこ ともない
お ー い ､ と呼ん でも答えはない
家の ない場所 へ 行 っ て みたい
どこ へ も帰りたくない
過去で しか会うこ と の ない おれたちだ 何の 秘密もあるもの か
ちい さな賃金を得なけりやならない あすもあさ っ ても
ま っ すそこちらを見ながらおまえは何も見てい ない
水が酒に 欲望がも っ とたくさん の 浪費にな らない と こぼして い る
嵐は数えるこ とをしな い が
おれたちが本当に別れる の はこ れがはじめてだが ユ ダの 接吻はい らない
単純でなくちや ならない
一 粒 の種子も残らない
｢ぼくはたたかわない に っ ぼん じんで す
お別れの 言葉はい らない
立止ま っ て与まならな い
一 千年の 別離もさび しくはな い
きみとぼくに しかわからない
失うもの はもうな いから
ち っ とも こわくな い ?
修羅の くるまもみ えな い .
人生に遅刻 したのも気に しな い で
あらたま っ て言うこ と姓な い
未来 に値段を つ けたくない
仲間も涙も校歌も国家も売り足りない が
日付のない暦をめくり
地名のな い地図をたよりにス パ イが暗躍
わずかに自己 へ の 希望で しかない 日 - -
髭をそらない 日はない
さりながら果 しない 休日が つ づく
われらの 人生なんて ロクなもの ではな い
密室の ドアはどれほ ど厚くても充分と披い えな い
幸福である 証拠はない
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人間の 精神の 問題かもしれない から｡
どうして かわからない ｡
われわれは死ぬほかはない+
｢リ ー チ + に ｢ツ ー + は つ かな い はずだよ
おれはもう会わない
い くら飲んでも酔えない
変りはない よ
われらの 時代に目覚めはない ?
地上の物音はきこえな い
殺された男の 丘もみえな い
なさざる悪事はひと つ もない
ひ とけの ない屋上プ ー ル と
汗をかかない肌 と
匂い の ない 風と
時を告げな い 時計と
騰が二声ない て
美少年に見おぼえはない
それか らは人に会わない
わたしを見た者はい ない
もうするこ と姓ない
ひとりい る こ とにたえられない
出あおうと しない 心 の ためか?
愛する者を欲 しない ためか?
誰も語ろうと しな い し聞こうとも しな い
永遠に帰る べ き家をもたない
悲 しくもな い の に
こ の 群集の行方は誰も知らない
葬列が見えない
死にたくな い と雪が降り
生きたくな い と樹は嘆く
もう誰も知りたがらな い 二 人 の 秘密
滅び ようの ない かたちがな つ か しい
もう夢には戻れない
わたしを呼んで い るにちが い な い の だが
どう してもそ の主 の姿を尋ねあて る こ とができない
ぼく放行かな い
行く と こ ろもなければ帰る と こ ろもない
戦争もな ければ故郷もない
こ の世 の す ぺ て に変りはな い
かれは実体のな い都市の 雲の 中に住む
す べ てが終 っ て い る者には､ 放かに呼び名はない ｡
在りえたかも しれない す べ て の もの よ｡
ぼくたちはお互の影でさえな い ｡
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と言わなければならない ようだ
考えて みる人はほ とん ど い な い - - + とあなたは語 っ た
あな た自身であるこ とをやめない から
わた しやわた しの 家族の 頭から 髪の 毛 - す じ落ちやしない とは
あなたを黙らせ る こ とはできない
監獄 ･ 収容所シ ステ ムに隠れ場所はない
卑劣さを代償 とした自由を受け入れようとはしないで
反祖国的ないかなる文書 に署名 してもい い と思 っ て い た
ず っ と痛烈かもしれない が
自ら明らかなこ とにも 悲 しい かな 認め ようと しな い 者があり
災厄を招くこ とはない 他人の 災難に
知らんふり したとこ ろで投獄されはしな い
家を夢みて い るだけで比 古い 家も新しい家も守れは しな い
少 しの犠牲で将来の破滅を防げるかも しれない)
巨大なもの の 力が 個人の 信念より永続する とい う証拠は ない
一 個 の弱 い 人間の信念をも挫くこ とができな い とわかれば
記憶の なかの 血 はけ っ して乾くこ とはない
｢残忍な歴史の流れはくい とめられない とか
信念を持 つ 人間の精神が世界最強の 力には通 じない とか
そんな考えは受入れる こ とはで きない
これ以上は 一 歩も進ませないそ と宣言する不屈な人間の 精神の みが -
ぼくたちはけ っ して忘れな い だろう
何もない 地面の 片隅に針金細工 や手製の指輪を並 べ どこ にも い な い エ ン ジ ェ ル が こ こ に
は い ると つぶやきながら黒い色の 真実やめ っ たに売れない エ ン ジ ェ ル の絵を売 っ て い た+
売 っ て はい けない もの を売る深夜の
｢忘れは しな い とい う虹色の ラヴ ソ ン グが聞えて い た
有りも しない 幸福の歌が い つ もの ように響い て い た
行先をきめない で出発 し到着したときに旅は終 っ て い た
しかし 水がなくて は生きられない
俺れるもの もな い 空間にそれは侍れてい た+
壁の ない 空間にそれは侍れてい た
ど こだ っ てかまわない
｢もうこ こ には い な い の かしら?+ と患い
一 瞬 の激情で死に突入 して い たかもしれない
生きるこ とに怖れも困難も感 じない髪の 毛の 薄い 異にな っ て い た
此頃で はて ん で死 の こ とな ど考えやしな い
一 人分 の 人生を､ 生きる の は容易な業で はな い ｡
気晴らしはあ っ ても､ 過去 へ の 橋渡 しで はな い ｡
感傷的にかかわ っ て い る暇はな い の だ.
土 にかえる目立たない 姿勢をして い たが､
もう これ以上､ 減る こ との ない 戦友の ､
青 い 蒙古斑が忘れられない
舵取りはい ない の に
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自分の血が全部流れ出して しまふの で古まない かと怖れた｡
一 匹 の魚さ へ 住んでゐない 沼に釣糸を垂 らしてゐる影だけが生きてゐる - ･ - +
自分 の こ とで はな い か と清疑 したりする者もあ っ た｡
記憶 の 申で見逃して い たさまざまな事柄に気づかない わけにはい かない ｡
文学 の 世界に とどま っ て い る者は､ 私 しかい ない ｡
しかし､ そ の こ とに ､ ｢私+ は､ 全面的に欺かれてい るわけには い かない ｡
｢本質的に我々が誇り得 るもの は生理以外に在り得ない ､
ずい ぶん興醒めなくだらない こ とをいう奴だと思 っ たが､
こ の 中に隠されて い た こ とはまちがい な い だろう｡
生理以外に在り得ない とは､ ずい ぶん淋 しい 話である｡
文学から離れたこ とに話をかぎれば､ それだけがす べ て ではない 一 例として､
どうしようもない 怠惰か､ 安易な現状肯定で ある｡
喪われたら二 度と取り戻せない ことを忘れては い な い だろうか｡
そちらで は気分的にバ ツ としない天候が つ づ い て い るそうですが､
これは間違い な い
貯金は定期普通預金合わせ て七百万に足りな い
学問もなけれは専門の知識もない
なん と魅力 のな い 五十六歳の 男だ ろう
ー 向に死ぬ気配を見せ な い の は どう したわけか
どう しようもない デラシネの
もの の数で はな い かも しれないが
はじめから 一 人に しておけば よか っ たの かもしれない
おまえは誰にも似てい ない
無意味ない たずらにも
うれ しくならない こ ともな い よ
澄んだ杜ほえみを忘れちや い けない
す べ て が こんなふうだ っ たらわ るくはな い ぞ
ふたつ とな い 旅の 終りの
瑠璃玉の 道はもう見えない
想像 しえない 創造の日からの
知らない 顔をかきわけ .
見倦きない もの とい っ たら
- ぺ んも言 っ た こ とはな い
聞かされたこ ともない が
とても敵わない
心性の ちがい はどう しようもない
す べ てを奪われても文句を言えない
す べ てを与えられても文句を言えない
私は口をつ そむ放かはない
自然にたい して有罪でな い 人間披 い な い
追 いもとめなければならな い
苦 しん でまで詩を書こうとは思わない
気が つ かな い うちに 私もまた
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死にたくな っ て い たの かも しれない
忘れては い けな い こ とを さがすような眼で
｢お仕事は?+ と訊かれ ほ ん との こ とを口にしたがらない
使うもの 以外にきみの物 はない の だぞ
それから物語の コ ー ネ リ ア スがどうな っ たかはわからない
(私たちが忘れて しまうのも無理はない)
誰でも赦さなければならない
あなたも赦されはしない だろう
おのれではない から
あなたを赦すこ とはあなたにはできない
悦惚の 所業で あ っ たかも しれない
かれが何を見たかは予断の か ぎりではない
試してみ ようではない か
あるか あ っ たか知らない けれ ど
ずるい世渡りをする つ もりはないが
そ こ に い る の か いな い の か?
ぼくは喋 ぺ らな ければならない
何度でもくり返さなければならない
何度､ 声にならない 叫びを上げたろう
ぼくたちの 間にはどんな逆範 もありえない の だから
測り知れない深さで
何も映 っ て い ない ときには
子の い ない冷たい歓喜に
い のちもい らな い 初年兵の頃には
きみは死にかけて い る の かも しれな い
きみは死にかけて い る の かも しれない
ぼくはもう死んで い る の かもしれない
忍 ぺ な い ほ どで はな い と思 っ て い るうちに
い つ 崩れ落ちてもおかしくない
い かなる罪悪も存在しな い かの ようだが
家が倒れる こ とはない.
家の崩壊はな い も の と念 じて きたの に
こ らえきれない - 雫が光 っ て い る
とても とても悲しいもの にちがい な い
昨日よりよき明日は来ない のだから
よりよき消滅を迎え ようで はな い か
やるせな い女人 へ の郷愁があ っ た
化石になるほかはない
数えきれない 失策
(なん でも書けるなんて とん でもない
よりそう影もない
(見えない と こ ろで 自然は豊かさを失 っ て い な い
他者の 犠牲を必要と しない しあわせ は
11
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
3
3
3
3
4
4
4
4
4
5
5
6
6
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
1
1
1
1
1
1
1
1
7
7
7
8
8
9
0
0
0
0
0
0
0
0
0
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
0
0
0
1
2
2
2
3
3
4
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
2
3
4
5
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
6
4
9
3
9
6
1
1
4
1
2
2
0
1
2
2
2
2
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
6
1
9
8
2
4
8
3
4
2
4
7
1
0
1
1
2
2
2
3
3
4
0
0
0
0
0
0
0
0
6
2
0
1
0
1
4
2
4
0
4
5
5
3
0
1
2
0
0
0
2
1
8
3
3
0
0
8
2
2
2
5
0
4
ありえない と い う理由で ､
人は幸福で あり満足だとは い かな い も の か､
人気 のな い街道を
起 つ こ とも寝る こ ともで きない で い る
世界披進歩 しない が
なの に こ の 世はさ っ ばりよくならない
汚な い 三枚 の毛布にくるまれば
死を知らない な んて素敵ではない か
こ の三十年問､ ぼくはきみ に 一 度も電話な ど したこ とがない ､ ち ょ っ ぴり心が痛み ､ それはなぜか と考え出すと ､ 疑
｢子供 っ ぽき + が抜けない と いう共通点こそ ､ 最大 の 障碍だ っ たの だろう｡
再起はおぼ つ かな い とい う報らせを受けてから､
お っ とり して い て ､ ど こが強い の かわからな い ような碁風だ っ た｡
き っ とあ っ たにちがい ない ､ と o
一 生かけて見 つ けない うちに
病床の きみ の耳にも聞えて い るに違い ない
これ以上まぶ しい裸 には なれない の だ
渡る べ くもな い
とりちがえようの な い 顔を運ぶために
きみ 白身の街路を行かなければな らない
バ ス は朝まで来ない
こ の の ち披訪う ぺ くもない ゆえに
ど こにもない場所に預けにいく
見守 る者は誰もい ない
何が飛び 出した っ て驚きはしない が
｢御手紙の 内容､ 何 の こ とやら判りませ ん+ なら ｢女の 子の 心理 + がどうだ っ て こ とも関係ない じや ないですか?
｢女の子の 心理+ なんて私だ っ て判んないで すよ . 私だ っ て ｢男の 子の 心理 + は判んない ですからね｡ お年寄り
夢のなかで恐怖に出あわな い の が本当の 年寄りなんです
これか ら会うこ とはな い が
貴方に ｢女の 子の 心理+ が判んなくた っ てあたりまえなんです｡ 貴方は心理学や っ てん の じやな い の で し ようか
一 度も出会 っ た こ とがな い
測り知れない 現実的形態を網 にかけて
何度でも立ちかえらなければならない
たずねるものが見 つ からな い ときもあるだろう
たねo しか しそれはそうそうあるもの じ やな い . 違うもの の方が圧倒的に多い - . で は､ さ よならK.Ⅰ.
上に行くしかない っ て こ とか
負(o こ と はない
こ と の 放か躯の 工合がよくない
嘆くこ と汝ない
若さ を羨むこ とはな い
街全体がもひ と つ ぱ っ と しない の は
のん びり散歩 したりする人はい な い
｢な る ように しかならない + と言 っ て い るが
国と国とな っ たらそうはい かな い -
690
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結び目に愛がない からで
声にならない 坤とな っ て
最大の ニ ュ ー ス にちがい な い
何が起 っ ても不思議で はない ､ と
誰にもわからな い
なんともい えない ?
(距離の旅はしたこ とがない から
比較はできな い よ)
理解されな い と思うの は倣慢､ 相手に対する侮辱です!
理解されるに足る自分が あるとは思 っ て い ない よ
空間が空間で あるうちは物の集合にすぎない から
何も怖くな い
蓄膿症で はない と思うの ですが､ と にかく鼻が詰り､
鼻孔に､ 時 々 ､ 薬をささない と､
何の 挨拶も しなか っ た の ではな い だ ろうか ｡
私の 癌疾､ であるのかも しれない ｡
不定愁訴の繰り言の ように､ ある こ とない こ とに､ 線番を傾け､
これはもう､ こたえられない ､
そ の コ ピ ー を読んだ記憶は ､ 全くな い ｡
｢すまない が
きみの顔を見たくな い
塵 一 つ ない 白い 卓布
色は青い が新鮮でない 野菜
腐 っ た肉片を歯の ない 口に運ぶ
指先が フ ォ ー ク になかなか届こうと しな い
ぼんやりと しか見えて こない
帰る と ころはそ こ しかな い
動かない 山懐 につ つ まれて
残りすくない 塀想の命を楽 しむ
そ こ に しかない
耳をすませ ばきこえない ･
もはや､ わたく し､ と特定する必要はな い ｡ わたくしには ､ わたくし以外の
う つ む い て ､ 歩い て い る と こ ろは､ 一 木 - 革もな い ､ 黒い 砂地で ､
も しかすると､ 近づくに したが っ て ､ 遠ざか っ て い く海なの かもしれない ｡ こ ん な と ころは ､ 日本中の どこ にもあり
は しな い ｡
途方もな い 迷路に入 っ て しま っ たと気づくと､ あたりが急に暗くな っ て きて ､
み るみ る漆黒に つ つ まれて いく､ こ こ汝､ もともと海底だ っ たと ころで はない か｡ 冷気に身ぶるい し､
の 誘導標識にちがい ない ｡
助か っ た! _藍遼死にたくはな い o 限は真珠に､ 骨は珊瑚にな っ たとかい う､ 五尋の 海底の父にな るなんて ごめんだ
これが罰か､ 太陽と海を呪 っ た こ と の ? た っ た 一 度 の空想の罪に して は､ 酷すぎる報い で 汝ない か!
叫ぶ､ が､ 声にならない ｡ ぴ っ たり浪に包囲されて､
一 歩 一 歩あゆむほか汝な い
同じ風景は 二度と現れない
691
ない 無い
00 7 0 1 0
ない た 泣い た
05 7 0 28
ないて
08 3 0 0 8
130 0 0 1
ないで 凪い で
05 7 0 1 7
ない て い る
005 024
ナイ フ
0 23
0 69
0 85
0 85
1 30
1 79
1 79
ないぶ
0 18
00 9
0 2 3
0 13
0 2 6
0 1 0
0 03
0 3 0
内部
0 1 6
脚簡は空に向 っ て泥を吐く 革の 無い荒地では とかく惑い 感冒が
泣い たこ ともあ っ たかも しれない
ほそ い 声で虫がない て い る
鵠が二 声ない て
トバ湖は凪 いで い た
泣い てゐ る
おや 天使が泣い てゐ る
街灯は光をナイ フ のやうに操 っ て
つ めたい風 の薄刀 のナイ フは
きみは真直な刃 のナイ フ
きみはよく切れるナイ フ
ナイ フ で別ねた
よく光るナイ フ
ナイ フ の 刃 には 一 滴 の露が宿 る､ と｡
0 25 0 1 8
0 4 6 0 4 5
0 48 0 1 6
1 00 0 4 2
1 0 6 0 0 6
ない よう 内容
1 80 0 10
なか
0 0 6 0 0 8
0 15 0 1 5
0 17 0 19
0 17 0 3 5
0 17 0 4 5
内部から燃え始める
燃えあがる世界の 怒の 内部か ら
内部を刻む時計の音に 蒼ざめた河の こ の沈黙は つ きまとひ
内部からのひかりをひそかに愛撫 して い る
たえまなく出血 して い る内部 の世界で
｢笑うなかれ+ 悲しい 内部の 声である
｢御手紙の 内容､ 何 の こ とやら判りませ ん+ なら ｢女の 子の 心理+ がどうだ っ て こ とも関係ない じ やな い ですか?
そうい えば長い こ と日の メを見なか っ たね
鏡のなかで 眠 っ てゐ る
星も花もゐ なか っ た
一 言も解れなか っ たかも知れない
う っ かり舌もだせなか っ た
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02 7 0 03
03 0 018
03 0 0 29
03 0 0 30
03 2 0 0 1
03 2 0 0 2
03 0 0 3
03 4 0 1 4
039 0 4 9
039 0 5 5
03 9 0 8 6
03 9 1 0 6
03 9 1 4 5
04 1 0 3 6
04 1 0 4 1
04 1 0 7 8
04 1 0 8 4
04 1 0 9 2
04 1 10 2
04 1 12 5
04 1 13 1
046 0 1 7
04 6 0 5 2
04 6 0 5 3
04 7 0 0 9
05 0 0 0 2
05 0 0 2 3
05 0 0 2 4
05 0 0 2 6
05 1 0 0 6
05 1 0 1 5
05 2 0 0 9
05 3 0 0 7
05 3 0 2 8
05 3 0 5 3
05 3 0 5 6
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空虚な鏡の なかを
す べ て は灰の 降るなかで
色彩の なかの線を
い ま数々の なかから択りわける
ドア はなかば開い たまま
風はもう吹い て こなか っ た
い まおびただ しい影の なかでもがく
気体の なかの透明な溝 へ はい る
あなたの果て しない繋の なかで あ っ たの か
一 定 の雰囲気の なかで しか
あな たはあな たの扉の なかに隠れる
暗黒の なかで
乾い た洞窟のなかに
おびただしい暇潰 しの なかでう っ とりした
夜 どほ し歌 っ て ゐるな 寒い 肱牽の なかで
あなたので はない鏡の なか へ 消えてゆく
宿命的な輪の なかで
小さな影のなかで血 の 気を失 っ て しまふだらう
か つ て 何処にも起らなか っ た こ と
乾燥 して ゆく空気のなかで
あなたは街の維閏の なかをとほり
眠れる波の しずかな照応のな かに
方位はなか っ た 花火も夢もなか っ た
風は吹いて もこなか っ た
頬骨が つ めたい 空気の なかで尖 っ てくる
あらゆる階段の 楚音の なかから､
立会う者もなか っ た
憤激も､ 悲哀も､ 不平 の柔弱な椅子もなか っ た｡
きみ はただ重たい靴の なかに足を つ つ こ ん で静かに横たわ っ たのだ ｡
幻影 の なかの 島喚 - - - ･
海が熱 い体温 のなかで燃えたぎ っ て い る､
あなたの育たなか っ た乳房や
わたしの からだの なかに黄昏が い っ ぱ い つ ま っ て
わたしの こ ころの お部屋の なかで
しか し落葉 の なかでふりかえ っ ても
降り つ づく落葉の雨の なかか ら
お墓の なかでお目覚めにな っ て い るお姉さん !
そ して風はなんにも答えてくれなか っ た
なか っ たか?
僕はなん にも見落 し放しなか っ た
人々 の笑 い と踊りと宴会 とのなかに
夕焼 のなかからあらわれる鳥の 噂り
空虚な額縁の なかで白い 雨が乾い て い る
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眉をひ そめて手のなかの カ ー ドを隠 して しまう
頭の なかで ごちやまぜ に細れる
ひ どく降りはじめた雨の なかを
青い 海のなかに 二人の運命をうか べ て い る汝ずであ っ た
何処 へ も行きはしなか っ た
花瓶の腐 っ た水のなかで溶けて い る
おれたちの ベ ッ ドの なかで締め殺 して しま っ たのだろうか
ひ びわれた卵のなかの
なか ば熱しかけた未来にむか っ て
額縁の なかに俵め こまれて い る
夕暮の なかで煙草をす っ て い る男が い る
彼の病んだ肋骨の なかを
廃城の なかを踊り狂 っ て い る の が見えない わけではな い
それでもぼくらが生きてい るとは信 じられなか っ た
ぼくの 知 っ た こ とではなか っ たの だ
そ の孤独の こ だまの なかには淋 しさ の 本質がちょ っ ぴりあります
ひ とりぽ っ ちの部屋の なかで
母放 つ い に帰らなか っ た
あなたはう しろをふりかえらなか っ た､
あな たはうしろをふりかえらなか っ た､
あな たは灰色 の街のなかに帰 っ てきた｡
あなたは破壊された風景のなかに帰 っ てきた｡
悪臭と汚辱の なかから
犬は犬の なかで眠 っ て い るね
だけどみんな<生きよ> と言い は しなか っ たね+
過去は渡 しなく未来の なか にある こ とを - -
どれだけたくさん の 罪が心 のな かに閉ざされて い るかを｡
淫売婦に は浅瀬旺 どにも見えなか っ たりするの だ
同じ迷宮の 白い渦の なかに消えてゆく.
あなたは愛を持たな か っ た､
あなたは真三哩を持たなか っ た､
方位はな か っ た､
花火も夢もなか っ た､
｢時+ も ｢追憶+ もなか っ た､
泉もなければ､ 流れゆく雲もなか っ た､
悲惨もなければ､ 栄光もな か っ た｡
わた しの胸 の なかで腐 っ て い る
始めも終りもない 夢の な かを駈けめ(D る
清い 空気の なかで乳の 瓶をふ っ て い る の を
わたしはこ の 香ば しい 微風の なか に家を建て
ぼくの い ない 眠りのなかで
あなたの い な い夢 のなかで
しばらく部屋のなかを散歩する
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い つ までも待 っ て い るより しかたがな か っ た｡
そ の秘密を夜 のなかに穏 して い た｡
翼 のなかにさ そり つ づ けた｡
乾 い た咳を 一 つ したo 彼 の イ メ ー ジ の なかには
何もなか っ た ｡ 紳杉をはなれた赤い 月は
彼は待 っ て い るより しかたがなか っ た｡
たちの ぼる煙りの なかの女をぼんやり眺めてい た､
腹 の なかに吐
血の なかに
ちかづく未来の なかに
恋をあさる若者の 血汐のなか にも
ど こ にも飽はみえなか っ た
こ の 動く格子のなかから
ああ､ ぼくの 頭の なかには
今日の なかの 明日
真異な人 ごみ のなかで泣きさ けんで い た
今日の なか の 昨日
自然の なか の罵杖本当の 畏な の だ と
今日の なかの昨日と明日
嵐の なかの ､ 狂気 の なかの
怒涛の なか の歓呼､ 歓呼の なかの怒涛
どうして ､ こ んな明白な こ とがわからなか っ たの か
ぼくらの 船を迎えるもの はなか っ た
あかるい 微風の なかに
記憶の なか の 港には
不吉なやさ しき の なかで
金の縁とりをした本の なかで
なかなか死の うとしなか っ た
金の縁 とりを した本のなかに閉 じこ められて
立ちの ぼる水けむりのなかに消えうせ る の を
青空の 無の なかに溺れよう.として い る
きみはきみ の心 の なかに
求めても手が と どかなか っ たもの の ために
あたたかい 霧のなか にあ っ た
眠りの なかには
こ の 明る い窓枠の なかから
しずか に無限の 空の なか へ 消えて い っ た
女たちの 血 の なかから愛の 喜びをしぼりだそう
たえずぼくの 心 の なかに組みたてる
｢あなたの 噴い 心 の なか に いますよ+
雪 の なかで しか経験 したこ との ない す べ て のも の が - - )
｢ぼくは凍 っ てゆく水の なかにい ますよ+
誰もまだ夢の なかで
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それらの炎の なかで
不幸で ある とい う意識を持たなか っ たら､
毛深 い じ ゆうたん の 暗号の なかで ､
あ の ブ ロ ンドの若 い 男は ､ 動物になる夢を持たなか っ たろう｡
空 しい喝采 のなかで ､ 永遠に空中を泳ぎ つ づ けるだろう｡
凍 っ た壌の なかの
だが 明日はなか っ た!
すこ しず つ 浮びあが っ てきた街の なか へ
あらゆ る階段の 楚音の なかから
はたせ なか っ た約束を い つ まで も悔む人の ように
きみ の 小さな記憶の孔 のなかに吸い こまれ
かわい たとび色の風の なかで
弾倉をからに した心 の なかまで
い まはな つ か しい硝煙 とそ の匂 い の なかに
悲 しい かな 海の なかに海を つ くり
海の物語の ただなか
だが､ み どりはまだ固い幹の なか にある｡
｢笑うなかれ+ 悲し い 内部の 声で ある
悪い 空気の なか 鳥類の コ ン ベ ン シ ョ ンが重ん じられる
す べ て相対的な時の なか を い か にゆ っ くり他の時が進行するか
かれは自分を罰してはならない 屠殺者や皮肉屋の包囲の なかで
思出の なかにひきず っ て - -
あ さましい 利害関係の なかで たたかい ながら
眠りの なかで繁殖 し
なか っ たから
答えよりも大きな疑い はなか っ たから
フ ァ ウ ス トも存在 しなか っ た
とまどい する こ ともなか っ たから
原始の 眠りのなかで
それらが身体の なかを
なま牡蛎色に濡れた遠景の な かを
礼儀作法にかな わなか っ たら
もうい ち ど血 の なかをとお っ て こ い
歩哨はい つ も広場の 明る い 日ざしの なかを
｢みな さんが助けてくれなか っ たら
ひからびた記憶の 屑篭の なか へ
背をかがめて小走る群集の なか
他人の 眠りの なかで
空虚な こだまの なかの 簸年月
- - そ んな こ とは 一 度もなか っ た
古い 繰り返しのなか に い る
しか し 利己的で 正視限的で 無防備な文明のなかに いて
記憶の なかの血 はけ っ して乾 く こ とはな い
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がな か っ た と訴えてい た
オ ー デ ン はス ペ イ ン内乱 に参加 しなか っ たと いう ニ ュ ー ス を聞い た
明る い観光ビル の なかに入 っ て い きました
ビル の なかは迷路にな っ て い て
惜 しまれる死に方をしなか っ たこ とで
生きて い る こ･とが心苦 しくならなか っ た こ とで
夢の領土をとり巻い て い る闇の なかで ､
働果する場所は どこ にもなか っ たo
自ら頼晦する こ となく して ､ 何事もする こ とが出来な か っ た｡
どん粟 の 背くら べ をして い たにすぎなか っ たが､
自分 の書 い たもの がまるで つ まらなか っ た こ とである 0
年月 の きび しさ に苦笑する放かはなか っ たが ､
何かが間遠 っ て い ると感ぜざ るをえなか っ た｡
虚構なるがゆえに傷 つ く こ とがすくなか っ たからか｡
しか し､ それから彼は､ もう小説を書かなか っ た｡
有難い こ とに どんな女にもむだがなか っ たから
無数 の星の悲鳴を耳の なかに残すから
そ よとも吹かぬ風のなかで
もはや暁紅をかい まみ るまでもな か っ た
かれの生涯には つ い ぞなか っ たの に!
ほかに自己証明の 道がなか っ た ので ある
陽気で あれl 思い わずらうなかれ
妻も子もなか っ たかれは タイ ムズ ･ ス ク ェ ア に泣い 安ホテル の 一 室 に住み
どんな言葉の 交換もなか っ た
父はわたく しの 詩の 一 行も理解 しなか っ た
強風の なかでクラブを振 っ て い る の は
こ んなに薄みき っ た空気の なかには
渇くまもなか っ た
地獄 の炎の なかで増大 して い く
女などには目もくれなか っ た
家霊の暗闇の なかから
手紙の なかから
と っ くり と読みおえたにちがい なか っ た
夢の なかではずい ぶん怖い 目にあうもの だが
夢の なか で恐怖に出あわない のが本当の 年寄りなんです
ら - - ｡ 貴方に判らなかろう と､ もう少 し付け足すと ､ 昨年は形相の意味も知らなか っ たと いう こ と｡ 私は ｢メ
い い ゲ ー ムにはならなか っ たが
何の コ メ ン トもなか っ たが
どう して きみにわか る? なぜ今まで ぼくが新幹線に乗らなか っ たか?
機会がなか っ ただけですよ!
どんな空間の なかにあ っ ても､
何 の 挨拶も しなか っ た ので はな い だろうかo
指先がフ ォ ー ク になかなか届こうと しない
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心 の なかで鳴 っ て い る の だ
最後の運をたよりに走り出して い た の は ､ 是非もなか っ たが､
同じ時価決 して戻 っ て こなか っ た
ガラ ス の 中 の青 い花
白い蝋燭の 中に住ま っ てゐた
明るい シ ャボ ン の 中から転がり出た
霞の 申にとび こむ と砥が散る
花の 中で
阿片の 軽艇 (ボ ー ト) は霧の 中 へ 青 い油を残 して去る ぺ く 一 人の 少女を誘拐
金魚みたい に じ っ と して 水の つ ま っ たガラ ス鉢 の 申
夢を見るなら夢の 申で と
やがて純白の雲の 申にチ ョ コ レ エ トの 肩が見えなくな る
パ イ プを握 っ て雲の 中から生れてきた少年は
ぎん の騨雨の 中で
そ の 中に沢山の 兵士たちの顔がゐた
跨い で い っ た碓 の 中から
楽器 のうす暗い 腹の 中に沈黙が
死んだもの は壁の 申に
透明なプロ ペ ラがメガネの 中に
雨の 中を盗み去られたこ とには
明るい ガラ ス 管の 申で
白い 雲の 中で眼を つ ぶり
黒い トンネル の 中で
トンネル の 申で涜れださな い
軟弱な地を撞げ夢幻の 中から
怖 る ぺ き悲 しむ べ き速度の 中に
けてゐ る 寝床に散らば っ た怠惰な骨の 中から 陰欝な眼球
それらが船舶の 歴史の 中にあ っ た時代 には
金色の器の 中に
あなたの頭髪の 中に鴬が卵を生む
透明な樹液の 中で
光の輪の 中に羽ばたきがあ っ て
黄昏の 中に香料を撒き
わたしの 手の 申にある
わづかな煙はグラス の 中 へ 降りてゆく
浴槽の中で思考したの は誰で あ っ たか
哀訴の蒸気を吸殻とともに皿 の 上に拾てる三 重の硝子の 向ふの繊格子の 中の
工場 の 透明な模様の 中に編まれ
技師の 懐中にある正確な地形図は
すべ てが歴史の容器の 申にあるとは限らない
すべ て形骸の匂の 中に住み
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一 つ の 海を風景の 中に所有 した
す べ て の 記憶の申からたちの ぼる
音はドア の 申で さ へ 聞えない
水の 中に影だ けにたたまれて
鍵穴の 申で
風の 五 つ の渦 の 中 へ きえてゆく
い つ も懐中時計は
黒の 中 へ 消えてゆく街よ
迂閣にも醜悪な街 の溝の 中 へ
壌は壕の 中から滑りで る
記憶の 中をとほ っ て くる
あなたは孤独 の中からも追ひ たてられさうにな る
あなたには人の背中しか見えぬ
水の 中にはもう春がきてゐる
あなたには人の 背中しか見えぬ
日はゆき うす暗きとばりの 申に
こ の橋も海中に漂ひ去 っ て 躍りた つ 青 い形象となり
背中を行き来する千の 歩みも
耳をすま して い る中枢に
川は音をたてて背中をながれる
色あせ た壁の 中には
｢淋しさの 中に落葉がふる+
もしか したら君の 姿が霧の 申からぬ けだ して こない かと
｢出て ゆ こう とざされた部屋の 中から
君たちは僕に背中をむける
そ の平たい 背中には背骨がない と い う こ とを - -
そ して彼 の 背中の ように淋 しい風景がそ こにある
いち どは犯罪許可証を懐中に して
大挙 して街中で なつ かしい 歌をうた っ て い る
生ける死者たちが空中を歩きまわる夜がきた｡
い までも空中をさまよ っ て い る姉さん!
中にあ っ たo ｢何を考えて い る の か
空中に軽い死の 飛沫をうちあげ
奇怪な造語で喋る連中の頭を踏み つ けよう
あな たは暗い 鉄格子の 中に ､ 永遠に繋がれるだろう｡
空 しい喝采の なかで ､ 永遠に空中を泳ぎつ づ けるだろう｡
こ ん な真夜中
空中の 帝国か らや っ てきて
第 一 列 の 中央に いやな上限づかい の かれがい て
そ こに集中し隆起 して ある フ ィジカルな高貴さの 象徴 となり
背をこ ごめて街中で生き
かれは実体のない都市の 雲の 中に住む
また い かなる非難中傷の 壁､ 妨害 の 電波が(h るりをとり巻い ても
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自分の 著作申に登場 し そ の ために投獄されたす ぺ て の 人々を
黙 っ て背中を向ける者もい る それにはそれの
世界中にその 網の目をひろげてい る の で ある
わた しは無我夢中で逃げ出しま したが
振りむく と小柄な 中年の 外国人が
背中に淋しい 彫を宿 し､
私は 囲横地 とい う エ ッ セイ の中で､ こ んな こ とを書い た｡
記憶 の 中で見逃 して い たさまざまな事柄 に気づか ない わけに披 い かな い ｡
こ の 中に隠きれて い た こ とはまちがい な い だろう ｡
大学を中退 し職歴はほ とん どなく
中身は から っ ぼ
背中をこ ごめて人中を歩く姿とい っ たら
そんな今年の 冬も終りに近い ある日の 真夜中
闇を つ らぬく稲妻 と烈しい 豪雨の 申から新しい発見の ように整 っ てきた
背中の 痛が
夜明けとも日暮とも つ かぬ薄明の 中で
奇妙な ぞ めき笑い の 中に立ち つ くす
黙々 と机に向 っ て仕事をする父の背中に
失われたもの と現在あるもの の 中間で
背中をまるめて椅子に焦れてい る
こ の世 の 申 ど こまで腐 っ て い くか+
今で は街 中でも椅麗な娘に 出あ っ たりすると
ぼくは黒を持ち確実を三隅を占拠 したが､ 中央の白が厚く､ ずるずると敗けて しまい
きみとぼくは同じ 一 枚の 画面の 中に い る
夢の 中で ぼくに出会 っ たら
そ の 人 の背中に向 っ て
タイ生れの 中国人の 医者と再婚 した
若い 中国人の 夫は口癖の ように
世界中の 人たちに頓み こまれ
それなのに ､ み んなが整列 して 中央に 一 つ だけ空い て い る椅子
そ の 中に ｢悲 しむ老人+ と いう作品があります｡
父がうまれた村は山中にあり
も しかすると､ 近づくに したが っ て ､ 遠ざか っ て い く海なのかもしれない ｡ こ ん な と こ ろは､ 日本中の どこ にもあり
意地悪な眉の なが い 神が
ながい舌が垂れ下 っ て きて
ながい捷毛の したに
な がい こ と散歩 したね
わたしにはながい 悪夢の 日が つ づ い た
われらはながい生涯をも っ て測 っ たりする
ながい 月日もまたたくうちに過ぎさる
おろかにもぼくはなが い こ とそう信 じてきたのだ
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1 67 0 4 8
ながい 長い
0 0 6 0 0 8
0 2 5 0 4 4
10 8 0 30
11 5 00 6
14 2 001
なが い あい だ
05 3 0 2 3
ながい あい だこ の 境野を夢みてきた それは
それは苦痛 と恐怖がからみ合う ながい ながい鎖で
理髪店からの長い ながい戻り道
ながい 幽閉の 年月に耐えた
そうい えぱ長い こ と日の メを見なか っ たね
さ よならさよなら長い 午睡の
理髪店からの長い ながい戻り道
夜明けの道はま っ す(9 で長 い が
｢もう長い こ と こ の 国の ほん とうの 歴史は
永い あい だ
永い あい だ眠 っ て い たお姉さ んl
ながか っ た
05 7 0 36
07 6 0 09
なかから 中から
00 5 0 0 8
0 10 0 1 4
0 13 0 1 4
0 23 0 1 5
0 2 4 00 4
03 0 0 2 8
0 4 0 0 2 2
0 4 1 0 7 4
0 5 4 0 45
0 5 4 0 7 5
16 0 0 1 6
ながく
04 3
04 5
08 4
15 1
1 61
ながく
0 7 5
0 8 8
1 8 6
0 1 4
00 9
0 1 5
0 1 8
0 1 7
永く
0 0 8
0 4 7
0 7 3
ながか っ た 一 世紀が終ろうと して い る の に
ながか っ た航海の短かさ に つ い て
明る い シ ャ ボンの 中から転がり出た
パ イ プを握 っ て雲 の中か ら生れてきた少年は
跨い で い っ た種 の 中から
軟弱な地を撞げ夢玄コの 中から
けてゐ る 寝床 に散らば っ た怠惰な骨の 中から 降参な眼球
す べ て の 記憶の中か らたちの ぼる
嘩は壌の 中から滑りで る
あなたは孤独の 中からも追ひ たてられさうにな る
も しかしたら君の姿が霧の 中からぬ けだして こない かと
｢出てゆこう とざされた部屋の 中中ら
闇を つ らぬく稲妻と烈しい 豪雨の 中から新 しい発見の ように整 っ てきた
ながく夜をま っ てゐた灯火は
い つ か 一 つ の 息ながく絶えぬ とい ふ
ながく髪を刈 っ たかるい 男が
ずい ぶんなが く生 きすぎた罰だ
まして ながく生きてい ると い うの なら
永くとどまる こ と披ない だろう
消えさ る喜び 永くとどまる悲 しみ とい うもの がな い
一 粒 の蓮 の実を永く隠 しておく こ とだよ
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傷 つ ける断片 それは悼ましくも長く生きてゐ る
雨傘がい たみ長靴が駄目になる
い くたびか流された血は
流 しこんで い る
ほそ い 咽喉に流し こ んで い る姉さん!
あなたは汗をながす
わけもなく涙をながす男の
しろ じろと夜明けの 光をながすまで
涙をながす放か に披
鏡のなかで 眠 っ てゐる
す べ て は灰の 降るなかで
い まおび ただしい 影の なかでもがく
あなたの果て しない 署のなかであ っ たの か
一 定 の雰囲気の なかで しか
暗黒の なかで
おびただ しい 暇潰しの なかで う っ とりした
夜ど放 し歌 っ てゐるな 寒い 弦牽のなかで
宿命的な輪の なかで
小さな影の なかで血 の 気を失 っ て しまふだらう
乾燥 してゆく空気の なかで
頬骨が つ めたい空気の なかで尖 っ て くる
海が熱い 体温のなかで燃えたぎ っ て い る､
わたしの こ ころの お部屋の なかで
しかし落葉のなかでふりかえ っ ても
お墓の なかでお目覚めにな っ て い るお姉さん!
空虚な額縁の なかで白い 雨が乾い て い る
頭の なかで ごちや まぜ に縛れる
花瓶の 腐 っ た水のな かで溶けてい る
おれたちの ベ ッ ドの なかで締め殺して しま っ たの だろうか
夕暮のなかで煙草をす っ て い る男がい る
ひ とりぽ っ ち の部屋の なか で
犬は犬のな かで眠 っ て い るね
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わたしの 胸 のなかで腐 っ て い る
清 い空気の なか で乳の 瓶をふ っ て い るの を
ぼくの い ない 眠りの なかで
あなたの い な い 夢の なか で
真異な人ごみ の なかで泣ききけんで い た
不吉なやさ しさ の なかで
金の縁 とりをした本の なかで
雪の なかで しか経験したこ との な い す べ て の もの が - - I)
誰もまだ夢の なかで
それらの炎の なかで
毛深い じ ゆうたん の暗号の なかで ､
空し い喝采の なかで ､ 永遠 に空中を泳ぎ つ づけるだ ろう ｡
かわい たとび色の 風の なかで
かれは自分を罰して はならない 屠殺者や皮肉屋の包囲の なかで
あさま しい利害関係の なかで たたかい ながら
眠りの なかで繁殖 し
原始の 眠りの なかで
他人の 眠りの なかで
夢の領土をとり巻い て い る闇の なかで ､
そ よ とも吹かぬ風の なかで
強風の なかでクラブを振 っ て い る の は
地獄の 炎のな かで増大 して いく
夢の なかで 辻ずい ぶん怖い 目にあうもの だが
夢の なかで恐怖に出あわない の が本当の 年寄りなんです
心 の なかで鳴 っ て い る のだ
花の 中で
夢を見るなら夢の 中で と
ぎん の錬雨の 中で
明る い ガラ ス 管の 中で
白い雲の 中で眼を つ ぶり
黒い トンネル の中で
トン ネル の 申で流れださない
透明な樹液の 中で
浴槽の 中で思考 したの は誰であ っ たか
音は下ア の 中で さ へ 聞えな い
鍵穴d)中で
大挙 して街中でなつ か しい 歌をうた っ て い る
背をこ ごめて街中で生き
わた しは無我夢中で逃げ出 しま したが
私は 囲績地 とい う エ ッ セ イ の 中で ､ こ んな こ とを書い た｡
記憶 の 中で 見逃して い たきまざまな事柄に気づかない わけにはい かな い ｡
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白 い蝋燭の 申に住ま っ てゐた
霞の 中に とび こむ と砥が散る
やがて純白の雲の 中にチ ョ コ レ エ トの肩が見えなくなる
そ の 中に沢山の 兵士たちの顔がゐた
楽器の うす暗い腹の 中に沈黙が
死んだもの は壁の 中に
透明なプロ ペ ラがメ ガネの 申に
怖る べ き悲 しむ べ き速度の 申に
それらが船舶の歴 史の 中にあ っ た時代には
金色の 器の 中に
あなたの頭髪の 中に鴬が卵を生む
光の 輪の 中に羽ばたきがあ っ て
黄昏の 中に香料を撒き
わたしの 手の 申にある
工場 の透明な模様の 中に編まれ
技師の懐中にある正確な地形図は
す べ てが歴史の容器の 中にあるとは限らない
す べ て形骸の匂の 中に住み
一 つ の 海を風景の 中に所有 した
水の 中に影だけにたたまれて
水の 中にはもう春がきてゐ る
日はゆき うす暗きとばりの 中に
こ の 橋も海中に漂ひ去 っ て 躍りた つ 青 い形象となり
色あせ た壁の 申に汝
｢淋 しさ の 中に落葉がふる+
そ の平たい 背中に は背骨がない とい う こ とを･ - -
い ち どは犯罪許可証を懐中に して
中にあっ た｡ ｢何を考えてい るの か
空中に軽い 死の飛沫をうちあげ
あなたは暗い 鉄格子の 中に ､ 永遠に繋がれるだろう｡
かれ披実体の ない 都市の雲の 中に住む
自分の 著作中に登場 し そ の ため に投獄されたす ぺ て の人々を
世界中にそ の網 の 目をひ ろげて い る の で ある
背中に淋 しい影を宿 し､
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1 7 5 0 15
18 0 0 4 6
18 8 0 2 1
19 0 0 0 4
なかの 中の
00 4 0 0 1
0 28
0 5 6
0 8 5
1 0 1
16 2
18 5
19 2
0
0
0
0
0
0
0 9
0 3
1 8
0 8
0 6
1 0
0 1 1
なかば
03 2 0 0 1
0 5 5 0 4 5
ながびかせ る
14 2 0 8 7
なか へ
04 1 0 7 8
08 2 0 1 2
1 0 0 0 4 5
1 2 8 0 8 6
なか へ 中
00 7 0 1
+ へ
1 3
2 3
2 1
0 2 7 0
0 3 5 0
0 3 6 0 1 6
0 3 6 0 2 9
なかま 仲間
1 1 2 0 3 7
1 2 4 0 04
1 4 8 01 2
1 5 0 0 1 7
こ の 中に隠されて いた こ とはまちがい ない だろう｡
奇妙な ぞめき笑い の 中に立ち つ くす
黙々と机に向 っ て仕事をする父 の 背中に
きみ とぼくは 同じ 一 枚 の画面の 中にい る
そ の 人の 背中に向 っ て
そ の 中に ｢悲 しむ老人+ と い う作品があります｡
父 がうまれた村は山中にあり
ガ ラス の 中の 青い 花
哀訴の蒸気を吸殻 とともに皿 の 上に拾て る三重 の硝子の 向ふの織格子の 中の
そ して彼の 背中の ように淋 しい風景がそ こ にある
奇怪な 造語で喋る連中の 頭を踏み つ けよう
空中の 帝国からや っ て きて
背中の 痛が
世界中の人たちに噛み こまれ
もしかする と､ 近づくに したが っ て ､ 遠ざか っ て い く海なの かも しれない ｡ こ ん なと ころ披､ 日本中の どこ にもあり
ドア はなかば開い たまま
なかば熱しかけた未来にむか っ て
長引かせ る
臆病な政治的理由があり 小さな幸福をほん の少し長引かせ るため の
あなたの で はない鏡の なか へ 消えて ゆく
しずか に無限の 空の なか へ 消えて い っ た
す こ しず つ 浮びあが っ てきた街の なか へ
ひからび た記憶の 屑龍の な か -
阿片の軽艇 (ボ ー ト) は霧の 申 へ 青 い泡を残 して去る ぺ く 一 人の 少女を誘拐
わづ かな煙はグラス の 申 へ 降りて ゆく
風の 五 つ の渦 の 中 へ きえて ゆく
黒の 中 へ 消えてゆく街 よ
迂闇にも醜悪な街の 溝の 中 -
口実倣の うまいおまえの仲間は
仲間も涙も校歌も国家も売り足りな い が
新宿の 同じ酒場の 常連で ､ 同じ雑誌の仲間だ っ たが､
しか し､ 友人たち石封中間の だれかれをあてこ す っ て い る の だと思 い こ み ､
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15 0
18 8
0 之8
0 3 4
なかみ 中身
15 1 0 1 2
ながめ
0 14
02 5
02 7
04 1
04 1
04 9
05 8
05 9
0 60
0 6 1
06 6
06 8
0 6 8
07 2
08 0
0 8 0
11 4
1 7 3
ながめて
0 1 4
041
0 5 9
0 6 6
0 6 8
0 7 2
11 4
17 3
眺め
0 0 7
0 1 9
0 1 0
0 2 9
07 1
0 1 2
00 7
0 1 6
00 3
18 9
01 8
02 4
03 0
0 5 7
0 0 1
0 2 1
0 0 8
0 2 7
眺めて
0 0 7
0 7 1
016
0 1 8
03 0
05 7
00 8
0 2 7
ながめて い る
05 9 0 1 6
17 3 0 2 7
ながめてゐ た
03 7 0 1 4
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二十人 ほ どい た仲間のうちで ､ 現在､
そ の 間､ 昔 の 仲間が､ 三人死んで い る o
中身はから っ ぼ
ジ ロ リジ ロ リ眺めて ゐるうちに
地平線もなく煙もみえない 球を眺め
荒廃 した街の 窓だけが眺め られ
そ して あなたは広い 眺め の 外 へ は み出てゐ る
あなたは壁を眺めで怖れの 表情を隠さう としてゐますね
私たちの 間には ひ ろ い 荒涼たる眺めが､
私はぼんやりと空を眺めます
海岸に捨てられたボ ー トを眺めて い ると
ひろい 眺め の と こ ろどこ ろで
ぼんやり空を眺めますQ
たちの ぼる煙りのなかの 女をぼんやり眺めて い た､
そ っ けなく 眺めまわして い た
とおくの 沖を眺めても
ス クリ ー ン を眺めて
渡 しない 眺めに
もう きみ はこ の渡 しない 眺め の
流れゆく雲を眺めて
キ ヨ ロ キョ ロ と振返 っ て眺めて い る始末だ
ジ ロ リジ ロリ眺めてゐ るうちに
あなたは壁を眺め で怖れの 表情を隠さうとしてゐますね
海岸に捨てられたボ ー トを眺めて い ると
たちの ぼる煙りの なかの女をぼんやり眺めて い た､
とおく の沖を眺めても
ス クリ ー ンを眺めて
流れゆく雲を眺めて
キ ヨ ロ キ ヨ ロ と振返 っ て眺めて い る始末だ
眺めて い る
海岸に捨てられたボ ー トを眺めて い ると
キ ョ ロ キ ヨ ロ と振返 っ て眺めて い る始末だ
灰い ろ の 遠い 空をながめてゐた
ながめながら
0 5 8 0 4 2
18 9 0 2 7
ながめまわして
0 6 8 0 2 4
サ ー カ ス の むすめ の写真をなが めながら
死人の 眼でなが めながら
眺めまわして
そ っ けなく 眺めまわして い た
ながめられ 眺められ
o2 7 0 1 0 荒廃 した街の 窓だけが眺め られ
なかよく 仲よく
05 3 030 みん な仲 よく小鳥の ように 一 つ の 枝でおやすみなさい
15 2 0 2 3 まだ締麗な白い頭とが仲 よくな らんで い て
ながら
02 8 0 6 4
03 0 0 2 5
03 3 0 0 6
03 8 0 0 8
0 4 0 0 0 9
0 4 1 0 5 0
0 4 1 0 6 0
0 4 6 0 0 8
0 4 6 0 5 4
0 5 3 0 4 6
0 5 3 0 6 0
0 54 0 0 6
0 54 0 2 9
0 5 4 05 7
0 5 4 08 6
0 5 4 1
0 5 7 0
0 5 8 0
0 5 8 0
05 9 0
06 1 0
0 6 1 0
0 6 1 1
0 6 1 1
0 6 1 1
0 6 5 0
0 6 5 0
0 6 5 0
6 3
2 5
1
4
0
0
0
7
8
9
1
3
4
6
2
4
1
9
2
7
5
1
1
9
空嘩の堆積する地所を揺るが しながら明るく笑う
濠膿 とした足にゆすられながら
そ して真珠のやうに辻りながら
午前の 霧にぬれながら
たゆみながら 一 つ の 扉が支 へ てゐ る
人影 にま じ っ て 小刻み に人々に倣 ひながら
別のあな たの 藻の ことを考 へ ながら
権で虚を打ちながら 必死に進む舶 の方位を
群青に支 へ られ 限を彼岸 へ 投 げながら
基地 の しめ っ た黒い 土をみ つ めながら
夢を見ながら眠る習慣が こ んなに悲しい も の とは思い ませんで した
そ して銃を担 っ たおたがい の 姿を噸けりながら
Mよ 都会の 胃袋をさまよい ながら君が噴い て い た こ とを ･ - -
リキ ュ ー ル グ ラス を読めながら
独身者はふかく自ら額きながら
胸にか がやく太陽の 紋章を示 しながら
マ ニ ラ郊外の ドライ ブウ ェイを疾走 しながら
私はゆ っ くり煙草をふか しながら
サ ー カ ス の むすめ の写真をながめながら
母が戻 っ てくる の を待ちなが ら
彼方の 岸をの ぞみながら
擢で虚空を打ちなが ら､
寒さに震えながら､
あてもなく街をさまよい ながら､
橋 の 上に得みながら､
あっ た｡ 寒さにふるえながら
暴風の 夜を飛んで い っ た｡ 哀歌をうたい ながら
烈しい 渇きに悶えながら
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1
1
1
1
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6 6 017
6 8 0 2 9
7 1 0 1 8
7 3 0 2 7
7 7 0 1 9
7 7 0 2 7
8 0 0 0 2
8 1 03 0
85 0 2 7
8 9 0 3 1
9 4 0 0 2
9 9 0 0 6
0 0
0 1
0 2
0 8
1 0
1 2
1 2
1 2
2 5
3 6
4 2
4 2
4 5
4 5
4 5
4 7
4 7
4 9
3
9
1
7
4
1
6
4
3
1
4
7
4
6
8
8
0
3
0 0
0 0
0 1
0 1
0 0
0 3
0 3
0
0 1
0 2
0 6
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00
0 1
0 1
0 0
0 2
0 1
5 0 0 5 7
5 5 0 2 2
60 0 4 1
63 0 0 1
6(～ 0 1 5
6 6
67
6 7
6 8
7 1
7 3
7 4
7 4
0 2
0 5
0 6
00
00
0 5
0 0
0 1
2
0
8
7
6
0
4
8
息子は煙草をふかしながら
濡れた髪をかきあげながら
街を歩きながら
悠然 とパ イ プを吹かしなが ら
高熱に苦 しみながら
戦争を呪い ながら
ま っ すそ水平線をの ば しな がら
兵士の 眠りをゆすりながら
他人の 危い 綱渡りを見なが ら
まだ煙草をすい ながら
見えがくれの執念に つ け狙われながら
もう ー 人 の妹は眠りながら小径を歩い て い る
かたい 心をもち 小刻み にひ とび とにならい なが ら
重たい 刑罰の砲車をお しな がら
うたい ながら破壊する若い 勇士たちが
お とな しくサ ン ドイ ッ チを食 べ ながら
傾きながら
ま っ す(o こ ちらを見ながらおまえは何も見て いない
あさま しい利害関係の なかでたたかい ながら
眠りな がら腹をこやす王 国を夢みて い るうれしい はらからたち
さりながら果 しない 休日が つ づく
恐怖におの の きながら
ずたずたに責め苛まれながら 若い 生命をすり減らして い るが
非合理 に機能する官僚的権威主義を全面的こはび こらせながら
はい る と つ ぶやきながら黒い 色の真実やめ っ たに売れない エ ン ジ ェ ル の 絵を売 っ て い た+
固い パ ン の 男がゼ リ ー の 女に食 べ ながらス トレ ー トに話 し合おうと云 っ て い た+
孤独の壁をすこ しず つ 溶解 しながら
死と生が秤の うえで ゆれなが ら均合 っ て い た
口笛を吹きながらするシ ャ ド ー ･ ボ ク シ ン グが死の レ ッ ス ン ｡
一 体 の ままでただ よい な がら
彼は特徴の あるうるんだ眼をしばたたきながら聞い て い たが､
ご めんなさ い とかそれ じや とか咳きながら
十四世紀の ス コ ッ トラ ン ドの詩を口諦さみながら
見えがくれに歩きながら
ますます下手になる詩に頭をひね っ たりしながら
ご っ た返す店内を物色 して歩きながら
至る と こ ろに棲みな がら
泣きながらこ の世に産れた人の子にと っ て
緑野の香にむせながら
遠くを見ながら叫ぶ
い びきをかい て死んで い きなが ら
｢病気が こんなに こたえる とは ､ 思 っ てもい ませんで した｡
(きみが美 しい奥さん と結婚 して､ み んなに羨まれながら､
春からノイ ロ ー ゼ状態で 我ながら呆れかえ っ て い ま
西荻窪の ア パ ー トに住ん でい たときの こ とだ)
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17 5 0 1 3
180 0 0 8
18 6 03 9
1 8 6 0 8 1
1 8 7 0 1 9
1 88 0 3 6
1 8 8 0 6 2.
1 8 9 0 2 7
ながれ
0 0 2 0 1 1
0 1 9 0 0 8
0 2 5 0 0 4
0 3 7 0 0 4
0 4 8 0 0 8
0 4 8 0 1 2
0 4 8 0 2 1
0 5 8 0 1 1
0 7 3 00 7
0 8 5 0 0 2
10 0 0 6 4
10 4 0 0 7
13 0 0 1 2
ながれ
00 3
0 2 2
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0
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0 0 1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
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ダメを詰め るような毎日を送りながら
同じ雨の 音を聞きながら
さらに首をひねりながら
(われなが らよく言うよ)
それらを賞味 しながら
準備はす ぺ て とと の い ながら
い ずれ ､ 順番がくるだろうと思い ながら暮して い るが､
そ の 反対に､ 葬儀屋や基地な どを見学 しながら､
死人の 眼で ながめながら
落日の 朱が氷柱をながれ -
パ イ プから水もながれず
水 にながれる貝殻がねぢれて
地下をながれる水の 音は
なめ らかな蝋は寝台をながれる
川は音をたてて背中をながれる
歴史の鎖に つ ながれた老齢l
そ こ にはジ ャズが放そぼそ とな がれ
あちこちに重油がながれ
舗道の カ ー ヴにそ っ て ながれる
つ ながれた行列の 影は鎖の ように 工場をとりまい て い た
時はながれ い つ の日かまた
さらさらと水がな がれ
カ レ ンダ ー に音楽が流れ
不幸の 外に流れ出さない
トンネル の 申で流れださない
阻もなく革もなくただ流れる血液は
組織が崩れ動乱の 意識が流れかけて
土 の 起伏 と水の 流れと
地の 脈を水の 流れを変えるほ ど精密だが
花花 しい物質たちの 流れ乱舞の外から
ゆる い流れが髪を旺(o す
い つ も群集は流れてゆく
そ こ にあたる影や光 樹々か ら流れる緑の 匂ひ
木質は腐り 陽に煙かれ 蝋の やうに流れた
はるか足下を潜りぬける黒い水の 流れ
はるか､ 地下を潜りぬける運河の流れ､
おお時よ､ なぜ流れるの か
ああ時よ､ なぜ流れるの か
おお時よ､ なぜ流れるの か
0 6 1 2 0 6
0 7 0 0 0 3
0 7 0 0 1 6
0 7 2 0 6 3
0 9 6 0 0 8
1 1 4 0 0 8
1 4 2 1 1 5
1 4 5 0 1 9
1 5 0 0 1 0
1 6 8 0 0 1
1 8 6 0 8 5
ながれださ
02 3 0 0 8
ながれだき
02 2 0 0 8
ながれて ゆく
04 1 02 0
ながれゆく
0 6 1
07 0
1 1 4
ながれる
0 2 5
0 3 7
0 4 8
0 4 8
0 8 5
な か考
0 1 7
0 4 1
0 4 6
0 4 8
0 5 4
0 6 1
0 6 2
097
1 42
2 0 6
0 1 6
0 0 8
0 0 4
0 0 4
0 0 8
0 1 2
0 0 2
申を
03 4
0 4 3
03 1
0 1 2
0 8 8
2 1 2
0 0 9
0 1 4
0 8 6
71 0
泉もなければ ､ 流れゆく雲もなか っ た､
わた しの 血汐の 流れを抱きよせ る､
い つ までも ､ 流れゆく川を
ひろい 出口から流れだす
エ ブ ロ 河を流れてや っ てきたにすぎん
流れゆく雲を眺めて
｢残忍な歴 史の 流れは く い とめ られない とか
かに と命名された群集の 河は昨日の ように流れてい た
自分の 血が全部流れ出 して しまふの ではな い か と怖れた｡
川 の流れにただよい
過去にも未来にも流れず
流れださ
トンネル の 中で流れださない
流れ出さ
不幸の 外に流れ出さない
流れてゆく
い つ も群集は流れてゆく
流れゆく
泉もなければ ､ 涜れゆく雲もなか っ た､
い つ までも ､ 流れゆく川を
流れゆく雲を眺めて
水 にながれる貝殻がねぢれて
地下をながれる水の 音は
なめ らかな蝋は寝台をながれる
川は音をたてて背中をながれる
舗道の カ ー ヴ にそ っ て ながれる
雨の 中を盗み去られたこ とには
記憶の 申をと扱 っ てく る
背中を行き来する千の 歩みも
川は音をたてて背中をながれる
君たちは僕に背中をむける
生ける死者たちが空中を歩きまわる夜がきた｡
い までも空中をさまよ っ て い る姉さん !
空 しい喝采の なかで ､ 永遠に空中を泳ぎつ づ けるだろう ｡
黙 っ て 背中を向ける者もい る それにはそれの
1 5 1 0 1 6 背中をこ ごめて人中を歩く姿とい っ たら
1 6 7 0 2 4 背中をまるめて椅子に焦れてい る
なきごえ なき声
0 6 2 0 5 3 岩壁 へ かえる鴎の なき声が
なぎさ 渚
0 6 1 1 3 0 渚をふち どり 虚無を滴 し
なきさ けん で 泣きさけんで
0 7 1 0 17 美果な人 ごみ のな かで泣きさ けんで い た
なきたい 泣きたい
0 76 0 1 8 むしろ泣きたい くらい だ
なきは らした 泣きはら した
1 3 4 0 0 2 みんな泣きはらした眼をして い る
なく
0 1 0
0 1 2
0 1 3
0 1 7
0 1 9
0 2 3
0 2 5
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02 8
0 2
0
0
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3
3
3
3
4
4
4
4
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5
5
5
5
9
9
1
4
8
9
1
3
2
4
5
0
2
3
3
0 0 7
0 13
0 0 5
0 2 9
0 0 6
0 0 3
0 1 3
0 1 9
0 4 1
0 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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1
1
1
6
7
1
0
0
0
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0
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2
4
1
6
4
6
9
3
1
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6
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1
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やがて純白の 雲の 中にチ ョ コ レ エ トの扇が見えなくなる
- たまりもなく仮死におち
ゐなく っ た っ て い い で すよ と
沙漠の果から灰が見えなくなり
音もなく音なく
青もな く日(v れが きたとい ふ
眼もなく革もなくただ流れる血液は
地平線もなく煙もみえない 球を眺め
おびただしい 自然を覆ふ霧はやがて見えなくなると ころ
もう歯ぎ しりする怒もなく
今はただ表情もなく振返 るわたしに
ふ とな にげなく途絶えたとこ ろから
風はどこからともなく忍び こ･む
い ふまでもなく
わた しは何の 関りもなく立 っ て ゐる
坐席があなたを動けなくした
青もなく 部屋の扇がひらく
庭は荒れて 影もなく
食なく衣服もなく ､
青もなく空を走る稲妻を見あげてゐ る
埋葬の 日は ､ 言葉もなく
わた しはかぎりな くうらめ しく思う
暗い 空 の枯れた林から落葉がすきまな く降 っ てきます
わた しもたまらなく眠い の です
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始めが あ っ て終りがあるの ではなく
手を下すと 人形の ように動かなくなる
ウイ ンス トンが い なくな っ たから
音楽はたえまなく狂気を弾奏 しなければならぬ
さりげなく煙草をくわえて
溺死人が声もなく天にむか っ て 叫ぶの を - -
過去は渡 しなく未来の なか にある こ とを - -
貴方が い なくな っ てから､
妻も子もなく､ こ の広 い 都会の 片隅で ､
あてもなく街をさまよい ながら､
十 一 月 の 寒空に､ わたしはオ ー バ ー もなく､
わけもなく涙をながす男の
鬼犬があてもなくさま よ っ て い っ た｡
- 一 帰 っ て ゆくと ころもなく
する と不意に､ 一 枚 の 戸が青もなくひらき
そ っ けなく 眺めまわ して い た
鉄でもなければ､ 木でもなく
(すくなくとも三百年の伝統に従 っ て
誰もい なくな っ たス タ ン ドに立 っ て
音もなく歩い て い っ た
ど こ から ともなく
埠頭に人か げはなく
かぎりなく澄んだ青空であ っ た
声なく して新 しい 死者 と語りあ っ た
母や妹や恋人の ために とめ どなく涙を流 しつ づ けた
ああ 夜昼 のさかいな く
手ごたえもなく 切れた帆綱から
たえまなく爆音が して
す っ かり見えなくな っ た
みんな見えなくな っ て しま っ た
たえまなく打ちよせる多彩な波にすぎない こ とがわかり
かれの魂はエ デ ン の樹 の頂きからはて しな く落ちは じめる
- - ･開く こ ともなく錆びて しま っ た鉄の 門
な じめな くな っ た季節 のおわりに
あてもな く こ の街 で 生きねばならぬ ･ ･ ･ -
た えまなく出血 して い る内部の世界で
夜空はたえまなく星を降らせて い る
むやみに明るい星空が あり 意味なく敏感な宇宙があり
小鳥や空だけでなく
い なくな っ た人彩 が
眼や耳や手足をなく した不幸な犠牲者に何をしてや っ たか
単純でなくちやな らな い
す こ しの あやまちも容赦なく
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もう分らなくな っ た
泣くす べ もなく
夢はもうい らなくな っ た
六月の 爾汝しきり にふり 音楽はとめどもなく
快楽もま っ すその ぼらなくな っ た
｢民主主義はイデオ ロ ギ ー で披なく
おれがい なくな っ たら
意地汚なく愛撫を重ね
ぼくを破滅きせるもの がなくな っ た
きみがい なくな っ た っ て
なくて あるがごとく
与えるもの が と っ くになくな っ て ､
おおびらに許されなくな っ て い る ･ ･ - ･
秘密警察の 認知 も しくは同意なく して
支配に自信なく 人間の 良心を
い つ もかぎりなく透明で 疑問の余地なく真実だから
その もろさは隠しようもなくな る
ス ペ イ ン 内乱で知 っ たオ ー デ ンもい なくな っ た
愛がなく ともにん げん 汝生きられる
しか し 水がなくては生きられない
切符売場に人影披なく
｢ご心配なく (ドント ･ ウ ォ リ ー )
肝硬変であ っ けなく急死したという報らせを受けた｡
自ら朝晦するこ となく して ､ 何事もする こ とが出来なか っ た｡
彼は自分 の虚構の個性を破綻なく演ずるために ､
す こ しはま しかと思 っ て い たそ の ｢すこ し+ が見当らなくて ､
ずい ぶん興醒めなくだらない こ とをいう奴だ と思 っ たが ､
すくなくとも彼の 自殺の 真因が ､
最後 の拠りど こ ろは生三哩しかなく､
大学を中退 し職歴 は放 とん どなく
どう したらい いかわからなくなる
｢きみが詩を+ で はな く
目顔でさりげなくうなずく
喜びなく して何の宝ぞ と
かれの名は雑誌やア ン ソ ロ ジ ー で きえめ っ たに見かけなくなる
制度の春を病むこ ともなく 不確定性の 時代を生きて
口諦さむ 一 策 の詩がな くて !
求心力は見えなくなり
戻 っ て こなくてもい い と咳く
こ の うえな く新鮮で魅力的だ
物を書く空気にな じめなくな っ て い る精神の
かぎりな くふ しあわせ にな る ｡
顔を績める こ とな ど全くな くな っ た
17 3
1 74
1 7 6
1 77
1 7 7
1 7 8
1 8 0
1 8 0
1 8 0
1 8 2
1 8 3
1 8 6
1 8 6
1 8 7
1 8 7
18 8
18 8
18 8
18 9
19 1
19 1
19 2
19 2
19 2
1 93
なく
0 0 4
04 1
0 4 3
0 1 0
0 3 2
0 0 4
0 3 0
0 0 8
0 2 4
0 5 0
0 5 6
0 0 9
0 2 8
0 2 2
0 6 4
0 2 0
0 2 3
0 1 6
0 4 1
0 4 3
0 1 8
0 0 5
0 1 0
0 0 2
0 0 4
01 4
0 17
鳴く
00 9
0 2 2
な(o さ め
0 5 4
1 6 7
18 5
13 7
0 6 4
0 0 7
まもなく頓死するだろう
最後にきみ はさりげなく ｢声を聞かせてくれてありが とう+ と言 っ て､ 電話を切 っ た ｡
わけもなく顔をかく して い る
きみでなくても
きみでもきみでなくてもよか っ たの だ
なにげなく交信 した
貴方に ｢女の 子の 心理+ が判んな くた っ てあたりまえなんですo 貴方乱山理学や っ て ん の じやな ぃ の で し ょうか
｢ど こかで会 っ て ､ さりげなく挨拶を交したような､ 奇妙な余韻をひい て いくと ころ+ それは私に してもそうで し
縦にも横にもとれなくな っ て い る
しなやかな背骨がなくとも
地蔑も事故もなくて家 へ 戻る
音もな く発車し到着 しますからね!
隠れる場所がなくなる
別れを告げる達もなく
まもなく死ぬ
呼吸ができなくな ると いう､ 面倒な病気です｡
と め どもなく､ そ い つ とお喋 べ りを始める のは､
此頃で は､ 人の顔 さえ見れば ､ 誰彼とな く病気の話で､
知合 い もま っ たくいな くな っ たか ら
にんげんはい なくな っ た
あられ もな く血 の色にそめて
どんな現象も起りようがなく､ わたく しの影は ､ 孤独とはい えな くな っ て い るか ら､
夜明け前の微光があたりをくまなく覆 っ て い て ､ ど こ へ 行 こうとして い るの か ､
薄暮 と昧爽とをとりちがえ て い た迂閤さ に､ 狼狽するも間なく､ 巨大な生きもの の胎内に のみ こまれる ように､
単調なくり返 しの ようで
時計が霜の花の上で鳴くと
石が鳴く まるで蛾蜂 のやうに
(慰め)
護衛 つ きキ ン グ と慰めをあたえるクイ ン の価値 とが
脅か すような慰め るような圧力を加 えて くる
慰めを与えた哲人風の音楽家の
な(o さ めて
0 3 9 1 2 0
なそさめ る
1 67 0 6 4
静か に愁ひをな (o さ めてくれる
(慰 める)
脅かすような慰めるような圧力を加えてくる
なげ 投げ
o 2 3 0 1 6 恐怖の 白い 歯を投げる
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02 6 0 2 9
04 6 0 5 4
0 6 1 0 3 4
0 9 9 0 0 7
17 3 0 4 5
なげあげられた
048 0 3 6
なげいて 嘆い て
1∂5 0 2 6
なげう っ て
039 0 1 4
なげく 嘆く
10 7 0 13
13 6 01 4
18 2 01
188 0 4 7
銀い ろ の鍵を投げると
群青に支 へ られ 眼を彼岸 へ 投げながら
空の 財布の 身を投げに､
そ こ で 力い っ ぱい 投げたボ ー ル が
ス プリ ン グ の 穀れた ベ ッ ドに身を投げて
虚空になげ糾ブられた恐ろしき叫喚 - -
最も深く嘆い て い る者に と っ ても ｡
書籍をなげう っ て
在り し日を嘆くで な い
生きたくない と樹 は嘆く
嘆くこ とはない
公害を憂えたり､ 伝統 の 喪われて いくの を嘆くの と同様 ､
なげくこ 嘆くこ
18 之 0 1 0 嘆く こ とはない
なげた 投 げた
0 99 00 7 そ こ で 力い っ ぱい投げたボ ー ル が
なげだす
o 13 0 0 7 ぼくは靴下をなげだすと
なげて 投げて
1 73 0 4 5 スプリ ン グの繁れた ベ ッ ドに身を投げて
なげる
o 4 3 0 19 あなたはその深淵に身をなげる
なげる 投げる
0 2 3 0 1 6
0 2 6 0 29
恐怖 の白 い歯を投げる
銀い ろの 鍵を投げる と
なごり 名残り
o 8 2 0 0 8 あらし の名残りがあ っ た
715
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盈星
001
0 0 2
003
004
0 05
00 6
00 7
0 08
009
0 10
011
0 12
0 13
014
015
016
017
0 18
0 19
02 0
02 1
02 2
023
02 4
025
026
02 7
028
029
0 30
0 3 1
032
ロ
黄昏
凍眠
扉の 中
蝋燭の 中 一 夜に
遊園地区
花 - ｢亜細亜+ の 一 部
河 - ｢亜細亜+ の 一 部
頒 - ｢亜細亜+ の 一 部
樹
少年の ス ピイ ド
春の 演歌
ギリシ ャの 日傘
夏 の Sou v e nir
楽器の世界
室内
田 園の祭礼
の どか な樹の ある沙漠
夢見る室内
夢の使用時闇
名刺
哩
白い像
カタス トロ フ
睡眠
非望の 自転
魅入 られ た街
椅子
雑音の形態
室内
黄昏の椅子
十二 月の椅子
椅子
(窓は明るい 海の水で)
(影をゆ らせて)
(時空の 瓶の底に)
(ドアはなかば開い たまま)
盛呈
033
034
035
036
0 3 7
0 38
039
04 0
0 41
042
0 43
04 4
045
0 4 6
0 4 7
0 48
0 49
050
051
052
053
054
055
056
0 5 7
0 58
0 5 9
060
061
062
063
0 64
065
066
ロ
形相
雨をま つ椅子
雨の歌
形相
形相
陰磐
泉の 変貌 ( 明日は恋なき者に恋あれ
形相
囲綾地
神 (こ ころ)
神 (こ こ ろ)
神々
雨に作 られ し家
橋上の 人
耐えが たい 二 重
トル ソ につ いて
日の 暮
死ん だ男
病院船室
姉さん ごめんよ
落葉
アメ リカ
繋船ホテル の朝の 歌
風景
1 9 4 8年
白痴
秋の オ ー ド
行人
橋上の 人
あなたの死を超えて
淋 しき二 重
裏町にて
夜と沈黙につ い て
あけてください ､ どうか
(一 本の茎は清浄な水を欲する)
(おそ らくは実らぬであらう樹木)
(ドアの 外では)
明日汝恋ある者にも恋あれ 詩人)
(髪は散る)
(庭は荒れて 影もなく)
(石で 葺かれ た屋根をで て)
(高い欄干 に肘をつ き)
(彼方の岸をの ぞみなが ら)
ii
盛畳
0 6 7
068
069
0 70
071
0 7 2
073
07 4
075
0 7 6
077
078
0 7 9
080
081
082
0 83
0 84
08 5
086
087
088
0 89
090
09 1
09 2
093
094
095
096
097
0 98
0 99
100
ロ
｢なぜ ?+ に つ いて
鴎 または夏の 手紙
天国の 話
夜の終り
今日の なか の昨日 と明日
競馬場にて
海上の墓
サイ ゴ ンにて
遥かなるブイ
なぜ ほくの 手が
神の兵士
出港
消えゆく水平線
水平線につ いて
港外
波と雲 と少女の オ ー ド
夕陽
木棺の 町にて
ある男の 風景
夏過ぎて
可愛い い ペ ニ イ
小さい マ リの歌
冬物語
紫壇
この街に生れて
この涙は苦い
深い ふかい 眠り
シ ンデンの 海
父の 死
｢バルセ ロナ+
LeCi∫qu e
明るい キャフ ェ - の 椅子
逃げるボ ー ルを追 っ て
も しも 明日があるなら
iii
盛畳
101
102
1 03
104
1 05
106
10 7
108
109
110
111
1 12
1 13
1 14
1 15
1 16
117
118
119
120
12 1
1 22
1 23
1 2 4
1 2 5
1 2 6
1 27
128
12 9
130
13 1
132
133
1 3 4
ロ
兵士 の 歌
喪心の うた
イ シ ュ メ ェ ル ｢白鯨+ より
秋思
最も暗い 月､ 三月
ある記念写真か ら
さざなみは海を渡 っ て も
夏を送る即興詩
落葉樹の思考
もう風を季む こ ともない
路上の たま しい
戦友
世界は誰の もの か
ある冬の は じめ に
別 離の うた
吐く息の
苦しさにたえかねて
呪婚歌
川岸にて
春の感触
夏 へ の 挨拶
冷たい 雨
新年に
異聞
生 き残 っ た者の た めの エ ビタ フ
ア ポ ロ 1 1号に贈る詞
途上 (｢路上の たま しい+ 改題)
新聞横 丁
顔のない夢
首の桶
帰心
閉ざすうた
愛なき者の 走法
催涙広場
1V
塵畳
1 3 5
136
13 7
138
139
140
14 1
1 42
1 4 3
1 4 4
145
146
1 47
1 48
1 49
150
151
1 5 2
153
15 4
15
156
157
1 58
159
160
161.
162
16 3
164
165
1 66
167
168
ロ
詩法
MyUnited Red Amy
生証人
どくろの 目に
宿恋行
地平線が消えた
同行者
So17uhenitsyn
醜の ヴィ ジョ ン
女尊の 崇り
暗い 夜 へ の信号
寝てい た男
死につ い て
消息
波間の郷愁
私信
W hoI Am
こんな夜には
撃刀の 歌
帰館
理想の 良人
餐
秋の祈り
詩が きみを
夢ちがい
必敗者
い まが苦 しい なら
倦術
跳躍 へ の レ ッ ス ン
ミ ュ ー ズに
父
ひ よ つ とすると
廃屋にて
水の うた
塵畳.
169
1 70
17 1
1 72
1 73
17 4
17 5
176
17 7
1 78
1 79
180
181
1 82
18 3
184
185
186
187
188
1 89
190
19 1
1 9 2
193
ロ
形相 (触帯にふれたあとの)
ある朝の散歩で
幸福論
冬の フ ァ ン トム
独白 ( 一 九七九年十二 月某夜)
黒田三郎
病床の 友 へ
風
影
切願
室内楽
青い手紙 - ｢形相異聞+
嵐が来 る - N カン トリ ー ･ ク ラブの 休憩室で
老年に つ い て
駅前通りを抜けて
家族の フ ロ ンテ ィ ア
ジ ョ ン ･ レ ノ ン の 死に
時問論
殉教
私信 一 乗原英夫に
000年
山を想う
夕 日の つ ぶやき
海の 変化
風景論
Vl
な さざる
12 9 0 0 9
な し 梨
01 7 0 0 6
o 9 2 0 0 6
な じめな くな っ た
10 0 0 13
なす 茄子
1 8 8 0 83
なぜ
03 0 00 8
0 5 4 0 2 0
0 6 0 0 0 6
0 6 1 0 2 1
0 6 1 0 2 2
0 6 1 0 2 9
0 6 1 0 3 0
0 6 1 0 3 7
0 6 1 03 8
0 6 7 0 1 4
0 7 6 0 0 1
1 1 2 0 3 0
1 6 0 0 1 4
1 6 6 0 1 8
1 7 4 0 1 1
1 7 5 00 2
1 7 5 0 0 5
1 8 1 0 1 8
18 1 0 1 9
186 0 4 1
な さざる恵事はひ と つ もな い
梨の 実を食 べ たり
盗んだ梨より甘か っ たと･ - -
な じめ なくな っ た季節のおわりに
きみが好きだと いう ､ 武者小路の ､ 茄子や南瓜の 素朴な絵､
歓び にもまた憂ひ にもなぜ か
なぜ 灰と炎が君を滅ぼす 一 切で あ っ たのか ?
なぜか 一 服 の 煙草もひ どくうまい の である
おお時よ､ な ぜ流れる のか
なぜ止まらない の か
ああ時よ､ なぜ流れるの か
なぜ止まらない の か
おお時よ､ な ぜ流れる の か
なぜ止まらない の か
純粋な ｢なぜ+ は
なぜぼくの字か
なあ戦友 なぜ黙 っ て い る
それが なぜ私の 心 をしめ つ けた の か?
あい さ つ したの がなぜ悪い ?
こ の 三十年間､ ぼくはきみに 一 度も亀許など したこ とがな い ､ ち ょ っ ぴり心が痛み ､ それはなぜか と考え出すと､ 疑
なぜ首輪を つ けた りす る の かと
なぜ睡 っ て ばかりい る の か と
考えたの はなぜ だろうか
なぜ だろう?
どう して きみ にわ かる? なぜ今まで ぼくが新幹線に乗らなか っ た か?
なぜ (｢なぜ+)
o 6 7 0 14 純粋な ｢なぜ + は
なぜ 何故
o 4 1 0 6 4 あなたは何故黙 っ てゐる お坐りなさ い
o 4 1 0 6 6 あなたは何故黙 っ てゐる
な ぞ 謎
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0 5 5
1 1 6
o 4 6 おまえは愚劣な謎をふくんだ微笑を浮 べ てみせ る
o o 4 やさ しい差迷をひめた詩に
なだれて
o 4 1 0 5 2 うなだれて あな たを待 っ てゐ る バ ス に乗 っ た
10 0 0 04 うなだれて ぼくらを待 っ て い る バ スに乗 っ た
1 1 2 0 1 7 祖国の栄光と同胞 の愛を信 じて地平線になだ れて い っ た
154 0 1 6 うなだれて い る と
ナチ ュ ラ ル ･ チ ー ズ
18 1 03 6 ナチ ュ ラ ル ･ チ ー ズ と クラ ッ カ ー がほ しい
なつ 夏
0 4 8
0 54
0 5 9
06 8
06 8
08 2
08 3
083
0 8 9
10 0
1 00
1 0 0
1 0 0
10 4
0 2 0
1 5 6
0 2 7
0 0 7
0 28
0 0 6
0 0 1
0 1 2
00 9
0 5 8
0 5 9
0 6 0
0 7 0
0 0 2
10 9 0 0 1
1 14 0 0 3
17 2 0 1 0
1 8 0 0 5 2
な つ か しい
0 5 7 0 4 3
05 9 0 1 0
10 2 00 3
1 0 8 03 3
1 1 2 0 4 2
1 3 8 0 17
1 5 0 0 7 3
な つ か しそうな
1 5 5 0 2 6
春 夏 秋 はまたたくまに過ぎてゆく
光はひ と つ の原子に 強烈な夏の餅雨にかわ っ てゆく
とおい 夏の日に
夏の うちに 海岸 へ ゆ く こ とに しよう
(今年の夏もこ れ っ きり)
忘れがたい 夏を連れて !
夏草のうえ の屋根が
こ の夏さえすぎれば
橋の下には 夏の 少年が
ぼくは今年の 夏を知 っ た
それは ぼくの希望の ｢おわり+ にふさわ しい多彩な夏であ っ た
はじめて心 で見 限で感じた夏だ っ た
精力的な夏は未来 の街の方向にひろが っ て い るようにみえた
夏は飛び去 っ て い っ た
春から夏にかけて
真夏の コ ン ク 1) - トの 壁に はり つ いた
夏はたちまち冬になり
とびきり冷たい 夏の訪れで ある
大挙 して街中でな つ かしい 歌をうた っ て い る
今ではな つ か しい面影の ようにうすれて しま っ た
い まはな つ か しい硝煙 とそ の 匂い のなか に
な つ かしい シジ フ オ ス の 石が
胡麻的な頭と東をく っ つ けて寝て い るな つ か しいき ょうだい たち
滅び ようの ない か たちがな つ か しい
きみから送られた昔の 雑誌を手にして ､ な つ か しい 面影に出会い ､
な つ か しそうな声で
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な つ くさ 夏草
0 8 3 0 0 1
な っ た 鳴 っ た
0 1 3 0 1 1
0 6 5 0 3 6
な っ て 鳴 っ て
0 1 2 0 0 9
0 1 4 0 0 4
0 6 0 00 4
1 6 0 0 1 0
18 3 0 0 2
19 1 0 0 4
な っ て い る
0 1 2 009
夏草のうえの屋根が
草むらで笛の やうに鳴 っ た の は
一 千の 嚇帆が いち どに鳴 っ た｡ そ の 響きは
海で は雷が鳴 っ てゐ る
つ まんなそうにポッ ン と鳴 っ てから
電線がひうひう鳴 っ て い たりする
春の さきぶれの雷が遠 くで鳴 っ て い たが
ジ ングル ･ ベ ルが鳴 っ て い て
心 の なかで鳴 っ て い るの だ
鳴 っ て ゐ る
海では雷が鳴 っ てゐ る
な っ てきた
0 1 7 0 3 7
1 8 8 0 7 7
な っ とくする
1 85 0 2 2
なでて 壬無でて
0 1 3 0 0 8
樹はだんだん低くな っ てきた
風も強くな っ て きたようだ ｡
納得する
い ずれ世間は納得する
撫でてあげませ うかとお世辞を云ひ
なな じ ゆうい ちばんち 七十 一 番地
o 9 7 0 0 5 サ ン ･ ペ ニ ル街七十 一 番地に ､ 永遠に雨を降らせるだろうo
な な じ ゆうねんだ い 七十年代
1 7 3 0 4 0 はてさて 七十年代も終りですか
なな つ セ ツ
10 3 0 1 0 魂にもセツ道具が必要だ
な な つ の 七 つ の
o 3 9 1 4 0 七 つ の壁が坤きは じめ
o 8 1 0 1 4 ぼくらを生んだ七 つ の 起代都市が
ななひ や くまん 七百万
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1 5 1 00 8
なな め 斜め
03 8 0 0 9
18 1 0 0 9
なな めに 斜め に
03 8 0 0 9
1 8 1 0 0 9
なに 何
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貯金は定期普通預金合わせて七百万に足りない
斜めに の ぽる階段と
からだを斜めに し
斜めに の ぼる階段と
からだを斜めに し
敗何学が白い 肉の やうな丘 に
如何なるゼ ス チ ュ ア が会話が取交はされたか
彩るもの は何であ っ ても何でも構はない
しか し これらは何も意味しない 意味はな い
乗 っ て ゐ る何が乗 っ てゐ る何が
何を語るか は考 へ てみれぱよ い
あれを何と呼ぶの だ らうか
もう何も信 じたり しない がよい
あの ひびきは何か
また何 と小さな こ とであらう
あなたは何処に立 っ てゐ る のか
わた しは 一 体何処に立 っ て ゐる の か
わ たしは何の 関りもな く立 っ てゐる
落ちてい っ た星を何 と呼ぶの だらう
夜にはも っ と尊い 何かがある
何 とはな しに陸橋の 上まで 打寄せて くる
あなたは何故黙 っ てゐ る お坐りなさ い
あな たは何故黙 っ てゐ る
か つ て 何処にも起らなか っ た こ と
戦 い は何処よりか
あなたは日の 塞れ 何を考 へ る
たとえ何処の果 - ゆかうとも
だがぽくは､ 何時何処で
だが何処 ヘ ? ヨ オ ロ ツ パ でもアジアでもない
それに何の 意味が あ っ たで し よう
わたしの たずねる人影は何処にもありませ ん
それから何処 ヘ ゆくの で し よう
お姉さん 何処にい るの
何処 へ も行きはしなか っ た
聾の 老人が世界に向 っ て何か叫んで い る の が
何処 へ 行 こうと
やがてキ ャ バ レ ー 何 とか
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洋品店何々になる ので し よう
こ れから私は何を したらよい の で し ょうか?
あの美 しい 少年は何処 へ い っ たか
中にあ っ た ｡ ｢何を考えて い る のか
何もなか っ た ｡ 締杉をはなれた赤い月は
何時
何処でも
あなたの指は何も つ かまえるこ とができな い ｡
こ れから何を しよう という の か
何をしようと いう の か
何をしようと いう の か
これから何を しようとい う のか
何も見ない
何をしようとい う の か
こ れから何を しようと い うの か
何百万の 人々が､ もう 一 度溜息を つ くの だ
何と惨めな こ とだろう
い つ か何処かで
なお何も浮んで こな い と ころ
何万 とい う水兵と
きみはもう何も言わぬが い い
何千年の 闇を つ らぬ い て菓赤な雲の 火柱がたち
おの れに つ い て は何も語らぬ
きみが 求めて い るも の は善悪で な い 何も の か
光と影で区分できない何もの かであろう
離酎は何に よらず悪い 習慣だが
･ - - 何処 へ ?
ああ それが何の ｢は じめ+ かわからぬうちに
｢何百万の死者の 霊とともに
何処にもな い のだ
人生を説明するの に どうした っ て何かが足りな い ようだ
みはるかす何 とか連山は紫の帝
何処にありや､ と｡
過去で しか会うこ と の な い おれたちだ 何の 秘密もあるもの か
限や耳や手足をなく した不幸な犠牲者に何を してや っ たか
ま っ す(v こ ちらを見な がらおまえは何も見てい な い
地上の 何億という眼は
何度殺しても
何処にも
愛以外の 何かだ っ たわ｡ 抱きあ っ て ､ 苦痛で よじれる縄梯子 にすが
っ て ､
あなたは何処にい ても
しかし それが何を意味するの かね
ぼくたちはこ れから何を しようと して い る の かね
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宙ぶらりんで
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な に か 何か
0 3 3 0 1 9
0 3 9 1 3 4
0 56 0 1 3
10 6 0 1 7
ぽくたちは これから何をしたらよい の か ?
何度も同じ夢を見て
何もない地面の片隅に針金細工 や手製の 指輪を並 べ どこ にも い な い エ ン ジ ェ ル がこ こ に
何かを思い 止るように と 一 人の 男が 一 匹の 犬にとめられてい た
結局､ め い め い の 職歴 と子供を何人作 っ たか とい う こ とに つ きて い た｡
自ら鯖晦するこ とな くして ､ 何事もする こ とが出来なか っ た ｡
彼の 表面は常に波立 っ てゐ るが､ 彼 の底は何時も静かで ､
何かが 間遠 っ て い る と感ぜざ るをえなか っ た ｡
鉛筆で何カ所も印を つ けられた頁を つ き つ けられて ､
地震か何か の 前兆かも しれません ｡
喜びなく して何の 宝ぞと
かれが何を見たか は予断の かぎりではな い
何度でもくり返さなければならない
何度､ 声にな らない 叫びを上げたろう
あな たはやがて分 っ て しまう何かで あり
何も映 っ て い な い ときには
自由とは何かは太陽の よう に明白だ っ たの に
おまえ はうやうや しく何を葬 っ てきたの か
｢何も善けぬ+ がほん とうの と ころだ
あの 一 局 の碁が語るもの は何だ っ たの か
きみ は何を考えて い たの だろう?
何が飛び出した っ て驚きはしない が
｢御手紙の 内容､ 何 の こ とやら判りません+ なら ｢女の 子の心理+ が どうだ っ て こ とも関係ない じ やない ですか?
何度でも立ちか えらなければならな い
どの店で何を累 っ たらい い の かを
何の コ メ ン トもなか っ たが
何が起 っ て も不思議で はな い ､ と
い っ たい何を怖れてい るんです?
何も怖くな い
何 に対する敬礼か
五十何年ぶりも羊歯医者の 厄介になる とい う始末o
何の 挨拶も しなか っ た ので はない だろうか｡
何かの縁で ､ とり つ い てきた病魔 と､ 嘱 懇になり､
何でも忘れる こ とができる
必死の 思い で ､ 前方 の 莫 っ 暗闇を凝視するが ､ i i何も見えぬ o
何を得
何を失うとも
あの ひびき酎可か
夜にはも っ と尊 い何かがある
費の 老人が世界に向 っ て何か叫んで い る の が
人生を貌明す るの に どう した っ て何かが足りない ようだ
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1 4 1 0 0 8
14 5 0 1 3
15 0 0 2 7
1 5 0 0 8 0
1 6 5 0 1 2
1 6 6 0 1 2.
18 8 0 4 0
なにげな い
054 1 6 1
な にげなく
0 3 1 0 1 1
1 7 8 0 0 8
なに ごと
03 4 0 10
10 6 0 3 7
愛以外の何かだ っ たわ｡ 抱きあ っ て ､ 苦痛で よじれる縄梯子にすが っ て ､ 宙ぶらりんで
何かを患い 止る ように と 一 人 の男が 一 匹 の犬にとめられて いた
何かが 間遠 っ て い る と感ぜざるをえなか っ た｡
地震か何か の 前兆かも しれませ ん ｡
あな たはやがて分 っ て しまう何かであり
自由とは何かは太陽の ように明白だ っ たの に
何か の 縁で ､ とり つ い て きた病魔 と､ 眠 懇 になり､
な にげな い挨拶の うちから生れる未知の 国民 の こ とを - -
ふ と なにげな く途絶えたと こ ろから
なにげなく交信した
な にごとも起らず
なにごとも断定する には むずか しい 世界とな っ た
な にもな い 何もない
1 4 5 0 0 3
なぶりかか る
17 6 0 14
ナポ レオ ン
18 6 0 8 0
なま 生 (なま)
0 0 5
0 0 6
0 10
0 1 4
0 2 1
0 2 5
0 2 5
0 2.1
0 0 6
0 1 4
0 3 0
0 23
0 1 7
0 2 7
0 2 6 0 2 0
0 2 6 0 23
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何もない 地面の片隅に針金細工や手製の指輪を並 べ ど こ にもい な い エ ン ジ ェ ル が こ こ に
少女の 頬と肩になぶりかか る
誰かが 寄賭 して くれたナポ レオ ン の
- 埠 も い ずれ劣らぬ時間の 傑作だ っ た
白い 巽が生える
重盗乏の生活曝嫌だね と
パイ プを握 っ て雲 の 中から生れてきた少年は
楽譜はヒ ラ ヒラ羽を生や して
ア ス フ ァ ル トで 新 しく誕生 し
焔をあげて生ひ繁り
あなたの頭髪の中に常が卵 を生む
羊歯繋が生ひ茂り
芽生えの ない種子が
そ こ に多数の 生活が個人に よ っ て支持される
型も持たぬ生活の うちに
す べ て をみ つ め る生首もの の 眼が
こ こ はわたし の生れた土地だ
愛の 生誕の日を
722
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怪 しい 手紙には麹が 生えてゐたのかも知れぬ
こ の 街で生きようと してはならぬ
傷 つ ける断片 それ披悼ま しくも長く生きて ゐる
あな たの生をめ(･ る足跡の 消えゆくを確め
孤独な生きもの の た め
影 終生よりそ っ て離れぬ影
生きの びてきたわた しの心 に
あなたは どうして人生 にさよならを告げたの か
生きねばな らぬ こ の賭披わた しの 負けだ
一 年 よりもむなしい 一 生を過ご してきま した
生きてい るに して も 倒れ て い る して も
死の滴りは生命の 小 さな灯をひと つ ずつ 消 して ゆく
大学生は低い声 と思い やりの ある眼ざしで許 しはじめる
独身者は大学生の リキ ュ ー ル グ ラ ス に
大学生の ほそ い瞳 の 奥に描かれて しまう
そ して詩人と大学生は駅で しばらく別れを惜 しむだろう
なにげな い挨拶の うちから生れる未知の 国民 の こ とを･ ･ ･ ･ ･ ･
西 と束 の 二 つ の 大戦の あい だ に生れて
それでもぼくらが生きてい るとは信じられな か っ た
憎悪と欺怖 と屈辱に よ っ て生活 し
あまり感心 しない 生活をして い ます
私の立派な人生には
- プ ラス - が生とする と
生が - ぱい 詰ま っ て い る
だけどみんな < 生きよ > と言い はしなか っ たね+
水仙や蛇や もろもろの生ける質を潤お した』
生と死の影が重なり､
生ける死者たちが空中を歩きまわる夜が きた o
生 と死 の予感におの のく魂の ように ､
死 と生 の予 感におの の く魂の ように ､
生きもの の 緑 の意志は
生きる こ とを静めるには
ばくたちが生れるず っ とまえからそ こ にあ っ た微笑を!
人生に別離なんかあるものか と､
坐 (なま) パ ン で さえ死の 匂い がする ｡
- 一 生 きまし ようよ､ ね え､
い たずらな月が生んだ魔女は
われらはなが い 生涯をも っ て測 っ たりする
われわれの 生存競争もす べ て フ ェ ア ･ プ レ
ー だ っ たらい い の にと
生あるもの の皮膚の 下を
死んだ兵士を生きか えらせ る こ とは
い くたびか 生きか え っ てきた
いくたびか生きか える兵士たちが
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再び生きか える こ とはな い だろう)
生きるため より
ぽくらを生んだ七 つ の近代都市が
生身で 受けとめて い る のは兵士で はな い
生命は歩む影
ぼくが知 っ て い る の は おまえが生れる前の こ とだ
おまえが生れてからの こ とは
きままなぼくの生活
太陽の 涙から生れて きたぼ くたちの
巨木は敗世紀を生きて
わた しが生れ るず っ と前からそこ にある
こ の街に生 れ て こ の 街に死ぬ
ぼく の記憶はまだ生れてい な い
きみ の 人生はきわめて ミ ス テ リ ア ス に
きみがぼく に生きよと告げるなら
･ - ･ ･ 苦 しみぬ い て生きた父よ
あの 頃想の闇の コ ア には生きてい る砂漠があるんだ
一 つ の 生命が､ ある い は - 羽 の 鳥の飛和が､
あなたは生命も飛和も見ない だろう｡
あてもなくこ の 街で生きねばならぬ ･ ･ ･ ･ ･ ･
ぼくらの死から誕生にい たる
魂は死んで 二 度と生れて こな い から
戦争は失敗 し､ ぽくらの 国は生きの びて きた ､
無事に生きの びて きた こ の 下手な構図は
人生を貌明するの に どう した っ て何か が足りない ようだ
す べ て の生きもの の うちで 最も強くて しなやかな骨だ
これから生れて
生命の奔流は丘をくだり
生命の - 循環を終えたの だから
生れかわるためには ､ 死なねばな らな い と､
生きね ばな らぬ 生活は
生きて るに しちゃ 冷たい 手だね
大元帥の スタ ー リ ン が生きてたから
じ っ と机 の 下にかがんで生きの びてきた
約束される誕生
人生に遅刻 したの も気に しな い で
あきらめき っ た人生の
われらの 人生な んて ロ クなもの ではな い
地球の生活を拡張 しうるにちが い +
生れる前か
見たもの を否定 して生きてきた
背をこ ごめて街中で生き
不在を予約 して 生きた
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隠れん ぽの 人生
生活とか歌にちぢこま っ て しまわぬ
生きたくない と樹は嘆く
す(･ に生きかえり
欄外の 人生を生きてきたのだ
地 べ たを這い ずる共生共苦の道も
その 著書をフ ラ ン ス で刊行 した 一 九四二 年生れの ブ コ フ ス キ ー は
ずたずたに賓め苛まれながら 若い生命をすり減らして い るが
そ して 国外での健康回復 と安楽な生酒の可 能性があるにもか かわらず
もちろん 信念 より自分の 生命が大切だ と考えたからである
生命より貴重だと感 じて い た ので ある
醜くな っ て生きの び て
み じめであさま しい 生きた心 よ - - - -
愛が なく ともにんげんは生きられる
しか し 水がな くては生きられない
生きてい く こ とに怖れを感 じて い た幼年時代だ っ たら
生きるこ とより死を受入れるほうがず っ とたやすか っ たろう
生きるこ とに困難を覚えて い た青年時代だ っ たら
世をも人をも厭い つ つ 生きて いて
死 と生が秤の うえで ゆれながら均合 っ て い た
生きてい く こ とがだんだん心地よくな っ てきて
生きる こ とに怖れも困難も感じな い 髪の 毛の 薄い 男にな っ て い た
生きてい る こ とが心苦 しくならなかっ た こ とで
戦後の生酒では､
一 人分 の人生を､ 生きる の は容易な業ではな い .
生き残 っ たぼくらは､ 生活 の位置がきま っ たときから､
一 匹の 魚さ へ住んで ゐな い 沼に釣糸を垂らしてゐる影だけが生きてゐ る
- =
+
うまうまと生きの びてきたとい うこ とか o
敗戦後の苦 しい 生清の たたかい に敗れて 倒れ た者もあ っ た ｡
｢本質的に我々が誇り得るもの は生理以 外に在り得ない ､
ク ラ ス 委員にレて落第生の竹内幹郎だ っ たo
最後 の拠りど ころは生理 しかなく､
我々が生きの びたこ とで誇り得るもの が､
生理以外に在り得ない とは ､ ずい ぶん淋 しい 話である o
ずい ぶんながく生きすぎた罰だ
と こ とんまで生きる気なんだろうおまえは
青い 塩水か らうまれた生きもの の
生きる のを断念するの は
今生の別れか と心 はさわい だが
かれの 生涯 には つ い ぞなか っ たの に!
ア ル コ ー ル と麻薬に蝕まれた生活で
制度の春を病む こ ともな く 不確定性の 時代を生きて
生きてい ると いうだけで
725
1 6 1 0 1 7
1 6 2 00 3
16 2 0 0 9
16 4 0 1 6
1 6 5 0 2 3
16 6 0 0 6
16 6 0 1 9
167 0 1 3
168 0 1 3
16 9 0 0 4
1 7 1 0 20
1 7 3 0 1 7
1 7 5 0 0 8
1 8 0 0 1 4
18 4 0 0 6
186 0 1 7
18 6 0 19
1 86 0 7 4
18 7 0 1 6
1 88 0 4 2
18 8 0 8 0
18 9 0 1 9
19 0 0 1 0
19 0 0 1 1
19 1 0 0 8
19 2 0 1 4
1 9 3 0 1 9
ま してなが く生きて い る とい う のな ら
生酒の 重みに耐えて きたが
生きるの をい .益かる限に
- ･ - ぽくの 一 生は詩の 困難でやや暗い
父とは半生の つ きあい だ っ たが
三 つ の 時代を同時に生き
とい うヱ先生の発言を今朝の 新聞で読んでから
実際に生きるの は厄介で
生きるこ と の永続性の あか しか
自殺の 二乗を生きるから
生きる ことを学ばなければ｡
｢生物はす ベ て
一 生かけて見 つ けな いうちに
生意気も芸の うちで
タイ生れの中国人の 医者 と再婚した
(荏原韓夫が生きてい てね)
杉本春生､ 相良平八郎に会 っ たよ
(ぼくらの 人生だ っ て
生かしてきたもの の ゆえに
人生の 下り坂にかか っ たときからである ｡
誕生と､ 性交と､ 死 に ､
誰 とも口をきかずに十年を生きれぱよ い
在りのままに生き
束洋哲人風の生酒が
生きて い る自然の しる しに
薄暮 と昧爽 とをとりちがえてい た迂関さ に､ 狼狽するも間なく､ 巨大な生きもの の胎内にの み こまれる ように ､
私 一 人の 人生で も
なまい き 生意気
18 0 0 1 4
なま(･ さ い
05 1 0 18
05 5 0 0 6
0 5 7 0 4 2
1 3 8 0 0 2
生意気も芸のうちで
なまそさ い 葡萄酒を口か ら噴き､
なま(･ さ い 夜風の 街が
文明の なま(y さ い 鮭は
なま(･ さ い 風が吹い て くる と
なまそさ い なま臭い
o8 4 0 2 6 なま臭いサ ラダとサ ー ジ ン の 匂い を発散する
なまなましき
14 4 0 1 3 浄食の 歯(･ きなまなましき落人は
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なまみ 生身
0 8 1 0 2.0
なまめか しい
1 3 8 0 0 9
14 4 0 0 4
なまり
0 2 5
0 5 0
0 6 2
15 0
1 6 6
鉛
0 37
0 21
02 9
0 5 4
0 1 1
なみ 波
03 9
03 9
041
0
0
0
0
0
0
4
5
5
5
5
6
0
0
0
0
0
0
0
6
1
5
9
9
1
6
6
7
7
7
0
0
0
7
8
1
2
2
7
7
8
8
8
0
0
0
1
1
1
4
5
0
2
6
9
9
9
0
0
3
3
4
2
3
0 8
0 6 4
1
0
0
0
0
0
1
3
1
1
1
0
0
1
0
0
0
3
8
7
7
0
6
2
2
0
2
4
0
0
0
0
0
8
4
5
0
6
0
7
2
0
0
0
0
0
0
1
0
8
0
6
2
0
5
0
1
2
2
0
0
0
1
7
9
1
4
8
2
2
5
3
なまの 筋肉で出来て い る ､
生身で受け とめ て い る の は兵士ではな い
なまめかしい 幽霊に こ がれて
なまめか しい 風雨に濡れて い る
鉛のやうに落下してくる
黒い鉛の道を歩み つ づ けてきたの だ っ た｡
わたしの 辛から鉛筆をとりあげるように
鉛筆で何カ所も印を つ けられた頁を つき つ けられて､
い のちもい らな い 初年兵の 頓には
低め く木片が波に漂 っ てゐ よう
波が黒い 樹かげに光る
あの汚れた貝殻 岩に砕ける憎悪の 波よ
眠れる波の しずかな照応の な かに
内と外 と 高嶋る波の 響を聴け!
巨大な黒い 影が波止場にうずくま っ て い る
波の 音がひ どく怖ろ しく
波にさ らわれた母と美 しい 少年を許せ!
ひ と つ の波 の たわむれから
さ っ き波の うえをす べ つ て い た魚が
手まねきする白い波を見た
波の ように こだ まの ように
や っ と柵に とり つ い た人波の
こ の淋 しきの波紋
み どりの波をわけて ゆ っ くり遠ざか っ て い っ た
小さな波をうちあげて
夕陽の 血が波のうえに したたりおちて
波は永遠の沖 へ 去 っ て い っ た
やがて波が襲い かかり
たえまなく打ちよせ る多彩な波にすぎない こ とがわかり
やがて遠ざか っ てゆ く波に すぎない こ とがわかる
遠く近く ハ イネズの 原に打ちよせ るの は ア フ リカを白くする波だ
悔恨の波汝どこまでもうね っ てゆけ
それは波と風と運命の手にまかされた
立 つ 波の 拍子とともに
727
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冷た くな っ た功口排カ ッ プの さ ざ波に･ - -
黒 い川波に
波の牙が入江の肌をかむ ように
また い かなる非難中傷の壁 ､ 妨害の 亀波が(･ るりをとり巻い ても
い さら波打 つ まぼろ しの 暗女の 里は遠い
みだれた山波を隠すの は
岩や空や ､ 波や砂や ､ 花の 香りのする 一 日､
披からも打ちよせ てくる
彼の表面は常に波立 っ てゐ るが ､ 彼 の底は何時も静かで､
波 の背は立ち
今年の 小さな波 じやネ
す(･ 大波の ような睡魔が襲 っ てくるだろう
今年の 波はどうあれ
大陸からの寒波はき つ い が
浪にくずれるむなしい 幻影が
風に吹かれ ､ 浪にうたれる漂泊の旅から､
お別れの短かい 放浪が は じま っ た
水が酒に 欲望がも っ とたくさ ん の浪費にならない と こ ぼして い る
叫ぶ､ が ､ 声 にならな い ｡ ぴ っ たり浪に包囲されて､
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なみう つ 波打 つ
1 4 4 0 10
なみき 並木
00 5 0 1 8
12.8 0 5 9
ナ ミダ
1 4 0 0 2 3
なみだ 涙
03 9 0 2.8
049 00 6
0 4 9 009
0 5 4 0 2 5
0 6 1 13 7
o 6 5 0 2 5
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い さら波打 つ まぼろ しの 暗女の 里は遠い
桜並木の向ふ側で燃えてゐ る
ユ リ の木 の 並木にそ っ て
水銀の ナ ミダをたらして
それは涙に似てゐたの かも しれな い
北風は涙を光らせ る ｡
(す(･ れた笛 の音 とす(v れた涙を
･ -)
演(･ ん で ときには涙(
･ みも しな い で
夜 昼 わが涙の み注ぎて魂の 粒となり
わけもなく涙をながす男の
女の子がひ とり涙をおさえて立 っ て い た ､
血 の涙をうか べ て い る の は .
どう してきみ の涙をとめる こ とができよう
さ らに多くの 涙がある の に
07 6 0 1 0
0 7 0 2 2
0 84 0 0 5
o 8 5 0 2 5
0 8 8 07 3
0 9 2 013
10 5 0 1 0
1 08 0 2 9
1 2 2 0 1 2
1 2 4 0 0 4
136 0 0 4
13 8 0 0 3
1 3 8 0 10
1 38 0 1 3
1 38 0 2 0
16 0 0 1 3
16 2 0 2 5
1 6 4 00 3
16 4 0 2 8
1 6 9 0 1 8
18 7 0 04
なみだそんで
0 5 4 0 25
涙をながすほかには
母や妹や恋人の ために とめどなく涙を涜 しつ づけた
つ くり笑い にほん とうの涙をうか ペ
イ ン クや涙や食塩で錆びたり しな い
太陽の 涙か ら生れてきたぼくたちの
こ の 涙は苦い
女たちの涙か ､ 夕 べ の 吐息か ｡
冷たい 涙が宿るの だ
あな たの 涙をわ たしが泣く
仲間も涙も校歌も国家も売り足りない が
涙の ベ ー ル で
どくろの目に涙がたまる
どくろの目に涙がたまる
どくろの 目に涙がたまる
どくろ目に涙がたまる
コ ー ネ リ ア ス と いう無名の 男の 涙が出るほ どおか しな物語
盃 一 杯 の涙だから
わたしの 涙をあなたが泣く
｢あなたの 涙をわた しが泣く+ と
わずか に涙の 粒がしぶ い て い る
目尻に涙をに じませ
演(･ ん で
涙そんで ときには涙(･ みもしない で
なみだ っ て 波立 っ て
15 0 013 彼 の表面は常に波立 っ てゐ るが､ 彼 の底は何時も静かで ､
な む
o 1 7 0 4 0 なむ天にましますキリ ス ト様よ
なめ 高氏め
o17 0 0 7
0 40 0 1 2
o 5 4 0 5 7
宝石を戒めたりして
街は傷 口を放めてゐ る獣の やうに
リキ ュ ー ル グ ラ ス を試 めながら
なめく じ 低地
o 1 7 0 16 蛤地が樹から昇天するの を待 つ かね
なめて い る 高氏めてゐる
o 4 0 0 1 2 街は傷口を放めて ゐる獣のやうに
な めらかな
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o3 9 0 2 1 けれどなめらかな旋律は
o 4 8 008 なめ らかな蝋は寝台をながれる
なもな い 名もな い
o 7 4 0 0 4 束洋の 名もない 植民地の海にうかび
なや ましい
o 5 4 0 1 9 君 の なやましい 政の 痕跡をと どめて
なやま しい 悩ましい
o 6 5 04 1 そ の 不気味な､ 悩ましい 笑 い は
なやみ
0 5 7
0 7 4
0 7 4
087
0 8 7
悩み
0 0 3
00 9
0 1 0
0 0 9
0 1 1
ならい
10 0 0 0 3
ならく 奈落
0 3 9 1 4 2
1 4 1 0 0 9
ぽく の悩み は始ま っ て い る
フ ラ ン ス の悩みは
かれら民衆の悩みだ っ たが
きみの 悩みは こうだ っ け
さて ペ ニ イ の悩みはこうだ
かたい 心をもち 小刻み にひ とび とにな らい ながら
わたしの天は奈落 - 崩れおちよう
盟い て い たら､ 純が切れて奈落にお っ こ っ ちちや
つ たの よ - -
な らされた 馴らされた
o4 1 1 1 6 馴らされた惰性で
なら して
o 5 4 0 99
1 6 7 0 2 0
な らす
o o 4 00 3
ならす 鳴らす
o 7 0 05 5
10 2 0 16
過去にも未来にもさ よなら して
節々をならして 身ぶるい して い る
炎は昆虫の やうに廻をならす
骨の 手風琴を鳴らすの は ｡
もう いち ど ハ ー プ の筋をかき鳴らすから
ならせ 鳴らせ
o 2 2 00 3 歯を鳴らせ ば
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なら っ て 倣 っ て
1 58 0 4 1 ぼくはきみ に倣 っ て
ならび
0 73 0 11
1 0 6 00 1
なら べ た
1 4 6 0 1 3
ならわ し 習慣
0 0 7 0 0 4
0 4 1 07 7
0 4 4 00 4
0 5 3 0 6
0 9 3 0 0 9
10 3 0 19
152 0 2 0
15 6 0 17
1 6 1 0 1 1
16 6 00 3
ならんで
0 3 0 0 1 5
15 2 0 2 3
なり 鳴り
0 1 6 00 6
0 5 5 0 16
0 9 8 0 0 2.
1 67 00 3
1 6 7 0 0 5
1 6 7 03 0
1 9 1 0 02.
1 9 1 0 0 3
なる
0 0 8 0 1 1
0 10 0 0 7
0 1 3 0 0 2
013 0 1 3
0 15 0 0 8
0 1 7 0 2.1
基標 の ように番号を つ けた煙突が ならび
ありきたりの 記念写真の ス タイルで 三列にならび
壁に ドアをなら べ た廊下が
(ならわし)
煤けた町は古い 習慣で壷の沈黙を それはい つ までも黄色い河の
うす呆けて ゐれば 習慣とな っ た苦痛も
帰する とこ ろ 一 に して 祈りは煮き習慣 (ならわ し) の光明なり｡
夢を見ながら眠る習慣が こ んなに悲 しいも の とは思い ませんで した
髄酎は何に よらず悪い 習慣だが
風土 とか習慣によ っ て去勢されな い
習慣の ロボ ッ トになるな
習慣み たい な西洋人は
それがこ の 世の 習慣で ある
｢きみ+ と呼んだりする習慣があ っ て
障花植物とならんで写真には い る
まだ締展な白い頭 とが仲よくな らんで い て
キウリ畑でサイ レ ン が鳴り
海を飛んで ゆく 即鳥りの ようにおもえた
寓話の ベ ル が鳴りは じめた
束の 窓と南の窓が交互 に鳴り
家鳴り震動の 交響が つ づく
海鳴りさえ聞えてくる
山鳴り
海鳴り
ク ビれてむらさき色になる と 煙の つ ま っ た パ イ プを
やがて純白の 雲の 中にチ ョ コ レ エ トの肩が見えなくなる
パ イプ の 腹が暑くなる
鬼にな る子が
透明な る緑よ
仏陀たちの鼻は赤くな る
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脳髄は毒の やうに青くなる
如何なるゼ ス チ ュ ア が会話が取交はされたか
おびただしい 自然を覆ふ霧披やがて見えなくな ると ころ
あれらの花花はな る べ く愛する
わたしは い つ か鳥にな るかも しれな い
日没にな ると
月は退かな る湖にかかる
さかんな る風はたち
な るほどあなた の 剥製の 体内か ら聞える
あな たは孤独の 中からも追ひ たてられさうになる
やさ しき姿に彫まれた神となる
大い なる弧をめ(･ り遥か に高い 所から
御身は教 へ る､ 肉 の斎 ( すゑ)なるもの たちに ､
大 い なる真昼の 泉に い そ(･ からだ｡
たと へ ば自らも垂 直なる真空の 如くありたい
雷とともに海 へ 出て 空はつ らなる水平線をは しり
これがわた しの聖なる苦行衣です
手を下すと 人形の ように動かな くな る
銀行が国民のもの にな るだろうから
そ してやが て獣の ようになる歯並みの憩い唇の動きが
洋品店何々にな る の で し よう
秋風がたつ 頃にな ると
あな たの 限となり､ あなたの 表情となる ｢現在+ に ｡
眼下 の 大い な る混沌のむ かしに
大い なる父 よ､
大 い なる父 よ､
父 よ､ 大い なる父よ ､
母な る海と太陽の光りが強すぎます
大い なる積乱雲の さけ目をみ つ めた
い かな る悪魔も
(聖な る言葉や
い かな る場所にも
きみ にと っ て い かな る ｢時+ も
い まうなる弾丸を
雨傘がい たみ長靴が駄目になる
ミ ロ君 の夜 の 太陽を見てい ると 吐きたくな るね
ア ラ ビ ア の 砂色と いう こ とにな るの かな
びたりと静止した らどうなるか?
あの ブ ロ ン ドの若 い 男は､ 動物になる夢を持たなか っ たろうo
自分ひ とりの も の とな る時刻 - I
大い な る真昼は たちまち繁り
きみたちは きみたちの 大い なる真昼をかきけせl
さらにい っ そう索晴 しい の は鼻だろう 内なるオルガ ン の全神経が
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席上の 人も白髪とな る
思うこ とは呪い にな る
人はみなちりぢりになる
秋はますます深くなるばかりだ
敵にむかい黙々 と出撃 し 一 夜あければ骨とな る
あたたかい下着を送ればどうなるか
詩になるかもしれぬ
父なる ｢時+ と
母なる大地
ぼくは睡くな る
また い かなる非難中傷の 壁､ 妨害の電波がそるりをとり巻い ても
それから 肩をお として伏目にな るか 面をそむけて窓の 外を見るか
反祖国的ない かな る文書に署名 してもい い と思 っ て い た
一 つ の 否! は 明日には無数の 否! にな るだろう
そ の もろさ は隠 しようもなくなる
死は単な る事実になり
内な る人汝融けてい く
どくろとなるまで
ほん の 気ま (･ れから立てた計画に対して忠実になる こ とは､
虚構なるがゆえに傷 つ く こ とがすくなか っ たからか o
又本質的に個性的なるものも+ と言 っ たの は､
習慣 の ロ ボ ッ トになるな
十数秒で黒い灰にな る
どう したらい い かわからな くなる
もう 一 度 一 人にな るために
かれの 名は雑誌や ア ン ソ ロ ジ ー で さ えめ っ たに見かけなくなる
や っ と狂喜の 雫が宿るようになる
触れあうたび に遠くなる
父な る存在その ものが
子な るわたく しの 存在が心 (しん) から厭わ しか っ たこ との
ますます下手にな る詩に頭をひね っ たりしながら
す(･ 熱 くな るとい っ た気温で
い かな る罪悪も存在 しな い かの ようだが
化石になる放かはない
かぎりな くふ しあわせ になる ｡
ほん とが嘘にな る の に
もうす(･ ひ とかたまりの 無機物にな るの だか ら+
問の 霧娃深くなるばかりで あ っ たo
放 ん との ようなうそになるが
｢無が 一 切 となる前に+
いやな 老人になるな
｢なる ように しかならない + と言 っ て い るが
そ の 空白が どれだ けの 負担になるかは
73
18 6
18 8
18 8
18 8
18 8
1 8 8
1 8 8
1 8 8
1 92.
な る
00 7
0 2 4
0 5 1
0 8 4
0 64
0 0 5
0 0 9
0 1 6
01 8
0 3 7
0 4 6
0 7 5
0 1 9
鳴る
0 0 6
0 0 1
0 1 7
0 0 3
ナル シス
0 39 09 8
なる べ く
0 36 0 1 4
18 8 0 0 5
なわ 縄
1 4 1 0 0 8
14 1 0 0 9
隠れる場所がなく なる
白内障の眼を､ な る べ く休め るように して い ますか ら､
五十何年ぶりに歯 医者の 厄介にな るとい う始末 ｡
呼吸ができなくなるとい う､ 面倒な病気です｡
手術をせ ねばなるまい と､ 気 にかけて い ます｡
限よりも ､ 心 で計 る構えにな る の は､
時には､ 道徳や､ 宗教 の立派な代理になるうえに､
一 雨 ご とに暖か くな ると いう ､ 三月 の雨が
肋か っ た T. 且岩死にた くはな い ｡ 限は真珠に､ 骨は珊瑚にな っ た とか いう､ 五尋 の海底の 父になるなんて ごめんだ
古風な鐘は藍をに じませて鳴る 曇る 動かな い 土絵具 の カ ン ヴ
ふせ た耳の 上でふと風が鳴る くずおれた月光の 雫に溺れ
内と外 と 高嶋る波の 響を聴けl
い い 音で鳴る弦 と弓が
ナル シ ス の 末路を
あれらの花花はなる べ く愛する
白内陣の限を､ なる べ く休め るようにして い ますから､
愛以外の 何かだ っ たわ○ 抱きあ っ て ､ 苦痛で よじれる縄梯子にすが っ て､ 宙ぶらりんで
温い て い たら､ 縄が切れて奈落にお っ こ っ ちちや つ たの よ
. = =
な わば しご 縄梯子
1 4 1 00 8 愛以外の何かだ っ たわ o 抱きあ っ て､ 苦痛で よじれる縄梯子にすが っ て､ 宙ぶらりんで
なんおく 何億
12 6 0 1 0 地上の何億とい う眼は
なんか し よ 何カ所
1 5 0 05 4 鉛筆で何カ所も印をつ けられた頁を つ き つ けられて ､
.
'a
8告
ごく
o 2T国 ぁたたかい 南国の 陽ざ しの ように融か して くれるから
1 4 8 00 4 南国で農業 に専念 し､ 妻と離別してから､
なん じ 何時
o5 0 0 13 だがぼくは ､ 何時何処で
o 6 7 0 1 2 何時
734
15 0 0 1 3 彼の 表面は常に波立 っ てゐ るが ､ 彼の底は何時も静かで ､
な ん じの
13 3 0 1 8 なん じ の心 の愛する者を知れりと
な ん じも 何時も
15 0 01 3 彼 の 表面娃常に波立 っ てゐ るが ､ 彼 の底は何時も静かで ､
な ん じや くな 軟弱な
o 2 3 0 15 軟弱な地を接げ夢幻の 中か ら
ナ ン セ ン ス
14 8 01 8 極限状況のナ ンセ ンス に､
な んぜんねん の 何千年の
o 8 1 0 1 3 何千年の閤を つ らぬ い て莫赤な雲の 火柱がたち
なん たい 軟体
o 4 8 02 4 軟体の極限をゆ く無数の 曲線の 戯れ
なんぢ
o3 6 00 8 なん ぢら安心 しろ
なん ど
13 8
14 3
1 6 4
16 5
18 0
何度
0 0 4
0 0 5
0 2 7
0 1 1
0 4 0
何度殺 しても
何度も同じ夢を見て
何度でもくり返 さな ければならない
何度 ､ 芦にならな い 叫びを上げたろう
何度で も立ちか えらなければならな い
なん ばする 難破する
16 9 0 0 9 難破する船上の人の ように
なんばせん 難破船
04 8 0 3 9
なんび や くまん
0 7 2 0 5 8
10 0 0 4 0
なんび や くまん の
o 7 2 0 58
10 0 0 4 0
難破船はど こにある
何百万
何百万の 人々が ､ もう 一 度溜息を つ く の だ
｢何百万の死者の 霊とともに
何百万の
何百万の 人々が ､ もう
一 度溜息を つ く の だ
｢何百万 の 死者の霊 とともに
735
なんぽう 南方
0 3 5 00 2
なんまん 何万
079 0 1 1
にえたぎ っ て
1B 9 0 2 6
にお い
0 4 1 0 4 8
04 8 00 6
0 8 1 0 0 8
0 9 1 00 3
1 2 0 00 6
12 2 0 0 2
1 34 0 0 3
16 2 0 0 7
17 3 0 2.1
18 7 0 1 2
にお い 匂
0 0 6 00 3
0 0 8
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南方の ドアを開き
何万という水兵と
煮えたぎ っ て
空 の海が兵赤に煮えた ぎ っ て い る のを
個人を非難 しない わけにはゆかな い 神々 の 名において
影の 茂みか ら闇の におい が漂 っ てきた
強い 硝煙の におい が立ちこめて い る ので
モ ー タ ー の 焼けるにおい
しめ っ た土の におい
まだ日の におい が残 っ て い たが
悪しき社会におい て
枚脂くさい におい を発散し
耽を知るか ぎりにおい て
ひ とす じの硝煙の におい を
爆発 したセロイ ドの 匂が 室内を明るく した 青い
点ける と焦げたバ ン の匂が し 空腹をかん じた兵士
白い 帽子は頭の ア リカを教 - るとともに日の 匂を発散させる
日の 匂を発散さ せる少年は青い 麦の 芽で ある
青い 麦の芽の匂が向日葵の あたりにの こ る
貝殻の匂の する 帽子は
火薬の匂ひ があらう
す べ て形骸の匂の 申に住み
罪の匂ひ の する ドア の 背後では
あな たの砂漠は油の匂がする
そ こにあたる影や光 樹々から流れる緑の匂ひ
まだ日没の匂が の こ っ て ゐる
重たい軍靴と薬品の 匂いを残 し
古い夜の匂い がする頭に帽子をのせ る と
塩の匂い の する僕の体臭
厭な匂い の 薬 の ように澱んで い るばかりであ っ た
あなたはかすかに しめ っ た灰の 匂い を覆いか ける
生 (なま) パ ン でさ え死の 匂い がする｡
なま臭い サ ラダとサ ー ジ ン の匂 い を発散する
ロ ー ス ト ビ ー フ よりも香ば しい そ の匂 い とともにや っ てくる
093 0 2 2
09 3 0 2 4
10 2 0 0 3
1 2 8 0 15
1 2 9 0 1 9
13 3 0 17
14 7 0 15
にお い 匂い
0 5 4 0 1 6
0 5 4 1 1 1
0 5 4 1 5 2
05 5 0 3 1
0 6 2 0 18
0 6 4 018
0 8 4 0 2 6
0 9 1 0 0 4
09 3 0 2 2
0 9 3 0 2 4
10 2 0 0 3
1 28 0 1 5
129 0 1 9
1 33 0 1 7
1 4 7 0 1 5
かれ の 眠りは純潔の匂い がする
ニ コ チ ン と ア ル コ ー ル のま じ っ たい い 匂い がする
い まはな つ か しい 硝煙とそ の匂 い の なかに
い い 匂い の講昏に
匂い の な い風と
死の匂い 甘美な横丁で
ときたま死の匂い を発散させ る若者に出会 っ たりする と
重たい 軍靴と薬品の匂い を残 し
古い 夜の 匂い がする頭に帽子をのせ ると
塩の 匂い の する僕の体臭
厭な匂い の薬 の ように澱んで い るばかりであ っ た
あな たはかすかに しめ っ た灰の匂い を覆い かける
坐 (なま) パ ンで さえ死の匂い がする ｡
なま臭い サラダとサ ー ジ ン の匂 い を発散する
ロ ー スト ･ ビ ー フ よりも香ば しい そ の 匂い と ともにや っ て くる
かれの 眠りは純潔の匂い がする
ニ コ チ ン と アル コ ー ル の まじ っ たい い 匂い がする
い まはな つ かしい硝煙 とそ の 匂い の なかに
い い 匂 い の黄昏に
匂い の な い風と
死の 匂い 甘美な横丁で
ときたま死の 匂い を発散させ る若者に出会 っ たりすると
におい 匂ひ
0 2 2 0 0 2
03 4 0 09
0 4 1 08 3
にが い 苦い
0 7 9 0 1 6
0 9 2 0 1 3
にか い の 二階 の
0 6 6 0 25
火薬の 匂ひがあらう
罪の匂ひ の する ドア の背後で は
そ こ にあたる影や光 樹々か ら流れる緑の匂ひ
苦い 塩を口にふくみ
こ の涙は苦い
二階 の 窓があい て
にがく
o o 9 0 1 4 にがくはな い の で
にぎっ て (握 っ て)
o 1 0 0 1 4 パ イプを握 っ て雲 の 中から生れてきた少年は
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にぎやかに 脆かに
1 4 8 0 53
にぎり ( 握り)
0 27 0 2 1
にぎり しめ
13 6 0 0 7
17 7 0 15
にぎりしめて
1 7 7 01 5
にく 肉
0 1 2 02 2
0 2 3 007
0 2 5 047
0 2 5
0 2 8
0 2 9
0
0
0
0
0
0
0
3
3
3
3
4
4
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
7
4
6
8
5
5
5
7
7
7
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
4
5
0
0
2
7
8
0
0
0
0
0
6
5
0
1
3
6
6
4
4
6
5
5
0
05 7
02.1
0 0 6
0 0 1
0 1 0
0 3
0
0
0
0
0
1
0
4
0
1
3
0
2
2
3
0
0
0
0
0
0
0
9
1
6
1
4
2
4
2
3
2
1
之
2
0
0
0
0
0
0
0
1
4
9
4
6
3
3
7
8
4
4
0
2
7
0
2
8
3
2
ス マ トラ島を偲んでぼ くたちは故実 し､ 賑かに昼食をと っ た｡
わたしは黒い パイ プを振り
凶器をにぎり しめ
手をにぎり しめて
手をにぎりしめて
大理石の 肉体は磨かれよう
不幸に支 へ られた白い 肉体は
樹には吊された肉体が ある
蒼ざめた肉体は
簸何学が白い 肉の やうな丘に
それら肉体の輪廓にそ っ て膨 まず
肉の み の 肉に
内の み の 肉に
肉の み の 肉に
肉体 よりも柔軟に
御身は教 へ る ､ 肉 の商 (すゑ) なるもの たち に､
果して肉体だけは癒る用意があるか の やうに
肉体の 襲
ぼんやりとデス ･ マ ス クが肉眼に見えてくる ｡
影は 一 つ の 世界に 肉体に変 っ て ゆく
ほて っ た肉体の あい だ の
なまの筋肉で出来て い る､
喰 い ちら した獣肉の 小骨や
独断批評家の 口ぶりもわるくはな い し､ 皮肉な記者のポ
ー ズも捨てがたい
血 の 骨よ血 の 肉よ血 の 花よ
毎晩たくま しい筋肉をも っ て
やがて 肉体の 要求にさか らう魂は
いまはきみたちの 肉と骨が ど こ までもすきとお っ てゆく季節だ
粗暴な肉体の 礼讃者でもない の だ)
かれは自分を罰して はならな い 屠殺者や皮肉屋の包囲の なかで
血を流して はな らな い そ の 肉を引裂かれても
レス ビ ア ン の女たちの 疲撃は不信者の地獄の笑い の
- 型態で ブリ ッ ジ して反 っ た肉体の
｢写真店の 窓には曝された肖像の記念写真が 夢こ そすべ てである と知 っ た暗 もう肉体
かれの 肉体に刻まれて いき
738
16 7 0 2 2
18 8 0 39
18 9 032
にくがん 肉眼
05 1 0 2 4
にく しみ 憎 しみ
0 3 5 0 09
1 0 1 0 1 1
1 0 2 0 1 5
1 0 4 0 1 0
13 8 0 1 5
にくたい 肉体
0 1 2 02 2
0 2 3 00 7
0 25 0 4 7
0 25 0 5 7
0 2 9 0 0 6
037 0 0 9
0 4 6 0 3 6
04 8 0 0 1
054 12.
05 5 ･03 4
1 0 0 0 2.3
1 0 3 0 1 8
1 4 5 0 0 8
14 5 0 2 3
1 60 0 7 2
1 88 0 3 9
にく へ ん 肉片
1 8 9 03 2
にくむ 憎む
16 5 0 1 7
にげ 逃げ
0 03 0 14
0 0 5 029
0 0 6 00 2
0 0 8 0 1 2
肉の 悲しみを知り つ く した主は
どの みち､ 精神にか ､ 肉体にか､
腐 っ た肉片を歯のな い 口 に運ぶ
ぼんやりとデス ･ マ ス クが肉眼に見えて くる ｡
あらゆる憎しみはふり落される
むかしの 愛も あたら しい 日附の憎 しみも
憎しみをかきたて る火掻棒で
愛と憎しみ に撃たれた裸身の ほそさに
憎しみ燃や して
大理石の 肉体は磨かれ よう
不幸に支 へ られた白い 肉体は
樹には吊された肉体が ある
蒼ざめた肉体は
それら肉体の輪廓にそ っ て膨まず
肉体よりも柔軟に
果 して肉体だけは癒る用意があるかのやうに
肉体の襲
影は 一 つ の 世界に 肉体に変 っ て ゆく
放て っ た肉体の あい だ の
やがて 肉体 の要求にさからう魂は
粗暴な肉体の礼讃看でもない の だ)
レ ス ビ ア ン の女たちの 疲撃は不信者の地獄の 笑い の - 型態で ブリ ッ ジ して反 っ た肉体の
｢写真店の 窓には曝された肖像の記念写真が 夢こそす べ てである と知 っ た時 もう肉体
かれの 肉体に刻まれてい き
ど の みち､ 精神にか ､ 肉体にか ､
腐 っ た肉片を歯の な い 口 に運ぶ
父を憎む
逃げてゆく の は白い 犬だ
あ 逃げた小鳥が月にゐた
逃げた
すてて 砂漠 へ 逃げて しま っ た やがて新ら しい 靴の
739
0 13 0 1 5
0 1 3 0 2 4
0 1 4 0 22
o 2 1 0 15
0 2.9 0 1 2.
0 3 9 0 6 8
0 6 2 0 3 0
09 9 0 02.
12 1 0 0 6
13 8 0 1 1
14 6 0 34
にげた 逃げた
0 0 5 0 29
0 0 6 0 0 2
0 1 3 0 1 5
13 8 0 1 1
白い蝶は逃げたが
僕は太陽の やうに逃げなければな らん
口 の 惑い 家畜どもが逃げて い っ たあとで
逃げてゆく太陽を追 っ た
だが風か ら逃げもせず爪立ちを して
い と しい樹木も逃げは しな い
あな たは悪戯な瞳と微笑で 逃げてゆけばよ い
逃げるボ ー ル を追 っ て ゆく
陸の ウ ニ はもうごめん だと逃げだそう
手に手をと っ て逃げた の に
わたしは無我夢中で逃げ出しましたが
あ 逃げた小鳥が月にゐた
逃げた
白い 蝶は逃げたが
手に手をと っ て逃げたの に
にげだ し 逃げ出し
1 4 6 0 3 4 わたしは無我夢中で逃げ出しま したが
にげて 逃げて
0 0 3 0 14
00 8 0 12
0 14 0 22
0 2 1 0 15
0 6 2. 03 0
逃げてゆ く の は白い 犬だ
すてて 砂漠 へ 逃げて しま っ た やがて新らしい靴の
口 の悪 い 家畜 どもが逃げて い っ たあとで
逃げてゆく太陽を追 っ た
あなたは悪戯な瞳と微笑で逃げて ゆけばよい
にげて ゆく 逃げてゆく
oo 3 0 1 4 逃げて ゆく の は白い 犬だ
o 2 1 0 15 逃げてゆく太陽を追 っ た
にけんぶん 二軒分
1 66 0 2 1 い つ も の ように草で こ軒分の 買物を した
ニ コ チ ン
o9 3 02 4 ニ コ チ ン とア ル コ
ー ル の まじ っ た い い 匂い がする
にご っ た 濁 っ た
o5 4 0 2 1
｢僕たちは都市を つ らぬく濁 っ た河にそ っ て
o 5 6 0 0 8 昨日のように空は濁 っ た河の うえにある
にご っ て 濁 っ て
740
0 7 3 0 03
にごらな い
0 4 1 0 03
メ コ ン河 の水で濁 っ て いた
濁らない
地の果よ そ して濁らない泉がある
に ごれる 濁れる
0 4 6 0 3 3
にし 西
0 1 7
0 3 9
0 5 5
09 6
10 6
1 1 6
1 4 2
1 4 2
14 2
15 6
17 4
1 8 1
1 8 6
に じ
0 1 1
0 8 2
0 5 6
0 0 7
0 1 9
0 09
00 4
0 7 4
0 8 2
0 1 7
0 18
0 25
0 2 0
虹
00 5 0 2 5
00 7 00 1
03 9 1 1 6
0 4 1 0 4 2
05 1 0 之3
13 6 0 0 1
1 4 1 00 4
1 4 5 0 1 1
1 6 2 013
1 6 8 0 0 9
にじ い ろ 虹色
1 4 5 0 1 1
に しおぎくぼ
1 74 0 1 8
に しがわ 西側
14 2 0 0 4
濁れ る水の地下 の うね り こ耳を傾け つ つ
西の空が良い かげん に焦げて
西方の 窓を照らしだす
西と束の 二 つ の 大戦の あいだに生れて
ようするに ヨ ー ロ ッ パ は 西 の 果 へ
かれ の額は 西洋皿 の平面の ように広く
西と束に はげしく
西側の新聞や著名人の多く の 声明には
｢今日の 西側の 勇気の 基準に よれば
彼がおかれて い る状況は 西側の同時代人の それより
習慣みた いな 西洋人は
(きみが 美しい奥さん と結婚 して､ み んなに羨まれな がら､ 西荻窪の ア パ
ー トに住んでい たときの ことだ)
西の 空を走り
それで今度の 西下の 印象は?
虹の あるウィ ッ トな会話は
ジ ャ ン ク の 帆が煽蛸の ごとく羽博い て ラ ン プ の虹がひろがる
わたしは い つ か虹を見るかも しれな い
虹 の やうに 或い は地の 革の やうに
虹彩か ら光りが消えうせ
思い 出は虹だから
小さな虹をまた (･ 大きな虹を見たわ o
｢忘れは しな い とい う虹色の ラヴ ソ ン グが聞えてい た
虹の橋を渡 っ ても＼っ たが
虹の 国を描くこ ともあ っ た とおもう
｢忘れは しな い とい う虹色の ラヴ ソ ン グが聞えて い た
西荻窪
(きみが美 しい 奥さん と結婚 して､ みん なに羨まれなが ら､ 西荻窪の ア
パ ー トに住んで い た ときの こ とだ)
西側の 新聞や著名人の 多く の 声明には
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14 2 0 7 4
142 0 8 2
に しき 錦
1 5 4 0 2 0
に じませ
0 0 7 0 0 6
1 6 7 0 5 6
1 8 7 0 0 4
1 9 3 0 15
に じませて
0 0 7 0 0 6
に じませ る
1 67 0 5 6
1 9 3 0 1 5
に じむ 渉む
0 4 1 0 3 1
にじ ゆう こう い
1 4 3 00 4
に じゆ うさ い
15 0 0 0 1
｢今日の 西側の 勇気の 基準によれば
彼がおかれて い る状況は 西側 の同時代人の それより
錦の帯がするする と垂れてくる
古風な鐘は藍をに じませて鳴る 曇る 動かな い土絵具の カ ン ヴ
苦しみ の ぺ ツ 下 に血 をに じませ る
目尻に涙をに じませ
窓の灯をに じませ る夜には
古風な鐘は藍をに じませて鳴る 曇る 動かない土絵具の カ ン ヴ
苦 しみ の ベ ッ ドに血をに じませ る
窓の 灯をにじませ る夜には
あなたの街灯の 惨む光が
二重行為
二重行為の詩人は
二十才
二十才にな っ た年の秋に
にじ ゆ うにん 二十人
1 5 0 0 2 8
に じ ゆうね ん
06 2. 0 0 8
09 2. 0 0 8
1 12 00 3
1 6 0 0 15
に じ ゆうの
0 47 0 0 3
にじ ゆうぶん
0 2 8 00 7
1 7 4 0 0 9
二十人放 どい た仲間のうちで ､ 現在､
二 十年
二十年もむか しに死んで
もう二十年たつ
二十年か
二十年も昔に記憶 の底に沈んだ詩人が
二重の
左右に拡げる黒い 蔭l 二重の ド ア !
二十分
二十分も早い こ とに不思議はない
き桝ま意外に元気な様子で近況を語 っ て くれ ､ 心境まる十五分か 二 十分であ っ た o
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に じ よう 二乗
1 6 9 0 0 4 自殻の 二乗を生きるから
にせ の 偽の
1 93 0 0 9 偽の 革命
にせん よんひ や くめ - と る 二千四 百メ ー トル
o 7 2 0 29 二千出百メ ー トル の興奮
にたもの どおし
1 5 0 019
にちげ つ 日月
18 2 0 2 2
1 9 0 0 0 6
にちぽつ 日没
0 3 1 0 0 7
0 3 3 0 2 0
0 3 9 0 8 1
0 4 0 0 0 3
0 4 2 0 0 6
04 6 0 3 8
0 6 1 148
1 2 4 0 3 1
にちようび
0 7 1 0 0 7
0 7 1 0 1 4
07 2 0 0 2
1 4 8 0 4 9
にちようひん
0 3 1 0 1 5
に っ か 日課
0 8 7 0 1 6
08 7 0 2
に っ き 日記
0 36 00 5
似た者同士
ようするに小心な若輩の似た者同士の集りで､
日月 の 長さは悟りだか ら
噂から昇り尾根に沈む日月
雲の 多い 日没の 空に出遭ふ
あれは日没とともに
日没にな ると
日没には
まだ日没の 匂が の こ っ て ゐる
日没の空にあなたはわななき つ つ 身を横た へ
日没の 街をゆく人影が､
日没に追い つ かれて い た
日曜日
日曜日の停車場に
日曜日の停車場で
天気予報が気がかりだ っ た日曜日
日曜日の海はおだやかにぼくたちをむか えた｡
日用品
雨傘やブラシな ど日用品が置い てある
ペ ニ イ の日課はそ れだけだが - -
ペ ニ イ の日課はそ れだけだが - ･ -
それらの悼ましい 怒でおれの 日記を汚すな
743
に っ こ う 日光
1 7 2 0 2 常緑樹 にしたたる日光の塞が
に っ し ようき 日章旗
1 8 8 0 5 5 (- - 今日も打抜る日章旗 - I -)
に っ ぼん
1 1 4 0 1 1 ｢ぼくはたたかわな い に っ ぼ ん じんです
に っ ぼん じん
1 14 0 1 1 ｢ぼくはたたかわな い に っ ぼん じんです
にて い た 似てゐた
o 3 9 0 2 8 それは涙に似て ゐ たの かも しれない
にてきた 似て きた
o 3 6 0 2 4 おれの影はだ んだん樹木の 影に似てきた
にてくる 似てく る
1 0 1 0 0 2 世界はなん と境野に似てくるこ とか
にどと 二度と
0 6 8 0 0 3
0 7 5 0 1 5
10 2 0 08
15 0 0 7 2
1 9 3 0 18
にな っ た 担 っ た
0 5 4 0 0 6
にぶい
0 4 5 0 0 4
にぷ い 鈍い
0 2 8 0 0 3
0 4 6 0 0 7
(二度 とお会い 致 しませ ん)
もう二 度とめ(u りあう こ ともな い
魂は死ん で 二度 と生れて こ な い から
喪われたら二度と取り戻せな い こ とを忘れて は いな いだ ろうかo
同じ風景は二 度と現れな い
そ して銃を担 っ たおたがい の 姿を噸けりながら
にぶい気配が抗日音い光触にただよふ
緑の 影はい つ もガラ ス 管によりそ っ て ゐた純粋な頭の鈍い 速度に つ い て
澱ん だ鈍い時間をかきわけ
にふん さん じ ゆうび よう 二分三十砂
o7 2 0 2 8 ゴ ー ルまで 二分三十秒の興奮
にほん 日本
o5 1 01 2 病んで い る の は日本 じやな い か ｡
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1 5 6 0 0 1
15 6 0 3 7
160 0 7 4
1 8 4 0 1 2
1 8 4 0 15
1 8 8 0 19
1 88 0 8 4
1 9 2 0 1 1
にほん じ ゆう
1 9 2 0 1 1
に与まん じん
15 6 0 0 1
184 0 1 2
日本人だ から
わが日本語の ｢愛+ は
と こ ろで 日本の社会の 日蔭を歩む
日本人妻の 間にできた子供である.
｢ヒ ロ シ + とい う日本名の
一 九五八 年に､ 日本で ､
日本 の重文とされて い る民家 へ の憧れが ､
も しかする と､ 近づ くに したが っ て ､ 遠ざか っ て いく海な のかもしれな い ｡ こ ん なと ころは､ 日本中の どこ にもあり
日本中
も しかすると､ 五づ くに したが っ て ､ 遠ざか っ て い く海な の かも しれな い ｡ こ ん な と ころは､ 日本中の どこ にもあり
日本人
日本人だか ら
日本人妻の 間にできた子供である
に旺ん じん つ ま
1 8 4 0 12
にほん め い
1 8 4 015
にまい じた
1 5 6 0 13
日本人妻
日本人妻の 間にできた子供である
日本名
｢ヒ ロシ+ とい う日本名の
二枚舌
二枚舌に
ニ ヤ ニ ヤ
15 0 0 58
に ゆう こ ん 入魂
15 1 0 3 6
ニ ュ ウ ス
0 0 9 0 0 3
ニ ュ ー ギ ニ ー
12 8 0 56
ニ ュ ー ス
05 8 0 5
1 2 4 0 1 4
1 2 5 00 7
1 4 5 0 28
18 5 0 0 2.
あんが い平然 として ニ ヤ ニ ヤ笑 っ て い た｡
一 体 一 体 に入魂の 秘術をつ く して きた の だ
鉄砲百合が咲い たとい ふ ニ ュ ウス で
ぽくは ニ ュ ー ギ ニ ー からタヒチ島 へ 行 っ てくる
そ して ニ ュ ー ス が私を読みすてたら
不確実な ニ ュ ー ス の かわりに
ニ ュ ー ス と駄弁で 耳を痛めた
オ ー デ ン は ス ペ イ ン 内乱に参加 しなか っ た とい う ニ ュ ー ス を聞い た
ラジオ ･ ニ ュ ー ス が伝えたとき
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18 5 0 1 9
ニ ュ ー ズ
0 7 2 00 1
07 2 05 4
0 7 2 0 55
ニ ュ ー ヨ ー ク ･
1 60 0 59
ニ ュ ー ヨ ー ク市
1 6 0 0 7 3
最大の ニ ュ ー ス にちがい な い
- - ど ん な国際 ニ ュ ー ズ よりも
どん な国際 ニ ュ ー ズ よりも
これは今週の ビ ッ グ ･ ニ ュ ー ズだ
タイ ム ズ
ニ ュ ー ヨ ー ク ･ タ イ ム ズ の記者が屍体置場の リ ス トからかれの 名をみ つ け出し
ニ ュ ー ヨ ー ク市の 屍体置場まで つ づ く の である
によりそ っ て ゐ た
0 2 8 0 0 3
にらむ 呪む
02 6 0 0 6
0 47 0 1 2
にれ 檎
0 41 1 4 1
にわ
0 3 2
庭
0 03
緑 の 影は い つ もガラ ス 管に よりそ っ て ゐた純粋な頭の鈍い速度に つ い て
そ の とき銃眼の奥から呪む
鏡がひややかに自虐を呪む
愉の 幹には自由な樹液がの ぽりはじめた
0 3 9 00 4
0 4 2 0 0 1
0 4 2 0 1 5
0 4 5 0 0 7
0 8 4 0 1 8
0 8 8 0 3 7
0 9 9 0 1 4
1 4 8 0 4 4
1 6 7 0 2 5
17 2 0 2 7
にんぎょう 人形
00 6 0 10
05 4 0 5 2
0 54 0 5 3
にんぎょひ め
1 4 9 0 0 1
庭は暗く
こ の森 の 庭園には
庭は荒れて 影もなく
庭は荒れて もの影もな し
荒れた庭 に 花樹はむ な しく崩れかかり
｢い まで はどちらのお家庭にも
これはお家 これはお庭 これは樹
それぞれの庭で規則正 しくはずんで い る
松林 にかこまれた枯芝の 庭で ､
荒れた裏庭に出て
箱庭の ような故里が
少女が碧い眼をした人形を抱 へ て出てきたが
手をあげると 人形の ように歩き出し
手を下す と 人形の ように動かなくなる
人魚姫
しぶきをあげる人魚姫の
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にんげん
10 1 055
10 3 0 3 0
1 4 5 0 2 0
1 4 5 030
1 9 1 0 0 5
にんげん 人間
0 1 1 0 0 9
0 4 8 0 3 2
0 4 9 0 0 5
0 5 1 0 0 2.
0 5 1 0 3 0
0 5 4 0 5 4
0 5 4 0 6 1
05 4 0 7 1
07 7 03 2
09 0 00 9
09 0 0 1 8
09 5 0 07
1 13 0 3 9
1 2 1 0 0 1
1 2 6 0 14
1 2 6 0 2 0
1 2 8 0 1 8
1 3 3 0 0 3
1 4 2. 0 3 3
14 2 10 8
14 2 1 1 6
14 2 12 0
15 8 0 2 0
1 60 0 0 1
1 60 0 2 2
1 6 7 0 5 4
1 7 3 0 1 4
にん げんせ い
0 77 0 3 2
にん げん の 悲しみ によごれた夕陽をすてにゆ こう
にん げん の 運命をすい こむもの
どうかする とにんげん は機械よりも機械だから
愛が なく ともにん げん は生きられる
にん げんは い なくな っ た
どうかすると沢山人間が動い てゐ る
地平線がの せて い る人間の 重たい 故郷
重たい 悲 しみ に塗りこ められた人間の影がある ｡
人間の 遠い 未知の故郷 へ
人間はチ ュ ー ブ の ようなもので あ っ たらよい
彼等が剥製の人間であるか どうか
単に より高尚な国民 結社 人間の材料にすぎない と
おお い まこ そ偉大な人間 と大きな河は
(ああ人間性よ - -
人間が自然に手を つ ける方法は - ･ -
人間 の仕事は
どう して人間がすこ しも苦 しまずに死ねようか ?
最高に人間的だ っ た同志スタ ー リ ン
人間くさ い
そん なに遠くまで人間の 言葉をとどけにい く
人間の精神の 問題かも しれない から｡
人間が住んでねえんだ 背から
人間蛾は街の燈火に誘われる
支配に自信な く 人間の 良心を
一 個 の 弱い 人間の信念をも挫くこ とができな い とわかれば
信念を持 つ 人間の精神が世界最強の力には通 じな い とか
これ以上は 一 歩も進ませな い そ と宣言する不屈 な人間の 精神の みが -
自然にたい して有罪でな い 人間は い な い
忘れられて い く人間の 過程が
(公衆の 面前では 場違い な人間とい うの と同じだ)
人間の あぶらが
そ こ では人間の 血がまだ新鮮なの だ
人間性
(ああ人間性よ･ - -
に んげんてきだ っ た 人間的だ っ た
1 13 03 9 最高に人間的だ っ た同志ス タ ー リ ン
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にんち 認知
1 4 2 0 2 5 秘密警祭の 認知 もしくは同意な くして
にんむ 任務
0 84 0 2 9
1 0 1 0 3 9
ぬ い で 脱 い で
0 2 5 0 5 8
1 0 5 0 0 6
ヌ ウメ ノ ン
03 9 05 8
重 い任務をにな っ たレ ディ たちです
死の穫りい れがおわり きみたちの任務はおわ っ たから
欲望に乾 い た皮膚を脱い で
オ ー バ ー を看てゆこうか ､ 脱 い でゆ こうか､
ヌ ウ メ ノ ン よ ヌ ウメ ノ ン
ぬがせ る 脱がせ る
1 6 4 031 きみ の花柄の パ ン テ ィ を脱がせ るためだ っ たら
ぬぎ 脱ぎ
0 1 & 0 0 7
0 2 9 0 0 4
0 42 0 1 3
062. 0 1 6
17 6 0 0 3
ぬぎすて
1 2 1 0 0 2
ぬぎすてた
04 2 0 13
手袋を脱ぎ
疲れた衣類は脱ぎすてられ
脱ぎすて た分身が青く光る
大きすぎる白い屍衣を脱ぎ
着てい るもの を脱ぎ
古シャ ツ はぬぎすて よう
脱ぎすて た
脱ぎすて た分身が青く光る
ぬぎすてられ 脱ぎすて られ
o 2 9 0 0 4 疲れた衣頼は脱ぎすて られ
ぬきま し 抜きま し
18 0 1 0 そ の歯は抜きましたが ､ 他 の 歯に窟が無数にある とか ､
め(･ い
o 5 2 0 2 4 わた しはいまでも眼鏡 の つ かれをぬ(p い
19 3 0 0 7 眼鏡の 疲れをぬ(･ い
め(･ つ て
o 6 2 0 5 4 傷 つ い たわたしたちの記憶をぬ(r っ てゆく の を
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め(･ はれて
0 1 8 0 0 1
ぬくもり
0 93 0 2 6
1 1 2 O 22
ぬけ
0 1 0 0 1 7
0 4 1 0 5 7
041 1 2 2
0 4 3 0 0 4
04 6 0 0 5
04 8 0 2 3
0 5 4 0 4 5
0 5 4 0 8 2
0 5 4 1 1 6
0 61 0 0 7
0 61 0 1 5
0 70 0 2 0
0 9 4 0 0 3
10 1 0 0 6
12 0 0 0 8
12 8 0 2 6
128 0 2 9
134 00 6
15 0 03 0
154 0 0 1
1 8 3 0 1 2.
拭はれて
もう響は拭はれて
やすらか な寝息とかすかなぬくもりをの こ して
寝沫の ぬくもりでほて っ た身体を 詰ま っ た路面電車に積みこ んで
老い ぼれた天体は歯がぬけてゐる
街角をまがり窓をとほりぬ けて
薬はぬけ落ち 黒い幹が囲繰地の 隅に忘れられた
そ の しめ っ た風辻吹きぬける
は るか足下を滞りぬける黒い 水の 流れ
壁にかか っ て い る着物からぬけだし
も しか したら君の 姿が霧の 中からぬけだ して こ な い かと
見よ 憎悪と虚栄の ぬけがらを･ - -
彼 は 唾をはく街燈の そばを通りぬ け
はるか ､ 地下を滞りぬける運河の涜れ､
い く つ も の通路をぬけ､
わた しの感覚はぬけおちて ､
とある松林をぬけて海 へ で る
死はい そがぬ けれ ども
とおりぬ けてい く
大事な ｢モ ア ･ ザ ン+ がぬ けま した
ひんやり夜風が吹きぬける
過去は心 からぬけ落ち
これは､ 私だけが ｢虚構の個性+ を つ らぬき､ 偽善の 間道をく(. りぬけて ､
肺ぬ けにな っ てたどり つ く
人ごみ をどうすりぬけたらい い か
ぬけおち ぬけ落ち
o 4 1 1 2 2 葉杜ぬけ落ち 黒い幹が囲続地の隅に忘れられた
13 4 0 0 6 過去は心 からぬけ落ち
ぬけおちて
o70 0 2 0 わた しの感覚はぬけおちて ､
ぬけがら
o 5 4 0 8 2 見よ 憎悪と虚栄の ぬけがらを･ - -
ぬ けだし
o4 8 0 23 壁にかか っ て い る着物か らぬけだ し
o5 4 0 4 5 も しか したら君の 姿が霧の 申からぬけだ して こな い か と
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ぬけだ して
o5 4 04 5 も しか したら君の 姿が 霧の 中からぬ けたして こな い か と
ぬけて
0 1 0 0 1 7
0 4 1 0 57
0 9 4 00 3
1 2 0 00 8
1 50 0 3 0
老い ぼれた天体は歯がぬ けてゐる
街角をまがり窓をと放りぬけて
とある桧林をぬけて海 へ で る
とおりぬけてい く
これは ､ 私だ けが ｢虚構の 個性+ を つ らぬき､ 偽善の 間道をく (･ りぬけて､
ぬけでて 抜け出て
o 2 0 0 1 2 ドアを抜け出て
ぬけて ゐる
o 1 0 0 1 7 老 い ぼれた天体は歯がぬけてゐ る
ぬけみち 抜け道
o9 3 0 13 かれにと っ て は と っ くに抜け道がわか っ て い る迷路である
ぬける 抜ける
o1 8 0 1 2 路地を抜ける春の やう に
ぬすみ 盗み
0 17 0 3 4
ぬすみみて い る
0 5 8 0 3 5
雨 の 中を盗み去られたこ とには
ぬすみ見て い る
そ の横顔をぬすみ見て い る紳士が います
ぬすむ 盗む
16 4 011 人の 心を盗むあな た の 言葉は
ぬすんだ
o 92 0 0 5 ぬすんだ本の 味は
ぬ っ て ゆきます
o 5 8 0 2 6 もみ あうおびただ しい 影をぬ っ てゆきます
ぬの じ 布地
17 6 0 1 2 レー ス 織り の カ ー テ ン の 布地を
ぬばたまの
13 6 0 2 6 ぬば たまの未来の 闇で
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ぬま 沼
1 5 0 0 1 4 一 匹の 魚き へ 住んでゐ な い沼に釣糸を垂らしてゐる影だけが生きて ゐる･ - - +
1 5 0 0 5 1 彼は我々の 雑誌の創刊号に ､ 玉 の 井の 婿婦と客との 交渉を扱 っ た ｢泥沼+ を書き､
ぬらし
02 5 0 1 5
ぬらす 濡らす
0 21 0 2 5
03 4 0 0 3
ぬり こまれた
0 4 9 0 0 5
ぬり こ められて
0 5 3 0 0 6
ぬれた 塗れた
0 4 6 0 2 3
ぬれた 濡れた
0 4 0 0 13
04 1 0 3 0
05 5 0 0 5
0 6 1 1 4 4
0 6 1 1 6 4
0 6 8 0 2.9
1 2 2 0 0 5
ぬれてくる
039 0 2 7
ぬれてゐ た
0 2 6 0 3 6
ぬれな がら
0 3 8 0 0 8
ぬれる 滞れる
0 1 1 0 0 4
ね 根
沙漠の 舌をぬらし
室内の ガラ ス を濡らす
一 個 の石を濡らす
塗りこ められた
重たい悲 しみ に塗りこ められた人間の 影がある｡
み んな灰色の 壁にぬりこ められて しま っ て
こ の 程に塗れた水脈もい つ か は
滞れた新聞紙の上に蹄まる
滞れた肩には
おまえの 濡れた肩を抱き しめたとき
あなたの青銅の額には､ 濡れた藻の髪が垂れ､
そ して濡れた藻と青銅の額の 上に ､
滞れた髪をかきあげな がら
なま牡蛎色に滞れた遠景の なかを
しぜ んに頬がぬれてくる
明朝の 新聞紙がぬ れて ゐた
午前の 霧にぬれながら
空が濡れる雫が肋骨をたたき
75】.
0 0 5 0 0 6
0 0 9 0 0 1
0 2 5 0 16
0 2 8 06 0
0 3 7 0 05
0 3 8 004
0 3 8 0 3 0
0 3 9 00 8
0 4 3 0 01
0 4 6 0 04
04 7 0 0 8
04 8 0 0 3
0 6 1 0 0 6
0(;4 0 1 7
0 6 4 0 2 4
0 6 5 0 2 8
0 6 6 0 3 6
0 8 3 0 0 1
0 9 0 0 0 3
10 9 0 1 1
12 1 0 1 5
1 24 0 1 0
1 4 2 0 5 6
1 43 0 0 1
1 4 6 061
1 8 8 0 08
1 8 8 0 7 6
1 9 0 0 0 6
ねい き 寝息
0 9 3 0 2 6
14 8 0 4 2
ねい ろ 音色
1 54 0 0 7
赤い 屋根の学校は
コ ン クリイ トの屋根の 上
太古からの根をひらき花々は
都会の屋根 の下よ商店街の 商人たち
ほん の わずか に棄 へ る根を支 へ てゐる
い く つ か の街と村の屋根をすぎる
屋根の みを叩いて はひ とり淋 しが っ てゐた
根の茂み に水が這ひよる
石で葺かれた屋根をで て
石で作 られた渡 しない 屋根の町の
頭上で屋根を剥そ不気味な爪 の音･ ･ ･ ･ ･ ･
腕 の つ け根からは じまる
石でかためた屋根の街 の
じめ じめ した屋根裏で は､
石 の屋根の 上には重た い雪が垂 れこめて い た ｡
燃える屋根 の下に ､ 愛 は
どの 家々も沈黙の屋根にお し つ ぶされて い た､
夏草の うえの屋根が
どんな地に根をは っ たの か
根が考え､ 幹が感 じて い るo
台所で は大根を刻む音が して い る
相場師の根性は
異端者や地下の作家や哲学者を根絶や しにする
厚い 雪に埋れた根の ように
屋根を叩く雨音がひ と しきり強くな っ て
歯も､ 先日､ 奥歯が 一 本､ 根 が痛みは じめたの で､
ひ としきり烈しくなり､ 深夜の 屋根を叩い て い る ｡
噂から昇り尾根に沈む 日月
やすらかな寝息とかすかなぬ くもりをの こ して
ぼくたちは枕を並 べ てすやすや寝息を立てて い た｡
悲 しみ の 音色にさそわれ
ねがい
1 58 0 2 6 ひたすらなねがい で
ねが っ た 願 っ た
o 2 6 0 2 6 わた しは額を象壊せ よと願 っ た
ネクタイ
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054 1 5 4
05 5 0 4 0
11 2 0 2 1
1 2 8 0 9 2
ネクタイ ピ ン
0 5 4 1 5 4
ネクタル
0 3 9 14 7
ね こ
0 0 1
0 5 5
14 5
14 6
17 5
175
0 1 1
04 2
021
0 1 0
0 0 3
0 0 4
描
ねこぜ 猫背
055 0 4 2
ねころんで
0 14 00 6
ねぎめ 寝ざめ
1 3 9 0 0 3
ネジ
0 14 0 0 5
ねしずま っ て
095 0 1 1
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ネクタイ ピ ン で こ じあけられた窓の 向うがわ
おれは慢性胃腸病患者のだらしな いネクタイを しめ
薄い ネクタイ でうやうや しく喉額をしめ
ネクタイ しおれ る
ネクタイ ピ ン で こ じあけられた窓の 向うがわ
香ば しい ネクタル の 泉とな っ て
白 い 顕の 猫は
猫背のうえに乗せて
膝の 上の 猫を大事に してあげな さ い と今日の 声は忠告 して いた
マ ス コ ッ トの猫が 欠伸をして い ま した
猫の 質問をくりか えした
ぽくは猫にむか っ て
猫背の うえに乗せ て
物(･ さ な楽器たちはねころんで
吹きさらしの露の 寝ざ め の空耳か
手を当て て珂の ネジを検査 して ゐる の を
寝 しずま っ て
どの 家も虚しずま っ て い て
ねた 寝た
15 1 0 3 2
ねだやしにする
14 2 0 5 6
ねたらく じ ようど
17 3 05 2
一 緒 に寝た女の数は
根絶や しにする
異端者や地下の作家や哲学者を根絶やしにする
｢ねた らく じ ようど
ねだん 値段
1 2 3 0 0 7
ねぢ
o 2 5 0 0 4
o 2 7 0 0 5
0 2 7 0 1 2
0 2 8 03 3
18 1 0 2 4
ねぢれた
0 2.8 0 3 3
ねぢれて
02 5 0 0 4
ねぢれる
1 8 1 024
ねつ 熟
0 18 0 15
0 2.5
0 2.8
036
01 6
0 4 4 0 1 4
0 4 6 0 2 7
0 5 1 0 15
05 1 0 3 5
05 4 1 2 7
0 5 4 1 6 8
0 6 1 0 9 6
0 70 0 2 7
07 7 0 1 9
094 0 1 4
13 6 0 1 7
1 44 0 0 1
14 8 0 5 2
1 6 7 0 0 8
未来に値段を つ けたくな い
水にな がれる貝殻がねぢれて
ねぢに よ っ て組み立てられて ゐる空間に
不図ねぢが乳り
ねぢれた鎖の やうな数柄の列車の合図が響き
断末魔の腸がねぢれる ように
ねぢれた鎖のやうな数柄の 列車の合図が響き
水にながれる貝殻がねぢれて
断末魔の腸がねぢれるように
熱い 麦の管は
重たくなっ た額に熱い 風が
熟度計の 上昇に つ れて
熱い太陽を背負ふ 神々 よ
熱い鶴の 楕上の 人よ
海が熱い 体温の なかで燃 えたぎ っ て い る ､
出 口を求める熱 っ ぽい 瞳で
僕は突如白熱する
熱烈に夢みて い る
氷と霜 と蒸気 と熱湯の地獄の苛真に
おまえの 熱い 血 の管は
高熱に苦しみながら
背をやく熱い塩の シ ー トに転がされ
春の 熱病をやんで い る
口 に熟を持ち
グロテ ス クに繁茂する熱帯植物を観賞 した｡
す(p 熱くな るとい っ た気温で
ね っ たい し よくぶ つ 熱帯植物
14 8 0 5 2 グロ テス クに繁茂する熱帯植物を観賞した ｡
ねっ とう 熱湯
o 6 1 0 9 6 氷と霜 と蒸気と熱湯の 地獄の 苛賓に
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ね つ どけい
0 28 0 1 6
熟度計
熱度計の上昇に つ れて
ね つ び よう
13 6 0 1 7
ねつ れ つ に
05 4 1 6 8
ねど こ 寝1末
0 2 4 00 4
0 4 1 0 9 9
0 9 3 0 0 8
11 2 0 2 2
11 8 0 0 8
15 4 0 0 2.
ネ ム
0 1 3 0 0 1
0 1 3 0 0 6
0 13 0 1 6
013 0 1 9
0 13 0 25
熱病
春の熱病をやんで い る
熱烈に
熱烈 に夢みて い る
けてゐ る 寝床に散らば っ た怠惰な骨の 中から 陰哲な眼球
むかしの 世紀がまだ寝床 に就かぬうちは
寝床で ウ イ ス キ ー を飲み煙草をふかす
寝床の ぬ くもりでほて っ た身体を 詰ま っ た路面電車に積み こんで
寝床は 一 つ
雲の はずれの 寝床
755
ねむ っ て い る
0 3 9 1 2 3
0(;1 1 0 2.
19 1 0 1 6
ねむ っ て い る
0 15 0 1 5
0 1 8 00 9
0 3 1 0 0 5
ねむり 眠り
03 0 03 3
03 4 00 8
03 9 1 1 8
0 3 9 1 2 3
0 5 5 0 3 0
0 6 1 1 2 7
0 63 0 1 4
ネム の木 の 下で
ネム の 木は負け惜 しみを云ふ
ネム の手に捕かま っ た
感戯なネムは
ネム の木は寒い よ諸君
眠 っ て い る
眠りを眠 っ て い る人たちを
犬は犬の なかで眠 っ て い るね
眠 っ て い るひ とを目覚めさせ るため ｡
眠 っ て ゐ る
鏡の なかで眠 っ てゐ る
すやすや胞 っ てゐ る球に
目覚めてゐ る石や眠 っ てゐ る樹木は
実 っ たあと の浅 い 眠りは疲れである
眠りの蔭をあゆむ
眠りをもたらし
眠りを眠 っ て い る人たちを
なんだか眠りたりないもの が
眠りからうまれたばかりの水は
ぼくの い な い 眠りの なかで
00
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
65
8 1
8 1
9 3
93
9 9
1 2
1 2
0 5
0 0
03
0 0
0 2.
0 0
0 4
0 4
7
0
7
2
6
3
4
18 0 1 1
3 6 0 2 2
5 8 0 4 0
7 3 0 4 9
7 9 0 2 0
ねむる
0 0 2
0 5 0
0 5 3
05 4
10 1
16 1
眠る
0 08
0 2 8
0 6 0
1 0 4
0 1 8
0 0 2
ねむれ 眠れ
0 1 4 0 2 7
0 3 2 00 9
0 4 1 0 95
0 4 1 1 0 1
0 4 6 017
0 6 6 03 9
12 5 0 2 2
17 0 00 3
終りが ある の だろうか ? 永遠の 眠りが
眠りの なかには
兵士の眠りをゆすりなが ら
かれにと っ て眠りもひ と つ の儀式だから
かれの 眠りは純潔の匂い がする
もう 一 人の 妹は眠りながら小径を歩い て い る
眠りの なか で 繁殖 し
眠りながら腹をこや す王国を夢みて い るうれしい はらからたち
原始の 眠りのな かで
他人の 眠りのな かで
死はやすらかな 眠りであ っ たろう
深海の 底の眠りに就 くこ とができる
死よりも賛沢な眠りに就く
魚のやうに眠る日
Mよ､ 地下に眠るM よ､
夢を見ながら眠る習慣が こ んなに悲しい もの とは思い ませんで した
君が とくに眠るとき
膝をだい て眠るような夢をもたず
眠るためには
眠れよ眠れと声が してゐ る
眠れる半身に垂れさが り
眠れる水 眠れる森
眠れる世界に息を吹きこむ
眠れる波の しずかな照応の なか に
眠れない 部屋の あかりがひ と つ
むずかゆい雨脚をとじて 一 人 の ベ ッ ドで静かに眠れ
眠れぬ夜の収穫は
ね也れる
0 4 2 0 1 2
ねむ れる 眠れる
03 2 0 09
04 1 09 5
0 4 1 1 0 1
0 4 6 0 1 7
ねんげ つ
07 1
年月
0 0 9
ねむれ る草のう へ に
眠れる半身に垂れさがり
眠れる水 眠れる森
眠れる世界に息を吹きこ む
眠れる波の しずかな照応の なかに
われわれはとりかえしの つ か ぬ年月を
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13 2 0 0 7
1 3 7 0 1 4
15 0 02 6
15 4 01 0
1 67 0 4 8
1 67 0 69
ねん じて 念 じて
16 7 0 5 8
ねんど 粘土
03 6 0 0 3
ねんねん 年々
0 48 02 2
1 32. 0 0 9
ねんりん 年輪
0 9 0 0 1 0
の 野
0 5 9 0 2 0
0 6 1 1 2′9
0 8 8 0 8 1
10 0 0 6 7
10 1 0 0 2
10 1 02.7
10 1 03 2
101 05 6
1 3 3 0 2 7
1 4 3 0 2 0
16 0 0 2 4
16 8 0 0 7
18 1 0 2 9
18 7 0 0 9
18 9 03 0
年月はめ(v りめそ っ て
空虚な こだまのなかの飽年月
年月の きび しさに苦笑するほかはなか っ たが､
す べ て の年月をかけて
なが い 幽閉の 年月 に耐えた
共に暮 した年月にも
家の崩頓はない もの と念 じてきた の に
乾燥 した粘土 の 上に風だけの 虚 しさが
うすれゆく年々の 冬の きび しい 日の 下で ･ - -
年 々 の秋をとざす ー つ の 秋
そ こ に年輪をよむかわりに
木や野茨が枯れて
野に池を つ くり 地上に
■溢れ
ず っ と空に3丘い 野原の
野原がひ と つ 消えた
世界はなんと境野に似てくる こ とか
ながい あい だこ の 境野を夢みてきた それは
ひろい 境野にむかう魂が
こ の境野の はて るまで
野末の朝露
どこ の 荒野の 枯木にとまる のか
歴史とい うもの が どんなに われわれの野心や虚栄とくい ちがうかという
緑野の 香にむせなから
野菜の未来に
醸野がひ らけ
色は青い が新鮮でな い 野菜
ノイ ロ ー ゼ
17 4 0 0 4
のうぎょう 農業
14 8 00 4
｢病気が こ んなに こ たえ る と臥 思 っ てもい ませ んで した｡ 春か らノイ ロ
ー ゼ状態で我ながら呆れかえ っ て いま
南国で農業に専念し､ 妻と離別 してから､
75 7
の う こ つ どう
13 5 00 6
のうずい 脳髄
0 24 0 0 2
0 25 0 2 8
の うむ 濃霧
1 6 0 0 4 0
の が れざる
07 9 0 1 9
納骨堂
水湧く兵士の 納骨堂に
脳髄披青く透明で ある ざわめきの聞こ える孔には栓を つ め
脳髄は毒のやうに青くな る
コ ー ネリア ス は濃霧の街を歩い て帰路に つ く
逃れ去る
ぼくらは黙黙 と逃れ去るだろう
の がれる
1 1 9 0 08
のがれる 逃れる
07 0 0 2 6
の けぞらせ た
0 70 0 1 1
の こ された
026 0 3 2
o3 3 0 1 5
15 8 0 2 3
の がれる と ころなき身の
ぼくはどう しても逃れるこ とがで きな い ｡
わた しはの けぞ らせ た顔を
残された
残されたただ 一 個 の 帽子は
小さな宇宙の平面の 上に残され た
残された唯 一 の 道だ っ た
の こ される 残される
o 4 1 1 17 あな たの 影だけが残される
o 5 4 1 19 僕はひ とり残される
の こ し 残 し
0 0 7 0 1 3
0 2 0 0 0 9
0 5 4 0 1 6
0 7 2 0 6 5
15 9 0 1 1
の こ して 残 して
0 0 7 0 13
0 2 0 0 0 9
0 7 2 0 6 5
15 9 0 1 1
阿片の軽艇 (ボ ー ト) は霧の 申 へ 青い 泡を残して去る べ く
一 人の 少女を誘拐
骨の かたちを残 して去り
重たい軍靴と薬品の匂い を残し
十万の ひ とが残 して い っ た大きな寂夢が
かすか に衣ずれの 音と蔚香の かおりを残して
阿片の軽艇 (ボ ー ト) は霧 の申 - 青 い泡を残 して 去る ぺ く
一 人の 少女を誘拐
骨のか たちを残して去り
十万の ひ とが残 して い っ た大きな政参が
かすかに衣ずれの 音と蔚香の かおりを残して
758
の こ つ て い る
o 1 1 0 1 5
の こ つ て い る
o 1 1 0 0 6
の こ っ て ゐる
o 4 2 00 6
の こ る
o 10 0 08
o 82 0 0 3
1 1 1 00 5
の こ る 残る
106 0 4 7
124 0 29
14 2 0 54
残 ッ テ ヰル
マ ダ冬ガ残 ッテ ヰル
残 っ てゐ る
落葉が散 っ て 冬が残 っ て ゐる
まだ日没の 匂が の こ っ て ゐ る
青い 麦の芽の匂が向日葵の あたりにの こる
八月 は海辺にの こ る白い基
暮れの こ る灰色の通が
対岸政務がふか くて見えな い が 残る 一 つ の 疑問には
残る 一 人 であるぼくは
あとに残る のが 無気力な教養人ばかりだと したら
の しかか っ て
o63 0 10
18 3 0 09
の ずえ 野末
1 3 0 2 7
ノ スタル ジア
05 0 0 9
の せた
o 7 4 02 5
10 3 0 2 1
1 7 9 0 24
の せ た 載せ た
040 0 2 7
1 5 0 05 5
重たくぼくの 胸に の しかか っ てくる
不況が心に の しかか っ て い るか らだ
野末の 朝露
可憐な魂の ノ スタル ジア に ともして
担架をの せた小舟は
ゆめをの せ た ｢ピイクオ ド+ 号に乗りこんでゆく
グラスを胸にのせ たまま
輝くチ ー ズを載せた串がと放る
こんな創作を今度載せたら発禁にするぞ ､ と検閲係から脅かされた｡
の せたら 載せ たら
150 05 5 こ んな創作を今度載せたら発禁にするそ ､ と検閲係
か ら脅かされた ｡
の せ て い る
759
04 8 0 3 2
の せ る
0 5 4 1 1 1
の ぞ い た 覗い た
010 0 1 1
の そ い て
058 0 3 3
の ぞ い て い る
0 5 1 0 3 1
の そき
0 6 6 0 2 6
06 9 0 2 6
08 9 0 3 2
の そきかえす
051 0 3 6
の そきみ して
13 7 0 1 0
の そく
0 7 0 0 4 9
07 1 0 3 5
1 63 0 1 4
の そま しい
03 9 12 7
地平線がのせ て い る人間の 重たい 故郷
古い夜の 匂い がする頭に帽子をの せ ると
銀色の パイ プで考を覗い た
指輪や装身具の 飾 っ て あるシ ョ ー ウ イ ン ドをの そ い て
覗い て い る
｢誰かが 覗い て い る+
わか い女 の やせた顔がの ぞき
じ っ と心 の閣をの そきこむ
願い 河をの ぞきこ んで い る人が い ます
覗きかえす
こ っ ちを見凝めて い る鍵穴を必死に覗きかえす
覗き見して
入日の さまを覗き見してきたの だ
天井か らの そ くの は霜の顔 ｡
山の 頂きから谷をの ぞ くひ とび とは
雲切れの空 に のそ く
望ま しい
小さな炎が消えて しまふこ とは望ま しい
のぞみ
0 6 1 0 0 1
の ぞみ 望み
0 6 2 0 2.8
1 7 9 0 17
の そんで 望んで
15 2 0 2 7
彼方の 岸をの ぞみなが ら
一 切 の望みをすて てど こまでも 一 緒 にゆ こう
それがかれの 望み だ っ た
透明にそびえる こ とを望んで い る
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のち
0 2 0 00 4
0 5 3 0 4 0
0 5 3 0 43
1 0 1 036
1 1 4 0 12
1 2 0 0 1 4
13 8 0 1(;
1 4 0 0 0 7
15 6 0 2 2
1 5 6 0 2 3
1 6 6 0 1 1
1 6 8 0 15
1 7 8 0 0 4
178 00 6
の っ た 乗 っ た
0 4 1 0 5 2
1 00 0 0 4
1 86 0 0 1
の つ て
0 3 1 0 0 1
03 9 0 7 5
0 8 8 0 0 8
の っ て 乗 っ て
00 8 0 1 3
0 1 0 0 0 1
0 2 1 0 1 3
0 27 0 2 0
0 2 8 0 5 3
0 4 1 0 25
0 91 0 0 8
1 7 0 0 1 4
1 8 6 0 4 4
の つ て い る
0 10 0 0 1
0 2 7 0 2 0
0 2 8 0 5 3
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ポケ ッ トに捕 へ た のち
わた しの い の ちは
い のちを惜 しんで暮すこ とに悲 しみなんかありゃ しない
消えたい のち の 水をの んで い る兵士たちよ
い の ちだけはおたすけを+
繁準のちまたの
い の ちを刻む
い の ちを機械に売り とば して
国情のちが い
心性のちがい はどうしようもない
い の ちもい らな い 初年兵の頃には
こ の世を経めそるい の ち の物質よ
こ の のちは訪う べ くもな い ゆえに
無縁の い の ちを
うなだれて あな たを待 っ てゐ る バ ス に乗 っ た
うなだれて ぼくらを待 っ て い る バ ス に乗 っ た
新幹線に乗 っ た の は初めてです っ て ?
風に の っ て
パ イ プ の煙に の つ て
膝に の つ て 括をせがむ マ リよ
群は 雲に乗 っ て押 しよせ 東色く汚れた地図の上を
自転車に乗 っ てゐ る少年は自転車の ス ピ イ ドをも つ
ポ ニ イ に乗 っ て
椅子昧書籍の上に乗 っ てゐる
乗 っ てゐ る何が乗 っ てゐ る何が
海からや っ て来たとい ふ 空を飛ぶ藻に乗 っ てきた人よ
虻よりはやい ガソ リ ン の 微風に乗 っ て ゆく
蓮の其の 上に大きな露の玉 が乗 っ て い て
(どの車輪にでも乗 っ て い る可能性があ っ た)
乗 っ て ゐる
自転車に乗 っ てゐ る少年は自転車の ス ピイ ドをも つ
椅子は書籍の 上に乗 っ てゐる
乗 っ てゐ る何が乗 っ てゐ る何が
の っ て きた 乗 っ てきた
0 4 1 o 25 海からや っ て発た と い ふ 空を飛ぶ藻に乗 っ てきた人よ
の どかな
o1 7 0 0 1 ひ ろ い沙漠にはの どか な樹が
の ばし
08 0 0 0 2
09 9 0 0 1
1 0(; 0 2 7
の ばしたり
10 6 0 2 7
の ば して い る
01 4 0 2 9
ま っ すそ水平線をの ば しなが ら
紺の 半ズボンからほそ い雁をの ば し
高名な美学派の 詩人みたい に 口髭をの ば したり刈りこんだりして
高名な美学派の 詩人み たい に 口髭をの ば したり刈りこんだりして
伸ばしてゐ る
頭髪を伸ばしてゐ る の を知らんかね
のはら 野原
08 8 0 8 1
10 0 0 6 7
の びた
1 2 8 0 0 4
1 5 0 0 4 7
の び る 伸び る
0 1 8 0 1 0
の ぼっ て 昇 っ て
1 3 7 0 0 2
1 4 1 0 0 2
の ぼ っ て ゆく
0 2 5 0 3 2
の ぼり 登り
0 1 3 0 0 3
の ぼり つ める
15 3 0 1 1
の ぼりはじめた
04 1 14 1
ず っ と空に3圧い野原の
野原がひ と つ 消えた
活字の われ日から ひ よろり との びた
我々が生きのび たこ とで誇り得るもの が ､
青い芽が伸びる
ふくらはぎか らの どに昇 っ て くる
高く､ 高く､ 高 く昇 っ て い っ たわ｡
登 っ て ゆ く
高く登 っ て ゆく階段をとりまくの は
青い けむりの蛇が枝を登り
ひたすら切岸をの ぽり つ める と
砲の 幹に杖自由な樹液がの ぼりはじめた
7 62
の ぼる
00 5
03 0
03 8
04 2
0 6(～
0 7 2
0 7 8
0 83
0 9 8
1 5 2
1 6 8
0 33
0 2 8
00 9
0 1 1
0 18
0 0 4
0 0 8
0 1 1
0 1 6
0 1 6
0 0 5
の ぼる 昇る
07 0 0 3 4
の ぽる
0 25
14 5
の み
01 0
02 7
0 30
0 30
0 30
0 3 8
0 3 8
0 4
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
4
5
5
6
6
8
9
1
1
1
1
5
6
8
0
1
4
4
2
4
6
7
7
8
8
0
2
7
3
3
0
8
登る
0 5 9
00 5
0 1 6
0 0 4
0 0 1
0 1 0
03 4
0 15
0 3 0
1 0 3
0 2 1
0 2 2
0 5 1
0 0 8
13 7
0
0
0
1
0
0
0
0
0
1 2
0 5
0 4
2 0
7 3
18
3 2
2
3
8
9
_Z二ゝ との煙が立 の ぽる
す べ て の記憶の 中からたちの ぼる
斜め に の ぽる階段と
蛇は力を尺 して しろがねの 枝をの ぼる
たちの ぼる煙りの な か の 女をぼんやり眺めて い た､
十万に の ぼる人々が
立ちの ぼる水けむりの なか に消えうせ るの を
きあ丘をの ぼると しよう
うす青い けむりがゆ っ くり立ちの ぽる
冷たい 水色の けむ りが立ちの ぼる
たちの ぼる泉の 霊気に 披
昇る陽もなければ ､ 沈む陽もありは しない ､
梯子を登る の である (未完)
芋虫色の 串を時間外駐車で路上 に放置し 道徳の坂を下り左折 してまた坂を登るとす(･ 右
新 しい 射手よ 一 本 の樹 の みを監視するの は賢明ではな い
手袋をはめた右手のみ が動き
肉の み の 肉に
内のみ の 肉に
肉の み の 肉に
木木の 下の み朝がきます
屋根の みを叩いて 披ひ とり淋 しが っ て ゐた
それの みが古くはならぬ
ふりそそ(v 雨 の みだれも手 にとるやうだ
風景はい っ そう青ざめてく る の みで ある
喫茶店で コ ー ヒ ー を の み
荒れた道が つ づ い て い る の みで ある
夜 昼 わが涙の み注 ぎて魂の 糎となり
安い レ コ ー ドの み じかい針の溝から
さかまく汐をど っ との み こ む河口
植物の み どり
こ れ以上は 一 歩も進ませ ない そ と宣言する不屈な人間の 精神の みが
-
どの みちもう
破壊されるために のみ存在する+
どの みち世界で
どの みち言葉は
ど のみち ､ 精神に か､ 肉体にか ､
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18 9 0 1 1
19 2 0 1 4
臨終の たの みだ っ た
薄暮と昧爽 とをとりちがえて い た迂闇さに､ 狼狽するも間なく､ 巨大な生きもの の胎内に のみ こまれるように､
の み こまれる
19 2 0 1 4 縛碁と昧爽とをとりちがえてい た迂閥さに､ 狼狽するも間なく､ 巨大な生きもの の胎内にのみ こまれるように､
の み こむ
o9 4 00 5 さかまく汐をど っ との み こむ河口
のみだい 飲み台
o 9 8 0 1 7 飲み台の うえのウ ェ イ トレ ス の 手は
のみほ した 飲み ほした
o6 5 0 4 0 わたしはおまえの血を飲みほ した+
の みほ して 飲みほ して
0 54 10 1
のむ 飲む
12 8 0 6 5
のやうに
0 02 0 0 8
00 4 0 0 3
00 7 0 0 8
01 1 0 0 1
0 12 ･0 0 6
0 13 0 1 1
0 13 0 2 4
017 0 0 2
01 8 0 0 4
01 8 0 1 2
0之0 0 0 3
0 23 00 2
0 23 00 9
0 23 0 1 4
0 23 0 2 1
0 2.5 01 1
0 2 5 0 1 4
0 2 5 0 2 3
02 5 0 2 8
02 5 03 3
0 2.5 03 7
ある い はまた亡霊たちを飲み放 して
渇い た人の 飲む
魚の やうに眠る日
炎は昆虫の やうに週をな らす
多孔質の宰の 聞か らトンボ の 眼 のやうに碧く ア ス ピ リ ンを積ん
河の水は据の やうに澱んで
放心 した花弁のやう に
草むらで箇のやうに鳴 っ たの は
僕は太陽のやうに逃げなければならん
離島のやうにたちあがる と
耳が刷毛の やうに通過する
路地を抜ける春の やうに
蝶のやうに跳ね返 っ た
毛髪の やうに血が垂れて
街灯は光をナイ フ のやうに操 っ て
または黒い オル ガン の やうに
あの やうに退屈な都会の 一 日が
そ の 手そ の足は毛の やうに
青い 雨のやうに燕のやうに
それは医術の 進歩の伝鋭の やうに
脳髄は毒の やうに青くなる
ゼ ン マ イ の やうに跳ねてゐ る雲
鉛のやうに落下してく る
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o2 5 0 5 5
o 26 0 1 4
o 26 0 1 9
o 2 6 0 2 5
o 2.8 0 1 1
o3 0 0 2 4
o3 0 0 27
o3 1 0 0 6
0 3 2 0 11
0 3 3 0 06
o 3 9 1 07
0 3 9 1 3 2.
04 0 0 1 2
041 0 2 2.
04 1 0 2 8
04 1 0 3 9
04 1 0 4 2
0 4 1 07 2
0 4 1 12.4
0 4 2 0 0 8
0 4 6 036
0 4 6 0 4 2
0 4 6 0 4 6
の ようなもの
0 4 9 0 0 7
0 5 1 03 0
0 8 5 0 2 0
12 8 0 6 6
の ように
02 1 0 1 4
0 3 9 0 0 5
04 8 0 1 5
04 9 0 1 3
05 1 0 1 1
05 1 0 之6
05 3 0 0 8
05 3 0 2.4
05 3 0 3 0
05 4 0 5 0
05 4 0 5 2
05 4 0 5 3
噴きの やうに廻 っ てゐ る
填れた船体のやうに
わたしの体を石の やうに氷らせた
葬ろい ダイヤ モ ン ド のやうに光り
液鰻のやうに垂れて きたの は疲れた舌で ある
光りは堅い金属の やうに寒々と して
気体のやうに
い つ か のや うに棟り つ い た道路の 上で
しなやかな鞭の やうに
そ して真珠の やうにとりながら
ラン プ の やうに
ゼ ラ ニ ウム のやうに燃えはて ようと
街は傷口を放めて ゐる獣の やうに
石が鳴く まるで蟻蜂の やうに
プラ ッ ト フ ォ ー ム が岬 の やうに曲が っ てくる
考 へ あるもの のやうに また無意識の ご とく
虹の やうに 或い は地 の革の やうに
よそ ごと のやうに
木質は腐り 陽に煩かれ 蝋の やうに流れた
予感の やうに皮膚に と どく
果 して肉体だけは癌る用意があるか の やうに
ほ っ そり した川の やうに漁らぬ月日を行くことが出来る
いく つ も の扉 のやうに行事をさ へ ぎり
鋭い 笛の ようなもの が胸の底でめ ざめる､
人間はチ ュ ー ブの ようなもので あ っ たらよい
キ ッ ドの短靴の ようなもの で
冷たい水の ようなもの + か
青い プ ヌ ウ マチ ッ ク の ように
ただ壌の ように つ めたい 気体がゆれる
まるで滅び る こ と の ない も の の ように
廉い 足の ように縮ま っ て い る 君 の鬼 い足 の ように 一
遇命がある顔に達 したとでも言うかの ように､
｢そ い つ は黄色だ まるで あの 親らわしい 魂の ように+
黄ろい 髪飾だけがふわふわと蝶の ように宙にさまよ っ て い るの です
い つ も の ようにわ たしはお姉さ んさ ようならを告げるこ とが出来ません
みんな伸 よく小鳥の ように 一 つ の 枝でおやすみな さ い
僕は毎晩の ように酒場の テ ー ブルを挟んで
手をあげる と 人形の ように歩き出し
手を下すと 人形の ように動かなくな る
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そ してやがて 獣の ようになる歯並みの 恋い 唇の 動きが
僕は限をかがやか し涛の ように喋 べ りかける
ひ とり占い の賭博者の ように
ちぎれた青空の ように飛んだ 一 枚 の ハ ン カチ ー フ
おれには港の ように思えたの だ
背負い袋の ようにおまえをひ っ か つ い で
海を飛んでゆく珂咽りのようにおもえた
灰色の壁の ように垂れてきて
厭な匂い の薬 の ように澱ん で い るばかりであ っ た
そ して彼の背中の ように淋 しい 風景がそ こ にある
未来の 一 歩 々々 の ように こ つ こ つ と遠ざか っ てゆく
昨日の ように空は濁 っ た河のうえにある
彼岸はい つ も死の 国の よう に静かである
昨日の ように読み すて まし ようか?
今ではな つ かしい 面彩の ようにうすれて しま っ た
木の葉の ようにも
病婦のようにも見えてくる
街角をまが る楚音の ように
砂浜に つ づく足跡の ように
まるで通りがかりの 人の ように
そ の ようにまた休浴もあっ たこ とを - - -
夕陽 の残照の ように､
生と死の予感におの の く魂の ように､
死と生の 予感におの の く魂の ように ､
桔革 の あい だ の四月の 若芽の ように萌えて い ます
あなたの 身体のように重たく
異国の 女の ように ､ 町をみ すてて
こ の 少女の ように
夜の岸辺の ように
わた しの からだを水藻の ように
一 日を 一 年 の ように暮 して い るぼくたちには ､
彼 の ように こたまの ように
数字の ように増減 し
ダ ー ビ ー ･ レ ー ス の ように
基樺の ように番号を つ けた煙突が ならび
虚 しい 文字の ように消えて ゆく
兵士たちはうわごと の ように
悦惚 とした顔の ように
唖の よう に黙りこく っ て い ても
おまえは仔兎の よう に
栗鼠の ようにすばしこく
どの ようにぼくたちの大地に暗い影を落すの かも
あたたかい 南国の 陽ざしの ように融かしてくれるから
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きみ の季節は飼主の な い猟犬の よう に飢えてい る
そ の ようにかれの 赤い 血も
解読できぬ暗号の ように近くて遠くあるもの
誰だ っ て僕 の ように淋 し い夜道を走るだろう
その 白い 手の ように明るく清潔にみえる
小さな四 つ の運命は 四 つ の ポ ー ル の ように
記憶のくらやみに とける フ イ ル ム の ように
やくざな渡り鳥の ように レイ ン コ ー トを肩にかけて
こ ころよい追憶にも ど っ て ゆく歩行者の ように
はたせ なか っ た約束を い つ までも悔む人の ように
つ ながれた行列の影は鎖の ように 工場をとりまい て い た
棺散弾の ようにふりそ そ(･ 淋 しさに耐えてゆ こう
高くの ぼ っ て つ い に失われた空の ように
シネマ ス コ ー プ に登場する ユ リシイズの ように
枯葉の ように散 っ て い っ た
かれの 頗は 西洋皿 の平面 の ように広く
かれの 眼は ス プ ー ン の銀 の ように輝い て い る
きれい にふかれた鏡の ように
処女の 乳房の ように
吊られた ユ ダヤ人の ように
タン ポポの ように咲い たこ ともあ っ たか ｡
真昼 の ように輝かせ る
テ レタイ プ の ように
風の ように変身する
木の葉の ように散 っ て い っ た若者たち
忘られた種子の ように
悪い 夢からさめた人の ように首をふるのである
厚い雪に埋れた根の ように
有りも しな い 串福の歌が い つ も の ように響い て い た
)i= と命名された群集の 河は昨日の ように流れてい た
どの ように して戦後 の社会をたたかい ぬ い てきたかを語りあ っ たが ､
それから､ 少年の 日の ように月の 砂漠 へ 出発 した｡
すず しの ように透けた
闇を つ らぬ く稲妻 と烈 しい 豪雨の 申か ら新しい発見の ように整 っ て きた
自由とは何かは太陽の ように明白だ っ たの に
い つ も の ように串で 二軒分の 買物を した
明るい 青空が海の ようにひ ろが っ て い る
塵竣の ように書籍を衣規を調度類を
難破する船上の人の ように
ダイヤ モ ン ドの ように輝や い て い た
木の 葉の ように舞い 落ち
くぼんだ眼藩に目やに の ようにたまる
別々 の 思い にふける子供の ように
767
11
1
1
1
1
1
1
1
1
1
7 6 0 0 9
76 0 1 3
77 0 2
79 01 3
8 1 02 0
8 4 0 19
86 0 84
87
8 8
8 8
89
0 2.
0 4
0 8
7
4
2
0 4 0
のりう つ つ た
o 4 9 0 0 1
のりこえて
o1 0 0 2 1
膝 のくぽみ に こたえるか の ように
帆の ようになび かせ て
約束の ように守る男なら
優雅な枢の ように
疑問符の ように
若い 中国人の 夫は口癖の ように
かすかにふ るえる指先の煙草の けむりの ように
甘い 香りの ように地に融けて いく
不定愁訴の 繰り言の ように､ ある こ とない こ とに､ 蕗嘗を傾け､
いまさらの ように､ 頭をかかえてい ます ｡
ず っ とず っ と昔 の こ と の ように
天井の蜘煉が私の顔に のりう つ つ たようだ､
地平線 の鎖をの りこえて
の りこんで 乗りこ んで
1 03 02 1
のろい 呪い
0 7 7 0 2 7
08 1 0 10
1 10 00 7
のろう 呪う
0 9 2 0 11
のろのろ
1 89 0 3 1
のろはれて
0 3 4 0 0 7
03 9 102
ゆ めをの せた ｢ピ イクオ ド+ 号 に乗りこ んで ゆく
戦争を呪い ながら
呪い の言葉を吐き つ づ けた
思うこ とは呪い になる
戦争を呪う べ きか?
披の手がのろのろ動き
呪放れて
呪はれて
ああ呪はれてもよい
のろわしい 呪わ しい
o 5 4 10 2 こ の呪わ しい夜を祝福 しよう
のろわれた 塀われた
o7 9 0 1 4 呪われたかれらの 天を
の んで い る
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1 01
の んびり
1 83
は 歯
0 07
0 0 9
0 1 0
017
02 2
02 3
02.5
02 6
02 8
02 9
03(;
054
06 1
11 2.
14 4
15 0
18 8
1 88
1 88
1 8 9
o 3 6 消えたい の ち の水をの んで い る兵士たちよ
o 2 5 の んびり散申 したりする人はい ない
0 1 6
0 1 3
0 1 7
0 10
0 0 3
01 6
05 2
0 20
0 10
0 0 2
0 0 7
1 0 8
0 9 7
0 2 0
0 1 3
0 5 0
0 0 8
00 9
0 10
0 32.
は 刃
0 5 0 0 1 2
074 0 2 3
08 5 0 1 3
08 5 0 2 8
15 3 0 05
17 9 0 3 0
は 葉
0 02 0 0 4
0 0 9 0 0 8
011 0 0 6
0 1 2 0 0 2
0 12 0 2 1
0 14 0 13
0 1 7 0 2 8
あ見給 へ 昏の 河 の上を歯を剥い た白馬が乱れるではな いか
白い 歯で 噛むでも
老い ぼれた天体は歯がぬけて ゐる
歯でゲラゲラ笑ふ と
歯を鳴らせ ば
恐怖の 白い歯を投げる
歯の な い 峡笑 とが
羊歯頬が 生ひ茂り
白い 歯型か ら
もう歯ぎしりする怒もなく
白く爽 しい 歯をもたぬか ら
そ してやがて獣の ようになる歯並み の惑い唇の 動きが
厚くまくれた歯の ない 唇をひらき
緑い ろの 歯ミガキにすこ し血の まじ っ た唖を吐い た
浄食の 歯(･ きなまなま しき落人は
きみが ｢歯応えとい うか ､ 取柄があ っ た+ という伊藤茂二 の 場合を挙げるこ とができよう ｡
歯も､ 先日 ､ 奥歯が 一 本 ､ 根が痛みは じめたの で ､
五十何年ぶりに歯医者の 厄介になる と いう始末 ｡
そ の歯は抜き､ま したが､ 他 の歯に窟が無数にあるとか ､
腐 っ た肉片を歯の ない 口に運ぶ
剃刀 の刃 に い つ までも残 っ て い るね ｡
若い 魂を解放したカミ ソ リ の 刃を
きみは実直な刃の ナイフ
い つ も刃を上にむけて い る親切な男だ
おそろしい 刃先にむかい
ナイフ の 刃 には 一 滴の 露が宿る ､ と｡
(落葉は降りしきる あ ゝ淋 しい 曲を聞い た)
蓄藤色の 頬に葉脈が透 けて くる
落葉が散 っ て 冬が残 っ て ゐる
葡萄の 薬を とは して しま っ た
ガラス の響をたて る楕円形の 葉たち
団扇み たい な シ ュ ロ の葉 の 下で
葉 っ ぱの蔭 に消えて しま っ た
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青 い弟が溶かして しまふと
風の運んでく るそ の 言葉が見えない
葉脈から雫が落ちてくる
弾かれた言葉の 行方を覚る
数本の太い樫 の木がゆれる樫の 紫の ざわめき
青い 皿 の あたりに葉脈を
落弟披
葉脈から
貧弱な幹に大きな葉を つ けて ゐた樹木
薬はぬけ落ち 廉い 幹が囲続地の隅に忘れられた
い く つ も の乾 い た言葉にそ っ て
神よ 御身の 言葉の まにまに
落葉に吹きまくられてゆく地平線に
｢淋 しさ の 申に落葉がふ る+
埋葬の 日は､ 言葉もなく
片言まじりの 甘美な言葉で
暗い 空の枯れた林から落葉がすきまなく降 っ てきます
わた しは落葉の 精なので す
しか し落莫の なかでふりかえ っ ても
淋 しい わたし の足跡は落共に埋 っ て見えません
降り つ づく落其の 雨の なかから
わたしの 髪に わたしの 肩に 落葉は しずかに つ もります
木の 葉にな っ たわたしには
惜 しみない 紫讃の 言葉をおく っ た
そ して 至高の 青菜を携えた使者が
木の葉の ようにも
それ っ きり言葉は絶えた
(聖なる言葉や
消えて しまう泡が唯 一 の 言葉だから
呪い の言葉を吐き つ づ けた
散 っ て ゆく落葉の 女を尋ねて
落葉がふり つ も っ てゆきます
とおくまで草木や花のやさ し い 言葉で
言葉を探すの はしばらくやめ よう
枯葉の ように散 っ て い っ た
ぼくが言葉を失えば
芽を出 し､ 枝葉をひろげ
落葉の雨を降らせて い る ｡
お別れの 言葉はい らな い
弾丸よ 言葉よ 錠剤よ
そんなに遠くまで人間の言葉をとどけに い く
木の葉 の ように散 っ て い っ た若者たち
言葉な き存在となれ
1 36
138
142
150
15 6
156
1 56
1 56
15 7
15 7
1 64
1 65
1 6 5
17 0
17 0
1 70
1 72
18 0
18 0
18 0
1 89
0
0
0
0
0
0
0
1
0
4
4
0
2
0
0
0
0
9
6
3
1
2
0
2
2
0
1
1
0
0
0
0
0
0
5
9
3
0
1
2
3
0
1
1
0
0
0
0
4
0
2
4
8
0
2
2
3
1
2
7
8
8
5
バ ア
08 4 0 1
はい 灰
0 0 2 01 4
0 1 7
02.0
0
0
0
0
0
3
3
3
3
5
0
0
0
0
0
0
1
7
9
3
5
5
5
6
6
0
0
0
0
4
5
8
1
2
8
8
8
8
1
1
1
1
0
0
0
0
2
1
1
2
0
1
0
0
0
0
9
0
8
2
1
4
0
4
3
6
2
2
2
0
0
0
0
0
0
6
1
0
5
5
7
8
0
0
2
2
1
2
5
6
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革の葉も兎の 革も
草葉の 蔭を恋しが っ て
自己の 経験をま っ す(･ 語 るあな たの 言葉姓
今に して おもえば､ 真実を衝い た薄気味わるい言葉である ｡
愛とい う言葉は
言葉の純度は低く
愛とい う言葉は身に つ かぬ の で ある
愛とい う青葉は
枯葉よ
こ の枯葉の ようでありますように
人の 心を盗むあなたの 言葉は
どんな言葉の交換もなか っ た
言葉の理解の と どかぬ と ころで
死んだ言葉がちらば っ て い て
蓮 の 薬の 上に大きな露の玉 が乗 っ て い て
蓮 の其 の上をかりの宿 として
木の 葉の ように舞い落ち
の言葉を私はどんな方法でも消せればよか っ ただ けの こ と
-
｡
ど の みち言葉は
言葉はめ(･ りあうもの かたずねあうもの かとい う
言葉はす ぺ て最初から
そ こには青い灯の バ アがありますか ら
灰色の 鳥をま っ てゐる
沙漠の 果から灰が見えな くなり
白い 灰となり
す べ て 汝灰の 降るなか で
机の下から灰や骨な どを集めて
灰い ろの 遠い空をなが めて ゐた
塵や灰の底 へ 沈み
みんな灰色の壁にぬりこ められて しま っ て
なぜ灰 と炎が君を滅ぼす 一 切で あ っ た のか?
灰色の壁の ように垂れてきて
灰い ろの 建物の したを孤独な靴音が
あなたは灰色の 街の な かに帰 っ てきた｡
あなたはかすかに しめ っ た灰の匂い を覆い かける
海の灰い ろも
空の 灰い ろも
灰い ろの海 と
灰い ろの空があ っ て
o9 8 0 1 5
10 9 0 06
11 1 0 0 5
124 0 3 0
15 2 0 3 1
ばい 倍
12 8 0 23
14 2 0 1 6
142 0 1 8
はい いろ 灰い ろ
o37 0 14
o58 0 2 5
o 8 1 0 0 1
o 8 1 0 0 2･
o8 1 0 2 5
o8 1 0 2 6
はい い ろ 灰色
o o 2 0 14
o5 3 0 06
o5 5 02.5
o 61 0 67
1 09 0 06
11 1 0 05
はい いろ の
00 2 0 14
0 53 0 0 6
o 5 5 0 2 5
06 1 06 7
10 9 0 0 6
1 11 0 05
ぽく の 灰皿から
費昏の寒い灰色の
暮れの こ る灰色の通が
六十本の煙草を灰にしたところで
十数秒で無い 灰になる
鋼鉄六倍 自動車十五倍
帝政時代よりソ ビ エ ト体制下で田倍も悪化して い る
それで監獄は 四倍以上も暗く
灰い ろの遠い 空をなが めてゐた
灰い ろの 建物の したを孤独な靴音が
海の灰い ろも
空の灰い ろも
灰い ろの海と
灰い ろの空があ っ て
灰色の 鳥をま っ てゐ る
みんな灰色の壁にぬりこ められて しま っ て
灰色の壁の ように垂れて きて
あなたは灰色の 街の なかに帰 っ てきた｡
費昏 の寒 い 灰色の
暮れの こ る次色の通が
灰色の
灰色の鳥をま っ てゐ る
みんな灰色の壁 にぬ り こ められて しま っ て
灰色の壁の ように垂れてきて
あなたは灰色の街の なか に帰 っ てきた｡
費昏 の寒 い灰色の
暮れの こ る灰色の 通が
はい おく 廃屋
16 7 0 65
17 2 0 22
ぱい かい 媒介
18 6 0 6 1
披いき ょ 廃城
ああ 丘の うえの廃屋よ
廃屋の 窓辺に坐 っ て
ぼくを媒介に して 光線が変る こと
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o 39 0 9 1 廃城の 杭は打たれて ゆく
o 5 6 0 1 1 廃城の なかを踊り狂 っ て い る の が見えな い わけではな い
o 65 0 1 0 部屋は ､ ひ と つ の廃嘘で
はい けいて きそくど 背寮的速度
12 4 0 24 国際級の 背景的速度に陶酔 し
はい ご
03 4
0 7 1
0 83
10
背後
0 0 9
0 2 8
0 0 5
0 6 6
罪 の匂ひ の するドア の 背後では
ぽくの 背後の 空に
わたしの 背後で
ぽくの 背後で
はいざら 灰皿
o 98 0 1 5 ぽくの 灰皿から
はい しや 歯医者
18 8 0 0 9 五十何年ぶりに歯医者の 厄介になるとい う始末o
はい しや 敗者
1$ 9 0 0 2 おめで たい敗者に言う
ハイジ ャ ック
15 5 0 06 ハ イ ジ ャ ッ クも
ばい し よう 賠償
1 12 0 2 8 敵から どんな施 しを受け どんな賠償を支払 っ たか
はい ず っ て 這い ず っ て
o7 4 0 19 いかに して黒い姐 虫が這い ず っ てゆ くかを
披いずる 這いずる
1 40 0 17 地 べ たを這い ずる共生共苦の 道も
披いせ ん 敗戦
10 0 0 4 1 敗戦がぽくの魂を解放する+
14 8 0 0 9 かれとは敗戦直後の闇市の近 く の旅館で
一 度会 い ､
15 0 0 3 5 敗戦後の 苦しい 生活の たたかい に敗れて倒れた者もあ っ た｡
はい せんご 敗戦後
15 0 03 5 敗戦後の苦 しい生酒の たたかい に敗れて倒れた者もあ っ た｡
はい せ んち よくご 敗戦直後
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14 8 09 かれとは敗戦直後の闇市の 近く の旅館で 一 度会い ､
はい た 吐い た
112 0 20 線 い ろ の歯ミガキにすこ し血の ま じ っ た唾を吐い た
はいた 剥い た
o o7 0 1 6 あ見給 へ 昏の 河の 上を歯を剥い た白馬が乱れるではない か
はいだして 這い 出して
1 76 0 1 9
はいた つ されて
o1 5 0 1 1
はい ち 配置
02 8 0 28
03 0 0 19
這 い 出してきたば かりな の だ
配達されて
石の 床に新聞が配達されて ゐたこ とも
地図に描かれた曲線の巧みな配置を
チ エ プル と椅子の配置を つ くり
はい っ た
o 14 0 1 5 けれ ど燃えないうちに水がはい っ たよ
はい っ てくる 入 っ てくる
o3 3 0 0 9 盲目はドアの 隙間から入 っ てくる
はい て
05 3
はい にち
0 0 6
ハ イネズ
0 9 4
パ イ プ
00 8
01 0
01 0
01 0
0 13
0 13
0 1 4
0 1 9
0 2 1
o 1 1 可愛い い 格子の ス カ ー トをは い て い ます
排日
o 1 3 それから赤い排日ポスタ ー を
o 2 4 遠く近く ハ イネズ の 原に打ちよせ る の はア フ リカを白くする波だ
0 1 1
0 1 1
0 1 4
0 1 9
0 0 2
0 1 2
0 1 7
0 0 8
0 0 7
ク ビれてむらさき色にな ると 煙の つ ま っ たパイ プを
銀色の パイ プで考を覗い た
パ イプを握 っ て雲 の 申から生れてきた少年は
パイ プは緑の 煙を噴き飛押する
パ イ プ の腹が暑くな る
パ イ プが怒 っ たの かね
パ イ プオル ガンも大変不満らしい
パイ プから水もながれず
木製の パ イ プ
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o21 0 1 6
o27 0 2 1
o2.9 0 1(～
o39 07 5
o4 1 0 7 3
o73 0 2 7
114 09
たそがれの道 に迷 へ ばパイ プで
わたしは鼎い パイ プを振り
パイ プと共に忘れてゐた家族の ため
パイ プ の煙 にの っ て
パ イ プに煙草をつ める
悠然 とパイ プを吹かしながら
やにくさ い パ イプ の煙を吐きかけてい る
パイプオル ガン
o1 4 0 17 パイプオルガンも大変不満 らしい
はい ぽく 敗北
1 01 03 3
- - どう して敗北を信ずる ことができようか
10 1 0 6 3 勝利を信 じな い ぼくは どう して敗北を僑ずる こ とができようか
はい よる 逼ひ よる
o3 9 0 0 8 根 の茂み に水が道ひよ る
はい る
o 30 0 1 5
03 4 0 1 4
14 5 0 0 4
陰花植物とならんで写真にはい る
気体の なかの透明な溝 へ は い る
は い ると つ ぶやきながら無い 色の真実やめ っ たに売れない エ ン ジ ェ ル の絵を売 っ て い た+
バウ ワウ言語
12 8 04 6 バ ウワ ウ言語 デイ ン ドン 言語 プウプウ言語
はえてい た 生えてゐた
o41 0 4 4 怪し い手紙に は麹が生えて ゐたの かも知れぬ
放える 生える
oo 5 0 2 1 白い 巽が生える
はか 基
0 2.5 0 5 6
02 6. 0 15
03 9 10 4
04 1 00 2
0 4 6 0 2 0
0 5 2 0 0 4
05 3 0 2 2
05 3 0 2 5
05 3 0 4 6
05 3 0 6 2
爽やかな朝 に基場の 鍵が配られたとき
わたしは愚か しい知識 の墓場を
白い墳墓の 方 へ
海よ そ して人気のな い墓場がある
たとえ純粋な緑が 墳墓の 丘 より呼びかけようと
い まで は墓穴にか くれ
い つ の まにかわたしはお姉さん の お墓の 前に立 っ て います
こ んなに寒い 基地な の に
基地の しめ っ た黒い 土をみ つ めながら
お其の なかでお目覚めにな っ て い るお姉さん !
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o 73 0 1 1
8 73 0 14
o8 2 0 0 3
1 73 0 3 0
18 8 0 6 2
はかあな 基穴
o5 2 0 0 4
はかい 破壊
0 31 0 2 1
o6 1 0 7 2
10 2 0 11
11 2 0 10
167 0 7 7
173 0 1 8
1 73 0 3 3
基槽の ように番号を つ けた煙突がならび
静かに凧い だ基地のうえを
八月は海辺 にの こ る白い基
林立する墓石の女
そ の 反対に ､ 葬儀屋や基地な どを見学 しながら､
いまでは基穴にかくれ
故壌の 力を防がうとするそ噛ふがい い
あなたは破壊された風紫の なか に帰 っ てきた｡
うたい ながら破壊する若い 勇士たちが
破壊に つ そ破壊の こだま 断末魔の軍港にとどろく火砲の うた
きみたちの 家を破壊にみちびくだろう
破壊されるためにのみ存在する+
厳粛な破壊の 儀式が始ま っ たら
はかい された 破壊された
o 61 0 7 2 あなたは破壊きれた風景の なかに帰 っ てきた.
はかい し 碁石
173 0 3 0 林立する碁石の女
はかい する 破壊する
102 0 1 1 うたい ながら破壊する若い 勇士たちが
はがされた 剥がされた
13 3 0 1 3 剥がされた敷石の した
はがた 歯型
o2 8 0 1 0 白い 歯型から
はか っ たり 測 っ たり
0 7 1
はかな い
05 3
05 5
05 7
0 6 1
o 4 3 われらはながい 生涯をも っ て測 っ たりする
o 4 9 わた しは 一 日 よりもはかない 一 年を
o 2 6 おれ とおまえの はかない 希望と夢を
o 3 9 はかな い 幻影よ
o 48 風に とぎれるはかない 幻想が
はかば 基場
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02.5
02.6
04 1
ばかり
05 1
0
0
0
0
0
0
1
1
1
55
5
5
6
6
9
0
1
1
1
1
1
1
1
8
8
1
5
8
1
0
4
5
5
6
7
7
1
1
2
0
9
7
2
Z
7
7
7
1 7
1 7
17
18
3
3
4
5
6
6
4
1 88
1 92
はかり
0 4 1
04 3
04 3
0 4 5
0 4
0
0
0
0
0
4
4
5
5
5
0
0
5
5
6
7
9
2
3
4
4
9
o 5 6 爽やかな朝に基場の鍵が配られたとき
o 1 5 わた しは愚か しい知識の基場を
o o 2 海よ そ して人気の ない 墓場が ある
0 0 8
0 3
0
0
1
0
0
0
3
5
2
0
0
3
0
0
0
0
1
2
6
7
6
4
0
0
5
2
0
0
0
0
0
0
9
4
3
1
0
1
1
0
0
0
0
0
0
1
2
6
9
4
1
0
1
2
1
0 0
0 1
1
2
5
9
2
0
6
0
秤
1 0 0
0 1
0 1
0
0
0
0
0
0
4
0
0
0
0
1
0
3
4
3
9
2
2
2
2
7
5
0
5
8
5
3
5
まるく小さな海と空が見えるばかりだ っ た｡
厭な匂い の其 の ように澱んで い るばかりで あ っ た
つ かれて い る の は私ばかりで はありません
少しばかり恥をかくようなことがな ければよい の です
眠りからうまれたばかりの 水は
ゆれる燈火と死魚の影があるばかりで あ っ た｡
聞えて くる の は木棺の 声ばかりだとい うの に
すこ しばかり遠い ところ 狼の影もない と こ ろ
秋はますます深くな るばかりだ
あとに残る のが 無気力な教養人ばかりだ と したら
ちょ っ とばかり意外だ っ たの は ､
時を刻む音ばかり高くな っ て いく屋漏で
啓敦をすぎたばかりの
霜枯れた顔ばかりである
影ばかり つ かまえてきた
夜があけたばかりだとい うの に
あとに残 っ て い る の は小者ばか りだから
問の霧は深くな るばかりで あ っ た｡
なぜ 睡 っ てばかりい る の かと
追い 出して きたばかりな の だ
落日に輝くばかりで
四歳にな っ たばか りの 養子の名はヒ ロシ
読み もの がたま っ て い くばかりで ､
ど こまで行 っ ても ､ 一 本 の松にも出遭わず､ 平坦な見い 砂地が つづ いて い るばかりで ､
あなたの部屋にはシガアの煙がたなびい て
音もなく 部屋の扉がひらく
ながく夜をま っ て ゐた灯火は
部屋から廊下 へ
あなた自身が小さな 一 つ の 部屋で ある こ とを
とざされた部屋に心臓の 羽措きが
傾斜 した部屋からは
誰もい ない 淋し い部屋を夢想する
わたしの こ ころ の お部屋のな かで
｢出て ゆ こう とざさ れた部屋の申か ら
出口の ない部屋か ら
ひ とりぽ っ ちの 部屋の なかで
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o61 0 1 2
o 61 1 70
o 63 0 1 9
o 65 0 03
o6 5 0 10
o6 6 0 3 9
o7 0 03 2
o8 9 00 2
10 3 0 20
12 2 0 0 9
13 2. 0 0 3
14 1 06
14 6 O 2 7
1 4 7 0 0 8
14 8 0 3 4
167 04 6
16 7 0 4 7
17 0 0 0 8
17 9 0 2 8
18 3 0 1 7
18 9 0 2 5
はかりかね て
1 45 0 1 7
はかりしれな い
0 3 9 0 7 2
はかりしれない
1 65 0 3 2.
18 0 0 3 4
披かる 計る
1 88 0 3 7
秘密にみちた部屋や
がらん と した心 の部屋で ､
しばらく部屋の なかを散渉する
部屋住 い の 男にと っ て
部屋は､ ひ とつ の 廃城で
眠れな い 部屋のあかりがひ と つ
こ の 窓 の ない 部屋で
赤々 とス ト - ヴが燃えて い る部屋の
旧約の秤 にか けてもず っ しり重い
暗くな っ た部屋の
部屋から部屋 へ
そ こも､ 一 つ の お部屋だ っ たわ.
それはまた別の お部屋に
死と生が秤のうえでゆれながら均合 っ て い た
ぽくたちは女気な しの部屋で拒樋を囲み ､
それから 一 つ の部屋を一守り
一 つ の 部屋の ため の家屋が傾 くまで
ホテル の部屋から戸外 へ とさまよ い 出た
こ の 恵もこ の部屋も
表の灯を消した株屋の店内で 披
撫育撫重力の ガラス の部屋で
計りか ねて
そんなカ ッ プル は ど こ にでもい で快菜の ス プ ー ン で苦痛の目方を計りかねてい た
測りしれな い
測りしれない地平線の むかふから
測り知れない
測り知れない 深さで
測り知れない 現実的形態を網にか けて
限よりも､ 心で計る構えにな る の は ､
はがれて 剥がれて
1 0 6 0 4 1 かれは屠所にひかれる小羊で あ っ て石まならない たとえそ の 皮を剥がれても
吐き 吐き
0 17 0 0 9
05 8 023
0 73 0 0 6
0 8 1 0 1
白い 唾を吐きかけ
劇場は美果な人を吐き出します
美果な火煙を吐き つ づ けて い た
呪い の 言葉を吐き つ づ けた
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o94 0 0 4
o94 0 2 1
o96 0 13
11 4 00 9
酸 っ ぱ い水を吐きだそう とし
ぽくの河口はひとい きに岸辺やテ ントや小舟を吐きだそう
ミロ君の 夜の 太陽を見て い る と 吐きたくな るね
やにくさ い パイ プ の 煙を吐きか けて い る
はきかけ 吐きかけ
o1 7 0 0 9 白 い唾 を吐きか け
11 4 00 9 やにくさ い パ イプ の煙を吐きかけて い る
はきかけて 吐きかけて
1 1 4 0 0 9 やにくさ い パ イプ の 煙を吐きかけてい る
はぎしり 歯ぎ しり
o 29 0 0 2 もう歯ぎしりする怒もなく
はきたく 吐きたく
o9 6 01 3 ミ ロ君 の夜 の 太陽を見てい ると 吐きたくなるね
はきだし 吐き出し
o5 8 0 2.3
披きだ しそう
0 94 0 0 4
094 0 2 1
はく 吐く
00 7 0 1 0
10 1 0 6 1
1 1 6 0 0 1
1 8 3 0 27
は(･ 剥(･
0 47 00 8
劇場は其異な人を吐き出します
吐きだそう
酸 っ ぱい 水を吐きだそうと し
ぼくの河口はひ と いきに岸辺やテ ン トや小舟を吐きだそう
脚簡は空に向 っ て据を吐く 革の 煉い 荒地で はとか く悪い 感冒が
吐く息の ひ とつ ひ と つ が煉り つ い て も
吐く息の ひ と つ ひ と つ が
誰でもほ っ と深い 息を吐く
頭上で屋根を剥(･ 不気味な爪の 音
･ ･ ･ ･ ･･
はくあ 白亜
o 25 05 0 白亜 の建築が饗え立ち
はくい 白衣
o7 3 0 13 ぽくらは白衣の 亡霊とな っ て
ぱくおん 爆音
o 8 1 0 1 2 たえまなく爆音が して
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はくがい 迫奮
1 42 005 束側における弾圧や迫害に最も敏感な人たちで さえ
は(･ き 歯(･ き
14 4 0 1 3 浄食の 歯そきなまなま しき落人は
ばくげき 爆撃
o 73 0 08 爆撃の あと の
はく し 白紙
12 9 0 1 3 白紙の本をめ くる
はくしゆ 拍手
o 72 0 2 7
113 02
113 0 04
11 3 0 0 6
11 3 0 0 9
1 13 0 4 6
- - ど よ めくスタ ン ド､ 沸く観衆､ 拍手､ 喚声
(拍手)
(嵐の ごとき拍手)
拍手 と嵐の ご とき拍手 しか
拍手から嵐の ごとき柏手 へ と
(まばらな拍手 沈黙)
はくせい 剥製
04 1 0 2 4
05 4 0 5 4
はくちゆ う 白昼
025 0 0 9
03 6 0 1 7
04 1 1 1 5
0 4 6 0 15
はくな い し よう
08 7 0 0 7
1 8 8 0 0 5
はくね つ する
05 4 1 2 7
はくば 白馬
0 07 0 1 6
はくは つ 白髪
10 8 0 2 6
なる政 どあなたの 剥製の体内か ら聞える
彼等が剥製の 人間であるかどうか
白昼ともな れば
噴水と石像の ある静か な白昼よ
白昼は掠められ
あなたはとほい 橋 の上で 白昼の 花火を仰い でゐる
白内障
そ らとぼけた白内陣の 目をむき
白内障の 眼を､ な る べ く休め るように して い ますから､
白熱する
僕は突如白熱する
ぁ見給 へ 昏 の河 の 上を歯を剥い た白馬が乱れるではな い か
席上の 人も白髪とな る
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ぱくは つ した 爆発 した
o O6 0 03
はくふ 白布
o 74 0 0 6
ばくふ 演布
o5 4 1 4 5
はくぼ 薄暮
19 2 0 14
はくぽう 白帽
o72 0 3 6
o72. 0 4 8
はくめ い 薄明
02 5 0 2 1
1 63 0 0 4
はくらい たばこ
0 15 0 1
は(･ れ
07 1 0 15
138 0 1 2
14 4 0 1 2
146 0 0 7
1 71 0 1 4
爆発 したセ ロイ ドの匂が 室内を明るく した 青い
白布に つ つ まれた屍体 が
疲れと沈罪長の 裸布が
薄暮 と昧爽 とをとりちがえて い た迂間さに ､ 狼狽するも間なく､ 巨大な生きもの の 胎内に の み こまれるように､
赤帽が白帽をひきはな した
白帽が赤帽をひきはな した
室内には薄明りの ランタン が
夜明けとも日暮とも つ かぬ薄明の 申で
舶来煙草
舶来煙草の こ とを知らな い
家族か らはそれた男の 子は
い つ かは(･ れて 一 人 にな っ た
風にみは(･ れ恋を忘れ
あな たには それて しま っ た の です
はそれ ペ ン ギン の 男は思う
は(･ れて
13 8 0 1 2
146 0 0 7
はけ 刷毛
018 0 0 4
1 8 1 0 2 3
はげ 禿げ
18 8 0 2 2
はげしい 烈 しい
0 65 0 4 9
い つ かは(･ れて 一 人に な っ た
あなたにはそれて しま っ たの です
耳が刷毛のやうに通過する
紅の 刷毛は
頭の 禿げかか っ たひ とりの 老人が､
烈 しい 渇きに悶えながら
781
1 60 0 1 6 闇を つ らぬく稲妻と烈 しい 豪雨の 申から新しい 発見の ように整 っ てきた
はげしく
o 35 0 1 8
o6 1 1 4 5
11 6 0 0 9
18 3 00 4
はげ しくすれ違 っ て い っ た
霧ははげしく運河の下から氾渡 してくる｡
西と束に はげしく
人影がはげしく往きか っ て い る
はげしく 烈 しく
o4 4 02
12 2 0 08
167 06 3
18 8 0 7 6
はげたか 禿鷹
055 0 4 1
放げます
一 助ます
150 0 6 1
ばけん 馬券
07 2. 0 2 0
は こ 箱
152 0 0 1
152 0 2 6
17 2 0 2 7
また烈 しく運動するもの
ひと しきり烈 しくな っ た雨音をきく
風はひ と しきり烈 しく吹き つ け
ひ としきり烈 しくなり､ 深夜の 屋根を叩いて い る｡
おまえは禿鷹風に化粧 した小さな顔を
我々 は彼を励ますことを忘れて い たようだ｡
一 枚 の 馬券を買うために
セブ ン ス タ ー の 箱をは じくと
箱型の それを机の うえに立てて ごらん
箱庭の ような放漫が
はこがた 箱型
1 5 2 0 2 6
はごたえ 歯応え
15 0 0 5 0
箱型の それを机のうえ に立て てごらん
きみが ｢歯応え と いうか ､ 取柄が あ っ た+ という伊藤茂二 の場合を挙げる こ とができよう ｡
はこ ばれた 運ばれた
o o3 00 7 香い 寒帯から運ばれたミル クに溺れる頃
はこばれて 運ばれて
02 8 0 3 6
06 4 0 0 6
はこばれて ゆく
0 2 8 0 3 6
暗闇の 市場 へ と運ばれてゆく武器たち
-
- おれは運ばれてきたんだよ .
運ばれてゆく
暗闇の 市場 へ と運ばれてゆく武器たち
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はこびざ る 運び去る
o 7 3 0 22
はこぶ 運ぶ
17 0 23
189 032
は こんでくる
o 2.3 0 1 7
はさき 刃先
153 0 0 5
はさまれた
o 1 2 0 0 7
はさみ 鉄
o16 0 1 5
はし 楠
0 3 8 0 20
04 1 0 1 9
04 1 0 2 6
04 1
0 4 1
0 4 6
0
0
0
0
0
4
4
4
4
4
0
0
0
0
0
0
4
6
6
6
6
6
6
4
4
4
4
4
0
0
0
0
0
5
5
5
6
6
6
6
6
4
4
6
5
6
6
1
0 4 0
0 5 9
0 0 2
0 0 9
0 1 2
0 1
0
0
0
0
0
0
5
1
2
2
2
3
4
0
0
0
6
2
5
7
7
3
5
5
2
0
0
0
0
3
0
1
0
1
6
6
4
1
8
2
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ぽくらを運び去るもの は
とりちがえようのない顔を運ぶために
腐 っ た肉片を歯の な い 口に運ぶ
運んでくる
風の 運んでくるそ の 言葉が見えない
おそろ しい 刃先にむかい
雲の ア ル バ ムにはさまれた
意地藩な園丁の欽を怖れなさい
まぼろ しのやうな楠がみえ
あの 陸橋の 上を
橋の下には レ ー ルがうねり
何とはな しに陸橋の上まで打寄せてくる
やはり濡れて陸橋に悼んでゐ る こ とを想ひ
津み たる空に影をも つ 橋上の 人よ
花火をみてゐ る橋上の 人よ
とほく橋の 上 へ や っ て きた
あなたは と放い 楕 の上で 白昼の花火を仰い でゐる
渇い たこ ころ の橋上の人よ
夢み る橋上の 人よ
こ の摘も海中に漂ひ去 っ て 躍りたつ 青 い形象となり
熱い額の 橋上の人よ
うるんだ瞳の橋上の人 よ
しか し橋上の 人よ
橋上の人 よ 美の 終局には
橋上の 人よ
黒い 犬が橋の上にうずくま っ て い たのを+
今でも僕は橋の上にた つ と
ひ とりぽ っ ちで橋 にもたれ
橋にもたれて ぼんやり煙草をす っ て い る
澄み き っ た空の橋上の 人よ ､
0 6 1
06 1
06 1
061
0 61
061
06 1
06 1
0 61
0 61
0 6 1
06 1
06 1
0 61
0 1
0 1
0 4
0 5
0 5
0 6
1
7
5
0
5
0
06 5
0 7 0
0 7 5
14 3
1 5 2
1 6 0
195
20 1
o 61 2 0 8
o6 1 2 1 8
o6 1 229
o 67 00 1
o89 0 05
o89 0 0 9
o 8 9 0 17
o89 0 3 0
102 0 0 2
102 0 1 0
1 4 8 0 1 7
16 2 0 13
はじ 恥
0 58 0 5 6
0 85 0 2 2
17 6 0 3 0
はし 箸
0 2 8 0 3 9
橋上の人よ ､ あなたは
い つ か遠く橋 のうえにや っ て きた｡
楠上 の 人よ
橋上の人よ
橋上の 人よ
橋上の 人よ
橋上の 人よ
橋上の 人よ
橋上の 人よ
蒼ざ めた橋上の 人よ､
孤独な橋上の 人よ､
橋上 の 人よ､
橋 の 上に件みながら､
楠上 の人よ ､
橋上 の人 よ､
橋上 の 人よ､
橋上の 人よ ｡
陸橋 のうえから
橋 のうえで 石の 手すりにもたれ
楕の下には 夏の 少年が
人々があ つ ま っ て い る楠や
楕の 上には
みんな日暮の 桟橋に集 っ てくれ
み んな夜明けの桟橋から散 っ てくれ
気晴らしはあ っ ても､ 過去 へ の 橋渡 しで はない ｡
虹の 楕を渡 っ て い っ たが
少しばかり恥をかく ような こ とがな けれぱよ い の です
かれらの恥辱の 隠れ家をあば い て しまおう
う つ し身 へ の 恥u.らい に
信仰や箸や石鹸や書ろこびや散策があるやうに
はじかれた 弾かれた
o2 7 0 18 弾かれた言葉の行方を覚る
はじく
15 2 0 0 1 セ ブ ン スタ ー の 箱をは じく と
はじけとび
10 1 04 4 沈黙よりも固い 無名の木の 実がは じけとび
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はしご 梯子
o2 5 05 9
14 1 0 0 8
はしつ て 走 っ て
o 14 0 2 0
o4 1 05 6
o41 1 3
o5 1 0 0 3
o 61 10 0
o 6 1 2 2 2
o 7 9 0 0 2･
14 5 0 2 6
14 6 0 1 8
15 6 01 1
はし っ て い た
o5 1 0 0 3
14 5 0 2.6
1 5 6 0 1 1
はし っ てきて
o1 4 02.
はじま 始ま
05 0 0 0 4
05 4 0 7 8
05 7 0 03
0 62 0 0 2
100 0 5 1
17 3 03 3
梯子を登 る の である (未完)
愛以外の 何かだ っ たわ｡ 抱きあ っ て ､ 苦痛で よ じれる縄梯子にすが っ て ､ 宙ぶらりんで
楽譜が走 っ てきて整列する
あなたは走 っ てゆくだらう
曇 っ た空の下を違 っ た扉に向 っ て走 っ てゆくの を見た
彼方 へ と走 っ て い た｡
馬車が走 っ て い るね
おびただしい 灯の 窓が ､ 高架線の 上を走 っ てゆく｡
晃 い輯のうえを走 っ て い る
要は低く垂れ グラナ ダの 暗い 夜に稲妻が走 っ て い た+
大急ぎで走 っ て い き
愛して い るな どと 口走 っ て い たら
走 っ て い た
彼方 へ と走 っ て い た｡
要は低く垂れ グラナ ダの 暗い夜に稲妻が走 っ て い た+
愛 して い るな どと口走 っ て い たら
走 っ てきて
楽譜が走 っ てきて整列する
- - こ れがす べ て の 始まりである｡
過去はまさに始まらん とし
ぼくの悩みは始ま っ て い る
ひ とつ の 年が始まる神秘な夜にくるま っ て
これがす べ て の始まりであ っ た!
厳粛な破壊の 儀式が始ま っ たら
はじまり 始まり
0 50 0 0 4
10 0 0 5 1
- - こ れがす べ て の 始まりである｡
これがす べ て の始まりで あ っ た!
はじめ (｢はじめ +)
0 04 0 0 8
0 10 02 2
01 4 031
01 7 0 44
03 9 10 1
素敵な プラ ン を考 へ は じめた
あかつ き がひ らけはじめる
室内を飛びはじめ る
はじめて沙漠が峡笑 したので
わた しははじめて怒り とい ふものをみ た
785
03 9
0 40
040
040
04 1
05 4
0 55
0 6 1
08 2
08 7
0 87
0 8 8
0 93
098
10 0
1 0
10 1
11 2
13 0
13 3
1 4 6
1 4 6
14 8
15 1
18 8
はじめ
14
00
0 之
0 2.
14
05
0
2
1
4
1
8
0 0 1
1 0 3
0 1 6
0 0 1
00 3
0 5 4
0 2 7
0 02.
0 27
0 60
01 3
04 9
0 1 3
0 0 1
0 2 5
0 5 2
0 3 3
0 40
0 08
始め
014 0 1 4
0 17
0 17
0
0
01 8 0
05 3 0
0 4
2 2
1 6
5 1
0 62 0 3 6
0 6 8 0 1 7
0 8 3 0 0 9
08 8 06 6
1 69 0 22
1 8 8 041
19 0 0 02
はじめから
0 8 8 0 54
10 1 013
七 つ の壁がロEP きは じめ
椅子はみづ から倒れは じめる
あたりが軌りはじめ
束方からおま - の からだを侵 しはじめる
檎の幹に は自由な樹液が の ぼりは じめた
大学生は低い 声と思い やりの ある眼ざ しで話 しは じめる
ひ どく降りは じめた雨 のな かを
やがて星がきらめきは じめるね
それから沈黙が歌い は じめる - -
い つ から き訓ま飼い はじめたのか
い つ からきみは呼び はじめたのか
は じめからやり直 し
かれの 魂はエ デン の樹 の頂きからはて しなく落ちはじめ る
奄静の ベ ルが鳴りはじめた
ああ それが何の ｢は じめ+ か わからぬうちに
はじめて心で見 限で 感じた夏だ っ た
ぼくははじめから敗れ去 っ て い た兵士の ひ とりだ
おれたちが 本当に別れるの は これがはじめてだが ユ ダの接吻はい らな い
砂利が 一 粒ず つ 光りは じめた
歌の はじめ には開かれた理由がある
こちらを向いて光りは じめたの で
迷路を歩きはじめました
硫柴島に送られ､ 全員戦死 して い た こ とをはじめて知らされた｡
は じめから 一 人 に して おけばよか っ たのかもしれない
噛も､ 先日､ 奥歯が 一 本､ 根が痛みは じめたの で ､
二 つ の 楽器が揃 っ て火を呼び始めて ね
樹の 上では祭典が始められ
月がオデ コ に光り始め たら
内部か ら燃え始め る
始めがあ っ て終りがあるの で はなく
始めも終りもない 夢の なか を駈けめ(
v る
淡い 希望もまた 始め は
なんだ っ て始めからやり直 したりするのか
始めからやり直せ ば い い の だよ
ならば尊から始め よ
とめ どもなく､ そ い つ とお喋 ぺ りを始める の 臥
自然の風景の始めであり終りで ある
はじめからやり直し
ぼくははじめか ら敗れ去 っ て い た兵士の ひ とりだ
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15 1 04 0 はじめから
一 人に しておけばよか っ たの かも しれな い
はじめから 始めから
083
0 8 8
はじめて
01 7
03 9
1 00
112
148
o o 9 なんだ っ て始めからやり直 したりするの か
o 6 6 始めか らやり直せ ば い い の だ よ
0 4 4
10 1
06 0
0 4 9
0 3 3
吐じめて抄漠が峡笑 したので
わた しは はじめて怒り とい ふもの をみた
はじめて心 で見 限で感 じた夏だ っ た
おれたちが本当に別れるの はこれがは じめてだが ユ ダ の接吻は い らな い
硫糞島に送られ､ 全員戦死 して い た こ とをは じめて知らされた ○
はじめられ 始められ
0 17
はじめる
0 10
0 14
0 4 0
04 0
05 4
0 61
0 82
0 9 3
ばし よ
0 32
0 3 9
04 1
08 0
0 95
0 98
10 0
10 1
11 1
12 1
1 34
14 0
14 2
14 8
1 78
1 8 6
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o o 4 樹 の上では祭典が 始められ
02.2
0 3 1
0 0 2.
024
05 8
10 3
0 16
0 2.7
場所
00 5
0 3 8
1 13
02 2
0 02
0 0 7
07 9
0 2 8
0 0 2
0 13
0 1 1
0 1 1
0 5 7
0 5 6
0 0 7
0 5 4
あか つ き がひ らけはじめる
室内を飛びはじめ る
椅子はみづから倒れはじめ る
東方からおま へ の からだを侵しはじめる
大学生は低い 声と思い やりの ある限ざしで話 しはじめる
やがて星がきらめきはじめ るね
それから沈黙が歌い はじめ る 一 -
かれの 魂はエ デン の樹 の頂きからは て しなく落ちは じめる
わたしが憩ふ場所 とい へ ば
小さな場所に
あなたが倒れる場所とい へ ば
い かなる場所にも
多くの 時と多くめ場所と
｢こ こは ほんとに気持の い い場所ね
ぼくたちが出会う場所 は
絶望も希望も住む場所をもたぬ と ころ
家の な い場所 へ 行 っ て みたい
プライ ベ ー ト な場所をさが したい
一 つ の 場所を占め よう と して
きみがい たす べ て の場所か ら
監獄 ･ 収容所シス テ ム に隠れ場所はない
働失する場所はど こにもなか っ た｡
ど こ にもな い 場所 に預 けにい く
ぼくは無意識のうちに隠れ場所をさが して い る
18 6 0 6 4
1 8 9 0 2･4
ばじ よう 馬上
10 8 0 2 6
はしら 柱
o o2 0 1 1
0 23 00 1
o 3 9 0 6 2
o3 9 1 3 0
o4 1 12 8
o4 5 0 13
o5 3 03 3
0 8 0 0 1 8
0 8 1 0 1 3
10 3 0 1 1
16 7 0 55
18 2. 0 08
は しらどけい
0 53 0 33
はしり
0 4 6 02 4
放しりざ る
03 9 0 4 6
はしる
0 45
0 6 1
0 7 7
0 8 9
09 4
09 5
13 3
走る
0 0 6
0 94
0 29
01 5
00 1
0 15
0 1 2
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隠れる場所がなくなる
高い 場所に住んで い る
席上の 人も白髪とな る
落日の朱が氷柱をながれ 一
磨かれてゐ る白い骨の 柱に
柱も扉も腐蝕 してゆく
樹木も濡れてゐ る柱廊も
柱に垂れて
煩んだ柱の 垂直を叩い て
柱時計が六時を告げる
い つ までも折れた帆柱を抱い て い るかぎりは
何千年の 闇を つ らぬ い て其赤な雲の 火柱がたち
帆柱や舵や海図や羅針や救命ブイや緒や - - ･
柱 に梁に天井に床に耐性を与え
欲望の柱をま っ す(v 立 てる
柱時計
柱時計が六時を告げる
雷 とともに海 へ 出て 空はつ らなる水平線をはしり
走り去る
遠い街 へ 走り去るがい い
音もなく空を走る稲妻を見あげてゐ る
背す じを走る黒い 運河の 岬きを 一 一
束支那海 の夜を走る病院船 の 一 室で
高架線を走 る寵車や
身をくねらして走るカ ワ ヘ ビ の
誰だ っ て僕 の ように淋 しい夜道を走るだろう
背をかが めて小走 る群集の なか
はしわたし 橋渡し
14 8 0 1 7 気晴らしはあ っ ても､ 過去 へ の橋渡 しではな い o
バ ス
o 4 1 0 5 2 うなだれて あなたを待 っ て ゐる バ スに乗 っ た
o4 1 0 6 1
1 00 00 4
13 4 0 1 5
1 7 7 03 2･
あなたはバ ス に揺られ やがて街から去 っ て しまふだらう
うなだれて ぼくらを待 っ て い る バ ス に乗 っ た
｢もう来ませんかね､ バ ス は ?+
バ ス は朝まで来な い
パ スカル
o5 7 00 7
126 0 17
はずした
10 1 02.4
はずして 外 して
o 2 6 0 2 8
はずせ 外せ
o1 1 0 1 4
はずれ
o 54 14 8
o60 00 5
15 4 0 0 2
パ ス カル の読み方を教えた青年が戦死し
パ ス カルを畏怖させ た宇宙の 無限の沈黙 とかは
安全装置をはずした引金は ばくひ とりのもの であり
騒い 眼帯を外 して
先づ首に巻い た蛇を外せ
暗い 存在が抽象その もの に凍ろうとする時間の はずれから
そんな街はずれに立 っ て い ると
雲の はずれの 寝床
はずれた 外れた
16 0 0 3 3
はずんで い る
0 99 0 14
た
8
4
.8
は
00 8
07 4
128
143
18 8
はだ
0 3 6
0 4 1
04 8
07 0
0 90
12.1
0 04
0 1 3
0 3 1
00 8
0 5 5
0 27
0 05
0 13
0 19
0 12
0 1 1
演
肌
印刷の不備で くじに外れた老楽師に 大当りの 賞金を全部や っ て しまう
それぞれの庭で規則正 しくはずんで い る
もある 向日葵の ご とく旗 は燃え 荒地 に咲きそ めた
三色旗を つ けた巨船の うえにあるもの は
放を立てて 去る背
黒い 旗印 と化して
(- - ･今 日も打振る日章旗 - -)
花花の弄りと肌をもたない
意志は荒い 山肌の 斜面からむけてくるの か
その肌の 秘密には
肌の ふれあう水ぎわから
こ の紫檀の肌 にくらぺ たら
波の牙が入江の肌をかむように
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12 9 01 8
14 5 0 10
1 68 0 0 4
はだい ろ 肌色
1 4 5 0 1 0
まだか 裸
o2 2 00 7
0 48
0 72
1 0 2.
10 4
117
12 8
151
0
0
0
0
0
0
1
3
1
1
0
0
0
1
0
9
0
8
5
2 9
1 76 0 2.4
はたけ 畑
o o8 00 7
o 1 6 0 0 6
0 8 8 0 1 2
10 1 0 4 7
汗をかかない 肌と
と エ ン ジ ェ ル と同 じ肌色の 奥まで開拓して見せて い た
荒い 山肌にか こまれて
と エ ン ジ ェ ル と同 じ肌色の奥まで開拓 して見せて い た
裸の胴は液体に克く
昨日も今日も 疲れた裸の ままでい ると
こ の裸 の 興奮は
太陽はさ っ さ と素裸で海 へ かえる
愛と憎 しみ に撃たれた裸身の ほそさ に
こ ころ の樹もす っ かり裸にな っ た
やせ っ ぽちの 裸の 木
おまえをおとうさん と呼ん で い る娘を視に し
こ れ以上まぶ しい裸にはなれない の だ
畑には
キウリ畑でサイ レ ンが鳴り
はて しない空 麦畑 街々
森や田畑やう つ く しい 町 の視覚像は い らない
はたされた 果された
15 8 0 3 6 断念の 意味は果されたのだ
はたされぬ 果されぬ
1 69 0 0 7 果されぬ約束の 地層にあ っ て
はたせなか っ た
100 0 5 5 はたせなか っ た約束を い つ までも悔む人の ように
はたち 薬 たち
o1 2 0 2 1 ガラス の 響をたてる楕 円形の葉たち
ばたばた
16 4 0 0 9 足で地面をばたばた踏んで
はためか し
1 7 6 0 2 6 カ ー テ ン をはためか し
はたらか 働か
79 0
1 28 0 7 6 働かなけりや
はたらきにん 働き人
183 0 1 4 きちん と心得て い る働き人と
バタ ンと
14 6 0 2 6 び っ くり して ドア をパ タン と閉めましたが
はたんなく 破綻なく
1 50 00 7 彼は自分の虚構の個性を破綻なく演ずるために､
バ タ ン バ タ ン
10 8 02 ロッ カ
ー の 戸が バタ ン バタ ン
To雷
鉢
.16 金魚みたい に じ っ と して 水の つ ま っ たガラ ス鉢の中
ばちがい な 場違い な
16 0 0 2 2 (公衆の 面前で は 場違い な人間というの と同じだ)
はちが つ 八月
o 8 2 0 0 3 八月は海辺にの こ る白い基
はちぎれ
o 2 3 0 1 9 あなたの珂はちぎれそうな断崖で
はちみ つ 蜂蜜
oo6 0 0 5 蜂蜜の やうな午後が溶ける
ぱ つ 罰
065 0 3 2
101 0 0 9
1 06 0 4 0
125 0 0 3
151 0 1 8
15 1 0 2 2
1 54 0 19
19 2 0 2 4
ひ と群れの 鶴にま じ っ て､ 永遠 の刑罰を
重たい刑罰の砲車をお しな がら
かれは自分を罰 してはならない 屠殺者や皮肉屋の 包囲の なかで
聖者をうらぎ っ た罰があらわれてい る
ずいぶんながく生きすぎた罰だ
罰を受け つ づ ける こ とに滞足を覚える マ ゾヒ ス トな んだ おま
えは
い ましも刑罰の足台が置かれ
これが罰か ､ 太陽と海を呪 っ た こ と の ? た っ た
一 度 の空想の 罪に して は､ 離すぎる報い ではない かl
ハ ッ カ
o 2 1 0 0 1 ハ ッ カを唾 へ て澄んだ煙をふか してゐた
は っ きり した
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o 8 5 00 9
o8 5 0 1 0
はっ きん 発禁
15 0 05 5
はっ けん 発見
oo 5 0 2.7
0 5 4 14 2
05 4 14 4
16 0 016
はつ げん 発言
1 6 6 0 19
はっ けん される
0 0 5 0 27
は っ さ んさせ る
01 0 004
o1 0 0 0 5
1 47 0 1 5
はっ さ ん し
1 6 ユ 00 7
は っ さ んする
08 4 0 2 6
はっ きり した愛情もあれば
は っ きり した冷酷さもある
こんな創作を今度載せ たら発禁にするそ ､ と換関係から脅かされた｡
発見される
反 コ ロ ン ブ ス は ア メ リカを発見せず
われわれの ア メリカはまだ発見されてい ない と
闇を つ らぬ く稲妻と烈 しい 豪雨 の 中から新しい 発見の ように整 っ てきた
と いうヱ先生の発言を今朝の新聞で読んでから
発見される
発見される
発散させ る
白い 帽子は頑の ア リカを教 - るとともに日の匂を発散させ る
日の匂を発散させる少年は青い 麦の 芽で ある
ときたま死の匂い を発散させ る若者に出会 っ たりすると
発散 し
松脂くさい におい を発散 し
発散する
なま臭い サ ラダとサ ー ジ ン の匂 い を発散する
放 っ して 発 して
0 3 4 0 0 4
ば っ して 罰 して
10 6 0 4 0
は っ しや 発車
1 8 6 0 2 2
1 8 6 0 2 4
は っ し や さ れる
0 10 0 12.
は っ しや Jt る
音を発 して それらは
かれは自分を罰して はならない 屠殺者や皮肉屋の包囲の なかで
音もなく発車 し到着しますからね !
昔の発車 ベ ル の 音が体内の ど こかに残 っ て い たんですよ!
発射される
黄ろい 煙は発射される
発車 ベ ル
792
186 0 24 昔 の 発車 ベ ル の 音が体内の どこ か に残 っ て い たんですよ!
はっ た 貼 っ た
oo 6 014 阿片の 広告の 下に ベ タ ベ タ貼 っ た
ハ ッチ
o 74 0 0 7 ゆらゆらと ハ ッチから担ぎ出されてゆく
ぱっ と
1 8 3 0 0 8 街全体がもひ と つ ぱ っ と しな い の は
バ ツ と しな い
15 0 078 そちらでは気分的にバ ツ としな い 天候が つ づ い て い るそうですが ､
は っ ぱ 葉 っ ぱ
o 17 0 28 葉 っ ぱの 蔭に消えて しま っ た
はっ ぴ ようした 発表 した
15 0 05 2 続 いて 第ニ輯に逃亡 した鳴婦の心理を描い た ｢滅落+ を発表したところで ､
は っ ぽうやぶれ 八方被れ
13 2 0 1 4 八方破れの 吉凶よさらば
はて
039 13 2
06 8 0 1 8
07 0 0 4 4
07 2 0 7 1
07 9 0 2 6
0 88 0 12.
0 93 0 2 7
1 0 1 05 6
1 2 8 0 6 2
14 7 0 1 3
17 3 0 4 0
はて 果て
03 9 0 4 9
15 1 0 27
16 2 0 14
ゼラ ニ ウム の やうに燃えはて ようと
一 直線をえがく はて しな い 水平線にそ っ て
はて しな い 壁を手さ(y り して ､
こ の はて しな い 空虚は
記憶の はて にあらわれる
は て しな い空 麦畑 街々
かれの魂は エ デ ン の樹 の頂きか らはて しなく落ちはじめる
こ の境野の放て るまで
や つ はて の ひらをひらひ らさせて
此頃で はて んで死の こ とな ど考えや しな い
はてさて 七十年代も終りで すか
あなたの果て しな い 繋 の なかであ っ た のか
近代人の なれの果て
い つ かは訪れる忘我の果て の
はて しな い
o 68 0 1 8
一 直線をえがく はて しな い 水平線にそ っ て
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o7 0 04 4 はて しない 壁を手さ(
v り して ､
o7 2 0 7 1 こ の はて しない 空虚は
o8 8 0 1 2 はて しない 空 麦畑 街 々
はて しな い 果 しない
12 5 0 13 さりながら果しな い 休日が つ づく
はて しない 果て しな い
o3 9 0 4 9
はて しな い
o4 6 0 0 4
o8 0 01
o 80 0 2 1
あなたの果て しな い 緊 のなかであ っ たの か
渡 しな い
石で作 られた渡 しない 屋根の 町の
渡しない 眺めに
もう きみ はこ の 漉 しな い 眺め の
慧言しな.'2 , かれの魂 如 デン の樹 の 潰 細 らはて しなく落ちは じめる
はてる
10 1 0 5 6 こ の 磯野の はてるまで
はと 鳩
o2 8 0 2 3
091 0 1
放とば 波止場
055 0 10
まな 花
o o 1 0 15
00 4 0 0 1
00 4 0 0 9
0 05 0 0 3
0 05 0 1 0
0 0 5 0 1 7
00 5 0 3 4
0 0 6
0 0 7
0
0
0
0
0
0
1
1
0
8
8
1
2
4
0 1 2
0 1
0 0
0
0
0
0
0
1
0
2
5
8
2
6
2 3
鳩とともにおお救世主の銅像の 髭にも つ い て
新聞社の屋上たかく舞 っ て い る伝書鳩の
巨大な黒い影が波止場 にうずくま っ て い る
廉 い花
ガラス の 中の 青い 花
時計が霜の花の上で鳴く と
タンポポの 花粉を つ けて
古い 楽器は花樹の 下で
リボン の花火をあげて
花の 申で
花を沈めた 花を
空い ちめん赤い 花が咲 く
ど乏土花を観賞する ときも 空にはボンボン花火
が上
密粟の花が旦 女旦で ある 真珠の月もかくれてゐやう
青い 花とまちが - たりする
放心 した花弁の やうに
花の ある音楽に つ れて
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00
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
5
7
7
8
9
9
之
2
2
2
0
0
0
0
0
0
0
2
2
2
1
2
4
5
5
8
8
2
2
2
3
0
0
0
0
0
0
3
3
3
3
3
3
0
0
0
0
0
0
0
3
8
8
9
0
0
0
1
2
3
5
6
3
3
3
3
3
3
0
0
0
0
0
0
4
6
6
6
6
6
6
5
4
4
4
5
5
0
0
0
0
0
5
5
6
0
0
6
6
6
3
4
5
5
1
6
6
6
6
1
1
5
9
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0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
3
5
9
6
3
0
1
0
0
1
3
0
6
0
0
0
0
0
0
0
0
1
9
5
6
0
1
1
6
7
1
0
1
3
0
1
0
0
0
0
0
0
0
2
0
1
5
5
2
8
4
1
0
0
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
6
4
2
1
4
8
9
2
2
0
0
1
5
5
0
0
0
0
0
6
7
7
9
5
2
7
0
2
2
1
2
2
0
0
8
7
9
9
0
0
2
1
4
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花は眼の ある動物を見ない
あの花が欲し い なと噴くと
展も花もゐなか っ た
花を卵化 して
掌は紅い沓務の 花を
花 と大理石の 間で
花が浮かんで噴水をかむ っ た
そ して 毒を含むだ花々は
は 記憶に固執する時計 には花々が飾られてゐる の だな と見
太古からの 根をひらき花々は
花瓶に挿さ っ たみ どりの茎は
一 本 の花 の 茎もな い 空 の下に
花花 しく
花花 しく棲息する物質の 群れが
花花 しい 物質たちの流れ乱舞の外から
花花も昔のままに白く
そ こらあたりの 壁には花もない
陰花植物とならんで写真には い る
花の実たちが実る周囲に実る別の花の 実たち
もう花などどん な世界にも垂れは しない
百合の 花が見えて
花の ほ とりに水を
花を踏み
おそ らくは咲かぬであらう花花
みずみずしい樹木と花花の 問で
あれらの 花花はなる ぺ く愛する
ああ愛する花 とともにゐたいな
おそらくは咲か ぬであらう花花と
それらは花花ほ ど愛ら しくない
花花の薫り と肌をもたな い
荒れた庭に 花樹はむな しく崩れかかり
花火をみてゐ る橋上の人 よ
あなたはと放 い橋 の上で 白昼の 花火を仰い でゐる
方位はなか っ た 花火も夢もなか っ た
永遠の暴 花 鳥 樹 魚な どの
胸に造花の 老人たちが
ガラス の花瓶に閉 じこ めて しま っ た の だ
花瓶の腐 っ た水の なかで溶けて い る
水晶 花 貝殻が ､ 世界の 空に
姉裂する真昼の花火を夢み て い る ｡
花火も夢もなか っ た､
荒涼 とした心 に､ 蒼ざめた花嫁をあたえ
とてもきれい なお花鳥があ っ たんだ っ て
07 6 0 1(;
0 8 8 07 0
0 90 0 1 7
0 90 0 2 2
1 09 0 0 3
1 12 0 2 6
12 0 0 2.3
13 3 0 之8
14 6 0 0 1
14 8 0 5 5
15 5 0 1 6
164 0 3 1
はな 準
00 3 0 0 2
023 0 2 2
12.0 0 1 4
はな
01 7
02 8
10 0
10 6
10 6
18 8
18 8
18 8
0 2 1
0 3 1
0 3 3
0 2 2
0 3 1
0 1 3
0 1 4
0 1 5
鼻
はなうた 鼻唄
10 0 0 3 3
披ながら 花柄
16 4 0 3 1
はな(･ もり
14 6 0 0 1
はなし
0 4 1 0 4 0
0 4 4 0 1 2
07 2. 0 3 6
07 2 0 4 8
10 2 0 2 2
血 の 骨よ血の 肉よ血 の 花よ
とおくまで草木や花の やさ し い 言葉で
鳥獣や花を つ くりだすまで
鳥や花をさがすように
花を咲かせ た樹木が
美白な花婿の胸を した戦友よ
花の かすみ に つ つ まれて
数知れぬ花が袖にこ ぼれると こ ろまで ｡
花曇りの 日に
岩や空や､ 波や砂や､ 花の香りの する 一 日､
花輪や弔辞は
きみ の花柄の パ ン テ ィ を脱がせ るためだ っ たら
準の咲い てゐるテ ー ブル
準腰なあなたの 指輪とともに
無筆のちまたの
仏陀たちの 鼻は赤くな る
す べ て の 阿鼻が轟く武器であり
かろやかな鼻唄の リズムで歩きもしたろう
さらにい っ そう素惜しい の は鼻だろう 内なるオルガ ン の全神経が
詩人なら孤狼な 口髭とか 大切な象徴の 鼻に つ い て
鼻は鼻で､ これまた､ 字引をみる と､ 痩症とかで ､
蓄膿症ではない と思うの ですが ､ と にかく鼻が詰り､
鼻孔に､ 時々 ､ 薬をささない と､
かろや かな鼻唄の リズ ムで歩きもしたろう
きみ の花柄の パ ン テ ィ を脱がせるためだ っ たら
花曇り
花曇りの 日に
何とはな しに陸橋の上まで打寄せて くる
｢美 しき実を結ぶ慈しき樹はな し｡ +
赤帽が白帽をひきはな した
白帽が赤帽をひきはな した
いち ど手をはなしたら
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はなしあおう
14 5 0 1 6
はな しあ っ て
o53 0 29
話 し合おう
固い パ ン の 男がゼリ ー の 女に食 べ ながらストレ ー ト に話 し合おうと云 っ て い た+
許しあ っ て
ひそ ひそ と話 しあ っ て い た声も とだえて しまい ました
はな して 放 して
10 2 02 4
はな しはじめ る
o5 4 0 5 8
はなばな 花花
o 28 0 6 1
0 2 8 0 6 2
02.8 0 7 0
02.9 0 1 1
03 6 00 2
03 6 0 11
0 3 6 0 14
0 3 6 0 1 9
03 6 0 2.6
03 6 0 2 7
はなばな 花々
0 2 2 0 0 9
02 4 0 0 5
02 5 0 1 6
はなばな しく
0 28 0 6 1
0 2 8 0 6 2
まなび 花火
00 5 0 1 7
00 8
0 4 6
0
0
0
0
4
4
6
6
6
6
1
1
0
0
0
0
0
0
0
1
5
2
5
9
5
2
2
0
0
4
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とおくの地球に放してくれ
話 しはじめ る
大学生は低い 声と思いやりの ある限ざしで話しは じめる
花花しく
花花 しく棲息する物質の群れが
花花 しい物質たちの流れ乱舞の外から
花花も昔 のままに白く
おそらくは咲かぬであらう花花
みずみず しい樹木と花花の 間で
あれらの花花はなる ぺ く愛する
おそらくは咲かぬであらう花花と
それらは花花ほど愛らしくない
花花の 弄りと肌をもたない
そ して轟を含むだ花々 は
は 記憶に固執する時計には花々 が飾られてゐる の だな と見
太古からの 根をひ らき花々は
花花 しく
花花 しく
花花 しく棲息する物質の群れが
リボ ンの 花火をあげて
一望乏土花を観賞するときも 空にはボ ン ボ ン花火が上
花火をみて ゐる橋上の 人よ
あなたはとほ い 橋の 上で 白昼の 花火を仰い でゐ る
方位はなか っ た 花火も夢もなか っ た
姉裂する真昼の花火を夢みて い る ｡
花火も夢もなか っ た､
はなむこ 花婿
11 2 0 2 6
はなよめ 花嫁
o 65 0 2 6
はなれ
053 0 3 1
062 0 3 8
o65 0 4 5
093 0 17
17 6 0 2 4
はなれ 離れ
0 21 0 2 2
0 3 9 0 6 7
0 4 6 0 4 1
05 1 0 2 5
05 3 0 3 7
05 9 015
10 8 014
15 0 0 4 9
1 63 0 1 6
其白な花婿 の胸をした職友よ
克涼 とした心 に ､ 蒼ざめた花嫁をあたえ
わたしは枝からはなれてゆきます
ただひ とり群れをはなれた小辛が
何もなか っ た｡ 綿杉をはなれた赤い月は
かれの 手足がはなれ罪もまたはなれて ゆく
これ以上まぶしい 裸にはなれない のだ
とほく離れて文字を愛 して
離れるこ とは許されない
模糊と した深淵の 放とりから離れ
影 終生よりそ っ て離れぬ影
わたしはわたし自身の 影からも離れてゆきます
こ の 世の そ とでも離れがたい こ とを信 じよう
人披あわただしく自分の 影から離れる
文学から離れたこ とに括をかぎれば､ それだけがす べ て ではない 一 例 と して ､
離れまい と して
はなれて
05 3 03 1
0 93 0 1 7
はなれて 離れて
02 1 0 2 2
053 0 3 7
はなれて ゆきます
05 3. 0 3 1
はなれる 離れる
03 9 0 67
10 8 0 1 4
はなわ 花輪
15 5 0 1 6
ハ ニ ヤ
わた しは枝からはなれて ゆきます
かれの 手足がはなれ罪もまたはなれて ゆく
とほく離れて文字を愛して
わた しはわた し自身の影 からも離れて ゆきます
わたしは枝からはなれてゆきます
離れる こ とは許されな い
人はあわただしく自分の 影か ら離れる
花輪や弔辞は
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17 1 0 09
- I - - -五 番目が ハ ニ ヤ さん
はねあげて
o81 0 2 1 血と泥と鉄の しぶきをはねあげて
はねかえ っ た 跳ね返 っ た
o2 0 0 0 3 蝶 の やう に跳ね返 っ た
はねて 跳ねて
o2 5 0 3 3 ゼ ン マ イ のやうに跳ねて ゐる雲
はねる 跳ねる
o7 2. 0 1 6
07 2 0 3 3
0 72 0 4 6
0 72 0 5 3
はの な い
02.5
06 1
18 9
はは 母
04 1
0 4 6
05 1
05 4
05 9
05 9
05 9
0 5
0
0
0
0
0
0
0
5
5
6
6
6
7
9
0
1
1
1
1
9
9
9
1
2
6
7
9
9
1
1
3
4
9
1
8
6
7
799
跳ねる馬
跳ねる馬が
飛ぶ馬が跳ねる馬を追い こ した
- - 飛ぶ席が跳ねる馬を追い こ した
歯の ない
o 5 2 歯 の ない 峡笑 とが
o 97 厚くまくれた歯の ない 唇をひらき
o3 2 腐 っ た肉片を歯の な い 口に運ぶ
0 4 7
0 18
0 37
07 0
00 2
0 0 4
0 0 8
0 1 7
0 2 3
0 28
13 5
05 9
0 1 6
0 2 2
0 0 5
0 12.
0 0
0
0
0
0
0
0
4
2
2
2
母 の胸をどんな に不安 に して しま っ たか
父や母 また友の顔もゆらめい て ゐる
｢脱走 したい ､ - - 海 よ 母よ+
首を吊 っ て い る母親の 足をひ っ ぱれ!
わたしの母の手をひ いて
母が戻 っ てくる の を待ちながら
母はつ い に帰らなか っ た
美 しい 少年を失 っ た母.が
おもい みだれた母と美しい 少年の ポ ー トが
波にさらわれた母と美 しい 少年を許せ !
父母や妹 またあな たの至上の友たちに+
母なる海 と太陽の 光りが強すぎます
年老い た母親はい きをこ ろ して坐り
母や妹や恋人の ため に とめ どなく涙を流 しつ づけた
一 人 の妹は乳母車に つ かま っ て歩き
もう 一 人 の妹は 一 人 の 子供の母にな っ た
憧れにも恐怖にも 母にも恋人にも
母なる大地
まず 尊い 母を
若くて死に憤れて い た母が 一 緒 に死 のう と言えば
159 0 1 2
1 6 0 0 6 0
1 60 0 6 1
176 0 2 0
183 0 2 1
190 00 5
まだまだ幼い母のう しろ姿は襖の 蔭に
最後は叔母の クララが遺体をもらい さげて い っ た
かれが家を出たとき 母親は ｢棺桶に入 っ て帰 っ て こ い !+ と言 っ たが
あらゆる母がそうであ っ たように
大きな買物袋をさげた母親の あとから
母がうまれた町は山にか こ まれて いて
はばたき 羽ばたき
o 26 0 0 3 光の輪の 中に羽ばたきがあ っ て
10 6 03 6 不吉な羽ばたきをして 地面を歩く黒い 鳥の 男たちもい る
ハ ピ ー エ ン ド
10 0 03 1 ぼくは ハ ピ ー エ ン ドを起点に して
ハプ ニ ング
1 60 0 3 4 こ の ハ プ ニ ングに聴衆は喝采する
は ヘ ん 破片
oo 6 0 0 4 ガラ ス の 破片
はま ぺ 浜辺
1 43 0 2 1 ど こ の浜辺の 砂を掘るの か
はみがき 歯ミガキ
11 2, 0 20 緑 い ろの 歯ミガキにすこ し血 の まじ っ た唾を吐い た
はみやく 葉脈
00 9 00 8
0 2 6 0 1 3
0 3 0 17
03 9 0 25
はみ出てゐ る
04 1 0 2 9
番藤色の 頬に葉脈が透けて くる
葉脈から雫が落ちて くる
青い 皿 の あたりに葉脈を
葉脈から
そ して あなたは広い 眺め の 外 へ は み出てゐる
ハ ム レ ッ ト
1 13 0 2 5 ハ ム レ ッ トも
はめた
o2 7 0 0 4 手袋をはめた右手の みが動き
はめ つ 破滅
1 40 0 0 4 ぼくを破滅させ るものがなくな っ た
800
1 4 2 1 0 3
15 6 0 1 2
1 5 6 0 2 7
はめ つ させ る
14 0 0 0 4
少し の犠牲で将来の破滅を防げるかもしれな い)
と っ くに故滅して い た
と っ くに破滅 して い たろう
破滅させ る
ぼくを破滅させ るもの がなくな っ た
はめ つ して 破滅 して
1 5 6 0 1 2 と っ く に破滅 して い た
15 6 0 2 7 と っ くに破滅 して い たろう
はめて
0 2 6 00 1
12 4 0 0 9
たくさ ん の硝子がはめ てある
他方がそれを買う (ゴム の手袋をはめて)
はもん 波紋
o7 2 0 70 この 淋 しさ の 波紋
はやい 早い
o 28 0 0 7
1 88 0 3 3
二十分も早い こ とに不思議はない
早い もので ､ あれから四年､
はやく
o3 5 0 0 6 それは - 羽の 鳥よりもはやく帰 っ て くる
はやく 早く
10 6 0 1 2
13 8
1 44
0 0 7
0 0 9
146 0 3 3
15 0 1 8
15 8 0 4 4
1 65 0 1 4
17 3 0 0 3
17 4 00 6
19 0 0 1 3
はやく披やく と
13 8 0 0 7
はやさ 迷さ
1 00 0 6 9
永遠プラス五分間を ｢早く早く+ とせき立てて い る
早く早く とせきたてる
昨日の 淵から出た今日の 瀬8ま早く
｢ぁの 女だ! (ザ ツツ ･ シ ー ) 早く掴まえて! ( ゲッ ト ハ
- ) +
お焼香吐手早くすます･
こんなにも早く終えたこ とを悲 しむ
あなたは早く死ねばよい
一 日が早く過ぎる
早く頑迷固暗にかえりたい ○ あと三カ月で六十才+ と番いてあ っ た o
時には朝早 く釣竿を持ち
早く早くと
早く早くとせ きたて る
おそろ しい 速さで
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はやし
0 1 6
0 2 5
0 2 8
04 8
05 3
078
091
094
10 7
1 12
1 2.9
1 44
1 4 8
17 3
棉
0 0 7
0 4 3
0 4 2
0 2 5
0 0 3
0 0 7
0 15
00 3
00 2
0 1 4
0 0 6
0 0 2
0 4 4
0 3 0
はやして
大理石の 林の都会 (まち) から
林檎の核 を拾てた
青い森林 の地区に
乳と象牙と林檎とが
暗い 空の枯れた林から落葉がすきまなく降 っ てきます
線泡立 つ 榔子林が
きみ の欲望は夕陽を浴びて ビルディ ン グの林に落ちて ゆく
とある松林をぬけて海 へ でる
くぬ ぎ林の 夕陽も
命令 一 下たちまち並列 し 黒い銃剣の林を つ らね
コ ンクリ ー トの林から
赤い林道 に入 っ て いく
松林にか こまれた枯芝の庭で ､
林立する碁石の女
生やして
o 14 0 3 0 楽譜はヒ ラ ヒラ羽を生や して
はやすぎ 早すぎ
1 05 00 5
はやめ 早め
08 9 0 3 8
はら
00 8
01 3
01 4
0 67
11 2.
1 28
1 65
ばら
00 9
01 1
01 9
0 0 3
0 0 2
0 28
0 0 4
0 4 4
0 3 0
0 04
腹
寄敢
00 8
0 1 6
0 0 3
魚釣りには早すぎ､ 狩猟に は過すぎる三月｡
吹き つ の る北風に足を早めます
点ける と焦げたバ ン の匂が し 空腹をかん じた兵士
パ イ プ の腹が暑くなる
楽器のうす暗い腹の 中に沈黙が
腹の なかには
眠りながら腹をこやす王国を夢みて い るうれしい はらからたち
腹を立て て出て い く者
腹式呼吸の い き の音
蓄蕨色の 頻に葉脈が透けて くる
純な 一 輪 の白書蕨に つ い て
掌は紅い 雷蔵の花を
ぱらいろ 普夜色
0 09 00 8
はらから
蓄蔵色の頬に葉脈が透けて くる
802
1 1 2 0 4 4
はらっ て 払 っ て
14 2 076
15 0 08
パ ラ ノ イア ツ ク ･
1 5 1 0 2 6
バ ラ色
02 0 00 2
02.0 00 8
1 0 6 0 1 5
はり
0 5 1
06 9
08 4
103
14 5
167
188
00 4
0 2 5
0 1 2
0 1 1
00 3
0 6 1
0 6 3
針
はりがね 針金
14 5 0 0 3
16 7 0 6 1
はりがねぎいく
14 5 00 3
はりつ い た
0 8 4 0 1 6
11 4 0 0 3
はりめ(･ らされ
0 28 0 0 2
バ リ ー
10 3 0 14
はる 春
0 11 0 0 5
0 1 8 0 1 2
眠りな がら腹をこやす王 国を夢みて い るうれしい はらか らたち
放るかに高い代償を払 っ てもよい こ とにな っ て い る
極めて小さな事柄にもい たま しい ほ ど の注意と努力を払 っ てゐた ｡
ス キゾフ レ ニ ッ ク症
パ ラ ノ イ ア ツ タ ･ ス キソ フ レ ニ ッ タ症
バ ラ色の手 に名刺が
バ ラ色の それは
バ ラ色の頬 はあせても 不幸な五十七人がそろ っ て
｢こ の病院船の磁針がきみらを導い てくれる+ と船長は言う､
十 二時十分 針の 眼が
安い レ コ ー ドの み じかい針 の沸から
帆柱や舵や海図や羅針や救命ブイや錆や - -
何もない 地面の片隅に針金細工や手製の 指輪を並 べ どこ にもいな い エ ン ジ ェ ル が こ こ に
錆び た針金の 蔦におおわれて
死滅の 予備知識も与えられて然る べ きだ ､ とい っ た方針の もとに ｡
何もな い 地面の 片隅に針金細 工や手製の指輪を並 べ ど こ にもい な い エ ン ジ ェ ル が こ こ に
錆びた針金の 蔦におおわれて
針金細工
何もない地面の 朋剛こ針金細エや手製の 指輪を並 べ ど こ にもい な い エ ン ジ ェ ルが こ こ に
壁にはり つ い た影 と語 っ て い る時代 - ”
兵夏の コ ンクリ ー トの 壁にはり つ い た
張りめ(･ らされ
地域は張りめ(･ らされた棟で囲まれ
ヴ ェ ニ ス とかバ リ ー へ 出か ける
春の風が吹くと
路地を抜ける春のやうに
803
o4 1 0 37
o41 13 9
o4 1 14 4
o4 8 020
o 58 0 36
1 09 0 1
11 5 0 13
12 0 0 09
13 6 017
15 0 0 6 2
160 0 10
160 07 6
16 7 0 06
17 4 0 0 4
18 6 0 1 9
1 87 0 0 7
青春よ もう再び戻 っ てきては い けな い
水 の中にはもう春がきてゐる
春昧ぢきに立去 っ て しまふだ らう と
春 夏 秋 はまたたくまに過ぎて ゆく
春の ころ代議士候補が
春から夏にかけて
春は来らず
やさ しい春 の 息づかい に
春の 熱病をやんで い る
一 九三 九年の 春､
春 の さきぶれの雷が遠くで鳴 っ て い たが
制度の 春を病むこ ともなく 不確定性の時代を生きて
春 とい うにはまだ寒い が
｢病気がこ んなに こたえる とは､ 思 っ ても い ませんで した｡ 巻からノイ ロ
ー ゼ状態で我ながら呆れかえ っ て い ま
杉本春生､ 相良平八郎に会 っ たよ
春はまだ遠く
はるかなる 退かなる
o39 1 1 1
はるかに 退かに
0 42. 0 0 7
バ ルセ ロナ
09 6 0 0 4
0 96 0 0 9
パ ルチノ ン
01 2 0 1 7
はる の 春 の
0 1 1 0 0 5
0 1 8 0 1 2
05 8 0 3 6
120 0 0 9
13 6 0 1 7
160 0 1 0
パ ルプ
02 8 0 2 5
はれた 晴れた
0 39 05 1
月は遥かなる湖にかかる
大いな る弧をめ (･ り遇かに高い 所か ら
ぼく は バル セ ロ ナ の 夜をえが く
太陽の町 は夜の 町 バ ルセ ロナ の裏町の
パ ルチ ノ ンは丘にある
春の風が吹くと
路地を抜ける春のやうに
春の ころ代議士候補が
やさ しい 春 の 息づ かい に
春の熱病をやんで い る
春の さきぶれの 雷が遠くで鳴 っ て い たが
斬ら しい 印刷術 とパ ル プに より
グラス の 底が晴れたら
804
o5 8 0 1 5
o7 3 0 0 9
ある冬 の晴れた日に
よく晴れた五色の 空を映して い た
ハ ロ ペ リド ー ル
14 2 0 5 9 恐ろ しい ク ロ ー ル プ ロ マ ジ ンや ハ ロ ベ リ ド ー ルを免除され
バ ン
00 8 00 3
02 5 0 2.5
0 61 1 7 9
0 64 0 1 8
0 88 0 4 9
1 0 6 0 1 3
1 45 0 1 6
16 4 0 3 1
17 9 0 02
まん 反
0 19
04 1
05 4
0 65
1 00
1 13
1 4 2
1 4 2
14 3
14 5
16 5
17 0
18 8
0 1 2
1 4 0
1 4 2
0 0 9
0 2 5
0 之9
0 6 1
0 7 8
0 1 1
0 0 8
0 20
0 15
0 6 2
披んい 範囲
190 0 0 9
はんえい 反映
1 13 0 2 9
1 65 0 2 0
はんえい した
11 3 0 2 9
はんか 繁準
点ける と焦げたパ ン の匂が し 空腹をかん じた兵士
か つ て居睡するセル バ ン であ っ た
固い パ ンを噛 っ て います｡
生 (なま) パ ンで さえ死の 匂い がする｡
大き い フ ライ パ ンをあや つ る小さ い マ リは
バ ン とい う閃光で 映像がうまれまた消える
固い バ ンの男がゼ リ ー の女に食 べ ながらス トレ ー トに爵し合おうと云 っ て い た+
きみ の 花柄の パ ン テ ィ を脱がせ るためだ っ たら
た べ の こ しの 黒パ ン少々と
反窮する
窓ガラスに反射する日の光で
反 コ ロ ン ブ ス は ア メリカを発見せず
沈黙が占めて い る空間に反響 した ｡
離反に つ づ い て孤立が はじま っ た
人民の世界を反映 した
ソ ビ エ トにおける新 しい 精神病 反対! を叫ん で
反祖国的な いかな る文書に署名 してもい い と思 っ て い た
年経た甲羅を陽に反ら して
レス ビ ア ン の女たちの 痘撃は不信者の地獄の笑い の - 型態で ブリ ッ ジ して反 っ た肉体の
家族的な反映だ っ たの だろう､ と
朝日に反射 し
そ の 反対に､ 葬儀屋や基地な どを見学 しな がら､
そ の筋 の とどく範囲の 明け暮れ
人民の世界を反映 した
家族的な反映だ っ たの だろう ､ と
反映 した
人民の 世界を反映 した
805
12 0 0 1 4 繁撃のちまたの
ハ ン カチ ー フ
o5 4 15 1 ちぎれた青空の ように飛んだ 一 枚 の ハ ン カチ ー フ
ハ ンガリ ー
105 0 1 1 九月ポ ー ラ ン ド､ 十月ス エ ズ､ ハ ン ガリ ー ､
ばんかん 万巻
1 6 7 0 7 5 万巻の書は不治の痛い とな り
ばん ごう 番号
o73 0 1 1 墓標の ように番号をつ けた煙突がならび
はんざい き ょか し よ 犯罪許可証
0 5 7 0 0 4
はん しや し
170 0 15
はんし やする
04 1 14 0
ばん しゆう
1 1 6 0 0 7
いち どは犯罪許可証を懐中に して
反射 し
朝日に反射 し
反射する
窓ガラスに反射する日の 光で
晩秋
はん し よく し
112 0 4 3
はんしん 半身
03 2 0 0 9
03 2 0 1 7
よりそ っ て 晩秋の路上に
繁殖 し
眠りのなか で繁殖 し
眠れる半身に垂れさがり
わたしの 半身はすで に掠められてゐ る
はんすう 半数
15 0 0 3 4 半数近くは戦争で死に ､
はんすうす る 反窮する
o 19 0 1 2 反窮する
はんずぽん 半ズボン
o 9 9 0 0 1 紺 の 半ズボン からほそ い 腫をの ばし
はんせ い 半生
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1 6 5 0 2 3 父とは半生の つ きあい だ っ たが
はんせい き 半世紀
19 3 0 1 2 単世紀は車窓の景色で あ っ た
はんそ こくて きな 反祖国的な
1 4 2 0 7 8
はんたい 反対
14 2 0 6 1
188 0 6 2
はんだん 判断
o 5 4 0 5 5
05 7 0 1 9
反祖国的な い かなる文車に署名してもい い と思 っ て い た
ソビ エ トにおける新 しい 精神病 反対l を叫んで
そ の反対 に､ 葬儀屋や基地な どを見学しながら､
それを垂 直に判断する には
力が判断 と緊張をし っ かり と両足にむすび つ ける
パ ン テ ィ
1 64 0 3 1 きみ の花柄の パ ン テ ィ を脱がせ るためだ っ たら
ばんぶ つ 万物
18 6 0 7 6
19 1 0 1 2
万物は時間の塊りで
回帰する万物 よ
ハ ンフ 1) - 氏
12 8 0 4 7 元副大統領ハ ン フ リ ー 氏は
ばん ぺ い 番兵
o 28 0 2 0 かれら塵挨都市の 番兵と呼ぶもの か ら
はんもする 繁茂する
o2 8 0 5 9 葡萄の 木の影の ご ときタイ プが無数繁茂する
1 48 0 5 2 グ ロテ スクに繁茂する熱帯植物を観賞 した.
ハ ンモ ッ ク
1b8 0 0 6 白 い しじまの ハ ン モ ッ ク
ぱんやり
0 36 0 2 8
はんらんして
06 1 14 5
はんらんする
ぱんやり して い ると噂と天使の槍で
氾渡 して
霧ははげしく運河の下から氾渡してくる ｡
氾渡する
807
o 2 8 0 1 2
はんりょ 伴侶
o6 1 1 3 4
バ ー チサ ン ･
1 60 0 1 1
パ ー テ ィ
10 3 0 1 3
ハ ー プ
1 0 2 0 1 6
ひ 火
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古靴の 氾渡する世界に
浄らかな水に映る理想の 伴侶に
レ ヴ ュ ウ誌
たまたま手に したバ ー チザ ン . レ ヴ ュ ウ誌の 最ヨ丘号で
(友だちとお別れの パ ー テ ィ をして
もういち ど ハ ー プ の筋をかき鳴らすから
4
6
6
3
7
3
5
0
0
2
3
0
リボ ン の 花火をあげて
遊園地区に火が消えた
機関銃は マ ッ チを擦 っ て 乾草みたいな白い雲に火を
J22 i7芭を観賞するときも 空にはボンボン花火が上
二 つ の楽紫が揃 っ て火を呼び始めてね
火薬の匂ひがあらう
おそ る べ き噴火口は
小さな火を焚くがい い
美 しい 火災の意味を知るだらう
い つ までも じ っ と火を見凝めてゐ る の は
やがて嫉妬の 火で燃え尺さうとする
孤りぽ っ ちで火を見 つ めて い るだらうと
な がく夜をま っ てゐ た灯火は
花火をみて ゐる橋上の 人よ
あなたは とほ い橋 の 上で 白昼の花火を仰い でゐる
方位はなか っ た 花火も夢もなか っ た
締裂する真昼の花火を夢みて い る｡
火 の な い 暖炉に向い あ っ て い ます｡
花火も夢もなか っ た､
ゆれる燈火と死魚の影があるばかりであ っ た｡
真異な火煙を吐き つづ けて い た
何千年の 闇をつ らぬ い て其赤な賓の 火柱がたち
ごらん 対岸に ア ラ ビ ア の 火が見えるよ
ブラ ンデ イ の 血を燃えたたせ る火
憎 しみをかきたて る火掻棒で
破壊に つ (･ 破壊 の こだま 断末魔の 軍港に とどろく火砲の うた
人間蛾は街 の燈火に誘われる
もの さび しき火を借り
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これで はい つ も火の 車だ
くだん のタ バ コ に点火すれば
て っ ぺ ん に火を つ ける と
足もとの ス ト - ヴに火を つ けると
魚のやうに眠る日
(それは忘れられた日の ロ マ ン)
落日の 朱が氷柱をながれ -
そうい えば長い こ と日の メを見なか っ たね
それか ら赤い排日ポス タ ー を
もある 向日葵の ごとく旗 は燃え 荒地 に咲きそ めた
白い帽子は頑の ア リカを教 - るとともに日の 匂を発散させ る
日の 匂を発散させ る少年は青い 麦の芽で ある
青い 麦の芽の匂が向日葵の あたりにの こ る
若い アポロ は日傘にかくれ
日傘は貝殻をまねて ゐる
ま ごまご して ゐる と日が暮れる
金い ろの羽毛を日に光らせた
若年の日日に
音もな く日(･ れがきたといふ
あのやう に退屈な都会の 一 日が
日暦をめ(･ り欲望を追 っ てゆくもの よ
快い 日影もある
雲の 多い日没の 空に出遭ふ
雨傘やブラシな ど日用品が置い てある
あれは日没とともに
おそらく明日訪れてく るだらう
それらの悼ましい 怒でおれの日記を汚すな
さうだ雨の 降る 日に
日没にな ると
愛の生誕の 日を
明日はすで に暮れてゐ るだらう
日没には
新聞を読む 虚しい 日暦の 傍で
優 しい 眼鏡や柔かい 手袋の 明日の 方まで湿 して ゐる
また明日 お金い しませう も しも明日があるの な ら
窓ガラス に反射する日の 光で
日はゆき うす暗きとばりの 中に
まだ日没の 匂がの こ っ て ゐる
雨の 日の たちゐふるまひ
自然の声をあげる日がくるだらうか
あな たは日の 暮れ 何を考 へ る
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日没の空にあなたはわななき つ つ 身を横た へ
古ま っ そり した川の やうに漁らぬ月日を行くこ とが出来る
昨日も今日も 疲れた裸の ままでい る と
うすれゆく年々の冬の きび しい 日の 下で - -
ゝ
･
遠 い 昨日 - -
M よ､ 昨日 の ひややかな青空が
い つ も季節は秋だ っ た､ 昨日も今日も､
埋葬 の日は､ 言葉もなく
病んで い る の は日本じやない か｡
明日 の 夕陽を背に して どう したらよい の だろう
わたしは 一 日 よりもはかな い 一 年を
人を苦 しめ る過ぎ去 っ た日々が
｢また明日会いま し よう も しも明日があるのなら+
い つ の 日か 僕らの 交す限ざ しや
ああ い つ の 日からか
だが昨日の雨は
今日も都会の 窓に灯がともり
昨日の ように空は濁 っ た河の うえにある
明日もなければ今日もない
ある日 ボ ー トを水にうか べ
夕日があかあかと上衣の 肩をそ め
今日も
ある冬の晴れた日に
日が暮れかかると
今日の 出来事を
昨日の ように読み すて まし ようか?
わたしにはながい 悪夢の 日が つ づ い た
とおい 夏の 日に
子供を つ れて 一 日 だけの 安息に､
｢今日も太陽が輝い て い るね
日没の 街をゆく人影が､
落ちた夕日の 赤い 血が
夕日が燃え つ きて しま っ た
- - 今 日は今日､
- 一 明日は明日､
-
一 明日は明日､
- 一 今日は今日､
と通行人が咳い た､
と街灯が答えた｡
と通行人が噴い た､
と街灯が 答えた｡
一 日を 一 年 の よう に暮 して い るぼくたちには ､
今日 のな かの 明日
日曜日の 停車場に
どう して 一 日 の休みに とりかえそう とあせ るの か
日曜日の 停串場で
昨日も明日もない
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今日の なかの昨日
明日から昨日 へ
今日の なか の昨日と明日
天気予報が気がかりだ っ た日曜日
ながい月日もまたたくうちに過ぎざ る
日の暮れ
おお 明日をあたえよ
今日は希望 こ の 痛み の 傷口を
ペ ニ イ の 日課はそれだけだが - - I
ペ ニ イ の 日課はそれだけたが ･ - -
昨日も そんなふうだ っ た
明日は おそらく北風が吹く
どんなに暗い 日がや っ てきても
(･ - ･ ･ それ は過ぎた日の こ とですから
それは昨日の 正午
また明日 お金い しましよう もしも明日があるなら
も しも 明日があ っ たら
だが 明日はな か っ た!
また明日 お金い しま し よう
もしも 明日があるなら - -
ぼく の 明日は
昨日の道 とな っ て い る
むかしの愛も あたら しい 日附の 憎 しみも
みんな日暮の桟橋に集 っ て くれ
若き日はもうかえらない
時はながれ い つ の日かまた
在り し日を嘆くでない
引き裂かれてい っ た日から
まだ日の においが残 っ て い たが
昨日欲しが っ たもの を
明日も欲 しがるだけ
今日は北風が吹い て い るが
日付のな い暦をめ くり
わずか に自己 へ の 希望で しかな い 日･ - -
日没に追い つ かれて い た
髭をそらない 日はな い
さりながら果しな い 休日が つ づ く
卿 削まい つ も広場の明る い 日ざ しのなか を
明日の 見出しができた
入日の色が改ん の りと
くる日もくる日も
入日の さまを覗き見 して きたの だ
ある日 女は狂 っ た目をして言 っ た
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血まみれの 夕日が沈み
｢今日の 西側の 勇気の 基準に よれば
-
? の 否 T. は 明日には無数の 否 1･ に な るだろう
昨日の淵か ら出た今日の瀬は早く
.盈盆左産出と命名された群集の河は昨日の ように流れて い た
膝の 上の 猫を大事に して あげなさ い と今日の声は忠告 して い た
花曇りの日に
愛は身を放そらせ ､ 日々 の 仕事は疲れを つ の らせ る ｡
それから､ 少年の 日の ように月の 砂漠 へ 出発 した｡
日曜日の 海はおだやかにぽくたちをむかえた｡
岩や空や､ 波や砂や､ 花 の香りの する 一 日､
今日､ 我々は 一 つ の 都市､
こ ちらも七月 一 日だと いう の にス ト - ヴをつ けたりしましたo
原初の 日より数えるように
想像 しえな い 創造の日からの
昨日の風景である
それで 一 日
それも - 日
一 日を上手に処理 する
ある日
日本人だから
わが日本語の ｢愛+ は
そ んな今年の 冬も終りに近い ある日の 真夜中
今夜の かれの幸運は明日にはきみ の も の だろう
そ の 日は夜どおし起きており 朝の 田時にゴ ミを捨て に廊下 へ 出て
遺体は屍体置場に 二日間放置されたままで あ っ た
と ころで 日本の 社会の日蔭を歩む
一 日 の某を終えて
夜明けとも日暮とも つ かぬ薄明の 申で
そ の 日そ の日 の
い ま のきみは 一 日に六十本の煙草を吸い
風の つ よ い 日だ っ た
昨日よりよき明日は来ない のだから
朝日に反射 し
常緑樹 に したたる日光の塞が
一 日が早く過ぎる
ダメを詰め るような毎日を送りながら
落日に輝くばかりで
そ の 日暮し の 一 日を
明日には深い 霧の 底に沈み
ぼくらの日日は過ぎ つ つ あり
機嫌の わるい 日は
日月の 長さ 敵悟りだか ら
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今日の 出来高と終値を前に して
明日の 強気節をどう謡い あげたらい い か?
平穏無事の今日 一 日 の ｡
日本人妻の 間にできた子供で ある
｢ヒ ロ シ+ とい う日本名の
それが､ 今日 の真実だとすれば
けれども昨日まできみを
歯も､ 先日､ 奥歯が 一 本 ､ 根が痛みはじめたの で ､
一 九五 八年に､ 日本で ､
(- - 今日も打振る日章旗･ - -)
日本の重文 とされて い る民家 - の 憧れが ､
峰から昇り尾根に沈む日月
も しかすると､ 近づ くに したが っ て ､ 遠 ざか っ て い く晦な の かもしれない ｡ こ ん な と こ ろは､ 日本中の ど こにもあり
個人を非難 しな い わけには ゆかない 神 々の名におい て
非ジ ェ フ ァ ー ソ ンは独立宣言に署名しな い
どん な非人の 作品なの か?
非時の 曇天に
また い かなる非難中傷の 壁､ 妨害の 電波が(･ るりをとり巻い て も
非合理に機能する官僚的権威主義を全面的こ はび こ らせ ながら
非道な暴力に抵抗 して 自らの犠牲 と死の 発憤で第
一 線 に立ち
最後の遅をた よりに走り出して い た の は､ 是非もなか っ たが ､
そ の 実しい 扉 の文字披
ダリヤ よりも美 しか っ たの で
美 しい 喚声に とり巻かれて ゐた
だれもかれも美しくな っ て
白く美しい歯をもたぬ から
美 しい火災の 意味を知るだらう
美 しい あなたの 皮膚や
｢英 しき実を結ぶ慈 しき樹はなし｡ +
橋上の 人よ 美の終局 には
片言ま じりの 甘美な言葉で
美しく繊細で やさ しか っ たお姉さん !
見知らぬ美しい 少年が
あの美 しい 少年は何処 へ い っ たか
美 しい 少年を失 っ た母が
おもい みだれた母と美 しい 少年の ポ ー トが
波に さらわれた母と美 しい 少年を許せ !
なん と いう美 しさを見出すこ とだろう
美の終りには､
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いちばん美し い使いである姉さん!
海の光りは 美しい
うす線の 大地､ 美 しい カ ー ヴを描く競走路をみ たまえ
この美 しい兵士は
美しい 朝で あ っ た
巨木の五 百年は美しくな い
かれの指の爪貝は 恋人たちが し やぶりたがるほ ど美しい
高名な美学派の 詩人み たい に 口髭をの ばしたり刈りこんだりして
喜びなき代の 美しきひ と
美少年に見おぼえはない
死の匂い 甘美な横丁で
美 しい 炎をあげて燃えあがり
美 しい風景になりたい とい う
北候や足利の 美し い光景をすく っ てみせたときだろう
(きみが美しい奥さん と結婚 して､
そ の 美しさ に
美 しい グ ラス を手に して
美しきもの が過 しく育 つ
すごい 金髪美人で ある彼女は
一 対 の男女の 世界では､ 甘美な
みんなに求まれながら､ 西荻窪の ア パ ー トに住ん でい たときの こ とだ)
太陽の楚音がヨ丘づ いてくる
ゆえに 陽気な太陽よ
おおきらめく太陽 よと
僕は太陽の やうに逃げなければならん
うすい 陽の光が胃の肺 へ さ しこ んでくる
太陽は水晶に分解され る
逃げてゆく太陽を追 っ た
太陽と
や っ ぱり同じ陽が照り
木質は腐り 陽に煩かれ 蝋の やうに流れた
熱い 太陽を背負ふ 神々よ
太陽が沈んで しまうと
そ して落陽はただひと つ ｡
｢さ よなら､ 太陽も海も信ずるに足りない +
午後四時の黄い ろ い太陽
明日の 夕陽を背に して どう したらよい の だろう
夕陽の 果に燃えつ きて
胸にかがやく太陽の紋章を示 しな がら
｢今日も太陽が輝い て い るね
夕陽の残照の ように､
太陽 の光りをあびて い る
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11 7 0 0 6
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母な る海 と太陽の 光りが強すぎます
太陽の 下で 空壌をこ ろがすように
､
昇 る陽もなければ､ 沈む陽もありはしな い ､
太陽はかたむき
海は太陽や雲をうか ぺ て い た
夕陽a)血が 波のうえに したたりおちて
とおくて近い こんな夕陽が沈み つ つ あ っ たの か
太陽に背をむけたそれらのもの が
あたたかい南国の 陽ざしの ように融か してくれるから
太陽の 涙か ら生れてきたぽくたちの
きみ の欲望は夕陽を浴びて ビ ルディ ング の林に落ちてゆく
輝く太陽を見た者はい ない
ああ 太陽は全身にものうく
太陽をえが く 酒場時代の
太陽の町は夜の町 バ ルセ ロナ の裏町の
ミ ロ 君 の夜 の 太陽を見て い ると 吐きたくなるね
太陽が線の絵具をとか して い る芝草のうえを
太陽は また沈黙する
撫力な太陽の こ とばで ぼくにはわかるの だ
にんげん の悲 しみに よごれた夕陽をすて にゆ こう
太陽はさ っ さと素裸で 海 へ かえる
太陽に追われた記憶が戻 っ てくるだろうか
くぬ ぎ林の 夕陽も
うすれた陽の したで
太陽は高い 建物のう しろにかくれ
太陽は昼寝だ
おもい きり 太陽をか らか っ てみたい
｢太陽や月や星は
い ずれは太陽系の 星の ど こ へ でも
ものうい 太陽と
年経た甲羅を陽に反ら して
太陽の冷たい 一 瞥め下で､
陽気であれ! 思い わずらうなかれ
自由とは何かは太陽の ように明白だ っ たの に
太陽をかくす 一 片 の 雲をあおそ
太陽の誘惑の しみが つ い て い て
障子に映る薄陽をむけて
これが罰か､ 太陽と海を呪 っ た こ と の ? た っ た
一 度の 空想の 罪に して 臥 酷すぎる報い ではな い か!
ピア フラ
128 0 3 9 ビ ア フ ラはだめ
ピイ クオ ド (｢ピイ クオ ド+)
815
10 3 0 2 1
ピイクオ ド (
10 3 0 2 1
ひい た
0 6 6 02 9
ひ い て
05 9 0 0 2.
177 0 2 9
180 05 0
ひうひう
060 0 0 4
ひかきぼう
10 2 0 1 5
ひかく 比較
14 2 0 5 8
142 0 6 0
18 6 0 1 4
ゆめをのせ た ｢ピイクオ ド+ 号に乗りこ んでゆく
｢ピイ クオ ド+ 早)
ゆめをのせた ｢ピイクオド+ 号に乗りこんでゆく
さ っ と影の カ ー テ ンをひ い た の は
わたしの 母の手をひい て
きみ の影は披をひい て い る
｢ど こかで会 っ て ､ さりげなく挨拶を交したような ､ 奇妙な余韻をひ い て い く と ころ+ それは私に してもそうで し
奄線が ひうひう鳴 っ て い たりする
火掻棒
憎 しみをかきたて る火横棒で
ぼくたちはやがて 比較的おとな しい 分裂病者と して
精神病棟で比較的おとな しく死ぬだけだろう
比較はできない よ)
ひかくてき 比較的
14 2 05 8 ぼくたちはやがて 比較的おとな しい分裂病者と して
1 4 2 0 6 0 精神病棟で比較的おとな しく死ぬだ けだ ろう
びが くは 美学派
10 6 0 2 7 高名な美学派の詩人みたい に 口髭をの ぱ したり刈りこんだりして
ひかげ 日影
o 2.6 0 2 1 快 い 日影もある
ひがさ 日傘
o 1 2 00 3 若い アポ ロ は日傘にかくれ
o 1 2 0 1 4 日傘は貝殻をまねてゐ る
ひがし 束
04 0 0 2 4
05 5 0 5 6
05 7 0 2 9
0 58 0 2 9
束方からおま へ の からだを侵 しはじめる
西と東の 二 つ の大戦の あい だに生れて
東京の 街角では
これが ほんとうの 東栄の 街路ですが
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o 74 0 0 4
o 7 7 0 2 9
1 16 0 0 9
12 2 0 0 5
1 28 0 4 6
1 4 2 0 0 5
1 4 5 0 2 7
16 7 00 3
17 1 0 0 8
17 3 0 3 8
1 90 0 1 1
193 0 2 1
束洋の 名もな い植民地の海 にうかび
束支那海の夜を走る病院船 の 一 室で
西と束に はげしく
なま牡蛎色に滞れた遠景のな かを
バウワ ウ言語 デインドン言語 プウプウ言語
束側における弾圧や迫害に最も敏感な人たちでさえ
街の まぶたは重く垂れ 東栄の 暗い 夜に信号燈が明滅 して い た
束の 窓と南の 窓が交互に咽り
一 に アザラシ ､ 二 に ム イ シキ ン公爵
毛沢東も死んだ
束洋哲人風の生活が
い まし朝雲を束に よせ て
ひがしがわ 束側
ユ42. 0 0 5 束側における弾圧や迫害に最も敏感な人たちで さえ
ひがししなかい 束支那海
o7 7 02 9 束支那海の夜を走 る病院船の
一 室で
ひか っ た 光 っ た
o 27 0 13 グラス の 底に夜が光 っ た
ひか っ て い る
o 34 0 06
0 3 5 0 1 2
ビ カ ビ カ
0 10 0 06
o 10 0 15
01 6 0 1 4
光 っ て ゐる
光 っ てゐる の だ
あとには傷口だけが光 っ て ゐる
ピカ ピカ光る自転車は他の ピカ ピ カ光る自転車と競走する
ピカ ビカ光る自乾草に借りかか っ て ゐる
フ ラス コ のう しろで ピ カ ピ カする
ひからせ た 光らせ た
o 2 1 00 5 金 い ろ の 羽毛を日に光らせた
ひからびた
1 28 0 8 6 ひか らびた記憶の 屑龍の なか へ
ひかり
o4 8 0 1 6 内部からの ひかりをひそかに愛撫 して い る
1 19 0 0 3 ひかりは乱れ
12 0 00 5 飽水の やわらかなひかり
ひかり 光
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蝶々は光る河を渡る
ピカ ピ カ光る自転車は他の ピ カ ピカ光る自転車と競走する
ピカ ピカ光る白坂嘩に侍りかか っ て ゐる
うすい 陽の 光が胃の肺 へ さ し こ んで くる
月がオデ コ に光り始めたら
金い ろの 羽 毛を日に光らせた
街灯は光をナイ フ の やうに操 っ て
ふせ た司の上でふと風が鳴る くずおれた月光の 雫に溺れ
星の光をめざ して噴き上り
縞にな っ た明るい 光線を歩む
光の 輪の 申に羽ばたきがあ っ て
黄ろいダイ ヤ モ ン ドの やうに光り
グラス の底に夜が光 っ た
光りは堅い 金属の やう に寒々と して
光の ざわめきも遠ざかり
光沢とともに
光 っ て ゐる の だ
すると光たちは
あとには傷口だけが光 っ て ゐる
まだ光が どこまでもゆきわたり
地上を掠め る光と
波が黒い樹かげに光る
光りは
あなたの街灯の惨む光が
そ こ にあたる影や光 樹々か ら流れる緑の 匂ひ
窓ガラスに反射する日の光で
弱い 光でうなだれた神をむ か へ る
脱ぎすて た分身が青く光る
帰すると ころ 一 に して 祈りは意き習慣 (な らわし) の光明なり｡
にぷ い 気配が伏暗い 光触にただ よふ
北風は涙を光らせ る.｡
虹彩から光りが消えうせ
あな たの 未来の指輪が青い 光をあ つ め
光はひ と つ の 原子に 強烈な夏の験雨にかわ っ てゆく
世界を冷やす月光がぼくの額を照らすの を
= =
光り の痕跡が 小さくな っ て ゆくようです
『われ潤濁の 世の 光なり
崖のきま っ て い る者 の ､ 空 にまたたく光の ために ｡
わたしの 悲惨は貴方の 栄光なの で すか｡
悲惨もな ければ､ 栄光もなか っ た｡
太陽 の光りをあび て い る
母な る海 と太陽の 光りが強すぎます
窓からさ し こむ月光の したで
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ひかり 光
o 17 0 2
■
02.6 0 2.
o 30 0 2
5
4
しろ じろと夜明けの光をながすまで
海の 光りは 美しい
きらりと光るひ と つ ぶ の星があ っ た
ゆれる昼夜煙の 暗い 光りの かげに
なにもかも光 と彩の たわむれにすぎない
銀メッ キ の 光りをうか べ た不敵な男だ
光と影で区分できない何ものかであろう
紫檀の光沢は深ま っ てきた
人々+ に光りあれ!
･ - ･ ･ ど の ような光りも
それは血や光りがかえ っ て ゆく水平線の ない 世界だ
その 光りとい うもの だろう
無慈悲な月の 光が 照 し出す
パ ン という閃光で 映像がうまれまた消える
祖国の 栄光 と剛包の愛を信 じて地平線になだれ
て い っ た
運命は 一 瞬 の 光でおまえたちを数える
スタ ー リ ン に栄光あれ I･
スタ ー リ ン に栄光あれ I･
どう した最後の ひ と光り
砂利が 一 粒ず つ 光りはじめた
光とい う点に つ い てだけでも
明るい 観光 ビル の なかに入 っ て い きました
こ ちらを向いて光りはじめたの で
靭の光りがまぶしい ､
月 の 光は雲からも
もう栄光の差なんてありませ ん
光りの つ ぶをひろうように
北膿や足利の英 しい光景をすく っ て みせ たとき
だ ろう
光りの むきを変える と思 っ た こ ともあ っ た
こらえきれな い - 雫が光 っ て い る
明るんだ忽に光を失 っ た奄燈を消 し
ゃがて は星に昇天して い く光の粒は
常緑樹に したたる日光の蜜が
よく光るナイ フ
ぼくを媒介に して光線が変るこ と
両の こ ぶしで ､ 眼をおさえて い る光景､
夜明け前の微光があたりをくまなく覆 っ て
い て ､
■_}__I . ヽ_....._ ヽ
ど こ へ 行 こうとして い る の か ､
ぁやか しとも気づかず､ 沃かな白い 光の 点線
に 削 れ
lノ ■ヽ ' ′ J t I lイ IJ‾. r ,I′ ‾
月がオデ コに光り始めたら
黄ろい ダイヤ モ ン ドの やうに光り
光りは堅い金属の やうに寒々 と して
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光りは
虹彩から光りが消えうせ
光りの痕跡が小さくな っ てゆくようです
太陽の 光りをあび て い る
母なる海と太陽の 光りが強すぎます
海の光.りは 美 しい
ゆれる昼夜燈の 暗い 光りの か げに
銀メ ッ キ の 光りをうか べ た不敵な男だ
人々+ に光りあれ!
- - どの ような光りも
それは血や光りがかえ っ てゆく水平線の ない 世界だ
その 光りとい うもの だろう
どう した最後のひ と光り
砂利が 一 粒ずつ 光りはじめた
こちらを向い て光りは じめ たの で
朝の 光りがまぶしい ､
光り の つ ぶをひ ろうように
光りのむ きを変えると患 っ た こ ともあ っ た
光り始め
月がオデ コ に光り始め たら
蝶々は光る河を渡 る
ピ カ ピ カ光る自転車は他の ピカ ビカ光る自転車 と競走する
ピ カ ピカ光る自転車に借りかか っ て ゐる
波が黒い樹かげに光る
脱ぎすて た分身が青く光る
きらりと光るひ と つ ぶ の星があ っ た
よく光るナ イ フ
群青に支 へ られ 眼を彼岸 へ 投げな がら
彼岸はい つ も死の 国の ように静かで ある
悲観的な
と悲観的な賢者が言 っ た
ひきかえし 引返 し
14 6 0 0 8 す(･ 引返 しま したが
ひきかえす 引返す
18 0 0 4 3 引返すか迷路にむかうか
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ひきがね 引金
10 1 02.4
ひきさ い て
06 9 0 2 4
ひきさかれ
11 6 0 10
ひきさかれて
10 6 0 4 2
18 5 0 1 6
安全装置をはずした引金は ぼくひ とりのもの であり
都会の 荒れた皮膚をひ きさい て い っ た
引き裂かれ
引き裂かれて い っ た日から
引裂かれて
血を涜 して はならない そ の 肉を引裂かれても
愛する着から引裂かれて - -
ひ きさく
0 91 0 0 7
ひきず っ て
10 1 0 4 8
110 0 0 6
17 7 0 2 2
ひきずり下せ
0 54 0 67
0 54 0 6 8
ひきだし 抽斗
037 0 0 7
0 39 0 8 4
0 40 0 0 8
ひきつ ける
10 3 0 3 1
ひきはな した
07 2 0 3 6
0 72 0 4 8
ひき ょうな
15 4 0 0 4
ひき寄せ られ
19 2 0 0 5
秋 の つ めた い空気をひ きさく
ぼくはぼくの 心を つ なぎとめて い る鎖をひきず っ て
恩出のなかにひきす っ て - -
み ずからの 影をひきず っ て
おお い まこ そ君の虚栄をひきずり下せ !
ひきずり下せ !
秘密の抽斗がある
秘密の抽斗を しめ
とんで くる抽斗な どを
きみが見た大きな虚棄削まふか くぼくらをひき つ ける
赤帽が自帽をひきはな した
白帽が赤帽をひきはなした
卑怯な
卑怯な足跡
遠くかすかな潮騒の ひび きにさそわれ､ 海にむか っ てひき寄せられていくが､
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ひき裂かれた
o5 5 03 3 い つ までもおれたちの ひき裂かれた心 と
ひき裂く
o7 0 0 0 7 みもだえさせ ､ ずたずたにひき裂く ｡
ひく
0 43 0 0 2
0 9 4 0 1 0
ひくい 低 い
0 4 6 0 1 9
05 4 0 5 8
07 7 03 8
水 の 放 とりでひくく つ ぶやく
飛んで い る鳶や網をひ く漁夫の 唄で
こ の 滑らかな洞よりも さらに低い 営みがあるだらうか
大学生は低い 声と思い やりの ある眼ざしで話しは じめる
そ のうえに低い 祈りの 声と
ひくく
o 43 0 0 2 水 の ほ とりでひくく つ ぶやく
ひくく 低く
0 1 7 03 7
0 6 5 0 4 2
14 5 0 2.6
15 6 02 0
18 8 0 5 6
ひくめて 低めて
14 2 0 3 6
ひ(･ れ 日(･ れ
0 23 0 0 3
ひ(･ れ 日暮
1 0 2 0 0 2
163 00 4
17 9 0 1 4
ひげ 髭
02 8
0 45
0 47
0 88
1 0 6
0 2 3
0 18
0 18
0 6 1
0 2 6
樹はだんだん低くな っ てきた
高く低く､ 沈黙 の胸をたたい た｡
要は低く垂れ グ ラナダの暗い夜に稲妻が走 っ て い た+
言葉の純度は低く
しばらく ､ 沈思し､ 低く噴く､
どれほ ど声を低めて語 っ ても
青もな く日(･ れがきたとい ふ
みんな日暮の桟橋に集 っ て くれ
夜明けとも日暮とも つ かぬ薄明の 申で
そ の日暮 しの 一 日を
鳩とともにおお救世主の銅像の 髭にも つ い て
とおい稲妻の 明りをた よりに髭をそ っ た
騰ろに姿を現わすこ の髭だらけの死者は誰だろう
まあお髭がい たい わと
そ の 貧しさを隠すため に せ めて口髭をたくわえておく ぺ きだ っ た
82 2
10 6 0 2 7
10 6 03 0
106 03 1
12.5 00 1
ひげきてきな
18 5 0 1 7
ひ こう 飛行
00 5 0 1 2
00 6 0 1 6
00 7 0 0 9
0 6 2 0 0 7
高名な美学派の 詩人みたい に 口髭をの ばしたり刈りこんだりして
尖が っ た紫の 口髭なら ず っ と微妙な震えをも つ か もしれな い
詩人な ら孤狼な口髭とか 大切な象徴の 鼻に つ い て
髭をそ らない 日はない
悲劇的な′
空 しく悲劇的な
新型飛行機がとんでくる
飛行機がそんな ビラを散らして い っ たが
た飛行機の プ ロ ペ ラが現れた
淋 しい 飛行の夢だけだ
び こう 微光
1 9 2 0 0 4
び こう 鼻孔
1 8 8 0 1 5
ひ こうき 飛行機
0 0 5 0 1 2.
0 0 6 0 1 6
00 7 0 0 9
び こうされて
14 2 0 2 3
夜明け前の微光があたりをくまなく覆 っ て い て ､ ど こ へ 行 こうとして い るの か､
鼻孔に ､ 時々､ 薬をささない と､
新型飛行機がとんでく る
飛行機がそんなビラを散らして い っ たが
た飛行機の プ ロ ペ ラが現れた
尾行されて
たえず監視され 尾行されて い る
ひ ごうり 非合理
142 09 7
ひぎ
0 3 9
0 4 1
0 8 8
10 0
10 1
13 1
1 45
03
0 5
0 0
0 0
0 1
0 0
0 2
膝
17 6 0 0
1 7 6 00
0
5
8
7
8
5
1
8
9
ひざし 日ざし
非合理 に機能する官僚的権威主義を全面的こはび こらせながら
泉の ま へ に膝まづく
みんな は黙 っ た 眼を閉ぢ限を開き 膝をみ つ めて
膝に の っ て 静をせがむ マ リよ
み んなは黙 っ た 眼をと じ眼をひらき 膝をみ つ めて - -
膝をだい て眠る ような夢をもたず
手 と膝を つ い て歩くこ ともあ っ た
膝の 上の 猫を大事に して あげなさい と今日の 声は忠告 して い た
そ っ と片膝をおとす
膝の くぼみ に こ たえるかの ように
823
1 25 0 1 5 歩哨は い つ も広場の 明る い日ざ しの なか を
ひざし 陽ざ し
o 8 8 0 2 7
ひざまずい て
11 3 0 3 1
ひざまづく
o 39 0 3 0
あたたか い南国の 陽ざ し の ように融か して くれるから
ひ ざまずい て自己批判 し たりぬ ときは刑に服した
膝まづく
泉の ま へ に膝まづ く
ひさんさ 悲惨さ
15 0 0 6 3
ひさんな 悲惨な
0 57 0 3 7
1 4 2. 07 1
ひ じ 肘
04 6 001
ぴしやりと
18 0 00 4
ひ じゆ つ 秘術
1 5 1 0 3 6
ひし よう 飛用
01 0 0 19
0 1 6 0 1 2
0 9 7 0 01
0 9 7 00 3
10 6 0 24
び しよう 微笑
03 9 04 0
0 4 6 0 4 0
0 5 2 0 1 2
05 5 0 4 6
06 2 O 3 0
0 63 0 2 9
0 63 0 3 0
0 7 6 0 0 5
嬉婦の悲惨さを､ かなりの 密度で正確に捉えたと いうだけで ､
悲惨なぼくの黒い帽子 と
他の 人々を悲惨なままに放置 して逃避するような
高い欄干に肘を つ き
い きなりぴ しやり と頬を打たれた
一 体 一 体 に入魂の 秘術をつ く してきたの だ
パイ プは線の 煙を噴き飛期する
陸を超えて飛期する
一 つ の 生命が､ ある い 時 - 羽 の 鳥の 飛和が､
あなたは生命も飛和も見ない だろう ｡
詩人と して のかれの おそ ろしい 飛用力をあらわして い る
あなたの微笑は放 とん ど残酷にちかい
行方の 知れぬ風の こ とばに い つ まで も微笑を浮 べ てゐ ようとは
彰 にな っ たあなたの子供らしい 微笑が
おまえは愚劣な謎をふくんだ微笑を浮 べ てみせる
あな たは悪戯な瞳と微笑で 逃げてゆ けば よい
ぼくたち汝汚れを知らぬ微笑をうか べ る
ぼくたちが生れるず っ とまえからそ こにあ っ た微笑を!
さりげない ぼくの 微笑も
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o8 8 0 2 4
ひ しようする
o10 0 1 9
o 16 0 1 2
おまえの微笑は
飛和する
パイプは線 の煙を噴き飛期する
陸を超えて飛用する
びし ようねん 美少年
13 0 0 07
ひ し ようり ょく
1 0 6 0 2 4
美少年に見おぼえはな い
飛邦力
詩人として の かれの おそろ しい 飛期力をあらわ して い る
び じん 美人
18 4 0 0 1
ひずみ 歪み
0 3 3 0 13
ひずんだ 歪んだ
1 65 0 3 7
ひそかに
03 1 0 14
03 9 0 5 2
0 4 2 0 0 2
0 4 5 0 1 4
04 8 0 1 6
0 63 0 15
0 89 00 7
1 4 2 0 3 4
1 8 7 0 0 5
18 9 0 1 6
ひそひそ と
053 0 2 9
ひそめて
05 4
すご い金髪美人で ある彼女は
歪みや
すこ し歪んだわたく し の顔が ｡
闇 の 一 滴 がひそか に舌か らとり落ちた
高い木の 頂まで撃ぢてみたい とひそ かに恩ふ
夜はひそかに 窓の あたりの 気配にまぎれ
主 (ある じ) は ひそかに想ふ
内部か らの ひかりをひそか に愛撫 して い る
あなたはひそかに噴い て い る
ぼくはひそかに答えよう
ひそか に怖れてい る こ とを!
ひそか に欠伸をかみ こ ろ し
ひそか に用意されてい たのだ
ひそひそ と話 しあ っ て い た声もとだ えて しまい ました
1 3 5 眉をひ そめて手の なか の カ ー ドを隠して しまう
ひたい
11 7 0 05 ひたい に手をあて て
11 9 0 04 ひたい にか かる空は
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ひたい 額
026 0 2 6
03 6 0 0 9
0 46 0 2 7
0 54 13 1
05 5 05 1
05 6 0 2 1
0 5 7 0 2 4
0 60 0 1 9
0 61 144
0 6 1 16 4
1 0 6 0 1 9
ひたすら
1 0 3 0 0 8
11 5 0 1 1
15 3 01 1
15 8 0 2.6
ひたすらな
15 8 02 6
ひたむきな
1 7 2 00 3
ひだり 左
04 7 0 0 3
14 2 0 0 6
14 5 0 0 5
17 3 0 2 0
わたしは額を象験せ よ と願 っ た
悲 しみは額の あたりの男署ではな い
熱 い 額の 楠上の 人よ
空虚な額縁の なかで白い雨が乾い て い る
額縁の なかに倣め こまれてい る
ときに河明りが彼の額を照らしだ し
世界を冷やす月光がぼくの額を照らすの を - -
悲 しみにあおざめた額の うえに
あなたの 青銅の額には､ 濡れた藻の髪が垂れ ､
そ して濡れた藻と青銅の 額の上に ､
かれ の銀は 西洋皿の平面の ように広く
ひたすら魂の 遺伝を信 じた
ひたすら求め たずねて行き
ひ たすら切岸をの ぼり つ める と
ひ たすらなねがい で
ひたすらなねがい で
ひたむきなもの は消滅 した
左右に拡げる黒い 蔭! 二重.の ドア !
左翼 に対する架空の均衡を つ くり出すために
芋虫色の 革を時間外駐車で路上に放置し 道徳の坂を下り左折 してまた坂を登 るとす(
p 右
右か左か 南か北か
ぴたりと
0 9 7 00 2
･18 6 03 1
ひ つ うな 悲痛な
14 2 0 27
ひ っ かか っ て
1 28 0 8 7
ひ っ か つ い で
05 5 0 1 3
ぴたりと静止 したらどうな るか?
過去と現在の 空間がぴたりと重なり ､ そ の 輪郭がずれてぼやけていく
な ん とい う暗く悲痛な ユ ー モ ア だ ろう)
ア ンテナ にひ っ か か っ て い る
背負い 袋の ようにおまえをひ っ か つ い で
826
ひ つ ぎ 枢
1 7 9 0 1 3 優雅な枢の ように
ビ ッグ . ニ ュ ー ズ
o7 2 0 55 これ披今週の ビ ッ グ ･ ニ ュ ー ズ だ
び っ くり して
14 6 0 2 6 び っ くりして ドア をパタン と閉めま したが
び っ くりする放 ど
159 00 6 び っ くりするほ ど若くあでやかで ある
ひづ け 日付
12 4 0 0 6 日付の な い 暦をめくり
ひづけ 日附
10 1 0 1 1 むかしの愛も あたらしい 日附の憎 しみも
ピ ッ コ ロ
o1 4 0 1 6 する と ピ ッ コ ロ が不服を唱 へ た
ひ つ じ
005
0 2.6
0 6 2.
10 6
12 1
辛
00 5
0 2 0
03 8
0 4 1
00 7
辛が雲を食 べ にくる
羊歯興が 生ひ茂り
ただひ とり群れをはなれた小羊が
かれは屠所にひかれる小芋であ っ て はな らない たとえそ の 皮を剥がれても
羊の ような雲
ひ っ しに 必死に
04 6 008
05 1 03 6
1 63 0 1 7
ひ っ しの 必死の
1 9 2 0 2 5
ひ っ そりと
14 6 0 15
17 7 0 14
擢で虚を打ちながら 必死に進む抽の 方位を
こ っ ちを見凝めて い る鍵穴を必死に覗きかえす
必死に輝きをまして い る
必死の 思い で､ 前方 の 真 っ 暗闇を凝視するが ､ 且王何も見えぬ ｡
ひ っ そりと つ づ い て い ます
ひ っ そりと
ぴ っ たり
o6 4 0 2 5 夜と窓とが ぴ っ たり重な っ ても､
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1 9 2 0 2 6
ヒ ッ トラ ー
1 73 0 3 5
ひ っ ぱ っ て
07 3 0 2 9
10 1 05 0
ひ っ ばる
0 7 0 0 4 7
07 1 0 2 1
ひ っ ぱれ
05 4 0 7 0
ひ つ よう 必要
0 28 04 0
0 5 4 056
0 8 5 03 0
10 1 03 8
10 3 0 1 0
17 1 0 0 1
192 0 0 1
ひて い
0 5 7
07 3
12 7
18 9
否定
03 0
0 2 1
0 1 9
0 2 2
ひて い して
1 27 0 19
叫ぶ ､ が ､ 声 にならな い ｡ ぴ っ たり浪に包囲されて ､
だがみ よ ヒ ッ トラ ー は死んだんだ
三千噸の病める資材をひ っ ぱ っ て い っ た
こ の地平から水平線にむ けて ひ っ ば っ て ゆ こう
窓掛をひ っ ぱる の は空気の 手､
ぼくの 頭髪をひ っ ぱる こ とが ある
首を吊 っ て い る母親の 足をひ っ ばれ!
す べ てが平和であるように とか云ふ必要もない
Mよ 僕たちに君の 高さが必要なの だろうか?
絶望も希望も必要でない
奥地や海洋で 抵抗する住民をうちころす必要はない
魂にもセツ 道具が必要だ
他者の犠牲を必要としない しあわせ は
もはや､ わたく し､ と特定する必要はな い ｡ わたく しには ､ わ たく し以外の
ぼくは ぼくで ある 一 切 のも の を否定するの だ
否定の彼方 へ
見たもの を否定して生きてきた
自己を否定するたび に上昇を つ づけて
否定 して
見たもの を否定 して生きてきた
ひて い する 否定する
o 5 7 03 0 ぽくはぼくである 一 切 のも の を否定するの だ
18 9 0 22 自己を否定するたびに上昇を つ づ けて
ひと 人
0 0 5 0 3 2
0 0 6 0 1 0
0 0 7 0 1 3
01 1 0 0 9
人々は仮死の状態で あっ た
少女が碧い限をした人形を抱 へ て出てきたが
阿片の軽艇 (ボ ー ト) は霧の 申 へ 青 い 泡を残して去る べ く
一 人の 'i)女を誘拐
どうかする と沢山人間が動い てゐる
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怖か っ たと仏陀の 一 人が語 っ たとき
苦からの葦の 巣があり個人が住んでゐ るが
そ こ に多数の生酒が個人によ っ て支持される
都会の 屋根の下 よ商店街の 商人たち
眠りを眠 っ て い る人たちを
海よ そ して 人気のない墓場がある
あの人たちはたしかにさう してゐ る
充分に人目を惹き
かつ はまた あの人たちを悲 しませ る黄昏を創 っ た
海からや っ て来たといふ 空を飛ぶ藻に乗 っ てきた人よ
個人を非難 しな い わけにはゆ かな い 神々 の名におい て
人影にま じ っ て 小刻み に人々 に倣ひな がら
あの人たちと同じやうに股い でゆけるだらうか
あなたには人の背中しか見えぬ
人々の 衣瀬に附著 し
あなたには人の 背中しか見えぬ
伝 へ よ かの 人に
ゆく人 よ
澄みたる空に影をも つ 橋上の 人よ
花火をみてゐ る橋上の 人よ
人エ に疲れた鳥を
渇い たこ ころ の橋上の 人よ
夢み る橋上の 人よ
熱い額の 橋上の 人よ
うるんだ瞳の橋上の 人よ
しか し橋上の 人よ
橋上の人よ 美の終局には
橋上の人よ
地平線がの せて い る人間の重 たい故郷
重たい 悲しみ に塗りこ められた人間の影がある｡
遺言執行人が ､ ぼんやり と姿を現す｡
そ の 声は人影 へ ､ そ して街 へ ､
人間の 遠 い 未知の故郷 -
人間はチ ュ ー ブの ようなもの であ っ たらよい
あなたはどうして人生にさ よならを告げたの か
昔の 恋人からおくられた銀の ロケ ッ トを
わたしの たずねる人影は何処にもありません
胸に造花の老人たちが
賢い 三人の友に会うの である
手をあげる と 人形の ように歩き出し
手を下すと 人形の ように動かなくなる
彼等が剥製の人間であるか どうか
第二流の民族 集団 人物は
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単により高尚な国民 結社 人間の 材料にすぎな い と
おお い まこ そ偉大な人間と大きな河は
詩人は不敵な薄笑い をもらし
人々の 笑い と踊りと宴会との なか に
す べ て 記憶に鍵をあずけて い る人々 よ
人を苦 しめる過ぎ去 っ た日々が
詩人は欠伸をかみ ころ して立上る
そ して詩人と大学生は駅で しばらく別れを惜しむだろう
も っ と荘重に も っ と全人紫の ために
す べ て の 人々 の 面前で語りたか っ た
青い 海の なか に 二人 の運命をうか ぺ てい るはずで あ っ た
おれには掘割の そばに立 っ て い
-
る 人影が
聾の 老人が世界に向 っ て何か叫んで い る の が
鳥は い な い し まして人影は な い
私の 立派な人生には
劇場は真黒な人を吐き出します
一 人 の若 い ウ ェ イ トレ スが
大人にな っ た幻影の 子よ
ときに 一 人の 男が
澄みき っ た空の橋上の人よ､
橋上 の 人よ､ あなたは
橋上の 人よ
橋上の 人よ
橋上の 人よ
あなたは冒険をも とめる旅人だ っ た｡
橋上 の人よ
橋上の 人よ
まるで通りがかりの人の ように
橋上の 人よ
橋上の 人よ
溺死人の 行列が手足を藻で しばられ て､
溺死人が声もなく天にむか っ て 叫ぶの を - -
い つ も個人的なわけがあるの だ
い つ も個人的なわけがある のだ+
蒼ざ めた橋上の 人よ､
日没 の街をゆく人影が､
孤独な橋上の人よ､
橋上 の 人よ､
空 い た椅子がい つ までも帰らぬ人を待 っ て い ます｡
橋上の 人よ､
橋上 の人よ､
橋上 の人よ､
橋上 の人よ ｡
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- - 今 日は今日､ と通行人が 噴い た､
人生に別離なんかあるものか と､
人 の運命をどうして占うの だろう ｡
- ⊥ 明日は明日､ と通行人が 噴い た､
今世紀最大の詩人が
人影まば らなプラ ッ ト フ ォ ー ムで
ど っ と家族づ れで出かけて ゆく人たちをみかける
美果な人ごみ の なかで泣きさけんで い た
十万にの ぼる人々が
や っ と柵に とり つ い た人波の
血統を信ずるのもい い し､ 人気に支配されるのも結構だ
何百万の 人々が､ もう 一 度溜息を つ くの だ
千万の 人々を容れるに足りるもの だ
毛腰を出 したフ ラ ン ス 人の水先案内は
埠頭に人か げはなく
母や妹や恋人の ために とめ どなく涙を流 しつ づ けた
(ああ人間性よ･ - -
土 人 の 音楽があります+
他人の 危い 綱渡りを見な がら
それから大人たちの仕事
気むずか しい人たちに聞かせて あげよう
どんな恋人たちよりも甘い キ ス をしよう
商い 梢で 一 緒 に歌 っ て い る人たちが
やさ しい人が
あおざめた河明りを見おろ して い る人たちとい っ し よ に
人々があ つ ま っ て い る橋や
やさ しい 人は ふと顔をあげて
黒い河をの ぞきこんで い る人が い ます
停車場 へ い そ そ通行人の影 にまぎれ
人間が自然に手をつ ける方法は ･ ･ - ･
どん な非人の作品なの か?
人間の仕事は
劇場やホテル の ロ ビイ に立 っ て い る寂しい 人影からうまれ
人々+ に光りあれ!
会 っ た こ との な い 人たちの こ とを思い うか ぺ て い るもの
きみ の 人生はきわめて ミ ステ リアス に
どうして人間がすこ しも苦 しまずに死ね ようか?
明るい 無人 の奄串が
一 人 の妹は乳母車に つ かま っ て歩き
もう 一 人 の妹は眠りながら小径を歩い て い る
今では - - 一 人の 妹は三人の 子供の
もう 一 人 の妹は 一 人 の子供の 母にな っ た
人影にまじ っ て 新聞報のうえをあるい てゆく
11
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
0
0
2
3
4
6
6
6
6
6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
6
6
6
6
6
6
7
8
8
8
8
0
1
1
1
1
1
1
3
3
3
3
1
1
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
3
3
0
1
1
2
4
2
2
2
2
2
4
4
4
4
5
2
2
2
5
5
6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
5
6
1
1
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
5
2
2
5
3
4
5
5
7
2
2
2
3
3
3
4
0
0
0
0
0
0
0
0
1
4
7
1
4
8
3
1
0
1
1
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
4
4
6
6
8
4
1
1
2
3
3
4
2
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
9
9
4
9
5
0
1
5
0
3
2
2
2
3
1
2
5
9
6
8
2
2
0
2
3
2
ぼんやりと姿を現すひ とりの 遺言執行人として - -
はたせ なか っ た約束を い つ まで も悔む人の ように
たくさん の 人がプ ー ル に つ か っ て い た
恋をすて故郷をすて他人の 国 へ ゆく の だから
金づ かい の荒 い ア メリカ人とはわけがちがう
たくましい狩人たちも 恋をあさる猟場から
こ れがみんな詩人だとい っ たら たい て い驚く
誰 一 人笑 っ て い ない が ユ ー モ ア に欠けて い るためではない
バ ラ色の頬はあせても 不幸な五 十七人がそろ っ て
人生を説明するの に どう した っ て何か が足りな い ようだ
かれの指の 爪貝は 恋人たちが しやぶりたがるほ ど美 しい
詩人 として の かれの おそろし い飛期力をあらわして い る
高名な美学派の 詩人みたい に 口髭をの ば したり刈りこんだりして
詩人なら孤狼な 口髭 とか 大切な象徴の 鼻に つ い て
時代におくれ 人におくれたす ぺ て のも のをとり戻すために
詩人はもちろん屈してはな らな い そ の 外貌がどうで あれ
詩人の本質は変らない それは目にみえな い奥にあ っ て
一 人 の 勇士を死なせてから - -
い なくな っ た人影が
人はあわただ しく自分の影から離れる
恋人たちが ベ ン チ に坐 っ て
馬上の 人も白髪となる
人はみなちりぢりになる
憤れにも恐怖にも 母にも恋人にも
人民万才!
シ ベ リア の 囚人に
人民の 世界を反映 した
行きづま っ た 一 人 の作家が
最高に人間的だ っ た同志スタ ー リ ン
人民万才!
人生に遅刻 したのも気に しな い で
人間くさい
心配事は他人にまかせて
あきらめき っ た人生の
三人の 男は い まはトンズラ
指名手配の 一 人 は
他 の 一 人 は 古典的な社会復帰者と して
残る 一 人で あるぼくは
無人の 巷をさまよう
われらの人生なんて ロ クなもの で放ない
むずかゆい 両脚を とじて 一 人 の ベ ッ ドで静かに眠れ
地獄の ヴィ ジ ョ ン のうえで安眠できる老人は
侵略的な人紫の手の と どく と ころにあ っ たら
832
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そんなに遠くまで人間の言葉を とどけに い く
人間の精神の 問題かも しれない から｡
吊られた ユ ダヤ人の ように
人間が住んでねえんだ 昔から
渇い た人の 飲む
無人の 編集室で
隣人を愛 して
人エ の 島で
それからは人に会わない
隠れん ぼの 人生
人間蛾は街の 燈火に誘われる
通行人が哀れ っ ぽく声をかけてきた
多くの国人と語 っ て同時に
他人の 眠りのな かで
もう誰も知りたがらない 二人 の秘密
い つ かは(o れて 一 人にな っ た
欄外の 人生を生きてきたのだ
西側の 新聞や著名人の 多くの 声明には
東側における弾圧や迫害に最も敏感な人たちでさえ
考えてみ る人は放とん どい ない ･ ･ ･ ･ ･ ･+ とあなたは語 っ た
支配に自信なく 人間の良心 を
殺人的な電涜装置で閉された国境をやすやす越え
言語の 障帝 人種の 差別を超えて
悪い夢からさめた人の ように首をふるの である
あとに残る のが 無気力な教養人ばかりだとしたら
自分 の著作中に登場 し そ の ため に投獄されたす べ て の 人々を
他の 人々を悲惨なままに放置 して逃避するような
彼がおかれてい る状況は 西側の 同時代人の それより
災厄を招く こ とはない 他人の災難に
巨大なもの の 力が 個人の信念 より永続するとい う証拠はない
一 個 の 弱い 人間の 信念をも挫くこ とができな い とわかれば
そ して 一 人 の無筆を殺すこ とが
信念を持 つ 人間の 精神が世界最強の力には通 じな い とか
これ以上披 一 歩も進ませな い そ と宣言する不屈な人間の精神の みが
一
個人 の平和 と 世界の 平和と 人類そのもの の 真 の守護者たりうるの だ+ と
二重行為の 詩人は
浄食の歯そきなまなま しき落人は
何かを思い止るように と 一 人の 男が
一 匹の 犬にとめられてい た
夢の 厚着で肥りすぎた詩人には真偽はどちらでもよく 魂はもうと っ くに死んで い た
人もまた侍れて い た
二人で よりそうように して
切符売場に人影はなく
ふ と遠くの ドアに消えた人の
833
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金色の聖像 におおぜい の人が
そ こ では醜い 顔の 二人 の女が
振りむくと小柄な申年の外国人が
と言 っ てそ の人はやさ しく
そ の 人の 背丈も
世をも人をも厭い つ つ 生きて い て
二人 の娘を育ててきたと善かれてい た｡
一 人分 の 人生を､ 生きる の は容易な業で はな い ｡
同じ輸送船でス マ トラ島に送られた転属組の 十三人だ っ た｡
結局､ め い め い の 職歴 と子供を何人作 っ たか とい う こ とに つ きて い た0
しぶきをあげる人魚姫の
内なる人は融けて いく
六 人の 友達の 彼に対する考え方は夫々まるで違 っ てゐた｡
六人の 意見が 一 致 してゐ る時は ､ 六人とも彼に編されてゐる時であ っ た｡
三人称で戯画的に書い て い るが､
しかし､ 友人たちは仲間の だれかれをあてこす っ て い る の だ と患い こみ ､
二 十人ほど い た仲間の うちで ､ 現在､
個人に と っ て､ 自由は､
貧乏人の息子で
現在各種年鑑に よれば詩人というこ とにな っ て い る
背中をこ ごめて人中を歩く姿とい っ たら
自分で もそう思い 人にもそう思われてい る の に
3丘代人の なれの果て
記憶にあるものだ けで官六十人
千人斬りとか五千人枕 とかにくら べ たら
は じめから 一 人に しておけば よか っ たの かも しれな い
一 人でタ バ コ をす っ て い る と
あくまで 一 人の殺 し屋の
人の死も
閑人にまかせて
理想の 良人は
日本人だから
習慣みたい な西洋人は
自然にたい して有罪で ない 人間はい ない
忘れられてい く人間の 過程が
恋人と会 っ て は 窓外の すがれた景色に視線をそらして
二十年も昔に記憶の底に沈んだ詩人が
つ い ｢詩人+ であると真実を告げる
(公衆の面前では 場違い な人間というの と同じだ)
｢現代最高の 詩人T.S . エ リオ ッ トの作です+
詩人の気前 と品位 にと っ て は 小さな犠牲で
もう ー 慶 一 人 にな るために
隣人とは愉快に貸 し借りせ よ
834
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7
7
7
8
9
1
7
7
7
7
7
7
8
8
1
1
1
1
1
1
2
2
3
3
3
9
0
0
8
8
8
8
8
8
0
1
2
3
3
3
18 3
18 3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
2
2
2
3
4
5
5
0
0
0
0
0
0
5
5
1
8
9
3
7
9
3
2
4
7
9
6
6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
6
8
6
9
1 6
0 4
2 4
ll
1 4
2 9
0 9
33
0 3 5
0 4 6
0 3 2
0 06
0 0 4
0 1 1
0 12
0 1 4
0 1 8
1 83 0 23
18 3 0 2 5
1 8 4 0 0 1
18 4
18 4
1
1
1
1
1
1
8
8
8
8
8
8
4
4
4
4
4
5
0 0 2
0 0 4
0 0
0 0
0
0
0
0
1
1
2
0
6
7
2
9
1
6
人の 心を盗む あな た の 言葉は
嘘 つ き! 詩人の資格な しl
一 人 の女も知らずに
袋を着せ られたソ ロ フ キ の 田人みたい に
もう 一 人の 彼である
ソ ロ フ キ の囚人の手は
一 語 の ため の 一 行が人 の 心を変え
人が住んで い るかぎり
人間の あぶらが
人くさ い息が充満 して い るうちは
うなだれた囚人の 目尻には
ソ ロ フ キ の 囚われ人よ
泣きながらこ の世に産れた人の 子にと フ て
やるせ ない 女人 へ の郷愁があ っ た
難破する船上の 人の ように
人は幸福で あり満足だ とは い かな い もの か ､
人気 のな い街道を
｢人で ある こ とをやめ
外国の人質を殺すか殺さぬかで
そ こ では人間の血がまだ新鮮なの だ
頭蓋骨を射ちぬか れて死ぬ 一 人 の男
感 じの い い 人 の
忘れ難い 人の ために書い た
他人の空似で
そ の人 の 背中に向 っ て
雨合羽 の 人よ
い やな老人にな るな
人影がはげしく往きか っ て い る
家路をい そ(･ 人も異物に出てきた人も
人ごみ をどうすりぬけたらい いか
きちん と心得て い る働き人と
若い証券 マ ン が 一 人で物思い に耽 っ て い る
すこ し足の 不自由な老人がほほえみかける
の んびり散歩 したりす る人はい ない
すごい 金髪美人で ある彼女は
ドイ ツ系の アメリカ人で
フ ラ ンス 系ア メリカ人と横須賀で結婚し
タイ 生れの 中国人の 医者と再婚 した
そ して十四人の 大工を自ら指揮して
日本人妻の 間にできた子供である
若い 中国人の 夫は口癖の ように
人と人は人権や国境を越えて
あまりにも多くの 人に
835
1 8 5
18 5
18 5
18 6
18 6
18 6
0 0 7
01 0
0 1 4
0 1 8
0 3 8
0 4 5
1 86 0 5 5
18 6 0 6 0
1 8 6 062
18 6 07 4
18 8 0 2 1
18 8 0 2 2
18 8 0 3 4
1 88 0 3 5
18 8 0 4 2
18 0 4 3
18 8 0 5 1
1 89 0 1 0
18 9 0 2 7
1 90 0 1 1
19 2 00 6
19 3 0 1 9
慰めを与えた哲人風の 音楽家の
世界中の人たちに憾み こまれ
幻想と化するこ とを証 した 一 人の 男が
そ の ときお会い にな っ た人たち とは?
ええ ぽくは詩人ですから
へ んな人ですね ､ あな たは?
可哀想な人l
人の 運命
人の ですか?
(ぼくらの 人生だ っ て
そ の 中に ｢悲 しむ老人+ と い う作品があります｡
頭 の禿げかか っ たひ とりの 老人が､
そ の 間､ 昔の仲間が､ 三人死ん で い る ｡
毎年 一 人ず つ の勘定だから､
人生の 下り坂にかか っ たときからで ある ｡
此頃で は､ 人の顔さえ見れぱ､ 誰彼 となく病気の 話で ､
人はただ歳をとるだ けだが､ 時代は ､ 変 っ たようである ｡
それが仲の よか っ た友人の
死人の 眼でなが めなが ら
束洋哲人風の生活が
'
それに して も､ と彫をもたぬ寂夢が ､ く びをか しげ る○ 人に会わぬ o 風はそ よとも吹かず､ 自分 の足音さえきこえな
私 一 人 の 人生でも
ひ どい
14 6 0 6 0
1 5 1 0 1 4
ひとい き
09 4 0 2 1
ひ どうな 非道な
1 4 2 1 1 9
ひとかげ 人影
0 4 1 05 0
05 0 0 2 0
05 3 0 3 6
05 5 0 63
0 5 7 0 2.0
0 6 1 1 4 8
06 9 0 0 3
09 1 0 1 0
10 0 0 0 2
外はひ どい ど しや降りで した
かなりひ ど いヨ丘視で乱視の
ぽく の 河口はひ とい きに岸辺やテ ントや小舟を吐きだ そう
非道な暴力に抵抗 して
'自らの犠牲 と死の覚悟で第 一 線に立ち
人影にま じ っ て 小刻みに人々に倣ひながら
そ の 声は人影 へ ､ そ し て街 へ ､
わたしの たずねる人影は何処にもありません
おれには掘割のそ ばに立 っ て い る人影が
鳥は い な い し ま して 人影はな い
日没の 街をゆく人影が ､
人影まばらなプラ ッ ト フ ォ ー ム で
劇場やホ テル の ロ ビ イ に立 っ て い る寂しい 人影からうまれ
人影にまじ っ て 新聞紙のうえをあるい てゆく
836
1 0 8 0 0 4
1 4 6 0 0 9
1 83 0 0 4
ひとかたまり
1 4 8 0 4 5
1 7 2 0 2 8
ひどく
05
05 9
0 60
10 6
1 60
17 4
0 0 1
0 0 6
0 0 6
0 0 7
0 2 5
0 2 0
い なくな っ た人影が
切符売場 に人影はなく
人影がはげしく往きか っ て い る
ぼくたち披ひ とかたまりにな っ て写真を撮 っ た｡
もうすそひ とかたまりの 無機物にな る の だから+
ひ どく降りはじめた雨の なかを
波の音がひ どく怖ろしく
なぜか 一 服 の 煙草もひ どくうまい の である
い くら厳粛な集まりで も これはひ どく殺風景だ
哲学的な詩をひどく陰気な声で吟諭する
会心の 笑みをもらすきみを前に して ､ ひ どく 口惜 しい 思い をした｡
ひ とけ (にんき) 人気
0 4 1 0 0 2
0 72 0 23
1 7 2. 0 0 4
ひ とけの ない
12 9 0 1 6
ひとけの ない
0 4 1 0 0 2
17 2 0 04
海よ そ して 人気の ない 基場がある
血統を信ずるのもい い し､ 人気に支配されるのも結構だ
人気のな い街道を
ひ とけの な い 屋上プ ー ル と
人気の ない
海よ そ して人気のな い墓場がある
人気のな い街道を
ひと こ と
18 0 0 4 7
ひ とこ と 一 言
0 17 0 3 5
05 4 0 8 7
1 0 3 0 0 5
ひとごみ 人ごみ
0 7 1 0 1 7
18 3 0 1 2
ひとさら 一 皿
05 5 0 4 9
ひ と こ とも喋 べ らぬ こ とだ
一 言も解れなか っ たかも知れない
｢もうい い 一 言も語 るな
一 言も語ろう としな い
美果な人ごみ の なかで泣きさけんで い た
人ごみ をどうすりぬけたらい いか
あぶらぎ っ た 一 皿を平げたような顔をする
837
ひとしきり
12 0 0 8
14 6 0 6 1
1 67 0 6 3
1 8 0 7 6
ひと じち 人質
1 73 0 1 1
ひとすじ - す じ
0 2 0 0 0 6
14 2 0 2 6
ひとすじの
18 7 0 1 2
ひとたまり
0 1 2 0 13
ひとたる の
16 2 0 2 1
ひと つ 一 つ
0 29 010
0 40 00 9
04 1 0 9 0
045 0 0 9
04 6 0 4 9
0 4 6 0 5 0
05 3 0 3 0
05 4
0 61
0 6
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
9
0
1
2
2
3
3
3
3
5
7
6
8
3
8
0
0
2
4
4 1
12 2
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1 2
4 4
0
0
0
4
0
1
8
0
0
0
1
0
1
7
8
1
8
5
6
9
1
6
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ひ と しきり烈 しくな っ た雨音をきく
屋根を叩く雨音がひ と しきり強くな っ て
風はひ としきり烈しく吹き つ け
ひと しきり烈しくなり､ 深夜の 屋根を叩い て い るo
外国の 人質を殺すか殺さぬかで
- す じの 血 が
わたしやわたしの 家族の 頭か ら 髪の毛 - す じ落ちや しない とは
ひとす じの硝煙の におい を
- たまり
- たまりもなく仮死におち
- 樽 の
そこで - 樽の ワ イ ンとなら
一 つ の 海を風景の 中に所有 した
たゆみながら 一 つ の扉が支 へ てゐ る
ドア から出て 一 つ の 街角をまが っ ただけで
い つ か 一 つ の 息な がく絶えぬ と いふ
あなた自身が小さな 一 つ の 部屋である こ とを
此処と彼処 それも ー つ の幻影に過ぎぬ こ とを
みん な仲 よく小鳥の ように 一 つ の 枝でおやすみなさ い
影は 一 つ の 世界に 肉体に変 っ て ゆく
一 つ の もの を選ぼうとする とき
乾い た咳を 一 つ した｡ 彼 の イ メ ー ジ の なかには
一 つ の 生命が､ ある い は - 羽 の 鳥の 飛和が､
対岸は霧がふかくて見えない が 残る 一 つ の 疑問には
寝床は 一 つ
もう 一 つ の 首都を夢み て
一 つ 星 の大将
一 つ はおれだが
もう 一 つ は誰だろう?
年々 の秋をとざす ー つ の 秋
一 つ の 場所を占め よう と して
そ こも ､ 一 つ の お部屋だ っ たわ.
1 4 2 10 6
1 50 06 8
1 50 069
1 6 7 0 4 6
1 6 7 0 4 7
17 0 0 04
17 2 0 0 9
18 6 0 5 6
18 9 0 2 9
19 1 0 15
一 つ の 否! 披 明日には無数の 否! にな るだろう
今日､ 我々は 一 つ の 都市､
∵つ の 国さえたちまち喪われるような世界に住んで い る の で ､
それから 一 つ の灘屋を守り
一 つ の部屋の ため の 家屋が傾くまで
なま欠伸 一 つ
まばたき 一 つ で風景が 変 っ て ･
それな の に ､ み ん なが整列して中央に 一 つ だけ空い て い る椅子
塵 一 つ な い 白い 卓布
海は 一 つ の叫び に変れ
ひ とつ づ つ
0 1 4 0 2 5
0 5 4 0 4 4
ひと つ の 一 つ の
02 9 0 10
04 0 0 0 9
0 4 1 0 9 0
0 4 5 0 0 9
0 4 6 0 4 9
0 4 6 0 5 0
05 3 0 3 0
0 54 12 2
0 61 1 1 之
0 97 0 0 1
1 0 6 0 4 7
12 3 0 1 1
13 2 0 0 9
13 4 0 1 1
14 1 0 0 6
1 42 1 0 6
1 50 0 6 8
1 50 0 6 9
1 6 7 0 4 6
16 7 0 4 7
19 1 0 1 5
ひと つ ひ と つ
05 5 0 0 8
0 6 1 2 1 6
0 61 2 2 4
0 6 1 之2 7
貧血がくる とひ と つ づ つ 楽器は床に倒れた
ひ と つ づ つ 小さな灯が点されてゆくとき
一 つ の 海を風景の 申に所有 した
たゆみながら 一 つ の扇が支 へ て ゐる
ドアから出て 一 つ の 街角をまが っ ただけで
い つ か 一 つ の 息ながく絶えぬ といふ
あな た自身が小さな 一 つ の 部屋である こ とを
此処と彼処 それも ー つ の幻影に過ぎぬ こ とを
みんな仲よく小鳥の ように 一 つ の 枝でおやすみな さい
影は 一 つ の 世界に 肉体に変 っ てゆ く
一 つ の も のを選ぼう とするとき
一 つ の 生命が ､ ある い は - 羽 の 鳥の 飛和が､
対岸は霧がふかくて見えな い が 残る 一 つ の 疑問には
もう ー つ の首都を夢みて
年々 の秋をとざす ー つ の秋
一 つ の 場所を占め ようと して
そ こも ､ 一 つ の お部屋だ っ たわ｡
一 つ の 否l 汝 明日に披無数の 否! になるだろう
今日､ 我々は 一 つ の 都市､
一 つ の 国さえたちまち喪われるような世界に住んで い る の で､
それから 一 つ の部屋を守り
一 つ の部屋の ため の 家屋が傾くまで
海は 一 つ の 叫びに変れ
船室の 灯の ひ と つ ひ と つ を
そ の ひ と つ ひ と つ がロ舜いて ､
そ の ひ と つ ひ と つ が日舜い て ､
そ の ひ と つ ひと つ が餅 い て ､
839
0 6 1 2 2 8
07 0 0 1 3
10 1 0 6 1
116 0 0 1
ひと つ ぶず つ
1 30 0 1 3
ひと つ ぶの
0 6 9 0 1 0
ひとつ ぶ の
03 5 0 2 2
1 14 0 0 4
1 8 6 073
ひと つ ぼし
12 8 0 8 8
そ の ひ と つ ひ と つ が消えかかる､
とお い塵 ､ ち かい 星 の ひ と つ ひ と つ にみ い っ て い る ､
吐く息の ひ と つ ひ と つ が採り つ い ても
吐く息の ひ と つ ひ と つ が
一 粒ず つ
砂利が 一 粒ず つ光りは じめた
きらりと光るひ と つ ぶ の皇があ っ た
一 粒 の
一 粒 の 実り姓
一 粒 の種子も残らない
一 粒 の蓮 の実を永く隠 しておく こ とだ よ
一 つ 星
一 つ 星 の大将
ひとび と
053 0 0 5
05 8 0 0 1
05 8 0 47
071 0 3 2
07 1 0 3 5
10 0 0 0 3
ひとび と 人々
0 0 5 0 3 2
0 4 1 05 0
04 1 1之6
05 4 08 1
05 4 084
0 54 14 1
0 7 2 0 04
0 7 2 0 5 8
0 7 2. 07 2
0 8 9 0 1 7
09 2 0 1 7
14 2. 0 68
1 42 0 7 1
ひ とひらの
明る い ひ とび と の笑顔も
ひ とび とが足をとめて い る空地には
ひ とび との うしろに行列をして夕刊を買い
ひ とび とは言う
山の 頂きから谷をの ぞくひ とび とは
かたい 心をもち 小刻みにひ とび とにならい ながら
人々は仮死の 状態で あ っ た
人形にま じ っ て 小刻みに人々 に倣ひなが ら
人々 の 衣類に附著 し
人々の笑い と踊りと宴会 とのなかに
す べ て記憶に鍵をあずけて い る人々 よ
す ぺ て の 人々 の面前で 語りたか っ た
十万にの ぼる人々が
何百万の人々が､ もう 一 度溜息を つ くの だ
千万の人々を容れるに足りるもの だ
人々があ つ ま っ て い る橋や
人々+ に光りあれ!
自分の 著作申に登場 し そ の ために投獄されたす べ て の人々を
他の 人々を悲惨なままに放置して逃避するような
840
11 9 006 ひ とひらの影をと どめ
ひとびん - 噂
18 6 0 8 0 誰か が寄賭 してくれたナポ レオ ン の 一 線もい ずれ劣らぬ時間の 傑作だ っ た
ひとみ 瞳
0 4 6 0 3 7
0 5 1 0 3 5
0 5 3 0 0 1
0 54 1 0 9
0 5 8 0 5 5
0 6 2 0 3 0
0 6 2. 0 6 3
0 8 2 0 0 1
うるんだ瞳の橋上の人よ
出口 を求め る熱 っ ぽ い 瞳で
わたしの 大きな瞳には
大学生の ほそ い 瞳 の奥に描かれて しまう
たまたま可愛い い 瞳を して い たからとい っ て
あな たは悪戯な瞳と微笑で逃げてゆ けばよ い
あなたはつ ぶらな瞳を閉 じて いますね
六月は水色の 瞳
ひとめ 人目
o 4 1 0 13 充分に人目を惹き
ひとり
0 3 8 0 3 0
0 4 0 0 1 6
0 5 2 0 0 5
0 5 2 0 1 5
05 4 0 0 7
0 5 4 1 1 9
0 5 4 1 3 4
0 5 6 0 0 1
0 5 9 0 0 5
0 6 1 1 7 7
0 6 2 0 3 8
0 62 0 6 1
063 0 1 6
0 66 0 0 6
0 6 9 0 0 5
0 7 2 06 8
07 7･ 0 1 7
0 7 8 0 0 2
0 8 9 00 3
0 9 8 0 1 4
10 0 0 5 0
10 1 0 1 3
10 1 0 15
10 1 0 2 4
屋根のみ を叩い てはひ とり淋 しが っ てゐた
夜ふけて ただひ とり
ひ とりで牛乳を匙ですく っ て
あなたは本当に暗い地下にひ とりで住んで い る ので すか
ひ とりず つ 夜 の街から消えてい っ た
僕はひ とり残される
ひとり占い の賭博者の ように
ひ とりぽ っ ちで橋 にもたれ
ひ とりぽ っ ちの部屋の なかで
わた'しはひ とりです｡
ただひ とり群れをはなれた小芋が
ひ とりの妻 と住み家畜な どを飼 っ て みたくな っ たの です
(わたしはひ とり ､ わた しはひとり ･ ･ ･ ･ ･ ･)
女 の子がひ とり涙をおさえて立 っ て い た､
もうひ とりの 少女に爵 して い た
自分ひ とりにかえるの は
ばくはひ とりの 兵士の 死に立会 っ た
あらゆる鎖がひ とりで にきれ
た っ たひ とりの 椅子にいて
自分ひとりの もの となる時刻 - -
ぼんやりと姿を現すひ とりの遺言執行人と して ･ - ･ ･
ぼくはは じめから敗れ去 っ て い た兵士のひ とりだ
たい せ つ に してきたひ とりの 兵士だ
安全装置をはず した引金は ぼくひ とりのもの であり
841
122 0 0 7
13 3 0 0 2.
15 9 0 0 之
18 8 0 2 2
18 9 0 2 8
ひとり 一 人
0 0 7 0 1 3
0 17
05 8
0 60
0 3 2
0 5 4
0 0 9
0 99 0 0 5
0 9 9 0 0 6
0 9 9 0 1 1
09 9 0 1 2
10 6 0 0 5
10 7 0 1 2
1 1 3 03 4
1 2 4 02 2.
12 4 0 2 5
12 4 0 2.9
12 5 0 2 2
13 8 0 1 2.
1 4 2 1 1 1
14 5 0 1 3
14 8 0 1 5
15 1 0 4 0
1 52 0 0 3
1 5 2 0 1 8
1 6 0 0 3 9
16 6 0 2 9
16 7 0 2 7
173 0 2 9
1 83 0 1 8
1 85 0 1 4
1 8 8 0 3 5
19 3 0 1 9
ひとり 独り
04 1 0 9 8
ひとりず つ
0 54 0 0 7
ひ とり椅子にの こ されて
ひ とりい る こ とにたえられない
ひ とり頭を垂れて い る と･ ･ - I
頑の 禿げかか っ たひ とりの老人が ､
これからひ とりで食事にかかる と ころだ
阿片の 軽艇 (ボ ー ト) 披露の 中 ヘ 音 い泡を残 して去る ぺ く 一 人 の 少女を誘拐
怖か っ たと仏陀の 一 人が語 っ たとき
一 人の 若 い ウ ェ イ ト レスが
ときに 一 人 の 男が
一 人の妹は乳母車に つ かま っ て歩き
もう 一 人 の妹は眠りながら小径を歩い て い る
今で は - 一 一 人 の妹は三人の 子供の
もう 一 人 の妹.は
一 人 の 子供 の母にな っ た
誰 一 人笑 っ て い な いが ユ ー モ ア に欠けて い るためで はない
一 人 の勇士を死なせてから - -
行きづま っ た 一 人の作家が
指名手配の 一 人は
他の 一 人披 古典的な社会復帰者と して
残る 一 人で あるぼくは
むずかゆい 両脚をと じて 一 人の ベ ッ ドで静かに眠れ
い つ かは(･ れて 一 人にな っ た
そ して 一 人の無季を殺すこ とが
何かを思い 止るように と 一 人の 男が 一 匹の 犬にとめられてい た
一 人分 の 人生を､ 生きる の は容易な業で はない ｡
は じめから 一 人 に して おけばよか っ たの かも しれな い
一 人でタ バ コ をす っ て い る と
あくまで 一 人 の殺:し屋の
もう 一 度 一 人 になるた めに
一 人の 女も知らずに
もう 一 人の彼である
頭蓋骨を射ちぬかれて死ぬ 一 人の 男
若い 証券マ ンが 一 人で物思い に耽 っ て い る
幻想 と化するこ とを証 した 一 人の 男が
毎年 一 人ず つ の勘定だから､
私 一 人 の 人生でも
あなたは独り目覚めて ゐた
ひ とりず つ夜 の衝から消えてい っ た
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ひとりず つ
18 0 3 5
一 人ずつ
毎年 一 人ず つ の勘定だから､
ひ とりで に
0 78 0 0 2
ひとりの 一 人 の
007 0 1 3
058 0 5 4
0 60 0 0 9
099 0 0 5
099 0 0 6
09 9 0 1 1
0 9 9 0 1 2
10 7 0 1 2
1 13 0 3 4
1 25 0 2 2
142 1 1 1
1 45 0 1 3
1 5 2 0 1 8
166 0 2.9
167 0 2.7
1 73 0 2 9
1 85 0 1 4
1 93 0 1 9
あらゆる鎖がひとりで にきれ
阿片の軽艇 (ボ ー ト) は霧の申 ヘ 音 い泡を残 して去る ベ く 一 人の /i)女を誘拐
一 人の 若 いウ ェ イ ト レ ス が
ときに 一 人 の 男が
一 人 の妹は乳母車に つ かま っ て歩き
もう 一 人 の 妹は眠りな がら小径を歩い て い る
今で は - - 一 人の 妹は三人の 子供の
もう 一 人 の妹は 一 人 の 子供 の母にな っ た
一 人 の 勇士を死な せて から - -
行きづま っ た 一 人 の作家が
むずかゆい両脚をと じて 一 人 の ベ ッ ドで静かに眠れ
そ して 一 人の無章を殺す こ とが
何かを思い 止るように と 一 人の 男が 一 匹の 犬にとめられてい た
あくまで 一 人の殺 し屋 の
一 人 の 女も知らずに
もう 一 人の 彼である
頭蓋骨を射ちぬか れて 死ぬ 一 人 の男
幻想と化するこ とを証 した 一 人の 男が
私 一 人 の人生でも
ひとりぶん の 一 人分の
14 8 0 1 5
一 人分 の 人生を､ 生きる の は容易な業ではない ｡
ひ とりぽ っ ち
05 6 0 0 1
05 9 00 5
ひ とりぼ っ ち
0 4 1 14 6
ひ とりぽ っ ちで橋にもたれ
ひ とりぽ っ ち の部屋の なかで
孤りぽ っ ち
孤りぽ っ ちで火を見 つ めて い るだらうと
ひと群れ
o 65 0 3 2 ひ と群れの 鶴にま じ っ て､ 永遠の 刑罰を
ひなん しな い 非難しない
o 4 1 0 4 8 個人を非難 しない わけにはゆかな い 神々の 名におい て
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ひなんちゆう し よう 非難中傷
1 4 2 0 2 9
ひにくな 皮肉な
0 7 2 0 2 4
ひにくや 皮肉屋
10 6 0 4 0
ひねくれる
1 82 0 0 7
ひね っ たり
1 6 6 0 1 5
ひねり
18 0 0 0 8
ひの くるま
15 1 0 10
また い かなる非難中傷の 壁､ 妨害 の電波が そるりを とり巻い ても
独断批評家の 口ぶりもわるくはない し､ 皮肉な記者のポ ー ズも捨てがたい
かれは自分を罰 してはならない 屠殺者や皮肉屋の包囲のなかで
世話をする植木までひねくれる
ますます下手になる詩に頭をひね っ たり しながら
さらに首をひねりながら
火の 車
これではい つ も火の 車だ
ひばしら 火柱
081 0 13
ヒ バ リ
0 10 0 1 3
ひび 日日
0 2 1 0 0 6
18 0 0 5 5
ひび 日々
05 4 0 9 7
1 48 0 1 6
ひび い て 響い て
0 2 1 0 3 0
14 5 0 1 4
ひびかせて
09 1 00 6
ひびかせ る
何千年の 闇をつ らぬ い て真赤な雲の火柱がたち
ヒ バ リが 墜落 してくる
若年の 日日に
ぼくらの 日日は過ぎ つ つ あり
人を苦しめる過ぎ去 っ た日々が
愛は身をほそらせ ､ 日々 の 仕事は疲れを つ の らせ る ｡
ぼく の同姓響い てゐる
有りも しない 幸福の歌が い つ もの ように響い て いた
軽い プ ロ ペ ラの 趨音をひびかせて
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03 8 0 2 3
ひびき
02 0 011
0 27 0 19
0 33 0 19
0 53 0 2 7
0 6 9 0 4 0
120 0 1 7
18 9 0 3 4
19 2 0 0 5
1 93 0 1 3
ひびき 響
0 0 1 0 0 8
0 1 2 0 2 1
0 1 6 0 1 0
0 1 8 0 0 1
02 1 0 3 0
02 2 0 0 4
02 5 0 0 3
0 27 0 19
0 28 033
0 5 1 0 1 7
0 65 0 0 9
0 65 0 3 6
145 0 1 4
16 7 0 0 5
ひびき 響き
0 1 6 0 1 0
0 2 8 0 3 3
0 6 5 0 3 6
ひび の 日々 の
14 8 0 1 6
こ の 管はなんだが眠い やうな音をひびかせる
皿に落せ ば貝の ひび き
体温から去 っ てゆくひ びきたち響たち
あの ひび き披何か
遠く にきこ えた電車の ひび きや
終電車の レ ー ル の ひ びきは
かすかな地ひびきが
シャ ンデリ ア の 天井に大きくひびき
遠くか すかな潮騒の ひびきにさそわれ､ 海にむか っ てひき寄せられてい くが､
遠ざか る列車の ひびきに
高い梢の 向うの 響は
ガラス の 響をたて る楕円形 の葉たち
雲の 島からエ ン ジ ン が響き
もう響は拭はれて
ぼくの再は響い てゐる
響がきこ える
黒い トンネル に海の 響をきくとこ ろ
体温から去 っ てゆくひ びきたち響たち
ねぢれた鎖のやうな数翻の 列車の 合図が響き
内と外 と 高嶋る波の 響を聴け!
沈黙が 占めて い る空間に反響 したo
一 千 の側臥が いち どに鳴 っ た. そ の響きは
有りも しない 幸福の歌が い つ もの ように響い て い た
家鳴り震動の 交響が つ づく
雲の 島か らエ ン ジ ン が響き
ねぢれた鎖の やうな数柄の 列車の合図が響き
一 千の 嚇帆が いち どに鳴 っ たo そ の 響きは
愛は身をほそらせ ､ 日々 の仕事は疲れを つ の らせる ｡
ひ ひ ようか 批評家
o7 2 0 2 4 独断批評家の 口ぶりもわるくはない し､ 皮肉な記者のポ
ー ズも捨てがたい
ひびわれた
o 5 5 0 4 4 ひび われた卵の なかの
13 0 0 0 2 夜 の底がひびわれたとおも っ たら
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ひびわれて
04 0 0 0 4
ひふ
0 09
0 之5
0 26
040
0 4 2
0 4 8
0 5 4
0 67
0 69
07 4
びふう
皮膚
0 1 0
0 5 8
0 0 9
0 2 6
00 8
0 0 7
0 9 0
0 0 8
0 2 4
0 1 8
微風
005 0 0 4
0 39 0 1 7
0 6 2 0 6 0
0 7 4 0 2 2
0 9 1 0 0 8
ひま つ 飛沫
068 0 19
ひま つ ぶし
0 4 1 0 3 6
器物の底もひびわれて
褐色の 皮膚の 下に樹液は滴れてゐ る
欲望に乾い た皮膚を脱い で
かわらぬ皮膚と
美しい あなたの皮膚や
予感の やうに皮膚に とどく
皮膚だけが燃え
黄ろい 皮膚
皮膚の したに
都会の 荒れた皮膚をひきさい て い っ た
生あるもの の 皮膚の 下を
青い 帽子の微風が通り
微風 披わたしの肩に触れる
わた しはこ の香ばしい 微風のなか に家を建て
あかるい微風の なかに
虻よりはやい ガ ソ リ ン の微風に乗 っ て ゆく
空中に軽い 死の 飛沫をうちあげ
暇潰 し
おびただ しい暇潰 しの なかでう っ とりした
ひまわり 向日葵
00 8 0 0 4
01 0 0 0 8
ひみ つ けい さ つ
1 4 2 0 2 5
びみ よな 微妙な
10 6 0 3 0
ひめ い 悲鳴
00 1 0 0 9
14 6 0 3 2
15 2 0 1 1
もある 向日葵の ごと,く旗は燃え 荒地に咲きそめた
青い麦の芽の 匂が向日葵のあたりにの こ る
秘密警察
秘密警察 の認知 も しくは同意なくして
尖が っ た紫の 口髭なら ず っ と微妙な震えをも つ かもしれな い
地球の 悲鳴
けたたましく悲鳴をあげて叫びま した
無数の 星 の 悲鳴を耳の なかに残すから
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ヒ ヤ
0 25 0 3 1
128 05 4
ヒ ヤ シ ン ス の 首を飾る
ヒヤ ヒヤ
ひ やくろく じゆうにん 百六十人
15 1 0 3 3
ヒヤ シ ンス
0 25 0 3 1
ひややかな
0 3 9 1 2 9
0 5 0 0 1 1
ひややかに
04 7 0 1 2
記憶にあるもの だけで 百六十人
ヒヤ シ ンス の 首を飾る
ひややかな青い噴水も
Mよ､ 昨日 の ひややかな青空が
鏡がひややかに自虐を脱む
ヒ ュ ー マ ニ ズ ム
173 0 3 4
び よう 錨
0 25 0 0 5
1 0 8 0 1 2
び ようい ん 病院
0 5 1 0 0 1
05 1 0 0 4
07 7 0 2 9
12 7 0 1 8
押潰されたヒ ュ ー マ ニ ズム の声など役に立たぬ
松が老い て ゆく錯のう しろに
錨を沈めて い る船
病院船はとても重 か っ たり､ 軽か っ たり して ､
｢こ の病院船の磁針がきみ らを導い てくれる+ と船長は言う､
東支那海の 夜を走る病院船の 一 室で
死よりも暗い ｢病院+ で
び ようき 病気
1 13 0 3 7
17 4 0 0 4
18 2 0 1 2
18 8 0 1 6
18 8 0 2 8
18 8 0 4 3
ひ よう しき 標識
1 92 0 1 6
1 9 2 0 18
1 9 2 0 2 3
｢す こ し休暇をとれば きみの病気もなおるだろう+ と
｢病気がこん なに こたえる とは､ 思 っ てもい ません で したo 春からノイ ロ ー ゼ状態で我ながら呆れかえ っ て い ま
病気も退屈も知らず
呼吸ができなくな る とい う､ 面倒な病気です｡
歳相応の ､ 厄介な病気が､ 二 つ か三 つ 重な っ たと こ ろで､
此頃で 汝､ 人の顔さえ見れば ､ 誰彼となく病気の 話で ､
震えて い る足許に限をおとすと､ 白い 四角 の標識に､ 明りが広かに とも っ て い て ､
の 誘導標識にちがいな い ｡
七十米と行かぬうちに､ 白 い 明りの標識は消え ､ そ こ か ら先故実 っ 暗であるo
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ひ ようじ よう
02 9 0 1 4
0 41 0 71
0 4 6 0 2 1
0 61 0 6 9
び ようし よう
17 5 0 1 2
ひ ようはく
0 61 0 6 3
ひ ようばん の
0 72 0 0 3
表情
今放ただ表情もなく振返るわたしに
あなた辻堂を眺め で怖れの表情を隠さうとして ゐますね
水の表情は動かう ともすまい
あなたの 眼となり､ あなたの 表情となる ｢現在+ に ｡
病床
病床の きみ の耳にも聞えてい るに違い な い
漂泊
風に吹かれ､ 浪にうたれる漂泊の旅から､
評判 の
い ま評判の サ ラブ レ ッ ド四歳馬を見ようとして
び ようま 病魔
18 8 0 4 0
ひ ようめん 表面
04 8 0 2 8
15 0 0 1 3
ひ よ つ とする と
1 66 0 3 1
186 0 3 4
ひ よろりと
12 8 0 0 4
ビ ラ
0 06 0 1 6
0 28 0 7 1
1 45 0 1 5
何か の 縁で ､ とり つ い てきた病魔と､ 嘱懇になり､
すると地球の 表面に都市ができる
彼の 表面は常に波立 っ てゐ るが ､ 彼 の底は何時も静かで ､
ひ よ つ とすると
ひ よ つ とすると廿六年前の 升四歳の ぼくが､ いま の ぼくを見てい たかち - -
活字 の われ目から ひ よ ろりとの びた
飛行機がそん なビラを散らして い っ たが
宜伝 ビ ラ の形式を案出するの であらうか
古い 広告ビ ラ の汚れた壁の 傍で
ひらかれて 開かれて
0 2 9 0 0 9
17 6 0 0 5
ひらかれ る
00 5 0 0 1
ひら告
窓は開かれて北方に青く
開かれてい る窓辺 の
開か れる
岸辺では演奏会が開かれる
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02 5 0 1 6
0 61 0 9 7
0 66 038
10 0 0 0 7
ひらけ
0 1 0 0 2 2
04 8 0 1 9
18 7 00 9
ひらける
0 03
ひらたい
0 5 4
ヒ ラ ヒ ラ
014
ひらひら
1 2.8
太古からの根をひらき花々 は
厚くまくれた歯の な い 唇をひ らき
すると不意 に､ 一 枚の 戸が音もなくひらき
みんなは黙 っ た 眼をとじ眼をひらき 膝をみ つ めて - -
あか つ き がひらけは じめる
しずかに窓をひらけば
境野がひらけ
開ける
o 13 窓を開ける と雪が踊 っ てゐ る
平たい
o 9 2 そ の 平たい背中には背骨がない と いう こ とを - -
o 3 0 楽譜はヒ ラ ヒラ羽を生や して
o 6 2 や つ はて のひ らをひらひらさせて
ビル
0 5 6 0 1 2
05 8 0 0 8
08 9 0 16
09 1 0 15
1 00 0 6 3
12 8 0 3 4
12 8 0 6 3
14 6 0 0 3
14 6 0 1 1
ビルディ ング
0 9 1 0 1 5
1 0 0 0 6 3
ヒルネ
0 0 9 012
ひるね 昼寝
12 0 0 2 1
とお い ビ ル の 屋上で
ビル の 四階には午後三時から灯がともり
暮れてゆ く ビル の 窓や
きみ の欲望は夕陽を浴びて ビルディ ン グの林に落ちてゆく
高い ビルディ ング は動かぬ影をつ くり
ビル街の闇を
千代田ビ ル の角で 消えたが
明るい 観光ビル の なかに入 っ て い きました
ビル の なかは迷路 にな っ て い て
きみ の 欲望は夕陽を浴びて ビルディ ングの 林に落ちてゆ く
高い ビルディ ン グは動かぬ影を つ くり
ア ス パ ラガ ス はヒ ルネをするが
太陽は昼餐だ
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ビル街
12 8 034
ひれ つ さ 卑劣さ
14 2 0 7 之
ひれん 悲恋
1 53 0 1 0
ひろい
0 1 7
04 2
04 9
0 60
0 72
101
0 0 1
0 1 7
0 1 2
0 0 3
0 63
03 2
ひろい 広い
0 05 0 1 5
0 4 1 0 2 9
06 1 1 7 8
ひろう
15 8 0 3 3
ひろが っ て い る
0 7 2 0 6 6
10 0 0 7 0
11 7 0 0 4
167 0 1 1
ひろが っ てゐ る
0 3 2 0 1 5
ひろがり
03 0 0 0 3
0 63 0之2
ひろがる
00 7 0 0 1
ひろく 広く
10 6 0 19
ビ ル街の 闇を
卑劣さを代償 とした自由を受け入れようとは しな い で
悲恋に とどめを刺し
ひ ろい 沙漠には の どかな樹が
ひ ろい 頬ゑみをうか ぺ てあな たはたつ
私たちの 聞に汝 ひろ い 荒涼たる眺めが ､
ひろ い 眺め の と ころど こ ろで
ひろい 出口から流れだす
ひろい 境野にむかう魂が
ヴ ェ ニ ュ ス の 胸は琴より広い ヴ ェ ニ ュ ス の胸は窄より広い
そ してあなたは広い 眺め の外 へ は み出てゐる
妻も子もなく､ こ の 広い 都会の 片隅で ､
光りの つ ぶをひろうように
暮れるにおそ い五月の 空の下にひろが っ て い る
精力的な夏は未来の衝の 方向にひろが っ て い るようにみえた
どこ までもひ ろが っ て い る
明る い 青空が海の ようにひろが っ て い る
と放く海がひ ろが っ てゐるかも しれな い
そ こ にある闇の ひろがり
広大な淋しさ の ひ ろがりに
ジャ ンク の帆が偏頗の ごとく羽博い て ラ ン プの 虹がひろがる
かれの額は 西洋皿の 平面の ように広く
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ひろげる 拡げる
0 47 0 0 3
ひろさ 広さ
0 3 9 0 0 3
145 0 0 9
ヒ ロ シ
184 0 1 0
184 0 1 5
ひろしま 広島
18 6 0 1 5
18 6 0 2 7
ひろば
05 8
0 85
1 25
1 34
1 77
広場
0 3 8
0 1 4
0 1 5
0 13
0 1 0
ピ ン
0 15 0 0 5
0 5 4 1 5 4
ひん い 品位
16 0 0 3 7
びんか ん 敏感
10 6 0 2 9
14 2 0 0 5
左右に拡げる黒い 蔭! 二重 の ドア!
さんざめく市場の広さ もない
そ こにもあ っ たト - モ ロ コ シの 毛 のそ よ(p 丘陵を エ ン ジ ェ ル がうまれるの に充分な広さ
四歳にな っ たばかりの 養子の名は ヒ ロ シ
｢ヒ ロ シ+ とい う日本名の
以前に広島に行 っ た こ とが あるとか?
廿六年前に広島で撮 っ た写真を､ 懇親会の席上で相良君から見せられてね
よく政府の 悪口を言 っ て い た広場には
広場の群集を二 つ に切断しても
歩哨披い つ も広場の 明る い 日ざ しの なかを
広場 に立 っ て 限をこ す っ て い ると
きみ はさび しい広場に い た
錆び たピ ンで 留められ
ネ クタイ ピ ン で こ じあけられた窓の 向うがわ
詩人の気前と品位に と っ て は 小きな犠牲で
むやみに明る い星空があり 意味なく敏感な宇宙があり
東側における弾圧や迫害に最も敏感な人たちでさえ
びんかんな 敏感な
10 6 0 2 9 むやみに明る い 星空が あり 意味なく敏感な宇宙があり
1 4 2 0 0 5 東側における弾圧や迫害に最も敏感な人たちで さえ
ひんけ つ 貧血
o 1 4 0 2 5 貧血が くるとひと つ づ つ 楽器は床 に倒れた
ひん しする 頓死する
17 3 0 4 3 まもなく頓死するだろう
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ひん じやくな
04 1 1 2 0
びん ぼうにん
15 1 0 0 3
貧弱な
貧弱な幹に大きな菓を つ けてゐ た樹木
貧乏人
貧乏人の息子で
ひんやり
12 8 0 2 9 ひんやり夜風が吹きぬ ける
ピ ー ノレ
098 00 8
& E#
01 4 01 1
041 0 8 6
15 4 0 0 1
フ ァ ウ ス ト
11 3 0 2 6
ふあん 不安
04 1 0 4 7
0 61 0 0 5
10 0 0 1 2
18 6 05
フ ア ン ･ ゴ ッ ホ
18 8 0 20
ブイ
07 5 0 0 1
07 5 0 0 5
0 75 0 1 0
0 75 0 1 6
1 03 0 1 1
フ ィ ジカルな
1 06 0 23
ふい て 吹い て
0 3 2 0 0 2
0 4 6 0 5 3
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｢ビ ー ルが冷たくて ､ と てもおい しい よ
うすい 陽の 光が胃の 肺 へ さ し こんでくる
い つ もあなたの臓勝を つ つ くとき
肺ぬけにな っ てたどり つ く
フ ァ ウ ス トも存在 しなか っ た
母の胸をどんなに不安に して しま っ たか
重たい 不安と倦怠と
不安は胸にたかまり
自分が自分である こ と の不安
フ ア ン ･ ゴ ッ ホ展があ っ た時の 画帳が ､ 手もとにあ っ て ､
淋しい ブイは
あの ブイをとり去るこ とはできな い
い つ までもブイが浮ん で い るけれど
淋しい ブイ よ
帆柱や舵や海図や羅針や救命ブイや鈷や･ - -
そ こ に集中し隆起 して ある フィ ジカルな高貴さの 象徴 となり
風はもう吹い て こ なか っ た
風は吹いてもこな か っ た
0(;6 0 1 3
08 3 0 1 3
1 13 0 1 0
12 3 0 0 5
1 38 0 0 2
ふい て い た
02 6 0 0 7
つ めたい 風が吹い て い っ た｡
また冷たい風が吹い て きて
一 直線に吹い て い た
今日は北風が吹い て い るが
なまそさい 風が吹い てくる と
噴い てゐた
水晶体はい つ でも煙を噴い てゐた
ふい に 不意に
0 66 0 3 8
17 6 0 1 1
1 85 0 15
フ イ ルム
1 0 0 0 0 9
10 0 0 4 4
ふうあ つ 風圧
15 0
' 0 60
ふうけい 風景
029 0 1 0
0 55 0 5 0
0 5 6 0 0 3
0 5 6 0 2 2
0 5 7 0 3 2
0 61 0 7 2
08 9 03 3
1 06 0 07
1 20 0 1
155 0 0 3
15 5 0 0 4
15 8 0 2 5
17 2 0 0 9
18 7 0 0 6
19 0 00 2
1 93 0 1 8
ふうど 風土
10 3 0 19
ふうとう 封筒
すると不意に ､ 一 枚 の 戸が青もなくひらき
不意に起ちあがる
不意に世界か ら消えた
記憶の くらやみにとける フ イ ル ム の ように
切れたフ イ ル ム の記憶の そ こから
時代の風圧を避けるの にせ い - ぱい で ､
一 つ の 海を風景の 中に所有した
窓の 風景は
そ して彼の背中の よう に淋 しい 風景がそ こ にある
風景はい っ そう青ざめてくる の みである
レ ッ テ ルでもなければ 絵皿の風景でもない
あな たは破壊された風景のな かに帰 っ てきた｡
(そ こには みなれた風景と
い くら厳粛な集まりでも これ汝ひ どく殺風景だ
風景はふくらむ
い ま見てい る風景は
昨日の風景である
美 しい 風景になりたい とい う
まばたき 一 つ で風景が変 っ て
そ こ までは静止 した風景だ っ た
自然の 風景の 始めであり終りである
同じ風景は二度と現れない
風土 とか習慣に よ っ て去勢 されな い
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o 50 0 0 8 手紙の 封筒を裏返すような こ とがあ っ たo
プウプウ言語
12 8 0 4 6 バ ウ ワ ウ言語 デイ ン ドン言語 プウプウ言語
プウル
02 1 0 0 3
0 2 1 01 2
ふえ
0 0 5
箇
0 1 4
0 1 0 0 0 2
0 1 3 0 1 1
03 9 1 19
04 9 00 7
04 9 0 09
1 47 0 2 0
フ ェ ア ･ プ レ ー
0 7 2 0 6 0
フ ォ
ー ク
05 5 0 4 7
1 89 0 3 5
1 89 0 3 8
1 89 0 3 9
ふか い 深 い
0 2 1
03 9
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
6
6
6
6
6
7
7
8
9
1
1
2
2
5
1
9
3
7
0
1
4
6
2
3
4
4
0 1 7
1
1
1
0
0
0
0
0
0
1
6
8
1
2
1
3
0
0
0
0
0
0
0
2
6
1
6
3
3
7
2
0
1
4
0
2
1
9
4
8
5
4
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E氏の公園の プウル に近く
麦藁帽子旺ど の プウル をまはり
木賃を吹けよ
それ汝口笛の ためのス ピイ ドであ っ た
草む らで笛の やうに鳴 っ た の は
また箇の 音を喚び
鋭い笛の ようなもの が胸の底でめざめる ､
( す(o れた箇の 音とす(1 れた涙を - )
口笛を吹きな がらするシ ャ ド ー . ボ ク シ ン グが死の レ ッ ス ン ｡
われわれの生存競争もす べ て フ ェ ア ･ プ レ ー だ っ た らい い の に と
おれは憎悪の フ ォ ー クを突き刺 し
銀の フ ォ ー クが石の床に落ちる
指先がフ ォ ー ク になかなか届 こう としない
たしかに見覚えの ある フ ォ ー クが
海より深い 空を燃やし
死の 谷間が深い やうに
迷い は い か に深い としても､
貴方の 深い 慈悲と知慧 とを理解できません o
そ して闇はあくまで深い から
そ して闇はあくまで深い から
終りがあるの だろうか? 影深い 谷が
たとえば深い谷底からは
も っ とも深い 海
い ちばん深い 青空よ
毛深い じ ゆうたん の暗号の なかで ､
毛深い 夢 の減塩に戻 っ てきてくれ
(深い沈黙)
うらみの 色は深い
･ - - 共通 の 宍である深い 井戸にむか っ て
1 77
1 79
183
ふかく
0 48
05 4
10 0
10 1
10 3
1 0 6
1 0 6
0 0 8
0 29
0 2 7
0 3 3
0 8 6
0 2 4
0 4 5
0 3 1
0 4 6
0 4 7
い ずれにせ よ深い 霧だ っ た
明日には深い霧の底に沈み
誰でもほ っ と深 い 息を吐く
揺れて海 へ 傾く 深くふかく
独身者はふかく自ら頒きな がら
沈黙の奥ふかく追放きれた
四月の 雨をま つ 土 にふかく射ちこまれてい る
きみが見た大きな虚無はふかくぼくらをひきつ ける
おそ らくそ の果は ｢未来 + とふかく交 っ て い る の だろう
対岸は霧がふかくて見えないが 残る 一 つ の 疑問には
ふかく じつ な 不確実な
12 4 0 1 4 不確実な ニ ュ ー ス の かわりに
1 62 0 2 0 きわめて不確実なこ とだけである
ふかくて
1 06 0 4 7 対岸は霧がふかくて見えない が 残る 一 つ の 疑問には
ふか くて いせ い
16 0 0 7 6
ふか し
02 1 0 0 1
05 8 0 1 6
0 6 6 0 1 7
不確定性
制度の春を病むこ ともな く 不確定性の 時代を生きて
ハ ッ カを唾 へ て澄んだ煙をふか してゐた
私はゆ っ くり煙草をふか しながら
息子は煙草をふか しな がら
ふか し 吹か し
o7 3 0 27 悠然と パイ プを吹かしながら
ふかして
o 21 0 0 1 ハ ッ カを唾 へ て澄んだ煙をふかしてゐた
ふか して 貯化 して
o 1 8 0 0 6 花を肺化 して
ふかす
o9 3 00 8 寝床でウ イ ス キ ー を飲み煙草をふかす
ふかない
o3 1 0 1 9 けれど今にな っ て も芽をふかない
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ふかの う 不可能
o 5 4 0 32 そ こ にはどん な可能が 不可能が+
ふかぶかと
187 0 2 5 ふかぶかと頭をさげた
ふかみ 深み
03 8 0 2 6
0 83 0 19
深み放そ の ために叩くまで
より高い 青空の 深み へ 落ちてゆく
ふかめる 深める
o 90 0 2 5 気味わるい沈黙を深めるために - - ･
ふかれ 吹かれ
0 0 5 0 1 6
0 5 8 0 3 9
0 6 1 0 6 3
10 8 0 25
14 3 0 09
吹かれて ゐる赤い煙突は
サ ー カ ス の看板が こが らしに吹かれて い ます
風に吹かれ ､ 浪にうたれる漂泊の 旅か ら､
風に吹かれて
寒風に吹かれるみ じめ さを思い
ふかれた
1 13 0 2 8 きれい にふかれた鏡の ように
ふかれた 葺かれた
o 4 3 0 0 1 石で葺かれた屋根をで て
ふかれて 吹かれて
0 0 5 0 1 6
05 8 0 3 9
10 8 0 25
ふかれてい る
q O5 0 1 6
ふかん し よう
1 5 0 0 7 0
ふき 吹き
0 2 7 0 1 1
03 9 1 之6
04 1 10 1
04 3 00 4
04 2 0 0 9
吹かれてゐる赤い煙突は
サ ー カ ス の 看板がこが らしに吹かれてい ます
風に吹かれて
吹かれてゐる
吹かれてゐ る赤い 煙突は
不感症
い さ さか不感症気味であるが ､
そちらの方から寒さが吹き つ けて くる
凪が吹き
眠れる世界に息を吹きこむ
そ の しめ っ た風は吹きぬける
すさまじい 寒さが吹き つ けてくる
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0 4 9 0 0 8
0 8 9 0 3 8
11 9 0 1 0
12.8 0 2 9
13 9 0 0 3
14 7 0 2 0
16 7 0 1 9
16 7 0 6 3
ぶき 武器
02 8 03 1
028 0 3 6
ふき 噴き
010 0 1 9
012 0 1 6
0 2 4 0 0 3
02 5 0 0 2
02 8 0 0 8
0 3 9 0 0 7
0 6 1 0 8 1
ふきあがり
02 5 0 0 2
落葉 に吹きまくられてゆく地平線に
吹き つ の る北風に足を早めます
寒風に吹きさらされる
ひんやり夜風が吹きぬ ける
吹きさらしの 露の寝ざめの 空耳か
口笛を吹きながらする シ ャ ド ー ･ ボクシ ングが死の レ ッ ス ン ｡
風が新鮮な活力を吹きこむの で
風はひ としきり烈しく吹き つ け
す べ て の 阿鼻が轟く武器であり
暗闇の 市場 へ と運ばれてゆく武器たち
パ イ プは緑の煙を噴き飛和する
い きなり水が噴き出した
る 血液を噴き上げて い る白い 管は輝やける噴水の 愛撫をう
星の光をめざして噴き上り
受話器から突然噴き薄れたりする
噴きこ ぼれては
無数の 小さな抱沫が噴きだ して い る の を - -
噴き上り
星の 光をめざ して噴き上り
ふきあげてい る
02 4 0 0 3
ふきげんな
0 4 1 0 0 6
ふきこ ぼれて
0 3 9 0 0 7
噴き上げてい る
る 血液を噴き上げて い る白い管は輝やける噴水の 変換をう
不機嫌な
夢を見な さ い 不機嫌な 一 日舜には
噴きこ ぼれて
噴きこ ぼれて娃
ふきこむ 吹きこむ
0 4 1 10 1
16 7 0 1 9
ふきさらし の
13;) 0 0 3
ふきだした
0 1 2 0 1 6
眠れる世界に息を吹きこむ
風が新鮮な清力を吹きこむの で
吹きさらしの
吹きさらしの露の 寝ざめの空耳か
噴き出した
い きなり水が噴き出した
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ふきだして 噴きだして
o 6 1 0 8 1 無数の小さな抱沫が噴きだ して い る の を - - ･
ふき つ け 吹き つ け
o27 0 1 1 そちらの方から寒さが吹き つ けて くる
o42 0 0 9 すさま じい寒さが吹き つ けてくる
1 67 063 風はひ としきり烈 しく吹き つ け
ふきつ けて 吹き つ けて
0 27 0 1 1
0 4 2 0 0 9
ふき つ けてくる
0 2 7 0 1 1
0 4 2 0 0 9
ふき つ な 不吉な
05 1 0 16
07 6 0 0 4
07 6 0 1 4
10 6 036
ふき つ の る
0 8 9 0 3 8
そちらの 方から寒さが吹き つ けてくる
すさま じい 寒さが 吹き つ けてくる
吹き つ けてくる
そちらの方から寒さが吹き つ けてくる
すさま じい寒さが吹き つ けてくる
下降 そ して不吉な上昇力 - ブ
不吉なやさしさをこめて
不吉なやさ しさ の なかで
不吉な羽 ばたきを して 地面を歩く黒い 鳥の 男たちもい る
吹き つ の る
吹き つ の る北風に足を早めます
ブキテ マ
11 2 0 0 8 ジ ョ ホ ー ル の 血 の 海峡 ブキテ マ の焦げた丘
ふきぬける 吹きぬ ける
o4 3 0 0 4 そ の しめ っ た風は吹き吟ける
12 8 0 2 9 ひんやり夜風が吹きぬ ける
ふきまくられて ゆく 吹きまくられてゆ く
o 49 0 0 8 落葉 に吹きまくられて ゆく地平線に
ぶきみな 不気味な
o 4 7 0 0 8 頭上で 屋根を剥(v 不気味な爪の 音 - ･ -
o 6 5 0 4 1 そ の 不気味な ､ 悩ましい 笑い は
ふきょう 不況
18 3 00 9 不況が心 にの しかか っ て い るからだ
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ふきよせ る
10 1 0 4 1 白くさら した骨をふきよせ る夕べ に
ふく
0 2 7 0 0 7
0 5 4 0 1 2
0 5 5 0 4 6
07 9 0 1 6
08 4 0 3 0
10 5 0 0 2
12 0 0 10
13 7 0 0 2
ふく 吹く
0 1 1 0 0 5
0 3 6 00 4
0 4 6 0 3 9
0 8 6 0 0 1
0 8 7 0 2 3
14 3 0 2 4
15 2 0 0 6
一 本の 毛髪もふくめて
あらし汝冷気をふくんで い た
おまえは愚劣な謎をふくん だ微笑を浮 べ てみせる
苦い 塩を口にふくみ
木枯のふく町に
ぼくらの 大地 は黒くふくらむ､
風景披ふくらむ
ふくら放ぎからの どに昇 っ てくる
春の風が吹くと
透明な耳の あたりを吹く
黒い 水のう へ を吹く
つ め たい 鏡 のうえを吹く
明日は おそらく北風が吹く
吹く号包や
かるく水に つ けて上から吹く
ふく した 服 した
1 13 0 3 1
ふくそう 服装
0 1 1 0 1 3
ふく つ な 不屈な
1 4 2 1 20
ふくむ 含む
0 2 2 0 0 9
18 6 0 8 2
ふくめて
0之7 0 0 7
ふくようする
1 48 0 3 7
ふくらはぎ
1 3 7 0 0 2
ひざまずい て自己批判し たりぬ ときは刑に服した
立派なきみらの 服装で あるが
これ以上は 一 歩も進ませな い そ と宣言する不屈な人間の精神の みが -
そ して毒を含むだ花々は
死を含む共同体であるみん なの声に司を傾けて い ると
一 本 の 毛髪もふくめて
服用する
みな年相応に老けて ､ 持薬を服用する青もあり､
ふくらはぎからの どに昇 っ てくる
859
ふくらまず
0 29 0 0 6
ふくらませ る
0 0 9 0 0 4
ふくらむ
10 5 0 0 2
12 0 0 10
ふくろ 袋
0 18 0 0 7
02 5 0 4 2
02 7 0 0 4
04 1 03 3
0 5 4 0 2 9
0 55 0 13
124 0 0 9
16 7 02 3
18 3 0 2 1
膨まず
それら肉体の輪廓にそ っ て膨まず
膨らませ る
ポケ ッ トを膨らませ る少年は
ぼくらの 大地は黒くふくらむ､
風景はふくらむ
手袋を脱ぎ
董色の 手袋は
手袋を放めた右手の み が動き
優しい 眼鏡や柔かい 手袋の 明日の 方まで湿してゐる
Mよ 都会の胃袋をさま よい ながら君が噴い て い た こ とを - -
背負い 袋 の ようにおまえをひ っ か つ い で
他方がそれを買う (ゴム の 手袋をはめて)
袋を着せ られたソ ロ フ キ の 囚人みたい に
大きな 買物袋をさげた母親の あとから
ふくんだ
05 5 0 4 6
ふくんで い た
0 5 4 0 1 2
ふけ 吹け
0 0 5 0 1 4
0 7 1 0 4 0
ふけこんだ
.18 6 0 2 8
ふけ っ て い る
18 3 0 1 8
おまえは愚劣な謎をふくんだ微笑を浮 べ てみせる
あらしは冷気をふくん で い た
木笛を吹けよ
風よ吹け われらの 罪の 消えぬうちに!
老けこん だ
い っ ぺ ん に老け こ んだ気分で し よう?
耽 っ て い る
若い 証券 マ ン が 一 人で物思い に耽 っ て い る
ふけ つ な 不潔な
05 4 1 1 7 不帝な女の ベ ッ ドの 方 へ 進ん でゆくだろう
ふけて
o 4 0 0 1 6 夜ふけて ただひとり
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ふけて 老けて
1 48 0 3 7
ふ こう 不幸
O 2 2 0 0 8
0 2 3 007
05 6 016
07 3 0 18
0 75 0 03
0 75 011
0 9 7 0 0 8
0 9 9 0 1 0
10 6 0 15
1 12 0 2 9
17 1 0 19
みな年相応に老けて､ 持薬を服用する者もあり､
不幸の 外に流れ出さな い
不幸に支 へ られた白い 肉体は
じぶんの 不幸を悲しんで い るわけではな い
不幸な兵士は空をあおぎ
不幸な兵士に別れを告げる
こ の 不幸な兵士は
不幸で ある という意識を持たなか っ た ら､
ぼく の記憶は思い がけな い 不幸の シ ー ク ェ ンス で繁 っ て くる
バ ラ色の頬はあせ ても 不幸な五十七人がそ ろ っ て
眼や革や手足をなく した不幸な犠牲者に何をしてや っ たか
い つ までも不幸の ままで
ふこうな 不幸な
0 7 3 0 1 8
0 7 5 0 0 3
0 7 5 0 1 1
10 6 0 15
1 12 0 2 9
ブ コ フ ス キ ー
14 2 0 6 2
142 0 6 7
14 2 0 8 0
14 之 10 1
ふざい 不在
13 2 0 0 1
ふさぎこ み
14 2 0 4 5
ふさふさ した
17 6 0 3 1
ふさわ しい
10 0 05 9
ふしぎ 不思議
不幸な兵士は空をあおぎ
不幸な兵士に別れを告げる
こ の 不幸な兵士は
バ ラ色の頬はあせても 不幸な五 十七人がそろ っ て
眼や珂や手足をなく した不幸な犠牲者に何をしてや っ たか
そ の著書をフ ラ ン ス で刊行 した 一 九四 二年生れの ブ コ フ ス キ ー 披
ブ コ フ ス キ ー が出した回答は
とこ ろが ブ コ フ ス キ ー は信念の 扱うが
ブ コ フ スキ ー やア マ ル リクが直面 した状況にくらべ たら
不在を予約 して生きた
ぼくたちは世界の 片隅でふさぎこ み
少女はふさふさした垂れ髪で
それは ぼくの 希望 の ｢おわり+ にふさわ しい 多彩な夏であ っ た
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025 0 5 4
028 0 0 7
0 53 0 5 8
0 59 0 2 1
0 77 0 0 9
1 85 0 2 1
ふしぎな
不思議な糸車は
二十分も早い こ とに不思議はない
不思議な夢が しだい に近 よ つ てくるようです
海岸 へ の 道が不思議 と宙にうかんでくる ､
不思議な報酬があるかぎりは - - )
何が起 っ ても不思議で はな い ､ と
不思議な
o 2 5 0 5 4 不思議な糸車は
0 5 3 0 5 8
0 7 7 0 0 9
ふじさん 富士山
07 9 0 0 8
ぶじに 無事 に
106 01 6
ふじの やまい
1 67 0 7 5
ふしぶし 節々
16 7 0 2 0
ふしまわ し
0 8 8 0 7 8
ふしめ 伏目
14 2 0 4 7
ふじゆうな
1 83 0 2 3
不思議な夢がしだい に走よ つ てくる ようです
不思議な報酬があるかぎりは - - )
富士山を三 ツ沈めても
無事に生きのびてきた こ の 下手な構図は
不治の 病い
万巻の 書は不治の痛い となり
節々をならして身ぶるい して い る
節廻 し
よく舌の まわらぬおまえの節廻 しにあわせて
それから 肩をおと して伏目になるか 面をそむけて窓の外を見るか
不自由な
すこ し足 の不自由な老人がほほえみかける
ぶ じよく 侮辱
18 6 0 4 7
ふし よく してゆく
0 3 9 0 6 2
ふしん 不信
14 5 0 0 之
145 0 0 8
理解されな い と思うの は倣慢 ､ 相手に対する侮辱です!
腐蝕 して ゆく
柱も扉も腐蝕 してゆく
不信の 者の 天国に対して
レ ス ビ ア ン の女たちの痩撃は不信者の 地獄の 笑い の - 型態で ブリ ッ ジして 反 っ た肉体の
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ふしん しや
1 45
ふせ い だ
0 4 1
ふせ(o
0 6 1
ふせ げる
14 2
ふせ ごう
0 3 1
008
不信者
レ ス ビ ア ン の女たちの 痩撃は不信者の地獄の 笑い の - 型態で ブリ ッ ジ して反 っ た肉体の
防い だ
1 1 1 物質で身を固め 破れたシ ャ ツで冷気を防い だ
防そ
2 1 7 死者の侵入を防その だo
防げる
10 3 少しの犠牲で将来の破滅を防げるかもしれない)
防がう
o 2 1 破壊の 力を防がうとするぞ噴ふがい い
ふせた
o2 4 0 0 1 ふせ た革の上でふ と風が鳴る くずおれた月光の雫に溺れ
ぶたい うら 舞台裏
05 4
14 0
ふたたび
0 23
0 4 1
0 7 7
10 8
0 7 6
0 10
再び
0 1 1
0 3 7
0 3 4
0 1 8
ふたつ 二 つ
0 14 0 1 4
05 5 05 6
0 62 0 3 7
0 85 0 1 4
1 3 0 0 0 4
1 3 4 0 1 2
18 8 0 28
幕がおりた舞台裏から - - ･
舞台裏で物思い に沈むあわれな役者
再び実体のない建築の 繋辻
青春よ もう再び戻 っ てきて 披い けな い
再び生きかえるこ とはな い だ ろう)
再び荒れてくる海を見 つ めて い る
二 つ の 楽器が揃 っ て 火を呼び始めてね
西と束の 二 つ の 大戦の あいだ に生れて
二 つ の 亡霊 にな っ て しまおう
広場 の群集を二 つ に切断しても
男の首が二 つ
つ い さ っ きまで 二 つ の 力が争 っ て い た
歳相応の ､ 厄介な病気が､ 二 つ か 三 つ 重な っ たと こ ろで ､
ふたつ とない
154 0 0 3
ふた つ の 二 つ の
0 1 4 0 1 4
0 5 5 0 5 6
ふた つ とな い 旅の 終りの
二 つ の 楽器が揃 っ て 火を呼び始めてね
西 と東の 二 つ の 大戦の あい だに生れて
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0 6 2 0 3 7 二 つ の 亡霊にな っ て しまおう
1 3 4 0 1 2 つ い さ っ きまで 二 つ の 力が争 っ て い た
ふたりの
0 69 0 3 9
0 88 0 6 5
ふたりの 二人 の
0 55 0 1 9
1 37 0 1 1
1 4 6 0 2 9
148 0 0 5
ふたん 負担
1 13 0 3 2
161 0 2 4
1 85 0 2 4
ふだんに 不断に
0 25 0 5 3
ぶちこ わし
10 6 0 2 5
ふちどり
0 61 13 0
ふちとり 縁とり
07 7 0 0 2
07 7 03 7
ふちゅうい に
04 1 15 0
ふたりの 少女は巽の影をよせ あ っ た
ふたりの運命を
青い 海のなか に 二人 の運命をうか べ て い るはずであ っ た
もう誰も知りたがらない 二人の 秘密
そ こで は醜い顔の 二人 の 女が
二人の 娘を育ててきたと善かれて い た｡
罪の 負担を軽く しよう と
負担を軽くする余地が
そ の 空白がどれだけの 負担になるかは
不断に闘 っ て ゐるときに
だがい けな い のは 口で ある ぶち こわしである
渚をふちどり 虚無を滴 し
金の縁 とりをした本の なかで
金の 縁とりを した本の なかに閉じ こめられて
不注意に
衝の雑音はあなたの 司を不注意に した
ふつ うの 普通 の
14 2 063
ふ っ か つ 復活
07 7 0 03
各所の精神病棟監獄 普通の 監獄 ･ 収容所で
神の復清に出会う よりもたやすい
ふつ かぶん 二日間
1 60 05 8 遺体は屍体置場に 二日間放置されたままであ っ た
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ぶ っ し つ 物質
0 2.8 0 2 6
0 2 8 0 6 2
0 2 8 0 7 0
0 3 1 0 2 0
0 4 1 1 1 1
16 8 0 15
ぶ っ し よう 物象
16 4 0 19
ぶ っ し よ く して
16 6 0 2 2
物質の秩序と形態にそ っ て
花花 しく棲息する物質の群れが
花花 しい物質たちの 涜れ乱舞の外から
すぺ て の 物質たちは堅い殻 に つ つ まれて
物質で身を固め 破れたシャ ツ で冷気を防い だ
こ の 世を経め(w る い のち の物質よ
ぼくらは闇の 物象の
物色 して
ご っ た返す店内を物色 して歩きながら
ふ っ た 降 っ た
014 02 4 樹 の 海に青い ぎん の 雨が降 っ たよ
ぶ っ だ
0 17
0 17
0 17
0 17
ふ っ て
0 03
0 6 2
0 8 4
0 8 4
0 8 7
0 8 7
仏陀
0 0 5
0 2 1
0 3 2
0 4 2
0 0 5
0 3 9
0 0 8
0 3 6
0 0 8
0 1 8
ふ っ て 振 っ て
16 7 026
16 7 0 7 9
ふ っ て い る
0 6 2 0 3 9
ふ っ て きます
0 53 0 0 3
丸い ア タマ の仏陀たちが
仏陀たちの 鼻は赤くな る
怖か っ たと仏陀の 一 人が語 っ たとき
アタ マ の す ぺ つ こ い仏陀が叫び
海に向 っ て帽子をふ っ て
清い 空気の な かで乳の瓶をふ っ て い る の を
雨がふ っ て る窓の そとに
い つ までも雨がふ っ て る路地をゆけば
聞きわけのない耳でかぶりをふ っ て
聞きわけのな い耳でかぶりをふ っ て
強風の なかでクラブを振 っ て い る の は
黙 っ て風に手を振 っ て
清 い空気の なかで乳の 瓶をふ っ て い る の を
降 っ てきます
暗い空の枯れた林から落葉がすきまなく降 っ てきます
ふ っ てる
o 8 4 00 8 雨がふ っ てる窓の そ とに
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08 4 0 3 6
ふつ りあい
18 5 02 0
い つまでも雨がふ っ て る路地をゆけば
不均合い
どうせ ､ 不均合い で混乱 した世界だか ら
ふて きな 不敵な
05 4 0 7 4
08 5 0 1 6
ふと
01 7 0 1 0
0 2 3 0 0 5
0 2 4 0 0 1
0 3 1 0 1 1
0 3 6 0 2 2
0 3 9 10 9
0 4 5 0 0 5
0 6 3 0 2 8
0 7 1 0 1 9
0 7 6 0 0 2
0 8 9 02 4
11 1 0 0 6
12 7 0 0 2
14 6 0 1 6
14 8 0 2 6
18 1 0 1 7
ふと い 太 い
0 2 8 0 4 4
ふとう 埠頭
0 5 5 0 2.8
0 7 4 0 0 1
ぶ どう 葡萄
0 1 1 0 0 3
0 1 2 0 0 之
0 2 8 0 1 4
0 2 8 0 5 9
0 3 9 1 1 7
0 3 9 12 4
0 5 1 0 1 8
866
詩人は不敵な薄笑い をもらし
銀メ ッ キの 光りをうか ぺ た不敵な男だ
歯でゲラゲラ笑ふと
青い葉が溶かして しまふ と
ふせ た司の 上でふと風が鳴る くずおれた月光の 雫に溺れ
ふとなにげなく途絶えたところから
一 枚 の 布をうか ぺ て憩ふとき
誰が道に迷ふとい ふの か
主 (ある じ) は ふと雨の顔になり
ふと血 の 気の うせた顔を見あわせて
きみはふと立ちどまる こ とが ある
ふときみ の肩 にかけられたの か
やさ しい 人は ふと顔をあげて
夕焼空にふと途切れてい る
ふと歩みを止め
ふと遠くの ドア に消えた人の
そ して ､ ふと顔をあげたとき､
ふと ｢もうゴル フ はやめ よう+ と
数本の太い樫の木がゆれる樫の葉の ざわめき
折れた埠頭の さきは
埠頭に人かげはな く
葡萄棚には葡萄の 木がな い
葡萄の葉をとはして しま っ た
あらゆるタイプと いう葡萄の木の 影は
葡萄の木の影の ご ときタイ プが無数繁茂する
葡萄の汁は
かれらの葡萄色の頬を打て
なまそさ い葡萄酒を口から噴き､
ぶどうい ろ
03 9 1 2 4
ふどうさん
1 51 0 0 7
ぶどう し ゆ
051 01 8
ぶどうだな
0 1 1 0 0 3
ふとりすぎた
1 45 0 2 9
ふとん 蒲団
1 4 8 0 3 9
ふな つ きば
0 6 1 0 2 7
0 6 1 0 3 5
0 6 1 0 4 3
葡萄色
かれらの葡萄色の頬を打て
不動産
不動産なし
葡萄酒
なま(u さ い 葡萄酒を口から噴き､
葡萄棚
葡萄棚には葡萄の木がない
月巴りすぎた
夢の厚着で肥りすぎた詩人には真偽は どちらでもよく 魂はもうと っ くに死んで い た
十時をすぎると蒲団が敷かれた｡
船着場
さあゆこ う､ 船着場 へ - -
さあゆきま しよう ､ 船着場 へ ･ - -
行 っ て み ようか､ 船着場 へ - -
ブ ヌ ウ マ チ ッ ク
0 21 0 14 青 い ブ ヌ ウ マ チ ッ ク の ように
ふぬ け 肺ぬけ
15 4 0 0 1 肺ぬけにな っ てたどり つ く
ふね 船
0 0 4 0 0 7
0 2 5 0 0 7
0 2 6 0 1 4
04 8 03 9
05 1 00 1
05 1 0 0 4
05
05
0
0
0
0
0
5
6
6
6
7
4 0 2 3
0 0 8
5 0 1 8
1 0 2 7
1 0 3 5
1 0 4 3
3 0 0 4
僕は斬らしい 賛沢な船の .設計に つ い て
それらが船舶の 歴史の 中にあ っ た時代には
壊れた船体の やうに
難破船はどこにある
病院船はとても重か っ たり､ 軽か っ たりして ､
｢こ の病院船の磁針がきみらを導いて くれる+ と船長は言う､
酵船がじ っ と水の うえで考えご とをして い た っ け
船室の 灯の ひ と つ ひ と つ を
疾走する鋼鉄の船が
さあゆ こう､ 船着場 へ - -
さ あゆきま しょう ､ 船着場 へ ･ - -
行 っ て み ようか ､ 船着場 へ - -
一 隻の 油槽船が
8 67
07 3 0 1 2
07 3 0 23
07 4 002
07 4 0 13
07 7 0 2 9
07 8 0 03
0 78 0 2 0
07 9 0 0 1
0 79 0 1 3
0 8 1 0 0 5
0 8 1 0 1 7
1 08 01 2
1 2 2 0 0 6
148 03 1
1 69 0 0 9
ふはい して
0 5 8 0 1 4
そ の 下におびただしい輸送船が沈んで い た
遅い 希望の船脚で あろうか
ぼ.くらの船を迎えるもの はなか っ た
三色旗を つ けた巨船の うえにあるもの は
東支那海の夜を走る病院船の 一 室で
あらゆ る船が港か ら出てゆきそうな
救命具を つ けた船の へ さきは
船披い つ か
ぼくらの船は
ぼくらの船は
夜あけのくる船窓の下の
錯を沈めて い る船
船が静か に とおざか っ て い く
同じ輸送船でス マ トラ島に送られた転属組の 十三人だ っ た｡
難改する船上の人 の ように
腐敗 して
無意味な時代がしずか に腐敗 して います
ふび 不備
1 6 0 0 3 3
ふび よう どうな
1 4 2 0 9 6
ふふく 不服
0 1 4 0 16
ぶぶん 部分
12 4 0 2 8
ふ へ い 不平
0 5 0 0 2 4
14 2 0 9 6
ふまん 不満
0 14 0 1 7
ふみ 踏み
02 8 0 3 4
03 5 0 0 4
03 9 0 9 0
0 8 5 0 1 8
印刷の不備でく じに外れた老楽師に 大当りの賞金を全部や っ て しまう
不平等な
極度に不平等な特殊社会組織の
する とピ ッ コ ロが不服を唱 へ た
(短評 : 空間は どの部分も遅れて い る?)
憤激も､ 悲哀も､ 不平の柔弱な椅子もなか っ た｡
極度に不平等な特殊社会組織の
パイプオルガ ンも大変不満らしい
地下に住んでゐ る声を踏み しめ
花を踏み
床を踏み に じる音によ っ て
奇怪な造語で喋る連中の頭を踏み つ けよう
868
ふみこ んで
1 4 2 0 8 8 い じけた打算がある わざわざ危険な対立 に足をふみ こんで
ふみ しめ
o 8 0 0 0 7 くずれる砂の 甲板をふみ しめ
ふみ しめ 踏み しめ
o2 8 0 3 4 地下に住んで ゐる声を踏み しめ
ふみ つ け 踏み つ け
0 8 5 0 1 8
ふみに じる
039 0 9 0
ふもう 不毛
0 25 0 4 9
ふゆ 冬
0 1 1 0 0 6
0 1 1 0 1 5
04 1 1 4 5
04 8 0 2 2
05 8 0 1 5
1 0 0 0 11
14 8 0 0 6
160 0 0 2
16 0 0 0 9
17 2 0 1 0
17 5 0 1 1
奇怪な造語で喋る連中の 頭を踏み つ けよう
踏み に じる
床を踏み に じる音によ っ て
不毛 の 地図には
落葉が散 っ て 冬が残 っ て ゐる
マ ダ冬ガ残 ツ テヰル
またぢきに 嵐と雪で家々を覆ふ冬が来て
うすれゆく年々の冬の きび しい 日の 下で - -
あ る冬 の晴れた日に
それは昭和十六年の冬の こ とだ
今年の 冬には､
い やに透明に見えてきた 今年の冬
そんな今年の 冬も終りに近い ある日の 真夜中
夏はたちまち冬になり
冬に して は噴い 雨の 音が
ふゆうし 浮遊し
1 6 9 0 1 1 今夜は別々に浮遊 し
ふゆかい な 不愉快な
o 10 010 不愉快な天候の 有機的関連の結果である
ふよう 不用
o 6 2 0 2 1 魂も身体も不用です+
プライ ド
13 7 00 6 けちな動物の プライ ドにかけて
869
フ ライ パ ン
o 8 8 0 4 9 大きい フ ライ パ ンをあや つ る小さ い マ リは
プライ ベ ー トな
12 1 0 1 3 プライ ぺ - トな場所をさがしたい
ブラシ
o 3 1 0 1 5 雨傘やブラシな ど日用品が置いて ある
ふらす
10 2 00 4 あたらしい 屍体の 雨をふらすから
プラ ス
o 6 1 0 8 4 おまえは - プ ラ ス 一 に
o 6 1 0 8 6 - プ ラス - が生とする と
1 0 6 0 1 2 永遠プラ ス 五分間を ｢早く早く+ とせ き立てて い る
ブラス ･ バ ン ド
o 6 4 0 10 やくざな ブラ ス ･ バ ン ドが歌 っ て い た｡
フ ラ ス コ
o 1 6 0 1 4 フラ ス コ の うしろ で ピ カ ピ カする
ふらせ て 降らせ て
10 4 0 1 2 夜空はたえまなく星を降らせて い る
10 9 0 1 3 落葉の 雨を降らせ て い る ｡
プ ラタナ ス
o 8 9 0 2 8 北風がプラタナ ス の 圧そ い 枝を鳴らして
プラ ッ ト フ ォ ー ム
o4 1 0 2 8 プラ ッ ト フ ォ ー ム が岬 のやうに曲が っ て くる
o6 7 00 3 プラ ッ ト フ ォ ー ム の 岸辺 をながめた
o6 9 0 0 3 人影まばらなプラ ッ ト フ ォ ー ムで
フ ラ ワ ー ･ セ ン タ ー
1 4 8 0 5 1 若い 男女で い っ ぱい の フ ラ ワ ー ･ セ ンタ ー に立ちよ っ て､
プ ラ ン
o o 4 0 0 8 素敵な プラ ンを考 へ 放じめた
ブラ ン コ
870
0 97 0 12 サ アカ ス で ブラ ン コ をする男は ､
フ ラ ン ス
07 3 0 2 6
07 4 0 0 3
07 4 0 0 9
1 28 0 1 3
14 2 0 6 2
1 8 4 0 0 4
フ ラン ス 系
1 8 4 0 0 4
フ ラ ン ス 語
1 28 0 1 3
フ ラ ン ス 人
0 73 0 2 6
ブラ ンデイ
0 98 0 2 3
ふり
0 35 0 0 9
0 3 7 0 1 7
0 45 0 2 1
0 53 0 5 3
0 5 4 0 3 6
0 5 4 0 3 9
0 55 0 3 5
0 61 0 4 7
0 61 0 5 2
061 16 3
0 6 2 06 4
0 6 3 0 13
0 6 6 0 1 0
0 8 0 0 2 3
0 8 4 0 3 3
1 0 1 0 5 2
1 1 2 0 1 1
12 5 0 0 5
14 2 0 9 0
14 6 0 3 0
毛腰を出したフ ラ ン ス 人の水先案内は
夢にみ たフ ラ ン ス の街が
フラ ン ス の悩みは
優雅なフ ラ ン ス語と
そ の 著書をフ ラン スで刊行 した 一 九四 二年生れの ブ コ フ ス キ ー 汝
フ ラ ン ス 系 ア メリカ人 と横須賀で結婚 し
フ ラ ン ス 系 ア メリカ人 と横須賀で結婚 し
優雅な フ ラ ン ス語と
毛腰を出したフ ラ ン ス 人の永先案内は
ブランデイ の血 を燃えたたせ る火
あらゆる憎 しみはふり落される
眠 っ たふりをしてゐる と
ふりそそ(･ 雨 の みだれも手にとるやうだ
しか し落葉の なかでふりかえ っ て も
｢星 の きま っ てい る者はふりむかぬ+
だが僕は最初の路地で 心弱くもふりかえる
空虚な メラ ン コ リイ の谷間にふり つ づ い て い る
あな たはうしろをふりかえらなか っ た､
あな たはうしろをふりかえらなか っ た､
星 の きま っ て い る者はふりむ こうと しな い o
そ して永遠に死んだふりを して い る のですね
あなたは固く睦毛をとじて死んだふりを して い る
小 さな友は い つまでも首をふり つ づけた ｡
きみ の かくれた意志をふりおろすこ とができな い
落葉がふり つも っ てゆきます
稽散弾の ようにふりそそ そ淋しさ に耐えてゆ こう
小首をか しげ そ しらぬふりをするな
六月の雨は しきりにふり 音楽は とめ どもなく
知らんふりしたと ころで投獄されは しな い
髪をふり乱 して い がみ合 っ て い たの です
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ぶり
02 1
07 2
0 7 2
0之6
024
035
0 8 7 00 8
0 8 7 018
106 0 2 1
14 8 0 0 3
17 0 00 7
17 3 0 0 2
17 6 0 1 4
17 7 0 2 1
1 8 8 0 0 9
ふり 降り
00 2 0 0 4
02 3 0 0 6
02.7 0 2 3
0 4 1 0 4 9
0 4 6 0 3 4
0 5 3 0 5 6
0 5 5 00 1
13 6 0 1 3
14 6 0 6 0
ふりおろす
0 8 0 0 2 3
ふりか え っ て
0 5 3 05 3
ふりかえ っ て
17 3 0 2 7
ふりか えら
0 6 1 0 4 7
0 6 1 05 2
ふりかえる
05 4 0 3 9
ふりかえる
白い 雲の中で 眼を つ ぶり
独断批評家の 口ぶりもわるくはない し､ 皮肉な記者の ポ ー ズも捨てがたい
なん と見事なダ ー ク ホ ー ス ぶりだろう
聞きわけの ない司でかぶりをふ っ て
聞きわけの な い 耳でかぶりをふ っ て
かれの指の 爪貝披 恋人たちが し やぶりたがる圧 ど美しい
三十五年ぶりにたよりをよ こ した ｡
蜘蜂 の 巣を払うような手ぶりをすると
身ぶりの 練習を したか っ たとか で
少女の 頬と肩になぶりかかる
きちんと帽子をかぶり
五十何年ぶりに歯医者の厄介にな る という始末 ｡
(落葉は降りしきる あ ゝ淋 しい 曲を聞い た)
実体の ない窓窓に雨が降り
わづかな煙はグラ ス の 申 へ 降りてゆく
あなたは冷たい石段を降り
同じ木の 手摺に つ かまり 同じ迷宮の 方向 へ 降りてゆく
降り つづ く落葉の 雨の なかか ら
ひ どく降り放じめた雨のな かを
死にたくない と雪が降り
外はひ どい どし や降りで した
きみのかくれた意志をふりおろすこ とができな い
しか し落葉の なかでふりかえ っ ても
振返 っ て
キ ョ ロ キ ョ ロ と振返 っ て 眺めて い る始末だ
あな たはう しろをふりかえらなか っ た､
あなたはうしろをふりかえらなか っ た､
だが僕は最初の路地で心弱くもふりかえ る
振返 る
872
o2 9 0 1 4 今は ただ表情もなく振返 るわたしに
ふりしきる
0 0 2 0 0 4
ふりそそ(o
O 4 5 0 2 1
101 0 5 2
降りしきる
(落葉は降りしきる あ ゝ 淋しい 曲を聞い た)
ふりそそ(o 雨の みだれも手にとるやうだ
棉散弾の ようにふりそ そ(o 淋しさに耐えてゆ こう
ブリタ ニ カ
128 04 8 ブ リタ ニ カをか つ い で 登場
ブリ ッ ジ
1 45 0 0 8 レス ビ ア ン の女たちの痩撃は不信者の地獄の 笑い の - 型態で ブリ ッ ジして反 っ た肉体の
ふり つ づ い て
o 5 5 0 3 5 空虚な メラ ン コ リイ の 谷間にふり つ づ い て い る
ふり つ も っ て
o 8 4 03 3 落葉がふり つも っ て ゆきます
ふりむ
o5 4 03 6 ｢星 の きま っ て い る者はふりむか ぬ+
o6 1 1 63 星の きま っ て い る者はふりむこうとしな い o
ふりむく 振りむく
1 4 6 0 4 5 振りむくと小柄な中年の外国人が
ふり落さ れる
o 3 5 0 0 9 あらゆる憎 しみはふり落される
ふり乱 して
14 6 03 0 髪をふり乱 して い がみ合 っ て い たの です
ふる 振 る
00 5 0 0 9
18 8 0 5 5
ふるい 古 い
00 5 0 1 0
0 0 7 0 0 4
0 4 2 0 20
0 4 5 0 2 0
鈴を振るかすかな音よ
( - - 今日も打振る日章旗 - -)
古い 楽器は花樹の下で
煤けた町は古い習慣で 壷 の沈黙を それはい つ まで も黄色い河の
また古い家風を弔ふ
古い鏡には
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05 0 0 1 7
05 4 1 1 1
10 2 0 0 1
10 2 0 0 5
10 2 0 0 9
14 2. 0 4 9
14 2 0 9 3
14 5 0 1 5
18 6 0 2 6
ふるえ
00 2
05 &
0 65
0 8 8
1 8 6
ふるえ
0 4 1
0 6 1
1 0 6
1 9 2
0 0 6
0 2 4
0 1 1
0 2 6
0 8 4
震え
0 3 2
17 2
0 3 0
0 1 6
ふるえて い る
0 41 032
ふるえて い る
003 00 6
｢それがぼくたちの古い処方篭だ っ た+ と吃い て - - I
古い 夜の 匂い がする頭に帽子をの せ ると
おれが古い い くさの歌をうた っ たら
おれが古い い くさ の歌をうた っ たら ､
おれが古い い くさ の歌をうた っ たら
古い 繰り返 しのな かに い る
家を夢みて い るだ けで は 古い 家も新 しい 家も守れは しな い
古い 広告ビラ の汚れた壁の 傍で
や っ ぱり古いな あ!
ふるえるセル ロイ ドの 掌
ふるえる電線の街の
あ っ た. 寒さにふるえながら
椅子のうえで寒さにふるえて い るぼくの 手足 を
かすか にふるえる指先の煙草の けむりの ように
かすかに寮えてゐる 神経的な
寒さに震えながら､
尖が っ た紫の 口髭なら ず っ と微妙な震えをも つ かも しれない
震えて い る足許に眼をおとすと､ 白い 四角の標識に ､ 明りが広かに とも っ て い て ､
寮えてゐる
かすかに震えてゐ る 神経的な
震 へ てゐる
震 へ てゐ る爪に霧がかかる
ふるえる
00 2 0 0 6
05 8 0 2 4
18 6 0 8 4
ふるえる 震 へ る
03 7 0 0 5
ふるく 古く
0 2 1 0 2 1
0 4 1 10 3
0 9 6 0 15
ふるさと
ふるえ るセル ロ イドの 掌
ふるえる電線の 街の
かすかにふるえる指先の 煙草の けむりの ように
ほん の わずかに震 へ る根を支 へ て ゐる
若年の記憶は古くなり
それの みが古くはな らぬ
文明色な ら もう古くな っ た三十年代流行の セダ ン の
874
15 1 0 28
19 0 0 0 3
電話の数字にもふるさ とを感 じ
ふるさ との 山
ブル ジ ョ ア
05 5 0 4 8 ブルジ ョ ア的な姦通事件の
ブル ジ ョ ア 的
05 5 0 4 8 ブルジ ョ ア的な姦通事件の
ふるびた 古び た
03 9 0 8 9 古びたドアを侵 し
ふるびて 古びて
16 7 0 1 6 住居披確実に古びて しま っ た
ふるまう
07 2 0 21 みんな どうして こ んな に自由にふるまうの か
ふるわせた 震わせた
06 5 0 3 7 彼 の 五体を震わせ た｡
ふれあう
07 0 0 1 9 肌 の ふれあう水ぎわか ら
ふれあう 触れあう
1 6 4 0 2 9 触れあうたび に遠くな る
ふれあ っ た
0 6 4 0 0 8 暗い 過去と冷たい 記憶 がふれあ っ た｡
ふれた
1 6 9 0 0 1
ふれて
0 3 1 0 1 7
0 9 0 0 1 1
1 7 1 0 12
1 8 2 0 2 7
1 8 3 0 0 5
ふれて い る
0 4 8 0 1 4
綿帯にふれたあとめ
そ っ とあふれてゐ るものだ けがやさ しか っ たと
艶や かな きめにふれて みる
無邪気な目には悲しみ があふれて い たから
涼濠とあふれてい る
くだもの屋にあふれて い る蜜柑が
触れてい る
彼女だけが触れてい る
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ふれな か っ た 解れな か っ た
o 1 7 0 3 5 一 言も購れなか っ たかも知れない
ふれる 触れる
o3 9 0 1 7 微風はわたしの肩に触れる
プロ フ ィル
oo 3 0 0 9 盛ん に蝋を焚く女の プ ロ フ ィル
プ ロ ペ ラ
0 0 7 0 0 9
0 1 6 0 1 1
0 9 1 0 0 6
た飛行機の プ ロ ペ ラが現れた
透明なプ ロ ペ ラがメガ ネの 中に
軽い プ ロ ペ ラの麹音をひびかせて
ブ ロ ン ド
o97 0 10 あの ブ ロ ン ドの若 い男は､ 動物になる夢を持たなか っ たろう.
ふわふわ
05 3 00 8
1 2 6 0 1 2
ふわふわ と
0 5 3 0 0 8
ふん いき 雰 囲気
0 2 9 0 0 8
0 3 9 05 5
ぶんかい される
0 1 6 0 0 2
ふんが い して
0 1 4 0 0 9
ぶんがく 文学
15 0 029
15 0 0 4 9
ふんか こう
02 6 0 3 0
黄ろい 髪飾だけがふわふわと蝶の ように宙にさまよ っ て い る の です
月のうえをふわふわ歩く宇宙の子供を見よう として
黄ろ い髪飾だけがふわふわ と蝶の ように宙にさまよ っ て い る の です
憩ひと い ひ憾惰 と呼ばれる雰囲気にか こまれ
一 定 の雰囲気の なかで しか
分解される
太陽は水晶に分解される
憤慨して
セ ロが憤慨 して足をあげた
文学の世界にと どま っ て い る者は ､ 私 しかい ない ｡
文学から離れたこ とに話をかぎれば､ それだけがす べ てではな い 一 例 として ､
噴火 口
おそる ぺ き噴火口は
ふんげき 憤激
05 0 0 2 4 憤激も､ 悲哀も､ 不平 の柔弱な椅子もなか っ た｡
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ぶん しん 分身
04 2 013
ふんすい 噴水
0 20 0 1 3
0 2 1 0 1 1
0 2 4 0 0 3
0 3 0 0 2 2
0 3 6 0 1 7
0 3 9 12.9
ふん で
0 1 6 0 0 4
ふんで 踏んで
1 6 4 0 0 9
フ ン と
0 06 017
ぶんぶん と
00 1 0 5
ふんば 墳墓
03 9 1 0 4
0 4 6 0 2 0
フ ン ボル ト
1 6 0 0 6 5
ぶん め い 文明
0 2 8 0 1 9
02 8 05 5
05 7 0 4 2
08 5 0 2 9
09 6 0 1 5
1 4 2 0 9 1
1 6 6 024
ぶんめ い し よく
0 9 6 0 15
脱ぎすて た分身が青く光る
噴水 へ
花が浮かんで噴水をかむ っ た
る 血液を噴き上げて い る白い 管は輝やける噴水の 愛撫をう
そこ に憩ひがあり噴水がある
噴水 と石像の ある静かな白昼よ
ひややかな青い 噴水も
星に とびちる音 (ね) をふんで
足で地面をばたばた踏んで
フ ン と丁寧に涜をかみました
ぶんぶん と麹虫は
白い墳墓の 方 へ
たとえ純粋な緑が 墳墓の 丘 より呼びかけようと
フ ン ボル トの天才 は四十歳で燃えつ きて しまい
文明的なもろもろの雑音の性格に より
そ こに 一 個の 文明が
文明の なま(･ さ い 鮭は
文明批評はもうたくさん
文明色なら もう古くな っ た三十年代流行の セダン の
しかし 利己的で 走視眼的で 無防備な文明の なかに い て
文明の貴慾に吐気を催 した
文明色
文明色な ら もう古くな っ た三十年代流行の セダ ン の
877
ぶんめ い ひひ よう
08 5 0 29
ぶんめん 文面
1 80 0 0 6
18 8 0 0 2
文明批評
文明批評杖もうたくさん
そそくさ と読みおえたそ の文面を
こん な文面があ っ たの を憶えてい るだ ろうか｡
ぶんれ つ び よう しや 分裂病者
14 2 05 8 ぼくたちはやがて 比較的おとな しい 分裂病者と して
プ ー マ 首相
12 8 0 0 7 プ ー マ 首相 の
ヘ ー ゲル
1 0 8 0 2 4 老 へ - ゲルは来り去り
ペ ー ペ ノレコ ノレン
o5 7 0 1 6 自殺 した ペ ー ペ ル コ ル ン の こ とを考えてい た
ベ - )レ
13 6 0 0 4
ペ イ ヴメ ント
1 0 0 0 6 1
へ いおんぶじ
18 3 0 2 9
へ い し
00 8
0 1 2
0 7 3
0 7 4
0 7 4
0 7
0
0
0
0
0
0
0
7
7
7
7
7
7
8
0 8
5
5
7
7
7
7
7
1
1
兵士
0 0 3
0 1 9
0 1 8
0 1 1
0 20
00 3
0 1 1
0 01
0 0
0
0
0
0
0
1
1
3
0
0
4
1
7
3
4
9
涙 の ベ ー ルで
ペ イ ヴメ ン トには水玉模様の 少女があふれ
平穏無事
平穏無事の 今日 一 日の ｡
点ける と焦げたバ ン の匂が し 空腹をかん じた兵士
その 中に沢山の兵士たちの顔がゐた
不幸な兵士は空をあおぎ
ぼくら兵士の苦 しみは
病める兵士たちは
不幸な兵士に別れを告げる
こ の不幸な兵士は
死んだ兵士を生きかえらせ る こ とは
多くの 兵士は
い くたびか生きかえる兵士たちが
ぼく披ひ とりの兵士の死に立会 っ た
こ の美 しい兵士は
兵士たちは眠 っ て い た
兵士たちはうわごと の ように
878
08 1 0 2 0
08 1 0 3 0
10 1 010
10 1 0 1 3
10 1 0 1 5
10 1 0 3 6
10 1 0 4 2
13 5 0 0 6
14 8 0 2.1
ぺ い じ 貞
150 0 5 4
へ い せ い で
185 0 0 3
生身で受けとめて い る の は兵士ではない
兵士の 眠りをゆすりな がら
血 の河をわた っ て い っ た兵士たち よ
ぼくはは じめから敗れ去 っ て い た兵士 の ひ とりだ
たい せ つ に してきたひ とりの 兵士だ
消えたい の ちの水をの んで い る兵士たちよ
死霊 とな っ て さまよう兵士たちよ
水湧く兵士の納骨堂 に
発れた兵士たちは､
鉛筆で何 カ所も印を つ けられた頁を つ き つ けられて ､
平静で
ア ナウンサ ー の 声は平静で
へ い ぜ ん と して
05 4 0 7 2
15 0 0 5 8
へ い たんな
19 2 0 1 0
平然 として
平然 としてまが っ た道 をゆく時だ !+
あんが い 平然として ニ ヤ ニ ヤ笑 っ て い た｡
平坦な
ど こまで行 っ ても､ 一 本 の桧にも出道わず､ 平坦な黒い 砂地が つづ いて い るばかりで ､
へ い め ん 平面
03 3 0 1 5
10 6 0 1 9
へ い わ 平和
0 2 8 0 4 0
0 73 0 1 6
0 73 0 1 7
1 4 2 1 2 2
へ きめん 壁面
1 6 7 0 6 2
1 8 7 0 0 3
ぺ く
0 0 7 0 1 3
0 3 6 0 1 4
1 5 0 0 6 6
1 7 6 0 之8
17 8 0 0 4
小さな宇宙の平面の 上に残された
かれの額は 西洋皿 の 平面の ように広く
す べ てが平和であるようにとか云 ふ必要もない
平和の国に い たるためには
平和の な い と こ ろから立去らなければならな い
個人の平和と 世界の平和 と 人類そ のもの の 真の 守護者たりうるの だ+ と
ぼろぼろにな っ た壁面にまた心理 面に
壁面の 王 は
阿片の軽艇 (ボ ー ト) は霧の 中 ヘ 音い 泡を残 して去る ぺ く 一 人の 少女を誘拐
あれらの花花はなる べ く愛する
喪わる ぺ く して喪われたと言うの は､
渡る べ くもない
こ の のちは訪う ぺ くもな い ゆえに
87 9
18 8 0 0 5
へ たな 下手な
10 6 0 1 6
17 4 0 2 6
ベ タ ベ タ
0 0 6
ベ ッ ド
0 5 4
0 5 5
0 6 9
09 3
12 5
167
173
17 6
ぺ つ の
03 0
0 41
0 4 1
0 65
1 4 6
ぺ つ り
0 6 4
115
白内障の 限を､ な る べ く休めるように して い ますか ら､
無事 に生きのびて きた こ の 下手な構図は
い までも下手な碁打ちであるぼくは考える
o 1 4 阿片の広告の 下に べ 夕 べ タ貼 っ た
1 1 7
03 7
032
00 3
0 2 2
0 5 6
0 4 5
0 0 6
別 の
03 2
0 5 8
0 6 0
0 2 3
0 2 7
別離
00 9
0 1 0
不潔な女の ベ ッ ドの 方 へ 進ん で ゆくだろう
おれたちの ベ ッ ドの な かで締め殺 して しま っ た の だろうか
動かない ベ ッドがある
かれは ベ ッ ドにも(o り こむ
むずかゆい 両脚をと じて 一 人の ベ ッ ドで静かに眠れ
苦 しみ の ベ ッ ドに血をに じませる
ス プリ ン グの 繁れた ベ ッ ドに身を投げて
ベ ッ ドに近づ き
花の 実たちが実る周囲に実る別 の花 の 実たち
別の あな たが
別の あな たの藻の こ とを考 へ ながら
ひ と つ の声をか け､ つ づ い て別 の 声で
それ比また別のお部屋に
人生に別離なんかあるもの かと､
一 千年の 別離もさび しくはない
ぺ テル ス ブル グ
o5 4 0 6 2 ぺ テ ル ス ブルグ の
■青年が僕たちに告げたこ と杏 - -
ベ ト コ ン
1 2 8 0 4 0 じき ベ トコ ンもおだぶ つ
ペ ニ イ
0 8 7 00 4
0 8 7 00 5
08 7 0 1 1
08 7 0 1 6
0 8 7 0 1 7
0 8 7 0 2 0
｢ペ ニ イや ペ ニ イ 可愛い い ペ ニ イ+
けれど きみ の愛犬 ペ ニ イは
さて ペ ニ イ の悩みはこうだ
ペ ニ イ の 日課はそれだけだが - -
｢ペ ニ イや ペ ニ イ 可愛い い ペ ニ イ+
ペ ニ イ の日課はそれだけだが - -
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o 8 7 0 2 4 きみ に と っ ても ペ ニ イ にと っ ても
へ び 蛇
o o 8 0 0 6■ げられ 叢には懐古的な蛇はゐな い
o 1 1 0 1 4 先づ 首に巻い た蛇を外せ
o 1 3 0 0 3 青い けむりの 蛇が枝を登り
o 4 2 0 1 1 蛇はカを尺 して しろがねの枝をの ぼる
o6 1 1 3 8 水仙や蛇や もろもろの生ける質を潤おした』
o70 052 どんな蛇 よりも猛烈な 毒をも っ て い るわ
o93 0 1 5 蛇が隠れたエ デンの樹を 一 心 に見 つ める
1 12 0 19 おまえは今朝も蛇口の まえで
1 44 0 0 7 鱗 の落ちた蛇神は無性闇に蟻転し
1 6 0 0 6 8 ｢蛇 の穴+ と称して大学にも(･ り こ み 教鞭をと っ たこ ともあるが
18 7 0 1 1 賢い蛇 の尾 の ような
へ び の あな (｢蛇の穴+)
16 0 0 6 8 ｢蛇 の 穴+ と称 して大学にも(h り こ み 教鞭をと っ たこ ともあるが
へ や
0 4 1
0 43
0 4 5
0 4 6
0 4 7
0 4 9
0 5 2
05 3
05 4
05 4
05 9
0 6 1
0 6 1
0 6 3
0 6 5
0 6 5
0 6 6
0 7 0
0 8 9
12 2
13 2
1 4 1
1 4 6
1 4 8
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あなたの部屋にはシガア の煙がたなび い て
音もなく 部屋の扉がひらく
部屋から廊下 へ
あなた自身が小さな 一 つ の 部屋である こ とを
とざされた部屋に心臓の 羽掃きが
傾斜 した部屋からは
誰もい な い 淋しい部屋を夢想する
わたしの こ ころの お部屋の なかで
｢出てゆ こう とざされた部屋の 中から
出口の な い 部屋から
ひ とりぽ っ ちの 部屋の なかで
秘密にみちた部屋や
がらん と した心 の部屋で ､
しばらく部屋の なかを散歩する
部屋住い の 異に とっ て
部屋は､ ひ とつ の廃城で
眠れない 部屋の あかりがひ と つ
こ の窓 の な い部屋で
赤々 とス ト - ヴが燃えて い る部屋の
暗くな っ た部屋の
部屋から部屋 へ
そ こも､ 一 つ の お部屋だ っ たわ｡
それ汝また別のお部屋に
ぼくたちは女気な しの部屋で姫焼を囲み ､
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1 6 7 0 4 6
16 7 0 4 7
17 0 00 8
17 9 0 2 8
18 9 0 2 5
へ やずまい
0 6 5 0 0 3
ベ ル
0 0 1 0 0 1
0 9 8 0 0 2
18 3 0 0 2
18 6 0 2 4
へ る 減る
148 0 4 6
それから 一 つ の 部屋を守り
一 つ の 部屋のため の家屋が傾くまで
ホテル の 部屋から戸外 へ とさまよい 出た
こ の 恵もこ の部屋も
無音無重力の ガラ ス の部屋で
部屋住い
部屋住い の 異に と っ て
青柄の シ ャ ベ ルで
電話の ベ ルが鳴りは じめた
ジ ン グル ･ ベ ルが鳴 っ て い て
昔 の 発車 ベ ル の音が体内の ど こか に残 っ て い たんですよ!
もうこれ以上､ 減る こ との な い 戦友の ､
ペ ロ ペ ロ
o13 0 1 0 肩 の上 で ペ ロ ペ ロ する
へ ん
0 2 7 0 1 6
18 4 0 1 4
18 6 0 4 5
ベ ン
0 6 1 0 1 4
1 7 1 0 1 4
へ んか 変化
13 4 00 7
へ んき ょう
10 3 0 2 4
ベ んき ょう
1 0 8 0 2 0
わたしの 鼓膜は へ んで ある
たい へ ん誇りにして い る彼女は
へ ん な人ですね､ あな たは?
書籍や窓や ペ ン をすてて ､
は(o れ ペ ン ギン の 男は思う
変化はすでに起 っ て い るが
辺境
陸封されたアジ ア の 辺境でもな い
勉強する
勉強するの は大変だな あ
ペ ン ギン
17 1 0 1 4 汝(･ れ ペ ンギン の 男は患う
へ んげんする 変幻する
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1 68 0 1 2.
へ ん し ゆう しつ
1 2 8 0 7 8
へ ん しゆう し や
15 0 0 5 3
へ ん しん 返信
18 8 0 2 6
18 8 0 7 3
へ ん しんする
1 3 2 0 0 5
へ んせ い 編制
01 4 0 1 9
ベ ン チ
0 2 1 0 0 8
0 2 1 0 1 8
1 0 8 0 1 6
1 2 0 0 0 2
変射するおまえの 姿に出あ っ たか ら
編集室
無人の編集室で
編集者
編集者である私が警視庁から呼び出しを受けた｡
そうい うきみ に対 して ､ どんな返信を送 っ たか､
四年遅れの こ の返信が､ 四年前のそれと､ どう違 っ て い るかを､
変身する
風の ように変身する
自然 にオルケス トラが編制されたね
木製 の ベ ン チ
ぼくは ベ ン チ に焦れて
恋人たちがベ ンチに坐 っ て
ベ ンチ にもたれてい る と
へ ん ぼう 変貌
0 4 4 00 9
ほ 帆
00 3
00 7
0 8 0
0 8 0
1 0 3
1 1 0
16 9
17 6
0 0 4
0 0 1
0 0 9
0 18
0 1 1
00 2
0 2 0
0 1 3
ほ 穂
10 7 0 0 6
13 9 0 0 2
ホイ
12 8 02 2
御身は知 っ てゐる ､ 世 の 輝かしい 変貌を､
今晩十二時に出帆します
ジャ ンク の 帆が煽煽の ごとく羽博い て ラ ン プ の虹が ひろが る
手ごたえもなく 切れた帆綱から
い つ までも折れた帆柱を抱い て い るかぎりは
帆柱や舵や海図や羅針や救命ブイや鈷や - -
帆をたたみ
孤独の 帆をたらしたまま
帆の ようになびかせて
風に熟れた稲穂も - -
すすきの穂が遠くか らおい でおい で と手招く
ホイ ホイ
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旺う 方
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する 《される の はまあ仕方がない でせう》
食卓は北方に白い 布を垂 らし
そちらの 方から寒さが吹き つ けてくる
弾かれた言葉の 行方を覚る
窓は開かれて北方に青く
南方の ドアを開き
北方の ドア を閉ぢて
縁の泡の 方 へ 近づ い て ゆく
西方の 窓を照らしだす
白い墳基の 方 へ
東方からおま へ の からだを侵 し古まじめる
優しい 眼鏡や柔かい 手袋の 明日の 方まで湿 してゐ る
確で虚を打ちながら 必死 に進む触の 方位を
同じ木の手摺に つ かまり 同じ迷宮の 方向 へ 降りて ゆく
行方の知れぬ風の こ とばたい つ までも微笑を浮 べ てゐ ようとは
方位はなか っ た 花火も夢もなか っ た
｢そ れがぼくたちの 古い 処方隻だ っ た+ と噴い て - -
彼方 へ と走 っ て い た｡
わたしはわたしの 行方を知 っ て い ない
行方の 知れぬ風の 寒さ に身ぶるい するの だ
不滞な女の ベ ッ ドの 方 へ 進んでゆくだ ろう
海の 彼方l
パ ス カル の読み方を教えた青年が戦死し
彼方の岸をのぞ みながら
下 へ ､ 下 へ と漕ぎさ っ て ゆく舶の 方位を｡
貴方がい なくな っ てから､
貴方に叛い たわたしは ､
貴方がわたしに下さ っ たもの は これだけですか ｡
貴方 の深 い慈悲と知慧 とを理解できません ｡
貴方がい ら っ しや るあたりは ､
わたしの悲惨は貴方の 栄光なの ですか｡
方位はなか っ た､
彼方 の岸に灯がつ い た､
否定 の彼方 へ
ま っ す(u 海の彼方を指 して い るから - -
な ん でもおまえの 方がよく知 っ て い る
遠い そ の声の 方 へ
方三尺玉寸の天地を つ くるために
人間が自然に手をつ ける方法は - -
どう して過去の 方に ころが っ て い っ たの か?
精力的な夏は未来の街の 方向にひろが っ てい るようにみえた
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19 2
0 2 3
0 4 8
0 4 3
0 0 8
0 0 9
0 1 4
0 0 8
0 2 4
0 1 7
0 4 2
0 1 7
0 0 7
0 0 5
0 2 8
0 2 7
0 2 4
0 2 5
0 2 6
0 2 7
05 1
0 6 3
0 0 8
0 1 3
0 2 5
圧うい 包囲
10 6 0 4 0
1 9 2 0 2 6
旺うい 方位
0 4 6 0 0 8
0 4 6 05 2
0 6 1 0 1 0
06 1 2 03
旺うい されて
19 2 0 2 6
ぼうえい して
0 8 1 0 2.2
ぼうえんきょう
0 1 2 0 1 0
どの 方向にでもまげられる関節をもち
ただちに答えられるだ ろう かれの経験の彼方か ら第四の 声で
風の方向に
一 方が売れば
他方が それを買う (ゴム の 手袋を放めて)
八方破れの 吉凶よさ らぱ
こ の群集の 行方は誰も知らない
(それゆえ こ の 国独得の統治方式の利点とさえい えるもので
そんなカ ッ プル はど こ にでもい で択楽の ス プ ー ン で苦痛の 目方を計りかねてい た
途方に暮れて立 っ て い る と
惜 しまれる死に方を しなか っ たこ とで
地方都市で鉄工所を経営 して い た旧友が ､
六人の 友達の故に対する考え方は夫々まるで違 っ て ゐた｡
どんな遠方も
み はるかす彼方に汝
貴方に ｢女の子の 心理+ が判んな くた っ てあたりまえなんです｡ 貴方は心理学や っ て ん の じやな い の で し ようか
ら - - ｡ 貴方に判らなかろうと､ もう少し付け足すと､ 昨年は形相の意味も知らなか っ たという こ と ｡ 私は ｢メ
ッ セ ー ジ と よみました+ と書い た筈､ それは私だからそうよめ て しまう､ とい うの がどうで もい い こ とで ､ 貴方
の 言葉を私は どんな方法でも消せれぱよか っ ただ けの こ と - o
たね o しか しそれはそうそうあるもの じやな い . 違うもの の 方が圧倒的に多い - . で は､ さ よならK.I.
死滅 の予備知識も与えられて然る べ きだ､ と い っ た方針の もとに｡
わたくし､ とは誰だ っ たの だろう? 歩行の方向をきめて い る海の
途方もない 迷路に入 っ て しま っ たと気づくと､ あたりが急に暗くな っ てきて ､
必死 の 思い で ､ 前方の 真 っ 暗闇を凝視するが ､ 一色_皇何も見えぬ .
かれは自分を罰して はな らな い 屠殺者や皮肉屋の 包囲の なか で
叫ぶ､ が､ 声にならな い ｡ び っ たり浪に包囲されて ､
権で虚を打ちながら 必死に進む舶の 方位を
方位はなか っ た
一
花火も夢もなか っ た
下 へ ､ 下 へ と漕ぎさ っ て ゆく舶の 方位を｡
方位披なか っ た､
包囲されて
叫ぶ､ が ､ 声 にならな い o ぴ っ たり浪に包囲されて ､
防衛 して
黒い 神を防衛 して い る の は
望遠鏡
山では望遠鏡が廻転する
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o 17 014 望遠鏡をそるそる廻 した
旺うかい 崩壊
1 6 7 0 5 8 家 の崩壊はないもの と念じてきたの に
ぼうがい 妨害
14 2 0 2 9 また い かなる非難中傷の壁 ､ 妨害の 電波が そるりをとり巻い ても
ぼうきや く 忘却
o4 6 0 3 2 忘却 の階段に足をかけ
ほうげき 砲撃
1 6 6 02 6 砲撃に司をすますような顔 つ きで
ぼうけん 冒険
0 6 1 0 5 6
10 3 0 1 7
12 6 0 15
1 60 0 47
1 84 0 13
あなた辻冒険をもとめ る庶人だ っ た｡
まがい もの の 甲常に身をかためた冒険家でもなければ
奇蹟の 冒険に胸をお どらせ るだろう
心を開け 冒険に
九カ国語を話 したとい う冒険家の祖父を
ぼうけん か 冒険家
1 0 3 0 17 まがいもの の 甲常に身をかためた冒険家でもなければ
18 4 0 13 九カ国語を話したとい う冒険家の祖父を
ぼう し 帽子
00 3 0 0 5
00 5 0 0 4
0 10 0 0 3
0 10 0 0 4
0 1 0 0 0 9
0 1 3 0 18
0 1 5 0 1 4
0 17 0 3 3
0 18 0 1 3
0 2 1 0 1 2
0 2 6 03 2
0 5 4 11 1
0 5 7 0 37
17 0 2 1
ぼう しかけ
0 18 0 1 3
海に向 っ て帽子をふ っ て
青い 帽子の微風が通り
有効なス ピイドに つ い て考 へ る こ とを欲する少年は 一 個 の白い 帽子をかぶ っ てゐる
白い 帽子は頭の アリカを教 へ る とともに日の匂を発散させ る
そ の新 しい設計こ そ白い 帽子と赤い ジ ャケ ッ トの
上衣と帽子を失敬する
貝殻の匂の する帽子は
帽子 と巴旦杏が
帽子掛の 下で遮断され
麦藁帽子ほ ど の プウル をまはり
残されたただ 一 個 の帽子は
古い 夜の匂い がする頭に帽子をの せ ると
悲惨な ぼくの黒い 帽子 と
きちん と帽子をかぶり
帽子掛
帽子掛の 下で遮断され
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旺うしする
1 7 2 0 2 6
奉仕する
こ っ そり悪魔に奉仕するこ とだ
杜う しや 砲車
101 0 0 9 重たい刑罰の 砲車をお しながら
放うしゆう
07 7 0 0 9
077 0 1 4
07 7 0 3 0
ほう じゆ んな
03 5 0 0 1
報酬
不思議な報酬があるかぎりは - - )
(永遠に受けるこ と の な い報酬は
あらゆる神の報酬を拒み
芳醇な
芳醇な薫り汝
扱うじよう 北候
1 5 8 0 34
ほう しん 放心
01 2. 0 06
ほうしん 方針
1 8 8 0 63
ほう しん した
0 1 2 00 6
北候や足利の 美しい光景をすく っ てみせ たときだ ろう
放心 した花弁の やうに
死滅の予備知識も与えられて然る べ きだ､ とい っ た方針の もとにo
放心 した
放心 した花弁の やうに
扱うせ き 宝石
0 1 1 0 0 8
0 1 5 0 0 9
0 1 7 0 0 7
扱うそく 法則
07 2 0 4 1
電車が宝石の角を過ぎる とス ト ッ プ し
誰も小さな宝石僅と
宝石を放めたり して
合理的な法則がある とは信 じられない
扱うちされた 放置された
1 6 0 0 5 8 遺体は屍体置場に二 日間放置されたままであ っ た
圧うち し 放置 し
14 2 0 7 1 他 の 人々を悲惨なままに放置 して逃避するような
14 5 0 0 5 芋虫色の 車を時間外駐車で路上に放置し 道徳の坂を下り左折 して また坂を登るとすそ右
ほうち して 放置 して
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14 2 0 7 1
ぼうふう 暴風
0 6 5 0 3 1
ほうふくて き
1 60 0 6 9
扱うほう 方法
09 0 0 0 9
18 0 027
ぼうぼうと
0 0 2 0 0 9
0 0 7 0 15
1 7 6 0 2 9
1 8 1 0 0 5
旺うま つ 抱沫
0 6 1 0 8 1
ほうむ っ て
16 7 0 5 1
他 の 人々を悲惨なままに放置して逃避するような
暴風の 夜を飛んで い っ た. 哀歌をうたいながら
報復的
エ ゴセ ン トリ ツ クで報復的だ っ たためか同僚にはうとまれてい たらしい
人間が自然に手を つ ける方法は - -
の 言葉を私は どんな方法でも消せ れぱ よか っ ただけの こと - .
ぼうぼう と潮騒は香く
まだ阿片でぼうぼうと煙 っ た眼よ
寂夢の海がぼうぼうとひ ろが っ て い て
ぽうぼうとかすみ
無数の 小さな抱沫が噴きだ して い る の を - -
葬 っ て
おまえはうやうやしく何を葬 っ てきたの か
ほうむら 葬ら
03 9 0 6 0
ぼうりょく 暴力
142 1 1 9
ぼうれい 亡霊
0 3 9 0 6 5
0 4 0 0 1 8
0 5 4 10 0
05 4 10 1
0 6 2 0 3 7
0 6 4 0 23
0 7 3 0 13
死者をして死者を葬ら しめよ
非道な暴力に抵抗 して 自らの 犠牲と死の 覚悟で第 一 線に立ち
亡霊たちの影の外に
ア へ ロ ン の岸にさまよう亡霊 の ご とく
亡霊 たちに別れを告げよう
あるい はまた亡霊たちを飲み圧 して
二 つ の亡霊にな っ て しまおう
ふたつ の 亡霊がさまよう､
ぼくらは白衣の亡霊 とな っ て
扱うろう 放浪
10 0 0 之2 お別れの短かい放浪がは じま っ た
放えたて 吠えたて
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扱おぼね 頬骨
0 4 7 0 0 9
古まか
0 7 6
1 1 7
1 28
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15 0
15 6
1 60
1 69
18 0
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19 3
ポカ ン と
0 1 4
0 10
00 9
0 10
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0 42
03 8
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0 0 8
0 1 3
0 0 7
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0 0 6
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なんでもかんでも吠えたてたり
永遠に吠えるこ と のな い狼に見えてくる
頬骨が つ めたい空気の なかで尖 っ てくる
涙をながす放かには
失 っ たもの へ の愛 の ほか に
われわれは死ぬほかはな い +
す べ てが終 っ て い る者には､ ほか に呼び名はない ｡
監獄 ･ 収容所 シス テム にほかならぬ と
夜は こ との 放か短かい ｡
年月の きび しさ に苦笑するほかはなか っ たが､
私披口を つ (o む 放か辻な い
放かに自己証明の道が なか っ た のである
化石にな る放かはな い
恐れ入りま したとでもい う放かはなさそうである
こ と のをまかしん みり
こ と の 放か躯の 工合がよくな い
こ と の 放か色鮮やかで明るく
一 歩 一 歩あゆむ放かはな い
o 1 0 みんなポカ ンと口をあい てゐ ると
ぽきぽき
o9 4 0 0 6 ぽきぽき葦は折れて水垢の うく岸辺
ぼく
0 0 8 0 1 8
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0 2 1 0 18
0 2 1 03
05 0 0 0 6
0 5 0 0 1 3
0 5 0 0 1 7
05 7 0 0 3
05 7 0 0 8
05 7 0 1 0
ぼくらにもまたきみ たちにも
ああ ぼくたちは幸福である
ぼくは靴下をなげだすと
ぼくは ベ ン チに焦れて
ぼくの耳は響い てゐ る
ぼくらは暗い 酒場の 椅子のうえで ､
だがぼくは ､ 何時何処で
｢それがぼくたちの古い処方篭だ っ た+ と噴いて - -
ぼ くの悩み は始ま っ て い る
それでもぼくらが生きてい るとは信じられなか っ た
ぼくらに 一 枚 の絵皿を見せ たこ とがある
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ぼくは エ トラ ンゼであ っ たし
ぼくの知 っ た こ とでは なか っ たの だ
権はぽくに全身をあたえ
ぼくは知 っ て い た
世界を冷やす月光がぼくの額を照らすの を - -
ぼくは笑 っ た こ とがあ っ た
ぼくはぼくである 一 切 の もの を否定するのだ
悲惨なぼくの黒い 帽子と
ぼくの 腕に倒れか かる
ぼくはあな たの 口 を押えようとする
そ の 手の 果さがぼくをぞ っ とさせ る
重たくぼくの胸に の しかか っ てくる
ぼくの い ない 眠りの なかで
ぼくは片足にス リ ッ パ をひ っ か けて
(ぽくは憐み の こ ころをも っ て い るか?)
ぼくは黙 っ て 坐 っ て い るだけだ
ぼくが暁の星だと したら
ぼくが殉難者の澄んだ時をして い る としたら - -
ぼくがあなたを信 じない ように
あな たはぼくを信 じようとしな い
ぼくたち披汚れを知らぬ微笑をうか べ る
ぼくたちが生れるず っ とまえからそこ にあ っ た微笑を!
ぼくをすこ しも驚ろかさな い
ぼくたちを閉じこめて い る格子は
ぼくは どう しても逃れるこ とがで きな い ｡
ぼく の ほそ い 環にまきつ い て ､
ぼくにはわからない ､
一 日を 一 年 の ように暮 して い るぼくたちには､
ぼくたちの 地平線 は
ああ､ ぼくの頭の なかには
ぼくは見えない 出口をさがすように ､
ぼくが死んだらどう しようとい うの か o
ぼくの 頭髪をひ っ ぱる こ とがある
ぼくは
ぼく の背後の空に
負け席に賭けて きたぼくの ような異には)
ぼくらは白衣の亡霊 とな っ て
ぼくらを運び去るもの は
ぼくらの 船を迎えるもの はなか っ た
これがぼくらの サイゴ ンだ っ た
ぼくら兵士の 苦しみ披
ぼくら祖国の 苦しみだ っ たろうか
ぼくらの 細い 咽喉にあてたまま
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08 1 0 之7
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ぼくの 苦 しみも
ぼくの 悲 しみも
なぜぼくの手か
さりげな い ぼく の微笑も
ぼくのもの でもきみの もの でもない
きみ の 肩にかけられたぼくの 手の
こうして耐えてい るぼくの 狂うが
ぼくはひ とりの兵士の 死に立会 っ た
かれとぼくの 間には
ぼくらはい かに して
ぼくらはむな しく大空に
ぼくらの船は
ぼくらは黙黙と逃れ去 るだろう
ぼくらが望む の は
ぼくらは水平線をこ えねばな らな い
ぼくらの船は
ぼくらを生んだ七 つ の近代都市が
ぼくらはすでに こ の 歴 史の 内で は死んだ者
ぼくらで はない
ぼくらを し っ かり抱きしめて い る の は
ぼくの 椅子の下に巣を つく っ たり
ぼくの 頭の 木の うえに駈けの ぼ っ たりする
あどけないおまえの声は い つ もぼくに
ぼくの持 っ て い ない愛情を思い 出させ る
ぼくが知 っ て い るの は おまえが生れる前の こ とだ
わけ へ だて のな い ぼくたちの あい だに
きままなぼくの 生活
どの ようにぼくたちの 大地 に暗い 影を落すの かも
雪にとざされたぼくの 怒や
椅子の うえで寒さにふるえて い るぼくの手足を
ぼくはただ黙 っ て
ぼくのもの でな い夢重
たえずぼくの心 の なかに組みたて る
ぼくと 一 緒 に住もう とい うの だ
ぼくと 一 緒 に暮そう という
ぼくたちの物語を
ぼくが言 っ て
ぼくたちに語りかけて くるよ
太陽の涙から生れてきたぼくたちの
大きな声でうたうぼくたちの歌に
ぼくはひそか に答えよう
｢ぼくは凍 っ て ゆく水のな かに いますよ+
ぼくは急がなければなりません
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ぼくは言おう
ぼくの 記憶披まだ生れてい な い
かれ と言い きみ と呼びぼくに返 る心 の 遠近法にしたが っ て
きみがぼくに生きよと告げるなら
ばくの 河口はひと い きに岸辺やテ ン トや小舟を吐きだそう
ぼくは暗い路地を走り出た
ゴ ー ゴ ー ゴ ー と ぼく の 頭上を通過 して い っ た
ぼくは少 しずつ 忘れて ゆくだろう
ぼくはバ ルセ ロ ナ の夜をえがく
きみもぼくも疲れた さび しい旅だ っ た
ぼくらを昏倒させ る原色はなんだ ろう?
ぼくの 灰皿から
ぼく披まぶ しい ｢無+ の 下で自分の 手をみ つ める
ぼくの 記憶は思い が けな い不幸の シ ー ク ェ ン ス で署 っ て くる
ぼく披冷えた石段をおり
うなだれて ぼくらを待 っ て い る バ ス に乗 っ た
ぼくは誰かにむ か っ てそう言 っ た
ぼくは書き つ けた
それから ぼくの絶望は
ぼくらの 共同社会か らきり披なされて い っ た
ぽくは ハ ピ ー エ ン ドを起点に して
ぼくらの 死から誕生にい たる
敗戦がぽくの魂を解放する+
おろかにもぼくはな がい こ とそう信 じてきたのだ
ぼくが戻 っ てくる の は
ぼくはいまでも そ の 声をきく
ぼくは今年の夏を知 っ た
それは ぼくの希望の ｢おわり+ にふさわしい 多彩な夏であ っ た
ぼくの 背後で
きみはとおくからぼくを見まも っ て い る
そ して ぼくと逆a?イ メジを抱い て い る
ぼくの明日は
ぼくの空放そ のままきみの 地上とな っ て い る
ぼくたちが 出会う場所は
ぼくたちが さらに遠く の 世界に眼をやる とき
無力な太陽の こ とばで ぼくにはわかる のだ
ぼく披は じめから敗れ去 っ てい た兵士の ひとりだ
ぼくはすこ しず つ やぶれて ゆく天幕の かげで
- - 誰もぼくを許そうとするな
ぼくの 圧そ い 指は
安全装置をはず した引金は ぼくひ とりのもの であり
勝利を信 じな い ぼくは - - ･
ぼく はぼく の心を つ なぎとめて い る鎖をひきず っ て
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- - ど こまでもぼくは行こう
ぼくの行手ですべ て の 国境が とざされ
おお しかし どこ までもぽくは行こう
勝利を信 じない ぼくは どうして敗北を信ずるこ とができようか
おお だから 誰もぼくを許そうとするな
きみが見た大きな虚無汝ふか くぼくらをひき つ ける
ぼくらの大地は黒くふくらむ､
ぼくらの ゆくてを曇らせ るもの は､
戦争は失敗 し､ ぼくらの 国放生きの びてきた ､
ぼくが若か っ たとき
ぼくの 思想はぼくに戻る
ぼくが言葉を失えば
｢ぼくは たたかわな い に っ ぼ ん じんです
ぼくらの こ こ ろに
きみ とぼくにしかわか らない
未来を失 っ たぼくの 苦 しみが
ぼくは陸くなる
残る 一 人であるぼくは
ぼくは ニ ュ ー ギ ニ ー か らタヒチ島 へ 行 っ てくる
ぼくは行かな い
ぼくを破滅させるもの がなくな っ た
そ して､ きみは こ こ にい る､ ぼくは こ こ に い る､
黙 っ て向きあ っ たきみ とぼくとで ､
ぼくたちはお互 の影でさえな い ｡
ぼくたちは世界の 片隅でふさぎこ み
いずれに しても ぼくたちの 多くは まだ w .H . オ ー デ ン の
ぼくは こ こ に い る きみ は こ こ にい る
ぼくたちは これから何をしようとして い る の かね
ぼくたちに救い はあるだろうか?
ぼくたちはやがて 比較的おとな しい 分裂病者として
ぼくたち汝 どこまでそ の 小さな幸福を守れるだろうか?
ぼくたちはこれから
■
何をしたらよい の か?
ぼくたちの それは悠長ともい える それだけ今なら
おそらくぼくたちは は っ きり 否! と合図するだけで よい だろう
ぼくたち披け っ して忘れない だろう
ぼくは黙 っ てうなずい たで あろう
多分 ぼくはまちが っ て い る の だろう
生き残 っ たぼくらは､ 生活の位置がきま っ たときから､
ぼくらの 骨は錆びて い っ たの だろう｡
ぼくたちは女気な し の部屋で姫健を囲み､
ぼくたちは枕を並 べ てすやすや寝息を立てて い た｡
ぼくたちはひ とかたまりにな っ て写真を掘 っ た｡
日曜日の 海はおだやか にぼくたちをむかえた｡
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ぼく 僕
00 4 0 0 7
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ス マ トラ島を偲んでぽ くたちは談笑し､ 賑かに昼食をと っ た｡
い い え ､ ぼくはもう･ - ･ - ･ と口 ごも っ て
ぼくはとりちがえて い た
ぼくはぼんやりして い た
ぼくははう っ とりと
ぼくはきみ に倣 っ て
ぼくらは崖に立 っ て い る
ぼくらの 巽で
ぼくらの 関係があい まい だからだ
- - ぼ くの 一 生は詩の 困難でやや暗い
ぼくらは闇の物象の
ぼくは喋 ベ らなければならない
ぼくらはみだらな存在だ
ぼくたちの 間に放 どん な逆転もありえない の だから
ぼくたちは理解 しあ っ て い た
ぼくはもう死んで い る のかも しれな い
ぼくたちの ライ フを蝕み
ぼくの痩せた掌に詩の 玉を乗せてくれたら
この 三十年間､ ぼくはきみに 一 度も電話な どしたこ とがな い ､ ち ょ っ ぴり心 が痛み ､ それはなぜかと考え出すと､ 疑
ぼくはきみとた っ た - ぺ ん打 っ た碁の こ とをときどき思い 出して い た｡
ぼくは黒を持ち確実を三隅を占拠 したが､ 中央の 白が厚く､
い までも下手な碁打ちであるぼくは考える
ぼくの考慮のお よばぬ と こ ろが
ずるずると放けて しまい
ぼくは猫にむか っ て
ぼくたちは別々 に死んで しまうの だろう
きみ とぼくは同じ 一 枚 の画面の 中に い る
夢の 申で ぼくに出会 っ たら
ぼくは ｢形相+ 杏
ぼくらの日日は過ぎつ つ あり
ぼくの 血を少しあたためたい
ひ よ つ とする と廿六年前の 升四歳の ぼくが､ い ま のぼくを見てい たかか - ･ ･
ええ ぼくは詩人ですから
どうしてき 糾 こわかる? なぜ今までぼくが新幹線に乗らなか っ たか ?
ぼくを理解しようなんて ､ あきらめたほうが い い よ
ぼくは無意識の うちに隠れ場所をさが して い る
それが ぼくの 席な の だ
ぼくを媒介に して光線が変る こと
( ぼくらの 人生だ っ て
僕は新らしい 賛沢な船の 設計に つ い て
僕は太陽のやうに逃げなければならん
僕らはもう会うこ ともな いだろう
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05 4 0 3 9
05 4 0 4 0
05 4 0 4 2
05 4 0 5 0
054 0 5 6
054 0 6 2
05 4 0 7 7
05 4 0 8 5
05 4 0 8 8
05 4 0 9 1
05 4 0 9 3
05 4 0 9 6
05 4 1 0 3
05 4 1 1 9
05 4 1 2 7
05 4 1 2 8
05 4 1 2 9
05 4 1 5 0
05 4 1 5 2
054 1 5 7
054 1 6 0
05 4 1 6 6
09 5 0 1 5
ボクサ ー
14 7 0 1 4
僕らの行事は暗い の だ+
死地に赴く僕たちに
死ぬ こ とからとりの こされた僕たちのうえに
｢僕たちは都市をつ らぬく濁 っ た河にそ っ て
僕はは っ きり憶えて い る
今でも僕は橋の上にた つ と
だが僕は最初の 路地で 心弱くもふりかえる
｢僕はこ こ にい る 君がい ない と ころから
こ こ に い る僕披 こ こ に い な い + と･ - ･ ･
僕は毎晩の ように酒場のテ ー ブルを挟んで
Mよ 僕たちに君の高さが必要な の だろうか?
ぺ テ ル ス ブ ル グ の青年が僕たちに告げたこ とを･ - ･ ･
僕はなん にも見落しは しなか っ た
鍵は僕が失敬 した そ してもう決して返 しは しな い +
君たちは僕に背中をむ ける
僕は知 っ て い る
そうだ これで僕の孤独も充分 とい うもの だ
まるで僕たちに呼びかけるかの ような樹木の そよぎ
だから僕が とくに眼ざめる とき
僕披ひ とり残される
僕は突如白熱する
僕放せきこ み調子づ く
僕は限をかがやか し涛の ように喋 べ りかける
僕の 手で戻られて
塩の 匂い の する僕の 体臭
憐む べ き君たちの 影にすぎぬ僕披
い つ の 日か 僕らの 交す眼ざ しや
僕らの 家の 戸口を大きな拳で寂く朝の こ とを - -
誰だ っ て僕の ように淋 しい夜道を走るだろう
オ ー バ ー ウ ェ イ トセ引退 したボ クサ ー みたい に
ぼく じよう 牧場
10 3 0 0 3 線 の牧場は消えうせたか
ほそす
o3 9 03 1 ゆる い 涜れが髪をほ(o す
ぼくたち
0 1 1 0 1 7 ああ ぼくたちは幸福である
o5 0 0 1 7 ｢それが ぼくたちの 古い 処方篭だ っ た+ と咳 いて ･ - -
o6 3 0 2 9 ぼくたちは汚れを知らぬ微笑をうか べ る
895
06 3 0 3 0
07 0 0 2 2
07 0 0 3 3
07 0 0 3 5
08 8 0 1 5
08 8 0 2 2
08 8 0 5 3
08 8 0 7 1
08 8 0 7 3
08 8 0 7 9
10 0 0 7 9
10 0 0 8 1
1 4 1 01 6
1 42 0 4 5
1 4 2 0 4 8
1 4 2 0 5 2
1 4 2 0 5 5
1 4 2 0 5 8
1 4 之 0 9 2
1 4 2 0 9 9
1 4 2 10 2
1 4 之 10 4
1 4 2 1 25
1 4 8 0 3 4
1 4 8 0 4 2
14 8 0 4 5
14 8 0 4 9
148 0 5 3
16 5 0 1 3
16 5 03 1
16 7 0 7 6
17 5 0 0 9
ぼくたち
05 4
05 4
054
05 4
05 4
05 4
ぼくら
00 8
ぼくたちが生れるず っ とまえからそ こ にあ っ た微笑を!
ぼくたちを閉 じこ めて い る格子は
一 日を 一 年 の ように暮 して い るぼくたちには､
ぼくたちの地平線は
わけ へ だて のな い ぼくたちの あい だに
どの ようにぼくたちの 大地に暗い影を落すの かも
ぼくたちの物語を
ぼくたちに語りかけて くる よ
太陽の涙から生れてきたぼくたちの
大きな声でうたうぼくたちの 歌に
ぼくたちが出会う場所は
ぼくたちが さらに遠く の 世界に眼をやるとき
ぼくたちはお互 の影で さえな い ｡
ぼくたち娃世界の 片隅でふさぎこ み
いずれに しても ぼくたちの 多くは まだw .E .オ ー デ ン の
ぼくたちは これから何をしようとして い るの かね
ぼくたちに救い はあるだろうか?
ぼくたち比やがて 比較的おとな しい分裂病者と して
ぼくたちは ど こまでそ の 小さな幸福を守れるだろうか ?
ぼくたちは これから何をしたらよい の か?
ぼくたちの それ汝悠長 ともい える それだけ今なら
おそらくぼくたちは は っ きり 否! と合図するだけでよ い だろう
ぼくたちはけ っ して忘れな いだろう
ぼくたちは女気な しの 部屋で姫健を囲み ､
ぼくたちは枕を並 べ てすやすや寝息を立てて い た｡
ぼくたちはひ とかたまりにな っ て写真を撮 っ た｡
日曜日の 海はおだやか にぼくたちをむかえた｡
ス マ トラ島を偲んでぼくたちは教笑 し､ 賑かに昼食をと っ た｡
ぼくたちの 間に汝どんな逆転もありえない の だから
ぼくたちは理解 しあ っ て い た
ぼくたちの ライ フを蝕み
ぼくたち汝別々 に死んで しまうの だろう
僕たち
o o 9 死地に赴く僕たちに
o 1 8 死ぬ こ とからとりの こ された僕たちの うえに
o 21 ｢僕たちは都市を つ らぬく濁 っ た河にそ っ て
o 5 6 Mよ 僕たちに君の 高さが必要な の だろうか?
o 6 之 ぺ テ ル ス ブルグ の 青年が僕たちに告げたこ とを - - ･
o 9 6 まるで僕たちに呼びかけるか の ような樹木の そ よぎ
o 1 8 ぼくらにもまたきみたちにも
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0 5 0
0 5 7
057
073
0 7 3
0 7 4
0 7 4
07 4
07 4
0 7 4
0 7 8
0 7 8
0 7 9
07 9
0 79
0 7 9
0 8 1
0 8 1
0 8 1
08 1
0 8 1
0 9 6
10 0
10 0
10 0
10 3
1 0 5
10 5
10 5
1 15
1 4 8
1 4 8
1 6 3
16 3
1 6 4
1 6 4
1 6 4
1 8 0
18 6
ぼくら
05 4
0 5 4
0
0
0
0
0
0
0 6
0 8
1 0
1 3
2 2
0 2
0 0 8
0 1 1
0 1 2
0 2 4
0 1 5
0 1 8
0 1 3
0 1 9
0 24
0 3 0
00 5
0 1 4
0 1 6
0 2 3
0 2 7
0 1 4
00 4
0 2 0
0 3 5
0 3 1
0 0 2
0 0 9
0 1 2
0 0 8
0 2 3
0 25
00 5
02 0
0 1 4
0 19
0 3 0
0 5 5
0 7 4
僕ら
0 0 3
0 0 5
ぼくらは暗い 酒場の椅子の うえで ､
それでもぼくらが生きて い る とは信じられなか っ た
ぼくらに 一 枚 の絵皿を見せ たこ とがある
ぼくら汝白衣の亡霊 とな っ て
ぼくらを運び去るもの は
ぼくらの 船を迎えるもの はなか っ た
これがぼくらのサイ ゴ ン だ っ た
ぼくら兵士の苦 しみは
ぼくら祖国の苦 しみだ っ たろうか
ぼくらの細い 咽喉にあてたまま
ぼくらはい かに して
ぼくらはむなしく大空に
ぼくらの 船は
ばくらは黙黙と逃れ去るだ ろう
ぼくらが望むの は
ぼくら古ま水平線をこ えね ばならな い
ぼくらの 船は
ぼくらを生んだ七 つ の 近代都市が
ぼくらはすでに こ の 歴史 の 内では死んだ者
ぼくらで はな い
ぼくらをし っ かり抱きしめて い る の は
ぼくらを昏倒させる原色はなんだろう?
うなだれて ぼくらを待 っ て い る バ ス に乗 っ た
ぼくらの 共同社会からきりはなされて い っ た
ぼくらの死から誕生にい たる
きみが見た大きな虚無はふかくぼ くらをひき つ ける
ぼくらの 大地は黒くふくらむ ､
ぼくらの ゆ くてを曇らせ るもの は､
戦争は失敗し､ ぼくらの国は生きのびてきた､
ぼくらの こ こ ろに
生き残 っ たぼくらは､ 生活 の位置がきま っ たときか ら､
ぼくらの骨は錆びて い っ たの だろう｡
ぼくらは崖に立 っ て い る
ぼくらの 巽で
ぼくらの 関係があい まい だからだ
ぼくら披闇の物象の
ぼくらはみ だらな存在だ
ぼくらの日日は過ぎつ つ あり
(ぼくらの 人生だ っ て
僕らはもう会うこ ともない だ ろう
僕らの行手 は暗い のだ +
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o 5 4 1 6 0 いつ の 日か 僕らの 交す限ざしや
o 5 4 1 6 6 僕らの 家の 戸口を大きな拳で献く朝の こ とを - -
ポケ ッ ト
00 9 0 0 4
0 20 0 0 4
0 6 1 12 0
1 2 4 0 2 6
ほけん 保険
1 5 5 0 3 7
ほ こう 歩行
10 0 03 0
19 2 0 08
ほ こう し や
10 0 0 3 0
放 こり 誇り
15 0 0 3 7
1 5 0 0 4 6
1 5 0 0 4 7
1 8 4 0 1 4
古まし 星
0 0 1
01 6
0 17
0 25
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
4
5
5
6
6
6
6
6
6
6
0
0
9
4
3
4
1
1
1
1
3
4
5
6
6
5
9
0 1 2
0
0
0
1
0
0
0
1
1
1
1
0
0
1
0
0
0
5
3
0
5
6
6
0
0
0
0
4
9
2
5
6
7
6
3
4
3
6
2
2
3
4
1
4
7
4
8
0
ポケ ッ トを膨らませ る/i)年披
ポケ ヅ トに捕 へ たの ち
ポケ ッ トの マ ッチひ と つ にだ っ て
吊皮に つ かまる両手をポケ ッ トに入れたまま
鰻重にも保険をかけてい るが
こ ころ よい 追憶 にもど っ て ゆく歩行者の ように
わた くし､ とは誰だ っ たの だろう? 歩行の 方向をきめて い る海の
歩行者
こ ころ よい 追憶にも ど っ てゆく歩行者の ように
｢本質的に我々が誇り得るもの は生理以外に在り得ない ､
｢誇り得るもの+ を失 っ たとき と っ たとき､
我々が生きの びたこ とで誇り得るもの が､
たい へ ん 誇りに して い る彼女汝
彼はこ の 世から転向して い っ たの だ ｡
星達の さざ めきの 蔭から
星に とびちる音 (ね) をふんで
星も花もゐなか っ た
星の 光をめざ して噴き上り
落ちて い っ た星を何,
t呼ぶの だらう
仰げば星辰の静かな 明け暮れ
永遠の星 花 鳥 樹 魚な どの
｢星 の きま っ て い る者はふりむかぬ+
やがて星がきらめきはじめるね
あなた自身が見すて られた天上 の星である こ とを･ - -
星 の きま っ て い る者はふりむこう としな い ｡
星 の きま っ て い る者 の ､ 空にまたたく光の ために ｡
ぼくが暁の 星だと したら
- 一 星 の な い夜には希望がない ､
墜ちゆ く星の ､ 最後のまたたきが
星も月もない 夜､ 毛布にくるま っ た男は
きらりと光るひ と つ ぶ の星があ っ た
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00
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
7 0
7 8
0 4
0 6
15
2 6
2 6
2 8
2 8
2 8
3 3
5 2
5 7
6 3
6 4
69
7 0
8 2
ほ しい
0 3 8
0 5 5
1 2 5
1 5 5
18 1
18 8
放 しい
0 1 7
0 1
0 2
0 1
0 2
0 0
0 0
0 0
08
08
0 8
0 2
0 1
0 0
0 1
0 0
01
0 1
0 1
3
1
2
9
9
1
6
4
5
8
6
1
7
5
7
9
9
7
0 1 7
05 2
0 1 0
03 3
0 3 6
0 7 4
とおい 星 ､ ちかい星 の ひ と つ ひ と つ にみ い っ て い る､
小さな南十字星のまわりを
夜空はたえまなく星を降らせて い る
むやみ に明る い星空があり 意味なく敏感な宇宙があり
まだ燃えてい る等量の
｢太陽や月や星放
い ずれは太陽系の星の ど こ へ でも
あ っ ち の 星
こ っ ち の 星が落ちてい く
一 つ 星 の大将
暗天の 星にみちびかれて
無数の 塁の 悲鳴を耳の なかに残すから
星と星との あいだ には
まがまが しい 双 つ 星は
夜空の 星たちが笑う
清天の星からの合図に
やがて は星に昇天して い く光の 粒は
星座の歌に耳を傾けて い ると
でも音楽だけはい つ でもや っ て ゐて ほしい
ああ おれは雨と街路と夜がほ しい
悔恨をい やす運動が圧 しい
ほ しい もの
ナチ ュ ラル ･ チ ー ズ と ク ラ ッ カ ー が 圧 しい
調 べ られたら､ 調 べ てほ しい ｡
欲 しい
o 15 あの 花が欲 しい な と噴くと
古まじくり
o o 1 0 0 2 雲 の准をほ じくり
古ましぞ ら
10 6
古ましたち
0 0 1
圧 し ょう
1 2 5
ポ スタ ー
星空
o 2 9 むやみに明る い星 空があり 意味なく敏感な宇宙があり
皇達
o12 星達の さざ めきの 蔭から
歩哨
o 1 5 歩哨は い つ も広場の明る い日ざ しのなかを
899
0 0 6
ほそ い
0 5 2
0 5 4
0 6 2
0 6 6
0 7 0
0 8 3
0 8 9
0 9 9
1 0 1
1 1 6
1 7 7
013 それから赤い排日ポス タ ー を
0 0 6
1 0 9
0 22
02 0
028
0 08
0 2 8
0 0 1
0 2 2
0 1 2
0 18
古まそさ
10 4 0 10
ほそぼそ と
05 8 0 1 1
ほそ らせ
1 48
圧そ い 咽喉に流し こんで い る姉さん!
大学生の ほそ い 瞳 の奥に描かれてしまう
あなたの 圧そ い指が
かれは溜息の ほそ い けむりをもらした｡
ぼくの ほそ い 額にまき つ い て､
圧 そ い 声で虫がないて い る
北風がプラタナ ス の ほそ い枝を鳴らして
紺の 半ズボ ンから放そ い腰をの ば し
ぼく の ほそ い指は
ほそ い梅 の 小枝は
梢の 放そ い技をうち喝 して
愛と憎 しみに撃たれた裸身の 放そさ に
そ こ に披ジ ャ ズがほそぼそ とながれ
0 1 6 愛は身を圧そらせ ､ 日々 の 仕事は疲れを つ の らせ る.
ボタ ン
0 6 1 1 2 1 ちぎれたボタン の 穴にだ っ て
ぼち 基地
05 3 0 2 5
05 3 0 46
0 73 014
18 8 06 2
こ んな に寒い基地なの に
基地の しめ っ た黒い土をみ つ めながら
静かに凧い だ基地のうえを
その 反対に､ 葬儀屋や基地などを見学しながら､
ほち ょう 歩調
0 28 0 5 0 ただそ こ に時代の速度乃至歩調が見えて くるだらう
ぽ っ かり
00 2
放 っ する
0 10
03 3
1 78
0 0 2 - ぽ っ かり
欲する
0 0 3 有効なス ピイ ドに つ い て考 へ る こ とを欲する/i)年は 一 個 の 白い帽子をかぶ っ てゐる
o o 1 一 本の 茎は清浄な水を欲する
o o 1 欲する処にしたが い
900
1 7 8 0 0 2
1 7 8 003
欲する時に
欲するように死ぬ
放 っ そり した
o 46 0 4 2 ほ っ そりした川 の やうに漁らぬ月日を行くこ とが出来る
ほ っ たん 発端
o5 3 0 5 2 なんでも終末があ っ て発端があるの で し よう
ほ っ つ き
17 7 00 9 どこ をどうほ っ つ き歩い たか
ほ っ と
18 3 0 2 7 誰でもほ っ と深 い息を吐く
旺づな 帆綱
o 8 0 009 手ごたえもなく ､ 切れた帆綱から
ほ っ ぽう 北方
0 26 0 0 8
0 29 0 0 9
03 5 0 2 0
食卓は北方に白い 布を垂 らし
窓は開かれて北方に青く
北方の ドア を閉ぢて
ポッ ン と
o 1 4 0 0 4 つ まんなそうにポッ ン と鳴 っ て か ら
古まて つ た
05 5 03 4
1 1 2 0 2 2
ホテル
0 5 5
0 9 1
160
1 7 0
0 2 2
0 1 0
0 5 5
0 0 8
ほ どう 舗道
0 8 5 0 0 2
12 8 0 03
ほて っ た肉体のあい だ の
寝床のぬ くもりで ほて っ た身体を 詰ま っ た路面電車に積み こんで
安ホテル の 悪から
劇場やホテル の ロ ビ イ に立 っ て い る寂しい人影か らうまれ
妻も子もなか っ たかれは タイムズ ･ ス ク エ ア に近い安ホテル の
一 室 に住み
ホテル の部屋から戸外 へ とさま よい 出た
舗道の カ ー ヴにそ っ て ながれる
割り つ けられた舗道の
古まどく
1 7 6 0 0 2 繍帯をほどくように
901
放 ど こ し 施 し
1 1 2 02 8 敵からどんな施 しを受け どんな賠償を支払 っ たか
古まとばしる
15 4 0 1 1 命 の水がほ とばしる
古まとり
03 0
0 3 3
0 3 8
0 4 3
0 4 6
ポ ニ イ
0 2 1
0 2 1
0 2 6
0 1 6
0 2 1
00 2
0 4 1
0 0 9
0 13
ほね 骨
0 1 1 0 0 4
0 之0 0 0 9
0 23 0 0 1
0 24 0 0 4
0 3 1 0 2 2
0 3 9 0 4 3
0 4 7 0 0 9
0 5 4 0 9 2
0 5 6 00 5
0 5 6 00 9
0 70 0 3 9
0 7 0 0 5 5
0 7 6 0 1 6
0 8 6 0 1 2
0 8 7 0 1 0
0 8 7 0 1 2
0 8 7 0 19
10 1 0 0 7
10 1 0 4 1
1 0 6 0 4 4
11 2 0 1 5
119 0 0 9
13 5 0 0 6
140 0 2 4
1 4 8 0 2 5
零囲気の ほとりに貯んで い る白い もの
花の ほとりに水を
その下の 澄んだ水の ほとり
水の 放 とりでひくく つ ぶやく
模糊 とした深淵の 放 とりから離れ
木製のポ ニ イ の
ポ ニ イ に乗 っ て
空が濡れる雫が肋骨をたたき
骨の か たちを残 して去り
磨かれて ゐる白い骨の柱 に
けてゐる 寝床に散らば っ た怠惰な骨の 申から 障欝な眼球
机の 下から灰や骨な どを集めて
わたしの 骨は滴れてゆき
頬骨が つ めたい 空気のな かで尖 っ て くる
そ の 平たい背中には背骨がな い とい う こ とを - -
彼の 病んだ肋骨の な かを
ア ー ク灯 の かげで多くの骸骨が
噴い ちらした獣肉の小骨や
骨の 手風琴を鳴らすの は｡
血 の 骨よ血 の 肉よ血 の花 よ
白い 骨
いかに して食えない骨を食わせるか?
い かに して食えない 骨を食う べ きか ?
い かに して食えな い 骨を食う べ きか!
い まはきみたちの 肉と骨が どこまでもすきとお っ てゆく季節だ
白くさらした骨をふきよせ る夕 べ に
す べ て の生きもの のうちで 最も強くて しなやかな骨だ
敵にむかい 黙々と出撃 し 一 夜あければ骨となる
孤独の骨は
水漬く兵士の納骨堂に
四十七階の 痛む背骨がゆれて い る
ぼくらの骨は錆びて い っ たの だ ろう ｡
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1 6 7 0 1 8
17 3 0 2 9
18 2 0 0 9
18 8 057
1 9 2 0 19
ほねそみ 骨組
16 7 0 1 8
ほ の お 炎
0 0 4 0 0 3
0 之3 0 20
0 3 7 00 2
0 3 9 1 2 7
03 9 1 4 8
05 4 0 2 0
0 7 7 0 2.1
0 8 1 0 1 5
0 8 9 0 之2
0 95 0 0 6
09 6 0 0 1
1 2 7 0 2 1
1 5 2 0 3 0
1 7 3 0 1 3
老化 した脆弱な骨組に
頭蓋骨を射ちぬかれて死ぬ 一 人の 男
しなやか な背骨がな く とも
昭和の 御代に死ぬな んて ､ 愚 の骨演o.
助か っ た! 虐崖死 にたくはな い ｡ 眼は真珠に､ 骨は珊瑚にな っ たとかい う､ 五尋の 海底の 父になるなんて ごめんだ
老化 した脆弱な骨組に
炎は昆虫のやうに週をならす
澄んだ褐色の 眼を出はい りする憎悪の 炎よ
しづかな炎の むれが
小さな炎が消えて しまふこ とは望ましい
炎と心 の伝説を歌ひ
なぜ灰と炎が君を滅ぼす 一 切であ っ たの か?
青白い記憶の炎に つ つ まれて
炎上して い た
一 瞬 ス ト - ヴの 炎が暗くなり
それらの 炎の なかで
ミ ロは ロ ー ソ クの 黄ろ い炎で
炎天下 - -
美 しい 炎をあげて燃えあがり
地獄の炎の なかで増大して い く
ほ の かな
1 7 9 0 1 0
姪 の かな 沃かな
19 2 0 2 1
ほ の か に r^かに
1 9 2 0 1 6
ほ の 白く
13 0 0 0 3
旺ば しら 帆柱
0 8 0 0 1 8
1 03 0 1 1
ほはば 歩幅
17 7 0 2 8
ほ の かな温みが残 っ て い た
あやか しとも気づ かず､ 灰かな白い 光の 点線に導かれ､
震えて い る足許に眼をおとすと､ 白い 四角の 標識に､ 明りが広かに とも っ て い て ､
河原にほ の 白く浮んで い る
い つ までも折れた帆柱を抱い て い るかぎりは
帆柱や舵や海図や羅針や救命ブイや錆や ･ - -
どう歩幅をあわせても
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ぼひ ょう
0 7 3
ほ古ま
0 0 9
03 9
03 9
0 4 2
04 7
052
05 2
0 6 1
10 6
1 7 6
18 0
演
墓標
01 1 墓標の ように番号を つ けた煙突がな らび
0 0 8
0 2 7
12 4
0 1 7
0 0 9
0 1 0
0 1 7
1 4 7
0 1 5
0 1 4
0 04
ほ古まえみ
15 2 0 1 7
18 3 023
ほほえみ 頬ゑみ
0 4 2 0 1 7
ほ放えみか ける
18 3 0 2 3
ぼやけて
18 6 0 31
ほり 彫り
02 5 0 2 2
ほりわり 掘割
0 5 5 0 6 3
ほる 掘る
14 3 0 2 1
ほろび 滅び
0 3 9 0 9 7
0 48 0 1 5
13 8 0 1 7
蓄蔵色の頬に葉脈が透けてくる
しぜん に頬がぬれて くる
かれらの葡萄色の頬を打て
ひ ろい 頬ゑみをうか べ てあなたはた つ
頬骨が つ めたい空気の なかで尖 っ て くる
あなたが男を誘惑するはずだ っ た 可愛い い頬 の黒子 の こ とを
あなたの可愛い い頬 の 黒子の こ とを
あなたの報せ た追憶の頬に､ かすかに血 の いろが浮ぶ ｡
バ ラ色 の頬杖あせても 不幸な五 十七人がそ ろ っ て
少女の頬と肩になぶりかかる
い きなりぴ しやりと頬を打たれた
澄んだ ほほえみを忘れちや い けない
すこ し足の不自由な老人がほほえみかける
ひ ろい 顛ゑみをうか ベ て あな た放たつ
す こ し足の 不自由な老人が圧 政えみかける
過去と現在の 空間がぴたりと重なり､ そ の輪郭がずれてぼやけていく
動く こ ともな い顔を彫り
おれには掘割の そば に立 っ て い る人影が
ど こ の 浜辺の砂を掘るの か
滅びに至る門と
まるで滅びる こ と の な い もの の ように
滅び ようの な い かたちがな つ か しい
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ほろぼす
05 4
ぼろぼろ
1 6 7
ほん 本
0 1 0
0 2 5
0 2 7
0 28
0 2.8
03 3
05 1
05 2
05 8
0 7
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
7
7
7
9
9
9
9
0
1
1
2
2
2
4
5
5
5
5
6
0
1
7
7
2
2
2
3
6
2
2
4
8
9
2
0
0
6
6
0
6
6
8
8
8
8
6
6
0
4
4
6
滅ぼす
0 2 0 なぜ灰 と炎が君を滅ぼす 一 切 であ っ たの か?
o 6 2 ぼろぼろにな っ た壁面にまた心理 面に
0 1 6
0 3 8
0 0 7
0 0 1
0 4 4
0 0 1
0 1 2
0 1 5
0 27
0 5 1
0 3 1
0 0 2
0 3 7
0 0 2
0 0 5
0 0 9
0 0 4
0 43
0 1 2
0 4 9
0 3
0 1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
3
3
0
3
7
1
1
2
1
1
1
0
9
3
3
7
8
1
7
4
0
3
0
2
5
9
新 しい 射手よ 一 本 の樹 の みを監視するの は賢明ではな い
笑声をたて る 一 本 の蝋 マ ッ チ
ー 本の 毛髪もふくめて
一 本の 花 の茎もない空の 下に
教本の 太い樫の木が ゆれる樫の 葉の ざわめき
一 本の 茎は清浄な水を欲する
病んで い る のは日本 じや な い か｡
あなたは本当に暗い地下にひ とりで住んでい る のですか
その 孤独の こだまのなか には淋しさ の本質がちょ っ ぴりあります
あなたの五木の指はどんな兇器よりも残忍で ､
自然 の なか の異姓本当の 異な の だと
金の縁とりを した本の なかで
金の縁とりをした本の なかに閉じこ められて
本屋は
ぬすんだ本の 味汝
あの本屋は洋裁店にな っ た
本と煙草と ウイ ス キ ー の 瓶をかかえて
詩人の 本質は変らない それは目にみえな い奥にあ っ て
鍵穴や本の あい だに し こたま隠しこんでる狐め
おれたちが本当に別れるの は これがは じめてだが ユ ダの接吻はい らな い
六十本の煙草を灰 に したと こ ろで
資本の 下水の養分を吸 っ て
白紙の 本をめくる
歴史を作る者をたえず脅か しつ づ けてきた基本的なイ メ ー ジである
｢本質的に我々が誇り得るもの は生理以外に在り得ない ､
又本質的に個性的なるもの も+ と言 っ たの 披､
日本人だから
わが日本語の ｢愛+ は
と こ ろで 日本の 社会の日蔭を歩む
一 本の 煙草を思うままに吸えたら
い まの きみ は 一 日 に六十本の煙草を吸い
夢の なかで恐怖に出あわない の が本当の 年寄りなんです
日本人妻の 間に で きた子供である
｢ヒ ロ シ+ とい う日本名の
杉本春生､ 相良平八郎に会 っ たよ
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18 8 0 0 8
18 8 0 1 9
18 8 0 8 4
19 2 0 1 0
19 2 0 1 1
ほん し つ 本質
05 8 0 2 7
1 0 6 0 43
1 5 0 0 3 7
1 5 0 0 3 8
ほん しつ てき
1 5 0 03 7
15 0 03 8
古まん と
0 5 8
0 8 4
0 9 8
1 42
1 60
1 70
1 7 2
1 8 0
1 8 6
1 8 6
1 8 8
0 2 9
0 0 5
0 0 7
0 0 1
0 1 9
0 1 0
0 0 7
0 3 7
0 3 7
0 4 0
0 3 2
古まん とう
0 5 8 0 之9
0 8 4 0 0 5
1 4 2 0 0 1
17 0 0 1 0
18 8 0 3 2
歯も､ 先日､ 奥歯が 一 本､ 根 が痛みはじめたので ､
一 九五 八年に､ 日本で ､
日本の 重文とされて い る民家 へ の憧れが､
ど こまで行 っ ても､ 一 本 の桧にも出遭わず､ 平坦な黒い 砂地が つ づ い て い るばかりで ､
もしかすると､ 近づくに したが っ て ､ 遠ざか っ て い く海な の かもしれない o こ んなと ころは､ 日本中の ど こ にもあり
そ の孤独の こだまの なかには淋しさ の 本質がち ょ っ ぴりあります
詩人の本質政変らな い それは目にみえな い奥にあ っ て
｢本質的に我々が誇り得るもの は生理以外に在り得ない ､
又本質的に個性的なるもの も+ と言 っ たの は ､
本質的
｢本質的に我々が誇り得るもの は生理以外に在り得な い ､
又本質的に個性的なるもの も+ と言 っ た の 披､
こ れが圧ん とうの 東京の街路で すが
つ くり笑い にほん とうの涙をうかべ
｢こ こ は ほん とに気持の い い 場所ね
｢もう長い こ と こ の 国の ほん とうの歴 史は
｢お仕事は ?+ と訊かれ ほん と の こ とを 口 にしたがらない
｢何も書けぬ+ がほん とうの と こ ろだ
古まん とが嘘にな る の に
ほん と の ようなうそ にな るが
ほん とに ｢見て い た+ なんて?
右まん と? まさか!
(ほんとうに､ 失礼 しました)
これが旺ん とうa)東栄の 街路ですが
つくり笑い に臨ん とうの 涙をうか べ
｢もう長い こ と こ の 国の ほん とうの 歴史は
｢何も書けぬ+ がほん とうの と ころだ
(ほん とうに ､ 失礼 しました)
ほん とうの 本当の
o 7 1 0 3 1 自然の なかの 昆は本当の異な の だと
18 0 0 2 0 夢の なかで恐怖に出あわない の が本当の 年寄りなんです
古まん の りと
137 0 0 1 入日 の色が ほん の りと
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ほん の わずかに
o3 7 0 0 5 改ん の わずかに震 へ る根を支 へ てゐる
ボ ンボ ン
0 0 8 0 0 5
石まんや 本屋
0 9 2 0 0 2
09 2 0 0 9
ぽんやり
0 5 0 00 3
0 5 1 0 2 4
0 5 4 0 4 6
0 5 6 0 1 8
05 8 0 0 7
0 6 1 0 7 8
0 61 1 4 9
0 6 1 18 9
0 6 6 0 1 8
1 0 0 0 5 0
15 8 0 0 7
18 6 0 8 7
18 9 0 4 1
ぼんやり して
15 8 0 0 7
ぽんやりと
05 0 0 0 3
05 1 0 之4
0 5 8 0 0 7
1 0 0 05 0
1 8 9 0 4 1
旺んりゆう
10 9 0 05
ポ ー ズ
0 7 2 0 2 4
1 0 6 00 2
ボ ー ト
_望乏土花を観賞する ときも 空にはボ ンボン花火が上
本屋は
あの 本屋は洋裁店にな っ た
遺言執行人が､ ぼんやりと姿を現す｡
ぼんやりとデス ･ マ ス クが肉眼に見えてくる ｡
ぼんやり立 っ て い た こ とがあ っ たか
橋 にもたれてぼんやり煙草をす っ て い る
私はぼんやりと空を眺めます
ぼんやり日艮を水面にむ けてとおる の を - -
ぼんやり近づいて きて､ 黙 っ てすれ違い ､
ぼんやり空を眺めます｡
たちの ぼる煙りの なか の 女をぼんやり眺めて い た､
ぼんやりと姿を現すひ とりの 遺言執行人として ･ - -
ぼく はぼんやりして い た
時間を忘れてぼんやりするのだ っ た
ぼんやりとしか見えて こな い
ぼくはぼんやりして い た
遺言執行人が､ ぼんやりと姿を現す｡
ぼんやりとデス : マ ス クが肉眼に見えて くるo
私はぼんやりと空を眺めます
ぼんやりと姿を現すひ とりの遺言執行人と して - -
ぼんやり としか見えてこ ない
奔流
生命の 奔流は丘をくだり
独断批評家の 口ぶりもわるくはな い し､ 皮肉な記者の ポ ー ズも捨てがたい
みんな 同じポ ー ズ で い っ せ い に眼を
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0 0 7
05 7
05 9
0 5 9
0 5
0 7
9
3
0 1 3
0 1 5
0 0 3
0 1 6
0 2 3
0 2 5
阿片の 軽艇 (ボ ー ト) は霧の 中 へ青 い泡を残 して去る ぺく
一 人 の少女を誘拐
ある日 ボ ー トを水にうかベ
明る い海岸のボ ー ト へ 連れさ っ て い っ た
海岸に捨てられたボ ー トを眺めてt
,
＼ る と
おもい みだれた母 と美しい 少年の ボ ー トが
見張りの ボ ー トが現れ
ポ ー ラ ンド
1 0 5 0 1 1 九月ポ ー ラ ン 下､ 十月ス エ ズ ､ ハ ン ガリ ー ､
ボ ー ル
0 9 9
09 9
0 9 9
17 3
0 0 2
00 7
0 1 3
0 0 4
逃げるボ ー ルを追 っ て ゆく
そ こで 力い っ ぱい投げたボ ー ル が
小さな四 つ の運命汝 四 つ の ボ ー ル の ように
超ス ロ ー ボ ー ル を空振りしたあとの ような
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まあ
0 0 7 0 1 4
0 8 8 0 6 1
15 1 0 1 1
する 《され るの はまあ仕方がない でせう》
まあお髭がい たい わと
身長百七十四海体重七十粁はまあまあだが
マ アチ
o o 3 0 0 8 扉 の外を マ ア チが風と共に過ぎる
マ イ ･ ハ ウス
1 8 4 0 1 8 わたしの 家 (マ イ ･ ハ ウ ス) とい っ たり して い る
まいおち 舞い 落ち
172. 0 0 2. 木の 葉の ように舞い 落ち
まい し ゆう 毎週
18 8 0 1 2 毎週 一 度通い つ づ けて います｡
まい そ う 埋葬
o 5 0 0 2 2 埋葬の 日は､ 言葉もなく
まい た 巻い た
o 1 1 0 1 4 先づ首に巻い た蛇を外せ
まい っ て
13 7 0 03 悲 しい体にそ っ こ んまい っ て
ま い とし 毎年
1 8 8 0 3 5 毎年 一 人ず つ の勘定だから､
マ イ ナ ス
06 1 0 8 5
061 0 8 7
マ イ ナス ニを加えた存在だ
マ イナ ス ニ は死でなければな らぬ
まい にち 毎日
1 7 4 0 2 4 ダメを詰めるような毎日を送りながら
まい ばん 毎晩
o 5 4 0 5 0 僕は毎晩の ように酒場の テ ー ブルを挟んで
o8 5 0 23 毎晩たくま しい 筋肉をも っ て
まえ
o 4 9 0 1 1 高 い と ころに立 っ て彩 の 眼を開い てみたまえ
o 5 2 0 2 0 あなたの 未来の時計の振子がうごく のをまえにして
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おまえはただ遠く へ 行 こうと して い た
おまえの濡れた肩を抱きしめた とき
背負い袋の ようにおまえをひ っ か つ い で
おれとおまえのはかない 希望と夢を
おまえはおれの 責任に つ いて
おれはおまえの責任に つ い て考えて い る
おまえは禿鷹風に化粧 した小さな顔を
おまえは愚劣な謙をふ くんだ微笑を浮 べ てみせ る
一 杯 の コ ー ヒ ー をまえに して考えようと思うのです
｢おまえはから っ ぼの 個だ
おまえは薄暗い 多孔質の宇宙だ
おまえは - プ ラ ス 一 に
おまえの多孔質の体には
おまえの から っ ぼの 頑に披
輝く海をまえに して
ぼくたちが生れるず っ とまえからそこ にあ っ た微笑を!
- - おれはおまえをい れる立棺だよ｡
わたしはおまえの血を飲みほ した+
そ こ に古ま さめたス ー プをまえに して
あなたの 指は何もつかまえるこ とができない ｡
おまえの 熱い 血 の管は
おまえの 胸をお しひらく ｡
おまえはなにもかも辞めたようにみせ かけて､
うす線の 大地 ､ 美 しい カ ー ヴを描く競走路をみたまえ
すぱら しく透明な砂竣の空をみたまえ
競馬場 のかたちに作りかえて みたまえ
死の うと思うまえに
みたまえ 風の まにまに
おまえは仔兎の ように
あどけないおまえの声は い つ もぼくに
ぼくが知 っ て い る の は おまえが生れる前の こ とだ
おまえが生れてからの こ とは
なんでもおまえの方が よく知 っ て い る
おまえの微笑は
い つ までもおまえに向きあ っ て い たい の だよ
おまえは小さな手で
そうして おまえは自分の まわりに
おまえの世界に披
おまえを高く抱きあげて
おまえが 言い
おまえと歩むこ の道は
よく舌の まわらぬおまえの節廻 しにあわせて
とある バ ー の ドア を押 して入 っ たと思い たまえ
910
09 8
1 1 2
1 1 2
1 1 2'
11 2
11 2
11 2
14 6
15 1
15 1
15 1
15 1
15 4
15 5
15 7
15 9
1 67
1 68
17 2
1 8 0
19 3
まえ
03 8
05 3
05 4
0 8 8
0 9 0
12 3
1 2 7
1 2 7
14 5
14 8
1 5 0
15 5
15 5
15 5
15 5
15 6
16 0
160
1 60
17 1
前
00 9
0 19
0 2 7
0 3 1
03 5
03 7
0 4 6
03 3
0 2 1
0 2.2
0 2 9
0 4 2
0 15
014
005
0 1 0
0 5 1
0 1 2
0 1 6
0 2 4
0 1 1
0 0 8
0 2 2
14 1
0 0 9
0 2 4
0 1 2
0 10
0 1 2
0 12
0 2 4
08 0
00 1
013
02 3
03 2.
0 3 4
0 2 2
0 3 7
0 5 7
0 0 5
｢寝 るまえにもう 一 杯 い かが ?
おまえ披今朝も蛇口 の まえで
おれたちが どんなに大きく敗れ おまえたちが どんなに小さく勝利 したか
ま っ す(･ こ ちらを見ながらj3まえは何も見てい ない
それがおまえの 獲得 した 一 切なの か
口真似の うまい おまえの仲間は
運命は 一 瞬の 光でおまえたちを数える
｢あの 女だ! ( サッ ツ ･ シ ー ) 早く掴まえて! ( ゲッ ト ･ ハ - ) +
とこ とんまで生きる気なんだろうおまえは
罰を受け つ づける ことに満足を覚えるマ ゾヒス トな んだおまえ は
おまえをおとうさん と呼んで い る娘を裸に し
おまえは誰にも似て い ない
さすが にもの い わぬ扉のまえで
両手で つ かんでう しろにや っ て しまえば
おまえは その まま詩だ
｢おまえも達者でね+
おまえはうやうや しく何を葬 っ て きたのか
変幻するおまえの姿に出あ っ たから
影ばかり つ かまえて きた
貴方に ｢女の 子の心理 + が判んなくたっ てあたりまえなんです｡ 喪方は心理 学や っ てんの じやない ので しようか
過ぎて しまえば幻の
午前の 霧にぬれなが ら
い つ の まにかわた しはお姉さん の お墓の 前に立 っ て い ます
す べ て の 人々の 面前で語りたか っ た
ぼくが知 っ て い る の は おまえが生れる前の こ とだ
わた しが生れるず っ と前からそ こ にある
群集は前進する
三十年前か
生れる前か
孤独な高い壁の 前で
すこ しず つ 前かが みになっ て い き､
地震か何か の前兆かもしれません ｡
前にあるものは
前にあるか らで
前にあるものを
い つ までも前にあ っ て
理不尽な契約を前に して
(公衆の面前では 場違い な人間とい うの と同じだ)
詩人の気前と品位 にと っ て は 小きな犠牲で
心臓発作で倒れ 救急車が到着する前に息をひきと っ たとい う
女は狂う寸前の脹 つ きをして
911
17 4 0 0 2
1 74 0 20
17 9 0 18
1 8 1 0 3 7
1 8 3 0 19
1 8 3 02 6
1 8 6 0 15
1 8 6 0 2 7
1 8 6 0 3 4
188 0 23
18 8 0 7 3
19 2 0 0 4
19 2 0 2 5
まえかがみ
14 8 0 2 4
まえこ ごみに
18 8 0 2 3
一 年ち ょ っ と前､
会心 の 笑みをもらすきみを前に して､ ひ どく口惜 しい 思い をした｡
悪魔 の夜が くる前に
｢燥が 一 切 とな る前 に+
今日の 出来高 と終値を前に して
駅前通りから暗い 小道に曲 っ たと こ ろで
以前に広島に行 っ た こ とがあるとか?
廿六年前に広島で撮 っ た写真を､ 懇親会の席上で相良君から見せられてね
ひ よ つ とする と廿六年前のブ什四歳の ぼくが､ いま の ぼくを見てい たかも･ - -
椅子に腰かけて ､ 前 こ ごみ に､
田年遅れの こ の返信が ､ 四年前の それと､ どう違 っ て い るかを､
夜明け前の 微光があたりをくまなく覆 っ てい て､ どこ へ 行 こうとして い るの か ､
必死 の 思い で､ 前方の 真 っ 暗闇を凝視するが､
.盛土何も見えぬ .
前かがみ
すこ しず つ 前かがみ にな っ て い き､
前 こ ごみ に
椅子に腰かけて ､ 前 こ ごみに､
まえに して
05 2 0 2 0
0 5 8 0 5 3
0 6 2 0 4 2
0(;9 02.7
まがい もの
1 0 3 0 17
まかせて
12 1 0 0 5
155 017
まが っ た
04 1 0 9 0
05 4 0 7 2
1 1 7 0 0 7
15 2 0 2 2
まが っ た 曲 っ た
1 8 3 02 6
まが っ て
あなたの 未来の時計の 振子がうごくの をまえにして
一 杯 の コ ー ヒ ー をまえに して考えようと思うのです
輝く海をまえに して
そ こ には さめたス ー プをまえに して
まがい もの の 甲曽に身をかためた冒険家でもなければ
心配事は他人にまかせて
閑人にまかせて
ドアから出て 一 つ の 街角をまが っ ただけで
平然としてまが っ た道をゆ く時だ!+
まが っ た黒い影を つ けたまま
折れまが っ た用済みの 廉い 頑と
駅前通りから暗い 小道に曲 っ たと こ ろで
91 2
0 2 3 0 0 4
まが っ て 曲 っ て
14占 o 1 2
まが っ てくる
0 4 1 0 28
まがまが しい
163 0 1 5
まがり
02 5
028
04 1
09 5
0 之9
0 6 8
0 5 7
0 1 2
まがりか ど
0 9 5 0 12
まがりくね っ た
0 2 5 0 29
まがりくね っ て
0 2 8 0 68
まがる
0 6 1 04 6
まかれ つ つ
04 4 0 1 0
まき 撒き
001 0 0 3
02 6 0 1 2
913
公園をまが っ てゆ く縞の ズボ ンたちを
どの 角を曲 っ てみても
曲が っ てくる
プラ ッ ト フ ォ ー ム が岬 のやうに曲が っ てくる
まがまがしい 双 つ 星は
軟らかくまがりくね っ たの は時計
そ こにある雑音はまがりくね っ て
街角をまがり窓をとほりぬ けて
まがりかどにオ レ ン ジ の外煙がひ と つ
まがりか どにオ レ ン ジ の外煙がひ と つ
軟らか くまがりくね っ たの は時計
そこ にある雑音はまがりくね っ て
街角をまがる楚音の ように
播かれ つ つ
新らしい種子が新 しい 土地 に播かれ つ つ ある こ とを｡
珊瑚を撒き散らし
黄昏の 申に香料を撒き
まきちらし 撒き散らし
001 0 0 3 珊瑚を撒き散らし
まき つ い て
07 0 0 2 8 ぼくの ほそ い額にまき つ い て ､
まぎれ
0 4 2 0 0 2
0 8 9 03 7
まく
0 4 8
12 8
まく
0 5 4
10 1
15 0
巻く
0 2 7
0 7 2
慕
0 7 6
0 1 7
0 4 1
まくら 枕
14 8 0 4 2
15 1 03 4
まくれた
0 6 1 09 7
まけ 負け
0 1 3 00 6
0 5 2 0 之8
07 2 04 3
まけうま 負け席
0 7 2 04 3
まけおしみ
0 1 3 00 6
夜はひそか に 惑の あたりの 気配にまぎれ
停車場 へ い そ(･ 通行人の影にまぎれ
トル ソをとり巻く
とi･ ろを巻く
幕がおりた舞台裏か ら - -
ぼく はす こ しず つ やぶれてゆく天幕の かげで
今に しておもえば ､ 真実を衝い た薄気味わるい 言葉である ｡
ぼくたちは枕を並 べ てすやすや寝息を立てて い た｡
千人斬りとか五千人枕とかにくら べ たら
厚くまくれた歯の ない 唇をひ らき
ネムの木は負け惜 しみを云ふ
生きねばならぬ こ の 賭はわたしの 負けだ
負け席に賭けてきたぼくの ような男には)
負け席に賭けてきたぼくの ような男には)
負け惜 しみ
ネム の木は負け惜 しみを云ふ
まけて 欺けて
17 4 01 9
まげられ畠
101 0 23
ぽくは黒を持ち確実を三隅を占拠 したが ､ 中央 の 白が厚く､ ずるずると放けて しまい
どの 方向にでもまげられる関節をもち
まごころ
13 6 0 1 1 めくらのま ご ころ
まこ とに
0 46 00 6 あなたはま ことに感じてゐる の か
まごまごしてゐ る
914
o 1 3 0 2 3 まごまごしてゐる と日が暮れる
ま㌧か
150 0 2 5
まじ っ た
0 9 3 02.4
11 2 0 2 0
まじ っ て
0 4 1 05 0
065 0 3 2
10 0 00 2
まして
04 7 005
05 3 0 4 4
05 6 0 1 7
05 7 0 2 0
0 62 05 1
0 65 0 4 3
0 8 0 8 0
1 6 1 0 1 7
163 0 1 7
1 6 6 0 1 6
まじ よ 魔女
0 65 03 8
マ ス コ ッ ト
14 6 01 0
まず しい 貧しい
0 6 1 18 0
123 00 8
16 7 0 4 1
まず しく 資しく
0 61 0 6 2
まずしさ 貧しさ
10 6 0 26
1 62 0 0 8
す こ しはましか と思 っ ていたそ の ｢すこ し+ が見当らなくて ､
ニ コ チ ン とア ル コ ー ル のま じ っ た い い匂い がする
緑いろの歯ミガキにすこ し血 のま じ っ た唾を吐い た
人影 にまじ っ て 小刻みに人々に倣ひながら
ひと群れの鶴 にま じ っ て､ 永遠 の 刑罰を
人影にまじ っ て 新聞紙の うえをあるい て ゆく
耳をすまして い る中枢に
まして喜びなんか
まして夢を見てい るわけでもない
鳥はい な い し まして人影はない
あなたはじ っ と耳を澄ま して いますね
どの 恵も､ 耳をすま して い た｡ 男は
みんなじ っ と耳をすま して い る の だから
ましてながく生きてい ると いう の なら
必死に輝きをまして い る
自由の意味をもて あま して い る
い たずらな月が生んだ魔女は
マ ス コ ッ ト の猫が欠伸をして い ま した
わたしは貧しい ､
貧しい者 の天国にも - - ･
少年期の貧 しい体験から
出発の 時よりも資しくな っ て ､
そ の 貧しさを隠すため に せ めて口髭をたくわえておく ぺ きだ っ た
貧しさ の樹齢そ の もの と化してか ら
915
ますます
11 0 00 9
1 2 8■ 0 69
1 6 6 0 15
秋はますます深くなるばかりだ
ますます渇い てきた
ますます下手になる詩に頭をひね っ たり しながら
マゾヒ ス ト
1 5 1 0 2 2 罰を受け つ づける こ とに満足を覚える マ ゾヒ ス トな んだおまえ は
またい で
04 1
またう
03 5
股 い で
o 9 4 あの 人たちと同じやうに股い でゆけるだらうか
待たう
o 1 5 一 滴の 余剰を待たうとおも っ た
またたき
o 65 0 3 4 墜ちゆく星の ､ 最後 の またたきが
またたく
0 4 6 0 1 1
0 48 0 2 0
0 6 1 1 6 6
0 78 0 1 2
またたくうちに
0 78 0 1 2
またたくまに
0 4 8 02 0
まだまだ
10 5 0 15
15 9 0 1 2
まち
02 3
02 7
0 28
03 1
03 6
0 36
0 38
0 38
0 09
0 1 0
0 6 0
0 0 9
0 1 6
0 2 9
0 0 4
0 1 0
街
いまはしい 壁や む な しい紙きれにまたたく嘆息をすて
春 夏 秋はまたたくまに過ぎてゆく
星のきま っ て い る者 の ､ 空にまたたく光の ため に｡
なが い 月日もまたたくうちに過ぎさる
なが い 月日もまたたくうちに過ぎさる
春 夏 秋はまたたくまに過ぎて ゆく
九月十月に披､ まだまだ遠い 三月 ｡
まだまだ幼い 母の うしろ姿は襖の蔭に
街灯は光をナイ フ の やうに操 っ て
荒廃 した街の 窓だ けが 眺められ
都会の 屋根の 下よ商店街の商人たち
退屈な街は
廉の申 へ 消えてゆく街よ
迂聞にも醜悪な街の 溝の 申 へ
い く つ か の街 と村の 屋根をすぎる
街を見降ろす廊下には
916
03 8 0
03 9 0
03 9 1
04 0 0
0 41
04 1
0 41
0 41
0 41
2
4
4
1
0 3
0 5
0 6
0 9
1 3
0 41 1
0 41 1
0 50 0
0 53
0 54
0 54
0 54
0
0
0
1
3
5
2
0
0
2
1
0 55 0 0
0 55 00
0 55 0
0 55 0
0 55 0
0 55 0
0 5 7 0
0 5 7 0
0 5 7 0
0 5 8 0
0 5 8 0
0 5 8 0
0 5 8 0
058 0
0 6 0 0
0 6 1 0
0 6 1 0
0 6 1 0
0 61 0
06 1
0 61
2
5
5
6
0
2
4
1
2
2
3
4
0
0
3
4
6
14
18
0 6 4 00
0 64 03
06 7 0 0
07 1 0 1
07 4 0 0
0 88 0 1
9
6
4
2
1
7
1
0
1
7
0
4
7
7
6
4
6
3
2
4
5
9
3
4
9
0
5
6
1
6
7
8
7
4
0
9
8
3
2
わ づか に街と村の
遠い 街 へ 走り去るがい い
化石の 街の
街は傷口を放めて ゐる獣のやうに
あなたの街灯の惨む光が
街角をまがり窓をと放りぬけて
あな た披 バ ス に揺られ やがて衝から去 っ て しまふだ らう
ドアから出て 一 つ の 街角をまが っ ただけで
あなた披街の雑閏の なかをとほり
こ の街で生きようと してはならぬ
街の雑音はあなたの耳を不注意に した
そ の声は人影 へ ､ そ して街 へ ､
街 の とも し灯も
ひとりず つ夜 の衝から消えてい っ た
そうだ 君がこ の街から消えうせても
彼は唾をはく街燈の そばを通りぬけ
悲 しみ の衝から遠ざか ろうとして い た
なま(･ さ い夜風の 街が
おれは明けがたの街にむか っ て唾をはい た
ああ おれは雨と街路と夜が 放 しい
こ の倦怠の衝の全景を
街は死んで い る
とおい シ ンガポ ー ル の 街を歩い たこ ともある
東京の街角で は
大挙 して街中でな つ か しい 歌をうた っ て い る
私は裏街を好みます
ふるえる電線の街の
これがほん とうの 東栄の街路ですが
こ の街 の どこもか し こも
街路樹の枯枝に
そんな街はずれに立 っ て い ると
石でかたあた屋根の街の
さんざめく裏街の どん底で ､
街角をまがる楚音の ように
あなたは灰色の街の なかに帰 っ てきた｡
日没 の街をゆく人影が､
あてもなく街をさまよい なが ら､
- 一 明日は明日､ と街灯が答えた｡
- 一 今日は今日､ と街灯が答えた｡
あたたか い街をも つ だろう
街を歩きながら
夢にみたフラ ン ス の 街が
はて しない 空 麦畑 街々
917
08 9 L0 4 0
0 91 0 1 3
09 7 0 0 5
1 0 0 0 0 8
1 00 0 1 8
1 00 0 4 5
10 0 0 7 0
10 5 0 0 8
1 2 & 0 17
1 2 8 0 3 4
13 1 0 0 4
13 3 0 0 3
13 3 0 2 1
1 4 5 0 2 7
1(;0 04 0
1 7 2 00 4
1 7 3 0 2 6
1 7 7 0 24
1 7 9 0 1 2
1 8 3 0 0 8
まち 町
00 7 0 04
04 6 0 0 4
061 0 1 6
0 64 00 2
0 64 03 1
0 65 00 2
0 65 04 6
0 65 0 5 5
0 69 0 18
083 0 6
0 84 03 0
0 91 0 0 2
0 96 0 0 9
1 0 1 0 4 7
1 24 0 2 3
1 27 0 0 4
1 28 0 0 1
1 90 0 0 5
まちうけてい る
0 71 01 2
う しろ姿の街角か ら
こ の街に生れてこ の街 に死ぬ
サ ン ･ ぺ エ ル街七十 一 番地に､ 永遠に雨を降らせ るだろう.
そ して夕(･ れの街は
あて もなくこ の街で生きねばならぬ - -
すこ しず つ浮びあが っ てきた街の なか へ
精力的な夏は未来の街の 方向にひろが っ て い るようにみえた
街角を静かに走れ､ 三月 ｡
冷た いねえ こ の 街は
ビル街の 闇を
背をこ ごめて街中で生き
人間蛾は街の燈火に誘われる
い く つ も の街衝 と大路を過ぎる
街のまぶたは重く垂れ 東栄の 暗い 夜に信号燈が明滅して い た
コ ー ネリ ア ス 披濃霧の街を歩い て帰路に つ く
人気の ない街道を
今で は街中でも椅腰な娘に出あ っ たりすると
きみ自身の街路を行かなければならない
街の雑音からはるかに遠く
街全体がもひ と つ ぱ っ と しない の は
煤けた町は古い習慣で壷の沈黙を それはい つ までも黄色い 河の
石で作られた渡 しな い 屋根の 町の
い く つ もの 町をすぎ､
町はあたたかい 吐息の 下にあ っ た｡
町はあたたかい 吐息の下にあ っ た､
町があっ た｡ 孤独な
異国の 女の ように ､ 町をみすてて
どの 窓にも､ 町とおな じ大きさの
とおくの 町をゆく ように
町はだんたん小さくな っ てゆく
木棺の ふく町に
さびれた国道 に つ づ .く町工場 の
太陽の 町は夜の 町 バ ルセ ロ ナ の 裏町の
森や田畑やう つ く しい 町の視覚像はい らない
歌舞伎町でス ロ ッ ト ･ マ シ ー ン に しがみ つ き
ア ラブ の町 の
大手町の 矩形の空に
母がうまれた町は山にか こまれて い て
待ちうけてい る
われわれを待ちうけてい るもの は
918
まちが っ て
1 47 01 9
まちか ど 街角
0 4 1 05 7
0 4 1 09 0
0 5 7 02 9
0 6 1 04 6
08 9 04
1 0 5 0 08
まちが へ たり
01 1 01 2
まちこうば
09 1 0 02
まちこがれて
07 9 018
多分ぼくはまちが っ て い る の だろう
街角をまがり窓をと放りぬけて
ドア から出て 一 つ の 街角をまが っ ただけで
束京の街角では
街角をまがる楚音の ように
うしろ姿の 街角から
街角を静かに走れ ､ 三 月 ｡
青い 花とまちが へ たりする
町工場
さびれた国道 に つ づく町工場の
待ちこ がれて
永久に待ちこがれて い る水兵たちから
まちなか 街中
05 7 0 43
13 1 004
17 3 0 2 6
まちはずれ
06 0 0 0 5
大挙して街中でな つ か しい歌をうた っ て い る
背をこ ごめて街中で生き
今では街中でも締盟な娘に出あ っ たりすると
街はずれ
そんな街はずれに立 っ て い る と
まちぶせする
17 7 0 1 6
まちまち 街々
0 8 8 0 1 2
ま つ 松
0 25 0 0 5
0 94. 0 0 3
1 4 8 030
1 4 8 0 4 4
16 2 0 0 7
19 2 0 1 0
待ち伏せする
待ち伏せするけは い がある
はて しな い空 麦畑 街々
松が老い て ゆく錯のう しろに
とある松林をぬけて海 へ で る
一 の 宮海岸のヨ丘く の桧涛閣に集ま っ たの は ､
松林にか こまれた枯芝の庭で ､
於脂くさ い におい を発散し
どこまで行 っ ても､ 一 本の桧 にも出遭わず､ 平坦な廉い砂地が つ づ い て い るばかりで ､
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まづ 先づ
o 1 1 0 1 4 先づ首に巻いた蛇を外せ
ま つ
01 7
06 1
06 5
06 5
待つ
0 1 6
0 7 4
0 1 2
0 5 0
ま っ かな 其赤な
08 1 0 1 3
ま っ かに 其赤に
15 3 0 1 2
1 89 0 26
ま っ くら
1 1 8 0 0 7
ま っ くら 真 っ 暗
1 92 02 3
19 2 0 25
ま っ くろな
05 8 0 2.3
07 1 0 1 7
07 3 0 0 6
ま っ し(･ ら
1 17 0 1 1
ま っ しろな
1 1 2 0 2 6
ま っ す(I
0 8 0 0 0 2
0 80 0 2.5
11 2 0 3 1
11 5 0 0 6
12.5 00 9
14 2 0 43
1 82 0 0 8
蝿娘が樹から昇天するの を纏っ かね
あなたの足を停め ､ あなたに待 つ こ とを命ずる ｢現在+ に ｡
男は待 っ て い た､ 一 体待 つ こ とに
待 っ て い た｡ 一 体 ､ 待 つ こ とに
何千年の 闇をつ らぬ い て其赤な雲の火柱がたち
其赤にそま っ た海が見え
空の海が其赤に煮えたぎ っ て い る のを
空はま っ くら
七十米 と行かぬうちに､ 白い 明りの標識は消え､ そ こから先は真 っ 暗である ｡
必死の 思い で ､ 前方 の真 っ 暗闇を凝視するが､ _息づ何も見えぬ ｡
兵黒な
劇場は美果な人を吐き出します
美果な人ごみ のなかで 泣きさけんで い た
真黒な火煙を吐き つづ けて い た
季節はま っ し(･ ら に
裏白な
裏白な花婿の胸をした戦友 よ
ま っ すそ水平線をの ば しなが ら
ま っ すそ海の彼方を指 して い るから - -
まっ すそ こちらを見ながらおまえは何も見てい な い
夜明けの 道はま っ すそで長い が
快楽もま っ す(･ の ぽらなくな っ た
自己 の経験をま っ す(･ 語 るあなたの言葉は
欲望の柱をま っ す(･ 立てる
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マ ッ チ
0 0 8 0 0 2
02 5 0 38
0 4 0 0 1 7
06 1 1 2 0
15 2. 0 13
15 2 0 2 1
ま っ て い る
0 65 0 1 6
0 65 0 5 4
10 0 0 0 4
15 4 0 1 3
機関銃は マ ッ チを擦 っ て 牝革みたい な白い雪に火を
笑声をたてる 一 本 の蝋 マ ッ チ
壁の 下で マ ッチ をする男の ため に
ポケ ッ トの マ ッ チ ひ と つ にだ っ て
紙 マ ッチ の軸を台紙か らちぎらずに
系氏マ ッ チ の台紙には
待 っ て い る
い つ までも待 っ て い る よりしかたがなか っ た｡
彼は待 っ て い る よりしかたがなか っ た｡
うなだれて ぼくらを待 っ て い る バ ス に乗 っ た
待 っ て い る の と迷うの と
ま っ て い る 待 っ て ゐ る
0 4 1 .016
0 4 1 0 5 2
ま っ て い る
0 9 1 0 11
音を刻み 立止まり 年を待 っ てゐるやうに
うなだれて あなたを待 っ て ゐる バ ス に乗 っ た
舞 っ て い る
新聞社の 屋上たかく舞 っ て い る伝書鳩の
ま っ てゐる
0 0 2 0 14
ま つ ぱやし 松林
09 4 0 03
14 8 0 4 4
まつ やに 松脂
16 2 0 0 7
まつ り 祭
01 7 0 0 4
03 9 0 7 9
1 42 0 2 5
ま つろ 末路
0 39 0 9 8
まと 窓
0 0 1 0 1 3
0 0 3 0 1 3
0 1 2 0 2 3
灰色の 鳥をま っ て ゐる
とある松林をぬけて海 へ で る
松林 にかこまれた桔芝の庭で ､
枚脂くき い におい を発散し
樹の上で は祭典が 始められ
か つ て地上に祭が あ っ たとい ふ
秘密警祭の認知 も しくは同意な く して
ナル シス の末路を
月の 窓を窺 っ てゐ る
窓を開ける と雪が踊 っ てゐる
ス コ オル の通過した海の惹から
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0 6 5
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0
0
0
0
0
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0
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0
1
0
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1
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1
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0
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0
0
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0
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0
1
4
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06 6 0
07 0 0
07 0 0
08 1
08 2
0
0
0
0
0
0
1
8
8
8
8
8
8
0
2
4
8
8
9
9
1
0
0
0
0
0
0
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ガラ ス 窓から白い手たちが
窓披明るい章毎の 水で
円形の 怒の な い 世界か ら
実体の な い 窓窓に雨が降り
燃えあが る世界の 窓の 内部から
荒廃した街の窓だけが 眺められ
窓は開かれて北方に青く
窓から披
西方の 窓を照らしだす
窓の そ とを
街角をまがり窓をと放りぬけて
窓ガラ ス に反射する日の光で
夜はひそかに 窓のあたりの気配にまぎれ
しずかに窓をひらけば
厚い ガラス の溶か らは
風にふかれて開い たり閉じたりする窓があ っ ても
ネクタイ ピ ンで こ じあけられた窓の 向うがわ
安ホテル の怒から
意の 風景は
イデオ ロ ジス トの 撃め面を悪から つ きだ してみ る
今日も都会の窓に灯が ともり
書籍や窓や ペ ン をすてて ､
おびただ し い灯 の 窓が ､ 高架線の 上を走 っ てゆく ｡
おびただしい灯の 窓が､ 高く夜空をの ぼっ てゆく｡
窓か らさし こむ月光の したで
夜と惑とがぴ っ たり重な っ ても､
- 一 変 の な い窓には未来がない ｡
どの 窓にも､ 沈黙 とおな じ大きさの
どの 澄も ､ 暗く淋 しく
どの 窓も ､ 耳をすまして い た｡ 男は
どの 窓にも､ 町とおな じ大きさの
二階の 窓があい て
こ の 窓の な い 部屋で
窓掛をひ っ ぱる の 吐空気の 手､
夜あけの く る船窓の 下の
こ の 明るい 窓枠の なか から
する と小鳥がたそ がれの 窓に墜ちて くる
雨がふ っ て る窓のそ とに
見えない 国境を つ く っ て い るか
雪にとざされたぼくの 窓や
暮れて ゆくビル の 窓や
窓ガラス を叩いて ゆきます
どこかの 国境を守るためではない
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10 1 0 5 8
13 3 0 1 1
14 2 0 1 7
14 2 0 3 8
14 2 0 4 7
14 5 0 2 3
16 0 0 0 7
16 7 0 03
16 7 0 0 9
17 0 0 0 6
17 2 0 2 2
17 6 0 0 5
17 9 0 1 1
17 9 0 2 8
18 4 0 2 1
19 3 0 1 2
19 3 0 1 5
まどがらす
04 1 140
08 9 0 2 9
167 0 0 9
ぼくの行手です べ て の 国境が とざされ
おび えた窓枠の かげシ ャ ッタ ー の う しろ
(四 つ の 窓の うち三 つ が閉 じられたままで ある)
殺人的な電流装置で閉された国境をやすやす越え
それか ら 肩をおと して伏目にな るか 面をそむけて怒の外を見るか
｢写真店の窓には曝された肖像の記念写真が 夢こ そすべ てで あると知 っ た時 もう肉体
恋人と会 っ て は 窓外の すがれた景色に視線をそらして
東の 窓と南の 窓が 交互に鳴り
窓ガラス のむ こうには
明るんだ窓に光を失 っ た電燈を消 し
廃屋の窓辺に坐 っ て
開かれて い る窓辺 の
蔦におおわれた高窓は
こ の 窓もこ の部屋も
人と人は人権や国境を越えて
半世紀は車窓の景色で あっ た
窓の灯をに じませ る夜 には
窓ガラス
窓ガラスに反射する日の 光で
窓ガラスを叩い てゆきます
窓ガラス のむ こう には
まどべ 窓辺
1 72 0 2 2
1 7 6 0 0 5
まどろんだり
0 3 9 0 4 8
まどわく 窓枠
0 8 2. 0 0 4
13 3 0 1 1
まなざし 眼ざし
04 1 0 4 6
0 5 4 0 5 8
0 5 4 1 60
まな つ 真夏
11 4 0 0 3
まなば 学ば
廃屋の 窓辺 に坐 っ て
開かれてい る窓辺 の
ま どろんだりしたの は
こ の 明る い 窓枠の なかか ら
おびえた窓枠のかげシャ ッタ ー の うしろ
毅然たる恰好は 悲しげな限ざ しは
大学生は低い 声と思い やりの ある脱ぎしで話 しはじめる
い つ の 日か 僕らの 交す眼ざ しや
真夏の コ ンクリ ー トの 壁にはり つ い た
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1 7 1 0 2 0
まにあはない
01 7 0 3 8
まにまに
0 4 2 0 14
0 7 8 014
マ ニ フ
05 7 0 25
まね 真似
05 1 0 1 9
11 2 0 3 7
18 1 0 1 2
まねく 招く
13 9 0 0 2
14 2 0 8 9
まねてゐ る
01 2 0 1 4
まねをして
05 1 0 1 9
まばたき
05 1 0 3 2
13 6 0 2 4
1 6 7 035
172. 0 09
生きる こ とを学ばなければ｡
もう綿帯もまにあはない頃にな っ て
神よ 御身の 言葉の まにまに
みたまえ 風の まにまに
マ ニ ラ郊外の ドライブ ウ エ イを疾走 しながら
寝台のうえに倒れ ､ 死んだ真似をして
口裏似のうまいおまえの 仲間は
サムライ の真似をした
すすきの穂が遠くからおい でおいで と手招く
災厄を招くこ とは な い 他人の災難に
日傘は貝殻をまね てゐる
真似をして
寝台のうえに倒れ ､ 死んだ真似を して
あの鍵穴はまばたきしな い 眼 - -
計算器 のまばたきをする
まばたきとまばたきの あい だにも
まばたき⊥ っ で風景が変 っ て
まばたき 限ばたき
o 9 8 0 0 6 まだ限ぱたきして い るや つ が い る
まぱたきしな い
o 5 1 0 3 2 あの鍵穴はまばたきしな い 眼･ ･･ ･ ･ ･
まはり
o2 1 0 12 麦藁帽子ほ どの プウル をまはり
o3 0 0 07 グラ ス の ま与まりを
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まひ る 真昼
04 4 0 1 6
o 6 0 0 0 7
0 6 1 02 0
0 7 1 0 4 1
0 84 0 2 0
10 0 0 8 2
1 0 1 0 4 0
1 2 8 0 3 5
大い なる真昼の 泉にい そそからだ ｡
真昼 の 月の 下を
姉裂する真昼の花火を夢みて い る ｡
真昼を暗くする 一 瞬
｢あんたの 夜はあたし の真昼
大い な る真昼はたちまち祭り
きみたちは きみ たちの大いな る真昼をかきけせ !
真昼の ように輝かせ る
まふう 魔風
1 8 0 0 5 4 魔風に挑戦するの はあきらめよう
まぶしい
0 6 9 0 0 8
0 9 8 0 2 5
12 9 0 17
1 4 8 0 43
17 6 0 2 4
まぶた
14 5 0 2 7
まぶた 険
03 5 0 2 7
04 8 0 1 0
05 5 02 4
ま へ
0 2 6 0 1 7
0 28 0 3 8
03 0 0 1 7
03 3 0 2 1
03 5 0 0 3
0 3 9 0 3 0
0 40 0 2 4
0 4 1 0 8 8
04 1 0 8 9
まぼろし
03 8 0 20
04 5 00 8
10 3 0 12
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そ こにはまぶしい と ころがあ っ たんだ っ て
ぽくはまぶしい ｢撫+ の下で自分の 手をみ つ め る
まぶ しい 食卓の ワイ ン グラ ス の 影と
朝の 光りがまぶ しい ､
これ以上まぶしい 裸にはな れない の だ
街の まぶたは重く垂れ 束京の 暗い 夜に信号燈が明滅 して い た
頃日 した暁のう へ
うすく瞭をと じて い る憂欝
疲れた重たい 喰が
おびただ し い植物の ま へ で立止まると
当りま へ に動 いて ゐる摂理 の
水平線はま
'
へ に地平線はうしろに
おま へ をとりまく五 つ の ドアで ある
おま へ たちの舌の 上 へ や っ てくる
泉のま へ に膝まづ く
東方からおま へ の からだを侵 しは じめる
おま へ は決 して遠 く へ は飛 ぺ ぬだ らう
おま へ の 羽は
まぼろしの やうな橋が みえ
眼の まぼろしに妖 しく恐か れた
海の まぼろ しに恐かれたかれは
14 4 010
まぼろし 幻
0 2 3 0 15
o 3 9 13 5
0 4 6 0 5 0
0 5 1 0 0 6
0 57 03 9
0 5 9 0 2 6
0 6 1 00 4
0 6 1 0 48
0 61 05 3
0 61 2 2 0
08 2 0 1 0
103 0 2 7
1 21 0 1 2
12 8 0 3 6
15 1 0 3 9
16 8 0 1 2
1 85 0 1 2
185 0 1 4
1 9 2 0 0 9
1 9 3 0 1 1
まぼろしの 幻の
02 3 0 15
06 1 0 0 4
06 1 220
12 8 0 3 6
15 1 03 9
19 3 0 1 1
まま
01 5 0 1 8
01 6 0 0 8
0 29 0 1 1
03 2 0 0 1
0 4 6 0 4 8
0 48 0 1 1
0 6 1 15 3
0 7 4 0 2 4
0 8 7 0 0 6
0 8 8 0 1 9
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い さら波打 つ まぼろ しの 暗女の 里 は遠い
軟弱な地を撞げ夢幻の 中から
ああ幻か
此処 と彼処 それも ー つ の 幻影に過ぎぬこ とを
幻影 のなか の島喚 - - -
はか な い 幻影よ
大人にな っ た玄コ影の子よ
よごれた幻の都市が聾えて い る ｡
風に とぎれるはか な い幻想が
浪に くずれるむな しい真コ影が
幻の都市に灯が つ い た ､
消えて はあらわれるk]影の
おそろ しい 幻想と レビ アタ ン の 住む世界だ
幻影の女 とたわむれる
E]の顔を
幻の女からはどん どん遠ざか っ て しま っ た
変幻するおまえの 姿に 出あ っ たから
時代 へ の幻滅も
幻想 と化する ことを証 した 一 人の 男が
あの音は､ 幻聴かも? とぎれとぎれに聴えてくるが ､
過ぎて しまえぱ釘の
軟弱な地を撞げ夢幻の 申か ら
よごれた幻の都市が聾えて い る ｡
幻の都市に灯がつ い た､
幻の 顔を
幻の 女からは どん どん遠ざか っ て しま っ た
過ぎて しまえば幻の
椅子は空虚なままに
体操着のまま遁走 した
花花も昔のままに白く
ドアはなかば開い たまま
どう して いままで 忘れてゐたのか
昨日も今日も 疲れた裸の ままで い ると
どう して い ままで忘れてい たのか ､
ぽくらの 細い 咽喉にあてたまま
じ っ と食器の 底をみ つ めたまま
きままなぼくの生活
0 9 3 0 02
1 0 0 0 7 7
11 7 0 0 7
124 ■ 0 2 6
1 3 4 0 09
1 4 2 0 1 7
1 4 2. 0 7 1
1 4 2 12 3
1 4 9 0 1 3
15 6 0 3 6
1 5 7 0 0 5
1 6 0 0 5 8
1 6 3 0 12
1 6 6 0 10
1 6 9 0 2 0
1 7 1 0 19
1 7 3 0 5 3
17 9 0 2.4
18 9 0 3 6
1 9 0 0 10
19 1 0 1 1
ままに
01 5
02 9
14 2
16 6
19 0
0 1 8
0 1 1
0 7 1
0 1 0
0 1 0
まもな く
17 3 0 43
18 7 0 2 3
まもり 守り
1 67 0 4 6
まもる 守る
10 1 0 2 5
17 7 0 02
17 9 0 1 6
まもれる 守れる
1 42 0 9 2
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電燈を つ けたまま
ぼくの 空はそ の ままきみの地上とな っ て い る
まが っ た騒い 彩を つ けたまま
吊皮に つ かまる両手をポ ケ ッ
,
トに入れたまま
気ままな行動で夢みて
(四 つ の 惑の うち三 つ が閉 じられたままである)
他の人々を悲惨なままに放置 して逃避するような
あな たは見たままを言吾り 予言者として
一 体 の ままでただよい ながら
心の 禁制は解 けぬまま
おまえは そ の まま詩だ
遺体は屍体置場に 二日間放置されたままであ っ た
身は現 つ の ままで
一 本 の 煙草を思うままに吸えたら
孤独の 帆をたらしたまま
い つ までも不幸の ままで
どうか こ の まま眼が覚めませ ぬように+
グ ラス を胸に の せ たまま
かれは椅子に坐 っ たまま
在りの ままに生き
こ の まま沈んで よ いも の か
椅子は空虚なままに
花花も昔の ままに白く
他の 人々を悲惨なままに放置して逃避する ような
一 本の 煙草を患うままに吸えたら
在りのままに生き
まもな く頓死するだ ろう
まもなく死
■
ぬ
それから 一 つ の 部屋を守り
どこかの国境を守るた めで はな い
約束の ように守る 男な ら
見守る者は誰もい な い
ぽくたちはどこまでそ の 小さな幸福を守れるだろうか?
まやく 麻薬
1 60 0 7 0 アル コ ー ル と麻薬 に蝕まれた生活で
まゆ 眉
0 0 4 0 0 5
0 5 4 13 5
まよ い 迷 い
061 1 6 2
まよう 迷う
1 0 7 0 1 6
15 4 0 1 3
1 9 2 0 1 7
まよう 迷ふ
0 3!) 1 0 9
まよ っ て 迷 っ て
0 59 0 1 8
1 11 0 0 1
まよなか 真夜中
0 9 8 0 05
1 6 0 0 09
まよ へ 迷 へ
0 2 1 0 1 6
マ リ
0 8 4 0 1 3
0 8 8 0 01
0 8 8 0 0 8
0 8 8 0 2 8
0 8 8 04之
0 8 8 0 4 9
08 8 0 5 1
08 8 0 5 7
08 8 0 68
08 8 0 7 6
08 8 0 85
意地悪な眉の なが い 神が
眉をひ そめて手の なかのカ ー ドを隠して しまう
迷い は い かに深い としても､
迷う の はやめ よう
待 っ て い る の と迷うの と
よくよく見れぱ､ そ こ から - 米間隔くらい で ､ 白い 明りが点々と つ づ い て い る の だo 迷う者の ために設けられた救急
誰が道に迷ふ とい ふの か
なんだか迷 っ て い そう にも患えてくる
どこ までも 迷 っ て迷 っ て
こ んな真夜中
そんな今年の冬も終りに正い ある日の 真夜中
たそ がれの道に迷 へ ば パイ プで
マ リリン ･ モ ン ロ ウの せ つ ない性 の ささやき - -
小さ い マ リよ
膝に の っ て話をせ がむ マ リよ
小さ い マ リよ
あどけな い マ リ の 夢よ
大きい フライ パ ン をあや つ る小 さ い マ リは
小さ い マ リよ
小さ い マ リよ
小さ い マ リよ
小さ い マ リよ
小さ い マ リよ
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マ リリ ン ･ モ ン ロ ウ
o 84 0 13 マリリ ン ･ モ ン ロ ウの せ つ な い性 の ささやき - -
まるい
19 3 0 2 3
まる い 丸い
017 0 0 5
まるく
05 1 0 0 8
マ ル チ エ ン コ
14 2 0 1 3
まるで
01 7
01 7
04 1
04 8
05 1
05 4
0 61
15 0
15 0
15 1
0 2 3
0 2 5
0 2 2
0 1 5
0 2 6
0 9 6
0 6 6
0 0 5
0 2 4
0 1 7
まるめて
167 02 4
まわらぬ
0 8 8 0 7 8
議事堂のまる い空はきれい に澄み
丸い アタ マ の仏陀たちが
まるく小さな 海と空が見えるばかりだ っ た｡
マ ル チ エ ン コ の証言に よれば
ああまるで天国で ござ い ますと
まるで極楽で ござい ますと云はねば
石が鳴く まるで蟻蜂の やうに
まるで滅びる こ と の な い もの の ように
｢そ い つ は黄色だ まるであの磯らわしい 魂の ように+
まるで僕たちに呼びかけるかの ような樹木の そ よぎ
まるで通りがかりの 人の ように
六人の友達の彼に対する考え方は夫々まるで違 っ てゐた｡
自分 の書 い たもの がまるで つ まらなか っ た こ とである ｡
まるで大きなおけらで ある
背中をまるめて椅子に覚れてい る
よく舌の まわらぬおまえの節廻 しにあわせて
まわり
o 7 8 0 2 1 小さな南十字星の まわりを
o 8 8 0 3 9 そう しておまえ披自分のまわりに
o 9 0 0 1 4 こ の支那の 陶器の まわりの
まんざら
o 72 0 2 2 迷信も愉快だ し､ 科学的検討もまんざらではな い
まんせ い いち ょうび ようかん じや 慢性胃腸病患者
o 55 0 4 0 おれは慢性胃腸病患者のだら しな いネクタイをしめ
929
まんぞくざせて 満足させ て
15 0 0 1 2 自己細晦の 癖を或程度まで満足させてくれる ｡
まんてん 満天
16 9 0 1 9
み 身
03 2
03 2
03 7
03 9
04 1
04 1
04 3
04 2
04 2
04 ヰ
04 4
04 6
04(;
05 3
05 4
05 4
05 4
0 54
05 4
0 5 4
05 7
0 5 8
0 6 1
06 1
061
0 6 2
0 6 2
0 6 2
0 63
0 63
0 7 6
0 7 7
0 8 1
0 9 4
0 9 4
00 9
0 17
01 0
13 7
0 4 5
1 1 1
0 1 9
0 13
0 1 4
00 9
0 1 1
03 8
0 4 9
03 7
03 5
06 9
08 0
08 6
10 6
1 15
0 18
03 3
0 3 4
10 9
15 4
0 0 6
0 1 9
0 2 1
0 0 4
0 0 9
0 1 9
0 1 8
0 2 0
0 0 1
0 22
満天の豊からの合図に
眠れる半身に垂れさが り
わたしの 半身はすで に掠められてゐる
けものや鳥よりもすばや い 身仕度で
もはや こ の身にも どらな い
とげとげしい 息子よ 御身の
物質で身を固め 破れたシャ ツ で冷気を防い だ
あな たはその 深淵に身をな げる
脱ぎすて た分身が青く光る
神よ 御身の言葉のまにまに
御身は知 っ てゐ る､ 世 の輝かしい 変貌を､
御身は教 へ る､ 肉 の 宥 (すゑ)なるもの たちに､
日没 の空にあなたはわななき つ つ 身を横た へ
あなた自身が小さな 一 つ の 部屋である こ とを
わたしはわたし自身の影からも離れてゆきます
行方の 知れぬ風の 寒さに身ぶるい する の だ
君は君自身の 汚れた手で
衣裳と装身具の内側に 化粧のゆきとどい た顔の 下に
独身者はふかく自ら頒きながら
独身者は大学生の リキ ュ ー ル グ ラ ス に
独身者はすばやく扉の そ と へ 消えうせ る
擢はぼくに全身をあたえ
指輪や装身具の飾 っ てある シ ョ ー ウ イ ン ドをの そ い て
空の 財布の 身を投げに､
あなたがあなた自身で あるため には
あなた自身が見すてられた天上の星である こ とを - ･ ･ ･
落ちてゆ くわたしの 身体を支えてくれるの は
｢もし身体にも魂にも属さな い 捉があるなら
魂も身体も不用です+
あなたの 身体の ように重たく
かかえきれぬあなたの 身体が
きみ の青白い 身体放み るみるうちに
かれは木の吊床に身を横たえて
生身で受けとめて い る の は兵士ではな い
身をくねらして走るカ ワ へ ど の
ああ 太陽は全身にものうく
930
11
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0ユ
0 3
0 4
0 9
0 9
1 2
1 2
1 9
2 0
3 2
4 2
4 8
5 0
5 1
5 1
5 6
5 6
6 2
63
63
67
73
73
73
7 6
77
8 6
87
87
88
89
92
0 1
0 1
0 1
00
0 1
0 1
0 2
00
00
00
02.
01
0 1
0 1
0 1
0 2
0 2
0 1
00
0 1
0 2
0 0
0 1
0 4
0 3
0 2
0 7
0 1
0 1
07
0 3
0 1
4
7
0
8
2
8
2
8
7
5
2
6
6
1
2
5
6
7
7
2
0
2
6
5
0
4
9
3
7
0
7
5
みあきな い
15 5 0 3 4
みあげて い る
0 45 0 0 6
みあわせて
0 63 0 2 8
なにもの よりも おの れ自身に擬する銃口を
まが いもの の 甲常に身をか ため た冒険家でもなければ
愛と憎 しみ に撃たれた裸身の ほそさ に
自分自身と世界とに別れを告げるときがきた､
そう して､ 秋風に身ぶるい して
あの 純粋の化身はどこ へ 失せたか
寝床のぬ くもりで 放て っ た身体を 詰ま っ た路面竜車に横み こんで
のがれると こ ろな き身の
それらが身体の なかを
風の ように変身する
あなた自身で ある こ とをやめない から
愛は身をほそ らせ ､ 日々 の 仕事は疲れを つ の らせ る｡
私自身は､ かなり正 直な自画像の つ もりだ っ た｡
身長百七十四海体重七十粁はまあまあだが
中身はから っ ぼ
愛とい う言葉は身に つ かぬ の である
身に つ い て い たら
かれ自身の 最後の 王 国であるから
どちらを向くか は身体にきめさせた
身は現 つ のままで
節々をならして身ぶるい して い る
身ぶりの練習をしたか っ たとか で
神と悪魔披 一 身同体
ス プリ ングの 殿れた ベ ッ ドに身を投げて
う つ し身 へ の恥 じらい に
きみ自身の街路を行かなければならな い
宴席の 大きな皿に盛られた海の串､ 鯛や他の刺身も
信念よりは自身が大事だから
きみ自身は死ぬだろう
身体の故障よりも､ よ 圧ど､ こ の ほうが つ らい ｡
ゆ っ くりと身をかがめて手をの ばす
みるみる漆黒に つ つ まれて いく ､ こ こ は ､ も とも と海底だ っ たと こ ろで 汝ない か ｡ 冷気に身ぶるい し､
見倦きない
見倦きない もの とい っ たら
見あげて ゐる
青もなく空を走る稲妻を見あげてゐ る
見あわせ て
ふ と血 の 気の うせた顔を見あわせて
みい だし 見出し
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1 28 0 5 5
み いだす 見出す
060 0 1 7
み い っ て い る
0 70 0 13
みうしな っ た
05 0 0 1 4
みえ
010
01 1
01 5
0 17
0 18
0 22
02 3
02 3
0 28
02 8
03 2
041
0 41
0 41
0 49
0 51
0 51
0 53
0 55
0 5 6
0 5 9
0 6 1
0 6 9
0 7 0
0 7 1
0 7 7
0 7 9
0 8 0
0 8 3
08 3
08 8
見え
0 0 7
0 0 7
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
2
0
1
1
1
4
5
1
8
1
4
0
0
2
5
6
1
2
1
3
4
3
2
3
9
2
0
2
7
1
0
4
0
0
8
3
8
4
4
5
1
5
9
8
2
4
6
2
1
0
0
1
5
9
2
4
6
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明日の 見出しがで きた
なんと いう美しさを見出すこ とだろう
とおい星 ､ ちか い 星 の ひ と つ ひ とつ にみ い っ て い る ､
見失 っ た
きみを見失 っ たの か忘れて しま っ たよ｡
やがて純白の雲の 中にチ ョ コ レ エ トの肩が 見えなくなる
そ こから大理石の都会が見え
昨年の 唄で あらうかもう見えな い
抄漠の黒から灰が見えなくなり
質量の影も見えない
眼に見えない
きこ えない 見えない 世界で
風の運んでくるそ の 言葉が見えない
おびただしい自然を覆ふ霧はやがて見えなくな ると ころ
ただそ こに時代の速度乃至歩調が見えて くるだらう
百合の花が見えて
純潔な空気が咽喉を塞ぎ 見えない 量に苛まれて
あなたには人の 背中しか見えぬ
あなたには人の 背中しか見えぬ
い つ も逆に傾斜した獲物の ない 地平線しか見えない ｡
まるく小さな海と空が見えるばかりだ っ た｡
ぽんやりとデス ･ マ ス クが 肉眼に見えてくる ｡
淋しい わたしの 足跡は落葉に埋 っ て見えませ ん
永遠に吠え る こ と のな い狼 に見えて くる
廃城の なかを踊り狂 う て い る の が見えな い わけで はない
蛸蛤の ようにも見えて くる
淫売婦には浅瀬ほどにも見えなか っ たりするの だ
見えな い 幸福におび えて
ぼくは見えな い 出口 をさがすように､
山の 頂きが は っ きりと見える
死がや っ てきて じ っ と縛 っ て い る の が見えた
見える神
(見えない 水平線にむか っ て
す っ かり見えなくな っ た
みんな見えなくな っ て しま っ た
見えない 国境をつ く っ て い るか
0 8 9 0 1 4
0 94 0 0 2
094 0 0 9
09 6 0 1 7
10 6 0 4 7
13 6 0 0 5
1 53 0 1 2
15 4 006
1 60 002
1 63 0 0 1
1 67 0 3 7
1 69 0 1 0
1 70 0 2 1
1 81 0 0 4
1 8 9 0 4 1
1 9 2 0 2 5
みえがくれ
0 94 0 0 2
1 63 0 0 1
1(;7 0 3 7
空を背景に したす べ て のも のが見えるの です
見えが くれの 執念に つ け狙われながら
こ こからオ リ ー ヴ の海が見える
ごらん 対岸にア ラ ビ ア の 火が見えるよ
対岸は霧がふか くて見えない が 残る 一 つ の 疑問には
葬列が見えない
真赤にそま っ た海が見え
瑠璃玉の 道はもう見えない
い やに透明に見えて きた 今年の冬
見えが くれに歩きながら
死屍累々の谷が見えがくれするので
求心力は見えなくなり
(見えない と こ ろで自然は豊か さを失 っ て い な い
沖は見えず
ぼんやりと しか見えて こない
必死の 思い で､ 前方 の真 っ 暗闇を凝視するが ､ _包ま何も見えぬ ｡
見えがくれ
見えが くれの執念に つ け狙われながら
見えがくれに歩きながら
死屍累々の谷が見えがくれするの で
みえて 見えて
0 2 8 0 5 0
0 3 2 0 1 4
0 5 1 0 2 4
0 5 5 0 6 5
0 5 9 0 25
1 6 0 00 2
18 9 0 41
みえてくる
0 2.8 05 0
ただそ こ に時代の速度乃至歩綱が見えて くるだらう
百合の花が見えて
ぼんや りとデス ･ マ ス ク が肉眼に見えて くる ｡
永遠に吠える こ と の な い狼に見えてくる
病婦の ようにも見えて くる
いやに透明に見えてきた 今年の冬
ぼんやりと しか見えて こな い
見えてくる
ただそ こ に時代の速度乃至歩調が見えて くるだらう
o5 1 0 2 4 ぼんやりとデス ･ マ スクが肉眼に見えて くる ｡
o 5 5 0 65 永遠に吠えるこ と の な い狼に見えてくる
o5 9 0 25 病婦の ようにも見えて くる
みえない
01 5
01 8
02 2
02 3
02 3
見えな い
o13 昨年の 唄で あらうかもう見えな い
o o 2. 質量 の影も見えない
o 1 0 限に見えない
o 1 2 きこ えな い 見えな い 世界で
o 1 7 風 の運んでくるそ の 言葉が見えな い
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04 1 0 8 0
0 4 9 0 0 3
0 5 6 0 1 1
0 69 0 3 8
0 70 0 4 2
0 80 0 1 9
0 88 0 1 6
1 0 6 0 4 7
136 0 05
1 54 0 0 6
1 70 0 2 1
純潔な空気が咽喉を塞ぎ 見えな い 畳に苛まれて
い つ も逆 に傾斜した獲物のな い地平線 しか見えない ｡
廃嘘の なかを踊り狂 っ て い る の が見えな い わけで はな い
見えない幸福におびえて
ぼくは見えない 出口をさがすように､
(見えな い水平線にむか っ て
見えな い 国境をつ く っ て い るか
対岸は霧がふかくて見えない が 残る 一 つ の 疑問には
葬列が見えな い
瑠璃玉 の 道はもう見えない
(見えない と ころで自然は豊か さを失 っ て い ない
みえな くなる 見えなくな る
0 10 0 0 7
0 28 04 1
みおく っ て
0 78 00 9
やがて純白の雲の 申にチ ョ コ レ エ トの肩が見えなくなる
おびただ しい自然を覆ふ務はやがて見えなくなると ころ
見おく っ て
い たま しい鴎 の限で見おく っ て い た
みおとし 見落 し
o5 4 0 7 7 僕はなん にも見落し放 しなか っ た
みおぼえ 見おぼえ
1 3 0 0 0 7 美少年に見おぼえはない
みおろす 見降ろす
03 8 0 1 0
みがかれ 磨かれ
012 0 2
0 2 3 0 01
みがかれて い る
0 2 3 0 0 1
みかけ
0 7 1 0 0 8
0 8 5 0 1 2
1 8 3 0 2 3
街を見降ろす廊下には
大理石の 肉体は磨かれよう
磨かれてゐる白い 骨の 柱に
磨かれてゐる
磨かれてゐる白い 骨の 柱に
ど っ と家族づ れで出かけて ゆ く人たちをみかける
みかけより真実を飾らぬ男だ
すこ し足の不自由な老人がほほえみかける
みかん 未完
02 5 0 5 9 梯子を登るの である ( 未完)
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みぎ
02 7
04 7
14 5
17 3
みき
04 1
04 1
04 1
10 5
10 9
11 2
14 8
15 0
18 6
18 6
18 6
0 04
0 0 3
005
0 2 0
12.0
12 2
14 1
0 0 3
0 1 1
0 4 1
0 3 2
0 3 9
0 0 1
0 4 1
04 3
右
秤
みぎて 右手
027 0 0 4
みくだす 見下す
18 9 0 2 3
みごとな 見事な
07 2 0 3 5
みさき 岬
04 1 0 2 8
みざまれて
16 0 0 72
手袋をはめた右手の みが動き
左右に拡げる黒い 蔭l 二重 の ドア!
芋虫色の車を時間外駐車で路上に放置し 道徳の坂を下り左折 して また坂を登 るとす(･ 右
右か左か 南か北か
貧弱な幹に大きな菓を つ けてゐた樹木
薬はぬけ落ち 黒い幹が囲続地の隅に忘れられた
橡の幹には自由な樹液がの ぼりはじめた
だが､ み どりはまだ固い幹の なかにある ｡
根が考え､ 幹が感 じて い る ｡
大木の 幹にかくれて
同年兵で幹候の 試験に合格 した組は ､
クラ ス 委員に して 落第生の竹内幹郎だ っ た.
新幹線 に乗 っ たの は初めてで す っ て?
どう してきみ にわ かる? なぜ今までぼくが新幹線に乗らなか っ たか?
新幹線が開通して以来､ 機会はいくらでもあ っ たよ
手袋をはめた右手のみ が動き
い まのかれは雲を見下すような
なん と見事なダ ー クホ ー ス ぶりだろう
プラ ッ ト フ ォ ー ム が岬 の やうに曲が っ てくる
刻まれて
かれの肉体に刻まれてい き
みじか い
03 9 06 1
08 4 0 1 2
みじか い 短か い
10 0 0 2 2
14 8 0 3 8
永遠よりみ じかい 時間の うちに
安い レ コ ー ドの み じか い 針の 清から
お別れの短かい 放浪がは じま っ た
夜は こ との 放か短か い ｡
み じかか っ た 短かか っ た
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05 0
みじかさ
076
み じたく
03 7
み じめさ
14 3
み じめで
14 3
み じめな
0 72
みしらぬ
0 07
0 59
0 68
みず 水
0 0 6
0 0 8
0 1 1
0 1 2
0 1 4
015
0 1
0 1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
2
之
2
2
ユ
2
2
2
3
3
3
6
9
0
1
3
4
5
6
7
8
8
0
0
0
o 1 5 短かか っ た黄金時代 - -
短 か さ
oo 9 ながか っ た航輯の 短かさに つ い て
身仕度
o 10 けもの や鳥よりもすばやい 身仕度で
oo 9 寒風に吹かれるみ じめさを思い
o 1 8 み じめであさましい 生きた心 よ - - -
惨め な
o 6 9 何と惨めなこ とだろう
見知らぬ
o o 2 あたり 見知らぬ老婆が咳をするの はわれらにかかわりの ない こ
o o 1 見知らぬ美 しい 少年が
o 34 見知らぬ海辺 の女に
0 1 1
0 1 6
0 0 1
0 1 6
0 1 5
0 0 1
0 0 2
0 0 8
0 13
0 11
0 2 3
0 0 3
00 4
0 0 7
0 14
0 27
0 4 7
00 6
0 1 7
02 2
梶まみれの鉄兜に水を汲んで
金魚みたい に じ っ と して 水の つま っ たガラ ス鉢 の 中
河の水は泥のやうに澱んで
いきなり水が噴き出した
けれど燃えないうちに水がはい っ たよ
窓は明るい海の水で
太陽は水晶に分解される
パイ プから水もながれず
噴水 へ
花が浮かんで噴水をかむ っ た
暗い水底 に沈んだ
る 血液を噴き上げてい る白い管は輝やける噴水の 愛撫をう
水にながれる貝殻がねぢれて
水晶体はい つ でも煙を噴い てゐ た
ただ 一 滴の 水は
土 の 起伏と水の 涜れと
地の 脈を水の 流れを変えるほど精密だが
どこからともない 一 滴の水 一 滴 の音に
水平線 はま へ に地平線 はう しろに
そ こに憩ひがあり噴水が ある
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水 の中に影だけ にたたまれて
一 本の 茎は清浄な水を欲する
花の ほとりに水を
水平の皿 のう へ
噴水と石像の ある静かな自暴よ
これらの樹木の下の水 ぺ りに
地下をなが れる水の音は
そ の下 の澄んだ水の ほ とり
根の茂みに水が逼ひよる
水の底にはい つ も鏡の やうな階段があ っ て
ひややかな青い 噴水も
あなたの からだから迷る水で
水の青も
水の 音が
眠れ る水 眠れる森
水の 中にはもう春がきてゐ る
水の 放 とりでひくく つ ぶやく
畳の上に 水平に倣 っ て横たはり
はるか足下を潜りぬける黒い 水の流れ
水の 表情は動かうともすまい
こ の 泥に塗れた水脈もい つ かは
雷とともに海 へ 出て 空は つ らなる水平線をはしり
濁れる水の地下の うね りこ 耳を傾け つ つ
黒い水 の う へ を吹く
うなだれた水仙の 賢しげな影を卓布に落す
古風な銀の縁を つ けて い つ も こ の 水が動かぬ こ とを - -
姉さ ん の かたみ の 水晶の腕輪がわたしの 冷た い 手錠で
鮮船が じ っ と水の うえで考え ごとをして い た っ け
花瓶の腐 っ た水の なかで溶けてい る
ある日 ポ ー トを水にうか ぺ
水晶 花 貝殻が､ 世界 の 空に
酔い どれ水夫が歌 っ て い た｡
ぼんやり眼を水面にむ けて とおる の を - 一
眠りか らうまれたばかりの 水は
浄らか な水に映る理想 の伴侶に
水仙や蛇や もろ屯ろの 生ける質を潤おした』
告げな さ い ｡ レ エ テ河 の水を飲まぬうちに
一 直線をえがく はて しな い 水平線にそ っ て
それから水着の 女通が
わたしの からだを水藻の ように
水死 した処女の 乳房をさ(o り つ づける .
悲 しみ の 水面にうか ぺ て ､
肌 のふれあう水ぎわから
07 3 0 0 3
o7 3 0 0 5
o7 3 0 2 6
0 7 8 0 0 8
0 79 0 0 4
079 0 1 1
0 7 9 0 1 8
0 7 9 0 3 0
08 0 0 0 2
08 0 00 5
08 0 0 1 9
08 2 0 0 1
08 9 0 1 0
08 9 0 2 3
09 3 0 2 9
09 4 0 0 4
09 4 0 0 6
10 0 0 6 1
1 0 1 0 3 5
1 0 1 0 3 6
10 1 0 5 0
10 8 001
110 0 1 1
1 1 2 0 4 0
12.0 0 0 5
12 8 0 1 9
12 8 0 6 6
13 0 0 1 2
13 5 0 0 6
14 0 0 ユ3
14 5 031
15 2 0 0 6
15 2 016
15 3 0 0 1
15 4 0 1 1
1 68 0 0 3
18 2 0 2 6
メ コ ン河 の 水で濁 っ て い た
さびれた治水浴場の 岸壁にぶ つ か っ て
毛膿を出したフ ラ ンス 人 の水先案内は
立ちのぽる水けむりの なかに消えうせるのを
とおくの水平線は
何万 とい う水兵と
永久に待ち こがれて い る水兵たちから
ぼくらは水平線をこ えね ばならな い
ま っ す(･ 水平線をのば しながら
い つ までもこ の ような水平線をも っ て い るか
(見えな い 水平線にむか っ て
六月は水色の 瞳
凍 っ て ゆく水に影をうか ぺ て いま した
｢ぼくは凍 っ てゆく水 のなか に いますよ+
それは血や光りがかえ っ て ゆく水平線の ない 世界だ
酸 っ ぱい水を吐きだそうと し
ぽきぽき葦吐折れて水垢のうく岸辺
ペ イ ヴメ ン トには水玉模様の 少女があふれ
から っ ぼの 水筒に口をあてて
消えたい のち の水をの んで い る兵士たちよ
こ の地平から水平線にむけてひ っ ぱ っ て ゆ こう
海水浴場の
あとずさりする水平線 にむか っ て
水が酒に 欲望がも っ とたくさん の 浪費にならな い と こぼ して い る
池水の やわらかなひかり
資本の 下水の養分を吸 っ て
冷たい水の ようなもの + か
さらさらと水がながれ
水清く兵士の 納骨堂に
水銀の ナミダをたらして
しかし 水がなくて は生きられない
かるく水に つ けて上から吹く
冷たい水色の けむりが立ちの ぼる
青い塩水からうまれた生きもの の
命の水が8まとば しる
水平 へ の 憤慨があ っ た
老い の うちにも新 しい 命の水が
みずあか 水垢
o 94 0 0 6 ぽきぽき葦は折れて水垢の うく岸辺
みずい ろ 水色
o 82. 00 1 六月は水色の瞳
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1 5 2 0 1 6
みずうみ 湖
03 9 1 1 1
0 57 0 1 7
みずから
05 4 0 73
15 8 0 2 4
1 77 0 22
みずから 自ら
0 45 015
054 0 8 6
142 0 8 4
142 0 85
1 42 1 1 9
15 0 0 0 4
1 84 0 0 7
みずからの
1 7 0 2 2
みずからの
1 42 1 1 9
冷たい 水色の けむ りが立ちの ぼる
月は遥かな る湖にかかる
ト バ湖は凪いで い た
みずから魂をすて去 っ た
い つ かみずからも
みずからの影をひ きず っ て
たと へ ば自らも垂 直なる真空の 如くありたい
独身者はふかく自ら領きながら
彼の 与える教訓は自ら明らかで あろう+
自ら明らかなこ とにも 悲しい かな 認めようとしな い 者があり
非道な暴力に抵抗 して 自らの 犠牲と死の 覚悟で第 一 線 に立ち
自ら鰭晦するこ となく して ､ 何事もするこ とが出来なか っ た.
そ して十日人の大工 を自ら指揮 して
みずからの影をひきず っ て
自らの
非道な暴力に抵抗 して 自らの 犠牲と死の 覚悟で第 一 線 に立ち
みずぎ 水着
0 68 0 2 1
みずぎわ 水ぎわ
0 70 0 1 9
みずけむり
0 7 8 0 0 8
それか ら水着の女達が
肌のふれあう水ぎわから
水けむり
立ちの ぽる水けむりの なか に消えうせ る の を
みずさきあんない
0 7 3 0 2 6
みずたまもよう
1 0 0 0 6 1
水先案内
毛腰を出したフ ラ ン ス 人の 水先案内は
水玉模様
ペ イ ヴメ ン トには水玉模様の 少女があふれ
みすてて
0 6 5 0 4 6 異国の 女の ように ､ 町をみすて て
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みすてられた
o 61 154
見すてられた
あなた自身が見すて られた天上の 星である こ とを - ･ ･ ･
ミステリア ス
09 4 0 18
みずべ り 水 ぺ り
03 6 0 2 1
みずみずしい
03 6 0 1 1
みせ
0 31
0 54
0 57
1 45
1 51
1 6 9
1 8 6
みぞ
0 3 4
0 3 6
0 6 1
0 8 4
見せ
01 0
1 4 2
0 10
0 1 0
0 2 0
0 0 5
0 2 7
溝
0 1 4
0 2 9
0 0 3
0 1 2
みたい
0 0 8 0 0 2
0 0 8 0 1 6
0 1 4 0 1 3
0 3 9 0 5 2
10 6 0 2 7
11 1 0 0 2
12 1 0 0 9
12 1 0 1 0
146 056
14 7 0 1 4
15 6 0 1 7
16 7 02 3
みたい な
きみ の 人生披きわめて ミ ス テリ ア ス に
これらの樹木の下の水 べ りに
みずみず しい樹木 と花花の 間で
煤けた家具の断面だけを見せ
反コ ロ ン ブ ス はアメリカを発見せず
ぽくらに 一 枚 の絵皿を見せたこ とがある
と エ ンジ ェ ル と同じ肌色の 奥まで開拓 して見せて い た
一 向に死ぬ 気配を見せ ない の はどうしたわけか
隠されたす べ てを見せても
廿六年前に広島で撮 っ た写真を､ 懇親会の席上で相良君から見せられてね
気体の なか の 透明な溝 へ は い る
迂関にも醜憩な街の 満の 申 へ
汗と油の溝渠のうえに ､
安 い レ コ ー ドの み じかい 針 の清から
機関銃は マ ッ チを擦 っ て 専乞革みたい な白い 雲に火を
金魚みたい にじ っ として 水の つ ま っ たガラ ス鉢 の 申
団扇みたい なシ ュ ロ の 菓 の下で
高い木の 頂まで撃ぢてみ たい とひそかに思ふ
高名な美学派の 詩人み たい に 口髭をの ば したり刈りこんだり して
家の な い場所 へ行 っ て み たい
おもい きり 太陽をからか っ て みたい
赤い 魚も釣 っ てみたい
暗がりで苛みたい にずん ずん伸びて いく の で
オ ー バ ー ウ ェ イトで引退 したボ クサ ー みたい に
習慣みたい な西洋人は
袋を着せられたソ ロ フ キ の 囚人みたい に
940
0 08
0 14
15 6
みたい に
0 08
1 0 6
1 4(～
0 0 2
0 13
0 1 7
01 6
02 7
05 6
1 47 0 1 4
1 67 0 23
機関銃は マ ッ チを擦 っ て 乾草みたいな白い 雲に火を
団扇みたい なシ ュ ロ の其 の 下で
習慣みた い な西洋人は
金魚みたい に じ っ と して 水の つ ま っ た ガラ ス鉢 の 中
高名な美学派の詩人みたい に 口髭をの ば したり刈りこ んだり して
暗がりで苛みたい にずんずん伸びて いくの で
オ ー バ ー ウ ェ イ トで引退 したボクサ - み た い に
袋を着せられたソ ロ フ キ の 囚人みたい に
みたまえ 見給 へ
o o7 0 1 6 あ見給 へ 昏 の河 の上を歯を剥い た白馬が乱れるで辻ない か
みだらな
1 64 03 0 ぼくらはみ だらな存在だ
みたり
o 39 0 4 7 夢をみ たり
みだれ
o 45 0 2 1 ふりそそ (･ 雨 の みだれも手にとるやうだ
o 59 0 23 おもい みだれた母と美 しい 少年の ポ ー トが
1 44 0 15 みだれた山波を隠すの は
みだれ 乱れ
0 07 0 1 6
0 6之 0 之3
09 3 0 25
119 0 03
1 86 0 8 6
みだれた
05 9 0 23
1 44 0 1 5
みだれた 乱れた
0 62 0 2 3
0 93 0 2 5
あ見給 へ 昏 の河 の上を歯を剥い た白馬が乱れるではない か
思い 乱れた わたしの頭髪にさ し込まれ
乱れたシ ー ツ のうえに
ひかりは乱れ
思い は千々に乱れて消えて い き
おもい みだれた母と美 しい 少年の ボ ー トが
みだれた山波を隠すの は
思い 乱れたわたしの頭髪にさ し込まれ
乱れたシ ー ツ のうえに
みだれて 乱れて
1 8 6 0 8 6 思 い は千々に乱れて消えてい き
941
みだれる 乱れる
oo 7 0 1 6 あ見給 へ 昏の河 の上を歯を剥い た白馬が乱れるで はな い か
みち 道
016
021
02 8
03 1
>
0 3 9
0 5 0
0 5 3
054
0 5 9
0 6 0
0 6 0
0 6 1
0 6 1
0 6 1
0 6 2
0 85
0 8 8
0 8 8
0 9 1
0 93
0 9 5
0 95
1 0 0
103
1 0 7
10 8
1 1 1
1 1 5
1 1 7
1 2 8
1 3 9
1 4 0
14 2
1 4 4
1 4 5
1 5 0
15 4
15 8
16 0
0 0 5
0 1 6
0 5 1
0 0 6
109
0 2 1
0 1 7
0 7 2
0 2.1
0 0 8
0 1 3
0 4 9
0 5 4
1 0 6
0 4 4
0 0 2
0 6 9
0 75
0 0 2
0 1 3
0 15
0 1 6
0 7 6
010
0 0 5
0 3 0
0 0 5
0 0 6
0 1 2
0 0 3
0 0 7
0 1 7
1 1 9
0 0 之
0 0 5
0 3 0
0 0 6
0 2 3
0 3 6
貝殻の道をかけなさい
たそがれの道に迷 へ ば パ イ プで
鉄道信号機の痘撃 とともに
い つ か のやうに凍りつ い た道路の上で
誰が道に迷ふとい ふの か
廉い 鉛の道を歩み つ づ けてきたの だ っ た｡
わたし の渉 いてきた道は
平然と してまが っ た遣をゆく時だ !+
海岸 へ の道が不思議 と宙にうかんでくる
荒れた通が つ づ い て い るの みで ある
孤独な道を歩い てくる男だけが
あなたの心 にうかん だ道の す べ てだ っ た｡
あなたの宙にうかん だ道の す ぺ てだ っ た｡
未来の 道は過去に つ づ き
あてもない わたしの道は
舗道の カ ー ヴにそ っ て ながれる
おまえと歩む こ の道は
こ の 道を歩い て ゆ こ う
さびれた国道に つ づ く町 工場の
かれにと っ て は と っ くに抜け道がわか っ て い る迷路である
誰だ っ て僕 の ように淋しい 夜道を走るだろう
崖下の道で息がきれた
昨日の道とな っ て い る
魂にもセツ道具が必要だ
車輪や道もうた っ て い た
理髪店からの長い なが い戻り道
暮れの こ る灰色の通が
夜明けの道はま っ す(v で長い が
記憶の坂道をくだ っ て い く
割り つ けられた舗道の
さまよ い疲れて歩い た道の 幾千里
地 べ たを這いずる共生共苦の 道も
非道な暴力に抵抗 して 自らの犠牲 と死の覚悟で 第 一 線 に立ち
赤い 林道に入 っ て い く
芋虫色の 車を時間外駐車で路上に放置し 道徳の坂を下り左折 してまた坂を登るとす(･ 右
これは､ 私だけが ｢虚構の個性+ を つ らぬき､ 偽善の 間道をく(･ りぬ けて ､
瑠璃玉 の道はもう見えない
残された唯 一 の 道だ っ た
ほかに自己証明の 通がなか っ たの である
942
1 63 00 6
16 6 0 07
1 7 2 0 0 4
1 8 3 0 2 6
1 8 8 0 4 6
みち 未知
051 0 0 2
05 4 1 6 1
みちた
0 61 0 1 2.
09 4 01 9
みちび い て
05 1 0 0 4
みちびかれ
19 2 0 2 1
道に迷 っ たと ころで
矛盾の 道を地な らしするの 故
人気のな い街道を
駅前通りから暗い 小道に 曲 っ たとこ ろで
時には ､ 道徳や､ 宗教 の 立派な代理 になるうえに､
人間の 遠い 未知の 故郷 へ
なにげな い 挨拶の うちから生れる未知の 国民 の こ とを - - ･
秘密にみちた部屋や
こ の 苦渋にみちた河口 の 渦に閉 じる こ とになろう
導い て
｢こ の病院船の磁針がきみらを導い てくれる + と船長は言う､
導かれ
あやか しとも気づかず､ 沃か な白い光の点線に導かれ､
みちぴかれて
133 026
みちびく
16 7 0 7 7
みちびく 導く
04 1 1 之3
み つ 蜜
0 06 05
17 2 0 2 0
18 3 0 0 5
みづ から
0 40 0 0 2
0 4 6 0 1 0
みづからの
0 4 6 0 1 0
み つぎ 密議
136 0 0 9
暗天の星にみちびかれて
きみたちの 家を破壊 にみちびくだ ろう
もはやあなたを導くもの はな い
蜂蜜の やうな午後が溶ける
常緑樹に したたる日光の 寒が
くだもの屋にあふれてい る蜜柑が
椅子はみづ から倒れは じめ る
あなたはみづからの心象を鳥撤するため
あなたはみづからの 心象を鳥撤するため
密議にむ かう
943
み つ ける
06 0 O 2 0
み つ し つ 密室
12 5 02 1
み つ つ 三 ツ
079 0 0 8
み っ つ 三 つ
14 2 01 7
1 6 6 00 6
18 8 028
み っ つ の じだ い
1 6 00 6
み つ ど 密度
15 0 0 63
み つ め
03 7 0 2 0
04 1 05 5
05 3 0 4 6
05 4 0 3 7
05 4 12 1
07 3 0 2 0
08 7 0 0 6
09 8 0 2 5
10 0 0 7
み つ めて
04 1 0 5 5
05 4 0 3 7
10 0 0 0 7
み つ めて い る
05 1 0 3 6
み つ めて い る
04 1 0 67
944
たとえば小さな持毛の渦をみ つ けるような!
密室の ドアはどれ政 ど厚くても充分とは い えない
富士山を三 ツ沈めても
(四 つ の 窓の うち三 つ が閉じられたままである)
三 つ の 時代を同時に生き
歳相応の ､ 厄介な病気が ､ 二 つ か 三 つ 重な っ たと こ ろで､
三 つ の 時代
三 つ の 時代を同時に生き
婿婦の 悲惨さを､ か なりの 密度で正確に捉えたと いうだけで ､
す べ てをみ つ める生きもの の 脱が
みんなは黙 っ た 眼を閉ぢ眼を開き 膝をみ つ めて
基地の しめ っ た黒い土をみ つ めながら
Mよ い まは 一 心 に風に堪え 抵抗をみ つ めて
い まは自我をみ つ め微か なわらい を懐い だす
大い なる積乱雲の さ け目をみ つ めた
じ っ と食器の 底をみ つ めたまま
ぼくはまぶしい ｢無+ の下で自分の 手をみ つ める
みんなは黙 っ た 眼を とじ眼をひらき 膝をみ つ めて - -
み んな 汝黙 っ た 眼を閉ぢ眼を開き 膝をみ つ めて
Mよ い まは 一 心 に風に堪え 抵抗をみ つ めて
みんなは黙 っ た 眼をと じ眼をひらき 膝をみ つ めて ･ - -
見凝めて い る
こ っ ちを見凝めて い る鍵穴を必死に覗きかえ す
見凝めてゐ る
い つ までもじ っ と火を見凝めてゐ るの は
み つ める
o 3 7 020 すべ て をみ つ める生きもの の 眼が
o 9 8 0 2 5 ぼくはまぶ しい ｢無+ の下で自分の 手をみ つ め る
み つ める 見 つ め る
o9 3 0 1 5 蛇が隠れた エ デ ン の樹を 一 心 に見 つ め る
みてきた 見てきた
o 9 6 0 0 6 ギリシ ア ロ ー マ の 政治を見て きたが
みてゐる
02 5 0 2 6
04 6 0 0 9
みとめよう
14 2 0 8 5
夢をみてゐる
花火をみてゐる橋上の人よ
認めよう
自ら明らかなこ とにも 悲 しい か な 認めようと しな い者があり
みとめる 認める
14 6 0 3 1
みどり
0 2.5
0 3 0
0 7 4
07 9
10 5
12 0
みどり
00 8
0 10
01 5
02 8
03 0
03 9
04 1
04 6
0 62
0 72
0 78
0 99
1 03
1 1 2
0 3 0
0 3 1
0 2 6
0 2 7
0 0 3
0 0 4
緑
01 7
01 9
00 8
00 3
02 9
0 10
0 83
0 20
0 4 7
0 0 7
0 07
0 04
0 0 3
0 2.0
同時にわたしを認め ると
花瓶に挿き っ たみ どりの 茎は
だからみ どり色の 白さ と言 っ てもよ い
み どりの 波をわけてゆ っ くり遠ざか っ て い っ た
み どりの 島
だが､ み どりはまだ固い 幹のなかにある ｡
植物 の み どり
レ コ オ ド音楽に之乏あい て 線の 藻を_乏づてゐる
パ イ プは緑の 煙を噴き飛期する
透明なる緑よ
緑の 彩は い つ もガラ ス管 によりそ っ て ゐた純粋な頑の 鈍い 速度に つ い て
色彩の なかの 緑を
線の亨包の方 へ 淀づ い てゆく
そ こ にあた る影や光 樹々から流れる緑の匂ひ
たとえ純粋な緑が 墳基の 丘 より呼びか けようと
生きもの の線 の意志は
うす緑の大地､ 美 しい カ ー ヴを描く競走路をみたまえ
緑泡立 つ 榔子林が
太陽が緑の絵具をとかして い る芝草のうえを
緑の牧場は消えうせ たか
緑いろの歯ミガキにすこ し血 の ま じ っ た唾を吐い た
945
16 8 00 7
1 7 2 0 2 0
みどりいろ
11 2. 0 2 0
みどりの
00 8
0 10
0 28
0 39
0 4 1
0 6 2
0 7 2
09 9
103
みどり色
030
みとれる
緑野の 香にむせなが ら
常緑樹に したたる日光の蜜が
緑い ろ
線いろの 歯ミガキにすこ し血 のま じ っ た唾を吐い た
線の
0 1 7
0 1 9
0 0 3
010
レ コ オ ド音楽に_2 皇あい て 線の 藻を∠ご≦てゐる
パイ プは緑の煙を噴き飛期する
緑の影吐い つ もガラス管によりそ っ て ゐた純粋な頭の 鈍い 速度に つ い て
緑 の泡 の 方 へ近づ い て ゆく
o 8 3 そ こ にあたる影や光 樹々か ら流れる緑の匂ひ
o 47 生きものの 線の 意志は
oo7 うす緑の 大地､ 美しい カ ー ヴを描く競走路をみたまえ
o o 4 太陽が緑の 絵具をとか して い る芝草の うえを
o o 3 緑 の牧場は消えうせたか
o 3 1 だからみ どり色の 白さ と言 っ ても よい
見とれる
o16 0 1 3 より精巧な機械に見とれるときも
みな い 見な い
01 5 0 0 3
07 1 0 3 6
09 7 0 0 3
みなか っ た
00 6 0 0 8
花は眼の ある動物を見ない
何も見ない
あなたは生命も飛和も見ない だろう｡
見なか っ た
そうい えば長い こ と日の メを見なか っ たね
みなさ い 見なざ い
o4 1 00 6 夢を見なさ い 不機嫌な 一 日舜には
みな と 港
05 5 00 7
05 7 0 2 7
07 5 00 9
07 8 0 0 3
094 0 1 2
10 8 0 1 1
11 2 0 10
おれには港の ように思えたの だ
雨の キ ー ル ン港では
記憶の なか の港には
あらゆる船が港から出てゆきそうな
行 っ た こと のない 島や港や都市に
おおきな追憶が港から出てゆくの に
破壊に つ (･ 破壊 の こ だま 断末魔の 軍港にとどろく火砲の うた
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みなみ 南
03 5 0 0 2
07 8 0 2 1
08 0 2 7
14 8 0 0 4
16 7 0 0 3
17 3 02 0
18 8 0 8 3
南方の ド アを開き
小さな南十字星の まわりを
あたたかい 南国の 陽ざ しの ように融かして くれるか ら
南国で農業に専念し､ 妻と離別 してから､
東 の 窓と南の 窓が交互 に鳴り
右か左か 南か北か
きみが好きだ とい う､ 武者小路の ､ 茄子や南瓜の 素朴な絵､
みなみ じ ゆう じせ い 南十字星
078 0 2 1
みなも 水面
0 61 0 7 8
070 0 12
みなれた
0 89 03 3
みにくい 醜い
14 6 02 9
15 2 0 2 4
みにくく 醜く
14 3 016
みにくさ 醜さ
07 2 0 1 1
みに つ かぬ
15 6 0 2 5
みに ょくてき
17 0 02 0
みね 嘩
19 0 00 6
みの が して
15 0 02 2
小さな南十字星 のまわりを
ぼんやり限を水面にむけて とおる の を - 一
悲 しみ の水面にうか ぺ て ､
(そ こ に放 みなれた風景 と
そ こでは醜い 顔の 二人 の 女が
醜い 現実の 姿をさらして い る
醜くな っ て生きの ぴて
われわれの醜さを
身に つ かぬ
愛とい う言葉は身に つ かぬ の である
魅力的
こ の うえなく新鮮で魅力的だ
嘩か ら昇り尾根に沈む日月
見逃して
記憶の 中で見逃 して い たさまざまな事柄に気づかな い わけには いかな い ｡
み の がせ ません 見のがせません
058 04 1 †小鳥が とま っ て い る こ とも見の がせません
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みの つ た 実 っ た
o30 03 3 実 っ たあ との浅 い 眠りは疲れである
みの らぬ 実らぬ
03 6 0 0 1
03 6 0 20
おそ らくは実らぬであらう樹木
おそ らくは実らぬであらう樹木
みのり 実り
o 35 0 2 2
一 粒 の実りは
みの る 実る
0 30 03 2 花の 実たちが実る周囲に実る別の花の実たち
み放り 見張り
o 73 02 5 見張りのボ ー トが現れ
みはるかす
10 8 0 3 2
17(～ 0 2 7
18 1 0 0 1
みひらいた
0 4 7 0 1 6
みはるかす何とか連山は紫の 帯
みはるかす彼方には
みはるかす相模の 海に
見ひ らい た
大きく見ひらい たう つ ろな 限の
みぶり 身ぶり
173 0 0 2 身ぶりの練習をしたか っ た とかで
みぶるい
0 54
1 0 9
1 6 7
1 9 2
みまずい
身ぶるい
o3 5 行方の知れぬ風の寒さ に身ぶるい するの だ
o12 そう して ､ 秋風に身ぶるい して
o 2 0 節々をならして身ぶるい して い る
015 みるみる漆黒に つ つ まれて いく､ こ こ は ､ も とも と海底だ っ たと こ ろで はない か ｡ 冷気に身ぶるい し､
気まずい
1 60 0 2 6
みまも っ て い る
1 00 0 7 2
聴衆の気まずい 沈黙
見まも っ て い る
きみはとおくからぼくを見まも っ て い る
みまもる 見守る
1 79 0 1 6 見守る者は誰もい な い
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みみ 耳
o 1 4 0 05
0 17 0 1 7
0 18 00 4
0 2.1 030
0 23 0 19
0 24 00 1
025 0 13
0 27 0 15
03 0 00 9
033 00 4
03 6 00 4
03 9 0 13
04 1 00 9
04 1 15 0
04 6 03 3
0 47 00 5
05 5 0 1 6
0 62 05 1
0(;5 04 3
0 87 00 8
08 7 0 18
0 88 08 0
11 2 0 29
12 5 00 7
13 3 0 19
13 6 0 19
13 9 00 3
15 2 0 1 1
1 66 0 2 6
17 2 0 23
17 5 0 12
18 2. 0 17
18 6 08 2
19 1 00 1
みみうちする
13 3 0 1 9
手を当て て珂の ネジを検査 してゐる の を
と悪い唇が珂の傍で薄くな っ たの で
耳が刷毛のやうに通過する
ぼくの耳は響い てゐる
あなたの耳はちぎれそうな断崖で
ふせた耳の上で ふと風が鳴る くずおれた月光の 雫に溺れ
眼もなく耳もな くただ流れる血液は
耳の 螺旋をたりおちた
夜が垂らす耳はない
上品な耳の うしろで
透明な耳の あたりを吹く
じぶん の耳で聞い てゐ る
お互 に耳を澄ませ
街の 雑音はあな たの 耳を不注意に した
濁れる水の地下のうねりこ耳を傾けつ つ
耳をすましてい る中枢に
海を飛ん でゆく革鳴りの ようにおもえた
あなたは じ っ と耳を薄まして い ますね
どの窓も､ 司をすま して い た｡ 男は
聞きわけの ない 耳でかぶりをふ っ て
聞きわけの な い 耳でかぶりをふ っ て
みんな じ っ と耳をすまして い る の だから
眼や司や手足をなく した不幸な犠牲者に何を してや っ たか
ニ ュ ー ス と駄弁で耳を痛めた
耳うちするあや しき男から
革の 葉も兎の耳も
吹きさら しの露の寝ざめ の 空耳か
餌数の 星 の 悲鳴を司の なかに残すから
砲撃に耳をすますような顔 つ きで
雲の ささやきに耳をすます
病床の きみ の耳にも聞えてい るに違い な い
星座の 歌に耳を傾けて い る と
死を含む共同体であるみんなの 声に耳を傾けてい ると
耳をすませ ばきこえな い
耳うちする
耳うちするあや しき男から
みみなり 耳鳴り
05 5 0 1 6 海を飛ん でゆく耳鳴りの ようにおもえた
みもだえ
94 9
o7 0 007
みやく
0 0 9
01 5
02 6
02 8
03 3
03 9
046
脈
00 8
00 6
0 13
0 4 7
0 1 7
0 2 5
0 23
みやこ 部
01 1 0 0 7
0 1 6
0 23
0 2.8
0 2.8
0 4 1
0 43
04 8
05 4
0 0 7
02 1
0 2 0
0 60
1 35
0 1 1
0 2 8
0 2 1
054 0 2 9
o56 o O 7
06 1 0 0 4
06 1
06 1
0 9 3
1 7 8
0 61 22 0
0 64 0 1 5
069 0 2 4
081 0 1 4
0 85 00 4
0 94 01 2
1 00 01 6
1 0 1 03 1
1 2 3 0 1 1
1 4 0 0 20
1 4 8 0 0 7
15 0 0 6 8
19 3 0 2 4
ミ ュ ー ズ
1 64 0 0 2
1 64 0 1 0
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みもだ えさせ ､ ずたずたにひき裂く ｡
蓄蔵色の 頬に葉脈が透けてくる
海図の 脈の ど こか に消えて しま っ た
葉脈から雫が落ちてくる
地の 脈を水の流れを変えるほ ど精密だが
青い 皿 のあたりに葉脈を
葉脈から
こ の据に塗れた水脈もい つ か は
そ こから大理石の都会が見え
大理石の林の都会 (まち) から
あのやう に退屈な都会の 一 日が
かれら塵挨都市の番兵と呼ぶもの から
都会の屋根の 下よ商店街の 商人たち
都会の 時計の ために残されて ゐる の か しら
愁い の都の 門は とざされ
すると地球の 表面に都市ができる
｢僕たちは都市を つ らぬ く濁 っ た河にそ っ て
M よ 都会の胃袋をさま よい ながら君が噴い て い た こ とを - -
今日も都会の窓に灯がともり
よごれた幻の都市が肇えてい る ｡
こ の喧嘩の大都会の
妻も子もなく ､ こ の 広い 都会の片隅で､
幻 の都市に灯が つ い た､
こ ん な孤独な都会にい て ､
都会 の 荒れた皮膚をひきさい て い っ た
ぼくらを生んだ七 つ の 近代郡市が
天の 一 角 にせばめられた都会の空である
行 っ た こ との な い 島や港や都市に
都会の 時計の ため に残されて い る の か しら?
どの 首都か らも へ だ た っ た どんな地図にもない と ころだ
もう 一 つ の 首都を夢みて
かれは実体の な い 都市の雲の 中に住む
地方都市で鉄工所を経営 して い た旧友が､
今日､ 我 々汝 一 つ の 郡市 ､
ときわの首都は世界の影を映して い る
黒い ミ ュ ー ズ が噴く
黒い ミ ュ ー ズ は 口をとが らせ る
164 0 1 7
164 0 2 5
み ようちょう
o2 6 036
みらい 未来
052 0 1 9
052 0 2 0
05 4 0 7 9
05 4 0 9 9
05 5 0 4 5
05 6 0 0 6
0(～1 0 2 8
0(;1 0 3 6
06 1 0 4 4
06 1 1 0 6
06 1 1 0 7
06 4 0 2 8
06 8 0 1 4
08 1 0 2 8
08 5 0 0 6
10 0 0 7 0
10 1 0 2 9
10 6 0 4 6
11 6 00 6
123 00 7
13 2 0 10
13 6 0 2 6
13 7 00 4
14 2 09 4
1 8 1 0 2 9
1 8 6 0 25
1 8 6 0 2 9
1 8 6 0 8 5
黒い ミ ュ ー ズは猛り狂 っ て叫ぶ
黒い ミ ュ ー ズ よ
明朝
明朝の新聞紙がぬれてゐた
みらい しようせ つ
1 4 2 0 9 4
みり ょく のな い
15 1 0 1 5
みる 見る
あなたの未来の指輪が青い 光をあ つ め
あなたの未来の 時計の 振子がうごくのをまえにして
未来はとおの昔に済んで しま っ て い る
過去にも未来にもさ よならして
なか ば熟 しかけた未来にむか っ て
未来の 一 歩々々 の ように こ つ こ つ と遠ざか っ てゆく
未来と希望があるだけさ｡
未来も愛もありやしない ｡
未来 と信仰はちがうもの ｡
未来 の遭は過去に つ づ き
過去は渡 しなく未来の なかにある こ とを - -
- 一 変 の ない 窓には未来がな い ｡
ちかづく未来の なかに
遠い 未来の 祖国の 霧
未来は蒸されぬ腸詰にすぎない
精力的な夏は未来の 街の方向にひろが っ て い るようにみえた
未来や過去がうろ つ くには
おそらくそ の果は ｢未来+ とふかく交 っ て い る の だろう
未来を失 っ たぼくの 苦 しみが
未来に値段を つ けたくな い
い さぎよく未来をすて
ぬばたまの未来の 闇で
あ っ さり未来を売りわたした
オ ー エ ル の未来小説に描かれた 党 は
野菜の未来に
未来にとりこむ感 じが ､ あんなだとはね
みんな若か っ たと了解 した桝間､ 未来に到着 して い た こ とがわか っ た
過去にも未来にも流れず
未来小配
オ ー エ ル の 未来小説に描かれた 党 は
魅力の な い
なん と魅力の ない 五十六歳の 男だろう
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o o9 0 1 1
o 25 0 2 0
o3 9 1 1 6
112 0 04
112 0 0 5
1 42 0 4 7
ミルク
0 03 0 0 7
0 12 0 18
みるみる
07 6 0 19
18 1 0 2 6
1 8 7 0 2 6
1 9 2 0 15
みるみ るうちに
07 6 0 1 9
1 8 1 0 2 6
ミ ロ
09 6 0 0 1
09 6 0 1 3
ミ ロ君
09 6 0 1 3
みをかためた
10 3 0 17
夢を見るなら夢の 中で と
わづ かにさわ(y 葦 の触手を見る
わたしはい つ か虹を見るかもしれない
そんな遠くを見る ような眼 つ きで
おれを見るな さあ握手
それから 肩をおとして伏目になるか 面をそむけて窓の外を見るか
香い寒帯から運ばれたミル クに溺れる頃
ミルク の 薯をかきまぜ る と
きみ の 青白い 身体はみ るみ るうちに
みるみ るうちにあたりが暗くな っ て
きみ の 影がみ るみ るちぢんで
み るみ る漆黒に つ つ まれて い く､ こ こ は､ も とも と海底だ っ たところで はない か｡ 冷気に身ぶるい し､
きみ の青白い 身体はみ るみ るうちに
み るみるうちにあたりが暗くな っ て
ミ ロ はロ ー ソ ク の 乗ろい 炎で
ミ ロ 君の 夜の 太陽を見て い ると 吐きたくなるね
ミ ロ 君の 夜の 太陽を見て い る と 吐きたくなるね
身をかためた
まがい もの の 甲常に身をかためた冒険家でもなければ
みんか 民家
18 8 08 4
みんし ゆう 民衆
07 4 0 10
みんし ゆ し ゆぎ
1 28 0 4 9
みんぞく 民族
05 4 0 6 0
日本の 重文とされて い る民家 へ の憧れが､
かれら民衆の悩みだ っ たが
民主主義
｢民主主義はイデオ ロ ギ ー で はなく
第二洗の民族 集流 人物は
952
みんな
o 14 0 1 0
o3 9 0 3 5
o3 9 0 5 7
o 41 0 5 5
0 53 0 0 6
0 53 0 3 0
0 61 10 4
0 62 0 15
0 6 6 00 7
0 72 02 1
0 7 2 04 0
0 83 00 4
08 8 0 17
08 8 0 23
0 88 08 0
1 00 00 7
1 01 0 1 2
1 02 00 2
1 02 00 6
1 02 0 1 0
1 0 6 00 2
1 0 6 00 4
1 3 4 00 2
1 4 6 0 2 4
1 7 4 0 0 3
17 4 0 1 8
18 6 0 2 9
18 6 0 5 6
18 6 0 8 2
む 無
00 7
02 8
02 8
03 0
03 7
04 1
04 5
04 8
05 4
05 8
06 1
0 1 0
0 4 8
0 5 9
0 0 4
0 1 6
0 3 9
0 1 2
0 2 4
13 2
0 1 4
08 1
みんなポ カ ンと口をあい てゐ ると
みん なそ こに
みんな わたしの 言ふこ とを信 じない か
みんなは黙 っ た 眼を閉ぢ眼を開き 膝をみ つ めて
みんな灰色の壁にぬりこ められて しま っ て
みんな仲 よく小鳥の ように 一 つ の 枝でおやすみなさい
だけどみんな <生きよ > と言い はしなか っ たね+
みんな捨てて しまうの ですか
みんなど こ へ 行 っ て しま っ たの ?
みんな どう して こ んな に自由にふるまうのか
みんな数字に関係があり
みんな見えなくな っ て しま っ た
みんな知 っ て い るとおりだ
みんな知 っ て い るとおりなんだ
みんな じ っ と耳をすま して い る のだから
みんなは黙 っ た 限をとじ眼をひ らき 膝をみ つ めて - -
み んな忘れる祈りのむ なしさで
みんな日暮の桟橋に集 っ てくれ
みんない っ せ い に銃剣の 襖を立ててくれ
みんな夜明けの桟橋から散 っ てくれ
みんな 同じポ ー ズ で い っ せ い に眼を
これがみ んな詩人だとい っ たら たい て い 驚く
みんな泣きはらした眼をして い る
みんな の 眠が い っ せ い に
｢み んな ､ しぶとい なあ､ そう思 っ て います+ とあ っ て､
(きみが美しい奥さん と結婚 して ､ み んなに鼓まれながら､ 西荻窪の ア パ ー ト に住んで い た ときの こ とだ)
みんな若か っ たと了解 した桝間､ 未来に到着 して い た こ とがわか っ た
それな の に ､ み んなが豊列 して 中央に 一 つ だけ空い て い る椅子
死を含む共同体であるみん なの声に耳を傾けてい ると
脚簡は空に向 っ て泥を吐く 革の無い荒地で はとかく患い 感冒が
小鳥や草の 声とは無関係で ある
葡萄の木の 影の ごときタイ プが無数繁茂する
無造作な天体には樹木が茂る
無限とい ふもの が少しづ つ 暗くな りかけてゐ た
考 へ ある もの の やうに また無意識の ごとく
夜半の けむり無常の 風に耐 へ てきた
軟体の 極限をゆく無数の 曲線の戯れ
無言で蓄音器の レ コ ー ドが廻屯する
無意味な 時代が しずかに腐敗して い ます
無数の小さな抱沫が噴きだ して い る のを･ - -
953
o 61 13 0
o77 0 1 5
o79 0 0 5
08 2 0 1 2
095 0 1 7
o97 0 0 6
o97 0 1 3
09 8 0 2 1
09 8 0 2 5
10 1 0 0 4
10 1 04 4
10 3 0 3 1
10 4 0 0 9
10 6 0 1 6
11 2 0 3 4
12 4 0 3 6
12 6 0 1 3
12 6 0 1 7
12 8 0 2 1
1 2 8 0 7 8
12 9 0 0 8
13 6 01 0
14 2. 0 5 4
14 2. 0 9 1
14 2 0 95
14 2 1 0 6
14 2 1 1 1
14 4 0 0 7
14 4 0 1 8
14(; 0 3 4
14 8 0 1 4
15 2. 0 0 7
15 2 0 1 1
15 2 0 3 6
15 6 0 2 8
16 0 0 1 3
16 0 0 6 7
161 0 1 9
17 1 0 1 之
172 0 28
17 8 0 06
18 1 0 3 7
18 2 0 1 9
渚をふち どり 虚鯉を滴 し
無限の質だ!)
青空の無の なかに溺れようと して い る
しずかに無限の 空の なか へ 消えて い ?た
明るい 無人の 電車が
も し無慈悲な画家が牢獄を措くと したら､
空気を蹴り厚い 無の 壁をこえて ､
｢無+ の指をひらく の は
ぼくはまぶ しい ｢無+ の 下で自分の 手をみ つ める
無力な太陽の こ とば で ぽくにはわかる の だ
沈黙よりも固い無名の 木の 実が放 じけとび
きみが見た大きな虚無はふか くぼくらをひき つ ける
無慈悲な月の 光が 照 し出す
無事に生きの びて きた こ の 下手な構図は
妥協の無限の 可能性をたよりに
無人の巷をさまよう
それが荒涼とした虚無の 世界だ としても
パ ス カル を畏怖させた宇宙の無限の沈黙とか は
無機物の 洗煉の極
旅人の編集室で
鰯為に して
正義と無智の
あとに残る の が 無気力な教養人ばかりだと したら
しかし 利己的で 近視眼的で 撫防備な文明の な かにい て
すで に現実に存在 して い て い わゆる階級構造とは全く無縁な
一 つ の 否! は 明日には無数の 否! になるだろう
そ して 一 人の 勲章を殺すこ とが
鱗の落ちた蛇神は無性闇に輯乾 し
気象は覚存に して無漏
わたしは無我夢中で逃げ出 しま したが
おたがい に無縁の 暮ら しを して きた ので ある ｡
熱意味ない たずらにも
無数の 星の 悲鳴を耳の なかに残すから
なん と無邪気な悪魔のや つ め!
無償を意味する
コ ー ネ リアス とい う無名の 男の 涙が出る放 どおか しな物語
(私たちが忘れて しまうのも無三哩はない)
ほとん ど無尽蔵で ある
無邪気な目には悲 しみ があふれてい たから
もうす(･ ひ とかたまりの 無機物にな る のだから+
無縁の い の ちを
｢無が 一 切 とな る前に+
たま しい は無限をゆびさ して い た
95 4
183 0 1 0
1 83 0 2 9
1 8 6 0 5 4
1 88 0 0 3
1 8 8 0 1 0
1 89 0 2 5
さかり どきの雑踏は無秩序にみえるが
平穏練事の今日 一 日の ｡
ぼくは無意識のうちに隠れ場所をさがして い る
｢また､ ご無沙汰 しま した｡
そ の歯は抜きましたが､ 他 の歯に藩が柵数にある とか ､
餌音無重力の ガラス の部屋で
むい 無為
1 29 0 0 8 無為に して
むい しき 無意識
04 1 03 9
18 6 05 4
考 へ あるもの のやうに また無意識の ごとく
ぼくは無意識のうちに隠れ場所をさが して い る
ムイシキ ン公爵
17 1 008
一 に ア ザ ラシ ､ 二 に ム イ シキ ン 公爵
むい みな 無意味な
05 8 0 1 4
15 2 0 0 7
むえん 無縁
14 2 0 9 5
14 8 0 1 4
17 8 0 0 6
むえんな 無縁な
14 2 0 9 5
むえん の 無縁の
148 0 1 4
178 0 0 6
むかいあ っ て
0 61 1 7 4
むかう
1 0 1 0 3 2
13 6 0 0 9
180 0 4 3
むかえ 迎え
0 7 4 0 0 2
無意味な時代がしずか に腐敗 して い ます
無意味ない たずらにも
すでに現実に存在 して いて い わゆ る階級構造と披全く撫綾な
おたがい に無縁の 暮ら しをしてきたの である ｡
無縁 の い の ちを
すで に現実に存在 して い て い わゆる階級構造とは全く無縁な
おたがい に無縁の暮らしをしてきたの である ｡
無縁 の い の ちを
向い あっ て
火 の ない 噴炉に向い あ っ て います｡
ひろ い 境野にむかう魂が
密議にむかう
引返すか迷路にむかうか
ぼくらの 船を迎えるもの はなか っ た
955
1 67 0 80 よりよき消滅を迎えようではな い か
18 4 0 0 8 新 しく家を建てる と養子を迎え
むかえよう 迎えよう
1 67 0 8 0 より よき消滅を迎えようで はない か
むかえる 迎える
o 74 0 0 2 ぽくらの 船を迎えるもの はなか っ た
むかし
032.
03 9
04 1
05 8
06 1
06 2.
10 1
0 1 2
0 9 9
09 9
0 1 2
1 4 0
0 0 8
0 1 1
むかし 昔
02 8
02 9
03 9
05 3
054
0 62
12 7
1 27
128
15 0
15 0
1 60
1 83
18 6
18 6
18 8
18 9
むかっ て
00 3
00 7
0 2 6
0 41
0 4 1
0 1 3
0 1 1
0 7 6
0 1 4
0 7 9
0 3 1
0 1 1
0 1 3
0 1 8
07 3
0 7 6
0 1 5
0 2.4
016
0 2 4
0 3 4
0 4 0
向 っ て
0 0 5
0 10
00 4
05 4
1 3 3
わたしを愛壬無するの はむか しの 夢であらう
むかしの声もとどかない
むか しの世紀がまだ寝床に就かぬうちは
むかし酒場で知りあ っ た女が
眼下の大いなる混沌の むか しに
二十年もむ か しに死んで
むか しの愛も あたらしい 日附の憎 しみも
背からの葦の 巣があり個人が住ん でゐるが
花花も昔の ままに白く
焼けて しま っ た昔の あたりを散歩する
昔の 恋人からおくられた銀の ロ ケ ッ トを
未来はとおの昔に済んで しま っ て い る
わたしは昔の少年にな っ て ど こまでも追い かけてゆくだろう
も っ とず っ と昔､
も っ とず っ と昔の ､
人間が住んでねえんだ 苦から
きみか ら送られた昔の 雑言志を手に して､ な つ かしい面影に出会い ､
昔 の雑誌が見 つ か っ たとい うの は ､ 私にと っ て幸運で した｡
ニ十年も昔に記憶の底に沈んだ詩人が
遠い昔のおもかげを懐 しんだり
ず っ と昔 の話さ
昔の発車 ベ ル の 音が体 内の どこ かに残 っ て い たん で すよ!
そ の 間､ 昔の 仲間が ､ 三人死んで い る ｡
ず っ とず っ と昔の こ と の ように
海に向 っ て帽子をふ っ て
脚簡は空に向っ て据を吐く 草の 無い 荒地ではとかく惑い感冒が
風の音に向 っ て
あなたは誰かに向 っ て さう言 っ た
曇 っ た空の 下を適 っ た扉に向 っ て走 っ てゆくのを見た
956
o56 0 13
108 0 15
16 5 00 9
18 0 04 6
むかふ
o3 9 07 2
むかふ 向ふ
00 5 0 1 8
0之8 0 0 9
むか へ る
04 3 0 1 5
むがむちゆう
146 0 3 4
むかんけい
02 8 0 4 8
むき
079
08 7
1 67
1 72
17 7
むぎ
010
0 10
0 18
0 2 1
0 8 8
麦
0 0 3
0 0 7
0 4 5
0 0 3
0 1 3
0 0 5
00 8
0 15
0 1 2
0 1 2
聾 の 老人が世界に向 っ て何か叫んで い る の が
存在はす べ て ある終りに向 っ て動く
黙々 と机 に向 っ て仕事をする父の背中に
そ の 人 の背中に向 っ て
測りしれな い地平線の むかふから
桜並木の向ふ側で燃えてゐる
哀訴の蒸気を吸殻 とともに皿 の上に捨てる三重の硝子の 向ふの蛾格子の 申の
弱い 光でうなだれた神をむか へ る
無我夢中
わた しは無我夢中で逃げ出しま したが
無関係
小鳥や革の 声と汝無関係で ある
太陽はかたむき
そらとぼけた白内障の 目をむき
光りの むきを変え ると思 っ た こ ともあ っ た
ひたむきなもの は消滅 した
きみの 家族が住むきみ の家があり
日の 匂を発散させ る少年は青い 麦の芽で ある
青い 麦の芽の匂が 向日葵の あたりにの こる
熱い 麦 の管は
麦藁帽子ほ どの プ ウルをまはり
はて しな い空 麦畑 街々
むぎばたけ 麦畑
08 8 0 1 2
むきぶつ 無機物
12 8 02 1
17 2 0 2 8
はて しな い 空 麦畑 街々
無機物の 洗煉の 棲
もうすそひとかたまりの 撫機物にな るの だから+
むきりょくな 無気力な
957
14 2 05 4
むぎわらぽう し
o2 1 01 2
むくい 報い
13 0 01 1
14 2 11 2
19 2 02 4
むく犬
09 9 0 03
むけて
041 0 05
06 1 0 7 8
08 5 0 2 8
10 1 0 5 0
14 2 0 4 7
18 0 0 0 7
18 9 0 1 3
むけてくる
04 1 0 0 5
むげん 夢幻
0 23 0 1 5
むげん
0 37
0 77
0 82
1 12
1 2 6
1 82.
む こう
06 1
08 1
093
1 0 1
1 0 8
1 1 7
無限
0 1 6
0 15
0 12
03 4
0 1 7
0 1 9
1 6 3
0 1 1
0 1 4
0 0 3
0 0 9
0 0 2
あとに残る の が 無気力な教養人ばかりだと したら
麦藁帽子
麦藁帽子ほ どの プウ ル をまはり
報い が これだ り
どんなにおそろしい 報 い を受けるかは
これが罰か､ 太陽と海を呪 っ た こ と の ? た っ た 一 度の 空想の 罪に しては､ 酷すぎる報い ではない かl
糞金の毛のむく犬と 一 緒 に
意志は荒い 山肌の斜面からむけてくるの か
ぼんやり眼を水面にむ けて とおる のを - -
い つ も刃を上にむ けて い る親切な 男だ
この地平から水平線にむけてひ っ ぱ っ てゆ こう
それから 肩をお として伏目になるか 面をそむけて窓の外を見るか
障子に映る薄陽をむけて
かれはくるりと背をむけて
意志は荒い 山肌の 斜面からむけてくるの か
軟弱な地を撞げ夢釘の 申から
無限といふものが少しづ つ 暗くなりかけてゐた
無限の質だl)
しずかに撫限の空めなか へ 消えて い っ た
妥協の無限の 可能性をたよりに
パ ス カル を畏怖させ た宇宙の 無限の 沈黙とかは
たま しい は無限をゆびさ して い た
星の きま っ て い る者はふりむ こうと しな い ｡
霧 のむ こうでは
これから壁の むこ うに出かけなければならない
あちらから昇り むこうに沈む
空壌の むこうで
どぶ川の むこうに革がゆれており
958
16 7 0 0 9
む こう 向う
oO 1 0 0 8
o54 15 4
む こうがわ
054 15 4
むごたらしい
081 0 2 4
むごん 無言
054 13 2
むし
0 01
00 4
005
0 28
0 28
0 74
0 83
12 8
12 9
14 5
19 1
0 0 5
0 0 3
03 5
045
0(i5
0 1 9
0 0 8
0 5 3
0 1 3
0 0 5
0 0 7
虫
窓ガラ ス の む こうに放
高い梢の 向うの 響は
ネクタイ ピ ン で こ じあけられた窓の 向うがわ
向うがわ
ネクタイ ピ ン で こ じあけられた窓の 向うがわ
むごたらしい 歴史の そ とに
無言で蓄音器の レ コ ー ドが廻転する
むしばまれた
16 0 0 7 0
むしばみ 蝕み
16 7 0 7 6
ぶんぶん と姐虫は
炎は昆虫の やうに週をな らす
昆虫は死んだ
そこ を通る風の鳥の虫類の 笑ひ
笑うもの たち虫の やうな検微鏡下の 虫たち
い かに して黒い 姐虫が這い ず っ てゆくかを
ほそ い 声で虫がないて い る
相場も騒動も測量も相続も掃除も葬式も
白紙の 本をめくる
芋虫色の 串を時間外駐車で路上に放置 し 道徳の 坂を下り左折してまた坂を登る とす(･ 右
虫獣の 鴨ぎ
蝕まれた
ア ル コ ー ル と麻薬に蝕まれた生活で
ぼくたちの ライ フを蝕み
むじひな 無慈悲な
09 7 0 0 6
10 4 0 0 9
むじやきな
15 2 0 3 6
171 0 1 2
も し煉慈悲な画家が牢獄を描くと したら､
無慈悲な月の光が 照し出す
無邪気な
なん と無邪気な悪魔のや つ め!
撫邪気な目には悲しみがあふれてい たから
むじゆん 矛盾
959
16 6 00 7 矛盾の 道を地ならしするの は
むし よう 撫償
15 6 02 8 無償を意味する
むじ よう 舛常
o4 5 0 1 2 夜半の けむり無常の 風に耐 へ てきた
むし よう 軒性
1 44 0 0 7 鱗 の 落ちた蛇神は無性闇に轍転し
むしように
1 52 0 0 4 む し ようにや つ と話 したくな っ た
むじん 無人
o95 0 17 明るい 無人の 奄車が
124 0 3 6 無人の巷をさまよう
128 0 7 8 無人の編集室で
むじんぞう 無尽蔵
161 0 1 9
むすう
0 28
048
06 1
14 2
15 2
18 8
無数
05 9
0 2 4
0 8 1
1 0 6
0 1 1
0 1 0
むすうの 無数の
048 0 2 4
0 61 0 8 1
142 1 0 6
15 2 0 1 1
むずか しい
08 8 05(～
lO 6 0 3 7
むずかゆい
1 25 0 2 2
放 とん ど無尽蔵で ある
葡萄の木の影の ご ときタイ プが無数繁茂する
軟体の極限をゆく無数の 曲線の戯れ
無数の 小さな抱沫が噴きだ して い る の を - -
一 つ の 否! は 明日に吐無数の 否 1. に な るだろう
無数の星の 悲鳴を耳のなか に残すから
その 歯は抜きま したが､ 他 の 歯に箇が無数にある とか ､
軟体 の極限をゆく無数 の曲線の戯れ
撫数の 小さな抱抹が噴きだ して い る の を - - ･
一 つ の 否 ! は 明日には無数の 否 1. にな るだろう
無数の 星の 悲鳴を耳のなか に残すから
気むずか しい人たちに聞かせてあげよう
な にご とも断定するには むずか しい 世界とな っ た
むずかゆい 両脚をとじて 一 人 の ベ ッ ドで静かに眠れ
960
むすこ 息子
o4 1 0 45
o 66 0 1 7
1 13 0 1 4
151 0 03
とげとげしい 息子よ 御身の
息子は煙草をふか しながら
なんでも知 っ て る 靴屋の 息子で
貧乏人の息子で
むすび つ ける
o 57 0 19 力 が判断と緊張をし っ かりと両足 にむすび つ ける
むすびめ 結び目
1 84 0 之5 結び目に愛がな い からで
むすめ
o 58 0 4 2 サ ー カ ス の むすめ の 写真をながめながら
むすめ 娘
148 0 0 5
151 0 2,9
173 0 2 6
181 0 1 1
むせ
1(;8 00 7
むぞうさな
03 0 004
むそうする
052 025
むだ
0 22 0 0 9
054 1 18
1 51 0 3 7
むち 碓
0 32 0 1 1
1 60 0 6 8
むち 無智
1 3 6 01 0
むち つ じよ
二 人の 娘を育ててきたと善かれてい た｡
おまえをおとうさ んと呼んで い る娘を裸に し
今では街中でも締腰な娘に出あ っ たりすると
十八 の 小娘を相手に
緑野の香にむせながら
無造作な
無造作な天体には樹木 が茂る
夢想する
誰もい ない 淋しい 部屋を夢想する
そ して毒を含むだ花々は
そ して詩人 と大学生は駅で しばらく別れを惜しむだろう
有難い こ とに どんな女 にもむだがなか っ たから
しなやかな轍の やうに
｢蛇の穴+ と称して大学にもi･ りこ み 教鞭をと っ た こともあるが
正義と無智の
無秩序
961
183 0 1 0 さかりどきの雑踏は無秩序にみえるが
ム ッ ソリ ー ニ
173 0 3 6 ム ッ ソ リ ー ニ も死んだ
むなしい
o 46 0 1 1
o 53 0 5 0
o6 1 0 5 3
むなしく
045 0 0 7
o7 8 0 1 8
いまはしい 壁や むな しい紙きれにまたたく嘆息をすて
一 年 よりもむな しい 一 生を過ご して きま した
浪にくずれるむな しい 幻影が
荒れた庭に 花樹はむな しく崩れかかり
ぽくらはむな しく大空 に
むな しさ
10 1 0 1 2 みんな忘れる祈りの むなしさで
むね 胸
o o5 0 1 5 ヴ ュ ニ ュ ス の胸は考より広い ヴ ェ ニ ュ ス の胸は考より広い
o 41 0 4 7 母の 胸をどんな に不安に して しま っ たか
049 0 0 7
0 50 0 2 9
0 51 0 3 4
053 0 15
054 00 8
05 4 163
05 5 0 6 4
0 62 0 05
0 63 0 1 0
0 65 0 4 2
0 70 0 4 5
08 0 0 1 7
10 0 0 1 2
1 01 0 5 3
1 12 0 2 6
1 26 0 15
1 79 0 24
むぼうびな
14 2 0 9 1
むま 夢魔
08 1 0 0 6
鋭い 笛の ようなものが胸の底でめざめる､
きみ の 胸 の傷口は今で もまだ痛むか ｡
そ して じり じりと胸の 上に倒れかか っ て くる｡
わた しは大切に胸の うえにさげて い ます
胸に造花の老人たちが
胸にか がやく太陽の紋章を示 しな がら
胸をえ(l られ
わた しの胸 の なかで腐 っ て い る
重たくぼくの 胸にの しかかっ てくる
高く低 く､ 沈黙の 胸をたたい た｡
おまえの 胸をお しひらく｡
あたらしい血汐で あらい こ の 苦 しみ の胸が
不安披胸にたかまり
歌う者の いな い 咽喉と 主権者の い な い 胸との
裏白な花婿の胸をした戦友 よ
奇蹟の 冒険に胸をおどらせ るだろう
グラ ス を胸に のせ たまま
無防備な
しか し 利己的で 近視眼的で 無防備な文明のな かに いて
宙にうかんだ 夢魔の城
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むめ い 柵名
101 0 4 4
160 0 13
むやみに
10 6 0 2 9
むら
03 8
03 8
10 1
123
127
19 0
00 4
0 2 9
03 7
0 1 0
0 1 5
0 0 4
村
むらさき 紫
09 0 0 1 2
09 0 0 2 1
10 6 03 0
10 8 0 3 2
むらさき色
00 8 0 1 1
むり 無理
1 60 0 6 7
むり ょくな
1 01 0 0 4
むれ
0 37
042
0 46
048
06 1
083
12 1
むれ･群
02 8
06 2
0 0 2
0 12
0 2 8
03 5
1 2 4
0 0 7
0 1 2
れ
0 6 2
0 3 8
963
沈黙よりも固い 撫名の木の 実がは じけとび
コ ー ネ リアス とい う煉名の 男の 涙が出るほどおか しな物語
むやみ に明る い星空があり 意味なく敏感な宇宙があり
い く つ か の街と村の屋根をすぎる
わづか に街 と村の
きみ たちは もう頑強な村を焼きはら っ たり
巨大な村
村の思想の種子が こぼれて ､
父がうまれた村は山中にあり
こ の紫檀の肌にくら ぺ たら
紫檀 の光沢は深ま っ てきた
尖が っ た紫の 口髭なら ず っ と微妙な廉えをも つ かも しれない
みはるかす何とか連山は紫の帯
之_どれてむらさき色に なる と 煙の つ ま っ たパ イ プを
(私たちが忘れて しまうの も無理 はな い)
無力な
無力な太陽の こ とばで ぼくに はわ かる のだ
しづかな炎のむれが
ねむれる革のう へ に
あなたはけむれる 一 個 の霧 となり
涛の たわむれから
ひ と つ の波 の たわむれから
なにもかも光 と影の たわむれにすぎない
玄コ影の女 とたわむれる
花花 しく棲息する物質の群れが
ただひ とり群れをはなれた小羊が
065
メ
0 0(～
0 1 6
039
054
054
054
05 4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5 4
5
6
6
7
7
7
7
7
8
9
9
5
5
5
2
2
2
3
3
5
1
1
100
100
o 3 2 ひと群れの鶴にま じ っ て ､ 永遠 の刑罰を
0 0 8
0 1 1
0 5 8
12 6
13 3
13 9
14 2
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4 4
3
1
4
1
2
4
0
2
1
0
1
6
0
103 0
1b3 0
103 0
12 3
12 4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
4
4
5
5
6
6
7
8
8
8
5
8
2
2
2
0
2
0
0
4
0
4
4
8 5
7
5
9
4
0
9
9
3
8
6
9
6
1
3
0 9
15
2 8
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
2
1
7
3
7
1
7
1
6
7
0
0
0
0
0
9
0
7
3
7
7
3
7
9
4
1
2
2
0
0
0
4
5
2
4
4
そう い えば長い こ と日の メを見なか っ たね
透明なプロ ペ ラがメガネの 申に
ヌ ウメ ノ ン よ ヌ ウメ ノ ン
｢ア メリカ ･ ･ ･･ ･ ･J
｢ア メ リカ - - ･+ と壁がこたえて い る
｢ア メリカ - - ･+
反 コ ロ ン ブ ス は ア メリ カを発見せず
われわれの ア メリカはまだ発見されてい な い と
空虚な メラ ン コ リイ の 谷間にふり つ づ い て い る
さ っ きか ら彼の イ メ ー ジ の
乾 い た咳を 一 つ した｡ 彼 の イ メ - ジ の なかには
簡潔なイメ ジによ っ て
二千四百メ ー トル の 興奮
高速度カメ ラが
メ コ ン河 の水で濁 っ て い た
メ コ ン河 の上流 へ と
銀メ ッ キ の光りをうか べ た不敵な男だ
きみのイ メジは
きみの イ メジ 如 ＼つ も限に砂をい っ ぱい 溜めて い る
ペ イ ヴメ ン トには水玉模様の 少女が あふれ
そ して ぼく と逆の イ メジを抱いて い る
イ シ ュ メ ェ ル には い い と ころが ある
金づ か い の 荒い ア メリ カ人 とはわけがちがう
イ シ ュ メ ェ ル よ
世界の メ トロ ポリ ス
(ジ ャ ー ナ リス トがテ ー ブル を叩い て怒 っ て い る)
どんなイメ ジを選んだ とこ ろで
おれのイ メ ー ジ に
あなたの メ ッ セ ー ジ は
アメ リカの 一 部 の戦争捕虜たちは
歴史を作る者をたえず脅か しつ づ けてきた基本的なイ メ ー ジで ある
まさか ､ ｢荒地+ が今頃に な っ てア メリカから送られてくるとは｡
お い らのメ ッ セ ー ジ
ア メ リカ の オ ー デ ン とい われたが
アメリカ社会 における成功の蔭にある失敗の さまざまな痕跡が
ダメを詰めるような毎日を送りながら
ら - - ｡ 貴方に判らなかろうと､ もう少し付け足すと､ 昨年は形相の意味も知らなか っ たとい うこ と｡ 私は ｢メ
ドイ ツ 系の ア メリカ人で
フラ ン ス 系 ア メリカ人 と横須賀で結婚し
何の コ メ ン トもな か っ たが
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18 8 0 6 6
め 芽
o10 0 0 5
o10 0 0 8
018 010
02 6 0 23
031 019
062. 0 4 9
1 0 9 0 0 2
1 4 4 011
め 眼
00 2
00 6
00 7
00 7
01 5
01 7
01 9
O2 0
02 1
02 2
02 3
02 4
02.5
0 2
0
0
0
0
2
2
3
3
5
6
6
3
7
0 39
0 41
0 12
0 10
00 8
0 15
0 0 3
0 1 8
0 0 9
0 0 5
0 2 6
0 1 0
0 2 0
0 0 4
0 1 3
0 4 0
0 0 6
0 2.8
0 1 0
0 2 0
0 4 4
0 3
0 4 1 0
0 4 1 0
0 4 1
0 45
0 4 6
0
0
0
0
0
4
4
5
5
5
7
9
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
3
4 6
5 5
3 4
0
5
1
1
2
2
2
8
4
6
1
5
2
4
子供の自殺は､ ア メ リカでも､
日の 匂を発散させ る少年披青い 麦の 芽である
青い 麦の芽の匂が向日葵の あたりにの こ る
青い 芽が伸びる
芽生え のな い種子が
けれど今にな っ ても芽をふかない
枯革の あい だの四月の 若芽の ように萌えて います
芽を出 し､ 枝葉をひろげ
木の 芽峠を越え
凍り つ い た限を
少女が碧い 眼をした人形を抱 へ て出てきたが
多孔質の雲の 聞からトンボ の限 のやうに碧く ア ス ピ リ ンを積ん
まだ阿片でぽうぽうと煙 っ た限よ
花は眼の ある動物を見ない
眠が白くな っ て天を呪めたが
あの 憂欝な眼は
眠が覚めた
白い 雲の 中で限を つ ぶり
限に見えな い
澄んだ褐色の限を出はいりする憎悪の 炎よ
けてゐ る 寝床に散らば っ た怠惰な骨の 中から 陰哲な眼球
眼もなく耳もなくただ涜れる血液披
おびただ しい発たちが 眼をつ ぶる
そ の とき銃眼の奥から呪む
黒い 眼帯を外 して
眼は くらみ
す べ て をみ つ める生きもの の 脱が
しだい に眼をとじた楕円の石に変 っ て しまふ
優 しい 眼鏡や柔かい 手袋の明日の方まで湿 して ゐる
毅然たる恰好は 悲しげな脱ぎ しは
みんなは黙 っ た 眼を閉ぢ眼を開き 膝をみ つ めて
どんな物蔭の 暗い 脱が
眼のまぼろしに妖しく恐かれた
群青に支 へ られ 限を彼岸 へ 投げながら
大きく見ひらい たう つ ろな眼の
高い と こ ろに立 っ て影 の眼を開い てみたまえ
空にむか っ て眼をあげ
あとで こ っ そり眼を覚ます こ とだ ､
ぼんやりとデス ･ マ ス クが 肉眼に見えてくる ｡
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0
0
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0
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あの鍵穴はまばたき しな い 眼 - -
わたしは いまでも眼鏡の つ かれをぬそい
大学生は低い声と思い やりの ある眼ざしで話 しはじめる
だから僕がとくに眼ざめる とき
僕は眼をかがやかし涛の ように喋 べ りかける
い つ の 日か 僕らの交す脱ぎしや
あな ため眼となり､ あなたの 表情とな る ｢現在+ に ｡
ぼんやり眼を水面にむけて とおる の を - 一
眼下の大い な る混沌のむ か しに
鳶の 眼で
十二時十分 針の 眼が
い たましい 鴎の 眼で見おく っ て い た
もう誰の 限にもとまりませ ん)
けれど死んだ限をひ らい た少年には
きみ の イメ ジはい つ も限に砂をい っ ぱい溜めて い る
きみは賢者の 砂色の日良で
まだ眼ばたきして い るや つ がい る
みんなは黙 っ た 限をと じ眼をひらき 膝をみ つ めて - -
どんな物かげの 暗い 眠が
は じめて心で見 限で感じた夏だ っ た
ぽくたちが さらに遠くの 世界に眼をやるとき
みんな同じポ ー ズ で い っ せ い に眼を
第 一 列の 中央に い やな上限づか い の かれが い て
かれの 限は ス プ ー ン の銀 の ように輝い て い る
鳥の 巣型の髪の カ ッ トに 度の つ よ い 眼鏡を糸で つ る して
そんな遠くを見るような眼 つ きで
眼や珂や手足をなく した不幸な犠牲者に何をしてや っ たか
すべ て の秩序が眼の高さにあればい い とい っ た
地上の何億という眼披
いさ ぎよか っ た者の眼の ような
みんな泣きはらした限をして い る
広場に立 っ て眼をこす っ て い る と
どん よくな眼が
しかし 利己的で 近視眼的で 無防備な文明の なかに い て
みんな の 限がい っ せ い に
眼がさめてみ ると
彼は特徴の あるうるん だ限をしばたたきなが ら聞いて い たが､
忘れてはい けな い こ とを さがすような眼で
生きるの をい ぶかる眼に
おおきな眼を空洞 にして
きみがす っ かり眼をと じるまで
女は狂う寸前の 限 つ きを して
くぼんだ限窟に目やに の ようにたまる
17 3 05 3
188 00 5
188 0 17
188 0 24
188 0 3 7
18 9 0 2 7
19 2 0 16
19 2 0 1 9
19 3 07
どうか こ のまま眼が覚めませぬ ように+
白内障の 限を､ な る べ く休めるように して い ますから､
眼は､ そ の うちに､ 片限ず つ ､
両の こぶ しで ､ 眼をおきえて い る光景､
限よりも､ 心で計る構えになる の は､
死人の 眼で なが めなが ら
震えて い る足許に限をおとすと､ 白 い 四角 の標識に､ 明りがL7:かにとも っ て い て ､
助か っ た 7. _藍だ死にたくはない ｡ 眼は真珠 に､ 骨は珊瑚にな っ たとかい う､ 五尋の 海底の 父になるなんてごめんだ
眼鏡の疲れをぬ(･ い
めいきゆう 迷宮
o 4 6 0 3 4
o 61 1 5 1
めい し 名刺
02 0 0 0 2
o2 0 00 7
めい しん 迷信
07 2 02 2
めいずる 命ずる
0 61 0 74
めい そう 唄想
09 6 0 18
19 0 0 16
めい て い 醜酎
0 93 0 0 9
めい はく 明白
07 2 05 6
16 6 01 2
同じ木の手摺に つ かまり 同じ迷宮の 方向 へ 降りてゆく
同じ迷宮の白い渦の なかに消えてゆ.く ｡
バ ラ色 の手に名刺が
名刺を通過したが
迷信も愉快だ し､ 科学的検討もまんざらではない
あなたの足を停め､ あなたに待 つ こ とを命ずる ｢現在+ に.
あの 喋想の 闇の コ ア には生きて い る砂漠があるん だ
残りすくな い 闘想の命を楽 しむ
醜酎は何に よらず悪い習慣だが
どうして ､ こ ん な明白な こ とがわ からなか っ たのか
自由とは何かは太陽の ように明白だ っ たの に
めいはくな 明白な
o 7之 0 5 6 どうして､ こ んな明白なこ とがわからなか っ たの か
めい めい された 命名された
14 5 0 1 9
.慶金屋虚血と命名された群集の河は昨日の ように流れてい た
めいめ い の
1 48 03 6 結局､ め い め い の職歴 と子供を何人作 っ たかとい う こ とに つ きて い た｡
967
めいめ つ して
1 45 0 27
めいもくした
o 35 0 27
めいれい 命令
112 0 1 4
めいろ 迷路
o9 3 012
09 3 0 1 3
明滅して
街のまぶたは重く垂れ 束京の暗い夜に信号煙が明滅して い た
堺目 した
塀目 した険の う へ
命令 一 下たちまち整列 し 黒い 銃剣の林を つ らね
14 6 0 1 1
14 6 03 6
1 46 05 2
14 6 05 3
163 0 03
180 0 43
192 0 13
めかくしきれた
13 6 0 0 8
めがけて
0 72 0 62
めかた 目方
145 0 1 7
メガネ
01 6 0 1 1
め(･ つ て
05 4 04 3
1 32 0 0 7
1 68 0 1 1
神学は迷路で ある
かれにと っ て は と っ くに抜け道がわか っ て い る迷路である
ビル の なかは迷路 にな っ て い て
またまた迷路の廊下にまよい こ み
迷路を歩きは じめました
迷路は深くて
迷路をさまよ っ たあげくに
引返すか迷路にむかうか
途方もない 迷路に入 っ て しま っ たと気づくと､ あたりが急に暗くな っ てきて ､
目かくしされた
目かく しきれた森の
群集は押 しあい へ しあい 停車場めがけて
そんなカ ッ プル は どこ にでもい で快楽の ス プ ー ン で苦痛の 目方を計りかねてい た
透明なプ ロ ペ ラがメガネの 申に
夕暮の環をめ(･ つ て
年月はめ (･ り めそ っ て
ど こをどうめ (･ つ て み ても
めくら
136 0 1 1 めくらのまご ころ
めくり
12 4 00 6 日付の な い暦をめくり
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め(･ り
o2.5 0 1 0
o4 2 0 0 7
o7 5 01 5
o78 02 2
115 0 12
13 2 0 07
15 0 03 3
18 0 038
18 0 0 4 1
1 88 0 7 9
め(･ りあう
o 75 0 1 5
180 03 8
180 0 4 1
め(･ りあおう
11 5 0 1 2
め(p りあわせ
15 0 03 3
め(･ りめそ っ て
13 2 0 07
メ コ ン河
0 73 0 03
0 73 0 2 8
日暦をめ(･ り欲望を追 っ て ゆくもの よ
大い な る弧をめ(v り遥か に高い所から
もうニ度とめ(p りあうこ ともな い
い つ までもめ(･ り つ づ けて い るだけな の に - -
またい つ か め (v りあおう
年月はめ (･ りめ (･ つ て
それとも単にめ(･ りあわせか｡
言葉はめ(p りあうもの かたずねあうもの かと いう
め(･ りあうことに失敗 し
私には､ なんと､ 四十三回目の 地獄め(･ りです｡
もう二度とめ(･ りあう こ ともない
言葉放め(･ りあうもの かたずね あうもの か とい う
め(･ りあうこ とに失敗し
またい つ か め そりあおう
それ とも単にめ(･ りあわせ か ｡
年月はめ(･ りめ(･ つ て
メ コ ン河 の水で濁 っ て い た
メ コ ン河 の 上流 へ と
めざして
o 25 0 02 星の 光をめざ して噴き上り
めざめた 目覚めた
0 14 0 0 3
0 41 0 1 7
めざめて い た
0 41 0 9 8
めぎめて い る
03 1 00 5
頭の 大きな楽器が目覚めたらしい
不図 目覚めたときは
目覚めてゐた
あなたは独り目覚めてゐ た
目覚めてゐ る
目覚めて ゐる石や眠 っ て ゐ る樹木は
969
o4 1 10 6 日覚めてゐ る こ とに疲れ
めざめる
o4 9 00 7
めじり 目尻
1 67 05 9
18 7 004
めだたな い
1 48 022
鋭い 笛の ようなもの が胸の底でめ ざめる､
うなだれた囚人の 目尻 には
目尻に涙をにじませ
目立たない
土 にかえる目立たな い 姿勢をして い たが ､
メ ッ セ - ジ
14 2 03 7
15 2 0 19
め っ たに
14 5 00 4
1 60 0 6 6
め っ ぽう
18 1 0 13
めつ らく 滅落
150 05 2
メトロポリス
1 23 00 9
めにみえな い
106 0 43
めぱえな い
02 6 0 2 3
あな たの メ ッ セ ー ジは
おい らの メ ッ セ ー ジ
はい ると つ ぶやきながら黒い色の 真実やめ っ たに売れない エ ン ジ ェ ル の 絵を売 っ て い た+
かれの名は雑誌やア ン ソ ロ ジ ー で さえめ っ たに見かけなくなる
風がめ っ ぽう強く
続い て第二輯に逃亡した婿婦の 心理 を描い た ｢減落+ を発表したとこ ろで ､
世界 の メトロ ポリス
目にみ えな い
詩人の本質は変らない それは目にみえない奥にあ っ て
芽生えの ない
芽生えの な い種子が
めまい 弦畢
002 0 0 5
04 1 0 41
めやに 目やに
17 2 02 1
メランコ リイ
肱牽がする
夜どほ し歌 っ てゐ るな 寒い 舷牽の なかで
くぼんだ脱藩に目やにの ようにたまる
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o5 5 0 3 5 空虚なメ ラ ン コ リイ の 谷間にふり つ づ い て い る
めん 面
oo 6 0 07 ･ 地面からそんな声が した
o31 0 1 0
o3 3 0 1 5
o4 1 0 0 5
o4 8 0 2 8
o52 0 0 2
o5 4 14 1
o5 5 05 9
059 01 0
0 60 00 2
0 61 07 8
062 04 3
070 0 12.
1 0 6 0 19
1 06 03 6
1 12 0 2 2
125 0 0 4
12.6 0 1 1
14 2 047
14 2 0 97
14 2. 10 1
14 5 0 0 3
15 0 013
15 0 0 3 6
15 0 0 7 3
15 9 0 1 6
1 60 02 2
1 64 00 9
165 0 0 8
167 0 6 2
175 0 1 5
18 0 0 0 6
18 7 0 0 3
18 8 0 0 2
18 8 0 16
めんじ よされ
14 2 0 5 9
めんぜん 面前
煤けた家具の断面だけを見せ
小さな宇宙の平面の上に残された
意志は荒い 山肌の斜面からむけて くる の か
すると地球の 表面に都市ができる
忘れがたい 悲 しみ の面影がうかぶとき
すべ て の 人々 の面前で語りたか っ た
イデオ ロ ジ ス トの 撃め面を窓から つ きだ してみ る
今で はな つ か しい 面影の ようにうすれて しま っ た
斜面に枯革がそよ い で い たりする
ぼんやり眼を水面にむけて とおる のを - -
こ の 小 さな丘 の斜面に寝そ ぺ っ て い ると
悲しみ の 水面にうか ベ て ､
かれの額は 西洋皿 の平面の ように広く
不吉な羽ばたきをして 地面を歩く鼎い 鳥の 男たちもい る
寝床の ぬくもりで放て っ た身体を 詰ま っ た路面電車に積みこ んで
縦横家の 仮面の うらとおもてに
もうす(o テ レ ビ の 画面に吸 い よせ られるだ ろう
それから 肩をおとして伏目になるか 面をそむけて窓の外を見るか
非合理に機能する官僚的権威主義を全面的こ はび こ らせながら
ブ コ フ ス キ ー や ア マ ル リクが直面 した状況にくらぺ たら
何もない 地面の片隅に針金細工や手製の指輪を並 べ ど こ にもい な い エ ンジ ェ ル が こ こ に
彼の 表面は常に波立 っ てゐ るが､ 彼 の底は何時も静かで ､
しか し､ そ の こ とに､ ｢私 + は､ 全面的に欺かれて い るわけには い かない ｡
きみ から送られた昔の 雑言志を手に して ､ な つ か しい 面影に出会い ､
そ んな場面は
(公衆の 面前では 場違い な人間とい うの と同じだ)
足で地面をばたばた踏んで
面をそむけさせたので ある
ぼろぼろにな っ た壁面にまた心理面に
きみ とぼくは同じ 一 枚 の画面の 中にい る
そそくさ と読みおえたその文面を
壁面の 王は
こんな文面があ っ た の を憶えて い るだ ろうか ｡
呼吸ができなくなると いう ､ 面倒な病気です｡
免除され
恐ろ しい ク ロ ー ル プ ロ マ ジ ンや ハ ロ ペ リ ド ー ルを免除され
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o5 4 14 1
160 02 2
めんどうで
15 5 01 2
めんどうな
1 88 0 1 6
も 藻
o o8 0 1 7
o41 0 之5
o41 0 3 4
04 1 0 6 0
o6 1 0 7 7
06 1 1 4 4
o61 1 6 4
07 0 0 0 6
09 1 0 1 1
14 2. 0 65
モ ア ･ ザ ン
1 28 02 6
もう
0 15
017
018
02.9
03 1
03 1
032
04 1
04 1
05
0
0
0
0
a
0
0
0
5
5
5
6
6
7
7
7
4
4
4
4
2
9
2
5
7
013
0 3 8
0 0 1
0 0 2
0 0 8
0 之6
0 0 2
0 3 7
1 3 9
0 0
0
0
0
0
0
0
0
0
6
8
8
4
0
5
1
2
3
3
5
7
5
5
8
5
4
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すべ て の 人々 の面前で語りたか っ た
(公衆の 面前では 場違い な人間とい うの と同じだ)
それらが めん どうで厄介な の は
面倒な
呼吸ができなくな ると いう ､ 面倒な病気です｡
レ コ オ ド音楽に之 乏あい て 緑の藻を.乏づてゐる
海からや っ て来たと い ふ 空を飛ぶ藻に乗 っ て きた人よ
い としい 藻 あの 愛着の 汐よ
別の あな たの 藻の こ とを考 へ ながら
溺死人の行列が手足を藻で しばられて ､
あなたの青銅の額には ､ 滞れた藻の 髪が垂れ､
そ して濡れた藻と青銅の額の 上に､
わたしの からだを水藻の ように
新聞社の 屋上たかく舞 っ て い る伝書鳩の
魂を売る こ とを拒否 したとい う
大事な ｢モア ･ ザ ン+ がぬ けま した
昨年の 唄で あらうかもう見えない
もう綿帯もまにあはな い 頃にな っ て
もう響は拭はれて
もう歯ぎ しりする怒もなく
もう花な どどんな世界 にも垂れは しな い
もう何も信 じたりしな い がよ い
風はもう吹い て こ な■か っ た
青春よ もう再び戻 っ てきては い けな い
水 の中にはもう春がきてゐ る
僕らはもう会うこ ともない だろう
おお いま こそイギリ ス に住もう
鍵は僕が失敬した そ して もう決して 返 しは しな い+
｢もうい い 一 言も語 るな
こ こ でもうお終い だ とい う気がします
もうひ とりの 少女に話 して い た
何百万の 人々が､ もう 一 度溜息を つ くの だ
もう二度 とめ (･ りあうこ ともな い
もう超えるこ と の できない 境があり
07 8
078
080
080
083
08 4
08 5
08 8
08 9
0 90
0 92
092
093
096
098
09 9
09 9
10 1
10 2
10 2.
10 2
10 4
1 07
1 08
1 10
1 12.
113
117
118
12.1
12 3
12 5
12 5
12 6
1 28
1 30
130
13 2
134
13 7
13 8
14 2
1 45
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
2
1
2
2
4
1
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
3
1
6
8
9
1
2
8
3
8
6
5
0
0
1
3
0
0
0
1
1
2
1
0
3
0
0
4
1
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
9
6
2
7
6
8
0
1
5
1
1
2
9
0
6
6
1
0
1
1
6
0
1
1
1
1
0
0
0
1
2
1
1
1
6
7
2
5
1
9
0
2
1
3
(そ の友 の 名はもう思い出せない)
(そ の年の こ とはもう忘れた)
きみ はもう何も言わぬが い い
もう きみ はこ の 渡しない眺め の
これはもう丘 とは い えな い
それはもうシ リ ア や トリ エ ス テ の軍隊よりも
文明批評はもうたくさ ん
ぽく と 一 緒 に住もう とい うのだ
もう誰の 眼にも とまりません)
これはもうは っ きりして い る
もうない
もう二十年た つ
もうろう としたス トイ ックな頭から
文明色なら もう古くな っ た三十年代流行のセ ダン の
｢寝るまえにもう 一 杯 い か が?
もう 一 人の 妹は眠りながら小径を歩いて い る
もう 一 人の 妹は 一 人 の子供の 母にな っ た
きみたちは もう頑強な村を焼きは ら っ たり
もうい ちど ハ ー プ の筋をかき鳴らすから
悔恨の 波はどこまでもうね っ て ゆけ
若き日はもうかえらない
わたしの 血汐は もう歌おうとしな い
車輪や道もうた っ て い た
海はもうイヤ !
もう風を窄むこ ともな い
もう忘れたと思 っ て い たよ
もう分らな くな っ た
失うもの はもうな い から
おれはもう うんざり
陸の ウ ニ はもうごめんだと逃げだそう
もう 一 つ の 首都を夢みて
夢はもうい らなく な` っ た
もうい ちど血 のなかをとお っ て こ い
もうす(v テ レ ビの 画面に吸い よせ られるだろう
おれはもう会わない
もう 一 つ は誰だろう?
もう 一 つ が可哀そうだ
もうするこ と披ない
｢もう来ませ んかね､ バ ス は?+
もう誰も知りたがらな い 二 人の秘密
もう夢には戻れない
｢もう長い こ と こ の 国の ほん とうの歴史は
｢写真店の 窓には曝された肖像の 記念写真が 夢こ そすべ て で あると知 っ た時 もう肉体
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14 5
14 6
14 8
150
15 4
0 2 9
04 1
0 4 6
0 5 9
0 0 6
155 02 8
157 00 8
1 60 03 9
1 66 03 2.
167 02 7
167 0 73
168 00 9
17 2 0 2 8
173 0 1 0
17 7 0 3 1
18 0 0 2.5
18 1 0 1 7
1 88 0 4 9
1 88 0 7 8
1 91 0 13
1 92 025
もうしわたし
142 0 6 6
もうそう 妄想
17 2 0 1 7
もうたくとう
17 3 03 8
もうはつ 毛髪
023 0 0 2
02.7 0 0 7
もうふ 毛布
0 65 04 8
1 73 04 6
もうもく 盲目
033 0 09
048 0 1 7
夢 の厚着で肥りすぎた詩人には真偽は どちらでもよく 魂はもうと っ くに死んで い た
｢もう こ こ にはい ない のか しら?+ と思い
もう これ以 上､ 減る こ との な い 戦友の ､
しかし､ それから彼は､ もう小配を書かなか っ た ｡
瑠璃玉 の 道はもう見えない
い い え､ ぼ くはもう - - - - と 口 ごも っ て
もう栄光の 差なん て ありません
もう 一 度 一 人 になるために
ぼくはもう死んで い る の かも しれな い
もう 一 人の 放である
どの みちもう
虹の 国を描くこ ともあ っ た とおもう
もうす(･ ひ とかたまりの 無機物にな るの だから+
もう終ろうと して い る世界がある
酒場はもう しま っ ており
ら･ ･ - ･ ｡ 貴 方に判らなかろうと､ もう少 し付け足すと､ 昨年は形相の意味も知らなか っ た とい う こ と｡ 私披 ｢メ
ふと ｢もうゴル フ はや めよう+ と
これはもう ､ こたえられない ､
もうす(･ ､ ｢荒地+ の最も残酷な月｡
もう 一 度 ris e a nd fall
必死の 思い で ､ 前方 の真 っ 暗闇を凝視するが､ 良j何も見えぬ ｡
申 し渡 し
国外追放を条件と した釈放の 申し渡 しに対して
妄想によわい 妹を病み
毛沢吏
毛沢束も死んだ
毛髪の やうに血が垂れて
一 本 の 毛髪もふくめて
星も月もない 夜､ 毛布にくるま っ た男は
汚な い三 枚の 毛布にくるまれば
盲目はドア の 隙間から入 っ てくる
盲目の 辛が
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もうもくと 黙黙と
o 79 0 1 9 ぼくらは黙黙と逃れ去るだろう
もうれ つな 猛烈な
o 70 0 5 2
もうろう 濠腕
o3 0 0 2 5
もうろうとした
o 93 0 1 6
もう 一 つ の
123 0 1 1
もう 一 度
o72. 0 5 8
16 0 0 3 9
191 0 1 3
もえ
00 5
00 8
014
01 8
0 2.5
03 9
0 41
0 48
0 51
0 53
0 54
063
065
089
098
115
15 2
16 0
17 2
燃え
0 1 8
0 0 4
0 15
0 1 6
0 18
13 2
12 9
00 7
0 15
0 18
12 4
0 0 2
02 8
0 0 2
0 2 3
0 0 9
0 3 0
0 6 5
0 0 1
もえあがる
02 5 0 1 8
975
どんな蛇 よりも猛烈な 轟をも っ て い るわ
濠膿 とした足にゆ すられながら
もうろうと したス トイ ッ クな頭から
もう 一 つ の首都を夢みて
何百万 の人々が､ もう 一 度溜息を つ くの だ
もう 一 度 一 人 になるために
もう 一 度 ris e a nd fall
桜並木の 向ふ側で燃えてゐ る
もある 向日葵の ごとく旗は燃え 荒地に咲きそめた
けれど燃えない うちに水がはい っ たよ
内部から燃 え始め る
燃えあがる世界の 窓の 内部から
ゼラ ニ ウム のやうに燃えはて よう と
やがて嫉妬の 火で燃え尺さうとする
皮膚だ けが燃え
海が熱い 体温のなかで燃えたぎ っ て い る､
夕陽の 果に燃え つ きて
絵画は燃える ような赤でなければならぬ
夕日が燃えつ きて しま っ た
燃える屋根の 下に ､ 愛は
赤々と ス ト - ヴが燃えて い る部屋の
ブラ ンデ ィ の 血を燃えたたせ る火
まだ燃えてい る筆墨の
美 しい 炎をあげて燃えあがり
フ ン ボル トの天才 は四十歳で燃えつ きて しまい
紅に黄に燃えさか っ て
燃えあが る
燃えあがる世界の窓の 内部から
もえさかっ て
172 0 0 1
もえたぎっ て
o5 1 0 1 5
もえたたせ る
o9 8 02 3
もえ つ きて
053 0 1 8
06 3 0 0 2.
16 0 0 6 5
燃えさか っ て
紅に黄に燃えさか っ て
燃えたぎ っ て
海が熱い体温の なかで燃えたぎ っ て い る ､
燃えたたせ る
ブランディ の血を燃えたたせ る火
燃え つ きて
夕陽の果に燃 え つ きて
夕日が燃え つ きて しま っ た
フ ン ボルトの 天才 は四十歳で燃え つ きて しまい
もえて 萌えて
o6 2 0 4 9 枯革の あい だの 四月の 若芽の ように萌えています
もえてい る 燃えてゐ る
oo5 0 1 8 桜並木の 向ふ側で燃えてゐ る
もえない 燃えな い
o1 4 0 15 けれ ど燃えない うちに水がはい っ たよ
もえはじめる 燃え始める
o1 8 0 1 6 内部から燃え始め る
もえはて 燃えはて
03 9 13 2
もえるような
05 4 12 4
もが いた っ て
18 6 0 5 2
もがく
03 3 0 0 3
09 4 0 0 8
もくげきしや
05 4 12 0
ゼラ ニ ウム のやうに燃えはて ようと
燃える ような
絵画は燃えるような赤でなければな らぬ
どうもがい た っ て ､ あなたはあなたです よ!
い まおび ただ しい影 の なかでもが く
杭に つ かまり宙にもがく小舟
目撃者
聴かせてくれ 目撃者娃誰な の だ l.
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もくし つ 木質
o 41 12 4 木質は腐り 陽に煩か れ 蝋のやうに流れた
もくせい 木製
o21 0 0 7
o2 1 0 0 8
o2.1 0 09
もくてき 目的
o4 1 1 3 6
10 0 0 17
10 3 0 2 2
木製の パイ プ
木製の ベ ン チ
木製の ポ ニ イ の
目的のな い風が立 つ
目的のな い風が立 つ
かれの目的地は
もくてきち 目的地
10 3 02 2 かれ の 目的地は
もくとう 黙祷
1 35 0 0 5 くる しい黙祷を
もくひよう 目標
126 00 5
128 0 43
｢月が刻下の目標だが
愛や敵意が 馴票にうまくとどい たためしがあるかい ?
もく ヘ ん 木片
o3 9 064 悼めく木片が故に漂 っ てゐ よう
もくもく 黙々
112 0 1 5 敵にむかい 黙々 と出撃 し 一 夜あければ骨となる
1 65 00 9 黙々 と机に向 っ て仕事をす る父 の 背中に
もくもくと 黙々 と
112 0 15 敵にむか い 黙々と出■撃 し 一 夜あければ骨となる
165 0 0 9 黙々 と机に向 っ て仕事をする父の背中に
モグラ
oo 6 0 0 6_皇≦竺乏の生活は嫌だね と
も(･ りこみ
1 60 0 68
ち(･ りぬける
04 6 0 05
06 1 0 0 7
｢蛇 の 穴+ と称して大学にも(･ り こ み 教鞭をと っ たこ ともあるが
潜りぬける
はるか足下を潜りぬける黒い水の 流れ
はるか､ 地下を潜りぬける運河の流れ､
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もこ 模糊
o46 0 4 1
もし
o 32 0 1 5
o 39 0 2 8
o 39 0 5 3
o 39 11 6
o 41 0 5 3
o 53 0 0 4
054 0
054 0
054 1
055 0
057 0
062. 0
064 0
2 5
4 5
064 0
075 0
097 0
097 0
098 0
100 0
100 0
10 0 0
10 0 0
10 0 0
10 6 0
11 6 0
1 26 0
13 3 0
14 1 0
14 2 0
14 2 0
1 42 1
1 45 0
1 47 0
150 0
1 51 0
15 1 0
160 0
160 0
1
0
2
1
0
3
1
0
1
0
0
2
3
3
5
3
0
2
1
1
2
8
0
1
0
8
3
3
9
8
9
1
2
2
6
1
3
5
9
3
6
6
2
6
4
5
3
3
4
6
5
4
0
0
4
8
978
模糊 とした深淵の ほとりから離れ
とほく海がひろが っ て ゐるかも しれない
それは涙に似てゐ たの かも しれな い
わたしはい つ か鳥にな るかもしれない
わたしはい つ か虹を見るかもしれない
また明日 お会い しませう も しも明日があるの なら
街の とも し灯も
演(･ ん で ときには涙(･ みもしないで
もしかしたら君の 姿が霧の 中からぬ けだ して こ ない か と
｢また明日会いま し よう も しも明日があるの なら+
可憐な魂の ノ スタルジ ア にとも して
泣い たこ ともあ っ たか もしれな い
｢もし身体にも魂にも属さ な い捉があるなら
大きな夕碁の環に灯を ともして ､
大きな夕碁の環に灯を ともして ｡
悪魔 の手におちるかも しれない
もし無慈悲な画家が牢獄を描くと したら､
もしあなたが ､ そ れを見たい と思 っ たら､
｢もし､ も レ - - も し､ も レ - -
また明日 お会い しま しよう もしも明日が あるなら
もしも 明日があ っ たら
かろやかな鼻唄の リズ ムで渉きも したろう
ちょ っ と した喜劇を仕組みも したろう
も しも 明日があるな ら - -
尖が っ た紫 の 口髭なら ず っ と微妙な震えをも つ かも しれな い
詩にな るかもしれぬ
人間の精神の 問題かも しれない から｡
誰も語ろう と しな いし聞こ うともしな い
在りえたかも しれな い すべ て の も の よ｡
秘密警察 の認知 も しくは同意なく して
ず っ と痛烈かも しれな い が
少しの犠牲で将来の披滅を防げるかも しれな い)
有りも しない 幸福 の歌が い つ もの ように響い て い た
一 晩の激情で死に突入 して い たかも しれない
地磨か何か の前兆かも しれませ ん｡
も の の数ではな い かも しれな い が
はじめから 一 人 に して おけばよか っ たの かも しれない
死にたくな っ て い たの かも しれな い
どの 寿が い い かと話 しも した
162 0 1 5
166 0 2 5
166 0 2 8
166 0 3 2･
1 77 0 0 5
1 77 0 1 7
1 88 0 3 1
1 88 0 3 8
1 92. 0 1 1
もじ 文字
01 2 0 0 4
0 21 0 22
o 76 0 15
もだえ 悶え
0 28 03 2
065 0 4 9
169 0 1 6
悦惚の所業であ っ たかも しれない
きみ は死にかけて い る のかも しれな い
きみ は死にかけてい る のかも しれない
ぼくはもう死んで い る の かも しれない
よか っ たかも しれぬ
灯をとも し
何の 挨拶も しなか っ た の ではな いだろうか ｡
私 の 癌疾 ､ で ある のか もしれな い ｡
も しかすると､ 近づく にしたが っ て ､ 遠ざかっ て い く海な のかもしれない ｡ こ んなと ころは､ 日本中の ど こにもあり
その 実しい 扉 の文字は
とほく離れて文字を愛 して
虚しい 文字の ように消えて ゆく
す べ て の叫喚が悶える胃腸で ある
烈しい 渇きに悶えなが ら
悶え苦 しむの かも
もだえる 悶える
o28 03 2 す べ て の叫喚が悶える胃腸で ある
もたざる 持たざ る
o61 1 5 8 あなたは持たざる 一 切 のも の を求めて ､
もたない
03 6 0 27
10 1 0 2 0
13 3 0 2 4
花花の薫りと肌をもたない
すこ しず つ退却してゆく軍隊をもたない
永遠に帰る ぺ き家をもたな い
もたらし
o3 9 11 8 眠りをもたらし
もたれ
05 6 0 0 1
05 6 0 1 8
0 89 0 0 5
12 0 00 2
もたれ 焦れ
021 0 1 8
029 0 03
ひ とりぽ っ ちで橋にもたれ
橋にもたれて ぽん やり煙草をす っ て い る
橋 の うえで 石の手すりにもたれ
ベ ンチにもたれて い る と
ぼくは ベ ン チ に覚れて
焦れかかる椅子もない
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o35 02 4
o39 01 1
o41 0 2 1
o41 09 7
o54 15 9
16 7 0 2 4
もたれかかる
o2 9 0 0 3
影に覚れて揺れて ゐる
とねりこ の木に覚れ
錆びた鉄柵に覚れる小 男の 悲哀よ
椅子に覚れて
テ ー ブル に焦れて新 しい 東金時代を夢みて い る
背中をまるめて椅子に焦れて い る
覚れかかる
焦れかかる椅子もない
もたれて 覚れて
02 1 0 1 8
o3 5 0 24
o4 1 09 7
o5 4 15 9
1 67 02 4
もたれる 焦れる
04 1 021
もち
04 1 0 5 1
058 0 4 4
0 61 15 5
0 85 0 1 1
1 00 00 3
1 01 02 3
103 007
10 6 03 8
142 0 7 9
151 03 0
もつ
01 0
02 8
04 6
0 67
0 67
0 70
0 84
0 88
1 06
163
0 0 1
0 2 3
0 0 2
0 0 9
0 1 1
02 1
0 3 2
0 74
03 0
0 0 4
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ぽくは ベ ン チ に党れて
影に焦れて揺れてゐ る
椅子に覚れて
テ ー ブル に焦れて新しい 黄金時代を夢みて い る
背中をまるめて椅子に覚れて い る
錆びた鉄柵に覚れる小男の悲哀 よ
新聞紙の 上を歩い てゆ く 固い 心 をもち
もちろん誰にも聞えるきづか い はありません
此処 と彼処､ それもちい さな距離にすぎぬ こ とを - - ･
きみ は心 よりもデ リケ ー トなうわ べ をもち
かたい 心をもち 小刻みにひ とび とにな らい ながら
どの 方向にでもまげられる関節をもち
さまよう素足をもち
詩人はもちろん屈 して はならない そ の外貌が どうであれ
もちろん 信念より自分の 生命が大切だ と考えたからである
おもちや にする こ ともできる ので ある
自転車に乗 っ て ゐる少年は自駐車の ス ピ イ ドをも つ
鳩とともにおお救世主の銅像の 髭にも つ い て
澄みたる空に影をも つ 橋上の 人よ
あたたかい 街をも つ だ ろう
ー 匹の 魚をも つ だろう
あなたの指は何も つ かまえる こ とができない ｡
どこ までも つ づく青い灯の 谷間にも
どこ までも つ づく愛の 歌で
尖が っ た紫の 口髭なら ず っ と微妙な震えをも つ かもしれない
夜明けとも日暮とも つ かぬ薄明の 中で
173 0 7
18 8 0 4 5
もっ て い な い
o39 0 2 2
もっ て ゐる
o41 0 18
もっ とも 最も
10 6 04 4
135 0 0 8
142 0 0 5
185 0 2 6
18 8 0 78
もてあましたり
050 0 0 7
もとせんゆう
14 8 0 2 9
｢見当も つ かんな
磁痴とも､ 自慢ともつ かず､
持 っ て ゐな い
もはやどん な力も持 っ てゐな い こ とを知れ
あなたはた しかに夜をも っ て ゐ る
す べ て の生きもの のうちで 最も強くて しなやかな骨だ
最も遠い 天の 梢 へ
束側における弾圧や迫害に最も敏感な人たちで さえ
最も深く嘆い て い る者にと っ ても｡
もうす(･ ､ ｢克地+ の 最も残酷な月 .
ゆがんだ顔をもて あま したり
元戦友
元戦友から招待状が と どい た｡
もどっ て 戻 っ て
04 1 03 7
05 9 0 0 4
06 1 0 64
10 0 04 6
10 2 014
10 4 0 0 8
14 2. 0 7 3
16 9 0 1 2
19 3 0 2 0
青春よ もう再び戻 っ てきてはい けな い
母が戻 っ てく るの を待ちながら
どう して あなたは戻 っ てきたの か｡
ぼくが戻 っ てくるの は
毛深い夢の織機に戻 っ てきて くれ
太陽に追われた記憶が戻 っ て くるだろうか
十二年の刑期を つ とめ あげるために監獄 に戻 っ て い っ た の である
戻 っ て こ なくてもし
.
1い と噴く
同じ時は決 して戻 っ て こ なか っ た
もど っ てきて 戻 っ て きて
04 1 0 3 7
102 0 1 4
もど っ て くる
05 9 0 0 4
10 0 0 4 6
10 4 0 0 8
もど っ てゆく
青春 よ もう再び戻 っ てきては い けない
毛深い夢の 械後に戻 っ てきてくれ
戻 っ てくる
母が戻 っ てくる のを待ちながら
ぽくが戻 っ てくる の は
太陽に追われた記憶が戻 っ て くるだろうか
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1 0 0 30 こ ころよ い 追憶にもど っ て ゆく渉行者の ように
もとふくだい とうりょう 元副大統領
12 8 04 7 元副大統領 ハ ン フ リ ー 氏 は
もとめて
o5 5 0 0 3
o 73 0 1 9
o 78 0 1 9
もとめて 求めて
05 1 0 2 8
0 61 1 5 8
0 80 0 1 4
0 85 0 3 1
15 1 0 3 8
もとめる
061 0 5 6
もどらない
03 9 13 7
もどりみち
1 08 0 3 0
もどる 戻る
1 07 0 1 1
1 83 0 2 8
もの
01 5 0 1 9
0 25 0 1 0
0 28 0 2 0
0 28 0 2 9
02.8 0 6 5
03 0 0 2 6
0 31 0 13
0 31 0 17
0 31 0 2 4
0 33 0 0 2
0 35 0 16
0 37 010
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死の ガ ー ドをもとめて
射りゆく運命の 暗示をもとめて
ひと つ の 島をさが しもとめて い た の だ
軌撤に手が把手 (ハ ン ドル) を求め て痩 轡する ､
あなたは持たざる 一 切 のも のを求めて､
求めても手がとどかなか っ たもの のため に
きみが求めて い るもの は善悪でな い何もの か
愛を求めてさまよい
あなたは冒険をもとめ る旅人だ っ た ｡
もはや こ の身にも どらな い
戻り道
理髪店からの 長い なが い 戻り道
ぼくの 思想はぼくに戻る
地蔑も事故もなくて家 へ 戻る
死んだもの は壁の申に
巳麿をめ そり欲望を追 っ てゆくもの よ
かれら塵換都市の 番兵 と呼ぶもの か ら
彩るもの は何であ っ ても何でも構はない
笑うもの たち虫の やうな検微鏡下 の 虫たち
零閲気の ほ とりに件ん で い る白い も の
静止してゐ たもの が動き出 したとき
そ っ とあふれてゐ るもの だけがやさ しか っ たと
象どられたものか ら
だが白い もの は
来るもの と去 っ てゆくもの が
けものや鳥よりもすばやい 身仕度で
o37 0 16
o37 0 之0
o39 0 1 2
o39 0 4 1
o3 9 0 7 8
o3 9 1 0 1
o4 0 0 1 9
o40 0 2 5
o4 1 0 3 9
04 1 1 1 9
o4 1 1 2 3
043 0 0 7
04 2 0 1 5
04 4 0 0 1
04 4 0 0 2
04 4 0 1 1
04 6 0 4 6
04 7 0 0 4
04 8 0 1 5
04 9 0 07
05 1 0 3 0
05 2 0 0 8
053 0 之4
05 3 0 6 0
05 4 0 6 6
05 4 0 9 3
05 4 14 8
05 5 0 3 0
05 7 0 3 0
06 1 0 1 5
06 1 0 1 6
061 0 4 4
0 61 112
0 61 11 3
0 61 13 1
0 61 15 8
0 61 15 9
0 61 18 2
0 62 03 2
0 62 04 7
064 00 9
0 71 01 2
0 72 0 13
軒限と い ふもの が少しづ つ 暗くなりかけてゐた
すぺ てをみ つ める生きもの の脱が
魂言のやうなもの を
専ふもの を
淋 しいもの に運ひな い
わたしははじめて怒りとい ふものをみた
秘密はい く つ もの 廊下をとほ っ て くる
盲ひたも の の ため に
考 へ あるもの の やうに また無意識の ごとく
誰の もの でもない と思 っ てゐた樹木
もはやあなたを導くもの はな い
いく つ もの乾 い た言共にそ っ て
庭は荒れて もの影もなし
働ふもの 考 へ るも の
また烈 しく運動するもの
御身は教 へ る､ 肉の宙 ( すゑ) なるもの たちに､
い く つ もの 扉の やうに行手をさ へ ぎり
孤独な生きもの の ため
まるで滅び る こ との な いも の の ように
鋭い 箇の ようなもの が胸の底でめざめ る､
人間はチ ュ ー ブ の ようなもの であ っ たらよ い
愛と死の 隠れんぼはや っ ばり楽 しい ものだ ろうか
い つ もの ようにわたしはお姉さん さようならを告げる こ とが出来ません
夢を見ながら眠る習慣が こ んなに悲しい もの とは思い ませんで した
銀行が国民のもの になるだろうから
そうだ これで僕の孤独も充分というものだ
暗い 存在が抽象そ のもの に凍ろうとする時間の はずれから
なんだか眠りたりな いもの が
ぽくはぼくで ある 一 切 の もの を否定するの だ
い く つ もの 通路をぬ け､
い く つ も の町をすぎ､
未来と信仰はちがう
■
も の ｡
一 つ の も の を選ぼうとするとき
最悪のもの を選んで しまうこ とには
車乞けるもの 固く凝れるもの を溶か した+
あなたは持たざる 一 切 の も のを求めて ､
持て る 一 切 のも の を失 っ た｡
貴方がわたしに下さ っ たも の は こ れだけですか ｡
愛 して い ても愛しきれるもの ではな い し
生きもの の緑 の意志は
人生に別離なんかあるものか と､
われわれを待ちうけてい るもの は
なにもの よりも
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0 72
073
07 4
07 4
0 74
0 76
0 77
0 80
0 84
0 85
085
085
085
088
088
088
088
089
08 9
09 3
09 4
09 4
09 4
09 5
0 98
0 98
098
098
101
101
103
10 3
10 5
10 6
10 6
11 2
11 2
1 12
1 13
117
117
123
124
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
7
2
0
1
1
0
1
1
3
0
2
3
3
2
3
4
2
2
2
3
8
7
3
4
7
7
0
1
2
1
2
6
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
2
0
1
1
2
2
1
7
4
9
0
1
3
2
3
3
4
4
8
4
2
1
3
0
3
0
0
0
0
0
0
0
0
4
1
2
2
5
0
1
0
1
4
7
0
9
4
4
3
3
5
2
9
0
3
1
千万の人々を容れるに足りるもの だ
ぼくらを運び去るもの は
ばくらの船を迎えるもの はなか っ た
三色旗を つ けた巨船の うえにあるもの は
生あるもの の皮膚の下を
ぽくのも のでもきみの もの でもな い
敗世紀も の列を つ く っ て つ づ く のだ
求めても手が とどかな かっ たもの のため に
こ の 世の も のでな い弦 と弓は
きみ の 血 を現場 へ 駆り立て るもの は
キ ッ ド の短靴の ような もの で
きみが求めて い るもの は善悪で な い 何もの か
光と影で 区分できない 何もの かであろう
太陽に背をむけたそれらの ものが
ぼく の も ので な い 夢を
物言わぬ空 というもの がな い
消えざる喜び 永くとどまる悲しみとい うものがない
空を背景に したす べ て のも の が見えるのです
雪の なかで しか経験したこ との ない す べ て のも の が ･ - -)
かかる読番法は良い 趣味以外のなにものでもない
解読できぬ暗号の ようにま丘くて遠くあるもの
会 っ た こ との な い 人たちの こ とを思い うか べ て い るも の
ああ 太陽は全身にものうく
さらに多くのもの がかか っ て い る
誰 の もの でもな い淋 しさが
自分ひ とりのもの とな る時刻 - -
そ の 光りと いうもの だろう
その 影とい うもの だ
なにもの よりも おの れ自身に擬する銃 口を
安全装置をはずした引金は ぼくひ とりの もの であり
まがいもの の 甲常に身をかためた冒険家でもなければ
にん げんの運命をすいこむもの
ぼくらの ゆくてを曇らせ るもの は ､
時代におくれ 人におくれたす ぺ て のも の をとり戻すために
すべ て の 生きもの の うちで 最も強くて しなやかな骨だ
過去で しか会うこ と の な い おれたちだ 何の秘密もあるもの か
いや い や働きにい っ た ち い さきもの の ため に
答えられるものな ら答えて くれ
い っ たい 誰 のもの か
失 っ たもの へ の愛 の ほかに
失うもの はもうない か ら
昨日欲 しが っ たもの を
ど こでも似たようなもの
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125 0 18
1 26 0 19
1 27 0 19
127 0 2 3
12 8 0 6 6
12 9 0 15
130 00 9
13 3 0 1 5
13 3 0 20
13 3 02 1
13 7 0 1 3
14 0 00 4
14 1 0 11
14 1 0 14
14 2. 0 2 4
14 2 0 6 9
14 2 10 5
14 2 12 2
14 5 00 7
14 5 0 14
14 5 0 3 3
14 6 0 3 5
15 0 0之4
15 0 03 7
15 0 0 3 8
15 0 04 6
15 0 04 7
15 0 0 65
15 0 07 4
15 1 03 3
15 1 0 3 5
15 3 0 0 1
154 0 15
15 5 00 1
1 55 02 3
15 5 03 3
15 5 034
15 8 021
1 60 02 4
1 60 04 6
1 60 05 2
1 61 00 5
161 0 2 1
われらの 人生なんて ロ クな もの で はな い
よく見ておこう 科学の 問題とおも っ たもの が
見たもの を否定 して生きて きた
黄ろい タン ポポを黄色にしたもの が
冷たい 水の ようなもの + か
ものうい 太陽と
(鶏どものくびを
うまれるはずのもの がうまれず
もの さび しき火を借り
いく つ も の街衛と大路を過 ぎる
触畳もの ドアを叩いて きた
ぼくを破滅させ るもの がなくな っ た
与えるものがと っ くになくな っ て､
在りえたかも しれない す べ て のも の よ｡
(それゆえ こ の 国独得の 統治方式の利点とさえい えるもの で
精神病棟監獄から同時に釈放せ よ とい うもの だ っ た
巨大なもの の カが 個人の 信念より永続する とい う証拠はな い
個人の 平和と 世界の 平和と 人勅そ のもの の 真 の守護者たりうるのだ+ と
売 っ て は い けないもの を売る深夜の
有りもしない幸福の歌が い つ もの ように響い て い た
侍れるものもない 空間にそれは借れてい た+
ど こをどう走 っ たもの か
自分の 番い たもの がまるで つ まらなか っ たこ とである ｡
｢本質的に我 々が誇り得るもの は生理以外に在り得ない ､
叉木質的に個性的なるものも+ と言 っ たの は､
｢誇り得 るもの+ を失 っ た とさ と っ たとき､ 彼披 こ の世から転向してい っ たの だ ｡
我 々が生きのび たこ とで誇り得るものが ､
喪われたもの を､
つ い ､ 書か でもの こ とまで書い て しま っ た ｡
記憶にあるもの だけで百六十人
もの の 数で はな い かも しれない が
青い塩水からうまれた生きもの の
さすが にもの い わぬ扉の まえで
前にあるもの は
前にあるもの を
ほ しい も の
見倦きないもの とい っ たら
とい うきみ の議論にききほれたものだ
歴史とい うものが どんなにわれわれの野心や虚栄 とく いちがうか とい う
今夜の かれの幸運は明日にはきみ のもの だろう
使うもの以外にきみ の 物はな い の だぞ
あな たを殺すもの でも
あなたを殺 しにくるもの があれば
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貧しさの 樹齢そ のも の と化 してから
父なる存在そのもの が
わたく しは父の書い たもの を理解せ ず
失われたもの と現在あるもの の 中間で
い つ も の ように申で 二軒分の 買物を した
家の崩壊はな い もの と念 じてきたの に
愛しきもの よ さ らば
とてもとても悲しい もの にちがい ない
人は幸福であり満足だ とはい か ない もの か､
ひたむきなもの は消滅 した
か つ てきみ の横顔には自伝ら しきもの があ っ た
あの 一 局 の碁が語るもの は何だ っ た のか
着て い るもの を脱ぎ
寒さに耐えて い るもの よ
美しきもの が蓮しく育 つ
夢の なかではずい ぶん怖い 目にあうもの だが
ど こかで勝手に出あうもの である
言葉はめ そりあうもの かたずね あうもの かと い う
たずねるものが見 つ か らない ときもあるだろう
それがせめてもの礼儀である
たね o しか しそれはそうそうあるもの じ やな い ｡ 違うもの の 方が圧倒的に多い - o で は ､ さ よならK.Ⅰ.
くだもの屋にあふれてい る蜜柑が
生か して きたもの の ゆえに
読みもの がたま っ て い くばかりで ､
早いも の で､ あれから四年､
ごみ の 山をかきまわして い て見 つ けたものだが､
こ の まま沈んで よい も の か
薄暮 と昧爽とをとりちがえて い た迂闇さに､ 狼狽するも間なく ､ 巨大な生きもの の胎内に のみ こ まれるように ､
死者を して死者を野らしめ よ
あなたを愛する者はない
あなたを愛する者はない
減ろに姿を現わすこ の 髭だ らけの 死者は誰だろう
立会う青もなか っ た
｢屋 の きま っ て い る者はふりむかぬ+
独身者はふかく自ら舘きながら
独身者は大学生の リキ ュ ー ル グ ラス に
決然たる拒絶者の 愁い顔があらわれる
独身者はすばやく扉の そ と へ 消えうせる
聴かせてくれ 目撃者 は誰なの だ!
ひとり占い の賭博者の ように
そ して 至高の 言葉を携 えた使者が
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おれは慢性胃腸病患者の だら しな い ネクタイをしめ
サラリ ー マ ン や労働者を相手に
親しい者の まなざ しや
屋の きま っ て い る者はふりむこう としな い ｡
星 のきま っ て い る者の ､ 空 にまたたく光の ために｡
生ける死者たちが空中を歩きまわ る夜がきた｡
死者の侵入 を防(･ の だ .
死者 の 国の
ぼくが殉難者の澄んだ 昨を して い る としたら - ･ ･ ･
恋をあさる若者の血汐の なか にも
青､ 赤､ 黄､ 白 の運命の使者たち
独断批評家の 口ぶりもわるくはな い し､ 皮肉な記者のポ ー ズも捨てがたい
声なくして新 しい死者 と語りあ っ た
ぼくらはすで に こ の 歴 史の 内で は死んだ者
木の 吊床に横たわる者
理想主義者や清貧家を蹴とば し
輝く太陽を見た者はい ない
きみは賢者の 砂色の 限で
こ ころよ い 追憶にもど っ て ゆく歩行者の ように
｢何百万 の死者の 霊とともに
歌う者の い な い 咽喉と 主権者の い な い 胸と の
粗暴な肉体の礼讃者で もない のだ)
かれは自分を罰してはならない 屠殺者や皮肉屋の包囲の なかで
限や司や手足をなく した不幸な犠牲者に何をしてや っ たか
不運にもあやまちをおか した者は
喜んで処刑される者もたくさんあ っ た
資しい 者 の天国に か ･ ･ ･ -
他者 へ の絶望が
他の 一 人 は 古典的な社会復帰者として
名づ けられぬ欲望の煽動者に串あれ!
聖者をうらぎ っ た革が あらわれてい る
と悲観的な賢者が言 っ た
と楽天的な科学者が言 っ た
腹を立てて出て い く者
旗を立てて去る者
高層居住者
わたしを見た者はいな い
わが心 の愛する者をたずね しが
愛する者を欲 しない ためか?
なん じ の心 の 愛する者を知れりと
われを産み し者の 室をすて て
い きぎよか っ た者の眼の ような
木の葉の ように散 っ て い っ た若者たち
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舞台裏で物思い に沈む あわれな役者
す べ てが終 っ て い る者には､ ほ かに呼び名はない ｡
ス パ イ し 盗聴する者が
義に昏 (くら) い 者 イデオ ロ ギ ー も羊よろめく者が立去り
異端者や地下の作家や哲学者を根絶やしにする
ぽくたちはやがて 比較的おとな しい分裂病者 として
自ら明らかなこと にも 悲 しい かな 認めようとしない 者があり
黙 っ て背中を向ける者もい る それにはそれの
歴史を作る者をたえず脅かし つ づけてきた基本的なイメ ー ジである
個人の平和 と 世界の 平和 と 人類そ のもの の 真 の守護者たりうるの だ+ と
あなたは見たままを語り 予言者と して
｢至上の ト - モ ロ コ シ の 毛がア ゴにもある長髪の若者が
不信の 者の天国に対 して
レ ス ビ ア ン の女たちの 癌撃は不信者の地獄の 笑い の - 型態で ブリ ッ ジ して 反 っ た肉体の
ときたま死の匂い を発散させ る若者に出会 っ たりする と
みな年相応に老けて ､ 持薬を服用する者もあり､
戦死者の手足が(･ るりと輪になり､
自分 の こ とではな い かと猫疑したりする者もあ っ た｡
ようするに小心な若輩の似た者同士の 集りで .I
文学 の世界に とどま■っ て い る者は､ 私しかい ない ｡
敗戦後の苦 しい 生酒の たたかい に敗れて倒れた者もあ っ た｡
編集者で ある私が警視庁から呼び出 しを受けた｡
故郷喪失者か
近親相姦者か
｢おまえも達者で ね+
賢者たちは言 っ て い る
ニ ュ ー ヨ ー ク ･ タイ ム ズ の 記者が屍体置場の リ ス トからかれの名をみ つ け出し
戦争と革命の犠牲者たちの
他者の 犠牲を必要 としな い しあわせ は
あとに残 っ て い る の は 小者ばかりだから
見一守る者は誰もい な い
どんな に気強い若者でも
か つ て の 勇者放い まな お勇者だ
老い たる者には智慧があり
リアの 記者を して い た当時
タイ生れの 中国人の 医者と再婚 した
愛する着か ら引裂かれて - -
最も深く嘆い て い る者 にと っ ても ｡
五十何年ぶりに歯医者の 厄介になる とい う始末 ｡
きみが好きだという､ 武者小路の ､ 茄子や南瓜の素朴な絵､
陰険な勝者は
おめで たい敗者に言う
よく よく見れば､ そ こ から - 米間隔くらい で ､ 白 い 明りが点々と つ づ い て い る の だ . 迷う者の ために設けられた救急
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もの い わぬ
15 4 0 1 5
もの い わぬ
1 24 0 3 2
も の いわぬ
o88 0 4 6
さすがにもの いわぬ扉の まえで
物い わぬ
物い わぬ唇
物言わぬ
物言わぬ空というもの がな い
ものうい
129 0 1 5 もの うい 太陽と
ものうく
09 4 0 22
ものおと 物音
1 29 0 0 3
ものおもい
108 0 0 5
140 0 10
183 018
ああ 太陽は全身にものうく
地上の物音はきこ えない
物思い
物思い にふける
舞台義で物思い に沈む あわれな役者
若い 証券マ ンが 一 人で 物思い に耽 っ て い る
ものかげ 物かげ
100 0 15
ものかげ 物蔭
04 1 1 3 4
もの がたり 物語
08 8 0 5 3
10 3 0 2 6
1 60 0 1 3
1 60 0 5 3
もの(･ さな
014 0 0 6
ものさび しき
133 02 0
ものだ
どんな物かげの暗い 眠が
どん な物蔭の 暗い 眠が
ぼくたちの 物言吾を
■
海 の物語の ただなか
コ ー ネリ ア ス とい う無名の 男の 涙が出るほ どおか しな物語
それから物語の コ ー ネ リ ア ス が どうな っ たかはわからな い
物(･ さな
物(v さな楽器たちはね ころんで
もの さび しき火を借り
989
o31 0 1 7
o5 2 00 8
o54 09 3
o7 2 07 2
o98 0 2 4
o 98 0 2 8
14 2 06 9
15 1 03 3
15 8 0 2 1
1 60 0 4 6
1 80 0 1 9
1 88 0 7 2
もの影
o 42 0 1 5
もはや
0 35 0 06
039 0 2 2
0 39 0 9 5
0 39 1 3 7
041 1 2 3
158 0 3 9
1 92. 0 0 1
もふく 喪服
060 0 18
もよう 模様
O28 0 15
10 0 0 61
もらい さげて
1 60 0 60
もらし
0 54 0 7 4
0 66 0 2.
もらす
174 0 2 0
そ っ とあふれてゐ るもの だ けがやさ しか っ たと
愛と死の隠れんぼはや っ ばり楽しい も の だろうか
そうだ これで僕の 孤独も充分とい うもの だ
千万の人々を容れるに足り るものだ
そ の 光り とい うものだ ろう
そ の 彫と い うもの だ
精神病棟監獄から同時に釈放せ よ と い うもの だ っ た
記憶にあるもの だけで百六十人
とい うきみの議論にききほれたものだ
今夜の かれの 幸運は明日にはきみ のもの だろう
夢の な かではずい ぶん怖い 目にあうもの だが
ごみ の 山をかきまわ して い て見 つ けたもの だが ､
庭は荒れて もの 影もな し
それは - 羽 の 鳥よりもはやく帰 っ てく る
引まや どんな力も持 っ てゐな い こ とを知れ
すべ て はもはや過ぎ去 っ て しま っ たと いふ
もはやこ の 身にも どらない
もはやあなたを導くもの はな い
もはや暁紅をかい まみ るまでもなか っ た
もはや､ わたく し､ と特定する必要はな い o わた く しには､ わたく し以外の
黒い 喪服をつ けた男の
工場の 透明な模様の 申に編まれ
ペ イヴメ ン トには水玉模様 の 少女があふれ
最後は叔母の クラ ラが遺体をもらい さげてい っ た
詩人は不敵な薄笑い をもらし
かれは溜息の ほそ いけむりをもらした｡
会心 の 笑みをもらすきみを前に して ､ ひ どく口惜しい 思い をした｡
もられた 盛られた
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1 8 6
もり
0 28
03 p
0 41
0 62
0 62
0 62
1 01
1 04
1 36
1 87
蘇
o7 9 宴席の大きな皿に盛られた海の 率､ 鯛や地の利身も
04 2
00 4
09 5
04 0
05 0
0 62.
04 7
00 5
00 8
0 2 8
もりあが っ て
120 0 1 2
もろとも
10 0 0 6 8
もろもろの
02 8 0 1 9
061 1 3 8
もん 門
03 9
04 3
09 9
15 1
0 9 7
0 1 1
0 0 9
0 1 3
青い 森林の地区に
こ の 森 の庭園には
眠れる水 眠れる森
廉い 森のう しろから
見い 森のう しろに い て
廉い 森のう しろに い て
森や田畑やう つ く しい 町 の視覚像はい らない
わたしの丘 や森や海岸は すでに
目かく しされた森の
森は動いて
あたりがもりあが っ て くる
青空もろ とも
文明的なもろもろの維音の性格により
水仙や蛇や もろもろの 生ける質を潤お した』
滅びに至る門と
愁い の 都の 門はとざされ
･ - - 開 く こ ともなく錆びて しま っ た鉄の 門
学問もな けれは専門の知識もない
もんく 文句
15 6 0 3 2
1 56 0 3 3
もんしょう 紋章
054 1 63
もんだい 問題
12(; 0 1 9
12 6 0 2 0
128 0 4 4
167 0 1 4
す べ てを奪われてb.文句を言えない
す べ て を与えられても文句を言えない
胸にかがやく太陽の 紋章を示 しながら
よく見ておこう 科学の問題 とおも っ たもの が
人間の精神の 問題かも しれな い から｡
神なければ す べ ては趣味の 問題だ!
つ まる と こ ろ神経の問題だが
991
モ ー タ -
o91 0 0 3 モ
ー タ ー の 焼けるにおい
や 矢
o1 2 0 1 1 キ ュ ウピ ッ トの 矢よりも疾い
120 0 1 5 ゼ ノ ン の矢も
やうな
00 6 0 0 5
01 9 0 1 1
02 8 0 2.1
02 8 0 3 3
02 8 06 5
03 8 0 2 0
03 8 0 2 3
03 9 0 1 2
03 9 0 3 2
やうに
00 2 0 08
00 4 00 3
007 0 0 8
01 1 0 01
01 2. 00 6
01 3 0 1 1
01 3 0 2 4
01 7 00 2
01 8 00 4
01 8 0 1 2
02 0 00 3
02 3 00 2
02 3 00 9
02 3 0 1 4
02 3 0 2 1
02 5 0 1 1
025 0 1 4
02 5 0 23
02 5 0 2 8
02 5 03 3
02 5 03 7
02 5 05 5
02 6 0 1 4
0 26 0 1 9
蜂蜜のやうな午後が溶ける
ガ ラス 絵 の やうな夢を
規何挙が白い 肉の やうな丘 に
ねぢれた鎖の やうな数翻の 列車の 合図が響き
笑うもの たち虫の やうな検微鏡下の 虫たち
まぼろ しの やうな橋が みえ
こ の 管はなんだが眠い やうな音をひ びかせる
藷言のやうなもの を
水の底には い つ も鏡の やうな 階段があ っ て
魚 のやうに眠る日
炎は昆虫の やうに麹をならす
多孔質の 雲の 聞からトンボ の 眼の やうに碧く ア ス ピ リ ンを積ん
河の水は据の やうに澱んで
放心 した花弁のやうに
草むらで笛の やうに鳴 っ た の は
僕は太陽の やうに逃げなければならん
駈鳥の やうにたちあが る と
珂が刷毛のやうに通過する
路地を抜ける春の やうに
蝶の やう に跳ね返 っ た
毛髪の やうに血が垂れて
街灯は光をナイ フめやうに操 っ て
または騒い オルガン の やうに
あの やうに退屈な都会の 一 日が
そ の手そ の足は毛のやうに
青い雨の やうに燕のや うに
それは医術の 進歩の 伝鋭のやうに
脳髄は毒の やうに青くなる
ゼ ン マ イ の やうに跳ねてゐ る雲
鉛のやうに落下してくる
咳きの やうに廻 っ てゐ る
壊れた船体の やうに
わたしの 体を石の やうに氷らせた
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乗ろい ダイヤ モ ン ドの やうに光り
液鰻の やうに垂れてきたの は疲れた舌である
信仰や箸や石鹸や奮ろ こびや散策があるやうに
光りは堅い金属の やう に寒々 として
気体のやうに
い つ か の やうに凍り つ い た道路の 上で
しなやか な轍の やうに
そ して真珠の やうに主こりな がら
宋廃 したグラス の 底を とほ るやうに
ラ ン プ のやうに
死の谷間が深い やうに
ゼラ ニ ウム の やうに燃えはて ようと
街は傷口 を放めてゐ る獣の やうに
音を刻み 立止まり 年を待 っ てゐるやうに
石が鳴く まるで蝿蝉の やうに
プラ ッ ト フ ォ ー ム が岬 の やうに曲が っ てくる
考 へ あるもの のやうに また無意識の ごとく
虹の やうに 或い は地 の草のやうに
よそ ごと のや うに
あの 人たち と同じやう に股い で ゆけるだらうか
木質は腐り 陽に放かれ 蝋の やうに流れた
予感のやうに皮膚 にとどく
果 して肉体だけは癒る用意があるか のやうに
ほ っ そり した川の やうに漁らぬ月日を行くこ とが出来る
い く つ も の扉 の やうに行手をさ へ ぎり
すて て 砂漠 へ 逃げて しま っ た やがて新らしい靴の
やがて純白の雲の 申にチ ョ コ レ エ トの肩が見えな くなる
やがて最後の たそがれ がくる
おびただ しい自然を覆ふ霧はやがて見えなくなると ころ
やがて
あなたはバ スに揺られ やがて街から去 っ て しまふだらう
やがて おびだしい 吸殻が
やが て嫉妬の 火で 燃え尺さうとする
そ してやがて獣の ようにな る歯並み の惑い 唇 の動きが
やがてキ ャ バ レ ー 何 とか
やがて塁がきらめき与まじめ るね
罪の 記憶の うせぬうちに+ やがて
やがて陸にむか っ てゆ るやかに動い て い っ た
やがて波が襲い かかり
やがて遠ざか っ てゆく波にすぎない こ とがわか る
やがて 肉体の 要求に さからう魂は
14 0 0 18
1 42 0 58
1 65 0 1 2
16 7 0 7 1
17 0 0 1 9
17 3 0 4 2
やきつ いた
1 71 0 1 3
やがて は喪心の天に至る
ぽくたちはやがて 比較的おとな しい 分裂病者と して
あなたはや がて分 っ て しまう何かであり
やがておそ っ てくる運命は
やがては星に昇天して い く光の粒は
世界はや がて筋萎縮性の痩轡を起 し
焼き つ い た
それが女の 心 に焼き つ い たの だろうと
やきはら っ たり
101 0 3 7
やく
035 0 0 6
04 3 0 0 2
05 4 1 1 5
05 4 1 6 3
06 4 0 1 0
094 0 1 4
10 0 2 1
10 0 0 3 9
やく 約
05 4 0 1 5
06 2 0 14
10 0 0 5 5
10 3 020
11 8 01 2
13 2 00 1
14 8 0 1 0
15 1 00 5
15 1 0 0 9
15 5 0 0 9
15 5 0 2 9
1 56 034
1 69 0 0 7
1 77 00 2
1 79 0 2 3
やくざ
064 0 1 0
100 0 2 1
994
焼きはら っ たり
きみたちは もう頑強な村を焼きはら っ たり
それ汝 一 羽 の 鳥よりもはやく帰 っ て くる
水の ほ とりでひくく つ ぶやく
独身者はすばやく扉の そ と へ 消えうせ る
胸 にかがやく太陽の 紋章を示 しながら
やくざなプラ ス ･ バ ン ドが歌 っ て い た｡
背をやく熱い塩の シ ー トに転がされ
やくざな渡り鳥の よう に レイ ン コ ー トを肩にかけて
すばやく過ぎ去 っ た予言の 時代よ
Mよ 君は暗い 約束に従い
わたしとあなたを距て る こ の 世の どんな約束も
はたせ なか っ た約束を い つ までも悔む人の ように
旧約の秤にかけてもず っ しり重い
約束される誕生
不在を予約して生きた
また会おうと約束 して別れたきりで あ っ た｡
軍歴は傷病期間を入れて約二 年単ほど
月々の 出費娃切り つ めて約六 十万
約束
感情を節約 し
理不尽な契約を前に して
果されぬ約束の地層にあ っ て
約束の ように守る男な ら
そ して最後の契約にサ イ ンするように
やくざな ブラス ･ バ ン ドが歌 っ て い た｡
やくざな渡り鳥の よう に レイ ン コ ー トを肩にかけて
やくざな
o64 0 10
100 0 21
やくざなプラス ･ バ ン ドが歌 っ て い た｡
やくざな渡り鳥の よう に レイ ン コ ー トを肩にかけて
やくしや 役者
14 0 0 10 舞台裏で物思い に沈む あわれな役者
やくそく 約束
o54 0 15
o62 0 1 4
10 0 0 5 5
11 8 0 1 2.
1 48 01 0
1 55 0 09
169 0 0 7
177 0 0 2
M よ 君は暗い約束に従い
わたしとあなたを距て る こ の世 の どんな約束も
はたせ なか っ た約束を い つ までも悔む人の ように
約束される誕生
また会おうと約束 して 別れたきりであ っ た｡
約束
果されぬ約束の地層にあ っ て
約束の ように守る男なら
やくそく して 約束 して
14 8 0 1 また会おうと約束 して別れたきりであ っ た｡
やくにたたぬ 役に立たぬ
17 3 0 3 4 押漬されたヒ ュ - マ ニ ズ ム の 声な ど役に立たぬ
やくにねんはん 約二年半
1 51 0 05 軍歴は傷病期間を入れて約二年半ほ ど
やくひん 薬品
o5 4 0 1 6 重たい 軍靴と薬品の匂い を残し
やけて 焼けて
o3 9 07 6 焼けて しま っ た昔の あたりを散歩する
やける 焼ける
o9 1 0 0 3 モ
ー タ ー の 焼ける におい
やさい 野菜
181 029 野菜の 未来に
1 89 0 3 0 色は青い が新魚羊で ない 野菜
やさしい
o1 5 00 7 やさ しい 茎よ
o2 2 00 6 やさ しい 茎と卵は永遠である
995
o 48 0 之6
o 61 12 5
o 70 0 15
o 77 03 9
o 88 0 7 0
o89 0 0 1
o89 0 2 4
1 1 6 0 0 4
120 0 0 9
やさしい 優 しい
04 1 0 3 3
やさ しか っ た
031 0 17
0 53 05 9
やさしき
042. 0 0 4
やさしさ
0 76 0 0 4
0 76 0 1 4
1 3 6 0 1 8
1 58 0 1 7
やしなわれて
183 015
やしばや し
07 8 0 0 7
やしん 野心
1 60 0 24
やき しいうねりをも っ て
滑らかなやさ しい 噴きがきこ えてくる
やさ しい ひ と､ あなたは
やさ しい 女の ひ と の手がおかれている
とおくまで草木や花の やさ しい 言其で
やさ しい 人が
やさ しい 人は ふ と顔をあげて
やさ しい 謎をひめた詩に
やさしい 春の 息づ かい に
優しい 眼鏡や柔かい 手袋の 明日の 方まで湿してゐる
そ っ とあふれてゐ るもの だけがやさ しか っ たと
美 しく繊細で やさ しか っ たお姉さんl
やさ しき姿に彫まれた神となる
不吉なやさ しさをこ めて
不吉なやさ しさ の なか で
やさ しさなんて罪な の に
罪び と のやさ しさがあ っ て
養われて
安全に養われてい るそ の 家族たちだ
ネ耶子林
緑泡立 つ 柵子林が
歴史 とい うもの が どんな にわれわれの 野心や虚栄とくい ちがうかという
やすっ ぼ い 安 っ ぽい
o 68 0 0 4 安 っ ぽい 郵便切手には
やすほて る 安ホテル
o55 0 2 2 安ホテル の 窓から
160 0 5 5 妻も子もなか っ たかれは タイ ムズ ･ ス ク エ ア に近い 安ホテ ル の
一 室に住み
やすみ 休み
996
o7 1 0 1 1 どうして 一 日の休み にとりかえそうとあせる の か
やすむ
o9 3 0 0 5 (
･
つ すりやすむには
やすめる 休める
o3 5 0 2 5 疲れたか らだを休める ために
18 0 0 5 白内障の限を､ な る べ く休める ようにして い ますか ら､
やすやす
14 2 03 8
やすらかな
0 93 0 2 6
15 8 0 4 0
やすらかに
1 43 0 0 3
殺人的な電流装置で 閉された国境をやすやす越え
やすらかな寝息とかすかなぬ くもりをの こ して
死はやすらかな眠りで あ っ たろう
安らかに
安らかに眠 っ て い たか っ た の に
やせた
06 6 0 26
やせた 痩せ た
16 9 0 1 3
17 0 0 2 3
やせ っ ぽちの
12 8 0 0 5
やつ
0 88 0 4 9
0 98 0 0 6
12 8 0 6 2
15 2 0 0 4
1 52. 0 3 6
やつ 奴
150 0 4 0
やっ かい 厄介
155 0 12
1 67 0 13
1 88 0 0 9
わかい 女のやせ た顔がの ぞき
飢えて痩せ た魂は
ぼくの痩せ た掌に詩の 玉を乗せ てくれたら
やせ っ ぽちの 裸の 木
大きい フライ パ ンをあや つ る小さ い マ リは
まだ眼ばたき して い るや つ が い る
や つ はて のひ らをひらひらさせて
むし ようにや つ と話 したくな っ た
なん と無邪気な悪魔の や つ めl
ずい ぶん興醒めなくだらない こ とをい う奴だと思 っ たが､
それらがめん どうで厄介なの は
実際に生きるの は厄介で
五十何年ぶりに歯医者の厄介にな るとい う始末 ｡
997
18 02 8
やっ かいな
15 b1 2･
18 02 8
歳相応の ､ 厄介な病気が､ 二 つ か三 つ 重な っ たと ころで ､
厄介な
それらがめん どうで厄介なの は
歳相応の ､ 厄介な病気が､ 二 つ
､か三 つ 重な っ たと こ ろで ､
やっ てきた
o4 6 0 1 2
o 61 0 1 7
o 96 00 8
1 03 0 04
147 0 09
やっ てきて
o3 7 0 18
o77 0 2 6
o88 0 7 2
10 1 0 0 8
やっ てくる
00 5 03 0
03 5 0 03
091 00 4
109 00 7
11 3 0 5 3
や っ て しまう
160 0 3 3
や っ と
07 2 0 0 8
14 6 0 6 2
1 62 0 1 0
1 73 0 44
やっ ぱり
04 1 00 4
05 2 00 8
12 4 0 0 5
1 86 0 2 6
やどし 宿し
14 8 02.7
と ほく橋の 上 へ や っ て きた
い つ か遠く橋のうえにや っ てきた｡
エ プ ロ 河を流れてや っ てきたにすぎん
ど こか らどう して や っ てきたの か
と こ ろが遅れてや っ てきた壮年時代に入 ると
風だけがや っ てきて
死がや っ てきて じ っ と縛 っ て い る の が見えた
どん なに暗い 日がや っ てきても
空中の帝国からや っ て きて
外套がや っ てくる
おま へ たちの 舌の 上 - や っ てくる
ロ ー スト ･ ビ ー フ よりも香ばしい そ の匂い とともにや っ てくる
死の 季節がや っ てくるから
- - 沈黙が粛清にや っ てくる
印刷の不傭でく じに外れた老楽師に 大当りの賃金を全部や っ て しまう
や っ と柵にとり つ い た人波の
や っ と安心 しま したわ ｡
や っ と狂喜の雫が宿る ようにな る
これでや っ と安眠できる
や っ ぱり同じ陽が照り
愛と死の 隠れんぼはや っ ばり楽 しい もの だろうか
や っ ばり司直が目を つ けた
や っ ぱり古い なあ!
背中に淋 しい影を宿 し､
998
やどる 宿る
10 8 02 9
162 0 1 0
1 79 0 3 0
冷たい 涙が宿るの だ
や っ と狂喜の雫が宿る ようにな る
ナイ フ の 刃 には 一 滴 の 露が宿る､ と｡
やにくさい
1 14 00 9 やにくさ い パ イプ の 煙を吐きかけてい る
やね
005
00 9
02 8
03 8
03 8
04 3
04 6
04 7
06 1
06 4
06 4
065
0 66
08 3
14 6
18 8
屋根
0 0 6
0 0 1
0 6 0
0 0 4
0 3 0
0 0 1
0 0 4
0 0 8
0 0 6
0 1 7
0 2 4
02.8
03 6
0 0 1
0 6 1
0 7(;
赤い 屋根の 学校は
コ ンクリイ トの屋根の 上
都会の屋根の 下よ商店街の 商人たち
い く つ かの 街と村の 屋根をすぎる
屋根の みを叩い てはひ とり淋 しが っ て ゐた
石で葺かれた屋根をでて
石で作られた渡しな い 屋根の 町の
頭上で屋根を剥(･ 不気味な爪の 音･ ･ ･ -
石 でかためた屋根の街の
じめ じめ した屋根裏で は､
石 の屋根の 上には重たい雪が垂れこ めて い た ｡
燃える屋根の 下に､ 愛は
どの 家々も沈黙の 屋根におし つ ぶされて い た､
夏草の うえの屋根が
屋根を叩く雨音がひと しきり強くな っ て
ひ としきり烈 しくなり ､ 深夜 の屋根を叩いて い る ｡
やねうら 屋根裏
o64 0 1 7 じめ じめ した屋根裏で は､
やはらかく
o11 0 1 0 おんな の腕はやはらかく
やはり
019 0 0 5
029 0 1 5
039 0 7 7
04 1 05 9
04 6 0 5 5
白い 大理石はやはり冷たい
やはり変らぬわた したちの 愛よ
や はり草の 色は
やはり濡れて陸橋 に庁んで ゐる ことを想ひ
あなたはやはり寒い の か
やはん 夜単
o4 5 0 1 2 夜半の けむり無常の風に耐 へ てきた
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やぶれ 敗れ
1 01 01 3 ぼくはは じめから敗れ去 っ て い た兵士の ひとりだ
112 02 7 おれたちがどんな に大きく敗れ おまえたちがどんな に小 さく勝利したか
150 03 5 敗戦後の苦 しい生活の たたかい に敗れて倒れた者もあ っ た｡
やぶれさ っ て ,敗れ去 っ て
10 1 0 13
やぶれた
o74■ 0 1 4
103 0 0 1
やぶれた 破れた
o4 1 11 1
o58 0 20
やぶれてゆく
10 1 0 1 7
やま 山
01 1 0 09
012 0 1 0
012. 0 1 9
04 1 0 0 5
04 4 0 0 5
04 8 02 9
05 7 0 4 1
0 65 0 1 5
07 1
07 1
07 1
07 1
0 79
08 8
10 8
14 4
168
170
1 8 1
18 6
18 8
19 0
1 90
0 2
0 3
0
0
0
0
0
3
3
0
3
3
0
0
0
0
0
9
4
5
8
8
4
2
1
0
0
1
0
0
0
0
5
4
5
0
5
7
0
0
2
3
4
1000
ぼくははじめから敗れ去 っ て い た兵士の ひ とりだ
戦い にやぶれた国の
どう して地上の 綻はや ぶれたか
物質で身を固め 破れたシ ャ ツで 冷気を防い だ
破れた天井の 青空 が
ぼくはすこ しず つ やぶれて ゆく天幕の かげで
どうかする と沢山人間が動い てゐ る
山で は望遠鏡が廻粧する
そ の 中に沢山の兵士たちの 顔がゐ た
意志は荒い 山肌の 斜面からむけて くるの か
鳥撤すれば 山河
山や川 またなに よりも海ができる
河は山をの りこえ
そ こ に ､ あたらしい 岩山が出現するまで
く っ きりと影をあらわす山である
山の 演きが は っ きりと見える
山の 頂きから谷をの そ くひ とび とは
鳴から山ぺ
富士山を三 ツ沈めても
これはお山 これ汝川
みはるか す何とか連山は紫の帯
みだれた山波を隠すの は
荒い 山肌にか こまれて
吸殻の 山を片づけ
こんな高い 山の 頂きまで登 っ て
徳山まで講演に行 っ たんです っ てね?
ごみ の 山をかきまわして い て見 つ けたもの だが ､
ふ るさと の 山
父がうまれた村は山中にあり
19 0 0 0 5
19 0 0 1 5
19 1 0 0 2･
19 11 0 1 4
やまなみ 山波
14 4 0 1 5
やまなり 山鳴り
19 1 0 0 2
やまはだ 山肌
04 1 0 0 5
1(;8 0 0 4
やみ 闇
02 8 0 3 6
03 0 0 0 3
03 1 0 1 4
04 7 0 1 7
04 8 0 0 6
05 1 0 2 7
06 2 0 11
06 2 0 2 6
06 5 0 3 5
0 69 0 2 6
08 1 0 13
095 0 13
09 6 0 1 8
12 8 03 4
13 6 0 2 6
13 9 0 0 8
144 0 0 7
148 0 0 9
148 0 4 1
1 60 0 1 6
1 64 0 1 9
1 69 .0 1 7
176 0 1 8
192 0 2 5
やみいち 闇市
148 0 0 9
母がうまれた町は山にか こまれて い て
動かない 山懐に つ つ まれて
山鳴り
山は怒りに
みだれた山波を隠すの は
山鳴り
意志は荒い 山肌の 斜面か らむけてくるの か
荒い 山肌にかこまれて
暗闇の 市場 へ と運ばれて ゆく武器たち
そ こ にある闇のひろがり
闇の 一 滴がひそかに肯からヒり落ちた
おとろえた視力の 闇をとお して
影の茂みから闇の においが漂 っ てきた
閣に扉はない だろうか
そ して 闇はあくまで深いか ら
そ して 闇はあくまで深いから
感覚の閣を照らした｡ 樹々が小枝を打ちならし
じ っ と心 の 闇をのぞ きこむ
何千年の 闇を つ らぬ い て其赤な雲の火柱がたち
3E くの 閣を照 して い た
あの 頃想の 闇の コ ア には生きてい る砂漠があるんだ
ビル街の 闇を
ぬぱたまの未来の 闇で
五十年の 記憶は闇また闇｡
鱗の 落ちた蛇神は無性闇に輯転し
かれとは敗戦直後の闇市の泣くの 旅館で 一 度会 い ､
夢の 領土をとり巻い て い る闇の なかで ､
闇を つ らぬく稲妻 と烈 しい 豪雨の 中から新しい 発見の ように整 っ てきた
ぼくらは闇の物象の
去りゆく櫨の闇では
家霊の暗闇の なかから
必死の 思い で ､ 前方の 真 っ 暗闇を凝視するが ､ jii 何も見えぬ .
かれとは敗戦直後の 闇市の逝 くの 旅館で 一 度会い ､
1001
やむ 病む
160 076
やめよう
o90 0 23
10 7 0 16
1 81 0 17
やめる 病める
o73 0 29
o74 0 2 0
やや
o3 9 129
o4 7 0 12
05 0 0 1 1
164 0 1 6
やり 槍
03 6 0 2 8
やり直し
083 0 09
08 8 0 5 4
08 8 0 5 5
やるせな い
0 68 02 7
168 0 0 6
やわらかい
01 2. 0.0 1
04 1 03 3
0 41 0 87
制度の春を病むこ ともなく 不確定性の 時代を生きて
言葉を探すの は しばらくやめよう
迷うの はやめ よう
ふと ｢もうゴル フ はやめよう+ と
三千噸の 病め る資材をひ っ ぱ っ て い っ た
病め る兵士たちは
ひややか な青い 噴水も
鏡がひややかに自虐を呪む
Mよ､ 昨日の ひややかな青空が
- - ぼ くの 一 生 は詩 の 困難でやや暗い
ぱんやり して い ると噂と天使の槍で
なんだ っ て始めからやり直したりするの か
はじめからやり直 し
なん べ んもなん べ んもやり直 して
やるせ ない 女と海の 思出があ っ た
やるせ な い 女人 へ の郷愁があ っ た
柔かい
柔か い シルク の風に
優 しい 眼鏡や柔かい 手袋の 明日の 方まで湿 してゐる
愛嫡ある仕科 (し(･ さ) で柔かい 羽に堅い 喝をこすり つ ける
やわらかく 軟らかく
o2 5 0 2 9 軟らかくまがりくね っ たの は時計
やわらかな
o4 8 00 2 家や樹木の やわらかな影をおと して
o65 0 30 やわらかな髪を腕にまき､ 彼は
1 20 0 0 5 飽水の やわらかなひか り
1002
やわらかに 柔らかに
o3? 0 2 0
やんで 病んで
o 51 0 1 2
o61 1 8 1
o6 2 0 0 3
やんで い る
13 6 0 17
やんで い る
o51 0 1 2
06 1 18 1
06 2 0 0 3
楽器よりもも っ と柔らかに くねる
病んで い る の は日本じやな いか o
わたしは病んで い る､
わたしの魂は病んで い る
春の 熱病をやんで い る
病んで い る
病んで い る の は日本じやない か｡
わたしは病んで い る､
わたしの 魂は病んで い る
ゆい い つ 唯 一
080 0 1 2
158 0 2.3
消えて しまう泡が唯 一 の 言葉だから
残された唯 一 の 道だ っ た
ゆい い つ の 唯 一 の
o8 0 0 1 2 消えて しまう泡が 唯 一 の 言葉だから
158 02 3 残された唯 一 の 道だ っ た
ゆい ごんし っ こうにん 遺言執行人
o50 0 0 3 遺言執行人が ､ ぼんやりと姿を現す｡
100 0 5 0 ぼんやりと姿を現すひ とりの 遺言執行人として - -
ゆうう つ 憂蔚
01 9 00 9
04 8 0 1 0
ゆううつ な
019 0 0 9
ゆうえんち
00 5 03 7
ゆうえんちく
0 05 0 3 7
あの 憂欝な眼は
うすく喰をとじて い る憂欝
憂欝な
あの憂欝な眼は
遊園地
遊園地区に火が消えた
遊園地区
遊園地区に火が消えた
ゆうかい 誘拐
1003
oo7 0 13 阿片の軽艇 (ポ ー ト) は霧の 中 ヘ 音 い泡を残 して去る べ く 一 人の 少女を誘拐
砂うがな 優雅な
12.8 0 1 3
179 0 1 3
優雅な フ ラ ンス語と
優雅な枢の ように
ゆうかん 夕刊
o5 8 0 4 7 ひ とび と のう しろに行列を して 夕刊を冥い
ゆうき 勇気
14 2 074
｢今日の 西側の 勇気の基準 によれば
ゆうきてきな 有機的
o1 0 0 1 0 不愉快な天候の 有機的関連の 結果で ある
ゆう(･ れ 夕それ
100 0 0 8 そ して夕(･ れの 街は
ゆう(･ れ 夕暮
054 0 4 3
05 6 002.
06 4 00 1
0 64 03 2
12 8 0 93
1 76 0 1 0
夕碁の 環をめ(p っ て
夕暮のな か で煙草をす っ て い る男が い る
大きな夕碁の環に灯をとも して ､
大きな 夕碁の環に灯をとも して ｡
朝 の夕暮れ
夕暮の風は
ゆう(･ れ 夕暮れ
1 28 O 9 3 朝 の 夕暮れ
ゆうこうな 有効な
o10 0 0 3 有効な ス ピ イ ドに つ い て考 へ る こ とを欲する少年は 一 個 の 白い 帽子をかぶ っ て ゐる
ゆうざい 有罪
158 0 2 0 自然にたい して有罪で ない 人間はい な い
ゆうし 勇士
1 02 0 1 1
1 07 0 1 2
うたい なが ら破壊する若い 勇士たちが
一 人 の勇士を死な せてから - ･ ･ ･
ゆうじや 勇者
18 2 01 1 か つ て の 勇者はい まなお勇者だ
ゆうぜ んと 偲然と
1004
o73 0 2 7 悠然と パイ プを吹か しなが ら
ゆうちょう 悠長
142 10 2 ぼくたちの それは悠長ともい える それだ け今な ら
ゆうどうひ よう しき 誘導標識
192 0 18 の誘導標識にちが い な い ｡
ゆうぱえ 夕映え
o5 9 0 2 2 夕映えの 海にただよう
ゆうひ 夕日
o57 0 23
0 62 00 4
0 63 0 0 2
13 8 0 0 1
ゆうひ 夕陽
052 0 3 0
053 0 1 8
06 1 14 6
08 0 0 10
08 3 0 23
09 1 0 15
1 01 0 5 5
1 07 00 2
ゆうびんきっ て
068 0 0 4
ゆうベ タ ベ
10 1 0 4 1
ゆう へ い 幽閉
10 0 0 2 6
1 67 0 4 8
ゆうやけ 夕焼
054 0 9 5
11 1 00 6
ゆうやけそ ら
11 1 0 0 6
夕日があかあか と上衣の肩をそめ
落ちた夕日の 赤い 血が
夕日が燃え つ きて しま っ た
血まみれの 夕日が沈み
明日の 夕陽を背に して どうしたらよい の だろう
夕陽の 果に燃えつ きて
夕陽の 残照の ように､
夕陽の 血が波のうえに したたりおちて
とおくてヨ丘い こんな夕陽が沈み つ つ あ っ たの か
きみ の欲望は夕陽を浴びて ビルディ ン グの林に落ちてゆく
にんげん の悲 しみ によ ごれた夕陽をすてにゆ こ う
くぬぎ林 の 夕陽も
郵便切手
安 っ ぽい郵便切手には
白くきらした骨をふき よせ る夕 べ に
くらい 幽閉が は じま っ た
なが い 幽閉の 年月に耐えた
夕焼の なかからあらわれる鳥の 噛り
夕焼空にふと途切れて い る
夕焼空
夕焼空にふと途切れてい る
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ゆうれい 幽霊
13 8 0 0 9
ゆうわく 誘惑
o5 2 0 1 0
17 6 0 2 3
179 0 0 5
ゆうわくする
05 2 0 1 0
ゆえに
00 8 0 0 9
15 0 0 3 2
17 8 004
18 7 0 1 6
なまめか しい 幽霊に こがれて
あなたが男を誘惑するは ずだ っ た可愛い い頬 の 束子の こ とを
誘惑の 手はあくまで白く
太陽の 誘惑の しみが つ い て い て
誘惑する
あなたが男を誘惑するはずだ っ た可愛い い頬 の熊手の こ とを
ゆえに 陽気な太陽よ
虚構なるがゆえに傷 つ く こ とがすくなか っ たからか ｡
こ の のちは訪う べ くもない ゆえに
生かしてきたもの の ゆえに
砂か い 愉快
01 0 0 10
07 2 02 2
160 0 4 5
ゆかい に 愉快に
16 0 0 4 5
不愉快な天候の有機的関連の結果である
迷信も愉快だ し､ 科学的検討もまんざらではない
隣人とは愉快に貸 し借りせ よ
隣人とは愉快に貸 し借りせ よ
ゆがんだ
o5 0 0 0 7 ゆがんだ顔をもてあま したり
ゆき
0 2 7 0 0 8
0 35 0 1 1
0 37 0 1 5
0 39 0 4 3
043 0 1 2
0 53 031
0 53 0 3 7
0 53 0 55
0 53 0 65
05 4 0 80
05 8 0 1 7
0 58 0 2 6
0 61 03 5
す べ て の 家具が老いて ゆき
影は消えてゆき
まだ光がどこまでもゆきわたり
わたしの 骨は滴れてゆき
日はゆき うす暗きとばりの 申に
わたしは枝からはなれて ゆきます
わたしはわたし自身の 影からも離れて ゆきます
ああ世界が暗くな っ て ゆきます
あなたの お顔も だんだん忘れて ゆきそうで す
衣裳と装身具の 内側 に 化粧の ゆきとどい た顔の 下に
そ こ を通 っ てゆきました
もみあうおびただしい 影をぬ っ て ゆきます
さあゆきましよう､ 船着場 へ - - ･
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o78 0 0 3
o 84 0 3 3
o 89 0 2 9
ゆき 雪
oo3 013
oo3 01 5
oo 4 0 0 2
o41 14 5
o8 8 0 25
o8 9 0 1 9
10 5 01
13 6 0 1 3
14 3 0 0 1
ゆきとどい た
0 54 08 0
あらゆる船が港から出て ゆきそうな
落葉がふり つ もっ てゆきます
窓ガラスを叩い てゆきます
窓を開ける と雪が踊 っ てゐ る
雪に埋まる扉
机の 上は すで に白い 雪である
またぢきに 嵐と雪で 家々を覆ふ冬が来て
雪にとざされたぼくの窓や
雪の なかで しか経験 したこと の ない す べ て の も の が - -)
氷はとけ､ 雪は消えて ､
死にたくない と雪が降り
厚い雪に埋れた根の ように
衣裳と装身具の 内側に 化粧の ゆきとどい た顔の下に
ゆきわたり
o37 0 15 まだ光がどこまでもゆきわたり
ゆく
001 0 04
00 1 0 14
00 3 0 1 1
00 3 0 1 4
02.1 0 1 5
02 3 0 0 4
02.5 0 0 5
02 5 0 10
0 25 03 2
02 7 0 1 9
0 27 0 23
02.8 0 3 6
03
03
0
0
0
0
0
0
0
3
3
3
3
3
3
3
4 0 1 1
5 0 1 6
5 0 2 1
6 0 1 6
7 0 3
8 013
9 0 10
9 0 6 2
9 0 9 1
駈けてゆ く風である
影が凍り つ い て ゆく
油絵の裏に隠れてゆく葬ろい月
逃げて ゆく の は白い犬だ
逃げて ゆく太陽を追 っ た
公園をまが っ てゆく縞 のズボン たちを
松が老い てゆ く錨の う しろに
日暦をめ(･ り欲望を追 っ て ゆくもの よ
高く登 っ て ゆく階段をとりまくの 杖
体温から去 っ 七ゆくひ びきたち響たち
わづかな煙はグラス の 申 へ 降りて ゆく
暗闇の 市場 へ と運ばれてゆく武器たち
午後四時は しぜんに消 えて ゆく
来るもの と去 っ て ゆくもの が
風の五 つ の 渦の 申 へ きえて ゆく
黒の 中 へ 消えてゆく街 よ
物の かたちを壊してゆく
大理石の う へ を主= つ て ゆく
緑の 泡の 方 へ 近づ いて ゆく
柱も扉も腐蝕 して ゆく
廃嘘の 杭は打たれてゆく
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00
0
0
0
0
0
3
4
4
4
4
4
4
0
0
0
0
0
0
9
0
1
1
1
1
1
4
4
4
4
4
4
0
0
0
0
0
0
1
3
6
6
8
8
4
4
5
5
5
5
0
0
0
0
0
8
9
3
3
4
4
5
5
5
5
5
0
0
0
0
0
4
4
4
4
4
5
5
5
6
6
0
0
0
0
0
0
0
5
6
8
0
1
6
6
6
6
6
6
6
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
2
6
6
6
6
6
0
2
2
5
6
8
6
7
9
0
1 008
1
0
0
0
0
4
1
2
5
5
0
1
1
0
0
0
0
7
9
1
0
1
6
8
2
3
0
2
3
5
3
6
9
4
2
0
0
0
0
0
0
2
2
0
3
4
1
0
0
0
1
1
1
0
2
4
8
9
1
4
4
7
9
1
2
5
0
0
0
0
0
1
1
1
1
0
3
1
4
2
4
7
2
6
6
6
1
2
1
4
5
9
2
2
2
0
0
0
0
0
8
1
6
6
2
2
0
3
5
0
0
0
0
3
3
0
2
3
6
1
4
4
1
0
1
1
7
8
6
どんな樹木を育ててゆくの だらう
白い 雨がとほ っ て ゆく
い つ も群集は流れてゆく
新聞紙の 上を担いて ゆく 固い 心をもち
あなたは走 っ てゆくだらう
あなたの ではな い 鏡の な か - 消えて ゆく
乾燥 して ゆ く空気のなか で
曇 っ た空の 下を違 っ た扉に向 っ て走 っ てゆくの を見た
ゆく人よ
あなたの 生をめ(･ る足跡の消えゆくを確め
同じ木の 手摺に つ かまり 同 じ迷宮の 方向 へ 降りてゆく
春 夏 秋はまたたくまに過ぎてゆく
うすれゆく年々の 冬の きび しい 日の 下で - -
軟体の極限をゆく無数の 曲線の 戯れ
落葉に吹きまくられて ゆく地平線に
狂お しく地上にかえ っ て ゆく
それから何処 へ ゆく の で し よう
死の 滴りは生命の 小さな灯をひと つ ず つ 消してゆく
ひと つ づ つ 小さな灯が点されて ゆくとき
平然と してまが っ た道をゆく時だ!+
だが遠の い てゆく地平線の
不潔な女の ベ ッ ドの方 - 進んでゆくだろう
影は 一 つ の 世界に 肉体に変 っ て ゆく
光はひ と つ の原子に 強烈な夏の 騒雨にかわ っ て ゆく
鳴を飛んでゆく耳鳴りの ようにおもえた
未来の 一 歩 々々 の ように こ つ こ つ と遠ざか っ て ゆく
光りの痕跡が小さくな っ て ゆくようです
世界の 秋は深くな っ て ゆくように思われる
下 へ ､ 下 へ と漕ぎさ っ て ゆ く触の方位を｡
日没の街をゆく人影が､
同じ迷宮の 白い 渦の なかに消えてゆく｡
暗くなっ てゆく運河を見 つ めて います｡
泉もなければ､ 流れゆく雲もなかっ た､
おびただ しい灯の怒が､ 高架線の 上を走 っ て ゆく ｡
おびただ しい灯の 窓が､ 高く夜空をの ぽ っ てゆく ｡
落ちて ゆくわたしの身体を支えてくれるの は
わた しは昔の 少年にな っ て ど こまでも追い かけてゆ くだろう
傷 つ い たわた したちの 記憶をぬ(･ つ て ゆ くの を
墜ちゆく星の ､ 最後 の またたきが
- 一 帰 っ て ゆくと こ ろもなく
夏の うちに 海岸 へ ゆ く こ とに しよう
とおく の 町をゆく ように
い つ までも､ 流れゆく川を
00
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7
7
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7
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0
0
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0
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0
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8
0
0
0
0
8
8
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6
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9
9
1
1
09
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0 9
3
3
3
5
100
10 0
10 0
1 01
10 1
10 1
10 2
103
105
10 8
114
119
169
18 2.
ゆく え
0之7
04 6
05 3
05 4
13 4
1 009
0
0
0
0
0
0
1
0
1
1
0
0
0
0
0
0
1
1
1
8
9
7
7
9
5
6
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
6
9
7
0
0
6
2
0
1
0
0
0
0
0
3
8
5
17
21
2 9
21
0 2
0 02
0 10
03 0
00 7
0 1 7
0 2.0
0 12
0 2.1
0 0 9
0 11
00 8
0 05
0 1 7
0 1 6
行方
0 1 8
0 4 0
0 0 9
03 5
0 0 8
ど っ と家族づ れで出かけて ゆく人たちをみか ける
射りゆく運命の暗示をもとめて
ゆらゆらと ハ ッチから担ぎ出されて ゆく
さらに多くの友が死んで ゆくとき
い かに して黒い凪虫が這い ず っ て ゆくかを
虚しい文字の ように消えて ゆく
白くかろやかな巽になりゆくこ とか
立ち去 っ てゆく航跡には
町はだんだん小さくな っ て ゆく
より高い 青空の深み へ 落ちて ゆく
散 っ て ゆく落葉の女を尋ねて
崩れゆく砂の 足跡
凍 っ て ゆく水に影をうか ぺ て い ま した
暮れてゆくピル の 窓や
｢ぼくは嫌 っ てゆく水の なかにい ますよ+
虻よりはやい ガソ リン の微風に乗 っ てゆ く
きみ の 欲望は夕陽を浴びて ビルディ ン グ の林に落ちてゆく
かれの 手足がはなれ罪もまたはなれてゆく
やがて遠ざか っ てゆく波にすぎない こ とがわかる
それは血や光りがかえ っ て ゆく水平線の な い 世界だ
ぼくは少しず つ 忘れて ゆくだろう
逃げるポ ー ル を追 っ て ゆく
人影にま じっ て 新聞紙のうえをあるい てゆく
消えて ゆくので ある
こ ころよい 追憶にもど っ て ゆく歩行者の ように
い まはきみ たちの 肉と骨が どこまで もすきとお っ てゆ く季節だ
ぼくはすこ しずつ やぶれて ゆく天幕の かげで
すこ しずつ 退却してゆく軍隊をもたない
恋をすて故郷をすて他人の 国 へ ゆ く のだ から
ゆめをの せた ｢ピイ クオ ド+ 号に乗りこ んでゆく
ぼくらの ゆ
.
く てを曇らせ るもの は､
おおきな追憶が港から出て ゆくの に
流れゆく雲を眺めて
去りゆく時の
去りゆ く艦の闇で は
暮れゆく空をあおぎ
弾かれた言葉の行方を覚る
行方の知れぬ風の こ とばに い つ までも微笑を浮 べ てゐ ようとは
わたしはわたしの行方を知 っ て い ない
行方の知れぬ風の 寒さ に身ぶるい する の だ
こ の 群集の行方は誰も知らない
ゆくて
10 5 00 9 ぽくらの ゆ くてを曇らせ るもの は､
ゆく人
o43 00 6
o61 1 4 8
o7 1 0 0 8
ゆく人よ
日没の 街をゆく人影が､
ど っ と家族づれで出かけてゆく人たちをみかける
ゆける
o 41 09 4 あの 人たちと同じやうに股い で ゆけるだらうか
ゆすられ
o3 0 O 2 5 濠膿 とした足にゆすられながら
ゆすり
o81 0 3 0 兵士の眠りをゆすりながら
ゆそうせん 輸送船
o7 3 0 1 2 その 下におびただ しい輸送船が沈んで い た
ユ ダ
112 0 4 9
127 0 0 5
ゆたか 豊か
1 62 00 5
1 70 0 21
ゆたかさ 豊かさ
17 0 0 2 1
おれたちが本当に別れるの は これが はじめてだが ユ ダの接吻は い らない
吊られた ユ ダヤ人の ように
ど こまで 豊かでありうるか
(見えない と ころで自然は豊か さを失 っ て い な い
(見えない と ころで自然は豊かさを失 っ て い ない
ゆたかな
o 48 0 0 4 ゆたかな地平線
ゆだねて
o4 2 0 19 夜にゆだ ねて
ユ ダヤ人
127 0 0 5 吊られた ユ ダヤ人の ように
ゆっくりと
o 54 1 4 6 ゆ っ くりと存在を閉ざす
1010
o7 2 05 0
17 9 0 22
18 9 03 7
ゆび 指
o 10 0 20
o23 0 2 2
o4 1 1 3 8
o52 0 1 9
o5 7 0 3 8
o 58 03 3
o62. 02.2
o7 0 0 2.1
o7 0 0 5 1
o8 0 0 2 5
o 88 03 5
o 98 0 2 1
101 0 2 2
10 6 0 2.1
12 4 0 2 2
14 5 0 0 3
18 4 00 7
1 86 0 8 4
189 0 3 8
ゆびさき 指先
0 57 03 8
1 86 0 8 4
189 0 3 8
ゆびさして
1 82 0 1 9
ゆびわ 指輪
0 23 0 2 2
052 0 1 9
05 8 0 3 3
14 5 0 0 3
ゆみ 弓
08 4 0 03
08 4 0 3 7
ゆ っ くりとゴ ー ル へ 飛び こむ 馬をキ ャ ッ チ した
ゆ っ くり と世界を兇まわせ
ゆっ くり と身をかがめて 手をの ばす
手をあげた少年の 五指 の 聞から
準凝なあな たの指輪とともに
あなたの指はまだ感覚を失 っ て はゐ な い
あなたの 未来の指輪が青い 光をあ つ め
乗ろい 指先の シガレ ッ トの 煙 よ
指輪や装身具の 飾 っ てあるシ ョ ー ウ イ ン ドをの ぞ い て
あなたの ほそ い 指が
あな たの 指は何も つ かまえる こ とができな い ｡
あなたの 五本の指はどんな兇器よりも残忍で ､
ま っ すそ海の彼方を指 して い るから - -
そ れから指で大きな輪をえが い て
｢無+ の指をひらくの 披
ぽくの ほそ い 指は
かれの指 の爪貝は 恋人たちが しや ぶりたがるほ ど美 しい
指名手配の 一 人は
何もな い地面の片隅に針金細 工や手製の指輪を並 べ ど こにもい ない エ ン ジ ェ ルが こ こ に
そ して十四人の大工を自ら指揮 して
かすかにふるえる指先の煙草の けむりの ように
指先がフ ォ ー ク になかなか届 こうと しない
葬ろい指先の シガ レ ッ トの 煙よ
かすかにふるえる指先の 煙草の けむりの ように
指先がフ ォ - ク になかなか届こうと しない
たま しい は撫限をゆびさ して い た
準濃なあなたの指輪とともに
あな たの 未来の指輪が青い光をあ つ め
指輪や装身具の飾 っ て ある シ ョ ー ウ イ ン ドをの そ い て
何もない 地面の 別掲に針金細工 や手製の 指輪を並 べ ど こ にもい ない エ ン ジ
ェ ル が こ こ に
い い 音で咽る弦と弓が
こ の 世の も のでな い弦 と弓は
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ゆめ
103
ゆめ 夢
002.
00 9
01 9
0 19
0 21
0 23
0 25
032
039
04
0
0
0
0
0
0
0
4
4
4
5
5
5
5
0
0
0
0
0
1
1
6
6
2
3
3
4
5
5
5
5
6
0
0
0
0
0
0
4
5
6
9
1
6
6
6
6
6
7
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
2
2
3
5
4
8
8
8
8
9
9
9
0
1
6
8
8
3
6
7
1
0
0
1
1
2
2
o 2 1 ゆめをの せた ｢ピイクオ ド+ 号に東りこんで ゆく
00 7
0 1･1
0 0 2
0 1 1
0 1 9
01 5
026
0 1 2.
04 7
0
0
0
0
0
0
0 6
0
1
1
0
2
5
2
5
6
5
0
0
0
0
7
2
2
5
8
0
9
6
2
1
0
2
2
0
0
0
0
0
0
0
3
1
0
0
0
8
6
7
7
0
4
7
6
7
5
0
0
1
3
0
0
0
0
0
0
2
3
6
3
2
4
3
1
1
1
0
0
2
0
2
0
8
2
1
4
7
4
4
(夢で あっ たらうか)
夢を見るな ら夢の 申で と
夢み る こ とを許されない
ガラ ス絵 の やうな夢を
夢見つ つ 死んで しま っ た
軟弱な地を撞げ夢幻の 申から
夢をみてゐ る
わたしを愛撫するの はむか しの夢であらう
夢をみ たり
夢を見なさ い 不機嫌な 一 瞬 に汝
あなたは悪く夢を見た
夢み る橋上の人よ
方位はなか っ た 花火も夢もなか っ た
誰もい な い 淋しい部屋を夢想する
不思議な夢がしだい に近よ つ てくるようです
夢を見ながら眠る習慣が こ んなに悲 しいもの とは馴 ＼ませんで した
テ ー ブ ル に覚れて新し い費金時代を夢み て い る
熱烈に夢みて い る
おれとおまえの はかな い希望 と夢を
まして夢を見てい るわけでもない
わたしにはながい 悪夢の日が つ づ い た
杵製する其昼の花火を夢みて い る｡
花火も夢もなか っ た､
淋しい 飛行の夢だけだ
始めも終りもない 夢の なかを駈けめ (. る
あな たの い な い 夢の な かで
死せ る魂をゆり起 し､ 夢に見たレ エ テ の河が
夢にみたフ ランス の街 が
宙にうかんだ夢魔の城
す べ て の夢を海にすて ようl
ぼくのもの でない 夢を
あどけない マ リの 夢よ
誰もまだ夢の なかで
こ の 夢の 果で 一 夜を明かそ う
あの ブ ロ ン ドの若 い 男は､ 動物になる夢を持たなか っ たろう｡
膝をだい て眠るような夢をもたず
ながい あい だこ の 境野を夢みてきた それは
毛深い 夢の組也に戻 っ てきてくれ
眠りながら腹をこやす王国を夢みて い るうれ しい はらからたち
101 2
12 3 0 11
125 0 0 2
1?4 00 9
136 0 12･
13 8 0 1 9
14 2 0 46
14 2. 0 93
1 43 00 5
1 45 023
1 45 0 2 9
14 6 0 34
148 0 4 1
16 3 0 1 0
18 0 0 1 9
1 80 0 2 0
180 02 2
18 6 08 3
もう 一 つ の 首都を夢みて
夢はもうい らな くな っ た
気ままな行動で 夢みて
洞潰の 胎内のテ ロ ル の 夢
もう夢には戻れない
憩い 夢からさめた人の ように首をふるの である
家を夢みて い るだけで は 古い 家も新 しい家も守れはしな い
何度も同じ夢を見て
｢写真店の 窓には曝された肖像の 記念写真が 夢 こそす べ てである と知 っ た暗 もう肉体
夢の 厚着で肥りすぎた詩人には其偽はどちらでも よく 魂はもうと っ くに死んで い た
わたしは無我夢中で逃げ出しましたが
夢の領土をとり巻い て い る闇のなかで､
一 期は夢だから
夢の なかで はずい ぶん怖い 目にあうもの だが
夢の なかで 恐怖に出あわない の が本当の 年寄りなんです
夢の 中でぽく に出会 っ たら
思索も夢も時間の 戯れで
ゆめみ 夢見
0 21 019
ゆめみる 夢み る
019 0 02
04 6 0 2 2
夢見 つ つ 死んで しま っ た
夢みる こ とを許されな い
夢みる橋上の人よ
ゆら(･
1 87 029 王城はゆら(o か とみえ
ゆらせて
o27 0 0 1 影をゆらせて
ゆらめい て
o4 6. 0 1 8 父や母 また友の 顔もゆらめい てゐ る
ゆらゆら
017 0 2 0
07 4 0 0 7
ゆらゆらと
0 74 0 0 7
ゆられ 揺られ
04 1 0 6 1
樹はゆらゆら揺れてゐ た
ゆらゆらとハ ッ チ から担ぎ出きれてゆく
ゆらゆらと ハ ッチから担ぎ出されて ゆく
あなたはバ ス に揺られ やがて街から去 っ て しまふだらう
1013
ユ リ
103 0 1 6
128 0 0 6
12 8 05 9
1 28 08 2
シネ マ ス コ ー プ に登場する ユ リ シ イス の ように
ユ リ の 木
ユ リの木の 並木にそ っ て
ユ リ の 木 の
ユ リシイズ
103 0 16 シネ マ ス コ ー プ に登場する ユ リシイズの ように
ゆり起し
o 65 0 5 2 死せ る魂をゆり起し､ 夢に見たレ エ テ の 河が
ゆる い
o 39 03 1 ゆる い流れが髪をほ(. す
ゆるがし 揺るが し
o2 8 0 6 4 空壌の 堆積する地所を揺るが しなが ら明るく笑う
ゆるがせて
15 4 0 17 天地をゆるがせて
ゆるさな い 許さな い
039 1 2 1
ゆるされ 許きれ
019 0 0 2
03 9 0 6 7
15 8 0 2 7
1(;1 0 0 8
だがわたしはあい つ らを許さない
夢み る こ とを許されない
離れるこ とは許されない
許されるかぎりどこまでも
誰にでも許された特権で
ゆるされない 許されない
o19 0 0 2 夢み る こ とを許されない
o3 9 0 67 離れる こ とは許されな い
砂る して
1 37 0 0 5 ゆる して くだ さ いま し
ゆるせ 許せ
o5 9 0 2 8 波にさらわれた母と美 しい 少年を許せ!
ゆるやかに
o 81 0 3 1 やがて陸にむかっ てゆるやかに動い て い っ た
1 01 4
ゆれ
02.8
035
03 9
03 9
0 65
07 7
11 6
1 17
140
0
0
0
0
0
0
4
0
0
1
0
2
0
0
0
4
7
5
9
6
5
1
0
2
4
2
4
14 7 0 0 8
ゆれて
01 7
03 5
0 48
1 08
ゆれて
03 9
14 0
ゅれる
0 28
0 39
06 5
07 7
揺れて
02 0
02 4
03 3
0 0 3
い る
0 1 9
02 4
0 4 4
0 0 5
0 0 6
0 2 5
教本の 太い 樫の木がゆれる樫の 其の ざわめき
樫の木は ゆれ
ただ増の ように つ めた い気体がゆれる
ゆれて い る椅子の 影は
ゆれる燈火 と死魚の影が あるばかりであ っ た｡
ゆれる昼夜燈の 暗い 光りのかげに
ゆれ つ づけて い る｡
どぶ川の むこうに革がゆれており
四十七階の 痛む背骨がゆれて い る
死 と生が秤の うえでゆれながら均合 っ て い た
樹はゆらゆら揺れてゐ た
影に焦れて揺れてゐる
揺れて海 へ 傾く 深くふかく
揺れてい る
ゆれて い る椅子の影は
四十七階の 痛む背骨がゆれてい る
教本の太い樫の 木がゆれる樫の 葉の ざわめき
ただ壌の ように つ めた い気体がゆれる
ゆれる燈火と死魚の影があるばかりであ っ た｡
ゆれる昼夜燈の暗い光りの か げに
ゆわえた
1 16 0 1 1 きみ の髪をゆわえた
ゆんじ ゆうさんかい め 四十三 回目
188 0 7 9 私には ､ な ん と､ 四十三回目の地獄め (･ りです｡
ユ ー モ ア
10 6 0 0 5
14 2 0 2 7
よ 世
01 2 0 0 5
01 3 0 0 8
021 0 28
誰 一 人笑 っ て い な い が ユ ー モ ア に欠けて い るためで はな い
なん とい う暗く悲痛な ユ ー モ ア だろう)
秘密の世界に鍵をかける
撫で てあげませうかとお世辞を云ひ
円形の 窓の ない 世界から
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0 23
0 25
0 28
028
028
02 8
03 1
03 9
04 1
04 1
0 44
05 3
054
05 4
05 4
05 6
05 7
05 7
05 9
0 60
0 61
0 61
062
06 2
063
06 8
07 7
07 9
0 84
0 88
0 90
093
10 0
10 0
10 1
10 1
10 3
10 6
106
1 09
11 2
113
11 3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
0
1
2
6
0
0
9
0
0
0
0
0
1
0
0
0
2
8
6
2
3
3
8
9
9
1
0
5
1
3
2
1
2
3
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
9
5
7
8
2
3
4
6
1
1
1
3
1
2
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
5
2
9
6
4
4
1
9
3
0
3
4
0
2
4
8
0
0
0
0
0
0
0
0
0
6
7
3
1
9
2
1
2
5
2
1
3
0
4
1
2
7
1
7
8
7
2
9
き こ えな い 見えな い 世界で
燃えあがる世界の 窓の 内部から
意識の外部 と呼ぶ空犠の 堆積 した世界 よりも
古靴の 氾与監する世界に
鳩と ともにおお救世主の銅像の髭にも つ い て
古靴の世界を支配 し
もう花などどんな世界にも垂れは しない
わたしは象どられた世界からとりでて
むかしの世紀がまだ寝床に就かぬうちは
眠れる世界に息を吹きこむ
御身は知 っ てゐる ､ 世 の輝かしい 変貌を､
ああ世界が暗くな っ て ゆきます
こ の 世から姿を消 して しま っ たの だ
歩い てゆこう 荒涼と した世界の果 へ - -
影は 一 つ の 世界に 肉体 に変 っ て ゆく
聾の 老人が世界 に向 っ て何か叫んで い る のが
世界を冷やす月光がぼくの額を照らすの を･ ･ - ･
ながか っ た 一 世和が終ろうと して い るの に
こ の世 の そ とでも離れがたい こ とを信 じよう
世界の秋は深くな っ て ゆくように思われる
水晶 花 貝殻が､ 世界の 空に
『われ潤濁の世の光なり
わたしとあな たを距てる こ の世 の どんな約束も
わたしはこ の世ならぬ冷たい喜びに憶えてい る
世界の深夜 - 一
今世紀最大の 詩人が
敗世紀もの 列をつ く っ て つ づくのだ
こ こ は世界で
こ の世 の も のでない弦 と弓は
おまえの 世界には
巨木は簸世紀を生きて
それは 血や光り如かえ っ て ゆく水平線の な い 世界だ
たえまなく出血 して い る内部の 世界で
ぼくたちが さらに遠くの世界に眼をやるとき
世界はなん と磯野に似てくるこ とか
こ んなふうにおわる の はなにも世界だけではな い
おそろ しい 幻想と レビ アタ ン の 住む世界だ
外部 の世界をうかが い い まも じ っ と ｢時+ を こ らえ
なにごとも断定するには むずか しい世界とな っ た
自分自身と世界とに別れを告げる ときがきた､
待ち どお しい そ 世界の終りが
世界は こ う
人民の 世界を反映 した
1 01 6
11 3
11 5
1 2.1
1 23
12 6
12 7
14 0
14 0
14 2
14 2
1 42.
142.
142
142
142
14 7
15 0
15 0
15 0
15 1
1 60
1 60
1 61
16 4
16 5
16 5
1(;5
167
1 68
17 3
1 73
173
173
173
173
17 4
1 74
1 78
1 79
1 82
185
18 5
1 85
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0
1
1
1
1
1
3
4
9
3
3
8
3
4
4
9
1
1
2
0
5
8
6
8
2
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
4
6
3
4
4
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
7
9
6
9
1
1
3
1
5
6
2
3
6
1
0
1
2
3
3
0
0
0
0
0
0
7
3
8
5
8
0
3
2
9
4
0
2
1
2
0
0
0
0
1
1
1
2
7
3
0
2
7
0
3
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い び つ にな っ た世界の 顔 そ い つ は
あたら しい 世界をたずね
天気は神さまに 世界は新聞に
世界の メトロポリス
それが荒涼と した虚煉の 世界だとしても
世界の 明るさに耐えた｡
男の 世界は終 っ た
こ の 世 のす べ て に変りはない
世界のすみずみ にまで と どけられるので ある
ぼくたちは世界の 片隅でふさぎこみ
世界中にそ の 網の 目をひ ろげて い る の である
信念を持 つ 人間の 精神が世界最強の 力には通じない とか
過去数世代の 経過に照 しても
個人の平和と 世界の平和 と 人類その もの の 其の 守護者たりうるの だ+ と
全世界に警告を発 したので ある
世をも人をも厭い つ つ 生きて い て
文学の 世界に とどま っ て い る者は､ 私しか い ない ｡
｢誇り得るもの + を失 っ たとさ と っ たとき､ 彼は こ の世から転向して い っ たの だ ｡
一 つ の 回さえたちまち喪われるような世界に住んで い るの で ､
世上がたりに打明ければ
十四世紀の ス コ ッ トラ ン ドの詩を口踊さみながら
み じめな浮世の悲 しみをl
それがこ の世 の習慣である
ずる い 世渡りをする つ もりはない が
自分をこ の 世に存在させて い る こ とで
父は黙 っ て こ の 世から去 っ て い っ た
世界を映す鏡に
泣きながらこ の 世に産れた人の子に と っ て
こ の世を経め そるい の ち の物質よ
こ の世 の 中 ど こまで腐 っ て い くか+
もう終ろうと して い る世界がある
世界は進歩 しない が
どの みち世界で
なの に こ の世はさ っ ばりよくならない
世界はやがて筋萎縮性 の癌撃を起し
そ の 後､ ｢死後の 世界+ を読み
｢死後の世界+ の 明る さを先取り して
こ の世 の外で噴く ように
ゆ っ くりと世界を見まわせ
世話をする植木までひ ねくれる
世界中の人たちに喋み こまれ
一 対 の男女の 世界では ､ 甘美な
不意に世界から消えた
1017
1 85 020
1 85 022
1 8 7 02･1
1 9 3 0 12･
193 0 24
どうせ ､ 不均合い で混乱 した世界だから
いずれ世間は納得する
こ の 世から立去る
半世紀は車窓の景色で あ っ た
ときわの首都は世界の彫を映 して い る
よあけ 夜あけ
o81 01 7 夜あけの くる船窓の 下の
112 0 1 5 敵にむかい黙々 と出撃 し 一 夜あければ骨となる
よあけ 夜明け
o 55 0 1 7
057 03 5
o65 05 3
10 2 0 1 0
11 5 0 0 6
11 8 0 1 4
13 0 0 14
163 0 04
19 2. 00 4
おれたちの 夜明けには
暗い夜明けのうちに倒れな ければならぬ
しろ じろと夜明けの 光をなが すまで
みんな夜明けの桟橋から散 っ てくれ
夜明けの道はま っ す(･ で長 い が
夜明けの枢
夜明けはヨ丘い
夜明けとも日暮とも つ かぬ薄明の 申で
夜明け前の 微光があたりをくまなく覆 っ て い て ､ ど こ へ 行 こうと して い る の か､
よあけまえ 夜明け前
1 92 0 04 夜明け前の微光があたりをくまなく覆 っ て い て ､ どこ へ 行 こうと して い る の か､
よい
01 7 0 3 1
02 6 0 3 5
02 8 0 69
0 30 0 1 6
0 30 0 3 1
0 31 0 2.6
039 1 0 2.
04 3 0 17
04 3 0 1 8
05 1 0 3 0
05 2
0 54
058
058
0 6
0(;
0 6
0 8
0
1
2
3
03 0
0 2 9
0 4
0 5
0
1
0
0
0
8
3
1
6
6
2
7
0
0
どう して よ い か解らな い 旺ど
悲 しむでも よい 暗い 盤石の上には
何を語るかは考 へ てみればよい
彫ならば誰でもよい
だからみ どり色の白さ と言 っ てもよ い
もう何も信 じたり しない がよ い
ああ呪はれてもよい
ほどよ い 暗鬼と
ほどよ い 敏明がただよふ
人間はチ ュ ー ブの ようなもので あ っ たらよい
明日の 夕陽を背に して どうしたらよい の だろう
Mよ 都会の 胃袋をさまよい ながら君が噴い て い たこ とを - -
こ れから私は何をしたらよい の で し ようか ?
少しばか り恥をか くような こ とがな ければよ い の です
斜面に枯革がそよ い で い たりする
あてもなく街をさまよい ながら､
あなたは悪戯な瞳 と微笑で逃げてゆけば よい
恩出の 片隅で じ っ と して い ればよ い の に
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1 0 0 3 0
106 0 3 3
113 01 8
124 0 27
128 06 4
13 9 00 7
1 42 07 6
1 42 09 9
14 2. 1 0 4
14 6 0 3 6
14 9 0 1 3
14 9 01 5
1 51 03 8
1 65 0 1 4
167 0 0 2
16 8 0 0 1
17 0 0 0 8
18 0 5 0
18 9 0 19
1 91 0 1 1
よい 良い
01 7 0 1 1
09 3 0 1 0
よいかげん
0 17 0 1 1
こ こ ろよ い 追憶にもど っ て ゆく歩行者の ように
鳥の 巣型の 髪の カ ッ トに 度の つ よ い 眼鏡を糸で つ るして
して よ い こ とわる い こと 規律は明らかだ っ た
郊外奄車の 快よい 動揺に耐えている
｢遠くからの よい 消息は
さまよい 疲れて歩い た道の 敗千里
はるかに高い代償を払 っ てもよ い こ とにな っ て い る
ぽくたちは これから何をした らよ い の か ?
おそらくぼくたちは は っ きり 否! と合図するだ けで よい だろう
またまた迷路の 廊下にまよい こみ
一 体 のままでただよい な がら
そ の さまで よい
愛を求めてさまよ い
あなたは早く死ねばよ い
風 の つ よい 日だ っ た
川の 流れにただよい
ホテル の部屋から戸外 へ とさまよ い 出た
老い の楽 しみ に数えて よ い だ ろう｡
誰とも口 をきかずに十年を生きればよい
こ の まま沈んで よ いも の か
西の 空が良い かげんに焦 げて
かかる読書法は良い 趣味以外の なにもの でもない
良い か げん
西の空が良い かげんに焦げて
よい どれ 酔い どれ
o6 1 0 2 4 酔い どれ水夫が歌 っ て い た.
よい ん 余韻
1 80 05 0 ｢どこ かで会 っ て ､ さ りげな く挨拶を交 したような､ 奇妙な余韻をひいて い くと ころ+ それは私にしてもそうで し
よう
01 2
0 21
0 28
0 39
039
039
03 9
04 0
0 2 2
0 14
0 40
0 0 5
0 6 4
1 32
14 2
0 18
大理石の 肉体は磨かれよう
青い プ メ ウ マ チ ッ ク の ように
す べ てが平和である ようにとか云ふ必要もない
ただ壌の ように つ めた い気体がゆれる
悼め く木片が波に漂 っ てゐ よう
ゼラ ニ ウ ム のやうに燃えはて ようと
わたしの天は奈落 へ 崩れおちよう
ア へ ロ ン の岸にきまよう亡霊の ごとく
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こ の街で生きようとして はならぬ
たとえ純粋な線が 墳墓の 丘より呼びかけようと
行方の 知れぬ風のこ とばに い つ までも微笑を浮 べ てゐ ようとは
まるで滅び る こ との ない も の の ように
天井の蜘妹が私の 顔に の りう つ つ たようだ､
鋭 い笛 の ようなものが胸の底で めざめる ､
黒 い 足の ように縮ま っ て い る 君の 騒い 足 の ように
一
手紙 の 封筒を裏返すようなこ とがあ っ た｡
運命がある 掛こ達したとでも言うかの ように､
｢そ い つ は黄色だ まるであの 磯らわしい魂の ように+
人間はチ ュ ー ブ の ようなもの であ っ たらよ い
乗ろい 髪飾だけがふわふわと蝶の ように宙にさまよ っ て い るの です
い つ も の ようにわたしはお姉さ んさ ようならを告げるこ とが出来ませ ん
みんな仲 よく小鳥の ように 一 つ の 枝でおやすみなさい
あなたには よくおわかりで しよう
不思議な夢がしだい に近よ つ てくるようです
｢御機嫌よう!
僕は毎晩の ように酒場の テ ー ブルを挟んで
手をあげると 人形の ように渉き出し
手を下す と 人形の ように動かなくなる
まるで僕たちに呼びかけるかの ような樹木のそ よぎ
亡霊たちに別れを告げよう
こ の 呪わ し い夜を祝福 しよう
そ してやがて獣の ようにな る歯並み の惑い唇の動きが
絵画は燃える ような赤でなければならぬ
僕は眼をかがやか し涛の ように喋 べ りかける
ひ とり占い の賭博者の ように
ちぎれた青空の ように飛ん だ 一 枚の ハ ン カチ
ー フ
おれには港の ように患えたの だ
とおい航海に出よう
背負い 袋の ようにおまえをひ っ か つ い で
航海に出ようとおも っ た
海を飛んでゆく耳鳴りの ようにおもえた
灰色の壁の ように垂れてきて
厭な匂い の薬 の ように澱んで い るばかりであ っ た
あぶらぎ っ た 一 皿を平げたような顔をする
そ して彼の 背中の ように淋 しい 風景がそ こ にある
未来の 一 歩 々々 の ように こ つ こ つ と遠ざか っ てゆく
昨日の ように空娃濁 っ た河のうえにある
彼岸はい つ も死の 国の ように静かである
い つ も い くらか明るい ようです
光りの 痕跡が 小さくな っ てゆくようです
どうやら私は今年も結婚しそ こ ねたようです
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昨日の ように読みすてま し ようか ?
一 杯 の コ ー ヒ ー をまえに して 考えようと患うのです
少 しばかり恥をかくような こ とがなければよい のです
今ではな つ か しい面影の よう.8こうすれて しま っ た
こ の 世 のそ とでも離れがたい こ とを信 じよう
夕映えの海にただよう
木の葉の ようにも
病婦の ようにも見えてく る
世界の秋披深くな っ て ゆくように思われる
たとえば小さな持毛の 渦をみ つ けるような !
おお､ これからどうしよう - -
ああ､ こ れからどうしよう - -
おお､ こ れからどう しよう･ - -
行 っ て み ようか ､ 船著場 へ - 一
街角をまがる澄音の ように
砂浜に つ づく足跡の ように
まるで通りがかりの 人の ように
そ の ようにまた沫浴もあ っ た こ とを - -
夕陽の残照の ように､
生 と死 の 予感におの のく魂の ように､
死 と生の予感におの の く魂の ように､
わた しの辛から鉛筆をとりあげる ように
枯革の あい だ の 四月の 若芽の ように萌えています
あなたの 身体の ように重たく
ぼくはあなたの 口を押えようとする
ぽくがあな たを信 じな い ように
あなたはぼくを信 じようとしな い
ふた つ の亡霊がさまよう､
異国 の 女の ように､ 町 をみすてて
折れる ように飛びおりる姿勢をと っ た､
夏の うちに 海岸 - ゆく こ とに しよう
(これからしようとする こ とに よ っ て
･ - - )
太陽 の下 で 空壌をころがすように
こ の 少女の ように
とおくの 町をゆくように
夜の 岸辺 の ように
わたしの からだを水藻の ように
一 日を 一 年の ように暮 して い るぼくたちには､
ぼくは見えない出口をさがすように､
わた しを殺 してどうしようとい う の ｡
おまえはなにもかも静めたようにみせ かけて ､
ぼくが死んだらどうし よう とい う の か｡
これから何を しようと い う のか
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何を しようと い う のか
きみ は海を見ようとして
何をしようとい うの か
こ れから何を しよう とい う のか
波の ように こ だまの ように
何を しよう とい うの か
これから何をしようと いう の か
いま評判の サラ ブ レ ッ ド四歳馬を見よう として
あの ス マ ー トで強執な足に注目 しよう
数字の ように増減 し
負け席に賭けてきたぼくの ような男には)
ダ ー ビ ー ･ レ ー ス の ように
基標の ように番号をつ けた煙突がならび
どちらかが死にかけて い る ような
どう してきみ の涙をとめ る こ とができよう
虚しい 文字の ように消えて ゆく
青空の無の なかに溺れようと して い る
海にただよう
い つ までもこ の ような水平線をも っ て い るか
兵士たちはうわご との ように
悦惚と した顔の ように
さ あ丘 をの ぼる としよう
唖の ように黙りこく っ て い ても
奇怪な造語で喋る連中の 頭を踏み つ けよう
キッ ドの短靴の ようなもの で
す べ て の夢を海 にすて よう!
おまえは仔兎の ように
栗鼠の ようにすば しこく
どの ようにぼくたちの 大地に暗い影を落すの かも
あたた か い南国の 陽ざ しの ように融か してくれるから
気むずか しt)人たちに聞かせて あげよう
さあキス しよう
どんな恋人たちよりも甘い キスをしよう
ぼくはひそ かに答え よう
わたしの そばをとお っ たようだわ+
鳥や花をさがすように
言葉を探すの はしばらくやめ よう
きみ の季節は飼主の な い 猟犬の よう に飢えて い る
- - どの ような光りも
そ の ようにかれの 赤い 血も
解読できぬ暗号の ように近くて遠くあるもの
どうして人間がす こ しも苦 しまずに死ね ようか?
妹の と こ ろ へ 竜静をか けよう として
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誰だ っ て僕の ように淋 しい 夜道を走るだろう
ようするに ヨ … ロ ツ パ は西 の果 へ
そ の 白い 手 の ように明るく清瀬にみえる
小さな四 つ の運命は 四 つ の ボ ー ル の ように
また明日 お会い しましよう もしも明日があるなら
記憶の くらやみに とける フ イ ル ム の ように
やくざな渡り鳥の ように レイ ン コ ー トを肩にかけて
こ ころよ い 追憶にもど っ て ゆく歩行者の ように
はたせ なか っ た約束を い つ までも悔む人の ように
つ ながれた行列の 彩は鎖の ように 工場を とりまい て い た
精力的な夏は未来の街の 方向にひろが っ て い るようにみえた
膝をだい て眠るような夢をもたず
- ･ ･ ･ どう して敗北を信ずるこ とができようか
死霊とな っ て さまよう兵士たちよ
梱散弾の ようにふりそそ(o 淋 しさ に耐えて ゆ こう
勝利を信 じな い ぼくは どう して敗北を信ずるこ とがで きようか
高くの ぼ っ て つ い に失われた空の ように
さまよう素足をもち
シネマ ス コ ー プ に登場する ユ リ▲シイズの ように
枯葉の ように散 っ て い っ た
こ の歳月をよ しと しよう ､ 三月｡
人生を貌明するのに どう した っ て何かが足りない ようだ
かれの額は 西洋皿の 平面の ように広く
かれの眼は スプ ー ン の銀 の よう に輝い て い る
迷うの はやめ よう
い ま､ 別れを告げようと して い る｡
そ んな遠くを見る ような限 つ きで
きれい にふかれた鏡この ように
罪の 負担を軽くしようと
処女の 乳房の ように
子守唄の よう
古シャ ツはぬぎすて よう
羊の ような雲
波の 牙が入江の 肌をかむように
ど こでも似たようなもの
無人の巷をさまよう
月のうえをふわふわ歩く宇宙の 子供を見ようとして
吊られた ユ ダヤ人の ように
タ ンポポ の ように咲い たこ ともあ っ たか ｡
紅 バ ラを捧げよう
真昼の ように輝かせる
冷たい水の ようなもの + か
テ レタイ プ の ように
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シ ー ツ の ような空と
唇披笑 っ て い るようで もある
風の ように変身する
い さ ぎよか っ た者の 眼の ような
木の 葉の ように散 っ て い っ た若者たち
一 つ の場所を占め ようと して
滅び ようの ないかたちがな つ か しい
忘られた種子の ように
と言わなければならな い ようだ
惑い夢からさめた人の ように首をふるの である
ぼくたちはこれから何をしようと して い るの かね
他の 人々を悲惨なままに放置して逃避するような
卑劣さを代償 とした自由を受け入れようとはしな い で
自ら明らかな こ とにも 悲 しい かな 認めようとしない 者があり
そ のもろさは隠しようもなくな る
厚い雪に埋れた根の ように
何かを患い 止るように と 一 人 の 男が 一 匹の 犬にとめられて いた
有りも しな い 幸福の歌がい つ もの ように響い て い た
.産金左虚血と命名された群集の河は昨日の ように流れて い た
二 人で よりそう ように して
同じような ドアが行手に
だんだん奥 へ 奥 へ と入 っ て いくようで
ど の ように して戦後の 社会をたたかい ぬ い てきたかを語りあ っ たが､
それか ら､ 少年の 日の ように月の 砂漠 へ 出発 した｡
すずしの ように透けた
ようするに小心な若輩の似た者同士の集りで ､
きみが ｢歯応えと いう れ 取柄があ っ た+ と いう伊藤茂二 の場合を挙げるこ とがで きよう ｡
我々は彼を励ますこ とを忘れてい たようだ｡
どうしようもない 怠惰か ､ 安易な現状肯定である ｡
一 つ の 国さえたちまち喪われるような世界に住んで い る の で､
どう しようもない デラシネの
原初め日より数えるように
思い思い にさまよう
｢おはよう+ のかわりに
心性の ちが い は どうしようもない
こ の 枯葉の ようでありますように
光りの つ ぶをひろうように
ぞ っ とする ような詩を書き終えるこ とで
忘れては い けない こ とを さがすような眼で
闇を つ らぬく稲妻 と烈 しい 豪雨の 申から新しい 発見の ように整 っ てきた
や っ と狂喜の雫が宿る ようになる
試してみ ようではない か
刺すような視線をあびせて
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自由と披何かは太陽の ように明白だ っ たの に
い つ も の ように串で 二 軒分の 買物を した
砲撃に耳をすますような顔 つ きで
明る い 青空が梅の ようにひろが っ て い る
い かなる罪悪も存在 しな い か の ようだが
魔境の ように書籍を衣瀬を調度類を
脅かすような慰めるような圧力を加えて くる
い つ か終りがくるように
よりよき消滅を迎えようで はない か
難破する船上の 人の ように
蜘蜂の巣を払うような手ぶりをする と
ダイヤ モ ン ドの ように輝やい て い た
木の葉の ように舞い落ち
くぼんだ眼窟に目やにの よう にたまる
箱庭の ような故里が
超ス ロ ー ボ ー ル を空振りしたあとの ような
どちらに顔を向けようか
す(･ 大波 の ような睡魔が襲 っ てく るだろう
どうか こ の まま眼が覚めませぬ ように+
お っ とりして いて ､ ど こが強い のかわからない ような碁風だ っ たo
ダメを詰め るような毎日を送りながら
別々の 患い にふける子供の ように
綿帯をほどく ように
膝のくぼみに こたえるかの ように
帆の ようになびかせて
あらゆる母がそうであ っ たように
約束の ように守る男なら
とりちが えようの な い 顔を運ぶために
欲するように死ぬ
こ の世 の外で噴く ように
優雅な枢の ように
そ して最後 の契約にサイン する ように
信じられぬ とでもいう ように
ほん と の ようなうそになるが
｢ど こ かで会 っ て ､ さりげなく挨拶を交したような ､ 奇妙な余韻をひい て い くと こ ろ+ それは私にしてもそうで し
魔風に挑戦するの はあきらめ よう
ふと ｢もうゴル フ はやめよう+ と
疑問符の ように
断末魔の 腸がねぢれる ように
若い 中国人の 夫は口癖の ように
｢な るように しかならな い + と言 っ て い るが
ぼくを理解 しようなんて ､ あきらめたほうが い い よ
かすかにふるえる指先の煙草の けむりの ように
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18 7 01 1
18 7 02 7
18 8 00 5
1 8 0 0ウ
188 0 4 4
18 8 05 1
18 8 0 6 0
188 0 6 9
1 88 0 7 7
18 8 0 8 2
18 8 08 5
18 9 0 2 3
189 0 4 0
19 2 0 0 2
19 2 0 1 4
19 3 0 1 6
19 3 0 1 7
賢い蛇 の 尾 の ような
甘い香りの ように地に融けて い く
白内障の眼を､ なる べ く休め るようにして い ますから､
思うように い っ て い ません ｡
不定愁訴の 繰り言の ように､ ある こ とな い こ とに ､ 線番を傾け､
人はただ歳をとるだけだが ､ 時代は ､ 変 っ たようである ｡
高校に よ っ て は､ 死に つ い て の 教育もな されて い るようですo
記憶 の装置が､ 氷り つ い て しま っ たようで､
風も強くな っ てきたようだ ｡
い まさらの ように､ 頭をかかえて います ｡
い つ までも､ きみ の 心に残 っ て い ますように ｡
い ま のかれは雲を見下すような
ず っ とず っ と昔の こと の ように
孤独とはい えなくな っ て い るか ら､
狼狽するも間なく､ 巨大な生きもの の胎内に の み こまれるように､
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どんな現象も起りようがなく､ わたくしの 影は､
薄暮 と昧爽とをとりちがえて い た迂閣さ に､
い つ もかわらぬ休息がありますように
単調なくり返 しの ようで
ようい 用意
o 4 6 03 6
18 9 0 16
ようい な 容易な
1 48 0 15
果 して肉体だけは癒る用意があるかの やうに
ひそかに用意されてい たの だ
一 人分の 人生を､ 生きるの は容易な菜ではない ｡
ようかい しながら 溶解しながら
14 5 0 18
ようき 容器
02 8 07 2
ようき 陽気
0 08 00 9
1 60 0 4 2.
孤独 の壁をすこ しずつ 溶解 しながら
す べ てが歴史の容器の 申にある とは限らない
ゆえに 陽気な太陽よ
陽気で あれ! _思い わずらうなかれ
ようきな 陽気.な
o o8 0 0 9 ゆえに 陽気な太陽よ
ようきゅう 要求
10 0 0 2 3 やがて 肉体の 要求にさからう魂は
ようさい てん 洋裁店
o 92 0 0 9 あ の本屋は洋裁店にな っ た
ようし 養子
1 8 4 0 0
.
8
18 4 0 10
ようしや 容赦
1 13 0 1 7
ようずみ 用済み
152 0 2
ようだ
o4 9 0 0 1
o 89 0 2.7
106 0 17
14 2 00 8
15 0 0 6 1
1 67 0 32
18 8 0 7 7
ような
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新 しく家を建て る と養子を迎え
田歳にな っ たばかりの 養子の 名は ヒ ロ シ
す こ しの あやまちも容赦なく
折れまが っ た用済み の黒い 頭と
天井の蜘炊が私の 顔にのりう つ つ た ようだ､
わたしの そばをとお っ たようだわ+
人生を配明するの に どう した っ て 何かが足りない ようだ
と言わなければならない ようだ
我々は彼を励ますこ とを忘れてい たようだ｡
い かな る罪悪も存在しな い かの ようだが
風も強くな っ てきたようだ ｡
鋭 い箇 の ようなものが胸の 底で めざめる ､
手紙の 封簡を裏返すようなこ とがあ っ た｡
人間はチ ュ ー ブの ようなもの であ っ たらよい
い つ も の ようにわたしはお姉さ んさ ようならを告げる こ とが出来ません
まるで僕たちに呼びか けるかの ような樹木の そ よぎ
絵画は燃えるような赤でな ければな らぬ
あぶらぎ っ た 一 皿 を平げた ような顔をする
少しばか り恥をか くような こ とがな ければよ い の で す
たとえば小さな持毛の渦をみ つ ける ような !
負け席に賭けてきたぼくの ような男には)
どちらかが死にかけて い るような
い つ までもこ の ような水平線をも っ て い るか
キ ッ ドの 短靴の ような もの で
･ -
- ど の ような光りも
膝をだ いて 眠るような夢をもたず
そんな遠 くを見る ような限 つ きで
羊の ような雲
ど こでも似たようなもの
冷たい 水の ようなもの + か
シ ー ツ の ような空 と
い さぎよか っ た者の眼の ような
他の 人々を悲惨なままに放置 して逃避する ような
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同じような ドアが行手に
一 つ の 国さえ たちまち喪われる ような世界に住んで い る の で､
ぞ っ とするような詩を書き終える こ とで
忘れてはい けない こ とを さがすような限で
刺すような視線をあびせて
砲撃に珂をすますような顔 つ きで
脅かすような慰めるような圧力を加えてくる
蜘蜂の 巣を払うような手ぶりをすると
箱庭の ような故里が
超ス ロ ー ボ ー ルを空振りした あと の ような
す(･ 大波 の ような睡魔が襲 っ てくるだろう
お っ とり して いて ､ ど こ が強い のか わからな い ような碁風だ っ た｡
ダ メを詰め るような毎日を送りながら
ほん との ようなうそになるが
｢ど こかで会 っ て ､ さりげなく挨拶を交したような､ 奇妙な余韻をひい て い く と ころ+ それは私に してもそうで し
ぼくを理解 しようなんて ､ あきらめたほうがい い よ
賢い 蛇の尾の ような
いまの かれは雲を見下すような
青い プ ヌ ウ マ チ ッ ク の ように
す べ てが平和であるように とか云ふ必要もない
ただ堵の ように つ めた い気体がゆれる
まるで滅び る こ と のな いも の の ように
県い 足の ように縮ま っ て い る 君の 鼎い 足の ように
一
連命がある顔に達 したとでも言うかの ように ､
｢そ い つ は黄色だ まるで あの頼らわしい 魂の ように+
乗ろい髪飾だけがふわふわと蝶の ように宙にきまよ っ て い るの です
い つ もの ようにわたしはお姉さんさ ようならを告げるこ とが出来ません
みんな仲よく小鳥の ように 一 つ の 枝でおやすみな さい
僕は毎晩の ように酒場 のテ ー ブル を挟んで
手をあげる と
■
人形 の よう に歩き出 し
手を下すと 人形の ように動かな くなる
そ してやがて獣の よう になる歯並みの惑い 唇の 動きが
僕は眼をか がやか し涛の ように喋 ベ りかけ る
ひ とり占い の 賭博者の ように
ちぎれた青空の ように飛んだ 一 枚 の ハ ン カチ
ー フ
おれには港の ように患えたの だ
背負い 袋の ようにおまえを ひ っ か つ い で
海を飛んでゆく耳鳴りの ようにおもえた
灰色の壁の ように垂れてきて
厭な匂い の 薬 の ように澱んで い るばかりであ っ た
そ して彼の背中の ように淋 しい風景がそ こにある
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未来の 一 歩 々々 の ように こ つ こ つ と遠ざか っ て ゆく
昨日の ように空披濁 っ た河の うえにある
彼岸は い つ も死の 国の ように静かで ある
昨日の ように読みすて まし ょうか ?
今で はな つ か しい 面影の ようにうすれて しま っ た
木の 葉の ようにも
病婦の ようにも見えて くる
世界の秋は深くな っ て ゆくように思われる
街角をまがる澄音の ように
砂浜に つ づく足跡の ように
まるで通りがかりの人の ように
そ の ようにまた汰浴もあ っ たこ とを - -
夕陽 の残照の ように ､
生 と死 の 予感におの の く魂の ように ､
死 と生 の 予感におの の く魂の ように ､
わた しの手から鉛筆をとりあげる ように
枯革の あい だの 四月の 若芽の ように萌えて います
あなたの身体の ように重たく
ぼくがあなたを信じな い ように
異国の 女の ように ､ 町をみすてて
祈れるように飛びおりる姿勢をと っ た､
太陽 の下で 空壌をころがすように
こ の 少女の ように
とおくの 町をゆく ように
夜の岸辺 の ように
わたしの からだを水藻の ように
一 日を 一 年の ように暮 して い るぼくたちには､
ぼくは見えない 出口をさがすように､
おまえはな にもかも締めたようにみせかけて ､
彼 の ように こだまの ように
数字の ように増減 し
ダ ー ビ ー ･ レ ∴ ス の ように
基標の ように番号を つ けた煙突がならび
虚しい文字の ように消えて ゆく
兵士たちはうわご との ように
伏惚と した顔の ように
唖の ように黙りこ く っ て い ても
おまえは仔兎の ように
栗鼠の ようにすば しこ く
ど の ようにぼくたちの 大地 に暗い 影を落すの かも
あたたか い 南国の 陽ざ しの ように融か してくれるから
鳥や花をさが すように
きみ の 季節は飼主のな い 猟犬の ように飢えて い る
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1
4
0
1
0
9
6
1
3
1
1
0
3
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
3
1
1
1
0
4
9
2
5
8
7
3
0
3
6
0
2
2 1
そ の ようにかれの赤い 血も
解読できぬ暗号の ようにヨ丘くて遠くあるもの
誰だ っ て僕の ように淋 しい 夜道を走るだろう
その 白い 手の ように明るく清常にみえる
小さな四 つ の運命は 四 つ の ボ - ル の ように
記憶の くらやみにとける フ イ ル ム の ように
やくざな渡り鳥の ように レイ ン コ ー トを肩にかけて
こ ころよ い追憶にもど っ て ゆく歩行者の ように
放たせなか っ た約束を い つ までも悔む人の ように
つ ながれた行列の 影は鎖の ように 工場をとりまい て い た
精力的な夏は未来の 街の方向にひろが っ て い るようにみえた
棺散弾の ようにふりそそ(･ 淋 しさに耐えて ゆ こう
高くの ぼ っ て つ い に失われた空の ように
シネ マ ス コ ー プ に登場する ユ リシイ ス の ように
枯葉の ように散 っ て い っ た
かれの額は 西洋皿の 平面の ように広く
かれの 眼は ス プ ー ン の 銀 の ように輝いて い る
きれい にふかれた鏡の ように
処女の乳房の ように
波の 牙が入江の肌をかむように
吊られた ユ ダヤ 人の よう に
タン ポポ の ように咲い たこ ともあ っ たか｡
真昼の ように輝かせ る
テ レタイ プ の ように
風の ように変身する
木の葉のように散 っ て い っ た若者たち
忘られた種子の ように
憩い夢からさめた人の ように首をふるの である
厚い 雪に埋れた根の よう に
何かを思い止るように と 一 人 の 男が 一 匹の 犬にとめられて い た
有りも しな い幸福の歌が い つ も の ように響い て い た
.産金庄屋起 と命名された群集の河は昨日の ように流れて い た
二人で よりそうように して
ど の ように して戦後の 社会をたたかい ぬ い てきたかを語りあ っ たが ､
それから､ 少年の 日の ように月の 砂漠 へ 出発した｡
すず しの ように透けた
原初の 日より数えるように
こ の枯葉の ようで ありますように
光りの つ ぶをひろうよう に
闇を つ らぬく稲妻と烈しい 豪雨の 中から新しい発見の ように整 っ てきた
や っ と狂喜の 雫が宿る ようになる
自由とは何かは太陽の ように明白だ っ た の に
い つ も の ように串で 二軒分の 買物を した
1 030
16 7 0 1 1
1 67 0 4 9
1 67 070
169 0 09
17 0 016
172 0 0 2
172 02 1
1 73 05 3
1 75 0 1 4
1 7 6 0 0 2
17 6 0 0 9
176 0 1 3
1 7 6 0 20
1 7 7 0 0 2
17 8 0 0 3
17 8 0 1 0
17 9 0 1 3
17 9 02 3
1 80 0 0 5
1 8 1 0 2 0
18 1 0 24
18 4 0 1 9
184 0 20
186 0 8 4
187 0 2 7
18 8 0 0 5
18 8 007
18 8 0 4 4
18 8 08 2
1 8 8 0 8 5
18 9 0 4 0
19 2. 0 1 4
19 3 0 1 6
ように して
14 6 00 2
14 8 03 5
1 8 8 0 0 5
ようになる
05 4 10 8
162 0 1 0
明る い青空が海の ようにひ ろが っ て い る
魔境の ように書籍を衣頼を調度類を
い つ か終りがくるように
難破する船上の 人の ように
ダイヤモ ン ドの ように輝やい て い た
木の葉の ように舞い 落ち
くぼんだ眼葡に目やにの ようにたまる
どうか こ の まま眠が覚めませ ぬ ように+
別々の 思 い にふける子供の ように
綿帯をほ どくように
膝の くぼみ に こたえるか の ように
帆の ようにな びかせ て
あらゆる母がそうであ っ たように
約束の ように守る男なら
欲する ように死ぬ
こ の世 の外で噴くように
優雅な枢の ように
そ して最後の 契約にサイ ンするように
信 じられぬ とでもい うように
疑問符の ように
断末魔の 腸がねぢれるように
若い 中国人の 夫は口癖 の ように
｢なるように しかならない + と言っ て い るが
かすかにふるえる指先の煙草の けむりの ように
甘い香りの ように地に融けて い く
白内障の 眼を､ な る べ く休め るようにして い ますから､
患うように い っ て いません ｡
不定愁訴の繰り言の ように､ ある こ とな い こ とに ､ 線番を傾け､
いまさらの ように ､ 頭をかかえて い ます｡
い つ までも ､ きみ の 心 に残 っ て い ますように ｡
ず っ とず っ と昔 の こ と の ように
薄暮と昧爽 とをとりちがえてい た迂間さ に､ 狼狽するも間なく､ 巨大な生きもの の胎内に のみ
こまれる ように､
い つ もかわらぬ休息がありますように
二人で よりそうように して
ど の ように して戦後の 社会をたたかい ぬ い てきたかを語りあ っ たが ､
白内障の 眼を､ な る べ く休める ようにして い ますから､
そ してや がて獣の ようにな る歯並み の 悪い 唇の 動きが
や っ と狂喜の 雫が宿る ようになる
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ようねん じだ い 幼年時代
14 7 0 0 1 生きて い く こ とに怖れを感 じて い た幼年時代だ っ たら
ようひんてん 洋品店
o 58 06 洋品店何々 になる の で し ょう
ようぶん 養分
12 8 0 1 9 資本の下水の 養分を吸 っ て
よえな い 酔えな い
1 28 0 6 7
ヨ オ ロ ツ パ
o 5 1 00 5
よかぜ 夜風
05 5 0 0 6
12 8 0 2.9
よかん 予感
042 008
05 4 0 1 1
06 1 2.1 5
06 1 2 2 6
よくそう 浴槽
0 2 8 00 4
よくぽう 欲望
02 5 0 1 0
0 25 05 8
0 9 1 00 5
0 9 1 0 15
1 1 2 0 4 0
12 4 0 3 7
14 9 0 0 5
1 82. 00 8
い くら飲んでも酔えな い
だが何処 へ ? ヨ オ ロ ツ パ でもアジ ア でもない
なま(･ さ い 夜風の街が
ひ んやり夜風が吹きぬける
予感のやうに皮膚に とどく
予感はあらしをおびて い た
生と死の 予感におの の く魂の ように､
死と生の 予感におの の く魂の ように､
浴槽 の 申で 思考 したの は誰で あ っ たか
日暦をめ(･ り欲望を追 っ てゆくもの よ
欲望に専乞い た皮膚を脱い で
きみの欲望は
きみ の欲望は夕陽を浴びて ビルディ ン グ の林に落ちてゆく
水が酒に 欲望がも っ とたくさ ん の浪費にならない と こぼして い る
名づ けられぬ欲望の煽動者に率あれl
欲望の しぶとさで
欲望の柱をま っ す(･ 立て る
よげん しや 予言者
1 4.2 1 2 3 あなたは見たままを語り 予言者と して
よこ 横
o4 5 0 1 畳の 上に 水平に倣 っ て横たはり
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o 4 6 0 3 8
o5 0 0 2 6
o56 0 1 5
o5 8 0 3 5
o 77 0 1 8
o 81 0 1 8
1 2.5 0 0 4
1 33 0 1 7
14 6 0 1 7
1 73 0 2 2
179 0 25
18 0 0 5 6
182 0 05
18 2 0 1 5
18 4 0 0 4
日没の 空にあなたはわななき つ つ 身を横た へ
きみ はただ重たい 靴のな かに足を つ つ こ ん で静かに横たわ っ たの だ｡
孤独な彼の横政は
そ の横顔をぬすみ見てい る紳士がい ます
かれは木の 吊床に身を横たえて
木の 吊床に横たわる者
縦横家の 仮面のうらとおもて に
死の 匂い 甘美な横丁で
横顔があな たにそ っ くりで したの で
かつ てきみ の横顔には自伝ら しきもの があ っ た
静かに横たわ っ て息をとめよ
縦にも横にもとれなくな っ て い る
横目使い に横道い の
ごろりと草の 上に横 になればよか っ た
フ ラ ン ス 系 ア メリカ人 と横須賀で結婚 し
よこがお 横顔
05 6 0 1 5
05 8 0 3 5
146 0 1 7
173 0 2 2
よごす 汚す
03 6 00 5
0 6 1 1 1 5
よ こすか 横須賀
1 8 4 0 0 4
よ こたえて
07 7 018
孤独な彼の横顔は
そ の横顔をぬ すみ見てい る紳士がい ます
横顔があなたにそ っ くりで したの で
か つ てきみ の横顔には自伝ら しきもの があ っ た
それらの悼ましい 怒でおれの 日記を汚すな
だから純潔を汚すこ とだ っ て
フ ラ ン ス 系ア メ リカ人 と横須賀で結婚 し
横たえて
かれは木の 吊床に身を横たえて
よこた へ 横た へ
04 6 0 3 8
よこたわ っ た
05 0 0 2.6
よこたわ っ て
0 67 0 0 6
よ こたわり
0 45 0 1 0
日没の 空にあな たはわななき つ つ 身を横た へ
横たわ っ た
き 訓まただ重たい靴の なかに足 を つ つ こ ん で静かに横たわ っ たの だ ｡
あおむ けに よ こたわ っ て い た
横たはり
畳の上に 水平に倣 っ て横たはり
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よ こたわる
0 81 01 8
よこち ょう
13 3 01 7
横たわる
木の 吊床に横たわる者
横丁
死の 匂い 甘美な横丁で
よ こばい 横道い
18 2 00 5
よ こ めずかい
1 8 2 0 0 5
よごれ 汚れ
00 8 0 1 3
0 4 1 03 8
0 5 4 0 6 9
0 63 0 2 9
0 6 6 00 8
0 70 04 0
1 45 0 15
横目使い に横道い の
横目使い
横目使い に横道い の
群は 雲に乗 っ て押しよせ 黄色く汚れた地図の 上を
あの汚れた貝殻 岩に砕ける憎悪の 波よ
君は君自身の汚れた手で
ぼくたち汝汚れを知らぬ微笑をうか ぺ る
汚れたエ プ ロ ン で
汚れた皿拭き布があるだけなの だ､
古い 広告 ビラ の 汚れた壁の傍で
よごれた
0 61 00 4
1 01 05 5
よごれた 汚れた
0 08 0 13
0 4 1 03 8
0 54 0 6 9
0 6 6 00 8
0 70 04 0
1 45 0 1 5
よじ 四時
03 4 0 1 1
05 1 0 1 4
1 60 0 5 6
よじょう 余剰
03 5 0 1 5
よせあい
よごれた幻の 都市が聾えて い る ｡
に ん げん の 悲しみ によごれた夕陽をすて にゆ こう
群は 雲に乗 っ て押しよせ 黄色く汚れた地図の 上を
あの汚れた貝殻 岩に砕ける憎悪の 波よ
君は君自身の汚れた手で
汚れたエ プ ロ ン で
汚れた皿拭き布があるだけなの だ ､
古い広告ビラ の 汚れた壁の傍で
午後四時はしぜん に消えてゆく
午後四時の 黄い ろい 太陽
そ の日は夜どおし起きて おり 朝の 四時にゴミを捨てに廊下 へ 出て
一 滴 の 余剰を待たうとおも っ た
1 034
10 6 0 0 8
16 3 0 0 2
悲よそう 予
o7 2 0 3
o7 2 0 5
o7 2 0 5
よそうや
07 2
よそごと
04 1
よそら
0 61
0 69
0 69
069
0 6 9
104
16 4
7
1
2
予想屋
05 1
0 7 2.
夜空
22 3
00 1
00 9
0 2 1
0 3 7
0 1 2
0 0 7
よだん 予断
1 6 2 0 1 8
よち 余地
05 4 0 6 5
14 2 0 4 4
1 61 0 2 4
親 しくもない の に止り木で肩をよせ あい
ときには肩をよせ あい
( - - す べ て予想どおり･ - -)
(･ - - 予 想屋にと っ て
す べ ては予想どおり展開する - - ･)
(- - 予想屋に と っ て
よそ ご との やうに
おびただしい灯の 窓が､ 高く夜空をの ぼ っ てゆく｡
十 一 月 の凍 っ た夜空に
十 一 月 の凍 っ た夜空に
十 一 月 の 凍 っ た夜空に
十 一 月 の 嫌 っ た夜空に
夜空はたえまなく星を降らせ て い る
夜空の 星たちが笑う
かれが何を見たか披予断の かぎりで はない
い ま こそそ こに疑い の 余地が あるから
い つ もかぎりなく透明で 疑問の余地なく真実だから
負担を軽くする余地が
よちよち
1 8 3 0 2 2
よ っ つ の 巨ヨつ の
09 9 0 1 3
14 2 0 1 7
よちよち歩きする可愛い い女 の 子に
小さな四 つ の運命は 凶 つ の ポ ー ル の ように
(Egつ の 窓 のうち三 つ が閉 じられたままである)
ヨ ッ ト
11 0 0 0 3 ヨ ッ トは沈黙 して い る
よビお し 夜どほ し
o 4 1 0 4 1 夜ど放 し歌 っ てゐるな 寒い 肱牽の なかで
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よどんだ 澱んだ
o4 6 00 7
o 61 0 8
よどんで 澱んで
o1 0 1
o5 0 3 1
よどんで い る
o5 5 03 1
よねん 四年
o7 7 0 16
188 0 33
1 88 073
澱んだ鈍い 時間をかきわけ
見よ､ 澱んだ ｢時+ をかきわけ､
河 の水は泥のやうに澱んで
厭な匂い の薬 の ように澱 んで い るばかりであ っ た
澱んで い る
厭な匂い の 薬 の ように澱んで い るばかりであ っ た
一 九四四年五月の ある夜 - ･･ ･
早い も ので ､ あれから四年､
凶年遅れの こ の 返信が､ 凹年前の それと､ どう違 っ て い るかを､
よねんおくれ 凶年遅れ
18 8 0 7 3 四年遅れの こ の返信が､ 四年前の それと､ どう違っ て い るかを､
よばれる 呼ばれる
o 2 9 0 0 8 憩ひ とい ひ髄情と呼ば れる雰囲気にかこまれ
よびかけ 呼びかけ
o4 6 0 2 0 たとえ純粋な線が 墳墓の 丘より呼びかけようと
o5 4 0 9 6 まるで僕たちに呼びかけるかの ような樹木の そ よぎ
o 65 0 2 4 天使は ､ 夜 の戸口から呼びかけた｡
よびさます 呼び覚ます
o3 6 0 12 おれの 睡眠を呼び賞ます
よびだす 呼び出 し
1 50 0 5 3 . 編集者である私が警視庁か ら呼び出しを受けた ｡
よびちしき 予備知識
18 8 0 6 3
よびはじめて
0 14 0 1 4
よび よせて
08 8 0 4 0
死滅の予備知識も与え られて然る べ きだ ､ と い っ た方針の もとに o
呼び始めて
二 つ の 楽器が揃 っ て火を呼び始めてね
呼び よせて
ひと つ ず つ 自然を呼び よせ て
1 03 6
よぷ 呼ぶ
o2 8 0 0 6
o2 8 0 20
o30 0 2 3
o 3 9 1 0 5
よみ 読み
o5 7 07
05 8
05 8
04 9
050
0 9 8 0 1 1
1 6 7 0 2 1
1 7 4 0 0 7
1 8 0 0 06
18 0 0 0 9
18 8 0 0 6
よみがえ っ て
1 60 0 1 6
意識 の外部と呼ぶ空墳の堆模 した世界よりも
かれら塵挨都市の番兵と呼ぶもの から
あれを何 と呼ぶの だらうか
落ちて い っ た屋を何と呼ぶのだらう
パ ス カル の読み方を教 えた青年が戦死 し
昨日の ように読みすて まし ようか ?
そ して ニ ュ ー ス が私を読みすてたら
読み さ しの 小説の つ づ きは
古今の 番を読み
そ の後 ､ ｢死後 の 世界+ を読み
そそくさ と読みおえたその 文面を
と っ くりと読みおえたにちがい なか っ た
読みもの がたま っ て い くばかりで ､
整 っ て
闇を つ らぬ く稲妻と烈 しい 豪雨の 中から新しい 発見の ように整 っ てきた
よみかた 読み方
05 7 0 0 7 パスカル の読み方を教 えた青年が戦死し
よみさ し 読みさ し
o 9 8 0 1 1 読み さ しの 小貌の つ づ きは
よみすて 読みすて
o5 8 049 昨日の ように読み すて まし ようか?
o5 8 0 5 0 そ して ニ ュ ー スが私を読みすてたら
よみち 夜道
o 95 0 1 5 誰だ っ て僕 の ように淋 しい 夜道を走るだろう
よむ
o9 0 0 1 0 そ こ に年輪をよむかわりに
よやくして 予約 して
1 3 2 00 1 不在を予約 して生きた
より
00 5 0 1 5
0 12 0 11
0 1 6 0 1 3
ヴ ェ ニ ュ ス の胸は考より広い ヴ ェ ニ ュ ス の胸は窄より広い
キ ュ ウ ビ ッ トの 矢よりも疾い
より精巧な機械に見とれる ときも
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0
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ダリヤ よりも美 しか っ たの で
海より深い 空を燃やし
線の 影はい つ もガラス管によりそ っ て ゐた純粋な頭の 鈍い 速度に つ い て
意識の 外部 と呼ぶ空堵の堆積 した世界 よりも
文明的なもろもろの雑音の性格に より
新ら しい 印刷術とバル ブに より
それは - 羽 の 鳥よりも放やく帰 っ て くる
肉体よりも柔軟に
けものや鳥よりもすばやい 身仕度で
ラ ン プよりも巨大な思い 出の 下で
風な どよりも静か に
楽器よりもも っ と柔らか にくねる
永遠よりみ じかい 時間の うちに
か しこ よりとりでて
樹によりかかり
戦い 披何処よりか
とおい稲妻の 明りをた よりに髭をそ っ た
畳よりも青い顎の 若い 主は しば し呆ける
こ の滑らかな洞よりも さらに低い営みがあるだらうか
たとえ純粋な線が 墳墓の 丘 より呼びか けようと
山や川 またなに よりも海ができる
影 終生よりそ っ て離れぬ影
わたしは 一 日 よりもはかな い 一 年を
一 年 よりもむ な しい 一 生を過 ごしてきま した
単により高尚な国民 結社 人間の 材料にすぎな い と
出発の時よりも資 しくな っ て ､
そ っ とわたしの 寝室に泣より
い つ までも待 っ て い るより しかたがなか っ た｡
彼は待 っ て い るより しかたがな か っ た｡
あなたの 五木の 指はどん な兇器よりも残忍で ､
ど んな蛇よりも猛烈な毒をも っ て い るわ
ー - どんな国際土 ユ ー ズ よりも
なにもの よりも
どんな国際 ニ ュ ー ズ よりも
どんな後悔よりも細くな っ て しま っ た から
神の 復活に出会うよりもたやすい
生きるため より
より高い青空の 深み へ 落ちて ゆく
それはもうシ リ アやトリ エ ス テ の 軍隊よりも
きみ は心 よりもデリケ ー トなうわ ぺ をもち
みかけより真実を飾らぬ男だ
どんな恋人たちよりも甘い キ ス をしよう
ロ ー ス ト ･ ビ ー フ よりも香ば しい そ の匂 い とともにや っ てくる
1 03 8
o 91 0 8
o 92 0 0 6
10 1 0 1 4
10 1 0 4 4■
112 034
11 3 02 4
11 6 00 7
12 4 00 7
12.4 03 5
12 7 0 1 8
1 2 8 0 2 4
1 4 2 0 16
14 2. 0 7 9
14 2 0 8 1
14 2 0 8 2
14 2 10 5
14 3 0 15
14 5 02.
14 6 0 0 2
14 7 0 0 4
1 48 0 03
1 49 0 0 3
1 53 0 0 3
1 6 7 0 7 4
1 6 7 0 8 0
17 0 0 1 1
17 9 0 2 0
18 2 0 0 4
18 7 0 1 3
1 8 8 0 3 7
1 8 8 0 7 0
1 9 2 0 2 2
よりかかり
04 2 0 1 6
よりそう
14 6 0 0 2
17 0 0 1 1
よりそ っ て
0 2 8 0 0 3
0 5 1 0 2 5
虻よりはやい ガ ソ リン の 微風 に東 っ てゆく
盗んだ梨より甘か っ たと - -
な にも の よりも おの れ自身に擬する銃口を
沈黙よりも固い無名の 木の 実がはじけとび
妥協の 無限の 可能性をたよりに
答え よりも大きな疑い はなか っ たから
よりそ っ て 晩秋の 路上に
地名のない地図をたよりにス パ イが暗躍
(疲れやすい んだ と しよりは)
死よりも暗い ｢病院+ で
｢円の切上げより自由化が先+
帝政時代 よりソ ビ エ ト体制下で 四倍も感化 して い る
もちろん 信念より自分の生命が大切だと考えたからである
生命より貴重だと感 じて い た の である
彼がおかれて い る状況は 西側の 同時代人の それ より
巨大なもの の カが 個人の信念より永続すると い う証拠はない
詩を書くより死んだほうがましだ
どうか する とにんげん は機械 よりも機械だか ら
二人で よりそうように して
生きる こ とより死を受入れるほうがず っ とたやすか っ たろう
三十五年ぶりにたよりをよこ した｡
舟唄の たよりなさ
原初の 日より数える ように
昨日よりよき明日は来ない の だから
よりよき消滅を迎えようで はな い か
よりそう影もない
死よりも賛沢な眠りに就く
退屈が死ぬ より怖い からとい っ て
信念よりは自身が大事だ から
限 よりも､ 心 で計る構えにな る の は､
身体 の 故障よりも ､ よほ ど､ こ の ほうが つ らい ｡
最後の迎をたよりに走り出して い たの は､ 是非もなか っ たが､
樹 によりかかり
二 人で よりそうように して
よりそう影もない
線の 彫は い つ もガラス 管によりそ っ て ゐた純粋な頭の鈍い 速度に つ い て
影 終生よりそ っ て離れぬ影
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116 007 よりそ っ て 晩秋の 路上に
よりど ころ 拠り どころ
15 0 0 4主 最後の拠りどころは生理 しか なく ､
よる 夜
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巨大な鳥にな っ て夜 の 空に墜落し
グラス の底に夜が光 っ た
夜が垂らす耳はない
夜はおそらく どこ からでも忍び よる
夜がきて
す べ てが凍える夜がく る
夜にはも っ と尊 い何かがある
夜ふけて ただひ とり
あなたはたしかに夜をも っ て ゐる
夜ど放 し歌 っ てゐ るな 寒い 肱牽の なかで
な がく夜をま っ て ゐた灯火は
夜はひそかに 窓の あたりの 気配にまぎれ
夜にゆだねて
夜単のけむ り無常の 風に耐 へ てきた
深夜 唇が煙草を挟んで い る
ひ とりず つ 夜の 街から消えてい っ た
こ の呪わしい 夜を祝福 しよう
古い 夜の 匂い がする頭 に帽子をのせ る と
なま(･ さ い夜風の 街が
おれたちの夜明けには
ああ おれは雨と街路 と夜がほ しい
夜にならなければ
暗い夜明けのうちに倒れな ければな らぬ
夜 昼 わが涙の み注ぎて魂の粗となり
夜の環が冷たく.かぶさ っ て くる､
あなたの外にも夜がきた｡
生ける死者たちが 空中を歩きまわる夜がきた｡
おびただ しい灯の 窓が､ 高く夜空をの ぼ っ てゆく｡
ひ と つ の年が始まる神秘な夜にく るま っ て
世界の 深夜 - 一
夜 と窓とがぴ っ たり重な っ て も､
- 一 基の な い夜には希望がな い ､
天使は､ 夜 の 戸口から呼び かけた｡
そ の秘密を夜の なかに穏 して い た｡
暴風 の夜を飛んで い っ た｡ 哀歌をうたい ながら
畳も月もない 夜､ 毛布にくるま っ た男は
しろじろと夜明けの光をながすまで
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- 一 夜 があまり静かだから
- - そ の夜
十 一 月 の 凍 っ た夜空に
十 一 月 の凍 っ た夜空に
十 一 月 の凍 っ た夜空に
十 一 月 の 嫌 っ た夜空に
夜の岸辺 の ように
一 九 四四年五月の ある夜 - -
ゆ れる昼夜燈の暗い 光りのか げに
束支那海の夜を走る病院船の 一 室で
ああ 夜昼の さかい なく
夜あけのく る船窓の下の
｢あんたの 夜はあたしの 真昼
夜 と昼とが恋をする - - +
｢今夜あたし あの ギャ ン グに
その夜 - -
誰だ っ て僕の ように淋 しい 夜道を走るだろう
ぽくはバ ルセ ロナ の夜をえが く
太陽の町は夜の町 バ ルセ ロ ナ の 裏町の
こ の 夢の 果で 一 夜を明かそう
ミ ロ 君 の夜 の 太陽を見てい ると 吐きたくなるね
こん な其夜中
み んな夜明けの桟橋か ら散 っ て くれ
夜空はたえまなく星を降らせて い る
敵にむかい黙々 と出撃し
一 夜あければ骨とな る
夜明けの道はま っ す(･ で長 い が
夜明けの枢
ひんやり夜風が吹きぬける
夜の底がひびわれたとおも っ たら
夜明け辻元い
｢夜われ床にありて
売 っ てはい けない もの を売 る深夜の
雲汝低く垂れ グラナ ダの 暗い夜に稲妻が走 っ て い た+
街 の まぶたは重く垂れ 束京の 暗い 夜に信号煙が明滅して い た
昼夜灯に照らされて
夜はこ と の 放か短かい o
そ んな今年の 冬も終りに近い ある日の 真夜中
今夜の かれの幸運 は明日にはきみ の もの だろう
その 日は夜どおし起きており 朝の 田時にゴミを捨て に廊下 へ 出て
夜明けとも日暮とも つ かぬ薄明の 申で
夜空の星たちが笑う
新鮮な沈黙の 夜をむか えて
今夜は別々 に浮遊 し
1 041
1 70 0 03
173 0 0 9
1 7 9 0 1 8
1 88 0 7 6
1 9 2 0 0 4
19 3 0 15
よろい 戸
o 66 0 1 5
よろこ び 歓び
0 3 0 0 0 8
よろ こび 喜び
05 3 0 4 4
0 62 0 2 4
0 85 0 2 4
0 88 0 4 7
0 8 9 0 1 8
11 5 0 1 4
11 6 0 0 5
1 60 0 3 8
1 60 0 4 9
眠れ ぬ夜の 収穫披
夜があけたばかりだ と い う の に
憩魔の 夜がくる前に
ひ
■
と しきり烈 しくなり ､ 深夜 の屋根を叩い て い る｡
夜明け前の微光があたりをくまなく覆 っ て い て ､ どこ へ 行 こうと して い る のか ､
窓の 灯をに じませ る夜には
おもたい よろい戸をおろして
歓びにもまた憂ひ にもなぜ か
ま して喜びなんか
わたしはこ の世ならぬ冷たい 喜びに憶えてい る
女たちの 血 の なかから愛の書びをしぼりだそう
消えさる喜び 永くと どまる悲 しみ と いうもの がない
(そ の喜びと悲 しみを
喜び なき代 の美しきひ と
過去をすて たきみの喜び と
たい せ つ な の は感情の 純粋な番び!
喜びな く して何の 宝ぞ と
よろ こび 奮ろこび
o 2 8 0 3 9 信仰や箸や石鹸や喜ろこびや散策が あるやうに
よろこ んで 蕃ん で
o8 8 0 8 3 心か ら尊んでくれるから
1 13 0 3 3 喜んで処刑される者もたくさんあ っ た
1 6 1 0 2 2 蕃んでむかえなさ い
1 62 0 2 2 喜んで命と交換 しただろうとい うの だ
よろめく
1 4 2 o 5 3 義に昏 (くら) い 者 イデオ ロギ ー に よ ろめく者が立去り
よわい
1 7 2 0 17 妄想 によわい鉢を病み
よわい
0 43
1 0 6
1 4 2.
弱 い
01 5
0 18
10 8
弱 い光でうなだれた神をむ か へ る
ア イディ アもなければ 構成も弱い
一 個 の 弱い 人間の信念をも挫くこ とができな い とわかれば
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よわい 齢
04 0 1 8
0 48 0 2 1
1 4 0 0 8
1 62 0 0 8
よわたり 世渡り
16 4 0 1 5
よんかい 四階
05 8 0 0 8
よんさ い 四歳
07 2 0 0 3
18 4 0 1 0
1 8 6 0 3 4
よんさ い ばを
072 0 0 3
よん じ ゆうき い
16 0 0 6 5
あなたの 齢に と っ て ただの 一 瞬を ｡
歴史 の鎖に つ ながれた老齢!
齢を空 しく重ねて きた
資 しさ の樹齢そ の もの と化 してから
ずるい 世渡りをする つ もりはな い が
ビル の 四階に は午後三 時から灯が ともり
い ま評判の サラブ レ ッ ド四歳馬を見ようと して
四歳にな っ たばかりの 養子の 名はヒ ロシ
ひ よ つ とする と廿六年前の什四歳の ぼくが､ い ま の ぽくを見て い たかも - ･ -
四歳馬を
い ま評判の サラブ レ ッ ド四歳席を見ようとして
四十歳
フ ンボルトの 天才 は四十歳で燃え つ きて しまい
よん じゆうななか い 四十七階
14 0 0 24 四十七階の痛む背骨がゆれてい る
よん じゆうねん だ い 四十年代
1 60 0 63
よんだ 呼んだ
0 41 1 1 2
1 6 6 0 0 3
よんばい 四倍
14 2 0 1 6
14 2 0 18
ヨ ー ロ ッ パ
00 6 0 1 5
09 6 00 7
1 03 0 2 3
三十年代束から四十年代にかけて酒躍し
それは又新 しく湿気を呼んだ
｢きみ+ と呼んだりする習慣があ っ て
帝政時代 よりソ ビ エ ト体制下で四倍も悪化 して い る
それで監獄は 四倍以上も暗く
ヨ ー ロ ッ パ は 黄昏 である
ようするに ヨ ー ロ ッ パ は 西 の 果 へ
暗雲垂 れこめ るヨ ー ロ ッ パ でもなけれぱ
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らい きん しや
103 0 1 8
らいねん 来年
1 6 9 0 2 4
らい はい どう
1 46 0 2 1
ライ フ
16 7 0 1 2
1(i7 0 7 6
ラヴ
14 5 0 1 1
礼讃者
粗暴な肉体の 礼讃着でもな い の だ)
来年の 風にまた挑戦 します｡
礼拝堂
そ こは秘密の礼拝堂にな っ て い て
話したり書い たりすれば素晴らしい ライ フも
ぽくたちの ライ フを蝕み
｢忘れは しない と いう虹色の ラヴ ソ ン グが聞えて い た
らく じつ 落日
0 02 0 1 1
1 7 6 0 2 2
らくだ い せ い
15 0 0 3 9
らくてんてきな
1 2 6 0 0 8
らくよう 落陽
0 4 9 0 1 4
らしい
00 4 0 07
00 8 0 12
0 14 0 0 3
0 14 0 1 7
o 2 8 0 2 5
0 4 4 0 10
0 5 2 012
0 6 5 0 1 5
0 7 8 0 0 6
0 8 0 0 1 7
0 8 1 0
10 1 0
1 0 2 0
24
l l
0 4
落日の朱が氷柱をながれ -
落日に輝くばかりで
落第生
クラス委員に して落第生の 竹内幹郎だ っ た｡
楽天的な
と楽天的な科学者が言 っ た
そ して落陽はただひ と つ ｡
僕は新らしい 賛沢な船 の設計に つ い て
すて て 砂漠 へ 逃げて しま っ た やがて斬らしい靴の
頭の大きな楽器が目覚めたらしい
パイ プオルガンも大変不満らしい
新らしい 印刷術とパ ルプに より
新ら しい 種子が新 しい 土地に播かれ つ つ ある こ とを｡
影にな っ たあなたの子 供らしい 微笑が
そ こ に､ あたらしい岩 山が 出現するまで
あたら しい友 と肩をくみ
あたらしい 血汐であらい こ の 苦しみ の胸が
むごたらしい 歴史の そ とに
むか しの愛も あたら しい日附の憎 しみも
あたらしい 屍体の 雨をふらすから
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1 15 0 0 3
16 0 06 9
16 7 0 12.
1 88 0 6 7
ラジオ ･ ニ ュ ー ス
185 0 0 2
らしき
1 7 3 0 2.2
あたら しい世界をたずね
エ ゴセ ントリ ツクで報復的だ っ たためか同僚にはうとまれてい たらしい
話したり書い たりすれば素晴らしい ライ フも
ずいぶん起 っ て い るらしい です+ と番い て い たが ､
ラ ジオ ･ ニ ュ ー ス が伝えたとき
か つ て きみ の横顔には自伝らしきものがあ っ た
らしん 羅針
1 0 3 0 1 1
らしん 裸身
10 4 0 1 0
らせん 螺旋
0 2 1 0 0 4
0 2.7 0 1 5
らっ かし 落下 し
0 25 0 3 7
15 2 0 1 0
らっ か して
0 25 0 3 7
帆柱や舵や海図や羅針や救命ブイや鈷や - -
愛 と憎 しみに撃たれた裸身の ほそさ に
螺旋の 風は
耳の 螺旋をヒりおちた
鉛のやうに落下してくる
コ ッ プ に落下 しす(･ に消え
落下 して
鉛の やうに落下してく る
らんがい 欄外
1 4 0 0 1 6
らんかん 欄干
0 4 6 0 0 1
らん し 乱視
15 1 01 4
ランタン
0 2 5
欄外の 人生を生きてきたの だ
高い欄干に肘をつ き
かなりひ どい 近視で乱視の
o 2 1 室内には薄明りの ラ ン タ ンが
ラ ンプ
o o 7 0 0 1 ジ ャ ン ク の帆が煽娼の ごとく羽博い て ラ ン プ の虹がひろがる
o 3 4 0 15 あやま っ て ランプを落 し
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o3 5 02 8
o3 7 0 2 1
o3 9 10 7
誰かくらい 巨大な ラ ン プを掲げた
ラ ンプ よりも巨大な思い 出の 下で
ラ ンプ のやうに
らんぶ 乱舞
o28 0 7 0 花花 しい 物質たちの 流れ乱舞の外から
りえき 利益
o 4 1 0 6 5 あなたの利益は あなたの どの釦に隠してありますか
りがいかんけい 利害関係
1 12 0 3 6 あさま しい 利害関係の なかでたたかい ながら
りかい でき 理解でき
0 6 1 18 6
リキ ュ ー ル グラ ス
0 5 4 0 5 7
0 5 4 1 0 6
りく 陸
0 1 6 0 1 2.
0 4 1 0 19
0 4 1 04 0
04 1 05 9
0 67 0 0 1
0 7 7 0 1 2
0 8 1 0 3 1
10 3 0 2 4
121 0 0 6
173 0 4 8
193 0 2 2
貴方の深い慈悲と知慧とを理解できませ ん｡
リキ ュ ー ル グラスを高氏めながら
独身者は大学生のリキ ュ ー ル グラスに
陸を超えて飛期する
あの 陸橋の上を
何とはな しに陸橋の 上まで 打寄せてくる
やはり滞れて陸橋 に仔んで ゐる こ とを想ひ
陸橋の うえか ら
これからも大陸に 海に
やがて陸にむか っ てゆるやかに動い て い っ た
陸封されたア ジ ア の 辺境でもな い
陸 の ウ ニ はもうごめんだ と逃げだそう
意識の 大陸はずんずん後退 し
大陸か らの寒波はきつ
◆
い が
りこ てき 利己的
14 2 0 9 1 しか し 利己的で 近視眼的で 無防備な文明の なか にい て
りこ ん した 離婚 した
18 4 0 0 5 すそ離婚 したが夫の 姓は変えずに帰国して
リス ト
0 17 0 4 0
12 4 0 2 0
16 0 0 5 9
なむ天にま しますキリス ト様よ
(ジャ ー ナ リ ストがテ ー ブルを叩い て怒 っ て い る)
ニ ユ _ ヨ ー ク ･ タ イ ム ズの記者が屍体置場の リストからかれの 名をみ つ け出し
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リズム
05 4 0 3 1
100 0 3 3
りそう 理想
0 61 1 3 4
0 85 0 2 1
15 5 0 3 1
そ こ にはどんなリズム が 色彩が
かろやかな鼻唄の リズ ムで渉きも したろう
浄･らかな水に映る理想 の伴侶に
理想主義者や清貧家を蹴とば し
理想の良人は
りそうしゆぎ しや
0 85 0 之1
り っ き ょう 陸橋
04 1 0 1 9
0 4 1 0 4 0
04 1 0 5 9
0(;7 0 0 1
り っ ばな 立派な
0 1 1 0 1 3
0 5 8 0 1 8
1 8 8 0 4 6
りて ん 利点
14 2 0 2 4
りはつ てん
1 0 8 0 3 0
りはん 離反
1 0 0 0 2.5
りふ じんな
15 6 0 3 4
1 65 0 1 5
理想主義者
:哩想主義者や清貧家を蹴とばし
あの 陸橋 の上を
何 とはな しに陸橋の 上まで打寄せてくる
やはり濡れて陸橋に件 んでゐ る こ とを想ひ
陸橋の うえから
立派なきみらの 服装で あるが
私の立派な人生には
時には､ 道徳や､ 宗教 の 立派な代理 になるうえに､
(それゆえ こ の 国独得の 統治方式の利点とさえい えるもので
理 髪店
理髪店からの長い ながい 戻り道
離反 に つ づ い て孤立がはじま っ た
理不尽な
理不尽な契約を前に して
これ以上､ 理不尽な感情があるだろうか
り べ つ して 離別 して
14 8 0 0 4 南国で農業に専念 し､ 妻と離別 してから､
リボン
oo 5 0 1 7 リボ ン の 花火をあげて
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りゆう 理由
1 3 0 0 1
14 2 0 8 7
16 1 0 1 8
1 7 1 0 0 2
り ゆうきして
1 0 6 0 2 3
歌 の は じめには開かれた理由が ある
臆病な政治的理由があり 小さな率福をほん の 少し長引かせるため の
おの れを赦せぬ理由は
ありえない とい う理由で ､
隆起して
そ こ に集中 し隆起 して ある フィ ジカル な高貴さ の象徴となり
りゆうこう 流行
00 7 0 1 1
017 0 3 6
0 9 6 0 1 5
りゅう こう し
0 1 7 0 3 6
りゆう つ うする
0 2 8 0 18
り ゅうほ 留保
14 2 0 0 9
り ょう
05 7
0 8 0
0 8 0
1 2 4
1 2 5
1 5 5
1 8 8
りょう
018
0 2 8
0 4 1
12 8
両
0 1 9
0 0 6
0 2 0
0 2 6
0 2 2
0 1 4
0 2 4
且
且
0 0 2
0 43
08 0
0 5 3
流行る の だ
沙漠の 唄が樹の上でも流行 し
文明色な ら もう古くな っ た三十年代流行のセ ダン の
流行 し
沙漠の 唄が樹の上でも流行 し
流通する
つ ねに流通する貨幣の紫から起ると いふ
こう した 同じこ とだ とい う作為的な留保がなされるかぎり
力が判断 と緊張を し っ かりと両足にむすび つ ける
戦い に よ っ て 両手をうしな っ たきみは
きみ はきみ の失われた両手を高くあげる - -)
吊皮に つ かまる両手をポケ ッ トに入 れたまま
むずかゆ い 両脚をと じて 一 人 の ベ ッ ドで静か に眠れ
両手で つ か んでう しろ にや っ て しまえば
両の こぶ しで ､ 眼をおさえて い る光景､
質量の 影も見えな い
測量する技師の 手 の影 に従 っ て
純潔な空気が咽喉を塞ぎ 見えない 量 に苛まれて
相場も騒動も測量も相続も掃除も葬式も
りょうあ し 両脚
1 25 0 2 2
り ょうあ し 両足
0 5 7 0 1 9
むずかゆい 両脚をとじて 一 人 の ベ ッ ドで静かに眠れ
力が判断と緊張をし っ かりと両足にむすび つ ける
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りようかい した
18 6 0 2 9
り ようけん 猟犬
0 91 0 1 4
り ようしん 良心
1 4 2 03 3
り ょうて 両手
0 8 0 0 0 6
0 8 0 0 2 0
12 4 0 2 6
15 5 014
り ょう ど 領土
1 48 04 1
り ょかん 旅館
1 48 0 0 9
りろん 理論
17 2 0 1 4
りんかく 輪郭
18 6 0 3 1
リンゴ
1 7 9 0 0 4
りん ご 林檎
0 2 5 0 43
0 4 8 0 2 5
了解 した
みんな若か っ たと了解 した瞬間､ 未来に到着 して い たこ とがわか っ た
きみ の季節は飼主の な い 猟犬の よう に飢えてい る
支配に自信なく 人間の良心 を
戦ル＼によ っ て 両手をう しな っ たきみは
きみはきみ の 失われた両手を高くあげる - - )
吊皮につ かまる両手をポケ ッ トに入れたまま
両手で つ かんでう しろにや っ て しまえば
夢の領土をとり巻いて い る闇の なかで ､
かれとは敗戦直後の闇市のヨ丘くの 旅館で 一 度会 い ､
理論 な し
過去と現在 の空間がぴ たりと重なり､ そ の輪郭がずれて ぽや けて い く
竹乾からとり出すリン ゴには
林檎 の核を拾てた
乳と象牙と林檎 とが
りん じ ゆう 臨終
18 9 0 1 1 臨終の たの みだ っ た
りん じん 隣人
1 2 9 0 0 4 隣人を愛 して
1 6 0 0 4 5 隣人とは愉快に貸 し借りせ よ
りん どう 林道
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1 4 4 0 0 2
りんり つ する
1 7 3 0 3 0
I) - チ
1 2 8 0 28
れい 礼
1 0 3 0 1 8
1 2 4 0 1 7
1 4 6 0 2 1
16 6 0 1 7
18 0 0 4 9
18 7 0 2 4
18 8 0 3 2
れい 零
0 3 0
16 9
0 2 6
0 2 2.
れい き 冷気
04 1 1 1 1
05 4 0 1 2.
0 5 4 0 13
1 9 2 0 15
れい ぎ 礼儀
12 4 0 1 7
18 0 0 4 9
れい き 霊気
1 6 8 0 0 5
れ いぎさ8まう
12 4 0 1 7
赤 い林道に入 っ て い く
林立する
林立する墓石の 女
｢リ ー チ+ に ｢ツ ー + は つ か ない はずだよ
粗暴な肉体の 礼讃者でもない の だ)
礼儀作法にかなわなか っ たら
そ こ は秘密の 礼拝堂に な っ て い て
｢礼は往来を尊ぶ+
それがせ めてもの礼儀である
何に対する敬礼か
(ほん とうに､ 失礼 しま した)
零圃気の ほ とりに件んで い る白い もの
ならば零から始め よ
物質で身を固め 破れたシャ ツで冷気を防いだ
あらしは冷気をふくんで い た
冷気は死の滴り - -
み るみ る漆 掛こ つ つ まれて い く ､ こ こ は､ もともと海底だ っ たと こ ろで はな いか ｡ 冷気に身ぶ るい し､
礼儀作法にかなわなか っ たら
それがせめてもの 礼儀である
たちの ぼる泉の霊気には
礼儀作法
礼儀作法にかなわなか っ たら
れ い こくさ 冷酷さ
o 85 0 10 は っ きり した冷酷さもある
れい め い 察明
o 4 3 0 1 8 ほ どよ い察明がただよふ
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レイ ン コ ー ト
10 0 0 2 1 やくざな渡り鳥の ように レ イ ン コ ー トを肩にかけて
レ エ テ河
0 6 5 0
れき 暦
02 5 0
0 4 1 0
1 2 4 0
れき し
0 25
0 2.8
0 4 8
0 7 9
08 1
0 8 1
1 0 1
13 6
14 2
14 2
1 4 2
1 5 3
16 0
18 8
2 1
1 0
0 8
･0 6
歴史
0 0 7
0 7 2
0 2 1
0 1 7
016
0 2 4
0 19
0 2 5
0 0 1
1 13
1 15
0 0 7
0 2 4
04 8
れき しがく
1 8 8 0 4 8
告げなさい ｡ レ エ テ河 の水を飲まぬうちに
日麿をめ(･ り欲望を追 っ てゆ くもの よ
新聞を読む 虚 しい 日暦の傍で
日付の ない暦をめくり
それらが船舶の歴史の 中にあ っ た時代には
す べ てが歴史の 容器の 中にある とは限らない
歴史の鎖に つ ながれた老齢!
歴史の終りを
ぼくらはすで に こ の 歴史の 内で 披死んだ者
むごたら しい歴史の そ とに
い つ わりの歴史をさかの ぼ っ て
わ いせ つ な歴史の 棺桶 の
｢もう長い こ と こ の 国 の ほん とうの 歴史は
歴史を作 る者をたえず脅か しつ づけてきた基本的なイ メ
ー ジで ある
｢残忍な歴史の涜れはくい とめられない とか
どんな歴史も受け つ けぬ
歴史とい うもの が どんなにわれわれの野心や虚栄とくいちがうかとい う
正義の 社会学であ っ たり､ 深遠な歴史学で あ っ たりもするの だから､
歴史学
正義の社会学であ っ たり､ 深遠な歴史学であ っ たりもするの たから､
レグホン
o 1 6 0 0 3 白い レ グホ ンたちよ
レ コ オ ド
oo 8 0 17 レコ オ ド音楽に旦乏あい て 緑の 藻を b てゐる
レ コ ー ド
0 5 4 1 3 2
084 0 1 2
レ ス ビ アン
1 4 5 0 0 8
無言で蓄音器の レ コ ー ドが廻乾する
安い レ コ ー ドの み じかい 針の清から
レス ビ ア ン の 女たちの痘撃は不信者の地獄の 笑い の
- 型態で ブリ ッ ジして反 っ た肉体の
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れ つ 列
0 1 4 0 2 0
0 2 8
0 2 8
033
0 5 2
0 5 8 0 4 7
0(～1 0 7 7
07 7 0 1 3
1 0 0 0 6 4
1 0 6 0 0 1
1 0 6 0 10
11 2 0 1 4
13 6 0 0 5
1 8 6 0 5 6
19 3 0 13
れ っ しや 列車
0 28 0 3 3
0 28 0 5 2
1 9 3 0 13
レ ッ テ ル
0 5 7 0 0 1
05 7 0 3 2
レディ
08 4 0 2.9
れてゆかう
0 4 1 0 7 6
レトリ ッ ク
15 8 0 1 1
レ ビアタン
1 0 3 0 27
楽譜が走 っ て きて整列する
ねぢれた鎖の やうな数柄の 列串の 合図が響き
一 台 の列串が到着するであらう
ひ とび との うしろに行列をして夕刊を繋い
溺死人の 行列が手足を藻で しばられて ､
勉世紀もの列を つ く っ て つ づ く の だ
つ ながれた行列の影は鎖の ように エ場をとりまい て いた
ありきたりの 記念写真のスタイルで 三列にならび
第 一 列 の 中央 に いやな上限づ か い の かれがい て
命令 一 下たちまち整列 し 黒い銃剣の林を つ らね
葬列が見えない
それな の に､ み んなが整列 して中央に 一 つ だ け空い て い る椅子
遠ざかる列車の ひびきに
ねぢれた鎖のやうな数柄の列車の合図が響き
一 台 の 列車が到着するで あらう
遠ざかる列車のひ びきに
ウイ スキ ー の レ ッ テ ル には
レ ッ テルでもなければ 絵皿の風景でもない
重い任務をにな っ た レディたちです
あなたをどこか へ 連れてゆかうとする
レ トリ ッ クがうまい なと思 っ ただけで
おそろ しい 幻想と レ ビ アタン の 住む世界だ
レ モ ン色
o1 6 0 0 1 レモ ン 色の 朝焼だ
れん 蓮
1 7 0 0 1 4 蓮の 其 の 上に大きな魔の玉 が乗 っ て い て
170 0 1 8 蓮 の其 の上をかりの 宿と して
18 6 0 7 3
一 粒 の蓮 の 実を永く隠 しておく こ とだ よ
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れんごうかんたい
07 9 012.
れんざん 連山
1 0 8 0 3 2
れん し ゆう 練習
1 2 5 0 0 8
1 7 3 0 0 2
れんちゅう 連中
08 5 0 1 8
レ ー ス 織り
1 7 6 0 1 2
レ ー ル
0 4 1 0 2 6
0 6 9 0 4 0
ろう 老
0 0 7 0 0 2
0 1 0
02 5
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
2
4
5
5
6
0
2
4
1
1
1
1
1
1
7
8
4
6
6
8
5
8
6
6
8
8
8
8
8
8
8
0
7
2
2
2
3
6
8
8
8 8
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
2
0
1
1
0
0
0
0
0
0
7
5
8
1
8
3
6
2
2
4
3
3
3
1
0
2
0
0
0
0
0
0
2
7
3
8
6
1
6
2
2
2
2
5
3
8
1
2
0
連合艦隊
ゆうに 一 連合艦隊が沈んで い る
み はるかす何とか 連山は紫の 帯
悪魔の オ ー ケ ス トラ の 練習がうるさ い
身ぶりの 練習をしたか っ たとかで
奇怪な造語で喋る連中の頭を踏み つ けよう
レ ー ス織りの カ ー テ ン の 布地を
橋の 下には レ ー ルがうねり
終奄串の レ ー ル の ひ びきは
あたり 見知らぬ老婆が咳をする のはわれらにかか わりのな い こ
老 い ぼれた天体は歯が ぬけてゐる
松が老い てゆく錨のう しろに
す べ て の 家具が老いて ゆき
歴史の 故に つ ながれた老齢!
胸に造花の老人たちが
聾の 老人が世界に向 っ て何か叫んで い る のが
年老い た母親はい きをこ ろして坐り
老 ヘ ー ゲルは来り去り
地獄の ヴィ ジ ョ ン のうえで安眠で きる老人は
みな 年相応に老けて､ 持薬を服用する者もあり､
印刷 の 不備でく じに外れた老柴師に 大当りの 黄金を全部や っ て しまう
老化 した脆弱な骨組に
い やな老人になるな
老い たる者には智慧が あり
老い のうちにも新しい 命の 水が
すこ し足の 不自由な老人が ほ放えみかける
い っ ぺ ん に老けこんだ気分で し よう?
その中に ｢悲 しむ老人+ とい う作品があります｡
頭の 禿げかか っ たひ とりの老人が､
老い の楽 しみに数えて よ い だろう ｡
1 053
1 88 0 5 4
ろう 蝋
0 03 0 0 9
0 04 0 0 4
017 0 0 3
0 2.5 03 8
04 1 1 2 4
0 4 8 0 0 8
ろうか
0 1 9
03 3
03 5
0 38
0 3 9
0 40
0 4 1
045
0 4 6
1 4 6
14 6
1 60
廊下
0 0 1
0 0 7
0 1 7
0 10
10 0
0 1 9
0 8 2
0 0 3
0 4 7
0 1 3
0 3 6
0 5 6
ろうがく し
1(;0 0 3 3
ろうか した
1 6 7 0 1 8
い まは エ レクトロ ニ ク ス と老害の時代なの だ｡
盛ん に蝋を焚く女の プ ロ フ ィル
白い 蝋燭の 申に住ま っ て ゐた
赤い 蝋燭が点されて
笑声をたて る 一 本 の蝋 マ ッ チ
木質は腐り 陽に焼かれ 蝋の やうに流れた
なめらかな蝋は寝台をながれる
靴の .溢れる廊下で は
寒い廊下をわた っ てきた
同じ廊下で
街を見降ろす廊下には
木と木の 間の 寒い 廊下に件んで
秘密はい く つ も の廊下をとほ っ てくる
廊下 へ 出て
部屋から廊下 へ
また年後の 廊下の 如くあなたの 淋を彩にするだらう
壁にドア をならべ た廊下が
またまた迷路の 廊下にまよい こみ
そ の 日は夜どおし起きており 朝の 四時にゴミを捨て に廊下 へ 出て
老楽師
印刷の 不備でく じに外れた老楽師に 大当りの 賃金を全部や っ て しまう
老化 した
老化 した脆弱な骨組に
ろうごく 牢獄
0 9 7 0 0 6
ろう じん 老人
0 5 4 0 08
0 5 6 0 1 3
1 25 0 2 3
1 8 2. 00 6
18 3 0 2 3
18 8 0 2.1
18 8 0 2 2
ろう じんたち
も し撫慈悲な画家が牢獄を描くと したら､
胸に造花の 老人たちが
聾の 老人が世界に向 っ て何か叫んで い る の が
地獄の ヴィ ジ ョ ン のう えで安眠できる老人は
い やな老人になるな
すこ し足の 不自由な老人が 放ほえみかける
そ の 中に ｢悲しむ老人+ とい う作 品が あります｡
頭 の 禿げかか っ たひとりの 老人が､
老人たち
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0 54 0 0 8
ろうそく 蝋燭
00 4 0 0 4
0 1 7 0 0 3
ろう どうし や
0 58 0 3 7
ろうば 老婆
0 0 7 0 0 2
ろうぱい する
19 2 0 14
胸に造花の 老人たちが
白い 蝋燭の 中に住ま っ てゐ た
赤い 蝋燭が点されて
労働者
サラ リ ー マ ン や労働者を相手に
あたり 見知らぬ老婆が咳をするの はわれらにかかわりの な い こ
狼芽貝する
薄暮と昧爽 とをとりちがえてい た迂閥さ に､ 狼狽するも間なく､ 巨大な生きもの の胎内に
の み こまれるように ､
ろうひ 浪費
1 1 2. 0 4 0
ろうれい 老齢
04 8 0 2.1
ろくが つ 六月
0 8 2 0 0 1
12 5 00 5
ろくさ つ 六冊
15 0 02.1
ろく じ 六時
0 5 3 0 3 3
水が酒に 欲望がも っ とたくさん の浪費にならない と こぼして い る
歴史の鎖に つ ながれた老齢!
六月は水色の瞳
六月の 雨は しきりにふり 音楽は とめ どもなく
きみから送られて きたそ の頃の六冊の 維誌を見てい る と､
柱時計が六時を告げる
ろく じゆ うさ い 六十才
1 7 4 0 0 6 早く頑迷固掛こかえりたい ｡ あと三カ月で六十才+ と書い てあ
っ た｡
ろくじ ゆうぽん 六十本
1 24 0 3 0 六十本の煙草を灰に したと こ ろで
16 6 0 1 3 いま の きみは
一 別 こ六十本の煙草を吸い
ろくじゆうぽん の 六十本の
1 2 4 03 0 六十本の煙草を灰に したと ころで
16 6 0 1 3 いま の きみは 一 日 に六十本の 煙草を吸い
ろく じゆ うまん 六十万
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15 1 0 0 9 月々 の 出費は切り つ め て約六十万
ロ クなもの
125 0 18 われらの人生なんて ロ クなもの ではない
ろくにん の 六人の
15 0 0 0 5 六人 の友達の故に対する考え方は夫々まるで違 っ てゐた｡
15 0 0 0 6 六人の 意見が 一 致 して ゐる時は ､ 六人とも故に萌されて ゐる時であ っ たo
ろくばい 六倍
1 2 8 0 2 3 鋼鉄六倍 自動車十五倍
ロ ケ ッ ト
o5 3 0 1 4 昔 の 恋人からおくられた銀の ロ ケ ッ トを
ろ じ 路地
0 1 8 0 1 2
0 5 4 0 3 9
05 8 0 19
0 8 4 0 3 6
0 9 5 0 1 0
ろじ よう 路上
1 1 6 0 0 7
1 4 5 0 05
ロ ッ カ ー
108 0 0 2
ろ っ こ つ 肋骨
0 1 1 0 0 4
0 5 6 0 0 5
ろば 施馬
0 0 5 0 ユ0
ロ ビイ
09 1 0 10
路地を抜ける春の やうに
だが僕は最初の 路地で 心弱くもふりかえる
い つ もそ んな汚い 路地があ っ て
い つ までも雨がふ っ て る路地をゆけば
ばくは暗い 路地を走り出た
よりそ っ て 晩秋の 路上に
芋虫色の 車を時間外駐車で路上に放置し 道徳の 坂を下り左折してまた坂を登 るとす(
･ 右
ロ ッ カ ー の 戸が バタ ン バタ ン
空が滞れる雫が肋骨をたたき
彼の病んだ肋骨d)なかを
駿馬は駈ける
劇場やホテル の ロ ビイ に立 っ て い る寂 しい人影からうまれ
ロ ビ ー
14 6 0 0 6 ロ ビ
ー まで戻 っ た と ころで
ロボ ッ ト
105 6
1 5 2 0 2 0 習慣の ロボ ッ トにな るな
ロ マ ン
0 02. 0 1 0
ろめんでん し や
1 1 2 0 2 2
ロ ー ス ト ･ ビ ー フ
09 1 0 0 4
ロ ー ソ ク
0 9 6
ロ ･ - マ
0 9 6
わ 環
05 4
0 6 1
0 6 4
0 6 4
109
わ 輪
0 1 1
0 2.3
0 2.6
0 之9
0 4 1
0 5 2
0 5
0 5
0
0
0
1
1
5
8
9
1
1
1
1
3
5
8
8
0
0
4
4
4
5
7
5
8
8
5
7 5
(それは忘れられた日の ロ マ ン)
路面奄車
寝床の ぬ くもりで 放て っ た身体を 詰ま っ た路面電車に棲み こ んで
ロ ー ス ト ビ ー フ よりも香ば しい そ の匂 い とともにや っ てくる
o o 1 ミ ロ は ロ ー ソ ク の 黄ろい 炎で
o o 6 ギリシ ア ロ ー マ の 政治を見てきたが
0 4 3
1 6 5
0 0 1
0 3 2
0 0 9
0 1 6
0 2 2
0 0 3
0 0 6
0 8 4
0 1 9
0 1 3
0 6
0
0
0
0
3
3
1
0
0
0
0
0
2
3
5
0
5
0
3
4
1
0
3
1
0
6
0 之
夕碁の環をめ(･ つ て
夜 の環が冷たくかぶさ っ てくる ､
大きな夕碁の環に灯をともして ､
大きな夕碁の環に灯をともして ｡
生命 の - 循環を終えたのだ から
純な 一 輪 の白雷蔵に つ い て
準凝なあなたの指輪とともに
光の輪の 中に羽ばたきがあ っ て
それら肉体の 輪廓にそ っ て膨まず
宿命的な輪のなかで
あなたの未来の指輪が背い 光をあ つ め
姉さ ん の かたみ の 水晶の腕輪がわた しの 冷たい 手錠で
取輪ずれしたおれの 咽喉に つ めた い剃刀 をあて る
指輪や装身具の飾 っ てあるシ ョ
ー ウ イ ン ドをの ぞ い て
それか ら指で大きな輪をえがい て
そ こ に年輪をよむか わりに
車輪や道もうた っ て い た
何もない 地面の片隅に針金細工や手製の指輪を並 べ どこ にもい な
い エ ン ジ ェ ル が こ こ に
同じ輸送船でス マ トラ島に送られた転属組の十三人だ っ た｡
戦死者の 手足が(･ るりと輪になり､
花輪や弔辞は
なぜ首輪をつ けたりするの かと
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ワ イ シ ャ ツ
o 6 6 0 3 0 ワイ シ ャ ツ の袖をまく っ た腕であ っ た｡
わい せ つ な
1 3 6 0 2.5 わい せ つ な歴史の 棺桶の
ワイ ン
12 9 0 1 7
16 2. 0 2 1
まぶ しい 食卓の ワ イ ン グラ ス の影 と
そこで - 樽 の ワ イ ンとなら
ワイ ン グラ ス
1 2 9 0 1 7 まぶ しい食卓の ワ イ ン グラ ス の 影と
わかい 若い
0 1 2 0 0 3
0 2 1 0 1 0
0 4 5 0 1 9
0 5 6 0 10
05 8 0 5 4
0 7 4 0 0 5
0 7 4 0 2 3
0 9 7 0 1
10 2 01 1
14 2 0 6 4
1 4 8 0 5 1
1 6 0 0 18
1 83 0 1 8
18 4 0 1 9
わかか っ た
1 0 7 0 0 1
1 0 7 00 3
1 8 6 029
わか ら 解ら
0 1 7 0 3 1
わからない
0 53 0 6 4
0 7 0 0 3 0
0 7 0 0 3 1
0 7 1 0 1 3
11 6 0 0 3
若 い アポ ロ は日傘にか くれ
賢明な若い 主君は
畳よりも青い顎の 若い 主は しばし呆ける
抱きあ っ た若い 男女にな っ て
一 人 の若 い ウ ェ イト レ ス が
カ ミソリ自殺をとげた若い軍属の
若い魂を解放したカミソ リ の 刃を
あの ブ ロ ンドの 若い 男は､ 動物になる夢を持たなか っ たろう｡
うたい ながら破壊する若い 勇士たちが
ずたずたに責め苛まれながら 若い 生命をすり減らして い るが
若い 男女で い っ ぱい の フ ラ ワ ー ･ セ ンタ ー に立ちよ っ て ､
観客の い っ ば い つ ま っ た劇場で 司会役の 若い 男から
若い 証券 マ ン が 一 人で物思い に耽 っ て い る
若 い 中国人の 夫は 口癖の ように
若か っ た
ぽくが若か っ たと嘗
尖塔の 鐘の音も若か っ た
みんな若か っ たと了解 した瞬間､ 未来に到着 して い たこ とがわか っ た
どう してよ い か解らない ほ ど
なんにもわか らない わからない
わからない ､ どう して 此処 へ 落ちたの か
ぽくにはわか らな い ､
わからな い ひ とつ の運命で ある
きみ とぼくに しかわからない
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1 2 7
1 6 0
1 7 4
18 5
わかれ
0 0 8
0 5 3
0 2 1
0 2 5
別れ
0 5 4 10 0
0 5 4 1 1 8
0 68 0 3 3
0 7 5 0 0 3
10 0 0 2 2
1 0 0 0 5 3
1 0 3 0 13
10 9 0 0 4
1 09 0 0 8
1 1 2 0 49
1 1 5 00 5
1 2 8 0 0 8
14 8 0 1 0
15 9 0 0 7
1 8 7 0 2 0
どう してかわからない ｡
それから物語の コ ー ネ リ ア スがどうな っ たかはわからない
お っ とり して い て ､ ど こが強い のか わからない ような碁風だ っ た｡
誰にもわからない
亡霊たちに別れを告げよう
そ して 詩人と大学生は駅で しばらく別れを惜しむだろう
十九歳に別れを告げた男は
不幸な兵士に別れを告げる
お別れの短か い放浪がは じま っ た
そう言 っ て 黙 っ て別れた友よ
(友だち とお別れの パ ー テ ィをして
いま ､ 別れを告げよう として い る ｡
自分自身と世界とに別れを告げるときがきた､
おれたちが本当に別れるの は これがはじめてだ が ユ ダの接吻はい らな い
お別れの 言葉はい らな い
別れの挨拶は簡単だ っ た
また会おうと約束 して 別れたきりで あ っ た｡
今生 の 別れかと心 はさわい だが
別れを告げる過もなく
わかれた 別れた
10 0 0 5 3
14 8 0 1
わかんない
1 8 0 01 1
わく 排く
0 72. 0 2 7
わけ
0 1 4 0 1 2
0 3 0 03 0
0 4 1 0 4 8
0 4 6 0 0 7
05 4 0 5
0 5 6
0 5 6
0 5
0
0
5
6
6
6
1
9
0 1 1
0 1 4
0 1 6
0 17
00 8
そう言 っ て 黙 っ て別れた友よ
また会おうと約束 して 別れたきりで あ っ た｡
判ん な い
｢女 の子 の心理+ なんて私だ っ て判んな い ですよ｡ 私だ っ て ｢男の 子の 心理+ は判んな い ですからね o お年寄り
- - ど よめ くス9.ン ド､ 沸 く観衆 ､ 拍手､ 喚声
つ まりそ の隙にと いふわけさ
い ま数々の なかから択りわける
個人を非難しない わけにはゆかな い 神々 の 名におい て
澱んだ鈍い 時間をかきわけ
｢看たちはまさか忘れたわけでは あるまい
廃城の なかを踊り狂 っ て い るの が見えない わけで はない
かすかに聞えぬわけでもない ので ある
じぶん の 不幸を悲しんで い るわけではない
ま して夢を見てい るわけでもな い
見よ､ 澱んだ ｢時+ をかきわけ､
105 9
0 6 1 1 1 4
0 6 1 1 2 2
0 6 2 0 3 3
0 6 5 0 2 5
0 7 4 0 之6
0 8 7 0 0 8
0 8 7 0 1 8
0 88 0 1 5
10 3 0 15
1 0 6 0 03
1 4 4 0 1 7
1 5 0 0 22
1 5 0 0 36
1 5 1 0 2 0
15 5 0 2 1
17 6 0 3 2
わけもなく
0 6 5 0 2 5
1 7 6 0 3 2
い つ も個人的なわけが ある の だ
い つ も個人的なわけがあるの だ+
死んでも死にきれるわけで はな い の だから
わけもなく涙をな がす男の
み どりの 波をわけて ゆ っ くり遠ざか っ て い っ た
聞きわけの ない司でかぶりをふ っ て
聞きわけの な い 珂でかぶりをふ っ て
わけ へ だて の な い ぼくたちの あい だに
金づ かい の 荒 いア メリカ人とはわけがちがう
こ ちらに向けてい ても なにも見てい るわけではない
わけよし の性術に明け暮れて
記憶の 申で見逃して い たさまざまな事柄に気づ かない わけにはい かない ｡
しか し､ そ の こ とに､ ｢私+ は､ 全面的に欺かれて い るわけにはい かな い ｡
一 向 に死ぬ気配を見せな い の は どうしたわけか
知らない 顔をかきわけ
わけもなく顔をかく して い る
わけもなく涙をながす男の
わけもなく顔をかくして い る
わざわざ
14 2 0 8 8 いじけた打算がある わざわざ危険な対立に足をふみこ んで
わずかに
0 3 7 0 0 5
12 4 0 1 3
161 0 2 3
169 0 1 8
1 7 0 0 2 5
1 7 1 0 1 7
わすられた
00 2 0 1 0
0 4 1 1 2 2
わすれかけた
0 68 0 0 1
わすれがたい
0 5 2 0 0 2
08 2 0 0 6
臨んの わずかに震 へ る根を支 - て ゐる
わずかに自己 へ の 希望で しかな い日 - -
わずかに赦すおの れを許すこ とで
わずか に涙の粒が しぶ い て い る
わずか に男は苦笑 し
わずか に雨露をしの そ庇の下から
忘れられた
(それは忘れられた日の ロ マ ン)
葉はぬ け落ち 黒い幹が囲綾地の 隅に忘れられた
忘れか けた
忘れかけた女から
忘れがたい
忘れが たい 悲しみ の 面影がうかぶ とき
忘れが たい 夏を連れて l
10 60
わすれがた い
1 80 0 3 3
忘れ難い
忘れ難い 人の ため に書い た
わすれて 忘れて
0 0 4 0 0 6
0 2 9 0 1 6
0 3 6 0 15
0 4 6 048
0 5 0 0 1 4
0 5 3 0 6 5
0 6 1 1 5 3
0 9 5 0 2 1
1 0 2 0 2 1
15 0 0 6 1
1 50 0 7 2
15 4 0 0 8
1 6 0 0 0 5
1 6 0 0 6 7
18 6 0 8 7
18 8 0 2 7
ステ ッ キを忘れて 逃亡 した
パ イ プと共に忘れてゐた家族の ため
永遠を忘れて ゐる頗の 下で
どうして い ままで忘れてゐたのか
きみを見失 っ たの か忘れて しま っ たよ｡
あな たのお顔も だんだん忘れてゆきそうです
どう して い ままで忘れてい たの か､
ぼ くは少しず つ 忘れて ゆくだろう
おれの こ とは忘れて くれ
我々は彼を励ます こ とを忘れて い たようだ ｡
喪われたら二度と取り戻せな い こ とを忘れては いな い だろうか ｡
苔むす岩間に白い滝を忘れてきた
忘れて は い けな い こ とを さがすような眼で
(私たちが忘れて しまうのも無理 はな い)
時間を忘れて ぼんやりするの だ っ た
今で は､ す っ かり忘れて しま っ た｡
わすれて い た 忘れてゐた
02 9 0 1 6
0 4 6 0 4 8
わすれて い る
0 36 0 1 5
パ イ プと共に忘れてゐた家族の ため
どう して い ままで忘れてゐ たのか
忘れて ゐる
永遠を忘れて ゐる勝の 下で
わすれる 忘れる
1 0 1 0 1 2
1 8 9 0 1 4
わたくし
15 7 0 0 9
1 6 5 0 02
1 6 5 0 0 7
1(～5 0 1 9
16 5 0 2 5
16 5 0 2 6
16 5 0 2 8
1 65 0 3 5
1 65 0 3 7
1 9 2 00 1
みんな忘れる祈りの むな しさで
何でも忘れる こ とができる
どうか わたくしも
わたくしには厭わしか っ た のだ ろう
わたく しにはあさましく映 っ て い て
子な るわたく しの存在が心 (しん) か ら厭わしか っ たこ との
わたく しは父の 書い たものを理解せず
父はわたくしの 詩の 一 行も理解しなか っ た
わたく しは病み衰えた父の 腕に
わたく しの 顔が映る の である
すこ し歪んだわたく しの 顔が ｡
も披や､ わたく し､ と特定する必要はな い ｡ わたくしには ､ わ たく し以外の
1 061
1 9 2 0 0 2
19 2 0 0 8
どんな現象も起りようがなく､ わたく しの影は､ 孤独とはい えなくな っ て い るから､
わたく し､ とは誰だ っ たの だろう? 歩行の 方向をきめて い る海の
わたげ 綿毛
1 2 0 0 2 2 ス モ ッ グ の 綿毛と
わたし
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0
0
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わたしは愚かしい 知識の 墓場を
わたしの体を石の やう に氷らせ た
わたしは額を象倣せ よ と願 っ た
わたしの 手の中にある
わたしの 鼓膜は へ んで ある
わたしは鼎い パ イプを撮り
わた したちが所有するすべ て の 宝よ
今はただ表情もなく振返るわたしに
やはり変らぬ わたしたちの 愛よ
わたしが憩ふ場所 とい へ ば
それは確か にわたしを支 - て い る
わた しを愛撫するの はむか しの夢であらう
わたしの 半身はすで に掠められてゐ る
わたしは象どられた世界からとりでて
微風はわた しの肩に触れる
わた しを蔽ふ
わた しは 一 体何処 に立 っ て ゐる の か
わたしの骨は澗れてゆき
わたしはい つ か鳥にな るかも しれない
みんなわた しの言ふこ とを信じな い か
わた しは何の 関りもな く立 っ てゐる
こ こ はわたしの生れた土地だ
わ たしはは じめて怒りとい ふも のをみ た
わたしは い つ か虹を見るかも しれな い
だがわたしはあい つ らを許さない
たと へ わたしの位置が崩れ
だがわたしは悔まない
わた しの 天は奈落 へ崩れおち よう
生きの びてきたわたしの 心に
わたしはか ぎりなくうらめ しく思う
情慾に飢えたわたしの 魂をやさ しく愛撤する
どう してわたしが覚えて い なければならない のか
わたしは い までも眼鏡の つ かれをぬ そい
生きねばならぬ こ の賭はわたしの 負けだ
死にそ こない の わたしは
わたしの大きな瞳には
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わたしの か らだ の なか に糞昏がい っ ぱい つ ま っ て
わたしはわ たしの 行方を知 っ て い ない
わた しは赤い セ ー タ - を着て
こ れがわた しの聖なる苦行衣です
姉さん の かた み の水晶の 腕輪がわたしの 冷た い 手錠で
わた しは大切に胸のうえに さげて い ます
これがわた しの小さな十字架です
わた しの歩い てきた道は
わた しはわたしの 影を背負い ます
それはわたしの こ ころ の神秘です
い つ の まにかわた しはお姉さん のお墓の前に立 っ て い ます
い つ もの ようにわ たしはお姉さんさ ようならを告げる こ とが出来ません
わたしもたまらなく眠い の です
わたしの こ こ ろ のお部屋の なかで
わたしは枝からはなれてゆきます
わた しは落葉の精なのです
わた しの たずねる人影は何処にもありません
わた しはわたし自身の影か らも離れてゆきます
わたしの い の ちは
わたしは 一 日 よりもはかない 一 年を
淋 しい わた しの 足跡は落葉に埋 っ て見えません
わたしの 髪に わたしの肩 に 落葉は しずかに つ もります
木の 葉にな っ たわた しには
わたしの 母 の手をひ い て
わたしにはながい 悪夢の 日が つ づ い た
わた しの机の うえの 一 枚 の 写真も
貴方に叛い たわたしは､
わたしはひ とりで す｡
わたしは貧 しい ､
わた しは病んで い る､
貴方がわたしに下さ っ たもの はこれだけですか｡
わた しはどこ までも愚かで すから､
わたしは今にも倒れそうにな っ て ､
十 一 月 の 寒空に､ わた しはオ ー バ ー もな く､
わたしにはまだ罪が足りない のですか､
わた しの 悲惨は貴方の栄光な ので すか｡
わたし の魂は病んで い る
わた しの胸の なかで腐 っ て い る
落ちてゆ くわたしの 身体を支えて くれるの は
わたしとあなたを距て る こ の 世の どんな約束も
そ っ とわた しの寝室に近より
わた したちの 交りには
思い 乱れたわたしの頭髪にさ し込まれ
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0 7 0
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0 5 4
0 6 0
016
0 4 0
0 3 3
04 0
0 0 3
00 6
0 1 1
0 2.0
0 5 3
0 8 3 0 0 5
0 8 3 0 1 4
0 8 3 0 2 2
0 8 9 0 2 7
0 9 0 0 24
1 0 4 0 05
1 0 4 0 1 1
1 1 9 0 14
1 2 2 0 11
1 2 2 0 12
13 2 0 0 6
13 7 004
1 3 9 0 0 5
1 4 2 0 26
14 6 0 3 1
1 4 6 0 3 4
1 4 6 051
1 6 4 0 0 3
1 6 4 0 2 8
1 7 1 00 7
17 9 0 2 6
1 84 0 17
1 8 4 0 18
わたし ｢私+
15 0 0 3 6
わたしは こ の世な らぬ冷たい 喜び に憶えて い る
わたしの 手から鉛筆をとりあげる ように
わたしは昔の 少年にな っ て ど こまでも追い かけてゆ くだ ろう
あなたとわたしは
あてもな い わたし の道は
傷 つ い たわた したちの 記憶をぬ (･ つ て ゆ く のを
わたしは こ の 香ば しい 微風の なかに家を建て
(わた しはひ とり､ わた しはひ とり - - ･)
わたしはおまえの 血を飲み 放 した+
わた しは どこ までも歩いて い っ た｡
わたし の帰りを待 っ て い た｡
わた しの 血汐の 流れを抱きよせ る､
わたしの からだを水藻の ように
わたしはのけぞ らせ た顔を
わたしの 感覚はぬ けおちて ､
わたしを殺 してどうしようと いうの ｡
わた しの背後で
わた しの心 をい たわ っ てくれるけれど
これは爽快だ わたしにも
わたしの そ ばをとお っ たようだわ+
わたしが生れるず っ と前か らそ こにある
わたしの丘や森や 海岸は すで に
わたしの血汐は もう歌おう としない
わたしの歌の おわるまで
カ ー テ ン の 蔭でわた しは泣く
あなたの 涙をわた しが泣く
わたしを見た者は いない
あ っ さり未来を売りわた した
わた しを呼んで い るにちが い な い の だが
わたしやわたしの 家族の 頭から 髪の 毛 - す じ落ちやしな い とは
同時にわたしを琴め ると
わたしは無我夢中で逃げ出しましたが
おどおどして い るわたしの 手をと っ て
わた しの涙をあなたが泣く
｢あな たの涙をわたしが泣く+ と
｢わたしが好きなの は
だか らわたし披
わたしたちの 家 (ア ワ ･ ハ ウス) と いう べ き とこ ろを
わたしの 家 (マイ ･ ハ ウス) と い っ たり して い る
しか し､ そ の こ とに､ ｢私+ は ､ 全面的に欺かれて い るわけにはい かな い ｡
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わた し
0 4 1
0 4 7
0 4 9
臥
0 6 3
0 1 3
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0 4 9 012
05 8 0 0 7
0 58 0 1 0
0 5 8 0 1 6
0 58 0 1 8
058 0 3 2
0 5 8 0 4 3
05 8 0 4 5
0 5 8 0 4 6
0 5 8 0 5 0
1 5 0 0 0 2
15 0 0 1 6
15 0 0 2 9
15 0 0 3 0
1 5 0 0 3 6
1 5 0 0 5 3
1 5 0 0 7 6
1 5 6 0 2 4
156 0 3 0
15 6 0 3 5
1 6 0 0 0 3
1 6 0 0 1 4
1 6 0 0 5 4
1 60 0 6 7
18 0 0 1 1
1 80 0 2 5
1 8 0 0 2 6
1 8 0 0 2 7
1 8 0 0 5 0
1 8 8 0 2 5
18 8 0 3 8
18 8 0 7 9
19 3 0 1 9
お入りなさ い 私が許可を与 - たから
私は怖れる
天井の蜘蚊が私の 顔に の りう つ つ たようだ､
私たちの 間には ひろい 克涼たる眺めが ､
私はぼんやりと空を眺めます
私は姦街を好みます
私はゆ っ くり煙草をふか しな がら
私の立派な人生には
つ かれて い るの は私ば かりではありません
私はかる い舌うちをしました
どうやら私は今年も結婚しそ こ ねたようです
これから私は何をしたらよい の で し ようか?
そ して ニ ュ ー ス が私を読み すてたら
私は 囲続地 とい う エ ッ セイ の 中で ､ こ んな こ とを番い た｡
私自身は､ かなり正直な自画像の つ もりだっ た｡
文学 の 世界 にとどま っ て い る者は､ 私 しか い な い ｡
これは､ 私だけが ｢虚構の個性+ を つ らぬき､ 偽善の 間道をく(･ りぬ けて ､
しかし､ そ の こ とに ､ ｢私+ は ､ 全面的に欺かれてい るわけにはい かない ｡
編集者で ある私が警視庁か ら呼び出しを受けた｡
昔 の雑誌が見 つ か っ たと いう の は､ 私に と っ て幸運で したo
いかに私が外国かぶれでも
い までも私を動顛させ
私は 口を つ (v む ほ かはな い
気が つ かな い うちに 私もまた
それがなぜ私の心 をしめ つ けた の か?
私が知りうるの は シ ュ ワ ル ツ が 一 九六六年に五十三歳で死んだこ とだ
(私たちが忘れて しまうのも無理 はない)
｢女の 子の 心理+ なん て私だ っ て判んな いですよ o 私 だ っ て ｢男の 子 の 心理 + は判んな い ですからね｡ お年寄り
ら･･ ･ - ｡ 貴方に判らなか ろう と､ もう少し付け足すと､ 昨年は形相の 意味も知らなか っ たとい うこ と ｡ 私は
｢メ
ッ セ ー ジ と よ申ま した+ と善い た筈､ それは私だからそうよめて しまう､ とい うの が どうでもい い
こ とで､ 貴方
の 言葉を私はどんな方法でも消せ ればよか っ ただけの こ と
-
｡
｢ど こ かで会 っ て ､ さりげなく挨拶を交したような ､
私 の最近の 心境をよく伝えて い る とい えまし よう+
私 の痛疾 ､ である の かも しれな い ｡
私には ､ な ん と､ 四十三回目の 地獄め(
･ りです ｡
私 一 人の 人生でも
わた しじしん 私自身
1 5 0 0 1 6 私自身は､ かなり正直な自画像の つ もりだ っ た｡
わたしたち
o 2 8 0 5 4 わたしたちが所有するす べ て の 宝よ
奇妙な余韻をひいて いくと ころ+ それは私にしてもそうで し
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0 2 9 0 15
0 6 2 0 2 0
0 6 2 0 5 4
1 8 4 0 1 7
わた っ て
0 3 3 0 0 7
1 0 1 0 1 0
わた っ て 渡 っ て
10 7 0 10
1 6 2 0 1 3
やはり変らぬわたしたちの 愛よ
わた したちの 交り には
傷 つ い たわたしたちの 記憶をぬ(･ つ て ゆ くの を
わたしたちの 家 (ア ワ ･ ) ､ウス) という ベ きと ころを
寒い 廊下をわた っ てきた
血 の 河をわた っ て い っ た兵士たちよ
きざなみは海を渡 っ て も
虹の 橋を渡 っ て い っ たが
わた っ てきた
o 3 3 0 0 7 寒 い廊下をわた っ てきた
わたりどり 渡り鳥
1 0 0 0 2 1 やくざな渡り鳥の よう に レイ ン コ ー トを肩にかけて
わたる 渡る
00 5 0 0 2.
17 6 0 1 6
17 6 0 2 8
わづ かな
0 2 7 0 23
0 3 7 0 12
わ づ かに
0 2 5 0 2 0
03 8 0 2 9
わな 毘
0 7 1
わななき
0 4 6
わふ く
15 9
わらい
0 5 4
蝶々は光る河を渡る
海を渡るこ とだと言い たげに
渡る べ くもな い
わづ かな煙はグラ ス の 申 - 降りて ゆく
わづかな 下 ア の隙間から
わづ かにさわ(･ 葦の 触手を見る
わづ かに街と村の
o 3 1 自然のなかの 昆は本当の 昌なの だと
0 3 8 日没の空にあなたはわななき つ つ 身を横た へ
和服
o o 5 黒 っ ぼ い 小紋の 和服がよく似合い
12 1 いまは自我をみ つ め微かなわらい を憶い だす
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わらう
02.8
0 之8
10 6
1 6 4
1 64
笑う
0 6 4
0 6 5
0 06
0 0 6
0 0 7
空爆の 堆積する地所を揺るが しながら明るく笑う
笑うもの たち虫の やうな検微鏡下の 虫たち
｢笑うなかれ+ 悲しい 内部の声である
樫の 木が笑う 金木犀が笑う
夜空の星たちが笑う
わらうなかれ 笑うなかれ
10 6 0 0 6 ｢笑うなかれ + 悲しい 内部の 声で ある
わらうもの 笑うもの
0 2 8 0 6 5
わらひ 箕ひ
0 13 0 2 0
0 2 8 0 45
わらふ 笑ふ
0 17 0 1 0
0 3 6 0 0 6
わり つ けられた
1 2 8 0 0 3
わる い 憩 い
0 0 7 0 1 0
0 1 4 0 2 2
0 1 7 0 1 7
0 2 5 0 45
0 5 4 1 0 8
0 6 1 0 3 9
0 6 1 19 1
0 9 3 00 9
10 6 0 0 9
1 4 2 0 4 6
1 4 4 0 0 3
1 6 6 0 1 8
わる(･ ち 悪口
0 5 8 0 3 8
われ
笑うもの たち虫の やうな検微鏡下の 虫たち
ゲラゲラ笑ひ
そ こを通る風の 鳥の 虫類の笑ひ
歯で ゲラゲラ箕ふと
だがおれは声高く笑ふために
割り つ けられた
割り つ けられた舗道の
咽簡は空に向 っ て泥を吐く 革の 軌 ＼荒地では とか く惑い感冒が
口の 惑い 家畜 どもが逃げて い っ たあとで
と惑い唇が胃の傍で薄くな っ たの で
惑い想出よ
そ してやがて.獣 の ようにな る歯並みの悪い唇の動きが
空気 の悪い ア パ ー トの 一 室で ､
い つ も天使の 悪い 呼吸で曇 っ て い ます｡
離酎は何によらず惑い 習慣だが
憩い空気の なか 鳥類 の コ ン ベ ン シ ョ ン が重ん じられる
憩い 夢からさ めた人の ように首をふるの である
目の 惑い 地蔵が首見参に とうよせ
あい さ つ したのが なぜ 憩い ?
よく政府の 悪口を言 っ て い た広場 には
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あたり 見知らぬ老婆が咳をするの はわれらにかかわりの な い こ
器物 の底もひびわれて
夕焼の なかからあらわれる鳥の 噛り
決然たる拒絶者の 愁い 顔があらわれる
われわれの アメリカはまだ発見されてい な い と
ひ びわれた卵の なかの
波にさらわれた母と美しい 少年を許せl
世界の秋は深くな っ て ゆ くように思われる
『われ濁濁の 世の 光なり
われわれは とりかえしの つ か ぬ年月を
われわれを待ちうけて い るもの は
われわれは自然に よ っ て死 の深さを直観する
風よ吹け われらの 罪の消えぬうちに!
われらはながい生涯をも っ て測 っ たりする
われわれ与ま
われわれの 醜さを
結局の とこ ろわれわれの期待も､ かれらの 手綱さばきで
われわれの生存競争もす べ て フ ェ ア ･ プ レ - だ っ たらい い の にと
呪われたかれらの 天を
い われのない 恐怖 にあ っ て
記憶の はて にあらわれる
きみ はきみの 失われた両手を高くあげる - -)
破風のうえに雪があらわれてまた消えた
消えてはあらわれる幻影の
見えがくれの執念に つ け狙われなが ら
高くのぽ っ て つ い に失われた空の ように
太陽に追われた記憶が戻 っ てくるだろうか
聖者をうらぎ っ た罰が あらわれてい る
われらの 人生なんて ロクなもの では な い
活字の われ目から ひ よろりとの びた
われわれは死ぬほかはない +
われらの時代に目覚め はな い ?
夜の底がひ びわれたとおも っ たら
人間蛾は街の燈火に誘われる
｢夜われ床にありて
われを産み し者の 室をすて て
舞台裏で物思い に沈む あわれな役者
われわれに対する思い やりは
われわれを傷 つ けさえするのだ - -
喪われたもの を､
喪わる べ く して喪われたと言うの は､
一 つ の 国さえたちまち喪われる ような世界に住んで い る の で ､
喪われたら二度と取り戻せ な い こ とを忘れて披 い な い だ ろうか ｡
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われわれ
自分でもそう思い人にもそう思われてい る の に
悲 しみ の 音色にさそ われ
す べ てを奪われても文句を言えない
歴史とい う■もの が どんなに われわれの 野心や虚栄 とくい ちがうかとい う
アメ リカのオ ー デンとい われたが
われわれの コ ー ネ リア ス は いま ど こに い る の だろう?
われわれの コ - ネ1) ア ス はど こまで歩い てい けるだろう?
失われたもの と現在あるもの の 中間で
錆び た針金の 蔦におおわれて
ソ ロ フ キ の 囚われ人よ
はるかな雲に誘われ
失われた均衡を悼んで
われら此処に在りとかんがえ るだ けで
蔦におおわれた高窓は
安全に養われてい るそ の家族たちだ
だが ､ 愛する時間を奪われた
(われな がらよく言うよ)
われわれは死なぬ
公害を憂えたり､ 伝統 の喪われてい くの を嘆くの と同様､
月がかわれば
遠くかすかな潮騒のひび きにさそわれ､ 海にむか っ て ひき寄せられてい くが ､
我 々 の 樹を救 へ 諸君よ と
い ま披自我をみ つ め微かなわらい を憶い だす
わた しは無我夢中で逃げ出しましたが
｢本質的に我々が誇り得るもの は生理以外に在り得ない ､
我 々が生きの びたこ とで誇り得るもの が､
彼は我々 の 推論の 創刊号に､ 玉 の井 の嬉婦と客との 交渉を扱 っ た ｢据宿+ を書き､
我 々は彼を静ますこ とを忘れて い た ようだ｡
今日､ 我 々は
.
一 つ の 都市､
い つ かは訪れる忘我の 果て の
｢病気が こん なに こ たえる とは､ 思 っ ても いませ んで した｡ 春からノイ ロ ー ゼ状態で我ながら呆れかえ っ て い ま
あたり 見知らぬ老婆が咳をするの はわ れらにかか わりの ない こ
風よ吹け われらの 罪の消えぬうちに!
われらはな が い生涯をも っ て測 っ たりする
われらの 人生なんて ロ クなもの ではな い
われらの 時代に目覚め はない ?
われら此処 に在りとかんが えるだけで
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われわれの ア メリカはまだ発見されてい な い と
われわれは とりかえ し の つ か ぬ年月を
われわれを待ちうけて い るもの は
われわれは自然によ っ て死 の深さを直観する
われわれは
われわれの醜さを
結局の とこ ろわれわれの期待も ､ かれらの 手綱さばきで
われわれの 生存競争もす べ て フ ェ ア ･ プ レ ー だ っ たらい い の にと
われわれは死ぬ ほか はな い +
われわれに対する思い やりは
われわれ を傷 つ けさえするの だ - ･ -
歴 史と いうもの が どんな にわれわれの 野心や虚栄とくい ちがうか とい う
われわれの コ ー ネ リア ス は い まど こ にい るの だろう?
われわれの コ - ネ T) アスはど こまで 歩い て い けるだろう?
われわれは死なぬ
我々 の樹を救 へ 諸君よと
｢本質的に我々が誇り得るもの は生理以外に在り得ない ､
我々が生きの びたこ とで誇り得るもの が､
彼は我々 の雑誌の 創刊号に､ 玉 の 井 の娼婦と客と の 交渉を扱 っ た
｢据招+ を書き､
我々は彼を励ますこ とを忘れてい たようだ｡
今日､ 我々は 一 つ の 都市 ､
o o4 清字の われ目から ひ よろりとの びた
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白い 蝋燭の 中に住ま っ てゐた
あ 逃げた小鳥が月にゐた
そ の 中に沢山の 兵士たちの顔がゐた
石の床に新聞が配達されて ゐたこ とも
樹はゆらゆら揺れてゐ た
ハ ッ カを唾 へ て澄んだ煙をふか して ゐた
水晶体はい つ でも煙を噴いてゐ た
明朝の新聞紙がぬれて ゐた
緑の 影は い つ もガラス 管に よりそ っ て ゐた純粋な頭の鈍い速度に つ い て
美しい 喚声にとり巻かれて ゐた
パ イ プと共に忘れてゐた家族の ため
静止 して ゐたもの が動き出したとき
ああ愛する花とともにゐたい な
灰い ろの 遠い 空をながめてゐた
無限とい ふものが 少しづ つ 暗くなりかけてゐた
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屋根の みを叩い てはひ とり淋 しが っ て ゐた
それは涙に似て ゐたの かも しれない
怪 しい 手紙には趨が生えてゐたのかも知れぬ
あなたは独り目覚めてゐた
い つ の まにか樹木披枯れて ゐた
誰のもの でもな い と患 っ てゐた樹木
貧弱な幹に大きな葉を つ けてゐた樹木
ながく夜をま っ てゐた灯火は
どう して い ままで忘れてゐ たの か
六人の 友達の 彼に対する考え方は夫々まるで違 っ てゐた｡
極めて小さな事柄にもい たま しい ほ どの 注意と努力を払 っ てゐ た｡
o 1 8 ああ愛する花とともにゐたいな
ゐない
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げられ 叢には懐古的な蛇はゐな い
枝に小鳥はゐな い
眠 っ て ゐな い の は時計であり
動い てゐない動物たちが
もはやどんな力も持 っ てゐな い こ とを知れ
あな たの指はまだ感覚を失 っ てはゐな い
一 匹の 魚さ へ 住んでゐない 掛こ釣糸を垂 らしてゐる影だけが生きて
ゐる - ･ ･ ･+
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